










沖縄県の絶滅のおそれのある
野生生物（動物）
　亜熱帯気候かつ１６０もの島々からなる沖縄県の野生生物（動物）は、沖縄島北部に生息するヤン
バルクイナやノグチゲラ、西表島に生息するイリオモテヤマネコのように、それぞれの島で独自に
進化した固有種や固有亜種の多いことが、他の都道府県とは異なる特徴の一つとなっており、生物
多様性の豊かさは世界でも有数といわれています。
　その反面、それぞれの島で生活の場を奪われた野生生物は、他の島々へ移動することができない
ために減少したり、絶滅するおそれがあります。いちど失われた自然環境を回復させることは容易
ではありません。
　ここでは、本改訂において、沖縄県で絶滅または絶滅のおそれのある種として選定された野生生
物（動物）の概要を示します。
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沖縄県の自然環境（陸域～沿岸域）
　野生生物はさまざまな自然環境に適応してすみわけて生活しています。森林には多くの野生生物
が生息・生育していますが、多くの島嶼からなる本県では沖縄島や宮古島、石垣島、西表島など地
域によっても森林を形づくる植生環境やすんでいる野生生物が異なるなどの特徴が見られます。
　また、山・川・海はそれぞれ密接につながり、川と海を行き来する両側回遊性の生物が多いこと
も本県の特徴の一つとなっています。河川を通して運ばれた陸域の栄養分は、河口や干潟、沿岸域
の自然環境が形成されるために必要なものであり、多様な生物からなる生態系をささえています。
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は  じ  め  に 

 

 沖縄の島々は（1）地史から見て極めて古いこと、（2）日本の西南端に位置し、南方の国々の動植物の遺

伝性とのつながりが強く、すでに南方系動植物の占める割合が極めて高いこと、（3）亜熱帯であることで

南方系動植物の移入、定着が容易であること、（4）多数の島々から成り立っていることで、それらの島な

りの種が分化、進化したことなどで、特異な動植物相が成立っていることが指摘されており、世界遺産候

補地として琉球列島があげられている。しいては、我々もそれら生物と共存しており、それらの生物を子々

孫々まで引きついで行かねばならない。そこでそれらの生物の生きざまを解明し、理解し、保護する必要

が負わされている。そこでそれの種を選定し、絶滅のおそれの程度に分けたランク付けを行うとともに保

護の処置を講じる必要がある。そのため沖縄県は 1996 年来レッドデータおきなわを発行してきた。すなわ

ち（1）自然環境保護の指針として、（2）沖縄県の文化財として、（3）遺伝的多様性の保護として（遺伝子

資源の重要性）、（4）教育教材及び研究資料としての意義から必要であることのために。 

 本書はその第 3版であり、哺乳類、鳥類、爬虫類、両生類、魚類、甲殻類、昆虫類、クモ形類、多足類、

貝類を取りあげてある。特に近年、水環境の悪化が問題になっていることから水生である魚類、甲殻類、

貝類の保全を重視する立場からそれらの種類数を多めに取りあげることにした。 

 

 

改訂・沖縄県版レッドデータブック第３版改訂委員会 

 

委員長 東 清二 
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１．沖縄県の自然とレッドデータブック 
 

１．１ 沖縄県の自然環境について 

 

 (１) あらまし 

 沖縄県は、日本列島の南西部の南西諸島に位置しており、160（面積 0.01km2 以上）の島々からなる島嶼

県である。南西諸島は、北および東は種子島から奄美大島、沖縄島、宮古島、石垣島、西表島を経て南は波

照間島、西は与那国島まで連なる琉球列島と、大東諸島および尖閣諸島から構成されており、このうち、沖

縄県は琉球列島の南半分を占める沖縄諸島と先島諸島（宮古諸島と八重山諸島が含まれる）、大東諸島およ

び尖閣諸島から成り立っている。沖縄県の総面積は約 2,281 km2であり、このうち沖縄島が県全体の約 53%

（1,208 km2）を占めており、西表島、石垣島、宮古島、久米島を加えた 5 島が全体の約 85%を占める。本

県の気候は、亜熱帯海洋性気候に属し温暖多湿であり、月平均気温が 20℃を超える月は 8～9ヶ月に及び年

間の気温差も小さいなど、国内の他の地域とは異なる特徴を有している。年間の降水量は約 2,000mmを超え

て多いが、梅雨時期から夏季にかけて少雨である年には、しばしば渇水を生じることもある。台風の接近数

が多いことも本県に特徴的である。 

 

沖縄県の島々のうち、沖縄島や伊平屋島、久米島、石垣島、西表島などの山地が発達した島々では、イタ

ジイ（スダジイ）やオキナワウラジロガシ、リュウキュウナガエサカキなどの常緑広葉樹林が生育する森林

が広がり、沢や河川などの水系も発達している。沖縄県の最高峰は石垣島の於茂登岳の 526m であり、高標

高の山岳はみられないものの、標高 400m 前後を超える場所では雲霧林やそれに類した環境も見られる。沖

縄島の石灰岩地域では、常緑広葉樹のガジュマルやアマミアラカシ、クスノハカエデが多く見られるなど、

地質によっても植生が異なっている。宮古島や波照間島など比較的平坦な島々では、ガジュマルやオオハマ

ボウ、ハスノハギリなどの隆起石灰岩地や海岸沿いに特徴的な森林が見られるほか、南・北大東島ではビロ

ウ（ダイトウビロウ）が優占するなど、地域的にも多様な植生環境が見られる。また、本県では石灰岩地を

中心に地下水系が発達しており、600箇所以上の鍾乳洞の存在することが明らかとなっている。 

沿岸域については、外洋に浮かぶ大東諸島や尖閣諸島をのぞいた多くの島々でサンゴ礁やアマモ類など海

草藻場の発達が見られるほか、河口や内湾が発達する場所では耐塩性のあるオヒルギなどのマングローブ植

生や泥地や砂泥地、礫地などさまざまなタイプの干潟環境が形成されている。こうした河口域や沿岸の浅海

域では多種のサンゴや海草藻類の生育が見られ、魚類や貝類、甲殻類など非常に多種の生物の生活の場とな

っているなど、世界的に重要な自然環境であることが広く認識されている。 

  

 (２) 沖縄県における野生動植物とその現状 

 沖縄県に多様な野生動植物が生息することは、琉球列島のなりたちも深く関係しており、海洋によって島

ごとに隔離された環境や亜熱帯の海洋性気候の影響を受け、それぞれの島々や地域で独自に進化したと考え

られる多くの固有種や固有亜種が生息・生育することで多種多様な生物相を創り出している。これらのなか

には琉球列島が大陸と陸続きの頃に移動してきたものが、琉球列島の成立の中で島に取り残された遺存種も

含まれており、その場合、近縁種に比較してより原始的な形質をもっていたり、由来する大陸ではすでに絶

滅しているような種も含まれており、学術的にも非常に貴重である。 

   

  しかしながら、人が生活活動を営む上でやむをえず土地の改変等の行為を行う際は、野生動植物の生息・

生育地を縮小・分断させたり、減少させるなどの影響を少なからず引き起こしている。また、世界規模での

経済交流の活発化にともない、本県でも外来生物の侵入・定着する危険性が増大しており、生態系の攪乱が

危惧されていることに加え、一部のマニア等による過度な採取行為も本県の自然環境にとって脅威となって

いる。このほか、2016 年には石垣島と西表島の間に位置する石西礁湖で海水温上昇による白化現象に起因

して 7 割のサンゴが死滅するなど地球規模の環境変化による影響の事例も数多く報告されるようになって

きている。島嶼という限られた閉鎖的環境にある本県では、個々の影響要因が野生動植物や生態系に与える
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インパクトの程度が大きくなりがちである。こうした点を踏まえ野生動植物の保護および自然生態系の保全

を図ることが、ひきつづき喫緊の課題となっている。 

今回改訂においては、絶滅種とされていた鳥類のダイトウウグイスと貝類のミヤコオカチグサの現生が明

らかとなった。一方、哺乳類のミヤココキクガシラコウモリと鳥類のダイトウノスリ、貝類のリュウキュウ

カワザンショウ及びキルンの計 4種が新たに絶滅種に選定されており、本県の自然環境を取り巻く現状は予

断を許さない状況が継続していると考えられる。 

  なお、近年、DNA解析にもとづく分子系統学的研究により、外部形態でこれまで同種と考えられていたも

のが別種であることが明らかになる事例やその逆の例、また分類自体に大きな見直しを要する事例が少なか

らずあることが明らかとなってきている。本改訂においては、可能なかぎり最新の分類等の知見に基づく検

討が行われている。 
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１．２ 改訂・沖縄県版レッドデータブック 第３版について 

 

 (１) 背景 

 世界的に地球環境の危機が叫ばれており、現在は 1 年間で約 4 万種が絶滅しつつあると推定されている

（Myers, 1979）。熱帯林の減少を始め生育・生息地の破壊や改変等、野生生物への配慮を欠いた人類の行動が、

この大規模な種の絶滅を引き起こしている。いったん絶滅してしまった種は、もはや人間の手で再生すること

は不可能である。 

 種の絶滅の防止は、人類にとって地球の生態系を守るため緊急課題であり、豊かな野生生物相を保護し、生

育・生息地を次世代に引き継いでいくことは、私たちに課された重大な責務だと考える。そのことから種の絶

滅を防ぐには、まず、絶滅のおそれがある種の現状を的確に把握する必要がある。 

  IUCN（国際自然保護連合：International Union for Conservation of Nature and Natural Resources）は、

世界的な規模で絶滅のおそれのある動植物の種を選定し、その生育・生息状況等を明らかにした資料を 1966

年に作成した。これがいわゆるレッドデータブックといわれるものである。 

 このレッドデータブックは、国際的に野生生物の保護を取り決めたワシントン条約や各国の保護政策の基礎

資料として広く利用されている。IUCN は絶滅のおそれのある種の見直しを行いレッドリストとして継続的に

公表しており、2016年 2 月時点で動物及び植物それぞれ 1万種を超え、合計で 23,928 種の野生動植物が絶滅

危惧種に選定されている。 

 

 我が国では、野生生物を人為的に絶滅させないために絶滅のおそれのある種を的確に把握し、一般への理解

度を広める必要があることから、環境省では、1986 年より「緊急に保護を要する動植物の種の選定調査」を

実施し、その結果をレッドデータブック「日本の絶滅のおそれのある野生生物脊椎動物編」、「同無脊椎動物編」

として 1991 年に取りまとめている。しかし、IUCN で採択された新しいカテゴリーの考え方を踏まえ、また、

生育・生息状況や生育・生息環境の変化に関する最新の知見等に基づき、レッドデータブックの見直しを行う

必要性を生じたことから、環境省では 1995 年より、分類群ごとに見直しに着手し、まず、分類群ごとに順次

レッドリスト（レッドデータブックの基礎となる日本の絶滅のおそれのある野生生物の種リスト）をとりまと

め公表し、その後、爬虫類・両生類から順次分類群ごとにレッドリスト及びレッドデータブック「改訂・日本

の絶滅のおそれのある野生生物」を発表している。現在、レッドリストは 2015 年の第 4 次見直しリスト、レ

ッドデータブックは 2014 年のレッドデータブック 2014が公表されている。 

 

 各都道府県では、環境省や IUCN の選定状況を参考としながら、地域性の視点で野生生物の絶滅の危険性を

検討し、独自の基準を交えながらレッドデータブックの作成を行っている。沖縄県では、1996 年に初版のレ

ッドデータブックである「沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物（レッドデータおきなわ）」を公表した。初

版刊行翌年の 1997 年には、5 か年をかけて、未決定種のカテゴリーに選定された動植物の現状の把握などを

目的とした現地調査を実施した。その後、環境省や IUCN の改訂に伴い、沖縄県版レッドデータブックも見直

しの機運が高まり、沖縄県は 2001 年から改訂に着手した。環境省や他の都道府県を参考としながら、沖縄県

の地域性や独自性を考慮したカテゴリーの見直しを行ったうえで、改訂第 2版として 2005 年に動物編を、2006

年に菌類編・植物編を公表した。沖縄県版レッドデータブックは、生息・生育状況に生じた変化や新たな研究

等の知見に応じて、継続的に見直しを行うことが求められている。そのことから沖縄県は 2013 年より再度の

見直しに着手し、このほど改訂第 3 版として動物編の刊行を行うものである（菌類編・植物編は 2018 年の発

刊を予定）。 

 

亜熱帯に位置する本県の自然環境は、その学術的な重要性や希少性のみならず、その価値は国内外を問わず

広く認知・評価されているところである。また、本改訂までの間には、石垣島(2007 年)や慶良間諸島(2014年)、

沖縄島北部やんばる地域(2016年)が新たに国立公園化を達成するなど、本県の自然環境に対する注目度は日々

増している状況である。本誌に掲載される絶滅のおそれのある野生生物は本県の生態系の独自性を示す象徴と

もいえ、その生存が図れるように留意することは本県の豊かな自然環境や多様な生物多様性を保全するうえで

非常に重要となっている。 
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 (２) 本県レッドデータブック改訂の目的 

 沖縄県においては、亜熱帯海洋性気候のもとでイリオモテヤマネコ、ノグチゲラ、ヤンバルクイナなどの数

多くの固有種を含む野生生物が生育・生息しており、学術的にも評価の高い地域として国内外から注目されて

いる。一方、各種開発に伴う森林伐採や土地改変等による自然環境の改変や外来動植物による撹乱等もあいま

って野生生物の生息・生育状況は深刻になりつつある。 

 このような状況を踏まえ、沖縄の野生生物相の現状を把握し、代々引き継いできた野生生物およびその生

息・生育地を次世代に引き継ぐための保護対策を講ずる基礎資料として、沖縄県版レッドデータブックの作成

を行うこととなった。 

 

 (３) 改訂第 3 版の作成基本方針 

 沖縄県に生息・生育する野生生物から「改訂･沖縄県版レッドデータブック第 3 版」の掲載種の選定を行っ

た。改訂の基本方針として、本改訂では生息・生育状況に生じた変化や新たな研究等の知見に応じた継続的な

見直しの必要性を加え、以下の 4点を基本とした。 

 

① 環境省版レッドデータブック等における概念を踏まえつつ、沖縄県の地域性、独自性にも配慮する。 

② 環境省版レッドデータブック等にあげられていない沖縄県独自の種もリストアップする。 

③ 現在の文献・資料ではレッドデータブックに掲載してよいのか判断がつかない種および今後詳細な調査

を要する種については、情報不足種としてリストアップする。 

④ 生息・生育状況に生じた変化や新たな研究等の知見に応じて、継続的に見直しを行う。 

 

 今回改訂を行うにあたり、「沖縄県版レッドデータブック改訂委員会｣を設置して、初年度(平成 25 年度)に

改訂の基本方針について検討を行った。改訂委員会は沖縄県の自然環境に広く見識を有する識者に加え、各種

レッドデータブックの作成に携わった経験のある識者を加え委員長をふくむ 12名で構成した。 

初年度後半には、分類群別に、動物部門で 8分科会、植物部門で 4分科会の計 12 分科会（合計 74 名委員）

からなる「分科会（ワーキンググループ）」の立ち上げを行った。各分科会は、掲載候補種のリストアップや

調査を含むデータの収集・整理、検討、掲載種の選定、執筆までおこない、代表委員には分科会内の調整やと

りまとめにあたりご尽力いただいた。 

同じく初年度後半には、「沖縄県版レッドデータブック編集委員会」を立ち上げ、各分科会の代表委員が編

集委員を兼任した上で刊行までの各年度に 1回から 2回の頻度で全体討議を行い、基本方針のもと、実務上の

課題や分科会の進捗状況、各論方針など各種の調整および検討を行った。編集委員会は、各専門分科会（ワー

キンググループ）の代表委員からなる 14 名の編集委員（うち 2分科会は 2 名委員）で構成し、作成は各分科

会の責任編集としたことから委員長を置かず、事務局が会議進行を行った。 

 

 (４) 沖縄県版レッドデータブックの意義 

 沖縄県版レッドデータブックは、絶滅の危機に瀕する野生生物の保護を行うための基礎資料として以下に示

す 4点の重要な意義がある。 

 

  １) 自然環境保護のための指針として 

 近年、県内では各種開発に伴う森林伐採や土地改変などにより、自然環境が悪化しつつある。そのことか

ら野生生物およびその生育・生息地を次世代に引継ぐためには、沖縄県版レッドデータブックを踏まえた指

針としての役割を果たすものである。 

 

  ２) 沖縄県の貴重な文化財として 

 自然および文化のなりたちにはその背景に、各地域における独自の歩みを見ることが出来る。この自然や

文化を保護し探求していくことは、地域文化を守り育てるうえで大変有意義である。特に天然記念物の指定

を受け保護されている種や学術上貴重で、かつ希少な種の生育・生息の状況を知るうえで重要な資料となる。 
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  ３) 遺伝的多様性の保護として（遺伝子資源の重要性） 

 特に植物の場合であるが、バイオテクノロジーの進歩によって、遺伝子組み替え技術を応用した育種開発

が進み、全ての野生種が利用可能な遺伝子資源として重要な価値を持つことになった。 

 このことから野生種の遺伝的多様性の保全は重要なテーマであり、沖縄県版レッドデータブックはその基

礎的な役割を果たすものである。 

 

  ４) 教育教材および研究資料として 

 野生生物は、生物学の教育および研究を行う上で欠かすことのできないものであり、野生生物に関する情

報を集積した沖縄県版レッドデータブックは、これらの情報・教材として、重要な役割を果たすものである。 

 

 (５)改訂・沖縄県版レッドデータブック第 3 版 作成体制 

 

１）改訂委員会（敬称略、五十音順。所属・役職は平成 25 年度当時） 

委  員  長   東  清二 琉球大学名誉教授 

委  員     石井 信夫 東京女子大学現代教養学部教授 

委  員     香村 眞徳 琉球大学名誉教授 

委  員     佐々木健志 琉球大学資料館(風樹館)技官 

委  員     諸喜田茂充 琉球大学名誉教授 

委  員     新城 和治 元琉球大学教育学部教授 

委  員     千木良芳範 元沖縄県立博物館美術館副館長 

委  員     寺嶋 芳江 琉球大学熱帯生物圏研究センター教授 

委  員     当山 昌直 沖縄生物学会会員 

委  員     戸田 守  琉球大学熱帯生物圏研究センター西原研究施設准教授 

委  員     成瀬 貫  琉球大学熱帯生物圏研究センター西表研究施設助教 

委  員     横田 昌嗣 琉球大学理学部海洋自然科学科教授 

 

 

２）編集委員会（敬称略） 

哺 乳 類 担 当   伊澤 雅子 琉球大学理学部教授 

鳥 類 担 当   嵩原 建二 元沖縄県立桜野特別支援学校校長 

爬虫類・両生類担当  戸田 守  琉球大学熱帯生物圏研究センター西原研究施設准教授 

魚 類 担 当   立原 一憲 琉球大学理学部准教授 

甲 殻 類 担 当   成瀬 貫  琉球大学熱帯生物圏研究センター西表研究施設准教授 

昆 虫 類 担 当   小濱 継雄 琉球大学博物館(風樹館)協力研究員 

クモ形類・多足類担当  千木良芳範* 宜野湾市立博物館館長 

クモ形類・多足類担当  佐々木健志 琉球大学博物館(風樹館)学芸員 

貝 類 担 当  久保 弘文 沖縄県水産海洋技術センター研究主幹 

菌 類 担 当  寺嶋 芳江 琉球大学熱帯生物圏研究センター教授 

維官束植物担当  横田 昌嗣* 琉球大学理学部教授 

維官束植物担当  阿部 篤志 一般財団法人沖縄美ら島財団総合研究センター植物研究室係長(学

芸員) 

蘚 苔 類 担 当  山口富美夫 広島大学大学院理学研究科教授 

藻 類 担 当  香村 眞徳 琉球大学名誉教授 
*複数名の編集委員による分科会の代表委員を示す 



<改訂・沖縄県版レッドデータブック 第３版について> 

60 
 

３）動物編・各分類群分科会（敬称略、委員は五十音順） 
 

哺 乳 類 会長 伊澤 雅子 琉球大学理学部教授 
 委員 内田 詮三 一般財団法人美ら島財団沖縄美ら海水族館名誉館長 
  田村 常雄  
  中本 敦  岡山理科大学理学部動物学科講師 
  丸山 勝彦 沖縄県立南風原高等学校 

   
鳥 類 会長 嵩原 建二 元沖縄県立桜野特別支援学校校長 

 委員 河野 裕美 東海大学沖縄地域研究センター教授 
  小高 信彦 国立研究開発法人森林総合研究所九州支所主任研究員 
  原戸鉄二郎 竹富町立西表中学校教諭 

   
爬虫類・両生類 会長 戸田 守 琉球大学熱帯生物圏研究センター西原研究施設准教授 
 委員 千木良芳範 宜野湾市立博物館館長 

  当山 昌直 沖縄生物学会会員 
  富永 篤 琉球大学教育学部准教授 

   
魚 類 会長 立原 一憲 琉球大学理学部准教授 

 委員 遠藤(高田)未来美 東京大学大気海洋研究所学振特別研究員 
  前田 健 沖縄科学技術大学院大学マリンゲノミックスユニット研究員

   
甲 殻 類 会長 成瀬 貫 琉球大学熱帯生物圏研究センター西表研究施設准教授 

 委員 大澤 正幸 島根大学汽水域研究センター特任助教 
  駒井 智幸 千葉県立中央博物館動物学研究科主任上席研究員 
  佐伯 智史 Ｒｉｖｕｓ 
  長井  隆 一般財団法人沖縄県環境科学センター 

  藤田  喜久 沖縄県立芸術大学全学教育センター准教授 
  前之園唯史 株式会社かんきょう社 

   
昆 虫 類 会長 小濱 継雄 琉球大学博物館(風樹館)協力研究員 

 委員 青柳 克 株式会社イーエ－シー自然環境課主任研究員 
  木村 正明 有限会社ガショウ（ＧＡ－ＳＨＯＷ）代表取締役 
  佐々木健志 琉球大学博物館(風樹館)学芸員 
  杉本 雅志 沖縄昆虫同好会会員／日本直翅類学会会員 
  野林 千枝 沖縄昆虫同好会会員／コガネムシ研究会会員 

  林   正美 埼玉大学教育学部名誉教授 
  比嘉 正一 沖縄昆虫同好会会長／浦添大公園業務主任(学芸員) 
  松村 雅史 日本甲虫学会会員 
  焼田理一郎 日本トンボ学会会員 

   
クモ形類・多足類 会長 千木良芳範 宜野湾市立博物館館長 
 委員 唐沢 重考 鳥取大学地域学部教授 

  佐々木健志 琉球大学博物館(風樹館)学芸員 
  谷川 明男 東京大学大学院農学生命科学研究科農学特定支援員 
  田村 常雄  
  鶴崎 展巨 鳥取大学地域学部教授  
  名嘉 猛留 日本蜘蛛学会会員 
  中村 泰之 琉球大学博物館(風樹館)研究員 
  西山 桂一 株式会社沖縄環境保全研究所計画課課長補佐 

   
貝 類 会長 久保 弘文 沖縄県水産海洋技術センター研究主幹 

 委員 上島 励 東京大学大学院理学系研究科准教授 
  小澤 宏之 一般財団法人沖縄県環境科学センター自然環境課課長 
  

亀田 勇一 
国立科学博物館分子生物多様性研究資料センター特定非常
勤研究員 

  黒住 耐二 千葉県立中央博物館資料管理研究科主任上席研究員 
  早瀬 善正 株式会社東海アクアノーツ 
  福田 宏 岡山大学農学部准教授 

 

４）動物編・各分類群分科会執筆協力者（敬称略、氏名は五十音順） 
 

鳥 類  髙木 昌興 北海道大学大学院理学研究院教授 
  水谷 晃 東海大学沖縄地域研究センター研究員 
   
爬虫類・両生類  河津 勲 一般財団法人沖縄美ら島財団国営公園管理部動物管理チ



<改訂・沖縄県版レッドデータブック 第３版について> 

61 

 

ームサブリーダー 
   

田中 聡 
知念高等学校教諭／沖縄両生爬虫類研究会評議員／希少
野生動植物種保存推進員(環境省) 

  平手 康市 特定非営利活動法人日本ウミガメ協議会副会長 
   
魚 類  國島 大河 琉球大学大学院理工学研究科博士後期課程 

  櫻井もも子 琉球大学大学院理工学研究科博士前期課程 
   

甲 殻 類  吉田 隆太 
琉球大学熱帯生物圏研究センター西表研究施設技術補佐
員 

   
昆 虫 類  北野 忠 東海大学教養学部教授 

  中島 淳  
  西山 桂一 株式会社沖縄環境保全研究所計画課課長補佐 

   
クモ形類・多足類  須黒 達巳 慶應義塾幼稚舎教諭 
  戸部 海童 特定非営利活動法人ホタルとサンゴの島から職員 

   
貝 類  齊藤 匠 東北大学大学院生命科学研究科学振特別研究員 

  平野 尚浩 東北大学東北アジア研究センター学振特別研究員 
  和田慎一郎 国立研究開発法人森林総合研究所学振特別研究員 

 

５）作成事務局 

   仲座寛泰 上里辰幸 西山桂一 西垣孝冶 角田正美 伊仲なつめ 我如古勤子 安次嶺要 比嘉高明 渡嘉敷真司  

末吉孝太郎 弘中  豊 新里仁奈 森根初美 宮内由紀子 西銘有紀子 （以上、株式会社沖縄環境保全研究所）  

 

(６) 沖縄県版レッドデータブックの構成内容 

 沖縄県版レッドデータブックは、動物編および菌類編、植物編で構成され、それぞれ掲載種を選定したうえ

で種の解説を行った。掲載種はリスト化し、写真を巻頭に示した。巻末には初版以降の沖縄県版レッドデータ

ブック掲載種と環境省版レッドリスト掲載種のカテゴリー対照表を収録した。 

 

 (７) 改訂第 3 版のカテゴリー 

IUCN によるカテゴリー（IUCN, 1994）や環境省のレッドリストとの整合性の観点から、改訂第 2 版の作成

時においては、沖縄県レッドデータブック検討委員会内にカテゴリー委員会を設置し、半年以上かけて沖縄県

のカテゴリー区分や基本概念の案を作成し、2001 年の沖縄県レッドデータブック検討委員会において了承さ

れ、決定された。改訂第 3版においても、カテゴリー区分及びカテゴリー定義についてはこれを踏襲した。 

沖縄県の現行カテゴリーの区分は表 1-1 のとおりである。右段は旧カテゴリーを示しているが､それは必ず

しも現行カテゴリーと一致するものではなく、ほぼ近似しているという意味である。また、表 1-2(1)～(4)に

現行カテゴリーの定義を示した。 

 

表 1-1 沖縄県の現行カテゴリーおよび旧カテゴリー対照表 

現行カテゴリー 
(第 2版 2005・第 3版 2017) 

旧カテゴリー 
(初版 1996) 

絶滅 EX(Extinct) 
絶滅種 

野生絶滅 EW(Extinct in the Wild) 
絶滅危惧Ⅰ類(CR+EN) 

・絶滅危惧ⅠＡ類 CR(Critically Endangered) 
・絶滅危惧ⅠＢ類 EN(Endangered) 

絶滅危惧種 

絶滅危惧Ⅱ類 VU(Vulnerable) 危急種 

準絶滅危惧 NT(Near Threatened) 希少種 

情報不足 DD(Data Deficient) 未決定種 

絶滅のおそれのある地域個体群 
LP(Threatened Local Population) 

地域個体群 
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表 1-2(1) カテゴリー定義（定性的要件） 

沖縄県のカテゴリー定義 

区分および基本概念 定性的要件 

絶滅 ①過去に沖縄県に生育・生息したことが確認されており、飼育・栽

培下を含め、沖縄県ではすでに絶滅したと考えられる種。 ＥＸ (Extinct) 

沖縄県ではすでに絶滅したと考えられる種 ②県内の在来個体群は絶滅しているが、県外から移入された個体群

が生存している種。 

野生絶滅  過去に沖縄県に生育・生息したことが確認されており、飼育・栽

培下では存続しているが、沖縄県において野生ではすでに絶滅した

と考えられる種。 

ＥＷ (Extinct in the Wild) 

沖縄県では飼育・栽培下でのみ存続している

種 【確実な情報があるもの】 

 ①信頼できる調査や記録により、すでに野生で絶滅したことが確認

されている。 

②信頼できる複数の調査によっても、生育・生息が確認できなかっ

た。 

【情報量が少ないもの】 

③過去50年間前後の間に、信頼できる生育・生息の情報が得られて

いない。 

絶
滅
危
惧 
Ｔ
Ｈ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｄ 

絶滅危惧Ⅰ類  

（ＣＲ＋ＥＮ） 次のいずれかに該当する種 

沖縄県では絶滅の危機に瀕している種 【確実な情報があるもの】 

①既知のすべての個体群で、危機的水準にまで減少している。 

②既知のすべての生育地・生息地で、生育・生息条件が著しく悪化

している。 

③既知のすべての個体群がその再生産能力を上回る捕獲・採取圧に

さらされている。 

④ほとんどの分布域に交雑のおそれのある別種又は同種の別個体

群が侵入している。 

⑤ほとんどの分布域において、生存を脅かすおそれのある競争種や

天敵が侵入している。 

沖縄県では現在の状態をもたらした圧

迫要因が引き続き作用する場合、野生で

の存続が困難なもの。 

絶滅危惧ⅠＡ類 

ＣＲ (Critically Endangered) 

沖縄県では、ごく近い将来における野生

での絶滅の危険性が極めて高いもの。 

【情報量が少ないもの】 

⑥それほど遠くない過去（30～50年）の生育・生息記録以後確認情

報がなく、その後信頼すべき調査が行われていないため、絶滅

したかどうかの判断が困難なもの。 

絶滅危惧ⅠＢ類 

ＥＮ （Endangered） 

沖縄県ではⅠＡ類ほどではないが、近

い将来における野生での絶滅の危険性が

高いもの。 

絶滅危惧Ⅱ類  

ＶＵ（Vulnerable） 次のいずれかに該当する種 

沖縄県では絶滅の危機が増大している種 【確実な情報があるもの】 

沖縄県では、現在の状態をもたらした

圧迫要因が引き続き作用する場合、近い

将来「絶滅危惧Ⅰ類」のランクに移行す

ることが考えられるもの。 

①大部分の個体群で個体数が大幅に減少している。 

②大部分の生育地・生息地で生育・生息条件が明らかに悪化しつつ

ある。 

③大部分の個体群がその再生産能力を上回る捕獲・採取圧にさらさ

れている。 

④分布域の相当部分に、交雑のおそれのある別種又は同種の別個体

群が侵入している。 

⑤分布域の相当部分に、生存を脅かすおそれのある競争種や天敵が

侵入している。 

 

注） 種：動物では種および亜種、植物では種、亜種、変種を示す。 
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表 1-2(2) カテゴリー定義（定性的要件） 

沖縄県のカテゴリー定義 

区分および基本概念 定性的要件 

準絶滅危惧 次に該当する種 

ＮＴ（Near Threatened） 生育・生息状況の推移から見て、種の存続への圧迫が強まってい

ると判断されるもの。具体的には、分布域の一部において、次のい

ずれかの傾向が顕著であり、今後更に進行するおそれがあるもの。

沖縄県では存続基盤が脆弱な種 

現時点での絶滅危険度は小さいが、生育・

生息条件の変化によっては「絶滅危惧」とし

て上位ランクに移行する要素を有するもの。

ａ）個体群が減少している。 

ｂ）生育・生息条件が悪化している。 

ｃ）過度の捕獲・採取圧による圧迫を受けている。 

ｄ）ほとんどの分布域に交雑のおそれのある別種又は同種の別

個体群が侵入している。 

ｅ）ほとんどの分布域において、生存を脅かすおそれのある競

争種や天敵が侵入している。 

情報不足 環境条件の変化によって、容易に絶滅危惧のカテゴリーに移行し

得る属性（具体的には次のいずれかの要素）を有しているが、生育・

生息状況をはじめとして、ランクを判定するに足る情報が得られて

いない種 

ＤＤ（Data Deficient） 

沖縄県では評価するだけの情報が不足してい

る種 

  ａ）どの生育地・生息地においても生育・生息密度が低く希少

である。 

ｂ）生育地・生息地が局限されている。 

ｃ）生物地理上、孤立した分布特性を有する（分布域がごく限

られた固有種等）。 

ｄ）生活史の一部または全部で特殊な環境条件を必要としてい

る。 

絶滅のおそれのある地域個体群  次のいずれかに該当する地域個体群 

ＬＰ（Threatened Local Population） ①生育・生息状況、学術的価値等の観点から、レッドデータブック

掲載種に準じて扱うべきと判断される種の地域個体群で、生育

域・生息域が孤立しており、地域レベルで見た場合危険が増大し

ていると判断されるもの。 

②地方型としての特徴を有し、生物地理学的観点から見て重要と判

断される地域個体群で、絶滅に瀕しているか、その危険が増大し

ていると判断されるもの。 

沖縄県で地域的に孤立している個体群で、絶

滅のおそれの高いもの。 

注） 種：動物では種および亜種、植物では種、亜種、変種を示す。 
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表 1-2(3) カテゴリー定義（定量的要件） 

沖縄県のカテゴリー定義 

区分および基本概念 定量的要件 

絶滅 

－ ＥＸ (Extinct) 

沖縄県ではすでに絶滅したと考えられる種 

野生絶滅 

－ ＥＷ (Extinct in the Wild) 

沖縄県では飼育・栽培下でのみ存続している種

絶
滅
危
惧 

Ｔ
Ｈ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｄ 

絶滅危惧Ⅰ類 

－ 

（ＣＲ+ＥＮ） 

沖縄県では絶滅の危機に瀕している種 

沖縄県では現在の状態をもたらした圧

迫要因が引き続き作用する場合、野生で

の存続が困難なもの。 

絶滅危惧ⅠＡ類 Ａ．次のいずれかの形で個体数の減少が見られる場合。 

ＣＲ (Critically Endangered) 1．最近10年間もしくは3世代のどちらか長い期間を通じて、

80％以上の減少があったと推定される。 

2．今後10年間もしくは3世代のどちらか長い期間を通じて、

80％以上の減少があると予測される。 

沖縄県では、ごく近い将来における野生で

の絶滅の危険性が極めて高いもの。 

Ｂ．出現範囲あるいは生育地・生息地面積、成熟個体数等に、最近

極度の減少がみられるか、今後継続的な減少が予想され、かつ

生育地・生息地が以下に限定される場合。 

○生育地・生息地が過度に分断されているか、ただ1ヶ所の地点

（水系）に限定されている。 

Ｃ．個体群の成熟個体数が250未満であると推定され、さらに次の

いずれかの条件が加わる場合。 

1．3年間もしくは1世代のどちらか長い期間に25％以上の継続

的な減少が推定される。 

2．成熟個体数の継続的な減少が観察、もしくは推定・予測さ

れ、かつ個体群が構造的に過度の分断を受けるか全ての個

体が1つの亜個体群に含まれる状況にある。 

Ｄ．成熟個体数が50未満であると推定される場合。 

Ｅ．数量解析により、10年間、もしくは3世代のどちらか長い期間

における絶滅の可能性が50％以上と予測される場合。 

絶滅危惧ⅠＢ類 Ａ．次のいずれかの形で個体数の減少が見られる場合。 

ＥＮ （Endangered） 1．最近10年間もしくは3世代のどちらか長い期間を通じて、

50％以上の減少があったと推定される。 沖縄県ではⅠＡ類ほどではないが、近い将

来における野生での絶滅の危険性が高いも

の。 
2．今後10年間もしくは3世代のどちらか長い期間を通じて、

50％以上の減少があると予測される。 

Ｂ．出現範囲あるいは生育地・生息地面積、成熟個体数等に、最近

極度の減少がみられるか、今後継続的な減少が予想され、かつ

生育地・生息地が以下に限定される場合。 

 ○生育地・生息地が過度に分断されているか、5ヶ所以下の地点

（水系）に限定されている。 

Ｃ．個体群の成熟個体数が2,500未満であると推定され、さらに次

のいずれかの条件が加わる場合。 

1．5年間もしくは2世代のどちらか長い期間に20％以上の継続

的な減少が推定される。 

2．成熟個体数の継続的な減少が観察、もしくは推定・予測さ

れ、かつ個体群が構造的に過度の分断を受けるか全ての個

体が1つの亜個体群に含まれる状況にある。 

Ｄ．成熟個体数が250未満であると推定される場合。 

Ｅ．数量解析により、20年間、もしくは5世代のどちらか長い期間

における絶滅の可能性が20％以上と予測される場合。 

注） 種：動物では種および亜種、植物では種、亜種、変種を示す。 
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表 1-2(4) カテゴリー定義（定量的要件） 

沖縄県のカテゴリー定義 

区分および基本概念 定量的要件 

絶
滅
危
惧 

Ｔ
Ｈ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｄ 

絶滅危惧Ⅱ類 Ａ．次のいずれかの形で個体数の減少が見られる場合。 

ＶＵ （Vulnerable） 1．最近10年間もしくは3世代のどちらか長い期間を通じて、

20％以上の減少があったと推定される。 

2．今後10年間もしくは3世代のどちらか長い期間を通じて、

20％以上の減少があると予測される。 

沖縄県では絶滅の危機が増大している種 

沖縄県では、現在の状態をもたらした圧迫

要因が引き続き作用する場合、近い将来「絶

滅危惧Ⅰ類」のランクに移行することが考

えられるもの。 

Ｂ．出現範囲あるいは生育地・生息地面積、成熟個体数等に、

最近極度の減少がみられるか、今後継続的な減少が予想さ

れ、かつ生育地・生息地が以下に限定される場合。 

○生育地・生息地が過度に分断されているか、10ヶ所以下の

地点（水系）に限定されている。 

Ｃ．個体群の成熟個体数が10,000未満であると推定され、さら

に次のいずれかの条件が加わる場合。 

1．10年間もしくは3世代のどちらか長い期間に10％以上の継

続的な減少が推定される。 

2．成熟個体数の継続的な減少が観察、もしくは推定・予測さ

れ、かつ個体群が構造的に過度の分断を受けるか全ての個

体が1つの亜個体群に含まれる状況にある。 

Ｄ．成熟個体数が1,000未満であると推定される場合。 

Ｅ．数量解析により、100年間における絶滅の可能性が10％以上

と予測される場合。 

準絶滅危惧 

－ 

ＮＴ（Near Threatened） 

沖縄県では存続基盤が脆弱な種 

現時点での絶滅危険度は小さいが、生育・生

息条件の変化によっては「絶滅危惧」として上

位ランクに移行する要素を有するもの。 

情報不足 

－ 
ＤＤ（Data Deficient） 

沖縄県では評価するだけの情報が不足している種

絶滅のおそれのある地域個体群 

－ 

ＬＰ（Threatened Local Population） 

沖縄県で地域的に孤立している個体群で、絶滅の

おそれの高いもの 

注） 種：動物では種および亜種、植物では種、亜種、変種を示す。 
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(８) 今後の課題 

 

改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 第 3 版は、沖縄県を研究の場として活動する多くの学識者や

研究者の多大な協力のもと作成された。 

 

今後の課題としては、改訂第 2版に引きつづき、各分類群の特性に即した定量的な調査手法・解析手法の検

討が課題として考えられる。また、情報不足とされた種については、今後も情報収集につとめ、情報不足とさ

れた種以外の掲載種についても、その種を取り巻く自然環境・社会的環境の変化を勘案しつつ、継続的な生息・

生育状況の把握が課題として挙げられる。上記の課題については、改訂委員会および編集委員会の場において

モニタリングサイトの設定によるより定量的な調査の検討の必要性をはじめ、継続的な調査研究の場を確保し

ていくことの重要性も指摘された。また、得られた調査成果についてはＧＩＳ（地理情報システム）を活用し

た統一的なデータベース構築の必要性を指摘する意見もあった。 

 

沖縄県のホームページ上にて公開されているレッドデータブックについても、改訂第 2版以降に石垣島や慶

良間諸島、沖縄島北部やんばる地域が国立公園化を達成したことをはじめ、平成 29 年 2 月には「奄美大島、

徳之島、沖縄島北部及び西表島」の世界遺産登録推薦書がユネスコへ提出されるなど、本県の自然環境保全の

重要性についてはより一層の配慮が求められることから、調査研究への活用のしやすさだけでなく、国内外を

問わず一般の利用者の活用のしやすさを考慮に入れた公開のありかたについても検討が必要と考えられる。 

 

自然環境及び社会環境の変化による影響を的確にとられるため、また新たな生息・生育の情報や分子系統学

をはじめとした最新の学術成果を反映する必要性から、本県のレッドデータブックは、今後とも継続的な見直

しを行う必要があると考えられる。そのうえで、これまでのおよそ 10 年間ごとの発刊にとらわれず、必要に

応じて、沖縄県のホームページ等を活用したレッドデータブックの部分改訂を行っていくことも検討の課題と

考えられる。 

 

本書が広く普及することで、絶滅のおそれのある野生生物の保全への理解を深めていただくとともに、関係

省庁や地方公共団体、民間を含めた各種の事業、それらにともなう環境影響評価等にも活用されることで、本

県の環境保全への配慮がより一層促進されることを期待するものである。 
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２．選定方法 
 

２．１  はじめに 

改訂・沖縄県版レッドデータブック 第 3版の掲載種の選定については、沖縄県版レッドデータブック編集委

員会および分科会で検討が行われた。 

掲載種は、改訂第2版の沖縄県版レッドデータブックを基本として、対象とする分類群の検討対象種をあらか

じめ抽出した上で、本改訂で行った調査の情報も踏まえ、最新の既存知見や専門家の知見を基に選定した。選定

された掲載種は、絶滅、野生絶滅、絶滅危惧ⅠＡ類、絶滅危惧ⅠＢ類、絶滅危惧Ⅱ類、準絶滅危惧、絶滅のおそ

れのある地域個体群および情報不足の8つのカテゴリーに区分し、それぞれの種について現状での生息・生育状

況等をとりまとめた。 

本改訂にあたり、カテゴリー定義等の見直しは行わず、基本的には改訂第2版と同様の手法で選定を行った。 

改訂・沖縄県版レッドデータブック第3版を作成するにあたっての基本方針は以下に示すとおりである。本改

訂にあたり④を追加した。 
 
① 環境省版レッドデータブック等における概念を踏まえつつ、沖縄県の地域性、独自性にも配慮する。 

② 環境省版レッドデータブック等にあげられていない沖縄県独自の種もリストアップする。 

③ 現在の文献・資料ではレッドデータブックに掲載してよいのか判断がつかない種および今後詳細な調査を

要する種については、情報不足種としてリストアップする。 

④ 生息・生育状況に生じた変化や新たな研究等の知見に応じて、継続的に見直しを行う。 

 

２．２  評価対象範囲の設定 
 

 (１) 評価対象種の範囲 

評価対象種は、脊椎動物は哺乳類から魚類までのすべての分類群を対象とした。無脊椎動物は甲殻類、昆虫

類、クモ形類、多足類、貝類を対象とした。評価対象とした動物群は以下に示す10分類群である。 
 
① 哺 乳 類 

② 鳥 類 

③ 爬 虫 類 

④ 両 生 類 

⑤ 魚 類 

⑥ 甲 殻 類 

⑦ 昆 虫 類 

⑧ クモ形類 

⑨ 多 足 類 

⑩ 貝 類 

 

 (２) 評価対象地域の範囲 

評価対象地域は沖縄県内の全域とし、対象は陸産・淡水産（生活史の一部を陸水域で過ごす生物も含む）お

よび沿岸域に生息・生育する生物も含めた。初版では魚類と貝類については海産のものを除いたが、改訂第 2

版以降は、本改訂を含め自然的環境・社会的環境の変化を勘案してどちらも含めることとした。 

本改訂では、沿岸域を干潟環境及び関連する周辺の環境の範囲とし、新たに以下のとおり定義した。 
 
① 潮間帯に形成される。 

② 外海の環境から隔絶された河口域を含む内湾的環境に形成される。 

③ 砂泥、岩礫、サンゴ礫など、流動性のある底質からなる。 

④ 比較的平坦な地形である。 

⑤ 干潟に隣接した塩性湿地やマングローブ湿地、海藻藻場である。 

⑥ 海とのつながりがある汽水性の地下洞窟である。 
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２．３  掲載種の選定手順 
 

 (１) レッドデータブック対象種のリストアップ 

改訂第 2 版の沖縄県版レッドデータブック掲載種を中心とし、選定は基本的には以下の基準を満たす種とし

た。なお、対象種は本来県内に自然分布する種および亜種とし、外来種は除いた。 
 
① 沖縄県内で生息・生育する種から分類学上、近縁種が無く極めて孤立した地位にある特異な種 

② 沖縄県内のごく限られた地域にのみ生息している種 

③ ごく限られた特殊な生息域におり、生息環境の改変などによって消滅しやすい種 

④ 過去から現在に至るまでの間に何らかの要因で生息状況が悪化している種 

   

固有種・固有亜種、南限種、北限種の視点から選定した種も対象種に含めた。 

鳥類では、過去2～3回しか確認されていない迷鳥等は対象種から除いたが、毎年沖縄県内に飛来する渡り鳥

については対象種に加えた。 

 

 (２) 分科会による掲載種の選定とカテゴリー判定 

各分類群の分科会においては、現地調査を交えながら、各種の既存資料・文献（沖縄県における環境アセス

メントや沖縄県が保有する調査報告書を含む）および生息･生育情報や知見に基づく検討を行い、リストアップ

した対象種から掲載種として選定すべき種および亜種の抽出を行った。掲載種の選定と並行して、絶滅、野生

絶滅、絶滅危惧ⅠＡ類、絶滅危惧ⅠＢ類、絶滅危惧Ⅱ類、準絶滅危惧および絶滅のおそれのある地域個体群の

カテゴリーに区分した。また、資料・情報等が不足しており、現状および生態が不明な種については、情報不

足としてリストアップした。 

生息状況の地域差により、特定の島嶼や地域において絶滅の危険性がより高まっているなど特記すべき事項

がある場合は、種の解説内の特記事項欄にその内容を具体的に示すこととした。 

なお、検討にあたっては共通仕様の評価チェックシートを活用して行った。 

 

 (３) 沖縄県版レッドデータブック編集委員会 

各分類群の分科会における掲載種の素案は、各分類群分科会の代表委員（編集委員を兼ねる）から構成され

た編集委員会で検討をおこない、そのうえで、各分科会が最終的に掲載種を決定した。 

 

２．４  動物編の作成にあたり 
 

 (１) 記載項目 

種の解説には表2-2に示す記載項目および内容を記入した。記載項目および内容は改訂第2版を踏襲したが、

特筆すべき地域差を表記する場合は、種の解説の特記事項欄にその内容を具体的に示すこととした。また、IUCN

（国際自然保護連合：本部スイス）のレッドリストの評価も参考として付記した。なお、情報不足とされた種

についてリストを掲載し、一部情報のあるものについては分布や情報不足とした理由などを掲載した。 

 

 (２) 本改訂でのおもな留意点 

各分類群の巻頭に、改訂第2版からの作成上の変更点などの留意すべき事項を示した。 

 

 (３) 本改訂で明らかになったこと 

各分類群の巻頭に、改訂第3版の作成で明らかとなった事項を示した。 
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 (４) 種の解説の作成 

種の解説は、各分科会の責任編集とした(分科会が指定した執筆協力者による執筆を含む)。 

なお、改訂第 2 版の種の解説を当時の執筆者と異なる執筆者が一部を見直して今回作成した場合は、表 2-1

に示す基準にてらし執筆者名を適切に表記した。 

 

 

表 2-1 改訂第2版の記述を異なる執筆者が加筆･変更した場合の執筆者名表記の基準 

区分 執筆者表記 

・第 2版解説の過半を変更した場

合 

・本改訂執筆者の次位に第 2 版執筆者を示したうえで、第 2 版執筆

者にアスタリスク（＊）を付ける。 

（表記の仕方） 執筆者名：本改訂執筆者 ・ 第2版執筆者＊ 

・生息/生育状況の追記など第 2

版解説の一部を変更した場合 

・過半数に満たないこのほか変更 

・第 2 版執筆者にアスタリスク（＊）を付け、本改訂の執筆者を次

位に示したうえで（追補）を付記する。 

（表記の仕方）執筆者名：第2版執筆者＊ ・ 本改訂執筆者(追補)

・第2版解説に変更がない場合 
・第2版執筆者にアスタリスク（＊）を付けて示す。 

（表記の仕方）執筆者名：第2版執筆者＊ 

 

 

 (５) 写真の掲載の充実 

本改訂では、動物編掲載種のおよそ半数の写真の掲載をめざし、各位の協力を得たうえで、絶滅危惧Ⅱ類以

上のカテゴリーランクの種及び代表的な種、既存の図鑑類に図示がない種を中心に合計 471 種の写真を掲載し

た。 
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                          表 2-2 記載項目および記載の内容（動物編） 

記載項目 記載内容 

1 和 名 和名を記載する 

2 分 類 目名、科名を記載する。 

3 学 名 学名を記載する。 

4 方 言 名 可能な限り記載する。 

5 カ テ ゴ リ ー 絶滅、野生絶滅、絶滅危惧Ⅰ類（ⅠＡ類・ⅠＢ類）、絶滅危惧Ⅱ類、準絶滅危惧、

絶滅のおそれのある地域個体群、情報不足）に分類する。 

6 環境省カテゴリー 日本の絶滅のおそれのある野生生物のカテゴリーを記載する。なお、該当する種が

ない場合には「該当なし」と記載する。 

7 形 態 対象種の形態について、簡潔明瞭に記載する。 

8 近似種との区別 近似種との同異について、その区別点を簡潔明瞭に記載する。 

9 分 布 の 概 要 県内の分布状況について、その概要を記載する。諸島名、島嶼名を記載の基本とす

る。島は北から南へと配列する。固有の場合はその旨記載する。特定の地域(市町

村名、地名など)を表記する場合は、密猟や盗掘等の被害を助長することがないよ

う留意する。 

10 近縁な種及び群と

の分布状況の比較 

分布状況を比較すべき近縁の種がある場合は、対象種と近縁種との分布状況を記載

する。 

11 生 態 的 特 徴 対象種の生態について記載する。 

12 生息地の条件 特記すべき生息地の条件について記述し、生息環境を比較すべき近縁な種がある場

合、その近縁種の生息状況についても、可能な限り記載する。 

13 個体数の動向 抽出した種の個体数経年変化等について可能な限り記載する。 

14 現在の生息状況 特記すべき生息地状況について記述し、生息環境を比較すべき近縁な種がある場

合、その近縁種の生息状況についても、可能な限り記載する。 

15 学術的意義・評価 特記すべき対象種の学術的な意義と評価について、簡潔明瞭に記載する。 

16 生存に対する脅威 生存に対する、既知の報告や想定される圧迫要因について記載する。 

17 特 記 事 項 上記で記載できなかった内容について記載する。「文化財保護法」による特別天然

記念物・国指定天然記念物、沖縄県指定天然記念物、市町村指定天然記念物や「絶

滅のおそれのある野生生物動植物の種の保存に関する法律」の国内希少野生動植物

種、市町村条例の保全種等に指定されていれば記載する（平成29年3月1日時点）。

このほか、特筆すべき地域差がある場合は具体的に記載する。 
 

国際自然保護連合（ＩＵＣＮ）のレッドリストの評価も併記する。同レッドリスト

は基本的に種を単位としてカテゴリーを評価し、すべての亜種が同じ評価となる。

本県改訂では、このうち特定の亜種の現状を指して選定した種が多く含まれており

留意が必要である。Date Assessed:2016-10-01を最新の評価とする。カテゴリー基

準は2001 Categories & Criteria (version 3.1) に準じる（一部種を除く）。一

部、1994 Categories & Criteria (version 2.3)によるLower Risk/near threatened

およびLower Risk/least concernの各カテゴリーによる種は、それぞれNT、LCに置

き換えて示したものを含む。 

18 原 記 載 可能な限り記載するが、割愛して差し支えない。 

19 参 考 文 献 原則として、著者名、年号、報文タイトル、書名、編集者、出版元、出版元住所、

巻号頁の順に記載する。生息状況や保全等の重要な文献のみでもよい。 

20 執 筆 者 名 執筆者、加筆・追補者を区別して記載する（表2.1の基準による）。 
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３．選定結果 
 

３．１  掲載種数 

 

改訂第3版の選定状況を表3-1に示した。 

 

本改訂において、沖縄県において絶滅のおそれがある種として選定された野生動物は合計991種となった。 

分類群別の内訳は、貝類が419種で最も多く全体の約42％を占める。次いで甲殻類137種、魚類124種、昆虫

類111種が多く、掲載種数が多い上位4分類群で合計791種、率にして約80％を占める状況である。 

 

初版および改訂第2版の掲載種数は表3-2及び表3-3に示すとおりであり、初版(1996)では484種を、改訂第

2版(2005)では837種を選定している。本改訂では、前回改訂時と比較して約2割にあたる154種が増えた。と

くに魚類や甲殻類ではほぼ倍増しており、また、絶滅危惧Ⅰ類（ⅠＡ類とⅠＢ類を含む）および絶滅危惧Ⅱ類の

上位カテゴリーの選定種で増加が著しい。このなかには分類学的進展や評価を可能とする新たな知見の集積によ

り増加した種も含まれていると考えられるが、沖縄県の野生動物の現状としてはより厳しい状況におかれている

ものと考えられる。 

なお、本改訂においては、哺乳類のミヤココキクガシラコウモリ、鳥類のダイトウノスリ、貝類のリュウキュウカワ

ザンショウおよびキルンの計4種が新たに絶滅種に選定された。一方、初版で絶滅種に選定されたダイトウウグイスは、

奄美諸島や沖縄諸島で本亜種と考えられる現生個体群が確認されたことから選定種から除外し、第2版で絶滅種に選定

された貝類のミヤコオカチグサは、わずかながら現生個体群が確認されたことからカテゴリーを絶滅危惧Ⅰ類に変更し

た。 

 

 

表 3-1 カテゴリー別種数一覧（改訂第3版2017） 

  カテゴリー 

 

分類群 

絶滅 

(EX) 

野生 

絶滅 

(EW) 

絶 滅 危 惧 Ⅰ 類 絶滅危惧

Ⅱ類 

(VU)

準絶滅

危惧 

(NT) 

絶滅のおそ

れのある地

域個体群 

(LP) 

情報 

不足 

(DD) 
合  計  ⅠＡ類

(CR) 
ⅠＢ類

(EN) 

哺乳類 2 0 13 8 5 2 3 0 2 22 

鳥類 5 0 21 8 13 30 29 0 5 90 

爬虫類 0 0 8 2 6 10 14 2 3 37 

両生類 0 0 5 0 5 2 3 0 0 10 

魚類 1 0 69 49 20 14 10 0 30 124 

甲殻類 0 0 21 7 14 29 68 0 19 137 

昆虫類  0 0 23 13 10 29 28 15 16 111 

クモ形類 0 0 6 4 2 11 7 1 8 33 

多足類 0 0 0 0 0 0 5 1 2 8 

貝類 3 0 85 － － 152 150 1 28 419 

合  計 11 0 
 91 75 

279 317 20 113 991 
251 

※ 絶滅危惧Ⅰ類はⅠＡ類とⅠＢ類の和を示す。また、貝類は、ⅠＡ類とⅠＢ類に細分せずⅠ類（CR+EN）と

して表示した。 

※ 多足類は初版・第2版のムカデ・ヤスデ類に相当する。 
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表 3-2 （参考）カテゴリー別種数一覧（改訂第2版2005） 

  カテゴリー 

 

分類群 

絶滅 

(EX) 

野生 

絶滅 

(EW) 

絶 滅 危 惧 Ⅰ 類 絶滅危惧

Ⅱ類 

(VU)

準絶滅

危惧 

(NT) 

絶滅のおそ

れのある地

域個体群 

(LP) 

情報 

不足 

(DD) 
合  計  ⅠＡ類

(CR) 
ⅠＢ類

(EN) 

哺乳類 1 0 12 9 3 4 3 0 3 23 

鳥類 5 0 17 6 11 19 28 4 3 76 

爬虫類 0 0 7 2 5 10 16 0 1 34 

両生類 0 0 5 0 5 1 4 0 0 10 

魚類 1 0 37 23 14 9 4 1 4 56 

甲殻類 0 0 17 5 12 23 32 0 4 76 

昆虫類  0 0 13 － － 15 78 9 45 160 

クモ形類 0 0 0 0 0 1 4 1 0 6 

ムカデ・ヤスデ類 0 0 0 0 0 0 1 9 24 34 

貝類 2 0 52 21 31 90 152 3 63 362 

合  計 9 0 
 66 81 

172 322 27 147 837 
160 

※ 絶滅危惧Ⅰ類はⅠＡ類とⅠＢ類の和を示す。また、昆虫類は、ⅠＡ類とⅠＢ類に細分せずⅠ類（CR+EN）

として表示した。 

 

 

 

 

 

表 3-3 (参考)カテゴリー別種数一覧（初版1996） 

  カテゴリー 

分類群 絶滅種 絶滅危惧種  危急種 希少種 地域個体群 
未決

定種 
合  計

哺乳類 1 6 3 3 0 7 20 

鳥類 5 10 14 38 0 5 72 

爬虫類 0 1 4 11 3 8 27 

両生類 0 0 4 3 1 0 8 

汽水・淡水産魚類 0 2 6 3 0 27 38 

甲殻類 0 3 8 46 1 0 58 

昆虫類 0 5 9 81 7 114 216 

クモ型類 0 0 0 4 1 0 5 

ムカデ・ヤスデ類 0 0 0 6 4 10 20 

陸・淡水産貝類 0 1 5 14 0 0 20 

合  計 6 28 53 209 17 171 484 
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３．２  掲載種リスト
レッドデータおきなわ 改訂第３版（動物編） 平成29(2017)年3月

＜　哺　乳　類　＞

絶滅（EX）

オキナワオオコウモリ Pteropus loochoensis
ミヤココキクガシラコウモリ Rhinolophus pumilus miyakonis

絶滅危惧ⅠＡ類（CR）
センカクモグラ Mogera uchidai
ダイトウオオコウモリ Pteropus dasymallus daitoensis
ヤンバルホオヒゲコウモリ Myotis yanbarensis
オキナワトゲネズミ Tokudaia muenninki
セスジネズミ Apodemus agrarius
ケナガネズミ Diplothrix legata
イリオモテヤマネコ Prionailurus bengalensis iriomotensis
ジュゴン Dugong dugon

絶滅危惧ⅠＢ類（EN）

オキナワコキクガシラコウモリ Rhinolophus pumilus pumilus
ヤエヤマコキクガシラコウモリ Rhinolophus perditus
カグラコウモリ Hipposideros turpis
リュウキュウテングコウモリ Murina ryukyuana
リュウキュウユビナガコウモリ（コユビナガコウモリ） Miniopterus fuscus

絶滅危惧Ⅱ類（VU）

イエコウモリ（アブラコウモリ） Pipistrellus abramus
リュウキュウイノシシ Sus scrofa riukiuanus

準絶滅危惧（NT）
ワタセジネズミ Crocidura watasei
オリイオオコウモリ Pteropus dasymallus inopinatus
ヤエヤマオオコウモリ Pteropus dasymallus yayeyamae

情報不足（DD）

ジャコウネズミ Suncus murinus
オキナワハツカネズミ Mus caroli

＜　鳥　　類　＞

絶滅（EX）

リュウキュウカラスバト Columba jouyi
ダイトウノスリ Buteo buteo oshiroi
ミヤコショウビン Todiramphus miyakoensis
ダイトウヤマガラ Poecile varius orii
ダイトウミソサザイ Troglodytes troglodytes orii

絶滅危惧ⅠＡ類（CR）
ヨナグニカラスバト Columba janthina stejnegeri
コウノトリ Ciconia boyciana
オオヨシゴイ Ixobrychus eurhythmus
ヤンバルクイナ Gallirallus okinawae
ヘラシギ Eurynorhynchus pygmeus
カンムリワシ Spilornis cheela perplexus
ダイトウコノハズク Otus elegans interpositus
ノグチゲラ Sapheopipo noguchii

絶滅危惧ⅠＢ類（EN）

オシドリ Aix galericulata
アカオネッタイチョウ Phaethon rubricauda rothschildi
キンバト Chalcophaps indica yamashinai
アカアシカツオドリ Sula sula rubripes
サンカノゴイ Botaurus stellaris stellaris
クロツラヘラサギ Platalea minor
オオクイナ Rallina eurizonoides sepiaria
アマミヤマシギ Scolopax mira
コシャクシギ Numenius minutus
リュウキュウツミ Accipiter gularis iwasakii
オリイコゲラ Dendrocopos kizuki orii
ホントウアカヒゲ Luscinia komadori namiyei
リュウキュウキビタキ Ficedula narcissina owstoni
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絶滅危惧Ⅱ類（VU）

ヒシクイ Anser fabalis serrirostris
ツクシガモ Tadorna tadorna
シラオネッタイチョウ Phaethon lepturus dorotheae
カラスバト Columba janthina janthina
アホウドリ Phoebastria albatrus
オオミズナギドリ Calonectris leucomelas
ミゾゴイ Gorsachius goisagi
ズグロミゾゴイ Gorsachius melanolophus
ムラサキサギ Ardea purpurea manilensis
シロチドリ Charadrius alexandrinus
セイタカシギ Himantopus himantopus himantopus
オオソリハシシギ Limosa lapponica
ホウロクシギ Numenius madagascariensis
ツルシギ Tringa erythropus
アカアシシギ Tringa totanus ussuriensis
タカブシギ Tringa glareola
タマシギ Rostratula benghalensis benghalensis
ミフウズラ Turnix suscitator
ツバメチドリ Glareola maldivarum
ズグロカモメ Larus saundersi
オオアジサシ Sterna bergii cristata
コアジサシ Sterna albifrons sinensis
ベニアジサシ Sterna dougallii bangsi
エリグロアジサシ Sterna sumatrana
サシバ Butastur indicus
リュウキュウオオコノハズク Otus lempiji pryeri
ハヤブサ Falco peregrinus japonensis
サンショウクイ Pericrocotus divaricatus divaricatus
オリイヤマガラ Poecile varius olivaceus
アカヒゲ Luscinia komadori komadori

準絶滅危惧（NT）
オオヒシクイ Anser fabalis middendorffii
マガン Anser albifrons albifrons
カイツブリ Tachybaptus ruficollis poggei
ダイトウカイツブリ Tachybaptus ruficollis kunikyonis
アナドリ Bulweria bulwerii
アオツラカツオドリ Sula dactylatra personata
カツオドリ Sula leucogaster plotus
ヨシゴイ Ixobrychus sinensis sinensis
リュウキュウヨシゴイ Ixobrychus cinnamomeus
チュウサギ Egretta intermedia intermedia
カラシラサギ Egretta eulophotes
リュウキュウヒクイナ Porzana fusca phaeopyga
ツルクイナ Gallicrex cinerea
ヒメアマツバメ Apus nipalensis kuntzi
オオジシギ Gallinago hardwickii
ハマシギ Calidris alpina
リュウキュウクロアジサシ Anous stolidus pullus
マミジロアジサシ Sterna anaethetus
セグロアジサシ Sterna fuscata nubilosa
ミサゴ Pandion haliaetus haliaetus
リュウキュウコノハズク Otus elegans elegans
リュウキュウアオバズク Ninox scutulata totogo
カワセミ Alcedo atthis bengalensis
リュウキュウコゲラ Dendrocopos kizuki nigrescens
アマミヤマガラ Poecile varius amamii
イシガキシジュウカラ Parus minor nigriloris
シロガシラ Pycnonotus sinensis sinensis
ダイトウヒヨドリ Hypsipetes amaurotis borodinonis
ダイトウメジロ Zosterops japonicus daitoensis

情報不足（DD）

リュウキュウガモ Dendrocygna javanica
ヘラサギ Platalea leucorodia leucorodia
ツミ Accipiter gularis gularis
コトラツグミ Zoothera dauma iriomotensis
ウスアカヒゲ Luscinia komadori subrufus
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＜　爬　虫　類　＞

絶滅危惧ⅠＡ類（CR）
イヘヤトカゲモドキ Goniurosaurus kuroiwae toyamai
キクザトサワヘビ Opisthotropis kikuzatoi

絶滅危惧ⅠＢ類（EN）

タイマイ Eretmochelys imbricata
リュウキュウヤマガメ Geoemyda japonica
マダラトカゲモドキ Goniurosaurus kuroiwae orientalis
クメトカゲモドキ Goniurosaurus kuroiwae yamashinae
ミヤコカナヘビ Takydromus toyamai
ミヤコヒメヘビ Calamaria pfefferi

絶滅危惧Ⅱ類（VU）

アカウミガメ Caretta caretta
ヤエヤマセマルハコガメ Cuora flavomarginata evelynae
クロイワトカゲモドキ Goniurosaurus kuroiwae kuroiwae
オキナワキノボリトカゲ Japalura polygonata polygonata
バーバートカゲ Plestiodon barbouri
オキナワトカゲ Plestiodon marginatus
ミヤコトカゲ Emoia atrocostata atrocostata
ヨナグニシュウダ Elaphe carinata yonaguniensis
ミヤコヒバァ Hebius concelarus
ミヤラヒメヘビ Calamaria pavimentata miyarai

準絶滅危惧（NT）
アオウミガメ Chelonia mydas
ヤエヤマイシガメ Mauremys mutica kami
サキシマキノボリトカゲ Japalura polygonata ishigakiensis
ヨナグニキノボリトカゲ Japalura polygonata donan
キシノウエトカゲ Plestiodon kishinouyei
イワサキセダカヘビ Pareas iwasakii
アマミタカチホヘビ Achalinus werneri
ヤエヤマタカチホヘビ Achalinus formosanus chigirai
サキシマアオヘビ Cyclophiops herminae
サキシマバイカダ Lycodon ruhstrati multifasciatus
ハイ Sinomicrurus japonicus boettgeri
イワサキワモンベニヘビ Sinomicrurus macclellandi iwasakii
エラブウミヘビ Laticauda semifasciata
ヒロオウミヘビ Laticauda laticaudata

絶滅のおそれのある

地域個体群（LP）
大東諸島のオガサワラヤモリ Lepidodactylus lugubris
小浜島・黒島のサキシマカナヘビ Takydromus dorsalis

情報不足（DD）

タシロヤモリ Hemidactylus bowringii
アオスジトカゲ Plestiodon elegans
シュウダ Elaphe carinata carinata

＜　両　生　類　＞

絶滅危惧ⅠＢ類（EN）

オキナワイシカワガエル Odorrana ishikawae
コガタハナサキガエル Odorrana utsunomiyaorum
ハナサキガエル Odorrana narina
ホルストガエル Babina holsti
ナミエガエル Limnonectes namiyei

絶滅危惧Ⅱ類（VU）

イボイモリ Echinotriton andersoni
リュウキュウアカガエル Rana ulma

準絶滅危惧（NT）
シリケンイモリ Cynops ensicauda
ハロウエルアマガエル Hyla hallowellii
オオハナサキガエル Odorrana supranarina
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＜　魚　　類　＞

絶滅（EX）

リュウキュウアユ Plecoglossus altivelis ryukyuensis
絶滅危惧ⅠＡ類（CR）

コゲウツボ Uropterygius concolor
ナミダカワウツボ Echidna rhodochilus
ゼブラアナゴ Heteroconger polyzona
ドロクイ Nematalosa japonica
フナ属の1種 Carassius sp.
ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus
タウナギ Monopterus sp.
チンヨウジウオ Bulbonaricus brauni
ホシイッセンヨウジ Microphis argulus
タニヨウジ Microphis retzii
ヒメテングヨウジ Microphis jagorii
カワボラ Cestraeus plicatilis
ナガレフウライボラ Crenimugil heterocheilos
ミナミメダカ Oryzias latipes
ヒゲソリオコゼ Tetraroge nigra
アゴヒゲオコゼ Tetraroge barbata
タマカイ Epinephelus lanceolatus
オオアオノメアラ Plectropomus areolatus
カガミテンジクダイ Yarica hyalosoma
ウラウチフエダイ Lutjanus goldiei
テッポウウオ Toxotes jaculatrix
ヨコシマイサキ Mesopristes cancellatus
ニセシマイサキ Mesopristes argenteus
シミズシマイサキ Mesopristes iravi
トゲナガユゴイ Kuhlia munda
カンムリブダイ Bolbometopon muricatum
ウラウチヘビギンポ Enneapterygius cheni
カワギンポ Omobranchus ferox
ヒルギギンポ Omox biporos
クシヒゲヌメリ Eleutherochir mccaddeni
ツバサハゼ Rhyacichthys aspro
トカゲハゼ Scartelaos histophorus
チワラスボ属の1種1 Taenioides sp. 1
チワラスボ属の1種2 Taenioides sp. 2
ハヤセボウズハゼ Stiphodon imperiorientis
コンテリボウズハゼ Stiphodon atropurpureus
ヒスイボウズハゼ Stiphodon alcedo
シマサルハゼ Oxyurichthys sp.
アオバラヨシノボリ Rhinogobius sp. BB
ヒメトサカハゼ Cristatogobius aurimaculatus
クロトサカハゼ Cristatogobius nonatoae
アゴヒゲハゼ Glossogobius bicirrhosus
コンジキハゼ Glossogobius aureus
ウラウチイソハゼ Eviota ocellifer
シマエソハゼ Schismatogobius ampluvinculus
エソハゼ Schismatogobius roxasi
コマチハゼ Parioglossus taeniatus
ヒメサツキハゼ Parioglossus interruptus
タイワンキンギョ Macropodus opercularis

絶滅危惧ⅠＢ類（EN）

ニホンウナギ Anguilla japonica
アミメカワヨウジ Hippichthys heptagonus
オキナワキチヌ Acanthopagrus chinshira
アトクギス Sillaginops macrolepis
メガネモチノウオ Cheilinus undulatus
ゴシキタメトモハゼ Giuris sp. 1
オウギハゼ Bunaka gyrinoides
トビハゼ Periophthalmus modestus
アサガラハゼ Caragobius urolepis
チワラスボ属の1種3 Taenioides sp. 3
カエルハゼ Smilosicyopus leprurus
ミナミアシシロハゼ Acanthogobius insularis
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マサゴハゼ Pseudogobius masago
ホホグロハゼ Mugilogobius cavifrons
キバラヨシノボリ Rhinogobius sp. YB
ミスジハゼ Callogobius sp.
ニセシラヌイハゼ Silhouettea sp.
キララハゼ Acentrogobius viridipunctatus
コビトハゼ Parioglossus rainfordi
クサフグ Takifugu niphobles

絶滅危惧Ⅱ類（VU）

タナゴモドキ Hypseleotris cyprinoides
タメトモハゼ Giuris sp. 2
ヤエヤマノコギリハゼ Butis amboinensis
ヒゲワラスボ Trypauchenopsis intermedia
ヨロイボウズハゼ Lentipes armatus
アカボウズハゼ Sicyopus zosterophorus
ミナミヒメミミズハゼ Luciogobius ryukyuensis
カブキハゼ Eugnathogobius mindora
マングローブゴマハゼ Pandaka lidwilli
ギンポハゼ Parkraemeria saltator
トサカハゼ Cristatogobius lophius
ワカケサラサハゼ Amblygobius linki
カワクモハゼ Bathygobius sp.
ボルネオハゼ Parioglossus palustris

準絶滅危惧（NT）
オオメジロザメ Carcharhinus leucas
コモチサヨリ Zenarchopterus dunckeri
ナンヨウチヌ Acanthopagrus pacificus
ジャノメハゼ Bostrychus sinensis
ホシマダラハゼ Ophiocara porocephala
ミナミハゼ Awaous ocellaris
ヒラヨシノボリ Rhinogobius sp. DL
ニセツムギハゼ Acentrogobius audax
ホホグロスジハゼ Acentrogobius suluensis
フタスジノボリハゼ Amoya moloanus

情報不足（DD）

ニューギニアウナギ Anguilla bicolor pacifica
ハクテンウミヘビ Lamnostoma polyophthalmum
アンピンボラ Chelon subviridis
モンナシボラ Moolgarda engeli
ネッタイイソイワシ Atherinomorus duodecimalis
ミナミギンイソイワシ Hypoatherina temminckii
ナンヨウタカサゴイシモチ Ambassis interrupta
ハナダカタカサゴイシモチ Ambassis macracanthus
ワキイシモチ Fibramia lateralis
ヒルギヌメリテンジクダイ Pseudamia amblyuroptera
ダイダイコショウダイ Plectorhinchus albovittatus
ゴマクモギンポ Omobranchus elongatus
ナリタイトヒキヌメリ Pseudocalliurichthys ikedai
エリトゲハゼ Belobranchus belobranchus
ヒノコロモボウズハゼ Sicyopus auxilimentus
トラフボウズハゼ Stiphodon multisquamus
ニライカナイボウズハゼ Stiphodon niraikanaiensis
ドウケハゼ Stenogobius ophthalmoporus
ヒモハゼ属の1種 Eutaeniichthys sp.
コクチスナゴハゼ Pseudogobius gastrospilos
ムジナハゼ Mugilogobius mertoni
フタホシハゼ Mugilogobius fuscus
タスキヒナハゼ Redigobius balteatus
スダレウロハゼ Glossogobius circumspectus
フタゴハゼ Glossogobius sp.
ホクロハゼ Acentrogobius caninus
クマノコハゼ Dotsugobius bleekeri
ナミノコハゼ Gobitrichinotus radiocularis
トンガスナハゼ Kraemeria tongaensis
マイコハゼ Parioglossus lineatus
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＜　甲　殻　類　＞

絶滅危惧ⅠＡ類（CR）
ダイトウコオイエビ（新称） Halosbaena daitoensis
カクレサワガニ Amamiku occulta
トカシキオオサワガニ Geothelphusa levicervix
ミヤコサワガニ Geothelphusa miyakoensis
センカクサワガニ Geothelphusa shokitai
ヒメユリサワガニ Geothelphusa tenuimanus
シオマネキ Tubuca arcuata

絶滅危惧ⅠＢ類（EN）

イシガキヌマエビ Neocaridina ishigakiensis
ウリガーテナガエビ Macrobrachium miyakoense
イボテカニダマシ Novorostrum decorocrus
ウチノミカニダマシ Polyonyx utinomii
トカシキミナミサワガニ Candidiopotamon tokashikense
ケラマサワガニ Geothelphusa amagui
オキナワオオサワガニ Geothelphusa grandiovata
イヘヤオオサワガニ Geothelphusa iheya
クメジマオオサワガニ Geothelphusa kumejima
ヤエヤマヤマガニ Ryukyum yaeyamense
ドウクツベンケイガニ Karstarma boholano
カスリベンケイガニ Lithoselatium pulchrum
ドウクツモクズガニ Orcovita miruku
イリオモテヨコナガピンノ Tetrias sp.

絶滅危惧Ⅱ類（VU）

ドウクツヌマエビ Antecaridina lauensis
チカヌマエビ Halocaridinides trigonophthalma
イリオモテヌマエビ Neocaridina iriomotensis
ヒラアシテナガエビ Macrobrachium latidactylus
マガタマテナガエビ Macrobrachium lepidactyloides
カスリテナガエビ Macrobrachium sp.
ショキタテナガエビ Macrobrachium shokitai
ヒトハカニダマシ Petrolisthes unilobatus
ヤシガニ Birgus latro
サキシマオカヤドカリ Coenobita perlatus
キカイホンヤドカリ Pagurus angustus
イリオモテマメコブシガニ Philyra iriomotensis
クメジマミナミサワガニ Candidiopotamon kumejimense
オキナワミナミサワガニ Candidiopotamon okinawense
ムラサキサワガニ Geothelphusa marginata marginata
カッショクサワガニ Geothelphusa marginata fulva
ミネイサワガニ Geothelphusa minei
リュウキュウアカテガニ Chiromantes ryukyuanum
マルベンケイガニ Labuanium scandens
シロツメアシハラガニモドキ Neosarmatium rotundifrons
ギザテアシハラガニ Sarmatium germaini
アダンベンケイガニ Scandarma lintou
シロテアシハラガニモドキ Tiomanium indicum
ロッカクイソガニ Otognathon uru
ダルマガニ Pyxidognathus granulosus
アリアケモドキ Deiratonotus cristatus
チゴガニ Ilyoplax pusilla
タイワンヒメオサガニ Macrophthalmus (Paramareotis ) boteltobagoe
ナカグスクオサガニ Macrophthalmus (Paramareotis ) quadratus

準絶滅危惧（NT）
シオカワヨコエビ Paracalliope dichotomus
ミナミオニヌマエビ Atyoida pilipes
ナガツノヌマエビ Caridina gracilirostris
サキシマヌマエビ Caridina prashadi
マングローブヌマエビ Caridina propinqua
アシナガヌマエビ Caridina rubella
スベスベテナガエビ Macrobrachium equidens
ツブテナガエビ Macrobrachium gracilirostre
テッポウエビ Alpheus cf. brevicristatus
オハグロテッポウエビ Metabetaeus minutus
キノボリエビ Merguia oligodon
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<掲載種リスト>

オトヒメスナモグリ Calliaxina sakaii
トゲオスナモグリ Cheramus spinicauda
イリオモテアナジャコ（新称） Upogebia iriomotensis
ミヤケアナジャコ（新称） Upogebia miyakei
ナンヨウトゲアナジャコ Upogebia snelliusi
トゲユビアナジャコ（新称） Upogebia spinidactylus
ドロイワカニダマシ Petrolisthes bifidus
シロサンゴヤドカリ Calcinus seurati
ヒルギノボリヨコバサミ Clibanarius ambonensis
ワカクサヨコバサミ Clibanarius demani
マーグイヨコバサミ Clibanarius merguiensis
マルテツノヤドカリ Diogenes avarus
リュウキュウカクエンコウガニ Notonyx kumi
マンガルマメコブシガニ Philyra nishihirai
アマミマメコブシガニ Philyra taekoae
ヤエヤマヤワラガニ Neorhynchoplax yaeyamaensis
ツノナシイボガザミ Xiphonectes brockii
アカテノコギリガザミ Scylla olivacea
アラモトサワガニ Geothelphusa aramotoi
サカモトサワガニ Geothelphusa sakamotoana
ヘリトリオカガニ Discoplax rotunda
ヒメオカガニ Epigrapsus notatus
ムラサキオカガニ Gecarcoidea lalandii
アカカクレイワガニ Geograpsus stormi
マルガオベンケイガニ Chiromantes leptomerus
ハマベンケイガニ Metasesarma aubryi
イワトビベンケイガニ Metasesarma obesum
オオアシハラガニモドキ Neosarmatium fourmanoiri
ヒナアシハラモドキ Neosarmatium laeve
ヨコスジベンケイガニ Parasesarma dumacense
ツメナガベンケイガニ Parasesarma lepidum
ミズギワベンケイガニ Parasesarma liho
ミゾテアシハラガニ Sarmatium striaticarpus
アシナガベンケイガニ Sesarmoides kraussi
タイワンベンケイガニ Sesarmops impressus
スマトライワベンケイガニ Stelgistra stormi
アシナガアカイソガニ Cyclograpsus longipes
マメイソガニ Gopkittisak angustum
ケフサアシハラガニ Parahelice daviei
ナダケフサアシハラガニ Parahelice pilimana
アゴヒロカワガニ Ptychognathus altimanus
ハチジョウヒライソモドキ Ptychognathus hachijyoensis
コウビロヒライソモドキ（新称） Ptychognathus insolitus
ヨツハヒライソモドキ Ptychognathus takahashii
トリウミアカイソモドキ Sestrostoma toriumii
レンゲガニ（新称） Scutumara enodis
ニセモクズガニ Utica gracilipes
カワスナガニ Deiratonotus japonicus
コウナガカワスナガニ Moguai elongatum
ハサミカクレガニ Mortensenella forceps
ヨウナシカワスナガニ Paramoguai pyriforme
ミナミムツハアリアケガニ Takedellus ambonensis
ホルトハウスオサガニ Macrophthalmus (Paramareotis ) holthuisi
メナガオサガニ Macrophthalmus (Macrophthalmus ) serenei
リュウキュウシオマネキ Tubuca coarctata
シモフリシオマネキ Austruca triangularis
カワラピンノ Nepinnotheres cardii

情報不足（DD）

メナガオサガニハサミエボシ Octolasmis unguisiformis
オオバヌマエビ（新称） Caridina macrodentata
ガマヌマエビ（新称） Caridina okinawa
クラヤミヌマエビ（仮称） Caridina sp.
ミヤコヌマエビ（仮称） Caridina sp.
チュラテナガエビ（仮称） Macrobrachium sp.
ハシボソテッポウエビ Alpheus dolichodactylus
リュウキュウユムシテッポウエビ（新称） Alpheus echiurophilus
アナモリノコギリテッポウエビ（新称） Salmoneus brucei

79



<掲載種リスト>

イバラアナジャコ（新称） Upogebia saigusai
サンゴカニダマシ Enosteoides melissa
ヤドリムツアシガニ Hexapinus simplex
イルンティムツアシガニ Mariaplax narusei
オオウラムツアシガニ Mariaplax ourabay
ヘコミベンケイガニ Bresedium brevipes
ニンジャベンケイガニ Labuanium trapezoideum
ヒメアカイソモドキ Sestrostoma depressum
タイワンオオヒライソガニ Varuna yui
ヨミノオサガニ Euplax leptophthalmus

＜　昆　虫　類　＞

絶滅危惧ⅠＡ類（CR）
イシガキニイニイ Platypleura albivannata
タイコウチ Laccotrephes japonensis
タイワンコオイムシ Diplonychus rusticus
タガメ Kirkaldyia deyrolli
タイワンタガメ Lethocerus indicus
ツブゲンゴロウ Laccophilus difficilis
マダラゲンゴロウ Rhantaticus congestus
フチトリゲンゴロウ Cybister limbatus
ガムシ Hydrophilus acuminatus
ヨナグニマルバネクワガタ Neolucanus insulicola donan
ヒサマツサイカブト Oryctes hisamatui
ダイトウスジヒメカタゾウムシ Torishimazo daitoensis
タイワンツバメシジミ名義タイプ亜種 Everes lacturnus lacturnus

絶滅危惧ⅠＢ類（EN）

アオナガイトトンボ Pseudagrion microcephalum
トビイロヤンマ Anaciaeschna jaspidae
タイワンタイコウチ Laccotrephes grossus
エサキタイコウチ Laccotrephes maculatus
コブイトアメンボ Hydrometra annamana
リュウキュウヒメミズスマシ Gyrinus ryukyuensis
ヤマトホソガムシ Hydrochus japonicus
マルヒラタガムシ Enochrus subsignatus
ヤンバルテナガコガネ Cheirotonus jambar
イリオモテボタル Rhagophthalmus ohbai

絶滅危惧Ⅱ類（VU）

カラスヤンマ慶良間亜種（アサトカラスヤンマ） Chlorogomphus brunneus keramensis
コフキトンボ Deielia phaon
シオカラトンボ Orthetrum albistylum speciosum
ハマコオロギ（リュウキュウハマコオロギ） Taiwanemobius ryukyuensis
ホラアナゴキブリ先島諸島亜種（ミヤコホラアナゴキブリ） Nocticola uenoi miyakoensis
カマドウマ粟国島亜種 Atachycines apicalis nabbieae
タラマハヤシウマ Diestrammena taramensis
アケボノアメイロウマ Neotachycines elegantipes
ウスイロキマダラウマ Neotachycines pallidus
オキナワキリギリス Gampsocleis ryukyuensis
ツダナナフシ Megacrania tsudai
ダイトウヒメハルゼミ Euterpnosia chibensis daitoensis
マダラアシミズカマキリ Ranatra longipes
ツヤセスジアメンボ Limnogonus nitidus
トゲアシアメンボ Limnometra femorata
ヒメフチトリゲンゴロウ Cybister rugosus
オキナワスジゲンゴロウ Hydaticus vittatus
ニセコケシゲンゴロウ Hyphydrus orientalis
コウベツブゲンゴロウ Laccophilus kobensis
ナカジマツブゲンゴロウ Laccophilus nakajimai
ツマキレオオミズスマシ Dineutus australis
タイワンオオミズスマシ Dineutus mellyi mellyi
サトミヒラタガムシ Enochrus satomii
コガタガムシ Hydrophilus bilineatus cashimirensis
オキナワマルチビガムシ Pelthydrus okinawanus
ダイトウヒラタクワガタ Dorcus titanus daitoensis
オキナワマルバネクワガタ Neolucanus okinawanus
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<掲載種リスト>

クメジマカブトムシ Trypoxylus dichotomus inchachina
クメジマボタル Luciola owadai

準絶滅危惧（NT）
サキシマヤマトンボ Macromidia ishidai
ウスバカマキリ Mantis religiosa sinica
コバネササキリ Conocephalus japonicus
ウスモンナギサスズ Caconemobius takarai
ヨナグニヒシバッタ Hyboella aberrans
クロイワゼミ Muda kuroiwae
ヒメミズカマキリ Ranatra unicolor
タイワンマツモムシ Enithares sinica
オキナワマツモムシ Notonecta montandoni
サンゴアメンボ Hermatobates schuhi
サンゴミズギワカメムシ Salduncula decempunctata
メダカダルマカメムシ Astroscopometopus gryllocephalus
タカラサシガメ Elongicoris takarai
ミヤモトサシガメ Stachyotropha miyamotoi
イワサキヘリカメムシ Dasynus biguttatus
フチベニヘリカメムシ Leptocoris rufomarginatus
ホソツマジロカメムシ Menida schultheissi
アマミヘビトンボ Protohermes immaculatus
コウトウコガシラミズムシ Haliplus kotoshonis
トビイロゲンゴロウ Cybister sugillatus
オオマルケシゲンゴロウ Hydrovatus bonvouloiri
シャープツブゲンゴロウ Laccophilus sharpi
ヤエヤママルバネクワガタ Neolucanus insulicola insulicola
オキナワカブトムシ Allomyrina dichotoma takarai
ノブオオオアオコメツキ Campsosternus nobuoi
ノブオフトカミキリ Peblephaeus nobuoi
タイワンハナダカバチ Bembix formosana
ヨナグニサン Attacus atlas

絶滅のおそれのある

地域個体群（LP）
リュウキュウルリモントンボ Coeliccia ryukyuensis ryukyuensis
　　　<対象地域： 伊平屋島、慶良間諸島＞

チビサナエ沖縄諸島亜種（オキナワオジロサナエ） Stylogomphus ryukyuanus asatoi
　　　<対象地域：　慶良間諸島＞

タイワンオジロサナエ八重山亜種（ワタナベオジロサナエ） Stylogomphus shirozui watanabei
　　　<対象地域： 石垣島＞

ホソミシオカラトンボ Orthetrum luzonicum
　　　<対象地域： 宮古島＞

コフキオオメトンボ Zyxomma obtusum
　　　<対象地域： 南・北大東島＞

マダラゴキブリ Rhabdoblatta guttigera
　　　<対象地域： 座間味島、阿嘉島＞

セグロイナゴ Shirakiacris shirakii
　　　<対象地域： 沖縄島＞

ツマグロゼミ Vagitanus terminalis
　　　<対象地域： 宮古島＞

アシブトカタビロアメンボ Rhagovelia esakii
　　　<対象地域： 宮古島＞

シロヘリハンミョウ琉球亜種（オキナワシロヘリハンミョウ） Callytron yuasai okinawense
　　　<対象地域： 沖縄島＞

ダルマガムシ属の一種 Hydraena sp.
　　　<対象地域： 渡名喜島、座間味島＞

タマガムシ Amphiops mater
　　　<対象地域： 沖縄諸島＞

コガムシ Hydrochara affinis
　　　<対象地域： 八重山諸島＞

ウスバカミキリ Megopis sinica sinica
　　　<対象地域： 沖縄島＞

ベニボシカミキリ Rosalia lesnei
　　　<対象地域： 石垣島＞

情報不足（DD）

ミヤコモリゴキブリ Symploce miyakoensis
ヤサガタコカマキリ Statilia apicalis
モザイクコマダラウマ Neotachycines moxaic
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<掲載種リスト>

ニトベノミバッタ Xya nitobae
エゾカタビロオサムシ Campalita chinense
チャイロホソハナムグリ Callinomes ishikawai
オオヨツバコガネ Parastasia oberthueri ishigakiana
オオテントウ Synonycha grandis
ヤエヤマクロスジホソハナカミキリ Parastrangalis ishigakiensis
オキナワクビジロカミキリ Xylariopsis iriei
オキナワセンノキカミキリ Acalolepta kuniyoshii
オキナワサビカミキリ Diboma costata
シロスジトゲバカミキリ Rondibilis femorata
ダイトウサルハムシ Basilepta borodinensis
ゴマダラオオヒゲナガゾウムシ Peribathys okinawanus
ヨナクニウォレスブユ Simulium (Wallacellum ) yonakuniense

＜ ク モ 形 類 ＞

絶滅危惧ⅠＡ類（CR）
オキナワホラアナヤチグモ Coelotes troglocaecus
ヤマトウシオグモ Desis japonica
アワセイソタナグモ Paratheuma awasensis
ダイトウヤイトムシ Apozomus daitoensis

絶滅危惧ⅠＢ類（EN）

ミヤコジマトタテグモ Latouchia japonica
ダイトウマルガタワカバグモ Loxobates daitoensis

絶滅危惧Ⅱ類（VU）

クンジャンキムラグモ Heptahtela helios
ヤンバルキムラグモ Heptathela yanbaruensis

(*) 　イヘヤキムラグモ Ryuthela iheyana
(*) 　イシガキキムラグモ Ryuthela ishigakiensis
(*) 　オキナワキムラグモ Ryuthela nishihirai
(*) 　クメジマキムラグモ Ryuthela sasakii

ヤエヤマトタテグモ Latouchia hyla
シマトタテグモ Latouchia parameleomene
オキナワトタテグモ Latouchia swinhoei
クメジマイボブトグモ Sinopesa kumensis
クメコシビロザトウムシ Parabeloniscus shimojanai

準絶滅危惧（NT）
オオクロケブカジョウゴグモ Macrothele gigas
キノボリトタテグモ Conothele fragaria
リュウキュウカヤシマグモ Tricalamus ryukyuensis
オキナワマシラグモ Falcileptoneta okinawaensis
ウデナガマシラグモ Masirana longipalpis
オキナワホラヒメグモ Nesticella okinawaensis
オヒキコシビロザトウムシ Parabeloniscus caudatus

絶滅のおそれのある

地域個体群（LP）
アマミサソリモドキ Typopeltis stimpsonii
　　　<対象地域： 久米島、沖縄島、伊是名島＞

情報不足（DD）

ヤンバルユウレイグモ Belisana yanbaruensis
コケオニグモ Araneus seminiger
オキナワナガイボグモ Hersilia okinawaensis
ヤエヤマナガイボグモ Hersilia yaeyamaensis
オオハシリグモ Dolomedes orion
イシガキアオグロハシリグモ Dolomedes yawatai
ササキハシリグモ Dolomedes zatsun
カノウハエトリ Onomastus kanoi

＜　多　足　類　＞

準絶滅危惧（NT）
ヨナグニアマビコヤスデ Riukiaria mundyi

オキナワキムラグモ属（イヘヤキムラグモ、イシガキキムラグモ、オキナワキムラグモ、クメジマキムラグモ）

下記4種(*)を選定
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<掲載種リスト>

コバアマビコヤスデ Riukiaria spiralipes
ポコックヤエタケヤスデ Yaetakaria neptuna
ミイツヤスデ Riukiupeltis jamashinai
ホラオビヤスデ Epanerchodus subterraneus

絶滅のおそれのある

地域個体群（LP）
ヤエヤママルヤスデ Spirobolus sp.
　　　<対象地域： 石垣島、小浜島＞

情報不足（DD）

カツレンフトケヤスデ（新称） Tokyosoma flexuosum
タメトモヤスデ Eutrichodesmus nodulosus

＜　貝　　類　＞

絶滅（EX）

リュウキュウカワザンショウ Assiminea sp.
トクノシマケハダシワクチマイマイ Moellendorffia (Trichelix ) tokunoensis
キルン Meretrix sp. A

絶滅危惧Ⅰ類（CR+EN）

タイワンキサゴ Umbonium suturale
ハスノハユキスズメ (新称) Phenacolepas sp.
マルタニシ Cipangopaludina laeta
オキナワムシオイ Chamalycaeus okinawaensis
ヒラセアツブタガイ Platyrhaphe hirasei hirasei
ゴマガイ属の一種 Diplommatina (Sinica ) sp. A
アマミカワニナ Stenomelania costellaris
ムチカワニナ (タケノコカワニナ) Stenomelania crenulata
カリントウカワニナ Tarebia sp.
カトゥラプシキシタダミ Coliracemata katurana
ガタチンナン Sigaretornus cf. planus
ナガヤマヤマツボ Allepithema nagayamai
ヘドクリイロカワザンショウ (新称) Angustassiminea sp. A
ティンダハナタクリイロカワザンショウ Angustassiminea sp. B
ウフアガリクリイロカワザンショウ Angustassiminea sp. C
ウフアガリゴマオカチグサ Cavernacmella sp.
ドームカドカド Ditropisena sp. A
ダイトウオカチグサ (ダイトウヘソカド) Paludinellassiminea daitoensis
ミヤコオカチグサ Paludinellassiminea miyakoinsularis
タマグスクオカチグサ (新称) Paludinellassiminea sp. A
ドナンオカチグサ Paludinellassiminea sp. B
ヨナグニカタヤマガイ Gammatricula shini
オカクビキレ Truncatella oagariensis
アソブイトクビキレ Truncatella sp. A
カガヨイクビキレ Truncatella sp. B
キザハシクビキレ Truncatella sp. C
ロウタキクビキレ Truncatella sp. D
アラムシロ Hima festiva
ヤシマイシン近似種 Tomura cf. yashima
オキナワヌカルミクチキレ Pyramidellidae gen. & sp.
カワコザラ Ferrissia cf. nipponica
エリマキガイ Ptychalaea dedecora
キカイキセルモドキ Luchuena reticulata
沖縄島のウスチャイロキセルモドキ類似種群 Luchuena spp.
センカクコギセル Euphaedusa senkakuensis
タカラノミギセル Hemizaptyx takarai
キンチャクギセル Luchuphaedusa callistochila
リュウキュウギセル Luchuphaedusa inclyta
サカヅキノミギセル Selenoptyx inversiluna
ミヤコオキナワギセル Stereophaedusa striatella
ダイトウノミギセル Zaptyx daitojimana
カズマキノミギセル Zaptyx dolichoptyx
コメツブダワラ Sinoennea densecostata
ミヤコダワラ Sinoennea miyakojimana
タワラガイ属の一種 Sinoennea sp.
イトカケマイマイ Plectopylis (Sinicola ) hirasei
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<掲載種リスト>

リュウキュウウラジロヒメベッコウ (新称) Chalepotaxis kenjii
クメジマベッコウ Nipponochlamys kumeensis
キヌツヤベッコウ属の一種 (2) Nipponochlamys sp. 2
キヌツヤベッコウ属の一種 (3) Nipponochlamys sp. 3
キヌツヤベッコウ属の一種 (4) Nipponochlamys sp. 4
キヌツヤベッコウ属の一種 (5) Nipponochlamys sp. 5
カサシタラ Sitalina hirasei
オオカサネシタラ Sitalina sp.
グードベッコウ近似種 Takemasaia aff. gudei
ヘリトリケマイマイ Aegista marginata
イトマンマイマイ Aegista scepasma
タカラホソマイマイ Aegista takarai
ヘソアキアツマイマイ Nesiohelix omphalina omphalina
オオアガリマイマイ (サメハダヘソアキアツマイマイ) Nesiohelix omphalina bipyramidalis
アツマイマイ Nesiohelix solida
アマノヤマタカマイマイ Satsuma amanoi
ヨナグニマイマイ Satsuma caliginosa picta
オキナワヤマタカマイマイ Satsuma eucosmia eucosmia
ウラキヤマタカマイマイ Satsuma hemihelva
イヘヤヤマタカマイマイ Satsuma iheyaensis
クメジママイマイ Satsuma mercatoria kumejimaensis
サキシマヒシマイマイ Satsuma sakishimana
タダマイマイ Satsuma tadai
ヒメシイノミミミガイ Cassidula paludosa
ナズミガイ Cylindrotis quadrasi
コハクオカミミガイ Ellobium pallidum
コベソコミミガイ (マルコミミガイ) Laemodonta sp.
イソスジサルボウ Tosarca vellicata
ヒナキンチャク Decatopecten plica
コオキナガイ Laternula impura
ジャングサマテガイ Solen soleneae
ヒレナシジャコ Tridacna derasa
オガタザクラ Aeretica tomlini
ナミノコ Latona cuneata
オオズングリアゲマキ Azorinus scheepmakeri
ナガタママキ Mactra cf. opposita
タイワンシラオガイ Circe scripta
トゥドゥマリハマグリ Meretrix sp. B
ツキカガミ Phacosoma aspera

絶滅危惧Ⅱ類（VU）

ユキスズメ Phenacolepas crenulata
オカイシマキ Neritodryas cornea
ウミヒメカノコ Smaragdia sp.
イリオモテムシオイ (新称) Chamalycaeus sp.
ヒメオキナワヤマタニシ (新称) Cyclophorus sp. 2
オキノエラブヤマトガイ Japonia tokunoshimana okinoerabuensis
ヨナグニヤマトガイ (新称) Japonia sp. 1
ヤエヤマヤマトガイ (新称) Japonia sp. 2
ケハダヤマトガイ種群 Japonia spp.
ヤエヤマゴマガイ Diplommatina (Sinica ) insularum
ヤンバルゴマガイ Diplommatina (Sinica ) sp. B
マドモチウミニナ Terebralia sulcata
ヨシカワニナ Stenomelania juncea
スグカワニナ Stenomelania uniformis
タマキビ Littorina brevicula
ヤイマカチドキシタダミ Clenchiella iriomotensis
ジーコンボツボ Chevallieria sp.
ゴマツボモドキ (シリオレミジンニナ) Hyala cf. bella
サザナミツボ “Nozeba ” ziczac
ヒメシラギク (ミジンシラギク) Pseudoliotia asteriscus
ツブカワザンショウ (ヒメカワザンショウ) Assiminea estuarina
ホラアナゴマオカチグサ種群 Cavernacmella spp.
ミニカドカド Ditropisena sp. B
デリケートカドカド Ditropisena sp. C
エレガントカドカド Ditropisena sp. D
ウラウチコダマカワザンショウ Ovassiminea sp.
アシヒダツボ “Rugapedia ” sp.
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コーヒーイロカワザンショウ Assimineidae gen. A & sp.
沖縄島のホラアナゴマオカチグサ類似種群 Assimineidae gen. B & spp.
アマミクビキレ Truncatella sp. E
カイグンボウクビキレ Truncatella sp. F
ヨロイノソデ Margistrombus septimus
オハグロガイ Strombus urceus
リュウキュウダカラ Cypraea luchuana
ネコガイ Eunaticina papilla
ヒメツメタガイ Glossaulax cf. vesicalis
テンセイタマガイ Notocochlis robillardi
ロウイロトミガイ Polinices mellosus
ハブタエセキモリ Epitonium lyra
ナマリレイシダマシ Orania livida
ウスイロバイ Babylonia kirana
オカトリノコガイ (新称) Marginellidae gen. & sp.
ミノムシガイ Vexillum balteolatum
ハイイロミノムシ Vexillum gruneri
チビツクシ (ムラクモツクシ) Vexillum rufomaculatum
ヤタテガイ Strigatella scutulata
ツヤイモ Conus boeticus
ククリクチキレ Cossmannica aciculata
ヒミツナメクジ Aiteng mysticus
ダイトウオカモノアラガイ “Succinea ” sp.
イオウジマノミガイ Elasmias kitaiwojimanum
ダイトウジマスナガイ Gastrocopta (Sinalbinula ) armigerella daitojimana
ラッパガイ Hypselostoma insularum
ミジンサナギガイ Truncatellina insulivaga
ヤエヤマクチミゾガイ Enteroplax yaeyamensis
ニシキキセルモドキ Luchuena eucharistus
リュウキュウキセルモドキ Luchuena luchuana
クメジマキセルモドキ (新称) Luchuena sp.
ニシキコギセル Proreinia elegans
イトヒキツムガタノミギセル Pulchraptyx longiplicata
沖縄島のサカヅキノミギセル Selenoptyx cf. inversiluna
ミカヅキノミギセル Selenoptyx noviluna
オキナワギセル Stereophaedusa valida
ヨナグニダワラ Sinoennea yonakunijimana
マサキベッコウ Bekkochlamys masakii
オキナワテラマチベッコウ (新称) Bekkochlamys sp. 1
ヤエヤマヒラベッコウ (新称) Bekkochlamys sp. 2
ウラウズタカキビ (新称) Coneuplecta sp.
キヌツヤベッコウ属の一種 (6) Nipponochlamys sp. 6
ヨナグニベッコウ Nipponochlamys sp. 7
オーステンキビ Parakaliella austeniana
エイコベッコウ Takemasaia eikoae
タネガシマヒメベッコウ Yamatochlamys tanegashimae
コシダカハチジョウヒメベッコウ (新称) Yamatochlamys sp. 1
ヨナグニシロベッコウ (新称) Helicarionidae gen. & sp.
ヨナグニナメクジ (新称) Meghimatium sp.
ウロコケマイマイ Aegista lepidophora
トウガタホソマイマイ Aegista turrita
イッシキマイマイ Satsuma caliginosa caliginosa
ヤンバルヤマタカマイマイ Satsuma eucosmia ssp.
シラユキヤマタカマイマイ Satsuma largillierti
オモロヤマタカマイマイ Satsuma omoro
リュウキュウヒダリマキマイマイ Satsuma perversa
トナキマイマイ Satsuma sp.
イボイボナメクジ属の一種 (1) Granulilimax sp. 1
イボイボナメクジ属の一種 (3) Granulilimax sp. 3
ホソアシヒダナメクジ科の一種 (3) Rathouisiidae gen. & sp. 3
ホソアシヒダナメクジ科の一種 (4) Rathouisiidae gen. & sp. 4
ホソアシヒダナメクジ科の一種 (6) Rathouisiidae gen. & sp. 6
ナラビオカミミガイ Auriculastra duplicata
サカマキオカミミガイ Blauneria leonardi
大東諸島のスジケシガイ類似種 Carychium sp.
デンジハマシイノミ Melampus (Detracia ) ovuloides
アツクチハマシイノミ Melampus cristatus
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ウルシヌリハマシイノミ Melampus nucleolus
ニワタズミハマシイノミ Melampus sculptus
キヌメハマシイノミ Melampus sulculosus
オウトウハマシイノミ Melampus sp.
コデマリナギサノシタタリ Microtralia sp.
ヒメヒラシイノミ Pythia nana
コンゴウイシマテ Lithophaga canalifera
ヌバタママクラ Modiolus aratus
サザナミマクラ Modiolus flavidus
ホソスジヒバリガイ Modiolus philippinarum
スエヒロガイ Pinna atropurpurea
サンゴガキ Anomiostrea coralliophila
ミナミマガキ Crassostrea bilineata
ウチワガイ Tucetona auriflua
ウミギク Spondylus barbatus
オキナガイ Laternula anatina
ウラキツキガイ Codakia paytenorum
クチベニツキガイ Codakia punctata
カゴガイ Fimbria soverbii
アケボノガイ Barrimysia cumingii
ヨコヅナケボリ (新称) Borniopsis sp．
セワケガイ Byssobornia adamsi
オオツヤウロコガイ Ephippodonta gigas
ダンダラマテガイ Solen kurodai
マテガイ Solen strictus
ハートガイ Lunulicardia hemicardium
イレズミザルガイ Vasticardium compunctum
ゴイシザラ Arcopaginula inflata
ホシヤマナミノコザラ Cadella hosiyamai
リュウキュウクサビザラ Cadella smithi
ヒラセザクラ Clathrotellina carnicolor
モチヅキザラ Cyclotellina remies
チリメンジュロウジン Heminetis plicata
リュウキュウサラガイ Laciolina chloroleuca
モモイロサギガイ Macoma nobilis
コノハザクラ Phylloda foliacea
ウラキヒメザラ Pinguitellina robusta
アオサギ Psammotreta praerupta
オオトゲウネガイ Quadrans gargadia
ウネイチョウシラトリ Serratina monomera
ヒワズウネイチョウ Serratina perplexa
ヒノデガイの一種 Tellinella crucigera
ニッコウガイ Tellinella virgata
キュウシュウナミノコ Donax (Tentidonax ) kiusiuensis
ウスムラサキアシガイ Gari lessoni
ミナトマスホガイ Psammotaena inflata
ナノハナガイ Leptomya adunca
コバコガイ Montrouzieria clathrata
オキナワドブシジミ Sphaerium okinawaense
オフクマスオ Distugonia decurtata
リュウキュウアリソガイ Mactra grandis
トウカイタママキ Mactra aff. pulchella
オトメタママキ Mactra sp.
オオシマホクロガイ Oxyperas aspersa
チトセノハナガイ Anatinella nicobarica
ハナグモリ Glauconome chinensis
マダライオウハマグリ Pitar limatulus
リュウキュウアサリ Tapes literatus

準絶滅危惧（NT）
ヤジリスカシガイ Macroschisma cuspidatum
クマノコ Chlorostoma xanthostigma
オオベソスガイ Lunella cinerea
タオヤメユキスズメ (ヌノメミヤコドリ) Phenacolepas tenuisculpta
レモンカノコ Clithon pauluccianum
ヒラマキアマオブネ Nerita planospira
アラハダカノコ Neritina asperulata
クロズミアカグチカノコ Neritina sp.

86



<掲載種リスト>

ヤエヤマヤマタニシ Cyclophorus radians
リュウキュウヤマタニシ Cyclophorus turgidus
イヘヤヤマタニシ (新称) Cyclophorus sp. 1
クニガミヤマタニシ (新称) Cyclophorus sp. 3
イトマンヤマタニシ (新称) Cyclophorus sp. 4
ヤエヤマアツブタガイ Cyclotus taivanus peraffinis
アオミオカタニシ Leptopoma taivanum
ヤエヤマヒラセアツブタガイ Platyrhaphe hirasei yaeyamensis
ミヤコゴマガイ Diplommatina (Sinica ) immersidens
クメジマゴマガイ Diplommatina (Sinica ) kumejimana
クニガミゴマガイ Diplommatina (Sinica ) lyrata lyrata
ヨナグニゴマガイ Diplommatina (Sinica ) yonakunijimana
ヤエヤマヘナタリ Pirenella asiatica
ヘナタリ Pirenella nipponica
イボウミニナ Batillaria zonalis
サナギモツボ Finella pupoides
ミジンゴマツボ Liroceratia sulcata
ニセゴマツボ Pellamora reflecta
エドガワミズゴマツボ (ウミゴマツボ) Stenothyra edogawensis
オイランカワザンショウ Assimineidae gen. C & sp.
マルシロネズミ Vanikoro helicoidea
フタツアナスカシカシパンヤドリニナ Hypermastus ryukyuensis
ネジマガキ Strombus gibbosus
ヒダトリガイ Strombus labiatus
ヒロクチリスガイ Mammilla melanostomoides
アラゴマフダマ Naticarius onca
イガムシロ Hebra horrida
ヒメオリイレムシロ Niotha stoliczkana
マタヨフバイ Telasco lurida
クリイロムシロ (クリイロヨフバイ) Zeuxis olivaceus
ヨウラクレイシダマシ Muricodrupa aff. fiscella
カノコミノムシ Vexillum sanguisuga
コトツブ Eucithara marginelloides
クダボラ Turris crispa
スジイモ Conus figulinus
コゲスジイモ Conus loroisii
ヤナギシボリタケ Acuminia penicillata
カエンタケ Terebra chlorata
カヤノミガイ Pupa sulcata
コヤスツララ Acteocina koyasensis
アンパルクチキレ Colsyrnola hanzawai
ニライカナイゴウナ Leucotina sp.
オオシイノミクチキレ Milda ventricosa
リュウキュウヒラマキモドキ Polypylis usta
リュウキュウノミガイ属の一種 Pacificella sp.
キバサナギガイ Vertigo hirasei
スターンズギセル Euphaedusa stearnsii stearnsii
イリオモテコギセル Euphaedusa stearnsii iriomotensis
ニセノミギセル Parazaptyx thaumatopoma
スジイリオキナワギセル Stereophaedusa fasciata
サキシマノミギセル Tyrannozaptyx adulta
ヨワノミギセル Tyrannozaptyx deminuta
ツヤノミギセル Tyrannozaptyx polita
ツヤノミギセル近似種 Tyrannozaptyx sp.
ツヤカサマイマイ Videnoida cathcartae
ヒメカサキビ Trochochlamys subcrenulata
ベッコウマイマイ Bekkochlamys perfragilis
ボニンキビ Liardetia boninensis
キヌツヤベッコウ属の一種 (1) Nipponochlamys sp. 1
グードベッコウ Takemasaia gudei
ホソスジベッコウ (新称) Yamatochlamys sp. 2
ベッコウマイマイ科の一種 Helicarionidae gen. & sp.
シュリケマイマイ Aegista elegantissima
クロイワオオケマイマイ Aegista mackensii
ナガシリマルホソマイマイ Aegista meiacoshimensis
オオベソマイマイ Aegista vermis
パンダナマイマイ Bradybaena circulus
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イヘヤタメトモマイマイ Bradybaena iheyaensis
ハンミガキマイマイ Satsuma ammiralis
クロイワヒダリマキマイマイ Satsuma yaeyamensis
ドロアワモチ Onchidium sp.
キボシアワモチ Paraonchidium cf. fungiforme
ヒメキボシアワモチ Paraonchidium cf. keiense
ゴマセンベイアワモチ Platevindex sp.
ホソアシヒダナメクジ科の一種 (1) Rathouisiidae gen. & sp. 1
ホソアシヒダナメクジ科の一種 (2) Rathouisiidae gen. & sp. 2
ホソアシヒダナメクジ科の一種 (5) Rathouisiidae gen. & sp. 5
ホソアシヒダナメクジ科の一種 (7) Rathouisiidae gen. & sp. 7
カタシイノミミミガイ Cassidula crassiuscula
ウラシマミミガイ Cassidula mustelina
ヘゴノメミミガイ Cassidula schmackeriana
クロヒラシイノミ Pythia pachyodon
マダラヒラシイノミ Pythia pantherina
イシワリマクラ Arenifodiens vagina
クログチ Xenostrobus atratus
ワシノハガイ Arca navicularis
サンゴナデシコ Coralichlamys madreporarum
ヒナノヒオウギの一種 Mimachlamys cf. asperulata
ソトオリガイ Laternula marilina
ヒロクチソトオリガイ Laternula truncata
カブラツキガイ Anodontia edentula
ショウゴインツキガイ Anodontia philippiana
シワツキガイ Austriella corrugata
チヂミウメ Chavania striata
ツキガイ Codakia tigerina
コヅツガイ Eufistulana grandis
ヒノマルズキン Anisodevonia ohshimai
ホシムシアケボノガイ Barrimysia siphonosomae
ユウレイウロコガイ (新称) Ephippodontomorpha hirsuta
ミナミウロコガイ Lepirodes layardi
コハクマメアゲマキ Lepirodes porulosus
ユンタクシジミ Litigiella pacifica
ツバサマメアゲマキ (新称) Phlyctaenachlamys lysiosquillina
セワケハチミツガイ Pythina deshayesiana
フィリピンハナビラガイ Salpocola tellinoides
ベッコウマメアゲマキ Scintilla philippinensis
バライロマメアゲマキ Scintilla rosea
ツマベニマメアゲマキ Varotoga anomala
リュウキュウマテガイ Solen sloanii
ホソバラフマテガイ Solen sp.
カワラガイ Fragum unedo
ハツヒザクラ Arcopella isseli
ハスメザクラ Jactellina transcalpta
トガリユウシオガイ Jitlada culter
リュウキュウザクラ Jitlada philippinarum
ミクニシボリザクラ Loxoglypta compta
アマサギガイ Macalia bruguieri
ダイミョウガイ Pharaonella perna
トンガリベニガイ Pharaonella rostrata
チガイザクラ Scissulina dispar
ネコジタザラ Scutarcopagia linguafelis
ヒラザクラ Tellinides ovalis
ヘラサギガイ Tellinides timorensis
ハスメヨシガイ Gari squamosa
ウラジロマスホ Gari togata
シロナノハナガイ Leptomya trigonalis
ザンノナミダ Semelangulus lacrimadugongi
ミナミキヌタアゲマキ Solecurtus philippinarum
カモジガイ Lutraria arcuata
ユウヤケバカガイ Mactra cf. artensis
ユキガイ Meropesta nicobarica
クチバガイ Coecella chinensis
オイノカガミ Bonartemis histrio
フジイロハマグリ Callista erycina

88



<掲載種リスト>

カミブスマ Clementia papyracea
ダテオキシジミ Cyclina sinensis
スダレハマグリ Marcia japonica
ウスカガミ Pardosinia amphidesmoides
ユウカゲハマグリ Pitar citrinus
イオウハマグリ Pitar sulfureus
トモシラオガイ Redicirce sulcata
オウギカノコアサリ Veremolpa levicostata

絶滅のおそれのある

地域個体群（LP）
沖縄島のゴマオカタニシ Georissa japonica

情報不足（DD）

ヒメケハダヒザラガイ Acanthochitona achates
ウニヒザラガイ Acanthopleura spinosa
ウロコイシマキ Clithon squarrosum
シリコケゴマガイ Diplommatina (Sinica ) ventriosa
スエヒロヘナタリ Pirenella microptera
ウズツボ Dolicrossea sp.
イワカワトキワガイ Malea pomum
オリイレヨフバイ Nassarius arcularia
キツネノムシロ Niotha venusta
ヒメヒラマキミズマイマイ Gyraulus sp.
レンズヒラマキ (クルマヒラマキ) Helicorbis cf. cantori
リュウキュウノミガイ Pacificella rucuana
リュウキュウカドベッコウ Luchuconulus okinawanus
マルキビ Parakaliella bimaris
イボイボナメクジ属の一種 (2) Granulilimax sp. 2
コウモリミミガイ Cassidula vespertilionis
カドバリコミミガイ Laemodonta bella
イササコミミガイ Laemodonta octanfracta
ヤマホトトギス Musculus japonica
オボロヅキ Monitilora simplex
ガタヅキ (コハギガイ) Arthritica cf. reikoae
ナタマメケボリガイ Borniopsis ochetostomae
アマミスジホシムシモドキヤドリガイ (新称) Nipponomysella aff. subtruncata
オサガニヤドリガイ Pseudopythina macrophthalmensis
チドリマスオ Donacilla picta
(和名) なし Diplodonta sp. A
(和名) なし Diplodonta sp. B
リュウキュウヒルギシジミ Geloina expansa

89



<哺乳類> 

90 
 

３．３ 哺乳類 
 

  今回の見直し（改訂第３版）に掲載される種は以下のとおりである。 

 

  カテゴリー 

分類群 

絶滅 

(EX) 
野生 

絶滅 

(EW) 

絶 滅 危 惧 Ⅰ 類 絶滅危惧

Ⅱ類 

(VU) 

準絶滅

危惧 

(NT) 

絶滅のおそれの

ある地域個体群 

(LP) 

情報 

不足 

(DD) 

合  計

  ⅠＡ類

(CR) 
ⅠＢ類

(EN) 

初版 1996 1 6 － － 3 3 0 7 20 

改訂第2版 2005 1 0 12 9 3 4 3 0 3 23 

改訂第3版 2017 2 0 13 8 5 2 3 0 2 22 

※初版のカテゴリーのうち、絶滅種は現行のカテゴリー名の絶滅と野生絶滅を集約することで示し、このほか絶滅危惧種
は絶滅危惧Ⅰ類、危急種は絶滅危惧Ⅱ類、希少種は準絶滅危惧、地域個体群は絶滅のおそれのある地域個体群、未決
定種は情報不足として現行のカテゴリー名に変換して示した。 

 

(１)  本改訂でのおもな留意点 

哺乳類については、調査に時間がかかることや調査方法の困難さのため、資料の蓄積には時間がかかる。そこ

で、本改訂にあたっては、文献等からの最新の情報を極力収集し、それに基づく判断をすることとした。特に、

ランクを変える種については、現地調査、情報収集も含めて特に慎重に検討した。沖縄県の哺乳類の大半を占め

る小型コウモリ類、特に森林性のコウモリについては文献資料に加えていくつかの調査方法の開拓と聞き取りな

どにより資料を収集した。普通種と考えられる種についても情報が限定されている場合や、島単位で考えると絶

滅が懸念されるものについては慎重に取り扱うこととした。 

 

(２) 本改訂で明らかになったこと 

本改訂の結果、絶滅種2種を含む22種（亜種含む）をリストアップした。第1回の改訂以降さまざまな学術研

究がなされ、生息状況、生態、遺伝学的特性についての情報は飛躍的に増えたと言える。しかし、生息に関わる

脅威は改善されていないことも明らかになり、改訂第3版でランクを大きく変更した種はいずれもランクアップ

という結果となった。 

  1種はミヤココキクガシラコウモリである。環境省が発表した第4次レッドリストにおいて初めて絶滅種とし

てランクされた。それを受けて本改訂にあたって現地調査を実施したが、生息確認にいたらず、本リストでも絶

滅種とした。もう1種のリュウキュウイノシシについては、ブタやイノブタとの交雑による遺伝的撹乱が急激に

進んでいることから深刻な状況にあり、リュウキュウイノシシの固有性がどの程度残っているのかも懸念される

ことが明らかになった。また、前回改訂では別亜種とされていたイリオモテコキクガシラコウモリは、最近の文

献などに従いヤエヤマコキクガシラコウモリと同一種として取り扱った。 

  ジャコウネズミ等の普通種と考えられるものについて島単位で考えた場合に絶滅が懸念される場合もあること

がわかった。他の分類群に比べ体サイズが大きく、生活に必要な資源量の大きい哺乳類は、琉球列島のような島

嶼群では、それぞれの島を考えると常に絶滅の危険があると考えられる。また、島嶼における小個体群の場合に

は遺伝的多様性の低下も考慮する必要がある。たとえば、ケナガネズミでは、一時個体数に増加傾向が見られて

いたが、現在では再び減少に転じていることが懸念される。個体数の変動が大きい小型哺乳類では長期的な変動

パターンを把握した上で状況を判断することが必要である。また個体数の減少の時点で生じたボトルネック効果

は仮に個体数が再び増加しても遺伝的な多様性の減少という問題を含んでおり、絶滅が危惧される状況は依然と

して続いている可能性を持つ。今後、対象種の保全単位を明確にするための遺伝的解析も必要である。 

 一方で、センカクモグラ、セスジネズミ、ヤンバルホオヒゲコウモリは、政治的な問題等生息確認地へのアク

セスの困難さから発見当時以降ほとんど情報が得られていない。 

 

 

執筆者 伊澤 雅子（琉球大学理学部・教授）
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(３)  掲載種の解説 

 

 1 ) 絶滅(EX) 

 

 

和    名 ： オキナワオオコウモリ 
分    類 ： 翼手目 オオコウモリ科 
学    名 ： Pteropus loochoensis Gray, 1870 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅 (EX)        環境省カテゴリー： 絶滅 (EX) 
 
形    態 ： 現在存在する2標本のそれぞれの前腕長は136 mmと 143.5 mmである。尾はない。 
近似種との区別 ： 現存のクビワオオコウモリとは体の前部にきわだった淡色域がない点、下腿部の背面が毛に覆われ

ず裸出する点、全体として体毛が短く胴部の背面でも20 mmに達しない点などで区別される。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島からの記載があるのみである。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 本種に近縁と思われ、同種との見解もあるマリアナオオコウモリ P. mariannus

は、マリアナ諸島、カロリン諸島に分布している。 
現在の生息状況 ： 絶滅したと考えられるが、その原因などは不明 (次項参照)。 
学術的意義・評価 ： 沖縄島から19世紀に3ないし4頭が採集されたという記録があるが、現在所在が特定されているの

は大英自然史博物館の2標本のみである。記載以降の採集・観察例が一切なく、詳細は全くの不明
であるが、基準標本の採集からほどなくして絶滅したとの見方が一般的である。しかし、沖縄島に
分布する同属のオリイオオコウモリが現在でも多数生息する事を考えるとなぜ本種のみが絶滅した
のか謎である。また、形態的にマリアナオオコウモリに酷似することから、大英博物館に届けられ
た標本の産地の記載ミスであるとの疑いも残っている。 

生存に対する脅威 ： 近縁とされるマリアナオオコウモリでは、ヒトによる狩猟が最も脅威となっており、その他に森林
伐採、外来捕食動物の侵入・増加、大型台風の襲来などが挙げられる。 

特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー： Data Deficient (DD)。 
原  記  載 ： Gray, J. E., 1870. Catalogue of monkeys, lemurs and fruit-eating bats in the collection of the British Museum. 

British Museum (Natural History), London, 137pp. 
参 考 文 献 ： Kinjo, K., 2015. Pteropus loochoensis Gray, 1870. “The Wild Mammals of Japan. 2nd ed.”, S. D. Ohdachi, Y. 

Ishibashi, M. A. Iwasa, D. Fukui and T. Saitoh (eds.), Shoukadoh Book Sellers and the Mammalogical 
Society of Japan, Kyoto and Tokyo, 54. 

前田喜四雄, 1986. 日本産翼手目の採集記録 (Ⅱ). 哺乳類科学, (52): 79-97. 
前田喜四雄, 2001. 日本コウモリ研究誌 －翼手類の自然史. 東京大学出版会, 東京, 203pp. 
前田喜四雄, 2014. オキナワオオコウモリ. “レッドデータブック2014 –日本の絶滅のおそれのあ
る野生生物− 1 哺乳類”, 環境省 (編), 株式会社ぎょうせい, 東京, 3. 

Ota, H. and Wiles, G., 1992. Pteropus mariannus loochoensis. “Old World fruit bats: an action plan for their 
conservation”, S. P. Mickleburgh, A. M. Hutson and P. A. Racey (eds.), International Union for 
Conservation of Nature and Natural Resources, Gland, 108. 

Wiles, G., 1992. Pteropus mariannus mariannus. “Old World fruit bats: an action plan for their conservation”, 
S. P. Mickleburgh, A. M. Hutson and P. A. Racey (eds.) , International Union for Conservation of Nature 
and Natural Resources, Gland, 108-111.  

Yoshiyuki, M., 1989. A Systematic Study of the Japanese Chiroptera. National Sci. Mus., Tokyo, 242pp. 
 
執 筆 者 名 ： 金城和三*・中本 敦(追補)  ＊前回改訂版 (2005) における金城による記載内容を一部見直した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

和    名 ： ミヤココキクガシラコウモリ 
分    類 ： 翼手目 キクガシラコウモリ科 
学    名 ： Rhinolophus pumilus miyakonis Kuroda, 1924 
方  言  名 ： カートゥイ (宮古島市平良) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅 (EX)       環境省カテゴリー: 絶滅 (EX) 
 
形    態 ： 国内のコキクガシラコウモリ類の中でも小型で、前腕長38～39 mm、頭胴長36～37 mm。 
近似種との区別 ： 体毛はオリイコキクガシラコウモリ R. cornutus orii とオキナワコキクガシラコウモリ R. p. pumilus

の中間色を呈する。オキナワコキクガシラコウモリより小型である。前腕長はオキナワコキクガシ
ラコウモリやヤエヤマコキクガシラコウモリ R. perditus より短く、オリイコキクガシラコウモリと
ほぼ等しく、尾と耳はオキナワコキクガシラコウモリより少し短い。 

分 布 の 概 要 ： 宮古島、伊良部島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： オキナワコキクガシラコウモリは沖縄諸島に、オリイコキクガシラコウモリは奄

美諸島に、ヤエヤマコキクガシラコウモリは八重山諸島に生息する。 
生 態 的 特 徴 ： 不明。 
生息地の条件  ： ねぐらとなる洞窟および出産保育の場となる洞窟、さらに長距離飛翔をしないので採餌場となる森

林が洞窟を含みまたは隣接して必要である。 
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個体数の動向  ： 1960年代までは宮古島市平良でも多数の個体が目撃できたものが、1970年代後半からは宮古島で生
息を確認できていない。 

現在の生息状況 ： 1971年 7月の確認を最後に生息が確認できていない。絶滅したと考えられる。 
学術的意義・評価 ： 基準標本は戦争で焼失し、その後の標本もないことから文献の測定値が変異の範囲に入るというこ

とでオキナワコキクガシラコウモリの亜種にされてきた。しかし、伊良部島の洞窟からの骨格標本
は、オキナワコキクガシラコウモリなど他のコキクガシラコウモリ類とは明瞭に識別され、独立種
と考える研究者もいる。さらに、化石から宮古島の古脊椎動物相は独特であることもあり、長距離
移動をしないコキクガシラコウモリ類は諸島毎に分化している可能性があり、分類学的再検討が待
たれる。ところで、従基準標本が大英博物館に所蔵されていることが確認されたので、今後解明が
進むと期待される。 

特 記 事 項 ： 宮古島市自然環境保全条例保全種 (2005年)。IUCN カテゴリー： Least Concern (LC)＊  ＊種
（Rhinolophus pusillus）として評価。 

原  記  載 ： Kuroda, N., 1924. on new mammals from the Riu Kiu Islands and vicinity. Privately printed, Tokyo, 1-14. 
参 考 文 献 ： 前田喜四雄, 2001. 日本コウモリ研究誌 －翼手類の自然史. 東京大学出版会, 東京, 203pp. 

Motokawa, M. and Maeda, K., 2002. Preserved paratypes of Kuroda’s (1924) Ryukyu mammals. Mammal 
Study, 27: 145-147. 

沢田 勇, 1986. 条虫相からみた南西諸島のコウモリの分布. 遺伝, 40(9): 40-45. 
Yoshiyuki, M., 1989. A systematic study of the Japanese Chiroptera. National Science Museum, Tokyo, 

242pp. 
 
執 筆 者 名 ： 丸山勝彦 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

 2 ) 絶滅危惧ⅠＡ類(CR) 

 

 

和    名 ： センカクモグラ 
分    類 ： 食虫目 モグラ科 
学    名 ： Mogera uchidai (Abe, Shiraishi & Arai, 1991) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 小型のモグラ類である。標本は若い雌1体のみ記録されている。その個体については頭胴長129.9 mm、

尾長12.0 mm、後足長16.0 mm、体重42.7 gである。他のモグラ類よりも歯数が少ない (38本) こ
とが特徴である。 

分 布 の 概 要 ： 尖閣諸島の魚釣島のみで記録。 
生息地の条件  ： この島は森林に覆われ、特に高地が比較的低温の雲霧林となっていることが本種の生息条件として

重要であると考えられている。 
現在の生息状況 ： 本標本は海岸近くの草地で採集されたが、全島についての生息状況は不明。 
学術的意義・評価 ： 1属1種として記載された学問的にも貴重な種である。 
生存に対する脅威 ： 1978 年に導入されて増加したヤギによる島の環境破壊 (植生へのダメージ、表土の流出、裸地化)

が著しく、本種の生存に対する最大の脅威であると考えられる。また、政治的な問題で調査が困難
であり、生息状況や生態に関する情報がまったくないことも保護策を講じる上で大きな問題である。 

原  記  載 ： Abe, H., S. Shiraishi and S. Arai., 1991. A new mole from Uotsuri-jima, the Ryukyu Islands. J. Mamm. Soc. 
Japan, 15: 47-60. 

特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー： Vulnerable (VU)。 
参 考 文 献 ： 阿部 永, 2002. センカクモグラ. “改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 −レッドデータブ

ック− 1 哺乳類”, 環境省 (編), 自然環境研究センター, 東京, 28-29. 
Motokawa, M., L-K. Lin, H-C Cheng and M. Harada, 2001. Taxonomic status of the Senkaku mole, 

Nesoscaptor uchidai, with special reference to variation in Mogera insularis from Taiwan (Mammalia: 
Insectivora). Zool. Sci., 18: 733-740. 

Yokohata, Y., 2015. Mogera uchidai (Abe, Shiraishi et Arai, 1991). “The Wild Mammals of Japan. 2nd ed.”, S. 
D. Ohdachi, Y. Ishibashi, M. A. Iwasa, D. Fukui and T. Saitoh (eds.), Shoukadoh Book Sellers and the 
Mammalogical Society of Japan, Kyoto and Tokyo, 42-43. 

 
執 筆 者 名 ： 伊澤雅子 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ダイトウオオコウモリ 
分    類 ： 翼手目 オオコウモリ科 
学    名 ： Pteropus dasymallus daitoensis Kuroda, 1921 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： オオコウモリ属 Pteropus としては中型の種である。前腕長120～145 mm、頭胴長190～250 mm、体

重325～510 gで尾がない。雄の方がやや大きい。 
本亜種を含むクビワオオコウモリには、頸部を淡色の毛が首輪状に被っているが、本亜種では、さ
らに頭頂部や前頭部、さらに胸部から腹部にかけても幅広く淡色域で白色ないしクリーム色を呈す
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る個体が多くみられる。また、前胸部には、クビワオオコウモリの他の亜種でみられる暗色の体軸
方向の帯状斑 (首輪の切れ目) は見られない。雄の方が淡色部は広く、頸部や頭頂部にかけては、
黄色から黄褐色を呈し鮮やかで、雌は、淡色部も白色に近い。 

近似種との区別 ： 本亜種を含むクビワオオコウモリは、同じく沖縄島から記載されすでに絶滅したオキナワオオコウ
モリとは頸部を中心とした体の上面の毛が淡色である点、すねの付け根の部分に毛がはえている点、
体の背面で体毛長が20 mm以上に達する点などで区別される。また本亜種は、沖縄に分布するクビ
ワオオコウモリの他の2亜種 (オリイオオコウモリとヤエヤマオオコウモリ) とは、頸部を中心と
した淡色域の範囲が広い点で区別される。 

分 布 の 概 要 ： 大東諸島の南大東島、北大東島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： クビワオオコウモリの他の亜種として、エラブオオコウモリ P. d. dasymallus が

口永良部島とトカラ列島に、オリイオオコウモリ P. d. inopinatus が沖縄諸島に、ヤエヤマオオコウ
モリ P. d. yayeyamae が八重山諸島および宮古諸島に分布している。海外では、タイワンオオコウモ
リ P. d. formosus が台湾の緑島と亀山島にそれぞれ分布し、散発的に台湾東海岸でも発見されている。
また、フィリピン北部の小島嶼にも本種が分布しているが、詳細は不明である。 

生 態 的 特 徴 ： 夜行性であり、日中は樹木の高い枝で休息する。日暮れ前後から採餌などの活動を開始する。基本
的に単独で休息しているが、南大東島の島の内陸部に点在する池沼の一つである大池の周辺や池沼
中の小島などの森林、南北大東島の樹木で日中、集団で休息していることも時々観察されている。
島の内陸低地部と外側の高台の間を埋める幕 (はぐ) と呼ばれる環状の丘陵地に残された林や島に
点在するドリーネや池沼の周辺植生、防風林がおもな採餌場で、ハマイヌビワなどのイチジク属や
シマグワ、ビロウなど植物の果実や花、葉などを餌として利用している。南・北大東島間を移動す
ることが確認されているがその頻度については不明である。繁殖に関しては、クビワオオコウモリ
の他亜種同様、交尾は10～12月に行なわれ、4～6月にかけて1仔を出産する。 

生息地の条件  ： 食果性であること、また日中の休息場としても樹木を利用することから、森林環境が欠く事のでき
ない重要な要素である。また、両島ともに平坦な地形であるため、台風や寒気襲来時の避難場所と
しても、ドリーネなどの石灰岩地形や幕林などの斜面林、池沼周辺林も重要である。また、それら
森林環境も台風や冬の季節風がある程度遮断できる程度の幅や多様な植生環境が必要である。その
ような環境が安定して確保されていることが生息のための条件と考えられる。 

現在の生息状況 ： 2013年に行われた個体数推定調査において、南北大東島において約420頭の推定値が得られた。こ
の数値は2003年の同様の方法で実施された調査による推定値と比較するとほぼ横ばいであり、こ
の10年間に大きな変化は見られないと考えられる。 

学術的意義・評価 ： 本亜種はクビワオオコウモリの中でも唯一、海洋島を生息地とする個体群である。それゆえ、隔離
性が高く、飛翔性脊椎動物の分散能力や隔離に伴う分化のパターンや適応を検討する上できわめて
興味深い。また、かつて過度の開発によって生息環境が劇的に変化したという経緯もあり、保全生
態学的見地からも重要な種といえよう。また、本亜種を含むクビワオオコウモリは沖縄において花
粉媒介者および種子散布者であることから、本地域の亜熱帯林の維持における役割も重要である。 

生存に対する脅威 ： 農作地の拡大、灌漑用ダムの建設、土地改良整備事業によって、農作地周辺の森林伐採、湿地やド
リーネの埋立て、道路建設によって森林環境が現在も減少している。その結果、日中に利用する休
息場所や餌となる樹木の減少が考えられる。森林面積の著しい減少や点在化が、栄養条件の劣悪化
に伴う出生率の低下、さらには台風や寒気襲来時の避難場所の減少に伴う死亡率の増加につながり、
これらの要因が個体群の減少を招くことが懸念される。オオコウモリ類の死亡に関わる自然要因と
して台風があげられるが、本生息地は地理的に特に台風が頻発することから、台風時の避難場所と
しての森林の減少は死亡率の増加を招く。外来種の影響として、ノネコによる捕殺は続いており、
死亡要因の一つとなっている。外来産ヤシ科植物の葉に絡まって死亡するケースも確認されていた
が、対策が講じられて改善されている。一方、近年、大東諸島の優占種として生態系の中心であり、
オオコウモリにとっても餌資源、休息場として重要であるビロウを加害する外来の害虫の大発生が
起こり、ビロウ枯死が続いている。オオコウモリにも脅威になることが予想される。また、皆伐に
近い森林破壊が行なわれた開拓当初と農薬散布や土地改良事業が盛んに行なわれた1970～1980年
代という二度にわたってボトルネックとなるような個体数の減少が起きた事が推測されている事
から、遺伝的劣化が起こっている可能性もある。 

特 記 事 項 ： 国指定天然記念物 (1973年)。南大東天（一部生息地が保護区指定1996年）。国内希少野生動植物
種 (2004年)。IUCN カテゴリー： Near Threatened (NT)＊  ＊種として指定。 

          このほか、南大東島村は一部生息地を保護区として天然記念物に指定（1996年）している。 
原  記  載 ： Kuroda, N., 1921. On three new mammals from Japan. J. Mammal., 2: 208-211. 
参 考 文 献 ： 伊澤雅子・金城和三・中本 敦, 2003. ダイトウオオコウモリPteropus dasymallus daitoensis

によるねぐらとしてのマングローブ林利用に関する研究. “内閣府委託調査研究 マングローブ
に関する調査研究報告書”, 亜熱帯総合研究所, 那覇, 51-56. 

国立大学法人琉球大学, 2015. 平成26年度国指定大東諸島鳥獣保護区における保全事業 鳥獣の
生息状況把握調査業務. 国立大学法人琉球大学, 沖縄. 

前田喜四雄, 2002. ダイトウオオコウモリ. “改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 −レッド
データブック－ 1 哺乳類”, 環境省 (編), 自然環境研究センター, 東京, 30-31. 

沖縄県教育委員会, 1992. ダイトウオオコウモリ保護対策緊急調査報告書 沖縄県天然記念物調査
シリーズ第31集. 沖縄県教育委員会, 那覇, 269pp. 

Ota, H., 1992. Pteropus dasymallus: Ryukyu flying-fox. “Old World fruit bats: an action plan for their 
conservation”, S. P. Mickleburgh, A. M. Hutsonand P. A. Racey (eds.), International Union for Conservation 
of Nature and Natural Resources, Gland, 96-98. 

Yoshiyuki, M., 1989. A Systematic Study of the Japanese Chiroptera. National Sci. Mus., Tokyo, 242 pp. 
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執 筆 者 名 ： 金城和三＊・伊澤雅子(追補)   ＊前回改訂版 (2005) における金城による記載内容を一部見直した。 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………… 

 
和    名 ： ヤンバルホオヒゲコウモリ 
分    類 ： 翼手目 ヒナコウモリ科 
学    名 ： Myotis yanbarensis Maeda et Matsumura, 1998 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 沖縄島産での測定値は前腕長36.5と 37.5 mm、頭胴長43.0と 41.5 mm。耳介や耳珠の先端が尖ると

いうホオヒゲコウモリ属の特徴をもつ。 
近似種との区別 ： 本土産のクロホオヒゲコウモリに近縁であり、体が黒色であるが、この種のように、その毛の先端

に銀色の金属光沢を帯びない。またこの種よりも大型である。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島、徳之島、奄美大島。沖縄島では北部のいわゆるやんばるの森。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 前述のクロホオヒゲコウモリはかつて日本列島の平地部や低山帯に照葉樹林が広

がっていた時に、そこに広く分布していたコウモリと思われており、九州、四国、本州から知られ
るが、原生的照葉樹林帯の分布域の大幅な縮小により、分布地は局限されている。 

生息地の条件  ： 大径木のある照葉樹林である。 
現在の生息状況 ： 沖縄島やんばる地域のごく狭い限られた地域から数例の記録があるのみである。他の島での分布域

もかなり限定されている。  
学術的意義・評価 ： 本種は中琉球の固有種である。  
生存に対する脅威 ： 原生的照葉樹林の消失。  
特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー： Critically Endangered (CR)。 
原  記  載 ： Maeda, K. and S. Matsumura, 1998. Two new species of Vespertilionid bats, Myotis and Murina 

(Vespertilionidae : Chiroptera) from Yanbaru, Okinawa Islands, Okinawa Prefecture, Japan. Zool. Science, 
15: 301-307.  

参 考 文 献 ： 前田喜四雄, 2002. ヤンバルホオヒゲコウモリ. “改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レ
ッドデータブック－ 1 哺乳類”, 環境省 (編), 自然環境研究センター, 東京, 38-39．  

前田喜四雄, 2001. 日本コウモリ研究誌 －翼手類の自然史. 東京大学出版会, 東京, 203pp. 
前田喜四雄・赤澤  泰・松村澄子, 2001. 南西諸島徳之島におけるコウモリ類の生息実態およびコ
ウモリ類の新記録. 東洋蝙蝠研究所紀要, (1): 1-9.  

前田喜四雄・西井一浩･小栗太郎, 2002. 奄美大島からのヤンバルホオヒゲコウモリ Myotis 
yanbarensis とリュウキュウテングコウモリ Murina ryukyuana の初記録. 東洋蝙蝠研究所紀要, 
(2): 16-17．  

Kawai, K., 2015. Myotis yanbarensis Maeda & Matsumura, 1998. “The Wild Mammals of Japan. 2nd ed.”, S. 
D. Ohdachi, Y. Ishibashi, M. A. Iwasa, D. Fukui and T. Saitoh (eds.), Shoukadoh Book Sellers and the 
Mammalogical Society of Japan, Kyoto and Tokyo, 116. 

 
執 筆 者 名 ： 前田喜四雄＊・田村常雄(追補)  ＊前回改訂版 (2005) における前田による記載内容を一部見直した。 

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： オキナワトゲネズミ 
分    類 ： 齧歯目 ネズミ科 
学    名 ： Tokudaia muenninki (Johnson, 1946) 
方  言  名 ： アージ（沖縄島北部） 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類(CR)       環境省カテゴリー: 絶滅危惧ⅠA類(CR) 
 
形    態 ： 背面は黄褐色、腹面は灰白色である。普通の体毛の他に約2 mmの白くて幅広く尖ったトゲ状の毛 (針

状毛) をもつことが特徴である。頭胴長121～176 mm、尾長105～135 mm、体重123～200 gである。 
近似種との区別 ： 徳之島のトクノシマトゲネズミ Tokudaia tokunoshimensis は大形である。奄美大島のアマミトゲネズ

ミ Tokudaia osimensis は頭胴長が短く、尾長はやや長いが体色も似ていて区別は難しい。同所的に
生息するクマネズミ Rattus tanezumi は、針状毛がないことで区別できる。なお、幼獣では針状毛が
目立ちにくいが、尾が短い (尾率約70％、クマネズミは約110 %) ことで区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島の北部のみに分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： アマミトゲネズミは奄美大島の南西部に分布し、トクノシマトゲネズミは徳之島

の井之川岳、天城岳周辺に生息する。また、トゲネズミ属と類縁関係がある (分岐は1,000万年前)
アカネズミ属  Apodemus  は、トカラ・ギャップ (トカラ海峡) 以北に分布する。 

生 態 的 特 徴 ： シイの実や昆虫などを食べる雑食性である。自動撮影記録や飼育観察から夜行性とされていたが、
テレメトリー法による調査で活動は昼夜関係ないことが分かった。行動圏は最外郭法で 3,700～
5,000 m2。各個体はねぐらを3カ所以上持ち、巣穴の出入り口は2カ所以上ある。 

生息地の条件  ： 樹齢約40年以上の一定面積の連続するシイ・カシ類の森林が必要である。また、捕食者のネコやイ
ヌ、およびクマネズミの排除が必要である。 

個体数の動向  ： 1980 年頃までは与那覇岳近くの林道で採集したネコの糞中に高率でオキナワトゲネズミの体毛が
確認されるほど多数生息していた。しかし、2000年代になると与那覇岳以外の林道の糞からさえ痕
跡はほぼ確認されず、絶滅が危惧されるほどだった。ところが、2008年に自動撮影により生息が確
認され、その後捕獲された。だが、生息範囲は非常に狭く、個体数もわずかである。 

現在の生息状況 ： 生息域は自動撮影データの最外郭法で約8 km2しかなく、低密度で、しかも域内にネコの存在も確認
されていて危機的である。 

学術的意義・評価 ： トゲネズミ属は中琉球固有。オキナワトゲネズミは沖縄島固有種。トゲネズミ属はどれも特殊な核
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型を持っている。アマミトゲネズミとトクノシマトゲネズミの染色体数はそれぞれ 2n=25 と 2n=45
で全く異なるが、性染色体はどちらも XO/XO で雌雄とも X 染色体１本のみである。しかも、哺乳
類で雄性決定遺伝子である SRY 遺伝子を欠く。他方、オキナワトゲネズミは 2n=44 で性染色体は
XX/XYだが、性染色体のX染色体もY染色体も同じ常染色体対が融合した大きな染色体（neo-X、
neo-Y）である。さらに、普通は1つしかない SRY遺伝子を70以上ももち、そのうちのいくつかは
擬遺伝子化していない。このような特徴を持つトゲネズミ属の研究は、種分化および性染色体の進
化の仕組みや哺乳類の性決定を遺伝子レベルで解明するのに大きく貢献すると期待される。なお、
オキナワトゲネズミで Y染色体が消失しなかったのは、オキナワトゲネズミがアマミトゲネズミ・
トクノシマトゲネズミ祖先ネズミと分岐後に、性染色体が常染色体と融合したためと示唆されてい
る。 

生存に対する脅威 ： 最大の脅威は、ネコによる捕食である。樹齢の高いシイ林に強く依存しているので生存基盤となる
シイ林の伐採、及び生息域を分断しネコなどの遺棄・侵入を助長している舗装林道、特に広域基幹
林道も脅威である。クマネズミによってオキナワトゲネズミが追い回されている映像があるのでク
マネズミも脅威となっている。奄美大島のアマミトゲネズミにおいてイヌによる捕食が指摘されて
いるので、イヌも脅威になると思われる。また、日中も活動していることが分かったので、カラス
も脅威になる可能性がある。現在のボトルネック効果によって mtDNA 調節領域の全長配列で多型
が見られないことから、遺伝的多様性の低下による病気抵抗力や生存力の低下が懸念される。 

特 記 事 項 ： 国指定天然記念物 (1972 年)。国内希少野生動植物種 (2016 年)。IUCN カテゴリー： Critically 
Endangered (CR)。 

原  記  載 ： Johnson, D. H., 1946. The spiny rats of the Riu Kiu Islands. Proceedings of the Biological Society of 
Washington, 59: 169-172. 

参 考 文 献 ： Endo, H., S. Hattori, Y. Hayashi, and K. Tsuchiya, 2008. Morphological comparisons between three species of 
the Ryukyu spiny rats. Mammal Study, 33: 1-10. 

河内紀浩・小松知普・岩崎  誠・中田勝士, 2010. 沖縄島で再発見された絶滅危惧種オキナワトゲ
ネズミ保全のための調査．プロ・ナトゥ－ラ・ファンド第 19 期助成成果報告書, 自然保護助成
基金, 東京, 13-18. 

木戸文香, 2013. トゲネズミ属の遺伝的多様性. 哺乳類科学, 53: 170-171. 
Michaux, J. R., P. Chevret, M.-G. Filippucci, and M. Macholan, 2002. Phylogeny of the genus Apodemus with 

a special emphasis on the subgenus Sylvaemus using the nuclear IRBP gene and two mitochondrial markers: 
cytochrome b and 12S rRNA. Molecular Phylogenetics and Evolution, 23: 123-136. 

三井興治・池原貞雄, 1983. オキナワトゲネズミ Tokudaia osimensis muenninki（Johnson）の日
周活動.沖縄生物学会誌, (21): 7-12. 

Murata, C., F. Yamada, N. Kawauchi, Y. Matsuda, and A. Kuroiwa, 2012. The Y chromosome of the Okinawa 
spiny rat, Tokudaia muenninki, was rescued through fusion with an autosome. Chromosome Reseach, 20: 
111-125.  

中野晃生・邑井良守, 1996. 奄美大島において, ノイヌが捕食したトゲネズミ及びケナガネズミ. 
哺乳類科学, 36: 53-58. 

Rowe, K. C., M. L. Reno, D. M. Richmond, R. M. Adkins, and S. J. Steppan, 2008. Pliocene colinization and 
adaptive radiations in Australia and New Guinea (Sahul): Multilocus systematics of the old endemic rodents 
(Muroidea: Murinae). Molecular Phylogenetics and Evolution, 47: 84-101. 

自然環境研究センター, 1995. 平成6年度生態系多様性地域調査（奄美諸島地区）報告書. 環境庁
自然保護局, 東京, 108pp． 

鈴木  仁, 2002. 琉球列島の哺乳類の分子生物地理. 哺乳類科学, 42: 88-90. 
Yamada, F., N. Kawauchi, K. Nakata, S. Abe, N. Kotaka, A. Takashima, C. Murata and A. Kuroiwa, 2010. 

Rediscovery after thirty years since the last capture of the critically endangerd Okinawa spiny rat Tokudaia 
muenninki in the northern part of Okinawa Island. Mammal Study, 35: 243-255. 

 
執 筆 者 名 ： 丸山勝彦・伊澤雅子＊

  
   ＊前回改訂版 (2005) における伊澤による記載内容を一部引用した。 

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： セスジネズミ 
分    類 ： 齧歯目 ネズミ科 
学    名 ： Apodemus agrarius (Pallas, 1771) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー: 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 背面は黄褐色で背中の中央に黒い筋がある。これまでに 3頭が採集されているだけであるが、その

うちの1979年に採取された個体は頭胴長130.1 mm、尾長118.5 mm、後足長24.6 mm、体重56 gで
ある。 

近似種との区別 ： 台湾産や済州島産と比較して臼歯列長が大きい。また、中国産と比べてやや大型であるが、標本が
3個体のみであるので明らかではない。 

分 布 の 概 要 ： 国内では尖閣諸島の魚釣島のみに分布。国外での分布域は広く、朝鮮半島から中国南部、台湾まで
とヨーロッパに分布する。 

現在の生息状況 ： やや開けた草原で採集されたが、全島についての生息状況は不明。 
生存に対する脅威 ： 1978 年に導入されて増加したヤギによる島の環境破壊 (植生へのダメージ、表土の流出、裸地化)

が著しく、本種の生存に対する最大の脅威であると考えられる。また、政治的な問題で調査が困難
であり、 生息状況や生態に関する情報がまったくないことも保護策を講じる上で大きな問題である。 

特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー： Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Pallas, P. S., 1771. Reise durch verscheniden Provinzen des Russichen Reichs. Vol.1. St. Petersburg, 454pp.  
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参 考 文 献 ： Iwasa, M. A., 2015. Apodemus agrarius (Pallas, 1771). “The Wild Mammals of Japan. 2nd ed.”, S. D. Ohdachi, 
Y. Ishibashi, M. A. Iwasa, D. Fukui and T. Saitoh (eds.), Shoukadoh Book Sellers and the Mammalogical 
Society of Japan, Kyoto and Tokyo, 172. 

金子之史, 2002. セスジネズミ. “改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 −レッドデータブッ
ク− 1 哺乳類”, 環境省 (編), 自然環境研究センター, 東京, 48-49. 

九州大学・長崎大学合同尖閣列島学術調査隊 (編), 1973. 東支那海の谷間 −尖閣列島. 九州大学・
長崎大学合同尖閣列島学術調査隊報告, 106pp. 

白石 哲・荒井秋晴, 1980. 第 2章陸上動物調査 (2) (主に哺乳動物). 尖閣列島調査報告書 学術
調査編, 沖縄開発庁, 47-86. 

白石 哲・毛利孝之・内田照章, 1977. 尖閣列島から採集されたセスジネズミ Apodemus agrarius 
(Pallas) の aberrant form. 動物学雑誌, 86: 534. 

横畑泰志・横田昌嗣, 2000. 尖閣諸島魚釣島の野生化ヤギ問題について. 野生生物保護, 5: 1-12. 
 
執 筆 者 名 ： 伊澤雅子 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ケナガネズミ 
分    類 ： 齧歯目 ネズミ科 
学    名 ： Diplothrix legata (Thomas, 1906) 
方  言  名 ： ヤマアジまたはヤマアージ（沖縄島北部） 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠB類 (EN) 
 
形    態 ： 背面は黄褐色、腹面は暗褐色である。普通の体毛の他に背中には長さ50～60 mmの剛毛と、長さ約

25 mmで幅0.5 mmのトゲ状の毛 (針状毛) がある。尾にも全体に3～4 mmの毛がある。尾は黒褐色
であるが、沖縄島産は先端から約1/2は白色である。頭胴長220～330 mm、尾長240～372 mm。 

近似種との区別 ： 近似種は生息していない。 
分 布 の 概 要 ： 県内では沖縄島北部のみ分布する。県外では奄美大島と徳之島に分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 近縁種はいないが、属ではクマネズミ属 Rattus が近縁で、300 万年前に分岐し

たと推定されている。ケナガネズミ属は中琉球固有であるが、クマネズミ属は汎世界的である。 
生 態 的 特 徴 ： イタジイ林に生息し、主に種子や昆虫類を採食する。ナメクジやミミズも食べることが目撃されて

いる。また、栽培されているサツマイモの採食も報告されている。なお、貯食する性質はないよう
だ。夜行性で、活動は主に樹上で行い、樹冠部も支障なく移動する。時々地上でも活動するが、動
作は緩慢であり警戒心も弱い。樹洞をねぐらとし、巣は樹洞に枝や枯葉を敷き詰めて作る。産仔数
は 2～12 (平均 6) と推定されている。繁殖期はおそらく 9月～2月で、幼獣は 12月～3月に出現
する。冬も活動する。 

生息地の条件  ： 時季に応じて採餌する種子を選択している傾向がみられ、ねぐらや繁殖場所に大木のうろを利用す
るため、多様な植物が生えている高樹齢のシイ・カシ林が必須である。マングース防除事業では、
ほぼマングースがいなくなった地域では探索犬を使うなどトラップ以外の方法に切り替える必要が
ある。 

個体数の動向  ： 2000年代前半までは、数年に1度程度しか目撃例がなかったが、2010年頃から急に増え同時に複数
個体や幼獣が目撃されるようになった。しかし、2011・2012 年がピークとなり、2014 年からは再
び目撃頻度が激減し、2016年にはほとんど目撃されなくなった。 

現在の生息状況 ： 大宜味村の塩屋湾より北に生息しているが、個体数は多くない。 
学術的意義・評価 ： 1 属 1種の中琉球固有種である。ミトコンドリア Cyt b 遺伝子の塩基置換率から沖縄島と奄美大島

間での遺伝的交流が示唆されているが、同所的に生息するトゲネズミ属 Tokudaia は各島で別種と
なっているなど生物地理学や種分化の解明に貢献するものと思われる。 

生存に対する脅威 ： イヌやネコによる捕食が確認されている。また、これらの移入捕食者の山林内への遺棄･侵入を舗装
林道、特に広域基幹林道が助長している。地上での活動は稀ではなく動作は緩慢であり警戒心も弱
いので、道路横断や轢死したカエルの摂食など道路での活動時に車によるロードキルが起こる。マ
ングース防除事業はやんばる地域の自然環境保全に貢献する反面、混獲により本種の死亡例が複数
確認されている。ボトルネック効果が確認されているので、遺伝的多様性の低下・近親交配による
生存力の低下や病気への抵抗力の低下が推測される。山林内にクマネズミが多数侵入していて、親
の外出した巣への侵入も確認されており、幼獣の捕食が懸念される。 

特 記 事 項 ： 国指定天然記念物 (1972 年)。国内希少野生動植物種 (2016 年)。IUCN カテゴリー： Endangered 
(EN)。 

原  記  載 ： Thomas, O., 1906. On a second species of Lenothrix form the Liu Kiu Islands. Ann. Mag. Nat. Hist. Ser. 7, 17: 
88-89. 

参 考 文 献 ： 金子之史, 2008．齧歯目 (ネズミ目) RODENTIA. “日本の哺乳類, 改訂2版”, 東海大学出版会, 秦
野, 115-146. 

久高奈津子・久高将和・千木良芳範, 2011. ケナガネズミの食性と繁殖行動. 日本哺乳類学会2011
年度大会プログラム・講演要旨, 186. 

Okano, T., K. Nakata, Y. Nakaya, T. Nagamine and M. Onuma, 2015. Reproductive traits of the Ryukyu 
long-furred rat (Diplothrix legata) on Okinawa-jima Island. Journal of Veterinary Medical Science, 77: 
637-642. 

Okano, T., M. Onuma and K. Nakata, 2015. Evaluation of the genetic diversity of the Ryukyu long-furred rat 
(Diplothrix legata) on northern Okinawa-jima Island, Japan. Japanese Journal Zoo and Wildlife Medicine, 
20: 7-15. 



<哺乳類> 

97 
 

沖縄県教育委員会, 1981. 沖縄県天然記念物調査シリーズ第 22 集ケナガネズミ実態調査報告. 沖
縄県教育委員会, 那覇, 65pp． 

鈴木  仁, 2002. 琉球列島の哺乳類の分子生物地理. 哺乳類科学, 42: 88-90.  
嵩原建二・村山 望・城間恒宏・儀間朝治, 2015. ケナガネズミDiplothrix legata（ネズミ目: ネ
ズミ科: ケナガネズミ属）の食性について. 沖縄生物学会誌, 53: 11-22. 

 
執 筆 者 名 ： 丸山勝彦・伊澤雅子＊

 （一部修正）   ＊前回改訂版 (2005) における伊澤による記載内容を一部引
用した。 

…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………… 

 
和    名 ： イリオモテヤマネコ 
分    類 ： 食肉目 ネコ科 
学    名 ： Prionailurus bengalensis iriomotensis (Imaizumi, 1967) * 

*イリオモテヤマネコの分類学的位置づけには独立種とする説とベンガルヤマネコの亜種とする説
がある。現在はベンガルヤマネコの亜種として取り扱われることが多い。 

方  言  名 ： ヤママヤー 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー：絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 淡褐色の地に暗褐色の斑紋が全身に散在し、後頭部から額、眼の周りには白と黒の縞が走る。耳介

の後部には白斑がある。成獣の頭胴長は雄約55～60 cm、雌約50～55 cm、体重は雄約3.5～4.5 kg、
雌約2.5 kg～3.5 kgで、性差があり雄の方が大型である。 

近似種との区別 ： 広域分布種であるベンガルヤマネコの亜種と考えられる。ベンガルヤマネコは種内で形態的に変異
が大きく、区別点を一般化するのは難しいが、その別亜種とされているツシマヤマネコと比較する
と、イリオモテヤマネコの方が全体に体色が黒っぽく四肢や尾などが太い。 

分 布 の 概 要 ： 西表島のみに生息する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 本亜種を含むベンガルヤマネコでは、基亜種であるベンガルヤマネコ P. b. 

bengalensis を含む 10 亜種以上が東南アジア、台湾、韓国、中国大陸からロシアにかけて分布して
いる。国内では長崎県対馬にそのうちの1亜種、ツシマヤマネコ P. b. euptilurus が生息している。 

生 態 的 特 徴 ： 餌動物が非常に多様であることが本種の特徴である。特によく捕食されている動物はシロハラクイ
ナ、シロハラ、キシノウエトカゲ、サキシマヌマガエル、マダラコオロギ、クマネズミなどである
が、地域的に変異が大きい。行動圏は1～5 km2であるが性、地域、季節、個体によって差が大きい。
また、雄の中には定住せずに広範囲を放浪する個体が見られる。西表島全島に分布する。低地部、
特に環境としては湿地、沢沿い、山麓の林縁部などがよく利用されている。繁殖活動は、発情は主
に12～3月頃 (1月がピーク) にみられ、4～6月に出産・子育てをし、10〜11月には仔が独立する。  

生息地の条件  ： 小島嶼であり、島全体に分布することから、島全体の保全が必要である。林縁部、低地部、河川沿
い、湿地等の水系に富む環境がイリオモテヤマネコの好適生息地であり、その維持が必須である。 

現在の生息状況 ： 推定生息個体数は1994年に定住数約100頭と報告されており、その時点で安定傾向であると考えら
れていた。しかし、近年、特に低地部で生息環境の改変が加速され、生息阻害要因が増大している
ことから減少傾向が認められている。西表島のみにしか生息しない種であることを考慮すると絶滅
の可能性は常に大きいと考えられる。 

学術的意義・評価 ： ネコ科で世界最小の生息地である西表島のみに生息する島嶼個体群であり学術的価値は高い。また
ネコ科の典型的な生活型を持つことから、ネコ科の進化を探る上でも貴重な資料を提供する種と期
待される。  

生存に対する脅威 ： 観光開発、道路改修、農地改良などによる低地部生息環境の改変・悪化、好適生息地の減少は問題
である。近年は交通事故が急増し、直接の個体の死亡に関わることから、最大の問題であると言え
る。その他にイヌによる捕食、その他の外来種なども生息阻害要因となっている。今後脅威となり
うる課題として、観光活動の活発化、観光形態の変化、観光客の増加による生息環境の撹乱があげ
られる。現在のところ調査がなされていない、あるいはこれまでのモニタリングでは検出されてい
ないが常時懸念されるものとしては、ノネコとの交雑、ノネコとの競争、伝染病の侵入などの問題
がある。 

特 記 事 項 ： 国指定特別天然記念物 (1977年)。国内希少野生動植物種 (1994年)。IUCN カテゴリー： Critically 
Endangered (CR)。 

原  記  載 ： Imaizumi, Y., 1967. A new genus and species of cat from Iriomote, Ryukyu Islands. J. Mammal. Soc. Jap., 
3(4): 74-105. 

参 考 文 献 ： Izawa, M. T. Doi, N. Nakanishi, and A. Teranishi, 2009. Ecology and conservation of two endangered 
subspecies of the leopard cat (Prionailurus bengalensis) on Japanese islands. Biol. Cons., 142: 1884-1890. 

Johnson, W. E., F. S. Shinyashiki, M. M. Raymond, C. Driscoll, M. Bush, D. Wildt, N. Yuhki and S. J. O’Brien, 
1999. Molecular genetic characterization of two insular Asian cat species, Bornean bay cat and Iriomote cat. 
Evolutionary Theory and Processes: Modern Perspectives, Kluwer Academic Publishers. 

環境庁自然保護局, 1985. イリオモテヤマネコ生息環境等保全対策調査報告書. 環境庁, 東京. 
Masuda, R., M. C. Yoshida, F. Shinyashiki and G. Bando, 1994. Molecular phylogenetic status of the Iriomote 

cat Felis iriomotensis, inferred from mitochondrial DNA sequence analysis. Zool. Sci., 11: 597-604.  
Nakanishi, M. and M. Izawa, 2015. Prionailurus bengalensis iriomotensis (Imaizumi, 1967). “The Wild 

Mammals of Japan. 2nd ed.”, S. D. Ohdachi, Y. Ishibashi, M. A. Iwasa, D. Fukui and T. Saitoh (eds.), 
Shoukadoh Book Sellers and the Mammalogical Society of Japan, Kyoto and Tokyo, 236-237. 

中西 希・伊澤雅子, 2014. イリオモテヤマネコの山地部における繁殖情報. 沖縄生物学会誌, 52: 
45-51. 

Okamura, M., T. Doi, N. Sakaguchi and M. Izawa, 2000. Annual reproductive cycle of the Iriomote cat Felis 
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iriomotensis. Mammal Study, 25: 75-85. 
岡村麻生・鑪 雅哉・伊澤雅子・土肥昭夫・阪口法明・辺土名朝洋・具志堅篤・玉城米吉, 2003. イ
リオモテヤマネコの交通事故とその防止に向けての試み. 第 2回「野生生物と交通」研究発表会
講演論文集, 67-74.  

琉球大学, 2008. 平成 19 年度イリオモテヤマネコ生息状況等総合調査（第 4 次）報告書. 環境省
那覇自然環境事務所, 那覇. 

 
執 筆 者 名 ： 伊澤雅子 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ジュゴン 
分    類 ： 海牛目 ジュゴン科 
学    名 ： Dugong dugon Müller, 1776 
方  言  名 ： ザン・ザンノイヨ・ザンノイユ・アカンガイユ (以上、南西諸島全般)、ヨナタマ・ヨナイタマ (宮

古諸島)、ザヌ (新城島)、ザノ (西表島)、ケーバ (琉球王府公用語) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 尾びれは三角形、背びれ、後肢はない。ひれ状の前肢付け根に乳頭。上唇は馬蹄形で剛毛が生える。

全身に長柔細毛と短剛毛が生える。オスでは上顎の第二切歯が牙状に伸び、歯ぐきを貫く。 
近似種との区別 ： 分類学的近似種はマナティー科3種。マナティーとの違いは、尾びれはジュゴンで三角形、マナテ

ィーはへら状。ジュゴンのオスの牙状第二切歯の萌出はマナティーにはない。ジュゴンの前肢には
爪はないが、アメリカ及びアフリカマナティーには爪がある。頭部はジュゴンの方が大きい。耳孔
はジュゴンでは視認可、マナティーでは困難。ジュゴンはインド・太平洋、マナティーは大西洋が
分布域故、野外での誤認の可能性はない。沖縄県における誤認可能動物は鯨類である。誤認可能鯨
類はスナメリ、コマッコウ2種、コビレゴンドウ・オキゴンドウ・ハナゴンドウの幼体、ユメゴン
ドウ、カズハゴンドウ。誤認可能種との違いは、以下の点である。スナメリ以外の種は背びれがあ
る。鯨類には毛がない。鯨類の歯は円錐形、ジュゴンは臼歯のみ (切歯以外は)。ジュゴンでは上
顎咀嚼板先端が顔の前部に見えるが、鯨類にはこの板はない。 

分 布 の 概 要 ： 確実な出現記録 (標本、写真などが存在) があるのは1965年以降宮古島と沖縄本島だけであり、大
部分は本島。本島では正確な出現記録、目視記録共に東海岸が多い (表1、図1、図2参照)。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 近縁種は沖縄近海には存在しない。 
生 態 的 特 徴 ： リーフ内に生育する海産種子植物だけを採食する。ウミジグサ、リュウキュウスガモ、ウミヒルモ

などである。一日の採食量は体重の 10～16％と推定される。一産一仔で妊娠期間は 13～14 月、新
生児の体長 1～1.3 m、体重 25～35 kg、授乳期間は 18 ヶ月、仔は母獣の前肢付け根にある乳頭を
母体の後側からくわえ吸乳する。性成熟年令は 9～10才、体長 2.4 m (いずれも調査の地域・時期
による差異あり)、寿命は約70年。 
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体温は 35 ℃前後、呼吸間隔の平均値は年令によって違い、55秒から 3分 48秒、最大 13分 20 秒
の記録がある。時速3～10 kmでかなりの距離を移動できる。 

生息地の条件  ： 食草はサンゴ礁域の浅海に生育する海産種子植物のみである。本種の生息分布する望ましい環境条
件は海水温、気温共に 20℃以上であると思われ、最寒月の平均気温が 16.0～18.1℃の沖縄が分布
の北限たる所以である。 

現在の生息状況 ： 1965～2004年における確実な出現記録は20例であり、うち18例 (90％) が沖縄本島、2例 (10％)
が宮古島である。本島18例中15例 (83％) が東海岸、3例 (17％) が西海岸である。1965～2004
年の 40年間は2年に1回の出現率であったが、2005～2016年迄の11年間は全くゼロである。これ
は刺網、定置網を回避できる個体が生残していることを示していると推定される。 
最近の目視観察の調査結果では個体識別が確実にできている個体数は3頭でありその生息海域は本
島東海岸の嘉陽周辺と西海岸の古宇利島周辺であり、この両海域を北端の辺戸岬経由で往復するこ
とも確認されている。わずか3頭はカテゴリーの絶惧ⅠA類(CR)中で最も危険な水準であり、最近
の人為的な本種の生存環境に対する様々な悪条件の発生を考慮すると遠からず絶滅する可能性が
非常に高い。 

学術的意義・評価 ： 本種の西側の分布北限は紅海及びペルシア湾であり、東側が南西諸島である。本諸島個体群が絶滅
すれば、分布北限はフィリピン諸島北部に南下してしまう。この点からも、本島生息ジュゴンを保
全する意義は非常に高い。本種は野生個体、飼育個体共に未調査であり、未解明のことが多い。と
りわけ飼育することによってのみ知り得る繁殖生態生理に関する知見は少なく、沖縄におけるわず
かな調査例が呼吸法、心拍数、血液性状についての重要な知見となっている程である。遺伝学的調
査も少ない。こうした点から、学術的に極めて高い価値を有している。 

生存に対する脅威 ： 幼体に関しては、オオメジロザメ、イタチザメ、ホホジロザメなどの大型サメ類による捕食。赤土、
生活排水、海岸工事等、治岸水の汚染による食草の枯渇。脅威の最たるものは刺網、各種定置網に
よる混獲。記載の出現20例中12例 (60％) が網による混獲、6例 (30％) が死体漂着、死体浮遊、
不明各1例 (5％) である。死体は混獲死による可能性もあるので、網漁業を休止すれば混獲死は防
止できる。しかし、操業中の漁業の中止については漁業者の生活を十二分に配慮し、十分な話し合
いによって完全な合意に達した上で実施しなければならない。沖縄県におけるジュゴン調査は極め
て不十分である。全離島も含め綿密な調査が必要。 

特 記 事 項 ： 国指定天然記念物 (1972年)。IUCN カテゴリー： Vulnerable (VU)。 
原  記  載 ： Müller, 1776. 
参 考 文 献 ： 神谷敏郎・内田詮三・鳥羽山照夫・吉田征紀, 1979. ジュゴンの観察（1）（比較解剖学の立場から）.

鯨研通信, 325: 25-34. 
神谷敏郎・内田詮三・鳥羽山照夫・吉田征紀, 1979. ジュゴンの観察（2）（比較解剖学の立場か
ら）.鯨研通信, 326: 35-42. 

Marsh, H., G. E. Heinsohn and L. M. Marsh, 1984d. Life history, breeding cycle, and population dynamics of 
the dugong, Dugong dugon (Sirenia, Dugongidae). Aust. J. Zool., 32: 767-788. 

Nishiwaki, M. & H. Marsh., 1985. Dugong. Dugong dugon (Muller, 1776). “Handbook of Marine Mammals: 
The Sirenian and Baleen Whales Vol. 3”, S. H. Ridgway and R. Harrison F. K. S. (ed.). Academic Press, 
362pp. 

Marsh, H., T. J. O’Shea and J. E. Reynolds III., 2011. Ecology and Conservation of the Sirenia: Dugongs and 
Manatees. Cambridge University Press, 521pp.  

内田詮三, 1991. 海牛類研究と水族館について. 国際海洋生物研究所報告, 2: 47-59. 
内田詮三, 1994. ジュゴン. 日本の希少な野生水生生物に関する基礎資料(1): 569-583, 水産庁. 
内田詮三・小野英彦, 2001. 漁業が希少動物へ与える影響 －ジュゴンとザトウクジラ－. 漁業技
術・水産調査計測合同部会講演集, 水産工学研究所, 11-17. 

内田詮三, 2005. ジュゴン, ヒト, そして水族館. 国立公園, No.635: 8-11. 
沖縄防衛局, 2012. 普天間飛行場代替施設建設事業に係る環境影響評価書. 6-16-165-180. 

 
執 筆 者 名 ： 内田詮三 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

 3 ) 絶滅危惧ⅠＢ類(EN) 

 

 
和    名 ： オキナワコキクガシラコウモリ 
分    類 ： 翼手目 キクガシラコウモリ科 
学    名 ： Rhinolophus pumilus pumilus Andersen, 1905 
方  言  名 ： カーブヤー（沖縄島ではコウモリ類一般を指す） 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー: 絶滅危惧ⅠB類 (EN) 
 
形    態 ： 体毛の色は褐色系であるが、まれに黄色系もいる。前腕長 37～42 mm、頭胴長 38～46 mm、尾長 18

～24 mm、体重5～9.5 g。雌の前腕長が雄より少し長い雌雄差がある。 
近似種との区別 ： 前腕長は、ミヤココキクガシラコウモリ R. p. miyakonis (38～39 mm) やオリイコキクガシラコウモ

リ R. cornutus orii (36.5～39 mm) よりやや長く、コキクガシラコウモリ R. c. cornutus とほぼ等し
く、ヤエヤマコキクガシラコウモリ R. perditus (40～44 mm) よりやや短い。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島、久米島、渡嘉敷島、伊平屋島、宮城島。 
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近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ミヤココキクガシラコウモリは宮古諸島に、オリイコキクガシラコウモリは奄美
諸島に、コキクガシラコウモリはトカラ・ギャップ (トカラ海峡) 以北に、ヤエヤマコキクガシラ
コウモリは八重山諸島に生息する。 

生 態 的 特 徴 ： 交尾期は 11 月～1 月。特定の洞窟で出産保育コロニーを形成し (出産保育期以外はほとんどいな
い)、5～6 月に出産する。洞窟により冬眠する個体群としないものがある。沖縄島ではエコーロケ
ーション・コールの周波数が北部は108 kHz前後で中南部は116 kHz前後と異なる。人工洞ではリ
ュウキュウユビナガコウモリ Miniopterus fuscus と混群を形成することがある。ねぐらの許容度が
高く、1頭～数頭で炭焼き窯跡などちょっとした穴を利用することがある。 

生息地の条件  ： 通常のねぐらの他に、温湿度の変化が少なく人による撹乱のない出産保育用の洞窟 (繁殖洞) も必
要とする。また、冬眠をしない個体には温湿度の安定した冬季のねぐらと近くに年間を通して小型
昆虫類の発生する安定した森林が必要である。一方、冬眠をする個体 (特に雌) には低温で温湿度
が安定した撹乱のない洞窟が必要である。長距離飛翔をしないので、このような条件の異なる複数
の洞窟または複数の支洞が存在する大きな洞窟が餌場の森林とともに必要である。 

個体数の動向  ： 定量的な個体数の変化は不明である。沖縄島では本部半島や中部でほとんど見られなくなっていた
が、少数のコロニーがまた見られるようになってきた。ただし、北部にあった最大の繁殖洞で繁殖
が確認できなくなっているなど安心できる状況ではない。 

現在の生息状況 ： 沖縄島では、時に1,000頭を超える洞窟が数カ所あるが、ほとんどは100頭未満でしかも安定して
いない洞窟も多い。久米島では200頭が確認されたが、渡嘉敷島は十数頭、伊平屋島は1頭しか確
認されていいない。宮城島は不明。 

学術的意義・評価 ： 中琉球の固有種と考えられるが、形態的に類似する東アジアの pusillus サブグループのコキクガシ
ラコウモリ類 (R. pusillus (中国～インドネシア)、R. cornutus、R. pumilus、R. perditus (石垣島)、R. 
imaizumii (西表島)、R. Monoceros (台湾) は、全てを同一種 R. pusillus (亜種：pusillus、cornutus、
pumilus、monoceros) とする考えもある。また、 R. imaizumii の扱いや R. cornutus をどこまで含め
るかなど研究者によって分類が異なる。雌は定住的であっても雄の交流がある中で、沖縄島の南北
間でエコーロケーション・コールが 5～8 kHz 異なる要因は、無作為の文化的漂流 (母子伝播と社
会選択) によるものという説がある。 

生存に対する脅威 ： 防空壕跡や鉱山跡などの生息・繁殖洞は経年経過による落盤で消失する危機が強まっている。土地
改良などの開発による生息洞窟の消滅･破壊、洞窟周辺の森林の伐採による洞窟の温湿度の不安定化
と餌場の消失、洞窟への廃棄物投棄による生息環境破壊などが脅威と考えられる。洞窟の観光化や
人の頻繁な侵入による生息･繁殖洞の放棄も個体群の維持に影響すると思われる。 

特 記 事 項 ： 名護市指定天然記念物 (1992年)。 
IUCN カテゴリー： Least Concern (LC)＊  ＊種（Rhinolophus pusillus）として評価。 

原  記  載 ： Andersen, K., 1905. On some bats of the genus Rhinolophus, with remarks on their mutual affinities, and 
descriptions of twenty-six new forms. Proceedings of the General Meetings for Scientific Business of the 
Zoological Society of London, vol. 2, 75-145. 

参 考 文 献 ： Li, G., G. Jones, S. J. Rossiter, S.-F. Chen, S. Parsons and S. Zhang, 2006. Phylogenetics of small Horseshoe 
bats from East Asia based on mitochondrial DNA sequence variation. J. mamm., 29: 396-402. 

丸山勝彦, 1999．沖縄島羽地における洞窟棲コウモリ2種の前腕長, 体重と精巣の大きさの季節変
化.沖縄生物学会誌, (37): 15-19. 

Wu, Y., M. Motokawa, M. Harada, V. D. Thong, L.-K. Lin and Y.-C. Li, 2012. Morphometric variation in the 
pusillus group of the genus Rhinolophus (Mammalia: Chiroptera: Rhinolophidae) in East Asia. Zoological 
Science, 29: 396-402. 

吉野  元・K. N. Armstrong・田村常雄, 2009. 沖縄県の久米島・渡嘉敷島・伊平屋島における洞
窟棲小型コウモリ類. 東洋蝙蝠研究所紀要, (8): 28-32. 

Yoshino, H., K. N. Armstrong, M. Izawa, J. Yokoyama and M. Kawata, 2008. Genetic and acoustic 
population structuring in the Okinawa least horseshoe bat: are intercolony acoustic differences maintained 
by vertical maternal transmission?. Molecular Ecology, 17: 4978-4991. 

 
執 筆 者 名 ： 丸山勝彦 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

和    名 ： ヤエヤマコキクガシラコウモリ 
分    類 ： 翼手目 キクガシラコウモリ科 
学    名 ： Rhinolophus perditus Andersen, 1918 
方  言  名 ： カブル (石垣島でコウモリ類一般を指す)、キシャラ (西表島での小型コウモリ類の一般名) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)        環境省カテゴリー: 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 体毛の色は褐色系であるが、まれに赤褐色の個体もいる。前腕長40～44 mm、頭胴長41～50 mm、尾

長17.5～21.5 mm、体重6.5～9.0 g。長さに比較して相対的に幅が広い翼を持つ。 
近似種との区別 ： 沖縄島産のオキナワコキクガシラコウモリよりはやや大型。 
分 布 の 概 要 ： 石垣島、西表島、小浜島、竹富島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 沖縄島産は別種 (オキナワコキクガシラコウモリ)、宮古島産はオキナワコキク

ガシラコウモリの別亜種 (ミヤココキクガシラコウモリ)。 
生 態 的 特 徴 ： 5月中旬から末にかけて、雌成獣の集団を作り、そこで1仔を出産。1ヶ月弱で飛翔可能になり、独

立する。冬季も活動するが、厳冬期は活動が鈍くなる。 ねぐらの許容度が高く、1頭～数頭で小さ
な穴を利用することがある。 

生息地の条件  ： 温度・湿度が安定した洞窟を昼間の休息場所とし、夜間は採餌をする森林が必要であると思われる。 



<哺乳類> 

101 
 

個体数の動向  ： 過去に個体数に関する調査が行われておらず、詳細な比較は不可能である。現在は生息していない
が痕跡だけ残る洞窟も見られる。一方で調査が進めば、新しい生息洞窟が見つかる可能性が残って
いる。 

現在の生息状況 ： 石垣島では7か所の洞窟で500個体を越える集団が生息する。西表島では大富地区の洞窟に大きな
集団 (5,000 個体以上) が周年生息する。他に 500 個体を越える集団は 1か所の洞窟で知られてい
る。小浜島、竹富島では大きな集団は見つかっていない。 

学術的意義・評価 ： 本種は八重山諸島固有種である。 
生存に対する脅威 ： 土地改良、宅地開発、観光開発にともなう洞窟の減少や内部の環境変化、洞窟周辺のおよび森林の

減少や孤立化。エコツアー等による洞窟への人の侵入。石垣島、西表島では観光客や移住者の増加
によって宅地造成や観光施設の建設などの開発行為が活発になることが予想されるため特に注意
が必要である。 

特 記 事 項 ： 西表島の個体群を別種イリオモテコキクガシラコウモリ Rhinolophus imaizumii Hill et Yoshiyuki, 1980
とする説もある。IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)＊  ＊種（Rhinolophus pusillus）として評価。 

原  記  載 ： Andersen, K., 1918. Diagnosis of new bats of the Families Rhinolophidae and Megadermatidae. Annals and 
Magazine of Natural History, Ser. 9, 2: 374-384. 

参 考 文 献 ： 小柳恭二・田村常雄・辻 明子・長岡浩子・前田喜四雄, 2013. 石垣島における洞穴棲コウモリ類
三種 (Hippo sideros turpis Bangs, 1901, Rhinolophus perditus Andersen, 1918, Miniopterus 
fuscus Bonhote, 1902) の季節的なねぐらの分布: 2001 年から 2004 年の記録. 東洋蝙蝠研究所
紀要 (9), 1-18． 

前田喜四雄・赤澤  泰, 1999. 飛翔コウモリの通過個体数確認の試み．哺乳類科学, 39 (2): 221-228． 
前田喜四雄・橋本  肇, 2002. 西表島産 3 種の小型コウモリ類の採餌環境 (1) いわゆる開けた場
所と樹木に被われた場所の差異．東洋蝙蝠研究所紀要, (2): 18-20. 

前田喜四雄・松村澄子, 1997．ヤエヤマコキクガシラコウモリ. “レッドデータ日本の哺乳類”, 日
本哺乳類学会 (編), 文一総合出版, 東京, 38-39. 

前田喜四雄・沢村澄子, 1997. ヤエヤマコキクガシラコウモリ. “改訂・日本の絶滅のおそれのあ
る野生生物 －レッドデータブック－ 1 哺乳類”, 環境省 (編), 自然環境研究センター, 東京, 
56-57． 

前田喜四雄・長岡浩子・田村常雄，2003．小型コウモリ類の絶滅したと想像される南西諸島の3島
と現存している島の森林率．東洋蝙蝠研究所紀要, (3): 21-23． 

松村澄子, 1988．コウモリの生活戦略序論. 東海大学出版会, 東京192pp. 
Sano, K. and K.N. Armstrong, 2015. Rhinolophus perditus Andersen, 1918. “The Wild Mammals of Japan. 2nd 

ed.”, S. D. Ohdachi, Y. Ishibashi, M. A. Iwasa, D. Fukui and T. Saitoh (eds.), Shoukadoh Book Sellers and 
the Mammalogical Society of Japan, Kyoto and Tokyo, 65-66. 

沢田勇・内川公人・原田正史, 1983. 森林破壊がコウモリの生息に及ぼす影響について－南西諸島
および台湾をフィールドとして. 日産科学振興財団研究報告書, 10: 229-242． 

下謝名松栄, 1980. 先島（宮古諸島・八重山諸島）の洞窟動物. “沖縄天然記念物調査シリーズ第
19集沖縄県洞穴実態調査報告Ⅲ”, 沖縄県教育委員会, 那覇, 103-142． 

高平兼司, 1982. 西表島大富洞における翼手類3種の日周期活動. Majaa, (2): 1-8. 
 
執 筆 者 名 ： 前田喜四雄＊・田村常雄(追補) ＊前回改訂版 (2005) における前田による記載内容を一部見直した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： カグラコウモリ 
分    類 ： 翼手目 カグラコウモリ科 
学    名 ： Hipposideros turpis Bangs, 1901 
方  言  名 ： キシャラ (西表島での小型コウモリ類一般を指す)、イシャリ (波照間島) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)     環境省カテゴリー: 絶滅のおそれのある地域個体群(与那国島、

波照間島) (LP) 
 
形    態 ： 前腕長65～72 mm、頭胴長68～89 mm、尾長40～52 mm。体毛の色は褐色だが、まれに赤褐色の個体

も見られる。 
近似種との区別 ： 台湾に近似種タイワンカグラコウモリH. terasensis が生息するが、それよりは顕著に小型である。 
分 布 の 概 要 ： 西表島、与那国島、波照間島、石垣島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 台湾に近縁種タイワンカグラコウモリが生息する。より系統的に近い種がマレー

半島に生息するという意見もある。 
生 態 的 特 徴 ： 6月に1仔を出産する。1ヶ月くらいで飛翔可能になり、独立する。冬季は規模の大きな洞窟に集合

し冬眠状態になる。 
生息地の条件  ： 温度・湿度が安定した洞窟を昼間の休息場所とし、夜間は採餌をする森林が必要である。 
個体数の動向  ： 過去に個体数に関する調査が行われておらず、詳細な比較は不可能である。痕跡のみが見られ現在

ほとんど利用が確認されない洞窟もある。その一方で調査が進めば、新しい生息洞窟が見つかる可
能性が残っており、個体数の本当の増減は不明。 

現在の生息状況 ： 西表島大富地区に大きな集団 (15,000個体以上) が周年生息する。他に500個体を越える集団が3
か所の洞窟で見つかっている。石垣島では500頭を越える集団は9つの洞窟で見つかっている。な
お、宮古諸島の洞窟から化石が見つかっておりかつて宮古諸島に本種、あるいはその近縁種が生息
していた可能性がある。 

学術的意義・評価 ： 本種は八重山諸島固有種である。 
生存に対する脅威 ： 土地改良、宅地開発、観光開発にともなう洞窟の減少や内部の環境変化、洞窟周辺のおよび森林の

減少や孤立化。エコツアー等による洞窟への人の侵入。石垣島、西表島では観光客や移住者の増加
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によって宅地造成や観光施設の建設などの開発行為が活発になることが予想されるため特に注意
が必要である。 

特 記 事 項 ： 西表島大富地区の洞窟での生息状態が、本来の本種の生息のありかたであると思われる。 
          IUCN カテゴリー： Near Threatened (NT)。 
原  記  載 ： Bangs, O., 1901. Notes on a small collection of mammals from the Liukiu Islands. American Naturalist, 35: 

561-562. 
参 考 文 献 ： 平澤  聡・中川良平・沼波  信, 2008. 沖縄県宮古島仲原洞産のカグラコウモリ属下顎骨標本につ

いて. 洞窟学雑誌, (33), 43-51． 
小柳恭二・田村常雄・辻  明子・長岡浩子・前田喜四雄, 2013. 石垣島における洞穴棲コウモリ類
三種 (Hipposideros turpis Bangs, 1901, Rhinolophus perditus Andersen, 1918, Miniopterus 
fuscus Bonhote, 1902) の季節的なねぐらの分布: 2001 年から 2004 年の記録. 東洋蝙蝠研究所
紀要, (9): 1-18． 

前田喜四雄, 2002. カグラコウモリ. “改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデー
タブック－１哺乳類”, 環境省 (編), 日本環境研究センター, 東京, 58-59. 

前田喜四雄, 2001. 日本コウモリ研究誌 －翼手類の自然史. 東京大学出版会, 東京, 203pp. 
前田喜四雄・赤澤  泰, 1999. 飛翔コウモリの通過個体数確認の試み. 哺乳類科学, 39(2): 
221-228.  

前田喜四雄・橋本  肇, 2002. 西表島産 3 種の小型コウモリ類の採餌環境 (1) いわゆる開けた場
所と樹木に被われた場所の差異. 東洋蝙蝠研究所紀要, (2): 18-20. 

前田喜四雄・松村澄子, 1997. カグラコウモリ. “レッドデータ日本の哺乳類”, 日本哺乳類学会 
(編),文一総合出版, 東京, 39-41. 

前田喜四雄・長岡浩子・田村常雄, 2003. 小型コウモリ類の絶滅したと想像される南西諸島の3島
と現存している島の森林率. 東洋蝙蝠研究所紀要, (3): 21-23. 

松村澄子, 1988. コウモリの生活戦略序論. 東海大学出版会, 東京, 192pp. 
沢田  勇・内川公人・原田正史, 1987. 森林破壊がコウモリの生息に及ぼす影響について －南西
諸島および台湾をフィールドとして. 日産科学振興財団研究報告書, 10: 229-242. 

下謝名松栄, 1980. 先島（宮古諸島・八重山諸島）の洞窟動物. “沖縄天然記念物調査シリーズ第
19集沖縄県洞穴実態調査報告Ⅲ”, 沖縄県教育委員会, 那覇, 103-142. 

高平兼司, 1982. 西表島大富洞における翼手類3種の日周期活動. Majaa, (2): 1-8. 
 
執 筆 者 名 ： 前田喜四雄＊・田村常雄(追補)  ＊前回改訂版 (2005) における前田による記載内容を一部見直した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

和    名 ： リュウキュウテングコウモリ 
分    類 ： 翼手目 ヒナコウモリ科 
学    名 ： Murina ryukyuana Maeda and Matsumura, 1998 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー: 絶滅危惧ⅠB類 (EN) 
 
形    態 ： 沖縄島産での測定値は前腕長37.0と 35.5 mm、頭胴長47.0 mmで、徳之島産では、前腕長33.8～38.1 

mm、体重 7.5～10.6 g、前腕長や体重には雌の方が大きい雌雄差がある。鼻孔は管状に外側前方に
突出している。 

近似種との区別 ： コテングコウモリ Murina ussuriensis に近縁で、前腕長が34 mm 以上で下腿長18 mm以上と中型で
ある (コテングコウモリは、それぞれ35 mm以下、17 mm以下)。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島北部、奄美大島、徳之島に分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： コテングコウモリは、国内では北海道、本州、四国、九州、隠岐、対馬、屋久島

に分布し、北海道や屋久島の森林では比較的多く生息する。 
生 態 的 特 徴 ： 照葉樹林に生息し、樹洞をねぐらにしているのが観察されている。また、丸まった枯葉をねぐらに

することもある。ねぐらを頻繁に変えることが徳之島で確認されている。沖縄島では12月と1月に
採餌が確認されている。ヒメハブの胃内容物から出てきたことや自動撮影の記録から林床あるいは
その近くでの採食の可能性がある。 

生息地の条件  ： 大径木や広い葉の樹種の混在する照葉樹林が広い面積で必要である。 
個体数の動向  ： 不明。 
現在の生息状況 ： アカメガシワトラップの結果と自動撮影記録から、生息密度は低いが大宜味村塩屋湾以北の山林に

は広範囲に生息している可能性がある。 
学術的意義・評価 ： 中琉球固有種。系統学的にはコテングコウモリが姉妹種だが、形態学的にはパタテングコウモリ

M. puta が近縁と示唆されている。 
生存に対する脅威 ： 森林伐採や下草･雑木除去事業およびイスノキなど葉の小さい樹種の植林による照葉樹林の大径木

や広い葉の樹種の消失。 
特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Endangered (EN)。 
原  記  載 ： Maeda, K. and S. Matsumura, 1998. Two new species of Vespertilionid bats, Myotis and Murina 

(Vespertilionidae: Chiroptera) from Yanbaru, Okinawa Island, Okinawa Prefecture, Japan. Zoological 
Science, 15 : 301-307. 

参 考 文 献 ： 船越公威・北之口卓志・田中広音・大坪将平・大平理紗・内原愛美, 2013. 徳之島における希少種
リュウキュウテングコウモリMurina ryukyuana の生態. Nature of Kagoshima, 39: 1-6. 

Kawai, K., M. Nikaido, M. Harada, S. Matsumura, L.-K. Lin, Y. Wu, M. Hasegawa, N. Okada, 2002. Intra- 
and interfamily relationships of Vespertilionidae inferred by various molecular markers including SINE 
insertion data. Journal of Molecular Evolution, 55: 284-301. 

松村澄子, 2011. リュウキュウテングコウモリ. “コウモリ識別ハンドブック改訂版”, コウモリ
の会(編), 文一総合出版, 東京, 57. 
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前田喜四雄, 2001. 日本のコウモリ研究誌－翼手類の自然史. 東京大学出版会, 東京, 203pp. 
Mori, A. and M. Toda, 2011. Feeding charactristics of a Japanese pitviper, Ovophis okinavensis, on Okinawa 

Island: seasonlly biased but ontogenetically stable exploitation on small frags. Current Herpetology, 30: 
41-52. 

 
執 筆 者 名 ： 前田喜四雄＊・丸山勝彦(追補) ＊前回改訂版 (2005) における前田による記載内容を一部見直した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： リュウキュウユビナガコウモリ（コユビナガコウモリ） 
分    類 ： 翼手目 ヒナコウモリ科 
学    名 ： Miniopterus fuscus Bonhote, 1902 
方  言  名 ： カーブヤー (沖縄島ではコウモリ類一般を指す) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー:  絶滅危惧ⅠB類 (EN) 
 
形    態 ： 体色は黒褐色で、上半身が褐色になる個体もいる。幅の割に長い翼を持ち、第3指が特に長い。前腕

長43～45 mm、頭胴長51～57 mm、尾長52.5～55.0 mm。 
近似種との区別 ： 本州、四国、九州産のユビナガコウモリ M. fuliginosus より小型である。 
分 布 の 概 要 ： 奄美諸島、沖縄島、久米島、石垣島、西表島。黒島でも捕獲例があるが安定的にしているかどうか

は不明。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 本州、四国、九州には別種ユビナガコウモリが生息する。 
生 態 的 特 徴 ： 5月末から6月初めに、特定の洞窟に妊娠したメスが集合して１仔を出産。生後1ヶ月くらいで飛翔可

能になり、独立する。冬季も活動するが、厳冬期には活動が低下する時がある。 
生息地の条件  ： 温度・湿度が安定した洞窟を昼間の休息場所とし、夜間は採餌をする森林が必要である。 
個体数の動向  ： 過去に個体数に関する調査が行われておらず、現在でも調査が進めば、新しい生息洞窟が見つかる

可能性が残っており、個体数の本当の増減は不明。沖縄島では過去に知られていた繁殖集団の一つ
は洞窟内の整備、人の頻繁な侵入により消滅した。現在、知られている繁殖集団がそこから移動し
た集団かは不明である。 

現在の生息状況 ： 100頭以上の集団が利用する洞窟は沖縄島で7か所程度、石垣島で6か所、西表島で1か所が知られて
いる。沖縄島では繁殖期に沖縄島南部の1つの洞窟に沖縄島のほとんどのメス成獣 (約2,000個体以
上) が集まって出産・仔育てをすることが知られている。西表島では大富地区に大きな集団 (4,000
個体以上) が周年生息し出産・仔育てにも利用されることが知られている。石垣島，久米島では繁
殖集団は見つかっていない。繁殖期に繁殖洞以外の洞窟内で見られる本種はいずれも育児に関与し
ない雄や亜成獣である。 

学術的意義・評価 ： 本種は奄美大島以南の琉球列島固有種である。 
生存に対する脅威 ： 土地改良にともなう洞窟の減少や内部の環境変化、および森林の減少。エコツアー等による洞窟へ

の人の侵入。特に出産・仔育てに利用する洞窟の破壊や攪乱は致命的である。特に沖縄島南部、石
垣島、西表島では開発が活発になることが予想されるため注意が必要である。 

特 記 事 項 ： 沖縄島のように各島での繁殖洞窟が1か所のみである可能性がある。現在生息が知られていない宮古
島などにも、かつては生息していた可能性がある。IUCNカテゴリー：Endangered (EN)。 

原  記  載 ： Bonhote, J. L., 1902. On some mammals obtained by the Hon N. Charles Rothschild from Okinawa, Liu-kiu 
Island. Novitates Zoologicae, 9: 626-628. 

参 考 文 献 ： 小柳恭二・田村常雄・辻 明子・長岡浩子・前田喜四雄, 2013．石垣島における洞穴棲コウモリ類
三種(Hipposideros turpis Bangs, 1901, Rhinolophus perditus Andersen, 1918, Miniopterus 
fuscus Bonhote, 1902)の季節的なねぐらの分布 : 2001年から2004年の記録．東洋蝙蝠研究所紀
要 (9), 1-18．  

前田喜四雄, 2001. 日本コウモリ研究誌 －翼手類の自然史. 東京大学出版会, 東京, 203pp. 
前田喜四雄, 2002. リュウキュウユビナガコウモリ. “改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 
−レッドデータブック－1 哺乳類”, 環境省  自然環境研究センター, 東京, 78-79. 

前田喜四雄・赤澤  泰, 1999. 飛翔コウモリの通過個体数確認の試み. 哺乳類科学, 39(2): 221-228． 
前田喜四雄・橋本  肇, 2002．西表島産3種の小型コウモリ類の採餌環境（1）いわゆる開けた場所
と樹木に被われた場所の差異. 東洋蝙蝠研究所紀要, (2): 18-20． 

前田喜四雄・沢村澄子, 1997. リュウキュウユビナガコウモリ. “レッドデータ日本の哺乳類”, 
日本哺乳類学会 (編), 文一総合出版, 東京, 52-53. 

前田喜四雄・長岡浩子・田村常雄, 2003. 小型コウモリ類の絶滅したと想像される南西諸島の3島
と現存している島の森林率. 東洋蝙蝠研究所紀要, (3): 21-23． 

丸山勝彦, 1999. 沖縄島羽地における洞窟棲コウモリ2種の前腕長, 体重と精巣の大きさの季節変
化.沖縄生物学会誌, 37: 15-19． 

沢田  勇・内川公人・原田正史, 1987. 森林破壊がコウモリの生息に及ぼす影響について －南西
諸島および台湾をフィールドとして. 日産科学振興財団研究報告書, 10: 229-242． 

下謝名松栄, 1980. 先島（宮古諸島・八重山諸島）の洞窟動物. “沖縄県洞穴実態調査報告3”, 沖
縄県教育委員会, 那覇, 103-142． 

高平兼司, 1982. 西表島大富洞における翼手類3種の日周期活動. Majaa, (2): 1-8． 
田村常雄, 2002. 沖縄県におけるリュウキュウユビナガコウモリMiniopterus fuscusの生活史と移
動習性. 琉球大学大学院理工学研究科修士論文. 

 
執 筆 者 名 ： 前田喜四雄＊・田村常雄(追補)   ＊前回改訂版 (2005) における前田による記載内容を一部見直し

た。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
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 4 ) 絶滅危惧Ⅱ類(VU) 

 

 

和    名 ： イエコウモリ（アブラコウモリ） 
分    類 ： 翼手目 ヒナコウモリ科 
学    名 ： Pipistrellus abramus (Temminck, 1840) 
方  言  名 ： カーブヤー (沖縄でコウモリ類一般を指す) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー: 該当なし 
 
形    態 ： 前腕長30～37 mm、頭胴長37～60 mm、体重5～11 g。耳珠はやや幅広く、先端は丸みを帯びる。体

毛の色は、黒褐色･暗灰褐色系である。 
近似種との区別 ： 県内には近似種は生息しない。県内に記録されているヒナコウモリ科では、ヤマコウモリ Nyctalus 

aviator は体毛が茶色、ヤンバルホオヒゲコウモリ Myotis yanbarensis は体毛が黒色で、リュウキュ
ウユビナガコウモリ Miniopterus fuscus は翼が細長く第3指の第2指骨の長さは第1指骨の約3倍
ある、リュウキュウテングコウモリ Murina ryukyuana は鼻が管状で外側やや前方に出ていることで
区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 県内では、沖縄島、慶留間島、宮古島、伊良部島、西表島、与那国島から、県外では九州、本州、
四国、対馬、奄美大島、徳之島から、国外ではシベリア南東部、中国、韓国、ミャンマー、インド、
ベトナム、台湾が知られている。県内のいくつかの島では聞き取りによる情報もあり、今後確認す
る必要がある。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： モリアブラコウモリ Pipistrellus endoi は、本州と四国に分布し、原生林に生息し
人家近くでは見られない。 

生 態 的 特 徴 ： ねぐらは屋根裏などで国内では唯一の住家性のコウモリである。草原や水面、田芋畑、グラウンド
など開けたところで採食する。食性は双翅目、半翅目、膜翅目、鱗翅目、鞘翅目などで、福岡では
季節により変動するとされるが、台湾や京都では大きな変動はみられない。一通り採食するとナイ
トルーストで休息する。このとき、雄成獣は主に単独で雌や幼獣は群れて休息することが鹿児島で
確認されている。出巣がほとんど見られなくなる気温は、他県では15℃以下だが沖縄では20℃以下
である。雄は生まれて1年目の秋には性成熟する。 

生息地の条件  ： ねぐらとなる1 cm以上の隙間のある建物や、採食場となる草原や水場など昆虫の発生する開けた環
境が必要である。 

個体数の動向  ： 近年、田芋畑の放棄などの環境変化によって個体数が減少しているとの情報もあるが、個体数調査
が行われておらず変化が把握できていない。古い目撃記録はコキクガシラコウモリ類も昔は屋内に
入ることもあったので、部屋の中で見たということでは識別できない。 

現在の生息状況 ： 沖縄島では中南部の限られた地域にしか生息していない。県内のいずれの地点でも、同時に目撃さ
れるのは数頭で個体数は多くないと思われる。 

学術的意義・評価 ： イエコウモリはアブラコウモリ属で最も染色体数が少なく、核型進化の傾向から最も進化した種と
示唆されている。イエコウモリは大陸系と島系に分化がみられる。沖縄島産は岡山県産や台湾産よ
り大きいが、香川県産との差はないなど地理的変異がある。 

生存に対する脅威 ： 生息家屋の改築･減少によるねぐらの消失、昆虫類が発生する環境の破壊、それに有害駆除が生存の
脅威になる。 

特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー： Least Concern (LC) 
原  記  載 ： Temminck, C. J., 1840. Vespertilion abrame.-Vespertilio abramus. Monographies de Mammalogie, 2: 

232-233. 
参 考 文 献 ： Funakoshi, K., R. Katahira and H. Ikeda, 2009. Night-roost usage and nocturnal behavior in the Japanese 

house-dwelling bat, PiPistrellus abramus. Mammal Study, 34: 131-139. 
Funakoshi, K. and T. A. Uchida, 1978. Studies on the physiological and ecological adaptation of temperate 

Insectivorous bats III. Annual activity of the Japanese house-dwelling bat, Pipistrellus abramus. Journal of 
the faculty of agriculture Kyushu University, 23: 95-115. 

原田正史, 1988. ヒナコウモリ科の核型進化. 哺乳類科学, 28: 69-83. 
平井利明･木村俊介, 2004. 糞分析によるアブラコウモリ Pipistrellus abramus（翼手目
Chiroptera; ヒナコウモリ科Vespertilionidae）の餌構成. 日本生態学会誌, 54: 159-163.   

Kawai, K, 2015. Pipistrellus abramus (Temminck, 1840). “The Wild Mammals of Japan. 2nd ed.”, S. D. 
Ohdachi, Y. Ishibashi, M. A. Iwasa, D. Fukui and T. Saitoh (eds.), Shoukadoh Book Sellers and the 
Mammalogical Society of Japan, Kyoto and Tokyo, 82-84. 

Lee, Y.-F. and L.-L. Lee., 2005. Food habits of Japanese Pipistrelles Pipistrellus abramus (Chiroptera: 
Vespertilionidae) in northern Taiwan. Zoological Studies, 44: 95-101. 

田村常雄, 1998. 沖縄島におけるアブラコウモリ(Pipistrellus abramus) の生態学的研究. 琉球
大学理学部生物学科卒業論文. 

内田照章, 1966. 日本の哺乳類 (5) 翼手目イエコウモリ属. 哺乳類科学, (11): 5-23. 
 
執 筆 者 名 ： 丸山勝彦 
………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： リュウキュウイノシシ 
分    類 ： 偶蹄目 イノシシ科 
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学    名 ： Sus scrofa riukiuanus Kuroda, 1924 
方  言  名 ： ヤマシシ 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)     環境省カテゴリー：絶滅のおそれのある地域個体群 (徳之島) (LP) 
 
形    態 ： 本土産亜種のニホンイノシシ S. s. leucomystax より小型で、体重40～50 kg、頭胴長50～110 cm程

度である。 
近似種との区別 ： 県内に近似種は分布していない。イノシシの他の亜種よりは小型である。後述のイノブタはブタと

イノシシの中間型の形態を示し、外見からイノシシと区別がつかない場合がある。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島、石垣島、西表島に分布している。近年人間による持ち込みによって慶良間諸島等の小島嶼

に分布が拡大している例が報告されている。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ヨーロッパから東アジア、インドネシアまで広く分布するイノシシの琉球列島産

亜種で、国内には別亜種のニホンイノシシが分布している。 
生 態 的 特 徴 ： 雑食性で森林においてシイの実など多種の実、葉、根等を食べる。草地や農耕地にも出現し、農作

物を食害することもあり、農業被害問題も発生している。昆虫類、爬虫類、ミミズ他小動物も捕食
する。 

生息地の条件  ： 基本的に森林に生息するが、生息環境は幅広く、草原、湿地、海岸まで広く利用する。 
個体数の動向  ： 個体数の推定は行なわれていない。狩猟統計等からは個体数の変動は大きいが、人為的要因 (森林

環境の悪化・減少、狩猟圧等) によるもの、自然要因 (台風や気候による植物の結実率の差等) に
よるものなどが考えられ、要因は明らかでない。個体数の変動に関するモニターが必要である。 

現在の生息状況 ： 詳細は不明。特に、家畜との交雑による遺伝的撹乱が起こっており、純粋なリュウキュウイノシシ
の生息状況が把握されていない。  

学術的意義・評価 ： イノシシ Sus scrofa の琉球列島固有亜種である。 
生存に対する脅威 ： 近年野生化した家畜のブタ、イノブタとの交雑による遺伝的撹乱が各島で懸念されている。  
特 記 事 項 ： 西表島、石垣島の個体群は沖縄島の個体群と遺伝的に異なる可能性も示唆されている。IUCN カテ

ゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Kuroda, N., 1924. On new mammals from Riu Kiu Islands and the vicinity. Privately printed, Tokyo, 1-14. 
参 考 文 献 ： Endo, H., S. Maeda and D. Yamagiwa, 1998. Geographical variation of mandible size and shape in the Ryukyu 

wild pig (Sus scrofa riukiuanus). J. Veter. Med. Sci., 60(1): 57-61. 
Kodera, Y., 2015. Sus scrofa Linnaeus, 1758. “The Wild Mammals of Japan. 2nd ed.”, S. D. Ohdachi, Y. 

Ishibashi, M. A. Iwasa, D. Fukui and T. Saitoh (eds.), Shoukadoh Book Sellers and the Mammalogical 
Society of Japan, Kyoto and Tokyo, 312-313. 

三浦慎悟, 1994. イノシシ. “日本の哺乳類”, 自然環境研究センター (編), 東海大学出版会, 
東京, 146-147.  

Murakami, K., S. Yoshikawa, S. Konishi, Y. Ueno, S. Watanabe and Y. Mizoguchi 2014. Evaluation of 
genetic introgression from domesticated pigs into the Ryukyu wild boar population on Iriomote Island in 
Japan. Anim. Genet., 45(4): 517-523. 

 
執 筆 者 名 ： 伊澤雅子 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

 5 ) 準絶滅危惧(NT) 

 

 
和    名 ： ワタセジネズミ 
分    類 ： トガリネズミ形目 トガリネズミ科 
学    名 ： Crocidura watasei Kuroda, 1924 
方  言  名 ： シチャー（沖縄島） 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー: 準絶滅危惧 (NT) 
 

小型で、頭胴長54～74 mm、尾長47～60 mm、体重 (奄美大島産) 3.7～7.3gで雌雄差はない。腹面は淡灰褐色でまれ
に黄みを帯びる。同所的に生息するジャコウネズミ Suncus murinus に比べ、尾は細長く尾率が70％前後も 
ある。長毛は尾の基部から半分までしかない。後足長は16 mm以下である。県内では、硫黄鳥島、伊平屋島、伊是名
島、沖縄島、伊江島、瀬底島、久米島、渡名喜島、屋嘉比島、阿嘉島、渡嘉敷島、宮城島、浜比嘉島から、県外では
喜界島、奄美大島、請島、徳之島、沖永良部、与論島の分布が知られている。沖縄島では場所によってサトウキビ畑
や低地の草地に比較的普通に見られるが、それ以外の県内島嶼ではあまり見つかっていない。路上死体として発見さ
れることも多い。また、山間部には少ないようである。これまでにマングースとノネコによる捕食が報告されており、
今後これらの移入捕食者の影響に十分注意するとともに、これらの駆除なども含む保護策が必要である。中琉球固有
種である。形態的変異は奄美諸島ではないとされていたが、奄美大島、徳之島、沖永良部島、沖縄島の4島間でのよ
り詳細な研究では変異があり、沖永良部島は沖縄島と類縁関係が深いことが分かった。核型や塩基配列からジネズミ
属の他の種よりジャコウネズミに近いという研究もあるが、オナガジネズミ C. horsfieldii に近いとの研究もある。ま
た、核型の研究からは東アジア・インドシナの 2n=40の種から分岐したことが示唆されている。従って、今後ともジ
ネズミ属の分類の再検討が行われるであろう。 

 
特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Kuroda, N., 1924. On new mammals from the Riu Kiu Islands and the vicinity. Privately printed, Tokyo. 1-14. 
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参 考 文 献 ： Abe, H., 1967. Classification and biology of Japanese Insectivora (Mammalia): I. Studies on variation and 
classification. J. Fac. Agr., Hokkaido Univ., 55: 191-265, Pls.1, 2. 

Abe, H., 1968. Classification and biology of Japanese Insectivora (Mammalia): II. Biological aspects. J. Fac. 
Agr., Hokkaido Univ., 55: 429-458. 

Esselstyn, J. A. and R. M. Brown, 2009. The role of repeated sea-level fluctuations in the generation of shrew 
(Soricidae: Crocidura) diversity in the Philippine Archipelago. Molecular Phylogenetics and Evolution, 53: 
171-181. 

服部正策・吉行瑞子・浅木裕志・昇善久, 1990. 奄美諸島におけるワタセジネズミの地理的並び生
態的分布と形態的変異の検討. 国立科博専報, 23: 167-172. 

飯島正広・土屋公幸, 2015. モグラハンドブック. 文一総合出版, 東京, 76pp. 
河内紀浩・佐々木健志, 2002. 沖縄島北部森林地域における移入食肉類（ジャワマングース・ノネ
コ・ノイヌ）の分布及び食性について. 沖縄生物学会誌, 40: 41-50.  

Motokawa, M., 2015. Crocidura watasei Kuroda, 1924. “The Wild Mammals of Japan. 2nd ed.”, S. D. 
Ohdachi, Y. Ishibashi, M. A. Iwasa, D. Fukui and T. Saitoh (eds.), Shoukadoh Book Sellers and the 
Mammalogical Society of Japan, Kyoto and Tokyo, 21-22. 

Motokawa, M., Hattori, S., Ota, H. and Hikida, T., 1996. Geographic variation in the Watase's shrew 
Crocidura watasei (Insectivora, Sorieidae) from the Ryukyu Archipelago, Japan. Mammalia, 60: 243-254. 

Motokawa, M., H. Suzuki, M. Harada, L. -K. Lin, K. Koyasu, and S. Oda, 2000. Phylogenetic relationships 
among East Asian species of Crocidura (Mammalia, Insectivora) inferred from mitochondrial cytochrome b 
gene sequences. Zoological Science, 17: 497-504. 

Motokawa, M., H.-T. Yu, and M. Harada, 2005. Diversification of the white-toothed shrews of the genus 
Crocidura (Insectvora: Soricidae) in East and Southeast Asia. Mammal Study, 30: S53-S64. 

中村正治・平良勝也・糸数清正・久高  潤・安里龍二・大野  惇・増澤俊幸, 2002. 沖縄県におけ
るレプトスピラの保菌動物調査. 沖縄県衛生環境研究所報, (36): 39-42. 

 
執 筆 者 名 ： 丸山勝彦 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： オリイオオコウモリ 
分    類 ： 翼手目 オオコウモリ科 
学    名 ： Pteropus dasymallus inopinatus Kuroda, 1933 
方  言  名 ： カーブヤー（沖縄島でコウモリ類一般を指す）、エーマカーブヤ 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 

クビワオオコウモリ Pteropus dasymallus のうちの沖縄島と近隣島嶼に分布する亜種である。前腕長130～147 mm、体
重337～583 g。すでに絶滅したオキナワオオコウモリ P. loochoensis とは頸部を中心とした体の上部の毛が明瞭に淡
色である点、下腿背面まで毛がある点、体の背面で体毛長が20 mm以上に達する点などで区別される。クビワオオコ
ウモリの他亜種との違いについては、毛色や各形質の個体差が大きく、亜種間での測定値の変異幅の重なりも大きい
ため、ダイトウオオコウモリ P. d. daitoensis を除き、区別は難しい。しかしながら、飛翔能力はさほど高くないため、
数百kmも離れた島嶼間を移動する可能性は低く、複数の亜種が同所的に存在する事は考えにくい。日中は林内の高い
枝にぶら下がって休息し、夜間に樹木のある環境に移動して果実や花蜜を食べる。住宅地や公園もエサ場として利用
する。沖縄島北部の果樹園などで農業被害を与えているケースもある。1900年頃には沖縄島南部には生息していなか
った可能性が高く、その後の森林回復や台風の一時的な到来数の減少などにより、現在個体数は増加傾向にあると思
われる。しかし、外来種による捕食、果樹園での網絡まりによる死亡、交通事故死、外来産ヤシ科植物の葉に絡まっ
て死亡するケースなど、複数の人為的な死亡要因が未解決であることに加え、台風が頻発することで、今後個体数が
急激に減少する可能性は否定できない。オオコウモリ類が送粉者・種子散布者として森林の維持・更新に寄与してい
ることも考慮し、長期的に安定した個体群を維持できる環境・状況をつくることが望ましい。 
 

特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Near Threatened (NT)。 
原  記  載 ： Kuroda, N., 1933. A revision of the genus Pteropus found in the islands of the Riu Kiu Chain, Japan. J. 

Mammal., 14: 312-316. 
参 考 文 献 ： Kinjo, K. and Nakamoto, A., 2015. Pteropus dasymallus Temminck, 1825. “The Wild Mammals of Japan. 2nd 

ed.”, S. D. Ohdachi, Y. Ishibashi, M. A. Iwasa, D. Fukui and T. Saitoh (eds.), Shoukadoh Book Sellers and 
the Mammalogical Society of Japan, Kyoto and Tokyo, 52-53. 

Nakamoto, A., Kinjo, K. and Izawa, M., 2009. The role of Orii's flying-fox (Pteropus dasymallus inopinatus) 
as a pollinator and a seed disperser on Okinawa-jima Island, the Ryukyu Archipelago, Japan. Ecol. Res., 24: 
405-414. 

中本  敦・佐藤亜希子・金城和三・伊澤雅子, 2009. 沖縄諸島におけるオリイオオコウモリの分布
と生息状況. 哺乳類科学, 49: 53-60. 

中本  敦・佐藤亜希子・金城和三・伊澤雅子, 2011. 沖縄島で近年見られるオリイオオコウモリ
Pteropus dasymallus inopinatusの個体数の増加について. 保全生態学研究, 16: 45-53. 

城間恒宏・中本 敦, 2016. 戦前の資料にみるオオコウモリの記述. 沖縄史料編集紀要, 39: 1-20. 
Yoshiyuki, M., 1989. A Systematic Study of the Japanese Chiroptera. National Sci. Mus., Tokyo, 242pp. 

 
執 筆 者 名 ： 中本 敦・金城和三＊    ＊前回改訂版 (2005) における金城による記載内容を一部引用した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ヤエヤマオオコウモリ 
分    類 ： 翼手目 オオコウモリ科 
学    名 ： Pteropus dasymallus yayeyamae Kuroda, 1933 
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方  言  名 ： カブルまたはカプル (石垣島でコウモリ類一般を指す)、シャガリﾟドゥリﾟ(多良間島) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 

クビワオオコウモリ Pteropus dasymallus のうちの八重山諸島と宮古諸島に分布する亜種である。前腕長125.5～137.5 
mm、体重318～402 gでクビワオオコウモリではもっとも小型である。夜行性で、日中は樹木の高い枝で休息する。ま
た、食果性でもあることから、本亜種にとっては森林環境が欠く事のできない重要な要素である。そのような環境が
安定して確保されていることが生息のための条件と考えられる。生息個体数の把握が困難であるため、全体的な生息
状況は不明であるが、西表島は森林環境が多く残されていることから、本亜種の生息域内で最も安定した状況である
ことが予想される。他の島嶼においては、季節的あるいは餌の条件によって島間を頻繁に移動している可能性もある。
波照間島では森林伐採の影響と思われる個体数の減少も報告されている。昼間のねぐら、夜間のエサ場の両方を大き
く樹木に依存しているため、森林環境の減少は本種の生存に最大の脅威となる。森林部においては観光、農業その他
の開発によって森林環境が現在も減少している。餌量に関する定量的な調査はないが、近年サトウキビやパイナップ
ルの食害が増加していることは、森林内の恒常的な餌不足を示唆するものと思われる。さらに八重山諸島では大型の
台風が頻発しており、強風で餌となる果実が激減するなど、状況をよりいっそう悪化させている。台風後に多くの個
体が日中から採餌活動を行い、かなりの死亡数も確認されていることから、個体群の大幅な縮小が生じている可能性
がある。 

 
特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Near Threatened (NT)。 
原  記  載 ： Kuroda, N., 1933. A revision of the genus Pteropus found in the islands of the Riu Kiu Chain, Japan. J. 

Mammal, 14: 312-316. 
参 考 文 献 ： Nakamoto, A., Kinjo, K. and Izawa, M., 2016. Activity patterns of the Ryukyu flying fox on a subtropical 

island: responses to seasonal changes in night length. J. Ethol., 34: 321-328. 
沖縄県教育委員会, 1992. ダイトウオオコウモリ保護対策緊急調査報告書. 沖縄県天然記念物調査
シリーズ第31集, 沖縄県教育委員会, 那覇. 

Ota, H., 1992. Pteropus dasymallus: Ryukyu flying-fox. “Old World fruit bats: an action plan for their 
conservation”, S. P. Mickleburgh, A. M. Hutson and P. A. Racey (eds.), International Union for 
Conservation of Nature and Natural Resources, Gland, 96-98. 

Yoshiyuki, M., 1989. A Systematic Study of the Japanese Chiroptera. National Sci. Mus., Tokyo. 242pp. 
 
執 筆 者 名 ： 金城和三＊・中本 敦(追補)    ＊前回改訂版 (2005) における金城による記載内容を一部見直した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

 6 ) 情報不足(DD) 

 

 

和    名 ： ジャコウネズミ 
分    類 ： トガリネズミ形目 トガリネズミ科 
学    名 ： Suncus murinus (Linnaeus, 1766) 
方  言  名 ： ビーチャー (沖縄諸島)、ザカ (宮古諸島)、ザーコン (奄美諸島) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 

インドから東南アジア、台湾を原産地とするが、人の生活や移動との関係が深く、アフリカや太平洋島嶼地域まで人
為的に分布を拡大している種である。日本国内では17～18世紀に移入された個体群が長崎県や鹿児島県の一部にも
生息していたが、現在はおそらく絶滅している。国内の個体群のうち琉球列島のもの (もしくは一部島嶼) は自然分
布の可能性があり、少なくとも石垣島と宮古島の地層 (後期更新世～完新世) からは化石が出土している。吻が長く、
触毛が発達し、尾にも毛がまばらに生えている。頭胴長は110-160 mm、体重は30～80 gで、オスがメスより大きい。
体側に麝香腺があり、独特の臭いがする。仔が親のあとに連なって歩くキャラバン行動やチンチンと聞こえる警告声
などが特徴的である。市街地の人家の床下、農耕地周辺、草地、河畔などに生息し、昆虫類、ミミズなどを捕食する。
沖縄県内に広く分布しており、沖縄島などでは現在でも比較的よく姿が見られるものの、各島の分布や生息状況につ
いての現状は把握されていない。長崎や鹿児島の個体群が移入後200～300年間は生息し続け、一時期にはドブネズ
ミ程度に普通に見られていたにもかかわらず現在では絶滅したと考えられることや、沖縄県内の水納島でも1980年
頃を境に姿が見られなくなっていることから、何らかの要因により急速に絶滅に至る可能性が否定できない。 

 
特 記 事 項  ： 宮古島市自然環境保全条例保全種（リュウキュウジャコウネズミ） (2005年)。IUCNカテゴリー：

Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Linnaeus, C., 1766. Systema Naturae per regna tria naturae, secundum classes, ordines, genera, species, cum 

characteribus, differentiis synonymis, locis., 12th ed., 1: 74. 
参 考 文 献 ： 磯村源蔵 (監)・織田銑一・東家一雄・宮木孝昌 (編), スンクスの生物学. Japan Scientific 

Societies Press, Tokyo. 
河村 愛・河村善也, 2013. 6. 小型哺乳類遺体 白保竿根田原洞穴遺跡の後期更新世と完新世の小
型哺乳類遺体. “沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 第 65 集 白保竿根田原洞穴遺跡―新
石垣空港建設工事に伴う緊急発掘調査報告書”, 沖縄県立埋蔵文化財センター (編), 沖縄県立
埋蔵文化財センター, 西原, 154立埋蔵文化 

本川雅治, 1998．日本産ジネズミ亜科の自然史．“食虫類の自然史”, 阿部 永・横畑泰志 (編), 
比婆科学教育振興会, 庄原, 275-349. 

Motokawa, M., 2015. Suncus murinus (Linnaeus, 1766). “The Wild Mammals of Japan. 2nd ed.”, S. D. 
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Ohdachi, Y. Ishibashi, M. A. Iwasa, D. Fukui and T. Saitoh (eds.), Shoukadoh Book Sellers and the 
Mammalogical Society of Japan, Kyoto and Tokyo, 26-27. 

Nakagawa, R., Y. Kawamura, S. Nunami, M. Yoneda, M. Namiki and Y. Shibata, 2012. A New OIS 2 and 
OIS 3 Terrestrial Mammal Assemblage on Miyako Island (Ryukyus), Japan. “Environmental Changes and 
Human Occupation in East Asia during OIS3 and OIS2”, A. Ono and M. Izuho (eds.), British 
Archaeological Reports Ltd, Oxford, 55-64. 

Nakamoto, A. and N. Nakanishi, 2013. Home range, habitat selection, and activity of male Asian house 
shrews, Suncus murinus, on Okinawa-jima Island. Mammal Study, 38: 147-153. 

織田銑一, 1978. ジャコウネズミSuncus murinusの日本への渡来と分布. 長崎県生物学会誌, 15: 
1-9. 

城間 侔, 1981. 水納島のリュウキュウジャコウネズミ、絶滅か. Majja, 1: 14-17. 
浦田明夫, 2000. 長崎県のジャコウネズミについて. 長崎県生物学会誌, 51: 91-96. 

 
執 筆 者 名 ： 中本 敦・伊澤雅子＊    ＊前回改訂版 (2005) における伊澤による記載内容を一部引用した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

和    名 ： オキナワハツカネズミ 
分    類 ： 齧歯目 ネズミ科 
学    名 ： Mus caroli Bonhote, 1902 
方  言  名 ： ハルエンチュ 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー: 該当なし 
 

国内では沖縄島にのみ分布する。国外では台湾、ジャワ島、スマトラ島、タイ、マレー半島、中国華南と東南アジア
に広く分布する。頭胴長61～81 mm、尾長61～93 mm、体重8～17 g。耕作地、草地、リュウキュウマツ林、耕作地に
隣接したシイ林に生息し、特にサトウキビ畑では優占し、人家にはほとんどいない。繁殖活動は夏季に最も活発であ
るが、周年行われている。妊娠期間は20日前後で、一腹産仔数は3～5頭である。沖縄で同所的に見られるヨナクニ
ハツカネズミ M. musculus yonakuni との区別点は、オキナワハツカネズミの平均尾率が110 %以上と高いこと、背面
と腹面の2色性が顕著なことである。この2種を区別した上での分布調査は近年行われておらず、生息状況は不明で
ある。沖縄と台湾では形態がかなり異なり、また、オキナワハツカネズミの塩基配列には亜種レベルの差が見られる
など遺伝的分化が生じていることが示唆されている。ところで、沖縄島産は一部のラオス産と密接な類縁関係が認め
られている。 

 
特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Bonhote, J. L., 1902. On some small mammals obtained by the Hon. N. Charles Rothchild, from Okinawa, Liu 

Kiu Islands. Novitates Zoologicae, 9: 626-628. 
参 考 文 献 ： 日高卓弥, 1982. オキナワハツカネズミの外部形態について. Majaa, 2: 24-26. 

金子之史, 2003. ネズミの分類学 －生物地理学の視点. 東京大学出版会, 東京, 303pp.   
三井興治・池原貞雄, 1979. 与那覇岳とその周辺におけるネズミ類・食虫類の分布. 沖縄生物学会
誌，17: 7-13. 

Motokawa, M. and K. P. Aplin, 2006. Taxonomy and distribution of two Mus species in the central Ryukyus, 
Japan. 3rd International Conference on Rodent Biology and Management, 145-146. 

Motokawa, M., K. -H. Lin, and J. Motokawa, 2003. Morphological comparison of Ryukyu mouse Mus coroli 
(Rodentia: Muridae) populations from Okinawajima and Taiwan. Zoological Studies, 42: 258-267. 

Shimada, T., K. P. Aplin, T. Jogahara, L.-K. Lin, V. Herbreteau, J. -P. Gonzalez, and H. Suzuki, 2007. 
Complex phylogeographic structuring in a continental small mammal from East Asia, the rice field mouse, 
Mus caroli (Rodentia, Muridae). Mammal Study, 32: 49-62. 

鈴木  仁, 2005. アジアのネズミ類相の成因に関する時空間要因. “動物地理の自然史 －分布とそ
の多様性の進化学－”, 増田隆一・阿部  永 (編), 北海道大学図書刊行会, 札幌, 94-110. 

Terasima, M., A. Suyanto, K. Tsuchiya, K. Moriwaki, M. L. Jin, and H. Suzuki, 2003. Geographic variation of 
Mus caroli from East and Southwest Asia based on mitochondrial cytochrome b gene sequences. Mammal 
Study, 28: 67-72. 

WWF Japan 科学委員会 (編), 1984. 南西諸島とその自然保護そのⅠ. (財) 世界野生生物基金日本
委員会, 東京, 403pp. 

 
執 筆 者 名 ： 伊澤雅子＊・丸山勝彦（追補）  ＊前回改訂版 (2005) における伊澤による記載内容を一部見直した。 
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３．４ 鳥類 

 
  今回の見直し（改訂第３版）に掲載される種は以下のとおりである。 

 

  カテゴリー 

分類群 

絶滅 

(EX) 
野生 

絶滅 

(EW) 

絶 滅 危 惧 Ⅰ 類 絶滅危惧

Ⅱ類 

(VU) 

準絶滅

危惧 

(NT) 

絶滅のおそれの

ある地域個体群 

(LP) 

情報 

不足 

(DD) 

合  計

  ⅠＡ類

(CR) 
ⅠＢ類

(EN) 

初版1996 5 10 － － 14 38 0 5 72 

改訂第2版 2005 5 0 17 6 11 19 28 4 3 76 

改訂第3版 2017 5 0 21 8 13 30 29 0 5 90 

※初版のカテゴリーのうち、絶滅種は現行のカテゴリー名の絶滅と野生絶滅を集約することで示し、このほか絶滅危惧種
は絶滅危惧Ⅰ類、危急種は絶滅危惧Ⅱ類、希少種は準絶滅危惧、地域個体群は絶滅のおそれのある地域個体群、未決
定種は情報不足として現行のカテゴリー名に変換して示した。 

 

(１) 本改訂でのおもな留意点 

１． 本改訂は現行版における掲載種を基本にして、県内における各種のこれまでの生息現状と最新の生態や生息

分布に関する知見と情報、現地調査の結果等を加味して、掲載の見直しやその掲載内容の変更および新たな

掲載種の選定、掲載ランクの見直しなど、全体的な見直し作業を行った。 

２． 種および亜種の分類や県内での生息状況等は、日本鳥学会編（2012）による「日本産鳥類目録 改訂第7版」

に準拠している。今回の改訂版では県内に生息する亜種レベルでの評価を基本としている。 

３． 環境省編（2014）のレッドデータブックも参考にして選定と掲載を検討し、特に渡り鳥についてはその繁殖

地だけでなく、渡来地としての中継地や越冬地も保護し、種の保全を図る必要性からその主な渡来種につい

ては選定し掲載を行った。なお、環境省編（2014）は日本鳥学会編（2000）の「目録改訂第 6 版」に準じて

いる。 

４． IUCNによる最新のレッドリストのランク（2016年 10月 1日評価版）も参考にして選定を行った。なお、IUCN

のレッドリストは種のレベルで評価しているが、県内に生息する亜種を独立種（例えば、ホントウアカヒゲ

やリュウキュウキビタキなど）として評価している場合もあり、これは該当種ごとに特記事項等で明示し、

今後の参考とした。 

 

(２) 本改訂で明らかになったこと 

本改訂版で掲載した本県の絶滅のおそれのある種の総数は90種となり、前回（2005）より14種増加した。な

お、今回のリスト掲載種は、亜種に細分される場合は原則として亜種単位として評価している。その内訳は、絶

滅（EX）が5種、絶滅危惧Ⅰ類（ⅠA類+Ⅰ類）21種（亜種）、絶滅危惧Ⅱ類（VU）が30種（亜種）、準絶滅危惧

（NT）が29種（亜種）、絶滅のおそれのある地域個体群（LP）が該当種なし、情報不足（DD）が5種（亜種）と

なった。以下にそのランクごとに解説を加えた。 

１． 大東諸島の固有亜種とされる「ダイトウノスリ」は、日本鳥学会編（2012）による「目録改訂第7版」では「絶

滅（EX）」とされたことから、これに準拠し、これまでの絶滅危惧IA類（CR）から今回絶滅（EX）にそのラン

クを変更掲載した。 

２． これまで絶滅（EX）とされていた亜種「ダイトウウグイス」は、本亜種と形態的に区別できないとする個体群

が奄美諸島や沖縄諸島で発見され、日本鳥学会編（2012）による「目録改訂第7版」ではこの個体群を亜種「ダ

イトウウグイス」として扱い、「絶滅（EX）」の扱いを停止している。同改訂第7版では沖縄諸島でも「留鳥」

として生息していることが記述され、野外観察でも森林地域を中心に普通に生息している。このことから本書

では「目録改訂第7版」に準拠し、本亜種を絶滅（EX）から一転して見直し、絶滅のおそれはないものと判断

して、本書での掲載を行わなかった。しかしながら、本亜種は大東諸島では「絶滅」であろう。また、奄美諸

島や沖縄島産の「ダイトウウグイス」とされる個体群は将来的には別亜種に区分される可能性もある。 

３． これまで八重山諸島の特産する亜種とされていた「ウスアカヒゲ」は、日本鳥学会編（2012）による「目録改

訂第7版」では「絶滅」とされている。しかしながら、本書では絶滅（EX）ではなく、八重山諸島に繁殖個体
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群があった可能性も考えられるため、環境省編（2014）に準拠して当面、情報不足（DD）として掲載すること

にした。 

４． 八重山諸島仲の神島で繁殖している「アナドリ」を新規に準絶滅危惧種(NT)として選定掲載した。本種は伊豆

諸島や小笠原諸島、硫黄列島などでの繁殖地が知られる他、奄美諸島ハンミャ島、宮崎県枇榔（びろう）島な

どでも繁殖地が知られている。県内でも本種の数少ない繁殖地のひとつを保護し、本種の保全を図る必要があ

ることから、今回選定し掲載した。 

５． 今回の改訂で掲載を見直した種は、留鳥のリュウキュウサンショウクイ、夏鳥のリュウキュウアカショウビン

とリュウキュウサンコウチョウ、旅鳥のヤツガシラと冬鳥のオオバン、そして、前述したように前回まで絶滅

種（EX）とした「ダイトウウグイス」の合計6種である。 

留鳥のリュウキュウサンショウクイは、これまで琉球列島の特産亜種（あるいは固有種という考え方もある）

とされているが、最近九州南部から四国地方に分布を拡大し、本州の神奈川県でも記録されるなど生息域がか

なり広範に広がってきている傾向が見られる。県内での生息状況は森林地域から市街地近くの公園まで広く分

布し、住宅地近くで繁殖例も見られる。したがって、当面絶滅のおそれは少ないものと判断した。前記夏鳥の

2種については、森林地域に普通に渡来し、数も多いことから当面絶滅のおそれは少ないものと判断した。 

旅鳥のヤツガシラは、ユーラシア大陸中緯度地域とアフリカに広く生息しており、日本周辺ではウスリーやア

ムールから朝鮮半島周辺で繁殖し、冬季には中国南部以南で越冬する。県内では毎年のように海岸近くの草原

や農耕地、グラウンドなど開けた場所に旅鳥として飛来し、その生息環境は人為的な環境を多く利用し、滞在

もごく短期で一時的である。したがって、本種の保護と合わせて、特にその渡り期における生息環境の保護を

推進する必要性が他種よりも重要とは思われないため、当面絶滅のおそれは少ないものと判断した。オオバン

は最近渡来数が格段に増加の傾向が認められ、本土でもごく普通種で数が増えている傾向にあり、絶滅のおそ

れは少ないものと判断した。 

６． ランクを上げた種  

・ヨナグニカラスバトは特に繁殖期における現地調査の結果、繁殖個体数は少ないものと判断され、これまで    

の ENからCRにランクを上げた。  

・ヤンバルクイナはその生息地の外来種（特にマングース）の駆除効果が上がったことから個体数は回復傾向

にあるものと考えられるが、現状ではマングースの根絶の見込みはたっておらず、野生化したイヌやネコ、

交通事故等個体群に影響をあたえる要因の完全な除去にはまだ至っていないため、CRとした。 

・コウノトリやヘラシギ、オオヨシゴイ等の希少な渡り鳥についても、渡来機会の多い種を中心に環境省版に

準じて選定した。そのランクは概ね環境省版に準じた。 

・オオクイナは宮古諸島まで生息分布は広がったが、その個体数は少ないものと考えられ、これまでのVUから

ENとした。リュウキュウキビタキは琉球列島の特産亜種であるが、森林環境への依存度は高いものと思われ、

森林環境の改変で個体数が減少することが予想されるため、これまでのVUから ENとした。ミフウズラは外

来種（イタチやマングースなど）の影響が大きいものと考えられ、生息個体が確認できない島も見られるこ

とから、これまでのNTから VUとした。留鳥として生息するシロチドリは繁殖地が限定され、その繁殖環境

は脆弱であるため、絶滅の危険性は増大しているものと判断され、これまでのNTからVUとした。このほか、

リュウキュウツミ、ベニアジサシ、エリグロアジサシ、亜種アカヒゲ（亜種ホントウアカヒゲ、亜種ウスア

カヒゲ除く）のランクを上げることにした。 

・地域個体群（LP）の扱いについては、これまで島嶼に生息する亜種ダイトウメジロや亜種ダイトウヒヨドリ

などの島嶼地域個体群を保護する目的で選定掲載されてきたが、今回の見直しでは、これまでの選定種（亜

種）はいずれも島嶼に生息する固有の亜種で、生息域が狭い範囲であることから、他の島嶼に生息する亜種

と同様に保護を図る必要性から準絶滅危惧（NT）にランクを変更した。したがって、今改訂では該当種はな

かった。 

７． ランクを下げた種   

冬鳥のミサゴは普通に海岸線に渡来し数も多く見られるため、絶滅の危険性は低いものと判断され、これまで

のVUからNTとしたほか、クロツラヘラサギとツクシガモのランクは環境省によるモニタリング調査の結果を

踏まえてランクを見直すことにした。 

８． 現状不明種（DD）に新たに希少な渡り鳥であるヘラサギと、沖縄島で繁殖する亜種ツミ、八重山諸島固有の亜

種とされるが生息現状が不明であるウスアカヒゲを追加した。 

 

(３)  その他今後の課題等 
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   本書に掲載する根拠として、その個体数等の定量的データの有無が重要な基礎情報となるものである。しか

しながら、天然記念物指定種や希少野生動植物種に指定され、その保護を目的に生息実態調査や保護増殖事業

等が長年展開されてきたヤンバルクイナやノグチゲラなどの種については、ある程度その状況を把握すること

が可能であるが、未指定の種についてはその大部分は生息個体数調査が実施されておらず、その把握には困難

さがともなう。そのためそのランクを決定する情報が十分ではない種が多く見られる。したがって、今後も一

定期間のスパンを持ってその見直し作業を行うためには、計画的にその生息個体数調査等を継続的に実施する

必要性があろう。 

今回選定した掲載種の種や亜種区分については、日本鳥学会編（2012）の分類にしたがったが、IUCNのレッ

ドリストが採用している分類とは異なる場合が多く見られた。したがって、県内に生息する鳥類の保護の基準

となる種（亜種含む）の分類単位については、今後分類学的な再検討を行う必要性があろう。 

 

 

執筆者 嵩原 建二（元沖縄県立特別支援学校・校長） 
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(４)  掲載種の解説 

 

 1 ) 絶滅(EX) 

 

 

和    名 ： リュウキュウカラスバト 
分    類 ： ハト目 ハト科 
学    名 ： Columba jouyi (Stejneger, 1887) 
英    名 ： Ryukyu Wood Pigeon 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅 (EX)       環境省カテゴリー：絶滅 (EX)   
 
形    態 ： 原記載では、翼長253 mm、尾長188 mm、露出嘴峰長23 mm、ふ蹠長は35 mmと記載している。全体

的に黒色で頭頂はいくらか紫光沢がかる。後頚は緑色でその下に白班がある。腰や胸にも緑色の金
属光沢がある。嘴は青色で先端は白っぽい。脚は暗赤色。 

近似種との区別 ： カラスバト C. j. janthina より大型で嘴の青色や後頚の大きな三日月白帯が大きな特徴。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄諸島と南北大東島に記録が見られる。沖縄諸島では 1887 年 2月に沖縄島北部の Kun-chan（国

頭）で1個体の採集記録（タイプ標本：山階鳥類研究所蔵）がみられる他、その後那覇や首里など
多数の捕獲記録が見られる。沖縄島周辺離島では、伊平屋島・伊是名島・屋我地島・座間味島など
でも1904年 4～7月にかけて採集された記録がある（Ogawa, 1905）。大東諸島では1922年9月に折
居彪二郎氏によって南大東島から 12 個体、北大東島から 2 個体の捕獲記録が見られる。なお、折
居氏が 1936 年に南大東島大池の中島で採集した記録が、本種の生存が確認された最後の記録とな
っている。 

生 態 的 特 徴 ： 主として常緑広葉樹林で生息していたと言われているが、詳しいことはわかっていない。 
学術的意義・評価 ： カラスバトの種分化や遺伝的変異を研究する上で貴重な存在である。 
特 記 事 項 ： 日本の固有種であり、沖縄諸島と大東諸島のみの固有種。IUCN カテゴリー：Extinct (EX)。 
原   記   載  ： Stejneger, 1887. Am. Nat., 21: 583. (Kunchan, Ryukyu Is.). 
参 考 文 献 ： 梶田 学, 2014. リュウキュウカラスバト. レッドデータブック 2014 ,2 鳥類,“日本の絶滅のお

それのある野生生物”, 環境省編,ぎょうせい, 東京,p9. 
環境庁編, 1991. 日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータブック－ 脊椎動物編. 日本
野生生物研究センター, 東京. 

環境省編, 2002. リュウキュウカラスバト. “改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッ
ドデータブック－ 2 鳥類”, 自然環境研究センター, 東京, 30. 

小林桂助, 1983. 原色日本鳥類図鑑. 保育社, 大阪, 174. 
日本鳥学会編, 1974. 日本鳥類目録（改訂第5版）. 学習研究社, 東京, 53-54. 
日本鳥類目録編集委員会編, 2000. 日本鳥類目録 改訂第6版. 日本鳥学会, 帯広, 345pp. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
Ogawa, 1905. Notes on Mr. Alan Owston's Collection of Birds from the Islands lying between Kiushu and 

Formosa. Annot. Zool. Jap., Vol.Ⅴ. 175-232＋Pl. XI. 
沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. リュウキュウカラスバト. “沖縄県の絶滅のおそれの
ある野生生物 −レッドデータおきなわ−”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 沖縄, 292. 

沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 2005. リュウキュウカラスバト. “改訂沖縄県の絶滅のおそ
れのある野生生物 −レッドデータおきなわ−”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 沖縄,p41. 

斎藤郁子・嵩原建二, 2003. 折居彪二郎資料. “琉球及び大隅列島採集日誌（1921）”, 沖縄大学
地域研究所叢書, 那覇, 160. 

斎藤郁子・嵩原建二, 2005. 折居彪二郎資料. “琉球列島採集日誌（1936）”, 沖縄大学地域研究
所叢書. 

高野伸二, 1982. 日本産鳥類図鑑. 東海大学出版会, 東京, 303. 
 

執 筆 者 名 ： 嵩原建二 

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ダイトウノスリ 
分    類 ： タカ目 タカ科 
学    名 ： Buteo buteo oshiroi Kuroda, 1971 
英    名 ： Buzzard (Daito islands subspecies) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅 (EX)       環境省カテゴリー：絶滅 (EX)  
 
形    態 ： 頭、頸、背面にかけ黄褐色に富み、翼、尾の地色が栗色で規則的な横帯を持つ。亜種ノスリの羽斑

に類似するが、亜種ノスリの標準的な羽色に比べ、頭から眉斑、耳羽、上胸(素嚢部)の地色は黄土
色を呈し、亜種ノスリの一般型のバフ白色より著しく濃い。顎の暗色斑はかなり明るい。背面は赤
味に富み、羽縁などの淡色部はバフ褐色、あるいは赤褐色である。羽毛基部や中雨覆最長列の羽縁
はバフ白色、大雨覆外弁は黒褐色、内弁には黒帯があり、外弁の端は赤褐色帯がある。初列および
次列風切や尾羽の羽弁の地色は錆褐色で赤味が濃く、規則的な黒帯がある(尾羽には8帯)。亜種ノ
スリでは、これらの部分は灰褐色でとくに尾羽は横帯を欠く。脇羽はセピア褐色にバフ色の羽縁が
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あり、胸中央から腿羽、腹、下尾筒は淡バフ色、胸や腿羽には小斑があり、これらの部分は亜種ノ
スリと同様といえる。翼下面は淡バフ色で外方初列風切先端部は黒く、次で2列の色の薄い横帯が
ある。次列風切下面はバフ赤褐色で、外側に淡い暗色帯がある。蝋膜は淡緑黄色、口角黄色、嘴は
黒色で基部は淡く青色を帯び、紅彩は淡褐色である。趾蹠前方は中趾のつけ根まで羽毛がある。 

近似種との区別 ： タイプ標本が無いため、亜種ノスリとの標本の比較や野外識別には困難さが考えられる。 
分 布 の 概 要 ： 南大東島に留鳥として生息するとされていた（黒田, 1971、日本鳥学会, 1974）。池原（1973）は

1972年 10月に北大東島で2羽を確認している。また同島で1973年 9月の森岡弘之氏の調査で観察
されているが、同島で繁殖するものなのか南大東島から飛来したものなのか不明とされた。1998年
1月にディスプレイ・フライトが記録された（髙木 未発表資料）。大阪市立大学の学生による南大
東島における鳥類調査が始まった2001年から2016年に至るまで、3月から8月の繁殖期にノスリ
の生息は記録されなかった（髙木 未発表資料）。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ノスリは北海道、本州、四国、九州などで繁殖している。世界に5亜種がありヨ
ーロッパ全域、イギリス、アゾレス島、コルシカ島、コーカサス、トルコ、スペイン、シベリア南
部、朝鮮半島、中国などに生息している（黒田, 1984）。冬場は南に移動し台湾や東南アジアでは
まれな渡り鳥として渡来する。県内でも稀な冬鳥として渡来記録がある。 

生 態 的 特 徴 ： 卵は鶏卵大、白色で円形に近く3個の記録がある。2卵が順次孵化し、他の1卵は約3時間遅れて
孵化した。全卵孵化には、第1卵の殼が破られはじめてから約6時間を要した。 

生息地の条件  ： 記載された雛が発見された巣は、湿原地の池ノ沢の近く通称ドブカヤが密生した湿地でモクマオウ
の大木が林立している環境にあるモクマオウの地上約5mの枝上に作られた。巣の直径は50 cm、深
さ30cmで、人が座ることができる程度に頑丈なものであった。モクマオウの青葉が毎日新たに重
ねられた。記載された個体の発見当時、南大東島には少なくとも3つがいのダイトウノスリが生息
していた。また、現在60歳代の島民が、1960年代に湿地帯のモクマオウにつくられた巣から雛を
捕獲し、飼育したという情報を得た（髙木 未発表資料）。記載論文の記述と伝聞の一致からダイト
ウノスリの営巣場所は湿地帯のモクマオウであったと推察される。 

学術的意義・評価 ： 大東諸島固有亜種である。 
生存に対する脅威 ： 大阪市大による調査が始まった2001年から現在に至るまでに、農地改良に伴う整備で樹林地の幅が

各所で減じられている。ドリーネの多くが貯水池として開発され樹林地の減少は続いてきた。しか
しモクマオウの大径樹は現在でも残存しており、また繁殖が確認されていた1960年代よりも樹林地
の面積は減少しているものの樹木は生長している。したがって樹林地の収奪が絶滅の原因とは思わ
れない。しかし本亜種は自然度が高かった入植前の南大東島の環境において形成されたと考えると、
開拓による個体数の減少が絶滅の渦を引き起こし、絶滅に至った可能性がある。1960年代までに大
規模に行なわれた農薬の使用が餌を汚染し、高次捕食者であるが故、生物濃縮を経て直接的な死因、
孵化率の低下を引き起こした可能性もある。 

特 記 事 項 ： 環境庁（1991）によると研究された標本は当時飼育されていた模式標本ただ1点であり、ノスリは
変異の多い種であるので、模式標本の特徴が本当に個体群の特徴であるかどうかは不明であるとい
う。また本亜種の模式標本は雛として捕獲され、飼育中の生後6年 5ヶ月のオスとされる成鳥であ
った。この個体はその後脱柵し、模式標本は存在せず模式標本以外の標本も一切ない。IUCNカテ
ゴリー：Least Concern (LC)＊  ＊IUCNは種として評価。本県改訂は亜種ダイトウノスリを選定して
いる。 

原   記   載  ： Kuroda, 1971. Tori, 20: 125, 127. (Minami-daitojima, Daito Is.). 
参 考 文 献 ： Brazil M A, 1991. The Birds of Japan. Christopher Helm and A & C Black, London. 

池原貞雄, 1973. 大東島の陸産脊椎動物. “大東島天然記念物特別調査報告”, 文化庁, 東京, 
52-62. 

環境省, 2014. レッドデータブック2014—日本の絶滅のおそれのある野生生物−2鳥類. 環境省自然
環境局野生生物課希少種保全推進室編, 東京. 

King B F & Dickinson E C, 1975. A Field Guide to the Birds of South-East Asia. Hough-ton Mifflin 
Company, Boston. 

黒田長久編, 1984. 決定版生物大図鑑 鳥類. 世界文化社, 東京. 
黒田長久, 1971.南大東島のノスリ新亜種について. 鳥 20: 125-129. 
黒田長禮, 1935.大東列島の鳥類について．植物及び動物3: 1369–1370． 
Mackinnon J & Phillipps K, 1993. A Field Guide to the Birds of Borneo, Sumatora, Java, and Bali. Oxford 

University Press, Oxford. 
日本鳥類目録編集委員会編, 2000. 日本鳥類目録 改訂第6版. 日本鳥学会, 帯広, 345pp. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. ダイトウノスリ. "沖縄県の絶滅のおそれのある野生
生物 －レッドデータおきなわ－", 沖縄県環境保健部自然保護課, 那覇, 296-297. 

沖縄野鳥研究会編, 1993. 改訂沖縄県の野鳥. 沖縄出版, 浦添. 
琉球新報社編, 1983. 写真集沖縄の野鳥. 誠文堂新光社, 東京. 
嵩原建二, 1992. 北大東島の鳥類について. 文化課紀要, 沖縄県教育庁文化課, 那覇, 7: 88-98. 
 

執 筆 者 名 ： 髙木昌興 

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ミヤコショウビン 
分    類 ： ブッポウソウ目 カワセミ科 
学    名 ： Todiramphus miyakoensis (Kuroda, 1919) 
英    名 ： Miyako Kingfisher 
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カ テ ゴ リ ー ： 絶滅 (EX)       環境省カテゴリー： 絶滅 (EX)  
 
形    態 ： 頭部と下面は橙褐色である。背面、過眼帯ともに暗青色。脚は赤色味を帯びる。測定値は翼長105mm、

尾長80.5 mm、ふ蹠長は17 mm、嘴峰長（外鞘を欠く）38 mmとされている。 
近似種との区別 ： グアム島産のズアカショウビン H. c. cinnamomina の変異個体ではないかとの疑いがあり、分類学

上の疑問が残されているという指摘が見られる。 
分 布 の 概 要 ： 日本の固有種で、宮古島にのみ記録されている。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： グアム島やポナペ島、パラオ諸島に生息するズアカショウビンに羽の色が似てい

て、特にグアム島産亜種に酷似しているとされるが、本種は脚が赤く、過眼線が頭を巻くように後
頸でつながっていないことや目の上に小白斑があることなどの点が異なるという指摘がされてい
る。 

学術的意義・評価 ： きわめて分布域の狭い種としての重要性がある。 
特 記 事 項 ： 日本産固有種であり、宮古島の固有種。学名は日本鳥学会編（2012）に準拠した。 
原   記   載  ： Kuroda, 1919. Dobutsu. Zasshi, 31: 229, 231. (Miyako I., Ryukyus). 
参 考 文 献 ： 梶田  学, 2014. ミヤコショウビン. レッドデータブック 2014—日本の絶滅のおそれのある野生生

物−2鳥類. 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編,  ぎょうせい, 東京, 13-14. 
環境庁編, 1991. 日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータブック－ 脊椎動物編. 日本
野生生物研究センター, 東京. 

環境省編, 2002. ミヤコショウビン. “改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデー
タブック－ 2 鳥類”, 自然環境研究センター, 東京, 34. 

小林桂助, 1983. 原色日本鳥類図鑑. 保育社, 大阪, 166. 
日本鳥学会編, 1974. 日本鳥類目録（改訂第5版）. 学習研究社, 東京, 61. 
日本鳥類目録編集委員会編, 2000. 日本鳥類目録 改訂第6版. 日本鳥学会, 帯広, 345pp. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. ミヤコショウビン. “沖縄県の絶滅のおそれのある野
生生物 −レッドデータおきなわ−”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 沖縄, 292. 

沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 2005. リュウキュウカラスバト. “改訂・沖縄県の絶滅のお
それのある野生生物 −レッドデータおきなわ−”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 沖縄,p41-42. 

高野伸二, 1982. 日本産鳥類図鑑. 東海大学出版会, 東京, 316. 
 

執 筆 者 名 ： 嵩原建二 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ダイトウヤマガラ 
分    類 ： スズメ目 シジュウカラ科 
学    名 ： Poecile varius orii (Kuroda, 1923) 
英    名 ： Varied Tit 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅 (EX)       環境省カテゴリー： 絶滅 (EX)  
 
形    態 ： アマミヤマガラ P. v. amamii 、オリイヤマガラ P. v. olivaceus と同型で、頭部の汚白部は濃く、脇の

栗色は淡く、背面はオリーブ色を帯びる。 
 

島嶼濃色亜種の測定比較 (mm) 
 翼長 尾長 露出嘴峰長

owstoni 74-84 48-60 15-16 
amamii 69-78 48-54 12.5-13.5 
orii 71-79.5 47-56 14-15 
olivaceus 65.5-74 43-50 13-13.5 

環境庁（1991）を引用 
 

近似種との区別 ： 八丈島産 P. v. owstoni（濃色大型）に比較し、琉球産は小型淡色で、大東産P. v. oriiは奄美産P. v. amamii
よりも濃色で、後頚部の栗色部が多いとされる。また、ナミエヤマガラによく似ているが、測定値
上は本亜種が小さいとの指摘が見られる。 

分 布 の 概 要 ： 南・北大東島に知られている。1922年に折居彪二郎によって採集された南大東島産オス8羽、メス
4羽、北大東島産オス2羽から黒田長禮（1923）により記載された亜種である（黒田標本No.7359, 
オスの基型標本は1945年の戦災で焼失した）。現在黒田標本No.7356、No.7358の2点のみが現存す
る（山階鳥類研究所蔵）。絶滅の原因は不明とされる。 

学術的意義・評価 ： ヤマガラが最も遠距離にある島に隔離された島嶼性の亜種として、分布上重要である。また、分布
域がきわめて狭い亜種であり、分類学上不明な点も多く、学術上重要である。 

特 記 事 項 ： 日本固有亜種であり、大東諸島産固有亜種。学名は日本鳥学会編（2012）に準拠した。IUCN カテ
ゴリー：Least Concern (LC)＊  ＊IUCNは Sittiparus varius Temminck & Schlegel, 1848として掲
載し、種として評価。本県改訂は亜種ダイトウヤマガラを選定している。 

原   記   載  ： Kuroda, 1923. Bull. Brit. Orn. Club, 43: 121. (Mnami-daitojima, Daito Is.). 
参 考 文 献 ： 池原貞雄, 1973. 大東島の陸産脊椎動物. “大東島天然記念物特別調査報告” , 文化庁, 東京, 52-62. 

環境庁編, 1991. 日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータブック－ 脊椎動物編. 日本
野生生物研究センター, 東京. 

環境省編, 2002. ダイトウヤマガラ. “改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデー
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タブック－ 2 鳥類”, 自然環境研究センター, 東京, 42. 
西海 功・梶田  学, 2014.ダイトウヤマガラ. レッドデータブック2014—日本の絶滅のおそれのあ
る野生生物−2鳥類. 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編, ぎょうせい, 東京, 21. 

日本鳥類目録編集委員会編, 2000. 日本鳥類目録 改訂第6版. 日本鳥学会, 帯広, 345pp. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. ダイトウヤマガラ. “沖縄県の絶滅のおそれのある野
生生物 −レッドデータおきなわ−”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 沖縄, 294. 

山階鳥類研究所編, 1975. この鳥を守ろう. 霞会館, 東京. 
 

執 筆 者 名 ： 嵩原建二 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ダイトウミソサザイ 
分    類 ： スズメ目 ミソサザイ科 
学    名 ： Troglodytes troglodytes orii Yamashina, 1939 
英    名 ： Wren (Daito island subspecies) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅 (EX)       環境省カテゴリー：絶滅 (EX)  
 
形    態 ： 背面は濃く（本州・九州産より濃く八丈産に近いとされる）、腰や翼の黒点と縞は太く濃い。尾の縞

は細くて多い。下面は本州産のように淡いが黒斑はほとんどない。嘴は屋久島産より短い。翼長47 
mm、尾長32 mm、露出嘴峰長11 mm、ふ蹠長16.5 mm。 

近似種との区別 ： 本州産 T. t. fumigatus より背面濃色で下面は似るが黒斑が淡い。八丈産 T. t. mosukei より下面が淡
く背面の黒斑が濃い（ただし尾の斑は細かいとされる）。嘴が細く短い点が本亜種の特徴とされる。 

分 布 の 概 要 ： 南大東島のみ分布していたことが知られている。1939年に山階芳麿博士が近隣地方産114標本と比
較して記載した亜種で、タイプ標本（山階鳥研 No.25476, オス. 折居彪二郎氏採集）のみで知られ
ている。1972年 10月の池原（1973）の調査や1974年 5月の日本野鳥の会（1975）の調査でも確認
されていない。 

学術的意義・評価 ： 分布域のきわめて狭い亜種としての貴重さが指摘されているが、他亜種との系統関係や分化の程度
など分類学上の不明な点も多く学術上重要であることが指摘されている。 

特 記 事 項 ： 日本（南大東島）固有亜種。通常飛翔することの少ない留鳥（漂鳥）と考えられるミソサザイが、
最も近い琉球列島から約400 kmも離れた大東諸島に拡散した例として重要性が指摘されている。し
かしながら、最近沖縄島や久米島（朝鮮産亜種：嵩原ら, 2001）などで種ミソサザイの冬季におけ
る観察例が増え、県内では本種は稀な冬鳥（もしくは迷鳥）と考えられる。したがって、大東諸島
にも冬期に本種が飛来する可能性が十分考えられる。1938年の採集以降、まったく記録されておら
ず、本亜種の記録はわずか冬季（1 月）の採集例 1 例のみであり、その繁殖の様相も知られていな
いため、冬期の迷行個体の可能性もある。IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)＊  ＊IUCNは種とし
て評価。本県改訂は亜種ダイトウミソサザイを選定している。 

原   記   載  ： Yamashina, 1938. Tori, 10: 227. (Minami-daitojima, Daito Is.) 
参 考 文 献 ： 姉崎  悟・嵩原建二, 2001.南大東産鳥類目録.沖縄県立博物館紀要27:51-75. 
           姉崎悟・嵩原建二・松井 晋・髙木昌興, 2003.大東諸島産鳥類目録. 沖縄県立博物館紀要29:25-54. 

池原貞雄, 1973. 大東島の陸産脊椎動物. “大東島天然記念物特別調査報告”, 文化庁, 東京, 
52-62. 

梶田  学, 2014.ダイトウミソサザイ. レッドデータブック2014—日本の絶滅のおそれのある野生生
物−2鳥類. 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編, ぎょうせい, 東京, 16. 

環境庁編, 1991. 日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータブック－ 脊椎動物編. 日本
野生生物研究センター, 東京. 

環境省編, 2002. ダイトウミソサザイ. “改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデ
ータブック－ 2 鳥類”, 自然環境研究センター, 東京, 38. 

日本鳥類目録編集委員会編, 2000. 日本鳥類目録 改訂第6版. 日本鳥学会, 帯広, 345pp. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
日本野鳥の会, 1975. 大東諸島. “特定鳥類等調査（環境庁委託調査）”, 環境庁, 東京, 270-298. 
沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. ダイトウミソサザイ. “沖縄県の絶滅のおそれのある
野生生物 −レッドデータおきなわ−”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 沖縄, 293. 

沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 2005. ダイトウミソサザイ. “改訂・沖縄県の絶滅のおそれ
のある野生生物 −レッドデータおきなわ−”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 沖縄, 42. 

嵩原建二・前原一統・嘉手苅初子・松田史郎, 2001. 久米島で最近確認された鳥類. 久米島自然文
化センター紀要(1): 1-19. 

山階鳥類研究所編, 1975. この鳥を守ろう. 霞会館, 東京. 
 

執 筆 者 名 ： 嵩原建二 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

 2 ) 絶滅危惧ⅠＡ類(CR) 

 

 

和    名 ： ヨナグニカラスバト 
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分    類 ： ハト目 ハト科 
学    名 ： Columba janthina stejnegeri (Kuroda, 1923) 
英    名 ： Japanese Wood Pigeon (Yaeyama Islands subspecies) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠB類 (EN) 
 
形    態 ： 本亜種はカラスバト C. j. janthina の体色に酷似するが、総体的に淡色である。 
近似種との区別 ： 沖縄諸島産のカラスバト C. j. janthina に類似しているが、体の金属光沢は弱い。またキジバトやキ

ンバト、ズアカアオバトに比べて体は大きく、黒色であり区別は容易である。 
分 布 の 概 要 ： 宮古諸島と八重山諸島（石垣島、西表島、与那国島）に周年生息する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 本亜種の生息数はキジバトやズアカアオバトに比べると極めて少なく、殆ど観察

されない。 
生 態 的 特 徴 ： 本亜種の生態は全般的に不明であるが、基亜種のカラスバトに類似すると思われる。 
生息地の条件  ： 常緑広葉樹林に好んで生息する。 
現在の生息状況 ： 宮古島、多良間島、石垣島、西表島、与那国島に留鳥として生息する。宮古島では生息個体は多い

が、石垣島、西表島では生息個体はきわめて少数と思われる。与那国島の立神岩で4～6月にかけて
集団で繁殖が行われる。2004年には最大羽数が41羽であった（宇山, 2011）が、2015年の著者の
調査では14羽しか観察できなかった。また7月頃には稲刈り跡の水田に若鳥を含めた本亜種が集団
で落ち穂を採餌している。秋から冬にかけて目撃例は減るものの1年と通して観察されている（宇
山, 2011）。宮古島でも繁殖期のピークは5～6月だがほぼ一年中繁殖している（砂川, 2011）。宮古
島ではしばしばサツマイモの収穫を終えた畑に10羽ほどの集団で採餌することがある。 

学術的意義・評価 ： 宮古諸島と八重山諸島のみに分布している貴重な固有亜種である。生態も十分解明されていない。
今後の詳細な調査研究が必要である。 

生存に対する脅威 ： 森林伐採や開発などによる生息環境破壊は脅威である。 
特 記 事 項 ： 国指定天然記念物（1971年）。国内希少野生動植物種（1993年）。IUCN カテゴリー：Near Threatened 

(NT)＊  ＊IUCNは種として評価。本県改訂は種カラスバトの亜種ヨナグニカラスバトを選定してい
る。 

原   記   載  ： Kuroda, 1923. Bull. Brit. Orn. Cl., 43: 107. (Yonakuni I., Ryukyus). 
参 考 文 献 ： 環境庁編, 1991. 日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータブック－ 脊椎動物編. 日本

野生生物研究センター, 東京, 137-138. 
清棲幸保, 1978. 日本鳥類大図鑑 Ⅱ（増改）. 講談社, 東京, 485-488. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. ヨナクニカラスバト. “沖縄県の絶滅のおそれのある
野生生物 －レッドデータおきなわ－”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 那覇, 300-301. 

沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 2005. ヨナクニカラスバト. “改訂・沖縄県の絶滅のおそれ
のある野生生物 －レッドデータおきなわ－”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 那覇,58-59. 

The Ornithological Society of Japan, 1974. Check List of Japanese Birds Fifth and Rivised Edition. Gakken 
Co., Ltd., Tokyo. 

山階鳥類研究所編, 1975. この鳥を守ろう. 霞会館, 東京, 160-170. 
宇山 大樹, 2011. 野鳥の記録 「与那国島」2002 年 3月‐2007 年 1月の 678 日の観察記録 文一
総合出版 223pp.  

与那国町教育委員会 2012年 与那国島の自然と動植物. 374pp. 
砂川栄喜, 2011. 宮古の野鳥―亜熱帯の水辺，山野の鳥 ボーダインク238pp. 

 
執 筆 者 名 ： 原戸鉄二郎 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： コウノトリ 
分    類 ： コウノトリ目 コウノトリ科 
学    名 ： Ciconia boyciana Swinhoe, 1873 
英    名 ： White Stork 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)  
 
形    態 ： 全長120cm。嘴と風切り羽、大雨覆が黒く、それ以外は白色。脚は赤い。 
近似種との区別 ： 大型のツル類やサギ類に似るが、飛翔時首を伸ばして飛び、その飛翔形が大きく、嘴の太さや風切

と大雨覆が黒色であることで容易に区別できる。 
分 布 の 概 要 ： ロシア極東南部のウスリー地方やアムールから中国東北部で繁殖し、主に中国の揚子江の中流域や

韓国、日本などで越冬する。江戸期には全国的に普通に留鳥として生息していたが、明治期以降の
乱獲や農薬等の影響により1971年に日本産コウノトリの野生個体は絶滅した。 
県内には大陸産コウノトリの野生個体が飛来し、沖縄諸島や宮古・八重山諸島で記録が見られる。
通常は1個体の例が多いが、与那国島では1994年3月に11個体の越冬個体の飛来例が見られる（江
崎・宮良, 1995）。 

生 態 的 特 徴 ： 3～4月に3～4個の卵を産む。約30日間抱卵する。ふ化後約2ヶ月で巣立つ。大木の枝上に枯れ枝
を利用して大きな巣をつくる。 

生息地の条件  ： 採餌場所は川やその周辺の湿地、沼、池、水田等である。餌は魚類、両生、爬虫類、小型の哺乳類
等の小動物である。 

個体数の動向  ： ごく稀な飛来種であるため、その個体数の動向に関することについては、情報が不足している。 
現在の生息状況 ： 沖縄を含め日本列島各地で見られる一部の個体は、中国大陸などからの野生個体である。 
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学術的意義・評価 ： 極東地域の個体数はきわめて少なく絶滅が心配されている。 
生存に対する脅威 ： 重要な生息地である湿地帯が人間の経済活動の拡大等によって減少してきている。また農薬や化学

肥料等で餌となる水生小動物も少なくなってきている。 
特 記 事 項 ： 1971年に日本産野生コウノトリは野生絶滅したが、兵庫県豊岡市を中心に国内各地で保護増殖事業

が進められている。特に豊岡市にある兵庫県立コウノトリの郷公園では、2005年から人工飼育個体
が放鳥されている。2013年までに32羽が放鳥され、75羽が生存し野外で確認されている。2015年
から 2016 年の冬期には県内で初めてコウノトリの郷公園で巣立った個体が飛来した。また、2015
年 12月に渡来した野生個体はそのまま越夏し、約１年3ヶ月沖縄島北部で滞在した。国指定特別天
然記念物（1956年）。国内希少野生動植物種（1993年）。IUCN カテゴリー：Endangered (EN)。 

原   記   載  ： Swinhoe, 1873, Proc. Zool. Soc. London, 513. (Yokohama, Japan.). 
参 考 文 献 ： 江崎保男・宮良全修, 1995. 与那国島におけるコウノトリ Ciconia boyciana の集団越冬. 山階鳥

研報27:92-97. 
環境庁編, 1991. 日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータブック－ 脊椎動物編. 日本
野生生物研究センター, 東京. 

環境省編, 2002. コウノトリ. “改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータブッ
ク－ 鳥類”, 自然環境研究センター, 東京, 52. 

小林桂助, 1983. 原色日本鳥類図鑑. 保育社, 大阪, 74. 
日本鳥学会編, 1974. 日本鳥類目録（改訂第5版）. 学習研究社, 東京, 12. 
日本鳥類目録編集委員会編, 2000. 日本鳥類目録 改訂第6版. 日本鳥学会, 帯広, 345pp. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
大迫義人, 2014. コウノトリ. レッドデータブック2014—日本の絶滅のおそれのある野生生物−2鳥
類. 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編, ぎょうせい, 東京,37. 

大迫義人, 2016. コウノトリの10羽の集団による長距離移動の例.野生復帰4:69-73. 
沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. コウノトリ. “沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 
−レッドデータおきなわ−”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 沖縄, 44-45. 

 
沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 2005. コウノトリ. “改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野
生生物 −レッドデータおきなわ−”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 沖縄, 295-296. 

沖縄野鳥研究会編, 2002. 沖縄の野鳥. 新報出版, 那覇, 335pp. 
高野伸二, 1982. 日本産鳥類図鑑. 東海大学出版会, 東京, 211-212. 
榛葉忠雄 2016. 日本と北東アジアの野鳥. 生態科学出版. 647pp. 
嵩原建二・平安山英義・大城亀信・細川太郎・新垣裕治, 2016. 名護市及び沖縄島における希少鳥
類及び希少繁殖事例についての記録, 2014年春から2015年秋まで. 名桜大学紀要（21）：97-109 

 
執 筆 者 名 ： 嵩原建二 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： オオヨシゴイ 
分    類 ： ペリカン目 サギ科  
学    名 ： Ixobrychus eurhythmus (Swinhoe, 1873) 
英    名 ： Schrenck’s Bittern 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 全長約40 cm。上面が暗栗色をした小型のサギ類。オス成鳥では上面は暗栗色で、雨覆は淡色を呈

し、風切と尾羽は黒褐色。下面は黄白色で前頸に1本の暗色縦斑がある。メスは背と雨覆が暗栗色
の地に白色小斑を散布し、前頸に数本の縦斑がある。  

近似種との区別 ： 近縁のリュウキュウヨシゴイによく似ているが、上面の雨覆や風切が赤褐色である点で本種と異な
る。 

分 布 の 概 要 ： 繁殖はサハリン、千島列島南部、北海道、本州中部、佐渡、隠岐、東シベリア（南部）、ロシア極
東（南部）、朝鮮半島、中国等とされる。越冬分布は中国（南部及び台湾）、インドシナ半島、マ
レー半 島、インドネシア、フィリピン。 

生 態 的 特 徴 ： 本土では夏鳥であるが、県内では春と秋に通過する数少ない旅鳥もしくは迷鳥。繁殖期は5～8月で、
草原の地上に枯れた草本を集めて皿上の巣をつくる。1腹産卵数は3～5個。抱卵日数は16～18日。
雌雄交代で抱卵育雛する。餌は小魚、甲殻類、等脚類、昆虫類、両生類などである。 

生息地の条件  ： 低地の湿原や河川沿いなどのヨシ原や湿地性の草原等に生息し、ヨシゴイよりも乾燥した草原を好
むとされる。 

現在の生息状況 ： 県内では繁殖せず、上記の繁殖地から越冬地に向かう際、通過する数少ない旅鳥もしくは迷鳥であ
る。 
県内における観察記録は沖縄島や座間味島、宮古島、石垣島、西表島、与那国島、南大東島で記録
が見られる。 

学術的意義・評価 ： 県内では数少ない渡り鳥であり、本種の渡りを考える上で重要である。 
生存に対する脅威 ： 通過時の生息地となる低地にある湿地の埋め立てが進み、また河川改修等でアシ原が減少している

傾向がある。 
特 記 事 項 ： 数少ない旅鳥としての渡来種であるが、数が少なく、中継地としての本県でも保護を図る必要があ

り、環境省レッドリスト 2014 のカテゴリーに準拠した。宮古島市自然環境保全条例保全種（2005
年）。IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 

原   記   載  ： Ixobrychus eurhythmus (Swinhou,1873) 
参 考 文 献 ： 平岡  孝, 2014.  オオヨシゴイ. レッドデータブック2014—日本の絶滅のおそれのある野生生物−2
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鳥類. 自然環境局野生生物課希少種保全推進室編, ぎょうせい, 東京, 34-35. 
黒田長久編, 1984. 決定版生物大図鑑 鳥類. 世界文化社, 東京. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄野鳥研究会編, 2002. 沖縄の野鳥. 新報出版, 那覇, 335pp. 
嵩原建二・砂川栄喜・大城亀信・柳沢紀夫・天野洋佑・土方秀行, 2003. 沖縄県内における最近の
希少な鳥類の渡来記録について. 南島文化（25）：33-46. 

砂川栄喜, 2011. 沖縄宮古の野鳥,亜熱帯の水辺.ボーダーインク.那覇.238pp. 
 

執 筆 者 名 ： 嵩原建二 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ヤンバルクイナ 
分    類 ： ツル目 クイナ科 
学    名 ： Gallirallus okinawae (Yamashina & Mano, 1981) 
英    名 ： Okinawa Rail 
方  言  名 ： アガチー、ヤマドゥイ、シジャドウイ 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 全長約35 cm。体重約450 g。嘴は太く赤い色で先端は白っぽい。黒い顔に赤い目の後方からのびる

白帯斑が目立つ。翼は丸くて短く胸筋も発達していないため，飛翔力はほとんどない。脚は太めで
赤く、地上をすばやく走ることができる。頭部から背上面は暗オリーブ褐色で、胸から腹にかけて
黒と白の細い横縞がある。雌雄ともに同色である。雄の全頭長が雌より大きく、約89 mmを基準に、
ほぼ確実な雌雄判別ができる。 

近似種との区別 ： 腹に縞模様を持つオオクイナは石垣島、西表島、竹富島、小浜島、黒島、宮古島に留鳥として分布。
沖縄島の記録もあるが迷鳥。やんばる地域ではシロハラクイナが水辺を中心に分布しているが、形
態や鳴き声が違う。喜如嘉などの水田に生息するバンを一般の人がヤンバルクイナと間違えて報告
する場合がある。ヒクイナは小型で全体に赤みを帯びている。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島北部やんばる地域（国頭村、大宜味村、東村）のみに分布し、留鳥である。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 本種はフィリピン・セレベス・ニューギニアなどに分布するムナオビクイナ G. 

torquatus の近似種と考えられているが、本種は嘴と脚が赤色でやや大きく、翼と尾が比例して短い
ことや最外側の初列風切羽（第 10羽）が最短であることが異なるとされる。分子系統学的解析に
おいても、本種とムナオビクイナが近縁であることが示されている（Kirchiman, 2012）。 

生 態 的 特 徴 ： 巣はシダや潅木、草本などの生い茂った地上に枯れ葉などで粗末な浅い皿状の巣をつくる。卵数は
3から5卵。卵の長径は約50 mm、短径約35 mm。全身黒色の初毛につつまれた雛は、孵化するとま
もなく巣をはなれ、自力で餌をとることもあるが両親からの給餌を受ける。音に敏感で、何かを察
知すると近くの森林内へ親子ともども逃げ込む。テリトリー宣言と思われる声は 「キョキョキョ
キョー」とけたたましく500 m離れていても聞こえる。ペアでのデュエットの場合は20秒以上も
鳴き続ける。「クリリーヤ」と聞こえる声は、つがい相手への呼びかけなどに使われている（池長・
儀間，1993）。地上性だが夜間は樹上でねぐらをとるがこの習性は八重山に生息するオオクイナで
もみられ、ヘビ類の捕食をさける効果があると考えられる（Harato & Ozaki, 1993）。七里ら（2016）
による、交通事故等により死亡した個体の胃内容分析では、カタツムリ類、ミミズ類、ダニ類、ム
カデ類、ヤスデ類、昆虫類、植物種子・果実など、地上付近に見られる様々な種群がヤンバルクイ
ナの餌として利用されており、ヤマモモ、ホウロクイチゴ、アカメガシワ等のいくつかの植物につ
いては、本種が種子散布に寄与している可能性が示唆されている。自動撮影カメラを用いた調査で
は、全長の2倍近い長さのリュウキュウアオヘビを捕食した事例が報告されている（小高・大城, 
2016）。 

生 息地 の条 件： 常緑広葉樹林やその周辺の草原を主要な生息地とするが、リュウキュウマツ林や、採草地などの人
為的に手が加えられた環境や海岸付近の集落周辺でも観察される。近年は道路上にも頻繁に出現し、
側溝にたまった腐葉土の中や路上のミミズ類等を採餌し、道路沿いの樹木でねぐらをとる様子が観
察されている。侵略的な外来種であるフイリマングース（以下マングース）の高密度地域には分布
しない。マングースをはじめ、ネコやイヌなど、従来沖縄島に生息しなかった外来捕食者による捕
食圧のかからない環境が生息地の条件として重要である。 

個 体数 の動 向： 1985年から1986年に行われた環境庁の調査報告では，大宜味村の塩屋湾から東村の平良以北に生
息しており、約1,800羽と推定された（花輪・森下, 1986）。しかし、1995年頃より大宜味村で減
少、2000年より東村での減少が確認されるようになった。2000年から2001年に行われた調査では、
15年間に南限と考えられるラインが約10km北上し、生息域の面積は約25%減少したと推定さること
が報告された(尾崎ら, 2002）。2000年当初に行われた沖縄北部ダム事務所による捕獲調査では、大
保川流域において多数のマングースの生息が確認された。この生息域の北への押し上げは、やんば
る地域へのマングースの生息域拡大と一致していた。2005年の調査では、これまでで最も少ない約
720羽と推定され、その後、推定生息数は1,000羽前後で推移していたが、2014年時点では約1,500
羽と推定されている（環境省ウフギー自然館ホームページ http://www.ufugi-yambaru.com/torikumi/kish 
-you_kuina.html［2017年 3月閲覧］）。推定生息数の増加傾向は、やんばる地域におけるマングース
の減少傾向と対応しており、沖縄県や環境省によるマングース対策事業の効果と考えられる。2004
年に種の保存法に基づく保護増殖事業計画（文部科学省、農林水産省、国土交通省、環境省）が策
定され、2009年より飼育繁殖技術確立のために飼育下繁殖が開始された。2015年 2月時点の飼育
個体数は68羽である。 
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学術的意義・評価 ： 新種として1981年に山階鳥類研究所報に記載された。ほぼ無飛力と考えられ無飛翔性のクイナ類と
しては最北に分布するとされる。世界のクイナ類の動物地理学や無飛翔性の進化の観点から、本種
は学術的に重要な種である。沖縄県や環境省の実施するマングース対策(専従作業員による捕獲、北
上防止柵の設置、マングース探索犬の導入など)や、地元自治体やNPOによるネコの適正飼養条例を
はじめとする本種の保全についての取り組みは、沖縄島のような大きな島嶼における無飛翔性鳥類
の保護及び生息する生態系の保全についての先進事例であり、保全生態学的意義も極めて高い。日
本固有種。 

生存に対する脅威 ： 捕食者となるマングースの分布拡大は、ネコ、イヌなどによる食害とともに、本種の存続を直接脅
かす原因であり、本種の保護上極めて重大な問題である。これまでに本種の生息地では林道建設や
森林伐採・農用地の拡大・ダム建設等により生息地が減少、分断化されてきた。常緑広葉樹林の分
断化は本種の分布回復の障害となると考えられる。在来種であるがハシブトガラスによる捕食の増
加も指摘されている。ハシブトガラスは、家庭ごみや畜産廃棄物などの人間の活動に由来する餌に
依存して個体数を増やすことがあるため、本種の増加の人為的要因を抑制する必要がある。    
ネコに関してはヤンバルクイナたちを守る獣医師の会が中心となり、国頭村、東村、大宜味村で飼
い猫へのマイクロチップの埋め込みなどを行っている。また5月にはネコなどのペットを捨てない
キャンペーンも行われている。交通事故や雛の側溝への転落も毎年のように起こっており、国頭村
の安田にヤンバルクイナ救急救命センターが2005年 3月に設立され、NPO法人どうぶつたちの病院
による運営が開始された。 
鳥類のうちでクイナ科の鳥は最も絶滅しやすいとされる。さらに17世紀以降絶滅した18種及び亜
種のクイナは無飛翔力で島嶼性であった点を考慮すれば、分布域や個体数が限られ、地上性の本種
は環境変化や人為的に移入された捕食者の出現に対する耐性は、きわめて弱いと考えられる（黒田
ら, 1984）。特に外来動物であるマングース、ネコ、イヌに関しての対応は緊急に行わなければ，
近いうちに絶滅する可能性がある。このほかに、近年やんばる地域への侵入が危惧されている外来
種タイワンスジオも、本種の生存に対する脅威となることが指摘されている。 
本種の保全のための緊急の課題であるマングース北上防止柵の北側からのマングースの根絶状態
の実現とともに、中長期的な課題として、沖縄島全域からのマングースの排除が望まれる。 

特 記 事 項 ： 国指定天然記念物(1982年)。国内希少野生動植物種(1993年)。 
IUCN カテゴリー：Endangered (EN)＊  ＊IUCNは Hypotaenidia属として分類。 
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執 筆 者 名 ： 原戸鉄二郎・小高信彦 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ヘラシギ 
分    類 ： チドリ目 シギ科  
学    名 ： Eurynorhynchus pygmeus (Linnaeus, 1758) 
英    名 ： Spoon-billed Sandpiper 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)  
 
形    態 ： 全長14～16 cm。小型のシギ類で、トウネンとほぼ同じ大きさ。嘴は黒く、ヘラ状となっている。

繁殖羽は頭部から胸は赤褐色で、胸には黒褐色の縦斑がある。非繁殖羽は頭部から上面が一様に灰
褐色で、喉から下面は白色。  

近似種との区別 ： トウネンやミユビシギは大きさが似るが、本種は嘴がヘラ状であることで、他種とは明確に区別で
きる。 

分 布 の 概 要 ： 日本には秋春の渡り期に通過する旅鳥である。繁殖地はチュコト半島南部やカムチャツカ半島北部
など極東ロシアで、インド東南部・スリランカからバングラデシュ、中国南部、インドシナ半島な
ど東南アジアで越冬する。 

生 態 的 特 徴 ： 秋春の渡り期に河口ちかくの砂質の干潟、砂浜海岸、埋め立て地の水溜まりなど、少し水につかる
場所で嘴を水につけて左右に動かし、昆虫類や甲殻類、植物種子などを食べる。 

生息地の条件  ： 砂質の広い干潟、砂浜海岸など。 
現在の生息状況 ： 県内では秋春の渡り期に通過する数少ない旅鳥であるが、越冬例も知られている。最近沖縄島では

泡瀬海岸や糸満市の海岸などで確認例が見られる。 
生存に対する脅威 ： 通過移動中の休息地や餌場となる河口干潟や砂浜海岸の埋め立てによる減少傾向で、渡りを行うエ

ネルギー供給に影響が出ることが予想される。 
特 記 事 項 ： 数少ない旅鳥や冬鳥としての渡来種であるが、数が少なく、中継地や越冬地としての本県でも保護

を図る必要があり、環境省レッドリスト2014のカテゴリーに準拠した。IUCN カテゴリー：Critically 
Endangered (CR)。 

参 考 文 献 ： 黒田長久編, 1984. 決定版生物大図鑑 鳥類. 世界文化社, 東京. 
藤井  幹, 2014.  ヘラシギ. レッドデータブック2014 —日本の絶滅のおそれのある野生生物−2鳥
類. 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編, ぎょうせい, 東京. 

日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
榛葉忠雄 2016. 日本と北東アジアの野鳥.生態科学出版.647pp. 

 
執 筆 者 名 ： 嵩原建二  
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： カンムリワシ 
分     類： タカ目 タカ科 
学     名 ： Spilornis cheela perplexus Swann, 1922 
方  言  名 ： マヤダン 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 全長50～54 cm、自然翼長33～38 cm。翼や尾羽の幅は広い。成鳥は背面が黒褐色、腹面は茶褐色か

ら灰褐色で白い斑が多い。頭部は黒色で不規則に小白斑があり、後頭は冠羽状になるが普段は目立
たない。目先と目の外縁の裸皮は黄色、嘴は青灰色、脚は黄色である。虹彩は主に黄色、まれに暗
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褐色の個体もいる。幼鳥の背面は白色に暗褐色の斑があり、腹面は白色である。 
近似種との区別 ： よく似た環境に旅鳥もしくは冬鳥として飛来するサシバは明確に小さい。 
分 布 の 概 要 ： 西表島と石垣島で周年生息し、繁殖が確認されている。多良間島海上、竹富島、小浜島、与那国島

からも観察事例があるが、幼鳥や若鳥に多い傾向がある。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 種カンムリワシは、インド、スリランカ、中国南部、台湾、マレー半島、フィリ

ピン、スンダ、スラウェシなど東南アジア一帯に広く分布する。島嶼に生息する亜種は比較的体サ
イズが小さく、八重山諸島に生息する本亜種は、台湾に生息する S. c. hoya や中国南部に生息する
S. c. ricketii よりも小さい。本亜種を別種 S. perplexus とみなす見解もある。 

生 態 的 特 徴 ： 繁殖生態に関する報告は少ないが、3月下旬から4月上旬に産卵し、7月中旬以降に雛が巣立つ。雌
は抱卵や育雛初期の付添を、雄は餌の運搬をそれぞれ担う。待ち型の採餌を行ない、カエル類、ヘ
ビ類、トカゲ類などの両生類や爬虫類、カニ類などの甲殻類、ミミズ類、鳥類、ネズミ類、昆虫類、
および魚類など多様な餌生物を利用する。 

生息地の条件  ： 低地では、山地と接する水田、牧場、牧草地などの開けた湿地・草地環境を採餌場として好む。特
に、1～3月の非繁殖期の微風かつ湿潤、温暖な日の早朝に出現個体数は多い。一方で開けた湿地・
草地環境を伴わない山地内でも飛翔や鳴き声も確認されるほか、海岸や干潟、マングローブ林で採
餌することもある。林内だけでなく林縁部でも営巣することがあり、リュウキュウマツやイタジイ
などの幹に厚く絡んだツル植物の上に皿型の巣を形成する。 

現在の生息状況 ： 生息数は石垣島と西表島で200羽以上と推定されているが、正確な評価はなされていない。 
以降、両島の低地において、個体数の増減傾向を把握するために、1～2月にルートセンサスが毎年
継続されており、西表島では42～70個体、石垣島では24～52個体がそれぞれ記録された。また山
間部でも観察されるが、生息状況は全く分かっていない。 

学術的意義・評価 ： 熱帯性のカンムリワシの分布において、中国や台湾とならび八重山諸島は北限にあたる。また本亜
種は体サイズが小さく、カンムリワシの亜熱帯島嶼生態系への適応を理解する上で、貴重な位置に
ある。 

生存に対する脅威 ： カンムリワシが採餌場として利用する山林に接した水田、牧場、牧草地等の開放的な湿地・草地環
境は、今後の農業人口や農法の変化に伴って、量的・質的に変化し、個体数に影響を及ぼす可能性
がある。また国立公園等に指定されていない山林の開発は、生息・営巣環境の消失や分断を引き起
こす。さらに、特定外来生物に指定されるオオヒキガエルやシロアゴガエルのほか、インドクジャ
クやコウライキジなどの移入種が、石垣島では定着しており、カンムリワシを含めた生態系に与え
る影響が懸念される。カンムリワシは、車道に沿った電柱や電線を止まり木として利用し、路上に
出現する生物やその礫死体を捕食することがあり、交通事故により負傷や死亡するケースも後を絶
たない。 

特 記 事 項 ： 日本固有亜種、八重山民謡「鷲の鳥節」に歌われるなど、地域文化においても象徴的な動物である。
国指定特別天然記念物（1977年）、国内希少野生動植物種（1993年）。IUCN カテゴリー：Least Concern 
(LC)＊  ＊IUCNは種として評価。本県改訂は亜種カンムリワシを選定している。 

原   記   載  ： Swann, 1922. Synop. Acciptres. 135. (Iriomote I., Ryukyus.). 
参 考 文 献 ： Ferguson-Lees, J. & Christie, D. A., 2001. Raptors of the World. Christpher Helm, London. 

原戸鉄二郎，1987．西表島におけるカンムリワシの食性と巣立ち雛の行動．沖縄島嶼研究，5: 49-58． 
環境省，2016．平成27年度石垣島におけるカンムリワシ生息状況等調査報告書． 
金井 裕, 2014. CR（絶滅危惧ⅠA 類）カンムリワシ. レッドデータブック 2014 日本の絶滅の
おそれのある野生生物 2 鳥類, ぎょうせい，東京, 42-43. 

環境省那覇自然環境事務所・東海大学沖縄地域研究センター，2015．平成 26 年度西表島における
カンムリワシの生息状況等調査報告書． 

環境省那覇自然環境事務所・東海大学沖縄地域研究センター，2016．平成 27 年度西表島における
カンムリワシの生息状況等調査報告書． 

日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
佐野清貴，2003．石垣島におけるカンムリワシの繁殖生態．Strix，21: 141-150． 
佐野清貴，2012．カンムリワシ．Bird Research News，9 (2)，S4-S5． 
時田喜子・吉野智夫・大沼 学・金城輝雄・浅川満彦，2014．八重山諸島におけるカンムリワシの
胃内容物．Bird Research, 10: S13-S18． 

Ueta, M & Minton, S. J., 1996. Habitat preference of Crested Serpent Eagles in southern Japan. J. Raptor 
Research, 30 (2): 99-100.  

  
執 筆 者 名 ： 河野裕美・水谷 晃 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ダイトウコノハズク 
分    類 ： フクロウ目 フクロウ科 
学    名 ： Otus elegans interpositus Kuroda, 1923 
英    名 ： Daito Scops Owl 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)        環境省カテゴリー：絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 上面褐色で不明瞭な黒色や褐色がかったまだら模様がある。耳羽は小さく虹彩は黄色である。 
近似種との区別 ： コノハズクはダイトウコノハズクより小型である。コノハズクの鳴き声は「ブッ・キョッ・キョー」

と聞こえるのに対し、ダイトウコノハズクは「コッ・ポロ」と聞こえ、明瞭に異なることから野外
での雄の識別は鳴いている場合は容易である。羽色に基づいた識別は難しいが、ダイトウコノハズ
クの羽衣の模様はコノハズクに比して大きく粗く見える。オオコノハズクは大きく虹彩の色がオレ
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ンジ色で、黄色のダイトウコノハズクとは明らかに異なる。 
分 布 の 概 要 ： 現在は南大東島にのみ生息する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 琉球列島全般に広く分布する亜種リュウキュウコノハズクと比較すると、生息面

積が限定されているため個体数は相対的に少ない。 
生 態 的 特 徴 ： モクマオウが大規模に植栽されている南大東島では、その樹洞を主な営巣場所としている。モクマ

オウが植栽される前は、ダイトウビロウが折れ内部が腐食した筒状の立ち枯れ木に営巣していたと
思われる。現在でもそのような巣が確認される。また現在では巣箱での営巣が多くなり、南大東島
のダイトウコノハズク個体群を維持しているのは巣箱営巣個体といえる状況になっている。3月中
旬に最も早いつがいが産卵を開始する。最も遅い雛の巣立ちは7月下旬である。年一回繁殖で、卵
や雛が捕食に遭遇した後に再営巣することはなく、成功後に二回目の繁殖をすることもない。成鳥
の胃の内容物には、バッタ類が多く含まれる。巣内の幼鳥に運ばれる餌は、主にワモンゴキブリと
アシダカグモで、成長した雛にはホオグロヤモリやオガサワラヤモリ、ムカデ類、ヒヨドリも与え
られる。一腹卵数は2卵が最も多い。平均巣立ち雛数は約1.5個体で年変動が認められる。 

生 息地 の条 件： 成鳥が出入りでき、抱卵と育雛をすることができる程度の樹洞（深さ30 cm、直径20 cm程度以上）
を持つ樹林地が主に選好される。小中学校の体育館の排気ダクトや門柱に営巣した記録もある。 

現在の生息状況： 生息可能全域に生息している。南大東島の北部および外周部の樹林帯の密度は低く、南部および島
の内側の樹林帯では密度が相対的に密度は高い。 

学術的意義・評価 ： 南大東島の面積は約30 km2と小さく、最も近い同種の生息地である沖縄島もしくは徳之島とも約
350km隔離されている。南大東島では約120年前の開拓により、在来の樹林地は皆伐に近い状態に
なった歴史を持つ。その過程で亜種ダイトウコノハズク個体群は個体数を激減させたと推察される。
つまり遺伝的なボトルネックを経験した個体群と言える。遺伝的多様性に乏しい隔離個体群の存続
メカニズムの解明は、個体数を減少させた他種の個体群の回復や存続を図る上でも貴重な資料とな
り、学術的に貴重な個体群と言える。 

生存に対する脅威 ： 最大の懸案は、ネコとイタチによる巣内の卵と雛の捕食である。また、農地の改変に伴い、農地周
辺の樹林地が徐々に侵食され面積が少なくなっている。また樹林地の縁にあるマント群落が刈られ
ることにより樹林地が乾燥化し荒廃が進んでいる。農薬の散布量による昆虫類の減少や食物連鎖を
介した生物濃縮の影響も考えられる。さらに人為的に移入されたタイワンカブトムシが、ダイトウ
コノハズクの潜在的営巣樹種である在来樹種ダイトウビロウの枯死を急増させている。樹林地が保
護されなければ、本亜種の絶滅は必至である。開拓前は島全体がダイトウビロウで覆われた森林で
あったことを考えると、現在のダイトウコノハズクが利用可能な樹林地は極めて狭い。 

特 記 事 項 ： 北大東島における住民の聞き取り調査では1970年代にはすでに鳴き声の確認がなく、2001年から
2016年まで確認できていない（髙木他 未発表資料）。北大東島では絶滅したと考えられる。 

          北大東島のダイトウコノハズクにとっての餌環境が南大東島と同様に十分良いことから、北大東島
での絶滅因は、営巣場所の不足による個体数の減少と推察される。個体数の減少が、絶滅の渦を引
き起こすきっかけとなったであろう。南大東島では2011年から巣箱を用いることで個体群の安定
化が進んでいる。しかし、南大東島においては台風により主要な営巣樹であるモクマオウが倒木し、
個体群の存続が危ぶまれる事態が生じた経緯を持っている。北大東島でも環境省の事業により、巣
箱が設置された。南大東島個体群に対する甚大なダメージに対する対応策として、営巣環境が整っ
た北大東島へのダイトウコノハズクの再導入が早急に望まれる。 
IUCN カテゴリー：Near Threatened (NT)＊  ＊IUCNは種として評価。本県改訂は種リュウキュウコノ
ハズクの亜種ダイトウコノハズクを選定している。 

原   記   載  ： Kuroda, 1923. Bull. B. O. C., 43: 122. (Minami-daitojima, Daito Is.). 
参 考 文 献 ： 姉崎  悟・嵩原建二・松井 晋・高木昌興, 2003. 大東諸島産鳥類目録.沖縄県立博物館紀要

（29）:25-54. 
環境省, 2014. レッドデータブック2014—日本の絶滅のおそれのある野生生物−2鳥類. 環境省自然
環境局野生生物課希少種保全推進室編, 東京. 

沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. ダイトウコノハズク. “沖縄県の絶滅のおそれのある
野生生物 －レッドデータおきなわ－”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 那覇, 301-302. 

日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
高木昌興・赤谷加奈・松井  晋, 2005. 南大東島に隔離分布するダイトウコノハズク個体群の保全
に関する研究 . プロ・ナトゥーラ・ファンド第14期助成成果報告書: 3-10. 日本自然保護協会. 
東京. 

高木昌興, 2007. 島々に生きるリュウキュウコノハズク. “フクロウ−その生態と行動の神秘を解
き明かす”, 文一総合出版. 東京. 

高木昌興・赤谷加奈・松井  晋, 2008.南大東島に隔離分布するダイトウコノハズクの鳴き声を用
いた個体識別となわばり個体の入れ替わり. プロ・ナトゥーラ・ファンド第 16 期助成成果報告
書, 日本自然保護協会, 東京, 161-169. 

Takagi M, Akatani K, Saito A & Matsui S, 2007. Drastic decline of territorial male Daito Scops Owls on 
Minami-daito Island in 2006. Ornithological Science 6: 39-42. 

Takagi M & Akatani K, 2011. The diet of Ryukyu Scops Owl Otus elegans interpositus owlets on 
Minami-daito Island. Ornithological Science 10: 151-156. 

Takagi M., 2011. Vicariance and dispersal influenced the differentiation of vocalization in the Ryukyu Scops 
Owl. Ibis 153: 779-788. 

Akatani K, Matsuo T & Takagi M, 2011. Breeding ecology and habitat use of the Daito Scops Owl (Otus 
elegans interpositus) on an oceanic island. Journal of Raptor Research 45: 315-323.  

Takagi M, 2013. A typological analysis of hoots of the Ryukyu Scops Owl Otus elegans across island 
populations in the Ryukyu Archipelago and the two oceanic islands. Wilson Journal of Ornithology 125: 
358-369. 
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Takgi M, Saitoh T, Yamaguchi N, Okabe H, Nishiumi I, Takeishi M, 2015. A breeding record of the Ryukyu 
Scops Owl on Okinoshima, in northernmost Fukuoka, Japan. Ornithological Science 14: 53-59. 

 
執 筆 者 名 ： 髙木昌興 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ノグチゲラ 
分    類 ： キツツキ目 キツツキ科 
学    名 ： Sapheopipo noguchii (Seebohm, 1887) 
英    名 ： Pryer's Woodpecker, Okinawa Woodpecker 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 全長約30 cm、翼長約15 cm、体重約140 g。全体に茶褐色で、翼に白斑がある。下腹部は赤色味を

帯びる。頭頂の羽毛は雄が赤色、雌が黒褐色で、幼鳥は雌雄ともに赤色である。 
近似種との区別 ： 沖縄島に生息するキツツキ類は本種と小型のリュウキュウコゲラ（コゲラの沖縄県固有亜種）のみ

であり、識別は難しくない。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島北部に唯一の個体群が分布する、沖縄島の固有種である。主に大宜味村の塩屋湾（S）及び

東村の平良（T）を結ぶ、S-T ライン以北の常緑広葉樹林を中心に分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 本種は1属 1種のノグチゲラ Sapheopipo属と分類されているが、羽衣の模様や

胴体部の解剖学的な特徴はアカゲラ Dendrocopos 属のキツツキと類似し、分子系統学的解析の結果
から、アカゲラやオオアカゲラに近縁であることが指摘されている。アカゲラやオオアカゲラはヨ
ーロッパから東アジアまで広く分布する広域分布種であるが、ノグチゲラの分布は沖縄島北部に限
定され、本種は現生のキツツキ種の中で最も分布域の狭い種の1つである。 

生 態 的 特 徴 ： 留鳥。産卵期は3月から5月で、産卵数は、普通2-5個、最大7個（小高ほか 未発表資料）。産卵
から孵化まで約2週間、孵化から巣立ちまで約4週間。雌雄ともに抱卵、給餌を行うが、夜間の抱
卵や抱雛は雄が行う。巣立ち雛数は2羽が多く、最大4羽。一夫一妻制で年1回繁殖を行い、雌雄
ともに1歳から繁殖可能である。11年間つがい関係を維持したペアが観察されている。野外での寿
命が13歳以上の個体が確認されている。雑食性で、枯れ木や倒木などをつつき中にいるカミキリ
ムシの幼虫などの木材穿孔性の昆虫類を採餌するいっぽう、地上や木の幹の表面からバッタ類やコ
オロギ類などの直翅目の昆虫、ゴキブリ類、ムカデ類なども採餌する。さらにセミの終齢幼虫や地
中性のクモなど、土壌中に生息する各種の節足動物を餌として利用する。地中性の節足動物（セミ
の幼虫やキムラグモの仲間）を、土を掘って採餌する行動は、主に雄に見られる。巣内雛への給餌
内容には明瞭な性差がみられ、雄は地中性の餌を、雌は樹上で捕まえたものを主要な餌として雛に
与える。タブノキ、ヤマモモ、イチゴ類、イチジク類、アカメガシワ、ハゼノキ、イタジイ（スダ
ジイ）やマテバシイ、さらにタンカン等の柑橘類など、一年を通じて様々な植物の実を餌として利
用する。ウジルカンダの花蜜も 餌とすることが報告されている（小林ら, 2014）。 

生息地の条件  ： 主な生息地は、イタジイの優占する常緑広葉樹林の老齢林である。胸高直径約20 cm以上の心材が
腐朽した大径木や立枯れ木などに営巣する。老齢林ではイタジイやタブノキなどに、若齢二次林で
はセンダンやリュウキュウマツ、ハンノキなどが営巣木として利用される。主要な餌となるカミキ
リムシなどの木材穿孔性昆虫の幼虫などが多く生息する枯死木や倒木が多く、また、土壌動物相の
豊かな湿潤な森林が重要である。老齢林を維持育成するとともに、地上での安全な採餌環境を維持
するためフイリマングース（以下マングース）やノネコによる捕食圧の抑制が重要である。 

現在の生息状況 ： 明治以前は沖縄島中部の恩納岳まで生息していたとされるが、第二次大戦以降大きく分布域が縮小
し、現在、沖縄島北部の老齢な常緑広葉樹林を中心に生息する。繁殖地の分布南限は福地川流域と
されていたが、2015 年、名護市源河川流域の森林で 1 例の営巣が確認された（渡久地, 2015）。営
巣密度は、国頭村北部の西銘岳鳥獣保護区の老齢林では約6.7巣/100 ha、大宜味村大保川流域の約
50 年生の二次林では約 1.3 巣/100ha と、老齢林で営巣密度が高い。1990 年前後に行われたプレイ
バック法に基づく繁殖分布調査や営巣密度調査から、200 つがい未満の営巣数と、最大 500 羽程度
の生息個体がいる可能性が示唆されている。近年、主要な生息地周辺の二次林への分布拡大がみら
れる。マツノザイセンチュウ病被害を受けたリュウキュウマツの混交する二次林や、2010年に初め
て沖縄県で確認されたタイワンハムシの大発生以降に生じたハンノキの立枯れ木を利用した営巣例
が確認されている。特に2012年以降、ハンノキ枯れ木が人里近くの二次林における主要な営巣木と
して利用されている。 

学術的意義・評価 ： 沖縄島北部の特定地域のみに分布する極めて貴重な沖縄県の固有種である。巣内雛への給餌内容に
見られる雌雄差、すなわち雄が地上、雌が樹上を主要な餌場とする雌雄の採餌場所の相違は他のキ
ツツキ類からは報告されておらず、従来食肉目哺乳類の生息しなかった島環境で独自に進化した可
能性が指摘されている。島嶼における生物進化やその個体群の維持機構を理解する上で重要な種で
ある。 

生存に対する脅威 ： 第二次大戦以降、特に昭和時代の農地開発、ダム開発、木材生産、林道開設、ゴルフ場開発等を目
的とした大規模な森林伐採により生息域が減少した。近年、木材生産のための伐採面積が減少し、
二次林の森林蓄積の増加がみられるが、平成以降も、ダム開発、米軍北部訓練場内のヘリパッド建
設等の開発が行われている。近年は、人里近くの道路沿いなどでも営巣が確認されるようになり、
観察や撮影マナーが問題となっている。また、本種による果樹の採食が報告されており、特に台風
被害の大きい年に被害の報告が多くなる傾向が指摘されており、有効な対策が必要である。1990年
代以降、ノグチゲラの主要な生息地へのマングースの侵入が確認されるようになったが、沖縄県と
環境省によるマングースの対策事業が行われ、マングースの捕獲個体数が最大だった2007年ころと
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比較して、マングースの捕獲個体数は減少し分布域は縮小している。しかし、本種の主要生息地か
らのマングース根絶のめどは立っておらず、今後のさらなる対策が求められる。近年沖縄島で個体
数の増加傾向が指摘されているハシブトガラスによる本種の巣内雛の捕食や巣立ち雛を襲う様子が
頻繁に観察されている。ハシブトガラスの餌となるゴミなどの適正な管理を視野に入れた個体数管
理が必要である。これまでにネコの糞やマングースの消化管からノグチゲラの爪や羽毛などが確認
されている。本種は地上に降りて地面や地中にいる生物を餌として多く利用している。本種の生息
する地域には従来捕食性のほ乳類が生息しなかったことから、これらの行動が進化したと考えられ
る。このため、本種の保全を行う上で、地上における安全な採餌環境を維持するために、マングー
スやノネコ対策が重要である。 

特 記 事 項 ： 沖縄県の県鳥。東村の村鳥。沖縄県および環境省によるマングースを中心とした外来種対策事業が
実施され、国頭村、大宜味村、東村では、ネコの適正使用のための条例が、東村では2010年、営巣
地への立ち入り制限を盛り込んだ「ノグチゲラ保護条例」が施行された。2016年9月沖縄島北部地
域がやんばる国立公園として指定された。国指定特別天然記念物（1977年）。国内希少野生動植物
種（1993年）。IUCN カテゴリー：Critically Endangered (CR)＊  ＊IUCNは Dendrocopos 属として分類。 

原   記   載  ： Seebohm, 1887. Ibis: 178, pl. 7. ("Loo-choo Islands" = Okinawa). 
参 考 文 献 ： 安座間安史・石田  健, 1997. ノグチゲラとやんばるの森. BIRDER, 125(1997-6): 32-36. 
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和    名 ： オシドリ 
分    類 ： カモ目 カモ科 
学    名 ： Aix galericulata (Linnaeus, 1758) 
英    名 ： Mandarin Duck 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー： 情報不足 (DD) 
 
形    態 ： 全長約45 cm。雄の生殖羽は銀杏羽と呼ばれるオレンジ色でおうぎ状の羽を持つ。雌は全体が褐色

味を帯びた暗灰色で地味な羽色である。雌雄とも翼鏡は濃緑色で、足はオレンジ色である。 
分 布 の 概 要 ： 北海道では夏鳥で、それ以外では留鳥として生息し、全国各地の山地近くの湖や沢に近い森林内樹

洞で繁殖する。冬は平地の湖沼や渓流で見られるが、周囲に木が生い茂っている薄暗い場所を好む。
東アジアの特産種で日本はその主要な分布地と考えられている。日本で繁殖するものと冬季に冬鳥
として渡来し越冬するものがあるとされ、これは県内でも同様である。 

生 態 的 特 徴 ： 繁殖期には低地や低山帯の水辺ちかくの森林内で樹洞を使って繁殖する。主に植物食でドングリ類
を好む。他に穀類、水生植物、カタツムリ類、魚類、昆虫類の幼虫なども食べる。 

生息地の条件  ： 採餌や休息地となるまとまった形の低地から山地の広葉樹林帯近くの池や沢が必要である。また営
巣するためには、樹洞をもつような渓流沿いの大径木が数多く出現する林齢のすすんだ森林も不可
欠と考えられる。 

現在の生息状況 ： 県内では日本鳥学会編（2012）によると、沖縄島で繁殖分布し、冬鳥として沖縄島、伊平屋島、宮
古島、石垣島、西表島、与那国島に渡来する。また迷鳥として南大東島で確認されている。県内に
おける最近の繁殖記録はとしては、沖縄島北部の森林地域が広がる国頭村や大宜味村での確認記録
が見られる（比嘉, 1993、嵩原・安座間, 1995）。 

学術的意義・評価 ： 現在国内で最南の地域で繁殖する地域個体群として重要である。 
生存に対する脅威 ： 森林伐採、農地造成、ダム建設等の山地開発により生息地となる森林地域が漸減している。 
特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原   記   載  ： Linnaeus, 1758. Syst. Nat., ed. 10, 1: 128. (China). 
参 考 文 献 ： 比嘉邦昭, 1993. 沖縄島北部地域（国頭村・大宜味村・東村）の特殊鳥類の生息分布調査. “特殊

鳥類等生息環境調査Ⅵ”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 那覇, 93-130. 
環境庁編, 1991. 日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータブック－ 脊椎動物編. 日本
野生生物研究センター, 東京. 

環境省, 2014. レッドデータブック2014—日本の絶滅のおそれのある野生生物−2鳥類. 環境省自然
環境局野生生物課希少種保全推進室編, 東京. 
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15-29. 
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レッドデータおきなわ－”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 那覇, 304-305.  
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生物 －レッドデータおきなわ－”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 那覇. 
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沖縄野鳥研究会編, 2002. 沖縄県の野鳥. 新報出版, 那覇. 
嵩原建二・安座間安史, 1995. 大宜味村（沖縄島）の鳥類相とその生息状況について. “大宜味村
の自然”, 大宜味村教育委員会, 大宜味, 421-514. 
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和    名 ： アカオネッタイチョウ 
分    類 ： ネッタイチョウ目 ネッタイチョウ科 
学    名 ： Phaethon rubricauda rothschildi (Mathews, 1915) 
英    名 ： Red-tailed Tropic Bird 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠB類 (EN) 
 
形    態 ： 体全体が白色で、黒色の過眼線があり、細長く赤い中央尾羽が目立つ。嘴は赤色で足は黒色である。 
近似種との区別 ： 赤色の尾羽が伸びていない幼鳥や若鳥の飛翔中の下面はシラオネッタイチョウと似て識別は難しい。

しかし翼背面は初列風切羽がシラオネッタイチョウでは太く濃い黒色だが、本種では細いことで識
別できる。 

分 布 の 概 要 ： 八重山諸島仲ノ神島には毎年夏季に少数飛来するが、島にはほとんど降りず、繁殖しない。 
生 態 的 特 徴 ： 外洋性島嶼の海岸から標高300メートルほどの崖や急斜面の岩や木の下に営巣する。主に魚類、特

にトビウオ 類とイカ類を採食するとされている。 
現在の生息状況 ： 仲ノ神島では、普通 1羽から最大8羽の観察例もあるが、2000年代には観察例が減っている。日本
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では、小笠原諸島の西之島と硫黄列島の南硫黄島で繁殖の記録がある。 
特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)＊  ＊IUCNは種として評価。本県改訂は亜種アカオネッタイチ

ョウを選定している。 
原   記   載  ： Boddaert, 1783. Table Pl. enlum, 57 (Mauritius). 
参 考 文 献 ： 千葉隼人･川上和人・鈴木 創・堀越和人, 2007. 小笠原諸島の海鳥繁殖分布. 山階鳥学誌39:1-17

（英文）.  
川上和人・鈴木 創・千葉勇人・堀越和人, 2008. 南硫黄島の鳥類相. 小笠原研究（33）:111-127. 
2007.06.17-27調査 

川上和人・山本  裕・堀越和人, 2005. 小笠原諸島の鳥類相.Strix 23:159-166.  2004.07.10 調
査. 

河野裕美, 2014. EN（絶滅危惧ⅠB類）アカオネッタイチョウ. レッドデータブック2014 日本の
絶滅のおそれのある野生生物 2 鳥類. ぎょうせい，東京, 78-79. 

河野裕美・安部直哉・真野 徹，1986．仲の神島の海鳥類．山階鳥類研究所研究報告，18(1)：1-27． 
 

執 筆 者 名 ： 河野裕美・水谷 晃 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： キンバト 
分    類 ： ハト目 ハト科 
学    名 ： Chalcophaps indica yamashinai Hachisuka, 1939 
英    名 ： Emerald Dove (Ryukyu islands subspecies) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠB類 (EN) 
 
形    態 ： 全長約25 cm。雄の額から後頸かけた側頭部は白色を呈するが、雌では灰褐色となる。頭上から後

頭・後頚は青灰色、顔から喉・頚側・胸はブドウ色を帯びた赤褐色である。背と肩羽・雨履は光沢
のある金緑色で、肩に白斑がある。腹部は淡褐色、嘴は朱色、脚は赤紫色である。雌は雄より総じ
て明瞭さに欠け、雄にある光沢色が鈍く、総じて淡い色彩をしている。キンバトは、雌雄の体色に
明確な性的二型を示す種である。 

近似種との区別 ： 同所的に生息しているハト類（キジバト、ズアカアオバト、カラスバト）との区別は、大きさが小
さいことと色彩が全く異なり、容易である。 

分 布 の 概 要 ： インドから東南アジア、台湾、南西諸島南部に広く分布する。先島諸島に広く分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 先島諸島には、亜種ヨナクニカラスバト、亜種チュウダイズアカアオバト、亜種

リュウキュウキジバトが同所的に生息する。同所的に生息する階層構造が発達した森林では、亜種
ヨナクニカラスバトは比較的樹冠に近い部分、亜種ズアカアオバトは中層部を利用するのに対し、
亜種キンバトは地表と低木層を行動する。亜種リュウキュウキジバトと行動が重複することが多い。 

生 態 的 特 徴 ： 森林を主な生息場所とする。暗い林内、林縁、道路、農耕地等で採餌する。行動圏は樹林地で占め
られるが畑雑草群落と牧草地も利用した。主にタブノキやシマヤマヒハツの地上から平均2 mの高
さに上部解放型の皿形の巣で営巣する。ほとんどのつがいの一腹卵数は2卵であるが、稀に1卵の
こともある。夜間は雌、昼間は雄が抱卵と抱雛を担当する明確な分業が見られる。宮古島における
2013年の営巣成功率は約25％だった。繁殖失敗は主にハシブトガラスによる捕食と推察された。
ラジオテレメトリー法を用いた行動の追跡の結果、雄は巣を中心とした半径約10 mの狭い範囲を
周年の行動圏とした。一方、雌は繁殖期にも巣の周辺と離れた位置に行動圏を持ち、広いものでは
20 haを持つ個体もあった。産卵期に雌雄がそれぞれ別に行動することは、ハト類としては特徴的
である。 

生息地の条件  ： 常緑広葉樹林を選好する。 
現在の生息状況 ： 天然記念物に指定された1970年代には生息数が非常に少なく、1990年代前半でも石垣島の特定の

場所でしか観察できない状況にあった。しかし1997年に宮古島で繁殖が確認され、その後生息数
が増加しはじめた。宮古島の大野山林内では春から夏にかけた時期であればどこを歩いてもキン
バトの鳴き声を確認することができ、繁殖個体数が多い。また、海岸林や残存する御嶽林など
にも生息している。さらに市街地の孤立した樹林地などにも生息する。西表島や石垣島でも簡単
に確認できるようになっている。宮古島では、冬季に観察例が減少するので、季節的な移動をし
ている可能性がある。 

学術的意義・評価 ： 本亜種の分布域は種キンバトの分布北限であり、学術的に高い価値を有する。宮古島における生態
の解明は進んでいるが、本亜種の主要産地である石垣島と西表島における生息状況や生態も解明さ
れる必要がある。 

生存に対する脅威 ： 生息地に隣接する道路では交通事故が頻発している。宮古島では 1990年代から個体数を増加させた
が、近年は捕食による繁殖失敗が目立つ。宮古島では、亜種リュウキュウハシブトガラスが個体数
を急増させており、その影響により繁殖成功率が低下しているものと推察される。また、西表島な
どでは建物の窓ガラスに衝突して死亡することがある。 

特 記 事 項 ： 国指定天然記念物（1972年）。国内希少野生動植物種（1993年）。宮古島市自然環境保全条例保全種
（2005年）。IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)＊  ＊IUCNは種として評価。本県改訂は亜種キン
バトを選定している。 

原   記   載  ： Hachisuka, 1939. Bull. B. O. Club, 59: 45. (Yonakuni, Ryukyus). 
参 考 文 献 ： 環境省編, 2002. キンバト. “改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータブック－ 

2 鳥類”, 自然環境研究センター, 東京, 106-107. 
環境省, 2014. レッドデータブック2014—日本の絶滅のおそれのある野生生物−2鳥類. 環境省自然
環境局野生生物課希少種保全推進室編, 東京. 
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清棲幸保, 1978. 日本鳥類大図鑑Ⅱ（増改）. 講談社, 東京, 494-496. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. キンバト. “沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 －
レッドデータおきなわ－”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 那覇, 301. 

砂川栄喜, 2001. きらめく生命・宮古諸島の野鳥. ニライ社, 那覇. 
田中健太・大井沙綾子・櫻井宥昌瑚・仲地邦博・岩﨑哲也・髙木昌興, 2016. 絶滅危惧I B 類・天
然記念物キンバトの繁殖生態. 自然保護助成基金成果報告書 24: 77-83. 第 24 期プロ・ナト
ゥーラ・ファンド助成 国内研究助成. 

山階鳥類研究所編, 1975. この鳥を守ろう. 霞会館, 東京, 176-177. 
 

執 筆 者 名 ： 髙木昌興 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： アカアシカツオドリ 
分    類 ： カツオドリ目 カツオドリ科 
学    名 ： Sula sula rubripes Gould, 1838 

英    名 ： Red-footed Booby 

カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠB類 (EN) 
 
形    態 ： 本亜種の羽色は多型で、初列と次列風切羽の黒色を除いて全身白色の白色型、全身が灰褐色の褐色

型、翼背面が暗色で他は白色あるいは頭部から翼背面までが暗色で腰から尾羽が白色の中間型があ
る。どの羽色型の成鳥も脚は赤色、嘴は青紫色である。幼鳥は成鳥褐色型と似るが、黒色の嘴と暗
色の脚で識別できる。琉球列島へ飛来する個体は、幼鳥から成鳥への換羽中の羽色で、足色も暗色
から薄い赤色であることが多い。 

近似種との区別 ： 飛翔中のアカアシカツオドリの白色型とアオツラカツオドリは似ているが、本種の尾羽が白色であ
るのに対し、後者では黒色であることで区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 1975年と 1977年に、八重山諸島仲ノ神島で各々1例の繁殖確認例がある。 
生 態 的 特 徴 ： 樹木や海岸性潅木の上に営巣し、高密度で大きなコロニーを形成する。休息時も樹上であることが

多い。1雛を育てる。幼鳥は巣立ち後も親鳥による長い補助給餌期間を経て独立に至る。 
生息地の条件  ： 樹木や潅木の多い外洋性島嶼で繁殖する。 
個体数の動向  ： 唯一繁殖記録のある仲ノ神島では1977年以降、繁殖していない。 
現在の生息状況 ： 仲ノ神島へは毎年数羽から10羽以内が飛来し、夜間、ガジュマル樹上で休息するところが観察され

るが、そのほとんどは羽衣の一部に幼羽を残した若齢鳥である。 
学術的意義・評価 ： 本種の繁殖確認例のある仲ノ神島では、近縁種のカツオドリが増加傾向を示しており、人為的な撹

乱のない繁殖環境が維持されていると考えられるが、近年の飛来例は減少している。同島に飛来す
る個体の多くが若齢鳥であることを考慮すると、過去の繁殖例は偶発的な可能性がある。本種の若
齢鳥の北上分散例は東北、北海道においても散見される。 

特 記 事 項 ： 尖閣諸島での繁殖の可能性が示唆されているが、1990年代、2000年代の調査でも確認されていない。
日本では、このほか小笠原・硫黄列島でも観察されているが繁殖確認には至っていない。IUCN カ
テゴリー：Least Concern (LC)＊  ＊IUCNは種として評価。本県改訂は亜種アカアシカツオドリを選
定している。 

原   記   載  ： Gould, 1838. Syn. Bds. Austr., 4, app., 7 (New South Wales). 
参 考 文 献 ： 風間健太郎・佐藤雅彦,2008. 北海道利尻島におけるアカアシカツオドリSula sulaの飛来記録. 日

本鳥学会誌,57(1):30-32. 

Kohno, H., 2000. Visits of immature Blue-faced and Red-footed Boobies to Nakanokamishima, South 
Ryukyus, Japan. Bull. Inst. Oceanic Res. & Develop., Tokai Univ., (21): 111-117.  
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タブック－2鳥類”，環境省編，自然環境研究センター，東京，88-89． 
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況（1986-2013年）. 沖縄生物学会誌, 52: 97(P-20). 

水谷晃・村越未来・松崎 茂・山田智子・長嶺 隆・河野裕美, 2012. アカアシカツオドリ若鳥の
保護と長期飼育後の放鳥. Strix, 28: 149-163. 

日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
富田直樹・成田  章, 2012. 青森県蕪島におけるアカアシカツオ若鳥の観察記録. 山階鳥学誌44：
18-19. 

 
執 筆 者 名 ： 河野裕美・水谷 晃 
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和    名 ： サンカノゴイ 
分    類 ： ペリカン目 サギ科 
学    名 ： Botaurus stellaris stellaris (Linnaeus, 1758) 
英    名 ： Eurasian Bittern 
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カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠB類 (EN) 
 
形    態 ： 全長68 cm。体全体が薄い黄色みを帯びた褐色で、不規則な淡い褐色と黒褐色のまだら模様が出る。

頭頂と顎線は黒く、下面には縦斑がある。 
近似種との区別 ： ゴイサギの幼鳥に似るが、本亜種に比べ体が小さく、顎線の黒い部分がない。 
分 布 の 概 要 ： 繁殖分布はユーラシア大陸に広がり、北のものは東南アジア、インド、アフリカで越冬する。日本

では本亜種が北海道や茨城県、千葉県、滋賀県で繁殖する。繁殖地周辺では留鳥。北海道では夏鳥
として渡来し、本州以南では冬鳥。県内では沖縄諸島の沖縄島や久米島、伊平屋島、宮古諸島では
宮古島と伊良部島、多良間島、八重山諸島では石垣島や西表島、与那国島に冬鳥として渡来する。
大東諸島では迷鳥である。 

生 態 的 特 徴 ： 生息地は広いヨシ原や湿地性草原である。餌は魚類や甲殻類、昆虫類などを食べる。5～8月頃、ヨ
シ原の地上で営巣する。一腹産卵数は4～5卵。抱卵日数は約25日。メスのみが抱卵。 

現在の生息状況 ： 県内には冬期に渡来（越冬）するが非常に少ない。これまで八重山地方での観察例が多いが、最近
沖縄島における確認記録が増加し、2002年は国頭村と糸満市（3個体）、さらに石垣島アンパルで1
個体、2012年は名護市、2016年の冬期から春期には金武町で越冬個体が確認されている。 

生存に対する脅威 ： 越冬地となる湿地環境やタイモ栽培地、水田等の減少により生息への影響が心配される。また、生
息地の農薬汚染も心配される。 

特 記 事 項 ： 数少ない旅鳥や冬鳥としての渡来種であるが、数が少なく、中継地や越冬地としての本県でも保護
を図る必要があり、環境省レッドリスト 2014 のカテゴリーに準拠した。宮古島市自然環境保全条
例保全種（2005年）。IUCNカテゴリー：Least Concern (LC)＊  ＊IUCNは種として評価。本県改訂は
亜種サンカノゴイを選定している。 

原   記   載  ： Linnaeus, 1758. Syst. Nat., ed. 10, 1: 144 (Sweden). 
参 考 文 献 ： 環境省編, 2002. サンカノゴイ. “改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータブッ

ク－ 2 鳥類”, 自然環境研究センター, 東京, 90. 
桑原和之, 2014. サンカノゴイ. レッドデータブック 2014—日本の絶滅のおそれのある野生生物−2
鳥類. 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編, ぎょうせい, 東京,84-85. 

黒田長禮, 1980. 新版鳥類原色大図説. 講談社, 東京. 
宮古野鳥の会編, 2014. 宮古野鳥の会40周年記念誌.106pp. 
日本鳥類目録編集委員会編, 2000. 日本鳥類目録 改訂第6版. 日本鳥学会, 帯広, 345pp. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. サンカノゴイ. “沖縄県の絶滅のおそれのある野生生
物 −レッドデータおきなわ−”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 沖縄, 316. 

沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. サンカノゴイ. “沖縄県の絶滅のおそれのある野生生
物 −レッドデータおきなわ−”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 沖縄, 53. 

沖縄野鳥研究会編, 1993. 改訂沖縄県の野鳥. 沖縄出版, 浦添. 
沖縄野鳥研究会編, 2002. 沖縄の野鳥. 新報出版, 那覇, 335pp. 
嵩原建二・砂川栄喜・大城亀信・柳沢紀夫・天野洋佑・土方秀行 2003.沖縄県内における最近の
希少な鳥類の渡来記録について.南島文化25：33-46 沖縄国際大学南島文化研究所 

嵩原建二・平安山英義・奥  太志, 2014. 名護市内を含む沖縄島北部における希少な鳥類の記録に
ついて（2012年～ 2014年まで），あじまあ18： 1-15. 

山階芳麿, 1980. 日本の鳥類とその生態. 梓書房, 東京. 
日本鳥類保護連盟編, 1988. 鳥 630図鑑. 日本鳥類保護連盟. 

 
執 筆 者 名 ： 嵩原建二 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： クロツラヘラサギ 
分    類 ： ペリカン目 トキ科 
学    名 ： Platalea minor Temminck & Schlegel, 1849 
英    名 ： Black-faced Spoonbill 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB 類 (EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠB 類 (EN) 
 
形    態 ： 全長 74 cm。雌雄同色。大型で全身が白色のトキの仲間。嘴は黒色で長く、先端はヘラ状に

なっている。嘴基部と眼先は黒い皮膚が裸出している。足は長くて黒い。繁殖期には後頭部
に房状の黄色のかざり羽があり、胸も黄色くなる。幼鳥の嘴はピンク色味があり、外側初列
風切及び次列風切の羽縁は黒色。 

近似種との区別 ： ヘラサギ P. lucorodia major は、体がやや大きく、目と嘴は離れて見える。 
分 布 の 概 要 ： 朝鮮半島北西部と中国東北部で繁殖し、朝鮮半島南西部、日本、中国（台湾・香港）、ベトナムなど

で越冬する。日本では九州と沖縄が主要な渡来地とされる。2015 年から 2016 年の冬期には近縁種
のヘラサギとの混群も見られた。 

生 態 的 特 徴 ： 採餌場所は水辺（干潟・河口・池など）で生息し、餌は魚類、甲殻類などである。 
生息地の条件  ： 干潟や河口部、池などの水辺環境。 
個体数の動向  ： 県内においては数少ない渡来種であるが、最近の飛来個体数は30個体以上と増加している。 
          最近における世界の総生息個体数は増加傾向にあるものとされ、2012年 1月には約2,400個体とさ

れている。国内では2012年に 283個体が確認され、その内沖縄県内では14羽の飛来が確認されて
いる。2015年の渡来数として、沖縄野鳥の会（私信）による集計で沖縄島では 32個体が確認され、
増加傾向であるように思われる。なお、モニタリングサイト 1000 シギ・チドリ類調査ニュースレ
ター（環境省多様性センター・NPO法人バードリサーチ）による2015年冬季概要によると、冬季に
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おける全サイトの最大個体数の合計は470個体となっており、増加傾向が指摘されている。 
現在の生息状況 ： 県内各地の干潟環境に冬季に飛来する。特に沖縄島南部（漫湖干潟・瀬長干潟・与根遊水地・豊崎

干潟など）には10個体を越す飛来数が確認される。また、時には越夏個体が見られることがある。
最近、国際的な保護をすすめる観点から、標識調査や人工衛星による追跡など渡りに関する調査か
ら渡りルートの一部が解明され、越冬個体の一斉カウントなどが行われていて生息状況の把握がす
すめられている。 

学術的意義・評価 ： 東アジアに局地的に分布する種で、学術的に貴重とされる。 
生存に対する脅威 ： 重要な生息地である海岸干潟や河川、湿地等が人間の経済活動の拡大等によって埋め立てが進行す

るなど減少傾向にあるため、生息地の減少と餌となる水生小動物の減少が考えられる。 
特 記 事 項 ： 数少ない冬鳥としての渡来種であるが、数が少なく、越冬地としての本県でも保護を図る必要があ

り、環境省レッドリスト 2014 のカテゴリーに準拠した。宮古島市自然環境保全条例保全種（2005
年）。IUCN カテゴリー：Endangered (EN)。 

原   記   載  ： Temminck et Schlegel, 1849. In Siebold's Faun. Jap., Aves: 120, pl. 76(Japan). 
参 考 文 献 ： 環境庁編, 1991. 日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータブック－ 脊椎動物編. 日本

野生生物研究センター, 東京. 
環境省編, 2002. クロツラヘラサギ. “改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデー
タブック－ 2 鳥類”, 自然環境研究センター, 東京, 54. 

高野茂樹, 2014. クロツラヘラサギ. レッドデータブック 2014—日本の絶滅のおそれのある野生生
物−2鳥類. 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編,ぎょうせい, 東京,86-87. 

黒田長禮, 1980. 新版鳥類原色大図説. 講談社, 東京. 
日本鳥類保護連盟編, 1988. 鳥 630図鑑. 日本鳥類保護連盟. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. クロツラヘラサギ. “沖縄県の絶滅のおそれのある野
生生物 −レッドデータおきなわ−”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 沖縄, 317. 

沖縄野鳥研究会編, 1993. 改訂沖縄県の野鳥. 沖縄出版, 浦添. 
山階芳麿, 1980. 日本の鳥類とその生態. 梓書房, 東京. 

 
執 筆 者 名 ： 嵩原建二 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： オオクイナ 
分    類 ： ツル目 クイナ科 
学    名 ： Rallina eurizonoides sepiaria (Stejneger, 1887) 
英    名 ： Slaty-legged Crake 
方  言  名 ： ファードゥル 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠB類 (EN) 
 
形    態 ： 全長約25 cm。成鳥雄では頭頂から体上面は一様に暗オリーブ赤褐色、顔から胸にかけては鮮やか

な赤褐色で、脇を含む下胸以下の下面は黒と縞のはっきりした横縞模様がでる。腮と喉は白い。嘴
と脚は暗鉛色。虹彩は赤い。雌は頭部から顔や胸部は暗褐色で、雄のほうが色鮮やかである。 

近似種との区別： ヒクイナより大型で下胸下部から黒白の横帯が顕著である。ヒクイナは背面・下腹・下尾筒が暗オ
リーブ褐色、顔から腹にかけては一様なブドウ色である。下腹と下尾筒に不規則な薄い白色横斑が
ある。また脚は赤い。 

分 布 の 概 要 ： これまで八重山諸島の石垣島・竹富島・小浜島・黒島・西表島・与那国島に留鳥として分布すると
されてきたが、最近宮古島で繁殖が確認された。また沖縄島でも確認例も見られる。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： インドからフィリピンおよびセレベスにかけての南アジアなど熱帯から亜熱帯に
かけて分布し6亜種に分けられている。インド・インドシナの亜種は冬期にスリランカ・マレー半
島・スマトラ島・ジャワ島などにわたるとされる。日本産亜種は6亜種中最も大型とされる。 

生 態 的 特 徴 ： 常緑広葉樹林や草原などに生息する。森林部では立木や潅木の多い薄暗いような林で見かけられる
が開けた環境でも見られる。人や敵に追われると木の上に飛び上がる習性がある。産卵期は5～6
月、巣立ちは6～8月上旬という。夜間にはしばしば木にとまって眠ることがあるため夜間に観察
される例が多い。主として夜間にファー、ファーと連続的に鳴く。 

生 息地 の条 件： クイナ類では比較的陸生（森林性）の種で必ずしも湿地や水辺は必要でないとされる。森林や林縁
の地上で営巣するので、まとまった森林は必要である。宮古では夏季に貯水池によく水浴びで出現
する。 

学術的意義・評価 ： 沖縄県の固有亜種である。 
現在の生息状況 ： 八重山諸島に分布。最近宮古島や多良間島でも数は少ないが留鳥として繁殖分布している。沖縄島

では1回のみの観察記録が知られているが、繁殖はしていないものと思われる。 
生存に対する脅威 ： 敵に追われると木に飛び上がるが、本来地上性の鳥であることから、野生化したイヌやネコなどは

脅威となる。なお、西表島ではイリオモテヤマネコによって捕食されることがある。 
特 記 事 項 ： 宮古島市自然環境保全条例保全種（2005年）。IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)＊  ＊IUCNは

種として評価。本県改訂は亜種オオクイナを選定している。 
原   記   載  ： Stejneger, 1887. Proc. U. S. Nat. Mus., 10: 395. (Yaeyama, Ryukyus). 
参 考 文 献 ： 環境庁編, 1991. 日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータブック－ 脊椎動物編. 日本

野生生物研究センター, 東京. 
環境省編, 2002. オオクイナ. “改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータブッ
ク－ 2 鳥類”,自然環境研究センター, 東京, 170. 
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尾崎清明, 2014. オオクイナ. レッドデータブック2014—日本の絶滅のおそれのある野生生物−2鳥
類. 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編, ぎょうせい, 東京. 

黒田長久編, 1984. 決定版生物大図鑑 鳥類. 世界文化社, 東京. 
Mark A. Brazil, 1991. The Birds of Japan, Christopher Helm and A & C Black, London. 
宮古野鳥の会編,2014.宮古野鳥の会40周年記念誌.106pp. 
日本鳥学会編, 1974. 日本鳥類目録（改訂第5版）. 学習研究社, 東京, 120pp. 
日本鳥類目録編集委員会編, 2000. 日本鳥類目録 改訂第6版. 日本鳥学会, 帯広, 345pp. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 2005. オオクイナ. “改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野
生生物 －レッドデータおきなわ－”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 那覇. 

沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. オオクイナ. “沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 
－レッドデータおきなわ－”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 那覇, 306-307. 

沖縄野鳥研究会編, 1986. 沖縄県の野鳥. 沖縄野鳥研究会. 
坂口法明・村田  行・西平守孝, 1990. イリオモテヤマネコの糞内容物からみた食性の地域変異. 沖
縄島嶼研究, 8: 1-13. 

Short, L., 1973. Notes on Okinawa birds and Ryukyu Islands Zoogeogrphy. IBIS, 115: 264-267. 
砂川栄喜, 2011. 沖縄宮古諸島の野鳥（亜熱帯の水辺・山野の野鳥）.ボーダーインク.那覇. 238pp. 
嵩原建二, 1986. 国頭郡本部町伊豆味で ｢オオクイナ成鳥1｣. 野鳥, 日本野鳥の会, 473: 35. 

 
執 筆 者 名 ： 岡 徹＊・嵩原建二(追補)  ＊前回改訂版 (2005) における岡による記載内容を一部見直した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： アマミヤマシギ 
分    類 ： チドリ目 シギ科 
学    名 ： Scolopax mira Hertert, 1916 
英    名 ： Amami Woodcock 
方  言  名 ： ヤマシジャー 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)   
 
形    態 ： 全長約36 cm。後頭の黒い横斑が顕著なシギである。体上面に褐色・黒・灰色の細かい複雑な斑紋

がある。3列風切羽は暗オリーブ褐色で、羽縁に淡色の小三角斑がある。目の周りはピンク色、顔
には2本の暗色の線が並行に走る。 

近似種との区別 ： 近似種ヤマシギは全体的に赤褐色身を帯びる。アマミヤマシギより額が急角度にせりあがり目は高
く位置する。したがって顔の2本の線は角度があり目の側で開いている。さらにヤマシギでは赤褐
色の3列風切羽にある偏平楕円形の暗色斑が目立ち、またディスプレイ・フライトを行う。しかし
ながら、本種とアマミヤマシギの飛翔個体については両者の区別は困難である。 

分 布 の 概 要 ： これまで奄美大島、徳之島、沖縄島、渡嘉敷島に分布するとされていたが、最近久米島と阿嘉島に
も冬季に生息することが報告されている。最近の調査では、沖縄島北部地域で周年生息しているが、
繁殖は確認されていない。また、沖縄島周辺離島では夏季の調査では確認されなかったことから、
冬季に奄美諸島から飛来する個体がいる可能性が高い。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 近縁種であるヤマシギ S. rusticola はユーラシア大陸の中部・北部に広く繁殖分
布し冬は南に移動するものもいるとされる。国内では北海道、本州、伊豆諸島で繁殖し、他の地方
では冬鳥として普通にみられる。沖縄県内でも冬鳥として10月頃から渡来し各地で普通にみられ
る。 

生 態 的 特 徴 ： ダムや林道わきの草地などで嘴を差し込んで餌をあさる。人には無関心な面があり驚かされたとき
もヤマシギが静かに飛び去るのと異なり、しばしば地上を歩きながら逃げ隠れする。ジシギ類に似
た声を出して飛び立ってもすぐ近くに飛び降りるか急上昇して木の枝にとまる。2～3月に地上で繁
殖期のディスプレイを行う。奄美諸島では山地の地上に皿型の巣をつくり3～5月初旬に2-4卵を
産むとされるが、詳しい生態はよくわかっていない。県内での繁殖確認はみられないが、夏場も観
察されるので周年生息し、繁殖していることが考えられる。 

生息地の条件  ： イタジイを主体にした常緑広葉樹林帯を中心に生息し、その周辺にある農耕地や森林公園等で採餌
することが多い。 

個体数の動向  ： 周年生息する個体数はわずかと思われる。さらなる県内における生態調査が不可欠であろう。 
現在の生息状況 ： 沖縄島北部で少数が周年生息する。最近の遺伝的研究によると、冬期に見られる一部の個体は奄美

大島産と同じ遺伝子を有していることが報告されている。したがって、冬季には奄美諸島から飛来
する一部の個体が越冬するものと思われる。最近、県内における分布状況について調査が行われ、
それをもとにした具体的な保護策がとられることが期待される。 

学術的意義・評価 ： 長い間ヤマシギの1亜種 Scolopax rusticola mira と考えられ、ごく最近まで奄美大島のみに生息する
とされていた。現在、琉球列島の奄美諸島と沖縄諸島に分布する日本固有種。 

生存に対する脅威 ： 県内では林道建設や森林伐採・農用地の拡大・ダム建設による生息地が漸減している。また、生息
地の分断や孤立化、野性化したイヌやネコや外来種のマングースによる捕食などの影響と交通事故
等が大きな脅威と考えられる。 

特 記 事 項 ： 環境省編（2014年）ではランクが下げられたが、沖縄県内の生息状況はごく少数と考えられ、前回
と同様のランクとした。沖縄県指定天然記念物（1994年）。国内希少野生動植物種（1993年）。IUCN
カテゴリー：Vulnerable (VU)。 

原   記   載  ： Hartert, 1916. Bull. Brit. Orn. Club, 36: 64. (Amami-oshima). 
参 考 文 献 ： Brazil M. A. and H. Ikenaga, 1987. The Amami Woodcock Scolopax mira: it's identity andidentification. 

Forktail, 3: 3-16. 
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那覇, 21: 101-128. 

嵩原建二・久貝勝盛・瀬名波任, 1995. 久米島の鳥類について. “久米島総合調査報告書”, 沖縄県立
博物館, 那覇. 

 
執 筆 者 名 ： 嵩原建二 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： コシャクシギ 
分    類 ： チドリ目 シギ科 
学    名 ： Numenius minutus Gould, 1841 
英    名 ： Little Curlew 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠB類 (EN) 
 
形    態 ： 雌雄同色。頭上は黒褐色で、頭央線は淡褐色。眉斑は幅広く、淡黄褐色。嘴は黒色で短く、下に湾

曲し、下嘴基部はピンク色を呈する。背と翼上面は黒褐色で、羽縁は淡褐色。腰から尾上面は淡褐
色で、黒褐色の横縞がある。足は緑灰色。  

近似種との区別 ： チュウシャクシギの幼鳥によく似ていて、嘴も短く体型もよく似るが、本種のほうが嘴は短い。ま
た、嘴の湾曲具合はチュウシャクシギのほうがより大きい。 

分 布 の 概 要 ： 繁殖地はシベリア東部で、オーストラリアやニューギニアで越冬する。国内では春秋の渡り期に旅
鳥として通過する。県内でも同様に旅鳥として通過し、県内各地で記録が見られる。  

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 県内ではダイシャクシギやチュウシャクシギは旅鳥もしくは冬鳥として普通に渡
来し、数も多い。 

生 態 的 特 徴 ： 春と秋の渡り期に通過するだけであるが、海岸近くの草たけの低い草原や牧草地、埋め立て地、海
岸近くの水田、休耕地などに立ち寄り、昆虫類などを餌として利用する。他に液果や植物種子など
も利用することが指摘されている。 

生息地の条件  ： 海岸近くの草丈の低い草原、牧草地、埋め立て地、海岸近くの水田、休耕地など。 
現在の生息状況 ： 大東諸島を除く県内各地に数少ない旅鳥として渡来する。大東諸島では迷鳥とされている。 
学術的意義・評価 ： 数少ない渡来種で、本種の渡りを考える上で重要である。 
生存に対する脅威 ： 渡り期には海岸近くの草丈の低い草原、牧草地、埋め立て地、水田などを利用しているが、こうし

た環境の諸々の造成や宅地化等で適した環境は減少傾向にあるものと思われる。 
特 記 事 項 ： 数少ない旅鳥としての渡来種であるが、数が少なく、中継地としての本県でも保護を図る必要があ

り、環境省レッドリスト 2014 のカテゴリーに準拠した。宮古島市自然環境保全条例保全種（2005
年）。IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 

参 考 文 献 ： 藤井  幹, 2014. コシャクシギ. レッドデータブック 2014—日本の絶滅のおそれのある野生生物−2
鳥類. 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編, ぎょうせい, 東京, 106-107. 

日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
 

執 筆 者 名 ： 嵩原建二 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： リュウキュウツミ 
分    類 ： タカ目 タカ科 
学    名 ： Accipiter gularis iwasakii Mishima, 1962 
英    名 ： Ryukyu Sparrow Hawk 
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カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠB類 (EN) 
 
形    態 ： 全長雄26 cm、雌30 cm。形態的には亜種ツミ A. g.gularis とほとんど変わらないが、ツミに比べ翼

長が短く、風切羽の長さに相違があることが指摘されている。また、雄の虹彩が橙黄色で、体下面
は細かな橙褐色の横縞となることが多いとされている。飛翔時、初列風切の突出は5枚。 

近似種との区別 ： ハイタカはやや大きく尾羽は長めで、飛翔時の初列風切の突出は6枚。アカハラダカのアイリング
は目立たない。本種成鳥は翼下面の翼端が黒色で、下雨覆は無斑。初列風切の突出は4枚。 

分 布 の 概 要 ： 八重山諸島の特産亜種であり、日本固有亜種。亜種ツミのように渡りはしない。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： アカハラダカは秋期に通過する旅鳥。ハイタカは冬期に飛来する数少ない冬鳥で、

農耕地周辺で見られることが多い。亜種ツミは冬期に渡ってくることが知られているが、野外識別
には困難さがある。 

生 態 的 特 徴 ： 生態的にはツミとほぼ同じと考えられている。平地から山地の森林に生息する。マツやホルトノキ
など高い木立に皿形の巣を造り、2～5卵を産卵するとされている。主に小鳥類を捕食するが、昆虫
や小型ほ乳類なども食べる。 

生 息地 の条 件： まとまった広葉樹林が不可欠。 
現在の生息状況 ： 八重山諸島の石垣島、西表島、小浜島、与那国島に留鳥として分布している。  
学術的意義・評価 ： 島嶼である八重山諸島に特産する亜種として、その分布や適応を考える上で重要。 
生存に対する脅威 ： 農耕地造成やリゾート開発等による森林伐採は生息地を減少させる要因になる可能性がある。 
特 記 事 項 ： 本書では日本鳥学会編（2012）に準拠して、八重山諸島産のツミを亜種リュウキュウツミ A. g. 

iwasakii として掲載した。沖縄島に留鳥として生息するツミ A. g.gularis は、本土に生息するツミと
同じ亜種とされている（日本鳥学会編, 2012）が、リュウキュウツミと分類すべきである可能性も
指摘されている。また、一部秋期に渡り個体も見られるため、今後分類学的な検討やさらなる生息
調査等が望まれる。IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)＊  ＊IUCNは種として評価。本県改訂は亜
種リュウキュウツミを選定している。なお、本亜種は宮古島市自然環境保全条例の保全種(2005)で
あるが、今回の改訂において本亜種は八重山諸島の留鳥個体群とした。 

原   記   載  ： Mishima, 1962. Tori, 17(79/80): 219-221. (Ishigaki I., S. Ryukyus.). 
参 考 文 献 ： 環境庁編, 1991. 日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータブック－ 脊椎動物編. 日本

野生生物研究センター, 東京. 
金井  裕, 2014. リュウキュウツミ. レッドデータブック 2014—日本の絶滅のおそれのある野生生
物−2鳥類. 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編, ぎょうせい, 東京,90-91. 

黒田長禮, 1980. 新版鳥類原色大図説. 講談社, 東京. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
日本鳥類保護連盟編, 1988. 鳥 630図鑑. 日本鳥類保護連盟. 
沖縄野鳥研究会編, 1993. 改訂沖縄県の野鳥. 沖縄出版, 浦添. 
沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. リュウキュウツミ. “沖縄県の絶滅のおそれのある野
生生物 －レッドデータおきなわ－”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 那覇, 318. より引用。 

沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 2005. リュウキュウツミ. “改訂・沖縄県の絶滅のおそれの
ある野生生物 －レッドデータおきなわ－”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 那覇, 80-81. 

嵩原建二, 2004. 小浜島のおける鳥類の記録について.小浜島総合調査報告書.沖縄県立博物
館.35-59. 

嵩原建二・細川太郎・村田尚史・具志堅ひな子・山本英康, 2014. 沖縄本島北部（名護市）におけ
るサシバButasatur indicus を含むワシタカ類の飛来状況について.やんばる学研究会会誌（3）：
80-87. 

山階芳麿, 1980. 日本の鳥類とその生態. 梓書房, 東京. 
 

執 筆 者 名 ： 嵩原建二 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： オリイコゲラ 
分    類 ： キツツキ目 キツツキ科 
学    名 ： Dendrocopos kizuki orii (Kuroda, 1923) 
英    名 ： Japanese Pygmy Woodpecker 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 全長約15 cm。国内に生息するキツツキ類では最も小さい。頭頂から体の上面は黒褐色で、背と翼

には白い横斑がある。下面は汚れたような白色で、頬にかけてと顎線は黒褐色、胸側面から脇に褐
色の縦斑がある。雄の後頭部には赤い斑があるが、なわばり争いで興奮したときや風に吹かれるな
どして羽毛が逆立つ状態にならないと野外での観察は難しい。沖縄諸島に生息する亜種リュウキュ
ウコゲラ D. k. nigrescens に似るが、上面はリュウキュウコゲラより黒っぽい。 

近似種との区別 ： 本亜種の分布する西表島と石垣島には他のキツツキ類が生息しないため識別は容易である。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： コゲラは東アジアの一部だけに分布する種だが、日本では9亜種に区分され、全

国的に留鳥として生息する。本亜種は最も南に位置するコゲラの亜種で、沖縄固有亜種である。分
布域は極めて局所的でああり、これまで西表島のみに生息するとされてきたが、最近石垣島でも確
認されている（嵩原ほか 未発表）。なお、西表島でも本亜種の目撃例が少ないので、今後分布や個
体数をなどの調査が必要である。 

生 態 的 特 徴 ： 雑食性だが、主に昆虫類やクモなどの動物質の物を食べる。繁殖のための巣穴は毎年掘り、入り口
の直径約3 cm、深さ約15 cmで、生きた木の枯れ枝や、立ち枯れ木に作られる。常緑広葉樹林に生
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息する。 
生息地の条件  ： コゲラは体長に対して広い行動圏を持ち森林性が強いことから、まとまった森林を維持する必要が

ある。 
学術的意義・評価 ： 日本産コゲラの9亜種のうち最も南に生息する亜種であり、コゲラの亜種分化を考える上で重要で

あると考えられている。 
生存に対する脅威 ： 森林伐採、農地造成、ダム建設等の開発による生息地となる森林地域の減少。 
特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)＊  ＊IUCNでは本種をpidoides属に分類し、種として評価し

ている。本県改訂は種コゲラの亜種オリイコゲラを選定している。 
原   記   載  ： Kuroda, 1923. Yungipicus kizuki orii, subsp. nov. Bull. Brit. Or. Cl. 43: 109 (Sonai, Iriomote Is.) 
参 考 文 献 ： 石田  健, 1993. 日本全国のコゲラを比べる. BIRDER, 7巻第 4号, 文一総合出版, 東京. 

日本鳥類目録編集委員会編, 2000. 日本鳥類目録 改訂第6版. 日本鳥学会, 帯広, 345pp. 
沖縄野鳥研究会編, 1986. 沖縄県の野鳥, 沖縄野鳥研究会. 
沖縄野鳥研究会編, 1993. 改訂沖縄県の野鳥. 沖縄出版, 浦添. 
沖縄野鳥研究会編, 2002. 沖縄の野鳥. 新報出版, 那覇, 335pp. 
嵩原建二・岡村麻生・比嘉邦昭・山崎仁也, 2014.西表島の鳥類について. 沖縄県立博物館・美術
館紀要, 7: 15-35. 

 
執 筆 者 名 ： 小高信彦＊・嵩原建二(追補)  ＊前回改訂版 (2005) における小高による記載内容を一部見直した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ホントウアカヒゲ 
分    類 ： スズメ目 ヒタキ科 
学    名 ： Luscinia komadori namiyei (Stejneger, 1887) 
英    名 ： Ryukyu Robin 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)  
 
形    態 ： 背面は赤橙色、腹部は灰白色で、雄の顔から胸にかけて黒色。全長約14 cm。 
近似種との区別 ： 基亜種アカヒゲ L. k. komadori の羽色は全体に明るく、雄の上嘴付け根から額にかけての黒色部が

太く、脇に黒色部があることでホントウアカヒゲと区別ができる。基亜種と比較してホントウアカ
ヒゲの翼は丸みを帯びている。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島北部の常緑広葉樹林を中心に唯一の個体群が確認されている。慶良間諸島では種アカヒゲの
記録があるが、亜種ホントウアカヒゲの確実な生息確認はない。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 奄美群島以北で繁殖する基亜種アカヒゲが渡り時に沖縄諸島を通過し、先島諸島
で越冬する。 

生 態 的 特 徴 ： 常緑広葉樹林を中心に生息する。林内の地上や樹上で主にミミズなどの環形動物や小形節足動物等
を採食する。3月頃が番い形成期、木の根元や樹洞、岩棚などに営巣し、1腹卵数は2～4卵が多い。
年に複数回繁殖する場合もある。 

生息地の条件  ： イタジイ（スダジイ）やタブノキなどの生育する常緑広葉樹林などの暗い森を主要な生息地とする
が、人里近くの森林にも生息する。地上付近に営巣し、採餌も主に地上付近で行うことから、フイ
リマングース（以下、マングース）やノネコなどの外来捕食者の影響を受けると考えられ。老齢な
常緑広葉樹林の維持育成と外来捕食者対策を行い、地上の安全な採餌環境を維持することが本種の
生息地としての重要な条件と考えられる。 

現在の生息状況 ： マングースの分布拡大に伴い、本亜種の繁殖分布の縮小傾向がみられ、かつての生息地である名護
岳付近で生息が確認されなくなった。近年、大宜味村塩屋（Ｓ）－東村平良（Ｔ）ライン以北では、
マングースの捕獲数が最も多かった2007年前後と比較して本亜種の分布域の回復傾向がみられ、沖
縄県及び環境省の実施するマングースの対策事業の効果がその一つの要因と考えられる。 

学術的意義・評価 ： 最近行われた分子系統学的研究では、本亜種と基亜種アカヒゲには大きな遺伝的分岐が起きている
ことが明らかとなり、今後、両亜種を独立種として分類する可能性がある。 

生存に対する脅威 ： 沖縄島北部の常緑広葉樹林に分布が限定され、唯一の生息地にマングースやノネコが侵入、これら
の外来捕食者の消化管内容物から本亜種の羽毛が検出されている。沖縄県および環境省によるマン
グースの対策事業や、国頭村、大宜味村、東村におけるネコの適正使用に関する条例の効果が期待
される。 

特 記 事 項 ： 国指定天然記念物（1970年）。国内希少野生動植物種（1993年）。主要な生息地となる沖縄島北部の
常緑広葉樹林の一部が2016年に、やんばる国立公園に指定された。 
2012年に発行された日本鳥類目録第7版で、本亜種の分類はツグミ科からヒタキ科に、属名は
Erithacus から Lusciniaに変更された。IUCN カテゴリー：Near Threatened (NT)＊  ＊IUCNは本県改
訂の亜種ホントウアカヒゲを独立種 Larvivora namiyei と分類して評価。 

原   記   載  ： Stejneger, 1887, Proc. U. S. nat. Mus., 9: 644. (Okinawa, central Ryukyus). 
参 考 文 献 ： 環境庁，1981. 昭和55年度特殊鳥類調査報告書. 環境庁編, 環境庁, 東京, 131pp. 

環境省那覇自然環境事務所編, 20016. 平成 27年度沖縄島北部地域マングース防除事業報告書. 南
西環境研究所, 那覇, 306pp. 

小高信彦・久高将和・嵩原建二・佐藤大樹, 2009. 沖縄島北部やんばる地域における森林性動物の
地上利用パターンとジャワマングースHerpestes javanicusの侵入に対する脆弱性について. 
日本鳥学会誌, 58: 28-45. 

宮城邦治・樋口広芳, 1990. 沖縄県北部地域におけるアカヒゲの繁殖生態. 平成元年度特殊鳥類調
査, pp. 1-23. 環境庁, 東京. 

日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
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日本野鳥の会やんばる支部, 1997. 沖縄島北部における貴重動物と移入動物の生息状況及び移入動
物による貴重動物への影響報告書. 日本野鳥の会やんばる支部, 国頭村. 86pp. 
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執 筆 者 名 ： 金城道男＊・小高信彦  ＊前回改訂版 (2005) における金城による記載内容を一部見直した。 
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和    名 ： リュウキュウキビタキ 
分    類 ： スズメ目 ヒタキ科 
学    名 ： Ficedula narcissina owstoni (Bangs, 1901) 
英    名 ： Owston's Narcissus Flycatcher 
カ テ ゴ リ ー ： 絶絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 全長約25 cm。雄の上面は翼と尾も含めおおむね黒色で黄色の眉斑があり腰と上尾筒も黄色である。

翼には大きな白斑がある。喉から腹は橙色から黄色をしている。雌は上面すべてオリーブ褐色、下
面は汚白色である。 

近似種との区別 ： 基亜種キビタキ F. n. narcissina に似るが、少し小型で背面は著しくオリーブ色に富み、喉及び上胸
は一般にキビタキのほうがあざやかな橙黄色である。また本亜種の雄は背中の白色部がキビタキに
比べて大きい。 

分 布 の 概 要 ： 本書は日本鳥学会編（2012）に準じて、県内で留鳥として生息する亜種をリュウキュウキビタキと
して扱った。本亜種の生息地とされている沖縄島北部では花輪ら（1989）、比嘉 （1993）、嵩原（1993）
などによって小数ながら確認記録が見られる。その出現地はまとまった森林地域と一致しているの
で森林依存性は高いものと思われる。最近、名護市内での生息も確認され（嵩原2003）、森林の回
復傾向とリンクするように生息分布が広がり、名護市は沖縄島における南限的な生息地となってい
る。また、八重山諸島の西表島や石垣島、小浜島での観察記録がある（八重山野鳥の会, 1984・嵩
原, 2004）。さらに宮古島でも繁殖分布している（砂川, 2001）。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 種キビタキはカラフト、日本、中国南部、南千島などで繁殖し3亜種に分類され
ている。基亜種 F. n. narcissinaはカラフト、北海道、本州、四国、九州に夏鳥として繁殖しインド
シナ、海南島、ボルネオ、フィリピンなどに渡り越冬する。県内でも旅鳥として南下する個体がし
ばしば観察される。 

生 態 的 特 徴 ： 生態的には基亜種キビタキに類似すると思われるが、渡りを行わず留鳥である。森林に生息し樹洞
等を使って繁殖する。安座間ら（1988）は本亜種が冬季の小鳥類の混群中で見いだされることを指
摘している。 

生 息地 の条 件： 採餌場所や休息地となるまとまった低地や山地の広葉樹林帯が必要である。また営巣するためには
樹洞をもつような大径木が数多く出現する林齢のすすんだ森林も不可欠である。 

学術的意義・評価 ： 日本鳥学会編（2012）に準ずると、国内におけるキビタキの1亜種であり、南西諸島特産亜種であ
る。なお、Brazil (2009)は本亜種を琉球列島の「固有種」として扱っており、これに従うと琉球列島
特産種となる。 

生存に対する脅威 ： 森林伐採、農地造成、ダム建設等の開発による生息地となる森林地域の漸減。 
特 記 事 項 ： 最近の遺伝的研究（DNAバーコーディング）では本亜種は基亜種であるキビタキとは遺伝的に大き

く異なることが解明され、将来的に独立種となる可能性が指摘されている（西海, 2014）。IUCN カ
テゴリー：Least Concern (LC)＊  ＊IUCNは亜種リュウキュウキビタキを独立種 Ficedula owstoni と
分類して評価。 

原   記   載  ： Bangs, 1901. Bull. Mus. comp. Zool., 36: 265. (isjigakijima, south Ryukyus). 
参 考 文 献 ： 安座間安史・嵩原建二・島袋徳正, 1988. 特殊鳥類等生息調査及びノグチゲラの営巣木調査. “特

殊鳥類等生息環境調査Ⅱ”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 那覇, 99-122. 
比嘉邦昭, 1993. 沖縄島北部地域（国頭村・大宜味村・東村）の特殊鳥類の生息分布調査. “特殊
鳥類等生息環境調査Ⅵ”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 那覇, 93-130. 

環境庁編, 1991. 日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータブック－ 脊椎動物編. 日本
野生生物研究センター, 東京. 
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Mark A. Brazil, 1991. The Birds of Japan, Christopher Helm and A & C Black, London. 
Mark Brazil, 2009.Birds of East Asia,China,Taiwan,Korea,Japan and Russia.Princeton University 

Press.528pp. 
宮古野鳥の会編,2014.宮古野鳥の会40周年記念誌.106pp. 
西海  功, 2014.増えたり減ったり、日本の固有種の今昔.BIDER 28（08）：4-5 
日本鳥学会編, 1974. 日本鳥類目録 改訂第5版. 学習研究社, 東京, 120pp. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. リュウキュウキビタキ. “沖縄県の絶滅のおそれのあ
る野生生物 －レッドデータおきなわ－”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 那覇, 313-314. 

沖縄野鳥研究会編, 1986. 沖縄県の野鳥. 沖縄野鳥研究会. 
沖縄野鳥研究会編, 1993. 改訂沖縄県の野鳥. 沖縄出版, 浦添. 
砂川栄喜, 2001.きらめく生命,宮古諸島の鳥類.ニライ社.111pp. 
砂川栄喜, 2011.沖縄宮古の野鳥,亜熱帯の水辺.ボーダーインク.那覇.238pp. 
嵩原建二, 1993. 沖縄島北部地域（国頭村・大宜味村・東村）の鳥類について. “特殊鳥類等生息
環境調査Ⅵ”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 那覇, 59-92. 

嵩原建二, 2003. 名護市の鳥類.名護市天然記念物調査シリーズ第5集，名護市の自然. 名護市教
育委員会，157-198. 
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嵩原建二・平安山英義・大城亀信・細川太郎・新垣裕治, 2016. 名護市及び沖縄島における希少鳥
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 4 ) 絶滅危惧Ⅱ類(VU) 

 
 
和    名 ： ヒシクイ 
分    類 ： カモ目 カモ科  
学    名 ： Anser fabalis serrirostris Swinhoe, 1871 
英    名 ： Bean Goose 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)  
 
形    態 ： 全長80～90 cmの大型のガン。雌雄同色で頭部から頸にかけて暗褐色。嘴は黒褐色で先端近くに帯

状の橙褐色斑がある。上面は暗灰褐色で、羽縁は淡褐色。翼上面は暗褐色で、雨覆は灰色。胸から
脇は暗褐色で、下腹から下尾筒は白く、尾は黒褐色で上尾筒は白色。脚は橙色。  

近似種との区別 ： 類似する亜種オオヒシクイはより大きく、頸が長く、嘴も薄くて長い。 
分 布 の 概 要 ： ロシアのツンドラ地域で繁殖する亜種ヒシクイの内、カムチャツカ半島南部の群れが日本まで渡る

とされている。主に冬鳥として、北海道東部から道央、青森、秋田などを経て、宮城県化女沼まで
渡り、越冬する。県内では毎年のようにごく少数が南下し越冬する。 

生 態 的 特 徴 ： 夜間は湖沼などで過ごし、早朝にねぐらを飛び立ち、周辺の水田などでイネ科植物を採食する。沖
縄では水田やタイモ栽培地などでイネ科植物や収穫後の稲モミなどを餌にしている。  

生息地の条件  ： 冬場の越冬地となる水田やタイモ栽培地など。 
現在の生息状況 ： 毎年のようにごく少数が県内各地の水田やタイモ栽培地などで越冬する。 
学術的意義・評価 ： 県内における渡来数は少ないが、本種の渡りを考える上で重要である。 
生存に対する脅威 ： 冬場の越冬地となる水田やタイモ栽培地などの減少傾向は、餌場の確保に困難さをきたすおそれが

ある。国内では国指定の天然記念物として保護されている。しかしながら、繁殖地であるカムチャ
ツカ半島では、日本に渡るヒシクイの休猟区がカムチャツカ州により設定されていたが、最近解除
され、狩猟圧の影響が心配されている（呉地, 2014）。 

特 記 事 項 ： 数少ない冬鳥としての渡来種であるが、数が少なく、越冬地の一部としての本県でも保護を図る必
要があり、環境省レッドリスト2014のカテゴリーに準拠した。国指定天然記念物（1971年）。宮古
島市自然環境保全条例保全種（2005年）。IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)＊  ＊IUCNは種とし
て評価。本県改訂は種ヒシクイの亜種ヒシクイを選定している。 

参 考 文 献 ： 呉地正行, 2014. ヒシクイ. レッドデータブック2014—日本の絶滅のおそれのある野生生物−2鳥類. 
環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編, ぎょうせい, 東京, 146-147. 

日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
榛葉忠雄, 2016. 日本と北東アジアの野鳥.生態科学出版. 647pp. 
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和    名 ： ツクシガモ 
分    類 ： カモ目 カモ科 
学    名 ： Tadorna tadorna (Linnaeus, 1758) 
英    名 ： Common Shelduck 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)  
 
形    態 ： 全長62.5 cm。頭部は緑色で体は白色である。肩羽と胸から腹部を通る縦の線は黒く、胸部から背

中をとりまく線は栗色である。嘴は赤い。 
近似種との区別 ： マガモの雄は胸がブドウ色で嘴は黄色。ハシビロガモの雄は脇が茶褐色。カワアイサの雄は下面全

体が白色で嘴も細い。 
分 布 の 概 要 ： ヨーロッパから中国東北部にかけて繁殖し、日本では主に九州地方に渡来し越冬する。県内では数

少ない冬鳥もしくは迷鳥。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 近縁な種としてアカツクシガモ T. ferruginea がいるが、いずれも県内において

は数少ない冬鳥もしくは迷鳥であり、個体数が少ない。 
生 態 的 特 徴 ： 日本では繁殖しない。広い干潟にすむが海岸近くの水溜まりや水田等でも見られる。水辺のある土

手の穴等に巣をつくる。1巣の卵数は5～11個で抱卵日数は約1ヶ月である。 
生息地の条件  ： 主な生活の場所は湾内の干潟、河口部や湖沼である。 
現在の生息状況 ： 県内では数少ない冬鳥もしくは迷鳥として、ごく少数が水田や干潟、海岸などに飛来する。2016年

の冬期には沖縄島の海岸や湿地などで合計17個体が確認された。 
学術的意義・評価 ： 県内における渡来数は少ないが、本種の渡りを考える上で重要である。 
生存に対する脅威 ： 水田や干潟の減少によって渡来数が減少している。 
特 記 事 項 ： 冬鳥としての渡来種であるが、数が少なく、越冬地の一部として本県でも保護を図る必要があり、

環境省レッドリスト2014のカテゴリーに準拠した。なお、モニタリングサイト1000シギ・チドリ
類調査ニュースレター（環境省多様性センター・NPO法人バードリサーチ）による2015年冬季概要
によると、全サイトにおける最大個体数の合計は5,138個体となっている。 
宮古島市自然環境保全条例保全種（2005年）。IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 

原   記   載  ： Linnaeus, 1758. Syst. Nat., ed. 10, 1: 122. (Sweden). 
参 考 文 献 ： 環境庁編, 1991. 日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータブック－ 脊椎動物編. 日本

野生生物研究センター, 東京. 
環境省編, 2002. ツクシガモ. “改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータブッ
ク－ 2 鳥類”, 自然環境研究センター, 東京, 94. 

藤井 幹, 2014. ツクシガモ. レッドデータブック2014—日本の絶滅のおそれのある野生生物−2鳥
類. 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編, ぎょうせい, 東京, 148-149. 

小林桂助, 1983. 原色日本鳥類図鑑. 保育社, 大阪, 85-86. 
日本鳥学会編, 1974. 日本鳥類目録 改訂第5版. 学習研究社, 東京, 17. 
日本鳥類目録編集委員会編, 2000. 日本鳥類目録 改訂第6版. 日本鳥学会, 帯広, 345pp. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. ツクシガモ. “沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 
−レッドデータおきなわ−”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 沖縄, 304. 

沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. ツクシガモ. “沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 
−レッドデータおきなわ−”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 沖縄. 

沖縄野鳥研究会編, 2002. 沖縄の野鳥. 新報出版, 那覇, 335pp. 
高野伸二, 1982. 日本産鳥類図鑑. 東海大学出版会, 東京, 220. 
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和    名 ： シラオネッタイチョウ 
分    類 ： ネッタイチョウ目 ネッタイチョウ科 
学    名 ： Phaethon lepturus dorotheae Mathews, 1913 
英     名 ： White-tailed Tropic Bird 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 細長い吹流しのような中央尾羽は白色で、嘴は黄色である。 
近似種との区別 ： アカオネッタイチョウに似ているが尾と嘴の色で識別できる。 
分 布 の 概 要 ： 熱帯から亜熱帯海域に広く分布する。沖縄県では八重山諸島仲ノ神島周辺に、夏季、稀に飛来する。 
生 態 的 特 徴 ： 巣は岩の隙間、時に木の洞にも営巣する。一腹卵数は1、抱卵日数は40～42日、70～85日の育雛期

間を経て巣立つ。食性は主にトビウオ等の魚類とアカイカ科のイカ類等。 
生息地の条件  ： 遠隔地の小さな海洋性島嶼で繁殖し、近づきにくく離陸しやすい崖などに営巣する。 
現在の生息状況 ： 観察例はほとんどが1羽であり、アカオネッタイチョウよりはるかに飛来数は少ない。日本での繁

殖記録はない。 
特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)＊  ＊IUCNは種として評価。本県改訂は亜種シラオネッタイチ

ョウを選定している。 
原   記   載  ： Mathews, 1913. Austr. AV. Rec., 2 : 7 (Queensland). 
参 考 文 献 ： del Hoyo, J., Elliott, A. and Sargatal, J. (eds.), 1996. Handbook of the Birds of the World. Vol. 1. Ostrich to 
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Ducks. Lynx Edicions, Barcelona. 
河野裕美・安部直哉・真野  徹，1986．仲の神島の海鳥類．山階鳥類研究所研究報告，18(1): 1-27. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 

 
執 筆 者 名 ： 河野裕美・水谷 晃 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： カラスバト 
分    類 ： ハト目 ハト科 
学    名 ： Columba janthina janthina Temminck, 1830 
英    名 ： Japanese Wood Pigeon 
方  言  名 ： クルホート（読谷村）、フウバトウ（波照間島） 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)        環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 全長約40 cm。全身が黒色で、頭部や後頚部・頚部から胸にかけて紫や緑色がかる金属光沢がある。

嘴は暗青色、脚は暗赤色である。幼鳥は金属光沢が少なく下面が褐色を帯びている。 
近似種との区別 ： リュウキュウカラスバト C. jouyi は後頚に灰白色の三日月斑がある。オガサワラカラスバト C. 

versicolor は本種より大型で金属光沢が著しいとされる。なおリュウキュウカラスバトとオガサワラ
カラスバトはすでに絶滅したと考えられている。 

分 布 の 概 要 ： 主として伊豆諸島・千葉県から紀伊半島までの本州太平洋岸の海岸部とその付属島嶼・九州の海岸
部とその付属島嶼・隠岐・津島・屋久島・口之永良部島・薩南諸島・沖縄諸島に分布する。また佐
渡・四国・五島列島・男女群島・種子島からも記録がある。韓国南部の海岸部とその付属島嶼・済
州島・欝陵島にも分布するとされる。なお台湾でも迷鳥（渡り?）としての記録がみられる。県内で
は沖縄島・伊平屋島・久米島・渡名喜島・慶良間諸島に分布している。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 日本鳥学会編（2012）では、八重山諸島と宮古諸島に亜種ヨナクニカラスバトが
生息するとしている。また小笠原諸島にアカガシラカラスバトが生息している。 

生 態 的 特 徴 ： 本亜種は海岸近くや付属島嶼の広葉樹林と潅木林に生息し、本土の内陸部森林では見かけることが
ないとされる。食物はほとんど植物質でシイ・タブ・ツバキとそのほかの常緑広葉樹の堅果を好む。
繁殖期にはテリトリーをつくる。ほとんど森林の中にいるので姿を見ることは少ない。 
県内では低地の海岸林から山地の常緑広葉樹林帯およびリュウキュウマツと広葉樹の混交するよ
うなまとまった森林内で見られる。9 月頃から本種特有の ｢ウッウー、ウッウー｣ という鳴き声が
盛んにきかれるようになり繁殖期の様相を呈する。12月下旬に卵殻をくわえて捨て去る個体を目撃
したことがあるので冬期でも繁殖している。伊平屋島では冬季の1月に鳴き声が多く聞かれ、森林
上空を高く飛び回ったり、追尾する行動が見られ、繁殖期の様相が観察された。なお、1992 年 12
月から1993年 3月頃まで沖縄島北部の本部半島において最大で1,200～1,900羽の集団ねぐらが観
察されており、本種の生態を考える上で興味深い報告が見られる（安座間・原戸, 1993）。さらに、
海岸に集団で降りて塩類や小石類等の摂取を行う習性があることが知られている（渡久地ら, 1996）。 

生 息地 の条 件： 低地から山地にかけての常緑広葉樹林帯およびリュウキュウマツと広葉樹の混交する二次林などま
とまった森林が不可欠である。 

学術的意義・評価 ： カラスバト、ヨナクニカラスバト、アカガシラカラスバトの3亜種を含む種としてのカラスバトは、
基亜種であるカラスバトが韓国にも生息しており、日本では準特産種とされている。この種はオガ
サワラカラスバトを分化させたように起源的にも古い種とされている。類縁種はフィリピン産の
Columba vitiensis で、日本の鳥相の中でわずかなフィリピン系要素の一つであると考えられている。 

生存に対する脅威 ： 天然林の減少。また1腹 1卵とされ繁殖力が弱い。 
特 記 事 項 ： 国指定天然記念物（1971年）。宮古島市自然環境保全条例保全種（2005年）。IUCN カテゴリー：Near 

Threatened (NT)＊  ＊IUCNは種として評価。本県改訂は種カラスバトの基亜種カラスバトを選定して
いる。 

原   記   載  ： Temminck, 1830. Pl. Col., livr. 86, pl. 503. (Japan). 
参 考 文 献 ： 安座間安史・原戸鉄二郎, 1993. 本部町の鳥類相について（中間報告）, “本部町動植物総合調査

（動物調査中間報告）”, 本部町教育委員会, 本部町, 4-21. 
環境庁編, 1991. 日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータブック－ 脊椎動物編. 日本
野生生物研究センター, 東京. 

黒田長久編, 1984. 決定版生物大図鑑 鳥類. 世界文化社, 東京. 
Mark A. Brazil, 1991. The Birds of Japan. Christopher Helm and A & C Black, London. 
日本鳥学会編, 1974. 日本鳥類目録 改訂第5版. 学習研究社, 東京, 120pp. 
沖縄野鳥研究会編, 1986. 沖縄県の野鳥. 沖縄野鳥研究会. 
沖縄野鳥研究会編, 1993. 改訂沖縄県の野鳥. 沖縄出版, 浦添. 
沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. カラスバト. “沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 
－レッドデータおきなわ－”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 那覇, 310-311.  

沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 2005. カラスバト. “改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野
生生物 －レッドデータおきなわ－”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 那覇, 72-73. 

台灣野鳥資訊社・日本野鳥の会編, 1991. 台灣野鳥図鑑, 亞社図書有限公司, 台灣. 
渡久地豊・金城道男・市田豊子 1996. カラスバトColumba janthinの塩類摂取行動.STRIX （14）：
186-189. 

 
執 筆 者 名 ： 嵩原建二 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
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和    名 ： アホウドリ 
分    類 ： ミズナギトリ目 アホウドリ科 
学    名 ： Phoebastria albatrus (Pallus, 1769) 
英    名 ： Short-tailed albatross 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)   
 
形    態 ： 嘴は淡桃色である。幼鳥の体色は黒褐色だが成鳥では翼の先と尾の先が黒色で残りは白色である。

頭から後頚にかけて山吹色になる。成鳥羽になるまでに7～8年かかる。 
近似種との区別 ： アホウドリの幼鳥はクロアシアホウドリに似るが大きさと嘴の色が異なる。成鳥はコアホウドリに

似るが大きさと翼の色で区別できる。 
分 布 の 概 要 ： 伊豆諸島鳥島と尖閣諸島南小島に加えて、最近、北小島でも繁殖確認されるようになった。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 北太平洋にはアホウドリ、クロアシアホウドリ、コアホウドリの3種が繁殖分布

するが、沖縄県では前2種が繁殖し、コアホウドリは迷行例があるだけである。 
生 態 的 特 徴 ： 10月上旬に繁殖地の島に戻り10月下旬から11月半ばにかけて一卵産む。12月下旬から1月上旬に 

ふ化し、5月後半に巣立ち、島を渡去するといわれる。親鳥は幼鳥を残し、先に繁殖地から渡去す
る。 

生息地の条件  ： 尖閣諸島南小島では、1971年の生息再発見、1988年の繁殖再発見以来、人の近づくことのできない
高い断崖の中段にある狭い岩棚に営巣しているが、近年、同島頂上部の緩やかな斜面にも営巣する
ようになり、2001年12月には、新たに北小島の断崖上部の岩の露出した平坦地にも営巣するよう
になった。 

現在の生息状況 ： 伊豆諸島鳥島では、250番い以上が繁殖し、最近の巣立ち雛生産数も年150羽程度となり、個体数
は推定1,400羽とされている。尖閣諸島南小島では50～55番いが繁殖し、個体数は250羽程度と
推定されている。両繁殖地で個体数が増加傾向にあり、また繁殖分布域も拡大している。 

学術的意義・評価 ： アホウドリ類の中でもっとも数が少なく、世界的希少種である。また鳥島の繁殖早期に尖閣諸島か
ら飛来したと考えられる標識されていない若鳥が観察されること、また両島の個体群の越冬海域が
異なることを示唆する調査例や観察例が得られているなど、今後明らかにすべき学術的な意義は高
い。 

生存に対する脅威 ： 主要繁殖地の鳥島は火山島であり、南小島が非火山島であることは重要である。 
特 記 事 項 ： 国指定特別天然記念物（1965年）。国内希少野生動植物種（1993年）。IUCN カテゴリー：Vulnerable 

(VU)。 
原   記   載  ： Pallas, 1769, Spicil. Zool., 1(5) : 28. (Kamchatka). 
参 考 文 献 ： アホウドリ基金（代表 長谷川博），2002．鳥島、63年ぶりに噴火！ アホウドリへの影響は？ オキ

ノタユウ通信，（7）：1―12． 
Hasegawa, H., 1984. Status and conservation seabirds in Japan, with special attention to the Short―tailed 

Albatross. Status and Conservation of the World’s Seabirds, ICBP Technical Publication No.2, 473―500. 
長谷川 博, 1995．風にのれ！アホウドリ．フレーベル館，東京，104pp． 
長谷川 博, 1998．2．アホウドリ． 日本の希少な野生水生生物に関するデータブック”，水産庁
編，（社）日本水産資源保護協会，東京，392―293． 

池原貞雄・下謝名松栄，1971．尖閣列島の陸生動物．“尖閣列島学術調査報告書”，琉球大学編，
琉球大学，85- 140． 

百瀬邦和，2002．アホウドリ． 改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータブック
－2鳥類”，環境省編，自然環境研究センター，東京，134―135． 

日本鳥類目録編集委員会編, 2000. 日本鳥類目録 改訂第6版. 日本鳥学会, 帯広, 345pp. 
沖縄県環境保健部自然保護課（編），1996．アホウドリ． 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 －
レッドデータおきなわ－”，沖縄県環境保健部自然保護課，那覇，295． 

佐藤文男 2009. 鳥島初寝崎の新繁殖地でのアホウドリ繁殖つがい数の増加. 山階鳥類学雑誌, 
40(2)：139-143. 

参  考  資  料 ： 沖縄テレビ放送，2002．尖閣諸島南小島と北小島における2002年 2月 25日-27日及び5月 7日-8
日の素材映像． 

沖縄テレビ放送，2003．風にのって復活への離陸 尖閣諸島のアホウドリ．2003年 8月 17日放映． 
 

執 筆 者 名 ： 河野裕美・水谷 晃 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： オオミズナギドリ 
分    類 ： ミズナギドリ目 ミズナギドリ科 
学    名 ： Calonectris leucomelas (Temminck, 1836) 
英    名 ： Streaked Shearwater 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形     態： 体サイズは、高緯度よりも低緯度で繁殖する個体群の方が小さい傾向があり、また各個体群内の雄

は雌よりも大きい。嘴は淡青色を帯びた桃色、足は淡紫桃色。頭部は白色で頭頂に黒縦点がある。
背面は暗灰色で羽縁は白色。下面は翼下面を含めて白色。 

分 布 の 概 要 ： 主に日本で繁殖するミズナギドリで、北海道から沖縄まで繁殖地がある。県内では八重山諸島仲ノ
神島、尖閣諸島南小島と黄尾嶼で繁殖することが知られている。 

生 態 的 特 徴 ： 仲ノ神島では、3月に周辺海域に渡来し、巣穴の掘削や修復を開始する。6月に1卵を産下、8月に
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孵化する。抱卵日数は50～55日とされている。成鳥は育雛期間を経て10月中旬までに幼鳥を残し
て先立って渡去する。幼鳥も11月上旬までに巣立ちし、仲ノ神島周辺海域から渡去する。 

生息地の条件  ： 一般に、樹木や潅木のある温帯森林性島嶼で繁殖する。仲ノ神島では矮性化したガジュマル以外の
樹木はなく、主に草地の土壌層に巣穴を掘って繁殖する。ガジュマル群落の下床や海岸転石帯の岩
の累積した隙間に露出して直接営巣産下する個体もいる。 

現在の生息状況 ： 仲ノ神島ではほぼ全域で営巣するが、平地や斜面では巣穴密度が局所的に高い。巣穴密度と利用率、
面積をもとに、同島の繁殖成鳥数は約5,600羽と推定されている。尖閣諸島における近年の記録は
ない。 

学術的意義・評価 ： 仲ノ神島は最南端の繁殖地であり、体サイズは温帯で繁殖する個体群よりも顕著に小さい。亜熱帯
海洋環境での本種の適応を知る上で、学術的意義は高い。 

 
仲ノ神島におけるオオミズナギドリの計測値．Yamamoto et al. 2015 より改変． 

  体重（ｇ) 露出嘴峰長（㎜） 自然翼長（㎜） フショ長（㎜） 
雄 
(n=43) 516±54 (410-632) 48.4±1.5 (44.8-52.9) 299±8 (273-323) 50.4±1.4 (47.6-54.1) 

雌 
(n=46) 443±56 (348-680) 44.4±1.4 (41.1-47.3) 290±7 (271-303) 47.3±1.3 (45.4-50.1) 

 
生存に対する脅威 ： 仲ノ神島は国の天然記念物に指定され、上陸が制限されているため、人為的撹乱等からは守られて

いる。同島にはサキシママダラやクマネズミが生息し、本種の卵を捕食することもあるが、現状で
は海鳥の繁殖に脅威を与えていると判断されるほどの観察例はない。台風等による裸地化や降雨が、
巣穴の崩壊と卵や雛の埋没をもたらすことがあり、年によっては大規模な巣穴崩壊に至ることも報
告されている。 

特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Near Threatened (NT)。 
原   記   載  ： Temminck, 1835. Pl. col., 99 : pl. 587 (Japan). 
参 考 文 献 ： 池原貞夫・下謝名松栄, 1971．尖閣列島の陸生動物．“尖閣列島学術調査報告書”，琉球大学編，

琉球大学，pp.85-140． 
河野裕美・安部直哉・真野  徹，1986．仲の神島の海鳥類．山階鳥類研究所研究報告，18(1):1-27. 
河野裕美・長谷川英男・子安和弘，1995．仲ノ神島海鳥繁殖地に棲息する野生ネズミの消化管内容
物と寄生ぜん虫．沖縄島嶼研究，(13):29-39. 

河野裕美・水谷 晃，2016．八重山諸島仲ノ神島．月刊海洋，48 (9): 421-425. 
Kohno, H. and Ota, H., 1991. Reptiles in a seabird colony : herpetofauna of Nakanokamishima Island of the 

Yaeyama Group, Ryukyu Archipelago. Island Studies in Okinawa, (9) : 73―89. 
倉田 篤，1966．八重山群島西表島の鳥類．山階鳥類研究所研究報告，4(5): 90-102. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
高良鉄夫，1969．尖閣列島の海鳥について．琉球大学農学部学術報告，(16): -13. 
高良鉄夫，1970．琉球中ノ神島の海鳥．山階鳥類研究所研究報告，6(1/2): 188-194． 
山本誉士・河野裕美・水谷 晃・依田 憲, 2015. 仲ノ神島におけるオオミズナギドリの巣穴構造
と繁殖個体数推定. 山階鳥学誌, 46: 67-81. 

Yamamoto, T., Kohno, H., Mizutani, A., Yoda, K., Matsumoto, S., Kawabe, R., Watanabe, S., Oka, N., Sato, 
K., Yamamoto, M., Sugawa, H., Karino, K., Shiomi, K., Yonehara, Y., Takahashi, A., 2016. Geographical 
variation in body size of a pelagic seabird, the streaked shearwater Calonectris leucomelas.  J. 
Biogeography, 43: 801-808.   

 
執 筆 者 名 ： 河野裕美・水谷 晃 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ミゾゴイ 
分    類 ： ペリカン目 サギ科 
学    名 ： Gorsachius goisagi (Temminck, 1836) 
英    名 ： Japanese Night Heron 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
   
形    態 ： 全長約50 cm。雌雄同色。頭部から頸、側胸、上面は赤褐色で、頭上は暗赤褐色。後頭に短い冠羽

がある。虹彩は橙黄色で、目の周囲と目先は水色。嘴は太く短め。前頸から胸は淡黄褐色で、喉か
ら下面には暗褐色の縦斑がある。脚は緑黄色。翼上面の雨覆は赤褐色で、風切は黒褐色。翼先端は
赤褐色で外側初列風切の先端に小さな白斑がある。 

近似種との区別 ： 近縁のズグロミゾゴイ成鳥の上面はより赤色味が強く、眼の周囲と目先は青色で、頭部に黒い冠羽
がある。 

分 布 の 概 要 ： 繁殖地として知られているのは日本のみで、本州、九州、四国、伊豆諸島などで夏鳥として繁殖す
る。台湾や済州島でも各1例ずつ繁殖記録があるという。冬期にはフィリピンや中国南部、沖縄や
台湾などで越冬するとされる。 

生 態 的 特 徴 ： 繁殖地では夏鳥として渡来し、平地から低山帯の暗い林に好んで生息し繁殖する。サワガニやミミ
ズ、昆虫類、魚類、陸産貝類などを餌にし、夜間採食性がある。大木の地上から7～20 mの横枝に
キジバトの巣のような皿形の巣を造り、3～4個の汚白色無斑の卵を産む。抱卵期間は20～27日で
孵化し、その後約35日親に育てられ、巣立ちする。9～11月頃には越冬地に移動する。 

生息地の条件  ： うっそうとした暗い森林地域および餌場となる河川や池沼、湿地などの環境。 
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現在の生息状況 ： 県内各地にごく少数が旅鳥として通過、もしくはその一部が越冬しているものと思われる。うっそ
うとした森林地域の林道沿いで見られることが多いが、市街地のまとまった森林のある公園や農耕
地近くの墓地林などでも見られることがある。また。通過の際に落鳥し保護される個体も県内各地
でしばしば見られる。 

学術的意義・評価 ： 日本だけで繁殖する種として重要である。 
生存に対する脅威 ： 休息地となる森林部の人為的開発による森林伐採や餌場となる河川、湿地、池沼などの改変、改修。

河川や湿地、林道沿いなど餌場となる環境での除草剤の使用。 
特 記 事 項 ： 数少ない旅鳥や冬鳥としての渡来種であるが、数が少なく、中継地および越冬地の一部としての本

県でも保護を図る必要があり、環境省レッドリスト 2014 のカテゴリーに準拠した。宮古島市自然
環境保全条例保全種（2005年）。IUCN カテゴリー：Endangered (EN)。 

参 考 文 献 ： 川上和人, 2014. ミゾゴイ. レッドデータブック2014—日本の絶滅のおそれのある野生生物−2鳥類. 
環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編, ぎょうせい, 東京, 140-141. 

環境省編 2016. ミゾゴイの保護の進め方. 自然環境局 野生生物課, 35pp. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
榛葉忠雄 2016. 日本と北東アジアの野鳥.生態科学出版. 647pp. 
 

執 筆 者 名 ： 嵩原建二 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ズグロミゾゴイ 
分    類 ： ペリカン目 サギ科 
学    名 ： Gorsachius melanolophus (Raffles, 1822) 
英    名 ： Malayan Night Heron 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)  
 
形    態 ： 全長約47㎝。成鳥は上面全体が赤褐色、下面は淡褐色で黒色の縦斑がある。頭頂部は黒く後頭に冠

羽を持つ。幼鳥は全体に白色と黒色の斑紋が散在し、赤みはない。 
近似種との区別 ： ミゾゴイは上面の赤みが少なく頭は暗赤褐色で黒くはない。冠羽が目立たない。嘴は短く、下面の

縦斑が濃く明瞭であるなどの相違点がある。 
分 布 の 概 要 ： インド、スリランカ、タイ、南中国、スンダ諸島、ボルネオ、フィリピンなどに分布。国内では宮

古諸島と八重山諸島（石垣島、竹富島、小浜島、黒島、西表島、与那国島）でも留鳥として生息し
ている。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ミゾゴイは少数が冬鳥や旅鳥として記録されている。 
生 態 的 特 徴 ： 森林だけでなく校庭や民家の庭などにも現れ、池の魚やミミズ類を捕食している様子が観察される。

森林の沢に面した樹上で繁殖している。 
生息地の条件  ： 繁殖のための鬱蒼と茂った森林、湿地、草原など多様な自然環境。 
現在の生息状況 ： 日本国内ではこれまで八重山諸島（石垣島、小浜島、黒島、西表島、与那国島）にのみ留鳥として

生息しているとされていたが、最近宮古諸島の宮古島や伊良部島、多良間島でも留鳥として生息確
認がされている。また、新城島（上地島）にも生息している。しかしながら、個体数は少ないもの
と思われる。 

学術的意義・評価 ： 東洋区系の鳥類で、国内北限の個体群として重要である。 
生存に対する脅威 ： 森林開発等での森林伐採など生息環境の悪化が懸念される。 
特 記 事 項 ： 2月頃から早朝ボォー、ボォーと低い声で鳴き、生息がわかる。宮古島市自然環境保全条例保全種

（2005年）。IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原   記   載  ： Raffles, 1822. Trans. Linn. Soc., London, 13: 326. (W. Sumatra). 
参 考 文 献 ： 環境省編, 2002. ズグロミゾゴイ. “改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータブ

ック－ 2 鳥類”,自然環境研究センター, 東京, 228-229. 
川上和人,2014.レッドデータブック2014—日本の絶滅のおそれのある野生生物−2鳥類. 環境省自然
環境局野生生物課希少種保全推進室編,  ぎょうせい, 東京, 142-143. 

五百沢日丸他, 2000. 日本の鳥550 水辺の鳥. 文一総合出版. 
真木広造・大西敏一, 2000. 日本の鳥590. 平凡社. 
宮古野鳥の会編,2014. 宮古野鳥の会40周年記念誌.106pp. 
日本鳥類目録編集委員会編, 2000. 日本鳥類目録 改訂第6版. 日本鳥学会, 帯広, 345pp. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. ズグロミゾゴイ. “沖縄県の絶滅のおそれのある野生
生物 －レッドデータおきなわ－”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 那覇, 303. 

沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 2005. ズグロミゾゴイ. “改訂・沖縄県の絶滅のおそれのあ
る野生生物 －レッドデータおきなわ－”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 那覇, p. 63. 

沖縄野鳥研究会編, 1993. 改訂沖縄県の野鳥. 沖縄出版, 浦添. 
嵩原建二, 2008. 第3章宮古諸島の鳥類研究史と鳥類相.宮古の自然と文化第2集-ミラクルに輝く
八の島.ボーダーインク, 那覇, 45-55. 

砂川栄喜, 2011. 沖縄宮古諸島の野鳥（亜熱帯の水辺・山野の野鳥）. ボーダーインク.那覇. 
238pp. 

宇山大樹, 2011．野鳥の記録与那国島（2002 年 3月～2007 年 1 月の 678 日間の観察記録）. 文一
総合出版, 223pp. 

山階芳麿, 1980. 復刻版 日本の鳥類とその生態 第2巻. 梓書房, 東京. 
 

執 筆 者 名 ： 庄山 守＊・嵩原建二(追補)  ＊前回改訂版 (2005) における庄山による記載内容を一部見直した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
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和    名 ： ムラサキサギ 
分    類 ： ペリカン目 サギ科 
学    名 ： Ardea purpurea manilensis Meyen, 1834 
英    名 ： Purple Heron 
方  言  名 ： サヤー 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 全長約79㎝。大型のサギ類で嘴と頸は細長い。成鳥は繁殖羽では頭部から頸にかけて茶色で、頭上

は青色味のある黒色。後頭には細長い黒い冠羽が2本ある。喉は白色で上面は灰黒色。嘴は橙赤色
で、虹彩と眼先は黄色。頬から側胸にかけて太い黒色の縦斑がある。背には青灰色と褐色のかざり
羽がある。風切の殆どが灰黒色で、初列雨覆は黒く、その他の雨覆は灰褐色。幼鳥は全体が淡褐色
で頸の黒色部や冠羽がない。 

近似種との区別 ： アオサギはやや大きく、全体的に白っぽい。飛翔時の雨覆と風切羽のコントラストが鮮明である。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄県内では、以前は八重山諸島の西表島では留鳥とされていたが、最近、宮古諸島の池間島（湿

原）で2巣繁殖し、隣接する宮古島でも普通に見られるようになった。おそらく、宮古島でも繁殖
している可能性がある。沖縄諸島や大東諸島では迷鳥であり、沖縄島以北でも迷鳥として全国的に
記録がある。 

生 態 的 特 徴 ： 河川や水田、湿地、牧草地、農耕地など開けた環境で餌を採ることが多い。日本ではアオサギのよ
うに繁殖コロニーを作らない。水田や湿地などで水性昆虫類、甲殻類、カエル、魚類などを捕食す
る。時には小型鳥類を捕食することもある。淡い青緑色の卵を1腹 4～5個産み、雌雄で約25日抱
卵、約3週間の育雛の後、雛は巣立つとされる。 

生息地の条件  ： 人が近づけないような池沼等に面した森林。広い湿地などの餌場。 
現在の生息状況 ： 日本鳥学会編（2012）では、沖縄諸島（沖縄島・伊平屋島・渡嘉敷島・久米島）、宮古・八重山諸島

（宮古島・石垣島・小浜島・与那国島）は冬鳥とされ、大東諸島は迷鳥としている。また、留鳥と
して繁殖している地域は池間島と西表島とされている。しかしながら、石垣島では繁殖し（嵩原ほ
か 未発表）、おそらく、小浜島でも留鳥であろう。こうした島々の河川、水田、牧草地、農耕地、
湿地、マングローブ林などで見られるが、数は少ない。          

学術的意義・評価 ： 日本国内では西表島、石垣島のほか、宮古諸島池間島にのみ少数繁殖する大型サギ類である。 
生存に対する脅威 ： 営巣地や休息地となる森林伐採など生息環境の悪化が懸念される。 
特 記 事 項 ： アオサギのように海岸や干潟に出ることはない。IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)＊  ＊IUCN

は種として評価。本県改訂は亜種ムラサキサギを選定している。 
原   記   載  ： Meyen, 1834. Nova Acta Acad. Caes. Leop. Carol., 16, Suppl., 102 (Philippines). 
参 考 文 献 ： 五百沢日丸他, 2000. 日本の鳥550 水辺の鳥. 文一総合出版. 

黒田長久編, 1984. 決定版生物大図鑑 鳥類. 世界文化社, 東京. 
真木広造・大西敏一, 2000. 日本の鳥590. 平凡社. 
宮古野鳥の会編,2014. 宮古野鳥の会40周年記念誌.106pp. 
日本鳥類目録編集委員会編, 2000. 日本鳥類目録 改訂第6版. 日本鳥学会, 帯広, 345pp. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. ムラサキサギ. “沖縄県の絶滅のおそれのある野生生
物 －レッドデータおきなわ－”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 那覇, 303-304. 

沖縄野鳥研究会編, 1993. 改訂沖縄県の野鳥. 沖縄出版, 浦添. 
嵩原建二・砂川栄喜・比嘉邦昭・宮城国太郎・高良淳司・金城輝男・仲地邦博・長嶺  隆, 2008.
沖縄県内における 2003 年から 2006 年までの稀な鳥類の飛来と希少な繁殖記録について.南島文
化（30）：127-144.（沖縄国際大学南島文化研究所紀要） 

榛葉忠雄, 2016. 日本と北東アジアの野鳥. 生態科学出版, 647pp. 
山階芳麿, 1980. 復刻版 日本の鳥類とその生態 第2巻. 梓書房. 

 
執 筆 者 名 ： 庄山 守＊・嵩原建二(追補)  ＊前回改訂版 (2005) における庄山による記載内容を一部見直した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： シロチドリ 
分    類 ： チドリ目 チドリ科 
学    名 ： Charadrius alexandrinus Linnaeus, 1758 
英    名 ： Kentish Plover 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 

 
形    態 ： 全長17cm。雄の繁殖羽は頭頂から後頭部は橙褐色。前頭には黒い斑があり、額は白く、眉斑までつ

ながる。嘴は細長く、黒色で、過眼線は黒褐色。喉から後頸にかけては白く、胸には中央で切れる
黒い帯がある。翼上面と背は灰褐色で、翼には白色の明瞭な翼帯がある。下面は白色で、脚はピン
ク味のある黒色。雌及び非繁殖羽は頭上や耳羽が灰褐色で、前頭の黒斑や胸の黒帯はない。幼鳥は
雌に似ているが、頭部や背は淡褐色。バフ色羽縁があり、脚の色は淡い紅色。 

近似種との区別 ： コチドリは目の周りに黄色のアイリングがあり、やや小さい。イカルチドリは尾羽が長く、やや大
きい。メダイチドリはやや大きく、後頸部が白くなく、嘴は太く短い。 

分 布 の 概 要 ： 全国的に留鳥として生息し、県内でも少数が繁殖している。冬期には渡来する個体も見られる。 
生 態 的 特 徴 ： 県内の海岸砂地や埋め立て地など荒れ地などで少数が生息し繁殖している。冬期には渡来する個体

も見られ、数は格段に多くなる。 
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生息地の条件  ： 海岸砂浜、海岸近くの埋め立て地やまばらな草原 
現在の生息状況 ：  海岸の砂浜や埋め立て地で、夏鳥のコアジサシと同所的に繁殖している。 
学術的意義・評価 ： 県内で繁殖する唯一のチドリ類である。 
生存に対する脅威 ： 人気の少ない砂浜や埋め立て地などで繁殖していることが多く，砂浜海岸への 4ＷＤの乗り入れや

無人島の観光開発等による人為的利用により、営巣活動が影響を受け、数が減少していることが考
えられる。 

特 記 事 項 ： 留鳥として生息しているものについては、分類学的な検討も含め今後詳細な調査の必要性がある。
IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 

原   記   載  ： Linnaeus, 1758. Syst. Nat., ed. 10, 1: 150. (Egypt). 
参 考 文 献 ： 守屋年史, 2014. シロチドリ. レッドデータブック2014—日本の絶滅のおそれのある野生生物−2鳥

類. 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編, ぎょうせい, 東京, 170-171. 
黒田長禮, 1980. 新版鳥類原色大図説. 講談社, 東京. 
日本鳥類保護連盟編, 1988. 鳥 630図鑑. 日本鳥類保護連盟. 
日本鳥類目録編集委員会編, 2000. 日本鳥類目録 改訂第6版. 日本鳥学会, 帯広, 345pp. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. シロチドリ. “沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 
−レッドデータおきなわ−”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 沖縄, 319. 

沖縄野鳥研究会編, 1993. 改訂沖縄県の野鳥. 沖縄出版, 浦添. 
榛葉忠雄, 2016. 日本と北東アジアの野鳥.生態科学出版. 647pp. 
山階芳麿, 1980. 日本の鳥類とその生態. 梓書房, 東京. 

 
執 筆 者 名 ： 原戸鉄二郎＊・嵩原建二(追補) ＊前回改訂版 (2005) における原戸による記載内容を一部見直した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： セイタカシギ 
分    類 ： チドリ目 セイタカシギ科 
学    名 ： Himantopus himantopus himantopus (Linnaeus, 1758) 
英    名 ： Black-winges Stilt 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)          環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)  
 
形    態 ： 全長37 cm。成鳥は頭頂から眼の周囲にかけて黒く、額から頬にかけて喉から下部の下面は白色。

頭部全体が白色の個体もいる。嘴は黒色で細長く、先端は尖る。雄の上面は緑色光沢のある黒色で、
雌の上面は黒褐色。背中央から腰、尾は白色。足はなかり長く、ピンク色を呈する。  

近似種との区別 ： 近縁種のソリハシセイタカシギは嘴が上方に反り返る。また、体上面はより白色部が多い。 
分 布 の 概 要 ： 国内では全国的に数少ない旅鳥や冬鳥としての記録が見られる。千葉県や東京都、愛知県、大阪府

では繁殖記録が見られ、その一部千葉県では留鳥化している。県内では本土に比べ飛来する個体数
は多い。国外ではフランスからイベリア南部、サハラ以南のアフリカ、マダカスカル、東及び中央
アジア、中国北部から中央部、インド大陸、インドシナと台湾など広い範囲に分布している。 

生 態 的 特 徴 ： 繁殖期は5～7月で、植被率の低い乾燥した砂泥地に浅いくぼみを作り、小石や植物片などを敷いて
3～4個の卵を産むとされる。雌雄交代で抱卵し、抱卵期間は22～25日で孵化。主に群れで行動し、
繁殖もコロニー性を持つとされる。浅い水辺を歩き回り、昆虫類や小魚、甲殻類などを餌にしてい
る。 

生息地の条件  ： 越冬期の生息地となる砂泥質の干潟や湿地、河川、水田、タイモ及びイグサ栽培地 
現在の生息状況 ： 県内に旅鳥及び冬鳥として、河川とその河口部、干潟、内陸湿地に飛来し越冬する。1998年には沖

縄島南部の糸満市で繁殖記録がある。淡水性が強い。近年渡来数は増加もしくは安定傾向にある。
なお、豊見城市与根遊水地には毎年のように渡来し、時には60羽以上が越冬する。また、しばしば
越夏個体も見られる。 

学術的意義・評価 ： 県内における渡来数は県外に比較すると少なくないが、本種の渡りを考える上で重要である。  
生存に対する脅威 ： 越冬期の生息地となる干潟や湿地などの埋め立てや水田、タイモ及びイグサ栽培地などで畑地化が

進行し、さらに放棄された水田等が目立ってきている。したがって、餌場となる環境の減少傾向が
進行している。 

特 記 事 項 ： 旅鳥や冬鳥としての渡来種（一部で繁殖例有り）であるが、中継地や越冬地の一部としての本県で
も保護を図る必要があり、環境省レッドリスト2014のカテゴリーに準拠した。宮古島市自然環境保
全条例保全種（2005年）。IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)＊  ＊IUCNは種として評価。本県改
訂は基亜種セイタカシギを選定している。 

原   記   載  ： Linnaeus, 1758. Syst. Nat., ed. 10, 1: 151 (S. Europe). 
参 考 文 献 ： 天野一葉・前川聡編, 2003. 平成 15年度環境省請負業務 モニタリングサイト1000事業. “シギ・

チドリ類個体数変動モニタリング調査報告書”, 世界自然保護基金ジャパン（WWFJ）. 
天野一葉編, 2004. 平成 16 年度環境省請負業務 モニタリングサイト 1000 事業. “シギ・チドリ
類等調査 春期速報”, 世界自然保護基金ジャパン（WWFJ）. 

天野一葉編, 2004. 平成 16 年度環境省請負業務 モニタリングサイト 1000 事業 . “シギ・チド
リ類等調査 秋期速報”, 世界自然保護基金ジャパン（WWFJ）. 

環境省編, 2002. 改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータブック－ 2 鳥類. 自
然環境研究センター, 東京. 

藤井  幹, 2014. セイタカシギ. レッドデータブック 2014—日本の絶滅のおそれのある野生生物−2
鳥類. 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編,  ぎょうせい, 東京,184-185. 

黒田長禮, 1980. 新版鳥類原色大図説. 講談社, 東京. 
黒田長久編, 1984. 決定版生物大図鑑 鳥類. 世界文化社, 東京. 
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真木広造・大西敏一, 2000. 日本の野鳥590. 平凡社, 東京. 
日本鳥類目録編集委員会編, 2000. 日本鳥類目録 改訂第6版. 日本鳥学会, 帯広, 345pp. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
日本鳥類保護連盟編, 1988. 鳥 630図鑑. 日本鳥類保護連盟. 
沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. セイタカシギ. “沖縄県の絶滅のおそれのある野生生
物 −レッドデータおきなわ−”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 沖縄, 320. 

沖縄野鳥研究会編, 1993. 改訂沖縄県の野鳥. 沖縄出版, 浦添. 
沖縄野鳥研究会編, 2002. 沖縄の野鳥. 新報出版, 那覇, 335pp. 
沖縄野鳥研究会編, 2010. 改訂版沖縄の野鳥. 新星出版, 那覇, 367pp. 
榛葉忠雄, 2016.日本と北東アジアの野鳥.生態科学出版, 647pp. 
山階芳麿, 1980. 日本の鳥類とその生態. 梓書房, 東京. 

 
執 筆 者 名 ： 小高信彦＊・嵩原建二(追補)  ＊前回改訂版 (2005) における小高による記載内容を一部見直した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： オオソリハシシギ 
分    類 ： チドリ目 シギ科 
学    名 ： Limosa lapponica (Linnaeus, 1758) 
英    名 ： Bar-taild Godwit 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)  
 
形    態 ： 全長約41 cm。夏羽では、雄は上面が赤褐色で、黒色の縦斑と白斑があり、顔から下面全体は赤褐

色。雌は雄より大型で、下面の赤褐色が淡く、冬羽に近い個体もいる。冬羽では上面は灰褐色で黒
褐色の縦斑があり、下面は淡褐色。嘴の基部はピンク色で先端は黒色を呈し、少し上にそる。脚は
黒色で短め。  

近似種との区別 ： オグロシギの嘴はまっすぐで、脚と頸は長く、体型は細めに見える。 
分 布 の 概 要 ： ユーラシア大陸の北部で広く繁殖し、冬季にはアフリカ、東南アジア、オーストラリアなどで越冬

する。国内では北海道から沖縄まで数少ない旅鳥として普通に見られる。 
生 態 的 特 徴 ： 国内では渡り期に干潟や海岸近くの水田、ハス田、タイモ栽培地などに生息し、少数が通過する。

繁殖地はツンドラ地域の草地で、4卵を産み、雌雄で20～21日間抱卵する。餌は甲殻類、貝類、昆
虫類などを利用する。 

生息地の条件  ： 干潟や海岸近くの水田、タイモ栽培地など。 
現在の生息状況 ： 干潟などの減少傾向により、環境省によるモニタリング調査では近年春期に大幅に個体数が減少し

ていることが指摘されている（守屋, 2014）。県内でも旅鳥として、春と秋の渡り期に少数が通過
する。 

学術的意義・評価 ： 県内における渡来数は少ないが、本種の渡りを考える上で重要である。 
生存に対する脅威 ： 干潟の埋め立てや海岸近くの水田、タイモ栽培地の畑地化など生息地の減少傾向がある。 
特 記 事 項 ： 数少ない旅鳥としての渡来種であるが、中継地の一部としての本県でも保護を図る必要があり、環

境省レッドリスト2014のカテゴリーに準拠した。IUCN カテゴリー：Near Threatened (NT)。 
参 考 文 献 ： 守屋年史, 2014. オオソリハシシギ. レッドデータブック 2014—日本の絶滅のおそれのある野生生

物−2鳥類. 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編, ぎょうせい, 東京, 178-179. 
黒田長久編, 1984. 決定版生物大図鑑 鳥類. 世界文化社, 東京. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
榛葉忠雄, 2016.日本と北東アジアの野鳥.生態科学出版. 647pp. 

 
執 筆 者 名 ： 嵩原建二 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ホウロクシギ 
分    類 ： チドリ目 シギ科 
学    名 ： Numenius madagascariensis (Linnaeus, 1766) 
英    名 ： Far Eastern Curlew 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)    
 
形    態 ： 全長約61 cm。大型のシギで嘴は長く、大きく下に湾曲する。雌雄同色。全体は褐色で、下腹部か

ら下尾筒は淡褐色。頭部から頸、胸、腹部にかけて黒褐色の縦斑がある。背および翼上面各羽の軸
斑は太く黒褐色で、羽縁は褐色。翼下面は褐色で黒褐色斑がある。繁殖羽では全体的に橙褐色味が
ある。  

近似種との区別 ： よく似ているダイシャクシギは背中央から腰、上尾筒、尾上面が白色。腹部と翼下面も白色である。 
分 布 の 概 要 ： シベリア東部と中国北東部で繁殖し、冬季には東南アジアとオーストラリアで越冬する。日本では

数少ない旅鳥として春秋に各地を通過する。 
生 態 的 特 徴 ： 渡り期に広い干潟や海岸近くの水田、埋め立て地の水溜まりなどで見られる。繁殖地では湿地や沼

地で営巣し、2～3つがいの小コロニーを形成して繁殖する。卵数は4卵。餌として甲殻類や昆虫、
カエル類などを食べる。渡り期には広い砂泥質干潟で長い嘴を深く差し込みカニ類やゴカイ類など
をひっぱり出して食べる光景がよく見られる。 

生息地の条件  ： 広い海岸干潟やマングローブ林のある干潟、海岸近くの水田、埋め立て地の水溜まり。 
現在の生息状況 ： 全国的に観察される数が少ないとされ、県内でも春秋の渡り期にごく少数が旅鳥として通過する。
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一部で越冬個体も見られることがある。なお、参考としてモニタリングサイト1000シギ・チドリ類
調査ニュースレター（環境省多様性センター・NPO法人バードリサーチ）による2014年春期概要に
よると、全サイトの個体数合計は2013年春期で161個体、2014年春期で171個体となっている。 

学術的意義・評価 ： 県内における渡来数は少ないが、本種の渡りを考える上で重要である。 
生存に対する脅威 ： 海岸干潟の埋め立て、水田の畑地化などが進行し、生息環境が減少傾向。 
特 記 事 項 ： 数少ない旅鳥としての渡来種であるが、中継地の一部としての本県でも保護を図る必要があり、環

境省レッドリスト2014のカテゴリーに準拠した。宮古島市自然環境保全条例保全種（2005年）。IUCN
カテゴリー：Endangered (EN)。 

参 考 文 献 ： 黒田長久編, 1984. 決定版生物大図鑑 鳥類. 世界文化社, 東京. 
藤井  幹, 2014.  ホウロクシギ, レッドデータブック 2014 —日本の絶滅のおそれのある野生生物
−2鳥類. 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編, ぎょうせい, 東京, 180-181. 

日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
榛葉忠雄, 2016.日本と北東アジアの野鳥. 生態科学出版. 647pp. 

 
執 筆 者 名 ： 嵩原建二 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ツルシギ 
分    類 ： チドリ目 シギ科 
学    名 ： Tringa erythropus (Pallus, 1764) 
英    名 ： Spotted Redshank 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 全長約32 cm。雌のほうがやや大型。夏羽では全身黒っぽく、背には白斑がある。雄は頭頂と下尾

筒中央が黒色であるが、雌ではそれぞれ灰色と白色である。冬羽では上面は灰色で背面の羽縁は白
色、その内側に黒褐色の斑がある。下面は白色で、頸から脇に灰褐色の斑がある。嘴は黒色で細長
く、まっすぐである。下嘴の基部が赤色。足は赤色で長い。 

近似種との区別 ： 良く似ているアカアシシギはやや小さく、嘴や足が短い。 
分 布 の 概 要 ： ユーラシア大陸北部で繁殖し、アフリカや東南アジアで越冬する。国内では北海道から沖縄まで旅

鳥として普通に見られる。  
生 態 的 特 徴 ： 通過する際に干潟や海岸近くの水田、タイモ栽培地、ハス田などで生息する。繁殖地では森林近く

の沼地や湿地の地上に巣をつくり、4卵を産む。餌は昆虫、カニ類、ゴカイ類の他、カエル類やイ
モリ、小魚を食べる。 

生息地の条件  ： 干潟や水田、タイモ栽培地、湿地など。 
現在の生息状況 ： 県内各地に数少ない旅鳥として普通に飛来し、通過する。 
学術的意義・評価 ： 県内における渡来数は少ないが、本種の渡りを考える上で重要である。 
生存に対する脅威 ： 干潟や湿地の埋め立て、水田やタイモ栽培地の畑地化など。 
特 記 事 項 ： 数少ない旅鳥としての渡来種であるが、中継地の一部としての本県でも保護を図る必要があり、環

境省レッドリスト2014のカテゴリーに準拠した。IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
参 考 文 献 ： 守屋年史, 2014.ツルシギ. レッドデータブック2014 —日本の絶滅のおそれのある野生生物−2鳥類. 

環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編, ぎょうせい, 東京, 172 ｰ 173. 
日本鳥類目録編集委員会編, 2000. 日本鳥類目録 改訂第6版. 日本鳥学会, 帯広, 345pp. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄野鳥研究会編, 1993. 改訂沖縄県の野鳥. 沖縄出版, 浦添.  
沖縄野鳥研究会編, 2002. 沖縄の野鳥. 新報出版, 那覇, 335pp. 

 
執 筆 者 名 ： 嵩原建二 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： アカアシシギ 
分    類 ： チドリ目 シギ科 
学    名 ： Tringa totanus ussuriensis Buturlin, 1934 
英    名 ： Redshank 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 全長27～29 cm.雌雄同色。繁殖羽は頭上から上面は灰褐色で、黒褐色の縦斑が密にある。過眼線は

暗褐色で、アイリングは白く明瞭。嘴は長く、その基部は赤味がかり、先端は黒い。腹部は白く、
脇に黒褐色縦斑がある。飛翔時、背中央から腰、尾上面と翼上面の次列風切、内側初列風切は白色。
尾上面には暗褐色の横斑がある。非繁殖羽は頭上と上面は灰褐色で、羽縁は白色。脚は橙色か朱色。  

近似種との区別 ： ツルシギの冬羽に似るが、ツルシギの嘴はアカシシギよりも細長く、下嘴が朱色で、飛翔時はアカ
アシシギのように、腰や次列風切羽が白くないことで区別される。 

分 布 の 概 要 ： 国内では北海道東部では夏鳥として繁殖するが、全国的には旅鳥として飛来する。 
生 態 的 特 徴 ： 繁殖期は4～6月で、草地の草の根元に皿状の巣を造り、3～4個の卵を産むとされる。雌雄で抱卵

し、22～29日で孵化し、孵化した雛は早成性ですぐに巣を離れる。巣外での育雛期は25～35日と
され、その後雛は独立する。繁殖地では複数のつがいが集まり、ルーズコロニーを形成するという。
渡りの時期は、砂泥質の干潟や水田、イグサ栽培地、タイモ栽培地などに立ち寄り、その表面をつ
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いばんだりして、小動物を餌にしている。 
生息地の条件  ： 渡りの時期は湿地や干潟、河口、水田、イグサ栽培地、タイモ栽培地など。 
現在の生息状況 ： 県内では湿地、干潟、河口部、水田、イグサ栽培地、タイモ栽培地などに冬鳥として越冬する。近

年渡来数は増加傾向にある。 
学術的意義・評価 ： 県内における渡来数は少ないが、本種の渡りを考える上で重要である。 
生存に対する脅威 ： 干潟の埋め立てや水田、タイモ、イグサ栽培地の畑地化等が進行し、生息地の減少傾向があるため、

渡りの中継地や越冬地として、エネルギー供給に影響がでる可能性がある。 
特 記 事 項 ： 数少ない旅鳥や冬鳥としての渡来種であるが、数が少なく、中継地や越冬地の一部としての本県で

も保護を図る必要があり、環境省レッドリスト 2014 のカテゴリーに準拠した。宮古島市自然環境
保全条例保全種（2005年）。IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)＊  ＊IUCNは種として評価。本県
改訂は亜種アカアシシギを選定している。 

原   記   載  ： Oberholser, 1900. Proc. U. S. Nat. Mus., 22: 207 (Ladak, Central Asia). 
参 考 文 献 ： 天野一葉・前川聡編, 2003. 平成 15年度環境省請負業務 モニタリングサイト1000事業. “シギ・

チドリ類個体数変動モニタリング調査報告書”, 世界自然保護基金ジャパン（WWFJ）. 
天野一葉編, 2004. 平成 16 年度環境省請負業務 モニタリングサイト 1000 事業. “シギ・チドリ
類等調査 春期速報”, 世界自然保護基金ジャパン（WWFJ）. 

天野一葉編, 2004. 平成 16 年度環境省請負業務 モニタリングサイト 1000 事業 . “シギ・チド
リ類等調査 秋期速報”, 世界自然保護基金ジャパン（WWFJ）. 

環境省編, 2002. 改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータブック－ 2 鳥類. 自
然環境研究センター, 東京. 

藤井 幹, 2014.アカアシシギ. レッドデータブック 2014—日本の絶滅のおそれのある野生生物−2
鳥類. 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編, ぎょうせい, 東京, 174-175. 

黒田長禮, 1980. 新版鳥類原色大図説. 講談社, 東京. 
日本鳥類目録編集委員会編, 2000. 日本鳥類目録 改訂第6版. 日本鳥学会, 帯広, 345pp. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. アカアシシギ. “沖縄県の絶滅のおそれのある野生生
物 −レッドデータおきなわ−”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 沖縄, 319-320. 

沖縄野鳥研究会編, 1993. 改訂沖縄県の野鳥. 沖縄出版, 浦添. 
沖縄野鳥研究会編, 2002. 沖縄の野鳥. 新報出版, 那覇, 335pp. 
山階芳麿, 1980. 日本の鳥類とその生態. 梓書房, 東京. 
日本鳥類保護連盟編, 1988. 鳥 630図鑑. 日本鳥類保護連盟. 

 
執 筆 者 名 ： 小高信彦＊・嵩原建二(追補)  ＊前回改訂版 (2005) における小高による記載内容を一部見直した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： タカブシギ 
分    類 ： チドリ目 シギ科 
学    名 ： Tringa glareola Linnaeus, 1758 
英    名 ： Wood Sandpiper 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)  
 
形    態 ： 全長約21 cm。雌雄同色。夏羽は頭頂と上面は黒褐色で、白色の小斑がある。顔から胸、脇は白色

で、黒褐色の縦斑が見られ、腹部は白色である。冬羽では背、胸の斑が不明瞭となる。飛翔時、翼
下面が白っぽく、腰も白色になる。嘴は黒色でまっすぐ。脚は黄緑色。  

近似種との区別 ： クサシギの上面は暗緑褐色で、アイリングと眉斑はより明瞭。 
分 布 の 概 要 ： ユーラシア大陸北部で広く繁殖し、冬季にはアフリカ、インド、東南アジアに渡り越冬する。国内

では北海道から沖縄まで旅鳥として普通に通過し、関東以南の地域で越冬する。県内では越冬個体
が多く見られる。 

生 態 的 特 徴 ： 通過時や越冬地として水田やハス田、タイモ栽培地、イグサ栽培地、湿地などで生息する。広い干
潟にはあまり出て行かない。繁殖地では森林に囲まれた湿地や荒れ地の地上に営巣し、4卵を産み、
雌雄で約22～23日間抱卵する。餌は水性昆虫や小型無脊椎動物を食べる。 

生息地の条件  ： 水田やハス田、タイモ栽培地、イグサ栽培地、湿地。 
現在の生息状況 ： 環境省によるモニタリング調査結果を用いた研究では春期や秋期の個体数が大幅に減少しているこ

とが指摘されている（守屋, 2014）。 県内では旅鳥としての通過個体もいるものと考えられるが、
主に越冬個体が県内各地で見られ、数も多いように思われる。 

学術的意義・評価 ： 県内における渡来数は多いが、本種の渡りを考える上で重要である。 
生存に対する脅威 ： 水田やタイモ栽培地、イグサ栽培地の畑地化、湿地の埋め立てなど生息環境の減少傾向がある。 
特 記 事 項 ： 旅鳥や冬鳥として普通に渡来する種であるが、中継地や越冬地の一部としての本県でも保護を図る

必要があり、環境省レッドリスト2014のカテゴリーに準拠した。IUCN カテゴリー：Least Concern 
(LC)。 

参 考 文 献 ： 黒田長久編, 1984. 決定版生物大図鑑 鳥類. 世界文化社, 東京. 
守屋年史, 2014. タカブシギ. レッドデータブック2014—日本の絶滅のおそれのある野生生物−2鳥
類. 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編,  ぎょうせい, 東京, 176 ｰ 177. 

日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
榛葉忠雄, 2016. 日本と北東アジアの野鳥. 生態科学出版, 647pp. 

 
執 筆 者 名 ： 嵩原建二 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
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和    名 ： タマシギ 
分    類 ： チドリ目 タマシギ科 
学    名 ： Rostratula benghalensis benghalensis (Linnaeus, 1758) 
英    名 ： Painted Snipe 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 全長約24 cm。雄は頭頂から上面は暗褐色で頭に黄褐色の頭央線がある。上面には灰色と白色の黄

色斑がある。肩から背にかけて後ろからみるとＶ字状の黄褐色の線が見られ、肩から胸にかけては
太い白いラインがある。目の周囲は勾玉状の黄褐色斑があり、喉から胸部にかけては灰色がかる褐
色をしている。下面は白色である。雌は雄に比べてやや大きく、目の周りは勾玉状の斑は白色。顔
から胸にかけては赤褐色をしており、上面は細かい灰色と黒褐色の横斑がある。肩から胸かけては
雄と同様の白いラインになる。 

近似種との区別 ： 外見的にはタシギやオオジシギなどのジシギ類に似ているが、やや大きく太めで尾羽がないように
見える。また、眼の周りには勾玉状の淡色斑は見られない。飛びかたはシギ類よりゆっくりでクイ
ナ類のように脚をぶらさげて飛ぶ。ジシギ類とは餌の採り方が異なり、嘴で左右を探りながら餌を
あさる。 

分 布 の 概 要 ： 世界に2亜種があり、主に熱帯から温帯のアフリカ・アジア・オーストラリアなどに分布する。日
本では主に本州中部以南で留鳥とされ、繁殖分布の北及び東の端は埼玉県や茨城県、千葉県などの
関東地方とされている。県内では沖縄島や西表島、石垣島、与那国島に留鳥として分布するが、個
体数はさほど多くはなく、観察される機会は少ない。県内で見られる個体の一部は、おそらく旅鳥
や冬鳥としての渡来個体であろう。 

生 態 的 特 徴 ： 平地の水田や田イモ畑、河川などの湿地に生息する。繁殖期は4～9月とされ一妻多夫の繁殖生態を
持つ。繁殖期には雌が夕方から夜にかけて ｢コッコー、コッコー｣ と連続してよく鳴く。なわばり
をもち、地上の草かげに枯れ草などを積み、巣をつくる。1腹 3～6個の卵を産む。雄のみが抱卵し、
19日から20日で孵化する。雛の世話も雄がみる。餌は主に貝類や環形動物、甲殻類、昆虫類など
の動物食であるが、草の種子も食べる。うす暗い夕方もよく活動するので幾分夜行性であると思わ
れ、また泳ぐこともできる。イソシギのように尾羽を上下することがある。草かげに隠れるように
すんでいるため観察される機会は少ない。 

生 息地 の条 件： 平地の水田・タイモ栽培地・い草栽培地・河床部に草地のある流れのゆるやかな河川などの環境が
必要とされる。 

個体数の動向  ： 水田やイグサ栽培地の畑地化や休耕地化が進行し、さらに湿地の埋め立て等がすすんで生息地の減
少傾向がある。また、沖縄島では外来種のマングースが定着しており、その捕食等で個体数が減少
している可能性がある。 

現在の生息状況 ： 湿地や水田地域などに生息するが、個体数はさほど多くはない。沖縄島では1986年8月に金武町並
里、2001年 9月に大宜味村で、2005年 7月に与那原町で、2009年 10月に名護市で、2014年 6月
に金武町で繁殖例が見られるが、局所的である。 

学術的意義・評価 ： 本州では普通に見られるが、県内では個体数がかなり少なく、生息地域もかなり局所的である。 
生存に対する脅威 ： 生息地となる湿地の埋立てと水田やタイモ栽培地等の畑地化、休耕地化、河川部の改修などが進行

し、生息地の漸減傾向が見られる。また外来種のマングースや野生化したネコなども脅威となって
いる可能性がある。 

特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)＊  ＊IUCNは種として評価。本県改訂は基亜種タマシギを選定
している。 

原   記   載  ： Linnaeus, 1758. Syst. Nat., ed. 10, 1: 153. (Asia). 
参 考 文 献 ： B. F. King and E. C. Dickinson, 1975. A Field Guide to the Birds of South-East Asia. Houghton, Mifflin 

Company, Boston. 
J. Mackinnon and K. Phillipps, 1993. A Field Guide to the Birds of Borneo, Sumatora, Java, and Bali, Oxford 

University Press, Oxford. 
環境庁編, 1991. 日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータブック－ 脊椎動物編. 日本
野生生物研究センター, 東京. 

守屋年史, 2014. タマシギ. レッドデータブック2014—日本の絶滅のおそれのある野生生物−2鳥類. 
環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編, ぎょうせい, 東京,168-169. 

小林桂助, 1983. 原色日本鳥類図鑑. 保育社, 大阪. 
黒田長久編, 1984. 決定版生物大図鑑 鳥類. 世界文化社, 東京. 
Mark A. Brazil, 1991. The Birds of Japan, Christopher Helm and A & C Black, London. 
日本鳥学会編, 1974. 日本鳥類目録 改訂第5版. 学習研究社, 東京, 120pp. 
日本鳥類目録編集委員会編, 2000. 日本鳥類目録 改訂第6版. 日本鳥学会, 帯広, 345pp. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. タマシギ. “沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 −
レッドデータおきなわ−”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 沖縄, 307-308. 

沖縄野鳥研究会編, 1986. 沖縄県の野鳥. 沖縄野鳥研究会. 
沖縄野鳥研究会編, 1993. 改訂沖縄県の野鳥. 沖縄出版, 浦添. 
沖縄野鳥研究会編, 2002. 沖縄の野鳥. 新報出版, 那覇, 335pp. 
榛葉忠雄, 2016.日本と北東アジアの野鳥.生態科学出版. 647pp. 
嵩原建二, 2002. 沖縄島で留鳥として生息する希少な3亜種の繁殖記録について. 沖縄県立博物館
紀要, 28: 1-11. 

嵩原建二・砂川栄喜・比嘉邦昭・宮城国太郎・高良淳司・金城輝男・仲地邦博・長嶺 隆, 2008. 沖
縄県内における2003年から2006年までの稀な鳥類の飛来と希少な繁殖記録について. 南島文化
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（30）：127-144. 
嵩原建二・平安山英義・大城亀信・細川太郎・新垣裕治, 2016. 名護市及び沖縄島における希少鳥
類及び希少繁殖事例についての記録（2014年春から2015年秋まで）. 名桜大学紀要, 21： 97-107. 

琉球新報社編, 1983. 写真集沖縄の野鳥. 誠文堂新光社, 東京. 
 

執 筆 者 名 ： 嵩原建二 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ミフウズラ 
分    類 ： チドリ目 ミフウズラ科 
学    名 ： Turnix suscitator (Gmelin, 1789) 
英    名 ： Button Quail 
方  言  名 ： ウジラー・ウザ・ウッザ 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 全長14 cm、小型でウズラに似た体型のチドリ目の鳥。頭部から上面は褐色で、顔から背にかけて

白く細かな斑紋や黒褐色斑が混在する。嘴は短く、青灰色で、虹彩は淡黄色。胸は黄褐色で黒い横
斑があり、腹部は橙褐色を呈する。雌は雄より大きく、頭部に灰色味があり、喉から前頸、胸部に
かけて黒斑がある。脇は黒い横斑がある。脚は青灰色で趾（あしゆび）は3本。  

近似種との区別 ： 県内では極まれな冬鳥とされるウズラ Coturnix japonica は、全長20 cmと本種よりやや大きく、全
身褐色で、黄土色や赤色のまだら模様を呈し、頸や翼が短く、ずんぐりとした体型である。 

分 布 の 概 要 ： 薩南諸島から琉球列島に生息している。比較的乾いた荒れ地や農耕地に生息するが、群れを造るこ
とはない。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ウズラはキジ目の鳥で、分類学的に大きくかけ離れている。本種は日本では本州
中部以北で繁殖し、本州中部以南で越冬するとされている。ミフウズラは留鳥性が強く渡りを行わ
ない。 

生 態 的 特 徴 ： 一妻多夫の変わった習性をもち、抱卵と育雛を行うのは雄の役目。サツマイモやキビ畑、牧草地な
ど農耕地周辺を歩きまわりながら採食する。  

生息地の条件  ： 農耕地やまばらな草原など乾燥した場所を好む。 
現在の生息状況 ： 県内各地における農地整備事業により生息環境が単一化し、また、農薬使用の影響もあるものと思

われ、個体数が減少していることが考えられる。さらに外来哺乳類のマングースが定着した沖縄島
とイタチが定着した宮古島や座間味島などでその捕食の影響が考えられ、個体数が減少傾向にあり、
特に座間味島ではその生息が確認されていない(嵩原ら2012)。さらにまた、沖縄島や石垣島では定
着した外来種であるキジと間で生息地や餌の競合が考えられる。 

学術的意義・評価 ： 南西諸島に特産する亜種としての重要性がある。 
生存に対する脅威 ： 農耕地の整備事業による農耕地周辺の草地や小森林の消失、環境の単一化、外来哺乳類等による捕

食や外来鳥類による生息地の競合による排除、餌の競合。 
特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原   記   載  ： Gmelin, 1789. Syst. Nat., 1(2): 763. (Java). 
参 考 文 献 ： 黒田長禮, 1980. 新版鳥類原色大図説. 講談社, 東京. 

中村登流・中村雅彦, 1995. 原色日本野鳥生態図鑑（陸鳥編）, 保育社, 大阪, 220. 
日本鳥類保護連盟編, 1988. 鳥 630図鑑. 日本鳥類保護連盟. 
日本鳥類目録編集委員会編, 2000. 日本鳥類目録 改訂第6版. 日本鳥学会, 帯広, 345pp. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. ミフウズラ. “沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 
−レッドデータおきなわ−”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 沖縄, 318. 

沖縄野鳥研究会編, 1993. 改訂沖縄県の野鳥. 沖縄出版, 浦添. 
榛葉忠雄, 2016.日本と北東アジアの野鳥.生態科学出版, 647pp. 
嵩原建二・中村和雄・比嘉邦昭・奥太志・大坪弘和・上林利寛, 2012.慶良間諸島の鳥類相につい
て. 沖縄大学地域研究所・琉球野鳥研究会編, 沖縄大学地域研究所彙報, 第 8号：1-43.  

山階芳麿, 1980. 日本の鳥類とその生態. 梓書房, 東京. 
 

執 筆 者 名 ： 岡 徹＊・嵩原建二(追補)  ＊前回改訂版 (2005) における岡による記載内容を一部見直した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ツバメチドリ 
分    類 ： チドリ目 ツバメチドリ科 
学    名 ： Glareola maldivarum Forster, 1795 
英    名 ： Indian Pratincole 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 全長約26 cm。夏羽は上面が暗灰色褐色で上尾筒は白いが尾は黒い。喉は白色がかる黄色で黒いラ

インで囲まれる。胸と脇は黄褐色で下雨覆は栗色、目先と脚は黒色である。冬羽では嘴のほとんど
が黒色で喉は淡い褐色となり、黒い線も薄く不明瞭となる。 

近似種との区別 ： 飛翔性の昆虫などを空中で餌として採る様はアジサシ類やアマツバメ類に似るが、本種は全体的に
太めで翼の幅が広く長めに見える。また飛びながらキリリ、キリリと鳴く。飛翔しているとき二股
状の尾羽と上尾筒及び尾の基部の白い斑が目立つ。ツバメ類よりかなり大きい。 
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分 布 の 概 要 ： 本州・四国・九州・伊豆諸島に旅鳥として渡来する。本州の静岡県・愛知県・鳥取県と九州の福岡
県・宮崎県では局所的に繁殖しているとされていたが、北海道でも記録がみられるようになった。
全国的には旅鳥であるが繁殖地では夏鳥である。 
県内ではこれまで沖縄島・宮古島・石垣島・小浜島・与那国島などに主に旅鳥として渡来すること
が知られていたが、近年沖縄島と伊江島、久米島、津堅島、伊計島、宮古島、多良間島、石垣島な
どでは繁殖例が知られている。単独での観察は少なく，小群での目撃例が多い。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ツバメチドリ類は世界に17種あるとされヨーロッパとアジア南部、オーストラ
リア、アフリカの開けた水辺近くの砂地や岩石地などを主な生息地としている。本種には亜種はな
く近縁種としてオーストラリアで繁殖し、夏にはニューギニアやインドネシアなどに渡る Stiltia 
isabellaや、インドから中国南西部まで分布しビルマやタイ、カンボジア、ラオスなどでは留鳥とし
て生息している Glareola lactea がある。 

生 態 的 特 徴 ： 干潟・埋立地等やまばらな裸地のある草丈の低い草原などひらけた場所にすむ。繁殖期は小コロニ
ーをつくる。巣は地上に浅いくぼみをつくり小石、貝殻、枯れ草、木片などをわずかに敷く。1腹
2～3卵を産む。卵は淡黄褐色で暗褐色の斑がでる。抱卵は雌雄交代で行い抱卵日数は約18日であ
る。餌は飛んでいる昆虫を飛びながら捕らえるが地上でも採餌する。小さな群で見られることが多
い。 

生 息地 の条 件： 干潟・埋立地・飛行場や牧草地の中の裸地のある草丈の低いまばらな草原、農地造成及び耕転した
後の休耕地などひらけた場所。 

学術的意義・評価 ： アジアの温帯から熱帯で繁殖し、確認される範囲は東南アジア、インド、中国、海南島、台灣、大
スンダ諸島、フィリピン、ニューギニア、オーストラリアなど分布域は広い。東洋区系の要素を持
つ鳥類である。本種は亜種がいない。数は少ないながら毎年のように県内に渡来し、局所的ではあ
るが繁殖している地域がある。 

生存に対する脅威 ： 本来砂地や岩石の多い荒れ地に生息する種であるため、県内では埋立地や休耕地など繁殖期の生息
地となる地域は人為的に開かれた場所である。したがって、その利用は一時的で継続的ではないた
め繁殖地として不安定である。また育雛期における繁殖地域内の野生化したイヌやネコも脅威とな
りうる。 

特 記 事 項 ： 宮古島市自然環境保全条例保全種（2005年）。IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原   記   載  ： J. R. Forster, 1795. Faun. Indica, ed. 2: 11 (ex Latham, "open sea, in latitude of the Maldi-via Isles"). 
参 考 文 献 ： B. F. King and E. C. Dickinson, 1975. A Field Guide to the Birds of South-East Asia. Houghton Mifflin 

Company, Boston. 
J. Mackinnon and K. Phillipps, 1993. A Field Guide to the Birds of Borneo, Sumatora, Java, and Bali. Oxford 

University Press, Oxford. 
環境庁編, 1991. 日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータブック－ 脊椎動物編. 日本
野生生物研究センター, 東京. 

環境省編, 2002. ツバメチドリ. “改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータブ
ック－ 2 鳥類”,自然環境研究センター, 東京, 178. 

藤井  幹, 2014. ツバメチドリ. レッドデータブック 2014—日本の絶滅のおそれのある野生生物−2
鳥類. 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編,  ぎょうせい, 東京,186-187. 

小林桂助, 1983. 原色日本鳥類図鑑. 保育社, 大阪. 
久貝勝盛・山本 晃, 1981. 宮古群島の鳥類目録. 沖生教研会誌, 沖縄生物教育研究会, 那覇, 14: 
15-29. 

黒田長久編, 1984. 決定版生物大図鑑 鳥類. 世界文化社, 東京. 
Mark A. Brazil, 1991. The Birds of Japan, Christopher Helm and A & C Black, London. 
日本鳥学会編, 1974. 日本鳥類目録（改訂第5版）. 学習研究社, 東京, 120pp. 
日本鳥類目録編集委員会編, 2000. 日本鳥類目録 改訂第6版. 日本鳥学会, 帯広, 345pp. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. ツバメチドリ. “沖縄県の絶滅のおそれのある野生生
物 −レッドデータおきなわ−”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 沖縄, 308-309. 

沖縄野鳥研究会編, 1986. 沖縄県の野鳥. 沖縄野鳥研究会. 
沖縄野鳥研究会編, 2010. 改訂版沖縄県の野鳥. 新星出版.367pp. 
榛葉忠雄 2016.日本と北東アジアの野鳥.生態科学出版.647pp. 
嵩原建二・原戸鉄二郎, 1992. 伊江島の鳥類相について. 文化課紀要, 沖縄県教育庁文化課, 那覇, 
8: 51-69. 

嵩原建二・比嘉邦昭・山城勇人・盛長容子, 2011. 久米島における最近の鳥類記録及び傷病鳥保護
の記録について.久米島自然文化センター紀要（11)：15-36. 

琉球新報社編, 1983. 写真集沖縄の野鳥. 誠文堂新光社, 東京. 
 

執 筆 者 名 ： 原戸鉄二郎＊・嵩原建二(追補) ＊前回改訂版 (2005) における原戸による記載内容を一部見直した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ズグロカモメ 
分    類 ： チドリ目 カモメ科 
学    名 ： Larus saundersi (Swinhoe, 1871) 
英    名 ： Saunder's Gull 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)   
 
形    態 ： 雌雄同色。尾は白色で翼背面は淡青灰色、下面は白色。成鳥の夏羽は頭部が黒色で目の周囲が白い。

脚は濃赤色。嘴は太短く黒色。冬羽は頭部が白く、目の後方に黒色斑がある。 
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近似種との区別 ： ユリカモメ Larus ridibundus に似るが、本種より少し大きく、嘴が赤く細長い。 
分 布 の 概 要 ： 中国の渤海、黄海沿岸で繁殖し、朝鮮半島南西部、日本、中国南東部、台湾、香港、ベトナムで越

冬する。日本では北海道から沖縄まで分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 日本の越冬地では、北九州市曽根干潟では毎年10月中旬に渡来し、12月中旬～3月上旬まで安定し

て200羽程度が越冬する。その後、4月上旬までに渡去する。 
生息地の条件  ： 海岸、河口、干潟、湖沼に生息する。 
個 体数 の動 向： 世界の総個体数は5,000羽以下（3,000羽近い）とされ、日本で越冬する個体数は1994～1997年の

九州と四国の観察例で1,037～1,222羽であり、総個体数の20～30％を占めている。 
現在の生息状況 ： 九州、沖縄には毎年少数が渡来し、越冬する。沖縄県の漫湖には毎年10羽前後が渡来し越冬する。

また冬季以外でも、八重山諸島西表島沖では4～5月に稀に観察されることがあり、漫湖では7月
27日の観察例もある。 

特 記 事 項 ： 中国国家環境保護局のカテゴリーでも絶滅危惧（VU）に指定。IUCN カテゴリー：Vulnerable (VU)。 
原   記   載  ： Swinhoe, 1871. Proc. Zool. Soc., London, 273, 421, pl.22 (Amoy, China). 
参 考 文 献 ： Douglas W.Mc Whirter・池長裕史・五百沢日丸・庄山 守・高原 建, 1996. 最近の生息状況と参

考記録を含めた沖縄県産鳥類目録. 沖縄県立博物館紀要, (22): 33-152. (英文) 
日本鳥類目録編集委員会編, 2000. 日本鳥類目録 改訂第6版. 日本鳥学会, 帯広, 345pp. 
沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. ズグロカモメ. “沖縄県の絶滅のおそれのある野生生
物 −レッドデータおきなわ−”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 沖縄, 320. 

尾崎清明, 2002. ズグロカモメ. “改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータブ
ック－ 2 鳥類 環境省編”,自然環境研究センター, 東京, 180. 
武石全慈, 1996. 4. ズグロカモメ. “日本の希少な野生水生生物に関する基礎資料（Ⅲ）”, （社） 
日本水産資源保護協会, 東京, 494-500, 533-534. 

武石全慈, 1998. 12. ズグロカモメ. “日本の希少な野生水生生物に関するデータブック”, 水産
庁編, （社）日本水産資源保護協会, 東京, 412-413. 

Wang, S. (Chief ed.), 1998. China Red Data Book of Endangered Animals. National Environmental Protection 
Agency, Science Press, Beijing･Hong Kong･New York, 346pp. 

 
執 筆 者 名 ： 河野裕美 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： オオアジサシ 
分    類 ： チドリ目 カモメ科 
学    名 ： Sterna bergii cristata Stephens, 1826 
英    名 ： Crested Tern 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)  
 
形    態 ： 翼背上面から尾羽は灰色で下面は白色。頭頂から後頭は黒色で冠羽状となる。嘴は黄色で脚は黒色。 
近似種との区別 ： 本種の繁殖地のある周辺海域には、下面が白く、上面から尾が灰色ないし黒褐色のアジサシ類は多

く分布するが明らかに大型である。大型アジサシ類のオニアジサシの飛来記録も散見されるが、嘴
が赤色で太いことで容易に識別できる。 

分 布 の 概 要 ： インド洋と太平洋西部の熱帯から亜熱帯海域に分布する。日本では、琉球列島尖閣諸島の北小島、
小笠原諸島の西之島で繁殖する。 

生 態 的 特 徴 ： 北小島では上部の平坦な草地に、セグロアジサシのコロニーと隣接して営巣する。同島における繁
殖期等の詳細は不明だが、およそ4月中下旬に渡来し、5月上中旬に産卵、6月上・中旬に孵化し、
8月上旬以降に渡去を開始すると推察される。普通1卵を産下し、抱卵期間は21～30日。ふ化後2
日齢で雛は巣場所を離れ、巣立ちまでの育雛期間は38～40日とされている。巣立ち幼鳥は親鳥と
共に渡去する。八重山諸島では、毎年8～9月には幼鳥を伴った成鳥がエリグロアジサシやベニア
ジサシ繁殖地、あるいはサンゴ礁原の露出岩礁に飛来し、給餌行動が観察される。食餌生物は主に
魚類、特にニザダイ科、カタクチイワシ科、サバ科、モンガラカワハギ科、ベラ科の魚類が採食さ
れるとされている。 

生息地の条件  ： 外洋性島嶼の平坦な草地、あるいは海岸の小石帯、サンゴ洲島のサンゴ礫地等に営巣する。 
現在の生息状況 ： 1907年当時、南小島で本種のコロニーが撮影されているが、その後長く確認されず、1979年 6月2

日、北小島で2ケ所のコロニーが確認され、抱卵中の成鳥250羽が観察されている。1991年 5月
24日にも同島の2ケ所のコロニーで約370～380番いの営巣が観察された。2002年5月 7日～8日
には営巣していなかったが、岩礁上で休息する成鳥75羽が観察されている。最近の繁殖地での繁
殖個体数等に関する報告はないが、8月頃には石垣島や西表島、その間の石西礁湖の属島、沖縄島
西方沖の慶伊瀬島（ナガンヌ島・クエフ島等）において、尾羽が短い巣立ち幼鳥を伴った成鳥が観
察されている。 

学術的意義・評価 ： 北小島と西之島は太平洋における本種の北限の繁殖地であり、共に近隣に繁殖地が無く孤立してい
る可能性がある。 

生存に対する脅威 ： 尖閣諸島北小島は人間活動の場から遠く離れた海域にあり、繁殖生態や繁殖状況等の詳細な情報は
蓄積されていないが、人為的撹乱による差し迫った影響は無いと思われる。 

特 記 事 項 ： 宮古島市自然環境保全条例保全種（2005年）。IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)＊  ＊IUCNは
種として評価。本県改訂は亜種オオアジサシを選定している。 

原   記   載  ： Stephens, 1826. in Shaw’s Gen. Zool., 13(1) : 146. (China). 
参 考 文 献 ： del Hoyo, J., Elliott, A. and Sargatal, J. (eds.), 1996. Handbook of the Birds of the World. Vol. 3. Hoatzin to 

Auks. Lynx Edicions, Barcelona. 
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Higgins, P. J. and Davies, S. J. J. F. (eds.), 1996. Sterna bergii Crested Tern. In : Handbook of Australian, New 
Zealand & Antarctic Birds, Vol.3, Snipe to Pigeons. Oxford, 605―621. 

河野裕美，1996．5．オオアジサシ． 日本の希少な野生水生生物に関する基礎資料”，（社）日本
水産資源保護協会，東京，574-578，588-589． 

河野裕美，1998．14．オオアジサシ. 日本の希少な野生水生生物に関するデータブック”，水産庁
編，（社）日本水産資源保護協会，東京，416-417． 

河野裕美，2014. VU(絶滅危惧Ⅱ類)オオアジサシ． レッドデータブック 2014 日本の絶滅のおそ
れのある野生生物 2鳥類, 環境省編，ぎょうせい，東京，190-191. 

Kohno, H., Sakaguchi, N. and Chiba, H., 1997. The breeding status of Crested Terns in Japan. J. Yamashina 
Inst., Ornithol., 29 : 91-96. 

日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
白石  哲・荒井秋晴，1980．第2章 陸上動物調査（2）（主に哺乳動物）．“尖閣諸島調査報告書（学
術調査編）”，沖縄開発庁， 47-85． 

参  考  資  料 ： 沖縄テレビ放送，2002．尖閣諸島南小島と北小島における2002年 2月 25日-27日及び5月 7日-8
日の素材映像． 

沖縄テレビ放送，2003．風にのって復活への離陸 尖閣諸島のアホウドリ．2003年 8月 17日放映． 
 

執 筆 者 名 ： 河野裕美・水谷 晃 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： コアジサシ 
分    類 ： チドリ目 カモメ科 
学    名 ： Sterna albifrons sinensis Gmelin, 1789 
英    名 ： Little Tern 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)  
 
形    態 ： 頭頂から後頭部は黒色。体と翼背面は淡灰色で額、下面、尾羽は白色である。嘴は黄色で先端が黒

色、脚は橙黄色である。 
分 布 の 概 要 ： 温帯から亜熱帯まで世界的に広く分布し、日本では沖縄県から青森県まで繁殖する。 
生 態 的 特 徴 ： 沖縄県に飛来する沿岸性アジサシ類の中では最も早く飛来し繁殖する。エリグロアジサシやベニア

ジサシの繁殖地周辺への飛来が5月中下旬であるのに対し、コアジサシは4月中旬頃で、6月中・
下旬頃には繁殖地を離れはじめる成鳥と巣立ち幼鳥がいる。シロチドリと同所的に繁殖する事があ
る。コアジサシの1腹卵数は1～4、普通2～3卵である。抱卵日数は19～24日、育雛日数20～24
日を経て巣立つ。繁殖期間中は主に小魚や甲殻類を採食する。 

生息地の条件  ： 海岸、内湾、サンゴ礁、河口、さらに内陸の河川などで採餌する。砂、貝殻、サンゴ礫の堆積した
海岸や植生の貧弱な造成地や海岸埋立地、防波堤、あるいはサンゴ洲島やサンゴ礁原の砂州などで
繁殖する。 

現在の生息状況 ： 県内では、これまで各地の造成地や海岸埋立地、あるいはサンゴ州島、サンゴ礁原のサンゴ州など
十数ケ所の繁殖地が確認されている。しかし集団性は弱く、1ケ所の繁殖地で観られる成鳥数は100
羽を越えることはなく、普通50羽以下である。営巣数は最大でも30～40程度と推定される。近年
の県内における繁殖状況に関する情報はほとんどない。 

生存に対する脅威 ： 埋立地や造成地では植生遷移やその後の土地利用に伴い、営巣場所は減少または消失することが多
い。また沖縄県の各地の海岸やサンゴ州島などは、開発や観光によって利用され、営巣可能な環境
は減少する可能性がある。 

特 記 事 項 ： 宮古島市自然環境保全条例保全種（2005年）。IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)＊  ＊IUCNは
種として評価。本県改訂は亜種コアジサシを選定している。 

原   記   載  ： Gmelin, 1789. Syst. Nat., 1(1) : 608 (ex Latham, China). 
参 考 文 献 ： del Hoyo, J., Elliott, A. and Sargatal, J. (eds.), 1996. Handbook of the Birds of the World. Vol. 3. Hoatzin to 

Auks. Lynx Edicions, Barcelona. 
林  宏，1995．5.コアジサシ． 日本の希少な野生水生生物に関する基礎資料，（社）日本水産資源
保護協会，東京，694―697，714． 

西表国立公園パークボランティア連絡会，2003．沖縄島におけるアジサシ類の繁殖状況調査． 公
益信託Takaraハーモニストファンド平成15年度研究活動報告”，77-89． 

環境省 編, 2014．レッドデータブック 2014 –日本の絶滅のおそれのある野生生物- 2 鳥類．ぎ
ょうせい，東京． 

環境省自然環境局生物多様性センター，2016．平成 27 年度 モニタリングサイト 1000 海鳥調査報
告書. 

日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄県環境保健部自然保護課（編），1996．コアジサシ．“沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 －
レッドデータおきなわ－”，沖縄県環境保健部自然保護課，沖縄，322． 

山城正邦・桑原和之，1993．沖縄島におけるコアジサシの繁殖状況．1993年度日本鳥学会大会講演
要旨集，132． 

山城正邦・桑原和之，1994．沖縄島周辺におけるコアジサシの繁殖状況．1994 年度日本鳥学会大
会講演要旨集，119． 
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和    名 ： ベニアジサシ 
分    類 ： チドリ目 カモメ科 
学    名 ： Sterna dougallii bangsi Montagu, 1813 
英    名 ： Roseate Tern 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)  
 
形    態 ： 全長約33 cm。雌雄同色。額から後頭にかけて黒色、翼背面は淡青灰色、上尾筒と尾羽は白色であ

る。下面は白色で淡桃色を帯びる。尾は深い燕尾。嘴は繁殖期の初めは全体的に黒く、その後基部
から徐々に赤色に変色する。 

分 布 の 概 要 ： 西部太平洋、インド洋、および大西洋の熱帯から亜熱帯海域に広く分布。日本では夏鳥として渡来
し、福岡県三池島を北限として、奄美諸島、沖縄諸島、宮古群島、八重山諸島で繁殖する。オース
トラリア・グレートバリアリーフのスウェイン礁で越冬することが報告されている。 

生 態 的 特 徴 ： 八重山諸島西表島における本種の繁殖生態の概要は次の通り。繁殖地周辺への渡来日は5月 22～29
日であり、産卵開始日は6月 9～29日、繁殖地周辺海域からの最終渡去は9月 10～18日である。
普通1 ～2卵、稀に3卵を産み、各年の平均一腹卵数は1.34～1.43卵。抱卵日数は20～26日で平
均22.6日。雛の巣立ち（初飛翔）日齢は平均25.4日で、幼鳥が繁殖地周辺から渡去するのは30
～51日齢、平均38.4日齢である。この時期の台風、あるいは繁殖地への接近や上陸は幼鳥の巣立
ちや渡去を早める傾向がある。繁殖期のベニアジサシは、全長2～11cmのキビナゴ・トウゴロウ型
魚類（トウゴロウイワシ科オキナワトウゴロウとニシン科ミナミキビナゴ等）を最も多く採食し、
全食餌動物中の85％以上を占める。1999～2004年の雛生産性は低く、孵化成功率は平均21.1％、
巣立ち成功率は平均8.1％であった。孵化成功率が低い主な要因は抱卵放棄が68.2％を占め、次い
で台風の波浪による流失や水没が14.6％、カラスによる捕食が7.3％であった。 

生息地の条件  ： 主にサンゴ礁原や内湾、河口域にある小島や岩礁、沖合いのサンゴ洲島で繁殖する。県内では渡嘉
敷村慶伊瀬島ナガンヌ島で記録された約4,000巣を最大として、主に百から数百巣のコロニーを形
成する。また、エリグロアジサシのコロニーに1～数十巣が混在することもある。海浜性の潅木の
下床や草本が疎らに生える砂地やサンゴ礫地等で営巣する。年により繁殖地を変えることもあり、
海外では移動距離200～400 kmという例も報告されている。 

現在の生息状況 ： 沖縄島周辺では20ケ所以上の繁殖地が知られる。1980～1990年代の調査では約600～4,300巣が確
認されてきたが、2000年代の環境省モニタリングサイト1000による調査では、最大1,600巣程度
であった。特にナガンヌ島では、1999年まで平均1200巣であったが、2002年以降は平均270巣に
まで減少した。宮古郡島では2009年以降に4繁殖地で成鳥536～849羽が、八重山諸島では2001
年以降に11繁殖地で成鳥988～1,491羽が各々記録された。島嶼間での繁殖地移動を行なっている
可能性もあり、県内のみで個体群動態を評価すべきではないが、減少傾向にあると考えられる。 

生存に対する脅威 ： 繁殖地のある無人島では、宿泊を伴うマリンレジャー施設を含め、観光地化が著しい。その他の小
島や岩礁も、潮干狩り、磯釣り、カヌーによる接近・上陸、ビーチキャンプなどに利用されるよう
になり、その頻度も増加している。こうした人の接近に伴う繁殖地放棄が毎年各所で生じている。
ナガンヌ島ではアジサシ類繁殖エリアが県指定鳥獣保護区特別保護地区に、全島が慶良間諸島国立
公園に指定されたが、本種は繁殖地を変えやすいため、包括的な保護措置には至っていない。卵や
雛、成鳥の捕食者として、カラス、ハヤブサが知られるほか、西表島では越夏したオジロワシ若鳥
により繁殖地の一斉放棄が生じた例も報告されている。 

特 記 事 項 ： 宮古島市自然環境保全条例保全種（2005年）IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)＊  ＊IUCNは種
として評価。本県改訂は亜種ベニアジサシを選定している。 

原   記   載  ： Mathews, 1912. B. Austr., 2 : 364 (Foochow, Fukien and Ryukyus). 
参 考 文 献 ： 環境省 編, 2014．レッドデータブック2014 –日本の絶滅のおそれのある野生生物- 2 鳥類．ぎ

ょうせい，東京． 
環境省自然環境局生物多様性センター，2013．平成 24 年度 モニタリングサイト 1000 海鳥調査報
告書． 

環境省自然環境局生物多様性センター，2016．平成27年度  モニタリングサイト1000海鳥調査報
告書． 

環境省自然環境局野生生物課，2002．鳥類標識調査によるベニアジサシの越冬地の確認ついて．環
境省報道発表資料（平成14年 2月20日）． 

河野裕美，2004．沖縄のベニアジサシ繁殖地に何が起きているのか？ 自然保護，（481）: 14-15． 
河野裕美・水谷 晃，2003．西表島網取湾におけるベニアジサシの繁殖段階の移行と繁殖期中の成
鳥数変化．日本鳥学会2003年度講演要旨集，36． 

河野裕美・水谷 晃，2015．仲ノ神島および西表島におけるオジロワシの初越夏と繁殖海鳥類への
影響．Strix，31： 125-134． 

水谷 晃・河野裕美，2009．エリグロアジサシとベニアジサシのモニタリング手法の提案 –コロニ
ー外からの観察による営巣数の計数と雛の齢査定に基づく産卵時期の推定-．山階鳥類学雑誌，
40：125-138． 

水谷 晃・河野裕美，2011．八重山諸島における海鳥類の現状．海洋と生物，194，33(3)： 225-232． 
O'Neill,P., Minton,K., Ozaki,K.& White,R., 2005. Three populations of non-breeding Roseate Terns 

(Sterna dougallii) in the Swain Reefs, Southern Great Barrier Reef, Australia. Emu, 105: 57-66. 
尾崎清明，2003．人と鳥、水際のせめぎあい ベニアジサシに訪れた危機．Birder，17（7）：38-41． 
尾崎清明・米田重玄，1992．沖縄島周辺におけるベニアジサシの繁殖状況とコロニー間の移動．日
本鳥学会誌，40：133． 

日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄県文化環境部自然保護課（編），2005．改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 動物編 －
レッドデータおきなわ－．沖縄県文化環境部自然保護課，沖縄． 
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執 筆 者 名 ： 河野裕美・水谷 晃 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： エリグロアジサシ 
分    類 ： チドリ目 カモメ科 
学    名 ： Sterna sumatrana Raffles, 1822 
英    名 ： Black-naped Tern 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)  
 
形    態 ： 全長約30 cm。雌雄同色。全体が白色だが、後頭でつながる黒色の過眼線がある。翼背面と腰は淡

青灰色、下面は淡桃色を帯びる個体もいる。尾は深い燕尾。嘴と脚は黒色。 
分 布 の 概 要 ： 西部太平洋とインド洋の熱帯から亜熱帯海域に分布する。日本では、奄美諸島、沖縄諸島、宮古群

島、八重山諸島の沿岸で繁殖する。越冬地は不明。 
生 態 的 特 徴 ： 八重山諸島西表島における本種の繁殖生態の概要は次の通り。繁殖地周辺への渡来日は5月 14～29

日であり、産卵開始日は6月 10日～7月 4日、繁殖地周辺海域からの最終渡去は9月12～10月 5
日である。普通1～2卵、稀に3卵を産み、各年の平均一腹卵数は1.2～1.7卵。抱卵日数は21～26
日で平均23.9日。雛の巣立ち（初飛翔）日齢は20～35日で、平均26.1日。幼鳥が繁殖地周辺か
ら渡去するのは24～63日齢、平均38.6日齢である。この時期の台風、あるいは繁殖地への接近や
上陸は、ベニアジサシと同様に幼鳥の巣立ちや渡去を早める傾向がある。繁殖期のエリグロアジサ
シは、全長2～11 cmのキビナゴ・トウゴロウ型魚類（トウゴロウイワシ科オキナワトウゴロウと
ニシン科ミナミキビナゴ等）を最も多く食べ、全食餌動物中の90％以上を占める。この他に、サヨ
リ類、ダツ類、トビウオ類、スズメダイ類の幼魚も採食する。1989～1990年、1999～2004年の孵
化成功率は平均41.5％、巣立ち成功率は平均21.8％である。孵化成功率が低い主要因は、抱卵放
棄が43.3％、台風の波浪による流失や水没が16.8％、カラスによる捕食が4.5％である。 

生息地の条件  ： 主にサンゴ礁原内や内湾、あるいは河口等の属島や岩礁、沖合いのサンゴ州島で繁殖する。座礁船
や大型船舶の停泊ブイ、防波堤などの人工物で営巣することもある。県内では渡嘉敷村慶伊瀬島ナ
ガンヌ島で記録された約300巣を最大として、主に10～30巣のコロニーを形成する。開けた環境
を好み、岩礁のわずかな窪みやサンゴ礫場に営巣する。同所的に営巣するベニアジサシよりも水際
に近い場所で営巣する傾向がある。年により繁殖地を変えることがある。 

現在の生息状況 ： ベニアジサシよりも小規模に分散して繁殖しているため、個体群規模と動態の把握は難しい。沖縄
島周辺ではこれまでに25ケ所以上の繁殖地が確認され、2005年以降の環境省モニタリングサイト
1000では、成鳥266～528羽 115～304巣が記録された。同様に宮古群島では25カ所以上の繁殖地
が知られ、成鳥343～511羽109～158巣（1繁殖地当たり平均5.2～7.8巣）が記録された。八重山
諸島では2001年以降の調査で60カ所以上の繁殖地が確認されている。2001年の全域調査では、成
鳥1,431羽 621巣（1繁殖地当たり平均14.8巣）が記録された。2009年以降の環境省モニタリン
グサイト1000では、西表島と石垣島を中心に調査がなされ、成鳥492～705羽 153～306巣（平均
5.9～10.9巣）であった。繁殖期を通じて調査が実施される西表島では、2001年から2015年まで
に平均26.0巣から平均5.8巣まで大幅に減少した。 

生存に対する脅威 ： ベニアジサシと同様に繁殖地となる無人島の観光化や、小島や岩礁のマリンレジャー利用などが顕
著であり、人の接近や上陸による繁殖地放棄が毎年散見される。また水際近くに営巣することが多
く、大潮の満潮時や台風の波浪による巣の流出が生じやすい。カラスによる卵や雛の食害も各諸島
で報告されている。また西表島では越夏したオジロワシにより繁殖地の一斉放棄が生じたことも観
察された。 

特 記 事 項 ： 宮古島市自然環境保全条例保全種（2005年）。 
IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 

原   記   載  ： Raffles, 1822. Trans. Linn. Soc. London, 13 : 329 (Sumatra). 
参 考 文 献 ： 環境省 編, 2014．レッドデータブック2014 –日本の絶滅のおそれのある野生生物- 2 鳥類．ぎ

ょうせい，東京． 
環境省自然環境局生物多様性センター，2013．平成 24 年度 モニタリングサイト 1000 海鳥調査報
告書． 

環境省自然環境局生物多様性センター，2016．平成27年度  モニタリングサイト1000海鳥調査報
告書． 

河野裕美，1996．5．エリグロアジサシ． 日本の希少な野生水生生物に関する基礎資料”，（社）
日本水産資源保護協会，東京，501―506，534―535． 

河野裕美・水谷 晃，2015．仲ノ神島および西表島におけるオジロワシの初越夏と繁殖海鳥類への
影響．Strix，31：125-134． 

水谷  晃・河野裕美，1999．西表島網取湾におけるエリグロアジサシの繁殖生態 1．繁殖段階の移
行と成鳥数の変化．日本鳥学会1999年度大会講演要旨集，32． 

水谷 晃・河野裕美，2000．西表島網取湾におけるエリグロアジサシの繁殖生態 2．巣立ち成功な
らびに雛の成長と渡去過程．日本鳥学会2000年度大会講演要旨集，24． 

水谷 晃・河野裕美，2001．西表島網取湾におけるエリグロアジサシの繁殖生態 3．一腹子数によ
る雛の成長と巣立ち成功に影響する要因．日本鳥学会2001年度大会講演要旨集，74． 

水谷 晃・河野裕美，2003．西表島網取湾におけるエリグロアジサシの繁殖生態 4．食性と採食海
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水谷 晃・河野裕美，2009．エリグロアジサシとベニアジサシのモニタリング手法の提案 –コロニ
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水谷 晃・河野裕美，2011．八重山諸島における海鳥類の現状．海洋と生物，194，33 (3)：225-232． 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄県文化環境部自然保護課（編），2005．改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 動物編 －
レッドデータおきなわ－．沖縄県文化環境部自然保護課，沖縄． 

 
執 筆 者 名 ： 河野裕美・水谷 晃 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： サシバ 
分    類 ： タカ目 タカ科 
学    名 ： Butastur indicus (Gmelin, 1788) 
英    名 ： Grey-faced Buzzard-eagle  
方  言  名 ： タカ、チンミー 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 全長は雄47 cm、雌50 cmで、翼開長は105～115 cmの中型の猛禽類。雄の頭部は灰褐色で、上面

と胸は茶褐色。嘴は灰黒色で蝋膜（ろうまく）と虹彩は黄色。喉は白く中央に黒褐色の腮線（さい
せん）がある。腹は白色で茶褐色の横斑がある。若鳥ではこれが縦斑になる。尾には黒褐色の太い
黄帯が3本入る。翼下面は白色で、風切には暗褐色の細い横縞があり、初列風切先端は黒褐色。雌
は頭部に灰色味が少なく、白色の眉斑が明瞭な傾向があるとされるが、雄でも眉斑が明瞭な個体も
いる。幼鳥は上面が暗褐色で、淡色の羽縁がある。明瞭な眉斑があり、体下面は暗褐色の縦斑があ
る。虹彩は暗褐色。  

近似種との区別 ： ハチクマはより大きく、翼は長いが、頸は細長い。 
分 布 の 概 要 ： 日本、朝鮮半島、中国東部で繁殖し、南西諸島、中国南部、東南アジアなどで越冬する。日本では

本州（東北地方南部）から四国、九州に夏鳥として渡来し、繁殖する。県内では旅鳥および冬鳥。 
生 態 的 特 徴 ： 繁殖地では平地から山地の森林と草原が混在する環境に生息する。特に水田と森林が混在する谷津

田では生息密度が高いとされている。水田や草地に隣接した樹林部で営巣し、草地や湿地などでカ
エルやトカゲ、ネズミ類、バッタなどの昆虫類を餌にしている。3月下旬から4月上旬にかけて営
巣地に飛来し、造巣を開始する。4月中旬から5月上旬にかけて2～4卵を産卵し、抱卵期間は約1
ヶ月。育雛期間は5週間で、6月上旬から7月上旬に巣立ちを迎える。9月中旬から10月下旬が国
内での渡り期間となる。県内では10月初旬から渡り個体が見られ、さらに南下して越冬する群れ
個体と、そのまま滞在して越冬する個体に分かれる。 

生息地の条件  ： 渡り期の休息地となるリュウキュウマツ林や広葉樹林などまとまった森林が必要である。 
現在の生息状況 ： 渡り個体はこれまで宮古島における宮古野鳥の会による調査では、1980年代前半までは平均的に約

3万 8千羽が確認されていたが、1980年代後半から減少し、2000年代には2万羽以下の確認となっ
ている。宮古諸島における過去29年間の年平均個体数は29,000個体とされている。なお、最近で
は 2013 年の秋期で約 3 万 1 千羽が確認され、幾分回復傾向が見られる。また、沖縄島北部名護市
では2015年の調査で約4,000羽が確認されている。 
しかしながら、県内における越冬個体の調査は実施されておらず、総個体数は不明である。越冬個
体は森林部とサトウキビ畑や牧草地などの開けた農耕地に生息し、主にバッタ類、トカゲ類、カエ
ル類などを餌にしている。 

学術的意義・評価 ： 県内における渡来数は多く、本種の渡りを考える上で重要である。また、越冬地では食物連鎖の頂
点に位置している。 

生存に対する脅威 ： 渡り期の休息地となるマツ林や広葉樹林の減少傾向。越冬個体の主な生息地である農耕地における
農薬使用による餌となる両生・爬虫類などの減少や昆虫類の農薬汚染。 

特 記 事 項 ： 全国的に繁殖期の分布調査でその減少傾向が指摘され、県内における渡り調査でも全体的に減少傾
向が見られる。このことから、環境省編（2012）では絶滅危惧Ⅱ類（VU)に新規に選定掲載された。
旅鳥や冬鳥として普通に渡来する種であるが、中継地および越冬地である本県でも保護を図るため
環境省レッドリスト2014のカテゴリーに準拠した。宮古島市自然環境保全条例保全種（2005年）。
IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 

参 考 文 献 ： 金井  裕, 2014. サシバ. レッドデータブック 2014—日本の絶滅のおそれのある野生生物−2 鳥類. 
環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編, ぎょうせい, 東京, 156-157. 

環境省編, 2014. レッドデータブック2014-改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 －, 2 鳥類,
ぎょうせい, 東京, 250pp. 

日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
仲地邦博・久貝勝盛・岡徹・砂川友弘・金子進・真壁靖人・西原武則, 2014.サシバの現状と保護.
宮古野鳥の会40周年記念誌. 106pp. 

下地  豊, 2014.サシバの里を目指して.バーダー28(09). 30. 
嵩原建二・細川太郎・村田尚史・具志堅ひな子・山本英康, 2014. 沖縄本島北部（名護市）におけ
るサシバButasatur indicus を含むワシタカ類の飛来状況について.やんばる学研究会会誌（3）： 
80-87. 

榛葉忠雄, 2016.日本と北東アジアの野鳥.生態科学出版.647pp. 
 

執 筆 者 名 ： 嵩原建二 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： リュウキュウオオコノハズク 
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分    類 ： フクロウ目 フクロウ科 
学    名 ： Otus lempiji pryeri (Gurney, 1889) 
英    名 ： Collared Scops-owl 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 全長約25 cm。北海道から九州まで分布する亜種オオコノハズク（O. l. semitorques）に似ているが、

本亜種は羽色が赤錆色がかる暗褐色の地に複雑な横斑や縦斑が見られる。耳羽は長めで、後頚部は
灰色がかる黄褐色で首輪上に見える。目は赤みがかる橙色。足指に羽毛がないことが本亜種の特徴
である。 

近似種との区別 ： コノハズクに似るが本種はやや大型で、目の色が赤みがかる橙色であるのに対しコノハズクは黄色。
鳴き声ではコノハズクが ｢ブッポーソー｣ とか ｢コホー｣ と鳴くのに対し、本種は ｢ウオツ、ウオ
ツ｣ または ｢ポウ、ポウ｣ と聞こえる声で鳴く。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島とその属島の屋我地島、慶良間諸島の阿嘉島、八重山諸島の石垣島と西表島に生息分布する。        
沖縄島では北部の国頭地域や本部半島、名護市から恩納村などの森林地域、沖縄島中部の沖縄市や
島南部の那覇市などの残存する森林地域に生息する。沖縄島南部では那覇市の都市公園等にある残
存林などで繁殖したことが知られている。また、八重山諸島の石垣島、西表島などの常緑広葉樹林
の大径木が繁茂する薄暗い森林に生息する。最近沖縄島北部の本部半島や恩納村で地上営巣例が見
られる（嵩原, 1994・嵩原, 2002）。宮古島は迷鳥としての飛来とされ、与那国島でも記録が見ら
れるが、亜種は不明である。 
種オオコノハズクは、中国本土から海南島、ベトナム、タイ、マレー半島、大スンダ列島、ボルネ
オまで、そして、さらに中国東北部からアムール、ウスリー、朝鮮半島、サハリン、日本、台湾ま
で分布する。                  

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 種オオコノハズクは、北海道から本州、四国、そして奄美諸島まで全国的に留鳥
として生息するオオコノハズク O. l. semitorques と、新潟県に迷鳥として記録が見られるサイメロ
オオコノハズク O. l. ussuriensis 、本亜種 O. l. preri の3亜種が見られる。国外では中国、インド、
フィリピンなどに16亜種があるとされる。 

生 態 的 特 徴 ： 夜間、林道沿いや畜舎周辺などにでてきて、ネズミ類や小鳥類、昆虫類を捕らえて餌にする。最近
の食性に関する調査では、同所的に生息するリュウキュウコノハズクとの餌の競合を避けるため、
食性が昆虫類を含めより広く、またサイズの大きい晡乳類や鳥類にシフトしているとの指摘がある
（Toyama and Saitoh, 2011）。人が近づくと嘴を打ち鳴らして警戒するが、なかなか飛び立たない。
繁殖時期は4月から5月頃で1腹の卵数は3個から4個である。 

生息地の条件  ： 採餌や休息地となるまとまった低地や山地の広葉樹林帯が必要である。また営巣するためには樹洞
をもつような大径木が数多く出現する林齢のすすんだ森林も不可欠。 

学術的意義・評価 ： 南西諸島の一部に生息し、南西諸島南部が国内での分布の南限地域にあたる。 
Otus 属の種分化を考える上で重要な地域個体群であると考えられるが、生息地域は局所的である。 

生存に対する脅威 ： 森林伐採、農地造成、ダム建設等の開発による生息地となる森林地域が漸減している。 
特 記 事 項 ： 日本産鳥類目録では従来、種オオコノハズクの学名に 0tus bakkamoena を用いてきたが、目録改訂

第6版と同7版では 0 .lempiji が採用されている。分類学的にはインド、スリランカ、ヒマラヤ、
アッサムで生息するものが 0. bakkamoena で、中国以東が 0.lettia とする見解も見られる。最近の扱
いでは、日本産はロシア沿海地方から韓国に至る地域に分布を持つ 0.semitorques とされ、日本産は
亜種名が 0.s.ussuriensis 、琉球列島産は 0.s.pryeri とする考え方が見られるなど、分類学的に確定
されていない面がある。IUCNカテゴリー：Least Concern (LC)＊  ＊IUCNは種 0. semitorques として
評価。本県改訂は亜種リュウキュウオオコノハズクを選定している。 

原   記   載  ： Gurney, 1889. Ibis, 302 (Naha, Okinawa I.). 
参 考 文 献 ： Brazil M. 1991. The Birds of Japan, Christopher Helm and A & C Black, London. 

Brazil M. 2009.Birds of East Asia,China, Taiwan,Korea,Japan and Russia. Princeton University 
Press.Princeton and Oxford. 528 pp.  

環境庁編, 1991. 日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータブック－ 脊椎動物編. 日本
野生生物研究センター, 東京. 

嵩原建二, 2014.リュウキュウオオコノハズク. レッドデータブック2014—日本の絶滅のおそれのあ
る野生生物−2 鳥類. 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編, ぎょうせい, 東京, 
204-205. 

黒田長久編, 1984. 決定版生物大図鑑 鳥類. 世界文化社, 東京. 
Mikkola H.2012. Owls of the world a photographic guide. Christpher Helm. London .512pp. 
宮古野鳥の会編, 2000. 25周年記念誌. 平良市, 66pp. 
日本鳥学会編, 1974. 日本鳥類目録 改訂第5版. 学習研究社, 東京, 120pp. 
日本鳥類目録編集委員会編, 2000. 日本鳥類目録 改訂第6版. 日本鳥学会, 帯広, 345pp. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. リュウキュウオオコノハズク. “沖縄県の絶滅のおそ
れのある野生生物 －レッドデータおきなわ－”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 那覇, 
292-326. 

沖縄野鳥研究会編, 1986. 沖縄県の野鳥. 沖縄野鳥研究会. 
沖縄野鳥研究会編, 1993. 改訂沖縄県の野鳥. 沖縄出版, 浦添. 
嵩原建二, 1994. リュウキュウオオコノハズクの地上営巣例について. すくみ.ち第31号, 今帰仁
村教育委員会, 今帰仁村. 

嵩原建二, 2002. 沖縄島で留鳥として生息する希少な 3 亜種の繁殖記録について. 沖縄県立博物
館紀要, (28): 1-11. 

Toyama M. and Saitoh T. 2011. Food niche differences between two syntopic scops owle on Okinawa 
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Island,Japan.Journal of Raptor Research, 45(1): 79-87. 
琉球新報社編, 1983. 写真集沖縄の野鳥. 誠文堂新光社, 東京. 
 

執 筆 者 名 ： 嵩原建二 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ハヤブサ 
分    類 ： ハヤブサ目 ハヤブサ科 
学    名 ： Falco peregrinus japonensis Gmelin, 1788 
英    名 ： Peregrine Falcon 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)  
 
形    態 ： 頭部から背中、尾にかけて灰黒色で、喉から胸、腹部、翼の下面にかけては灰白色で黒褐色の横斑

がある。若鳥は上面が褐色を帯び下面は黄白色で黒褐色の縦斑がある。 
近似種との区別 ： チゴハヤブサはハヤブサより小さく翼がより細長く下腹に赤褐色の模様がある。 
分 布 の 概 要 ： 東シベリアからオホーツク湾沿岸、カムチャツカ、サハリン、朝鮮半島等に分布している。日本で

は九州以北で繁殖している。県内では冬鳥。 
生 態 的 特 徴 ： 巣は険しい海岸の絶壁等の岩だなに作る。卵は3～4個産む。抱卵日数は約29日、ふ化後40日前後

で巣立つとされる。中型の鳥類を襲って餌にする。適当な岩場や高い木立の枯れ枝などでじっと止
まって餌を待つ習性がある。 

生息地の条件  ： 険しい海岸の絶壁、森林、湿地や水田周辺の狩り場。 
現在の生息状況 ： 県内ではごく少数が越冬し、水田や農耕地、干潟周辺などで見られる。 
学術的意義・評価 ： 水田や農耕地、干潟周辺で鳥類を捕食し、食物連鎖の頂点に位置している。 
生存に対する脅威 ： 農薬使用によって餌となる鳥類が汚染され、さらにそれらを捕食したハヤブサに農薬被害がでてい

る例があるとされる。 
特 記 事 項 ： 国内希少野生動植物種（1993年）。宮古島市自然環境保全条例保全種（2005年）。IUCNカテゴリー：

Least Concern (LC)＊  ＊IUCNは種として評価。本県改訂は亜種ハヤブサを選定している。 
原   記   載  ： Gmelin, 1788. Syst. Nat., 1(1): 257 (Japan). 
参 考 文 献 ： 環境庁編, 1991. 日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータブック－ 脊椎動物編. 日本

野生生物研究センター, 東京. 
小林桂助, 1983. 原色日本鳥類図鑑. 保育社, 大阪, 65. 
日本鳥学会編, 1974. 日本鳥類目録 改訂第5版. 学習研究社, 東京, 26. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
高野伸二, 1982. 日本産鳥類図鑑. 東海大学出版会, 東京, 244. 
沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. ハヤブサ. “沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 －
レッドデータおきなわ－”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 那覇, 306. より引用。 

 
執 筆 者 名 ： 嵩原建二 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： サンショウクイ 
分    類 ： スズメ目 サンショウクイ科 
学    名 ： Pericrocotus divaricatus divaricatus (Raffles, 1822) 
英    名 ： Ashy Minivet 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)  
 
形    態 ： 全長約20 cm。体は細く、尾が長い。雄は頭頂から後頸および耳羽の一部が黒く、額は白色。嘴と

過眼線は黒色で、頬以下の下面は白色。背及び肩羽、上部雨覆は暗灰色で風切は黒く、白色の翼帯
がある。尾は黒色で外側尾羽白色。雌は頭上から背が灰色で額の白色部は小さい。  

近似種との区別 ： 亜種リュウキュウサンショウクイは頭上から上面が灰黒色で、額の白色部は狭く、眉斑状となる。
胸は暗灰色。 

分 布 の 概 要 ： ウスリーから中国東北部、朝鮮半島北部で繁殖し、中国南部から東南アジアで越冬する。日本では
夏鳥として、本州および四国に渡来し、繁殖する。渡りの際には各地を通過する旅鳥である。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 亜種リュウキュウサンショウクイは九州南部から南西諸島に留鳥として生息する。
最近、四国や本州の一部にも生息地を拡大している。 

生 態 的 特 徴 ： 国内の繁殖地では、巣は地上から数m以上の大きな横枝にイネ科植物の枯茎や細い枝、スギやヒノ
キの樹皮などを用いて作り、外部にウメキゴケをクモの糸で貼り付けて作る。一腹産卵数は4～5
個で、卵は青灰色の地に暗褐色や灰色の斑点がある。抱卵は雌が行い、巣立ちまでの日数は約14
日。 

生 息地 の条 件： 平地や山地の大きな落葉樹のある樹林に生息する。県内では山地森林部の広葉樹林で見られる。 
現在の生息状況 ： 本土では夏鳥として飛来し繁殖するが、最近かつて生息していた場所での生息確認ができなくなっ

ていることが指摘されている。これは食物となる飛翔性の昆虫の減少や越冬地である東南アジアの
生息環境の悪化が影響しているとされる。県内では春と秋に通過する旅鳥である。環境省編（2014）
に準拠しVUと評価した。秋期には10個体ほどの群れをつくり、森林地域に渡来するが、国内で繁
殖した個体か、大陸産かは不明であり、今後の繁殖地に関する調査が必要である。 

学術的意義・評価 ： 県内における渡来数は少ないが、本種の渡りを考える上で重要である。 
生存に対する脅威 ： 森林性の鳥であり、森林の改変や伐採はその生息に大きな影響を与えることが考えられる。 
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特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)＊  ＊IUCNは種として評価。本県改訂は基亜種サンショウクイ
を選定している。 

参 考 文 献 ： 金井  裕, 2014.サンショウクイ, レッドデータブック2014—日本の絶滅のおそれのある野生生物−2
鳥類. 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編, ぎょうせい, 東京, 210-211. 

日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄野鳥研究会編, 2010. 改訂版沖縄の野鳥. 新星出版, 那覇. 367pp. 
榛葉忠雄, 2016. 日本と北東アジアの野鳥. 生態科学出版, 647pp. 
 

執 筆 者 名 ： 嵩原建二 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： オリイヤマガラ 
分    類 ： スズメ目 シジュウカラ科 
学    名 ： Poecile varius olivaceus (Kuroda, 1923) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 全長約14 ㎝。頭部と喉が黒色。額と頬は赤栗色。背と翼は青黒色。 
近似種との区別 ： イシガキシジュウカラとは本種が胸から腹が赤っぽいことで区別できる。 
分 布 の 概 要 ： 八重山諸島（西表島、石垣島）。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 沖縄島にはアマミヤマガラ P. v. amami 、台湾にタイワンヤマガラ P. v. castanet 

-oventris が分布している。 
生 態 的 特 徴 ： 人を恐れることが少なく近くで観察することができる。冬季はイシガキシジュウカラやリュウキュ

ウキビタキと混群を作ることがある。 
生息地の条件  ： 鬱蒼と茂った森林地域。シジュウカラに比べ、森林依存度は高いものと思われる。 
現在の生息状況 ： 西表島ではやや標高の高い常緑広葉樹の林内で見られる。石垣島では於茂登岳や野底岳などのやや

標高の高いところに少数が生息している。 
学術的意義・評価 ： 大東諸島にはかつて近似亜種ダイトウヤマガラ P. v. orii が生息していたが、絶滅してしまった。本

種は日本に分布の中心があり、なお島嶼ごとに多くの亜種に分類されている。本種の分布様式を考
える上で重要である。八重山諸島固有亜種。 

生存に対する脅威 ： 人的な改変等による森林の伐採など生息環境の変化が懸念される。 
特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)＊  ＊IUCNはSittiparus varius Temminck & Schlegel, 1848

として掲載し、種として評価。本県改訂は種ヤマガラの亜種オリイヤマガラを選定している。 

原   記   載  ： Kuroda, 1923. Bull Brit. Orn. Club, 43: 90(Iriomotejima, South Ryukyus). 
参 考 文 献 ： 花輪伸一, 2014. レッドデータブック2014—日本の絶滅のおそれのある野生生物−2鳥類. 環境省自

然環境局野生生物課希少種保全推進室編, ぎょうせい, 東京, 231. 
五百沢日丸他, 2000. 日本の鳥550 山野の鳥. 文一総合出版. 
環境省編, 2002. オリイヤマガラ. “改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータ
ブック－ 2 鳥類”, 自然環境研究センター, 東京, 220. 

真木広造・大西敏一, 2000. 日本の鳥590. 平凡社. 
日本鳥類目録編集委員会編, 2000. 日本鳥類目録 改訂第6版. 日本鳥学会, 帯広, 345pp. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. オリイヤマガラ. “沖縄県の絶滅のおそれのある野生
生物 －レッドデータおきなわ－”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 那覇, 325. 

沖縄野鳥研究会編, 1993. 改訂沖縄県の野鳥. 沖縄出版, 浦添. 
大谷 力,2004. 沖縄県石垣におけるヤマガラの観察記録. 日本鳥学会誌, 53(2): 104-106. 
山階芳麿, 1980. 復刻版 日本の鳥類とその生態 第1巻. 梓書房, 東京. 
 

執 筆 者 名 ： 庄山 守＊・嵩原建二(追補)  ＊前回改訂版 (2005) における庄山による記載内容を一部見直した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： アカヒゲ 
分    類 ： スズメ目 ヒタキ科 
学    名 ： Luscinia komadori komadori (Temminck, 1835) 
英    名 ： Ryukyu Robin (Satsunan islands subspecies) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類(VU)  
 
形    態 ： 全長14 cm。雄は眼先から胸にかけて黒く、頭上から上面は赤橙色。嘴は黒色。下面は白く、脇に

大きな黒斑がある。額は黒色。雌は頭部から上面にかけて赤褐色で、下面は汚白色。胸と脇腹に黒
褐色の細かな斑がある。  

近似種との区別 ： 亜種ホントウアカヒゲの雄は、脇腹に黒い斑紋がでないことで本亜種と区別できる。 
分 布 の 概 要 ： 男女群島やトカラ列島、奄美諸島とその周辺島嶼に分布している。夏から秋にかけては薩南諸島や

大隅半島でも観察されることが知られている。県内では冬期に宮古諸島や八重山諸島の石垣島、西
表島、与那国島、波照間島に渡来し、越冬することが知られている。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 八重山地方には酷似した別亜種ウスアカヒゲ L. k. subrufus が生息するとされて
いるが、日本鳥学会編（2012）の「目録改訂第7版」では「絶滅」としている。 

生 態 的 特 徴 ： 下層植生の発達した常緑広葉樹林や二次林、寺社林、屋敷林、リュウキュウチク林などに生息する。 
          地上で昆虫類やクモなどを捕らえ、餌にしている。縄張り性があり、通常は一夫一妻で繁殖する。 
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          枯れ葉やツル、樹皮などを利用し、椀状の巣をリュウキュウチクや広葉樹の樹上と樹洞、幹の割れ
目などにかける。1腹卵数は1～5個で平均3卵。 

生息地の条件  ： 下層植生の発達した常緑広葉樹林や二次林などの他、県内では拝所のある御嶽林などに生息。 
現在の生息状況 ： 最近トカラ列島に生息する繁殖集団が渡りをすることが知られ、先島諸島で冬季に見られる個体は、

この北部地域からの渡り個体である可能性が指摘されている（関, 2005）。このことから、沖縄島
でも本亜種の旅鳥としての保護や観察記録がある。沖縄諸島の沖縄島と久米島などでは旅鳥で、宮
古諸島の宮古島と多良間島、八重山諸島の石垣島、西表島、与那国島、波照間島などでは越冬個体
の観察例が見られる。 

学術的意義・評価 ： 日本特産亜種として貴重である。 
生存に対する脅威 ： 奄美大島やトカラ列島同様に、旅鳥として通過する中継地となる沖縄島では外来種のマングース、

越冬地となる宮古島では外来種のイタチが定着しており、こうした小型ほ乳類による捕食の影響が
考えられる。 

特 記 事 項 ： 本亜種と亜種ホントウアカヒゲとは遺伝的分化の程度が大きいことが指摘されている（Seki et al 
2007・西海 2014）。国指定天然記念物（1970年）。国内希少野生動植物種（1993年）。宮古島市自
然環境保全条例保全種（2005年）。IUCN カテゴリー：Near Threatened (NT)＊  ＊IUCNは独立種
Larvivora komadori と分類して評価。本県改訂は種アカヒゲの基亜種アカヒゲを選定している。 

原   記   載  ： Temminck, 1835. In Temminck and Laugier's Planches col. oiseaux, livr. 96: pl.570 ("Korea," error for 
Ryukyu Islands, restricted to North Ryukyus by Kuroda, 1923). 

参 考 文 献 ： 環境庁編, 1991. 日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータブック－ 脊椎動物編. 日本
野生生物研究センター, 東京. 

黒田長禮, 1980. 新版鳥類原色大図説. 講談社, 東京. 
日本鳥類保護連盟編, 1988. 鳥 630図鑑. 日本鳥類保護連盟. 
真木広造・大西敏一・五百澤日丸, 2014. 日本の野鳥650. 平凡社, 東京, 788pp. 
西海  功, 2014.増えたり減ったり、日本の固有種の今昔. BIDER, 28（08）：4-5. 
日本鳥類目録編集委員会編, 2000. 日本鳥類目録 改訂第6版. 日本鳥学会, 帯広, 345pp. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. アカヒゲ. “沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 －
レッドデータおきなわ－”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 那覇, 324. 

沖縄野鳥研究会編, 1993. 改訂沖縄県の野鳥. 沖縄出版, 浦添. 
砂川栄喜, 2011. 沖縄宮古の野鳥 亜熱帯の水辺. ボーダーインク, 那覇, 238pp. 
榛葉忠雄, 2016. 日本と北東アジアの野鳥.生態科学出版. 647pp. 
関 伸一, 2005. レッドリストの生き物たち. 19, アカヒゲ. 森林技術, No. 756. 32-33． 
関 伸一, 2014. アカヒゲ.レッドデータブック2014—日本の絶滅のおそれのある野生生物−2鳥類. 
環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編, ぎょうせい, 東京,p214-215. 

Seki S.-I.and T.Ogura, 2007. Breeding origins of maigrating Ryukyu Robins Erithacus komadori 
Inferred from mitochondrial control region sequences . Ornithological Science, 6:21-27. 

嵩原建二, 1998. 波照間島の鳥類記録. 波照間島総合調査報告書, 沖縄県立博物館. 
嵩原建二・砂川栄喜・比嘉邦昭・宮城国太郎・高良淳司・金城輝男・仲地邦博・長嶺  隆, 2008.
沖縄県内における2003年から2006年までの稀な鳥類の飛来と希少な繁殖記録について. 南島文
化.（30）：127-144.  

宇山大樹, 2011．野鳥の記録与那国島（2002 年 3月～2007 年 1 月の 678 日間の観察記録）. 文一
総合出版, 223pp. 

山階芳麿, 1980. 日本の鳥類とその生態. 梓書房, 東京. 
 

執 筆 者 名 ： 嵩原建二 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

 5 ) 準絶滅危惧(NT) 

 

 
和    名 ： オオヒシクイ 
分    類 ： カモ目 カモ科 
学    名 ： Anser fabalis middendorffii Severtzov, 1873 
英    名 ： Bean Goose 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： ガン類では最大クラスで全長90～100 cm。頭部から頸にかけて暗褐色。嘴は黒褐色で、先端部近く

には橙色の斑がある。上面は暗灰褐色で、羽縁は淡褐色。翼上面は暗褐色で、雨覆は灰色。胸から
脇は暗褐色で、羽縁は淡褐色。下腹から下尾筒は白く、尾は黒褐色で上尾筒は白色。足は橙色。 

近似種との区別 ： マガンの嘴はピンク色で、基部は白色。成鳥は腹部に不規則な黒斑がある。 
分 布 の 概 要 ： 本亜種はシベリアからバイカル湖周辺、アムール北部までのタイガ帯で繁殖し、冬季には中国東部

と韓国で越冬する。日本にはカムチャツカ半島の個体群が渡来するとされ、北海道北部のサロベツ
原野などを中継地として局地的に飛来する。亜種ヒシクイは主に宮城県伊豆沼などで越冬するが、
亜種オオヒシクイは日本海側に多く飛来するとされる。 

生 態 的 特 徴 ： 国内では冬鳥として、水田跡や湖沼、湖などに飛来する。冬季は主に植物食で、水性植物の葉や茎、
水田の落ちモミなどを餌にしている。本亜種は嘴や頸が長く。湿地での採食に適している形態があ



<鳥類> 

158 
 

る。 
生息地の条件  ： 水田跡や湖沼、湖、タイモ栽培地、イグサ栽培地など。 
現在の生息状況 ： 県内でもごく少数が迷鳥として渡来し、水田やタイモ栽培地などでしばらく滞在することがある。

一カ所に長く留まらず、場所を変えて越冬することがある。 
生存に対する脅威 ： 水田やタイモ栽培地、イグサ栽培地の減少傾向が見られる。また、越冬地の農薬による汚染も懸念

される。 
特 記 事 項 ： 国指定天然記念物（1971年）。IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)＊  ＊IUCNは種として評価。本

県改訂は種ヒシクイの亜種オオヒシクイを選定している。 
参 考 文 献 ：  呉地正行, 2014. オオヒシクイ. “レッドデータブック 2014—日本の絶滅のおそれのある野生生物

−2鳥類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編, ぎょうせい, 東京, 225. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 

 

執 筆 者 名 ： 嵩原建二 

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： マガン 
分    類 ： カモ目 カモ科 
学    名 ： Anser albifrons albifrons (Scopoli, 1769) 
英    名 ： Greater White-fronted Goose 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 全長72 cm。雌雄同色。頭部から頸にかけては暗褐色。嘴はピンクでその基部は白い。上面は暗灰

褐色で、羽縁は淡褐色。翼上面は暗褐色で、雨覆は灰色。下面は淡褐色で、腹部には不規則な黒斑
がある。下尾筒は白色。足は橙色。幼鳥は嘴基部に白斑はなく、嘴に黄色味があり、腹部に黒斑は
ない。 

近似種との区別 ： カリガネは小さく、眼の周りに明瞭なアイリングがある。また、より嘴は短く、嘴基部の白色部は
額まで達する。 

分 布 の 概 要 ： ユーラシア大陸、北米、グリーンランド西部のツンドラ地域で繁殖し、冬季には南に渡る。国内に
は主に冬鳥として渡来し、主に東北地方と本州日本海側で越冬する。特に宮城県伊豆沼では多数が
越冬することでよく知られている。  

生 態 的 特 徴 ： 低地の沼沢地、水田跡、干潟などに渡来する。植物食で水性生物の根茎、葉、あるいは水田で落ち
穂、草の葉などを採食する。 

生息地の条件  ： 低地の沼沢地、水田跡、干潟など。 
現在の生息状況 ： 県内に渡来するガン類の中では観察例が比較的多く、毎年のようにごく少数が県内各地に飛来する。

秋季から冬季に水田や河川、牧草地、草原などに渡来するが、長く留まらない。 
なお、本州における主たる越冬地での個体数は、1970～1971年の越冬期は全国的に約3,700個体で
あったが、1997～98年の越冬期では約3万 1千羽、2011～2012年の越冬期には約20万羽に達し、
増加傾向にあるとされている。 

学術的意義・評価 ： 県内における渡来数は少ないが、本種の渡りを考える上で重要である。 
生存に対する脅威 ： 水田の畑地化の進行や干潟の埋め立てなど、生息地の減少傾向がある。 
特 記 事 項 ： 国指定天然記念物（1971年）。宮古島市自然環境保全条例保全種（2005年）。IUCN カテゴリー：Least 

Concern (LC)＊  ＊IUCNは種として評価。本県改訂は基亜種マガンを選定している。 

原   記   載  ： Baird, 1858. In Baird, Cassin et Lawrence, Rep. Expl. Surv. R. R. Pacific, 9: 762. (Fort Thorn, New Mexico). 
参 考 文 献 ： 黒田長久編, 1984. 決定版生物大図鑑 鳥類. 世界文化社, 東京. 

呉地正行, 2014. マガン. レッドデータブック 2014—日本の絶滅のおそれのある野生生物−2 鳥類. 
環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編, ぎょうせい, 東京, 224. 

環境庁編, 1991. 日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータブック－ 脊椎動物編. 日本
野生生物研究センター, 東京. 

環境省編, 2002. マガン. “改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータブック－ 2 
鳥類”. 自然環境研究センター, 東京, 229. 

黒田長禮, 1980. 新版鳥類原色大図説. 講談社, 東京. 
日本鳥類保護連盟編, 1988. 鳥 630図鑑. 日本鳥類保護連盟. 
日本鳥類目録編集委員会編, 2000. 日本鳥類目録 改訂第6版. 日本鳥学会, 帯広, 345pp. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. マガン. “沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 −レ
ッドデータおきなわ−”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 沖縄, 317. 

沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 2005. マガン. “改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生
物 −レッドデータおきなわ−”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 沖縄, 79-80. 

沖縄野鳥研究会編, 1993. 改訂沖縄県の野鳥. 沖縄出版, 浦添. 
沖縄野鳥研究会編, 2002. 沖縄の野鳥. 新報出版, 那覇, 335pp. 
鈴木勝利・嶋田哲郎, 2012. 宮城県北部の湖沼におけるマガン個体数の季節変化. 伊豆沼・内沼研
究報告 6号，63-69. 

榛葉忠雄, 2016. 日本と北東アジアの野鳥. 生態科学出版. 647pp. 
山階芳麿, 1980. 日本の鳥類とその生態. 梓書房, 東京. 
 

執 筆 者 名 ： 嵩原建二 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
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和    名 ： カイツブリ 
分    類 ： カイツブリ目 カイツブリ科 
学    名 ： Tachybaptus ruficollis poggei (Reichenow, 1902) 
英    名 ： Little Grebe 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 全長26 cm。日本産カイツブリ類では最小。翼と尾は短い。雌雄同色。繁殖羽では頭上は黒褐色で、

喉から頬と前頸は赤褐色。嘴は短めで黒く、先端は淡黄色で尖る。嘴基部に淡黄色の斑がある。虹
彩は黄白色。胸から背は黒褐色で、尾の周辺は白色。翼上面は一様に黒褐色で、白斑はない。  

近似種との区別 ： ミミカイツブリとカンムリカイツブリはともにやや大きく、頸は長く、虹彩は赤色で区別できる。 
分 布 の 概 要 ： ヨーロッパからインド、東南アジア、中国、朝鮮半島まで、ユーラシア大陸温帯域に広く分布し、

その一部は渡りを行う。日本では北海道から南西諸島で繁殖する留鳥であるが、北日本では夏鳥。 
生 態 的 特 徴 ： 潜水を得意とし、小魚や小エビ、水性昆虫などを餌として利用する。水面に水草を積みからませた

浮き巣を作り、子育てをする。卵の数は1腹2～数個。雌雄交代で抱卵し、約20日間抱卵する。雛
は早成性。 

生息地の条件  ： ダム湖や池沼、河川などの淡水域。 
現在の生息状況 ： 留鳥および一部冬鳥。県内各地のダム湖や池、河川などの淡水域で少数が生息し、沖縄諸島と宮古

諸島では繁殖記録が見られる。しかしながら、八重山諸島では冬期に渡来し、越冬する個体が主体
であると思われる。沖縄諸島では冬期は渡来するのもあり、海岸や河口、ダム湖などで見られるこ
ともある。 

学術的意義・評価 ： 県内における生息数は少ないが、本亜種の生息分布を考える上で重要である。 
生存に対する脅威 ： 生息地となるダム湖や農業用ダムは増加したが、繁殖地となる池沼や河川などの淡水域の埋め立て、

改修等人為的開発の影響が懸念される。 
特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)＊  ＊IUCNは種として評価。本県改訂は種カイツブリの亜種カ

イツブリを選定している。 
原   記   載  ： Reichenew, 1902. Journ. 50: 125 (Chihli, China). 
参 考 文 献 ： 黒田長禮, 1980. 新版鳥類原色大図説. 講談社, 東京. 

黒田長久編, 1984. 決定版生物大図鑑 鳥類. 世界文化社, 東京. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. カイツブリ. “沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 
−レッドデータおきなわ−”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 那覇, 314. 

沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 2005. カイツブリ. 改訂“沖縄県の絶滅のおそれのある野生
生物 −レッドデータおきなわ−”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 那覇. 

沖縄野鳥研究会編, 1993. 改訂沖縄県の野鳥. 沖縄出版, 浦添. 
榛葉忠雄, 2016. 日本と北東アジアの野鳥.生態科学出版.647pp. 
山階芳麿, 1980. 日本の鳥類とその生態. 梓書房, 東京. 
日本鳥類保護連盟編, 1988. 鳥 630図鑑. 日本鳥類保護連盟. 
 

執 筆 者 名 ： 嵩原建二 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ダイトウカイツブリ 
分    類 ： カイツブイリ目 カイツブリ科 
学    名 ： Tachybaptus ruficollis kunikyonis (Kuroda,1927) 
英    名 ： Borodino Islands Glabe 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー：該当なし 
 
形    態 ： 全長26 cm、亜種カイツブリと羽色に明確な違いは認められないが、亜種ダイトウカイツブリは嘴

がやや長い傾向がある。大東諸島には、全身が白い個体が複数、1970年代から現在に至るまで観察
され続けている。単なる白化（アルビノ）ではなく、目の色や嘴、脚の色は通常色のカイツブリと
同様である。 

分 布 の 概 要 ： 北大東島と南大東島の池沼に生息する固有の亜種である。 
現在の生息状況 ： 池沼地域には人為的に移入されたティラピア類が多く、繁殖しているため稚魚も非常に多く、採餌

環境は良好と推察される。また、大東諸島には雛の捕食者となりうるハシブトガラスが生息せず、
同様に雛を捕食することがあるオオクチバスも池沼地域に生息していない。そのため繁殖成功を妨
げる要因は少ない。繁殖生態についてはよくわかっていない。 

生存に対する脅威 ： 人為的な生息地の改変等で生息環境は減少傾向にあるが、カイツブリが多く生息する大池や月見池
など広い開放水面を持つ池の環境には大きな変化は認められない。個体数に関する正確な情報はな
いが、池沼地域は限られており環境収容力は小さく、個体数はあまり多くない。そのため絶滅の渦
に巻き込まれる可能性があると推察される。 

特 記 事 項 ： 白色個体が個体群の中に長期にわたり世代を重ねて維持されている要因を遺伝学的、生態学的に解
明することは学術的な価値が大きい。IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)＊  ＊IUCNは種として評
価。本県改訂は種カイツブリの亜種ダイトウカイツブリを選定している。 

原   記   載  ： Kuroda, 1923. Bull. Brit. orn. club, 43: 120. (Minami-daitojima, Daito Is.). 
参 考 文 献 ： 姉崎 悟・嵩原健二・松井 晋・高木昌興, 2003. 大東諸島産鳥類目録. 沖縄県立博物館紀要, 29: 

25-54. 
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黒田長禮, 1980. 新版鳥類原色大図説. 講談社, 東京.  
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄野鳥研究会編, 1993. 改訂沖縄県の野鳥. 沖縄出版, 浦添. 
沖縄野鳥研究会編, 2002. 沖縄の野鳥. 新報出版, 那覇. 

 
執 筆 者 名 ： 嵩原建二＊・髙木昌興(追補)  ＊前回改訂版 (2005) における嵩原による記載内容を一部見直した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： アナドリ 
分    類 ： ミズナギドリ目 ミズナギドリ科 
学    名 ： Bulweria bulwerii (Jardine & Selby, 1828) 
英    名 ： Bulwer’s Petrel 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 全長約27 cm。全体的に黒褐色だが、大雨覆に淡色帯がある。尾は長いくさび型。嘴や脚は黒色。 
近似種との区別 ： ミズナギドリ科のその他の種よりも明瞭に小さい。ウミツバメ科の種はいずれも尾が角型に切れ込

む。 
分 布 の 概 要 ： 太平洋、インド洋、大西洋の熱帯から亜熱帯に広く分布する。日本では宮崎枇榔島を北限として、

伊豆諸島、小笠原群島（聟島列島、父島列島、母島列島、西之島）、硫黄列島（南硫黄島）、奄美諸
島（ハンミャ島）、八重山諸島（仲ノ神島）で繁殖が確認されている。尖閣諸島（黄尾島）でも繁
殖記録がある。 

生 態 的 特 徴 ： 海洋島に繁殖分布し、岩礁の間隙やサンゴ塊の下などで営巣するほか、他の海鳥類の巣穴を利用す
ることもある。一腹卵数は1卵で、卵は白色か淡い褐色。大きさは、長径40～47mm、短径30～33
㎜ほどである。県内で唯一確実な繁殖が確認されている仲ノ神島では、周辺海上に成鳥が飛来し始
めるのが4月下旬から5月上旬、巣穴には6月中旬から7月中旬に卵が、7月下旬には雛が確認さ
れている。成鳥は夜間に帰島し、早朝明るくなる前に採餌に出る。採餌海域や餌生物については不
明。 

生息地の条件  ： 海洋性の無人島で、大きな岩の重なる転石帯を有する。 
現在の生息状況 ： 岩の間隙の奥に入り込んで営巣することが多く、巣および卵や雛を見つけることが非常に困難。仲

ノ神島では海岸の転石帯から102 m頂上周囲や稜線にある砂岩帯などに、数巣から十数巣程度の小
集団で繁殖している。1981年から1984年に成鳥66羽に標識され、繁殖個体数は多くても100羽程
度と推定されている。同島における近年の繁殖規模については全く分かっていない。 

生存に対する脅威 ： 繁殖地の仲ノ神島は天然記念物に指定され、立ち入りが規制されており、人為的な減少要因はない。
小笠原諸島ではクマネズミによると思われるアナドリの捕食被害が報告されている。仲ノ神島でも
クマネズミやサキシママダラが生息しているが、現在のところ海鳥個体群に影響を及ぼすほどの捕
食例は観察されていない。 

特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
参 考 文 献 ： 堀越和夫・鈴木 創・佐々木哲郎・千葉勇人, 2009. 外来哺乳類による海鳥類への被害状況．地球

環境，14：103-105． 
清棲幸保, 1978. 日本鳥類大図鑑Ⅲ（増補復刻版）．講談社，東京． 
河野裕美・安部直哉・真野  徹, 1986. 仲の神島の海鳥類．山階鳥類研究所研究報告，18（1）：1-27． 
Brooke, M., 2004. Albatross and Petrels across the world. Oxford, New York. 
宮島幹之助, 1990. 沖縄県下無人島探検談．地学雑誌，12：585-596． 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 

 
執 筆 者 名 ： 河野裕美・水谷 晃 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： アオツラカツオドリ 
分    類 ： カツオドリ目 カツオドリ科 
学    名 ： Sula dactylatra personata Gould, 1846 
英    名 ： Blue-faced Booby，Masked Booby 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 雌雄同色。頭、胸、体上部から翼背面は、翼の風切羽と尾羽が黒褐色である以外は白色。顔の裸出

部は暗濃青色、嘴は黄色、脚は青灰色である。 
分 布 の 概 要 ： 熱帯から亜熱帯海域に広く分布する。沖縄では、尖閣諸島南小島と北小島で繁殖が確認されている。

近隣の八重山諸島仲ノ神島では、夏季に、幼鳥羽から成鳥羽へ換羽中の個体が毎年飛来するが繁殖
には至らない。他に小笠原諸島西之島で少数の繁殖例がある。 

生 態 的 特 徴 ： 他のカツオドリ類よりも外洋性の傾向が強く、岩礁性島嶼で繁殖し、飛び立ちやすい崖淵や岩棚に
営巣することが多い。しかしサンゴ洲島の砂上や潅木の周囲など、平らな場所にも営巣することが
ある。熱帯の繁殖島では一年を通して営巣し繁殖期は不明瞭。非繁殖期も周辺海域に留まることが
知られている。尖閣諸島での繁殖期等の詳細な状況は不明。普通2卵を産下し、無条件兄弟殺しに
より一腹子数は1。抱卵日数は約44日、育雛日数は約120日、巣立ち後世話期間は約150日、繁殖
開始年齢は2～3年とされている。 

生息地の条件  ： 外洋性島嶼やその周囲の大きな岩礁等で小ないし中規模のコロニーを形成して繁殖する。飛び立ち
やすい崖の縁辺や岩棚、斜面に営巣することが比較的に多いが、人為的撹乱の少ない営巣地では海
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岸や平坦な部分にも営巣する。 
現在の生息状況 ： 尖閣諸島の継続的な調査は行われていないが、1970年代には生息確認され、1990年代には1991年

3月、1992年 4月、1994年4月にカツオドリの営巣地のなかで、本種の雛と幼鳥が確認されている。
2001 年 3月には南小島で多数の繁殖と成鳥 107 羽を、2002 年 2 月には南小島で成鳥 87羽と雛 22
羽を、同年 5 月には北小島で約 50 番いの繁殖が確認されている。尖閣諸島では緩やかな繁殖地拡
大の傾向が見られるようである。八重山諸島の仲ノ神島海鳥繁殖地には、2000年頃までは毎年1羽
から7～8羽の換羽中の亜成鳥が飛来していたが、最近では20～30羽の亜成鳥群が飛来し、集団で
休息するようになった。 

特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)＊  ＊IUCNは種として評価。本県改訂は亜種アオツラカツオド
リを選定している。 

原   記   載  ： Gould, 1846. Proc. Zool. Soc. London : 21 (Australia). 
参 考 文 献 ： 千葉勇人・川上和人・鈴木 創・堀越和夫, 2007. 小笠原諸島における海鳥類の繁殖分布. 山階鳥

学誌, 39:1-17(英文). 
池原貞雄・下謝名松栄，1971．尖閣列島の陸生動物．“尖閣列島学術調査報告書”，琉球大学編，
琉球大学，85-114． 

池原貞雄・安部琢哉・城間 俟，1978．尖閣列島・南小島を訪ねて．沖縄生物学雑誌，16:39-44． 
Kohno, H., 2000. Visits of immature Blue-faced and Red-footed Boobies to Nakanokamishima, South 

Ryukyus, Japan. Bull. Inst. Oceanic Res. & Develop., Tokai Univ., (21) : 111-117. 
河野裕美，2002．アオツラカツオドリ．“改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデ
ータブック－2鳥類”，環境省編，自然環境研究センター，東京，144-145． 

河野裕美・水谷 晃, 2013. 仲ノ神島におけるアオツラカツオドリとアカアシカツオドリの飛来状
況（1986-2013年）. 沖縄生物学会誌, 52: 97(P-20). 

正木  任，1941．尖閣群島を探る．採集と飼育，3：102-111． 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
高良鉄夫，1954．尖閣列島の動物相について．琉球大学農学部学術報告，1： 57-74. 
高良鉄夫，1969.尖閣列島の海鳥類について．琉球大学農学部学術報告，(16)： 1-13． 

参  考  資  料 ： 沖縄テレビ放送，2002．尖閣諸島南小島と北小島における2002年2月 25日-27日及び5月 7日-8
日の素材映像． 

沖縄テレビ放送，2003．風にのって復活への離陸 尖閣諸島のアホウドリ．2003年 8月 17日放映． 
 

執 筆 者 名 ： 河野裕美・水谷 晃 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

  
和    名 ： カツオドリ 
分    類 ： カツオドリ目 カツオドリ科 
学    名 ： Sula leucogaster plotus (Forster, 1844) 
英    名 ： Brown Booby 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 頭部、頚、胸、体上面は一様に黒褐色。腹と翼下面は白色。羽衣は雌雄同色だが、顔の裸出部や足

色が異なり、雄は黄緑色だが雌は黄色みが強い。幼鳥は腹の白色部に褐色斑が混じる。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄県の八重山諸島仲ノ神島と尖閣列島南小島・黄尾嶼、および鹿児島県のトカラ列島と草垣諸島

などで繁殖する。仲ノ神島では2009年に、東部太平洋のカリフォルニア湾からメキシコ沖に分布
するとされる亜種シロガシラカツオドリ S. l. brewsteri Goss,1988 の雄1羽が分散飛来し、初記録さ
れた。2011年からは雄2羽が飛来するようになった。このうちの1羽が、2012-2014年に亜種カツ
オドリ S. l. plotus と思われる雌と番形成し、雛を巣立たせた。亜種シロガシラカツオドリ S. l. 
brewsteri は、雄の頭部から頸部が白色であることで容易に識別できるが、両亜種の雌の外観上の差
異は認められず、雌の分散飛来の有無は明らかでない。 

生 態 的 特 徴 ： 仲ノ神島における産卵期は、早い個体では2～3月だが6～7月でも少数だが産卵する個体がいる。
産卵の同調性は低い。一腹卵数は1～3だが、主に2卵を産下する。抱卵日数は約45日、約100日
の育雛期間を経て巣立ちする。兄弟間の無条件兄弟殺しが行われ、一腹子数は1。幼鳥は巣立ちし
た後も約1～3ケ月の独立期間を要し、親鳥から補助給餌を受けながら飛翔・飛び込み潜水採食技
術を発達させる。繁殖期の採餌範囲は周囲50キロメートル以内であり、飛び込み潜水深度は約4
メートル以浅である。主にトビウオ類、次いでサヨリ類、アジ類、サバ類などの魚類とトビイカ幼
若個体を採食する。幼鳥は9～11月には仲ノ神島から渡去し、フィリピン南部周辺海域に渡る個体
が多い。幼鳥が出生島・仲ノ神島へ初帰還するのは早くて2年齢だが、普通は繁殖が可能になる3
～4年齢である。 

生息地の条件  ： 外洋性島嶼、あるいは島嶼周囲の属島や大きな岩礁等でゆるやかなコロニーを形成して繁殖する。
飛び立ちやすい崖の縁辺や岩棚、斜面に営巣することが比較的に多いが、人為的撹乱の少ない営巣
地では海岸や平坦な部分にも営巣する。 

現在の生息状況 ： 仲ノ神島の繁殖個体数は1980年代には200番い前後であったが、最近では2010年代では1,000番
い前後にまで増加傾向を示している。尖閣諸島の正確な生息数は不明だが、仲ノ神島よりはるかに
多く、数千羽は生息していると推定されている。 

生存に対する脅威 ： 仲ノ神島海鳥繁殖地は天然記念物ならびに鳥獣保護区特別保護地区に指定され、上陸が制限されて
いるため繁殖環境は安定している。 

特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)＊  ＊IUCNは種として評価。本県改訂は亜種カツオドリを選定
している。 
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原   記   載  ： Forster, 1855. Descr. Anin., ed. Licht. : 278 (Near New Caledonia). 
参 考 文 献 ： del Hoyo, J., Elliott, A. & Sargatal, J. 1992. Handbook of the Birds of the World. Vol. 1. Lynx Editions, 

Barcelona. 
岸本浩和・河野裕美，1989.仲ノ神島（琉球列島）で繁殖中の海鳥類の食餌動物．東海大学海洋研
究所研究報告，(10):43-64． 

河野裕美，1991．仲ノ神島で兄弟殺し カツオドリ． 週間朝日百科 動物たちの地球14鳥類Ⅰペン
ギン・ペリカン・ウほか”，朝日新聞社，東京，56-57． 

河野裕美，1992．仲ノ神島で繁殖する海鳥類の重要な食餌動物として出現するトビイカ幼若個体の
分布様式について．日本鳥学会1992年度大会講演要旨集，71． 

河野裕美，1993．仲ノ神島におけるカツオドリの標識研究，帰還・繁殖年齢・生存率と移動（予報）．
日本鳥学会1993年度大会講演要旨集，19． 

河野裕美，1995．仲ノ神島の海鳥をみつめて，特にカツオドリの繁殖と個体群の現状について．沖
縄生物学会第32回講演要旨集，16． 

Kohno, H., 2000. Visits of immature Blue―faced and Red―footed Boobies to Nakanokamishima, South 
Ryukyus, Japan. Bull. Inst. Oceanic Res. & Develop., Tokai Univ., (21): 111―117. 

河野裕美・安部直哉・真野 徹，1986．仲の神島の海鳥類．山階鳥類研究所研究報告，18(1)：1-27． 
河野裕美・水谷 晃, 2011. 日本におけるカツオドリ亜種 Sula leucogaster brewsteri の初記録
（英文）. 山階鳥類学雑誌, 42：147-153. 

河野裕美・水谷 晃, 2015. 日本におけるシロガシラカツオドリ Sula leucogaster brewsteri の
初繁殖行動（英文）. 山階鳥類学雑誌, 46：108-118. 

Kohno, M. & Mizutani, A., 2014. The 30-years seabird population trend on Nakanokamishima, in the south 
Ryukyus, Japan. Ornithological Science, 13 (Supplement): 213 (P04-083). 

河野裕美・水谷 晃・菅原 光・村越未来・筒井康太・依田 憲, 2013. カツオドリのモニタリン
グ手法の提案 -雛の羽衣パターンによる齢査定とそれに基づく繁殖期の推定-. 東海大学沖縄
地域研究センター所報, 西表島研究2012, 29-44(和英文). 

Kohno, H. & Yoda, K., 2011. The development of activity ranges in juvenile Brown Boobies Sula leucogaster. 
IBIS, 153(3): 611-615. 

日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
関 伸一・所崎 聡・溝口文男・高木慎介・仲村 昇・ファーガス・クリスタル, 2011. トカラ列
島の鳥類相. 森林総合研究所研究報告, 10(4): 189-229. 

Yoda, K. & Kohno, H., 2008. Plunging behavior in chick-rearing Brown Boobies. Ornithological Science, 
7:5-13. 

依田 憲・河野裕美, 2009. 巣立ったカツオドリを追って. 日本バイオロギング研究会編「WAKUWAKU
ときめきサイエンスシリーズ1 バイオロギング －最新科学で解明する動物生態学」, 184-187. 

Yoda, K., Kohno, H. & Naito, Y., 2004. Development of flight performance in the brown booby. Proc. R. 
Soc.Lond B (Suppl.), 271 : S240-S242. 

Yoda, K., Murakoshi, M., Tsutsui, K. & Kohno, H., 2011. Social interactions of juvenile brown boobies at sea 
as observed with animal-borne video cameras. PLoS One, 6(5): e19602. 

 
執 筆 者 名 ： 河野裕美・水谷 晃 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ヨシゴイ 
分    類 ： ペリカン目 サギ科 
学    名 ： Ixobrychus sinensis sinensis (Gmelin, 1789) 
英    名 ： Yellow Bittern 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 全長36 cm。頭頂と風切は黒く、背面は黄褐色。体下面は淡黄褐色。雌雄はよく似ているが、雌の

頭頂は赤褐色に黒い縦斑、体下面には褐色の縦斑がある。日本産最小のサギ類。  
近似種との区別 ： 県内で同所的に生息するリュウキュウヨシゴイが全体に明るいレンガ色であるのに対し、ヨシゴイ

は黄土色で飛翔時には風切羽の黒色が特徴的である。 
分 布 の 概 要 ： 九州以北に渡来し繁殖する夏鳥である。琉球列島ではこれまで冬鳥とされているが、近年、南大東

島では少数が周年生息し繁殖が確認された。宮古諸島池間島でも少数が周年生息し、巣立ち雛が確
認された。 

生 態 的 特 徴 ： アシ原や水田などで身をひそめ、小魚やカエル類、昆虫などを餌にしている。5～6月頃が繁殖期で、  
本土の繁殖地では5～6個の淡青緑色の卵を産み、抱卵期間は約18日である。 
県内の繁殖地では抽水植物群落に営巣するため、巣の発見は積極的に探索しない限り困難である。
その詳しい生態や分布、個体数は不明である。 

生息地の条件  ： アシ原、水田、湿地など。 
現在の生息状況 ： 沖縄諸島や八重山諸島では繁殖は確認されておらず冬鳥と思われる。現在繁殖が確認されているの

は大東諸島の南大東島と宮古諸島の池間島で、これらの島では留鳥であろう。今後、他の島でも繁
殖確認が行われる可能性がある。 

学術的意義・評価 ： 通常、県外では夏鳥であるが、県内では冬鳥または一部で留鳥として生息しており、本種の生態や
分布を考える上で重要である。  

生存に対する脅威 ： 湿地の改変や埋め立て、河川の改修等。 
特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)＊  ＊IUCNは種として評価。本県改訂は基亜種ヨシゴイを選定

している。 
原   記   載  ： Gmelin, 1789. Syst. Nat., 1(2): 6432(China). 
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参 考 文 献 ： 環境省, 2014. レッドデータブック 2014—日本の絶滅のおそれのある野生生物−2 鳥類. 環境省自然
環境局野生生物課希少種保全推進室編, 東京. 

松井 晋・高木昌興・上田恵介, 2006. 南大東島におけるヨシゴイの初営巣記録. 日本鳥学会誌, 
55: 29-31. 

宮古野鳥の会編, 2014. 宮古野鳥の会40周年記念誌. 106pp. 
砂川栄喜, 2011. 沖縄 宮古の野鳥 亜熱帯の水辺、山野の鳥. ボーダーインク, 那覇. 
山階芳麿, 1980. 日本の鳥類とその生態. 梓書房, 東京. 

 
執 筆 者 名 ： 髙木昌興 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

和    名 ： リュウキュウヨシゴイ 
分    類 ： ペリカン目 サギ科 
学    名 ： Ixobrychus cinnamomeus (Gmelin, 1789) 
英    名 ： Cinnamon Bittern 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 全長40 cm。雄は頭部から上面にかけて一様に赤褐色。嘴は細めで黄色く、先端は尖る。嘴峰は黒

色。虹彩は黄色で、瞳の後方は黒色になる。繁殖盛期には眼先が赤い婚姻色になる。喉と側頸上部
には白斑があり、前頸から下面は淡赤褐色で中央に褐色の縦斑がある。脚は緑黄色。雌は頭上が暗
褐色で、上面は暗赤褐色。上面には淡褐色の斑が散在する。 

近似種との区別 ： ヨシゴイは小さく、体上面は黄褐色。オオヨシゴイ雌は本種幼鳥に似るが、頭部から上面は赤褐色
で、風切は黒褐色。 

分 布 の 概 要 ： インドから東南アジア、中国東部、台湾までの南アジアに広く分布する。国内で留鳥として奄美以
南の南西諸島に生息し繁殖するサギ類である。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 近縁種のヨシゴイは大東諸島と宮古諸島の池間島では留鳥と考えられるが、その
他の県内各地では旅鳥もしくは冬鳥と考えられる。 

生 態 的 特 徴 ： 県内各地の水田や河川沿い、湿地、マングローブ林、アシ原などで見られるが群れをつくらない。
餌は魚類、カエル類、貝類、昆虫類などを食べる。繁殖期は5～6月で草むらなどの地上やアシの
茎の間に草の葉や茎を集めて巣をつくり、2～5個の卵を産む。雌が抱卵し雛をかえす。 

生息地の条件  ： 水田やタイモ栽培地、イグサやフトイ栽培地など。 
現在の生息状況 ： 県内では本種の生態調査が実施されたことがなく、詳しい生態や分布個体数は不明。数はそう多く

はない。 
学術的意義・評価 ： 東洋区系の鳥類に属し、国内における北限種としての生息地拡大の例として貴重である。 
生存に対する脅威 ： 近年コンクリートによる河川改修や湿地の埋め立て、水田等の畑地化の進行で生息地の減少傾向が

見られる。 
特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原   記   載  ： Gmelin, 1789. Syst. Nat., 1(2): 643(China). 
参 考 文 献 ： 黒田長禮, 1980. 新版鳥類原色大図説. 講談社, 東京. 

黒田長久編, 1984. 決定版生物大図鑑 鳥類. 世界文化社, 東京. 
日本鳥類保護連盟編, 1988. 鳥 630図鑑. 日本鳥類保護連盟. 
日本鳥類目録編集委員会編, 2000. 日本鳥類目録 改訂第6版. 日本鳥学会, 帯広, 345pp. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. リュウキュウヨシゴイ. “沖縄県の絶滅のおそれのあ
る野生生物 －レッドデータおきなわ－”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 那覇, 316. 

沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 2005. リュウキュウヨシゴイ. “改訂・沖縄県の絶滅のおそ
れのある野生生物 －レッドデータおきなわ－”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 那覇,79. 

沖縄野鳥研究会編, 1993. 改訂沖縄県の野鳥. 沖縄出版, 浦添. 
榛葉忠雄, 2016. 日本と北東アジアの野鳥.生態科学出版. 647pp. 
山階芳麿, 1980. 日本の鳥類とその生態. 梓書房, 東京. 

 
執 筆 者 名 ： 原戸鉄二郎＊・嵩原建二(追補) ＊前回改訂版 (2005) における原戸による記載内容を一部見直した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： チュウサギ 
分    類 ： ペリカン目 サギ科 
学    名 ： Egretta intermedia intermedia (Wagler, 1829) 
英    名 ： Intermediate Egret 
方  言  名 ： サーザー（シラサギ類） 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 全長68 cm。中型の白サギ類で全身が白色。雌雄同色。口角の食い込みは眼の下まで。繁殖羽では

嘴は黒色で、眼先は黄色。胸と背にはレース状のかざり羽を生じる。足と趾は黒色。繁殖盛期には
眼先が黄緑色なり、虹彩は赤色味を帯びた婚姻色となる。非繁殖期の嘴は黄色。その先端がわずか
に黒いものもいる。 

近似種との区別 ： ダイサギはより大きく、嘴や頸、足は長い。口角は眼より後方まで食い込む。コサギはより小型で、
非繁殖羽でも嘴は黒く、趾は黄色。 
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分 布 の 概 要 ： インドから東南アジア、中国東部、挑戦半島で繁殖し、北方のものは冬季に南に渡る。日本では本
州から九州に夏鳥として渡来し、繁殖する。南西諸島では旅鳥、または冬鳥。 

生 態 的 特 徴 ： 水田や湿地、農耕地などで生息し、魚類、甲殻類、昆虫類などを利用する。ダイサギやコサギのよ
うに干潟にはあまりでない。林や竹やぶなどで他のサギ類と混合したコロニーを形成して繁殖する。
巣は枯れ枝を集めて皿状の巣をつくり、淡青色無斑の卵を4～5個産卵する。雌雄で6～7週間抱卵
と育雛を行う。なお、県内では繁殖例はみられない。          

生息地の条件  ： 水田や湿地、農耕地などで生息する。ダイサギやコサギに比べ、農耕地など乾燥した場所も利用す
る。 

現在の生息状況 ： 県内では繁殖せず、旅鳥や冬鳥として渡来し、水田やタイモ栽培地、湿地、農耕地などで生息する。
群れを作らず、単独でいることが多い。なお、渡りの際には群れをなすこともある。 

学術的意義・評価 ： 県内における渡来数は少ないが、本種の渡りを考える上で重要である。 
生存に対する脅威 ： 水田の休耕地化や湿地環境の埋め立て等の進行による生息地の減少。 
特 記 事 項 ： 旅鳥や冬鳥として普通に渡来する種であるが、中継地や越冬地の一部としての本県でも保護を図る

必要があり、環境省レッドリスト2014のカテゴリーに準拠した。 
宮古島市自然環境保全条例保全種（2005年）。 
IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)＊  ＊IUCNは種として評価。本県改訂は基亜種チュウサギを選
定している。 

原   記   載  ： Wagler, 1829. Isis, 659. (Java). 
参 考 文 献 ： 藤巻裕蔵, 2014. チュウサギ. レッドデータブック2014—日本の絶滅のおそれのある野生生物−2鳥

類. 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編,ぎょうせい, 東京, 224. 
環境庁編, 1991. 日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータブック－ 脊椎動物編. 日本
野生生物研究センター, 東京. 

環境省編, 2002. チュウサギ. “改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータブッ
ク－ 2 鳥類”, 自然環境研究センター, 東京, 229. 

“日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータブック－ 2 鳥類”, ぎょうせい, 東京. 
黒田長禮, 1980. 新版鳥類原色大図説. 講談社, 東京. 
黒田長久編, 1984. 決定版生物大図鑑 鳥類. 世界文化社, 東京. 
日本鳥類目録編集委員会編, 2000. 日本鳥類目録 改訂第6版. 日本鳥学会, 帯広, 345pp. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. チュウサギ. “沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 
－レッドデータおきなわ－”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 那覇, 316-317. 

沖縄野鳥研究会編, 1993. 改訂沖縄県の野鳥. 沖縄出版, 浦添. 
榛葉忠雄, 2016. 日本と北東アジアの野鳥.生態科学出版. 647pp. 
山階芳麿, 1980. 日本の鳥類とその生態. 梓書房, 東京. 
日本鳥類保護連盟編, 1988. 鳥 630図鑑. 日本鳥類保護連盟. 
 

執 筆 者 名 ： 原戸鉄二郎＊・嵩原建二(追補) ＊前回改訂版 (2005) における原戸による記載内容を一部見直した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： カラシラサギ 
分    類 ： ペリカン目 サギ科 
学    名 ： Egretta eulophotes (Swinhoe, 1860) 
方  言  名 ： Chinese Egret 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT)   
 
形    態 ： 全長65～68 cm。中型のサギ類で、全身白色。雌雄同色で繁殖羽では後頭に長い房状の冠羽があり、

胸や背にはかざり羽がある。目先は青緑色で嘴は黄色。足は黒色で趾はコサギと同様に黄色。非繁
殖羽では嘴の基部以外は黒色で、冠羽やかざり羽が無くなる。 

近似種との区別 ： コサギ繁殖羽は頭部に長い冠羽が2本あり、嘴は黒色で眼先は黄色または赤色。非繁殖羽では嘴の
基部まで黒色。クロサギの白色型は嘴が淡黄色味を帯びるがやや太く、足が短い。 

分 布 の 概 要 ： ロシア沿海地方や朝鮮半島、中国東部で繁殖し、冬季にフィリピンやボルネオ島北部、マレー半島
で越冬する個体が多い。日本では春秋の渡り期に全国の河口や干潟で旅鳥として記録されるが、繁
殖地に近い九州や沖縄地方では記録が多く、その記録も増加傾向にあるとされている。 

生 態 的 特 徴 ： 河口や干潟で活発に動き回りながら、甲殻類や魚類などを捕らえて餌にする。翼をパッ、パッと半
開きする行動がしばしば見られる。繁殖地ではコサギやアマサギと同所的に繁殖コロニーを形成し、
樹上に枯れ枝を集め巣づくりする。 

生息地の条件  ： 河口干潟、湿地などの環境。 
現在の生息状況 ： 世界的に生息分布が局地的で繁殖地での総個体数は2,600～3,400羽とされている。県内では1から

数羽が数少ない旅鳥及び迷鳥として飛来し、春から初夏に見られることが多い。時には冬季に飛来
し、しばらく滞在することがある。 

学術的意義・評価 ： 生息分布が局地的であり、総個体数も少ないとされる。 
生存に対する脅威 ： 河口干潟や湿地の埋め立てや改変等により、渡り期の生息地が減少傾向にある。 
特 記 事 項 ： 数すくない旅鳥もしくは迷鳥として渡来する種であるが、中継地の一部としての本県でも保護を図

る必要があり、環境省レッドリスト2014のカテゴリーに準拠した。IUCNカテゴリー：Vulnerable (VU)。 
参 考 文 献 ： 藤井 幹, 2014. カラシラサギ.レッドデータブック2014—日本の絶滅のおそれのある野生生物−2鳥

類. 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編, ぎょうせい, 東京, 224.  
沖縄野鳥研究会編, 2002. 沖縄の野鳥. 新報出版, 那覇, 335pp. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
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執 筆 者 名 ： 嵩原建二 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： リュウキュウヒクイナ 
分    類 ： ツル目 クイナ科 
学    名 ： Porzana fusca phaeopyga Stejneger, 1887 
英    名 ： Ryukyu Ruddy Crake 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー：該当なし 
 
形    態 ： 全長23 cm。雌雄同色。夏羽では頭頂から上面にかけては暗緑褐色。額から顔、胸から腹にかけて

は赤褐色で、喉はやや淡い。嘴は暗灰色で、先端は尖る。虹彩は赤色。下腹から下尾筒にかけては
白黒の横縞模様で、足は赤色。なお、亜種ヒクイナより本亜種のほうがより暗色とされるが、野外
での識別には困難さがある。 

近似種との区別 ： オオクイナはより大きく、頭部が赤褐色で、下胸から下部に横縞がある。足は灰黒色。 
分 布 の 概 要 ： 県内各地に留鳥として生息するが、数は少ない。なお、亜種ヒクイナ P. f. erythrothorax は本土では

九州から北海道まで夏鳥として渡来し、本州中部以南で越冬するものがある。 
生 態 的 特 徴 ： 本亜種の生態的な調査研究等がされたことがなく、詳しい生態や生息個体数は不明であるが、基本

的に繁殖生態は亜種ヒクイナと同様と考えられる。ヒクイナの繁殖期は 5～9 月で、なわばり性が
あり、巣は湿地や水田の草、アシ、イネなどの中に水草の葉や根、イネなど積み上げて造るとされ
る。亜種リュウキュウヒクイナは畑そばのチガヤ草原での営巣例がある。亜種ヒクイナは卵の数は
1腹 4～9個。雌雄交代で抱卵し、約20日で孵化。餌は水性昆虫とその幼虫、軟体動物、水性植物
の若葉とされている。おそらく、リュウキュウヒクイナも同様な繁殖生態であろう。 

生息地の条件  ： 水田や湿地、河川沿い、タイモ栽培地、イグサ栽培地などで生息。 
現在の生息状況 ： 県内各地の水田や湿地、河川沿いなどで生息し繁殖している固有亜種。数は少なく、草かげに隠れ

るように暮らしているため見られる機会もまれである。3～4月にはキョ・キョ・キョ・キョ・・・・
としだいに速くなり、物をたたくような繁殖期特有の鳴き声を夕方から夜間にかけて聞くことがで
きる。 

学術的意義・評価 ： 南西諸島に生息する固有亜種として重要である。 
生存に対する脅威 ： 沖縄島では外来種のマングースが定着し、本種は地上近くで営巣するため、卵や雛等が捕食され、

個体数を減らしている可能性が高い。宮古諸島では外来種のイタチにより捕食等の影響が考えられ
る。 

特 記 事 項 ： 別亜種のヒクイナ P. f. erythrothorax も冬鳥として渡来しているといわれているが、野外での識別は
難しい。IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)＊  ＊IUCNは種として評価。本県改訂は亜種リュウキ
ュウヒクイナを選定している。 

原   記   載  ： Stejneger, 1887. Proc. U. S. Nat. Mus., 10: 394. (Yaeyama Is., Ryukyus). 
参 考 文 献 ： 黒田長禮, 1980. 新版鳥類原色大図説. 講談社, 東京. 

黒田長久編, 1984. 決定版生物大図鑑 鳥類. 世界文化社, 東京. 
日本鳥類保護連盟編, 1988. 鳥 630図鑑. 日本鳥類保護連盟. 
日本鳥類目録編集委員会編, 2000. 日本鳥類目録 改訂第6版. 日本鳥学会, 帯広, 345pp. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. リュウキュウヒクイナ. “沖縄県の絶滅のおそれのあ
る野生生物 −レッドデータおきなわ−”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 沖縄, 318. 

沖縄野鳥研究会編, 1993. 改訂沖縄県の野鳥. 沖縄出版, 浦添. 
榛葉忠雄, 2016. 日本と北東アジアの野鳥. 生態科学出版. 647pp. 
山階芳麿, 1980. 日本の鳥類とその生態. 梓書房, 東京. 
 

執 筆 者 名 ： 原戸鉄二郎＊・嵩原建二(追補) ＊前回改訂版 (2005) における原戸による記載内容を一部見直した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ツルクイナ 
分    類 ： ツル目 クイナ科 
学    名 ： Gallicrex cinerea (Gmelin, 1789) 
英    名 ： Water Cock 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 雄42～43 cm、雌 33 cm。雄繁殖羽は頭部から胸や下面は黒色。嘴は黄色で、額板は赤く、額板上部

は角状に突出する。体下面は黒色で羽縁は褐色。足は黄緑色。雌は頭上が黒褐色で、顔から胸、下
面は黄褐色。体上面は黒褐色で、羽縁は黄褐色。雄の非繁殖羽は雌に似るが、額板がある。  

近似種との区別 ： エリマキシギの幼羽は雌および雄非繁殖羽に似ているが、嘴は細く、体は小さい。 
分 布 の 概 要 ： パキスタンやインドから東南アジア、中国東部、台湾と中国東北部、ウスリー南部で繁殖し、北方

のものは冬季に南に渡る。国内では稀な旅鳥であるが、県内では、八重山諸島の石垣島の一部地域
では留鳥として繁殖している。石垣島以外では数少ない冬鳥もしくは迷鳥。 

生 態 的 特 徴 ： なわばり性を持ち、繁殖期は6～9月。草の間にイグサやアシ、ガマなどの葉や茎を使い、皿状の巣
を造る。1腹 3～6個の卵を産み、約24日で孵化する。餌は主に草の若芽や種子、水性昆虫、バッ
タなどを食べる。単独かつがいで生活する。 

生 息地 の条 件： 水田や河川とその河川沿いの湿地など。 
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現在の生息状況 ： 石垣島以外の八重山諸島の島々や沖縄諸島、宮古諸島では渡り鳥として冬期に水田や河川沿いなど
で見られることがあるが、数は少ない。大東諸島では迷鳥。 

学術的意義・評価 ： 国内では唯一、石垣島でのみ繁殖しているクイナ類である。 
生存に対する脅威 ： 繁殖地である石垣島の水田や湿地環境の改変、水田の休耕地化と畑地化などの進行。冬鳥として渡

来する県内各地の水田や河川、河川沿いの湿地の改変や、水田、イグサ栽培地、タイモ栽培地の休
耕地化と畑地化などの進行に生息地の減少。 

特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原   記   載  ： Gmelin, 1789. Syst. Nat., 1(2): 702. (ex Latham, China). 
参 考 文 献 ： 黒田長禮, 1980. 新版鳥類原色大図説. 講談社, 東京. 

黒田長久編, 1984. 決定版生物大図鑑 鳥類. 世界文化社, 東京. 
日本鳥類保護連盟編, 1988. 鳥 630図鑑. 日本鳥類保護連盟. 
日本鳥類目録編集委員会編, 2000. 日本鳥類目録 改訂第6版, 日本鳥学会, 帯広, 345pp. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. ツルクイナ. “沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 
−レッドデータおきなわ−”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 沖縄, 319. 

沖縄野鳥研究会編, 1993. 改訂沖縄県の野鳥. 沖縄出版, 浦添. 
榛葉忠雄, 2016.日本と北東アジアの野鳥.生態科学出版.647pp. 
山階芳麿, 1980. 日本の鳥類とその生態. 梓書房, 東京. 
 

執 筆 者 名 ： 原戸鉄二郎＊・嵩原建二(追補) ＊前回改訂版 (2005) における原戸による記載内容を一部見直した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ヒメアマツバメ 
分    類 ： アマツバメ目 アマツバメ科 
学    名 ： Apus nipalensis kuntzi Deignan, 1958 
英    名 ： House Swift 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 

全長13 cm、沖縄島北部の国頭村や本部町、八重山諸島の石垣島と西表島などで少数が繁殖しているが，局地的であ
る。また、継続的に調査した観察記録の報告例がない。建造物の軒やスラブ下に半円筒状の羽毛や泥を丸めた巣をつ
くり小コロニーを形成することもある。県内では一部は留鳥と考えられるが、大部分は旅鳥と考えられ、春と秋の渡
りの時期には複数の群を観察することもある。 
 

特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)＊  ＊IUCNは種として評価。本県改訂は亜種ヒメアマツバメを
選定している。 

原   記   載  ： Blyth, 1849. Jour. Asiat. Soc. Bengal, 18(2): 807. (Penang). 
参 考 文 献 ： 黒田長禮, 1980. 新版鳥類原色大図説. 講談社, 東京. 

日本鳥類保護連盟編, 1988. 鳥 630図鑑. 日本鳥類保護連盟. 
日本鳥類目録編集委員会編, 2000. 日本鳥類目録 改訂第6版. 日本鳥学会, 帯広, 345pp. 
沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. ヒメアマツバメ. “沖縄県の絶滅のおそれのある野生
生物 −レッドデータおきなわ−”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 沖縄, 323. 

沖縄野鳥研究会編, 1993. 改訂沖縄県の野鳥. 沖縄出版, 浦添. 
山階芳麿, 1980. 日本の鳥類とその生態. 梓書房, 東京. 

 
執 筆 者 名 ： 原戸鉄二郎＊・嵩原建二(追補) ＊前回改訂版 (2005) における原戸による記載内容を一部見直した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： オオジシギ 
分    類 ： チドリ目 シギ科 
学    名 ： Gallinago hardwickii (Gray, 1831) 
英    名 ： Latham’s Snipe 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 雌雄同色。頭頂は黒褐色で、頭央線は黄白色。顔は淡褐色で、過眼線は黒褐色。頬にも黒褐色の線

がある。嘴はまっすぐで長く、先端は黒色で基部は淡褐色。頸から胸は褐色で、黒褐色の縦斑があ
る。背及び肩羽は黒褐色で、淡褐色斑が混在し、肩羽の羽縁は黄白色。上部雨覆は淡褐色。尾羽は
赤褐色で、黒褐色斑が混在し、通常16～18枚。  

近似種との区別 ： チュウジシギはやや小さく、側頸から側胸や雨覆がより暗色。尾羽は通常20～22枚。タシギは小さ
く、過眼線は太く、頭部の大きさと比較して嘴は長めである。翼の裏が白く、次列風切先端が白色。 

分 布 の 概 要 ： 日本やロシア沿海地方、サハリン、千島列島で繁殖し、主にオーストラリア東部とタスマニアなど
で越冬する。日本では本州中部以北に夏鳥として渡来し、繁殖する。春秋の渡り期には本州以南の
水田や湿地などを中継地として利用する。県内でも旅鳥として通過する。 

生 態 的 特 徴 ： 繁殖地は本州中部の高原地域と東北地方や北海道の平地の草原。地上にさら形の巣をつくり、4卵
を産む。卵は黄褐色の地に黒褐色の斑がある。餌は昆虫類、クモ、ミミズなどの他、植物の種子も
利用する。繁殖期にはズピーヤク、ズピーヤクと鳴きながら飛び回り、急降下するとザザザ・・と
大きな音を出すことで知られる。 

生息地の条件  ： 水の張った水田や湿地環境。 
現在の生息状況 ： 県内では主に春秋の渡り期に通過する数少ない旅鳥である。県内各地の水田やイグサ栽培地、タイ
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モ栽培地、湿地などで見られる。 
学術的意義・評価 ： 県内における渡来数は少ないが、本種の渡りを考える上で重要である。 
生存に対する脅威 ： 渡り期の中継地となる水田の畑地化や湿地の埋め立てなどが進行している。 
特 記 事 項 ： 旅鳥として渡来する種であるが、数が少なく、中継地の一部としての本県でも保護を図る必要があ

り、環境省レッドリスト 2014 のカテゴリーに準拠した。宮古島市自然環境保全条例保全種（2005
年）。IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 

参 考 文 献 ： 藤井  幹, 2014.  オオジシギ.レッドデータブック2014—日本の絶滅のおそれのある野生生物−2鳥
類. 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編, ぎょうせい, 東京, 29. 

黒田長久編, 1984. 決定版生物大図鑑 鳥類. 世界文化社, 東京. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄野鳥研究会編, 2002. 沖縄の野鳥. 新報出版, 那覇, 335pp. 
榛葉忠雄, 2016. 日本と北東アジアの野鳥. 生態科学出版, 647pp. 

 
執 筆 者 名 ： 嵩原建二 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ハマシギ 
分    類 ： チドリ目 シギ科 
学    名 ： Calidris alpina (Linnaeus, 1758) 
英    名 ： Dunlin 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 全長20 cm。雌雄同色。嘴は長く黒色で、中央から先端にかけてやや下に湾曲する。繁殖羽は頭上

が茶褐色で、黒色の細い縦斑がある。顔は淡褐色で不明瞭な眉斑がある。上面は茶褐色で、黒色の
斑が混在する。喉から下面は白色で、胸に黒色の細い縦斑があり、腹部には大きな黒色斑がある。
飛翔時の翼上面には白色の翼帯があり、尾は灰色で、中央尾羽は黒色。足も黒色。非繁殖羽は頭部
から上面は一様に灰褐色で、下面は白色。幼鳥は全体的に褐色味があり、腹部は白色の地に黒褐色
の縦斑がある。  

近似種との区別 ： サルハマシギはやや大きく、嘴と足はより長い。また腰は白い。 
分 布 の 概 要 ： ユーラシアと北米のツンドラ地域で繁殖し、冬季には地中海沿岸、アフリカ西海岸から中東、中国

南部及び北米の沿岸地方に渡り、越冬する。国内では旅鳥または冬鳥として、各地の干潟などに渡
来する。 

生 態 的 特 徴 ： 繁殖地であるツンドラ地域では湿った草原で営巣し、4卵を産む。雌雄ともに抱卵し、抱卵日数は
約22日間とされる。繁殖期の餌は昆虫類が主体である。渡り期や越冬地では干潟にせわしく嘴を
差し込み、ゴカイ類や小型の甲殻類などを餌にしている。 

生息地の条件  ： 干潟、砂浜海岸、河川、水田、埋め立て地の水溜まりなど。 
現在の生息状況 ： 県内各地に主に冬鳥として渡来する。以前は数十羽内外の群れで見られる機会が多かったが、最近

では小群や単独が多い。 
学術的意義・評価 ： 県内における渡来数は最近減少傾向であるが、本種の渡りを考える上で重要である。 
生存に対する脅威 ： 冬季の生息地となる干潟の埋め立て、砂浜海岸や河川の改変改修、水田の畑地化や放棄などが進行

している。 
特 記 事 項 ： 旅鳥や冬鳥として渡来する種であるが、中継地や越冬地の一部としての本県でも保護を図る必要が

あり、環境省レッドリスト2014のカテゴリーに準拠した。IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
参 考 文 献 ： 黒田長久編, 1984. 決定版生物大図鑑 鳥類. 世界文化社, 東京. 

守屋年史, 2014. ハマシギ.レッドデータブック2014 —日本の絶滅のおそれのある野生生物−2鳥類, 
環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編, ぎょうせい, 東京, 229. 

日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄野鳥研究会編, 2002. 沖縄の野鳥. 新報出版, 那覇, 335pp. 
榛葉忠雄, 2016. 日本と北東アジアの野鳥. 生態科学出版. 647pp. 
 

執 筆 者 名 ： 嵩原建二 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： リュウキュウクロアジサシ 
分    類 ： チドリ目 カモメ科 
学    名 ： Anous stolidus pullus Bang,1901 
英    名 ： Brown Noddy 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 額から後頭にかけて灰白色、目先は黒褐色でそれ以外の全身は暗褐色である。尾は浅い凹状。嘴は

黒く、足は黒褐色である。幼鳥や若鳥は成鳥に似るが頭部の灰白色は前額だけか、あるいは頭上部
におよぶ場合でも斑状で成鳥のようになめらかな色調でない。 

近似種との区別 ： 日本では、小笠原群島、硫黄列島、南鳥島で繁殖する A. s. pileatus と八重山諸島仲ノ神島で繁殖す
る本亜種 A. s. pullus が生息する。稀に飛来するヒメクロアジサシ Anous minutus は、本亜種より一
回り小さい。嘴は細長く、額から頭頂の白色部は本亜種よりもはっきりしており、体色の黒味も強
い。また飛翔中のアナドリと混同しやすいが、少し小さく、翼上面に淡色帯を有し、額から頭頂部
の白色を欠くことで区別できる。 
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分 布 の 概 要 ： 熱帯から亜熱帯海域に分布する。沖縄県では、尖閣諸島北小島・南小島と八重山諸島仲ノ神島、宮
古島沿岸のフデ岩とグンカンパナリで繁殖する。 

生 態 的 特 徴 ： 仲ノ神島における本種の繁殖生態の概要は次の通り。繁殖島の周辺海域には4月中旬頃に飛来し、
下旬に営巣地となる岩棚に降りる。主に5月上旬ないし中旬頃に産卵開始、同調性は弱い。一腹卵
数は1卵である。仲ノ神島での抱卵日数は明らかでないがおよそ35日前後。孵化後55～65日齢で
巣立ちし、主に10月中には渡去する。同島で成鳥3羽に装着したジオロケータの記録では南シナ
海やスールー海で越冬していた。仲ノ神島の本亜種は魚類とイカ類を採食するが、その割合は個体
数比で9対 1、重量比では7対 3である。主要な餌生物はカタクチイワシ科、ヒメジ科、トビウオ
科の魚類とアカイカ科のイカ類である。 

生息地の条件  ： 沿岸から外洋性の島嶼で繁殖する。主に崖の岩棚や海岸転石帯の岩上、潅木の周囲、海浜性草本の
上等に営巣する。 

現在の生息状況 ： 2009年～2015年までの環境省によるモニタリングサイト1000による調査では、宮古島のフデ岩と
グンカンパナリでは、成鳥1,261～1,335羽 432～486巣と成鳥359～556羽 136～218巣が各々記録
された。仲ノ神島では、2012年と2015年の環境省による同調査で、島の西側半分で成鳥1,676～
3,257羽 790～830巣が記録された。尖閣諸島における近年の生息状況は不明。 

生存に対する脅威 ： 仲ノ神島では天然記念物に指定され、立ち入りが規制されており、人為的な減少要因はない。それ
以外の繁殖地では、磯釣り、マリンレジャー、バードウォッチング、写真撮影等による立ち入りが
報告され、その頻度増加による営巣中止あるいは営巣地放棄が懸念される。 

特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)＊  ＊IUCNは種として評価。本県改訂は種クロアジサシの亜種
リュウキュウクロアジサシを選定している。 

原   記   載  ： Scopoli, 1786. Del. Flor. Faun. Insubr., 2 : 92. (Philippines). 
参 考 文 献 ： 環境省自然環境局生物多様性センター，2013．平成24年度 モニタリングサイト1000海鳥調査報告

書． 
自然環境局生物多様性センター, 2016．平成27年度 モニタリングサイト1000海鳥調査報告書． 
岸本浩和・河野裕美，1989．仲ノ神島（琉球列島）で繁殖中の海鳥類の食餌動物．東海大学海洋研
究 所研究報告，（10）： 43-64． 

河野裕美，1992．仲ノ神島で繁殖する海鳥類の重要な食餌動物として出現するトビイカ幼若固体
の分布様式について．日本鳥学会1992年度大会講演要旨集，71． 

河野裕美・安部直哉・真野 徹，1986．仲の神島の海鳥類．山階鳥類研究所研究報告，18（1）：1-27． 
Kohno, H. & Kishimoto, H., 1991. Prey of the Bridled Tern Sterna anaethetus on Nakanokamishima Island, 

South Ryukyu, Japan.Jpn J. Ornithol, 40(1) : 15-25. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄県文化環境部自然保護課（編），2005．改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 動物編 －
レッドデータおきなわ－．沖縄県文化環境部自然保護課，沖縄． 

 
執 筆 者 名 ： 河野裕美・水谷 晃 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： マミジロアジサシ 
分    類 ： チドリ目 カモメ科 
学    名 ： Sterna anaethetus Scopoli, 1786 
英    名 ： Bridled Tern 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 額から目の上にかけて細い白色部分がある。過眼線から頭頂、後頭部にかけては黒色で、背、翼上

面、腰、尾は暗灰褐色である。喉から胸にかけては白色で灰色味を帯びる。嘴と脚は黒色である。
巣立ち幼鳥と若鳥は、前額から頭頂にかけては白色の混じる斑状で、背から翼上面の色彩はおよそ
3タイプある： 一様に暗灰褐色、 あるいは羽縁が茶色ないし白色、 背の羽縁だけが茶色ないし白
色で翼上面は暗灰褐色。 

近似種との区別 ： 本種の繁殖地のある八重山諸島には近似種のセグロアジサシ S. fuscata が繁殖分布するので、飛翔
個体の識別には注意を要する。セグロアジサシの頭頂から後頚、背、翼上面にかけては一様に黒色
で、頭部と翼背面がつながるのに対して、本種では頭部が黒色のキャップ状で後頚が白く、暗灰褐
色の翼背面とに分かれる。また額から目上に連なる白色部分の長さに差異があり、セグロアジサシ
は短く目の上まで、マミジロアジサシは目の後端まであることで識別できる。繁殖地では、セグロ
アジサシが開けた平らな場所に高密度で規模の大きなコロニーを形成し、草上あるいは地上に直接
営巣するのに対して、マミジロアジサシは海岸線の大きな転石帯や岩場の岩陰に営巣するので容易
に識別できる。 

分 布 の 概 要 ： 太平洋、大西洋、インド洋の熱帯から亜熱帯に広く分布する。4～7亜種に分類されるが、一致した
見解が得られていない。日本に生息する亜種は S. anaethetus anaethetus とされ、オーストラリアから
マレーシア、インドネシア、フィリピン、台湾、日本にかけて広く分布する。日本では徳之島を北
限として、与論島、沖縄島沿岸離島、宮古諸島のフデ岩やグンカンパナリ、八重山諸島の仲ノ神島
や石西礁湖ハマ島で繁殖する。また1972年 7月に尖閣諸島赤尾嶼で約1,000羽の本種が観察され
ており、その後も1984年 8月、1991年 5月に北小島の海岸断崖部や沿岸で観察されているので繁
殖している可能性がある。 

生 態 的 特 徴 ： 海洋島に繁殖分布し、巣は海岸転石帯や斜面、あるいは上部の岩の重なる岩陰の隙間につくる。巣
材はあまり使わず、少数の小石やサンゴ礫片等を置く。国内最大の繁殖地である仲ノ神島では5月
上旬に営巣地に渡来し、中旬から6月上旬に1卵を産下する。繁殖集団内での産卵の同調性は低い。



<鳥類> 

169 
 

抱卵日数は約28～30日、巣立ち日数は約55～60日である。9月中旬までに、ほとんどの成鳥と巣
立ち幼鳥は渡去する。基本的に沿岸採食性で、同島の本種の食餌動物は、魚類93.1％、イカ類6.4％、
昆虫類 0.5％であり、主にトビウオ科、ニシン科、マツダイ科、アジ科等の 6cm 以下の幼魚を食べ
ていた。また本種は、仲ノ神島で繁殖する海鳥類の中でも、漂流物や流藻に随伴する生態的特性が
ある魚類を最も多く食べていた。 

生息地の条件  ： 海洋性の無人島や岩礁の大きな岩の重なる転石帯のある海岸、斜面や頂上部の岩場等の岩と岩の小
さな隙間や岩陰に営巣する。 

現在の生息状況 ： 2005～2015年の環境省モニタリングサイト1000により、沖縄島沿岸離島で成鳥30～212羽 0～93
巣が、2009～2015年の同調査により宮古島のフデ岩とグンカンパナリで成鳥76～97羽と191～283
羽が各々記録された。仲ノ神島では、2012年と 2015年の同調査により、島の西側半分で502～561
羽が記録された。また、これ以前に行なわれた同島の主要営巣地全域での調査では、成鳥980～1,650
羽（推定2,000羽以下）、巣立幼鳥200～300羽が計数されたこともある。石西礁湖ハマ島フデ岩で
は、2009年の巣立ち期に成鳥98羽と幼鳥20羽が記録された。尖閣諸島における近年の生息状況は
不明。 

学術的意義・評価 ： 本亜種の分布の北限域として重要である。また本種は、コロニー規模や営巣地選択などの面から、
熱帯性アジサシ類の中でも、沿岸の開けた岩礁に営巣するエリグロアジサシやベニアジサシと海洋
性の島嶼に高密度大規模で営巣するセグロアジサシ等との中間的な生態を有し、アジサシ類の適応
や分化を考察するうえでも独特な位置にあると考えられる。 

生存に対する脅威 ： 仲ノ神島では天然記念物に指定され、立ち入りが規制されており、人為的な減少要因はない。それ
以外の繁殖地では、釣り、マリンレジャー、バードウォッチング、写真撮影等による立ち入りが予
想される。岩陰や隙間に営巣するため、卵や雛は見つけ難いが、その頻度増加による営巣中止ある
いは営巣地放棄が懸念される。 

特 記 事 項 ： 宮古島市自然環境保全条例保全種（2005年）。IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原   記   載  ： Scopoli, 1786. Del. Flor. Faun. Insubr., 2 : 92 (Panay I., Philippines). 
参 考 文 献 ： 安部直哉・真野  徹，1980．日本におけるマミジロアジサシの繁殖．山階鳥類研究所研究報告，12

（3）：45-53. 
安部直哉・真野  徹・久貝勝盛・山本  晃，1982．マミジロアジサシの新繁殖地と体の計測値．山
階鳥 類研究所研究報告，14（1）： 72-76． 

環境省自然環境局生物多様性センター，2010．平成 21 年度 モニタリングサイト 1000 海鳥調査報
告書． 

環境省自然環境局生物多様性センター，2013．平成 24 年度 モニタリングサイト 1000 海鳥調査報
告書． 

環境省自然環境局生物多様性センター，2016．平成27年度  モニタリングサイト1000海鳥調査報
告書． 

岸本浩和・河野裕美，1989．仲ノ神島（琉球列島）で繁殖中の海鳥類の食餌動物．東海大学海洋研
究 所研究報告，（10）：43-64． 

河野裕美，1997．6．マミジロアジサシ． 日本の希少な野生水生生物に関する基礎資料”，（社）
日本水産資源保護協会，東京，579-583，589-590． 

河野裕美，1998．13．マミジロアジサシ． 日本の希少な野生水生生物に関するデータブック（水
産庁編）”，（社）日本水産資源保護協会，東京，414-415． 

河野裕美・安部直哉・真野 徹，1986．仲の神島の海鳥類．山階鳥類研究所研究報告，18（1）：1-27． 
Kohno, H. & Kishimoto, H., 1991. Prey of the Bridled Tern Sterna anaethetus on Nakanokamishima Island, 

South Ryukyu,  Japan. Jpn J. Ornithol, 40(1) : 15-25. 
久貝勝盛・山本 晃，1981．宮古群島の鳥類目録．沖生教研会誌，沖縄生物教育研究会，那覇，14： 
15-29． 
日本鳥類目録編集委員会（編），2000．日本鳥類目録（改訂第6版）．日本鳥学会，北海道，345pp． 
沖縄県環境保健部自然保護課（編），1996．マミジロアジサシ．“沖縄県の絶滅のおそれのある野
生生物 －レッドデータおきなわ－”，沖縄県環境保健部自然保護課，沖縄，309-310． 

Simpson, D. M., 1973. Seabird colonies on the rocky islands of Sento Shoto, 28°48′N, 123°36′E, and Sekibo 
Sho Islet, 25°55′N, 124°34′E (marked sometimes as Raleigh Rock on British Admiralty Charts. Sea 
Swallow, 22 : 29. 

 
執 筆 者 名 ： 河野裕美・水谷 晃 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： セグロアジサシ 
分    類 ： チドリ目 カモメ科 
学    名 ： Sterna fuscata nubilosa Sparrman, 1788 
英    名 ： Sooty Tern 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 額から眼の上までは白色。過眼線と頭頂から背、翼上面にかけて黒色。腰と尾は褐色味のある黒色

で最外尾羽の外弁は白い。喉と頬以下の下面は白色。尾は深い燕尾。嘴と脚は黒色。幼鳥から若鳥
は下腹から下尾筒は白く、そのほかは全身黒褐色。背、雨覆の羽縁は灰白色。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄県では、八重山諸島仲ノ神島と尖閣諸島北小島・南小島で繁殖している。これらの繁殖地では
1880年代から1900年代はじめにかけて断続的に大規模な羽毛等の採取が行われ、その後も1970年
代末まで卵採取が行われた。仲ノ神島では、1970年代まで本種の営巣地として最適な上部中央平坦
地に主コロニーが形成されない繁殖年があり、稜線や海岸の狭い草地に小さな副コロニーが分かれ
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て形成された。卵採取が行われなくなった1980年以降には、主コロニーに加えて、最多15ケ所の
副コロニーが形成された。2003年繁殖期にはじめて副コロニーがなくなり、上部中央平坦地の主コ
ロニーだけになり、さらに2004年には主コロニーがさらに中央平坦地に続く緩やかな斜面に向か
って拡大するようになった。 

生 態 的 特 徴 ： 仲ノ神島における本種の繁殖生態の概要は次の通り。2月末から3月頃、近海に渡来。4月下旬に営
巣地に降り、5月上旬までに1卵を産む。産卵の同調性は高い。同島での正確な抱卵日数は明らか
でないが約30日前後。孵化してから平均64日で巣立ち、8月末に成鳥と幼鳥のほとんどが渡去す
る。9月上旬まで少数が残ることもあるが15日を越えない。仲ノ神島のセグロアジサシは主に魚類
（個体数比58％、重量比28％）とイカ類（42％、72％）を採食し、アカイカ科、トビウオ科、サ
バ科、カタクチイワシ科、アジ科、サヨリ科、イットウダイ科、ヒメジ科などが重要な食餌生物で
ある。 

生息地の条件  ： 外洋性島嶼で繁殖し、草丈の低い海浜草本の生えた広く平らな場所に高密度で営巣する。 
個体数の動向  ： 1980年まで、仲ノ神島では人為撹乱の影響により、雛生産には大きな年差があった。幼鳥数は1975

年には100羽以下、1977年約 2,000羽、1978年499羽、1979年 281羽、1982年 1,796羽、1983年
2,525羽であり、以降、毎年1,500～2,500羽の幼鳥が巣立った。サブコロニーが形成されなくなり、
メインコロニーだけが形成されるようになる2000年代以降には、2003年の4,945羽を最大として、
年差はあるものの3,000から 4,000羽以上の幼鳥が巣立つようになった。 
メインコロニーで計数される成鳥についても、サブコロニーが多く形成された1990年代後半まで
は年差が大きく、782～5,978羽であったが、メインコロニーに集中するようになった2000代以降
には5,000羽以上が計数されるようになり、2009年に最大1,041羽が記録された。 

現在の生息状況 ： 仲ノ神島では1980年まで、主に外国漁船によるセグロアジサシの卵採取が頻繁に行われ、メインコ
ロニーの形成される場所も一定せず、海岸潮干帯上部の草地、稜線や鞍部等、10ケ所以上の小さな
サブコロニーが形成されていた。2003年に初めて全てのサブコロニーが消失し、島の中央上部の平
坦地にメインコロニーだけが形成された。2004年には、さらにメインコロニーが拡大する傾向が観
られた。 

生存に対する脅威 ： 仲ノ神島は、1972年、国の天然記念物に指定され上陸が規制されている。同島には海鳥の卵や雛を
捕食する可能性のあるサキシママダラとクマネズミが生息している。これまで顕著な影響は認めら
れていないが、クマネズミの生息数の把握は困難だが、未ふ化卵や営巣放棄等の継続的な観察が必
要と思われる。 

特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)＊  ＊IUCNは種として評価。本県改訂は亜種セグロアジサシを
選定している。 

原   記   載  ： Sparrman, 1788. Mus. Carlsnianum, fasc. 3, No. 63 (”Finlandia” error for India). 
参 考 文 献 ： 安部直哉・河野裕美・真野  徹，1986．仲の神島で繁殖するセグロアジサシの個体数と雛（幼鳥）

数の推定．山階鳥類研究所研究報告，18（1）： 24-40． 
岸本浩和・河野裕美，1989．仲ノ神島（琉球列島）で繁殖中の海鳥類の食餌動物．東海大学海洋研
究所研究報告,（10）： 43-64． 

河野裕美，1992．仲ノ神島で繁殖する海鳥類の重要な食餌動物として出現するトビイカ幼若固体の
分布様式について．日本鳥学会1992年度大会講演要旨集，71． 

Kohno, H., 1998. Occurrence of the schizochroismic Sooty Tern juveniles on Nakanokamishima, South 
Ryukyus, Japan. J. Yamashina Inst. Ornithol., 30 : 47-49. 

河野裕美・安部直哉・真野  徹，1986．仲の神島の海鳥類．山階鳥類研究所研究報告，18（1）：1―27． 
河野裕美・安部直哉・真野  徹，1986．台風8211号による仲の神島のセグロアジサシの斃死につ
いて．山階鳥類研究所研究報告，18（1）：41-50． 

河野裕美・長谷川英男・子安和弘，1995．仲ノ神島海鳥繁殖地に棲息する野生ネズミの消化管内容
物と寄生ぜん虫．沖縄島嶼研究，（13）：29-39． 

Kohno, H. & Kishimoto, H., 1991. Prey of the Bridled Tern Sterna anaethetus on Nakanokamishima Island, 
South Ryukyu, Japan. Jpn J. Ornithol, 40(1) : 15-25. 

Kohno, M. & Mizutani, A., 2014. The 30-years seabird population trend on Nakanokamishima, in the south 
Ryukyus, Japan. Ornithological Science, 13 (Supplement): 213 (P04-083). 

Kohno, H. and Ota, H., 1991. Reptiles in a seabird colony : herpetofauna of Nakanokamishima Island of the 
Yaeyama Group, Ryukyu Archipelago. Island Studies in Okinawa, (9) : 73-89. 

水谷 晃・河野裕美, 2011. 八重山諸島における海鳥研究の現状. 海洋と生物194, 33(3):225-232. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
 

執 筆 者 名 ： 河野裕美・水谷 晃 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ミサゴ 
分    類 ： タカ目 ミサゴ科 
学    名 ： Pandion haliaetus haliaetus (Linnaeus, 1758) 
英    名 ： Osprey 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 背、翼の上面は黒褐色で下面は白色である。頭に短い冠羽を持ち、胸に黒褐色の帯がある。嘴と脚

は灰黒色である。 
近似種との区別 ： カンムリワシの若鳥はミサゴに比べて背面がかなり白っぽい。 
分 布 の 概 要 ： 日本では沖縄を除いてほぼ全国的に繁殖している。県内では越夏個体もしばしば見られるが、営巣



<鳥類> 

171 
 

確認がされておらず、主として冬鳥であると考えられる。 
生 態 的 特 徴 ： 巣は樹上や岩や崖の上にかけ1腹卵数は1～4個。抱卵日数は37日前後で育雛期間は約53日である。

餌は主に魚類。 
生息地の条件  ： 営巣地とその周辺に餌を採ることのできる海岸や湖沼等が必要である。 
現在の生息状況 ： 少数が県内各地の海岸で越冬する。海岸や大きな河川、ダム湖などで採食するため行動圏は広い。 
学術的意義・評価 ： 一属一種である。海洋汚染や開発等によって個体数が減少している。 
生存に対する脅威 ： 主たる生息地である海岸の他、河口部や湖沼等が人間活動の拡大によって埋め立て等が進行してい

る。また、農薬の使用による魚類の汚染と二次的な汚染が懸念される。 
特 記 事 項 ： 宮古島市自然環境保全条例保全種（2005年）。 

IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)＊  ＊IUCNは種として評価。本県改訂は基亜種ミサゴを選定し
ている。 

原   記   載  ： Linnaeus, 1758. Syst. Nat., ed. 10, 1: 91. (Sweden). 
参 考 文 献 ： 環境庁編, 1991. 日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータブック－ 脊椎動物編. 日本

野生生物研究センター, 東京. 
環境省編, 2002. ミサゴ. “改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータブック－ 2 
鳥類”,自然環境研究センター, 東京, 230. 

穴田  哲, 2014. ミサゴ.レッドデータブック 2014—日本の絶滅のおそれのある野生生物−2 鳥類. 
環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編, ぎょうせい, 東京. 225. 

小林桂助, 1983. 原色日本鳥類図鑑. 保育社, 大阪, 73. 
中村登流・中村雅彦, 1995. 原色日本野鳥生態図鑑（陸鳥編）, 保育社, 大阪, 265pp. 
日本鳥学会編, 1974. 日本鳥類目録 改訂第5版. 学習研究社, 東京, 22. 
日本鳥類目録編集委員会編, 2000. 日本鳥類目録 改訂第6版. 日本鳥学会, 帯広, 345pp. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. ミサゴ. “沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 －
レッドデータおきなわ－”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 那覇, 305-306. 

高野伸二, 1982. 日本産鳥類図鑑. 東海大学出版会, 東京, 234. 
 

執 筆 者 名 ： 岡 徹＊・嵩原建二(追補)  ＊前回改訂版 (2005) における岡による記載内容を一部見直した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： リュウキュウコノハズク 
分    類 ： フクロウ目 フクロウ科 
学    名 ： Otus elegans elegans (Cassin, 1852) 
英    名 ： Elegant Scops Owl 
方  言  名 ： チコホー 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー：該当なし 
 

全長22 cm、福岡県宗方郡沖ノ島に以南の南西諸島の常緑広葉樹林に留鳥として生息している。同所的に生息するオ
オコノハズクに比較すると森林性が強い。沖縄島では主に北部の山林に生息し、南部ではほとんど繁殖が確認されて
いない。伊是名島には多く生息するが、伊平屋島には少ない。座間味島、阿嘉島、慶留間島、久米島にも生息する。
先島諸島では開けた林にも生息している。沖縄島北部ではノグチゲラ Sapheopipo noguchii の古巣を営巣場所とする。
広葉樹の樹洞の利用頻度が高い。昆虫を主に捕食する。沖縄島以北と宮古島以西、すなわち慶良間海峡を挟んだ地域
間では鳴き声の特徴が明確に異なる。例外的に伊是名島、伊平屋島、座間味島、阿嘉島、慶留間島、久米島には、宮
古島以西の鳴き声の特徴を持つものが多い。類似種との識別として、コノハズクはリュウキュウコノハズクより小型
である。コノハズクの鳴き声は「ブッ・キョッ・キョー」と聞こえるのに対し、リュウキュウコノハズクは「コホ」、
または「コッ・コホ」と聞こえる。鳴き声が明瞭に異なることから、雄の識別は鳴いている場合は容易である。羽色
に基づいた識別は難しいが、リュウキュウコノハズクの羽衣の模様はコノハズクに比して大きく粗く見える。オオコ
ノハズクは大きく虹彩の色がオレンジ色で、黄色のリュウキュウコノハズクとは明らかに異なる。県内では冬季にコ
ノハズクの渡来が確認されているが、野外観察で本種との外部形態による識別は困難である。産卵開始時期は概ね5
月である。 

 
特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Near Threatened (NT)＊  ＊IUCNは種として評価。本県改訂は種リュウキュウコノ

ハズクの基亜種リュウキュウコノハズクを選定している。 
原   記   載  ： Cassin, 1852. Proc. Acad. Nat. sci., Philad., 6: 185 (At sea near Japan, 29°47'N., 126°13' 30"E.: Ryukyus). 
参 考 文 献 ： 黒田長禮, 1980. 新版鳥類原色大図説. 講談社, 東京. 

日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. リュウキュウコノハズク. “沖縄県の絶滅のおそれの
ある野生生物 −レッドデータおきなわ−”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 沖縄, 322-323. 

沖縄野鳥研究会編, 1993. 改訂沖縄県の野鳥. 沖縄出版, 浦添. 
沖縄野鳥研究会編, 2002. 沖縄の野鳥. 新報出版, 那覇. 
高木昌興, 2007. 島々に生きるリュウキュウコノハズク. フクロウ −その生態と行動の神秘を解き
明かす, 文一総合出版, 東京.  

Takagi M, 2011. Vicariance and dispersal influenced the differentiation of vocalization in the Ryukyu Scops 
Owl. Ibis 153: 779-788. 

Takagi M, 2013. A typological analysis of hoots of the Ryukyu Scops Owl Otus elegans across island 
populations in the Ryukyu Archipelago and the two oceanic islands. Wilson Journal of Ornithology 125: 
358-369. 

Takagi M, Saitoh T, Yamaguchi N, Okabe H, Nishiumi I, Takeishi M., 2015. A breeding record of the Ryukyu 
Scops Owl on Okinoshima, in northernmost Fukuoka, Japan. Ornithological Science 14: 53-59. 
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Toyama M & Saitoh T, 2011. Food-niche Differences Between Two Syntopic Scops-Owls on Okinawa Island, 
Japan Journal of Raptor Research, 45(1): 79-87. 2011  

Toyama M,Kotaka N, Koizumia I, 2015. Breeding timing and nest predation rate of sympatric scops owls with 
different dietary niche breadth. Canadian Journal of Zoology, 93: 841-847. 

山階芳麿, 1980. 日本の鳥類とその生態. 梓書房, 東京. 
 

執 筆 者 名 ： 髙木昌興 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： リュウキュウアオバズク 
分    類 ： フクロウ目 フクロウ科 
学    名 ： Ninox scutulata totogo Momiyama, 1931 
英    名 ： Ryukyu Hawk Owl 
方  言  名 ： マヤージクク  
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 

全長29 cm。県内ではほぼ全域に留鳥として一年中生息する。琉球列島に固有の亜種である。森林棲ではあるが、畑
地や公園などの開けた環境にある狭小な樹林を中心に行動する個体が多く、選好する環境の幅は広い。主に大径木の
樹洞に営巣するため、大径木が残されている神社や御嶽に生息していることが多い。地上営巣や建物への営巣も確認
されている。卵は白い球形で一腹卵数は2～4卵である。昆虫類を飛翔しながら捕食する。夜間、街灯の周囲に集まる
昆虫を飛びながら捕獲するところを観察されることが多い。 

 
特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)＊  ＊IUCNは種として評価。本県改訂は亜種リュウキュウアオ

バズクを選定している。 
原   記   載  ： Momiyama, T. 1931. Amoeba, 3, nos. 1-2, p. 68. 
参 考 文 献 ： 日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 

沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. リュウキュウアオバズク. “沖縄県の絶滅のおそれの
ある野生生物 −レッドデータおきなわ−”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 沖縄, 326. 

 
執 筆 者 名 ： 髙木昌興 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： カワセミ 
分    類 ： ブッポウソウ目 カワセミ科 
学    名 ： Alcedo atthis bengalensis Gmelin, 1788 
英    名 ： Common Kingfisher 
方  言  名 ： カーラカンジュー 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 全長17 cm。雌雄ほぼ同色で、頭部は青緑色で、耳羽は橙色。喉と前頸、耳羽の後方は白色。嘴は

黒いが、雌は下嘴が赤味を帯びる。肩羽や翼上面は青緑色で、上背から上尾筒にかけて光沢のある
青色を呈する。尾も青色。下面は橙色で、足は鮮やかな赤色。幼鳥は全体にくすんだ羽色で、足は
黒色味がある。  

近似種との区別 ： 近似種なし。 
分 布 の 概 要 ： 全国的に留鳥として生息し、県内でも各地の河川や池沼、ダム湖などに留鳥として生息し繁殖する

が、数は少ない。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： アカショウビンは夏鳥として東南アジアから渡来する。 
生 態 的 特 徴 ： 川べりの木の枝にとまって魚をねらい、ダイビングして捕らえる。縄張り性をもち、水辺の土手に

0.5～1 mの横穴を嘴で掘り営巣する。卵数は4～7個。雌雄交代で抱卵し、19～20日が抱卵期間。
年2回繁殖することもある（嵩原ら, 2016）。 

生息地の条件  ： 水のきれいな河川、池沼、ダム湖など。 
現在の生息状況 ： 県内各地の河川や池沼、ダム湖等で生息している。最近、川の汚れにも強い外来種のテラピア等が

市街地の河川でも生息し、こうした餌資源が得られるため都市河川でも見られることがある。また、
河川改修等で巣づくりを行う河岸の土壁が無くなり、河川から遠く離れた森林地域の林道法面等で
巣穴を掘ることがしばしば見られる。 

学術的意義・評価 ： 河川域の生態系上位種として重要である。 
生存に対する脅威 ： 河川が汚染を受け、餌となる魚類の生息が減少したり、営巣場所となる河岸の土壁が河川改修など

により減少していることで、個体数は減少しているものと考えられている。 
特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)＊  ＊IUCNは種として評価。本県改訂は亜種カワセミを選定し

ている。 

原   記   載  ： Gmelin, 1788. Syst. Nat., 1(1): 450 (Bengal). 
参 考 文 献 ： 黒田長禮, 1980. 新版鳥類原色大図説. 講談社, 東京. 

日本鳥類保護連盟編, 1988. 鳥 630図鑑. 日本鳥類保護連盟. 
日本鳥類目録編集委員会編, 2000. 日本鳥類目録 改訂第6版. 日本鳥学会, 帯広, 345pp. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. カワセミ. “沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 −
レッドデータおきなわ−”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 沖縄, 323. 
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沖縄野鳥研究会編, 1993. 改訂沖縄県の野鳥. 沖縄出版, 浦添. 
沖縄野鳥研究会編, 2002. 沖縄の野鳥. 新報出版, 那覇, 335pp. 
榛葉忠雄, 2016.日本と北東アジアの野鳥.生態科学出版. 647pp. 
嵩原建二・比嘉邦昭・渡邉康志, 2016. 恩納村における鳥類の記録とその生息状況について. 恩納
村博物館紀要, 第 9号： 1-28. 

山階芳麿, 1980. 日本の鳥類とその生態. 梓書房, 東京. 
 

執 筆 者 名 ： 小高信彦＊・嵩原建二(追補)  ＊前回改訂版 (2005) における小高による記載内容を一部見直した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： リュウキュウコゲラ 
分    類 ： キツツキ目 キツツキ科 
学    名 ： Dendrocopos kizuki nigrescens (Seebohm, 1887) 
英    名 ： Japanese Pygmy Woodpecker 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 

全長約 15 cm、沖縄島と屋我地島に留鳥として生息する沖縄県固有亜種であるが、沖縄島周辺の古宇利島や浜比嘉島
など沖縄島周辺の島にも生息している。基亜種コゲラよりも小さく、色もより黒みを帯びる。種小名の nigrescens は
「黒っぽい」の意。第二次世界大戦以後は山林の焼失や都市化などの開発で特に沖縄島の南部や屋我地島で生息面積
が減少したとされる。近年は、沖縄島中部から北部の常緑広葉樹林を中心に生息するが、最近では沖縄島南部の市街
地近くにある緑地公園で繁殖が確認されたり、住宅地近くでも観察されるようになった。 

 
特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)＊  ＊IUCNは種 Picoides kizuki として評価。本県改訂は種コゲ

ラの亜種リュウキュウコゲラを選定している。 
原   記   載  ： Seebohm, H. 1887. Yungipicus kizuki nigrescens, subsp. n., Ibis 177 (Yagaji Is.) 
参 考 文 献 ：  青 柳   克 , 2016. 沖縄南部地域におけるリュウキュウコゲラの繁殖記録 . 

沖縄生物学会誌, 
(53): 85-87. 

石田  健, 1993. 日本全国のコゲラを比べる. BIRDER, 7巻第4号, 文一総合出版, 東京. 
日本野鳥の会. 2004. 生物多様性調査 鳥類繁殖分布調査報告書. 環境省自然環境局生物多様性セ
ンター, 山梨. 

日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 2005. リュウキュウコゲラ. “改訂沖縄県の絶滅のおそれの
ある野生生物 −レッドデータおきなわ−”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 沖縄, 91. 

沖縄野鳥研究会, 2010. 改訂版 沖縄の野鳥. 新星出版, 沖縄. 
 
執 筆 者 名 ： 小高信彦 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： アマミヤマガラ 
分    類 ： スズメ目 シジュウカラ科 
学    名 ： Poecile varius amamii (Kuroda, 1922) 
英    名 ： Varied Tit 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー：  該当なし 
 

全長約14 cm、トカラ列島から奄美群島、沖縄島にかけて留鳥として生息する日本固有亜種である。第二次世界大戦
による山林の焼失や戦後の都市化等の開発で沖縄島中南部の生息面積が減少したとされる。沖縄島北部の常緑広葉樹
林では普通に見られる。日本国内に分布するヤマガラは、現在8亜種に分類されているが、最近の分子系統学的研究
では、沖縄島以北に生息する7つの亜種は遺伝的に近いグループであることが示されている。八重山諸島に生息する
オリイヤマガラ P. v. olivaceus は、他の地域のどのヤマガラとも大きく遺伝配列が異なり、色も独特であることが指
摘されている。今後、亜種区分等分類の見直しが行われる可能性がある。 

 
特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)＊  ＊IUCNはSittiparus varius Temminck & Schlegel, 1848

として掲載し、種として評価。本県改訂は種ヤマガラの亜種アマミヤマガラを選定している。 
原   記   載  ： Kuroda, 1922. Annot. Zool. Japon., 10: 117. (Amami-Oshima, North Ryukyus). 
参 考 文 献 ： 黒田長禮, 1980. 新版鳥類原色大図説. 講談社, 東京. 

日本鳥類保護連盟編, 1988. 鳥 630図鑑. 日本鳥類保護連盟. 
日本鳥類目録編集委員会編, 2000. 日本鳥類目録 改訂第6版. 日本鳥学会, 帯広, 345pp. 
日本野鳥の会, 2004. 生物多様性調査 鳥類繁殖分布調査報告書. 環境省自然環境局生物多様性セ
ンター, 山梨. 

日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. アマミヤマガラ. “沖縄県の絶滅のおそれのある野生
生物 －レッドデータおきなわ－”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 那覇, 325. 

沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 2005. アマミヤマガラ. “改訂沖縄県の絶滅のおそれのある
野生生物 −レッドデータおきなわ−”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 沖縄, 93. 

沖縄野鳥研究会, 2010. 改訂版 沖縄の野鳥. 新星出版, 沖縄. 
Saitoh T, Sugita N, Someya S, Iwami Y, Kobayashi S, Kamigaichi H, Higuchi A, Asai S, Yamamoto Y & 

Nishiumi I., 2015. DNA barcoding reveals 24 distinct lineages as cryptic bird species candidates in and 
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around the Japanese Archipelago. Molecular Ecology Resources, 15(1) : 177-186. 
山階芳麿, 1980. 日本の鳥類とその生態. 梓書房, 東京. 

 
執 筆 者 名 ： 小高信彦 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： イシガキシジュウカラ 
分    類 ： スズメ目 シジュウカラ科 
学    名 ： Parus minor nigriloris Hellmayr, 1900 
方  言  名 ： ミイフクトンナー・エーンマクラー（石垣島）、イツフクラマ（西表島） 
カ テ ゴ リ ー ：  準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 全長約14㎝。頭と喉が黒く、頬の白が目立つ。背は暗青灰色、下面は灰色。 
近似種との区別 ： オリイヤマガラと比較すると、本種は赤色味がないことで区別できる。 
分 布 の 概 要 ： 八重山諸島（西表島、石垣島）。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 沖縄島にオキナワシジュウカラ P.m.okinawae が分布している。 
現在の生息状況 ： 常緑広葉樹、海岸林、集落周辺でも繁殖する。 
学術的意義・評価 ： 固有亜種。 
生存に対する脅威 ： 森林伐採など環境の変化。 
特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)＊  ＊IUCNはParus minorを Parus major Linnaeus, 1758に

包含して種として評価。本県改訂は種シジュウカラの亜種イシガキシジュウカラを選定している。 
原   記   載  ： Hellmayr, 1900. Orn. Monatsbr., 8: 139. (Isigakijima, South Ryukyus.). 
参 考 文 献 ： 五百沢日丸他, 2000. 日本の鳥550 山野の鳥. 文一総合出版. 

真木広造・大西敏一, 2000. 日本の鳥590. 平凡社. 
日本鳥類目録編集委員会編, 2000. 日本鳥類目録 改訂第6版. 日本鳥学会, 帯広, 345pp. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. イシガキシジュウカラ. “沖縄県の絶滅のおそれのあ
る野生生物 －レッドデータおきなわ－”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 那覇, 325. 

日本鳥学会編, 2000. 日本鳥類目録（改訂第6版）. 土倉事務所, 京都, 345pp. 
沖縄野鳥研究会編, 1993. 改訂沖縄県の野鳥. 沖縄出版, 浦添. 
 

執 筆 者 名 ： 庄山 守＊・嵩原建二(追補)  ＊前回改訂版 (2005) における庄山による記載内容を一部見直した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： シロガシラ 
分    類 ： スズメ目 ヒヨドリ科 
学    名 ： Pycnonotus sinensis sinensis (Gmelin, 1789) 
英    名 ： Lesser Chinese Bulbul 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 全長18.5cm。雌雄同色。頭部は黒褐色で、後頭部に大きめの白斑と耳羽に薄い白斑が出るが、個体

により後頭部の白斑が狭く、黒褐色部分が大きい個体（黒頭タイプ）もいる。背から尾にかけては
灰褐色で、翼上面および尾羽の外弁は黄褐色。腹から下尾筒にかけては縦に黄色の線が明瞭にでる。
喉は白く、胸は薄い灰褐色で、下面から下尾筒は汚白色。 

近似種との区別 ： 国内では本種のみが生息し、他種との区別は容易。沖縄島産シロガシラは腹の黄色線が明瞭ではな
い。 

分 布 の 概 要 ： 国外では中国南部、台湾、ベトナム北部などに留鳥として生息する。国内では八重山諸島にのみ留
鳥として生息する。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 近縁種のヒヨドリは、県内各地に留鳥として生息する。  
生 態 的 特 徴 ： 平地の森林や農耕地、集落近くに生息し、昆虫や果実類などを餌にしている。縄張り性があり、繁

殖期は4～7月で、低い枝に枯れ葉やススキの枯れた穂などを使って皿状の巣を造る。卵は淡い紅
色または淡紫色の地に斑点があり、卵の数は3～4個である。非繁殖期には小群をつくり行動する。 

生息地の条件  ： 平地の森林や林縁、農耕地、市街地など。 
現在の生息状況 ： 八重山諸島の石垣島、西表島、小浜島、与那国島、波照間島などに留鳥として生息しているが、数

はそう多くはない。 
学術的意義・評価 ： 中国南部や台湾、ベトナムなどに起源をもつ東洋区系の種であり、国内で留鳥として北限的に生息

し、本種の分布拡大や島嶼への適応様式を知る上で貴重である。  
生存に対する脅威 ： 森林環境の改変等。 
特 記 事 項 ： 本亜種は以前、亜種ヤエヤマシロガシラP.s.orii とされていた。最近の研究によると、本亜種と中国

大陸の福建省以北に生息する基亜種との分類学的な比較では、同基亜種の南部地域に生息する集団
との形質的な形質に分化が見られず、ヤエヤマシロガシラは基亜種のシノニムである可能性を指摘
する見解も見られる（Yamazaki, 2008）。このことから日本鳥学会編（2012）では、シロガシラ P.s.s 
-inensis に変更されている。今回の改訂ではこれに準拠した。なお、沖縄島南部及び周辺離島で生
息するシロガシラの個体群は、1970年代に人為的な持ち込み個体が元になったものと考えられ、日
本鳥学会編（2012）では「亜種不明」としている。IUCNカテゴリー：Least Concern (LC)＊  ＊IUCN
は種として評価。本県改訂は基亜種シロガシラを選定している。 

参 考 文 献 ： 環境庁編, 1991. 日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータブック－ 脊椎動物編. 日本
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野生生物研究センター, 東京. 
黒田長禮, 1980. 新版鳥類原色大図説. 講談社, 東京. 
黒田長久編, 1984. 決定版生物大図鑑 鳥類. 世界文化社, 東京. 
日本鳥類保護連盟編, 1988. 鳥 630図鑑. 日本鳥類保護連盟. 
日本鳥類目録編集委員会編, 2000. 日本鳥類目録 改訂第6版. 日本鳥学会, 帯広, 345pp. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. ヤエヤマシロガシラ. “沖縄県の絶滅のおそれのある
野生生物 －レッドデータおきなわ－”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 那覇, 324. 

沖縄野鳥研究会編, 1993. 改訂沖縄県の野鳥. 沖縄出版, 浦添. 
榛葉忠雄, 2016. 日本と北東アジアの野鳥. 生態科学出版. 647pp. 
Yamasaki T., 2008. Taxonomic status of populations of the Light-vented bulbul Pycnonotus sinensis (Gmelin, 

1789) (Passeriformes: Pycnonotidae) in Taiwan and the Southern Ryukyus. Zoological Studies, 45:168-179. 
山階芳麿, 1980. 日本の鳥類とその生態. 梓書房, 東京. 

 
執 筆 者 名 ： 嵩原建二 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ダイトウヒヨドリ 
分    類 ： スズメ目 ヒヨドリ科 
学    名 ： Hypsipetes amaurotis borodinonis (Kuroda, 1923) 
英    名 ： Borodino Islands Bulbul 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 全長28cm、亜種リュウキュウヒヨドリより体のサイズが少し大きい。胸の部分の色彩が亜種ヒヨド

リよりもレンガ色に近いが、亜種リュウキュウヒヨドリほどには赤色味は強くない。 
分 布 の 概 要 ： 大東諸島に生息する固有亜種である。樹林地に数多く生息する。繁殖生態に関する情報は得られて

いない。 
生存に対する脅威 ： 移入されたネコとイタチによる巣内雛の捕食による繁殖失敗が懸念される。 
特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)＊  ＊IUCNは種として評価。本県改訂は亜種ダイトウヒヨドリ

を選定している。 
原   記   載  ： Kuroda, 1923. Bull. Brit. orn. club, 43: 120. (Minami-daitojima, Daito Is.). 
参 考 文 献 ： 黒田長禮, 1980. 新版鳥類原色大図説. 講談社, 東京. 

日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄野鳥研究会編, 1993. 改訂沖縄県の野鳥. 沖縄出版, 浦添. 
沖縄野鳥研究会編, 2002. 沖縄の野鳥. 新報出版, 那覇, 335pp. 
山階芳麿, 1980. 日本の鳥類とその生態. 梓書房, 東京.  

 
執 筆 者 名： 嵩原建二＊・髙木昌興(追補)  ＊前回改訂版 (2005) における嵩原による記載内容を一部見直した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ダイトウメジロ 
分    類 ： スズメ目 メジロ科 
学    名 ： Zosterops japonicus daitoensis Kuroda, 1923 
英    名 ： Borodino Islands White-eye 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 

全長12cm、大東諸島に生息する固有亜種である。亜種リュウキュウメジロに似るが、喉の黄色が眼の下に達し、眼先
の上の黄色の斑が大きく鮮やかで顕著である。外部形態各部位が全体に大きい。生息数は多い。低木から高木、庭木
まで様々な樹木に営巣する。営巣樹の周辺5～10m四方が防衛範囲となり、採餌はその範囲外でも行う。南北大東島は、
島自体の面積が限定されており、樹林地の減少はそのまま個体数の減少を招くと考えられる。そのため、大規模な樹
林地の伐採などには注意を要する。また人家付近に営巣することも多く、人為的に移入されたネコやイタチによる巣
内雛の捕食、ネズミによる卵の捕食が個体群にダメージを与える可能性がある。地上性の捕食者が生息しない大東諸
島で進化した亜種ではあるが、地上からの捕食を免れる適応行動を発達させている。繁殖経験を積んだ成鳥は捕食者
のタイプを認識し営巣場所変化させたり、巣への出入り行動を変化させたりすることが出来る。 
 

特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)＊  ＊IUCNは種として評価。本県改訂は亜種ダイトウメジロを
選定している。 

原   記   載  ： Kuroda, 1923. Bull. Brit. orn. club, 43: 120. (Minami-daitojima, Daito Is.). 
参 考 文 献 ： 堀江明香・松井晋・高木昌興 2005.南大東島における亜種ダイトウメジロの11月の育雛. 日本鳥学

会誌 54: 58-59. 
Horie S & Takagi M 2012. Nest positioning by male Daito White-eyes Zosterops japonicus daitoensis 

improves with age to reduce nest predation risk. Ibis 154: 285-295. 
黒田長禮, 1980. 新版鳥類原色大図説. 講談社, 東京. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. ダイトウメジロ. “沖縄県の絶滅のおそれのある野生
生物 −レッドデータおきなわ−”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 沖縄, 325-326. 

沖縄野鳥研究会編, 1993. 改訂沖縄県の野鳥. 沖縄出版, 浦添. 
沖縄野鳥研究会編, 2002. 沖縄の野鳥. 新報出版, 那覇. 
茂田良光・高田繭草. 2016.世界のメジロ図譜 増補改訂版. 全国野鳥密猟対策連絡会, 不破. 
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山階芳麿, 1980. 日本の鳥類とその生態. 梓書房, 東京. 
 
執 筆 者 名： 髙木昌興 
………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

 6 ) 情報不足(DD) 

 
  
和    名 ： リュウキュウガモ 
分    類 ： カモ目 カモ科 
学    名 ： Dendrocygna javanica (Horsfield, 1821) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 全長約41㎝。小型のカモで足が長く飛翔時に足が尾を越える。額から後頸は褐色、背は灰黒色で赤

褐色の羽縁がある。 
近似種との区別 ： 日本産のカモで飛翔時に足が尾を越えるのは本種だけである。 
分 布 の 概 要 ： インドからミャンマー、マレー半島、インシシナ半島、中国南部、台湾、スマトラ、ジャワ、ボル

ネオの各島に留鳥として生息する。国内では留鳥として琉球諸島（沖縄島、石垣島、黒島、西表島）
に生息するとされている。 

生 態 的 特 徴 ： 森林やマングローブ林の沼地、河岸などに生息し、雨期の繁殖期には分散して営巣する。非繁殖期
には群で生活する。地上だけでなく、樹上でも営巣し、サギなどの古巣を利用することもある。1
腹の卵数は6～10個で抱卵日数は約28日間。主に植物食で穀類、特に米を好む。また、淡水性の
貝類も食する。泳ぐだけでなく潜水もする。 

生息地の条件  ： 森林、湿地、水田、マングローブ林、河川。 
現在の生息状況 ： 日本鳥学会編（2012）では、50年以上確実な記録はないとしている。 
学術的意義・評価 ： 東洋区系のカモ類で国内における目撃記録は極めて少ない。 
生存に対する脅威 ： 森林伐採、湖沼の埋め立てなど環境の変化。 
特 記 事 項 ： 日本鳥類学会編（2012）では、付録「最近50年以上国内で記録のない種・亜種」に、絶滅種とされ

るリュウキュウカラスバト等と同様に掲載されている。IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原   記   載  ： Horsfield, 1821. Trans. Linn. Soc. London, 13, p. 200. 
参 考 文 献 ： 黒田長久編, 1984. 決定版生物大図鑑 鳥類. 世界文化社, 東京. 

真木広造・大西敏一, 2000. 日本の鳥590. 平凡社. 
日本鳥類目録編集委員会編, 2000. 日本鳥類目録 改訂第6版. 日本鳥学会, 帯広, 345pp. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. リュウキュウガモ. “沖縄県の絶滅のおそれのある野
生生物 −レッドデータおきなわ−”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 沖縄, 326. 

沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 2005. リュウキュウガモ. “改訂・沖縄県の絶滅のおそれの
ある野生生物 −レッドデータおきなわ−”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 沖縄, 95-96. 

 
執 筆 者 名 ： 庄山 守＊・嵩原建二(追補)  ＊前回改訂版 (2005) における庄山による記載内容を一部見直した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ヘラサギ 
分    類 ： ペリカン目 トキ科 
学    名 ： Platalea leucorodia leucorodia Linnaeus, 1758 
英    名 ： Spoonbill 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 情報不足 (DD)  
 
形    態 ： 雌雄同色。大型で全身が白色の水鳥。嘴は黒色で長く、先端はヘラ状である。嘴の先端は黄色。眼

先は青白色の皮膚が細く裸出し、喉は黄色の皮膚が露出する。足は黒く長い。繁殖期には後頭部に
房状の黄色の冠羽があり、胸も黄色になる。幼鳥の嘴はピンク色味があり、風切の羽縁は黒色。 

近似種との区別 ： クロツラヘラサギはやや小さく、眼先と嘴基部の皮膚が裸出し、嘴から眼まで一様に黒く見える。 
分 布 の 概 要 ： ヨーロッパから中国北東部、ウスリーまでユーラシア大陸の中緯度地域で広く繁殖し、3亜種に分

けられている。冬季には熱帯アフリカや南アジア、中国東南部で越冬する。国内では稀な冬鳥とし
て九州地方に渡来する。県内でも稀な冬鳥もしくは迷鳥として渡来し、ごく少数が越冬する。しば
しばクロツラヘラサギとの混群を形成することがある。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 近縁種のクロツラヘラサギは、朝鮮半島黄海側の群島と中国の一部で繁殖し、冬
季には主に中国南東部や台湾で越冬する。 

生 態 的 特 徴 ： 干潟や水田、湿地で小型の魚類、甲殻類、水性昆虫類を餌にする。嘴を左右に振り、浅い水中の餌
を探す動作は特徴的である。 

生息地の条件  ： 越冬期の生息地となる干潟や水田、湿地。 
現在の生息状況 ： 県内ではほぼ毎年のように数少ない冬鳥もしくは迷鳥として1～2羽が渡来する。近縁種のクロツラ

ヘラサギより越冬個体はかなり少ない。 
学術的意義・評価 ： 県内への渡来数は少ないが、本種の渡りを考える上で重要である。 

生存に対する脅威 ： 干潟の埋め立てや水田の畑地化などの減少傾向は越冬期の生息地の減少につながる。 
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特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)＊  ＊IUCNは種として評価。本県改訂は基亜種ヘラサギを選定
している。 

参 考 文 献 ： 黒田長久編, 1984. 決定版生物大図鑑 鳥類. 世界文化社, 東京. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄野鳥研究会編, 2010. 沖縄の野鳥. 新星出版, 那覇, 335pp. 
榛葉忠雄, 2016. 日本と北東アジアの野鳥.生態科学出版. 647pp. 
高野茂樹, 2104. ヘラサギ. レッドデータブック2014—日本の絶滅のおそれのある野生生物−2鳥類. 
環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編, ぎょうせい, 東京. 233. 

 
執 筆 者 名 ： 嵩原建二 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ツミ 
分    類 ： タカ目 タカ科 
学    名 ： Accipiter gularis gularis (Temminck & Schlegel, 1844) 
英    名 ： Japanese Sparrow Hawk 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足(DD)  環境省カテゴリー： 該当なし 
 

形態的には亜種リュウキュウツミ A. g.iwasakii とほとんど変わらないが、虹彩の色彩は、雄が暗赤色、雌が黄色で、
雌雄とも目の周りが黄色である。本亜種は沖縄県内では、沖縄島に留鳥として生息し、渡りは行わないものと思われ
る。県外では北海道から奄美諸島にかけて広く生息しているが、春秋期の渡り期には本土産と考えられる亜種ツミが
渡ってくる。したがって、八重山諸島でも冬季にこうした飛来個体が見られる（鳥学会編, 2012）。これは沖縄諸島や
宮古諸島でも同様である。 
平地から山地の森林に生息し、3～6月前後にリュウキュウマツやモクマオウなど高い木立で営巣繁殖する。主に小鳥
類を捕食するが、昆虫や小型ほ乳類なども食べる。リュウキュウマツが植栽された公園でも繁殖が見られるが、周辺
にまとまった広葉樹林が不可欠。近年、沖縄島南部の市街地での繁殖例が増えている。農耕地造成やリゾート開発等
による森林伐採は生息地を減少させる要因になる可能性がある。 
 

特 記 事 項 ： 本書では日本鳥学会編（2012）に準拠して、八重山諸島に留鳥として生息する個体群を除き亜種ツ
ミ A. g. gularis として評価掲載した。本亜種は、県内では一部秋期に渡り個体も見られることから、
留鳥として生息する個体群については、今後分類学的な検討やさらなる生息調査等が望まれる。 
IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)＊  ＊IUCNは種として評価。本県改訂は亜種ツミを選定してい
る。宮古島市自然環境保全条例では亜種リュウキュウツミを保全種(2005)としているが、宮古諸島
で秋期や冬季にみられる個体は亜種ツミの飛来個体が該当するものと考えられる。 

原   記   載  ： Mishima, 1962. Tori, 17(79/80): 219-221. (Ishigaki I., S. Ryukyus.). 
参 考 文 献 ： 宮古野鳥の会編,2014.宮古野鳥の会40周年記念誌.106pp. 

森岡照明・叶内拓哉・川田 隆・山形則男, 1998. 図鑑日本のワシタカ類第2版. 文一総合出版, 東
京. 

日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄野鳥研究会編, 2010. 改訂版 沖縄の野鳥. 新星図書出版, 那覇市, 367pp. 
砂川栄喜, 2001. 宮古諸島の野鳥. ニライ社, 那覇市. 111pp. 
嵩原建二・久貝勝盛・瀬名波任, 1995.久米島の鳥類について. 久米島総合調査報告書, 沖縄県立
博物館, 65-95. 

嵩原建二, 2001. 沖縄島中南部の市街地で繁殖したツミとリュウキュウサンショウクイについて.
沖縄県立博物館紀要, 27: 45-50. 

嵩原建二・細川太郎・村田尚史・具志堅ひな子・山本英康, 2014. 沖縄本島北部（名護市）におけ
るサシバButasatur indicus を含むワシタカ類の飛来状況について. やんばる学研究会会誌,
（3）：80-87. 

 
執 筆 者 名 ： 嵩原建二 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： コトラツグミ 
分    類 ： スズメ目 ヒタキ科 
学    名 ： Zoothera dauma iriomotensis Nishiumi & Morioka, 2009 
方  言  名 ： アヤブリ（トラツグミ） 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー：  情報不足 (DD) 
 
形    態 ： 全長約29 ㎝。頭部から上面は黄褐色で黒い鱗状斑がある。下面は白く黄褐色と黒い鱗状斑がある。 
近似種との区別 ： 別亜種トラツグミは外側尾羽先端に白斑があるが、本亜種は白斑がない。 
分 布 の 概 要 ： 八重山諸島（西表島）。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： オオトラツグミ Z. d. major が奄美大島に留鳥として生息。トラツグミ Z. d. aurea 

は県内には冬鳥として少数が渡来する。 
生息地の条件  ： 鬱蒼と茂った森林。 
現在の生息状況 ： 西表島にまれな留鳥として生息するとされているが、近年の目撃情報はない。比較的新しい情報と

しては、1984年 1月14日に西表島祖納で得られた個体がある（我孫子市鳥の博物館蔵）。1984年
以降、確実な観察例はないが、最近、西表島におけるイリオモテヤマネコ生態調査用の自動撮影装
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置に本亜種が撮影され、その生息が確認されている。しかしながら、本改訂版作成に伴う現地調査
では生息を確認することができなかった。 

学術的意義・評価 ： 日本ではきわめて確認例が少ないが、八重山諸島に特産する固有の亜種として2009年に再分類され
た (Nishiumi and Morioka  2009)。 

生存に対する脅威 ： 森林伐採など環境の変化。 
特 記 事 項 ： 山階鳥類研究所には次の2点の標本が収納されている。1936年 7月 12日：西表島祖納、1933年 4

月 1日：台湾阿里山。1984年以降、直接観察がされていないため、引き続き情報不足(DD)とした。
IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 

原   記   載  ： Bonaparte, 1857. Rev et Mag. Zool., p. 205. 
参 考 文 献 ： 五百沢日丸他, 2000. 日本の鳥550 山野の鳥. 文一総合出版. 

西海  功 2014.コトラツグミ. レッドデータブック 2014—日本の絶滅のおそれのある野生生物−2
鳥類. 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編, ぎょうせい, 東京, 240. 

Nishiumi I. and H. Morioka, 2009. A New Subspecies of  Zoothera dauma (Aves ,Turdidae) from 
Iriomotejima ,Southern Rkyukyus, with Comments on Z.d.toratugumi. 

真木広造・大西敏一, 2000. 日本の鳥590. 平凡社. 
日本鳥類目録編集委員会編, 2000. 日本鳥類目録 改訂第6版. 日本鳥学会, 帯広, 345pp. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 
沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 1996. コトラツグミ. “沖縄県の絶滅のおそれのある野生生
物 −レッドデータおきなわ−”, 沖縄県環境保健部自然保護課, 沖縄, 326. 

山階芳麿, 1980. 復刻版 日本の鳥類とその生態 第2巻. 梓書房, 東京. 
 

執 筆 者 名 ： 庄山 守＊・嵩原建二(追補)  ＊前回改訂版 (2005) における庄山による記載内容を一部見直した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ウスアカヒゲ 
分    類 ： スズメ目 ヒタキ科 
学    名 ： Luscinia komadori subrufus (Kuroda, 1923) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 情報不足 (DD) 
 
形    態 ： 全長約14 cmでスズメ大。雄成鳥の頭上、翼、背面、尾羽は明るい赤橙色。額から喉、胸部は黒色。

腹部と脇は灰白色で、脇に黒斑がある。 
近似種との区別 ： 雄個体の額にある黒色部の幅は広いことと上面の色が淡い点で他の亜種と異なると考えられている。 
分 布 の 概 要 ： 八重山諸島（与那国島）で1921年10月 13日の雄成鳥1個体の採集記録が知られるのみ。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 基亜種のアカヒゲ L.ｋ. Komadori は男女群島やトカラ列島、奄美諸島とその周

辺島嶼に分布している。沖縄島にはホントウアカヒゲ L.ｋ. Namiyei が生息する。 
生 態 的 特 徴 ： 不明。 
生息地の条件  ： アカヒゲやホントウアカヒゲど同様に鬱蒼と茂った森林と考えられる。 
現在の生息状況 ： 与那国島に留鳥として生息するとされているが、近年の確認や繁殖記録の情報はない。 
学術的意義・評価 ： 八重山諸島（与那国島）の特産亜種として重要である。 
生存に対する脅威 ： 生息地が与那国島のみという局在的で分布域が狭く、生息環境である森林伐採など環境の変化。 
特 記 事 項 ： 八重山諸島に留鳥として生息すると考えられているが、確実な繁殖記録もなく、1 個体の採集記録

のみである。最近、八重山諸島には本亜種と形態的にごくわずかな差しか見出されていない渡り性
を有する亜種アカヒゲが越冬していることが明らかになっている。したがって、その繁殖地も知ら
れておらず、亜種アカヒゲとの形態的な差がごくわずかであることなどから、その独立亜種として
の存在自体が疑問視されることが指摘されている（梶田, 2014）。日本鳥学会編（2012）では、「絶
滅」として扱っているが、その根拠は明確にされていない。このことから、本書ではそのランクを
決定する情報が不足していることから当面情報不足として掲載することにした。なお、本亜種は種
の保存法に基づく国内希少野生動植物種（1993年）。国指定天然記念物（1970年）。 

原   記   載  ： Kurod N.1923.lcoturus komadori subrufus ,subsp.nov.Bull.Orn.Club, 43: 106. 
参 考 文 献 ： 梶田  学, 2014.ウスアカヒゲ. レッドデータブック2014—日本の絶滅のおそれのある野生生物−2

鳥類. 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編, ぎょうせい, 東京, 240. 
日本鳥学会編, 2012. 日本鳥類目録 改訂第7版. 日本鳥学会, 三田, 438pp. 

 
執 筆 者 名 ： 嵩原建二 
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３．５ 爬虫類 
 

  今回の見直し（改訂第３版）に掲載される種は以下のとおりである。 
 
  カテゴリー 

分類群 

絶滅 
(EX) 

野生 
絶滅 
(EW) 

絶 滅 危 惧 Ⅰ 類 絶滅危惧

Ⅱ類 
(VU) 

準絶滅

危惧 
(NT) 

絶滅のおそれの

ある地域個体群 
(LP) 

情報 
不足 
(DD) 

合  計

  ⅠＡ類

(CR) 
ⅠＢ類

(EN) 

初版 1996 0 1 － － 4 11 3 8 27 

改訂第2版 2005 0 0 7 2 5 10 16 0 1 34 

改訂第3版 2017 0 0 8 2 6 10 14 2 3 37 

※初版のカテゴリーのうち、絶滅種は現行のカテゴリー名の絶滅と野生絶滅を集約することで示し、このほか絶滅危惧種
は絶滅危惧Ⅰ類、危急種は絶滅危惧Ⅱ類、希少種は準絶滅危惧、地域個体群は絶滅のおそれのある地域個体群、未決
定種は情報不足として現行のカテゴリー名に変換して示した。 

 

(１ )  本改訂でのおもな留意点 

今回の見直しでは、アオウミガメが絶滅危惧Ⅱ類から準絶滅危惧に引き下げられた。これは、前回までに過小

評価されていた個体数が正しく評価された結果ではなく、継続的な調査資料に基づき、県内における本種の確認

頭数が増加傾向にあることを反映したものである。ただし、これは本種の保全の必要性が減じたことを意味する

ものでは決してない。このことは、特に、近年の研究で、沖縄近海の個体を含む東アジアの個体群が遺伝的にあ

る程度独自性を持ったものであることが示されたことを踏まえればなおさらである。仮に、個体数の増加が部分

的にでもこれまでの保全に対する取り組みによるのであれば、さらなる絶滅リスクの軽減を目指していっそうの

取り組みが望まれる。今回のランクの引き下げが、今後のますますの保全への取り組みの励みになるよう願う。 
 

(２ ) 本改訂で明らかになったこと 

今回の見直しでは、ミヤコカナへビとオキナワトカゲでランクが引き上げられ、ともに準絶滅危惧種であった

ものが、前者は絶滅危惧IB類、後者は絶滅危惧Ⅱ類となった。これまで、絶滅危惧種（Ⅱ類以上）とされてきた

爬虫類は、そのほとんどが一部の島にしか生息しない種、あるいは生息に特殊な環境タイプを必要とする種であ

り、トカゲモドキ類やキクザトサワヘビなどがその象徴である。これに対し、上記2種はそれとは明らかに状況

が異なり、比較的分布範囲は広く、また人為的に攪乱された環境にも生息する。かつては身の回りで普通に見ら

れたこれらの種が、もはや絶滅が憂慮される存在になっている点は注目に値する。2種の個体数減少の原因究明

と並んで、こういった特性を持つ種の保全にどのように向き合っていくのかについても議論を深める必要がある。 

もう一点特筆すべきなのは、ヤエヤマイシガメに著しく高い捕獲圧がかかっている可能性が示唆されているこ

とである。実際の個体数の減少度合いが十分に掌握できていないためランクの引き上げこそ見送られたが、ある

試算では、この亜種の全生息個体数の18％に当たる個体がわずか１年半の間に輸出されたとされている。その数

は常軌を逸している。これは本種の捕獲に対する法的な規制がなく、かつワシントン条約の付属書Ⅱに掲載され

ているがゆえに把握できた数字で、本県の爬虫類全体でみると氷山の一角である可能性が高い。爬虫類の多くは、

生息微環境の幅広さや活動のリズムの不規則さから取り尽くしは困難だと思われるが、本事例は少なくとも一部

の種の商取引上の需要が非常に高いことを示しており、過度な捕獲圧が種の存続を脅かす一大要因となり得るこ

とを示している。同様に捕獲圧の高さが懸念事項となるエラブウミヘビ類の2種と並んで、科学的な見地からの

資源管理によって持続可能な利用の道を模索していくことも必要であろう。 

 

 
執筆者 戸田 守（琉球大学熱帯生物圏研究センター・准教授） 
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(３)  掲載種の解説 

 

 1 ) 絶滅危惧ⅠＡ類(CR) 

 

 

和    名 ： イヘヤトカゲモドキ 
分    類 ： 有鱗目 トカゲモドキ科 
学    名 ： Goniurosaurus kuroiwae toyamai Grismer, Ota et Tanaka, 1994 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 頭胴長は7.5～8.5 cmで、指下板がなく、眼には瞼があるという原始的な形質をもつ。虹彩は赤紫

色か赤褐色。背面は暗褐色の地色に、淡桃色の横帯が 3～4 本あるが、縦条はない。生来の尾には
黒色の地に白色の横帯があるが、自切後に再生した尾は中央がふくらんだ太短い形状で、白色の不
規則な模様が入る。腹面は淡褐色で、扁平な瓦状の鱗が並ぶ。 

近似種との区別 ： 他の亜種とは胴部背面の正中線上に、淡色の縦条がなくいこと、胴体の軸に垂直な淡桃色の帯状斑
が3～5本あること、全体的に太短い体形をしていることなどで識別できる。 

分 布 の 概 要 ： 伊平屋島に固有に分布している。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 以前は奄美諸島の徳之島に分布するオビトカゲモドキと最も近縁と考えられてい

たが、最近の研究によりオビトカゲモドキは琉球列島産トカゲモドキ類のなかでは最も古くに分化
したことが示され、他の集団とは種のレベルで異なるとされている。イヘヤトカゲモドキとより近
縁なのは、沖縄諸島内の他の3亜種で、久米島、渡名喜島、渡嘉敷島、阿嘉島、伊江島、沖縄島、
瀬底島、古宇利島、屋我地島に分布している。本亜種は、これらの集団のなかではもっとも先に分
化したと推定されている。 

生 態 的 特 徴 ： 少なくとも 6月下旬～7月上旬に輸卵管卵をもつ雌が出現し、一腹卵数が 2個であることがわかっ
ている。その他、本亜種の生態についてはほとんどわかっていないが、クロイワトカゲモドキと類
似していると考えられる。 

生息地の条件  ： 林床の湿潤な常緑広葉樹林やそれに準ずる環境が必要で、特に、林床に餌となる多くの土壌動物が
おり、シェルターとなる岩穴などのある場所。 

現在の生息状況 ： 主に山地部の常緑広葉樹林に生息しているが、低地部の回復の進んだ二次林や住宅地近くでもみら
れるところがある。伊平屋島のなかで、少なくとも北端近くと南端近くでは生息が確認されておら
ず、分布範囲は全島におよばないと考えられる。個体群密度などの具体的な資料はない。 

学術的意義・評価 ： 他の亜種やオビトカゲモドキとともにきわめて高い遺存性を示す一方、沖縄諸島のなかで細かく分
化しているため、琉球列島全体だけでなく、中琉球の各島の地史および同地域における陸生生物の
多様化の歴史を解明する上で重要な情報を提供するものと思われる。近年の研究により、伊平屋島
の集団が沖縄諸島の集団のなかで遺伝的に大きく分化していることが他の幾つかの陸生生物でも示
され、このようなパターンを示す生物の代表格である本亜種は、同島の生物集団の成り立ちを考え
る上でも極めて高い価値を有する。 

生存に対する脅威 ： ダムの建設や林道の敷設、それに伴う広葉樹林の伐採による生息場所の消失・分断が大きな脅威と
なっているほか、少なくとも近年でも商業目的の違法採集がなされていたとの情報もあり、個体群
に負の影響を与えてきたと考えられる。 

特 記 事 項 ： 本亜種を含む県内の亜種については、種全体として沖縄県指定天然記念物（1978年）に指定されて
いる。また、徳之島のオビトカゲモドキ Goniurosaurus splendens を含む琉球列島産トカゲモドキ類
すべてが種の保存法による国内希少野生動植物種（2015年）に指定されている。IUCN カテゴリー：
Endangered (EN)。 

原  記  載 ： Grismer, L. L., H. Ota and S. Tanaka, 1994. Phylogeny, classification, and biogeography of Goniurosaurus 
kuroiwae (Squamata: Eublepharidae) from the Ryukyu Archipelago, Japan, with description of a new 
subspecies. Zool. Sci., 11: 319-335. 

参 考 文 献 ： Honda, M. T. Kurita, M. Toda and H. Ota, 2014. Phylogenetic relationships, genetic divergence, historical 
biogeography and conservation of an endangered gecko, Goniurosaurus kuroiwae (Squamata: 
Eublepharidae), from the Central Ryukyus, Japan. Zool. Sci., 31: 309-320. 

Ota, H., 1989. A review of the geckos (Lacertilia: Reptilia) of the Ryukyu Archipelago and Taiwan. “Current 
Herpetology in East Asia”, M. Matsui, T. Hikida, and R. C. Goris (eds.), Herpetological Society of Japan, 
Kyoto, 349-357. 

太田英利, 2000. イヘヤトカゲモドキ, “改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 −レッドデータブック− 
（爬虫類両生類）”, 環境省（編）, 自然環境研究センター, 東京, 22-23. 

 
執 筆 者 名 ： 戸田 守・田中 聡 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： キクザトサワヘビ 
分    類 ： 有鱗目 ナミヘビ科 
学    名 ： Opisthotropis kikuzatoi (Okada et Takara, 1958) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
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形    態 ： 全長54～63 cm、頭胴長43～51 cm。鼻板は頭部背面にあり、外鼻孔はやや背方に開口する。前額板

は幅が広く 1 枚、時々不完全な縦割れが見られ、2 枚に見える場合もある。額板は五角形を呈し、
前額板と接する面が最も大きい。上唇板は6枚。体鱗列数は胴中央部で15。鱗は滑らかで光沢があ
り、胴後部と尾部の鱗に顕著な隆条をもつ。背面は暗褐色で、オレンジ色の小斑点が体側線上に並
ぶ。 

近似種との区別 ： 形態的にはアオヘビ類に似る点もあるが、緑色を呈さないので明瞭に区別される。また、分類学的
にもアオヘビ類とは全く異なる。サワヘビ属のなかでは、頭部の鱗や体鱗列数がもっとも少ないの
で区別は容易である。 

分 布 の 概 要 ： 久米島のみに分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： フィリピン、ボルネオと中国から東南アジアにかけて分布する。発見場所が詳細

に記録されている種の大半が、千メートル以上の高山および渓流で発見されている。今世紀に入っ
て中国，ベトナム，ラオスから同属の新種5種が発見されている．現在サワヘビ属は、23種が知ら
れているが、これまで調査研究が困難だった山間部の調査の進展によって今後も新種の発見が続く
と思われる。 

生 態 的 特 徴 ： 本種は、山地の渓流中が生活の場となっていることに大きな特徴がある。飼育や野外観察の結果か
ら日中の午前中に多く出現・活動することがわかっている。当初、昼行性の可能性が指摘されてい
たが、夜でも活動することが知られている。呼吸について、飼育観察（止水中）では、最大潜水時
間が 12 分 30 秒で、野外の渓流中の観察では、最低でも 25 分間の潜水が確認されていることから
皮膚呼吸に依存する割合が高いことが予想される。飼育下では、陸上に上がることも観察されてお
り、野外でもまれに陸上にあがることが予想される。標識した個体が同一河川の 10 ｍ以内で再捕
されたこともあるので、行動圏はきわめて狭い範囲に限られる可能性がある。普段は、渓流中の転
石や土手などの隙間に潜んでいると思われ、水が少ない所では伏流水が湧き出るような石の下にも
いることが考えられる。10月に採集されたメスの標本から産卵数は 11以下と推定される。野外で
はクメジマミナミサワガニを食べているという報告がある。ほかに飼育下でサワガニを食べたとい
う報告がある。野外での食性について確認された資料は少ないが、おそらくカエルの幼生、淡水魚、
水生昆虫、他の甲殻類等も食べていると思われる。 

生息地の条件  ： 生息地は、イタジイを主体とする発達した二次林や、より自然度の高い山地森林域の渓流が主であ
るが、背後に自然林の山を控えた伏流水だけの渓流にも生息している。餌動物の存在、皮膚呼吸等
の関係から、汚染の無い清流が生息の鍵を握るものと考えられる。 

個体数の動向  ： 詳細な数の動向は不明。人力を中心とした耕作を行っていた水田からサトウキビ畑に変わり、機械
による土地の造成等が進んでいることから、生息地の分断や消滅等が進んでいるものと思われる。
したがって、少なくとも1960年代よりは減っているものと思われる。 

現在の生息状況 ： 違法採集防止の観点から詳細な分布情報は省略。主な生息地は宇江城岳、アーラ岳付近。これまで
の情報によると、上記から離れた所や別水系になった場所でも大雨の後に河川の下流で見つかった
事例がある。また、パッチ状に残された小さな水系でも確認されている。このようにパッチ状に見
つかる生息状況は、1970年代前半までは水田を主とする人力を中心とした農耕であったが、サトウ
キビ畑に変化し、機械力等で畑や道路が整備されたことにより生息地の断片化が進んだことが一因
と思われる。これまでに記録の無い河川からも新たに確認される可能性があるので、注意する必要
がある。沖縄県教育委員会が 1990 年から 1992 年まで実施した延べ 26 日間の現地調査においても
限定された場所から5個体だけしか発見されてない。このことから個体数は極めて少ないことが予
想される。 

学術的意義・評価 ： 本種は分類学的にも珍しい属に含まれ、生息地が渓流という特殊な生態を呈する。最も近縁と思わ
れる種が中国大陸にしか分布しておらず、久米島周辺の沖縄島や宮古・八重山諸島からはみつかっ
ていない。キクザトサワヘビの分布はサワヘビ属の分布範囲の中では辺縁部に位置している。形態
的にも頭部の鱗数が本属の中でもっとも少ない数値を示すなど、サワヘビ属の中でも特異な位置に
あることが考えられる。このように本種は分類学的、生態学的、動物地理学的な観点から学術的価
値がきわめて高い。 

生存に対する脅威 ： 渓流の汚染が最大の脅威になると考えられる。汚染は、農薬や消毒薬などの薬物による化学的汚染
が考えられる。また、諸開発に伴う生息地の消失や赤土などの流入などによる物理的汚染も懸念さ
れる。これらは、本種が渓流性の動物を食べていることと、皮膚呼吸に大きく依存している可能性
が高いことと考え合わせるときわめて深刻な脅威とみることができる。また、ウシガエル・イタチ
などの移入動物による捕食も懸念される。さらに、現地では電気器具によるウナギの捕獲も行われ
ているようなので、これもまた脅威となりうる。絶対数が少ないと思われることから、飼育愛好家
などによる密猟も脅威となるであろう。個体群の状態は予断を許さない状況下にあり、絶滅の危機
が心配される種である。 

特 記 事 項 ： 本種の名称は、発見者の喜久里教達氏にちなむ。久米島の固有種。沖縄県指定天然記念物（1985年）。
国内希少野生動植物種（1995年）。IUCN カテゴリー： Critically Endangered (CR)。 

原  記  載 ： 岡田弥一郎・高良鉄夫, 1958. 琉球産アオヘビの一新種. 日本生物地理学会会報, 20(3): 1-3. 
参 考 文 献 ： 松井正文, 1991. キクザトサワヘビ. “日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータブック－  脊

椎動物編”, 環境庁（編）, 日本野生生物研究センター, 東京, 224-225.  
Mori, A. and A. Nakachi, 1993. Laboratory observations on the daily activity of the endangered stream snake, 

Opisthotropis kikuzatoi (Reptilia, Squamata, Colubridae) from Kumejima Island, Japan. Island Stud. 
Okinawa, 12: 25-35. 

沖縄県教育委員会（編）, 1993. 沖縄県天然記念物調査シリーズ第 33 集 キクザトサワヘビ－生息実態調
査報告書. 沖縄県教育委員会, 那覇, 97pp. 

太田英利, 2000. キクザトサワヘビ. “改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータブック－
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（爬虫類・両生類）”, 環境庁自然保護局野生生物課（編）, 自然環境研究センター, 東京, 24-25. 
太田英利, 2014. キクザトサワヘビ. “レッドデータブック 2014─日本の絶滅のおそれのある野生生物－ 3 

爬虫類・両生類”, 環境省自然保護局野生生物課希少種保全促進室（編）, ぎょうせい, 東京, 8-9. 
Ota, H. and A. Mori, 1985. On the fourth specimen of Opisthotropis kikuzatoi. The Snake, 17: 160-162. 
Ota, H., 2004. Field observations on a highly endangered snake, Opisthotropis kikuzatoi (Squamata: 

Colubridae), endemic to Kumejima Island, Japan. Cur. Herpetol., 23: 73-80. 
Toyama, M., 1983. Taxonomic reassignment of the colubrid snake, Opheodrys kikuzatoi, from Kume-jima 

Island, Ryukyu Archipelago. Jpn. J. Herpetol., 10: 33-38. 
当山昌直, 1984. 沖縄群島の両生爬虫類相 (Ⅲ) －渡嘉敷島・久米島－. 沖縄県立博物館紀要, 10: 

25-36. 
当山昌直, 1996. キクザトサワヘビ. “沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータおきなわ－”, 

沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 沖縄県環境保健部自然保護課, 沖縄, 327-328. 
当山昌直, 1996. キクザトサワヘビ. “日本動物大百科 第 5巻 両生類・爬虫類・軟骨魚類”, 千石正一・松

井正文・疋田努・仲谷一宏（編）, 平凡社, 東京, 96. 
当山昌直，2005．キクザトサワヘビ. ”改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータおきな

わ－”, 沖縄県環境保健部自然保護課（編）沖縄県環境保健部自然保護課，沖縄, 97-99. 
 
執 筆 者 名 ： 当山昌直 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

 2 ) 絶滅危惧ⅠＢ類(EN) 

 

 

和    名 ： タイマイ 
分    類 ： カメ目 ウミガメ科 
学    名 ： Eretmochelys imbricata (Linnaeus, 1758) 
方  言  名 ： ガラサー、ガラシーガーミー、ガラサーガーミー（沖縄県内全域） 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠB類 (EN) 
 
形    態 ： 背甲の鱗板の表面は光沢があり淡黄色と黒色を基調とする叢雲模様を呈する。鱗板の配列は椎甲板

5 枚、肋甲板 4対であることが普通。椎甲板および肋甲板はそれぞれ頭部から尾部に向かって瓦状
に重なり合う。背面から見た背甲の輪郭の概観は長卵形を呈し、甲幅は背甲の中央付近で最大とな
る。小型個体では縁甲板の縁辺部が鋭い鋸歯状を呈するが大型個体では見られなくなる。孵化幼体
の甲長は約 4 cm、一方、沿岸海域にみられる個体の甲長は 30～90 cm 程度で、孵化幼体から甲長
30 cm 程度までの個体は沿岸海域を離れて漂流物と共に浮遊生活をしていると考えられ、発見され
るのは極めて希である。 
頭部は比較的に小型で吻端は猛禽類の嘴のように尖る。前額板は左右対称に2対であることが普通
だが、希に前額板が接合する中央に1枚を加えることもある。 
孵化幼体の体色は背面が淡茶褐色、腹面が黒色であることからアオウミガメとは容易に区別が付く
が、アカウミガメとは類似する（アオウミガメの項を参照）。孵化幼体の椎甲板および肋甲板の枚数
および配置は成体と同じであるが、タイマイの特徴である椎甲板および肋甲板の瓦状の重なりは孵
化幼体では見られない。 

近似種との区別 ： アオウミガメの項を参照。 
分 布 の 概 要 ： 世界中の温暖な海域を中心に生息し、国内では北海道南部の近海を含む沿岸水域のほぼ全体に見ら

れるが、分布の中心は低緯度地域にある。国内で産卵が確認されているのは奄美大島以南の琉球列
島のみ。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 一属一種のみで近縁種は存在しない。 
生 態 的 特 徴 ： 食性はカイメン類やイソギンチャク類等の固着性の底棲動物を主な餌としている。繁殖生態は、お

よそ他2種と同様だが、本県における産卵の記録は3月から11月の長期間におよび、7月から8月
頃がピークである。県内における本種の産卵上陸は他の2種と比較して圧倒的に少ない。 
本種は本県の沿岸海域では周年に渡って確認されるが、確認例が少なく回遊の詳細は不明である。
数例の標識放流調査の結果から、再捕獲された個体はあまり移動しない傾向があるが、沖縄島から
本州へ長距離移動した例もある。 

生息地の条件  ： 産卵場の条件はアオウミガメと同様であるが、詳細な情報は少ない。海域における生息域は餌とな
るカイメン類などの分布状況に依存すると思われるが、その分布が不明。 

現在の生息状況 ： 海域に生息する本種の生息状況を定量的に捉えた情報はない。本種の産卵上陸が確認されることは
希であるが、沖縄島大宜味村、慶良間諸島座間味島、八重山諸島黒島では定常的に産卵が確認され
ている。 

学術的意義・評価 ： 本種の分布と産卵域は低緯度地域を中心としており、本県および国内で確認されるものはその北限
域の集団である。本種内の遺伝的構造あるいは遺伝的多様性という観点から、本県沿岸海域に出現
する個体に学術的な興味が持たれる。 

生存に対する脅威 ： ほぼアオウミガメと同様である（アオウミガメの項を参照）。ただし、本種は鼈甲原料や剥製利用と
して積極的に捕獲されてきたことから、沿岸域における乱獲という要素が他の2種より強い。 

特 記 事 項 ： アカウミガメの項を参照。IUCNカテゴリー：Critically Endangered (CR)。 
原  記  載 ： Linnaeus, C., 1766. Systema Naturae per Regna Tria Naturae, Secundum Classes, Ordines, Genera, Species, 
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cum Characteribus, Differentiis, Synonymis, Locis. Ed. 12. Laurenti Salvi, Stockholm. 
参 考 文 献 ： 平手康市・下池和幸, 1995. 慶良間諸島阿嘉島において確認したタイマイ Eretmochelys imbricata 

(Linnaeus)の産卵. 沖縄生物学会誌, (33): 61-63. 
亀田和成・若月元樹 , 2011. 八重山諸島黒島におけるタイマイの産卵生態について. うみがめニュース

レター, (89): 11-14. 
亀田和成・若月元樹・島達也・成瀬貫・小寺昌彦, 2007. 八重山諸島黒島西の浜における上陸・産卵状況

（2001-2006）ならびに 1978 年以降の上陸・産卵回数の推移. うみがめニュースレター, (72): 4-11. 
Kamezaki, N., 1989. The nesting sites of sea turtles in the Ryukyu Archipelago and Taiwan. “Current 

herpetology in East Asia”, M. Matsui, T. Hikida, and R.C. Goris (eds.), Herpetological Society of Japan, 
Kyoto, 342-348. 

亀崎直樹, 1991. 琉球列島におけるウミガメ類の産卵場の分布とその評価（予報）. 沖縄生物学会誌, (29): 
29-35. 

亀崎直樹, 1994. タイマイ. “日本の希少な野生水生生物に関する基礎資料（Ⅰ）”, 日本水産資源保護協
会(編), 日本水産資源保護協会, 東京, 479-491. 

亀崎直樹・太田英利・菊川章・平手康市・西銘盛光, 1996. 沖縄県天然記念物調査シリーズ第 36 集ウミガ
メ類生息実態調査報告書Ⅰ －沖縄島及び周辺離島における調査結果－. 沖縄県教育委員会, 沖縄. 

亀崎直樹・菊川章・平手康市, 1998. 沖縄県天然記念物調査シリーズ第 38 集 ウミガメ類生息実態調査報
告書Ⅱ －宮古島及び周辺離島における調査結果－. 沖縄県教育委員会, 沖縄. 

亀崎直樹・菊川章・平手康市, 2001. 沖縄県天然記念物調査シリーズ第 40 集 ウミガメ類生息実態調査報
告書Ⅲ －八重山諸島における調査結果－. 沖縄県教育委員会, 沖縄. 

Kikukawa, A., N. Kamezaki, K. Hirate, and H. Ota, 1996. Distribution of nesting sites of sea turtles in 
Okinawajima and adjacent islands of the central Ryukyus, Japan. Chelon.Conserv. Biol., 2: 99-101. 

米須邦雄・古我知 睦・嘉陽宗幸・河津 勲, 2016. 沖縄島大宜味村における規則的な産卵サイクルを持っ
たタイマイの記録. うみがめニュースレター, (103): 6-10. 
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岸（須野地区）における産卵－. うみがめニュースレター, (97): 18–19. 

太田英利, 1996. タイマイ. “沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータおきなわ－”，沖縄県
環境保健部自然保護課（編）, 沖縄県環境保健部自然保護課, 沖縄, 328-329. 

Prichard, P. C. and J. Mortimer, 1999. Taxonomy, External Morphology, and Species Identification, “Research 
and Management Techniques for the Conservation of Sea turtles”, Eckert, K. L., K. A. Bjorndal, F. A. 
Abreu-Grobois, M. Donnelly (Ed.), IUCN/SSC Marine Turtle Specialist Group Publication No. 4., 21-38. 

Rene Marquez, M., 1990. Sea turtles of the world. FAO species catalogue, Vol.11. Food & Agr. Org. UN, 
Rome. 

冨山加奈・宮平秀幸, 2007. 座間味島におけるウミガメ上陸産卵状況（2006）. うみがめニュースレター, 
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執 筆 者 名 ： 平手康市・河津 勲 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： リュウキュウヤマガメ 
分    類 ： カメ目 イシガメ科 
学    名 ： Geoemyda japonica Fan, 1931 
方  言  名 ： ヤンバルガーミー（沖縄島南部）、ヤマガーミー（沖縄島全域）、ガーミー（沖縄島全域） 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 背甲長は成体で普通約15 cm、孵化時は約3.5 cm。背甲は全体的にわずかに盛り上がった細長いド

ーム形をしており、背面には著しく隆起した背中線部とその両背側面に合計3本の縦状隆起がある。
背甲の後縁は切れ込みが入り、鋸歯状になっている。上顎の先端はかぎ状に曲がっている。背甲の
地色は基本的に褐色であるが、赤みが加わる場合もあり変異に富む。 

近似種との区別 ： 本種に近縁なスペングラーヤマガメ Geoemyda spengleri との主な区別点として、本種には両腋下甲
板があるのに対してスペングラーヤマガメではそれを欠くことがあげられる。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島北部（恩納村、石川市以北）、渡嘉敷島、久米島に分布する。本種は子どもの玩具として人為
的に持ち運ばれたりすることもあるので、上記の分布地以外からの記録は人為的なものと思われる。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 本種に近縁のスペングラーヤマガメは中国東南部とインドシナ北部に分布。なお、
徳之島からは後期更新世の絶滅種アマミヤマガメ G. amamiensis が出土している。 

生 態 的 特 徴 ： 雑食性で、野外における糞分析では陸産貝類が最も多い。ミミズ、昆虫、ヤスデ類などの土壌動物
のほか、植物の芽や実などを食べる。発生・成長に関する情報はきわめて少ない。産卵時期は4月
から始まり数カ月続く。7月ごろから孵化した個体が見られる。産卵数については普通一度に１～2
個、1シーズンで2～3回産卵することが知られている。雨の日など湿った日によくみられる。 

生息地の条件  ： 生息地は発達した二次林やより自然度の高い山地の森林域で、湿った場所を好み、渓流域に多く見
られる。このことから生息環境として渓流の存在と湿度を保った森林が重要と思われる。 

個体数の動向  ： 詳細な数の動向は不明。上記の生存に対する脅威が増大していることから、個体数は減少しつつあ
ると考えられる。特に沖縄島においてはマングースによる減少が加速していると考えられ、深刻な
状態になりつつあるようにみえる。渡嘉敷島は情報が少ない。久米島では、キクザトサワヘビの保
護区では好転していると予想されるが、他の地域では環境の改変による生息地の減少や劣悪化がす
すんでいると考えられる。 

現在の生息状況 ： マングースの密度が高い名護市以南の沖縄島北部では本種の確認例が少ない。良好な状態の生息地
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は、大宜味村塩屋から東村平良を結ぶ県道以北と思われるが、マングースの北進に伴って減少して
いくものと予想される。 

学術的意義・評価 ： 本種が属するヤマガメ属 Geoemyda は、本種とスペングラーヤマガメからなる希少な属で、両種の
分布の不連続性から遺存的なグループと考えられている。また、徳之島から化石種もみつかってお
り、動物地理学的にも重要であり、学術的な価値は高い。 

生存に対する脅威 ： 産卵数が少ないなど繁殖力は弱いと思われ、一度減少した場合、仮に原状回復するとしても、それ
には長い期間を要すると予想される。本種の生存は渓流の存在と湿度を保った森林に依存すると思
われ、こうした渓流域周辺での人為的な環境の改変や森林の下草刈りによる乾燥化の影響を受けや
すいと考えられる。また、マングースによる捕食が考えられ、特に甲らの柔らかい子ガメの生存に
は深刻な影響がおよんでいるものと考えられる。他に生息域内に設置された舗装道路は、生息地を
分断するだけではなく、轢殺個体を増やす原因になっている。また側溝などに入って上がれなくな
り死亡するという事例もある。加えて外来種との交雑、あるいは外来個体との交配による遺伝子の
攪乱や疾病の伝染も心配される。 

特 記 事 項 ： 沖縄諸島の固有種。国指定天然記念物（1975年）、IUCN カテゴリー：Endangered (EN)。 
原  記  載 ： Fan, T. H., 1931. Preliminary report of reptiles from Yaoshan, Kwangsi, China. Bull. Dept. Biol. Coll. Sci. Sun 
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執 筆 者 名 ： 当山昌直 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： マダラトカゲモドキ 
分    類 ： 有鱗目 トカゲモドキ科 
学    名 ： Goniurosaurus kuroiwae orientalis (Maki, 1930) 
方  言  名 ： ヒヤカイ（阿嘉島）、アシハブ、ジーハブ（渡嘉敷島・渡名喜島） 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠB類 (EN) 
 
形    態 ： 頭胴長は普通7.5～8.5 cmで、イヘヤトカゲモドキに比べて細身の体型をしている。指下板がなく、

眼には瞼があるという原始的な形質をもつ。虹彩は赤紫ないし赤みがかった暗褐色。背面は暗褐色
の地色に、淡桃色ないしオレンジ色の横帯が 3～4 本あり、背面には少なくとも部分的に縦条がみ
られる。帯状模様の間の暗色部には不規則な淡色の小斑がある。もとの尾には黒色の地に白色の横
帯があるが、自切後に再生した尾は中央がふくらんだ太短い形状で、白色の不規則な模様が入る。
腹面は淡褐色で、扁平な鱗が瓦状に並ぶ。 

近似種との区別 ： 他の亜種とは胴部背面の正中線上に縦に走る淡桃色ないしオレンジ色の条を持ち、かつ横断方向に
も同色の帯状斑を 3～5 本備えている点で識別できるとされているが、一部の島では沖縄島の個体
と識別の難しいパターンを持つものも出現する。近年の研究により、本亜種には遺伝的に異質な個
体群が含まれることが示されており、分類学的再検討の必要性が指摘されている。 

分 布 の 概 要 ： 渡嘉敷島、阿嘉島、渡名喜島、伊江島に分布。 



<爬虫類> 

185 
 

近縁な種及び群との分布状況の比較： クロイワトカゲモドキが沖縄島、瀬底島、古宇利島、屋我地島に、クメトカゲモ
ドキが久米島に、イヘヤトカゲモドキが伊平屋島に分布する。 

生 態 的 特 徴 ： クロイワトカゲモドキと類似していると思われるが、具体的な資料に乏しい。4 月から 9 月の暖か
い時期に活動個体が多い。少なくとも 6 月上旬から 7 月中旬にかけて輸卵管卵を持つ個体がおり、
一腹卵数は２個であるが、繁殖の詳細はわかっていない。地面で活動することが多いが、樹幹にの
ぼることもある。地上性の昆虫、クモ類、多足類などの無脊椎動物を捕食すると思われる。採餌行
動は固定的でなく、一定の場所で待ち伏せし、餌動物を捕らえるだけでなく、積極的に動きまわる
ような行動もみせる。 

生息地の条件  ： 基本的に、林床が湿潤な常緑広葉樹林の森林に生息するが、島によっては集落内の石垣周辺やあま
り深い植生のない場所でもみられる。 

現在の生息状況 ： 個体群密度は明らかではないが、渡嘉敷島以外の島では生息地が限られ、さらに伊江島では断片化
が進んでいる。阿嘉島では本種が初めて記録された1983年以降情報がなく、現在でも個体群が存続
しているかどうか不明である。比較的個体数が多いと思われる渡嘉敷島でも、1970年代後半には渡
嘉敷集落内で普通に見ることができたが、2006年の調査ではまったく確認できなかった。 

学術的意義・評価 ： 他の亜種やオビトカゲモドキとともにきわめて高い遺存性を示す一方、沖縄諸島のなかで細かく分
化しているため、琉球列島全体だけでなく、中琉球の各島の地史および同地域における陸生生物の
多様化の歴史を解明する上で重要な情報を提供するものと思われる。さらに本亜種には、地理的に
隣接し、地史的にも関係の深い島嶼の間でさえ遺伝的に顕著に異なる個体群が含まれることから、
より細かな地理スケールで種や集団の分化や維持の機構を解明するための材料として貴重である。 

生存に対する脅威 ： いずれの島においても、道路の建設に伴う森林伐採やその他の環境改変による生息場所の消失が脅
威である。渡嘉敷島は比較的密度が高いが、このような島での違法採集は特に注意を要する。 

特 記 事 項 ： 本亜種を含む県内の亜種については、種全体として沖縄県指定天然記念物（1978年）に指定されて
いる。また、徳之島のオビトカゲモドキGoniurosaurus splenden を含む琉球列島産トカゲモドキ類す
べてが種の保存法による国内希少野生動植物種（2015年）に指定されている。IUCNカテゴリー：
Endangered (EN)。 

原  記  載 ： Maki, M., 1930. A new banded gecko, Eublepharis orientalis, sp. nov. from Riu Kyu. Annot. Zool. Japon., 13: 
9-11. 

参 考 文 献 ： Grismer, L. L., H. Ota and S. Tanaka, 1994. Phylogeny, classification, and biogeography of Goniurosaurus 
kuroiwae (Squamata: Eublepharidae) from the Ryukyu Archipelago, Japan, with description of a new 
subspecies. Zool. Sci., 11: 319-335. 

Honda, M. T. Kurita, M. Toda and H. Ota, 2014. Phylogenetic relationships, genetic divergence, historical 
biogeography and conservation of an endangered gecko, Goniurosaurus kuroiwae (Squamata: 
Eublepharidae), from the Central Ryukyus, Japan. Zool. Sci., 31: 309-320. 
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執 筆 者 名 ： 戸田 守・田中 聡 
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和    名 ： クメトカゲモドキ 
分    類 ： 有鱗目 トカゲモドキ科 
学    名 ： Goniurosaurus kuroiwae yamashinae (Okada, 1936) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 頭胴長が7.5～8.5 cmほどで、指下板がなく、眼には瞼があるという原始的な形質をもつ。虹彩は

黄褐色ないし金色。背面は、暗褐色の地色に黄色ないし黄白色の横帯が4本ある。これらの横帯は
幼体では色が薄く、白に近い。縦条はないが、暗色部には不規則な明色の小斑がある。生来の尾に
は白色の横帯があるが、自切後に再生した尾は中央がふくらんだ太短い形状で、黒色の地に白色の
不規則な模様が入る。腹面は淡褐色で、扁平な瓦状の鱗が並ぶ。 

近似種との区別 ： 他の亜種とは、指趾の付け根に大形の鱗を持たないことや、虹彩が黄色ないし黄褐色である（他の
亜種では赤褐色ないし赤紫色）ことで識別できる。 

分 布 の 概 要 ： 久米島に固有に分布している。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 本亜種は、種クロイワトカゲモドキの中で最も西に分布している。他の亜種は、
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渡名喜島、渡嘉敷島、阿嘉島、伊江島、伊平屋島、沖縄島、瀬底島、古宇利島、屋我地島に分布し、
近縁のオビトカゲモドキが奄美諸島の徳之島に分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 少なくとも6月中旬から7月中旬に輸卵管卵を持つ雌がみられる。その他、本亜種の生態について
はほとんどわかっていないが、クロイワトカゲモドキと類似していると考えられる。 

生息地の条件  ： 主に、林床の湿潤な常緑広葉樹林に生息するが、回復が進んだ二次林や畑の周辺にも出現する。林
床に餌となる土壌動物が豊富で、シェルターとなる岩穴などがある場所。 

現在の生息状況 ： 久米島北部の宇江城山系と南部のアーラ岳山系、およびその周辺域にも見られるが、両地域の間で
生息地が分断されている可能性もある。 

学術的意義・評価 ： 従来は、琉球列島産トカゲモドキ類の中でもっとも古くに分化したと考えられていたが、近年のDNA
に基づく研究の結果はこれに否定的で、渡名喜島や渡嘉敷島の個体群との近縁性を示唆している。
とはいえ、その遺伝的独自性は高く、沖縄諸島内での種分化や集団の分化の仕組みを理解する上で
高い価値を有する。また、唯一、キクザトサワヘビが分布するなど、生物相が特異な久米島の地史
を考える上でも重要な手がかりを与えてくれる可能性が高い。 

生存に対する脅威 ： 土地改良や林道の建設に伴う生息場所の分断・消失が個体数減少の最も大きな要因と考えられる。
また、外来の捕食者であるウシガエルの増殖が脅威となっている可能性が考えられるが、具体的な
資料はない。早急な実態調査が必要である。 

特 記 事 項 ： 本亜種を含む県内の亜種については、種全体として沖縄県指定天然記念物（1978年）に指定されて
いる。また、徳之島のオビトカゲモドキ Goniurosaurus splendens を含む琉球列島産トカゲモドキ類
すべてが種の保存法による国内希少野生動植物種（2015年）に指定されている。IUCN カテゴリー：
Endangered (EN)。 

原  記  載 ： Okada, Y., 1936. A new banded gecko, Gymnodactylus yamashinae from Kumejima, Okinawa Group. Proc. 
Imp. Acad. Japan, 12: 53-54. 

参 考 文 献 ： Grismer, L. L., H. Ota and S. Tanaka, 1994. Phylogeny, classification, and biogeography of Goniurosaurus 
kuroiwae (Squamata: Eublepharidae) from the Ryukyu Archipelago, Japan, with description of a new 
subspecies. Zool. Sci., 11: 319-335. 

Honda, M. T. Kurita, M. Toda and H. Ota, 2014. Phylogenetic relationships, genetic divergence, historical 
biogeography and conservation of an endangered gecko, Goniurosaurus kuroiwae (Squamata: 
Eublepharidae), from the Central Ryukyus, Japan. Zool. Sci., 31: 309-320. 

佐藤文保, 1995. 久米島の小動物. “久米島総合調査報告書−自然・歴史・民俗・考古・美術工芸・建築”, 
沖縄県立博物館, 那覇, 26-64. 

太田英利, 2000. ヤマシナトカゲモドキ（クメトカゲモドキ）. “改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 −
レッドデータブック− （爬虫類両生類）”, 環境省（編）, 自然環境研究センター, 東京, 32-33. 

 
執 筆 者 名 ： 戸田 守・田中 聡 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ミヤコカナヘビ 
分    類 ： 有鱗目 カナヘビ科 
学    名 ： Takydromus toyamai Takeda et Ota, 1996 
方  言  名 ： クースファイヤ（宮古島のほぼ全域） 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 全長は雄で29 cm、雌で27 cmに達し、その75%程度を尾が占める。頭胴長は雌雄ともに6.5 cmに

達する。頭部を含め非常に細身の体型をしており、体はほぼ一様に鮮やかな緑色だが、四肢は少な
くとも先端部が褐色ないし赤褐色。幼体では尾も褐色。成体でも腹側面から腹面にかけて次第に黄
色味が強くなる。上唇部や体側に縦線などはない。咽頭板は3対で、腹面の大型鱗列は 8列。 

近似種との区別 ： 一見アオカナヘビに似るが、上唇部から胴の側面に白縦線を欠くこと、四肢だけが褐色であること、
腹面の大型の鱗の列が8列あること（アオカナヘビでは6列）などで区別できる。最近縁のスタイ
ネガーカナヘビ T. stejnegeri やキタカナヘビ T. septentlionalis とは鱗相はほぼ違わないが、本種は
胴背面や背側面に褐色部分が一切無いことで区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 宮古諸島の固有種で、宮古島、池間島、大神島、伊良部島、下地島、来間島に分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 最近縁のスタイネガーカナヘビとキタカナヘビがそれぞれ台湾と中国東部に分布

する。 
生 態 的 特 徴 ： 主に、森林や藪を背後に抱えた草地に生息するが、草原や農耕地、住宅地周辺の空き地のような環

境でも見られることがある。主に草本の上で活動するが、地表にも降りる。日の当たる草の上で日
光浴をする。昆虫類・クモ類などを餌とする。交尾の期間は少なくとも 3月中旬～6月中旬におよ
び、交尾時には雄は雌の横腹に噛みつき、雌にはその痕が残る。雌は 2～3 個の卵を年に何回か産
む。 孵卵期間は 1 ヶ月ほどで、孵化幼体の頭胴長は 2.5～2.6 cm 程度。初期成長は早く、産まれ
た翌年には繁殖に参加すると考えられている。 

生息地の条件  ： 小規模であっても草本帯が必要なようだが、これまでに見つかっている生息地の環境はとにかく多
岐にわたっており、草本帯の存在以外に共通する条件を見いだすのは難しい。一方で、一見カナヘ
ビ類が生息していそうな草本帯を探索しても、ほとんどの場合は個体を見つけることができない。
生息を規定している条件については今後の研究を待たなければならない。 

個体数の動向  ： 定量的な資料はないが、1990年頃までは各地で標本がとられていたことなどから、個体数は現在よ
りずっと多かったと推測される。少なくともかつては比較的普通に見られた数カ所の既知生息地で
は、現在は個体の発見が困難な状況になっている。ここ数年の間に消失した生息地もあることなど
を考えると、急速に減少していると考えてまず間違いない。 
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現在の生息状況 ： 宮古島には現在でも個体が確認できる生息地が散在しているようであるが、ほとんどの地域で生息
密度は相当に低いと考えられる。宮古島以外の島では、丁寧に探してもほぼ個体が見つからない状
態が続いており、生息密度は極めて低いと考えざるを得ない。 

学術的意義・評価 ： 本種は、地理的に隣接して分布するアオカナヘビやサキシマカナヘビとではなく、台湾や中国大陸
の種と系統的に近く、宮古諸島の地史やこの地域の陸生生物相の成り立ちを考えるうえで高い学術
的な価値を有する。また、琉球列島産の他の2種とは独立に緑色の体色を獲得したと考えらること
から、トカゲ類の体色の進化を考える上でも重要である。 

生存に対する脅威 ： 開発による生息適地の消失に加え、ニホンイタチやインドクジャク、ノネコなどの捕食性外来種が
本種の存続に負荷をかけていると考えられる。また、少なくともごく最近まで、ペット販売目的の
違法採集が行われていたという情報もある。そのほか、農薬による影響の可能性も指摘されている。 

特 記 事 項 ： 国内希少野生動植物種（2016年）。宮古島市自然環境保全条例指定種（2005年）。IUCN カテゴリー：
Endangered (EN)。 

原  記  載 ： Takeda N. and H. Ota, 1996. Description of a new species of Takydromus from the Ryukyu Archipelago, Japan, 
and a taxonomic redefinition of T. smaragdinus Boulenger, 1887 (Reptilia: Lacertidae). Herpetologica, 
52(1): 77-88. 

参 考 文 献 ： 饒平名里美・当山昌直・安川雄一郎・陳 陽隆・高橋 健・久貝勝盛, 1998. 宮古諸島における陸生爬虫両
生類の分布について. 平良市総合博物館紀要, 5: 23-38. 

持田浩治・竹中践・戸田守, 2014. カナヘビ類が日中に利用している微生息環境. Akamata, (24): 13–16. 
持田浩治・竹中践・戸田守, 2014. ミヤコカナヘビの孵化幼体サイズの一例報告. Akamata, (24): 29–31. 
Ota, H., M. Honda, S.-L. Chen, T. Hikida, S. Panha, H.-S. Oh and M. Matsui, 2002. Phylogenetic relationships, 

taxonomy, character evolution and biogeography of the lacertid lizards of the genus Takydromus (Reptilia: 
Squamata): amolecular perspective. Biol. J. Linn. Soc., 76: 493-509.  

笹井隆秀・才木美香・戸田 守, 2016. ミヤコカナヘビの繁殖行動の観察および体表面の咬み痕について. 
Akamata,（26）: 19–24. 

竹中践, 1996. ミヤコカナヘビ. “日本動物大百科 第 5 巻 両生類・爬虫類・軟骨魚類”, 千石正一・松井
正文・疋田 努・仲谷一宏（編）, 平凡社, 東京, 82.  

竹中践, 2014. ミヤコカナへビ. “レッドデータブック 2014－日本の絶滅のおそれのある野生動物３ 爬虫
類・両生類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室（編）, ぎょうせい, 東京, 6-7. 

当山昌直, 1976. 宮古群島の両生爬虫類相 (Ⅰ). 爬虫両棲類学雑誌, 6: 64-74. 
当山昌直・久貝勝盛・島尻沢一, 1980. 宮古群島の両生爬虫類に関する方言. 沖生教研会誌, 13: 17-32. 

 
執 筆 者 名 ： 戸田 守・当山昌直 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ミヤコヒメヘビ 
分    類 ： 有鱗目 ナミヘビ科 
学    名 ： Calamaria pfefferi Stejneger, 1901 
方  言  名 ： ズーキシバフ（宮古島：狩俣、冨名腰、野原） 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)  
 
形    態 ： 全長 16～20 cm。頭部から胴部にかけて全体的に幅が変わらず、一見して頭部と胴部の境界がはっ

きりしない。尾は切れたような形をしており、太短く、先端は鈍く尖っている。体鱗列数は胴中央
部で13。腹板数は雄142～152枚、雌158～162枚。尾下板数は雄24～26対、雌13～15対。背面の
地色は淡褐色ないし黄土色。腹面の地色は淡黄色で小黒斑が散在する。 

近似種との区別 ： 頭部と胴部が同じ幅になっていること、尾が切れたような形をしていることなどで他のヘビ類とは
区別される。 

分 布 の 概 要 ： 宮古島と伊良部島のみに分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 近縁のミヤラヒメヘビ Calamaria pavimentata miyarai は与那国島に、タイワンヒ

メヘビ C. pavimentata formosana は台湾と蘭嶼に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 本種は、枯葉、倒木、岩の下に潜んでいることが多い。これまでに4月～7月、10月～12月、2月

に発見されている。2 月は岩の下から見つかっているが、年間をとおして見つかる可能性がある。
少なくともミミズ類を食べることが確認されている。 

生息地の条件  ： タブ群落（ヤブニッケイ群落）内およびその近くで見つかっていることから、タブ群落からなる森
林内に生息していることが考えられる。宮古島におけるタブ群落は、御嶽、断崖傾斜地等の自然林
が発達している場所に残っている。 

個体数の動向  ： 詳細な数の動向は不明。近年、土地改良、道路整備等で生息地の減少や分断がすすんでおり、タブ
群落の減少およびその分断に伴って個体数も並行的に減少しているものと思われる。 

現在の生息状況 ： これまでの調査で本種が確認された地点と環境庁（後の環境省）が作製した植生図（1985年発行）
に重ね合わせてみると、平良市街地に近い1例を除いていずれもタブ群落（ヤブニッケイ群落）内
やその近くで見つかっている。例外とされる平良市街地に近いところで見つかった個体は、開発に
よりタブ群落が縮小し、わずかにパッチ状に残った所に生き残った可能性がある。 

学術的意義・評価 ： 本種が属するヒメヘビ属は、近縁種が与那国島や台湾等に分布する。その中間の石垣島・西表島に
は分布しておらず、動物地理学的に奇異であり、貴重である。また、本種が宮古島や伊良部島に分
布していることは、宮古の動物相の成立等に深い関わりがあるものと思われ学術的価値が高い。 

生存に対する脅威 ： タブ群落からなる宮古の自然林は開発等によって減少および分断されつつある。このような自然環
境の劣化は、特に近年では道路の整備や土地改良等によって進行が著しい。側溝で干からびた本種
を発見することが多く、小型のヘビで側溝等に落ちると上がれなくなることによるものと思われる。
また、道路で轢殺された個体もよく見られる。舗装道路が増えたことにより道路に出てきた個体が
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事故に会う機会が増えたことによると思われる。自然林がパッチ状に残っているところでも生存す
ると思われるが、生存に必要なパッチの規模については不明。生息地の近くでは側溝や道路等の建
設、あるいはその形状などに配慮が必要だろう。他に、イタチによる捕食もあると思われ、潜在的
な脅威の一つであるが、その証拠資料は無い。また、最近では移入されたインドクジャクが宮古諸
島内で分布を広げつつあり、その影響が心配される。 

特 記 事 項 ： 宮古諸島の固有種。宮古島市自然環境保全条例保全種（ヒメヘビ）（2005年）。IUCN カテゴリー：
Data Deficient (DD)。 

原  記  載 ： Stejneger. L., 1901. Diagnoses of eight new batrachians and reptiles from the Riu Kiu Archipelago, Japan. 
Proc. Biol. Soc. Washington, 14: 189-191. 

参 考 文 献 ： 饒平名里美・当山昌直・安川雄一郎・陳 陽隆・高橋 健・久貝勝盛, 1998. 宮古諸島における陸生爬虫両
生類の分布について. 平良市総合博物館紀要, 5: 23-38. 

太田英利, 1982. ミヤラヒメヘビ（Calamaria pavimentata miyarai）の死体拾得の報告，およびタイワンヒメヘ
ビ（Calamaria pavimentata formosana）, ヒメヘビ（Calamaria pfefferi），との比較. The Snake, 14(1): 40-43. 

太田英利, 2000. ヒメヘビ. “改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータブック－（爬虫類・
両生類）”, 環境庁自然保護局野生生物課（編）, 自然環境研究センター, 東京, 34-35. 

太田英利, 2014. ミヤコヒメヘビ. “レッドデータブック 2014─日本の絶滅のおそれのある野生生物－3 爬
虫類・両生類”, 環境省自然保護局野生生物課希少種保全促進室（編）, ぎょうせい, 東京, 26-27. 

千石正一, 1996. ミヤコヒメヘビ. “日本動物大百科 第 5 巻 両生類・爬虫類・軟骨魚類”, 千石正一・松井
正文・疋田努・仲谷一宏（編）, 平凡社, 東京, 97. 

高良鉄夫, 1962. 琉球列島における陸棲蛇類の研究. 琉球大学農家政工学部学術報告, (9): 1-202, 22. 
当山昌直，2005．ミヤコヒメヘビ. “改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータおきなわ

－”, 沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 沖縄県環境保健部自然保護課，沖縄, 104-105. 
当山昌直・久貝勝盛・島尻沢一, 1980. 宮古群島の両生爬虫類に関する方言. 沖生教研会誌, 13: 17-32. 

 
執 筆 者 名 ： 当山昌直 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

 3 ) 絶滅危惧Ⅱ類(VU) 

 

 

和    名 ： アカウミガメ 
分    類 ： カメ目 ウミガメ科 
学    名 ： Caretta caretta (Linnaeus, 1758) 
方  言  名 ： アカガーミー（沖縄県内全域） 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)  
 
形    態 ： 背甲の鱗板の表面は光沢がなく赤褐色で、椎甲板5枚、肋甲板5対であることが普通。背甲の椎甲

板および肋甲板はそれぞれ敷石状に隣接しお互いに重なり合うことはない。背面から見た背甲の輪
郭の概観は尾部方向に伸びた水滴形を呈し甲幅は腋部付近で最大となる。孵化幼体の甲長は約4 cm、
一方、沿岸海域にみられる個体の甲長は 45～100 cm 程度で、孵化幼体は日本の沿岸海域を離れて
漂流物と共に浮遊生活をしていると考えられ発見されるのは極めて希である。 
頭部はアオウミガメ Chelonia mydas およびタイマイ Eretmochelys imbricata と比較して大型で、頭
部を背面から見た概観はホームベース型を呈する。前額板は左右対称に2対もしくはこれらの接合
する中央に1枚を加えることが普通である。 
孵化幼体の体色は背面および腹面ともに茶褐色であることからアオウミガメとは容易に区別が付く
が、タイマイとは類似する（アオウミガメの項を参照）。孵化幼体の椎甲板および肋甲板の枚数およ
び配置は成体と同じ。 

近似種との区別 ： アオウミガメの項を参照。 
分 布 の 概 要 ： 世界中の温暖な海域を中心に生息し、国内では北海道南部の近海を含む沿岸水域のほぼ全体に見ら

れる。また、ウミガメ類では最も高緯度地域に産卵場が分布し、国内で産卵が確認されているのは
茨城県以南の太平洋岸と福岡県以南の日本海岸および琉球列島の全域に及ぶが、小笠原諸島ではき
わめて希である。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 一属一種のみで近縁種は存在しない。 
生 態 的 特 徴 ： 北太平洋においては、日本が主な産卵場である。本種の幼体は黒潮等の海流を利用しながら北太平

洋に分散し、一部はメキシコ沖などの北太平洋東海岸に達しここで生育する。成熟前に再び日本近
海に戻り、日本の南部から東部にかけての海域で生育し成熟する。成熟した個体の中で大型個体は
東シナ海の大陸棚等の浅瀬域に定着して生活し、南日本の沿岸に繁殖回遊をする。一方小型個体は 
東シナ海に入らず、日本の南方あるいは東方の太平洋を回遊し、表層性の浮遊生物を中心に餌とす
る傾向がある。標識放流や衛星追跡の結果から、東シナ海以外の南シナ海および黄海の沖合まで回
遊する個体も存在することが示されている。 
底棲性および浮遊性の無脊椎動物を主な餌とし、動物食の傾向が強いが、植物質の餌を摂食するこ
ともある。基本的に、繁殖回遊の期間中に摂食は控えるようであるが、この期間中に摂食が確認さ
れた例もある。 
繁殖生態はおおよそアオウミガメと同様だが、本県におけるアカウミガメの産卵は5月から7月に
多い。本県の沿岸海域では1月から5月に多く確認され、特に成熟した大型個体の出現が多く、こ
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の時期に集中することから、交尾および産卵等の繁殖のために本県の沿岸域に来遊していると考え
られる。近年、本種の交尾行動が沖縄島の西海域で少なからず観察されている。 

生息地の条件  ： 産卵場の条件はアオウミガメと同様。 
本種は動物食の傾向が強いことから、植物食が中心のアオウミガメと比較して沿岸の浅海域への依
存度は低いと予想される。 

現在の生息状況 ： アカウミガメは本県および国内の砂浜で産卵するウミガメ類の内で最も多く確認される種であるが、
近年、慶良間諸島以南ではアオウミガメが優占する傾向がある。 
全国の主な産卵場の多くで、1990 年以降の産卵上陸頭数が激減した。一部の砂浜では 1998 年以降
産卵上陸頭数が回復する傾向が見られるが、減少傾向に歯止めのかからない産卵場も多い。本県に
おける継続的な産卵状況調査は、沖縄島全域、慶良間諸島座間味島、宮古諸島宮古島、八重山諸島
石垣島や黒島において行われている。国内の主な産卵場と同様に産卵上陸頭数の減少傾向が確認さ
れていたが、2008年から2014年に顕著に増加し、その後2015年に再び急激な減少を示した。この
ような個体数の動向は産卵上陸頭数に基づくものであり、海域に生息する本種の生息状況を定量的
に捉えた情報はほとんどない。 

学術的意義・評価 ： 北太平洋におけるアカウミガメの産卵場は日本以外では確認されておらず、国内および県内におけ
る本種の産卵環境は本種の保全を考える上で極めて重要である。また、最近の日本で産卵する個体
の遺伝的分析から、国内のアカウミガメは琉球列島、屋久島、本土の3つの産卵集団に大きく分か
れ、琉球列島の集団には、主に南太平洋に出現する遺伝子型（ハプロタイプ）が多く含まれるなど、
他の2集団と異なる点があることが明らかとなった。このことは本県で産卵する個体の保全の重要
性をあらためて示すと同時に、本種の繁殖戦略を解明するうえでも学術的意義が高く、今後のさら
なる調査・研究が期待される。 

生存に対する脅威 ： ほぼアオウミガメと同様である。ただし、本種の生息海域はアオウミガメと比較して沖合にまで展
開していると予想されることから、沿岸部だけでなく、沖合での延縄および底引き網漁業などによ
る混獲および投棄された廃棄物の誤飲などの影響も懸念される。また、本種の摂餌海域として主に
利用されている東シナ海において、漁業を取り巻く不穏な国際情勢が続いている昨今、過度な操業
が本種の生存の圧迫と無関係とは言い難い。 

特 記 事 項 ： アオウミガメの項を参照。IUCNカテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Linnaeus, C., 1758. Systema Naturae per Regna Tria Naturae, Secundum Classes, Ordines, Genera, Species, 
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和    名 ： ヤエヤマセマルハコガメ 
分    類 ： カメ目 ヤマガメ科 
学    名 ： Cuora flavomarginata evelynae Ernst et Lovich, 1990 
方  言  名 ： ヤマルコーザー 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 背甲長は11～17 cmの個体が多いが、まれに19 cmに達する。体の大きさに対して、頭の大きさが

雄のほうが雌より大きいという性的二型が認められる。頭部側面は淡い黄色で、顎の色は雌では淡
い黄色であるのに対し、少なくとも繁殖時期の雄の顎は橙色の個体がみられる。暗褐色の背甲はド
ーム型で、側縁や後縁の切れ込みや縦状隆起はほとんど認められない。黒色の腹甲には中央に蝶番
構造があり、前後の甲板が可動で、四肢・頭部などを完全に甲らに閉じこめることができる。 

近似種との区別 ： 背甲がドーム型であることや腹甲に蝶番構造があることから、石垣島・西表島に分布するヤエヤマ
イシガメとは容易に区別できる。台湾や中国大陸の基亜種とは、肋甲板に見られる淡色斑が大きい
点や腹甲の暗色部が甲橋部から伸びる淡色部によって明瞭にくびれている点で異なるとされてい
るが、実際には変異幅が重なり、形態形質のみで安定して見分けることは難しい。 

分 布 の 概 要 ： 八重山諸島の石垣島と西表島に固有に分布する。八重山諸島の他の島から生体や遺骸が見つかるこ
とがあるが、人為的に持ち込まれたものと考えられている。また、沖縄島や久米島、宮古島からも
複数の個体が見つかっており、これらは明らかに人為的持ち込みに由来する。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 基亜種が台湾と中国大陸東部に分布する。最近縁種はミスジハコガメC. trifasciata
に代表される、中国東部から南東部にかけて分布するハコガメ類、あるいは中国南部のユンナンハ
コガメ Cuora yunnanensis である。 

生 態 的 特 徴 ： 年間を通して活動するが、気温の低い冬季は活動が低下する。3月下旬～9月下旬に西表島で交尾が
観察されている。その際、雄は雌の背甲前面をくわえてゆすり、雌が抵抗しなくなってから交尾す
る。沖縄島での野外飼育観察によると、4月から9月に地面に5～8 cmの深さの穴を掘り、長径4.0
～5.4 cm、短径 2.3～2.9 cm、重量 13.3～26.3 gの卵を一度に 1～4個産み、一シーズンに同一個
体が 1～3 回産卵する。卵は 7 月上旬～11 月下旬に孵化し（孵化までの日数：66～96 日）、孵化個
体の背甲長が3.3～4.2 cmである。可動性の腹甲によって甲らを完全に閉じることができることか
ら、成体には天敵がほとんどいないと思われる。一方、幼体の死体（甲ら）は野外でしばしば確認
されており、イリオモテヤマネコや捕食性鳥類による捕食の可能性が指摘されている。雑食性で、
シイ、カシ、フトモモ、アダン、イヌビワの実、パイナップル、サツマイモなどの植物質のものか
ら、昆虫類、ミミズ類、陸産貝類などの小動物、さらに大型動物の死体まで、さまざまなものを食
べる。 

生息地の条件  ： 林縁部の耕作地などでも目撃されることがあるが、湿地や河川などに近い、林床が湿潤な照葉樹林
に多い。山地林よりも低湿地の森林のほうが密度が高いようである。 

個体数の動向  ： 定量的な資料はないが、石垣島で比較的密度が高かった於茂登岳一帯では、以前にくらべ、密度が
半減している。西表島でも以前は見られたが見つからなくなった場所があり、減少傾向にあると考
えられる。 

現在の生息状況 ： 石垣島では島全域に生息するものの、於茂登岳やそれに連なる山麓以外では激減している。西表島
では広い範囲に分布しているが、林床の乾燥した山地や二次林などには少ない。 

学術的意義・評価 ： ヤエヤマセマルハコガメは台湾や中国の集団とは種のレベルで異なるという見解もあるが、分化の
程度は大きくない。 

生存に対する脅威 ： 生息場所となる常緑広葉樹林の伐採による生息場所そのものの消失に加えて、森林の乾燥化は明ら
かに生存に対する脅威となっている。また、森林を横切る形で敷設された道路を横断する個体の交
通事故死、沈砂池や側溝への転落死など、本種の個体数減少要因は多い。さらに石垣島では、島全
域で増殖しているオオヒキガエルによる餌をめぐる競争による圧迫が懸念されている。また、繁殖
率や死亡率が低いことが予想されるため、ペットとしての違法採集も本種の個体群維持に大きな悪
影響を与えている可能性がある。商取引を目的に、本亜種が違法に採集されていると断定すること
はできないが、海外のマーケットで確実に流通していること、本亜種と同所的に分布するヤエヤマ
イシガメが大量に輸出されていることを考えると、ヤエヤマセマルハコガメにも一定の捕獲圧がか
かっているものと思われる。 

特 記 事 項 ： 国指定天然記念物（1972年）。ワシントン条約附属書Ⅱ掲載種（2000年）。石垣市自然環境保全条
例保全種(2015年)。IUCN カテゴリー：Endangered (EN)。 

原  記  載 ： Ernst, C. H. and J. E. Lovich., 1990. A new species of Cuora (Reptilia: Testudines: Emydidae) from the 
Ryukyu Islands. Proc. Biol. Soc. Wash., 103: 26-34. 

参 考 文 献 ： Chen, T.-H. and K.-Y. Lue, 1999. Population characteristics and egg production of the yellow-margined box 
turtle, Cuora flavomarginata flavomarginata, in northern Taiwan. Herpetologica, 55: 487-598. 
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和    名 ： クロイワトカゲモドキ 
分    類 ： 有鱗目 トカゲモドキ科 
学    名 ： Goniurosaurus kuroiwae kuroiwae (Namiye, 1912) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 頭胴長が 7.5～10 cm で、生来の尾の長さは頭胴長の 85％程度。指下板がなく、眼には瞼があるな

ど、原始的な形質を持つ。虹彩は赤紫色か赤褐色。背面は黒褐色あるいは暗褐色の地に、成体では、
胴部に体軸に平行な淡桃色の縦条があるが、変異が大きい。暗色部には小斑がみられるが、縦条が
なく小斑だけの個体もいる。沖縄島中南部個体群の幼体では不規則に切れた橙色の縦条斑紋がある
が、その形は変異が大きい。沖縄島北部の個体群では、幼体には横帯がみられ、成体になった後も
横帯が薄く残っている個体もいる。もとの尾には白色の横帯があるが、自切後に再生した尾は中央
がふくらんだ太短い形状で、白色の不規則な模様が入る。腹面は淡褐色で、扁平な瓦状の鱗が並ぶ。 

近似種との区別 ： ほかの亜種とは違い、成体では背面に体軸に垂直な帯状の斑紋がみられないか、あっても薄い点で
識別できる。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島、瀬底島、古宇利島、屋我地島に分布するとされるが、近年の研究によって、内部に、遺伝
的に異質な集団を含むことが示されており、一部の亜種を含めて分類の再編の必要があることが指
摘されている。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 別亜種であるクメトカゲモドキが久米島に、マダラトカゲモドキが渡名喜島、慶
良間諸島、伊江島に、イヘヤトカゲモドキが伊平屋島に分布するほか、近縁種のオビトカゲモドキ
が徳之島に分布する。その他の同属種はおよそ2,000 kmの距離を隔ててベトナムと中国の国境付近、
および海南島をはじめとするその周辺の島々に分布しており、琉球列島産トカゲモドキ種群の高い
遺存性を示している。 

生 態 的 特 徴 ： 冬は低温のため活動が低下するが、冬眠はせず、冬でも暖かい日には活動個体がみられる。活動は
気温により制約されるが、6 月～8 月には気温が活動にとって十分高いため、日々の活動は気温に
制約されない。4月～7月頃までの交尾時期には繁殖活動のため活性が高まり、気温が十分である6
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月～7月に活動性が最も高い。沖縄島南部の個体群では、雌は5月下旬から8月下旬に2～3回程度、
一度に2個を産卵する。野外での産卵場所はよく分かっていないが、洞窟内で卵殻が見つかってい
る。9月頃から出現する頭胴長4 cm程度の幼体は、翌々年の春には頭胴長が 7.6～7.7 cmになり、
繁殖に参加する。骨年輪法を用いた研究により、沖縄島のもので最大7歳の個体が確認されている
が、多くは5歳以下で、特に沖縄島中南部の個体群では4歳を越えることは稀である。なわばりは
持たず、闘争行動なども知られていない。主に探索型の採餌をし、ワラジムシ、ムカデ、徘徊性の
クモ類などの地上性の無脊椎動物を食べる。しばしば、洞穴や墓のなかでも見つかる。捕食者とし
て、ガラスヒバァ、ハイ、ヒメハブなどのヘビ類が知られているほか、ナミエガエルによる捕食例
も報告されている。そのほかの潜在的な天敵として、アカマタやオオムカデ等が考えられる。 

生息地の条件  ： 林床の湿潤な常緑広葉樹林で、林床に餌となる多くの土壌動物がおり、シェルターとなる岩穴など
のある場所。特にそういった条件を備えた石灰岩地に多い。 

個体数の動向  ： 1970年代にきわめて高密度で生息していた那覇市のある森では、密度の低下は明らかである。減少
要因として乱獲や遺棄されたノネコによる捕食が考えられる。従来、中南部の石灰岩地林で比較的
密度の高かった場所も、減少傾向にある場所が多い。また、同地域では、開発により本種の生息地
が大幅に狭められた緑地もある。 

現在の生息状況 ： 沖縄島の北部森林地域よりもむしろ、中南部の石灰岩地帯の森林で密度が高い場所があったが、そ
ういった場所でさえ、年々、個体数が減少している。瀬底島と屋我地島では生息が確認されている
地点が限られており、特に瀬底島において個体の発見が難しくなっている。 

学術的意義・評価 ： ヤモリ上科のなかで、原始的な位置を占めるグループに属し、中琉球の遺存固有種である。中琉球
で細かく分化しており、琉球列島全体だけでなく、各島の地史を明らかにする上でも学術的価値が
高い。さらに、沖縄島のなかでの遺伝的分化を示唆する資料も得られており、中南部の個体群も独
自のものとして保全に努めなければならない。  

生存に対する脅威 ： 森林開発による生息場所の消失、ノネコ・マングースなどによる捕食、沖縄島南部における外来種
サキシマハブによる捕食、御嶽林での林床の落葉等の除去による餌動物の減少などに加え、違法採
集による影響に注意が必要である。過去に、違法採集をおこなった米国人が警察に身柄を拘束され
た事例があり、アメリカ合衆国などのペットショップで販売されていたことも確認されている。現
在では、以前にもまして採集を規制する法的措置が強化されていることから事態の改善が期待され
るが、ペットマニアによる本グループへの高い関心から、違法採集は引き続き大きな懸念材料であ
る。繁殖率の低い生活史特性から、成体の乱獲は個体群に重大な影響をおよぼすと考えられる。近
年、古宇利島でも環境改変が進んでおり、潜在的な生息地が減少している。 

特 記 事 項 ： 本亜種を含む県内の亜種については、種全体として沖縄県指定天然記念物（1978年）に指定されて
いる。また、徳之島のオビトカゲモドキ Goniurosaurus splendens を含む琉球列島産トカゲモドキ類
すべてが種の保存法による国内希少野生動植物種（2015年）に指定されている。IUCN カテゴリー：
Endangered (EN)。 

原  記  載 ： 波江元吉, 1912. 沖縄産守宮類に就いて. 動物学雑誌, 24: 442-445. 
参 考 文 献 ： Grismer, L. L., H. Ota and S. Tanaka, 1994. Phylogeny, classification, and biogeography of Goniurosaurus 

kuroiwae (Squamata: Eublepharidae) from the Ryukyu Archipelago, Japan, with description of a new 
subspecies. Zool. Sci., 11: 319-335. 

Honda, M. T. Kurita, M. Toda and H. Ota, 2014. Phylogenetic relationships, genetic divergence, historical 
biogeography and conservation of an endangered gecko, Goniurosaurus kuroiwae (Squamata: 
Eublepharidae), from the Central Ryukyus, Japan. Zool. Sci., 31: 309-320. 

角田羊平, 2006. 沖縄島北部におけるヒメハブの胃内容物の一例報告. Akamata, (17): 3-4. 
勝連盛輝, 2005. 誘導網付きハブトラップの野外における捕獲実験Ⅱ, 沖縄特殊有害動物駆除対策基本

調査報告書, (XXVIII): 35-40. 
越野一志, 2015. ナミエガエルによるクロイワトカゲモドキの捕食例. Akamata, (25): 13-14. 
Kurita, T., Kawamura, R. and Toda, M, 2013. Limestone cave as a cradle of the Ryukyu ground gecko, 

Goniurosaurus kuroiwae. Herpetol. Rev., 44: 569-572. 
栗田隆気・川村玲未, 2011.沖縄県名護市屋我地島からのクロイワトカゲモドキの初記録. Akamata, (22): 

15-20. 
Kurita, T. and M. Toda, 2013. Validation and application of skeletochronology for age determination of the 

Ryukyu ground gecko, Goniurosaurus kuroiwae (Squamata: Eublepharidae). Asian Herpetol. Res., 4: 
233-241. 

Ota, H., 1989. A review of the geckos (Lacertilia: Reptilia) of the Ryukyu Archipelago and Taiwan. “Current 
Herpetology in East Asia”, M. Matsui, T. Hikida and R. C. Goris (eds.), Herpetological Society of Japan, 
Kyoto, 349-357. 

太田英利, 2000. クロイワトカゲモドキ. “改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 −レッドデータブック
− （爬虫類両生類）”, 環境省(編), 自然環境研究センター, 東京, 44-45. 

太田英利, 2000. 琉球列島希少爬虫・両生類の違法採集. WWFJ, 271: 5. 
田中 聡, 1986. ハイに捕食されたクロイワトカゲモドキの尾. Akamata, 3: 8. 
田中 聡, 1986. ガラスヒバァの胃内容物についての新知見. Akamata, 3: 5-7. 
田中 聡, 1993. 森林での夜行生活 クロイワトカゲモドキ. “朝日百科 動物たちの地球 102 号”, 朝日新

聞社, 168-169. 
田中 聡, 1996. クロイワトカゲモドキ. “日本動物大百科 第 5 巻 両生類・爬虫類・軟骨魚類”, 千石正一・

松井正文・疋田努・仲谷一宏（編）, 平凡社, 67-68, 71. 
Tanaka, S. and M. Nishihira, 1987. A field study of seasonal, daily, and diel activity patterns of Eublepharis 

kuroiwae kuroiwae. Herpetologica, 43: 482-489. 
Tanaka, S. and M. Nishihira, 1989. Growth and reproduction of the gekkonid lizard Eublepharis kuroiwae 

kuroiwae. “Current Herpetology in East Asia”, M. Matsui, T. Hikida, and R. C. Goris (eds.), Herpetological 
Society of Japan, Kyoto, 349-357. 



<爬虫類> 

193 
 

Werner, Y. L., H. Takahashi, W. J. Mautz and H. Ota, 2005. Behavior of the terrestrial nocturnal lizards 
Goniurosaurus kuroiwae kuroiwae and Eublepharis macularius (Reptilia: Eublepharidae) in a 
thigmothermal gradient. J. Therm. Biol., 30: 247-254. 

 
執 筆 者 名 ： 戸田 守・田中 聡 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： オキナワキノボリトカゲ 
分    類 ： 有鱗目 アガマ科 
学    名 ： Japalura polygonata polygonata (Hallowell,1861) 
方  言  名 ： 沖縄諸島内の各字や集落で異なる方言が多い。同一集落内であっても、通りを挟んで方言が異なる

こともある。これは集落を構成する集団の出身地がそれぞれ異なっており、方言が人間についてき
た結果であることと、本種が古くから人間との関わりを持っていたことを示している。こうした方
言の一端をあげると、アタク、アーナー、アササークェー、アハカー、アントゥカー、アンタカー、
ゥワートーヤー、ウーアタカー、カラークェー、キシジョックェー、キーアタカー、コーレー、コ
ーレーアタカー、コーレークェー、コーレーゲス、コーレーグスクェー、コーレーサンラー、ジー
ベー、ジューミー、ソーゾーミーヤー、タンタカー、ナガジュー、ハラゴンフェー、ホーレーグス
クェー、マッタクー、マーナー、マナーなどがある。 

カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 全長は雄で31 ㎝、雌で24 ㎝になり、尾は全長の70 ％程度で、頭胴長は雄で9.3 ㎝、雌で7.7 ㎝

になる。体サイズの性的二型が著しい。樹上生活に適応し、四肢･指趾が長く、爪も大きい。頭部
から胴部の背中線上には鋸歯状の大型鱗が並んでおり、この鱗も雄の方でよく発達する。体色は、
通常、雄では緑色で、地域によっては体軸に平行した黄色の縦条が体側に見られる。雌は、緑色の
地に黒褐色の模様が入る。雌雄共に、体全体の体色を黒褐色まで変化させることができる。幼体は
茶褐色で、体色を変化させることはできない。 

近似種との区別 ： 体が大きく、雄は全体的に鮮やかな緑色を呈することから、他の亜種と区別できる。また本亜種の
分布域によく似た種は生息していないため、間違うことはない。 

分 布 の 概 要 ： 奄美大島、喜界島、加計呂麻島、請島、与路島、徳之島、沖縄島、伊平屋島、屋我地島、古宇利島、
瀬底島、渡名喜島、久米島、座間味島、阿嘉島、慶留間島、渡嘉敷島、伊計島、宮城島、平安座島、
浜比嘉島、津堅島に分布する。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 別亜種サキシマキノボリトカゲが先島諸島に、ヨナグニキノボリトカゲが与那国
島に、キグチキノボリトカゲ J. p. xanthostoma が台湾北部に分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 基本的には年間を通して活動するが、冬季の１月から３月は活動が低下し、4月から10月に活動性
は高い。4月から9月に一度に1～4個の卵を、地面の落葉の下や少し土を掘った地中に産む。卵期
間は1ヶ月半程度で、孵化仔の頭胴長は2.2～2.5 ㎝。中南部の石灰岩地域林では、雄は35 m2ほど
の配偶なわばりを持ち、複数の雌の行動圏と重複している個体もいる。なわばり雄は、目立つ鮮や
かな緑色を呈しながら、周りから見通しのよい幹にとまり、下向きに探索姿勢でいることが多いが、
さらに、周りに他の雄がいない場合でさえ、しばしば宣伝ディスプレイという腕立て伏せ行動によ
り、自分の存在を誇示する。なわばり内に他の雄が浸入した場合、進入雄はなわばり雄に追い払わ
れることが多いが、力が拮抗している場合、闘争が始まる。闘争は、互いに逆方向を向きながら相
手に体側面を誇示し、腕立て伏せ行動等の定型的な威嚇ディスプレイを行う。求愛の時には、雄の
体色は若干褐色を帯び、首を縦に振る求愛ディスプレイを行う。待ち伏せ型の採餌行動で、多くの
昆虫が餌動物となるが、数の上ではアリがもっとも多い。夜になると高さ 1.5～2.5 ｍの枝で、し
がみつくようにして寝ている。 

生息地の条件  ： リュウキュウマツ林などでもみられるが、常緑広葉樹林で、落葉があり、土壌動物が豊富である一
方で、下草のあまりない場所を好む。自然林のほか、人工林や住宅の庭などでもみられるが、一定
の広がりをもった安定的な森林環境が不可欠と思われる。 

個体数の動向  ： 沖縄島の那覇市では20年前から1/5～1/10に個体数が激減した場所もある。中南部の多くの場所で
も同様の傾向がみられる。 

現在の生息状況 ： 沖縄島中南部では1970～1980年代に比べ、個体数が減少した場所が多い。 
学術的意義・評価 ： 日本国内では、琉球列島に生息する種キノボリトカゲ以外にアガマ科のトカゲはいない。旧世界の

熱帯域を中心に分布するアガマ科の中で、もっとも北に分布するため、アガマ科の進化史や生物地
理を明らかにする上で学術的価値が高い。また、日本に分布するトカゲ類で、なわばり制を基本と
した明確な社会構造を持つ種はほかにはいない。そのうえ、島嶼間や島嶼内の生息場所による体の
サイズ等の変異もあり、島嶼における生物の適応現象を研究する対象としても学術的価値が高い。 

生存に対する脅威 ： 森林伐採、開発等による生息場所となる森林の消失、ペットとしての販売目的の乱獲による影響が
大きい。座間味島では国内外来種のニホンイタチの主要な餌動物の1つとなっていることが示され
ており、個体群存続の大きな負荷になっていると考えられる。沖縄島では、マングースによる捕食
圧の影響も懸念されているが、実態等の詳細については不明である。 

特 記 事 項 ： 沖縄県内の生息地で個体数が減少している一方で、近年、屋久島、鹿児島県本土、宮崎県で本種の
侵入・定着が確認され、少なくとも一部の地域で高密度化していることから、在来生態系への悪影
響が懸念されている。 

原  記  載 ： Hallowell, E., 1861. Report upon the reptilia of the North Pacific exploring expedition, under command of 
Capt. John Rogers.  USN Proc. Acad. Nat. Sci. Phila., 1860: 480-510. 

参 考 文 献 ： 千木良芳範, 2014. 恩納村の両生爬虫類. "恩納村誌 第 1 巻 自然編", 恩納村, 453-490. 
岩本俊孝・太田英利・那須哲夫・森田哲夫・末吉豊文・星野一三雄・石橋葵・武市知美・加藤悟郎・河野
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然･地理編”. 南風原町, 645-796. 
 
執 筆 者 名 ： 田中 聡・千木良芳範 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： バーバートカゲ 
分    類 ： 有鱗目 トカゲ科 
学    名 ： Plestiodon barbouri (Van Denburgh, 1912) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 全長 18 cm に達する。頭胴長 5.2～7.3 cm。幼時は、背中に黄金色の縦線があり、尾はオキナワト

カゲより鮮やかな紺色をしている。成長にしたがってこれらの紋様は消失し、鮮やかな褐色の体色
に変わる。 

近似種との区別 ： 同じ島にいるオキナワトカゲとは生息地が異なり、幼時の色彩は鮮やかで、成長しても鮮やかな色
彩が痕跡として残る。 

分 布 の 概 要 ： 奄美・沖縄諸島に分布し、沖縄諸島では沖縄島、伊平屋島、久米島、渡嘉敷島から知られている。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 同属のオキナワトカゲが上記の全ての島に分布する。近縁のオオシマトカゲ、ク

チノシマトカゲ、イシガキトカゲがそれぞれ奄美諸島、トカラ列島の口之島、八重山諸島に分布す
るほか、別の種群に属するキシノウエトカゲが宮古・八重山諸島に分布する。いずれの種も幼時に
は白い縦線があり尾は青い。 

生 態 的 特 徴 ： イタジイ林に生息し、日光浴をしながら体温を調節している姿をみることができる。クモ類や陸貝
などを食べる。 

生息地の条件  ： イタジイからなる山地森林域に生息する。 
個体数の動向  ： 詳細な数の動向は不明。沖縄島では、イタジイ林の消失とマングースによる捕食のため減少し、現

在でもそれが進行していると考えられる。離島の個体群も同様な傾向にあるものと思われる。 
現在の生息状況 ： 沖縄島北部に生息するが、本部・今帰仁・名護における詳細な情報は少ない。名護市源河において

は確認が困難な状態になっているように思われる。国頭村・大宜味村・東村の舗装された林道沿い
では見かける機会が少なくなっている。離島に関する現在の状況は情報不足。 

学術的意義・評価 ： 中琉球の固有種で、イタジイ林に覆われた山地森林域に限定的に生息し、生態的にも珍しい種類。 
生存に対する脅威 ： 諸開発により森林域の環境が変わると見られなくなることから、環境の撹乱に脆弱な種と思われる。

また、移入動物のマングースによる捕食も懸念される。琉球列島では、イタチやマングースなどの
肉食獣がトカゲ属に対して深刻な影響を及ぼしていると思われる例があり、イタチやマングースが
放され定着した島では各種トカゲ属の減少が目立っている。 

原  記  載 ： Van Denburgh, J., 1912. Advance diagnoses of new reptiles and amphibians from the LooChoo Islands and 
Formosa. Privately printed, San Francisco, 8. 

参 考 文 献 ： 疋田 努, 1996. バーバートカゲ. “日本動物大百科 第 5 巻 両生類・爬虫類・軟骨魚類”, 千石正一・松
井正文・疋田 努・仲谷一宏（編）, 平凡社, 東京, 81. 

太田英利, 2000. バーバートカゲ. “改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータブック－ 
（爬虫類・両生類）”, 環境庁自然保護局野生生物課（編）, 自然環境研究センター, 東京, 48-49. 

太田英利, 2014. バーバートカゲ. “レッドデータブック 2014─日本の絶滅のおそれのある野生生物－3 
爬虫類・両生類”, 環境省自然保護局野生生物課希少種保全促進室（編）, ぎょうせい, 東京, 50-51. 

太田英利・疋田 努・当山昌直, 1991. 沖縄諸島・渡嘉敷島からのバーバートカゲの記録. Akamata, (7): 
9-10. 

当山昌直, 1984. 沖縄群島の両生爬虫類相 （Ⅲ） －渡嘉敷島・久米島－. 沖縄県立博物館紀要, 10: 
25-36. 

当山昌直, 1993. 奄美大島におけるトカゲ属の一観察例. Akamata, (8): 21-22. 
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当山昌直, 1996. バーバートカゲ. “沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータおきなわ－”, 
沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 沖縄県環境保健部自然保護課, 沖縄, 336. 

当山昌直，2005．バーバートカゲ. “改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータおきな
わ－”, 沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 沖縄県環境保健部自然保護課，沖縄, 114-115. 

当山昌直・佐藤文保, 1985. バーバートカゲの伊平屋島からの記録. 沖縄生物学会誌, (23): 25-27. 
 
執 筆 者 名 ：  当山昌直 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： オキナワトカゲ 
分    類 ： 有鱗目 トカゲ科 
学    名 ： Plestiodon marginatus Hallowell, 1861 
方  言  名 ： 沖縄諸島内の各字や集落で異なる方言が多いので、ここでは主なものだけをあげる。 

アンダー、アンダクェー、アンダクェーチルー、アンダクェーボージャー、アンダクェービーチャ
ー、アンダクェーマースー、アンダケーボージャー、アンダチラー、アンダチルー、アンダチャー、
アンダチャーラー、アンダーハブ、アンダマースー、アンラケー、カーミヌワヤー、カニアンダチ
ルー、カミオイケンケン、カミンジャリ、コーレーグサー、ハーミヌゥワリー、マカイワヤ、マカ
イワヤー、マッカイワヤ、マッカイワヤー、ほか 

カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 全長19 cmに達する。頭胴長6～10 cm。幼時は、暗褐色地の背中に白い縦線があり、尾は空色をし

ている。成長にしたがってこれらの紋様は消失し、褐色の体色に変わる。背中から尾部に伸びる地
色に縁取られた白線は、尾の基部から尾端に向けて半分程度まで伸びる。沖永良部島と与論島の個
体は尾部に伸びる線は短くなっているが、近年の生化学的、分子生物学的解析から本種に属するこ
とが判明している。 

近似種との区別 ： 近縁種のオオシマトカゲ Plestiodon marginatus は尾に伸びる白線は3分の1程度。沖永良部島と与
論島の個体は、尾に伸びる白線は短いが幼体の尾の青味がより鮮やかな点でオオシマトカゲとは区 
別できる。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄諸島と奄美諸島の与論島、沖永良部島、トカラ列島の中之島に分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 近縁種のオオシマトカゲが奄美諸島とトカラ列島南部に、クチノシマトカゲがト

カラ列島北部の口之島に分布し、イシガキトカゲが八重山諸島に分布する。これらとは分布が重な
ることはない。本種が分布する沖縄諸島ではバーバートカゲがイタジイ林からなる山地に生息して
いるが、ハーバートカゲは本種に比較して鮮やかな色彩をしている。 

生 態 的 特 徴 ： 雌は5月中旬から下旬頃、石の下などに穴を掘り5～8個産卵する。産卵後雌はそのまま巣に留まり、
卵を動かしたり、舐めたりして卵の世話をする。7 月上旬には孵化個体が出てくる。餌は、昆虫、
クモ、ミミズなどの土壌動物が多い。非常に小さな島でも生息が可能であり、長期間個体群が維持
されているケースがあると考えられている。 

生息地の条件  ： 本種は海岸付近に多く、特に砂地を好むようである。また、琉球石灰岩の岩場にも生息しており、
山地よりは低平地に多い。 

現在の生息状況 ： 断片的な観察ではあるが、1970年代から本種の沖縄島における生息状況をみていると明らかに減少
していると思われる。また、沖縄島中南部における昨今の環境評価調査資料をみても本種の記録が
みられなくなっており、中南部においては相当深刻な状態にあるものと考えられる。 

生存に対する脅威 ： 文献によると、沖縄諸島では伊平屋島、伊江島、久米島、座間味島、阿嘉島、慶留間島にイタチが
導入されている。他の島にも導入されていると思われるが詳しい資料が無い。座間味島では、住民
の話から本種が生息していたのは確実であるが、1970年代以降の確実な生息の確認はほとんどなく、
わずかに集落内からの報告があるのみである。同様にイタチが移入した伊江島や阿嘉島では座間味
島のような壊滅的な状態は見られないが、漸次的に減少している可能性もある。沖縄島には 1910
年にマングースが導入されてだいぶ経過している。しかし、沖縄島各地（例えば名護市、宜野座村、
宜野湾市、西原町、南風原町、佐敷町など）において本種の方言は残っているが、その地域に見ら
れたはずの本種を見かけなくなっているという現象が起こっている。生息環境の劣悪化も考えられ
るが、本種はもともと人家周辺や海岸などの開けた場所にすんでいるので、極端な影響は考えにく
い。むしろマングースによって駆逐されたとするのが説明しやすい。実際に、マングース防除をし
ている地域としてない地域の間で本種の生息密度が顕著に異なるという報告もあり、これを裏付け
ている。 

原  記  載 ： Hallowell, E., 1861. Report upon the Reptilia of the North Pacific exploring expedition undercommand of 
Capt. John Rogers, U. S. N. Proc. Acad. Nat. Sci. Philadelphia, 12: 480-510. 

参 考 文 献 ： Brandley, M., H. Ota, T. Hikida, A. Nieto Montes de Oca, M. Feria Ortiz, X. Guo and Y. Wang, 2012. 
Thephylogenetic systematics of blue tailed skinks (Plestiodon) and the family Scincidae. Zool. J. Linn. Soc., 
165: 163-189. 

疋田 努, 1996. オキナワトカゲ. “日本動物大百科 第 5 巻 両生類・爬虫類・軟骨魚類”，千石正一・松井
正文・疋田 努・仲谷一宏（編）, 平凡社, 東京, 80-81. 

Honda, M., T. Okamoto, T. Hikida and H. Ota, 2008. Molecular phylogeography of the endemic five-lined 
skink (Plestiodon marginatus) (Reptilia: Scincidae) of the Ryukyu Archipelago, Japan, with special 
reference to the relationship of a northern Tokara population. Pac. Sci., 62: 351-362. 

伊波興清, 1966. マングースの分布と食性について. 沖縄農業, 6(2): 39-44. 
加治工真市・内間直仁, 1961. トカゲの方言分布について. 琉球方言, 4: 58-82. 付録 琉大方言研究クラ

ブ誌, 1-12. 
Kurita, K. and T. Hikida, 2014. Divergence and long-distance overseas dispersals of island populations of the 



<爬虫類> 

196 
 

Ryukyu five-lined skink, Plestiodon marginatus (Scincidae: Squamata), in the Ryukyu Archipelago, Japan, 
as revealed by mitochondrial DNA phylogeography. Zool. Sci., 31: 187-194. 

Kurita, K. and T. Hikida, 2014. A new species of Plestiodon (Squamata: Scincidae) from Kuchinoshima 
Island in the Tokara Group of the Northern Ryukyus, Japan. Zool. Sci., 31: 464-474. 

栗田和紀・角田羊平, 2010. 沖縄島におけるオキナワトカゲの分布状況. Akamata, (21): 39-43. 
Kurita, K., T. Hikida and M. Toda, 2014. An investigation for population maintenance mechanism in a 

miniature garden: genetic connectivity or independence of small islet populations of the Ryukyu five-lined 
skink. J. Hered. 105: 773-783. 

太田英利, 2014. オキナワトカゲ. “レッドデータブック 2014─日本の絶滅のおそれのある野生生物－３ 
爬虫類・両生類”, 環境省自然保護局野生生物課希少種保全促進室（編）, ぎょうせい, 東京, 46-47. 

笹井隆秀・大嶋大地, 2010. 座間味島におけるオキナワトカゲの再発見. Akamata, (21): 33-35. 
当山昌直, 1983. 沖縄群島の両生爬虫類相（Ⅱ）. “県立博物館調査報告書Ⅲ－座間味村（ざまみそん）

－”, 沖縄県立博物館, 那覇, 16-22.  
当山昌直, 1996. オキナワトカゲ. “沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータおきなわ－”, 

沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 沖縄県環境保健部自然保護課, 沖縄, 341.  
当山昌直, 2003. 名護市の爬虫類. “名護市天然記念物調査シリーズ 5 集 名護市の自然 名護市動植物

総合調査報告書”, 名護市教育委員会, 199-223. 
当山昌直, 2004. 西原町の両生類・爬虫類. “西原町の自然～動物・人と自然の関わり～”, 西原町教育委

員会（編）, 西原町教育委員会, 19-34. 
当山昌直，2005．オキナワトカゲ. “改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータおきなわ

－”, 沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 沖縄県環境保健部自然保護課，沖縄, 120-121. 
Uchida, T., 1969. Rat-control procedures on the Pacific island, with special reference to the efficiency of 

biological control agents. II. Efficiency of the Japanese weasel, Mustela sibirica itatsi Temminck & 
Schlegel, as a rat-control agent in the Ryukyus. J. Fac. Agr. Kyusyu Univ., 15: 355-385. 

 
執 筆 者 名 ： 当山昌直 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ミヤコトカゲ 
分    類 ： 有鱗目 トカゲ科 
学    名 ： Emoia atrocostata atrocostata (Lesson, 1830) 
方  言  名 ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 全長約20 cmに達する。頭胴長5.7～9.2 cm。四肢は比較的長く体形はスマート。 
近似種との区別 ： 同属種は国内には分布せず、同じトカゲ科のキシノウエトカゲやサキシマスベトカゲとの区別は難

しくない。 
分 布 の 概 要 ： 国内では宮古島、大神島、池間島、伊良部島、来間島に分布する。かつて宮古島の北東部にあるフ

デ岩からも記録されていたが、記録を調べたところ、誤認だということが確認された。西太平洋熱
帯海洋域の島々に広く分布する。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 宮古諸島は本種、そして本属全体でも分布の北限になる。国内では宮古諸島のみ
に分布。 

生 態 的 特 徴 ： 岩礁性の海岸域だけで見つかっている。海岸付近に生息するフナムシなどを食べているようである。
冬場の晴天日は岩の上で日光浴している姿もみられる。 

生息地の条件  ： 宮古諸島では岩礁性の海岸に生息しているが、熱帯域ではマングローブにも生息している。宮古の
マングローブでも見つかる可能性がある。 

個体数の動向  ： 詳細な数の動向は不明。海岸の開発によって生息地が減少したことから、全体的な個体数も減少し
たと考えられる。 

現在の生息状況 ： 琉球石灰岩からなる岩礁性の海岸に生息しているが、宮古諸島でも特定の場所でしかみつかってい
ない。一方、東平安名崎付近のパナリをはじめ、宮古島に隣接する島尻、大浦、与那覇湾の小さい
小島にも本種が生息していることが確認されている。 

学術的意義・評価 ： 宮古諸島は本属の北限付近にあたり、北限に生息する動物として貴重である。また、国内では海岸
にすむトカゲ類として特異な生態を備えている。 

生存に対する脅威 ： 海岸の開発が本種の存続の脅威となる。平良市荷川取の海岸は、宮古島における本種の生息が半世
紀ぶりに確認された場所であったが開発によって消失した。イタチによる影響もあると思われるが
詳細は不明。 

特 記 事 項 ： 宮古島市自然環境保全条例保全種（2005年）。 
原  記  載 ： Lesson, R. -P., 1830. Observations gene'rales sur les reptiles recueillis dans le voyage de lacorvette La Coquille. 

“Voyage autour du monde, exe'cute' par-ordre du Roi, sur la corvette de sa majeste'”, L. I. Duperrey (gen. 
ed.), La Coguille, pendant les anne'es. 1822-1825, Arthus Bertrand, Paris, 1-24. 

参 考 文 献 ： Brown, W. C., 1991. Lizards of the genus Emoia (Scincidae) with observations on their evolution and 
biogeography. Mem. Calif. Acad. Sci., 15: 1-94. 

疋田 努, 1996. ミヤコトカゲ. “日本動物大百科 第５巻 両生類・爬虫類・軟骨魚類”, 千石正一・松井正
文・疋田努・仲谷一宏（編）, 平凡社, 東京, 81. 

饒平名里美・当山昌直・安川雄一郎・陳 陽隆・高橋 健・久貝勝盛, 1998. 宮古諸島における陸生爬虫両
生類の分布について. 平良市総合博物館紀要, 5: 23-38. 

太田英利, 2000. ミヤコトカゲ. “改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータブック－ （爬
虫類・両生類）”, 環境庁自然保護局野生生物課（編), 自然環境研究センター, 東京, 50-51. 

太田英利, 2014. ミヤコトカゲ. “レッドデータブック 2014─日本の絶滅のおそれのある野生生物－3 爬虫
類・両生類”, 環境省自然保護局野生生物課希少種保全促進室（編）, ぎょうせい, 東京, 52-53. 

当山昌直, 1976. ミヤコトカゲの生息の確認. 沖縄生物学会誌, (14): 61-66. 
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当山昌直, 1976. 宮古群島の両生爬虫類相 (I). 爬虫両棲類学雑誌, 6: 64-74. 
当山昌直, 1981. 宮古群島の両生爬虫類. 沖生教研会誌, 14: 30-39. 
当山昌直, 1996. ミヤコトカゲ. “沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータおきなわ－”, 沖

縄県環境保健部自然保護課（編）, 沖縄県環境保健部自然保護課, 沖縄, 336-337.  
当山昌直，2005．ミヤコトカゲ. “改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータおきなわ

－”, 沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 沖縄県環境保健部自然保護課，沖縄, 115-116. 
Van Denburgh, J., 1912. Concerning certain species of reptiles and amphibians from China, Japan, the 

Loo-Choo Islands, and Formosa. Proc. Calif. Acad. Sci., 4th Ser., 3: 187-258. 
 
執 筆 者 名 ： 当山昌直 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ヨナグニシュウダ 
分    類 ： 有鱗目 ナミヘビ科 
学    名 ： Elaphe carinata yonaguniensis Takara, 1962 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠB類 (EN) 
 
形    態 ： 全長160～200 cm。体鱗は縦条の隆起がある。背面はオリーブ灰色。 
近似種との区別 ： 色彩が似るサキシマアオヘビは与那国島には分布しないので本種の幼蛇でも区別は難しくは無いと

思われる。 
分 布 の 概 要 ： 与那国島のみに分布する固有亜種。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 基亜種シュウダ Elaphe carinata carinata は、尖閣諸島、台湾、中国中南部、イ

ンドシナ半島北部などに分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 与那国島では低地から山地まで広く生息し、特に森林と耕作地などの開けた場所の境界付近でよく

みられる。ネズミ類や小鳥類のほか、キシノウエトカゲの捕食例がある。1970年代前半与那国島に
おいて、尾が切れたキシノウエトカゲが多く観察された。また、キシノウエトカゲの出没する場所
に本種も見られた。以上のことから、キシノウエトカゲは本種の重要な餌の一つになっているもの
と思われる。 

生息地の条件  ： 山地森林から耕作地にかけて広い範囲に生息するが、餌動物との関連もあるようにみえ、特にキシ
ノウエトカゲの生息地と重なっていると思われる。 

個体数の動向  ： 詳細な数の動向は不明。道路の整備や舗装による交通事故死が増えていると思われる。また、イタ
チによる直接または間接的な影響があると予想される。したがって、個体数は減少の方向に向いて
いると考えられる。 

現在の生息状況 ： 薪などで野山を利用する機会が無くなったこともあって山地の森林は良好な状態にあるようにみえ
る。耕作地や野山にも舗装された道路がみられる。2015 年の短期間の調査では宇良部岳で 1 個体、
比川付近で轢殺個体が1個体確認されている。 

学術的意義・評価 ： 与那国島のみに生息する固有亜種で、与那国島の動物相の成立について重要な情報を提供してくれ
る。国内最大級のヘビの一種。 

生存に対する脅威 ： 生息環境の減少の他に、道路の整備や舗装による轢殺が増えたこと、またイタチによる捕食や餌動
物の減少が本種の存続に対する脅威となる。 

特 記 事 項 ： 与那国島固有亜種。 
原  記  載 ： 高良鉄夫, 1962. 琉球列島における陸棲蛇類の研究. 琉球大学農家政工学部学術報告, (9): 1-202, 22. 
参 考 文 献 ： 太田英利, 1981. ヨナグニシュウダの食性及び行動に関する報告. 日本両生爬虫類研究会誌, (20): 5-6. 

太田英利, 2000. ヨナグニシュウダ. “改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータブック－ 
(爬虫類・両生類)”, 環境庁自然保護局野生生物課（編）, 自然環境研究センター, 東京, 54-55. 

太田英利, 2014. ヨナグニシュウダ. “レッドデータブック 2014─日本の絶滅のおそれのある野生生物－3 
爬虫類・両生類”, 環境省自然保護局野生生物課希少種保全促進室（編）, ぎょうせい, 東京, 22-23. 

千石正一, 1996. ヨナグニシュウダ. “日本動物大百科 第 5 巻 両生類・爬虫類・軟骨魚類”, 千石正一・
松井正文・疋田 努・仲谷一宏（編）, 平凡社, 東京, 98. 

当山昌直，2005．ヨナグニシュウダ. “改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータおきな
わ－”, 沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 沖縄県環境保健部自然保護課，沖縄, 117-118. 

 
執 筆 者 名 ： 当山昌直 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ミヤコヒバァ 
分    類 ： 有鱗目 ナミヘビ科 
学    名 ： Hebius concelarus (Malnate, 1963) 
方  言  名 ： ガラサバフ（宮古島のほぼ全域） 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠB類 (EN) 
 
形    態 ： 全長100 cm程度、頭胴長は最大でも66 cmの中型種。体型は細く、頭部は頸部よりも明らかに幅広。

地色は黒ないしくすんだ黒褐色で、体の前半には幅の狭い白色の横帯がある。これらの横帯は胴の
後半で白点に変わる。腹面は白ないしクリーム色で、各腹板の両端に暗色斑がある。 

近似種との区別 ： 宮古諸島に分布する他のヘビ類とは体型と体色で容易に区別できる。他のヒバァ類とは頸部にY字
もしくは V字の明色斑がないことで区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 宮古諸島の宮古島、伊良部島に分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 中琉球に分布するガラスヒバァに近縁であり、系統的には内包されてしまう。ガ
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ラスヒバァは、奄美諸島の系統、伊平屋島の系統、それ以外の沖縄諸島の系統の3群に大別され、
ミヤコヒバァはこのうちの3番目の系統に最も近い。八重山諸島に分布するヤエヤマヒバァと台湾
の未記載種からなるグループは系統的にやや異なる。 

生 態 的 特 徴 ： 主にカエルを餌としているようであるが、ヤモリ類を捕食していた例もある。 
生息地の条件  ： 主に森林内に生息すると思われ、そのなかでも多くは沼や湿地等の水場に近いところでみつかって

いる。ただし、最近になって、林縁部、あるいは水場から離れた場所でも発見されており、今後の
調査・研究が必要である。 

個体数の動向  ： 詳細な個体数の動向は不明。湿潤な森林の減少、ニホンイタチやインドクジャクなどの捕食性外来
種の影響等により個体数は減少していると思われる。 

現在の生息状況 ： 知られている生息地は限られている。今後の調査でさらに生息地が見つかる可能性はあるが、ごく
一部の生息地を除いて個体密度は相当に低いと思われる。伊良部島では発見例自体がほとんどなく、
実態は不明である。 

学術的意義・評価 ： 宮古諸島は地史的には一度水没したと考えられる一方で幾つもの固有種を擁することから、その陸
生生物相の成立過程は謎に満ちている。そのなかで本種の祖先は沖縄諸島から侵入してきたと考え
られるため、この地域の生物相の成り立ちを解明するために高い学術的価値を有している。 

生存に対する脅威 ： 本種が好む水場を伴う森林環境の消失が脅威になると思われる。宮古島では1960年代までは水田や
湿地等が多く見られたが、2000年代には耕作地のほとんどがサトウキビ畑に変わり、土地改良等で
生息地が著しく変貌している。また、導入されたニホンイタチによっても圧迫されている可能性が
ある。  

特 記 事 項 ： 宮古島市自然環境保全条例指定種（2005年）。 
原  記  載 ： Malnate, E. V., 1963. A new race of Amphiesma pryeri (Serpentes Natricinae) from the Southern Riukiu Island 

of Miyako-shima. Natulae Naturae, (360): 1-6. 
参 考 文 献 ： Doan, D. B., Paseur, J. E. and Fosberg, F. R., 1960. Military geology of the Miyako Archipelago, 

Ryukyu-Retto. Intell. Div. Eng. HQ., USAP with USGS, 214pp. 
角田羊平・青柳 克・徳山孟伸・才木美香・笹井隆秀・戸田 守・前之園唯史, 2016. 宮古島および伊良部

島における稀少なヘビ 2 種，ミヤコヒバァとサキシマバイカダ. Akamata, (26): 25–30. 
皆藤琢磨, 2016. 頸部に Y 字模様をもつミヤコヒバァ標本について Akamata, (26): 38–40. 
Kaito, T. and M. Toda, 2016. The biogeographical history of Asian keel back snakes of the genus Hebius 

(Squamata: Colubridae: Natricinae) in the Ryukyu Archipelago, Japan. Biol. J. Linn. Soc. 118: 187–199. 
前之園唯史・戸田守, 2007. 琉球列島における両生類および陸生爬虫類の分布. Akamata, (18): 28–46. 
饒平名里美・当山昌直・安川雄一郎・陳 陽隆・高橋 健・久貝勝盛, 1998. 宮古諸島における陸生爬虫両

生類の分布について. 平良市総合博物館紀要, 5: 23-38. 
太田英利．2014．ミヤコヒバァ. “レッドデータブック 2014—日本の絶滅のおそれのある野生生物３ 爬虫類・

両生類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室（編）, ぎょうせい，東京, 24–25. 
Ota, H. and S. Iwanaga, 1997. A systematic review of the snakes allied to Amphiesma pryeri (Boulenger) 

(Squamata: Colubridae) in the Ryukyu Archipelago, Japan. Zool. J. Linn. Soc., 121: 339-360. 
太田英利・高橋健, 1997. ミヤコヒバァ（Amphiesma concelarum Malnate, 1963）の伊良部島からの記録. 沖

縄生物学会誌, (35): 47-48. 
当山昌直・久貝勝盛・島尻沢一, 1980. 宮古群島の両生爬虫類に関する方言. 沖生教研会, 13: 17-32. 

 
執 筆 者 名 ： 戸田 守・当山昌直 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ミヤラヒメヘビ 
分    類 ： 有鱗目 ナミヘビ科 
学    名 ： Calamaria pavimentata miyarai Takara, 1962 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 全長27～37 ㎝の小型のヘビ。頭幅は狭く、頚部にくびれがない。尾は切れたような形をしており、

太短く、先端は鈍く尖っている。全体としては、円筒形をした体形をしている。背面は青みがかっ
た黒褐色をし、鱗には光沢がある。一見すると大きなミミズやメクラヘビにも似るが、腹面は鮮や
かな黄色の地に暗色の細かい横縞が入っているため、識別は容易である。 

近似種との区別 ： 別亜種タイワンヒメヘビとは尾下板数が多いこと（雄27、雌21：タイワンヒメヘビでは雄20～25、
雌 16～18）で、また同属の別種ミヤコヒメヘビとは腹板数が多いこと（雄157～162、雌 170～174：
ミヤコヒメヘビでは雄142～152、雌 158～162）で識別できる。 

分 布 の 概 要 ： 与那国島に固有の亜種。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 東南アジア、中国中部、インド、台湾などには別亜種のタイワンヒメヘビが分布

しており、宮古島と伊良部島には別種のミヤコヒメヘビが分布している。 
生 態 的 特 徴 ： 森林内で、大きな石や倒木を引き起こすと、その下に隠れていることがある。生態や生息状況に関

する知見は極端に少ないが、餌としてミミズが知られている。ヒメヘビ属の他の種と同様に隠性の
傾向が強く、林内の湿った環境に依存していると推測され、乾燥に弱いことが予想される。 

生息地の条件  ： 林床が湿潤で落ち葉が多くつもっており、隠れ場所となる石や岩、倒木のあるような環境。一定の
広がりをもった安定的な森林環境が不可欠と思われる。 

現在の生息状況 ： これまでに得られた標本は10頭前後に過ぎず、その約半数は側溝中で乾燥した死体として拾得され
たものである。生息数は、極めて少ないと考えられる。 

学術的意義・評価 ： 本亜種の分布は与那国島だけであり、近縁亜種が台湾に、同属の別種が宮古諸島で確認されている。
八重山諸島の動物相で、とりわけ台湾と石垣島、西表島の関連を考えるときに、本種の存在は重要
な位置を占めている。 
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生存に対する脅威 ： 与那国島の中でも、森林域は限られており、林道などの建設で森林が分断され、乾燥的な環境が広
がると、移動能力が高くない本種の生息にとって大きな脅威となる。現在の与那国島には道路沿い
に施された蓋のない側溝が多い。全長が50 cmにも満たない本種は、側溝に落ちると上がれなくな
る可能性が高い。また、島には野生化したネコが多くみられる。山林に近い畜舎周辺にも多い。本
種への影響が心配される。 

特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC) 
原  記  載 ： 高良鉄夫, 1962. 琉球列島における陸棲蛇類の研究. 琉球大学農家政工学部学術報告, (9): 1-202, 22. 
参 考 文 献 ： 千木良芳範，2005．ミヤラヒメヘビ. “改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータおきな

わ－”, 沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 沖縄県環境保健部自然保護課，沖縄, 116. 
Mori, A. and H. Moriguchi, 1988. Food habits of the snakes in Japan: a critical review. The Snake, 20: 98-113. 
太田英利, 1982. ミヤラヒメヘビ（Calamaria pavimentata miyarai）の死体拾得の報告, およびタイワンヒメヘ

ビ（Calamaria pavimentata formosana）, ヒメヘビ（Calamaria pfefferi）との比較. The Snake, 14: 40-43. 
太田英利, 1996. ミヤラヒメヘビ. “沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータおきなわ－”, 

沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 沖縄県環境保健部自然保護課, 沖縄, 338. 
太田英利, 2014. ミヤラヒメヘビ. “レッドデータブック 2014─日本の絶滅のおそれのある野生生物－3 爬

虫類・両生類”, 環境省自然保護局野生生物課希少種保全促進室（編）, ぎょうせい, 東京, 62-63. 
千石正一, 1996. ミヤラヒメヘビ. “日本動物大百科 第５巻 両生類・爬虫類・軟骨魚類”, 千石正一・松井

正文・疋田努・仲谷一宏（編）, 平凡社, 東京, 91. 
当山昌直, 1984. 琉球の両生爬虫類. “沖縄の生物”, 沖生教研会, 那覇, 281-300. 
内山りゅう・前田憲男・沼田研児・関慎太郎, 2002. 日本の両生爬虫類. 平凡社, 東京. 

 
執 筆 者 名 ： 当山昌直・千木良芳範 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

 4 ) 準絶滅危惧(NT) 

 

 
和    名 ： アオウミガメ 
分    類 ： カメ目 ウミガメ科 
学    名 ： Chelonia mydas (Linnaeus, 1758) 
方  言  名 ： ミジガーミー、ミジャー（沖縄県内全域） 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)        
 
形    態 ： 背甲の鱗板の表面は滑らかで、椎甲板5枚、肋甲板4対であることが普通。背甲の椎甲板、肋甲板

および縁甲板はそれぞれ敷石状に隣接しお互いに重なり合うことはない。背面から見た背甲の輪郭
は幅の広い卵形で背甲の中央付近で甲幅が最大となる。小型個体では背甲の後縁部は鈍い鋸歯状を
呈するが大型個体では見られなくなる。孵化幼体の甲長は約4.5 cm、一方、沿岸海域にみられる個
体の甲長は 30～120 cm 程度で、孵化幼体から甲長 30 cm 程度までの個体は沖合で漂流物と共に浮
遊生活をしていると考えられ発見されるのは極めて希である。 
頭部は比較的小型で、その概観は卵形を呈する。前額板は1対で左右対称であることが普通である
が、希に不対称である個体を見る。下顎の咬合部の縁辺は細かい鋸歯状になる。 
孵化幼体の体色は背面が黒色、腹面が白色で背甲および四肢の輪郭が白く縁取られていることによ
りアカウミガメおよびタイマイの孵化幼体と容易に区別が付く。孵化幼体の椎甲板および肋甲板の
枚数および配置は成体と同じ。 

近似種との区別 ： 本県の沿岸域に出現するウミガメ類はオサガメ Dermochelys coriacea （オサガメ科）、アオウミガメ
C. mydas 、アカウミガメ Caretta caretta 、タイマイ Eretmochelys imbricata 、ヒメウミガメ
Lepidochelys olivacea およびクロウミガメ Chelonia agassizii があり、以下の特徴で区別される。 
オサガメの背甲には鱗板がなく7条の隆起線が正中線に沿って見られる。アオウミガメの背甲には
表面に光沢があり放射状または斑点状の模様をもつ鱗板が敷石状に配置される。アカウミガメの背
甲には表面に光沢のない茶褐色で目立った模様のない鱗板が敷石状に配置される。タイマイの背甲
には表面に光沢があり黒色と淡黄色を基調とした叢雲状の模様を持つ鱗板が頭部から尾部に向かっ
て瓦状に配置される。ヒメウミガメの背甲には表面に光沢のない淡い緑色を帯びた灰色（オリーブ
色）で目立った模様のない鱗板が敷石状に配置される。また、その肋部の縁甲は反り返りが目立つ。
クロウミガメの背甲はアオウミガメに酷似するが後端部が細く尖ることと肋部縁甲の反り返りがほ
とんどないことで区別される。 

分 布 の 概 要 ： 世界中の温暖な海域を中心に生息し、国内では北海道南部の近海を含む沿岸水域のほぼ全体に見ら
れる。国内で産卵が確認されているのは小笠原諸島および薩南諸島以南の琉球列島のみ。県内では
沖縄島北部、慶良間諸島および西表島に集中して産卵が確認される。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 近縁種にクロウミガメ Chelonia agassizii があり、東太平洋中米沿岸からガラパ
ゴス諸島を中心に分布しているとされるが、近年、沖縄島および八重山諸島の沿岸においてクロウ
ミガメが相次いで確認されている。この種の本県の沿岸海域における生息の実態、および個体の由
来については現時点では不明であるが、死亡漂着個体から海藻等の胃内容物が確認された例もある。 

生 態 的 特 徴 ： アマモ類などの水中顕花植物（海草類）および紅藻類、褐藻類など（海藻類）を主な餌とし植物食
の傾向が強いが、動物質の餌を摂食することもある。 
繁殖期は交尾期と産卵期に区分される。本県の沿岸海域ではアオウミガメの成熟した雄個体が周年
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確認されるが、交尾は冬から春にかけて行われるものと予想される。交尾から約1ヵ月後に産卵し、
本県における産卵期は6月から9月頃である。1個体の雌が1回に産む卵の数は100から150個で、
1 度の産卵期間中におおよそ 2 週間間隔で複数回産卵する。この産卵間隔は経験水温に依存され、
温度が高いほど卵形成が早まり短くなる。成熟した雌個体は2年から4年間隔で産卵し、一度産卵
した場所やその周辺に固執して産卵する傾向がある。 
産卵上陸は日没後から早朝にかけて行う。砂浜に上陸した雌個体は産卵に適した位置まで移動する。
産卵に先立ち、体が隠れる程度の穴「ボディーピット」を掘り、引き続き深さ60～90 cm程度の卵
室を掘る。卵室は産卵後に埋め戻され、引き続き前進しながらボディーピットを埋める行動である
「カモフラージュ」を行った後に帰海する。産卵から数日以内に排卵が起こり、次回産卵のための
卵が形成される。 
産出された卵は約2ヶ月で孵化する。この間の孵卵温度によって孵化幼体の性別が決定される（温
度依存性決定）。砂中で孵化した幼体は集団を形成して自力で砂中から脱出した後、直ちに海中に入
り活発に遊泳して沖合まで移動する。この活発な状態は「フレンジー」と呼ばれ24時間程度続く。
その後、海藻類および流木等の浮遊物とともに、外洋で浮遊生活を行うと考えられている。 
本県の沿岸海域では周年に渡って様々な大きさのアオウミガメの生息が確認されている。甲長30 cm
以下の個体の発見は稀であるが、最近の遺伝的研究からそれらも日本で生まれた個体であると推定
されている。一方で、甲長30 cm以上の個体に関しては季節によるサイズ組成の変動が確認され、
それぞれのサイズ・クラス毎に異なる移動パターンを持っていると推測される。 
標識放流や衛星追跡による結果から、本県および国内に生息するアオウミガメが少なくとも国内の
沿岸から小笠原諸島、南シナ海およびミクロネシアをつなぐ広い海域を回遊していることが確認さ
れている。また、最近の遺伝的な研究から、本県のアオウミガメのは小笠原の産卵集団や、ミクロ
ネシアおよび東南アジアの西部北太平洋の集団にみられるハプロタイプが幅広く混在した遺伝子組
成を持つことが示されている。 

生息地の条件  ： 産卵には、満潮時にも冠水しない砂浜の植生帯付近で、かつ、卵室を形成するために十分に砂の深
さがある場所が選ばれる。また、産卵場の砂は供給と流失のバランスがとれた適度な柔らかさであ
ることが必要である。本種は植物食の傾向が強いことから、主に海藻・海草類が分布する沿岸の浅
海域を利用していると予想される。 

現在の生息状況 ： 本県の沿岸海域に生息するウミガメ類のなかで最も多く見られるが、本種の生息状況を定量的に捉
えた情報は少ない。しかし、漁業者やダイバー等の海洋従事者からの断片的な情報から、本県の小
型のアオウミガメは増加していると考えられる。特筆すべき本種の死亡原因は混獲であるが、混獲
数を直接的に左右すると想定される三枚刺網漁や小型定値網漁の漁業努力量は、近年の本県におい
て増加していない。したがって、漁業による生存への過剰な圧迫は少なくとも増大はしていないと
考えられる。また、本県におけるアオウミガメの産卵上陸数は、緩やかであるが増加傾向を示して
いる。 
とはいえ、本県において本種は漁業対象種であり、そのことによる個体群への負荷は引き続き十分
に認識されるべきである。そのため、本種の漁獲に関する管理体制は継続・維持する必要がある。 

学術的意義・評価 ： 最近の遺伝的研究から、本県のアオウミガメの遺伝的多様性は西部北太平洋の中で非常に高く、ま
た、その保有遺伝子のなかには国内の繁殖集団以外ではほとんど見られないものが高頻度で存在す
ることが示されている。したがって、本県の沿岸域における本種の保全は、西部北太平洋に生息す
る本種全体の保全に重要な意味があると考えられる。 

生存に対する脅威 ： 産卵場である砂浜環境の荒廃と生息場所である沿岸海域環境の荒廃が挙げられる。 
砂浜環境の荒廃としては、海岸護岸などの人工構築物によって砂浜の産卵に適した場所、もしくは
砂浜そのものが消失する直接的な荒廃と、産卵場となっている砂浜の近隣に建造される港湾施設等
の人工構築物によって潮流が変化し、これに起因して砂浜への砂の供給と流失のバランスが崩れ、
数年単位の時間経過の内に徐々に砂浜が痩せていく現象により産卵可能な場所が減少もしくは消失
する間接的荒廃があり、その双方が各地で散見される。また、産卵上陸する際には砂浜が暗く静穏
に保たれていることが重要で、夜間のビーチパーティ等による砂浜の利用頻度が高い場所では産卵
を避ける傾向があり、砂浜の物理的環境に変化がなくてもその利用形態によってはウミガメ類の生
存に驚異となることもある。 
沿岸海域環境の荒廃としては護岸提、離岸提、埋め立てなどがあり、本種の餌となる海草・海藻類
が多く分布する礁池内から礁斜面にいた浅海域が失われたり、その環境が変化したりしている。ま
た、海洋レジャーに関連する船舶との衝突、漁業活動による混獲および投棄された廃棄物の誤飲な
どによる負の影響も小さくない。 

特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Endangered (EN) 
         〔漁業活動について〕 

沖縄県漁業調整規則によって、産卵期間中にあたる6月から7月の2ヶ月間はすべてのウミガメの
捕獲を禁止し、また、産出された卵および孵化幼体の採集および砂浜における捕獲は禁止する措置
がとられ、その他にもウミガメ類の年間捕獲頭数に頭数制限が定められている。しかし、ウミガメ
類の産卵期は4月から9月におよび、交尾期を含めるなら繁殖のために本県沿岸に来遊している期
間はさらに長期に及ぶと考えられる。従って、ウミガメ類の交尾期と産卵期間を含めた繁殖期間を
考慮して、捕獲禁止期間は延長されることが望まれる。 
また、本県の沿岸域にはウミガメ類が周年見られるが、その間に漁業によって混獲されるウミガメ
類の個体数がどのように推移するのかは把握されていない。とはいえ、沖縄県漁業調整規則によっ
て三枚刺網が禁漁となる6～9月に、沖縄県の海岸に死亡漂着するアオウミガメが圧倒的に少なくな
ることから、非禁漁期には相当数が混獲の被害にあっていると予想される。漁具・漁法によって状
況は異なるが混獲された個体は多くが溺死するため、沿岸漁業とウミガメ類保全対策の合理的な調
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整が望まれる。特に、混獲による溺死を防止する漁業技術の開発は急務であろう。 
 

〔海岸および沿岸海域における人工構築物の建造について〕 
砂浜およびその付近における人工構築物の建造は産卵場となっている砂浜そのものを消失させるだ
けでなく、砂の流失に伴い産卵可能な場所を減少させるなど長期的に砂浜の環境を産卵に不向きな
環境に変化させる場合がある。従って、ウミガメ類の産卵場となっている砂浜およびその付近の海
岸において人工構築物を建造する場合には産卵可能な場所の確保と長期的な観測に基づく砂浜の砂
の収支予測を実施し、砂浜の産卵場としての機能を維持させるための配慮が必要である。これに加
え、周囲に存在する海藻・海草類の群落が恒久的に餌場としての機能を保持するための配慮も必要
である。 

 
〔レジャー活動の影響について〕 
砂浜を含む沿岸海域を利用する経済活動にあたってはウミガメ類の生息海域の保全に対する十分な
配慮が必要である。例えば、産卵期間中の雌個体は産卵場付近に留まっているので、産卵期間中の
産卵場付近の海域ではウミガメ類の脅威となるプレジャーボートや水上バイク等の乗り入れおよび
漁業活動の規制等が望まれる。さらに、産卵期間中の砂浜におけるビーチパーティ等のレジャー行
為による夜間の砂浜利用を週末のみに規制し、それ以外の日には砂浜環境を静穏に保つ等、人とウ
ミガメによる砂浜の時間的な使い分けが求められる。 

 
〔卵の移植および短期育成放流について〕 
ウミガメ類の保護活動として、卵の移植、人工孵化およびその孵化幼体を短期間育成した後に沿岸
海域に放流する行為が、孵化率や生残率を高めることを目的として行われる場合がある。しかし、
これらの行為がウミガメ類の保全に及ぼす功罪は現時点において不明であり、無秩序に行うことは
避けるべきである。少なくとも産卵から1ヵ月の間の卵に振動を与えるような移設は、発生途中の
胚が死亡する恐れがあるので、避けるべきである。また、フレンジー（孵化から24時間の興奮状態）
を過ぎて放流された孵化幼体は、遊泳する能力が低下して外洋にたどり着くことができず、高い捕
食圧にさらされるなどのことが容易に想像できる。 

原  記  載 ： Linnaeus, C., 1758. Systema Naturae per Regna Tria Naturae, Secundum Classes, Ordines, Genera, Species, 
cum Characteribus, Differentiis, Synonymis, Locis. Ed. 10., Laurenti Salvi, Stockholm. 
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…………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ヤエヤマイシガメ 
分    類 ： カメ目 イシガメ科 
学    名 ： Mauremys mutica kami Yasukawa, Ota et Iverson, 1996 
方  言  名 ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 背甲長は雄で19 cmほど、雌で17.5 cmほどに達するが、本来、本種が分布しない沖縄島では22 cm

を越える個体も見つかっている。背甲は楕円形で高くなく、淡褐色ないし褐色。頭部は淡褐色で目
立つ模様はない。腹甲は淡黄色から黄褐色で、各甲板に暗色の大きな斑紋があり、互いに独立して
いる。 

近似種との区別 ： 石垣島・西表島に同所的に分布するヤエヤマセマルハコガメは背甲がドーム状で、3 本の隆条があ
り、各隆条の上に赤褐色の斑紋が並ぶ点で本種とは明確に異なる。基亜種のミナミイシガメとは、
背甲がやや低く、比較的明るい褐色である点、腹甲の各甲板にある暗色班が互いに分離する点、頸
部に明瞭な縦線を欠く点などで区別できるとされるが、実際には識別の難しい個体も出現する。 

分 布 の 概 要 ： 八重山諸島の石垣島と西表島、与那国島に分布する。ただし、与那国島には人為的に持ち込まれた
という情報もあり、確認が必要である。基亜種のミナミイシガメと識別が困難な場合があるため、
亜種の同定を保留した報告も多いが、これらを合わせた種ミナミイシガメについてみれば、八重山
諸島のほかの島をはじめ、宮古諸島、沖縄諸島、大東諸島の多くの島に侵入・定着している。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 基亜種のミナミイシガメが台湾と中国南東部、ベトナムに分布している。これと
本亜種とを併せた種ミナミイシガメは、ベトナムに分布するアンナンガメ Mauremys annamensis に
近縁である。 

生 態 的 特 徴 ： 半水性で水田や池などの水場、およびその周辺でみつかることが多い。流れの緩い流水域でも見つ
かる。日中は水底の泥の中にいることが多い。主に夜行性で、特に雨天の日によく見かける．雑食
性で、水草、落下した陸上植物の実、淡水魚、オタマジャクシ、昆虫、ミミズなど様々なものを食
べる。雌雄ともに背甲長12 cmほどで成熟する。雄のほうが大きいサイズの性的二型を示すとされ
ており、雄が半ば強制的に雌に乗りかかり、交尾をすることと関係していると考えられている。た
だし、本来の分布域外の集団のデータから、本亜種におけるサイズの性的二型は必ずしも明確でな
いとする報告もある。飼育下で、8月から9月初旬に4個の卵を産んだという報告がある。 

生息地の条件  ： 水場のある湿性な林内、林縁部などでに生息するが、水田や農業用のため池など、人為的に攪乱さ
れた環境でも見られる。 

個体数の動向  ： 石垣島では 1970 年代まで普通にみられた水田がサトウキビ畑に変わりそれに伴って本種の生息地
が減少している。 

現在の生息状況 ： 水田や湿地の消失により生息地面積は狭まっていると考えられるが、人工的な水場にも出現するた
め、現在でも分布域内の広い範囲で見られる。 

学術的意義・評価 ： 本亜種は基亜種よりもサイズの性的二型の度合いが顕著であると言われており、さらに近縁種のア
ンナンガメは、本種とは逆に雌のほうが大型であるため、カメ類におけるサイズの性的二型の進化
を考える上で貴重である 。 

生存に対する脅威 ： ワシントン条約に関連した環境省の報道資料によれば、本種は2013年夏からの1年半で6,000個体
ほどが輸出されている。一方、自然分布域における総個体数について33,000個体という試算が出さ
れており、さらに上述の6,000個体が野外で採集されたものだとすると、商取引のための採集圧の
高さは尋常ではないことになる。仮にこの状態が続けば、短期間のうちに激減し、絶滅のリスクが
増大するという試算もあり、販売目的の乱獲は非常に差し迫った脅威といえる。また、基亜種のミ
ナミイシガメが県内の幾つかの島に定着しているため、生体の不用意な持ち運びによって交雑を通
した遺伝的汚染が進行し、取り返しの付かないことになる恐れもある。また、道路の舗装や交通量
の増加により轢死が増えていることも減少の一因になっていると思われる。 

特 記 事 項 ： ワシントン条約附属書 II 掲載種（2003 年）。石垣市自然環境保全条例保全種(2015 年)。本亜種は
原産地で数が減っている一方で、導入先の宮古島では数が増え、その食害によって稀少な小型動物
に負の影響を与えている。IUCN カテゴリー：Endangered (EN)。 

原  記  載 ： Yasukawa, Y., H. Ota and J. B. Iverson, 1996. Geographic variation and sexual size dimorphism in Mauremys 
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mutica (Cantor, 1842) (Reptilia: Bataguridae), with description of a new subspecies from the southern 
Ryukyus. Japan. Zool. Sci., 13: 303-317. 

参 考 文 献 ： 藤田喜久･笹井隆秀, 2014. 宮古島に定着したヤエヤマイシガメによるミヤコサワガニの捕食. 沖縄生物学
会誌, (52): 53–58. 

Guillon, J. M., L. Guéry, V. Hulin, M. Girondot, 2012. A large phylogeny of turtles (Testudines) using 
molecular data. Contrib. Zool., 81(3): 147–158. 

沖縄生物教育研究会, 2004. フィールドガイド 沖縄の生きものたち. 新星出版, 那覇. 263 p. 
太田英利・藤井亮・岡本卓・疋田努, 2004. 八重山諸島波照間島の外来性爬虫類に関する新知見および

これまでに同島から報告された爬虫類の記録に関するコメント. 爬虫両棲類学会報, 2004: 128–137. 
Ota, H., Mi., Toda, G. Masunaga, A. Kikukawa, and Ma. Toda, 2004. Feral populations of amphibians and 

reptiles in the Ryukyu Archipelago, Japan. Global Environ. Res., 8: 133-143. 
高橋亮雄・藤井亮, 2012. 沖縄島中部から発見された最大背甲長 221mm のヤエヤマイシガメ. Akamata, 

(23): 25–28.  
当山昌直, 2005. ヤエヤマイシガメ. “改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物(動物編)—レッドデー

タおきなわ-“, 沖縄県文化環境部自然保護課（編）, 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 118-119. 
安川雄一郎, 1998. ミナミイシガメ. “日本の希少な野生水生生物に関するデータブック”, 水産庁（編）, 

日本水産資源保護協会, 232-234. 
 
執 筆 者 名 ： 戸田 守 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： サキシマキノボリトカゲ 
分    類 ： 有鱗目 アガマ科 
学    名 ： Japalura polygonata ishigakiensis Van Denburgh, 1912 
方  言  名 ： キーバタリ：狩俣、ヤマイン：冨名腰・地盛、ヤマガラ：野原（宮古島）、トーフダジゥメー（石垣

島） 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT)         
 
形    態 ： 体サイズの性的二型が著しく、全長は雄で27 cm、雌で20 cmになり、尾は全長の70%程度。頭胴長

は雄で 6.8～7.7 cm、雌で 6.5～6.8 cm になり、宮古諸島の個体群のほうが八重山諸島の個体群よ
りも大きい。樹上生活に適応し、四肢・指趾が長く、爪も大きい。頚部から胴部の背中線上にある
鋸歯状の大型の鱗は雄のほうでよく発達する。体色は、通常、雄では灰色がかった黄褐色の地色に、
黄白色の一本の条が体側に体軸に平行に走る。雌は、暗緑色の地に黒褐色の模様が入るものが多い
が、背中線上に比較的幅の広い褐色の縦条がある個体もいる。雌雄ともに、体色を黒褐色にまで変
化させることができる。幼体は褐色の地に、地色よりも少し濃い不規則な模様があるが、体色を変
化させることができない。 

近似種との区別 ： アガマ科の種は先島諸島には本種しかいないため、間違うことはない。別亜種のヨナグニキノボリ
トカゲの雄では黄白色の不定形の連続した数個の斑紋があるのに対して、サキシマキノボリトカゲ
では、体側に黄白色の一本の縦条があることで識別できる。また、別亜種のオキナワキノボリトカ
ゲでは、雄は体全身が緑色を呈することで識別できる。別亜種キグチキノボリトカゲ J. p. 
xanthostima は口の中が鮮やかな黄色である（他の亜種ではベージュないしピンクがかった灰色）。 

分 布 の 概 要 ： 宮古諸島（宮古島・大神島・池間島・伊良部島・来間島）と八重山諸島（石垣島・西表島・小浜島）
に分布する。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 本種のなかには4つの亜種が認識されており、本亜種以外では、オキナワキノボ
リトカゲが奄美・沖縄諸島に、ヨナグニキノボリトカゲが与那国島に、キグチキノボリトカゲが台
湾の北部から東北部にかけて分布する。他の同属種は30種程度が知られ、台湾、中国南部、インド
シナからネパールにかけて分布するが、系統関係は分かっていないうえ、属の分類にも問題がある。 

生 態 的 特 徴 ： 西表島ではイリオモテヤマネコ、サキシマハブ・サキシママダラなどのヘビ類、アカショウビン等
の鳥類など天敵となる動物が多いため、生残率は低い。3月～9月頃までが繁殖期で、雌は一度に1
～3個産卵する。孵化直後の個体は頭胴長が 2.1～2.4 cm 程度。雄間だけでなく、雌間、幼体間お
よび雌と幼体の間にもなわばりがある。数の上ではアリをもっとも多く捕食する。とまり場の高さ
は、雄＞雌＞子で、雄では交尾なわばり防衛等を効率的におこなうために、繁殖期には非繁殖期よ
りも高い位置にとまる。雄が雌よりも大きいという性的二型は、大きな雄ほど多くの雌を確保する
なわばりを所有できるという社会構造により維持されている。 

生息地の条件  ： 常緑広葉樹林で、落葉があり、土壌動物が豊富であるが、下草の少ない場所に多い。 
個体数の動向  ： 定量的な資料はないが、分布域の全域で開発に伴う生息地の消失が進行しており、数は減っている。

特に宮古諸島では減少が顕著で、1980 年代半ばに高密度で生息していた宮古島市熱帯植物園でも、
2005 年頃にはすでにその姿を目撃することが難しくなっていた。 

現在の生息状況 ： 西表島・石垣島の良好な生息地では比較的高密度で生息しているが、小浜島では密度が低い。また、
宮古諸島では数が少なく、高密度で見られるところはほとんどなくなっている。 

学術的意義・評価 ： 本亜種を含む種キノボリトカゲは中琉球から台湾まで分布する。このように、琉球列島のなかで広
域に分布する陸生爬虫類はヤモリの仲間を除けば本種しかおらず、特殊な存在である。亜種分化の
過程と併せ、その分散・分化の歴史の解明は、この地域の陸生動物相の成り立ちの理解に大きく貢
献すると思われる。また、亜種間で形態や生態学的特性が異なるため、社会行動をはじめとする様々
な生物学的属性をテーマとした比較研究の対象としても極めて有望である。 

生存に対する脅威 ： 各地で進行している生息地の消失に加え、小浜島では野生化したインドクジャクの捕食による影響
があると思われる。宮古島では、あまり環境が変わっていない森林地域でも数の減少は明らかであ
り、以前にくらべ個体数が少なくなっており、ニホンイタチとインドクジャクによるの捕食の影響
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が強く疑われる。 
原  記  載 ： Van Denburgh, J., 1912. diagnoses of new reptiles and amphibians from the Loo Choo Islands and Formosa. 

Privately printed, San Francisco, 8. 
参 考 文 献 ： 宮城信勇，2003．石垣方言辞典．沖縄タイムス社． 

本多正尚, 2016. 来間島のサキシマキノボリトカゲ（爬虫綱：アガマ科）の確認記録. Akamata, (25): 23–24. 
仲地 明・田中 聡, 2004. 西表島山地林におけるトカゲ類の活動について. 沖縄県立博物館紀要, 30: 

27-35. 
Ota, H., 1991. Taxonomic redefinition of Japalura swinhonis Günther (Agamidae: Squamata), with a 

description of a new subspecies of J. polygonata from Taiwan. Herpetologica, 47: 280-294. 
太田英利, 1996. キノボリトカゲ. “日本動物百科 第 5 巻 両生類・爬虫類・軟骨魚類”, 千石正一・疋田

努・松井正文・中谷一宏（編）, 平凡社, 東京, 72-73. 
Ota, H., 2003. A new subspecies of the agamid lizard, Japalura polygonata (Hallowell, 1861) (Reptilia: 

Squamata), from Yonagunijima Island of the Yaeyama Group, Ryukyu Archipelago. Cur. Herpetol., 22: 
61-71. 

太田英利, 2014. サキシマキノボリトカゲ. “レッドデータブック 2014－日本の絶滅のおそれのある野生動
物 3 爬虫類・両生類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室（編）, ぎょうせい, 東京, 76. 

Pyron, R. A., F. T. Burbrink, and J. J. Wiens, 2013. A phylogeny and revised classification of Squamata, 
including 4161 species of lizards and snakes. BMC Evol. Biol. 13: 93. 

Tanaka, S. and M. Nishihira, 1981. Notes on an agamid lizard, Japalura polygonata. Biol. Mag. Okinawa, 
(19): 33-39. 

田中 聡, 1990. 西表島におけるキノボリトカゲの社会構造. 爬虫両棲類学雑誌, 13: 140.（講演要旨） 
田中聡, 1993. なわばりを守る雄, キノボリトカゲ. “動物たちの地球 ”,102, 朝日新聞社, 東京, 178-180. 
田中 聡, 1997. サキシマキノボリトカゲにおける perch の高さの選択. 爬虫両棲類学雑誌, 17: 74-75.（講

演要旨） 
田中 聡, 2001. キノボリトカゲの性的二型. 爬虫両棲類学会報, 2001: 33.（講演要旨） 
田中 聡, 2004. 小浜島における両生爬虫類の現状について. “小浜島総合調査報告書”, 沖縄県立博物

館, 21-33. 
田中聡, 2017. キノボリトカゲの生態・行動—体サイズの性的二型を中心に—. ”これからの爬虫類学”, 

裳華房, 東京, 27-37. 
当山昌直・久貝勝盛・島尻沢一, 1980. 宮古群島の両生爬虫類に関する方言. 沖生教研会, 13: 17-32. 

 
執 筆 者 名 ： 田中 聡・戸田 守 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ヨナグニキノボリトカゲ 
分    類 ： 有鱗目 アガマ科 
学    名 ： Japalura polygonata donan Ota, 2003 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 全長は雄で 18 cm、雌で 16 cm になり、尾は全長の 70 %程度。頭胴長は雄で 7.7 cm、雌で 7.5 cm

になる。ほかの亜種にくらべると体サイズの雌雄差は小さいものの、雄＞雌という性的二型が認め
られる。樹上生活に適応し、四肢・指趾が長く、爪も大きい。頚部の背中線上に並ぶ鋸歯状の大型
鱗は雄のほうでよく発達する。体色は、通常、雄では灰色がかった黄褐色の地色に、黄白色の数個
の斑紋が体側に平行に並んでいる。この斑紋は、斑紋どうし離れているようなものから、完全に融
合しているようなものまで変異は大きい。雌は、暗緑色の地に黒褐色の模様が入るものから全身鮮
やかな緑色の個体までみられる。雌雄共に体色を黒褐色にまで変化させることができ、少なくとも
雄は求愛時にそのようになる。 

近似種との区別 ： アガマ科の種は与那国島には本種しかいないため、間違うことはない。サキシマキノボリトカゲは、
体側にある黄白色の部分の輪郭がなめらかな縦条であるのに対して、ヨナグニキノボリトカゲの雄
では縦条というよりも、黄白色の不定形の連続した数個の斑紋であることから識別できる。また、
雌は他の亜種にくらべると緑色が濃く、鮮やかな緑色を呈する個体が多い。別亜種キグチキノボリ
トカゲ J. p. xanthostima は口の中が鮮やかな黄色である（本亜種ではピンクがかった灰色）。 

分 布 の 概 要 ： 与那国島に固有に分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 本種のなかに含まれる他の3つの亜種は、奄美・沖縄諸島（オキナワキノボリト

カゲ）、与那国島を除く八重山諸島と宮古諸島（サキシマキノボリトカゲ）、台湾の北部および東北
部（キグチキノボリトカゲ）に分布する。他の同属種は30種程度が知られ、台湾、中国南部、イン
ドシナからネパールにかけて分布するが、系統関係は分かっていないうえ、属の分類にも問題があ
る。 

生 態 的 特 徴 ： 体サイズの性的二型の程度は小さいが、雄どうしの闘争が観察されることから、ほかの亜種同様に
雄が交尾なわばりを持つと考えられる。雄では夏季に頭胴長6.7 cmに達しているもの、雌では5.9 
cmに達しているものは成熟している。産卵期は少なくとも3月下旬から7月上旬におよび、1個体
の雌は1シーズンに2～3回産卵すると考えられる。一腹卵数は1～3個。卵は40～50日で孵化し、
頭胴長2.5 cm前後の幼体が生まれてくる。 

生息地の条件  ： 餌となる土壌動物・昆虫類の豊富な常緑広葉樹林の林縁部や明るい疎林で、下草の少ない場所に多
い。集落周辺や海岸近くの孤立した二次林などではみられない。 

個体数の動向  ： 具体的な資料はないが、生息地は徐々に減っており、減少傾向にあると考えられる。 
現在の生息状況 ： 生息密度が低いということはないが、分布範囲は山地部およびそれに続く森林にに限られ、その潜

在的な生息面積の狭さから、生息数はある程度限られていると考えられる。 
学術的意義・評価 ： 本亜種が分布する与那国島は、台湾系の陸生動物と八重山系の陸生動物が入り交じるところで、一
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つの移行帯として興味深い。しかしヨナグニキノボリトカゲは、どちらの要素とも言い難い種キノ
ボリトカゲに含まれ、かつこの島に固有の亜種であるため、生物地理学的に特殊な存在である。与
那国島の陸生生物相の成り立ちを理解する上で重要である。また、種の中ではサイズの性的二型の
程度が低く、雌が比較的鮮やかである傾向を示すなど、社会行動をはじめとする生態学的特性の進
化をテーマとした研究の対象としても有望である。 

生存に対する脅威 ： 島そのものが大きくないため、伐採等による生息環境の消失には注意をしなければならない。特に、
広範囲な森林伐採を伴う大規模な開発は、本種の生存にとって大きな脅威となると考えられる。同
島に定着しているインドクジャクによる捕食も懸念される。 

原  記  載 ： Ota, H., 2003. A new subspecies of the agamid lizard, Japalura polygonata (Hallowell, 1861) (Reptilia: 
Squamata), from Yonagunijima Island of the Yaeyama Group, Ryukyu Archipelago. Cur. Herpetol., 22: 
61-71. 

参 考 文 献 ： Ota, H., 1991. Taxonomic redefinition of Japalura swinhonis Gunther (Agamidae: Squamata), with a 
description of a new subspecies of J. polygonata from Taiwan. Herpetologica, 47: 280-294. 

太田英利, 2014. ヨナグニキノボリトカゲ. “レッドデータブック 2014－日本の絶滅のおそれのある野生動物
3 爬虫類・両生類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室（編）, ぎょうせい, 東京, 44–45. 

田中 聡, 2009. ヨナグニキノボリトカゲの生態について. “与那国島総合調査報告書”, 沖縄県立博物館・
美術館, 那覇, 13–22. 

 
執 筆 者 名 ： 戸田 守・田中 聡 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： キシノウエトカゲ 
分    類 ： 有鱗目 トカゲ科 
学    名 ： Plestiodon kishinouyei (Stejneger, 1901) 
方  言  名 ： 宮古・八重山諸島における本種の方言は字単位で異なる場合が多い。 

宮古諸島：バカッザ（佐和田、仲地）、バカギザ（張水、冨名腰、久松、ほか）、バカギイア（下地、
鏡原、城辺）、バカギイリア（大神島）、ヒーマバカッジャ（佐良浜、池間島）、パリイズ（久松）、
ツナズガッサ（来間島）、バカグサ、バキギイサ（多良間島）、ほか 
八重山諸島：バギィラ（大川、新川、大浜、ほか）、マンダラハブ（竹富島）、キィネラ（小浜島）、
ビキラー（黒島）、イシミーゴーザ（新城島上島）、ボーナチ（西表祖納）、バジィラ（波照間）、バ
ガドゥ（与那国） 

カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 雄は全長40 cmを越え、頭胴長も17 cmに達する。雌は大きくても全長33 cm、頭胴長14 cm程度。

幼時は、胴の背面から側面にかけて通常7本の白い縦線があり、尾は空色をしている。成長にした
がってこれらの紋様は徐々に消失し、雄は最終的には褐色の体色に変わるが、雌では幼時の紋様が
残ることが多い。体格はがっしりしていて、とくに雄では、頭胴長14 cmを越える頃から頭部が肥
大し、見た目の頑丈さが増す。 

近似種との区別 ： 八重山諸島の多くの島に同属のイシガキトカゲが分布するが、キシノウエトカゲのほうがずっと大
型である。幼時の体色パターンが似ているため 2 種は混同されやすいが、キシノウエトカゲでは、
体側の白縦線が前肢の前側で明らかに不規則に途切れることで区別ができる。 

分 布 の 概 要 ： 宮古諸島から八重山諸島の与那国島に至る範囲にあるほとんど全ての島に分布。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 近縁種のシナトカゲ P. chnensis が台湾から中国東部・中央部にかけて分布する。

これら2種は、ベトナムに分布するタムダオトカゲ P. tamdaoensis とともにシナトカゲ種群を形成
し、イシガキトカゲやオキナワトカゲが含まれるニホントカゲ種群とは系統が異なる。 

生 態 的 特 徴 ： 本種は、時に海岸付近で多くみられ、特に砂地などに多い。また、畑や集落周辺の石垣も良好な隠
れ家になっているものと思われる。二次林に加え、山地の森林にも生息するが、樹冠が閉じた暗い
環境ではなく、河川沿いや林道沿いなど日が差す環境に出現する。主に日中、日光浴で体温を上げ
てから活動するが、夜間にも活動するという報告がある。比較的大型の節足動物を餌とし、カエル
やトカゲなどの脊椎動物を襲うこともある。雌は土手の穴や倒木の下などで産卵し、卵に随伴して
ケアする。6月下旬から 7月上旬にかけて頭胴長40～43 mm の孵化幼体が出現する。初期成長は早
く、翌年の夏までに2倍ほどの大きさになる。捕食者として、ヘビ類、大型のサギ類、カンムリワ
シ、イリオモテヤマネコなどが知られている。 

生息地の条件  ： 幅広い環境に生息するが、あまり湿りすぎているところは好まない。下生えや転石などがある植生
帯と、日の当たるスペースがセットになった環境が必要である。 

個体数の動向  ： 宮古諸島の島々および八重山諸島の波照間島では明らかに数が減っている。その他の島でも、開発
による環境改変で生息場所が徐々に消失していることから減少していることは間違いない。 

現在の生息状況 ： 伊良部島、下地島、波照間島では個体の発見が難しい状態であり、個体群として極めて危機的な状
況にあると思われる。すでに手遅れの状態である可能性も否定できない。個体数の動向こそ不明で
あるが、黒島においても本種の発見は容易でなく、生息密度は低いと考えられる。 

学術的意義・評価 ： 本種は、シナトカゲ種群のなかで最も大型の種であり、島嶼における小動物の体サイズ進化を論じ
る上で貴重な存在である。また、宮古・八重山諸島に生息する陸生爬虫類のなかでは最も小さな島
にも生息している種のひとつであり、同地域の島嶼群集の成り立ちを考えるうえでも高い学術的価
値を有する。 

生存に対する脅威 ： 特に、生息密度が低い伊良部島、下地島、波照間島には共通してニホンイタチがいることから、こ
の捕食性の国内外来種が直接的に本種の減少を引き起こしている可能性が考えられる。そのほかに
も、同じくニホンイタチが導入されている宮古島において、見た目には大きな環境改変が無いとこ
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ろでも本種が激減しており、イタチの関与が疑われる材料となっている。黒島では同島に導入され
たインドクジャクが負の影響を与えている可能性が指摘されている。これらは現時点では状況証拠
に過ぎないため、早急に調査・研究を進め、現況を正しく把握する必要がある。そのほか、各島で
行われている土地改良による生息環境の悪化、道路整備に伴う轢死個体の増加などが、個体数減少
の原因になっていると考えられる。 

特 記 事 項 ： 国指定天然記念物（1975 年）。宮古島市自然環境保全条例保全種（2005 年）。石垣市自然環境保全
条例保全種(2015年)。IUCN カテゴリー：Near Threatened (NT)。 

原  記  載 ： Stejneger, L., 1901. Diagnoses of eight new batrachians and reptiles from the Riu Kiu Archipelago. Japan. 
Proc. Biol. Soc. Wash., 14: 189-191. 

参 考 文 献 ： Diaz-Sacco, J. J., 2015. Nocturnal Activity Records of the Kishinoue's Giant Skink, Plestiodon kishinouyei, on 
Iriomote-Jima Island. Cur. Herpetol., 34: 172–176. 

Brandley, M. C., Y.-Z. Wang, X.-G. Guo, A. N. M. de Oca, M. Feria-Ortiz, T. Hikida, and H. Ota, 2011. 
Accommodating heterogenous rates of evolution in molecular divergence dating methods: an example using 
intercontinental dispersal of Plestiodon (Eumeces) lizards. Syst. Biol., 60: 3–15. 

Brandley, M. C., H. Ota, T. Hikida, A. N. M. de Oca, M. Feria-Ortiz, X.-G. Guo, and Y.-Z. Wang, 2012. The 
phylogenetic systematics of blue-tailed skinks (Plestiodon) and the family Scincidae. Zool. J. Linn. Soc., 
165: 163–189. 

疋田 努, 1996. キシノウエトカゲ. “日本動物大百科 第 5 巻 両生類・爬虫類・軟骨魚類”，千石正一・松
井正文・疋田 努・仲谷一宏（編）, 平凡社, 東京, 81. 

樋上正美・村田 行, 1987. キシノウエトカゲの抱卵巣の観察例. Akamata, (4): 1-2. 
木寺法子・下瀬環・新盛基史, 2016. 石垣島で観察された鳥類 2 種とヘビ類 1 種によるキシノウエトカゲ

Plestiodon kishinouyei(有鱗目:トカゲ科)の捕食. 沖縄生物学会誌, (54): 27–31. 
饒平名里美・当山昌直・安川雄一郎・陳 陽隆・高橋 健・久貝勝盛, 1998. 宮古諸島における陸生爬虫両

生類の分布について. 平良市総合博物館紀要, 5: 23-38. 
太田英利, 1981. 波照間島の爬虫両生類相. 爬虫両棲類学雑誌, 9: 54-60. 
太田英利, 2014. キシノウエトカゲ. “レッドデータブック 2014－日本の絶滅のおそれのある野生動物３ 爬

虫類・両生類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室（編）, ぎょうせい, 東京, 48–49. 
田中聡, 2004. 小浜島における両生爬虫類の現状について. “小浜島総合調査報告書”, 沖縄県立博物

館, 21-33. 
当山昌直, 1976. 繁殖期のキシノウエトカゲの野外観察. 両生爬虫類愛好会誌, 4: 7-9. 
当山昌直, 1981. 宮古群島の両生爬虫類. 沖生教研会誌, 14: 30-39. 
当山昌直・久貝勝盛・島尻沢一, 1980. 宮古群島の両生爬虫類に関する方言. 沖生教研会誌, 13: 17-32.  
当山昌直・戸田守・田中聡・徳里政哉 （編著）沖縄県天然記念物調査シリーズ第46集 キシノウエトカゲ生

息実態調査報告. 沖縄県教育委員会, 那覇.   
Uchida, T., 1969. Rat-control procedures on the Pacific island, with special reference to the efficiency of 

biological control agents. II. Efficiency of the Japanese wasel, Mustlea sibirica itatsi Temminck & Schlegel, 
as a rat-control agent in the Ryukyus. J. Fac. Agr. Kyusyu Univ., 15: 355-385. 

 
執 筆 者 名 ： 戸田 守 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： イワサキセダカヘビ 
分    類 ： 有鱗目 セダカヘビ科 
学    名 ： Pareas iwasakii (Maki, 1937) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 全長 50～70 ㎝ほどの小型のヘビ。体は細くかつ側偏しており、背の中央には弱い隆起をもつ。頭

部に比して眼は大きい。瞳孔は縦長の楕円形で、虹彩の部分はオレンジ色ないしやや赤味がかった
黄土色をしている。体色は大部分で褐色ないし淡褐色を呈し、頭部から頸部にかけては暗褐色の縦
縞が、胴部では横断方向に50～70本の不明瞭な黒色帯が見られる。 

近似種との区別 ： 台湾に生息する近縁種とは、虹彩が黄色くないことや頭部が前後に長いことで区別できる。 
分 布 の 概 要 ： 八重山諸島の石垣島と西表島の固有種。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 最近の研究で、台湾には3種のセダカヘビ類が分布することが明らかにされた。

これらはいずれも台湾に固有であるが、イワサキセダカヘビは、この中でも台湾の中〜北部に分布
するアタヤルセダカヘビ Pareas Atayal に近縁である。次いで，台湾の山地全域にいるコマイセダ
カヘビがこれら2種と姉妹群をなし、残るタイワンセダカヘビ（狭義）は中国大陸の種と近縁であ
る。 

生 態 的 特 徴 ： 本種の野外での生態については詳しくはわかっていない。樹上の枝先や、樹幹についたオオタニワ
タリの中などで見つかることから、その細長い体形と併せて、樹上生活を行っていると考えられる。
しかし、2月から 3月にかけては、サトウキビ畑などの地上で発見されることも多いことから、地
上で過ごす時間も長いかもしれない。ほぼカタツムリを専食し、上顎で殻を固定し、殻のなかに下
顎を差し入れて、器用に本体だけを引き出して食べる。繁殖に関しては、初夏に8〜11卵を産むこ
とが分かっている。 

生息地の条件  ： 森林を主な生息地としていると考えられるが、耕作地でもみつかる。 
個体数の動向  ： 定量的な資料はない。 
現在の生息状況 ： これまでの発見例数は少なく、生息状況についての詳しい調査が必要である。 
学術的意義・評価 ： 本種を含むセダカヘビ類の多くは下顎の歯の数が右側で多く、カタツムリの軟体部を引き抜いて食

べる特殊な捕食行動に関係していると考えられている。実際に、イワサキセダカヘビでは、このよ
うに左右非相称な顎のため、実験的に左巻のカタツムリを与えてもほとんど失敗に終わることが示
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されており、セダカヘビ類がカタツムリの巻きの進化に大きな影響を与えてきたとの説の根拠のひ
とつになっている。また、本種は、本属のなかでも特に左右非相称性が顕著で、ヘビとカタツムリ
の共進化系を解き明かすための重要な研究対象であり、その学術的価値は高い。 

生存に対する脅威 ： 山地森林が主な生息場所であると考えられることから、このような環境を保全するとともに現状に
関する詳細な調査を行なうことが望まれる。 

特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Data Deficient (DD)。 
原  記  載 ： Maki, M., 1937. A new subsupecies, Amblycephalus formosensis iwasakii, belonging to Amblycephalidae 

from Ishigaki-jima. Trans. Nat. Hist. Soc. Formosa, 27:217-218. 
参 考 文 献 ： 細将貴, 2012. 右利きのヘビ仮説： 追うヘビ、逃げるカタツムリの右と左の共進化 （フィールドの生物学シ

リーズ）.東海大学出版会, 東京. p.194. 
Hoso, M., Asami, T. & Hori, M. (2007) Right-handed snakes: convergent evolution of asymmetry for 

functional specialization. Biol. Letters 3: 169-172. 
松井創, イワサキセダカヘビの飼育下での産卵. Akamata, (18): 1–2. 
Mori, A. and H. Moriguchi, 1988. Food habits of the snakes in Japan: a critical review. The Snake, 20: 98–113. 
Ota, H., J.-T. Lin, T. Hiraata, and S.-L. Chen, Systematic review of colubrid snakes of the genus Pareas 

(Squamata: Reptilia) from the East Asian islands. J. Herpetol., 31: 79-87. 
大谷 勉, 1983. イワサキセダカヘビ（Pareas iwasakii）の一採集例と飼育下におけるマイマイの捕食につ

いて. Akamata, (1):8-11. 
内山りゅう・前田憲男・沼田研児・関慎太郎, 2002. 日本の両生爬虫類. 平凡社, 東京. 
You, C.-W., N. A. Potarkov Jr, and S.-M. Lin, Diversity of the snail-eating snakes Pareas (Serpentes, 

Pareatidae) from Taiwan. Zool. Scr., 44: 349–361. 
 
執 筆 者 名 ： 千木良芳範・戸田 守 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： アマミタカチホヘビ 
分    類 ： 有鱗目 タカチホヘビ科 
学    名 ： Achalinus werneri Van Denburgh, 1912 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 全長30～60 ㎝ほどの小型の細長いヘビ。背面は青みをおびた黒褐色で正中部に黒色の縦条が走る。

腹面はやや黄味がかったクリｰム色ないしは黄色で、尾部では胴部に比べて色彩がやや暗い傾向が
ある。体を包む鱗は、丸く立体的に盛り上がり光沢がある。 

近似種との区別 ： 別種のタカチホヘビとは腹面の黄色の鮮やかさ、尾部が長く尾部腹面に黒色条線が無いことで区別
される。また、タイワンタカチホヘビやヤエヤマタカチホヘビとは体鱗列数が胴中央で 21～23 列
（タイワンタカチホヘビやヤエヤマタカチホヘビでは25～27列）あることで区別される。 

分 布 の 概 要 ： 奄美大島、枝手久島、徳之島、沖縄島、渡嘉敷島に分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 別種のタカチホヘビが本州、四国、九州に分布しており、石垣島や西表島にはヤ

エヤマタカチホヘビ、台湾にはタイワンタカチホヘビが分布している。 
生 態 的 特 徴 ： 山地森林内に生息しているが、沖縄島の中南部では墓地周辺の森でも生息しており、そういった環

境では市街地周辺であっても時折見つかる。日中には林内の倒木や石の下、石垣の隙間の中に隠れ
ていることが多いが、夜間になると這い出してきて活発に活動する。動きはゆったりしているが、
何度か脅かすとボール状に体を丸める。食性についての情報は少ないが、ミミズを食べることが知
られている。性質はおとなしく咬むことない。また乾燥や高温には弱い。 

生息地の条件  ： 年間を通して林床の湿度が保たれる森林と、隠れ家となる倒木や石垣等のある場所。 
現在の生息状況 ： 沖縄島においては、北部地域の山地およびその林縁地域が主要な生息域である。沖縄島中南部でも

発見例は少なくないが、全体的に個体数は多くないと思われる。 
個体数の動向  ： 定量的な資料はない。 
学術的意義・評価 ： 類似の種が本州、四国、九州から奄美諸島、沖縄諸島、八重山、台湾と連続的に分布しており、そ

れぞれの種分化は島々の成立と関連していると考えられることから、琉球列島の地史を考察するう
えで貴重な種であり、学術的価値は高い。 

生存に対する脅威 ： 森林の伐採や林道の敷設は、本種の生息域を狭め、生息環境の乾燥化を促進する。とりわけ、側溝
の敷設は本種の移動の妨げとなり、落下個体は通常はい上がれないため、U 字溝内からアマミタカ
チホヘビのひからびた死体が発見されることもある。また、沖縄島中南部においては、墓地を主体
とした小規模の森や拝所として断片的に残っている森が本種の主要な生息地となっている。こうし
た森は、規模が小さいだけにその伐採は地域個体群の消滅に直結する可能性が高い。 

特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Vulnerable (VU)。 
原  記  載 ： 高良鉄夫, 1962. 琉球列島における陸棲蛇類の研究. .琉球大学農家政工学部学術報告, (9):1-202, 22 

pls. 
参 考 文 献 ： 千木良芳範, 2014. 恩納村の両生爬虫類. "恩納村誌 第 1 巻 自然編", 恩納村, 453-490. 

Mori, A. and H. Moriguchi, 1988. Food habits of the snakes in Japan: a critical review. The Snake, 20: 98–113. 
森口 一・内藤 聡, 1979. 徳之島のアマミタカチホヘビ. 爬虫両生類学雑誌, 8（1）: 36. 
田中 聡, 1986. 沖縄島南部で採集されたアマミタカチホヘビの一腹卵数について. Akamata, (3): 3-4. 
田中 聡, 1986. 沖縄島南部石灰岩林における蛇類の夜間調査. Akamata, (3): 19-23. 
当山昌直, 1984. 琉球の両生爬虫類. “沖縄の生物”, 沖生教研会, 那覇, 281-300. 
内山りゅう・前田憲男・沼田研児・関慎太郎, 2002. 日本の両生爬虫類. 平凡社, 東京. 

 
執 筆 者 名 ： 千木良芳範 
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…………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ヤエヤマタカチホヘビ 
分    類 ： 有鱗目 タカチホヘビ科 
学    名 ： Achalinus formosanus chigirai Ota et Toyama, 1989 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 全長 37～45 ㎝の小型の細長いヘビ。背面は黒褐色で正中部に黒色の不明瞭な縦条が走る。腹面は

やや黄味がかったクリｰム色ないし淡灰色で、尾部では胴部に比べて色彩がやや暗い傾向がある。 
近似種との区別 ： 基亜種タイワンタカチホヘビとは尾下板数が異なる（本種で96～97枚、タイワンタカチホヘビでは

62～83枚）ことで、またアマミタカチホヘビやタカチホヘビとは胴中央の体鱗列数が異なる（本種
が25～27列、アマミタカチホヘビとタカチホヘビでは21～23列）ことで区別される。 

分 布 の 概 要 ： 石垣島と西表島に固有の亜種。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 別種のタカチホヘビが本州、四国、九州に分布しており、奄美諸島や沖縄諸島に

はアマミタカチホヘビ、台湾には基亜種であるタイワンタカチホヘビが分布している。 
生 態 的 特 徴 ： 日中にはものかげや鍾乳洞内で見つかる一方、夜間や早朝には地表を移動しているところが観察さ

れていることから、夜行性の傾向が強いと考えられる。タカチホヘビの仲間は一般にミミズを餌と
し、乾燥や高温に弱いことが知られている。 

生息地の条件  ： 年間を通して林床の湿度が保たれる森林と、隠れ家となる倒木や石垣等のある場所。 
個体数の動向  ： 定量的な資料はない。 
現在の生息状況 ： これまでに採集され、公的機関に標本として存在するものは10に満たず、個体数は多くないと思わ

れる。 
学術的意義・評価 ： 類似の種が本州、四国、九州から奄美諸島、沖縄諸島、八重山、台湾と連続的に分布しており、そ

れぞれの種分化は島々の成立と関連していると考えられることから、琉球列島の地史を考察するう
えで貴重な種であり、学術的価値は高い。 

生存に対する脅威 ： 森林の伐採や林道の敷設は、本種の生息域を狭め、生息環境の乾燥化を促進する。とりわけ、側溝
の敷設は本種の移動の妨げとなり、落下個体は通常はい上がれないため、U 字溝内で死亡すること
も考えられる。また、西表島低地部の石灰岩地域に残存する小規模の森は、本種の主要な生息地と
なっている可能性もあり、こうした森の伐採は慎重に進める必要がある。 

特 記 事 項 ： 石垣市自然環境保全条例保全種(2015年)。IUCNカテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Ota, H., and M, Toyama, 1989. Taxonomic re-definition of Achalinus formosanus Boulenger (Xenoderminae: 

Colubridae: Ofhidia), with description of a new subspeicies. Copeia 1989: 597–602. 
参 考 文 献 ： Mori, A. and H. Moriguchi, 1988. Food habits of the snakes in Japan: a critical review. The Snake, 20: 98–113. 

Ota, H. and M. Toyama, 1989. Two additional specimens of Achalinus formosanus chigirai (Colubridae: Ofhidia) 
from the Yaeyama Group, Ryukyu Archipelago. Jpn. J. Herpetol., 13: 40–43. 

高良鉄夫, 1978. 西表島（沖縄）産タカチホヘビ属の一種（予報）. 爬虫両生類学雑誌, 7: 92. 
内山りゅう・前田憲男・沼田研児・関慎太郎, 2002. 日本の両生爬虫類. 平凡社, 東京. 

 
執 筆 者 名 ： 千木良芳範 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： サキシマアオヘビ 
分    類 ： 有鱗目 ナミヘビ科 
学    名 ： Cyclophiops herminae (Boulenger, 1895) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 全長50～85 cm、頭胴長40～70 cm。背面は緑がかった灰褐色で、ところどころに小さな黒点が見ら

れる。腹面は淡いクリーム色。 
近似種との区別 ： 同属のリュウキュウアオヘビが中琉球に分布するが、サキシマアオヘビは体色が主に灰褐色で僅か

に緑味を帯びる程度であること、体鱗列数が17列と、前者の15列よりも多いことなどで区別でき
る。 

分 布 の 概 要 ： 八重山諸島の石垣島、西表島、小浜島、竹富島、波照間島に分布する。以前は宮古諸島にも分布す
るとされていたが、記録は原記載で使用されたタイプ標本の一例だけで、それも分布地が「たぶん
八重山の宮古島」となっている。同原記載論文では、サキシマハブも同様に「たぶん八重山の宮古
島」とされており、島の名前等で混乱していたと思われることなどから、現在では本種の分布範囲
に入れていない。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 同属のリュウキュウアオヘビが奄美・沖縄諸島とトカラ列島南部に、タイワンア
オヘビ C. majar が台湾と中国大陸に分布するほか、近縁のナンダ属 (Ptyas) 数種が台湾や中国東
部に分布しているが、これらの種の間の系統関係は未解明である。 

生 態 的 特 徴 ： 主に森林やその周辺でみられるが、発見の機会は多くなく、野外生態・生活史はよくはわかってい
ない。夜間に発見することが多く、夜行性傾向が強いと思われるが詳細は不明。少なくともミミズ
類を食べることが確認されている。 

生息地の条件  ： 山地森林域から平地にかけて分布するが生息密度は低いと思われる。 
個体数の動向  ： そもそも発見の機会が多くないため生息状況の把握は難しいが、各島で、本種の主な生息環境であ

る林床の湿った森林が減っているため、個体数は減少傾向にあると考えられる。 
現在の生息状況 ： 特に石垣島と西表島以外の島では、生息数がかなり限られる可能性もある。 
学術的意義・評価 ： 本種を含むアオヘビの種の多くはミミズ食と考えられているが、最近の系統学的な研究で、本属は



<爬虫類> 

209 
 

より大型で食性幅の広いナンダ属に含まれることが示唆された。サキシマアオヘビの系統学的位置
は明らかになっていないものの、本種が、食性を大きく変化させた系統群の一角をなすことは明ら
かであり、ヘビ類における食性の変化に伴う、形態や生活史の進化的な変化を考えるうえで貴重で
ある。 

生存に対する脅威 ： 1960年代後半には、野ネズミ駆除のためのイタチを石垣島（2074頭）、西表島（288頭）、小浜島（207
頭）、波照間島（348頭）に導入している。小浜島や波照間島は島の面積の割には多くのイタチが導
入されており、トカゲ類等で壊滅的な影響が出ていることが報告されており、本種もその捕食圧に
よって深刻な影響を受けているものと思われる。 

特 記 事 項 ： 近年の研究により、アオヘビ属の異なる種がそれぞれナンダ属の異なる種に近縁であることが示
され、全体としてナンダ属に包含されることが示唆されている。これにより、もはやアオヘビ属
を認めないとする見解が出されている。宮古島市自然環境保全条例保全種（2005年）に指定され
ており、宮古島での確実な記録はなく、現在では本種の分布範囲に入れていない。IUCN カテゴリ
ー： Liopeltis herminae (Boettger, 1895)  (Sakashima Green Snake)  Lower Risk/near threatened (カテゴ
リーver 2.3)。 

原  記  載 ： Boettger, O., 1895. Neue Frösche und Schlangen von den Liukiu-Inseln. Zool. Anz., 18: 266-270. 
参 考 文 献 ： Figueroa, A., A. D. McKelvy, L. L. Grismer, C. D. Bell, S. P. Lailvaux, 2016. A species-level phylogeny of 

extant snakes with description of a new colubrid subfamily and genus. PLoS One. 2016 Sep 7;11: 
e0161070. 

饒平名里美・当山昌直・安川雄一郎・陳 陽隆・高橋 健・久貝勝盛, 1998. 宮古諸島における陸生爬虫両
生類の分布について. 平良市総合博物館紀要, 5: 23-38. 

太田英利, 1981. 波照間島の爬虫両生類相. 爬虫両棲類学会誌, 9: 54-60. 
太田英利, 1996. サキシマアオヘビ. “日本動物大百科 第 5 巻 両生類・爬虫類・軟骨魚類”，千石正一・

松井正文・疋田 努・仲谷一宏（編）, 平凡社, 東京, 100. 
太田英利, 2000. サキシマアオヘビ. “改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータブック－

（爬虫類・両生類）”, 環境庁自然保護局野生生物課（編）, 自然環境研究センター, 東京, 60. 
太田英利, 2014. サキシマアオヘビ. “レッドデータブック 2014─日本の絶滅のおそれのある野生生物－3 

爬虫類・両生類”, 環境省自然保護局野生生物課希少種保全促進室（編）, ぎょうせい, 東京, 78. 
高良鉄夫, 1962. 琉球列島における陸棲蛇類の研究. 琉球大学農家政工学部学術報告, 9: 1-202, 22. 
田中 聡, 2004. 小浜島における両生爬虫類の現状について. “小浜島総合調査報告書”, 沖縄県立博物

館, 21-33. 
当山昌直，2005．サキシマアオヘビ. “改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータおき

なわ－”, 沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 沖縄県環境保健部自然保護課，沖縄, 125-126. 
当山昌直・久貝勝盛・島尻沢一, 1980. 宮古群島の両生爬虫類に関する方言. 沖生教研会誌, 13: 17-32. 
当山昌直・太田英利, 1990. 西表島崎山半島における両生・爬虫類の生態分布. “南西諸島における野生

生物の種の保存に不可欠な諸条件に関する研究”. 環境庁, 167-172. 
Uchida, T., 1969. Rat-control procedures on the Pacific island, with special reference to the efficiency of 

biological control agents. II. Efficiency of the Japanese weasel, Mustela sibirica itatsi Temminck & 
Schlegel, as a rat-control agent in the Ryukyus. J. Fac. Agr. Kyusyu Univ., 15: 355-385. 

 
執 筆 者 名 ： 当山昌直 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： サキシマバイカダ 
分    類 ： 有鱗目 ナミヘビ科 
学    名 ： Lycodon ruhstrati multifasciatus (Maki, 1931) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 全長 70～80 cm、頭胴長 53～60 cm のスリムなヘビ。背面の地色は淡い灰褐色で、黒褐色の斑紋が

ある。斑紋は、石垣島・西表島産は胴部の前方では大きく後方へいくにつれて小さくなるが、宮古
島産は前と後ろの差は小さい。 

近似種との区別 ： 体に縦に並ぶ黒褐色の斑紋の数が胴で54以上、尾で26以上と多い点で、台湾や中国大陸の基亜種
と区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 八重山諸島の石垣島、西表島、宮古諸島の宮古島、伊良部島に分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ：  基亜種が台湾、中国、ベトナム、ラオスに分布。本種と近縁と思われる種は中

国の内陸部に分布している。 
生 態 的 特 徴 ： 体型などから樹上性と考えられており、実際に樹上でも発見されているが、草の上でもみられる。

サキシマスベトカゲやサキシマキノボリトカゲのほか、ヤモリ類を捕食することが知られている。
繁殖に関する知見は限られているが、5月下旬と6月の下旬に6個と2個の卵を産んだ記録がある。 

生息地の条件  ： 森林やその周辺でみられる。宮古島では轢殺個体がタブ群落の側をとおる道路において確認される
ことから、主に、タブ群落からなる御嶽や傾斜地内の森林に生息していると考えられる。しかし、
草本帯でみられることもある。 

個体数の動向  ： 詳細な数の動向は不明であるが、各島で生息環境の悪化が徐々に進行していることから、個体数は
減少していると考えられる。 

現在の生息状況 ： 生息密度は低く、特に宮古諸島では発見例が少ない。 
学術的意義・評価 ： 中国大陸から、台湾、八重山諸島、宮古諸島にかけて地理的に連続して分布しており、先島の個体

群が別亜種に分化していること、八重山と宮古の両諸島の間でも体色に相違が見られることから、
同地域の地史や、そこでの陸生生物相の成り立ちを解明する上で価値が高い。 

生存に対する脅威 ： 宮古島では道路がふえ、さらに舗装等で整備されたことで車の速度が上がり轢殺個体が増えている
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ものと思われる。また、宮古・八重山諸島においては、捕食者であるイタチによる影響が心配され
る。また、近年では、キジやクジャクなども新たに定着しており、外来種による脅威がさらに増し
ている状態にある。 

特 記 事 項 ： 台湾や中国大陸の個体群との形態的な違いが大きいことから、サキシマバイカダを独立種として扱
う見解もある。宮古島市自然環境保全条例保全種（2005年）。IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 

原  記  載 ： Maki, M., 1931. A monograph of the snakes of Japan. Dai-ichi Shobo, Tokyo, 240. 
参 考 文 献 ： Figueroa, A., A. D. McKelvy, L. L. Grismer, C. D. Bell, S. P. Lailvaux, 2016. A species-level phylogeny of 

extant snakes with description of a new colubrid subfamily and genus. PLoS One, 11: e0161070. 
細将貴, 2007. サキシマバイカダによるオガサワラヤモリの捕食例. Akamata, (18): 9–11. 
饒平名里美・当山昌直・安川雄一郎・陳 陽隆・高橋 健・久貝勝盛, 1998. 宮古諸島における陸生爬虫両

生類の分布について. 平良市総合博物館紀要, 5: 23-38. 
Ota, H., 1888. Taxonomic notes on Lycodon ruhstrati (Colubridae: Ophidia) from East Asia. J. Taiwan Mus., 
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和    名 ： ハイ 
分    類 ： 有鱗目 コブラ科 
学    名 ： Sinomicrurus japonicus boettgeri (Fritze, 1894) 
方  言  名 ： ナナフシ、ナナフシー（沖縄島名護市） 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 全長 30～50 ㎝の小型のヘビ。背面は赤褐色ないしオレンジ色の地に、一体鱗の幅を超える目立つ

黒色の縦条が5本ある。多くの場合、縦条を寸断するように環帯があるが、久米島をはじめとする
一部の島嶼ではほぼ消失している。典型的な環帯は黒色で両縁が白色で縁取られており、腹面を除
いて上述の縦条に挟まれた地色の部分を寸断するが、点で構成され、環帯とはみなしにくいものな
ど、その状態は様々である。頭部は頚部よりもわずかに太く、尾は短く先端は尖っている。 

近似種との区別 ： ヒャンは鱗相の変異幅が本亜種と重複するが、黒色縦条が一体鱗の幅を超えないこと、環帯が腹面
にも及び完全な環状をなすこと、環帯に白い縁取りがないことでハイと区別される。 

分 布 の 概 要 ： 徳之島、伊平屋島、伊是名島、野甫島、具志川島、屋那覇島、古宇利島、屋我地島、沖縄島、瀬底
島、渡嘉敷島、伊江島、座間味島をはじめとする慶良間諸島のほとんどの島、渡名喜島、久米島に
分布。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 奄美諸島には基亜種であるヒャンが、台湾に近縁の別種ザウターハイ S. sauteri
とハトリハイ S. hatori が分布する。八重山諸島に分布するイワサキワモンベニヘビとは系統をやや
異にする。 

生 態 的 特 徴 ： 森林内の薄暗いところで見つかる。昼間は落葉や石の下などに隠れているが、夜になると這い出し
てくる。トカゲ類やメクラヘビを食べる。コブラ科の毒蛇ではあるが、性質はおとなしく、噛みつ
くことは滅多にない。手に取ると、尾の先端を押しつける行動を行う。ヘビ類で知られている儀式
的な闘争（コンバット・ダンス）をすることが知られている． 

生息地の条件  ： 年間を通して林床の湿度が保たれる森林と、隠れ家となる倒木や石垣等のある場所。 
個体数の動向  ： 具体的な資料はないが、沖縄島中南部では明らかに発見する機会は減少している。 
現在の生息状況 ： 沖縄島北部の山地およびその周辺で見つかるが数は多くない。沖縄島の中南部と沖縄島以外の島で

は非常に稀で、特に，久米島を除く島では生息密度は極めて低いと思われる。 
学術的意義・評価 ： ハイと奄美諸島の亜種ヒャンとを併せた種ヒャンにおける縦条と環帯を併せ持つ体色パターンはヘ

ビ類のなかでもユニークであり，さらに，その状態に明確な地理的変異が見られる点も興味深い．
ヘビ類の体色の基本パターンである縦条と環帯は，その適応的な意味について古くから議論されて
きたが，本種はこの問題を解明するため研究材料として非常に有望であり，その学術的価値は高い。 

生存に対する脅威 ： 森林の伐採や林道の敷設は、本種の生息域を狭め、生息環境の乾燥化を促進する。とりわけ、側溝
の敷設は本種の移動の妨げとなり、U 字溝内で死亡した例も見つかっている。また、沖縄島中南部
においては、墓地を主体とした小規模の森や拝所として断片的に残っている森が本種の主要な生息
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地となっている。こうした森は、規模が小さいだけにその伐採は地域個体群の消滅に直結する可能
性が高い。 

特 記 事 項 ： 伊江島、渡名喜島、久米島と、慶良間諸島の一部の島の個体群は少なくとも明瞭な環帯を欠く点で、
その他の島々の個体群と区別でき、別の亜種クメジマハイとされていた。しかし、最近のDNAを使
った研究から、これらの個体群が、明瞭な環帯を持つ典型的なハイ型の祖先から複数回生じたもの
の寄せ集めであること、環帯の消失は段階的で、なかには過渡的なものも見られることなどから、
この亜種を同物異名と見なし、ハイに含めるのが妥当とされた。IUCN カテゴリー：Near Threatened 
(NT)。 

原  記  載 ： Fritze A (1894) Die Fauna der Liu-Kiu-Insel Okinawa. Zool. Jahrb. Syst. 7: 852–926. 
参 考 文 献 ： 千木良芳範, 2014. 恩納村の両生爬虫類. "恩納村誌 第 1 巻 自然編", 恩納村, 453-490. 

皆藤琢磨, 2015. 徳之島におけるハイのコンバットダンスの観察記録. Akamata, (25): 21-22. 
Kaito, T., H. Ota, M. Toda, in press. The evolutionary history and taxonomic reevaluation of the Japanese coral 

snake, Sinomicrurus japonicus (Serpentes, Elapidae), endemic to the Ryukyu Archipelago, Japan, by use of 
molecular and morphological analyses. J. Zool. Syst. Evol. Res. 

Mochida., K., W.-Y. Zhang, M. Toda, 2015. The function of body coloration of the hai coral snake 
Sinomicrurus japonicus boettgeri. Zool. Stud. 54: 1–6. 

Mori, A., and H. Moriguchi, 1988. Food habits of the snakes in Japan: a critical review. The Snake, 20: 98-113. 
Ota, H., 1991. Systematics and biogeography of terrestrial reptiles of Taiwan. In: Y.-S. Lin and K.-H. Chang 

(eds.), Proceedings of the First International Symposium on Wildlife Conser-vation, ROC, pp.47-112. 
Council of Agriculture, Taipei.  

太田英利・岩永節子, 1996. 野外でハイ（有鱗目コブラ科）のコンバットダンスを観察. Akamata, (13): 
13-14. 

高良鉄夫, 1962. 琉球列島における陸棲蛇類の研究. .琉球大学農家政工学部学術報告, (9):1-202, 
22pls. 

戸田守・庄司直嗣, 2015.伊江島から 2 番目となるクメジマハイの標本について．Akamata, (25): 31-34. 
内山りゅう・前田憲男・沼田研児・関慎太郎, 2002. 日本の両生爬虫類. 平凡社, 東京. 
当山昌直, 2003. 名護市の爬虫類. 名護市天然記念物調査シリーズ第５集, 199-223. 名護市教育委員

会. 
 
執 筆 者 名 ： 戸田 守・千木良芳範 
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和    名 ： イワサキワモンベニヘビ 
分    類 ： 有鱗目 コブラ科 
学    名 ： Sinomicrurus macclellandi iwasakii (Maki, 1935) 
方  言  名 ： フニンダマハブ 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 全長は 30～50 ㎝の小型のヘビであるが、近年 80 cm という大型の個体も見つかっている。体色は

赤紫色の地に黒色の環状紋が 40 個ほどある。環状紋の両端には、幅の狭い淡色もしくは白色紋を
伴っており、この白帯は頭部の眼の後ろあたりで幅広くなっていて目立つ。腹面はクリーム色を呈
し、環状紋の間に黒班がある。その彩りから、同属種のヒャンやハイを含む琉球列島の他のヘビと
は容易に識別できる。 

近似種との区別 ： 別亜種タイワンワモンベニヘビとは、後列側頭板が 2 枚あること(タイワンワモンベニヘビでは 1
枚)で識別できる｡ 

分 布 の 概 要 ： 八重山諸島の石垣島と西表島の固有種。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 台湾には別亜種タイワンワモンベニヘビが分布している。 
生 態 的 特 徴 ： 森林内の堆積した落ち葉の中や、朽ちた倒木の中などで見つかっている。夜間には渓流周辺の丈の

低い灌木の枝先にとりついているのが見つかっている。発見個体数が少なく、生態に関する知見は
極端に少ないが、メクラヘビを食べることが報告されている。 

生息地の条件  ： 渓流周辺の森林で見つかることから、湿潤な森林環境が不可欠と思われる。 
個体数の動向  ： 定量的な資料はない。 
現在の生息状況 ： 採集例が極めて少なく、生息状況に関する情報は極めて少ない。 
学術的意義・評価 ： 八重山諸島と台湾、東南アジアとの動物相の関係や地史を考えるうえで重要な種である。 
生存に対する脅威 ： 山地森林が主な生息場所であると考えられることから、このような環境を保全するとともに現状に

関する詳細な調査を行なうことが望まれる。 
特 記 事 項 ： 石垣市自然環境保全条例保全種(2015年)。 
原  記  載 ： Maki, M., 1935. A new poisonous snake(Calliophis iwasakii) from Loo-Choo. Trans. Nat. Hist. Soc. Formosa, 

25: 216–219. 
参 考 文 献 ： Mori, A. and H. Moriguchi, 1988. Food habits of the snakes in Japan: a critical review. The Snake, 20: 98–113. 

Ota, H., 1991. Systematics and biogeography of terrestrial reptiles of Taiwan. In: Y.-S. Lin and K.-H. Chang 
(eds.), Proceedings of the First International Symposium on Wildlife Conser-vation, ROC, pp. 47–112. 
Council of Agriculture, Taipei. 

高良鉄夫, 1962. 琉球列島における陸棲蛇類の研究. .琉球大学農家政工学部学術報告, (9): 1-202, 
22pls. 

内山りゅう・前田憲男・沼田研児・関慎太郎, 2002. 日本の両生爬虫類. 平凡社, 東京. 
 
執 筆 者 名 ： 千木良芳範 
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和    名 ： エラブウミヘビ 
分    類 ： 有隣目 コブラ科 
学    名 ： Laticauda semifasciata (Reinwardt, 1837) 
方  言  名 ： エラブウナギ(沖縄県全域)、イラブー(沖縄県全域) 、ソーイラブー（久高島）、マームン（久高島）、

ソームン（久高島での雌の名称）、ウサー（久高島での雄の名称）、エラバー（石垣島） 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 全長は雄で74～133 cm、雌で83～141 cm、頭胴長は雄で69～120 cm、雌で80～126 cm。体型は同

属種のなかでは太短く、特に雌では、胴の最も太い部分は子供の腕ぐらいの太さになる。体は後方
で徐々に側偏し、尾はオール状。多くの場合、体色は青灰色で、体のほぼ全長にわたって暗褐色の
横帯がある。各横帯は腹側面に向かって淡く、幅も狭くなり、腹面ではしばしば不明瞭になる。体
色には変異があり、地色がほとんど青味を帯びないものが出現する一方、濃い水色のものもある。 

近似種との区別 ： 国内で広く分布域が重なるヒロオウミヘビは地色が鮮やかな瑠璃色で暗帯も黒く、縞模様が目立つ。
また、暗帯は背面と腹面でほぼ同じ幅である点で本種と異なる。宮古・八重山諸島で本種と分布が
重なるアオマダラウミヘビでは、地色の青はくすんでいるが、縞模様ははっきりしており、やはり
背面と腹面で太さが変わらない。最も類似しているのは L. schistorhynchus で、サイズが小さく、腹
板や暗帯が少ないことなどで本種と区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 国内では南西諸島のほぼ全域でみられ、県内では久高島、宮古島、池間島、石垣島、西表島、仲之
神島で繁殖場が確認されている。知られている繁殖地の北限は鹿児島県三島村の硫黄島。九州や本
州の沿岸で見つかることもあるが、黒潮によって流されたものと考えられる。国外では、南シナ海
東部、フィリピンを経て、東はインドネシアのマルク諸島、南は小スンダ列島にまで分布する。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 最も近縁と考えられる L. schistorhynchus は、ポリネシアのニウエ島に分布して
おり、本種の分布との間は地理的に不連続になっている。 

生 態 的 特 徴 ：  主にサンゴ礁域でみられ、東アジアでは、北琉球、中琉球、南琉球、台湾の間である程度の遺伝的
異質性が認められることから、深い海峡を越えて分散することは少ないと考えられる。ウツボ、ハ
ゼ、ベラ、スズメダイ、ニザダイ類など様々な魚類を餌とし、甲殻類の捕食も報告されている。体
内の塩分を調整するために真水ないし汽水の摂取が必要であり、淡水の流入する岩場や洞窟付近に
接岸して水を摂るが、陸地にはあまり上がらない。産卵期は八重山諸島では 5～8 月、宮古諸島で
は4～7月、沖縄諸島では8～12月、これより北の地域では10～12月で、海岸の洞窟に集まって海
面より上の割れ目や小穴などに潜り込んで産卵する。一度に1～10個の卵を産み、飼育下での観察
から孵化までに 137～159 日を要することが報告されている。産卵期には雄も洞窟に集まってくる
ため、少なくとも産卵場では交尾を行なうものと考えられる。 

生息地の条件  ：  本種の生息には、様々な魚類が豊富に生息し、海に向かって開口した繁殖用の洞窟があり、淡水が
流入する岩場があることが必要と考えられる。 

個体数の動向  ： 定量的な資料はないが、多くの産卵場で上陸個体数は減少傾向にある。 
現在の生息状況 ： サンゴの死滅や護岸などにより生息環境は徐々に悪化しているが、現在でも分布域内の広い範囲で

見られる。 
学術的意義・評価 ： 本種を含むエラブウミヘビ属は、真性のウミヘビ類とは独立に海洋環境に進出し、また総じて海洋

環境への適応の度合いも高くないことから、近年、様々な生理学的・生態学的な比較研究の対象と
して注目されている。また、類似した視点から毒性に関しても研究がなされている。さらに、分布
域は南北に広く、緯度勾配に沿った生理学的・生態学的属性の変異の研究材料としても注目される。
そのなかで日本の個体群は種としてはもちろん、属全体でみても北限に位置するため、とりわけ高
い学術的価値を有する。 

生存に対する脅威 ：  餌場となるサンゴ礁の劣化は本種の生息の主要な圧迫要因の一つと考えられる。また、海岸の護岸、
港湾の建設等により、産卵場周辺の環境も劣化している。また、本種は伝統的な食材として捕獲さ
れているが、繁殖に集まった産卵前の雌を主な漁獲対象としていることから、地域個体群に与える
負の影響は小さくないと思われる。地域間の遺伝的交流は限定的であり、産卵数も多くはないため、
一度個体群が減少してしまうと回復は難しいと考えるべきで、伝統的な文化を守るためにも生物学
的な知見に基づく資源管理が必要である。 

特 記 事 項 ：  沖縄県では600 mm以下の個体を捕獲禁止としている。性質はおとなしいが、有毒のため扱いには注
意が必要である。IUCN カテゴリー：Near Threatened (NT)。 

原  記  載 ： Reinwardt, 1837. In Schlegel's Essai sur la Physionomiedes Serpens. J. Kips, J. Hz. and W. P. van Stockum, 
LaHaye (The Hague); another edition, M. H. Schonekat, Amsterdam, II: 516. 

参 考 文 献 ： Gherghel, I., M. Papeş, F. Brischoux, T. Sahlean, A. Strugariu, 2016. A revision of the distribution of sea kraits 
(Reptilia, Laticauda) with an updated occurrence dataset for ecological and conservation research. ZooKeys, 
569: 135–148.  

Kidera, N., A. Mori, M.-C. Tu, 2013. Comparison of freshwater discrimination ability in three species of sea 
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和    名 ： ヒロオウミヘビ 
分    類 ： 有隣目 コブラ科 
学    名 ： Laticauda laticaudata (Linnaeus, 1758) 
方  言  名 ： マダラー（久高島）、フガー（久高島での雌の名称）、マルミル（久高島での雄の名称）、ブヤー（久

高島での雄の大型個体の名称） 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類(VU) 
 
形    態 ： 全長は通常48～136 cm、頭胴長では44～124 cm程度で、まれに全長150 cmを越える。体型は細身

で、尾部は側偏しオール状となる。瑠璃色の地に黒色の環帯をもち、地色との境界は明瞭。環帯は
背面と腹面で幅は変わらず、環帯と環帯の隙間の幅とほぼ同じか環帯のほうがやや幅広。 

近似種との区別 ： 国内で広く分布域が重なるエラブウミヘビは地色が青灰色ないし灰褐色で暗帯も黒くはないため、
全体として縞模様は本種ほど明瞭でない。宮古・八重山諸島で本種と分布が重なるアオマダラウミ
ヘビは、黒色の環帯の幅が環帯と環帯の間隔よりも明らかに狭い点で本種と区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 国内での分布はエラブウミヘビとほぼ重なっており、南西諸島のほぼ全域でみられる。分かってい
る範囲では繁殖場もエラブウミヘビと同じ岩場洞窟を利用している。知られている繁殖地の北限は
鹿児島県三島村の硫黄島で、九州や本州の沿岸で見つかることもあるが、黒潮によって流されたも
のと考えられる。国外では、太平洋では、台湾、フィリピン、小スンダ列島、ニューギニア、ニュ
ーカレドニア、フィジーなどに分布し、インド洋ではスマトラの北部からアンダマン諸島にかけて
分布する。太平洋の個体群とインド洋の個体群の間には大きな遺伝的分化があることが示唆されて
いる。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 最も近縁と考えられるクロッカーウミヘビ L. crockery がソロモン諸島の汽水湖
に分布する。 

生 態 的 特 徴 ： サンゴ礁が発達した海域でよくみられるが、砂泥性の底質をした浅海域や港のなかでも見つかる。
東アジアにおける集団構造は十分に解明されていないが、地理的に隣接した石垣島と西表島の間で
さえ遺伝子頻度に有意な違いが認められることから、定住性が強く、地域間の移動は制限されてい
ることが示唆される。ほぼウナギ型魚類を専食し、主にアナゴ類など砂泥底に穴を掘って棲んでい
る魚類を利用するとされている。体内の塩分を調整するために真水ないし汽水の摂取が必要であり、
淡水の流入する岩場や洞窟付近に接岸して水を摂る。夜間に干出した石灰岩ノッチの下で休んでい
る個体を見かける。産卵はエラブウミヘビに混じって行われるが、産卵期はやや短い。一度に1～7
個の卵を産み、孵化にはおよそ140日を要する。産卵期には雄も洞窟に集まってくるため、少なく
とも産卵場では交尾を行なうものと考えられる。 

生息地の条件  ： 本種の生息には、アナゴ類を主とする魚類が豊富に生息し、海に向かって開口した繁殖用の洞窟が
あり、淡水が流入する岩場があることが必要と考えられる。 

個体数の動向  ： 定量的な資料はないが、多くの産卵場で上陸個体数は減少傾向にある。 
現在の生息状況 ： 県内の多くの島の沿岸域でみられ、特に八重山諸島では相対的に多いと思われる。港湾内など、人

工的な環境でも散発的にみられる。 
学術的意義・評価 ： 本種を含むエラブウミヘビ属は、真性のウミヘビ類とは独立に海洋環境に進出し、また総じて海洋

環境への適応の度合いも高くないことから、近年、様々な生理学的・生態学的な比較研究の対象と
して注目されている。また、分布域は南北に広く、緯度勾配に沿った生理学的・生態学的属性の変
異の研究材料としても注目される。そのなかで日本の個体群は種としてはもちろん、属全体でみて
も北限に位置するため、とりわけ高い学術的価値を有する。 

生存に対する脅威 ： サンゴ礁生態系の劣化は本種の生息の主要な圧迫要因の一つと考えられる。また、海岸の護岸、港
湾の建設等により、産卵場周辺の環境も悪化している。また、本種は伝統的な食材として捕獲され
ているが、繁殖に集まった産卵前の雌を主な漁獲対象としていることから、地域個体群に与える負
の影響は小さくないと思われる。地域間の遺伝的交流は限定的であり、産卵数も多くはないため、
一度個体群が減少してしまうと回復は難しいと考えるべきで、伝統的な文化を守るためにも生物学
的な知見に基づく資源管理が必要である。 

特 記 事 項 ： 性質はウミヘビ類のなかではおとなしい部類に含まれるが、エラブウミヘビと比べて咬みつこうと



<爬虫類> 

214 
 

することが多く、有毒のため取り扱いには特に注意が必要である。IUCN カテゴリー：Least Concern 
(LC)。 

原  記  載 ： Linnaeus, C., 1758. Systema Naturae per Regna Tria Naturae, Secundum Classes, Ordines, Genera, Species, 
cum Characteribus, Differentiis, Synonymis, Locis. Edition 10. Volume 1. Laurenti Salvi, Holmiae 
(=Stockholm), 222. 

参 考 文 献 ： Bacolod P. T., 1983. Reproductive biology of two sea snakes of the genus Laticauda from central Philippinse. 
Philippine Scientist, 20: 39-56. 
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 5 ) 絶滅のおそれのある地域個体群(LP) 

 

 
和    名 ： 大東諸島のオガサワラヤモリ 
分    類 ： 有鱗目 ヤモリ科 
学    名 ： Lepidodactylus lugubris (Duméril et Bibron, 1836) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅のおそれのある地域個体群（大東諸島）(LP)    環境省カテゴリー： 絶滅のおそれのあ

る地域個体群（大東諸島）(LP) 
 
形    態 ： 雌個体だけで構成され、単為生殖をする。全長約8～10 cm、頭胴長3～4 cm。他の国産のヤモリ類

と比べ、胴と頭部の区別がつきにくい。尾は下面側が扁平で、左右に弱いひだがある。背面は淡黄
褐色で黒褐色の複雑な模様が入る。本種には2倍体と3倍体の染色体型が存在し、さらにそれぞれ
の型の中に、背面の模様で識別可能な多数のクローン・タイプが含まれることが知られている。南・
北大東島には2倍体と3倍体のクローンがともに生息し、このうち前者は背中部にハの字と点が縦
に交互に並ぶ特有の模様をしており、遺伝的な分析からも大東諸島に固有のクローンであることが
示唆されている。その他、3 倍体クローンのなかには、外見では国外の既知のクローンと識別が難
しいものが数多く見られるが、遺伝的な分析から、1 つのクローンを除き、それらも大東諸島に固
有のクローンであることが示唆されている 

近似種との区別 ： 本種は両性生殖種の交雑により生じたと考えられているが，その親種と考えられている種をはじめ
本種と混同されていた種がいくつもあり、形態的な特徴だけで本種を識別するのはかなり難しい。
国内の種では、キノボリヤモリが本種と混同される場合があるが、キノボリヤモリは本種よりも明
らかに胴が長い。 

分 布 の 概 要 ： オガサワラヤモリは種としては、太平洋の熱帯・亜熱帯域の島々に広く分布しているが、クローン・
タイプとしてみれば、1 つを除きすべて大東諸島に固有である。非固有のクローンは暫定的に、フ
レンチポリネシアに分布するクローンBと同定されている。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 国内では、3倍体のクーロンCと呼ばれるタイプが沖縄県のほとんどの島々に分
布している。琉球列島においては、1971年にはじめて与那国島と沖縄島から本種が発見され、その
後2000年代に入ってから、各島から相次いで報告されていることから、それらはすべて人為的に広
がった外来集団と考えられている。また、小笠原諸島ではクーロンCと2倍体のクローンAが見ら
れる。これに対し、大東諸島には固有のクローン・タイプが多数存在するうえ、遺伝解析によりそ
れらの間にある共通点が見つかっているため、この諸島内で生じたものであることが強く示唆され
ている。 

生 態 的 特 徴 ： 海岸植生や耕作地周辺の二次植生から森林内まで様々な環境に出現する。昆虫類などを捕食するが、
ビロウやゲットウなどの花蜜も積極的に摂取することが知られている。ダイトウコノハズクによる
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捕食が報告されている。大東諸島では年中産卵し、周年にわたって幼体の加入がある。低温条件下
で孵化率は低下するものの14度で孵卵しても孵化する場合がある。 

生息地の条件  ： 極度に市街地化が進んだ環境や植生が乏しい環境を除き、幅広い環境で生息可能と思われる。 
個体数の動向  ： 個体数の動向については資料がなく、特に目立って減少しているという証拠もない。しかし、クロ

ーンタイプごとにみれば、その頻度は面積が限られた島嶼のなかで動的に変化していると考えるの
が自然であり、その変動のなかで多様性が低下していくことが懸念される。 

現在の生息状況 ： 現状では島内の広い範囲に分布しているが、開放的な環境では見つかりにくい。 
学術的意義・評価 ： 多数のクローンが出現した過程の解明もさることながら、面積の限られる島のなかで、いかにして

多数のクローンが共存を果たしているのか、生物多様性の維持メカニズムの理解を深めるために唯
一無二の貴重な材料と言うことができ、その学術的な価値は極めて高い。 

生存に対する脅威 ： 別のクローンが最も強力な競争者となり得るため、島外からの侵入・定着が大きな脅威である。ま
た、環境条件によってはホオグロヤモリに駆逐されやすいことも示されており、島内におけるホオ
グロヤモリの動向にも注意を向ける必要がある。 

原  記  載 ： Duméril, A. M. C. and G. Bibron, 1836. Érpetologie générale, ou histoire naturelle compléte des reptiles. 
Paris: Libraire Encyclopedique de Roret. 518 p. 

参 考 文 献 ： Akatani, K., T. Matsuo, and M. Takagi, 2011, Breeding ecology and habitat use of the Daito scops owl (Otus 
elegans interpositus) on an oceanic island. J. Raptor Res., 45: 315-323.  
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和    名 ： 小浜島・黒島のサキシマカナヘビ 
分    類 ： 有鱗目 カナヘビ科 
学    名 ： Takydromus dorsalis Stejneger, 1904 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅のおそれのある地域個体群（小浜島、黒島） (LP)  環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類(VU) 
 
形    態 ： 全長約32 cm、頭胴長7 cmに達する大型のカナヘビ。頭部も含め細身の体型をしており、尾は著し

く長い。ほぼ全身鮮やかな緑色をしており、上唇部の上側、目の前後に黒い縦線がある。この黒縦
線より下側では色が明るい。胴の側面から背面にかけての鱗は一様に細かい。咽頭板は4対。 

近似種との区別 ： 国内に分布する体色が緑色のカナヘビのうち、アオカナヘビは上唇部から体側にかけて白縦線があ
る点、ミヤコカナへビは縦線を欠く点で、上唇部に黒縦線を持つ本種と区別できる。また、前者の
2種では、胴背面の鱗が側面のものより明瞭に大型である点でも本種と異なる。 

分 布 の 概 要 ： 八重山諸島の固有種で、石垣島、西表島、黒島、小浜島から知られている。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 系統的には、中琉球に分布するアオカナヘビや台湾固有のザウターカナヘビ T. 

sauteri 、中国東部のシンリンカナヘビ T. sylvatics などに近縁とされていたが、最近、これらの種
のなかでアオカナヘビだけは系統が異なるとする論文も出ており、今後の検討が必要である。 

生 態 的 特 徴 ： 雌は1～2卵を年に数回産むと考えられている。成長や成熟年齢については不明。他の国産のカナヘ
ビ類に比べ、明らかに森林性の傾向が強い。樹上の高い位置まで登ることもあるが、通常は林床や
低木、森林内に見られるの草本帯を利用している。林内で林冠が空いたギャップを主な生息場所と
していると思われる。そういった場所では、本種が木漏れ日で日光浴をしているのが観察される。 

生息地の条件  ： 比較的自然度の高い森林に依存しており、山地の常緑照葉樹林から隔離された小規模な二次林では
ほとんど見られない。ただし、深い森林を欠く黒島では草地を利用しているとの情報もある。 

個体数の動向  ： 黒島では個体を見かけることはほとんどなく、個体群が消滅した可能性まで指摘されていたが、最
近少数個体が観察され、かろうじて本種の存続が確認された。小浜島の個体群は比較的最近まで見
落とされてきたため、動向は不明である。 

現在の生息状況 ： 黒島では簡単には個体が発見できない状態で、生息密度は極めて低いと思われる。小浜島において



<爬虫類> 

216 
 

も、本種の生息範囲は極めて狭い範囲に限定されていると思われ、個体群サイズも極めて小さい可
能性が高い。 

学術的意義・評価 ： 本種内の島嶼個体群間の遺伝的分化については情報がないが、主に森林に生息する種が、黒島や小
浜島のような山地森林域の乏しい島嶼でどのように存続しているのかを解明するために貴重な個体
群と考えられる。 

生存に対する脅威 ： そもそも島の面積が限られているうえに、両島とも、本種の本来の生息地と考えられる森林の面積
は小さいため、小規模な環境改変でも個体群が消滅してしまう可能性がある。また、外来種のイン
ドクジャクが本種を含む小動物の存続に大きな負荷となっている可能性が繰り返し指摘されている。 

原  記  載 ： Stejneger, L., 1904. A new species of lizard from the Riu Kiu Archipelago, Japan. Smithson. Quarterly, Misc. 
Coll., 47: 294-295. 

参 考 文 献 ： Lue, K.-Y. and S.-M. Lin, 2008. Two new cryptic species of Takydromus (Squamata: Lacertidae) from 
Taiwan. Herpetologica, 64: 379–395. 

峯 光一・石田 憲・福原亮史, 2016. 八重山諸島の竹富町黒島におけるサキシマカナヘビの生息確認報
告. Akamata, (26): 35–37. 

持田浩治・竹中践・戸田守, 2014. カナヘビ類が日中に利用している微生息環境. Akamata, (24): 13–16. 
Ota, H., M. Honda, S.-L. Chen, T. Hikida, S. Panha, H.-S. Oh, and M. Matsui, 2002. Phylogenetic 

relationships, taxonomy, character evolution and biogeography of the lacertid lizards of the genus 
Takydromus (Reptilia: Squamata): amolecular perspective. Biol. J. Linn. Soc., 76: 493-509.  

Pyron, R. A., F. T. Burbrink, and J. J. Wiens, 2013. A phylogeny and revised classification of Squamata, 
including 4161 species of lizards and snakes. BMC Evol. Biol. 13: 93. 

竹中践, 2014. サキシマカナヘビ. “レッドデータブック 2014－日本の絶滅のおそれのある野生動物 3 爬
虫類・両生類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室（編）, ぎょうせい, 東京, 54-55. 

 
竹中践・皆藤琢磨・戸田守, 2015. 小浜島におけるサキシマカナヘビの標本採集およびその他の爬虫類・

両生類の記録. Akamata, (25): 36–40. 
Yang, J.-H. and Y.-Y. Wang, 2010. Range extension of Takydromus sylvatics (Pope, 1928) with notes on 

morphological variation and sexual dimorphism. Herpetol. Note., 3: 297–283. 
 
執 筆 者 名 ： 戸田 守 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

 6 ) 情報不足(DD) 

 

 
和    名 ： タシロヤモリ 
分    類 ： 有鱗目 ヤモリ科 
学    名 ： Hemidactylus bowringii (Gray, 1845) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 

一見してホオグロヤモリに似ているが，下唇部がより白っぽいこと、胴背側面に丸くて輪郭のぼやけた暗色斑が入る
こと、胴背面には大型鱗を欠き、一様に顆粒状鱗に覆われることなどで区別できる。奄美諸島以南の琉球列島から記
録があるが、標本に基づく戦後の確かな記録は宮古島・多良間島のものに限られる。現在の国内での生息範囲は奄美
諸島北部に限定されており、沖縄県内にはおそらく生息していない。沖縄県の島々で本種が見られなくなった背景に
は、外来種と考えられているホオグロヤモリとの競合があるとの見方がある。ただし、本種の広い分布域を考えると、
本種自身も琉球列島に在来でない可能性も考えられ、確認が必要である。現在、その研究が進められているが結論を
得るに至っていないため、ここでは情報不足とした。仮に在来である場合は何らかの保全策が必要である。国外では、
台湾から中国、インドシナ半島北部、インド北部、ネパールなどに分布する。 

 
参 考 文 献 ： Kurita, T., 2013. Current status of the introduced common house gecko, Hemidactylus frenatus  (Squamata:  

Gekkonidae), on Amamioshima Island of the Ryukyu Archipelago, Japan. Cur. Herpetol., 32: 50-60. 
前之園唯史・戸田守, 2007. 琉球列島における両生類および陸生爬虫類の分布. Akamata, (18): 28–46. 
太田英利, 2003. タシロヤモリ. “鹿児島県の絶滅のおそれのある野生動植物 動物編 －鹿児島県レッド

データブック－”, 鹿児島県環境生活部環境保護課（編）, 鹿児島県環境技術協会, 99. 
当山昌直, 1976. 宮古群島の両生爬虫類相 (Ⅰ). 爬虫両棲類学雑誌, 6: 64-74. 
当山昌直, 1981. 宮古群島の両生爬虫類. 沖生教研会誌, 14: 30-39. 

 
執 筆 者 名 ： 戸田 守 
 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： アオスジトカゲ 
分    類 ： 有鱗目 トカゲ科 
学    名 ： Plestiodon elegans (Boulenger, 1887) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠB類 (EN) 
 
 全長17 cmに達する。頭胴長6～10 cm。後鼻板はなく、大腿部の後側には不規則な大きさの大型鱗があり、本種の一
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つの特徴となっている。尖閣諸島の集団は胴部の体鱗列が28列の場合が多い（台湾や中国大陸では普通26列）。幼
体の地色は黒色ないし暗褐色で、背中には5本の白色ないし淡黄色の縦線が走る。尖閣諸島のアオスジトカゲの幼時
の尾の色については、北小島の集団で詳しい報告があり、尾の青味が非常に淡く、銀色に近い点で、台湾の同種集団
のそれと顕著に異なる。また、尾の基部側の1/3〜1/4までは胴から続く縦線がはいり、尾が全体的に青くて基部近く
で線が消失する台湾や中国大陸の集団とは異なる。 

 台湾、中国大陸東部に分布し、国内では尖閣諸島の魚釣島、南小島、北小島、久場島だけにみられる。古い文献では
琉球列島各地から本種の分布が記録されているが、形態が類似するオキナワトカゲやイシガキトカゲなどの分類や分
布がよく分かっていなかったこともあり、これらの種と混同されていた結果である。 

 尖閣諸島では岩場や草地、潅木林などの広い範囲で確認される。海鳥の営巣地周辺にもみられ、南小島では、親鳥が
吐き出したヒナの餌（半消化の魚）の一部を食べているのが観察されている。南小島では比較的多くの個体が観察さ
れており、本種の餌として、豊富な海鳥の餌との関連も指摘されている。 

 メスは地表の岩の下の隙間に6、7個を産卵する。北小島では魚釣島層（礫質砂岩）岩盤下の風化した土壌につくられ
た穴に産卵されているのが確認されている。 

 尖閣諸島は、小さい島嶼で構成されており、そこの動物は環境変動に対して脆弱と思われる。魚釣島ではヤギが野生
化しており、植生の破壊が進んでいる。島嶼という性格上、移入種は大きな脅威となる。調査事例が少なく、現在で
は調査することができないこともあって、情報は不足している。 

 
原  記  載 ： Boulenger, G. A., 1887. Catalogue of the lizards in the British Museun (Natural History).2d edition. Ⅲ. Lacer 

-tidae, Gerrhosauridae, Scincidae, Anelytropidae, Dibamidae, Chamaeleontidae. 575p. London, British 
Museun. 

参 考 文 献 ： 疋田努, 1996. アオスジトカゲ. “日本動物大百科 第 5 巻 両生類・爬虫類・軟骨魚類”, 千石正一・松井
正文・疋田努・仲谷一宏（編），平凡社，東京, 80. 

池原貞雄・安部琢也・城間侔，1978．尖閣列島・南小島を訪ねて．沖縄生物学会誌，(16): 39-44． 
新納義馬・玉城松栄・新城和治・宮城康一，1971．尖閣列島の植物. “尖閣列島学術調査報告”, 琉球大

学尖閣列島学術調査団（編）, 琉球大学, 37-84, pls.18. 
Ota, H., 2004. Notes on reproduction and variation in the blue-tailed lizard, Eumeces elegans (Reptilia: 

Scincidae), on Kita-kojima Island of the Senkaku Group, Ryukyu Archipelago. Cur. Herpetol., 23(1): 37-41.  
太田英利, 2014. アオスジトカゲ. “レッドデータブック 2014─日本の絶滅のおそれのある野生生物－3 

爬虫類・両生類”, 環境省自然保護局野生生物課希少種保全促進室（編）, ぎょうせい， 東京, 18-19. 
Ota, H., N. Sakaguchi, S. Ikehara, and T. Hikida, 1993. The herpetofauna of the Senkaku Group, Ryukyu 

Archipelago. Pac. Sci., 47(3): 248-255. 
当山昌直, 1974. 琉球列島における Eumeces の地理的分布 (予報) 〔講演要旨〕. 爬虫両棲類学雑誌, 

5(3): 69. 
横畑泰志・横田昌嗣・太田英利．2009．尖閣諸島魚釣島の生物相と野生化ヤギ問題．広島大学平和科学

研究センター研究報告, (42): 307-326 
 
執 筆 者 名： 当山昌直 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： シュウダ 
分    類 ： 有鱗目 ナミヘビ科 
学    名 ： Elaphe carinata carinata (Günther, 1864) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠB類 (EN) 
 
 全長150～260 cmに達する。頭胴長6～10 cm。腹板数199～226枚。尾下板数メス60～95対、オス86～120対。胴中

央部の体鱗列は23列。体鱗には強いキールがみられる。背面は黒ずんだベージュ色で、やや黒い緑色を帯びる。 
 台湾、中国大陸の東部・南部・ベトナム北部に分布し、国内では尖閣諸島だけで見られる。魚釣島、南小島、北小島

で記録があり、久場島（黄尾嶼）にも本種が分布するとしている文献もあるが、標本等の具体的な証拠はなく、確認
が必要である。 

 魚釣島では海岸近くの草地やその後背部の潅木の群落周辺、ガレ場などで発見されている。南小島では4泊中に3個
体確認されていることから密度が高い可能性がある。 

 南小島の観察から、海鳥の卵やヒナ、島に多く生息するネズミ類を捕食していると考えられている。飼育下（尖閣諸
島産個体）では、ネズミ類を食べ、ニワトリの生卵を与えると丸のみし、飲み込むときに卵を割る様子がみられた。
おそらく尖閣諸島においても海鳥の卵を捕食していると思われる。 

 魚釣島にはヤギが野生化しており、植生の破壊が進んでいる。島嶼という性格上、移入種は大きな脅威となる。 
 調査事例が少なく、現在では調査することができないこともあって、情報は不足している。 
 
原  記  載 ： Gunther, A. C. G. 1864 The reptiles of British India. London, the Ray Society 1-443.  
参 考 文 献 ： 池原貞雄・安部琢也・城間侔，1978．尖閣列島・南小島を訪ねて．沖縄生物学会誌，(16): 39-44． 

千石正一, 1996. チュウゴクシュウダ. “日本動物大百科 第5巻 両生類・爬虫類・軟骨魚類”, 千石正一・
松井正文・疋田努・仲谷一宏（編）, 平凡社，東京, 98. 

太田英利, 2014. シュウダ. “レッドデータブック 2014─日本の絶滅のおそれのある野生生物－3 爬虫類・
両生類”, 環境省自然保護局野生生物課希少種保全促進室（編），ぎょうせい, 東京, 20-21. 

Ota, H., N. Sakaguchi, S. Ikehara, and T. Hikida, 1993. The herpetofauna of the Senkaku Group, Ryukyu 
Archipelago. Pac. Sci., 47: 248-255. 

高良鉄夫, 1962. 琉球列島における陸棲蛇類の研究. 琉球大学農家政工学部学術報告, (9): 1-202, 22. 
 
執 筆 者 名 ： 当山昌直 



<両生類> 

218 
 

３．６ 両生類 
 

  今回の見直し（改訂第３版）に掲載される種は以下のとおりである。 
 
  カテゴリー 

分類群 

絶滅 
(EX) 

野生 
絶滅 
(EW) 

絶 滅 危 惧 Ⅰ 類  絶滅危惧

Ⅱ類 
(VU) 

準絶滅

危惧 
(NT) 

絶滅のおそれの

ある地域個体群 
(LP) 

情報 
不足 
(DD) 

合  計

  ⅠＡ類

(CR) 
ⅠＢ類

(EN) 

初版 1996 0 0 － － 4 3 1 0 8 

改訂第2版 2005 0 0 5 0 5 1 4 0 0 10 

改訂第3版 2017 0 0 5 0 5 2 3 0 0 10 

※初版のカテゴリーのうち、絶滅種は現行のカテゴリー名の絶滅と野生絶滅を集約することで示し、このほか絶滅危惧種
は絶滅危惧Ⅰ類、危急種は絶滅危惧Ⅱ類、希少種は準絶滅危惧、地域個体群は絶滅のおそれのある地域個体群、未決
定種は情報不足として現行のカテゴリー名に変換して示した。 

 

(１ )  本改訂でのおもな留意点 

各種の評価に際して分化会で繰り返し議論に挙がったのは、絶滅のリスクの高い個体群の扱いについてである。

その代表格はイボイモリの沖縄島南部の個体群で、本事業やその他の現地調査の結果から、極めて危険な水準に

あることが強く示唆された。さらにこの個体群は他の個体群と遺伝的に明確に分化しており、種を分かつ程では

ないにせよ、独自の進化的なユニットとみなされるべきものである。同様な例として、やはり個体群の存続に懸

念材料の多いリュウキュウアカガエルの久米島個体群、ホルストガエルの渡嘉敷島個体群がある。分化会では、

こういった個体群の存在をリストのなかで可視化すべきという意見が出されたが、両者とも種として比較的下位

のカテゴリーに区分せざるを得ず、それは叶わなかった。このように両生類には、掲載種リストを概観しただけ

では見落とされてしまう絶滅リスクの高い個体群が存在することに留意する必要がある。 

 近年の分類学的な変更にも留意すべきである。オキナワイシカワガエルとリュウキュウアカガエルは、近年、

奄美諸島のものと種のレベルで分割され、シリケンイモリも亜種のレベルでの分割の妥当性が示された。地域の

レッドデータブックの特性上、それだけを根拠にカテゴリーの引き上げは行わなかったが、それでも、その保全

上の重要性は増したと捉えるべきであろう。また、分類学的な細分に伴ってマニアの注目度が上がった可能性も

あり、採集圧の上昇にも注意が必要である。 

 

(２ ) 本改訂で明らかになったこと 

掲載種リストだけをみると前回改訂のものと大差はなく、リュウキュウアカガエルが準絶滅危惧種から絶滅危

惧Ⅱ類に引き上げられるに留まった。しかしこれは県内の両生類の生息状況があまり変化しなかったことを意味

するものではない。掲載種の多くはやんばる地域に分布が限定される種、あるいはそれに準ずる種であるが、そ

ういった種は、特に、本部半島や名護市でほぼ生息が確認できなくなるなど、確実な分布域が塩屋—平良ライン（S-T

ライン）以北に限定されることが示された。とはいえ、これは前回の見直しでもある程度示されていたことであ

り、今回はそれが改めて確認されたにすぎない。つまり、近年の動態の評価は主に S-Tライン以北での状況に依

存し、前回の見直し以降、そこでの生息状況の急速な悪化が確認できなかったことが、これらの種のより上位の

ランクへの移行を見送る要因になっている。とはいえ、S-T ライン以北でも徐々に生息環境が悪化していること

は確実であり、次に分布域の減少が具現化したときには手遅れになる可能性が高い。すなわち、主にやんばるに

生息する両生類に関しては分布域の縮小を事前に察知する、より緻密な調査・研究が必要な段階にきているとい

えよう。一方で、同地域におけるマングースの低密度化に伴って小動物に回復の兆しがあるという見方もあり、

両生類についても検証が必要である。その検証の結果は、S-T ラインの北側はもちろん、南側での保全対策の立

案にも大きな意味を持つに違いない。 

 

 

執筆者 戸田 守(琉球大学熱帯生物圏研究センター・准教授) 
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 (３ )  掲載種の解説 

 

 1 ) 絶滅危惧ⅠＢ類(EN) 

 

 

和    名 ： オキナワイシカワガエル 
分    類 ： 無尾目 アカガエル科 
学    名 ： Odorrana ishikawae (Stejneger, 1901) 
方  言  名 ： ワクビチ（国頭村、大宜味村）、マヤーワクビチ（本部町伊豆味） 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類(EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠB類(EN) 
 
形    態 ： 体長10～13 ㎝。胴体部は比較的細いが、頭部は大きい。頭幅は体長の約1/3で、頭長とほぼ同じ。

背面は頭部も含めて緑色の地に、暗紫色をした円錐形の大型突起が散在する。その周縁は多数の不
規則な小円形の隆起ないしは顆粒でおおわれている。 

近似種との区別 ： アマミイシカワガエルと外見的に似るが、背中の模様の若干の差異で区別できる。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島にのみ分布する。沖縄島では国頭村、大宜味村、東村に生息する。かつては本部町や名護市

でも生息が知られていたが、名護市においては1990年代から目撃記録はない。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 奄美大島には近縁のアマミイシカワガエルが生息するが分布域は重ならない。 
生 態 的 特 徴 ： 沖縄での繁殖期は12月から3月で、山地渓流の源流域や滝の近くの岩の割れ目、川岸の土手の穴等

の中に産卵する。卵塊は球状で、個々の卵は分離しやすい。幼生は産卵場所近くの渓流のよどみに
とどまり、多くは8月頃に変態するが、一部は翌年の5月から6月に変態する。夜行性で、日中は
岩の割れ目や川岸の土手の穴等の中に潜んでいる。成体はヤスデやサワガニ等を食べる。 

生 息地 の条 件： 河川のうちでも段丘面より上部のいわゆる台地部上流域から上部の地域に生息する。産卵場所とし
ての源流域の川原斜面地(サワガニなどの掘った穴を産卵洞として利用する)、孵化した幼生の生活
場所となる瀬と淵が連続するような河川形態の場所、亜成体や成体の生活場所となる渓流周辺の森
林が重要である。 

個 体数 の動 向： 定量的な資料はない。 
現在の生息状況 ： 国頭村や大宜味村内の渓流では、見つけることはまだまだ困難ではないが、最近の源流域の開発は、

確実に本種の生息域を狭めている。また、1970年代には名護市内の渓流でも確認されていたが、1989
年の調査で羽地大川における目撃情報、1993年汀間川で記録されて以後、名護市における最近の記
録はない。同様に本部町においては 1993 年までは確認されているが、最近は目撃することができ
ない。現在の生息範囲は、塩屋湾と平良を結ぶラインから北側の地域である。 

学術的意義・評価 ： 2011年に、奄美大島の個体群が形態や核型に差異が認められるとして別種記載されるとともに、沖
縄島の個体群の和名も変更された。また本種の所属についても整理され、ハナサキガエル類ととも
にニオイガエル属に属するとされた。ニオイガエル属は中国で多様化しているが、本種は世界的に
も沖縄島のみに生息し、本種および姉妹種のアマミイシカワガエルは他の同属他種から遺伝的な分
化が大きく、両者の祖先集団は、同属のハナサキガエル種群よりも早い時期に琉球列島に相当する
地域に到達したとされ、分類学的にも動物地理学的にも重要であり、学術的な価値は高い。 

生存に対する脅威 ： 産卵場所が限定されている上に、生活史をとおして渓流の瀬や淵などを利用している。また環境や
水質の変化に敏感であると考えられることから、本種の保護のためには山地渓流の源流域を含めた
水系の保全が重要である。 

特 記 事 項 ： 沖縄県指定天然記念物（1985年）。国内希少野生動植物種（2016年）。IUCNカテゴリー：Endangered 
(EN)。 

原  記  載 ： Stejneger, L., 1901. Diagnoses of eight new batrachians and reptiles from the Riu Kiu Archipelago, Japan. 
Proc. biol. Soc. Wash., 14:189-191. 

参 考 文 献 ： 千木良芳範, 1977.  両生類･爬虫類, "名護市動植物総合調査報告書 名護市天然記念物調査シリｰ
ズ 第 1集", 名護市教育委員会, 名護, 129-178.  

千木良芳範, 2003. 名護市の両生類. "名護市天然記念物調査シリーズ第5集", 名護市教育委員会,  
名護, 225-247.  

Ikehara, S. and H. Akamine, 1976. The ecological distribution and seasonal appearance of frogs and snake, 
Himehabu (Trimeresurus okinavensis Boulenger) along the upper stream of Fuku-river in Okinawa Island. 
Ecol. Stud. Nat. Cons. Ryukyu Isl., 2:69-80. 

池原貞雄･与那城義春･宮城邦治･当山昌直, 1984. 陸の脊椎動物 琉球列島動物図鑑Ⅰ, 新星図書, 
那覇, 351pp. 

Katsuren, S., S. Tanaka and S. Ikehara, 1977. A brief observation on the breeding site and egg of a frog, Rana 
ishikawae (Stejneger) in Okinawa island. Ecol. Stud. Nat. Cons. Ryukyu Isl., Ⅲ:49-54. 

Kuramoto, M., 1972. Karyotypes of the six species of frogs (Genus Rana) endemic to the Ryukyu Islands. 
Caryologia, 25(4):547-559. 

Kuramoto, M., 1980. Acoustic characterization of some japanese frogs (Genus Rana). Bull. Fukuoka Univ. 
Education., 29:93-97. 

Kuramoto, M., N. Satou, S. Oumi, A. Kurabayashi, and M. Sumida, 2011. Inter- and Intra-island divergence in 
Odorrana ishikawae (Anura, Ranidae) of the Ryukyu Archipelago of Japan, with description of a new 
species. Zootaxa, 2767: 25-40. 
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Matsui M., T. Shimada, H. Ota, and T. Tanaka-Ueno, 2005. Multiple invasions of the Ryukyu Archipelago by 
Oriental frogs of the subgenus Odorrana with phylogenetic reassessment of the related subgenera of the 
genus Rana. Mol. Phylogenet. Evol., 37: 733–742. 

前田憲男・松井正文, 1989．日本カエル図鑑. 文一総合出版, 東京, 206pp. 
沖縄総合事務局北部ダム事務所. 1995a. 羽地大川生物環境調査データ：161pp. 
沖縄総合事務局北部ダム事務所. 1995b. 平成5年度沖縄本島北部地域生物環境調査データ：181pp. 
Okochi, I., and S. Katsuren, 1989. Food habits in four spcies of Okinawan frogs. In: M. Ma-tsui, T. Hikida, 

and R. C. Goris (eds.), Current Herpetol. East Asia, pp.405-412. Herpetological Society of Japan, Kyoto. 
瀬戸武司・宇都宮妙子・宇都宮泰明, 1984. Ｃ染色体の核型に見出されたイシカワガエルの二個体
群 (奄美・沖縄) の差異. 爬虫両棲類学雑誌, 10(3)：67-72. 

田中 聡, 1993. 本部町における爬虫両生類の生息状況について（中間報告）. 本部町動植物総合調
査－動物調査中間報告－, 22-31. 本部町教育委員会. 

宇都宮妙子, 1980. 奄美大島のイシカワガエルの繁殖. 両生爬虫類研究会誌, 17：17-18. 
宇都宮妙子・勝連盛輝・宇都宮泰明, 1980. イシカワガエルの生態. 採集と飼育, 42(6):323-325. 
Utsunomiya, T., 1989. Five endemic frog species of the Ryukyu Archipelago. In: M. Matsui, T. Hikida, and R. 

C. Goris (eds.), Current Herpetology in East Asia, Herpetological Society of Japan, Kyoto, 199-204. 
Utsunomiya, Y., T. Utsunomiya and S. Katsuren, 1978. Some ecological observations of Ranaishikawae, a 

rare frog endemic to the Ryukyu Islands. Proc. Japan Academy, 55(5): 233-237.  
Utsunomiya, Y., T. Utsunmiya and S. Katsuren, 1983. Habitat segregation observed in thebreeding of five frog 

species dwelling in a mountain stream of Okinawa Island. Annot. Zool. Japon., 56(2):149-153. 
 
執 筆 者 名 ： 千木良芳範 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： コガタハナサキガエル 
分    類 ： 無尾目 アカガエル科 
学    名 ： Odorrana utsunomiyaorum (Matsui, 1994) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類(EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠB類(EN) 
 
形    態 ： 頭胴長は雄で約4.4 ㎝、雌で約5.3 ㎝で、ハナサキガエルの種群の中では小型。四肢は比較的短い。

頭胴長に比較して、鼻の先（吻端）から目までの距離が短く、他のハナサキガエル種群の個体と比
べると吻が短いように見える。 

近似種との区別 ： 本種は他の近縁種よリ小型で、本種と同様に比較的小型である種ハナサキガエルとも相対的に四肢
が短いことで区別できる。本種と分布地が重なるのはオオハナサキガエルのみである。 

分 布 の 概 要 ： 石垣島・西表島にのみ分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 奄美諸島にアマミハナサキガエル、沖縄島にハナサキガエル、石垣島と西表島に

オオハナサキガエル、台湾にスィンホーガエルが分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 石垣島・西表島の山地森林域の渓流に生息する。オオハナサキガエルが出現する渓流からさらに上

流の部分で本種が確認されている。産卵習性等について他のハナサキガエル類に類似していると思
われるが、未解明の部分が多く推測の域を出ない。冬期に渓流の滝壷などに産卵するようである。 

個体数の動向  ： 定量的な資料はなく、詳細な個体数の動向は不明。 
現在の生息状況 ： 西表島の崎山半島におけるカエル類の生態調査の結果を見る限り、里山のような撹乱された森林で

は本種とオオハナサキガエルのいずれも見つからず、一方、山地の撹乱の少ない森林においてはオ
オハナサキガエルだけが確認されている。また、浦内川において、本流から支流にかけて行なわれ
た調査では、最初はオオハナサキガエルが見られるが、支流を遡る途中から本種が確認されている。
このようなことから、本種はオオハナサキガエルよりさらに深い山地渓流域に生息していると考え
られる。 

学術的意義・評価 ： 奄美諸島から台湾までに分布するハナサキガエル種群に含まれる石垣島・西表島の固有種として、
動物地理学的にも価値が高い。本種は、遺伝的には琉球列島の他のハナサキガエル種群よりもむし
ろ台湾のスィンホーガエルと近縁であり、台湾と琉球列島の動物相の成り立ちを考えるうえで価値
が高い。また、本種の石垣島と西表島の集団間の遺伝的分化の程度は比較的大きく、両島の動物の
遺伝的交流の歴史を考えるうえでも鍵となる。 

生存に対する脅威 ： 渓流性のカエルゆえに、水系の汚染や破壊に弱い。現在考えられる最も深刻な問題として、外来種
による捕食撹乱が懸念される。石垣島では特定外来生物のオオヒキガエル Rhinella marina が繁殖し
ており、すでに於茂登岳の標高数百メートルにあるコガタハナサキガエルの生息地にまでオオヒキ
ガエルが到達しているのが確認されている。直接的な証拠や報告はないが、オオヒキガエルの食性
を考慮すると、コガタハナサキガエルを捕食していることが危惧され、今後本種の個体数の減少な
ど具体的な影響があらわれる危険性がある。 

特 記 事 項 ： 石垣島・西表島の固有種。石垣市自然環境保全条例保全種(2015年)。IUCN カテゴリー：Endangered 
(EN)。 

原  記  載 ： Matsui, M., 1994. A taxonomic study of the Rana narina complex, with description of three new species 
(Amphibia: Ranidae). Zool. J. Linn. Soc., 111: 385-415. 

参 考 文 献 ： 池原貞雄・与那城義春・宮城邦治・当山昌直, 1984. 陸の脊椎動物 琉球列島動物図鑑Ⅰ, 新星図書, 
那覇, 351pp. 

前田憲男・松井正文, 1999. 改訂版日本カエル図鑑. 文一総合出版, 東京, 223pp. 
Matsui M., T. Shimada, H. Ota, and T. Tanaka-Ueno, 2005. Multiple invasions of the Ryukyu Archipelago by 

Oriental frogs of the subgenus Odorrana with phylogenetic reassessment of the related subgenera of the 
genus Rana. Mol. Phylogenet. Evol., 37: 733–742. 
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太田英利, 2000. コガタハナサキガエル. “改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデ
ータブック－（爬虫類・両生類）”, 環境庁自然保護局野生生物課（編）, 自然環境研究センタ
ー, 東京, 80-81. 

当山昌直, 1996. コガタハナサキガエル. “沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータ
おきなわ－”, 沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 沖縄県環境保健部自然保護課, 沖縄, 
346-347. 

当山昌直, 2005. コガタハナサキガエル. “改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物（レッド
データおきな）-動物編-”, 沖縄県文化環境部自然保護（編）, 沖縄県文化環境部自然保護課, 沖
縄, 137-138. 

当山昌直・太田英利, 1990. 西表島崎山半島における両生・爬虫類の生態的分布. “南西諸島にお
ける野生生物の種の保存に不可欠な諸条件に関する研究 平成元年度西表島崎山半島地域調査報
告書”,  環境庁自然保護局, 東京, 167-172. 

 
執 筆 者 名 ： 富永 篤 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ハナサキガエル 
分    類 ： 無尾目 アカガエル科 
学    名 ： Odorrana narina (Stejneger, 1901) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類(EN)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類(VU) 
 
形    態 ： 体長は雄で4.8～5.3 ㎝、雌で6.6～7.4 ㎝になり、ハナサキガエル種群の中では中型。後肢を体軸

に沿って伸ばした時に、脛部関節は吻端より前方に達し、八重山のハナサキガエル種群より後肢の
比率が長い。体は全体的に細く、頭部も細長いので体形はスマートである。鼻先はとがり、手足が
長く跳躍力に富む。体色は全体的に褐色を呈するが、体背面が緑色になる個体や、褐色になる個体
もある。 

近似種との区別 ： 奄美大島にアマミハナサキガエル、石垣島と西表島にコガタハナサキガエルとオオハナサキガエル
が分布しているが、アマミハナサキガエル、オオハナサキガエルが一番大きく、コガタハナサキガ
エルが一番小さいことで区別できる。また、いずれの種も本種と分布地が重なることはない。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島の固有種で、国頭村、大宜味村、東村に生息する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 奄美大島にアマミハナサキガエル、石垣島と西表島にコガタハナサキガエルおよ

びオオハナサキガエルが分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 北部山地森林域に生息する。夜行性で、日中は岩の割れ目、川岸の土堤の穴などに潜んでいる。12

月から2月の厳冬期になると、渓流の滝壺や岩場の周辺に集まり、水中の岩壁の割れ目の奥などに
集団で産卵する。産卵は毎年ほぼ決まった場所で行われ、卵はブドウの房状に岩壁にぶら下げられ
る。孵化した幼生は、しばらくは卵の抜け殻に食いつくようにぶら下がって、卵殻を食べて成長す
る。卵殻を食べ尽くすと、水底に下り、やがて浅瀬へと移動して分散していく。一部は産卵場所で
ある滝壺や淵に残って、変態上陸まで過ごすが、多くは渓流中に流れ出、砂利地の早瀬などで育つ
ようである。5月から 7月に、流れの緩やかな浅瀬で上陸した稚ガエルをみるようになる。場所に
よっては産卵時期がずれていることも確認されている。これまでの調査から、産卵は降雨よりも冬
季の低温が影響していると考えられる。 

生息地の条件  ： 河川のうちでも段丘面より上部のいわゆる台地部上流域から上部の地域に生息する。産卵場所とし
ての滝壺、岩壁を伴う深い淵、孵化した幼生の生活場所となる瀬と淵が連続して存在する河川形態
の場所、亜成体や成体の生活場所となる渓流周辺の森林が重要である。 

個体数の動向  ： 定量的な資料はなく、詳細な個体数の動向は不明。林道開設や森林伐採などにより産卵場所が劣悪
化している地域もあり、少なくとも1970年代よりは減少している。 

現在の生息状況 ： 良好な産卵場所を伴う生息域は塩屋地峡以北の山地域に限られているが、生息個体数等についての
情報は少ない。生息域における渓流では比較的多くの個体が確認されるが、産卵場所などが破壊さ
れると、簡単にその地域から消滅することが予想される。たとえば、大保川上流にあった産卵場所
が林道開設による土砂流入により、1995年頃から産卵が確認されなくなった。沖縄島における分布
の南限は、記録上は名護市三原の山中であるが、1989年の調査で羽地大川で記録されて以後、名護
市における最近の調査まで確認されていない。このため、名護市における本種の生息は絶望的かも
しれない。現在の生息範囲は、塩屋湾と平良を結ぶラインから北側の地域である。 

学術的意義・評価 ： 近年、奄美大島、徳之島に生息する個体群が別種アマミハナサキガエルとなり、先島諸島に生息す
るオオハナサキガエルやコガタハナサキガエルとともに、ハナサキガエル種群の整理が進んできた。
ハナサキガエル種群は、世界的にも琉球列島と台湾のみに分布し、本種の種分化は琉球列島の地史
を考える上で重要であり、学術的な価値は高い。 

生存に対する脅威 ： 本種の産卵場所は限定されている上に、毎年決まった場所で多くの個体が参加して行われる。その
ため産卵場所が破壊されると、その周辺の個体群に重大な影響を及ぼすと考えられる。環境や水質
の変化に敏感であると考えられることから、森林の改変や破壊による赤土流入などが大きな脅威と
なると思われる。また生活史をとおして、渓流の瀬や淵なども利用しているため、本種の保護のた
めには山地渓流の源流域を含めた水系の保全が重要である。 

特 記 事 項 ： Matsui (1994) の再分類により沖縄島固有種であることが明らかになった。IUCN カテゴリー：
Endangered (EN)。 

原  記  載 ： Stejneger, L., 1901. Diagnoses of eight new batrachians and reptiles from the Riu Kiu Archi-pelago, Japan. 
Proc. Biol. Soc. Wash., 14:189-191. 
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執 筆 者 名 ： 千木良芳範・当山昌直 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ホルストガエル 
分    類 ： 無尾目 アカガエル科 
学    名 ： Babina holsti (Boulenger, 1892) 
方  言  名 ： ワクビチ (国頭村、大宜味村、名護市) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類(EN)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠB類(EN) 
 
形    態 ： 体長10～13 cmで、雌雄はほぼ同じ大きさである。頭部は大きくやや三角形を呈する。頭幅は頭長

よりもやや大きい。前肢第１指内縁に肉質の拇指が発達し、先端の小孔から棘状の骨が突出する。
指間の水かきはよく発達する。体色は全体的に淡褐色を呈し、体背面の皮膚は平滑で小顆粒が散在
するが、体側には大きな円形の顆粒がある。成熟したオスの脇腹には、直径1 ㎝ほどのオレンジ色
の円形隆起がある。 

近似種との区別 ： 奄美大島産のオットンガエルと形態や鳴き声が極めて類似し、外見による区別は難しい。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島 (国頭村、大宜味村、東村、今帰仁村) と渡嘉敷島にのみ分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 近縁種と思われるオットンガエルが奄美大島に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 山地森林内の渓流域に生息する。4月から11月にかけて繁殖するが、産卵のピークは6月から7月

である。河川の砂泥地などに直径 30 から 40 cm のくぼみを掘り、周囲を低い土手で囲った池をつ
くり、その中に産卵する。幼生は渓流の溜まりや淵などで生活し、翌年の6月から8月頃に変態す
る。繁殖期以外は森林内に分散するため、林道や開墾地周辺等で目撃されることもある。夜行性で、
日中は岩の割れ目や、川岸の土手の穴などに潜む。成体は大きな餌を好み、サワガニ、カタツムリ、
渓流近くにきた昆虫などを食べる。 

生息地の条件  ： 河川のうちでも段丘面より上部のいわゆる台地部上流域から上部の地域に生息する。産卵場所とし
ての平坦な砂泥地や砂利地、孵化した幼生の生活場所となる渓流の溜まりや淵、亜成体や成体の生
活場所となる渓流周辺の森林が重要である。 

個体数の動向  ： 定量的な資料はない。 
現在の生息状況 ： 国頭地域 (塩屋地峡以北の地域) の山地渓流では普通にみることができるが、生息個体数等につい

ての情報は少ない。名護市においては、2002年に真喜屋大川上流で幼生が確認されて以後の記録は
なく、名護市における本種の生息は絶望的と思われる。また本部町においては 1993 年頃までは確
認されているが、最近は目撃することが困難になっている。一方で、今帰仁村においては最近でも
確かな目撃情報が得られている。沖縄島における分布の南限は、記録上からは名護市世富慶の山中
であるが、現在のところは今帰仁村の山中である。渡嘉敷島の集団は、島の北部から南部の山地に
生息するが、目撃頻度は高くない。 

学術的意義・評価 ： 分類学上かつてはアカガエル属とされていたが、近年オットンガエルとともに独立の Babina 属と
してまとめられた。世界的にも沖縄島と渡嘉敷島のみに生息し、動物地理学上の学術的価値も高い。
本種の分子系統解析により沖縄島と渡嘉敷島の集団間には顕著な遺伝的分化がみられることが明ら
かになった。今後、両個体群を独立した保全単位として個別に保護していく必要がある。 

生存に対する脅威 ： 産卵場所が限定されている上に、生活史をとおして渓流の瀬や淵などを利用している。また環境や
水質の変化に敏感であると考えられることから、本種の保護のためには山地渓流の源流域を含めた
水系の保全が重要である。渡嘉敷島に近年野生化した外来イノシシ集団の影響が懸念される。 

特 記 事 項 ： 沖縄県指定天然記念物 (1985年)。国内希少野生動植物種（2016年）。IUCN カテゴリー：Endangered 
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(EN)。 
原  記  載 ： Boulenger, G. A., 1892. Descriptions of new reptiles and and batrachians from the Loo Chooislands. Ann. 

Mag. Nat. Hist., 6:302-304. 
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和    名 ： ナミエガエル 
分    類 ： 無尾目 ヌマガエル科 
学    名 ： Limnonectes namiyei (Stejneger, 1901) 
方  言  名 ： ワクビチ (国頭村、大宜味村)、ミジワクビチ (本部町伊豆味) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類(EN)         環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠB類(EN) 
 
形    態 ： 体長 10～13 cm。がっちりした四肢と大きな頭部が特徴である。特に頭幅は体長の半分くらいにな

り、吻端はとがっている。体色は全体的に褐色を呈し、体背面には不規則な皺が多く、細かい隆起
が散在する。両眼間に黒褐色の横帯状の斑があり、ひとみはひし形である。鼓膜は眼の後方にある
が、皮下に隠れ外見上は不明瞭である。成熟した雄の肩部にはこぶ状隆起があり、雌と区別できる。 

近似種との区別 ： 台湾産のクールガエルの一種と形態や核型の上で近似するが、台湾産の種に比べて体が大きいこと
と渓流性である（台湾産クールガエルの一種は主に止水で見られる）ことで区別される。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島の固有種で、国頭村、大宜味村、東村に生息する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 近縁種と思われるクールガエルの一種が台湾、中国などに分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 山地森林内の渓流域に生息する。4月から 8月にかけて繁殖し、産卵のピークは5月から 6月であ

る。河川の浅い砂泥地の場所に産卵する。卵は塊にならず、ばらばらに産み出される。幼生は産卵
場所の溜まりや渓流脇の溜まり、淵などで生活し、7月から 9 月頃に変態上陸する。変態直後の稚
ガエルや成体も、渓流のよどみや淵の周辺で水に浸かっているのがよく目撃され、水辺から離れた
場所で見つかることは少ない。サワガニやエビ類をよく食べるが、他種のカエル類も食べる。糞に
は小石が多く混ざることから、水中で砂利ごと獲物を摂食していると思われる。夜行性で、日中は
岩の割れ目、川岸の土堤の穴などに潜んでいる。 

生息地の条件  ： 河川のうちでも段丘面より上部のいわゆる台地部上流域から上部の地域に生息する。産卵場所とし
ての平坦な砂泥地や砂利地、孵化した幼生の生活場所となる渓流の溜まりや淵、亜成体や成体の生
活場所となる渓流周辺の森林が重要である。 

個体数の動向  ： 定量的な資料はない。 
現在の生息状況 ： 国頭地域（塩屋地峡以北の地域） の山地渓流では普通にみることができるが、生息個体数等につい

ての情報は少ない。沖縄島における分布の南限は、記録上からは名護市三原の山中であるが、1987
年から 1993 年にかけての調査で羽地大川で記録されて以後、名護市における最近の調査では確認
されていない。現在の生息範囲は、塩屋湾と平良を結ぶラインから北側の地域である。 

学術的意義・評価 ： 中国、台湾に生息するクールガエルの一種 Limnonectes fujianensis と遺伝的に近く、形態や核型の上
でも類似し、最近縁種と考えられている。世界的にも沖縄島のみに生息し、近縁と考えられる種が
宮古・八重山諸島を越えて台湾や中国、東南アジアに分布することから、琉球列島の地史を考える
上で重要であり、学術的な価値は高い。 

生存に対する脅威 ： 産卵場所が限定されている上に、生活史全体をとおして渓流の瀬や淵などを利用している。また環
境や水質の変化に敏感であると考えられることから、本種の保護のためには山地渓流の源流域を含
めた水系の保全が重要である。 

特 記 事 項 ： 沖縄県指定天然記念物（1985年）。国内希少野生動植物種（2016年）。IUCNカテゴリー：Endangered 
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執 筆 者 名 ： 千木良芳範 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

 2 ) 絶滅危惧Ⅱ類(VU) 

 

 

和    名 ： イボイモリ 
分    類 ： 有尾目 イモリ科 
学    名 ： Echinotriton andersoni (Boulenger, 1892) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類(VU)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類(VU) 
 
形    態 ： 全長は雄で15 cm、雌で20 cmに達し、尾長は全長のほぼ半分。頭胴長は雄で8.8 cm、雌で10.3 cm

になる。大きな雌では、産卵時期には体重が 40 g を越える。後頭部から背中線上を通り、尾の背
陵に続く隆条があり、その両側には、後側方に斜行する 7～9 本の隆条がある。体色は通常は黒に
近い黒褐色で、まれに赤褐色の個体もいる。総排出孔、四肢の裏側、尾の下面は多くの場合橙色で、
肋骨の先端も橙色を呈することがある。左右に肋骨が突出し、頭部とともに胴部も扁平。 

近似種との区別 ： 本種と同所的に分布するシリケンイモリとは、成体ではまったく形や色彩が異なるため、間違うこ
とはない。本種の背面および腹面は一様に黒褐色あるいは赤褐色であり、さらに背面に顕著な隆条
を有するのに対し、シリケンイモリの腹部は鮮やかな赤ないし橙色で、背面の皮膚も基本的にはな
めらかで細かい顆粒がある程度である。幼生は、両種とも大きな外鰓を持つなど止水性有尾類幼生
の特徴を備えるが、シリケンイモリの幼生が前身ほぼ一様に黒色であるのに対し、本種の幼生は薄
い褐色の地に黒色の細かな斑点有する点で容易に区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 奄美大島、徳之島、請島、沖縄島、瀬底島、渡嘉敷島に分布する。台湾にも分布するという報告も
あるが、情報の根拠は明確でなく、きわめて疑わしい。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 同属の種は中国浙江省のごく一部の地域だけに分布する Echinotriton chinhaiensis
と2014年に中国福建省、江西省、広東省から記載された E. maxiquadratus だけである。 

生 態 的 特 徴 ： 丘陵地から山地の森林に生息する。精包の授受が陸上でおこなわれるため、雄は必ず産卵場所にや
ってくるわけではないものと思われる。11月頃から5月頃まで産卵場所に止まる個体がいるが、産
卵場所と非繁殖期の生活場所間の繁殖移動は、とくに降雨に影響され、雨の日が多い。雌は産卵場
所の水際の落葉下などの湿った場所に産卵する。卵から孵化した幼生は、水中で 2～3 カ月の幼生
生活を送り、変態・上陸するが、それ以後は生涯、自発的に水の中に入ることはない。産卵場所に
よっては多数の卵が産まれるが、幼生時代の生残率が低く、変態に至る個体は少ない。飼育下で、
卵から成熟するまで雌で4年以内であったという報告がある。他のイモリ類の例などから、いった
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ん成熟した個体は10年は生きると思われるが、本種に関して具体的な資料はない。 
生息地の条件  ： 林床が湿潤で、岩穴などのシェルターがあり、餌となる陸産貝類・ミミズ類・ムカデ類等の土壌動

物が豊富な森林に加えて、幼生の生育場所として幼生を捕食する魚類がいない水域が必要。水辺の
斜面陸上のリター下に産卵するため、コンクリート護岸のため池では産卵できない。 

個体数の動向  ： 沖縄島中南部の個体群は、伐採や産卵池の埋め立てなどの生息地破壊により減少している。また路
上での轢死や側溝への落下に伴う乾燥死、違法採集が本種の健全な生息を脅かす脅威となっている。 

現在の生息状況 ： 個体群の遺伝的独自性が高いことが分かっている沖縄島南部では従来確認されていた場所の多くで
個体群が消滅してしまった可能性が高く、現在では数地点で生存が確認されているものの、その範
囲はきわめて狭い範囲に限定されている。また、個々の地点でも発見個体数は非常に少なく、その
状況は個体群の存続に対し非常に危険な水準にあると考えられる。沖縄島中部でも森林の消失に加
えて産卵場所となる止水域の消失等により分布域は減少しつつある。 

学術的意義・評価 ： 奄美・沖縄諸島だけに分布するほかの多くの陸生脊椎動物と同様に、古い時代から生き残っている
遺存固有種であり、琉球列島の地史および生物相の成り立ちを解明する上で多くの情報を提供する
と考えられる。また、陸上に産卵し、産卵場所には雄がほとんどみられないという特異な繁殖生態
をもつことから、有尾両生類の繁殖戦略の進化に関する研究対象としても高い学術的な価値を有す
る。 

生存に対する脅威 ： 森林伐採等による生息地の減少、ため池等産卵場所の埋め立て、産卵水場へのティラピアやアメリ
カザリガニ等の放逐による卵や幼生の捕食、繁殖移動のために道路を横切る個体の交通事故死や側
溝での落下死など、個体群の存続を脅かす要因は多い。幼体の新規加入の少なさを成体の高い生存
率によって補償するという生活史特性から、成体の死亡が個体群へおよぼす影響は大きいことが予
想される。 

特 記 事 項 ： 沖縄県内個体群は沖縄県指定天然記念物（1978年）。鹿児島県の個体群については、2003年に同県
指定の天然記念物とされた。国内希少野生動植物種（2016年）。IUCN カテゴリー：Endangered (EN)。 

原  記  載 ： Boulenger, G. A., 1892. Descriptions of new reptiles and batrachians from the Loo Choo Islands. Ann. Mag. 
Nat. Hist., 6: 302-304. 
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執 筆 者 名 ： 富永 篤 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： リュウキュウアカガエル 
分    類 ： 無尾目 アカガエル科 
学    名 ： Rana ulma Matsui, 2011 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類(VU)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧(NT) 
 
形    態 ： 体長は雄が 30～40 mm、雌が 40～50 mm の小型のカエル。体は細く頭が小さく、スマートな体形を

している。その名の通り全身赤褐色をしているが、個体によっては少し赤色が強い個体や灰褐色の
個体もある。背面に逆 V字形の暗色班があり、鼻から鼓膜の後ろにかけて、目を囲む明瞭な黒色三
日月班がある。上あごの縁は白い。 

近似種との区別 ： 県内では近似のカエルはいない。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島（国頭村、大宜味村、東村、今帰仁村、名護市）と久米島に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 普段は山地森林内で生活をしているため目撃するのは少ないが、繁殖期には盛んに鳴きながら沢の

周辺に集まってくるので、容易に目撃することができる。繁殖期は 12 月から始まり、個体によっ
ては3月頃まで産卵することもあるが、ほとんどは12月中の数日から10日間の間で集中的に産卵
を終えてしまう。産卵場所は、山地上流部の水深の浅い砂利地の場所や、渓流中の緩やかな流れの
浅瀬などであるが、場合によっては林道脇の水場や水たまりなどでも産卵する。山中の規模の大き
な広場では、多数の雄が鳴きながら集まり（時には雌雄合わせて2,000個体以上）、ペアリングの
後、水中の小石などに一個一個くっつけて産卵をする。底質が砂利ではなく砂泥地の場所では、水
中の枯れ木や落ち葉などに卵を産み付ける。孵化した幼生は、浅瀬から泳ぎ出し淵や落ち葉の多い
深みの周辺でくらし、3月から 5月に変態上陸して稚ガエルとなる。上陸後は河川近くにとどまる
ことはなく、周辺地に分散していくと思われるが詳細は不明である。 

生息地の条件  ： 河川のうちでも段丘面より上部のいわゆる台地部上流域から上部の地域に主として生息する。産卵
場所としての平坦な砂泥地や砂利地、孵化した幼生の生活場所となる渓流の溜まりや淵、亜成体や
成体の生活場所となる渓流周辺の森林が重要である。 

個体数の動向  ： 定量的な資料はない。 
現在の生息状況 ： 沖縄島と久米島に分布している。沖縄島では名護市以北の地域および今帰仁村に生息しているが、

名護市における確認地は年々減少している。また、今帰仁村における生息地も限定的となっており、
継続的な産卵が危ぶまれる状況である。久米島では宇江城岳を中心とするイタジイ林やアーラ岳を
中心とする山地森林域の渓流周辺に生息するが、生息状況の詳細は明らかでなく楽観できる状況で
はないかもしれない。 

学術的意義・評価 ： 2011年に再分類された結果、沖縄諸島の固有種であることが明らかになった。ホルストガエルやオ
キナワイシカワガエル、ナミエガエルと同様に、琉球列島の地誌を考えるうえで貴重な種である。
沖縄島と久米島の集団間には顕著な遺伝的分化が見られることから、今後、両個体群を独立した保
全単位として個別に保護していく必要がある。 

生存に対する脅威 ： 森林渓流環境に依存した生活をしていることから、森林の分断と乾燥化は生息にとって大きな驚異
となる。また、森林内の水深の浅い砂泥地を産卵場所としているため、こうした場所に土砂が流れ
込むと繁殖場所が消失し、その場所での個体群の維持が困難となる。 

特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Endangered (EN)。 
原  記  載 ： Matsui, M., 2011. On the brown frogs from the Ryukyu Archipelago, japan, with description of two new 

species (Amphibia, Anura). Current Herpetology, 30(2): 111-128. 
参 考 文 献 ： 千木良芳範, 1977. 両生類・爬虫類. "名護市動植物総合調査報告書 名護市天然記念物調査シリー

ズ第1集”, 名護市教育委員会, 名護, 129-178. 
千木良芳範, 2003. 名護市の両生類. ”名護市天然記念物調査シリーズ第5集 名護市の自然”,名
護市教育委員会, 名護, 225-247. 

池原貞雄・与那城義春・宮城邦治・当山昌直, 1984. 陸の脊椎動物 琉球列島動物図鑑 I. 新星図書, 
那覇, 351pp. 

前田憲男・松井正文, 1989． 日本カエル図鑑, 文一総合出版, 東京, 206pp. 
田中 聡, 1993. 本部町における爬虫両生類の生息状況について（中間報告）. 本部町動植物総合調
査－動物調査中間報告－, 本部町教育委員会, 本部町, 22-31. 
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 3 ) 準絶滅危惧(NT) 

 

 
和    名 ： シリケンイモリ 
分    類 ： 有尾目 イモリ科 
学    名 ： Cynops ensicauda (Hallowell, 1861) 
方  言  名 ： 集落によって異なる場合が多い。よく聞かれる方言はアカワターやソージムヤーなど、他にはアカ

ゥワーグヮー、ゥワー、ソージマヤー、ソージモーヤー、ターヌハーメー、ヤマゥワーグヮー、ヤ
マゥワータなど変化に富む。 

カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧(NT)        環境省カテゴリー： 準絶滅危惧(NT) 
 
形    態 ： 全長は雄で14 cm、雌で18 cmになり、尾は雄で全長の約50 %、雌で約55 %。頭胴長は雄で4.6～

7.5 cm、雌で 5.2～8.5 cm。雄は雌よりも尾が短いが、少なくとも繁殖期には縦に幅広くなる。背
面は黒色の地に黄白色ないし金色の不規則な形状の斑紋があるものから無地のもの、橙色の背中線
や側陵のあるものまで個体変異が大きい。さらに、腹面も全面が橙色のものから、橙色の地に黒色
の不規則な形状の模様のあるものまで変異がある。地域により体サイズには大きな変異があるが、
一貫して雌が雄よりも大きい。幼生は、全身がほぼ一様に黒色である。 

近似種との区別 ： 本種と同所的に分布するイボイモリとは、成体ではまったく形や色彩が異なるため、間違うことは
ない。本種の腹部は鮮やかな赤から橙色で、背面の皮膚も基本的にはなめらかで小さな顆粒がある
程度であるのに対し、イボイモリの背面から腹部は一様に黒褐色から赤褐色で、背面に顕著な隆条
を有する。本種の幼生が全身黒色であるのに対し、イボイモリの幼生は、全身が黒色になる変態直
前を除き、基本的に薄い褐色に黒色の細かな斑点がみられることから容易に区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 奄美諸島（奄美大島・加計呂麻島・請島・与路島）・沖縄諸島（沖縄島・瀬底島・浜比嘉島・渡名喜
島・座間味島・阿嘉島・慶留間島・渡嘉敷島など）に分布する。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 同属の種として、本州・四国・九州に分布するアカハライモリ Cynops pyrrhogaster
のほかに中国の雲南省・貴州省・安徽省・江蘇省・浙江省・広西チワン族自治区・湖北省・河南省・
湖南省から8種が知られている。中国産の8種は別属の Hypselotriton とする意見もある。 

生 態 的 特 徴 ： 年間を通して湿潤な林床や草地などに生息する。繁殖は池・湿地・ため池・山地原流域のたまりな
どの止水や流れの遅い流水で、おもに12月～5月の間に行われるが、一部の地域では夏から秋の繁
殖も確認されている。求愛行動や精包の授受は水中でおこなわれる。産卵場所は、生息環境あるい
は産卵時の水場の状況により異なり、水中の水草から水ぎわの落葉、水面から1 m近く上方の土手
に生育する湿ったスギゴケ等、水中にも陸上にも産卵する。この時期雄は水中で雌を待ち、雌が現
れると定型的な行動を通して精子の入った袋（精包）を雌に渡す。幼生は 3～4 カ月で変態・上陸
するが、成熟までには数年を要すると思われる。 

生息地の条件  ： 森林の隣接する渓流、小河川、水路のよどみや溜まり、池、沼、低地の水田などで見つかることか
ら、個体群の維持のためには、非繁殖期の成体および未成熟個体の生活場所として林床が湿潤な状
態が保たれた森林環境と、卵や幼生を過度に捕食する外来魚類がいない止水環境が必要と思われる。 

個体数の動向  ： 定量的な資料はないが、分布域の広い範囲で生息地の消失、生息環境の悪化が進行していることは
明らかであり、減少していることは間違いない。たとえば沖縄島南部のある水場では、ここ 15 年
ほどの間に、繁殖期の出現個体数が密度にして1／4以下に減少してしまった。 

学術的意義・評価 ： 中琉球の固有種であり、ホルストガエルやオキナワイシカワガエルと同様に、琉球列島の地史を考
えるうえで貴重な種である。奄美諸島と沖縄諸島の集団を別亜種とする意見もあり、実際に両集団
間の形態的、遺伝的な分化は比較的大きく、今後、分類学的再検討の必要がある。 

生存に対する脅威 ： 開発にともなう生息域・繁殖場所の縮小、側溝等の敷設にともなう繁殖集団の分断・落下死亡、観
賞用としての販売目的の成体の乱獲等が個体数減少の原因と考えられる。県外都市地区の多くのペ
ットショップで販売されている。繁殖期以外は基本的に陸上生活を送るものの、産卵期には限られ
た水場に多数の個体が集まることも多く、一見、個体群密度が高いような印象を受ける。しかし実
際には、卵や幼生時代の捕食・競争・共食いなどにより変態・上陸する個体は少ないと考えられ、
成体の乱獲が個体群に深刻な影響を与えている可能性が高い。 

特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Endangered (EN) 
原  記  載 ： Hallowell, E., 1861. Report upon the Reptilia of the North Pacific exploring expedition, under command of 

Capt. John Rogers, U. S. N. Proc. Acad. Nat. Sci. Philadelphia, 12: 480-510. 
参 考 文 献 ： 千木良芳範, 1989. 南西諸島ヤンバル地域におけるU字型側溝への小動物落下について. 世界自然

保護基金日本委員会, 東京, 33pp. 
Frost, D. R., 2016. Amphibian Species of the World: An Online Reference. Version 6.0 (20/Oct/2016).  

http://research.amnh.org/herpetology/amphibia/index.html. American Museum of Natural History, New 
York, USA. 

Hayashi, T. and M. Matsui, 1988. Biochemical differentiation in Japanese newts genus Cynops 
(Salamandridae). Zoological Science, 5: 1121-1136. 

Inger, R.F., 1947. Preliminary survey of the amphibians of the Riukiu islands. Fieldiana Zool. 32: 296-352. 
太田英利, 2000. シリケンイモリ. “改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 −レッドデータブ
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ック− （爬虫類両生類）”, 環境省（編）, 自然環境研究センター, 東京, 101. 
Sparreboom, M. and H. Ota, 1995. Notes on the life history and reproductive behaviour of Cynops ensicauda 

popei (Amphibia: Salamandridae). Herpetological J., 5: 310-315. 
田中 聡, 1994. 瀬底島におけるイボイモリとシリケンイモリの生態についての予備的観察. 沖生
教研会誌, 26: 13-21. 

田中 聡, 1996. 南西諸島のイモリ類. “日本動物大百科 5 両生類・爬虫類・軟骨魚類”, 平凡社, 
25-27. 

田中 聡, 2005．イモリ類の繁殖生態. “これからの両棲類学”, 松井正文（編）裳華房, 60-71. 
田中 聡, 2005. シリケンイモリ. “改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物（レッドデータ
おきな）-動物編-”, 沖縄県文化環境部自然保護（編）, 沖縄県文化環境部自然保護課, 沖縄, 
140-141. 

Tominaga A., H. Ota, and M. Matsui, 2010. Phylogeny and phylogeography of the sword-tailed newt, Cynops 
ensicauda. (Amphibia: Caudata), as revealed by nucleotide sequences of mitochondrial DNA. Mol. 
Phylogenet. Evol., 54: 910–921.  

富永 篤・山越悠貴, 2011. 沖縄島におけるシリケンイモリの夏季から秋季産卵の観察例．Akamata, 
22: 9-11. 

当山昌直, 1989. 佐敷町の動物の方言. “佐敷町誌（3 自然）”, 佐敷町, 403-451. 
当山昌直, 1989. 宜野座の動物方言. “宜野座村誌（第3巻）”, 830-860. 
当山昌直・神谷保江・国吉朝子・翁長丈子, 1998. 南風原町の動植物の方言名. “南風原町史 第二
巻 自然・地理資料編”, 南風原町, 645-796. 

当山昌直・倉本 満・森田忠義・前田憲男, 1989. 奄美大島における両生・爬虫類の分布. “南西
諸島における野生生物の種の保存に不可欠な諸条件に関する研究 昭和63年度奄美大島調査報告
書”, 環境庁自然保護局, 163-171. 

 
執 筆 者 名 ： 富永 篤 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ハロウエルアマガエル 
分    類 ： 無尾目 アマガエル科 
学    名 ： Hyla hallowellii Thompson, 1912 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧(NT)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 体長30～40 ㎜の小型のカエル。体は細く頭は小さい。頭部は上面から見ると五角形をしているが、

吻端は裁断状になる。体の背面は鮮やかな緑色もしくは黄緑色を呈し、皮膚は平滑で顕著な隆起を
もっていない。腹面は灰色がかったクリーム色で大きな顆粒で覆われている。背側線隆条はないが、
鼓膜の後背側には明瞭な皮膚ひだがある。四肢の指には大きな吸盤がある。 

近似種との区別 ： 県内では近似のカエルとしてはオキナワアオガエルやヤエヤマアオガエルがあげられるが、本種の
吻端が先端を切り落とされたかのような裁断状であるのに対し、アオガエルの仲間は緩やかに傾斜
して先端が尖っていることで区別することができる。 

分 布 の 概 要 ： 喜界島、奄美大島、加計呂麻島、与路島、請島、徳之島、与論島、伊平屋島、沖縄島に分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 県内には本種の近縁種は分布しない。 
生 態 的 特 徴 ： 樹上生活をしており、普段は山地森林内で生活をしているため目撃するのは容易ではないが、繁殖

期には盛んに鳴いているので確認が容易となる。繁殖期は3月下旬から5月にかけてであり、この
時期には低地の水田や池などの周辺まで下りてくる。水田や池の周辺の木々の梢で多数の雄が鳴き、
雌とペアリングの後、水中で産卵をする。 

生息地の条件  ： 渓流周辺の池、沼、低地の水田などの水辺環境を含む森林で見つかることから、豊かな森林環境と
産卵場所となる止水環境が不可欠と思われる。 

個体数の動向  ： 定量的な資料はない。 
現在の生息状況 ： 本県では伊平屋島、沖縄島および西表島に分布している。しかし、西表島では2個体が確認されて

いるが、その後の記録は全くない。沖縄島では恩納村以北の地域で生息しており、繁殖期には集落
の背後の水田地や池などの周辺で鳴き声をよく聞く。 

学術的意義・評価 ： 中部琉球の固有種である可能性が高く、ホルストガエルやオキナワイシカワガエルと同様に、琉球
列島の地誌を考えるうえで貴重な種である。 

生存に対する脅威 ： 森林と水辺環境に依存した生活をしていることから、森林の分断と乾燥化はその種の生息にとって
は大きな驚異となる。また、森林内の水辺よりも開けた環境の水辺を産卵場所としているため、集
落後背地の水辺や林縁の水辺の消失は、繁殖場所の消失につながる。 

特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC) 
原  記  載 ： Thompson, J. C., 1912. Prodrome of a description of a new genus of Ranidae from the Loo Choo Island. 

Herp. Notices, San Francisco, 1; 1-3. 
参 考 文 献 ： 千木良芳範, 1977．両生類・爬虫類．"名護市動植物総合調査報告書 名護市天然記念物調査シリー

ズ第1集", 名護市教育委員会, 名護, 129-178. 
千木良芳範, 2003. 名護市の両生類. "名護市天然記念物調査シリーズ第5集 名護市の自然", 名
護市教育委員会, 名護, 225-247. 

千木良芳範, 2014. 恩納村の両生爬虫類. "恩納村誌 第3巻 自然編", 恩納村, 453-490. 
池原貞雄・与那城義春・宮城邦治・当山昌直, 1984. 陸の脊椎動物 琉球列島動物図鑑 I. 新星図書, 
那覇, 351pp. 

前田憲男・松井正文, 1989. 日本カエル図鑑, 文一総合出版, 東京, 206pp. 
田中 聡, 1993. 本部町における爬虫両生類の生息状況について（中間報告）. 本部町動植物総合調
査－動物調査中間報告－, 本部町教育委員会, 本部町, 22-31. 
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執 筆 者 名 ： 千木良芳範 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： オオハナサキガエル 
分    類 ： 無尾目 アカガエル科 
学    名 ： Odorrana supranarina (Matsui, 1994) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧(NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧(NT) 
 
形    態 ： 頭胴長は雄が6.8 ㎝、雌が9.3 ㎝でハナサキガエル種群の中では大型。体の背面は緑色から褐色を

呈し、皮膚はほぼ平滑で、不明瞭な顆粒を持つ程度である。腹面の基色はクリーム色がかった白色
で、褐色の微細な模様がある。背側線隆条は弱く断続することが多い。四肢の指には吸盤がある。 

近似種との区別 ： 本種は他の近縁種より大型で、同じく大型のアマミハナサキガエルよりも相対的に四肢が短いこと
で区別できる。本種と分布地が重なるのはコガタハナサキガエルのみである。 

分 布 の 概 要 ： 石垣島・西表島のみに分布し、山地の森林域に生息する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 奄美諸島にアマミハナサキガエル、沖縄島にハナサキガエル、石垣島と西表島に

コガタハナサキガエル、台湾にスィンホーガエルが分布している。 
生 態 的 特 徴 ： 産卵習性等について他のハナサキガエル類に類似していると思われる。産卵期間は長く、主に冬期

に渓流の滝壷や伏流水中などに産卵すると考えられるが、石垣島では9月などにも繁殖が確認され
る。 

生息地の条件  ： 石垣島では、比較的良い状態の森が周辺によく残っている渓流があれば、山腹から山裾でも観察さ
れる。西表島におけるカエル類の生態調査では、同じ森林でも里山のような撹乱された森林には本
種は見つからず、山地の撹乱の少ない森林において生息が確認されている。 

個体数の動向  ： 定量的な資料はない。 
学術的意義・評価 ： 石垣島・西表島の固有種。同じく両島に生息するコガタハナサキガエルが台湾のスィンホーガエル

と近縁であることは対照的に、本種は遺伝的には沖縄島のハナサキガエルや奄美諸島のアマミハナ
サキガエルと近縁である。また、石垣島と西表島の集団間には多少の遺伝的な分化が見られるもの
の、その程度はコガタハナサキガエルのそれほど大きくはない。こうしたことから本種とコガタハ
ナサキガエルを含むハナサキガエル種群は琉球列島の動物相の形成過程を考えるうえで重要であり、
高い学術的価値を有する。 

生存に対する脅威 ： 森林開発などの環境撹乱に弱いと考えられ、その生存には健全な森林の保全が必要。また、繁殖場
所となる渓流の保全も必要である。石垣島ではではおそらく餌をめぐる競争者となりうるオオヒキ
ガエルが本種の生息域まで達しており、影響が懸念される。石垣島では丘陵地の開発の影響も懸念
される。 

特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Endangered (EN) 
原  記  載 ： Matsui, M., 1994. A taxonomic study of the Rana narina complex, with description of three new species 

(Amphibia: Ranidae). Zool. J. Linn. Soc., 111: 385-415. 
参 考 文 献 ： 池原貞雄・与那城義春・宮城邦治・当山昌直, 1984. 陸の脊椎動物 琉球列島動物図鑑Ⅰ, 新星図書, 

那覇, 351pp. 
前田憲男・松井正文, 1999. 改訂版日本カエル図鑑. 文一総合出版, 東京, 223pp. 
Matsui M., T. Shimada, H. Ota, and T. Tanaka-Ueno, 2005. Multiple invasions of the Ryukyu Archipelago by 

Oriental frogs of the subgenus Odorrana with phylogenetic reassessment of the related subgenera of the 
genus Rana. Mol. Phylogenet. Evol., 37: 733–742. 

太田英利, 2000. オオハナサキガエル. “改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデー
タブック－（爬虫類・両生類）”, 環境庁自然保護局野生生物課（編）, 自然環境研究センター, 
東京, 102. 

当山昌直, 1996. オオハナサキガエル. “沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 －レッドデータお
きなわ－-動物編-”, 沖縄県環境保健部自然保護課（編）, 沖縄県環境保健部自然保護課, 沖縄, 
349. 

当山昌直, 2005. オオハナサキガエル. “改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物（レッドデ
ータおきなわ）-動物編-”, 沖縄県文化環境部自然保護（編）, 沖縄県文化環境部自然保護課, 沖
縄, 143. 

当山昌直・太田英利, 1990. 西表島崎山半島における両生・爬虫類の生態的分布. “南西諸島にお
ける野生生物の種の保存に不可欠な諸条件に関する研究 平成元年度西表島崎山半島地域調査報
告書”, 環境庁自然保護局, 東京, 167-172. 

 
執 筆 者 名 ： 富永 篤 
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３．７ 魚類 
 
  今回の見直し（改訂第３版）に掲載される種は以下のとおりである。 
 

  カテゴリー 

分類群 

絶滅 
(EX) 

野生 
絶滅 
(EW) 

絶 滅 危 惧 Ⅰ 類 絶滅危惧

Ⅱ類 
(VU) 

準絶滅

危惧 
(NT) 

絶滅のおそれの

ある地域個体群 
(LP) 

情報 
不足 
(DD) 

合  計

  ⅠＡ類

(CR) 
ⅠＢ類

(EN) 

初版 1996 0 2 － － 6 3 0 27 38 

改訂第2版 2005 1 0 37 23 14 9 4 1 4 56 

改訂第3版 2017 1 0 69 49 20 14 10 0 30 124 

※初版のカテゴリーのうち、絶滅種は現行のカテゴリー名の絶滅と野生絶滅を集約することで示し、このほか絶滅危惧種
は絶滅危惧Ⅰ類、危急種は絶滅危惧Ⅱ類、希少種は準絶滅危惧、地域個体群は絶滅のおそれのある地域個体群、未決
定種は情報不足として現行のカテゴリー名に変換して示した。 

 

(１ )  本改訂でのおもな留意点 

魚類は、前回の改訂以降、沖縄県下から新しい発見が相次ぎ、本改訂では大幅な種数の追加が行われた。さら

に、従来の淡水・汽水に生活する魚類に加え、個体数の減少が懸念される海域に生息する種にもスポットをあて

たことも最も大きな点である。魚類の調査は、観察者の水中での活動時間が制限されるため、正確な分布範囲や

個体数の把握が難しい。また、河川に棲む多くの種が、両側回遊型の生活史を持つため、個体数の年変動が著し

い。これまで比較的、上位にランクされていた種でも、現時点での生息数が多いと判断された種は、今改訂でラ

ンクの引き下げを行った。 

 

(２ ) 本改訂で明らかになったこと 

沖縄県は、数多くの島嶼よりなる島嶼県であり、各島には数多くの河川が走り、河口にマングローブ水域が広

がる場所も多い。さらに、各島嶼を取り巻く海域には、サンゴ礁に囲まれたサンゴ礁池（イノー）が広がる。こ

の複雑な陸水域と海域には、驚くべき多様性に富んだ魚類群集が形成されている。例えば、西表島の浦内川から

は 400種をこえる魚類が記録されているが、今回の改訂に伴う調査でさらに7種が追加された。さらに、陸水の

純淡水魚には、長期にわたる隔離により、独自の進化を遂げたと考えられる極めて学術的価値の高い種が含まれ

る。 

本改訂の結果、絶滅種1種、絶滅危惧Ⅰ類 69種、絶滅危惧Ⅱ類 14種、準絶滅危惧10種、情報不足30種、計

124 種をリストアップした。前回の改訂以降、学術的研究が飛躍的に進展し、新記録種の追加、各種の生活史の

解明、集団遺伝学的解析など多くの情報が集積されてきた。また、海域に生息する魚類の中にも過度の漁獲圧や

生息地の環境悪化などにより、個体数が著しく減少しているものが確認され、それらもリストアップすることに

した。その結果、今回の改訂では、記載種が前回の2.2倍以上（56種から125種）に急増した。海産魚類の正確

な分布や個体数の把握は、極めて難しく、今後どのように評価していくべきか議論していく必要がある。また、

今改訂では、個体数の変動が大きい両側回遊魚のランク評価を、過去数年間の個体数により再評価し、ランクを

下げた種があるが、これらに関しては、今後、継続的かつ慎重なモニタリングが必要である。さらに、今改訂で

情報不足とした種の中には、実際には危機的状態にある種が含まれている可能性がある。次回の改訂までに、こ

れら情報不足種の生活史特性や分布域を精査し、正確なランク評価を行うことが急務である。そのためには、次

回の改訂に向けたタイムススケジュールを早めに設定し、長期的視野に立った継続的な調査計画の立案が必要で

ある。 

 

 

執筆者 立原 一憲（琉球大学理学部・准教授） 
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(３)  掲載種の解説 

 

 1 ) 絶滅(EX) 

 

 

和    名 ： リュウキュウアユ 
分    類 ： サケ目 アユ科 
学    名 ： Plecoglossus altivelis ryukyuensis Nishida, 1988 
方  言  名 ： ヤジ（奄美大島） 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅 (EX)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 体長 18 cm。背鰭は体の中央部に位置し、腹鰭はその直下の腹面にある。背部は緑色を帯びたオリ

ーブ色で、腹部は銀白色。胸鰭から鰓蓋にかけて1～3個の鮮やかな黄色斑がある。 
近似種との区別 ： 体形は基亜種のアユに比べ小型で、ややずんぐりとしており、胸鰭軟条数12と少ない。アユに比べ

て鱗が大きく、縦列鱗数が少ない。 
分 布 の 概 要 ： 中琉球の奄美大島と沖縄島にのみ分布。沖縄島では1970年代中ごろには、北部西岸に注ぐ、少なく

とも 11 河川に生息していたが、1978 年の記録を最後に絶滅した。奄美大島では、主に中南部の住
用湾に注ぐ役勝川・川内川・住用川・山間川および焼内湾に注ぐ河内川に生息。沖縄島における絶
滅の要因としては、急速な開発に伴う河川環境の悪化が考えられる。1992年から、奄美大島産の親
魚から種苗生産した稚魚を福地ダム・安波ダム・辺野喜ダムに放流し、これらのダム湖とその流入
河川には陸封個体群が定着するに至っている。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 基亜種のアユが日本本土から朝鮮半島、中国、台湾からベトナム国境近くまで分
布するのに対し、リュウキュウアユは奄美大島と沖縄島のみに分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 両側回遊を行う。本亜種の産卵期は、11～2 月である。受精卵は水温 20℃の条件下で、7～10 日で
孵化する。孵化仔魚は体長約 5.8 mm で、河川を流下した後、2～3 ヵ月間を海域で過ごして河川へ
遡上する。遡上体長は、基亜種のアユに比べ、小型（25～30 mm）である。 

生息地の条件  ： 沖縄島の河川は、度重なる河川改修と取水による水量の減少により、生息環境が悪化している。両
側回遊の生活環をもつ個体群を復元するため、種苗放流を試みており、ごくわずかながら、両側回
遊個体群が戻ってきた例が確認されている。河川環境は、住民意識の向上により回復してきつつあ
るが、河口周辺の海岸環境は荒廃したままであり、両側回遊型の生活史を持つ本亜種の定着には、
まだ時間を要する。 

現在の生息状況 ： 沖縄島個体群は絶滅した。奄美大島個体群も年変動が大きい。1998年には河内川の産卵場に農道建
設に伴う大量の土砂が流入し、大打撃を被り、現在に至るまで河内川の個体群は回復していない。 

学術的意義・評価 ： リュウキュウアユは、琉球列島の固有亜種であり、基亜種のアユとは 100万年以上の間、遺伝的交
流が無い。本亜種の存在は、琉球列島の地史的背景を深く刻み込んでおり、この地域の淡水魚の進
化を理解するうえで、極めて貴重な存在である。 

生存に対する脅威 ： 奄美大島における本亜種の生存を脅かす要因としては、森林伐採、ダム建設、河川開発、道路工事、
土地造成などが挙げられている。沖縄島における絶滅もこれらの複合的要因に加え、河口周辺の海
岸環境の悪化が原因であろう。 

特 記 事 項 ： 琉球列島（沖縄島・奄美大島）固有亜種。IUCN カテゴリー：Endangered (EN)。 
原  記  載 ： Nishida, M., 1988. A new subspecies of the ayu, Plecoglossus altivelis (Plecoglossidae) from the Ryukyu 

Islands. Japanese Journal of Ichthyology, 35: 236–242. 
参 考 文 献 ： 岸野  底・四宮明彦, 2003. 奄美大島の役勝川におけるリュウキュウアユの遡上生態. 日本水産学

会誌, 69(4): 624–631. 
岸野 底・四宮明彦, 2003. 奄美大島の河川におけるリュウキュウアユ遡上個体の出現状況. 日本
水産学会誌, 70(2): 179–186. 

岸野 底・四宮明彦, 2004. 奄美大島の役勝川と河内川におけるリュウキュウアユの孵化時期と体
サイズ. 魚類学雑誌, 51(2): 149–156. 

Sawashi, Y. and M. Nishida, 1994. Genetic differentiation in population of the Ryukyu-ayu Plecoglossus 
altivelis ryukyuensis on Amami-oshima Island. Japanese Journal of Ichthyology, 41: 253–260. 

西田 睦・澤志泰正・西島信昇・東 幹夫・藤本治彦, 1992. リュウキュウアユの分布と生息状況 －
1986年の調査結果－. 日本水産学会誌, 58(2): 199–206. 

四宮明彦, 1997. リュウキュウアユ. “日本の希少淡水魚の現状と系統保存－よみがえれ日本産淡
水魚－”, 長田芳和・細谷和海（編）, 緑書房, 東京, 36–47. 

Tachihara, K. and K. Kawaguchi, 2003. Morphological development of eggs, larvae and juveniles of 
laboratory-reared Ryukyu-ayu Plecoglossus altivelis ryukyuensis. Fiseries Science, 69: 323–330. 
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 2 ) 絶滅危惧ⅠＡ類(CR) 
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和    名 ： コゲウツボ 
分    類 ： ウナギ目 ウツボ科 
学    名 ： Uropterygius concolor Rüppell, 1838 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 全長約 25 cm、体は細長く円筒形。背鰭と尾鰭は尾鰭付近に限られ、後鼻孔周辺に頭部側線管の開

口を欠く。肛門は体中央部に位置し、体側に斑紋を欠き、一様に濃褐色。 
近似種との区別 ： キカイウツボ亜科に分類され、日本からは3属が知られている。本種はアミキカイウツボ属に含ま

れ、タカマユウツボ属は、後鼻孔の背側に頭部側線管の開口があること、キカイウツボ属は、肛門
が体中央より後方にあること、本属他種は体に斑紋があることで識別される。 

分 布 の 概 要 ： インド洋から西・中央太平洋の熱帯域。日本では、奄美大島、沖縄島、石垣島、西表島。 
生 態 的 特 徴 ： 本種の生活史に関する情報はない。仔魚期はレプトセファルスとして海域で過ごすし、変態後に河

川に遡上するものと推測されている。 
生 息地 の条 件： マングローブのある河口域に生息し、干潮時には泥底の転石の下に隠れる。  
現在の生息状況 ： これまでに西表島の数河川、石垣島の1河川、沖縄島の2河川から記録があるが、生息環境が悪化

し、近年確認されていない河川もある。 
学術的意義・評価 ： 河川汽水域に生息するウツボ科魚類であり、その生態は未解明であり、学術的価値が高い。 
生存に対する脅威 ： 分布が局所的であり、かつ生息場所である河口域は、架橋の付け替え、道路工事、リゾート開発、

水質汚濁、赤土の流入などにより、環境が著しく悪化しつつある。沖縄島最大の生息場所である大
浦川では、観光用の木道が建設され、その生息が危ぶまれる状況にある。 

原  記  載 ： Rüppell, W. P. E. S., 1838. Neue Wirbelthiere zu der Fauna von Abyssinien gehörig. Fische des Rothen 
Meeres. Siegmund Schmerber, Frankfurt am Main. 

参 考 文 献 ： 波戸岡清峰, 2013. ウツボ科. “日本産魚類検索 全種の同定 第三版”, 中坊徹次 (編), 東海大学
出版会, 秦野, 244–261, 1786–1792. 

Sakai, H. and M. Sato, 1982. First records of five teleostean fish and three second records of gobiid fishes 
from Japan, collected in rivers on the Ryukyu Islands. Bulletin of the Faculty of Fisheries, Hokkaido 
University, 33(2): 79–88. 

Smith, D. G., 2012. A checklist of the moray eels of the world (Teleostei: Anguilliformes: Muraenidae). 
Zootaxa, (3474): 1–64. 

鈴木寿之・瀬能  宏, 2004. 西表島の陸水性魚類に迫る絶滅の危機. 魚類学雑誌, 51(1): 72–74. 
瀬能  宏, 2015. コゲウツボ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物－
4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 10–11. 

 
執 筆 者 名 ： 立原一憲 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ナミダカワウツボ 
分    類 ： ウナギ目ウツボ科 
学    名 ： Echidna rhodochilus Bleeker, 1863 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 体は細長く、側扁する。背鰭と臀鰭は低く、前者が鰓孔の直上、後者が肛門の直後から始まる。肛

門は体中央よりわずかに前に位置する。生時の体色は、一様に赤みを帯びた褐色で、眼の下から下
顎後部に1白色斑がある。眼の周囲は、白く縁どられ、虹彩は黒い。 

近似種との区別 ： 眼の下から下顎後部の1白色斑で日本産のウツボ科魚類と識別できる。 
分 布 の 概 要 ： フィリピン、インドネシア、フィジー。日本では西表島と沖縄島。 
生 態 的 特 徴 ： 生息個体数が少なく、本種の生活史に関する情報はない。仔魚期はレプトセファルスとして海域で

過ごし、変態後に河川に遡上するものと推測されている。 
生息地の条件  ： マングローブが発達した河口の汽水域に生息する。 
現在の生息状況 ： 西表島と沖縄島の各1河川から確認されている。 
学術的意義・評価 ： 河川汽水域に生息するウツボ科魚類であり、その生態は未解明であり、学術的価値が高い。 
生存に対する脅威 ： 分布が局所的であり、かつ生息場所である河口域は、架橋の付け替え、道路工事、リゾート開発、

水質汚濁、赤土の流入などにより、環境が著しく悪化しつつある。沖縄島大浦川の生息地では、観
光用の木道が建設され、その生息が危ぶまれる状況にある。 

原  記  載 ： Bleeker, P.,  1863. Sur une nouvelle espèce d'Echidna de l'île de Rotti. Nederlandsch Tijdschrift voor de 
Dierkunde, 1: 246–247. 

参 考 文 献 ： 波戸岡清峰, 2013. ウツボ科. “日本産魚類検索 全種の同定 第三版”, 中坊徹次 (編), 東海大学
出版会, 秦野, 244–261, 1786–1792. 

波戸岡清峰・瀬能  宏・藍澤正宏, 1992. 日本およびフィジーより初記録のナミダカワウツボ (新
称). I. O. P. Diving News, 3(4): 2–3. 

鈴木寿之・瀬能  宏, 2004. 西表島の陸水性魚類に迫る絶滅の危機. 魚類学雑誌, 51(1): 72–74. 
瀬能  宏, 2015. ナミダカワウツボ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生
生物－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 12–13. 

 
執 筆 者 名 ： 立原一憲 
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和    名 ： ゼブラアナゴ 
分    類 ： ウナギ目 アナゴ科 
学    名 ： Heteroconger polyzona Bleeker, 1868 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 全長約30 cm。左右の上唇が連続し、胸鰭を欠き、脊椎骨数152～158。体は白色で約20の褐色横帯

を有する。 
近似種との区別 ： 同属のチンアナゴとは褐色横帯を持つこと、脊椎骨数が少ないことで、別属のニシキアナゴとは左

右の上唇が連続することで識別できる。 
分 布 の 概 要 ： フィリピン、インドネシア。国内では西表島の1箇所のみで記録。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 日本産アナゴ科チンアナゴ亜科魚類は5種知られているが、本種以外はいずれも

サンゴ礁外縁の水深5～30 mに生息。 
生 態 的 特 徴 ： 砂底に直立した状態で群生し、体の後半部を砂中に、前半部を露出させてプランクトンを食べる。 
生 息地 の条 件： 水深1～2 mの海草藻場の砂底。 
現在の生息状況 ： 西表島にのみ生息。 
学術的意義・評価 ： 近縁種に比べ、極めて浅い所に分布する。本種の生態は未解明であり、学問的にも重要。 
生存に対する脅威 ： 西表島は、年々観光客が増加しており、本種の生息地にも開発の波が押し寄せつつある。 
原  記  載 ： Bleeker, P., 1868. Description de trois espèces inédites des poissons des îles d'Amboine et de Waigiou. Versl. 

Akad. Amsterdam (Ser. 2), 2: 331–335, 1pl. 
参 考 文 献 ： Hatooka, K., T. Yoshino, H. Senou and K. Yano, 1986. The fourth garden eel (Pisces, Congridae, 

Heterocongrinae) from Japan. Galaxea, 5: 255–259. 
波戸岡清峰, 2000. アナゴ科. “日本産魚類検索 全種の同定 第二版”, 中坊徹次 (編), 東海大学
出版会, 東京, 227–234. 

Weber, M. and L. F. de Beaufort, 1916. The fishes of the Indo-Australian Archipelago, vol. III. Ostariophysi: II 
Cyprinoidea, Apodes, Symbranchi. E. J. Brill, Leiden. 

吉野哲夫, 2005. ゼブラアナゴ. “改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 動物編”, 沖縄県
文化環境部自然保護課, 那覇, 145. 

 
執 筆 者 名 ： 立原一憲 
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和    名 ： ドロクイ 
分    類 ： ニシン目 ニシン科 
学    名 ： Nematalosa japonica Regan, 1917 
方  言  名 ： アシチン（リュウキュウドロクイと混称） 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠB類 (EN) 
 
形    態 ： 体長 25 cm。体はやや細長く、強く側扁する。体高は体長の33～38％、吻の先端は丸みを帯び、口

は小さく下方に位置する。生時の体色は、銀白色で、体側背部はやや青みを帯びた銀灰色。胸鰭上
方の体側に 1黒色斑を有す。躯幹部から尾部の体側上半に黄緑色の小斑が縦列する。背鰭前方の鱗
は、すべて重なり合い正中線を覆う。腹鰭後方の稜鱗数は13～16。背鰭最後軟条は、糸状に伸長す
る。 

近似種との区別 ： コノシロとは、背鰭前方の鱗は、すべて重なり合い正中線を覆うことで、リュウキュウドロクイと
は、体高/体長比が小さいこと、腹鰭後方の稜鱗数が多いことで識別可能である。ただし、後種とは
雑種を形成することがあるため、注意が必要である。 

分 布 の 概 要 ： 中国大陸沿岸、台湾。日本では、瀬戸内海、九州北岸、和歌山県、高知県で確認されているが個体
群はいずれも小さい。琉球列島では沖縄島の沿岸に生息し、水産重要種として漁獲対象となってい
る。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 沖縄島では、近縁のリュウキュウドロクイと同所的に生息している。沿岸の埋め
立てが進行した場所ほど、両種の自然交雑個体の割合が増加する。  

生 態 的 特 徴 ： 沖縄島における産卵期は、1～5(盛期 2～4)月で、50％成熟体長は雌雄ともに 160 mm である。最高
齢は雌雄ともに約 7歳、3歳までに約 190 mm に達し、その後、成長が緩やかになる。孵化仔魚は、
日齢10まで沖合に分散し、体長10 mmで波打ち際の砂浜干潟に移動する。さらに、体長15 mmにな
ると泥干潟に移動し、そこで成長する。 

生息地の条件  ： 波打ち際の干潟を生育場とし、接岸時には砂浜海岸を、その後の生育には泥干潟を必要とする。全
生活史を内湾の浅海域で完結する特異な生活史特性を持つ。 

現在の生息状況 ： 日本では模式産地の瀬戸内海を含め、近年、土佐湾と沖縄島以外での確認記録がない。今後、東ア
ジア各地の集団との比較も必要である。さらに、沖縄島沿岸では同属のリュウキュウドロクイとの
交雑個体が認められ、埋め立てによる生息および繁殖場所の撹乱が懸念されている。 

学術的意義・評価 ： 沖縄島集団は動物地理学上貴重であり、形態学的にも遺伝学的にも土佐湾集団とは違いが認められ
る。さらに沖縄島内でも中城湾と羽地内海で遺伝的差異が確認されている。 

生存に対する脅威 ： 埋め立てによる生息場所の消失およびそれに伴うリュウキュウドロクイとの交雑。 
原  記  載 ： Regan C. T., 1917. A revision of the clupeoid fishes of the genera Pomolobus, Brevoortia and Dorosoma and 

their allies. Annals and Magazine of Natural History (Ser. 8), 19 (112): 297–316. 
参 考 文 献 ： Nelson G. and M. N. Rothman, 1973. The species of gizzard shads (Dorosomatinae) with particular reference 

to the Indo-Pacific Region. Bulletin of the American Museum of Natural History, 150: 131–206. 
上原匡人・今井秀行・岩本健輔・太田  格・海老沢明彦・吉野哲夫・立原一憲, 2015. ドロクイ属
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2 種の分布および生息環境：近年の沿岸域の改変と交雑個体の出現の関係. 魚類学雑誌, 62: 
13–28. 

Uehara, M. and K. Tachihara, 2015. Eproductive traits of the western Paciffic gizzard shad Nematalosa come: 
implication for conservation and management in a population at its distributional margin. Environmental 
Biology of Fishes, 98: 1–10. 

Whitehead P. J. P., 1985. Clupeoid fishes of the world, part 1. FAO Fisheries Synopsis, (125),7: i-x + 1–303. 
 
執 筆 者 名 ： 立原一憲 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： フナ属の 1 種 
分    類 ： コイ目 コイ科 
学    名 ： Carassius sp. 
方  言  名 ： ターイユ 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 体長約 20 cm。背鰭 15～18 軟条、臀鰭 5軟条、側線有孔鱗数 28～30、鰓耙数 41～57、体高比 2.1

～3.0。体は楕円形で側扁し、臀鰭起点付近より後方で体高が急に低くなる。側線は完全。体色は
通常オリー ブ色を基調とした青黒褐色で、背側は褐色、腹側は銀色を帯びる。オスの鰓蓋と胸鰭
には周年追星が見られる。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄県内では、伊平屋島、伊是名島、沖縄島、渡嘉敷島、座間味島、久米島、南大東島、宮古
島、石垣島、西表島、与那国島から報告があるが、南大東島の個体群は沖縄島からの移殖と考え
られる。琉球列島内では、屋久島、種子島、奄美大島、徳之島などから報告がある。国内のほぼ
全域に生息し、国外では台湾、アジア大陸全土に広く分布する 

近縁な種および群との分布状況の比較 ： 沖縄島には、ゲンゴロウブナが移殖され、一部の水域では定着している。ま
た、かつてナガブナと同定されたフナ属魚類が報告されたことがあるが、定着には至っていない。 

生 態 的 特 徴 ： 沖縄島における本種の産卵期は、通常3、4月を中心とした3～8月で、1産卵期間中に複数回産卵し、
卵は通常3日で孵化する。産卵初期に生まれた雄は数ヶ月で成熟し、産卵後期には産卵に参加す
る。集団内に倍数性が存在し、染色体数2n=10の2倍体、3n=150の3倍体、4n=200の4倍体が確認され
ている。2倍体集団では雌雄がほぼ同率で存在し、通常の有性生殖で繁殖する。3倍体集団は雌のみ
で構成され雌性生殖を行う。4倍体集団には雌雄が存在し、メスは雌性生殖を行うが、雄が繁殖にど
のように関わっているのかは不明である。 

生息地の条件  ： 平野部の湖沼や、そこに通ずる流れの緩やかな河川に生息する。稀に塩分の高い汽水域にも出現
する。産卵に利用する水草が繁茂していることが望ましい。  

現在の生息状況 ： 以前は県内の全域で見られたが、近年の急速な河川環境の悪化に伴い、分布域・個体数ともに急速
に減少している。また、県内の全域に中国・台湾・本州から人為的に移殖されたと考えられるフナ
が定着しており、在来フナの遺伝的固有性も急速に失われつつある。伊是名島、沖縄島、渡嘉敷島、
久米島、宮古島、石垣島には在来のフナと移殖のフナが分布する。現在在来フナだけが分布するの
は伊平屋島だけである。西表島、与那国島では近年フナが確認されず、絶滅の可能性が示唆される。 

学術的意義・評価 ： ミトコンドリアDNAの分析から、琉球列島に生息するフナ個体群は、他地域の集団からおよそ100
万年前に分化したと推定される自然分布集団であることが確認できている。本種は琉球列島の在来
純淡水魚の歴史を考えるうえで極めて貴重な存在である。 

生存に対する脅威 ： 開発に伴う河川環境の悪化および産卵場所の消失により、生息・再生産可能な環境が急速に減少し
ている。また、中国、台湾、日本の本州から移殖されたフナにより在来フナの遺伝子の撹乱が進ん
でいる。さらに、近年十分な情報がないままに安易に行われている“善意の放流”は、残り少ない在
来フナの遺伝的独自性の消失を助長している。水系間および島嶼間でのフナの移動は厳に慎むべき
である。 

特 記 事 項 ： 現在日本に生息するフナ属魚類は、ゲンゴロウブナ、ギンブナ、ニゴロブナ、ナガブナ、キンブ
ナ、 オオキンブナの5亜種に分類されている。しかし、ゲンゴロウブナ以外の4亜種は互いに形態
が類似し、形態による分類が困難な場合があり、分類学上の問題が未解決である。そのため、琉
球列島で確認されるフナは形態よりギンブナに分類されるが、ここでは便宜上フナとした。 

原  記  載 ： 学名未確定。 
参 考 文 献 ： 青柳兵司, 1984. 琉球列島産淡水魚類総説. 動物学会誌, 58: 13–14． 

黒岩  恒, 1927. 琉球弧における淡水魚類採集概報. 動物学雑誌, 39: 355–368． 
Takada, M., K. Tachihara, T. Kon, G. Yamamoto, K. Iguchi, M. Miya, M. Nishida, 2010. Biogeography and 

evolution of the Carassius auratus- complex in East Asia. BMC Evolutionary Biology, 10: article 7. 
高田未来美, 立原一憲, 西田  睦, 2010. 琉球列島におけるフナ類の分布と生息場所: 在来フナ類
と移殖フナ類の比較, 魚類学雑誌, 57(3): 113–123． 

 
執 筆 者 名 ： 遠藤（高田）未来美 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ドジョウ 
分    類 ： コイ目 ドジョウ科 
学    名 ： Misgurnus anguillicaudatus (Cantor, 1842) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 情報不足 (DD) 
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形    態 ： 全長約12 cm。雄に比べ雌がやや大きくなる。背鰭7軟条、臀鰭5-6軟条、胸鰭10軟条、腹鰭5軟条、 
脊椎骨数45～48。口ひげは5対。背側部に不明瞭な斑紋を持つが腹面は単色で斑紋はない。尾鰭と
背鰭に褐色の小斑が散在する。尾鰭基部の上角に小黒色斑がある。雄の胸鰭は伸張し、第2鰭条基
部に骨質板を形成する。雄の胸鰭の先端はとがり、雌の胸鰭は丸いため、胸鰭の形状で雌雄の判別
が可能である。また、産卵期の雄では背鰭前方と背鰭基底付近に各1対のこぶ状突起が出現する。  

近縁種との区別 ： 本種の口ひげは5対だが、他のドジョウ科魚類は3もしくは4対である。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄県内では伊平屋島、沖縄島、久米島、南大東島、宮古島、石垣島、西表島、与那国島から報

告があるが、南大東島の個体群は沖縄島からの移殖である。琉球列島内では種子島、屋久島、奄
美大島、徳之島で確認されている。日本各地に広く分布し、国外では中国大陸中部、台湾、朝鮮
半島に広く分布する。 

近縁な種および群との分布状況の比較 ： 日本の本州ではカラドジョウの移入が問題となっているが、琉球列島への移入
はなく、他の近縁種も分布しない。 

生 態 的 特 徴 ： 日本の本州における産卵期は6～7月である。夜間、水田などの浅い場所で雄が骨質板とこぶ状突
起を用いて雌の腹部に巻きつき産卵する。卵は泥上にばら撒かれる。放卵雌の腹部には雄がまき
ついた跡が明瞭に残る。孵化仔魚は浅い泥底の水域で育ち、1年後に成熟する。集団内に倍数性が
存在する。 

生息地の条件  ： 平野部の浅い池沼、水田やそこに通じる水路、流れのない用水などを好む。泥底で、水生植物が
繁茂することが望ましい。フナやタイワンキンギョなどと同所的に生息していることが多い。  

現在の生息状況 ： 琉球列島のどの島嶼でも分布域が急速に減少しつつあり、沖縄島では北部地域の水田を伴ったわ
ずかな水系で確認されるのみである。 

学術的意義・評価 ： 沖縄県の個体群については自然分布、移殖起源の両論があるが、沖縄島および西表島のドジョウは
他地域の集団から遺伝的に分化するだけでなく、形態が異なることが確認されており、自然分布の
可能性が高い。この地域のドジョウが在来であれば、琉球列島における純淡水魚の分布の歴史的背
景を探る上で極めて貴重な存在である。 

生存に対する脅威 ： 土地開発などによる水田の消失、水路の側溝化、河川改修による泥底の減少などの生息環境・繁殖
場所の消失および外来魚による卵・仔稚魚の捕食などが挙げられる。 

特 記 事 項 ： 遺伝学的・形態学的な調査から琉球列島のドジョウは自然分布の可能性が高いが、県外から複数回
ドジョウが持ち込まれた記録もある。この地域のドジョウの起源は、早急に解決すべき問題である。 
IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 

原  記  載 ： Canter, T. E., 1842. General features of Chusan, with remarks on the flora and fauna of that island. Ann. Mag. 
Nat. Hist. (N. S.), 9: 484–493. 

参 考 文 献 ： 青柳兵司, 1984. 琉球列島産淡水魚類総説. 動物学会誌, 58: 13–14． 
細谷和海, 2000. ドジョウ科. “日本産魚類検索 全種の同定 第二版”, 中坊徹次 (編), 東海大学
出版会, 東京, 272–277. 

鹿野雄一・中島  淳・水谷  宏・仲里裕子・仲里長浩・揖  善継・黄  亮亮・西田  信・橋口康之, 
2012. 西表島におけるドジョウの危機的生息状況と遺伝的特異性. 魚類学雑誌, 59: 37–43． 

黒岩  恒, 1927. 琉球弧における淡水魚類採集概報. 動物学雑誌, 39: 355–368． 
清水孝昭・高木基裕, 2010. ミトコンドリアDNAによる愛媛県を中心としたドジョウの遺伝的集団
構造と撹乱. 魚類学雑誌, 57: 13–26． 

 
執 筆 者 名 ： 遠藤（高田）未来美 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： タウナギ 
分    類 ： タウナギ目 タウナギ科 
学    名 ： Monopterus sp. 
方  言  名 ： トーンナジャー・ターウナジー 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 全長60～80 cm。体形は著しく伸長した円筒形で後端は細長く尖り、鰓蓋と胸鰭および腹鰭を欠く。

背鰭・臀鰭・尾鰭は互いにつながり、わずかに隆起するのみである。体色は黄褐色の地色に暗褐色
の不規則な斑紋がある。  

近縁種との区別 ： 体形の類似したウナギやオオウナギとは、鰓蓋と胸鰭を欠くことにより、容易に識別可能である。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄県内では、沖縄島、久米島、石垣島に生息している。琉球列島内では、奄美大島からの報告

がある。国外ではミャンマーを西限とするインドシナ半島、インドネシア、フィリピン、中国南
西部、台湾、 朝鮮半島に分布する。日本本土に生息する個体群は、移殖起源であるとされている。 

近縁な種および群との分布状況の比較 ： 近縁種は日本国内に生息していない。 
生 態 的 特 徴 ： 産卵期は6～8月で、雄は泥底にU字状の巣穴を作り、その中に泡でできた巣を作る。巣穴の近くで

産卵し、雄は受精卵を口にくわえて巣穴に運び、泡巣に収容し、孵化まで卵に新鮮な空気を送る
など、保護を行う。雄は孵化仔魚を口内で保育する。1回の産卵数は10～数百である。雌性先熟型
の性転換を行い、小型のものは雌、全長20～45 cmで間性、それより大型のものは雄である。空気呼
吸を行い、水中に閉じ込めると窒息死する。水が無い条件下でも湿ってさえいれば生存可能で、
水域から離れた場所で見つかることもある。 

生息地の条件  ： 水田やそれに隣接する水路、池沼、湿地、流れのゆるい河川に生息する。どの水域でも泥底で水
生植物が繁茂していることが望ましい。空気呼吸を行うため、溶存酸素の低い水域でも生存可能
である。 
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現在の生息状況 ： 開発や畑作転換により水田や湿地が急速に減少し、ほとんどの生息場所が消失した。残された水
域の環境も悪化の一途を辿っている。残存する個体群の生息場所は著しく分断されており、憂慮
すべき状況にある。 

学術的意義・評価 ： 琉球列島のタウナギは570万年以上前に他地域の集団から分化した自然分布集団である。遺伝的特異
性と進化的独自性の高い琉球列島の個体群は、この地域における純淡水魚の由来を知る上で極めて
貴重な存在である。 

生存に対する脅威 ： 土地の造成や畑作転換に伴う沼や湿地の消失、河川改修に伴う自然川岸の消失などが挙げられる。
また、業者やマニアによる採集圧も著しい。 

原  記  載 ： 学名未確定。 
参 考 文 献 ： 今谷信夫, 1989. タウナギ. “日本の淡水魚”, 川那部浩哉・水野信彦 (編), 山と渓谷社, 東京, 

676–678. 
前畑政善, 2003. タウナギ. “改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 汽水・淡水魚類”, 環境
省自然環境局野生生物課 (編), (財) 自然環境研究センター, 東京, 201–202． 

松本清二・岩田勝哉, 1997. タウナギの雄による卵保護と仔稚魚の口内保育. 魚類学雑誌, 44: 
34–41. 

Matsumoto S., T. Kon, M. Yamaguchi, H. Takeshima, Y. Yamazaki, T. Mukai, K. Kuriiwa, M. Kohda, M. 
Nishida, 2010. Cryptic diversifyion of the swamp eel Monopterus albus in East and Southeast Asia, with 
special reference to the Ryukyuan populations. Ichthyological Research, 57: 71–77. 

米沢俊彦, 2003. タウナギ. “鹿児島県の絶滅のおそれのある野生動植物 動物編 －鹿児島県レッ
ドデータブック－”,（財）鹿児島県環境技術協会, 鹿児島, 148. 

Zuiew, B., 1793. Biga Muraenarum, novae species. Nova Acta Academiae Scientiarum Imperialis 
Petropolitanae, 7: 296–301. 

 
執 筆 者 名 ： 遠藤（高田）未来美 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： チンヨウジウオ 
分    類 ： ヨウジウオ目 ヨウジウオ科 
学    名 ： Bulbonaricus brauni (Dawson and Allen, 1978) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 全長7 cm。吻が管状に突出せず、胸鰭、背鰭、臀鰭を欠く。生時の体色は、濃赤色で白色の微小点

が散在し、頭部前縁部と口唇部が白色を呈する。 
近似種との区別 ： 吻が管状に突出しないこと、胸鰭、背鰭、臀鰭を欠くこと、体色から他の日本産のヨウジウオ類と

は区別される。 
分 布 の 概 要 ： 西部オーストラリア、パラオ諸島、スマトラ島沖。日本では西表島のみ。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 本属には他に2種が知られ、西部太平洋と東部インド洋の熱帯域に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 生きたアザミサンゴの大型群体上で、多くの場合、雌雄ペアで生息する。生活史の詳細は未解明。 
生息地の条件  ： 西表島沿岸の水深6～23 mのサンゴ礁域。 
現在の生息状況 ： 国内からの発見例は、極めてわずかである。 
学術的意義・評価 ： ヨウジウオ類の中でも特異な形態をしている。さらに、生きたサンゴ群体と共生している可能性が

高く、学術的に極めて興味深い。 

特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
生存に対する脅威 ： 共生すると考えられるサンゴ群体が白化すると生息場所を失う。 
原  記  載 ： Dawson, C. E. and G. R. Allen, 1978. Synopsis of the ‘finless’ pipefish genera (Penetopteryx, Apterygocampus 

and Enchelyocampus, gen. nov.). Records of the Western Australian Museum, 6(4): 391–411. 
参 考 文 献 ： Dawson, C. E., 1984. Bulbonaricus Herald (Pisces: Syngnathidae), a senior synonym of Enchelyocampus 

Dawson and Alllen, with description of Bulbonaricus brucei n. sp. from eastern Africa. Copeia, 1984(3): 
565–571. 

Dawson, C. E., 1985. Indo-Pacific pipefishes (Red Sea to the Americas). Gulf Coast Research Laboratory, 
Ocean Springs, Mississipi. 

鈴木寿之・矢野維幾・瀬能 宏・吉野哲夫, 2003. 西表島から採集された日本初記録のヨウジウオ
科の稀種チンヨウジウオ. I. O. P. Diving News, 14(1): 2–5. 

吉野哲夫, 1990. 西表島崎山湾の魚類相. “崎山湾自然環境保全地域調査報告書”. 環境庁自然保
護局(編), 193–225. 

吉野哲夫, 2005. チンヨウジウオ. “改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 動物編”, 沖
縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 146. 

 
執 筆 者 名 ： 立原一憲 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ホシイッセンヨウジ 
分    類 ： トゲウオ目 ヨウジウオ科 
学    名 ： Microphis argulus (Peters,1855) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 体長約13cm。背鰭42～59軟条、胸鰭15～18軟条、臀鰭4軟条、尾鰭9軟条、体輪数16、17+36～

39。躯幹部の下隆起線は不明瞭で、尾部の下隆起線とは不連続。吻は比較的短く、尾部は躯幹部よ
り長い。生時の体色は、灰色を帯びた褐色。躯幹部も灰褐色だが、腹中線の周辺が橙色になること
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もある。吻から鰓蓋にかけて濃褐色の縦帯がある。躯幹部側面に白い縁取りのある小黒斑が並ぶ。
尾鰭は濃褐色で白い縁取りがある。 

近似種との区別 ： 同属のイッセンヨウジとは、躯幹輪数16、躯幹部の小黒斑の存在により区別可能。 
分 布 の 概 要 ： インド洋のコモロ諸島・モーリシャス諸島、西・中央太平洋のジャワ島からマルケサス諸島。日本

では西表島のみ。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 西表島の2河川からのみ知られている。 
生 態 的 特 徴 ： 両側回遊魚であると考えられているが、詳細は未解明。 
生息地の条件  ： 河川上流の渓流域に生息する。 
現在の生息状況 ： 西表島の限られた河川のみ。 
学術的意義・評価 ： 北半球における唯一の生息場所であり、生物地理学的に極めて興味深い。 
生存に対する脅威 ： 分布が局所的であるとともに、個体数が少ない。リゾート開発、取水や観光客の生息地への立ち入

りにより、生息地が荒廃しつつある。 
原  記  載 ： Peters, W., 1855. Uebersicht der in Mossambique beobachteten Fische. Archiv für Naturgeschichte, 21: 

234–282. 
参 考 文 献 ： Dawson, C. E., 1984. Revision of the genus Microphis Kaup (Pisces:Syngnathidae). Bulltein of Marine 

Science, 35(2): 117–181. 
瀬能  宏, 2013. ヨウジウオ科. “日本産魚類検索 全種の同定 第三版”, 中坊徹次 (編), 東海大
学出版会, 秦野, 615–635, 1909–1913. 

瀬能  宏・鈴木寿之・細川正富, 1995. 西表島で採集された北半球初記録の淡水性ヨウジウオ, ホ
シイッセンヨウジ (新称). I. O. P. Diving News, 6(3): 2–3. 

瀬能  宏, 2015. ホシイッセンヨウジ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野
生生物－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 68–69. 

鈴木寿之・瀬能  宏, 2004. 西表島の陸水性魚類に迫る絶滅の危機. 魚類学雑誌, 51(1): 72–74. 
 
執 筆 者 名 ： 立原一憲 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： タニヨウジ 
分    類 ： トゲウオ目 ヨウジウオ科 
学    名 ： Microphis retzii (Bleeker, 1856) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 体長約 13 cm。背鰭 32～42 軟条、胸鰭 16～20 軟条、臀鰭 4軟条、尾鰭 9軟条、体輪数 15～17+27

～31。躯幹部と尾部の上隆起線・下隆起線はいずれも不連続。主鰓蓋骨に縦走隆起線が発達する。
吻は比較的短く、尾部は躯幹部より長い。生時の体色は、茶色みを帯びた金色で、体背面は明灰色
を帯びた茶色。眼から吻・鰓蓋後部・下部に向けて放射状の濃褐色帯がある。躯幹部中央隆起線上
とその下方および尾部の下隆起線に沿って黒い縁取りのある白色小斑が並ぶ。尾鰭は濃褐色で透明
または橙色の縁取りがある。 

近似種との区別 ： 尾鰭があること、躯幹部と尾部の上・下隆起線が不連続であること、背鰭鰭条数が32～63の範囲で
あることで他の日本産ヨウジウオ科魚類から識別され、同属他種とは主鰓蓋骨に縦走隆起線が発達
することで区別される。 

分 布 の 概 要 ： インドネシアのロンボク島以東・フィリピン諸島以南の西太平洋、ポーンペイ島、サモア諸島。日
本では西表島と静岡県河津川。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 西表島の数河川から記録されている。静岡のものは無効分散と考えられる。 
生 態 的 特 徴 ： 両側回遊性の生活史を持つと考えられ、雄が育児嚢で卵を保護する。詳細は未解明。 
生息地の条件  ： 河川の河口から渓流域にかけて生息。 
現在の生息状況 ： 西表島の生息場所は環境の悪化が懸念されている。 
学術的意義・評価 ： 西表島は分布の北限であり、生物地理学上興味深い。 
生存に対する脅威 ： 分布が局所的であるとともに個体数が少ない。河川工事、橋梁の架け替え、リゾート開発、河川か

らの大規模取水などによる生息地の消失や環境悪化。 

特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Bleeker, P., 1856. Beschrijvingen van nieuwe of weinig bekende vischsoorten van Manado en Makassar, 

grootendeels verzameld op eene reis naar den Molukschen Archipel in het gevolg van den Gouverneur 
Generaal Duymaer van Twist. Acta Societatis Regiae Scientiarum Indo-Neêrlandicae, 1(6): 1–80. 

参 考 文 献 ： Dawson, C. E., 1984. Revision of the genus Microphis Kaup (Pisces:Syngnathidae). Bulltein of Marine 
Science, 35(2): 117–181. 

Dawson, C. E., 1985. Indo-Pacific pipefishes (Red Sea to the Americans). The Gulf Coast Research 
Laboratory, Ocean Springs, Mississippi. 

瀬能  宏, 2015. タニヨウジ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物－
4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 70–71. 

鈴木寿之・瀬能  宏, 2004. 西表島の陸水性魚類に迫る絶滅の危機. 魚類学雑誌, 51(1): 72–74. 
Yoshino, T. and H. Yoshigo, 1998. First records of tow freshwater pipefishes of the genus Microphis 

(Syngnathiformes: Syngnathidae) from Japan. Ichthyological Research, 45(2): 201–204.  
 
執 筆 者 名 ： 立原一憲 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ヒメテングヨウジ 
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分    類 ： トゲウオ目 ヨウジウオ科 
学    名 ： Microphis jagorii Peters, 1968 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 体長約 17 cm。背鰭 33～40 軟条、胸鰭 18～22 軟条、臀鰭 4軟条、尾鰭 9軟条、体輪数 18～21+23

～26。躯幹部と尾部の上隆起線・下隆起線はいずれも不連続。主鰓蓋骨に縦走隆起線が発達する。
吻は比較的長く、尾部は躯幹部より短い。生時の体色は、頭部や躯幹部が白あるいは淡黄色で、尾
部は灰褐色。吻から鰓蓋にかけて濃褐色の縦帯が走る。躯幹部中央隆起線に沿って黒色小斑が並ぶ。
尾鰭は濃褐色で白い縁取りがある。 

近似種との区別 ： 吻長が頭長の43.5～52.6％、躯幹輪数19～20であることから、同属他種と識別される。 
分 布 の 概 要 ： フィリピン諸島。日本からは西表島と沖縄島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 西表島の2河川と沖縄島の1河川からのみ知られている。 
生 態 的 特 徴 ： 両側回遊性の生活史を持つと考えられ、雄が育児嚢で卵を保護する。詳細は未解明。 
生息地の条件  ： 河川中流域から渓流域。 
現在の生息状況 ： 西表島では、道路工事による環境悪化と観光客の生息地への侵入が懸念されている。 
学術的意義・評価 ： 沖縄島は分布の北限であり、生物地理学上興味深い。 
生存に対する脅威 ： 分布が局所的であるとともに個体数が少ない。河川工事、橋梁の架け替え、リゾート開発、河川か

らの大規模取水などによる生息地の消失や環境悪化。 

特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Data Deficient (DD)。 
原  記  載 ： Peters, W., 1968. Über die von Hrn. Dr. F. Jagor in dem ostindischen Archipel gesammelten und dem Königl. 

Zoologischen Museum übergebenen Fische. Monatsberichte der Königlichen Preussischen Akademie der 
Wissenschaften zu Berlin, 1868: 254–281. 

参 考 文 献 ： Dawson, C. E., 1984. Revision of the genus Microphis Kaup (Pisces:Syngnathidae). Bulltein of Marine 
Science, 35(2): 117–181. 

Dawson, C. E., 1985. Indo-Pacific pipefishes (Red Sea to the Americans). The Gulf Coast Research 
Laboratory, Ocean Springs, Mississippi. 

瀬能  宏, 2015. ヒメテングヨウジ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生
生物－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 72–73. 

鈴木寿之・瀬能  宏, 2004. 西表島の陸水性魚類に迫る絶滅の危機. 魚類学雑誌, 51(1): 72–74. 
Yoshino, T. and H. Yoshigo, 1998. First records of tow freshwater pipefishes of the genus Microphis 

(Syngnathiformes: Syngnathidae) from Japan. Ichthyological Research, 45(2): 201–204. 
 
執 筆 者 名 ： 立原一憲 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： カワボラ 
分    類 ： ボラ目 ボラ科 
学    名 ： Cestraeus plicatilis Valenciennes, 1836 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 体は流線型で、よく側扁する。上顎に単尖頭と2尖頭からなる固着性の歯がある。下顎の前縁下部

に角質の隆起縁が発達し、腹面には1対の肉質突起がある。生時の体色は、背部が黒ずみ、体側か
ら腹部にかけてオリーブ色から銀白色のグラデーションとなる。 

近似種との区別 ： 口部周辺の特徴から、他のボラ科魚類と区別される。 
分 布 の 概 要 ： フィリピン、スラウェシ、ニューギニア、ニューカレドニア、フィジー。日本では西表島のみ。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 本属に含まれる3種は、フィリピン、インドネシア、パプアニューギニアの大き

な河川上流域に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 降下回遊もしくは海洋性両側回遊をすると考えられるが、詳細は不明。 
生 息地 の条 件： 流量の多い河川上流域の岩盤や巨石がある淵に生息する。 
現在の生息状況 ： 本種は、西表島の1河川に少数個体が生息しているのみ。 
学術的意義・評価 ： 本属魚類は、ボラ科魚類の系統類縁関係を考える上で学術的に極めて重要な種である。また、熱帯

の島嶼河川に分布する本種が西表島にも分布することは生物地理学的に興味深い。 
生存に対する脅威 ： 生息数が極めて少なく、西表島の1河川に局所的に分布すること、生息する河川の上流から大規模

な取水が計画されていることから、緊急に保全措置が必要である。 

特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Data Deficient (DD) 
原  記  載 ： Valenciennes, A., 1836. Histoire naturelle des poissons, 11. Levrault, Paris. 
参 考 文 献 ： 瀬能  宏, 2013. ボラ科. “日本産魚類検索 全種の同定 第三版”, 中坊徹次 (編), 東海大学出版

会, 秦野, 636–941, 1913–1918. 
瀬能  宏, 2015. カワボラ. “レッドデータブック 2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物－4 
汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 74–75. 

瀬能  宏・吉野哲夫・鈴木寿之, 2006. 沖縄県のレッドデータブックに掲載された保全上重要な淡
水性ボラ科魚類の同定と新標準和名の提唱. 魚類学雑誌, 53: 196–198. 

Harrison, I. J. and H. Senou, 1999. Order Mugiliformes: Mugilidae. “The living marine resources of the 
Western Central Pacific”, Carpenter K. E. and V. H. Niem (eds.), FAO Species Identification Guide for 
Fishery Purposes, 4, 2069–2108. 

Weber, M. and L. F. de Beaufort, 1922. The fishes of the Indo-Australian Archipelago, vol. IV. E. J. Brill, 
Leiden. 

鈴木寿之・瀬能  宏, 2004. 西表島の陸水性魚類に迫る絶滅の危機. 魚類学雑誌, 51(1): 72–74. 
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執 筆 者 名 ： 立原一憲 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ナガレフウライボラ 
分    類 ： ボラ目 ボラ科 
学    名 ： Crenimugil heterocheilos (Bleeker, 1855)  
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠB類 (EN) 
 
形    態 ： 体長約 30 cm。上唇下縁中央部には乳頭状突起があるが、側方部はやすり状の縁のみ。下唇前縁は

なめらかで、ひだ状になっていない。第1背鰭が 4棘、第2背鰭が 8～10軟条、臀鰭条数が3棘 8
～9軟条。縦列鱗数35～39。体色は、銀白色で背部はややオリーブ色。虹彩上部は橙色を呈し、主
鰓蓋骨上部に黄色斑、胸鰭基底上端に1黒色斑を有す。 

近似種との区別： 上唇下縁全体に乳頭状突起がないこと、下唇前縁がひだ状になっていないことで同属のフウライボ
ラと区別できる。 

分 布 の 概 要 ： フィリピン諸島、インドネシア、ニューヘブリディーズ諸島、クイーンズランド、モーリシャス。
日本では石垣島と西表島。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 常時生息するのは、西表島の2河川のみ。近縁のフウライボラは海産で沿岸域に
生息するのに対し、本種は河川の淡水域に遡上する。 

生 態 的 特 徴 ： 淡水性両側回遊の生活史を持つと推測される。岩表面に生える微小藻類を摂餌し、長方形の食み跡
を残す。 

生 息地 の条 件： 流量のある清冽な渓流域が不可欠。 
現在の生息状況： 西表島の生息域では、個体数が減少しており、特に大型個体が少なくなりつつある。 
学術的意義・評価： 南琉球の渓流域で特異な生態的地位を持つ。海産のフウライボラと比較することで、海産魚が島嶼

の淡水域に二次淡水魚として侵入、進化していく過程を知り得る学術的に貴重な種である。 
生存に対する脅威： 分布が局所的であり、個体数が年々減少している。現在、最も憂慮されるのは、生息河川上流域か

ら大規模な取水が計画されている事であり、生息環境の悪化が懸念される。 
特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Bleeker, P., 1855. Tweede bijdrage tot de kennis der ichthyologische fauna van Batjan. Natuurkd. Tijdschr. 

Neder. Indië, 9: 191–202. 
参 考 文 献 ： Harrison I. J. and H. Senou., 1999. Order Mugiliformes: Mugilidae. “The living marine resources of the 

Western Central Pacific”, Carpenter K. E. and V. H. Niem (eds.), FAO Species Identification Guide for 
Fishery Purposes, vol. 4, 2069–2108. 

瀬能 宏, 2000. ボラ科. “日本産魚類検索 全種の同定 第三版”, 中坊徹次 (編), 東海大学出版
会, 秦野, 636–641, 1913–1918. 

瀬能 宏, 2015. ナガレフウライボラ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野
生生物－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 208–209. 

鈴木寿之・瀬能 宏, 2004. 西表島の陸水性魚類に迫る絶滅の危機. 魚類学雑誌, 51(1):72–74. 
 
執 筆 者 名 ： 立原一憲 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ミナミメダカ 
分    類 ： ダツ目 メダカ科 
学    名 ： Oryzias latipes (Temminck and Schlegel, 1846) 
方  言  名 ： タカミー 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)  
 
形    態 ： 体長約3.5 cm、雌が雄よりもやや大きくなる。頭部は前端でやや縦扁し、両眼の間は広く平坦で

ある。プランクトンや落下昆虫を食べる雑食性である。側線は無く、背鰭が臀鰭後端に相対する
背部後方に位置する。雄では背鰭外縁が大きく欠刻するが雌ではしないなど、背鰭と臀鰭に明瞭
な性差が認められる。雌雄ともに暗褐色の背中線が1本走る。体は半透明で黄色味を帯びた淡褐色
である。 

近縁種との区別 ： 外来種のグッピーやカダヤシとは臀鰭の形状から容易に識別できる。ミナミメダカでは臀鰭基底が
背鰭のそれより長いが、前2種では両基底の長さがほぼ同じである。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄県内では沖縄島、渡嘉敷島、久米島、伊平屋島、南大東島から報告があるが、南大東島の個
体群は明らかに移殖されたものである。琉球列島内では、種子島、奄美大島、喜界島、加計呂麻
島などから記録がある。ミナミメダカはいくつかの型に分けられており、沖縄県のものは琉球型と
されている。 

近縁な種および群との分布状況の比較 ： ミナミメダカの分布が確認されているすべての島嶼にグッピー、カダヤシ、ソ
ードテールなど、本種の競争相手となる可能性の極めて高い外来種が侵入・定着している。 

生 態 的 特 徴 ： 基本的に1年魚である。沖縄島での産卵期は3～10月頃である。産卵は早朝に行われ、雌は受精卵
を塊のまま腹につけて保護した後、卵膜の付着糸で卵塊を水草などに何度かに分けて絡み付ける。
孕卵数は50～70 粒で、1回の産卵で産み出す卵数は10粒程度である。卵はおよそ3日で孵化する。 

生息地の条件  ： 河川下流の緩流部、水田とそれに付随する細流、池沼などのうち、産卵に利用する水草の繁茂した
水域に生息する。塩分耐性が高く、まれに塩分の高い汽水域にも出現する。 
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現在の生息状況 ： 沖縄島では1960年代まで南部にも生息していたが、1970年代に生息場所・個体数ともに急速に減少
した。現在は限られた一部の地域に少数が生息するのみである。生息地は互いに分断されている。 

学術的意義・評価 ： 琉球列島のメダカ集団は、遺伝的に分化した固有個体群であることがミトコンドリアDNAの分析か
ら明らかになっている。沖縄島でしか確認できない遺伝子型を示す個体も確認されているものの、
他地域から人為的に持ち込まれたメダカも確認されており、遺伝子の撹乱が進行していると推定さ
れる。琉球列島のミナミメダカは、この地域における純淡水魚の由来を知る上で極めて貴重な存在
である。 

生存に対する脅威 ： 開発やそれに伴う埋め立てにより、生息場所の減少・消失および環境悪化が著しい。また、産卵場
所消失につながる河川の側溝化も大きな問題である。残り少ない生息地でも、競合する外来種の侵
入・定着による個体数の減少や、他地域から持ち込まれたメダカ科魚類との交雑による遺伝子の撹
乱が懸念される。 

特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Temminck, C. J. and H. Schlegel, 1846. Pisces, Siebold’s Fauna Japonica, 173–269. 
参 考 文 献 ： 林  公義, 1998. メダカ. “日本の希少な野生生物に関するデータブック” 水産庁（編）, 日本水

産資源保護協会, 東京, 162–163. 
細谷和海, 2015. メダカ南日本集団. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生
生物－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）,ぎょうせい, 東京, 296–297. 

伊藤  優・立原一憲・今井秀行, 2006. 琉球型メダカ集団の現状と低い遺伝的変異性. 2006年度日
本魚類学会講演要旨, 22. 

岩松鷹司, 1993. メダカ学. サイエンティスト社, 東京. 
黒岩 恒, 1927. 琉球弧における淡水魚類採集概報. 動物学雑誌, 39: 355–368. 
幸地良仁, 1985. 沖縄島におけるメダカ類3種の種間関係. 日本生物教育会誌, 21: 2–18. 
Matsuda, M., H. Yonekawa, S. Hamaguchi, M. Sakaizumi, 1997. Geographic variation and diversity in the 

mitochondrial DNA of the Medaka, Orizias latipes, as determined by restriction endonuclease analysis. 
Zoological Science, 14: 517–526. 

米沢俊彦, 2003. メダカ. “鹿児島県の絶滅のおそれのある野生動植物 動物編－鹿児島県レッドデ
ータブック－”,（財）鹿児島県環境技術協会, 鹿児島, 144. 

 
執 筆 者 名 ：遠藤（高田）未来美 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ヒゲソリオコゼ 
分    類 ： スズキ目 ハオコゼ科 
学    名 ： Tetraroge nigra (Cuvier, 1829) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 体はやや細長く、側扁する。涙骨に2棘をもち、後方の棘は大きく、先端が主鰓蓋骨後端を越える。

前鰓蓋骨上部に後方に向かう大きな1棘、その下に埋没した2棘、主鰓蓋骨に弱い2棘を有す。生
時の体色は、体全体が黒もしくは濃褐色、頭部から躯幹部にかけての腹部はやや白い。 

近似種との区別 ： 体表は無鱗だが、小突起がある事で他のハオコゼ科魚類と識別される。同属のアゴヒゲオコゼとは、
髭を欠くことで容易に区別される。 

分 布 の 概 要 ： インド洋から西太平洋の熱帯域に広く分布。日本では西表島のみ。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 西表島の数河川に分布が限られている。 
生 態 的 特 徴 ： 両側回遊型の生活史を持つと考えられるが、詳細は未解明。 
生息地の条件  ： 河川の汽水域から淡水域。マングローブの岩盤や河川の礫底に生息。 
現在の生息状況 ： 西表島の数河川から知られているに過ぎない。 
学術的意義・評価 ： 西表島が分布北限に当たり、魚類の分散戦略を考えるうえで興味深い。 
生存に対する脅威 ： 分布が局所的であり、個体数も少ない。河川工事や観光客の生息地への侵入が懸念される。 
特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Cuvier, G. and A. Valenciennes, 1829. Histoire naturelle des poissons, 4. Levrault, Paris. 
参 考 文 献 ： 瀬能 宏, 2015. ヒゲソリオコゼ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生

物－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 78–79. 
鈴木寿之・瀬能  宏, 2004. 西表島の陸水性魚類に迫る絶滅の危機. 魚類学雑誌, 51(1): 72–74. 
Yoshino, T. and H. Senou, 1983. Two scorpaenoid fishes of the genus Tetraroge collected from the Ryukyu 

Islands. Galaxea, 2: 15–20. 
 
執 筆 者 名 ： 立原一憲 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： アゴヒゲオコゼ 
分    類 ： スズキ目 ハオコゼ科 
学    名 ： Tetraroge barbata (Cuvier, 1829) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 体長9 cm。体は側扁した卵型で、頭部が大きく、背鰭起部と吻端間の傾斜は急で強く下を向く。下

顎前端に1対の髭を持つ。生時の体色は、茶褐色から黒褐色で、尾鰭に太い白色縦帯がある。 
近似種との区別 ： 体形と体色で同属他種と識別可能。同属のヒゲソリオコゼとは1対の髭を持つことで区別。 
分 布 の 概 要 ： フィリピン諸島、ジャワ、スラウェシ島、アンボン島、ニューギニア、ソロモン諸島、ニューカレ
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ドニア、パラオ諸島。日本では西表島のみ。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 西表島の数河川に限定。  
生 態 的 特 徴 ： 生活史は未解明。 
生 息地 の条 件： マングローブが発達した河口域の落ち葉の堆積した砂泥底に生息。 
現在の生息状況 ： わが国では西表島のみに生息。  
学術的意義・評価 ： 西表島が本種の分布北限であるとともに、本科魚類で河川汽水域に棲むものは珍しく、学術的に興

味深い。 
生存に対する脅威 ： 分布が局所的で、個体数も少ない。河川工事による環境改変が懸念される。 

特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Cuvier, G. and A. Valenciennes, 1829. Histoire naturelle des poissons, 4. Levrault, Paris. 
参 考 文 献 ： 鈴木寿之, 2015. アゴヒゲオコゼ. “レッドデータブック 2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物

－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 76–77. 
鈴木寿之・瀬能  宏, 2004. 西表島の陸水性魚類に迫る絶滅の危機. 魚類学雑誌, 51(1): 72–74. 
Yoshino, T. and H. Senou, 1983. Two scorpaenoid fishes of the genus Tetraroge collected from the Ryukyu 

Islands. Galaxea, 2: 15–20. 
 
執 筆 者 名 ： 立原一憲 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： タマカイ 
分    類 ： スズキ目 ハタ科 
学    名 ： Epinephelus lanceolatus (Bloch, 1790) 
方  言  名 ： アーラミーバイ 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 体長約200 cmに達する世界最大のハタ科魚類。背鰭第3～11棘は、ほぼ同長で最長背鰭軟条よりも

短い。背鰭は11棘 14～16軟条、臀鰭は3棘 8軟条。側線有孔鱗数54～62であり、有孔側線鱗の貫
通管に4～6本の放射状小管を有す。体色は、黒褐色で多数の不規則な白色斑紋がある。各鰭の軟条
部は黄色を呈し黒褐色斑が散在。 

近似種との区別 ： 側線鱗に放射状小管を備え、黒褐色で多数の不規則な白色斑を有す独特の体色から同属の他種と区
別できる。 

分 布 の 概 要 ： 紅海、アフリカ東岸からハワイ、ポリネシアまでのインド-太平洋の熱帯域。日本では、沖縄島以南
の琉球列島、和歌山県、伊豆・小笠原諸島。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 他の多くのハタ科魚類と重複した分布域を持つ。 
生 態 的 特 徴 ： サンゴ礁に生息する最大の硬骨魚類。生態系で最上位の生態的地位にあり、獰猛で大型の甲殻類、

魚類、爬虫類などを幅広く摂餌する。 
生息地の条件  ： サンゴ礁外縁の急斜面からその外側の深みに生息する。 
現在の生息状況 ： 日本における生息個体数はきわめて少ない。 
学術的意義・評価 ： サンゴ礁に生息する最大の硬骨魚類であるもかかわらず、生活史は未解明であり、生態学的にも興

味深い。 
生存に対する脅威 ： 電燈潜り、はえ縄漁などによる漁獲。 
特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Vulnerable (VU)。 
原  記  載 ： Bloch, M. E., 1790. Naturgeschichte der ausländischen Fische. Berlin. Naturg. Ausl. Fische, 4: i–xii + 1–128, 

pls.217–252. 
参 考 文 献 ： Heemstra, P. C. and J. E. Randall., 1993. Groupers of the world (family Serranidae, subfamily Epinephelinae). 

FAO Fisheries Synopsis, (125), 16: i–viii + 1–382, pls. 1–31. 
片山正夫, 1984. ハタ科. “日本産魚類大図鑑”, 益田 一・尼岡邦夫・荒賀忠一・上野輝彌・吉
野哲夫(編), 東海大学出版会, 東京, 123–134, pls. 114–124. 

Randall, J. E. and P. C. Heemstra, 1991. Revision of Indo-Pacific groupers (Perciformes: Serranidae: 
Epinephelinae), with descriptions of five new species. Indo-Pacific Fishes, (20): 1–332, pls.1–41. 

瀬能  宏, 1997. ハタ科. “日本の海水魚”, 岡村 収・尼岡邦夫（編・監修）, 山と渓谷社, 東
京, 251–277. 

吉野哲夫, 2005. タマカイ. “改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 動物編”, 沖縄県文
化環境部自然保護課, 那覇, 178. 

 
執 筆 者 名 ： 立原一憲 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： オオアオノメアラ 
分    類 ： スズキ目 ハタ科 
学    名 ： Plectropomus areolatus (Rüppell, 1930) 
方  言  名 ： アカジンミーバイ（混称） 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 体長 100 cm。背鰭棘数が8、前鰓蓋骨下縁に前向棘を有し、臀鰭第1棘が皮下に埋没する。尾鰭後

縁は載形に近い円形。生時の体色は、暗赤褐色の地色に、瞳孔と同大の黒い縁取りのある青色斑が
全身に散在する。 

近似種との区別 ： 近縁のスジアラとは、尾鰭が載形に近い円形であること、青色斑が大きいことで識別可能である。 
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分 布 の 概 要 ： 香港、西砂諸島、中砂諸島、インド-太平洋に分布。日本では瀬底島と八重山諸島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 八重山諸島では、スジアラ、コクハンアラ、バラハタなどと同所的に生息する。 
生 態 的 特 徴 ： 健全なサンゴが発達したサンゴ礁の外縁部に生息する。かつては、産卵期に大きな産卵群を形成し

ていたという聞き取り結果があるが、現在は個体数が著しく減少し、そのような行動は観察されな
くなった。 

生息地の条件  ： 健全なサンゴが発達したサンゴ礁外縁部。 
現在の生息状況 ： 八重山諸島から沖縄諸島にかけて分布しているが個体数は少なく、市場での水揚げも極めてまれに

なりつつある。 
学術的意義・評価 ： サンゴ礁における生態的上位種であり、健全な生態系を維持するために重要である。生活史は未解

明である。  
生存に対する脅威 ： 過度の漁獲圧により、個体数が減少し、回復していない。サンゴの白化や埋め立てなどに起因する

生息環境の劣化。 
特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Vulnerable (VU)。 
原  記  載 ： Rüppell, W. P. E. S., 1830. Atlas zu der Reise im der nördlichen Afrika, Zoologie. Fische des Rothen Meeres, 

Frankfurt am MaIn Gedruckt und in Commission bei H. L. Brommerm, 16: 95–118. 
参 考 文 献 ： 瀬能  宏, 2013. オオアオノメアラ. “日本産魚類検索 全種の同定 第三版”, 中坊徹次 (編), 東

海大学出版会, 秦野, 777. 
 
執 筆 者 名 ： 立原一憲 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： カガミテンジクダイ 
分    類 ： スズキ目 テンジクダイ科 
学    名 ： Yarica hyalosoma (Bleeker, 1852) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 体長 10 cm。体は、側扁した菱形から長楕円形で、第 1 背鰭起部が最も高い。頭が大きく、吻が長

い。眼上背縁部がくぼみ、尾柄が太い。生時の体色は、ごく淡い橙色で背部はやや黒みがかる。第
1背鰭前部に1黒色横帯、尾柄後端に大きな1黒色斑を有する。 

近似種との区別 ： 河川汽水域に生息する近縁のアマミイシモチとは、第1背鰭前部に1黒色横帯を持つことで識別可
能。 

分 布 の 概 要 ： 台湾、フィジー、セイシェル諸島に分布。日本では、与那国島と西表島に生息する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 他のテンジクダイ科魚類の多くは、海産であるが、本種とアマミイシモチは河川

の汽水に生息する。 
生 態 的 特 徴 ： 口内保育を行うが。生活史については未解明である。 
生息地の条件  ： 河川の汽水域に生息し、汽水域最上端の淵に多い。 
現在の生息状況 ： 西表島の 3河川、与那国島の1河川から知られているのみ。 
学術的意義・評価 ： 河川汽水域に生息するテンジクダイ科魚類は、まれであり、生活史の解明が望まれる。 
生存に対する脅威 ： 分布が局所的である。与那国島の個体群は、唯一の生息河川に潮止めの可動堰が設置され、生息で

きなくなった。また、西表島の1河川では、生息河川上流域から大規模な取水が計画されており、
生息環境の悪化が懸念される。  

特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Bleeker, P., 1852. Bijdraje tot de Kennis der icthyologische fauna van Singapore. Natuurk. Tijdschr. Ned. Indie, 

3: 51–58. 
参 考 文 献 ： 鈴木寿之, 2015. カガミテンジクダイ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野

生生物－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 80–81. 
吉郷英範, 2000. 与那国島（琉球列島）の陸水性魚類, 比和科学博物館研究報告, (39): 165–179. 

 
執 筆 者 名 ： 立原一憲 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ウラウチフエダイ 
分    類 ： スズキ目 フエダイ科 
学    名 ： Lutjanus goldiei (Macleay, 1882) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)        環境省カテゴリー：  絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 体長約100 cm。背鰭10棘 14軟条、臀鰭3棘 8軟条、尾鰭は截形である。側線有孔鱗数は、46～47。

前鰓蓋骨後縁の切れ込みが浅く、側線上方の体側鱗は、背鰭第3棘下までは側線に平行に、それよ
り後方では斜上後方に並ぶ。鋤骨歯帯は、逆V字形で中央に後方に向かう延長部がある。生時の体
色は、成魚は全体が暗黒色を呈す。幼魚は、全体が淡褐色で、頬に2本の淡青色の縦帯、体側に7、
8本の暗色横帯が走り、各鰭が黄色味を帯びる。 

近似種との区別 ： 同属のゴマフエダイに酷似するが、成魚は、体高と尾柄高が高く、生時の体色が黒い。未成魚は、
暗色横帯の間隔が横帯の幅とほぼ同じであり、水中ではきわめて明瞭である。 

分 布 の 概 要 ： パプアニューギニア。日本では西表島と沖縄島の各1河川のみ。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 西表島では本種とゴマフエダイが同所的に分布する。ゴマフエダイは、40 ㎝程

度まで汽水で生活した後、海に降りるが、本種が海域で獲れたことはない。沖縄島での確認は、水
中写真による1個体のみ。 
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生息地の条件  ： 未成魚は、汽水とその直上の淡水域の瀬と淵を行き来する。大型個体は汽水域の上端に生息するこ
とが多い。 

現在の生息状況 ： 局所的に西表島の1河川に生息し、個体数も少ない。 
学術的意義・評価 ： 本種は、パプアニューギニア南部と西表島のみから報告されており、生物地理学的に極めて興味深

い。 
生存に対する脅威 ： 本種は河川の汽水域から淡水域の下端を行き来して生活している。現在、西表島の生息地である浦

内川の上流域から大規模な取水が計画されており、汽水上端と淡水域下端の接続域の環境が大きく
変わる可能性が懸念されている。 

原  記  載 ： Macleay, W., 1882. Contribution to a knowledge of the fishes of New Guinea. Proceedings of the Linnean 
Society of New South Wales, 7: 224–250. 

参 考 文 献 ： Allen, G. R., 1985. Snappers of the world. An annotated and illustrated catalogue of lutjanid species known to 
date. FAO Fisheries Synopsis, (125), 6: i–v + 1–208, pls.1–28. 

Allen, G. R. and F. H. Talbot., 1985. Review of the snappers of the genus Lutjanus (Pisces: Lutjanidae) from 
the Indo-Pacific, with the description of a new species. Indo-Pacific Fishes, (11): 1–87, pls.1–10. 

瀬能  宏, 2015. ウラウチフエダイ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生
生物－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 82–83. 

鈴木寿之・瀬能  宏, 2004. 西表島の陸水性魚類に迫る絶滅の危機. 魚類学雑誌, 51(1): 72–74. 
瀬能  宏・鈴木寿之, 1992. 西表島から採集された日本初記録のウラウチフエダイ（新称）. I. O. 
P. Diving News, 3(4): 4–5. 

 
執 筆 者 名 ： 立原一憲 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： テッポウウオ 
分    類 ： スズキ目 テッポウウオ科 
学    名 ： Toxotes jaculatrix (Pallas, 1767) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類(CR) 
 
形    態 ： 体長20 cm。体は、体高があり、強く側扁し、頭部断面が逆三角形をなす。口は大きく、吻が尖る。

口蓋の正中線上に 1縦溝があり、ここから水を噴出する。生時の体色は、地色が銀白色で、背部が
やや緑がかった暗色。体側背部に 5本の黒色横斑が並ぶ。尾鰭は黄色、背鰭軟条部と背鰭は黄色に
縁どられ、その基底に灰褐色の縦帯を有す。 

分 布 の 概 要 ： ベンガル湾からベトナム、インドネシア、フィリピン、パラオ、ニューヘブリデス諸島、オースト
ラリア北岸などに分布する。日本では西表島のみ。 

生 態 的 特 徴 ： 陸上の昆虫を口から噴出した水で撃ち落として捕食する独特な捕食習性を持つ。生活史は未解明で
ある。 

生息地の条件  ： マングローブ湿地の水路に生息する。河口近くの木が水面にオーバーハングした場所や汽水域の河
道中央部に形成された砂州の浅場に定位する。 

現在の生息状況 ： 西表島の3河川に生息するのみ。 
学術的意義・評価 ： 西表島が分布北限に当たり、生物地理学的に重要である。 
生存に対する脅威 ： 局所分布であり、個体数もそれほど多くはない。近年、しばしばルアーフィッシングにより釣獲さ

れている。汽水域の水質汚染、港の増設により、かつての生息場所が失われた例がある。 

特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Pallas, P. S., 1767. Philosophical Transactions of the Royal Society of London, 56(1766): 187–188. 
参 考 文 献 ： Allen, G., 1978. A review of the archerfishes (family Toxotidae). Records of the Western Australian Museum, 

6: 355–378. 
瀬能  宏, 2015. テッポウウオ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物
－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 86–87. 

瀬能  宏・吉野哲夫・矢野維幾, 1987. 西表島で採集されたテッポウウオ Toxotes jaculator. 魚
類学雑誌, 34(2): 231–232. 

鈴木寿之・瀬能  宏・矢野維幾・細川正富・吉郷英範, 2002. 西表島に定着したテッポウウオ. I. O. 
P. Diving News, 13(2): 2–4. 

 
執 筆 者 名 ： 立原一憲 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ヨコシマイサキ 
分    類 ： スズキ目 シマイサキ科 
学    名 ： Mesopristes cancellatus (Cuvier, 1829) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 体長 30 cm。体は体高があり、側扁する。吻は尖り、成魚の上顎が下顎より著しく前方に突出し、

上唇が肥厚する。生時の体色は、地色は光沢のある鈍い銀緑色を呈し、腹面は銀白色。体側上半に
6本の濃色横帯が、体側下半に3本の縦帯もしくは縦列斑がある。 

近似種との区別 ： 背鰭と臀鰭軟条部の外縁が直線状、前後の鼻孔が接近して開孔、体側に横列斑と縦列斑が並ぶこと
などで同属2種と容易に識別可能。 

生 態 的 特 徴 ： 両側回遊型の生活史を持つと考えられるが、詳細は未確認。 
分 布 の 概 要 ： 台湾、フィリピン、インドネシア、パプアニューギニア、ソロモン諸島。日本では、西表島の 3河
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川と沖縄島の2河川で見つかっている。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 本属魚類は5種知られており、そのうち3種が日本に分布している。 
生息地の条件  ： 流量の比較的多い清冽な河川の淵と瀬を行き来して生活。 
現在の生息状況 ： 分布が局所的で、個体数も極めて少ない。 
学術的意義・評価 ： 本属魚類は海起源の海産魚類が島嶼で淡水に適応・分化していく例として生物地理学的に極めて興

味深い。 
生存に対する脅威 ： 本種は河川の淡水域下端から上流の淵と瀬を行き来して生活している。現在、西表島の主要な生息

地である浦内川の上流域から大規模な取水が計画されており、汽水上端と淡水域下端の接続域の環
境が大きく変わる可能性が懸念されている。 

特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Cuvier, G. and A. Valenciennes, 1829. Histoire naturelle des poissons, 3. Levrault, Paris. 
参 考 文 献 ： Maeda, K., T. Saeki and K. Tachihara, 2011. New record of a freshwater terapontid fish, Mesopristes 

cancellatus (Teleostei: Terapontidae) from Okinawa Island in the Ryukyu Archipelago. Biogeography, 13: 
45–50. 

瀬能 宏, 2015. ヨコシマイサキ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生
物－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 88–89. 

鈴木寿之・瀬能 宏, 2004. 西表島の陸水性魚類に迫る絶滅の危機. 魚類学雑誌, 51(1): 72–74. 
Vari, R. P., 1978. The terapon perches (Percoidei, Teraponidae). A cladistic analysis and taxonomic revision. 

Bulletin of the American Museum of Natural History, 159: 175–340. 
Yoshino, T., H. Yoshigou and H. Senou, 2002. Mesopristes iravi, a new terapontid fish (Perciformes: 

Terapontidae) from Rivers of Iriomote Island, the Ryukyu Islands. Ichthyological Research, 49: 234–239. 
 
執 筆 者 名 ： 立原一憲 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ニセシマイサキ 
分    類 ： スズキ目 シマイサキ科 
学    名 ： Mesopristes argenteus (Cuvier, 1829) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 体長約 30 cm。体は体高があり、強く側扁する。吻が尖り、成魚の上顎は下顎よりも突出し、上唇

はやや肥厚する。前後の鼻孔は離れる。生時の体色は、銀色の光沢をもつ灰色で、腹面は銀白色。
背鰭と尾鰭は、くすんだ黄色、腹鰭と臀鰭は濃灰色を呈す。幼魚は、銀白色で4本の明瞭な黒色縦
帯がある。 

近似種との区別 ： 未成魚には体側に4本の黒色縦帯があるが、成魚では、体色が一様な銀白色であること、幼魚では
眼を通る黒色縦帯が眼の後方で分断されないこと、背鰭第5棘が長いことで同属のシミズシマイサ
キと識別可能。 

分 布 の 概 要 ： スマトラ島からカリマンタン島、フィリピン諸島からバヌアツにかけての熱帯域。日本では西表島
と石垣島。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 本属魚類5種のうち、3種が日本に分布している。同所的に3種が出現するのは、
西表島のみである。 

生息地の条件  ： 成魚は、流量のある河川の汽水域に生息、主に幼魚が淡水域に侵入する。 
現在の生息状況 ： 西表島ではコンスタントに観察されるが、個体数は決して多くない。 
学術的意義・評価 ： 本種は主に汽水域から淡水域に生息し、八重山諸島が分布北限となっている。また、海起源の魚類

が島嶼で淡水に適応し、種分化していく過程を知るうえで、学術的にも極めて興味深い。 
生存に対する脅威 ： 本種は河川の汽水域と淡水域を行き来して生活している。現在、西表島の主要な生息地である浦内

川の上流域から大規模な取水が計画されており、汽水上端と淡水域下端の接続域の環境が大きく変
わる可能性が懸念されている。 

特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Cuvier, G. and A. Valenciennes, 1829. Histoire naturelle des poissons, 3. Levrault, Paris. 
参 考 文 献 ： 瀬能  宏, 2015. ニセシマイサキ. “レッドデータブック 2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物

－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 90–91. 
鈴木寿之・瀬能  宏, 2004. 西表島の陸水性魚類に迫る絶滅の危機. 魚類学雑誌, 51(1): 72–74. 
Vari, R. P., 1978. The terapon perches (Percoidei, Teraponidae). A cladistic analysis and taxonomic revision. 

Bulletin of the American Museum of Natural History, 159: 175–340. 
Yoshino, T., H. Yoshigou and H. Senou, 2002. Mesopristes iravi, a new terapontid fish (Perciformes: 

Terapontidae) from Rivers of Iriomote Island, the Ryukyu Islands. Ichthyological Research, 49: 234–239. 
 
執 筆 者 名 ：立原一憲 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： シミズシマイサキ 
分    類 ： スズキ目 シマイサキ科 
学    名 ： Mesopristes iravi Yoshino, Yoshigou and Senou, 2002 
カ テゴ リー  ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー：絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 体長 25 cm。体は体高があり、強く側扁する。吻がとがり、成魚の上顎と下顎の先端は、ほぼ同じ

位置にあり、上唇は肥厚しない。前後の鼻孔はよく離れる。生時の体色は、銀色光沢のあるくすん
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だ黄緑色を呈し、体側に幅の広い4本の黒色縦帯がある。眼を通る縦帯は、眼の後方で不連続とな
る。各鰭は黒ずんだ黄色。 

近似種との区別 ： 未成魚のみならず成魚も体側に4本の黒色縦帯をもつこと、眼を通る黒色縦帯が眼の後方で分断さ
れること、第5背鰭が短いことで、同属のニセシマイサキと識別可能。 

分 布 の 概 要 ： 西表島、フィリピン、パプアニューギニアに分布する。西表島では2河川から知られているのみ。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 本属魚類5種のうち、3種が日本に分布している。同所的に3種が出現するのは、

西表島のみである。 
生息地の条件  ： 流量のある河川の淡水域の瀬と淵を行き来して生活している。両側回遊型の生活史を持つと考えら

れるが、詳細は未確認。 
現在の生息状況 ： 西表島の2河川からのみ知られているが、生息個体数は極めて少ない。 
学術的意義・評価 ： 本種は2002年に西表島産のホロタイプを基に新種記載された。海起源の魚類が島嶼で淡水に適応し、

種分化していく過程を知るうえで、学術的にも極めて興味深い。 
生存に対する脅威 ： 本種は河川の淡水域下端から上流の淵と瀬を行き来して生活している。現在、西表島の主要な生息

地である浦内川の上流域から大規模な取水が計画されており、汽水上端と淡水域下端の接続域の環
境が大きく変わる可能性が懸念されている。 

原  記  載 ： Yoshino, T., H. Yoshigou and H. Senou, 2002. Mesopristes iravi, a new terapontid fish (Perciformes: 
Terapontidae) from Rivers of Iriomote Island, the Ryukyu Islands. Ichthyological Research, 49: 234–239. 

参 考 文 献 ： 瀬能  宏, 2015. シミズシマイサキ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生
生物－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 92–93. 

鈴木寿之・瀬能  宏, 2004. 西表島の陸水性魚類に迫る絶滅の危機. 魚類学雑誌, 51(1): 72–74. 
Vari, R. P., 1978. The terapon perches (Percoidei, Teraponidae). A cladistic analysis and taxonomic revision. 

Bulletin of the American Museum of Natural History, 159: 175–340.  
 
執 筆 者 名 ： 立原一憲 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： トゲナガユゴイ 
分    類 ： スズキ目 ユゴイ科  
学    名 ： Kuhlia munda (De Vis, 1884) 
方  言  名 ： ミキュー（混称） 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠB類 (EN) 
 
形    態 ： 体長 18 cm。体型は卵型でやや延長し、強く側扁する。頭部背縁はほぼ直線的。生時の体色は、銀

白色の地色で、体側に斑紋を欠き、成魚では尾鰭が一様に黒色を呈する。 
近似種との区別 ： 同所的に生息するユゴイ、オオクチユゴイとは、体側に斑紋を欠くことと尾鰭の色彩で識別可能。 
分 布 の 概 要 ： クイーンズランド、ニューカレドニア、バヌアツ、パプアニューギニア、フィジー、ビキニ島に分

布。日本では屋久島、西表島、小笠原諸島に生息。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 日本に生息するユゴイ科4種のうち、ギンユゴイを除く3種が河川に生息する。

ユゴイとオオクチユゴイが汽水と淡水域に広く分布するのに対し、本種は汽水域に多い。 
生 態 的 特 徴 ： 生活史は未解明であるが、おそらくユゴイやオオクチユゴイ同様、降河回遊型の生活史を持つもの

と推測される。 
生息地の条件  ： 比較的水量のある河川の汽水域。川岸に植生がオーバーハングした場所に定位する。 
現在の生息状況 ： 西表島の生息地では確認されることが少なくなってきている。 
学術的意義・評価 ： 琉球列島が分布の北限にあたり、生物地理学的に重要である。また、生活史が未解明であり、琉球

列島の個体群が再生産に関与しているかどうか調べる必要がある。 
生存に対する脅威 ： 個体数が少ないうえ、生息場所周辺における河川改修や架橋の付け替えなどによる生息環境の悪化。 
特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Data Deficient (DD)。 
原  記  載 ： De Vis, C. W., 1884. New Australian fishes in the Queensland Museum. Proceedings of the Linnean Society of 

New South Wales, 9: 389–400. 
参 考 文 献 ： 林 公義・萩原清司, 2013. トゲナガユゴイ. “日本産魚類検索 全種の同定 第三版”, 中坊徹次 (編), 

東海大学出版会, 秦野, 1072. 
 
執 筆 者 名 ： 立原一憲 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： カンムリブダイ 
分    類 ： スズキ目 ブダイ科 
学    名 ： Bolbometopon muricatum (Valenciennes in Cuvier and Valenciennes, 1840) 
方  言  名 ： クジラブッタイ 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 体長約120 cm。両顎の歯板は、クチバシ状で外表面がタイル状である。成魚になると額部が垂直に

突出するが、その幅は狭い。前鼻孔より後鼻孔が大きい。側線が体側後部で中断する。生時の体色
は、未成魚では暗灰色、成魚になると暗緑色を呈す。 

近似種との区別 ： 本種と同様に大型となるメガネモチノウオとは、両顎の歯がクチバシ状の歯板を形成すること、他
の額部の突出するブダイ科魚類とは、歯板がタイル状であること、後鼻孔が前鼻孔よりも大きいこ
とで容易に識別可能。 
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分 布 の 概 要 ： インド‐太平洋の熱帯海域に広く分布。日本では八重山諸島近海。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 20 種以上のブダイ科魚類が、本種と同所的に生息している。 
生 態 的 特 徴 ： 昼間、数10個体で群泳し、生きた造礁サンゴや微小付着藻類を捕食する。夜間になるとサンゴ礁の

棚部や造礁サンゴ群体などの下で眠る。 
生 息地 の条 件： 健全なサンゴ礁が発達した場所が必要。幼魚は礁池内にもいるが、成魚は外洋に面した水深 30 mま

でのサンゴ礁外側斜面や水路部に生息。 
現在の生息状況 ： 小型個体が時々市場に水揚げされるが、大型個体は極めて少ない。海外では中・大型個体が群泳す

る場所があるが、琉球列島でそのような光景に出合うことは稀である。 
学術的意義・評価 ： 世界最大のブダイ科魚類であり、サンゴ礁生態系の中で造礁サンゴ食者として重要な位置を占めて

いる。 
生存に対する脅威 ： 健全な造礁サンゴ群体の減少と電燈潜りなど漁業による漁獲。 
特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Vulnerable (VU)。 
原  記  載 ： Cuvier, G. and A. Valenciennes, 1840. Histoire naturelle des poissons, 14. Pitois-Levrault, Paris. 
参 考 文 献 ： Bellwood, D. R., 2001. Scaridae. “The living marine resources of the Western Central Pacific”, Carpenter K. E. 

and V. H. Niem (eds.), dentification Guidefor Fishery Purposes, 6, 3468–3492, pls.6–14. 
吉野哲夫, 2005. カンムリブダイ. “改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 動物編”, 沖
縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 179–180. 

 
執 筆 者 名 ： 立原一憲 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ウラウチヘビギンポ 
分    類 ： スズキ目 ヘビギンポ科 
学    名 ： Enneapterygius cheni Wang, Shao and Shen, 1996 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 体長2 cm。体は、やや側扁した円筒形で、頭部がやや縦扁し、背鰭が3基ある。吻が尖り、両眼間

隔は狭い。生時の体色は、体前半が灰青色、体後半が淡茶褐色、腹部と尾部下面が灰色を呈す。眼
の下に白色線、体側に5暗色斜帯、臀鰭基底から尾柄部に8、9個の小暗色点、尾柄部に白色斜線を
有す。 

近似種との区別 ： 上述の色彩から日本産の同属他種と識別可能である。  
分 布 の 概 要 ： 台湾南部と西表島のみ。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 日本国内に生息する同属他種の内、汽水域に生息するのは、本種のみである。  
生 態 的 特 徴 ： 日本産ヘビギンポ科魚類で唯一、河川汽水域に生息する。生活史に関して未解明。 
生息地の条件  ： 環境が良好な河川の河口域とそれに隣接する岩礁域に生息する。 
現在の生息状況 ： 西表島の1河川にのみ生息。 
学術的意義・評価 ： 西表島と台湾のみに分布し、生物地理学的に興味深い。 
生存に対する脅威 ： 局所分布であり、個体数も多くないため、わずかな環境変化で絶滅する恐れがある。 
特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Wang, S. C., K. T. Shao and S. C. Shen, 1996. Enneapterygius cheni, a new triplefin fish (Pisces: 

Tripterygiidae) from Taiwan. Acta Zoologica Taiwanica, 7(1), 9–83. 
参 考 文 献 ： 渋川浩一・鈴木寿之・細川正富, 2004. 西表島浦内川で採集された日本初記録のウラウチヘビギン

ポ(新称). I. O. P. Diving News, 15(3): 2–6. 
鈴木寿之, 2015. ウラウチヘビギンポ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野
生生物－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 94–95. 

鈴木寿之・瀬能 宏, 2004. 西表島の陸水性魚類に迫る絶滅の危機. 魚類学雑誌, 51(1): 72–74. 
 
執 筆 者 名 ： 立原一憲 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： カワギンポ 
分    類 ： スズキ目 イソギンポ科 
学    名 ： Omobranchus ferox (Herre, 1927)  
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 体長5 cm。体は、やや細長く側扁し、吻がやや尖る。頭部に皮弁や皮質突起がない。眼隔管と下顎

管の開口数は、いずれも3個であり、鰓孔が狭い。背鰭、臀鰭ともに鰭膜で尾鰭と繋がらない。生
時の体色は橙色で、眼の前縁から吻端と、目の下縁から口唇に白色線を有す。また、眼の後縁直後
に1本の短い青白色の横線が、頭部腹面から胸部に多数の白色斑がある。さらに、躯幹部から尾部
に多数の白色横帯があり、その後半は網目模様となる。雄の背鰭最後部には1眼状斑がある。 

近似種との区別 ： 眼の後縁直後の青白色の横線で同属他種と識別される。 
分 布 の 概 要 ： 南アフリカ、インドからインドネシア、台湾からオーストラリアにかけてのインド‐太平洋の熱帯

域。日本では西表島のみから記録されている。 
生 態 的 特 徴 ： 汽水域の牡蠣殻を産卵床としているが、生活史は未解明。 
生息地の条件  ： 河川汽水域の転石や牡蠣殻に生息することが多いが、倒木やヒルギの支柱根も利用する。 
現在の生息状況 ： 西表島の3河川にのみしか生息していないにもかかわらず、生息地の環境改変が進んでいる。 
学術的意義・評価 ： 西表島が分布のほぼ北限に当たり、生物地理学的に重要である。 
生存に対する脅威 ： 局所分布であり、個体数も少ない。河口付近の架橋の付け替え、リゾート開発に伴う環境改変等の
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生息場所の消失。 
特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Herre, A., W. C. T., 1927. Four New Fishes from Lake Taal (Bombon). Philippine Journal of Science, 34 (3): 

273–280. 
参 考 文 献 ： 瀬能 宏, 2015. カワギンポ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物－

4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 98–99. 
 
執 筆 者 名 ： 立原一憲 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ヒルギギンポ 
分    類 ： スズキ目 イソギンポ科 
学    名 ： Omox biporos Springer, 1972 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 体長4 cm。体は、やや細く側扁し、吻がやや尖り、頭部に皮弁や皮質突起を欠く。眼隔管の開口数

は4、下顎管の開口数は3。鰓孔は狭く、背鰭と臀鰭は、膜鰭で尾鰭につながらない。雄の尾鰭の上
下の鰭条がやや伸長する。生時の雄の体色は、頭部が濃褐色で側面に3、4本の白色横線、吻上に2、
3 本の白色縦線を有す。躯幹部から尾部は、灰褐色で正中に円形の 9 小斑が並ぶ。生時の雌の体色
は、頭部は雄と同じであるが、躯幹部から尾部には幅広い濃褐色横帯と白色横線が交互に並ぶ。 

近似種との区別 ： 頭部に皮弁や皮質突起を欠き、背鰭と臀鰭が尾鰭と連続しないこと、背鰭と臀鰭の軟条数が、各々
15～17、17～19本であることから、日本産の同属他種と識別可能である。 

分 布 の 概 要 ： タイランド湾、パラオ、インドネシア、ニューギニア、ニューカレドニアに分布。日本では西表島
と石垣島から記録されている。  

生 態 的 特 徴 ： 汽水性魚類と考えられるが、生活史は未解明。 
生息地の条件  ： マングローブ湿地の発達する河川汽水域に生息する。ヤエヤマヒルギの気根に棲むことが多いが、

死サンゴ塊や倒木も隠れ家として利用する。 
現在の生息状況 ： 西表島の6河川と石垣島の1河川に生息している。これらの内、生息環境が維持されている場所は

少なく、多くの場所で生息環境の悪化が進行している。 
学術的意義・評価 ： 八重山諸島が、本種の分布北限に当たり、生物地理学的に重要である。 
生存に対する脅威 ： 局所分布であり、個体数も少ないにもかかわらず、架橋の付け替え、リゾート開発、道路工事など

により、生息場所の環境が消失・悪化しつつある。 
特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Data Deficient (DD)。 
原  記  載 ： Springer, V. G., 1972. Synopsis of the tribe Omobranchini with descriptions of three new genera and two new 

species (Pisces: Blenniidae). Smithsonian Contributions to Zoology, 130: 1–31. 
参 考 文 献 ： 瀬能 宏, 2015. ヒルギギンポ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物

－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 96–97. 
 
執 筆 者 名 ： 立原一憲 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： クシヒゲヌメリ 
分    類 ： スズキ目 ネズッポ科 
学    名 ： Eleutherochir mccaddeni Fowler, 1941 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 体長 4 cm。第１背鰭を有し、第 2背鰭は 9、10軟条、臀鰭は 10、11軟条である。尾鰭中央部の軟

条の先端が分枝し、前鰓蓋骨棘の後端が鉤状とならない。口は横に広く、下唇上縁に多数の肉質突
起がある。下顎が上顎より突出し、両眼間隔が眼径より狭い。 

近似種との区別 ： 同所的に生息するオオクチヌメリとは、下顎が上顎より突出すること、両眼間隔が眼径より狭いこ
と、臀鰭軟条が10、11本であることから識別可能。  

分 布 の 概 要 ： フィリピンのレイテ島、沖縄島の中城湾、西表島の浦内川河口に隣接するトゥドゥマリ浜から記録
されている。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 本種の生息地は局限される。 
生 態 的 特 徴 ： 砂浜海岸の波打ち際に生息しているが、詳細な生活史情報は皆無である。 
生息地の条件  ： 陸水の影響を受け、砂岩や泥岩由来の砂が主体となる砂浜に生息する。琉球列島では、造礁サンゴ

や有孔虫などの生物に由来する砂浜が多く、本種の生息環境は限定される。 
現在の生息状況 ： 中城湾では与那原町の与那原と中城村の久場に分布していたが、与那原の生息地は、埋め立てによ

り完全に消失した。久場における現在の状況は不明であるが、中城湾では大規模な埋め立て工事が
進行中である。西表島のトゥドゥマリ浜では、リゾートホテルが開業し、環境が変化しつつある。 

学術的意義・評価 ： 分布が局限され、生物地理学的に重要である。生活史が未解明である。 
生存に対する脅威 ： 生息場所の埋め立てによる消失。開発による底質の変化。 
原  記  載 ： Fowler, H. W., 1941. New fishes of the Family Callionymidae, mostly Philippine, obtained by the United 

States Bureau of Fisheries Steamer ‘Albatross’. Proceedings of the United States National Museum, 90: 
1–31. 

参 考 文 献 ： 吉郷英範・太田 格・吉野哲夫, 2006. 日本初記録のネズッポ科魚類クシヒゲヌメリ（新称）
Eleutherochir mccaddeni. 魚類学雑誌, 53: 189–193. 
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執 筆 者 名 ： 立原一憲 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ツバサハゼ 
分    類 ： スズキ目 ツバサハゼ科 
学    名 ： Rhyacichthys aspro (Valenciennes, 1837) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 頭部と躯幹部の前半が縦扁し、下面は平らである。口は小さく、頭部の下面に位置する。第2背鰭

と臀鰭の基底は短く、尾柄は長い。胸鰭は側方に大きく張り出し、基底が傾斜し、下側が前方に位
置する。左右の腹鰭は広く離れ、下面が肉質に肥厚する。尾鰭後縁は湾入する。側線を有する。体
色は、黄褐色または淡灰色の地に、細かい暗色斑が密在す。大型個体は体長20 cmを超える。 

近似種との区別 ： 沖縄県内および国内に近似種は分布しない。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄県内では、沖縄島、石垣島、西表島に分布する。他に、国内では屋久島と奄美大島、国外では

台湾、フィリピン、インドネシア、パプアニューギニア、パラオ、ソロモン諸島から知られる。た
だし、これらの記録には、同属の Rhyacichthys guilberti と正確に区別されていないものが含まれてい
る可能性がある。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ツバサハゼ科には2属 3種が含まれる。R. guilberti はニューカレドニア北部およ
びバヌアツからインドネシアにかけて分布し、Protogobius attiti はニューカレドニア南部のみに生息
する。 

生 態 的 特 徴 ： 両側回遊性と考えられる。同属の R. guilberti では、海で約1ヵ月の浮遊期を過ごすとされ、本種も
同様と推測される。体長2 cm未満で河川に加入し、淡水域の早瀬や流れのある淵頭などに生息する。
流れの速い場所で、底質の岩盤または大きな岩に貼り付くようにして静止していることが多い。大
きな滝の上流には分布しない。食性の詳細は不明であるが、藻類食とされ、また胃内容物には水生
昆虫も観察されるという。 

生息地の条件  ： 本種の生息には、自然な地形の残された渓流環境が不可欠である。腹鰭が吸盤状ではないため、大
きな堰や滝の上流には遡上できない。冬季の水温が低い場所では、越冬が難しいようである。 

現在の生息状況 ： 当歳と考えられる小型個体が一時的に見られる川は少なくないが、大型個体が恒常的に生息する川
はわずかである。沖縄島では、複数の小型個体が見つかっても越冬せずに姿を消すことが多い。大
型個体が数年にわたり継続して観察される例はあるが、そのような個体数は少ない。石垣島におい
ても稀である。西表島では複数河川に恒常的に生息し、再生産している可能性もあるが、本種の生
息環境は悪化しつつある。 

学術的意義・評価 ： ツバサハゼ科はハゼ類の系統の中で最も根元で分岐した分類群と考えられており、ハゼ類の系統、
進化を研究する上で欠かせない。急流生活に適応した種の一つとして、その生態や形態も非常に興
味深い。琉球列島は分布の北限にあたり、その出現は浮遊仔魚の分散や加入、定着を考える上で重
要な示唆をもたらすと考えられる。 

生存に対する脅威 ： 河川の浚渫により生息地が破壊される例がある。特に流れの速い場所を好む本種の生息には淵と瀬
のメリハリのある河川地形が必須であり、平坦に均された川には生息が不可能である。河川の直線
化も、生息可能な環境を消失させる要因となる。回遊を妨げる堰などの河川構造物や取水による河
川水の減少および河口閉塞も本種の生息を妨げていると考えられる。西表島においては、生息地を
訪れる観光客の増加も脅威の一つとなっている。 

特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Data Deficient (DD)。 
原  記  載 ： Cuvier, G. and A. Valenciennes, 1837. Histoire naturelle des poisons, 12. Levrault, Paris. 
参 考 文 献 ： Miller, P. J., 1973. The osteology and adaptive features of Rhyacichthys aspro (Teleostei: Gobioidei) and the 

classification of gobioid fishes. Journal of Zoology, 171: 397–434. 
鈴木寿之, 1998. ツバサハゼ. “日本の希少な野生生物に関するデータブック”, 水産庁（編）, 日
本水産資源保護協会, 東京, 184–185. 

鈴木寿之, 2015. ツバサハゼ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物－
4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 100–101. 

Tabouret, H., M. Tomadin, L. Taillebois, M. Iida, C. Lord, C. Pécheyran and P. Keith, 2014. Amphidromy and 
marine larval phase of ancestral gobioids Rhyacichthys guilberti and Protogobius attiti (Teleostei: 
Rhyacichthyidae). Marine and Freshwater Research, 65: 776–783. 

 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： トカゲハゼ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Scartelaos histophorus (Valenciennes, 1837) 
方  言  名 ： トントンミー（総称） 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 体は細長い。背鰭は2基。第1背鰭は細く伸長する。尾鰭は槍状で長い。腹鰭は吸盤状である。吻

は突出し、上唇前縁を被う。下顎に1列のひげがある。眼は上方に突出し、眼下に眼を収容するく
ぼみと下眼瞼がある。体色は背側が暗緑褐色、腹側が淡青色で、尾部体側に数本の暗色横帯がある。
最大体長は12 cmである。 

近似種との区別 ： 沖縄県内では、トビハゼ属の2種が、本種と同様に干潮時に泥質干潟の表面で活動するが、本種は
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体形が非常に細長いこと、第1背鰭が伸長すること、泥面上を滑るように這って移動し、飛び跳ね
ることはまれであること等により区別される。 

分 布 の 概 要 ： 国内における分布は沖縄島に限定され、中城湾沿岸および大浦湾沿岸にのみ生息する。戦前には那
覇周辺にも生息していたようであるが、現在では見られない。2006年に漫湖で数個体が観察された
が、それ以降見つかっていない。国外では台湾、中国、マレーシア、インドネシア、インド、オー
ストラリア北部等に分布する。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 同属の Scartelaos gigas が、台湾、中国、朝鮮半島に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 半陸生性であり、内湾の泥質干潟に生息孔を掘って生活する。日中の干潮時には干潟上の干出域を

這い回って摂餌等の活動を行い、冠水時には生息孔中に潜る。産卵期は4～7月頃、生息孔内に産卵
室を作り、卵はその天井に産み付けられる。産卵は雌雄1つがいで行われ、その際、雄によるジャ
ンプ等の一連の求愛行動が観察される。また、主に雄が産着卵を孵化するまで保護するが、この期
間には、空気を口に含んでから巣穴に戻るエアレーション行動が観察される。孵化仔魚は下げ潮に
より沖合いに輸送拡散され、約1ヵ月の浮遊生活を送る。浮遊末期の仔魚は夜間の上げ潮に乗って
干潟に加入し、変態・着底する。稚魚および成魚は干潟表面に生息する珪藻等の微小生物を食する。 

生息地の条件  ： トカゲハゼの生息地は内湾の泥質干潟である。底質は島尻層の堆積物に由来し、粘土とシルトの中
間的な特性を示す軟泥質で、その堆積厚は最低20 cmである。生息地の地盤高は小潮時の潮汐変動
範囲である。本種は干出時に乾燥せずに海水が残存している溜まりや澪筋沿いに生息孔を掘り、そ
の周辺で活動する。また中城湾では、浮遊仔魚は湾中央部から南部にかけての水深20～30 mの海域
に生息する。したがって本種が生息していく上で、泥質干潟の底質、間隙水及び海水を含めた、干
潟生態系の保全が不可欠となる。 

現在の生息状況 ： トカゲハゼの生息数を確認するため、沖縄県により、日中の干潮時に干潟表面で活動している本種
の個体数が年4回程度カウントされている。中城湾内では、調査が開始された1989年以降、最少で
約700個体、最大で約3,000個体が確認され、2014年 3月時点における確認個体数は約900であっ
た。中城湾におけるトカゲハゼの主な生息地は南城市佐敷とうるま市具志川の沿岸である。佐敷で
は、2009年 3月に約2,000個体が確認されたが、それ以降減少傾向にあり、2014年3月時点では約
600個体であった。当地域は中城湾内で最大の生息地であり、沖縄島における本種個体群の維持に
重要な役割を担っていると考えられる。うるま市具志川沿岸では、かつて干潟の奥部に位置した生
息地が埋め立て事業にともない水路部の奥に取り残された。1990年以降個体数が激減し、1995年に
は約20個体となったが、人工干潟の造成と人工増殖による種苗放流を行った結果漸増し、2000年
には1,000個体を超えるまでに回復した。しかし2007年以降、個体数が大幅に減少し、2014年 3
月には約130個体となった。また、大浦湾沿岸では、2002年 5月に成魚23個体の生息が確認され
ている。 

学術的意義・評価 ： トカゲハゼはインド・西太平洋に広く分布する一方、琉球列島においては沖縄島のみに生息すると
いう独特の分布パタンを示し、生物地理学的に重要である。また、泥質干潟の生物群集の重要な一
員であり、半陸上生活をする点でも興味深い。 

生存に対する脅威 ： 沖縄島では大規模な埋め立て事業により干潟の面積が大幅に減少してきた。これにより、トカゲハ
ゼをはじめとする干潟の生物の生息環境が狭められ、個体数も大幅に減少したと考えられる。現在
も本種の国内唯一の生息地である中城湾と大浦湾で大規模な埋め立てが進行中または計画中である。
1995年、沖縄県により「中城湾全体におけるトカゲハゼ保全計画」が策定された。それ以降、人工
干潟の造成と人工増殖による種苗放流などの対策が取られ、個体数が一時的に回復に至った生息地
もあった。しかし、近年では生息環境の変化を引き起こす新たな脅威の拡大により個体群は縮小傾
向にある。佐敷では、砂嘴の内側に泥質干潟が形成され、県内最大の生息地となっていたが、近年
この砂嘴の形状が変化し、陸側に移動しつつある。泥質干潟は年々縮小し、2010年までは5 ha以
上あることが多かったが、現在では1 ha程度となっており、トカゲハゼ個体群の維持が危ぶまれる。
うるま市具志川では、埋め立て地の護岸に植栽されたヒルギダマシの分布が急激に拡大してトカゲ
ハゼの生息地を覆うようになり、本種個体数の減少をもたらしている。 

原  記  載 ： Cuvier, G. and A. Valenciennes, 1837. Histoire naturelle des poisons, 12. Levrault, Paris. 
参 考 文 献 ： 細谷誠一, 1998. トカゲハゼ. “日本の希少な野生水生生物に関するデータブック”, 水産庁（編）, 

日本水産資源保護協会, 東京, 96–97. 
細谷誠一, 2014. トカゲハゼ: 沖縄島中城湾における泥質干潟生態系の保全. 魚類学雑誌, 61: 
109–114. 

昆 健志・桜井 雄・武井直行, 2003. 沖縄県名護市楚久地先で確認されたハゼ亜目魚類トカゲハ
ゼScartelaos histophorus. 沖縄生物学会誌, 41: 25–32. 

立原一憲, 2005. 琉球列島にすむ希少魚. “希少淡水魚の現在と未来：積極的保全のシナリオ”. 片
野修・森 誠一（編）, 信山社, 東京, 297–311. 

 
執 筆 者 名 ： 前田 健・津波古優子*

  
   ＊前回改訂版 (2005) における津波古による記載内容を一部引用した。 

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： チワラスボ属の 1 種 1 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Taenioides sp. 1 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 体は非常に細長く、円筒形。眼は小さい。頭部には皮褶があり、下顎の下面に3対（計6本）の鬚

状突起を持つ。下顎から後ろに伸びる皮褶の後端は、眼下後方の縦列皮褶の近くに達する。背鰭は
1基で基底が長く、6棘42～44軟条。臀鰭も基底が長く、41～44軟条。胸鰭は糸状の遊離軟条を持
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たず、16～19軟条。脊椎骨数は29または30。鱗を欠く。腹面は赤く、背面は赤黒い。背鰭の基部
と尾鰭の中央は黒褐色。最大体長は約14 cmである。 

近似種との区別  : チワラスボ属の1種 2とチワラスボ属の1種 3とは、体がやや太短いこと、下顎の下面に6本の鬚
状突起を持つこと（チワラスボ属の1種2と 3では、7本）、背鰭と臀鰭の軟条数がそれぞれ42～
44、41～44であること（チワラスボ属の1種 2ではそれぞれ64～68、63～65、チワラスボ属の1
種 3ではそれぞれ44～50、44～51）、体の赤みが強いこと（チワラスボ属の1種 3は赤みが薄く、
金色がかる）などにより区別される。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄県内では沖縄島の大浦川のみから知られる。国内では、今のところ他の場所からは知られてい
ない。分類が整理されておらず、国外における分布は不明。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 同種もしくは近縁と考えられる Taenioides anguillaris はタイプ産地が中国で、イ
ンド・西太平洋に分布するとされる。国内には少なくとも4種のチワラスボ属が生息する。本種と
もう1種（チワラスボ属の1種 2）は沖縄島のみから知られ、別の1種（チワラスボ）は佐賀県と
和歌山県から知られる。残る1種（チワラスボ属の1種 3）は琉球列島から日本本土に広く分布す
る。 

生 態 的 特 徴 ： 汽水域の泥底から採集される。穴の中に潜む。チワラスボ属の1種3と同所的に見られるが、個体
数はより少ない。仔魚は海で浮遊期を過ごすと考えられる。生活史の詳細は不明。 

生息地の条件  ： 唯一知られる生息地は、自然な川岸が残り、比較的広い河川汽水域の干潟である。内湾の泥底にも
生息する可能性があるが、調査が進んでいないため不明である。 

現在の生息状況 ： 最近まで国内のチワラスボ属は1種と考えられ、正確に区別されて来なかった。そのため情報が不
十分ではあるが、本種はこれまでの調査において1河川からしか知られていないため、チワラスボ
属の1種3と比べて生息環境が限定されていると考えられる。また個体数も非常に少ない。 

学術的意義・評価 ： チワラスボ属の分類は未解決の問題を多く含むが、泥干潟の生物多様性を示す意味で重要である。
また眼が小さく、鱗を欠き、体が細長いなど特殊な形態を持っており、泥中での生活への適応と考
えられる。本種の生態はほとんど不明であるが、泥の中でどのように生活し、繁殖しているのか非
常に興味深い。 

生存に対する脅威 ： 大浦川の干潟には最近木道が建設された。また名護市の天然記念物に指定されているマングローブ
の一部の伐採を伴う水害対策が計画され、木道建設と合わせて今後の干潟環境の変化が懸念される。
大浦川が注ぐ大浦湾では、米軍基地の建設が進められている。本種の仔魚は湾内で成長すると推測
されるため、浮遊期の生息環境が失われる可能性があるほか、湾内の環境が今後全体的に変化する
可能性がある。このように本種の生息地は、これまで比較的良好な環境を保ってきた場所であった
が、さまざまな開発が計画、進行中であり、本種個体群への影響が危惧される。 

特 記 事 項 ： 本種は、Kurita and Yoshino（2012）の中で、Taenioides sp. Aとされている。Taenioides anguillaris（Linnaeus, 
1758）の可能性があり、分類の研究が進められている。 

原  記  載 ： 学名未確定 
参 考 文 献 ： Kurita, T. and T. Yoshino, 2012. Cryptic diversity of the eel goby, genus Taenioides (Gobiidae: Amblyopinae), 

in Japan. Zoological Science, 29: 538–545. 
 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： チワラスボ属の 1 種 2 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Taenioides sp. 2 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 体は著しく細長く、円筒形。眼は小さい。頭部には皮褶があり、下顎の下面に3対および中央に1

本（計7本）の鬚状突起を持つ。下顎から後ろに伸びる皮褶の後端は、眼下後方の縦列皮褶の近く
に達しない。背鰭は1基で基底が長く、6棘 64～68軟条。臀鰭も基底が長く、63～65軟条。胸鰭は
糸状の遊離軟条を持たず、16～20軟条。脊椎骨数は44。鱗を欠く。体は赤い。唯一採集されている
成魚の体長は13 cmである。 

近似種との区別 ： 本種は背鰭と臀鰭の軟条数が非常に多いことにより、チワラスボ属の1種 1とチワラスボ属の1種
3と容易に識別される。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島の大浦湾から1個体の成魚が採集され、また中城湾の佐敷沖からシラスパッチ網で複数の浮
遊期末期の仔魚（体長約13 mm）が採集されている。国内では、今のところ他の場所からは知られ
ていない。分類が整理されておらず、国外における分布は不明。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 同種もしくは近縁と考えられる Taenioides kentalleni はサウジアラビアのペルシャ
湾で採集された1個体の標本しか知られていない。国内には少なくとも4種のチワラスボ属が生息
する。本種ともう1種は沖縄島のみから知られ、別の1種（チワラスボ）は佐賀県と和歌山県から
知られる。残る1種は琉球列島から日本本土に広く分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 大浦湾の海底から1個体の成魚の死体が取得された。詳しい生態は不明であるが、内湾海底の泥の
中に住む可能性が高い。仔魚は内湾で浮遊期を過ごし、13 mm前後で着底すると考えられる。 

生息地の条件  ： 本種の生息地である大浦湾と中城湾は沖縄島東海岸にある湾であるが、性質が異なる。大浦湾は比
較的小規模であるが、水深50 mを超える深い場所もあり、海底の様子は変化に富む。大浦川、汀
間川など汽水域の発達した河川が流入する。中城湾は比較的規模が大きいが、大きな流入河川はな
い。沿岸にはかつては広大な干潟が存在したが、埋め立てが進み、その面積は大幅に縮小している。
沿岸部は都市化が進み、自然の海岸は少なくなっている。 
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現在の生息状況 ： 本種はこれまでに2ヵ所からわずかな個体数が見つかったのみである。成魚は1個体しか見つかっ
ておらず、生息状況の詳細は不明であるが、仔魚の出現状況からも他種と比べて個体数は多くない
と推測される。 

学術的意義・評価 ： 本種と同種もしくは近縁と考えられる Taenioides kentalleni は遠く離れたペルシャ湾で1個体が採集
されたのみであり、本種の沖縄島における個体群は非常に貴重である。眼が小さく、鱗を欠き、体
が細長いなど特殊な形態を持っており、泥中での生活への適応と考えられる。本種の生態はほとん
ど不明であるが、泥の中でどのように生活し、繁殖しているのか非常に興味深い。 

生存に対する脅威 ： 本種の生息地である大浦湾では、米軍基地の建設が進められており、埋め立てが計画されている。
本種の生息環境が失われる可能性があるほか、湾内の環境が今後全体的に変化する可能性があり、
本種個体群への大きな影響が懸念される。中城湾では埋め立てにより干潟の面積が大幅に縮小し、
自然海岸も減少している。湾内の環境も大きく改変されており、個体群の存続が危ぶまれる。生息
環境条件の解明が本種の保全のために重要といえる。 

特 記 事 項 ： 本種は、Kurita and Yoshino（2012）の中で、Taenioides sp. Dとされている。Taenioides kentalleni Murdy 
and Randall, 2002の可能性があり、分類の研究が進められている。 

原  記  載 ： 学名未確定 
参 考 文 献 ： Kurita, T. and T. Yoshino, 2012. Cryptic diversity of the eel goby, genus Taenioides (Gobiidae: Amblyopinae), 

in Japan. Zoological Science, 29: 538–545. 
Murdy, E. O. and J. E. Randall, 2002. Taenioides kentalleni, a new species of eel goby from Saudi Arabia 

(Gobiidae: Amblyopinae). Zootaxa, 93: 1–6. 
 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ハヤセボウズハゼ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Stiphodon imperiorientis Watson and Chen, 1998 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 吻は丸く、口は下付き。雄の第1背鰭は伸長し、先端が尖るが、雌では伸長せず丸い形である。雄

は普通淡褐色でやや緑色みを帯び、背面が暗色、体側に 12 本の暗色横帯を持つ。第 1 背鰭と第 2
背鰭は赤褐色。尾鰭中央部には暗色斑と白色斑が横帯を形成する。胸鰭鰭条に沿って4～14個の小
さな黒色斑が並び、その間に小さな白色斑を有する。婚姻色の雄では、体が黒くなり、頭部側面、
胸鰭基部の上部、体側の上部が空色または白色に輝き、尾柄はやや白っぽくなることが多い。また、
背鰭、臀鰭、尾鰭、腹鰭が黒くなる。雌は淡い黄褐色で体側に2本の黒色縦帯を持つ。第1背鰭、
第2背鰭、尾鰭、胸鰭の鰭条に沿って、小さな黒色斑と白色斑が交互に並ぶ。体長は最大で5.2 cm。 

近似種との区別 ： 雌は同属他種と似るが、第1背鰭、第2背鰭、尾鰭、胸鰭の鰭条に沿って、小さな黒色斑と白色斑
が交互に並ぶこと（コンテリボウズハゼは胸鰭に斑紋をほとんど持たない；ナンヨウボウズハゼと
ヒスイボウズハゼは黒色斑を持つ個体もあるが、通常明瞭な白色斑を欠く）、臀鰭の縁近くに黒色線
を持たないこと（コンテリボウズハゼは黒色線を有する）、第2背鰭鰭条数が普通9、胸鰭鰭条数が
15または16であること（ナンヨウボウズハゼではそれぞれ普通10、14、カキイロヒメボウズハゼ
では9、14）、歯の数（同サイズの個体を比べた場合、ハヤセボウズハゼは、コンテリボウズハゼ、
ナンヨウボウズハゼ、ニライカナイボウズハゼ、トラフボウズハゼより歯の数が少ない）、鱗の配置
と大きさ（カキイロヒメボウズハゼは躯幹部前半に鱗を欠く；トラフボウズハゼは頭部背面の鱗が
細かい）などにより区別される。フィリピンに分布する Stiphodon pulchellus は、雌雄ともハヤセボ
ウズハゼに似る。ハヤセボウズハゼの雄は、胸鰭の黒色斑がより細かく、先端部に黒色斑を欠くこ
とにより区別されるが、雌は形態による確実な識別が現段階では困難である。沖縄県内でも見つか
る可能性があるため、注意が必要である。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄県内では沖縄島、石垣島、西表島に分布する。国内では他に奄美大島において記録がある。か
つては琉球列島固有種とされていたが、近年広東省（中国）と台湾からも報告された。東南アジア
にも分布する可能性がある。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 沖縄県内では、ナンヨウボウズハゼが普通種として分布し、本種を含むその他の
ナンヨウボウズハゼ属の種はいずれも個体数が少ない。東南アジアにおける分布状況が不明である
が、本種の分布域は比較的狭いと推測される。 

生 態 的 特 徴 ： 両側回遊性と考えられる。河川加入後は中流域に分布し、比較的大きな淵に生息することが多い。
大きな滝や堰の上流には見られない。岩の表面を削るように摂餌する様子が観察されることから、
付着藻類食と推測される。 

生息地の条件  ： 本種の生息には、瀬と淵の明瞭な自然な地形の残された渓流環境が不可欠である。冬季の水温が低
い場所では越冬が難しいようである。 

現在の生息状況 ： 沖縄島では4河川から見つかっているが、いずれの場所でもその出現は散発的で、同時に見つかる
個体数は1または2個体。複数年に亘って生息することは少ないと考えられる。ヒスイボウズハゼ
やコンテリボウズハゼと同所的に見つかることが多い。石垣島においても稀なようである。西表島
では数河川で確認されている。生息状況の継続的な調査は行われていないが、規模の大きい2河川
では、まとまった個体数が観察されており、恒常的に生息していると推測される。他の既知の分布
地である奄美大島、台湾、広東省においては極めて稀に見つかるのみである。 

学術的意義・評価 ： ボウズハゼ類は、熱帯島嶼河川の淡水域の限られた環境でニッチを分けて、多くの属、種に分化し
ており、生態学的に興味深い。本種は、分布域が比較的狭く、特に西表島は確実な生息場所として
重要である。いずれの場所においても個体数が少ないが、その散発的な出現は仔魚の海洋分散を示
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唆しており、仔魚の分散、定着に関して重要な知見を提供すると考えられる。西表島の仲間川が本
種のタイプ産地である。 

生存に対する脅威 ： 本種はその和名に反して淵を中心に生息し、河川の浚渫や敷石、直線化により淵が消滅すると生息
環境が失われる。汽水域や下流域における大規模な改修工事は加入を妨げる可能性がある。西表島
の河川では、取水による水量の低下が本種の生息環境の悪化を引き起こすことが心配される。 

特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Vulnerable (VU)。 
原  記  載 ： Watson, R. E. and I-S. Chen, 1998. Freshwater gobies of the genus Stiphodon from Japan and Taiwan 

(Teleostei: Gobiidae: Sicydiini). Aqua, Journal of Ichthyology and Aquatic Biology, 3: 55–68. 
参 考 文 献 ： Keith, P., C. Lord and K. Maeda, 2015. Indo-Pacific Sicydiine gobies: Biodiversity, life traits and conservation. 

Société Française d’Ichtyologie, Paris. 
Maeda, K., T. Yoshino and K. Tachihara, 2011. A redescription of Stiphodon pulchellus (Herre, 1927) 

(Gobiidae: Sicydiinae). Cybium, 35: 319–328. 
Nip, T. H. M., 2010. First records of several sicydiine gobies (Gobiidae: Sicydiinae) from mainland China. 

Journal of Threatened Taxa, 2: 1237–1244. 
 
参 考 文 献 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： コンテリボウズハゼ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Stiphodon atropurpureus (Herre, 1927) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 吻は丸く、口は下付き。雄の第1背鰭はやや伸長するが先端は丸い。雄の体色は背側が灰褐色、腹

面は白っぽく、吻から尾柄にかけて淡い青緑色の縦帯を持つ。第1背鰭、第2背鰭、尾鰭の各鰭条
に沿って暗色斑と白色斑が交互に並ぶ。胸鰭には目立つ模様はない。婚姻色の雄は体が黒っぽくな
り、頭部から尾部の体側が金属光沢のある鮮やかな青色になる。背鰭、臀鰭、尾鰭、腹鰭は黒くな
り、第1背鰭、第2背鰭の縁が赤くなる。雌は淡い黄褐色で体側に2本の黒色縦帯を持つが、これ
らの縦帯が赤みを呈する個体もある。第1背鰭の後半部、第2背鰭、尾鰭の鰭条に沿って、1～6個
の黒色斑が並ぶ。臀鰭の縁辺は白く縁取られ、その内側に黒色の線を持つ。最大体長は4.7 cm。 

近似種との区別 ： 雌は同属他種と似るが、臀鰭の縁近くに黒色線を持つこと（トラフボウズハゼを除く他種は持たな
い）、第1背鰭の後半部、第2背鰭、尾鰭の鰭条に沿って並ぶ明瞭な黒色斑を有すること（ナンヨウ
ボウズハゼとヒスイボウズハゼでは黒色斑を持つ個体もあるが、通常やや不明瞭）、胸鰭に目立つ模
様を欠くこと（ハヤセボウズハゼ、ニライカナイボウズハゼ、トラフボウズハゼは多数の黒色斑を
持つ）、第2背鰭鰭条数が普通9、胸鰭鰭条数が普通15であること（ナンヨウボウズハゼではそれ
ぞれ普通10、14、カキイロヒメボウズハゼでは9、14）、歯の数（同サイズの個体を比べた場合、コ
ンテリボウズハゼは、ハヤセボウズハゼとヒスイボウズハゼより歯の数が多く、ナンヨウボウズハ
ゼよりやや少ない）、鱗の配置と大きさ（カキイロヒメボウズハゼは躯幹部前半に鱗を欠く；トラフ
ボウズハゼは頭部背面の鱗が細かい）などにより区別される。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄県内では沖縄島、石垣島、西表島に分布する。国内では他に種子島、屋久島、奄美大島から記
録があり、さらに和歌山県でも1個体の記録がある。国外では台湾、香港、広東省（中国）、フィリ
ピン、ティオマン島（マレーシア）、インドネシアに分布する。フィリピンでは普通種である。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 沖縄県内では、ナンヨウボウズハゼが普通種として分布し、本種を含むその他の
ナンヨウボウズハゼ属の種はいずれも個体数が少ない。コンテリボウズハゼに近縁の Stiphodon 
semoni はインドネシア、パプアニューギニア、ソロモン諸島、バヌアツ、ニューカレドニア、クイ
ーンズランド（オーストラリア）に分布し、インドネシアではコンテリボウズハゼの分布と重複す
る。 

生 態 的 特 徴 ： 両側回遊性と考えられる。河川加入後は中流域に分布し、平瀬や比較的小さな淵に生息することが
多い。大きな滝や堰の上流には見られない。岩の表面を削るように摂餌する様子が観察されること
から、付着藻類食と推測される。 

生息地の条件  ： 本種の生息には自然な地形の残された渓流環境が不可欠である。冬季の水温が低い場所では越冬が
難しいようである。 

現在の生息状況 ： 沖縄島北部では多くの川で見つかっているが、個体数は少なく、同時に見られる個体数は1～2個体
であることが多い。1河川に10個体以上が生息することもあるが、生息状況は不安定で、個体数の
変動が大きい。石垣島、西表島においても個体数は多くない。 

学術的意義・評価 ： ボウズハゼ類は、熱帯島嶼河川の淡水域の限られた環境でニッチを分けて、多くの属、種に分化し
ており、生態学的に興味深い。本種の分布域は広く、分布の縁辺にあたる琉球列島における本種個
体群の生息状況は、仔魚の分散、定着に関して重要な知見を提供すると考えられる。 

生存に対する脅威 ： 河川の浚渫により生息地が消失した例がある。汽水域や下流域における大規模な改修工事は加入を
妨げる可能性がある。河川改修、農地開発、森林伐採、道路や建物の建設等により河川に土砂が流
入すると、生息条件が悪化する。 

原  記  載 ： Herre, A. W. C. T., 1927. Gobies of the Philippines and the China Sea. The Philippine Bureau of Science 
Monographic Publications on Fishes, 23: 1–352 + Pls.1–30. 

参 考 文 献 ： Keith, P., C. Lord and K. Maeda, 2015. Indo-Pacific Sicydiine gobies: Biodiversity, life traits and conservation. 
Société Française d’Ichtyologie, Paris. 

 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
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和    名 ： ヒスイボウズハゼ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Stiphodon alcedo Maeda, Mukai and Tachihara, 2012 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 該当なし 
   
形    態 ： 吻は丸く、口は下付き。雄の第1背鰭は伸長し、先端が尖るが、雌では伸長せず丸い形である。雄

の体色は普通淡褐色で、体側中央の下側に網目状の黒色縦帯を持つ。頭部側面には淡い青色光沢が
ある。胸鰭鰭条は普通黒点を欠き、黒点を持つ場合でもやや不明瞭。婚姻色の雄の体と鰭は黒っぽ
く、頭部側面と胸鰭基部の上部は金属光沢のある青緑色となる。躯幹部と尾部の体側には12本の金
属光沢のある青緑色の横斑を持つことが多い。婚姻色にはバリエーションがあり、黒みが強い個体
のほか、躯幹部から尾部の体側、背鰭、臀鰭、尾鰭がオレンジ色になる個体もある。後者は 3 cm
ほどの小型個体に多い。雌は淡い黄褐色で体側に 2本の黒色縦帯を持つ。下側の黒色横帯は体側中
央よりやや腹側よりに位置し、8～11 個の黒色斑を連ねた形となることがある。上側の黒色横帯は
細く、しばしば不明瞭となる。最大体長は5.2 cm。 

近似種との区別 ： 雌は同属他種と似るが、体側の黒色縦帯の形状、胸鰭に目立つ模様を欠くこと（ハヤセボウズハゼ、
ニライカナイボウズハゼ、トラフボウズハゼは多数の黒色斑を持つ）、第2背鰭鰭条数が普通9、胸
鰭鰭条数が普通16であること（ナンヨウボウズハゼではそれぞれ普通10、14、カキイロヒメボウ
ズハゼでは9、14）、歯の数（同サイズの個体を比べた場合、ヒスイボウズハゼは、コンテリボウズ
ハゼ、ナンヨウボウズハゼ、ニライカナイボウズハゼ、トラフボウズハゼより歯の数が少ない）、鱗
の配置と大きさ（カキイロヒメボウズハゼは躯幹部前半に鱗を欠く；トラフボウズハゼは頭部背面
の鱗が細かい）などにより区別される。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄県内では、沖縄島と西表島のみから報告されている。他に、最近台湾からも見つかっている。
東南アジアにも分布する可能性が高いが報告はない。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 沖縄県内では、ナンヨウボウズハゼが普通種として分布し、本種を含むその他の
ナンヨウボウズハゼ属の種はいずれも個体数が少ない。 

生 態 的 特 徴 ： 両側回遊性と考えられる。河川加入後は中流域の淵で、ナンヨウボウズハゼやコンテリボウズハゼ
とともに見られることが多い。ハヤセボウズハゼと行動を共にすることもある。大きな滝や堰の上
流には見られない。付着藻類食と考えられる。沖縄島における産卵期は10～12月。越冬個体であっ
ても、春から夏には繁殖行動は見られない。卵は石の下に単層に産み付けられ、雄により保護され
る。卵は小さく電球型で、短径0.45～0.46 mm、長径0.55～0.58 mm。孵化仔魚は小さく体の各部は
未発達。脊索長1.2～1.3 mmで、大きな卵黄を持つ。飼育環境下では、孵化2日後に胸鰭原基が形
成され、4日後に1.7～2.0 mmとなり、眼が黒化し、口が開いた。体長3 cm弱で成熟する。 

生息地の条件  ： 本種の生息には自然な地形の残された渓流環境が不可欠である。冬季の水温が低い場所では越冬が
難しいようである。 

現在の生息状況 ： 沖縄島北部では、2006年以降、7河川で確認されている。100個体以上が一度に見つかることもあ
るが、そのような密度の生息は長続きせず、冬を越せずに姿を消した。8年間に亘って継続して観
察された川もあり、そこでは年によっては数10個体が観察されたが、現在は確認できていない。他
の川でも多くの場合、一時的な出現に留まる。西表島においては3河川で確認されており、生息状
況の継続的な調査はされていないが、沖縄島より越冬の可能性は高いと推測される。しかし、個体
数は多くないようである。 

学術的意義・評価 ： ボウズハゼ類は、熱帯島嶼河川の淡水域の限られた環境でニッチを分けて、多くの属、種に分化し
ており、生態学的に興味深い。本種は沖縄島と西表島の他には台湾での稀な確認例があるのみであ
る。国外に未知の生息地があると推測され、研究が進めば仔魚の分散、定着に関して重要な知見を
提供すると考えられる。沖縄島の河川が本種のタイプ産地である。 

生存に対する脅威 ： 沖縄島の多くの河川で浚渫、護岸工事、ダム建設が行われ、本種の生息可能な環境は減少している。
また、汽水域や下流域における大規模な改修工事は加入を妨げる可能性がある。河川改修、農地開
発、森林伐採、道路や建物の建設等により河川に土砂が流入すると、生息条件が悪化する。 

原  記  載 ： Maeda, K., T. Mukai and K. Tachihara, 2012. A new species of amphidromous goby, Stiphodon alcedo, from 
the Ryukyu Archipelago (Gobiidae: Sicydiinae). Cybium, 35: 285–298. 

参 考 文 献 ： Keith, P., C. Lord and K. Maeda, 2015. Indo-Pacific Sicydiine gobies: Biodiversity, life traits and conservation. 
Société Française d’Ichtyologie, Paris. 

Maeda, K., T. Mukai and K. Tachihara, 2012. A new species of amphidromous goby, Stiphodon alcedo, from 
the Ryukyu Archipelago (Gobiidae: Sicydiinae). Cybium, 35: 285–298. 

 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： シマサルハゼ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Oxyurichthys sp. 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 体は細長く、側扁する。第1背鰭は台形。雄の第1背鰭は雌より高く、棘が糸状に伸長する個体が

ある。眼上に細長い皮弁はない。第1背鰭前方側面に鱗がない。体色は灰褐色で、体側正中線上に
沿って5つの暗色縦斑が並ぶ。さらに尾部には3本の幅広い暗色横帯を持ち、それぞれが体側正中



<魚類> 

254 
 

線上の縦斑を横切る。最大体長は7 cm。 
近似種との区別 ： 同属のミナミサルハゼと似るが、尾部の暗色横帯が太く、その幅が暗色縦斑の長さとほぼ一致する

こと（ミナミサルハゼでは5～6本の細い暗色横帯を持つ）、鰓条部に黒色斑を持たないこと（ミナ
ミサルハゼは黒色斑を有する）などで識別される。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄県内では西表島のみから報告されている。国外ではインドネシアのアンボン島から知られる。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 沖縄県内の河川汽水域に生息する同属他種にはミナミサルハゼ、カマヒレマツゲ

ハゼ、マツゲハゼの3種が知られる。それらは沖縄島から西表島にいたる（ミナミサルハゼは与那
国島を含む）多くの島に分布し、生息河川、個体数も少なくない。それらに対しシマサルハゼの分
布は局限される。 

生 態 的 特 徴 ： 河口域の泥底や軟泥底に生息する。カマヒレマツゲハゼやマツゲハゼと同所的に見られる。生活史
の詳細は不明であるが、仔魚期を海で過ごすと考えられる。 

生息地の条件  ： 上流を含め良好な環境の保たれた河川の河口域に生息する。開けた水域の水深2 m以浅の泥底や軟
泥底に穴を掘って住む。 

現在の生息状況 ： 西表島の2河川で確認されている。他の川からも見つかる可能性があるが、生息条件を満たす川は
減少している。 

学術的意義・評価 ： 本種は、2000年にその存在が報告されたが、分類学的研究が進んでいない。未記載種の可能性があ
る。本種を含むサルハゼ属は汽水域や内湾の泥底の生物多様性を構成する重要なメンバーである。 

生存に対する脅威 ： 分布が局所的であり、また河口域の環境は変化しやすいことから、個体群の存続が危ぶまれる。西
表島の1河川では、河口周辺の海浜での防波堤建設などにともない底質が軟泥から砂泥に変化し、
生息環境が著しく悪化した。他の1河川では、上流域や河口で水質悪化が原因と考えられる羅病魚
や多数の寄生虫に寄生された個体が多く見られる。河口の泥干潟では近隣集落からの下水により、
一部で底質がヘドロ化、もしくは底質内部に還元層が発達し、そこに生息していた魚類の種数が激
減している。また、近年、河口近くの施設の増加にともない、周辺海浜の地下水から大量の窒素分
が検出され、富栄養化が進行している。 

原  記  載 ： 本種に適用される学名は不明であり、未記載種の可能性がある。 
参 考 文 献 ： 中坊徹二, 2013. 日本産魚類検索 全種の同定 第三版. 東海大学出版会, 秦野. 

鈴木寿之, 2015. シマサルハゼ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物
－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 122–123. 

鈴木寿之・渋川浩一・矢野維幾, 2004. 決定版日本のハゼ. 平凡社, 東京. 
鈴木寿之・瀬能 宏・坂本勝一・岩田明久・藍澤正宏, 2000. 西表島から得られたサルハゼ属4種
について. I. O. P. Diving News, 11 (7), 2–7. 

 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： アオバラヨシノボリ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Rhinogobius sp. BB 
方  言  名 ： イーブー（総称） 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 体は円筒形で、尾部はやや側扁する。胸鰭軟条数は16～19。体の地色は黄土色で、雄はやや灰色み

を帯びる。体側の各鱗の基部近くに橙色斑を持つ。眼の前端から吻端に向けて、および眼の下端か
ら前上顎骨後端に向けて、それぞれ赤褐色線が走る。通常頬に目立つ模様はないが、薄い橙色斑を
持つ場合もある。第1背鰭、第2背鰭、臀鰭、尾鰭は橙色。雌は第2背鰭の鰭条に沿って数個の暗
色斑を持つ。尾鰭には目立つ斑紋を欠くか、または尾鰭鰭条に沿って数個の暗色斑を持つが、その
場合も斑紋は基部側の半分に限られる。浮遊期の仔魚は黄色い。最大体長は、雄が約5 cm、雌が約
4 cm。 

近似種との区別 ： アヤヨシノボリに似るが、アヤヨシノボリは頬に水色の斑紋が散りばめられること、体側中央に沿
って7～8個の不明瞭な暗色斑を持つこと、尾鰭鰭条の基部から先端部分まで赤褐色斑を持ち、多数
の横帯を形成することなどにより、アオバラヨシノボリと区別される。クロヨシノボリは頬に赤褐
色の斑紋が散りばめられること、体側中央に明瞭な破線状の黒色縦線を持つことが多いこと、尾鰭
鰭条の基部から先端部分まで赤褐色斑を持ち、多数の横帯を形成すること、胸鰭基部上部に濃青色
の斑紋を持つことなどによりアオバラヨシノボリと区別される。ただし、両種とも本種との識別が
難しい個体があるため注意が必要である。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島の固有種。沖縄島北部の河川を中心に分布するが、生息河川は限られる。現在の南限は読谷
村である。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 近縁のアヤヨシノボリは中琉球の固有種であるが、沖縄島のほか、奄美大島、加
計呂麻島、徳之島、久米島にも分布する。ヨシノボリ属のうち沖縄島固有種は本種のみである。ア
オバラヨシノボリは、比較的勾配の緩やかな河川の中流から上流に分布し、淵のような緩流部を好
む。本種は、ゴクラクハゼ、クロヨシノボリ、シマヨシノボリ、アヤヨシノボリ、ヒラヨシノボリ
と同所的に見られるが、ゴクラクハゼやアヤヨシノボリ、シマヨシノボリより上流に分布すること
が多く、またシマヨシノボリやヒラヨシノボリが瀬に生息するのに対し、本種は淵に多い。 

生 態 的 特 徴 ： 比較的勾配の緩やかな河川の中流から上流に分布し、淵のような緩流部を好む。河川型であり、近
縁のアヤヨシノボリのように仔魚が海へ出ることはない。産卵期は4～9月で、流れの緩やかな淵
の石の下に長径4.3 mm、短径1.5 mmの紡錘型の大きな卵を生みつける。生み出された卵は、孵化
まで雄親によって保護される。孵化仔魚は体長5.8 mmで卵黄を持つが、すでに脊索の末端が上屈
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し、尾鰭、第2背鰭、臀鰭の原基が形成されている。仔魚は淵の表層等を遊泳して中～上流域に留
まり、2週間ほどで着底する。海水中では発育できない。雌雄とも満1年で成熟し、寿命は約4年
である。 

生息地の条件  ： 自然度の高い広葉樹林に囲まれた清冽な河川を好み、淵と瀬が明瞭な中・上流域に生息する。河川
で生活史を完結するため、増水時にも仔魚が滞留できる規模の淵が必要となる。中流域では、仔魚
を捕食する遊泳性魚類が少ないことが条件になる。河川の中流部で多数のヨシノボリ属の他種やボ
ウズハゼ類などと共存することもあるが、滝の上や源流部の細流で少数のクロヨシノボリやアカボ
ウズハゼと共存する場合もある。 

現在の生息状況 ： 羽地大川や大保大川など、個体数が多かった大規模な個体群がダムの建設により消滅（羽地大川）
または激減（大保大川）した。うるま市や読谷村など中部の個体群は生息河川の環境の悪化により
危機的状況にあり、消滅した個体群も多いとみられる。砂防堰や橋の建設、河川改修による土砂の
堆積のため、河川が伏流し、渇水時に干上がって個体数が激減した河川もある。いくつかの河川で
は比較的高密度に生息しているものの、健全な個体群は減少を続けている。また、グッピーやグリ
ーンソードテール、パールダニオなどの移入種が大量繁殖している生息地が増えつつある。 

学術的意義・評価 ： 河川内で浮遊期を過ごす中卵型ヨシノボリ属の1種であり、進化、生態学的に非常に貴重である。
現在のところ、このような生態を持つヨシノボリ類は本種とキバラヨシノボリの2種しか知られて
いないが、両者の初期生活史の特性にはさまざまな違いが見られ、大変興味深い。どのように種分
化し、現在の分布が形成されたのか、解明が期待される。数少ない沖縄島固有魚種の1つである。 

生存に対する脅威 ： ダム建設は個体群の消滅をまねく大きな脅威である。特にダム本体の建設と湛水による生息場所の
消失と、ダム湖の出現に伴い両側回遊型ハゼ類が陸封されることにより生じる種間競争が、本種の
生存にとって非常に大きな負の要因となる。羽地大川では、羽地ダム湛水後にクロヨシノボリが爆
発的に増加し、ダム上流区間に残されたアオバラヨシノボリ個体群はわずか1～2年で完全に消滅し
た。その結果を受け、大保大川では、大保ダム湛水時に慎重なモニタリングを行うとともに、他の
ヨシノボリ属の爆発的遡上を妨げる構造物の設置を行ったため、辛うじて上流部の個体群が生存し
ているが、個体数は激減した。河川改修や砂防ダムの建設、浚渫、農地開発や森林伐採、道路建設
による土砂の流入などにより生息環境が悪化している河川も多い。沖縄島中部では都市化により河
川環境が大幅に悪化し、姿を消した場所が多いと考えられる。浮遊期を河川内で過ごすため、グッ
ピーやグリーンソードテール、パールダニオなどの移入種の増加も脅威となる可能性がある。海に
出ないため、各地域また各河川で独自の遺伝的特徴を持つ可能性がある。一度失われた個体群は二
度と回復しないため、それぞれの河川の個体群が保全単位として貴重である。ダム間をつなぐ導水
路によって、別河川の個体が侵入しうる、またはすでに侵入していると考えられ、遺伝的な攪乱が
懸念される。 

特 記 事 項 ： 学名は付けられていないが、一般に Rhinogobius sp. BBと呼ばれている。源河川と高江の河川の個体
群間で、遺伝的な特徴が異なる可能性が示唆されている。各地域の個体群がそれぞれ独自に進化し
た可能性もある。分布河川の全貌は未だ未解明であるが、保全のためには、全ての分布地を把握す
ることとその遺伝的な組成を明らかにすることが急務であろう。 

参 考 文 献 ： 平嶋健太郎・立原一憲, 2000. 沖縄島に生息する中卵型ヨシノボリ2種の卵内発生および仔稚魚の
成長に伴う形態変化. 魚類学雑誌, 47: 29–41. 

名護博物館, 2012. とつぜん姿を消したアオバラヨシノボリ. “発見！私たちのすむ名護の川と自
然－あなたは何本の川を知っていますか？－”, 名護博物館, 名護, 96–97. 

立原一憲, 2005. 琉球列島にすむ希少魚. “希少淡水魚の現在と未来：積極的保全のシナリオ”. 片
野修・森 誠一（編）, 信山社, 東京, 297–311. 

立原一憲, 2009. 琉球列島の中卵型ヨシノボリ属2種: 島嶼の河川で進化してきたヨシノボリ類の
保全と将来. 魚類学雑誌, 56: 70–74. 

立原一憲, 2015. アオバラヨシノボリ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野
生生物－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 140–141. 

 
執 筆 者 名 ： 前田 健・立原一憲 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ヒメトサカハゼ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Cristatogobius aurimaculatus Akihito and Meguro, 2000 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 頭と体はやや側扁する。両眼間から第1背鰭起部にかけてとさか状の皮質隆起が発達する。頭部、

体側部、胸鰭基部に黒点を欠く。臀鰭は基部側が赤色、先端側が暗灰色で、その間に黄色線はない。
背鰭と尾鰭は紫色で、黄色斑点が散在する。最大体長は約4 cmである。 

近似種との区別 ： 臀鰭中央に黄色縦線を欠くこと、頭部、体側部、胸鰭基部に黒点を欠くこと、背鰭と尾鰭が紫色で、
黄色斑点を持つことなどにより、同属のトサカハゼおよびクロトサカハゼと区別される。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄県内では沖縄島、石垣島、西表島から知られる。他に国内では奄美大島、国外ではパプアニュ
ーギニアとフィジーから報告されている。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 日本国内では3種のトサカハゼ属が知られており、いずれの種もその分布は琉球
列島に限定される。本種とクロトサカハゼは、トサカハゼと比べて生息地および個体数が少ない。
トサカハゼと同所的に見られる。 

生 態 的 特 徴 ： 河口域のマングローブに隣接する開けた水域に堆積した軟泥底の穴に見られる。仔魚は海で浮遊期
を過ごすと考えられる。生活史の詳細は不明。 
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生息地の条件  ： 良好な環境が保たれた河川の河口域に生息する。干潮時の水深が10～50 cmの場所にある軟泥底か
ら見つかっている。 

現在の生息状況 ： 沖縄県内では沖縄島の1河川、石垣島の1河川、西表島の1河川のみで確認されている。各河川で
わずかな個体数の採集例が知られるのみであり、個体数は非常に少ない。近年の確認例はほとんど
ない。 

学術的意義・評価 ： 本種の生息地は、国外においてもパプアニューギニアとフィジーしか知られていない。調査が進め
ば他の地域からも見つかる可能性はあるが、現在のところ、琉球列島は本種の数少ない貴重な生息
地となっている。石垣島の宮良川が本種のタイプ産地である。 

生存に対する脅威 ： 分布が局所的であり、また河口域の生息環境は開発の影響を受けやすい。赤土の堆積などによる底
質の変化にも注意が必要である。これまでに確認された県内の生息地は、道路建設、橋梁工事や護
岸工事により環境が大きく変化し、すでに生息していない可能性が高い。 

原  記  載 ： Akihito and K. Meguro, 2000. Review of the gobiid genus Cristatogobius found in Japan with description of a 
new species. Ichthyological Research, 47: 249–261. 

参 考 文 献 ： 鈴木寿之, 2015. ヒメトサカハゼ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生
物－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 124–125. 

 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： クロトサカハゼ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Cristatogobius nonatoae (Ablan, 1940) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 頭と体はやや側扁する。両眼間から第1背鰭起部にかけてとさか状の皮質隆起が発達する。頭部、

体側部、胸鰭基部に黒点を欠く。臀鰭は暗灰色で先端側が赤色、または全体が黒色で、黄色線はな
い。背鰭と尾鰭は赤色で、背鰭と尾鰭の上部に不規則な黄色線模様があり、尾鰭の鰭条は黄色であ
る。最大体長は約5 cmである。 

近似種との区別 ： 臀鰭中央に黄色縦線を欠くこと、頭部、体側部、胸鰭基部に黒点を欠くこと、背鰭と尾鰭が赤色で、
不規則な黄色線模様を持つことなどにより、同属のトサカハゼおよびヒメトサカハゼと区別される。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄県内では石垣島と西表島から知られる。他に国内では奄美大島、国外では台湾、フィリピン、
タイから報告されている。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 日本国内では3種のトサカハゼ属が知られており、いずれの種もその分布は琉球
列島に限定される。本種とヒメトサカハゼは、トサカハゼと比べて生息地および個体数が少ない。
トサカハゼと同所的に見られる。 

生 態 的 特 徴 ： 河口域の軟泥底の穴に見られる。仔魚は海で浮遊期を過ごすと考えられる。生活史の詳細は不明。 
生息地の条件  ： 良好な環境が保たれた河川の河口域に生息する。干潮時の水深が1 m未満の場所にある軟泥底から

見つかっている。 
現在の生息状況 ： 沖縄県内では石垣島の1河川、西表島の2河川のみで確認されている。各河川でわずかな個体数の

採集例が知られるのみであり、個体数は非常に少ない。近年の確認例はほとんどない。 
学術的意義・評価 ： 本種の生息地は、国外においても台湾、フィリピン、タイからしか知られていない。調査が進めば

他の地域からも見つかる可能性はあるが、現在のところ、琉球列島は本種の数少ない貴重な生息地
となっている。 

生存に対する脅威 ： 分布が局所的であり、また河口域の生息環境は開発の影響を受けやすい。赤土の堆積などによる底
質の変化にも注意が必要である。石垣島の生息地は護岸工事により環境が大きく変化し、すでに生
息していない可能性がある。西表島の2ヵ所の生息地では底質が変化し、生息環境の悪化が懸念さ
れる。 

原  記  載 ： Ablan, G. L., 1940. Two new Philippine gobioids. Philippine Journal of Science, 71: 373–377, 2pls.  
参 考 文 献 ： Akihito and K. Meguro, 2000. Review of the gobiid genus Cristatogobius found in Japan with description of a 

new species. Ichthyological Research, 47: 249–261. 
鈴木寿之, 2015. クロトサカハゼ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生
物－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 126–127. 

 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： アゴヒゲハゼ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Glossogobius bicirrhosus (Weber, 1894) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 頭部は縦扁し、体は円筒形、尾部はやや側扁する。頭部はやや尖り、下顎は上顎より前へ出る。下

顎の先端付近に1対の鬚状突起を持つ。頬の孔器列は縦列。体色は、地色が淡い黄土色または淡灰
色で、細かい暗褐色斑に覆われる。背面には赤色斑が散在する。体側中央に沿って、5つの大きな
暗色斑が並ぶ。最大体長は約7 cmである。 

近似種との区別 ： 下顎の先端付近に1対の鬚状突起を持つことで同属他種と区別できる。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄県内では沖縄島、石垣島、西表島から知られる。他に国内では奄美大島、国外では台湾、中国、
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フィリピン、マレーシア、インドネシアなどから報告されている。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 日本では6種のウロハゼ属が知られている（本属に含まれることのあるヒトミハ

ゼを除く）。種子島以北に分布するウロハゼを除く5種が沖縄県を中心とする琉球列島に分布するが、
イワハゼ以外は全て稀である。 

生 態 的 特 徴 ： 河川汽水域の砂泥底に住む。仔魚は海で浮遊期を過ごすと考えられる。生活史の詳細は不明。 
生息地の条件  ： 河川汽水域の砂泥底で見つかっているが、詳しい環境条件は不明。 
現在の生息状況 ： 沖縄県内では沖縄島の2河川、石垣島の3河川、西表島の2河川で確認されている。各河川におい

て1～2個体が確認されたに過ぎず、継続した生息は確認されていない。 
学術的意義・評価 ： 琉球列島は分布の縁辺にあたり、本種の生息状況は、仔魚の分散、定着に関して重要な知見を提供

すると考えられる。下顎先端に鬚状突起を持つユニークな形態も興味深い。 
生存に対する脅威 ： 汽水域の生息環境は開発の影響を受けやすい。これまでに本種が確認された場所では、浚渫、護岸

工事、赤土流入による底質の変化、取水による水量の減少、道路や橋梁の建設などにより環境が変
化した場所が多く、本種の生息に適さなくなっている可能性がある。 

特 記 事 項 ： かつては下顎に鬚状突起を持つ特徴などから Illana属に含まれることがあったが、現在 Illana属は
ウロハゼ属のシノニムとされている。IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 

原  記  載 ： Weber, M., 1894. Die Süsswasser-Fische des Indischen Archipels, nebst Bemerkungen über den Ursprung der 
Fauna von Celebes. Zoologische Ergebnisse einer Reise in Niederländisch Ost-Indien, 3: 405–476. 

参 考 文 献 ： 鈴木寿之, 2015. アゴヒゲハゼ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物
－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 134–135. 

 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： コンジキハゼ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Glossogobius aureus Akihito and Meguro, 1975 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形   態 ： 頭部は縦扁し、体は円筒形、尾部はやや側扁する。頭部はやや尖り、下顎は上顎より前へ出る。頬

の孔器列は縦列。眼下の孔器列は分枝しない。体色は、地色が淡い黄土色または淡灰色で、細かい
暗褐色斑に覆われる。体側中央に沿って、5つの大きな暗色斑が並ぶ。大型個体は30 cm近くまで
成長する。 

近似種との区別 ： 下顎先端付近に鬚状突起を持たないこと、後頭部背面に黒色点が散在しないこと、頬の孔器列が縦
であり、眼下の孔器列は分枝しないことなどにより、国内で確認されている同属他種と区別される。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄県内では沖縄島、宮古島、石垣島、西表島から知られる。他に国内では静岡県、和歌山県、高
知県、種子島、奄美大島から記録があり、国外では台湾、海南島（中国）、フィリピン、ベトナム、
カンボジア、タイ、マレーシア、インドネシア、オーストラリアから報告されている。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 日本では6種のウロハゼ属が知られている（本属に含まれることのあるヒトミハ
ゼを除く）。種子島以北に分布するウロハゼを除く5種が沖縄県を中心とする琉球列島に分布するが、
イワハゼ以外は全て稀である。 

生 態 的 特 徴 ： 河川汽水域または淡水域の下流部に分布する。砂泥底または砂礫底の、岩の隙間や植物の根の間に
潜む。仔魚は海で浮遊期を過ごすと考えられる。生活史の詳細は不明。 

生息地の条件  ： 比較的大きな河川で見つかることが多いようである。川岸に植生があって、倒木や岩などがある河
川環境が必要と考えられる。 

現在の生息状況 ： 沖縄県内では沖縄島の3河川、宮古島の1河川、石垣島の2河川、西表島の3河川で確認されてい
る。西表島の1細流を除き、これまでに確認された個体数はわずかであり、生息が継続していない
場所が多いと考えられる。 

学術的意義・評価 ： 西表島住吉が本種のタイプ産地である。琉球列島は分布の縁辺にあたり、本種の生息状況は、仔魚
の分散、定着に関して重要な知見を提供すると考えられる。 

生存に対する脅威 ： これまでに本種が確認された場所では、浚渫、工場排水等による水質悪化、牧場からの有機汚濁、
護岸工事、道路や橋梁の建設などにより環境が変化した場所が多く、本種の生息に適さなくなって
いる可能性がある。 

特 記 事 項 ： 東南アジアでは重要な食用対象種である。IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Akihito and K. Meguro, 1975. Description of a new gobiid fish, Glossogobius aureus, with notes on related 

species of the genus. Japanese Journal of Ichthyology, 22: 127–142. 
参 考 文 献 ： 鈴木寿之, 2015. コンジキハゼ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物

－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 136–137. 
 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ウラウチイソハゼ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Eviota ocellifer Shibukawa and Suzuki, 2005 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 体はやや側扁し、体高は高い。頭部の前鰓蓋管に開孔がない。雄の第1背鰭第1・2棘は伸長する。
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胸鰭下半部に分枝軟条がある。頭と体の地色は薄いベージュ色で、頭部に焦げ茶色の斑点が散在し、
眼から5～6本の焦げ茶色の放射状の線が出る。体側には数個の焦げ茶色の横帯やX字状の斑紋があ
る。第1背鰭基部近くに大きな黒色斑がある。最大体長は約2 cmである。 

近似種との区別 ： 頭部の前鰓蓋管に開孔がないこと、胸鰭下半部に分枝軟条があること、頭と体の地色は薄いベージ
ュ色で、頭部に焦げ茶色の斑点が散在し、眼から5～6本の焦げ茶色の放射状の線が出ること、体側
に数個の焦げ茶色の横帯やX字状の斑紋があること、第1背鰭基部近くに大きな黒色斑があること
などで同属他種と区別される。 

分 布 の 概 要 ： 西表島の1河川のみから知られている。国内、国外含め、他に記録はない。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： イソハゼ属のほとんどの種はサンゴ礁域に住む。ミナミイソハゼは、ウラウチイ

ソハゼと同じく河川汽水域に生息し、日本固有種とされるが、琉球列島の島々に広く分布するほか、
本州や四国にも分布する。また、ミナミイソハゼは沿岸の岩礁域にも生息する。 

生 態 的 特 徴 ： 河口域の岩礁帯に生息し、水深1～1.5 mの岩のくぼみや隙間、カキ殻の間などに単独で見られる。
仔魚は海で浮遊期を過ごすと考えられる。生活史の詳細は不明。 

生息地の条件  ： 詳しい環境条件は不明であるが、環境の良好な河口域の岩礁帯が必要と考えられる。 
現在の生息状況 ： 西表島の1河川からしか見つかっていない。個体数は多くない。生息地の環境は悪化しつつある。

他の川からも見つかる可能性はあるが、近隣河川でも環境の悪化が見られ、生息条件を満たす河川
は減少していると考えられる。 

学術的意義・評価 ： 西表島の浦内川が本種のタイプ産地であり、知られている唯一の生息地である。 
生存に対する脅威 ： 生息地が局所的であり、個体数が少ないため、個体群の存続が危ぶまれる。本種の生息河川では、

周辺の開発により水質の悪化や底質の変化が見られ、本種個体群への影響が懸念される。 
原  記  載 ： Shibukawa, K. and T. Suzuki, 2005. Two new species of the gobiid fish genus Eviota (Teleostei, Perciformes, 

Gobioidei) from the western Pacific. Bulletin of the National Science Museum Series A (Zoology), 31: 
65–76. 

参 考 文 献 ： 鈴木寿之, 2015. ウラウチイソハゼ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生
生物－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 120–121. 

 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： シマエソハゼ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Schismatogobius ampluvinculus Chen, Shao and Fang, 1995 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠB類 (EN) 
 
形    態 ： 体は細長く、円筒形。尾柄は細い。雄は雌と比べて口が大きくなり、大型の雄では上顎後端が眼の

後縁をはるかに超える。肛門前長は体長の56～60%。鱗を欠く。胸鰭軟条数は15または16。頭部は
焦げ茶色。躯幹部と尾部、尾鰭基部にそれぞれ1つの幅広い黒色横帯を持ち、その間は白色または
淡黄褐色で背面はしばしば橙色みを帯びる。胸鰭上部に大きな黒色斑を持つ。小型のハゼ類で最大
体長は約2.5 cm。2 cm以下の個体が多い。 

近似種との区別 ： 同属のエソハゼと似るが、肛門前長が大きいこと、尾部の黒色横帯の中に明瞭な淡色斑がない場合
が多く、1本の太く明瞭な黒色横帯となること、胸鰭上部に大きな黒色斑を持ち、それが胸鰭上部
の縁辺近くに達することなどにより識別される。ただし体色は条件によって変化するため誤同定も
多いと考えられ、注意が必要である。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄県内では沖縄島、久米島、石垣島、西表島に分布する。他に、国内では種子島、屋久島、国外
では台湾から報告がある。エソハゼ属の分類は未解決であり、本種は東南アジアにも生息する可能
性がある。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： エソハゼ属はインド・西太平洋に広く分布する。台湾から琉球列島には少なくと
も3種が分布する。シマエソハゼとエソハゼの国内における分布は琉球列島に限られる。両種の生
息環境は類似し、個体数が多い場合には両種が混じって見られることが多い。 

生 態 的 特 徴 ： 河川淡水域下流部の瀬から淵頭に生息する。流れによって揺れ動くような砂利の中に半身を埋めて
頭を出していることが多い。その体の模様が底質中に溶け込み、じっとしていると見つけることは
困難である。黒斑の目立つ胸鰭をひらひら動かしていることが多い。両側回遊性で、仔魚は海で浮
遊期を過ごすと考えられる。体長1 cm未満で河川に加入し、着底する。食性や産卵習性は不明。 

生 息地 の条 件： 生息する底質が限定される。底質が固まっておらず、流れによって揺れ動くような砂利底が必要で
あるが、面積は広くなくても良く、流れの速い中にそのような部分が小さなパッチ状に存在する環
境に見られることが多い。沖縄島ではやや細かい砂利底に住むが、地質の異なる西表島ではやや粗
い丸石による礫底に住む。遡上の障害となる段差などのない下流部に見られる。上記のような条件
を満たす環境は河川内に通常あまり多くはない。 

現在の生息状況 ： 沖縄島では、北部各地の河川で確認されているが、生息場所は各河川の中でも通常極めて狭い範囲
に限られ、また生息状況は不安定である。狭い瀬に多数の個体が見られることもあるが、通常その
生息は持続しない。恒常的に見られる場所は知られていない。久米島や石垣島でも同様と考えられ
る。西表島においては常に観察される場所もあるようだが、個体数は少なく、生息河川も多くない。 

学術的意義・評価 ： エソハゼ属は熱帯島嶼河川の魚類相を構成する貴重かつユニークな一員である。砂利に紛れて潜む
独特な習性を持ち、生態学的にも興味深い。琉球列島は分布の縁辺にあたり、本種個体群の生息状
況は、仔魚の分散、定着に関して重要な知見を提供すると考えられる。 

生存に対する脅威 ： 小型のハゼ類であり、底質変化に敏感である。浚渫により底質が変わると姿を消す。また河川改修
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や周辺の開発等により土砂が流入すると、礫間が詰まり生息に不適となる。本種の生息地は集落に
近い下流部にあることが多いため攪乱されやすく、安定した生息が困難となっている。 

特 記 事 項 ： 日本産の種を含むエソハゼ属の分類には多くの問題があり、研究が進められている。 
原  記  載 ： Chen, I-S., K.-T. Shao and L.-S. Fang, 1995. A new species of freshwater goby Schismatogobius 

ampluvinculus (Pisces: Gobiidae) from southeastern Taiwan. Zoological Studies, 34: 202–205. 
参 考 文 献 ： 前田  健, 2014. シマエソハゼ. “日本産稚魚図鑑 第二版”, 沖山宗雄（編）, 東海大学出版会, 神

奈川, 1296–1297. 
立原一憲, 2015. シマエソハゼ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物
－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 244–245. 

 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： エソハゼ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Schismatogobius roxasi Herre, 1936 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠB類 (EN) 
 
形    態 ： 体は細長く、円筒形。尾柄は細い。雄は雌と比べて口が大きくなり、大型の雄では上顎後端が眼の

後縁をはるかに超える。肛門前長は体長の53～57%。鱗を欠く。胸鰭軟条数は14または15。頭部は
焦げ茶色。躯幹部と尾部、尾鰭基部にそれぞれ1つの幅広い焦げ茶色の横帯を持つが、明瞭ではな
くあいまいな模様となることが多い。特に尾部の横帯は、体側正中線の背側に黄褐色斑紋、腹側に
白色斑があって、2本の細い黒色横帯のように見える場合が多い。胸鰭鰭条に沿って細かい黒色斑
が並ぶ。シマエソハゼより大きくなり、最大体長は約3.5 cm。しかし、国内では3 cm未満の個体
が多い。 

近似種との区別 ： 同属のシマエソハゼと似るが、肛門前長が小さいこと、体側の横帯があいまいで、尾部では2本の
細い黒色横帯のように見えること、胸鰭には細かい黒色斑を多数持ち、縁近くに達する大きな黒色
斑を欠くことなどにより識別される。ただし体色は条件によって変化するため誤同定も多いと考え
られ、注意が必要である。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄県内では沖縄島、石垣島、西表島に分布する。他に、国内では奄美大島、国外では台湾とフィ
リピンから報告がある。ただし、エソハゼ属の分類には混乱があり、現在知られている分布は正確
ではない可能性がある。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： エソハゼ属はインド・西太平洋に広く分布する。台湾から琉球列島には少なくと
も3種が分布する。エソハゼとシマエソハゼの国内における分布は琉球列島に限られる。両種の生
息環境は類似し、個体数が多い場合には両種が混じって見られることが多い。 

生 態 的 特 徴 ： 河川淡水域下流部の瀬から淵頭に生息する。流れによって揺れ動くような砂利の中に半身を埋めて
頭を出していることが多い。その体の模様が底質中に溶け込み、じっとしていると見つけることは
困難である。両側回遊性で、仔魚は海で浮遊期を過ごすと考えられる。食性や産卵習性は不明。 

生息地の条件  ： 生息する底質が限定される。底質が固まっておらず、流れによって揺れ動くような砂利底が必要で
あるが、面積は広くなくても良く、流れの速い中にそのような部分が小さなパッチ状に存在する環
境に見られることが多い。沖縄島ではやや細かい砂利底に住むが、地質の異なる西表島ではやや粗
い丸石による礫底に住む。遡上の障害となる段差などのない下流部に見られる。上記のような条件
を満たす環境は河川内に通常あまり多くはない。 

現在の生息状況 ： 沖縄島では、北部各地の河川で確認されているが、生息場所は各河川の中でも通常極めて狭い範囲
に限られ、また生息状況は不安定である。狭い瀬に多数の個体が見られることもあるが、通常その
生息は持続しない。恒常的に見られる場所は知られていない。西表島においては常に観察される場
所もあるようだが、個体数は少なく、生息河川も多くない。 

学術的意義・評価 ： エソハゼ属は熱帯島嶼河川の魚類相を構成する貴重かつユニークな一員である。砂利に紛れて潜む
独特な習性を持ち、生態学的にも興味深い。琉球列島は分布の縁辺にあたり、本種個体群の生息状
況は、仔魚の分散、定着に関して重要な知見を提供すると考えられる。 

生存に対する脅威 ： 小型のハゼ類であり、底質変化に敏感である。浚渫により底質が変わると姿を消す。また河川改修
や周辺の開発等により土砂が流入すると、礫間が詰まり生息に不適となる。本種の生息地は集落に
近い下流部にあることが多いため攪乱されやすく、安定した生息が困難となっている。 

特 記 事 項 ： 日本産の種を含むエソハゼ属の分類には多くの問題があり、研究が進められている。 
原  記  載 ： Herre, A. W. C. T., 1936. Notes on fishes in the Zoölogical Museum of Stanford University, V. New or rare 

Philippine fishes from the Herre 1933 Philippine expedition. Philippine Journal of Science, 59: 357–373, 
Pls.1–2. 

参 考 文 献 ： 立原一憲, 2015. エソハゼ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物－4 
汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 246–247. 

 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： コマチハゼ 
分    類 ： スズキ目 クロユリハゼ科 
学    名 ： Parioglossus taeniatus Regan, 1912 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
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形    態 ： 体はやや細長く、側扁する。第１背鰭前方に皮質隆起がある。頭部の前眼肩甲管に4開孔、前鰓蓋

管に2開孔がある。左右の腹鰭は分かれ、それぞれ1棘4軟条。体色は黄褐色で、体側正中線の下
側を通る黒色縦帯を持つ。この黒色縦帯は尾鰭上にも延長するが、尾鰭上では先端に近づくほど、
細く、薄くなる。最大体長は約2.5 cmである。 

近似種との区別 ： 近似のサツキハゼは体側の黒色縦帯が体側正中線付近を通ること、ヨスジハゼは体側の黒色縦帯の
下縁が臀鰭基底に接すること、ミヤラビハゼは第1背鰭に黒色斑を持つことにより区別される。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄県内では西表島のみから知られている。国内では他に記録はない。国外では、フィリピン、パ
ラオ、バヌアツ、フィジー、アルダブラ環礁（セーシェル）から報告がある。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： サツキハゼ属にはインド・太平洋に広く分布する種が多い。本種もインド洋西部
のアルダブラ環礁から南太平洋のフィジーに至る広い範囲に分布する。日本国内におけるサツキハ
ゼ属の分布は、サツキハゼとベニツケサツキハゼを除いて全て琉球列島に限られる。本種はその中
でも国内における生息地が少ない種の一つで、西表島の1河川からしか見つかっていない。 

生 態 的 特 徴 ： 沖縄県内では、河口域のマングローブ湿地で確認され、水路沿いのヒルギ類の根元の中層付近でミ
ヤラビハゼの群れと混泳しているところが観察されている。国外では、マングローブ域のほか、汽
水域や沿岸域の砂底や泥底、岩礁などに住むとされる。仔魚は海で浮遊期を過ごすと考えられる。
生活史の詳細は不明。 

生息地の条件  ： 詳しい環境条件は不明であるが、環境の良好なマングローブ域の水路が必要と考えられる。 
現在の生息状況 ： 沖縄県内では西表島の1河川からしか見つかっていない。1993年以前には2個体が確認されたのみ

であったが、2000年以降継続して確認されている。しかし個体数は少なく、多くても10個体程度
である。生息地の環境は悪化しつつある。 

学術的意義・評価 ： 琉球列島は分布の縁辺にあたり、本種個体群の生息状況は、仔魚の分散、定着に関して重要な知見
を提供すると考えられる。 

生存に対する脅威 ： 生息地が局所的であり、個体数が極めて少ないため、個体群の存続が危ぶまれる。本種の生息地で
ある水路では、人や船舶の出入りが増え、水路沿いのヒルギ類が枯れたり、底質が変化するなど、
環境が変化しており、本種個体群の消失が危惧される。 

特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Regan, C. T., 1912. New fishes from Aldabra and Assumption, collected by Mr. J. C. F. Fryer. The 

Transactions of the Linnean Society of London. Second Series. Zoology, 15 (pt.2, no.18): 301–302. 
参 考 文 献 ： Rennis, D. S. and D. F. Hoese, 1985. A review of the genus Parioglossus, with descriptions of six new species 

(Pisces: Gobioidei). Records of the Australian Museum, 36: 169–201. 
鈴木寿之, 2015. コマチハゼ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物－
4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 142–143. 

鈴木寿之・瀬能  宏・藍澤正宏, 1994. 西表島で採集された日本初記録のサツキハゼ属魚類3種. I. 
O. P. Diving News, 5 (9): 2–6. 

 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ヒメサツキハゼ 
分    類 ： スズキ目 クロユリハゼ科 
学    名 ： Parioglossus interruptus Suzuki and Senou, 1994 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)      環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 体はやや細長く、側扁する。第１背鰭前方に皮質隆起がある。頭部の前眼肩甲管に4開孔、前鰓蓋

管に2開孔がある。左右の腹鰭は分かれ、それぞれ1棘 4軟条。体色は黄褐色で、体側下半部を通
る黒色縦帯を持つが、この黒色縦帯は尾柄部では不明瞭となる。尾鰭の基部側に半円形の黒色斑が
あり、その中心は尾鰭基底の中央よりやや下側に位置する。最大体長は約2.5 cmである。 

近似種との区別 ： 近似のボルネオハゼは体側の黒色縦帯を欠き、尾鰭の黒色斑の上縁が尾鰭基底中央より下側に位置
すること、コビトハゼは、尾鰭の黒色斑の中心が尾鰭基底の中央よりやや上側に位置すること、ヨ
スジハゼ、ミヤラビハゼ、コマチハゼは体側の黒色縦帯が頭部から尾鰭にまで達することなどによ
り区別される。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄県内では西表島のみから知られている。国内では他に記録はない。国外では、マブール島（マ
レーシア、ボルネオ島北東沖）およびニューギニア島から報告がある。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： サツキハゼ属にはインド・太平洋に広く分布する種が多い。ヒメサツキハゼは記
録が少ないものの、西表島、マブール島、ニューギニア島といった離れた場所で見つかっているこ
とから、その周辺に広く分布すると推測される。日本国内におけるサツキハゼ属の分布は、サツキ
ハゼとベニツケサツキハゼを除いて全て琉球列島に限られる。本種はその中でも国内における生息
地が少ない種の一つで、西表島の2河川からしか見つかっていない。 

生 態 的 特 徴 ： 沖縄県内では、河口域のマングローブ湿地で確認されている。水路沿いのヒルギ類の根元の中層付
近でミヤラビハゼやボルネオハゼと混泳し、浮遊しながらプランクトンを食べているところが観察
されている。夜間や干潮時にはヒルギ類の根の間やカキ殻などの隙間に潜り込んでいる。仔魚は海
で浮遊期を過ごすと考えられる。生活史の詳細は不明。 

生息地の条件  ： 詳しい環境条件は不明であるが、環境の良好なマングローブ域の水路が必要と考えられる。 
現在の生息状況 ： 沖縄県内では西表島の2河川からしか見つかっていない。そのうち1河川で継続して確認されてい

るが、個体数はごくわずかである。生息地の環境は悪化しつつある。 
学術的意義・評価 ： 西表島の仲間川が本種のタイプ産地である。琉球列島は分布の縁辺にあたり、本種個体群の生息状
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況は、仔魚の分散、定着に関して重要な知見を提供すると考えられる。 
生存に対する脅威 ： 生息地が局所的であり、個体数が極めて少ないため、個体群の存続が危ぶまれる。本種の生息地で

ある水路では、人や船舶の出入りが増え、水路沿いのヒルギ類が枯れたり、底質が変化するなど、
環境が変化しており、本種個体群の消失が危惧される。西表島のもう1ヵ所の確認地点では、橋梁
建設と道路整備に伴う土砂の廃棄やマングローブ伐採によって環境が悪化し、現在では本種は見ら
れなくなっている。 

原  記  載 ： Suzuki, T. and H. Senou, 1994. Parioglossus interruptus, a new species of goby from the western Pacific. 
Japanese Journal of Ichthyology, 41: 281–286. 

参 考 文 献 ： Rennis, D. S. and D. F. Hoese, 1985. A review of the genus Parioglossus, with descriptions of six new species 
(Pisces: Gobioidei). Records of the Australian Museum, 36: 169–201. 

鈴木寿之, 2015. ヒメサツキハゼ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生
物 －4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 144–145. 

鈴木寿之・瀬能  宏・藍澤正宏, 1994. 西表島で採集された日本初記録のサツキハゼ属魚類3種. I. 
O. P. Diving News, 5(9): 2–6. 

 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： タイワンキンギョ 
分    類 ： スズキ目 ゴクラクギョ科 
学    名 ： Macropodus opercularis (Linnaeus, 1758) 
方  言  名 ： トーイユ 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 体長約7 cm。体はやや細長く側扁し、背鰭・臀鰭の基底が長い。尾鰭の後縁はやや深く切れ込

み、鰓蓋の後端に橙色に縁取られた輝青色の眼状斑がある。体色は橙色の地色で、体側に10～12
本の青緑色の横帯を持つ。成熟した雄は、背鰭・臀鰭の後部軟条、腹鰭の前部軟条および尾鰭上
下葉の軟条が伸長する。  

近縁種との区別 ： 同属のチョウセンブナとは、尾鰭後端が湾入することにより、識別可能である。 
分 布 の 概 要 ： 日本国内では沖縄県の久米島、沖縄島、渡嘉敷島、石垣島および南大東島に分布する。ただし、

南大東島の個体群は、明らかに移殖起源である。琉球列島内では沖永良部島にも生息するが、こ
れは1937年に移殖されたものであるといわれている。国外ではラオス北東部、ベトナム北部、揚
子江上流部、中国南部、海南島、台湾、紅頭嶼に分布する。 

近縁な種および群との分布状況の比較 ： 日本本土には同属のチョウセンブナが分布するが、新潟県や長野県に生息す
るチョウセンブナは、1914年ごろ朝鮮半島から移殖されたものである。 

生 態 的 特 徴 ： 湧水、水田の水路、湿地、湖沼や河川の止水域など流れがないか、極めて緩い場所に生息する。
上鰓腔に発達した迷路状器官によって空気から直接酸素を取り入れることができる。そのため、
水深が極めて浅く小さい、低酸素の水域でも生存可能である。沖縄島における産卵期は3～6月で、
複数回産卵を行う。産卵のために、雄は水草の茂る場所に気泡で直径5～10 cmの浮巣をつくり、
巣の下で雌を抱接して放卵させ放精し、受精卵を巣のなかに収容する。雄は孵化まで卵を保護す
る。雑食性で水面に落下する昆虫などを捕食する。 

生息地の条件  ： 水生植物が繁茂した、自然度の高い止水域が必要である。 
現在の生息状況 ： 生息地は互いに分断され、多くの生息地ではわずかな個体が残存するのみである。平地の止水域

は開発の影響を受けやすく、年々生息地が失われているのが現状である。 
学術的意義・評価 ： 琉球列島のタイワンキンギョが自然分布であるか、移殖されたものであるかは結論が出ていない。

本種が自然分布であると断定するに足る証拠は得られていないものの、県内の広い範囲で本種の分
布が確認されていたことや、特異な繁殖様式を持つことなどから、自然分布の可能性が高いと考え
られる。自然分布であれば、琉球列島の純淡水魚の分布の歴史的背景を探る上で極めて貴重な存在
である。 

生存に対する脅威 ： 土地の造成に伴う沼や湿地の消失、河川改修に伴う自然川岸の消失などによる生息場所の著しい
減少が挙げられる。また、業者やマニアによる採集圧も著しい。さらに沖縄の止水環境にはカワ
スズメやグッピーなど、様々な要因で人為的に持ち込まれた外来種が多数定着しており、それら
との競争も懸念される。 

特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Linnaeus, C., 1758. Systema. Naturae, ed., (10): 824pp. 
参 考 文 献 ： 青柳兵司, 1984. 琉球列島産淡水魚類総説. 動物学会誌, 58: 13–14． 

北川哲郎・森下  匠・根來  央・細谷和海, 2011. 飼育科におけるタイワンキンギョの繁殖特性. 近
畿大学農学部紀要, 44: 55–61．  

黒岩  恒, 1927. 琉球弧における淡水魚類採集概報. 動物学雑誌, 39: 355–368． 
坂口總一郎, 1922. 闘魚 Macropodus operchlarisに就て. 動物学雑誌, 43: 915–920． 

 
執 筆 者 名 ： 遠藤（高田）未来美 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

 3 ) 絶滅危惧ⅠＢ類(EN) 
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和    名 ： ニホンウナギ 
分    類 ： ウナギ目 ウナギ科 
学    名 ： Anguilla japonica Temminck and Schlegel, 1846 
方  言  名 ： ウナジー（混称） 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠB類 (EN) 
 
形    態 ： 全長 80 cm。体は細長く、背部が一様に暗色、腹部が白色を呈し、斑紋はない。下顎がわずかに上

顎より突出し、埋没鱗を持つ。背鰭起部は、胸鰭後端と肛門の中間か後方に位置。 
近似種との区別 ： 背部が一様に暗色、腹部が白色で、顕著な斑紋を欠く。背鰭基部が胸鰭後端と肛門の中間もしくは

やや後方に位置することで区別可能。 
分 布 の 概 要 ： 朝鮮半島、台湾、中国、ベトナム、日本では北海道中部以南の各地。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 西表島から沖縄島に分布するが個体数は少ない。沖縄県下の河川では、汽水域に

分布することが多く、淡水域にはオオウナギが生息する。 
生 態 的 特 徴 ： マリアナ諸島西方海域で産卵し、仔魚が海流に乗って琉球列島に来遊後、シラスウナギに変態して

河川に遡上する。 
生息地の条件  ： 餌生物が豊富な河川汽水域。水質の良くない都市河川にも生息するが、琉球列島における個体数は

多くない。 
現在の生息状況 ： わが国における漁獲量は、1965年以降1/5程度に減少している。 
学術的意義・評価 ： 水産重要種であるとともに、大規模な回遊を行う種として学術的に極めて重要。 
生存に対する脅威 ： 産卵場周辺海域の環境変化による仔魚の来遊量の減少。河口域の改変による環境劣化。シラスウナ

ギ採捕による資源量の減少。 
特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Endangered (EN)。 
原  記  載 ： Temminck, C. J. and H. Schlegel, 1846. Fauna Japonica, sive descriptio animalium quae in itinere per 

Japoniam suscepto annis 1823–30 collegit, notis observationibus et adumbrationibus illustravit P. F. de 
Siebold. Part 1: 1–20. 

参 考 文 献 ： 小早川みどり, 2015. ニホンウナギ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生
生物－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 148–149. 

黒木真理・塚本克己, 2011. 旅するウナギ １億年の時空を超えて. 東海大学出版会, 秦野. 
Tsukamoto, K., 1992. Discovery of spawning area for Japanease eel. Nature, 356: 789–791. 

 
執 筆 者 名 ： 立原一憲 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： アミメカワヨウジ 
分    類 ： トゲウオ目 ヨウジウオ科 
学    名 ： Hippichthys heptagonus Bleeker, 1849 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠB類 (EN) 
 
形    態 ： 体長15 cm。背鰭23～30軟条、胸鰭13～16軟条、臀鰭2または3軟条、尾鰭10軟条、体輪数14,15+36

～42。躯幹部と尾部の上隆起線は不連続、躯幹部の中央隆起線の後方は下方に曲がる。主鰓蓋骨に
1 本の縦走隆起線が発達する。雄の育児嚢は尾部に位置する。生時の体色は、濃褐色で多数の小白
斑が散在する。眼から3本の黒色帯が放射状に伸びる。躯幹部中央隆起線は暗褐色で、両側が赤色
を呈す。 

近似種との区別 ： 同属他種とは背鰭起部が尾部にあることにより区別される。また、ハクテンヨウジとは総体輪数が
多いこと、カワヨウジとは躯幹部に白色横帯を欠くことによっても識別できる。 

分 布 の 概 要 ： インド洋から西太平洋にかけての熱帯域。日本では、奄美大島、沖縄島、石垣島、西表島に生息し
する。高知県と神奈川県からも報告があるが、偶発的分布と考えられる。 

生 態 的 特 徴 ： 夏季に抱卵した雄が出現するが、生活史の詳細は未解明。 
生息地の条件  ： 河川汽水域上端域に生息し、川岸の植生の間に潜む。 
現在の生息状況 ： 各島の生息河川はごく限られ、いずれも個体数が少ない。  
学術的意義・評価 ： 中琉球が分布の北限と考えられ、生物地理学的に興味深い。  
生存に対する脅威 ： 生息河川および個体数が少ないため、それらの河川で河川改修や架橋の付け替え、リゾート開発に

伴う生息環境の悪化などが懸念される。 
特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Bleeker, P., 1849. Bijdrage tot de kennis der ichthyologische fauna van het eiland Madura, met beschrijving 

van eenige nieuwe soorten. Verhandelingen van het Bataviaasch Genootschap van Kunsten en 
Wetenschappen, 22(8): 1–16. 

参 考 文 献 ： 瀬能 宏, 2015. アミメカワヨウジ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生
生物－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 206–207. 

 
執 筆 者 名 ： 立原一憲 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： オキナワキチヌ 
分    類 ： スズキ目 タイ科 
学    名 ： Acanthopagrus chinshira Kume and Yoshino, 2008  



<魚類> 

263 
 

方  言  名 ： チンシラー 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 体長50 cm。背鰭鰭条数は11棘 11軟条、側線上方の背鰭棘条中央部下方の横列鱗数は4.5である。

頭長は、背鰭第2棘長の1.5～1.8倍であり、側線鱗数は44～47である。生時の体色は、背部が銀
黒色、体側から腹部が銀白色を呈す。腹鰭と臀鰭は、白みを帯びた淡黄色である。 

近似種との区別 ： 同所的に生息するミナミクロダイとは、腹鰭と臀鰭の色彩で識別可能である。 
分 布 の 概 要 ： 東アジアの固有種であり、香港と台湾に分布。日本では沖縄島と石垣島に生息する。  
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 沖縄島ではミナミクロダイと同所的に生息する。 冬季から春季の低水温時には、

比較的浅い場所に出現するが、高水温期には深場に移動すると考えられている。 
生 態 的 特 徴 ： 本種の正確な産卵期は、未解明であるが、本種の浅場への接岸時期から推測すると、近縁のミナミ

クロダイ（沖縄島12～3月）やナンヨウチヌ（西表島12～4月）と同様であると考えられる。この
時期には、接岸し、漁獲対象となり、多数の個体が水揚げされる。遊漁による釣獲もこの時期に集
中している。 

生 息地 の条 件： 沖縄島では中城湾、金武湾、名護湾など内湾環境にのみ生息し、サンゴ礁海域には出現しない。幼
魚期には波打ち際の浅所に出現する。 

現在の生息状況 ： 主に沖縄島の内湾にのみ生息する。産卵期に過度の漁獲圧にさらされており、特に遊漁による大型
個体の選択的漁獲が問題である。大型個体は急速に個体数が減少しつつある。 

学術的意義・評価 ： 東アジアの固有種で、沖縄島が分布東限であり、生物地理学的に重要である。水産重要種であり、
漁獲対象となっており、今後、資源を持続的有効利用するための方策が必要。 

生存に対する脅威 ： 産卵期に集中して漁獲されている。特に遊漁によって大型個体が選択的に釣獲されていることが憂
慮される。また、幼魚が出現する内湾の波打ち際が、埋め立てにより急速に消失している。 

特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Near Threatened (NT)。 
原  記  載 ： Kume, M. and T. Yoshino, 2008. Acanthpagrus chinsira, a new spanid fish (Percifpremes: Sparidae) from the 

East Asia. Bulletin of the national museum of nature and science, (A), 2: 47–57. 
参 考 文 献 ： 林 公義・萩原清司, 2013. オキナワキチヌ. “日本産魚類検索 全種の同定 第三版,” 中坊徹次 

(編), 東海大学出版会, 秦野, 957. 
 
執 筆 者 名 ： 立原一憲 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： アトクギス 
分    類 ： スズキ目 キス科 
学    名 ： Sillaginops macrolepis (Bleeker, 1859) 
方  言  名 ： ウジュル（混称） 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠB類 (EN) 
 
形    態 ： 体長 20 cm。体は、側扁した細長い円筒状。吻は円錐形で尖り、口が小さく、下端に開く。眼は大

きく背面近くに位置し、鱗が大きい。生時の体色は、全体が銀白色で、背側がやや褐色を帯び、腹
部が白色を呈す。背鰭に沿って1～4個の暗色斑、第1背鰭上部に大きな1黒色斑がある。 

近似種との区別 ： 琉球列島にはホシギスとモトギスが生息し、前種とは体側に不規則な黒斑を欠くこと、後種とは第
1背鰭に黒色斑を持つことから識別される。 

分 布 の 概 要 ： フィリピン、カリマンタン島、スラウェシ島、モルッカ諸島、ニューブリテン島、ソロモン諸島な
どに分布。日本では西表島と石垣島から記録されている。 

生 態 的 特 徴 ： 夏季に成熟個体が採集されているが、生活史は未解明。 
生息地の条件  ： マングローブの発達した河川に隣接した健全な砂浜海岸に生息する。 
現在の生息状況 ： 石垣島と西表島の各1河川の河口と隣接して広がる砂浜海岸に生息。  
学術的意義・評価 ： 八重山諸島が分布の北限であり、生物地理学的に重要である。 
生存に対する脅威 ： 局所分布し、個体数が少ない。砂浜海岸の汚染や埋め立て、そこに流入する河川の環境変化。 
原  記  載 ： Bleeker, P., 1859. Derde bijdrage tot de kennis der vischfauna van Singapoera. Natuurkd. Tijdschr. 

Neder.-Indië, 20: 446–456. 
参 考 文 献 ： Kago, T., 2013. Phylogenetic systematics of the family Sillaginidae (Percomorpha: order Perciformes). 

Zootaxa, 3642(1): 1–105. 
鈴木寿之, 2015. アトクギス. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物－
4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 220–221. 

 
執 筆 者 名 ： 立原一憲 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： メガネモチノウオ 
分    類 ： スズキ目 ベラ科 
学    名 ： Cheilinus undulatus Rüppell, 1835 
方  言  名 ： ヒロサー 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 体長200 cm。体は楕円状で側扁し、成魚の後頭部が瘤状に突出する。側線は体側後部で中断し、背

鰭条数9棘 10軟条、臀鰭条数3棘 8軟条、側線有孔鱗数16+10である。体側の各鱗には背腹方向に
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長い1黒褐色斑がある。生時の体色は緑色で、眼から後方に向かう2本の黒色線を有す。 
近似種との区別 ： 成魚では体色が緑色であること、膨出した後頭部をもつことから同属他種と容易に区別できる。 
分 布 の 概 要 ： インド‐太平洋熱帯域に広く分布する。日本では、成魚は奄美大島以南の琉球列島に生息し、幼魚

は紀伊半島以南から記録されている。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 日本にはベラ科モチノウオ属9種が生息している。その多くが本種と重複して分

布している。 
生 態 的 特 徴 ： 昼行性で、魚類、甲殻類、貝類などを捕食する。 
現在の生息状況 ： 健全なサンゴが発達する水深50 mまでのサンゴ礁水域。幼魚はミドリイシ属の群落が発達した場所、

成魚は水深のあるサンゴ礁の外側斜面や水路部に生息することが多い。 
現在の生息状況 ： 大型個体の観察例が減少している。 
学術的意義・評価 ： サンゴ礁域で見られる大型硬骨魚類のひとつであり、サンゴ礁生態系の中で重要な生態的地位を占

めている。 
生存に対する脅威 ： 漁獲対象種となっており、電燈潜りで漁獲されたものが市場に水揚げされ、観賞用としても流通し

ている。また、遊漁の対象にもなり、大型個体が釣獲されている。健全なサンゴ礁が発達した場所
が無くなると生息場所が消失する。 

特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Endangered (EN)。 
原  記  載 ： Rüppell, W. P. E. S., 1835. Neue Wirbelthiere zu der Fauna von Abyssinien gehörig. Fische des Rothen Meeres. 

Frankfurt-am-Main, Part 1: 1–28, pls.1–7. 
参 考 文 献 ： Randall, J. E., S. M. Head and A. P. L. Sanders., 1978. Food habits of the giant humphead wrasse, Cheilinus 

undulates (Labridae). Environmental Biology of Fishes, 3: 235–238. 
Westneat, M. W., 2001. Suborder Labroidei: Labridae. “The living marine resources of the Western Central 

Pacific”, Carpenter K. E.and V. H. Niem (eds.), Identification Guide for Fishery Purposes, vol. 6, 
3381–3467, pls.1–5. 

吉野哲夫, 2005. メガネモチノウオ. “改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 動物編”, 沖
縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 178–179. 

 
執 筆 者 名 ： 立原一憲 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ゴシキタメトモハゼ 
分    類 ： スズキ目 カワアナゴ科 
学    名 ： Giuris sp. 1 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)  
 
形    態 ： 頭部は縦扁し、両眼は広く離れる。体は円筒形で、尾柄はやや側扁する。眼窩上縁の鱗は複数列ま

たは点列。体の地色は灰褐色で、黄色または緑色を帯びることも多い。腹面は白い。頬から鰓蓋に
かけて3本の紫色の縦線を持つ。胸鰭基部は黄色く、中央を1本の紫色縦線が横切る。体側に暗色
横斑が並ぶ。その少し下方に躯幹部から尾柄まで続く暗色縦帯を持つ。婚姻色の雄の臀鰭には基部
近くに黄色縦線があり、さらに縁が黄色く縁取られる。大型個体は体長20 cmを超える。 

近似種との区別 ： タメトモハゼと似るが、ゴシキタメトモハゼは眼窩上縁の鱗が複数列または点列であること（タメ
トモハゼでは1列）、体側下部に躯幹部から尾柄まで続く暗色縦帯を持つこと（タメトモハゼでは
暗色斑の列を持つことがあっても、まばらで尾柄部には達しない）、婚姻色の雄の腹鰭の縁が黄色
いこと（タメトモハゼでは黄色くない）などにより区別される。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄県内では、沖縄島、宮古島、石垣島、西表島、与那国島から報告がある。国内では他に和歌山
県と奄美大島で記録されている。国外にも広く分布すると考えられるが、分類が整理されておらず、
正確な分布域は不明である。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 国内ではタメトモハゼの分布域と概ね重複するが、タメトモハゼより個体数が少
ない。タメトモハゼの中に混じって見つかることが多い。 

生 態 的 特 徴 ： 川淡水域下流部から中流部の淵に生息する。川岸に水生植物が繁茂する場所や倒木などのある場所
に住む。また樹木に覆われた淵でも見つかる。タメトモハゼの群がりに混じって中層や底で静止し
ていることが多いが、危険を察知すると非常に俊敏に泳ぎ、植生の中や落ち葉の積もった中などに
一瞬で姿をくらます。産卵習性は不明。両側回遊性で、仔魚は海で浮遊期を過ごすと考えられる。
河川淡水域で河川加入直後と考えられる体長1.1 cmのタメトモハゼ属の個体が採集されている。種
の同定は困難であるが、タメトモハゼもゴシキタメトモハゼも体長約1 cmで河川に加入し着底する
と推測される。 

生息地の条件  ： 川岸にシマツユクサやセイコノヨシ等の水生植物が繁茂する、流れの緩やかな淵、または樹木に覆
われた淵を好む。大きな堰の上流には生息しない。 

現在の生息状況 ： 生息状況は不安定であり、個体数の年変動が大きい。15年ほど前には場所によってはタメトモハゼ
より多くみられる年があったが、現在はタメトモハゼと比べ個体数はかなり少ない。タメトモハゼ
と同じく良好な生息環境は減少している。 

学術的意義・評価 ： 分布の縁辺にあたる琉球列島における本種個体群の生息状況は、仔魚の分散、定着に関して重要な
知見を提供すると考えられる。 

生存に対する脅威 ： 河川における本種の生息地は集落に近く、水害防止を目的とした河川改修や浚渫により生息環境が
失われることが多い。特に水生植物が繁茂すると浚渫が行われることが多く、それにより本種の恒
常的な生息が妨げられていると考えられる。堰等の建設も生息可能な範囲を縮小させる要因となる。 

特 記 事 項 ： 分類学的問題が未解決で、学名は未確定である。鈴木ほか（2004）では Ophieleotris sp. 1、中坊（2013）
では Ophieleotris sp. 2と表記されている。 
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参 考 文 献 ： 前田 健, 2014. タメトモハゼ属の1種. “日本産稚魚図鑑 第二版”, 沖山宗雄（編）, 東海大学
出版会, 秦野, 1227–1228. 

中坊徹二, 2013. 日本産魚類検索 全種の同定 第三版. 東海大学出版会, 神奈川. 
鈴木寿之・渋川浩一・矢野維幾, 2004. 決定版日本のハゼ. 平凡社, 東京. 
鈴木寿之, 2015. ゴシキタメトモハゼ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野
生生物－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 230–231. 

鈴木寿之・坂本勝一・瀬能 宏, 2005. 絶滅の危機に瀕するハゼ亜目魚類2種に対する新標準和名
の提唱. 魚類学雑誌, 53: 198–200. 

 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： オウギハゼ 
分    類 ： スズキ目 カワアナゴ科 
学    名 ： Bunaka gyrinoides (Bleeker, 1853) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT)  
 
形    態 ： 体は円筒形で、吻端はやや尖る。眼下の孔器列は縦列。体は褐色で、体側に多数の暗色縦線があり、

背面はやや淡い色をしていることが多い。小型個体は、胸鰭と尾鰭に数本の顕著な暗色横帯、第１
背鰭、第2背鰭、臀鰭に数本の顕著な縦帯をそれぞれ持つが、これらの帯模様は成長とともに不明
瞭になる。大型個体は体長約30 cm、体重1 kgに達する。 

近似種との区別  ： オウギハゼの小型個体はテンジクカワアナゴと似るが、本種は各鰭に顕著な模様を持つことや孔器
列の特徴などで識別される。テンジクカワアナゴは最大で体長約16 cmほどであり、本種ほど大き
く成長しない。ホシマダラハゼは本種同様に大きくなるが、両眼がやや離れる顔つき、鱗が大きい
こと、体色の違いなどにより本種と識別される。また、オウギハゼの河川加入直後の半透明な仔魚
はテンジクカワアナゴのものと類似し、混同されることがあるが、着底して変態する時の体長が明
瞭に異なる。オウギハゼは体長2.5 cm前後で着底するのに対し、テンジクカワアナゴは体長1.6～
2.0 cmで着底し、2.0 cmを超える個体は全身が褐色で尾鰭は丸いため、識別は容易である。 

分  布  の  概  要  ： 沖縄県内では沖縄島、宮古島、西表島から報告がある。国内では他に奄美大島で記録されている。
国外では台湾、フィリピン、インドネシア、パプアニューギニア、オーストラリア、パラオ、ポー
ンペイ、フィジー、スリランカ、インドなどに分布する。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 近縁なカワアナゴ属やエリトゲハゼなどと同様に熱帯地方に広く分布し、日本は
分布の縁辺にあたる。本種はその中でもエリトゲハゼと並んで個体数が少なく、琉球列島を北限し、
テンジクカワアナゴなどとは異なり日本本土では見つかっていない。 

生 態 的 特 徴 ： 河川淡水域下流部から中流部に生息し、岸に植生が豊富で岩の多い淡水域の瀬尻から淵頭で見つか
ることが多い。昼間は岩陰や植生の陰に潜む。巻貝類などを捕食する。産卵習性は不明。両側回遊
性で、仔魚は海で浮遊期を過ごし、体長約2.5 cmで河川に加入し、着底すると考えられる。 

生息地の条件  ： 本種の生息には瀬と淵の明瞭な自然な地形の残された河川が必要である。大型個体は植生を伴う場
所に生息することが多い。大型個体は少なくとも数年間越冬して成長していると推測されるが、冬
季に死体が見つかった例が複数あることから、越冬時に衰弱する個体もあると考えられる。 

現在の生息状況  ： 沖縄県内では稀である。2～3個体が同時に見つかることもあるが、通常単独で、個体数は多くない。
汽水域上流部や淡水域下流部の堰の下などでまとまった個体数の仔魚が見られることがあるが、成
長できる環境、個体は少ないと考えられる。 

学術的意義・評価  ： 分布の縁辺にあたる琉球列島における本種個体群の生息状況は、仔魚の分散、定着に関して重要な
知見を提供すると考えられる。 

生存に対する脅威  ： 特に沖縄島では、水害防止を目的とした河川改修や浚渫により生息環境が失われることが多い。水
生植物が繁茂すると浚渫が行われ、それにより本種の生息が妨げられている場所が多い。堰等の建
設も生息可能な範囲を縮小させる要因となる。 

特 記 事 項  ： 前回改訂時（2005年発行）には、標準和名がなく、「カワアナゴ科の１種」として掲載されていた
が、その後に標準和名が提唱された。また、環境省のレッドデータブック2014にも同様に「カワア
ナゴ科の１種」として掲載されている。IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 

原  記  載 ： Bleeker, P., 1853. Diagnostische beschrijvingen van nieuwe of weinig bekende vischsoorten van Sumatra. 
Tiental V–X. Natuurkundig Tijdschrift voor Nederlandsch Indië, 4: 243–302. 

参 考 文 献  ： 前田 健, 2014. オウギハゼ. “日本産稚魚図鑑 第二版”, 沖山宗雄 (編), 東海大学出版会, 秦
野, 1228–1229. 

前田  健, 2015. カワアナゴ科の１種. “レッドデータブック2014 －日本の絶滅のおそれのある
野生生物－ 4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課 (編), ぎょうせい, 東京, 351. 

Pusey, B., M. Kennard and A. Arthington, 2004. Freshwater fishes of north-eastern Australia. CSIRO 
Publisheing, Collingwood. 

 
執 筆 者 名  ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： トビハゼ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Periophthalmus modestus Cantor, 1842 
方  言  名 ： トントンミー（総称） 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)        環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
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形    態 ： 背鰭は2基で、第1背鰭の先端は丸い。左右の腹鰭間に膜蓋と癒合膜がある。吻は突出し、上唇前

縁を被う。眼は上方に突出し、眼下に眼を収容するくぼみと下眼瞼がある。体色は体側がくすんだ
黄褐色で微小な黒色点が散在し、腹部が灰色を帯びる。最大体長は約7 cmである。 

近似種との区別 ： 同属のミナミトビハゼとは、第1背鰭の先端が尖らないこと（ミナミトビハゼでは尖る）、第1背鰭
の縁近くに暗色帯を持たないこと（ミナミトビハゼは明瞭な暗色帯を持つ）、左右の腹鰭が癒合し、
膜蓋を持つこと（ミナミトビハゼでは左右の腹鰭は分離し、膜蓋を欠く）などにより識別される。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄県内では、沖縄島の塩屋湾、羽地内海、中城湾、漫湖のみに分布する。他に国内では東京湾、
伊勢湾以西の本州、四国、九州、種子島、屋久島、国外では、朝鮮半島、中国、台湾に分布する。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ：  沖縄島の生息地では、ミナミトビハゼが同所的に生息する。トビハゼの分布が東
アジアに限定され、沖縄県内における生息地も局限されるのとは対照的に、ミナミトビハゼは南ア
フリカからサモアに至るインド・太平洋の広い範囲に分布し、また沖縄県内でも沖縄島の他、久米
島、宮古島、池間島、石垣島、小浜島、西表島、与那国島に広く分布する。沖縄島内においてもミ
ナミトビハゼはほぼ全域に生息し、トビハゼの局限された分布とは対照的である。 

生 態 的 特 徴 ： 半陸生性であり、泥質干潟に生息孔を掘る。時には干潟上の干出域を胸鰭と尾柄を使って飛び跳ね、
多毛類、ヨコエビ類、小型カニ類、稚魚等を捕食する。また時折、乾燥や紫外線対策および老廃物
の排泄促進のために水溜りに体を浸したり、泥上で体を横転させて濡らす（泥シャワー）行動を行
う。冠水時には沈水を避け、岸辺の水際より高い場所に移動する。沖縄島における産卵期は3～8
月頃、盛期は4～6月である。雄は生息孔の周辺になわばりを形成する。また、垂直に掘り下げられ
た生息孔の末端から上方に向けて産卵室を掘り、入り口を1～3ヵ所開き、それらの周りに泥を吐き
出して煙突状の土塀を築く。卵は産卵室の天井や側面の、間隙水の水面より高い位置に産み付けら
れ、空気中で発生する。孵化仔魚は大潮日の夜間の満潮時に産卵巣から放出される。雄は産着卵を
孵化するまで保護し、孵化仔魚の放出にも関与する。孵化仔魚は約1ヵ月の浮遊生活を送り、外部
形態及び皮膚構造が成魚と同様になると干潟に着底する。 

生息地の条件  ： 河口域及び内湾の泥質干潟に生息する。生活範囲は潮間帯とほぼ一致し、小潮時の潮汐変動範囲内
に生息孔及び産卵巣を形成する。底質は含水率約40％、シルト分を約50％含む軟泥質で、その堆積
厚が20 cm以上ある場所を好む。また、泥シャワーを行う水溜りや小水路を必要とし、産卵巣も小
水路の周辺に多く形成される。したがって本種が生息していく上で、泥質干潟の底質、間隙水およ
び海水を含めた、干潟生態系の保全が重要である。 

現在の生息状況 ： 生息状況についてまとまった知見はない。しかし埋め立て、河川改修および護岸整備等により、生
息地である泥質干潟が縮小していることから、生息個体数も減少傾向にあることは容易に推察され
る。中城湾沿岸は生息環境が最も広く、生息個体数が最も多い。主要な生息地は中城湾北部の新港
地区と南部の佐敷東地区である。 

学術的意義・評価 ： トビハゼは、国内における分布が飛び石状で、沖縄県内でも限られた生息地のみに分布するという
点で生物地理学的に重要である。また、泥質干潟の生物群集の重要な一員であり、半陸上生活をす
る点でも興味深い。 

生存に対する脅威 ： 埋め立て事業による干潟の消失、および周辺の開発に伴う干潟環境の変化が最大の脅威となる。沖
縄島では、これまでに行われた大規模な埋め立て事業により多くの生息地が失われてきたと考えら
れる。現在の生息地はそれらによって縮小、分断された結果残された貴重な生息地である。しかし、
現存する生息地である塩屋湾、羽地内海、中城湾、漫湖のいずれにおいても、この10年で湾内また
は隣接する海域で大規模な埋め立てが行われており、今後の干潟環境の変化に注意が必要である。
主要な生息地である中城湾の佐敷とうるま市具志川では、泥質干潟の環境が急激に変化しつつあり、
個体群の維持が危ぶまれる（トカゲハゼの項参照）。 

原  記  載 ： Cantor, T. E., 1842. General features of Chusan, with remarks on the flora and fauna of that island. Annals and 
Magazine of Natural History (New Series), 9: 265–278, 361–370, 481–493. 

参 考 文 献 ： 萩原清司, 1998. トビハゼ. “日本の希少な野生水生生物に関するデータブック”, 水産庁（編）, 
日本水産資源保護協会, 東京, 98–99. 

細谷誠一, 2003. 沖縄島のトビハゼ. “改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物―汽水・淡水魚
類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, 財団法人自然環境研究センター, 東京, 211–212. 

立原一憲, 2005. 琉球列島にすむ希少魚. “希少淡水魚の現在と未来：積極的保全のシナリオ”. 片
野修・森 誠一（編）, 信山社, 東京, 297–311. 

田北 徹・石松 淳, 2015. 水から出た魚たち－ムツゴロウとトビハゼの挑戦. 海游舎, 東京. 
 
執 筆 者 名 ： 前田 健・津波古優子*

  
   ＊前回改訂版 (2005) における津波古による記載内容を一部引用した。 

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： アサガラハゼ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Caragobius urolepis (Bleeker, 1852) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 体は細長く、やや側扁する。眼は小さい。頭部に鬚状突起を持たない。背鰭は1基で基底が長く、6

棘 30～37軟条。臀鰭も基底が長く、31～36軟条。いずれも鰭膜が尾鰭とつながる。胸鰭は小さく、
17～20軟条。全身が赤い。最大体長は約7 cmである。 

近似種との区別 ： チワラスボ属やヒゲワラスボ属と似るが、頭部に皮褶や鬚状突起を持たないことにより区別される。
また本種はチワラスボ属やヒゲワラスボ属ほど極端に細長くない。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄県内では、沖縄島、石垣島、西表島から報告がある。他に、国内では奄美大島、国外では台湾、
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フィリピン、タイ、インドネシア、インド、フィジーに分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： アサガラハゼ属には本種と Caragobius rubristriatus の2種が含まれる。アサガラ

ハゼがインド・西太平洋に広く分布するのに対し、Caragobius rubristriatus の分布はオーストラリア
北部に限られる。 

生 態 的 特 徴 ： 汽水域の軟泥底の中に潜む。生息密度は低い。仔魚は海で浮遊期を過ごすと考えられる。沖縄島の
海岸で、浮遊生活末期とみられる体長7～8 mmの仔魚が採集されている。このサイズで河川に加入
し、着底すると考えられる。 

生息地の条件  ： 軟泥干潟の澪筋の周辺などから見つかる。生息可能な環境は限定され、また変化しやすい。 
現在の生息状況 ： 本種はアクセスが容易でない軟泥中に潜むことから、生息状況を把握することが難しいが、同様に

軟泥中に潜むヒゲワラスボ属と比べて仔魚の出現頻度がかなり低いことから、生息密度が低いこと
が推測される。沖縄島では、干潟環境は埋め立て等の開発により縮小を続けており、その中でも限
られた場所に生息すると考えられるアサガラハゼの個体群も大幅に減少していると推測される。石
垣島、西表島における生息状況は不明である。 

学術的意義・評価 ： 泥干潟の生物多様性を示す意味で重要である。本種の生態はほとんど不明であるが、泥の中でどの
ように生活し、繁殖しているのか非常に興味深い。 

生存に対する脅威 ： 河川改修や護岸工事、浚渫、道路建設のような河川河口域の環境改変や干潟の埋め立てなどにより、
生息地が失われることが多いと考えられる。また上流部における農地開発や建物や道路の建設など
により汽水域に赤土が流入し、干潟の底質が変化すると本種は生息不可能となる。 

特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Bleeker, P., 1852. Diagnostische beschrijvingen van nieuwe of weinig bekende vischsoorten van Sumatra. 

Tiental I–IV. Natuurkundig Tijdschrift voor Nederlandsch Indië, 3: 569–608. 
参 考 文 献 ： Maeda, K. and K. Tachihara, 2014. Larval fish fauna of a sandy beach and an estuary on Okinawa Island, 

focusing on larval habitat utilization by the suborder Gobioidei. Fisheries Science, 80: 1215–1229. 
Murdy, E. O. and K. Shibukawa. A revision of the Indo-Pacific fish genus Caragobius (Gobiidae: 

Amblyopinae). Zootaxa, 301: 1–12. 
立原一憲, 2015. アサガラハゼ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物
－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 308–309. 

 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： チワラスボ属の 1 種 3 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Taenioides sp. 3 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 体は非常に細長く、円筒形。眼は小さい。頭部には皮褶があり、下顎の下面に3対および中央に1

本（計7本）の鬚状突起を持つ。下顎から後ろに伸びる皮褶の後端は、眼下後方の縦列皮褶の近く
に達しない。背鰭は1基で基底が長く、6棘44～50軟条。臀鰭も基底が長く、44～51軟条。胸鰭は
糸状の遊離軟条を持たず、15～18軟条。脊椎骨数は28～30。鱗を欠く。体色は黄褐色から黒褐色で
金属光沢を持つ。背鰭の基部と尾鰭の中央は黒褐色。最大体長は約26 cmである。 

近似種との区別 ： チワラスボ属の1種 1とチワラスボ属の1種 2とは、下顎の下面に7本の鬚状突起を持つこと（チ
ワラスボ属の1種 1では6本、チワラスボ属の1種 2では本種と同じく7本）、背鰭と臀鰭の軟条
数がそれぞれ44～50、44～51であること（チワラスボ属の1種 1ではそれぞれ42～44、41～44、
チワラスボ属の1種 2ではそれぞれ64～68、63～65）、体が金色であること（チワラスボ属の1種
1とチワラスボ属の1種2は体が赤く、金属光沢はない）などにより区別される。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄県内では沖縄島と西表島から知られる。沖縄島では、漫湖、中城湾、大浦川、汀間川で見つか
っている。他の場所にも生息する可能性があるが、最近まで国内のチワラスボ属は1種と考えられ、
正確に区別されて来なかったため、情報が不十分である。国内では、他に和歌山県、高知県、奄美
大島から知られる。分類が整理されておらず、国外における分布は不明。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 同種もしくは近縁と考えられる Taenioides gracilis はタイプ産地がインドで、イ
ンド・西太平洋に分布するとされる。国内には少なくとも4種のチワラスボ属が生息する。本種は
琉球列島から日本本土に広く分布するが、チワラスボ属の1種1とチワラスボ属の1種2は、沖縄
島のみから見つかっている。別の1種（チワラスボ）は佐賀県と和歌山県から知られる。 

生 態 的 特 徴 ： 汽水域や内湾の泥底から採集される。穴の中に潜む。仔魚は海で浮遊期を過ごすと考えられる。沖
縄島の海岸で、浮遊生活末期とみられる体長9～10 mmの仔魚が採集されている。このサイズで河川
に加入し、着底すると考えられる。浮遊期は約1ヵ月である。 

生息地の条件  ： マングローブを伴う、自然な地形の残された汽水域で見つかる。 
現在の生息状況 ： 本種は泥中に潜み、発見が容易ではないことから生息状況を把握することが難しいが、同様に軟泥

中に潜むヒゲワラスボ属と比べて仔魚の出現頻度が低いことから、生息密度が低いことが推測され
る。沖縄島では比較的広く分布するものの、汽水域の環境は開発や河川改修により改変されやすく、
内湾の干潟も埋め立て等の開発により縮小を続けていることから、本種の個体群も大幅に減少して
いると推測される。西表島における生息状況は不明である。 

学術的意義・評価 ： チワラスボ属の分類は未解決の問題を多く含むが、泥干潟の生物多様性を示す意味で重要である。
また眼が小さく、鱗を欠き、体が細長いなど特殊な形態を持っており、泥中での生活への適応と考
えられる。本種の生態はほとんど不明であるが、泥の中でどのように生活し、繁殖しているのか非
常に興味深い。 
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生存に対する脅威 ： 河川改修や護岸工事、浚渫、道路建設など、河川河口域の環境改変や干潟の埋め立てなどにより、
生息地が失われることが多いと考えられる。また上流部における農地開発や建物や道路の建設など
により汽水域に赤土が流入し、干潟の底質が変化すると本種は生息不可能となる。 

特 記 事 項 ： 本種は、Kurita and Yoshino（2012）の中で、Taenioides sp. Cとされている。Taenioides gracilis
（Valenciennes, 1837）の可能性があり、分類の研究が進められている。 

原  記  載 ： 学名未確定。 
参 考 文 献 ： Kurita, T. and T. Yoshino, 2012. Cryptic diversity of the eel goby, genus Taenioides (Gobiidae: Amblyopinae), 

in Japan. Zoological Science, 29: 538–545. 
Maeda, K. and K. Tachihara, 2014. Larval fish fauna of a sandy beach and an estuary on Okinawa Island, 

focusing on larval habitat utilization by the suborder Gobioidei. Fisheries Science, 80: 1215–1229. 
立原一憲, 2015. チワラスボ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物－
4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 234–235. 

 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： カエルハゼ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Smilosicyopus leprurus (Sakai and Nakamura, 1979) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 体は細長く、頭部は縦扁する。上顎と下顎に犬歯状の歯を持ち、櫛状の歯や唇歯を持たない。体の

前半は鱗を欠き、尾部には円鱗を持つ。第1背鰭は四角く、低い。雌雄とも体色は灰褐色で、吻端
から眼の下に至る黒色縦線の他に目立つ模様は少ない。成熟した雌の腹部は赤くなる。最大体長は
5.5 cm。 

近似種との区別 ： ヨロイボウズハゼ、アカボウズハゼ、ヒノコロモボウズハゼの雌と似るが、体の前半部に鱗がない
こと（ヨロイボウズハゼは円鱗、アカボウズハゼは櫛鱗を持つ）、尾部の鱗が円鱗であること（上記
3種は櫛鱗を持つ）、吻端がやや尖ることなどにより識別可能。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄県内では沖縄島、石垣島、西表島、与那国島に分布する。他に、国内では屋久島と奄美大島、
海外では台湾、パラオ、ニューギニア島、クイーンズランド（オーストラリア）から報告されてい
る。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： Smilosicyopus fehlmanni がパラオ、ニューギニア島、ソロモン諸島、バヌアツ、
ニューカレドニア、クイーンズランド、Smilosicyopus nigriradiatus がミクロネシアに分布する。本属
は他に南太平洋に4種が分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 両側回遊性と考えられる。海で約2ヵ月の浮遊期を過ごし、体長約1.3 cmで河川に加入する。河川
上流域の平瀬や淵に生息する。食性の詳細は不明であるが、動物食と考えられる。 

生息地の条件  ： 本種の生息には、自然な地形の残された渓流環境が不可欠である。 
現在の生息状況 ： 沖縄島では稀であり、安定して生息する場所はほとんどない。また個体数も少ない。石垣島と西表

島においても個体数は少なく、生息環境は悪化している。与那国島の状況は不明であるが、生息状
況は不安定であると考えられる。 

学術的意義・評価 ： ボウズハゼ類は、熱帯島嶼河川の淡水域の限られた環境でニッチを分けて、多くの属、種に分化し
ており、生態学的に興味深い。本種の分布域は広く、分布の縁辺にあたる琉球列島における本種個
体群の生息状況は、仔魚の分散、定着に関して重要な知見を提供すると考えられる。石垣島の荒川
が本種のタイプ産地である。 

生存に対する脅威 ： ある程度落差のあるダムの上流にも遡上するが、ダムの規模や構造によっては遡上が不可能となり、
生息が妨げられる。沖縄島における生息地では新たなダムが建設中であり、生息環境の存続が危ぶ
まれる。河川改修、農地開発、森林伐採、林道建設等により河川に土砂が流入すると、生息条件が
悪化する。 

特 記 事 項 ： 本種はかつてアカボウズハゼ属とされていたが、近年の研究により、別属とされた。本種は、
Smilosicyopus 属のタイプ種である。また、従来知られていたより広範囲に分布することが明らかに
された。 IUCN カテゴリー：Data Deficient (DD)。 

原  記  載 ： Sakai, H. and M. Nakamura, 1979. Two new species of freshwater gobies (Gobiidae: Sicydiaphiinae) from 
Ishigaki Island, Japan. Japanese Journal of Ichthyology, 26: 43–54. 

参 考 文 献 ： Keith, P. and L. Taillebois, 2013. Status and distribution of Smilosicyopus species (Teleostei, Gobioidei). 
Cybium, 38: 69–73. 

Keith, P., C. Lord and K. Maeda, 2015. Indo-Pacific Sicydiine gobies: Biodiversity, life traits and conservation. 
Société Française d’Ichtyologie, Paris. 

立原一憲, 2015. カエルハゼ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物－
4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 108–109. 

 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ミナミアシシロハゼ 
分    類 ： ズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Acanthogobius insularis Shibukawa and Taki, 1996 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
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形    態 ： 体は円筒形。第1背鰭の棘数は普通8。成熟雄では、第1背鰭棘はやや伸長し、上下顎が大きく、
厚くなる。体色は黄褐色で、細かい暗色斑に覆われる。体側に8～10本の乳白色の横帯を持つ。第
1背鰭、第2背鰭、尾鰭（下部を除く）には多数の黒色斑と白色斑を持つ。最大体長は約5 cmであ
る。 

近似種との区別 ： 本種は、同時に見られることの多いゴクラクハゼと似るが、体高が低いこと、頭部が小さいこと、
第1背鰭に8棘を有すること（ゴクラクハゼでは6棘）、第2背鰭の鰭条数が多いこと、体側に青い
斑紋を持たず、乳白色の細い横帯を持つことなどにより識別される。イワハゼやコンジキハゼなど
のウロハゼ属とも似るが、鰭条数の他、吻がやや丸みを帯びること（ウロハゼ属では直線的でやや
尖る）などにより区別される。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄県内では沖縄島北部の塩屋湾と羽地内海周辺およびそれらに流入する河川のみに分布する。琉
球列島の固有種で、沖縄島以外の生息地は奄美大島の一部のみである。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 同属のアシシロハゼやマハゼ、ハゼクチは、日本本土の他、朝鮮半島や中国など
大陸にも分布するが、本種の分布はそれらと比較し局限される。奄美大島以南の琉球列島に分布す
る唯一のマハゼ属魚類である。 

生 態 的 特 徴 ： 内湾とそこに注ぐ河川の汽水域、河口周辺の干潟に生息する。産卵期は1～5月で、汽水域の石の下
に単層の卵塊を産み付ける。産卵は干潟の澪筋の上流部や河川汽水域の上流部で確認されている。
卵は非常に細長く、長径3.4 mm、短径0.5 mmである。孵化仔魚の全長は3.1 mm。飼育環境下では
孵化後25日で着底した。浮遊期を内湾で過ごすと考えられ、体長約1 cmで河口域の干潟に加入し、
着底する。加入直後の個体は4～5月頃に多くみられる。成長とともに上流へ移動する。夏から秋の
成長は緩やかであるが、水温が下がる12月頃に成長速度が上がり、体長40 mmに達すると、成熟し、
産卵する。産卵期が終わる5月頃に大型個体が姿を消すため、本種は年魚であると考えられる。 

生息地の条件  ： 生活史を完結させるために、内湾、泥質干潟から河川汽水域までの連続した環境のセットが必要で
あると考えられる。 

現在の生息状況 ： 沖縄島における分布地は局限される。個体数の推定は行われていないが、生息環境が縮小、悪化し
ていることから減少傾向にあると推測される。羽地内海と塩屋湾の間にある河川の汽水域にも出現
することがあるが、生息に適した環境がなく、定着していない。 

学術的意義・評価 ： 琉球列島の固有種であり、かつ極めて遺存性の高い分布を示しており、この地域の大陸からの分断
や孤立の地史的背景を考える上で極めて重要な種である。塩屋湾に注ぐ大保大川は本種のタイプ産
地である。 

生存に対する脅威 ： 塩屋湾とそこに流入する大保大川では、大保ダムが建設され、また周辺海域が埋め立てられるなど
環境が大きく変わっており、本種の生息環境への影響が心配される。羽地内海と流入河川において
も、羽地ダムの建設、海岸の護岸整備や湾内の浚渫、流入河川の改修など大規模な環境の改変が進
み、生息環境が消失しつつあると考えられる。分布が局限され、また開発の盛んな汽水域に生息す
ることから、本種の生息基盤は非常に脆弱と考えられる。本種は比較的目立たないため、気が付い
たら絶滅していたということがないよう、注意が必要である。 

原  記  載 ： Shibukawa, K. and Y. Taki, 1996. A new gobiid fish, Acanthogobius insularis, from the Ryukyu Islands, Japan. 
Ichthyological Research, 43: 79–85. 

参 考 文 献 ： 立原一憲, 2015. ミナミアシシロハゼ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野
生生物－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 328–329. 

米沢俊彦, 2003. ミナミアシシロハゼ. “鹿児島県の絶滅のおそれのある野生動植物 動物編－鹿児
島県レッドデータブック－”，鹿児島県環境生活部環境保護課（編）, 財団法人鹿児島県環境技
術協会, 鹿児島, 140. 

 
執 筆 者 名 ： 前田 健・國島大河 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： マサゴハゼ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Pseudogobius masago (Tomiyama, 1936) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 体は細長く、やや側扁した円筒形。吻は丸い。体色は淡い灰褐色で、尾鰭基底にくさび型の黒色斑

がある。婚姻色を呈した雄では、第2背鰭と臀鰭が黒っぽくなる。小型のハゼ類であり、体長は最
大で約2 cm。 

近似種との区別 ： 同所的に見られるスナゴハゼの小型個体と混同されることがある。スナゴハゼは、本種より体高が
高く、尾鰭基底に2黒色斑が横列し（マサゴハゼでは上の黒色斑がその前方にある別の黒色斑とつ
ながってくさび型になる）、第1背鰭に黒色斑を持つ（マサゴハゼはこれを欠く）。また、スナゴハ
ゼでは第1背鰭下の体側に黒色横帯を持つが、マサゴハゼはこれを持たない。沖縄県内では共存し
ないが、コクチスナゴハゼも、同じく体高が高いこと、第1背鰭の先端および後半部が黒いことな
どでマサゴハゼと区別される。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄県内では、沖縄島の塩屋湾、羽地内海、中城湾、漫湖、豊崎干潟のみに分布する。琉球列島で
は、沖縄島の他に鹿児島県の種子島と奄美大島に分布し、他に国内では宮城県および福井県以南の
本州、四国、九州、対馬、壱岐、五島列島、国外では朝鮮半島、台湾、中国、ベトナムに分布する。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 沖縄県内では、同属のスナゴハゼが沖縄島、宮古島、伊良部島、石垣島、西表島、
小浜島に広く分布し、また各島の中でも普遍的に見られるのに対し、マサゴハゼの分布は沖縄島に
限られ、島内における生息地も局限される。コクチスナゴハゼは八重山諸島に分布し、沖縄島から
は知られていない。スナゴハゼ属には熱帯域に住む種が多く、東アジアの温帯から亜熱帯域のみに
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分布するのはマサゴハゼだけである。 
生 態 的 特 徴 ： 湾奥に形成される泥質干潟に生息し、干潮時には干潟表面に現れる浅い水たまりに比較的高密度で

見られる。沖縄島ではほぼ周年産卵すると考えられる（三重県では6～8月、福岡県近郊では5～9
月が産卵期と推測されている）。産卵習性は不明。人工授精により得られた受精卵は、長径1.2 mm、
短径0.4 mm、孵化仔魚は全長約2 mm。仔魚は内湾で成長すると推測され、体長7～8 mmで着底する。
最小成熟体長は13 mm。年魚と考えられ、沖縄島の個体群では寿命が半年に満たない可能性がある。 

生息地の条件  ： 湾奥に形成される比較的広く平坦な干潟に生息する。干潮時に地盤高の高い干潟表面に現れる軟泥
底の浅い水たまりを好む。スナゴハゼやミナミヒメハゼなどと同時に見られることが多いが、それ
ら2種は生息環境の底質や水深、塩分などの範囲が広く、さまざまな環境に出現するのに対し、マ
サゴハゼの生息環境は限定的である。中城湾ではトカゲハゼと同所的に生息する。沖縄島における
生息地はトビハゼとほぼ一致する。 

現在の生息状況 ： 生息状況についてまとまった知見はない。しかし、埋め立てや海岸の護岸整備などにより、生息地
である干潟が縮小していることから、生息個体数は大幅に減少していると考えられる。中城湾の佐
敷干潟は最も面積の広い生息地であったが、砂嘴の移動により、干潟面積が大幅に縮小している。 

学術的意義・評価 ： 本種は琉球列島でも限られた島のみに分布し、沖縄島内における分布も局限される。また、スナゴ
ハゼ属では、熱帯域に多くの種が分布し、温帯から亜熱帯のみに生息する本種の分布は特殊と言え
る。ハゼ類の分布域の形成を考える上で重要な意味をもつと考えられる。 

生存に対する脅威 ： 埋め立て事業による干潟の消失、および周辺の開発に伴う干潟環境の変化が最大の脅威となる。生
息地における個体数は少なくないが、生息環境は過去と比べ、大幅に縮小している。沖縄島では、
これまでに行われた大規模な埋め立て事業により多くの生息地が失われてきたと考えられる。現在
の生息地はそれらによって縮小、分断された結果残された貴重な生息地である。しかし、現存する
生息地である塩屋湾、羽地内海、中城湾、漫湖のいずれにおいても、この10年で湾内または隣接す
る海域で大規模な埋め立てが行われており、今後の干潟環境の変化に注意が必要である。 

原  記  載 ： Tomiyama, I., 1936. Gobiidae of Japan. Japanese Journal of Zoology, 7: 37–112. 
参 考 文 献 ： 道津喜衛, 1958. マサゴハゼの生活史. 九州大学農学部学芸雑誌, 16: 359–370. 

細谷誠一, 2003. 沖縄島のマサゴハゼ．“改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物－汽水・淡水
魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, 財団法人自然環境研究センター, 東京, 207–208. 

乾 隆帝, 2015. マサゴハゼ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物－
4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 330–331. 

伊藤 亮・向井貴彦, 2007. 三重県揖斐川下流域におけるマサゴハゼの生活史. 南紀生物, 49: 
103–107. 

Koyama, A., R. Inui, H. Iyooka, Y. Akamatsu and N. Onikura, 2016. Habitat suitability of eight threatened 
gobies inhabiting tidal flats in temperate estuaries: model developments in the estuary of the Kuma River in 
Kyushu Island, Japan. Ichthyological Research, 63: 307–314. 

國島大河・西丸裕敏・立原一憲, 2014. 沖縄島佐敷干潟におけるスナゴハゼPseudogobius javanicus
とマサゴハゼP. masagoの生息環境. 魚類学雑誌, 61: 59–67. 

 
執 筆 者 名 ： 前田 健・國島大河 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ホホグロハゼ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Mugilogobius cavifrons (Weber, 1909) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠB類(EN) 
 
形    態 ： 頭部はやや縦扁し、両眼は広く離れる。吻は丸い。第1背鰭棘は糸状に伸長しない。第2背鰭と臀

鰭の軟条数はどちらも8。体は暗灰褐色で、体側に8～10本の不明瞭な暗色横帯を持つ。第1背鰭
中央部に大きな黒色斑がある。第1背鰭と第2背鰭の縁に沿って白色または黄色の縦帯を持ち、縁
は灰色。尾鰭には3～6本の暗色横帯を持つ。最大体長は約4 cmである。 

近似種との区別 ： 第 2背鰭と臀鰭の軟条数が8であること、尾鰭に3～6本の暗色横帯を持つこと、第1背鰭棘は糸状
に伸長しないことなどにより、沖縄県内に生息する同属他種と区別される。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄県内では沖縄島、石垣島、西表島、与那国島から知られる。国内では他に記録はない。国外で
は台湾、フィリピン、インドネシア、パプアニューギニア、ミクロネシアのグアム島とコスラエ島
に分布する。また、ハワイのオアフ島に移入し、普通種として分布を拡大させている（船舶のバラ
スト水による移入と考えられている）。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 日本国内では7種のアベハゼ属が知られており、アベハゼを除く6種が沖縄県に
分布する。イズミハゼとナミハゼは沖縄島から八重山諸島まで広く分布し、ホホグロハゼを含む残
る4種は八重山諸島を中心に分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 河川汽水域のマングローブや汽水湿地に生息する。大型甲殻類が掘ったと考えられる穴や落ち葉や
枝の積もった泥底の水たまりに単独で見られる。ジャノメハゼ、タヌキハゼ、ナミハゼなどと同所
的に生息する。仔魚は海で浮遊期を過ごすと考えられるが、生活史の詳細は不明。 

生息地の条件  ： 良好な環境が保たれた河川の汽水域のマングローブ林内や汽水湿地に生息する。 
現在の生息状況 ： 沖縄島では1ヵ所のみから知られるが極めて稀である。八重山諸島でも石垣島の1水系、西表島の

2水系、与那国島の1水系からしか見つかっておらず、生息地は局限される。個体数は少ない。 
学術的意義・評価 ： 沖縄県は分布の縁辺にあたり、本種個体群の生息状況は、仔魚の分散、定着に関して重要な知見を

提供すると考えられる。 
生存に対する脅威 ： 分布が非常に局所的であり、生息地は小規模である。浚渫、圃場整備などによる生息地の消失が生
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存に対する脅威となる。 
特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Weber, M., 1909. Diagnosen neuer Fische der Siboga-Expedition. Notes from the Leyden Museum, 31: 

143–169. 
参 考 文 献 ： Larson, H. K., 2001. A revision of the gobiid fish genus Mugilogobius (Teleostei: Gobioidei), and its 

systematic placement. Records of the Western Australian Museum Supplement, 62: 1–233. 
鈴木寿之, 2015. ホホグロハゼ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物
－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 248–249. 

 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： キバラヨシノボリ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Rhinogobius sp. YB 
方  言  名 ： イーブー（総称） 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠB類 (EN) 
 
形    態 ： 体は円筒形で、尾部はやや側扁する。胸鰭軟条数は18～20。体の地色は灰褐色で、体側の各鱗の基

部近くに赤色斑を持つ。眼の前端から吻端に向けて、および眼の下端から前上顎骨後端に向けて、
それぞれ赤色線が走る。特に沖縄島の数久田川周辺の個体では、後者の赤色線が太く、良く目立つ。
頬には、細かい赤色点が散在するが、ほとんどこれを持たない個体もある。西表島には頬の赤色点
が顕著な個体が多い。雄の第1、第2背鰭の縁および尾鰭の背縁と後縁は黄色または乳白色。臀鰭
の縁および尾鰭の腹縁は青白い。雌ではこれらの縁取りの色が薄い。尾鰭中央部の鰭条に沿って赤
褐色の細かい斑紋が並び、横帯を形成する。浮遊期の仔魚は黄色い。最大体長は約6 cm。 

近似種との区別 ： クロヨシノボリに似る。キバラヨシノボリは、胸鰭軟条数がやや少ないこと（クロヨシノボリでは
19～22）、体側中央の破線状の黒色縦線がやや不明瞭であること（クロヨシノボリでは明瞭であるこ
とが多い）、沖縄島数久田川周辺産では眼の下端からの赤色線が太く明瞭であること、西表島産では
頬の赤色点の密度が高いことなどによりクロヨシノボリと区別されるが、産地によって特徴が異な
り、またクロヨシノボリとの識別が困難な個体も多い。キバラヨシノボリの生息の有無を確認する
には、河川内で成長する黄色い浮遊仔魚の存在を確認することが確実である（クロヨシノボリの仔
魚は半透明で、基本的に海へ流下して成長する）。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄県内では、沖縄島、久米島、石垣島、西表島に分布し、県外では鹿児島県の奄美大島、加計呂
麻島、徳之島、沖永良部島に分布する。琉球列島の固有種である。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： キバラヨシノボリはクロヨシノボリと共通の祖先から分化したと考えられている
が、クロヨシノボリが琉球列島のほか、本州、四国、九州にも広く分布するのに対し、キバラヨシ
ノボリの分布は琉球列島に限られる。各島における分布河川もクロヨシノボリに比べて少ない。キ
バラヨシノボリは滝などの上流部に生息することが多い。西表島ではヒラヨシノボリと同所的に生
息し、その場合にはキバラヨシノボリが淵に、ヒラヨシノボリが瀬に住み分けている。沖縄島では、
クロヨシノボリなど他のヨシノボリ属が同所的に見つかることもあるが、キバラヨシノボリの生息
地は基本的には他のヨシノボリ属が生息しない上流部に限定される。 

生 態 的 特 徴 ： 小河川の滝の上流部に生息する。特に海岸段丘に形成された落差が大きい滝の上流にある、勾配の
緩やかな区間に生息地が多い。河川型であり、近縁のクロヨシノボリのように仔魚が海へ出ること
はない。クロヨシノボリと共通の両側回遊性の祖先から、滝の上で生活史を完結することにより種
分化したと考えられている。沖縄島における産卵期は1～8月で、流れの緩やかな淵の石の下に長径
4.3 mm、短径1.4 mmの紡錘型の大きな卵を生みつける。生み出された卵は、孵化まで雄親によって
保護される。孵化仔魚は体長5.3 mmで大きな卵黄を持つ。約1週間かけて卵黄を吸収し、その頃に
脊索末端の上屈が始まり、背鰭と臀鰭の原基が出現する。仔魚は淵の表層等を遊泳して上流域に留
まり、3～4週間で着底する。寿命は雄4年、雌6年である。卵の大きさや孵化仔魚の体長、発育段
階などは産地によって異なる場合がある。上記の知見は沖縄島の個体群に関するものである。 

生息地の条件  ： 無防備な仔魚が遊泳しながら成長するため、仔魚の捕食者がほとんどいない環境が条件となる。生
息地の下流側にギンガメアジやユゴイ等の遊泳性魚類や他のヨシノボリ属が遡上し難い規模・形状
の滝や段差が必要である。自然度の高い広葉樹林に囲まれた清冽な河川の上流部を好む。 

現在の生息状況 ： 沖縄島では、ダムの建設、河川改修や道路工事、河川周辺の開発などにより、生息環境が悪化し、
さらに新たなダム建設により、個体群存続の危機に直面している川もある。グッピーやグリーンソ
ードテール、パールダニオなどの移入種が大量繁殖している生息地もあり、本種への影響が懸念さ
れる。久米島と石垣島では、もともと生息地が極めて少なく、そこにダムが建設されたため、個体
群の存続が危ぶまれている。西表島では、比較的環境が保たれ、生息状況も安定している場所が多
い。 

学術的意義・評価 ： 河川内で浮遊期を過ごす中卵型ヨシノボリ属の1種であり、進化、生態学的に非常に貴重である。
現在のところ、このような生態を持つヨシノボリ類は本種とアオバラヨシノボリの2種しか知られ
ていないが、両者の初期生活史の特性にはさまざまな違いが見られ、さらに地域間でも変異があり、
大変興味深い。西表島では各河川で平行進化したことが示唆され、他の島でも同様の可能性が考え
られる。また一部の場所では河川争奪などによる移動も推測され、その種分化、進化の過程は、生
物の進化、分布域形成に関して重要な知見をもたらすと期待される。 

生存に対する脅威 ： ダム建設は個体群の消滅をまねく大きな脅威である。特にダム本体の建設と湛水による生息場所の
消失と、ダム湖の出現に伴い両側回遊型ハゼ類が陸封されることにより生じる種間競争が、本種の
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生存にとって非常に大きな負の要因となる。沖縄島の数久田川や安富祖川では、キバラヨシノボリ
の良好な生息地にダムの建設が進められており、本種個体群への深刻な影響が危惧される。石垣島
の個体群はすでにダム建設により壊滅状態となっている。河川改修や砂防ダムの建設、河川周辺の
開発により生息環境が悪化した河川もある。浮遊期を河川内で過ごすため、グッピーやグリーンソ
ードテール、パールダニオなどの移入種の増加も脅威となる可能性がある。各河川または各地域で
独自に進化したと考えられ、それぞれの個体群が保全単位として貴重である。ダム間をつなぐ導水
路によって、別河川の個体が侵入しうる、またはすでに侵入していると考えられ、遺伝的な攪乱が
懸念される。 

特 記 事 項 ： 学名は付けられていないが、一般に Rhinogobius sp. YB と呼ばれている。各河川またが各地域の個体
群がそれぞれ独自に進化したと考えられ、分類の整理が必要である。分布河川の全貌は未解明であ
り、保全のためには、全ての分布地を把握することとその遺伝的な組成を明らかにすることが急務
であろう。 

参 考 文 献 ： 平嶋健太郎・立原一憲, 2000. 沖縄島に生息する中卵型ヨシノボリ2種の卵内発生および仔稚魚の
成長に伴う形態変化. 魚類学雑誌, 47: 29–41. 

名護博物館, 2012. ロストワールド!?「轟の滝」上流のキバラヨシノボリ. “発見！私たちのすむ
名護の川と自然－あなたは何本の川を知っていますか？－”, 名護博物館, 名護, 78–80. 

立原一憲, 2005. 琉球列島にすむ希少魚. “希少淡水魚の現在と未来：積極的保全のシナリオ”. 片
野修・森 誠一（編）, 信山社, 東京, 297–311. 

立原一憲, 2009. 琉球列島の中卵型ヨシノボリ属2種: 島嶼の河川で進化してきたヨシノボリ類の
保全と将来. 魚類学雑誌, 56: 70–74. 

立原一憲, 2015. キバラヨシノボリ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生
生物－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 252–253. 

 
執 筆 者 名 ： 前田 健・立原一憲 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ミスジハゼ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Callogobius sp. 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 頭部は縦扁し、体は円筒形、尾部は側扁する。頭部に多数の皮褶がある。第2背鰭は1棘 10軟条、

臀鰭は1棘 8軟条。尾鰭は細長く、頭長より長い。胸鰭は頭長とほぼ同じ長さ。左右の腹鰭は癒合
して膜蓋を持ち、後縁は丸い。縦列鱗数は45以上で、背鰭前方の背面に鱗を有する。体色は、乳白
色の地に細かい暗色斑を持つ。第1背鰭下の体側、第2背鰭基部後端付近の体側、尾鰭基部にそれ
ぞれ1本の暗色横帯を持つ。1本目は第1背鰭、2本目は第2背鰭と臀鰭の斑紋にそれぞれつながっ
ている。最大体長は約5 cmである。 

近似種との区別 ： 第 2背鰭軟条数が10であることで、本種と同じく河川汽水域に見られるタネハゼ（第2背鰭軟条数
は13～15）と容易に識別される。また、左右の腹鰭が癒合し後端が丸いこと、尾鰭が頭長より長い
こと、縦列鱗数が45以上で、背鰭前方の背面に鱗を有することなどにより国内に分布する同属他種
と区別される。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄県内では石垣島と西表島からのみ知られている。国外では東南アジアなどに広く分布する可能
性があるが、詳細は不明。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： オキナワハゼ属には、インド・西太平洋の温帯から熱帯域に多くの種が知られる
が、分類が未解決のものも多い。日本には少なくとも10種が分布する。琉球列島を中心とする南日
本に分布する種が多いが、八重山諸島に分布が限られるのは本種のみである。サンゴ礁域に住む種
が多く、本種とタネハゼのみが河川汽水域に生息する。 

生 態 的 特 徴 ： マングローブ域の軟泥底に住む。仔魚は海で浮遊期を過ごすと考えられる。生活史の詳細は不明。 
生息地の条件  ： マングローブ域の軟泥底で見つかっているが、詳しい環境条件は不明。 
現在の生息状況 ： これまでに石垣島の1河川および西表島の3河川で見つかっているが、生息環境は悪化しており、

生息地が消失した場所もある。生息地が極限される上に個体数が少ないため、個体群の存続が危ぶ
まれる。 

学術的意義・評価 ： 本種は、1981年に初めて報告され、1984年に和名が付けられたが、未だ学名が確定しておらず、未
記載種の可能性がある。分布については不明な点が多いが、現在のところ確実な産地は八重山諸島
のみである。マングローブ域の生物多様性を構成する重要なメンバーである。 

生存に対する脅威 ： 分布が局所的であり、またマングローブ域の環境は変化しやすいことから、個体群の存続が危ぶま
れる。橋梁建設と道路整備により、生息地が消失または生息環境が著しく悪化した場所が多い。底
質の変化にも注意が必要である。 

参 考 文 献 ： 中坊徹二, 2013. 日本産魚類検索 全種の同定 第三版. 東海大学出版会, 秦野. 
鈴木寿之, 2015. ミスジハゼ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物－
4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 118–119. 

 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ニセシラヌイハゼ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Silhouettea sp. 
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カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)        環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 体はやや細長い。吻は非常に短い。眼は頭部背面に位置する。項部と腹鰭前方に鱗を欠く。第2背

鰭基底は臀鰭基底より明らかに短い。雄は第2背鰭の後端が臀鰭後端近くまで伸長し、一方雌は第
1背鰭が烏帽子状に伸長する。体色は淡い黄褐色で、臀鰭の先端側に明瞭な黒色縦帯を持つ。雄の
第1背鰭と第2背鰭の先端側に橙色斑が連なる。一方雌では、第1背鰭の後部に明瞭な黒色斑を持
ち、腹鰭中央部が黒くなり、脇部に黒色横帯を持つなど、性的二型が顕著である。最大体長は約2.5 
cmである。 

近似種との区別 ： ミナミシラヌイハゼに似るが、本種は、項部に鱗を欠くこと（ミナミシラヌイハゼでは鱗に覆われ
る）、臀鰭先端側に明瞭な黒色縦帯を持つことなどにより区別される。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄県内では、沖縄島、石垣島、西表島に分布する。国内では他に奄美大島と加計呂麻島から知ら
れる。国外にも広く分布する可能性があるが、研究が進んでおらず、不明。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 日本には少なくとも3種のシラヌイハゼ属が分布し、そのうちニセシラヌイハゼ
とミナミシラヌイハゼの2種が琉球列島から報告されている。ニセシラヌイハゼは河川の河口域に
生息し、ミナミシラヌイハゼはサンゴ礁池に生息する。 

生 態 的 特 徴 ： 河川河口域の開けた細砂底に生息する。砂に半身を埋めていることが多い。仔魚は海で浮遊期を過
ごすと考えられるが、生活史の詳細は不明。ヒメハゼ属と同所的に見られるが、本種の生息範囲は
ヒメハゼ属と比べてかなり狭い。 

生息地の条件  ： 河口域の砂底の中でも本種の生息する場所はごく限られた範囲であり、底質の選好性が非常に強い
と考えられる。規模が小さく環境の多様性が低い汽水域では、生息に適した環境が存在しない場合
が多い。 

現在の生息状況 ： 生息が確認されている河川は少なく、生息地は局限される。生息環境が悪化している場所が多い。 
学術的意義・評価 ： シラヌイハゼ属の分類には未解決の点が多く、研究が進められている。本種の学名は未確定であり、

海外における分布も不明である。河口域の中で独特のニッチを利用する種である。 
生存に対する脅威 ： 本種は底質環境の変化に敏感であると考えられ、河川改修、護岸工事、浚渫、道路建設、農地や工

事現場からの土砂流入などの開発の影響を受けやすい。沖縄島における重要な生息河川である大浦
川では、本種の生息地に木道が建設され、生息環境の消失が危惧される。また大浦川が注ぐ大浦湾
では、米軍基地の建設が進められており、浮遊期の生息環境が失われる可能性がある。 

原  記  載 ： 学名未確定。 
参 考 文 献 ： 中坊徹二, 2013. 日本産魚類検索 全種の同定 第三版. 東海大学出版会, 秦野. 

鈴木寿之, 2015. ニセシラヌイハゼ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生
生物－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 355. 

 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： キララハゼ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Acentrogobius viridipunctatus (Valenciennes, 1837) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 頭はやや側扁し、体も側扁した円筒形。背側の鱗は眼の後縁に達する。鰓蓋上部に鱗があり、頬に

鱗がない。体色は灰褐色で、頭部と体側に金属光沢のある緑色または紫色の斑点が散在する。眼か
ら上顎と鰓蓋にかけて3本の暗色線がある。鰭に目立つ黒色斑はない。最大体長は約12 cmである。 

近似種との区別 ： 同所的に見られることのあるフタスジノボリハゼは、キララハゼと同じく体側に金属光沢のある緑
色または紫色の斑点を持つが、それらが体側中央にほぼ一列に並び、赤色斑によって取り囲まれる
こと、キララハゼより体高が低いことなどによって区別される。体型の似るカスミハゼは背鰭と尾
鰭に多数の黒色斑を持つこと、ホクロハゼは胸鰭基部上部に大きな黒色斑（中心は青紫色）を持つ
ことなどにより、キララハゼとの識別は容易。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄県内では沖縄島の中城湾沿岸と漫湖にのみ分布する。沖縄島は国内における唯一の生息地であ
る。国外では台湾、中国、フィリピン、マレーシア、インドネシア、タイ、インドなどに分布する。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： キララハゼ属のうち、琉球列島における分布が沖縄島に限定される種はキララハ
ゼのみである。 

生 態 的 特 徴 ： 泥質干潟にU字型の生息孔を掘って生活する。トカゲハゼやトビハゼのように干出時に干潟面に出
ることはない。産卵期は4月上旬～6月中旬頃と推定される。卵は生息孔の壁面に産み付けられる。
孵化仔魚は全長3 mmで、約2週間の浮遊生活を経て着底すると考えられる。大型の個体はテッポウ
エビ類と共生していると推察される。 

生息地の条件  ： 中城湾ではトカゲハゼと同所的に見られ、漫湖ではトビハゼの生息場所よりもやや地盤高が低い範
囲で見つかる。泥質干潟の潮間帯で、底質が膝まで沈む軟泥質である場所を好む。 

現在の生息状況 ： 生息状況についてまとまった知見はない。中城湾における主要な生息地は北部の新港地区と南部の
佐敷東地区であるが、両地域とも干潟の環境変化が著しい。漫湖では生息地である泥質干潟が縮小
していることから、生息個体数も減少傾向にあると推察される。 

学術的意義・評価： キララハゼの分布は広いが、沖縄島の生息地は分布の東限にある飛び地であり、沖縄島の個体群は、
生物地理や沖縄の地史を考える上で重要である。 

生存に対する脅威 ： 埋め立て事業による干潟の消失、および周辺の開発に伴う干潟環境の変化が最大の脅威となる。生
息地における個体数は少なくないが、生息環境は過去と比べ、大幅に縮小している。沖縄島では、
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これまでに行われた大規模な埋め立て事業により多くの生息地が失われてきたと考えられる。現在
の生息地はそれらによって縮小、分断された結果残された貴重な生息地である。佐敷では、砂嘴の
移動により、干潟面積が大幅に縮小している。 

原  記  載 ： Cuvier, G. and A. Valenciennes, 1837. Histoire naturelle des poisons, 12. Levrault, Paris. 
参 考 文 献 ： 細谷誠一, 2003. キララハゼ．“改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物－汽水・淡水魚類”, 環

境省自然環境局野生生物課（編）, 財団法人自然環境研究センター, 東京, 170–171. 
田端重夫, 2014. キララハゼ. “日本産稚魚図鑑 第二版”, 沖山宗雄（編）, 東海大学出版会, 秦
野, 1316–1317. 

 
執 筆 者 名 ： 前田 健・津波古優子*

  
   ＊前回改訂版 (2005) における津波古による記載内容を一部引用した。 

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： コビトハゼ 
分    類 ： スズキ目 クロユリハゼ科 
学    名 ： Parioglossus rainfordi McCulloch, 1921 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠB類 (EN) 
 
形    態 ： 体はやや細長く、側扁する。第１背鰭前方に皮質隆起がある。頭部の前眼肩甲管に5開孔、前鰓蓋

管に2開孔がある。左右の腹鰭は分かれ、それぞれ1棘4軟条。体色は黄褐色で、体側中央の下側
を通る暗色縦帯がある。尾鰭基部の中央からその背側にかけて黒色横斑を持つ。最大体長は約2.5 cm
である。 

近似種との区別 ： 尾鰭基部の中央からその背側にかけて黒色横斑を持つことなどにより、日本に分布する同属他種と
識別される。マイコハゼは尾鰭基部に黒色横線を持つが、コビトハゼの斑紋はより太い。またマイ
コハゼは体側に明瞭な黒色縦帯を持つ。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄県内では石垣島と西表島から知られる。他に国内では奄美大島、国外ではフィリピン、パラオ、
ポーンペイ、インドネシア、パプアニューギニア、オーストラリアに分布する。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： サツキハゼ属にはインド・太平洋に広く分布する種が多い。本種も琉球列島から
オーストラリアに至る広い範囲に分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 沖縄県内では、河口域のマングローブ湿地で確認されている。水路沿いのヒルギ類の根元の中層付
近でミヤラビハゼやボルネオハゼと混泳し、浮遊しながらプランクトンを食べているところが観察
されている。夜間や干潮時にはヒルギ類の根の間やカキ殻などの隙間に潜り込んでいる。仔魚は海
で浮遊期を過ごすと考えられる。生活史の詳細は不明。 

生息地の条件  ： 詳しい環境条件は不明であるが、環境の良好なマングローブ域の水路が必要と考えられる。 
現在の生息状況 ： 沖縄県内では石垣島の1河川と西表島の4河川で確認されているが、いずれの生息地でも確認個体

数は数個体であり、生息地の環境は悪化しつつある。それらのうち継続して確認されているのは、
西表島の1河川のみである。 

学術的意義・評価 ： 琉球列島は分布の縁辺にあたり、本種個体群の生息状況は、仔魚の分散、定着に関して重要な知見
を提供すると考えられる。 

生存に対する脅威 ： 生息地が局所的であり、個体数が極めて少ないため、個体群の存続が危ぶまれる。これまでに本種
が確認された河川の多くでは、橋梁建設と道路整備によって生息環境が悪化した。西表島の1河川
では、人や船舶の出入りが増え、水路沿いのヒルギ類が枯れたり、底質が変化するなど、環境が変
化している。 

特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： McCulloch, A. R., 1921. Notes on, and descriptions of Australian fishes. No. 2. Proceedings of the Linnean 

Society of New South Wales, 46 (pt.4, no.184): 457–472, Pls.37–41. 
参 考 文 献 ： 中坊徹二, 2013. 日本産魚類検索 全種の同定 第三版. 東海大学出版会, 秦野. 

鈴木寿之, 2015. コビトハゼ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物－
4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 254–255. 

 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： クサフグ 
分    類 ： フグ目 フグ科 
学    名 ： Takifugu niphobles (Jordan and Snyder, 1901) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)        環境省カテゴリー： 絶滅のおそれのある地域個体群 (LP) (沖縄島

のクサフグ) 
 
形    態 ： 体長 10 cm。体はやや細長く、断面が円い。鼻腔は露出しない。体背面と腹面を小棘が被うが、体

側にはない。生時の体色は、ややくすんだ緑色で腹面が白い。体背面に小白色斑が散在し、背鰭基
底下に1黒色鞍状斑がある。虹彩は赤橙色で、背鰭と胸鰭がくすんだ黄色。尾鰭は黄色を呈する。 

近似種との区別 ： 同所的に生息するオキナワフグとは、体色から識別可能。 
分 布 の 概 要 ： サハリン、朝鮮半島、黄海、渤海、中国の南シナ海と東シナ海、台湾に分布。日本では、北海道南

部から九州南岸に広く生息。琉球列島では屋久島、種子島、奄美大島、沖縄島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 沖縄県内では、オキナワフグが八重山諸島から沖縄諸島に広く分布するのに対し、

本種の分布は沖縄島の特定の湾に限られている。 
生 態 的 特 徴 ： 本州の個体群では、初夏の満月と新月の満潮時に礫海岸に集団で来遊し、波打ち際で産卵する特異
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な繁殖習性が知られている。しかし、沖縄島個体群ではそのような産卵行動は確認されておらず、
解明が望まれる。 

生息地の条件  ： 内湾の波打ち際から河川汽水域に生息する。 
現在の生息状況 ： 沖縄島の大浦湾、金武湾、中城湾に生息。近年減少傾向にある。 
学術的意義・評価 ： 琉球列島の個体群は、動物地理学的に貴重であり、九州以北や中国大陸沿岸の集団との遺伝学的検

討が必要である。 
生存に対する脅威 ： 分布が限られているにもかかわらず、中城湾では多くの生息場所が埋め立てにより消失し、現在も

大規模な埋め立てが進行中である。また、大浦湾でも米軍施設の移転に伴う大規模埋立てが計画さ
れている。 

特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Jordan, D. S. and J. O. Snyder, 1901. A review of the gymnodont fishes of Japan. Proc. U. S. Natl. Mus., 

24(1254): 229–264. 
参 考 文 献 ： 瀬能  宏, 2015. 沖縄島のクサフグ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生

生物－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 406–407. 
 
執 筆 者 名 ： 立原一憲 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

 4 ) 絶滅危惧Ⅱ類(VU) 

 

 
和    名 ： タナゴモドキ 
分    類 ： スズキ目 カワアナゴ科 
学    名 ： Hypseleotris cyprinoides (Valenciennes, 1837) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠB類 (EN) 
 
形    態 ： 体は側扁し、体高が高い。口は小さい。左右の腹鰭は分離する。体色は灰褐色または黄褐色で、体

側中央のやや下寄りに暗色縦帯を持つ。雄の第1背鰭、第2背鰭は黒っぽく、そこに白色斑が散在
する。腹鰭は基部側が黄色く中央部が赤色、縁は白い。雌の鰭には明瞭な模様が少ない。最大体長
は約6 cm。 

近似種との区別 ： 国内に類似の種は分布しない。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄県内では、沖縄島、久米島、宮古島、石垣島、西表島から報告がある。国内では他に和歌山県、

高知県、宮崎県、奄美大島で記録されている。国外では、台湾、フィリピン、インドネシア、ミク
ロネシア、南アフリカ、マダガスカル、レユニオン島、パプアニューギニア、バヌアツ、ニューカ
レドニア、フィジー、サモアなどに分布する。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： タナゴモドキ属はオーストラリアで多くの種に分化しており、それらのほとんど
はオーストラリア固有である。本種はそれらとは対照的に分布が広い。 

生 態 的 特 徴 ： 河川淡水域下流部や水田周辺の用水路等に生息する。川岸に水生植物が繁茂する流れの緩やかな場
所で、中層を遊泳する。危険を察知すると植物の茂みの間に逃げ込む。倒木や水生植物の茎などの
表面に付着卵を生みつける。1回の産卵数は数万個に達する。卵は、長径・短径とも約0.3 mmで球
形に近い。孵化仔魚は全長約1.2 mmで、体の各部はきわめて未発達。両側回遊性で、仔魚は海で
浮遊期を過ごす。河川加入直前と考えられる体長8.4 mmの後屈曲期仔魚が沖縄島の海岸で採集さ
れている。河川淡水域で見られる約1 cmの個体は、体高が低いが、成魚と似た形態を示す。沖縄
島、石垣島、フィリピンのルソン島の個体群間で遺伝的な分化は認められず、仔魚は浮遊期に広範
囲に分散し、例えばフィリピンで生まれた仔魚が琉球列島の河川に加入し得ると考えられる。 

生息地の条件  ： 川岸にシマツユクサやセイコノヨシ等の水生植物が繁茂する、流れの緩やかな場所に生息する。植
生のある水田の用水路や湿地にも住む。大きな堰の上流には生息しない。 

現在の生息状況 ： 沖縄島では多くの河川で確認されているが、生息状況は不安定である。浚渫により生息環境が失わ
れることが多く、恒常的に生息する場所はない。かつては低地部に湿地や水田があり、そこにも多
く生息していたと考えられるが、現在ではそのような環境はほとんど残されていない。宮古島には
生息可能な環境がほとんど残されていない。石垣島においても生息環境は減少している。西表島で
は、圃場整備や道路の建設等により生息地であった湿地や水路が失われ、生息地が減少している。 

学術的意義・評価 ： タナゴモドキ属は卵サイズや仔魚の生息環境が種ごとに異なり、その生活史の進化は非常に興味深
い。タナゴモドキはその系統の中で最も基部で分岐した種と考えられる。本種の仔魚は広域に分散
すると考えられており、分布の縁辺にあたる琉球列島における本種個体群の生息状況は、仔魚の分
散、定着に関して重要な知見を提供すると考えられる。 

生存に対する脅威 ： 河川におけるタナゴモドキの生息地は集落に近く、水害防止を目的とした河川改修や浚渫により生
息環境が失われることが多い。特に水生植物が繁茂すると浚渫が行われることが多く、それにより
本種の恒常的な生息が妨げられている場所が多い。また低地部の湿地や水田は大幅に減少しており、
また水田の用水路がコンクリートで固められた水路となり、生息地が失われる例も多い。堰等の建
設も生息可能な範囲を縮小させる要因となる。また、タナゴモドキの生息地にはカワスズメやグッ
ピー等の移入種が生息することが多い。直接的な影響は不明であるが、生息環境などをめぐる競合
が起こっている可能性がある。 

特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Data Deficient (DD)。 
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原  記  載 ： Cuvier, G. and A. Valenciennes, 1837. Histoire naturelle des poisons, 12. Levrault, Paris. 
参 考 文 献 ： 道津喜衛・前田 健, 2014. タナゴモドキ. “日本産稚魚図鑑 第二版”, 沖山宗雄（編）, 東海大

学出版会, 秦野, 1225–1227. 
道津善衛・鈴木寿之・柳 昌之, 1998. タナゴモドキ（ハゼ科魚類）の採卵, 卵内発生, 仔魚. 長
崎県生物学会誌, 49: 15–21. 

鈴木寿之, 1998. タナゴモドキ. “日本の希少な野生生物に関するデータブック”, 水産庁（編）, 
日本水産資源保護協会, 東京, 188–189. 

立原一憲, 2005. 琉球列島にすむ希少魚. “希少淡水魚の現在と未来：積極的保全のシナリオ”, 片
野 修・森 誠一（編）, 信山社, 東京, 297–311. 

Thacker, C. and P. J. Unmack, 2005. Phylogeny and biogeography of the eleotrid genus Hypseleotris 
(Teleostei: Gobioidei: Eleotridae), with redescription of H. cyprinoides. Records of the Australian Museum, 
57: 1–13. 

富田峻平・松崎章平・岡慎一郎・戸田 実・今井秀行, 2016. 絶滅危惧種タナゴモドキ集団の高い
遺伝的多様性と遺伝的均一性. 魚類学雑誌, 63: 27–32. 

 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： タメトモハゼ 
分    類 ： スズキ目 カワアナゴ科 
学    名 ： Giuris sp. 2 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠB類 (EN) 
 
形    態 ： 頭部は縦扁し、両眼は広く離れる。体は円筒形で、尾柄はやや側扁する。眼窩上縁の鱗は1列。体

の地色は灰褐色で、黄色または緑色を帯びることも多い。腹面は白い。後頭部から項部に小黒点が
散在する。頬から鰓蓋にかけて3本の紫色の縦線を持つ。胸鰭基部は黄色く、中央を1本の紫色縦
線が横切る。体側中央に沿って暗色斑が並ぶ。その少し下方にも小さい暗色斑が並ぶことがあるが、
尾部まで続く連続した縦帯にはならない。婚姻色の雄では、体側に黄色や水色の斑紋が散在する。
婚姻色の雄の臀鰭には基部近くに黄色縦線があり、さらに基部が赤いが、先端近くには黄色縦線は
ない。雌の臀鰭には目立つ模様はない。大型個体は体長20 cmを超える。 

近似種との区別 ： ゴシキタメトモハゼと似るが、タメトモハゼは眼窩上縁の鱗が1列であること（ゴシキタメトモハ
ゼでは複数列または点列）、体側下部に暗色斑の列を持つことがあっても、まばらで尾柄部には達
しないこと（ゴシキタメトモハゼは体側下部に躯幹部から尾柄まで続く暗色縦帯を持つ）、婚姻色
の雄の腹鰭の縁が黄色くならないこと（ゴシキタメトモハゼでは黄色くなる）などにより区別され
る。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄県内では、沖縄島、渡嘉敷島、久米島、宮古島、石垣島、西表島、与那国島から報告がある。
国内では他に静岡県、種子島、屋久島、奄美大島、徳之島で記録されている。国外では台湾やフィ
リピンのほか西太平洋に広く分布すると考えられるが、分類が整理されておらず、正確な分布域は
不明である。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 国内ではゴシキタメトモハゼの分布域と概ね重複するが、ゴシキタメトモハゼよ
り個体数が多く、確認例も多い。 

生 態 的 特 徴 ： 河川淡水域下流部から中流部の淵に生息する。川岸に水生植物が繁茂する場所や倒木などのある場
所に多い。また樹木に覆われた淵でも良く見つかる。1～10個体ほどでやや間隔を空けて、中層や
底で静止していることが多いが、危険を察知すると非常に俊敏に泳ぎ、植生の中や落ち葉の積もっ
た中などに一瞬で姿をくらます。落下昆虫や水生昆虫、巻貝、甲殻類などを食べる。産卵習性は不
明。両側回遊性で、仔魚は海で浮遊期を過ごすと考えられる。河川淡水域で河川加入直後と考えら
れる体長1.1 cmのタメトモハゼ属の個体が採集されている。この発育段階における種の同定は困難
であるが、タメトモハゼもゴシキタメトモハゼも体長約1 cmで河川に加入し着底すると推測される。 

生息地の条件  ： 川岸にシマツユクサやセイコノヨシ等の水生植物が繁茂する、流れの緩やかな淵、または樹木に覆
われた淵を好む。大きな堰の上流には生息しない。 

現在の生息状況 ： 沖縄島では多くの河川で確認されているが、生息状況は不安定である。個体数の年変動が大きい。
浚渫により生息環境が失われることが多い。渡嘉敷島や久米島、宮古島、与那国島ではもともと生
息地が少ない。石垣島や西表島においても良好な生息環境は減少している。 

学術的意義・評価 ： 分布の縁辺にあたる琉球列島における本種個体群の生息状況は、仔魚の分散、定着に関して重要な
知見を提供すると考えられる。 

生存に対する脅威 ： 河川における本種の生息地は集落に近く、水害防止を目的とした河川改修や浚渫により生息環境が
失われることが多い。特に水生植物が繁茂すると浚渫が行われることが多く、それにより本種の恒
常的な生息が妨げられている場所が多い。堰等の建設も生息可能な範囲を縮小させる要因となる。 

特 記 事 項 ： 分類学的問題が未解決で、学名は未確定である。鈴木ほか（2004）では Ophieleotris sp. A、中坊（2013）
では Ophieleotris sp. 1と表記されている。 

参 考 文 献 ： 前田健, 2014. タメトモハゼ属の1種. “日本産稚魚図鑑 第二版”, 沖山宗雄（編）, 東海大学出
版会, 秦野, 1227–1228. 

中坊徹二, 2013. 日本産魚類検索 全種の同定 第三版. 東海大学出版会, 秦野. 
鈴木寿之・渋川浩一・矢野維幾, 2004. 決定版日本のハゼ. 平凡社, 東京. 
鈴木寿之・坂本勝一・瀬能 宏, 2005. 絶滅の危機に瀕するハゼ亜目魚類2種に対する新標準和名
の提唱. 魚類学雑誌, 53: 198–200. 

立原一憲, 2015. タメトモハゼ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物
－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 228–229. 
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執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ヤエヤマノコギリハゼ 
分    類 ： スズキ目 カワアナゴ科 
学    名 ： Butis amboinensis (Bleeker, 1853) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 頭部は縦扁し、吻が著しく尖る。体は円筒形で、尾柄は細い。体側に副鱗（Auxiliary scale）を持た

ない。眼と眼窩縁の隆起線との間に鱗をほとんど持たない。間鰓蓋骨上に鱗を持たない。上顎骨の
後端は眼の中央下に達しない。胸鰭鰭条数は17～19。左右の腹鰭は分離する。体色は、褐色の地に
黒色や橙色の点が散在する。尾鰭は褐色であるが、上部後方は透明。最大体長は約7 cm。 

近似種との区別 ： 独特の体型により、国内産の他のハゼ類との識別は容易である。ヒトミハゼやコンジキハゼも吻が
尖るが、左右の腹鰭が癒合して吸盤状となる。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄県内では石垣島と西表島に生息するほか、沖縄島でも1個体の採集記録がある。国内では他に
高知県、屋久島、奄美大島から記録があるが、いずれも稀。国外では、台湾、フィリピン、インド
ネシア、シンガポール、アンダマン諸島、ニューギニア島、ソロモン諸島、オーストラリア、フィ
ジーに分布する。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ノコギリハゼ属はインド・西太平洋に5～6種が知られ、ヤエヤマノコギリハゼ
は日本に分布する唯一の種である。 

生 態 的 特 徴 ： 河川汽水域に生息する。川岸にアダンやヒルギ類が繁茂する場所に生息し、水没したアダンの葉や
幹、ヒルギ類の支柱根の下側に腹部を上にして貼りついていることが多い。遊泳の際には仰向けま
たは逆立ちの状態で泳ぐことも多い。動物食である。産卵習性は不明。仔魚は海で浮遊期を過ごす
と考えられる。仔魚の形態は不明であるが、タイにおける同属他種の研究から、体長1 cm未満で着
底すると推測される。 

生息地の条件  ： 植生の豊富な、自然な川岸が残された汽水域が必要である。特にアダンの生い茂る環境を好む。 
現在の生息状況 ： 沖縄島では偶発的な出現に留まり、定着していないと考えられる。石垣島では生息環境が悪化し、

個体数が減少している。西表島における生息環境は比較的安定している場所が多いようであるが、
環境が悪化した場所もある。 

学術的意義・評価 ： 汽水域の生物多様性を構成する貴重な一員である。分布の縁辺にあたる琉球列島における本種個体
群の生息状況は、仔魚の分散、定着に関して重要な知見を提供すると考えられる。仰向けで定位す
る独特な習性も興味深い。 

生存に対する脅威 ： 本種が生息するアダンなどが茂った場所は河川の中でも限定されるため、もともと個体数は多くな
い。その限定的な環境が河川改修、道路建設などで失われると生息が困難となる。船の航行により、
川岸の植生に影響が出ている場所もあり、本種への影響が懸念される。 

特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Bleeker, P., 1853. Vierde bijdrage tot de kennis der ichthyologische fauna van Amboina. Natuurkundig 

Tijdschrift voor Nederlandsch Indië, 5: 317–352. 
参 考 文 献 ： 立原一憲, 2015. ヤエヤマノコギリハゼ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある

野生生物－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 
102–103. 

 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ヒゲワラスボ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Trypauchenopsis intermedia Volz, 1903 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 体は非常に細長く、円筒形。眼は小さい。頭部は多数の鬚状突起に覆われる。背鰭は1基で基底が

長く、普通6棘 28～35軟条。臀鰭も基底が長く、27～33軟条。胸鰭は16～19軟条。脊椎骨数は
26～28。鱗を欠く。全身が赤い。最大体長は約10 cmである。 

近似種との区別 ： 頭部が多数の鬚状突起に覆われることなどにより、チワラスボ属と識別される。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄県内では沖縄島、久米島、宮古島、伊良部島、石垣島、西表島から知られる。国内では他に高

知県、屋久島、奄美大島、徳之島から報告がある。国外ではフィリピン、インドネシア、グアム、
ポーンペイ、南アフリカなどに分布する。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ヒゲワラスボ属にはヒゲワラスボ1種が知られているが、実際には複数種が存在
すると考えられる。各種の分布は不明。 

生 態 的 特 徴 ： 汽水域や内湾の軟泥底から採集される。雌は約3 cmで成熟する。産卵習性は不明。仔魚は海で約1
ヵ月の浮遊期を過ごし、沖縄島では6～1月に体長8～10 mmで河川に加入する。 

生息地の条件  ： 軟泥底に住む。マングローブを伴う、自然な地形の残された汽水域で見つかることが多い。 
現在の生息状況 ： 本種は泥中に潜み、発見が容易ではないことから生息 状況を把握することが難しいが、同様に泥

中に潜むチワラスボ属やアサガラハゼと比べて仔魚の出現頻度は高い。比較的広く分布するものの、
汽水域の環境は開発や河川改修により改変されやすく、内湾の干潟も埋め立て等の開発により縮小
を続けていることから、本種の個体群も大幅に減少していると推測される。 
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学術的意義・評価 ： 泥干潟の生物多様性を構成する重要なメンバーである。本種の生態はほとんど不明であるが、泥の
中でどのように生活し、繁殖しているのか非常に興味深い。 

生存に対する脅威 ： 河川改修や護岸工事、浚渫、道路建設など、河川河口域の環境改変や干潟の埋め立てなどにより、
生息地が失われることが多いと考えられる。また上流部における農地開発や建物や道路の建設など
により汽水域に赤土が流入し、干潟の底質が変化すると本種は生息不可能となる。 

特 記 事 項 ： ヒゲワラスボには複数種が混同されていると考えられ、分類の研究が進められている。IUCN カテ

ゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Volz, W., 1903. Neue Fische aus Sumatra. Zoologischer Anzeiger, 26(703): 553–559. 
参 考 文 献 ： Maeda, K. and K. Tachihara, 2014. Larval fish fauna of a sandy beach and an estuary on Okinawa Island, 

focusing on larval habitat utilization by the suborder Gobioidei. Fisheries Science, 80: 1215–1229. 
Shibukawa, K. and E. O. Murdy, 2012. A redescription of the eel goby Trypauchenopsis (Gobiidae: 

Amblyopinae) with comments on relationships. Copeia, 2012: 527–534. 
立原一憲, 2015. ヒゲワラスボ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物
－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 312–313. 

 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ヨロイボウズハゼ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Lentipes armatus Sakai and Nakamura, 1979 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 頭部はやや縦扁する。上顎が下顎より前に突出し、口は下付き。雌は上顎に三尖頭の櫛状の歯、下

顎に唇歯を持つ。雄では、上顎の三尖頭の歯、下顎の唇歯はそれぞれ中央部分に限られ、後方に犬
歯状の歯を持つ。雄は躯幹部側面に大きな棘のある櫛鱗を持ち、雌ではこの部分は主に円鱗に覆わ
れる。腹鰭は肉質の丸い吸盤状で、吸着力が強い。雄の体色は灰色で、腹部側面に3本の黒色横線、
第2背鰭前方に1個（稀に2～3個）の黒色点を持つ。婚姻色の雄の吻と腹は空色を呈し、尾柄や背
鰭の縁辺は白くなる。頭部と尾部、第2背鰭、腹鰭が赤色を呈する個体も稀に見られる。雌の体は
透明感のある淡い灰色。最大体長は約5 cm。 

近似種との区別 ： 雌はカエルハゼ、アカボウズハゼ、ヒノコロモボウズハゼと似るが、三尖頭の歯と唇歯を持ち、犬
歯状の歯を持たないこと、躯幹部側面が円鱗に覆われること（アカボウズハゼは櫛鱗を持ち、他の
2種では無鱗）などにより識別可能。体型、体色も若干異なる。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄県内では沖縄島、石垣島、西表島に分布する。他に、国内では種子島、屋久島、奄美大島から
報告がある。かつては琉球列島固有種とされていたが、近年台湾からも報告された。東南アジアに
も分布する可能性がある。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ヨロイボウズハゼ属の分類の全貌は未解決であり、東南アジアでは多くの種が記
載されているが、各種の分布に関しては断片的な情報しかない。本種はヨロイボウズハゼ属の中で
最も北に分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 両側回遊性と考えられる。海で浮遊期を過ごした仔魚は、体長約1.2～1.4 cmで河川に加入する。
瀬の中でも特に流れの早い場所に生息する。水深10 cm未満の浅い瀬にも、100 cmを超える深い場
所にも生息するが、流れの弱い場所には見られない。砂防ダムや滝の上流にも生息する。食性の詳
細は不明であるが、雑食と考えられ、水槽内では付着藻類と昆虫の両方を食べる。 

生息地の条件  ： 本種の恒常的な生息には、自然な地形の残された渓流環境が不可欠である。 
現在の生息状況 ： 沖縄島北部では多くの川で見つかっているが、恒常的に見られる場所は限られる。当歳魚と考えら

れる小型個体は高密度に生息することもあるが、多くの場所で生息状況は不安定であり、翌年には
見られなくなる場合もある。石垣島、西表島においても個体数は多くない。 

学術的意義・評価 ： ヨロイボウズハゼ属の分類は未解決である。ボウズハゼ類は、熱帯島嶼河川の淡水域の限られた環
境でニッチを分けて、多くの属、種に分化しており、生態学的に興味深い。また、ヨロイボウズハ
ゼ属は、海洋島を含むインド・太平洋の広い範囲に分布するが、分布の縁辺にあたる琉球列島にお
ける本種個体群の生息状況は、仔魚の分散、定着に関して重要な知見を提供すると考えられる。石
垣島の荒川が本種のタイプ産地である。 

生存に対する脅威 ： 河川の浚渫、護岸改修により生息地が破壊される例がある。特に流れの速い場所を好む本種の生息
には淵と瀬のメリハリのある河川地形が必須であり、平坦に均された川には生息が不可能である。
河川の直線化も、生息可能な環境を消失させる要因となる。河川改修、砂防ダムの建設、農地開発、
森林伐採、林道建設等により河川に土砂が流入すると、生息条件が悪化する。 

原  記  載 ： Sakai, H. and M. Nakamura, 1979. Two new species of freshwater gobies (Gobiidae: Sicydiaphiinae) from 
Ishigaki Island, Japan. Japanese Journal of Ichthyology, 26: 43–54. 

参 考 文 献 ： Keith, P., C. Lord and K. Maeda, 2015. Indo-Pacific Sicydiine gobies: Biodiversity, life traits and conservation. 
Société Française d’Ichtyologie, Paris. 

酒井治巳, 1981. 生臭でも坊主は坊主. 淡水魚, 7: 133–139. 
 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： アカボウズハゼ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
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学    名 ： Sicyopus zosterophorus (Bleeker, 1856) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 唇は厚く、上唇の中央に切れ込みを持たない。口は下付き。上顎と下顎に犬歯状の歯を持ち、櫛状

の歯や唇歯を持たない。雄は淡灰色の地に通常5本の暗色横帯を持ち、尾部は赤みを帯びる。また
眼の下に黒色横斑を持つ。婚姻色の雄は、尾部の赤色が鮮やかになり、背面は輝緑色を呈する。雌
は全身淡褐色で、体側の鱗は黒く縁取られる。最大体長は5.5 cm。 

近似種との区別 ： 雌はヒノコロモボウズハゼ、ヨロイボウズハゼ、カエルハゼと似るが、躯幹部体側が黒く縁取られ
た櫛鱗に覆われることにより識別可能。しかし、小型個体では確認が難しいので注意が必要である。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄県内では沖縄島、石垣島、西表島に分布する。国内では他に種子島、屋久島、奄美大島、国外
では台湾、広東省（中国）、フィリピン諸島、インドネシア、パラオ、パプアニューギニア、ソロモ
ン諸島、バヌアツ、ニューカレドニア、フィジー、クイーンズランド（オーストラリア）に分布す
る。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： アカボウズハゼ属の中で最も広範囲に分布する。同属のヒノコロモボウズハゼは
オセアニアには分布しない。沖縄県内では、ヒノコロモボウズハゼより生息個体数が多い。 

生 態 的 特 徴 ： 両側回遊性であり、海で約2ヵ月の浮遊期を過ごし、体長1.3～1.4 cmで河川に加入する。主に小
河川の上流域にある流れのゆるやかな淵に生息し、滝や砂防ダムの上流で見られることが多い。た
だし稚魚は比較的下流で見つかることもある。中層を遊泳することも多い。動物食で、水生昆虫や
甲殻類を食べる。 

生息地の条件  ： 本種の恒常的な生息には、自然な地形の残された渓流環境が不可欠である。滝などの上流で、ユゴ
イ類などの中層遊泳性魚類が生息せず、他のボウズハゼ類が少ない環境に多い。本種はボウズハゼ
類の中で最も上流に分布する種の一つである。 

現在の生息状況 ： 沖縄島北部では多くの川で見つかっているが、恒常的に見られる場所は限られ、多くの場所で生息
状況は不安定である。個体数に変動が大きく、大型個体が常に見られる場所はほとんどない。石垣
島と西表島においては比較的安定して高密度に生息する河川があるが、生息環境は悪化しており、
個体数が減少している。 

学術的意義・評価 ： ボウズハゼ類は、熱帯島嶼河川の淡水域の限られた環境でニッチを分けて、多くの属、種に分化し
ており、生態学的に興味深い。本種の分布域は広いが、西太平洋と南太平洋の個体群間には遺伝的
な分断が認められ、生物地理学的に重要である。また分布の縁辺にあたる琉球列島における本種個
体群の生息状況は、仔魚の分散、定着に関して重要な知見を提供すると考えられる。 

生存に対する脅威 ： ある程度落差のあるダムの上流にも遡上するが、ダムの規模や構造によっては遡上が不可能となり、
生息が妨げられる。河川改修、農地開発、森林伐採、道路や建物の建設等により河川に土砂が流入
すると、生息条件が悪化する。捕食者のいない滝や堰の上流は、アカボウズハゼの典型的な生息環
境であるが、グッピーやグリーンソードテールのような移入種が大繁殖することがあり、アカボウ
ズハゼへの影響が危惧される。 

特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Bleeker, P., 1856. Nieuwe bijdrage tot de kennis der ichthyologische fauna van Bali. Natuurkundig Tijdschrift 

voor Nederlandsch Indië, 12: 291–302. 
参 考 文 献 ： Keith, P., C. Lord and K. Maeda, 2015. Indo-Pacific Sicydiine gobies: Biodiversity, life traits and conservation. 

Société Française d’Ichtyologie, Paris. 
Taillebois, L., K. Maeda, S. Vigne and P. Keith, 2012. Pelagic larval duration of three amphidromous 

Sicydiinae gobies (Teleostei: Gobioidei) including widespread and endemic species. Ecology of Freshwater 
Fish, 21: 552–559. 

Taillebois, L., H. Tabouret, C. Pecheyran and P. Keith, 2015. Inputs from microchemistry to the understanding 
of three Sicydiinae species’ life cycle. Life and Environment, 65: 73–84. 

Taillebois, L., M. Castelin, J. R. Ovenden, C. Bonillo and P. Keith, 2013. Contrasting genetic structure among 
population of two amphidromous fish species (Sicydiinae) in the central west Pacific. Plos One, 8: e75465. 

 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ミナミヒメミミズハゼ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Luciogobius ryukyuensis Chen, Suzuki and Senou, 2008 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 体は円筒形で非常に細長い。尾部は側扁し、頭部は縦扁する。成熟オスの頭部は左右に張り出す。

背鰭は1基で、腹鰭は小さい。胸鰭の最上部の軟条の先はわずかに遊離する。鱗を欠く。背鰭は1
棘 9～11軟条、臀鰭は1棘9～12軟条、胸鰭は15～18軟条、腹鰭は1棘5軟条、脊椎骨数は37ま
たは38。体は黄褐色で、顕著な斑紋はない。最大体長は約6 cmである。 

近似種との区別 ： ミミズハゼに似るが、胸鰭上部の遊離軟条が小さく（ミミズハゼでは長く明瞭）、背鰭、臀鰭、胸鰭
の鰭条数のモードが異なる（ミミズハゼでは、背鰭1棘 11～13軟条、臀鰭1棘 12～13軟条、胸鰭
17～19軟条）。ミミズハゼは沖縄県には分布しない。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄県内では、沖縄島、久米島、石垣島、西表島に分布する。沖縄島における分布河川は北部に限
られ、西海岸では名護市、東海岸では金武町が南限である。国内では他に奄美大島と加計呂麻島に
分布する。日本固有種とされ、国外からは知られていない。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ミミズハゼ属の分類には未解決の問題が多く、分布に関しても研究が必要である。
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沖縄島には本種の他に少なくとも１種のミミズハゼ属が河川淡水域に生息し、さらに約10種が河口
周辺を中心とした岩礫海岸に生息すると考えられる。石垣島と西表島、久米島では、本種以外のミ
ミズハゼ属は見つかっていない。一方、宮古島では複数種のミミズハゼ属が見つかっているが、ミ
ナミヒメミミズハゼは生息しない。 

生 態 的 特 徴 ： 礫底の瀬（汽水域では干潮時に瀬になる場所）に生息する。日中は底質間隙中に潜んでいるが、夜
には間隙中から出てくることも多く、比較的目に付きやすい。沖縄島における産卵期は12～3月。
卵は細長く、長径2.0～2.6 mm、短径0.6～0.8 mm。孵化仔魚は脊索長2.8～3.3 mmで橙赤色の卵黄
を有し、直ちに海へ流下する。約1ヵ月の浮遊期を海で過ごした後、体長10～12 mmで河川に加入
する。着底後の未成魚は、春から秋まで汽水域上流部から淡水域下流部にかけて分布し、成長する。
多くの個体は冬までに体長3 cmを超え、成熟する。産卵期になると、汽水域の干潮時に瀬になる場
所に集まり産卵する。産卵場は普通1ヵ所で、着底後の生息域の最下流部にあたる。卵は石の下に
単層に産み付けられ、雄により孵化まで保護される。1卵塊あたりの卵数は200～1,400。産卵を終
えた成魚は淡水域へ移動する。寿命は不明であるが、少なくとも2年は生きると推測される。 

生息地の条件  ： ミミズハゼ属は一般に湧水のある礫底間隙を好み、本種も間隙が多く流れのある礫底を必要とする。
汽水域上流部から淡水域下流部の環境が良好に保た gれていることが条件となる。底質中に潜むた
め、特に底質の変化に敏感と考えられる。また、遡上力は弱く、30～50 cm程度の小さな堰や段差
でもその上流には生息しない。産卵場がほぼ1ヵ所に限られるため、本種の保全にはその環境の維
持が重要である。ナガノゴリと産卵期や産卵場が重複し、ナガノゴリは大きな石を産卵床として利
用し、ミナミヒメミミズハゼはナガノゴリが利用しない小さい石を産卵床とする。仔稚魚期を過ご
す海域の環境も重要と考えられる。 

現在の生息状況 ： 沖縄島では、浚渫による生息環境の破壊や、土砂の流入による底質の変化、取水による河川流量の
減少、堰の建設などの影響を受け、生息に適した環境が減少しており、個体群は大幅に縮小してい
ると考えられる。沖縄島における本種の分布は北部に限られ、開発の進んだ中南部には生息しない
が、過去に中南部に生息していたかどうかは不明である。久米島における生息地は1ヵ所しか知ら
れておらず、その個体群は非常に小規模である。下流部の環境改変と流域における農地開発が著し
く、危機的な状況にある。石垣島における状況は不明。西表島における生息地は3河川しか知られ
ていない。いずれも小規模で、生息環境は悪化している。 

学術的意義・評価 ： ミミズハゼ属は分類が未解決で多数の未記載種を含むとされ、琉球列島産の種についても研究が進
められている。浮遊期の分散が限定的であることが示唆され、仔魚の分散や種分化に関する研究に
貴重な知見を提供すると考えられる。また細長い体で底質間隙中に潜む独特の習性を持ち、生態学
的にも興味深い。西表島の河川が本種のタイプ産地である。 

生存に対する脅威 ： 河床の浚渫や改修工事により、生息地が直接的に撹乱される例が多い。本種は底質間隙中に生息す
るため底質環境の変化に著しく弱いと考えられる。農地開発や建物、道路等の工事による土砂の流
入、取水による流量の減少は、底質を変化させ、本種個体群に大きな打撃を与える。堰や段差の建
設は、生息区間を縮小させる。仔魚の生息環境となる河口周辺の環境改変も本種の生存に対する脅
威となる。久米島、西表島等の小規模個体群は特に危機的と考えられる。ミミズハゼ属は、浮遊期
の分散範囲が比較的狭いと考えられ、島嶼間の遺伝的交流の可能性は低い。一度個体群が消滅すれ
ば、他地域から仔魚が加入する機会はほとんどないと考えられる。 

原  記  載 ： Chen, I-S., T. Suzuki and H. Senou, 2008. A new species of gobiid fish, Luciogobius from Ryukyus, Japan 
(Teleostei: Gobiidae). Journal of Marine Science and Technology, 16: 248–252. 

参 考 文 献 ： Kondo, M., K. Maeda, N. Yamasaki and K. Tachihara, 2012. Spawning habitat and early development of 
Luciogobius ryukyuensis (Gobiidae). Environmental Biology of Fishes, 95: 291–300. 

前田 健, 2015. ミナミヒメミミズハゼ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある
野生生物－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 
318–319. 

前田 健, 2016. 両側回遊とは？バリエーションから考える. 海洋と生物, 38: 350–355. 
Maeda, K., N. Yamasaki, M. Kondo and K. Tachihara, 2008. Occurrence and morphology of larvae and 

juveniles of six Luciogobius species from Aritsu Beach, Okinawa Island. Ichthyological Research, 55: 
162–174. 

 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： カブキハゼ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Eugnathogobius mindora (Herre, 1945) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT)  
 
形    態 ： 体は細長く、やや側扁した円筒形。吻は丸い。雄は、第1背鰭が三角形で先端が尖る。体色は淡い

褐色で、吻側面から眼の下、頬に5本の上後方に向かう暗褐色の斜線模様を持ち、鰓蓋の縁に沿っ
て黒点が並ぶ。第1背鰭には3～4本の暗褐色線を持ち、その間は黄色い。臀鰭の縁は白い。雄の尾
鰭基部は黄色い。最大体長は約3 cmである。 

近似種との区別 ： スナゴハゼ属に似るが、スナゴハゼ属では吻が丸く前方に突出するのに対し、本種の吻は丸みを帯
びるものの前方に突出しない。また、頭部や鰭の模様の違いによっても容易に識別されるが、小型
であるため、慎重な観察が必要である。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄県内では、沖縄島、久米島、西表島から知られる。国内では他に記録はない。国外ではフィリ
ピン、タイ、インドネシア、オーストラリア、フィジーに分布する。 
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近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 本種を含むカブキハゼ属には、インド太平洋各地から約8種が知られるが、日本
で報告があるのは本種のみである。 

生 態 的 特 徴 ： 河川汽水域のマングローブの林床に生息する。仔魚は海で浮遊期を過ごすと考えられる、生活史の
詳細は不明。 

生息地の条件  ： 詳細な条件は不明であるが、良好な環境が残されたマングローブに生息すると考えられる。干潮時
にマングローブの林床にある水たまりなどで見つかることから、乾燥化が進んだマングローブには
生息しない可能性がある。 

現在の生息状況 ： 国内における本種の分布は、2008年に初めて報告された。これまで本種の生息が確認されている河
川は多くないが、小型で目立たないことから見つかりにくく、今後、確認河川が増える可能性があ
る。しかし、その一方で生息に適した環境は失われつつあると考えられる。 

学術的意義・評価 ： 沖縄県は分布の縁辺にあたり、本種個体群の生息状況は、仔魚の分散、定着に関して重要な知見を
提供すると考えられる。 

生存に対する脅威 ： 汽水域の環境は、河川改修、護岸工事、浚渫、道路建設など開発の影響を受けやすく、本種の生存
への脅威となっている。また、遷移によりマングローブが乾燥化すると生息が困難になると考えら
れる。 

特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Herre, A. W. C. T., 1945. Notes on fishes in the Zoological Museum of Stanford University. XIV. - A new 

genus and three new species of gobies from the Philippines. Proceedings of the Biological Society of 
Washington, 58: 11–15. 

参 考 文 献 ： 鈴木寿之, 2015. カブキハゼ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物－
4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 356. 

鈴木寿之・大迫尚晴・瀬能 宏, 2008. 日本初記録のハゼ科魚類カブキハゼ（新称）. 日本生物地
理学会会報, 63: 81–86. 

 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： マングローブゴマハゼ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Pandaka lidwilli (McCulloch, 1917) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧類Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類(VU) 
 
形    態 ： 体は太短く、胸鰭基部における体高は体長の21～24％。第2背鰭と臀鰭は棘を欠き、7軟条を有す

る。体は透明感のある淡黄褐色で、暗色斑が散在する。尾部腹面に4個の黒色斑を持つ。第1背鰭
前半（第1～3棘周辺）が黒く、後半は黄色い。最大体長は1.5 cm。 

近似種との区別 ： ミツボシゴマハゼに似るが、本種は体高が低いこと（ミツボシゴマハゼの体高は体長の24～29％）、
第1背鰭前半の黒色斑が先端部に達し、白色斑を欠くこと（ミツボシゴマハゼは先端部に白色斑を
持つ）、腹鰭および腹鰭基部周辺に黒色素胞を持たないこと（体長1 cm以上のミツボシゴマハゼの
腹鰭第1軟条基部周辺は黒い）などにより識別される。ヒナハゼの小型個体が混同されることがあ
るが、本種の第1背鰭前半が黒いことに対し、ヒナハゼでは第1背鰭の後半部に黒色斑を持つ。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄県内では沖縄島、宮古島、石垣島、西表島に分布する。国内では他に記録はない。国外では、
アンダマン海とオーストラリアから知られる。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： マングローブゴマハゼは、近縁のミツボシゴマハゼと比べて生息河川が少なく、
同じ河川の中でも生息範囲が限られる。ミツボシゴマハゼは国内では奄美大島から与那国島までの
琉球列島、国外ではフィリピンに分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 河川汽水域のマングローブに接する軟泥底の環境に生息する。沖縄島における産卵期は3～10月と
考えられる。仔魚は海で約1ヵ月の浮遊期を過ごし、体長6～7 mmで河川に加入し、1 cmで成熟す
る。寿命は1年未満と考えられる。 

生息地の条件  ： マングローブに接する軟泥底の環境が必要である。特に干潮時に浅い水たまりが形成される場所に
住む。比較的規模の大きい河川汽水域に限定される。 

現在の生息状況 ： 生息河川が限られ、生息環境は悪化しつつある。条件が良い場所では高密度の群がりを作るが、そ
のような場所は減少している。 

学術的意義・評価 ： 汽水域の生物多様性を構成する貴重な一員である。沖縄島と西表島の間における遺伝的分化が示唆
され、生物地理学的に興味深い。体長約1 cmで成熟し、脊椎動物として最も小型の部類に入る。 

生存に対する脅威 ： 本種の生息環境は、埋め立て、マングローブの伐採、護岸工事、浚渫、道路建設などにより縮小し
ている。 

原  記  載 ： McCulloch, A. R., 1917. Studies in Australian fishes No.4. Records of the Australian Museum, 11: 163-188, 
Pls. 29–31. 

参 考 文 献 ： 前田 健・山崎 望・向井貴彦・立原一憲, 2011. 沖縄島におけるミツボシゴマハゼとマングロー
ブゴマハゼの形態と生息環境. 魚類学雑誌, 58: 127–140. 

向井貴彦・鈴木寿之, 2005. 沖縄島で採集されたマングローブゴマハゼ（新称）. 日本生物地理学
会会報, 60: 69–74. 

鈴木寿之, 2015. マングローブゴマハゼ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある
野生生物－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 
336–337. 

 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
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和    名 ： ギンポハゼ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Parkraemeria saltator Suzuki and Senou, 2013 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 体は細長く、側扁する。眼は上付きで両眼間隔は狭く、吻は非常に短い。背鰭は1基で基底が長く、

6棘 12～13軟条。臀鰭も基底が長く、13軟条。胸鰭は14～15軟条。鱗を欠く。体色は乳白色で、
黒色斑や橙色斑が散在する。婚姻色の雄は体や鰭が黒くなる。最大体長は約3.5 cmである。 

近似種との区別 ： 近似のテングギンポハゼは上顎先端に小さな皮質突起を持ち、それが下顎先端より前に出ることな
どにより本種と区別される。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島、石垣島、西表島に分布する。沖縄県外および国外からは知られていない。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ギンポハゼ属には、本種のほか、沖縄島、宮古島、西表島に分布するテングギン

ポハゼと、オーストラリアに分布する Parkraemeria ornataが含まれる。テングギンポハゼの生息水
深は本種より深い（5～12 m）。 

生 態 的 特 徴 ： 河川の河口周辺や内湾の水深2 m以浅の砂泥底または砂底に生息する。仔魚は海で浮遊期を過ごす
と考えられる。体長5～6 mmの着底直前のギンポハゼ属の仔魚が沖縄島と西表島の海岸や河口で採
集されている。この発育段階における種の同定は困難であるが、おそらくギンポハゼと考えられ、
この体長で着底することが示唆される。 

生息地の条件  ： 浅く平坦な砂泥底に住む。海草藻場周辺の砂地にも生息する。 
現在の生息状況 ： 生息地は多くなく、環境が悪化している場所も多い。 
学術的意義・評価 ： 本種は沖縄県以外からは知られていない点で非常に貴重である。西表島の浦内川が本種のタイプ産

地である。 
生存に対する脅威 ： 分布が局所的である。防波堤の建設や近隣の埋め立てなどによる底質の変化、道路やホテルの建設

による土砂流入、水質悪化などによる影響が危惧される。沖縄島における生息地の1つである大浦
湾では、米軍基地の建設が進められ、生息地の環境変化が懸念される。 

原  記  載 ： Suzuki, T. and H. Senou, 2013. Review of the sand-diving goby genus Parkraemeria (Perciformes: Gobiidae), 
with descriptions of two new species from the Ryukyu Islands, Japan. Bulletin of the National Museum of 
Nature and Science (Ser. A), 7: 53–66. 

参 考 文 献 ： 前田 健, 2014. ギンポハゼ属の1種. “日本産稚魚図鑑 第二版”, 沖山宗雄（編）, 東海大学出
版会, 秦野, 1233–1234. 

Maeda, K. and K. Tachihara, 2014. Larval fish fauna of a sandy beach and an estuary on Okinawa Island, 
focusing on larval habitat utilization by the suborder Gobioidei. Fisheries Science, 80: 1215–1229. 

鈴木寿之, 2015. ギンポハゼ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物－
4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 340–341. 

Suzuki, T. and H. Senou, 2013. Review of the sand-diving goby genus Parkraemeria (Perciformes: Gobiidae), 
with descriptions of two new species from the Ryukyu Islands, Japan. Bulletin of the National Museum of 
Nature and Science (Ser. A). 7: 53–66. 

 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： トサカハゼ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Cristatogobius lophius Herre, 1927 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠB類 (EN) 
 
形    態 ： 頭と体はやや側扁する。両眼間から第1背鰭起部にかけてとさか状の皮質隆起が発達する。体は紫

色がかった褐色で、体側に数本の黄色横帯を持つ。頭部、体側部、胸鰭基部に多数の小黒点と輝青
緑色の斑紋を持つ。臀鰭は基部が赤色、先端側が黒色で、その間に黄色線がある。第2背鰭には多
数の赤い斑紋があり、その間は黄色い。基部側の赤色斑の中央に黒点を持つ。最大体長は約5 cm
である。 

近似種との区別 ： 臀鰭中央に黄色縦線を持つこと、頭部、体側部、胸鰭基部に黒点を持つことなどにより、同属のヒ
メトサカハゼおよびクロトサカハゼと区別される。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄県内では沖縄島、久米島、宮古島、伊良部島、石垣島、小浜島、西表島から知られる。他に、
国内では屋久島、奄美大島、加計呂麻島、国外ではフィリピン、インドネシア、タイ、ポーンペイ
（ミクロネシア）から報告されている。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 日本国内では3種のトサカハゼ属が知られており、いずれの種もその分布は琉球
列島に限定される。ヒメトサカハゼとクロトサカハゼは確認例がかなり少ないが、本種の確認例は
それらより多い。 

生 態 的 特 徴 ： 河口域や内湾奥部の軟泥底の穴に見られる。仔魚は海で浮遊期を過ごすと考えられる。生活史の詳
細は不明。 

生息地の条件  ： 良好な環境が保たれた河川の河口域から内湾にいたる開けた水域の軟泥底に生息する。干潮時の水
深が10～50 cmの浅い場所から見つかることが多いが、内湾の水深3～12 mの場所でも観察されて
いる。 

現在の生息状況 ： 沖縄県内では沖縄島の6水系、久米島の2水系、宮古島の3水系、伊良部島の1水系、石垣島の3
水系、西表島の7水系で確認されている。各河川における生息個体数は少なく、生息環境が悪化し
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ている場所が多い。 
学術的意義・評価 ： 生態については不明な点が多いが、軟泥底に生息するハゼ類の代表的な種の一つで、マングローブ

域の生物多様性を構成する重要なメンバーである。とさか状の皮質隆起を持つユニークな形態も興
味深い。 

生存に対する脅威 ： 河口域の生息環境は開発の影響を受けやすい。赤土の堆積などによる底質の変化にも注意が必要で
ある。県内の生息地では、浚渫、護岸工事、道路や橋梁の建設により生息環境が悪化している。底
質が変化し、生息に適さなくなった場所もある。 

原  記  載 ： Herre, A. W. C. T., 1927. Gobies of the Philippines and the China Sea. The Philippine Bureau of Science 
Monographic Publications on Fishes, 23: 1–352 + Pls.1–30. 

参 考 文 献 ： Akihito and K. Meguro, 2000. Review of the gobiid genus Cristatogobius found in Japan with description of a 
new species. Ichthyological Research, 47: 249–261. 

鈴木寿之, 2015. トサカハゼ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物－
4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 236–237. 

 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ワカケサラサハゼ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Amblygobius linki Herre, 1927 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 体は側扁する。吻は丸い。体は乳白色で、体側に太く明瞭な2本の黒色縦帯、また頭部から第2背

鰭基底部にかけての背面正中線の両側にやや細い黒色縦帯を持つ。最大体長は約5 cmである。 
近似種との区別 ： 体側の明瞭な2本の黒色縦帯によりサラサハゼ属の他種と識別される。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄県内では沖縄島、石垣島、西表島から知られる。国内では他に屋久島と奄美大島から報告があ

る。国外ではフィリピン、インドネシア、パラオ、ミクロネシアに分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ラサハゼ属にはインド・太平洋に広く分布する種が多い。本種も琉球列島から東

南アジア、ミクロネシアに至る広い範囲から知られている。 
生 態 的 特 徴 ： 河川汽水域の泥底または砂泥底に生息し、底から数cm離れて遊泳する。仔魚は海で浮遊期を過ごす

と考えられる。 
生息地の条件  ： 河口域やマングローブ周辺の泥底や砂泥底に生息する。 
現在の生息状況 ： 沖縄島では稀であり、継続した生息は確認されていない。西表島でも生息地は多くなく、個体数は

少ない。生息環境が悪化している場所も多い。 
学術的意義・評価 ： 琉球列島は分布の縁辺にあたり、本種個体群の生息状況は、仔魚の分散、定着に関して重要な知見

を提供すると考えられる。 
生存に対する脅威 ： もともと個体数が少ない上に、橋梁や道路の建設、護岸工事などの影響により、生息環境が悪化し

ている場所が多い。 
原  記  載 ： Herre, A. W. C. T., 1927. Gobies of the Philippines and the China Sea. The Philippine Bureau of Science 

Monographic Publications on Fishes, 23: 1–352 + Pls.1–30. 
参 考 文 献 ： 鈴木寿之, 2015. ワカケサラサハゼ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生

生物－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 355. 
 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： カワクモハゼ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Bathygobius sp. 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 頭部はやや縦扁し、体は太短い円筒形。吻が短く、傾斜は急。体色は黄褐色で、暗褐色や赤褐色の

斑紋を持つ。胸鰭には多数の暗褐色斑と淡黄褐色斑を持つ。最大体長は約3.5 cmである。 
近似種との区別 ： 体が太短く、吻の傾斜が急であること、前鼻管に皮弁がないこと、両眼間隔が眼径より狭いこと、

頤の台形皮弁の後側端が突出すること、頭部背面の被鱗域の前端が前鰓蓋骨後端上方付近であるこ
と、胸鰭に多数の暗褐色斑と淡黄褐色斑があること、第1背鰭の基部側が黒く、先端側に黒色横帯
を持たないことなどにより、沖縄県内に分布する同属他種と識別される。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄県内では、沖縄島、宮古島、石垣島、西表島に分布する。他にインドネシアから報告がある。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 琉球列島では10種のクモハゼ属が報告されている。インド・太平洋に広く分布

する種が多いが、本種の海外における分布の詳細は不明。河川汽水域ではクモハゼが最も広く分布
し、カワクモハゼの生息範囲は限られる。ヤハズハゼ、スジクモハゼ、クロヤハズハゼ等も汽水域
に出現するが、それらの生息範囲はカワクモハゼより海側である。 

生 態 的 特 徴 ： 河川汽水域に生息する。干潮時に比較的流れのある場所の転石に付着したカキ殻の中から見つかる
ことが多い。また淵の岩盤の隙間にも住むが、この場合も周辺にカキ殻を伴うことが多い。仔魚は
海で浮遊期を過ごすと考えられるが、生活史の詳細は不明。 

生息地の条件  ： 河川汽水域のカキ殻が付着した転石に住む。干潮時には比較的流れのある場所であることが多い。
淵で見つかることもあるが、水が淀んだ場所には住まないようである。クモハゼと同所的に見られ
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ることがあるが、クモハゼが海岸から汽水域まで幅広く出現するのに対し、本種の生息範囲は局限
される。 

現在の生息状況 ： 生息が確認されている河川は少ないが、生息環境が特殊であり、調査が進めば他の河川でも見つか
る可能性が高い。個体数は多くない。生息環境が悪化している場所が多い。 

学術的意義・評価 ： 学名が未確定であり、未記載種と考えられている。クモハゼ属の中で汽水域のカキ殻に住む点でユ
ニークである。 

生存に対する脅威 ： 本種は汽水域の中でも限られた環境に住み、個体数も多くないため、開発による環境変化の影響を
受けやすいと考えられる。 

原  記  載 ： 学名未確定。 
参 考 文 献 ： 中坊徹二, 2013. 日本産魚類検索 全種の同定 第三版. 東海大学出版会, 秦野. 

鈴木寿之, 2015. カワクモハゼ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物
－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 138–139. 

 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ボルネオハゼ 
分    類 ： スズキ目 クロユリハゼ科 
学    名 ： Parioglossus palustris (Herre, 1945) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 体はやや細長く、側扁する。第１背鰭前方に皮質隆起がある。頭部の前眼肩甲管に5開孔、前鰓蓋

管に2開孔がある。左右の腹鰭は分かれ、それぞれ1棘 4軟条。体色は淡い灰褐色で、体側に暗色
縦帯を持たない。尾鰭下葉の基部近くに黒色斑を持つ。最大体長は約3 cmである。 

近似種との区別 ： 近似のヒメサツキハゼは尾鰭の黒色斑が尾鰭上葉にまたがることにより識別される。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄県内では石垣島と西表島から知られる。国内では他に記録はない。国外ではフィリピン、イン

ドネシア、パプアニューギニア、オーストラリア、アンダマン海に分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： サツキハゼ属にはインド・太平洋に広く分布する種が多い。本種も琉球列島から

オーストラリアに至る広い範囲に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 河口域のマングローブで確認されている。水路沿いのヒルギ類の根元の中層付近でミヤラビハゼや

コビトハゼと混泳し、浮遊しながらプランクトンを食べているところが観察されている。夜間や干
潮時にはヒルギ類の根の間やカキ殻などの隙間に潜り込んでいる。仔魚は海で浮遊期を過ごすと考
えられる。生活史の詳細は不明。 

生息地の条件  ： 詳しい環境条件は不明であるが、環境の良好なマングローブ域の水路が必要と考えられる。 
現在の生息状況 ： 沖縄県内では石垣島の2河川と西表島の7河川で確認されているが、いずれの生息地でも確認個体

数は少ない。 
学術的意義・評価 ： 琉球列島は分布の縁辺にあたり、本種個体群の生息状況は、仔魚の分散、定着に関して重要な知見

を提供すると考えられる。 
生存に対する脅威 ： 橋梁や道路の建設、護岸工事、農地開発により土砂が流入し、生息地の底質が変化している。 
特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Herre, A. W. C. T., 1945. Notes on fishes in the Zoological Museum of Stanford University. XII. Two new 

genera and four new gobies from the Philippines and India. Copeia, 1945(1): 1–6. 
参 考 文 献 ： 鈴木寿之, 2015. ボルネオハゼ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物

－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 342–343. 
 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

 5 ) 準絶滅危惧(NT) 

 

 

和    名 ： オオメジロザメ 
分    類 ： メジロザメ目 メジロザメ科 
学    名 ： Carcharhinus leucas Müller and Henle, 1839 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)         環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 全長300 cm。吻は幅広く、短い。目が小さく、上顎の歯は、三角形で鋸歯を有する。背中隆起線は

ない。第1背鰭は、胸鰭基底部よりも後方。第2背鰭基部は、臀鰭基部とほぼ同じ、もしくはわず
かに前方に位置する。 

近似種との区別 ： 沖縄県下で河川に侵入することが確認されているサメは、本種のほかにはレモンザメのみであり、
本種は第2背鰭が大きいことで識別可能。 

分 布 の 概 要 ： 世界中の熱帯、亜熱帯域の海や川や湖に広く分布。日本では沖縄島と八重山諸島。水深 152 mまで
生息しているが、普段は1～30 mの浅海に生息する。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 海域では多くのサメ類が同所的に生息しているが、河川に入るものは極めてまれ
である。 
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生 態 的 特 徴 ： 雄 157～226 cm、雌 180～230 cmで成熟し、全長56～81 cmの胎児を 1～13個体出産する。本種の
妊娠期間は、10、11カ月であると推定されており、出産のピークは、6、7月である。また、沖縄島
や西表島では、誕生直後と思われる小型のオオメジロザメが河川に侵入する。 

生息地の条件  ： 温暖で水深1～30 mの浅海域。産まれた後、河口が深く、干潮時にもある程度の水深が確保されて
いる河川に侵入する。 

現在の生息状況 ： 生態系の頂点に位置する魚類であり、個体数は多くない。 
学術的意義・評価 ： 河川に侵入するサメは珍しく、なぜ河川に侵入するのか学術的に興味深い。  
生存に対する脅威 ： 本種は、河川を利用することから、海域に生息する他のサメ類よりも人為的影響を受けやすいと考

えられる。 

特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Near Threatened (NT)。 
原  記  載 ： Müller, J. and F. G. J. Henle., 1839. Systematische Beschreibung der Plagiostomen. Veit and Co., Berlin. 
参 考 文 献 ： 松本瑠偉・内田詮三・戸田 実・仲谷一宏, 2006. オオメジロザメ. Carcharhinus leucasの日本

の周辺海域および淡水域からの記録. 魚類学雑誌, 53(2): 181–187. 
Compagno, L. J. V., 1984. FAO species catalogue. Vol. 4, part2. Sharks of the world, FAO, 478–481. 

 
執 筆 者 名 ： 櫻井もも子 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： コモチサヨリ 
分    類 ： ダツ目 サヨリ科 
学    名 ： Zenarchopterus dunckeri Mohr, 1926 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 体長15 cm。背鰭10～12軟条、臀鰭10～13軟条、胸鰭10軟条、背鰭前方鱗数27～30。鼻孔に肉質

突起が伸長し、尾鰭後縁はわずかに丸い。 
近似種との区別 ： 尾鰭後縁の形状により他のサヨリ科魚類とは簡単に識別される。 
分 布 の 概 要 ： 東部インド洋から西部太平洋の熱帯域に、日本では八重山諸島と宮古島に分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： わが国に生息するサヨリ科魚類のうち、唯一、河川汽水域で一生を終える。 
生 態 的 特 徴 ： 河川の河口から汽水域下流部の表層に生息し、胎生で夏季に孵出する。 
生息地の条件  ： マングローブの発達した河川河口から汽水域に生息する。 
現在の生息状況 ： かつては八重山諸島の多くの河川に大小様々な体長の群れが確認できたが、河口域の環境変化によ

り個体数が減少しつつある。特に大型個体が少なくなっている。 
学術的意義・評価 ： 河川汽水域に生息する胎生のサヨリ科魚類であり、その生活史戦略は極めて興味深いが、生活史に

関する情報が少ない。 
生存に対する脅威 ： 架橋の付け替え、河川改修、マングローブの伐採などによる河川汽水域の環境改変。 
原  記  載 ： Mohr, E., 1926. Die Gattung Zenarchopterus Gill. Zoologische Jahrbücher, Abteilung für Systematik, 

Geographie und Biologie der Tiere (Jena), 52: 231–266. 
参 考 文 献 ： 瀬能 宏, 2015. コモチサヨリ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物

－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 349. 
 
執 筆 者 名 ： 立原一憲 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ナンヨウチヌ 
分    類 ： スズキ目 タイ科 
学    名 ： Acanthopagrus pacificus Iwatsuki, Kume and Yoshino, 2010  
方  言  名 ： チン（混称） 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形     態： 体長 35 cm。背鰭鰭条数は11棘 10～11軟条、側線上方の背鰭棘条中央部下方の横列鱗数は3.5で

ある。体長は体高の2.1～2.2倍、側線鱗数は42～46である。生時の体色は、背部が黒色、体側か
ら腹部が黒くくすんだ銀白色を呈す。腹鰭と臀鰭は、暗灰色である。 

近似種との区別 ： 背鰭棘中央部下方の横列鱗数と腹鰭および臀鰭の色彩から識別可能。  
分 布 の 概 要 ： 台湾、香港、海南島、ベトナム、シンガポール、マレーシア、フィリピン、ジャワ島、ロンボク島、

パプアニューギニア、オーストラリアに分布。日本では、西表島と石垣島に生息。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 西表島と石垣島ではミナミクロダイと同所的に生息している。石垣島では稀で、

分布の中心は西表島である。  
生 態 的 特 徴 ： 寿命は15～18歳であり、産卵期は12～4月の比較的長期にわたる。雄性先熟の性転換を行い、約8

歳で50％の個体が雌に変わる。基本的に河川の汽水域から淡水域下端に生息し、産卵期に海に降り
る。 

生息地の条件  ： 西表島のマングローブ湿地の発達した河川に生息する。 
現在の生息状況 ： 西表島でもすべての河川に生息しているわけではない。 
学術的意義・評価 ： 八重山諸島が分布北限にあたり、生物地理学的に興味深い。また、本種は生息場所の中心が河川に

あり、他のクロダイ属と繁殖戦略が異なる可能性がある。 
生存に対する脅威 ： 産卵期に定置網で漁獲され、同時に遊漁による漁獲圧にさらされている。架橋の架け替え、道路工

事、リゾート開発などにより、河川汽水域の環境が悪化している場所が多い。 
特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 



<魚類> 

286 
 

原  記  載 ： Iwatsuki, Y., M. Kume and T. Yoshino, 2010. A New Species, Acanthopagrus pacificus from the Western 
Pacific (Pisces, Sparidae). Bulletine of the National Museum of Nature and Science, Series A (Zoology), 
1202: 1–19. 

参 考 文 献 ： 林 公義・萩原清司, 2013. ナンヨウチヌ. “日本産魚類検索 全種の同定 第三版”, 中坊徹次 
(編), 東海大学出版会, 秦野, 956. 

 
執 筆 者 名 ： 立原一憲 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ジャノメハゼ 
分    類 ： スズキ目 カワアナゴ科 
学    名 ： Bostrychus sinensis Lacepède, 1801 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠB類 (EN) 
 

鱗が細かく、体表にはぬめりがある。尾鰭基底上部に黒斑を持つ。最大体長は約15 cm。インド・西太平洋に広く分
布し、沖縄県内では沖縄島、宮古島、伊良部島、石垣島、西表島から知られる。国内では他に奄美大島に分布する。
河川汽水域のマングローブ林内やその周辺に生息する。日中はヒルギ類の支柱根周辺や木や岩の下などに潜み、夜間
に表に出て、カニ等を捕食する。仔魚は海で20日ほどの浮遊期を過ごし、体長5～6 mmで河川に加入し着底する。特
に沖縄島では生息環境が減少し、個体数は少ない。汽水域の環境改変が脅威となる。 

 
特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Lacepède, B. G. E., 1801. Histoire naturelle des poisons, 3: i–lxvi + 1–558, Pls.1–34. 
参 考 文 献 ： 立原一憲, 2015. ジャノメハゼ. “レッドデータブック2014 －日本の絶滅のおそれのある野生生

物－ 4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 224–225. 
 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

和    名 ： ホシマダラハゼ 
分    類 ： スズキ目 カワアナゴ科 
学    名 ： Ophiocara porocephala (Valenciennes, 1837) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 

頭部は縦扁し、両眼は広く離れる。体はずんぐりして、鱗が大きい。黒褐色で、稚魚は体側に2白色横帯、体長15 cm
ほどの個体は多数の青白い斑点を持つが、大型個体ではそれらの模様は不明瞭となる。最大体長は約30 cm。インド
洋西部から西太平洋まで広く分布し、沖縄県内では沖縄島、久米島、宮古島、石垣島、西表島、与那国島から知られ
る。国内では他に種子島と奄美大島から記録がある。河川汽水域のマングローブ周辺等、隠れ家となる植物や石組み
などが多い場所に住み、日中はそこに潜んでいることが多い。仔魚は海で浮遊期を過ごし、体長5～6 mmで河川に加
入し着底する。汽水域の環境が単調になると生息できなくなると考えられる。釣りの対象として人気があり、特に沖
縄島では個体数が多くないため、注意が必要である。 

 
特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Cuvier, G. and A. Valenciennes, 1837. Histoire naturelle des poisons, 12. Levrault, Paris. 
参 考 文 献 ： 立原一憲, 2015. ホシマダラハゼ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生

物－ 4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 304–305. 
 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ミナミハゼ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Awaous ocellaris (Broussonet, 1782) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 

吻は長く、上唇が厚い。第1背鰭に黒色斑を持つこと、頬に鱗を持つことなどにより近似のクロミナミハゼと識別さ
れるが、クロミナミハゼも小型個体は第1背鰭に黒色斑を持つことがあり、誤同定が多いようである。太平洋各地に
広く分布し、沖縄県内では沖縄島、石垣島、西表島、与那国島から知られる。河川淡水域下流部の砂底の淵に生息し、
驚くと砂に潜る。両側回遊性と考えられる。沖縄島ではクロミナミハゼと比べて個体数が少ない。本種生息地では浚
渫により自然な河川形態が失われることが多く、本種の生息に大きな影響を与えている。また西表島では観光客増加
の影響を受けている。 
 

特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Broussonet, P. M. A., 1782. Ichthyologiae, sistens piscium descriptiones et icones. Decas I. London. 
参 考 文 献 ： 鈴木寿之・瀬能 宏, 2004. 西表島の陸水性魚類に迫る絶滅の危機. 魚類学雑誌, 51: 72–74. 

Watson, R. E., 1992. A review of the gobiid fish genus Awaous from insular streams of the Pacific Plate. 
Ichthyological Exploration of Freshwaters, 3: 161–176. 

執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
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和    名 ： ヒラヨシノボリ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Rhinogobius sp. DL 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

頭部は縦扁し、雄の吻は伸長する。眼の前縁から吻端に向けて著しく太い赤褐色線を持ち、胸鰭基底上部に暗色縦斑
を持つ（近似のクロヨシノボリは胸鰭基底に暗色横斑を持つ）。琉球列島の固有種で、沖縄県内では沖縄島、石垣島、
西表島、県外では種子島、屋久島、奄美大島に分布する。両側回遊性と考えられるが、各島の個体群間における遺伝
的交流は乏しいことが示唆されている。河川上流の渓流域に生息し、流れの速い瀬や淵頭に住む。同属他種と比べて、
生息河川数が少なく、また河川内の生息区間も短い。沖縄島では生息地が局限され、特にダム建設の影響を受け、個
体数は激減したと考えられる。学名は付けられていないが、一般に Rhinogobius sp. DLと呼ばれている。 

 
参 考 文 献 ： 高木基裕・久門伸司・大原健一・関 伸吾・米澤俊彦・大迫尚晴・鈴木寿之, 2015. 琉球弧広域に

生息するヒラヨシノボリの集団構造解析. 日本生物地理学会会報, 70: 123–130. 
 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ニセツムギハゼ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Acentrogobius audax Smith, 1959 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT)  
 

眼の前縁から斜め前方に黒色帯を持ち、主鰓蓋部から第1背鰭起部にかけて同じく斜めの黒色帯を持つ。雌の腹部側
面には数本の細い黒色線がある。背鰭前方鱗を持つことなどにより近似のセイタカスジハゼと識別される。インド洋
西部から西太平洋まで広く分布し、沖縄県内では沖縄島、宮古島、石垣島、西表島から知られる。国内では他に屋久
島から記録がある。河川汽水域や内湾湾奥の開けた水域の泥底や砂泥底に生息する。仔魚は海で浮遊期を過ごすと考
えられる。個体数は少ない。汽水域周辺の開発により生息環境が減少している。 

 
特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Smith, J. L. B., 1959. Gobioid fishes of the families Gobiidae, Periophthalmidae, Trypauchenidae, 

Taenioididae and Kraemeriidae of the western Indian Ocean. Ichthyological Bulletin, Department of 
Ichthyology, Rhodes University, 13: 185–225, Pls.9–13. 

参 考 文 献 ： 鈴木寿之, 2015. ニセツムギハゼ. “レッドデータブック2014 －日本の絶滅のおそれのある野生
生物－ 4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 357. 

 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ホホグロスジハゼ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Acentrogobius suluensis (Herre, 1927) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT)  
 

雄の第1背鰭第1～3棘は糸状に伸長する。体側に2暗色縦帯を持ち、その間に4個の黒色斑がある。主鰓蓋部と第2
背鰭棘先端に黒色斑がある。西太平洋に広く分布し、国内では屋久島を北限とする琉球列島に分布する。沖縄県内で
は沖縄島、久米島、宮古島、石垣島、西表島で記録がある。河川汽水域や内湾湾奥の水深1～2 mの泥底や砂泥底に生
息する。仔魚は海で浮遊期を過ごすと考えられる。個体数は少ない。汽水域周辺の開発により生息環境が減少してい
る。 

 
原  記  載 ： Herre, A. W. C. T., 1927. Gobies of the Philippines and the China Sea. The Philippine Bureau of Science 

Monographic Publications on Fishes, 23: 1–352 + Pls. 1–30. 
参 考 文 献 ： 鈴木寿之, 2015. ホホグロスジハゼ. “レッドデータブック2014 －日本の絶滅のおそれのある野

生生物－ 4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 358. 
 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： フタスジノボリハゼ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Amoya moloanus (Herre, 1927) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 

体はやや細長く、少し側扁する。吻端は丸い。第1背鰭第2棘は糸状に伸長する（個体によっては第3棘も伸長する）。
体側中央に沿って約9個の赤色で縁取られた青紫色に輝く斑紋が並び、黒色縦帯がそれらをつなぐ。眼の下に黒色垂
線がある。アンダマン海と西太平洋に広く分布し、国内では沖縄県の沖縄島、久米島、石垣島、西表島に分布する。
河川汽水域のマングローブ周辺の軟泥底に生息する。干潮時は穴の中に潜む。仔魚は海で浮遊期を過ごすと考えられ
る。汽水域周辺の開発により、生息に適した軟泥底の環境は減少している。 
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原  記  載 ： Herre, A. W. C. T., 1927. Gobies of the Philippines and the China Sea. The Philippine Bureau of Science 

Monographic Publications on Fishes, 23: 1–352 + Pls.1–30. 
参 考 文 献 ： 鈴木寿之・渋川浩一・矢野維幾, 2004. 決定版日本のハゼ. 平凡社, 東京. 
 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

 6 ) 情報不足(DD) 

 

 
和    名 ： ニューギニアウナギ 
分    類 ： ウナギ目 ウナギ科 
学    名 ： Anguilla bicolor pacifica Schmidt, 1928 
方  言  名 ： ウナジー（混称） 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 情報不足 (DD) 
 

体長 70 cm。体は細長く、背部が一様に暗色、腹部が白色で、斑紋を欠く。背鰭起部が肛門の直上に位置する。スラ
ウェシ、ニューギニア、フィリピン、台湾などに分布。日本では、レプトセファルスやシラスウナギ期のものが鹿児
島県屋久島以南で採集されているが、成魚は八重山諸島のみ。生息場所は、湿地や休耕田などである。これらの場所
の開発は、生息を脅かす要因となる。日本における生活史の基礎的情報はない。 
 

特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Near Threatened (NT)。 
原  記  載 ： Schmidt, J., 1928. The fresh-water eels of Australia. With some remarks on the short-finned species of 

Anguilla. Records of the Australian Museum, 16: 179–210. 
参 考 文 献 ： Shmidt, J., 1928. The fresh-water eels of Australia. With some remarks on the short-finned species of Anguilla. 

Records of the Australian Museum, 16: 179–210. 
Yamamoto, T., N. Mochioka and A. Nakazono, 2000. Occurrence of the third Anguilla species, Anguilla 

bicolor pacifica glass-eels, from Japan. Suisanzoshoku, 48: 579–580. 
揖 善継，2015. ニューギニアウナギ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野
生生物－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 361. 

 
執 筆 者 名 ： 立原一憲 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ハクテンウミヘビ 
分    類 ： ウナギ目 ウミヘビ科 
学    名 ： Lamnostoma polyophthalmum (Bleeker, 1853) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 

全長30 cm。体は、細長く円筒状、背鰭と臀鰭があり、肛門が体の中央部に位置する。側線に沿って小白色斑が並び、
背鰭起部が鰓孔より後方に始まり、体断面が円形である。台湾、フィリピン、マリアナ諸島、インドネシア、ニュー
ギニア、フィジー、サモア、タヒチ、南アフリカに分布。日本では沖縄島から知られている。河川の河口域に生息す
るが、生活史は未解明。 
 

原  記  載 ： Bleeker, P., 1853. Diagnostische beschrijvingen van nieuwe of weinig bekende vischsoorten van Sumatra. 
Tiental V–X. Natuurkundig Tijdschrift voor Nederlandsch Indië, 4: 243–302. 

参 考 文 献 ： 波戸岡清峰, 2013. ハクテンウミヘビ. “日本産魚類検索 全種の同定 第三版”, 中坊徹次 (編), 
東海大学出版会, 秦野, 269. 

 
執 筆 者 名 ： 立原一憲 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： アンピンボラ 
分    類 ： ボラ目 ボラ科 
学    名 ： Chelon subviridis (Valenciennes, 1836) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)        環境省カテゴリー： 情報不足 (DD) 
 

体長 20 cm。主鰓蓋骨は口角後方に延長し、口を閉じるとその後端が露出する。眼に脂瞼が発達達し、胸鰭基部は一
様に銀色。東部太平洋から西太平洋の熱帯域に分布し、日本では、奄美大島、沖縄島、宮古島、石垣島、西表島から
報告されている。主に河川汽水域に生息するが、個体数はきわめて少ない。 

 
特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Cuvier, G. and A. Valenciennes, 1836. Histoire naturelle des poissons, 11. Levrault, Paris. 
参 考 文 献 ： 瀬能 宏, 2015. アンピンボラ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物

－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 363. 
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執 筆 者 名 ： 立原一憲 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： モンナシボラ 
分    類 ： ボラ目 ボラ科 
学    名 ： Moolgarda engeli (Bleeker, 1858) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)        環境省カテゴリー： 情報不足 (DD) 
 

体長 11 cm。主上顎骨は、口角後方へ延長し、口を閉じるとその後端が溝の中に収容され、露出しない。脂瞼が発達
し、頭部背面の鱗は前鼻孔より前に達する。胸鰭基底に斑紋を欠く。インド洋から西・中央太平洋の熱帯域に分布し、
日本では瀬戸内海、沖縄島、伊良部島、石垣島、西表島から報告されている。日本からの報告は、いずれの場所も少
数である。 

 
原  記  載 ： Bleeker, P., 1858. Conspectus specierum Mugilis Archipelagi indici analyticus. Natuurkundig Tijdschrift voor 

Nederlandsch Indië, 16: 275–280. 
参 考 文 献 ： 瀬能 宏, 2015. モンナシボラ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物

－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 365. 
 
執 筆 者 名 ： 立原一憲 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ネッタイイソイワシ 
分    類 ： トウゴロウイワシ目 トウゴロウイワシ科 
学    名 ： Atherinomorus duodecimalis (Valenciennes, 1935)  
方  言  名 ： ハダラ(総称) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 情報不足 (DD) 
 

体長7 cm。体は細長く伸長、やや側扁し、頭部が大きい。口はやや上方に向き、上顎末端が目の前縁に至る。生時の
体色は、背部が黄緑褐色、腹部と体側が銀色を呈す。スリランカ、タイ、フィリピン、インドネシア、ニューギニア、
ニューカレドニアなどに分布し、日本では八重山諸島から記録がある。穏やかなマングローブの汽水域に生息するが、
その生活史は未解明である。 

 
特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Cuvier, G. and A. Valenciennes, 1835. Histoire naturelle des poissons, 10. Levrault, Paris. 
参 考 文 献 ： Kimura, S., Y. Iwatsuki and T. Yoshino, 2001. Redescription of the Indo-West Pacific atherinid fishes, 

Atherinomorus endrachtensis (Quory and Gaimard, 1825) and A. duodecimalis (Valenciennes in Cuvier and 
Valenciennes, 1935). Ichthyological Research, 48: 167–177. 

立原一憲, 2015. ネッタイイソイワシ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野
生生物－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 365. 

 
執 筆 者 名 ： 立原一憲 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ミナミギンイソイワシ 
分    類 ： トウゴロウイワシ目 トウゴロウイワシ科 
学    名 ： Hypoatherina temminckii (Bleeker, 1854) 
方  言  名 ： ハダラ(総称) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 情報不足 (DD) 
 

体長9 cm。体は体高が低く、腹鰭から尾柄にかけて徐々に細くなる。下顎歯列後端の後方の突起が大きい。成魚の肛
門は、腹鰭先端より後方に位置する。インド洋から西・中央太平洋の熱帯域に分布し、日本では奄美大島、沖縄島、
西表島の内湾や河口から記録されている。いずれも個体数は少ない。 

 
特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Bleeker, P., 1854. Nieuwe tientallen diagnostische beschrijvingen van nieuwe of weinig bekende vischsoorten 

van Sumatra. Natuurkundig Tijdschrift voor Nederlandsch Indië, 5: 495–534. 
参 考 文 献 ： 瀬能 宏, 2015. ミナミギンイソイワシ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある

野生生物－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 366. 
 
執 筆 者 名 ： 立原一憲 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ナンヨウタカサゴイシモチ 
分    類 ： スズキ目 タカサゴイシモチ科 
学    名 ： Ambassis interrupta Bleeker, 1853 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 情報不足 (DD) 
 

体長9 cm。他のタカサゴイシモチ属魚類に比べ、体高が高く、側線が中断する。インド洋、オーストラリア、インド
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ネシア、台湾からバヌアツに至る西太平洋。日本では奄美大島、沖縄島、石垣島、西表島、与那国島から記録。マン
グローブ湿地が発達する河川の汽水域に群れて生息。個体数はきわめて少ない。 
 

特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Bleeker, P., 1853. Diagnostische beschrijvingen van nieuwe of weinig bekende vischsoorten van Batavia. 

Tiental I–VI. Natuurkd. Tijdschr. Neder. -Indië, 4: 451–516. 
参 考 文 献 ： 瀬能 宏, 2015. ナンヨウタカサゴイシモチ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれの

ある野生生物－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 
366. 

 
執 筆 者 名 ： 立原一憲 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ハナダカタカサゴイシモチ 
分    類 ： スズキ目 タカサゴイシモチ科 
学    名 ： Ambassis macracanthus Bleeker, 1849 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 情報不足 (DD) 
 

体長 10 cm。体高がやや高く、前鰓蓋骨下縁は鋸歯状。東インド洋、インドネシア、フィリピンからトンガにかけて
の西太平洋に分布。日本では、西表島のみから記録。河川の感潮域に生息するが、個体数はきわめて少ない。 

 
特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Data Deficient (DD)。 
原  記  載 ： Bleeker, P., 1849. Bijdrage tot de kennis der Percoïden van den Malayo-Molukschen Archipel, met 

beschrijving van 22 niuwe soorten. Verhandelingen van het Bataviaasch Genootschap van Kunsten en 
Wetenschappen, 22: 1–64. 

参 考 文 献 ： 瀬能 宏, 2015. ハナダカタカサゴイシモチ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれの
ある野生生物－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 
367. 

 
執 筆 者 名 ： 立原一憲 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ワキイシモチ 
分    類 ： スズキ目 テンジクダイ科 
学    名 ： Fibramia lateralis (Valenciennes, 1832) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 情報不足 (DD) 
 

体長8 cm。体は楕円形で側扁し、尾柄後方に小さな1黒色斑を有す。台湾、インドネシア、パラオ、サモア、フィリ
ピン、フィジー、パプアニューギニアなどに分布する。日本では、西表島のみから知られる。波の穏やかな内湾の汽
水域やマングローブ水域に生息する。 

 
原  記  載 ： Valenciennes, A., 1832. Descriptions de plusieurs espèces nouvelles de poissons du genre Apogon. Nouvelles 

Annales du Muséum d'Histoire Naturelle (Paris), 1: 51–59, Pl. 4. 
参 考 文 献 ： 立原一憲, 2015. ワキイシモチ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物

－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 368. 
 
執 筆 者 名 ： 立原一憲 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ヒルギヌメリテンジクダイ 
分    類 ： スズキ目 テンジクダイ科 
学    名 ： Pseudamia amblyuroptera (Bleeker, 1856) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 情報不足 (DD) 
 

体長6 cm。体は細長く側扁。吻端が突出し、前鼻孔に皮弁がある。生時の体色は灰色で、黒色色素胞が散在し、尾鰭
基底に1黒色斑がある。シンガポール、ボルネオ、フィリピン、パプアニューギニアに分布し、日本では西表島から
知られている。個体数はきわめて少ない。 

 
原  記  載 ： Bleeker, P., 1856. Bijdrage tot de kennis der ichthyologischefauna van het Eiland Boere. Natuurkundig 

Tijdschrift voor Nederlandsche-Indië, 11: 383–414. 
参 考 文 献 ： 立原一憲, 2015. ヒルギヌメリテンジクダイ, “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれの

ある野生生物－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 
368. 

 
執 筆 者 名 ： 立原一憲 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ダイダイコショウダイ 
分    類 ： スズキ目 イサキ科 
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学    名 ： Plectorhinchus albovittatus (Rüppell, 1838) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 情報不足 (DD) 
 

体長100 cm。体は、楕円形で側扁する。体色の地色は橙色で、成魚は、顕著な縦帯や斜帯を欠き、胸鰭、腹鰭、臀鰭
が暗色であるのに対し、幼魚は体側に明瞭な2黒色縦帯を有す。フィリピン、パラオ、グアム、黄海、南アフリカな
どに分布する。日本では西表島に生息するほか、千葉県で稚魚が記録されている。マングローブの発達した汽水域の
桟橋や倒木の陰に潜む。 

 
原  記  載 ： Rüppell, W. P. E. S., 1838. Neue Wirbelthiere zu der Fauna von Abyssinien gehörig. Fische des Rothen 

Meeres. Siegmund Schmerber, Frankfurt am Main. 
参 考 文 献 ： 瀬能 宏, 1991. 日本初記録のダイダイコショウダイ（新称）, I. O. P. Diving News, 2(10): 2–3. 

立原一憲, 2015. ダイダイコショウダイ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある
野生生物－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 369. 

 
執 筆 者 名 ： 立原一憲 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ゴマクモギンポ 
分    類 ： スズキ目 イソギンポ科 
学    名 ： Omobranchus elongatus (Peters, 1855) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 情報不足 (DD) 
 

体長5 cm。左右の鰓膜は、峡部を横断して連続しない。生時の体色は、眼の直後に顕著な斑紋を欠き、頭部腹面に暗
色の小斑点が散在する。インド洋から西太平洋の熱帯海域に分布し、日本では西表島からのみ記録されている。河口
付近の岩に付着した牡蠣殻に潜む。架橋の架け替えやリゾート開発などにより、生息地の環境悪化が懸念されている。
生活史は未解明である。 

 
特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Peters, W., 1855. Übersicht der in Mossambique beobachten Seefische. Bericht über die zur Bekanntmachung 

geeigneten Verhandlungen der Königlichen Preussischen Akademie der Wissenschaften zu Berlin, 1855: 
428–466. 

参 考 文 献 ： 藍沢正宏・瀬能 宏, 1992. 日本初記録のゴマクモギンポ（新称）. I. O. P. Diving News, 3(7): 
2–3. 

瀬能 宏, 2015. ゴマクモギンポ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生
物－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 369. 

 
執 筆 者 名 ： 立原一憲 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ナリタイトヒキヌメリ 
分    類 ： スズキ目 ネズッポ科 
学    名 ： Pseudocalliurichthys ikedai Nakabo, Senou and Aizawa, 1998. 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 情報不足 (DD) 
 

体長約2 cm。小型かつ隠蔽的な体色をしている。口が前方に突出し、眼上に1対の皮弁があるが、鰓蓋部は皮弁状に
ならない。前鰓蓋骨棘は槍状で、1前向棘と3内向棘がある。体側下部の皮槢、尾柄背部の側線を結ぶ連結枝、胸鰭
後縁の欠刻を欠く。西表島の内湾と河口干潟から2標本が得られているのみ。 

 
原  記  載 ： Nakabo, T., H. Senou and M. Aizawa, 1998. New species of Pseudocalliurichthys (Teleostei: Callionymidae) 

from Iriomote Island, Japan. Copeia, 1998(2): 451–455. 
参 考 文 献 ： 瀬能 宏, 2015. ナリタイトヒキヌメリ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある

野生生物－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 370. 
 
執 筆 者 名 ： 立原一憲 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： エリトゲハゼ 
分    類 ： スズキ目 カワアナゴ科 
学    名 ： Belobranchus belobranchus (Valenciennes, 1837) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 情報不足 (DD) 
 

体は円筒形でやや細長く、胸鰭上部に遊離軟条がある。体は暗褐色で、眼の下から後方に約4本の放射状の赤褐色線
がある。西太平洋に広く分布し、沖縄県内では沖縄島、石垣島、西表島で見つかっている。国内では他に記録はない。
河川淡水域中流部の瀬または流れのある淵に生息する。両側回遊性と考えられる。沖縄県内では非常に稀であり、複
数個体が同時に見つかった例はない。熱帯域からの仔魚の分散による偶発的な出現と考えられるが、淡水域中流部で
は浚渫や河川改修工事が頻繁に行われ、本種の定着を妨げている可能性がある。 

 
特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Data Deficient (DD)。 
原  記  載 ： Cuvier, G. and A. Valenciennes, 1837. Histoire naturelle des poisons, 12. Levrault, Paris. 
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参 考 文 献 ： 鈴木寿之, 2015. エリトゲハゼ. “レッドデータブック2014 －日本の絶滅のおそれのある野生生
物－ 4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課 (編), ぎょうせい, 東京, 370. 

 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ヒノコロモボウズハゼ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Sicyopus auxilimentus Watson and Kottelat, 1994 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 情報不足 (DD) 
 

体は細長く、吻端は丸い。躯幹部体側の鱗はまばらに分布する。雄の第1背鰭は伸長し、先端が尖る。雄は灰褐色で、
婚姻色の個体は尾部が赤く、肛門周辺の体側が黒くなる。雌は全身淡い褐色。フィリピンとインドネシアに分布し、
沖縄県内では沖縄島、他に国内では奄美大島で見つかっている。河川淡水域中流部の瀬周辺に生息する。両側回遊性
と考えられる。沖縄県内では稀であり、複数個体が同時に見られた例もあるが、再生産の有無は不明。熱帯域からの
仔魚の分散による偶発的な出現と考えられる。淡水域中流部では浚渫や河川改修工事が頻繁に行われ、本種の定着を
妨げている可能性がある。 

 
特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Vulnerable (VU)。 
原  記  載 ： Watson, R. E. and M. Kottelat, 1994. Lentipes whittenorum and Sicyopus auxilimentus, two new species of 

freshwater gobies from the western Pacific (Teleostei: Gobiidae: Sicydiinae). Ichthyological Exploration of 
Freshwaters, 5: 351–364. 

参 考 文 献 ： Keith, P., C. Lord and K. Maeda, 2015. Indo-Pacific Sicydiine gobies: Biodiversity, life traits and conservation. 
Société Française d’Ichtyologie, Paris. 

 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： トラフボウズハゼ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Stiphodon multisquamus Wu and Ni, 1986 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 

体は細長く、吻端は丸い。雄の第1背鰭は伸長する。背鰭前方の背面の鱗は細かく、雄では雌より鱗の数が少ない。
雌雄とも体側に9～11本の暗色横帯があり、後頭部と項部に2または3本の明瞭な乳白色の横帯を持つ。胸鰭鰭条に
沿って細かい黒色点が並ぶ。最大体長は6 cmを超える。中国南部、ベトナム、マレーシア、琉球列島に分布するが、
ベトナム以外では個体数が少ない。河川淡水域中流部の淵に生息する。両側回遊性と考えられる。沖縄県内では沖縄
島で見つかっているが、稀である。複数個体が同時に見られた例もあるが、再生産の有無は不明。淡水域中流部では
浚渫や河川改修工事が頻繁に行われ、本種の定着を妨げている可能性がある。 

 
原  記  載 ： Wu, H.-L. and Y. Ni, 1986. Gobioidei. “The freshwater and estuaries fishes of Hainan Island”, Guangdong 

Science and Technology Press, Guangzhou, China, 259–314. 
参 考 文 献 ： Maeda, K., H. D. Tran and H. H. Tan, 2015. Discovery of a substantial continental population of the subfamily 

Sicydiinae (Gobioidei: Gobiidae) from Vietnam: Taxonomic revision of the genus Stiphodon from the 
western South China Sea. Raffles Bulletin of Zoology, 63: 246–258. 

 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ニライカナイボウズハゼ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Stiphodon niraikanaiensis Maeda, 2013 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 

雄の第1背鰭は伸長する。婚姻色の雄は、体側後半部の腹側と第1および第2背鰭、尾鰭が橙色を呈し、第2背鰭と
尾鰭の上部に明瞭な黒色帯を持つ。雌は、体側に11～12本のやや不明瞭な暗色横帯があり、体側中央の黒色縦帯と交
差する。第1背鰭、第2背鰭、尾鰭、胸鰭の鰭条に沿って多数の黒点がある。河川淡水域中流部の主に平瀬に生息す
る。両側回遊性と考えられる。本種は2013年に新種記載されたばかりで、沖縄島以外からは報告がない。しかし、沖
縄島においても、4河川からわずかな個体数が見つかったのみで、継続した生息は確認されていない。熱帯域に未知
の生息地があり、そこから偶発的に加入した可能性が示唆される。本種が見つかった河川では浚渫や改修工事が頻繁
に行われ、本種の定着を妨げている可能性がある。 

 
原  記  載 ： Maeda, K., 2014. Stiphodon niraikanaiensis, a new species of sicydiine goby from Okinawa Island (Gobiidae: 

Sicydiinae). Ichthyological Research, 61: 99–107. (Published online in 2013) 
参 考 文 献 ： Keith, P., C. Lord and K. Maeda, 2015. Indo-Pacific Sicydiine gobies: Biodiversity, life traits and conservation. 

Société Française d’Ichtyologie, Paris. 
 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
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和    名 ： ドウケハゼ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Stenogobius ophthalmoporus (Bleeker, 1854) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 情報不足 (DD) 
 

体は側扁し、吻は丸い。眼下に下端が細い黒色垂線がある。体側に三日月形の黒色横帯が並び、尾鰭上部に細かい黒
色点列がある。同属のタネカワハゼに似るが、頬に鱗を持つことや上述の模様などにより識別される。台湾、フィリ
ピン、インドネシア、ベトナムに分布し、沖縄県内では沖縄島と石垣島で見つかっている。国内では他に記録はない。
河川淡水域下流部の流れの緩やかな砂底または砂泥底の淵に生息する。両側回遊性と考えられる。沖縄県内では非常
に稀であり、熱帯域からの仔魚の分散による偶発的な出現と考えられる。淡水域下流部では浚渫や河川改修工事が頻
繁に行われ、本種の定着を妨げている可能性がある。 

 
特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Bleeker, P., 1854. Vierde bijdrage tot de kennis der ichthyologische fauna van Amboina. Natuurkundig 

Tijdschrift voor Nederlandsch Indië, 5: 317–352. 
参 考 文 献 ： 鈴木寿之, 2015. ドウケハゼ. “レッドデータブック2014 －日本の絶滅のおそれのある野生生物

－ 4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課 (編), ぎょうせい, 東京, 372. 
 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ヒモハゼ属の 1 種 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Eutaeniichthys sp. 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)        環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT)（ヒモハゼ※） 
                        ※本改訂(沖縄県)はヒモハゼのうち奄美大島以南の個体群を別種として扱った。 

 

体は非常に細長く、吻は丸く前方へ突出し、上唇を覆う。背鰭は2基で、第2背鰭の基底は臀鰭基底と比べ顕著に長
い。沖縄県の石垣島と西表島、鹿児島県の奄美大島に分布する。屋久島から青森県までの日本と朝鮮半島および中国
遼寧省に分布するヒモハゼとは別種と考えられ、研究が進められている。未記載種と考えられる。河川汽水域の干潟
に生息する。生息地は限られるが、生息状況の詳細は不明。 

 
参 考 文 献 ： Mukai, T., T. Suzuki and M. Nishida, 2003. Genetic differentiation of the brackish water goby, Eutaeniichthys 

gilli (Perciformes, Gobiidae), between the Japanese and the Ryukyu Archipelagos. Biogeography, 5: 49–54. 
 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： コクチスナゴハゼ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Pseudogobius gastrospilos (Bleeker, 1853) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)         環境省カテゴリー： 情報不足 (DD) 
 

吻が丸く、前方に突出する。雄の第1背鰭の第2および第3棘が伸長すること、眼下の黒色垂線が斜め後ろに向かう
こと（スナゴハゼではほぼ真下に向かった後、後ろに曲がる）、第1背鰭の先端付近と中央のやや後ろ側に明瞭で大き
な黒色斑があること（スナゴハゼでは中央のやや後ろ側に小さく明瞭な青黒い斑点がある）、尾鰭下部の黒色点列が不
明瞭であること（スナゴハゼでは明瞭）などにより近似のスナゴハゼと区別される。インド・西太平洋に広く分布す
るが、国内では沖縄県の西表島と与那国島でわずかな個体数が見つかっているのみである。河川感潮域の比較的塩分
が低い場所の砂泥底などに生息する。 

 
原  記  載 ： Bleeker, P., 1853. Diagnostische beschrijvingen van nieuwe of weinig bekende vischsoorten van Batavia. 

Tiental I–VI. Natuurkundig Tijdschrift voor Nederlandsch Indië, 4: 451–516. 
参 考 文 献 ： 鈴木寿之, 2015. コクチスナゴハゼ. “レッドデータブック2014 －日本の絶滅のおそれのある野

生生物－ 4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課 (編), ぎょうせい, 東京, 374. 
 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ムジナハゼ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Mugilogobius mertoni (Weber, 1911) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)         環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 

頭部はやや縦扁し、両眼は広く離れる。吻は丸い。雄の第1背鰭第1棘は糸状に伸長する。体は褐色で、眼の後方下
部と頬の下部に暗色縦帯がある。第1背鰭の後部に黒色斑がある。インド・西太平洋に分布し、沖縄県内では沖縄島
の1河川、石垣島の1河川、西表島の2河川で見つかっている。国内で他に記録はない。河川汽水域のマングローブ
周辺に住むが、いずれの河川においても生息環境はごく狭い範囲に限られ、また個体数は非常に少ない。生息状況に
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は不明な点が多い。汽水域周辺の開発により生息地の消失が危惧される。 
 
特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Weber, M., 1911. Die Fische der Aru- und Kei-Inseln. Ein Beitrag zur Zoolographie dieser Inseln. 

Abhandlungen der Senckenbergischen Naturforschenden Gesellschaft Frankfurt-a.-M., 34 (1): 1–49, 
Pls.1–2. 

参 考 文 献 ： 大迫尚晴, 2015. ムジナハゼ. “レッドデータブック2014 －日本の絶滅のおそれのある野生生物
－ 4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課 (編), ぎょうせい, 東京, 332–333. 

 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： フタホシハゼ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Mugilogobius fuscus (Herre, 1940) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 情報不足 (DD) 
 

頭部はやや縦扁し、両眼は広く離れる。吻は丸い。頭部と体は黒褐色で、尾鰭基底の上部と下部に各1個の黒色斑が
ある。インド・西太平洋に分布し、沖縄県内では石垣島と西表島で見つかっている。国内で他に記録はない。河川汽
水域に生息するが、生息状況の詳細は不明。個体数は非常に少ない。 

 
原  記  載 ： Herre, A. W. C. T., 1940. Notes on fishes in the Zoölogical Museum of Stanford University, VII. New and rare 

Philippine gobies from the Herre 1936-1937 Oriental expedition, and in the collections of the Bureau of 
Science. Philippine Journal of Science, 72(4): 357–369, Pls.1–6. 

参 考 文 献 ： 鈴木寿之, 2015. フタホシハゼ. “レッドデータブック2014 －日本の絶滅のおそれのある野生生
物－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課 (編), ぎょうせい, 東京, 375. 

 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： タスキヒナハゼ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Redigobius balteatus (Herre, 1935)  
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 情報不足 (DD) 
 

第1背鰭からその下の体側にかけて明瞭な黒色横帯があること、また眼から斜め後ろへ延び胸鰭基部下端付近に達す
る黒色縦帯があることにより同属のヒナハゼと識別される。インド・西太平洋に広く分布するが、沖縄県内では西表
島の2河川から3個体が確認されているのみである。河川汽水域の砂泥底にある岩や沈木の周りで見つかっている。
熱帯域からの仔魚の分散による偶発的な出現の可能性が高い。現在沖縄県内に生息するかどうかは不明である。 

 
特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Herre, A. W. C. T., 1935. New fishes obtained by the Crane Pacific expedition. Field Museum of Natural 

History, Publications, Zoölogical Series, 18(12): 383–438. 
参 考 文 献 ： 鈴木寿之, 2015. タスキヒナハゼ. “レッドデータブック2014―日本の絶滅のおそれのある野生生

物―4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課（編）, ぎょうせい, 東京, 374. 
 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： スダレウロハゼ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Glossogobius circumspectus (Macleay, 1883) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 

頭部は縦扁し、体は円筒形。頬に多数の横列孔器がある。西太平洋に広く分布し、沖縄県内では沖縄島、石垣島、西
表島、与那国島、国内では他に屋久島と奄美大島で見つかっている。河川汽水域のマングローブ周辺の泥底や砂泥底
の斜面に見られるが、個体数は少ない。生息状況の詳細は不明。 

 
原  記  載 ： Macleay, W., 1883. Contribution to a knowledge of the fishes of New Guinea, No. 4. Proceedings of the 

Linnean Society of New South Wales, 8(2): 252–280. 
参 考 文 献 ： 大迫尚晴, 2015. スダレウロハゼ. “レッドデータブック2014 －日本の絶滅のおそれのある野生

生物－4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課 (編), ぎょうせい, 東京, 354. 
 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

和    名 ： フタゴハゼ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Glossogobius sp. 
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カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 情報不足 (DD) 
 

頭部は縦扁し、体は円筒形。頬に複列の縦列孔器がある。眼の下に斜め前と斜め後ろに向かう暗色斑があり、八の字
状になる。西太平洋に分布し、沖縄県内では西表島、国内では他に奄美大島で見つかっている。河川の汽水域から淡
水域に生息する。沖縄県内における確認例は少なく、生息状況の詳細は不明。 

 
原  記  載 ： 学名未確定。 
参 考 文 献 ： 米沢俊彦, 2015. フタゴハゼ. “レッドデータブック2014 －日本の絶滅のおそれのある野生生物

－ 4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課 (編), ぎょうせい, 東京, 373. 
 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ホクロハゼ 
分    類 ： スズキ目 ハゼ科 
学    名 ： Acentrogobius caninus (Valenciennes, 1837) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 

体はやや側扁する。体は暗褐色で、頭部から尾柄に至る体側に緑色または青色に輝く小さな点が散在する。胸鰭基部
の上方に大きく明瞭な青黒い斑紋を持つ。インド・西太平洋に分布し、沖縄県内では沖縄島、国内では他に奄美大島
で見つかっている。汽水域および内湾の軟泥底に生息する。沖縄島における確認例はわずかであり、現在の生息状況
は不明である。 

 
特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Cuvier, G. and A. Valenciennes, 1837. Histoire naturelle des poisons, 12. Levrault, Paris. 
参 考 文 献 ： 吉郷英範・吉野哲夫, 1999. 琉球列島で採集されたApogon lateralis（テンジクダイ科）と

Acentrogobius caninus（ハゼ科）. I. O. P. Diving News, 10(9): 4–7. 
 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： クマノコハゼ 
分    類 ： スズキ 目ハゼ科 
学    名 ： Dotsugobius bleekeri (Popta, 1921) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 

体は太短く、やや側扁する。頭部は鱗を欠く。体は黒褐色で、体側に6～7本の乳白色の横帯がある。体長は最大で約
3 cm。インド・西太平洋に分布し、沖縄県内では沖縄島、西表島、与那国島で見つかっている。国内で他に記録はな
い。河川感潮域上流部に生息し、単独で岩の上に乗って、その表面を滑るように移動するところが観察される。生息
状況の詳細は不明である。 

 
原  記  載 ： Popta, C. M. L., 1921. Dritte Fortsetzung der Beschreibung von neuen Fischarten der Sunda-Expedition. 

Zoologische Mededelingen (Leiden), 6: 203–214. 
参 考 文 献 ： Shibukawa, K., T. Suzuki and H. Senou, 2014. Dotsugobius, a New Genus for Lophogobius bleekeri Popta, 

1921 (Actinopterygii, Gobioidei, Gobiidae), with Re-description of the Species. Bulletin of the National 
Museum of Nature and Science, Series A, Zoology, 40(3): 141–160. 

 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

和    名 ： ナミノコハゼ 
分    類 ： スズキ目 スナハゼ科 
学    名 ： Gobitrichinotus radiocularis Fowler, 1943 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)        環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 

体は細長い。下顎の先端が尖り、著しく前方に突出する。眼は小さく、頭部背面に位置する。背鰭は1基で、5棘 18
軟条。胸鰭は9～10軟条。西太平洋に分布し、沖縄県内では沖縄島、石垣島、西表島で見つかっている。国内で他に
記録はない。河川河口の砂浜に生息する。沖縄県内における確認例はわずかであり、現在の生息状況は不明である。 

 
特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Fowler, H. W., 1943. Contributions to the biology of the Philippine Archipelago and adjacent regions. 

Descriptions and figures of new fishes obtained in Philippine seas and adjacent waters by the United States 
Bureau of Fisheries steamer “Albatross”. Bulletin of the United States National Museum No. 100, 14: 
53–91. 

参 考 文 献 ： 鈴木寿之, 2015. ナミノコハゼ. “レッドデータブック2014 －日本の絶滅のおそれのある野生生
物－ 4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課 (編), ぎょうせい, 東京, 360. 

 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
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和    名 ： トンガスナハゼ 
分    類 ： スズキ目 スナハゼ科 
学    名 ： Kraemeria tongaensis Rofen, 1958 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 情報不足 (DD) 
 

体は細長い。下顎の先端が尖り、著しく前方に突出する。眼は小さく、頭部背面に位置する。背鰭は1基で、5棘 14
軟条。胸鰭は8～9軟条。左右の腹鰭は癒合膜でつながる。沖縄県内では石垣島と西表島で見つかっており、他には南
太平洋のトンガ諸島から知られるのみ。河川河口の砂浜に生息し、リュウキュウナミノコハゼと同所的に見つかって
いるが、リュウキュウナミノコハゼと比べ個体数はきわめて少ない。沖縄県内における確認例はわずかであり、現在
の生息状況は不明である。 

 
特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Rofen, R. R., 1958. The marine fishes of Rennell Island. The Natural History of Rennell Island, British 

Solomon Islands, 1(10): 149–218, Pls.1–11. 
参 考 文 献 ： 鈴木寿之, 2015. トンガスナハゼ. “レッドデータブック2014 －日本の絶滅のおそれのある野生

生物－ 4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課 (編), ぎょうせい, 東京, 376. 
 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： マイコハゼ 
分    類 ： スズキ目 スナハゼ科 
学    名 ： Parioglossus lineatus Rennis and Hoese, 1985 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)        環境省カテゴリー： 情報不足 (DD) 
 

体はやや細長く、側扁する。体は黄褐色で、体側に黒色縦帯、尾鰭基底に黒色横帯がある。西太平洋に分布し、沖縄
県内では西表島で見つかっているが、1河川で2度確認されたのみである。国内で他に記録はない。河川河口に生息
し、満潮時に砂泥底のガレ場の中層を群がりで群泳するところが観察されている。現在の生息状況は不明である。 

 
特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Data Deficient (DD)。 
原  記  載 ： Rennis, D. S. and D. F. Hoese, 1985. A review of the genus Parioglossus, with descriptions of six new species 

(Pisces: Gobioidei). Records of the Australian Museum, 36: 169–201. 
参 考 文 献 ： 鈴木寿之, 2015. マイコハゼ. “レッドデータブック2014 －日本の絶滅のおそれのある野生生物

－ 4 汽水・淡水魚類”, 環境省自然環境局野生生物課 (編), ぎょうせい, 東京, 376. 
 
執 筆 者 名 ： 前田 健 
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３．８ 甲殻類 
 
  今回の見直し（改訂第３版）に掲載される種は以下のとおりである。 
 

  カテゴリー 

分類群 

絶滅 
(EX) 

野生 
絶滅 
(EW) 

絶 滅 危 惧 Ⅰ 類 絶滅危惧

Ⅱ類 
(VU) 

準絶滅

危惧 
(NT) 

絶滅のおそれの

ある地域個体群 
(LP) 

情報 
不足 
(DD) 

合  計

  ⅠＡ類

(CR) 
ⅠＢ類

(EN) 

初版 1996 0 3 － － 8 46 1 0 58 

改訂第2版 2005 0 0 17 5 12 23 32 0 4 76 

改訂第3版 2017 0 0 21 7 14 29 68 0 19 137 

※初版のカテゴリーのうち、絶滅種は現行のカテゴリー名の絶滅と野生絶滅を集約することで示し、このほか絶滅危惧種
は絶滅危惧Ⅰ類、危急種は絶滅危惧Ⅱ類、希少種は準絶滅危惧、地域個体群は絶滅のおそれのある地域個体群、未決
定種は情報不足として現行のカテゴリー名に変換して示した。 

 

(１)  本改訂でのおもな留意点 

甲殻類は非常に多様化し、様々な環境に進出したグループである。沖縄県内における多様な甲殻類の生息状況

をより良く把握する為に、野外での調査を普段から多く行っている、甲殻類に詳しい 7名で分科会を組織した。

沖縄県の十脚目を中心とする甲殻類相の情報は、前回改訂版が発行された2005年から比べると飛躍的に増加して

いる。本改訂では、前回改訂版に掲載された種に加え、前回改訂で掲載されなかった種、新たに新種記載された

り県内での分布が判明した種も含めて、掲載候補種を選定した。その後、掲載候補種各種の現況を分科会委員の

あいだで共有しつつ、絶滅の危険性を検討し、掲載の可否及びランクの決定をした。 

本改訂版での掲載種は、前回改訂に比べて61種増えて137種に上った。この増加は研究の進展によるところが

大きく、絶滅の可能性が高い種が急激に増加したとは言えない半面、各種の生息環境が向上しているとも言えず、

沖縄県内における甲殻類の絶滅のリスクが高い種が多いことをより良く示す結果となった。沖縄県は多様である

がそれぞれの規模は小さな環境がモザイク状に分布する島嶼の集合であり、例えランクが低い種であっても絶滅

の可能性が急激に高まったり、多くの種が生息する環境が容易に悪化する可能性があることにも留意して頂きた

い。 

 

(２)  本改訂で明らかになったこと 

本改訂版での掲載種は、前回改訂に比べて61種増えて137種と大幅に増加した。これは、沖縄県における十脚

目を中心とする甲殻類相の研究の飛躍的な進展が大きな理由の一つである。前改訂からのランクの変更は、上昇

したのが3種で、下降が 20種、リストから除外されたのが14種であった。これら変化の要因として、調査研究

の結果、新たな生息場所が発見されたなど、知見の増加によるところが大きい。一方、各ランクの構成種数はす

べてのランクで増えた。絶滅危惧IA類 (CR)と IB類 (EN)に新たに加えられた甲殻類は、慶良間諸島や久米島固

有のサワガニ類、かつて県内の4島に分布するとされた Geothelphusa levicervix が島ごとに別種に分けられた

オオサワガニ類 3種に加え、地下水域に生息するダイトウコオイエビやドウクツモクズガニ、などである。絶滅

危惧Ⅱ類 (VU)と準絶滅危惧 (NT) に新たに加えられた甲殻類は、干潟やマングローブ、汽水域などに生息する

様々な分類群に属する種がほとんどであった。このように、全体でみると絶滅の可能性が高い種の生息環境は、

陸上から淡水、汽水域と様々な環境に渡っており、沖縄県の生物多様性の保全対策には、個々の種や環境への対

応はもちろん、さらなる総合的な対策も必要であることが分かる。 

 

  

執筆者 成瀬 貫（琉球大学熱帯生物圏研究センター・准教授） 

 



<甲殻類> 

298 
 

(３)  掲載種の解説 

 

 1 ) 絶滅危惧ⅠＡ類(CR)  

 

 

和    名 ： ダイトウコオイエビ（新称）   
分    類 ： テルモスバエナ目 ハロスバエナ科 
学    名 ： Halosbaena daitoensis Shimomura & Fujita, 2009 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 体長約2.2 mm。背甲長は体長の0.24〜0.29倍。眼葉の内側は丸みを帯びる。複眼は欠如している。

第1胸脚の前節腹側に4本の剛毛が生じる。第2胸脚外肢は2節から成る。 
近似種との区別 ： Halosbaena 属には、本種を含めて世界から4種が知られる。本種は、形態的には、オーストラリア

西部に分布する Halosbaena tulki Poore & Humphreys, 1992に最も似るが、第1触角の鞭部が12〜14
節であること (H. tulki は7〜9節)、第2〜5胸脚の外肢に8本の羽状剛毛が生じること (H. tulki は6
本)、尾肢の外肢の第2節に9本の羽状剛毛が生じること (H. tulki は 7本)、尾節の幅は長さの約0.6
倍であること (H. tulki は約 0.9倍)、雄のペニスは先端にいくにしたがって細くなり、その基部に
小突起を持つこと (H. tulki では先端にいくにしたがって太くなり、基部に突起を持たない) などか
ら区別することができる。 

分 布 の 概 要 ： 南大東島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： Halosbaena 属は世界から 4 種が知られ、南大東島に分布する本種の他に、カリ

ブ海に H. acanthura Stock, 1976、カナリア諸島に H. fortunata Bowman & Iliffe, 1986、オーストラリ
ア西部に H. tulki が分布している。 

生 態 的 特 徴 ： 本種の繁殖や生活史については不明な点が多い。飼育下では、水槽の底面や壁面を歩くように泳ぐ
様子が観察される。 

生息地の条件  ： 塩分の混じる洞窟地下水域 (陸封潮溜り)。 
現在の生息状況 ： 本種のタイプ産地の洞窟では、洞窟周辺の貯水池や道路の側溝 (雨水溝) からの水が流入するよう

になっており、その結果、貯水池に生息する外来魚であるカワスズメの一種 (ティラピア)、オオヒ
キガエル、ヤゴ類などの洞穴地下水内への迷入が確認されている。 

学術的意義・評価 ： 本種は、テルモスバエナ類の太平洋上からの始めての記録となる。大東諸島は、約4800万年前に南
半球 (現在のニューギニア近海) で火山島として誕生し、フィリピン海プレートに乗って、島の沈
降とサンゴ礁の隆起を経ながら現在の位置に移動してきたとされる。テルモスバエナ目は、背甲と
胸節背側との間で卵を保育し、直達発生で浮遊幼生を持たないことが知られている。今回発見され
た種は、形態的にオーストラリアの種に最も類似しており、大東諸島移動説を裏付ける“歴史の生き
証人”となる可能性も考えられる。今後、本種の生活史研究や分子遺伝学研究の進展が待たれる。 

生存に対する脅威 ： 土地改良等による洞窟の消失、洞穴地下水域への生活排水や農薬などの流入、捕食者となりえる外
来生物等の洞穴地下水域への迷入などが挙げられる。 

特 記 事 項 ： 南大東島固有種。本種にはこれまで標準和名が提唱されていなかったため、本種の新標準和名とし
てダイトウコオイエビを提唱する。今回の新標準和名提唱の基準標本として、北九州市立自然史・
歴史博物館に収蔵されているホロタイプ標本を指定する (KMNH IvR 500,239)。 

原  記  載 ： Shimomura, M. & Y. Fujita, 2009. First record of the thermosbaenacean genus Halosbaena from Asia: H. 
daitoensis sp. nov. (Peracarida: Thermosbaenacea: Halosbaenidae) from an anchialine cave of 
Minamidaito-jima Is., in Okinawa, southern Japan. Zootaxa, 1990: 55-64. 

 
執 筆 者 名 ： 藤田喜久 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： カクレサワガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 サワガニ科 
学    名 ： Amamiku occulta Naruse, Segawa & Aotsuka, 2007 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)  
 
形    態 ： 最大甲幅 22 mm。甲は後方が狭くなる台形に近く、背面は凹凸が多く、あまり背方に膨らまない。

眼窩外歯の後ろに1歯を有する。眼窩後縁を背面から見ると、その窪みは比較的深い。雄の第 1腹
肢は硬く、基節には外縁に広い凹みがあり、また先端節は先端に向かって徐々に細くなる。末節先
端部は瓶首状にはならないが、先端節内縁に低い葉状の突起があり、内縁が波打っているようにみ
える。 

近似種との区別 ： アマミミナミサワガニに最も似るが、カクレサワガニは背面から見た時の眼窩後縁の凹みがより深
く、また雄の第1腹肢先端節内縁が波状になるのに対し、アマミミナミサワガニでは滑らかに外側に
曲がるのみで波状にならないことから、両種を区別できる。カクレサワガニは、同じく渡嘉敷島に
生息するトカシキミナミサワガニの小型個体にも酷似する。両種のほぼ同サイズの雌を比較した際、
カクレサワガニの成熟サイズが小さいために腹節がより広がっていることから区別できる。また、
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雄の場合は第1腹肢の発達具合と形状 (カクレサワガニの第1腹肢先端は尖るのに対し、トカシキミ
ナミサワガニでは瓶首状になる) により、それぞれ区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 渡嘉敷島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 唯一の同属種であるアマミミナミサワガニが奄美大島と徳之島に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 他のサワガニ類と同様、大きな卵を少なく産む大卵少産型の生活史である。 
生息地の条件  ： 保水能力がある森林内の、上方を木々に覆われて暗がりになった、川幅が狭く流れが緩やかな沢に

生息している。 
現在の生息状況 ： 本種が生息する渡嘉敷島はその面積がわずか15.8 km2と非常に小さく、さらに生息環境が特殊な上

に、生息密度も非常に小さい。 
学術的意義・評価 ： 面積わずか15.8 km2の渡嘉敷島には4種のサワガニ類が生息しており、非常に限られた資源をどの

ように利用してきたのか、生態的に非常に興味深い。本種も完全な陸封種であり、琉球列島の地史
考える上で重要な種である。 

生存に対する脅威 ： 森林伐採や河川開発、あるいは台風などの自然災害により、生息地が撹乱され、渡嘉敷島固有の本
種が簡単に絶滅する可能性がある。また、ペット用に捕獲され売買される可能性があるが、生息地
が非常に限られ、個体数も非常に少ないことから、そのような利用は厳に避けるべきである。 

特 記 事 項 ： 渡嘉敷島固有種。国内希少野生動植物種 (2017年)。IUCN カテゴリー：Data Deficient(DD)。 
原  記  載 ： Naruse, T., R. D. Segawa & T. Aotsuka, 2007. Two new species of freshwater crab (Crustacea: Decapoda: 

Potamidae) from Tokashiki Island, central Ryukyu Islands, Japan. Systematics and Biodiversity, 5(4): 
409-415. 

参 考 文 献 ： 鈴木廣志・成瀬 貫, 2011. 日本の淡水産甲殻十脚類. “エビ・カニ・ザリガニ－淡水甲殻類の保
全と生物学”, 川井唯史・中田和義 (編), 生物研究社, 東京, 39-73, 121-122, 口絵 1-12. 

 
執 筆 者 名 ： 成瀬 貫 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： トカシキオオサワガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 サワガニ科 
学    名 ： Geothelphusa levicervix (Rathbun, 1898) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)  
 
形    態 ： 最大甲幅 63 mm。大型個体では甲の中央前方が強く膨らむ。眼窩後方に稜線はなく、後方に向けて

なだらかに膨らむ。額の幅は比較的狭い。前側縁はかすかな隆起で縁取られるが、顆粒は目立たな
い。雄の大型個体では片方の鉗部が非常に大きくなる。小型個体では、甲の膨らみが顕著でなく、
額の幅がやや広く、前側縁の顆粒が顕著である。雄の第1腹肢は細長く、基節が中部より先端にか
けて徐々に狭くなり、基節先端部内角は瘤状にならない。 

近似種との区別： 形態的にオキナワオオサワガニに最も似るが、トカシキオオサワガニの雄の第1腹肢の基節が中部
より先端にかけて徐々に狭くなり、基節先端部内角は瘤状にならないのに対し、オキナワオオサ
ワガニでは基節の中部と先端縁の幅はほぼ同じであり、基節先端部内角が瘤状になることから、両
種を区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 渡嘉敷島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： かつて、渡嘉敷・沖縄・久米・伊平屋島すべての集団が「オオサワガニ」1種と

されてきたが、詳細な研究により各島の集団がそれぞれ独立種であることが分かり、渡嘉敷島の集
団はトカシキオオサワガニと命名された。渡嘉敷以外の3島の種に加え、ミヤコサワガニも本種に
比較的近縁な種である。 

生 態 的 特 徴 ： 他のサワガニ類と同様、大きな卵を少なく産む大卵少産型の生活史である。 
生 息地 の条 件： 保水能力がある森林内の、上方を木々に覆われて暗がりになった、川幅が狭く流れが緩やかな沢や、

湿った場所に見られる。 
現在の生息状況 ： 本種が生息する渡嘉敷島はその面積がわずか15.8 km2と非常に小さく、さらに生息環境が特殊な上

に、生息密度も非常に小さい。 
学術的意義・評価 ： サワガニ類のなかでも大型な種である。完全な陸封種であり、琉球列島の地史考える上で重要な種

である。 
生存に対する脅威 ： 森林伐採や河川開発、あるいは台風などの自然災害により、生息地が撹乱され、渡嘉敷島固有の本

種が簡単に絶滅する可能性がある。また、ペット用に捕獲され売買される可能性があるが、生息地
が非常に限られ、個体数も非常に少ないことから、そのような利用は厳に避けるべきである。 

特 記 事 項 ： 渡嘉敷島固有種。国内希少野生動植物種 (2017年)。IUCN カテゴリー：Endangered(EN)。 
原  記  載 ： Rathbun, M. J., 1898. Description of three new species of fresh-water crabs of the genus Potamon. 

Proceedings of the Biological Society of Washington, 12: 27-30, Pls.1, 2. 
参 考 文 献 ： Naruse, T., S. Shokita & P. K. L. Ng, 2006. A revision of the Geothelphusa levicervix species group 

(Crustacea: Decapoda: Brachyura: Potamidae), with descriptions of three new species. Journal of Natural 
History, 40(13/14): 759-781. 

鈴木廣志・成瀬 貫, 2011. 日本の淡水産甲殻十脚類. “エビ・カニ・ザリガニ －淡水甲殻類の保
全と生物学”，川井唯史・中田和義 (編), 生物研究社，東京, 39-73, 121-122, 口絵 1-12. 

 
執 筆 者 名 ： 成瀬 貫 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ミヤコサワガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 サワガニ科 
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学    名 ： Geothelphusa miyakoensis Shokita, Naruse & Fujii, 2002 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)  
 
形    態 ： 最大甲幅 37 mm。甲背面は滑らか。甲の前側縁はわずかに隆起で縁取られ、小さな顆粒が並ぶ。雄

の第1腹肢は比較的細く、その先端節がやや外側に曲がる。 
近似種との区別 ： 形態的にイヘヤオオサワガニに最も似るが、ミヤコサワガニの雄の第1腹肢は比較的細く、その先

端節がやや外側に曲がっているのに対し、イヘヤオオサワガニの雄の第1腹肢は比較的太く、その
先端節が鋭く外側に曲がる点から、両種を区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 宮古島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 : ミヤコサワガニは中琉球に分布するオオサワガニ類 (トカシキオオサワガニ、オ

キナワオオサワガニ、クメジマオオサワガニ、イヘヤオオサワガニ) に近縁であることが示唆され
ている。 

生 態 的 特 徴 ： 湧水の水中にいることがよく観察されるが、湧水周辺の石の下や、水路の土手に穴を掘って潜んで
いることも多い。主に夜行性であるが、薄暗い場所では日中も活動している。雑食性で、植物の茎
や葉、落葉、落実、緑藻類、陸産貝類、昆虫類などを食べている。本種は、他のサワガニ類と同様
に大卵小産で、直達 (直接) 発生型の繁殖様式を持つ。抱卵および抱稚ガニは6月〜10月に確認さ
れており、卵数は37〜87粒 (藤田, 未発表)。 

生息地の条件  ： 湧水および周辺水路の水中、周辺陸地に穴を掘って生息する。 
現在の生息状況 ： 宮古島の4箇所の湧水地およびその周辺の水路にのみ生息しており、個体群の維持が危ぶまれる。ま

た、ヤエヤマイシガメ (宮古島では外来種) による捕食を受けていることが明らかとなっている。 
学術的意義・評価 ： 本種を含むサワガニ類は陸水もしくは陸上のみで全生活史を全うし、海水中では生息できない。宮

古島は、陸上の大部分が琉球石灰岩で構成されていることから、かつて島が海面下に没し、由来の
古い陸棲生物は一掃されたと考えられて来た。ミヤコサワガニの発見は、宮古島の地史および生物
相の成立過程の再考を促す大きなきっかけとなった。 

生存に対する脅威 ： 生息地周辺の開墾や圃場整備ならびに農薬汚染、あるいは道路開発などの影響を受ける可能性があ
る。また上記のように外来種による捕食も脅威となっている。 

特 記 事 項 ： 宮古島固有種。沖縄県指定天然記念物 (2010年)。国内希少野生動植物種 (2017年)。本種が生息す
る湧水のうちの1カ所は、本種の保全のために、地域行政（城辺町：当時）によって周辺の土地が
購入されている。また、宮古島市では、現在、ミヤコサワガニ保護監視員を置き、捕食動物の駆除
や監視などの保全対策を実施している。IUCN カテゴリー：Vulnerable(VU)。 

原  記  載 ： Shokita, S., T. Naruse, & H. Fujii, 2002. Geothelphusa miyakoensis, a new species of freshwater crab 
(Crustacea: Decapoda: Brachyura: Potamidae) from Miyako Island, Southern Ryukyus, Japan. Raffles 
Bulletin of Zoology, 50(2): 443-448. 

参 考 文 献 ： 藤田喜久, 2007.宮古島の湧水に生息する十脚甲殻類. 宮古島市総合博物館紀要, 11: 89-110.  
藤田喜久, 2009. 宮古島におけるミヤコサワガニの新たな生息地について. 宮古島市総合博物館紀
要, 13: 71-76. 

藤田喜久・笹井隆秀, 2014. 宮古島に定着したヤエヤマイシガメによるミヤコサワガニの捕食. 沖
縄生物学会誌, 52: 53-58. 

 
執 筆 者 名 ： 藤田喜久・成瀬 貫 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： センカクサワガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 サワガニ科 
学    名 ： Geothelphusa shokitai Shy & Ng, 1998 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)  
 
形    態 ： 最大甲幅約 30 mm。甲は比較的平たく、前側縁は筋状の隆起となり、顕著な顆粒に縁取られる。歩

脚には主に前節に長い毛が生える。 
近似種との区別 ： ムラサキサワガニとカッショクサワガニに似るが、両種は前側縁の顆粒が小さい点や、甲がより膨

らむことから本種と容易に区別できる。 
分 布 の 概 要 ： 魚釣島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ミヤザキサワガニが台湾北部に、ムラサキサワガニとカッショクサワガニがそれ

ぞれ石垣島と西表島に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 他のサワガニ類と同様、大きな卵を少なく産む大卵少産型の生活史である。 
学術的意義・評価 ： センカクサワガニは、台湾北部のミヤザキサワガニと八重山のムラサキサワガニ・カッショクサワ

ガニに比較的近縁であると考えられ、南琉球・尖閣諸島・台湾の生物地理的なつながりを示し得る
大変貴重な種である。 

生存に対する脅威 ： 野生化しているヤギによる植生の減少が島の保水能力の低下を招き、土砂崩れなどを引き起こし、
またサワガニ類が一般に必要とする、上方を植生に覆われた高温にならないきれいな水場が減少し、
本種の生存が脅かされていると考えられる。 

特 記 事 項 ： 魚釣島固有種。IUCN カテゴリー：Least Concern(LC)。 
原  記  載 ： Shy, J.-Y. & P. K. L. Ng, 1998. On two new species of Geothelphusa Stimpson, 1858 (Decapoda, Brachyura, 

Potamidae) from the Ryukyu Island, Japan. Crustaceana, 71(7): 778-784. 
参 考 文 献 ： 鈴木廣志・成瀬 貫, 2011. 日本の淡水産甲殻十脚類. “エビ・カニ・ザリガニ－淡水甲殻類の保

全と生物学”, 川井唯史・中田和義 (編), 生物研究社, 東京, 39-73, 121-122, 口絵 1-12. 
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執 筆 者 名 ： 成瀬 貫 
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和    名 ： ヒメユリサワガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 サワガニ科 
学    名 ： Geothelphusa tenuimanus (Miyake & Minei, 1965) 
方  言  名 ： ターピサガイ（沖縄県今帰仁村） 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)  
 
形    態 ： 最大甲幅38 mm。甲背面は滑らか。甲、鉗部共に平圧され、歩脚が著しく細長い。 
近似種との区別 ： 形態的には、敢えて言えばオキナワオオサワガニやトカシキオオサワガニに近い。しかし、本種の

第2胸脚全長が甲長に対し約3倍と長いのに対し、オオサワガニでは約2.3倍と短く、また本種の
頭甲部が薄いのに対し、オオサワガニは背面が膨らむ事から、容易に区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島。 
生 態 的 特 徴 ： 繁殖期は7～9月。日本産サワガニ類のうちで最も大きな卵 (4.1～5.1 mm) を数少なく (約 25粒) 

産み、孵化した稚ガニも大きい。多くのサワガニ類は水中で稚ガニを孵化させるが、本種は直接陸
上に子供を放し、ほとんど陸域に適応している。 

生 息地 の条 件： 洞穴から、石灰岩が発達する山地の上方が樹木などに覆われた、乾きすぎない場所の岩の下などに、
局所的に生息する。 

現在の生息状況 ： 生息地が局所的の上、生息密度は低い。もとより特異な環境に生息するが、山地開発等が生息地の
さらなる分断を促している。沖縄島南部の洞窟を含む自然環境は戦時中に大変な撹乱を受け、それ
に続く農地開発や土地造成、あるいは洞窟の消失や生活雑排水の流入による環境の悪化により、本
種の生息地は多く消失あるいは悪化し、大きく分断されていると考えられる。 

学術的意義・評価 ： 水界を離れて陸上生活に最も適応しているサワガニ類の一種である。その適応の度合いはサワガニ
類において非常に珍しく、東アジアにおいてはこの他に例がない。カニ類の水界から陸域への移行
進化を考えるのに格好の研究材料である。またサワガニ類の化石は世界でも数例しか報告がないが、
最近ヒメユリサワガニの化石が見つかり、その学術的意義は増すばかりである。 

生存に対する脅威 ： 森林伐採、石灰採掘、農地開発、土地造成などがあげられる。また、ペット用に捕獲され売買され
るケースがあるが、生息地の減少と個体数の少なさを鑑みてそのような利用は避けるべきである。 

特 記 事 項 ： 沖縄島固有種。国内希少野生動植物種 (2017年)。IUCN カテゴリー：Near Threatened(NT) 。 
原  記  載 ： Miyake, S. & H. Minei, 1965. A new fresh-water crab, Potamon (Geothelphusa) tenuimanus sp. nov. from 

Okinawa-jima, the Ryukyu Islands. Science Bulletin of the Faculty of Agriculture, Kyushu University, 
21(4): 377-382, pl.21. 

参 考 文 献 ： 諸喜田茂充, 1996. 第 VII 部 甲殻類 10. ヒメユリサワガニ Geothelphusa tenuimana (Miyake & 
Chiu, 1965). “平成7年度希少水生生物保存対策試験事業 日本の希少な野生水生生物に関する
基礎資料(III)”, 社団法人 日本水産資源保護協会 (編), 464-466, pl.10. 

鈴木廣志・成瀬 貫, 2011. 日本の淡水産甲殻十脚類. “エビ・カニ・ザリガニ—淡水甲殻類の保全
と生物学”，川井唯史・中田和義 (編), 生物研究社，東京, 39-73, 121-122, 口絵 1-12. 

 
執 筆 者 名 ： 成瀬 貫 
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和    名 ： シオマネキ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 スナガニ科 
学    名 ： Tubuca arcuata (De Haan, 1835) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)  
 
形    態 ： 最大甲幅30 mm程度。甲は台形状で、額域は狭い。眼後棘は小さく、斜め前方に向く。甲の前側縁

には明瞭な稜線があり、後縁に達する。雄の大鉗脚の掌部は大きく、指節とほぼ同長。甲背面は、
乳白色の甲前半に濃紫色の網目斑紋がある。 

近似種との区別 ： 沖縄県下には10種のシオマネキ類 [シオマネキ、ヤエヤマシオマネキ、リュウキュウシオマネキ、
ベニシオマネキ、シモフリシオマネキ、オキナワハクセンシオマネキ、ルリマダラシオマネキ、ヒ
メシオマネキ、ミナミヒメシオマネキ、 Paraleptuca splendida  (Stimpson, 1858)] が生息している
が、本種は、甲の前側縁が長いこと、前側縁には明瞭な稜線があり後縁に達すること、眼後棘が小
さく斜め前方に向くこと、生時には甲背面に濃紫色の網目斑紋があることなどから他種と容易に区
別することができる。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄県下における本種の分布は、沖縄島の中城湾沿岸と金武湾沿岸 (億首川河口) である。国内で
は他に、鹿児島県 (種子島)、熊本県、福岡県、佐賀県、宮崎県、長崎県、香川県、山口県、岡山県、
高知県、徳島県、三重県、和歌山県、静岡県等で報告例がある。国外では、韓国、中国、台湾、香
港、ベトナムに分布。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 本種の生息が確認されている中城湾には、本種の他に 8 種のシオマネキ類 (P. 
splendidaを除く) が生息しているが、特にヤエヤマシオマネキは本種と混生することが知られてい
る。 

生 態 的 特 徴 ： 近年、沖縄島中城湾沿岸個体群の繁殖生態や生活史特性について詳細な研究が行われた。沖縄島個
体群では、雌雄共に一年を通じて摂餌行動が観察されるが、摂餌行動を示す雌個体の割合は年間を
通して雄個体の割合よりも高く、雄では雌に比べて摂餌以外の行動に時間を費やす。ウェービング
行動は、10〜11月を除くすべての月で観察されるが、6〜8月と2月に特に高い頻度で観察される。
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一方、実際の配偶行動をとる雄は、6〜9月 (8月がピーク) と2〜3月 (2月がピーク) に観察され、
ウェービング行動の季節変化に良く同調する。また、抱卵雌は、7月と8月に確認されており、抱卵
数は11,514〜32,824粒。つがい形成については、表面様式しか観察されない (本土個体群では巣穴
内様式も観察される)。 

生息地の条件  ： メヒルギが生育する礫混じりの泥干潟 (泥質成分が 50％の底質が本種の生息に必要な条件とされ
る) に生息する。中城湾の生息地は、同湾における潮位表の基準面から 1.6〜2.1 m の高さに位置
する (小潮時の平均高潮面から大潮時の最大高潮面の間に相当する)。これらの生息条件を満たせ
ば、人工的に造成された干潟でも本種が定着することが確認されている。 

現在の生息状況 ： 本種は、沖縄県下では沖縄島の中城湾沿岸と金武湾沿岸 (億首川河口) に分布している。近年の調
査では中城湾沿岸の広範囲に生息することが確認されているが、極めて局所的な分布を示すため、
各生息地の保全が必要である。また、人工干潟造成地においても本種の定着が確認されている。 

学術的意義・評価 ： 沖縄島の個体群は、周辺の分布域から孤立しており、生物地理学的に極めて貴重である。また、分
子遺伝学的研究からは、沖縄島集団は、他の地域集団に比べて著しく遺伝的多様性が低く、遺伝的
にも独立していることが明らかとなっている。また、本土産のシオマネキとは、摂餌や繁殖行動が
異なっており、これらの点でも興味深い。 

生存に対する脅威 ： 埋め立て等による生息地の消失は、本種の沖縄島個体群の絶滅を意味する。また、本種の生息地近
くの河川からの生活排水や農薬等の流出による影響も懸念される。 

特 記 事 項 ： 台湾産の本種稚ガニは、体全体が青く、眼柄がオレンジ色をしているとされる。石垣島および西表
島において、同様の体色を有する稚ガニが観察されている。本種は、これまでのところ、沖縄県下
では沖縄島のみに分布するため、今後、両島での詳細な分布調査が求められる。。 

原  記  載 ： De Haan, W., 1833-1849. Crustacea. “Fauna Japonica sive Descriptio Animalium, quae in Itinere per 
Japoniam, Jussu et Auspiciis Superiorum, Qui Summum in India Batava Imperium Tenent, Suscepto, Annis 
1823-1830 Collegit, Notis, Observationibus et Adumbrationibus Illustravit, (Crustacea).”, P. F. Siebold, 
(ed.), Lugduni-Batavorum, Leiden, i-xvii+i-xxxi+iix-xvi+1-243, pls.A-J, L-Q, 1-55, circ. table 2. 

参 考 文 献 ： 細谷誠一・鹿谷法一・土屋 誠, 1993. シオマネキUca arcuataの沖縄島からの記録. 沖縄生物学
会誌, 31: 41-45. 

Aoki, M., T. Naruse, J.-H. Cheng, Y. Suzuki, & H. Imai, 2008. Low genetic variability in an endangered 
population of fiddler crab Uca arcuata on Okinawajima Island: analysis of mitochondrial DNA. Fisheries 
Science, 74: 330-340. 

青木美鈴・今井秀行・和田恵次, 2009. 沖縄島におけるシオマネキの新生息地と遺伝的構造. 日本
ベントス学会誌, 64: 10-14. 

Aoki, M., Y. Watanabe, H. Imai, M. Kamada & K. Wada, 2010. Interpopualtion variations in life history traits 
in the fiddler crab Uca arcuata. Journal of Crustacean Biology. 30(4): 604-614. 

Shih, H.-T., J.-H. Lee, P.-H. Ho, H.-C. Liu, C.-H. Wang, H. Suzuki, & S.-J. Teng, 2016. Species diversity of 
fiddler crabs, genus Uca Leach, 1814 (Crustacea: Ocypodidae), from Taiwan and adjacent islands, with 
notes on the Japanese species. Zootaxa, 4083(1): 57-82. 

Shih, H.-T., P. K. L. Ng, P. J. F. Davie, C. D. Schubart, M. Turkay, R. Naderloo, D. Jones & M.-Y. Liu, 2016. 
Systematics of the family Ocypodidae Rafinesque, 1815 (Crustacea: Brachyura), based on phylogenetic 
relationships, with a reorganization of subfamily rankings and a review of the taxonomic status of Uca 
Leach, 1814, sensu lato and its subgenera. Raffles Bulletin of Zoology, 64: 139-175. 

 
執 筆 者 名 ： 藤田喜久 
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 2 ) 絶滅危惧ⅠＢ類(EN)  

 

 

和    名 ： イシガキヌマエビ 
分    類 ： 十脚目 コエビ下目 ヌマエビ科 
学    名 ： Neocaridina ishigakiensis (Fujino & Shokita, 1975) 
方  言  名 ： サイナマ（石垣島／総称） 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)  
 
形    態 ： 雄の甲長4.0～4.5 mm、雌の甲長4.5～5.5 mm。額角は水平で第1触角柄中央を越えるが、第2節に

は達しない。額角上縁に2～11歯 (普通 6～8)、下縁に0～4歯 (普通 1～2)。雄の第1腹肢内肢は
西洋ナシ状で、本属の特徴になっている。 

近似種との区別 ： 琉球列島に分布するカワリヌマエビ属Neocaridinaは、イシガキヌマエビとイリオモテヌマエビの2
種である。イシガキヌマエビはイリオモテヌマエビより、額角上縁に歯を多数有すことから，容易
に区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 石垣島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 同属種であるイリオモテヌマエビが西表島に、ミナミヌマエビ N. denticulata 

denticulata (De Haan, 1844) が西日本に、また台湾にはシナヌマエビ N. d. sinensis (Kemp, 1918)、N. 
saccam Shih & Cai, 2007 と N. ketagalan Shih & Cai, 2007 が分布する。本属の種は極東ロシア、韓国、
中国、台湾、ベトナムに分布しており、そのうち中国に最も多くの種が分布するが、その分類体系
には議論の余地があり (Shih & Cai, 2007)、解決を見ていない。 
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生 態 的 特 徴 ： 生息場所は河川淡水域の主に中流域から上流域。抱卵個体は 2～11 月にかけて出現し、大卵 
(1.07mm× 0.67mm) を数少なく (平均31粒) 産む。孵化幼生は尾節以外成体に似る。幼生は海水中
では死に、河川だけで一生を過ごす河川性のエビである。 

生息地の条件  ： 河川の中・上流域の、上方を木々に覆われて暗がりになった環境に生息する。水量が多くゆるやか
に流れる場所から、川幅が狭く水深も浅い沢のようなところまで生息している。 

現在の生息状況 ： 生息地周辺の開墾や圃場整備ならびに農薬汚染、あるいは道路開発などの影響を受ける可能性があ
る。 

学術的意義・評価 ： 本種は、小卵多産種から大卵少産種への分化、両側回遊性から河川陸封性への進化、および琉球列
島と大陸との地史を考える際に貴重な種である。 

生存に対する脅威 ： 森林伐採などを伴うダム建設や山地・河川開発、道路建設、あるいは生息地周辺の開墾や圃場整備
ならびに農薬汚染、などの影響を受ける可能性がある。また、本種の生息地に近縁種が外来種とし
て放された場合には、競争や交雑が懸念される。 

特 記 事 項 ： 石垣島固有種。IUCN カテゴリー：Least Concern(LC)。 
原  記  載 ： Fujino, T. & S. Shokita, 1975. Report on some new atyid shrimps (Crustacea, Decapoda, Caridea) from the 

Ryukyu Islands. Bulletin of Science & Engineering Division, University of Ryukyus. Mathematics & 
Natural Sciences, 18: 93-113. 

参 考 文 献 ： 諸喜田茂充, 1979. 琉球列島の陸水エビ類の分布と種分化について－Ⅱ. 琉球大学理学部紀要, 28: 
193-278. 

Shih, H.-T. & Y. Cai, 2007. Two New Species of the Land-Locked Freshwater Shrimps Genus, Neocaridina 
Kubo, 1938 (Decapoda: Caridea: Atyidae), from Taiwan, with Notes on Speciation on the Island. 
Zoological Studies, 46(6): 680-694. 

 
執 筆 者 名 ： 諸喜田茂充＊・成瀬  貫(追補)  ＊前回改訂版 (2005) における諸喜田による記載内容を一部見直し

た。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ウリガーテナガエビ 
分    類 ： 十脚目 コエビ下目 テナガエビ科 
学    名 ： Macrobrachium miyakoense Komai & Fujita, 2005 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)  
 
形    態 ： 最大甲長20 mmに達する。体色は白色またはやや赤みを帯びた白色を呈し、眼が小さく退化傾向を

示している。額角は細長く、第1触角柄部の第3節を超えるが、触角鱗の先端には届かない。額角
上縁に10～13歯 (内、眼窩後方の甲上に4歯)、下縁に3～8歯を備える。第2胸脚は左右ほぼ同形
であるが、成体雄では左右で多さが著しく異なる。また、成熟個体では第2胸脚の表面に多数の小
棘と剛毛が生じる。 

近似種との区別 ： 本種は、眼が小さく退化傾向を示すことで、日本産のテナガエビ属の他種とは容易に区別すること
ができる。本種に最も形態的に類似する種は、インド洋のクリスマス島の洞窟地下水域に生息する 
M. xmas Fujita, Davie & Ng, 2015 であるが、M. xmas は、本種に比べて額角が細長いことと、眼がよ
り小さいことで区別することができる。 

分 布 の 概 要 ： 本種の成体は、宮古島の2カ所の洞窟地下水域からのみ記録されている。ごく近年、沖縄島の塩川
で採集された流下幼生の遺伝子解析により、本種が生息していることが明らかとなった。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 日本産の地下水性テナガエビ類は、本種のみである。 
生 態 的 特 徴 ： 繁殖や生活史などの詳しい生態は不明。近年、沖縄島の塩川から本種幼生 (ゾエア幼生) が 8月に

採集されていることから、少なくとも夏期には繁殖しているようである。 
生息地の条件  ： 塩分の混じる洞窟地下水域 (陸封潮溜り)。 
現在の生息状況 ： 本種の生息が確認されている洞窟は、宮古島市指定史跡となっており、洞窟そのものは比較的良好

な状態である。ただし、洞窟周辺ではリゾート開発などが進んでおり、今後注意を要する。また、
沖縄島の塩川は、後背地が採石場になっているため、降雨時には赤土などの濁水が流れており、生
息環境が悪化している。 

学術的意義・評価 ： テナガエビ属は約250種が含まれるが、地下水域に生息し、眼が退化的な形態的特徴を有する種は
僅か12種程度であり、世界的にも珍しい。眼が退化的であるので、系統関係や暗環境への適応を調
べるのによい研究素材と考えられる。 

生存に対する脅威 ： 洞窟や井戸の埋め立てや、周辺の開発、地下水の過剰なくみ上げや工事などによる水脈の分断や改
変、農薬や生活排水等による地下水汚染などが本種の生存の大きな脅威となる。また、日本では唯
一の地下水性のテナガエビ類であるため愛好家 (マニア) による捕獲も懸念される。 

特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Data Deficient (DD)。 
原  記  載 ： Komai, T. & Y. Fujita, 2005. A new stygiobiont species of Macrobrachium (Crustacea: Decapoda: Caridea: 

Palaemonidae) from an anchialine cave on Miyako Island, Ryukyu Islands. Zootaxa, 1021: 13-27. 
参 考 文 献 ： Fujita, Y., P. J. F. Davie & P. K. L. Ng, 2015. A new stygobitic prawn of the genus Macrobrachium Spence 

Bate, 1864, from anchialine caves in Christmas Island, Indian Ocean; with a rediagnosis of M. miyakoense 
Komai & Fujita, 2005 (Crustacea: Decapoda: Caridea: Palaemonidae). Raffles Bulletin of Zoology, 63: 
610-625. 

Weese, D., Y. Fujita & S. R. Santos, 2016. Looking for needles in a haystack: Molecular identification of 
anchialine crustacean larvae (Decapoda: Caridea) from the Shiokawa Spring, Okinawa Island, Ryukyu 
Islands, Japan. Journal of Crustacean Biology, 36: 61-67. 

 
執 筆 者 名 ： 藤田喜久 
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……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： イボテカニダマシ 
分    類 ： 十脚目 異尾下目 カニダマシ科 
学    名 ： Novorostrum decorocrus Osawa, 1998 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー：該当なし 
 
形    態 ： 甲および胸脚は平たい。甲は台形状で、鰓域と胃域が溝や窪みで区分され、凹凸が顕著。額角は 3

葉からなる。鉗脚の掌部および歩脚の腕節と前節の前縁に、鈍形の歯（突起）を多数備える。歩脚
は比較的短い。 

近似種との区別 ： 同属のインドカニダマシ N. indicum (De Man, 1893)、N. phuketensis Osawa, 1998、N. securiger (Melin, 
1939) から、鉗脚の掌部および歩脚の腕節と前節の外縁に鈍形の歯 (突起) を備えることにより容
易に識別できる。インドカニダマシ属 (新称) Novorostrum は、イソカニダマシ属 Petrolisthes に似
ているが、頭胸甲の鰓域と胃域が溝や窪みで区分され、凹凸が顕著であること、額角が 3葉に分か
れ、中葉の側部が盛り上がること、眼柄が角膜より幅広いことによって、後者から容易に識別でき
る。 

分 布 の 概 要 ： 国内では西表島のみから確認されている。未報告であるが、国外ではインドネシアから確認されて
いる。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 同属のインドカニダマシは、国内では千葉県、鹿児島県、沖縄県 (沖縄島) から
記録されており、国外ではインドネシア、フィリピン、台湾に分布する。Novorostrum phuketensis は、
タイのプーケットのみから知られる。Novorostrum securiger は、国内では沖縄県 (沖縄島) および小
笠原諸島から、国外では台湾から記録されている。 

生 態 的 特 徴 ： 室内飼育下において、本種の初期生活史が明らかになっている。水温28.0～28.5℃の条件下で、ゾ
エア 2期 (浮遊幼生期間) を経て、孵化後12～14日でメガロパ (デカポディド) 幼生へと変態し、
着底する。繁殖期やその他の生態については不明。 

生息地の条件  ： 潮間帯の砂泥岩の転石域。西表島では同所的に、アジアアカハラ Petrolisthes asiaticus (Leach, 1820)
やミナミカニダマシ P. hastatus Stimpson, 1858 などのイソカニダマシ属の数種を確認できる。 

現在の生息状況 ： 現在の所、西表島の2か所のみで生息が確認されている。極めて局所的に分布し、生息範囲も狭い。
本種が記載された1998年以降、生息海岸の1つは砂泥質の地盤で脆いことから、護岸工事が進めら
れた。そのため海岸沿いは現在、コンクリート壁と敷石で固められ、生息場所の転石帯の範囲や本
種の個体数は、以前に比べて減少している。 

生存に対する脅威 ： 護岸工事等の自然海岸の改変、破壊。転石域の消失。 
特 記 事 項 ： イボテカニダマシが属する Novorostrum には標準和名がないため、本属の種の甲の特徴にちなみ、

「ウネモチカニダマシ属」の新称を与える。 
原  記  載 ： Osawa, M., 1998. Novorostrum, new genus (Decapoda: Anomura: Porcellanidae), with descriptions of three 

related species. Journal of Crustacean Biology, 18(1): 161-176. 
執 筆 者 名 ： Fujita, Y., & M. Osawa, 2005. Complete larval development of the rare porcellanid crab, Novorostrum 

decorocrus Osawa, 1998 (Crustacea: Decapoda: Anomura: Porcellanidae), reared under laboratory 
conditions. Journal of Natural History, 10: 763-778. 

Osawa, M. & T.-Y. Chan, 2010. Part III. Porcellanidae (Porcelain crabs). “Crustacean Fauna of Taiwan: 
Crab-like Anomurans (Hippoidea, Lithodoidea and Porcellanidae)”, T.-Y. Chan (ed.), National Taiwan 
Ocean University, Keelung, 67-181. 

大澤正幸, 2012. イボテカニダマシ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑－海岸ベントスのレッドデータブ
ック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野市, 187.  

 
執 筆 者 名 ： 大澤正幸・藤田喜久 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ウチノミカニダマシ 
分    類 ： 十脚目 異尾下目 カニダマシ科 
学    名 ： Polyonyx utinomii Miyake, 1943 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 甲および胸脚の背面はやや膨らみ、多数の細い横溝を持つ。甲は横長の楕円形。鉗脚の長節の前縁

に丸みを帯びた大きな突出部を持つ。歩脚の指節の末端は二叉し、上の爪の方が下の爪より明らか
に短い。 

近似種との区別 ： 国内で記録されているヤドリカニダマシ属 Polyonyx の種の中では、ヤドリカニダマシ P. sinensis 
Stimpson, 1858 に形態が類似しているが、甲および鉗脚の背面に多数の細い横溝を持つこと、そし
て鉗脚の長節の前縁に大きな突出部を持つことにより容易に識別できる。インド－西太平洋から報
告されている同属種の中では、P. boucheti Osawa, 2007 に形態が最もよく似ているが、額角の中央葉
の先端がより突出すること、そして鉗脚の長節の前縁の突出部が角ばらず、丸みを帯びていること
により識別できる。 

分 布 の 概 要 ： 国内では、静岡県、和歌山県、瀬戸内海、高知県、有明海、沖縄県から記録されている。ただし、
沖縄県 (久米島、西表島) の個体群は、別の未記載種の可能性がある。国外では、モルジブから記
録されている。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ヤドリカニダマシは、国内では愛知県、和歌山県、瀬戸内海、高知県、有明海か
ら、国外では中国沿岸および台湾から記録されている。一方、P. boucheti は南西太平洋のロイヤル
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ティ―諸島および西部インド洋のコモロ諸島から記録されている。 
生 態 的 特 徴 ： 砂泥底に埋在するツバサゴカイ属 Chaetopterus の種の U字型の棲管内に棲む。1つの棲管内から雌

雄ペアで見いだされることがしばしばある。一方ヤドリカニダマシは、ツバサゴカイ科のムギワラ
ムシ Mesochaetopterus japonicus Fujiwara, 1934 の棲管内に棲む。国内では、ムギワラムシは関東か
ら九州地方で記録されている一方、沖縄県内からの記録はない。 

生息地の条件  ： 砂泥底。潮間帯～潮下帯浅部。 
個体数の動向  ： 沖縄県での過去と現在の個体数の増減については不明。 
現在の生息状況 ： 沖縄県では、西表島の干潟において比較的多くの個体が確認されているが、宿主に対する共生率は

低く、10％以下であると推察される。 
生存に対する脅威 ： 干潟の汚染、攪乱、埋め立て。宿主であるツバサゴカイ類の減少。 
原  記  載 ： Miyake, S., 1943. Studies on the crab-shaped Anomura of Nippon and adjacent waters. Journal of the 

Department of Agriculture, Kyushu Imperial University, 7: 49-158. 
参 考 文 献 ： 岡田祐也・邉見由美・伊谷 行, 2016. 高知県浦ノ内湾におけるヤドリカニダマシおよびウチノミ

カニダマシの記録. 四国自然史科学研究, 9: 31-34. 
Osawa, M. & J. Poupin, 2013. First record of the porcellanid crab, Polyonyx boucheti (Crustacea: Decapoda: 

Anomura) from the Indian Ocean. Marine Biodiversity Records, 6, e72: 1-5. 
西 浩孝・北河紗衣, 2016. 三河湾の干潟で絶滅危惧種のヤドリカニダマシ（十脚目：異尾下目：
カニダマシ科）を発見. 豊橋市自然史博物館研究報告, 26: 17-18. 

渡部哲也, 2012. ヤドリカニダマシ、ウチノミカニダマシ (ウチノミヤドリカニダマシ). “干潟の
絶滅危惧動物図鑑－海岸ベントスのレッドデータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学
出版会, 秦野市, 188. 

 
執 筆 者 名 ： 大澤正幸 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： トカシキミナミサワガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 サワガニ科 
学    名 ： Candidiopotamon tokashikense Naruse, Segawa & Aotsuka, 2007 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)  
 
形    態 ： 最大甲幅 49 mm。甲は後方が狭くなる台形に近く、背面は凹凸が多く、あまり背方に膨らまない。

眼窩外歯の後ろに1歯を有する。雄の第1腹肢は硬く、また太く、基節には外縁に大きな凹みがあ
り、また先端節の先端近くは瓶首状である。 

近似種との区別 ： 本種は、オキナワミナミサワガニとクメジマミナミサワガニに最も似る。本種のオキナワミナミサ
ワガニからの識別点として、額縁の外部が第2触角内肢の第1節に接触している点があげられる。ま
た、クメジマミナミサワガニからは、第2歩脚前節外側上縁に棘の列があることから区別できる。ト
カシキミナミサワガニの小型個体は、同じく渡嘉敷島に生息するカクレサワガニに酷似するが、両
種の識別点については、カクレサワガニの記述を参照のこと。 

分 布 の 概 要 ： 渡嘉敷島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 同属種であるオキナワミナミサワガニとクメジマミナミサワガニがそれぞれ沖縄

島北部と久米島に、Candidiopotamon rathbunae (De Man 1914) が台湾、C. guangdongense Dai, 1999が
中国広東省にそれぞれ分布している。 

生 態 的 特 徴 ： 他のサワガニ類と同様、大きな卵を少なく産む大卵少産型の生活史である。 
生息地の条件  ： 保水能力がある森林内の、上方を木々に覆われて暗がりになった、川幅が狭く流れが緩やかな沢に

生息している。 
現在の生息状況 ： 本種が生息する渡嘉敷島はその面積がわずか15.8 km2と非常に小さく、さらに生息環境が特殊であ

る。 
学術的意義・評価 ： 面積わずか15.8 km2の渡嘉敷島には4種のサワガニ類が生息しており、非常に限られた資源をどの

ように利用してきたのか、生態的に非常に興味深い。本種も完全な陸封種であり、琉球列島の地史
考える上で重要な種である。 

生存に対する脅威 ： 森林伐採や河川開発、あるいは台風などの自然災害により、生息地が撹乱され、渡嘉敷島固有の本
種が簡単に絶滅する可能性がある。また、ペット用に捕獲され売買される可能性があるが、生息地
が非常に限られ、個体数も非常に少ないことから、そのような利用は厳に避けるべきである。 

特 記 事 項 ： 渡嘉敷島固有種。 
原  記  載 ： Naruse, T., R. D. Segawa & T. Aotsuka, 2007. Two new species of freshwater crab (Crustacea: Decapoda: 

Potamidae) from Tokashiki Island, central Ryukyu Islands, Japan. Systematics and Biodiversity, 5(4): 
409-415. 

参 考 文 献 ： 鈴木廣志・成瀬 貫, 2011. 日本の淡水産甲殻十脚類. “エビ・カニ・ザリガニ－淡水甲殻類の保
全と生物学”, 川井唯史・中田和義 (編), 生物研究社, 東京, 39-73, 121-122, 口絵 1-12. 

 
執 筆 者 名 ： 成瀬 貫 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ケラマサワガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 サワガニ科 
学    名 ： Geothelphusa amagui Naruse & Shokita & Ng, 2009 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
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形    態 ： 最大甲幅 32 mm。甲は扁平で、背面には皺が多く粗面を呈する。前側縁はやや張り出し、稜状にな
り、小さな顆粒が並ぶ。歩脚が太短い。雄の第1腹肢は細長く、先端節のみわずかに内側に曲がる。 

近似種との区別 ： 形態的にアラモトサワガニに最も似るが、ケラマサワガニの雄の第１腹肢の先端節が内側に曲がる
のに対し、アラモトサワガニではわずかに外側に曲がる点より、両種を区別できる 。 

分 布 の 概 要 ： 久米島、慶良間諸島 (渡嘉敷島・阿嘉島・慶留間島・座間味島)。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： かつて、沖縄島、伊平屋島、久米島及び慶良間諸島すべての集団が「アラモトサ

ワガニ」1 種とされてきたが、詳細な研究により、アラモトサワガニは沖縄島と伊平屋島の集団に
限定され、久米島と慶良間諸島の集団が独立種として記載された。 

生 態 的 特 徴 ： 他のサワガニ類と同様、大きな卵を少なく産む大卵少産型の生活史である。 
生息地の条件  ： 河川の上流部の、上方を木々に覆われて暗がりになった川の中にある石などの下に生息する。 
現在の生息状況 ： 慶良間諸島において本種が生息する河川最上部は、一般に水量が少なく、水不足の際などは本種

の生息地も乾燥し、個体群が維持されるかが心配される。 
学術的意義・評価 ： 完全な陸封種であり、琉球列島の地史考える上で重要な種である。 
生存に対する脅威 ： 森林伐採や最上流部の水質や水量などの変化を伴うダム建設や山地・河川開発、道路建設などによ

り、生息地が撹乱される可能性がある。 
特 記 事 項 ： 久米島・慶良間諸島 (渡嘉敷島・阿嘉島、慶留間島、座間味島) 固有種。 
原  記  載 ： Naruse, T. & S. Shokita, 2009. Geothelphusa amagui, a new species of the true freshwater crab (Crustacea, 

Decapoda, Potamidae) from Kerama Island Group and Kume Island, central Ryukyu Islands, Japan. 
Bulletin of the National Museum of Nature and Science, Series A (Zoology), Supplement 3: 191-198. 

参 考 文 献 ： 鈴木廣志・成瀬 貫, 2011. 日本の淡水産甲殻十脚類. “エビ・カニ・ザリガニ－淡水甲殻類の保
全と生物学”, 川井唯史・中田和義 (編), 生物研究社, 東京, 39-73, 121-122, 口絵 1-12. 

 
執 筆 者 名 ： 成瀬 貫 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： オキナワオオサワガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 サワガニ科 
学    名 ： Geothelphusa grandiovata Naruse, Shokita & Ng, 2006 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)  
 
形    態 ： 最大甲幅 58 mm。大型個体では甲の中央前方が強く膨らむ。眼窩後方に稜線はなく、後方に向けて

なだらかに膨らむ。額の幅は狭い。前側縁はかすかな隆起で縁取られるが、顆粒は目立たない。雄
の大型個体では片方の鉗部が非常に大きくなる。小型個体では、甲の膨らみが顕著でなく、額の幅
がやや広く、前側縁の顆粒が顕著である。雄の第1腹肢は細長く、基節の中部と先端縁の幅はほぼ
同じであり、基節先端部内角が瘤状になる。 

近似種との区別 ： 形態的に似るトカシキオオサワガニとの区別については、トカシキオオサワガニの記述を参照のこ
と。オキナワオオサワガニの小型個体は、同じく沖縄島にも分布するサカモトサワガニの同様な大
きさの個体に酷似する。しかし、オキナワオオサワガニの眼窩後方には稜線がないのに対し、サカ
モトサワガニでは顕著な稜があることから、両種を区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： かつて、沖縄・渡嘉敷・久米・伊平屋島すべての集団が「オオサワガニ」1種と

されてきたが、詳細な研究により各島の集団がそれぞれ独立種であることが分かり、沖縄島の集団
はオキナワオオサワガニと命名された。沖縄以外の3島の種に加え、ミヤコサワガニも本種に比較
的近縁な種である。 

生 態 的 特 徴 ： 生活史については不明な点が多い。河川周辺や河川からかなり離れた山地の湿った林床に巣穴を掘
って生息している。巣穴は1 m以上に達することもあり、その底には水が侵出している。繁殖期は
夏から初秋。大きな卵 (平均 4.1×4.3 mm) を約 130粒産む。 

生息地の条件  ： 河川の中～上流部の川岸近くや山地の湿地帯に生息。山地の、比較的最近土砂が崩れた様な場所に
穴を掘って生息していることも多い。また大型個体の巣穴の底には通常水があるが、中型個体は全
く乾燥した穴から発見されることがある。 

現在の生息状況 ： 沖縄島北部の場合、河川に砂防ダムや大型ダムが建設されたため、生息域がかなり縮小されている。
また沖縄島南部の自然環境は戦時中に大変な撹乱を受け、それに続く農地開発や土地造成などによ
り、本種の生息地の多くは消失あるいは悪化し、大きく分断されている。元来生息密度は低く、生
息域の減少に伴い、個体数が減少傾向にある。 

学術的意義・評価 ： サワガニ類のなかでも大型な種である。完全な陸封種であり、琉球列島の地史考える上で重要な種
である。 

生存に対する脅威 ： 森林伐採などを伴うダム建設や山地・河川開発、道路建設などにより、生息地が撹乱される可能性
がある。また、ペット用に捕獲され売買されるケースがあるが、生息地の減少と個体数の少なさを
鑑みてそのような利用は避けるべきである。 

特 記 事 項 ： 沖縄島固有種。IUCN カテゴリー：Least Concern(LC)。 
原  記  載 ： Naruse, T., S. Shokita & P. K. L. Ng, 2006. A revision of the Geothelphusa levicervix species group 

(Crustacea: Decapoda: Brachyura: Potamidae), with descriptions of three new species. Journal of Natural 
History, 40(13/14): 759-781. 

参 考 文 献 ： 儀間英美・諸喜田茂充, 1980. 沖縄島与那川におけるサワガニ類の分布. 沖縄生物学会誌, 18: 
9-15. 

諸喜田茂充・成瀬 貫, 2002. 琉球列島のサワガニ類の分布と繁殖生態および起源論. “世界に拓
く沖縄研究第 4 回沖縄研究国際シンポジウム”, 第 4 回沖縄研究国際シンポジウム実行委員会 
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(編), 第4回「沖縄研究国際シンポジウム」実行委員会, 那覇, 719-727. 
鈴木廣志・成瀬 貫, 2011. 日本の淡水産甲殻十脚類. “エビ・カニ・ザリガニ－淡水甲殻類の保

全と生物学”, 川井唯史・中田和義 (編), 生物研究社, 東京, 39-73, 121-122, 口絵 1-12. 
 
執 筆 者 名 ： 成瀬 貫 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： イヘヤオオサワガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 サワガニ科 
学    名 ： Geothelphusa iheya Naruse, Shokita & Ng, 2006 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー：絶滅危惧Ⅱ類 (VU)  
 
形    態 ： 最大甲幅44 mm。大型個体では甲の中央前方が強く膨らむ。眼窩後方に稜線はなく、後方に向け

てなだらかに膨らむ。額の幅は狭い。前側縁は稜状になり、顆粒列が並ぶ。雄の大型個体では片
方の鉗部が非常に大きくなる。雄の第1腹肢は細長く、雄の第1腹肢は比較的太く、その先端節が鋭
く外側に曲がる。 

近似種との区別 ： 形態的に似るミヤコサワガニとの区別については、ミヤコサワガニを参照のこと。 
分 布 の 概 要 ： 伊平屋島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： かつて、伊平屋・沖縄・渡嘉敷・久米島すべての集団が「オオサワガニ」1種と

されてきたが、詳細な研究により各島の集団がそれぞれ独立種であることが分かり、伊平屋島の集
団はイヘヤオオサワガニと命名された。伊平屋以外の3島の種に加え、ミヤコサワガニも本種に比
較的近縁な種である。 

生 態 的 特 徴 ： 他のサワガニ類と同様、大きな卵を少なく産む大卵少産型の生活史である。イヘヤオオサワガニは、
ミヤコサワガニと同様、他のオオサワガニ類よりも水への依存度が高く、水中、あるいは水辺で見
つかることが多い。 

生息地の条件  ： 森林に覆われた河川の中・下流域や、平野部の湧水にもみられる。 
現在の生息状況 ： 海岸線から急に山が立ち上がっている伊平屋島でのイヘヤサワガニの分布は、水量が豊富な河川

中・下流域に集中している。これは、標高100 m以上の上流は水量が少なく、またベンケイガニや
クロベンケイガニ、オカガニなどと生息環境が競合する為、生息可能な環境が狭い範囲に限定され
ていることを示し、樹木の伐採、ヤギ等の放牧、土地開発が進めば、生育場所がすぐに消失してし
まう可能性がある。 

学術的意義・評価 ： 完全な陸封種であり、琉球列島の地史考える上で重要な種である。 
生存に対する脅威 ： 森林伐採などを伴うダム建設や山地・河川開発、道路建設などにより、生息地が撹乱される可能性

がある。また、ペット用に捕獲され売買される可能性があるが、生息地が限られ、個体数も少ない
ことから、そのような利用は厳に避けるべきである。 

特 記 事 項 ： 伊平屋島固有種。IUCN カテゴリー：Least Concern(LC)。 
原  記  載 ： Naruse, T., S. Shokita & P. K. L. Ng, 2006. A revision of the Geothelphusa levicervix species group 

(Crustacea: Decapoda: Brachyura: Potamidae), with descriptions of three new species. Journal of Natural 
History, 40(13/14): 759-781. 

参 考 文 献 ： 鈴木廣志・成瀬 貫, 2011. 日本の淡水産甲殻十脚類. “エビ・カニ・ザリガニ－淡水甲殻類の保
全と生物学”, 川井唯史・中田和義 (編), 生物研究社, 東京, 39-73, 121-122, 口絵 1-12. 

 
執 筆 者 名 ： 成瀬 貫・長井 隆 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： クメジマオオサワガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 サワガニ科 
学    名 ： Geothelphusa kumejima Naruse, Shokita & Ng, 2006 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 最大甲幅51 mm。大型個体では甲の中央前方が強く膨らむ。眼窩後方に稜線はなく、後方に向けてな

だらかに膨らむ。額の幅は狭い。前側縁は稜状になるが、顆粒を欠く。雄の大型個体では片方の鉗
部が非常に大きくなる。雄の第1腹肢はやや太短く、基節基部外角に瘤状の隆起がある。 

近似種との区別 ： 形態的にトカシキオオサワガニやオキナワオオサワガニに似るが、クメジマオオサワガニは、雄の
第1腹肢はより太短く、基節基部外角に瘤状の隆起があるのに対し、他の2種は第1腹肢がより細
長く、基節基部外角の瘤状の隆起を欠くことから、クメジマオオサワガニを区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 久米島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： かつて、久米島・渡嘉敷・沖縄・伊平屋すべての集団が「オオサワガニ」1種と

されてきたが、詳細な研究により各島の集団がそれぞれ独立種であることが分かり、久米島の集団
はクメジマオオサワガニと命名された。久米島以外の3島の種に加え、ミヤコサワガニも本種に比
較的近縁な種である。 

生 態 的 特 徴 ： 他のサワガニ類と同様、大きな卵を少なく産む大卵少産型の生活史である。 
生息地の条件  ： 河川の中～上流部の川岸近くや山地の湿地帯に生息。山地の、比較的最近土砂が崩れた様な場所に

穴を掘って生息していることも多い。 
現在の生息状況 ： 生息地周辺の開墾や圃場整備ならびに農薬汚染、あるいは道路開発などの影響を受ける可能性があ

る。 
学術的意義・評価 ： 完全な陸封種であり、琉球列島の地史考える上で重要な種である。 
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生存に対する脅威 ： 森林伐採などを伴うダム建設や山地・河川開発、道路建設などにより、生息地が撹乱される可能性
がある。また、ペット用に捕獲され売買される可能性があるが、生息地が限られ、個体数も少ない
ことから、そのような利用は厳に避けるべきである。 

特 記 事 項 ： 久米島固有種。IUCN カテゴリー：Least Concern(LC)。 
原  記  載 ： Naruse, T., S. Shokita & P. K. L. Ng, 2006. A revision of the Geothelphusa levicervix species group 

(Crustacea: Decapoda: Brachyura: Potamidae), with descriptions of three new species. Journal of Natural 
History, 40(13/14): 759-781. 

参 考 文 献 ： 鈴木廣志・成瀬 貫, 2011. 日本の淡水産甲殻十脚類. “エビ・カニ・ザリガニ－淡水甲殻類の保
全と生物学”, 川井唯史・中田和義 (編), 生物研究社, 東京, 39-73, 121-122, 口絵 1-12. 

 
執 筆 者 名 ： 成瀬 貫 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ヤエヤマヤマガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 サワガニ科 
学    名 ： Ryukyum yaeyamense (Minei, 1973) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 最大甲幅 45 mm。甲全体に厚みがある。眼窩外歯後方の歯が顕著で、眼窩外歯と共に前方に向けて

尖る。甲は鶯色～茶色で、歩脚は小豆色をしている。 
近似種との区別 ： 敢えて言えば、眼窩外歯後方に歯を有するミナミサワガニ類に似るが、ヤエヤマヤマガニの甲は明

らかに厚いことから容易に区別できる。 
分 布 の 概 要 ： 石垣島・西表島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 : 近縁な種は全く分かっていない。 
生 態 的 特 徴 ： 他のサワガニ類と同様、大きな卵を少なく産む大卵少産型の生活史である。 
生息地の条件  ： 成体は、河川の中～上流部の川岸から陸上部にかけて生息する。森林内の陸上で活発に行動し、夏

の夜間には林道などでもよく見られる。巣穴は林内の細い沢の土手や湿地によく見られ、穴の底に
は水が浸出している 

現在の生息状況 ： 生息地周辺の開墾や圃場整備ならびに農薬汚染、あるいは山地・河川開発などの影響を受ける可能
性がある。 

学術的意義・評価 ： 1 属 1 種のサワガニ類で、石垣・西表島の固有種である。近縁な種はおろか属も分からず、東アジ
アのサワガニ類の分化を考えるうえで興味深い種である。 

生存に対する脅威 ： 森林伐採などを伴う山地・河川開発、道路建設、あるいは山道の途中にある生息環境の人による踏
みつけなどにより、生息地が撹乱される可能性がある。また、ペット用に捕獲され売買される可能
性があるが、生息地が限られ、個体数も少ないことから、そのような利用は厳に避けるべきである。 

特 記 事 項 ： 石垣・西表島固有種。IUCN カテゴリー：Least Concern(LC)。 
原  記  載 ： Minei, H., 1973. Potamoid crabs of the Ryukyu Islands, with descriptions of five new species (Crustacea, 

Deccapoda, Potamoidea). Journal of the Faculity of Agriculture, Kyushu University, 17: 203-226. 
参 考 文 献 ： Ng, P. K. L. & S. Shokita, 1995. Ryukyum, a new genus of terrestrial crab from the Ryukyu Islands 

(Brachyura: Potamidae). Crustacean Research, 24: 1-7. 
鈴木廣志・成瀬 貫, 2011. 日本の淡水産甲殻十脚類. “エビ・カニ・ザリガニ－淡水甲殻類の保
全と生物学”, 川井唯史・中田和義 (編), 生物研究社, 東京, 39-73, 121-122, 口絵 1-12. 

 
執 筆 者 名 ： 成瀬 貫 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ドウクツベンケイガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 ベンケイガニ科 
学    名 ： Karstarma boholano (Ng, 2002) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー： 情報不足 (DD)  
 
形    態 ： 最大甲幅20 mm前後。甲は後方に向けてやや広がり、台形状を呈する。眼窩外歯は前方に三角形状

に張り出し、前鰓縁の第１歯との間にはV字状の深い切れ込みがある。歩脚が極めて長く、第3歩
脚 (第 4胸脚) の底節基部から指節先端までの長さが最大甲幅の2.6～3.0倍に達する。第1～3歩
脚の長節の末縁には背棘を欠く。第2–3歩脚の底節には顕著な剛毛の束が生じる。 

近似種との区別 ： 国内のベンケイガニ類の中ではアシナガベンケイガニに似るが、本種に比べて甲が後方に向けて著
しく広がることで容易に区別することができる。また、アシナガベンケイガニはマングローブ域に
生息する。 

分 布 の 概 要 ： 国内では、宮古諸島の多良間島、八重山諸島の石垣島・波照間島・与那国島 (藤田, 印刷中) から
記録がある。国外ではフィリピン (ボホール州パンラオ島: タイプ産地) から記録されている。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 : ドウクツベンケイガニ属には15種が知られるが、国内からはドウクツベンケイガ
ニのみが記録されている。 

生 態 的 特 徴 ： 内部に地下水域 (陸封潮溜り) が存在する石灰岩洞窟の陸域に生息し、洞窟内の壁面の窪みや転石
下などに潜んでいる。夜間には洞窟入り口周辺にも出現する。洞窟壁面をはさみ脚で擦り採って口
に運ぶ行動が観察されており、壁面に生育する地衣類や藻類を食べていると考えられている。繁殖
などの詳しい生態は分かっていないが、7 月に抱卵個体が得られていることから、繁殖期は夏期で
あると推測される。 



<甲殻類> 

309 
 

生息地の条件  ： 内部に地下水域 (陸封潮溜り) が存在する石灰岩洞窟。 
現在の生息状況 ： 多良間島および石垣島での生息状況は比較的安定している。 
学術的意義・評価 ： カニ類の暗所適応を研究するのに良い材料と考えられる。 
生存に対する脅威 ： 洞窟周辺の土地改良や宅地開発など、洞窟環境の消失や悪化は、本種の生存の大きな脅威となる。 
原  記  載 ： Ng, P. K. L., 2002. New species of cavernicolous crabs of the genus Sesarmoides from the Western Pacific, 

with a key to the genus (Crustacea: Decapoda: Brachyura: Sesarmidae). Raffles Bulletin of Zoology, 50: 
419-436. 

参 考 文 献 ： Davie, P. J. F. & P. K. L. Ng, 2007. A new genus for cave-dwelling crabs previously assigned to Sesarmoides 
(Crustacea: Decapoda: Brachyura: Sesarmidae). Raffles Bulletin of Zoology, Supplement, 16: 227-231. 

Naruse, T., H. Nakai & H. Tamura, 2005. A new record of cavernicolous crab Sesarmoides boholano Ng, 
2002 (Brachyura, Sesarmidae) from Ishigaki Island, Southern Ryukyu Islands, Japan. Biogeography, 7: 
79-84. 

吉郷英範・田村常雄, 2008. 八重山諸島波照間島から得られた洞穴性カニ類. 比婆科学, 228: 
28-29.  

藤田喜久・成瀬 貫, 2016. 多良間島初記録のドウクツベンケイガニ. Fauna Ryukyuana, 28: 23-27. 
藤田喜久 (印刷中). 八重山諸島与那国島における洞窟性十脚目甲殻類 2 種の新産地記録. Fauna 
Ryukyuana. 

 
執 筆 者 名 ： 藤田喜久 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： カスリベンケイガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 ベンケイガニ科 
学    名 ： Lithoselatium pulchrum Schubart, Liu & Ng, 2009 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー：情報不足 (DD)  
 
形    態 ： 最大甲幅約27 mm。甲のは台形で、歩脚は長く、またその長節は薄く幅広い。雌雄で甲の形に大きな

違いがあり、雄は幅の狭い円形に近く、雌は幅の広い楕円形である。甲の背面暗赤褐色で多数の淡
黄色の小斑紋を持つ。 

近似種との区別 ： 本種は、同属の L. kusu Schubart, Liu & Ng, 2009 と L. tantichodoki Rueangrit & Ng, 2009 から、甲が
より台形である点と歩脚の長さの違いにより区別することができる。 

分 布 の 概 要 ： 西表島、台湾屏東。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： シンガポールとボルネオ島サバ州周辺の島々より L. kusu が、タイのタイ湾側よ

り L. tantichodoki がそれぞれ知られている。 
生 態 的 特 徴 ： 本種の卵はベンケイガニ科としては比較的大きく、浮遊幼生期が短縮されていることから、各個体

群の分布拡大能力は低い可能性がある。 
生息地の条件  ： 内湾からやや波あたりのよい場所の、満潮時に波で洗われるような場所にある岩の下に潜んでい

る。 
現在の生息状況 ： 生息場所が非常に限定されており、また分布拡大能力も低いと考えられることから、環境の改変に

より容易に絶滅する可能性がある。 
生存に対する脅威 ： 生息環境の護岸整備や海岸開発。 
特 記 事 項 ： 西表島と台湾の固有種。 
原  記  載 ： Schubart, C. D., H.-C. Liu & P. K. L. Ng, 2009. Revision of Selatium Serène & Soh, 1970 (Crustacea: 

Brachyura: Sesarmidae), with description of a new genus and two new species. Zootaxa, 2154: 1-29. 
参 考 文 献 ： 大澤正幸・長井 隆, 2012. カスリベンケイガニ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑－海岸ベントスのレ

ッドデータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野市, 196. 
Rueangrit, P. & P. K. L. Ng, 2009. Lithoselatium tantichodoki, a new species of intertidal crab (Crustacea: 

Brachyura: Sesarmidae) from southern Thailand. Zootaxa, 2291: 24-34. 
 
執 筆 者 名 ： 成瀬  貫 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ドウクツモクズガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 モクズガニ科 
学    名 ： Orcovita miruku Naruse & Tamura, 2006 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー： 情報不足 (DD)  
 
形    態 ： 甲幅20 mm程度。体色は白色あるいは白みを帯びた薄褐色を呈し、眼はやや小さい。甲の前側縁に

はやや丸みを帯びたほぼ同形の2歯を備える (眼後棘を除く)。 鉗脚の不動指と可動指の外面に長
い軟毛の束がある。歩脚は細長い。 

近似種との区別 ： ドウクツモクズガニ属には10種が知られるが、本種に最も近縁な種は、インド洋のクリスマス島の
洞窟地下水域に生息する O. orchardorum Davie & Ng, 2012 である。本種は、前側縁の2歯がやや丸
みを帯びたほぼ同形であること (O. orchardorumは前方の歯がより発達する)、雄の尾節がやや長い
こと (本種は尾節の長さが第6腹節の1.2倍であるのに対し、O. orchardorumは1.1倍である) な
どから O. orchardorum と区別することができる。 

分 布 の 概 要 ： 八重山諸島の石垣島および波照間島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ドウクツモクズガニ属には 10種が知られるが、国内には本種のみが分布する。 
生 態 的 特 徴 ： ドウクツモクズガニ属の既知種は、そのすべてが洞窟地下水域から記録されている。本種の繁殖や
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生活史については良く分かっていない。 
生息地の条件  ： 塩分の混じる洞窟地下水域 (陸封潮溜り)。 
学術的意義・評価 ： カニ類の暗所適応を研究するのに良い材料と考えられる。 
生存に対する脅威 ： 洞窟そのものや周辺の開発、地下水の過剰なくみ上げや工事などによる水脈の分断や改変、農薬や

生活排水等による地下水汚染などが本種の生存の大きな脅威となる。また、愛好家 (マニア) によ
る捕獲も懸念される。 

特 記 事 項 ： ドウクツモクズガニが属する Orcovita には標準和名がないため、「ドウクツモクズガニ属」の新称
を与える。近年、沖縄島の海底洞窟の最奥部の塩分の低い環境 (アンキアライン環境) から本属の
別種と思われる個体が採集され、現在、分類学的研究が進められている。 

原  記  載 ： Naruse, T. & H. Tamura, 2006. A first record of anchialine crab of the genus Orcovita Ng & Tomascik, 1994 
(Decapoda: Brachyura: Varunidae) from Japan, with description of the species. Limnology, 7(3): 147-151.  

参 考 文 献 ： 吉郷英範･田村常雄, 2008. 八重山諸島波照間島から得られた洞穴性カニ類. 比婆科学, 228: 
28-29.  

Davie, P. J. F. & P. K. L. Ng, 2012. Two new species of Orcovita (Crustacea: Decapoda: Brachyura: 
Varunidae) from anchialine caves on Christmas Island, eastern Indian Ocean. Raffles Bulletin of Zoology, 
60: 57-70. 

 
執 筆 者 名 ： 藤田喜久 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： イリオモテヨコナガピンノ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 カクレガニ科 
学    名 ： Tetrias sp. 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー： 情報不足 (DD)  
 
形    態 ： 甲幅約15.0 mmの小型種。甲の中央を除くほぼ全身が長い毛で覆われている。雌雄で甲の形に大き

な違いがあり、雄は幅の狭い円形に近く、雌は幅の広い楕円形である。 
近似種との区別 ： 本種は、同属のミナミヨコナガピンノ Tetrias fischerii に似る。しかし、本種はミナミヨコナガピン

ノより、雄の鉗部外面の顆粒がよりまばらであり、雌雄ともに歩脚がより細いことより区別できる。 
分 布 の 概 要 ： 西表島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 本州の各地より同属のミナミヨコナガピンノが報告されている。 
生 態 的 特 徴 ： ツバサゴカイ類の棲管内に生息する。小さな卵を多く持つ小卵多産型であることから、生活史に浮

遊幼生期を有する小卵多産型の生活史であると考えられる。 
生息地の条件  ： 河口部に形成された湾の奥の潮間帯では、泥質の干潟に生息するツバサゴカイ類の棲管内に見られ

る。生息地は、ウミショウブなどの海草類が繁茂していたり、その周辺であることが多い。また、
泥質や、やや砂質の潮下帯に生息しているツバサゴカイの棲管内からもよく見つかる。 

現在の生息状況 ： 宿種と共に非常に限られた場所に生息しており、未だ西表島からしか報告のない未記載種である。
しかし、同様な環境は石垣島にも散見されることから、生息地はさらに発見される可能性がある。 

学術的意義・評価 ： 棲管を形成するゴカイ類との共生関係の生態・進化を研究する上で興味深いグループである。また、
特殊な環境に生息することから、本種のような未記載種が多く存在することが考えられる。 

生存に対する脅威 ： 本種や宿主が生息する内湾干潟の埋立や海岸開発等により大きな影響を受けてきははずである。 
参 考 文 献 ： 成瀬 貫, 2012. イリオモテヨコナガピンノ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑－海岸ベントスのレッド

データブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野市, 219. 
 
執 筆 者 名 ： 成瀬 貫 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

 3 ) 絶滅危惧Ⅱ類(VU) 

 

 

和    名 ： ドウクツヌマエビ 
分    類 ： 十脚目 コエビ下目 ヌマエビ科 
学    名 ： Antecaridina lauensis (Edmondson, 1935) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)  
 
形    態 ： 体長 15 mm 内外の小型のヌマエビ。額角は短く上下縁に歯がない。目は小さく退化的。5 対の歩脚

に外肢がある。尾節末端縁に4対の棘があり、背面の後半分に2対の棘がある。生時は普通赤色を
呈する。 

近似種との区別 ： 一属一種で、歩脚に外肢があるので、ヌマエビ科の他種と容易に区別できる。 
分 布 の 概 要 ： 国内では大東諸島の南大東島、沖縄諸島の沖縄島、宮古諸島の宮古島、伊良部島、多良間島、水納

島 (藤田, 準備中)、八重山諸島の石垣島、黒島、与那国島 (藤田, 準備中) から記録がある。国
外ではフィジー諸島 (模式産地)、ハワイ諸島、フィリピン (マクタン島)、ソロモン諸島、クリス
マス島、Europa Islands (マダガスカルの西)、Entedebir Island (紅海の南) に不連続的に分布。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 一属一種であり、 近縁種は発見されていない。 
生 態 的 特 徴 ： 繁殖や生活史などの詳しい生態は不明。天然や飼育条件下で抱卵個体が確認されておらず、生活史
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が不明である。実験室で6年間飼育しても産卵が確認されていない。 
生息地の条件  ： 洞窟地下水域や陸封塩溜りに生息し、薄暗い所や暗闇を好む。 
現在の生息状況 ： 南大東島、多良間島、石垣島の洞窟地下水域には本種を比較的数多く見ることが出来る。他所での

個体数は少ない。 
学術的意義・評価 ： ヌマエビ類の中でも原始的な形質を有しており、系統進化を考えるのによい研究素材である。また、

暗所での眼の退化現象を考えるのによい研究材料でもある。 
生存に対する脅威 ： 洞窟や井戸の埋め立てや、周辺の開発、地下水の過剰なくみ上げや工事などによる水脈の分断や改

変、農薬や生活排水等による地下水汚染などが本種の生存の大きな脅威となる。また、洞窟内の水
は農業用に散水のために揚水されることもあり、吸い上げられる可能性も考えられる。 

特 記 事 項 ： 最近の調査によって、沖縄県内の各所から新たに本種の分布が確認されている。一方、集団遺伝学
的研究の結果によれば、沖縄の個体群には少なくとも2系統が見られるようであり、今後、本種の
保護・保全を考える上で注意する必要がある。 

原  記  載 ： Edmondson, C. H., 1935. Atyidae of southern Polynesia. Occasional papers of Bernice P. Bishop Museum, 1 
(3): 1-9. 

参 考 文 献 ： Weese, D. A., Y. Fujita & S. R. Santos, 2013. Multiple colonizations lead to cryptic biodiversity in an island 
ecosystem: Comparative phylogeography of anchialine shrimp species in the Ryukyu Archipelago, Japan. 
The Biological Bulletin, 225: 24-41. 

藤田喜久･小林大純, 2016. 沖縄島における地下水性コエビ類2種の新産地記録. Fauna Ryukyuana, 
28: 67-69. 

藤田喜久 (印刷中). 八重山諸島与那国島における洞窟性十脚目甲殻類 2 種の新産地記録. Fauna 
Ryukyuana.  

藤田喜久 (印刷中). 宮古諸島水納島の十脚甲殻類相. 宮古島市総合博物館紀要, 21. 
 
執 筆 者 名 ： 藤田喜久 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： チカヌマエビ 
分    類 ： 十脚目 コエビ下目 ヌマエビ科 
学    名 ： Halocaridinides trigonophthalma (Fujino & Shokita, 1975) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT)  
 
形    態 ： 体長15 mm程度の小型種。頭胸甲は長細く、前側角は丸みを帯びる。額角は短く、その先端は眼の

先端を越えない。眼は先細り、角膜部が非常に小さい。胸脚には外肢を欠く。 
近似種との区別 ： 本種は、額角が短く、その先端は眼の先端を越えないことから、国内に生息する地下水性のヌマエ

ビ類と容易に区別することができる。 
分 布 の 概 要 ： 国内では、沖縄島、宮古諸島の宮古島、伊良部島、多良間島、水納島 (藤田, 準備中)、八重山諸島

の石垣島、竹富島、鳩間島から記録されている。国外では、フィリピン、パラオ諸島アンガウル島、
マリアナ諸島グアム島から報告がある。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 本種と同属のH. fowleri (Gordon, 1968) がザンジバルに分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 本種の繁殖や生活史については不明な点が多い。近年、石垣島の洞窟内の陸封潮溜りから本種の抱

卵個体が採集され、ゾエア幼生の孵化に成功した。本種のゾエア幼生は両側回遊性種の形態に類似
していることも分かっており (藤田, 準備中)、諸喜田・西島 (1976) が本種幼生として報告したゾ
エア形態とは大きく異なっている。 

生息地の条件  ： 洞窟地下水域や陸封塩溜りに生息し、薄暗い所や暗闇を好む。 
現在の生息状況 ： 宮古島や多良間島では本種が高密度に生息することが知られている。一方、鳩間島の生息地の洞窟

は土砂の堆積により、地下水が滲み出さない状態になっている。 
学術的意義・評価 ： 眼が退化的であるので、系統関係や暗環境への適応を調べるのによい研究素材と考えられる。 
生存に対する脅威 ： 洞窟や井戸の埋め立てや、周辺の開発、地下水の過剰なくみ上げや工事などによる水脈の分断や改

変、農薬や生活排水等による地下水汚染などが本種の生存の大きな脅威となる。また、洞窟内の水
は農業用に散水のために揚水されることもあり、吸い上げられる可能性も考えられる。 

特 記 事 項 : 最近の調査によって、沖縄県内の各所から新たに本種の分布が確認されている。一方、集団遺伝学
的研究の結果によれば、沖縄の個体群には少なくとも3系統が見られるようであり、今後、本種の
保護・保全を考える上で注意する必要がある。 

原  記  載 ： Fujino, T. & S. Shokita,1975. Report on some new Atyid shrimps (Crustacea, Decapoda, Caridea) from the 
Ryukyu Islands. Bulletin of Science & Engineering Division, University of Ryukyus. Mathematics & 
Natural Sciences, 18: 93-113. 

参 考 文 献 ： 諸喜田茂充・西島信昇, 1976. 塩川の水生生物と塩水湧出機構. 沖縄県天然記念物調査シリーズ第 6
集, 塩川動態調査報告 II. 沖縄県教育委員会, 沖縄, 68-91． 

Weese, D. A., Y. Fujita & S. R. Santos, 2013. Multiple colonizations lead to cryptic biodiversity in an island 
ecosystem: Comparative phylogeography of anchialine shrimp species in the Ryukyu Archipelago, Japan. 
The Biological Bulletin, 225: 24-41. 

藤田喜久･小林大純, 2016. 沖縄島における地下水性コエビ類2種の新産地記録. Fauna Ryukyuana, 
28: 67-69. 

藤田喜久 (印刷中). 宮古諸島水納島の十脚甲殻類相. 宮古島市総合博物館紀要, 21. 
 
執 筆 者 名 ： 藤田喜久 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
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和    名 ： イリオモテヌマエビ 
分    類 ： 十脚目 コエビ下目 ヌマエビ科 
学    名 ： Neocaridina iriomotensis Naruse, Shokita & Cai, 2006 
方  言  名 ： サイナマ（石垣島／総称） 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT)  
 
形    態 ： 全長 20 mm程の小さいエビ。額角は第1触角柄末端に達する。額角の上縁はほとんどの個体が歯を

持たず、下縁には0～2歯を有す。 
近似種との区別 ： 琉球列島に分布するカワリヌマエビ属 Neocaridina は、イリオモテヌマエビとイシガキヌマエビの

2 種である。イリオモテヌマエビはイシガキヌマエビより、ほとんどの個体で額角上縁に歯を欠く
ことから、容易に区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 西表島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 同属種であるイシガキヌマエビが石垣島に、ミナミヌマエビ N. denticulata 

denticulata が西日本に、また台湾にはシナヌマエビ N. d. sinensis (Kemp, 1918)、 N. saccam Shih & Cai, 
2007 と N. ketagalan Shih & Cai, 2007が分布する。本属の種は極東ロシア、韓国、中国、台湾、ベト
ナムに分布しており、そのうち中国に最も多くの種が分布するが、その分類体系には議論の余地が
あり (Shih & Cai, 2007)、解決を見ていない。 

生 態 的 特 徴 ： 大きな卵を少なく産む大卵少産型であり、卵から直接稚エビが産まれる直達発生型の生活史を有す。 
生息地の条件  ： 河川上流域の、水量が多いゆるやかな場所から、川幅が狭く水深も浅い沢のようなところまで生息

している。 
学術的意義・評価 ： 本種は、小卵多産種から大卵少産種への分化、両側回遊性から河川陸封性への進化、および琉球列

島と大陸との地史を考える際に貴重な種である。 
生存に対する脅威 ： 河川上流域の非常に限られた清流にのみ生息しており、人間活動による土砂の流出や汚水の流入に

非常に弱いようである。 
特 記 事 項 ： 西表島固有種。IUCN カテゴリー：Least Concern(LC)。 
原  記  載 ： Naruse, T., S. Shokita & Y. Cai, 2006. Neocaridina iriomotensis, a new species of land-locked freshwater 

shrimp (Crustacea: Decapoda: Atyidae) from Iriomote Island, southern Ryukyus, Japan. Proceedings of the 
Biological Society of Washington, 119(1): 25-31. 

参 考 文 献 ： 今井秀行・成瀬 貫・柏木芙美・諸喜田茂充, 2004. アイソザイム分析による石垣島と西表島産カ
ワリヌマエビ類の遺伝的差異. 第 42回日本甲殻類学会東京海洋大学大会 講演要旨集, 57. 

Shih, H.-T. & Y. Cai, 2007. Two New Species of the Land-Locked Freshwater Shrimps Genus, Neocaridina 
Kubo, 1938 (Decapoda: Caridea: Atyidae), from Taiwan, with Notes on Speciation on the Island. 
Zoological Studies, 46(6): 680-694. 

鈴木廣志・成瀬 貫, 2011. 日本の淡水産甲殻十脚類. “エビ・カニ・ザリガニ－淡水甲殻類の保
全と生物学”, 川井唯史・中田和義 (編), 生物研究社, 東京, 39-73, 121-122, 口絵 1-12. 

 
執 筆 者 名 ： 成瀬 貫＊・諸喜田茂充＊・成瀬  貫(追補)   ＊前回改訂版 (2005) における成瀬・諸喜田による記

載内容を一部見直した。 

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ヒラアシテナガエビ 
分    類 ： 十脚目 コエビ下目 テナガエビ科 
学    名 ： Macrobrachium latidactylus (Thallwitz, 1891) 
方  言  名 ： タナガー・タナゲー(沖縄／総称)、イッピル(石垣島) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT)  
 
形    態 ： 頭胸甲長25 mmに達する。額角はほぼ水平で上縁がわずかに盛り上がり、先端は第2触角鱗に達し

ない。額角上縁に13～16歯 (うち頭胸甲上に3～5歯)、下縁に2～5歯を有する。雄の第2鉗脚 (第
2 胸脚) は左右で大きさ、形態が著しく異なる。大鉗脚には小棘が粗生し、鉗部は扁平で掌部及び
不動指は幅広い。小鉗脚は平滑で、指部に長い剛毛が密生する。体色は淡褐色で、多数の濃褐色斑
が散在する。大鉗脚掌部上面には暗褐色の縦帯がある。 

分 布 の 概 要 ： 国内では沖縄島、石垣島、西表島、国外ではインド洋から西太平洋の熱帯・亜熱帯域に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 小卵多産種で9ゾエア期とメガロパ期 (デカポディド期) を経て稚エビになる。 
生息地の条件  ： 河川下流の感潮域からその上部に生息し、流れの緩やかな場所を好む。オオテナガエビやザラテテ

ナガエビ等と同所的にみられる。 
現在の生息状況 ： 個体数は少なく、採集事例のある河川においても確認は難しい。 
生存に対する脅威 ： 河川改修や浚渫、赤土流入などによる生息環境の改変・消失、人工あるいは自然的原因による河口

閉塞とそれに伴う回遊阻害が生存の脅威となる。 
特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Thallwitz, J., 1891. Ueber einige neue indo-pacifische Crustaceen (vorläufige mittheilung). Zoologischer 

Anzeiger, 14: 96-103. 
参 考 文 献 ： Chace, F. A. Jr. & A. J. Bruce, 1993. The Caridean shrimps (Crustacea: Decapoda) of the Albatross Philippine 

expedition 1907-1910. Part 6: Superfamily Palaemonoidea. Smithsonian Contributions to Zoology, 543: 
i-vii, 1-152, Figs.1-23. 

諸喜田茂充, 2014. ヒラアシテナガエビ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある
野生生物－7その他無脊椎動物 (クモ形類・甲殻類等)”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保
全推進室 (編), ぎょうせい, 61. 
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執 筆 者 名 ： 佐伯智史 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： マガタマテナガエビ 
分    類 ： 十脚目 コエビ下目 テナガエビ科 
学    名 ： Macrobrachium lepidactyloides (De Man, 1892) 
方  言  名 ： タナガー・タナゲー(沖縄島／総称) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー：該当なし 
 
形    態 ： 頭胸甲長25 mm以上になる。額角はやや下方に湾曲し、先端は第1触角柄部を超えない。額角上縁

には11～13歯 (うち頭胸甲上に4～7歯) があり、最後尾の歯は頭胸甲の中間よりも前方に位置す
る。額角下縁には2～3歯がある。雄の第2鉗脚 (第 2胸脚) は左右で大きさ、形態が著しく異なる。
大鉗脚の掌部は強く縦扁し、長さは幅の2倍以下、指部は細長く、掌部よりも長い。大型の雄では
鉗部の形状は勾玉状となる。小鉗脚の指部は掌部よりも長く、指を閉じても両指間には大きな隙間
があり、長い剛毛が密生する。ただし、第2鉗脚が脱落した個体は、脱皮後に左右鉗脚の形態が著
しく変わるため、注意が必要である。生時の色彩は緑褐色で、頭胸甲側面には暗褐色の3本の縦線
が入る。腹節側面には暗褐色の縦線が1本入り、頭胸甲側面最上部の縦線とつながる。 

近似種との区別 ： 本種は他の日本産テナガエビ類ではネッタイテナガエビ及びカスリテナガエビに似るが、生時では
腹節側面に入る1本の暗褐色縦線により、これら2種と容易に区別できる。ネッタイテナガエビは頭
胸甲側面に暗赤褐色の3本の縦線が入ること、カスリテナガエビは頭胸甲及び腹節に金白色や暗褐色
の斑が不規則に散在し、絣模様を呈するのが特徴である。 

分 布 の 概 要 ： 国内では沖縄島、国外では台湾、フィリピン、インドネシア、フィジーに分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ネッタイテナガエビは、琉球列島、台湾、フィリピン、東インドネシア、パラオ、

ニューギニア、バヌアツ、ニューカレドニア、フツナ、フィジー、サモアに、カスリテナガエビは
沖縄島、石垣島、フィリピンに分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 小卵多産種。 
生息地の条件  ： 河川中流域に生息する。急流を好み、石の多い早瀬でネッタイテナガエビ、カスリテナガエビ、ツ

ブテナガエビ、ヒラテテナガエビ、オニヌマエビなどと同所的にみられる。 
現在の生息状況 ： 個体数は少ない。沖縄島では北部地域の4河川で確認されているが、今後の調査により確認河川は

増える可能性がある。このうちの1河川においては、例年、雌雄の大型個体 (抱卵雌含む) が確認
されており、再生産が行われている可能性がある。 

生存に対する脅威 ： 河川改修や浚渫、赤土流入などによる生息環境の改変・消失、人工あるいは自然的原因による河口
閉塞とそれに伴う回遊阻害が生存の脅威となる。 

特 記 事 項 ： 諸喜田ら (2003) は、石垣島より採集された個体を「M. lepidactyloides」とし、「カスリテナガエビ」
の和名を付して報告した。その後、沖縄島より真の「M. lepidactyloides」が得られ、諸喜田ら (2003)  
の石垣島産個体は未記載種である可能性が高いことが示され、和名｢カスリテナガエビ｣はこの未記
載種に充てるのが妥当とし、本種には和名「マガタマテナガエビ」が提唱された (佐伯ら, 準備中)。
IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 

原  記  載 ： Man, J. G. de, 1892. Decapoden des Indischen Archipels. “Zoologische Ergebnisse einer Reise in 
Niederländisch Ost-Indien”, Max. Weber (ed.), 2: 265-527, pls.15-29. 

参 考 文 献 ： 佐伯智史・前田 健・成瀬 貫, 審査中. 琉球列島産ネッタイテナガエビ種群3種 (甲殻亜門: 十
脚目: コエビ下目: テナガエビ科) の分類と形態. Fauna Ryukyuana. 

 
執 筆 者 名 ： 佐伯智史 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： カスリテナガエビ 
分    類 ： 十脚目 コエビ下目 テナガエビ科 
学    名 ： Macrobrachium sp. 
方  言  名 ： タナガー・タナゲー(沖縄島／総称)、イッピル(石垣島) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 頭胸甲長 18mm 程度。額角はやや下方に湾曲し、先端は第 1触角柄部を超えない。額角上縁に 10～

12 歯 (うち頭胸甲上に4～6歯)、下縁には 2～3歯を有する。雄の第 2鉗脚 (第 2胸脚) の形態は
左右で大きさ、形態が著しく異なる。大鉗脚の指部は掌部より短く、掌部の長さは幅の２倍前後、
腕節は長節より長い。小鉗脚の指部は掌部よりもやや長く、指を閉じても両指間には大きな隙間が
あり、長い剛毛が密生する。小鉗脚の腕節は細長く、長節より長い。なお、第2鉗脚が脱落した個
体は、脱皮後に左右鉗脚の形態が著しく変わる場合がある (藤田, 未発表)。成体では生時の色彩は
茶褐色で, 頭胸甲及び腹節には金白色や暗褐色の斑が不規則に散在し、絣模様を呈する。 

近似種との区別 ： 本種は、他の日本産テナガエビ類ではネッタイテナガエビ及びマガタマテナガエビに酷似するが、
これら 3種は生時の色彩で比較的容易に区別できる。ネッタイテナガエビは頭胸甲側面に暗赤褐色
の 3本の縦線が入ること、マガタマテナガエビは腹節側面に暗褐色の縦線が1本入るのが特徴であ
る。 

分 布 の 概 要 ： 国内では沖縄島及び石垣島、国外ではフィリピンより確認されている。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ネッタイテナガエビ及びマガタマテナガエビは、西太平洋の熱帯・亜熱帯島嶼に

分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 小卵多産種で12ゾエア期とメガロパ (デカポディド) 期を経て稚エビになる。 
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生息地の条件  ： 河川中・下流域に生息する。急流を好み、石の多い早瀬でネッタイテナガエビ、マガタマテナガエ
ビ、ツブテナガエビ、ヒラテテナガエビ、オニヌマエビなどと同所的にみられる。 

現在の生息状況 ： 個体数は少ない。また、河川環境の悪化に伴い、本種に適した生息地が減少している。 
生存に対する脅威 ： 河川改修や浚渫、赤土流入などによる生息環境の改変・消失、人工あるいは自然的原因による河口

閉塞とそれに伴う回遊阻害が生存の脅威となる。 
特 記 事 項 ： 諸喜田ら (2003) は、石垣島より採集された個体を「M. lepidactyloides」とし、「カスリテナガエビ」

の和名を付して報告した。その後、沖縄島より真の「M. lepidactyloides」が得られ、諸喜田ら (2003) 
の石垣島産個体は未記載種である可能性が高いことが示され、和名｢カスリテナガエビ｣はこの未記
載種に充てるのが妥当とされた (佐伯ら, 準備中)。 

原  記  載 ： Man, J. G. de, 1892. Decapoden des Indischen Archipels. “Zoologische Ergebnisse einer Reise in 
Niederländisch Ost-Indien”, Max. Weber (ed.), 2: 265-527, pls.15-29. 

参 考 文 献 ： 佐伯智史・前田 健・成瀬 貫, 審査中. 琉球列島産ネッタイテナガエビ種群3種 (甲殻亜門: 十
脚目: コエビ下目: テナガエビ科) の分類と形態. Fauna Ryukyuana. 

諸喜田茂充･藤田喜久･長井 隆･伊藤 茜･川原 剛･野甫 斉, 2003. 石垣島名蔵川マングローブ
域と流入河川における甲殻類の生態分布と現存量. “島マングローブに関する調査研究報告書”, 
亜熱帯総合研究所 (編), 亜熱帯総合研究所, 那覇, 97, 総合研.  

 
執 筆 者 名 ： 佐伯智史 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ショキタテナガエビ 
分    類 ： 十脚目 コエビ下目 テナガエビ科 
学    名 ： Macrobrachium shokitai Fujino & Baba, 1973 
方  言  名 ： タナガー・タナゲー（沖縄／総称）、イッピル（石垣島／総称） 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT)  
 
形    態 ： 額角はほぼまっすぐにのびて第1触角第3節の中ほどに達する。上縁に10～12歯 (うち 2歯は眼窩

より後方に位置する)、下縁に 2～3 (普通 2 歯) がある。第 2 胸脚の鉗部 (掌部と指部) は成熟雄
では小顆粒で覆われるが、雌や幼若雄では顆粒が顕著ではない。尾節は第 6腹節より長く、背面後
方に2対の小棘があり、後縁は中央が突出し、その両側に2対の小棘がある。 

近似種との区別 ： 同所的に生息する近似種のミナミテナガエビとは、額角下縁の歯数 (ミナミは普通3)、第2胸脚の
鉗部 (ミナミは小棘で覆われる)、卵の大きさや数 (ショキタは大卵少産、ミナミは小卵多産) 等
から区別される。また、台湾島や中国に生息するタイリクテナガエビにもよく似ているが、額角の
歯数や第2胸脚等の違い、および交雑実験やアイソザイム等からも明らかな違いが見られる。 

分 布 の 概 要 ： 西表島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 近縁種のタイリクテナガエビが台湾と中国大陸に分布。 
生 態 的 特 徴 ： 純淡水性のテナガエビで、浮遊期を完全に省略している。 
生 息地 の条 件： 河川上流域の清流に生息する。西表島の仲間川、浦内川、大見謝川、南風見岳南斜面の沢などから

見つかっており、西表島のほぼ全域に生息している。 
学術的意義・評価 ： 陸封化された生活史を有すため、台湾や中国大陸を含めた琉球列島の地史を考える上で重要な種で

ある。 
生存に対する脅威 ： 人的環境改変が加わると容易に減少につながる。生息地が分断されると近親交配による遺伝子の劣

化をまねいたり、またショキタテナガエビなどの鰓腔に寄生する等脚類である、ショキタテナガノ
エラヤドリが宿主に与える影響についてもまだわかっていない。 

特 記 事 項 ： 西表島固有種。IUCN カテゴリー：Least Concern(LC)。 
原  記  載 ： Fujino, T. & K. Baba, 1973. A new fresh-water prawn of the genus Macrobrachium (Crustacea, Decapoda, 

Caridea) from Iriomote Island of the Ryukyus. Annotationes Zoologicae Japonenses, 46: 100-110. 
参 考 文 献 ： Shoktita, S., 1973. Abbreviated larval development of the fresh-water prawn, Macrobrachium shokitai Fujino 

& Baba (Decapoda, Palaemonidae) from Iriomote Island of the Ryukyus. Annotationes Zoologicae 
Japonenses, 46(2): 111-126. 

馬場敬次, 1995. ショキタテナガエビ. “日本の希少な野生水生生物に関する基礎資料 (II)”, 日
本水産資源保護協会編, (社)日本水産資源保護協会, 東京, 617-619. 

 
執 筆 者 名 ： 諸喜田茂充＊・成瀬 貫＊・成瀬 貫(追補)   ＊前回改訂版 (2005) における諸喜田・成瀬による記

載内容を一部見直した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ヒトハカニダマシ 
分    類 ： 十脚目 異尾下目 カニダマシ科 
学    名 ： Petrolisthes unilobatus Henderson, 1888 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 甲および胸脚は平たい。甲は丸みを帯びた三角形で、眼上棘および前鰓棘を欠く。鉗脚の腕節の前

縁基部に1歯を備え、その後縁の末端は伸長して鋭い突起になる。歩脚は短く、太い。 
近似種との区別 ： 日本産のイソカニダマシ属の種の中では、イソカニダマシ Petrolisthes japonicus (De Haan,1849) に最

もよく似ている。しかしイソカニダマシは、鉗脚の腕節の後縁末部に 2または 3 棘を備えること、
そして歩脚の長節がより細いことにより、ヒトハカニダマシから識別できる。沖縄島では同所的に、
形態の概観が類似したミナミカニダマシ Petrolisthes hastatus Stimpson, 1858を確認できるが、ヒトハ
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カニダマシは、鉗脚の腕節の前縁基部に1歯のみを持ち (ミナミカニダマシでは、より狭いまたは
尖った2–4歯を持つ)、歩脚がより太く、短いことにより識別できる。 

分 布 の 概 要 ： 国内では、鹿児島県 (トカラ列島)、沖縄県 (沖縄島、石垣島、与那国島、尖閣諸島) から記録され
ている。国外ではトンガ、フィジー、台湾から知られる。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： イソカニダマシは、国内では青森県から西表島、小笠原諸島、国外では韓国、中
国、台湾に分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 室内飼育下において、本種の初期生活史が明らかになっている。水温27.5～28.0℃の条件下で、ゾ
エア2期 (浮遊幼生期間) を経て、孵化後11日でメガロパ (デカポディド) 幼生へと変態し、底着
する。その他の生態については明らかになっていない。 

生息地の条件  ： 波当たりの強い転石海岸の潮間帯に生息する。沖縄島では、インドカニダマシやミナミカニダマシ
などのカニダマシ類を同所的に確認できる。 

個体数の動向  ： 沖縄県での過去と現在の個体数の増減については不明。 
現在の生息状況 ： 局所的な分布を示す種で、沖縄島では国頭村西岸の転石帯でのみ生息が確認されている。石垣島か

らの近年の記録は無い。 
生存に対する脅威 ： 局所的な分布を示すため、道路拡張・護岸工事等による自然海岸の消失が最大の脅威となる。 
原  記  載 ： Henderson, J. R., 1888. Report on the Anomura, collected by H. M. S. Challenger during the years 1873-76. 

“Zoology. Report on the Scientific Results of the Voyage of H.M.S. Challenger During the Years 1873-76 
Under the Command of Captain George S. Nares, R.N., F.R.S. and the Late Captain Frank Tourle 
Thomson, R.N.”, J. Murray, J. (ed.), C. W. Thomson & J. Murray (series eds.), 27, Neill and Company, 
Edinburgh, i-xi, 1-221, pls.1-21. 

参 考 文 献 ： 仲宗根幸男・長浜克重, 1971. 尖閣列島の海岸無脊椎動物. 池原貞雄 (編), 尖閣列島学術調査報告. 
琉球大学, 那覇, pp. 115-128, pls. MI 1-5. 

Fujita, Y., S. Shokita, & M. Osawa, 2002. Complete larval development of Petrolisthes unilobatus reared 
under laboratory conditions (Decapoda: Anomura: Porcellanidae). Journal of Crustacean Biology, 22(3): 
567-580. 

Osawa, M. & T.-Y. Chan, 2010. Part III. Porcellanidae (Porcelain crabs). “Crustacean Fauna of Taiwan: 
Crab-like Anomurans (Hippoidea, Lithodoidea and Porcellanidae)”, T.-Y. Chan (ed.), National Taiwan 
Ocean University, Keelung, 67-181. 

 
執 筆 者 名 ： 大澤正幸・藤田喜久 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ヤシガニ 
分    類 ： 十脚目 異尾下目 オカヤドカリ科 
学    名 ： Birgus latro (Linnaeus, 1767) 
方  言  名 ： アンマク・ハブガニ(沖縄島)、アンマク・アンマコ・アンマコウ(大東島)、マクガン(宮古諸島）、

マッコン・マッカン(八重山)、モーヤン(西表島祖内)、マコガニ(黒島)、ムゴン(波照間島)、マク
ヤ(鳩間島)、ン－グヤー(与那国島)  

カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)  
 
形    態 ： 甲長20 cm (胸長 10 cm)、体重4kgに達する。甲と腹節背面はよく硬化している。鰓域は著しく膨

らむ。第１胸脚は強大な鉗脚となり、左側が常に大きい。第 4～5 胸脚も鉗脚となり、第 5 脚は常
に鰓室内に挿入している。雄は腹肢を欠くが、雌は第2～4腹節各節の左側に１つずつ持つ。 

近似種との区別 ： 本属はヤシガニのみを含む。オカヤドカリ類は宿貝を背負っているが、ヤシガニは成長すると宿貝
なしで生活している。 

分 布 の 概 要 ： インド－西太平洋の熱帯・亜熱帯島嶼に分布。国内では、琉球列島と小笠原諸島に分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 一属一種で近縁種はいない。 
生 態 的 特 徴 ： おもに海岸の岩礁域に生息し、基本的に夜行性である。雑食性で植物の実や動物の死骸などを食べ

る。本種の繁殖期は6〜10月 (6月初旬〜8月下旬が最盛期) で、雌の抱卵数は4万5000〜25万粒。
卵発生が進むと、雌は海岸の岩礁域に降りてゾエア幼生を海に放す。孵化幼生は4または5ゾエア
期を経て、孵化後 17～21 日でグラウコトエ幼生に変態する。グラウコトエ幼生は、変態後 21〜28
日間で稚ヤシガニに変態する。その後約 2 年半程度、“ヤドカリ生活”を送ると考えられている。
脱皮は、海岸付近の地面に穴を掘って行う。成長が極めて遅く、雌の性成熟には10年以 上、一般
的な食用サイズ (約 500g) に達するのには、雄で10年、雌で25年以上を要する。最大サイズの個
体は、約50年生存しているとされる。 

生息地の条件  ： 自然海岸。洞穴や裂け目が多い石灰岩礁域で、周辺に餌となる植物が生育する場所で数多く見られ
る。 

現在の生息状況 ： 沖縄各地では、珍味食材としての過剰捕獲が続いており、資源量の減少、小型化が進んでいる。 
学術的意義・評価 ： 本種は、世界最大の陸棲甲殻類であり、貝殻を利用しないオカヤドカリ類としても興味深い。ヤシ

ガニの大型化の理由や、ヤドカリ類の海から陸への移行進化を考えるよい研究素材である。 
生存に対する脅威 ： 食用のための乱獲、自然海岸の縮小・消失、道路での轢殺などが本種の生存の大きな脅威となる。 
特 記 事 項 ： 2010年に「多良間村マクガン (ヤシガニ) 保護条例」、2012年に「宮古島市ヤシガニ保護条例」、

2014年に「石垣市ヤシガニ保護条例」が制定され、各地域にて本種保護の機運が高まっている。IUCN
カテゴリー：Data Deficient (DD)。 

原  記  載 ： Linnaeus, C. 1767. Systema naturae per regna tria naturae, secundum classes, ordines genera, species, cum 
characteribus, differentiis, synonymis, locis. Ed. 12, Stockholm, vol. 1, part 2, pp.553-1327.  

参 考 文 献 ： Sato, T., & K. Yoseda, 2008. Reproductive season and female maturity size of coconut crab Birgus latro on 
Hatoma Island, southern Japan. Fisheries Sceience, 74: 1277-1282. 
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藤田喜久, 2010. ヤシガニと沖縄の人々の暮らし. CANCER, 19: 41-51. 
藤田喜久, 2011. 第 5章 マクガンあんちーかんちー (ヤシガニにまつわる話題あれこれ), “宮古
の自然と文化 第 3 集 躍動する宮古の島々”, 宮古の自然と文化を考える会 (編), 新星出版, 
那覇, 71-89. 

Sato, T., K. Yoseda, O. Abe, T. Shibuno, Y. Takada, S. Dan & K. Hamasaki, 2013. Growth of the coconut crab 
Birgus latro estimated from mark-recapture using passive integrated transponder (PIT) tags. Aquatic 
Biology, 19: 143-152. 

 
執 筆 者 名 ： 藤田喜久 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： サキシマオカヤドカリ 
分    類 ： 十脚目 異尾下目 オカヤドカリ科 
学    名 ： Coenobita perlatus H. Milne Edwards, 1837 
方  言  名 ： アマン・アーマン（混称／総称） 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)  
 
形    態 ： 甲は丸みを帯びてやや盛り上がる。眼柄は著しく側扁する。触角棘は第2触角柄の第2節に癒合す

る。左右両鉗脚の掌部上縁に毛束列があり、さらに左鉗脚の掌部上縁には斜向顆粒列がある。左第
3胸脚 (第 2歩脚) 前節の外面と内面が明瞭な縦走隆起稜によって区別されない。雄の第5胸脚の
底節突起右側が非常に長い。甲と胸脚の地色は鮮やかな紅色を呈し、白色顆粒が点在する。 

近似種との区別 ： 左鉗脚の掌部上縁に斜向顆粒列がある点で、ナキオカヤドカリとムラサキオカヤドカリに似るが、
左側第3胸脚の前節の外面と上面が縦走隆起稜によって区別されない点で本種を識別できる。また、
生時では、サキシマオカヤドカリの体色が鮮やかな紅色であることにより、他種と容易に区別でき
る。 

分 布 の 概 要 ： インド－西部太平洋の熱帯域に広く分布する。国内では、小笠原諸島の父島、火山列島の北硫黄島、
南硫黄島、南鳥島、琉球列島の水納島 (宮古諸島)、石垣島、黒島から記録されている。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 沖縄県下には、ムラサキオカヤドカリ、オカヤドカリ、ナキオカヤドカリ、オオ
ナキオカヤドカリ、コムラサキオカヤドカリが生息しているが、本種は他種に比べて個体数が著し
く少ない。 

生 態 的 特 徴 ： 本種の生態や生活史については良く分かっていない。宮古諸島の水納島では、本種の抱卵個体が６
月下旬に採集されている。 

生 息地 の条 件： 砂浜や岩礁が良好に残された自然海岸。また、本種は、大陸や大きな島よりも、それらから離れた
「Offshore Island」に多く分布するとされている。 

現在の生息状況 ： 沖縄県における本種の記録は極めて限定されているが、宮古諸島の水納島では、複数個体が観察さ
れ、繁殖地であることが確認されている。 

学術的意義・評価 ： 本種は、「Offshore Island」に多く分布するとされているため、オカヤドカリ類の生物系統地理研究
の良い材料となる。 

生存に対する脅威 ： 自然海岸の改変、破壊。 
特 記 事 項 ： 国指定天然記念物 (1970年)。宮古島市自然環境保全条例保全種 (2005年) (ただし、宮古諸島にお

ける産地や採集年等の情報は不明である)。 
原  記  載 ： Milne Edwards, H., 1834-1837. Histoire naturelle des Crustacés comprenant l’anatomie, la physiologie et la 

classification de ces animaux. Paris, Librairie Encyclopédique de Roret. Vol. 1: i-xxxv, 1-468. Vol. 2: 1-531. 
Atlas, 1837: 1-32, pls. 1- 42. Vol. 3, 1840: 1-638. 

参 考 文 献 ： 仲宗根・当山・黒住, 1987. あまん オカヤドカリ生息実態調査報告. 沖縄県天然記念物調査シリー
ズ第29集, 沖縄県教育委員会, 那覇． 

朝倉 彰, 2004. ヤドカリ類の分類学，最近の話題-オカヤドカリ科．海洋と生物150, 26(1): 83-89. 
藤田喜久・成瀬 貫, 2016. 多良間諸島水納島におけるサキシマオカヤドカリの記録. Fauna 
Ryukyuana, 28: 57-58. 

 
執 筆 者 名 ： 藤田喜久 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： キカイホンヤドカリ 
分    類 ： 十脚目 異尾下目 ホンヤドカリ科 
学    名 ： Pagurus angustus (Stimpson, 1858) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 眼柄は細い。両鉗脚の長節の腹面基部に顕著な棘または鈍く尖った突出を持つ。右鉗脚は左鉗脚よ

り明らかに大きく、掌部および腕節の背面が棘状の小顆粒に覆われる。歩脚の指節は前節より短い。
左第2歩脚の前節側面の腹縁近くに粒状の小隆起の列を持つ。 

近似種との区別 ： ユビナガホンヤドカリ Pagurus minutus Hess, 1865 に形態が似ているが、歩脚の指節がより短く、指
節の側面に赤褐色の細い縦縞を持つことで識別できる。ユビナガホンヤドカリでは、歩脚の指節は
前節より明らかに長く、その側面に赤褐色の縦縞は見られない。 

分 布 の 概 要 ： 国内では、鹿児島県 (喜界島、奄美大島) および沖縄県 (沖縄島) のみから記録されている。国内
での分布は琉球列島の中部に限られている。国外では、台湾から記録されている。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ユビナガホンヤドカリは、東アジアの広域に分布しており、国内では北海道から
沖縄県 (西表島) まで、国外では台湾およびロシア極東域から中国北東岸にかけて記録されている。
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ユビナガホンヤドカリは、干潟や河口域などの内湾性海岸の砂泥底上で見つかることが多い。 
生息地の条件  ： 高潮帯～中潮帯の砂泥底の転石域。階段式護岸の隙間からも確認されている。 
個体数の動向  ： 近年、本種が生息する海岸は減少し、見つかる個体数も減少している。 
現在の生息状況 ： 局所的な分布を示す。沖縄島では数か所の内湾性海岸から見つかっているが、同所的に確認できる

ツマキヨコバサミ Clibanarius englaucus Haig & Ball, 1972 やマダラヨコバサミ C. humilis (Dana, 
1851) などの他のヤドカリ類に比べて出現個体数は少ない。 

生存に対する脅威 ： 潮間帯の転石域および階段式護岸は、人為的攪乱の影響を受けやすい場所であることから、生息環
境の水質・底質の汚染、埋め立て，転石域の減少が、本種の減少・消失につながる可能性がある。 

原  記  載 ： Stimpson, W., 1858. Prodromus descriptionis animalium evertebratorum, quae in expeditione ad oceanum 
pacificum septentrionalem, a republica federata missa, Cadwaladaro Ringgold et Johanne Rodgers ducibus, 
observavit et descripsit. Pars VII. Crustacea Anomura. Proceedings of the Academy of Natural Sciences of 
Philadelphia, 10: 225-252. 

参 考 文 献 ： McLaughlin, P. A., D. L. Rahayu, T. Komai & T.-Y. Chan, 2007. A catalog of the hermit crabs (Paguroidea) of 
Taiwan. National Taiwan Ocean University, Keelung, viii+365 pp. 

大澤正幸, 2012. キカイホンヤドカリ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑－海岸ベントスのレッドデータ
ブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野市, 186.  

 
執 筆 者 名 ： 大澤正幸 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： イリオモテマメコブシガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 コブシガニ科 
学    名 ： Philyra iriomotensis Sakai, 1983 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 情報不足 (DD)  
 

甲は菱形で、周囲を顆粒で縁取られている。甲背面の胃域、鰓域、心域に小さい顆粒が集中する。西表島、沖縄島、
奄美大島、加計呂麻島から報告されている本種は、マングローブ林内に多いマンガルマメコブシガニと、感潮域の砂
泥部から河口域最下部の砂礫質の潮間帯にも見つかるアマミマメコブシガニの生息環境の中間に多く見つかる傾向
にある。本種はアマミマメコブシガニに似るが、アマミマメコブシガニは甲、特に鰓域と胃域が強く盛り上がり、各
区域の顆粒も大きいことから本種より区別できる。 

 
原  記  載 ： Sakai, T., 1983. Description of new genera and species of Japanese crabs, together with systematically and 

biogeographically interesting species. (I). Reseaeches on Crustacea, 12: 1-44, pls. I-VIII, 1 frontispiece. 
参 考 文 献 ： Takeda M. & Y. Nakasone, 1991. Three leucosiid crabs of the genus Philyra from Okinawa, the Ryukyu 

Islands, with description of a new species. Bulletin of the National Science Museum, Series A, Zoology, 
17(1): 19-24. 

前之園唯史・長井 隆, 2012. イリオモテマメコブシガニ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑－海岸ベン
トスのレッドデータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野市, 190. 

三浦知之・三浦  要, 2015. 加計呂麻島の海岸湿地に生息する甲殻類と貝類の記録. Nature 
of Kagoshima, 41: 209-222. 

 
執 筆 者 名 ： 成瀬 貫 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： クメジマミナミサワガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 サワガニ科 
学    名 ： Candidiopotamon kumejimense Minei, 1973 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)  
 
形    態 ： 甲は後方が狭くなる台形で、前側縁にはっきりとした前鰓歯がある。額縁の外部が第2触角内肢の

第1節に接触する。第2歩脚前節外側背縁に棘の列がない。 
近似種との区別 ： 本種のオキナワミナミサワガニとトカシキミナミサワガニからの識別点として、第2歩脚前節外側

上縁に棘の列がない点が挙げられる 
分 布 の 概 要 ： 久米島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 同属種であるオキナワミナミサワガニとトカシキミナミサワガニが、それぞれ沖

縄島北部と渡嘉敷島に、C. rathbunae (De Man, 1914) が台湾、C. guangdongense Dai, 1999 が中国広東
省にそれぞれ分布している。 

生 態 的 特 徴 ： 他のサワガニ類と同様、大きな卵を少なく産む大卵少産型の生活史である。 
生息地の条件  ： 成体は河川中・上流部の川岸近くの湿地や山地部の湿地に巣穴を作って生息しているが、転石のあ

る所ではその下に棲んでいる。稚ガニは川の中や水溜りなどで見かける。 
現在の生息状況 ： 中・上流域の比較的流量が少ない清流に生息している。 
学術的意義・評価 ： クメジマミナミサワガニが属するミナミサワガニ属は、中琉球、台湾、中国南東部のみに分布する

グループである。海を介した移動ができないために、分布の拡大は上記の地域が陸でつながってい
たときに起こったと考えられ、地史を考える上で大変貴重なグループである。 

生存に対する脅威 ： 土地改良事業のため生息域が減少している。また土砂が河川に流入し、川岸近くの生息域が悪化し
ている。 

特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern(LC)。 
原  記  載 ： Minei, H., 1973. Potamoid crabs of the Ryukyu Islands, with descriptions of five new species (Crustacea, 



<甲殻類> 

318 
 

Deccapoda, Potamoidea). Journal of the Faculity of Agriculture, Kyushu University, 17: 203-226. 
参 考 文 献 ： 儀間英美・諸喜田茂充, 1980. 沖縄島与那川におけるサワガニ類の分布. 沖縄生物学会誌, 18: 

9-15. 
西島信昇・諸喜田茂充・大城信弘, 1981. 久米島における河川動物群集の特性とその人為的変革. 琉
球列島における島嶼生態系とその人為的変革 (Ⅱ), 205-241. 

鈴木廣志・成瀬 貫, 2011. 日本の淡水産甲殻十脚類. “エビ・カニ・ザリガニ－淡水甲殻類の保
全と生物学”, 川井唯史・中田和義 (編), 生物研究社, 東京, 39-73, 121-122, 口絵 1-12. 

 
執 筆 者 名 ： 成瀬 貫 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： オキナワミナミサワガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 サワガニ科 
学    名 ： Candidiopotamon okinawense Minei, 1973 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT)  
 
形    態 ： 甲は後方が狭くなる台形で、眼窩外歯後方の歯が明瞭である。額縁の外部が第2触角内肢の第1節

に接触しない。第2歩脚前節外側背縁に棘の列がある。 
近似種との区別 ： 本種は、クメジマミナミサワガニとトカシキミナミサワガニより、額縁の外部が第2触角内肢の第

1節に接触しないことから区別できる。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 同属種であるクメジマミナミサワガニとトカシキミナミサワガニが、それぞれ久

米島と渡嘉敷島に、Candidiopotamon rathbunae (De Man, 1914) が台湾、C. guangdongense Dai, 1999
が中国広東省にそれぞれ分布している。 

生 態 的 特 徴 ： 他のサワガニ類と同様、大きな卵を少なく産む大卵少産型の生活史である。 
生息地の条件  ： 成体は河川中・上流部の川岸近くの湿地や山地部の湿地に巣穴を作って生息しているが、転石のあ

る所ではその下に棲んでいる。稚ガニは川の中や水溜りなどで見かける。 
現在の生息状況 ： 沖縄島北部の場合、河川に砂防ダムや大型ダムが建設されたため、生息域がかなり縮小されている。 
学術的意義・評価 ： オキナワミナミサワガニが属するミナミサワガニ属は、中琉球、台湾、中国南東部のみに分布する

グループである。海を介した移動ができないために、分布の拡大は上記の地域が陸でつながってい
たときに起こったと考えられ、地史を考える上で大変貴重なグループである。 

生存に対する脅威 ： 森林伐採などを伴うダム建設や山地・河川開発、道路建設などにより、生息地が撹乱される可能性
がある。 

特 記 事 項 ： 沖縄島北部固有種。IUCN カテゴリー：Least Concern(LC)。 
原  記  載 ： Minei, H., 1973. Potamoid crabs of the Ryukyu Islands, with descriptions of five new species (Crustacea, 

Deccapoda, Potamoidea). Journal of the Faculity of Agriculture, Kyushu University, 17: 203-226. 
参 考 文 献 ： 儀間英美・諸喜田茂充, 1980. 沖縄島与那川におけるサワガニ類の分布. 沖縄生物学会誌, 18: 

9-15. 
諸喜田茂充・成瀬 貫, 2002. 琉球列島のサワガニ類の分布と繁殖生態および起源論. “世界に拓
く沖縄研究第 4 回沖縄研究国際シンポジウム”, 第 4 回沖縄研究国際シンポジウム実行委員会 
(編), 第4回「沖縄研究国際シンポジウム」実行委員会, 那覇, 719-727. 

鈴木廣志・成瀬 貫, 2011. 日本の淡水産甲殻十脚類. “エビ・カニ・ザリガニ－淡水甲殻類の保
全と生物学”, 川井唯史・中田和義 (編), 生物研究社, 東京, 39-73, 121-122, 口絵 1-12. 

 
執 筆 者 名 ： 成瀬 貫 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ムラサキサワガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 サワガニ科 
学    名 ： Geothelphusa marginata marginata Naruse, Shokita & Shy, 2004 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT)  
 
形    態 ： 最大甲幅 40 mm。甲は比較的平たく、前側縁は筋状の隆起となり、長細く低い顆粒に縁取られる。

頸溝が僅かながらではあるが眼窩外歯後方の歯から胃域の H型の溝に繋がる。歩脚には主に前節に
長い毛が生える。生時は歩脚の関節などが黄色で他は紫色をしている。 

近似種との区別 ： 本種の生時の甲や鉗脚・歩脚は紫色であり、茶色であるカッショクサワガニから容易に識別できる。 
分 布 の 概 要 ： 石垣島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ミヤザキサワガニが台湾北部に、カッショクサワガニが西表島に、センカクサワ

ガニが魚釣島に、それぞれ分布する。 
生息地の条件  ： 主に山地にある湿地や、狭く浅い沢に生息する。昼間は浅い穴や大きな岩の下に潜む。流れの緩い

浅い沢を好み瀬に生息するミネイサワガニと陸上でも活発に行動するヤエヤマヤマガニの中間的
な生息場所をもつ。 

現在の生息状況 ： 森林伐採や山地の開発により生息地が減少している。 
学術的意義・評価 ： 本種とカッショクサワガニ・センカクサワガニは形態的に非常に類似しており、恐らく非常に近縁

な種であるため、南琉球と台湾のつながりを示す重要なグループである。 
生存に対する脅威 ： 森林伐採などを伴う山地・河川開発、道路建設、あるいは山道の途中にある生息環境の人による踏

みつけなどにより、生息地が撹乱される可能性がある。また、ペット用に捕獲され売買される可能
性があるが、生息地が限られ、個体数も少ないことから、そのような利用は厳に避けるべきである。 
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特 記 事 項 ： 石垣島固有亜種。IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Naruse, T., S. Shokita & J.-Y. Shy, 2004. A new species of the freshwater crab, previously assigned to 

Geothelphusa miyazakii (Miyake & Chiu, 1965) (Crustacea: Decapoda: Potamidae), from Yaeyama Group, 
Southern Ryukyus, Japan. Raffles Bulletin of Zoology, 52(2): 109-116. 

参 考 文 献 ： 笠井英美・成瀬 貫, 2003. サワガニ科. “琉球列島の陸水生物”, 西田 睦・鹿谷法一・諸喜田
茂充編, 東海大学出版会, 秦野市, 282-288. 

鈴木廣志・成瀬 貫, 2011. 日本の淡水産甲殻十脚類. “エビ・カニ・ザリガニ－淡水甲殻類の保
全と生物学”, 川井唯史・中田和義 (編), 生物研究社, 東京, 39-73, 121-122, 口絵 1-12. 

 
執 筆 者 名 ： 成瀬 貫 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： カッショクサワガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 サワガニ科 
学    名 ： Geothelphusa marginata fulva Naruse, Shokita & Shy, 2004 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT)  
 

最大甲幅40 mmに達する本種は、甲は比較的平たく、前側縁は筋状の隆起となり、長細く低い顆粒に縁取られる。頸
溝は眼窩外歯後方の歯付近では見られない。歩脚には主に前節に長い毛が生える。生時は茶色をしている。西表島固
有亜種である。主に山地にある湿地や、狭く浅い沢に生息する。昼間は浅い穴や大きな岩の下に潜む。流れの緩い浅
い沢を好み瀬に生息するミネイサワガニと陸上でも活発に行動するヤエヤマヤマガニの中間的な生息場所をもつ。 

 
特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Naruse, T., S. Shokita & J.-Y. Shy, 2004. A new species of the freshwater crab, previously assigned to 

Geothelphusa miyazakii (Miyake & Chiu, 1965) (Crustacea: Decapoda: Potamidae), from Yaeyama Group, 
Southern Ryukyus, Japan. Raffles Bulletin of Zoology, 52(2): 109-116. 

参 考 文 献 ： 笠井英美・成瀬 貫, 2003. サワガニ科. “琉球列島の陸水生物”, 西田 睦・鹿谷法一・諸喜田
茂充 (編), 東海大学出版会, 秦野市, 282-288. 

鈴木廣志・成瀬 貫, 2011. 日本の淡水産甲殻十脚類. “エビ・カニ・ザリガニ－淡水甲殻類の保
全と生物学”, 川井唯史・中田和義 (編), 生物研究社, 東京, 39-73, 121-122, 口絵 1-12. 

 
執 筆 者 名 ： 成瀬 貫 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ミネイサワガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 サワガニ科 
学    名 ： Geothelphusa minei Shy & Ng, 1998 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT)  
 

最大甲幅26 mmに達する本種の甲は平たく、眼窩外歯は目立たない。雄の鉗部は左右不同で、オレンジ色になる。歩
脚には剛毛が生える。石垣島と西表島の固有種である。ミネイサワガニは小型種であるため、石垣島で同所的に生息
する、より大型のムラサキサワガニ、同じく西表島のカッショクサワガニより、容易に区別できる。本種は主に上流
域の比較的流量が豊富な清流に生息し、瀬に多く、石の下やごく浅い穴に潜む。通常は水中で生活するが雌の抱卵期
間は陸域で過ごす。 

 
特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Shy, J.-Y. & P. K. L. Ng, 1998. On two new species of Geothelphusa Stimpson, 1858 (Decapoda, Brachyura, 

Potamidae) from the Ryukyu Island, Japan. Crustaceana, 71(7): 778-784. 
参 考 文 献 ： 笠井英美・成瀬 貫, 2003. サワガニ科. “琉球列島の陸水生物”. 西田 睦・鹿谷法一・諸喜田

茂充 (編), 東海大学出版会, 秦野市, 282-288. 
鈴木廣志・成瀬 貫, 2011. 日本の淡水産甲殻十脚類. “エビ・カニ・ザリガニ－淡水甲殻類の保
全と生物学”, 川井唯史・中田和義 (編), 生物研究社, 東京, 39-73, 121-122, 口絵 1-12. 

 
執 筆 者 名 ： 成瀬 貫 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： リュウキュウアカテガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 ベンケイガニ科 
学    名 ： Chiromantes ryukyuanum Naruse & Ng, 2008 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)  
 
形    態 ： 最大甲幅約35 mm。甲は四角く、側縁より歯を欠く。鉗脚は大型の雄個体でもほぼ左右同大である。

体色は、赤色を基調に黄緑と黒の模様が入る個体もいる。  
近似種との区別 ： 本種は、同属のアカテガニ C. haematocheir に酷似するが、オスの大型個体の鉗部が薄く、歩脚が

若干長い。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島、西表島、奄美大島、加計呂麻島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： アカテガニが九州以北、並びに朝鮮半島、中国沿岸、台湾に分布している。 
生 態 的 特 徴 ： 本種は小さな卵を多く持つ小卵多産型であり、浮遊幼生期を有する。 
生息地の条件  ： 本種の成体は、繁殖期と考えられる6〜10月頃にかけ、河口部にできた湾の奥に隣接する小さな丘



<甲殻類> 

320 
 

の麓で夜間に発見されることが多い。小型個体は前述のような丘の近くにあり、かつ潮の影響を受
ける湿地から発見されている。 

現在の生息状況 ： 本種が見られるような環境は、護岸整備や埋立により少なくなってきている。 
生存に対する脅威 ： 埋立や護岸の新設・改修、あるいは海岸・湿地の開発、道路建設等により大きな影響を受ける。ま

た、幼生を放しに海へ下る抱卵雌がロードキルの被害に遭う例もある。 
原  記  載 ： Naruse, T. & P. K. L. Ng, 2008. A new species of Chiromantes s. str. (Decapoda: Brachyura: Sesarmidae) 

from the Ryukyu Islands, Japan, with a note on the identity of Holometopus serenei Soh, 1978. Crustacean 
Research, 37: 1-13.  

参 考 文 献 ： 成瀬 貫, 2012. リュウキュウアカテガニ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑－海岸ベントスのレッドデ
ータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野市, 195. 

 
執 筆 者 名 ： 成瀬 貫 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： マルベンケイガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 ベンケイガニ科 
学    名 ： Labuanium scandens Ng & Liu, 2003 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 甲長は最大で約 40 mm。大型個体では甲の側縁が側方に膨らむが、小型個体では膨らみが弱くほぼ

直線状である。甲の前側縁には眼窩外歯を含め3歯を具える。歩脚は細長く、指節は短い。 
近似種との区別 ： 日本国内から記録のある同属他種はニンジャベンケイガニのみであり、ニンジャベンケイガニは甲

に厚みがなく、背面から見ると後方に広がる台形状であること、歩脚の指節が細長いこと、流れの
速い河川に生息することなどにより、本種と容易に区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 日本国内では、石垣島と西表島で確認されている。国外からの記録は、タイプ産地の台湾のみであ
る。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ：  同属の種はインド・西太平洋の熱帯・亜熱帯域に広く分布する。このうち日本国
内に分布するのは、石垣島と西表島 (前之園・佐伯, 未発表) に生息するニンジャベンケイガニの
みである。 

生 態 的 特 徴 ： 海岸性樹木の樹洞やアダンの葉腋など植物に溜まる淡水環境 (ファイトテルマータ) に生息する。
ハスノハギリ群落で見つかることが多い。抱卵雌が幼生放出のために海へ移動する時以外は地上に
降りない樹上性のカニである。樹皮の表面の藻類や地衣類、樹木の葉や花、陸産貝類などを摂食す
る。 

生息地の条件  ： 樹洞が形成されやすい樹種で構成された海岸林。 
個体数の動向  ： 2013年に日本初記録として報告されたばかりであるため、国内における個体数の経年変化は不明。 
現在の生息状況 ： 石垣島の確認地では、防潮林整備のためハスノハギリ群落の一部が伐採されている。 
生存に対する脅威 ： 防潮林整備事業による生息林の伐採や樹種の植え替え、護岸整備による移動阻害、道路建設による

ロードキルの発生などが本種の生存に対して脅威になると考えられる。 
原  記  載 ： Ng, P. K. L. & H.-C. Liu, 2003. On a new species of tree-climbing crab of the genus Labuanium (Crustacea: 

Decapoda: Brachyura: Sesarmidae) from Taiwan. Proceedings of the Biological Society of Washington, 
116(3): 601-616. 

参 考 文 献 ： 西垣孝治・比嘉高明・小林 峻・谷本拓夢・長井 隆・成瀬 貫, 2013. 石垣島と西表島より採集
された日本初記録の樹上性甲殻類・マルベンケイガニ (甲殻亜門: 十脚目: 短尾下目: ベンケイ
ガニ科). Fauna Ryukyuana, 5: 1-7. 

 
執 筆 者 名 ： 前之園唯史・成瀬  貫 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： シロツメアシハラガニモドキ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 ベンケイガニ科 
学    名 ： Neosarmatium rotundifrons (A. Milne-Edwards, 1869) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 甲長は最大で約 30 mm。甲は厚く、背面には短い剛毛の束が密生する。眼窩外歯の後方には明瞭な

前鰓歯を1つ、不明瞭な前鰓歯を1または2つ具える。掌部の内面には上下方向に並んだ顆粒列を
具える。可動指の上面には角質化した棘状突起が4～7本並ぶ。甲は全体的に濃い紫色で、鉗脚の腕
節や鉗部は白い。 

近似種との区別 ： 本種は鉗部が白いことにより、国内に生息する同属他種とは容易に区別できる。むしろ本種の色彩
は別属のシロテアシハラガニモドキに似るが、後者は、鉗脚の長節の上縁末端、腕節の内角、掌部
上縁の末端にそれぞれ尖った1歯を具えること、掌部内面に上下方向に並んだ顆粒列がないこと、
可動指の上面に棘状の小顆粒が10個以上並ぶことにより本種と区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 日本国内では、宮古島と西表島で確認されている。国外では台湾からサモア (タイプ産地) までの
西太平洋域に分布する。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 同属の種はインド・西太平洋の熱帯・亜熱帯域に広く分布し、国内ではヒメアシ
ハラガニモドキ N. indicum とアシハラガニモドキ N. smithi が奄美大島以南、オオアシハラガニモ
ドキとヒナアシハラモドキが沖縄島以南に分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 河川や池の岸に穴を掘って棲んでいる。雌は甲長15 mm程で成熟すると考えられている。 
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生息地の条件  ： 河川の感潮域の直上やその後背にある池など、淡水域に生息するが、汽水域からそれほど離れてい
ないことも重要である。 

個体数の動向  ： 2015年に日本初記録として報告されたばかりであるため、国内における個体数の経年変化は不明。 
現在の生息状況 ： 国内からの記録は2箇所のみで、個体数は非常に少ないと思われる。 
生存に対する脅威 ： 河川の護岸整備や池の埋め立てによる生息地の縮小や消失、赤土や農薬などの流入による水質悪化

などが本種の生存に対して脅威になると考えられる。 
原  記  載 ： Milne-Edwards, A., 1869. Notes sur quelques nauvel1es espèces du genre Sesarma (Say). Nouvelles Archives 

du Muséum d’Histoire naturelle, 5 (Bulletin): 25-31. 
参 考 文 献 ： 前之園唯史, 2015. 琉球列島の宮古島および西表島より採集された日本初記録のシロツメアシハラ

ガニモドキ (新称) (甲殻亜門: 十脚目: 短尾下目: ベンケイガニ科). Fauna Ryukyuana, 26: 
17-22. 

Ng, P. K. L., H.-C. Liu & C.-H. Wang, 1997. On the terrestrial sesarmine crabs of the genus Neosarmatium 
(Crustacea: Decapoda: Brachyura: Grapsidae) from Taiwan. Journal of Taiwan Museum, 49(2): 145-159. 

 
執 筆 者 名 ： 前之園唯史 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ギザテアシハラガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 ベンケイガニ科 
学    名 ： Sarmatium germaini (A. Milne-Edwards, 1869) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 甲幅約23 mm。甲は正方形に近く、非常に厚みがあり、平滑である。前側縁には2つの切れ込みがあ

り、眼窩外歯を入れて鈍角の3歯を備える。雄の鉗脚掌部上面の指節との間接部に沿い、角質化した
14～17歯が並ぶ。その基部側に、間接部と平行に約8対の溝と隆起が並ぶ。 

近似種との区別 ：  ギザテアシハラガニは同属のミゾテアシハラガニと形態が似ているが、前者は雄の鉗脚掌部上面の
溝と隆起の列がすべて平行であるのに対し、後者は一部平行でないことから見分けられる。 

分 布 の 概 要 ： 国内では石垣島と西表島、国外ではベトナム、シンガポール、マレーシア、香港、フィリピン、北
オーストラリアに分布する。 

生息地の条件  ：  マングローブ林内の砂泥が少し盛り上がるが、満潮時には水に浸る場所に巣穴を掘って生息してい
る。 

原  記  載 ： Milne-Edwards, A., 1869. Notes sur quelques nouvelles esp_ces du genre Sesarma (Say). Nouvelles Archives 
du Mus_um d’Histoire Naturelle, Paris 5 (Bull.): 25-31. 

参 考 文 献 ： Davie, P. J. F., 1992. Revision of Sarmatium Dana (Crustacea: Brachyura: Sesarminae) with descriptions of 
three new species. Memoirs of the Queensland Museum, 32(1): 79-97. 

諸喜田茂充・藤田喜久・長井  隆・伊藤  茜・川原  剛・野甫  斉, 2003. 石垣島名蔵川マングロ
ーブ域と流入河川における甲殻類の生態分布と現存量. “マングローブに関する調査研究報告
書”, 財団法人亜熱帯総合研究所 (編), 財団法人亜熱帯総合研究所, 那覇, 97-111. 

長井  隆・成瀬  貫・前之園唯史・藤田喜久・駒井智幸, 2011. 琉球列島におけるアシハラガニモ
ドキ属とその近似属 (甲殻亜門: 十脚目: 短尾下目) の種の再検討と分布状況. 沖縄生物学会誌, 
49: 15-36. 

長井 隆, 2012. ギザテアシハラガニ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブ
ック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野市, 198. 

 
執 筆 者 名 ： 成瀬 貫（加筆・長井 隆） 
………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： アダンベンケイガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 ベンケイガニ科 
学    名 ： Scandarma lintou Schubart, Liu & Cuesta, 2003 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 甲幅は最大個体で約 22 mm。甲は正方形に近い。眼窩外歯の後方に 2 つの前鰓歯を具えるが、中・

小型個体では不明瞭な場合が多い。鉗脚の掌部上縁には顆粒列の稜が縦走し、外面は顆粒で覆われ
る。歩脚は比較的長い。甲の背面は暗色が混じる黄褐色で、後側縁は明るい黄色の帯で縁取られる。
鉗部は掌部がオレンジ色で指部は白い。 

近似種との区別 ： 国内に同属他種は分布しない。敢えて言えば、甲が正方形に近いことや歩脚が比較的長いことでマ
ルベンケイガニやリュウキュウアカテガニの小型個体に似るが、前者は歩脚の指節がより短く、さ
らに小型個体でも前鰓歯が明瞭であること、後者は掌部上縁の稜や外面の顆粒を欠くことで本種と
容易に区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 日本国内では、沖縄島、石垣島、西表島で確認されている。国外では台湾の台湾島と緑島（タイプ
産地）、フィリピンのルソン島から報告されている。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 同属の S. splendidum Naruse & Ng, 2007 と S. raymondi Ng, 2013 は、ともにボル
ネオ島（マレーシア領）に分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 河口や内湾に隣接したアダン群落に生息し、日中はアダンの葉腋に潜み、夜間にアダンや近隣の樹
上で活動する。植物の花や果実、樹皮、樹上の無脊椎動物などを摂食する。抱卵雌は夕方に汽水域
で幼生放出を行うが、月の周期や潮汐とは無関係に行われるとされている。抱卵雌の最小サイズは
甲幅約11 mm。 
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生息地の条件  ： 河口や内湾に隣接し、かつ強風に晒されないアダン群落。台湾では雨水の溜まったコンクリートブ
ロックでも確認されているが、本来の生息環境ではないと考えられる。 

個体数の動向  ： 2011年に日本初記録として報告されたばかりであるため、国内における個体数の経年変化は不明で
ある。近年、石垣島や西表島でも確認されている。 

現在の生息状況 ： 文献や博物館収蔵標本に基づく産地は、沖縄島、石垣島、西表島でそれぞれ数箇所のみ。このうち、
沖縄島の生息地には近年、木道が建設された。 

生存に対する脅威 ： 海岸や河川の開発に伴う、アダン群落の直接的な伐採 (生息地の消失) に加え、周辺植生の伐採に
よるアダン群落内の微気象の変化 (生息環境の悪化) が本種の生存に対して脅威になると考えら
れる。また、抱卵雌や上陸幼体に対しては、道路建設による移動阻害やロードキルの発生も脅威に
なると考えられる。 

原  記  載 ： Schubart, C. D., H.-C. Liu & J. A. Cuesta, 2003. A new genus and species of tree-climbing crab (Crustacea: 
Brachyura: Sesarmidae) from Taiwan with notes on its ecology and larval morphology. The Raffles Bulletin 
of Zoology, 51(1): 49-59. 

参 考 文 献 ： 前之園唯史・成瀬 貫, 2011. 沖縄島より採集された日本初記録のアダンベンケイガニ (新称) (甲
殻亜門: 十脚目: 短尾下目: ベンケイガニ科). 沖縄生物学会誌, (49): 49-55. 

前之園唯史・佐伯智史, 2016. 新産地記録を伴う石垣島のベンケイガニ類相 (甲殻亜門: 十脚目: 
短尾下目). Fauna Ryukyuana, 33: 1-13. 

Okuyama, Y., 2014. Repeated visitation by a sesarmid crab to male inflorescences of Piper sp. Bulletin of the 
National Museum of Nature and Science, Series B, Botany, 40(3): 119-123. 

 
執 筆 者 名 ： 前之園唯史 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： シロテアシハラガニモドキ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 ベンケイガニ科 
学    名 ： Tiomanium indicum (H. Milne Edwards, 1837) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 甲幅約41 mm。甲はほぼ四角形で厚いが、背面はあまり膨らまない。背面には短毛の束が見られ、特

に前方において密生している。前側縁には眼窩外歯を含めて3歯がある。甲の背面と歩脚の一部は
紫色をしているが、特に甲の背面の紫色は鮮やかである。和名の由来である鉗脚は鉗部と腕節が白
く、雌雄とも左右ほぼ同大である。 

近似種との区別 ： 本種はシロツメアシハラガニモドキ Neosarmatium rotundifrons (A. Milne-Edwards, 1869) に形態や
色彩が類似する。両種の識別点は、シロツメアシハラガニモドキの項を参照。 

分 布 の 概 要 ： 国内では沖縄島、宮古島、西表島、与那国島、国外では台湾、インド-太平洋地域に分布する。 
生 息地 の条 件： マングローブ林内とその後背林の周辺、もしくは河川の感潮域上部付近に巣穴を掘って生息する。 
現在の生息状況： 生息密度は非常に低く、個体数も少ない。 
原  記  載 ： Milne Edwards, H., 1834-1837. Histoire naturelle des Crustacés comprenant l’anatomie, la physiologie et la 

classification de ces animaux. Paris, Librairie Encyclopédique de Roret. Vol. 1: i-xxxv, 1-468. Vol. 2: 1-531. 
Atlas, 1837: 1-32, pls.1-42. Vol. 3, 1840: 1-638. 

参 考 文 献 ： Serène, R. and C. L. Soh, 1970. New Indo-Pacific genera allied to Sesarma Say 1817 (Brachyura, Decapoda, 
Crustacea). Treubia, 27(4): 387-416. 

長井 隆・成瀬 貫・前之園唯史・藤田喜久・駒井智幸, 2011. 琉球列島におけるアシハラガニモ
ドキ属とその近似属 (甲殻亜門: 十脚目: 短尾下目) の種の再検討と分布状況. 沖縄生物学会誌, 
49: 15-36. 

長井  隆, 2012. シロテアシハラガニ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブ
ック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野市, 197. 

 
執 筆 者 名 ： 長井 隆 
………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ：  ロッカクイソガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 モズクガニ科 
学    名 ： Otognathon uru Ng, Komai & Ng, 2009 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 甲幅4 mmほどの小型種。甲は六角形に近く、前側縁は少なくとも3葉に分かれる。前側縁と後側縁

が交わる部分が後方外側に突出する。 
近似種との区別 ： ロッカクイソガニは、敢えて言えば甲の形がレンゲガニに似るが、前者は前側縁と後側縁が交わる

部分が後方外側に突出するのに対し、後者では突出せずに丸く張りだすのみであることから区別で
きる。ロッカクイソガニと唯一の同属種 O. komodoense (Serène, 1971) の違いは、前者は前側縁が少
なくとも3葉に分かれるのに対し、後者では分割はみられない。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 唯一の同属種である O. komodoense がインドネシアのコモド島より知られてい

る。 
生息地の条件  ： サンゴ礫や砂礫が混ざる砂底質の干潟で、高潮線付近の転石の下や堆積したサンゴ礫の隙間など

に見られる。 
現在の生息状況 ： 生息干潟の近くで道路建設工事など行われており、本種への影響が懸念される。 
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生存に対する脅威 ： 埋立や護岸の新設・改修、あるいは海岸開発等により大きな影響を受ける。 
原  記  載 ： Ng, N. K., T. Komai & P. K. L. Ng, 2009. Otognathon uru, a new species of varunid crab (Decapoda: 

Brachyura: Grapsoidea) from an intertidal reef in Okinawa Island, the Ryukyu Islands, Japan. Bulletin of 
the National Museum of Nature and Science, Series A, Supplement 3, 205-214.  

参 考 文 献 ： 前之園唯史, 2012. ロッカクイソガニ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑－海岸ベントスのレッドデータ
ブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野市, 202. 

 
執 筆 者 名 ： 成瀬 貫・前之園唯史 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ダルマガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 モクズガニ科 
学    名 ： Pyxidognathus granulosus A. Milne-Edwards, 1879 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 甲はほぼ円形で、背面はドーム状に膨らむ。額域の前縁は緩やかに膨らみ2葉に分かれる。甲の前

側縁には尖った眼窩外歯と丸みを帯びた2つの前鰓歯がある。歩脚は比較的短い。 
近似種との区別 ： 本種と混棲するトゲアシヒライソガニモドキは、甲が横長であること、額が突出せずに直線的であ

ること、歩脚が比較的長いことにより本種と区別できる。 
分 布 の 概 要 ： 国内からの記録は石垣島のみ。国外ではフィジー (タイプ産地)、インドネシア、フィリピンから報

告がある。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 一属一種である可能性が指摘されている。 
生 態 的 特 徴 ： 石垣島では、河川の感潮域最上部 (汽水域と淡水域の移行帯) にある、流れの緩やかな平瀬や淵で

採集されている。食性や生活史などの基本的な生態は不明である。 
生息地の条件  ： 国内での採集例から推測すると、河口から感潮域の最上部までの間に堰などの人工構造物がない比

較的自然度の高い河川で、砂利や小石帯の河床を好むと思われる。 
個体数の動向  ： 国内では2004年と 2014年に石垣島の2河川からそれぞれ1個体が確認されているのみ。それ以前

の資料はないため、個体数の経年変化は不明。 
現在の生息状況 ： 国内からの記録は2河川 (2個体) のみで、個体数は非常に少ないと思われる。 
生存に対する脅威 ： 河川開発による生息環境の悪化や消失、赤土流入による河床環境の悪化、農薬などの流入による水

質悪化が大きな脅威となる。さらに、詳細な生活史は明らかにされていないが、通し回遊型の生活
史と思われるため、堰などの人工構造物による回遊阻害も脅威になると思われる。 

原  記  載 ： Milne-Edwards, A., 1879. Description de quelques Crustacés nouveaux. Bulletin de la Société Philomathique 
de Paris, Série 7, 3: 103-110, pls.1-2. 

参 考 文 献 ： 前之園唯史・長井 隆・成瀬 貫, 2015. 石垣島より採集された日本初記録のダルマガニ (新称) (甲
殻亜門: 十脚目: 短尾下目: モクズガニ科). 沖縄生物学会誌, 53: 31-36. 

Serène, R. & M. K. Moosa, 1971. New and few known species of Brachyura from Ambon. Marine Research 
in Indonesia, 11: 3-18, pls.I-VI. 

 
執 筆 者 名 ： 前之園唯史 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： アリアケモドキ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 ムツハアリアケガニ科 
学    名 ： Deiratonotus cristatus (De Man, 1895) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 甲幅約 17 mm。甲はやや横長で平たく、六角形に近い。甲面の中央を横切るように明瞭な稜線があ

り、その前方にも3本の短い稜線がある。甲面や歩脚は、短い軟毛で被われる。雌雄とも腹節は、
鮮やかな朱赤色を呈している。 

近似種との区別 ： アリアケモドキと同属にクマノエミオスジガニ Deiratonotus kaoriae Miura, Kawane & Wada, 2007 が
本州 (三重県) と九州 (長崎県、宮崎県) のみで確認されているが、前者は甲が横に長く、甲面や
歩脚には淡色の縞模様がないこと、さらに雄の第一腹肢先端に棘毛があることなどで後者から区別
できる。 

分 布 の 概 要 ： 国内では北海道～九州、奄美大島、沖縄島、国外ではサハリン、朝鮮半島、中国大陸、ベトナムに
分布する。 

生息地の条件  ： 河口干潟から汽水域にかけての砂泥地の転石や堆積物の下などに隠れているか、浅い巣穴を掘って
潜んでいる。 

原  記  載 ： Man, J. G. De, 1895. Bericht über die von Herrn Schiffscapitän Storm zu Atjeh, an den westlichen Küsten von 
Malakka, Borneo und Celebes sowie in der Java-See gesammelten Decapoden und Stomatopoden. Zweiter 
Theil. Zoologische Jahrbücher, Abtheilung für Systematik, Geographie und Biologie der Thiere, 9(1): 
75-218. 

参 考 文 献 ： 仲宗根幸男, 1977. マングローブ湿地の動物の生態分布. “沖縄県天然記念物調査シリーズ 第 10
集 慶佐次湾のヒルギ林緊急調査 Ⅱ”, 沖縄県教育庁文化課 (編), 沖縄県教育庁文化課, 那覇, 
9-38. 

仲宗根幸男・伊礼美和子, 2003. スナガニ科Ocypodidae. “琉球列島の陸水生物”, 西田睦・鹿谷
法一・諸喜田茂充 (編), 東海大学出版会, 東京, 266-272. 
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和田恵次, 2012. アリアケモドキ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑, 海岸ベントスのレッドデータブッ
ク”,日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野市, 207. 

 
執 筆 者 名 ：  長井 隆 
………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： チゴガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 コメツキガニ科 
学    名 ： Ilyoplax pusilla (De Haan, 1835) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 甲幅約10 mm。甲は横長で、六角形に近い形を呈し、甲面は短毛をまばらに生じている。前側縁は、

眼窩外歯の直後に1個の切れ込みを有する。鉗脚は白く、左右ほぼ同大である。雄の腹面は鮮やか
な空色を呈す。 

分 布 の 概 要 ： 国内では本州 (宮城県以南) ～九州、四国、奄美大島、沖縄島、西表島、国外では朝鮮半島南部に
分布する。沖縄県における分布は、沖縄島と西表島のみしか報告がなく、西表島が本種の分布の南
限になる。 

生 態 的 特 徴 ： 雄は両方の鉗脚を上下に動かすウェイビング行動を行う。 
生息地の条件  ： 河口干潟やマングローブ林周辺の砂泥地。 
現在の生息状況 ： 沖縄島では北部の羽地内海と南部の雄樋川の2ヶ所、西表島ではサジ川、仲間崎、船浦、浦内川、

後良川の5ヶ所で確認されている。 
学術的意義・評価 ： 奄美大島と沖縄島の個体群は、九州以北の個体群と遺伝的に異なっていることや雄のウェイビング

行動において若干の差があること、さらに繁殖期が大きく異なっていることが明らかになっている
ことから、生物地理学的に貴重な種である。 

生存に対する脅威 ： 河川改修や埋立事業等によって生息地が消失する可能性がある。 
原  記  載 ： De Haan, W., 1833-1849. Crustacea. “Fauna Japonica sive Descriptio Animalium, quae in Itinere per 

Japoniam, Jussu et Auspiciis Superiorum, Qui Summum in India Batava Imperium Tenent, Suscepto, Annis 
1823-1830 Collegit, Notis, Observationibus et Adumbrationibus Illustravit, (Crustacea).”, P. F. Siebold, 
(ed.), Lugduni-Batavorum, Leiden, i–xvii+i–xxxi+iix–xvi+1–243, pls. A–J, L–Q, 1–55, circ. table 2.  

参 考 文 献 ： Nakasone, Y., 1977. Crab zonation in the Yuhi River, Okinawa Island. Japanese Journal of Ecology, 27:  
61-70. 

Kosuge, T., 1992. Occurrence of Ilyoplax pusilla (Decapoda, Brachyura, Ocypodidae) in Haneji Inlet, 
Okinawa Island near its southern limit, with some ecological notes on the population. Biological Magazine, 
Okinawa, 30: 45-53. 

Yamada, K., F. Furukawa & K. Wada, 2009. Geographical variations in waving display and barricade-building 
behaviour, and genetic population structure in the intertidal brachyuran crab Ilyoplax pusilla (de Haan, 
1835). Journal of Natural History, 43: 17-34. 

小菅丈治, 2011. 西表島後良川におけるチゴガニの分布. 沖縄生物学会誌, 49: 1-7. 
長井  隆, 2012. チゴガニ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑, 海岸ベントスのレッドデータブック”, 
ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野市, 210. 

 
執 筆 者 名 ： 長井 隆 
………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： タイワンヒメオサガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 オサガニ科 
学    名 ： Macrophthalmus (Paramareotis) boteltobagoe (Sakai, 1939) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 甲幅は甲長の約 1.4 倍。額は幅広い。眼窩外歯の後方に 2つの前鰓歯を具え、眼窩外歯または第 1

前鰓歯の先端において甲幅が最大となる。口腔の前方中央には縦走する稜がある。眼柄は太い。掌
部内面は無毛である。不動指下縁と掌部下縁は直線状。可動指の咬合縁には、その全長の1/3程の
位置に明瞭な歯を具える。 

近似種との区別 ： ホルトハウスオサガニは、第2前鰓歯で甲幅が最大となること、鉗部の不動指下縁が掌部下縁に対し
て下垂すること、軟泥質の干潟 (主にマングローブ干潟) に生息することなどにより本種と区別で
きる。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄県内では、沖縄島、宮古島、石垣島から記録がある。県外では奄美大島に分布する。唯一の国
外の産地である台湾の蘭嶼島 (タイプ産地) では近年見つかっていない。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 国内では、同じ亜属のホルトハウスオサガニが沖縄島、石垣島、西表島に分布し、
ナカグスクオサガニが沖縄島と西表島に分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 石灰岩の基質に他の穿孔動物が開けた穴を利用し、付着藻類を摂食する。雌は新月近くに産卵し、
次の満月で幼生を放出する。 

生 息地 の条 件： 海岸や河口の中潮帯で、表面が藍藻類や堆積物で覆われた石灰岩基質の礫干潟に生息する。しかし、
この条件を満たしていても本種が生息していない干潟が多いため、他の環境要因にも制限されてい
る可能性がある。 

個体数の動向  ： 1989年に沖縄島南部で行われた調査では、0.125 m2あたりに最大で18個体。 
現在の生息状況 ： 県内では複数の島嶼から確認されているが、各島嶼内で知られている生息地は少なく、さらにそれ

らの生息地内でもごく限られた範囲でしか見られない。 
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生存に対する脅威 ： 埋め立てによる生息干潟の縮小や消失、護岸整備や防波堤建設による生息環境の変化が本種の生存
に対して脅威になると考えられる。 

原  記  載 ： Sakai, T., 1939. Studies on the crabs of Japan IV. Brachygnatha, Brachyrhyncha. Yokendo, Tokyo. 
参 考 文 献 ： Kosuge, T., 1991. Records of the ocypodid Macrophthalmus boteltobagoe (Sakai, 1939) from the Ryukyu 

Islands, south Japan, with special reference to its occurrence on the limestone rocky shore. Galaxea, 10: 
97-101. 

Kosuge, T. & P. J. F. Davie, 2001. Redescription of Macrophthalmus boteltobagoe and M. holthuisi with notes 
on their ecology (Brachyura: Ocypodidae). Journal of Crustacean Biology, 21(2): 545-555. 

 
執 筆 者 名 ： 前之園唯史 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ナカグスクオサガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 オサガニ科 
学    名 ： Macrophthalmus (Paramareotis) quadratus A. Milne-Edwards, 1873 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 甲は僅かに幅広いが、オサガニ属の中では狭い方である。額は幅広い。眼窩外歯の後方に2つの前

鰓歯を具え、雄では眼窩外歯、雌では眼窩外歯または第1前鰓歯の先端において甲幅が最大となる。
口腔の前方中央には縦走する稜がある。眼柄は太い。雄の鉗部は、掌部内面に羽毛状の剛毛が密生
し、可動指の咬合縁には、その全長の1/3程の位置に明瞭な歯を具える。 

近似種との区別 ： 同じ亜属とされるタイワンヒメオサガニやホルトハウスオサガニは、甲がより幅広いことで容易に
本種と区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 国内での記録は沖縄島と西表島のみ。国外では東インド洋・西太平洋の熱帯・亜熱帯域に分布する 
(タイプ産地：ニューカレドニア)。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 国内では、同じ亜属のタイワンヒメオサガニが奄美大島、沖縄島、宮古島、石垣
島に分布し、ホルトハウスオサガニが沖縄島、石垣島、西表島に分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 転石の周辺などに巣穴を掘って生息しているが、多孔質の岩や死サンゴ骨格の隙間などにも生息す
る。朽木やマングローブ植物の気根に生息するという報告もある。付着藻類などを摂食する。 

生息地の条件  ： 小石やサンゴ礫が混じる砂泥底の干潟に生息するが、この条件を満たしていても本種が生息してい
ない干潟が多いため、その他の環境要因の制限を受けている可能性もある。 

個体数の動向  ： 個体数に関する過去の資料はない。 
現在の生息状況 ： 中城湾では極めて狭い範囲に多くの個体が生息している場所が複数あるが、それぞれの場所は互い

に連続しておらず、各面積も狭いため注意が必要である。 
生存に対する脅威 ： 埋め立てによる生息干潟の縮小や消失、護岸整備や防波堤建設による海岸環境の変化が本種の生存

に対して脅威になると考えられる。 
特 記 事 項 ： 本種は台湾からも記録されていたが、台湾の種は実際には未記載種であることが分かり、新種記載

された。 
原  記  載 ： Milne Edwards, A., 1873. Recherches sur la faune carcinologique de la Nouvelle-Calédonie. Chapitre II. 

Groupe des Cyclométopes Portuniens. Nouvelles Archives du Muséum d’Histoire naturelle, 9 (Mémoires): 
155-332, pls.4-18. 

参 考 文 献 ： Kosuge, T. & K. Wada, 1992. Macrophthalmus quadratus A. Milne Edwards, 1873 (Decapoda, Brachyura, 
Ocypodidae) from Nakagusuku Bay, Okinawa Island: a new record for Japan. The Biological Magazine 
Okinawa, (30): 61-64. 

前之園唯史, 2012. ナカグスクオサガニ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータ
ブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野市, 213. 

 
執 筆 者 名 ： 前之園唯史 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

 4 ) 準絶滅危惧(NT)  

 

 
和    名 ： シオカワヨコエビ 
分    類 ： 端脚目 ヨコエビ科 
学    名 ： Paracalliope dichotomus Morino, 1991 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT)  
 

体長約 2.5 mm。眼が比較的発達する。第2触角は、第1触角より長い。第2〜3尾節が融合し、左右に扁平。第3尾
肢の内外両肢は等長。第7胸肢は他の胸肢よりも著しく長い。日本固有種で、沖縄島、伊平屋島、伊是名島から記録
がある。河川河口部の汽水域や干潟などに生息し、特に河川河口部に生育する河岸植物や抽水植物の根元付近に多数
個体が見られるようである。タイプ産地の塩川では、後背地が採石場になっているため、降雨時には赤土が流れ生息
環境が悪化している。 

 
原  記  載 ： Morino, H., 1991. Gammaridean amphipods (Crustacean) from brackish waters of Okinawa Island, southern 

Japan. Publications of Itako Hydrobiological Station, 5: 13-26. 
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参 考 文 献 ： 諸喜田茂充・西島信昇, 1976. 塩川の水生動物と塩水湧出機構. 塩川動態調査報告 Ⅱ. 沖縄県天然
記念物調査シリーズ第6集, 沖縄県教育委員会, 那覇, 69-91. 

青柳 克, 2011. 伊平屋島・伊是名島から初めて採取されたシオカワヨコエビの記録. 沖縄生物学
会誌, 49: 109-112. 

 
執 筆 者 名 ： 藤田喜久 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ミナミオニヌマエビ 
分    類 ： 十脚目 コエビ下目 ヌマエビ科 
学    名 ： Atyoida pilipes (Newport, 1847) 
方  言  名 ： セー(沖縄／総称)、サイナマ(石垣島／総称) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT)  
 

頭胸甲長は雄で3.0～5.8 mm、雌で4.6～8.8 mm。額角は短く、先端は第1触角柄部の基節端部に達する程度。額角上
縁は無歯、下縁も無歯だが稀に1～2歯を有する。体側には楕円状の暗褐色～暗青色斑が破線状に散在し、背部には小
斑点が密に入る。国内では与論島、沖縄島、久米島、宮古島、石垣島、西表島、小笠原諸島、国外ではインド洋から
西太平洋域の島嶼に分布する。河川中・上流域に生息する。急流を好み、早瀬や滝でみられる。小卵多産種。山地開
発に伴う赤土流入や土砂堆積等による生息環境の改変、人工あるいは自然的原因による河口閉塞やダム建設とそれに
伴う回遊阻害が生存の脅威となる。 

 
特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Newport, G., 1847. Note on the genus Atya of Leach, with descriptions of four apparently new species, in the 

cabinets of the British Museum. The Annals and Magazine of Natural History [series 1], 19: 158-160.  
参 考 文 献 ： 鈴木廣志・成瀬 貫, 2011. 1.3 日本の淡水産甲殻十脚類. “エビ・カニ・ザリガニ－淡水甲殻類

の保全と生物学”, 川井唯史・中田和義編, 生物研究社, 39-73. 
 
執 筆 者 名 ： 佐伯智史 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ナガツノヌマエビ 
分    類 ： 十脚目 コエビ下目 ヌマエビ科 
学    名 ： Caridina gracilirostris De Man,1892 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 

頭胸甲長 6.5 mm。額角は上方に強く湾曲し、先端は第 2触角鱗をはるかに超え、長さは頭胸甲長の 1.5～2倍程度。
額角上縁には先端に1歯と後半に3～9歯、下縁に28～36歯を有する。体色は透明で、赤褐色の小斑点が散在する。
額角の下縁は赤い。国内では久米島、国外ではインド洋から西太平洋に広く分布する。河川下流域に生息し、主に汽
水域でみられる。国内での確認例は少ない。小卵多産種。河川改修や浚渫、赤土流入などによる生息環境の改変・消
失、人工あるいは自然的原因による河口閉塞とそれに伴う回遊阻害が生存の脅威となる。 

 
特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Man, J. G. de, 1892. Decapoden des Indischen Archipels. “Zoologische Ergebnisse einer Reise in 

Niederländisch Ost-Indien”, Max. Weber (ed.), 2: 265-527, pls.15-29. 
参 考 文 献 ： Cai, Y. & P. K. L. Ng, 2007. A revision of the Caridina gracilirostris De Man, 1892, species group, with 

descriptions of two new taxa (Decapoda; Caridea; Atyidae). Journal of Natural History, 41(25-28): 
1585-1602. 

 
執 筆 者 名 ： 佐伯智史 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： サキシマヌマエビ 
分    類 ： 十脚目 コエビ下目 ヌマエビ科 
学    名 ： Caridina prashadi Tiwari & Pillai, 1971 
方  言  名 ： セー(沖縄／総称)、サイナマ(石垣島／総称) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー：準絶滅危惧 (NT)  
 

体長20-30 mm。額角は短く、先端は第1触角柄部第2節の中ほどに達する程度。額角先端部にのみ歯があり、上縁に
1～6 歯、下縁に 3～6 歯を有する。体色は半透明で、暗褐色～暗青色の横帯や斑紋による特徴的な模様を呈す。国内
ではトカラ諸島の中之島以南、喜界島、沖永良部島、沖縄島、伊平屋島、久米島、渡嘉敷島、宮古島、石垣島、西表
島、与那国島、国外ではインド洋のアンダマン諸島に分布する。河川上流域の流れの緩やかな淵でみられるほか、湧
泉・洞窟地下水などにも生息する。小卵多産種。山地開発に伴う赤土流入や土砂堆積等による生息環境の改変、人工
あるいは自然的原因による河口閉塞やダム建設とそれに伴う回遊阻害が生存の脅威となる。本種は Fujino & Shokita 
(1975)  により Caridina sakisimensis として記載された後、Caridina rapaensis Edmondson, 1935 とみなされてきたが、
Cai & Shokita (2006) により Caridina prashadi Tiwari & Pillai, 1971 であると報告された。 
 

特 記 事 項  ： 宮古島市自然環境保全条例保全種 (2005年)。IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Tiwari, K. K. & R. S. Pillai, 1971. Atyid shrimps of the genus Caridina H. Milne Edwards, 1837, from the 

Andaman islands (Decapoda, Caridea). Crustaceana, 21(1): 79-91. 
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参 考 文 献 ： Cai, Y. & Shokita, S., 2006. Atyid shrimps (Crustacea: Decapoda: Caridea) of the Ryukyu Islands, southern 
Japan, with descriptions of two new species. J. Nat. Hist., 40(38/40): 2123-2172. 

諸喜田茂充, 2014. サキシマヌマエビ. “レッドデータブック 2014 －日本の絶滅のおそれのある
野生生物－ 7 その他無脊椎動物 (クモ形類・甲殻類等)”, 環境省自然環境局野生生物課希少種
保全推進室編, ぎょうせい, 60. 

 
執 筆 者 名 ： 佐伯智史 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： マングローブヌマエビ 
分    類 ： 十脚目 コエビ下目 ヌマエビ科 
学    名 ： Caridina propinqua De Man, 1908 
方  言  名 ： サイナマ(石垣島／総称) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT)  
 

体長20 mm程度。額角はほぼまっすぐで、先端は第1触角柄部の第3節端部に達する程度。額角上縁に12～20歯 (う
ち頭胸甲上に3～4歯)、下縁に1～6歯を有する。体色は半透明で、赤褐色の小斑点が散在する。国内では石垣島、西
表島、国外では中国、フィリピン、マレーシア、スリランカ、インドに分布する。マングローブ林内やその後背湿地
の塩分濃度が比較的高いタイドプールに生息する。国内の生息地は一部の河川河口域に限定される。小卵多産種。埋
立や道路・護岸整備等による生息環境の消失、改変が生存の脅威となる。 

 
特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Man, J. G. de, 1908. The fauna of brackish ponds at port Canning, Lower Bengal. Part 10: Decapod crustacea, 

with an account of a small collection from brackwish water near Calcutta and in the Dacca District, Eastern 
Bengal. Records of the Indian Museum, 2: 211-231. 

参 考 文 献 ： Cai, Y. & Shokita, S., 2006. Atyid shrimps (Crustacea: Decapoda: Caridea) of the Ryukyu Islands, southern 
Japan, with descriptions of two new species. J. Nat. Hist., 40(38/40): 2123-2172. 

藤田喜久, 2012. マングローブヌマエビ ”干潟の絶滅危惧動物図鑑－海岸ベントスのレッドデー
タブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野市, 180. 

 
執 筆 者 名 ： 佐伯智史 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： アシナガヌマエビ 
分    類 ： 十脚目 コエビ下目 ヌマエビ科 
学    名 ： Caridina rubella Fujino & Shokita, 1975 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT)  
 

体長30 mm。体は全体的に赤みを帯びる。額角は伸長し、第1触角柄部第3節に達する。眼は小さく退化傾向を示し、
触角や胸脚が非常に長い。洞窟地下水域や陸封潮溜り環境に生息するが、必ずしも塩分を必要としない。国内では、
奄美諸島の沖永良部島、沖縄諸島の沖縄島および伊江島、大東諸島の南大東島、宮古諸島の宮古島から記録されてい
る。国外ではフィリピンに分布する。宮古島における本種の繁殖期は 5〜11 月で、抱卵数は 138〜1018 (甲長 4.4〜
7.6mm) 粒 (川原・藤田, 未発表データ)。甲長5.5 mm以上の個体はすべて雌であり、生殖巣および外部形態の観察か
ら、性転換を行う可能性が指摘されている (川原・藤田, 未発表)。宮古島市自然環境保全条例保全種 (2005年)。 

 
特 記 事 項  ： 宮古島市自然環境保全条例保全種(2005年)。IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Fujino, T. & S. Shokita, 1975. Report on some new Atyid shrimps (Crustacea, Decapoda, Caridea) from the 

Ryukyu Islands. Bulletin of Science & Engineering Division, University of Ryukyus. Mathematics & 
Natural Sciences, 18: 93-113. 

参 考 文 献 ： 諸喜田茂充・上江田利恵子, 1977. 塩川の地下水流下動物とその日周及び季節変動. 沖縄県天然記
念物調査シリーズ第9集, 塩川動態調査報告III, 沖縄県教育委員会, 沖縄, 24-51. 

Weese, D. A., Y. Fujita, M. Hidaka & S. R. Santos, 2012. The long and short of it: Genetic variation and 
population structure of the anchialine atyid shrimp Caridina rubella in Miyako-jima, Japan. Journal of 
Crustacean Biology, 32: 109-117. 

 
執 筆 者 名 ： 藤田喜久 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： スベスベテナガエビ 
分    類 ： 十脚目 コエビ下目 テナガエビ科 
学    名 ： Macrobrachium equidens (Dana, 1852) 
方  言  名 ： タナガー・タナゲー(沖縄島／総称)、イッピル(石垣島) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 該当なし 
  

頭胸甲長 30 mm 程度。額角はやや上方へ湾曲し、先端は第 2触角鱗と同長程度か僅かに超える。額角上縁には 9～13
歯 (うち頭胸甲上に2～4歯)、下縁に4～7歯を有する。第2胸脚の大きさと形態は左右ほぼ同じ。体色は淡褐色で、
多数の暗赤褐色斑が散在する。国内では薩摩半島以南、国外ではインド洋から西太平洋の熱帯・亜熱帯域に広く分布
する。河川下流の汽水域に生息し、主にマングローブ水域でみられる。小卵多産種で10ゾエア期とメガロパ (デカポ
ディド) 期を経て稚エビになる。埋立や道路・護岸整備、河川改修等による生息環境の改変・消失が生存の脅威とな
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る。 
 
特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Dana, J. D., 1852. Conspectus custaceorum quae in orbis terrarum circumnavigatione, carolo wilkes e classe 

republicae foederatae duce, lexit et descripsit. Proceedings of the Academy of Natural Sciences of 
Philadelphia, 1852: 10-28. 

参 考 文 献 ： Ngoc-Ho, N., 1976. The larval development of the prawns Macrobrachium equidens and Macrobrachium sp. 
(Decapoda: Palaemonidae), reared in the laboratory. Journal of Zoology, 178: 15-55. 

諸喜田茂充, 2003. テナガエビ科 Palaemonidae. “琉球列島の陸水生物”, 西田 睦・鹿谷法一・
諸喜田茂充 (編), 東海大学出版会, 秦野市, 255-261. 

 
執 筆 者 名 ： 佐伯智史・藤田喜久＊      ＊前回改訂版 (2005) における藤田による記載内容を一部引用した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ツブテナガエビ 
分    類 ： 十脚目 コエビ下目 テナガエビ科 
学    名 ： Macrobrachium gracilirostre (Miers, 1875) 
方  言  名 ： タナガー・タナゲー(沖縄／総称)、イッピル(石垣島) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT)  
 

頭胸甲長 25 mm 程度。額角はやや下方へ湾曲し、先端は第 1触角柄部の第 3節端部近くに達する。額角上縁に8～10
歯 (うち頭胸甲上に5～6歯)、下縁に2歯を有する。第2胸脚の大きさと形態は左右ほぼ同じ。頭胸甲と腹節には淡
緑色と赤褐色の縦縞が入る。インド洋から西太平洋の熱帯・亜熱帯島嶼に分布し、国内では北琉球 (口永良部島) が
分布北限。河川中・上流域に生息し、急流を好む。小卵多産種。河川改修や浚渫などによる生息環境の改変・消失、
河口閉塞による回遊阻害が生存の脅威となる。美しい色彩のため飼育種として人気があり、マニアによる乱獲も懸念
される。 

 
特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Miers, E. J., 1875. On some new undescribed species of Crustacea from the Samoa Islands. The Annals and 

Magazine of Natural History, 16: 341-344. 
参 考 文 献 ： 諸喜田茂充, 2003. テナガエビ科Palaemonidae. “琉球列島の陸水生物”, 西田 睦・鹿谷法一・

諸喜田茂充 (編), 東海大学出版会, 秦野市, 255-261. 
 
執 筆 者 名 ： 佐伯智史 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： テッポウエビ 
分    類 ： 十脚目 コエビ下目 テッポウエビ科 
学    名 ： Alpheus cf. brevicristatus De Haan, 1844 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 

河口干潟や海草藻場干潟に巣穴を構築して生息する。沖縄県下では沖縄島、西表島などで生息が確認されているが(駒
井, 未発表データ)、生息環境が局所的であり、護岸工事、海砂採取などによる干潟環境の消失や改変が本種の生息の
脅威となる。大鉗脚の掌部が偏圧され、その指節との関節部分付近に明瞭な横溝を備える、小鉗脚の指部は伸長し、
掌部の2.4倍を超える、第3・第4胸脚指節がヘラ状を呈するなどの特徴により認識される。 
吉郷 (2009) は、眼蓋 (orbital hood) の形態、小鉗脚指部の長さ、色彩の細部において琉球諸島産の標本群が本土産の
標本群とは異なることを指摘し、別種である可能性を示唆している。 

 
原  記  載 ： De Haan, W., 1833-1849. Crustacea. “Fauna Japonica sive Descriptio Animalium, quae in Itinere per 

Japoniam, Jussu et Auspiciis Superiorum, Qui Summum in India Batava Imperium Tenent, Suscepto, Annis 
1823-1830 Collegit, Notis, Observationibus et Adumbrationibus Illustravit, (Crustacea).”, P.F. Siebold, (ed.), 
Lugduni-Batavorum, Leiden, i-xvii+i-xxxi+iix-xvi+1-243, pls.A-J, L-Q, 1-55, circ. table 2. 

参 考 文 献 ： 吉郷英範, 2009. 日本の河口域とアンキアラインで確認されたテッポウエビ科エビ類 (甲殻類: エ
ビ目). 比和科学博物館研究報告, 50: 221-273. 

 
執 筆 者 名 ： 駒井智幸 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： オハグロテッポウエビ 
分    類 ： 十脚目 コエビ下目 テッポウエビ科 
学    名 ： Metabetaeus minutus (Whitelegge, 1897) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT)  
 

最大体長 30 mm。第 1 胸脚は左右相称で、はさみは水平に開閉する。大顎の切歯付近に黒斑があり、生時にも頭胸甲
を透かして見える。塩分の混じる洞窟地下水域 (陸封潮溜り)。国内では、奄美諸島の沖永良部島、大東諸島の南大東
島、宮古諸島の宮古島、伊良部島、多良間島、水納島 (藤田, 印刷中)、八重山諸島の石垣島、黒島、波照間島、小笠
原諸島の西之島および父島 (佐々木, 私信) から記録されている。最近の集団遺伝学的研究の結果によれば、本種の
沖縄個体群は、南大東島集団と、南琉球集団 (宮古島、多良間島、石垣島) の少なくとも2系統に分かれ、額角と眼
上棘の形態にも違いが見られる。また、小笠原諸島父島の個体は、沖縄産の個体に比べて、明らかに大きな卵を抱え
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ることが知られており (佐々木, 私信)、別種の可能性がある。 
 
原  記  載 ： Whitelegge, T., 1897. The Crustacea of Funafuti. Memoirs of the Australian Museum, 3: 127-151, pls.6, 7. 
参 考 文 献 ： 藤田喜久・砂川博秋, 2008. 多良間島の洞穴性および陸性十脚甲殻類. 宮古島市総合博物館紀要, 

12: 53-80. 
Weese, D.A., Y. Fujita & S. R. Santos, 2013. Multiple colonizations lead to cryptic biodiversity in an island 

ecosystem: Comparative phylogeography of anchialine shrimp species in the Ryukyu Archipelago, Japan. 
The Biological Bulletin, 225: 24-41. 

藤田喜久 (印刷中). 宮古諸島水納島の十脚甲殻類相. 宮古島市総合博物館紀要, 21. 
 
執 筆 者 名 ： 藤田喜久 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： キノボリエビ 
分    類 ： 十脚目 コエビ下目 モエビ科 
学    名 ： Merguia oligodon (De Man, 1888) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 

額角は短く、上縁に2〜3歯備えるが、下縁に歯は無い。第3顎脚と第1～5胸脚に副肢を欠く。甲長6.2 mmに達する
が、雄性先熟性の性転換をすることが知られており、甲長4.4 mm未満の個体はすべて雄である。本種は、半陸性の生
活様式を有する極めて特異なコエビ類であり、特に夜間には陸上で活発に活動することが知られる。本種の生息環境
は、河川河口域や内湾域の潮間帯の転石帯、マングローブ林内のヒルギ類の根の間、淡水の湧出が見られるサンゴ礁
岩礁海岸である。国内では沖縄諸島の沖縄島、宮古諸島の宮古島と伊良部島（藤田, 未発表）、八重山諸島の石垣島と
西表島に分布する。 

 
原  記  載 ： Man, J. G. de, 1888. Report on the Podophthalmous Crustacea of the Mergui Archipelago, collected for the 

Trustees of the Indian Museum, Calcutta, by Dr. John Anderson, F. R. S., Superintendent of the Museum. 
Journal of the Linnean Society of London. Zoology , 22: 1-312, pls.1-19. 

参 考 文 献 ： 諸喜田茂充, 1980. 大浦川・億首川マングローブ湿地付近の動物. 沖縄県自然環境保全地域指定候
補地学術調査報告書. 

Komai, T., 2002. New record of a semi-terrestrial hippolytid shrimp, Merguia oligodon (De Man) (Crustacea: 
Decapoda: Caridea) from Japan and Thailand. Natural History Research, 7(1): 75-82. 

藤田喜久, 2009. 宮古島から得られたキノボリエビ. 沖縄生物学会誌, 47: 29-31. 
 
執 筆 者 名 ： 藤田喜久 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： オトヒメスナモグリ 
分    類 ： 十脚目 アナエビ下目 スナモグリ科 
学    名 ： Calliaxina sakaii (de Saint Laurent, in de Saint Laurent & Le Loeuff, 1979) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 

頭胸甲長10.0 mmに達する小型種。額角は棘状に尖る。尾節の背面に棘列はない。眼柄は円筒形で，角膜部は先端近
くに位置する。第3顎脚には短い外肢がある。坐節−長節は幅広く、前節・指節も幅広く丸みを帯びる。鉗脚は左右同
形同大で、坐節・長節の下縁に目立った棘や突起はない。海草藻場と周辺の砂礫干潟に穴居する。県下では沖縄島と
西表島から記録があるだけで (大澤, 2012; 駒井, 未発表)、県外ではタイプ産地である熊本県天草郡から知られるだ
けである (Sakai, 1966)。生息場所が局所的であり、護岸工事、埋め立て、海砂採取などによる自然環境の改変が本種
の生息に脅威となる可能性が高い。 
本種は、Sakai (1966) により、Callianassa (Callichirus) novaebritanniae Borradaile, 1900として報告されたが、その後、
別種であることが明らかとなり、新種Calliax sakaiiとして記載された (de Saint Laurent, in de Saint Laurent and Le Loeuff, 
1979)。さらに、Ngoc-Ho (2003) により、新属として創設された Calliaxina Ngoc-Ho, 2003 に移された。 

 
原  記  載 ： Saint Laurent, M. de & P. Le Loeuff. 1979. Campagnes de la Calypso au large des côtes atlantiques africaines 

(1956 et 1959) 22. Crustacés Décapodes Thalassinidea. I. Upogebiidae et Callianassidae. Annales de l’Institut 
Océanographique, 55 (fasc. suppl.): 29-101. 

参 考 文 献 ： Ngoc-Ho, N. 2003. European and Mediterranean Thalassinidea (Crustacea, Decapoda). Zoosystema 25(3): 
439-555. 

大澤正幸, 2012. オトヒメスナモグリ (和名新称). “干潟の絶滅危惧動物図鑑, 海岸ベントスのレ
ッドデータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野市, 182. 

Sakai, K. 1966. On Callianassa (Callichirus) novaebritanniae Borradaile (Thalassinidea, Crustacea) from 
Japan. Journal of the Faculty of Agriculture, Kyushu University, 14(1): 161-171. 

 
執 筆 者 名 ： 駒井智幸 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： トゲオスナモグリ 
分    類 ： 十脚目 アナエビ下目 スナモグリ科 
学    名 ： Cheramus spinicauda Komai, Maenosono & Fujita, 2014 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
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頭胸甲長7.6 mmに達する小型種。額角は棘状に尖る。尾節の後縁に棘状の刺毛列を具える。第3顎脚の坐節−長節は
幅広い蓋状を呈する。鉗脚は左右不同で、大鉗脚坐節の下縁には棘の列を具える。小鉗脚不動指の外面に顕著な隆起
を生ずる。海草藻場とその周辺の砂干潟に穴居し、潮間帯下部〜水深20 mから記録がある。県下では沖縄島から記録
があるだけであり (Komai et al., 2014)、海外を含め、その他の場所からは見つかっていない。生息場所が局所的であり、
護岸工事、埋め立て、海砂採取などによる自然環境の改変が本種の生息に脅威となる可能性が高い。 
本種の雄標本はこれまで採集例がなく、そのため、雄の特徴が不明であり、属の帰属については暫定的なものとされ
た (Komai et al., 2014)。 

 
原  記  載 ： Komai, T., T. Maenosono & Y. Fujita. 2014. Two new species of ghost shrimp assigned to the genus Cheramus 

Spence Bate, 1888 (Crustacea: Decapoda: Axiidea: Callianassidae) from Okinawa Island, Ryukyu Islands, 
Japan. Zootaxa 3895: 503-524. 

参 考 文 献 ： 同上 
 
執 筆 者 名 ： 駒井智幸 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： イリオモテアナジャコ（新称） 
分    類 ： 十脚目 アナエビ下目 アナジャコ科 
学    名 ： Upogebia iriomotensis Sakai & Hirano, 2006 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 

小型のアナジャコ類で、頭胸甲長12.5 mmに達する。額角の下面に棘はない。頭胸甲の前側突起の発達は弱い。眼後
縁に小さな1棘がある。尾節の背面基部近くに顕著な横走隆起が発達する。第1胸脚の不動指は指節とほぼ等長であ
る。河口域の堆積岩の岩盤やマングローブ林内に点在する堆積岩中に巣穴を作って生息する (Sakai & Hirano 2006; 駒
井、未発表)。県下では西表島から記録があるだけで、海外からの記録はない。堆積岩を生息の基盤としており、河口
域の造成などの生息環境の改変が本種の生息に大きな影響を与える可能性がある。 

 
原  記  載 ： Sakai, K. & Y. Hirano, 2006. Three new species of Upogebiidae (Thalassinidea) from Iriomote Island, 

Ryukyus, Japan. Crustaceana, 79(8): 977-991. 
参 考 文 献 ： 同上 
 
執 筆 者 名 ： 駒井智幸 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ミヤケアナジャコ（新称） 
分    類 ： 十脚目 アナエビ下目 アナジャコ科 
学    名 ： Upogebia miyakei Sakai, 1967 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 

小型のアナジャコ類で、頭胸甲長6.9 mmに達する。額角の下面に棘はない。頭胸甲の前側突起は突出する。眼後縁に
は1棘を具える。尾節の背面に明瞭な横走隆起は発達しない。第1胸脚の不動指は指節より明らかに短く、亜鉗を形
成し、性的二型は顕著である。掌部内面には顆粒が散在する。砂泥を基質とした潮間帯転石地に見られる。県下では
石垣島と西表島から記録があるだけで、海外からの記録はない。沿岸域の埋立や港湾造成などによる生息環境の改変
が本種の生息に大きな影響を与える可能性がある。 

 
原  記  載 ： Sakai, K. 1967. Three new species of Thalassinidea (Decapod Crustacea) from South-west Japan. Publication 

of the Seto Marine Biological Laboratory, 15(4): 319-328. 
参 考 文 献 ： Hirano, Y. & M. Saigusa. 2008. Description of the male of Upogebia miyakei from Ryukyu Islands, Japan 

(Decapoda: Thalassinidea: Upogebiidae). Journal of the Marine Biological Association of the United 
Kingdom, 88(1): 125-131. 

 
執 筆 者 名 ： 駒井智幸 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ナンヨウトゲアナジャコ 
分    類 ： 十脚目 アナエビ下目 アナジャコ科 
学    名 ： Upogebia snelliusi Ngoc-Ho, 1989 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 

小型のアナジャコ類で、頭胸甲長9.0 mmに達する。額角の下面に顕著な1棘を具える。頭胸甲の前側突起は弱く突出
する。眼後縁には複数の棘が並ぶ。尾節の背面基部近くに弱い横走隆起が発達する。第1胸脚の不動指は指節よりや
や短い。掌部内面には大小の棘が不規則な縦列に並ぶ。岩礁海岸の堆積岩の岩盤に巣穴を作って生息する (Sakai & 
Hirano 2006；平野ら, 2006)。県下では西表島から記録があるだけで、海外ではインドネシアから報告されている。沿
岸域の埋立や港湾造成などによる生息環境の改変が本種の生息に大きな影響を与える可能性がある。 

 
原  記  載 ： Ngoc-Ho, N., 1989. Description de trois espèces nouvelles de la famille des Upogebiidae (Crustacea, 

Thalassinidea). Bulletin du Muséum national d’Histoire naturelle, Paris, 4e série, 11, sesction A, no 4: 
865-868. 
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参 考 文 献 ： 平野優理子・池田英樹・南里敬弘・高田宜武・酒井勝司・三枝誠行. 2006. 潮間帯の砂岩（西表島）
に生息するアナジャコ（Upogebia snelliusi Ngoc-Ho, 1989）の形態と生態. 海洋と生物, 28(1): 
95-103.  

Sakai, K., Y. Hirano & M. Saigusa, 2004. A new record of Upogebia snelliusi Ngoc-Ho, 1989 (Thalassinidea, 
Upogebiidae) from Iriomote Island, Ryukyu Islands, Japan. Crustaceana, 77(6): 741-749. 

 
執 筆 者 名 ： 駒井智幸 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： トゲユビアナジャコ（新称） 
分    類 ： 十脚目 アナエビ下目 アナジャコ科 
学    名 ： Upogebia spinidactylus Sakai & Hirano, 2006 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 

小型のアナジャコ類で、頭胸甲長11.1 mmに達する。額角の下面に棘はない。頭胸甲の前側突起の発達は弱いが、棘
を具える。眼後縁には小さな1棘がある。尾節の背面基部近くに顕著な横走隆起が発達する。第1胸脚の不動指は指
節よりやや短い。第2胸脚指節の外面に角質の微小な棘が列生する。内湾奥の堆積岩の岩盤に巣穴を作って生息する  
(Sakai & Hirano 2006)。県下では西表島から記録があるだけで、海外からの記録は現在のところない。堆積岩を生息の
基盤としており、生息環境の改変が本種の生息に大きな影響を与える可能性がある。 

 
原  記  載 ： Sakai, K. & Y. Hirano, 2006. Three new species of Upogebiidae (Thalassinidea) from Iriomote Island, 

Ryukyus, Japan. Crustaceana, 79(8): 977-991. 
 
執 筆 者 名 ： 駒井智幸 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ドロイワカニダマシ 
分    類 ： 十脚目 異尾下目 カニダマシ科 
学    名 ： Petrolisthes bifidus Werding & Hiller, 2004 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

甲はやや縦長で、1 対の前鰓棘を持つ。鉗脚の腕節の前縁に 3 または 4 つの幅広い歯を持つ。歩脚の指節の後縁に 2
棘を持ち、基部の棘の方が小さい。国内では西表島から、国外ではフィリピン、チューク諸島、タヒチから記録され
ている。沖縄県から記録されているヒロバカニダマシ P. lamarckii (Leach, 1820) およびオオヒロバカニダマシ P. 
haswelli Miers, 1884 に形態が似るが、歩脚の指節の後縁に2棘 (他種では3棘) を持つことにより識別できる。西表
島での生息場所は、泥質干潟にある岩の集積に限られている。生息場所の著しい改変、水・底質の汚染は、本種の個
体群の消失につながると考えられる。 

 
原  記  載 ： Werding, B. & A. Hiller, 2004. Description of a new species of Petrolisthes from the western Pacifi c 

(Decapoda, Anomura, Porcellanidae). Crustaceana, 77: 257-264. 
参 考 文 献 ： Osawa, M. & T. Maenosono, 2011. Two species of the genus Petrolisthes (Decapoda: Anomura: 

Porcellanidae) from the Ryukyu Islands, southwestern Japan, with description of a new species. New 
Crustaceans of Japan: Part 2. Bulletin of the National Museum of Nature and Science. Series A, Zoology 
Supplement, T. Komai & H. Komatsu (eds.), (5): 109-118.  

大澤正幸, 2012. ドロイワカニダマシ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑－海岸ベントスのレッドデータ
ブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野市, 187.  

 
執 筆 者 名 ： 大澤正幸 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： シロサンゴヤドカリ 
分    類 ： 十脚目 異尾下目 ヤドカリ科 
学    名 ： Calcinus seurati Forest,1951 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 

鉗脚および歩脚は平滑で、地色は白色。歩脚の腕節および長節に黒色の縞状の斑紋を持つ。左鉗脚の掌部の外面は、
大きく膨らむ。左第2歩脚の指節は前節よりやや短い。インド－西太平洋の広域に分布し、国内では沖縄県のほか、
伊豆諸島の八丈島から記録されている。波当たりの強い岩礁において、潮間帯上部のタイドプールに生息する。スベ
スベサンゴヤドカリ C. laevimanus (Randall, 1840) に形態が類似しているが、歩脚が褐色ではなく、白色であることに
より容易に識別できる。岩礁の潮上帯付近における遊歩道の造成などの改変が、本種の個体群の減少につながる可能
性がある。 

 
原  記  載 ： Forest, J., 1951. Remarques sur quelques Paguridae du genre Calcinus à propos de la description de deux 

espèces nouvelles de Polynésie orientale: Calcinus seurati et Calcinus spicatus. Bulletin de la Société 
Zoologique de France, 76: 83-99. 

参 考 文 献 ： McLaughlin, P. A., D. L. Rahayu, T. Komai & T.-Y. Chan, 2007. A catalog of the hermit crabs (Paguroidea) of 
Taiwan. National Taiwan Ocean University, Keelung, viii+365pp. 

 
執 筆 者 名 ： 大澤正幸 
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……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ヒルギノボリヨコバサミ 
分    類 ： 十脚目 異尾下目 ヤドカリ科 
学    名 ： Clibanarius ambonensis Rahayu & Forest,1993 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 

眼柄の背面の内縁に沿って、暗褐色の細い縦縞を持つ。歩脚の前節の側面に4つの暗褐色の縦縞を持つ。国内では石
垣島および西表島から、国外ではインドネシアから記録されている。沖縄県の干潟に多産するツメナガヨコバサミ C. 
longitarsus (De Haan, 1849) に形態および色彩が類似するが、眼柄の背面に細い縦縞を持つことにより容易に識別でき
る。加えて、ヤエヤマヒルギの小木の幹や根の上で見つかることが多く、干潟底上に生息するツメナガヨコバサミか
ら野外でも判別できる。河口域の護岸造成やマングローブ域の改変が進行すると、個体群が消失する可能性がある。 

 
原  記  載 ： Rahayu, D. L. & J. Forest, 1993. Le genre Clibanarius (Crustacea, Decapoda, Diogenidae) en Indonésie, avec 

la description de six espèces nouvelles. Bulletin du Muséum national d’Histoire naturelle, Paris [1992], 
(4)14(A)(2): 745-779. 

参 考 文 献 ： Osawa, M. & Y. Fujita, 2006. Clibanarius ambonensis (Crustacea: Decapoda: Anomura: Diogenidae) from the 
Ryukyu Islands, southwestern Japan. Marine Biodiversity Records, 1, e16: 19.  

大澤正幸, 2012. ヒルギノボリヨコバサミ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑－海岸ベントスのレッドデ
ータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野市, 184.  

 
執 筆 者 名 ： 大澤正幸 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ワカクサヨコバサミ 
分    類 ： 十脚目 異尾下目 ヤドカリ科 
学    名 ： Clibanarius demani Buitendijk, 1937 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 

眼柄は緑色。鉗脚と歩脚は明るい緑褐色。歩脚の長節～前節の側面に、暗褐色の細い線で縁取られた褐色の縦縞を持
つ。国内では沖縄島および西表島から、国外ではモーリシャスからベトナム・インドネシアにかけて記録されている。
ツメナガヨコバサミ C. longitarsus (De Haan, 1849) に形態および色彩がよく似ているが、眼柄が黄褐色ではなく緑色で
あること、鉗脚と歩脚がより明るい緑褐色であることによりに識別できる。海草のある砂れき底を好み、ツメナガヨ
コバサミが多数確認されるような泥質底ではほとんど見かけない。生息場所の泥化は本種の消失につながる可能性が
ある。 

 
原  記  載 ： Buitendijk, A. M., 1937. Biological results of the Snellius expedition. IV. The Paguridea of the Snellius 

Expedition. Temminckia, 2: 251-280. 
参 考 文 献 ： Osawa, M. & R. Yoshida, 2009. Two estuarine hermit crab species of the genus Clibanarius (Crustacea: 

Decapoda: Diogenidae) from the Ryukyu Islands, southern Japan. Species Diversity 14(4): 267-278. 
大澤正幸, 2012. ワカクサヨコバサミ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑－海岸ベントスのレッドデータ
ブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野市, 184.  

 
執 筆 者 名 ： 大澤正幸 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： マーグイヨコバサミ 
分    類 ： 十脚目 異尾下目 ヤドカリ科 
学    名 ： Clibanarius merguiensis De Man, 1888 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 

眼柄は橙色で、背面の内縁に沿って青色の縦縞を持つ。歩脚は暗青色で、指節および前節の側面に、背縁が橙色に縁
取られた白色部を持つ (第2歩脚の前節において、白色部の範囲は広い)。国内では沖縄島、石垣島、西表島から、国
外ではモザンビークからニューカレドニア・台湾にかけて記録されている。沖縄県では、内湾性海岸の潮間帯の転石
域において、シマヨコバサミ C. rhabdodactylus Forest, 1953 やツマキヨコバサミ C. emglaucus Haig & Ball, 1972 など
と混在するが、歩脚の色彩パタンにより識別できる。潮間帯の上部付近を生息場所として好むため、護岸整備など海
岸の改変による個体群の消失が危惧される。 

 
原  記  載 ： Man, J. G. De, 1888. Bericht über die im indischen Archipel von Dr. J. Brock gesammelten Decapoden und 

Stomatopoden. Archiv für Naturgeschicte, [1887], 53: 215-600. 
参 考 文 献 ： McLaughlin, P. A., D. L. Rahayu, T. Komai & T.-Y. Chan, 2007. A catalog of the hermit crabs (Paguroidea) of 

Taiwan. National Taiwan Ocean University, Keelung, viii+365pp. 
大澤正幸, 2012. シマヨコバサミ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑－海岸ベントスのレッドデータブッ
ク”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野市, 184. 

 
執 筆 者 名 ： 大澤正幸 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： マルテツノヤドカリ 
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分    類 ： 十脚目 異尾下目 ヤドカリ科 
学    名 ： Diogenes avarus Heller, 1865 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

左鉗脚は右鉗脚より明瞭に大きい。左鉗脚の掌部の外面は多数の小顆粒および小棘に覆われ、中央基部に鈍い稜を持
つ、第1歩脚の腕節の前縁にいくつかの棘を持つ。インド－西太平洋の広域に分布し、国内では沖縄島、石垣島、西
表島から記録されている。内湾や河口付近の砂泥質干潟に生息するが、見通しの良い開放的な場所で見つかることが
多い。沖縄県では、アンパルツノヤドカリ D. leptocerus Forest, 1956 と同所的に生息することもあるが、左鉗部の外
面に通常黒色の斑紋を持ち、剛毛が少ないことにより識別できる。干潟の埋め立てや護岸整備等により、個体群が減
少・消失する可能性がある。 

 
原  記  載 ： Heller, C., 1865. Crustaceen. Reise der osterreichischen Fregatte Novara um die Erde in den Jahren 1857, 

1858, 1859 unter den Befehlen des Commodors B. von Wüllerstorf-Urbair. Zoologischer Theil. 
Kaiserlich-königlichen Hofund Staatsdruckerei, Wien, 2(3): 1-280. 

参 考 文 献 ： McLaughlin, P. A., 2002. A review of the hermit crab (Decapoda: Anomura: Paguridea) fauna of southern 
Thailand, with particular emphasis on the Andaman Sea, and descriptions of three new species. 
“Proceedings of the international workshop on the Crustacea in the Andaman Sea, Phuket Marine 
Biological Center 29 November-20 December, 1998”, N. Bruce, M. Berggren, & S. Bussawarit (eds.), 
Phuket Marine Biological Center, Special Publication, 23(1-2): 385-460. 

藤田喜久・大澤正幸, 2012. マルテツノヤドカリ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑－海岸ベントスのレ
ッドデータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野市, 185. 

 
執 筆 者 名 ： 大澤正幸 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： リュウキュウカクエンコウガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 エンコウガニ科 
学    名 ： Notonyx kumi Naruse & Maenosono, 2009 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 

甲は横長の長方形。背面は無毛・平滑で前後方向に強く膨らむ。額の前縁はほぼ直線状である。甲の前側縁に眼窩外
歯以外の歯はない。眼の角膜部は肥大しない。国内では沖縄島、久米島町の奥武島 (タイプ産地)、西表島で確認され
ており、国外ではインドネシアから報告がある。同属の種はインド・西太平洋の熱帯・亜熱帯域に広く分布し、国内
ではアマミカクエンコウガニ N. angulatus Naruse & Takeda, 2010 が加計呂麻島沖で採集されている。サンゴ礫が混じ
る粗い砂泥底や海草藻場などの潮間帯に巣穴を掘って生息する。干潟の埋め立てによる生息地の縮小や消失、護岸整
備や防波堤建設による海岸環境の変化が本種の生存に対して脅威になると考えられる。 

 
原  記  載 ： Naruse, T. & T. Maenosono, 2009. Notonyx kumi, a new species of goneplacid crab (Decapoda: Brachyura) 

from the Ryukyu Islands, Japan, and Lesser Sunda Islands, Indoesia. “Crustaceans of Japan: Part 1”, T. 
Komai & H. Komatsu (eds.), Bulletin of the National Museum of Nature and Science, Series A, Zoology 
Supplement, (3): 183-189. 

参 考 文 献 ： 前之園唯史, 2012. リュウキュウカクエンコウガニ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレ
ッドデータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野市, 189. 

 
執 筆 者 名 ： 前之園唯史 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： マンガルマメコブシガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 コブシガニ科 
学    名 ： Philyra nishihirai Takeda & Nakasone, 1991 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

甲は菱形で、周囲を顆粒で縁取られている。甲背面は、胃域〜心域の顆粒と鰓域に発達した顆粒からなる稜以外は平
滑である。沖縄島、石垣島、西表島より報告されている。汽水域の砂礫・砂泥からなる水路斜面に、パッチ状に分布
する。マンガルマメコブシガニは、イリオモテマメコブシガニとアマミマメコブシガニに似るが、鰓域の顆粒が後側
縁から前方に列をなして稜状に並んでいることより2種から区別できる。 

 
原  記  載 ： Takeda M. & Y. Nakasone, 1991. Three leucosiid crabs of the genus Philyra from Okinawa, the Ryukyu 

Islands, with description of a new species. Bulletin of the National Science Museum, Series A, Zoology, 
17(1): 19-24. 

参 考 文 献 ： 前之園唯史・長井 隆, 2012. マンガルマメコブシガニ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑－海岸ベント
スのレッドデータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野市, 190. 

 
執 筆 者 名 ： 成瀬 貫 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： アマミマメコブシガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 コブシガニ科 
学    名 ： Philyra taekoae Takeda, 1972 
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カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 情報不足 (DD)  
 
形    態 ： 甲は菱形で、周囲を顆粒で縁取られている。甲背面は鰓域と胃域が強く盛り上がり、胃域、鰓域、

心域を中心に、大きい顆粒が散在する。沖縄島、石垣島、奄美大島、加計呂麻島、与論島から報告
されている。感潮域の砂泥部から河口域最下部の砂礫質の潮間帯に生息する。本種はイリオモテコ
ブシガニに似るが、甲、特に鰓域と胃域が強く盛り上がり、各区域の顆粒も大きいことからから区
別できる。 

 
原  記  載 ： Takeda, M., 1972. A new species of the Leucosiidae (Crustacea, Brachyura) from Amami-Ohshima. Bulletin 

of the Biogeographical Society of Japan, 28(1): 1-4. 
参 考 文 献 ： Takeda M. & Y. Nakasone, 1991. Three leucosiid crabs of the genus Philyra from Okinawa, the Ryukyu 

Islands, with description of a new species. Bulletin of the National Science Museum, Series A, Zoology, 
17(1): 19-24. 

前之園唯史・長井 隆, 2012. アマミマメコブシガニ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑－海岸ベントス
のレッドデータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野市, 191. 

三浦知之・三浦 要, 2015. 加計呂麻島の海岸湿地に生息する甲殻類と貝類の記録. Nature 
of Kagoshima, 41: 209-222. 

 
執 筆 者 名 ： 成瀬 貫 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ヤエヤマヤワラガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 ヤワラガニ科 
学    名 ： Neorhynchoplax yaeyamaensis Naruse, Shokita & Kawahara, 2005 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT)  
 

甲幅5 mmに満たない小型種で、扁平な楕円形の甲と細長い歩脚が特徴的である。石垣島と西表島の固有種である本種
は、感潮域上部にある水路斜面の、底質が砂礫や軟泥質になった場所に生息しており、マンガルマメコブシガニ、ミ
ナミムツハアリアケガニと同所的に見られる。本種の雌は、腹節が胸部とつながった袋状になっており、その中
でゾエア幼生が卵から孵り体外に放される「卵胎性」である可能性が示唆されている。オキナワヤワラガニに似るが、
後側縁の外側に前向きの棘がないことから区別される。 

 
原  記  載 ： Naruse, T., S. Shokita & T. Kawahara, 2005. Neorhynchoplax yaeyamaensis, a new false spider crab 

(Decapoda: Brachyura: Hymenosomatidae) from the Yaeyama Group, the Ryukyu Islands, Japan. Zootaxa, 
877: 1-7. 

参 考 文 献 ： 成瀬 貫, 2012. ヤエヤマヤワラガニ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑－海岸ベントスのレッドデータ
ブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野市, 192. 

 
執 筆 者 名 ： 成瀬 貫 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ツノナシイボガザミ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 ワタリガニ科 
学    名 ： Xiphonectes brockii (De Man, 1888) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 情報不足 (DD)  
 

甲幅20 mm程の小型なワタリガニ類である。甲や鉗脚は軟毛に覆われ、額が直線状であり、側縁の最も後ろの歯が他よ
り顕著に大きく、甲の後縁側外側が歯として尖る点が特徴である。西表島の河口部に形成された湾の奥に存在す
る泥質干潟や、ウミショウブなどの海草類が繁茂する潮下帯、マングローブ林内を流れる水路のうち、底質が主
に細砂からなる環境にも生息している。インドネシアのアンボンが基産地である。 

 
原  記  載 ： Man, J. G. de, 1887-1888. Bericht über die von Herrn Dr. J. Brock im indischen Archipel gesammelten 

Decapoden und Stomatopoden. Archiv für Naturgeschichte, 53(1): 215-600, pls.7-22, 22a. 
参 考 文 献 ： 成瀬 貫, 2012. ツノナシイボガザミ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑－海岸ベントスのレッドデータ

ブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野市, 193. 
 
執 筆 者 名 ： 成瀬 貫 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： アカテノコギリガザミ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 ワタリガニ科 
学    名 ： Scylla olivacea (Herbst, 1796) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

甲幅 200 mm、体重 2 kg に達する。国内にはノコギリガザミ属は 3種 (アミメノコギリガザミ、アカテノコギリガザ
ミ、トゲノコギリガザミ) が知られるが、本種は、甲の額の歯が低く丸みを帯びること、生時の体色が鉗脚、歩脚、
遊泳脚、腹節に網目状の模様を持たないことで、他の2種と区別することができる。ノコギリガザミ類には現在4種
が含まれるが、かつては単一種として扱われており、当時の生息地情報には複数種の情報が含まれている可能性があ
るため、評価の難しい点が多い。内湾域や河川河口域のマングローブ域の軟泥底に穴を掘って生息する。水産有用種
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である。 
 
原  記  載 ： Herbst, J. F. W., 1796. Versuch einer Naturgeschichte der Krabben und Krebse. Berlin and Stralsund, Vol. II(6), 

pp.163-226. Pls.41-46.  
参 考 文 献 ： 伏屋玲子・横田賢史・渡邊精一, 2007. 日本のノコギリガザミ属 3 種 における鉗脚の色彩変異に

よる判別. 水産増殖, 55: 265-269. 
Keenan, C. P., P. J. F. Davie & D. L. Mann, 1998. A revision of the genus Scylla de Haan, 1833 (Crustacea: 

Decapoda: Brachyura: Portunidae). Raffles Bulletin of Zoology, 46: 217-245. 
 
執 筆 者 名 ： 藤田喜久 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： アラモトサワガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 サワガニ科 
学    名 ： Geothelphusa aramotoi Minei, 1973 
方  言  名 ： カーガイ・ハーガイ（沖縄島／総称） 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)  
 

甲幅33 mmに達する本種は、甲が平たく、背面は横筋や顆粒に被われる。歩脚は短く、剛毛が生える。沖縄島と伊平
屋島の固有種である。沖縄諸島のサワガニ類のうち最も水辺への依存度が高い。普段は水中で生活するが、抱卵期の
雌は川岸の石の下などに潜む。稚ガニが孵化すると、水中に放す。上流域の比較的流量が豊富な清流に生息する。主
に瀬に多く、石の下やごく浅い穴に潜む。 

 
特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern(LC)。 
原  記  載 ： Minei, H., 1973. Potamoid crabs of the Ryukyu Islands, with descriptions of five new species (Crustacea, 

Deccapoda, Potamoidea). Journal of the Faculity of Agriculture, Kyushu University, 17: 203-226. 
参 考 文 献 ： 儀間英美・諸喜田茂充, 1980. 沖縄島与那川におけるサワガニ類の分布. 沖縄生物学会誌, 18: 

9-15. 
 
執 筆 者 名 ： 成瀬 貫 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： サカモトサワガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 サワガニ科 
学    名 ： Geothelphusa sakamotoana (Rathbun, 1905) 
方  言  名 ： カーガイ・ハーガイ（沖縄島／総称） 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT)  
 

甲は平坦で、大型個体では比較的背面が盛り上がる。眼窩後方に稜が確認できる。サカモトサワガニはオオサワガニ
類に似るが、前者は眼窩後方の稜が比較的はっきりしているのに対し、後者でははっきりせず、後方に対して徐々に
盛り上がっている点で区別できる。沖縄島、奄美大島、徳之島、喜界島に分布。卵サイズは2.8 mm程である。稚ガニ
が孵化後、しばらく親の体についているが、170 個体稚ガニを抱えた雌も観察されている。その後稚ガニは川に放さ
れ、しばらくは主に河川内で過ごす。水中でも陸上共に利用するサワガニ類で、那覇市内の湧水地などでも見られる。 

 
原  記  載 ： Rathbun, M. J., 1904-1906. Les crabes d'eau douce (Potamonidae). Archives du Museum d'Histoire naturelle, 

Paris, 4e série, 6: 225-312, pls.9-18; 7: 159-322; 8: 33-122. 
参 考 文 献 ： 儀間英美・諸喜田茂充, 1980. 沖縄島与那川におけるサワガニ類の分布. 沖縄生物学会誌, 18: 

9-15. 
嶺井久勝, 1963. 沖縄島産サカモトサワガニの生息場所および抱卵習性. 九州大学農学部学芸雜誌, 
20(4): 365-392. 

 
執 筆 者 名 ： 成瀬 貫 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ヘリトリオカガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 オカガニ科 
学    名 ： Discoplax rotunda (Quoy & Gaimard, 1824)  
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT)  
 

甲幅60 mmに達する。甲は横に長い楕円形で、背面が極端に膨らむことはない。前側縁が縁取られており、和名の由
来になっている。後側縁には複数の明瞭な横条線がある。国内では、小笠原諸島の父島、奄美諸島の沖永良部島、大
東諸島の北大東島と南大東島、沖縄諸島の渡名喜島、慶良間諸島の慶留間島、宮古諸島の宮古島、伊良部島、多良間
島、水納島 (藤田, 印刷中)、八重山諸島の石垣島、黒島、竹富島 (藤田, 投稿中)、波照間島 (藤田, 投稿中)、与
那国島 (藤田, 投稿中) から記録がある。主に海岸線の岩礁地帯に生息する。小型個体は洞穴地下水域で良く見つか
る。本種の繁殖生態については、1) 産卵期が7月～10月であること、2) 放卵期は満月前後であることが示されてい
る。 

 
原  記  載 ： Quoy, J. R. C. & J. P. Gaimard, 1824. Zoologie. “Voyage autour du monde entrepris par ordre du roi, exécuté 

sur les corvettes de S. M. L’Uranie et La Physicienne, pendant les années 1817, 1818, 1819 et 1820.”, M. L. 
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de Freycinet (ed.), 3(2), Pillet aîné, Paris, 1-712. 
参 考 文 献 ： 前之園唯史, 2016. 琉球列島におけるオカガニ科2稀種 (十脚目: 短尾下目) の新産地報告. Fauna 

Ryukyuana, 33: 15–17. 
藤田喜久 (印刷中). 宮古諸島水納島の十脚甲殻類相. 宮古島市総合博物館紀要, 21. 
藤田喜久 (投稿中). 先島諸島における希少オカガニ類4種の分布記録. Fauna Ryukyuana. 

 
執 筆 者 名 ： 藤田喜久 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ヒメオカガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 オカガニ科 
学    名 ： Epigrapsus notatus (Heller, 1865) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT)  
 

甲幅30 mm程度の小型種。日本産ヒメオカガニ属には、本種とヤエヤマヒメオカガニが知られるが、本種は、甲の眼
窩後方の歯が顕著であること、甲の背面が濃い紫色ではさみ脚がオレンジ色であること、体サイズがより大きくなる
ことなどで、ヤエヤマヒメオカガニと容易に区別することができる。砂浜海岸の植生帯のある場所の流木や石の下、
飛沫転石帯、海岸林内の石の下などに生息する。国内では、八丈島、種子島、宮古諸島の宮古島、下地島 (藤田, 投
稿中)、多良間島 (藤田, 投稿中)、八重山諸島の石垣島、西表島、与那国島 (藤田, 投稿中)、から記録されている。
台湾における本種の繁殖生態の研究では、本種の繁殖期 (抱卵期) は、8月下旬～11月中旬で、9月が最盛期である。 

 
原  記  載 ： Heller, C., 1865. Crustaceen. Reise der Oserreischischen Fregatte Novara um die erde in den Jahren 1857, 

1858, 1859 unter den befehlen des Commodores B. von Wüllerstorf-Urbair. Zoologischer Theil, Zweiter 
Band, 3: 1-280, 25pls. 

参 考 文 献 ： Liu, H.-C., & M-S. Jeng, 2005. Reproduction of Epigrapsus notatus (Brachyura: Gecarcinidae) in Taiwan. 
Journal of Crustacean Biology, 25: 135-140. 

藤田喜久, 2009. 宮古島のオカガニ類. 宮古島市総合博物館紀要, 13: 53-70. 
藤田喜久 (投稿中). 先島諸島における希少オカガニ類4種の分布記録. Fauna Ryukyuana. 

 
執 筆 者 名 ： 藤田喜久 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ムラサキオカガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 オカガニ科 
学    名 ： Gecarcoidea lalandii H. Milne Edwards, 1837 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT)  
 

甲幅60 mmに達する。体色は、濃い紫色で美しく、和名の由来になっている。甲の額が狭く甲幅の1/5に達しないこ
と、眼が比較的小さいこと、頬部の毛が少ないこと等から、他の日本産オカガニ類と容易に区別できる。成体は、主
に石灰岩岩礁や海岸林内に生息するが、小型個体は海岸の飛沫転石帯から見つかることが多い。国内では、奄美大島、
宮古諸島の宮古島、来間島、フデ岩、多良間島、水納島 (藤田, 印刷中)、八重山諸島の石垣島、鳩間島 (藤田, 投
稿中)、波照間島 (藤田, 投稿中)、与那国島 (藤田, 投稿中) から記録されている。 

 
原  記  載 ： Milne Edwards, H., 1834-1837. Histoire naturelle des Crustacés comprenant l’anatomie, la physiologie et la 

classification de ces animaux. Librairie Encyclopédique de Roret, Paris, Vol. 1: i-xxxv, 1-468. Vol. 2: 1-531. 
Atlas, 1837: 1-32, pls.1- 42. Vol. 3, 1840: 1-638. 

参 考 文 献 ： 前之園唯史, 2016. 琉球列島におけるオカガニ科2稀種 (十脚目: 短尾下目) の新産地報告. Fauna 
Ryukyuana, 33: 15–17. 

藤田喜久 (印刷中). 宮古諸島水納島の十脚甲殻類相. 宮古島市総合博物館紀要, 21. 
藤田喜久 (投稿中). 先島諸島における希少オカガニ類4種の分布記録. Fauna Ryukyuana. 

 
執 筆 者 名 ： 藤田喜久 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： アカカクレイワガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 イワガニ科 
学    名 ： Geograpsus stormi De Man, 1895 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

甲は暗赤色または黒色で、鉗脚と歩脚は鮮やかな赤色。甲の背面は膨らみが弱く、胃域と鰓域が横条で覆われる。甲
の側縁は後方に向かって僅かに広がり、眼窩外歯の後方に前鰓歯を1つ具える。鉗脚の長節の内下縁は板状に張り出
し、その前縁は鋭い鋸歯状になる。指部の先端はスプーン状にならない。県内では、硫黄鳥島、沖縄島 (前之園, 未
発表)、宮古島 (前之園, 未発表)、石垣島、黒島、与那国島、北大東島、南大東島、北小島 (尖閣諸島)、県外では八
丈島、父島、中之島、宝島から報告されている。国外ではインド・西太平洋の熱帯・亜熱帯域に分布する (タイプ産
地：スマトラ島)。琉球石灰岩から成る岩礁海岸の潮上帯に生息する。自然海岸の埋め立てや護岸整備などが本種の生
存に対して脅威になる。 

 
原  記  載 ： Man, J. G. de, 1895. Bericht über die von Herrn Schiffscapitän Storm zu Atjeh, an den westlichen Küsten von 

Malakka, Borneo und Celebes sowie in der Java-See gesammelten Decapoden und Stomatopoden. Zweiter 
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Theil. Zoologische Jahrbücher, Abtheilung für Systematik, Geographie und Biologie der Thiere, 9(1): 
75-218. 

参 考 文 献 ： Sakai, T., 1976. Crabs of Japan and the Adjacent Seas. Kodansha, Tokyo. 
 
執 筆 者 名 ： 前之園唯史 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： マルガオベンケイガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 ベンケイガニ科 
学    名 ： Chiromantes leptomerus Davie & Ng, 2013 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

甲は台形に近い横長の楕円形で、前側縁に眼窩外歯以外の歯はない。額は幅広く、強く下垂する。国内では沖縄県の
みに分布し、沖縄諸島の沖縄島および古宇利島、大東諸島の南大東島、宮古諸島の宮古島、下地島、フデ岩、八重山
諸島の波照間島および与那国島から報告されている。国外では台湾に分布する。琉球石灰岩からなる岩礁海岸の高潮
線より上部に生息し、岩盤の隙間や転石下に潜んでいる。自然海岸の埋め立てや護岸整備などが本種の生存に対して
脅威になる。国内の個体群は、これまでハワイベンケイガニ C. obtusifrons として報告されてきたが、近年の分類学
的な再検討の結果、ハワイ諸島の種とは異なることが分かり新種記載された。その後、この新種に対してマルガオベ
ンケイガニの新称が与えられた。 

 
原  記  載 ： Davie, P. J. F. & P. K. L. Ng, 2013. A review of Chiromantes obtusifrons (Dana, 1851) (Decapoda: 

Brachyura: Sesarmidae), with descriptions of four new sibling-species from Christmas Island (Indian 
Ocean), Guam and Taiwan. Zootaxa, 3609(1): 1-25. 

参 考 文 献 ： 藤田喜久, 2016. 宮古諸島フデ岩の陸棲・半陸棲十脚甲殻類. 宮古島市総合博物館紀要, (20): 
37-52. 

 
執 筆 者 名 ： 前之園唯史・藤田喜久 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ハマベンケイガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 ベンケイガニ科 
学    名 ： Metasesarma aubryi (A. Milne-Edwards, 1869)  
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

甲は僅かに幅広い長方形。甲の表面は無毛でほぼ平滑。甲の前側縁に眼窩外歯以外の歯はない。甲は黒色や褐色。額
域の直後に黄色の横帯を具える。鉗脚は全体的に赤く、指部の先端は白い。国内での確認記録は石垣島と西表島のみ。
国外では東インド洋・西太平洋の熱帯・亜熱帯域に分布する (タイプ産地：ニューカレドニア)。同属のイワトビベン
ケイガニは、額域直後に黄色の横帯がないことで本種と容易に区別できる。海岸林に生息し、日中は転石の下などに
潜んでいる。自然海岸の埋め立て、護岸整備、海岸林の伐採などが本種の生存に対して脅威になる。 

 
原  記  載 ： Milne-Edwards, A., 1869. Notes sur quelques nauvel1es espèces du genre Sesarma (Say). Nouvelles Archives 

du Muséum d’Histoire naturelle, 5 (Bulletin): 25-31. 
参 考 文 献 ： 佐伯智史・西垣孝治・前之園唯史, 2010. 西表島と石垣島より採集されたハマベンケイガニ (甲殻

亜門: 十脚目: 短尾下目: ベンケイガニ科) の記録. 沖縄生物学会誌, (48): 35-43. 
 
執 筆 者 名 ： 前之園唯史・佐伯智史 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： イワトビベンケイガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 ベンケイガニ科 
学    名 ： Metasesarma obesum (Dana, 1851) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

最大甲幅約20 mmの小型種。甲はやや横長の四角形で、額は下方に下がり、その幅は甲幅の半分以上で眼窩外歯間の
幅の約0.6倍。国内では種子島、屋久島、奄美大島、加計呂麻島、沖縄島、久米島、宮古島、多良間島、水納島 (藤
田, 印刷中)、石垣島、西表島、黒島、与那国島 (藤田, 投稿中) から記録されている。海岸の飛沫転石帯に生息して
おり、同所的に生息するヤエヤマヒメオカガニと共に、同環境における指標種となっている。 

 
参 考 文 献 ： Komai, T., T. Nagai, A. Yogi, T. Naruse, Y. Fujita & S. Shokita, 2004. New records of four grapsoid crabs 

(Crustacea: Decapoda: Brachyura) from Japan, with notes on four rare species. Natural History Research, 
8(1): 33-63. 

藤田喜久 (印刷中). 宮古諸島水納島の十脚甲殻類相. 宮古島市総合博物館紀要, 21. 
藤田喜久 (投稿中). 与那国島におけるハマベンケイガニとイワトビベンケイガニの新産地記録. 
Fauna Ryukyuana. 

 
執 筆 者 名 ： 藤田喜久 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： オオアシハラガニモドキ 
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分    類 ： 十脚目 短尾下目 ベンケイガニ科 
学    名 ： Neosarmatium fourmanoiri Serène, 1973 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

最大甲幅48.3 mm。甲はほぼ四角形で、あまり膨らまない。前側縁には眼後歯を含む2歯がある。雄の鉗脚の可動指背
面には角質化した隆起が先端近くまで並ぶが、この隆起は強大ではない。国内では沖縄島、宮古島、石垣島、西表島、
与那国島、国外では台湾、オーストラリア北東部、フレンチポリネシアに分布する。マングローブ林内やアシ原周辺
の柔らかい泥質を好んで生息する。 

 
原  記  載 ： Serène, R., 1973. Notes sur quelques espéces de brachyoures Nouvelle-Calédonie. Cahiers du Pacifique, 17: 

119-161. 
参 考 文 献 ： Davie, P. J. F., 1994. Revision of Neosarmatium Serène and Soh (Crustacea : Brachyura : Sesarminae) with 

descriptions of two new species. Memoirs of the Queensland Museum, 35(1): 35-74. 
諸喜田茂充・長井 隆・山崎貴之・長松俊樹, 2001. 宮古島島尻マングローブ域の甲殻類の分布と
現存量および生活史. “マングローブに関する調査研究報告書”, 財団法人亜熱帯総合研究所 
(編), 財団法人亜熱帯総合研究所, 那覇, 88-97. 

長井 隆・成瀬 貫・前之園唯史・藤田喜久・駒井智幸, 2011. 琉球列島におけるアシハラガニモ
ドキ属とその近似属 (甲殻亜門: 十脚目: 短尾下目) の種の再検討と分布状況. 沖縄生物学会誌, 
49: 15-36. 

 
執 筆 者 名 ： 成瀬 貫（加筆・長井 隆） 
………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ヒナアシハラモドキ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 ベンケイガニ科 
学    名 ： Neosarmatium laeve (A. Milne-Edwards, 1869) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

甲幅約11 mmの小型種。甲はやや横長の四角形で、最大幅が眼窩外歯間にあり、後方に向かい幅が狭まる。前側縁に
は眼窩外歯を含み2歯ある。雄の鉗脚可動歯背面に4-5歯ある。国内では沖縄島、宮古島、石垣島、西表島、国外で
はセイシェル諸島、インドネシア東部、フィリピン、ソロモン諸島に分布している。河口付近やマングローブ林床の
高潮線よりやや高い場所の転石下に生息する。 

 
原  記  載 ： Milne-Edwards, A., 1869. Notes sur quelques nouvelles espèces du genre Sesarma (Say). Nouvelle Archiv du 

Muséum d’Histoire naturelle, Paris, 5, 25-31. 
参 考 文 献 ： 渡部哲也・和田恵次, 2002. 西表島から国内初記録されたベンケイガニ科の2種. 南紀生物, 44(2): 

111-113. 
長井 隆・成瀬 貫・前之園唯史・藤田喜久・駒井智幸, 2011. 琉球列島におけるアシハラガニモ
ドキ属とその近似属 (甲殻亜門: 十脚目: 短尾下目) の種の再検討と分布状況. 沖縄生物学会誌, 
49: 15-36. 

執 筆 者 名 ： 成瀬 貫（加筆・長井 隆） 
………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ヨコスジベンケイガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 ベンケイガニ科 
学    名 ： Parasesarma dumacense (Rathbun, 1914) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

甲は幅広い長方形で、前側縁に眼窩外歯以外の歯はない。鉗部はオレンジ色で、雄の掌部上面には剛毛が櫛歯状に 2
列並び、可動指上面にはドーム状の顆粒が8～10個並ぶ。国内では沖縄島、宮古島、石垣島、西表島で確認されてい
る。国外の記録はタイプ産地であるフィリピンのみ。河川の感潮域の最上部に生息し、日中は泥質の河岸に掘った巣
穴に潜んでいる。河川の護岸整備などによる生息環境の悪化や消失、堰などの人工構造物による回遊阻害が本種の生
存に対して脅威になると考えられる。近年、台湾からも発見された P. kuekenthali (De Man, 1902) (タイプ産地：イン
ドネシア) は、ヨコスジベンケイガニと極めて酷似している。両種の異同についてタイプ標本に基づいた再検討が必
要である。 

 
原  記  載 ： Rathbun, M. J., 1914. New species of crabs of the families Grapsidae and Ocypodidae. Scientific results of the 

Philippine Cruise of the Fisheries Steamer "Albatross." 1907-1910. No. 31, Proceedings of the United States 
National Museum, 47(2044): 69-85. 

参 考 文 献 ： 前之園唯史・成瀬 貫, 2015. 琉球列島のカクベンケイガニ属 (甲殻亜門: 十脚目: 短尾下目: ベ
ンケイガニ科) 6種の形態的特徴と分類学的諸問題. Fauna Ryukyuana, 23: 1-41. 

執 筆 者 名 ： 前之園唯史 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ツメナガベンケイガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 ベンケイガニ科 
学    名 ： Parasesarma lepidum (Tweedie, 1950) 
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カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

甲は幅広い長方形で、前側縁に眼窩外歯以外の歯はない。鉗部は掌部が黄褐色で指部は鮮やかな赤色。雄の掌部上面
には剛毛が櫛歯状に3 (稀に4) 列並び、可動指上面には短い間隔で16～20個の顆粒が並ぶ。国内では沖縄島、宮古
島、石垣島、西表島で確認されている。国外では東南アジアに分布する (タイプ産地：マレーシア)。河川の感潮域上
部に生息し、日中は泥質の河岸に掘った巣穴に潜んでいる。河川の護岸整備などによる生息環境の悪化や消失、堰な
どの人工構造物による回遊阻害が本種の生存に対して脅威になると考えられる。本種は、パラオから記載された P. 
palauense (Takeda, 1971) に極めて酷似している。両種の異同についてタイプ標本に基づいた再検討が必要である。 

 
原  記  載 ： Tweedie, M. W. F., 1950. Grapsoid crabs from Labuan and Sarawak. Sarawak Museum Journal, 5(2): 

338-369. 
参 考 文 献 ： 前之園唯史・成瀬 貫, 2015. 琉球列島のカクベンケイガニ属 (甲殻亜門: 十脚目: 短尾下目: ベ

ンケイガニ科) 6種の形態的特徴と分類学的諸問題. Fauna Ryukyuana, 23: 1-41. 
執 筆 者 名 ： 前之園唯史 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ミズギワベンケイガニ  
分    類 ： 十脚目 短尾下目 ベンケイガニ科 
学    名 ： Parasesarma liho Koller, Liu & Schubart, 2010 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

甲は正方形に近く、前側縁に眼窩外歯以外の歯はない。鉗部はオレンジ色で、雄の掌部上面には剛毛が櫛歯状に2列
並び、可動指上面には間隔を空けて9～12個の顆粒が並ぶ。国内では沖縄島、宮古島、石垣島で確認されている。国
外では台湾 (タイプ産地) とフィリピンに分布する。河川の感潮域の最上部やその直上に生息し、日中は水際の転石
下や水面に張り出した岩盤の隙間などに潜んでいる。河川の護岸整備などによる生息環境の悪化や消失、堰などの人
工構造物による回遊阻害が本種の生存に対して脅威になると考えられる。本種とほぼ同時期に記載された P. 
paucitorum Rahayu & Ng, 2009 (タイプ産地：インドネシア) や P. cognatum Rahayu & Li, 2013 (タイプ産地：台湾) は、
本種と極めて酷似している。これら3種の異同についてタイプ標本に基づいた再検討が必要である。 

 
原  記  載 ： Koller, P., H.-C. Liu & C. D. Schubart, 2010. A new semiterrestrial species of Parasesarma De Man, 1895, 

from Taiwan (Decapoda, Brachyura, Sesarmidae). Studies on Malacostraca: Lipke Bijdeley Holthuis 
Memorial Volume, C. H. J. M. Fransen, S. De Grave & P. K. L. Ng (eds.), Crustaceana Monographs, (14): 
357-368. 

参 考 文 献 ： 前之園唯史・成瀬 貫, 2015. 琉球列島のカクベンケイガニ属 (甲殻亜門: 十脚目: 短尾下目: ベ
ンケイガニ科) 6種の形態的特徴と分類学的諸問題. Fauna Ryukyuana, 23: 1-41. 

 
執 筆 者 名 ： 前之園唯史 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ミゾテアシハラガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 ベンケイガニ科 
学    名 ： Sarmatium striaticarpus Davie, 1992 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

甲は正方形に近く、非常に厚みがあり、平滑である。前側縁には眼窩外歯を入れて鈍角の3歯を備える。雄の鉗脚掌
部上面の指節との間接部に沿い、角質化した歯が並ぶ。その基部側に、間接部と平行に約3対の溝と隆起が並び、さ
らにその基部方向に溝と隆起が斜めに横たわる。国内では奄美大島、沖縄島、藪地島、宮古島、石垣島、西表島、国
外ではフィリピン、マレーシア、シンガポールに分布する。マングローブ林内やその後背林、水路際などに穴を掘る
か、水路に面した干潟では、高潮線付近の転石の下などでも見られる。本種と同属のギザテアシハラガニが石垣島と
西表島に生息しているが、前者の雄の鉗脚掌部上面の溝と隆起の列がすべて平行ではないのに対し、後者はすべて平
行であることから見分けられる。 

 
原  記  載 ： Davie, P. J. F., 1992. Revision of Sarmatium Dana (Crustacea: Brachyura: Sesarminae)with descriptions of 

three new species. Memoirs of the Queensland Museum, 32(1): 79-97. 
参 考 文 献 ： 長井 隆・成瀬 貫・前之園唯史・藤田喜久・駒井智幸, 2011. 琉球列島におけるアシハラガニモ

ドキ属とその近似属 (甲殻亜門: 十脚目: 短尾下目) の種の再検討と分布状況. 沖縄生物学会
誌, 49: 15-36. 

 
執 筆 者 名 ： 成瀬 貫（加筆・長井 隆） 
………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： アシナガベンケイガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 ベンケイガニ科 
学    名 ： Sesarmoides kraussi (De Man, 1887) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 該当なし 
   

甲幅25 mmで、甲は後方に向けて強く広がり、台形状を呈する。歩脚が非常に長く、第3歩脚の長さが最大甲幅の2.6
〜2.8倍ある。鉗脚の掌部下部から不動指の外部表面に10〜14個の小瘤を有する。国外ではマレー半島 (タイ、マレー
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シア、シンガポール)、カリマンタン島 (マレーシア)、メルグイ諸島、国内では、沖縄島、宮古諸島の宮古島、伊良
部島、八重山諸島の石垣島および西表島から記録されている。本種は、主にマングローブ域の潮上帯の岩礁、転石下 (飛
沫転石帯)、倒木下などに生息するが、このような環境は、道路拡張や遊歩道整備などの開発の影響を受け易い場所で
もあるため、注意を払う必要がある。 

 
参 考 文 献 ： Komai, T., T. Nagai, A. Yogi, T. Naruse, Y. Fujita & S. Shokita, 2004. New records of four grapsoid crabs 

(Crustacea: Decapoda: Brachyura) from Japan, with notes on four rare species. Natural History Research, 
8(1): 33-63. 

藤田喜久, 2013. 宮古初記録のアシナガベンケイガニ. 宮古島総合博物館紀要, 17: 81-86. 
 
執 筆 者 名 ： 藤田喜久 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： タイワンベンケイガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 ベンケイガニ科 
学    名 ： Sesarmops impressus (H. Milne Edwards, 1837) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

甲は眼窩外歯から後方にかけて広がるが、第3歩脚基部の上部あたりから後方にかけては狭まる。前側縁には窩外歯
の後ろに小さな歯が一つある。国内では沖縄島、久米島、宮古島、石垣島、西表島、与那国島、国外では台湾、フィ
リピン、フィジー、サモア、マレー半島、東アフリカに分布する。感潮域上部から中流域の河岸に巣穴を掘るか、も
しくは石の下で見られる。 

 
原  記  載 ： Milne Edwards, H., 1834-1837. Histoire naturelle des Crustacés comprenant l’anatomie, la physiologie et la 

classification de ces animaux. Paris, Librairie Encyclopédique de Roret. Vol. 1: i–xxxv, 1-468. Vol. 2: 
1-531. Atlas, 1837: 1-32, pls.1-42. Vol. 3, 1840: 1-638. 

参 考 文 献 ： Sakai, T., 1976. Crabs of Japan and the adjacent seas. In three volumes ; Englishtext, xxix + 773pp., Japanese 
text, p. 461, plate volume, p.251, Kodansha, Tyokyo. 

丸村眞弘・小阪 晃, 2003．永井誠二コレクションカニ類標本目録, 和歌山県立自然博物館, 74pp． 
McLay, C. & P. A. Ryan, 1990. The terrestrial crabs Sesarma (Sesarmops) impressum and Geograpsus 

crinipes (Brachyura, Grapsidae, Sesarminae) recorded from the Fiji Islands. Journal of the Royal Society of 
New Zealand, 20(1): 107-118. 

 
執 筆 者 名 ： 成瀬 貫（加筆・長井 隆） 
………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： スマトライワベンケイガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 ベンケイガニ科 
学    名 ： Stelgistra stormi (De Man, 1895) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

最大甲幅20 mm程度。甲は前方から後方に向けて狭くなり、額は広く、下方に強く下がっている。国外ではインドネシ
アのスマトラ島北部と台湾南部に分布し、国内では、沖縄諸島の沖縄島、宮古諸島の宮古島、水納島 (藤田, 印刷中)、
八重山諸島の西表島から記録されて いる。石灰岩岩礁域に生息するが、水面上1〜1.5 mほど上部の岩礁の裂け目や穴
の中に潜んでいる。可動指の先端がスプーン状になっており、これを用いて岩の表面に生えた藻類などを削り取るよ
うにして食べる。 

 
原  記  載 ： Man, J. G. de, 1895. Bericht über die von Herrn Schiffscapitän Storm zu Atjeh, an den westlichen Küsten von 

Malakka, Borneo und Celebes sowie in der Java-See gesammelten Decapoden und Stomatopoden. Zweiter 
Theil. Zoologische Jahrbücher, Abteilung für Systematik, Geographie und Biologie der Tiere, 9: 75-218. 

参 考 文 献 ： Ng, P. K. L. & H.-C. Liu, 1999. The taxonomy of Sesarma tangi Rathbun, 1931 and S. stormi De Man, 1895 
(Crustacea: Decaopoda: Brachyura: Grapsidae: Sesarmidae), with establishment of a new genus for S. 
stormi. Zoological Studies, 38(2): 228-237. 

Komai, T., T. Nagai, A. Yogi, T. Naruse, Y. Fujita & S. Shokita, 2004. New records of four grapsoid crabs 
(Crustacea: Decapoda: Brachyura) from Japan, with notes on four rare species. Natural History Research, 
8(1): 33-63. 

藤田喜久 (印刷中). 宮古諸島水納島の十脚甲殻類相. 宮古島市総合博物館紀要, 21. 
 
執 筆 者 名 ： 藤田喜久 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： アシナガアカイソガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 モクズガニ科 
学    名 ： Cyclograpsus longipes Stimpson, 1858 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

甲の側縁は後方に向かい明瞭に広がる。眼窩外歯の後方に2つの切れ込みがあるが、後方のものは極めて不明瞭であ
る。前胃域の前縁の稜は明瞭である。雄の眼窩下縁の稜には、内側に2つの長い顆粒と外側に1つの短い顆粒が並ぶ。
歩脚は細長い。県内では沖縄島、宮古島、石垣島、西表島、与那国島、県外では父島 (タイプ産地)、大阪港、与論島
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から採集記録がある。国外では東インド洋から南太平洋までの熱帯・亜熱帯域に広く分布する。比較的波あたりの強
い転石海岸に多い。自然海岸の埋め立てによる生息地の縮小や消失、護岸整備や防波堤建設による海岸環境の変化が
本種の生存に対して脅威になると考えられる。 

 
原  記  載 ： Stimpson, W., 1858. Prodromus descriptionis animalium evertebratorum, quae in Expeditione ad Oceanum 

Pacificum Septentrionalem, a Republica Federata missa, Cadwaladaro Ringgold et Johanne Rodgers 
ducibus, observavit et descripsit. Pars. V. Crustacea Ocypodoidea. Proceedings of the Academy of Natural 
Sciences of Philadelphia, 10: 93-110. 

参 考 文 献 ： Sakai, T., 1976. Crabs of Japan and the Adjacent Seas. Kodansha, Tokyo. 
 
執 筆 者 名 ： 前之園唯史 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： マメイソガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 モクズガニ科 
学    名 ： Gopkittisak angustum Komai, 2011 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 情報不足 (DD)  
 

甲幅15 mm程の小型種で、甲は横長の楕円形であり、背面に細い隆起が走る。雄の鉗脚は長く、左右同大である。西表
島とフィリピンのパンラオ島からのみ報告されている本種は、河口部に形成された湾の奥の砂質干潟やその潮下帯に
縦穴を掘って生息している。本属にはもう1種 G. gallardoi (Serène & Soh, 1976) がアンダマン海、パキスタン、ベトナ
ムから報告されている。 

 
原  記  載 ： Komai, T., 2011. A new species of the varunid crab genus Gopkittisak (Crustacea: Decapoda: Brachyura: 

Grapsoidea) from the Ryukyu Islands. Species Diversity, 16: 103-111. 
参 考 文 献 ： 駒井智幸・成瀬 貫, 2012. マメイソガニ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑－海岸ベントスのレッドデ

ータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野市, 200. 
前之園唯史・成瀬 貫, 2016. 琉球列島におけるヒライソガニ亜科2稀種 (十脚目: 短尾下目: モ
クズガニ科) の新産地報告. Fauna Ryukyuana, 28: 1-3. 

 
執 筆 者 名 ： 成瀬 貫 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ケフサアシハラガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 モクズガニ科 
学    名 ： Parahelice daviei (Sakai, Türkay & Yang, 2006) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

甲幅11 mm程の小型種で、頭胸甲は厚く、甲を背面から見ると四角形に近い。雄の鉗部の可動指及び不動指の基部外面
には短毛が密生する。雄の眼窩下部の顆粒列のうち、最外部に円形の大きな顆粒が離れてあり、その内側の横向きの
Y字型で細長い隆起がある。国内では石垣島と沖縄島より報告されている本種は、感潮域上部の水際にある礫の下や、
オヒルギ林内などから確認されている。ミナミアシハラガニに似るが、上述の雄の特徴により区別できる。また、本
種はナダケフサアシハラガニから、雄の眼窩下部の顆粒列の違いや、鉗部可動指の咬合部がS字状 (ナダケフサアシ
ハラガニでは直線状) であることから区別できる。 

 
原  記  載 ： Sakai, K., M. Türkay & S.-L. Yang, 2006. Revision of the Helice/Chasmagnathus complex (Crustacea: 

Decapoda: Brachyura). Abhandlungen der Senckenbergischen Naturforschenden Gesellschaft, 565: 1-77. 
参 考 文 献 ： 西垣孝治・佐伯智史・成瀬 貫, 2011. 石垣島より採集された日本初記録のケフサアシハラガニ属 

(新称) (甲殻亜門：十脚目：短尾下目：モクズガニ科) 2種の記録. 沖縄生物学会誌, 49: 85-93. 
 
執 筆 者 名 ： 成瀬 貫 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ナダケフサアシハラガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 モクズガニ科 
学    名 ： Parahelice pilimana (A. Milne-Edwards, 1873) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 該当なし  
 

甲幅11 mm程の小型種で、頭胸甲は厚く、甲を背面から見ると四角形に近い。雄の鉗部の可動指及び不動指の基部
外面には短毛が密生する。雄の眼窩下部の顆粒列のうち、最外部に円形の大きな顆粒があり、その内側に円形の
大きな１顆粒、次いで, より大きな円形の1顆粒が内側方向に続く。本種は、国内では石垣島名蔵川に架かる橋の橋
台付近の砂泥底より採集されている。ミナミアシハラガニに似るが、上述の雄の特徴により区別できる。また、本種
はケフサアシハラガニから、雄の眼窩下部の顆粒列の違いや、鉗部可動指の咬合部が直線状 (ケフサアシハラガニで
は S字状) であることから区別できる。 

 
原  記  載 ： Milne-Edwards, A., 1873. Recherches sur la faune carcinologique de la Nouvelle-Calédonie, II. Nouvelles 

Archives du Muséum d’Histoire naturelle, Paris 9: 155-332, plates 4-18. 
参 考 文 献 ： 西垣孝治・佐伯智史・成瀬 貫, 2011. 石垣島より採集された日本初記録のケフサアシハラガニ属 

(新称) (甲殻亜門：十脚目：短尾下目：モクズガニ科) 2種の記録. 沖縄生物学会誌, 49: 85-93. 
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執 筆 者 名 ： 成瀬 貫 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： アゴヒロカワガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 モクズガニ科 
学    名 ： Ptychognathus altimanus (Rathbun, 1914) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

甲幅17 mm以上になるヒライソモドキ属としてはやや大型の種である。甲は四角形に近く、第3・4歩脚前節はやや幅
広く、その内縁には毛が密生し、雄の鉗部は大きく発達する。和歌山県、屋久島、奄美大島、沖縄島、石垣島、西表
島などから報告がある。本種は河川上流の淡水域及びその付近の塩分のある感潮域の礫砂質底に生息し、他のヒライ
ソモドキ類から、前側縁に3歯あり、雄の不動指外面に軟毛がなく、鉗脚腕節内角の棘が長くなることから区別でき
る。 

 
原  記  載 ： Rathbun, M. J., 1914. New species of crabs of the families Grapsidæ and Ocypodidæ. Proceedings of the 

United States National Museum, 47(2044): 69-85. 
参 考 文 献 ： 嶺井久勝, 1972. 日本産イワガニ類 2 種の分布と生態学的知見. 九州大学農学部学芸雑誌, 

27(1/2): 49-53. 
 
執 筆 者 名 ： 成瀬 貫 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ハチジョウヒライソモドキ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 モクズガニ科 
学    名 ： Ptychognathus hachijyoensis Sakai, 1955 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

甲はやや幅広い。眼窩外歯後方の切れ込みは不明瞭。雄では、鉗脚の指部の基部に明瞭な羽毛束を持つ。歩脚の前節
と指節の後縁に羽毛状の剛毛が列生する。沖縄県内では沖縄島と与那国島、県外では八丈島（タイプ産地）から記録
がある。国外では台湾と南太平洋のウォリス・フツナから報告がある。眼窩外歯後方の切れ込みが不明瞭なこと、歩
脚の前節と指節の後縁に羽毛状の剛毛が列生することにより、国内の同属他種から区別できる。海岸の湧水などのよ
うに、海に直接淡水が流れ出る環境の小石帯に生息する。自然海岸の埋め立てによる生息地の縮小や消失、護岸整備
や防波堤建設による海岸環境の変化が本種の生存に対して脅威になると考えられる。また、淡水の影響が強い環境を
好むため、内陸部の開発による陸水 (地下水含む) の涸渇や水質悪化の影響も受けやすいと考えられる。 

 
原  記  載 ： Sakai, T., 1955. Further notes on the brachyuran Crustacea of the Hachijo Island. Records of Oceanographic 

Works in Japan, 2(1): 193-202. 
参 考 文 献 ： 武田正倫・奥野淳兒, 2014. ハチジョウヒライソモドキ. “レッドデータブック東京 2014 東京都

の保護上重要な野生生物種 (島しょ部) 解説版”, 東京都環境局自然環境部 (編), 東京都環境
局自然環境部, 東京都, 532. 

 
執 筆 者 名 ： 前之園唯史 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： コウビロヒライソモドキ（新称） 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 モクズガニ科 
学    名 ： Ptychognathus insolitus Osawa & Ng, 2006 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

甲は幅広く楕円形に近い。眼窩外歯後方の切れ込みは不明瞭。雄では、鉗脚の指部の基部に明瞭な羽毛束を持つ。歩
脚は細長い。県内では伊是名島 (タイプ産地) と沖縄島に分布し、県外では奄美大島に分布する。国外の記録は台湾
のみ。甲が著しく幅広いことと歩脚が細長いことにより、同属他種から容易に区別できる。河口の小石帯に生息する。
比較的川幅が狭く、干潮時には河口までほぼ淡水となるような小河川を好む。河川開発による生息環境の悪化や消失、
赤土流入による河床環境の悪化、農薬などの流入による水質悪化が大きな脅威となる。また、河口部に生息するため
海岸開発の影響も受けやすいと考えられる。本種にはこれまで標準和名が提唱されていなかった。本種は、甲が著し
く幅広いことから、標準和名として「コウビロヒライソモドキ」を提唱する。標準和名の基準となる標本には、千葉
県立中央博物館海の博物館に保管されている本種のホロタイプ (CMNH–ZC 1960) を指定する。 

 
原  記  載 ： Osawa, M. & N. K. Ng, 2006. A new species of Ptychognathus Stimpson, 1858 (Crustacea: Decapoda: 

Brachyura: Varunidae) from the Ryukyu Islands, southwestern Japan. Zootaxa, 1260: 57-66. 
参 考 文 献 ： 李政璋, 2015. 臺灣的擬相手蟹與折顎蟹 (十足目: 短尾下目: 方蟹總科) 兩種新紀錄. 台灣生物多

樣性研究, 17(1): 49-57. 
 
執 筆 者 名 ： 前之園唯史・大澤正幸 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ヨツハヒライソモドキ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 モクズガニ科 
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学    名 ： Ptychognathus takahashii Sakai, 1939 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT)  
 

甲幅10 mm程の小型種。甲は四角形に近いが、後方に向けて徐々に狭くなる。前側縁は、眼窩外歯を含めて和名の通
り4歯になるが、眼窩外歯 (= 第 1歯) とその直後の第2歯の境界は小さな窪みにより区切られているのみである。
沖縄島、西表島、与那国島のほか、台湾、江ノ島、八丈島から報告されている。生息環境は、海岸の高潮線付近に直
接淡水が滝のように流れ込んだり、あるいは湧き出したりしている場所の転石の下に生息する。 

 
原  記  載 ： Sakai, T., 1939. Studies on the crabs of Japan. IV. Brachygnatha, Brachyrhyncha. Yokendo Co., Tokyo, pp. 

365-741, figs 1-129, pls 42-111, table 1. 
参 考 文 献 ： 仲宗根幸男・伊礼美和子, 2003. イワガニ科 Grapsidae. “琉球列島の陸水生物”, 西田 睦・鹿

谷法一・諸喜田茂充 (編), 東海大学出版会, 秦野市, 272-282. 
 
執 筆 者 名 ： 成瀬 貫 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： トリウミアカイソモドキ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 モクズガニ科 
学    名 ： Sestrostoma toriumii (Takeda, 1974) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー：該当なし 
 

甲は幅広い楕円形。背面はドーム型に膨らみ、表面には微小な小孔が散在するが肉眼では平滑に見える。甲の側縁は
完縁で薄板状に縁取られる。歩脚は比較的細長い。県内では沖縄島、石垣島、西表島から報告されている。県外では、
北は太平洋側で宮城県 (タイプ産地)、日本海側で佐渡島から、南は奄美大島や加計呂麻島まで採集記録がある。国外
では韓国と香港から採集されている。内湾や河口の砂泥底質の干潟に生息し、アナジャコ科やスナモグリ科の巣穴内
に共生することが知られている。埋め立てによる干潟の縮小や消失、護岸整備や防波堤建設による潮流の変化が本種
の生存に対して脅威になると考えられる。 

 
原  記  載 ： Takeda, M., 1974. Accounts of some crabs from Mutsu Bay, with description of a new grapsid from Onagawa 

Bay. The Bulletin of the Marine Biological Station of Asamushi, Tohoku University, 15(1): 13-21. 
参 考 文 献 ： 伊谷 行, 2012. トリウミアカイソモドキ (トリウミアカイソガニ). “干潟の絶滅危惧動物図鑑 

海岸ベントスのレッドデータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野市, 
205. 

 
執 筆 者 名 ： 前之園唯史 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： レンゲガニ（新称） 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 モクズガニ科 
学    名 ： Scutumara enodis Ng & Nakasone, 1993 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

甲長は最大でも6 mm程度の小型種。甲は僅かに縦長で、背面は無毛・平滑である。甲の前側縁には眼窩外歯を含め3
歯を具えるが、後方の2歯は不明瞭である。本種の確認記録は沖縄島、瀬底島 (タイプ産地)、石垣島に限られ、県外
や国外からの報告はない。同属の S. laniger と S. miyakei は、ともにインドネシアに分布する。国内で類似する種と
の識別はロッカクイソガニの項を参照。比較的自然度の高い海岸の高潮線付近に生息し、堆積したサンゴ礫や転石の
下に潜んでいる。海岸の埋め立てによる生息地の縮小や消失、護岸整備や防波堤建設による海岸環境の変化が本種の
生存に対して脅威になると考えられる。本種にはこれまで標準和名が提唱されていなかった。本種は、甲が食器のレ
ンゲに似ているため「レンゲガニ」の標準和名を提唱する。標準和名の基準となる標本には、リーコンチャン自然史
博物館に保管されている本種のホロタイプ (ZRC 1993. 1) を指定する。 
 

原  記  載 ： Ng, P. K. L. & Y. Nakasone, 1993. Scutumara enodis, a new genus and species of grapsid crab (Decapoda: 
Grapsidae) from Okinawa, Ryukyus, Japan. Crustacean Research, (22): 1-6. 

参 考 文 献 ： Ng, N. K. & T. Komai, 2000. On the male of Scutumara enodis Ng & Nakasone, 1993 (Crustacea: Decapoda: 
Brachyura: Grapsidae). Proceedings of the Biological Society of Washington, 113(1): 48-53. 

 
執 筆 者 名 ： 前之園唯史・成瀬  貫 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ニセモクズガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 モクズガニ科 
学    名 ： Utica gracilipes White, 1847 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

甲幅約 35 mm になるやや大型の種である。甲は平坦で、長さと幅がほぼ同じ。前側縁は前方に向かって狭くなり、3
歯を備える。後側面は平板状になる。額後方の稜はないが、胃域を中心としたY字形の稜と心域から鰓域に横に伸び
る稜がある。河口の積み重なった石の下や、水路の感潮域上部に生息しており、国内では石垣島、西表島、宮古島、
久米島、屋久島から記録がある。沖縄県からはニセモクズガニと同じヒラモクズガニ属に属するヒラモクズガニが分
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布するが、前者は後者から、額後方の稜が顕著でない点と、胃域を中心としたY字形の稜があることから区別できる。 
 
原  記  載 ： White, A., 1847. Short descriptions of some new species of Crustacea in the Collection of the British Museum. 

Proceedings of the Zoological Society of London, 15: 84-86. 
参 考 文 献 ： 成瀬  貫, 2012. ニセモクズガニ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑－海岸ベントスのレッドデータブッ

ク”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野市, 206. 
藤田喜久・北村崇明, 2010. 宮古島崎田川にて採集されたツノナガヌマエビとニセモクズガニ．宮
古島市総合博物館紀要, 14: 115-121. 

藤田喜久・仲宗根一哉・金城孝一・玉城不二美・上野大輔, 2012. 久米島儀間川および白瀬川にお
ける河川環境と河川動物群集の現状. 久米島博物館紀要, 12: 35-87. 

Naruse, T., H.-T. Shih, N. K. Ng & H.-L. Hsu, 2005. On two new records of varunid crabs (Crustacea: 
Brachyura: Varunidae) from southern Taiwan. Collection and Research, 18: 69-79. 

 
執 筆 者 名 ： 成瀬 貫 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： カワスナガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 ムツハアリアケガニ科 
学    名 ： Deiratonotus japonicus (Sakai, 1934) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT)  
 

甲幅約10 mmの小型種。甲は横長で丸みのある六角形で、背面は平たく横に走る浅い溝が数本ある。はさみ脚・歩脚
ともに短い。感潮域上部の砂礫質の場所に生息する本種は、房総半島から沖縄島の各地から報告があり、沖縄島が分
布の南限の日本固有種。 

 
原  記  載 ： Sakai, T., 1934. Brachyura from the coast of Kyushu, Japan. Science Reports of the Tokyo Bunrika Daigaku, 

section B, 1(25): 281-330.  
参 考 文 献 ： Kawane, M., K. Wada, J. Kitaura & K. Watanabe, 2005. Taxonomic re-examination of the two camptandriid 

crab species Deiratonotus japonicus (Sakai, 1934) and D. tondensis Sakai, 1983, and genetic differentiation 
among their local populations. Journal of Natural History, 39(45): 3903-3918. 

朝倉 彰・森上需, 2007. 千葉県河口域のカニ類. 海洋と生物, 29(4): 355-365. 
和田恵次, 2012. カワスナガニ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑－海岸ベントスのレッドデータブッ
ク”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野市, 208.  

 
執 筆 者 名 ： 成瀬 貫 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： コウナガカワスナガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 ムツハアリアケガニ科 
学    名 ： Moguai elongatum (Rathbun, 1931) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 

甲長8 mmに満たない小型種。甲は縦長、背面は起伏に富む。はさみ脚は非常に短い。干潮時は淡水が流れるが、満
潮時には海水の強い影響を受け、底質が細砂である環境に生息している。また、マングローブの感潮域上限近く
を流れる水路脇の、砂が溜まった岸の上に穴を掘っていることがある。石垣島、西表島、台湾、中国福建省、香港、
海南島から報告されている。国内には本種に似るヨウナシカワスナガニ Paramoguai pyriforme (Naruse, 2005) が生息し
ているが、本種は甲の前方が後方より極端に狭くならない点から区別できる。 

 
原  記  載 ： Rathbun, M. J., 1931. New and rare Chinese crabs. Lingnan Science Journal, 8: 75-104, pls.5-15.  
参 考 文 献 ： Hsueh & P.-W. & P. K.L. Ng, 2008. Two unrecorded genera and species of brachyuran crabs (Decapoda: 

Camptandriidae, Pilumnidae) from Taiwan, with a note on Cancer semicylindrus Fabricius, 1798. Raffles 
Bulletin of Zoology, Supplement, 19: 99-103. 

成瀬 貫, 2012. コウナガカワスナガニ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑－海岸ベントスのレッドデー
タブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野市, 208. 

 
執 筆 者 名 ： 成瀬 貫 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ハサミカクレガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 ムツハアリアケガニ科 
学    名 ： Mortensenella forceps Rathbun, 1909 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

甲幅 7 mmほどの小型種。甲は横長の丸みを帯びた台形で、歩脚は比較的長い。鉗脚は雄も左右同大である。泥砂
底や砂質の干潟で、干潮時も完全に乾ききらず少し掘ると水が湧き出るような環境に見られる。タテジマユム
シ、スジユムシ、スジホシムシモドキ、ヒモイカリナマコ等の巣穴内に見られるが、地表を歩いている個体も観
察できる。奄美大島、沖縄島、石垣島、西表島、中国 (香港、海南島)、タイ (Koh Chang) などから報告されている。 

 
原  記  載 ： Rathbun, M. J., 1909. New crabs from the Gulf of Siam. Proceedings of the Biological Society of Washington, 

22: 107-114. 
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参 考 文 献 ： 成瀬 貫, 2012. ハサミカクレガニ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑－海岸ベントスのレッドデータブ
ック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野市, 209. 

小菅丈治, 2009. 石垣島におけるハサミカクレガニの生態 －特に複数の動物門に属する無脊椎動
物の巣孔内に生息する習性－. 沖縄生物学会誌, 47: 3-9.  

 
執 筆 者 名 ： 成瀬 貫 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ヨウナシカワスナガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 ムツハアリアケガニ科 
学    名 ： Paramoguai pyriforme (Naruse, 2005) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT)   
 

甲長6 mmほどの小型種。甲は縦長の洋梨状で、背面には正中線上に稜があり、起伏に富む。はさみ脚は非常に短い。
感潮域下部で、底質が砂礫や軟泥質の場所に生息する。奄美大島、加計呂麻島と沖縄島から報告されている。国内に
は本種に似るコウナガカワスナガニ M oguai elongatum (Rathbun, 1931) が生息しているが、本種は甲の前方が後方よ
り極端に狭くならない点から区別できる。 

 
原  記  載 ： Naruse, T., 2005. Species of Moguai Tan and Ng, 1999 (Decapoda: Brachyura: Camptandriidae) from 

brackish waters in the Ryukyu Islands, Japan, with the description of a new species. Zootaxa, 1044: 57-64. 
参 考 文 献 ： 成瀬 貫, 2012. ヨウナシカワスナガニ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑－海岸ベントスのレッドデー

タブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野市, 209. 
Kishino, T., A. Nomoto, T. Yonezawa, S. Kimura & K. Wada, 2014. Supplemental description of a rare 

brackish-water crab, Moguai pyriforme Naruse, 2005 (Decapoda: Brachyura: Camptandriidae), with an 
emphasis on male morphology. Fauna Ryukyuana, 10: 1-8. 

Ahyong, S. T., 2014. Paramoguai kavieng, a new genus and species of camptandriid crab from Papua New 
Guinea (Crustacea: Brachyura). Zootaxa, 3856(4): 578-584. 

 
執 筆 者 名 ： 成瀬 貫 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ミナミムツハアリアケガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 ムツハアリアケガニ科 
学    名 ： Takedellus ambonensis (Serène & Moosa, 1971) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

甲幅甲長ともに5 mm程の小型種。前側縁に眼窩外歯を含み3歯ある。歩脚は短めで、長節先端部前後部が伸長し、尖
る。甲や歩脚に黒く短い剛毛が目立つ。国内では奄美大島、加計呂麻島、石垣島、西表島、沖縄島から報告があり、
基産地はインドネシアのアンボンで、他にパラオからの記録もある。感潮域下部にある水路の、底質が砂礫や軟泥質
の場所に生息する。 

 
原  記  載 ： Serène, R. & M. K. Moosa, 1971. New and few known species of Brachyura from Ambon. Marine research in 

Indonesia, 11: 1-18.   
参 考 文 献 ： 成瀬 貫, 2012. ミナミムツハアリアケガニ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑－海岸ベントスのレッド

データブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野市, 209. 
三浦知之, 2012, 奄美大島住用川河口域に生息する甲殻類と貝類の記録. Nature of Kagoshima, 38: 
55-61. 

三浦知之・三浦 要, 2015. 加計呂麻島の海岸湿地に生息する甲殻類と貝類の記録. Nature 
of Kagoshima, 41: 209-222. 

 
執 筆 者 名 ： 成瀬 貫 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ホルトハウスオサガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 オサガニ科 
学    名 ： Macrophthalmus (Paramareotis) holthuisi Serène, 1973 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

額は幅広く、眼窩外歯の後方に2つの前鰓歯を具える。口腔の前方中央には縦走する稜がある。眼柄は太い。掌部内
面は無毛である。可動指の咬合縁には、基部付近に小さな歯を具える。その他の形態はタイワンヒメオサガニの項を
参照。国内では沖縄島、石垣島、西表島から報告されている。国外からの記録はインドネシアのビアク島 (タイプ産
地) のみ。内湾や河口のマングローブ干潟に生息し、マングローブ林内の潮溜まりに巣穴を掘って棲んでいる。干潟
の埋め立てやマングローブ林の伐採による生息地の縮小や消失、護岸整備や防波堤建設による潮流の変化が本種の生
存に対して脅威になると考えられる。 

 
特 記 事 項 ： 筆者は「干潟の絶滅危惧動物図鑑」において、本種が巣穴を掘る様子は観察されていないと記した

が、近年の調査により、通常のオサガニ型の巣穴を掘っていることが観察された。 
原  記  載 ： Serène, R., 1973. Notes on Indo-West Pacific species of Macrophthalmus (Crustacea, Brachyura). 

Zoologische Mededelingen, 46(8): 99-116, pls.I-IV. 
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参 考 文 献 ： 前之園唯史, 2012. ホルトハウスオサガニ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデー
タブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野市, 212. 

 
執 筆 者 名 ： 前之園唯史 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： メナガオサガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 オサガニ科 
学    名 ： Macrophthalmus (Macrophthalmus) serenei Takeda & Komai, 1991 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー：該当なし 
 

額は比較的狭い。眼窩外歯の後方に2つの前鰓歯を具え、眼窩外歯または第1前鰓歯の先端において甲幅は最大とな
る。口前部の中央は緩やかに膨らむ。眼柄は著しく長く、その全長の約4割は眼窩に納まらない。雄の鉗部の不動指
咬合縁には明瞭な1歯を具え、その頂部は咬合縁の全長の3/4程の位置にある。県内では、沖縄島、宮古島、石垣島、
西表島から採集記録があり、県外では能登半島から九州まで分布する。国外ではインド洋・西太平洋の熱帯・亜熱帯
域に分布する (タイプ産地：紅海)。底質が砂や砂礫の潮間帯下部や潮下帯に生息する。埋め立てによる生息地の縮小
や消失、護岸整備や防波堤建設による潮流の変化が本種の生存に対して脅威になると考えられる。 

 
原  記  載 ： Takeda, M. & T. Komai, 1991. Japanese species of the Macrophthalmus telescopicus complex (Crustacea: 

Decapoda: Brachyura: Ocypodidae). Bulletin of the National Science Museum, Series A, Zoology, 17(4): 
165-171. 

参 考 文 献 ： Nagai, T., T. Watanabe & T. Naruse, 2006. Macrophthalmus (Macrophthalmus) microfylacas, a new species 
of sentinel crab (Decapoda: Brachyura: Ocypodidae) from western Japan. Zootaxa, 1171: 1-16. 

 
執 筆 者 名 ： 前之園唯史 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： リュウキュウシオマネキ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 スナガニ科 
学    名 ： Tubuca coarctata (H. Milne Edwards, 1852)  
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

甲幅25 mm程度。甲の額域は狭く (甲幅の0.05倍)、眼後棘は側方に強く張り出し、眼柄は太く短い (眼柄の長さは
幅の7.67倍)。眼窩下縁部の内縁に顆粒列を有する。雄の大鉗脚の掌部表面に多数の顆粒を有し、指節に１本の溝が
ある。本種は、琉球列島の奄美大島以南から西部太平洋域に広く分布しており、沖縄県内では、沖縄諸島の沖縄島と
久米島、宮古諸島の宮古島、八重山諸島の石垣島と西表島から記録されている。河川河口部の干潟域やマングローブ
域の底質が軟泥の場所に生息する。 

 
原  記  載 ： Milne Edwards, H., 1852. Observations sur les affinités zoologiques et la classification naturelle des Crustacés. 

Annales des Sciences naturelles, série 3, 18: 109-166. 
参 考 文 献 ： 吉郷英範, 2001．日本のシオマネキ属と広島県内におけるハクセンシオマネキの分布．比婆科学, 

200: 1-12. 
藤田喜久・上野大輔, 2011. 久米島のシオマネキ類. 久米島自然文化センター紀要, 11: 93-103. 
Shih, H.-T., J.-H. Lee, P.-H. Ho, H.-C. Liu, C.-H. Wang, H. Suzuki & S.-J. Teng, 2016. Species diversity of 

fiddler crabs, genus Uca Leach, 1814 (Crustacea: Ocypodidae), from Taiwan and adjacent islands, with 
notes on the Japanese species. Zootaxa, 4083(1): 57-82. 

 
執 筆 者 名 ： 藤田喜久 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： シモフリシオマネキ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 スナガニ科 
学    名 ： Austruca triangularis (A. Milne Edwards, 1873)  
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

甲幅1.5 cm程度の小型種。甲の額域は幅広く (最大甲幅の約0.2倍)、眼後棘は側方に良く張り出すため、菱形を呈
する。甲背面および雄の大鉗脚には白色および黒色の小斑紋が散在し、和名の由来となる霜降り模様を呈する。本種
は、琉球列島の奄美大島以南からインド-西部太平洋域に広く分布しており、沖縄県内では、沖縄諸島の沖縄島と久米
島、八重山諸島の石垣島と西表島から記録されている。河川河口域の底質が岩盤で表面に泥土の堆積した場所、礫ま
じりの砂泥底質の干潟、マングローブ林内などに生息する。 

 
原  記  載 ： Milne-Edwards, A., 1873. Recherdhes sur la Faune Carcinologique de la Nouvelle-Caledonie, II. Nouvelles 

Archives du Muséum d’Histoire naturelle, Paris, 9, 155-332, pls.4-18. 
参 考 文 献 ： 吉郷英範, 2001. 日本のシオマネキ属と広島県内におけるハクセンシオマネキの分布．比婆科学, 

200: 1-12. 
藤田喜久・上野大輔, 2011. 久米島のシオマネキ類. 久米島自然文化センター紀要, 11: 93-103. 
鈴木廣志・勝廣光・常田 守, 2015. シモフリシオマネキの奄美大島における初記録. Nature of 
Kagoshima, 41: 187-189. 

Shih, H.-T., J.-H. Lee, P.-H. Ho, H.-C. Liu, C.-H. Wang, H. Suzuki, & S.-J. Teng, 2016. Species diversity of 
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fiddler crabs, genus Uca Leach, 1814 (Crustacea: Ocypodidae), from Taiwan and adjacent islands, with 
notes on the Japanese species. Zootaxa, 4083(1): 57-82. 

 
執 筆 者 名 ： 藤田喜久 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： カワラピンノ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 カクレガニ科 
学    名 ： Nepinnotheres cardii (Bürger, 1895)  
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

雄より大きくなる雌の甲幅が9 mm程に達する本種は、カワラガイの外套膜内に寄生する。宿主のカワラガイは海草藻
場の砂泥底に生息している。国内では沖縄島と石垣島から報告があり、国内ではインド、タイ湾、フィリピン (基産
地)、オーストラリアなどにも分布する。 

 
原  記  載 ： Bürger, O., 1895. Ein Beitrag zur Kenntniss der Pinnotherinen. Zoologischen Jahrbüchern, 8: 361-390.   
参 考 文 献 ： Ahyong, S. T. & D. E. Brown, 2003. Description of Durckheimia lochi n. sp., with an annotated check- list of 

Australian Pinnotheridae (Crustacea: Decapoda: Brachyura). Zootaxa, 254: 1-20.  
渡部哲也, 2012. カワラピンノ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑－海岸ベントスのレッドデータブッ
ク”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野市, 217. 

小菅丈治, 2014. 石垣島におけるカワラピンノ (甲殻亜門: 十脚目: 短尾下目: カクレガニ科) の
カワラガイ(軟体動物門: 二枚貝綱: ザルガイ科) への寄生状況. 沖縄生物学会誌, 52: 59-64. 

 
執 筆 者 名 ： 成瀬 貫 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

 5 ) 情報不足(DD) 

 

 
和    名 ： メナガオサガニハサミエボシ 
分    類 ： 完胸上目 ヒメエボシガイ科 
学    名 ： Octolasmis unguisiformis Kobayashi & Kato, 2003 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

柄部および頭状部は赤色、殻板 (plate) は白色。柄部は頭状部より短く、角質化した plate は、頭状部の 60％以上を
覆う。scutumは2枚の plateに分かれており、柄部に近い plateは幅広い長方形をしている。tergum には3つの突起が
ある。国外からの報告例はなく、琉球列島の固有種である可能性が高い。主にミナミメナガオサガニ Macrophthalmus 
milloti Crosnier, 1965 の鉗脚基部付近に付着する。県内では沖縄島と藪地島から記録がある。ミナミメナガオサガニは
県内の砂泥底の潮間帯～潮下帯浅部に優占する種であるが、宿主の棲息場所に必ず本種も見られるわけではないよう
である。こうした干潮域のカニ類の鉗脚付近を選好して付着していることから、極めて特異な生態をもつエボシガイ
である。そのため、干潟の埋め立てや護岸造成など、宿主生息環境の悪化による個体数の減少が懸念される。 

 
原  記  載 ： Kobayashi, C., & M. Kato, 2003. Sex-biased ectosymbiosis of a unique cirripede, Octolasmis unguisiformis sp. 

nov., that resembles the chelipeds of its host crab, Macrophthalmus milloti. Journal of Marine Biological 
Association of the United Kingdom, 83: 925-930. 

参 考 文 献 ： 加藤 真, 2012. メナガオサガニハサミエボシ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑－海岸ベントスのレッ
ドデータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野市, 174. 

Sawada, K., R. Yoshida, K. Yasuda, S. Yamaguchi, & Y. Yusa, 2015. Dwarf males in the epizoic barnacle 
Octolasmis unguisiformis and their implications for sexual system evolution. Invertebrate Biology, 134(2): 
162-167. 

 
執 筆 者 名 ： 吉田隆太 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： オオバヌマエビ（新称） 
分    類 ： 十脚目 コエビ目 ヌマエビ科 
学    名 ： Caridina macrodentata Cai & Shokita, 2006 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

甲長 4.8 mmほどの小型種。額角は直線状で短く、第1触角柄部の第 2節中央まで達する。額角上縁に大きな歯が12
〜15歯あり、そのうち後方の2〜3歯は頭胸甲上にある。下縁には3〜5歯ある。本種は上方を樹木に覆われた流れの
早い沢に生息しており、今までに石垣島と西表島から採集されている。日本産の他のヌマエビ類に比べ、額角上縁の
歯が大きいため、新称・オオバヌマエビを提唱する。 

 
特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Data Deficient (DD)。 
原  記  載 ： Cai, Y. & S. Shokita, 2006. Atyid shrimps (Crustacea: Decapoda: Caridea) of the Ryukyu Islands, southern 
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Japan, with descriptions of two new species. Journal of Natural History, 40(38-40): 2123-2172. 
参 考 文 献 ： 鈴木廣志・成瀬 貫, 2011. 日本の淡水産甲殻十脚類. “エビ・カニ・ザリガニ－淡水甲殻類の保

全と生物学”, 川井唯史・中田和義 (編), 生物研究社, 東京, 39-73, 121-122, 口絵 1-12. 
 
執 筆 者 名 ： 成瀬 貫 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ガマヌマエビ（新称） 
分    類 ： 十脚目 コエビ下目 ヌマエビ科 
学    名 ： Caridina okinawa Cai & Shokita, 2006 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

1967年に沖縄島読谷村の洞窟地下水域から採集された雌１個体 (甲長6.5mm) を基に記載された。額角は短く、第１
触角柄部の第2節の先端付近までで、上縁に12歯、下縁に5小歯を備える。角膜が発達せず、眼は退化傾向を示して
いる。原記載以降、標本が得られておらず、詳しい生態や現況については不明である。本種にはこれまで標準和名が
提唱されていなかったため、Cai & Shokita (2006) の原記載に用いられた標本 (USNM-123426) に基づき、新標準和
名としてガマヌマエビを提唱する。 
 

特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Data Deficient (DD)。 
原  記  載 ： Cai, Y. & S. Shokita, 2006. Atyid shrimp (Crustacea: Decapoda: Caridea) of the Ryukyu Islands, southern 

Japan, with descriptions of two new species. Journal of Natural History, 40: 2123-2172. 
 
執 筆 者 名 ： 藤田喜久 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： クラヤミヌマエビ（仮称） 
分    類 ： 十脚目 コエビ下目 ヌマエビ科 
学    名 ： Caridina sp. 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

宮古島の1カ所の洞窟の地下水流 (淡水) から記録されたヒメヌマエビ属の一種で、眼が退化傾向を示している。額
角は極めて短く、第1触角柄部の第1節の先端付近までしか達しない。また、額角上縁および下縁の中央から先端付
近にかけて小歯を備えるが、歯数には変異がある。日本産の既知種とは容易に識別でき、未記載種の可能性も含め、
現在、分類学的研究が進められている。小卵多産種。本種が生息する洞窟の周辺では土地改良工事が行われており、
今後注意を要する。同所的にアシナガヌマエビ、トゲナシヌマエビ、コンジンテナガエビが生息することが知られて
いる。 
 

原  記  載 ： 藤田喜久, 2007. 宮古の湧水に生息する十脚甲殻類. 平良市総合博物館紀要, 11: 89-110. 
 
執 筆 者 名 ： 藤田喜久 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ミヤコヌマエビ（仮称） 
分    類 ： 十脚目 コエビ下目 ヌマエビ科 
学    名 ： Caridina sp. 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

宮古島の2カ所の洞窟地下水域から採集されたヒメヌマエビ属の一種で、眼が退化傾向を示している。アシナガヌマ
エビに酷似するが、額角が著しく長く (第1触角柄部先端をはるかに超えて伸長し、額角長は甲長よりも長くなる)、
額角上縁および下縁の歯数も多いことで容易に区別することができる。また、本種とアシナガヌマエビとは、遺伝的
にも異なっていることが明らかになっている。本種が生息する洞窟地下水域は、アンキアライン (陸封潮溜り) 環境
であり、塩分も比較的高い。未記載種の可能性が高く、現在、分類学的研究が進められている。 

 
原  記  載 ： Weese, D. A., Fujita, Y., Hidaka, M., & Santos, S. R., 2012. The long and short of it: Genetic variation and 

population structure of the anchialine atyid shrimp Caridina rubella in Miyako-jima, Japan. Journal of 
Crustacean Biology, 32: 109-117. 

 
執 筆 者 名 ： 藤田喜久 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： チュラテナガエビ（仮称） 
分    類 ： 十脚目 コエビ下目 テナガエビ科 
学    名 ： Macrobrachium sp. 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)         環境省カテゴリー： 該当なし 
 

宮古島、石垣島、西表島から記録されたテナガエビ属の一種で、日本産の既知種とは形態および体色が著しく異なっ
ており、容易に識別できる。第2胸脚の形態は、雌雄および体サイズにより大きく変わるが、採集された標本数も少
ないため、未だ分類学的地位は定まっていない。自然環境の良く残された河川の中・上流部の瀬、あるいは湧水を起
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源とする流れの早い小水路に生息する。個体数が極めて少なく、また、生息する河川環境の悪化も進んでおり、今後
注意を要する種である。宮古島の生息地では、大規模な改良工事が行われ、現在では生息が確認できなくなっている。 
 

原  記  載 ： 藤田喜久, 2007. 宮古の湧水に生息する十脚甲殻類. 平良市総合博物館紀要, 11: 89-110. 
 
執 筆 者 名 ： 藤田喜久 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ハシボソテッポウエビ 
分    類 ： 十脚目 コエビ下目 テッポウエビ科 
学    名 ： Alpheus dolichodactylus Ortmann, 1890 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)        環境省カテゴリー：該当なし 
 

大鉗はエドワールテッポウエビ型。小鉗は雌雄ともに毛冠状ではない。小鉗の指部は著しく細長く、指部を閉じた際
には咬合面に広い隙間を生じる。第3胸脚の指節はヘラ状になる。県内では沖縄島で採集されている。タイプ産地は
東京湾だが近年見つかっていない。国外からの採集報告はない。沖縄島では軟泥質の河口干潟で採集されている。河
川開発による生息環境の悪化や消失、赤土流入による河床環境の悪化、農薬などの流入による水質悪化が大きな脅威
となる。また、河口部に生息するため海岸開発の影響も受けやすいと考えられる。本種と形態が酷似した複数の種が
知られ (A. malabaricus 同胞種群)、さらにこの種群には未記載隠蔽種が含まれている可能性も指摘されている。 

 
原  記  載 ： Ortmann, A. E., 1890. Die Decapoden-Krebse des Strassburger Museums, mit besonderer Berücksichtung der 

von Herrn Dr. Döderlein bei Japan und bei den Liu-Kiu-Inseln gesammelten und z. Z. im Strassburger 
Museum aufbewahrten Formen. I. Die Unterordnung Natantia Boas. Zoologische Jahrbücher, Abtheilung 
für Systematik, Geographie und Biologie der Thiere, 5(3): 437-542, pls. XXXVI-XXXVII. 

参 考 文 献 ： 野村恵一, 2012. ハシボソテッポウエビ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータ
ブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野市, 180. 

 
執 筆 者 名 ： 前之園唯史 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： リュウキュウユムシテッポウエビ（新称） 
分    類 ： 十脚目 コエビ下目 テッポウエビ科 
学    名 ： Alpheus echiurophilus Anker, Komai & Marin, 2015 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

頭胸甲長13 mmに達する中型種。額角は短い。大鉗脚掌部は側扁し、指節との関節付近に横溝がある。不動指側にも
明瞭な横溝がある。雄の小鉗は弱い毛冠型を呈する。第2胸脚腕節の第1分節は第2分節よりもやや長い。県内では、
沖縄島と石垣島から記録がある (Anker et al., 2015)。干潟や転石地に生息するスジユムシなどのユムシ類の巣穴からの
み採集されていて、強い共生関係が示唆される。ごく近年見つかった種であるため「情報不足」としたが、生息する
干潟の環境の悪化が進んでおり、今後注意を要する。 

 
原  記  載 ： Anker, A., T. Komai & I. Marin, 2015. A new echiuran-associated snapping shrimp (Crustacea: Decapoda: 

Alpheidae) from the Indo-West Pacific. Zootaxa 3914: 441-455. 
参 考 文 献 ： 同上 
 
執 筆 者 名 ： 駒井智幸 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： アナモリノコギリテッポウエビ（新称） 
分    類 ： 十脚目 コエビ下目 テッポウエビ科 
学    名 ： Salmoneus brucei Komai, 2009 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)               環境省カテゴリー： 該当なし 
 

頭胸甲長6.3 mmに達する小型のエビ類。甲表は平滑。頭胸甲前縁〜額角にかけては三角形に突出し、眼上棘はない。 
鉗脚は左右異形で、腕節—長節の関節で強く折り曲げられ、たたみこむことができる。指部には顕著な剛毛を生じ、咬
合縁には鋸歯状に歯が並ぶ。県下では、西表島と石垣島から記録されているが (Komai, 2009; 駒井, 未発表)、海外か
らの記録はない。砂干潟のスナモグリ科の巣穴から採集されており、強い共生関係が示唆される。ごく近年見つかっ
た種であるため「情報不足」としたが、生息する干潟の環境の悪化が進んでおり、今後注意を要する。 

 
原  記  載 ： Komai, T., 2009. A new species of the alpheid shrimp genus Salmoneus (Decapoda: Caridea) from the Ryukyu 

Islands, Japan, associated with callianassid ghost shrimp (Decapoda: Thalassinidea). Crustaceana, 82: 
869-880. 

参 考 文 献 ： 同上 
 
執 筆 者 名 ： 駒井智幸 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： イバラアナジャコ（新称） 
分    類 ： 十脚目 アナエビ下目 アナジャコ科 
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学    名 ： Upogebia saigusai Sakai & Hirano, 2006 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

小型のアナジャコ類で、唯一知られる標本であるホロタイプの頭胸甲長は11.4 mmである。額角の下面に棘はない。
頭胸甲の前側突起はやや発達し、その上縁に棘を具える。眼後縁には棘が列生する。尾節の背面基部近くに顕著な横
走隆起が発達する。第1胸脚の不動指は指節より明らかに短い。掌部の内面には強大な棘が複数の列に配置される。
県下では西表島のミタラ川河口から記録があるだけで、海外からの記録はない。ごく近年見つかった種である上、採
集例に乏しいため「情報不足」としたが、生息する河口域の環境の悪化が進んでおり、今後注意を要する。 

 
原  記  載 ： Sakai, K. & Y. Hirano, 2006. Three new species of Upogebiidae (Thalassinidea) from Iriomote Island, 

Ryukyus, Japan. Crustaceana, 79(8): 977-991. 
参 考 文 献 ： 同上 
 
執 筆 者 名 ： 駒井智幸 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： サンゴカニダマシ 
分    類 ： 十脚目 異尾下目 カニダマシ科 
学    名 ： Enosteoides melissa (Miyake, 1942) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

甲の背面は膨らみ、凹凸を持つ。鉗脚および歩脚は多数の軟毛を持つ。歩脚は細い。インド－西太平洋の広域から記
録されているが、国内では沖縄島および西表島のみから知られている。沖縄県から記録されているパラオカニダマシ  
E. palauensis Nakasone & Miyake, 1968 およびツノカニダマシ E. lobatus Osawa, 2009 からは、額角や歩脚の形態、生時
の色彩により識別できる。干潟の砂礫・海草域に生息するトウゾクテッポエビ Alpheus rapax Fabricius, 1798 が作る巣
穴から主に見つかっているが、出現頻度は少ない。干潟の泥化とともに、棲み場所を提供するテッポウエビ類の個体
数の減少が、本種の個体群の消失につながると考えられる。 

 
原  記  載 ： Miyake, S., 1942. Studies on the decapod crustaceans of Micronesia. III. Porcellanidae. The Palau Tropical 

Biological Station Studies, 2: 329-379. 
参 考 文 献 ： Osawa, M., 2009. New records of three species of the genus Enosteoides Johnson, 1970 (Decapoda: Anomura: 

Porcellanidae) from Japan, with description of a new species. “New Crustaceans of Japan. ew T. Komai & 
H. Komatsu, (eds.) Bulletin of the National Museum of Nature and Science, Series A (Zoology), 
Supplement 3: 157-166. 

大澤正幸, 2012. サンゴカニダマシ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑－海岸ベントスのレッドデータブ
ック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野市, 187.  

 
執 筆 者 名 ： 大澤正幸 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ヤドリムツアシガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 ムツアシガニ科 
学    名 ： Hexapinus simplex Rahayu & Ng, 2014 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

甲幅 16 mm程になる種で、甲は横長の台形であり、甲幅は甲長の1.5〜1.6倍ほどである。甲の前側縁は大きく窪み、
後側縁は波打ち、2つの隆起を有す。甲背面は小さい穴が散在するが、比較的浅く大きい穴に背面全体が覆われたりは
しない。第3顎脚座節が内側に強く伸長する。第1〜3歩脚長節の外面から縦長の溝を欠く。本種は、国内では英虞湾、
紀伊半島、大阪湾、高知、天草、沖縄島、奄美大島、与論島、沖縄島、西表島などから記録があり、国外ではシンガ
ポール、ロンボク島 (インドネシア)、南シナ海、台湾、中国などから採集されている。本種は、西表島では泥質〜砂
泥質の干潟から潮下帯に生息するツバサゴカイの棲管に共生している。本種は、本州に分布するムツアシガニ 
Hexapinus latipes (De Haan, 1835) より、上述の甲の前・後側縁の形状、及び甲背面の穴の状態と分布により区別でき
る。なお、渡部 (2012) が「ムツアシガニ」として記述している内容は、本種の事を示している。 

 
原  記  載 ： Rahayu, D. L. & P. K. L. Ng, 2014. New genera and new species of Hexapodidae (Crustacea, Brachyura) 

from the Indo-West Pacific and east Atlantic. Raffles Bulletin of Zoology, 62: 396-483. 
参 考 文 献 ： 渡部哲也, 2012. ムツアシガニ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑－海岸ベントスのレッドデータブッ

ク”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野市, 190. 
締次美穂・木村昭一・木村妙子, 2016. 本州初記録のヤドリムツアシガニ (新称) Hexapinus simplex 
Rahayu & Ng, 2014. 南紀生物, 58(2): 157-161. 

成瀬 貫・渡部哲也・吉田隆太 (印刷中). ムツアシガニ類6種の分布と生息環境に関する追加情報, 
及び和名の整理. Fauna Ryukyuana. 

 
執 筆 者 名 ： 成瀬 貫 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： イルンティムツアシガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 ムツアシガニ科 
学    名 ： Mariaplax narusei Rahayu & Ng, 2014 
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カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

甲幅12 mmほどの本種は、甲は横長の丸みを帯びた台形状であり、甲幅は甲長の1.7倍ほどである。第3顎脚座節は内側
に伸長せず、長節より幅広い。第1〜3歩脚長節の外面から縦長の浅い溝を有し、第3歩脚は全体が顆粒で覆われる。本
種は西表島の船浦湾の潮間帯から採集された3個体を基に記載され、その後、外離島や鳩間島の潮下帯からも発見され
た。同属他種より、甲長に対する甲幅の比が大きい点と、第3顎脚の座節が長節より幅広い点から区別できる。 

 
原  記  載 ： Rahayu, D. L. & P. K. L. Ng, 2014. New genera and new species of Hexapodidae (Crustacea, Brachyura) 

from the Indo-West Paci c and east Atlantic. Raffles Bulletin of Zoology, 62: 396-483. 
参 考 文 献 ： 成瀬  貫・渡部哲也・吉田隆太 (印刷中).ムツアシガニ類6種の分布と生息環境に関する追加情報, 

及び和名の整理. Fauna Ryukyuana. 
 
執 筆 者 名 ： 成瀬 貫 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： オオウラムツアシガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 ムツアシガニ科 
学    名 ： Mariaplax ourabay Rahayu & Ng, 2014 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)         環境省カテゴリー： 該当なし 
 

甲幅9 mmほどの本種は、甲は横長の丸みを帯びた台形であり、甲幅は甲長の1.4倍ほどである。第3顎脚座節は内側に
伸長しない。第1〜3歩脚長節の外面から縦長の浅い溝を有す。雄の尾節は第6腹節とほぼ同長であり、第6節は癒合し
た第3〜5節の約0.6倍である。本種は、大浦湾の二見から採集された雌雄1個体ずつからのみ知られている。同属他種
より、雄の腹節と尾節の長さの比の違いより区別できる。 

 
原  記  載 ： Rahayu, D. L. & P. K. L. Ng, 2014. New genera and new species of Hexapodidae (Crustacea, Brachyura) 

from the Indo-West Pacific and east Atlantic. Raffles Bulletin of Zoology, 62: 396-483. 
成瀬  貫・渡部哲也・吉田隆太 (印刷中). ムツアシガニ類6種の分布と生息環境に関する追加情報、 
及び和名の整理. Fauna Ryukyuana. 

 
執 筆 者 名 ： 成瀬 貫 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ヘコミベンケイガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 ベンケイガニ科 
学    名 ： Bresedium brevipes (De Man, 1889)  
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

甲は横長で後方に向けてやや広がる。眼窩外歯の後方に2つの前鰓歯を具える。歩脚は比較的短い。雄の第6腹節の
末端縁は、明瞭に凹み尾節の基部を囲む。国内からの記録は石垣島のみ。国外では東インド洋・西太平洋の熱帯・亜
熱帯域に分布する (タイプ産地：オーストラリア)。河川の感潮域最上部の河岸林に生息している。河川の護岸整備な
どによる生息環境の悪化や消失、堰などの人工構造物による回遊阻害が本種の生存に対して脅威になると考えられる。 

 
原  記  載 ： Man, J. G. de, 1889. Über einige neue oder seltene indopacifische Brachyuren. Zoologische Jahrbücher, 

Abtheilung für Systematik, Geographie und Biologie der Thiere, 4(2): 409-452, pls. IX-X. 
参 考 文 献 ： 前之園唯史・成瀬 貫, 2016. 石垣島より採集された日本初記録のベンケイガニ科 (甲殻亜門: 十

脚目: 短尾下目) の 2種. Fauna Ryukyuana, 28: 5-22. 
 
執 筆 者 名 ： 前之園唯史 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ニンジャベンケイガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 ベンケイガニ科 
学    名 ： Labuanium trapezoideum (H. Milne Edwards, 1837) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

甲長は最大個体で約 35 mm。甲に厚みがなく、背面から見ると後方に向けて明瞭に広がる台形状。歩脚は長い。国内
からの正式な記録は石垣島のみであるが、最近、西表島からも確認されている (前之園・佐伯, 未発表)。国外では東
インド洋・西太平洋の熱帯・亜熱帯域に分布する (タイプ産地：不明)。河川の感潮域の直上にある滝や堰の流れの裏
側、速い流れがぶつかる岩盤の水際などに生息している。抱卵雌は降河せず普段の生息場所で幼生を放ち、幼生は河
川の流れに乗って海へ放出される。生息環境が特殊であるため、河川改修による流れの単調化、河岸・河床の直接的
な改変により生息環境が悪化・消失しやすい。さらに赤土や農薬の流入による水質汚濁も本種の生存に対して脅威に
なると考えられる。 
 

原  記  載 ： Milne Edwards, H., 1834-1837. Histoire naturelle des Crustacés comprenant l’anatomie, la physiologie et la 
classification de ces animaux. Librairie Encyclopédique de Roret, Paris, Vol. 1: i-xxxv, 1-468. Vol. 2: 1-531. 
Atlas, 1837: 1-32, pls.1-42. Vol. 3, 1840: 1-638. 

参 考 文 献 ： 前之園唯史・成瀬  貫, 2016. 石垣島より採集された日本初記録のベンケイガニ科 (甲殻亜門: 十
脚目: 短尾下目) の 2種. Fauna Ryukyuana, 28: 5-22. 
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執 筆 者 名 ： 前之園唯史 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ヒメアカイソモドキ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 モクズガニ科 
学    名 ： Sestrostoma depressum (Sakai, 1965) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

甲は幅広い楕円形。背面はあまり膨らまず、表面を覆う小孔は明瞭。甲の側縁は完縁で薄板状の縁取りは明瞭。歩脚
は比較的短い。国外からの採集記録はなく、沖縄県では奥武島 (名護市) から、県外では千葉県、神奈川県、静岡県、
和歌山県、愛媛県から記録がある (タイプ産地：相模湾)。採集例が極めて少ないため、詳しい生態など不明な点が多
いが、県外では外洋に面した砂泥底に生息するバルスアナジャコ Upogebia issaeffi (Balss, 1913) やスナモグリ
Nihonotrypaea petalura (Stimpson, 1860) の巣穴から採集されている。県内でも砂泥底の干潟で採集されているが、共生
関係は明らかにされていない。埋め立てによる干潟の縮小や消失、防波堤建設による潮流の変化が本種の生存に対し
て脅威になると考えられる。 

 
原  記  載 ： Sakai, T., 1965. The Crabs of Sagami Bay collected by His Majesty the Emperor of Japan. Maruzen, Tokyo. 
参 考 文 献 ： Naruse, T., 2015. Description of a new genus and a new species of gaeticine crab (Crustacea: Brachyura: 

Varunidae) from the Ryukyu Islands, and a review of Acmaeopleura Stimpson, 1858, and Sestrostoma 
Davie & N. K. Ng, 2007. Zootaxa, 3925(2): 211-228. 

 
執 筆 者 名 ： 前之園唯史 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： タイワンオオヒライソガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 モクズガニ科 
学    名 ： Varuna yui Hwang & Takeda, 1986 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)        環境省カテゴリー： 情報不足 (DD)  
 

甲幅 50 mm ほどになる大型種。甲は薄く、甲長・甲幅はほぼ同じ長さ。前側縁には眼窩外歯を含んで 3歯あり、第 3
歯間が最も甲の幅が広くなり、それより前方では徐々に狭まる。歩脚の前節指節は背幅に平圧され内縁に毛が生える。
オオヒライソガニ Varuna litterata (Fabricius, 1798) に非常によく似るが、甲がやや厚い、雄の第6腹節が狭い、雄第一
腹肢前縁が切れ込む、という点から区別できる。 

 
参 考 文 献 ： Hwang, J. -J. & M. Takeda, 1986. A new freshwater crab of the family Grapsidae from Taiwan. Proceedings of 

the Japanese Society of Systematic Zoology, 33: 11-18. 
 
執 筆 者 名 ： 成瀬 貫 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ヨミノオサガニ 
分    類 ： 十脚目 短尾下目 オサガニ科 
学    名 ： Euplax leptophthalmus H. Milne Edwards, 1852 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

最大甲幅24 mm。甲は方形で、甲幅は甲長の1.2倍。眼の角膜は小さい。口前部は狭く、中央部は幅広くくぼむ。第3
顎脚の長節は坐節よりも顕著に短い。雄の鉗脚の不動指内縁中央部に小円鋸歯状の歯を、指節内縁基部に大臼歯状の
歯を備える。マングローブ域の水路の軟泥底に生息する。国外ではインド、国内では奄美大島から記録がある。現在、
分布状況の把握が進められている。 

 
原  記  載 ： Milne Edwards, H., 1852. Observations sur les affinités zoologiques et la classification naturelle des Crustacés. 

Annales des Sciences naturelles, (3)18: 109-166, pls.3, 4.  
参 考 文 献 ： Kishino, T., T. Yonezawa & K. Wada, 2011. A rare macrophthalmine crab, Euplax leptophthalmus H. Milne 

Edwards, 1852 (Decapoda, Brachyura, Macrophthalmidae) from Amami-Oshima Island, Ryukyu Islands, 
southern Japan. Crustacean research, 40: 13-20. 

Mendoza, J. C. E. & P. K. L. Ng, 2007. Macrophthalmus (Euplax) H. Milne Edwards, 1852, A valid subgenus 
of ocypodoid crab (Decapoda: Brachyura: Macrophthalmidae), with description of a new species from the 
Philippines. Journal of Crustacean Biology, 27: 670- 680. 

 
執 筆 者 名 ： 藤田喜久 
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３．９ 昆虫類 
 
  今回の見直し（改訂第３版）に掲載される種は以下のとおりである。 
 

  カテゴリー 

分類群 

絶滅 
(EX) 

野生 
絶滅 
(EW) 

絶 滅 危 惧 Ⅰ 類 絶滅危惧

Ⅱ類 
(VU) 

準絶滅

危惧 
(NT) 

絶滅のおそれの

ある地域個体群 
(LP) 

情報 
不足 
(DD) 

合  計

  ⅠＡ類

(CR) 
ⅠＢ類

(EN) 

初版1996 0 5 － － 9 81 7 114 216 

改訂第2版 2005 0 0 13 － － 15 78 9 45 160 

改訂第3版 2017 0 0 23 13 10 29 28 15 16 111 

※初版のカテゴリーのうち、絶滅種は現行のカテゴリー名の絶滅と野生絶滅を集約することで示し、このほか絶滅危惧種
は絶滅危惧�類、危急種は絶滅危惧�類、希少種は準絶滅危惧、地域個体群は絶滅のおそれのある地域個体群、未決
定種は情報不足として現行のカテゴリー名に変換して示した。 

 

(１ )  本改訂でのおもな留意点 

   これまでに蓄積された情報－文献、研究者の知見、現地調査の結果－に基づいてレッドリストの候補種を選定

した。対象は種または亜種であるが、種の学名が確定されていなくても特定できるものについては評価の対象と

した。選定された掲載候補の全ての種について、昆虫分科会において、カテゴリーを慎重に評価し、決定した。

前回の改訂で、絶滅危惧Ⅰ類としてまとめていたものを、今回は絶滅危惧ⅠA類と絶滅危惧ⅠB類に分けて評価し

た。 

 

(２ ) 本改訂で明らかになったこと 

今回の改訂では、前回の改訂（2005年）より 49種少ない 111種（亜種を含む）を掲載した。41種が新たに加

わり、90 種（絶滅危惧Ⅱ類の 2 種を含む）がランク外となった。絶滅が危惧される種は、前回から 24 種増え、

52種（絶滅危惧ⅠA類（CR）13種、絶滅危惧ⅠB類（EN）10種、絶滅危惧Ⅱ類（VU）29種）となった。そのうち、

新たに掲載されたのが23種（CR3種、EN4種、VU16種）、そのランクが上がったのが14種（CR+EN4種、VU10種）

であった。また、絶滅のおそれのある地域個体群（LP）も前回より 6種増えた。一方で準絶滅危惧（NT）と情報

不足（DD）の種数が大幅に減少した。以上の結果は、昆虫類の生息状況についての知見が蓄積され、カテゴリー

の評価が進展したことによる。また、上記の結果は昆虫類の生息環境が依然として改善されていないことも示し

ている。 

掲載種のほぼ半数にあたる54種が水生昆虫である。以前から、池や湿地に生息するコフキトンボなどのトンボ

類、タイコウチなどの水生カメムシ類およびフチトリゲンゴロウなど大型の水生甲虫類は絶滅が危惧されていた。

今回の改訂で、小型のゲンゴロウ類やミズスマシ類など16種が絶滅のおそれのある種（CR3種、EN5種、VU 8種）

として新たにリストに加わった。水生昆虫類、特に止水域に生息する多くの種の存続は引き続き危機的な状況に

あると判断される。 

沖縄県は多くの島々からなり、諸島ごとに、あるいは島ごとに固有種が存在する。これまでもイシガキニイニ

イやヤンバルテナガコガネなどの固有種が数多くレッドリストに掲載されてきた。今回、ヒサマツサイカブトな

どが新たに加わり、またそのランクが上がった種もある。島を単位としてみると、リュウキュウルリモントンボ

のように、沖縄島では普通種であっても、慶良間諸島や伊平屋島の小さな個体群（LP）は、絶滅が危惧される。 

 

 

執筆者 小濱 継雄（琉球大学博物館（風樹館）・協力研究員） 
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(３)  掲載種の解説 

 

 1 ) 絶滅危惧ⅠＡ類(CR) 

 
 
和    名 ： イシガキニイニイ 
分    類 ： 半翅目（カメムシ目） セミ科 
学    名 ： Platypleura albivannata M.Hayashi, 1974 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)  
 
形    態 ： 体長は雄で20～24 mm、雌で19～22 mm、前翅の開張は63～70 mm、体は偏平で、体背面に緑褐色の

斑紋がある。前胸背板の側縁は三角形に張り出す。前翅は先端部で暗色紋が小さくなり、透明部が
広くなる。また、雄では脈上に白粉を付着させているが、雌では全く見られない。後翅は外縁部を
除き大部分が黒色であるが、翅端部の内側にも透明部がある。後翅の黒色部中央と翅垂部は乳白色。 

近似種との区別 ： 本種は宮古諸島に分布するミヤコニイニイ P. miyakona (Matsumura) に似るが、後翅翅垂部が全体乳
白色である点で容易に区別される。 

分 布 の 概 要 ： 石垣島の固有種で米原のヤエヤマヤシ林周辺のみに分布が限られている。個体数は少なく、現在で
は危機的水準まで減少している。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 琉球列島には 4 種のニイニイゼミが分布する。クロイワニイニイ P. kuroiwae 
Matsumura は沖縄諸島と奄美大島に分布し、ニイニイゼミ P. kaempferi (Fabricius) は沖縄島北部か
ら北海道まで分布する。ミヤコニイニイは宮古諸島に、ヤエヤマニイニイ P. yayeyamana Matsumura 
は八重山諸島の石垣島と西表島に分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 本種の成虫は6月上旬から7月下旬にかけて出現する。クワノハエノキ、ギランイヌビワ、オオバ
イヌビワ、カラスザンショウなどの嗜好樹木に止る。場所は直射日光のあたらない明るい枝上であ
る。早朝 5 時頃と夕刻の 19 時頃、他のセミが鳴かない時間帯によく鳴く。交尾行動や産卵習性お
よび幼虫期間などは不明である。 

生息地の条件  ： 湿度の高い常緑広葉樹林があり、良好な林縁環境が必須だと考えられるが、本種の分布地が限られ
ている理由については不明である。 

個体数の動向  ： 危機的レベルまで減少しており、鳴き声を確認できなかった年もある。 
現在の生息状況 ： 近年はせいぜい数個体の鳴き声しか確認されず、2014～2015年には未確認であったが、2016年には

それらしい声が聞かれている（未確定）。 
学術的意義・評価 ： 沖縄のニイニイゼミ属は系統的に2つの種群にわけられている。ニイニイゼミとヤエヤマニイニイ

種群と、ミヤコニイニイ、クロイワニイニイ、イシガキニイニイ種群である。それらのうちミヤコ
ニイニイとイシガキニイニイは最も近縁だとされている。その進化の過程や島の成立過程を究明す
るのに役立つに違いない。 

生存に対する脅威 ： 本種の生息地の一部は観光地となっており、人為的騒音（車のエンジン音、観光客の話し声、売店
のスピーカーから流される音楽など）による本種成虫の発音活動（繁殖活動）への妨害や大勢の観
光客の土壌踏み堅めによる土壌の乾燥化が本種幼虫の成育への悪影響を及ぼしている。 

特 記 事 項 ： 日本に生息するセミの中では分布範囲が最も狭い。「種の保存法」の国内希少野生動植物種として捕
獲が禁止されており、生息地一帯が「米原イシガキニイニイ生息地保護区」に指定されている。さ
らに、主生息地が「立入制限地区」として厳重に保護されている。ここ数年は成虫の確認個体数は
わずかであり、絶滅がきわめて危惧されている。国内希少野生動植物種（2002 年）。石垣市自然環
境保全条例保全種（2015年）。 

原  記  載 ： Hayashi, 1974. Kontyû, 42: 243. 
参 考 文 献 ： 林 正美（編）, 2000. 絶滅危惧種イシガキニイニイの棲息実態調査報告. Cicada, 15（Supplement）: 

1-36, 4pls. 
林 正美・税所康正, 2015. 改訂版 日本産セミ科図鑑. 誠文堂新光社, 東京. 
佐々木健志・山城照久・村山 望, 2006. 沖縄のセミ. 新星出版, 那覇. 
 

執 筆 者 名 ： 林 正美 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： タイコウチ 
分    類 ： 半翅目（カメムシ目） タイコウチ科 
学    名 ： Laccotrephes japonensis Scott, 1874 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 体長は 30～38 mm（呼吸管を除く）。体は灰褐色ないし暗褐色。頭部小さく、複眼は光沢ある黒色、

口吻は短く鋭い。小楯板は不規則な菱形、半翅鞘は腹部全面を被い、膜質部には網目状の脈がある。
前脚は捕獲脚となり、腿節の基部近く内方に1本の頑丈な棘がある。中・後脚は遊泳用で、跗節は
全て1節。体下面は背面と同色であるが赤褐色を帯びる。腹端には体長とほぼ等長の細長い呼吸管
がある。 

近似種との区別 ： 同属の近似種タイワンタイコウチ L. grossus (Fabricius) は前腿節に刺を欠いているので区別できる。 
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分 布 の 概 要 ： 本州、四国、九州、トカラ中之島、奄美大島、徳之島、沖縄島に分布し、国外では台湾、中国、朝
鮮半島、マレーシアから知られる。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 本種は琉球列島では奄美大島、徳之島、沖縄島に分布する。別種のタイワンタイ
コウチはわが国では石垣島、西表島、与那国島に分布する（国外では台湾、中国からインド）。 

生 態 的 特 徴 ： 水田、池・沼の浅い水域で水に落ちた枯れ葉のような姿をして生息する。水底に静止し、呼吸管の
先端を水面に出して呼吸する。水生小動物を捕食する。 

生息地の条件  ： 安定した浅い止水域で、泥質の水底を好む。 
個体数の動向  ： 近年の確認記録は全くない。 
現在の生息状況 ： 不明。 
学術的意義・評価 ： 旧北区系の昆虫であり、沖縄島が分布の南限である。北方系の水生昆虫がいかにして沖縄まで渡来

したのかを解明するのに適当な材料であり、その生態を十分に解明する必要がある。 
生存に対する脅威 ： 水系の農薬等による汚染、赤土の沈積、池沼の減少などが考えられる。 
特 記 事 項 ： 刺激を与えると口吻の基部両側から悪臭のある乳液を分泌する。後胸腺（臭腺）はない。沖縄島か

らは坂口（1927）により初めて記録され、Takara（1957）は1956年に採集した2個体の標本を記録
した。 

原  記  載 ： Scott, 1874. Ann. Mag. Nat. Hist., [4], 14: 450. 
参 考 文 献 ： 林 正美・宮本正一, 2005. 半翅目. “日本産水生昆虫”, 川合禎次・谷田一三（編）, 東海大学

出版会, 神奈川県. 
日本昆虫目録編集委員会（編）, 2016. 日本昆虫目録 第4巻 準新翅類 Paraneoptera. 
Takara, T., 1957. Provisional list of Hemiptera (Heteroptera) in the Ryukyu Islands. Sci. Bull. Agr. & Home 

Econ. Div. Univ. Ryukyus, (4): 11-90. 
 

執 筆 者 名 ： 林 正美 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： タイワンコオイムシ 
分    類 ： 半翅目（カメムシ目） コオイムシ科 
学    名 ： Diplonychus rusticus (Fabricius, 1781) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)  

 
形    態 ： 体長は15～16 mm、体は淡黄褐色で、偏平、楕円形で、頭部は扁平な短三角形である。前胸背は短

梯形で前縁中央内方にくぼみがあり、微小点刻を散布し光沢がある。小楯板は正三角形。前翅は幅
広く、腹部末端に達する。膜質部を欠く。脚は細長く偏平、前脚は最も短く太く捕獲脚となる。腹
部下面は淡黄褐色で、各節の両側縁に1個の暗色斑紋がある。 

近似種との区別 ： 沖縄には本種以外のコオイムシは分布しないが、本土に分布するコオイムシとは、前胸背の後縁が
広いこと、半翅鞘に網状脈を欠く点で区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 日本では沖縄島と与論島、中国、台湾、フィリピン、東南アジア、インドに分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 本種は沖縄島を分布の北限とし、東南アジアからインドにかけて広く分布し、コ

オイムシ Appasus japonicus Vuillefroy は九州、四国、本州、中国、朝鮮半島に、オオコオイムシ 
Appasus major (Esaki) は本州、北海道、朝鮮半島、シベリア、樺太に分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 沖縄における生態はほとんど分かっていない。台湾における年間世代数も不明である。成虫、幼虫
ともに水底の泥下に隠れ、時々水中に遊泳し稚魚や昆虫を捕らえ血液を吸収する。雄は背上に雌が
産下した卵を一重に並べそれを背負いつつ、孵化するまでの間卵塊を背負った保育生活をする。コ
オイムシの名はこれに由来する。コオイムシの卵は長時間水中にいると窒息して死んでしまうので
卵を背負った雄は1日の大半を水面上に卵塊を出した状態で生活をしている。雄は幼虫の孵化後は
卵殻をはらい落とす。雌は産卵後、死んでしまう。 

生息地の条件  ： 雄は卵の保育のため水面上に長時間止まる必要があるため、水草と清水の存在が必要である。 
個体数の動向  ： 近年全く再発見されていない。 
現在の生息状況 ： 不明。 
学術的意義・評価 ： 亜社会性の種であり、わが国では沖縄島と与論島のみに分布する。 
生存に対する脅威 ： 陸水域（池沼、水田など）の減少、および赤土･農薬等による水質汚染。 
特 記 事 項 ： 沖縄で採集された標本はきわめて少なく、1960年代以降の標本はない。成虫は電灯に飛来する性質

があるので、外灯の増設も個体数の減少に拍車をかけた可能性がある。 
原  記  載 ： Fabricius, 1781. Species Ins., 2: 333. 
参 考 文 献 ： 江崎悌三他, 1932. 日本昆虫図鑑. 北隆館, 東京. 

林 正美・宮本正一, 2005. 半翅目. “日本産水生昆虫”, 川合禎次・谷田一三（編）, 東海大学
出版会, 神奈川県. 

日本昆虫目録編集委員会（編）, 2016. 日本昆虫目録 第4巻 準新翅類 Paraneoptera. 
Takara, T., 1957. Provisional list of Hemiptera (Heteroptera) in the Ryukyu Islands. Sci. Bull. Agr. & Home 

Econ. Div. Univ. Ryukyus, (4): 11-90. 
 

執 筆 者 名 ： 林 正美 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： タガメ 
分    類 ： 半翅目（カメムシ目） コオイムシ科 
学    名 ： Kirkaldyia deyrolli (Vuillefroy, 1864) 
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カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)  
 
形    態 ： 体長は65 mm内外。体は灰褐色ないし暗褐色。頭部は比較的に小さく、複眼は光沢ある暗褐色。前

胸背はやや半円形をなし、後縁近くに横溝があり、その前方は正中線に沿ってくぼみ、後方は隆起
する。半翅鞘は大きく、膜質部の脈はほぼ平行に走る。口吻は短く、前腿節は強大で捕獲脚をなし、
先端には鋭い爪がある。中後脚には長毛が密に列生し、やや偏平で遊泳脚となる。 

近似種との区別 ： 与那国島に同所的に分布するタイワンタガメ L. indicus Lepeletier et A.-Serville はさらに大型で、複
眼が球形で大きく突出し、前胸背に暗色の縦条があることで区別される。 

分 布 の 概 要 ： 北海道、本州、四国、九州、対馬、沖縄島、石垣島、西表島、与那国島に分布し、国外では朝鮮半
島、中国、アッサム、台湾、インドに分布する。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： タガメは与那国島以北に分布し、タイワンタガメは与那国島以南の台湾、中国、
フィリピン、インドネシア、マレーシア、インドに分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 捕食肉食性で魚、カエルなどを捕獲し、その血液を吸う。成虫は6月から10月まで採集されている。
卵は水面上の茎などに卵塊として産まれるようである。分布は局所的である。 

生息地の条件  ： 池沼や水田などの止水または清水域で水量が安定している広くて深い水域。水草の存在も不可欠で
ある。 

個体数の動向  ： 近年，宮古島，沖縄島などから数例が記録されている。 
現在の生息状況 ： 繁殖例は確認されていないが，少数ながら維持されていると推測される。飼育個体の遺失も考慮に

入れる必要があるかもしれない。 
学術的意義・評価 ： 大型水生半翅類で、水系環境の自然度を知る上で、指標となる種である。 
生存に対する脅威 ： 水質汚濁と水系の開発･減少、および外灯の増加。 
特 記 事 項 ： 1956年に2個体が採集され、その後30年余その姿を見ることがなかったが、1988年に西表島で、

1991 年に石垣島で採集され、1994 年には沖縄島でも数個体が採集された。また、1998 年には与那
国島からも発見された。近年、本種の属名が変更されている（Perez Goodwyn, 2006; Aukema et al., 
2013）。 

原  記  載 ： Vuillefroy, 1864. Ann. Soc. Entomol. Fr., 33: 141. 
参 考 文 献 ： Aukema, B., C. Rieger and W. Rabitsch, 2013. Catalogue of the Heteroptera of the Palaearctic Region, Vol. 6 

(Supplement). Netherlands Entomological Society, Amsterdam. 
林 正美・宮本正一, 2005. 半翅目. “日本産水生昆虫”, 川合禎次・谷田一三（編）, 東海大学
出版会, 神奈川県. 

Perez Goodwyn, P. J., 2006. Taxonomic revision of the subfamily Lethocerinae Lauck & Menke (Heteroptera: 
Belostomatidae). Stuttgarter Beitr. Naturk., [A], (695): 1-74. 

 
執 筆 者 名 ： 林 正美 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： タイワンタガメ 
分    類 ： 半翅目（カメムシ目） コオイムシ科 
学    名 ： Lethocerus indicus (Lepeletier et Audinet-Serville, 1825) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)  
 
形    態 ： 体長は60～70 mmで、タガメ Kirkaldyia deyrolli (Vuillefroy) よりさらに大型。体は灰色で、複眼が大

きく球形に突出し、前胸背中央に暗色の1縦条があり、両側に同色の2縦条がある。後縁には横し
わを欠き、小楯板及び前翅に暗色条がある点でタガメと区別される。 

近似種との区別 ： タガメは体は光沢のない灰褐色ないし暗褐色。頭部は比較的小さく、複眼は光沢ある暗褐色。前胸
背はやや半円形～台形をなし、後縁近くに横溝があり、その前方は正中線に沿ってくぼみ、後方は
隆起する。半翅鞘は大きく、膜質部の脈はほぼ平行に走る。 

分 布 の 概 要 ： わが国の与那国島とそれ以南の台湾、中国、フィリピン、インドネシア、マレーシア、インドに分
布する。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 近縁種のタガメはわが国の与那国島以北と国外の朝鮮半島、中国、台湾、インド
に分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 近縁種のタガメ同様、捕食肉食性で水棲昆虫、魚類、蛙・オタマジャクシなどを捕獲し、その血液
を吸う。卵は水面上の茎などに卵塊として産まれるようである。水面上の茎などに産卵された卵塊
が乾燥すると死んでしまうので、雄は夜間に水中と卵塊の間を行き来して卵塊が乾燥しないように
給水する保育を行う。 

生息地の条件  ： 止水または清水域で水量が安定している広くて深い水域。水草の存在も不可欠である。 
個体数の動向  ： 近年の確認例なし。 
現在の生息状況 ： 不明（絶滅に近い危機的な状況と思われる）。 
学術的意義・評価 ： 大型水生半翅類で、水系環境の自然度を知る上で、指標となる種である。 
生存に対する脅威 ： 水質汚濁と水系の開発、水田や池沼の激減。 
特 記 事 項 ： 沖縄（与那国島）で採集された標本はきわめて少なく、1980年代以降の採集記録はない。水田では

農薬散布で生息が困難となり、池・沼は各種開発で減少している。タイワンタガメは中国や東南ア
ジアで広く食用にされ、特にタイでは需要が多く、市場でタケのザルに入れられて販売されている。 

原  記  載 ： Lepeletier and Audinet-Serville, 1825. Éncycl. Méth. (Olivier ed.), 10: 272. 
参 考 文 献 ： 林 正美・宮本正一, 2005. 半翅目. “日本産水生昆虫”, 川合禎次・谷田一三（編）, 東海大学

出版会, 神奈川県. 
林 正美・佐々木健志, 2001. 与那国島におけるタガメの分布記録. Rostria, (50): 54-55. 
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執 筆 者 名 ： 林 正美 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ツブゲンゴロウ 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） ゲンゴロウ科 
学    名 ： Laccophilus difficilis Sharp, 1873 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 逆卵状の体形をした体長4～5 mmのゲンゴロウ。頭部は短く幅が広く、背面・腹面ともにやや膨隆

する。上翅は黄褐色で、明瞭な斑紋が認められない（上翅後方に不明瞭な暗色紋を呈することはあ
る）。 

近似種との区別 ： 同属のサザナミツブゲンゴロウ L. flexuosus やシャープツブゲンゴロウ L. sharpi などは、上翅に明
瞭な斑紋があることにより、本種と区別ができる。 

分 布 の 概 要 ： 県内では、沖縄島・久米島・石垣島・西表島および与那国島に分布する。国内では北海道・本州・
四国・九州・甑島列島・トカラ列島および奄美諸島、国外では中国および朝鮮半島に分布する。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 県内からは同属 6種が知られ、ウスチャツブゲンゴロウ L. chinensis 、サザナミ
ツブゲンゴロウ、コウベツブゲンゴロウ L. kobensis 、ミナミツブゲンゴロウ L. pulicarius 及びシ
ャープツブゲンゴロウの 5 種は沖縄諸島および八重山諸島に分布し、ナカジマツブゲンゴロウ L. 
nakajimai は与那国島に分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 成虫は、灯火に飛来する。採集時に水から上げると、かなり高く跳躍して逃避する。 
生息地の条件  ： 植物の多い浅い水域に生息する。 
個体数の動向  ： 1990年頃までは八重山諸島を中心に生息が確認されていた。 
現在の生息状況 ： 県内における近年の採集例はないようで、絶滅に瀕している状況であると考えられる。 
生存に対する脅威 ： 池沼や湿地の開発、水質汚染。 
特 記 事 項 ： 小浜島の分布記録が「琉球列島産昆虫目録 増補改訂版（東清二監修, 2002, 沖縄生物学会）」に載

っているが、同目録作成時の資料を調べた結果、誤植であることが判明した。 
原  記  載 ： Sharp, D., 1873. Trans. Ent. Soc. Lond, 1873: 53. 
参 考 文 献 ： 阿部光典, 1991. 与那国島の水生昆虫採集記録. 神奈川虫報, (97): 11-13. 

神奈川県, 2008. 神奈川県レッドデータブック 2006 WEB版. 
 http://conservation.jp/tanzawa/rdb/, 2016年 9月閲覧. 
神奈川県立博物館（編）, 1995. 阿部光典ゲンゴロウ類コレクション標本目録. 神奈川県立博物館
自然部門資料目録, (8): 5-64. 

松井英司, 1990. 琉球列島で採集した水生甲虫類(1). 北九州の昆蟲, 37(2): 69-76. 
 

執 筆 者 名 ： 青柳 克 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： マダラゲンゴロウ 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） ゲンゴロウ科 
学    名 ： Rhantaticus congestus (Klug, 1832) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)  

 
形    態 ： 楕円形の体形をもち、背面がまだら模様を呈する中型のゲンゴロウ。体長は9 mm前後。体は黄色で、

上翅の中央部および後方に密集した黒点からなる不規則な斑紋がある。後胸腹板翼片部の前縁は強
く湾曲する。後脛節端刺の先端は二叉状となる。後跗節の第 1～4 節の後縁は全面に渡って剛毛を
具える。 

近似種との区別 ： 県内における近似種として、ウスイロシマゲンゴロウ Hydaticus rhantoides とリュウキュウオオイチ
モンジシマゲンゴロウ H. pacificus sakishimanus が挙げられる。両種とも、後胸腹板翼片部の前縁が
ほぼ直線状となること、後脛節端刺の先端は尖ることで、本種と区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 国内では南大東島のみに分布する。国外では中国南部・台湾・フィリピンなど、東洋区全域に分布
する。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 本種は1属 1種であり、近縁な種はいない。 
生 態 的 特 徴 ： 止水性。池および水溜りにて、多数のウスイロシマゲンゴロウに混じって生息していた。 
生息地の条件  ： 不明。 
個体数の動向  ： 南大東島で1991年に3頭、翌年に2頭の採集記録がある。これ以外の記録はないと思われる。 
現在の生息状況 ： 近年の採集例はないと思われる。 
学術的意義・評価 ： 国内では南大東島のみで確認される種であり、海洋島である南大東島にすむ昆虫類の由来を研究す

るうえで重要な存在と考えられる。 
生存に対する脅威 ： 護岸工事などの池沼開発、ティラピアなどの外来魚による捕食。 
特 記 事 項 ： 特になし。 
原  記  載 ： Klug, 1832. Symb. Physicae, Insectes Madgascar, 3: 136. 
参 考 文 献 ： 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室（編）, 2015. レッドデータブック2014－日本の絶

滅のおそれのある野生生物－5 昆虫類. ぎょうせい, 東京. 
森  正人・北山  昭, 2002. 改訂版 図説 日本のゲンゴロウ. 文一総合出版, 東京. 
野村周平, 1991. 南大東島で日本初記録のマダラゲンゴロウを発見. 甲虫ニュース, (96): 5. 
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執 筆 者 名 ： 青柳 克 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： フチトリゲンゴロウ 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） ゲンゴロウ科 
学    名 ： Cybister limbatus (Fabricius, 1775) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)  
 
形    態 ： 体長33～39㎜で、背面は緑色を帯びた暗褐色で光沢があり、頭楯、上唇、前胸背および上翅の側縁

部に淡黄色の帯が有り始端部で釣針の返し状に広がる。雄の前胸背は前縁部に点刻がある他は平滑
であるが、雌では中央部を除き筋状の密な点刻がある。雄は跗節の両側に、雌では内側のみに遊泳
毛を有する。体下面は暗赤褐色で光沢があり、腹部第3～5節の側方に黄褐色紋をもつが、雌では不
明瞭な個体も見られる。 

近似種との区別 ： 奄美諸島以南には同属で形態的によく似たヒメフチトリゲンゴロウ C. rugosus が分布するが、本種
に比べやや小型で、体下面の後胸腹板と後基節が中央部を除き黄褐色であることから区別できる。 

分 布 の 概 要 ： トカラ列島の宝島、奄美諸島、宮古島、石垣島、西表島、与那国島に分布する。国外では中国、台
湾、フィリピン、ベトナム、タイ、インドネシア、インドなどに分布する。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 日本に分布するゲンゴロウ属 Cybister は 7 種あり、そのうちトビイロゲンゴロ
ウ、コガタノゲンゴロウ、フチトリゲンゴロウ、ヒメフチトリゲンゴウの4種が沖縄県に分布する。
本州にも分布するコガタノゲンゴロウを除く3種は、いずれも琉球列島から東南アジアにかけて分
布する南方系の種で、琉球列島が分布の北限である。 

生 態 的 特 徴 ： 水生植物が繁茂する比較的水深のある池沼や放棄水田などに生息するが、牧場内のため池や貯水槽
などの人工的な水環境にも見られる。成虫と幼虫ともに、ヤゴやオタマジャクシなど小型の水生動
物を補食する。蛹化は水際の土中で行われる。成虫は灯火に飛来する。 

生息地の条件  ： 繁殖には、周囲が土で覆われた水生植物の繁茂する安定した水環境と餌となる小型の水生動物が豊
富なことが必要である。また、幼虫の天敵となる大型の外来魚や外来カメ類などが侵入していない
ことも条件となる。 

現在の生息状況 ： 沖縄県内では、1999 年に宮古島で採集された個体を最後に 17 年間も発見例がないことから、すで
に絶滅した可能性が高い。 

学術的意義・評価 ： 琉球列島は本種の分布北限であるため、熱帯系のゲンゴロウ類の日本への分布拡大の過程やそれに
ともなう環境適応の研究などに役立つ。また、肉食性の大型の水生昆虫で生息環境の変化に影響を
受けやすいため、水環境の自然度を示す指標生物ともなる。 

生存に対する脅威 ： 個体数減少の主な要因は、開発による自然池沼の減少、水田の畑地化やため池の減少、放棄水田の
草地化による生息地の消失、農薬の使用や水生外来生物の侵入による生息環境の悪化などである。
また、生息地が限られ個体数も極端に少ないことから、違法採集による影響も甚大である。 

特 記 事 項 ： 国内希少野生動植物種 (2011年)。 
参 考 文 献 ： 東  清二（監修）, 2002. 琉球列島産昆虫目録 増補改訂版. 沖縄生物学会, 沖縄. 

刈部治紀・北野  忠・中島  淳・丸山宗利, 2015. フチトリゲンゴロウ. “レッドデータブック2014 
－日本の絶滅のおそれのある野生生物－ 5 昆虫類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全
推進室（編）, ぎょうせい, 東京, 26. 

北野  忠・唐真盛人・水谷  晃・崎原  健・河野裕美, 2010. 西表島における大型ゲンゴロウ類の
生息状況. 沖縄生物学会誌, 48: 113-120. 

森  正人・北山  昭, 2002. 改訂版 図説 日本のゲンゴロウ. 文一総合出版, 東京, 231pp. 
佐渡山安常・佐々木健志, 2016. 宮古島から初めて確認されたフチトリゲンゴロウ Cybister 

limbatus (Fabricius)の記録. Pulex,( 95): 693-694. 
 

執 筆 者 名 ： 佐々木健志 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ガムシ 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） ガムシ科 
学    名 ： Hydrophilus acuminatus Motschulsky, 1853 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)        環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 体長 30～40 mmで、日本のガムシ科の中では最大。体は楕円形で、体色は暗緑色を帯びた光沢のあ

る黒色。触角は短く混紡状で黄褐色、腹部下面は無毛である。胸部下面の中央にある棘状の長い突
起（後胸突起）は、腹部第2節に達する。 

近似種との区別 ： 沖縄県内には同属のコガタガムH. bilineatus cashimirensis が分布するが、本種は体長 23～28 mmとガ
ムシに比べ小型で体型もやや細く、触角が赤褐色で腹部下面に細毛を有し、後胸突起が腹部第4節
に達することなどで区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 北海道、本州、四国、九州、対馬、壱岐、甑島列島、種子島、屋久島、トカラ宝島、奄美大島、徳
之島、沖永良部島、沖縄島、石垣島、西表島、与那国島に分布し、国外では朝鮮半島、中国、台湾
などに分布する。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 日本に分布するガムシ属には、本種の他に本州から琉球列島にかけて分布するコ
ガタガムシと北海道東部に分布するエゾガムシH. dauricus がある。いずれの種も生息地の減少が懸
念されており、環境省レッドリストに掲載されている。 
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生 態 的 特 徴 ： 成虫と幼虫ともに、湿地、池沼、水田などの止水域に生息する。成虫は藻類や水生植物のほか小動
物の死骸なども食べ、幼虫はタニシやモノアラガイなどの巻貝を好んで捕食する。雌は尾端から絹
糸状の糸を分泌して煙突状の突起のある卵嚢を作り、水面の水草などに付着させる。蛹化は水際の
土中で行われる。成虫は灯火に飛来する。 

生息地の条件  ： 繁殖には、湿地や池沼、休耕田などの水生植物や巻貝類が豊富な安定した止水域が必要である。ま
た、本種の捕食者となる大型の外来魚やカメ類、ザリガニなどが生息していないことも必要である。 

現在の生息状況 ： 沖縄島では1970年代までは南部の八重瀬町や那覇市首里などにも生息していたが、1978年 10月に
国頭村与那で採集された個体を最後に40年近く記録がない。西表島では1995年に浦内川近くの水
田での採集例を最後に、また石垣島では2001年に底原の外灯下で死骸の一部が発見されて以降の記
録はなく、沖縄島、西表島、石垣島ではすでに絶滅した可能性が高い。与那国島では2002年と 2008
年に成虫が確認されているが、個体数は極めて少ない。 

学術的意義・評価 ： 日本のガムシ類の中では最大種で生息環境の変化に影響を受けやすいため、止水環境の自然度を示
す指標生物となる。 

生存に対する脅威 ： 1970年以降の開発や畑地化にともなう湿地や水田の減少、農薬などの水質汚染、圃場整備などによ
る生息環境の悪化のほか、生息地に侵入した外来動物（テラピア類・カメ類・アメリカザリガニな
ど）による捕食も本種の個体数減少の要因となっている。 

特 記 事 項 ： 与那国島での早急な生息調査と保全対策が必要である。 
参 考 文 献 ： 阿部光典, 1988. 琉球新記録 石垣島のガムシ. 昆虫と自然, 23(13): 5-6. 

東  清二, 2005. ガムシ. “改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物（動物編）”, 沖縄県文
化環境部自然保護課（編）, 那覇, 234. 

林  成多, 2015. ガムシ. “レッドデータブック 2014 －日本の絶滅のおそれのある野生生物－ 5 
昆虫類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室（編）, ぎょうせい, 東京, 400. 

北野  忠・河野裕美, 2014. 西表島において絶滅もしくは減少傾向にある大型水生昆虫. 西表島研
究2013, 37-44． 

佐々木健志, 2016. 琉球大学博物館（風樹館）に収蔵されている沖縄県内で採集されたガムシ
Hydrophilus acuminatus Motschulskの標本記録. Pulex, 95: 695-696. 

佐藤正孝, 1998. 琉球列島の水生昆虫類 Ⅲ. 甲虫ニュース, 121: 7-13. 
高橋泰美, 1990. ガムシの西表島での記録. 月刊むし, (236): 34. 
 

執 筆 者 名 ： 佐々木健志 

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ヨナグニマルバネクワガタ 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） クワガタムシ科 
学    名 ： Neolucanus insulicola donan Mizunuma, 1985 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)  
 
形    態 ： 体長は雄35～63㎜、雌38～50㎜。体色は、雌雄ともに赤色を帯びた光沢のある黒色。複眼は完全

に縁取られ、前縁は外側に強く張り出し、先端は直角から鋭角に尖る。雄の大顎には短歯型、中歯
型、大歯型があり、大顎基部には上方へ向く歯状突起がある。雌の前胸背板は幅広く側縁は丸みを
帯び、側縁後角は強く湾入する。頭胸部の点刻は弱く光沢がある。頭循は横長の台形。 

近似種との区別 ： 名義タイプ亜種であるヤエヤママルバネクワガタN. i. insulicolaとは、本亜種のほうが上翅と腹部が
やや短く体型は丸みを帯び、雄の大顎がやや短く眼縁突起の前縁がより尖るなどの点で区別できる
が、個体によっては区別しにくい場合もある。近縁なアマミマルバネクワガタ N. protogenetivus 
protogenetivus やオキナワマルバネクワガタN. okinawanus とは、眼縁突起の張り出しが本亜種より
も弱く先端が直角から鈍角となることや、アマミマルバネクワガタの雄は中歯型か小歯型の個体が
ほとんどで、大顎の中央から基部にかけての歯状突起の発達が悪く、またオキナワマルバネクワガ
タの雄では大顎基部の歯状突起を欠くなどの点で区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 与那国島の固有亜種。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： マルバネクワガタ Neolucanus 属は、琉球列島に 3種 2亜種が分布し、ヤエヤマ

マルバネクワガタが石垣島と西表島に、オキナワマルバネクワガタが沖縄島と久米島に、アマミマ
ルバネクワガタが奄美大島、徳之島に、ウケジママルバネクワガタ N. p. hamaii が請島にそれぞれ分
布する。分子系統解析の結果、本亜種を含むヤエヤママルバネクワガタは、沖縄諸島や奄美諸島に
分布する他の 2 種よりも、台湾から東南アジアにかけて分布するマキシムスマルバネクワガタ N. 
maximus に近縁であることが示されている。 

生 態 的 特 徴 ： スダジイやオキナワウラジロガシなどが生育する自然度の高い森林に生息する。成虫の発生期間は
10 月上旬～11 月下旬。幼虫は大径木に形成された樹洞や腐朽した根部などに貯まった腐植物を食
べて生育する。幼虫期間は2年ほどで、成熟した幼虫は腐植物中に蛹室を作って蛹化する。産卵数
は50～200個で、成虫の寿命は1～2カ月である。 

生息地の条件  ： スダジイやオキナワウラジロガシなどの大径木が生育する自然度の高い湿潤な森林で、幼虫の成育
場所となる腐朽の進んだ枯死木や樹洞を有した大径木が点在していることが必要である。 

現在の生息状況 ： 与那国岳、インビ岳、宇良部岳周辺の森林に局所的に生息しており、個体数は極めて少ない。 
学術的意義・評価 ： 琉球列島はマルバネクワガタ属の北限地域で、本種の近縁種は台湾から東南アジアにかけて分布す

ることから、琉球列島の地史と関連したマルバネクワガタ属の分布拡大の過程や種分化を研究する
上で重要な種である。 

生存に対する脅威 ： 森林公園や展望台などの整備にともない生息地の森林が伐採されたことに加え、林道設置、下草刈
り、台風被害などによって林内の乾燥化が進んでおり生息環境が悪化している。これまでの森林開
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発によって樹洞が形成されるような大径木が減少しており、繁殖木の枯渇も懸念される。また、違
法採集による繁殖個体の消失や繁殖木の破壊なども個体数減少の一因となっている。 

特 記 事 項 ： 国内希少野生動植物種（2011年）。 
原  記  載 ： 水沼哲郎, 1985. タテヅノマルバネクワガタ種群の再検討. 月刊むし, (171): 15-23. 
参 考 文 献 ： 荒谷邦雄, 2015. ヨナグニマルバネクワガタ. “レッドデータブック 2014 －日本の絶滅のおそれ

のある野生生物－ 5 昆虫類”, ぎょうせい, 東京, 32. 
細谷忠嗣・荒谷邦雄, 2006. 琉球列島におけるマルバネクワガタ属の分子生物地理. 昆虫と自然, 41 
(4): 5-10. 

定木良介・林  辰彦・土屋利行, 2014. 月刊むし昆虫図説シリーズ4 日本のマルバネクワガタ. む
し社, 東京, 136pp.  

下地幸夫, 2009. 商業的大量捕獲によって絶滅寸前に追い込まれたヨナグニマルバネクワガタ. 野
生生物保護, 12(1): 21-26. 

岡島秀治・荒谷邦雄（監修）, 2012. 日本産コガネムシ上科標準図鑑. 学習研究社, 東京, 300pp. 
 

執 筆 者 名 ： 佐々木健志 

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ヒサマツサイカブト 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） コガネムシ科 
学    名 ： Oryctes hisamatui Nagai, 2002 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 体長 45～55 mm。体色は黒色から赤褐色で個体によって変異がある。雌雄共に頭角を有し、大型の

雄では長く発達し後方に強く湾曲する。前胸背板前部は深く陥没し、後縁中央に山状の弱い突起が
雄では 3 つ、雌では 2 つある（不明瞭な個体もある）。前胸背板の陥没部の周囲には帯状の浅い溝
があり、雌ではその後方中央に長方形の浅い窪みがある。上翅の点刻は細かく弱い光沢がある。雌
の腹端部には黄褐色の長毛を密生するが、雄では無毛である。 

近似種との区別 ： 同所的に分布する外来種のサイカブトO. rhinoseros とは、以下の点で識別できる。①サイカブトに
比べて体に厚みがあり、胸部背面後方が高くせり上がる、②雄の胸部背面前部の陥没部の後縁にあ
る山状の弱い突起は、サイカブトでは2つ、ヒサマツサイカブトでは3つある、③雄の胸部背面中
央の窪みを取り囲んでいる帯状の浅い溝は、サイカブトでは後方で途切れるが、ヒサマツサイカブ
トでは繋がる、④雌の胸部背面の後方中央に長方形の浅い窪みがある、⑤上翅の点刻はヒサマツサ
イカブトに比べ粗く、上翅の光沢も弱い。 

分 布 の 概 要 ： 南大東島の固有種 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 国内では、外来種であるサイカブトが大東諸島のほか、与那国島から奄美大島及

び九州の一部にかけて分布する。外部形態から近縁な種とされるオオサイカブトムシ O. gnuは、フ
ィリピン、スリランカ、マレーシア、インドネシア、ニューギニアに分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 生態については不明であるが、南大東島のビロウ Livistona chinensis 林に生息し、サイカブトと同様
に幼虫は枯死したビロウの幹の腐植物を餌にしていると推察される。成虫の発生期は 6～11 月で、
灯火に飛来する。 

生息地の条件  ： 繁殖場所となるビロウの枯死木が常に供給されるような大きなビロウ林が必要である。 
現在の生息状況 ： 過去5年間で数個体の発見例しかなく、生息個体数は極めて少ないものと推察される。 
学術的意義・評価 ： 海洋島である南大東島の昆虫相の形成過程や Oryctes 属の海洋分散と種分化を研究する上で重要な

種である。 
生存に対する脅威 ： 大東諸島では、2000年前後にサイカブトが侵入しビロウ林に大きな被害を与えており、本種の繁殖

場所の減少や種間競争による影響が懸念される。また、農地整備や道路設置などでビロウ林の減少
や分断が生じており、生息環境が悪化している。大東諸島には外来種であるオオヒキガエル Rhinella 
marinaとミヤコヒキガエル Bufo gargarizans miyakonis が高密度で生息しており、灯火に飛来した昆
虫類などを頻繁に捕食していることから、本種への被害も懸念される。 

特 記 事 項 ： 県内で最も絶滅に瀕した昆虫類の一つであり、早急な生息調査と保護対策が必要である。 
原  記  載 ： Nagai, S., 2002. A new species and a new record of the dynastid beetle from the Ryukyu Islands, Southwest 

Japan (Coleoptera, Scarabaeidae, Dynastinae). Jpn. J. syst. Ent. 8(1): 45-48. 
参 考 文 献 ： Dechambre and Chaume, 2001. Les Coleopteres du Monde The Beetles of the World Vol. 27 Oryctes. Hillside 

Books, Cantebury, UK. 72pp. 
田川陽一・佐藤 勝・永井信二, 2003. 採集されたヒサマツサイカブトムシ♂（？）. 月刊むし, 
(384): 12-15. 

岡島秀治・荒谷邦雄（監修）, 2012. 日本産コガネムシ上科標準図鑑. 学習研究社, 東京, 300pp. 
 

執 筆 者 名 ： 佐々木健志 

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ダイトウスジヒメカタゾウムシ 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） ゾウムシ科 
学    名 ： Torishimazo daitoensis (Voss, 1971) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)  
 
形    態 ： 体長 4.1～5.5 mm。上翅は卵形で全面が鱗片に覆われる。複眼が斜め後方へ突出し、上翅の各間室
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には剛毛を持つ1列の点刻があり、上翅間室の点刻は条溝の点刻よりはるかに小さい。前胸背板の
点刻はより小さく疎らで、その間部は点刻直径の半分より広い。 

近似種との区別 ： 同属で伊豆諸島の鳥島に分布するトリシマスジヒメカタゾウムシ T. watanabei や小笠原諸島に分布
するスジヒメカタゾウムシ T. lineatusに似るが、本種の上翅間室の点刻は点刻列のものより小さく、
前胸背版の点刻は他の2種より疎らでやや小さく点刻間隔が直径の半分以上であることなどから区
別できる。 

分 布 の 概 要 ： 大東諸島（南大東島・北大東島）の固有種 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 以前はオガサワラヒメカタゾウムシ属 Ogasawarazo に含まれていたが、頭部は

点刻のみで隆起条がない、吻先端の傾斜部に鱗片がない、雄交尾器の細長い開口部が先端広報の背
面にあるなどの特徴から、現在はスジヒメカタゾウムシ属 Torishimazoに分類されている。同属の近
縁種は、伊豆諸島の鳥島と小笠原諸島に5 種が分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 詳しい生態については不明であるが、成虫は3～5月に海岸近くのクサトベラの葉上で発見てれてい
る。成虫は飛翔できない。 

生息地の条件  ： 海岸部に生育するクサトベラなどの低木類に依存して生活していると考えられるが、詳細は不明で
ある。 

現在の生息状況 ： 1965 年に北大東島で 6個体が採集されて以降、50年近くも発見例がなかったが、2012 年に新たに
南大東島で生息が確認された。両島ともに、生息個体数は極めて少ないものと推察される。 

学術的意義・評価 ： スジヒメカタゾウムシ属は、小笠原諸島を中心に5 種が生息しており、本種だけが大東諸島に隔離
分布している。このため、両諸島の地史や昆虫相の形成過程、スジヒメカトゾウムシ属の海流分散
や種分化に関する研究などで重要な種となる。 

生存に対する脅威 ： 海岸部の開発や道路整備などによる海岸植生の破壊、耕作地で使用される農薬の影響などが懸念さ
れる。また、大東諸島に高密度で定着している外来種のオオヒキガエル Rhinella marinaとミヤコヒ
キガエル Bufo gargarizans miyakonis による捕食の可能性もある。 

特 記 事 項 ： 本種はオガサワラヒメカタゾウムシ属の亜属 Torishimazoとされていたが、独立したスジヒメカタゾ
ウムシ属 Torishimazoとなった。保全対策に必要な生息調査を早急に実施する必要がある。 

原  記  載 ： Voss, E., 1971. Uber Attelabiden und Curculioniden von den Japanischen InseIn. In Chujo (ed.), Coleoptera of 
the Loo-Choo Archipelago (lll). Memoirs of the Faculty of Education, Kagawa University., Part 2 (202): 
43-55. 

参 考 文 献 ： 林州匡夫・森本 桂・木元新作, 1984. 原色日本甲虫図鑑 Ⅳ. 保育社, 大阪, 438pp. 
           Kojima, H. and K. Morimoto, 2012. Rediscovery of a celeuthetine weevil, Ogasawarazo daitoensis 

(Coleoptera, Curculionidae) after an interval of nearly half century. Jpn. J .Syst. Entomol, 18(2): 257-260. 
小島弘昭・高桑正敏, 2015. ダイトウスジヒメカタゾウムシ. ”改訂・日本の絶滅のおれのある野
生生物-5 昆虫類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室（編）, ぎょうせい, 東京, 
50. 

森本  桂・中村剛之・官能健次, 2015. The Insects of Japan 日本の昆虫 Vol.4. 日本昆虫学会「日
本の昆虫」編集委員会 編, 櫂歌書房, 福岡, 758pp.   

         
執 筆 者 名 ： 佐々木健志 

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： タイワンツバメシジミ名義タイプ亜種 
分    類 ： 鱗翅目（チョウ目） シジミチョウ科 
学    名 ： Everes lacturnus lacturnus (Godart, 1824) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)  
 
形    態 ： 前翅長13 mm内外。裏面の斑紋は雄雌同じ、雄翅表は紫藍色、雌翅表は暗褐色、まれに前翅基半部

に弱く青白色鱗をあらわすことがある。 
近似種との区別 ： 本亜種は、翅裏面の黒斑が小さいこと、雄の翅表面の黒縁が広いことで、屋久島以北に分布する日

本本土亜種 E. l. kawii と区別できる。ツバメシジミ E. argiades は翅裏面の斑紋が一様であるのに対
し、本亜種では黒点が明瞭で目立ち、尾状突起が長いことなどで区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 本亜種は、日本を含む東洋区～オーストラリア区に広く分布する。国内では奄美諸島と沖縄島に分
布する。沖縄島では国頭村与那と恩納村安富祖の2箇所だけで生息が確認されている。八重山諸島
での記録は台湾からの迷蝶と考えられる。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 日本本土亜種は屋久島以北の九州、四国および本州の一部に分布する。ツバメシ
ジミは屋久島以北、北海道まで広く分布し、沖縄県では迷蝶としての記録がある。 

生 態 的 特 徴 ： 食草のシバハギの開花に合わせて 6 月、8～10 月に出現する。卵は蕾に産みつけられ、幼虫は子房
や莢の中の柔らかい種子を食べる。 

生息地の条件  ： 生息地は、林道や農道沿いの裸地から草原に移行する途中の非常に不安定な環境であり、シバハギ
は他の植物が繁茂すると消滅する。 

学術的意義・評価 ： 本亜種は、沖縄県では沖縄島が唯一の生息地であり、生物地理学的に貴重である。 
生存に対する脅威 ： 沖縄島の生息地では、シバハギの生育が確認されていない。 
特 記 事 項 ： 特異な環境に生息する蝶で、生息地の保全は困難と考えられる。沖縄島において最後に本種成虫が

確認されたのは1995年10月で、その後21年間記録がない。 
原  記  載 ： Godart, 1824. Ency. Méth., 9: 660 (Polyommatrus). 
参 考 文 献 ： 西平守孝, 1959. タイワンツバメシジミ沖縄に産す. このは会会報, 1(2): 46.  

長嶺邦雄, 1985. 沖縄島での蝶の幼生期の記録（1984年）. 琉球の昆虫, (10): 62-70.   
日本昆虫目録編集委員会（編）, 2013. 日本産昆虫目録 第7巻 鱗翅目. 日本昆虫学会, 東京. 
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白水 隆, 1960. 原色台湾蝶類大図鑑. 保育社, 東京. 
白水 隆, 2006. 日本産蝶類標準図鑑. 学習研究社, 東京. 
浜 祥明, 1975. 沖縄本島産のタイワンツバメシジミ. 昆虫と自然, 10(3): 7-8 . 
野林千枝, 1996. 1990～94年 沖縄島および周辺離島の蝶の記録. 琉球の昆虫,  (16): 21-37. 
 

執 筆 者 名 ： 比嘉正一・野林千枝 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

 2 ) 絶滅危惧ⅠＢ類(EN) 

 
 
和    名 ： アオナガイトトンボ 
分    類 ： 蜻蛉目（トンボ目） イトトンボ科 
学    名 ： Pseudagrion microcephalum (Rambur, 1842) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)  
 
形    態 ： 細身で大型のイトトンボ。雄は腹長28～33㎜、後翅長18～22 ㎜。雌は腹長 28～32㎜、後翅長 19

～22㎜。雌雄で体色が異なる。雄は青色の地に黒色の条斑がある。雌は緑がかった橙褐色の地に褐
色の条斑がある。雄の尾部上付属器は側面から見ると先端が2叉している。 

近似種との区別 ： 雄は一見、ムスジイトトンボ Cercion sexlineatum (Selys) の雄に似るが、本種の眼後紋は丸く大きく、
尾部上付属器が長く突出しているので容易に識別できる。雌は同属のアカナガイトトンボ P. 
pilidorsum pilidorsum (Brauer)の雌に似るが、本種は地色が明るい緑褐色で、腹部背面の褐色条が細
いことで区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 台湾以南、南はフィリピンからオーストラリアまで、西は中国南部からインドまで広く分布する。
日本では与那国島だけに分布する。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 同属のアカナガイトトンボは沖縄島、久米島、石垣島、西表島、竹富島および与
那国島に分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 成虫は3月から12月にかけて出現する。成熟した雄は水辺になわばりをもち、雌が現れると交尾を
行う。交尾後、雌雄連結して水面の藻などにとまって水面下の植物組織に産卵する。交尾・産卵行
動は午後に多く観察される。幼虫は水生植物の豊富な樹陰のある緩やかな流れにすむ。 

生息地の条件  ： サンゴ石灰岩の崖下からわき出る清流。 
現在の生息状況 ： 田原川の上流部などごく限られた場所でしか見つかってない。同じ場所でも年により個体数の増減

が大きく、ほとんど見つからない年もある。 
学術的意義・評価 ： 与那国島は本種の分布北限であり、日本のトンボ相を解明する上で貴重な材料である。 
生存に対する脅威 ： 生息地が非常に限られており、人為的な環境の改変や自然災害による土砂流入等により生息地が失

われるおそれがある。 
特 記 事 項 ： 生息地の保全対策を早急に立てる必要がある。IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Rambur, J. P., 1842. Histoire naturelle des insects. Nevropteres, Roret, Paris, xvii+534pp. 
参 考 文 献 ： 尾園 暁・川島逸郎・二橋  亮, 2012. 日本のトンボ. 文一総合出版, 東京. 

渡辺賢一・焼田理一郎・小浜継雄・尾園  暁, 2007. 沖縄のトンボ図鑑. ミナミヤンマ・クラブ, 東
京. 

 
執 筆 者 名 ： 焼田理一郎 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： トビイロヤンマ 
分    類 ： 蜻蛉目（トンボ目） ヤンマ科 
学    名 ： Anaciaeschna jaspidae (Burmeister, 1839) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)    
 
形    態 ： 雄は腹長45～52㎜、後翅長41～46㎜。雌は腹長43～47㎜、後翅長42～48㎜。雌雄で複眼の色が

異なる。成熟雄は複眼が鮮やかな青色で、雌の複眼は緑色。胸部に黄緑色の斑紋があり、体色は赤
褐色で淡黄色～淡青色の斑紋がある。翅は全体的に黄色みが強い。 

近似種との区別 ： 同属のマルタンヤンマ A. martini (Selys) は、雄の胸部が濃い青色であること、雄雌とも腹部に斑紋
がないことで区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 台湾以南、中国、東南アジア、オセアニアまで広く分布する。日本ではトカラ列島以南の琉球列島
に分布するが、小笠原諸島や静岡県で一時的に発生したこともある。県内では、伊平屋島、伊是名
島、沖縄島、久米島、宮古島、石垣島、西表島、波照間島、与那国島、南大東島から記録がある。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 同属のマルタンヤンマは、日本では奄美大島が分布の南限である。 
生 態 的 特 徴 ： 成虫は、八重山諸島ではほぼ1年中見られる。生殖活動や摂食は、朝夕の薄暮時に観察されるが、

秋季～冬季は日中でも活動する。雌は、湿地の泥や抽水植物の茎などに産卵する。幼虫は抽水植物
の豊富な湿地や池にすむ。 

生息地の条件  ： 抽水植物の豊富な湿地、池。 
現在の生息状況 ： 八重山諸島や沖縄島周辺の離島では、湿地や水田環境の変化・減少により、ほとんど見られなくな



<昆虫類> 

363 
 

っている。沖縄島でも、限られた場所でしか見られなくなっている。 
学術的意義・評価 ： 大型のトンボ類で、湿地環境の自然度を測る上で、指標となる種である。 
生存に対する脅威 ： 農薬の使用や、耕作放棄による乾田化、宅地化により生息地が失われるおそれがある。 
特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Burmeister, 1839. Neuroptera. “Handbuch der Entomologie, vol. 2”, Enslin., Berlin, 840. 
参 考 文 献 ： 尾園 暁・川島逸郎・二橋 亮, 2012. 日本のトンボ. 文一総合出版, 東京. 

渡辺賢一・焼田理一郎・小浜継雄・尾園 暁, 2007. 沖縄のトンボ図鑑. ミナミヤンマ・クラブ, 東
京. 

 
執 筆 者 名 ： 焼田理一郎 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： タイワンタイコウチ 
分    類 ： 半翅目（カメムシ目） タイコウチ科 
学    名 ： Laccotrephes grossus (Fabricius, 1787) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 体長は34～37 mmで、タイコウチ L. japonensis Scott よりやや大型。体は灰褐色～暗褐色で、斑紋

はない。前脚腿節には棘を欠くことで、タイコウチと容易に区別される。複眼が大きく突出し、前
胸背中央に暗色の1縦条があり、両側に同色の2縦条がある。後縁には横皺を欠き、小楯板及び前
翅に暗色条がある点でタガメと区別される。 

近似種との区別 ： タイコウチとは前脚腿節の棘の有無、エサキタイコウチ L. maculatus (Fabricius) とは体サイズで区
別できる。 

分 布 の 概 要 ： わが国では八重山諸島の石垣島、西表島、与那国島。国外では台湾、中国、フィリピン、インドネ
シア、マレーシア、インドに広く分布する。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 近縁種のタイコウチとは分布域が異なり、国内で2種が同所的にみられる場所は
ない。 

生 態 的 特 徴 ： 生態および習性は近縁種のタイコウチとほぼ同じ。捕食肉食性で水棲昆虫、魚類、カエル（オタマ
ジャクシ）などを捕獲し、その血液を吸う。成虫はほぼ一年中みられる。 

生息地の条件  ： 浅い止水域で水量が安定している池沼や水田。密生しない水草の存在も不可欠である。 
個体数の動向  ： 近年，短期間で激減した。 
現在の生息状況 ： 非常に少なくなったと考えられる。水域の復活による回復を期待したい。 
学術的意義・評価 ： 大型水生半翅類で、水系環境の自然度を知る上で、指標となる種である。 
生存に対する脅威 ： 水質汚濁と水系の開発、水田や池沼の減少で個体数は少ない。 
特 記 事 項 ： 石垣島と西表島では以前から少なく、近年では与那国島でも激減した。これは、多くの水田が放棄

され、良好な生息環境（陸水域）がほとんどなくなったことによる。過去に比較的多産していた与
那国島でさえも急速に減少し稀となり、絶滅が危惧される。生息環境である開放水域の回復など，
早急な施策が必要である。 

原  記  載 ： Fabricius, 1787. Mant. Ins., 2: 277. 
参 考 文 献 ： 林 正美・宮本正一, 2005. 半翅目. “日本産水生昆虫”, 川合禎次・谷田一三（編）, 東海大学

出版会, 神奈川県. 
 
執 筆 者 名 ： 林 正美 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： エサキタイコウチ 
分    類 ： 半翅目（カメムシ目） タイコウチ科 
学    名 ： Laccotrephes maculatus (Fabricius, 1775) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)        環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 小型で、呼吸管を除く体長は 16～18 mm。体背面は一様に暗褐色で、腹面はやや淡色となる。前脚

腿節の基部には小さな突起がある。 
近似種との区別 ： 沖縄に分布する他の2種とは、体サイズではっきりと区別される。すなわち、タイコウチやタイワ

ンタイコウチでは体長が30 mmを超えるのに対して、本種では20 mmに満たない。また、前脚腿節
基部の突起（隆起）はないが、その形や大きさでも明らかに異なる。 

分 布 の 概 要 ： 日本では与那国島のみに分布。国外では台湾をはじめとして東南アジアに広く分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 水草の豊富な水路・池沼・湿地などに棲み、田植え後の水田にも少なからずみられる。川などの流

水域でなく、止水域に限る。水田以外では、抽水植物のある比較的浅い水域を好むようである。成
虫はほぼ一年中みられる。 

生息地の条件  ： 抽水植物などの水生植物が豊富な、水量が比較的安定した止水域。 
個体数の動向  ： 生息地点は減少しているものの，減少傾向はそれほど大きくない。 
現在の生息状況 ： 一部の好適環境には少数ながら安定して生息している。 
学術的意義・評価 ： 東南アジアに広く分布する本種が、八重山諸島の中でも与那国島だけに分布することは、琉球列島

の生物地理を論ずる上で貴重な存在となっている。このことは、与那国島と台湾・中国大陸との関
連性を示唆するものである。 

生存に対する脅威 ： 生息環境である水域の埋め立てが行われている。また、多くの水田が放棄され、本種が生息できる
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水域が激減している。狭い範囲でも生息可能であるが、それだけ産地の絶滅とも関連する。 
原  記  載 ： Fabricius, 1775. Syst. Entomol., 692. 
参 考 文 献 ： 林 正美・宮本正一, 2005. 半翅目. “日本産水生昆虫”, 川合禎次・谷田一三（編）, 東海大学

出版会, 神奈川県. 
Tomokuni, M., 1995. Growth of Laccotrephes maculatus (Heteroptera, Nepidae) with notes on its biology. 

Spec. Bull. Jpn. Soc. Coleopterol., Tokyo, (4): 189-195. 
 

執 筆 者 名 ： 林 正美 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： コブイトアメンボ 
分    類 ： 半翅目（カメムシ目） イトアメンボ科 
学    名 ： Hydrometra annamana Hungerford et Evans, 1934 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 大型のイトアメンボで、体長は11～14 mm。体は黒灰色～灰褐色で、おもに短翅型（ときに長翅型）。

触角の第2節は第4節とほぼ同じ長さ。雄では腹部第7腹板に1対の瘤状の隆起がある。 
近似種との区別 ： イトアメンボ H. albolineata (Scott) に似るが、雄の第 7腹節に隆起があることで区別される。また、

オキナワイトアメンボ H. okinawana Drake は体サイズが小さいこと、触角の第4節が第2節より明
らかに長いことで区別される。 

分 布 の 概 要 ： 奄美諸島、沖縄島～与那国島の島々に分布する。国外では、台湾、中国、ベトナム、ラオス、タイ
などから知られる。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 近縁種のイトアメンボは日本本土から奄美大島にかけて分布する。奄美大島では
両種が生息するが、2 種同時に採集されたことはない。それぞれの生息条件や生息のための微環境
についてはわかっていない。 

生 態 的 特 徴 ： 止水域（池沼、水田、湿地）などにみられ、開放的な水域を好む。水辺近くの水草間の地上で生活
する。驚かすと、水草間を素早く歩いて逃亡する。 

生息地の条件  ： 安定した広い止水域（池沼、水田、湿地）。水草の存在も不可欠である。 
個体数の動向  ： 近年減少傾向が高い。 
現在の生息状況 ： 局所的となり，各産地では個体数が減少している。 
学術的意義・評価 ： 大型水生半翅類で、水系環境の自然度を知る上で、指標となる種である。 
生存に対する脅威 ： 水質汚濁と水系の開発、水田や池沼の減少など、陸水域環境の悪化により、近年激減している。 
特 記 事 項 ： 従来、琉球列島の分布域ではむしろ普通にみられていた。ところが、近年の陸水域環境の悪化によ

り、短い間に明らかな減少がみられた。この減少傾向を勘案すると、このままの状態では絶滅が危
惧される。保護対策が必要である。 

原  記  載 ： Hungerford and Evans, 1934. Ann. Hist. Nat. Mus. Natl. Hung., 28: 68. 
参 考 文 献 ： 林 正美・宮本正一, 2005. 半翅目. “日本産水生昆虫”, 川合禎次・谷田一三（編）, 東海大学

出版会, 神奈川県. 
執 筆 者 名 ： 林 正美 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： リュウキュウヒメミズスマシ 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） ミズスマシ科 
学    名 ： Gyrinus ryukyuensis M.Satô, 1971 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 楕円状の体形で、背面が強く隆起した小型のミズスマシ。体長は4～5 mmで、背面は滑沢で黒く、

前脚は橙色。上翅の点刻列は強く、側方ではやや溝状となる。第8腹板は半円形で、中央に細毛か
らなる条線を欠く。 

近似種との区別 ： 県内に近似種はいない。 
分 布 の 概 要 ： 琉球列島の固有種。奄美大島・徳之島・沖縄島・伊平屋島・伊是名島・久米島・石垣島・西表島お

よび与那国島に分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 国内では同属の6種が知られ、それらは北海道から九州までに分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 水面生活に特化した昆虫で、水面の波を利用して餌を探す。おもに池などの止水域に棲むが、河川

中流の緩流域でも見られる。 
生息地の条件  ： 生息には植物が繁茂できる岸辺環境が必要である。 
個体数の動向  ： 1990年頃までは、沖縄諸島（特に沖縄島の北部地域）で産地・個体数とも多かった。その後、各地

で減少し、安定した産地はほとんど無くなった。 
現在の生息状況 ： 伊平屋島・伊是名島・石垣島および与那国島では、近年、採集例がない。沖縄島の北部地域（金武

町以北）および西表島では局地的であるが、現在も少数生息している。久米島の現状は不明。 
学術的意義・評価 ： 琉球列島の固有種であることから、同列島の多様性を評価する際に本種の存在は貴重である。 
生存に対する脅威 ： 池や河川の護岸整備、湿地の埋め立てなど、池沼・湿地および河川環境の開発や水質汚濁。 
特 記 事 項 ： 本種は、かつてヒメミズスマシ G. gestroi Régimbartに含められていたが、1971年に新種記載された。

したがって、県内の古い記録はヒメミズスマシとして掲載されている。 
原  記  載 ： Satô, M., 1971. Kontyû, 39(3): 273-275. 
参 考 文 献 ： 川合禎次・谷田一三（編）, 2005. 日本産水生昆虫 － 科・属・種への検索. 東海大学出版会, 神
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奈川. 
松井英司, 1990. 琉球列島で採集した水生甲虫類 (2). 北九州の昆蟲, 37(3): 163-170. 
松井英司, 1991. 沖縄本島・石垣島・西表島の水生昆虫類（続き）. 甲虫ニュース, (95): 11-12. 
佐藤文保, 2006. 伊平屋島の小動物（2001～2005年の目撃記録）. 琉球の昆虫, (29): 1-15. 
 

執 筆 者 名 ： 青柳 克 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ヤマトホソガムシ 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） ホソガムシ科 
学    名 ： Hydrochus japonicus Sharp, 1873 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)        環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 細長い体形で、背面は青緑色の金属光沢を呈する小型の水生甲虫。体長は3 mm前後。複眼は大きく、

左右に突出する。前胸背の肩は明瞭に張り出し、背面には不規則な凹陥があり、基部は上翅幅より
狭い。上翅の点刻は深く、列状となる。体下面は細毛で覆われる。 

近似種との区別 ： 県内に近似種は知られていない。 
分 布 の 概 要 ： 県内では、沖縄島・伊平屋島・石垣島・西表島および与那国島に分布する。国内では本州・四国・

九州および種子島、国外では中国・台湾・アッサム・ベトナム・タイ及びフィリピンに分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 国内では同属の3種が知られ、それらは北海道から九州までに分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 水生植物がある池や湿地・水田などの浅い場所に生息する。成虫は、灯火に飛来することもある。

幼虫は、国内からは未発見である。 
生息地の条件  ： 植物が豊富に繁茂する止水域が必要である。 
個体数の動向  ： 1990年頃までは、西表島に多く見られ、その他の地域では少数見られていた。 
現在の生息状況 ： 西表島では近年も確認されているが、その他の地域では採集例がないようである。沖縄島・伊平屋

島および石垣島では絶滅に瀕している状況であると推測される。与那国島における生息状況は不明。 
生存に対する脅威 ： 開発による池沼や湿地の消失、農薬汚染。 
原  記  載 ： Sharp, D., 1873. Trans. Ent. Soc. Lond, 1873: 64. 
参 考 文 献 ： 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室（編）, 2015. レッドデータブック 2014 －日本の

絶滅のおそれのある野生生物－ 5 昆虫類. ぎょうせい, 東京. 
松井英司, 1990. 琉球列島で採集した水生甲虫類 (2). 北九州の昆蟲, 37(3): 163-170. 
 

執 筆 者 名 ： 青柳 克 
 

 

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： マルヒラタガムシ 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） ガムシ科 
学    名 ： Enochrus subsignatus (Harold, 1877) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)        環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 短楕円状の体形で、黄褐色に不明瞭な暗褐色の縦長紋をもつ中型のガムシ。体長は5 mm程。小顎髭

は触角より長く、第2節は全体ほぼ同じ太さで、内側へ弱く湾曲する。上翅は後方へ程よく丸まり、
中央部で最も幅が広くなり、亜会合線をもつ。腹部第5節（末端節）の先端は丸まる。 

近似種との区別 ： 同属のサトミヒラタガムシ E. satomii は、体が黒色であり、腹部第5節の先端が湾入すること、キ
イロヒラタガムシ E. simulans は、上翅に亜会合線を欠き、10点刻列を持つことにより、本種と区
別ができる。また、近似のスジヒラタガムシ属 Helochares は、小顎髭の第 2 節は先端に向かって
太くなり、外側へ弱く湾曲すること、上翅は後方でやや広がる（先端側1/3で最も幅広くなる）こ
とにより、本種と区別ができる。 

分 布 の 概 要 ： 県内では、沖縄島・伊平屋島・伊是名島・久米島および西表島に分布する。国内では本州・四国お
よび九州、国外では朝鮮半島に分布する。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 県内から同属5種が知られ、チビヒラタガムシ E. esuriens 及びウスグロヒラタ
ガムシ E. uniformis は沖縄諸島および先島諸島、キベリヒラタガムシ E. japonicus は沖縄島、サト
ミヒラタガムシは沖縄諸島および八重山諸島、キイロヒラタガムシは沖縄諸島に分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 水生植物が生える池沼や湿地・水田などの止水域に生息する。成虫は灯火に飛来することがある。 
生息地の条件  ： 水生植物が豊富な止水域が必要である。 
個体数の動向  ： 1990年頃までは、伊是名島や久米島に多く見られ、その他の地域でも少数みられていた。 
現在の生息状況 ： 伊是名島では、近年、採集例がない。一方、沖縄島・久米島および西表島では、近年も確認されて

いる。伊平屋島については、比較的新しい記録があることから、現在も生息していると推測される。 
生存に対する脅威 ： 開発による池沼や湿地の減少、水質汚濁。 
原  記  載 ： Harold, E. V., 1877. Deutsche entomologische Zeitschrift, 21: 342. 
参 考 文 献 ： 青柳  克, 2014. 伊平屋島からヒラタドロムシ・ヒメドロムシなど水生甲虫の初記録, 琉球の昆虫, 

(38): 192-196. 
松井英司, 1990. 琉球列島で採集した水生甲虫類 (2). 北九州の昆蟲, 37(3): 163-170. 
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執 筆 者 名 ： 青柳 克 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ヤンバルテナガコガネ 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） コガネムシ科 
学    名 ： Cheirotonus jambar Y. Kurosawa, 1984 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)  
 
形    態 ： 体長は雄50～65 mm、雌 45～60 mm。体色は前胸背版が光沢のある緑銅色から赤銅色、上翅は緑色を

帯びた黒色で前縁や側緣に不規則な黄褐色の小紋を散在するが、個体による変異が著しい。体下面
の側縁部は淡黄色の長毛で密に覆われ、脚と腹面は黒色。雄の前脚脛節は20～30 mmと長く、内側
に端刺と亜端刺を備え、大形の個体では端刺の先端が鈎状となる。 

近似種との区別 ： 国内に近似種は分布しない。中国南部に分布するヤンソンテナガコガネC. jansoni は、上翅側縁に
赤褐色の帯紋があることから、また台湾に分布するタイワンテナガコガネC. maclayi は、上翅に明
瞭な黄褐色斑点があり、前脚脛節の端刺が短く内側に湾曲し、尾節版に長毛を有することから区別
できる。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島の固有種。沖縄島北部の通称”やんばる”と呼ばれる地域の自然度の高い森林に生息する。
近年、生息が確認されているのは、大宜味村、東村、国頭村の森林で、主要な生息地には米軍の北
部演習場が含まれる。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ：  最も近縁な種は、中国南部に分布するヤンソンテナガコガネである。また、台湾
には種群の異なるタイワンテナガコガネが分布している。 

生 態 的 特 徴 ： 幼虫はスダジイ、オキナワウラジロガシ、イスノキなどの樹洞内に堆積した腐植物を食べて育ち、
樹洞以外での繁殖は確認されていない。幼虫期間は 3～4 年で、秋に羽化した成虫はそのまま蛹室
内に留まり、翌年の 8 月～9 月に出現し、1 ヶ月ほどの間に交尾と産卵を終え死亡する。雄は灯火
に飛来するが、雌の飛来は稀である。野外での詳しい生態については知られていない。 

生息地の条件  ： スダジイ、オキナワウラジロガシ、イスノキなどの大径木が生育する自然度の高い湿潤な森林で、
幼虫の餌となる腐植物が堆積した樹洞木が点在していることが必要である。 

現在の生息状況 ： 発見当初は名護市嘉陽の森林でも確認されていたが、現在は大宜味村以北の森林に局所的に分布す
る。繁殖木の出現頻度は、自然度の高い森林でも1 ha当たり0.6本程度である。また、年間に得ら
れる本種の目撃情報は、0～5件程度と非常に少ない。 

学術的意義・評価 ： 分子系統解析の結果、本種は地理的に近い台湾のタイワンテナガコガネより、中国南部からベトナ
ムにかけて分布するヤンソンテナガコガネに近縁なことが示されている。本種は琉球列島がアジア
大陸と接続していた頃に大陸の辺緣部に分布していたテナガコガネの遺存種であり、テナガコガネ
属の系統進化や琉球列島の地史を研究する上で重要な種である。 

生存に対する脅威 ： 個体数減少の最も大きな要因は、森林伐採、農地開発、ダム建設などによる森林破壊である。また、
林道設置や下草刈による林内の乾燥化は、生息環境の悪化に繋がっている。過去の大規模な伐採に
よって樹洞が形成されるような大径木が残る森林は限られており、繁殖に不可欠な腐植物を有する
樹洞木の供給が不足している可能性がある。さらに、繁殖に適した数少ない樹洞が、違法採集によ
って破壊されることも深刻な問題である。 

特 記 事 項 ： 国指定天然記念物（1985年）。国内希少野生動植物種（1996年）。IUCN カテゴリー：Endangered(EN)。 
原  記  載 ： Kurosawa, Y., 1984. Discovery of a new long-armed scarabaeid beetle (Coleoptera) on the Island of Okinawa. 

Bull. Natn. Sci. Mus., Tokyo. (A), 10: 73-78. 
参 考 文 献 ： 荒谷邦雄・細谷忠嗣, 2006. 外来生物法とテナガコガネ亜科について. 昆虫と自然, 41(13): 4-9. 

東 清二・金城正勝・佐藤文保, 1986. 沖縄県天然記念物調査シリーズ第27集 ヤンバルテナガコ
ガネ実態調査報告書 Ⅱ. 沖縄県教育委員会, 那覇, 38pp. 

池原貞雄・黒澤良彦・新納義馬・東 清二・金城正勝・日越国昭, 1985. 沖縄県天然記念物調査シ
リーズ第26集 ヤンバルテナガコガネ実態調査報告書I. 沖縄県教育委員会, 那覇, 38pp. 

細谷忠嗣・荒谷邦雄・福地壮太・佐々木健志・当山昌直, 2005. ミトコンドリア16SrRNA遺伝子か
らみたテナガコガネ亜科の系統関係. 日本鞘翅学会第18回大会講演要旨集, 15-16. 

 
執 筆 者 名 ： 佐々木健志 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： イリオモテボタル 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） オオメボタル科 
学    名 ： Rhagophthalmus ohbai Wittmer, 1994 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)  
 
形    態 ： 体長は雄8～10 mm、雌 15～20 mm。雄の体色は黒色で全身に褐色の毛を有する。複眼は巨大で頭部

の 2/3 以上を占め、頭部腹面では口器を除いてほとんどが複眼で覆われる。触角は 12 節で基部付
近は黒褐色であるが、先端に向かうにつれ淡褐色となる。雌の体色は淡黄色で、体型は細長く幼虫
型で無翅である。腹部の各体節側面及び背面と第７腹節に発光器を有する。 

近似種との区別 ： 国内に近似種は分布しない。 
分 布 の 概 要 ： 石垣島・西表島・小浜島に分布。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 同属の近縁種が、台湾及び中国南部からタイやミャンマーにかけて分布する。 
生 態 的 特 徴 ： アダンが混生する海岸林から耕作地周辺、集落内の石垣、山地の森林まで多様な環境に生息する。
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成虫は 11 月下旬から 3 月上旬にかけて出現し、日没直後に活動し、雌のみが地上で尾端の発光器
を発光させ雄を誘引する。通常、雌が発光すると直ちに雄が飛来し交尾に至るため、雌の発光が確
認できるのは日没後 15～30 分程度と非常に短い。雌は石垣の隙間、石の下、浅い地中などに産卵
し、孵化まで抱卵して保護する。抱卵中は尾端の発光器ではなく、各体節にある発光器を発光させ
る。日本に分布するホタル類の中で、行動に応じて発光パターンを変化させるのは本種だけである。
雄の腹部にも発光器があり、通常は発光しないが強い刺激を受けるとかすかに発光する。幼虫はヤ
スデ類を餌としているが、野外での詳しい生態については不明。 

生息地の条件  ： 人里環境にも適応した種であるが、本来の生息場所は森林の林縁部である。幼虫の餌となるヤスデ
類が豊富な、落葉などが堆積した適度な湿り気のある場所を好む。集落や耕作地周辺にも生息する
が、周囲に林や御嶽林がある場所に限られる。本種の配偶行動では、雌の発光によって雄が誘引さ
れるため、生息場所の周辺に外灯などの光源のないことも必要である。 

現在の生息状況 ： 西表島では海岸林から山地の森林まで広く分布するが、石垣島と小浜島では分布は局所的で個体数
も少ない。各島の分布状況については、さらに詳細な調査を必要とする。 

学術的意義・評価 ： 近縁種が台湾から中国南部、東南アジアにかけて分布することから、オオメボタル科に属するホタ
ル類の系統進化や種分化及び琉球列島の地史や生物地理を研究する上で重要な種である。また、本
種の特異な発光行動は、ホタル類の発光行動の進化に関する研究にも役立つ。 

生存に対する脅威 ： 特に、石垣島や小浜島では生息地が局所的で個体数も少ないため、宅地造成や農地改良による生息
地の改変のほか、古い石垣の改修や農薬散布などの軽微な環境変化でも容易に絶滅に繫がる可能性
がある。また、外灯などによる配偶行動の撹乱も本種の繁殖に大きな影響を与えている。 

特 記 事 項 ： 小浜島で確認されている生息地は、小浜集落周辺と大岳の2カ所のみで個体数も極めて少ない。絶
滅が危惧されるため、早急な保護対策が必要である。石垣市自然環境保全条例保全種(2015年)。 

原  記  載 ： Wittmer, W. und N. Ohba, 1994. Neue Rhagophthalmidae (Coleoptera) aus China und benach-barten Landerm. 
Jpn. J. Ent., 62(2): 341-355. 

参 考 文 献 ： Kawashima,I.. and H. Sugaya, 2003. An additional new species of the genus Rhagophthalmus (Coleoptera, 
Rhagophthalmidae) from Taiwan, with a key to the males of the Taiwanese and Japanese species. Elytra, 
31(2): 353-359. 

大場信義, 1996. ヤスデを捕食するイリオモテボタルの幼虫. 全国ホタル研究会誌, 29: 21-22. 
大場信義・後藤好正・川島 逸郎, 1996. イリオモテボタルの外部形態・習性および生息環境. 横須
賀市博研報（自然）, 44: 1-19. 

大場信義, 1997. イリオモテボタルの飼育. 横須賀市博研報(自然), 45: 51-55. 
 

執 筆 者 名 ： 佐々木健志 

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

 3 ) 絶滅危惧Ⅱ類(VU) 

 
 
和    名 ： カラスヤンマ慶良間亜種（アサトカラスヤンマ） 
分    類 ： 蜻蛉目（トンボ目） ミナミヤンマ科 
学    名 ： Chlorogomphus brunneus keramensis Asahina, 1972 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)   
 
形    態 ： 黒色の地に黄色条斑がある大型のトンボ。腹長は雄50～53 mm、雌 52～56 mm。後翅長は雄46～49 mm、

雌 50～52 mm。翅胸前面に八字状の黄色い斑紋がある。雄は翅先に褐色斑がある。雌は翅のほとん
ど全体が濃褐色。腹部の黄斑は消失傾向が強く、雌では第 4～6 節の黄斑を欠く。原名亜種カラス
ヤンマ C. b. brunneus Oguma より小型で、島嶼性矮小型と考えられる。 

近似種との区別 ： 原名亜種に比べやや小型で、雄の翅端の黒褐色斑が大きく、雌の濃褐色帯は著しく発達し翅全体に
及ぶ。 

分 布 の 概 要 ： 慶良間諸島の渡嘉敷島と阿嘉島のみに生息している。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： カラスヤンマとオキナワミナミヤンマ C. okinawensis Ishida が沖縄島に、イリオ

モテミナミヤンマ C. iriomotensis Ishida が西表島に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 成虫は6月中旬から8月上旬にかけて見られる。基本的な生態はカラスヤンマとほぼ同じと考えら

れるが、観察例は少ない。成虫は早朝と夕刻に、谷間や樹冠上を飛翔し、摂食する。雄は木漏れ日
のさす渓流の水面上を、流れに沿って数ｍの範囲を往復飛翔する。交尾は樹上の下下枝に止まって
行われる。雌は非常に浅い砂地に、斜め下方に腹端を打ちつけるように産卵する。幼虫は砂質底に
浅く潜って生活する。 

生息地の条件  ： 山間の森林に囲まれた渓流の上流域。 
現在の生息状況 ： 渡嘉敷島では一部の川で見つかっており、個体数が非常に少ない。阿嘉島では記載以来の正式な記

録がない。 
学術的意義・評価 ： 慶良間諸島の固有亜種。亜種分化や島嶼矮小化の材料として貴重。 
生存に対する脅威 ： 渡嘉敷島、阿嘉島とも小島で生息範囲が狭く、人為的な環境の改変や自然災害による土砂流入等、

河川環境のかく乱。渡嘉敷島では生息地のひとつの川の堰堤建設により生息環境が悪化した。数少
ない既知産地での過度な採集圧。 

特 記 事 項 ： 亜種和名は発見者である沖縄のトンボ研究家安里進氏に因む。 
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                    IUCN カテゴリー：Critically Endangered(CR)。 
原  記  載 ： Asahina, S., 1972. Addittional notes to the knowledge of the odonate fauna of Taiwan and the Ryukyus. 

Tombo, 15(1/4): 2-9. 
参 考 文 献 ： 尾園 暁・川島逸郎・二橋 亮, 2012. 日本のトンボ. 文一総合出版, 東京. 

渡辺賢一・焼田理一郎・小浜継雄・尾園  暁, 2007. 沖縄のトンボ図鑑. ミナミヤンマ・クラブ, 東
京. 

 
執 筆 者 名 ： 焼田理一郎 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： コフキトンボ 
分    類 ： 蜻蛉目（トンボ目） トンボ科 
学    名 ： Deielia phaon (Selys, 1883) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 中型のトンボ。雌雄ほぼ同じ大きさで、腹長22～31㎜、後翅長28～39㎜。雌の尾毛の先端が下方

に曲がっているのが特徴。雄の体色は、若い（未成熟の）ときは黄色、成熟すると粉をふいて青白
色になる。雌は2タイプあり、雄と同様に体色が青白色のもの（同色型）と、黄色のもの（異色型）
がある。同色型雌の翅は透明。異色型は翅の基部が橙黄色で、翅先近くに帯状の褐色斑があり、オ
ビトンボとも呼ばれる。この翅の褐色斑の大きさは変異があり、帯状のものから、ほとんど消失し
ているものまである。地域によって、雌の型の出現頻度に違いがみられる。北海道のものは全て異
色型、東北～中部地方では両型がみられ、近畿～九州地方ではほとんど全て同色型である。沖縄島
産はすべて異色型で、翅の褐色斑が消失する傾向がある。特に、秋に出現する個体は小型で、翅の
褐色斑が消失する傾向が強い。 

近似種との区別 ： 近似種なし。 
分 布 の 概 要 ： 中国東北部～南部、朝鮮半島、日本および台湾に分布し、国内では北海道から琉球列島にかけて分

布する。沖縄県内では沖縄島と久米島・伊是名島に分布し、石垣島からも記録がある。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 1属 1種。 
生 態 的 特 徴 ： 成虫は4月～11月に現れる。季節消長は年2山型。若い個体は岸辺の植物に群がってとまる。成熟

雄は岸辺になわばりをもち、植物に止まってなわばりを見張り、時々パトロールを行う。雌は単独
で、水面低く飛んで、藻などに連続打水産卵を行う。夕方暗くなるまで活動する。 

生息地の条件  ： 低地の抽水植物が繁茂する池、沼、湿地などに生息するが、沖縄島ではダムなど人工的な大きな池
に生息しており、このような池の岸辺の抽水植物の茂った場所で見られる。 

現在の生息状況 ： 沖縄島では中南部にある数か所のダムや池で確認されているにすぎない。久米島・伊是名島では生
息地が1カ所しかないようである。石垣島における生息状況は不明、少なくとも1963年以降の記録
はない。 

学術的意義・評価 ： 雌の2型の出現率の地域差は興味深い問題であり、これを解明する材料として貴重である。 
生存に対する脅威 ： ダムや池沼の改修工事や土砂の流入。ボタンウキクサやホテイアオイなど水面を覆う水草の異常な

繁茂による産卵場所の消失。かつて那覇市の龍潭池や金城ダムに多産したが、これらの池では浚渫、
改修工事後、全く見られなくなった。 

特 記 事 項 ： 1959年 8月に石垣島で採集された標本（2雌）が大阪市立自然史博物館に保管されているが、その
後は石垣島から確認されていない。IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 

原  記  載 ： Selys-Longchamps, M. E., 1883. Les Odonates du Japon. Ann. Soc. Ent. Belg., 27: 82-143. 
参 考 文 献 ： 青柳  克, 2009. 沖縄県伊是名島からコフキトンボなど 4 種の新分布記録. 月刊むし, (466): 

29-30. 
尾園  暁・川島逸郎・二橋  亮, 2012. 日本のトンボ. 文一総合出版, 東京. 
渡辺賢一・焼田理一郎・小浜継雄・尾園  暁, 2007. 沖縄のトンボ図鑑. ミナミヤンマ・クラブ, 東
京. 

 
執 筆 者 名 ： 焼田理一郎 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： シオカラトンボ 
分    類 ： 蜻蛉目（トンボ目） トンボ科 
学    名 ： Orthetrum albistylum speciosum (Uhler, 1858) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 日本で最もなじみのあるトンボのひとつ。雄は腹長 30～40 mm、後翅長 35～44 mm。雌は腹長 32～

41 mm、後翅長 35～44 mm。体色は黄褐色の地に黒斑がある。未熟のうちは雌雄で体色に差はない。
縁紋は黒色。成熟すると雄は腹部第6節まで青白色の粉を生じる。雌は緑色味が増して麦わら色に
なり、ムギワラトンボと呼ばれる。まれに雌でも雄のように白粉を帯びるものがある。 

近似種との区別 ： ホソミシオカラトンボ O. luzonicum (Brauer) は、雌雄とも縁紋が褐色で、雄は成熟すると全身に青
灰色の粉を生じる。 

分 布 の 概 要 ： 日本、台湾、朝鮮半島から中国東北部～中部に分布する。日本ではほぼ全国に分布し、普通に見ら
れるが、沖縄県では沖縄諸島の沖縄島、渡嘉敷島、伊平屋島、久米島に分布が限られている。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： シオカラトンボ属は日本に9種（その内の1種は3亜種に分けられる）分布し、
そのうち5種 2亜種が沖縄県に分布している。ハラボソトンボO. sabina (Drury) は沖縄諸島・大東
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諸島・宮古諸島・八重山諸島に、ホソミシオカラトンボは、沖縄島、宮古島、石垣島、西表島、小
浜島、波照間島、与那国島に、コフキショウジョウトンボ O. pruinosum neglectum Rambur は、八重
山諸島に、オオシオカラトンボ中琉球亜種O. melania ryukyuense Sasamoto and Futahashiは伊平屋島、
沖縄島、渡嘉敷島、座間味島、阿嘉島、久米島に、オオシオカラトンボ八重山亜種O. m. yaeyamense 
Sasamoto and Futahashi は、石垣島、西表島、与那国島に分布する。他にタイワンシオカラトンボO. 
glaucum (Brauer) が西表島及び石垣島から記録されているが、詳細は不明である。 

生 態 的 特 徴 ： 県内では成虫は2月下旬～10月下旬に見られる。沖縄島では、平地の開けた環境にある池には本種
が生息し、同属のオオシオカラトンボ中琉球亜種は丘や山手の木立の多い池に見られる。若い個体
は水域をはなれ、草地などで生活する。成熟した雄は水辺にもどり、なわばりをもつ。交尾はなわ
ばり周辺で草や地面にとまって行う。雌はなわばり内で連続打水産卵を行う。産卵中、雄は雌の上
空をホバリングしながら警護する。幼虫は植物につかまり、あるいは泥底に浅く潜って生活する。 

生息地の条件  ： 平地から低山地の池、沼、水田、湿地、河川の淀みなど広範な止水域に生息する。 
現在の生息状況 ： 沖縄島では、かつて水田地帯に多く見られたが、水田の著しい減少により、生息地が局在化し、個

体数が少なくなっている。離島からは最近の記録がなく、激減していると考えられる。 
学術的意義・評価 ： 日本では、ほぼ全国に分布する普通種であるが、沖縄の個体群は最南端の個体群であり貴重。 
生存に対する脅威 ： 平地から低山地の人間の生活に近い場所に生息するため、宅地開発等による生息地の破壊や池沼・

河川の改修工事による、生息環境のかく乱。 
特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Uhler, 1858. Descriptions of new species of Neuropterous Insects collected by the North Pacific Expedition 

under Capt. John Rodgers. Proc. Acad. Nat. Sci. Philad., 1858: 29-31. 
参 考 文 献 ： 尾園 暁・川島逸郎・二橋 亮, 2012. 日本のトンボ. 文一総合出版, 東京. 

渡辺賢一・焼田理一郎・小浜継雄・尾園 暁, 2007. 沖縄のトンボ図鑑. ミナミヤンマ・クラブ, 東
京. 

 
執 筆 者 名 ： 焼田理一郎 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ハマコオロギ（リュウキュウハマコオロギ） 
分    類 ： 直翅目（バッタ目） ヒバリモドキ科 
学    名 ： Taiwanemobius ryukyuensis Ôshiro et Ichikawa, 1997 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 情報不足 (DD) 
 
形    態 ： 体長は雄8～9 mm、雌 8.5～10 mm。翅は無い。体背面は青灰色を帯びた白色で黒斑があり、光沢を

帯びる。腹部腹面は淡青色。脚は淡い象牙色で黒斑がある。体色は生息地の砂礫に紛れて見失いや
すい。 

近似種との区別 ： 台湾産の T. formosanus Yang et Chang は、体サイズ、顔の形、頭胸部背面の色などが違うとされ、
ハマコオロギより背面が暗色である。 

分 布 の 概 要 ： 奄美諸島、沖縄島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： T. formosanus は台湾の東海岸に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 満潮線付近の石下や漂着物の下にひそみ、潮が引くと潮間帯を徘徊する。野菜や肉片を食べること

が確認されており、雑食性で打ち上げられた有機物を食べると推定される。周年発生と考えられる
が、生活史はほとんど分かってない。 

生息地の条件  ： 直径5～10 cm程度の玉石が積み重なる砂浜。県内の産地は小河川の流入がある場合が多い。台風時
に避難できる十分な面積も必要と思われる。 

個体数の動向  ： 2012年の大型台風通過後は個体数が激減し、3年後でも十分に個体数が回復していない状況であっ
た。 

現在の生息状況 ： 県内では沖縄島北部の東側海岸からしか知られていない。生息地の面積は極めて小さく、個体数は
少ないと推定される。 

学術的意義・評価 ： 中琉球の固有種で、琉球列島の成立過程を考察するうえで重要。 
生存に対する脅威 ： 護岸工事など海浜部の開発。台風などの自然災害。原油流出による海洋汚染も脅威である。内陸か

らの汚水の流入も生息環境を悪化させる恐れがある。 
原  記  載 ： Ôshiro, Y. and A. Ichikawa, 1997. Jpn. J. syst. Ent., 3: 277-280. 
参 考 文 献 ： 日本直翅類学会（編）, 2016. 日本産直翅類標準図鑑. 学研, 東京. 
 
執 筆 者 名 ： 杉本雅志 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

和    名 ： ホラアナゴキブリ先島諸島亜種（ミヤコホラアナゴキブリ） 
分    類 ： 蜚蠊目（ゴキブリ目） ホラアナゴキブリ科 
学    名 ： Nocticola uenoi miyakoensis Asahina, 1974 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)  
 
形    態 ： 体長は雄4.5 mm、雌 5.0 mm。小さく弱々しいゴキブリ。雄は細身で小さな翅がある。雌は無翅。複

眼は退化し、線状の個眼の集まりか、またはこれを欠く。成虫は飴色、幼虫は白色。 
近似種との区別 ： ホラアナゴキブリ喜界島亜種（キカイホラアナゴキブリ）N. u. kikaiensis Asahina は雄の前翅・後翅

とも小さく鱗状。基亜種ホラアナゴキブリN. u. uenoi Asahina の雄の前翅はより大きく、雄の第4腹
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節の背板腺の彫刻は浅い。 
分 布 の 概 要 ： 先島諸島の固有亜種。宮古島、石垣島、西表島、波照間島に分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ホラアナゴキブリ属は、琉球列島を含む太平洋、インド洋および西アフリカ地域

に、16種以上が分布している。日本からは1種3亜種が知られる。基亜種は沖縄島、与論島、沖永
良部島に、喜界島亜種は喜界島に、先島諸島亜種は宮古諸島・八重山諸島に分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 洞窟やシロアリの巣を含む地下浅層に生息し、洞内に流入する有機物や菌類、小型コウモリ類の糞
などを食べると考えられる。 

生息地の条件  ： 鍾乳洞、防空壕、森林内のシロアリ巣中など多湿な環境。 
個体数の動向  ： 詳細は不明だが、洞窟環境は各地で悪化しており、本種の個体数は減少傾向にあると推測される。 
現在の生息状況 ： 宮古島では1972年以降の記録がない。 
学術的意義・評価 ： 洞窟環境の指標種として重要。 
生存に対する脅威 ： 鍾乳洞の破壊、水没。土地改良や観光整備などの周辺の開発。地下水位の低下による洞内の乾燥、

や汚染、それに伴う小型コウモリ類の減少、消失も減少の要因となりうる。 
特 記 事 項 ： 得られている標本はわずかで、宮古島産と八重山諸島産の詳細な形態比較は今後の課題である。 
原  記  載 ： Asahina, 1974, Mem. Natr. Sci. Mus, 7: 145-156, 1Pl. 
参 考 文 献 ： 日本直翅類学会（編）, 2016. 日本産直翅類標準図鑑. 学研, 東京. 

朝比奈正二郎, 1991. 日本産ゴキブリ類. 中山書店, 東京. 
鈴木知之, 2010. 西表島にてミヤコホラアナゴキブリをイエシロアリの巣から採集. 月刊むし, 
(474): 45. 

 
執 筆 者 名 ： 杉本雅志 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： カマドウマ粟国島亜種 
分    類 ： 直翅目（バッタ目） カマドウマ科 
学    名 ： Atachycines apicalis nabbieae Sugimoto et Ichikawa, 2003 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 体長 17 mm前後。褐色で後腿節の外面以外に明瞭な斑紋はない。後腿節下面のトゲは外側0本、内

側3～6本。雄の擬腹板は平坦で上部側葉は薄く赤褐色を帯び、突出物を欠くか、かすかに突出する。 
近似種との区別 ： 同島には他のカマドウマ科の昆虫は分布していない。 
分 布 の 概 要 ： 粟国島の固有亜種。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 本州、四国、九州に基亜種カマドウマ A. a. apicalis (Brunner von Wattenwyl) 、屋

久島に A. a. yakushimensis Sugimoto et Ichikawa 、沖永良部島と与論島に A. a. panauruensis Sugimoto et 
Ichikawa 、沖縄島・久米島・浜比嘉島・奄美大島・徳之島に A. a. gusouma Sugimoto et Ichikawa が
それぞれ分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 石灰岩洞窟とその周辺の森林に生息し、多化性と考えられるが、詳しい生態は分かっていない。雑
食性と考えられる。 

生息地の条件  ： 洞窟や周辺の樹林。 
個体数の動向  ： 発見されて以来、個体数は減少していない。 
現在の生息状況 ： 生息地の環境はほとんど変化しておらず、個体数も以前と同様に安定している。 
学術的意義・評価 ： 生物地理の観点から貴重。 
生存に対する脅威 ： 洞窟の破壊および消失、土地改良などの開発による森林の消失、地下水位の低下による洞内の乾燥。 
原  記  載 ： Sugimoto, M. and A. Ichikawa. 2003. Tettigonia, (5): 1-48. 
参 考 文 献 ： 日本直翅類学会（編）, 2016. 日本産直翅類標準図鑑. 学研, 東京. 
 
執 筆 者 名 ： 杉本雅志 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： タラマハヤシウマ 
分    類 ： 直翅目（バッタ目） カマドウマ科 
学    名 ： Diestrammena taramensis Sugimoto et Ichikawa, 2003 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 大型のカマドウマ。体長 19～24 mm。全体褐色、後脚を中心に不明瞭な斑がある。後腿節下側のト

ゲは外側0～1本、内側3～6本。 
近似種との区別 ： 多良間島に他のカマドウマ類は生息しない。オオハヤシウマ D. nicolai Gorochov によく似るが、体

が小さく、後脚第一付節は幅広くなく、雄の擬腹板の上縁のくぼみがより深いこと、上部側葉の側
角は角ばらないこと、産卵管が少し長めであることで区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 多良間島の固有種。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： オオハヤシウマが石垣島と西表島に、ヨナグニハヤシウマ D. hisanorum Sugimoto 

et Ichikawa が与那国島に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 石灰岩洞窟に生息し、成虫は6～8月に見つかっている。生活史や生態はほとんど分かってない。 
生息地の条件  ： 洞窟と周辺の樹林が必要。 
個体数の動向  ： 不詳。 
現在の生息状況 ： 数ヶ所の小さな洞窟から見つかっている。個体数は少ない。 
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学術的意義・評価 ： 生物地理上重要。 
生存に対する脅威 ： 洞窟の破壊、消失、水没。土地改良など生息地周辺の開発、地下水位の低下による洞内の乾燥。 
原  記  載 ： Sugimoto, M. and A. Ichikawa, 2003. Tettigonia, (5): 1-48. 
参 考 文 献 ： 日本直翅類学会（編）, 2016. 日本産直翅類標準図鑑. 学研, 東京. 
執 筆 者 名 ： 杉本雅志 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： アケボノアメイロウマ 
分    類 ： 直翅目（バッタ目） カマドウマ科 
学    名 ： Neotachycines elegantipes Sugimoto et Ichikawa, 2003 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 体長7～12 mm。明るい橙褐色、後脚腿節に暗褐色の斑がある。前脚腿節末端内側のトゲは痕跡的。 
近似種との区別 ： 西表島に生息する他のカマドウマ類は、胸背部や前・中脚に斑紋がある。沖縄諸島に生息するハス

オビアメイロウマ N. obliquofasciatus Sugimoto et Ichikawa に似るが、本種より脚が短く、前・中脚
腿節先端の可動棘が短いこと、後腿節内側の斑紋が上面に向かって薄くなることで区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 西表島の固有種。 
生 態 的 特 徴 ： 石灰岩洞窟に生息する。生活史や生態はほとんど分かっていない。 
生息地の条件  ： 不明。比較的多くの個体が見つかった石灰岩洞窟は、水が枯れ、一部で崩落が起きていた。 
個体数の動向  ： 数ヶ所の石灰岩洞窟から低密度で見つかっており、個体数が少ない。 
現在の生息状況 ： 西表島内において石灰岩地域は限られ、本種の生息数は少ない。 
学術的意義・評価 ： 生物地理上重要。 
生存に対する脅威 ： 洞窟の破壊、消失。土地改良など開発。 
原  記  載 ： Sugimoto, M. and A. Ichikawa, 2003. Tettigonia, (5): 1-48. 
参 考 文 献 ： 日本直翅類学会（編）, 2016. 日本産直翅類標準図鑑. 学研, 東京. 
 
執 筆 者 名 ： 杉本雅志 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ウスイロキマダラウマ 
分    類 ： 直翅目（バッタ目） カマドウマ科 
学    名 ： Neotachycines pallidus Sugimoto et Ichikawa, 2003 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 体長9.3～11.7 mm。淡赤褐色で斑紋はほとんどなく、前胸の背面に弱い光沢がある。後脚腿節のま

だら模様は不明瞭で、下側のトゲは外側 0本、内側1～2本。 
近似種との区別 ： 宮古島と伊良部島に他のカマドウマ類は知られていない。イブシキマダラウマ N. obscurus Sugimoto 

et Ichikawaやボカシキマダラウマ N. mira (Gorochov) によく似るが、本種は体色が淡く、ほとんど
斑紋がなく、雌の産卵器が後腿節長の55％以上と長いことで区別される。 

分 布 の 概 要 ： 宮古諸島の固有種。宮古島と伊良部島に分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 奄美・沖縄諸島にイブシキマダラウマ、石垣･西表島にボカシキマダラウマが分

布する。 
生 態 的 特 徴 ： 地下水を伴う石灰岩洞窟から見つかっている。成虫は8月と12月に採集されている。 
生息地の条件  ： 地下水が流れる石灰岩洞窟。 
現在の生息状況 ： 数ヶ所の小さな石灰岩洞窟から見つかっているだけで、個体数は少ない。 
学術的意義・評価 ： 生物地理上重要。 
生存に対する脅威 ： 洞窟の破壊や消失。土地改良などの開発、地下水位の低下による洞内の乾燥。 
特 記 事 項 ： 「琉球列島産昆虫目録 増補改訂版（東清二監修, 2002, 沖縄生物学会）」のミヤコカマドウマ

（Atachycines sp. 3）は本種のことである。 
原  記  載 ： Sugimoto, M. and A. Ichikawa, 2003. Tettigonia, (5): 1-48. 
参 考 文 献 ： 日本直翅類学会（編）, 2016. 日本産直翅類標準図鑑.学研, 東京. 
 
執 筆 者 名 ： 杉本雅志 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： オキナワキリギリス 
分    類 ： 直翅目（バッタ目） キリギリス科 
学    名 ： Gampsocleis ryukyuensis Yamasaki, 1982 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 頭部から翅端まで51～58 mm（体長は37～48 mm）。体の大部分が緑色で、背面は褐色、翅に1列の

黒斑が点在するが、消失する傾向がある。 
近似種との区別 ： 本州に分布するヒガシキリギリス G. mikado Burr は頭部から翅端まで25～42 mmで翅が短く、雄の

発音器が大きく、体は褐色の部分が多く、翅の黒斑は3列まで発達する傾向にある。本州、四国、
九州から奄美大島にかけて分布するニシキリギリス G. buergeri (de Haan) は頭部から翅端まで29～
44 mm で、本種に酷似する。本種は大型で脚と翅が長いことで上記 2 種と区別できるが、ニシキリ
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ギリスとの確実な識別は現状では困難である。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島、伊平屋島、野甫島、伊是名島、伊江島、瀬底島、古宇利島、屋我地島、粟国島、久米島、

宮古島、伊良部島。 
生 態 的 特 徴 ： ススキ原などの草地で見られる。成虫は6～9月に出現する。主に昼間に「ギーー」「チョッ」と断

続的に鳴く。雑食性で、幼虫中齢以降は肉食性が強くなる。土中に産卵し、卵越冬する。 
生息地の条件  ： 低木やススキが混生する草地。 
個体数の動向  ： 減少傾向にあり、沖縄島のいくつかの生息地では近年確認されてない。宮古島では10年以上確認さ

れておらず、絶滅した可能性がある。伊良部島でも近年ほとんど確認されていない。 
現在の生息状況 ： 沖縄島では本部半島周辺に個体数が多いが、その他の地域では生息地が点在し個体数が少ない。 
学術的意義・評価 ： 分子系統解析の結果から、本種は大陸からの遺存種と示唆されており、琉球列島の生物相の成り立

ちを考えるうえで貴重である。 
生存に対する脅威 ： 開発などによる生息地の消失、除草剤や殺虫剤の散布。もし、他の地域から移入された別種のキリ

ギリスと交雑が可能であれば、これは本種の生存に大きな脅威となる。 
特 記 事 項 ： 最近、宮古諸島の下地島で発見されたが、在来個体群か移入個体群か、検討を要する。 
原  記  載 ： Yamasaki, T., 1982. Annotnes. zool. jpn., 55(2): 118-124. 
参 考 文 献 ： 小浜継雄, 2016. 伊是名島でオキナワキリギリスを採集. Pulex, (95): 696-697. 

日本直翅類学会（編）, 2016. 日本産直翅類標準図鑑. 学研, 東京. 
奥山風太郎, 2016. 鳴く虫ハンドブック. 文一総合出版, 東京. 
 

執 筆 者 名 ： 杉本雅志 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ツダナナフシ 
分    類 ： 竹節虫目（ナナフシ目） ナナフシ科 
学    名 ： Megacrania tsudai Shiraki, 1937 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)        環境省カテゴリー： 情報不足 (DD)（ヤエヤマツダナナフシ）  
 
形    態 ： 体長101～119 mm、体幅8～9 mm、太い体型の大型種。触角は短い。背面は濃緑色で光沢がある。翅

と体腹面は黄緑色。 
近似種との区別 ： 県内に近似種は生息していない。 
分 布 の 概 要 ： 宮古島、石垣島、西表島。国外では台湾(南端)、緑島に分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 同属の近縁種はフィリピンからニューギニア、オーストラリア北部にかけて分布

する。 
生 態 的 特 徴 ： 海岸のアダン林で見られる。成虫は7～10月に多い。日中は葉と葉の隙間や葉の中心の溝に嵌って

おり、夜間、アダンの葉を食べる。前胸からミント臭の液を噴射する。単為生殖で、雄は飼育下の
1 例しか知られていない。産卵は落下式で、アダンの葉腋に糞とともに溜まっている。卵が海流に
乗って分布を拡げると考えられる。 

生息地の条件  ： 海岸のアダン群落。 
個体数の動向  ： 従来知られていた複数の生息地で確認できなくなっており、個体数は減少傾向にある。 
現在の生息状況 ： 西表島のいくつかの生息地は近年消失、もしくは生息が確認できなくなっている。宮古島では近年

確認できないという。石垣島の状況は不明。 
学術的意義・評価 ： Megacrania属の北限種。 
生存に対する脅威 ： アダン林の破壊。採集圧。 
特 記 事 項 ： 単為生殖種で飼育法が確立されている。 
原  記  載 ： Shiraki, T., 1933. Dobutugaku Zasshi, 45(532-533): 109. 
参 考 文 献 ： 市川顕彦, 2015. ヤエヤマツダナナフシ. “レッドデータブック2014 －日本の絶滅のおそれのある

野生生物－ 5 昆虫類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室（編）,ぎょうせい, 東京, 
456. 
日本直翅類学会（編）, 2016. 日本産直翅類標準図鑑. 学研, 東京. 
 

執 筆 者 名 ： 杉本雅志 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ダイトウヒメハルゼミ 
分    類 ： 半翅目（カメムシ目） セミ科 
学    名 ： Euterpnosia chibensis daitoensis Matsumura, 1917 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)  
 
形    態 ： 体長は25～30 mm、前翅の開張は55～64 mm、体は細長く、体表はやや光沢があり、胸背は褐色と淡

緑色で明瞭な斑紋はない。頭部前縁と額頭、翅先端部は黒色、腹背の節間膜は淡く、腹部に淡色横
帯がある。個体により胸背がかなり黒化するものがある。雄の腹弁は小さく、両側の弁はかなり離
れている。 

近似種との区別 ： 本属はヒマラヤ東部から日本にかけて約20種が知られ、台湾では種類がとくに多い。日本では本種
（ヒメハルゼミ E. chibensis）の他に、沖縄諸島固有のオキナワヒメハルゼミ E. okinawana Ishihara 
と八重山に分布するイワサキヒメハルゼミ E. iwasakii (Matsumura) の2種が生息している。さらに、
ヒメハルゼミは原名亜種のヒメハルゼミ E. ch. chibensis Matsumura、と本亜種に分けられている。オ
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キナワヒメハルゼミは頭部が幅広く、雄の第8腹胸背板に白粉を厚く装い、胸背の黒条が細い。ヒ
メハルゼミは頭部が前胸背の最大幅より狭く、体背面の斑紋は明瞭で、黒条は太く明瞭、雄の第 8
背板は白粉で覆われず、各節間膜が淡色であるなどの違いで分けられる。イワサキヒメハルゼミは
ヒメハルゼミと色彩、斑紋が似るが、体が細く、胸背の黒条が細いなどの違いがある。 

分 布 の 概 要 ： 大東諸島（南大東島・北大東島）の固有亜種。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 全ての種･亜種の分布は全く重ならない。ヒメハルゼミは徳之島から本土にかけ

て分布し、ダイトウヒメハルゼミは南北大東島に分布し、オキナワヒメハルゼミは沖縄島とその周
辺離島（伊平屋島、渡嘉敷島、久米島）に、イワサキヒメハルゼミは八重山諸島（石垣島、西表島、
与那国島）に分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 本種の成虫は3月上旬から7月下旬にかけて出現する。南大東島での最盛期は3月下旬から4月中
旬、北大東島での最盛期は5月上旬である。本種は南北大東島ともに岩礁で囲まれ、その上に成立
しているアダン、ハマゴウ、クサトベラなどからなる海岸林に生息する。また、南大東島ではその
内側の外幕を形成する林に生息する。生息植物としてアダン、シマグワ、ガジュマル、シャリンバ
イ、モクマオウ、ビロウ、ススキなどが確認されている。 

生息地の条件  ： 本亜種が生息していくには安定した十分な湿気のある森林の存在が必要だと考えられる。農薬は薬
害が少ないものを少量散布しており、その面からの負の要因は減少したといえる。 

個体数の動向  ： 北大東島では最良の生息地が中半破壊されたことにより、激減している。 
現在の生息状況 ： ダイトウヒメハルゼミは 1950 年代までは島の外幕や内幕と呼ばれる防風林や島の中央部の森に生

息していた。1960 年代になってサトウキビ害虫の発生に対して BHC などの有機塩素系殺虫剤が使
用されていたが、抵抗性系統の害虫が発生するようになり、それにつれて薬剤散布量が 2～3 倍に
も増加した。その結果、農薬害から逃れた個体群が海岸のアダン林や外幕の一部で生き伸びること
ができ、現在まで生存している考えられる。しかし、海岸のアダン林は浅いサンゴ石灰岩土壌で乾
燥しやすいことや、潮風に見舞われることが多く生息環境は厳しい。南大東島では、局所的ながら
も生息数がやや安定しているが、北大東島では主要生息地が道路建設で大きく分断され、生息に大
きな打撃を与えている。 

学術的意義・評価 ： 沖縄島が大陸島であるのとは違って南北大東島は海洋島であり、沖縄島とは400 kmも離れている。
ダイトウヒメハルゼミの沖縄島由来説には疑問が生じている。南大東島の開拓は1899年に主として
八丈島からの開拓者によって始められた。本亜種は1917年に記載されているので、タイプ標本はそ
れ以前に採集されたものである。開拓後わずか10年そこそこである。そのような期間に人為的に琉
球のどこかから植物とともに持ち込まれたのだろうか？遺伝子構造等の比較から、沖縄島産は固有
の別種であり、本亜種は徳之島産に近いことがいわれている。 

生存に対する脅威 ： 北大東島個体群は環境破壊により、主生息地が悪化（道路建設による分断）し、決定的なダメージ
を受けた。 

特 記 事 項 ： 南・北大東島に生息する唯一のセミである。分布域がきわめて狭い。北大東島個体群は危機的な状
況である。本個体群が絶滅する危惧は高く、北大東島産は「絶滅危惧ⅠA 類(CR)」として扱うのが
妥当と考えられる。 

原  記  載 ： Matsumura, 1917. Trans. Sapporo Nat. Hist. Soc., 6: 203. 
参 考 文 献 ： 林 正美・税所康正, 2015. 改訂版 日本産セミ科図鑑. 誠文堂新光社, 東京. 

奥土春夫, 1999. ダイトウヒメハルゼミの生態. 沖縄生物学会誌, 37: 29-36. 
佐々木健志・山城照久・村山 望, 2006. 沖縄のセミ. 新星出版, 那覇. 
 

執 筆 者 名 ： 林 正美 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： マダラアシミズカマキリ 
分    類 ： 半翅目（カメムシ目） タイコウチ科 
学    名 ： Ranatra longipes Stål, 1861 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)        環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 呼吸管を除く体長は 24～29 mm。体は黄褐色～灰褐色で、呼吸管は前翅より長い。前脚はとくに細

長。 
近似種との区別 ： 同サイズのヒメミズカマキリ R. unicolor Scott とは、前脚の長さ、その腿節中央部の2小突起の並

び方、呼吸管の長さ（ヒメミズカマキリでは前翅長より短い）などで区別できる。 
分 布 の 概 要 ： 八重山諸島（石垣島、小浜島、西表島、与那国島）と、それ以南の台湾、タイ、インドに分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 近似種のヒメミズカマキリは沖縄諸島･大東諸島以北に分布し、わが国ではこれ

ら2種が同所的にみられる場所はない。 
生 態 的 特 徴 ： 抽水植物などの水生植物が豊富な池沼や水路に生息する。水中で生活し、水草にとまって他の水生

小動物を捕食する。 
生息地の条件  ： 水草の豊富な池沼や水路（止水域）。 
個体数の動向  ： 減少傾向にあるが、大きな変化は見られない。 
現在の生息状況 ： 局所性がみられる。 
学術的意義・評価 ： 大型水生半翅類で、水系環境の自然度を知る上で、指標となる種である。 
生存に対する脅威 ： 水質汚濁と水系の開発、水田や池沼の減少で個体数は少ない。 
特 記 事 項 ： 西表島や与那国島では比較的普通にみられたが、近年は減少し、生息地も大幅に縮小した。水田放

棄、開発による陸水域消失に起因すると思われ、早急な保護対策が必要である。 
原  記  載 ： Stål, 1861, Öfvers. Kongl. Vet.-Akad. Förh., 18: 203. 
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参 考 文 献 ： 林 正美・宮本正一, 2005. 半翅目. “日本産水生昆虫”, 川合禎次・谷田一三（編）, 東海大学
出版会, 神奈川県. 

 
執 筆 者 名 ： 林 正美 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ツヤセスジアメンボ 
分    類 ： 半翅目（カメムシ目） アメンボ科 
学    名 ： Limnogonus nitidus (Mayr, 1865) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 細身の小型種で、体長は 6.7～9.2 mm。光沢のある黒色で、前胸背中央の黄色の縦線がない。腹端

部（第7腹節結合板）の両側は針状に後方に突出する。通常は長翅型であるが、ときに無翅型が現
れる。 

近似種との区別 ： 同属の2種、セスジアメンボ L. fossarum (Fabricius) とホソミセスジアメンボ L. hungerfordi Andersen 
とは、前胸背の黄色条と腹端部の形状で区別できる。前胸背側方の黄色帯はセスジアメンボでは連
続せず、腹端部が針状に突出するのは本種のみである。 

分 布 の 概 要 ： わが国では北大東島、南大東島、石垣島、与那国島から記録されている。国外では、中国からイン
ドシナにかけて分布する。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 同属の3種の中では、本種がもっとも局所的な分布を示している。それらの島で
は他の2種も分布するが、生息環境が異なっている。また、本種の分布が大東島と石垣島の間が空
白であることも奇異である。 

生 態 的 特 徴 ： ほぼ全面が木陰となる池沼や草で密に被われた水路など、暗い水面に生息する。産地がきわめて少
ないので、琉球での生態についてはほとんどわかっていない。南大東島では林内の池などにみられ，
浮葉植物上で静止しているのが観察される。同じような暗い水域に生息するヒメセスジアメンボ 
Neogerris parvulus (Stål) と棲み分けし、本種の方がやや明るい環境にみられる。 

生息地の条件  ： 暗い止水域。影をつくる森林や水草の存在も不可欠である。 
個体数の動向  ： 南大東島以外では，再発見されていない。 
現在の生息状況 ： 南大東島では局所的に生息しているが，個体数動向はほぼ安定している。その他の地域では不明。 
学術的意義・評価 ： 水生植物の豊富な水域環境の指標となる種である。 
生存に対する脅威 ： 生息に適した水域の減少。 
原  記  載 ： Mayr, 1865. Verhandl. K.-K. Zool.-Bot. Ges. Wien, 15: 443. 
参 考 文 献 ： 林 正美・宮本正一, 2005. 半翅目. “日本産水生昆虫”, 川合禎次・谷田一三（編）, 東海大学

出版会, 神奈川県. 
 
執 筆 者 名 ： 林 正美 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： トゲアシアメンボ 
分    類 ： 半翅目（カメムシ目） アメンボ科 
学    名 ： Limnometra femorata Mayr, 1865 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)  
 
形    態 ： 雄の方が大きい大型のアメンボで、体長は雄で21～23 mm、雌で17～19 mm。体背面は赤味を帯びた

褐色で、中央には細い黒色の縦条紋がみられ、胸部側縁には淡黄白色の縦条線が走る。腹部背面は
強く橙色を帯びる。触角は長く、先端節（第4節）は黄白色となる。中脚と後脚の先端部も黄白色。
雄の中脚腿節端には内側に伸びる刺があり、その両側には10～13本の小さな疣状突起が1列に並ぶ。 

近似種との区別 ： 本属の種は他にない。体色、雌雄のサイズ、触角と脚の色などによって、他の沖縄産の種からは容
易に区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 与那国島だけに分布する。国外では、台湾（緑島、蘭嶼のみ）、フィリピン、ボルネオ、マレーシア
などに広く分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 成虫（長翅型のみ）はほぼ一年中みられるが、幼虫は6～7月と10月頃に多い。全天が木々で被わ
れた暗い谷の水溜まり（止水域または緩流域）に生息する。暗い水面では数個体～数十個体が生活
し、普段はほとんど動かない。しかし、水網などで掬うと、すぐに飛び立ち、ジャングル内に逃げ
込む。 

生息地の条件  ： 樹林内の暗い水域。大きな岩影の水溜まりにもみられることから、閉鎖的な水域に限って生息する
と考えられる。 

個体数の動向  ： 生息環境の減少による局所化や個体数減少の傾向がみられる。 
現在の生息状況 ： 産地は局所的ながら、危機状況ではない。 
学術的意義・評価 ： 与那国島だけに分布し、西表島や石垣島からは発見されていない。台湾本土にも分布せず、明らか

にフィリピン系昆虫の分布パターンを示す（八重山諸島の昆虫相を構成する重要な要素の一つ）。 
生存に対する脅威 ： 水系の開発。水域自体が消失するだけでなく、現水系が涸れていることが多い。 
原  記  載 ： Mayr, 1865. Verhandl. K.-K. Zool.-Bot. Ges. Wien, 15: 443. 
参 考 文 献 ： 林 正美, 1997. 琉球列島における水生・半水生半翅類の分布. Rostria, (46): 17-38. 

林 正美, 2003. カメムシ類（半翅目）Hemiptera. “琉球列島の陸水生物”, 西田 睦･鹿谷法一･
諸喜田茂光（編著）, 東海大学出版会, 神奈川県. 
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林 正美・宮本正一, 2005. 半翅目. “日本産水生昆虫”, 川合禎次・谷田一三（編）, 東海大学
出版会, 神奈川県. 

 
執 筆 者 名 ： 林 正美 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ヒメフチトリゲンゴロウ 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） ゲンゴロウ科 
学    名 ： Cybister rugosus (Macleay, 1833) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)  
 
形    態 ： 卵形の体で、背面は黒色で体側縁を縁取る黄色の条紋をもつ大型のゲンゴロウ。体長は27～33 mm。

腹面は黒色で、後胸腹板と後基節の側方は黄褐色。 
近似種との区別 ： 同属のフチトリゲンゴロウ C. limbatus とコガタノゲンゴロウ C. tripunctatus orientalis は、いずれ

も後胸腹板と後基節が全体的に暗褐色を呈することにより、本種と区別できる。 
分 布 の 概 要 ： 県内では、沖縄島・伊平屋島・伊是名島・屋我地島・久米島・池間島・石垣島・西表島・与那国島

および南大東島に分布する。国内では奄美大島・徳之島・沖永良部島及び与論島、国外ではミャン
マー・インド・スリランカ等に分布する。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 県内から同属3種が知られ、フチトリゲンゴロウは宮古島・西表島および与那国
島、トビイロゲンゴロウ C. sugillatus とコガタノゲンゴロウは県内ほぼ全域に分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 水生植物が生えた池沼・湿地などの止水域に生息する。深いダムから浅い湿地まで、多様な水域で
見られる。 

生息地の条件  ： 水生植物が繁茂する水域が必要である。 
個体数の動向  ： 1995年頃までは、沖縄島や西表島で多くの個体が見られ、その他の地域にも少数が生息していた。 
現在の生息状況 ： 西表島では減少しており、八重山諸島の他の島も減少傾向にあると推測される。一方、沖縄島では

良好な産地が複数確認されている。伊是名島・屋我地島・久米島・池間島および南大東島では少数
個体が確認されている。 

生存に対する脅威 ： 圃場整備など池沼や湿地の開発、採集圧が指摘されている。 
原  記  載 ： Macleay, 1833. Annulosa Javanica, Paris, 4: 136. 
参 考 文 献 ： 阿部光典, 1989. 沖縄県産Hydradephagaの記録. 甲虫ニュース, (87, 88): 9-12. 

環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室（編）, 2015. レッドデータブック 2014 －日本の
絶滅のおそれのある野生生物－ 5 昆虫類. ぎょうせい, 東京. 

北野 忠・河野裕美, 2014. 西表島において絶滅もしくは減少傾向にある大型水生昆虫. 西表島研
究2013, 東海大学沖縄地域研究センター所報, 37-44. 

松井英司, 1990. 琉球列島で採集した水生甲虫類(1). 北九州の昆蟲, 37(2): 69-76. 
 

執 筆 者 名 ： 青柳 克 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： オキナワスジゲンゴロウ 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） ゲンゴロウ科 
学    名 ： Hydaticus vittatus (Fabricius, 1775) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)   
 
形    態 ： 楕円形の体で、黒色の上翅に左右それぞれ2本の黄色の明瞭な縦条紋をもつ中型ゲンゴロウ。体長

11～14 mm。頭部は黄褐色で後頭部が黒色、前胸背は黒色で両側縁は黄褐色となる。 
近似種との区別 ： 同属のリュウキュウオオイチモンジシマゲンゴロウ H. pacificus sakishimanus は、上翅基部に黄色の

横帯紋とそれに連なる不明瞭な斑紋があることにより、本種と区別できる。また、ウスイロシマゲ
ンゴロウ H. rhantoides は、黄褐色の上翅全面に小黒色点紋を密に装うことにより、本種と区別がで
きる。 

分 布 の 概 要 ： 県内では、沖縄島・宮古島・石垣島および西表島に分布する。国内では屋久島・中之島・宝島・奄
美大島・徳之島および沖永良部島、国外では中国・台湾・ミャンマー・ネパール及びインドに分布
する。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 県内から同属2種が知られ、リュウキュウオオイチモンジシマゲンゴロウは沖縄
島・西表島および与那国島、ウスイロシマゲンゴロウは県内のほぼ全域に分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 水草の茂った池沼や放棄水田などに生息する。水質の良い水域を好む。成虫は灯火によく飛来する。 
生息地の条件  ： 水生植物が豊富で、水質が良好な止水環境が必要である。 
個体数の動向  ： 1990年頃までは八重山諸島で多く見られた。 
現在の生息状況 ： 西表島ではいまだ多いが、石垣島では近年減少している。沖縄島では以前から稀な種であったと考

えられ、現在も極めて局地的に見られるのみである。宮古島では、近年、採集例がない。 
生存に対する脅威 ： 湿地の開発や水田整備、農薬汚染、採集圧。 
原  記  載 ： Fabricius, 1775. Syst. Ent. App., 825. 
参 考 文 献 ： 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室（編）, 2015. レッドデータブック 2014 －日本の

絶滅のおそれのある野生生物－ 5 昆虫類. ぎょうせい, 東京. 
北野 忠・唐真盛人・水谷  晃・崎原 健・河野裕美, 2011. 西表島における中・小型ゲンゴロウ
類の生息状況. 沖縄生物学会誌, (49): 121-133. 

松井英司, 1991. 沖縄本島・石垣島・西表島の水生甲虫類. 甲虫ニュース, (94): 5-6. 
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森 正人・北山 昭, 2002. 改訂版 図説 日本のゲンゴロウ. 文一総合出版, 東京. 
 

執 筆 者 名 ： 青柳 克 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

和    名 ： ニセコケシゲンゴロウ 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） ゲンゴロウ科 
学    名 ： Hyphydrus orientalis Clark, 1863 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)        環境省カテゴリー： 情報不足（DD） 
 
形    態 ： 体長は3.8～4.5㎜。体は短卵形。背面は黄褐色～赤褐色で、上翅に複雑な暗褐色紋があるが、この

紋は個体によって変異が多いある。触覚、口枝、脚は黄赤褐色。 
近似種との区別 ： 日本にはケシゲンゴロウ属 Hyphydrus が5種 1亜種認められ、沖縄県内には本種とタイワンケシゲ

ンゴロウ H. lyratus Swartz とコケシゲンゴロウ H. pulchellus Clark の3種が生息する。本種は、体型
が短卵形であることでやや細いタイワンケシゲンゴロウと、後脛節の長いほうの端刺の縁は一方が
ノコギリ状になることで、端刺の縁が滑らかなコケシゲンゴロウと区別される。 

分 布 の 概 要 ： 国内では琉球列島（沖縄島、西表島、与那国島）と本州（静岡県）で確認されている。国外では台
湾などから知られる。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 元々稀な種のようであり、沖縄県に広く分布する同属のタイワンケシゲンゴロウ
やコケシゲンゴロウと比較して本種が確認された島自体が少ない。 

生 態 的 特 徴 ： 放棄水田や水草の多い池沼などに生息する。生活史については明らかにされていない。 
生息地の条件  ： 水草が多く、水質の良好な池沼や放棄水田などから採集されているが、本種の生息に必要な環境要

因の詳細については明らかではない。 
個体数の動向  ： 従来の記録が少なく、沖縄島や西表島、本州（静岡県）では近年の採集記録を聞かない。与那国島

では既知産地の多くで本種が確認されてないことから、個体数は確実に減少していると考えられる。 
現在の生息状況 ： 与那国島では確実な産地は限られる。沖縄島・西表島・本州（静岡県）では近年の採集報告を聞か

ない。 
学術的意義・評価 ： 本州（静岡県）の個体群とは、雄の前・中跗節の形状や、雌の背面の光沢など、形態に差異がみら

れることから、本種の分類に関しては検討を要するものと考えられる。 
生存に対する脅威 ： 開発や水田の放棄等による湿地環境の消失。 
特 記 事 項 ： 県内で近似種ケシゲンゴロウの古い記録がある。しかし、ケシゲンゴロウは本種と外見による区別

が困難であるうえ、当時は本種の存在が認識されていなかった可能性が高い。また近年における県
内でのケシゲンゴロウの記録がないことから、それらの記録は本種をケシゲンゴロウとして記録し
た誤情報の可能性がある。 

原  記  載 ： Clark, H., 1863. Trans. Roy. ent. Soc. Loud., (3) 1: 419. 
参 考 文 献 ： 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室（編）, 2015. レッドデータブック 2014 －日本の

絶滅のおそれのある野生生物－ 5 昆虫類.ぎょうせい, 東京. 
北野 忠・記野 直人・長谷川 洋・北山 昭, 2000. 静岡県浜松市松島町におけるゲンゴロウ類
の採集記録 ―本州初記録のニセコケシゲンゴロウを中心として―. 甲虫ニュース, (129): 7-9. 

森 正人・北山 昭, 2002. 改訂版 図説 日本のゲンゴロウ. 文一総合出版, 東京. 
野村 周平・紙谷 聡志, 1994. 与那国島で採集した水生甲虫（食肉亜目）. 新筑紫の昆虫, 3: 14- 
16. 
 

執 筆 者 名 ： 北野 忠 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

和    名 ： コウベツブゲンゴロウ 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） ゲンゴロウ科 
学    名 ： Laccophilus kobensis Sharp, 1873 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)        環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 体長は3.4～3.8㎜。体は逆卵形。背面は緑がかった黄褐色で、上翅には黒色の不明瞭な縦条模様が

あるほか、基部後方に浅い V字状の淡色横帯がある。腹面、脚も背面とほぼ同色である。 
近似種との区別 ： 日本に産するツブゲンゴロウ属 Laccophilus 11種中 7種が琉球列島に分布する。このうち、本種に

ごく近縁のコウベツブゲンゴロウ種群としては、ツブゲンゴロウ L. difficilis Sharpとナカジマツブ
ゲンゴロウ L. nakajimai Kamite, Hikida et Satô が知られる。両種とも体サイズがより大きく、前者は
上翅がほぼ無紋であること、後者は上翅の基部に模様がなく、縦条模様が明瞭であることなどから
区別が可能である。 

分 布 の 概 要 ： 国内では八重山諸島（石垣島、西表島）と本州、四国、九州で確認されている。国外では中国から
知られる。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 与那国島の固有種であるナカジマツブゲンゴロウを除き、琉球列島に産する同属
他種は列島内に比較的広く分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 池沼や水田で見られることもあるが、落ち葉が堆積したややうす暗い湿地に多い。産地は局所的で
あるが、生息地ではしばしばまとまって見られる。生活史は不明である。 

生息地の条件  ： 森林内およびその周辺部の湿地環境が残されていること。 
個体数の動向  ： 西表島では複数の既知産地で確認されなくなっている。さらに石垣島では近年の採集報告を聞かな
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いことから、本種は減少傾向にあると推察される。 
現在の生息状況 ： 西表島では、確実な産地は限られている。石垣島では近年の採集報告を聞かない。 
学術的意義・評価 ： 閉鎖的な湿地環境の指標種。本種は本州、四国、九州と広く分布するのに対し、南西諸島では八重

山諸島の石垣島、西表島のみで確認されている点で、生物地理学的に興味深い。 
生存に対する脅威 ： 開発による湿地環境の消失や、農地整備等のための森林の伐採など。 
原  記  載 ： Sharp, D., 1873. Trans. Ent. Soc. Lond, 1873: 53. 
参 考 文 献 ： Kamite Y., N. Hikida and M. Satô, 2005. Notes on the Laccophilus kobensis Species-group (Coleoptela, 

Dytiscidae) in Japan, Elytra, Tokyo, 33(2): 617-628. 
環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室（編）, 2015. レッドデータブック 2014 －日本の
絶滅のおそれのある野生生物－ 5 昆虫類.ぎょうせい, 東京. 

森 正人・北山 昭, 2002. 改訂版 図説 日本のゲンゴロウ. 文一総合出版, 東京. 
 

執 筆 者 名 ： 北野 忠 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ナカジマツブゲンゴロウ 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） ゲンゴロウ科 
学    名 ： Laccophilus nakajimai Kamite, Hikida & M. Satô, 2005 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)  
 
形    態 ： 体長は 3.9～4.6 mm。体型は卵型で、扁平。背面はやや緑がかった黄褐色で光沢がある。腹面は黄

褐色。上翅に褐色の6縦条模様があるが、基部には模様がなく、幅広く黄褐色部が広がる。また、
上翅背面中央部にＷ字状の褐色斑紋が、やや後方の会合部から後端部にかけて逆Ｖ字状にみえる褐
色斑紋がそれぞれある。頭部と胸部背面には目立つ模様はない。 

近似種との区別 ： 日本列島にはツブゲンゴロウ属ゲンゴロウ11種が分布し、そのうち7種が琉球列島に分布する。琉
球列島に産する種の中ではコウベツブゲンゴロウによく似るが、コウベツブゲンゴロウでは背部の
縦条模様のうち 2～3 列が基部に到達することや、上翅基部に模様があること、上翅背面の模様が
明瞭な斑紋様にならないことなどから区別が可能である。また、本種の方がやや体サイズが大きい。
その他の種とは上翅斑紋の特徴や体サイズ、体色等の特徴から区別が容易。 

分 布 の 概 要 ： 与那国島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 与那国島には同属のミナミツブゲンゴロウ、ウスチャツブゲンゴロウ、サザナミ

ツブゲンゴロウ、シャープツブゲンゴロウの分布記録がある。いずれも琉球列島に広く分布する種
である。 

生 態 的 特 徴 ： 森林内を流れる薄暗い細流の落ち葉の堆積した淀みや、草原内の細流に生息する。基本的に流水性
種と考えられるが、浅い止水性の湿地でも採集されることがある。繁殖期を含めて生活史の大部分
について明らかでない。 

生息地の条件  ： 森林や草原を伴った浅い流れの淀みのある水域。 
個体数の動向  ： 個体数に関する科学的データはないが、現在の与那国島の森林環境の状況は決して良い状態ではな

く、保水力も低下していると考えられることから、個体数も減少傾向にあると推測される。 
現在の生息状況 ： 年によって生息地が干出することがあり、生息状況は不安定である。  
学術的意義・評価 ： これまでのところ与那国島でしか発見されておらず、生物地理学的に重要な種である。また、止水

性種が多いツブゲンゴロウ属の中では珍しく、主に流れのある環境の淀みに生息しており、生態的
にもきわめて特異である。 

生存に対する脅威 ： 森林環境の悪化による流水環境の不安定化は本種の生息に大きな影響を与えるものと予想される。
したがって、森林伐採、河川開発、土地造成、道路建設、水質汚濁等による水環境の悪化は大きな
脅威となる。 

原  記  載 ： Kamite, Y., N. Hikida and M. Satô, 2005. Elytra, Tokyo, 33(2): 622-623. 
参 考 文 献 ： Kamite, Y., N. Hikida and M. Satô, 2005. Notes on the Laccophilus kobensis species-group (Coleoptera, 

Dytiscidae) in Japan. Elytra, Tokyo, 33(2): 617-628. 
 
執 筆 者 名 ： 中島 淳 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

和    名 ： ツマキレオオミズスマシ 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） ミズスマシ科 
学    名 ： Dineutus australis (Fabricius, 1775) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)        環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 卵形の体で、背面は黒色をした中型ミズスマシ。体長は7.8～8.4mm。 
近似種との区別 ： 同属のオキナワオオミズスマシ D. mellyi は体長 15～20mm と大きいこと、オオミズスマシ D. 

orientalis は上翅の側縁が黄色く縁取られ、先端部に顕著な刺状突起をそなえることにより、本種と
区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 県内では、沖縄島・伊平屋島・伊是名島・渡名喜島・宮古島・石垣島・西表島・小浜島および与那
国島に分布する。国内ではトカラ列島および奄美群島、国外では台湾・マレーシア・スンダ列島・
フィリピン・ニューカレドニア・オーストラリアなどに分布する。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 県内では同属2種が知られ、オキナワオオミズスマシは沖縄島および八重山諸島、



<昆虫類> 

378 

 

オオミズスマシは県内のほぼ全域に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 主に池などの止水域に生息し、水面で生活する。水生植物が見られないコンクリート製貯水池でも

目撃される。ときに、近縁種オオミズスマシと混じって生息していることがある。 
生息地の条件  ： 不明。 
個体数の動向  ： 1990年頃までは、沖縄島北部や八重山諸島（特に石垣島）では各地に見られ、とくに八重山諸島で

は個体数も多かった。 
現在の生息状況 ： 沖縄島・伊平屋島・渡名喜島・石垣島・西表島・与那国島などで少ないながら確認されており、生

息環境は維持されていると思われる。一方、伊是名島・宮古島・小浜島などでは近年確認されてい
ない。 

生存に対する脅威 ： 生息水域の消失、水質汚濁。 
原  記  載 ： Fabricius, 1775. Syst. Ent. App., 235. 
参 考 文 献 ： 青柳 克, 2013. 渡名喜島の水生昆虫（トンボ・カメムシ・コウチュウ）. 琉球の昆虫, (37): 23-29. 

松井英司, 1990. 琉球列島で採集した水生甲虫類 (2). 北九州の昆蟲, 37(3): 163-170. 
松井英司, 1991. 沖縄本島・石垣島・西表島の水生甲虫類. 甲虫ニュース, (94): 5-6. 
 

執 筆 者 名 ： 青柳 克 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： タイワンオオミズスマシ 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） ミズスマシ科 
学    名 ： Dineutus mellyi mellyi Régimbart, 1882 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 体長は15～20㎜。体は幅広い楕円型。背面は黒色で鋼鉄状の青い光沢がある。前肢・腹面は赤褐色

で、中・後肢は黄褐色。 
近似種との区別 ： 日本にはオオミズスマシ属 Dineutus 3種が分布する。ツマキレオオミズスマシ D. australis 、全国

的に分布するオオミズスマシ D. orientalis を含め、全てが琉球列島に分布する。本種は体長が15 ㎜
を越え、上翅側縁後方に刺状突起がなく側縁が一様に丸まる点で、体長が15㎜に満たず、刺状突起
がある他2種と区別できるされる。また、別亜種オキナワオオミズスマシ D. m. insularis とは、本
亜種の方が光沢および体側縁の拡がりや中央部の隆起がより強いこと、雄の交尾器中央片は先端へ
狭まらないことなどで区別される。 

分 布 の 概 要 ： 本亜種は国内では与那国島からのみ知られ、国外ではインドから中国、台湾にかけて分布する。別
亜種オキナワオオミズスマシは沖縄島と鹿児島県の宝島、徳之島、沖永良部島に分布する。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 本亜種は、国内では与那国島からのみ知られ、南西諸島に広く分布している同属
2種や、複数の島に亘って分布する別亜種と比べて生息地そのものが限られる。 

生 態 的 特 徴 ： 木々に覆われたややうす暗い水域を好むようである。止水域で見られることもあるが、山間部にあ
る小規模な流水域の淵で群泳していることが多い。生活史については不明である。 

生息地の条件  ： 水量が安定した山間部の流水域が存在すること。 
個体数の動向  ： 林道の整備によって流水域が消失したり、乾燥化が進んだりした場所があることから、減少傾向に

あると推察される。 
現在の生息状況 ： 山間部の流水域であれば現在も生息していることが多い。しかし、降水量が極めて少ない年には水

域が干上がることがあり、生息環境は不安定である。 
学術的意義・評価 ： 与那国島における山間部の流水域の指標種といえる。 
生存に対する脅威 ： 与那国島は山間部の面積が少なく、本種の生息地である水域自体が極めて限られている。そのため、

小規模な土地の改変であっても本種の生息には大きく影響を及ぼす可能性がある。農地整理事業に
よる土砂の流入や、干ばつ等の天災も脅威となり得る。また、本種は水面に生息していることから
発見が容易なうえ、国内のミズスマシ科の中でも極めて大きいことから愛好家に人気があり、採集
圧による個体数の減少も危惧される。 

特 記 事 項 ： 複数の文献では、分布地として西表島・石垣島が挙げられているが、標本や採集データを伴った正
式な記録はないことから、誤情報と考えられる。河川の本数が多く水量も豊富な両島に分布してい
ないことは興味深い。 

原  記  載 ： Régimbart, 1882. Annls Soc. ent. Fr., (6)2: 399. 
参 考 文 献 ： 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室（編）, 2015. レッドデータブック 2014 －日本の

絶滅のおそれのある野生生物－ 5 昆虫類.ぎょうせい, 東京. 
中根猛彦, 1987. 日本の甲虫(81). 昆虫と自然22, (12): 36-40. 
佐藤正孝, 1977. 日本産ミズスマシ科概説(2). 甲虫ニュース, (38): 1-2. 
 

執 筆 者 名 ： 北野 忠 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： サトミヒラタガムシ 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） ガムシ科 
学    名 ： Enochrus satomii Nakane et Matsui, 1986 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 長楕円状の体形で、黒色の中型ガムシ。体長は4.5 mm前後。小顎髭の第2節は全体ほぼ同じ太さで、
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内側へ弱く湾曲する。上翅は後方へ程良く丸まり、中央部で最も幅広く、亜会合線をもつ。中胸腹
板の隆起は高く大きく、球塊状で中央に小歯を有する。腹部第5節（末端節）の先端は湾入する。 

近似種との区別 ： 同属のウスグロヒラタガムシ E. uniformis は、体長が3.5 mm前後と小さく、体が褐色ないし黒褐色
であり、中胸腹板は先端が尖ることにより、本種とは区別ができる。キベリヒラタガムシ E. japonicus 
は、体長が5.5 mm前後と大きく、中胸腹板は嘴状に突起することにより、本種とは区別ができる。 

分 布 の 概 要 ： 琉球諸島の固有種。沖永良部島・沖縄島・伊是名島・石垣島・西表島・小浜島および南大東島に分
布する。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 県内からは同属5種が知られ、チビヒラタガムシ E. esuriens 及びウスグロヒラ
タガムシは沖縄諸島および先島諸島、キベリヒラタガムシは沖縄島、キイロヒラタガムシ E. 
simulans は沖縄諸島、マルヒラタガムシ E. subsignatus は沖縄諸島および八重山諸島に分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 水生植物がある池や湿地に生息する。 
生息地の条件  ： 植物が繁茂する止水域が必要である。 
個体数の動向  ： 1990年頃までは、各地に少数生息していた。 
現在の生息状況 ： 伊是名島および八重山諸島の3島では、近年、採集例がない。一方、沖縄島および南大東島では、

2014～16年にかけて少数確認されている。沖縄島では、極めて局地的であるものの産地では安定し
て生息していると思われる。南大東島でも、生息状況は健全と思われる。 

学術的意義・評価 ： 琉球諸島の固有種であることから、同列島の多様性を評価する際に本種の存在は貴重である。 
生存に対する脅威 ： 不明。 
特 記 事 項 ： キベリヒラタガムシは沖縄島に分布するとされているが、その分布記録の原典が不詳であること、

「琉球列島の陸水生物（西田睦ら（編）, 2003, 東海大学出版会）」の水生甲虫リストに掲載され
てないこと等から、本種の沖縄島の分布には疑問が残る。 

原  記  載 ： Nakane, T. and Matsui, E., 1986. Journal of Law and Economics, 2(2): 78. 
参 考 文 献 ： 松井英司, 1990. 琉球列島で採集した水生甲虫類 (2). 北九州の昆蟲, 37(3): 163-170. 

松井英司, 1991. 沖縄本島・石垣島・西表島の水生昆虫類（続き）. 甲虫ニュース, (95): 11-12. 
 

執 筆 者 名 ： 青柳 克 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： コガタガムシ 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） ガムシ科 
学    名 ： Hydrophilus bilineatus cashimirensis Redtenbacher, 1844 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)  
 
形    態 ： 長楕円状の体形で、背面は艶のある黒色をした大型ガムシ。体長23～28 mm。腹部には細毛が生え、

光沢を欠く。脚は黒色。中胸腹板隆起の中央に溝を有し、後胸腹板突起は長く、腹部第4節に達す
る。 

近似種との区別 ： 同属のガムシ H. acuminatus は体長33～40 mmと大きく、後胸腹板突起は腹部第2節までと短く、
腹部は無毛で光沢があること、近似種コガムシ Hydrochara affinis は体長 16～18 mm と小さく、脚
が赤褐色であることにより、本種と区別ができる。 

分 布 の 概 要 ： 県内では沖縄島・伊平屋島・伊是名島・伊計島・阿嘉島・久米島・池間島・石垣島・西表島・小浜
島・与那国島・北大東島および南大東島に分布する。国内では本州・四国・九州・奄美群島など、
国外では中国・朝鮮半島・台湾・東南アジア等に分布する。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 県内からは同属1種が知られ、ガムシは沖縄島や八重山諸島に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 水生植物が生えた湿地や水田に生息する。灯火に飛来する。 
生息地の条件  ： 植物が繁茂する止水域が必要である。 
個体数の動向  ： 1990年頃までは、伊平屋島・伊是名島・沖縄島および石垣島に多く見られ、その他の地域でも少数

が生息していた。 
現在の生息状況 ： 沖縄島・伊平屋島・伊計島・池間島や八重山諸島などで生息を確認しており、低密度ながら生息状

況は維持されている。伊是名島・阿嘉島および大東諸島は減少傾向と推測される。 
生存に対する脅威 ： 農薬汚染、湿地の開発。 
原  記  載 ： Redtenbacher, L., 1844. Kaschmir und das Reich der Siek. Vierter Band. Zweite Abtheilung, 513. 
参 考 文 献 ： 北部ダム生態系保全検討委員会 (監), 2002. 沖縄北部地域における生物調査データ. 沖縄総合事

務局北部ダム事務所, 名護市. 
松井英司, 1990. 琉球列島で採集した水生甲虫類 (2). 北九州の昆蟲, 37(3): 163-170. 
佐藤正孝・楠井善久, 1984. 琉球列島伊平屋島、伊是名島、久米島の水生甲虫類. 北九州の昆蟲, 
31(1): 43-45. 

 
執 筆 者 名 ： 青柳 克 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： オキナワマルチビガムシ 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） ガムシ科 
学    名 ： Pelthydrus okinawanus Nakane, 1982 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 情報不足 (DD) 
 
形    態 ： 上翅後半が狭まる、菱形に近い楕円状の体形をもち、全体が黒色のガムシ。体長は3 mm前後。上翅
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の点刻列を欠き、小顎髭の第3節（末端節）は第2節より長い。 
近似種との区別 ： 県内に近似種はいない。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島の固有種で、中部（東海岸では金武町、西海岸では恩納村）以北に分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 国内では、同属のマルチビガムシ P. japonicus M. Satô が本州と四国に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： ガムシ科の水生種としては珍しく、渓流に棲む。 
生息地の条件  ： 流れにたなびく木の根や、瀬に堆積する落ち葉など、流水中で本種が掴まって生活できる環境が必

要と思われる。 
個体数の動向  ： 宜野座村以北に少数生息すると考えられていたが、近年、名護市や恩納村・金武町から多くの産地

が確認された。 
現在の生息状況 ： 国頭村や東村などの北部地域では局所的に分布し、生息密度も低い。名護市や恩納村などの中部地

域では、広範にみられ生息密度も高い。 
学術的意義・評価 ： 沖縄島の山地渓流に生息する在来昆虫のうち、自然の豊かな北部地域で産地・個体数が少なく、比

較的開発が進んでいる中部地域で産地・個体数が多い種は稀であり、特異な分布特性をもつ種とし
て注目される。 

生存に対する脅威 ： 河川の開発による生息環境の消失や悪化。 
原  記  載 ： Nakane, T., 1982. XXXV. Rep. Fac. Sci., Kagoshima Univ. (Earth Sci. & Biol.), (15): 101-111. 
参 考 文 献 ： 青柳  克, 2014. オキナワマルチビガムシ、沖縄島中部に多産す. 琉球の昆虫, (38): 175-178. 

藤原淳一・山下大輔, 2009. オキナワマルチビガムシの記録. 甲虫ニュース, (166): 11-12. 
 

執 筆 者 名 ： 青柳 克 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ダイトウヒラタクワガタ 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） クワガタムシ科 
学    名 ： Dorcus titanus daitoensis (Fujita et Ichikawa, 1986) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)  

 
形    態 ： 体長は雄24～50 mm、雌 21～33 mm。雄の大顎は太短く、小形の個体でも第一内歯がよく発達する。

体型は幅広でずんぐりしており、脚は太短く脛節の幅がやや広い。体色は赤褐色から暗褐色である
が、褐色味の強い個体が多い。 

近似種との区別 ： 日本の各亜種は、雄の交尾器の他に、体型、雄の大顎の太さや長さ、湾曲の程度、第一内歯の突出
位置、裏面の微毛の有無などによって区別される。本種は、形態的にはオキナワヒラタクワガタD. 
ｔ. okinawanus に似るが、交尾器の顕著な差異に加え、体の幅が広く脚が太短い、雄の大顎の第一内
歯がより基部に位置し、小型個体でもよく発達するなどの点で区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 大東諸島（南大東島・北大東島）の固有亜種。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ヒラタクワガタDorcus titanus の仲間は、東南アジアから日本にかけて広く分布し

ており、25 亜種に分類される。そのうち日本には 12 亜種が分布し、沖縄県には本亜種のほかに、
オキナワヒラタクワガタ、サキシマヒラタクワガタD. t. sakishimanus の3亜種が生息する。 

生 態 的 特 徴 ： 南大東島の防風潮林（内幕と外幕）、神社周辺の林、耕作地に残されたドリーネ周辺の林などに生
息する。成虫は4～12月に出現し、幼虫はモクマオウやリュウキュウマツのほか、タブノキなどの
広葉樹の朽木にも見られる。成虫は灯火にはほとんど飛来しない。野外での詳しい生態については
不明である。 

生息地の条件  ： 安定した生息地には、幼虫の生育に必要な朽木が常に供給されるまとまった林が必要である。 
現在の生息状況 ： 大東諸島は森林のほとんどがサトウキビ畑に開発され、まとまった林は神社周辺と島を取り囲むよ

うに二本の細い帯状に残された防潮風林（内幕と外幕）だけである。さらに、防風潮林のほとんど
がビロウ林であるため、本種の繁殖に必要な広葉樹やリュウキュウマツなどの朽木に乏しく、個体
数は少ない。 

学術的意義・評価 ： 分子系統解析の結果から、本種は日本に分布するヒラタクワガタの各亜種のなかで最も初期に分化
したことが示されており、海洋島である大東島諸島の昆虫相の形成過程やヒラタクワガタ類の種分
化を研究する上で重要な種である。 

生存に対する脅威 ： 開発による防風潮林の減少や台風被害による林内の乾燥化が進んでおり、生息環境の悪化が懸念さ
れる。また、繁殖に適した朽ち木が乏しい大東諸島では、朽木を崩しての過度な採集が個体数減少
の大きな要因となっている。このほか、大東諸島には外来種であるオオヒキガエル Rhinella marina
とミヤコヒキガエル Bufo gargarizans miyakonis が林内も含めて高密度で生息しており、捕食による
影響も懸念される。 

特 記 事 項 ： 近い将来、絶滅危惧Ⅰ類となる可能性もあり、生息環境を保全するために保護区の設置などを検討
する必要がある。 

原  記  載 ： 藤田 宏・市川敏之, 1989. 大東諸島におけるヒラタクワガタの1新亜種. 月刊むし, (189): 28-29. 
参 考 文 献 ： 荒谷邦雄, 2015. ダイトウヒラタクワガタ. “改訂・日本の絶滅のおれのある野生生物-5 昆虫類”, 

環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室（編）, ぎょうせい, 東京, 264. 
五箇公一・小島啓史, 2004. 外来昆虫の引き起こす問題 外国産クワガタムシの輸入をめぐって. 
環境動昆, 15(2): 137-146. 

Goka, K., H. Kojima and K. Okabe, 2004. Biological inveasion caued by commercialization of stag beetle in 
Japan. Global Environmental Research, 8: 67-74. 

岡島秀治・荒谷邦雄（監修）, 2012. 日本産コガネムシ上科標準図鑑. 学習研究社, 東京, 300pp. 
 

執 筆 者 名 ： 佐々木健志 
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……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： オキナワマルバネクワガタ 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） クワガタムシ科 
学    名 ： Neolucanus okinawanus Sakaino, 1984 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)  
 
形    態 ： 雄は体長42.4～70.0 mm、雌は40.0～55.6 mm。雄雌とも体色は黒色で体形はやや平たい。雄の大あ

ごの形は体の大きさによって変化し、小歯型から大歯型まで連続してみられる。雄の大あごには先
端のすぐ後方に上向きのやや大きな歯状突起があるが、中央付近の背面にはない。眼縁縁取りはほ
ぼ直角に張り出す。 

近似種との区別 ： 日本にはマルバネクワガタNeolucanus 属が4種分布し、そのうち県内には本種と、ヤエヤママルバ
ネクワガタN. insulicola 、チャイロマルバネクワガタN. insularis の3種が生息する。ヤエヤママル
バネクワガタとは雄の大あごと眼縁の縁取りの形状で区別できる。奄美大島、徳之島に生息するア
マミマルバネクワガタ N. protogenetivus は最も近縁であるが、アマミマルバネクワガタは大型個体
であっても大あごが長くならない。オキナワマルバネクワガタ、ヤエヤママルバネクワガタ、アマ
ミマルバネクワガタの3種はマルバネクワガタ属maximus 種群に属し近縁である。チャイロマルバ
ネクワガタは昼行性で上翅が赤褐色で体長が18.8～36.6㎜と小型であることで容易に区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島北部、久米島。 
生 態 的 特 徴 ： 成虫は9月中旬～10月下旬に出現し、夜行性で発生初期はスダジイなどの古木に集まるがその後林

床を歩き回るようになる。日中は樹洞内や間隙に隠れていて姿を現さない。幼虫はスダジイなどの
古木の樹洞内に溜まった腐植質を食しており、孵化後2年目の夏に蛹化して秋に羽化する。 

生息地の条件  ： スダジイの大木が生育する原生林的自然林。 
現在の生息状況 ： 沖縄島北部や久米島のスダジイの大木が生育する原生林的自然林にのみ生息。 
学術的意義・評価 ： マルバネクワガタ属はインド北東部、中国南東部、東南アジアなど東洋区に分布し、琉球列島には

東南アジアから渡来し種や亜種に分化しており、琉球列島の地史や進化を考える上で重要な種であ
る。 

生存に対する脅威 ： 大規模な森林伐採やダム、林道の建設により生息地が狭められており、また森林の奥深くまで延び
る林道によりロードキルや営利目的の採集がされやすくなっており個体数の減少が危惧される。 

特 記 事 項 ： 国内希少野生動植物種（2016年）。 
原  記  載 ： Sakaino H., 1984. On a stag-beetle of the genus Neolucanus Thomson from Ryukyus. (Coleoptera, Lucanidae). 

Elytra, 12(1): 8-12. 
参 考 文 献 ： 東 清二ほか, 1987. オキナワマルバネクワガタ. “沖縄昆虫野外観察図鑑 2”, 沖縄出版, 

30-33. 
東 清二, 2013. 沖縄昆虫誌. 榕樹書林, 272pp.  
上野俊一・黒澤良彦・佐藤正孝, 1985. 原色日本甲虫図鑑 (Ⅱ). 保育社, 514pp. 
岡島秀治・荒谷邦雄, 2012. 日本コガネムシ上科標準図鑑. 学研教育出版, 432pp. 
黒澤良彦・岡島秀治・山口 進, 1988. クワガタムシ. 保育社, 207pp. 
定木良介・林 辰彦・土屋利行, 2014. 日本のマルバネクワガタ. むし社, 136pp. 
 

執 筆 者 名 ： 松村雅史 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： クメジマカブトムシ 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） コガネムシ科 
学    名 ： Trypoxylus dichotomus inchachina Kusui,1976 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 体長は40～50㎜。雄は黒色で光沢が著しく、前胸背板の角状突起は極めて短小、雌の前胸背板中央

の縦溝はわずかに認められる程度で、前縁付近では2叉しない。 
近似種との区別 ： 同所的に近似種は分布していない。オキナワカブトムシ T. d. takarai は、雄では前胸背板の角状突

起はより長くなり、雌の前胸背板中央の縦溝はわずかに浅く、前縁付近では弱く2叉する点で異な
るが、本亜種と区別しにくい個体もいる。日本本土亜種 T. d. septentrionalis や原名亜種 T. d. 
dichotomus は、より大型で体色はより赤みを帯び、雄の頭部や前胸背の角状突起はより長いなどの
差異がある。 

分 布 の 概 要 ： 久米島の固有亜種。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 沖縄島やその周辺離島にオキナワカブトムシ、九州から北海道にかけて日本本土

亜種が、中国や朝鮮半島に原名亜種が分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 成虫は初夏に現れ、林内や林縁の広葉樹の樹液を吸汁する。雄が大顎で樹皮を円盤状に削りとり、

樹液の浸出を促す行動も見られる。灯火にも飛来する。幼虫は樹洞の腐植や腐朽した倒木内に見ら
れる。 

生息地の条件  ： 常緑広葉樹林内やリュウキュウマツとの混交林に生息する。亜熱帯気候下にある本県では林床の腐
植の分解が早く、日本亜種の幼虫の主要な繁殖場となる林床の腐植層（腐葉土）はほとんど発達し
ないことから、樹洞のような点在する腐植環境に依存して生息している。 

現在の生息状況 ： 個体数は多くないと考えられる。沖縄島亜種が生息する沖縄島北部の森林と比較して、本亜種の生
息する久米島は沢沿いでも下草が少なく、林内は比較的乾燥した場所が多い。また、樹洞のあるよ
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うな大木も非常に少なく、沖縄島亜種以上に厳しい現状にあると考えられる。 
学術的意義・評価 ： カブトムシの系統進化を研究する上で貴重。 
生存に対する脅威 ： 開墾や開発に伴う伐採等の森林改変、林内施業による下草刈りによる林内の乾燥化。一部マニアに

よる生息樹木を破壊しての採集やトラップによる捕獲も脅威となりうる。 
参 考 文 献 ： 楠井善久, 1976. 沖縄のカブトムシについて. 昆虫学評論, 29(1/2): 51-54. 

佐藤文保, 1994. 久米島の小動物. “久米島総合調査報告書”, 沖縄県立博物館, 那覇, 26-64. 
下地幸夫, 2012. 沖縄のカブトムシ. 新星出版, 那覇, 47pp. 
 

執 筆 者 名 ： 西山桂一 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： クメジマボタル 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） ホタル科 
学    名 ： Luciola owadai M. Satô et Kimura, 1994 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠA類 (CR) 
 
形    態 ： 体長は、雄12～14 mm、雌15～16 mm。頭部と前胸背は橙黄色、上翅は黒色で、雄は複眼がより大き

い。雄は腹部の2節、雌は1節が光る。幼虫は淡灰褐色で腹部各節に1対の脚状の鰓をもつ。成熟
幼虫は25 mm前後で伸縮性があり、底質に潜る際は体を細めて1.5倍以上に伸びる。 

近似種との区別 ： ゲンジボタル L. cruciataと似るが、本種は前胸背が橙黄色で、ゲンジボタルは桃色であることで区
別される。 

分 布 の 概 要 ： 久米島の固有種。  
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 沖縄県内に近似種は生息しない。分子系統解析の結果、国内産ホタル類のなかで

は、本州から九州に生息するゲンジボタルに近縁とされる。 
生 態 的 特 徴 ： 成虫は3月後半から5月中旬に発生し、平年的に4月中旬から下旬が最盛期。雄は2～4秒間隔で発

光する。雄同士が発光をシンクロさせ、時に数百個体が同時明滅する。雌は下草や茂みで弱く光る。
成虫は上流へ飛翔移動する。これは渓流性昆虫に特有の幼虫の流下への適応と考えられる。産卵は
河川内の苔が生えた岩などに行われ、数十個体以上の集団産卵も観察される。1 雌あたりの産卵数
は 200～500 卵である。幼虫は川底の礫裏や底質中に潜み、巻貝の一種カワニナを捕食する。成熟
幼虫は2月後半から3月中旬の降雨時に上陸し、川岸の土中や石下で蛹化する。 

生息地の条件  ： 山地や丘陵地にある河川、赤土等の堆積がない耕作地にある川、湧水由来の水路に生息する。樹林
内の沢では発生は少ない傾向がある。これは低照度でカワニナやその餌となる珪藻類が少ないため
と考えられる。開墾により片岸が開けた環境では、適度に日が差し込むためカワニナも多く、多数
の成虫が見られる。 

現在の生息状況 ： ほぼ全域の川に生息するが、数十個体以上の成虫が見られる川は数か所程度であり、本種が発見さ
れた当時の千個体を越える群飛は見られなくなっている。 

学術的意義・評価 ： 幼虫が水生のホタルは日本では本種とゲンジボタル、ヘイケボタル L. lateralis の3種のみである。
久米島にのみ産し、県内からは近縁種を含めて生息が確認されておらず、大陸由来の遺存種として
琉球列島の成り立ちを考えるうえで貴重である。 

生存に対する脅威 ： コンクリート護岸やダム開発、開墾等の河川の改変、農薬や肥料、河川沿い農地や農地・圃場整備
により排水性が良くなった側溝からの赤土流入。河川に堆積した赤土は底質にすむ幼虫の活動やえ
ら呼吸を阻害すると推測され、赤土や堆肥の流入が多い河川ではカワニナを含め減少が著しくおも
な減少要因と考えられる。世界的に貴重な水生ホタルであり、本種の生息域は久米島（面積63km2）
に限られることから、赤土対策など河川環境の保全についての継続的な取り組みが望まれる。 

特 記 事 項 ： 1993年に発見され、1994年に新種記載された。地元ではホタル館の職員や有志による精力的かつ継
続的な保全の取り組みが行われ成果をあげている。 
沖縄県指定天然記念物(1994年)。国内希少野生動植物種(2017年)。 

参 考 文 献 ： 大場信義・東 清二・西山桂一・後藤好正・鈴木浩文・佐藤安志・川島逸郎, 1994. クメジマボタ
ルの形態・生活史および習性. 横須賀市博物館報（自然）, (42): 13-26. 

沖縄県教育委員会, 1997. クメジマボタル生息実態緊急調査報告書 沖縄県天然記念物調査シリー
ズ第37集. 沖縄県教育委員会, 那覇市, 61pp. 

佐藤文保, 2003. クメジマボタルの生息地とキクザトサワヘビが発見された場所との関連性につい
て. 全国ホタル研究会誌, (36): 18-26.  

鈴木浩文・山崎柄根・大場信義, 1998. DNA からみた日本産ホタルの系統進化. 全国ホタル研究会
誌, (31): 35-39.  

 

執 筆 者 名 ： 西山桂一 

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

 4 ) 準絶滅危惧(NT) 

 

 
和    名 ： サキシマヤマトンボ 
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分    類 ： 蜻蛉目（トンボ目） ミナミヤマトンボ科 
学    名 ： Macromidia ishidai Asahina, 1964 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)  
 

腹長37～42 mm、後翅長36～42 mm。複眼は成熟すると鮮やかな緑色となる。翅胸は金属光沢のある緑青色で黄色斑が
ある。腹部は黒色で背面に細い黄色条がある。石垣島、西表島の固有種とされていたが、2005年に台湾から記録され
た。山間の森林に覆われた渓流に生息し、幼虫は植物性沈積物の多い淵にいる。成虫は4月下旬～7月下旬に見られ、
早朝や夕刻に活動し、昼間は川沿いの林の中で休止している。若い個体は川の上空や滝つぼの周辺でせわしげに上下
移動しながら摂食する。特に石垣島では、ダム開発や近年の大型台風の襲来による河川環境のかく乱により、生息域
の環境が悪化し、雄のなわばり争いが見られないほど個体数が減少している。人為的な環境の改変、自然災害による
土砂流入等、河川環境のかく乱や既知産地での過度な採集圧が脅威となっており、2015年に石垣市自然環境保全条例
に基づく保全種に指定されている。IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 

 
参 考 文 献 ： 尾園 暁・川島逸郎・二橋 亮, 2012. 日本のトンボ. 文一総合出版, 東京. 

Wen-Chi Yeh, Hsin-Chieh Tang, Szu-Lung Chen and Mei-Hua Tsou, 2006. Three dragonflies (Odonata) newly 
recorded in Taiwan. Formosan Entomol., 26: 187-195. 

渡辺賢一・焼田理一郎・小浜継雄・尾園  暁, 2007. 沖縄のトンボ図鑑. ミナミヤンマ・クラブ, 東
京. 

 
執 筆 者 名 ： 焼田理一郎 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ウスバカマキリ 
分    類 ： 蟷螂目（カマキリ目） カマキリ科 
学    名 ： Mantis religiosa sinica Bazyluk, 1960 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 情報不足 (DD) 
 

本種は旧北区、東南アジアからアフリカまで広く分布する。12亜種に分けられており、日本産は亜種M. r. sinica Bazyluk
とされる。体長 52～66 mm。国内では北海道、本州、四国、九州、沖永良部島、沖縄諸島、先島諸島、国外では朝鮮
半島、中国、ロシア沿海地方に分布する。体色に緑色型と褐色型がある。前脚の基節に黒斑、腿節に黄斑があり、基
節の黒斑の中に黄白色斑をもつ個体もある。草地性で、河川敷、海岸、湿地周辺の草丈の低い草地、あるいは裸地が
混じる低木や双子葉植物が生える場所で見つかる。草の根際や地表にいることが多く、卵嚢も地表の石や枯木から見
つかる。沖縄では5月頃と10月頃の2回、成虫が出現する。灯火に飛来する。 

 
特 記 事 項  ： IUCNカテゴリー：Least Concern (LC)。 
参 考 文 献 ： 日本直翅類学会（編）, 2016. 日本産直翅類標準図鑑. 学研, 東京. 
 
執 筆 者 名 ： 杉本雅志 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： コバネササキリ 
分    類 ： 直翅目（バッタ目） キリギリス科 
学    名 ： Conocephalus japonicus (Redtenbacher, 1891) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 

体長11～17mm。通常は短翅型で、翅の先が腹端に届く程度である。稀に現れる長翅型では翅先が腹端をはるかに越え
る。体色に緑色型と褐色型の2型がある。緑色型は、腹部の黄色や赤褐色が目立つ。褐色型は個体数が少ない。後腿
節下面に3、4本の小さな棘がある。産卵器の長さは体長と同程度。後脚の腿節下面に棘がない。産卵器は短く、体長
の半分程度である。北海道、本州、四国、九州、トカラ列島、奄美大島、沖縄島、久米島、池間島、石垣島、西表島、
与那国島、南大東島、中国、台湾に分布。湿地草原性で、ヒメガマやカヤツリグサ科、イネ科の草地に生息する。沖
縄での周年経過はよくわかっていない。夜間、草の上部に登り、花穂や種、新芽をかじる。雄は発音するが、周波数
が高く聞き取りにくい。卵は単子葉植物の茎と葉の隙間に産み付ける。湿地の消失、河川改修などにより生息地は減
少している。 

 
参 考 文 献 ： 日本直翅類学会（編）, 2016. 日本産直翅類標準図鑑. 学研, 東京. 
 
執 筆 者 名 ： 杉本雅志 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ウスモンナギサスズ 
分    類 ： 直翅目（バッタ目） ヒバリモドキ科 
学    名 ： Caconemobius takarai (Ôshiro, 1990) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

体長9～13 mm。体色変異がある。体が濃褐色の個体は腹部背面に一対の淡色横斑が並ぶが、淡色の個体では黄褐色の
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頭部と腹部背面の褐色横斑を残して大部分が乳白色となる。後脚脛節背面の可動棘は内側に1本、外側に3本。本州、
四国、九州、伊豆諸島、小笠原、対馬、トカラ列島、奄美諸島、沖縄諸島、宮古諸島、八重山諸島に分布する。潮間
帯の岩の割れ目や海蝕洞などに群れで棲む。防波堤の隙間や消波ブロックに生息する場合もある。夜間活動性。夜間、
潮が引くと岩上や砂浜を徘徊し、甲殻類や魚の死体を食べる。沖縄ではほぼ1年中成虫が確認できる。体サイズや体
色に地域差があり、島ごとに遺伝的な分化が起きている可能性がある。 

 

原  記  載 ： Ôshiro, Y., 1990. Akitu, Kyoto, N. S., (117): 1-6. 
参 考 文 献 ： 日本直翅類学会（編）, 2016. 日本産直翅類標準図鑑. 学研, 東京. 
 
執 筆 者 名 ： 杉本雅志 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ヨナグニヒシバッタ 
分    類 ： 直翅目（バッタ目） ヒシバッタ科 
学    名 ： Hyboella aberrans Ichikawa, 1994 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 

体長 10～12 mm。褐色でずんぐりした短翅のヒシバッタ。複眼は小さく、頭頂を越えない。前胸背は幅広く、末端は
あまり突出せず、腹端と膝を越えない。背面はやや扁平で、前胸背中央部の隆起が目立ち、側縁は肩より末端3/4程
度まで太く縁取られる。与那国島と台湾に分布する。与那国島では3～6月に成虫が確認されている。湿地性で、水辺
にの枯草上や疎に草が生えた地面で見つかる。跳躍力は強く、しばしば水面に飛び出し、水面を泳いだり、水中の植
物にしがみついたりする。湿地の減少にともない生息地が減少している。移入されたカエル類が本種を捕食している
可能性がある。 

 
参 考 文 献 ： 日本直翅類学会（編）, 2016. 日本産直翅類標準図鑑. 学研, 東京. 
 
執 筆 者 名 ： 杉本雅志 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： クロイワゼミ 
分    類 ： 半翅目（カメムシ目） セミ科 
学    名 ： Muda kuroiwae (Matsumura, 1913) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 

体長は18～23 mm、前翅の開張は46～55 mm。体は背面全体が鮮黄緑色で斑紋はない。複眼は灰白色～橙灰色で幅広く、
その幅は両眼間とほぼ等しい。雌の産卵管は第9節を越えて伸びる。沖縄諸島に固有の種で、沖縄島、久米島、瀬底
島、浜比嘉島に分布するが、産地は局所的である。常緑広葉樹林の林縁部を好み、成虫は5月末から7月にかけて出
現する。ホルトノキ、クスノキ、ガジュマルなど常緑広葉樹の葉上や小枝に止まって鳴く。強い日周期をもち、鳴く
時間（合唱時間）は夕刻の19時頃から30分間程度で短い。近年の詳細な調査によって新たな産地が発見されている
が、逆に、開発等による森林減少によって産地が減少している。 

 
参 考 文 献 ： 林 正美・税所康正, 2015. 改訂版 日本産セミ科図鑑. 誠文堂新光社, 東京. 

佐々木健志・山城照久・村山 望, 2006. 沖縄のセミ. 新星出版, 那覇. 
 

執 筆 者 名 ： 林 正美 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ヒメミズカマキリ 
分    類 ： 半翅目（カメムシ目） タイコウチ科 
学    名 ： Ranatra unicolor Scott, 1874 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

ミズカマキリ R. chinensis Mayr に似ているが、小型で体長は24～32 mm。呼吸管が前翅より短く（体長の3分の2）、
前腿節の突起は歯状で中央に近い所にあり、その斜後方に剛毛束をもった隆起がある点でミズカマキリと区別される。
水田や池沼の水草の間に生息する。日本本土および琉球列島（沖縄島まで）、国外では朝鮮半島、ロシア極東、中国、
カザフスタン、中東などに分布する。沖縄県では沖縄島、伊平屋島、久米島、北大東島、南大東島に分布し、日本で
は沖縄島が分布の南限である。水田の減少、農薬汚染などで個体数が減少し、現在では主に河川や山地の池沼に生息
する。 

 
参 考 文 献 ： 朝比奈正二郎ほか, 1965. 原色昆虫大図鑑 Ⅲ. 北隆館, 東京. 

林 正美・宮本正一, 2005. 半翅目. “日本産水生昆虫”, 川合禎次・谷田一三（編）, 東海大学出版
会, 神奈川県. 

 
執 筆 者 名 ： 林 正美 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
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和    名 ： タイワンマツモムシ 
分    類 ： 半翅目（カメムシ目） マツモムシ科 
学    名 ： Enithares sinica (Stål, 1854) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧(NT)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

体長は 8～9 mm。背面は光沢のある灰白色～銀灰色で、頭部は黄緑色または淡青色となる。触角の後方となる前胸背
の側角付近は円く凹陥する。抽水植物の多い止水域（池沼や水路など）を好み、陰となる水面近くに静止し、腹面を
上にして泳ぐ。日本では沖縄島、宮古島、石垣島、小浜島、西表島、与那国島に分布するが、沖縄島や宮古島からは
近年の確認記録はない。国外では台湾、中国、ベトナム、フィリピンに分布する。 

 
参 考 文 献 ： 林 正美・宮本正一, 2005. 半翅目. “日本産水生昆虫”, 川合禎次・谷田一三（編）, 東海大学

出版会, 神奈川県. 
 
執 筆 者 名 ： 林 正美 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： オキナワマツモムシ 
分    類 ： 半翅目（カメムシ目） マツモムシ科 
学    名 ： Notonecta montandoni Kirkaldy, 1897 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT)  
 

体長は13～16 mmの大型美麗種。複眼は赤褐色、頭頂は淡黄色、前胸背に黒色紋があり、その周辺は淡黄色。前翅は
赤褐色～赤橙色で黒点を散在し、膜質部は黒色。日本では沖縄島（屋我地島を含む）だけに分布する。国外では中国、
ミヤンマー、インドに分布する。明るい開放的な水溜まり、山地の木陰となる池沼など、さまざまな止水域に局所的
に生息するが、開発などによって生息地が縮小ときに消失している。 

 
参 考 文 献 ： 東 清二ほか, 1987. 沖縄昆虫野外観察図鑑3. 沖縄出版, 沖縄. 

林 正美・宮本正一, 2005. 半翅目. “日本産水生昆虫”, 川合禎次・谷田一三（編）, 東海大学出
版会, 神奈川県. 

 
執 筆 者 名 ： 林 正美 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： サンゴアメンボ 
分    類 ： 半翅目（カメムシ目） サンゴアメンボ科 
学    名 ： Hermatobates schuhi Polhemus et Polhemus, 2012 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT)  
 

ビロード状の黒色で、多数の毛が生えているため、灰黒色にみえる。左右の複眼は大きく離れ、胸部がきわめて大き
く、一部の腹節と癒合する。腹部は特に短く、胸部後端の上側に付着する程度であり、後脚は体の後端近くにあるよ
うにみえる。雄前脚の腿節と脛節は太くなり、内側（腹面）には顕著な棘がある。体長は 3.4～4.0 mm。最近，学名
が変更されている。干潮時に活動し、海面をハエのように敏捷に滑走する。日本ではトカラ列島の中之島と宝島、奄
美大島、沖縄島、渡嘉敷島、久米島、石垣島、西表島に分布する。国外ではオーストラリア区に分布する。近年、陸
地からの多量の赤土流失により本種の生息しているサンゴ礁域の海水が濁り、赤土粒子の付着よって本種の生息環境
が悪化している。 

 
参 考 文 献 ： 林 正美・宮本正一, 2005. 半翅目. “日本産水生昆虫”, 川合禎次・谷田一三（編）, 東海大学

出版会, 神奈川県. 
Polhemus, J. T., and D. A. Polhemus, 2012. A review of the genus Hermatobates (Heteroptera: 

Hermatobatidae), with descriptions of two new species. Entomol. Am., 118: 202-241. 
 

執 筆 者 名 ： 林 正美 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： サンゴミズギワカメムシ 
分    類 ： 半翅目（カメムシ目） ミズギワカメムシ科 
学    名 ： Salduncula decempunctata Miyamoto, 1963 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

長翅型のみで、体長は2.5～3.4 mm。体背面は黒色～黒褐色で、前翅上に約10個の黄白色紋をもつ（その数や大きさ
には変異がある）。サンゴ礁地帯および岩礁地帯の潮間帯に生息し、干潮時の晴れ間に岩上を断続的に歩き回り、驚か
すと跳ね、時に短距離を飛翔する。日本ではトカラ中之島、奄美大島，沖縄島、久米島、石垣島、西表島、波照間島
に分布する。 
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参 考 文 献 ： 林 正美・宮本正一, 2005. 半翅目. “日本産水生昆虫”, 川合禎次・谷田一三（編）, 東海大学出
版会, 神奈川県. 

 
執 筆 者 名 ： 林 正美 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： メダカダルマカメムシ 
分    類 ： 半翅目（カメムシ目） カスミカメムシ科 
学    名 ： Astroscopometopus gryllocephalus (Miyamoto, Yasunaga et M.Hayashi, 1996) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 

体長は約4 mm。体背面は光沢のある褐色で、前翅上に2対の不明瞭な淡褐色の円い紋をもつ。体形では標準的なカス
ミカメムシだが、頭部は著しく縦長で扁平となり複眼は最上部にある。触角は複眼の下方から生じ、口元から生えて
いるようにみえる。本種はダルマカメムシ亜科に属し、狭い頭頂には2個の単眼がある。3～4月に山地の良好な照葉
樹林に生息し、林縁に生育するシマトネリコの樹皮下で発見されるが、稀である。捕食肉食性と考えられるが，詳し
い食性はわかっていない。石垣島と西表島の固有種。 

 
参 考 文 献 ： 東 清二（監修）, 2002. 琉球列島産昆虫目録 増補改訂版. 沖縄生物学会, 沖縄県西原町. 

安永智秀・高井幹夫・川澤哲夫（編）, 2001. 日本原色カメムシ図鑑 第2巻. 全国農村教育協会, 東
京. 

 
執 筆 者 名 ： 林 正美 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： タカラサシガメ 
分    類 ： 半翅目（カメムシ目） サシガメ科 
学    名 ： Elongicoris takarai Hidaka et Miller, 1959 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT)  
 

体長は25～30 mmの細長いカメムシ。体は淡黄褐色で、時に橙色を帯びる。腹部腹面の中央には暗色の縦条紋がある。
主として密生したチガヤからなる、日当たりのいい乾性草原に生息する。近年の放牧地や農耕地の造成によるチガヤ
草地の減少によりその数が少なくなった。沖縄島、石垣島、西表島に分布する。 

 
参 考 文 献 ： 東 清二（監修）, 2002. 琉球列島産昆虫目録 増補改訂版. 沖縄生物学会, 沖縄県西原町. 

安永智秀・高井幹夫・川澤哲夫（編）, 2001. 日本原色カメムシ図鑑 第2巻. 全国農村教育協会, 東
京. 

 
執 筆 者 名 ： 林 正美 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ミヤモトサシガメ 
分    類 ： 半翅目（カメムシ目） サシガメ科 
学    名 ： Stachyotropha miyamotoi Hidaka et Miller, 1959 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 

体長は15～17 mmで、体形は前種に似て細長いが、腹端部はやや広がり扁平となる。光沢のない淡黄褐色で、触角や
中脚はとても短い。中胸背小楯板は中央に深い縦溝があり、左右二つに分かれているように見える。前脚の腿節と脛
節には数本ずつの頑強な刺がある。長翅型だが、前翅端は腹端に達せず、第7腹節中程までである。日本固有種で、
沖縄島、宮古島、石垣島、西表島から記録されている。イネ科草本やカヤツリグサ類が優占する乾性草原にみられる
が、時に湿地環境でも発見される。 

 
参 考 文 献 ： 東 清二（監修）, 2002. 琉球列島産昆虫目録 増補改訂版. 沖縄生物学会, 沖縄県西原町. 

安永智秀・高井幹夫・川澤哲夫（編）, 2001. 日本原色カメムシ図鑑 第2巻. 全国農村教育協会, 東
京.  

 
執 筆 者 名 ： 林 正美 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： イワサキヘリカメムシ 
分    類 ： 半翅目（カメムシ目） ヘリカメムシ科 
学    名 ： Dasynus biguttatus (Matsumura, 1913) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

体長15～20 mm。体は暗黄褐色で、前翅革質部先端付近（前翅中央付近）に淡色の横条紋がある。体腹面は黄褐色で、
緑色を帯びるもの、橙色を帯びるものなど、色彩に変異がある。日本では沖縄島、石垣島、与那国島に分布する。国
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外では台湾から記録されている。石垣島では琉球石灰岩地帯にみられるオオクサボク（ウドノキ）の粘性のある実か
ら吸汁しているのが確認されている。 

 
参 考 文 献 ： 東 清二（監修）, 2002. 琉球列島産昆虫目録 増補改訂版. 沖縄生物学会, 沖縄県西原町. 

石川 忠・高井幹夫・安永智秀（編）, 2012. 日本原色カメムシ図鑑 第3巻. 全国農村教育協会, 東
京. 

金城政勝・林 正美, 1998. 琉球列島産カメムシ数種の寄生植物. Rostria, (47): 35-38. 
 

執 筆 者 名 ： 林 正美 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： フチベニヘリカメムシ 
分    類 ： 半翅目（カメムシ目） ヒメヘリカメムシ科 
学    名 ： Leptocoris rufomarginatus (Fabricius, 1794) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 

大型種で、体長は 15～25 mm。体は光沢のない黒色で、頭部、前胸背の両側および前翅の前縁は顕著に紅色となる。
前翅膜質部は全体が黒色。日本では沖縄島、石垣島、西表島に分布する。国外では台湾、東洋区、ミクロネシア、オ
ーストラリア区から記録されている。海岸植生環境に局所的にみられ、アカギモドキに依存する。西表島の海岸林で
は、アカギモドキの実に同属のアカヘリカメムシ L. augur Fabricius と混生するのが観察されている。 

 
参 考 文 献 ： 東 清二（監修）, 2002. 琉球列島産昆虫目録 増補改訂版. 沖縄生物学会, 沖縄県西原町. 

石川 忠・高井幹夫・安永智秀（編）, 2012. 日本原色カメムシ図鑑 第 3巻.全国農村教育協会, 東
京. 

金城政勝・林 正美, 1998. 琉球列島産カメムシ数種の寄生植物. Rostria, (47): 35-38. 
 

執 筆 者 名 ： 林 正美 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ホソツマジロカメムシ 
分    類 ： 半翅目（カメムシ目） カメムシ科 
学    名 ： Menida schultheissi (Breddin, 1898) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

細身のカメムシで、体長は5.5 mm程度。体背面はやや光沢のある黒色で、前胸背の中央部･前翅革質部の大部分･中胸
背小楯板の先端部および基側方にある1対の小斑などは淡褐色～黄白色である。頭部はきわめて大きく、その幅は体
幅の6割を超え、触角は非常に長い。耕作地や林縁などの周辺にある、メヒシバが生育するような乾性草地の地表に
発見されるが、産地は局所的で個体数も少ない。地上では素早く歩行する。日本ではトカラ中之島、沖縄島、石垣島、
西表島、与那国島から記録され、国外ではフィリピンに分布する。 

 
参 考 文 献 ： 東 清二（監修）, 2002. 琉球列島産昆虫目録 増補改訂版. 沖縄生物学会, 沖縄県西原町. 

石川 忠・高井幹夫・安永智秀（編）, 2012. 日本原色カメムシ図鑑 第 3巻. 全国農村教育協会, 東
京. 

 
執 筆 者 名 ： 林 正美 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： アマミヘビトンボ 
分    類 ： 広翅目（ヘビトンボ目） ヘビトンボ科 
学    名 ： Protohermes immaculatus Kuwayama, 1964 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

体長は28～42 mm、前翅の開張は52～78 mm。体の大部分と翅の斑紋はレモンイエロー。幼虫は河川の上流域で流水中
に生育し、水生昆虫などを捕食する。成虫は4月から5月に出現する。中琉球の固有種で、奄美大島、徳之島、久米
島に分布する。沖縄県内では久米島だけに分布し、生息域も極めて限定される。奄美諸島産と久米島産とを比較する
と、重要な分類形質である交尾器には差異がみられないが、翅の斑紋等に違いが認められ、久米島産は固有の個体群
と考えられる。久米島にはキクザトサワヘビやクメジマボタルなど河川に生息する遺存的な固有種が知られており、
本種も大陸と陸続きであった時代の遺存種である可能性がある。生息域が小さな島の清流に限定されていることから、
河川改修や赤土流入などによる生息環境の悪化が個体群の存続に強い影響を及ぼす懸念がある。 

 
参 考 文 献 ： 木村正明・林  文男, 2016. 日本産広翅目（ヘビトンボ目）の最近の分類体系と和名について. 月

刊むし, (541): 2-13. 
 
執 筆 者 名 ： 木村正明 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
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和    名 ： コウトウコガシラミズムシ 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） コガシラミズムシ科 
学    名 ： Haliplus kotoshonis Kano et Kamiya, 1931 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT)  
 

逆卵形の体に小さめの頭部をもつ体長3～4 mmの水生甲虫。上翅に亜会合線を欠く。後基節板は腹部第3節までを覆
い、側縁は縁取られない。県内では沖縄島・伊平屋島・久米島・石垣島・西表島および与那国島に、そのほか奄美大
島や台湾などにも分布する。水生植物の多い池沼や湿地などに棲む。現在、県内各地での生息状況は維持されている
と思われるが、今後、生息地の開発などにより数が減少する可能性がある。なお、近年、本種に近似する別種の存在
が指摘されており、これまで本種として同定された標本・記録の中には、この近似種が混同されている可能性がある。
本種は頭部に Tの字状の黒い模様があるが、近似種は頭部に模様を欠く。 

 
原  記  載 ： Kano, T. and K. Kamiya, 1931. Trans. of the Kansai Ent. Soc., 2: 1-4. 
参 考 文 献 ： 東  清二（監修）, 2002. 琉球列島産昆虫目録 増補改訂版. 沖縄生物学会, 西原町. 

環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室（編）, 2015. レッドデータブック 2014 －日本の
絶滅のおそれのある野生生物－ 5 昆虫類. ぎょうせい, 東京. 

 
執 筆 者 名 ： 青柳 克 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： トビイロゲンゴロウ 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） ゲンゴロウ科 
学    名 ： Cybister sugillatus Erichson, 1834 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 

卵形の体で、背面は緑色を帯びた黒色をしたゲンゴロウ。体長 18～25 mm。県内に産するコガタノゲンゴロウ C. 
tripunctatus orientalis など同属の3種は、背面の体側縁に黄色の条紋を持つことにより、本種と区別ができる。県内で
は沖縄島・伊平屋島・伊是名島・久米島・池間島・石垣島・西表島・与那国島および南大東島、県外ではトカラ列島
および奄美群島、国外では中国・台湾・東南アジア等に分布する。水生植物の茂る池沼や湿地、水田に生息する。現
在、県内各地での生息状況は維持されていると思われるが、今後、生息地の開発や圃場整備などにより数が減少する
可能性がある。 

 
原  記  載 ： Erichson, 1834. Nova Acta Leop. Carol., 16: 227. 
参 考 文 献 ： 東  清二（監修）, 2002. 琉球列島産昆虫目録 増補改訂版. 沖縄生物学会, 西原町. 
 
執 筆 者 名 ： 青柳 克 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： オオマルケシゲンゴロウ 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） ゲンゴロウ科 
学    名 ： Hydrovatus bonvouloiri Sharp, 1882 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT)  
 

背腹に強く膨隆した卵形の体をもち、全体が暗褐色をした小型ゲンゴロウ。体長 3～4 mm。マルケシゲンゴロウ属中
で本種のみが3 mmを超えることから、同属他種と区別できる。県内では、沖縄島・伊平屋島・伊是名島・屋我地島・
久米島・石垣島・西表島・小浜島および与那国島に分布する。国内では本州・四国・九州・甑島列島・トカラ列島、
国外では中国・台湾・東南アジア等に分布する。水生植物が密生する池沼や湿地に生息する。現在、県内各地での生
息状況は維持されていると思われるが、今後、生息地の開発などにより数が減少する可能性がある。 

 
原  記  載 ： Sharp, 1882. Sci. Trans. R. Dublin Soc., 2: 335. 
参 考 文 献 ： 東  清二（監修）, 2002. 琉球列島産昆虫目録 増補改訂版. 沖縄生物学会, 西原町. 
 
執 筆 者 名 ： 青柳 克 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： シャープツブゲンゴロウ 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） ゲンゴロウ科 
学    名 ： Laccophilus sharpi Regimbart, 1889 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT)  

 
逆卵形で、上翅に波状斑紋をもつ体長4 mm程のゲンゴロウ。上翅の模様は基部で中断されるも、不明瞭な横帯を形成
することで、同属他種と区別できる。県内では沖縄島・伊平屋島・伊是名島・伊計島・久米島・石垣島・西表島・小
浜島および与那国島に、県外では本州・四国・九州・甑島列島・奄美群島などに、国外では中国・台湾・東南アジア
などに分布する。湿地、水田など浅い水域に生息し、灯火に飛来する。県内各地に見られるが、圃場整備など湿地の
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開発により減少するおそれがある。 

 
原  記  載 ： Regimbart, 1889. Ann. Soc. Ent. Fr., 6(9): 151. 
参 考 文 献 ： 東  清二（監修）, 2002. 琉球列島産昆虫目録 増補改訂版. 沖縄生物学会, 西原町. 
 
執 筆 者 名 ： 青柳 克 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ヤエヤママルバネクワガタ 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） クワガタムシ科 
学    名 ： Neolucanus insulicola insulicola Y. Kurosawa, 1976 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT)  

 
雄は体長34.3～69.2 mm、雌は38.4～57.0 mm。雄雌とも体色は黒色で体形はやや平たい。雄の大あごの形は体の大き
さによって変化し、小歯型から大歯型まで連続してみられる。雄の大あごには、先端のすぐ後方と基部より1/3付近
の背面に、上向きのやや大きな歯状突起がある。また、小歯型では先端後方の上向き突起は小さくなり、基部よりの
突起は消失する。眼縁縁取りはほぼ直角かやや鋭角に張り出す。本種（基亜種）は石垣島、西表島に分布する。与那
国島には、亜種ヨナグニマルバネクワガタ N. insulicola donan が生息しており、体形が寸詰まりで丸みを帯びている。
日本には本属が4種分布し、このうち県内には本種を含め、オキナワマルバネクワガタ N. okinawanus 、チャイロマ
ルバネクワガタ N. insularis の 3種が生息する。沖縄島や久米島に分布するオキナワマルバネクワガタとは、雄の大
あごと眼縁の縁取りの形状で区別できる。奄美大島、徳之島に生息するアマミマルバネクワガタ N. protogenetivus も
近縁であるが、大型個体であっても大あごが長くならない点が本種と異なる。本種と同所的に生息するチャイロマル
バネクワガタは昼行性で、上翅が赤褐色で体長が18.8～36.6 mmと小型であることから本種と容易に区別できる。成
虫は 10 月初旬～12 月初旬にかけて出現する。夜行性で、発生初期はスダジイ、リュウキュウマツなどの古木に集ま
るが、その後林床を歩き回るようになる。幼虫はスダジイ、リュウキュウマツなどの古木の樹洞内に溜まった腐植質
を食しており、孵化後2年目の夏に蛹化し秋に羽化する。石垣島では、天然林改良事業によりスダジイなどの古木が
減少したため生息域が狭まっている。 
石垣市自然環境保全条例保全種 (2015年)。 

 
参 考 文 献 ： 東 清二ほか, 1987. ヤエヤママルバネクワガタ. “沖縄昆虫野外観察図鑑 2”, 沖縄出版, 

26-29. 
東 清二, 2013. 沖縄昆虫誌. 榕樹書林, 272pp. 
上野俊一・黒澤良彦・佐藤正孝, 1985. 原色日本甲虫図鑑（Ⅱ）. 保育社, 514pp. 
岡島秀治・荒谷邦雄, 2012. 日本コガネムシ上科標準図鑑. 学研教育出版, 432pp. 
黒澤良彦・岡島秀治・山口  進, 1988. クワガタムシ. 保育社, 207pp. 
 

執 筆 者 名 ： 松村雅史 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： オキナワカブトムシ 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） コガネムシ科 
学    名 ： Allomyrina dichotoma takarai Kusui, 1976 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 情報不足 (DD) 
 

沖縄諸島の固有亜種で、伊平屋島・沖縄島・瀬底島・伊江島に分布する。久米島には別亜種A. d. inchachinaが分布す
る。体長は 30～50 mm。雄は光沢のある黒色から黒褐色で、雌は一面に黄灰色の短毛を密生し光沢はなく暗褐色であ
る。日本本土亜種 A. d. septentrionalisに比べ、体長に比べ雄の頭角と胸角の発達が悪い個体が多い。雌では前胸背板中
央の縦溝が非常に浅く、前縁付近で横に弱く二叉するなどの点で本土亜種と区別できる。沖縄島では、中部から北部
地域にかけての森林に生息するが、中部や本部半島では分布は局所的で個体数も少ない。また伊平屋島、瀬底島、伊
江島では採集記録が少なく、個体数は非常に少ないと推察される。分子系統解析の結果から、本亜種と久米島亜種は
大陸などに分布する基亜種も含めた他の亜種とは遺伝的な差異が大きく、種としてのカブトムシの中では最も祖先的
で独自性の高いことが示されている。森林伐採、ダムやゴルフ場建設のほか、中部地域での丘陵地の林や御嶽林の開
発によって生息場所が狭められており、個体数は減少している。また、ペット用に移入された日本本土亜種が野外で
繁殖している可能性も示唆されており、それらとの交雑や競合などによる本亜種の衰退が懸念される。 

 
原  記  載 ： 楠井善久, 1976. 沖縄のカブトムシについて. 昆虫学評論, 29(1/2): 51-54. 
参 考 文 献 ： 荒谷邦雄, 2015. オキナワカブトムシ. “レッドデータブック 2014 －日本の絶滅のおそれのある

野生生物－ 5 昆虫類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室（編）,ぎょうせい, 東
京, 470. 

掘  繁久, 1987. カブトムシ. “改訂沖縄昆虫野外観察図鑑 第 2 巻 甲虫目”, 沖縄出版, 沖縄, 
82. 

岡島秀治・荒谷邦雄（監修）, 2012. 日本産コガネムシ上科標準図鑑. 学習研究社. 東京. 
上野俊一・黒澤良彦・佐藤正孝, 1985. 原色日本甲虫図鑑（Ⅱ）. 保育社, 大阪.   
         

執 筆 者 名 ： 佐々木健志 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
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和    名 ： ノブオオオアオコメツキ 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） コメツキムシ科 
学    名 ： Campsosternus nobuoi Ôhira, 1966 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT)  

 
体長は 30～35 mm、体全体が光沢のある緑青色ないし藍色の大型美麗種。触角は扁平で、第 3 節より先は鋸歯状を呈
する。前胸腹板突起は水平状で太い。与那国島の固有種である。石垣島と西表島に生息する同属のヨツモンオオアオ
コメツキ C. matsumurae は前胸背板の両側前縁と後縁部に暗赤色の斑紋があり、体色が緑色である点で区別される。
成虫は6～8月にみられ、日中、林縁を飛びまわり、カラスザンショウなどの樹液に集まる。また時として灯火に飛来
する。幼虫は朽木内に住み他の昆虫類を食していると考えられる。狭小な与那国島では土地造成などの環境の変化に
より絶滅が危惧されるが、現時点での個体数は多い。 

 
参 考 文 献 ： 青木一宰・鈴木 亙, 2009. 月刊むし, (461): 62. 

大平仁夫, 1970. 日本のコメツキムシ. 昆虫と自然, 5(6): 15. 
黒澤良彦・久松定成・佐々治寛之, 1985. 原色日本甲虫図鑑（Ⅲ）. 保育社, 500pp. 
 

執 筆 者 名 ： 松村雅史 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ノブオフトカミキリ 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） カミキリムシ科 
学    名 ： Peblephaeus nobuoi (Breuning et Ohbayashi, 1966) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠB類 (EN) 

 
体長は 15～22 mm。上翅端は内角が突出せず外角は短く突出する。上翅に灰白色の太くて密な微毛に覆われ、光沢を
欠き無紋か不明瞭な波型の帯がある。触角は雄では茶褐色の単色か第3～5節がかすかに2色状、第6節基半で上翅端
を越える。雌は第3～6節が茶褐色、灰白色の2色状、第7節で上翅端を越える。与那国島の固有種である。同島に生
息する同属のウスイロフトカミキリ P. yonagunii は上翅端が強くえぐられ、内外角が鋭く尖ることで区別できる。ま
た、石垣島、西表島に生息するイシガキフトカミキリ P. ishigakianus は上翅が細い褐色の微毛で被われ、波型の横紋
が現れることで区別できる。成虫は4～8月に出現し広葉樹の枯枝などから得られる。幼虫はスダジイの根元から生え
るひこばえなどを食している。森林伐採などの環境の変化により絶滅が危惧される。 

 
参 考 文 献 ： 大林延夫・新里達也共編, 2007. 日本産カミキリムシ. 東海大学出版会, 818pp. 

草間慶一・高桑正敏ほか, 1984. 日本産カミキリ大図鑑. 講談社, 565pp. 
 

執 筆 者 名 ： 松村雅史 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： タイワンハナダカバチ 
分    類 ： 膜翅目（ハチ目） ギングチバチ科 
学    名 ： Bembix formosana Bischoff, 1913 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT)  
 

体長は 13～18 mm、上唇が長く先端に向かって尖り「鼻高」の状態を呈す。胸から腹には黄白色と黒の縞模様の斑紋
をもつ、美しくて大型の狩人蜂である。本種の生態に関する報告例は少ないが、同属のニッポンハナダカバチB.niponica
と同様の生態と考えられる。本種の営巣活動は初夏に観察されている。国内では先島諸島のみに分布し、多良間島、
水納島 (多良間村)、石垣島、竹富島、西表島から記録がある。国外では台湾に分布する。ニッポンハナダカバチは中
国大陸から朝鮮半島、日本列島（北海道～九州・屋久島まで）に広く分布する。繁殖には、まとまった規模の砂質の
裸地が必要である。国内での生息域は海岸周辺に限定され、海岸林の内陸側が生育に適した場所である。このような
場所は、古くから耕作地などとして人の生活に利用されており、自然状態での好適な繁殖環境は人口の少ない離島な
どにわずかに残っている。海岸近くの人工的な荒れ地での営巣も確認されているが、このような場所も改変されてし
まう可能性が高く、生息基盤はかなり脆弱と言える。 

 
参 考 文 献 ： 山根正気・幾留秀一・寺山 守, 1999. 南西諸島産有剣ハチ・アリ類検索図説. 北海道大学図書刊

行会, 北海道. 
渡辺恭平・小林純子・吉澤聡史, 2012. 西表島におけるタイワンハナダカバチの観察. つねきばち, 
(20): 53-54. 

寺山 守・須田博久（編）, 2016. 日本産有剣ハチ類図鑑. 東海大学出版部, 神奈川. 
 

執 筆 者 名 ： 木村正明 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ヨナグニサン 
分    類 ： 鱗翅目（チョウ目） ヤママユガ科 
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学    名 ： Attacus atlas (Linnaeus, 1758) 
方  言  名 ： アヤミハビル 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT)  

 
世界最大級の蛾として知られ、雄は開帳185 mm内外、雌は開帳200 mm内外。年3化から4化で、成虫は3月から11
月にかけて出現するが、それぞれの発生期間は短く、いつでも成虫が見られるというわけではない。アカギ、トベラ、
ショウベンノキなど多くの植物が食餌植物として記録されている。与那国島ではキールンカンコノキとアカギが主要
な食餌植物である。国内では石垣島、西表島、与那国島に分布。国外では台湾、中国、マレーシアからインド、スン
ダランドに広く分布する。与那国島では低地から山地まで島の広い範囲に生息しているが、西表島での生息地はおも
に低地の樹林周辺に限られ、個体密度も高くない。石垣島では1973年に得られた標本を最後に記録が途絶えており、
絶滅したものと考えられる。低地林の減少に伴い生息域は狭められている。 
 

特 記 事 項  ： 沖縄県指定天然記念物（1985年）。 
参 考 文 献 ： 木村正明, 2008. 南西諸島産蛾類概説. 昆虫と自然, 43(13): 23-27. 

岸田泰則, 2011. ヤママユガ科. “日本産蛾類標準図鑑”, 岸田泰則（編）, 学研教育出版, 東京, 
1: 323-326. 

 
執 筆 者 名 ： 木村正明 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

 5 ) 絶滅のおそれのある地域個体群(LP) 

 

 
和    名 ： リュウキュウルリモントンボ 
分    類 ： 蜻蛉目（トンボ目） モノサシトンボ科 
学    名 ： Coeliccia ryukyuensis ryukyuensis Asahina, 1951 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅のおそれのある地域個体群（伊平屋島、慶良間諸島） (LP)    環境省カテゴリー： 該当なし 
 

細身で大型のイトトンボ。翅胸前面にルリ色の斑紋がある。雄は腹長 37～44 mm、後翅長 23～29 mm。雌は腹長 36～
42 mm、後翅長23～29 mm。黄色の地に黒色条斑がある。成熟すると雄は胸が青色に、雌は黄緑色になるが、雌には2
タイプあって、雄と同様に胸部が青い個体がある。尾端は雌雄とも黄色。沖縄諸島の固有亜種で、沖縄島、伊平屋島、
久米島、渡嘉敷島、座間味島、阿嘉島に分布する。亜種アマミルリモントンボ C. r. amamii Asahina は奄美大島と徳
之島に分布する。雄の前肩条（翅胸前面のルリ色の斑紋）に地理的変異がある。沖縄島産では前肩条は下半部だけで
短い（数は少ないが、伊平屋型も見られる）。伊平屋島産では上端に不連続な斑紋があり、上端まで延びるものもあ
る（伊平屋型）。渡嘉敷島産は基本的に沖縄島型であるが、この斑紋が消失している黒化型の個体もある。しかし、
前肩条の地理的変異については十分調査されていない。成虫は2月～12月に見られ、冬季には少ない。樹木の茂った
うす暗い水辺を好む。産卵は雌雄連結して、水中の植物に行われる。幼虫は落葉のたまった川の淀みや林内の水たま
りで見つかる。沖縄島では沖縄市・読谷村以北の山間河川で普通に見られるが、伊平屋島や慶良間諸島の島々では生
息域が狭く、人為的な環境の改変や自然災害による土砂流入等により、生息地が失われるおそれがある。 
 

特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Endangered (EN)。 
原  記  載 ： Asahina, S., 1951. New dragonflies from the northeastern Asia (Odonata). Kontyû, 19(1): 15-22, 3pls. 
参 考 文 献 ： 安里 進, 1968. 沖縄諸島の蜻蛉Ⅰ 渡嘉敷島及び伊平屋島の蜻蛉類. Tombo, 11(3-4): 25-29. 

尾園 暁・川島逸郎・二橋 亮, 2012. 日本のトンボ. 文一総合出版, 東京. 
渡辺賢一・焼田理一郎・小浜継雄・尾園 暁, 2007. 沖縄のトンボ図鑑. ミナミヤンマ・クラブ, 東
京. 

 
執 筆 者 名 ： 焼田理一郎 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： チビサナエ沖縄諸島亜種（オキナワオジロサナエ） 
分    類 ： 蜻蛉目（トンボ目） サナエトンボ科 
学    名 ： Stylogomphus ryukyuanus asatoi Asahina, 1972 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅のおそれのある地域個体群（慶良間諸島） (LP)     環境省カテゴリー： 該当なし 
 

日本最小のサナエトンボ。腹長26～28 mm、後翅長20～22 mm。翅胸前面は黒色で八字型の黄斑がある。胸部側面は黄
色で2本の黒条がある。雄尾部上付属器は大部分が白く、側面からみると後半は著しく反り返り先端がとがる。雌の
尾毛は背面が白色でトゲ状。九州から奄美諸島にかけて分布するチビサナエ S. r. ryukyuanus Asahina の沖縄諸島亜種
で、沖縄島と渡嘉敷島、阿嘉島に分布する。山地渓流に生息し、成虫は5月下旬から8月下旬に見られる。羽化最盛
期は6月から7月で、川沿いで羽化後の個体の飛び立ちが多数観察される。しかしその後未熟・成熟成虫ともあまり
見られなくなる。成熟した雄は樹冠に覆われた木漏れ日の差すような流れの岸の砂礫に止まっていることが多い。交
尾は川沿いの葉上で行われる。産卵は雌単独で流れのゆるやかな浅い場所で行う。雌はホバリングを交えながら、間
欠打水産卵を行う。幼虫は流れのゆるやかな砂泥底にすむ。沖縄島北部の渓流に多いが、阿嘉島の生息域は狭く、個
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体数はかなり少ないと思われる。渡嘉敷島の生息状況についてはよく分かっていない。渡嘉敷島と阿嘉島では生息域
が狭く、人為的な環境の改変や自然災害による土砂流入等により、生息地が失われるおそれがある。 

 

特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Endangered (EN)。 
原  記  載 ： Asahina, S., 1972. Additional notes to the knowledge of the odonate fauna of Taiwan and the Ryukyus. 

Tombo, 15(1/4): 2-9. 
参 考 文 献 ： 尾園 暁・川島逸郎・二橋 亮, 2012. 日本のトンボ. 文一総合出版, 東京. 

渡辺賢一・焼田理一郎・小浜継雄・尾園 暁, 2007. 沖縄のトンボ図鑑. ミナミヤンマ・クラブ, 東
京. 

 
執 筆 者 名 ： 焼田理一郎 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： タイワンオジロサナエ八重山亜種（ワタナベオジロサナエ） 
分    類 ： 蜻蛉目（トンボ目） サナエトンボ科 
学    名 ： Stylogomphus shirozui watanabei Asahina, 1984 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅のおそれのある地域個体群（石垣島） (LP)     環境省カテゴリー： 該当なし 
 

黒の地に黄色の条斑がある小型のサナエトンボ。腹長31～32 mm、後翅長23～25 mm。翅胸前面は黒色で八字型の黄斑
がある。胸部側面は黄色でN字型の黒斑がある。雄尾部上付属器は白く、側面からみると後半は反り返り先端がとが
る。雌の尾毛は背面が白色でトゲ状。台湾に生息するタイワンオジロサナエ S. s. shirozui Asahina の八重山亜種で、
石垣島と西表島だけに分布する。沖縄諸島に分布するチビサナエ沖縄諸島亜種（オキナワオジロサナエ） S. ryukyuanus 
asatoi Asahina に似るが、胸部側面の斑紋の違いで区別できる。山地渓流に生息し、成虫は5月中旬から8月下旬に見
られる。羽化は中流域のゆるやかな流れの日当たりの良い場所で行われる。羽化直後のテネラルな個体の飛び立ちは
よく観察されるが、未熟・成熟成虫ともあまり見ることができない。交尾行動についてはよく分かっていない。雌は
単独で流れのゆるやかな浅い場所で、ホバリングを交えながら、間欠打水産卵を行う。幼虫は流れのゆるやかな砂泥
底にみられる。現在確認されている石垣島の生息域は狭く、個体数はかなり少ないと思われる。生息環境が脆弱で、
林道からの土砂流入や付近にある耕作地からの農薬流入等で容易に生息地が失われる可能性がある。 
 

特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Endangered (EN)。 
原  記  載 ： 朝比奈正二郎, 1984. ワタナベオジロサナエ（新称）の記載. ちょうちょう, 7(9): 7-9. 
参 考 文 献 ： 尾園 暁・川島逸郎・二橋 亮, 2012. 日本のトンボ. 文一総合出版, 東京. 

渡辺賢一・焼田理一郎・小浜継雄・尾園 暁, 2007. 沖縄のトンボ図鑑. ミナミヤンマ・クラブ, 東
京.  

焼田理一郎, 2009. タイワンオジロサナエ八重山亜種を再発見. Tombo, 52: 15-16. 
 

執 筆 者 名 ： 焼田理一郎 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

和    名 ： ホソミシオカラトンボ 
分    類 ： 蜻蛉目（トンボ目） トンボ科 
学    名 ： Orthetrum luzonicum (Brauer, 1868) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅のおそれのある地域個体群（宮古島） (LP)     環境省カテゴリー： 該当なし 
 

ほっそりとした体形のシオカラトンボの仲間。腹長29～33 mm、後翅長30～35 mm。翅胸、腹部は黄褐色で黒色の条斑
がある。雄は成熟すると胸部、腹部全体に青灰色の粉を帯びる。国外では、インド、東南アジア、台湾などに分布す
る。国内では屋久島、トカラ列島、沖縄島、宮古島、石垣島、西表島、波照間島、与那国島などに分布する。ごく緩
やかに水が流れているような湿地などに生息している。成虫の出現期は、沖縄島では4月から11月。八重山諸島では
一年中見られる。成熟した雄は、植物などに静止して縄張りをもつ。雌は単独で密生する植物の間に潜り込み、連続
的に打水産卵する。この間、雄が警護飛翔することもある。宮古島では生息地が2か所しかなく、それぞれ小面積で
個体数が少ない。 

 
特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Brauer, 1868. Neue und wenig bekannte vom Herrn Doct. Semper gesammelte Odonaten.Verh. Zool.-bot. Ges. 

Wien, 18: 169. 
参 考 文 献 ： 尾園  暁・川島逸郎・二橋  亮, 2012. 日本のトンボ. 文一総合出版, 東京. 

渡辺賢一・焼田理一郎・小浜継雄・尾園  暁, 2007. 沖縄のトンボ図鑑. ミナミヤンマ・クラブ, 東
京. 

 
執 筆 者 名 ： 焼田理一郎 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： コフキオオメトンボ 
分    類 ： 蜻蛉目（トンボ目） トンボ科 
学    名 ： Zyxomma obtusum Albarda, 1881 
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カ テ ゴ リ ー ： 絶滅のおそれのある地域個体群（南・北大東島） (LP)     環境省カテゴリー： 該当なし 
 

やや細身の中型トンボ。翅端に広い褐色斑があるのが特徴。腹長33～37 mm、後翅長35～39 mm。全身が褐色。雄は成
熟すると胸部、腹部、翅脈の大部分に白粉を帯びる。国外では、スマトラ、ジャワ、ボルネオ、フィリピンなどに分
布する。国内では本来、大東諸島の北大東島と南大東島のみに分布する。1996年に西表島、2001年には波照間島でも
本種が採集され、西表島では数年間にわたり発生を繰り返したが、ここ数年は、確実な記録がない。八重山諸島には
南方から飛来してきたと推定され、大東諸島に古くからいる個体群とは異なると考えられる。大東諸島では、林に囲
まれた抽水植物がよく繁茂した池沼や、アダンが密生した大きな池などに生息している。成虫の出現期は3月下旬か
ら12月上旬。薄明・薄暮に活動する。日中は池のまわりの林の中で休止している。成熟した雄は、早朝や夕刻に池の
縁に沿って水面上10～20 cmの高さを、ホバリングをまじえながら直線的に3～7 mの範囲をパトロールする。暗い池
の上を飛ぶ「白いトンボ」は印象的である。雄は産卵に来た雌を捕らえ、交尾する。交尾は飛びながら行われ、5～10
秒で終わる。交尾後、雌は直ちに産卵する。産卵中、雄は雌の近くを往復飛翔し警護する。南・北大東島では生息範
囲が狭く、南大東島のある産地では、ウキクサの大量発生により、産卵場所がなくなり、本種を含むトンボがほとん
ど見られなくなるなど、開発等の生息地の環境破壊がなくても生息地が失われる可能性がある。 

 
原  記  載 ： Albarda, 1881. Neuroptera. Systemattische lijst, met beschrijving der nieuwe of weinig bekende scoorten. 

Veth, Pieter Jan ed.: Midden-Sumatra, Reizen en onderzoekingen der Sumatra-Expeditie, uitgerust door het 
aardrijkskundig genootschap, 1877-1879. E. J. Brill. Leiden., 1, 26pp. 

参 考 文 献 ： 尾園  暁・川島逸郎・二橋  亮, 2012. 日本のトンボ. 文一総合出版, 東京. 
渡辺賢一・焼田理一郎・小浜継雄・尾園  暁, 2007. 沖縄のトンボ図鑑. ミナミヤンマ・クラブ, 東
京. 

 
執 筆 者 名 ： 焼田理一郎 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： マダラゴキブリ 
分    類 ： 蜚蠊目（ゴキブリ目） マダラゴキブリ科 
学    名 ： Rhabdoblatta guttigera (Shiraki, 1906) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅のおそれのある地域個体群（座間味島、阿嘉島） (LP)     環境省カテゴリー： 該当なし 
 

体長は雄25 mm内外、雌30 mm内外。腹端に届く程度の翅がある。全体に淡褐色で暗色斑が散在する。前胸背中央に
大きな黒褐色斑があるが、斑紋は個体差が大きい。九州南部、種子島、奄美大島、沖縄諸島に分布し、トカラ列島に
トカラマダラゴキブリ R. takarana Asahina 、石垣島、西表島にヤエヤママダラゴキブリ R. yaeyamana Asahina が分布
する。森林内を流れる渓流周辺の石下や落葉の間に棲み、浅い水中にも入る。夜間、枯葉を食べる。成虫は5～7月に
多く、樹上で見られる。雄は薄暮に飛翔する。沖縄島では沖縄市以北の森林に普通に見られるが、座間味島と阿嘉島
の生息地は局所的で環境基盤が脆弱で、森林の荒廃、除草剤や殺虫剤による水質悪化、河川上流域の開発による土砂
の流入などで失われるおそれがある。 

 
参 考 文 献 ： 日本直翅類学会（編）, 2016. 日本産直翅類標準図鑑. 学研, 東京. 
          青柳  克, 2017. 沖縄諸島3島からマダラゴキブリ初記録，ならびに幼虫におけるサツマゴキブリと

の識別点. 月刊むし, (553): 42-43. 
 
執 筆 者 名 ： 杉本雅志 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： セグロイナゴ 
分    類 ： 直翅目（バッタ目） イナゴ科 
学    名 ： Shirakiacris shirakii (Bolívar, 1914) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅のおそれのある地域個体群（沖縄島） (LP)     環境省カテゴリー： 該当なし 
 

体長は雄35 mm前後、雌50 mm前後。全体褐色で前翅に小暗色斑を散らす。複眼に数本の縦縞がある。前胸背面は平
たく、暗色でその両側に淡色線がある。後腿節下面と後脛節先半は赤橙色。後翅は透明。国内では本州・四国・九州・
南西諸島に、国外では台湾、朝鮮半島、中国東部～北東部、カシミール、パキスタン、イランに分布する。沖縄島で
は、読谷村、嘉手納町、金武町、宜野座村から見つかっているが、生息場所は局所的である。沖縄島では6～8月に成
虫が確認されており、卵越冬年1化と考えられる。沖縄島ではチガヤなどの草地と裸地が入り混じり、所々に木陰が
ある環境で見つかる。先島諸島の個体群は生態や形態に差異があり、イシガキセグロイナゴ Shirakiacris sp.とされる場
合がある。 

 
参 考 文 献 ： 日本直翅類学会（編）, 2016. 日本産直翅類標準図鑑. 学研, 東京. 
 
執 筆 者 名 ： 杉本雅志 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ツマグロゼミ 
分    類 ： 半翅目（カメムシ目） セミ科 
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学    名 ： Vagitanus terminalis (Matsumura, 1913) 
方  言  名 ： ヌスピガーラ（宮古） 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅のおそれのある地域個体群（宮古島）(LP)     環境省カテゴリー： 絶滅のおそれのある地域

個体群（宮古島） (LP)  
 

体は黒色の地に淡緑色、淡青色、橙黄色、茶色の斑紋があり、前翅の先端に小さな暗色紋のある小型の美しいセミで、
体長は 19～27 mm。宮古島の個体は青味が強く、美麗である。わが国では宮古島以南に分布し、宮古島では産地が局
限される。同島では集落、人家付近のイスノキに限って生息し、生息範囲もきわめて狭い。生息環境の減少により、
絶滅の危険性がある。八重山諸島では石垣島、竹富島、黒島、小浜島、新城島、西表島、波照間島、与那国島に普通
に見られる。国外では台湾、中国に分布する。宮古島での生息地は島南部の狭い地域（旧上野村および旧城辺町の一
部）に限られる。イスノキに依存しているが、イスノキは耕作地化のため伐採されつつあり、生息範囲は縮小ぎみで
ある。宮古島市の天然記念物に指定して保護するとともに生息木のイスノキの植林や増殖事業を行っている。 
 

特 記 事 項  ： 宮古島市指定天然記念物（1987年）。宮古島市自然環境保全条例保全種（2005年）。 
原  記  載 ： 松村松年, 1939. 新日本千虫図解 1. 警醒社書店, 東京. 
参 考 文 献 ： 林 正美・税所康正, 2015. 改訂版 日本産セミ科図鑑. 誠文堂新光社, 東京. 

佐々木健志・山城照久・村山 望, 2006. 沖縄のセミ. 新星出版, 那覇. 
上野村教育委員会（編）, 1990. 上野村指定天然記念物 ヌスピガーラ ツマグロゼミ生態報告書.  
 

執 筆 者 名 ： 林 正美 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： アシブトカタビロアメンボ 
分    類 ： 半翅目（カメムシ目） カタビロアメンボ科 
学    名 ： Rhagovelia esakii Lundblad, 1937 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅のおそれのある地域個体群（宮古島） (LP)     環境省カテゴリー： 該当なし 
 

体は光沢のない黒色で、脚の基部は淡褐色。顔は前方に突出せず、複眼は大きい。脚の跗節は3節からなり、雄の前
脚は太く、腹面中央付近に2～3本の小棘がある。中脚跗節の爪は扇子状に広がる毛束に変化し、瞬発的な遊泳に適し
ている。通常無翅型だが、ときに長翅型が現れる。渓流などの流水上で生活し、特殊な構造の中脚跗節によって敏捷
に滑走し、成虫と幼虫による小集団を形成する。石垣島と西表島の山地渓流にはごく普通にみられ、最近（2013年）
に宮古島からも確認された。宮古島では流水環境がきわめて少なく、島内のごく限られた場所に生息する。個体数も
多くなく、わずかな環境変化で絶滅する可能性が高い。 

 
参 考 文 献 ： 青柳 克, 2013. 宮古島からアシブトカタビロアメンボ初記録. Rostria, (55): 25-26. 

東 清二（監修）, 2002. 琉球列島産昆虫目録 増補改訂版. 沖縄生物学会, 沖縄県西原町. 
林 正美・宮本正一, 2005. 半翅目. “日本産水生昆虫”, 川合禎次・谷田一三 (共著), 東海大学
出版会, 神奈川県. 

 
執 筆 者 名 ： 林 正美 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： シロヘリハンミョウ琉球亜種（オキナワシロヘリハンミョウ） 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） ハンミョウ科 
学    名 ： Callytron yuasai okinawense Hori et Cassola, 1989 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅のおそれのある地域個体群（沖縄島） (LP)     環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 

 
体長は 9～12 mm。成虫は沖縄島では 6～7 月海岸の岩礁や泥地の波打ち際に現れる。トカラ列島以南の南西諸島に生
息する。屋久島以北～本州に生息するシロヘリハンミョウC. yuasai の亜種である。シロヘリハンミョウとは側縁の白
帯が発達することで区別される。海岸の岩礁地帯や河口のマングローブ帯に生息しているが、沖縄島においては護岸
工事の影響で良好な生息環境が減少しており、個体数も減少している。先島諸島では生息に適した環境が多く残され
ており、西表島では海岸から内陸部まで見られる。 

 
参 考 文 献 ： 上野俊一・黒澤良彦・佐藤正孝, 1985. 原色日本甲虫図鑑 (Ⅱ). 保育社, 514pp. 

長田  勝, 2009. オキナワシロヘリハンミョウ.佐々木健志（編）琉球大学資料館（風樹館）収蔵タ
イプ標本目録. 琉球大学資料館 (風樹館), p16. 

 
執 筆 者 名 ： 松村雅史 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ダルマガムシ属の一種 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） ダルマガムシ科 
学    名 ： Hydraena sp. 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅のおそれのある地域個体群（渡名喜島・座間味島） (LP)     環境省カテゴリー： 該当なし 
 

前胸と上翅の接点が狭まり、やや細いだるま状の体形をした微小な甲虫。体長は1.5 mm内外。体は全体的に暗褐色を



<昆虫類> 

395 
 

呈し、前胸背と上翅は密に点刻され、上翅端は丸まる。小顎髭は触角より長く、第4節（末端節）は第3節より長い。
渡名喜島及び座間味島に分布する。県内からは同属種が6種知られ、沖縄島にオキナワダルマガムシ H. okinawaensis 
及びサウタケダルマガムシ H. sautakei 、伊平屋島にイヘヤダルマガムシ H. iheya 、西表島にイリオモテダルマガム
シ H. iriomotensis 、ヤエヤマダルマガムシ H. socius 及びサトウダルマガムシ H. satoi がそれぞれ分布する。いずれ
の種も体長1.0～1.5 mmと微小で、どの種も酷似し、種の同定には雄の交尾器を観察する必要がある。本種は、渓流
域の細流の岩肌などから採集されている。渡名喜島および座間味島はいずれも渓流域が小さく、両島の産地では少数
個体が生息するのみである。琉球列島のダルマガムシ属は島ごとに種分化しており、渡名喜島および座間味島の両個
体群は種分化を研究する際にも貴重な存在である。 

 
参 考 文 献 ： 青柳 克, 2013. 渡名喜島の水生昆虫（トンボ・カメムシ・コウチュウ）. 琉球の昆虫, (37): 23-29. 

青柳 克, 2013. 座間味島の水生昆虫（トンボ・カメムシ・コウチュウ）. 琉球の昆虫, (37): 18-22. 
吉富博之, 2003. 日本産ダルマガムシ科. 昆虫と自然, 38(2): 23-26. 
 

執 筆 者 名 ： 青柳 克 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： タマガムシ 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） ガムシ科 
学    名 ： Amphiops mater Sharp, 1873 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅のおそれのある地域個体群（沖縄諸島） (LP)     環境省カテゴリー： 該当なし 
 

背方に強く隆起した半球状の体形をもち、全体的に暗褐色を呈するガムシ。体長は3.5 mm前後。複眼は上下に2分さ
れ、上翅には8点刻列を備えるが基部では不明瞭であり、中脛節には長い遊泳毛をもつ。体色は黒褐色・赤褐色・淡
褐色などと変異に富む。県内では、沖縄島・伊平屋島・伊是名島・石垣島・西表島・小浜島および与那国島に分布す
る。国内では本州・四国・九州および甑島列島に、国外では中国および朝鮮半島に分布する。国内からタマガムシ亜
科 Chaetarthrinae は本種のみが知られ、近縁な種はいない。本種は、水生植物がある池や水田に生息し、水草や枯れ
枝などに白い卵嚢を産み付ける。1990年頃までは沖縄諸島の各島に少数見られた。沖縄諸島では、近年の採集例がな
い。一方、八重山諸島では、比較的安定して生息している。農薬汚染などが生存に対する脅威である。 

 
原  記  載 ： Sharp, D., 1873. Trans. R. Ent. Soc. Lond., 1: 62. 
参 考 文 献 ： 神奈川県, 2008. タマガムシ. 神奈川県レッドデータブック2006WEB版, 

http://conservation.jp/tanzawa/rdb/, 2016年 9月閲覧. 
松井英司, 1990. 琉球列島で採集した水生甲虫類 (2). 北九州の昆蟲, 37(3): 163-170. 
 

執 筆 者 名 ： 青柳 克 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： コガムシ 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） ガムシ科 
学    名 ： Hydrochara affinis (Sharp, 1873) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅のおそれのある地域個体群（八重山諸島） (LP)     環境省カテゴリー： 情報不足 (DD) 
 

楕円形で黒色の体に、赤褐色の脚をもつ中型のガムシ。体長は16～18 mm。小顎髭の第 4節（末端節）は第 3節より
短い。中胸腹板隆起の中央に溝はない。後胸腹板突起は短く、後基節間からほとんど突出しない。県内では、宮古島・
伊良部島・西表島および波照間島に分布する。国内では北海道・本州・四国・九州・対馬・徳之島および与論島に、
国外ではロシア東部・モンゴル・中国および朝鮮半島に分布する。県内に同属の種は分布しない。本種は、水溜りな
どの一時的な止水域に生息し、成虫は灯火に飛来する。八重山諸島では、近年の採集例がない。一方、宮古諸島では、
近年も確認されており、低密度ながら生息しているようである。生存に対する脅威は不明であるが、圃場整備・農薬
汚染などの可能性が挙げられる。 

 
原  記  載 ： Sharp, D., 1873. Trans. R. Ent. Soc. Lond., 1: 58. 
参 考 文 献 ： 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室（編）, 2015. レッドデータブック 2014 －日本の

絶滅のおそれのある野生生物－ 5 昆虫類. ぎょうせい, 東京. 
Satô, M., 1998. Some records of Hydrochara affinis (SHARP) (Coleoptera, Hydrophilidae) in the Ryukyu 

Islands. Elytra, 26(2): 398. 
 

執 筆 者 名 ： 青柳 克 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ウスバカミキリ 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） カミキリムシ科 
学    名 ： Megopis sinica sinica (White, 1853) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅のおそれのある地域個体群（沖縄島） (LP)      環境省カテゴリー： 該当なし 

 
体長は30～55 mm。体は暗褐色で触角節は無毛。成虫は6～7月に現れる。沖縄島北部で灯火に飛来した個体が少数得
られているだけである。幼虫の生態は不明。沖縄島以北の琉球列島および九州～北海道まで分布する。石垣島と西表
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島には八重山亜種M. s. validicornis が普通に生息し、幼虫はスダジイの立ち枯れなどを食している。八重山亜種は触
角に淡黄色微毛を備えているが、本亜種はそれがないので区別できる。 

 
参 考 文 献 ： 大林延夫・新里達也共編, 2007. 日本産カミキリムシ. 東海大学出版会, 818pp. 

草間慶一・高桑正敏ほか, 1984. 日本産カミキリ大図鑑. 講談社, 565pp. 
 

執 筆 者 名 ： 松村雅史 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ベニボシカミキリ 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） カミキリムシ科 
学    名 ： Rosalia lesnei Boppe, 1911 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅のおそれのある地域個体群（石垣島） (LP)     環境省カテゴリー： 該当なし 

 
体長は23～31 mm。背面は深い赤色、前胸背板に4つ、上翅に5対の黒紋をもつ。成虫は5～6月に出現し、日中に活
動する。国内では石垣島と西表島に、国外では台湾に生息する。奄美大島に分布するフェリエベニボシカミキリ R. feriei 
Vuillet に似るが、背面がより濃い赤色で触角第 3～5 節の毛房が顕著であるなどの点で区別される。西表島において
成虫は原生林的自然林内のオキナワウラジロガシなどの倒木上や飛翔中の個体が発見され、幼虫は主にオキナワウラ
ジロガシの朽木を食していることが確認されている。西表島では個体数は多いが、石垣島では天然林改良事業により
オキナワウラジロガシが減少したためか近年の記録は少ない。 

 

特 記 事 項  ： 石垣市自然環境保全条例保全種 (2015年)。 
参 考 文 献 ： 大林延夫・新里達也共編, 2007. 日本産カミキリムシ. 東海大学出版会, 818pp. 

草間慶一・高桑正敏ほか, 1984. 日本産カミキリ大図鑑. 講談社, 565pp. 
高桑正敏, 1998. ベニボシカミキリの世界. むし社, 65-67. 
林 匡夫・森本 圭・木元新作, 1984. 原色日本甲虫図鑑 (Ⅳ). 保育社, 438pp. 

 
執 筆 者 名 ： 松村雅史 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

 6 ) 情報不足(DD) 

 
 
和    名 ： ミヤコモリゴキブリ 
分    類 ： 蜚蠊目（ゴキブリ目） チャバネゴキブリ科 
学    名 ： Symploce miyakoensis Asahina, 1974 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 情報不足 (DD)  
 

体長13 mm、前翅長8.5 mm、後翅長7 mm。明るい褐色で無紋。雌の翅は短く、腹端が露出する。雄は未知。宮古島の
固有種。洞窟内、洞口付近から得られている。1971年以降、記録がなかったが、最近再確認されている。宮古島には
多くの洞窟があるが、その多くで環境が悪化している。洞窟の破壊、水没、消失、観光整備や、周辺の開発、土地改
良、地下水位の低下などによる乾燥化が進めば、生態も未知のまま絶滅に向かう恐れがある。 

 
参 考 文 献 ： 朝比奈正二郎, 1991. 日本産ゴキブリ類. 中山書店, 東京. 
 
執 筆 者 名 ： 杉本雅志 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ヤサガタコカマキリ 
分    類 ： 蟷螂目（カマキリ目） カマキリ科 
学    名 ： Statilia apicalis (Saussure, 1871) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

体長36～40 mm。スジイリコカマキリ S.nemoralis (Saussure) に似るが、小型で前胸背が短い。前脚の基節と腿節の黒
斑は長く、基節では半分以上を占める。日本からは褐色型のみが知られる。国内では石垣島、西表島、与那国島から
記録がある。国外では東南アジア、南アジア、オーストラリアから記録されている。国内での採集例の多くは灯火に
飛来したもので、生態は不明である。スジイリコカマキリは草地に見られるので、本種も草地に生息している可能性
がある。しかし、本種の発見例は極端に少なく、飛来による偶産記録とする見解もある。 

 
参 考 文 献 ： 日本直翅類学会（編）, 2016. 日本産直翅類標準図鑑. 学研, 東京. 
          青木一宰, 2008.与那国島でヤサガタコカマキリ♀を採集.月刊むし, (454): 45. 
 
執 筆 者 名 ： 杉本雅志 
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……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： モザイクコマダラウマ 
分    類 ： 直翅目（バッタ目） カマドウマ科 
学    名 ： Neotachycines moxaic Sugimoto et Ichikawa, 2003 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

体長 6～9 mm。小型の種で、背中が高く丸まる。茶褐色の体に濃淡の細かい斑をもつ。他種の幼虫と紛らわしいが、
前･中腿節の斑紋で識別できる。多くのカマドウマ類では前･中腿節の先端と、中央よりの二ヶ所に暗色の帯状斑があ
り、二つの斑の濃さは同じか、先端の方が濃くなるが、本種は先端のものが痕跡的で、中央よりの斑は濃く明瞭であ
る。後脚腿節や脛節でも同じ傾向をしめす。現在まで、西表島の大正池付近からのみ見つかっている。湿地脇の森林
内で、落葉が豊富な斜面である。 

 
原  記  載 ： Sugimoto, M. and A. Ichikawa, 2003. Tettigonia, (5): 1-48. 
参 考 文 献 ： 日本直翅類学会（編）, 2016. 日本産直翅類標準図鑑. 学研, 東京. 
 
執 筆 者 名 ： 杉本雅志 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ニトベノミバッタ 
分    類 ： 直翅目（バッタ目） ノミバッタ科 
学    名 ： Xya nitobae (Shiraki, 1913) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

体長 4～5 mm。体色は銅黒色で微細な彫刻に覆われ光沢は鈍い。触角は黒色、後腿節に白斑がある。他の種は前胸背
や後腿節に明瞭な光沢がある。沖縄島、西表島、徳之島、台湾に分布する。河畔林の路傍や林縁の耕作地脇など、日
当たりの悪い湿った裸地で見つかり、生息場所は局所的。沖縄島の生息地では、近年生息が確認されてない。 

 
参 考 文 献 ： 日本直翅類学会（編）, 2016. 日本産直翅類標準図鑑. 学研, 東京. 
 
執 筆 者 名 ： 杉本雅志 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： エゾカタビロオサムシ 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） オサムシ科 
学    名 ： Campalita chinense (Kirby, 1818) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)        環境省カテゴリー： 該当なし 

 
体長は23～31 mm。沖縄県唯一のオサムシ。成虫は沖縄島では6～7月に現れる。日本全土、朝鮮半島、中国他にも分
布する。カタビロオサムシ類は他のオサムシ類とは異なり後翅があり飛翔できる。樹上の蛾の幼虫などを食している。
また地表の小昆虫なども食しているようで地上に設置されたオサムシトラップでも捕獲される。本土では一般的には
蛾が大発生した時に多くの個体が見られる。沖縄島では1990年代に北部のダムの灯りに普通に飛来していたが、2000
年代以降はほとんど確認されていないようである。個体数減少の原因は不明である。 

 
参 考 文 献 ： 東 清二ほか, 1987. 沖縄昆虫野外観察図鑑2. 沖縄出版, 252pp. 

上野俊一・黒澤良彦・佐藤正考, 1985. 原色日本甲虫図鑑 (Ⅱ). 保育社, 514pp. 
 

執 筆 者 名 ： 松村雅史 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： チャイロホソハナムグリ 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） コガネムシ科 
学    名 ： Callinomes ishikawai (Y.Kurosawa, 1973) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 

体長は17～19 mm。西表島の固有種で地表をハナバチのように飛翔する。背面は光沢のない橙色であること、触角第1
節が板状であることで、容易に他種と区別できる。形態的にアリと関係していると推測される。国外の近似種はアリ
の巣内から得られている。5～8月に記録されているが極めて稀である。 

 
参 考 文 献 ： 上野俊一・黒澤良彦・佐藤正考, 1985. 原色日本甲虫図鑑 (Ⅱ). 保育社, 514pp. 

岡島秀治・荒谷邦雄, 2012. 日本コガネムシ上科標準図鑑. 学研教育出版, 444pp. 
酒井香・藤岡昌介, 日本産コガネムシ上科図説 第二巻 食葉群 Ⅰ. コガネムシ研究会, 173pp. 
丸山宗利ほか, 2013. アリの巣の生きもの図鑑. 東海大学出版会, 208pp. 
 

執 筆 者 名 ： 松村雅史 
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……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： オオヨツバコガネ 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） コガネムシ科 
学    名 ： Parastasia oberthueri ishigakiana Nomura, 1964 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)        環境省カテゴリー： 該当なし 

 
体長は 17.0～19.3 mm。石垣島に生息する。個体数は少ない。体色は黒色で雄の前胸背板、尾節板は橙色、雌は全体
が黒色であるが前胸背に赤紋がでる個体もある。幼虫はスダジイの太い朽木の赤ぐされを好む。同所的に生息する同
属のヨツバコガネ P.ferrieri は夕刻に地表を飛び回り灯火にも飛来するが、本種成虫の生態は不明である。 

 
参 考 文 献 ： 岡島秀治・荒谷邦雄, 2012. 日本コガネムシ上科標準図鑑. 学研教育出版, 444pp. 

酒井  香・藤岡昌介, 2007. 日本産コガネムシ上科図説 第 2 巻 食葉群 Ⅰ. コガネムシ研究会, 
173pp. 

 
執 筆 者 名 ： 松村雅史 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： オオテントウ 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） テントウムシ科 
学    名 ： Synonycha grandis (Thunberg, 1781) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

体長は 10.5～13.5 mm。本邦で最大のテントウムシである。沖縄県では石垣島、西表島、宮古島、沖縄島から記録が
あり、本州、九州、四国、東南アジアなど広く分布する。近似種のハラグロオオテントウ Callicaria superbe とは体下
面に黒色部がないことで区別できる。先島諸島では1980年代に採集されているが、近年沖縄県内での記録がない。幼
虫、成虫共にタケ類につくアブラムシに依存しており、沖縄県ではサトウキビにつくカンシャワタアブラムシの天敵
として知られている。 

 
参 考 文 献 ： 東 清二ほか, 1987. 沖縄昆虫野外観察図鑑2. 沖縄出版, 252pp. 

黒澤良彦・久松定成・佐々治寛之, 1985. 原色日本甲虫図鑑 (Ⅲ). 保育社, 500pp. 
初宿成彦（編）, 2015. 大阪市立自然史博物館所蔵甲虫類目録 (4), 大阪市立自然史博物館収蔵資
料目録 第47集, 大阪市立自然史博物館, 大阪. 

 
執 筆 者 名 ： 松村雅史 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

和    名 ： ヤエヤマクロスジホソハナカミキリ 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） カミキリムシ科 
学    名 ： Parastrangalis ishigakiensis Hayashi, 1970 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)        環境省カテゴリー： 情報不足 (DD)  
 

体長は6～9 mm、上翅は黒色で黄褐色の条紋がある。石垣島のみから知られていたが、2016年に西表島でも発見され
た。成虫は 3～4 月にヤエヤマコンテリギの花を訪れる。1970 年代前半までは石垣島の於茂登岳で普通に得られてい
たが、近年の記録は少ない。 

 
参 考 文 献 ： 大林延夫・新里達也共編, 2007. 日本産カミキリムシ. 東海大学出版会, 818pp. 

鎌苅哲二・杉本可能, 2016. 月刊むし, (543): 60.  
草間慶一・高桑正敏ほか, 1984. 日本産カミキリ大図鑑. 講談社, 565pp. 
 

執 筆 者 名 ： 松村雅史 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： オキナワクビジロカミキリ 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） カミキリムシ科 
学    名 ： Xylariopsis iriei Hayashi, 1976 

カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

体長は 10～13 mm。沖縄島と鹿児島県の奄美大島に分布している。体は褐色から黒色で前胸背板と上翅の後半部は黄
白色。幼虫はテリハツルウメモドキの枯枝を食しているようである。沖縄島北部から得られているが、近年の記録は
大変少ない。奄美大島からは比較的多く得られている。 

 
参 考 文 献 ： 大林延夫・新里達也共編, 2007. 日本産カミキリムシ. 東海大学出版会, 818pp. 

草間慶一・高桑正敏ほか, 1984. 日本産カミキリ大図鑑. 講談社, 565pp. 
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執 筆 者 名 ： 松村雅史 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： オキナワセンノキカミキリ 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） カミキリムシ科 
学    名 ： Acalolepta kuniyoshii Hayashi, 1963 

カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 
体長は 23～40 mm。沖縄島の固有種である。体の微毛は光沢の強い白黄～金色で上翅の黒帯は不明瞭。成虫はリュキ
ュウハリギリやタラノキの葉を後食し、幼虫もそれらの枯れた材部を食している。沖縄島北部に生息しているが、同
属のキンケビロウドカミキリに置き変わっているようで近年の記録は少ない。 

 
参 考 文 献 ： 大林延夫・新里達也共編, 2007. 日本産カミキリムシ. 東海大学出版会, 818pp. 

草間慶一・高桑正敏ほか, 1984. 日本産カミキリ大図鑑. 講談社, 565pp. 
 

執 筆 者 名 ： 松村雅史 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： オキナワサビカミキリ 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） カミキリムシ科 
学    名 ： Diboma costata (Matsushita, 1933) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)         環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 

体長は8～12 mm。体は赤褐色～黒褐色で黄白色の微毛に覆われる。九州南部、屋久島以南の島々から記録されている。
沖縄県内では沖縄島、慶留間島、宮古島、石垣島、西表島、与那国島に分布する。古いリュウキュウチクの囲いなど
特殊な環境から得られる。また灯火にもまれに飛来する。近年の記録は与那国島のみである。 

 
参 考 文 献 ： 大林延夫・新里達也共編, 2007. 日本産カミキリムシ. 東海大学出版会, 818pp. 

草間慶一・高桑正敏ほか, 1984. 日本産カミキリ大図鑑. 講談社, 565pp. 
 

執 筆 者 名 ： 松村雅史 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： シロスジトゲバカミキリ 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） カミキリムシ科 
学    名 ： Rondibilis femorata Gressitt, 1938 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)         環境省カテゴリー： 情報不足 (DD)  
 

体長は4.5～8 mm。石垣島，西表島，与那国島に分布し、成虫は3～6月に現れる。国外では台湾に分布する。体は黒
色で、上翅は白色微毛による鎖線状の条紋がある。焼かれたススキに生える桃色の菌類に集まるようであるが、除草
剤の普及などでそのような環境が減ったことが理由なのか近年発見される個体数は少ない。 

 
参 考 文 献 ： 大林延夫・新里達也共編, 2007. 日本産カミキリムシ. 東海大学出版会, 818pp. 

草間慶一・高桑正敏ほか, 1984. 日本産カミキリ大図鑑. 講談社, 565pp. 
 

執 筆 者 名 ： 松村雅史 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ダイトウサルハムシ 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） ハムシ科 
学    名 ： Basilepta borodinensis Kimoto, 1979 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

体長3.0～3.5 mm。体色は全体に赤褐色。前胸背板は中央やや後方でもっとも幅広く、全体に強い点刻で覆われる。
上翅は強い点刻を有し、点刻間室は隆起する。大東諸島（北大東島・南大東島）の固有種。耕作地周辺で少数の個体
が採集されているが、発見例は少なく生息状況や生態については不明である。 

 
参 考 文 献 ： 東 清二, 1989. 南大東島の昆虫相に関する若干の考察. 沖縄農業, 24(1･2): 27-39. 

木元新作, 1994. 日本産ハムシ類幼虫・成虫分類図説. 東海大学出版会, 神奈川県. 
 

執 筆 者 名 ： 佐々木健志 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ゴマダラオオヒゲナガゾウムシ 
分    類 ： 鞘翅目（コウチュウ目） ヒゲナガゾウムシ科 
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学    名 ： Peribathys okinawanus Senoh, 1984 

カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 

大型で体長は22 mm内外。沖縄島の固有種である。雄の触角は体長の3倍以上あり、雌は体長の約6割で短い。体は
黒色で翅鞘、前胸背はまだらの白色紋を装う。沖縄島北部の自然度の高い環境で6～10月に主に灯火で得られるが、
個体数は少ない。幼虫は太い広葉樹の立ち枯れを食するようである。 

 
参 考 文 献 ： Senoh, T., 1984. A new species of the genus Peribathys Jorden from the Island of Okinawa, Japan. Trans. 

Shikoku ent. Soc., Matsuyama, 16(4): 33-35.   
久米加寿徳, 2002. 甲虫ニュース, (137): 17.  
妹尾俊男, 2008. 月刊むし, (443): 31-36. 
 

執 筆 者 名 ： 松村雅史 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ヨナクニウォレスブユ 
分    類 ： 双翅目（ハエ目） ブユ科 
学    名 ： Simulium (Wallacellum) yonakuniense Takaoka, 1972 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧ⅠB類 (EN) 
 

成虫の体長は 2～2.5 mm、胸部側面の膜質部と下胸部に微毛をもつ。繭は単純なスリッパ型で、一対ある呼吸管は基
部から4本に枝分かれする。触角鞘には鋸歯がある。幼虫の頭蓋板腹面の切れ込み（クレフト）の先端は細長くのび
る。与那国島と蘭嶼島に分布する。与那国島にはヒロシマツノマユブユ Simulium (Nevermannia) aureohirtum Brunetti も
生息するが、成虫の胸部側面の膜質部と下胸部には微毛が無く裸出すること、繭の前方に突起があり、蛹の呼吸管は
6本に枝分かれし、触角鞘に鋸歯は無いこと、幼虫のクレフトは短く先端は丸い、などの点で識別できる。多化性で1
年中羽化がみられる。雌成虫の人吸血性は知られていない。幼虫と蛹は流れの速い水中の植物や枯木、石などの平滑
面に付着している。主要な生息地である田原川の湧水地には堰堤が作られ生息範囲が減少している。 

 
参 考 文 献 ： 高岡宏行, 2002. 南西諸島におけるブユの分類、分布および生態. 衛生動物, 53(2): 55-80. 

志村 隆（編）, 2005. 日本産幼虫図鑑. 学習研究社. 東京. 
 

執 筆 者 名 ： 杉本雅志 
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３．１０ クモ形類 
 

  今回の見直し（改訂第３版）に掲載される種は以下のとおりである。 

 

  カテゴリー 

分類群 

絶滅 

(EX) 
野生 

絶滅 

(EW) 

絶 滅 危 惧 Ⅰ 類 絶滅危惧

Ⅱ類 

(VU) 

準絶滅

危惧 

(NT) 

絶滅のおそれの

ある地域個体群 

(LP) 

情報 

不足 

(DD) 

合  計

  ⅠＡ類

(CR) 
ⅠＢ類

(EN) 

初版 1996 0 0 － － 0 4 1 0 5 

改訂第2版 2005 0 0 0 0 0 1 4 1 0 6 

改訂第3版 2017 0 0 6 4 2 11 7 1 8 33 

※初版のカテゴリーのうち、絶滅種は現行のカテゴリー名の絶滅と野生絶滅を集約することで示し、このほか絶滅危惧種
は絶滅危惧Ⅰ類、危急種は絶滅危惧Ⅱ類、希少種は準絶滅危惧、地域個体群は絶滅のおそれのある地域個体群、未決
定種は情報不足として現行のカテゴリー名に変換して示した。 

 

(１)  本改訂でのおもな留意点 

前回の改訂までは、クモ形類の個々の種について、分布や生態の詳細な研究報告が少なく、カテゴリー分けす

るに足りる種を選別することができず、多くの種の掲載を見送ったことから、掲載種は 6種にとどまった。今回

の検討でも、基本的にクモ形類全般に関する分布、生態についての情報不足は否めない。しかしながら、キムラ

グモ類に見られるように、特定の種群の研究について大きな進展があったり、環境アセスメント調査の拡大に伴

い、多くの分布情報が得られてきていること、また近年の開発の速さや土地利用の多様化が、いくつかの種にお

いては危機的な状況を生み出していることから、早急に掲載していく必要性が指摘された。このため、現況の資

料に基づいて可能な限り選定する方向で検討を行った。 

検討過程の中では、ツシマトリノフンダマシやワクドツキジグモ、近年再発見されたムツトゲイセキグモなど

の、いわゆる珍種と呼ばれる種についても議論された。これらの種は、発見例が少なく、生息個体数も多くない

ことは予想されるが、本県における分布は風媒による可能性があること、繁殖や生態、生息実態等が明らかにな

っていないことから、今回の掲載は見送ることとなった。 

結論としては、県内で繁殖を繰り返している（定着している）種のうち、琉球列島の地史と関連して分布する

ものを中心に、33種の掲載種を選定した。前回までの掲載種数と比較して、大幅に掲載種が増加したということ

になるが、クモ形類全体に比べるとまだまだ少ないと思われる。 

 

(２) 本改訂で明らかになったこと 

   洞穴や林床などの限定的な環境に生息する種や、市街地の森林などに生息する種が都市の拡大に伴い個体数

を減少させていることが明らかになってきた。その一方で、クモ形類の多くが環境と連動して生活しているこ

とから、森林や渓流といった環境の標徴種となる可能性が指摘されている。これまでの掲載種のカテゴリー分

けは、主に分布や個体数の希少性が基準となってきたが、変化の速度があまりにも速い社会の中で、多くの貴

重種の保護のためにも生息環境の変化を速めに把握する必要があるだろう。今後は、こうした観点からのカテ

ゴリー分けについても検討し、新たなカテゴリーの設定も必要になるかもしれない。今回掲載した種の中にも、

こうした特徴を示す可能性のある種を情報不足種として掲載した。 

 

 

執筆者 千木良 芳範（宜野湾市立博物館・館長） 
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(３)  掲載種の解説 

 

 1 ) 絶滅危惧ⅠＡ類(CR) 

 

 

和    名 ： オキナワホラアナヤチグモ 
分    類 ： クモ目 タナグモ科 
学    名 ： Coelotes troglocaecus Shimojana & Nishihira, 2000 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)    環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 体長は雌 5.0～8.0 mm。雄は未発見。甲背は単黄色で頭部はやや褐色を帯び、全体に斑紋を欠く。

眼は完全に消失し痕跡もなく、眼域には数本の長毛を有する。上顎には前牙提に 3歯、後牙提に 2
歯を有する。腹部は灰白色の長毛で覆われ無紋。歩脚は単黄色で輪紋を欠く。外雌器突起は他のヤ
チグモ類に比べて小さく痕跡的である。 

近似種との区別： 沖縄のクモ類で、完全に無眼の種は本種のみである。また、沖縄島には同属のオキナワヤチグモ C. 
okinawensisha が洞口周辺に生息するが、本種は洞内の比較的深い場所に見られる。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島の固有種。これまでに本種が発見されている洞窟は、野原洞 (本部町)、ニシブーマバル洞 (名
護市)、為朝ノホラアナ洞 (今帰仁村)、日秀洞 (金武町)、八重島岩戸洞 (沖縄市)、マーヤガマ (宜
野湾市)、沖縄刑務所前の穴 (南城市)だけである。 

近縁な種及び群との分布状況の比較： 広義のヤチグモ属 Coelotes は、形態的な類似性から13の種群に分けられており、
本種はアカキナヤチグモ C. akakinaensis (奄美大島・宝島)、イヘヤヤチグモ C. iheyaensis (伊平屋
島固有)、シマヤチグモ C. insulanus (奄美大島固有)、ナセヤチグモ C. nasensis (奄美大島固有)、
ヤクシマヤチグモ C. osamui (屋久島固有) からなるナセヤチグモ種群に含まれる。 

生 態 的 特 徴 ： 眼が完全に退化した真洞窟性のクモは、県内では本種のみである。琉球石灰岩などに形成される自
然洞 (鍾乳洞) だけに生息し、洞口からの光が届かない洞内深部で発見されている。これまで本種
の生息が確認されている洞窟は、いずれも標高 60 m 以上の場所に位置する。洞床の転石の下に生
息し、石と洞床の隙間に住居を伴わない単純なシート状の網を張る。洞床でカマドウマの幼虫を捕
食している例が観察されており、網を使わずに獲物を捕獲している可能性が示唆されている。 

生 息地 の条 件： 洞内に外光が入らない十分な深さがあり、鍾乳石が形成されるような湿潤な鍾乳洞のみに生息する。 
現在の生息状況 ： 本種の生息が確認されているのは、本部半島以南の7つの石灰岩洞 (鍾乳洞) で、発見されている

個体数も7個体 (成体４、亜成体3) と極めて少ない。 
学術的意義・評価 ： 沖縄県に生息する唯一の真洞窟性のクモであり、琉球列島の地史と関連したヤチグモ類の洞窟環境

への適応進化や種分化を研究する上で重要な種である。 
生存に対する脅威 ： 都市開発や農地整備などによる洞窟の消失。周辺緑地の減少による洞内の乾燥化やゴミの投棄、下

水の流入、観光洞化による洞内環境の悪化。 
特 記 事 項 ： 雄は未発見。 
原  記  載 ： Shimojana, M. & Nishihira, M., 2000. A new cave-dwelling eyeless spider of the genus Coelotes (Araneae: 

Amaurobiidae) from Okinawa Island, the Ryukyu Islands, Japan, with notes on possible parthenogenesis. 
Acta Arachnologica, 49: 29-40. 

参 考 文 献 ： 奥村賢一・下謝名松榮・西川喜朗・小野展嗣, 2009. ヤチグモ科. “日本産クモ類”, 小野展嗣（編
著）, 東海大学出版会, 神奈川, 174-205. 

下謝名松栄, 1979. 沖縄島および周辺離島の洞窟動物. “沖縄県洞窟実態調査報告Ⅱ”, 沖縄県教
育委員会, 那覇, 97-153. 

 
執 筆 者 名 ： 佐々木健志 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

和    名 ： ヤマトウシオグモ 
分    類 ： クモ目 ウシオグモ科 
学    名 ： Desis japonica Yaginuma, 1956 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)         環境省カテゴリー： 情報不足 (DD) 
 
形    態 ： 体長は、雌雄ともに 6～8 mm。頭胸部は円筒形で、上顎は長く前方に突出する。頭胸部と上顎は濃

褐色、腹部は灰褐色で長毛を密生する。上顎には外顆があり、雌では前牙堤に7歯、後牙堤に2歯
を有し、雄では前牙堤に5歯、後牙堤に1歯と数個の小歯を有する。オスの触肢は背甲長の1.5培
と長い。雌の外雌器は縦長で開口部は後方にあり、側葉と後端には胃外溝から突出する硬化した垂
帯を有する。 

近似種との区別： 本種と同所的に生息するアワセイソタナグモ Paratheuma awasensis は、体長が4 mmほどの造網性
種で、上顎が前方に突出していないなどの点で容易に区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 日本の固有種。関東以南に分布し、伊豆諸島 (式根島)、和歌山県、熊本県、長崎県、トカラ列島 (宝
島)、沖縄島、久米島などで生息が確認されているが、分布は極めて局所的である。県内の詳細な
分布状況は不明。 

近縁な種及び群との分布状況の比較： Desis 属は、日本のほかオーストラリア、ニューギニア、サモア、アフリカ、ガラ
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パゴス、インド、マレーシアなどに14種が知られている。形態的に近縁とされるD. marinaは、ニ
ュージーランド、オーストラリア、ニューカレドニアに分布する。 

生 態 的 特 徴 ： Desis 属の種は潮間帯のみに生息する特異なクモで、本種も満潮時には完全に水没するサンゴ礁の潮
間帯に生息し、汀線から数百メートルも離れたリーフエッジ付近まで見られる。水没時にはサンゴ
の隙間や転石裏の窪み、死貝の殻の中などに潜み、入り口を糸のシートで覆い海水の進入を防ぐ。
徘徊性のクモで、干潮時に岩礁上を歩き回り、海浜性の等脚類や昆虫類などの小さな節足動物を補
食する。 

生 息地 の条 件： 県内では、サンゴ礁が発達し波が穏やかなリーフ内や転石が点在する砂質干潟などの潮間帯に生息
する。 

現在の生息状況 ： これまでに、沖縄島で6カ所、久米島で1カ所の海岸で生息が確認されているが、いずれも分布は
局所的で個体数も少ない。 

学術的意義・評価 ： 潮干帯という特異な生息環境に完全に適応したクモで、ミズグモなどとともにクモ類の水環境への
適応進化を研究する上で重要な種である。 

生存に対する脅威 ： 沖縄県内の生息地は、そのほとんどがサンゴ礁の発達した波が穏やかなリーフ内であるため、埋め
立てによる生息地の消失や護岸工事などによる生息環境の悪化が進んでいる。また、海岸部への赤
土や汚泥の流入によって、営巣場所となるサンゴ礁や転石の孔隙が埋まると生息できなくなる。 

特 記 事 項 ： 沖縄県内の分布については、さらに詳細な調査を必要とする。 
原  記  載 ： Yaginuma T., 1956. A new species of marine spider Desis from Japan. Publ. Seto. Mar. Biol., Lab., V (3): 

363-366. 
参 考 文 献 ： 小野展嗣, 2009. タナグモ科. “日本産クモ類”, 小野展嗣（編著）, 東海大学出版会, 神奈川, 

206-212. 
下謝名松栄, 1967．琉球列島のクモ相について．Biol．Mag．Okinawa，4：16－25． 
谷川明男・佐々木健志, 1999. 沖縄県産クモ類目録. KISHIDAIA, 76: 61-101. 
World Spider Catalog ,2017. World Spider Catalog. Natural History Museum Bern, online at 

http://wsc.nmbe.ch, version 18.0, (accessed on 25 January 2017). 
八木沼健夫, 1986. 原色日本クモ類図鑑. 保育社, 大阪, 398pp. 
吉倉眞, 1987. クモの生物学. 学会出版センター, 東京, 613pp. 

 
執 筆 者 名 ： 佐々木健志 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

和    名 ： アワセイソタナグモ 
分    類 ： クモ目 ウシオグモ科 
学    名 ： Paratheuma awasensis Shimojana, 2013 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠA類 (CR)          環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 体長は雌 4 mm、雄 3.5 mm ほど。背甲前部は赤褐色を帯び、後部は淡褐色で全体に光沢がある。腹

部背面は灰色で全体に短毛に覆われる。雄の触肢器官の指示器の先端部は、指状に長く突出してい
る。上顎は下方を向き、雌雄ともに前牙堤には 3歯を有し、後牙堤には雄では 5小歯を、雌では5
ないし7小歯を有する。雌の外雌器は横長で、開口部は左右に分かれる。 

近似種との区別： 県内に分布する同属のイソタナグモ P. shirahamaensis とシマイソタナグモ P. insulana は、潮上帯
にある岩礁の隙間、石や打ち上げられた海藻の間などに造網するが、本種は潮間帯のみに生息する。
雄の触肢の指示器先端にあるキチン化したヘラ状の突起の形状が他の2種と異なるほか、雄の後牙
堤の小歯の数が他の2種では6～8歯であるが、本種は5歯である。雌の外雌器の形状も他の2種と
は異なる。また、本種と同所的に生息するヤマトウシオグモ (Desis japonica) は、徘徊性種で体長
が6～8 mmと大きく、上顎が前方に突出しているなどの点で区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島の固有種。現在、生息が確認されているのは、模式産地の沖縄市泡瀬海岸のみである。 
近縁な種及び群との分布状況の比較： イソタナグモ属 Paratheuma は、日本を含む太平洋諸島や西インド諸島に11種が

知られており、沖縄県内にはアワセイソタナグモ、イソタナグモ、シマイソタナグモの3種が分布
する。そのうち、シマイソタナグモは、尖閣諸島 C 北小島)、硫黄鳥島、沖縄島、小笠原諸島、広
島県で確認されているが、本来の分布地はフロリダ半島と西インド諸島であることから、船舶等に
よる外来種の可能性が示唆されている。 

生 態 的 特 徴 ： 本種は満潮時には完全に水没する潮間帯にのみ生息し、転石 (主にサンゴの死骸) の裏側にある窪
みに、管状の住居を伴った小さな棚網を張る。同所的に生息するヤマトウシオグモは海岸から数百
メートル離れたリーフエッジまで生息するが、本種は満潮時でも水深の浅い汀線近くの潮間帯に生
息する。海浜性の等脚類や昆虫類などの小さな節足動物を捕食している。 

生 息地 の条 件： 沖合にサンゴ礁が発達した波が穏やかな海岸で、潮間帯に造網場所となるサンゴの転石が点在する
リーフ内や砂質干潟。 

現在の生息状況 ： 沖縄島の沖縄市泡瀬海岸に局所的に生息し、個体数は極めて少ない。  
学術的意義・評価 ： 本種は潮干帯という特異な生息環境に適応したクモで、Paratheuma 属の水環境への適応進化や種分

化を研究する上で重要な種である。 
生存に対する脅威 ： 現在、唯一の生息地である沖縄市泡瀬干潟は、大規模な埋め立て工事が進行しており、生息場所の

消失や工事に伴う汚泥の堆積による生息環境の悪化が懸念される。 
特 記 事 項 ： 本種の分布については、さらに詳細な調査を必要とする。 
原  記  載 ： Shimojana, M., 2012. A new species of the marine spider genus Paratheuma (Araneae: Agelenidae) from 

Okinawajima Island, Japan. Acta Arachnologica, 61(2): 93-96. 
参 考 文 献 ： 小野展嗣, 2006. 相模灘沿岸地域の海浜性クモ類. 国立科学博物館専報, (42): 257-276. 



<クモ形類> 

404 
 

小野展嗣, 2009. タナグモ科. “日本産クモ類”, 小野展嗣（編著）, 東海大学出版会, 神奈川, 
206-212. 

佐々木健志・東清二, 2002. 硫黄鳥島のクモ類. “沖縄県史 資料編13 硫黄鳥島”, 沖縄県教育委
員会, 那覇, 181-192.  

World Spider Catalog ,2017. World Spider Catalog. Natural History Museum Bern, online at 
http://wsc.nmbe.ch, version 18.0, (accessed on 25 January 2017). 

Zamani, A., Marusik, Y. M. & Berry, J. W. (2016). A new species of Paratheuma (Araneae: Dictynidae) from 
Southwestern Asia and transfer of the genus. Zoology in the Middle East, 62(2): 177-183. 

 
執 筆 者 名 ： 佐々木健志 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

和    名 ： ダイトウヤイトムシ 
分    類 ： ヤイトムシ目 ヤイトムシ科 
学    名 ： Apozomus daitoensis (Shimojana, 1981) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧種ⅠA (CR)          環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 体長は雌雄ともに 4.0～6.0 mm。頭胸部は長く、1 枚の大きな前背板と、2 枚の細く小さな中背板、

2枚の台形をした後背板とに分かれる。眼は無く、背向前縁に3本、中央に2対 4本の刺毛を有す
る。触肢は歩脚状で先端が尖り、上顎は小さく鋏状である。第1脚は細長く、歩行時には前方に伸
ばして触角のように使う。腹部は 12 節で、腹端には雌では 3 節からなる棒状の鞭状部が、雄では
ラケット状の鞭状部がある。 

近似種との区別： 日本に分布するヤイトムシ科 Hubbardiidaeの種には、ダイトウヤイトムシのほかに、ザウターヤイ
トムシ Apozomus sauteri、ウデナガヤイトムシ Bamazomus siamensis、サワダムシ Orientzomus 
sawadai の 3 種がある。いずれの種も外部形態は類似するが、雄の腹部末端にある鞭状部の形状、
背甲後背板の形状、第一歩脚の長さなどの違いなどによって区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 大東諸島 (南大東島・北大東島) の固有種。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ヤイトムシ類は、世界の熱帯や亜熱帯地域の湿潤な林床や洞内に生息し、36 属

207 種が知られている。日本には 4 種が分布し、そのうち、沖縄県内にはダイトウヤイトムシのほ
かに、ザウターヤイトムシ (奄美大島・喜界島・沖永良部島・伊江島・宮城島・沖縄島・久米島・
宮古島・石垣島・西表島・与那国島・台湾・ベトナム) とウデナガヤイトムシ (沖縄島・宮古島・
タイ・オアフ島・ホンコン) の 3種が、小笠原諸島にはサワダムシが分布する。また、台湾には雌
の生殖器の形状などから本種に最も近縁とされるヤマサキヤイトムシ S. yamasakii が分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 洞窟の洞口付近に多く見られ、洞床の転石や洞外から流入した木片などの下に生息する。肉食性で、
洞床を徘徊してトビムシなどの小さな節足動物を捕食する。産卵期は 7～8 月で、雌は土中に土を
固めた小室を造って産卵し、卵塊を腹部に付けて保護する。産卵数は 10 個内外である。詳しい生
態については不明。 

生 息地 の条 件： 本種は乾燥に弱く、湿潤な洞窟にのみ生息する。 
現在の生息状況 ： 南大東島では、星野の穴、今村軍三の穴、金比羅洞で、また北大東島では、北泉洞、宮城洞、仲宗

根洞、玉城第一、第二洞、仲里洞、幕下第一洞でそれぞれ生息が確認されている。いずれの洞窟も、
個体数は極めて少ない。 

学術的意義・評価 ： 大東諸島の地史と関連したヤイトムシ属の種分化や海洋島への分散過程などを研究する上で重要で
ある。 

生存に対する脅威 ： 南・北大東島ともに、農地整備などによる洞窟の破壊に加え、ゴミの投棄や赤土の流入などによる
洞内環境の悪化が進んでいる。また、大東諸島には外来種のオオヒキガエル (Rhinella marina)、ミ
ヤコヒキガエル (Bufo gargarizans miyakonis)、ヌマガエル (Fejervarya kawamurai) が生息しており、
これらのカエル類による捕食も懸念される。 

特 記 事 項 ： 本種は、Cokendolpher (1988) による Trithyreus から Schizomus への属の変更に伴い、和名もダイト
ウサワダムシからダイトウヤイトムシに変更された。さらに、Harvey (1992) によって、Schizomus か
ら Apozomus へ属が変更された。 

原  記  載 ： Shimojana, M., 1981. A new species of the genus Trithyreus (Uropygi, Schizomidae) from Daito-Islands, 
Okinawa Prefectuer, Japan. Acta Arachnol., 30: 33-40.  

参 考 文 献 ： Cokendolpher, J. C., 1988. Review of the Schizomidae (Aranchida:,Schizomida) of Japan and Taiwan. 
Bulletin of the Natural Science Museum, 14: 159–171. 

Harvey, M. S., 1992. The Schizomida (Chelicerata) of Australia. Invertebrate Taxonomy, 6:77-129. 
Harvey M. S., 2003. Catalogue of the smaller arachnid orders of the world: Amblypygi, Uropygi, Schizomida, 
Palpigradi, Ricinulei and Solifugae. CSIRO Publishing, 385pp. 
下謝名松栄, 2015. ヤイトムシ目. “第二版 日本産土壌動物”, 青木淳一(編著), 東海大学出版会, 
神奈川, 725-728. 

下謝名松栄, 1978. 南・北大東島および沖縄島南部地域の洞穴動物相. “沖縄県洞穴実態調査報告
Ⅰ, 沖縄県天然記念物調査シリーズ第19集”, 沖縄県教育委員会, 那覇, 75-111. 

 
執 筆 者 名 ： 佐々木健志 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

 2 ) 絶滅危惧ⅠＢ類(EN) 
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和    名 ： ミヤコジマトタテグモ 
分    類 ： クモ目 トタテグモ科 
学    名 ： Latouchia japonica Strand, 1910 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 触肢が歩脚と同程度に長い。体色は暗色で腹部背面にはヤハズ状の斑紋がある。 
近似種との区別 ： メスでは同属他種との区別はできない。オスで識別できる可能性があるが、現時点では本種のオス

が未発見であり、その可否は不明である。現時点での同定は、DNA バーコーディングに拠らざるを
得ない。 

分 布 の 概 要 ： 宮古島だけに生息している。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 宮古島には本属のクモは本種だけが生息している。 
生 態 的 特 徴 ： 穴居性で、メスはほとんど移動せず、繁殖期にはオス成体のみが徘徊するものと思われる。子グモ

の分散も歩行するだけであろう。成長が極めて遅く、繁殖力が弱いものと思われる (同属他種から
の推定) 。 

生息地の条件  ： 土の地面に巣穴を掘っている。 
個体数の動向  ： 現時点で確認されている生息地点はわずかで、生息個体数も少ない。耕作地の増加とともに生息適

地の多くが失われたものと思われる。現在の生息地が失われてしまうと、個体群の再生は不可能で
あろう。 

現在の生息状況 ： 本来は林内、林縁に生息していたものと考えられるが、現時点では緑地公園などに遺存している状
態である。 

学術的意義・評価 ： 宮古島固有種であり、古くに記載されてはいるが、その後の発見例がほとんどなく、オスは未発見
で、詳細な生態的な特徴も不明のままである。分子系統学的な解析ではヤエヤマトタテグモと近縁
であると推定されている。 

生存に対する脅威 ： 生息地の開発、耕作地化。 
 
執 筆 者 名 ： 谷川明男 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

和    名 ： ダイトウマルガタワカバグモ 
分    類 ： クモ目 カニグモ科 
学    名 ： Loxobates daitoensis Ono, 1988 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧ⅠB類 (EN)         環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 体長は、雌は5～8 mm、雄は3～4 mm。本種が属するマルガタワカバグモ属 (Loxobates) は背甲が

幅より長さが大きく高い。また、腹部は丸みを帯び、長さは幅の2倍以下。体色は液浸標本では淡
黄褐色から黄色、腹部背面に線状斑 (白色または赤色) を持つ。2015 年及び 2016 年の調査では、
生時、オスは全身が光沢のある緑色の体色であり、メスは淡黄褐色から淡緑色の体色で眼域が赤く、
腹部背面に外側が淡黄色に縁取られた赤色斑があった。また、幼体は腹部が丸く、体色はやや光沢
のある緑色であった。 

近似種との区別 ： 同所的に生息するホシズナワカバグモ Oxytate hoshizuna は、本種と同じく緑色を基調とした体色で
あるが、雌雄とも細身且つ扁平な体型で、腹部の長さは幅の2倍以上である。本種の体型は扁平で
はなく、腹部は幅広で丸みを帯びる。 

分 布 の 概 要 ： 南・北大東島。 
Song (1994) は中国海南島から本種の雄1個体を報告したが、雄触肢に僅かな差異があると併記して
いる。Ono (2009) は大東諸島のみを分布域としており、これに準じた。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： マルガタワカバグモ属は、インドネシアスラウェシ島の L. ephippiatus をタイプ
種とする小属で、インドからミャンマー、中国、インドネシアなどから10種知られ、国内では本種
のみ。 

生 態 的 特 徴 ： ホシズナワカバグモは、驚くとクロツグなどの樹木の葉上に張り付くよう定位するのに対し、本種
ではそのような行動は見られず、幼体は驚くと広葉樹の葉柄基部や細枝の又に移動して定位する行
動が見られた。2016年 1月調査では少数の成体及び幼体を、同年5月調査では多数の幼体を、同年
および前年の11月調査では少数の成体と多数の若齢幼体を確認した。下謝名の1970年代の調査で
は、7、8月に成体及び少数の幼体が確認されている。 

生息地の条件  ： ダイトウビロウが混在する広葉樹林の樹上に見られる。生息地ではホシズナワカバグモは広く見ら
れるが、本種は湿った水辺まわりに局在的に見られる傾向があった。 

現在の生息状況 ： 南大東島では、2016年調査で島内の神社社叢林1箇所から確認したが、他所では確認できなかった。
模式産地の北大東島では、2016年の 2回の調査では生息を確認できなかった。 

学術的意義・評価 ： 国内唯一のマルガタワカバグモ属のクモ。同属種は熱帯アジアから中国にかけて分布し、本種は南・
北大東島に隔離分布する。 

生存に対する脅威 ： 南大東島の生息地は、神社社叢林であり、且つ鳥獣特別保護地区内であることから開発のおそれは
無いが、小面積であることから台風などによる森林荒廃も生存の脅威となりうる。社叢林の維持管
理にも配慮が求められる。 

特 記 事 項 ： 南・北大東島の固有種。 
原  記  載 ： Ono, H., 1988. A revisional study of the spider family Thomisidae (Arachnida, Araneae) of Japan. National 
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Science Museum, Tokyo, ii + 252pp. 
参 考 文 献 ： Song, D. X., 1994. On three species of crab spiders from Hainan, China. Acta Arachnologica Sinica, 3: 

119-123.  
Ono, H., 2009. The Spiders of Japan with keys to the families and genera and illustrations of the species. Tokai 

University Press, Kanagawa, xvi+739pp. 
 
執 筆 者 名 ： 西山桂一・須黒達巳 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

 3 ) 絶滅危惧Ⅱ類(VU) 

 

 
和    名 ： クンジャンキムラグモ 
分    類 ： クモ目 ハラフシグモ科 
学    名 ： Heptahtela helios Tanikawa & Miyashita, 2014 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)   環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) ※指定名 キムラグモ (広義)  
 
形    態 ： 触肢が歩脚と同程度に長い。糸疣は腹部腹面中央部に位置し、腹部背面には体節の痕跡を残してい

る。 
近似種との区別 ： ヤンバルキムラグモと隠ぺい種の関係にあり、外部形態では識別できず、同定にはミトコンドリア

DNA COI遺伝子の塩基配列を見る必要がある。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島北端部と伊江島との限られた範囲内のみに生息している。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ヤンバルキムラグモとは、沖縄島北端の分布境界帯でわずかな混在地が見られる。 
生 態 的 特 徴 ： 穴居性で、メスはほとんど移動せず、繁殖期にはオス成体のみが徘徊する。子グモの分散も歩行す

るだけなので移動分散力が弱く地域ごとに集団の分化が見られる。成長が極めて遅いので、繁殖力
が弱い。 

生息地の条件  ： 林内あるいは林縁などの、乾燥しきって硬くならない、また、雨があまり当たらない土の地面が必
要である。 

個体数の動向  ： 現時点での産地ではほぼ安定している。 
現在の生息状況 ： 林内あるいは林縁、林道沿いに生息している。 
学術的意義・評価 ： クモ類の原始的な体の構造を残す「生きている化石」である。 
生存に対する脅威 ： 森林の伐採や開発，道路の新設や拡幅。 
 
執 筆 者 名 ： 谷川明男 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ヤンバルキムラグモ 
分    類 ： クモ目 ハラフシグモ科 
学    名 ： Heptathela yanbaruensis Haupt, 1983 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)   環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)  ※指定名 キムラグモ (広義)  
 
形    態 ： 触肢が歩脚と同程度に長い。糸疣は腹部腹面中央部に位置し、腹部背面には体節の痕跡を残してい

る。 
近似種との区別 ： クンジャンキムラグモと隠ぺい種の関係にあり、外部形態では識別できず、同定にはミトコンドリ

アDNA COI遺伝子の塩基配列を見る必要がある。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島北部、南部、伊平屋島、久米島、渡嘉敷島に隔離分布している。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： クンジャンキムラグモとは、沖縄島北端の分布境界帯でわずかな混在地が見られ

る。 
生 態 的 特 徴 ： 穴居性で、メスはほとんど移動せず、繁殖期にはオス成体のみが徘徊する。子グモの分散も歩行す

るだけなので移動分散力が弱く地域ごとに集団の分化が見られる。成長が極めて遅いので、繁殖力
が弱い。 

生息地の条件  ： 林内あるいは林縁などの、乾燥しきって硬くならない、また、雨があまり当たらない土の地面が必
要である。 

個体数の動向  ： 現時点での産地ではほぼ安定している。 
現在の生息状況 ： 林内あるいは林縁、林道沿いに生息している。 
学術的意義・評価 ： クモ類の原始的な体の構造を残す「生きている化石」である。 
生存に対する脅威 ： 森林の伐採や開発，道路の新設や拡幅。 
 
執 筆 者 名 ： 谷川明男 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： オキナワキムラグモ属（イヘヤキムラグモ、イシガキキムラグモ、オキナワキムラグモ、

クメジマキムラグモ） 
分    類 ： クモ目 ハラフシグモ科 
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学    名 ： Ryuthela iheyana Ono, 2002  イヘヤキムラグモ 
Ryuthela ishigakiensis Haupt, 1983  イシガキキムラグモ 
Ryuthela nishihirai (Haupt, 1979)  オキナワキムラグモ 
Ryuthela sasakii Ono, 1997  クメジマキムラグモ 

カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) ※指定名 オキナワキムラ
グモ(広義)  

 
形    態 ： 触肢が歩脚と同程度に長い。糸疣は腹部腹面中央部に位置し、腹部背面には体節の痕跡を残してい

る。 
近似種との区別 ： 同属の4種は、オス触肢の形態で区別することができるが、メスでは正確な同定はできない。しか

し、分布域が互いに異所的なので、産地によって種名を明らかにできる。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島にオキナワキムラグモ、伊平屋島にイヘヤキムラグモ、久米島と慶良間諸島にクメジマキム

ラグモ、石垣島と西表島にイシガキキムラグモが異所的に分布している。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： オキナワキムラグモ属4種の分布域は互いに異所的であるが、沖縄島、伊平屋島、

伊江島、久米島、渡嘉敷島では、オキナワキムラグモもしくはクメジマキムラグモとキムラグモ属
のヤンバルキムラグモないしクンジャンキムラグモとが混在している。 

生 態 的 特 徴 ： 穴居性で、メスはほとんど移動せず、繁殖期にはオス成体のみが徘徊する。子グモの分散も歩行す
るだけなので移動分散力が弱く地域ごとに集団の分化が見られる。成長が極めて遅いので、繁殖力
が弱い。 

生息地の条件  ： 林内あるいは林縁などの、乾燥しきって硬くならない、また、雨があまり当たらない土の地面が必
要である。 

個体数の動向  ： 現時点での産地ではほぼ安定しているが、沖縄島南部の都市域では、これまでに多くの生息地が都
市化によって失われ、それに伴って生息個体数もかなり減少したものと考えられる。 

現在の生息状況 ： 林内あるいは林縁、林道沿いに生息している。 
学術的意義・評価 ： クモ類の原始的な体の構造を残す「生きている化石」である。 
生存に対する脅威 ： 都市化、森林の伐採や開発、道路の新設や拡幅。 
 
執 筆 者 名 ： 谷川明男 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ヤエヤマトタテグモ 
分    類 ： クモ目 トタテグモ科 
学    名 ： Latouchia hyla Haupt & Shimojana, 2001 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 触肢が歩脚と同程度に長い。体色は暗色で腹部背面にはヤハズ状の斑紋がある。 
近似種との区別 ： 同属他種とは、オス触肢のわずかな形態差で識別できるが、メスでは区別することはできない。 
分 布 の 概 要 ： 西表島と与那国島からは生息記録があるが、現時点では石垣島からの記録がない。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 地面に巣穴を掘ることが多いが，木の幹や倒木に巣を形成することもある。 
生 態 的 特 徴 ： 穴居性で、メスはほとんど移動せず、繁殖期にはオス成体のみが徘徊する。子グモの分散も歩行す

るだけであるが、巣穴を形成した樹木や倒木ごと海流に流されることによる分散が生じている可能
性がある。成長が極めて遅いので、繁殖力が弱い。 

生息地の条件  ： 土の地面に巣穴を掘っていることが多いが、樹木の幹や倒木に巣を形成することもある。 
個体数の動向  ： 現時点での生息地では安定しているものと思われるが、生息密度は高くない。 
現在の生息状況 ： 林内、林縁などに生息している。 
学術的意義・評価 ： 地理的な隔離による種分化、ないし海流分散による分布拡大などの研究材料として貴重である。 
生存に対する脅威 ： 森林伐採。 
 
執 筆 者 名 ： 谷川明男 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： シマトタテグモ 
分    類 ： クモ目 トタテグモ科 
学    名 ： Latouchia parameleomene Haupt & Shimojana, 2001 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 触肢が歩脚と同程度に長い。体色は暗色で腹部背面にはヤハズ状の斑紋がある。 
近似種との区別 ： オキナワトタテグモと本種はオス触肢のわずかな形態差で識別できるが、メスでは区別することは

できない。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島内ではオキナワトタテグモと本種が混在しており、その他の沖縄諸島にはオキナワトタテグ

モ (広義) が生息している。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 地面に巣穴を掘ることが多いが、木の幹や倒木に巣を形成することもある。 
生 態 的 特 徴 ： 穴居性で、メスはほとんど移動せず、繁殖期にはオス成体のみが徘徊する。子グモの分散も歩行す

るだけであるが、巣穴を形成した樹木や倒木ごと海流に流されることによる分散が生じている可能
性がある。成長が極めて遅いので、繁殖力が弱い。 

生息地の条件  ： 土の地面に巣穴を掘っていることが多いが、樹木の幹や倒木に巣を形成することもある。 
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個体数の動向  ： 現時点での生息地では安定しているものと思われるが、沖縄島南部では都市化によって多くの生息
地が失われ、それによって個体数も大きく減少したものと思われる。 

現在の生息状況 ： 林内、林縁、緑地公園などに生息している。 
学術的意義・評価 ： 地理的な隔離による種分化、ないし海流分散による分布拡大などの研究材料として貴重である。 
生存に対する脅威 ： 都市化。 
 
執 筆 者 名 ： 谷川明男 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： オキナワトタテグモ 
分    類 ： クモ目 トタテグモ科 
学    名 ： Latouchia swinhoei Pocock, 1901 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 
※類似種であるシマトタテグモにあわせて解説を示した (シマトタテグモの項を参照)。 
 
執 筆 者 名 ： 谷川明男 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： クメジマイボブトグモ 
分    類 ： クモ目 イボブトグモ科 
学    名 ： Sinopesa kumensis Shimojana & Haupt, 2000 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)          環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 体長は、雌は9～10 mm、雄は7～8 mm。トタテグモ下目イボブトグモ科タイリクイボブトグモ属に

属し、形態的な雌雄差は少ない。背甲は淡褐色で、眼は背甲の前縁に接近する。雄第1脚脛節腹面
に3本の巨大な刺と1対の短い刺を有する。腹部は濃い灰色で斑紋は無い。 

近似種との区別 ： 奄美諸島（奄美大島、徳之島）や八重山諸島に生息する同じトタテグモ下目のジョウゴグモ科 
(Hexathelidae) に近いが、歩脚の跗節に毛束があり、後疣がはるかに短いことなどで区別される。 

分 布 の 概 要 ： 久米島のみに分布。 
近縁な種及び群との分布状況の比較： イボブトグモ科 (Nemesiidae) は世界の熱帯から暖温帯にかけて300種以上知られ、

本種が属するタイリクイボブトグモ属 (Sinopesa) は、タイ北部から中国、日本から3種知られるが、
国内では本種のみ。 

生 態 的 特 徴 ： 洞窟内では、とくに洞奥のコウモリグアノが堆積した周辺の転石下で見つかり、糸を張った巣は見
られず、転石下の窪みに静止していた。歩行速度は速く、いったん走り出すとかなりの速度で一直
線に逃げ去る。2016年 6月には、洞窟内で幼体を確認している。山林では、長野・長谷川 (2016) に
より石や倒木下のトンネル状の窪みに粗く糸を張って巣とすることが確認されている。長野・長谷
川 (2016) は、この糸が獲物を察知するための機能を持つ可能性を示唆している。筆者による山林
内の調査では、ミミズが土を穿孔した後を利用しているようで、、岩の下には無数の溝状の窪みや
地中へと続くトンネル状の穴があり、発見してもすぐこの穴の奥に隠れてしまう。 

生息地の条件  ： 鍾乳洞内や常緑広葉樹林内の石下、倒木下、崖地の地中で確認される。 
現在の生息状況 ： 副模式産地の 1 洞窟での 2015 年調査では少数を確認した。また、同年には周辺の小洞窟内から 1

個体を確認した。山林内では2015年に 7個体が確認されており (長野・長谷川, 2016)、筆者によ
る2016年 12月調査では2個体を確認した。現状で生息が確認されるのは4箇所で、個体数は少な
い。模式産地を含む島内山林や洞窟の生息状況の詳細は不明。 

学術的意義・評価 ： 国内で唯一のイボブトグモ科のクモ。久米島にのみ産し、琉球列島の地史や沖縄島と久米島の生物
地理的関連を考える上から貴重である。 

生存に対する脅威 ： 洞窟環境の荒廃。副模式産地の1洞窟は、入洞が禁止されているものの、近年、洞内の転石が動か
されたり一部崩されるなどの撹乱があり、生息環境の悪化や密猟が懸念される。 

特 記 事 項 ： 久米島固有種。 
原  記  載 ： Shimojana, M. & Haupt, J., 2000. A new nemesiid spider (Arachnida, Araneae) from the Ryukyu Archipelago, 

Japan. Zoosystema, 22: 709-717. 
参 考 文 献 ： Shimojana, M. & Ono, H., 2009. Nemesiidae. ” The Spiders of Japan with keys to the families and genera and 

illustrations of the species”, Ono, H. (ed.) , Tokai University Press, Kanagawa, 96. 
長野宏紀・長谷川貴浩, 2016. クメジマイボブトグモの再発見及び巣の形態について. KHSHIDAIA, 
108: 16-18. 

 
執 筆 者 名： 戸部海童・西山桂一 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： クメコシビロザトウムシ 
分    類 ： ザトウムシ目 カマアカザトウムシ科 
学    名 ： Parabeloniscus shimojanai Suzuki, 1971 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)          環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)           
 
形    態 ： 体長4 mm内外のアカザトウムシ亜目の種。だるま型の背甲と細長い歩脚、それに第4脚の基節が左

右に膨らむのが特徴。体と歩脚は黄橙色。眼や体色の退行はみられない。 
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近似種との区別 ： 本種はオヒキコシビロザトウムシよりひとまわり大きく、雄では第4脚基節の左右への膨らみと突
起の発達が目立つ。雌雄ともに腹部第3自由背板の尾状突起はない。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島西方に位置する久米島と渡嘉敷島に分布。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： クメコシビロザトウムシは久米島と渡嘉敷島、オヒキコシビロザトウムシは沖縄

島、宮城島、伊計島 (本種と同種または近縁種とみられる個体群が、徳之島、奄美大島、屋久島に
も見られる) と、両種の分布域は分かれている。  

生 態 的 特 徴 ： 洞内の食物連鎖の中では中位の捕食者に位置する。洞奥より洞口～洞奥50 m付近に生息。好洞穴種。 
生息地の条件  ： 洞穴動物は一般に洞内の環境変化に敏感なので洞内環境 (低温，多湿，暗所等) の維持が必要であ

る。 
個体数の動向  ： 一部の生息地の洞穴の消失や洞穴の観光化により減少傾向と考えられる。 
現在の生息状況 ： 洞穴内の石、流入木等の下やコウモリグアノ周辺等に生息している。個体数は少ない。 
学術的意義・評価 ： 沖縄諸島のコシビロザトウムシ属内の種分化、および環境適応への研究するうえでも貴重な種群で

ある。 
生存に対する脅威 ： 農地およびリゾート地造成等による鍾乳洞の撹乱と破壊。 
特 記 事 項 ： 久米島の洞穴動物の標徴種の一種である。好洞穴種。本種の生息洞であった久米島のガニマンロウ

アブ (黄金柱のガマ) は鍾乳石の採掘と農地造成で消滅 (1975 年)。タイプ産地のヤジャーガマ洞
穴は1976年の時点ですでに観光のため入洞する人が増えており、その後もさらに増えている。 

原  記  載 ： Suzuki, S., 1971. Opiliones of the Ryukyus. Journal of Science of the Hiroshima University Ser. B, Div. 1 
(Zoology), Hiroshima University, 23: 187-213. 

参 考 文 献 ： Suzuki, S., 1973. Opiliones from the South-West Islands, Japan. Journal of Science of the Hiroshima 
University Ser. B, Div. I (Zoology), Hiroshima University, 24: 205-279. 

鶴崎展巨, 2014. クメコシビロザトウムシ. “レッドデータブック2014 －日本の絶滅のおそれのあ
る野生生物－ 7. その他の無脊椎動物 (クモ形類・甲殻類等)”, 環境省自然環境局野生生物課希
少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 29. 

 
執 筆 者 名 ： 下謝名松榮＊・鶴崎展巨(追補)   ＊前回改訂版(2005)における下謝名による記載内容を一部見直し

た。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

 4 ) 準絶滅危惧(NT) 

 

 

和    名 ： オオクロケブカジョウゴグモ 
分    類 ： クモ目 ジョウゴグモ科 
学    名 ： Macrothele gigas Shimojana & Haupt, 1998 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)         環境省カテゴリー： 該当なし 
 

体長は雌20～26 mm、雄 25～29 mm。頭胸部背面は黒色で、腹部と歩脚は黒色の長毛で覆われ、腹部に斑紋はない。上
顎は赤褐色で、前方に突出する。眼は8眼で、頭胸部前縁の楕円形の眼丘上に位置する。腹部末端の糸疣は2対しか
なく、後疣は非常に長い。八重山諸島 (西表島・石垣島) の固有種。県内には同属のヤエヤマジョウゴグモ M. 
yaginumai が同所的に分布するが、体長は15 mm前後と一回り小さく、腹部は茶褐色で矢はずの斑紋があり、触肢転
節側面に花弁状の付属物が無く、雄の第2脚の蹠節腹面に大きな窪みがあることなどで区別できる。また、台湾には
近縁なホルストジョウゴグモ M. holsti が分布する。 
餌となる地上徘徊性の節足動物が豊富な湿潤な森林の林床に生息し、倒木や石の下などに管状の住居を造り、入り口
の周辺に0.5～1 mほどもある大きな棚網を張る。繁殖期は6～8月頃で、雌は200個前後の卵が入った卵嚢を造り、
孵化まで巣内で保護する。大型のクモで成体の生息密度は低く、また成体になるまでに期間を要すると推察されるこ
とから、開発や採集による影響を受け易い。特に、石垣島では森林開発や下草刈りなどによって生息環境が悪化して
おり、個体数が激減した地域もある。また、タランチュラに似た大型のクモで、ペットとして採集個体が販売されて
おり乱獲も懸念される。 

 
原  記  載 ： Shimojana M. and J. Haupt, 1998. Taxonomy and Natural history of the Funnel-web spider genus Macrothela 

(Araneae: Hexathelidae: Macrothelinae) in the Ryukyu islands (Japan) and Taiwan. Species diversity, 3: 
1-15. 

参 考 文 献 ： 池原貞雄・下謝名松榮, 2009. 沖縄の陸の動物. 風土記社, 那覇, 143pp. 
下謝名松榮, 2009. ジョウゴグモ科. “日本産クモ類”, 小野展嗣（編著）, 東海大学出版会, 神
奈川, 92-95.       

 
執 筆 者 名 ： 佐々木健志 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： キノボリトタテグモ 
分    類 ： クモ目 トタテグモ科 
学    名 ： Conothele fragaria (Dönitz, 1887) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)         環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT)           
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形    態 ： 触肢が歩脚と同程度に長い。体色はほぼ黒色で光沢があり斑紋はない。 
近似種との区別 ： 同じ科のトタテグモ類とは腹部に斑紋がないことや、巣穴が浅いことなどで識別することができる。 
分 布 の 概 要 ： 石垣島からはこれまで生息記録がないが、県内全域に生息していると思われる。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 同じ科の他のトタテグモ類は地面に巣穴を掘ることが多く、本種は木の幹や岩の

表面に巣を形成することが多いが、地面に巣穴を形成し、同科他種と混在していることもある。 
生 態 的 特 徴 ： 穴居性で、メスはほとんど移動せず、繁殖期にはオス成体のみが徘徊する。子グモの分散も歩行す

るだけであるが、巣穴を形成した樹木ごと海流に流されることによる分散が生じている可能性があ
る。成長が極めて遅いので、繁殖力が弱い。 

生息地の条件  ： 太い樹木の表面や岩の表面に寝袋状の巣を形成して潜んでいることが多いが、土の地面に巣穴を掘
っていることもある。 

個体数の動向  ： 目撃例は多くないが、それは巣穴が目につきにくいことが主な原因と思われる。 
現在の生息状況 ： 林内、林縁、緑地公園などに生息している。 
学術的意義・評価 ： 本属のクモ類で日本に生息するのは本種1種のみである。 
生存に対する脅威 ： 都市化。 
 
執 筆 者 名 ： 谷川明男 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： リュウキュウカヤシマグモ 
分    類 ： クモ目 カヤシマグモ科 
学    名 ： Tricalamus ryukyuensis Ono, 2013 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)         環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 体長は雌4.3～5.6 mm、雄 2.5～3.3 mm。背甲は楕円形で、8眼は集団を形成し背甲の前縁と中央の

間に位置する。雌の触肢の先端には多数の歯を備えた1爪がある。体色は、雌は淡褐色から暗褐色、
雄は淡褐色から暗赤褐色で、雌雄とも腿節がより暗色。腹部背面から側面にかけて淡黄褐色の毛を
密生し、雌では縞状に雄では円状に配される。 

近似種との区別 ： 日本に産する同属のトビイロカヤシマグモ Tricalamus fuscatus とは雄の触肢器官の栓子の形状、雌
の生殖器の受精嚢の形状が異なる。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島でのみ確認されている。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 小笠原諸島とパラオから近縁のトビイロカヤシマグモが確認されている。ほかに

大分県からハラナガカヤシマグモ、琉球列島と台湾からカヤシマグモの記録があるが、日本におけ
る近年の確実な記録はない。カヤシマグモ科は世界の温暖な地域に100種以上を擁する。 

生 態 的 特 徴 ： 林内及び林縁の琉球石灰岩の岩崖、またはそれに連続するコンクリート等人工物の表面に集団で営
巣しコロニーを形成する。巣は、岩のくぼみにボロ網を吹き付けたような不定形な外観で、岩の間
隙に続くトンネルを形成し、クモはその入り口付近や奥に潜んでいる。巣網には昆虫類、多足類、
甲殻類等、様々な小動物の死骸が付着している。夜間、巣のトンネルの入り口付近でアリ類、ヨコ
バイ類、ハマトビムシ類を捕え、内部に引きずり込む個体が確認されている。5 月に配偶行動と卵
塊、8～9月に成体と同居する複数の幼体 (体長約1 mm強)、コロニー内で分散移動または巣作りを
開始する幼体 (体長約1 mm強～2 mm弱) が確認されている。 

生息地の条件  ： 好適な生息地は、日光や風雨の影響が比較的穏やかで、年間を通して湿度の良く保たれた岩崖を有
する樹林であると考えられ、石灰岩地の自然林等が該当する。ただし、台湾では同様な生態を持つ
近縁種が市街地にも普通に生息していることから、潜在的にはある程度人為環境にも適応できる可
能性はある。 

現在の生息状況 ： 都市部の居住地区に島状に残存するわずかな樹林地が、唯一継続的に生息が確認されている場所で
ある。2016年夏の調査では、90個体以上の生息が確認された。 

学術的意義・評価 ： ミクロネシアから琉球列島にかけての本属の種分化や進出時期を研究する上からも貴重な種である。 
生存に対する脅威 ： 生息地は、島内でも開発が著しい中部地区の都市部に位置しており、宅地開発等による岩崖と樹林

の破壊、攪乱が現実に危惧される。また、同所の個体群は、ある年にコロニー内のほとんどの個体
がヤマシログモ類に置き換わったことがあった。2016年夏の調査では、個体数はほぼ回復し安定し
ているものの、ごく小さな生息地しか確認されていないことから、生態的競合種との動態も注視す
る必要がある。 

特 記 事 項 ： 生息地が模式産地しか知られていない。継続的な生態調査とともに、新たな生息地の発見が望まれ
る。 

原  記  載 ： Ono, H., 2013. Spiders of the Genus Tricalamus (Araneae, Filistatidae) from Japan. Bulletin of the 
National Museum of Nature and Science, 39(1) 15-20. 

参 考 文 献 ： 小野展嗣, 2009. カヤシマグモ科. “日本産クモ類”, 小野展嗣(編著), 東海大学出版会, 神奈川, 
125-126. 

 
執 筆 者 名 ： 名嘉猛留 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： オキナワマシラグモ 
分    類 ： クモ目 マシラグモ科 
学    名 ： Falcileptoneta okinawaensis Komatsu, 1972 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)         環境省カテゴリー： 該当なし 
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形    態 ： 体長1.9 mm前後。腹部の斑紋はチョコレート色で、ウデナガマシラグモ Masirana longipalpis の

ような眼の退化傾向や退色は見られない。 
近似種との区別： 他のマシラグモ類とは把持器 (Apophysis) の形が特異であるので識別は容易である。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島読谷村のシムクガマの個体が模式種。 
近縁な種及び群との分布状況の比較： 本種は今のところ、沖縄島の中部地域に分布は限られ、極めて分布域も狭い。同

じ Falcileptoneta 属の未記載種が与那国島、黒島から記録されている。ウデナガマシラグモは琉球
列島に広く分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 洞口から50 m内の洞壁のくぼみや礫間にマシラグモ属特有の網を張る。好洞窟性の種類。 
生 息地 の条 件： 周辺環境が安定した洞窟 
個 体数 の動 向： 沖縄島の洞窟から記録があるが、詳細な調査は行われていない。 
学術的意義・評価 ： 個体数が少なく、かつ分布域も狭く、沖縄諸島におけるマシラグモ類の種分化研究上で重要な種で

ある。 
生存に対する脅威 ： 開発や農地改良事業による洞窟自体の消失。洞窟周辺の樹林の消失による洞内環境の悪化。 
特 記 事 項 ： 沖縄島の固有種。県内からはこのほかにもマシラグモ科の未記載種がみつかっており、詳細な研究

が必要である。 
原  記  載 ： Komatsu, T., 1972. Two new cave spiders from Okinawa island (genera Falcileptoneta and Masirana, 

Leptonetidae). Acta arachnologica, 24: 82-85. 
参 考 文 献 ： 小野展嗣, (2009). 日本産クモ類. 東海大学出版会, 神奈川, xvi+739 pp. 

下謝名松栄, 1978. 南・北大東島および沖縄島南部地域の洞穴動物相. “沖縄県洞窟実態調査報告
Ⅰ”, 沖縄県教育委員会, 沖縄, 75-111. 

下謝名松栄, 1979. 沖縄島および周辺離島の洞窟動物. “沖縄県洞窟実態調査報告Ⅱ”, 沖縄県教
育委員会, 沖縄, 97-153. 

下謝名松栄, 1973. 八重山群島の石灰洞窟の動物調査報告, 沖縄生物教育研究会誌, (6): 1-26. 
 
執 筆 者 名 ： 下謝名松栄＊、田村常雄(追補)   ＊前回改訂版(2005)における下謝名による記載内容を一部見直し

た。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

和    名 ： ウデナガマシラグモ 
分    類 ： クモ目 マシラグモ科 
学    名 ： Masirana longipalpis Komatsu, 1972 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)         環境省カテゴリー： 該当なし 
   
形    態 ： 体長2.7 mm前後。背甲は黄褐色で腹部は淡褐色。雄の触肢は非常に長い。地域により眼の退化や退

色傾向が見られる。 
近似種との区別： オスの触肢が非常に長いことで他の種と識別できる。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島、久米島、伊江島、渡名喜島、古宇利島、伊計島、宮城島、浜比嘉島、渡嘉敷島、石垣島の

洞窟から記録がある。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 未記載種が県内から見つかっている。オキナワマシラグモは沖縄島に固有。 
生 態 的 特 徴 ： 洞内の洞壁、石筍などの隙間にシート状網をはる。鍾乳洞や人工洞に生息する。 
生 息地 の条 件： 周辺環境が安定した洞窟 
個 体数 の動 向： 各地の洞窟に生息するが、詳細な調査は行われていない。 
学術的意義・評価 ： 琉球列島の洞窟を代表する種である。眼の退化や退色傾向が地域により異なり、クモの洞窟への適

応過程を明かにする上で重要な種である。 
生存に対する脅威 ： 開発や農地改良事業による洞窟自体の消失。洞窟周辺の樹林の消失による洞内環境の悪化。 
特 記 事 項 ： 琉球列島の固有種。県内からはマシラグモ科の未記載種が複数みつかっており、詳細な研究が必要

である。 
原  記  載 ： Komatsu, T., 1972. Two new cave spiders from Okinawa island (genera Falcileptoneta and Masirana, 

Leptonetidae). Acta arachnologica, 24: 82-85. 
参 考 文 献 ： 小野展嗣, (2009). 日本産クモ類. 東海大学出版会, 神奈川, xvi+739 pp. 

下謝名松栄, 1978. 南・北大東島および沖縄島南部地域の洞穴動物相. “沖縄県洞窟実態調査報告
Ⅰ”, 沖縄県教育委員会, 沖縄, 75-111. 

下謝名松栄, 1979. 沖縄島および周辺離島の洞窟動物. “沖縄県洞窟実態調査報告Ⅱ”, 沖縄県教
育委員会, 沖縄, 97-153. 

下謝名松栄, 1980. 先島（宮古諸島・八重山諸島）の洞窟動物. “沖縄県洞窟実態調査報告Ⅲ”, 沖
縄県教育委員会, 沖縄, 103-142. 

下謝名松栄, 1973. 八重山群島の石灰洞窟の動物調査報告, 沖縄生物教育研究会誌, (6): 1-26. 
 
執 筆 者 名 ： 田村常雄 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

和    名 ： オキナワホラヒメグモ 
分    類 ： クモ目 ホラヒメグモ科 
学    名 ： Nesticella okinawaensis (Yaginuma, 1979) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)         環境省カテゴリー： 該当なし 
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形    態 ： 体長は雌2.2 mm、雄 1.8 mm。 
近似種との区別： 短肢系の種。オスは触肢の形状でコホラヒメグモ Nesticella brevipes、チビホラヒメグモ Nesticella 

mogera と識別が可能。メスは識別が困難である。 
分 布 の 概 要 ： 県内では、沖縄島、久米島のいくつかの鍾乳洞から記録がある。県外では、徳之島、沖永良部島の

鍾乳洞から記録がある。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： コホラヒメグモは与那国島、チビホラヒメグモは沖縄諸島、南大東島、宮古諸島、

八重山諸島に生息する。 
生 態 的 特 徴 ： 洞内の洞壁、石筍などの隙間に複雑な網をはる。好洞窟性のクモ。 
生 息地 の条 件： 周辺環境が安定した洞窟 
個 体数 の動 向： 沖縄諸島の洞窟から記録があるが、詳細な調査は行われていない。 
生存に対する脅威 ： 開発や農地改良事業による洞窟自体の消失、周辺の樹林の消失による洞内環境の悪化。 
特 記 事 項 ： 琉球列島の固有種。今後、未記載種が見つかる可能性がある。 
原  記  載 ： Yaginuma, T., 1979. A study of the Japanese species of nesticid spiders. Fac. Let. Rev., Otemon Gakuin Univ., 

13: 255-287. 
参 考 文 献 ： 小野展嗣, (2009). 日本産クモ類. 東海大学出版会, 神奈川, xvi+739 pp. 

下謝名松栄, 1978. 南・北大東島および沖縄島南部地域の洞穴動物相. “沖縄県洞窟実態調査報告
Ⅰ”, 沖縄県教育委員会, 沖縄, 75-111. 

下謝名松栄, 1979. 沖縄島および周辺離島の洞窟動物. “沖縄県洞窟実態調査報告Ⅱ”, 沖縄県教
育委員会, 沖縄, 97-153. 

下謝名松栄, 1980. 先島（宮古諸島・八重山諸島）の洞窟動物. “沖縄県洞窟実態調査報告Ⅲ”, 沖
縄県教育委員会, 沖縄, 103-142. 

 
執 筆 者 名 ： 田村常雄 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： オヒキコシビロザトウムシ 
分    類 ： ザトウムシ目 カマアカザトウムシ科 
学    名 ： Parabeloniscus caudatus Suzuki, 1973 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)         環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 体長 3～4 mm内外。第4脚基節が左右に膨らむ。雄の腹部第3自由背板に尾状突起がある。体は淡

黄色～白色。眼の退行もみられ無眼の個体もある。 
近似種との区別 ： 近似種のクメコシビロザトウムシとは雄の腹部第三自由背板上に後方にのびる尾状突起があること

で容易に識別できる。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄諸島の沖縄島、宮城島、伊計島。徳之島、奄美大島、屋久島でも同種または近似種と考えられ

る個体群が見つかっている。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： オヒキコシビロザトウムシは沖縄島以北、クメコシビロザトウムシは久米島、渡

嘉敷島と分布域が明らかに異なる。 
生 態 的 特 徴 ： 洞内の食物連鎖では中位の捕食者。生活史は不明。沖縄県内ではこれまで洞外からは見つかってい

ない。 
生息地の条件  ： 本種は、洞内でもとくに高湿度、低温の洞奥の石や流入木の下、コウモリグアノの周辺に生息。 
個体数の動向  ： 不明。 
現在の生息状況 ： 不明。 
学術的意義・評価 ： 無眼の個体も発見されており、洞穴環境と形態適応の研究材料としても興味深い種群である。 
生存に対する脅威 ： 農地造成、土地改良およびリゾート造成等による鍾乳洞の撹乱と破壊 (消滅)。 
特 記 事 項 ： 南西諸島の洞穴動物の標徴種の一つである。少なくとも沖縄県内では真洞穴種で、他種に比べて個

体数も少なく、分布域も狭い。 
原  記  載 ： Suzuki, S., 1973. Opiliones from the South-West Islands, Japan. Journal of Science of the Hiroshima 

 University Ser. B Div. I (Zoology), Hiroshima University, 24: 205-279. 
参 考 文 献 ： Suzuki, S., 1973. Opiliones from the South-West Islands, Japan. Journal of Science of the Hiroshima 

 University Ser. B Div. I (Zoology), Hiroshima University, 24: 205-279. 
 
執 筆 者 名 ： 下謝名松榮＊・鶴崎展巨(追補)   ＊前回改訂版(2005)における下謝名による記載内容を一部見直し

た。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

 5 ) 絶滅のおそれのある地域個体群(LP) 

 

 
和    名 ： アマミサソリモドキ 
分    類 ： サソリモドキ目 サソリモドキ科 
学    名 ： Typopeltis stimpsonii (Wood, 1862) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅のおそれのある地域個体群 (久米島、沖縄島、伊是名島) (LP) 環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 体長は 40～50 mm。体色はくり茶〜黒色で体は前体部と後体部からなる。雄の触肢の桿状突起はそ
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りかえる。雌の生殖板上には円～だ円形の凹刻がある。 
近似種との区別 ： 近似種のタイワンサソリモドキとは、雄では触肢の桿状突起の形、雌は生殖板の刻状紋の違いで区

別できる。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄県下では、本種は沖縄島 (八重岳)、久米島 (だるま山)、伊是名島 (大野山)で分布が確認され

ている。島内での分布域は極めて局所的である。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： アマミサソリモドキは沖縄島、久米島、伊是名島、県外では、奄美諸島～天草牛

深間に自然分布し、人為的な持ち込みと考えられる個体が本州、四国、八丈島に分布する。タイワ
ンサソリモドキは宮古諸島 (多良間島のみ)、八重山諸島、台湾に分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 山地の石や倒木下に産室をつくり、卵塊は腹面に付着させ、ふ化した仔虫は腹背面にのせて産室で
過ごす。刺激すると肛門腺から強い酢酸臭のガスを放出する。 

生息地の条件  ： 生息地の環境保全。 
個体数の動向  ： 不明。 
現在の生息状況 ： 主として山地の石や倒木下に生息。 
学術的意義・評価 ： 本種は久米島を南限とし、北限は東京と広範囲で分布している。しかし、沖縄県の 3 島（沖縄島、

久米島、伊是名島）に生息する個体群は遺伝的固有性が高く、また、タイワンサソリモドキとの分
布の境界に接していることから、遺伝的多様性や種分化の過程を解明するために重要な個体群であ
る。 

生存に対する脅威 ： 生息地の環境変化、および、乱獲。 
参 考 文 献 ： Karasawa, S. and S. Nagata, J. Aoki, K. Yahata, M. Honda, 2015. Phylogeographic study of whip scorpions 

(Chelicerata: Arachnida: Thelyphonida) in Japan and Taiwan. Zoological Science, 32(4): 352-363. 
 
執 筆 者 名 ： 唐沢重考・下謝名松榮＊    ＊前回改訂版 (2005) における下謝名による記載内容を一部引用した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

 6 ) 情報不足(DD) 

 

 

和    名 ： ヤンバルユウレイグモ 
分    類 ： クモ目 ユウレイグモ科 
学    名 ： Belisana yanbaruensis (Irie, 2002) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 体長雌2.1～2.5、雄 2.1～2.8 mm。眼は6眼で、体色は淡黄褐色、歩脚は淡褐色をしている。頭胸

部及び腹部は卵形をしており、腹部背面に3から4対の淡灰色の斑紋を持つ個体もある。 
近似種との区別 ： ヒメユウレイグモやシモングモと似るが、腹部背面の斑紋や雄触肢、雌の外雌器で区別される。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島北部地域のみで見つかる。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 沖縄島の中南部では、現在のところ本種は見られない。一方、ヒメユウレイグモ

は石垣島や西表島に分布しており、分布域が重なることはない。 
生 態 的 特 徴 ： 夜間に渓流添いの広葉樹などの葉裏に留まっているのを見る。また昼間に渓流周辺でのスイーピン

グに入ることもあるが、生態に関する詳細な調査はなく不明なところが多い。 
生息地の条件  ： 自然度の高い森林と好適条件の渓流環境が必要と思われる。 
個体数の動向  ： 詳細な調査はなく、不明である。 
現在の生息状況 ： 沖縄島北部地域のみで見つかる。 
学術的意義・評価 ： 森林渓流環境の指標となる種と思われる。 
生存に対する脅威 ： 農地及びリゾート開発等による森林環境の撹乱と破壊。 
参 考 文 献 ： Irie, T., 2002. Two new species of the genera Pholcus and Spermophora (Araneae: Pholcidae) from the Nansei 

Islands, Japan. Acta. Arach., 51(2): 141-144. 
 
執 筆 者 名 ： 千木良芳範 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： コケオニグモ 
分    類 ： クモ目 コガネグモ科 
学    名 ： Araneus seminiger (L. Koch, 1878) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 体長雌16.0～23.0 mm、雄11.0～14.0 mm。背甲は褐色であるが、腹部は全体的に緑色を呈している。

腹部上面中央に明瞭な褐色の葉状班があり、腹部両肩は円錐状に低く隆起する。歩脚腿節には数本
の太く短い刺がある。山地森林に生息し、渓流沿いの樹間や枝間に直径60～70 cmの垂直円網を張
る。夜間は網の中央に占座していることが多いが、昼間は網を張っていた近くの樹幹や葉裏にじっ
としている。成体は5月から9月にかけて目撃され、11月から12月には亜成体を見る。 

近似種との区別 ： 沖縄県で、体の大きさや形態が類似するのはオニグモだけであるが、体色と斑紋で本種と区別でき
る。 

分 布 の 概 要： 北海道から沖縄諸島まで広く分布する。 
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近縁な種及び群との分布状況の比較 ： オニグモは山地から低地まで広く分布するが、本種はこれまでのところ山地域で
のみ見つかる。 

生 態 的 特 徴 ： 詳細な調査はなく、不明である。 
生息地の条件  ： 自然度の高い森林と好適条件の渓流環境が必要と思われる。 
個体数の動向  ： 沖縄島における詳細な調査はなく不明であるが、これまでの目撃頻度からすると多くはない。 
現在の生息状況 ： 沖縄島では北部地域の山地森林内でのみ見つかる。 
学術的意義・評価 ： 生息環境がきわめて限定的で、森林環境の指標となる種と思われる。 
生存に対する脅威 ： 農地及びリゾート開発等による森林環境の撹乱と破壊。 
参 考 文 献 ： Koch, L., 1878. Japanesische Arachniden und Myriapoden. Verh. k. k. zool. bot. Gesell. Wien, 27, 735-798, 

pls.15-16. 
Ono, H., 2002. New and remarkable spiders of the families Liphistiidae, Argyronetidae, Pisauridae, 

Theridiidae and Araneidae (Arachnida) from Japan. Bull. Natl. Sci. Mus. Tokyo, 28: 51-61. 
Tanikawa, A., 2001. Twelve new species and one newly recorded species of the genus Araneus (Araneae: 

Araneidae) from Japan. Acta Arachnol., 50(1): 63-86. 
 
執 筆 者 名 ： 千木良芳範 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： オキナワナガイボグモ 
分    類 ： クモ目 ナガイボグモ科 
学    名 ： Hersilia okinawaensis Tanikawa, 1999 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 体長雌5.0～7.0 mm、雄 4.0～5.5 mm。背甲及び腹部上面は緑褐色に白色や明褐色、暗褐色の複雑な

斑紋がある。出糸突起 (糸疣) の後対が腹部の後方に著しく飛び出している。 
近似種との区別 ： ヤエヤマナガイボグモと酷似するが、外見で区別することは難しい。オスの触肢、メスの貯精のう

の形で区別できる。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島北部地域のみで見つかる。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 本種は奄美大島と沖縄島に、ヤエヤマナガイボグモは西表島と与那国島に分布し、

両者の分布域は重ならない。 
生 態 的 特 徴 ： 渓流沿いの樹木の幹の表面でくらし、成体は周年見ることができる。樹幹で待ち伏せ型の捕虫を行

い、樹皮にアリや小さなガ類がくると、長い出糸突起から粘性の強い糸を投げかけて捕獲する。5
月から9月に樹幹に3個から5個の卵のうを固めて産み付ける。卵は1ヶ月程で孵化し、仔グモが
出のうする。詳細な生態については不明である。 

生息地の条件  ： 自然度の高い森林と好適条件の渓流環境が必要と思われる。 
個体数の動向  ： 沖縄島北部の生息地では、とりたてて減少傾向は認められないが、名護市や恩納村における動向は、

詳細な調査がないので不明である。 
現在の生息状況 ： 沖縄島では名護市以北の渓流沿いで見つかるが、名護市における確認地は1河川の2地点だけであ

る。 
学術的意義・評価 ： 森林渓流環境の指標となる種と思われる。 
生存に対する脅威 ： 農地及びリゾート開発等による森林環境の撹乱と破壊。 
参 考 文 献 ： 千木良芳範, 2017. 第 8章 第 3節 名護市のクモ類. “名護市史本編･１ 人と自然 Ⅰ名護やんばる

の自然誌”, 名護市教育委員会, 名護. (印刷中) 
Tanikawa, A., 1999. Japanese Spiders of the Genus Hersilia (Araneae: Hersiliidae). Acta. Arachnol., 48(2): 

131-137. 
 
執 筆 者 名 ： 千木良芳範 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ヤエヤマナガイボグモ 
分    類 ： クモ目 ナガイボグモ科 
学    名 ： Hersilia yaeyamaensis Tanikawa, 1999 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 歩脚と糸疣が長い。色彩斑紋は樹皮によく似ている。 
近似種との区別 ： オキナワナガイボグモとはオス触肢、メス貯精嚢の形態で見分けることができる。 
分 布 の 概 要 ： 西表島と与那国島からは生息記録があるが、現時点では石垣島からの記録がない。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 近縁のオキナワナガイボグモは奄美大島と沖縄島に生息しており、本種は与那国

島と西表島に生息している。石垣島からは現在まで生息記録がないが、本来は生息範囲内であると
思われる。 

生 態 的 特 徴 ： 中程度以上の太さの樹木の樹幹表面で待機型の捕虫をしている。卵のうも樹幹表面に付着させる。 
生息地の条件  ： 比較的自然度の高い森林内に生息している。 
個体数の動向  ： 現時点での生息地では安定しているものと思われる。 
現在の生息状況 ： 林内に生息している。 
学術的意義・評価 ： 日本に生息する本属のクモ類は、オキナワナガイボグモと本種との2種のみである。 
生存に対する脅威 ： 森林伐採。 
 
執 筆 者 名 ： 谷川明男 
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……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： オオハシリグモ 
分    類 ： クモ目 キシダグモ科 
学    名 ： Dolomedes orion Tanikawa, 2003 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 体長雌28.0～38.7 mm、雄22.3～28.7 mm。全体に茶褐色で、腹部中央に赤褐色の模様がある。オス

の頭胸部前縁は白色毛で縁取られている。また、雌雄共に第1脚および2脚のしょ節背面に白色毛
が密生している。 

近似種との区別 ： イシガキアオグロハシリグモと類似するが、成体では体の斑紋と大きさで区別は容易であるが、幼
体や亜成体はイシガキアオグロハシリグモやキシダグモ科の他種と混同する恐れもある。 

分 布 の 概 要 ： 県内では沖縄島中北部地域 (沖縄市以北) と渡嘉敷島、久米島に分布する。県外では、トカラ列島
中之島、奄美大島、徳之島からも記録がある。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： イシガキアオグロハシリグモは石垣島、西表島、及び与那国島に分布し、本種と
の分布域は重なっていない。 

生 態 的 特 徴 ： 渓流沿いで周年みられる。7月から 9月にかけて卵のうを抱えたメスが多くなる。その後の 9月か
ら 10月頃には、出のうしたばかりの幼体から、体長2 cmくらいの亜成体、成熟した成体が同時に
みられることから、複数年生きることが予想される。国頭村ではヤモリやカエル類といった脊椎動
物を含めて、20数種の動物を補食することなどが知られるが、詳細な生態は不明である。 

生 息地 の条 件： 自然度の高い森林と好適条件の渓流環境が必要と思われる。 
個体数の動向  ： 詳細な調査はなく、不明である。 
現在の生息状況 ： 国頭村や大宜味村に比べると、沖縄市や恩納村における個体数は少ないかもしれない。詳細な調査

が必要である。 
学術的意義・評価 ： 森林渓流環境の指標となる種と思われる。 
生存に対する脅威 ： 農地及びリゾート開発等による森林環境の撹乱と破壊。 
参 考 文 献 ： Tanikawa, A., 2003. Two New Species and Two Newly Recorded Species of the Spider Family Pisauridae 

(Arachnida: Araneae) from Japan. Acta. Arachnl., 52(1): 35-42. 
 
執 筆 者 名 ： 千木良芳範 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： イシガキアオグロハシリグモ 
分    類 ： クモ目 キシダグモ科 
学    名 ： Dolomedes yawatai Ono, 2002 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 体長雌27～32 mm、雄 11～13 mm。全体に茶褐色で、腹部中央に赤褐色の模様がある。第1脚および

2脚のしょ節背面に白色毛が密生するが、これを欠く個体もある。 
近似種との区別 ： オオハシリグモと類似する。成体では体の斑紋と大きさで区別は容易であるが、幼体や亜成体はオ

オハシリグモやキシダグモ科の他種と混同する恐れもある。 
分 布 の 概 要 ： 石垣島、西表島及び与那国島で見つかる。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： オオハシリグモは沖縄島、渡嘉敷島、久米島に分布するほか、県外では、トカラ

列島中之島、奄美大島、徳之島からも記録があり、本種との分布域は重なっていない。 
生 態 的 特 徴 ： 石垣島や西表島では、渓流沿いで周年みられる。岩や石の上などで水面に第1脚と第2脚を広げて

獲物を待っている。脅かすと水中に逃げ込むこともある。生態に関する調査は断片的で、詳細な生
態は不明である。 

生息地の条件  ： 自然度の高い森林と好適条件の渓流環境が必要と思われる。 
個体数の動向  ： 詳細な調査はなく、不明である。 
現在の生息状況 ： 石垣島、西表島及び与那国島のみで見つかっている。 
学術的意義・評価 ： 森林渓流環境の指標となる種と思われる。 
生存に対する脅威 ： 農地及びリゾート開発等による森林環境の撹乱と破壊。 
参 考 文 献 ： Ono, H., 2002. New and remarkable spiders of the families Liphistiidae, Argyronetiidae, Pisauridae, 

Theridiidae, and Araneidae (Araneae) from Japan. Bull. Natl. Sci. Mus. Tokyo (A), 28, 51-60. 
 
執 筆 者 名 ： 千木良芳範 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ササキハシリグモ 
分    類 ： クモ目 キシダグモ科 
学    名 ： Dolomedes zatsun Tanikawa, 2003 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 体長雌18～20 mm、雄14～15 mm。全体に茶褐色で、腹部の前半側面に黒帯がある。 
近似種との区別 ： 沖縄県に類似する近似種はいない。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島北部地域の渓流沿いで見つかる。 
生 態 的 特 徴 ： 夜間の渓流沿いで、丈の低い植物の葉上などで見つかる。7 月から 8 月にかけて卵のうを抱えたメ
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スが多くなるが、詳細な生態は不明である。 
生息地の条件  ： 自然度の高い森林と好適条件の渓流環境が必要と思われる。 
個体数の動向  ： 詳細な調査はなく、不明である。 
現在の生息状況 ： 国頭村と大宜味村のみで見つかっている。 
学術的意義・評価 ： 森林渓流環境の指標となる種と思われる。 
生存に対する脅威 ： 農地及びリゾート開発等による森林環境の撹乱と破壊。 
参 考 文 献 ： Tanikawa, A., 2003. Two New Species and Two Newly Recorded Species of the Spider Family Pisauridae 

(Arachnida: Araneae) from Japan. Acta. Arachnl., 52(1): 35-42. 
 
執 筆 者 名 ： 千木良芳範 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： カノウハエトリ 
分    類 ： クモ目 ハエトリグモ科 
学    名 ： Onomastus kanoi Ono, 1995 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 体長雌4.5～5.0 mm、雄4.0～5.0 mm。全体に淡緑色で無班、透明感のある美しいクモ。 
近似種との区別 ： 県内及び国内に近似種はいない。他のハエトリグモと比較しても、小型であることと緑色の体色で

区別できる。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島 (国頭村、大宜味村、名護市、恩納村) に分布。 
生 態 的 特 徴 ： 渓流沿いの少し湿った環境でよく見られる。草丈 (樹高) が1～2 mの植物、特に葉の大きな植物、

クワズイモ、ヒリュウシダなどの葉上、葉裏で留まっていることが多い。夜間には、こうした植物
の葉裏からぶら下がっている。渓流周辺では周年目撃することができるが、成熟個体は 3月から 9
月にかけて、亜成体が10月から12月に目撃される。食性や繁殖、行動など詳細な生態については
不明。 

生息地の条件  ： 自然度の高い森林と好適条件の渓流環境が必要と思われる。 
個体数の動向  ： 詳細な調査はなく、不明である。 
現在の生息状況 ： 恩納村以北の渓流とその周辺域で見つかる。 
学術的意義・評価 ： 森林渓流環境の指標となる種と思われる。 
生存に対する脅威 ： 農地及びリゾート開発等による渓流環境の撹乱と破壊。 
参 考 文 献 ： Ono, H., 1995. Four East Asian spiders of the families Eresidae, Araneidae, Thomisidae, and Salticidae 

(Arachnida, Araneae). Bull. Natl. Sci. Mus., Tokyo (A), 21, 157-169. 
 
執 筆 者 名 ： 千木良芳範 
 



<多足類> 

417 
 

３．１１ 多足類 
 

  今回の見直し（改訂第３版）に掲載される種は以下のとおりである。 

 

  カテゴリー 

分類群 

絶滅 

(EX) 
野生 

絶滅 

(EW) 

絶 滅 危 惧 Ⅰ 類 絶滅危惧

Ⅱ類 

(VU) 

準絶滅

危惧 

(NT) 

絶滅のおそれの

ある地域個体群 

(LP) 

情報 

不足 

(DD) 

合  計

  ⅠＡ類

(CR) 
ⅠＢ類

(EN) 

初版 1996 0 0 － － 0 6 4 10 20 

改訂第2版 2005 0 0 0 0 0 0 1 9 24 34 

改訂第3版 2017 0 0 0 0 0 0 5 1 2 8 

※初版のカテゴリーのうち、絶滅種は現行のカテゴリー名の絶滅と野生絶滅を集約することで示し、このほか絶滅危惧種
は絶滅危惧Ⅰ類、危急種は絶滅危惧Ⅱ類、希少種は準絶滅危惧、地域個体群は絶滅のおそれのある地域個体群、未決
定種は情報不足として現行のカテゴリー名に変換して示した。 

 

(１)  本改訂でのおもな留意点 

本改訂において、多足類の掲載種数は減少した。これはヤスデ類において情報不足種の再評価が進むとともに、

ムカデ類の掲載種をすべて取り下げたためである。準絶滅危惧種については1種から 5種（すべてヤスデ類）と

なり、実質的な指定種は増加している。ムカデ類およびその他の多足類については、県内に生息する種の情報が

きわめて限られていることから、評価を行える状況にないと判断して掲載を見送ることとした。ただしムカデ類

については県内の主要島において採集調査を行ったほか、前回掲載された種の県内における記録を検討した。 

 

(２) 本改訂で明らかになったこと 

ヤスデ類については近年、県内における調査に大きな進展があった。その結果をもとに、前回情報不足に指定

された種の多くは、リストから除外するのが適当と評価された。そして 4種が情報不足から準絶滅危惧へ、また

1 種は情報不足から絶滅の恐れのある地域個体群へと、それぞれ変更される必要があることがわかった。依然と

して情報が得られていないタメトモヤスデに加え、最近記載されたカツレンフトケヤスデが、新たに情報不足種

に指定された。 

その一方、ムカデ類については、後述のように前回（2005年）掲載された種のほとんどで、指定の根拠やカテ

ゴリーの適切性などについての問題があることがわかった。また分類の再検討によって種としての実体がないと

みなされる種、さらには県内における生息分布の根拠となる情報がない、もしくは疑わしい種が含まれているこ

とも判明した。 

 

 

執筆者 中村 泰之（琉球大学博物館（風樹館）・研究員） 
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(３)  掲載種の解説 

 

 1 ) 準絶滅危惧(NT) 

 

 

和    名 ： ヨナグニアマビコヤスデ 
分    類 ： オビヤスデ目 ババヤスデ科 
学    名 ： Riukiaria mundyi Korsos, Nakamura et Tanabe, 2011 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 体長25～42 mm、体幅5.1～8.6 mm。胴節数は20。各胴節は側方に翼状に張り出す。生時の体色はピ

ンクがかったオレンジ色。 
分 布 の 概 要 ： 与那国島。 
生 態 的 特 徴 ： 丘陵地の林床に生息する。開けた環境でも見つかることがある。 
学術的意義・評価 ： 与那国島の固有種であり、与那国島の陸生動物相の起源を探るうえで重要な存在である。 
生存に対する脅威 ： 森林伐採に伴う生息地の消失。 
原  記  載 ： Korsós, Z., Nakamura, Y, and Tanabe, T., 2011. Two new millipede species of the genus Riukiaria 

(Diplopoda, Polydesmida, Xystodesmidae) endemic to the Ryukyu Archipelago, Japan. Zootaxa, 2877: 
55-68. 

 
執 筆 者 名 ： 中村泰之 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： コバアマビコヤスデ 
分    類 ： オビヤスデ目 ババヤスデ科 
学    名 ： Riukiaria spiralipes (Takakuwa, 1942) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 体長30～35 mm、体幅7～8 mm。胴節数は20。各胴節は側方に翼状に張り出す。生時の体色は暗灰色

で、各胴節の側縁は淡黄色。 
分 布 の 概 要 ： 久米島・阿嘉島 (未発表)。久米島が模式産地である。それぞれの島内での生息地は、1か所ずつに

限られている。 
生 態 的 特 徴 ： 丘陵地の林床に生息する。 
学術的意義・評価 ： 久米島と阿嘉島の固有種であり、沖縄諸島の生物地理学的関係を探るうえで重要な存在である。 
生存に対する脅威 ： 森林伐採に伴う生息地の消失。 
原  記  載 ： Takakuwa, Y., 1942. Ueber weitere Japanische Rhysodesmusarten. Transactions of the Natural History 

Society of Formosa, 27: 197-203. 
 
執 筆 者 名 ： 中村泰之 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ポコックヤエタケヤスデ 
分    類 ： オビヤスデ目 ババヤスデ科 
学    名 ： Yaetakaria neptuna (Pocock, 1895) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 体長約35 mm、体幅約8 mm。胴節数は20。生時の体色は個体群ごとに異なり、黄色・橙色・くすんだ

ピンク色の地に濃色の斑紋を持つ。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島・伊平屋島 (未発表)。沖縄島が模式産地である。既知の生息地は4か所に限られる。 
生 態 的 特 徴 ： 丘陵地の林床に生息する。 
学術的意義・評価 ： 本種は雄の生殖肢の形態が特異であるほか、体色が個体群ごとに分化しているなど、興味深い特性

を持つ。 
生存に対する脅威 ： 森林伐採に伴う生息地の消失。 
特 記 事 項 ： ヤエタケヤスデYaetakaria youngi Hoffman, 1949は、本種のシノニムである (篠原ら, 2015)。 
原  記  載 ： Pocock, R. I., 1895. Report upon Chilopoda and Diplopoda obtained by P. W. Bassett-Smith, Esq., Surgeon R. 

N., and J. J. Walker, Esq., R. N., during the Cruise in the Chinese Seas of H. M. S. ‘Penguin’, Commander 
W. U. Moore commanding. Annals and Magazine of Natural History, including zoology, botany and 
geology, Series 6, 15: 346-369. 

参 考 文 献 ： 篠原圭三郎・田辺 力・Korsós, Z., 2015. ヤスデ綱 (倍脚綱). “日本産土壌動物－分類のための
検索図鑑” (第二版), 青木淳一 (編), 東海大学出版会, 秦野, 942-984. 

 
執 筆 者 名 ： 中村泰之 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
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和    名 ： ミイツヤスデ 
分    類 ： オビヤスデ目 ヤケヤスデ科 
学    名 ： Riukiupeltis jamashinai Verhoeff, 1939 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 体長23～27 mm、体幅約2.5～3.8 mm。胴節数は20。生時体色は淡～濃褐色で、各体節に濃褐色の横

帯を持つ。 
近似種との区別 ： 外形・体色 (とくに地色が淡色の個体) は、県内各地に定着している外来種のヤンバルトサカヤス

デに酷似する。雄の生殖肢の脛付節が精溝枝よりかなり短く、その基部に突起を持たないことが、
本種の鑑別形質である。また、本種のほうが小型である。 

分 布 の 概 要 ： 宮古島・伊良部島 (未発表)・下地島 (未発表)。以前は宮古島の洞窟で標本が得られているだけで
あったが、最近の調査でこれらの島々の林床よりその生息が確認された。 

生 態 的 特 徴 ： おもに林床に生息するものの、洞窟からも発見される。林の周囲では、側溝などでもみられること
がある。 

学術的意義・評価 ： 一属一種の固有種であり、宮古諸島の陸生動物相の成立過程を探る上で重要な存在である。 
生存に対する脅威 ： 森林伐採に伴う生息地の消失。また近縁なヤンバルトサカヤスデの生息地への侵入は、本種に資源

をめぐる競争をもたらす可能性がある。宮古島にはヤンバルトサカヤスデが侵入しているものの、
まだ局所的にしか生息していないようである。 

原  記  載 ： Verhoeff, K. W., 1939. Zur Kenntnis ostasiatischer Diplopoden. III. Zoologischer Anzeiger, 127: 113-125. 
参 考 文 献 ： Nguyen, A. D. and Korsós, Z., 2011. A revision of the millipede genus Riukiupeltis Verhoeff, 1939 

(Diplopoda, Polydesmida, Paradoxosomatidae), with comments on the status of related species. ZooKeys, 
156: 25-40. 

 
執 筆 者 名 ： 中村泰之 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ホラオビヤスデ 
分    類 ： オビヤスデ目 オビヤスデ科 
学    名 ： Epanerchodus subterraneus Verhoeff, 1938 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 体長7.5～9.5 mm、体幅約0.9 mm。胴節数は20。背面は平たく、格子状の彫刻がある。生時の体色は

白色。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島・宮城島 (うるま市)。沖縄島の洞窟が模式産地である。これまでに12の洞窟から記録されて

いる (Murakami, 1975; 下謝名, 1979)。 
生 態 的 特 徴 ： 本種はいまのところ洞窟以外では見つかっていない。しかしその分布域がさほど狭くないことから

みて、洞窟に加えて林床などにも生息すると思われる。 
学術的意義・評価 ： 本種は洞窟への依存度が高いと思われる点で、県内に分布する他のヤスデ類とは異なっている。 
生存に対する脅威 ： 洞窟の消失や洞内環境の悪化。本種が生息する複数の洞窟 (模式産地を含む)では、人の利用によっ

て洞内環境が大規模に改変させられている。 
原  記  載 ： Verhoeff, K. W., 1938. Ostasiatische Höhlendiplopoden. Sonderdruck aus den Mitteilungen über Höhlen- und 

Karstforschung, 1938: 83-93. 
参 考 文 献 ： Murakami, Y., 1975. The cave myriapods of the Ryukyu Islands (I). Bulletin of the National Science Museum, 

Series A (Zoology), 1: 85-113. 
下謝名松栄, 1979. 沖縄島および周辺離島の洞窟動物. “沖縄県天然記念物調査シリーズ第16集. 
沖縄県洞穴実態調査報告 Ⅱ”, 沖縄県教育委員会, 那覇, 97-153. 

 
執 筆 者 名 ： 中村泰之 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

 2 ) 絶滅のおそれのある地域個体群(LP) 

 

 
和    名 ： ヤエヤママルヤスデ 
分    類 ： フトマルヤスデ目 マルヤスデ科 
学    名 ： Spirobolus sp. 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅のおそれのある地域個体群(石垣島・小浜島) (LP)  環境省カテゴリー：  絶滅危惧Ⅱ類 (VU)  
 
形    態 ： 体長80～90 mm、体幅約5 mm。体は円筒形である。胴節数はおよそ54～62。生時の体色はつやのある

黒褐色で、細い灰色の横縞は、背側で橙赤色を帯びる。 
近似種との区別 ： 同所的に分布するサダエミナミヤスデは外形が似るものの、より小型で地味な色彩 (褐色地に濃褐

色の横縞)を持つ。 
分 布 の 概 要 ： 石垣島・西表島・小浜島。石垣島では一部の丘陵地、小浜島では1か所に限られる。 
生 態 的 特 徴 ： おもに河川沿いなどの湿度の高い森林に生息する。土壌中で暮らすほか、樹幹や石上でコケを食べ

る姿がみられる。4月中旬に西表島で採集された雌1個体が飼育中に産卵し、7月中旬に体長10 mm程
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度の幼体47個体が孵化した例がある (未発表)。 
個体数の動向  ： 小浜島における記録は1例だけで、最近の調査では生息が確認されなかった。 
学術的意義・評価 ： コケを食べ、樹幹で昼夜を問わず活動するなど国内産のヤスデ類の中ではユニークな生態を持つ。

大型で目につきやすいことから、環境の指標としても有用である。 
生存に対する脅威 ： 森林伐採による生息地の消失と林床の乾燥化。商取引のための捕獲が行われていることも、懸念さ

れる。 
特 記 事 項 ： 未記載種とされる (高野, 1989)。近縁と思われる種群が台湾に分布している。 
参 考 文 献 ： 高野光男, 1989. 日本産マルヤスデの検討. Takakuwaia, 21: 3-5． 

千木良芳範・田中 聡, 2004. 小浜島で確認された蜘蛛形類、唇脚類および倍脚類について. “小浜
島総合調査報告書”, 沖縄県立博物館 (編), 沖縄県立博物館, 那覇, 13-19. 

 
執 筆 者 名 ： 中村泰之 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

 3 ) 情報不足(DD) 

 

 
和    名 ： カツレンフトケヤスデ（新称） 
分    類 ： ツムギヤスデ目 ミコシヤスデ科 
学    名 ： Tokyosoma flexuosum Mikhaljova et Korsós, 2015 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 

体長15 mm、体幅1.5 mm。生時の体色は紫褐色で、背面中央は濃色。各背板には3対の長毛を備える。胴節数はおそら
く32。沖縄島産の1標本をもとに記載され、原記載以外の記録はない。 

 
原  記  載 ： Mikhaljova, E. V. and Korsós, Z., 2015. Review of the millipede family Diplomaragnidae of Japan, with 

description of a new species and the restoration of the combination Diplomaragna hokkaidensis (Verhoeff, 
1939) (Diplopoda, Chordeumatida, Diplomaragnidae). Zootaxa, 3914(5): 569-576. 

 
執 筆 者 名 ： 中村泰之 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： タメトモヤスデ 
分    類 ： オビヤスデ目 エリヤスデ科 
学    名 ： Eutrichodesmus nodulosus (Verhoeff, 1939) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 

体長約4.3 mmの小型のヤスデ。胴節数は19。背面には小さな瘤が多数ある。生時の体色は不明。雄が得られておらず、
生殖肢の形態が分っていない。模式産地は沖縄島とされることがあるものの、実際は石垣島の洞窟と考えられる  
(Murakami, 1975)。原記載以外の記録はない。 

 
原  記  載 ： Verhoeff, K. W., 1939. Zur Kenntnis ostasiatischer Diplopoden. IV. Zoologischer Anzeiger, 127: 273-283. 
参 考 文 献 ： Murakami, Y., 1975. The cave myriapods fauna of the Ryukyu Islands (I). Bulletin of the National Science 

Museum, Series A (Zoology), 1(2): 85-113. 
 
執 筆 者 名 ： 中村泰之 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
 
 
このほかの多足類について 
 
はじめに 
ヤスデ類以外の多足類については、県内に生息する種に関する情報は、きわめて限られている。たとえば県内の

ムカデ類については近年の研究の進展はあるものの (たとえば Uliana et al., 2007; Dányi et al., 2014)、それはまだ一
部の分類群に限られているのが現状である。そのため今回の改訂では、ムカデ類を含むこれらの多足類は適切な評
価を行うことができないと判断した。また前回 (2005 年)の沖縄県レッドデータブック (レッドデータおきなわ) 
に掲載されたムカデ類15種のほとんどで、カテゴリーの適切性や県内における記録の信頼性についての問題がみら
れるほか、一部の種では分類の再検討によって種としての実体が見直されている。そのため今回の改訂ではムカデ
類の掲載種を取り下げるとともに、前回の評価の問題点および掲載種についての知見の現状を紹介し、関連文献も
含めた情報を提供しておくこととした。 
 
ゲジ目 
1. ツブゲジ Thereuonema tuberculata (Wood, 1862) 
前回のカテゴリー：情報不足 (DD)   
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2. ヤマシナオオゲジ Thereuopoda jamashinai Verhoeff, 1939 (この学名は無効とされる) 
前回のカテゴリー：情報不足 (DD) 
 
これら 2 種は、それぞれゲジ Thereuonema tuberculata (Wood, 1862) とオオゲジ Thereuopoda clunifera (Wood, 1862) 
のシノニムである (たとえば篠原ら, 2015)。 

 
オオムカデ目 
アオムカデ属 (オオムカデ科) 
3. ミドリハツエムカデ Otostigmus glaber Chamberlin, 1920 (この学名は無効とされる) 
前回のカテゴリー： 絶滅のおそれのある地域個体群 (西表島・石垣島) (LP) 

4. ツクイムカデ Otostigmus multispinosus Takakuwa, 1937 (この学名は無効とされる) 
前回のカテゴリー： 絶滅のおそれのある地域個体群 (沖縄島) (LP) 

5. スジアオムカデ Otostigmus striatus Takakuwa, 1940 (この学名は無効とされる) 
前回のカテゴリー： 絶滅のおそれのある地域個体群 (西表島・石垣島) (LP) 

 
近年の研究 (Chao and Chang, 2008) によれば、スジアオムカデはノコバゼムカデ O. scaber Porat, 1876 の、ミドリ
ハツエムカデはハツエムカデ O. astenus (Kohlrausch, 1878) の、それぞれシノニムとされる。また国内からのハツ
エムカデ (およびミドリハツエムカデ) の記録 (沖縄島北部［Omine and Ito, 1998］や尖閣諸島［池原・下謝名, 
1971］など) は再確認される必要があり、チョウセンムカデ O. politus Karsch, 1881 の国内からの記録もその信頼
性に欠けている。以上より、国内に分布するアオムカデ属はツクイムカデ O. aculeatus Haase, 1887 とノコバゼム
カデの 2 種とするのが今のところ妥当と思われる。両種はともに九州および南西諸島 (大東諸島を除く) に広く
分布する(たとえば篠原・越山, 1960)。 

 
オオムカデ属（オオムカデ科） 
6. オオムカデ Scolopendra subspinipes subspinipes Leach, 1815 
前回のカテゴリー：絶滅のおそれのある地域個体群 (沖縄島) (LP) 
 
前回の評価の際に、県内に分布する同属種としてオオムカデとトビズムカデ S. subspinipes mutilans L. Koch, 1878・
タイワンオオムカデ S. morsitans Linnaeus, 1758 が挙げられた。実際には、アオズムカデ S. japonica L. Koch, 1878
も県内に生息している（篠原ら, 2015）。 

 
リシダムカデ属 (オオムカデ科) 
7. オンリシダムカデ Rhysida longipes brevicornis Takakuwa, 1934 (この学名［亜種名］は無効とされる) 
前回のカテゴリー：絶滅のおそれのある地域個体群 (西表島・石垣島) (LP) 

8. ヤナギリシダムカデ Rhysida yanagiharai Takakuwa, 1935 (この学名は無効とされる) 
前回のカテゴリー：絶滅のおそれのある地域個体群 (西表島・石垣島) (LP) 
 
リシダムカデ属の国内における分布については、情報が錯綜している。そもそも本属の種が石垣島と西表島に分
布するかどうかは、確認される必要があるだろう。これまでのところ、オンリシダムカデ Rhysida longipes (Newport, 
1845) は、国内では沖縄島から一例だけ記録されているにすぎない (大嶺, 1969)。ヤナギリシダムカデも国内で
は沖縄島からのみ記録されているが (大嶺, 1969)、形態についての記述からみて実際にはリシダムカデ Rhysida 
immarginata (Porat, 1876) の誤同定と考えられる。リシダムカデは沖縄島に生息しており (未発表)、国内ではほか
に尖閣諸島からの記録 (池原・下謝名, 1971) があるものの、種同定について再確認される必要がある。なお、
ヤナギリシダムカデはオンリシダムカデのシノニムとされる (Chao and Chen, 2008)。 
またリシダムカデとオンリシダムカデはともに東南アジアやその他の地域に広く分布しているほか、太平洋やイ
ンド洋の島々における人為移入の例が知られている。これらの種が国内に自然分布するかどうかについては、検
討される必要がある。 

 
メナシムカデ属 (メナシムカデ科) 
9. クロメナシムカデ Cryptops nigropictus Takakuwa, 1936 
前回のカテゴリー：情報不足 (DD) 
 
本種は台湾産の標本をもとに記載された種であり、国内からは大嶺 (1987)と Omine and Ito (1998) が、沖縄島北
部において記録している。しかしこれらの記録は、標本に基づいて確認される必要がある。 

 
アカムカデ属 (アカムカデ科) 
10. ナガトケアシアカムカデ Scolopocryptops capillipedatus inouei (Miyosi, 1956)（この学名［亜種名］は無効とされる） 
前回のカテゴリー：情報不足 (DD) 

11. ミジカアカムカデ Scolopocryptops curtus (Takakuwa,1939) 
前回のカテゴリー：情報不足 (DD) 
 
ケアシアカムカデ Scolopocryptops capillipedatus (Takakuwa,1938) (亜種名ナガトケアシアカムカデは、現在では使
われない) は西日本に広く分布する種である。そしてミジカアカムカデは台湾産の標本をもとに記載された種で
あり、国内では九州 (三好, 1961) と沖縄島北部 (Omine and Ito, 1998)から記録されている。これら両種が県内
に分布するかどうかは、標本に基づいて確認される必要がある。 
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ジムカデ目 
ヒラタヒゲジムカデ属 (オリジムカデ科) 
12. ヒラタヒゲジムカデ Orphnaeus brevilabiatus (Newport, 1845) 
前回のカテゴリー：絶滅のおそれのある地域個体群 (沖縄島) (LP) 
 
本種はジムカデとしては大型で、しばしば畑わきなどの人為的な環境にみられる。本種と沖縄島の Kanna（おそ
らく宜野座村漢那）を模式地として記載されたNycternyssa stheno Crabill, 1959 との関係は、調べられたことがな
い。 

 
ナガズジムカデ属 (ナガズジムカデ科) 
13. オキナワナガズジムカデ Mecistocephalus okinawaensis Takakuwa, 1939（この学名は無効とされる） 
前回のカテゴリー：絶滅のおそれのある地域個体群 (沖縄島) (LP) 

14. ヤマシナナガズジムカデ Mecistocephalus yamashinai Takakuwa, 1939（この記載年は変更されている） 
前回のカテゴリー：絶滅のおそれのある地域個体群 (沖縄島) (LP) 
 
オキナワナガズジムカデ Mecistocephalus pauroporus Takakuwa, 1936 とヤマシナナガズジムカデ M. yamashinai 
Takakuwa, 1936 は、ともに沖縄島産の標本に基づいて行われた原記載 (同じ著者により2度行われた) 以外の信
頼できる記録はない (ただし2度目の記載に際し、後種の産地として久米島も挙げられている)。そのため前回評
価における両種のカテゴリーの設定は、不適切と考えられる。 

 
イシムカデ目 
イシムカデ属 (イシムカデ科) 
15. イズミイシムカデ Lithobius okinawensis Takakuwa, 1941 
前回のカテゴリー：情報不足 (DD) 
本種と思われるものは、模式産地周辺で確認している (未発表)。島内の他の地域にも分布する可能性がある。 

 
引用文献 
Chao, J.-L. and Chang, H.-W., 2008. Neotype designation for two centipedes, Scolopocryptops curtus (Takakuwa, 1939) and 

Cryptops nigropictus Takakuwa, 1936, and a review of species of Scolopendromorpha (Chilopoda) in Taiwan. Collection and 
Research, 21: 1-15. 

Crabill, R. E., Jr., 1959. A new centipede from Okinawa (Chilopoda: Oryidae). Pacific Insects, 1(2-3): 173-176. 
Dányi, L., Simaiakis, S. M, and Korsós, Z., 2014. Contribution to the knowledge on the geophilomorph centipedes of the 

Ryukyu Islands (Japan). “16th International Congress of Myriapodology, Book of Abstract”, I. H. Tuf and K. Tajovský (eds.), 
Institute of Soil Biology, BC ASCR & Faculty of Science, Palacký University, Olmouc, 15. 

池原貞雄・下謝名松栄, 1971.尖閣列島の陸生動物. “尖閣列島学術調査報告”, 琉球大学, 那覇, 85-114, Z-1-6.  
三好保徳, 1961. 台湾のムカデが九州で採集された. 採集と飼育, 23(6): 180-181, 183. 
大嶺哲雄, 1969. 沖縄産のムカデ類. 沖大論叢, 9(1): 269-298. 
Omine, T. and Ito, Y., 1998. Abundance and diversity of soil macrofauna of forests in Yanbaru, northern montane part of 

Okinawa Island, with special reference to removal of undergrowth. 沖縄大学紀要, 15: 131-159.  
篠原圭三郎・越山正三, 1960. 分布上注目すべき鹿児島産アオムカデ属の2種. 採集と飼育, 22(5): 154.  
篠原圭三郎・高野光男・石井清, 2015. 多足亜門ムカデ綱（唇脚綱）. “日本産土壌動物－分類のための図解検索”
（第二版）, 青木淳一 (編), 東海大学出版部, 秦野, 871-910. 

高桑良興, 1939. 沖縄諸島に於ける脣足類. Biogeographica: Transactions of the Biogeographical Society of 
Japan. 3(2): 123-126. 

Uliana, M., Bonato, L. and Minelli, A., 2007. The Mecistocephalidae of the Japanese and Taiwanese islands (Chilopoda: 
Geophilomorpha). Zootaxa, 1396: 1-84. 

 
 

執筆者名 中村泰之 
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３．１２ 貝類 
 

  今回の見直し（改訂第３版）に掲載される種は以下のとおりである。 
 
  カテゴリー 

分類群 
絶滅 
(EX) 

野生 
絶滅 
(EW) 

絶 滅 危 惧 Ⅰ 類 絶滅危惧

Ⅱ類 
(VU) 

準絶滅

危惧 
(NT) 

絶滅のおそれの

ある地域個体群 
(LP) 

情報 
不足 
(DD) 

合  計

  ⅠＡ類

(CR) 
ⅠＢ類

(EN) 

初版 1996 0 1 － － 5 14 0 0 20 

改訂第2版 2005 2 0 52 21 31 90 152 3 63 362 

改訂第3版 2017 3 0 85 － － 152 150 1 28 419 

※初版のカテゴリーのうち、絶滅種は現行のカテゴリー名の絶滅と野生絶滅を集約することで示し、このほか絶滅危惧種
は絶滅危惧Ⅰ類、危急種は絶滅危惧Ⅱ類、希少種は準絶滅危惧、地域個体群は絶滅のおそれのある地域個体群、未決
定種は情報不足として現行のカテゴリー名に変換して示した。 

 

(１)  本改訂でのおもな留意点 

・分科会委員選定：分科会長は、沖縄県内外を問わず、前回改訂時の委員に加え、本県の貝類に関する保全・系

統分類・生態学等に研究業績があり、比較形態学及び分子系統解析等に卓越した軟体動物学者 8名へ参画を依

頼し、内6名の委員就任承諾を得て、計7名の貝類分科会体制を確立した。 

・候補種選定：前改訂および環境省レッドリストに挙げられた本県内に分布する全種に加え、前回改訂後の環境

変化によって生息状況が憂慮される種や、それが分類学的未詳種であっても、保全上の優先性を鑑みて、必要

と判断される種は、掲載候補に選定した。 

・ランクにかかる取り決め：前回改訂時の絶滅危惧ⅠA及びⅠB類は総じて絶滅リスクが高まり、境界線が狭まっ

たため、I 類へ統合した。また本県地域個体群は国レベルの地域個体群選定により、全て絶滅危惧種へ格上げ

した。準絶滅危惧種は今後の動向に資するため、可能な限り全項目について記載した。 

・ランク検討：候補種毎に担当者を決め、担当者は客観的評価に必要な情報を整備し、チェックシートによるラ

ンク案を作成した。ランク案は、原則として委員全員による検討会での合意下で決定した。 

・分類体系：国際的な最新の知見に基づき、福田宏委員が主導し、全分科会委員の意見も加味された斬新な体系

が採用された。詳細は本編最後の解説と体系表を参照されたい。 

 

(２) 本改訂で明らかになったこと 

国内最大の広大な亜熱帯域を保有する本県には正確な種数把握が困難なほどの夥しい種数の貝類が生息し、そ

の総数は 5千種を上回ると考えられる。この中には地史的スケールで各島嶼において固有化した陸・淡水産貝類

や、内湾域に遺存した大陸や温帯系個体群、水陸境界域での直達発生等による隔離と独自進化を遂げたと考えら

れる海産貝類等、極めて学術的価値の高い種が含まれる。本編では前回改訂時 (2005年) に未発達であった高度

な遺伝子解析技術と比較形態学の連携によって、種レベルの系統関係や分離統合等が検討され、インターネット

上で閲覧可能となった古典のアーカイブから最新文献、タイプ標本画像等の閲覧によって同定や知見整備も充実

した。とりわけ分科会各委員の積極的かつ献身的な貢献により未公表情報の記載、徹底した文献探索とその内容

確認等が可能な限り行われ、世界的な新掲載や初記録となる情報が幾多も鏤められた内容となった。この中には

未記載種や分類学的所属が不詳なまま掲載された貝類もあるが、現在、県下の広汎な範囲で、陸および内湾域等

の環境攪乱が遍く進行する状況下では、その危惧すべき実体の公示を優先した。以下、ごく軽易な概要を記す。 

・リュウキュウカワザンショウとキルンが新たに内湾性貝類の絶滅種 (EX) として認定された。 

・キセルガイ上科、マイマイ上科等の陸産貝類、ニッコウガイ上科、マルスダレガイ上科等の内湾性二枚貝類等

を中心に、総じてランクが上昇し、前回改訂時 (2005年) に比べ、絶滅危惧I類が1.6倍、Ⅱ類が1.7倍と甚だ

しく増大した。地域的には、沖縄島、宮古島、大東諸島、与那国島の固有陸・淡水産貝類や沖縄島の内湾性分布

限定種が極めて深刻で、前者は移入種による捕食・競合、各種土地造成に伴う自然林の消失・荒廃、干ばつ等、

後者は埋立てや底質悪化等が主な減少要因とされた。 

・クビキレガイ上科等の水陸境界線上の新記録または未記載種、ヤマタニシ、ベッコウマイマイ、マイマイ、ア

シヒダナメクジ各上科等の隠蔽種や未記載種等の陸産貝類が新たに88種掲載された。 

 

 

執筆者 久保 弘文（沖縄県水産海洋技術センター・班長） 
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(３)  掲載種の解説 

 

 1 ) 絶滅(EX) 

 

 

和    名 ： リュウキュウカワザンショウ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 クビキレガイ上科 カワザンショ

ウ科 
学    名 ： Assiminea sp. 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅 (EX)        環境省カテゴリー： 絶滅 (EX)   
 
図 の 解 説 ： p. 36. 名護 (国立科学博物館所蔵 NSMT Mo 38990). 撮影：福田 宏. 
形    態 ： 殻長 6 mm、殻径4.2 mm。殻は円錐形、著しく厚質堅固で不透明、殻頂は尖る。殻表は淡黄褐色で、

不明瞭な色帯を巡らし、やや粗い成長脈以外は平滑。殻口内唇〜軸唇は幅広く、紫褐色に染まる。
臍孔が狭く開く個体も見られる。蓋は半月形で革質、半透明、黄褐色。頭部-腹足 (乾燥標本に基づ
く) は頭触角を欠き、眼胞は明瞭で、背面と側面は黒色。 

近似種との区別 ： 北海道のアッケシカワザンショウ A. sp.、陸奥湾〜種子島のヒラドカワザンショウ A. hiradoensis 
Habe, 1942、奄美大島のスミヨウカワザンショウ A. sp.、遼東半島〜韓国のリョウトウカワザンショ
ウ A. liaotungensis Habe, 1943 に似るが、それらより遥かに厚い。中国大陸産のヨスジカワザンショ
ウ A. lutea (A. Adams, 1861) にも似るが、後種は螺層上部や縫合下に螺肋を持つ点で異なる。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島 (名護、那覇)、与那国島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 南西諸島での近縁種はツブカワザンショウ A. estuarina Habe, 1946 とスミヨウカ

ワザンショウのみが知られる。種子島以北にカワザンショウ A. japonica Martens, 1877、ヒラドカワ
ザンショウなど多くの種が存在する。 

生 態 的 特 徴 ： 不詳。 
生息地の条件  ： 近縁種の棲息状況から類推すると、恐らく集落内の小規模な河口に棲息していたと思われ、都市化

に伴う河口の護岸・浚渫や流路変更、水質汚濁等によって全ての個体群が壊滅したと考えられる。 
個体数の動向  ： 国立科学博物館所蔵の波部忠重・河村良介コレクション中にそれぞれ「那覇」「名護」産の標本 

(Mo38980, 72806) があり、大阪市立自然史博物館所蔵吉良哲明コレクション中にも「与那国」産の
標本 (#2852–2863) が現存する (以上すべて採集日不詳)。さらに、米国のフィラデルフィア科学ア
カデミーにも1945年 6月6日採集の「N. side Naha」産9個体 (#193385) が所蔵されている。それ
らのいずれにも蓋と乾燥した軟体が残されているため、採集時は生貝であったと考えられるが、戦
後の南西諸島では類似個体の確認例が皆無で、近年 (1950–60年代?) になって絶滅した可能性が高
い。 

現在の生息状況 ： 死殻の発見も含めて一切データがなく、絶滅したと考えられる。 
学術的意義・評価 ： 未記載種。カワザンショウとその近縁種群の中で最も南に分布していた種として重要であり、他種

との詳細な比較が必要。 
生存に対する脅威 ： 都市化や公共事業等に伴う河口の改変、マングローブ伐採、水質・土壌汚濁等によって、もともと

狭い範囲にしか存在しなかった全個体群が壊滅したと推測される。 
特 記 事 項 ： 日本産干潟・汽水棲腹足類の中で、現時点で唯一の絶滅種。 
参 考 文 献 ： 福田 宏, 2012. リュウキュウカワザンショウ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッド

データブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 49. 
福田 宏, 2014. リュウキュウカワザンショウ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれ
のある野生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 
東京, 4. 

波部忠重, 1973. 軟体動物. “川村日本淡水生物学 増補改訂版”, 上野益三 (編), 北隆館, 東京, 
309–341. 

波部忠重, 1990. 日本産非海産水棲貝類目録 (その2). ひたちおび, (55): 3–9. 
逸見泰久・伊谷 行・岩崎敬二・西川輝昭・佐藤正典・佐藤慎一・多留聖典・藤田喜久・福田 宏・
久保弘文・木村妙子・木村昭一・前之園唯史・松原 史・長井 隆・成瀬 貫・西 栄二郎・大
澤正幸・鈴木孝男・和田恵次・渡部哲也・山西良平・山下博由・柳 研介, 2014. 日本の干潟に
おける絶滅の危機にある動物ベントスの現状と課題. 日本ベントス学会誌, 69: 1–17. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： トクノシマケハダシワクチマイマイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 マイマイ上科 ナンバンマイ

マイ科 
学    名 ： Moellendorffia (Trichelix) tokunoensis Pilsbry & Hirase, 1905 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅 (EX)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) 
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形    態 ： 殻は中型 (殻径約 23 mm) で、殻長は短く (約 12 mm)、分厚い円盤形で、殻頂・螺塔は陥没する。
体層周縁は丸い。殻は赤褐色で、殻表にやや粗い毛が規則的にある。殻口は肥厚・反転し、黄白色。 

近似種との区別 ： 本種は、中型で、生殖器の鞭状器がやや長いことで、琉球列島の同属他種と識別できる。 
分 布 の 概 要 ： 徳之島と沖縄島北部からのみ知られている。 
近似種との区別 ： 本種は、中型で、生殖器の鞭状器がやや長いことで、琉球列島の同属他種と識別できる。 
分 布 の 概 要 ： 徳之島と沖縄島北部からのみ知られている。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 近縁なケハダシワクチマイマイ M. (T.) eucharistus とコケハダシワクチマイマイ

M. (T.) diminuta は奄美大島に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 森林の倒木下に生息する地上性種である。 
生息地の条件  ： 人為的影響の極めて少ない自然度の高い湿性の森林。 
個体数の動向  ： 沖縄県内からは絶滅したと考えられる。 
現在の生息状況 ： 沖縄県内からは絶滅したと考えられる。 
学術的意義・評価 ： 本属の種は中国南部と台湾に分布し、宮古・八重山諸島に欠落するという中琉球に残存した群であ

る。 
原  記  載 ： Pilsbry, H.A. & Hirase, Y., 1905. New land mollusks of the Japanese Empire. Proceedings of the Academy of 

Natural Sciences of Philadelphia, 57: 705–719. (p. 710, as Moellendorffia eucharistus tokunoensis. Type 
loc.: “Tokunoshima, Osumi”) 

参 考 文 献 ： 黒田徳米, 1958. 日本及び隣接地域産陸棲貝類相 (4). Venus, 20(1): 132–158. 
湊 宏, 1980. 日本産陸棲貝類の生殖器の研究－XVI. 徳之島産トクノシマケハダシワクチマイマ
イ. Venus, 39(3): 190–192． 

湊 宏・山本愛三, 1983. 沖縄本島で採集されたシワクチマイマイ属. ちりぼたん, 14(2): 29–30． 
 
執 筆 者 名 ： 黒住耐二 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： キルン 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 マルスダレガイ目 マルスダレガイ上科 マル

スダレガイ科 
学    名 ： Meretrix sp. A 
方  言  名 ： キルン 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅 (EX)          環境省カテゴリー： 該当なし 
  
図 の 解 説 ： p. 36. 佐敷干潟. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 大型の亜三角形 (ハマグリ型) の二枚貝類で最大殻長110 mmに達する。殻厚は5 mm程度で重厚。

以下、佐敷干潟の泥中から見いだした調査標本の特徴を記載する。殻頂の角度はやや鋭く、約 80
度であった。外套線湾入はやや浅く、先端部の突出は緩やかで腹縁とほぼ平行。鉸歯は主歯及び前
後側歯共に明瞭で、後側歯は長く、後背縁の3分の2程度まで伸びる。殻表には半透明の薄い殻皮
を纏い、光沢がある。色彩は濁白色の地に赤褐色のジグザク模様と斑点が混在する。 

近似種との区別 ： 既往知見からチョウセンハマグリに近いとされているが、調査標本 (沖縄県水産海洋技術センタ－
所蔵標本) の特徴は外套線湾入および先端部が腹縁方向へ突出しない点でハマグリにも類似した特
徴を具える。また殻頂の角度はハマグリ (約 70 度) より鋭く突出し、殻厚も重厚で、チョウセン
ハマグリ (約 85度) に近い。 

分 布 の 概 要 ： 大正10年 (1920年) 代に馬天 (旧佐敷町) においてハマグリ類についての新聞資料が残っており、
「蛤は昔から沖縄にあって其の味の佳良なる故、貴ばれたり、大正十X年の3月頃、佐敷村が蛤の
種を三馬車位輸入して馬天の浜の一部に百坪位棚を設けて繁殖を計りつつあり。・・・殻は加工し
て碁石を作るに使ふ」との記載がある。輸入したとあるが、馬車を用いたとあり、時代や文面から
島外からの種苗移送の可能性は低いと推測する。先史時代にも貝塚時代中期 (13世紀頃) の中城湾
南部 (玉城城遺跡) やグスク時代 (14～15世紀頃) の金武湾に近接する、うるま市宮城島の高嶺遺
跡等の貝塚をはじめ、同市宇堅のアカジャンガー貝塚からも類似のハマグリ類が多く出土しており、
少なくとも沖縄島中南部東海岸の湾岸に広く生息していたと考えられ、沖縄島の在来個体群であっ
たことが示唆される。また本種の生息していた沖縄島の中城湾や金武湾にはウスイロバイやヨロイ
ノソデ等、日本本土に生息するバイやフドロ等の姉妹関係を示唆する別種の存在等も知られていて、
本種も沖縄島に独立した種か、地域個体群の可能性が高いと考えられる。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 沖縄県には西表島固有のトゥドゥマリハマグリが分布するが、はるかに小型で形
態も異なる別種と考えられる。 

生 態 的 特 徴 ： かつての中城湾南部の清浄な外浜干潟は、与那原町の記録では「きわめて静かで白い砂浜の続く入
江を前にした浦辺の仙境」とされ、こうした原風景から類推して、本種は同属種と類似した潮間帯
中～下部の狭い垂直分布で、砂浜域に浅く埋在する生態であったと推測される。 

生息地の条件  ： 上記から推測するに、きわめて清浄で栄養に富んだ砂質干潟。 
個体数の動向  ： 1940 年頃まで生息していたとの聞き取り調査に基づく報告があるのみで、少なくとも過去 50 年以

上の信頼できる生息記録が無いため、絶滅したと考えられる。 
現在の生息状況 ： 絶滅。 
学術的意義・評価 ： 絶滅したとは言え、沖縄島固有のハマグリ類の可能性があり、極めて重要である。今後、遺伝子解

析技術の伸展により、殻皮や靱帯等のタンパク質が残存している標本から系統解明がなされる可能
性もあり、こうした標本を公的に保存管理しておく必要がある。 

特 記 事 項 ： 与那原湾標本 (RUMF-ZM-03482) は佐敷干潟産より小型 (殻長 69 mm) で、チョウセンハマグリに
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近い形状をしており、両産地の比較検討も必要。 
参 考 文 献 ： 具志川市教育委員会, 1980. 宇堅貝塚群・アカジャンガー貝塚発掘調査報告. 具志川市教育委員会，

具志川市, 94 pp., 39 pls． 
黒住耐二, 1989. 高嶺遺跡出土の貝類遺存体. 宮城島遺跡分布調査報告. “沖縄県文化財調査報告
書, 第92集”, 沖縄県教育委員会 (編), 沖縄県教育委員会, 那覇. 

黒住耐二, 1991. 糸数城跡－発掘調査報告書Ⅰ－ “玉城村文化財調査報告書, 第1集”, 玉城村教
育委員会 (編), 玉城村教育委員会, 玉城. 

名和 純, 2005. トゥドゥマリハマグリ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)
－レッドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護
課, 那覇, 325–326. 

名和 純, 2010. 琉球大学資料館 (風樹館) 二枚貝類標本目録. 琉球大学資料館 (風樹館) 収蔵資
料目録, (2):.1–145. 

沖縄県教育課文化財課史料編集班, 2015. 自然環境新聞資料 沖縄県史 資料編24 (自然環境2)．沖
縄県教育委員会, 南風原. 

山下博由・佐藤慎一・金敬 源・逸見泰久・長田英己・山本茂雄・池口明子・水間八重・名和 純・
高島 麗, 2004. 沈黙の干潟—ハマグリを通して見るアジアの海と食の未来. 高木基金助成報告
集市民の科学をめざして, (1): 325. 

与那原町教育委員会, 1996. 与那原町の遺跡－町内遺跡詳細分布調査報告書－. “与那原町文化財
調査 報告書, (1)”, 与那原町教育委員会 (編), 与那原町教育委員会, 与那原.  

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

 2 ) 絶滅危惧Ⅰ類(CR+EN) 

 

 

和    名 ： タイワンキサゴ 
分    類 ： 腹足綱 古腹足亜綱 ニシキウズ上科 ニシキウズ科 
学    名 ： Umbonium suturale (Lamarck, 1822) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ｉ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
形    態 ： 殻は小型でやや厚く、低円錐形で殻表は光沢が強い。殻径20 mm程度。 
近似種との区別 ： 近似種イボキサゴとは縫合が顆粒状にならないこと、キサゴとは殻のジグザク模様が細かく、より

小型であることから区別される。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島東岸の開放性内湾の細砂底。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 沖縄県には近縁種であるキサゴやイボキサゴは分布していない。 
生 態 的 特 徴 ： 砂底生活に適応した腹足をもち、砂上の珪藻等微細藻類を摂食すると考えられる。 
生息地の条件  ： 沖縄においては、清浄な内湾の細砂浜環境に限定される。 
個体数の動向  ： 個体群の減少が著しく、特に与那原町与原は沖縄島最大の生息場所のひとつであったが、海浜埋め

立てにより、消滅し、金武湾奥 (石川ビーチ等) では、底質が悪化して、生息確認が困難な状況と
なっている。南西諸島では同所的にナガタママキが、種子島・奄美諸島ではワカカガミが出現する。 

現在の生息状況 ： 2005年頃まで比較的健全な個体群を維持していた大浦湾でも、湾奥部低潮線付近の個体群は底質悪
化による減少が認められる。 

学術的意義・評価 ： 本県では沖縄島のみに生息し、久米島等周辺離島や先島諸島では記録が無く、生物地理学的意義が
大きい。 

生存に対する脅威 ： 埋立てによる生息場所の直接的破壊・消失、陸域からの栄養や土壌微粒子の過剰流入による底質悪
化。 

原  記  載 ： Lamarck, J.B.P.A. de M. de, 1822. Histoire naturelle des animaux sans vertèbres, présentant les caractères 
généraux et particuliers de ces animaux, leur distribution, leurs classes, leurs familles, leurs genres, et la citation des 
principales espèces qui s'y rapportent; précédée d'une Introduction offrant la détermination des caractères essentiels 
de l'Animal, sa distinction du végétal et des autres corps naturels, enfin, l'exposition des Principes fondamentaux de 
la Zoologie, Tome 7. Verdière, Paris. (p. 8, no. 3, as Rotella suturalis. Type loc.: “les mers de l’Inde?") 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2012. タイワンキサゴ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブッ
ク”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 18. 

久保弘文, 2014. タイワンキサゴ. “レッドデータブック 2014－日本の絶滅のおそれのある野生生
物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 417. 

名和 純，2009. 琉球列島の干潟貝類相 (2). 沖縄および宮古・八重山諸島．西宮市貝類館研究報
告, (6): 1–81, pls 1–2. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
  
和    名 ： ハスノハユキスズメ (新称) 
分    類 ： 腹足綱 アマオブネ型亜綱 Cycloneritimorpha目 アマオブネ上科 ユキスズメ科 
学    名 ： Phenacolepas sp. 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 該当なし 
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図 の 解 説 ： p. 36. 糸満市. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 貝殻は本科中、やや大型で殻径10 mm内外に達する。笠形の貝殻が著しく扁平化し、むしろ反り返

って、蓮の葉っぱのような形をした満月状の非常に特殊な形態を呈する。殻表には微細な顆粒状の
放射肋を多数有する。殻内面には腹足と外套膜基部の筋肉を支持するための隆起が楕円状に発達す
る。内臓嚢の結合部にあたる部位にも馬蹄形の痕跡が見られる。蓋は内在し、亜三角型で、核は端
部に位置し、アマオブネ類特有の形状の蓋が核の部分に痕跡的に存在し、内側に極めて微小なペグ
が見られる。 

近似種との区別 ： 扁平な形として類似するハチジョウユキスズメより、本種は更に扁平で大型化することで区別でき
る。 

分 布 の 概 要 ： 既存産地は沖縄島糸満市南部のみ。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 本種の所属するユキスズメ科の貝類は広域分布種が多いが、本種は極めて特殊な

環境に生息するため、他産地での発見はあまり期待できない。 
生 態 的 特 徴 ： アナジャコの一種イワホリアナジャコ Upogebia rupicola Komai, 2005 の巣穴に共生する。 
生 息地 の条 件： 泥岩に穿孔するイワホリアナジャコの巣穴の内側に特異的に生息する。 
個 体数 の動 向： 既存の生息場所は沖縄島南部 (糸満市) の極めて狭い範囲の泥岩露出場所 (1 km以下) のみで、都

市部に隣接し、泥岩上への大量繁茂したアナオアサ被覆に伴う閉塞や海岸散策による場の踏みつけ
が激しく、生息環境は危機的状況となっている。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 未記載種である可能性が高く、イワホリアナジャコとの共生関係や、泥岩中における巣穴環境への

特異な形態適応等、進化生態学的にきわめて興味深い貝類である。 
生存に対する脅威 ： 埋立てによる生息場所の消失。人為的なイワホリアナジャコ巣穴の破壊や攪乱。 
特 記 事 項 ： 本種の生息する巣穴を掘るイワホリアナジャコも 2005年に記載されたばかりの希少種で、同産地の

みでしか見つかっていない。なおイワホリアナジャコをミナミアナジャコの異名とする見解もある 
(Poore, 2015)。 

参 考 文 献 ： Komai, T., 2005. A new species of Upogebia (Crustacea: Decapoda: Thalassinidea: Upogebiidae) from 
Okinawa Island, Ryukyu Islands. Species Diversity, 10(4): 259–268.  

Poore, G.C.B., 2015. Thermoarcturidae, a new crustacean family of three genera (Isopoda: Valvifera). Zootaxa, 
4007(3): 409–418. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： マルタニシ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 原始紐舌類 タニシ上科 タニシ科 
学    名 ： Cipangopaludina laeta (Martens, 1861) 
方  言  名 ： ターンナ 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
図 の 解 説 ： p. 36. A：久米島. B：西原町. 生体：宮古島. 撮影：平野尚浩 (A, B), 福田 宏 (生体). 
形    態 ： 殻は大型で緑褐色、亜球形で螺層がよく膨らみ、螺塔がやや高まる。殻質は薄く、殻表はおおむね

平滑だが、細い刻点状の彫刻を数条めぐらす。殻長40 mmに達する。蓋は淡褐色。 
近似種との区別 ： 近似種オオタニシはより大型で、螺塔がより細まり、ヒメタニシはより小型で、殻底に角を有する。

名義タイプ亜種シナタニシや、九州、朝鮮半島、台湾、中国、ベトナムなどに生息するいくつかの
マルタニシ近縁種群とは殻形態での識別が困難な場合もあるが、塩基配列により識別が可能。 

分 布 の 概 要 ： 本系統の確実な分布域として沖縄島北部 (福地ダム)、久米島。沖縄県外では北海道、本州、四国、
福江島、徳之島。渡名喜島、宮古島 (絶滅？) のものは未検討。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 山口県から移入した近縁な別系統の個体群 (おそらくシナタニシに該当する) が
西表島で確認されている (北野・他, 2015; Hirano et al., 準備中)。この他九州や朝鮮半島、台湾、
中国、ベトナムなどに近縁な別系統が分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 雌雄異体の卵胎生で、殻径8 mm内外のそろばん玉状の稚貝を産出する。 
生息地の条件  ： 湿地や池、水田や流れの緩やかな水路などに生息する。 
個体数の動向  ： かつて生息が確認されていた島々 (与那国島、石垣島、西表島、伊平屋島など) では近年の調査で

は生息が確認されていない。石垣島では 2016 年の調査で一つの水田周辺で古い殻が 2 つ、宮古島
では青柳 (2009) と同様の地点で古い殻の欠片が確認されたのみである。これらの系統が何に属す
るのかは未解明。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 沖縄県のマルタニシは北野・他 (2015) で確認されているものを除くと、九州や朝鮮半島、台湾、

大陸のものとは異なり日本本土のものと近縁である。日本本土からの移入の可能性も否定できない
ため今後の網羅的遺伝解析による固有性の確認が必要だが、現存する産地は非常に限定的で、簡単
に減少してしまう恐れがあり予防原則により絶滅危惧 I類 (CR+EN) とする。 

生存に対する脅威 ： 外来のリンゴガイ科貝類による農業被害を減らすため、対抗策として水田に農薬を散布することが
あり、これが本種にも影響を与える可能性が危惧される。さらにリンゴガイ科貝類との種間競争も
本種を減少させる要因になりうる。この他水質汚染や生息環境の埋め立て、改修も生存に対する脅
威と考えられる。 

特 記 事 項 ： 分子系統解析により、現存する沖縄県のマルタニシは日本本土のものと近縁で、北野・他 (2015) で
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確認されているものや、九州本土、朝鮮半島、台湾、大陸のものとは異なる系統であることが明ら
かになった (Hirano et al., 準備中)。 

原  記  載 ： Martens, E. von, 1861. Die Japanesischen Binnenschnecken im Leidner Museum. Malakozoologische Blätter, 
7: 32–61. (pp. 45–46, as Paludina laeta. Type loc.: “Japan”) 

参 考 文 献 ： 青柳 克, 2009. 宮古島で再確認されたマルタニシ. ちりぼたん, 39: 73–76. 
知念盛俊, 1996. 陸・淡水産貝類 マルタニシ. “沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 －レッド
データおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
447–448. 

Hirano, T., Saito, T. & Chiba, S., 2015. Phylogeny of freshwater viviparid snails in Japan. Journal of 
Molluscan Studies, 81: 435–441. 

福田 宏・青柳 克・亀田勇一,  2017. 沖縄県渡名喜島の非海産貝類相. Molluscan Diversity, 5: 
印刷中. 

北野 忠・渡辺健太・崎原 健・北條芳隆・河野裕美, 2015. 西表島におけるマルタニシの利用と
西部のミナピシ地区で確認された個体群の由来. 東海大学沖縄地域研究センター所報 西表島研
究, for 2014: 44–49. 

増田 修・小野正人, 1988. 与那国島の淡水産貝類. 神奈川自然保全研究会報告書, (7): 52–60. 
 

執 筆 者 名 ： 平野尚浩・久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： オキナワムシオイ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 原始紐舌類 ヤマタニシ上科 ヤマタニシ科 
学    名 ： Chamalycaeus okinawaensis Uozumi, Yamamoto & Habe, 1979 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 該当なし 
  
図 の 解 説 ： p. 36. 大宜味村. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 貝殻は大宜味村産20個体の実測では長径約3.89±0.18 mm、短径3.19±0.14 mmであった。殻口は

やや下降する個体から直線的に延長する個体まで変異が大きい。次体層側は弱く括れ、縫合下に虫
様管と呼ばれる呼吸管を持つ。殻表の縦肋は細かく規則的だが、頚部では弱く、縫合下は更に微弱
となる。 

近似種との区別： 本種は、オキナワムシオイ類似種とされたことがあるが、変異が大きく、その範疇にタイプ標本の
形態が包含されることから、オキナワムシオイと同種と見なした。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島大宜味村ネクマチヂ山周辺の他、名護市久志大川上流や国頭村の一部から知られている。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 沖縄島に分布するムシオイ類として、他に比較すべき種は知られていない。 
生 態 的 特 徴 ： 産卵や成長、摂餌生態等詳しいことは殆ど判っていない。 
生息地の条件  ： 生息場所は山間部の落葉溜り等に潜んでいる。ムシオイガイ類にはやや乾燥した場所を好む種も少

なくないが、本種は湿潤環境を好む。しかし、完全に水気でベタベタした場所ではなく、落葉間が
適度に湿気ていながら、隙間を維持しているような微視的環境が必要と思われる。常に狭く、かつ
個体数も少ない。 

個体数の動向  ： 2010年まではネクマチヂ山麓部でも少ないながら、落葉間から見いだされ、大保川上流でも生息地
があったが、2012年の調査では前所で僅か1個体、後所では全く見いだすことが出来なかった。 

現在の生息状況 ： 2015 年 11 月のネクマチヂ岳調査では終日調査にも関わらず、生貝は山頂付近で雄１個体のみ確認
されたに過ぎない。 

学術的意義・評価 ： オキナワムシオイは、沖縄島南部の石灰岩の裂罅堆積物から化石として発見、記載され、かつては
沖縄島に広く生息したと推測される。しかし、現在は沖縄島北部の自然度の高い場所のみで生きな
がらえている。今後の分子系統解析などの結果によっては沖縄島固有の希少種であるだけでなく、
大陸遺存等新知見が明らかになる可能性があり、生物地理、進化生物学等の学術的価値が極めて高
い。 

生存に対する脅威 ： 分布域が沖縄島北部に広く分散しているが、既往産地自体は極めて少なく、その範囲も非常に狭い
ので、未発見の生息場所がおそらく残っていると考えられる。しかし、そうした場所は、認識すら
されずに、様々な開発によって消失している可能性がある。しかし、本種は微小で落葉の隙間に隠
れており、簡易なアセスメント調査では確認困難で、森林伐採等の開発前には綿密なリター調査が
必要である。 

原  記  載 ： 魚住賢司・山本愛三・波部忠重, 1979. 沖縄本島産化石ムシオイガイの新種. Venus, 38(3): 167–168. 
(pp. 167–168, figs 1–2, as Chamalycaeus okinawaensis. Type loc: “沖縄本島の那覇市末吉
宮跡”) 

参 考 文 献 ： Chinen, M., 1977. Land shells of Okinawa-jima and adjacent islands (exclusive of Truncatellidae, 
Assimineidae and Ellobiidae). Ecological Studies of Nature Conservation of the Ryukyu Islands, 3: 
127–149. 

知念盛俊, 1989. 沖縄島北部の陸産貝類・淡水産貝類. “昭和62年度沖縄島北部地域調査報告書 南
西諸島における野生生物種の保存に不可欠な諸条件に関する研究”, 環境庁自然保護局 (編), 
環境庁自然保護局, 東京, 433–451. 

知念盛俊・治井正一・儀間一恵, 1995. 大宜味村の陸・淡水棲貝類. “大宜味村の自然, 大宜味村
動植物調査報告書, 大宜味村文化財調査報告書, (4)”, 大宜味村教育委員会 (編), 大宜味, 
295–327. 

久保弘文, 2012. 陸生貝類調査. “平成23年度地域生物多様性保全計画 (大宜味村地域連携保全活
動計画) 策定調査業務報告書”, 環境省・大宜味村 (編), 環境省・大宜味村, 大宜味, 56–64． 

黒住耐二, 2005. オキナワムシオイ類似種. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物
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編) —レッドデータおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保
護課, 那覇, 313–314. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ヒラセアツブタガイ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 原始紐舌類 ヤマタニシ上科 ヤマタニシ科 
学    名 ： Platyrhaphe hirasei hirasei (Pilsbry, 1901) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  

図 の 解 説 ： p. 37. A：南城市. B：土粒付着個体 糸満市. 生体：恩納村. 撮影：久保弘文. 

形    態 ： 最大殻径11 mmに達する平巻状の白い殻と石灰質の厚い蓋を持つ。生時には貝殻に泥を付着させて
カモフラージュする。 

近似種との区別 ： 沖縄島に本属は本種のみ産し、本島内では他の陸産貝類と容易に区別できる。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島中南部、慶良間諸島、渡名喜島、久米島に広く分布し、沖縄島の名護市以北でも分布記録が

あるものの、近年の調査では未見である。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 同属の種が沖縄県各島嶼に分布しているが、それぞれ形態的に非常に類似してい

る。台湾産の個体もヒラセアツブタガイと同種として扱われているが、分類学的再検討が必要であ
る。 

生 態 的 特 徴 ： 生時には貝殻に泥を付着させてカモフラージュし、降雨時には石灰岩上で殻を立てて匍匐する。 
生息地の条件  ： 落葉や土壌の堆積する石灰岩上の窪み等に生息する。 
個体数の動向  ： 沖縄島南部全域、中部では恩納村南部、沖縄市、うるま市等の石灰岩地に産地が点在するが、2010

年以降では極めて確認事例が少なく、特に沖縄島南部では激減している。 
現在の生息状況： 同上。 
学術的意義・評価 ： ヒラセアツブタガイ類は奄美群島では記録が無いにも関わらず、沖縄島～台湾に分布し、中琉球か

ら台湾という特異な地理的分布をもち、特に本種は分布の北限にあたるため、生物地理学的に重要
である。 

生存に対する脅威 ： 沖縄島中南部においては広大な石灰岩地が広がっているが、宅地や墓地等の造成により直接的な生
息場所の破壊が進行し、城趾や古いウタキ周辺の森のみで生きながらえている状況である。しかし、
その周辺地域においては、さらに公園化や集合墓地、遊歩道の造成等で森林環境が改変されており、
予断を許さない。 

原  記  載 ： Pilsbry, H.A., 1901 New land shells from the Loo Choo Islands and Japan. The Nautilus, 15: 18–24. (p. 22, as 
Cyclotus Hirasei. Type loc.: “Loo Choo Is.”) 

参 考 文 献 ： Chinen, M., 1977. Land shells of Okinawa-jima and adjacent islands (exclusive of Truncatellidae, 
Assimineidae and Ellobiidae). Ecological Studies of Nature Conservation of the Ryukyu Islands, 3: 
127–149. 

知念盛俊, 1992. 中城城跡と周辺の陸産貝類. “中城村史 第二巻 資料編1”, 中城村史編集委員会 
(編), 中城村役場, 中城, 238–243. 

福田 宏・青柳 克・亀田勇一,  2017. 沖縄県渡名喜島の非海産貝類相. Molluscan Diversity, 5: 
印刷中. 

李彦錚・陳文徳, 2003. 自然観察図鑑3 蝸牛. 親親文化事業有限公司, 台北, 287 pp. 
久保弘文, 2014. 恩納村の貝類. “恩納村誌 第1巻 自然編”, 恩納村誌編さん委員会 (編), 恩納
村役場, 恩納, 245–340． 

久保弘文, 2012. 陸生貝類調査. “平成23年度地域生物多様性保全計画 (大宜味村地域連携保全活
動計画) 策定調査業務報告書”, 環境省・大宜味村 (編), 環境省・大宜味村, 大宜味, 56–64． 

久保弘文, 2017. 陸産貝類. “名護市史 自然編”, 名護市史編さん委員会 (編), 名護市教育委員
会, 名護, 印刷中.  

黒田徳米, 1960. 沖縄群島産貝類目録 (頭足類を除く). 琉球大学教務部普及課, 那覇, iv+106 pp., 
3pls. 

黒住耐二, 2005. ヒラセアツブタガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) —
レッドデータおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 
那覇, 412. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ゴマガイ属の一種 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 原始紐舌類 ヤマタニシ上科 ゴマガイ科 
学    名 ： Diplommatina (Sinica) sp. A 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 37. 1 (参考)：ヤエヤマゴマガイ 石垣島. 2：ゴマガイ属の一種 魚釣島 (国立科学博物館 波部

忠重標本). 3 (参考)：リュウキュウゴマガイ 石垣島. 撮影：亀田勇一. 
形    態 ： 貝殻は微小で殻長約2 mm，螺塔は高く、殻頂はやや尖る。太短い紡錘型で殻径は次体層で最大とな

る。螺管はやや膨らみ、縫合は刻まれる。殻は淡橙色で、殻表には細かい縦肋が密生する。殻口は
円形に近いが、殻軸側の底面は弱く角張り、殻口縁は広がり肥厚する。殻口内には軸歯があり、体
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層内面の殻口直上には長い腔襞が1本ある。 
近似種との区別 ： 琉球列島に生息するゴマガイ類とは外形が太短いこと、腔襞が長いこと、尖閣諸島に分布すること

で区別できる。 
分 布 の 概 要 ： 尖閣列島 (黄尾島、魚釣島) のみに生息する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 他のゴマガイ類との類縁関係は不明であり、現時点では比較が困難である。 
生 態 的 特 徴 ： 自然林の落葉下に生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 現地調査が長らく行われていないが、野生化したヤギによる自然植生の破壊が進行しており、個体

数は減少していると思われる。 
現在の生息状況 ： 現地調査が長らく行われていないため、現在の生息状況は不明である。野生化したヤギの食害によ

る生息環境の悪化が懸念される。 
学術的意義・評価 ： 尖閣諸島の固有種であり、ヤギの食害による影響が懸念されるため、保全の重要性は極めて高い。 
生存に対する脅威 ： 野生化したヤギの食害による自然植生の破壊、林床の乾燥化、土壌流出による生息地の消失。 
特 記 事 項 ： 未記載種と思われる。 

参 考 文 献 ： 知念盛俊, 1979. 尖閣列島の陸産貝類. 沖縄生物学会誌, (17): 19–27, pls 1–3. 

横畑泰志・横田昌嗣, 2000. 尖閣諸島魚釣島の野生化ヤギ問題について. 野生生物保護, 5(1/2): 
1–12. 

 
執 筆 者 名 ： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： アマミカワニナ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 オニノツノガイ上科 トゲカワニナ科 
学    名 ： Stenomelania costellaris (I. & H.C. Lea, 1850) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ｉ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ｉ類 (CR+EN) 
  
形    態 ： 殻は大型で、非常に高い塔状、やや堅固、老成すると縫合直下の螺層が張りだす。殻表は平滑で漆

黒色だが、赤褐色の酸化鉄皮膜に被覆されることがある。殻表は微細な螺条を多数めぐらす。殻長
60 mmに達する。蓋は黒褐色。 

近似種との区別 ： 近似種スグカワニナはより大型で、螺塔の細まりがより強く、直線的。アマミカワニナは螺塔がよ
り急激に細まり、各螺層がやや膨らみ、縫合部が張り出す。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島北部の数河川、西表島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 沖縄産トゲカワニナ類中、カリントウカワニナ、ムチカワニナに次いで生息地点

数が少なく、生息個体数も限定される。 
生 態 的 特 徴 ： 汽水性で川底の砂泥に潜りこみ、デトライタスや水草の屑等を摂食する。両側回遊性で生活史初期

に浮遊幼生期 (ベリジャー) を経る。 
生息地の条件  ： 流れの緩やかな河川中流の水草や葦類等の沈水植物が随伴する砂泥底に生息地が形成されるが、水

質が清浄で安定している水域に限定される。 
個体数の動向  ： 沖縄島中南部では、かつて湧水由来の河川に広く分布していたが、現在は風化した死殻が稀に見い

だされるのみで、全く生息せず、絶滅した可能性が高い。 
現在の生息状況 ： 沖縄島北部 3 河川のみの狭い範囲にわずかな個体数が生残しているにすぎない。西表島では北部 2

河川、南部1河川で、確認個体は数個体に留まっている。 
学術的意義・評価 ： 浮遊幼生期を経ながらも分布域が限定されることから、両側回遊性の分散・着底に関する生態学的

研究の解明に重要な貝類である。移動性に乏しく、大型種で成長に要する時間も数年を要すると考
えられるため、長期的な自然度の高い河川環境の生物指標としても重要である。 

生存に対する脅威 ： 河川床の直線的改変や河川改修、都市排水や畜産排水等の過剰流入による水質汚染、ダム造成や利
水等による渇水、貝食の非在来魚コイによる被食。 

原  記  載 ： Lea, I. & Lea, H.C., 1850. Descriptions of a new genus of the family Melaniana, and of many new species of 
the genus Melania, chiefly collected by Hugh Cuming, esq., during his zoological voyage in the East, and 
now first described. Proceedings of the Zoological Society of London, for 1850: 179–197. (pp. 184–185, as 
Melania costellaris. Type loc.: “Small streams in the islands of Negros, Tanhay, Siquijor; Philippines”) 

参 考 文 献 ： 福田 宏, 1996. 腹足綱. “日本における干潟海岸とそこに生息する底生生物の現状”, 花輪伸
一・佐久間浩子 (編), WWF Japan Science Report, 3: 11–63. 

久保弘文, 2012. アマミカワニナ. “日本ベントス学会編 干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベント
スのレッドデータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 32. 

黒田徳米, 1929. 日本産カワニナ類について. ヴヰナス, 1(5): 179–193, pl. 4. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ムチカワニナ (タケノコカワニナ) 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 オニノツノガイ上科 トゲカワニナ科 
学    名 ： Stenomelania crenulata (Deshayes, 1838) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) 
 
形    態 ： 殻は大型で、高い塔状、典型的な個体は殻表に石畳状の彫刻があるが、平滑な部分が多い個体も確
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認されている。殻色は黒褐色～灰褐色で、赤褐色の酸化鉄皮膜に被覆されることがある。殻長60 mm
に達する。蓋は黒褐色。 

近似種との区別 ： 亜成貝までは殻表に石畳状の彫刻が顕れやすいが、老成すると摩滅し、形態での区別が難しくなる。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島北部の限られた河川。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 沖縄産トゲカワニナ類中、カリントウカワニナに次いで生息地点数が少なく、生

息個体数も限定される。 
生 態 的 特 徴 ： 汽水性で川底の砂泥に潜りこみ、デトライタスや水草の屑等を摂食する。両側回遊性で生活史初期

に浮遊幼生期 (ベリジャー) を経る。 
生息地の条件  ： 流れのある河川中流の砂泥底に生息地が形成されるが、水質が安定している水域に限定される。 
個体数の動向  ： 沖縄島北部の満名川では、1990年代までは若齢貝から老成貝まで高密度に生息していたが、食用と

しての大量採取や河川改修があり、大幅に減少した。大浦川産は形態が日本本土のタケノコカワニ
ナに類似した個体群で元々個体数が少ない。残り数河川で少ないながら生息するが、生棲息範囲が
狭く、保全上の観点から公表を避ける。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 浮遊幼生期を経ながらも分布域が限定されることから、両側回遊性の分散・着底に関する生態学的

研究の解明に重要な貝類であり、移動性に乏しく、大型種で成長に要する時間も数年を要すると考
えられるため、自然度の高い河川環境の長期的な生物指標としても重要である。 

生存に対する脅威 ： 河川床の直線的改変や河川改修、都市排水や畜産排水等の過剰流入による水質汚染、ダム造成や利
水等による渇水、食用、鑑賞用などによる乱獲、貝食非在来種コイによる被食。 

特 記 事 項 ： 遺伝子や幼生生態の研究が進展しており、同種群は分散能力に長けていることが判明したが、生息
場所の攪乱や減少は著しい。タケノコカワニナと遺伝的に同じクレードに入るため、同種の可能性
がある。 

原  記  載 ： Deahsyes, G.P., 1838. Histoire naturelle des animaux sans vertèbres: présentant les caractères généraux et particuliers 
de ces animaux, leur distribution, leurs classes, leurs familles, leurs genres, et la citation des principales espèces qui 
s'y rapportent : précédée d'une introduction offrant la détermination des caractères essentiels de l'animal, sa 
distinction du végétal et des autres corps naturels, enfin, l'exposition des principes fondamentaux de la zoologie, 
Tome 8, 660 pp. (pp. 434–435, as Melania crenulata. Type loc.: “…”) 

参 考 文 献 ： 福田 宏・木村昭一, 2012. タケノコカワニナ (レベックカワニナ). “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海
岸ベントスのレッドデータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 33. 

Hidaka, H. & Kano, Y., 2014. Morphological and genetic variation between the Japanese populations of the 
amphidromous snail Stenomelania crenulata (Cerithioidea: Thiaridae). Zoological Science, 31: 593–602. 

久保弘文, 2012. ムチカワニナ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 
日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 32. 

久保弘文・中井克樹, 2014. ムチカワニナ. “レッドデータブック2014 －日本の絶滅のおそれのあ
る野生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東
京, 48. 

増田 修・内山りゅう, 2004. 日本産淡水貝類図鑑②汽水域を含む全国の淡水貝類, ピーシーズ, 
横浜, 240 pp. 

 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 

…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………..... 
 
和    名 ： カリントウカワニナ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 オニノツノガイ上科 トゲカワニナ科 
学    名 ： Tarebia sp. 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類(CR+EN) 
  
図 の 解 説 ： p. 37. 1, 生体：沖縄島北部. 2：奄美大島. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 殻は本科では中型で、やや長い紡錘形。和名の由来である黒糖花林糖に似た黒褐色の殻は、奄美産

と比べて沖縄産は殻色がやや淡い。比較的堅固、肩部から体層中部には瘤状の螺肋が発達するとと
もに多数の螺溝をめぐらす。殻長約40 mm。蓋は黒褐色。 

近似種との区別 ： 近似種イボアヤカワニナはより膨らみが強い紡錘形で、彫刻が細かく、布目状となることで区別で
きる。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島北部の1河川。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 沖縄産トゲカワニナ類中最も生息地点数が少なく、生息個体数も限定される。 
生 態 的 特 徴 ： 汽水性で川底の砂泥に潜りこみ、デトライタスや水草の屑等を摂食する。両側回遊性で生活史初期

に浮遊幼生期 (ベリジャー) を経る。 
生息地の条件  ： 流れの緩やかな河川やマングローブ林内の水草や葦類等の沈水植物が随伴する砂泥底に生息地が形

成されるが、沖縄では河川のみに見られる。 
個体数の動向  ： 2015年に沖縄島北部の1河川の極めて狭い範囲に、小規模な個体群が存在することが判明した。 
現在の生息状況 ： 沖縄島北部の1河川の狭い範囲にわずかな個体数が生残しているにすぎない。 
学術的意義・評価 ： 浮遊幼生期を経ながらも分布域が限定されることから、両側回遊性の分散・着底に関する生態学的

研究の解明に重要な貝類であり、移動性に乏しいと考えられるため、自然度の高い河川環境の長期
的な生物指標としても重要である。奄美大島に大きな個体群があり、多産地もあるが、遺伝的分析
の結果、沖縄個体群は奄美個体群と同質な遺伝集団ではなかった (日高・狩野両氏私信)。 

生存に対する脅威 ： 沖縄島北部の１河川では過去に外来種で貝類を捕食するマゴイが放流され、河床の浚渫なども行わ



<貝類> 

432 
 

れた経緯がある。 
特 記 事 項 ： 現在、沖縄島北部の１河川では生態系保全への認識が高まりつつあり、2016年に鯉の駆除や勉強会

などが始まっている。 
参 考 文 献 ： 福田 宏, 2012. カリントウカワニナ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブ

ック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 34. 
福田 宏・中井克樹, 2014. カリントウカワニナ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそ
れのある野生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせ
い, 東京, 51. 

Hidaka, H. & Kano, Y., 2014, Morphological and genetic variation between the Japanese populations of the 
amphidromous snail Stenomelania crenulata (Cerithioidea: Thiaridae). Zoological Science, 31: 593–602. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： カトゥラプシキシタダミ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 クビキレガイ上科 カチドキシタ

ダミ科 
学    名 ： Coliracemata katurana Ponder, Fukuda & Hallan, 2014 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) 

 
図 の 解 説 ： p. 37. 標本,生体 (右上以外)：西表島浦内川河口 (パラタイプ; Australian Museum 所蔵 AMS 

C.445414). 右上：西表島大原. 撮影：J. Studdert (標本), 福田 宏 (浦内川, 生体), 久保弘文 (大
原). 

形    態 ： 殻長0.5 mm、殻径1.3 mm。殻は低平な円盤状、暗赤褐色で不透明、殻頂は凹まず多少突出し、螺層
には螺状陵角を欠く。殻表に多数の明瞭なジグザグ状螺肋を巡らす。殻口外唇は僅かに肥厚するが
縦張肋は形成されない。臍孔は広い。蓋は円く、革質半透明で多旋型。頭部-腹足は無色半透明で、
黒色斑はなく白点を散在するのみ。足の後端は尖らない。 

近似種との区別 ： ヤイマカチドキシタダミに似るがはるかに小さく、殻頂は凹まず、螺状陵角を欠く。また頭部-腹足
は無色で、足の後端の形態も異なる。 

分 布 の 概 要 ： 西表島固有種。浦内川河口浦内橋附近 (旧名カトゥラ；タイプ産地) からのみ知られていたが、2015
年 12月、大原小学校附近の無名河川から、久保弘文氏によって2箇所目の産地が発見された。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： プシキシタダミ属 Coliracemata Ponder, Fukuda & Hallan, 2014 は香港・オースト
ラリア北部・インド北東部から 4種が知られ、いずれも熱帯のマングローブに産する。本種は現時
点で同属の世界最北の種であるが、奄美大島住用川河口にも本種に近縁と思われるやや大型の別種
が産し、今後の検討が必要である。 

生 態 的 特 徴 ： 棲息環境以外未詳。 
生息地の条件  ： マングローブ湿地内の砂泥底で、干潮時に生じる浅い水溜まり中の緑藻間や落葉下に、ヤイマカチ

ドキシタダミと共に見られる。 
個体数の動向  ： 既知産地は世界でも西表島の2箇所のみで、分布域・棲息範囲が極端に狭いだけでなく、総個体数

も著しく少ないと推測される。ヤイマカチドキシタダミよりさらに稀少性が高い。 
現在の生息状況 ： 浦内川・大原の2産地とも、極めて狭い範囲 (約 20×20 m以下) に少数が棲息するのみであり、個

体群は極めて脆弱である。 
学術的意義・評価 ： ヤイマカチドキシタダミの項を参照。また本種は、世界のプシキシタダミ属及びカチドキシタダミ

科全種の中で、最も体サイズの小さい種である。 
生存に対する脅威 ： ヤイマカチドキシタダミと同様であるが、本種はその産地の極端な少なさから、より危機的な状況

にあると考えられる。また、本種はヤイマカチドキシタダミよりさらに小さいため、よほど精度の
高い調査を行わなければ見過ごされる可能性が高い。 

特 記 事 項 ： 西表島は国立公園であり、自然公園法で開発規制されている。 
原  記  載 ： Ponder, W.F., Fukuda, H. & Hallan, A., 2014. A review of the family Clenchiellidae (Mollusca: 

Caenogastropoda: Truncatelloidea). Zootaxa, 3872: 101–153. (pp. 134–137, figs 16–18, 21, 23, 24, 26, as 
Coliracemata katurana. Type loc.: “Among green algae on sandy mud bottom around the roots of 
mangrove trees, the Urauchi River Estuary, just below the Urauchi Bridge, Iriomote Island, Taketomi-chô, 
Yaeyama-gun, Okinawa Prefecture, Japan. 24˚24'10" N, 123˚46'34" E”) 

参 考 文 献 ： 福田 宏, 2012. カトゥラプシキシタダミ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデー
タブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 41. 

福田 宏, 2014. カトゥラプシキシタダミ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのあ
る野生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東
京, 61. 

久保弘文・西垣孝治・小澤宏之, 2017. 沖縄県レッドデータブック ーレッドデータおきなわー 第2
回改訂に伴う稀少貝類棲息実態調査報告ー2. 西表島. Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

山下博由・名和 純・福田 宏・奥田夏樹, 2005. 西表島浦内川流域・トゥドゥマリ浜の貝類相 (予
報). “西表島浦内川河口域の生物多様性と伝統的自然資源利用の総合調査報告書 II”, 西表島
浦内川流域研究会 (編), 西表島浦内川流域研究会, 竹富, 47–61. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
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和    名 ： ガタチンナン 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 クビキレガイ上科 イソコハクガ

イ科 
学    名 ： Sigaretornus cf. planus (A. Adams, 1850) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
図 の 解 説 ： p. 37. 羽地内海. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 殻長2.3 mm、殻径4 mm。殻は螺塔低平な円盤形、薄質半透明、無色であるが生時は褐色の附着物で

覆われる。殻表は鈍い光沢を持ち、細いが明瞭な螺脈を密に巡らす。体層周縁は丸い。臍孔は広い。
殻口唇は薄くて鋭く、極端に前傾。蓋は亜円形、革質で黄色半透明、核を中心に持つ多旋型。頭部-
腹足の全体が紅色で、頭触角は細長い。腹足前端は左右に広がって突出し、後端は中央が彎入して
短く二叉する。外套縁右端に短い一対の外套触角を持つ。 

近似種との区別 ： 従来 S. planus は、記載者 Adams 自身が後年 (1863: 75, Adeorbis planaとして)、「Gotto」(長崎県
五島列島) 産個体を同種としたことから本州〜九州産のイソマイマイに相当するとされてきたが、
イソマイマイは香港の S. planus や沖縄県産個体より遥かに大形で、明瞭な周縁角を持つため別種
と考えられる。国内には他に大分県中津市に未詳種が産するが、それら以外に同属と考えられる種
は知られていない。 

分 布 の 概 要 ： 国内は沖縄島羽地内海のみ。S. planus が同種ならば香港、フィリピンにも分布することになる。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： イソマイマイは房総半島・能登半島～九州に分布し、南西諸島での確実な記録は

ない。 
生 態 的 特 徴 ： 内湾の砂干潟の砂中に潜るタテジマユムシの巣孔中に見られるが、宿主との関係や食性は未詳。香

港産の S. planus はスジユムシの巣孔中に棲み、同じ巣孔に棲む二枚貝の殻上に卵嚢を産みつける
ことが報告されている。 

生息地の条件  ： 宿主が多産することが可能な、内湾奥の波穏やかで清浄な砂干潟の中〜低潮帯。同じ巣孔の中には
ナタマメケボリも産する。 

個体数の動向  ： 2011年羽地内海でタテジマユムシの巣孔を中潮帯で12個体・低潮帯で28個体分調査した結果、本
種の発見率は中潮帯で83％、低潮帯で21％であり、中潮帯に分布が集中していた。 

現在の生息状況 ： 国内では羽地内海からしか知られず、しかも個体群は狭い範囲に限られ、存続基盤は極めて脆弱で
ある。宿主に強く依存すると考えられることから、タテジマユムシの保全が必須である。 

学術的意義・評価 ： S. planus と同種か否か確定する必要がある。またユムシ類との関係は生態学的に興味深い研究課題
であるだけでなく、イソコハクガイ科の生態は多くの種が未解明のままであるため、本種の存在は
貴重である。 

生存に対する脅威 ： 護岸・埋立・海底浚渫等海岸環境の改変、水質汚濁。 
特 記 事 項 ： 黒田他 (1971) が S. planus のタイプ産地を五島列島としたのは誤り。 
原  記  載 ： Adams, A., 1850. Monographs of Cyclostrema, Marryat, and Separatista, Gray; two genera of gasteropodous 

mollusks. Proceedings of the Zoological Society of London, for 1850: 41–45, pl. 8. (pp. 43–44, as 
Cyclostrema plana. Type loc.: “in insulis Philippinis”, “Dumaguete, island of Negros”) 

参 考 文 献 ： Adams, A., 1863. On the genera and species of Liotiinae found in Japan. Proceedings of the Zoological 
Society of London, for 1863: 71–76. 

久保弘文, 2014. ガタチンナン. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物
－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 299. 

久保弘文・福田 宏, 2012. ガタチンナン (和名新称). “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントス
のレッドデータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 43. 

黒田徳米・波部忠重・大山 桂, 1971. 相模湾産貝類. 丸善, 東京, xvi+3+741+489+51 pp., 121 pls., 
1 map. 

名和 純, 2005. イソマイマイの一種. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) —
レッドデータおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 
那覇, 356. 

名和 純, 2009. 琉球列島の干潟貝類相 (2) 沖縄および宮古・八重山諸島. 西宮市貝類館研究報告, 
(6): 1–81, figs 1–33, pls 1–20, tables 1–3. 

Ponder, W.F., 1994. The anatomy and relationships of three species of vitrinelliform gastropods from Hong 
Kong (Caenogastropoda: Rissooidea). "Proceedings of the Third International Workshop on the 
Malacofauna of Hong Kong and Southern China", Morton, B. (ed), Hong Kong University Press, Hong 
Kong, 243–281. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏・久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ナガヤマヤマツボ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 クビキレガイ上科 カワザンショ

ウ科 
学    名 ： Allepithema nagayamai Kuroda, 1960 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧I類 (CR+EN)      環境省カテゴリー： 絶滅危惧I類 (CR+EN) 
 
図 の 解 説 ： p. 37. 1a：波照間島 (シンタイプ; 西宮市貝類館所蔵 NCKG 00937). 1b, 1c：波照間島. 2：中城

城趾 (1973年採集; NCG 32644). 3：与論島. 撮影：亀田 (1a, 1b, 2, 3), 和田 (1c). 
形    態 ： 殻長2.6 mm、殻径2.4 mm、高い円錐形。殻は僅かに透ける程度に薄く、黄褐色で、殻表に細かい螺
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状脈と不規則な成長脈を持ち、生時には殻表に泥を付ける。螺管の断面はほぼ円に近い涙滴形で、
縫合は深い。螺層は5層弱、うち胎殻は約2.5層。殻口縁は薄く、反転しない。臍孔は開く。蓋は
中央に大きな核を持ち、少旋型、石灰質で厚く、外側は中央に向かって窪む。頭部-腹足は無色半透
明で白色の色素胞を散らし、特に眼の後方には集中する。頭触角は黒色で細長く、頭部をあまり出
さずに石灰岩上を匍匐する。 

近似種との区別 ： 同属と思われる種としてイトマキヤマツボ (未記載種) があるが、形態に関する情報が乏しく比較
はできない。同所的に棲息し、大きさの似るゴマオカタニシ類は、臍孔が閉じることで識別できる。 

分 布 の 概 要 ： 沖永良部島・与論島・沖縄島・波照間島で記録があるが、現在棲息が確認されているのは与論島と
波照間島のみ。両島の個体群は遺伝的に大きく隔たっており、将来的に別種とみなされる可能性も
ある。その場合本種は波照間島固有種となる。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 台湾の蘭嶼に類似種のイトマキヤマツボが分布する。属のタイプ種はフィリピン
産であるが、蓋が石灰質である以外の共通点に乏しく、別属となる可能性が高い。 

生 態 的 特 徴 ： やや自然度の高い森林の石灰岩上を棲息場所とする。乾燥時には岩礫下や石灰岩の隙間に潜り込む
ため、条件が悪いと生貝の確認は難しい。与論島では同所的に棲息するゴマオカタニシ類とともに、
ホソアシヒダナメクジ科の貝に捕食されている。 

生息地の条件  ： 同上。湿り気のある土壌や石灰岩を必要とし、蒸れや乾燥には弱い。 
個体数の動向  ： 県内では波照間島の 1つの林 (0.07 km2未満) でのみ棲息が確認されている。豊見城での記録 (14

世紀の堆積物)、および中城産の標本 (1973 年採集) が存在し、沖縄島にも近年まで棲息していた
のは確実である。 

現在の生息状況 ： 棲息地ではまとまった数が見出されるが、林内でも限られた区域にしか生存していない。 
学術的意義・評価 ： 内陸部に棲息する Omphalotropidinae は日本にはごく限られたものしか分布しておらず、生物地理

学的に極めて重要。隠蔽種を含む可能性があり、他地域の個体群・近縁種ともども、詳細な分類学
的検討も必要である。 

生存に対する脅威 ： 県内唯一の産地は島内で僅かに残された林で、石灰岩礫の豊富な湿った環境である。面積的にも棲
息基盤は非常に脆弱で、人為的な改変や温暖化の進行で乾燥化が進めば、速やかに絶滅する可能性
が高い。 

原  記  載 ： 黒田徳米, 1960. 沖縄群島産貝類目録 (頭足類を除く). 琉球大学教務部普及課, 沖縄, iv+106 pp., 
3pls. (p.73, as Allepithema nagayamai. Type loc.: “八重山、波照間島”) 

参 考 文 献 ： 黒住耐二, 1984. 与論島の陸産貝類相. 特にナガヤマヤマツボの記録, ちりぼたん, 15(2/3): 
60-64. 

黒住耐二・金城亀信, 1988. 豊見城村の長嶺, 保栄茂および平良グスク試掘調査により出土した貝
類. “豊見城村の遺跡 <豊見城村文化財調査報告書 3>” 豊見城村教育委員会 (編), 豊見城, 
137-153. 

湊 宏, 1979. 日本最南端・波照間島の陸貝. 南紀生物, 21(2): 107-110. 
 

執 筆 者 名 ： 亀田勇一・福田 宏 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ヘドクリイロカワザンショウ (新称) 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 クビキレガイ上科 カワザンショ

ウ科 
学    名 ： Angustassiminea sp. A 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 37. 辺戸岬石碑周辺. 撮影・描画：亀田勇一 (標本), 福田 宏 (生体). 
形    態 ： 殻長3 mm、殻径1.7 mm。殻は円錐形で著しく螺塔が高く、赤色半透明、光沢が強い。螺層の膨らみ

と縫合のくびれは弱く、輪郭は直線的。殻長に比して殻口が極端に小さい。縫合下に明瞭な螺溝を
巡らす。臍孔は閉じる。蓋は種子形で革質、半透明な黄褐色。頭部-腹足は無色で、頭触角は左右と
も低い隆起状の痕跡が残るのみ。眼胞は長く、先端に黒色斑を持つ。腹足は短く、全長が約1.5 mm
しかない。 

近似種との区別 ： サツマクリイロカワザンショウに殻色や質感が似るが、遥かに螺塔が高く、殻口の占める割合が目
立って小さく、螺層の膨らみも弱いため識別は容易である。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島国頭村辺戸岬 (崖上の石碑周辺) の固有種。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 本種と同所的に見られる同属の他種は存在しない。南西諸島に広く分布するサツ

マクリイロカワザンショウはより海に近い環境に見られる。ティンダハナタクリイロカワザンショ
ウは本種と類似した環境に産するが、これは与那国島固有種である。南大東島のウフアガリクリイ
ロカワザンショウは淡水の池のほとりに棲む。 

生 態 的 特 徴 ： 棲息環境以外未詳だが、終生水のない環境で暮らし、恐らく直達発生。 
生息地の条件  ： 崖上 (標高約20 m) の石灰岩露頭間乾燥地において、植物の根元の僅かに湿った砂礫間や岩盤の隙

間に、ウスイロヘソカド、クビキレガイとともに棲む。周囲はかつてキカイキセルモドキ、ヘリト
リケマイマイが多産していた場所である。 

個体数の動向  ： 1 箇所の極めて狭い範囲からのみ知られる。過去にはより広く分布していた可能性もあるが、文献
記録は一切ない。 

現在の生息状況 ： 沖縄島北部の海岸の断崖には、辺戸岬以外にも類似した環境は見られるものの、本種は確認されて
いない。 

学術的意義・評価 ： 未記載種。日本産クリイロカワザンショウ属のうち数少ない完全な陸棲種で、ティンダハナタクリ
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イロカワザンショウに次いで標高の高い場所に産する。南西諸島のこの属は同一属内で海岸潮間
帯・河口汽水域・淡水域・瀕海陸地に異なる種が見られ、海から陸地への進出が複数回、それぞれ
独立に生じたことは明らかであり、進化学的に極めて重要な研究対象となりうる。 

生存に対する脅威 ： 唯一の産地は観光名所であり、公園整備等の改変がなされると棲息地が破壊される恐れがある。ま
た乾燥地の中で僅かに保湿された微棲息環境に特異的であるため、温暖化の進行によって気候に大
きな変化が生じるとバランスが崩れ、短期間で絶滅する可能性もある。 

特 記 事 項 ： 1990年代に発見されたが、本種の存在が文献公表されるのは今回が初めてである。 
 
執 筆 者 名 ： 福田 宏 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ティンダハナタクリイロカワザンショウ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 クビキレガイ上科 カワザンショ

ウ科 
学    名 ： Angustassiminea sp. B 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 37. 与那国島ティンダハナタ. 撮影・描画：亀田勇一 (標本), 福田 宏 (生体). 
形    態 ： 殻長 3.2 mm、殻径2 mm。殻は円錐形で螺塔が高く、黄褐色〜濃茶褐色、薄質半透明、光沢が強い。

螺層はやや膨らみ、縫合は多少くびれる。縫合下に明瞭な螺溝を巡らす。臍孔は閉じる。蓋は種子
形で革質、半透明な黄褐色。頭部-腹足は無色だが背面の一部は黒色となる。頭触角は左右とも低い
隆起状の痕跡が残るのみ。眼胞は長く、先端に微細な三日月形の黒色斑を持つ。腹足は全長約2mm。 

近似種との区別 ： 殻はヘドクリイロカワザンショウに似るが、螺層の膨らみと縫合のくびれがやや強く、色も赤味が
弱い。 

分 布 の 概 要 ： 与那国島祖納のティンダハナタの固有種。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 本種と同所的に見られる同属の他種は存在しない。沖縄島辺戸岬の固有種ヘドク

リイロカワザンショウは同様に石灰岩の崖上に産するが、より乾燥した環境に見られる。 
生 態 的 特 徴 ： 生態のほとんどは未詳だが、恐らく直達発生である。 
生息地の条件  ： 石灰岩の断崖 (標高約70 m) のクレバス内において、地下水が湧出して濡れた露頭の表層を匍匐し、

陸産貝類とも淡水産貝類とも見なしうる。周囲の湧水中にはヨナグニカタヤマガイが見られ、乾燥
した岩盤上にはドナンオカチグサが産する。 

個体数の動向  ： 1 箇所の極めて狭い範囲からのみ知られる。過去にはより広く分布していた可能性もあるが、文献
記録は一切ない。 

現在の生息状況 ： 島内には他に類似した環境がなく、ヨナグニカタヤマガイが産する場所でも本種は確認されていな
い。 

学術的意義・評価 ： 未記載種。日本産クリイロカワザンショウ属のうち数少ない陸棲または淡水棲種で、最も標高の高
い場所に産する。南西諸島のこの属は同一属内で海岸潮間帯・河口汽水域・淡水域・瀕海陸地に異
なる種が見られ、海から陸地への進出が複数回、それぞれ独立に生じたことは明らかであり、進化
学的に極めて重要な研究対象となりうる。 

生存に対する脅威 ： 唯一の産地は観光名所であり、公園整備等で改変がなされると棲息地が破壊される恐れがある。ま
た湧水で濡れた岩盤上という特異な微棲息環境に限定されるため、温暖化の進行によって気候に大
きな変化が生じるとバランスが崩れ、短期間で絶滅する可能性もある。 

特 記 事 項 ： 生貝は2015年 1月に初めて発見された。 
参 考 文 献 ： 久保弘文・福田 宏・早瀬善正・亀田勇一・黒住耐二・上島 励・小澤宏之, 2017. 沖縄県レッド

データブック ーレッドデータおきなわー 第2回改訂に伴う稀少貝類棲息実態調査報告ー1. 与那
国島. Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ウフアガリクリイロカワザンショウ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 クビキレガイ上科 カワザンショ

ウ科 
学    名 ： Angustassiminea sp. C 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 37. 南大東島大池. 撮影・描画：福田 宏. 
形    態 ： 殻長2.8 mm、殻径1.9 mm。殻は卵円錐形で、黄褐色〜濃茶褐色、薄質半透明、光沢が強い。螺層は

よく膨らみ、縫合は明瞭にくびれる。縫合下に明瞭な螺溝を巡らす。臍孔は僅かな隙間状に開く。
蓋は種子形で革質、半透明な黄褐色。頭部-腹足は無色だが背面の一部は黒色となる。頭触角は左右
とも低い隆起状の痕跡が残るのみ。眼胞は長く、先端より多少後方に三日月形の黒色斑を持つ。腹
足は全長約2 mm。 

近似種との区別 ： 殻はティンダハナタクリイロカワザンショウに似るが、さらに薄質透明で色も淡く、螺層の膨らみ
は強く臍孔が僅かに開くことから、別属のヨシダカワザンショウを想起させる。 

分 布 の 概 要 ： 南大東島大池の固有種。 
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近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 本種と同所的に見られる同属の他種は存在しない。サツマクリイロカワザンショ
ウはより海岸の潮間帯上部〜瀕海陸地に見られ、ヘドクリイロカワザンショウとティンダハナタク
リイロカワザンショウは石灰岩の崖上に産し、それぞれ棲息環境は大きく異なっている。 

生 態 的 特 徴 ： 直達発生。卵は直径460 µmの球形で、透明なゼリー状物質に包まれ、1個ずつ産み落とす。数日程
度で幼貝が孵化する。現地の濡れた枯れ茎とともに飼育すると、それらと同じ色の糞をしながら成
長する。孵化後約半年で殻長1 mmに達する。 

生息地の条件  ： カルスト湖である大池のオヒルギ群落の辺縁で、水辺のヨシの根元に沈んだ枯れ茎の間に棲息する。
同所的にスクミリンゴガイとヒラマキミズマイマイ近似種が見られる。 

個体数の動向  ： 1箇所の極めて狭い範囲からのみ知られる。文献記録は一切ない。 
現在の生息状況 ： 隣接する北大東島には他に類似した環境がない。他の島の淡水・汽水環境においても、本種は確認

されていない。 
学術的意義・評価 ： 未記載種。日本産クリイロカワザンショウ属のうち、水陸両棲のティンダハナタクリイロカワザン

ショウを別にすれば唯一の完全な淡水棲種である。南西諸島のこの属は同一属内で海岸潮間帯・河
口汽水域・淡水域・瀕海陸地に異なる種が見られ、海から陸地への進出が複数回、それぞれ独立に
生じたことは明らかであり、進化学的に極めて重要な研究対象となりうる。 

生存に対する脅威 ： 今後池の護岸や浚渫等が行われたり、水質悪化、訪問者の立入に伴うゴミ投棄等汚染、移入種によ
る攪乱 (既にティラピアとスクミリンゴガイが定着している) 等が生じれば絶滅に直結する恐れが
ある。 

特 記 事 項 ： 2015年11月に初めて発見された。大池のオヒルギ群落は国の天然記念物に指定されている。 
参 考 文 献 ： 久保弘文・福田 宏・早瀬善正・亀田勇一・黒住耐二・上島 励, 2017. 沖縄県レッドデータブッ

ク ーレッドデータおきなわー 第2回改訂に伴う稀少貝類棲息実態調査報告ー3. 北大東島・南大
東島. Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ウフアガリゴマオカチグサ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 クビキレガイ上科 カワザンショ

ウ科 
学    名 ： Cavernacmella sp. 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) 
 
図 の 解 説 ： p. 38. 1a, 1b, 1c：北大東島長幕 (地表棲). 2：南大東島塩屋のワニの口 (洞窟棲, 殻). 3：南大

東島星野洞 (洞窟棲, 殻). 4：南大東島第 7 ポイントドリーネ (洞窟棲, 生体). 撮影・描画：久
保弘文 (1a), 福田 宏 (1b, 1c), 亀田勇一 (2–4). 

形    態 ： 殻長1.7 mm、殻径1.4 mm。殻は卵円錐形、厚質、光沢が強く無色半透明。螺層は膨らみ、縫合はや
やくびれる。殻表は弱い成長脈以外は平滑。殻口外唇は肥厚する。臍孔は狭く開く。蓋は種子形で
革質、半透明、黄褐色。頭部-腹足 (北大東島の地表の個体に基づく) は無色半透明。頭触角は右側
の痕跡のみで、眼胞は太短く、先端に三日月形の黒斑を持ち、眼は黒色で明瞭。 

近似種との区別 ： ホラアナゴマオカチグサ・キビオカチグサやその近縁種群とは殻の形態では識別が困難で、同定に
は軟体の検討や分子系統解析が必須である。ここでは暫定的に大東諸島の地表と洞窟内に見られる
個体を一括して同種としたが、それらも複数種から成る可能性がある。 

分 布 の 概 要 ： 北大東島と南大東島の固有種。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ホラアナゴマオカチグサは岩手県から沖縄県までの石灰岩洞窟に産するが、洞窟

ごとに分化し、50種以上が混在している上に、多系統群である。海岸に棲むヤマモトゴマオカチグ
サ、森林林床に棲むキビオカチグサ等も近縁であるが、沖縄県では海岸棲の種は知られていない。 

生 態 的 特 徴 ： 直達発生。林床の腐葉土や洞窟壁面の泥を摂食し、養分を得ると考えられる。 
生息地の条件  ： 北大東島では長幕の石灰岩崖下林床の落葉間に見られる。南大東島でもバリバリ岩等では地表の石

灰岩間で確認され、また地下の石灰岩洞窟内部では濡れた横壁の表面に見られる。 
個体数の動向  ： 微小種のため1990年代以後に僅かな記録が散見されるのみであるが、人類入植以前はより広範囲に

存在した可能性が高い。 
現在の生息状況 ： 2015・16年の調査では、北大東島では長幕の1箇所、南大東島では地表はバリバリ岩のみ、洞窟内

の個体群も1箇所のみで確認された。特に地表では強い衰退傾向にある。 
学術的意義・評価 ： 未記載種。ゴマオカチグサ属 Cavernacmella Habe, 1943 は単一の属内で海岸・林床・渓流・洞窟内

に進出した全動物中唯一の属で、特に大東諸島では林床と洞窟両方に見られ、進化学的観点からも
重要である。 

生存に対する脅威 ： 森林伐採や開墾によって棲息範囲が狭められた上、近年の温暖化と過剰乾燥が林床でも洞窟内でも
保湿を妨げ、本種の個体群維持に甚大な悪影響を及ぼしている。また大東諸島では近年ニューギニ
アヤリガタリクウズムシが侵入・急増し、陸産貝類全体が捕食されて激減しており、本種も食害さ
れている可能性がある。 

特 記 事 項 ： 環境省レッドデータブックではホラアナゴマオカチグサは絶滅危惧I類、キビオカチグサとヤマモ
トゴマオカチグサは共に絶滅危惧II類に指定され、本種もそれらとほぼ同等とみてよい。 

参 考 文 献 ： 東 良雄・東 正雄, 1994. 大東島の陸産貝類相. Venus, 53: 161–173. 
亀田勇一・川北 篤・加藤 真, 2008. ｢ホラアナゴマオカチグサ｣は洞窟ごとに別種である (日本
貝類学会創立80周年記念大会 (東京) 研究発表要旨). Venus, 67: 99. 

久保弘文・福田 宏・早瀬善正・亀田勇一・黒住耐二・上島 励, 2017. 沖縄県レッドデータブッ
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ク ーレッドデータおきなわー 第2回改訂に伴う稀少貝類棲息実態調査報告ー3. 北大東島・南大
東島. Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

黒住耐二, 1992. 北大東島の陸産貝類. “ダイトウオオコウモリ―保護対策緊急調査報告書. 沖縄
県天然記念物調査シリーズ第31集”, 沖縄県教育委員会 (編), 沖縄県教育委員会, 那覇, 
73–90. 

黒住耐二, 2005. キビオカチグサ類似種. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) 
—レッドデータおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 
那覇, 314.  

増田 修・宇野 明・中原ゆうじ, 2015. 沖縄県大東諸島の陸産貝類の現状. かいなかま, 49(2): 
21–44. 

下謝名松栄, 1978. 南・北大東島および沖縄島南部地域の洞穴動物相. “沖縄県天然記念物調査シ
リーズ第14集 沖縄県洞穴実態調査報告 I”, 沖縄県教育委員会 (編), 沖縄県教育委員会, 那覇, 
75–112. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏・亀田勇一・黒住耐二＊    ＊前回改訂版 (2005) における黒住による記載内容を一部引用

した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ドームカドカド 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 クビキレガイ上科 カワザンショ

ウ科 
学    名 ： Ditropisena sp. A 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) 
 
図 の 解 説 ： p. 38. 今帰仁村大井川河口. 撮影：福田 宏 (生体), 久保弘文 (標本). 
形    態 ： 殻長1.8 mm、殻径2 mm。殻はドーム形で厚質、不透明で象牙色。螺層は膨らみ、殻表に斜めの粗い

縦肋を持つ。周縁に強い螺肋を巡らし、深い臍孔の周りも強く角張る。蓋は円く、革質で黄色半透
明、核を中央に持つ多旋型。頭部-腹足は無色半透明で、頭触角は細長く、後方へ多少彎曲する。触
角の基部に黒い眼がある。 

近似種との区別 ： デリケートカドカドに似るが、より大形で螺塔が高く、縦肋が強い。ミニカドカド・エレガントカ
ドカド・小笠原諸島のインフレカドカド (新称) は縫合と周縁角との間にも明瞭な螺肋がある。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島 (恩納村仲泊、今帰仁村仲宗根の大井川河口)。国頭村辺戸岬から本種に似た死殻 1個が得ら
れているが軟体の情報がないため同種か否か断定できない。与那国島にも近似種が産するがやや螺
塔が低く、分布が飛び離れている点から別種の可能性がある。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 沖縄島にはミニカドカドも産するが、本種と同所的に見られる場所はない。デリ
ケートカドカドは宮古島と伊良部島、エレガントカドカドは石垣島と西表島に固有で、同一産地に
同属の2種以上が見られることはない。 

生 態 的 特 徴 ： 直達発生。水分をたっぷり含んで崩れかけた朽木を分解して養分を摂取している。少なくとも2年
は生存する。晴天時は地中深く潜るため見出しにくいが、雨後は表層に這い出す。 

生息地の条件  ： 河口マングローブ辺縁や海岸の飛沫帯上部において、陸側に生じた樹木または岩盤が水辺側へオー
バーハングして日陰を形成し、砂礫底が昼間も直射日光に晒されず保湿され、その地中にまとまっ
た量の死珊瑚片と朽木が深く埋もれていることが、本種の個体群維持に必須である。 

個体数の動向  ： 最初の発見地である恩納村仲泊の産地が埋立により消失して以来、沖縄島では健在産地は知られて
いなかった。与那国島では比川南東と空港北西で確認されていたが、比川ではその後再発見されな
い。 

現在の生息状況 ： 2015年、大井川河口で生貝が遂に再発見され、絶滅していなかったことが明らかになった。しかし
依然として、沖縄島の現存個体群はこの1箇所しかない。与那国島の空港北西では2015年の調査で
も確認されたが、棲息範囲は極端に狭い。 

学術的意義・評価 ： カドカドガイ属はカワザンショウ科の一員とは到底思えない形態を持つとともに、同科の中でも系
統上の位置がいまだ明確でなく、この科の適応放散の著しさを象徴する存在として稀有で貴重な一
群である。 

生存に対する脅威 ： 分布域が著しく狭く、個体群は河口の埋立・護岸等の改変、マングローブ伐採、水質・土壌汚染の
影響を直接被る。 

参 考 文 献 ： 福田 宏, 1996. 腹足綱. “日本における干潟海岸とそこに生息する底生生物の現状”, 花輪伸
一・佐久間浩子 (編), WWF Japan Science Report, 3: 11–63. 

福田 宏, 2012. ドームカドカド. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブッ
ク”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 52. 

福田 宏, 2014. ドームカドカド. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生
物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 60. 

Fukuda, H. & Ponder, W.F., 2003. Australian freshwater assimineids, with a synopsis of the 
Recent genus-group taxa of the Assimineidae (Mollusca: Caenogastropoda: Rissooidea). 
Journal of Natural History, 37: 1977–2032. 

久保弘文, 2005. ドームカドカド. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) —レッ
ドデータおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
352. 

久保弘文・福田 宏・早瀬善正・亀田勇一・黒住耐二・上島 励・小澤宏之, 2017. 沖縄県レッド
データブック ーレッドデータおきなわー 第2回改訂に伴う稀少貝類棲息実態調査報告ー1. 与那
国島. Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 
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執 筆 者 名： 福田 宏・久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ダイトウオカチグサ (ダイトウヘソカド) 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 クビキレガイ上科 カワザンショ

ウ科 
学    名 ： Paludinellassiminea daitoensis (Habe, 1942) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 38. 1：ホロタイプ, 大東島 (国立科学博物館所蔵 NSMT Mo 39844). 2：南大東島バリバリ岩. 

3a, b：北大東島長幕. 撮影・描画：福田 宏. 
形    態 ： 殻長4.8 mm、殻径3.3 mm。殻は卵円錐形で螺塔が高く、殻表は弱い光沢のある明るい橙色で半透明、

成長脈以外は平滑。螺層はよく膨らむ。臍孔は狭く開き、螺状稜角で囲まれる。頭部-腹足の地色は
灰白色で、口吻と頭部背面が黒色の個体が多い。頭触角は長い。蓋は革質半透明、黄色、少旋型で、
表面に石灰の顆粒を沈着させることがある。 

近似種との区別 ： 殻ではウスイロヘソカド等との区別は困難だが、左側の雑搬溝後方の縁取りが前端においてゴルフ
クラブ状に前方へ突出し、これは本種だけが持つ特徴である。 

分 布 の 概 要 ： 北大東島と南大東島の固有種。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ウスイロヘソカドは喜界島〜八重山諸島に広く分布する一方、与那国島のドナン

オカチグサと同様、徳之島・沖縄島・多良間島等の各島から殻や頭部-腹足に独特の形質状態を持つ
個体が見出され、それぞれの島ごとに別種が存在する可能性がある。 

生 態 的 特 徴 ： 直達発生。林床の黒い腐葉土を摂食し、養分を得ると考えられる。 
生息地の条件  ： 海岸から内陸にかけて見られ、広葉樹根元の石灰岩岩盤の隙間や地表の落葉・転石間に棲み、高湿

時に匍匐する。海岸ではクビキレガイ、サツマクリイロカワザンショウ、ヒメヒラシイノミ等、内
陸ではオカクビキレ、ウフアガリゴマオカチグサ、ダイトウジマスナガイ、ケシガイ類等が同所的
に産する。 

個体数の動向  ： 20世紀末までは島内各所に点々と多産地があったと推定されるが、2000年代半ばごろ以降衰退傾向
に転じ、死殻しか見られない産地が現れ始めた。 

現在の生息状況 ： 北大東島では長幕の森林内と海岸数箇所、南大東島ではバリバリ岩と海岸数箇所に個体群が現存す
るが、局所的で棲息範囲は著しく狭い。2005年頃まで多産していた南大東島の秋葉神社・大東神社
では壊滅した可能性があり、同様に最近15年間で個体群の消滅が多発している。 

学術的意義・評価 ： 本種を含むウスイロヘソカド種群は島ごとに分化している可能性が高く、進化学的に重要。 
生存に対する脅威 ： 人類入植以前はより広範囲に棲息していた可能性が高く、開墾に伴う森林伐採によって狭い範囲に

追い詰められたと考えられる。その上、近年の温暖化と過剰乾燥が大きな脅威となっている。さら
に大東諸島では近年ニューギニアヤリガタリクウズムシが侵入・急増し、陸産貝類全体が捕食され
て激減しており、本種も食害されている可能性がある。 

特 記 事 項 ： ウスイロヘソカドの異名とされることが多いが、別種である。それどころか北大東島と南大東島、
またはそれぞれの島内に複数種が混在している可能性もあり、精密な検討が必要。 

原  記  載 ： 波部忠重, 1942. 日本産カハザンシヨウガヒ科. ヴヰナス, 12: 32–56, pls 1–4. (p. 49, pl. 1bis, 
fig. 12; pl. 4, fig. 16, as Paludinella daitoensis. Type loc.: “沖縄縣大東島”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文・福田 宏・早瀬善正・亀田勇一・黒住耐二・上島 励, 2017. 沖縄県レッドデータブッ
ク ーレッドデータおきなわー 第2回改訂に伴う稀少貝類棲息実態調査報告ー3. 北大東島・南大
東島. Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

黒田徳米, 1960. 沖縄群島産貝類目録 (頭足類を除く). 琉球大学教務部普及課, 那覇, iv+106 pp., 
3 pls. 

黒住耐二, 1992. 北大東島の陸産貝類. “ダイトウオオコウモリ－保護対策緊急調査報告書. 沖縄
県天然記念物調査シリーズ第31集”, 沖縄県教育委員会 (編), 沖縄県教育委員会, 那覇, 
73–90. 

黒住耐二, 2005. ダイトウヘソカドガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) 
—レッドデータおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 
那覇, 410. 

増田 修・宇野 明・中原ゆうじ, 2015. 沖縄県大東諸島の陸産貝類の現状. かいなかま, 49(2): 
21–44. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏・黒住耐二＊  ＊前回改訂版 (2005) における黒住による記載内容を一部引用した。 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ミヤコオカチグサ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 クビキレガイ上科 カワザンショ

ウ科 
学    名 ： Paludinellassiminea miyakoinsularis (Minato, 1980) n. comb. 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 38. 宮古島野原岳. 撮影：久保弘文. 描画：福田 宏. 
形    態 ： 殻長6 mm、殻径4.8 mm。殻は円錐形で螺塔が高く、薄く壊れ易い。殻表は藁色で光沢は鈍く半透明、
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成長脈以外は平滑。縫合が明瞭にくびれて階段状となる。殻口縁は薄い。臍孔は開き、螺状稜角は
ない。頭部～腹足の地色は灰白色半透明、頭触角はこの属としては太短く、先端は暗色となる。右
側の雑搬溝の縁取りは前後とも明瞭。蓋は革質半透明、黄色、少旋型。 

近似種との区別 ： ドナンオカチグサは本種に最も似るが、本種ほど螺塔が高まらず、縫合が階段状とならない。また、
ヘソカドガイ属の大半の種は本種やドナンオカチグサより厚質堅固で、臍孔の周囲に螺状稜角があ
る。またそれらの種はいずれも、本種より頭触角が長い。キバオカチグサは象牙色でより螺塔が高
く、周縁が角張る。ウスイロオカチグサは殻表に螺肋を多数巡らし、また明瞭な頭触角を欠き、ヘ
ソカドガイ属とは系統的に遠い。 

分 布 の 概 要 ： 宮古島野原岳の固有種。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ウスイロヘソカド種群は南西諸島に広く分布し、その中には本種と同様、一つの

島の固有種も複数含まれる。ヘソカドガイとオオウスイロヘソカドは種子島以北の本州・四国・九
州に限られる。キバオカチグサは小笠原諸島母島に固有。 

生 態 的 特 徴 ： 恐らく直達発生で、同属の他種と同様に林床の黒い腐葉土を摂食し、養分を得ると推測される。 
生息地の条件  ： 内陸部森林内の日陰において、石灰岩露頭の隙間に棲息する。 
個体数の動向  ： 記載以来生貝が発見されず絶滅種と見なされてきたが、2014年 2月、生貝が初めて発見された。野

原岳以外では知られていない。 
現在の生息状況 ： 個体群は1箇所にのみ存在する。そこでは個体数は少なくないが、棲息範囲は極めて狭い。 
学術的意義・評価 ： ヘソカドガイ属の南西諸島における島ごとの種分化と、陸上進出過程を考える上で重要である。特

に本種は同属の中でも独特の形態を示す特異な存在である。 
生存に対する脅威 ： 土地造成や公園整備、道路設置等で棲息地の樹木が伐採されたり、石灰岩露頭が掘削されれば個体

群は瞬時に消滅するであろう。また近年の温暖化に伴う過剰乾燥は大きな脅威である。さらにニュ
ーギニアヤリガタリクウズムシが侵入すればことごとく捕食されて絶滅する可能性がある。 

特 記 事 項 ： これまでハマチグサ属 Paludinella Pfeiffer, 1841 に属すとされてきたが、生貝の検討の結果、ヘソカ
ドガイ属の一員であることが確定した (本稿で新組み合わせ)。また宮古島に隣接する伊良部島でも、
久保氏によって別種の可能性がある死殻が見出されており、さらに検討を要する。宮古島市自然環
境保全条例保全種（ミヤコオカチグサガイ）（2005年）。 

原  記  載 ： 湊 宏, 1980. 宮古群島の陸産貝類相. Venus, 39: 83–99. (pp. 85–86, 94, fig. 6, as Paludinella 
miyakoinsularis. Type loc.: “宮古島野原岳”) 

参 考 文 献 ： 東 正雄, 1995. 原色日本陸産貝類図鑑 増補改訂版. 保育社, 大阪, xvi+344 pp., 80 pls. 
黒住耐二, 2005. ミヤコオカチグサ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) —レ
ッドデータおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那
覇, 312. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏・久保弘文・黒住耐二＊  ＊前回改訂版 (2005) における黒住による記載内容を一部引用

した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： タマグスクオカチグサ (新称) 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 クビキレガイ上科 カワザンショ

ウ科 
学    名 ： Paludinellassiminea sp. A 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 38. 南城市玉城城址南. 撮影・描画：福田 宏. 
形    態 ： 殻長5.5 mm、殻径3.5 mm。殻は螺塔が高く、縫合が明瞭にくびれて階段状となり、臍孔が広く開い

てその周囲に螺状稜角を欠く点でミヤコオカチグサに酷似するが、より濃い橙色で、成熟個体では
厚質堅固となる。頭部-腹足の地色は灰白色半透明から濃い黒色まで変異がある。頭触角は長く、暗
色。雑搬溝の縁取りや蓋の形態はミヤコオカチグサと同様 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島南城市玉城字玉城の玉城城趾南 (標高170 m) からのみ知られる。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ダイトウオカチグサ・ミヤコオカチグサの項を参照。沖縄島ではこの属の種は従

来、ウスイロヘソカドしか知られていなかった。 
生 態 的 特 徴 ： 恐らく直達発生。 
生息地の条件  ： 石灰岩の断崖 (恐らく石灰洞窟の天井が崩落して生じた谷状の地形) の下部において、日陰の乾い

た露頭表層の窪みに見られ、雨後に表層に這い出す。夏季 (7 月末) に森林外部が酷暑に見舞われ
る状態においても気温が相対的に低く、かつ高湿な空気塊が溜まっている場所に限られる。 

個体数の動向  ： 2016年以前には全く存在が知られていなかった。同年7月に玉城産イトマンマイマイの死殻中から
褪色した死殻1個が得られ、さらに同年11月の調査で生貝14個体が確認された。 

現在の生息状況 ： 生貝は約2×2 mという極端に狭い範囲からのみ知られる。過去には沖縄島南部の石灰岩地により広
く分布していた可能性もあるが、現時点で未詳。 

学術的意義・評価 ： 未記載種。日本産ヘソカドガイ属の既知種のうち、最も標高の高い場所に産する。ダイトウオカチ
グサ・ミヤコオカチグサ同様、ヘソカドガイ属の南西諸島における島ごとの種分化と、陸上進出過
程を考える上で重要である。徳之島・沖縄島・伊良部島・多良間島等から採集されている他の未詳
種ともども、詳細な再検討が必要である。 

生存に対する脅威 ： 唯一の産地は観光名所であり、公園整備等で改変がなされると棲息地が破壊される恐れがある。ま
た日陰の岩盤上という特異な微棲息環境に限定されるため、温暖化の進行によって気候に大きな変
化が生じるとバランスが崩れ、短期間で絶滅する可能性もある。 
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特 記 事 項 ： 本種が独立種として文献公表されるのは今回が初めてである。これまで沖縄島から報告されたウス
イロヘソカドの大半は海岸から記録されており、また本種に同定可能な標本も知られていないため、
従来のウスイロヘソカドの文献記録に本種が混在していた可能性は低い。 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏・亀田勇一 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ドナンオカチグサ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 クビキレガイ上科 カワザンショ

ウ科 
学    名 ： Paludinellassiminea sp. B 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)      環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 38. 与那国島ティンダハナタ. 撮影・描画：亀田勇一 (標本), 福田 宏 (生体). 
形    態 ： 殻長5.2 mm、殻径3.5 mm。殻は円錐形で螺塔が高く、薄質。殻表は淡橙色で光沢は鈍く半透明、成

長脈以外は平滑。螺層は弱く膨らみ、縫合は多少くびれ、周縁は弱く角張る。殻口縁は薄い。臍孔
は広く開き、螺状稜角は欠くか極めて弱い。頭部-腹足の地色は灰白色半透明、頭触角は長く、暗色。
右側の雑搬溝の縁取りは前後とも著しく発達する。蓋は革質半透明、黄色、少旋型。 

近似種との区別 ： 臍孔が広く臍域を囲む螺状稜角を欠く点でミヤコオカチグサに似るが、螺層の膨らみがやや強く、
頭触角も長い。 

分 布 の 概 要 ： 生貝は与那国島祖納のティンダハナタのみで知られる。同島田原水園産の死殻1個体 (久保採集、
矢野重文氏所蔵) も本種の可能性がある。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ダイトウオカチグサ・ミヤコオカチグサの項を参照。与那国島の海岸や低地には
ウスイロヘソカドが産する。 

生 態 的 特 徴 ： 恐らく直達発生。 
生息地の条件  ： 石灰岩の断崖 (標高約25～70 m) のクレバス周辺において、日陰の乾いた露頭表層の窪みに見られ

る。周囲の湧水で濡れた岩盤上にはティンダハナタクリイロカワザンショウ、湧水中にはヨナグニ
カタヤマガイが見られる。 

個体数の動向  ： 2002年3月芳賀拓真氏によりティンダハナタで採集され、2009・2015年の調査でも同じ場所で確認
された。生貝は極めて狭い範囲からのみ知られる。過去には島内により広く分布していた可能性も
あるが、現時点で未詳。 

現在の生息状況 ： ティンダハナタ以外で確認されず、田原水園でも生貝・死殻とも追加個体が得られない。海岸に近
づくとウスイロヘソカドしか見られないため、本種の棲息範囲は島内でも著しく限定されることは
疑いない。 

学術的意義・評価 ： 未記載種。ダイトウオカチグサ・ミヤコオカチグサ同様、ヘソカドガイ属の南西諸島における島ご
との種分化と、陸上進出過程を考える上で重要である。徳之島・沖縄島・伊良部島・多良間島等か
ら採集されている他の未詳種ともども、詳細な再検討が必要である。 

生存に対する脅威 ： 唯一の産地は観光名所であり、公園整備等で改変がなされると棲息地が破壊される恐れがある。ま
た日陰の岩盤上という特異な微棲息環境に限定されるため、温暖化の進行によって気候に大きな変
化が生じるとバランスが崩れ、短期間で絶滅する可能性もある。 

特 記 事 項 ： 増田・小野 (1988: 53, 55) の「ヘソカドガイ属の1種」は本種であろう。また湊 (1976: 165) の
「ウスイロヘソカドガイ」も本種を含んでいたかもしれない。 

参 考 文 献 ： 久保弘文・福田 宏・早瀬善正・亀田勇一・黒住耐二・上島 励・小澤宏之, 2017. 沖縄県レッド
データブック ーレッドデータおきなわー 第2回改訂に伴う稀少貝類棲息実態調査報告ー1. 与
那国島. Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

増田 修・小野正人, 1988. 与那国島の淡水産貝類. 神奈川自然保全研究会報告書, (7): 52–60. 
湊 宏, 1976. 与那国島の陸産貝類相. Venus, 35: 163–184. 
 

執 筆 者 名 ： 福田 宏・亀田勇一・久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ヨナグニカタヤマガイ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 クビキレガイ上科 イツマデガイ

科 
学    名 ： Gammatricula shini (Habe, 1961) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
図 の 解 説 ： p. 38. 与那国島ティンダハナタ. 撮影：福田 宏. 
形    態 ： 殻長3 mm、殻径1.5 mm。殻は縦長の卵円錐形、半透明で鈍い光沢を帯び、淡い飴色〜乳白色。殻表

の彫刻は弱い成長脈のみで、螺層の膨らみと縫合のくびれは明瞭。殻頂は鈍く尖り、成貝では欠落
する個体が多い。殻口は楕円形で広く、唇縁は僅かに肥厚反転する。臍孔は閉じる。蓋は卵形、革
質、半透明な黄褐色、少旋型。頭部-腹足は淡灰色の地に微細な黒斑を多数散らし、眼の後方等に
白点群がある。雑搬溝は体の右側に痕跡的に見られるのみで、左側にはない。上足褶は明瞭。蓋葉
の左右両端は黒色に染まる。 

近似種との区別 ： 沖縄県には近似する種はいない。ヌマツボ科 Amnicolidae Tryon, 1863 のミジンツボ属 Akiyoshia 
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Kuroda & Habe, 1954・ホラアナミジンニナ属 Moria Kuroda & Habe, 1958 の諸種はやや殻形や色が似
るが、いずれも殻長2 mm以下とはるかに小形である。カワツボ科 Tateidae Thiele, 1925 の外来種コ
モチカワツボ Potamopyrgus antipodarum (Gray, 1843) は本種より大きくて厚く、殻頂が細まり、頭
部-腹足の大部分が黒い。 

分 布 の 概 要 ： 与那国島固有種。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： Gammatricula Davis, Liu & Chen, 1990 には他に2種が知られ、いずれも中華人民

共和国に産する。本種の姉妹種は福建省の山間部に産する G. fujianensis (Liu, Zhang & Wang, 1983) 
である。 

生 態 的 特 徴 ： 直達発生。水中の付着藻類等を食べると思われる。 
生息地の条件  ： 山間の湧水によって日陰に形成された小規模な水溜りや水路等に限定され、浅い止水中に沈んだ落

葉や転石等の上を匍匐する。流水や水深の深い河川には見られない。 
個体数の動向  ： 過去に記録のある場所の大半 (タイプ産地を含む) で再発見できない。棲息環境がもともと繊細か

つ脆弱で、乾燥・渇水が続くと容易に失われるので、既に多くの産地が消失したことは疑いがない。 
現在の生息状況 ： 現在確実に棲息が確認できるのは、ティンダハナタの崖上のクレバス間に生じた小規模な湧水など

僅かしかない。今や、日本の淡水産貝類全体でも、棲息範囲が最も狭い種の一つとなった。 
学術的意義・評価 ： 本種は遺存種と考えられ、生物地理学的に貴重である。Triculinae Annandale, 1924 に属する日本唯

一の種でもある。 
生存に対する脅威 ： 山間の斜面において、崖の掘削・洞窟破壊・樹木の伐採や、湧水の護岸・浚渫・流路変更等の改変

を行うと棲息環境はたちまち消失する。また、近年の温暖化に伴う過剰乾燥によって、小規模な湧
水の枯渇することが強く懸念される。 

特 記 事 項 ： 原記載での和名は「ヨナクニ〜」であるが、ここでは湊 (2014) に倣って「ヨナグニ〜」とした。 
ティンダハナタは国の名勝に指定されている。 

原  記  載 ： 波部忠重, 1961. 八重山群島与那国島のタイワンカタヤマガイの1新亜種. Venus, 21: 278–281. (pp. 
279–281, fig. 1, as Katayama formosana shini. Type loc.: “与那国島久部良岳と比川間の湿田の土
手”) 

参 考 文 献 ： Davis, G.M., Liu, Y.Y. & Chen, Y.G., 1990. New genus of Triculinae (Prosobranchia: Pomatiopsidae) from 
China: phylogenetic relationships. Proceedings of the Academy of Natural Sciences of Philadelphia, 142: 
143–165. 

Kameda, Y. & Kato, M., 2011. Terrestrial invasion of pomatiopsid gastropods in the heavy-snow region of the 
Japanese Archipelago. BMC Evolutionary Biology, 11: 118. 

久保弘文, 2005. ヨナクニカタヤマガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) 
—レッドデータおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 
那覇, 471. 

久保弘文・福田 宏・早瀬善正・亀田勇一・黒住耐二・上島 励・小澤宏之, 2017. 沖縄県レッド
データブック ーレッドデータおきなわー 第2回改訂に伴う稀少貝類棲息実態調査報告ー1. 与那
国島. Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

増田 修・内山りゅう, 2004. 日本産淡水貝類図鑑②汽水域を含む全国の淡水貝類. ピーシーズ, 
横浜, 240 pp. 

湊 宏, 2014. ヨナグニカタヤマガイ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野
生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 
294. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏・亀田勇一・久保弘文 

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： オカクビキレ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 クビキレガイ上科 クビキレガイ

科 
学    名 ： Truncatella oagariensis (Kuroda, 1960) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 38. 標本：南大東島 (タイプシリーズ; 西宮市貝類館所蔵 NCKG00604) 生体：北大東島長幕. 撮

影：福田 宏. 
形    態 ： 殻長8.5 mm、殻径3 mm。殻は細長い円筒形、朱色で半透明、光沢が強い。螺層はやや膨らみ、縫合

は明瞭に縊れる。体層に約30本、次体層に約28本の細い縦肋を狭い間隔で並べる。殻口外唇は反
転するが、外側に縦張肋状の肥厚はない。胎殻は繊細だが明瞭な縦肋を規則的に並べる。蓋は長卵
形、革質で厚く、表面中央部が厚く石灰化して隆起する。 

近似種との区別 ： クビキレガイに似るがより細く、縫合の縊れは明瞭で、縦肋が少なく間隔も広い。大東諸島にはア
ソブイトクビキレとカイグンボウクビキレも産するが、共にオカクビキレより小さく、前者は縦肋
が多くて間隔が狭く、後者は蓋が石灰化しない。 

分 布 の 概 要 ： 北大東島と南大東島 (タイプ産地) に固有。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： クビキレガイは種子島以南のインド–太平洋熱帯域に広く分布し、他の沖縄県産

の他種も複数の島から記録されているが、本種は大東諸島からのみ知られる。 
生 態 的 特 徴 ： 飼育下で幼貝を生じ、直達発生。林床の黒い腐葉土を摂食し、養分を得ると考えられる。 
生息地の条件  ： 広葉樹林で覆われた石灰岩断崖下の地表の落葉・転石間に棲み、高湿時に匍匐する。原記載では南

大東島の「海岸から 50 乃至 300 m の内陸に棲息」とされ、現在北大東島に見られる個体群も海岸
から最短で 600 m の林内に見られる。同所的にダイトウオカチグサ、ウフアガリゴマオカチグサ、
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ダイトウジマスナガイ、ケシガイ類等が産する。 
個体数の動向  ： 南大東島では原記載以後明確な採集記録がなく、1970 年代頃までには絶滅した可能性がある。21

世紀に入ってからの同島では死殻の採集例すらない。 
現在の生息状況 ： 2016年3月の調査では、北大東島の長幕の一部 (長さ約2 km) に辛うじて生存しているのが確認さ

れたが、生貝が見られたのは僅か 3箇所で、死殻のみの場所が多い。現在も個体群は衰退傾向にあ
ると考えられ、明らかに絶滅寸前である。 

学術的意義・評価 ： 日本産クビキレガイ科の中で最も内陸に産する種で、同科の陸上進出過程を考える上で重要。 
生存に対する脅威 ： 人類入植以前はより広範囲に棲息していた可能性が高く、開墾に伴う森林伐採によって狭い範囲に

追い詰められたと考えられる。その上、近年の温暖化と過剰乾燥が大きな脅威となっている。さら
に大東諸島では近年ニューギニアヤリガタリクウズムシが侵入・急増し、陸産貝類全体が捕食され
て激減しており、本種も食害されている可能性がある。 

特 記 事 項 ： 西宮市貝類館所蔵黒田徳米標本 (NCKG00604, 3 個体) がタイプシリーズの一部と考えられる。国
立科学博物館の波部忠重標本 (NSMT-Mo 55774) も同一ロットから派生したものであろう。 

原  記  載 ： 黒田徳米, 1960. 沖縄群島産貝類目録 (頭足類を除く). 琉球大学教務部普及課, 那覇, iv+106 pp., 
3 pls. (pp. 10, 72–73, as Taheitia oagariensis, Type loc.: “南大東島”) 

参 考 文 献 ： 安藤保二・波部忠重, 1981. 陸産貝類図説 (2). クビキレガイ属Truncatellaとクビキレガイモドキ
属Cecina. ちりぼたん, 12: 79–82. 

東 正雄・東 良雄, 1994. 大東島の陸産貝類相. Venus, 53: 161–173. 
福田 宏・亀田勇一・平野尚浩・久保弘文・早瀬善正・齊藤 匠, 2017. 日本産クビキレガイ科 (新
生腹足類: クビキレガイ上科) の再検討に向けて.Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

久保弘文・福田 宏・早瀬善正・亀田勇一・黒住耐二・上島 励, 2017. 沖縄県レッドデータブッ
ク ーレッドデータおきなわー 第2回改訂に伴う稀少貝類棲息実態調査報告ー3. 北大東島・南大
東島. Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

黒住耐二, 1992. 北大東島の陸産貝類. “ダイトウオオコウモリ－保護対策緊急調査報告書. 沖縄
県天然記念物調査シリーズ第31集”, 沖縄県教育委員会 (編), 沖縄県教育委員会, 那覇, 
73–90. 

黒住耐二, 2005. オカクビキレガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) —レ
ッドデータおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那
覇, 409. 

増田 修・宇野 明・中原ゆうじ, 2015. 沖縄県大東諸島の陸産貝類の現状. かいなかま, 49(2): 
21–44. 

大原健司・大谷洋子, 2002. 西宮市貝類館所蔵黒田徳米博士標本目録 (1) 非海産腹足類. 西宮市貝
類館研究報告, (1): i–iv, 1–140. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏・黒住耐二＊    ＊前回改訂版 (2005) における黒住による記載内容を一部引用した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： アソブイトクビキレ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 クビキレガイ上科 クビキレガイ

科 
学    名 ： Truncatella sp. A 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説  ： p. 38. A：久米島仲村渠. B：南大東島 西 (国立科学博物館所蔵 NSMT Mo 52054). 撮影：福田 

宏 (A), 亀田勇一 (B). 
形    態 ： 殻長 8 mm、殻径3 mm。殻は細長い円筒形、淡紅色で厚く不透明、光沢が強い。体層に約27本、次

体層に約25本の緩く彎曲した細い縦肋を狭い間隔で並べる。螺層は膨らみ、縫合は明瞭に縊れる。
殻口外唇は反転するが、外側に縦張肋状の肥厚はない。胎殻の縦肋と蓋の石灰化はオカクビキレ等
と同様。 

近似種との区別 ： クビキレガイに似るが際立って小さく、螺層の膨らみと縫合の縊れが目立ち、縦肋数 (後種は体層
で約 35本、次体層で約33本) も少ない。アマミクビキレはほぼ同じ大きさであるが、本種の方が
縦肋数が多く、間隔も狭い。これら3種の縦肋の数や間隔の幅の差は、体層よりも次体層や第3体
層で明瞭であり、識別には次体層・第3体層での縦肋数に注目するとよい。 

分 布 の 概 要 ： 久米島 (仲村渠の具志川城跡西の海岸)、南大東島 (西)。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： クビキレガイやアマミクビキレが南西諸島の広範囲に分布するのに対し、本種は

上記2島2箇所しか記録がない。 
生 態 的 特 徴 ： 恐らく直達発生。 
生息地の条件  ： 久米島では内湾に面した隆起珊瑚由来の石灰岩岩礁飛沫帯において、粗砂底の転石間にサツマクリ

イロカワザンショウ、ウスイロヘソカド、クビキレガイ、ハマシイノミ属等と共に見られた。 
個体数の動向  ： 南大東島からの採集日不明の波部忠重標本 (国立科学博物館所蔵 NSMT-Mo 52054) しか過去の産

出の証拠が現存せず、もともと産地は少なかったと推測される。 
現在の生息状況 ： 南大東島では再発見されていない。近年は2009年4月に久米島で生貝が確認されたのみであり、極

端に稀産で、現存個体群が1箇所しかない点はロウタキクビキレと同様である。 
学術的意義・評価 ： 最近ようやく存在が明確化された種である。本種に限らずインド–太平洋産クビキレガイ科貝類の分

類は著しく遅れており、本種の認知が同科の研究推進の端緒となることが期待される。 
生存に対する脅威 ： 海岸や河口の埋立・護岸・道路や橋梁設置等の開発、マングローブ湿地の破壊、瀕海陸地の森林伐

採、水質・土壌汚染。 
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特 記 事 項 ： 本種は本書および福田他（2017）以前には一度も文献上に図示されたことがない。 
参 考 文 献 ： 福田 宏・亀田勇一・平野尚浩・久保弘文・早瀬善正・齊藤 匠, 2017. 日本産クビキレガイ科 (新

生腹足類: クビキレガイ上科) の再検討に向けて Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 
黒田徳米, 1950. クビキレガヒ類 (附 Clench・Turner 著 クビキレガヒ科の目録紹介). 夢蛤, 
(49): 1–2. 

黒田徳米, 1960. 沖縄群島産貝類目録 (頭足類を除く). 琉球大学教務部普及課, 那覇, iv+106 pp., 
3 pls. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏・亀田勇一 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： カガヨイクビキレ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 クビキレガイ上科 クビキレガイ

科 
学    名 ： Truncatella sp. B 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 情報不足 (DD) 
 
図 の 解 説 ： p. 38. 宮古島狩俣. 撮影：福田 宏. 
形    態 ： 殻長6 mm、殻径1.5 mm。殻は円筒形、橙色～朱色 (稀に白色)、半透明で生時は軟体が透けて見え、

光沢が著しく強い。螺層は膨らみ、縫合は明瞭に縊れる。縦肋は細くて間隔が狭く (体層で約 34
本、次体層で約 32本)、縫合下を除き平滑となる個体もある。外唇は反転するが外側に縦張肋状の
肥厚は生じない。胎殻の縦肋と蓋の石灰化はオカクビキレ等と同様。 

近似種との区別 ： アソブイトクビキレに似るが小さく、縦肋は繊細で数が多く、光沢が強い。従来はヤマトクビキレ 
(沖縄県には分布しない) とも混同されてきたが、後種は縦肋が太くて数が少なく、光沢も鈍く、
蓋は石灰化しない。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島 (塩屋湾、恩納村山田、那覇港外)、宮古島、石垣島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： クビキレガイやアマミクビキレが南西諸島の広い範囲に見られるのに対し、本種

は上記3島のみで不連続的に記録されている。 
生 態 的 特 徴 ： 恐らく直達発生。 
生息地の条件  ： 内湾奥の岩礁地潮間帯上部砂泥底に半ば埋もれた転石下において、キザハシクビキレ、カドカドガ

イ属、ブタハマチグサ、コデマリナギサノシタタリ等と随伴する。水分を多く含んで崩れかけた朽
木やその下の腐植土の中に深く潜る習性がある。海岸にまとまった量の漂着物や朽木等が堆積して
いない場所には個体群が形成されず、乾燥に弱いと考えられる。 

個体数の動向  ： クビキレガイに比べて産地数・個体数とも格段に少ない。過去の文献記録や標本も少数しかなく、
もともと寡産であったと推測される。 

現在の生息状況 ： 現存産地は合計僅か5箇所以下で、どの個体群も小規模である。那覇港外の記録は黒田徳米標本の
アマミクビキレに混在する個体に基づき、この個体群は消滅したと考えられる。 

学術的意義・評価 ： アソブイトクビキレと同様。 
生存に対する脅威 ： 海岸や河口の埋立・護岸・道路や橋梁設置等の開発、マングローブ湿地の破壊、瀕海陸地の森林伐

採、水質・土壌汚染。塩性湿地の朽木等の漂着物が撤去・焼却されると個体群に致命的打撃を与え
ることがあるので、無思慮にゴミ掃除をすべきでない。 

特 記 事 項 ： 黒田徳米は本種をアマミクビキレの「var.」と考えていたことが西宮市貝類館の標本とラベルから読
み取れる。また長谷川 (2000: 170, pl. 85, fig. 2) の「ヤマトクビキレガイ」の図のうち右から
2番目の個体と、増田・内山 (2004: 111) が「ヤマトクビキレ」とした石垣島産個体は本種である。
ボルネオ産 T. marginata Küster, 1855 は本種に近似するが、現時点で関係は未詳。 

参 考 文 献 ： 福田 宏・亀田勇一・平野尚浩・久保弘文・早瀬善正・齊藤 匠, 2017. 日本産クビキレガイ科 (新
生腹足類: クビキレガイ上科) の再検討に向けて.Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

福田 宏・久保弘文, 2012. カガヨイクビキレガイ (和名新称). “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸
ベントスのレッドデータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 54. 

長谷川和範, 2000. クビキレガイ科. “日本近海産貝類図鑑”, 奥谷喬司 (編), 東海大学出版会, 
東京, 170–171. 

黒田徳米, 1950. クビキレガヒ類 (附 Clench・Turner著 クビキレガヒ科の目録紹介). 夢蛤, (49): 
1–2. 

黒田徳米, 1960. 沖縄群島産貝類目録 (頭足類を除く). 琉球大学教務部普及課, 那覇, iv+106 pp., 
3 pls. 

増田 修・内山りゅう, 2004. 日本産淡水貝類図鑑②汽水域を含む全国の淡水貝類. ピーシーズ, 
横浜, 240 pp. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏・久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： キザハシクビキレ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 クビキレガイ上科 クビキレガイ

科 
学    名 ： Truncatella sp. C 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 情報不足 (DD) 
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図 の 解 説 ： p. 39. 宮古島平良久松. 撮影：福田 宏. 
形    態 ： 殻長6.8 mm、殻径2.9 mm。殻は円筒形、淡い紅色がかった象牙色で厚く不透明、体層・次体層それ

ぞれ約17本の強い畝状の縦肋を広い間隔で並べ、縫合下は強く角張って階段状を成す。殻口外唇附
近で縦肋は弱まって平滑に近づくが、外唇外側は強い縦張肋状に肥厚する。殻底に稜角状の著しく
強い繃帯を巡らし、殻口軸唇との間が遊離して偽臍孔状となる。胎殻の縦肋と蓋の石灰化はオカク
ビキレ等と同様。 

近似種との区別 ： ロウタキクビキレは本種に最も似るが、極端に小さく、縦肋の数がより多い。カイグンボウクビキ
レは小形で殻底に偽臍孔を形成せず、胎殻の表面は平滑で、蓋は石灰化しない。アマミクビキレは
殻質や色調は似るが縫合下が階段状とならず、より光沢が強い。 

分 布 の 概 要 ： 宮古島、石垣島。国立科学博物館にはフィリピン・サンボアンガ産の本種に似た個体 (NSMT- Mo 
55763と 55769の一部) が所蔵されている。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： クビキレガイやアマミクビキレが南西諸島の広範囲に見られるのに対し、本種は
先島諸島の2島のみで不連続的に記録されている。石垣島では同じ海岸でロウタキクビキレも確認
された。 

生 態 的 特 徴 ： 恐らく直達発生。 
生息地の条件  ： 内湾奥の岩礁地潮間帯上部砂泥底に半ば埋もれた転石下において、アマミクビキレ、カイグンボウ

クビキレ、カドカドガイ属、ブタハマチグサ、コデマリナギサノシタタリ等と共に見られる。カガ
ヨイクビキレやロウタキクビキレほど朽木中や地中に深く潜らないものの、まとまった量の漂着物
や朽木等が堆積していない場所には個体群が形成されず、やはり乾燥に弱いと考えられる。 

個体数の動向  ： 既知産地数・個体数ともクビキレガイ・アマミクビキレより遥かに少なく、カガヨイクビキレやカ
イグンボウクビキレと比べてもさらに稀産と言える。 

現在の生息状況 ： 現存産地は合計5箇所以下しかなく、どの個体群も小規模で、埋立や護岸等がなされると容易に失
われかねない。 

学術的意義・評価 ： アソブイトクビキレと同様。 
生存に対する脅威 ： 海岸や河口の埋立・護岸・道路や橋梁設置等の開発、マングローブ湿地の破壊、瀕海陸地の森林伐

採、水質・土壌汚染。 
特 記 事 項 ： 福田・久保 (2012) が分布域に挙げた「奄美大島、久米島、渡名喜島、伊良部島」はアマミクビキ

レ、「沖縄島、伊良部島」はカイグンボウクビキレの誤同定に基づいており、それらの島ではいま
だ本種の確実な記録はない。また久保 (2014) が本種として図示した沖縄島恩納村山田海岸産個体
はカイグンボウクビキレである。 

参 考 文 献 ： 福田 宏・亀田勇一・平野尚浩・久保弘文・早瀬善正・齊藤 匠, 2017. 日本産クビキレガイ科 (新
生腹足類: クビキレガイ上科) の再検討に向けてMolluscan Diversity, 5: 印刷中. 

福田 宏・久保弘文, 2012. キザハシクビキレガイ (和名新称). “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸
ベントスのレッドデータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 55. 

久保弘文, 2014. 恩納村の貝類. “恩納村誌 第1巻 自然編”, 恩納村誌編さん委員会 (編), 恩納
村役場, 恩納, 245–340. 

増田 修・内山りゅう, 2004. 日本産淡水貝類図鑑②汽水域を含む全国の淡水貝類. ピーシーズ, 
横浜, 240 pp. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏・久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ロウタキクビキレ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 クビキレガイ上科 クビキレガイ

科 
学    名 ： Truncatella sp. D 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 39. 石垣島桴海富野. 撮影：福田 宏. 
形    態 ： 殻長4.8 mm、殻径2.1 mm。殻は短い円筒形、光沢を帯びたクリーム色 (螺層中央に不明瞭で幅広い

淡褐色帯を持つ個体が多い) で不透明、体層に約21本、次体層に約24本の強い縦肋を狭い間隔で
密に並べ、縫合下は角張って階段状を成す。縦肋間は微細な螺脈を刻む。殻底の螺状稜角状の繃帯
が著しく強く、縦肋がその上で板状に立ち、殻口の軸唇との間は深い偽臍孔状となる。外唇外側が
強い縦張肋状に肥厚する。胎殻の縦肋と蓋の石灰化はオカクビキレ等と同様。 

近似種との区別 ： キザハシクビキレに似て縫合が階段状となるが、遥かに小さく、縦肋は数が多くて間隔が狭く、螺
層がほとんど膨らまないため輪郭は直線的となる。繃帯上で縦肋が顕著に立つ点も本種独特の特徴
である。カイグンボウクビキレにも似るが色彩・胎殻の彫刻・蓋の石灰化の有無が異なる。 

分 布 の 概 要 ： 石垣島 (桴海富野) のみ。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 沖縄県産クビキレガイ科の他種はいずれも2つ以上の島で記録されているのに対

し、本種は現時点で石垣島の1箇所でしか知られていない。 
生 態 的 特 徴 ： 恐らく直達発生。 
生息地の条件  ： 内湾奥の砂浜辺縁の礫地において、潮間帯上部の砂泥底に深く埋もれた転石間に、ブタハマチグサ、

コデマリナギサノシタタリ等と共に見られる。同じ場所のより浅く埋もれた転石間からはクビキレ
ガイに加え、アマミクビキレ、キザハシクビキレ、カイグンボウクビキレも確認されている。 

個体数の動向  ： 福田・久保 (2012) 以前に文献記録や博物館標本は一切ない。いまだ石垣島の1箇所からしか知ら
れておらず、そこでの棲息範囲も僅か十数m程度と著しく狭いため、稀少性の極めて高い種と考え
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られる。過去にはもっと広く分布していたものの存在が知られないままに大半が壊滅した可能性も
ある。 

現在の生息状況 ： 現在沖縄県で棲息が確認されているクビキレガイ科のうち、最も稀な種である。ただし地中に深く
潜る習性があるので見つけにくい種でもあり、今後の調査で新たな個体群が見出されるかもしれな
い。 

学術的意義・評価 ： アソブイトクビキレと同様。 
生存に対する脅威 ： 海岸や河口の埋立・護岸・道路や橋梁設置等の開発、マングローブ湿地の破壊、瀕海陸地の森林伐

採、水質・土壌汚染。 
特 記 事 項 ： 福田・久保 (2012) の「キザハシクビキレガイ」の写真のうち、右端の石垣島桴海富野産個体は本

種である。カロリン諸島産T. thaanumi Clench & Turner, 1948 は殻形・色ともに似るが、この種
は殻長5.5 mmに達し完全には一致しない。 

参 考 文 献 ： Clench, W.J. & Turner, R.D., 1948. A catalogue of the family Truncatellidae with notes and 
descriptions of new species. Occasional Papers on Mollusks, 1: 157–212. 

福田 宏・亀田勇一・平野尚浩・久保弘文・早瀬善正・齊藤 匠, 2017. 日本産クビキレガイ科 (新
生腹足類: クビキレガイ上科) の再検討に向けて.Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

福田 宏・久保弘文, 2012. キザハシクビキレガイ (和名新称). “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸
ベントスのレッドデータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 55. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： アラムシロ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 新腹足亜目 エゾバイ上科 オリイレヨフバイ科 
学    名 ： Hima festiva (Powys in Sowerby & Powys, 1835) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)      環境省カテゴリー： 絶滅のおそれのある地域個体群 (LP) 
  
形    態 ： 殻は本科中、やや小型、長細い卵球形、殻表は小結節を持った粗い格子状彫刻と縦張肋を有する。

殻口外唇内側に小歯が3～4個並ぶ。殻長10 mm内外。 
近似種との区別 ： 近似種ナミヒメムシロは彫刻がより細かく、殻色が淡色である。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島北部 (羽地内海、塩屋湾)。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 日本本土温帯域に広く分布するアラムシロが、奄美群島を飛び越して沖縄島北部 

(羽地内海、塩屋湾) のみに隔離分布する地域個体群と見なされ、先島諸島には分布しない。 
生 態 的 特 徴 ： 魚やカニ等の死体に集合して摂食する腐肉食性であるが、完全に腐敗したものは摂食しない。 
生息地の条件  ： 潮間帯の砂底～砂礫底に生息するが、場所は限定される。 
個体数の動向  ： 2010年頃までは、羽地内海の一部に比較的多産する場所が残っていたが、2015年現在、非常に個体

数が減少している。塩屋湾では小さな個体群が残っているが、局所的である。 
現在の生息状況： 同上。 
学術的意義・評価 ： 本個体群は分子系統学的検討の結果、約5～10万年以前に日本本土から個体群が到達した個体群が 

沖縄島北部で定着した集団であると推測されている。隔離集団として学術的意義がある。 
生存に対する脅威 ： 減少要因が不詳であるが、羽地内海や塩屋湾は陸域開発にともなう大量の陸土流入が確認されてお

り、周辺からの畜産排水等の影響による水質悪化にも曝され、これらの悪影響を受けた可能性も否
定できない。 

原  記  載 ： Sowerby, G.B. & Powys, W.L., 1835. Characters of new species of shells collected Mr. Cuming. Proceedings 
of the Zoological Society of London, for 1835: 93–96. (p. 95, as Nassa festiva. Type loc.: “ad Panamam et 
ad Sanctam Elenam”) 

参 考 文 献 ： 香取祥人・坂田 健・林 誠司・久保弘文, 2016. 東アジア地域に生息するアラムシロ Nassarius 
festivus の分子系統学的研究. 御所浦白亜紀資料館報, (17): 15–20. 

久保弘文, 2012. アラムシロ (沖縄島). “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータ
ブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 66. 

久保弘文, 2017. 第5節 海の貝類. “名護市史「自然と人」”, 名護市教育委員会 市史編纂室 (編), 
名護市教育委員会, 名護, 印刷中. 

久保弘文・黒住耐二, 1995. 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263 pp. 
名和 純, 2000. 沖縄県における干潟と低湿地の貝類の現状. “特殊鳥類等生息環境調査 XI”, 沖
縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 103–129. 

名和 純, 2005. アラムシロ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物(動物編)－レッドデー
タおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
359–360. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ヤシマイシン近似種 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 原始的異鰓類 ミズシタダミ上科 カクメイ科 
学    名 ： Tomura cf. yashima Fukuda & Yamashita, 1997 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)      環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)（ヤシマイシン） 
 
図 の 解 説 ： p. 39. 石垣島崎枝. 撮影：福田 宏. 



<貝類> 

446 
 

形    態 ： 殻長 0.8 mm、殻径1.4 mm。殻は螺塔の低いシタダミ様で白色半透明、体層が大きく、臍孔は広い。
殻表は弱い成長脈を除き平滑。蓋は円く革質半透明、多旋型。頭部-腹足は無色半透明で頭触角は細
長く、口吻の先端が二叉する。足の前端は左右に突出し、後方は深く二叉する。外套腔右端から長
い外套触角を生じる。 

近似種との区別 ： ヒメシマイシンより小形で縫合のくびれが弱く、歯舌の形態も異なる。同じ科の別属であるカクメ
イ属 Cornirostra Ponder, 1990 の種も和歌山・三重・兵庫各県から知られるが、同属は外套膜の表面
に顕著な黒斑を持つ。 

分 布 の 概 要 ： タイプ産地は山口県上関町八島古浦。外部形態の近似した個体が石垣島崎枝で確認されている。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 神奈川県、浜名湖、タイプ産地対岸の長島 (上関原子力発電所建設予定地内)、

田辺湾、因島、秋穂湾、大分県中津等でも近似した個体の産出が報告されているが、産地ごとに殻
や歯舌の形態が異なり、同種か別種か断定できない。狭い範囲の固有種が多数存在する可能性もあ
る。 

生 態 的 特 徴 ： 螺旋形の卵塊を固い基質上に産み、浮游幼生期を経ると推測されるが、その他の生活史は未詳。 
生息地の条件  ： 潮通しの良い海岸転石地の潮間帯に生じたタイドプールにおいて、砂泥に半ば埋もれた転石下の還

元環境に産する。石垣島ではウシオコハクカノコ、タオヤメユキスズメ、ニセゴマツボ、ミジンゴ
マツボ等と同所的に見られた。 

個体数の動向  ： 上記各産地の個体が別種であった場合、各々の分布域は著しく狭いことになる。 
現在の生息状況 ： 現時点での沖縄県唯一の産地である石垣島崎枝では、砂泥干潟上部に転石と湧水が点在する場所に

個体群が見られ、棲息範囲はごく狭い。 
学術的意義・評価 ： カクメイ科貝類は異鰓類の共通祖先に近く、腹足綱の系統進化を研究する上で重要である。本種は

ヒメシマイシンとともに、北西太平洋で最初に発見・記載された同科の種である。 
生存に対する脅威 ： 本種群が産する転石下の還元環境は脆弱で、護岸・埋立等海岸開発や水質汚濁によって容易に損な

われる。 
特 記 事 項 ： 愛知県レッドリストに「イシン属の一種」が情報不足として掲載されている。 
原  記  載 ： Fukuda, H. & Yamashita, H., 1997. Two new species of the family Cornirostridae (Gastropoda: 

Heterobranchia: Valvatoidea) from the Seto Inland Sea, western Japan. The Yuriyagai, 5: 1–16. (pp. 2–8, 
figs 2–8, 18, 20–21, 24–34, 44–51, as Tomura yashima. Type loc.: “Furu-ura, Yashima Island, 
Kaminoseki-chô, Kumage-gun, Yamaguchi Prefecture, Japan (33˚45'30" N, 132˚09'08" E)”) 

参 考 文 献 ： Bieler, R., Ball, A.D. & Mikkelsen, P.M., 1998. Marine Valvatoidea - comments on anatomy and systematics 
with description of a new species from Florida (Heterobranchia: Cornirostridae). Malacologia, 40: 305–320. 

福田 宏, 2012. ヤシマイシン. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 
日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 79. 

福田 宏, 2014. ヤシマイシン. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物
－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 77. 

Fukuda, H., Asami, T., Yamashita, H., Satô, M., Hori, S. & Nakamura, Y., 2000. Marine molluscan and 
brachiopod fauna of Tanoura, Nagashima Island, Kaminoseki-chô, Yamaguchi Prefecture, Japan. The 
Yuriyagai, 7: 115–196. 

早瀬善正・大貫貴清・吉川 尚・松永育之・社家間太郎, 2015. 前島 (三河湾) の転石地潮間帯の
貝類相－特徴的な16種の記録. ちりぼたん, 45: 105–122. 

木村昭一・三長孝輔・三長秀男, 2012. 和歌山県田辺湾産カクメイ科イシン属貝類の歯舌形態. か
きつばた, (37): 48–49. 

三長孝輔・三長秀男, 2006. 和歌山県田辺湾奥部干潟に生息する貝類. かきつばた, (32): 7–14. 
 

執 筆 者 名 ： 福田 宏 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： オキナワヌカルミクチキレ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 トウガタガイ上科 トウガタガイ科 
学    名 ： Pyramidellidae gen. & sp.  
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ｉ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ｉ類 (CR+EN) 
  
図 の 解 説 ： p. 39. 佐敷干潟. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 殻長約3 mm。殻は全体が灰褐色で、やや光沢が有り、螺層は7階を数える。軸唇は斜めでややねじ

れ、臍孔部分が白く色が抜ける。 
近似種との区別 ： 日本本土産のヌカルミクチキレは、臍孔部分の色が白く抜けない。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島佐敷干潟のみから見出されている。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 近似種ヌカルミクチキレは瀬戸内海、大阪湾口等の内湾潮間帯に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 河口付近の干潟泥底にエドガワミズゴマツボやコオキナガイと同所的に個体群を形成する。同科に

は寄生種が多いことから、本種も何らかの無脊椎動物に寄生している可能性があるが、詳細は不明。 
生息地の条件  ： 小規模なマングローブ域に隣接した泥干潟の軟泥底。 
個体数の動向  ： 1990年代には1000個体規模の個体群が確認されているが、2006年以降生貝が確認されておらず、

2011年にも詳細な調査を実施したが、確認されていない。 
現在の生息状況 ： 生息場所が著しく狭い上、近年、全く確認されておらず、最も絶滅の危機に瀕した種のひとつであ

る。 
学術的意義・評価 ： 沖縄島固有の未記載種であり、分類学的、生物地理学的に極めて重要である。 
生存に対する脅威 ： 分布域が非常に限定的であるため、さまざまな環境改変によって、個体群が影響を受けやすい。佐

敷干潟には陸域開発にともなう大量の陸土流入が確認されており、周辺からの畜産排水等の影響に
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よる水質悪化に曝されているほか、特に2010年 10月に起きた重油流出事故では大量の重油が、同
干潟の護岸に1～2 m幅で漂着したとされ、個体群に致命的なダメージが生じた可能性がある。 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2012. オキナワヌカルミクチキレ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデ

ータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 89. 

久保弘文, 2014. オキナワヌカルミクチキレ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれの
ある野生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 
東京, 81. 

名和 純, 2009. 琉球列島の干潟貝類相 (2) 沖縄および宮古・八重山諸島．西宮市貝類館研究報告，
(6): 1–81, pls 1–2. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： カワコザラ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 水棲目 ヒラマキガイ上科 ヒラマキガイ科 
学    名 ： Ferrissia cf. nipponica (Hirase & Kuroda, 1949) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 39. A：西表島古見. B：西表島南風見仲. 撮影：齊藤 匠. 
形    態 ： 殻長2 mm前後。殻は平たい笠形で、極めて薄く脆い。殻表面は平滑、色彩は非常に薄い黄褐色であ

るが場合により付着物に覆われ黒褐色となる。 
近似種との区別 ： 近似の移入種である F. fragilis (Tryon, 1863) メリケンコザラ (和名新称) に酷似する。沖縄県下の個

体はメリケンコザラと比べ、上下均等な楕円形で殻高が低い傾向にあると思われるが、メリケンコ
ザラの殻形態は産地により変異が大きく殻形態のみで完全に識別できるかについては検討が必要
である。 

分 布 の 概 要 ： 北海道〜八重山諸島。近似種との区別が困難で近年の記録のほとんどが上記の外来種メリケンコザ
ラの誤同定である可能性がある。現在のところ、遺伝的特徴から本種であることが確実視される個
体群は沖縄県下では西表島の2地点のみである。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 複数の近縁種が北アフリカ、インド〜東南アジア、中国南部、オーストラリア、
ニュージーランド、北アメリカなどに分布すると思われる。また奄美大島からも近縁の別種と思わ
れる個体が発見されている。 

生 態 的 特 徴 ： 直達発生と思われる。水中に沈んだ落ち葉を付着基質としていることが多い。 
生息地の条件  ： 沖縄県下では流れの緩やかな河川渓流部支流の淵や湧水で、付着基質となる落ち葉が多く存在する

場所が主な生息地であると思われる。 
個体数の動向  ： 同定の困難さから確実な産出記録がほとんどないため不明である。 
現在の生息状況 ： 西表島の 1産地では渓流の支流にヒラマキミズマイマイやヒメヒラマキミズマイマイと混生してい

たが、生息数は水中に沈んだ落ち葉20枚につき1個体程度であった。 
学術的意義・評価 ： 近縁種が広くインド〜環太平洋地域に広く分布し、生物の分散や移入の過程を考える際に興味深い

試料である。 
生存に対する脅威 ： 近縁の外来種が侵入しており、競合した場合、駆逐される可能性がある。両種が同所的に見られる

産地は今の所知られていないが、これが元来の生息環境の差異によるものか、競争による絶滅が生
じているためかは不明である。さらに、生息水域そのものの開発による消失や、周辺地域の開発に
よる水源の枯渇、流路の変更、水質汚濁なども脅威となりうると考えられる。 

特 記 事 項 ： 本属は殻形態での識別の難しさから蓄積された産出記録がどの種に当たるのか判然としないことが
殆どで、過去のデータを有効に活用することが困難である。 

原  記  載 ： 平瀬信太郎・黒田徳米, 1949. かはこざら. “日本動物圖鑑”, 内田清之助 (編), 北隆館, 東京, 
1060. (p.1060, as Protancylus (Laevapex) nipponicus. Type loc. 指定なし) 

参 考 文 献 ： Hubendick, B., 1970. Studies on Ancylidae. The palearctic and oriental species and formgroups. Acta Regiae 
Societatis Scientiarum et Litterarum Gothoburgensis Zoologia, 5: 1-52. 

名和 純, 2005. カワコザラの一種. “改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) —
レッドデータおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 
那覇, 432. 

 
執 筆 者 名 ： 齊藤 匠 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： エリマキガイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 直輸尿管類 サナギガイ上科 キバサナギ

ガイ科 
学    名 ： Ptychalaea dedecora (Pilsbry, 1902) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)      環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
  
図 の 解 説 ： p. 39. 北大東島. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 貝殻は微小 (殻長約1.6 mm) で、殻径はやや幅広く (約 1 mm)、卵形、堅固。螺塔はやや低い。体

層は小さく、周縁は丸い。殻は赤褐色で鈍い光沢を持ち、平滑。殻口は卵形で、肥厚・反転し、後
方の体層に隆起部を持つ。殻口内部に多くの歯を持ち、外唇側面に溝を持つ。 
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近似種との区別.： 日本産の本科の種とは、卵形、堅固であり、殻口も強く肥厚し、殻口内部の腔襞も長いことで識別
できる。 

分 布 の 概 要 ： 小笠原諸島と南北大東島にのみ分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 日本産は一属一種であり、同属の種はヨーロッパの化石種と北マリアナ諸島に分

布する。 
生 態 的 特 徴 ： やや自然度の高い森林の林床の落葉下に生息する。 
生息地の条件  ： 湿性の森林が保たれていること。 
個体数の動向  ： 20世紀末から現在の間に激減した。 
現在の生息状況 ： 南大東島での調査では生貝は確認できず、北大東島の長幕の自然林で僅かに認められているだけで

ある。 
学術的意義・評価 ： 小笠原諸島との共通種。 
生存に対する脅威 ： 森林伐採や農薬の散布。 
特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Vulnerable (VU)。 
原  記  載 ： Pilsbry, H.A., 1902. New land Mollusca from Japan and the Bonin Islands. Proceedings of the Academy of 

Natural Sciences of Philadelphia, 54: 25–32. (p. 31, as Nesopupa dedecora. Type loc.: “Hahajima, 
Ogasawara”) 

参 考 文 献 ： 東 正雄, 1995. 原色日本陸産貝類図鑑 増補改訂版. 保育社, 大阪, xvi+343 pp., 80 pls.  
東 正雄・東 良雄, 1994. 大東島の陸産貝類相. Venus, 53(3): 161–173. 
久保弘文・福田 宏・早瀬善正・亀田勇一・黒住耐二・上島 励, 2017. 沖縄県レッドデータブッ
ク ーレッドデータおきなわー 第2回改訂に伴う稀少貝類棲息実態調査報告ー3. 北大東島・南大
東島. Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

黒住耐二, 1992. 北大東島の陸産貝類. “沖縄県天然記念物調査シリーズ第31集 ダイトウオオコウ
モリ保護対策緊急調査報告書”, 沖縄県教育委員会 (編), 沖縄県教育委員会, 那覇, 73–90． 

 
執 筆 者 名 ： 黒住耐二 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： キカイキセルモドキ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 直輸尿管類 キセルモドキ上科 キセルモ

ドキ科 
学    名 ： Luchuena reticulata (Reeve, 1849) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧I類 (CR+EN)    環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT)（キカイキセルガイモドキ） 
 
形    態 ： 殻長 20 mm、殻径9 mm、太い紡錘形で縫合はほとんどくびれない。殻はやや厚質、薄い黄褐色〜赤

褐色で、白い火炎彩ないしは縞状の模様をもつ。殻皮は飴色で光沢は弱い。殻表には弱い成長脈を
持ち、不規則な螺状脈ないしはそれが細かく途切れた漣状の彫刻を生じる。臍孔は狭く浅い。殻口
はよく反転して肥厚し、内唇には滑層が発達する。 

近似種との区別 ： 本種は殻径が大きく、太い紡錘形となることで他の同属種から区別される。 
分 布 の 概 要 ： 喜界島・沖永良部島・与論島・沖縄島および羽地内海周辺の島に分布し、沖縄島では辺戸岬から読

谷村にかけての海岸に近い石灰岩地帯に棲息が限られる。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 奄美群島から沖縄諸島には本種とオオシマキセルモドキ種群・ウスチャイロキセ

ルモドキ種群が棲息するが、後者は沖永良部島付近をそれぞれ分布の南限・北限としており、全体
に分布するのは本種のみである。 

生 態 的 特 徴 ： 基本的に樹木を生活の場とする樹上棲種であるが、地表に近い草本植物や人工物 (手すり、コンク
リート壁)、石灰岩の岩壁など、様々な立体構造物を利用する。 

生息地の条件  ： 同上。湿度が高く、やや暗い自然林を好む傾向があり、それらに隣接するコンクリート製の建造物
も積極的に利用しているようである。 

個体数の動向  ： 2000年代中頃までは樹幹や遊歩道の手すり、墓地の壁などに百個体以上が鈴なりになる様子が観察
されていたが、そのような多産地でも近年は確認数が一桁以上減少している。読谷村や恩納村では
とりわけ確認が困難となっており、場所によっては絶滅した可能性も考えなければならない。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： リュウキュウキセルモドキ属は琉球列島内で大きな遺伝的分化を生じており、諸島あるいは島嶼ご

とに固有な系統が多く存在し、系統地理学的に重要なグループである。また、本種は奄美群島と沖
縄諸島の間に存在する動物分布の境界線をまたいで分布する数少ない陸産貝類のひとつであり、生
物地理学的な重要性が高い。 

生存に対する脅威 ： 本種群は基本的に森林棲かつ樹上棲であり、開発等による森林の減少・分断は直接的な脅威となる。
しかし、人の手も入っておらず、一見環境の変化も少なそうな森林においても確認数は減少してお
り、温暖化やそれに伴う乾燥化、降水パターンの変化、強い台風の増加といった環境変化が棲息に
影響を及ぼしている可能性が高い。 

特 記 事 項 ： 辺戸岬周辺の大型個体群にはマダラキカイキセルモドキ L. r. variegata (Ancey, 1906) の名が与えら
れているが、種内変異である。 

原  記  載 ： Reeve, L. A., 1848-1850. Monograph of the genus Bulimus. Conchologia Iconica, or, Illustrations of the Shells 
of Molluscous Animals, 5: pls.1-89. (sp.443, pl.64, fig.443 (1849), as Bulimus reticulatus. Type loc.: “West 
Africa” [error]) 

参 考 文 献 ： Chinen, M., 1977. Land shells of Okinawa-jima and adjacent islands (exclusive of Truncatellidae, 
Assimineidae and Ellobiidae). Ecological Studies of Nature Conservation of the Ryukyu Islands, 3: 
127-149. 
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久保弘文, 2014. 恩納村の貝類. “恩納村誌 第1巻 自然編”, 恩納村誌編さん委員会 (編), 恩納
村役場, 恩納, 245-340. 

久保弘文, 2017. 第4節 陸産貝類. “名護市史「自然と人」”. 名護市教育委員会市史編纂室 (編), 
名護市教育委員会, 名護 (in press). 

湊 宏, 1995. 古宇利島の陸産貝類. ちりぼたん, 26(2): 44-48. 
湊 宏, 1999. 日本のキセルガイモドキ科貝類の概説. ちりぼたん, 30: 49-58. 
 

執 筆 者 名 ： 亀田勇一 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： 沖縄島のウスチャイロキセルモドキ類似種群 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 直輸尿管類 キセルモドキ上科 キセルモ

ドキ科 
学    名 ： Luchuena spp. 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧 I類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)（ウスチャイロキ

セルガイモドキ※） 
                                     ※本改訂(沖縄県)は類似種群として扱った。 
 
図 の 解 説 ： p. 39. 1：嘉津宇岳. 2：照首山. 3：ネクマチヂ岳 (3b：殻表の螺状脈). 撮影：早瀬善正 (3a), 亀

田勇一 (1, 2, 3b). 
形    態 ： 殻は殻長 14～19 mm、殻径 5.5～7 mm で薄質、紡錘形で螺層の膨らみは弱い。臍孔は狭く浅い。殻

皮は黄褐色で火炎彩はないか、ほとんど目立たない。殻表にはほぼ全面に不規則な螺状脈をもつ。
殻口は薄く反転し、肥厚は弱い。生時には泥などで殻表を覆っていることもある。 

近似種との区別 ： 本種は殻表全面に不規則ながら明瞭な螺状脈を持つ点がウスチャイロキセルモドキと共通するが、
より小型で薄質、殻口の肥厚反転も弱い個体が多い。オオシマキセルモドキやリュウキュウキセル
モドキとは、明瞭な螺状脈をもち、ほぼ単色で模様を欠くことで区別される。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島と伊江島で確認されているが、地域間での遺伝的分化が大きく、分布の狭い複数の種を含ん
でいる可能性が高い。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ウスチャイロキセルモドキ・クメジマキセルモドキを含む単系統群として、中琉
球 (沖永良部島〜久米島) に分布すると考えられる。同属のオオシマキセルモドキ種群は沖永良部
島以北、キカイキセルモドキは沖縄島〜喜界島、リュウキュウキセルモドキは先島諸島に分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 自然度の高い森林の樹木を棲息場所とする樹上棲種である。飼育下ではマット状に生えるカビを好
んで摂食する様子が観察されており、野外でも菌類を餌としている可能性がある。 

生息地の条件  ： 同上。樹上棲で乾燥には比較的強いが、日差しが遮られ、ある程度湿度の高い林を好む傾向がある。 
個体数の動向  ： もともと稀産で、安定して棲息が確認できる場所は少なく、偶然見つかることが多いため、全体的

な動向の把握は難しい。しかし、以前は1本の木に複数個体が見られたような場所では、近年では
個体数が減少している。目につきにくい高所まで登ることもあるため、一概にいなくなっていると
断言することは出来ないが、調査時の発見頻度は確実に減少傾向にある。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： リュウキュウキセルモドキ属は琉球列島内で大きな遺伝的分化を生じており、諸島あるいは島嶼ご

とに固有な系統が多く存在する。本種群は沖縄島の中でも複数種に分かれている可能性があり、分
類・生物地理・進化生態学の各面からの研究が必要である。 

生存に対する脅威 ： 本種群は基本的に森林棲かつ樹上棲であり、開発等による森林の減少・分断は直接的な脅威となる。
しかし、人の手も入っておらず、一見環境の変化も少なそうな森林においても確認数は減少してお
り、温暖化やそれに伴う乾燥化、降水パターンの変化、強い台風の増加といった環境変化が棲息に
影響を及ぼしている可能性が高い。 

参 考 文 献 ： Chinen, M., 1977. Land shells of Okinawa-jima and adjacent islands (exclusive of Truncatellidae, 
Assimineidae and Ellobiidae). Ecological Studies of Nature Conservation of the Ryukyu Islands, 3: 
127-149. 

知念盛俊, 1989. 佐敷町産陸棲貝類. “佐敷町史 三 自然”, 佐敷町史編集委員会 (編), 佐敷町役
場, 佐敷, 324-334. 

湊 宏, 1977. 沖永良部島産キセルモドキ科の新種とリュウキュウキセルモドキ属の再検討. Venus, 
36: 14-18. 

湊 宏, 1999. 日本のキセルガイモドキ科貝類の概説. ちりぼたん, 30: 49-58. 
 

執 筆 者 名 ： 亀田勇一 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： センカクコギセル 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 キセルガイ上科 キセルガイ

科 
学    名 ： Euphaedusa senkakuensis Kuroda, 1960 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
  
形    態 ： 貝殻は小型 (殻長約13 mm) で、やや細く (殻径約3 mm)、細長い塔型。殻は暗褐色で、殻表には明

瞭で細かい成長肋を密に持つ。殻口は洋梨形で突出し、殻口縁は広がる。殻口内の上板と下軸板は
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発達するが、下板は殻口からほとんど見えない。プリカは側面に位置し、主襞は短く、月状襞を欠
き、短い上腔襞を持つ。 

近似種との区別 ： 琉球列島産のキセルガイではスターンズギセル、イリオモテコギセルが最も近縁であるが、貝殻が
著しく小さいことと、分布域が異なることで容易に区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 尖閣諸島の魚釣島と南小島にのみ生息する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： スターンズギセルが石垣島に、イリオモテコギセルが西表島に分布し、セリダニ

ギセルが台湾に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 自然林の落葉下に生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 現地調査が長らく行われていないが、野生化したヤギによる自然植生の破壊が進行しており、個体

数は減少していると思われる。 
現在の生息状況 ： 現地調査が長らく行われていないため、現在の生息状況は不明である。野生化したヤギの食害によ

る生息環境の悪化が懸念される。 
学術的意義・評価 ： 尖閣諸島の固有種であり、ヤギの食害による影響が懸念されるため、保全の重要性は極めて高い。 
生存に対する脅威 ： 野生化したヤギの食害による自然植生の破壊、林床の乾燥化、土壌流出による生息地の消失。 
特 記 事 項 ： 最近の生息状況は不明であり、早急な現地調査が必要である。 
原  記  載 ： 黒田徳米, 1960. 沖縄群島産貝類目録 (頭足類を除く)．琉球大学教務部普及課, 那覇, iv+106 pp., 

3 pls. (pp. 78–79, pl. 2, figs 19–21, as Euphaedusa senkakuensis. Type loc.: “尖閣列島
南小島”) 

参 考 文 献 ： 知念盛俊, 1976. 尖閣列島の陸産貝類. 沖縄生物学会誌, (17): 19–27． 
湊 宏, 2014. センカクコギセル. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生
物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 325. 

横畑泰志・横田昌嗣, 2000. 尖閣諸島魚釣島の野生化ヤギ問題について. 野生生物保護, 5: 1–12. 
 

執 筆 者 名 ： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： タカラノミギセル 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 キセルガイ上科 キセルガイ

科 
学    名 ： Hemizaptyx takarai (Kuroda, 1960) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
図 の 解 説 ： p. 39. 1：タカラノミギセル 尖閣諸島. 2 (参考)：サキシマノミギセル 石垣島. 3 (参考)：ヨワ

ノミギセル 石垣島. 撮影：久保弘文.  
形    態 ： 貝殻は小型 (殻長約13 mm) で、やや細く (殻径約2.5 mm)、細長い塔型で先端はやや尖る。殻は暗

褐色、殻表は滑らかで弱く細かい成長肋がある。殻口は洋梨形で著しく歪み、強く縊れた瓢箪型で、
殻口縁は弱く広がる。上板は発達するが、殻口から見えにくい。下軸板は殻口縁に現れる。プリカ
は側面に位置し、強く発達した月状襞があり、短い上腔襞に接する。 

近似種との区別 ： 八重山に分布するサキシマノミギセルに似るが、殻口が著しく歪むこととプリカが側面に位置する
ことで容易に区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 尖閣諸島の魚釣島にのみ生息する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ツヤノミギセル近似種が西表島、ヨワノミギセルが石垣島に、サキシマノミギセ

ルが西表島、石垣島に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 自然林の落葉下や倒木下に生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 現地調査が長らく行われていないが、野生化したヤギによる自然植生の破壊が進行しており、個体

数は減少していると思われる。 
現在の生息状況 ： 現地調査が長らく行われていないため、現在の生息状況は不明である。野生化したヤギの食害によ

る生息環境の悪化が懸念される。 
学術的意義・評価 ： 尖閣諸島の固有種であり、ヤギの食害による影響が懸念されるため、保全の重要性は極めて高い。 
生存に対する脅威 ： 野生化したヤギの食害による自然植生の破壊、林床の乾燥化、土壌流出による生息地の消失。 
特 記 事 項 ： 最近の生息状況は不明であり、早急な現地調査が必要である。 
原  記  載 ： 黒田徳米, 1960. 沖縄群島産貝類目録 (頭足類を除く). 琉球大学教務部普及課, 沖縄. iv+106 pp., 

3 pls. (p. 78, pl. 2, figs 16–18, as Zaptyx (Tyrannozaptyx?) takarai. Type loc.: “尖閣
列島魚釣島, 落葉下”) 

参 考 文 献 ： 知念盛俊, 1976. 尖閣列島の陸産貝類. 沖縄生物学会誌, (17): 19–27. 
湊 宏, 2014. タカラノミギセル. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生
物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 327. 

横畑泰志・横田昌嗣, 2000. 尖閣諸島魚釣島の野生化ヤギ問題について. 野生生物保護, 5: 1–12. 
 

執 筆 者 名 ： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： キンチャクギセル 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 キセルガイ上科 キセルガイ
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科 
学    名 ： Luchuphaedusa callistochila (Pilsbry, 1901) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧I類 (CR+EN)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
図 の 解 説 ： p. 39. A：大宜味村. B：名護市.  撮影：久保弘文. 
形    態 ： 殻長21～26 mm、殻径5.8～7.2 mm、やや腹太の紡錘形。殻はきわめて厚く、殻皮は黄白色で光沢を

持ち、殻表には密な成長肋をもつ。殻口はよく反転肥厚するが、体層から離れて突出はしない。内
唇の上板から下軸板付近にかけては強い皺状となる。上板と下軸板は明瞭で唇縁に達し、下板も明
瞭。主襞は縫合と平行で、体層の 3/4〜1 周ほどの長さ。上腔襞は体層の 1/4 ほどの長さで、やや
傾いて終端は主襞からかなり離れる。下腔襞は太く長く、短い弧状の月状襞と連結して奥側は二股
状となるが、腹面観では内唇の反転肥厚部に隠れて月状襞の始端が僅かに見えるのみである。 

近似種との区別 ： 沖縄島に分布するツヤギセルやリュウキュウギセルとは、肋の粗さや腔襞の形態および内唇縁が皺
状に刻まれることで区別される。本種のタイプ産地は国頭であるが、原記載と湊 (1994) の報告に
ある沖縄島南部の個体では腔襞や殻の形態にかなりの違いがあり、別種となる可能性もある。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島固有種。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 沖縄諸島には本種とリュウキュウギセル・ツヤギセル・オキナワギセルが分布し、

ツヤギセル以外は沖縄島固有。近縁なものではほかに 3種が奄美諸島北部に分布し、屋久島以北に
も数種が分布する。 

生 態 的 特 徴 ： やや自然度の高い森林の倒木下や礫間等に生息する地上性種である。卵生。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： もともと個体数の多い種類ではないが、一度の調査で複数個体を見出すことは困難になっている。

沖縄島北部では夜間や雨天時には道路沿いの岩壁や樹幹を匍匐していることもあり、潜在的な棲息
環境は比較的広いと考えられる。しかしながら沖縄島南部においてはごく限られた場所でしか確認
できなくなっており、絶滅寸前の状態にある。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 琉球列島中部から九州西岸にかけて分布し多様化しているグループの一員であり、生物地理学的に

きわめて重要。 
生存に対する脅威 ： 基本的に森林棲であり、開発等による森林の減少・分断は直接的な脅威となる。林縁付近まで棲息

していることから、林道拡張など局所的な改変も重大な脅威となりうる。しかし、人の手も入って
おらず、一見環境の変化も少なそうな森林においても確認数は減少しており、温暖化やそれに伴う
乾燥化、降水パターンの変化、強い台風の増加といった環境変化が棲息域全体に影響を及ぼしてい
る可能性が高い。 

原  記  載 ： Pilsbry, H. A., 1901. The land mollusks of the Loo Choo islands: Clausiliidae. Proceedings of the Academy of 
Natural Sciences of Philadelphia, 53: 409-424, pls.22-23. (pp.413-414, pl.22, figs.1-4, as Clausilia 
(Luchuphaedusa) callistochila. Type loc.: “Province Kunchan, Okinawa”) 

参 考 文 献 ： 知念盛俊, 1965. 沖縄産陸産貝の採集と標本の作り方 (I). 沖縄生物学会誌,2(4): 77-88. 
Chinen, M., 1977. Land shells of Okinawa-jima and adjacent islands (exclusive of Truncatellidae, 

Assimineidae and Ellobiidae). Ecological Studies of Nature Conservation of the Ryukyu Islands, 3: 
127-149. 

知念盛俊, 1989. 佐敷町産陸棲貝類. “佐敷町史 三 自然”, 佐敷町史編集委員会 (編), 佐敷町役
場, 佐敷, 324-334. 

知念盛俊・治井正一・儀間一恵, 1995. 大宜味村の陸・淡水棲貝類. “大宜味村の自然, 大宜味村
動植物調査報告書, 大宜味村文化財調査報告書 (4)”, 環境省・大宜味村 (編), 大宜味村教育委
員会, 大宜味, 295-327. 

久保弘文, 2017. 第4節 陸産貝類. “名護市史「自然と人」”, 名護市教育委員会市史編纂室 (編), 
名護市教育委員会, 名護, 印刷中. 

湊 宏, 1994. 日本産キセルガイ科貝類の分類と分布に関する研究. Venus, suppl. 2: 1-212, 5 
tables, 74pls. 

下謝名松栄, 1978. 南・北大東島および沖縄島南部地域の洞穴動物相. “沖縄県天然記念物調査シ
リーズ第14集 沖縄県洞穴実態調査報告 I”, 沖縄県教育委員会 (編), 沖縄県教育委員会, 那覇, 
75-112. 

 
執 筆 者 名 ： 亀田勇一 

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： リュウキュウギセル 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 キセルガイ上科 キセルガイ

科 
学    名 ： Luchuphaedusa inclyta (Pilsbry, 1908) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) 
  
図 の 解 説 ： p. 40. 生体：今帰仁村. 標本：大宜味村. 撮影：久保弘文.  
形    態 ： 貝殻は本科においては大型 (最大殻長 33 mm) で堅固。殻は淡い黄白色で、殻表には規則的で粗い

縦肋を等間隔に有する。殻口は白く反転し、キンチャクギセル属に特有の巾着袋を締めた様な襞を
形成する。 

近似種との区別 ： 分布域が重複する同属のキンチャクギセルは、小型で膨らみが強く、螺肋が細かいことから、明瞭
に区別できる。 
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分 布 の 概 要 ： 沖縄島の中・北部の石灰岩地にのみ分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 沖縄島における同属のキンチャクギセルの分布は沖縄島全域に及ぶが、本種は沖

縄島中北部の、特に本部半島と大宜味村の古期石灰岩塊を中心とした地質帯に多い。しかし、類似
した地質帯である辺戸岬周辺には分布しない。 

生 態 的 特 徴 ： 自然度の高い森林の石灰岩洞窟入り口付近の苔むした岩の隙間や、渓流沿いの空中湿度が維持され
た石灰岩地の凹所等に生息する。 

生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 1990年代に1産地に十数単位の個体数生息が確認されていた本部半島の本部町伊豆味、伊野波、今

帰仁村シイナグスク等の個体群は2016年現在、全く確認出来ず、今帰仁城跡周辺では局所的に生存
しているのみである。名護市嘉津宇岳の個体群は 2012 年まで確認済みであるが、2015 年の調査で
は死殻すら見つからなかった。大宜味村押川の石灰岩地では古い死殻のみで絶滅した可能性が高い。
現在、辛うじて確認できる個体群は名護市、今帰仁村、大宜味村、宜野座村のそれぞれ 1箇所ずつ
で、計4箇所であり、このうち、宜野座村と大宜味村の個体群は極めて狭い範囲に留まっている。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 沖縄島北部の石灰岩地に広く生息していたと推測されるが、現在は数地点の限られた石灰岩地のみ

で確認されるのみである。本種は周辺地域に形態の類似した種が見られず、沖縄島固有の希少種で
あるだけでなく、生物地理、進化生物学等学術的価値が極めて高い。 

生存に対する脅威 ： 本種の生息場所は範囲が限定されている上、殆どが様々な自然観察の場にもなるような保護区や世
界遺産対象地域の中にあって、局所的に形成される石灰洞入口や、樹冠の閉じた豊かな森林、渓流
沿いの湿度が安定した、極めて脆弱な空間である。たとえ直接的な場の改変でなくとも、その周辺
における林道、遊歩道、公園整備等の造成によって、瞬く間に不可逆的な個体群消滅をもたらすこ
とが危惧される。こうした移動性に乏しく、生息環境のデリケートな種の保全については、一切の
環境改変を許さない包括的な保護地域の設定が望まれる。 

原  記  載 ： Pilsbry, H.A., 1908 (for 1907). New Clausiliidae of the Japanese Empire—XI. Proceedings of the Academy of 
Natural Sciences of Philadelphia, 59: 499–513, pls 32–34. (pp. 499–500, pl. 32, figs 1–4, as Clausilia 
(Luchuphaedusa) inclyta. Type loc.: “Ogimi, prov. Kunchan, Ryukyu (Okinawa)”) 

参 考 文 献 ： 知念盛俊, 1965. 沖縄産陸産貝の採集と標本の作り方 (I). 沖縄生物学会誌, 2(4): 77–88. 
知念盛俊, 1976. 陸産貝類. “生態写真集 沖縄の生物”, 沖縄生物教育研究会 (編), 新星図書, 
那覇, 212–243. 

Chinen, M., 1977. Land shells of Okinawa-jima and adjacent islands (exclusive of Truncatellidae, 
Assimineidae and Ellobiidae). Ecological Studies of Nature Conservation of the Ryukyu Islands, 3: 
127–149. 

加藤次雄, 1959. 沖縄の陸棲貝. 三重生物, (9): 73–75. 
久保弘文, 2012. 陸生貝類調査. “平成23年度地域生物多様性保全計画 (大宜味村地域連携保全活
動計画) 策定調査業務報告書”, 環境省・大宜味村 (編), 環境省・大宜味村, 大宜味, 56–64． 

久保弘文, 2017. 第4節 陸産貝類. “名護市史「自然と人」”, 名護市史編さん委員会 (編), 名護
市教育委員会市史編纂室, 名護, 印刷中. 

黒住耐二, 2005. リュウキュウギセル. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) —
レッドデータおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 
那覇, 369–370. 

黒住耐二, 2012. 第8節 非海産貝類 今帰仁城跡周辺とシイナグスクから確認された非海産貝類 国
指定史跡今帰仁城跡周辺附シイナ城跡の自然－自然調査報告書－. “今帰仁村文化財調査報告書 
第31集”, 今帰仁村教育委員会 (編), 今帰仁村教育委員会, 今帰仁, 106–120. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文・亀田勇一 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： サカヅキノミギセル  
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 キセルガイ上科 キセルガイ

科 
学    名 ： Selenoptyx inversiluna (Pilsbry, 1908) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧I類 (CR+EN)※       環境省カテゴリー： 絶滅危惧I類 (CR+EN) 

※本改訂(沖縄県)は沖縄島産の本種またはミカヅキノミギセルに同定されている個体群を「沖縄島のサカヅキノミギセル」      

として分けて扱った。 
 
形    態 ： 殻は殻長10 mm前後、殻径3 mm弱の紡錘形。殻表は黄褐色で、弱く細かい成長肋を持つ。殻口縁は

厚く、上板と下軸板は明瞭で唇縁に達するが、下板は見えない。主襞は長く、体層の3/4周ほどに
なる。上腔襞と月状襞は連続し、体層右端付近から主襞とほぼ平行に奥へ伸び、体層径の1/3付近
で強く曲がり、上板のやや右側付近で滑層下に達する。生殖器では陰茎後端部に瘤状〜長さ0.5 mm
ほどの陰茎付属肢を有する。 

近似種との区別 ： 本属は上腔襞と月状襞が連続してひとつの弧を描くことで他の属と区別される。同属のミカヅキノ
ミギセルとは、腔襞がより奥に位置することや、陰茎付属肢が小型であることで区別される。 

分 布 の 概 要 ： 久米島と渡嘉敷島で確認されている。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 同属のミカヅキノミギセルが伊平屋島に分布するほか、本種またはミカヅキノミ

ギセルに同定されている個体群が沖縄島の数ヶ所で記録されている。 
生 態 的 特 徴 ： 自然度の高い森林の倒木下等から採集される一方、久米島では非常に乾燥した松林やススキの根元

からも見つかっており、これまで考えられていた以上に人里近くに棲息している可能性もある。 
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生息地の条件  ： 上記のように相反する環境で確認されており、真に好適な条件は不明である。 
個体数の動向  ： 不明。記録に乏しく、いずれの島でも過去に数回、僅かな個体が見つかったにすぎない。個体数が

非常に少ない稀産種と考えられる。 
現在の生息状況 ： 死殻すら確認されることは稀であり、僅かな個体数で細々と個体群が存続していると考えられる。 
学術的意義・評価 ： キセルガイ類としては数少ない沖縄諸島固有のグループであり、詳細な分類・生態・系統地理学的

研究によって実態の把握に努める必要がある。 
生存に対する脅威 ： 開発等による森林面積の減少が悪影響を及ぼしている可能性がある。また、福田・多々良 (2009) が

示唆する通り、ススキ原のような開けた場所を好むとすれば、道路拡張や農地整備によって甚大な
被害を受けている可能性がある。 

原  記  載 ： Pilsbry, H. A., 1908 (for 1907). New Clausiliidae of the Japanese Empire.— XI. Proceedings of the Academy 
of Natural Sciences of Philadelphia, 59: 499-513, pls.32-34. (p.511, pl.34, figs.43-44, as Clausilia 
(Selenoptyx) inversiluna. Type loc.: “Kumejima, Ryukyu”) 

参 考 文 献 ： Chinen, M., 1977. Land shells of Okinawa-jima and adjacent islands (exclusive of Truncatellidae, 
Assimineidae and Ellobiidae). Ecological Studies of Nature Conservation of the Ryukyu Islands, 3: 
127-149. 

福田 宏･多々良有紀, 2009. 久米島のサカヅキノミギセル (有肺目: キセルガイ科). Molluscan 
Diversity, 1: 1-4. 

湊 宏, 1994. 日本産キセルガイ科貝類の分類と分布に関する研究. Venus, suppl, 2: 1-212, 
tables 5, pls.74. 

魚住賢司・山本愛三・品川和久・反田栄一, 1980. サカヅキノミギセル Zaptyx (Selenoptyx) 
inversiluna とミカヅキノミギセル Zaptyx (Selenoptyx) noviluna の比較的研究. 九州の貝, 
(15): 5-12. 

 
執 筆 者 名 ： 亀田勇一 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ミヤコオキナワギセル 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 キセルガイ上科 キセルガイ

科 
学    名 ： Stereophaedusa striatella (Pilsbry, 1901) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 殻は細長い塔型であるが、成貝では幼層が欠失し、殻頂部が折れた形状となる。中型 (殻頂欠損で

の殻長 24.5～29.5 mm 程) で、殻径はやや太い (約 6.5～7.0 mm 程)。色彩は濃茶褐色で、殻表の
繊細な成長肋により、光沢はなく曇る。殻口縁は薄いが広く拡がり、殻口内の上板・下板・下軸板
は明瞭である。腔襞は、主襞がやや短いほか、月状襞を欠き、短く同程度の長さの上腔襞と下腔襞
を持つ。 

近似種との区別： 本種の殻は、小型で濃褐色であること、宮古島のみの分布であることにより、沖縄島のオキナワギ
セル、スジイリオキナワギセルとは殻の色彩や大きさおよび分布域で区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 現在の分布は、宮古島の野原岳の限られた範囲のみである。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 本種の分布は、宮古島のみであり、近縁のオキナワギセルやスジイリオキナワギ

セルの分布は沖縄島に限定される。 
生 態 的 特 徴 ： 比較的自然度の高い石灰岩地の森林環境に見られる。樹幹に付着する樹上性種である。卵胎生。 
生息地の条件  ： 人為的な改変行為がなされない良好な森林環境の維持が必要。 
個体数の動向  ： 開発など人為的改変行為などに伴う生息環境の悪化と並行して減少傾向にある。最近では、僅かな

生息環境の人為的改変行為により生息個体数も著しく減少しており、本種個体群の存続の危機的状
況にある。 

現在の生息状況： 上比屋森や野原岳の比較的広い範囲にも死殻の記録が見られる。かつては、宮古島島内に広く生息
していたと考えられるが、現在は野原岳の限られた範囲に生息するのみの種となっており、危機的
な状況である。さらに最近の公園整備により、その僅かな範囲の生息環境さえも著しく狭められ悪
化している。 

学術的意義・評価： オキナワギセル群の分化過程や生物地理を考察する上できわめて重要な種である。 
生存に対する脅威： 限られた生息地のみとなっており、その地も公園整備に伴い深刻な影響を受けている。 
特 記 事 項： 雄性器官の内部構造は、オキナワギセルやスジイリオキナワギセルとの明瞭な相違が認められず、

近縁性を示した。原記載ではオキナワギセルの「var.」(変種、現在の亜種に相当) とされたが、こ
こでは明瞭な殻の形態差により別種とする。最近では、僅かな生息地の人為的改変行為により本種
は危機的な状況にある。この事態改善と種の保護のため、早急に対策の検討と実施が必要である。
宮古島市自然環境保全条例保全種（2005年）。 

原  記  載 ： Pilsbry, H.A., 1901. The land mollusks of the Loo Choo Islands: Clausiliidae. Proceedings of the Academy of 
Natural Sciences of Philadelphia, 53: 409–424, pls 32–33. (p. 411, as Clausilia (Stereophaedusa) valida var. 
striatella. Type loc.: “Loo Choo”) 

参 考 文 献： 知念盛俊, 1976. 陸産貝類. “生態写真集 沖縄の生物”, 沖縄生物教育研究会 (編), 新星図書, 
那覇, 212–243. 

Chinen, M., 1976. Land shells of Miyako-jima and adjacent islands. Ecological Studies of Nature 
Conservation of the Ryukyu Islands, 2: 89–94. 

久保弘文, 2016. 宮古諸島における陸産貝類相の現状と課題. 日本貝類学会平成28年度大会 (習志
野) 研究発表要旨集, 日本貝類学会, 東京, 23. 
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湊 宏, 1988. 日本陸産貝類総目録. 日本陸産貝類総目録刊行会, 白浜, x+294 pp. 
湊 宏, 1980. 宮古群島の陸産貝類相. Venus, 39(2): 83–99. 
大原健司, 1994. 宮古諸島の陸産貝類相. かいなかま, 28(3): 1–7. 
 

執 筆 者 名： 早瀬善正 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ダイトウノミギセル 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 キセルガイ上科 キセルガイ

科 
学    名 ： Zaptyx daitojimana Kuroda, 1960 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧I類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
図 の 解 説 ： p. 40. 北大東島. 撮影：増田 修 (生体; 1995年), 久保弘文 (標本). 
形    態 ： 殻長9.0 mm、殻径2.2 mm、膨らみの弱い紡錘形。殻は半透明でやや薄く、茶褐色で光沢がある。殻

表には弱い成長脈を持ち、殻口手前ではやや強く密になる。殻口はよく肥厚するが、体層から離れ
て突出はしない。上板は薄く小さいが明瞭で、下軸板とともに唇縁に出る。下板は殻口からは見え
にくい。主襞は短く、体層の1/3ほどで、腹面右側に2個の縫合襞をもつ。主襞はごく短く、それ
に接する月状襞は「ノ」字形となり、軸唇上端付近に向かって伸びる。 

近似種との区別 ： 沖縄島などに分布するノミギセルとは、やや太短く薄質で、殻口が体層から離れないことで区別さ
れる。 

分 布 の 概 要 ： 南大東島・北大東島の固有種。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 本種を含むノミギセル種群としては、大東諸島のほか、沖永良部島から沖縄島周

辺にかけて分布しており、幾つかの学名も与えられている。 
生 態 的 特 徴 ： 幕下やドリーネ等の、比較的自然度が高く湿度の高い森林に棲息する。地上棲。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 2000年代中頃までは多数の個体が棲息していたが、2015・2016年の調査ではやや新しい死殻は無数

に見られたものの、生貝を全く確認できなかった。既に絶滅している可能性も否定できない。 
現在の生息状況 ： 南大東島では元々産地・個体数ともに限られていたが、調査では古い死殻が少数採集されたのみで

あった。北大東島では多産地であった長幕でも大量の死殻を残して姿を消している。死殻は崖下の
最後まで水分が残るような場所に集中しており、近年の過剰乾燥から逃れるために湿度を求めて集
まり、最終的に耐えきれず死滅した可能性がある。また、確認された死殻のほとんどが成貝であり、
幼貝の殻は極めて少ないのも特徴である。 

学術的意義・評価 ： 広義のノミギセル種群から派生した大東諸島固有種であり、系統分類・生物地理学的に重要である。 
生存に対する脅威 ： 産地が局限された最大の要因はヒトの入植に伴う開墾であると考えられる。近年では温暖化と過剰

乾燥による棲息環境の悪化に加え、ニューギニアヤリガタリクウズムシやツヤオオズアリなどの強
力な捕食者の侵入によって、絶滅寸前にまで減少していることは間違いない。速やかに対策がとら
れなければ、数年以内に絶滅する可能性が高い。 

原  記  載 ： 黒田徳米, 1960. 沖縄群島産貝類目録 (頭足類を除く). 琉球大学教務部普及課, 那覇, iv+106 pp., 
3pls. (pp.77-78, as Zaptyx daitojimana. Type loc.: “北大東島”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文・福田 宏・早瀬善正・亀田勇一・黒住耐二・上島 励, 2017. 沖縄県レッドデータブッ
ク ーレッドデータおきなわー 第2回改訂に伴う稀少貝類棲息実態調査報告ー3. 北大東島・南大
東島. Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

黒住耐二, 1992. 北大東島の陸産貝類. “沖縄県天然記念物調査シリーズ第31集 ダイトウオオコウ
モリ保護対策緊急調査報告書”, 沖縄県教育委員会 (編), 沖縄県教育委員会, 那覇, 73-90. 

増田 修・宇野 明・中原ゆうじ, 2015. 沖縄県大東諸島の陸産貝類の現状. かいなかま, 49(2): 
21-44. 

湊 宏, 1994. 日本産キセルガイ科貝類の分類と分布に関する研究. Venus, suppl. 2: 1-212, 
tables 5, pls.74. 

 
執 筆 者 名 ： 亀田勇一 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： カズマキノミギセル 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 キセルガイ上科 キセルガイ

科 
学    名 ： Zaptyx dolichoptyx (Pilsbry, 1908) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧I類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧I類 (CR+EN) 
 
図 の 解 説 ： p. 40. 1：カズマキノミギセル 国頭村宜名真 (1b：腔襞, 1d：殻(SEM)). 2 (参考)：ノミギセル

の腔襞. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 殻は殻長12.5 mm、殻径3 mm、細長い棍棒状。殻表は栗褐色で光沢があり、不規則な成長脈をもつ。

殻口は肥厚反転するが比較的小さく、上板も小さく不明瞭。下板は殻口からほとんど見えず、下軸
板も唇縁に出ない。主襞は短く、体層の 1/4 程度。上腔襞は非常に長い。月状襞は「ノ」字型で、
上腔襞の始端付近に接する。腹面右側に2個の縫合襞をもつ。 

近似種との区別 ： 分布の重なる同属のノミギセルとは、上腔襞が長いことで区別される。 
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分 布 の 概 要 ： 辺戸石山等、沖縄島北部の石灰岩地で確認されている。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 同属のノミギセルが沖縄島周辺に分布している。ノミギセルは種群と呼べるほど

に大きな遺伝的分化を生じており、本種もそのなかに含まれる可能性もある。 
生 態 的 特 徴 ： やや自然度の高い森林の石灰岩礫下に生息する地上性種である。 
生息地の条件  ： 不明。石灰岩の崖下に多数の死殻が堆積していることがあるが、そのような場所では生貝は極めて

少ない。 
個体数の動向  ： 分布域が極めて狭く、周辺の観光開発等で減少している可能性があるが、実態の把握は困難。本種

の記録の中には誤同定されたノミギセルが混じっていることがあり、実際の確認事例はもっと少な
い可能性もある。 

現在の生息状況 ： 同上。近年の確認は極めて稀である。 
学術的意義・評価 ： 沖縄島北部の石灰岩地では、本種に殻の形がよく似た細長いノミギセル個体群も確認されており、

これらとの関係や本種の起源についても解明が望まれる。 
生存に対する脅威 ： 石灰岩地の自然林に棲息するため、周囲の開削や観光開発等が悪影響を与えると考えられる。しか

し、人の手も入っておらず、一見環境の変化も少なそうな森林においても陸産貝類の総数自体が減
少傾向にあり、温暖化やそれに伴う乾燥化、降水パターンの変化、強い台風の増加といった環境変
化が棲息に影響を及ぼしている可能性が高い。 

原  記  載 ： Pilsbry, H. A., 1908. New Clausiliidae of the Japanese Empire―XI. Proceedings of the Academy of Natural 
Sciences of Philadelphia, 59: 499-513, pls.32-34. (p.507, pl.34, figs.30-33, as Clausilia (Zaptyx) dolichoptyx. 
Type loc.: “Heda [sic], Kunchan, Ryukyu”) 

参 考 文 献 ： 知念盛俊, 1976. 陸産貝類. “生態写真集 沖縄の生物”, 沖縄生物教育研究会 (編), 新星図書, 
那覇, 212-243. 

Chinen, M., 1977. Land shells of Okinawa-jima and adjacent islands (exclusive of Truncatellidae, 
Assimineidae and Ellobiidae). Ecological Studies of Nature Conservation of the Ryukyu Islands, 3: 
127-149. 

知念盛俊・治井正一・儀間一恵, 1995. 大宜味村の陸・淡水棲貝類. “大宜味村の自然, 大宜味村
動植物調査報告書, 大宜味村文化財調査報告書, (4)”, 大宜味村教育委員会 (編), 大宜味村教
育委員会, 大宜味, 295-327. 

湊 宏, 1980. 日本産陸棲貝類の生殖器の研究―XIV. キセルガイ科 (3) 琉球列島の4種. Venus, 
39(1): 56-62. 

下謝名松栄, 1979. 沖縄島および周辺離島における洞窟動物. “沖縄県天然記念物調査シリーズ第
16集 沖縄県洞穴実態調査報告 II”, 沖縄県教育委員会 (編), 沖縄県教育委員会, 那覇, 
97-153. 

 
執 筆 者 名 ： 亀田勇一 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： コメツブダワラ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 ネジレガイ上科 タワラガイ

科 
学    名 ： Sinoennea densecostata (Böttger, 1892) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
  
形    態 ： 貝殻は日本産タワラガイ類中最大で、殻長約7 mmに達する。寸胴な俵形で、殻頂部はやや平巻き状。

殻質は一見堅固だが、脆く、超音波洗浄にかけるとバラバラに壊れてしまう。殻口は複雑な歯状突
起が発達し、殻内にも襞を有する。殻表には繊細で明瞭な縦肋が等間隔に刻まれる。 

近似種との区別 ： 沖縄島に本属は1種のみで、独特の俵形の形状は他の陸産貝類とは明瞭に異なる。 
分 布 の 概 要 ： 本種は、沖縄島中部以北の石灰岩地に点在して分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 宮古島にはミヤコダワラが、与那国島にはヨナグニダワラ、西表島にタワラガイ

の一種が分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 乾燥期には赤土混じりの石灰岩下や礫間に半ば埋在して確認され、雨後でも石灰岩上を這い回らず、

隠蔽生活をおくっている。肉食性で、ノミガイ類の殻口から吻を突っ込んで、軟体全体を消化液で
溶解させて貪食する事例を確認した。 

生 息地 の条 件： 石灰岩地帯に限定され、一見乾燥していても安定した森林環境に囲まれて、石灰岩下が適度な湿気
で保たれた環境に限定される。土壌が顆粒状で隙間が比較的空いていたり、地中に石灰岩が完全に
埋没していない場所を好む。 

個 体数 の動 向： 1990年代まで沖縄市やうるま市では少なからず観察されたが、現在、生息確認が困難な状況である。
恩納村では極めて狭い範囲に限定され、かつ個体数も非常に少ない。国頭村では局所的に確認可能
箇所があるものの、広範囲に公園整備が進行し、生息場所周辺での環境改変の影響が危惧される。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 沖縄島中北部の石灰岩地に広く生息していたと推測されるが、現在は数地点の限られた石灰岩地の

みで確認される。本種は沖縄島固有の希少種で、生物地理、進化生物学等の学術的価値が極めて高
い。 

生存に対する脅威 ： 本種の生息場所はジオパークや世界遺産候補地域の中にあって、自然度の高い森林に裏打ちされた
安定した湿度と餌生物 (微小陸産貝類) が豊かに保持されている局所的な場所に限定され、例え、
直接的な場の改変でなくとも、その周辺における林道、遊歩道、公園整備等の開発が不可逆的に個
体群消滅をもたらすことが危惧される。こうした移動性に乏しく、生息環境のデリケートな種の保
全については、一切の環境改変を許さない包括的な保護地域の設定が望まれる。 
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原  記  載 ： Böttger, O., 1892. Die Meeresmollusken der mittleren Liukiu-Inseln. Nachrichtsblatt der Deutschen 
Malakozoologischen Gesellschaft, 24(9/10): 153–168. (pp. 159–160, as Ennea (Microstrophia) densecostata. 
Type loc.: “Kinmura auf Okinawa, Mittlere Liukiu-Inseln”) 

参 考 文 献 ：  Chinen, M., 1977. Land shells of Okinawa-jima and adjacent islands (exclusive of Truncatellidae, 
Assimineidae and Ellobiidae). Ecological Studies of Nature Conservation of the Ryukyu Islands, 3: 
127–149. 

久保弘文, 2014. 恩納村の貝類. “恩納村誌 第1巻 自然編”, 恩納村誌編さん委員会 (編), 恩納
村役場, 恩納, 245–340． 

久保弘文, 2017. 第4節 陸産貝類. “名護市史「自然と人」”, 名護市教育委員会市史編纂室 (編), 
名護市教育委員会, 名護, 印刷中. 

久保弘文・黒住耐二, 1995. 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263 pp. 
黒住耐二, 2005. コメツブダワラ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) —レッ
ドデータおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
373. 

湊 宏, 2014. コメツブダワラガイ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生
生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 
347. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ミヤコダワラ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 ネジレガイ上科 タワラガイ

科 
学    名 ： Sinoennea miyakojimana (Pilsbry & Hirase, 1904) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
  
図 の 解 説 ： p. 40. 1 (参考)：タワラガイ属の一種 西表島 (上島原図複写). 2：ミヤコダワラ. 宮古島野原岳. 

撮影：久保弘文. 
形    態 ： 貝殻は本属中、大型の部類に属し、殻長約5 mmに達する。寸胴な俵形で、殻頂部はやや円錐状に高

まる。殻質は若いうちは透明感があり、老成すると白濁するが、いずれも脆い。殻口は複雑な歯状
突起が発達し、殻内にも襞を有する。殻表には繊細で明瞭な縦肋が等間隔に刻まれる。軟体部は白
い。 

近似種との区別 ： 宮古島に本属は1種のみで、独特の俵形の形状は他の陸産貝類とは明瞭に異なる。 
分 布 の 概 要 ： 宮古島の、森林が残っている数地点にのみ分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 沖縄島にはコメツブダワラが、与那国島にはヨナグニダワラ、西表島にタワラガ

イの一種が分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 乾燥期には赤土混じりの石灰岩下や隙間にはまり込んでいる状況が観察され、雨後でも石灰岩上を

這い回らず、隠蔽生活をおくっている。肉食性でノミガイ類の殻口から吻を突っ込んで貪食する事
例が観察された。 

生息地の条件  ： 安定した森林環境に囲まれて、石灰岩下が適度な湿気が保たれ、土壌が顆粒状で隙間が比較的空い
ており、地中に石灰岩が完全に埋没していない環境に限定される。 

個体数の動向  ： 宮古島では野原岳以外では極めて少なく、かつ狭い範囲に留まる。野原岳でも確実に観察できる場
所は2013～2014年の調査では3地点のみで、いずれも50 m2程度の狭い範囲に限られている。 

現在の生息状況 ： 2013 年以降の宮古諸島 103 箇所の定性調査で，本種が見つかったのは 12箇所であった。なお、伊
良部島、池間島では見つかっていない。 

学術的意義・評価 ： 本種は宮古島固有の希少種で、形態がヨナグニダワラや西表島のタワラガイの一種に近いため、八
重山との類縁関係や生物地理、進化生物学等の学術的価値が極めて高い。 

生存に対する脅威 ： 本種の生息場所は自然度の高い安定した湿度と餌生物 (微小陸産貝類) が保持されている局所的な
森林に限定され、例え、直接的な場の改変でなくとも、その周辺における遊歩道、基地、公園整備
等の開発が不可逆的に個体群消滅をもたらすことが危惧される。こうした移動性に乏しく、生息環
境のデリケートな種の保全については、一切の環境改変を許さない包括的な保護地域の設定が望ま
れる。 

特 記 事 項  ： 宮古島市自然環境保全条例保全種（2005年）。 
原  記  載 ： Pilsbry, H.A. & Hirase, Y., 1904. Descriptions of new land snails of the Japanese Empire. Proceedings of the 

Academy of Natural Sciences of Philadelphia, 56: 616–638. (p. 630, as Ennea iwakawa miyakojimana. Type 
loc.: "Miyakojima, Riukiu") 

参 考 文 献 ： 東 正雄, 1995. 原色日本陸産貝類図鑑 増補改訂版. 保育社, 大阪, xvi+343 pp., 80 pls. 
Chinen, M., 1976. Land shells of Miyako-jima and adjacent islands. Ecological Studies of 
Nature Conservation of the Ryukyu Islands, 2: 89–94. 

久保弘文, 2017. 陸産貝類. “宮古島市史 自然編”, 宮古島市教育委員会 (編), 宮古島市教育委
員会, 宮古島, 印刷中. 

黒住耐二, 2005. ミヤコダワラ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) —レッド
データおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
373–374. 

湊 宏, 2014. ミヤコダワラガイ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生
物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 348. 

大原健司, 1994. 宮古諸島の陸産貝類相. かいなかま, 28(3): 1–7. 
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執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： タワラガイ属の一種 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 ネジレガイ上科 タワラガイ

科 
学    名 ： Sinoennea sp. 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 40. 1：タワラガイ属の一種 西表島 (上島原図複写). 2 (参考)：ミヤコダワラ. 宮古島野原岳. 

撮影：久保弘文. 
形    態 ： 貝殻は微小で殻長約 3 mm、螺塔は高く円筒型。最終 3 層はほぼ円筒型であるが、殻頂は尖らない。

殻は白色で、殻表には強い縦肋が密に分布する。殻口は楕円形で、殻口縁は広がって厚くなり、殻
口内には 3つの強い歯があり殻口は狭まる。 

近似種との区別 ： ヨナグニダワラとは殻頂が丸いことで異なり、ミヤコダワラ（fig. YYY. B）よりはやや小型である。 
分 布 の 概 要 ： 西表島のみから知られる。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 宮古島にミヤコダワラが、与那国島にヨナグニダワラが分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 自然林の湿った落葉下に生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 1980年代に数個体が採集されたが、その後再発見されていない。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 八重山諸島のタワラガイ類は地域ごとに固有種になっており、生物地理学的に重要。 
生存に対する脅威 ： 開発による森林の伐採および林床の乾燥化。 
特 記 事 項 ： 未記載種の可能性があり、再発見が望まれる。 
 
執 筆 者 名 ： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： イトカケマイマイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 イトカケマイマイ上科 イト

カケマイマイ科 
学    名 ： Plectopylis (Sinicola) hirasei Pilsbry, 1904 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) 
  
図 の 解 説 ： p. 40. 宮古島野原岳. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 貝殻は小型 (殻径約6 mm) で、殻長は短く (約 3 mm)、円盤形で、螺塔は僅かに高まり、螺層数は

多い。臍孔はやや狭く、殻径の1/3程度。やや薄質。殻表には厚い濁褐色の殻皮を持ち、規則的に
殻皮が突出し、周縁部では毛状となる。殻口は肥厚・反転し、内唇部に明瞭で厚い半月状の隔板を
持つ。殻口内部の体層内壁には数個の腔襞を持つ。 

近似の種と区別 ： 本種は、小型で、臍孔が狭く、殻口の肥厚が弱いことで、中国南部から知られる同属の種と区別で
きる。中国貴州省の P. diptychia (Möllendorff, 1895) とは、本種では突出する殻皮が細かく、内唇部
の隔板が厚いことで、また台湾のタイワンイトカケマイマイ P. ishizakii (Kuroda, 1941) とも、内唇
部の隔板が厚く明瞭であることで区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 宮古島と伊良部島にのみ分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 本種は宮古島と伊良部島にのみ分布し、同属の種は、台湾および中国南部に分布

する。 
生 態 的 特 徴 ： 湿度の高い森林の落葉下に生息する地上性種である。 
生息地の条件  ： 湿性の森林が保たれていること。 
個体数の動向  ： 20世後半には、いくつかの生息確認地点が存在したが、現在では1か所のみからしか知られていな

い。 
現在の生息状況 ： 現在では、野原岳の一画だけが生息地となっている。 
学術的意義・評価 ： 台湾や中国南部に同属の種が分布するものの、八重山諸島には本属の種は生息しておらず、分断さ

れた分布を示す。 
生存に対する脅威 ： 森林伐採や農薬の散布。 
特 記 事 項 ： 近年、石垣島の約2万年前の堆積物から、本種の化石が発見され、更新世末から完新世にかけての

八重山諸島の環境変遷を示す好材料と考えられる。宮古島市自然環境保全条例保全種（2005年）。 
原  記  載 ： Pilsbry, H.A., 1904. Plectopylis in the Riukiu Islands. The Nautilus, 18: 58–59. (pp. 58–59, as Plectopylis 

(Sinicola) hirasei. Type loc.: “Miyakojima, Riukiu”) 
参 考 文 献 ： Chinen, M., 1976. Land shells of Miyako-jima and adjacent islands. Ecological Studies of Nature 

Conservation of the Ryukyu Islands, 2: 89–94. 
知念盛俊・治井正一・儀間一恵, 1996. 陸・淡水産貝類. “沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物
－レッドデータおきなわ－”, 沖縄県環境保健部自然保護課 (編), 沖縄県環境保健部自然保護
課, 那覇, 447–456． 

湊 宏, 1980. 宮古島の陸産貝類相. Venus, 39(2): 83–99. 
大原健司, 1994. 宮古諸島の陸産貝類相. かいなかま, 28(3): 1–7. 
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執 筆 者 名 ： 黒住耐二 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： リュウキュウウラジロヒメベッコウ (新称) 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 ベッコウマイマイ上科 ベッ

コウマイマイ科 
学    名 ： Chalepotaxis kenjii Azuma, 2007 
カ テ ゴ リ ー ：  
絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 該当なし 
  
図 の 解 説 ： p. 40. 沖永良部島 (千葉県立中央博物館 CBZM). 撮影：黒住耐二. 
形    態 ： 貝殻はこの科としては中型 (殻径約6 mm) で殻長はやや長く (約 4 mm)、卵形で、螺塔はやや高く、

螺層数も多い。最終層は急激に広くならない。螺塔は僅かに突出し、その膨らみは弱い。体層周縁
には角を持たない。殻表はほぼ平滑で、周縁に１本の細い褐色帯を持ち、他は白色半透明。臍孔は
狭いが明らかに開く。殻口縁は肥厚・反転しない。 

近似種との区別 ： 台湾に分布するウラジロヒメベッコウ C. spadix とオビウラジロヒメベッコウ C. cincta と比較し
て、本種は臍孔が狭いことによって識別できる。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄県では死殻ではあるが比較的新鮮な個体が辺戸石山から確認されており、タイプ標本は与論島
の約4500年前の化石である。近年、沖永良部島からも極めて新鮮な死殻が確認されている。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 近縁種のウラジロヒメベッコウとオビウラジロヒメベッコウは台湾南部の高雄周
辺からのみ報告されている。 

生 態 的 特 徴 ： 近縁種を含め、その生態は報告されていない。 
生息地の条件  ： 石灰岩地に生息するものと考えられる。 
個体数の動向  ： 個体群密度は極めて低い。 
現在の生息状況 ： 詳細は不明だが、極めて危機的な状況にあると考えられる。 
学術的意義・評価 ： 本属で最北端に分布する種である。 
生存に対する脅威 ： 生息地である石灰岩地の森林伐採を含む開発。 
特 記 事 項 ： 沖縄県では生貝は未確認であるが、沖永良部島では極めて新鮮な死殻がごく最近に確認されている

ので、沖縄県でも絶滅とは判断できないものとした。 
原  記  載 ： Azuma, Y., 2007. Three new species of fossil terrestrial Mollusca from fissure deposits within the Ryukyu 

Limestone in Okinawa and Yoron islands, Japan. Paleontological Research, 11(3): 231–249. (pp. 241–243, 
fig. 10-1–6, as Chalepotaxis kenjii. Type loc.: “Nishiku, Yoron-cho, Yoron island, Kagoshima Prefecture”) 

参 考 文 献 ： 知念盛俊, 1989. 沖縄島北部の陸産貝類・淡水産貝類. “昭和62年度沖縄島北部地域調査報告書. 南
西諸島における野生生物種の保存に不可欠な諸条件に関する研究”, 環境庁自然保護局 (編), 
環境庁自然保護局, 東京, 433–451. 

波部忠重, 1943. 日本産ベツカフマイマイ科の再検討 (1). Venus, 13(1–4): 92–96. 
波部忠重, 1945. 日本産ベツカフマイマイ科の再検討 (2). Venus, 14(1–4): 22–29. 
Pilsbry, H.A., 1901. New Mollusca from Japan, the Loo Choo Islands, Formosa and the Philippines. 

Proceedings of the Academy of Natural Sciences of Philadelphia, 53: 193–210. 
 

執 筆 者 名 ： 黒住耐二 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： クメジマベッコウ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 ベッコウマイマイ上科 ベッ

コウマイマイ科 
学    名 ： Nipponochlamys kumeensis (Pilsbry & Hirase, 1905) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) 
 
図 の 解 説 ： p. 40. 撮影：上島励. 
形    態 ： 貝殻は小さく (殻径約 5 mm)、螺塔は低い。螺層はやや密に巻き、体層周縁は丸い。殻口は三日月

形で、殻口縁は薄く、反曲肥厚しない。殻は褐色で、殻表には細かい成長線が密にあり、曇った外
観を呈する。臍孔はほぼ閉じる。 

近似種との区別 ： 琉球列島産のキヌツヤベッコウ属は長らくトクノシマベッコウ1種とされていたが、多数の隠蔽種
が存在することが判明した。本種を含むこれらの近似種はいずれも生殖器の形態で区別できるが、
外見での区別は一部の種の組み合わせを除いて極めて困難である。 

分 布 の 概 要 ： 久米島にのみ生息する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： N. spp. 1–2が沖縄島、N. spp. 3–5は伊平屋島、N. sp. 6が石垣島、ヨナグニベッコ

ウは与那国島に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 自然林の湿った落葉下、倒木や石の裏に生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 過去の記録はないが、本種の至適な生息環境は減少、悪化しているため、個体数も減少していると

思われる。 
現在の生息状況 ： 生息地は少なく、いずれの場所でも個体数は少ない。 
学術的意義・評価 ： キヌツヤベッコウ属は琉球列島で多数の種に分化しており、生物地理学的に重要なグループである。
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いずれの種も狭い地域の固有種であり、保全の重要性は高い。 
生存に対する脅威 ： 森林の伐採および林床の乾燥化。 
特 記 事 項 ： 本種はながらくトクノシマベッコウのシノニムとされてきたが、独立種である。 
原  記  載 ： Pilsbry, H.A. & Hirase, Y., 1905. New land mollusks of the Japanese Empire. Proceedings of the Academy of 

Natural Sciences of Philadelphia, 57: 705–719. (p. 714, as Macrochlamys kumeensis. Type loc.: “Kumejima, 
Ryukyu”) 

参 考 文 献 ： 平瀬与一郎, 1908. 日本陸産貝類図説備考 (六). 介類雑誌, 2(12): 406–409, pl. 22. 
 
執 筆 者 名 ： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： キヌツヤベッコウ属の一種 (2) 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 ベッコウマイマイ上科 ベッ

コウマイマイ科 
学    名 ： Nipponochlamys sp. 2 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 40. 撮影：上島励. 
形    態 ： 貝殻は小さく (殻径約 5 mm)、螺塔は低い。螺層はやや密に巻き、体層周縁は丸い。殻口は三日月

形で、殻口縁は薄く、反曲肥厚しない。殻は褐色で、殻表には細かい成長線が密にあり、曇った外
観を呈する。臍孔はほぼ閉じる。 

近似種との区別 ： 琉球列島産のキヌツヤベッコウ属は長らくトクノシマベッコウ1種とされていたが、多数の隠蔽種
が存在することが判明した。本種を含むこれらの近似種はいずれも生殖器の形態で区別できるが、
外見での区別は一部の種の組み合わせを除いて極めて困難である。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島北部にのみ生息する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： クメジマベッコウは久米島、ヨナグニベッコウは与那国島、N. sp. 1が沖縄島、

N. spp. 3–5は伊平屋島、N. sp. 6が石垣島に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 自然林の湿った落葉下、倒木や石の下に生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 過去の記録はないが、本種の至適な生息環境は減少、悪化しているため、個体数も減少していると

思われる。 
現在の生息状況 ： 本種の至適な生息環境は減少、悪化している。同所的に生息する N. sp. 1よりも分布域が狭く、湿っ

た環境を好むので、より脆弱と思われる。 
学術的意義・評価 ： キヌツヤベッコウ属は琉球列島で多数の種に分化しており、生物地理学的に重要なグループである。

いずれの種も狭い地域の固有種であり、保全の重要性は高い。 
生存に対する脅威 ： 開発による森林の伐採および林床の乾燥化。 
特 記 事 項 ： 未記載種。 
  
執 筆 者 名： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： キヌツヤベッコウ属の一種 (3) 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 ベッコウマイマイ上科 ベッ

コウマイマイ科 
学    名 ： Nipponochlamys sp. 3 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 40. 撮影：上島励. 
形    態 ： 貝殻は小さく (殻径約 5 mm)、螺塔は低い。螺層はやや密に巻き、体層周縁は丸い。殻口は三日月

形で、殻口縁は薄く、反曲肥厚しない。殻は褐色で、殻表には細かい成長線が密にあり、曇った外
観を呈する。臍孔はほぼ閉じる。 

近似種との区別 ： 琉球列島産のキヌツヤベッコウ属は長らくトクノシマベッコウ1種とされていたが、多数の隠蔽種
が存在することが判明した。本種を含むこれらの近似種はいずれも生殖器の形態で区別できるが、
外見での区別は一部の種の組み合わせを除いて極めて困難である。伊平屋島に生息する他の2種と
は外見からは識別できない。 

分 布 の 概 要 ： 伊平屋島にのみ生息する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 伊平屋島には本種の他に N. sp. 4 および N. sp. 5 が分布し、クメジマベッコウ

は久米島、ヨナグニベッコウは与那国島、N. sp. 1および N. sp. 2 が沖縄島、N. sp. 6が石垣島に分布
する。 

生 態 的 特 徴 ： 自然林の湿った落葉下に生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 過去の記録はないが、本種に至適な生息環境は減少、悪化しているため、個体数も減少していると

思われる。 
現在の生息状況 ： 伊平屋島内の3地点でのみ生息が確認されている。島内でも生息地は少なく、周辺の開発によって

林床の乾燥化が進むと絶滅する危険が高い。 
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学術的意義・評価 ： キヌツヤベッコウ属は琉球列島で多数の種に分化しており、生物地理学的に重要なグループである。
いずれの種も狭い地域の固有種であり、保全の重要性は高い。 

生存に対する脅威 ： 開発による森林の伐採および林床の乾燥化。 
特 記 事 項 ： 未記載種で伊平屋島の固有種。 
  
執 筆 者 名： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： キヌツヤベッコウ属の一種 (4) 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 ベッコウマイマイ上科 ベッ

コウマイマイ科 
学    名 ： Nipponochlamys sp. 4 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 40. 撮影：上島励.  
形    態 ： 貝殻は小さく (殻径約 5 mm)、螺塔は低い。螺層はやや密に巻き、体層周縁は丸い。殻口は三日月

形で、殻口縁は薄く、反曲肥厚しない。殻は褐色で、殻表には細かい成長線が密にあり、曇った外
観を呈する。臍孔はほぼ閉じる。 

近似種との区別 ： 琉球列島産のキヌツヤベッコウ属は長らくトクノシマベッコウ1種とされていたが、多数の隠蔽種
が存在することが判明した。本種を含むこれらの近似種はいずれも生殖器の形態で区別できるが、
外見での区別は一部の種の組み合わせを除いて極めて困難である。 

分 布 の 概 要 ： 伊平屋島にのみ生息する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 伊平屋島には本種の他に N. sp. 3 および N. sp. 5 が分布し、クメジマベッコウ

は久米島、ヨナグニベッコウは与那国島、N. sp. 1および N. sp. 2 が沖縄島、N. sp. 6が石垣島に分布
する。 

生 態 的 特 徴 ： 自然林の湿った落葉下に生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 過去の記録はないが、本種に至適な生息環境は減少、悪化しているため、個体数も減少していると

思われる。 
現在の生息状況 ： 伊平屋島内の2地点でのみ生息が確認されている。島内でも生息地は少なく、周辺の開発によって

林床の乾燥化が進むと絶滅する危険が高い。 
学術的意義・評価 ： キヌツヤベッコウ属は琉球列島で多数の種に分化しており、生物地理学的に重要なグループである。

いずれの種も狭い地域の固有種であり、保全の重要性は高い。 
生存に対する脅威 ： 開発による森林の伐採および林床の乾燥化。 
特 記 事 項 ： 未記載種で伊平屋島の固有種。 
  
執 筆 者 名 ： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： キヌツヤベッコウ属の一種 (5) 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 ベッコウマイマイ上科 ベッ

コウマイマイ科 
学    名 ： Nipponochlamys sp. 5 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 41. 撮影：上島励. 
形    態 ： 貝殻は小さく (殻径約 5 mm)、螺塔は低い。螺層はやや密に巻き、体層周縁は丸い。殻口は三日月

形で、殻口縁は薄く、反曲肥厚しない。殻は褐色で、殻表には細かい成長線が密にあり、曇った外
観を呈する。臍孔はほぼ閉じる。 

近似種との区別 ： 琉球列島産のキヌツヤベッコウ属は長らくトクノシマベッコウ1種とされていたが、多数の隠蔽種
が存在することが判明した。本種を含むこれらの近似種はいずれも生殖器の形態で区別できるが、
外見での区別は一部の種の組み合わせを除いて極めて困難である。 

分 布 の 概 要 ： 伊平屋島にのみ生息する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 伊平屋島には本種の他に N. sp. 3 および N. sp. 4 が分布し、クメジマベッコウ

は久米島、ヨナグニベッコウは与那国島、N. sp. 1および N. sp. 2 が沖縄島、N. sp. 6が石垣島に分布
する。 

生 態 的 特 徴 ： 広葉樹林の落葉下に生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 過去のデータがないため、不明。分布域がきわめて狭い上、個体数も少ない。 
現在の生息状況 ： 伊平屋島北部の1地点のみで生息が確認されている。この生息地は林床がやや乾燥しており周囲の

環境が変わると絶滅する危険が極めて高い。 
学術的意義・評価 ： キヌツヤベッコウ属は琉球列島で多数の種に分化しており、生物地理学的に重要なグループである。

いずれの種も狭い地域の固有種であり、保全の重要性は高い。 
生存に対する脅威 ： 開発による森林の伐採および林床の乾燥化。 
特 記 事 項 ： 未記載種で伊平屋島の固有種。琉球列島に生息する陸産貝類で最も分布域が狭い種のひとつで、絶
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滅する危険がきわめて高い。 
  
執 筆 者 名 ： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： カサシタラ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 ベッコウマイマイ上科 ベッ

コウマイマイ科 
学    名 ： Sitalina hirasei (Pilsbry in Pilsbry & Hirase, 1905) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 41. 名護市穴窪川上流. A：貝殻. B：原殻拡大. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 貝殻は微小で、殻径約4 mm、螺塔は高く (殻長約3 mm)、円錐形で、体層周縁は強く角張る。臍孔

は閉じる。殻は薄質で淡褐色、殻表には微細な螺状彫刻がある。 
近似種との区別 ： マルシタラに似るが、螺層周縁は強く角張り、円錐形であること、殻表の彫刻が布目状にならない

ことで区別できる。 
分 布 の 概 要 ： 台湾の固有種とされていたが、沖縄島からも発見された。沖縄島では生息地は南部の1箇所、北部

の2箇所のみが確認されている。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 近縁と思われるカドシタラは台湾に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 樹上性で、葉の裏に生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 沖縄島南部の生息地ではかつて多産したが、最近の調査では再発見されなかった。人家近くの開け

た森林にも生息するが、このような環境は開発等で消失することが多く脆弱性が高い。同島北部の
1産地では死殻が1個体得られたのみである。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 台湾と沖縄島にのみ分布し、生物地理学的に興味深い。沖縄島南部では激減しており、早急に保全

すべき種である。 
生存に対する脅威 ： 開発による森林の伐採および林床の乾燥化。 
特 記 事 項 ： 日本新記録種。 
原  記  載 ： Pilsbry, H.A. & Hirase, Y., 1905. Catalogue of the land and fresh-water Mollusca of Taiwan (Formosa), with 

descripitons of new species. Proceedings of the Academy of Natural Sciences of Philadelphia, 57: 720–752. 
(pp. 744–745, as Sitalina hirasei Pilsbry. Type loc.: “Sammaipo, Taiwan”) 

参 考 文 献 ： 平瀬与一郎, 1908. 日本陸産貝類図説 (十五). 介類雑誌. 2(9): 288–292, pl. 20. 
謝伯娟・黃重期・吳書平合, 2013. 台灣蝸牛圖鑑 3rd. ed., 臺行政院農業委員会林務局, 台北, 381 
pp. 

 
執 筆 者 名 ： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： オオカサネシタラ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 ベッコウマイマイ上科 ベッ

コウマイマイ科 
学    名 ： Sitalina sp. 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) 
 
図 の 解 説 ： p. 41. 撮影：上島励. 
形    態 ： 貝殻は微小で殻長約2 mm、円錐形で縁は強く角張り、大型の個体では次体層の周縁角が殻口の縫合

を超えて突出する。殻は薄質で壊れやすく、表面には細かい螺状彫刻がある。 
近似種との区別 ： カサネシタラに誤同定されていたが、より大型で生殖器の形態も異なる。 
分 布 の 概 要 ： 与那国島の固有種。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 近縁と思われるカサネシタラは本州に分布し、カドシタラは台湾に生息する。 
生 態 的 特 徴 ： 自然林の落葉下に生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 森林の乾燥化により減少している。 
現在の生息状況 ： 与那国島内でも生息地はきわめて少ない。 
学術的意義・評価 ： 与那国島の固有種であり、保全の優先度は高い。 
生存に対する脅威 ： 森林の伐採、林床の乾燥化。 
特 記 事 項 ： 湊 (1976) でカサネシタラに同定されたが、未記載種である。 
参 考 文 献 ： 久保弘文・福田 宏・早瀬善正・亀田勇一・黒住耐二・上島 励・小澤宏之, 2017. 沖縄県レッド

データブック ーレッドデータおきなわー 第 2 回改訂に伴う稀少貝類棲息実態調査報告ー1. 与
那国島. Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

湊 宏, 1976. 与那国島の陸産貝類相. Venus, 35(4): 163–184. 
上島 励, 2014. オオカサネシタラ (新称). “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのあ
る野生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東
京, 163. 

 
執 筆 者 名 ： 上島 励 
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……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： グードベッコウ近似種 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 ベッコウマイマイ上科 ベッ

コウマイマイ科 
学    名 ： Takemasaia aff. gudei (Pilsbry, 1901) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 該当なし 
  
近似種との区別 ： グードベッコウに酷似するが、別種 (固有種) と思われる。 
分 布 の 概 要 ： 尖閣諸島にのみ生息する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： グードベッコウは奄美大島から沖縄島にかけて分布する。八重山諸島に近似種は

いない。 
生 態 的 特 徴 ： 自然林の落葉下に生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 現地調査が長らく行われていないが、野生化したヤギによる自然植生の破壊が進行しており、個体

数は減少していると思われる。 
現在の生息状況 ： 1980年代に生息が確認された。現地調査が長らく行われていないため、現在の生息状況は不明であ

る。野生化したヤギの食害による生息環境の悪化が懸念される。 
学術的意義・評価 ： 尖閣諸島の固有種であり、ヤギの食害による影響が懸念されるため、保全の重要性は極めて高い。 
生存に対する脅威 ： 野生化したヤギの食害による自然植生の破壊、林床の乾燥化、土壌流出による生息地の消失。 

参 考 文 献 ： 横畑泰志・横田昌嗣, 2000. 尖閣諸島魚釣島の野生化ヤギ問題について. 野生生物保護, 5: 1–12. 

 
執 筆 者 名 ： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ヘリトリケマイマイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 マイマイ上科 ナンバンマイ

マイ科 
学    名 ： Aegista marginata (Pilsbry & Hirase, 1903) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) 
 
形    態 ： 貝殻は辺戸岬では小型 (殻径約17 mm) になり、辺戸石山周辺では中型 (殻径約25 mm)。殻の輪郭

はソロバン玉形、螺層はやや膨らみ、厚質。体層周縁の角は明瞭で竜骨状に突出する。殻皮は淡黄
褐色で、殻表に明瞭な殻皮の鱗片状突起を持たない。殻口は肥厚し、反転する。臍孔はやや狭く、
その縁は角立たない。 

近似種との区別 ： 本種は周縁角が竜骨状になり、殻表に明瞭な鱗片状殻皮を持たないことで、琉球列島の同属の種か
ら識別できる。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島北部の石灰岩地である辺戸石山・辺戸岬周辺に分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 奄美諸島にはマルテンスオオベソマイマイとその亜種やオオシマフリーデルマイ

マイ、マメヒロベソマイマイが分布する。沖縄諸島には、トウガタホソマイマイ、ウロコケマイマ
イ、イトマンマイマイが分布するが、沖縄島北部の石灰岩地で同所的に生息することはおそらくな
い。この他台湾にも近縁種が分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 石灰岩が発達した森林や薮内において、石灰岩表面やくぼみ、落葉中に生息する。殻口が反転し外
唇が比較的発達した個体でも性成熟を十分にしていない場合がある。 

生息地の条件  ： 同上。石灰岩が生息地に必要。 
個体数の動向  ： 辺戸石山山麓部では、2000年代前半と比べても減少が著しく、確認できる個体数は1/5以下になっ

たと考えられる。大石林山では観光開発により、石灰岩を削った部分では著しく減少した。かつて
本部半島で確認された産地で今は確認することができない。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 本種を含めた近縁種群は互いに表現型の差が著しく、近縁種間の表現型多様化を研究する上で良い

モデルである。加えて本種を含めた近縁種群は一部の台湾の種と単系統となるが、八重山諸島には
近縁種は見られない (Hirano et al., 準備中)。このように中琉球の系統は遺存的であると考えられ、
また本種は沖縄島北部のみで現生種が見つかる事から、進化生物学的に保全すべき価値が高い。 

生存に対する脅威 ： 生息地から考慮して比較的乾燥に強い種類と考えられるが、石灰岩の存在に依存していると考えら
れる。そのため石灰岩の採掘は個体群に直接的なダメージを与える可能性が高い。生息域のうち大
石林山は管理された環境である事から本種の生存に与える脅威は他地域に比べて低いかもしれない
が、目立つ種のためマニアによる採集圧も脅威となりうる。 

特 記 事 項 ： うるま市の一部では、本種に類似した種の化石が産出するが (平野・他, 準備中)、現生個体は未確
認。 

原  記  載 ： Pilsbry, H.A. & Hirase, Y., 1903. Notices of new Japanese land shells. The Nautilus, 17: 44–46. (pp. 44–45, as 
Eulota (Plectotropis) marginata. Type loc.: “Kunchan, the northern province of Riukiu Island”) 

参 考 文 献 ： Chinen, M., 1977. Land shells of Okinawa-jima and adjacent islands (exclusive of Truncatellidae, 
Assimineidae and Ellobiidae). Ecological Studies of Nature Conservation of the Ryukyu Islands, 3: 
127–149. 

知念盛俊, 1989. 沖縄島北部の陸産貝類・淡水産貝類. “昭和62年度沖縄島北部地域調査報告書, 南
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西諸島における野生生物種の保存に不可欠な諸条件に関する研究”, 環境庁自然保護局 (編), 
環境庁自然保護局, 東京, 433–451. 

知念盛俊・治井正一・儀間一恵, 1996. 陸・淡水産貝類. “沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物
－ 

レッドデータおきなわ－”, 沖縄県環境保健部自然保護課 (編), 沖縄県環境保健部自然保護課, 
那覇, 447–456. 

波部忠重, 1955. 日本産陸産貝類の解剖学的研究 (3). Venus, 18: 221–234. 
Hirano, T., Kameda, Y., Kimura, K. & Chiba, S., 2014. Substantial incongruence among the morphology, 

taxonomy, and molecular phylogeny of the land snails Aegista, Landouria, Trishoplita, and 
Pseudobuliminus (Pulmonata: Bradybaenidae) occurring in East Asia. Molecular Phylogenetics and 
Evolution, 70: 171–181. 

湊 宏, 1979. 沖縄本島産ケマイマイ亜属3種の生殖器知見. 南紀生物, 21: 19–21. 
 

執 筆 者 名 ： 平野尚浩・黒住耐二＊    ＊前回改訂版 (2005) における黒住による記載内容を一部引用した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： イトマンマイマイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 マイマイ上科 ナンバンマイ

マイ科 
学    名 ： Aegista scepasma (Reeve, 1854) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 殻径 22 mm内外で、ソロバン玉形、螺塔は低く、螺層はやや膨らむ。体層周縁の角は明瞭だが竜骨

状に突出しない。殻皮は濃褐色で、細かい鱗片状突起を持つ。殻口は肥厚し、反転する。臍孔はや
や狭い。 

近似種との区別 ： 本種は中型で周縁角が明瞭なこと、殻表に鱗片状突起を密に持つことで、琉球列島の同属の種から
識別できる。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島や伊平屋島など、沖縄諸島の島嶼に分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 奄美諸島にはマルテンスオオベソマイマイとその亜種トクノシマオオベソマイマ

イやオオシマフリーデルマイマイ、マメヒロベソマイマイが分布する。沖縄諸島には、トウガタホ
ソマイマイ、ウロコケマイマイの他、最も近縁な種で鱗片状突起を持たないヘリトリケマイマイは
沖縄島北部の石灰岩地にのみ分布し、本種と同所的に生息することはおそらくない。この他台湾に
も近縁種が分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 林床の倒木下や落葉下、石灰岩などの岩の表面やくぼみに生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 2015年に行われた沖縄島北部の調査では減少傾向が確認された。沖縄島南部では、20世紀後半に本

種あるいは類似の種が絶滅したと考えられる。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 本種を含めた近縁種群は互いに表現型の差が著しく、近縁種間の表現型多様化を研究する上で良い

モデルである。加えて本種を含めた近縁種群は一部の台湾の種と単系統となるが、八重山諸島には
近縁種は見られない (Hirano et al., 準備中)。このように中琉球の系統は遺存的であると考えられ、
また本種は沖縄諸島のみで見つかる事から、進化生物学的に保全すべき価値が高い。 

生存に対する脅威 ： 森林の伐採や採石による乾燥化、生息地破壊や、マニアによる収集圧。 
特 記 事 項 ： うるま市や南城市の一部では、本種に類似した種の化石が産出するが (平野・他, 準備中)、現生個

体は未確認。これらの古い死殻中には、20世紀になって絶滅した個体も含まれている可能性がある。 
原  記  載 ： Reeve, L.A., 1854. Monograph of the genus Helix. Conchologia Iconica, or, Illustrations of the Shells of 

Molluscous Animals, 7: pls 1–210. (sp, 1293, pl. 186, fig. 1293, as Helix scepasma. Type loc.: “—?”) 
参 考 文 献 ： Chinen, M., 1977. Land shells of Okinawa-jima and adjacent islands (exclusive of Truncatellidae, 

Assimineidae and Ellobiidae). Ecological Studies of Nature Conservation of the Ryukyu Islands, 3: 
127–149. 

知念盛俊, 1989. 佐敷町産陸棲貝類. “佐敷町史 三 自然”, 佐敷町史編集委員会 (編), 佐敷町役
場, 佐敷, 324–334. 

知念盛俊・治井正一, 1976. 伊平屋島・伊是名島の陸・淡水貝類 (予報). 沖縄生物教育研究会誌, 
(9): 37–43. 

波部忠重, 1955. 日本産陸産貝類の解剖学的研究 (3). Venus, 18: 221–234. 
Hirano, T., Kameda, Y., Kimura, K. & Chiba, S., 2014. Substantial incongruence among the morphology, 

taxonomy, and molecular phylogeny of the land snails Aegista, Landouria, Trishoplita, and 
Pseudobuliminus (Pulmonata: Bradybaenidae) occurring in East Asia. Molecular Phylogenetics and 
Evolution, 70: 171–181. 

久保弘文, 2017. 第5節 貝類. “名護市史「自然と人」”, 名護市教育委員会 市史編纂室 (編), 名
護市教育委員会, 名護, 印刷中. 

上門清春, 1991. 古宇利島の倍脚類と陸産貝類について. 沖縄県立博物館総合調査報告書, (8): 
7–14. 

 
執 筆 者 名 ： 平野尚浩・黒住耐二＊    ＊前回改訂版 (2005) における黒住による記載内容を一部引用した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： タカラホソマイマイ 
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分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 マイマイ上科 ナンバンマイ
マイ科 

学    名 ： Aegista takarai (Kuroda, 1960) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)  
 
形    態 ： 貝殻は小型で螺塔は高く (殻長約 7.5 mm)、高円錐形、殻頂はやや尖る。螺層は細かく巻き、体層

周縁は丸い。殻口は弱く肥厚し、反転する。臍孔は狭く開く。 
近似種との区別 ： ナガシリマルホソマイマイよりも小型で、トウガタホソマイマイとは体層周縁が丸いことで、他種

と区別できる。また、分布域も異なる。 
分 布 の 概 要 ： 尖閣列島の魚釣島にのみ分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ナガシリマルホソマイマイは八重山諸島に分布し、トウガタホソマイマイは沖縄

島周辺に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 不明。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 現地調査が長らく行われていないが、野生化したヤギによる自然植生の破壊が進行しており、個体

数は減少していると思われる。 
現在の生息状況 ： 現地調査が長らく行われていないため、現在の生息状況は不明である。野生化したヤギの食害によ

る生息環境の悪化が懸念される。 
学術的意義・評価 ： 尖閣諸島の固有種であり、ヤギの食害による影響が懸念されるため、保全の重要性は極めて高い。 
生存に対する脅威 ： 野生化したヤギの食害による自然植生の破壊、林床の乾燥化、土壌流出による生息地の消失。 
特 記 事 項 ： 最近の生息状況は不明であり、早急な現地調査が必要である。 
原  記  載 ： 黒田徳米, 1960. 沖縄群島産貝類目録 (頭足類を除く). 琉球大学教務部普及課, 那覇, iv+106 pp., 

3 pls. (pp. 81–82, pl. 1, fig. 25, as Buliminopsis takarai. Type loc.: “尖閣列島魚釣島”) 
参 考 文 献 ： 知念盛俊, 1979. 尖閣列島の陸産貝類. 沖縄生物学会誌, (17): 19–27. 

黒住耐二, 2005. タカラホソマイマイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) —
レッドデータおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 
那覇, 443. 

湊 宏, 2014, タカラホソマイマイ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生
生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 
367. 

横畑泰志・横田昌嗣, 2000. 尖閣諸島魚釣島の野生化ヤギ問題について. 野生生物保護, 5: 1–12. 
 

執 筆 者 名 ： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ヘソアキアツマイマイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 マイマイ上科 ナンバンマイ

マイ科 
学    名 ： Nesiohelix omphalina omphalina (Hirase, 1915) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧I類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
図 の 解 説 ： p. 41. 北大東島. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 殻は殻径約 24 mm、低い卵円錐形で厚く、周縁は丸い。様々な色帯型を持つが、必ず臍孔周辺には

色帯を欠き、白〜淡黄褐色となる。殻表はほぼ平滑で顆粒はなく、細かい成長脈のみを持つ。殻口
は白〜小豆色で強く肥厚し、反転する。臍孔はやや狭いが明瞭に開く。軟体の頭部背面は黒みの強
い褐色、足の背面はやや色が薄くなる。生殖器には膣後端付近に矢嚢と粘液腺をもつ。陰茎後端に
verge や陰茎付属肢を持たず、陰茎本体との境界はややくびれるが、外観では不明瞭。陰茎本体は
陰茎より長く、後半は不規則なコイル状に折り畳まれる。鞭状器は単純で、膣とほぼ同長。 

近似種との区別 ： オオアガリマイマイとは周縁が丸く、殻表がより平滑になることで識別される。アツマイマイやエ
ラブマイマイはより大型で低平な殻を持つことで区別される。 

分 布 の 概 要 ： 北大東島固有亜種。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 南大東島に亜種オオアガリマイマイが分布する。国内では同属のエラブマイマイ

が沖永良部島に、アツマイマイが尖閣諸島に現生する。 
生 態 的 特 徴 ： 北大東島の自然度の高い森林の林床に棲息し、堆積したビロウの落葉の裏面などに付着して休眠す

る。オオアガリマイマイと比べて樹木などの利用頻度は高く、かつては植物上で鈴なりになる様子
も観察されていた。 

生息地の条件  ： 同上。古い死殻は島内各地で見られることから、かつてはほぼ島全体に棲息していたと考えられる。 
個体数の動向  ： 2000年代中頃までは長幕の自然林に多産し、1日で100個体以上を見出すことも容易であったが、

近年激減し、2015、2016年の調査ではわずかな個体しか確認されていない。古い死殻は島の各所で
見出されるが、生貝が確認されたのは長幕でもごく狭い一角のみである。長幕一帯には死後 2、3
年以内とみられる真新しい死殻が大量に転がっており、捕食者であるニューギニアヤリガタリクウ
ズムシの侵入などにより短期間で激減した可能性が極めて高い。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 大東諸島固有種であり、かつ琉球列島では遺存的なグループである Nesiohelix の一員として、生物

地理学的に極めて重要である。 
生存に対する脅威 ： 産地が局限された最大の要因はヒトの入植に伴う開墾であると考えられる。近年では温暖化と過剰
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乾燥による棲息環境の悪化に加え、ニューギニアヤリガタリクウズムシなどの強力な捕食者の侵入
によって、絶滅寸前にまで減少していることは間違いない。速やかに対策がとられなければ、数年
以内に絶滅する可能性が高い。 

原  記  載 ： 平瀬與一郎, 1915. 貝千種 (3). 芸艸堂, 京都, 4pp., pls.41-60. (pl.50, fig.248, as Mandarina 
omphalina. Type loc.: “大東島”) 

参 考 文 献 ： 東 良雄・東 正雄, 1994. 大東島の陸産貝類相. Venus, 53: 161-173. 
久保弘文・福田 宏・早瀬善正・亀田勇一・黒住耐二・上島 励, 2017. 沖縄県レッドデータブッ
ク ーレッドデータおきなわー 第2回改訂に伴う稀少貝類棲息実態調査報告ー3. 北大東島・南大
東島. Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

黒住耐二, 2005. ヘソアキアツマイマイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) 
—レッドデータおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 
那覇, 442. 

増田 修・宇野 明・中原ゆうじ, 2015. 沖縄県大東諸島の陸産貝類の現状. かいなかま, 49(2): 
21-44. 

湊 宏, 2001. 大東諸島のアツマイマイ属とダイトウジママイマイ. 南紀生物, 43: 117-122. 
下謝名松栄, 1978. 南・北大東島および沖縄島南部地域の洞穴動物相. “沖縄県天然記念物調査シ
リーズ第14集 沖縄県洞穴実態調査報告 I”, 沖縄県教育委員会 (編), 沖縄県教育委員会, 那覇, 
75-112. 

 
執 筆 者 名 ： 亀田勇一 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： オオアガリマイマイ (サメハダヘソアキアツマイマイ) 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 マイマイ上科 ナンバンマイ

マイ科 
学    名 ： Nesiohelix omphalina bipyramidalis Kuroda & Emura, 1943 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー：  絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
  
図 の 解 説 ： p. 41. 南大東島 (右下は殻表の顆粒状彫刻). 撮影：亀田勇一. 
形    態 ： 殻は殻径約 27 mm、厚質、丸みのあるソロバン玉形で周縁角は明瞭。様々な色帯型を持つが、必ず

臍孔周辺には色帯を欠き、白〜淡黄褐色となる。微細な顆粒が殻全面を被う。殻口は白〜褐色で強
く肥厚し、反転する。臍孔はやや狭いが明瞭に開く。 

近似種との区別 ： ヘソアキアツマイマイとは周縁角が明瞭で、殻表に顆粒を有することで識別できる。ヘソアキアツ
マイマイと同種にされることもあるが、両島に産する化石でも同様の特徴が見られており、少なく
とも数万年以上隔離されていると考えられるため、亜種として扱う。サメハダヘソアキアツマイマ
イは島内での個体変異である。 

分 布 の 概 要 ： 南大東島固有亜種。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 北大東島にヘソアキアツマイマイが分布する。国内では同属の種が沖永良部島と

尖閣諸島に現生する。 
生 態 的 特 徴 ： 南大東島の自然度の高い森林の林床に棲息し、堆積したビロウの落葉の裏面などに付着して休眠す

る。活動時は樹木や着生シダなどの植物上で見られることもあるが、基本的には地上棲である。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 2000年代中頃までは島内各地の林に棲息し、畑に囲まれた小規模な林でもまとまった個体数を見出

すことが出来た。近年では産地・個体数とも激減し、2016年の調査では新東や池之沢周辺の、かつ
て多産した場所でも棲息を確認できないこともあった。死後 2、3 年以内とみられる新しい死殻が
見つかる場所は多く、捕食者であるニューギニアヤリガタリクウズムシの侵入などにより短期間で
激減している可能性が高い。 

現在の生息状況 ： 同上。幕の斜面林以外では特に確認が困難になっている。 
学術的意義・評価 ： 大東諸島固有種であり、かつ琉球列島では遺存的なグループである Nesiohelix の一員として、生物

地理学的に極めて重要である。 
生存に対する脅威 ： 産地が局限された最大の要因はヒトの入植に伴う開墾であると考えられる。近年では温暖化と過剰

乾燥による棲息環境の悪化に加え、ニューギニアヤリガタリクウズムシなどの強力な捕食者の侵入
によって激減していることは間違いない。また、外来種ミヤコマイマイとはハビタットが重複して
おり、影響を受けている可能性がある。ヘソアキアツマイマイに比べれば確認地点・個体数ともに
多いが、速やかに対策がとられなければ、近い将来絶滅する可能性が高い。 

特 記 事 項 ： レッドデータおきなわ第二版ではサメハダヘソアキアツマイマイ N. o. proximata として掲載され
ているが、学名の優先権は同時に記載された N. bipyramidalis の方が高く、こちらが有効名である 
(Kameda, 2016)。 

原  記  載 ： 黒田徳米・江村重雄, 1943. 新属アツマイマイ属に就いて. Venus, 13(1-4): 18-34. (pp.26-27, 
32-33, text-figs.6-9, as Nesiohelix bipyramidalis. Type loc.: “南大東島”; pp.25, 31-32, 
text-figs.10-11, as Nesiohelix omphalina proximata. Type loc.: “南大東島”) 

参 考 文 献 ： 東 良雄・東 正雄, 1994. 大東島の陸産貝類相. Venus, 53: 161-173. 
Kameda, Y., 2016. The valid names for some land snail taxa in the Ryukyu Islands. Venus, 74: 
89-93. 

久保弘文・福田 宏・早瀬善正・亀田勇一・黒住耐二・上島 励, 2017. 沖縄県レッドデータブッ
ク ーレッドデータおきなわー 第2回改訂に伴う稀少貝類棲息実態調査報告ー3. 北大東島・南大
東島. Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 



<貝類> 

466 
 

黒住耐二, 2005. サメハダヘソアキアツマイマイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 
(動物編) —レッドデータおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自
然保護課, 那覇, 442. 

増田 修・宇野 明・中原ゆうじ, 2015. 沖縄県大東諸島の陸産貝類の現状. かいなかま, 49(2): 
21-44. 

湊 宏, 2001. 大東諸島のアツマイマイ属とダイトウジママイマイ. 南紀生物, 43: 117-122. 
下謝名松栄, 1978. 南・北大東島および沖縄島南部地域の洞穴動物相. “沖縄県天然記念物調査シ
リーズ第14集 沖縄県洞穴実態調査報告 I”, 沖縄県教育委員会 (編), 沖縄県教育委員会, 那覇, 
75-112. 

 
執 筆 者 名 ： 亀田勇一・黒住耐二＊    ＊前回改訂版 (2005) における黒住による記載内容を一部引用した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： アツマイマイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 マイマイ上科 ナンバンマイ

マイ科 
学    名 ： Nesiohelix solida Kuroda & Emura, 1943 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
  
形    態 ： 殻径約40 mmの大型のマイマイ類で、殻長はやや短く (約 30 mm)、殻は厚く、体層周縁は角張らな

い。殻色は濃赤褐色で、色帯はない。殻表には粗い成長脈に沿った皺があるが、顆粒状にならない。
殻口は強く肥厚し、反転する。臍孔はやや狭いが明瞭に開く。 

近似種との区別 ： 大型で周縁が丸く、皺状彫刻を持ち、色帯を持たないことによって、同属の他種と識別できる。 
分 布 の 概 要 ： 尖閣列島の黄尾嶼と魚釣島にのみ分布。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ヘソアキマツマイマイは大東諸島、エラブマイマイは沖永良部島、スインホウマ

イマイは台湾に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 森林の林床に生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 現地調査が長らく行われていないが、野生化したヤギによる自然植生の破壊が進行しており、個体

数は減少していると思われる。 
現在の生息状況 ： 現地調査が長らく行われていないため、現在の生息状況は不明である。野生化したヤギの食害によ

る生息環境の悪化が懸念される。 
学術的意義・評価 ： 尖閣諸島の固有種であり、ヤギの食害による影響が懸念されるため、保全の重要性は極めて高い。 
生存に対する脅威 ： 野生化したヤギの食害による自然植生の破壊、林床の乾燥化、土壌流出による生息地の消失。 
特 記 事 項 ： 最近の生息状況は不明であり、早急な現地調査が必要である。 
原  記  載 ： 黒田徳米・江村重雄, 1943. 新属アツマイマイ属に就いて. Venus, 13(1–4): 18–34. (pp. 27–29, 

33–34, text-figs 12–14, as Nesiohelix solida. Type loc.: “尖閣列島黄尾島”) 
参 考 文 献 ： 知念盛俊, 1979. 尖閣列島の陸産貝類. 沖縄生物学会誌, (17): 19–27. 

黒住耐二, 2005. アツマイマイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) —レッド
データおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
443. 

湊 宏, 2014. アツマイマイ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物－6 
貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 365. 

横畑泰志・横田昌嗣, 2000. 尖閣諸島魚釣島の野生化ヤギ問題について. 野生生物保護, 5: 1–12. 
 

執 筆 者 名 ： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： アマノヤマタカマイマイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 マイマイ上科 ナンバンマイ

マイ科 
学    名 ： Satsuma amanoi Kuroda, 1960 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) 
  
図 の 解 説 ： p. 41. A, B, C：南城市玉城百名 (タイプ産地). D：糸満市摩文仁. 撮影：亀田勇一 (A, B, C), 早

瀬善正(D). 
形    態 ： 殻は殻径約22 mmで螺塔の高い円錐形、体層周縁には弱い角を持つ。殻表は光沢のある淡黄白色で、

色帯を持たない。臍孔は狭く開く。殻口は肥厚・反転する。軟体部の背面は乳白色で、外套膜縁は
灰色。生殖器には本属に共通する特徴として、陰茎付属肢と鞭状器を有する。陰茎が著しく長いの
が特徴で、殻径の2.5–5倍に達する。 

近似種との区別 ： 本種の殻形態は日本産の陸産貝類としては極めて特異であり、国内に形態の似る種は存在しない。
台湾産の同属の樹上棲種とは殻の形が似るが、本種の方がはるかに大型であるため混同することは
ない。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島南部の固有種。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 琉球列島中部で多様化している樹上性の系統の一員で、沖縄島南部には本種とシ

ラユキヤマタカマイマイ・オキナワヤマタカマイマイ（ヤンバルヤマタカマイマイを含む）の3種
が分布し、後者は同所的にも棲息する。 
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生 態 的 特 徴 ： 樹上棲で、樹冠が発達して照度や乾燥が抑えられた森林内の樹木を主な棲息場所とする。 
生息地の条件  ： ハマイヌビワやガジュマルなどの大径木を有する、石灰岩地の自然林を好む。沖縄島南部ではこの

ような環境が残されている丘陵地の斜面林や古い墓地、御嶽、城跡などを中心に棲息している。 
個体数の動向  ： 2000年代前半までは生貝を確認できる場所が多かったが、2015〜2016年の調査では古い死殻ばかり

で生貝を確認できない場所が増えている。また、集合墓地や宅地等の建設、公園整備などにより棲
息地である森林自体の縮小・消滅が急速に進んでおり、個体群が消滅した場所も存在する。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 琉球列島で多様化を遂げた固有の系統の一員であり、琉球列島の生物相の独自性を特徴づけるもの

として生物地理学的・進化生物学的にきわめて重要である。 
生存に対する脅威 ： 本種は樹上棲であり、棲息に適した森林の消失や急激な変化は大きな脅威となる。遊歩道の建設、

林縁の枝打ち、被覆する蔓植物・下草の過剰な除去も林内の風通しをよくし、林内の乾燥化をもた
らす要因となる。かつては城跡や墓地は好適な棲息地の代名詞とも言えたが、世界遺産整備に伴う
樹木の伐採や、墓地の密集化により、生存が脅かされている。また、台風による地面への落下や、
樹木の倒壊に伴う林内の照度の増加は捕食圧の上昇に繋がるため、こうした自然災害の頻度や規模
の増加も大きな脅威である。さらに、本種は日本の陸産貝類としては極めて特異な殻形態を有し、
マニアの間での人気も高いため、採集圧も大きな脅威のひとつと考えられる。 

特 記 事 項 ： 国内希少野生動植物種 (2017年)。 
原  記  載 ： 黒田徳米, 1960. 沖縄群島産貝類目録 (頭足類を除く). 琉球大学教務部普及課, 那覇, vi+106 pp., 

3pls. (p.80, pl.3, fig.31, as Satsuma (Luchuhadra) amanoi. Type. loc.: “島尻地方玉城村
百名”) 

参 考 文 献 ： Chinen, M., 1977. Land shells of Okinawa-jima and adjacent islands (exclusive of Truncatellidae, 
Assimineidae and Ellobiidae). Ecological Studies of Nature Conservation of the Ryukyu Islands, 3: 
127-149. 

Kameda, Y. & Kato, M., 2008. Systematic revision of the subgenus Luchuhadra (Pulmonata: Camaenidae: 
Satsuma) occurring in the central Ryukyu Archipelago. Venus, 66: 127-145. 

黒住耐二, 2005. アマノヤマタカマイマイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物
編) －レッドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然
保護課, 那覇, 377–378. 

竹内将俊・青野倫行, 2010. 公園内の二次林における沖縄産絶滅危惧陸生貝類アマノヤマタカマイ
マイとオキナワヤマタカマイマイ (有肺目：ナンバンマイマイ科) の生息環境. Molluscan 
Diversity, 2: 42-48. 

竹内将俊・小峰幸夫・野村昌史, 2001. 琉球列島に固有なオキナワヤマタカマイマイ類の地理的分
布と生息環境. 野生生物保護, 6: 91-107. 

 
執 筆 者 名 ： 亀田勇一 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ヨナグニマイマイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 マイマイ上科 ナンバンマイ

マイ科 
学    名 ： Satsuma caliginosa picta (Pilsbry & Hirase, 1909) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧I類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
図 の 解 説 ： p. 41. 与那国島. 撮影：亀田勇一. 
形    態 ： 殻は殻径約28 mm前後、螺塔はやや低く、体層周縁は丸い。成貝の殻口は横長の楕円形、底唇部は

やや直線的で、殻口の反転する手前でわずかに内側に張り出して突起を形成する。臍孔は狭いが明
瞭。地色は飴色で、周縁とその上下、臍孔部に計 4本の色帯を持ち、上 2本は時に接して幅広い1
本の色帯となる。 

近似種との区別 ： 名義タイプ亜種イッシキマイマイとは、より小型で、殻口の変形が弱いことで識別される。姉妹種
タンスイマイマイはより低平で殻口に弱い突起を持ち、臍孔も広いことで識別できる。 

分 布 の 概 要 ： 与那国島固有亜種。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 石垣島・西表島に名義タイプ亜種イッシキマイマイ、台湾北部にタンスイマイマ

イが分布する。 
生 態 的 特 徴 ： やや内陸部の森林に棲息し、夜間や降雨時に這い出して林床や石灰岩上を這い回る。乾燥時には湿

った石灰岩の隙間や倒木・落葉下に潜り込んで休眠する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 島中央部の自然林一帯には広く分布しているが、個体群密度はかなり低下している。2000年代中頃

までは、夜間調査で多数の個体が這い出ているのが確認できていたが、2015年調査時にはごく少数
の個体しか観察されなかった。また、棲息地の大半には同属の外来種であるシュリマイマイやミヤ
コマイマイが侵入しており、影響が懸念される。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： シュリマイマイ類とは系統的に離れており、日本で唯一、狭義の Coniglobus (ドングリマイマイ類)

の系統に属する種として生物地理学的に重要である。 
生存に対する脅威 ： 本種の主な棲息地は自然林であり、開発による森林面積の減少・分断が個体数の現象に繋がってい

る。近年の温暖化や乾燥の進行も林内の湿度を下げ、棲息環境を狭めている可能性が高い。本種と
シュリマイマイやミヤコマイマイは生態的にも類似点が多いため、ある程度乾燥等にも強いこれら
の外来種との競合によりいっそう個体数を減らしているおそれがある。 
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原  記  載 ： Pilsbry, H.A. & Hirase, Y., 1909. New land Mollusca of the Japanese Empire. Proceedings of the Academy of 
Natural Sciences of Philadelphia, 60: 586-599. (pp.591-592, as Eulota (Euhadra) picta. Type loc.: 
“Yonakuni-jima, Ryukyu”) 

参 考 文 献 ： 知念盛俊, 1970. 八重山の陸産貝類. 沖縄生物教育研究誌, (4): 26-30. 
知念盛俊, 1990. 西表島の陸産貝類. “南西諸島における野生生物の種の保存に不可欠な諸条件に
関する研究 平成元年度西表島崎山半島地域調査報告書”, 環境庁自然保護局 (編), 環境庁自然
保護局, 東京, 267-275. 

波部忠重・知念盛俊, 1974. 八重山群島石垣・西表両島の陸産貝類相とその生物地理学的意義. 国
立科学博物館専報, (7): 121-128, pls.1-3. 

久保弘文・福田 宏・早瀬善正・亀田勇一・黒住耐二・上島 励・小澤宏之, 2017. 沖縄県レッド
データブック ーレッドデータおきなわー 第2回改訂に伴う稀少貝類棲息実態調査報告ー1. 与那
国島. Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

黒住耐二, 2005. ヨナグニマイマイ (ヨナクニマイマイ). “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野
生生物 (動物編) —レッドデータおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化
環境部自然保護課, 那覇, 440. 

湊 宏, 1976. 与那国島の陸産貝類相. Venus, 35: 163-183. 
 

執 筆 者 名 ： 亀田勇一 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： オキナワヤマタカマイマイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 マイマイ上科 ナンバンマイ

マイ科 
学    名 ： Satsuma eucosmia eucosmia (Pilsbry, 1895) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
  
図 の 解 説 ： p. 41. A：中城村泊. B, C：那覇市首里. D, E：うるま市浜比嘉島. F：南城市玉城. 撮影：亀田勇

一. 
形    態 ： 貝殻は中型 (殻径約27 mm)、螺塔の高い円錐形で、殻頂はやや尖る。薄質。体層周縁には弱い角を

持つ。殻皮は光沢を持つ。色彩には変異があり、地色が白色系の個体でも殻底と縫合下は黄色みを
帯びる。臍孔は狭く開く。殻口は白色で、弱く肥厚し、反転する。 

近似種との区別 ： 沖縄島北部に棲息するヤンバルヤマタカマイマイとは、殻がやや大型で螺塔が低く、周縁角が強い
ことや、生殖器の陰茎がより長く、陰茎付属肢が短いことで区別される。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄市以南の沖縄島と周辺の小島嶼からのみ知られている。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 琉球列島中部で多様化している樹上性の系統の一員で、沖縄島と周辺の小島嶼に

は本種（ヤンバルヤマタカマイマイを含む）とアマノヤマタカマイマイ・シラユキヤマタカマイマ
イの3種が、沖永良部島には亜種オキノエラブヤマタカマイマイが分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 樹上棲で、樹冠が発達して照度や乾燥が抑えられた森林内の樹木を主な棲息場所とする。 
生息地の条件  ： ハマイヌビワやガジュマルなどの大径木を有する、石灰岩地の自然林を好む。沖縄島南部ではこの

ような環境が残されている丘陵地の斜面林や古い墓地、御嶽、城跡などを中心に棲息している。 
個体数の動向  ： 2000年代前半までは一度の調査で多数の個体を確認できる場所が多かったが、2015〜2016年の調査

では一様に棲息密度が低下していた。また、集合墓地や住宅等の建設、公園整備などにより棲息地
である森林の縮小・消滅も急速に進んでおり、個体群自体が消滅した場所も存在する。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 琉球列島で多様化を遂げた固有の系統の一員であり、琉球列島の生物相の独自性を特徴づけるもの

として生物地理学的・進化生物学的にきわめて重要である。 
生存に対する脅威 ： 本種は樹上棲であり、棲息に適した森林の消失や急激な変化は大きな脅威となる。遊歩道の建設、

林縁の枝打ち、被覆する蔓植物・下草の過剰な除去は林内の風通しをよくし、棲息場所の乾燥化を
もたらす要因となる。かつては城跡や古い墓地は好適な棲息地の代名詞とも言えたが、世界遺産整
備に伴う樹木の伐採や、墓地の密集化により、生存を脅かされている。また、台風による地面への
落下や、樹木の倒壊に伴う林内の照度の増加は捕食圧の上昇に繋がるため、こうした自然災害の頻
度や規模の増加も大きな脅威である。 

特 記 事 項 ： レッドデータおきなわ前版で「オキナワヤマタカマイマイ」として扱われていたものは、現在では
分類学的再検討の結果、本種とシラユキヤマタカマイマイの2種に分けられている。さらに、沖縄
島北部の本種個体群は形態的分化が見られるため、分けて扱った。  

原  記  載 ： Pilsbry, H. A., 1895. Catalogue of the Marine Mollusks of Japan, with Descriptions of New Species and Notes 
on Others Collected by Fredrick Stearns. F. Stearns, Detroit, 186 pp., 11pls. (p.161, pl.10, fig.14, as 
Ganesella largillierti var. eucosmia. Type loc.: “Yaeyama Island, the largest of the middle Loo Choo group, 
often known as Okinawa”) 

参 考 文 献 ： Chinen, M., 1977. Land shells of Okinawa-jima and adjacent islands (exclusive of Truncatellidae, 
Assimineidae and Ellobiidae). Ecological Studies of Nature Conservation of the Ryukyu Islands, 3: 
127-149. 

Kameda, Y. & Kato, M., 2008. Systematic revision of the subgenus Luchuhadra (Pulmonata: Camaenidae: 
Satsuma) occurring in the central Ryukyu Archipelago. Venus, 66: 127-145. 

黒住耐二, 2005. オキナワヤマタカマイマイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物
編) —レッドデータおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保
護課, 那覇, 379-380. 
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竹内将俊・青野倫行, 2010. 公園内の二次林における沖縄産絶滅危惧陸生貝類アマノヤマタカマイ
マイとオキナワヤマタカマイマイ (有肺目：ナンバンマイマイ科) の生息環境. Molluscan 
Diversity, 2: 42-48. 

竹内将俊・小峰幸夫・野村昌史, 2001. 琉球列島に固有なオキナワヤマタカマイマイ類の地理的分
布と生息環境. 野生生物保護, 6: 91-107. 

 
執 筆 者 名 ： 亀田勇一 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

和    名 ： ウラキヤマタカマイマイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 マイマイ上科 ナンバンマイ

マイ科 
学    名 ： Satsuma hemihelva Minato, 1980 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) 
  
図 の 解 説 ： p. 41. 野原岳. 撮影：亀田勇一. 
形    態 ： 殻は中型 (殻径約 25 mm) で薄質、螺塔のやや高い円錐形で、殻頂は鈍い。体層周縁は丸い。螺層

はややくすんだ白色、殻底は黄褐色で光沢を持つ。無帯または周縁に1本の色帯を有する。臍孔は
狭く開く。殻口は白色で、弱く肥厚し、反転する。生殖器では陰茎と陰茎本体が長く、殻径の 1.5
倍程度に達することに加え、輸卵管が著しく長い (他種の3–5倍) ことが特徴である。 

近似種との区別 ： 琉球列島産の同属の樹上棲種とは、薄質で周縁が丸く、殻底が濃い黄色になることで識別できる。 
分 布 の 概 要 ： 宮古島と伊良部島の固有種。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 琉球列島中部で多様化している樹上性の系統の一員で、宮古諸島はその分布の南

限にあたる。姉妹種であるオモロヤマタカマイマイは久米島に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 森林内の樹木等を棲息場所とする樹上棲種で、産卵は樹幹や石灰岩塊の窪みに行う。樹冠が発達し

て照度や乾燥が抑えられた森林の樹木を主な棲息場所とするが、やや風通しのよい林縁部にも出現
し、森林に隣接する公園の樹木などにも多産することがある。 

生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 2000年代前半までの調査では数地点で確認され、一度の調査で数十個体を確認できた場所もあるが、

近年では棲息地自体がごく限られてきている。野原岳では工事により棲息地の森林が削られている
上、棲息密度も著しく低下している。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 琉球列島で多様化を遂げた固有の系統の一員であり、琉球列島の生物相の独自性を特徴づけるもの

として生物地理学的・進化生物学的にきわめて重要である。 
生存に対する脅威： 本種は樹上棲であり、棲息に適した森林の消失や急激な変化は大きな脅威となる。直接的な伐採は

もちろんのこと、遊歩道の建設、枝打ち、被覆する蔓植物・下草の過剰な除去は林内の風通しをよ
くし、棲息場所の乾燥化をもたらす要因となる。恒常的に乾燥が続けば、乾いた樹洞などにはアリ
が営巣することになり、本種をはじめとする樹上棲種の産卵場所や隠れ場所が失われ、個体群の縮
小に繋がりうる。また、台風による地面への落下や、樹木の倒壊に伴う林内の照度の増加は捕食圧
の上昇に繋がるため、こうした温暖化・乾燥化の進行や自然災害の頻度・規模の増加も大きな脅威
である。 

特 記 事 項 ： 国内希少野生動植物種 (2017年)。宮古島市自然環境保全条例保全種 (2005年)。 
原  記  載 ： 湊 宏, 1980. 宮古群島の陸産貝類相. Venus, 39(2): 83-99. (pp.90-91, 95, pl.1, figs.3-4, pl.2, 

figs.7-8, as Satsuma hemihelvus [sic]. Type loc.: “宮古諸島伊良部島豊見親比屋地御嶽”) 
参 考 文 献 ： Kameda, Y. & Kato, M., 2008. Systematic revision of the subgenus Luchuhadra (Pulmonata: Camaenidae: 

Satsuma) occurring in the central Ryukyu Archipelago. Venus, 66: 127-145. 
久保弘文, 準備中. 陸産貝類. “宮古島市史 自然編”, 宮古島市史編さん委員会 (編), 宮古島市
教育委員会, 宮古島. 

黒住耐二, 2005. ウラキヤマタカマイマイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物
編) －レッドデータおきなわ–”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保
護課, 那覇, 378-379. 

湊 宏, 1980. 宮古群島の陸産貝類相. Venus, 39(2): 83-99. 
大原健司, 1994. 宮古諸島の陸産貝類相. かいなかま, 28(3): 1-7. 
竹内将俊・小峰幸夫・野村昌史, 2001. 琉球列島に固有なオキナワヤマタカマイマイ類の地理的分
布と生息環境. 野生生物保護, 6: 91-107. 

 
執 筆 者 名 ： 亀田勇一 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： イヘヤヤマタカマイマイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 マイマイ上科 ナンバンマイ

マイ科 
学    名 ： Satsuma iheyaensis (Pilsbry & Hirase, 1905) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) 
  
図 の 解 説 ： p. 41. 伊平屋島. 撮影：亀田勇一. 
形    態 ： 貝殻は殻径約23 mmで螺塔のやや高い円錐形、殻頂はやや鈍い。体層周縁には弱いが明瞭な角を持
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つ。殻皮は弱い光沢を持つ。地色は乳白色〜淡黄白色で、周縁には 0～2 本の色帯をめぐらす。臍
孔は狭く開く。殻口は白色で、やや強く肥厚し、反転する。 

近似種との区別： 本種は、琉球列島産の同属の樹上棲種とは、小型でやや厚質、周縁角が明瞭であることによって識
別できる。姉妹種シラユキヤマタカマイマイとは殻の雰囲気が似るが、周縁角を持つことと、生殖
器各部の肥厚が弱く、陰茎も細く長いことで区別される。 

分 布 の 概 要 ： 伊平屋島固有種。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 琉球列島中部で多様化している樹上性の系統の一員で、伊平屋島には本種のみが

分布する。姉妹種シラユキヤマタカマイマイは沖縄島と沖永良部島に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 完全な森林棲かつ山地棲で、森林内の樹木等を棲息場所とする樹上棲種である。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： もともと稀産であり、公表されている棲息記録では 1990 年代以降に数件、1〜4 個体ずつが確認さ

れたにすぎない。動向は不明であるが、近縁種に比べ圧倒的に記録が少なく、確認が困難な種であ
ることは間違いない。他の島に棲息する近縁種は大型台風などの影響で軒並み減少しており、本種
も少なからず打撃を受けている可能性が高い。 

現在の生息状況 ： 概ね標高100 m以上の樹林帯に棲息しており、山麓や林縁部では確認できない。条件の良い大木で
は複数個体を確認できることもあるが、連続的に見出されるわけではないため、パッチ状に点在す
る棲息に適した環境を中心として低密度な個体群が維持されていると考えられる。賀陽山では2016
年調査でも少数ずつ複数の地点で見出された。また、アサ岳でも1997年に4個体が確認されており、
他の山にも棲息している可能性がある。 

学術的意義・評価 ： 琉球列島で多様化を遂げた固有の系統の一員であり、琉球列島の生物相の独自性を特徴づけるもの
として生物地理学的・進化生物学的にきわめて重要である。 

生存に対する脅威 ： 本種は樹上棲であり、棲息に適した森林の消失や急激な変化は大きな脅威となる。棲息域の下限付
近と考えられる標高100 m前後にはダムや道路が建設されており、影響が懸念される。台風による
地面への落下や、樹木の倒壊に伴う林内の照度の増加は捕食圧の上昇に繋がるため、こうした自然
災害の頻度や規模の増加も大きな脅威である。また、本種は日本の陸産貝類の中でも希少価値が高
く、棲息する木まで特定されている山頂付近では、マニアの採集圧も脅威となる。 

特 記 事 項 ： 国内希少野生動植物種 (2017年)。 
原  記  載 ： Pilsbry, H. A. & Hirase, Y., 1905. New land mollusks of the Japanese Empire. Proceedings of the Academy of 

Natural Sciences of Philadelphia, 57: 705-719. (p.710, as Ganesella sororcula var. iheyaensis. Type loc.: 
“Iheyajima, Ryukyu”) 

参 考 文 献 ： 東 良雄, 2000. 伊平屋島で再発見されたイヘヤヤマタカマイマイの生殖器について. ちりぼたん, 
31: 85-89. 

Kameda, Y. & Kato, M., 2008. Systematic revision of the subgenus Luchuhadra (Pulmonata: Camaenidae: 
Satsuma) occurring in the central Ryukyu Archipelago. Venus, 66: 127-145. 

黒住耐二, 2005. イヘヤヤマタカマイマイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物
編) －レッドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然
保護課, 那覇, 332-333. 

竹内将俊・小峰幸夫・野村昌史, 2001. 琉球列島に固有なオキナワヤマタカマイマイ類の地理的分
布と生息環境. 野生生物保護, 6: 91-107. 

 
執 筆 者 名 ： 亀田勇一 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： クメジママイマイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 マイマイ上科 ナンバンマイ

マイ科 
学    名 ： Satsuma mercatoria kumejimaensis M. Azuma, Y. Azuma & Hirata, 1992 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) 
  
図 の 解 説 ： p. 42. 久米島町仲地. 撮影：亀田勇一. 
形    態 ： 貝殻は殻径30 mm弱、螺塔はやや低く、比較的厚質。周縁は丸く、螺層は少し膨れ、球形に近い印

象を与える。上面に規則的で弱い皺状彫刻がある。殻皮はほとんど光沢を持たず錆色で、周縁に細
い黒帯を巡らす。臍孔は狭く開く。殻口も同色で、やや強く肥厚し、反転する。生殖器は陰茎が比
較的短く、陰茎本体の長さを超えない。陰茎付属肢は10 mm内外でシュリマイマイ種群としては長
く明瞭。鞭状器は短い。 

近似種との区別 ： シュリマイマイやミヤコマイマイとは、螺塔が比較的高く周縁角を持たないことや、殻皮に光沢が
ないことによって識別できる。生殖器の形態では、シュリマイマイは陰茎本体より陰茎の方が通常
長く、ミヤコマイマイは陰茎本体と鞭状器がほぼ同長であるため区別される。 

分 布 の 概 要 ： 久米島固有亜種。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 琉球列島中部で多様化しているグループの一員であり、久米島には他にシュリマ

イマイ、ミヤコマイマイ、リュウキュウヒダリマキマイマイが棲息している。本種は久米島北西部
の自然林や二次林にのみ分布し、ミヤコマイマイとは共存することがあるが、シュリマイマイとは
ほぼ側所的な分布を示す。 

生 態 的 特 徴 ： 林床の倒木下や落葉下に生息する地上棲種で、湿度の保たれた自然林や二次林の林床に棲息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： もともと棲息範囲は局限されており、多産することもないが、近年では森林面積の減少や温暖化・
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異常乾燥による林床の荒廃で棲息可能な環境が限られてきており、個体群の縮小が進んでいると考
えられる。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 琉球列島で多様化を遂げた系統の一員であり、琉球列島の生物相の独自性を特徴づけるものである。

特に本亜種はシュリマイマイから種分化しつつあると考えられ、生物地理学的・進化生物学的にき
わめて重要である。 

生存に対する脅威 ： ドリーネや低標高の林のような人里に近い環境を棲息場所としているため、集落周辺の開発に伴う
林の縮小・消失など、人間の活動による棲息環境の破壊が最大の脅威となる。また、久米島特産か
つ稀産であるため、マニアの採集圧も無視できない。分布の重なるミヤコマイマイは国内外来種の
疑いもあり、近年久米島でも増加傾向にあると考えられるため、生態的な競合や交雑が懸念される。 

特 記 事 項 ： 分子系統学的にはシュリマイマイの一集団となるが、シュリマイマイとは分布が側所的で、交雑の
痕跡も乏しいため、生殖隔離のある別種である可能性を考慮する必要がある。 

原  記  載 ： 東 正雄・東 良雄・平田義浩 1992. 久米島の陸産貝類相. Venus 50: 264-269. (pp.265-268, 
figs.1-3, as Satsuma (Coniglobus) mercatoria ＾０１-*kumejimaensis. Type loc.: “久米島
具志川村宇江城”) 

参 考 文 献 ： 亀田勇一, (準備中) シュリマイマイ類の分布と国内移入状況. Molluscan Diversity, 5. 
黒住耐二, 2005. クメジママイマイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) —レ
ッドデータおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那
覇, 333. 

湊 宏, 2001. シュリマイマイ種群とオオシママイマイ種群の種類とその分布. ちりぼたん, 32: 
24-31. 

湊 宏, 2014. クメジママイマイ. “レッドデータブック2014 －日本の絶滅のおそれのある野生生
物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 202. 

品川和久, 1978. 沖縄県久米島における陸貝採集記録. かいなかま, 12(2): 4-14. 
 

執 筆 者 名 ： 亀田勇一 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： サキシマヒシマイマイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 マイマイ上科 ナンバンマイ

マイ科 
学    名 ： Satsuma sakishimana Kuroda, 1960 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧I類 (CR+EN)     環境省カテゴリー： 絶滅危惧I類 (CR+EN) 
  
形    態 ： 殻は殻径約24 mmで薄質。螺塔の低いソロバン玉形で、周縁角は明瞭であるが竜骨状にはならない。

殻表はほぼ平滑で淡赤褐色。殻口はやや厚く肥厚し、反転する。臍孔は明瞭に開く。生殖器は陰茎
後端部に陰茎付属肢を欠き、代わりに verge を有する。鞭状器はごく短く、円錐形。 

近似種との区別 ： ウスヒシマイマイ S. mellea は、殻口底部に弱い歯状突起を持つことや、陰茎と陰茎本体がともに
短く、陰茎付属肢を持つことで区別される。 

分 布 の 概 要 ： 宮古諸島 (宮古島、伊良部島) 固有種。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 姉妹種のウスヒシマイマイが台湾北部に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 地上棲で、林床の倒木下や落葉下を好むと考えられているが、実際には林縁部や草地においても棲

息可能であり、森林環境への依存度は比較的低い。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： かつては野原岳などの森林内でも確認することが出来ていたが、工事などでその面積が削られてい

ることに加え、湿度の保たれた林内ではニューギニアヤリガタリクウズムシが蔓延しており、生貝
を見出すのは極めて困難になっている。林縁部〜隣接する草地などには棲息しているが、季節や年
による消長が著しく、安定して多数の個体を確認することは難しい。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 琉球列島で多様化を遂げた系統の一員であり、琉球列島の生物相の独自性を特徴づけるものである。

特に本種はシュリマイマイ類の中でも最も古くに分岐した種のひとつであり、生物地理学的・進化
生物学的にきわめて重要である。 

生存に対する脅威 ： 自然林とそれに隣接する草地や、耕作地周辺の草地など棲息可能な環境は比較的広いが、開発によ
り森林面積は減少しており、また草地では草刈りや薬剤散布など人為的な改変を受けやすく、長期
的に安定した個体群を維持できる場所は非常に限られてきている。また、ニューギニアヤリガタリ
クウズムシの侵入により本種をはじめ多くの陸貝が減少しているうえ、生態的に競合する可能性の
ある外来種ミヤコマイマイが急速に棲息範囲を広げているなど、外来種の影響も強く受けていると
考えられる。 

特 記 事 項 ： 陰茎付属肢を欠くことを根拠に Camaena に分類されていたが、Satsuma の一員であり、琉球列島
で多様化している地上棲系統 (シュリマイマイ類) の中で古くに分岐したもののひとつである。宮
古島市自然環境保全条例保全種（2005年）。 

原  記  載 ： 黒田徳米, 1960. 沖縄群島産貝類目録 (頭足類を除く). 琉球大学教務部普及課, 那覇, iv+106pp., 
3pls. (pp.80-81, as Satsuma (Coniglobus) sakishimana. Type loc.: “宮古島西原”) 

参 考 文 献 ： Chinen, M., 1976. Land shells of Miyako-jima and adjacent Islands. Ecological Studies of Nature 
Conservation of the Ryukyu Islands, 2: 89-94. 

久保弘文, 準備中. 陸産貝類. “宮古島市史 自然編”, 宮古島市史編さん委員会 (編), 宮古島市
教育委員会, 宮古島. 
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黒住耐二, 2005. サキシマヒシマイマイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) 
—レッドデータおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 
那覇, 371-318. 

湊 宏, 1980. 宮古群島の陸産貝類相. Venus, 39(2): 83-99. 
大原健司, 1994. 宮古諸島の陸産貝類相. かいなかま, 28(3): 1-7. 
 

執 筆 者 名 ： 亀田勇一 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： タダマイマイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 マイマイ上科 ナンバンマイ

マイ科 
学    名 ： Satsuma tadai Kuroda, 1960 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
図 の 解 説 ： p. 42. 尖閣列島 (増田修氏所蔵標本). 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 貝殻は左巻きで、小型 (殻径約20 mm) で、殻長はやや長い (約 14 mm)。螺層は細かく巻き、体層

周縁は丸い。殻は黄褐色であるが、体層周縁に褐色の色帯があり、その上下に幅広い赤褐色の色帯
がある。臍孔はやや広く開く。 

近似種との区別 ： 八重山に分布するクロイワヒダリマキマイマイに似るが、小型で螺塔が高いことで区別され、分布
域も異なる。 

分 布 の 概 要 ： 尖閣列島 (魚釣島、黄尾島) にのみ生息する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 同属別種との類縁関係は不明であるが、最も近似したクロイワヒダリマキマイマ

イは八重山諸島に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 自然林の落葉下に生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 現地調査が長らく行われていないが、野生化したヤギによる自然植生の破壊が進行しており、個体

数は減少していると思われる。 
現在の生息状況 ： 現地調査が長らく行われていないため、現在の生息状況は不明である。野生化したヤギの食害によ

る生息環境の悪化が懸念される。 
学術的意義・評価 ： 尖閣諸島の固有種であり、ヤギの食害による影響が懸念されるため、保全の重要性は極めて高い。 
生存に対する脅威 ： 野生化したヤギの食害による自然植生の破壊、林床の乾燥化、土壌流出による生息地の消失。 
特 記 事 項 ： 最近の生息状況は不明であり、早急な現地調査が必要である。 
原  記  載 ： 黒田徳米, 1960. 沖縄群島産貝類目録 (頭足類を除く). 琉球大学教務部普及課, 那覇, iv+106 pp., 

3 pls. (p. 81, pl. 3, figs 28–30, as Satsuma (Coniglobus) tadai. Type loc.: “尖閣列島”) 
参 考 文 献 ： 知念盛俊, 1979. 尖閣列島の陸産貝類. 沖縄生物学会誌, (17): 19–27. 

黒住耐二, 2005. タダマイマイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) —レッド
データおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
440. 

湊 宏, 2014. タダマイマイ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物－6 
貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 425. 

横畑泰志・横田昌嗣, 2000. 尖閣諸島魚釣島の野生化ヤギ問題について. 野生生物保護, 5: 1–12. 
 

執 筆 者 名 ： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ヒメシイノミミミガイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 オカミミガイ上科 オカミミガイ科 
学    名 ： Cassidula paludosa (Garrett, 1872) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) 
 
形    態 ： 殻長 10 mm、殻径5 mm。殻は紡錘形、厚く不透明で濃い小豆色、殻表は多数の細い螺溝を巡らし、

繊細な殻毛を具える。殻頂は白色の胎殻が乳頭状に突出する。殻口外唇内側に強い歯状突起を持ち、
その後方は彎入する。内唇の2個のパリエタル歯は弱く、軸唇の褶は強い。繃帯は強い螺状稜角を
成す。 

近似種との区別 ： クリイロコミミガイに似るが、同種は殻表の螺溝がより粗く、殻毛を欠く。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島、先島諸島、台湾、東南アジア、フィリピン、パラオ、フィジー、ウベア、サモ

ア。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 沖縄県産オカミミガイ科の他種に比べ、より不連続で局所的に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 泥上の有機物等を摂食すると思われる。紐状の卵塊を固い基質上へ螺旋状に産みつける。 
生息地の条件  ： マングローブ林辺縁の塩性湿地の潮間帯中〜上部において、礫混じりの湿った軟泥底の転石や朽木、

廃棄されたビニール袋等、遮蔽物の下に潜む。 
個体数の動向  ： 沖縄島や石垣島宮良川の塩性湿地では近年産地の大半が消失し、個体数は極端に減少した。棲息可

能な場所は益々限定的になりつつある。 
現在の生息状況 ： 現存産地は沖縄島・先島諸島の合計10箇所以下である。既知の個体群はいずれも小規模で、わずか

な環境変化によって容易に失われかねない。 
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学術的意義・評価 ： 沖縄県を含む南西諸島は本種の分布の世界的北限である。 
生存に対する脅威 ： 海岸や河口の埋立・護岸、道路や橋梁設置等の開発、マングローブ湿地の破壊、水質・土壌汚染。

特に、塩性湿地の朽木や廃棄された毛布・ビニール袋等の漂着物が撤去・焼却されると、個体群に
致命的打撃を与えることがあるので、無思慮にゴミ掃除をすべきでない。温暖化に伴う湿地の乾燥
化も懸念される。さらに、国内産個体は稀少価値が高く、標本蒐集家や販売業者が乱獲する恐れが
ある。 

特 記 事 項 ： 「Kunchan, Ryukyu」(琉球国頭）から記載された Cassidula paludosa nigrobrunnea Pilsbry & Hirase, 1905 
は、「Viti」(Fiji) 産 Ophicardelus paludosus Garrett, 1872 の殻色が「yellow or light brown」なのに対
し、「deep chocolate brown」であることだけを根拠に別亜種とされたもので、両者は同物異名と考
えられる。 
鹿児島県レッドリスト掲載種 (絶滅危惧I類)。 

原  記  載 ： Garrett, A.J., 1872. Descriptions of new species of land and freshwater shells. American Journal of 
Conchology, 7: 219–230, pl. 19. (p. 220, pl. 19, fig. 3, as Ophicardelus paludosus, Type loc.: “Viti, Wallis 
and Samoa Islands”) 

Pilsbry, H.A. & Hirase, Y., 1905. New land mollusks of the Japanese Empire. Proceedings of the Academy of 
Natural Sciences of Philadelphia, 57: 705–719. (p. 719, as Cassidula paludosa nigrobrunnea. Type loc.: 
“Kunchan, Ryukyu”) 

参 考 文 献 ： 福田 宏, 1996. 腹足綱；宮古島 平良市久松漁港 (久貝)〜久松松原；石垣島 宮良川 (石垣市宮
良)・磯辺川河口 (石垣市磯辺). “日本における干潟海岸とそこに生息する底生生物の現状”, 
花輪伸一・佐久間浩子 (編), WWF Japan Science Report, 3: 11–63, 114–115. 

久保弘文, 2005. ヒメシイノミミミガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) 
—レッドデータおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 
那覇, 361. 

久保弘文, 2012. ヒメシイノミミミガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータ
ブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 93. 

久保弘文, 2014. ヒメシイノミミミガイ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある
野生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 
88. 

増田 修・内山りゅう, 2004. 日本産淡水貝類図鑑②汽水域を含む全国の淡水貝類. ピーシーズ, 
横浜, 240 pp. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏・久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ナズミガイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 オカミミガイ上科 オカミミガイ科 
学    名 ： Cylindrotis quadrasi Moellendorff in Quadras & Moellendorff, 1895 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) 
 
形    態 ： 殻長9 mm、殻径2.5 mm。殻は前後に長いシリンダー状ないし棍棒状、殻表は緩く彎曲する成長脈以

外は平滑、光沢が強く、淡い緑色がかった黄金色。殻頂はドーム状、縫合は不規則に波打ち、くび
れは弱い。殻口外唇は老成すると多少肥厚し、内側中ほどが低く隆起する。内唇のパリエタル歯は
1個で強く、軸唇に低い褶を1個持つ。 

近似種との区別 ： 極端に細長い比類のない殻形を示し、日本産オカミミガイ科で類似する種はない。ナガオカミミガ
イは殻色が似るが、より大きく、殻頂が尖り、光沢が弱い。ナラビオカミミガイも殻色や光沢は似
るが、殻形が短卵形で、殻口軸唇の褶は2個。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島北部西岸 (塩屋湾、羽地内海、今帰仁村大井川河口)、フィリピン、タイ。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 同属の他種はタイにC. siamensis Brandt, 1974 が知られるのみ。 
生 態 的 特 徴 ： 湿潤な環境の朽木や泥上の、有機物等を摂食すると考えられる。生活史は未詳。 
生息地の条件  ： 河口マングローブ林周辺の塩性湿地において、高潮帯の軟泥底礫間に棲息し、朽木・転石等遮蔽物

が豊富な環境に限られる。崩れかけた朽木や発酵した植物遺骸の中に潜り込んだり、転石下の甲殻
類の巣穴の中を匍匐するなど地中で生活し、雨後や大潮干潮時に表層へ出て活動する。 

個体数の動向  ： 国内では沖縄島北部の西岸3箇所に産地が限られ、しかも各産地は不連続で互いに孤立している。
個体数も非常に少ない。最初の発見地である塩屋湾大保大川河口の産地は消滅した。 

現在の生息状況 ： 国内の現存産地は僅か3箇所で、そのすべてが狭く小規模であり、環境変化が生じると容易に失わ
れかねない。 

学術的意義・評価 ： 沖縄県は本種の分布の世界的北限であり、他国でも記録例は著しく少ない。 
生存に対する脅威 ： 海岸や河口の埋立・護岸、道路や橋梁設置等の開発、マングローブ湿地の破壊、水質・土壌汚染。

特に、塩性湿地の朽木や廃棄されたビニール袋等の漂着物が撤去・焼却されると、個体群に致命的
打撃を与えることがあるので、無思慮にゴミ掃除をすべきでない。温暖化に伴う湿地の乾燥化も懸
念される。さらに、国内産個体は稀少価値が高く、標本蒐集家や販売業者が乱獲する恐れがある。 

特 記 事 項 ： かつてこの属はオカミミガイ科の中で最も原始的なヒラシイノミ亜科に属すと考えられてきたが、
塩屋湾大保大川河口産の本種をもとに系統上の位置が再検討された結果、同科で最も派生的なオ
カミミガイ亜科の一員であることが判明した。IUCNカテゴリー：Least Concern (LC)。 

原  記  載 ： Quadras, J.F. & Moellendorff, O.F. von, 1895. Diagnoses specierum novarum ex insulis Philippinis. 
Nachrichtsblatt der Deutschen Malakozoologischen Gesellschaft, 27: 73–88. (p. 77, as Cylindrotis quadrasi. 
Type loc.: “in insulis Masbate, Negros et Culion”) 
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参 考 文 献 ： Fukuda, H., 1994. The anatomy of Cylindrotis quadrasi from Okinawa Island, Japan and the subfamilial 
position of the genus Cylindrotis Moellendorff, 1895 (Archaeopulmonata: Ellobiidae). Journal of Molluscan 
Studies, 60: 69–81. 

福田 宏, 1996. 腹足綱；沖縄本島 国頭郡大宜味村塩屋 大保大川河口 (塩屋湾奥). “日本におけ
る干潟海岸とそこに生息する底生生物の現状”, 花輪伸一・佐久間浩子 (編), WWF Japan Science 
Report, 3: 11–63, 113–114. 

久保弘文, 2005. ナズミガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) —レッドデ
ータおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
316–317. 

久保弘文, 2014. ナズミガイ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物－6 
貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 91. 

久保弘文・福田 宏, 2012. ナズミガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータ
ブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 95. 

増田 修・内山りゅう, 2004. 日本産淡水貝類図鑑②汽水域を含む全国の淡水貝類. ピーシーズ, 
横浜, 240 pp. 

名和 純, 2009. 琉球列島の干潟貝類相 (2) 沖縄および宮古・八重山諸島. 西宮市貝類館研究報告, 
(6): 1–81, figs 1–33, pls 1–20, tables 1–3. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏・久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： コハクオカミミガイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 オカミミガイ上科 オカミミガイ科 
学    名 ： Ellobium pallidum (Sowerby II, 1839) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) 
 
形    態 ： 殻長30 mm、殻径10 mm。殻は縦長の紡錘形で殻頂は尖り、厚質、不透明、殻表は鈍い光沢を帯びた

淡黄白色で色帯を欠く。やや粗い成長脈を持ち、縫合下に微細顆粒列がある。殻口外唇内側は僅か
に肥厚する。内唇前方に1個の強いパリエタル歯を持ち、軸唇の褶は前後に長い。 

近似種との区別 ： 本州〜九州に産するオカミミガイはより大型で卵形、濃茶褐色の厚い殻皮で覆われる。ナガオカミ
ミガイは殻の色や質感が似るが、本種よりはるかに小さく細長い。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島、宮古島、西表島、台湾澎湖島、フィリピン、グアム、パラオ、東南アジア。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 沖縄県では3島のみで知られ、不連続的かつ局所的に産する。 
生 態 的 特 徴 ： 湿潤な環境の朽木や泥上の、有機物等を摂食すると考えられる。紐状の卵塊を産み、恐らく浮游幼

生期を持つ。 
生息地の条件  ： 河口・マングローブ林周辺の塩性湿地の高潮帯に棲息し、適度な湿気と、倒木や廃棄されたビニー

ル袋等の遮蔽物がある環境に限られる。特に幼貝は崩れかけた朽木等、発酵した植物遺骸の中に埋
もれて過ごす。 

個体数の動向  ： 沖縄島周辺の塩性湿地では埋立、護岸等で多くの産地が消失し、個体群数・個体数ともに著しく減
少した。宮古島嘉手苅のマングローブ湿地周辺では 1990 年代後半まで比較的まとまった個体数が
認められたが、近年は減少傾向が顕著である。 

現在の生息状況 ： 現存産地は合計10箇所以下で、その大半が小規模であり、環境変化が生じると容易に失われかねな
い。 

学術的意義・評価 ： 沖縄県は本種の分布の世界的北限である。 
生存に対する脅威 ： 海岸や河口の埋立・護岸、道路や橋梁設置等の開発、マングローブ湿地の破壊、水質・土壌汚染。

特に、塩性湿地の朽木や廃棄された毛布・ビニール袋等の漂着物が撤去・焼却されると、個体群に
致命的打撃を与えることがあるので、無思慮にゴミ掃除をすべきでない。温暖化に伴う湿地の乾燥
化も懸念される。さらに、国内産個体は稀少価値が高く、標本蒐集家や販売業者が乱獲する恐れが
ある。 

特 記 事 項 ： 属名を Auriculodes Strand, 1928 とすることもあるが、これは Ellobium Röding, 1798 の異名の可能性
が高い。E. incrassatum H. & A. Adams, 1854 と Auricula (Leuconia) opportuna Gould, 1859 は異名 (後
者のタイプ産地は琉球列島)。 

原  記  載 ： Sowerby, G.B. II, 1839. Molluscous animals, and their shells. “The Zoology of Captain Beechey's Voyage”, 
Beechey, F.W. (ed.), H.G. Bohn, London, 143–155, pls 34–44. (p. 146, pl. 38, fig. 27, as Auricula pallida. 
Type loc. not designated) 

Adams, H. & Adams, A., 1854. Monographs of Ellobium and Melampus, two genera of pulmoniferous 
Mollusca. Proceedings of the Zoological Society of London, for 1854: 7–13. (p. 8, as Ellobium incrassatum. 
Type loc.: “Loon, island of Bohol”) 

Gould, A.A., 1859. Descriptions of new species of shells. Proceedings of the Boston Society of Natural 
History, 7: 40–45. (p. 40, as Auricula (Leuconia) opportuna. Type loc.: “Loo Choo Is.”) 

参 考 文 献 ： 福田 宏, 1996. 腹足綱；沖縄本島 羽地内海 (名護市屋我地島南岸／名護市羽地〜国頭郡今帰仁村
我部井). “日本における干潟海岸とそこに生息する底生生物の現状”, 花輪伸一・佐久間浩子 
(編), WWF Japan Science Report, 3: 11–63, 114. 

久保弘文, 2005. コハクオカミミガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) —
レッドデータおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 
那覇, 329–330. 

久保弘文, 2012. コハクオカミミガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブ
ック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 96. 
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久保弘文, 2014. コハクオカミミガイ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野
生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 
92. 

久保弘文・黒住耐二, 1995. 生態／検索図鑑 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 那覇, 264 pp. 
増田 修・内山りゅう, 2004. 日本産淡水貝類図鑑②汽水域を含む全国の淡水貝類. ピーシーズ, 
横浜, 240 pp. 

名和 純, 2009. 琉球列島の干潟貝類相 (2) 沖縄および宮古・八重山諸島. 西宮市貝類館研究報告, 
(6): 1–81, figs 1–33, pls 1–20, tables 1–3. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏・久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： コベソコミミガイ (マルコミミガイ) 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 オカミミガイ上科 オカミミガイ科 
学    名 ： Laemodonta sp. 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 殻長5 mm、殻径3 mm。殻は紡錘形または雫形、淡黄褐色から白色、薄質で壊れやすい。螺層はよく

膨らみ、縫合のくびれも明瞭。殻表は狭く低い螺肋を多数巡らし、それらは明瞭な成長脈で切られ
る。外唇内側の歯は低い隆起状。内唇に1個のパリエタル歯と軸唇に 1個の褶を持つが、いずれも
同属の他種と比べて貧弱で、小さな牙状となる。殻底に目立った螺状稜角はない。 

近似種との区別 ： 丸みを帯びた殻形・白っぽい殻色・殻口内の歯状突起の貧弱さは、日本産コミミガイ属の中でも独
特で、他種から際立っており容易に識別可能である。 

分 布 の 概 要 ： トカラ列島 (宝島)、奄美大島、沖縄島 (本部町備瀬、恩納村美留川、南城市馬天、糸満市西崎)、
薮地島、宮古島 (久松)、石垣島 (崎枝)、八重山黒島、西表島 (古見)。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 日本産コミミガイ属の種の大半はインド–太平洋の熱帯域に広く分布するが、本
種は国外から記載された種の中に合致するものが見当たらない。国内の同属ではカドバリコミミガ
イ・イササコミミガイに次いで産出例の少ない稀種である。 

生 態 的 特 徴 ： 泥上の有機物等を摂食すると思われる。胎殻の形態から恐らく浮游幼生期を経る。 
生息地の条件  ： 内湾奥部の河口マングローブ辺縁の砂泥底転石地や、海岸岩礁地高潮帯の底泥に埋もれた石の下面

にシュジュコミミガイ等と共に見られる。 
個体数の動向  ： 産地・個体数ともに極めて少ない。多くの場合死殻が見られるのみで、生貝が確認された産地は僅

かしかない。 
現在の生息状況 ： 例外的に石垣島崎枝・西表島古見等では同一箇所で複数年に亘って確認され、様々な成長段階の生

貝が見られるので、カドバリコミミガイ・イササコミミガイと異なり明らかに定着している。しか
しその割には発見例が著しく少なく、個体群の維持には限定的な環境条件が要求されると思われる。 

学術的意義・評価 ： 未記載種の可能性がある。 
生存に対する脅威 ： 河口・海岸の護岸や埋立、マングローブ伐採、水質汚濁等によって各個体群は容易に壊滅に至るで

あろう。 
参 考 文 献 ： 福田 宏, 1996. 腹足綱；宮古島 平良市久松漁港 (久貝)〜久松松原；石垣島 宮良川 (石垣市宮

良)・磯辺川河口 (石垣市磯辺)；石垣島 崎枝. “日本における干潟海岸とそこに生息する底生
生物の現状”, 花輪伸一・佐久間浩子 (編), WWF Japan Science Report, 3: 11–63, 114–116. 

福田 宏, 2014. コベソコミミガイ (マルコミミガイ). “レッドデータブック2014－日本の絶滅の
おそれのある野生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょ
うせい, 東京, 313. 

福田 宏・久保弘文, 2012. コベソコミミガイ (マルコミミガイ). “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海
岸ベントスのレッドデータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 98. 

池辺進一・吉田 誠, 2006. 池辺進一コレクション 貝類標本目録. 和歌山県立自然博物館, 海南, 
164 pp. 

久保弘文, 2014. 恩納村の貝類. “恩納村誌 第1巻 自然編”, 恩納村誌編さん委員会 (編), 恩納
村役場, 恩納, 245–340. 

増田 修・内山りゅう, 2004. 日本産淡水貝類図鑑②汽水域を含む全国の淡水貝類. ピーシーズ, 
横浜, 240 pp. 

名和 純, 2001. 琉球列島における内湾干潟の貝類相．WWF Japan Science Report, 4: 1–44. 
名和 純, 2009. 琉球列島の干潟貝類相 (2) 沖縄および宮古・八重山諸島. 西宮市貝類館研究報告, 
(6): 1–81, figs 1–33, pls 1–20, tables 1–3. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： イソスジサルボウ 
分    類 ： 二枚貝綱 翼型亜綱 フネガイ目 フネガイ上科 フネガイ科 
学    名 ： Tosarca vellicata (Reeve, 1843) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 42. 金武湾. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 最大殻長約7 cmの非常に良く膨らむ箱形の二枚貝類。蝶番は多数の鉸歯が並び、殻表には約45本
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の放射肋を有する。貝殻周縁に蓑状の厚い殻皮を纏うが、乾燥すると剥がれやすい。殻色の地色は
灰白色であるが、底泥の色を沈着させ、黒ずむ。 

近似種との区別 ： リュウキュウサルボウとは貝殻が整った箱形で非常に膨らみ、殻質もやや薄いことから区別される。 
分 布 の 概 要 ： 金武湾、フィリピン、ベトナム等の東南アジア～紅海。 
生 態 的 特 徴 ： 湾奥部の泥底に浅く潜って、プランクトン等をろ過して摂食すると考えられるが、詳細は不明。 
生息地の条件  ： 生貝は金武湾の水深約8～12 mの泥底からのみ確認されている。死殻は中城村浜沖や羽地内海から

も見いだされており、生息している可能性もある。 
個体数の動向  ： 2003年頃から継続して実施している金武湾の漁獲物調査によって、2006年に金武湾 (石川沖) で大

型の殻皮付きの合弁個体が確認され、生息していることが明らかとなった。しかし、その後も調査
を継続しているが、全く見つかっていない。湾内の浚渫などではしばしば確認されることから、か
つては少なからず産出していた可能性がある。 

現在の生息状況 ： 調査での産出結果から非常に稀少な貝類であり、底質悪化が進行する金武湾においては、僅かな現
存個体群が健全な状態で保持されているとは考えられない。 

学術的意義・評価 ： 金武湾で遺存的に存在しているとすれば、学術的にきわめて貴重な個体群である。 
生存に対する脅威 ： 港湾水路浚渫や埋立て等、沖縄島の内湾奥部潮下帯の泥底域における人為的攪乱。 
原  記  載 ： Reeve, L.A., 1843. Monograph of the genus Arca. Conchologia Iconica, or, Illustrations of the Shells of 

Molluscous Animals, 2: pls 1–17. (sp. 33, pl. 5, fig. 33, as Arca vellicata. Type loc.: “—?”)  
参 考 文 献 ： Huber, M., 2010. Compendium of Bivalves, 1. A Full-Color Guide to 3'300 of the World's Marine Bivalves: A 

Status on Bivalvia after 250 Years of Research, ConchBooks, Hackenheim, 901 pp. 
 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ヒナキンチャク 
分    類 ： 二枚貝綱 翼型亜綱 イタヤガイ目 イタヤガイ上科 イタヤガイ科 
学    名 ： Decatopecten plica (Linnaeus, 1767) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) 
  
形    態 ： 殻長約40 mmの扇形に近い三角形。太く不明瞭な5–9本程度の放射肋と、細く殻縁で明瞭になる多

数の放射肋を有し、色調は白地に橙や褐色、さらには淡紫色まで多様な雲状彩を飾る。内面は白色。 
近似種との区別 ： 日本本土に生息するキンチャクガイより肋が弱く、膨らみも弱い。一方、リュウキュウキンチャク

はキンチャクガイに類似し、更に丸みが強く、膨らむが、個体変異も大きく、両種は分類学的検討
を要する。 

分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島、インド–西太平洋。 
生 態 的 特 徴 ： 人影を察知すると、活発に殻を開閉し泳ぐ行動が見られ、浅い水深のアマモ場間を頻繁に移動して

いると考えられる。幼貝期までは足糸で海底のサンゴ礫や貝殻に付着し、定在化する個体が多いが、
成長すると自由生活を営む。 

生息地の条件  ： 自然度が高く、種多様性が豊かなアマモ場に生息し、特に潮通しの良い環境を好む。垂直的には低
潮線～水深 10 m 内外まで生息するが、主な生息圏は刺網漁獲物における混獲率の低さや発見例が
多いことから低潮線付近と考えられる。 

個体数の動向  ： 沖縄島の金武湾 (海中道路)、中城湾 (泡瀬) のアマモ場に、1990 年代前半まで、少ないながら観
察された。しかし、その後、両海域では大規模な海浜改変が実施され、その頃より殆ど確認できな
くなった。一方、2007年に金武湾から幼貝が、2012年泡瀬で老成貝が唯1個体再確認された。 

現在の生息状況 ： 2012年以降も、沖縄島大浦湾、金武湾、中城湾共に生貝の生息が殆ど記録されず、復活の兆しは全
くない。 

学術的意義・評価 ： 捕食者の多い熱帯域のアマモ場で遊泳行動を獲得して表在的に生存している二枚貝類で、生態学的
に興味深く、生物地理学的にも先島諸島から記録が無く、沖縄島のみ隔離分布していることから遺
伝的に分化している可能性があって、貴重な貝類である。 

生存に対する脅威 ： 泡瀬では埋立て、与那城海中道路では海岸道路拡張後に激減しており、アマモ場の人為的攪乱、陸
土の大量流入や都市排水などの水質汚濁による清浄環境の消失が生育阻害をもたらしたと考えられ
る。 

特 記 事 項 ： 本種の学名記載年を「1758」としている文献が多いが、正しくは1767である。 
原  記  載 ： Linnaeus, C. von, 1767. Systema naturae per regne tria naturae, secundum clasees, ordines, genera, species, 

cumcharacteribus, differentiis, synonymis, locis. Ed. 12, reformata. Tome 1, pars 1–2. Impensis Direct, 
Laurentii Salvii, Holmiae, 1327+40 pp. (p. 1145, as Ostrea plica. Type loc.: “O. Indico”)  

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2012. ヒナキンチャク. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブッ
ク”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 115. 

久保弘文, 2014. ヒナギンチャク. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生
物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 216. 

水間八重・山下博由, 2002. 泡瀬干潟における機械による大規模な海草移植実験の現状について－
主に海草場に生息する貝類に注目して－. 九州の貝, (59): 42–62. 

名和 純, 2005. ヒナキンチャク. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) －レッ
ドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那
覇, 319–320. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文・福田 宏 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
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和    名 ： コオキナガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 異靱帯上目 スエモノガイ上科 オキナガイ科 
学    名 ： Laternula impura (Pilsbry, 1901) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) 
  
形    態 ： 殻は透明感があり、薄質で、横長の卵形で前後端は開く。後端は伸展し、狭まり、くちばし状とな

る。殻表は微細顆粒が散在し、貝殻縁辺及び水管部は薄い黄土色の殻皮を被る。 
近似種との区別 ： オキナガイは後端が狭まる点で類似するが、くちばし状とならず裁断状となる。 
分 布 の 概 要 ： 日本本土から中国大陸沿岸の内湾に分布し、沖縄島は隔離分布。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： オキナガイは後端が狭まる点で類似するが、くちばし状とならず裁断状となる。 
生 態 的 特 徴 ： 先行研究で類縁関係の強いソトオリガイ類がプランクトンのみならず陸地起源の有機物を消化でき

る酵素を持っているとされ、本種も類似した摂餌生態を有すると考えられる。 
生息地の条件  ： 沖縄島中南部の島尻マージ (泥岩) を由来とする微細なシルト性の軟泥底のみに生息する。 
個体数の動向  ： 中城湾の川田干潟、泡瀬干潟最奥部は埋立て、あるいは橋梁建設などで生息場所自体が大幅に減少

し、佐敷干潟でも大規模埋立て後に泥質干潟が縮小、更には陸域からの栄養負荷によって底質が悪
化して、激減した。 

現在の生息状況 ： 現在、佐敷干潟において僅かな個体群が残存する他は壊滅的状況となっている。 
学術的意義・評価 ： コオキナガイは南西諸島全域においても中城湾のみに分布する遺存的な個体群であり、生物地理学

的意義が極めて大きい。 
生存に対する脅威 ： 埋立てが最大の脅威であるが、すでに事後の状況であり、現状では佐敷干潟の包括的な保全しか方

策は見当たらない。 
原  記  載 ： Pilsbry, H.A. 1901a. New Mollusca from Japan, the Loo Choo Islands, Formosa and the Philippines. 

Proceedings of the Academy of Natural Sciences of Philadelphia, 53: 193–210. (pp. 208–209, as Anatina 
impura. Type loc.: “Kamakura, province of Sagami”) 

参 考 文 献 ： 加藤 真・福田 宏, 1996. 二枚貝綱. “日本における干潟海岸とそこに生息する底生生物の現状”, 
花輪伸一・佐久間浩子 (編), WWF Japan Science Report, 3: 65–73. 

木村昭一, 2012. コオキナガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 
日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 168. 

木村昭一, 2014. コオキナガイ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物
－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編, ぎょうせい, 東京, 254. 

名和 純, 2001. 琉球列島における内湾干潟の貝類相. WWF Japan Science Report, 4: 1–44. 
名和 純, 2005. コオキナガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) －レッ
ドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那
覇, 326–327. 

名和 純, 2009. 琉球列島の干潟貝類相 (2) 沖縄および宮古・八重山諸島. 西宮市貝類館研究報告, 
(6): 1−81, figs 1–33, pls 1–20, tables 1–3. 

Pilsbry, H.A. 1901b. New Japanese marine, land and fresh-water Mollusca. Proceedings of the Academy of 
Natural Sciences of Philadelphia, 53: 385–408, pls 19–21. 

庄啓謙, 1982. 中国近海鴨嘴蛤科的分類研究. 海洋及湖沼, 13(6): 553–561. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ジャングサマテガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 無面目 マテガイ上科 マテガイ科 
学    名 ： Solen soleneae Cosel, 2002 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) 
  
図 の 解 説 ： p. 42. 沖縄市泡瀬干潟. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 最大殻長50 mm程のマテガイ類である。本科中ではやや寸胴で、太短い。不明瞭な淡灰紅色の班紋

を有し、灰黄色の殻皮を纏う。生時、新鮮な個体の貝殻はピンク色を帯びるが、死後は時間と共に
退色する。 

近似種との区別 ： 近似種バラフマテガイに似るが、より太短く、班紋が不明瞭で、後端がより裁断状となる。ホソバ
ラフマテガイは著しく細まり、殻皮が薄いため班紋が明瞭で、殻が非常に薄い。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島金武湾、中城湾、羽地内海 (中城湾で最も多くの個体数を確認) の他、アモイ (タイプ産地)、
香港、マレーシアに分布する。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： バラフマテガイは日本本土温帯域に分布し、分布の重複は知られていない。 
生 態 的 特 徴 ： 強力な斧足を用いて、砂～砂礫に垂直に潜掘し、他のマテガイ類と同様、刺激を与えると水管を自

切し、防御反応の一種と考えられる。 
生息地の条件  ： 潮通しの良い中潮線～低潮線付近までのマツバウミジグサ・リュウキュウスガモ等のアマモ場とそ

れに隣接する細砂底に生息する。 
個体数の動向  ： 沖縄島は隔離分布地であり、水平・垂直ともに分布の幅も狭い。1980年代後半までうるま市海中道

路や沖縄市泡瀬周辺ではごく普通に確認されたが、現在、海中道路ではほぼ消滅、泡瀬では特に近
年の埋立て後にアマモ場環境が荒廃して生息数が激減し、個体群の存続が危ぶまれる。現在、中城
湾の一部で少なからず観察できる場所が残っているが、生息範囲は非常に狭い。羽地内海ではきわ
めて稀で、絶滅した可能性もある。 
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現在の生息状況 ： 最大生息地である泡瀬では依然、減少した状態のまま、復活の兆しはない。羽地内海では2000年以
降記録がない。 

学術的意義・評価 ： 沖縄島は隔離分布地であり、大陸遺存種として遺伝的に固有集団を形成している可能性が高く、生
物地理学的に極めて重要である。 

生存に対する脅威 ： 泡瀬では埋立て、与那城海中道路では海岸道路拡張後に激減しており、アマモ場の人為的攪乱、陸
土の大量流入や都市排水などの水質汚濁による清浄環境の消失が生育阻害をもたらしていると考え
られる。羽地内海では富栄養化によるアナアオサの大発生に伴う底質被覆や還元化で、酸欠状態と
なり、しばしば二枚貝類の大量斃死が確認されてきたが、こうした現象の繰り返しが壊滅的な個体
群消滅をもたらした可能性がある。 

原  記  載 ： Cosel, R. von, 2002. Seven new species of Solen (Bivalvia: Solenidae) from the tropical western Pacific, with 
remarks on other species. Collectanea Malacologica: Festschrift für Gerhard Falker. Falkner, M., Groh, K. 
& Speight, M.C.D. (eds), ConchBooks, Hackenheim / Friedrich-Held-Gesellschaft, München, 301–341, pls 
31–38. (pp. 306–308, figs 6–8, pl. 32, figs 1–3, as Solen soleneae. Type loc.: “Xiamen Island (formerly 
Amoy), tropical Chinese coast”). 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2012. ジャングサマテガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブ
ック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 171. 

久保弘文, 2014. ジャングサマテガイ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野
生生物－6 貝類, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 
256. 
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名和 純, 2005. ジャングサマテガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－
レッドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 
那覇, 342. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ヒレナシジャコ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ザルガイ目 ザルガイ上科 ザルガイ科 
学    名 ： Tridacna derasa (Röding, 1798) 
方  言  名 ： マーギーラ 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 該当なし 
  
形    態 ： 殻は本科中、大型で、非常に厚質で重く、後方に延びた亜三角形、殻表には太い肋が隆起するが、

肋状のヒレの発達が乏しく、概ね平滑で、成長輪脈が刻まれる。色彩は白色。足糸開口は非常に狭
く、僅かに隙間が開く。殻長約60 cmに達する。 

近似種との区別 ： 近似種ヒレジャコは殻に鰭上突起が発達し、シラナミ、ヒメジャコとは背縁部が開口することによ
り区別される。 

分 布 の 概 要 ： 宮古島、多良間島、石垣島名蔵湾、石西礁湖。 
生 態 的 特 徴 ： 外套膜に渦鞭毛藻類を共生させ、その光合成産物を栄養として摂取する。 
生息地の条件  ： サンゴ礁内の水深1～10 m付近のサンゴ礫～サンゴ底に腹縁を上にして横臥する。 
個体数の動向  ： 元々、個体数が非常に少なく、かつ著しく大型化する種であるため発見されやすく、多くが採捕さ

れてしまったと考えられる。再生産を立証できる若貝の記録も全くないため、海流によって先島諸
島に到達し、ごく稀に着底後、成長に成功した個体が、長期に渡って蓄積されてきた個体群の可能
性もある。 

現在の生息状況 ： 多良間島で2000年に 1個体、宮古島で2009年に 1個体大型老成個体が確認された他は、野生種の
生息記録がない。一方、人工作出種苗から多数の成貝を川平湾に畜養しているが、周辺での自然発
生個体は見つかったことがない。大型種で漁業対象となっているにもかかわらず、新規定着が全く
発見されてない。 

学術的意義・評価 ： 沖縄県最大の二枚貝類であり、水産学上重要であるのみならず、分布の北限として、生物地理学的
にも重要である。 

生存に対する脅威 ： 人による捕獲。極めて稀な産出個体を確実に保護する必要がある。 
特 記 事 項 ： 少なくとも数十個体のレベルで川平保護水面内において人工繁殖され、殻長30 cm以上に成長した

個体群が生残している。IUCN カテゴリー：Vulnerable (VU)。 
原  記  載 ： Röding, P.F., 1798. Museum Boltenianum sive Catalogus cimeliorum e tribus regnis naturae quae olim collegerat 

Joa. Fried. Bolten, Pars Secunda. Typis Johan, Christi, Trappii, Humburgi, 199 pp. (p. 172, as Tridacnes derasa. 
Type loc. not designated) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2005. ヒレナシジャコ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッ
ドデータおきなわ－”. 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那
覇, 337. 

久保弘文・黒住耐二, 1995. 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263 pp. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： オガタザクラ 
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分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ザルガイ目 ニッコウガイ上科 ニッコウガイ
科 

学    名 ： Aeretica tomlini (E.A. Smith, 1915) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) 
  
形    態 ： 最大殻長約 25 mm。シジミ型の膨らみのある丸い二枚貝類で、同心円状の細い成長輪肋を等間隔に

刻む。殻色は、生時は紫色を帯びるが、死後は時間と共に紫色が抜けて薄い黄褐色となる。 
近似種との区別 ： ヨセギザクラはやや類似するが小型で、沖縄県ではいまだ記録が無い。 
分 布 の 概 要 ： 和歌山県、高知県、沖縄島東海岸 (大浦湾、中城湾)、東南アジア、フィリピン。 
生 態 的 特 徴 ： 水管が長く、微細藻等の堆積有機物食と考えられるが、詳細は不明。 
生息地の条件  ： リーフの未発達な河口域に隣接する、泥分の少ない非サンゴ礁性細砂質の外浜干潟の潮間帯下部に

生息する。 
個体数の動向  ： 1990年代前半まで沖縄島東海岸の大浦湾、与那原湾、中城湾に多産したが、与那原湾では埋立てに

よって個体群が消滅した。中城湾では生息確認がきわめて困難で、1990年代以降、記録が全くない。
名護市大浦湾では近年まで健全な個体群が見られたが、2007年頃より個体数が激減した。 

現在の生息状況 ： 2010年以降も、金武湾、中城湾共に生貝が全く記録されていない上、大浦湾でも生息確認が困難と
なっており、全生息地で危機的状況にと言わざるを得ない。 

学術的意義・評価 ： 本種は先島諸島から記録が無く、大陸遺存の可能性もあって生物地理的に非常に重要であるほか、
サンゴ砂の卓越する沖縄において、非石灰岩質の外浜干潟に適応し、生態学的にも興味深い二枚貝
類である。 

生存に対する脅威 ： 埋立て、陸土の大量流入や都市排水などの水質汚濁が最大の減耗要因と考えられる。 
原  記  載 ： Smith, E.A., 1915. Note on Tellina splendida of Anton. Journal of Conchology, 14(11): 339–340. (pp. 

339–340, as Strigilla tomlini (new replacement name for Tellina splendida Hanley, 1846, not of Anton, 
1839) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2012. オガタザクラ (オガタザラ). “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッド
データブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 119. 

久保弘文, 2014. オガタザクラ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物
－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 227. 

名和 純, 2001. 琉球列島における内湾干潟の貝類相. WWF Japan Science Report, 4: 1–44. 
名和 純, 2005. オガタザクラ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッド
データおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
322–323. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ナミノコ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ザルガイ目 ニッコウガイ上科 フジノハナガ

イ科 
学    名 ： Latona cuneata (Linnaeus, 1758) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 殻長約3 cmでアサリ型の形状。殻は厚く、殻の後部に布目状の彫刻を有する。 
近似種との区別 ： 近縁種で同様の環境に生息するリュウキュウナミノコとは、本種はより大型で殻の後部に布目状の

彫刻があることで容易に区別できる。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島 (金武湾を代表する東海岸)、伊良部島、西表島に分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： リュウキュウナミノコに比べ、本種の分布域は非常に限定的である。 
生 態 的 特 徴 ： 清浄な砂浜海岸の細砂底に生息し、潮汐に合わせ砂浜を上下に移動する。 
生息地の条件  ： 河口付近に発達する砂浜海岸の細砂底に生息する。 
個体数の動向  ： 西表島のトゥドゥマリ浜では、2016年の調査で生貝 (新鮮な死殻も含め) は確認されていない。沖

縄島の金武湾や大浦湾の産地では、2016年の調査で生貝が数個体見つかる程度に密度が低下してい
る。 

現在の生息状況 ： 西表島のトゥドゥマリ浜では、生貝は確認されていない。沖縄島の金武湾や大浦湾の砂浜海岸では、
近年生貝は稀に見つかる程度であり、県内の個体群の絶滅が危惧される。 

学術的意義・評価 ： ナミノコの生息する細砂からなる砂浜海岸は、現在の沖縄県では非常に限定的な沿岸環境であり、
そのような環境を代表する指標種と位置づけられる。 

生存に対する脅威 ： 沿岸域の開発や護岸整備などによる底質 (粒度の変化も含む) の変化、底質の供給量の変化、水質
の悪化。 

原  記  載 ： Linnaeus, C. von, 1758. Systema naturae per regne tria naturae, secundum clasees, ordines, genera, species, 
cumcharacteribus, differentiis, synonymis, locis. Editio decima reformata. Tome 1, Animalia. Impensis 
Direct. Laurentii Salvii, Holmiae, 823pp. (p.683, as Donax cuneata. Type loc. not designated) 

参 考 文 献 ： 名和 純, 2005. ナミノコガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) —レッド
データおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
338-339. 

山下博由・久保弘文, 2012. ナミノコ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブ
ック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 131. 
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執 筆 者 名 ： 小澤宏之 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： オオズングリアゲマキ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ザルガイ目 ニッコウガイ上科 キヌタアゲマ

キ科 
学    名 ： Azorinus scheepmakeri (Dunker, 1852) 
方  言  名 ： イーミナー 
カ テ ゴ リ ー ：  絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) 
 
図 の 解 説 ： p. 42. 大宜味村塩屋湾. 撮影：小澤宏之. 
形    態 ： 殻長9 cm。長楕円形、前後端が開く。殻表には、黄褐色の殻皮が発達する。殻頂からは腹縁にかけ

弱い溝が発達する。 
近似種との区別 ： 近縁種のズングリアゲマキ及びホソズングリアゲマキは、オオズングリアゲマキより小型で、殻質

は薄く、生息環境も異なる。なお、これらの種の生息域は重ならない。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島の羽地内海、塩屋湾。これまで羽地内海のみが国内産地として知られていたが、2015年に塩

屋湾でも生息が確認された。 
生 態 的 特 徴 ： 内湾干潟の低潮線付近の砂泥底に生息する埋在性種。生息孔は底質表面に近い部分は Y字型に分岐

しており、それより下は直径約3 cmの滑らかな楕円形状を有する。採取する際には、巣穴の奥深く
に素早く潜る。 

生息地の条件  ： 泥分の多い底質環境。潮間帯下部に多いが、潮下帯に生息する可能性も考えられる。 
個体数の動向  ： 詳細は不明であるが、地元で本種を選択的に採取する住民へのヒアリングによると、以前 (20–30

年前) よりは、確実に個体数が減少しているとのことである。 
現在の生息状況 ： 産地が極めて限定的で、かつ本種が生息する泥底の範囲は極めて狭い。 
学術的意義・評価 ： 国内では産地が極めて限定的であり、保全に向けた基礎的生態の解明は急務である。 
生存に対する脅威 ： 陸域からの土砂の流入や航路浚渫、護岸整備など、底質環境に変化を及ぼす行為。 
特 記 事 項 ： 現地住民は、昔から備中鍬を用い器用に本種を採取し、祝いの席などの食材として利用してきた。

採取の際は、泥干潟表面の水管孔の形状から存在を見極め、鍬で底質ごと採取する方法をとってい
る。なお、採取する際に深く潜られた場合には、労力がいるので掘り出すことはないそうである。
水管孔の形状については、他の埋在生物のものとはっきりと見極めているようである。 

原  記  載 ： Dunker, G., 1852. Diagnoses molluscorum novorum. Zeitschrift für Malakozoologie, 9: 49-62. (pp.56-57, 
no.11, as Macha Scheepmakeri. Type loc.: “ignota”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2012. オオズングリアゲマキ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータ
ブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 137. 

名和 純, 2001. 琉球列島における内湾干潟の貝類相. WWF Japan Science Report, 4: 1-44. 
名和 純, 2005. オオズングリアゲマキ. “改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) 
—レッドデータおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 
那覇, 323-324. 

山下博由, 2008. 羽地内海の貝類とその利用. “羽地内海うむしるむん図鑑”, 羽地内海の自然を
守り育む会 (編), 羽地内海の自然を守り育む会事務局, 名護, 15. 

 
執 筆 者 名 ： 小澤宏之 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ナガタママキ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 バカガイ上科 バカガイ科 
学    名 ： Mactra cf. opposita Reeve, 1854 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) 
  
図 の 解 説 ： p. 42. 与那原町与原ビーチ 1992年採集. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 殻長約30 mmの横長二等辺三角形を呈する小型二枚貝類。殻表は平滑で光沢が有り、うっすらと灰

褐色の殻皮を纏い、褐色放射彩を飾る。殻頂は中央。 
近似種との区別 ： 近縁種トウカイタママキは、殻長15 mm程度とより小型で、放射彩が太く、殻頂がやや前方に寄る。 
分 布 の 概 要 ： 紀伊半島以南との記載があるが、具体的な産出情報がほとんど無く、種子島～奄美大島、沖縄島、

西表島が分布の中心と考えられる。国外では台湾に分布し、類似種が大陸 (ベトナムや中国南部沿
岸) に分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 砂中に浅く埋在して、海水ごと植物プランクトン等を吸い込んで、鰓でろ過して摂食する。水管は
短く、凪の上げ潮時には砂底にいわゆる「貝の目」として水管が確認されることがある。 

生息地の条件  ： やや外洋に面した非石灰岩性の細砂質の干潟や浜 (サンゴ礁由来の白砂ではなく、より比重が重い
陸由来の砂) の中潮線～水深1 m付近までに確認され、近似種トウカイタママキより垂直分布の幅
が狭い。 

個体数の動向  ： 沖縄島では1990年代まで与那原町に、島内で最も広範囲でかつ健全な個体群が存在したが、埋立て
により全て消失した。羽地外海では 2000 年前半まで健全な個体群があったが、畜産排水や赤土流
入等の底質悪化により、個体数が激減した。大浦湾の干潟では 2007 年頃から、個体密度が激減し
た。これには同時期に行われていた河川や橋梁工事による影響が否定できない。 

現在の生息状況 ： 同上の状況から改善する兆候はほとんど無い。西表島でも2015年 12月の調査では未確認で、打ち
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上げられた死殻すら確認されない。 
学術的意義・評価 ： バカガイ類は地理的分化が著しいグループで、分子系統解析によって地方亜種や地域個体群が数多

く認識される可能性が高く、今後の研究が期待される。本種はサンゴ砂の卓越する沖縄において、
非石灰質の外浜干潟に適応し、生態学的にも興味深い二枚貝類である。 

生存に対する脅威 ： 埋立て、陸土の大量流入や都市排水などの水質汚濁が最大の減耗要因と考えられる。 
特 記 事 項 ： レッドデータおきなわ前版のアダンソンタママキと同じ種にあたる。久保・山下 (2012) でcf. 表

記 (同種の可能性があるが同定未確定) とした Mactra luzonica Deshayes in Reeve, 1854 は殻長
5 cmに達する中型のバカガイ類で、東南アジアから知られる別種である。Huber (2010) の示す M. 
opposita はマダガスカルから知られる種で、これも別種の可能性があるため、今回も同種と断定せ
ずcf. 表記 にとどめた。 

原  記  載 ： Reeve, L.A., 1854. Monograph of the genus Mactra. Conchologia Iconica: or, Illustrations of the Shells of 
Moluscous Animals, 8: 125 pls 1–21. (sp. 95, pl. 18, fig. 95, as Mactra opposita. Type loc.: “Island of Luzon, 
Philippines”)  

参 考 文 献 ： Dautzenberg, P., 1929. Contribution à l'étude de la faune de Madagascar. Mollusca 2. Mollusca marina 
testacea. Faune des Colonies françaises, 3: 321–636, pls 4–7. 

Huber, M., 2010. Compendium of Bivalves. A Full-color Guide to 3,300 of the World’s Marine Bivalves. A 
Status on Bivalvia after 250 Years of Research. ConchBooks, Hackenheim, 901 pp. 

久保弘文, 2014. ナガタママキ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物
－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編, ぎょうせい, 東京, 232. 

久保弘文・山下博由, 2012. ナガタママキ (アダンソンタママキ). “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海
岸ベントスのレッドデータブック, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 141. 

名和 純, 2005. アダンソンタママキ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－
レッドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 
那覇, 320–321. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： タイワンシラオガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 マルスダレガイ目 マルスダレガイ上科 マル

スダレガイ科 
学    名 ： Circe scripta (Linnaeus, 1758)  
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) 
  
形    態 ： 殻長約40 mmの偏平なおにぎり形で、殻は厚く、重たい。殻表には殻頂部を挟んで左右に分岐状の

彫刻があり、漣状となる。殻色は白く染分け状となる型や褐色の矢絣模様を彩る型などバリエーシ
ョンがある。 

近似種との区別 ： トモシラオガイは更に小型で膨らみが強く、区別される。 
分 布 の 概 要 ： 国外は台湾、海南島、中国南部、ベトナムに分布し、国内では沖縄島のみ。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 日本本土にはシラオガイが生息する。 
生 態 的 特 徴 ： 砂中に浅く埋在して、海水ごと植物プランクトン等を吸い込んで、鰓でろ過して摂食する。水管は

やや短く、潜砂行動は不活発で、成貝は殻が厚く重たいことから、一旦、掘り出されるとすぐ元に
戻れず、しばしば干潟に転がっている状態も見受けられる。 

生息地の条件  ： 沖縄島全域の大規模なアマモ場が形成される潮通しの良い内湾に生息する。潮間帯の粗砂底に分布
の中心があるが、金武・中城両湾の水深 15 m 付近までの潮通しのよい粗砂底にも、場所により生
息が確認されている。 

個体数の動向  ： 1980年代後半まで沖縄島では市場で販売されるほど多産し、特にうるま市や沖縄市、糸満市、豊見
城市等では多産したが、現在、いずれの海域ともに生息数が激減した。減少傾向は沖縄島全域に及
ぶが、特に海浜開発の著しい沖縄島中南部では健全な個体群はまったく認められない。 

現在の生息状況 ： 泡瀬では埋立て事業後、著しく減少したが、2014年の調査では沖縄市泡瀬北岸で,台風後に複数の合
弁死殻が確認されている。また、名護湾、大浦湾でも合弁個体の打上げは見つかっている。しかし、
いずれも、かつての出現状況とは比較にならないほど減少しており、絶滅寸前の状態からは脱して
いないと考えられる。 

学術的意義・評価 ： 奄美大島、先島諸島に分布しないことから、沖縄島固有の遺伝集団の可能性があり、生物地理学的
重要性が高く、かつての多産状態から類推して食物連鎖や生態的機能へも大きな影響を及ぼしてい
る可能性がある。 

生存に対する脅威 ： 埋立てにより本種の個体群の多くは生息地ごと消失しており、今後の更なる埋立ては本種の壊滅的
な打撃となろう。清浄な環境でのみ見つかるため、陸域からの過剰栄養や土壌微粒子の負荷増大で、
本種はさらに減少すると考えられる。 

原  記  載 ： Linnaeus, C. von, 1758. Systema naturae per regne tria naturae, secundum clasees, ordines, genera, species, 
cumcharacteribus, differentiis, synonymis, locis. Editio decima reformata. Tome 1, Animalia. Impensis 
Direct. Laurentii Salvii, Holmiae, 823 pp. (p. 689, as Venus scripta. Type loc.: “Indiis”) 

参 考 文 献 ： 加藤 真・福田 宏, 1996. 二枚貝綱. “日本における干潟海岸とそこに生息する底生生物の現状”, 
花輪伸一・佐久間浩子 (編), WWF Japan Science Report, 3: 65–73. 

久保弘文, 2014. タイワンシラオガイ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野
生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編, ぎょうせい, 東京, 236. 
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久保弘文・山下博由, 2012. タイワンシラオガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッ
ドデータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 146. 

名和 純, 2001. 琉球列島における内湾干潟の貝類相. WWF Japan Science Report, 4: 1–44. 
名和 純, 2005. シラオガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッドデ
ータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
346. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： トゥドゥマリハマグリ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 マルスダレガイ目 マルスダレガイ上科 マル

スダレガイ科 
学    名 ： Meretrix sp. B 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧I類 (CR+EN) 
  
図 の 解 説 ： p. 42. 西表島浦内川河口. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： ハマグリ型の二枚貝類で最大6 cmに達する。殻表は薄く半透明の殻皮を纏い、光沢がある。色彩は

白地にハの字の黒褐色の太い放射条を2本有する典型的なハマグリ模様の他、赤褐色や灰色など変
異に富む。 

近似種との区別 ： 日本産ハマグリ属の中では最も小型で、ハマグリと比べると殻の丸みが弱く、チョウセンハマグリ
と比べると殻頂が丸く、膨らみがある点で区別される。 

分 布 の 概 要 ： 既往産地としては西表島浦内川河口 (浦内橋より下流側) とトゥドゥマリ浜で確認されているに過
ぎない 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 日本産ハマグリ属の中では最も分布域が狭く、推定0.7 km2で、分布上比較すべ
き種はない。 

生 態 的 特 徴 ： 砂中に浅く埋在して、海水ごと植物プランクトン等を吸い込んで、鰓でろ過して摂食する。水管は
やや短く、凪の上げ潮時には砂底にいわゆる「貝の目」として確認されることがある。斧足は良く
発達しており、潜砂行動は活発で俊敏。 

生息地の条件  ： 外洋に面した河口域の非石灰岩性の細砂質の干潟や浜 (サンゴ礁由来の白砂ではなく、より比重が
重い陸地由来の砂) の中潮線～低潮線付近に確認され、非常に垂直分布の幅が狭い。 

個体数の動向  ： 2010年時点の生息密度は、0.13個/ m2であった (山下博由・松本貢ほか，未発表)。 
現在の生息状況 ： 主生息域 (トゥドゥマリ浜) での最新調査 0.1 個/ m2 (小菅, 2015) や、2015 年 12 月の浦内川河

口調査でも本種の生息密度0.01個/ m2と著しく低い状態で、絶滅の危機的状況は一層深刻な様相を
見せている。 

学術的意義・評価 ： 沖縄のみならず、日本でも最も生息範囲の狭いハマグリ類で、種の保存上や生物地理学的に極めて
重要であり、日本産海産貝類の中でも屈指の要保全 

対象種と考えられる。 
生存に対する脅威 ： 減少要因については水質、底質汚濁が考えられるが、現状は繁殖集団として再生産が期待できない

危険なレベルに達している可能性が高い。 
特 記 事 項 ： 今後、生息海域の徹底した環境保全と共に、親資源を用いた人工繁殖とそれによる稚貝の種苗生産

による資源再生の試みや採捕禁止措置を検討する必要がある。 

参 考 文 献： 小菅丈治, 2003. 西表島浦内川河口に生息するチョウセンハマグリ. 南紀生物, 45(2): 128–131． 

小菅丈治, 2015. トゥドゥマリハマグリ (軟体動物門, 二枚貝綱, マルスダレガイ科) の生息状況
－2003～2015年. 南紀生物, 57(2): 121–122. 

久保弘文・西垣孝治・小澤宏之, 2017. 沖縄県レッドデータブック ーレッドデータおきなわー 第2
回改訂に伴う稀少貝類棲息実態調査報告ー2. 西表島. Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

名和 純, 2005. トゥドゥマリハマグリ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)
－レッドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護
課, 那覇, 325–326. 

山川 (矢敷) 彩子・今井秀行, 2013. 東アジアにおけるハマグリ類の遺伝的多様性と集団構造. 日
本生物地理学会会報, 68: 65–83. 

山下博由, 2012. トゥドゥマリハマグリ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータ
ブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 150. 

山下博由, 2014. トゥドゥマリハマグリ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある
野生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 
239. 

山下博由・佐藤慎一・金敬源・逸見泰久・長田英己・山本茂雄・池口明子・水間八重・名和 純・
高島 麗, 2004. 沈黙の干潟—ハマグリを通して見るアジアの海と食の未来. 高木基金助成報告
集 市民の科学をめざして, 1: 85–91. 

 
執 筆 者 名： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ツキカガミ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 マルスダレガイ目 マルスダレガイ上科 マル

スダレガイ科 
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学    名 ： Phacosoma aspera (Reeve, 1851) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
  
図 の 解 説 ： p. 42. 西表島. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 殻長 25 mm、満月のように丸い形状で、膨らみはやや弱く、白色で光沢があり、明瞭で密な成長輪

肋がある。 
近似種との区別 ： 普通種オイノカガミとは殻に模様が全くないことで明確に区別される。 
分 布 の 概 要 ： 中国大陸南部～ベトナム、フィリピンに分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 砂中に浅く埋在して、海底に水管を出し、海水ごと植物プランクトン等を吸い込んで、鰓でろ過し

て摂食する。 
生息地の条件  ： 内湾・河口干潟の中・低潮帯付近の砂底・砂泥底に生息する。 
個体数の動向  ： 2005年は2個体/ m2と報告されているが、2015年 12月に浦内川河口においてFixed Time法 (一定

時間探索法) で調査し、時間を調査面積に換算した結果、約0.06個/ m2という非常に希薄な状況が
算出された。しかし確認された個体6個中4個体が幼貝で、再生産していることは示唆された。一
方、白浜港での浚渫砂内に高密な死殻の蝟集が確認され、高密に生息できる種であることが推測さ
れた。従って、現在見られる非常に希薄な産出状況は、過去に何らかの原因で生じた大幅な個体数
減少に起因する可能性もある。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 八重山諸島を北限とする希少種で、生物地理学的に重要である。カガミガイ属は多くの種が潮通し

の良い砂、あるいは砂泥に生息圏をもつが、本種は特異的にマングローブ周辺河口域に適応した生
態を有している。 

生存に対する脅威 ： 河口付近の生息地における水質及び底質悪化、埋立てや航路浚渫による攪乱。 
特 記 事 項 ： 石垣島での調査では伊原間湾で確認しているが、その他の情報はほとんど無い。与那国を除く、八

重山諸島の河口細砂域での綿密な調査が必要と思われる。 
原  記  載 ： Reeve, L.A., 1851. Monograph of the genus Artemis. Conchologia Iconica: or, Illustrations of the Shells of 

Molluscous Animals, 6: pls 1–10. (sp. 49, pl. 9, fig. 49, as Artemis aspera. Type loc.: “Manila (in sandy mud 
at low water)”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2014. ツキカガミ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物－6 
貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 405. 

久保弘文・西垣孝治・小澤宏之, 2017. 沖縄県レッドデータブック ーレッドデータおきなわー 第2
回改訂に伴う稀少貝類棲息実態調査報告ー2. 西表島. Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

名和 純, 2001. 琉球列島における内湾干潟の貝類相. WWF Japan Science Report, 4: 1–44. 
名和 純, 2005. ツキカガミ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッドデ
ータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
397–398. 

山下博由・久保弘文, 2012. ツキカガミ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータ
ブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 147. 

庄啓謙, 1964. 中国近海簾蛤科的研究. 海洋科学集刊, 5: 43–106, pls 1–10. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

 3 ) 絶滅危惧Ⅱ類(VU) 

 

 
和    名 ： ユキスズメ 
分    類 ： 腹足綱 アマオブネ型亜綱 Cycloneritimorpha目 アマオブネ上科 ユキスズメ科 
学    名 ： Phenacolepas crenulata (Broderip, 1834) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
  
形    態 ： 殻は本科中では大型、やや低い円錐笠形、殻表には縮れた毛を伴う放射状殻皮を被り、殻自体には

細かい放射状の顆粒状彫刻を有する。軟体は赤橙色。殻長20 mm程度。 
近似種との区別 ： 近似種ミヤコドリはより小型で、縮れた毛状の殻皮を欠く。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄全域 (大東島海域等強外洋域を除く)。 
生 態 的 特 徴 ： 埋没した岩盤の下で殆ど移動しないと考えられ、アマモ場のアナエビ類と同所的にみられ、共生関

係にあると考えられる。 
生息地の条件  ： 豊かな自然度の保たれたアマモ場やこれと隣接するサンゴ礁の深く埋まった岩盤の下 (埋もれ石) 

の存在が生息条件となる。 
個体数の動向  ： 沖縄島中南部など開発の進んだ沿岸域を中心に本種の生息場所である埋もれ石下の環境が、都市下

水や畜産排水などの富栄養化と赤土沈積で、著しく悪化し、死殻は見られるが、生貝が殆ど見られ
なくなっており、多くの個体群が死滅したと考えられる。同様の環境悪化は先島海域の、特に石垣
島南部や宮古島西部においても拡大している。また、かつては本種の好適な生息環境が広がってい
た沖縄島中南部のアマモ場は、埋め立てによって、多くが生息場所ごと消失した。 

現在の生息状況 ： 同上で多くが消失・死滅している中、人的改変のほとんど無い自然海岸に少ないながら棲息してい
る。 
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学術的意義・評価 ： アナエビとの共生関係や、埋れ石下環境への適応等特異な生態から学術的に重要な貝類である。 
生存に対する脅威 ： 富栄養、微粒子沈積等底質悪化による埋れ石下環境の荒廃、埋立てによる生息場所の消失。 
原  記  載 ： Broderip, W.J., 1834. Description of a new genus of Gastropoda. Proceedings of the Zoological Society of 

London, for 1834: 47–49. (p. 48, as Scutella crenulata. Type loc.: "ad insulam Anäan (Chain Island)“) 
参 考 文 献 ： 久保弘文, 2005. ユキスズメ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッドデ

ータおきなわ－”. 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
408. 

久保弘文, 2012. ユキスズメ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 
日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 26. 

久保弘文, 2014. ユキスズメ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物－6 
貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 261. 

久保弘文・黒住耐二, 1995. 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263 pp. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： オカイシマキ 
分    類 ： 腹足綱 アマオブネ型亜綱 Cycloneritimorpha目 アマオブネ上科 アマオブネ科 
学    名 ： Neritodryas cornea (Linnaeus, 1758) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
  
形    態 ： 殻は大型で、亜球形、殻表は黄土色で多数の螺条を巡らす。また個体によっては、紫褐色の小斑紋

を散在させる。内唇は白く、蓋は黒色。最大殻径約30 mm。 
近似種との区別 ： 国内に同属の近縁種は知られていない。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島中北部、石垣島、西表島、与那国島。 
生 態 的 特 徴 ： 岩盤や貝殻上にドーム上の卵嚢を産み付け、卵嚢からベリジャー幼生が浮出し、海へ下って、成長

し、再び河川を遡上すると考えられている。 
生息地の条件  ： 本種は遡河性アマオブネ類中、最も上流部に生息し、河口域から源流までのトータルな遡上可能環

境 (被食回避も含む) が無くては、まとまった個体群が維持できないと考えられる。特に水量の長
期的維持には水源涵養機能の高い森林、また鳥類による捕食回避には樹幹が閉じた森林に覆われる
等河川床が低照度である必要があると考えられる。 

個体数の動向  ： 沖縄島では産出例がきわめて少なく、1990年代まで中部の1河川に生息していたが、上流部の河川
改修後に消滅した。また、与那国島では 1990 年代前半までは多産したが、2014 年に大渇水に見舞
われて著しく減少した。 

現在の生息状況 ： 石垣島では限られた少数の川を除いて、その生息数は少ない。西表島では規模の大きな河川の源流
部では、個体数は少なくない。 

学術的意義・評価 ： 両側回遊性で生態学的研究上、重要な研究材料であり、移動性に乏しく、大型種で成長に時間も数
年を要すると考えられるため、長期的な河川環境の安定性を鑑みる指標としても重要である。 

生存に対する脅威 ： 狭い範囲に生息し、大型化することから収集家によって捕獲されやすい。 
原  記  載 ： Linnaeus, C. von, 1758. Systema naturae per regne tria naturae, secundum clasees, ordines, genera, species, 

cumcharacteribus, differentiis, synonymis, locis. Editio decima reformata. Tome 1, Animalia. Impensis 
Direct. Laurentii Salvii, Holmiae, 823 pp. (p. 777, as Nerita cornea. Type loc.: “. .”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2005. オカイシマキ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッド
データおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那
覇, 350. 

久保弘文, 2012. オカイシマキ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 
日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 23. 

久保弘文, 2014. オカイシマキ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物
－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 260. 

久保弘文・黒住耐二, 1995. 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263 pp. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ウミヒメカノコ 
分    類 ： 腹足綱 アマオブネ型亜綱 Cycloneritimorpha目 アマオブネ上科 アマオブネ科 
学    名 ： Smaragdia sp. 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 殻長3.5 mm、殻径4 mm。殻は球形で厚く、殻表は平滑で光沢をもち、象牙色の地に黒色のジグザグ

模様を走らせるとともに、短い黒条を等間隔に並べた帯を2本螺状に巡らす。蓋は半月形で石灰質、
象牙色、顕著な突起 (ペグ) を持つ。 

近似種との区別 ： キンランカノコは殻の螺塔がより高く、輪郭は縦長となり、殻表の模様は赤と黄色から成る。クサ
イロカノコは殻のほぼ全体がエメラルドグリーンを呈し、白色斑を並べる。また恩納村等からはこ
れらの種とは異なる種名未詳の2種が確認されている (久保, 2014: pl. 8)。 

分 布 の 概 要 ： 房総半島・油谷湾〜八重山諸島。国外の記録は知られておらず、日本周辺固有種の可能性がある。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： キンランカノコは浜名湖・油谷湾〜オーストラリア北部、クサイロカノコは奄美
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大島以南のインド–太平洋の広範囲に分布し、本種の分布範囲より遥かに広い。 
生 態 的 特 徴 ： 生貝は海草のウミヒルモ類を摂食し、その葉・茎上や根元周辺に見られる。周囲の固い基質上に、

卵嚢 (円く扁平な無色透明のカプセルに約120個の卵が螺旋状に並ぶ) を産みつける。 
生息地の条件  ： 内湾潮下帯～水深20 m付近までの砂底・砂泥底のアマモ場において、ウミヒルモ類がまとまって繁

茂していることが必須である。 
個体数の動向  ： 最近20年間での生貝の確認例は著しく少なく、特に九州以北では5箇所以下にとどまる。 
現在の生息状況 ： 沖縄島から西表島にかけて比較的広い範囲に複数の産地が存在し、他県ほど深刻な衰退傾向にはな

いが、個体群はウミヒルモ類に強く依存し、海岸開発によるアマモ場の減少が個体群の存続に直接
的な打撃を与えるため、決して安泰ではない。 

学術的意義・評価 ： 良好なアマモ場の環境指標種として有用である。未記載種の可能性があり、また沖縄県は本種の分
布南限に相当するかもしれない。 

生存に対する脅威 ： 埋立や海底浚渫などの海岸開発、水質汚濁。 
特 記 事 項 ： かつてはキンランカノコと種自体が混同され、さらに近年までキンランカノコとレモンカノコは学

名が取り違えられていた。 
愛知・岡山・熊本各県レッドデータブック掲載種。 

参 考 文 献 ： 福田 宏, 1996. 腹足綱. “日本における干潟海岸とそこに生息する底生生物の現状”, 花輪伸
一・佐久間浩子 (編), WWF Japan Science Report, 3: 11–63. 

福田 宏・藤野睦子・江田伸司, 2014. 岡山県倉敷市高洲で生貝が見出されたウミヒメカノコ (腹
足綱：アマオブネ科)，ならびに同種とキンランカノコ・レモンカノコを巡る同定の混乱．倉敷市
立自然史博物館研究報告, (29): 29–38. 

久保弘文, 2014. 恩納村の貝類. “恩納村誌 第1巻 自然編”, 恩納村誌編さん委員会 (編), 恩納
村役場, 恩納, 245–340. 

山下博由, 2014. ウミヒメカノコ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生
物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 261. 

山下博由・久保弘文, 2012. ウミヒメカノコ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデ
ータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 24. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏・久保弘文 

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： イリオモテムシオイ (新称) 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 原始紐舌類 ヤマタニシ上科 ヤマタニシ科 
学    名 ： Chamalycaeus sp. 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)        環境省カテゴリー： 該当なし 
  
図 の 解 説 ： p. 42. 西表島南部. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 貝殻は小型 (殻径約4 mm) で、殻長は短く (約 1.8 mm)、やや円盤形で、螺塔は低く、縫合は深い。

殻口から約1/5のところにくびれた頚部を有し、この部分はほとんど平滑で光沢がある。虫様管は
長い。殻口は円形で、角を持たず、二重にならない。 

近似種との区別 ： 奄美諸島に分布する本属の種とは、彫刻が著しく細かいこと、頚部はほぼ平滑に見え、光沢がある
こと、蓋は低円錐状であること等によって区別できる。タイワンムシオイとも彫刻が細かいことに
よって区別は容易である。 

分 布 の 概 要 ： 西表島のみの固有種。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 多少、殻形態の類似した同属の複数種が、奄美諸島と台湾に分布する。特に、奄

美諸島ではいくつもの種に分化している。 
生 態 的 特 徴 ： 低山部の林床の落葉下に生息する。 
生息地の条件  ： 湿性な環境の森林が保たれていること。 
個体数の動向  ： 20世紀後半には数か所で確認され、1か所では比較的高密度であった。 
現在の生息状況 ： 過去に高密度であった地点では現在生息が確認できていない。 
学術的意義・評価 ： 比較的広い分布を示す属の中で、八重山諸島では、この種のみが知られている。 
生存に対する脅威 ： 森林伐採や薬剤散布。 
  
執 筆 者 名： 黒住耐二 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ヒメオキナワヤマタニシ (新称) 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 原始紐舌類 ヤマタニシ上科 ヤマタニシ科 
学    名 ： Cyclophorus sp. 2 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 42. 撮影：上島励. 
形    態 ： 貝殻はヤマタニシとしては小型 (殻径20 mm前後)で、螺塔はやや高く、臍孔は狭い。殻はやや厚い。

螺層は膨らみ、縫合は深く窪み、体層周縁は弱く角張る。殻色は淡橙色で、体層周縁に暗褐色の色
帯を持つことが多く、底面に細くて弱い色帯を複数持つことがあり、上面には多数の斑点を持つ。
殻表は平滑。殻口は全縁で丸く、殻口縁は少し広がり肥厚する。 

近似種との区別 ： 琉球列島のヤマタニシ類は形態が酷似した種が多数存在する一方で、種内変異が激しく、形態に基
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づく識別は極めて困難である。本種は、伊平屋島と伊是名島の固有種で、伊平屋島に広く生息する
イヘヤヤマタニシとは分布域を異にする。 

分 布 の 概 要 ： 伊平屋島の南部、野甫島と伊是名島にのみ生息する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 伊平屋島には本種の他にイヘヤヤマタニシが生息し、沖縄島から宮古島にかけて

リュウキュウヤマタニシ、沖縄島にクニガミヤマタニシ、イトマンヤマタニシ、オキナワヤマタニ
シ、八重山諸島にはヤエヤマヤマタニシ、台湾には C. friesianus 他数種が分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 主として自然林の落葉下に生息するが、林縁や道路脇などの開けた環境にも生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 伊平屋島では個体数は多い。野甫島と伊是名島では死殻が散見されるが、生息地はきわめて少ない

ため、個体数は大きく減少したと考えられる。 
現在の生息状況 ： 伊平屋島では個体数は多いが、野甫島と伊是名島では生息地はきわめて少なく重点的に保全する必

要がある。 
学術的意義・評価 ： ヤマタニシ属は琉球列島で多数の種に分化しており、生物地理学的に重要。 
生存に対する脅威 ： 開発による森林の伐採および林床の乾燥化、近縁種との交雑。 
特 記 事 項 ： 未記載種。琉球列島産ヤマタニシ類の中で最も分布域が狭く、2 つの島では生息地が減少している

ので重点的に保全する必要がある。 
参 考 文 献 ： 上島 励, 2014. 伊是名島のオキナワヤマタニシ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれ

のある野生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 
東京, 432. 

 
執 筆 者 名 ： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： オキノエラブヤマトガイ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 原始紐舌類 ヤマタニシ上科 ヤマタニシ科 
学    名 ： Japonia tokunoshimana okinoerabuensis Minato, 1974 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
図 の 解 説 ： p. 43. 生体：恩納村. 標本：名護市. 標本 (殻皮拡大)：恩納村. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 殻は小型でヤマタニシ形である。沖縄島の個体群においては、殻長約4.8～6.1 mm、殻径約5.0～6.0 

mmである。殻の体層周縁に2列の殻皮毛を有する。沖縄島産の本種の殻皮毛は、中心軸の左右が僅
かに薄い葉状に拡がる程度のより細長い花弁状となる。 

近似種との区別 ： 沖縄島では、殻皮毛が細く毛状のケハダヤマトガイ種群も生息するが、殻皮毛の形状が異なるので
区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖永良部島、沖縄島に分布記録が見られる。沖縄島では、大宜味村、恩納村、南城市で
分布確認されている。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 殻皮毛が幅広い花弁状となる名義タイプ亜種のトクノシマヤマトガイは徳之島の
みに分布する。殻皮毛が同形状であることより同一種と判断される個体群は、沖永良部島（タイプ
産地）と奄美大島に分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 林床の保湿性が高い土壌に生息する。降雨時には地表を這い、比較的活動的な姿も見られるが、晴
天時は殻皮に泥を付け、土壌にまぎれる様に生息している場合が多い。 

生息地の条件  ： 良好な森林環境の林床落葉層下の保湿性の高いリター層に生息する。 
個体数の動向  ： もともと個体数が少ない種であるが、開発により良好な自然林環境が減少していると考えられ、そ

れに伴い、本種の個体数も減少傾向にあると思われる。 
現在の生息状況 ： 良好な自然林の林床に生息する。湿り過ぎず、適度な湿度が保たれる保湿性の高い土壌に少数個体

が生息する。生息密度は低く、生息範囲も限られている場合が多い。 
学術的意義・評価 ： 現状では殻皮毛の形状のみで分類されているが、今後、解剖学的および分子レベルでの解析が進む

ことにより、各地域個体群とされていたものの固有性がより高く評価される可能性がある。 
生存に対する脅威 ： 沖縄島では比較的広範に分布するものの、生息地はきわめて限られており、近年の急速な開発の影

響が懸念される。 
特 記 事 項 ： 殻皮毛の形状により本種に同定しているが、今後、沖縄島の個体群と沖永良部島の典型的な本種個

体群との分子生物学的検討が必要であろう。 
原  記  載 ： 湊 宏, 1974. 沖永良部島産ヤマトガイ属の新亜種. Venus, 33(2): 47–50. (pp. 47–50, textfig. 3, 

pl. 3, figs 1–3. Type loc.: “鹿児島県沖永良部島大山・昇竜洞付近”) 
参 考 文 献 ： 早瀬善正, 1997. 奄美大島で採集されたトクノシマヤマトガイ. かきつばた, (23): 10−11. 

早瀬善正, 1998.「奄美大島で採集されたトクノシマヤマトガイ」の追加報告. かきつばた, (24): 
15. 

早瀬善正・尾形綾子, 2009. 沖縄本島で確認されたオキノエラブヤマトガイ. かきつばた, (34): 46
−47. 

久保弘文, 2012. 陸生貝類調査. “平成23年度地域生物多様性保全計画（大宜味村地域連携保全活
動計画）策定調査業務報告書”, 環境省・大宜味村 (編), 環境省・大宜味村, 56−64. 

久保弘文, 2014. 恩納村の貝類. “恩納村誌 第1巻自然編”, 恩納村誌編さん委員会 (編), 恩納村
役場, 恩納, 245−340. 

 
執 筆 者 名 ： 早瀬善正 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
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和    名 ： ヨナグニヤマトガイ (新称) 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 原始紐舌類 ヤマタニシ上科 ヤマタニシ科 
学    名 ： Japonia sp. 1 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 43. 与那国島比川. 撮影：早瀬善正. 
形    態 ： 殻は小さく (殻径約4 mm)、螺塔は高く (殻長約4 mm) 、円錐型。体層周縁は丸みを帯びる。殻口

は薄く、反曲せず、肥厚しない。縫合はくびれる。殻は薄く、赤みを帯びた褐色で、成長線に沿っ
た弱い淡色縦列が不規則に出現する。殻表には弱い縦肋状の殻皮の張り出しが密に並び、弱い螺状
脈もあるが、幼層でのみ顕著。体層周縁には毛の列が2列あるが、短い。臍孔はやや広く開く。蓋
は革質で薄い。 

近似種との区別 ： 本種は沖縄県産のヤマトガイ類よりも螺塔が細長く、毛が短いこと、殻色で識別される。分布域は
与那国島に限定される。 

分 布 の 概 要 ： 与那国島にのみ分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 西表、石垣島にはヤエヤマヤマトガイが分布し、沖縄島周辺にはケハダヤマトガ

イ種群が分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 自然林の湿った落葉下に生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 森林の乾燥化により減少している。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： ヤマトガイ類は琉球列島内で多数の種に分化していると考えられ、与那国島に固有の本種は生物地

理学的に重要である。 
生存に対する脅威 ： 開発による森林の伐採および林床の乾燥化。 
特 記 事 項 ： 未記載種。 
参 考 文 献 ： 久保弘文・福田 宏・早瀬善正・亀田勇一・黒住耐二・上島 励・小澤宏之, 2017. 沖縄県レッド

データブック ーレッドデータおきなわー 第 2 回改訂に伴う稀少貝類棲息実態調査報告ー1. 与
那国島. Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

湊 宏, 1976. 与那国島の陸産貝類相. Venus, 35(4): 163–184. 
 
執 筆 者 名 ： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ヤエヤマヤマトガイ (新称) 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 原始紐舌類 ヤマタニシ上科 ヤマタニシ科 
学    名 ： Japonia sp. 2 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 43. 撮影：上島励. 
形    態 ： 殻は小さく(殻径約4 mm)、螺塔は高く(殻高約4 mm)で円錐型。体層周縁は丸い。殻口は薄く、反曲

せず、肥厚しない。縫合はくびれる。殻は薄く、褐色、殻表には弱い縦肋状の殻皮の張り出しが密
に並び、弱い螺状脈も見られる。体層周縁には長い毛の列が 2列あり、底面では短い毛の列が螺状
脈に沿って並ぶ。臍孔はやや広く開く。蓋は革質で薄い。 

近似種との区別 ： 琉球列島産ヤマトガイ類とは遺伝的に異なるが、貝殻で識別することは困難である。 
分 布 の 概 要 ： 西表島、石垣島にのみ生息する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 与那国島にはヨナグニヤマトガイ、沖縄島周辺にはケハダヤマトガイ種群が分布

する。 
生 態 的 特 徴 ： 標高の高い自然林の湿った落葉下に生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 過去の記録はないが、個体数は非常に少なく、至適な生息環境が減少しているので、減少している

と思われる。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： ヤマトガイ類は琉球列島内で多数の種に分化していると考えられ、八重山に固有の本種は生物地理

学的に重要である。 
生存に対する脅威 ： 開発による森林の伐採および林床の乾燥化。 
特 記 事 項 ： 未記載種。 
 
執 筆 者 名 ： 上島 励 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………..... 

 
和    名 ： ケハダヤマトガイ種群 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 原始紐舌類 ヤマタニシ上科 ヤマタニシ科 
学    名 ： Japonia spp. 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)    環境省カテゴリー： 準絶滅危惧種 (NT)（ケハダヤマトガイ）※ 

                    ※本改訂(沖縄県)はケハダヤマトガイに複数の隠蔽種が存在するとして種群として扱った。 
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形    態 ： 殻は小さく (殻径約4～6mm)、螺塔は高く (殻長約5mm) で円錐型。体層周縁は丸みを帯びる。殻口

は薄く、反曲せず、肥厚しない。縫合はくびれる。殻は薄く、褐色、殻表には弱い縦肋状の殻皮の
張り出しが密に並び、細かい螺条を多数有する。螺条に沿って毛 (殻皮の突出) の列があり、体層
周縁の毛 (2～3列) は特に長い。臍孔はやや広く開く。蓋は革質で薄い。 

近似種との区別 ： オキノエラブヤマトガイとは毛の先端が細いことで区別されるが、ケハダヤマトガイとされてきた
ものには複数の隠蔽種が含まれ、それらは形態では識別が困難である。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島および周辺の島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： “ケハダヤマトガイ” は、形態学的に識別が困難な隠蔽種を複数含んでいること

が判明している。それぞれの隠蔽種は沖縄島および周辺の島の狭い地域に固有と思われる。 
生 態 的 特 徴 ： 自然林の湿った落葉下に生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 分類が確定していないため充分なデータがないが、ヤマトガイの生息地は限定され、至適な生息環

境が悪化（特に沖縄島南部）しているため、減少していると思われる。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 狭い地域に固有の隠蔽種が複数あり、保全の優先度は高い。 
生存に対する脅威 ： 開発による森林の伐採および林床の乾燥化。 
特 記 事 項 ： 多数の隠蔽種を含む種複合体であり、個々の隠蔽種はきわめて狭い分布域を持つと思われるため、

絶滅の危険度はさらに高く評価すべきものであろう。奄美以北の近似種を含めた分類学的な再検討
が必要である。 

 
執 筆 者 名 ： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ヤエヤマゴマガイ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 原始紐舌類 ヤマタニシ上科 ゴマガイ科 
学    名 ： Diplommatina (Sinica) insularum Pilsbry, 1901 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 37. 1：ヤエヤマゴマガイ 石垣島. 2 (参考)：ゴマガイ属の一種 魚釣島 (国立科学博物館 波部

忠重標本). 3 (参考)：リュウキュウゴマガイ 石垣島. 撮影：亀田勇一. 
形    態 ： 殻は日本産ゴマガイ類としては中型で、殻長2.8 mm、殻径1.4 mm。螺塔は膨れた紡錘形、縫合は深

い。琥珀〜角色で螺層にはやや細かい明瞭な成長肋を持つ。殻口は円形で肥厚反転し、二重となる。
軸唇下部はやや尖る。腔襞はやや長い。 

近似種との区別 ： 殻の外観は日本本土産のウゼンゴマガイに似るが、やや細身で、軸歯もやや弱い。分布の重なるリ
ュウキュウゴマガイはより小型で、螺塔が直線的な円錐形になることで区別される。 

分 布 の 概 要 ： 石垣島と西表島の固有種。特に石垣島では既往産地が少なく、普遍的に分布しない。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 宮古諸島にミヤコゴマガイ、久米島にクメジマゴマガイが分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 比較的自然度の高い森林の林床落葉下に生息する。同所的にリュウキュウゴマガイも棲息している。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 湿度の高い自然林で棲息が確認されるが、まとまった個体数が見出される場所は減少傾向にある。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 琉球列島では中型〜大型のゴマガイ類は島ごとに種分化して固有種となっており、進化的・生物地

理学的に重要である。 
生存に対する脅威 ： 比較的自然度の高い森林に棲息するため、開発等による森林の減少・荒廃で棲息地が狭められてい

る。また、年間を通じて湿った落葉堆積層に棲息することから、温暖化や乾燥化が進んで林床が乾
燥すれば、急速に個体群が消滅する可能性もある。 

特 記 事 項 ： 波部・知念 (1974)、湊 (1976) など、1970年代以降の報告等で記録されている 「ヤエヤマゴマガ
イ」 の多くはリュウキュウゴマガイの誤同定である。石垣・西表両島においてはリュウキュウゴマガイ
は普遍的に認められるが、本種自体の記録は乏しいため、産地・個体数とも局限される可能性が高く、実
態の把握が必要。 

原  記  載 ： Pilsbry, H. A., 1901. New land shells from the Loo Choo Islands and Japan. Nautilus, 15: 18-24. (p.22, as 
Diplommatina insularum. Type loc.: “Yaeyama, Loo Choo Islands”) 

参 考 文 献 ： 波部忠重・知念盛俊, 1974. 八重山群島石垣・西表両島の陸産貝類相とその生物地理学的意義. 国
立科学博物館専報, (7): 121-128, pls.1-3. 

湊 宏, 1976. 与那国島の陸産貝類相. Venus, 35: 163-183. 
 

執 筆 者 名 ： 亀田勇一 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ヤンバルゴマガイ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 原始紐舌類 ヤマタニシ上科 ゴマガイ科 
学    名 ： Diplommatina (Sinica) sp. B 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 43. 光学顕微鏡写真：恩納村. 電子顕微鏡写真：名護市. 生体：大宜味村. 撮影：久保弘文. 
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形    態 ： 殻長2.3 mm、殻径1.3 mm、太い紡錘形で縫合はよくくびれる。螺塔は丸みのある円錐形。淡い黄褐
色〜赤褐色で規則的な成長肋を持ち、体層ではやや粗くなる。殻口はほぼ円形で反転肥厚する。軸
唇はやや直線的で、下部は少し角張る。軸歯は弱い。腔襞はやや長く、殻径の1/3程度。 

近似種との区別 ： 本種の殻口の方が若干小さいものの、殻がハラブトゴマガイとよく似ているため、区別は難しい。
大きさの似るリュウキュウゴマガイは、腔襞がごく短く、螺塔もより直線的な円錐形となることで
区別される。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島の、本部半島を除く恩納村以北で確認されている。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 殻形態が類似し、近縁種の可能性があるハラブトゴマガイは奄美大島に分布する。

他に近縁と考えられるクメジマゴマガイは久米島に、ネムリゴマガイはトカラ列島にそれぞれ分布
する。 

生 態 的 特 徴 ： 比較的自然度の高い山間部の森林に棲息する。地上棲で湿った落葉の間に棲息するが、雨水が溜ま
ったり流れたりする場所や、雨で流されてできた砂混じりの落葉溜まりは棲息に適さない。 

生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 恩納村以北の自然度の高い森林から点々と記録されているが、産地・密度とも多くはない。クニガ

ミゴマガイやオオシマゴマガイと混棲することもあるが、それらの種と比べても少産である。一方、
リュウキュウゴマガイとの分布重複は恩納村、名護市における200箇所以上の調査結果においても
記録されていない。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 琉球列島では中型のゴマガイ類は島ごとに種分化して固有種となっており、進化的・生物地理学的

に重要である。 
生存に対する脅威 ： 自然度の高い湿潤な環境を好むため、伐採だけでなく林道建設・拡張などの局所的な森林の改変で

も棲息に悪影響を及ぼしかねない。また、温暖化や乾燥化が進んで林床の環境が変われば、分布域
全体で急速に減少する可能性もある。 

特 記 事 項 ： 沖縄島北部からリュウキュウゴマガイを記録している報告は、ほとんどが本種と考えられる。 
参 考 文 献 ： 久保弘文, 2014. 恩納村の貝類. “恩納村誌 第 1巻 自然編”, 恩納村誌編さん委員会 (編), 恩納

村役場, 恩納, 245-340. 
久保弘文, 2017. 陸産貝類. “名護市史 自然編”,名護市史編さん委員会 (編), 名護市教育委員会, 
名護, 印刷中. 

 
執 筆 者 名 ： 亀田勇一 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： マドモチウミニナ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 オニノツノガイ上科 キバウミニナ科 
学    名 ： Terebralia sulcata (Born, 1778) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
  
形    態 ： 殻長 60 mm内外の長円錐形で、西表・石垣島に分布するキバウミニナに次ぐ大型種である。貝殻は

光沢の少ない灰褐色を呈し、殻口外縁が円弧を描いて伸展する。殻表は明瞭な螺溝を巡らす他、波
状の縦肋を飾る。 

近似種との区別 ： 同属のキバウミニナとは成貝では殻口外縁が円弧を描くことで他種と区別できるが、殻口が形成さ
れていない幼貝での区別は難しい。ただし、県内に両種が同所的に存在する場所は知られていない。 

分 布 の 概 要 ： 現生個体は先島諸島、奄美諸島には分布せず、沖縄島のみ。沖縄島は、本種の北限分布地である。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 八重山諸島のマングローブ林内にはキバウミニナが分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 本種の幼生浮遊期間は約10日とされる。同属のキバウミニナはヒルギ類の葉を活発に摂食するが、

本種は樹皮や底質表面の微細藻類を摂食する。 
生息地の条件  ： マングローブ環境に依存する。 
個体数の動向  ： 近年、生息数の減少が著しく、特に沖縄島西海岸の名護市屋我地島 (羽地内海) ではマングローブ

内の生息数が大幅に減少し、沖縄島東海岸の金武町億首川でも、個体群が縮小している。また東村
等中心にマングロープ林周辺においては、赤土の堆積による陸化が進行し、ソナレシバが繁茂して、
生息域が減少している。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 沖縄島のマドモチウミニナは、太平洋北西海域における隔離個体群として生物地理学的にきわめて

重要であり、マングローブ生態系特有の種としても生態的価値が高い。 
生存に対する脅威 ： マングローブ環境の攪乱や鑑賞・標本用またはペット用採取による乱獲。 
原  記  載 ： Born, I.E. von, 1778. Index rerum naturalium Musei Ccaesarei Vvindobonensis. Verzeichniss der Natürlichen 

Seltenheiten des K.K. Naturalien Kabinets zu Wien. Erster Theil, Schalthiere. Parst 1. Testacea. Ex officinal 
Krausiana, Vindobonae, 40+458+82 pp. (p. 324, as Murex sulcatus. Type loc. not designated in the original 
description, but restricted to Ambon by Houbrick, 1991: 318) 

参 考 文 献 ： Houbrick, R.S., 1991. Systematic review and functional morphology of the mangrove snails Terebralia and 
Telescopium (Potamididae; Prosobranchia). Malacologua, 33: 289–338. 

久保弘文, 2012. マドモチウミニナ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブッ
ク”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 30. 

久保弘文・増田 修, 2014. マドモチウミニナ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれ
のある野生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 
東京, 278. 

名和 純, 2001. 琉球列島における内湾干潟の貝類相. WWF Japan Science Report, 4: 1–44. 
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名和 純, 2005. マドモチウミニナ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レ
ッドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 
那覇, 418. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ヨシカワニナ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 オニノツノガイ上科 トゲカワニナ科 
学    名 ： Stenomelania juncea (I. & H.C. Lea, 1850) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) 
  
形    態 ： 殻はやや大型で、非常に高い塔状で螺塔は著しく細まる。殻表は赤褐色で多数の螺条を有する。蓋

は黒褐色。殻長70 mmに達する。 
近似種との区別 ： 近似種スグカワニナは螺層が括れず、直線的に高まり、殻質が堅固、殻表が平滑。 
分 布 の 概 要 ： 国内では現在、与那国島田原川、西表島2河川、渡嘉敷島1河川、沖縄島北部2河川のみに分布 (西

表島の１生息地は宅地造成で消滅した：増田修氏私信)。 
生 態 的 特 徴 ： 昼間は川底の砂泥に潜りこみ、夜間に這い出してデトライタスや水草の屑等を摂食する。両側回遊

性。 
生息地の条件  ： 汽水性で中流の流れの緩やかな泥底に生息し、水草や葦類等沈水植物がある場所に生息する。 
個体数の動向  ： 与那国島では、2014年の大干ばつで渇水し、個体数が減少した。 
現在の生息状況 ： 与那国島田原川、西表島では個体数は少なくないが、生息範囲は限定されている。他に国内で生息

記録のある河川は殆どなく、その生息範囲は著しく狭い。 
学術的意義・評価 ： 浮遊幼生期を経ながらも分布域が限定されることから、両側回遊性の分散・着底に関する生態学的

研究の解明に重要な貝類であり、移動性に乏しく、大型種で成長に要する時間も数年を要すると考
えられるため、長期的な自然度の高い河川環境の生物指標としても重要である。 

生存に対する脅威 ： 主要な生息場所でも2河川のみで有り、渇水や淡水化など河川環境の変化が、絶滅リスクとなる。 
特 記 事 項 ： シャジクカワニナ (ヨレカワニナ) は分類学的課題があり、より詳細な遺伝的検討を要する。 
原  記  載 ： Lea, I. & Lea, H.C., 1851. Description of a new genus of the family Melaniana, and of many new species of the genus 

Melania, chiefly collected by Hugh Cuming, Esq., during his zoological voyage in the East, and now first described. 
Proceedings of the Zoological Society of London, for 1850: 179–197. (p. 189, as Melania juncea. Type loc.: 
“Lake of Taal, province of Batanos, and small streams in Luzon, Philippines”) 

参 考 文 献 ： 福田 宏, 2012. シャジクカワニナ (ヨレカワニナ). “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスの
レッドデータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 33. 

福田 宏・青柳 克・亀田勇一,  2017. 沖縄県渡名喜島の非海産貝類相. Molluscan Diversity, 5: 
印刷中. 

Hidaka, H. & Kano, Y., 2014. Morphological and genetic variation between the Japanese populations of the 
amphidromous snail Stenomelania crenulata (Cerithioidea: Thiaridae). Zoological Science, 31: 593–602. 

久保弘文, 2012. ヨシカワニナ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 
日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 33. 

久保弘文・黒住耐二, 1995. 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263 pp. 
久保弘文・中井克樹, 2014. ヨシカワニナ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのあ
る野生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東
京, 49. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： スグカワニナ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 オニノツノガイ上科 トゲカワニナ科 
学    名 ： Stenomelania uniformis (Quoy & Gaimard, 1834) 
方  言  名 ： カーンナ 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) 
  
形    態 ： 殻は非常に高い塔状、殻表は平滑で漆黒～黒褐色だが、赤褐色の酸化鉄皮膜に被覆されることがあ

る。蓋は黒褐色。最大殻長90 mmに達する大型種。 
近似種との区別 ： 近似種ヨシカワニナはより小型で、殻表に多数の螺条を有する。沖縄産トゲカワニナ類中最も大型

化する。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島北部、久米島、石垣島、西表島、与那国島の限られた河川。 
生 態 的 特 徴 ： 汽水性で、昼間は川底の砂に潜りこみ、夜間に砂上にでて、デトライタスや水草の屑等を摂食する。

両側回遊性で生活史初期に浮遊幼生期 (ベリジャー) を経る。 
生息地の条件  ： 流れの比較的早い河川中流の砂泥底に棲息地が形成されるが、水質が安定している水域に限定され

る。 
個体数の動向  ： 沖縄島北部の1河川では、1990年代までは若齢貝から老成貝まで高密度に生息していたが、食用と

しての大量採取や河川改修があり、大幅に減少した。沖縄島中部の個体群規模は小さい。石垣島で
は、生息範囲、個体数ともに限定され、島東岸の数河川では河川改修後に個体数が著しく減少した。
与那国島では、1河川にのみ生息し、2014年の大干ばつで渇水し、激減した。 
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現在の生息状況 ： 沖縄島中・北部の数河川に纏まった個体群が数カ所認められる以外は、殆どの生息場所で限られた
個体群が生残しているにすぎない。 

学術的意義・評価 ： 浮遊幼生期を経ながらも分布域が限定されることから、両側回遊性の分散・着底に関する生態学的
研究の解明に重要な貝類であり、移動性に乏しく、大型種で成長に要する時間も数年を要すると考
えられるため、自然度の高い河川環境の長期的な生物指標としても重要である。 

生存に対する脅威 ： 河川床の直線的改変や河川改修、都市排水や畜産排水等の過剰流入による水質汚染、ダム造成や利
水等による渇水、食用などによる乱獲、貝食非在来種コイによる被食。 

特 記 事 項  ： IUCNカテゴリー：Data Deficient (DD)。 
原  記  載 ： Quoy, J.R.C. & Gaimard, P., 1834. Voyage de Decouvertes de l'Astrolabe, exécuté par ordre du Roi, pendant 

les années 1826–1827–1828–1829,. sous le commandement de M. J. Dumont d'Urville. Zoologie, Tome 3: 
Mollusca. J. Tastu, Paris, 366 pp., 26 pls. (pp. 154–155, pl. 56, figs 30–33, as Melania uniformis. Type loc.: 
“l’île Célèbes, à Manado”) 

参 考 文 献 ： 福田 宏, 1996. 腹足綱. “日本における干潟海岸とそこに生息する底生生物の現状”, 花輪伸
一・佐久間浩子 (編), WWF Japan Science Report, 3: 11–63. 

Hidaka, H. & Kano, Y., 2014. Morphological and genetic variation between the Japanese populations of the 
amphidromous snail Stenomelania crenulata (Cerithioidea: Thiaridae). Zoological Science, 31(9): 593–602. 

久保弘文, 2012. スグカワニナ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 
日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 34. 

久保弘文・黒住耐二, 1995. 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263 pp. 
久保弘文・中井克樹, 2014. スグカワニナ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのあ
る野生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編, ぎょうせい, 東京, 
50. 

黒田徳米, 1929. 日本産カワニナ類について. ヴヰナス, 1(5): 179–193, pl. 4. 
黒住耐二, 2003. 13章 軟体動物. “琉球列島の陸水生物”, 西島信昇 (監修)，西田 睦・鹿谷法
一・諸喜田茂充 (編), 東海大学出版会, 東京, 167–180. 

増田 修・小野正人, 1988. 与那国島の淡水産貝類. 神奈川自然保全研究会報告書, (7): 52–60. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： タマキビ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 タマキビ上科 タマキビ科 
学    名 ： Littorina brevicula (Philippi, 1844) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅のおそれのある地域個体群 (LP) 
  
形    態 ： 本科中やや小さく、殻長約8 mm。丸みを帯びたソロバン玉型。殻頂はやや尖り、殻表には斑状色調

の螺肋を巡らし、体層において、約 8 本を数える。個体によっては体層中央に白帯を 1 本巡らす。
殻底はやや広い縫帯を巻く。蓋は革質で黒褐色。 

近似種との区別 ： コンペイトウガイやタイワンタマキビ等殆どのタマキビ類は顆粒や小棘を散在させるが、本種はこ
れを欠く。 

分 布 の 概 要 ： 日本本土、沖縄島北部 (羽地内・外海、塩屋湾)、台湾、韓国～中国沿岸。 
生 態 的 特 徴 ： 潮間帯上部に棲息し、下げ潮時の岩盤が濡れているタイミングに活発に摂餌する。 
生息地の条件  ： 内湾潮間帯上部の岩盤上に生息するが、サンゴ礁性の岩盤には見られない。 
個体数の動向  ： 羽地内海では 1990 年代前半まで普通であったが、2000 年以降は非常に減少した。塩屋湾の一部に

比較的確認しやすい場所が残っているが、海岸線1 km未満の非常に狭い範囲に過ぎない。 
現在の生息状況 ： 2010年以降も、羽地内・外海では稀で、復活の兆しは見られない。 
学術的意義・評価 ： 日本本土では普通種であるが、南西諸島においては奄美群島と先島諸島で欠落し、沖縄島のみで限

定的に分布する。本種は浮遊期間が長いため、物理環境が生息を制限している可能性もあるが、類
似した海洋物理条件を持つ沖縄島北部東海岸では確認されておらず、生物地理学的意義が大きい。 

生存に対する脅威 ： 陸土流入や富栄養による生息場所 (岩の表面) の汚染。 
原  記  載 ： Philippi, R.A., 1844. Descriptiones testaceorum quorundam novorum, maxime chinensium. Zeitschrift für 

Malakozoologie, 1: 161–167. (p. 166, as Turbo (Litorina [sic]) breviculus. Type loc.: “China, ad ostium 
fluminis Yang-tse-kiang”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2012. タマキビ (沖縄島). “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブ
ック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 35. 

久保弘文, 2014. 沖縄島北部のタマキビ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある
野生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 
433.  

名和 純, 2005. タマキビ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッドデー
タおきなわ－”. 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
416. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ヤイマカチドキシタダミ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 クビキレガイ上科 カチドキシタ

ダミ科 
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学    名 ： Clenchiella iriomotensis Ponder, Fukuda & Hallan, 2014 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
図 の 解 説 ： p. 43. 西表島浦内川河口 (パラタイプ; Australian Museum 所蔵 AMS C.445413). 撮影：J. Studdert 

(標本), 福田 宏 (生体). 
形    態 ： 殻長 0.8 mm、殻径2 mm。殻は平たい円盤状で暗赤褐色 (稀に白色)、殻頂は窪み、縫合下と臍孔の

周りに鋭い陵角を巡らす。殻表には多数の細い螺脈が走る。殻口外唇は強く肥厚して縦張肋を形成
する。臍孔は広い。蓋は円く革質半透明で多旋型。頭触角は細長く、先端附近に幅広い黒色帯を持
ち、口吻も多数の黒条で彩られる。足の後端が尖る。 

近似種との区別 ： カトゥラプシキシタダミに似るがより大きく、殻頂は窪み、強い螺状陵角を 2 本持つ。また頭部-
腹足が黒色色素斑で彩られ、足の後端の形態も異なる。 

分 布 の 概 要 ： 西表島 (浦内川 [タイプ産地]、仲良川、前良川、大原集落内の小河川) の固有種。石垣島等近隣の
島嶼からは見出されていない。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： カチドキシタダミ属 Clenchiella Abbott, 1948 は本種以外に台湾・香港・フィリ
ピン・オーストラリア北部から 4種が知られ、いずれも熱帯のマングローブに見られる。本種は同
属の世界最北に分布する種。 

生 態 的 特 徴 ： 棲息環境以外未詳。 
生息地の条件  ： マングローブ内の潮間帯軟泥底において、干潮時に生じる浅い水溜まり中に沈んだ落葉・朽木・漂

着物等の下や緑藻の間等に付着する。浦内川と大原ではカトゥラプシキシタダミも共に見られる。 
個体数の動向  ： 既知産地は世界でも西表島の4箇所のみで、分布域・棲息範囲が極端に狭い。 
現在の生息状況 ： 4産地とも、極めて狭い範囲に少数が生息するのみであり、個体群は極めて脆弱である。 
学術的意義・評価 ： カチドキシタダミ科の諸種は長らくミズツボ科に含められていたが、比較解剖や分子系統解析の結

果、ワカウラツボ科やイソコハクガイ科等に近縁なことが最近明らかにされたばかりである。 
生存に対する脅威 ： 西表島では近年リゾート開発等が進み、河口の埋立・護岸等の改変、マングローブの縮小、水質や

底質の悪化等の影響が強く懸念される。また本種はその微小さのため、大雑把な貝類相調査では見
落とされる恐れがあり、精緻な調査が求められる。 

特 記 事 項 ： 西表島は国立公園であり、自然公園法で開発規制されている。 
原  記  載 ：  Ponder, W.F., Fukuda, H. & Hallan, A., 2014. A review of the family Clenchiellidae (Mollusca: 

Caenogastropoda: Truncatelloidea). Zootaxa, 3872: 101–153. (pp. 123–126, figs 1, 3, 4, 11–14, as 
Clenchiella iriomotensis. Type loc.: “In shallow tide pools on the back marsh with mangrove trees of the 
Urauchi River Estuary, 1500 m SW from the Urauchi Bridge, Iriomote Island, Taketomi-chô, Yaeyama-gun, 
Okinawa Prefecture, Japan, 24˚23'53" N, 123˚45'53" E”) 

参 考 文 献 ： 福田 宏, 2012. ヤイマカチドキシタダミ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデー
タブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 40. 

福田 宏, 2014. ヤイマカチドキシタダミ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのあ
る野生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東
京, 291. 

久保弘文・西垣孝治・小澤宏之, 2017. 沖縄県レッドデータブック ーレッドデータおきなわー 第2
回改訂に伴う稀少貝類棲息実態調査報告ー2. 西表島. Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

山下博由・名和 純・福田 宏・奥田夏樹, 2005. 西表島浦内川流域・トゥドゥマリ浜の貝類相 (予
報). “西表島浦内川河口域の生物多様性と伝統的自然資源利用の総合調査報告書 II”, 西表島
浦内川流域研究会 (編), 西表島浦内川流域研究会, 竹富, 47–61. 

   
執 筆 者 名 ： 福田 宏 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ジーコンボツボ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 クビキレガイ上科 ワカウラツボ

科 
学    名 ： Chevallieria sp. 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
図 の 解 説 ： p. 43. A：沖縄島国頭村座津武. B：久米島島尻鳥の口. 撮影：福田 宏. 
形    態 ： 殻長2 mm、殻径0.7 mm。殻は細長い塔形、硝子質で淡黄色半透明、殻表は成長脈以外平滑。胎殻は

ドーム形で殻頂は平坦。殻口は種子形で、外唇は反転する。蓋は革質で黄褐色半透明、少旋型。頭
部-腹足は無色半透明で、頭触角は細長い。 

近似種との区別 ： ゴマツボモドキは殻長5.5 mmと遥かに大形で、殻表に明瞭な螺脈を多数巡らす。ミジンゴマツボは
強い螺肋を巡らす。ニセゴマツボは殻長2.7 mmと大きく、螺肋と縦肋が交わって格子目状彫刻とな
り、蓋の成長脈は同心円状。 

分 布 の 概 要 ： 三浦半島・北長門海岸～九州、沖縄島、久米島、宮古島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ニセゴマツボとミジンゴマツボは紀伊半島以南、南半球まで分布し、ゴマツボモ

ドキもフィリピン〜オーストラリア北部に産するとされるのに対し、本種は日本のみで知られ、沖
縄県は現時点で分布の南限。この科にはウチノミツボなど本州〜九州のみに産する種も存在するた
め、本種も日本およびその周辺の固有種かもしれない。 

生 態 的 特 徴 ： 胎殻の形態から恐らく浮游幼生期を経る。継続的雌雄同体 (雄性先熟) の可能性がある。 
生息地の条件  ： 外洋に面した海岸と、内湾奥や河口汽水域の砂泥干潟とにまたがって産する。比較的大きな岩石 (多

くの場合、黒っぽい玉石) で敷き詰められた岸辺の、飛沫帯に積み重なった転石を順に取り除いて
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ゆき、底の砂層に埋もれた石に行き着いた時、掘り起こして裏面を見ると付着している。 
個体数の動向  ： 本州〜九州では点々と産地が知られるが、沖縄県での記録は3島に限られ、久米島では 1個体、宮

古島では2個体が確認されたのみ。 
現在の生息状況 ： 既知の個体群はすべて小規模で、著しく狭い範囲に限定され、個体数も少ない。ただし深く埋もれ

た岩石下に潜むので見つけにくく、未知の個体群が存在する可能性はある。 
学術的意義・評価 ： 未記載種。北半球のこの属の他種はすべて化石で、本種は唯一の現生種。 
生存に対する脅威 ： 護岸・埋立・海底浚渫等海岸環境の改変、水質や底質の汚濁。特に埋もれた岩石下の棲息環境は、

陸土微粒子の大量流入により目詰まりを生じやすい。 
特 記 事 項 ： 長崎県レッドリスト掲載種 (準絶滅危惧 (NT))。 
参 考 文 献 ： 福田 宏, 1996. 腹足綱. “日本における干潟海岸とそこに生息する底生生物の現状”, 花輪伸

一・佐久間浩子 (編), WWF Japan Science Report, 3: 11–63. 
福田 宏, 2012. ジーコンボツボ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブッ
ク”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 37. 

福田 宏・青柳 克, 2017. 沖縄県渡名喜島の非海産貝類相. Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 
Fukuda, H., Asami, T., Yamashita, H., Satô, M., Hori, S. & Nakamura, Y., 2000. Marine molluscan 
and brachiopod fauna of Tanoura, Nagashima Island, Kaminoseki-chô, Yamaguchi Prefecture, 
Japan. The Yuriyagai, 7: 115–196. 

福田 宏・多々良有紀, 2010. 徳島県伊島から新たに確認された非海産貝類－特にタナゴジマスメ
アゴル (新称; 腹足綱: 有肺目: スメアゴル科) の発見. Molluscan Diversity, 2: 11–24. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ゴマツボモドキ (シリオレミジンニナ) 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 クビキレガイ上科 ワカウラツボ

科 
学    名 ： Hyala cf. bella (A. Adams, 1853) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 殻長5.5 mm、殻径2 mm。殻は細長い蛹形、硝子質で薄く、無色半透明、殻表に微細な螺脈を多数巡

らす。胎殻はドーム形で殻頂は平坦。殻口は種子形で、外唇は反転する。蓋は革質で黄褐色半透明、
少旋型。頭部-腹足は全体が淡紅色で、頭触角は細長い。沖縄島・石垣島の個体は殻口縁が顕著に広
がり、別種の可能性もある。 

近似種との区別 ： ニセゴマツボは螺肋と成長脈が交わって格子目状彫刻を成す。ミジンゴマツボとジーコンボツボは
ともに殻長2 mmと小形で、前者は強い螺肋を巡らし、後者は成長脈以外の彫刻を欠く。 

分 布 の 概 要 ： 宮城県万石浦～九州、沖縄島 (豊見城市与根)、石垣島、朝鮮半島。フィリピン〜オーストラリア北
部に広く分布するとも言われているが、国外産が日本産と同種かどうかは不明。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ニセゴマツボとミジンゴマツボは紀伊半島以南、南半球まで分布するが、ジーコ
ンボツボは日本からしか知られず、またウチノミツボなど本州〜九州のみで知られる近縁種も存在
するため、本種が日本周辺固有種であっても奇異ではない。 

生 態 的 特 徴 ： 未詳だが、胎殻の形態から推定して、恐らく浮游幼生期を経る。 
生息地の条件  ： 内湾に面した海岸岩礁潮間帯に生じるタイドプール内の、砂泥に埋もれた岩石下等の還元的環境に

産する。外洋の砂浜にも死殻が打上げられ、潮下帯にも棲息する可能性がある。 
個体数の動向  ： 近年生貝が確認された場所は全国でも僅かで、沖縄県では沖縄島と石垣島でしか確実な記録がない。

ただし砂泥底に深く埋もれた岩石下に潜むので見つけにくく、未知の個体群が存在する可能性はあ
る。 

現在の生息状況 ： 既知の個体群はいずれも小規模で、狭い範囲に限定され、個体数も少ない。 
学術的意義・評価 ： 分類は検討の余地があり、特に沖縄県産は未記載種の可能性もある。またニセゴマツボ、ヤシマイ

シン近似種等と同様に還元環境を好む特異な貝類群集の一員と考えられる。 
生存に対する脅威 ： 護岸・埋立・海底浚渫等海岸環境の改変、水質汚濁。 
特 記 事 項 ： 学名や属の所属については福田 (2012, 2014) を参照。岡山・熊本両県レッドデータブック掲載種。 
原  記  載 ： Adams, A., 1853. Descriptions of sixteen new species of Rissoina, a genus of marine gasteropodous mollusks, 

from the Cumingian Collection. Proceedings of the Zoological Society of London, for 1851: 264–267. (p. 
267, as Rissoa bella. Type loc.: “Philippine islands”) 

参 考 文 献 ： 江川和文, 1993. 奄美大島産リソツボ科 Rissoidae 貝類の図説. 九州の貝, (40/41): 75–117. 
福田 宏, 1996. 腹足綱. “日本における干潟海岸とそこに生息する底生生物の現状”, 花輪伸
一・佐久間浩子 (編), WWF Japan Science Report, 3: 11–63. 

福田 宏, 2012. ゴマツボモドキ (シリオレミジンニナ). “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベント
スのレッドデータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 37. 

福田 宏, 2014. ゴマツボモドキ (シリオレミジンニナ). “レッドデータブック2014－日本の絶滅
のおそれのある野生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎ
ょうせい, 東京, 292. 

波部忠重, 1961., A. Adamsの記載したBritish Museum (Natural History) 所蔵の日本産の貝類 (第
1報). “槇山次郎教授記念論文集”, 槇山次郎教授退官記念事業会 (編), 槇山次郎教授退官記
念事業会, 京都, 191–205, pls 1–4. 

久保弘文, 2005. ゴマツボモドキ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) —レッ
ドデータおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
417. 
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Ponder, W.F., 1984. A review of the genera of the Iravadiidae (Gastropoda: Rissoacea) with an assessment of 
the relationships of the family. Malacologia, 25: 21–71. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏・久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： サザナミツボ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 クビキレガイ上科 ワカウラツボ

科 
学    名 ： “Nozeba” ziczac (Fukuda & Ekawa, 1997) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 殻長1.8 mm、殻径1 mm。殻は卵円錐形、薄い硝子質で無色半透明、光沢が強く、殻表に明瞭なジグ

ザグ状の螺溝を多数巡らす。胎殻は膨らみ、表面は平滑。殻口は種子形。蓋は革質、少旋型、周縁
のみ半透明で中央は不透明。頭部-腹足は無色半透明で白斑を散在し、頭触角は細長い。外套触角や
後足触角を欠く。 

近似種との区別 ： ジグザグ状の螺溝や中央が不透明な蓋は本種に特異的で、類似する種はない。 
分 布 の 概 要 ： 陸奥湾・男鹿半島～九州、奄美大島、沖縄島 (羽地内海)、朝鮮半島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： Nozeba Iredale, 1915 の他種はオーストラリア産で、形態も完全には一致しないた

め、本種はこの属に属さない可能性がある。同様に、現在同属とされているキツキツボ “N.” lignicola 
Hasegawa, 1997も所属を再検討する必要がある。 

生 態 的 特 徴 ： 未詳だが、胎殻の形態から推測し、恐らく浮游幼生期を経る。 
生息地の条件  ： 内湾奥部河口汽水域の砂泥底において、干潮時に生じた水溜りなど止水中に見られ、砂泥に半ば埋

もれた岩石下に付着する。砂泥底の表層を匍匐することもある。 
個体数の動向  ： 本州〜九州では点々と産地が知られているが沖縄県では稀少で、羽地内海の2箇所 (𩜙平名、呉我) 

でしか確実な記録がない。名和 (2009) は𩜙平名では普通、呉我では少産と記している。 
現在の生息状況 ： 既知の個体群はいずれも小規模で、狭い範囲に限定される。ただし深く埋もれた岩石下に潜むので

見つけにくく、未知の個体群が存在する可能性はある。 
学術的意義・評価 ： 沖縄県は分布の南限である。また上記の通り、属の所属は再検討の余地があり、Nozeba属に属さな

いとしたら本種に対して新たな属を創設するべきかもしれない。 
生存に対する脅威 ： 護岸・埋立・海底浚渫等海岸環境の改変、水質や土壌の汚染。 
特 記 事 項 ： 宮城・千葉・愛知・三重・岡山・長崎各県レッドリスト掲載種。記載時はサザナミツボ科 Elachisinidae 

Ponder, 1985 に属すとされたがこれは誤りで、サザナミツボ科にサザナミツボが含まれない奇異な
事態となったため、Elachisinidaeの和名はフロリダツボ科に改称された (福田, 2012)。 

原  記  載 ： Fukuda, H. & Ekawa, K., 1997. Description and anatomy of a new species of the Elachisinidae 
(Caenogastropoda: Rissooidea) from Japan. The Yuriyagai, 5: 69–88. (pp. 69–88, figs 1–38, as Elachisina 
ziczac. Type loc.: “Nagusanohama Beach, Wakayama City, Wakayama Pref., central Honshu”) 

参 考 文 献 ： 福田 宏, 1996. 腹足綱. “日本における干潟海岸とそこに生息する底生生物の現状”, 花輪伸
一・佐久間浩子 (編), WWF Japan Science Report, 3: 11–63. 

福田 宏, 2012. サザナミツボ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 
日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 40. 

Golding, R.E., 2014. Molecular phylogeny and systematics of Australian ‘Iravadiidae’ 
(Caenogastropoda: Truncatelloidea). Molluscan Research, 34: 222–257. 

長谷川和範, 2000. サザナミツボ科. “日本近海産貝類図鑑”, 奥谷喬司 (編), 東海大学出版会, 
東京, 164–165. 

名和 純, 2009. 琉球列島の干潟貝類相 (2) 沖縄および宮古・八重山諸島. 西宮市貝類館研究報告, 
(6): 1–81, figs 1–33, pls 1–20, tables 1–3. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ヒメシラギク (ミジンシラギク) 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 クビキレガイ上科 イソコハクガ

イ科 
学    名 ： Pseudoliotia asteriscus (Gould, 1859) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
図 の 解 説 ： p. 43。石垣島名蔵湾。撮影: 久保弘文。 
形    態 ： 殻長1.3 mm、殻径2 mm。殻は螺塔の低いシタダミ形で、殻頂は多少突出し、厚質堅固、不透明。殻

表は白色であるが生時は濃褐色の附着物で覆われ、強い縦肋と螺肋 (体層で 4本) が交わって格子
目となる。臍孔は広く開く。殻口は円く、唇縁は厚く肥厚する。蓋は円く、厚い革質、半透明黄褐
色で、核を中央に持つ。 

近似種との区別 ： シラギクは本種より大きく、さほど殻頂は突出せず、縦肋と螺肋の交点は鋭く尖る。リュウキュウ
シラギクはさらに一回り大きく、より平たい円盤状で、縦肋の間隔が狭いため格子目状彫刻も細か
い。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島 (羽地内海、金武湾、中城湾)、久米島、宮古島、石垣島 (名蔵湾、川平湾)、台湾 (淡水)、
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香港、東南アジア。瀬戸内海等からの記録はシラギクの誤同定。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： シラギクは本州〜九州と朝鮮半島に産する温帯域の種で、リュウキュウシラギク

は沖縄島以南の熱帯太平洋から知られる。 
生 態 的 特 徴 ： 胎殻の形態から恐らく浮游幼生期を経る。 
生息地の条件  ： 内湾奥部マングローブ辺縁に生じた礫地の高潮帯において、砂泥に埋もれた岩石の下から、ジーコ

ンボツボ、カドカドガイ属、ヒミツナメクジ、サカマキオカミミガイ、イササコミミガイ、シュジ
ュコミミガイ等と共に見出されている。 

個体数の動向  ： 1990年代に宮古島平良久松では多産していたが、2008年に同地を調査した際は全く見出されなかっ
た。もともと産地が局限される種と思われる。 

現在の生息状況 ： 現存産地は10箇所以下しかなく、棲息範囲は狭い。ただし深く埋もれた岩石下に潜むので見つけに
くく、未知の個体群が存在する可能性はある。 

学術的意義・評価 ： これまで存在自体がほとんど知られず、文献記録も僅かしかない稀少種である。 
生存に対する脅威 ： 護岸・埋立・海底浚渫等河口や海岸の環境改変、マングローブ伐採、水質や底質の汚濁。特に埋れ

石下は陸土微粒子の大量流入により目詰まりを生じ、場自体が閉塞する。 
特 記 事 項 ： 従来日本の文献では本種の種小名はもっぱら astericus とされてきたが、正しくは asteriscus である。 
原  記  載 ： Gould, A.A., 1859. Descriptions of new species of shells brought home by the North Pacific Exploring 

Expedition. Proceedings of the Boston Society of Natural History, 7: 138–142. (p. 142, as Liotia asteriscus. 
Type loc.: “Hong Kong”) 

参 考 文 献 ： 福田 宏, 1996. 腹足綱；宮古島 平良市久松漁港 (久貝)〜久松松原. “日本における干潟海岸と
そこに生息する底生生物の現状”, 花輪伸一・佐久間浩子 (編), WWF Japan Science Report, 3: 
11–63, 114–115. 

福田 宏, 2012. ヒメシラギク (ミジンシラギク，シラギクマガイ). “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海
岸ベントスのレッドデータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 42. 

福田 宏, 2014. ヒメシラギク (シラギクマガイ). “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそ
れのある野生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせ
い, 東京, 298. 

長谷川和範, 2000. イソコハクガイ科. “日本近海産貝類図鑑”, 奥谷喬司 (編), 東海大学出版会, 
東京, 172–179. 

Kuroda, T., 1941. A catalogue of molluscan shells from Taiwan (Formosa) with descriptions of new species. 
Memoirs of the Faculty of Science and Agriculture, Taipei Imperial University (Taiwan), 22(4) Geology, 
17: 65–216, pls 8–14. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏・久保弘文 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………… 

 
和    名 ： ツブカワザンショウ (ヒメカワザンショウ) 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 クビキレガイ上科 カワザンショ

ウ科 
学    名 ： Assiminea estuarina Habe, 1946 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
図 の 解 説 ： p. 43. A, B：今帰仁村湧川我部井. C：名護市羽地. 撮影：福田 宏. 
形    態 ： 殻長5 mm、殻径3 mm。殻は球形〜卵円錐形であるが、老成すると前方に伸長して蛹形となる。殻表

は明るい黄褐色で、体層で2または 3本の明瞭な橙色帯を巡らす。螺層上部が平滑な個体と、顕著
な螺肋を巡らす個体がある。臍孔は狭く開く。蓋は半月形で革質、半透明、黄褐色。頭触角を欠き、
眼胞は短いが明瞭。頭部～腹足の背面と側面は黒色で、外套膜表面の黒地の水玉模様が殻を透過し
て見える。 

近似種との区別 ： リュウキュウカワザンショウより遥かに小形で、臍孔が開く。オイランカワザンショウやアシヒダ
ツボは共に高円錐形、濃赤褐色で、前者は殻底に白色帯を巡らす。 

分 布 の 概 要 ： 宮城県志津川湾～九州、奄美大島、沖縄島 (塩屋湾、羽地内海)、韓国南部。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 南西諸島での近縁種はリュウキュウカワザンショウと、奄美大島住用のスミヨウ

カワザンショウのみが知られる。種子島以北にカワザンショウ、ヒラドカワザンショウなど多くの
種が存在する。 

生 態 的 特 徴 ： 干潟表層の藻類等を摂食すると推測される。恐らく浮游幼生期を経る。 
生息地の条件  ： 内湾奥砂泥干潟の辺縁に生じた礫地において、高・中潮帯の転石側面に付着する。沖縄県ではマン

グローブ林周辺の塩性湿地に見られる。乾燥に弱く、水辺にまとまった数の岩礫や朽木等が散在し
て常に濡れていることが個体群維持に不可欠である。 

個体数の動向  ： 九州以北では点々と産地が知られるが、沖縄県では極めて稀で、沖縄島の2箇所でしか知られてい
ない。 

現在の生息状況 ： 塩屋湾・羽地内海ともに個体群は極めて小規模で、棲息範囲も狭く、個体数も少ない。少数の蛹形
の老成個体だけが見られることもあり、このような個体群は新規加入がなく消滅を待つだけの状態
かもしれない。 

学術的意義・評価 ： 沖縄島は本種の分布の南限である。 
生存に対する脅威 ： マングローブ伐採、河口や海岸の護岸・埋立、水質や底質の悪化。 
特 記 事 項 ： ツブカワザンショウは螺層上部が平滑な個体に対する名で、螺肋を持つものはヒメカワザンショウ

として区別されてきたが、分子系統解析の結果、両者は同種と見なされた。 
IUCN カテゴリー：Data Deficient (DD)。 
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原  記  載 ： 波部忠重, 1946. 汽水産貝類新種 Assiminea estuarina ツブカハザンシヨウ. 貝類学雑誌, 14: 
217–218. (pp. 217–218, fig. 2, as Assiminea (Assiminea) estuarina. Type loc.: “和歌山
縣東牟婁郡下里町浦神”) 

参 考 文 献 ： 福田 宏, 1996. 腹足綱；沖縄本島 羽地内海 (名護市屋我地島南岸／名護市羽地〜国頭郡今帰仁村
我部井). “日本における干潟海岸とそこに生息する底生生物の現状”, 花輪伸一・佐久間浩子 
(編), WWF Japan Science Report, 3: 11–63, 114. 

福田 宏, 2012. ツブカワザンショウ (ヒメカワザンショウ). “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベ
ントスのレッドデータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 48. 

久保弘文, 2005. ヒメカワザンショウ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) —
レッドデータおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 
那覇, 351–352. 

名和 純, 2009. 琉球列島の干潟貝類相 (2) 沖縄および宮古・八重山諸島. 西宮市貝類館研究報告, 
(6): 1–81, figs 1–33, pls 1–20, tables 1–3.  

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏・久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ホラアナゴマオカチグサ種群 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 クビキレガイ上科 カワザンショ

ウ科 
学    名 ： Cavernacmella spp. 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) 
  
図 の 解 説 ： p. 43. 標本：宮古島. 撮影：亀田勇一 (標本), 福田 宏 (生体). 描画：福田 宏. 
形    態 ： 殻長1.6 mm、殻径1.2 mm。殻は卵円錐形、薄質、光沢が強く無色半透明。螺層は膨らみ、縫合は深

くくびれる。殻表は弱い成長脈以外は平滑。殻口外唇はやや肥厚する。臍孔は狭く開く。蓋は種子
形で革質、半透明、黄褐色。頭部-腹足は無色半透明。頭触角は右側の痕跡のみで、眼胞は太短く、
眼は黒色で明瞭。 

近似種との区別 ： ホラアナゴマオカチグサは多数の隠蔽種を含む多系統群であり、殻の形態では識別が困難で、同定
には軟体の検討や分子系統解析が必須である。日本本土のホラアナゴマオカチグサや沖縄島のホラ
アナゴマオカチグサ類似種群とは、眼に黒い色素を持つことで区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄諸島・久米島・先島諸島の主要な島の石灰洞窟で記録されている。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ウフアガリゴマオカチグサと同様。沖縄県においても、少なくとも各島ごとに別

種に分化している可能性が極めて高い。 
生 態 的 特 徴 ： 直達発生。湿度の高い洞窟内の、貧栄養な湿った岩壁や泥上に棲息し、壁面や泥中の微生物などを

栄養源としていると考えられる。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 死殻は多数見られるものの、生貝の密度は極めて低い場所が多い。ある程度増減を繰り返している

と考えられるが、洞内が乾燥する場所では、干からびた肉の残った殻がかたまって見出されること
もある。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： Cavernacmella は単一の属内で海岸・林床・渓流・洞窟内に進出した全動物中唯一の属であるうえ、

特に琉球列島では各島で独立に洞窟適応を果たした可能性が高く、進化生態学的にも重要である。 
生存に対する脅威 ： 貧栄養かつ湿った環境が必要であり、観光開発での照明の設置による乾燥化・植物の繁茂、外気の

流入による湿度の低下は個体群の縮小に直結する。外からのカビや有機物の持ち込み、人の往来に
伴う微生物相の変化も棲息に悪影響を与える可能性が高い。近年の温暖化や過剰乾燥、洞周辺の開
発や伐採によって洞窟内でも乾燥化や水量の減少が起こっており、小規模な石灰岩地や地表に近い
洞窟では特に個体群維持が困難になっている。 

参 考 文 献 ： 伊藤良吉, 1963. ホラアナゴマオカチグサの分布について. 秋吉台科学博物館報 (4): 83-87. 

亀田勇一・川北 篤・加藤 真, 2008. ｢ホラアナゴマオカチグサ｣は洞窟ごとに別種である. 日本
貝類学会創立80周年記念大会 (東京) 研究発表要旨, Venus, 67: 99. 

下謝名松栄, 1978. 南・北大東島および沖縄島南部地域の洞穴動物相. “沖縄県天然記念物調査シ
リーズ第14集 沖縄県洞穴実態調査報告 I”. 沖縄県教育委員会 (編), 沖縄県教育委員会, 那覇, 
75-112. 

下謝名松栄, 1979. 沖縄島および周辺離島における洞窟動物. “同 第16集 沖縄県洞穴実態調査報
告II”. 沖縄県教育委員会 (編), 沖縄県教育委員会, 那覇, 97-153. 

下謝名松栄, 1980. 先島 (宮古諸島・八重山諸島) の洞窟動物. “同 第19集 沖縄県洞穴実態調査
報告III”. 沖縄県教育委員会 (編), 沖縄県教育委員会, 那覇, 103-142. 

 
執 筆 者 名 ： 亀田勇一・福田 宏 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ミニカドカド 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 クビキレガイ上科 カワザンショ

ウ科 
学    名 ： Ditropisena sp. B 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
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図 の 解 説 ： p. 43. 標本, 絵：羽地内海. 生体：塩屋湾. 撮影・描画：福田 宏 (標本, 絵), 亀田勇一 (生体). 
形    態 ： 殻長1.3 mm、殻径1.6 mm。殻はドームカドカドに似るが小形で、螺塔がより低いため殻の概形は算

盤玉形となり、また縫合と周縁角との間にも強い螺肋を持つ。縦肋もドームカドカドのそれより細
かい。蓋と頭部-腹足はドームカドカドと同様。 

近似種との区別 ： エレガントカドカドに似るが、より螺塔が高く、縦肋が強い。ドームカドカドとデリケートカドカ
ドは縫合と周縁角との間に螺肋がない。小笠原諸島のインフレカドカドはより大形でやや螺塔が高
く、螺肋・縦肋ともにより強い。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島北部 (塩屋湾、羽地内海)。久米島兼城港白瀬川河口でも類似した個体が確認されているが、
同種か別種か結論が出ていない。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 沖縄島にはドームカドカドも産するが、同所的に見られる場所はない。 
生 態 的 特 徴 ： ドームカドカドと同様。 
生息地の条件  ： ドームカドカドと同様。 
個体数の動向  ： 既知産地は合計5箇所以下で、それら全個体群が極めて狭い範囲に限定される。同様の小規模な個

体群がかつては沖縄島の広範囲に点在していたと思われるが、既にその多くが消失した可能性があ
る。 

現在の生息状況 ： 産地の大半が幹線道路・橋または集落に隣接した河口や海岸であり、各個体群はコンクリート護岸
の切れ目に辛うじて残った岸辺で細々と生き延びている。今後、護岸の新設や道路・橋梁の拡張な
どで瞬時に壊滅する可能性は高く、個体群存続が甚だ危ぶまれる。 

学術的意義・評価 ： ドームカドカドと同様。 
生存に対する脅威 ： ドームカドカドと同様、分布域が著しく狭く、個体群は河口の埋立・護岸等の改変、マングローブ

伐採、水質・土壌汚染の影響を直接被る。 
参 考 文 献 ： 福田 宏, 1996. 腹足綱；沖縄本島 羽地内海 (名護市屋我地島南岸／名護市羽地〜国頭郡今帰仁村

我部井). “日本における干潟海岸とそこに生息する底生生物の現状”, 花輪伸一・佐久間浩子 
(編), WWF Japan Science Report, 3: 11–63, 114. 

福田 宏, 2012. ミニカドカド. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 
日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 51. 

福田 宏, 2014. ミニカドカド. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物
－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 287. 

Fukuda, H. & Ponder, W.F., 2003. Australian freshwater assimineids, with a synopsis of the Recent 
genus-group taxa of the Assimineidae (Mollusca: Caenogastropoda: Rissooidea). Journal of Natural History, 
37: 1977–2032. 

名和 純, 2005. ミニカドカド. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) —レッド
データおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
328. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏・名和 純＊    ＊前回改訂版 (2005) における名和による記載内容を一部引用した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： デリケートカドカド 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 クビキレガイ上科 カワザンショ

ウ科 
学    名 ： Ditropisena sp. C 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
図 の 解 説 ： p. 44. 標本, 生体 (右下を除く)：宮古島久松松原. 生体 (右下)：伊良部島サバ沖井戸前. 撮影：

福田 宏. 
形    態 ： 殻長1.1 mm、殻径1.6 mm。殻はドームカドカドに似て縫合下に螺肋を欠くが、より小型で螺塔が低

く、薄く半透明で、縦肋も遥かに繊細である。蓋と頭部-腹足は同属の他種と同様。 
近似種との区別 ： ドームカドカドとの識別点は上記の通り。ミニカドカド・エレガントカドカド・小笠原諸島のイン

フレカドカドは縫合と周縁角との間にも明瞭な螺肋がある。 
分 布 の 概 要 ： 宮古島 (狩俣、平良松原、平良荷川取下崎、咲田川河口、嘉手苅入江) とその属島である伊良部島 (サ

バ沖井戸前) からしか見出されておらず、宮古諸島の固有種。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ドームカドカドを参照。同一産地に同属の他種が見られることはない。 
生 態 的 特 徴 ： ドームカドカドと同様。 
生息地の条件  ： ミニカドカドとほぼ同様であるが、本種は外洋寄りの環境にも棲息可能である。宮古島平良松原で

は与那覇湾内の河口マングローブ内に棲息するのに対し、狩俣と平良荷川取下崎では外洋に面した
岩礁の間に形成された砂浜の辺縁に見られる。伊良部島においても、宮古島との間の海峡部に面し
た海岸飛沫帯の、岩礁間の粗砂底で確認された。 

個体数の動向  ： 同属の他種と同様に分布域が著しく狭く、既知産地は合計5箇所のみである。そのうち咲田川河口
の個体群は近年の緩傾斜護岸建設により消滅したとされる。 

現在の生息状況 ： ミニカドカドと同様、産地の大半が道路・橋または集落に隣接した河口や海岸であり、いつ壊滅し
ても不思議でない状態にある。咲田川河口での個体群消滅はその典型例であり、これで現存産地は
もうあと4箇所しか残っていない。 

学術的意義・評価 ： ミニカドカドと同様。 
生存に対する脅威 ： ミニカドカドと同様、分布域が著しく狭く、個体群は河口の埋立・護岸等の改変、マングローブ伐

採、水質・土壌汚染の影響を直接被る。 
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参 考 文 献 ： 福田 宏, 1996. 腹足綱；宮古島 平良市久松漁港 (久貝)〜久松松原. “日本における干潟海岸と
そこに生息する底生生物の現状”, 花輪伸一・佐久間浩子 (編), WWF Japan Science Report, 3: 
11–63, 114–115. 

福田 宏, 2012. デリケートカドカド. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブ
ック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 52. 

福田 宏, 2014. デリケートカドカド. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野
生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 
288. 

Fukuda, H. & Ponder, W.F., 2003. Australian freshwater assimineids, with a synopsis of the Recent 
genus-group taxa of the Assimineidae (Mollusca: Caenogastropoda: Rissooidea). Journal of Natural History, 
37: 1977–2032. 

名和 純, 2005. デリケートカドカド. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) —
レッドデータおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 
那覇, 470. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏・名和 純＊    ＊前回改訂版 (2005) における名和による記載内容を一部引用した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： エレガントカドカド 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 クビキレガイ上科 カワザンショ

ウ科 
学    名 ： Ditropisena sp. D 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
図 の 解 説 ： p. 44. 標本：石垣島磯辺川河口. 生体：石垣島桴海富野. 撮影：福田 宏. 
形    態 ： 殻長1 mm、殻径1.6 mm。殻はミニカドカドに似て縫合下に螺肋を持つが、ミニカドカドより更に螺

塔が低く、縦肋も細かい。蓋と頭部-腹足は同属の他種と同様。 
近似種との区別 ： ミニカドカドとの識別点は上記の通り。ドームカドカドとデリケートカドカドは縫合と周縁角との

間に螺肋がない。 
分 布 の 概 要 ： 石垣島 (磯辺川河口、崎枝、川平、桴海富野) と西表島 (仲間川河口) の固有種。名和 (2005) は

「西表島浦内川河口域でも見出されている」と記しているが、これは琉球大学資料館 (風樹館) 所
蔵標本 RUMF-ZM-05999 (名和, 2011: 77) に基づいており、そのラベルの「浦内川」は仲間川の
誤記。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ドームカドカドを参照。同一産地に同属の他種が見られることはない。 
生 態 的 特 徴 ： ドームカドカドと同様。 
生息地の条件  ： ドームカドカドと同様。 
個体数の動向  ： 同属の他種と同様に分布域が著しく狭く、既知産地は合計4箇所のみである。そのうち石垣島磯辺

川河口の産地は1990年代末に実施された橋の改築工事の影響で状態が悪化し、その後は2004年 11
月に生貝1個体が見られたのみであり、現在も棲息しているかどうか明らかでない。 

現在の生息状況 ： デリケートカドカドと同様、産地の大半が道路・橋または集落に隣接した河口や海岸であり、いつ
壊滅しても不思議でない状態にある。磯辺川河口での棲息環境悪化はその典型例であり、他の 3箇
所も個体群が維持されるかどうか危ぶまれる。 

学術的意義・評価 ： デリケートカドカドと同様。 
生存に対する脅威 ： デリケートカドカドと同様、分布域が著しく狭く、個体群は河口の埋立・護岸等の改変、マングロ

ーブ伐採、水質・土壌汚染の影響を直接被る。 
特 記 事 項 ： 石垣島・西表島は国立公園であり、自然公園法で開発規制されている。 
参 考 文 献 ： 福田 宏, 1996. 腹足綱；石垣島 宮良川 (石垣市宮良)・磯辺川河口 (石垣市磯辺). “日本におけ

る干潟海岸とそこに生息する底生生物の現状”, 花輪伸一・佐久間浩子 (編), WWF Japan Science 
Report, 3: 11–63, 114–115. 

福田 宏, 2012. エレガントカドカド. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブ
ック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 52. 

福田 宏, 2014. エレガントカドカド. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野
生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 
287. 

Fukuda, H. & Ponder, W.F., 2003. Australian freshwater assimineids, with a synopsis of the Recent 
genus-group taxa of the Assimineidae (Mollusca: Caenogastropoda: Rissooidea). Journal of Natural History, 
37: 1977–2032. 

池辺進一・吉田 誠, 2006. 池辺進一コレクション 貝類標本目録. 和歌山県立自然博物館, 海南, 
164 pp. 

久保弘文・西垣孝治・小澤宏之, 2017. 沖縄県レッドデータブック ーレッドデータおきなわー 第2
回改訂に伴う稀少貝類棲息実態調査報告ー2. 西表島. Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

名和 純, 2005. エレガントカドカド. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) —
レッドデータおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 
那覇, 470. 

名和 純, 2011. 琉球大学資料館 (風樹館) 多板綱・腹足綱・掘足綱・頭足綱標本目録. 琉球大学
資料館 (風樹館) 収蔵資料目録, (6): 1–254. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏・名和 純＊    ＊前回改訂版 (2005) における名和による記載内容を一部引用した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
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和    名 ： ウラウチコダマカワザンショウ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 クビキレガイ上科 カワザンショ

ウ科 
学    名 ： Ovassiminea sp. 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
図 の 解 説 ： p. 44. A：西表島浦内川. B：石垣島名蔵湾. C：西表島浦内川. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 殻長3 mm、殻径2.2 mm。殻は卵円錐形、厚質堅固、殻表は明るい檸檬色。後成層上部及び体層縫合

下に複数の強い螺溝を巡らす。臍孔は明瞭に開く。頭部-腹足は白色で、眼胞は太短い。蓋は革質
半透明で、内面にアマオブネ科の種を想起させる明瞭な突起 (ペグ) を持つ。 

近似種との区別 ： 殻はツブカワザンショウに似るが、螺状色帯を欠く。蓋のペグはコダマカワザンショウ属 
Ovassiminea Thiele, 1927 の共有派生形質であり、日本産のカワザンショウ科の種では本種だけが持
つ特徴である。 

分 布 の 概 要 ： 石垣島 (名蔵) と西表島 (浦内川、古見、仲間川) の固有種。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 同属の他種は日本では知られておらず、台湾、香港、タイ、フィリピン、北オー

ストラリア等熱帯域に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 生活史や発生様式は未詳。 
生息地の条件  ： マングローブ内や辺縁の塩生湿地の潮間帯砂泥底に堆積した落葉や朽木の下に限られ、西表島では

コーヒーイロカワザンショウやヤイマカチドキシタダミ等と同所的に見られる。 
個体数の動向  ： 既知産地は僅か 4 箇所で、分布域が狭く個体数も少ない。石垣島名蔵の棲息地は僅か 10×10 m 程

度の範囲しかない。同様の小規模な個体群がかつては八重山諸島に点在していたと思われるが、既
にその多くが消失した可能性がある。 

学術的意義・評価 ： 未記載種。また、コダマカワザンショウ属の種のうち、世界で最も北方に分布する種として貴重で
ある。 

生存に対する脅威 ： 水質や底質の汚染、マングローブ縮小、護岸や埋立等の影響が強く懸念され、特に近年のリゾート
開発等によって各個体群は脅威に晒されている。 

特 記 事 項 ： 石垣島・西表島は国立公園であり、自然公園法で開発規制されている。 
参 考 文 献 ： 福田 宏, 2012. ウラウチコダマカワザンショウ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッ

ドデータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 53. 
福田 宏, 2014. ウラウチコダマカワザンショウ. “レッドデータブック2014―日本の絶滅のおそ
れのある野生生物―6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせ
い, 東京, 288. 

早瀬善正, 2004. 西表島産カワザンショウガイ科の一種. かきつばた, (29): 12–14. 
久保弘文・西垣孝治・小澤宏之, 2017. 沖縄県レッドデータブック ーレッドデータおきなわー 第2
回改訂に伴う稀少貝類棲息実態調査報告ー2. 西表島. Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

名和 純, 2009. 琉球列島の干潟貝類相 (2) 沖縄および宮古・八重山諸島. 西宮市貝類館研究報告, 
(6): 1–81, figs 1–33, pls 1–20, tables 1–3. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏・久保弘文・早瀬善正・亀田勇一 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

和    名 ： アシヒダツボ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 クビキレガイ上科 カワザンショ

ウ科 
学    名 ： “Rugapedia” sp. 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
図 の 解 説 ： p. 44. 標本, 生体 (上段, 左下)：豊見城市漫湖. 生体 (下段中, 右) ：石垣島名蔵. 撮影：福田 宏. 
形    態 ： 殻長 3 mm、殻径2 mm。殻は円錐形で、半透明、厚質、赤茶褐色で、縫合下に明瞭な螺溝を巡らす。

臍孔は狭く隙間状。殻底に螺状陵角を持ち、殻口前端が鋭く尖る。蓋は種子形で革質、半透明、黄
褐色。頭部-腹足の背面と側面は黒点を散在するが、蓋葉と蹠面は無色。眼胞は長く、腹面に細長
い黒斑を持つ。腹足は全長約2 mmで、蹠面は約15本の顕著な横向きの溝で等間隔に刻まれる。 

近似種との区別 ： 蹠面の溝は Rugapedia Fukuda & Ponder, 2004 に固有の特徴である。殻はサツマクリイロカワザンシ
ョウに似るが、螺層の膨らみがより弱く、殻口前端の突出が強い。オイランカワザンショウにも似
るが殻底に色帯を欠く。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島、久米島 (白瀬川)、石垣島 (名蔵)、西表島 (浦内川、船浦)。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： Rugapedia 属はタイ、フィリピン、北オーストラリアから数種が見出されている

が、タイプ種フタナリアシヒダツボ (新称: R. androgyna Fukuda & Ponder, 2004) を除きすべて未記載
である。 

生 態 的 特 徴 ： 未詳。 
生息地の条件  ： 河口マングローブ内や辺縁の砂泥底・泥底の転石や落葉、朽木等の下に見られ、沖縄島と久米島で

はオイランカワザンショウ、西表島ではウラウチコダマカワザンショウやコーヒーイロカワザンシ
ョウと同所的に産する。小規模な河口や粗い砂泥底には見られず、大規模なマングローブのない宮
古島と与那国島では見出されていない。 

個体数の動向  ： 沖縄島では複数の産地があり、一部 (漫湖等) では多産するが、他の3島では1箇所のみで知られ
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る。 
現在の生息状況 ： 現存産地は 10 箇所以下しかなく、沖縄島以外では棲息範囲は狭く、個体数も少ない。西表島では

2015年12月に久保弘文氏の調査で初めて見出された。 
学術的意義・評価 ： 未記載種。最近の分子系統解析 (亀田・福田, 未発表) によると、国外の Rugapedia属とは単系統

群を形成せず、本種には新しい属を創設する必要がある。 
生存に対する脅威 ： マングローブ伐採、河口や海岸の護岸・埋立、水質や底質の悪化。 
特 記 事 項 ： フタナリアシヒダツボは雄性先熟で継続的雌雄同体であるが、本種は雌雄異体である。 
参 考 文 献 ： 福田 宏, 2012. アシヒダツボ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 

日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 54. 
Fukuda, H. & Ponder, W.F., 2004. A protandric assimineid gastropod: Rugapedia androgyna n.gen. and n.sp. 

(Mollusca: Caenogastropoda: Rissooidea) from Queensland, Australia. Molluscan Research, 24: 75–88.  
久保弘文・西垣孝治・小澤宏之, 2017. 沖縄県レッドデータブック ーレッドデータおきなわー 第2
回改訂に伴う稀少貝類棲息実態調査報告ー2. 西表島. Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： コーヒーイロカワザンショウ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 クビキレガイ上科 カワザンショ

ウ科 
学    名 ： Assimineidae gen. A & sp. 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類(VU) 
 
図 の 解 説 ： p. 44. A：西表島大原. B：西表島浦内川. 撮影：久保弘文.  
形    態 ： 殻長3.5 mm、殻径2 mm。殻は高円錐形で濃茶褐色、光沢が強い。周縁は鈍く角張り、他の部分より

僅かに色が薄い。臍孔は狭く隙間状に開き、その周囲に螺状陵角を巡らす。縫合下の螺溝は明瞭。
蓋は革質で黄褐色半透明。頭部-腹足の前方は黒色色素で覆われ、後方及び蹠面は灰色。眼胞は短い
三角形で、眼の後方に三日月形の黒斑を持つ。 

近似種との区別 ： 陸奥湾〜種子島に分布するクリイロカワザンショウに似るが、殻表の光沢が強い。南西諸島に多い
サツマクリイロカワザンショウは赤みが強く半透明で、螺層はより膨らむ。 

分 布 の 概 要 ： 西表島 (浦内川、西ゲーダ川、ユチン川、前良川、仲間川、大原小学校附近の無名河川) から知ら
れる。石垣島名蔵川河口神田橋からも記録がある (名和, 2009, 2011) が、その証拠標本 (琉球大
学風樹館所蔵RUMF-ZM-05319) は別種の可能性がある。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 西表島では同所的にサツマクリイロカワザンショウ、アシヒダツボが見られるこ
とがある。 

生 態 的 特 徴 ： 棲息環境以外未詳。 
生息地の条件  ： マングローブ内や辺縁の塩性湿地の潮間帯砂泥底に堆積した落葉や朽木等の下に棲息し、ヤイマカ

チドキシタダミ、ウラウチコダマカワザンショウ等と同所的に見られる。 
個体数の動向  ： 西表島固有種の可能性が高く、既知産地は世界でも同島の数箇所のみで、分布域・棲息範囲が極端

に狭いため、総個体数も少ないと推測される。 
現在の生息状況： 現存する全個体群が極めて狭い範囲に存立しており、埋立や護岸等がなされると容易に失われる。

また漂着物などが消失すると個体群も壊滅する可能性が高い。 
学術的意義・評価 ： 歯舌や生殖器の特異な形態や分子系統解析の結果から、本種に対して新属の創設を必要とする (有

明海・玄界灘・韓国南西岸に分布するオオクリイロカワザンショウのみからなる新属の姉妹群)。 
生存に対する脅威 ： マングローブ伐採、河口や海岸の護岸・埋立、水質や底質の悪化等の影響が強く懸念される。近年

のリゾート開発等によって個体群は脅威に晒されている。 
特 記 事 項 ： 石垣島・西表島は国立公園であり、自然公園法で開発が規制されている。 
参 考 文 献 ： 福田 宏, 2012. コーヒーイロカワザンショウ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッド

データブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 47. 
福田 宏, 2014. コーヒーイロカワザンショウ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれ
のある野生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 
東京, 285. 

久保弘文・西垣孝治・小澤宏之, 2017. 沖縄県レッドデータブック ーレッドデータおきなわー 第2
回改訂に伴う稀少貝類棲息実態調査報告ー2. 西表島. Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

名和 純, 2009. 琉球列島の干潟貝類相 (2) 沖縄および宮古・八重山諸島. 西宮市貝類館研究報告, 
(6): 1–81, figs 1–33, pls 1–20, tables 1–3. 

名和 純, 2011. 琉球大学資料館 (風樹館) 多板綱・腹足綱・掘足綱・頭足綱標本目録. 琉球大学
資料館 (風樹館) 収蔵資料目録, (6): 1–254. 

山下博由・名和 純・福田 宏・奥田夏樹, 2005. 西表島浦内川流域・トゥドゥマリ浜の貝類相 (予
報). “西表島浦内川河口域の生物多様性と伝統的自然資源利用の総合調査報告書 II”, 西表島
浦内川流域研究会 (編), 西表島浦内川流域研究会, 竹富, 47–61. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏・久保弘文・亀田勇一 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： 沖縄島のホラアナゴマオカチグサ類似種群 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 クビキレガイ上科 カワザンショ
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ウ科 
学    名 ： Assimineidae gen. B & spp. 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) 
  
図 の 解 説 ： p. 44. 1：金武町金武. 2：南城市玉城. 撮影：亀田勇一. 
形    態 ： 殻長1.4 mm、殻径1.2 mm。殻は卵円錐形、薄質、光沢が強く無色半透明。螺層は膨らみ、縫合は深

くくびれる。殻表は弱い成長脈以外は平滑。殻口外唇はやや肥厚する。臍孔は狭く開く。蓋は種子
形で革質、半透明、黄褐色。頭部-腹足は無色半透明。頭触角は右側の痕跡のみで、眼胞は太短く、
眼は黒い色素を持たない。 

近似種との区別 ： ホラアナゴマオカチグサ種群とは殻の形態が酷似しており、同定には軟体の検討や分子系統解析が
必須である。直腸がゴマオカチグサ属のように複雑に曲がることはなく、外三つ折り状になること
で識別できる。また、琉球列島産のホラアナゴマオカチグサ種群とは、眼に黒い色素を持たないこ
とも区別点となる。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島からのみ確認されている。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 現時点では沖縄島のみから見つかっている系統で、近縁なグループも不明である。

明確に本種群であることが判明しているのは金武町と南城市の2洞窟の個体群のみであり、過去の
記録にある分布地も本種群とホラアナゴマオカチグサ種群のものが混在している可能性は否定でき
ない。 

生 態 的 特 徴 ： ホラアナゴマオカチグサ種群と同様。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 洞窟棲かつ微小種であるため、少数が記録されているのみである。他県では観光開発による乾燥化

で激減した場所もあり、本種群も個体群が縮小している可能性が高い。 
現在の生息状況 ： 南城市の洞窟は多数の人が訪れる観光洞で照明も多く、棲息域・個体数とも限られており、外来種

であるジャワザンショウも侵入している。金武町の洞窟も人に利用されてはいるが、洞内の水量は
豊富で、今のところ概ね良好な環境が保たれている。 

学術的意義・評価 ： Cavernacmellaとは独立に洞窟適応を果たし、形態的収斂を生じている可能性が高い。また、沖縄島
以外からは記録されておらず、進化生態学的・生物地理学的に極めて重要である。 

生存に対する脅威 ： ホラアナゴマオカチグサ種群と同様。 

参 考 文 献 ： 伊藤良吉, 1963. ホラアナゴマオカチグサの分布について. 秋吉台科学博物館報, (4): 83-87. 

亀田勇一・川北 篤・加藤 真, 2008. ｢ホラアナゴマオカチグサ｣は洞窟ごとに別種である (日本
貝類学会創立80周年記念大会 (東京) 研究発表要旨). Venus, 67: 99. 

下謝名松栄, 1978. 南・北大東島および沖縄島南部地域の洞穴動物相. “沖縄県天然記念物調査シ
リーズ第14集 沖縄県洞穴実態調査報告 I”. 沖縄県教育委員会 (編), 沖縄県教育委員会, 那覇, 
75-112. 

下謝名松栄, 1979. 沖縄島および周辺離島における洞窟動物. “同 第16集 沖縄県洞穴実態調査報
告 Ⅱ”. 沖縄県教育委員会 (編), 沖縄県教育委員会, 那覇, 97-153. 

 
執 筆 者 名 ： 亀田勇一・福田 宏 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： アマミクビキレ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 クビキレガイ上科 クビキレガイ

科 
学    名 ： Truncatella sp. E 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類(VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 44. A：那覇港外 (西宮市貝類館所蔵 NCKG00590). B：渡名喜島渡名喜港. C：伊良部島国仲. 撮

影：福田 宏. 
形    態 ： 殻長 8 mm、殻径 3 mm。殻は細長い円筒形、淡紅色〜象牙色で厚く不透明、光沢は鈍い。体層に約

24 本、次体層に約 21本の緩く彎曲した太い縦肋を広い間隔で並べる。螺層の膨らみと縫合の縊れ
は弱い。殻口外唇は反転するが、外側に縦張肋状の肥厚はない。胎殻の縦肋と蓋の石灰化はオカク
ビキレ等と同様。 

近似種との区別 ： クビキレガイより小形で、縦肋は少なく間隔が広い。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島、加計呂麻島、徳之島、沖縄島、渡名喜島、久米島、宮古島、伊良部島、石垣島、西表島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 多くの産地でクビキレガイに随伴する。 
生 態 的 特 徴 ： 直達発生で、水のない飼育下でも産卵し、幼貝が現れる。 
生息地の条件  ： 内湾奥〜湾口に面した岩礁地飛沫帯において、砂泥底の転石等の下に見られ、クビキレガイより海

寄りに産する。 
個体数の動向  ： 南西諸島の広範囲に産するものの、クビキレガイより産地数・個体数とも少ない。 
現在の生息状況 ： どの島でも産地は1〜数箇所に限られ、合計20箇所以下しか知られていない。 
学術的意義・評価 ： 最近ようやく存在が明確化された種である。本種に限らずインド–太平洋産クビキレガイ科貝類の分

類は著しく遅れており、本種の認知が同科の研究推進の端緒となることが期待される。 
生存に対する脅威 ： 海岸や河口の埋立・護岸・道路や橋梁設置等の開発、水質・土壌汚染。 
特 記 事 項 ： 本種の学名は T. amamiensis Kuroda & Habe in Habe, 1961 とされてきたがこれは誤り。黒田徳米標本 

(西宮市貝類館 NCKG00591、00594) を見ると、本来その学名で記載される予定であったのは確か
に本種であるが、T. amamiensis のホロタイプに指定された徳之島鹿浦産個体 (NSMT Mo 49778) は
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クビキレガイであるため、本種はいまだ学名を持たない。安藤・波部 (1981: pl. 1, fig. 2) が本
種として図示した奄美大島名瀬産、増田・内山 (2004: 111) が「ヤマトクビキレ」とした久米島産
生体、久保 (2014: 291, pl. 1, fig. 13) が「ヤマトクビキレガイ」とした恩納村山田海岸産は全
て本種である。 

参 考 文 献 ： 安藤保二・波部忠重, 1981. 陸産貝類図説 (2). クビキレガイ属 Truncatella とクビキレガイモド
キ属Cecina. ちりぼたん, 12: 79–82. 

福田 宏・青柳 克・亀田勇一,  2017. 沖縄県渡名喜島の非海産貝類相. Molluscan Diversity, 5: 
印刷中. 

福田 宏・亀田勇一・平野尚浩・久保弘文・早瀬善正・齊藤 匠, 2017. 日本産クビキレガイ科 (新
生腹足類: クビキレガイ上科) の再検討に向けて.Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

波部忠重, 1961. 続原色日本貝類図鑑. 保育社, 大阪, 4+xii+182+46 pp., 62 pls. 
久保弘文, 2014. 恩納村の貝類. “恩納村誌 第1巻 自然編”, 恩納村誌編さん委員会 (編), 恩納
村役場, 恩納, 245–340. 

黒田徳米, 1950. クビキレガヒ類 (附 Clench・Turner著 クビキレガヒ科の目録紹介). 夢蛤, (49): 
1–2. 
黒田徳米, 1960. 沖縄群島産貝類目録 (頭足類を除く). 琉球大学教務部普及課, 那覇, iv+106 pp., 
3 pls. 

増田 修・内山りゅう, 2004. 日本産淡水貝類図鑑②汽水域を含む全国の淡水貝類. ピーシーズ, 
横浜, 240 pp. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏・久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

和    名 ： カイグンボウクビキレ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 クビキレガイ上科 クビキレガイ

科 
学    名 ： Truncatella sp. F 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 44. 標本：宮古島平良荷川取成川. 生体：南大東島海軍棒. 撮影：福田 宏. 
形    態 ： 殻長 5.3 mm、殻径2.3 mm。殻は円筒形、淡紅色〜象牙色で不透明、光沢を帯び、体層に約19本、

次体層に約20本の強い縦肋を並べ、縫合下は階段状を成す。殻底の繃帯と軸唇の間は遊離せず偽臍
孔状にならない。外唇外側が縦張肋状に肥厚する。胎殻の表面は目立った彫刻がない。蓋は石灰化
せず薄く半透明、楕円形で扁平。 

近似種との区別 ： 沖縄県産クビキレガイ科貝類のうち、蓋が石灰化せず、胎殻の表面が平滑な唯一の種である。キザ
ハシクビキレやロウタキクビキレに似て縫合が階段状となるが、殻底に偽臍孔を形成しない。大き
さはそれら2種の中間である。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島 (恩納村山田)、宮古島 (平良荷川取成川・下崎)、伊良部島 (サバ沖井戸)、石垣島、北大東
島 (江崎港)、南大東島 (海軍棒)。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： クビキレガイやアマミクビキレが南西諸島の広範囲に分布するのに対し、本種は
上記6島7箇所でしか記録がない。 

生 態 的 特 徴 ： 飼育下の水を欠いた状態で幼貝を生じ、直達発生。転石に附着した藻類等を摂食する。 
生息地の条件  ： 内湾奥または外洋に面した海岸飛沫帯において、岩礁の窪みに溜まった粗砂底間や転石・落葉下に

見られ、同所的にキザハシクビキレ、ブタハマチグサ、カドカドガイ類、ヒミツナメクジ等が産す
る。 

個体数の動向  ： 既知のどの産地も棲息範囲が僅か数m程度と著しく狭い。 
現在の生息状況 ： 過去にはより広く分布していたものの大半が壊滅した可能性がある。ただし地中に深く潜るため見

つけにくい種でもあり、今後の調査で新産地が見出されるかもしれない。 
学術的意義・評価 ： アマミクビキレと同様。 
生存に対する脅威 ： 海岸や河口の埋立・護岸・道路や橋梁設置等の開発、マングローブ湿地の破壊、瀕海陸地の森林伐

採、水質・土壌汚染。 
特 記 事 項 ： 増田・内山 (2004) が「ヤマトクビキレ近似種」として図示した沖縄島恩納村・石垣島産個体や、

福田・久保 (2012) の「キザハシクビキレガイ」の写真のうち中央の宮古島平良荷川取成川産、及
び久保 (2014) の沖縄島恩納村山田海岸産「キザハシクビキレガイ」は本種である。 

参 考 文 献 ： 福田 宏・亀田勇一・平野尚浩・久保弘文・早瀬善正・齊藤 匠, 2017. 日本産クビキレガイ科 (新
生腹足類: クビキレガイ上科) の再検討に向けて.Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

福田 宏・久保弘文, 2012. キザハシクビキレガイ (和名新称). “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸
ベントスのレッドデータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 55. 

久保弘文, 2014. 恩納村の貝類. “恩納村誌 第1巻 自然編”, 恩納村誌編さん委員会 (編), 恩納
村役場, 恩納, 245–340. 

久保弘文・福田 宏・早瀬善正・亀田勇一・黒住耐二・上島 励, 2017. 沖縄県レッドデータブッ
ク ーレッドデータおきなわー 第2回改訂に伴う稀少貝類棲息実態調査報告ー3. 北大東島・南大
東島. Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

増田 修・内山りゅう, 2004. 日本産淡水貝類図鑑②汽水域を含む全国の淡水貝類. ピーシーズ, 
横浜, 240 pp. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏・久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
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和    名 ： ヨロイノソデ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 スイショウガイ上科 スイショウ

ガイ科 
学    名 ： Margistrombus septimus (Duclos in Chenu, 1844) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 44. 金武湾. 撮影：久保弘文.  
形    態 ： 殻は本科中、中型で、丸みを帯びた亜方形、外唇は大きく張り出し肥厚する。殻表は平滑で殻口外

唇内壁は白色で、多数の襞を有する。体層背面の殻色は淡褐色の地に茶褐色の矢絣紋を装う線条を
4～5本めぐらす。蓋は褐色、細い爪形で片側が鋸歯状。殻長50 mm内外。 

近似種との区別 ： 日本本土に分布するシドロより殻が前後に短く寸胴で、フドロより外唇が伸展し、螺層が高まる。
すなわちシドロとフドロの中間的特徴を有する。 

分 布 の 概 要 ： 本邦では沖縄島のみ。国外ではフィリピン、インドネシア、ニューカレドニアから知られている。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 日本本土に近縁のシドロとフドロが分布するが、沖縄には両種の記録は無い。 
生 態 的 特 徴 ： ヒメウミヒルモ等の生えた内湾砂泥上の微細藻類を摂食していると考えられる。 
生息地の条件  ： 規模の大きな湾域 (金武湾) の水深約4～12 mの砂泥底に生息。 
個体数の動向  ： 沖縄島では金武湾の限られた範囲でしか確認されておらず、刺網漁獲物での混獲個体数は2005年以

降、大きく減少している。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 国内では他に全く報告例が無く、沖縄島の内湾で隔離された固有の遺存個体群の可能性がある。 
生存に対する脅威 ： 本種の餌となる砂泥上の微細藻類は適度な栄養と高い透明度に支えられており、富栄養や陸土流入

による水質および底質の悪化が絶滅リスクを増大させる。 
特 記 事 項 ： フドロの亜種または一型ともされるが、形態がシドロとも類似していて、明らかに識別できる。 
原  記  載 ： Duclos, P.L., 1844. Genre Strombus. Illustrations conchyliologiques, ou, Description et figures de toutes les 

coquilles connues vivantes et fossiles, classeés suivant le système de Lamarck modifié d’après les progrès 
de la science et comprenant les genres nouveaux et les espèces rècemment découvertes, Tome 4, Chenu, J.C. 
(ed.), A. Franck, Paris. (p. 7, pl. 13, figs 9–10; pl. 15, fig. 11; pl. 26, fig. 2. Type loc. not designated) 

参 考 文 献 ： Abbott, R.T., 1960. The genus Strombus in the Indo-Pacific. Indo-Pacific Mollusca, 1(2): 33–146. 
Abbott, R.T.・Dance, S.P. (波部忠重･奥谷喬司監修･訳), 1985. 世界海産貝類大図鑑,平凡社, 東
京, 443 pp. 

  
執 筆 者 名 ： 久保弘文・福田 宏 

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： オハグロガイ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 スイショウガイ上科 スイショウ

ガイ科 
学    名 ： Strombus urceus (Linnaeus, 1758) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
形    態 ： 殻は本科中、小型で、やや角張った紡錘形、殻表は平滑で殻口外唇内壁が紫褐色に染まり、多数の

襞を有する。殻色は灰白色の地に茶褐色の不定形斑紋を散らす。蓋は赤褐色で細い爪形。殻長40 mm
内外。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島 (主に金武湾、中城湾、羽地外海)、宮古島、石垣島、西表島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 本種の所属するスイショウガイ類は亜熱帯域に広く分布する種が多く、本種もそ

の中に包含される普通種である。 
生 態 的 特 徴 ： アマモ場の海藻の間に紐状の卵嚢を産み付ける。藻食性。 
生息地の条件  ： 規模の大きな干潟のアマモ場やその周辺の砂礫底に生息する。コアマモ－マツバウミジグサ群落な

どのアマモ場干潟に特徴的な種である。 
個体数の動向  ： 西表島等開発の少ない先島諸島沿岸では個体数は少なくないが、石垣島南部や川平湾等では 2010

年以降、顕著に減少している。沖縄島では羽地内・外海や東海岸の一部 (うるま市海中道路付近や
北中城村久場崎) で局所的にまとまった個体群が生残しているにすぎない。沖縄市泡瀬や沖縄島南
部では埋立て、航路浚渫等による生息場所の直接的な破壊で生息場所が大きく消失した。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 本種を含むスイショウガイ類は多産種が多く、熱帯浅海域の生態系において、優占的な第一次消費

者であり、肉食性種の餌資源としても重要な地位を占めていると考えられる。これらが大きく減少
することで生態系の物質循環が滞り、連鎖的な生態系攪乱が生じる可能性がある。 

生存に対する脅威 ： 埋立てによる生息場所の消失、底質の悪化、貝殻、貝細工用採取による乱獲。 
原  記  載 ： Linnaeus, C. von, 1758. Systema naturae per regne tria naturae, secundum clasees, ordines, genera, species, 

cumcharacteribus, differentiis, synonymis, locis. Editio decima reformata. Tome 1, Animalia. Impensis 
Direct. Laurentii Salvii, Holmiae, 823 pp. (p. 745, no. 440, as Strombus urceus. Type loc.: “in O. Asiae”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2005. オハグロガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッド
データおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
419–420. 

久保弘文, 2012. オハグロガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 
日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 56. 

久保弘文・黒住耐二, 1995. 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263 pp. 
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執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： リュウキュウダカラ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 タカラガイ上科 タカラガイ科 
学    名 ： Cypraea luchuana (Kuroda, 1960) 
方  言  名 ： モーモー 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
  
図 の 解 説 ： p. 44. 糸満市. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 殻は本科中やや小型、卵球形、殻表は光沢が強く、灰青色で、灰褐色の小斑を散在させる。最大殻

長約20 mm。 
近似種との区別 ： 近似種ウスムラサキダカラは殻頂部に黒褐色彩を有する別種で、個体変異もあり、分類学的に不詳

な部分もあったが、分子系統解析で独立種であることが確認された。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島とその周辺離島、宮古、石垣、西表島に分布する沖縄県の固有種である。 
生 態 的 特 徴 ： 海藻類の他、海綿等も摂食する雑食性と考えられ、死サンゴ塊の隙間にドーム上の卵塊を産みつけ、

それを保護する習性をもつ。 
生息地の条件  ： 潮通しの良いリーフ内のアマモ場やサンゴ礁に生息し、海藻や海綿を伴った清浄な底質を好む。 
個体数の動向  ： 沖縄島南部では埋立てによる直接的な生息場所の消失等で生息数が減少しており、タカラガイは収

集目的になりやすく、乱獲の影響もあると思われる。 
現在の生息状況 ： 宮古島、八重山では沖縄島と比べ棲息範囲も狭く、特に八重山は個体数も非常に少ない。沖縄島で

も先述理由で健全な個体群は限られている。 
学術的意義・評価 ： 数少ない沖縄県の海産貝類固有種であり、生物地理学的意義が非常に大きい。 
生存に対する脅威 ： 埋立てによる生息場所の消失、底質の悪化、タカラガイ収集による乱獲。 
原  記  載 ： 黒田徳米, 1960. 沖縄群島産貝類目録 (頭足類を除く). 琉球大学教務部普及課, 那覇, iv+104 pp. 

(p. 74, pl. 3, figs 40–45, as Bistolida (Blasicrura) pallidula luchuana. Type loc.: "
沖縄") 

参 考 文 献 ： 久保弘文・黒住耐二, 1995. 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263 pp. 
真野 進・淤見慶宏・倉持敦子・倉持卓司, 2013. 沖縄県石垣島より採集されたリュウキュウダカ
ラ (軟体動物門, 腹足綱, タカラガイ科). 南紀生物, 55(1): 63–64.  

Meyer, C.P., 2003. Molecular systematics of cowries (Gastropoda: Cypraeidae) and diversification patterns in 
the tropics. Biological Journal of the Linnean Society, 79(3): 401–459. 

淤見慶宏・真野 進, 2005. 宮古島で発見されたリュウキュウダカラ. 九州の貝, (65) 27–31.  
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ネコガイ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 タマガイ上科 タマガイ科 
学    名 ： Eunaticina papilla (Gmelin, 1791) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類(VU)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT)  
 
形    態 ： 殻は本科中、やや小型で、洋梨形、臍孔が開口し、殻表は細い螺溝が多数刻まれ、薄い淡黄色の殻

皮に覆われる。殻の地色は白い。蓋は革質で薄く半月型。殻長20 mm内外。 
近似種との区別 ： 近似種ヒメミミガイは殻がより扁平で、臍孔が大きく開かないことから、区別される。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄全域 (大東諸島等外洋島嶼を除く)。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 本種の所属するタマガイ類は亜熱帯域に広く分布する種が多いが、本種は日本本

土温帯域まで広く分布する広域種で、沖縄個体群は沖縄島に分布の中心があり、むしろ隔離個体群
の可能性がある。 

生 態 的 特 徴 ： 貝食性で、餌となる貝の殻に穴を穿つ。砂底に埋在したまま匍匐し、砂粒を付けた卵塊 (通称砂茶
碗) を産む。 

生息地の条件  ： 比較的富栄養で泥分の多い環境にも出現するが、潮通しの良い場所を好み、栄養の多い豊かな内湾
環境を棲息条件とする。 

個体数の動向  ： 個体数の減少は埋立て等大規模な生息場所消失があり、明らかである。 
現在の生息状況 ： 沖縄島では中城湾・金武湾など大規模な内湾干潟に少ないながら確認されるが、先島諸島では殆ど

記録が無く、非常に個体数が少ない。沖縄島中南部・宮古島南部・石垣島南部では港湾開発・埋め
立て事業等で一部の生息場所が消失している。 

学術的意義・評価 ： タマガイ類は熱帯浅海域に多数種が適応放散し、進化生物学的に意義深い研究対象となる。 
生存に対する脅威 ： 内湾潮間帯に分布の中心をもち、埋立てに生息場所消失が最大の減少要因となる。 
特 記 事 項 ： 愛知県レッドデータブックで 絶滅危惧Ⅱ類に掲載されている。 
原  記  載 ： Gmelin, J.F., 1791. Caroli a Linné. Systema naturae per regna tria naturae, secundum classes, ordines, genera, 

species, cum characteribus, differentiis, synonymis, locis. Ed. 13, aucta, reformata. Impensis Georg. Emanuel. 
Beer, Lipsiae, Tome 1, Pars 6, pp. 3021–3910. (p. 3675, no. 20, as Nerita papilla. Type loc.: “frequens ad 
Tranquebariae littrora”) 

参 考 文 献 ： 木村昭一, 2009. ネコガイ. “愛知県の絶滅のおそれのある野生生物 レッドデータブックあいち
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2009 －動物編－”, 愛知県環境調査センター (編), 愛知県環境部自然環境課, 名古屋, 536. 
木村昭一, 2012. ネコガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 日
本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 57. 

久保弘文, 2005. ネコガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッドデー
タおきなわ－”. 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
358. 

齋藤 寛, 2000. タマガイ科. “日本近海産貝類図鑑”, 奥谷喬司 (編), 東海大学出版会, 東京, 
250–267. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ヒメツメタガイ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 タマガイ上科 タマガイ科 
学    名 ： Glossaulax cf. vesicalis (Philippi, 1849) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 殻は本科中、中型で、ドーム状の半球形、殻表は平滑で光沢があり、淡灰褐色。臍孔は大きく開き、

小さいが明瞭な臍盤を形成する。蓋は革質、半月型。殻径4 cm内外。 
近似種との区別 ： 沖縄では近似のツメタガイ類は他に知られていない。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島羽地海域、金武湾、中城湾、大浦湾。 
生 態 的 特 徴 ： 貝食性。主に夜行性で、砂底を匍匐し、砂粒を付けた卵塊 (通称砂茶碗) を産む。 
生息地の条件  ： 沖縄においては、開放的な内湾の低潮線付近から水深30 m付近の清浄な細砂泥底で確認されている。 
個体数の動向  ： 羽地外海や中城湾、金武湾においては個体群の減少が著しく,中城湾では埋立てにより生息場所が大

幅に狭められた。大浦湾では湾内水路の潮通しの良い砂泥底に比較的健全な個体群が確認されてい
る。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 本県では沖縄島のみに棲息し、久米島等周辺離島や先島諸島では記録が無く、生物地理学的意義が

大きい。 
生存に対する脅威 ： 埋立てによる生息場所の直接的破壊・消失・陸域からの栄養や土壌微粒子の過剰流入による底質悪

化。 
特 記 事 項 ： 前回の改定では沖縄型としたが、本種のタイプ産地は中国の広東省で沖縄に近く、また奄美大島産

貝類目録で和名新称となった経緯も考慮して、日本本土と南西諸島の個体群を亜種として区別する
場合は、むしろ南西諸島産を担名亜種とし、日本本土の方を別亜種にするのが適切かもしれない。 

原  記  載 ： Philippi, R.A., 1849 (for 1848). Centuria tertia Testaceorum novorum. Zeitschrift für Malakozoologie, 5: 
151–160. (pp. 159–160, as Natica vesicalis. Type loc.: “Canton”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2005. ヒメツメタガイ沖縄型. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)
－レッドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護
課, 那覇, 472. 

黒田徳米, 1928. 奄美大島産貝類目録. 鹿児島県教育調査会, 鹿児島, 126 pp. 
齋藤 寛, 2000. タマガイ科. “日本近海産貝類図鑑”, 奥谷喬司 (編), 東海大学出版会, 東京, 
250–267. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文・福田 宏 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： テンセイタマガイ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 タマガイ上科 タマガイ科 
学    名 ： Notocochlis robillardi (Sowerby III, 1893) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
形    態 ： 殻は本科中、中型で、亜球形、殻表は全体的に平滑だが、縫合直下は弱い皺ができる。殻色は殻口

の肥厚した成貝では体層が光沢のある茶褐色で、殻口の肥厚しない亜成貝では褪せた灰褐色で、体
層中央部に弱い螺条をめぐらす場合がある。縫合及び臍孔付近のみ帯状に白く色が抜ける。原殻お
よび殻頂付近はやや黒ずむ。臍孔は狭く、わずかに開口し、臍盤は発達が悪く、ゆるやかに湾曲し
て肥厚するのみ。蓋は石灰質で、平滑で光沢があり、外縁に弱く細い溝を2本刻む。蓋の色は白く、
下位にある核のみ焦茶色に染まる。殻径約20 mm。 

近似種との区別 ： 本種はホウシュノタマガイに類似するが、より大型化し、蓋の核に黒い斑紋が入り、目玉のような
模様になるのが特徴である。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島名護湾、中城湾、石垣島川平湾、崎枝湾および名蔵湾から知られる。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 本種の所属するタマガイ類は亜熱帯域に広く分布する種が多く、本種もその中に

包含されるが、国外では具体的な産地記録が非常に乏しい。 
生 態 的 特 徴 ： 貝食性、主に夜行性で、砂底を匍匐し、砂粒を付けた卵塊 (通称砂茶碗) を産む。 
生息地の条件  ： 自然度の保たれた生物多様性の高い内湾のアマモ場周辺の細砂底～砂泥底に生息する。 
個体数の動向  ： 沖縄島では元来極めて稀であるが、石垣島川平湾の湾奥及び水路部では1999～2009年のモニタリン

グでは毎回確認されてきた。しかし、2010～2015年の定性モニタリングでは殆ど確認されていない。 
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現在の生息状況 ： 石垣島川平湾では漁業調整規則 (保護水面) により一定の保護がなされている．しかし、他の産地
においては個体群規模が小さく、底質悪化や環境改変が進んでいる。 

学術的意義・評価 ： 熱帯砂底域に適応放散した貝食性貝類の一つで進化や生態学的研究において重要であり、中でも最
も稀少な種の一つである。 

生存に対する脅威 ： 埋立てや底質の悪化、一部ではネットオークションでも出品されており、販売目的での収集。 
特 記 事 項 ： 本種の1974年の最初の採集記録から、継続して生息が認められ、偶存種ではなく、定着種である。 
原  記  載 ： Sowerby, G.B. III, 1893. Description of twelve new species, chiefly from Mauritius. Proceedings of the 

Malacological Society of London, 1: 41–44, pl. 4. (p. 43, pl. 4, fig. 12, as Natica Robillardi. Type loc.: 
“Mauritius”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2012. テンセイタマガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブッ
ク”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 59. 

久保弘文, 2014. テンセイタマガイ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生
生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 
419. 

久保弘文・石川 裕, 2004. 石垣島川平湾のタマガイ類. かいなかま, 38(1): 1–6. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ロウイロトミガイ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 タマガイ上科 タマガイ科 
学    名 ： Polinices mellosus (Hedley, 1924) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 最大約殻長40 mmの卵球形の小型巻貝で、殻表は淡黄白色で光沢が強く、黒色の蓋をもつ。 
近似種との区別 ： 近似種は蓋の色で区別でき、トミガイ・シロヘソアキトミガイは共に飴色、ヘソアキトミガイは飴

色と黒褐色の染め分けとなる。 
分 布 の 概 要 ： 国内の多くの文献には奄美大島以南、沖縄全域に分布するとされるが、実際には八重山諸島特有の

種で、他地域では正式な分布記録が殆どない。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： トミガイ類中、最も分布に偏りがある。 
生 態 的 特 徴 ： 貝食性。主に夜行性で、砂中を潜って匍匐し、砂粒を付けた卵塊 (通称砂茶碗) を産む。 
生息地の条件  ： アマモ場干潟の水深2 m付近までの砂泥底に生息。 
個体数の動向  ： 1990年代には石垣島を中心に干潟の多産種であったが、2008年頃から名蔵湾、川平湾を中心に著し

く減少傾向にある。 
現在の生息状況 ： 環境省モニタリング1000による2005年以降の連続的に継続している毎年調査でも、ここ5年以内

(2010年以降) では、確認個体数は極めて僅かで最大1～2個/回に留まっている。 
学術的意義・評価 ： トミガイ類は熱帯浅海域に多種が適応放散し、進化生物学的に意義深い研究対象となる。 
生存に対する脅威 ： 内湾潮間帯に分布の中心をもち、底質悪化や埋立てによる生息場所消失が最大の減少要因となる。 
特 記 事 項 ： 世界的に見ても分布記録が乏しく、比較的詳細な各地の総説 (フィジーやハワイ、南アフリカ等) で

も記載がない。学名も混乱しており、Kabat (2000: 319–320, as P. mellosum) により蓋の特徴から P. 
mellosus に同定することが提案されているが、それ以外の文献は根拠に乏しい。 

原  記  載 ： Hedley, C., 1924. Some naticoids from Queensland. Records of the Australian Museum, 14: 154–162, pl. 22. 
(pp. 158–159, pl. 22, fig. 5, as Uber mellosum. Type loc.: “Eagle Island”) 

参 考 文 献 ： Kabat, A.R., 2000. Results of the Rumphius Biohistorical Expedition to Ambon (1990). Part 10. Mollusca, 
Gastropoda, Naticidae. Zoologische Mededelingen,, 73(25): 345–380. 

久保弘文, 2012. ロウイロトミガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブッ
ク”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 60. 

久保弘文, 2014. ロウイロトミガイ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生
生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 
280. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文・福田 宏 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ハブタエセキモリ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 翼舌類 イトカケガイ上科 イトカケガイ科 
学    名 ： Epitonium lyra (Sowerby II, 1844) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
形    態 ： 殻は本科中、中型で、殻長10 mm内外。円柱状の螺管を巻き上げた高円錐形、殻表には非常に繊細

な縦肋を多数有し、殻色は白色地に不明瞭な褐色帯をめぐらす。蓋は丸く、革質で黒色。 
近似種との区別 ： 近似種リュウキュウイトカケはより殻が大きく、螺塔が細いこと、色帯を欠くことから、区別され

る。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄全域 (大東島海域等外洋域を除く)。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 近似種セキモリ、クレハガイは共に日本本土に生息し、沖縄での分布重複例は知

られていない。 
生 態 的 特 徴 ： 本科はイソギンチャクに寄生する種が多いといわれるが、本種はこれまで10例以上の観察事例があ
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るにもかかわらず、いずれも砂泥上を這い回っている状態で見つかっており、特定の宿主上で観察
されたことがない。よって、日和見的寄生者である可能性が高い。 

生息地の条件  ： やや開放的な干潟の豊かなアマモ場に隣接した砂泥底に生息し、垂直分布の幅が狭く、最も陸域に
近い渚線付近に生息場所が形成される。 

個体数の動向  ： 元来、個体数の少ない種で、沖縄島では糸満市から豊見城市沿岸に小規模な個体群が確認されてい
たが、大規模埋立てにより生息場所が大幅に縮小した。石垣島 (川平湾や宮良湾) では 2005 年頃
まで少ないながら生息が確認されたが、2010年以降のモニタリングでは確認が困難な状況となって
いる。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 日和見的寄生等生態的知見が不詳で、分類学的にも、類似した別種が存在している。 
生存に対する脅威 ： 最も陸域に近い渚線に生息場所を形成するため、海岸改変、埋立て等の影響を被りやすい。 
原  記  載 ： Sowerby, G.B. II, 1844. Descriptions of new species of Scalaria, collected by Mr. H. Cuming, to be figured in 

the fourth part of Thesaurus Conchyliorum. Proceedings of the Zoological Society of London, for 1844: 
10–14. (p. 13, as Scalaria Lyra. Type loc.: “Ins. Masbate, Philippinarum”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2005. ハブタエセキモリ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レ
ッドデータおきなわ－”. 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 
那覇, 423. 

久保弘文, 2012. ハブタエセキモリ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブッ
ク”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 62. 

久保弘文, 2014. ハブタエセキモリ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生
生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 
420. 

久保弘文・黒住耐二, 1995. 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263 pp. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ナマリレイシダマシ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 新腹足亜目 アッキガイ上科 アッキガイ科 
学    名 ： Orania livida (Reeve, 1846) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
  
形    態 ： 殻長約3 cm、縦長の紡錘形。太い縦肋をめぐらし、肩が張る。水管溝は太く、殻口内は濃紫色。 
近似種との区別 ： ヒロウネレイシダマシは殻口が紫色となる点で類似するが、殻表に明瞭な縮緬彫刻を有する。 
分 布 の 概 要 ： 熱帯西太平洋域に地理分布があり、その北限にあたる琉球列島においては、奄美大島焼内湾と沖縄

島羽地内海および塩屋湾のみから見出されている。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 羽地内海には同属の別種 (Orania cf. ficula (Reeve, 1848)) が知られているが、本

別種は低潮線付近に出現し、垂直分布域が重複しない。 
生 態 的 特 徴 ： 内湾泥干潟の潮間帯上部の岩礫下に棲息する。同属には腐肉食種が多いことから、本種も腐肉食性

の可能性があるが、詳細は不明。 
生息地の条件  ： 内湾奥部の汽水環境において、泥礫地が形成されていること。 
個体数の動向  ： 1990年代には数十から100個体以上の個体が棲息していたと推測されるが、2010年以降、減少傾向

にあり、特に羽地内海の湾奥部では個体数が非常に減少している。 
現在の生息状況 ： 生息場所が狭い上、近年、減少傾向にあり、本県のみならず、奄美渡島の個体群の状況によっては

全国レベルで絶滅リスクが高まっていると考えられる。 
学術的意義・評価 ： 熱帯域の個体群からは隔離された個体群であり、分類学的、生物地理学的に極めて重要である。 
生存に対する脅威 ： 分布域が内湾奥部に限定されるため、さまざまな環境改変によって、個体群が影響を受けやすい。

羽地内海や塩屋湾は陸域開発にともなう大量の陸土流入が確認されており、周辺からの畜産排水等
の影響による水質悪化にも曝されている。 

原  記  載 ： Reeve, L.A., 1846. Monograph of the genus Buccinum. Conchologia Iconica, or, Illustrations of the Shells of 
Molluscous Animals, 3: pls 1–14. (sp. 87, pl. 11, fig. 87, as Buccinum lividum. Type loc.: “Island of Negros, 
Philippines”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2017. 第5節 海の貝類. “名護市史「自然と人」”, 名護市教育委員会 市史編纂室 (編), 
名護市教育委員会, 名護, 印刷中. 

名和 純, 2005. ナマリレイシダマシ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－
レッドデータおきなわ－”. 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 
那覇, 358–359. 

土屋光太郎, 2000. アッキガイ科. “日本近海産貝類図鑑”, 奥谷喬司 (編), 東海大学出版会, 東
京, 364–421. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ウスイロバイ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 新腹足亜目 アッキガイ上科 バイ科 
学    名 ： Babylonia kirana Habe, 1965 
方  言  名 ： バイゲー 
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カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
  
図 の 解 説 ： p. 45. 金武湾. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 殻は本科中、やや大型で厚く、殻表は平滑で光沢が強いが、生時は厚い殻皮を被る。殻色は不明瞭

な紫桃色の斑紋を有し、蓋は革質で木葉型。最大殻長約60 mm。 
近似種との区別 ： 県内においてバイ科の種は他にない。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島東岸および羽地内海。鹿児島県徳之島。宮古島でも近似種の死殻が複数個体確認されている

が、別種と考えられる。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 鹿児島県徳之島の記録は死殻のみ。台湾に姉妹種のタイワンバイが分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 20個程度の卵 (直径約0.5 mm) をもつ卵塊から、短期 (1日以内) の浮遊期を経て稚貝となる。 
生息地の条件  ： 大規模な内湾の潮通しのよい安定した細砂底。 
個体数の動向  ： 与那原湾は沖縄島最大の生息場所で、本種を対象とする漁業も営まれていたが、埋立てにより、生

息海域がほぼ消滅し、現在は絶滅状態にある。 
現在の生息状況 ： 金武湾石川沖は与那原湾に次ぐ、生息場所で、現在も細々とバイカゴ漁が営まれている。美味であ

り、水産資源としても重要である。 
学術的意義・評価 ： 沖縄島固有のバイ科であり、生物地理学的に非常に貴重である他、宮古海域に不詳種が存在し、早

急な調査が必要である。 
生存に対する脅威 ： 埋立てによる生息圏消失が最大の減少要因となる。 
特 記 事 項 ： バイ類は以前エゾバイ科に所属していたが、むしろマクラガイ科に近いとされ、現在はバイ科とし

て独立して扱われている。 
原  記  載 ： 吉良哲明, 1959. 原色日本貝類図鑑 増補改訂版. 保育社, 大阪, 7+vii+2+240 pp., 1+71 pls. (p. 

69, no. 28, pl. 26, no. 28, as Babylonia pallida Kuroda (not of Perry, 1811; not of Hirase, 
1934). Type loc.: “台湾以南” [error]) 

Habe, T., 1965. Notes on the ivory shell genus Babylonia Schlüter (Mollusca). Bulletin of the National 
Science Museum, Tokyo, 8: 115–124, pl. 1. (p. 119, as Babylonia kirana (a replacement name for B. pallida 
Kira, 1959. See also Bieler & Petit, 2010: 138) 

参 考 文 献 ： Bieler, R. & Petit, R.E., 1990. On the various editions of Tetsuaki Kira’s “Coloured Illustrations of the Shells 
of Japan” and “Shells of the Western pacific in Color Vol. 1”, with an annotated list of new names 
introduced. Malacologia, 32: 131–145. 

久保弘文, 2005. ウスイロバイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッド
データおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
360. 

久保弘文, 2012. ウスイロバイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 
日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 72. 

久保弘文, 2014. ウスイロバイ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物
－6 貝類” 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 302. 

久保弘文, 準備中. 海産貝類. “宮古島市史 自然編”, 頁未定 (編), 宮古島市教育委員会, 宮古
島. 

久保弘文・黒住耐二, 1995. 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263 pp. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： オカトリノコガイ (新称) 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 新腹足亜目 アッキガイ上科 トリノコガイ科 
学    名 ： Marginellidae gen. & sp. 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 45. 石垣島川平湾. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 貝殻は本科中、中型で、殻長約5 mm、長卵形で殻表は極めて平滑で光沢が強い。殻色は灰色を帯び

るものの全体的に不透明で、螺塔および殻底は白く、体層に広い濁緑灰色帯を有する。軸唇下部に
明瞭な4つの襞をもち、外唇には歯状突起は全くない。 

近似種との区別 ： 形状が類似するマクラコゴメガイは鮮やかな橙黄色と白帯を伴う殻色をもつこと、タマゴナリコゴ
メガイはより小型で全体が透明感のある淡黄色を呈することから容易に区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 既存産地は石垣島川平湾のみ。 
生 態 的 特 徴 ： トリノコガイ類は通常、亜潮間帯以深～深海に生息圏をもつが、本種は特異的に中潮線付近の干出

する岩盤下に見られる。干出時は岩盤の窪地に静止しているが、上げ潮時に水中へ没すると、活発
に匍匐する。 

生息地の条件  ： 外洋に面しながらも樹木に覆われ、かつ岩礫が堆積した自然海岸に限られ、微視的には、隠蔽され
た岩盤裏などに棲みついている。 

個体数の動向  ： 2009年に発見された際は狭い範囲に20個体が群棲していたが、2015年の調査では数個体のみ確認
したに過ぎない。 

現在の生息状況 ： 現在、確認されている生息場所は川平湾 1.3 km2 以下で、微視的条件に絞り込めば更に狭い範囲に
留まる。 

学術的意義・評価 ： 未記載種である可能性が高く、本科においては異例とも言える干出環境への適応等、進化生態学的
にきわめて興味深い貝類である。 

生存に対する脅威 ： 現在、棲息が確認される場所は人為的改変の極めて少ない自然海岸に限定されるため、環境攪乱に
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よる脆弱性は非常に大きいと考えられる。 
特 記 事 項 ： パラオの Machercher 島の内陸部にある森林に囲まれたアンキアラインプールの潮間帯上部からも、

類似した別種が見つかっている（福田宏氏私信）。 
 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ミノムシガイ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 新腹足亜目 アッキガイ上科 ミノムシガイ科 
学    名 ： Vexillum balteolatum (Reeve, 1844) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)  
 
形    態 ： 殻は本科中、大型で、やや長い紡錘形、殻表は薄い殻皮を被覆し、殻は平滑で灰青色及び灰黒色帯

をめぐらし、等間隔に縦肋を有する。軸唇に強い襞と殻口外唇内側に弱い襞をもつ。蓋は欠く。殻
長40～70 mm。 

近似種との区別 ： ミスジミノムシは色帯が近似するが、体層肩部がなで肩で角張らないこと、縦肋がより細かく数が
多いことから区別され、オオミノムシは殻形が似るが、より太く、体層の黒色帯が途切れることで
区別される。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄全域 (大東諸島等外洋性小島嶼を除く）、モルッカ諸島、フィリピン、熱帯太平洋。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 本種の所属するミノムシガイ類は亜熱帯域に広く分布する種が多く、本種もその

中に包含される普通種である。 
生 態 的 特 徴 ： 海藻等にドーム状の卵嚢を産み付け、ホシムシ等を摂食すると推測される。 
生息地の条件  ： 比較的富栄養で泥分の多い環境にも出現するが、本来は潮通しの良い場所を好み、栄養の多い豊か

な内湾環境を棲息条件とする。 
個体数の動向  ： 個体数の減少は、埋立て等大規模な生息場所消失があり、明らかである。 
現在の生息状況 ： 沖縄島では中城湾・金武湾など大規模な内湾干潟に少ないながら確認されるが、先島諸島では色帯

などの形態も異なり、個体数も非常に少ない。沖縄島中南部、宮古島南部、石垣島南部では港湾開
発,埋立て等で大きく生息場所が消失している。 

学術的意義・評価 ： ミノムシガイ類は熱帯浅海域に多数種が適応放散し、進化生物学的に意義深い研究対象となる。 
生存に対する脅威 ： 内湾潮間帯に分布の中心をもち、埋立てによる生息場所消失が最大の減少要因となる。 
原  記  載 ： Reeve, L.A., 1844. Monograph of the genus Mitra. Conchologia Iconica, or, Illustrations of the Shells of 

Molluscous Animals, 2: pls 1–39. (sp. 54, pl. 8, fig. 54, as Mitra balteolata. Type loc.: “Mollucca and 
Philippine Islands (found at the islands of Zebu and Burias under stones at low water)”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2005. ミノムシガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッド
データおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
360–361. 

久保弘文, 2012. ミノムシガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 
日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 73. 

久保弘文, 2014. ミノムシガイ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物
－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編, ぎょうせい, 東京, 303. 

久保弘文・黒住耐二, 1995. 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263 pp. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ハイイロミノムシ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 新腹足亜目 アッキガイ上科 ミノムシガイ科 
学    名 ： Vexillum gruneri (Reeve, 1844) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 殻は本科中、中型でやや長く、角張った紡錘形、殻表は平滑で淡灰青色の地に濃灰色帯と褐色螺糸

をめぐらす。軸唇に 4 襞を有し、殻口外唇奥の内側に多数の弱い襞をもつ。蓋は欠く。殻長 30 mm
内外。 

近似種との区別 ： ミノムシガイ類は近縁種が多いが、色帯パターンが種によって比較的安定しており、本種は淡灰青
色の地に濃灰色帯と褐色螺糸をめぐらす特徴から他種と区別される。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島東海岸および先島諸島 (与那国島を除く)、フィリピン、熱帯太平洋。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 本種の所属するミノムシガイ類は亜熱帯域に広く分布する種が多く、本種もその

中に包含される普通種である。 
生 態 的 特 徴 ： 砂中の多毛類等虫型の動物を捕食すると考えられるが、繁殖生態等は不明。 
生息地の条件  ： 潮通しのよいアマモ場周辺の砂泥底に生息。垂直分布の幅は狭く、中・低潮線～水深3 m付近まで

に限られる。 
個体数の動向  ： 沖縄島では非常に少なく、名護市大浦湾等の東海岸に生息する。先島諸島では宮古島南部、石垣島

南部を中心に港湾開発、埋立てで多くの生息場所が消失した。 
現在の生息状況 ： 2010 年頃まで川平湾や名蔵湾等では少なからず確認されてきたが、川平湾での 2012 年以降のモニ

タリングでは全く確認されていない。 
学術的意義・評価 ： ミノムシガイ類は熱帯浅海域に多数種が適応放散し、進化生物学的に意義深い研究対象となる。 
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生存に対する脅威 ： 2010年以降、川平湾では底質の泥質化や富栄養化が著しく、減少要因となった可能性が高い。また
内湾潮間帯に分布の中心をもち、底質悪化や埋立てによる生息場所消失が最大の減少要因となる。 

原  記  載 ： Reeve, L.A., 1844. Monograph of the genus Mitra. Conchologia Iconica, or, Illustrations of the Shells of 
Molluscous Animals, 2: pls 1–39. (sp. 119, pl. 16, fig. 119, as Mitra Gruneri. Type loc.: “Island of Masbate, 
Philippines (found on the reefs at low water)”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2005. ハイイロミノムシ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レ
ッドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 
那覇, 474–475. 

久保弘文, 2012. ハイイロミノムシ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブッ
ク”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 73. 

久保弘文・黒住耐二, 1995. 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263 pp. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： チビツクシ (ムラクモツクシ) 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 新腹足亜目 アッキガイ上科 ミノムシガイ科 
学    名 ： Vexillum rufomaculatum (Souverbie, 1860) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 殻は本科中、小型で、紡錘形、殻表は多数の縦肋を有し、淡灰青色の地に褐色班を散らす。軸唇に

襞を有し、殻口外唇奥の内側に多数の弱い襞をもつ。蓋は欠く。殻長約20 mm以下。 
近似種との区別 ： ミノムシガイ類は近縁種が多いが、色帯パターンが種によって比較的安定しており、色彩的特徴か

ら他種と区別される。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島、ニューカレドニア。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 本種の所属するミノムシガイ類は亜熱帯域に広く分布する種が多く、本種もその

中に包含される普通種である。 
生 態 的 特 徴 ： 砂中のホシムシ類等の虫様の動物を摂餌すると考えられるが、繁殖生態等は不明。 
生息地の条件  ： やや外洋に面し、規模の大きな干潟、アマモ場、あるいは、その周辺の中潮線の磯砂底に生息する。 
個体数の動向  ： 本種は小型ツクシガイ類の中で奄美群島・沖縄島のアマモ場干潟に特徴的な種で垂直分布域が狭く、

沖縄島を中心に埋め立てや藻場環境の悪化により危機的状態にある。元々個体数は少ないが、特に
1990年代から、沖縄島糸満、豊見城地先、沖縄市泡瀬等(中城湾)では大規模埋め立てによって生息
場所自体が著しく減少した。 

現在の生息状況 ： 2010年以降のモニタリングでは沖縄島恩納村屋嘉田潟原で確認された他は、沖縄市泡瀬等では全く
確認されなかった。 

学術的意義・評価 ： 小型ツクシガイ類は熱帯浅海域に多数種が適応放散し、進化生物学的に意義深い研究対象となる。 
生存に対する脅威 ： 内湾潮間帯に分布の中心をもち、底質悪化や埋立てによる生息場所消失が最大の減少要因となる。 
特 記 事 項 ： 元々、沖縄や奄美からムラクモツクシという和名の種は知られておらず、チビツクシとして報告さ

れていた。 
原  記  載 ： Souverbie, M., 1860. Descriptions d'espèces nouvelles de l'Archipel calédonien (5e article). Journal de 

Conchyliologie, 8: 311–326. (pp. 321–322, pl. 11, fig. 9, as Mitra rufomaculata. Type loc.: “Ins. Art. 
(Archip. Nov. – Caled.)”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2012. チビツクシ (ムラクモツクシ). “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッ
ドデータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 74. 

久保弘文, 2014a. チビツクシ (ムラクモツクシ). “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそ
れのある野生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせ
い, 東京, 303. 

久保弘文, 2014b. 恩納村の貝類. “恩納村誌 第1巻自然編”, 恩納村誌編さん委員会 (編), 恩納
村役場, 恩納, 245–340． 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ヤタテガイ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 新腹足亜目 アッキガイ上科 フデガイ科 
学    名 ： Strigatella scutulata (Gmelin, 1791) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
  
形    態 ： 殻は中型、やや太短い紡錘形、殻色は黒褐色で、やや光沢があり、殻底と縫合下に十数の螺溝を有

する。殻口は白く、内唇軸に明瞭な4つの襞が並ぶ。殻長30 mm内外。 
近似種との区別 ： 沖縄産ヤタテガイ類中最大種で、体層に縞模様がほとんど無く、螺塔が高く延びる点で他種と区別

される。 
分 布 の 概 要 ： 房総半島／北長門海岸以南、熱帯太平洋。沖縄島 (豊見城市与根、糸満市真栄里、佐敷町、羽地内

海)、八重山 (川平湾) 等、沖縄全域に散在的に確認されている。 
生 態 的 特 徴 ： 肉食性で虫型動物 (ホシムシ類等) を捕食すると考えられる。 
生息地の条件  ： 沖縄島・石垣島共に内湾の岩礁域の潮間帯中部に分布が限定される。 
個体数の動向  ： 個体数は元々多い種ではないが、2005年頃までは羽地内海、中城湾、豊見城・糸満地先等における
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夜間のモニタリングでは比較的確認事例が多かった。しかし、その後から現在に至るまでいずれの
海域においても確認事例はほとんど無く、大幅に個体数が減少している可能性が高い。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 沖縄に出現する型をシロオビヤタテと呼び、縫合下が淡色になる個体が多く、日本本土の型と遺伝

的系統が異なる可能性がある。熱帯砂底域に適応放散した肉食性貝類の一員で進化や生態学的研究
において重要である。 

生存に対する脅威 ： 埋立てによる生息場所の消失、底質の悪化。 
特 記 事 項 ： 熊本県レッドデータブックで絶滅危惧Ⅱ類に位置づけられている。 
原  記  載 ： Gmelin. J.F., 1791. Caroli a Linné. Systema naturae per regna tria naturae, secundum classes, ordines, genera, 

species, cum characteribus, differentiis, synonymis, locis. Ed. 13, aucta, reformata. Impensis Georg. Emanuel. 
Beer, Lipsiae, Tome 1, Pars 6, pp. 3021–3910. (p. 3452, no. 131, as Voluta scutulata. Type loc.: “Oceano 
indico”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2005. ヤタテガイ (シロオビヤタテガイ). “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生
物 (動物編)－レッドデータおきなわ－”. 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 425–426. 

久保弘文・黒住耐二, 1995. 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263 pp. 
名和 純, 2009. 琉球列島の干潟貝類相 (2) 沖縄および宮古・八重山諸島. 西宮市貝類館研究報告, 
(6): 1–81, figs 1–33, pls 1–20, tables 1–3. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ツヤイモ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 新腹足亜目 イモガイ上科 イモガイ科 
学    名 ： Conus boeticus Reeve, 1844 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 殻は本科中やや小型、太短く、やや角張った倒立円錐形、殻表は毛羽立つ殻皮をまとい、殻表はほ

とんど平滑で殻底付近にのみ顆粒を生じることがあり、色彩は赤褐色の2帯と10数本の褐色点列を
有する。殻口は白く、蓋は退化的で小さい。殻長25 mm内外。 

近似種との区別 ： 本科貝類は殻の色彩パターンが種ごとに比較的安定しており、本種の場合、褐色点列により種判別
が比較的容易である。 

分 布 の 概 要 ： 和歌山県以南、沖縄島中部 (中城湾、金武湾、那覇～北谷)、先島 (宮古島、西表島)、フィリピン。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： やや小型で、色彩が異なる近似種ベニイモは、温帯域まで広く分布し、やや深い

場所に生息する別種とされているが、生息場所や地域による変異の可能性もあり、分類学的検討を
要する。 

生 態 的 特 徴 ： 肉食性。歯舌 (縁歯) が特殊化した矢舌を発達させ、矢舌に毒嚢より貯留した毒を餌食に注射して
麻痺させ捕食する。 

生息地の条件  ： やや規模の大きな干潟のアマモ場やその周辺の砂礫底～泥礫底に生息地が形成される。 
個体数の動向  ： 1990年代前半までは、特に沖縄島中部の干潟では中城湾、金武湾を中心に個体数が少なくなかった。

しかし、1990 年代後半に与那原・西原地先の生息地が埋立てにより消失し、その後、2000 年代に
入って北中城村周辺の個体群が激減した。沖縄市泡瀬干潟では埋立て後に著しく個体数が減少し、
2005 年以降、全く確認されていない。また、石垣島では1970年代に記録があるが、1990 年代の8
年間の調査では確認されなかった。また 2010 年以降の川平湾におけるモニタリングでも出現して
いない。なお、沖縄では潮間帯に分布の中心があるが、 泥っぽいサンゴ礁域の水深20 ｍ付近でも、
生息が確認されている。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： イモガイ類は熱帯サンゴ礁域に適応放散した肉食性貝類の代表的な分類群で進化や生態学的研究に

おいて重要である。 
生存に対する脅威 ： 干潟埋立てによる生息場の消失、富栄養化等による岩礫下の貧酸素化と硫化物汚染。 
特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Reeve, L.A., 1844. Monograph of the genus Conus. Conchologia Iconica, or, Illustrations of the Shells of 

Molluscous Animals, 1: pls 1–47, supp. pls 1–9. (sp. 226, pl. 42, fig. 226., as Conus boeticus. Type loc.: 
“Philippine Islands”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2005. ツヤイモ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッドデー
タおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那
覇,426–427.. 

久保弘文, 2012. ツヤイモ. ”干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 日
本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 75. 

久保弘文, 2014. ツヤイモガイ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物
－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 304. 

久保弘文・黒住耐二, 1995. 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263 pp. 
 

執 筆 者 名： 久保弘文 

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ククリクチキレ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 トウガタガイ上科 トウガタガイ科 
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学    名 ： Cossmannica aciculata (A. Adams in Sowerby II, 1854) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 殻は本科中、中型で殻頂に向かって著しく細く伸び、丸みを帯びた高円錐形、殻表には薄い殻皮を

被覆し、殻自体は平滑で赤みを帯びた煉瓦色。最大殻長約15 mm。 
近似種との区別 ： トウガタガイ類は近縁種が多いが、本種は特に大型で、煉瓦色の殻表が特徴的で、他種と区別でき

る。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 近似種アンパルクチキレは沖縄島から先島諸島まで広く分布し、出現頻度も高い。 
生 態 的 特 徴 ： 本科貝類は歯舌をもたず、寄生性とされているが、本種の宿主については不明。 
生息地の条件  ： 潮通しのよい低潮線のアマモ場に隣接する低潮線～水深1 m付近の砂泥～泥砂底に浅く潜って生息

し、垂直分布の幅が狭い。 
現在の生息状況 ： 2010年以降泡瀬干潟の南側、2015年大浦湾調査では未確認である。大浦湾においては2015年に断

片的な調査結果として、環境アセス関連報告書に出現記録がある。 
学術的意義・評価 ： 本種を含むトウガタガイ類は特定の宿主に寄生する種が多く、生態学的に興味深い分類群であり、

本種はとりわけ大型でありながら、生態的に不詳な点が多く、研究が必要である。 
生存に対する脅威 ： 埋立てによる生息場所の消失、底質の悪化。 
原  記  載 ： Adams, A., 1854. Monographs of the genera Eulima, Niso, Leiostraca, Obeliscus, Pyramidella, and 

Monoptygma. Thesaurus conchyliorum, or, Monographs of Genera of Shells, Vol. 2, Part 15, 793–825, pls 
169–172, G.B. Sowerby II (ed.), G.B. Sowerby II, London. (p. 809, no. 15, pl. 171, fig. 21, as Obeliscus 
aciculatus. Type loc.: “Cagayan, province of Misamis; twenty-five fathoms, sandy mud”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2012. ククリクチキレ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブッ
ク”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 85. 

沖縄防衛局・いであ株式会社，2015. 「シュワブ（Ｈ25）水域生物等調査」調査報告書. 沖縄防衛
局・いであ株式会社. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………..... 
 

和    名 ： ヒミツナメクジ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 スナウミウシ目 Parhedyloidea上科 ヒミツナメクジ科 
学    名 ： Aiteng mysticus Neusser, Fukuda, Jörger, Kano & Schrödl, 2011 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
図 の 解 説 ： p. 45. 左, 右下：宮古島平良荷川取下崎. 中上：宮古島平良久松. 右上：与那国島空港北西. 撮影：

福田 宏. 
形    態 ： 体長5 mm、体幅2.5 mm。殻を欠き、小判形のナメクジ状で、頭触角を欠くが明瞭な眼を持つ。背面

は平滑、茶褐色または白色で、多数の空胞化支持細胞が粒状に透けて見える。蹠面は平坦でベージ
ュ色。 

近似種との区別 ： 国内に同じ科の別種は知られていない。タイ産のムシクイヒミツナメクジ (新称) A. ater Swennen & 
Buatip, 2009 は体長8～12 mmと大形で、背面はより濃色。 

分 布 の 概 要 ： 宮古島 (久松松原、荷川取下崎 (タイプ産地))、黒島 (仲本)、与那国島 (空港北西) の3島からの
み知られている。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： この科はパラオ、バヌアツ、北オーストラリア等熱帯域から複数の種が採集され
ているが、大半は未記載で、分布の概要はまだ明らかでない。 

生 態 的 特 徴 ： 完全な夜行性で、深夜、飛沫帯の濡れた岩盤表層に現れて匍匐する。ムシクイヒミツナメクジは昆
虫を捕食するとされるが本種の食性は不明。 

生息地の条件  ： 主として外洋に面した海岸岩礁 (特に隆起珊瑚) の海蝕洞内部やノッチの隙間に棲息し、ウニヒザ
ラガイ、ブタハマチグサ、ヒヅメガイ、ソナレガイ、カシノメガイ等とともに深夜に活動するが、
本種とヒヅメガイは河口マングローブ辺縁の砂泥底に埋もれた転石下にも産する。マングローブ砂
泥底と外洋に面した岩礁は一見大きく異なる環境に見えるが、本種とヒヅメガイにとって何らかの
共通した条件をそなえていると考えられる。 

個体数の動向  ： 同時に5個体以上確認された例はなく、個体数の少ない種と思われる。 
現在の生息状況 ： 外洋に面した岩礁では棲息状況に特に変化はないが、護岸等がなされれば壊滅の恐れもある。宮古

島久松のマングローブの産地は集落に近く、生活排水流入や廃棄物投棄等による環境悪化が危惧さ
れる。 

学術的意義・評価 ： 本科を含むスナウミウシ類の研究を機に、異鰓類の高次分類が再編され、真後鰓類 Euopisthobranchia 
と汎有肺類 Panpulmonata が新設された。 

生存に対する脅威 ： 海岸や河口の護岸・埋立等改変、水質汚濁等により棲息可能な場所が狭められている。特にマング
ローブの棲息地は縮小や変質が顕著なため、本種への影響が懸念される。 

特 記 事 項 ： 本科は汎有肺類の一員であり、「ウミウシの仲間」と呼ぶのは不適切。 
原  記  載 ： Neusser, T.P., Fukuda, H., Jörger, K.M., Kano, Y. & Schrödl, M., 2011. Sacoglossa or Acochlidia? 3D 

reconstruction, molecular phylogeny and evolution of Aitengidae (Gastropoda: Heterobranchia). Journal of 
Molluscan Studies, 77: 332–350. (pp. 341–346, figs 5B, 7B–F, 8–10, as Aiteng mysticus. Type loc.: 
“Shimozaki, Nikadori, Hirara, Miyako Island, Okinawa, Japan, 24˚49'49" N, 125˚16'42" E”) 

参 考 文 献 ： 福田 宏, 2012. ヒミツナメクジ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブッ
ク”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 90. 
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福田 宏, 2014. ヒミツナメクジ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生
物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 311. 

Jörger, K.M., Stöger, I., Kano, Y., Fukuda, H., Knebelsberger, T. & Schrödl, M., 2010. On the origin of 
Acochlidia and other enigmatic euthyneuran gastropods, with implications for the systematics of 
Heterobranchia. BMC Evolutionary Biology, 10: 323. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏 

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ダイトウオカモノアラガイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 板顎下目 オカモノアラガイ上科 オカモ

ノアラガイ科 
学    名 ： “Succinea” sp. 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 45. 南大東島海軍棒. 撮影：早瀬善正. 
形    態 ： 殻は殻長 8 mm、殻径 5.5 mm ほどの長楕円形で薄質、縫合は比較的くびれる。殻口は卵形で非常に

大きく、殻長の 8割近くを占める。殻口縁は反転せず薄い。軸唇は直線的でごく僅かにねじれ、臍
孔はない。殻皮は淡黄色で弱い光沢を持つ。殻表は弱い成長脈の他に、殻頂−殻底方向とそれにほぼ
直交する 2方向の微細かつ不規則な線条を密に生じ、絹目状となる。胎殻は実体顕微鏡下ではほぼ
平滑。殻長 13 mm 程度まで成長すると考えられる。生殖器は陰茎鞘後端が陰茎本体の後端付近を巻
き込むため、一見ループ状となる。 

近似種との区別 ： 琉球列島に広く分布するヒメオカモノアラガイは、殻口がやや小さく (殻長の7割未満)、殻表は成
長脈がやや粗く波打ち、線条を持たない。外来種ケショウオカモノアラガイも殻口がやや小さく、
厚質で、殻表には細かい成長線のみを生じることで区別される。 

分 布 の 概 要 ： 南北大東島のみで確認されている。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 殻形態の似たヒメオカモノアラガイは琉球列島から日本本土まで広く分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 林床のビロウ落葉などに付着しているのが確認される。生時は殻に泥を付着させていることが多い。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 2015年以降の調査では南大東島の2地点でのみ生貝が確認されている。北大東島の長幕などで多数

みられる殻長13 mmほどの死殻も殻表に同じ彫刻を持っており、かつては広範に棲息していた可能
性が高い。また、南大東島のバリバリ岩ではダイトウアツマイマイとともに本種とみられる化石が
見つかっており、有史以前から棲息していたと考えられる。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 大東諸島固有種の可能性があり、分類学的・生物地理学的に重要である。 
生存に対する脅威 ： 森林伐採や開墾による棲息地減少に加え、近年では温暖化と過剰乾燥により棲息環境が悪化してい

ると考えられる。また、外来種ケショウオカモノアラガイとの競合や、ニューギニアヤリガタリク
ウズムシやツヤオオズアリなどの外来種による捕食の影響が懸念される。 

特 記 事 項 ： 過去の記録にあるヒメオカモノアラガイも本種と思われるが、検証が必要。 
参 考 文 献 ： 東 良雄・東 正雄, 1994. 大東島の陸産貝類相. Venus, 53: 161-173. 

久保弘文・福田 宏・早瀬善正・亀田勇一・黒住耐二・上島 励, 2017. 沖縄県レッドデータブッ
ク ーレッドデータおきなわー 第2回改訂に伴う稀少貝類棲息実態調査報告ー3. 北大東島・南大
東島. Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

増田 修・宇野 明・中原ゆうじ, 2015. 沖縄県大東諸島の陸産貝類の現状. かいなかま, 49(2): 
21-44. 

下謝名松栄, 1978. 南・北大東島および沖縄島南部地域の洞穴動物相. “沖縄県天然記念物調査シ
リーズ第14集 沖縄県洞穴実態調査報告 I”. 沖縄県教育委員会 (編), 沖縄県教育委員会, 那覇, 
75-112. 

Ueshima, R., 1995. Rediscovery of Neosuccinea kofui Patterson, 1971 with notes on the taxonomic position of 
“Succinea” lyrata Gould, 1859 and “S.” horticola Reinhardt, 1877. Venus, 54: 161-173. 

 
執 筆 者 名 ： 亀田勇一 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： イオウジマノミガイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 直輸尿管類 ハワイマイマイ上科 ハワイ

マイマイ科 
学    名 ： Elasmias kitaiwojimanum (Pilsbry & Hirase, 1903) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
図 の 解 説 ： p. 45. 1 (参考)：リュウキュウノミガイ. 2 (参考)：リュウキュウノミガイ属の一種. 3：イオウ

ジマノミガイ. 4 (参考)：ノミガイ. すべて南大東島. 撮影：亀田勇一 (標本), 和田慎一郎 (1b, 
2b), 福田 宏 (3b). 

形    態 ： 貝殻は小型 (殻長約2.8 mm) で､殻径は幅広く (約 2 mm)､卵円形､極めて薄質｡螺塔は小さいが､やや
尖り､体層は大きく､周縁は丸い｡殻は淡黄褐色で光沢を持ち､平滑｡殻口は丸く､肥厚･反転しない｡殻
口内唇に弱い一歯を持つ｡臍孔はない｡ 
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近似種との区別 ： 日本産の本科の種とは､幅広い殻径を有し､体層が大きいことで識別できる｡ 
分 布 の 概 要 ： 小笠原諸島、火山列島、大東諸島および八丈島に分布する｡ 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 日本産は一属一種であり､同属の種は太平洋の諸島に分布する｡ 
生 態 的 特 徴 ： 乾燥時は広葉樹やシダの生葉の裏面で休眠し､夜間や降雨時には葉上を匍匐し表面に付着する菌類

などの有機物を摂食する｡卵胎生｡ 
生息地の条件  ： 比較的湿潤な森林環境に棲息する｡ 
個体数の動向  ： 産地は少ないが､棲息地では比較的普通に確認することが出来､20 世紀末と比べて極端な減少傾向

は今のところ見られない｡ 
現在の生息状況 ： 棲息地では高密度に産するが､分布は極めて限定的である｡ 
学術的意義・評価 ： 小笠原群島をはじめ火山列島､大東諸島および八丈島と生物地理学的に興味深い分布を示す｡しかし

島嶼間での遺伝的差異の少なさから人為的に運ばれた可能性も考えられ､学術的価値の評価に際し
てはタイプ産地の標本などを加えた詳細な調査研究が必要である｡ 

生存に対する脅威 ： 産地が局限される最大の要因はヒトの入植に伴う開墾であると考えられる｡近年では温暖化と過剰
乾燥による棲息環境の悪化に加え､ニューギニアヤリガタリクウズムシやツヤオオズアリなどの強
力な捕食者が侵入している｡小笠原諸島ではこれらの侵入した地域では微小貝類が激減しており､同
じ海洋島である大東諸島でも､壊滅的な被害が懸念される｡ 

特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Vulnerable (VU)。 
原  記  載 ： Pilsbry, H.A. & Hirase, Y., 1903. Notices of new land shells of the Japanese Empire. Nautilus, 17: 52-55. 

(pp.53-54, as Tornatellina kitaiwojimana. Type loc.: “Kita-Iwojima, Izu”) 
参 考 文 献 ： 東 良雄・東 正雄, 1994. 大東島の陸産貝類相. Venus, 53(3): 161-173. 

黒田徳米, 1960. 沖縄群島産貝類目録 (頭足類を除く). 琉球大学教務部普及課, 那覇, 
106pp.+3pls. 

黒住耐二, 1992. 北大東島の陸産貝類. “沖縄県天然記念物調査シリーズ第31集 ダイトウオオコウ
モリ保護対策緊急調査報告書”, 沖縄県教育委員会 (編), 沖縄県教育委員会, 那覇, 73-90. 

久保弘文・福田 宏・早瀬善正・亀田勇一・黒住耐二・上島 励, 2017. 沖縄県レッドデータブッ
ク ーレッドデータおきなわー 第2回改訂に伴う稀少貝類棲息実態調査報告ー3. 北大東島・南大
東島. Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

 

執 筆 者 名 ： 和田慎一郎･亀田勇一･黒住耐二＊    ＊前回改訂版 (2005) における黒住による記載内容を一部引

用した。 

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ダイトウジマスナガイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 直輸尿管類 サナギガイ上科 キバサナギ

ガイ科 
学    名 ： Gastrocopta (Sinalbinula) armigerella daitojimana Kuroda, 1960 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
図 の 解 説 ： p. 45. 1a, 1b, 1c：ダイトウジマスナガイ 北大東島 (1a, 1b), 南大東島 (1c). 2 (参考)：スナ

ガイ 与那国島. 撮影：福田 宏 (1b), 亀田勇一 (1a, 1c, 2). 
形    態 ： 殻は微小 (殻長約1.8 mm) で、殻径はやや太い (約0.9 mm)、卵形で、螺塔は高い。殻表は平滑で、

やや光沢を持ち、半透明白色。殻口は、肥厚・反転し、殻口内に多数の歯を持つ。 
近似種との区別 ： 琉球列島にも広く分布するスナガイ G. (S.) armigerella armigerella は、殻が短く、縫合が浅く、下軸

歯が二分される傾向が強い。 
分 布 の 概 要 ： 南北大東島の固有亜種。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 名義タイプ亜種のスナガイは琉球列島から日本列島に広く分布するが、本亜種は

大東諸島で分化したものと考えられる。 
生 態 的 特 徴 ： 比較的自然度の高い森林の林床に生息する。 
生息地の条件  ： 湿性の森林が保たれていること。 
個体数の動向  ： 20世紀末から現在の間にかなり激減した。 
現在の生息状況 ： 南北大東島での調査では、生貝の確認は稀であった。 
学術的意義・評価 ： 主に海岸部に生息している群であるが、海洋島の大東諸島では内陸部にまで生息地を拡大しており、

生態的解放が生じていると考えられる。 
生存に対する脅威 ： 森林伐採や農薬の散布。 
原  記  載 ： 黒田徳米, 1960. 沖縄群島産貝類目録 (頭足類を除く). 琉球大学教務部普及課, 那覇, 106 pp., 3 

pls. (p. 77, as Gastrocopta armigerella daitojimana. Type loc.:“南大東島”). 
参 考 文 献 ： 東 良雄・東 正雄, 1994. 大東島の陸産貝類相. Venus, 53(3): 167–173. 

久保弘文・福田 宏・早瀬善正・亀田勇一・黒住耐二・上島 励, 2017. 沖縄県レッドデータブッ
ク ーレッドデータおきなわー 第2回改訂に伴う稀少貝類棲息実態調査報告ー3. 北大東島・南大
東島. Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

黒住耐二, 1992. 北大東島の陸産貝類. “沖縄県天然記念物調査シリーズ第31集 ダイトウオオコウ
モリ保護対策緊急調査報告書”, 沖縄県教育委員会 (編), 沖縄県教育委員会, 那覇, 73–90. 

Matsui, S., Akatani, K., Matsuo, T. & Sugihara, S., 2010. Invasion of the snail-eating flatworm Platydemus 
manokwari on Minami-daito Island. Japanese Journal of Applied Entomology and Zoology, 54(3): 
143–146. 

 
執 筆 者 名 ： 黒住耐二 



<貝類> 

515 
 

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ラッパガイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 直輸尿管類 “サナギガイ上科” キバサ

ナギガイ科 
学    名 ： Hypselostoma insularum Pilsbry, 1908 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) 
  
図 の 解 説 ： p. 45. A, 生体：与那国島. B：伊良部島. 撮影 ：亀田勇一 (A, 生体), 久保弘文 (B). 
形    態 ： 貝殻は微小 (殻長約1.6 mm) で、殻径は幅広く (約 1.5 mm)、薄質だが、やや堅固。螺塔はやや高

く、円錐形。体層は大きく、周縁は角張る。殻は黄褐色で鈍い光沢を持ち、ほぼ平滑。殻口は突出
し、卵形で、肥厚・反転する。殻口内部に多くの歯を持つ。 

近似種との区別 ： 日本産本科の他種とは、側面から見ると正三角形で、殻口がラッパ様に突出する形態から明瞭に区
別できる。 

分 布 の 概 要 ： 宮古島・伊良部島・波照間島・与那国島の石灰岩地に点在して分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 沖縄県に分布するラッパガイ類としては、他に比較すべき種は知られていない。 
生 態 的 特 徴 ： 傾斜のある石灰岩壁や凹凸の激しい石灰岩の隙間にぶら下がるように付着し、降雨で十分な湿気を

帯びる際には岩上を活発に匍匐する。棲息する石灰岩の多くは、微細な淡緑灰色の微細藻類が被覆
しており、これを摂食している可能性がある。 

生息地の条件  ： 森林環境下の石灰岩地。 
個体数の動向  ： 宮古島野原岳、宮古市街地のウタキ周辺や伊良部島牧山では石灰岩地の乾燥が進行し、生息場所が

減少している。与那国では比較的普通だが、天蛇鼻では減少傾向にある。 
現在の生息状況 ： 伊良部では1箇所のみ、与那国では比較的普通だが、波照間島での現状は不明。 
学術的意義・評価 ： 東南アジアに多くの種が分化するグループの一員で、北限種、よって進化生態学、生物地理学的に

極めて重要である。 
生存に対する脅威 ： 森林伐採による石灰岩地の乾燥、宅地や基地、あるいは墓地造成等の開発による生息場所自体の消

失。 
原  記  載 ： Pilsbry, H.A., 1908. Two genera of land snails new to Japan and Korea. The Conchological Magazine, Kyoto, 

2: 39–42. (pp. 41–42, fig. 2, as Hypselostoma insularum. Type loc.: “Yonakunijima, Ryukyu”) 
参 考 文 献 ： 久保弘文, 準備中. 陸産貝類. “宮古島市史 自然編”, 宮古島市教育委員会, 宮古島. 
          久保弘文・福田 宏・早瀬善正・亀田勇一・黒住耐二・上島 励・小澤宏之, 2017. 沖縄県レッド

データブック ーレッドデータおきなわー 第2回改訂に伴う稀少貝類棲息実態調査報告ー1. 与
那国島. Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

黒田徳米, 1960. 沖縄群島産貝類目録 (頭足類を除く). 琉球大学教務部普及課, 那覇, iv+104 pp. 
黒住耐二, 2005. ラッパガイ. “改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッドデ
ータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 330. 

湊 宏, 1976. 与那国島の陸産貝類相. Venus, 35(4): 163–184. 
湊 宏, 1977. 与那国島のラッパガイ覚え書. Nature Study, 23(9): 11–12. 
湊 宏, 1980. 宮古群島の陸産貝類相. Venus, 39(2): 83–99. 
上島 励, 2014. ラッパガイ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物－6 
貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 102. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ミジンサナギガイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 直輸尿管類 “サナギガイ上科” キバサ

ナギガイ科 
学    名 ： Truncatellina insulivaga (Pilsbry & Hirase, 1904) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)        環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
形    態 ： 殻は微小 (殻長約1.6 mm、殻径約0.7 mm) で、螺塔が高く細長い円筒形、やや薄質。幼層が低円錐

形のため、殻頂はきわめて鈍い。体層は小さく、周縁は円い。殻は淡い茶褐色で、弱い成長脈があ
るものの比較的平滑なため、鈍い光沢を持つ。殻口は円に近い楕円形で、唇縁は薄く反転する。殻
口軸唇の奥の方に弱い一つの歯状突起を持ち、体層背面には斑点状の短いプリカが透過され見える。
臍孔部は狭くスリット状。 

近似種との区別 ： 日本産の同科の多くの種は短い円筒形で歯状突起を有する。本種はきわめて小型の細長い円筒形で
あり、殻口内部に目立つ歯状突起がない特徴により、各種と容易に識別できる。 

分 布 の 概 要 ： 化石が喜界島から産出するとされ、現生は、奄美大島、与論島と沖縄諸島に分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 日本産は一属一種の本種のみで、東洋区の分布。成長肋が明瞭で粗い同属種が、

旧北区やエチオピア区に複数種分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 海岸林の林床の落葉層下に生息する。 
生息地の条件  ： 内陸部には生息せず、海岸に面した低木林や針葉樹林の落葉下に生息する。 
個体数の動向  ： 情報が少なく、明確な動向は不明。しかし、海岸林は明らかに減少しており、それと共に個体数が

減少していると考えられる。 
現在の生息状況 ： 沖縄島や久米島、伊平屋島 (野甫島) の海岸に面した林では、まとまった個体数が、ごく狭い範囲
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に集中して生息している。 
学術的意義・評価 ： 本種および本属の種は北海道、本州、四国、九州などには分布しない。ヨーロッパ～ロシアにかけ

ての旧北区や南アフリカにも多様性を示す属が沖縄島を中心に分布することは生物地理学的にも興 
味深く、重要であり、本種および本種の生息地の環境は貴重である。 

生存に対する脅威 ： 海浜性種であり、道路工事や護岸工事などの開発による海岸林減少の影響はきわめて大きいと考え
られる。 

特 記 事 項 ： 微小種であることが発見例の少ない一因と考えられるものの、多くの調査においても生息確認され
ることが少ない。広域に分布するものの、生息域は限定的な種と考える。本種の属の所属検討が必
要かもしれない。 

原  記  載 ： Pilsbry, H.A. & Hirase, Y., 1904. Descriptions of new land snails of the Japanese Empire. Proceedings of the 
Academy of Natural Sciences of Philadelphia, 56: 616–638. (pp. 631–632, as Pupa insulivaga, Type loc.: 
“Yoronjima, Osumi”) 

参 考 文 献 ： 東 正雄, 1995. 原色日本陸産貝類図鑑 増補改訂版. 保育社, 大阪, xvi+343 pp., 80 pls. 
Chinen, M., 1977. Land shells of Okinawa-jima and adjacent islands (exclusive of Truncatellidae, 

Assimineidae and Ellobiidae). Ecological Studies of Nature Conservation of the Ryukyu Islands, 3: 
127–149. 

知念盛俊, 1984. 沖縄の陸産貝. “全国大会記念誌「沖縄の生物」”, 日本生物教育会沖縄大会「沖
縄の生物」編集委員会 (編), 沖縄生物教育研究会, 那覇, 337–355. 

知念盛俊, 1992. 中城城跡と周辺の陸産貝類. “中城村史 第二巻 資料編1”, 中城村史編集委員会 
(編), 中城村役場, 中城, 238–243. 

知念盛俊・治井正一・儀間一恵, 1995. 大宜味村の陸・淡水棲貝類. “大宜味村の自然, 大宜味村
動植物調査報告書, 大宜味村文化財調査報告書 (4)”, 大宜味村教育委員会 (編), 大宜味村教
育委員会, 大宜味, 295–327. 

久保弘文, 2014. 恩納村の貝類. “恩納村誌 第1巻自然編”, 恩納村誌編さん委員会 (編), 恩納村
役場, 恩納, 245–340. 

 
執 筆 者 名 ： 早瀬善正 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ヤエヤマクチミゾガイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 直輸尿管類 “サナギガイ上科” クチミ

ゾガイ科 
学    名 ： Enteroplax yaeyamensis Habe & Chinen, 1974 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
  
形    態 ： 殻は微小 (殻径約2 mm) で、低い円錐形。殻表には規則的で明瞭な縦肋があるが、底面はほぼ平滑

で、濃褐色。殻口は、肥厚・反転し、殻口内の内唇側に2本、底面に3本の歯を持つ。臍孔は狭く
開く。 

近似種との区別 ： 日本産のクチミゾガイ類とは、小型で螺塔が高く、八重山諸島に分布することで、容易に区別でき
る。本種の分類学的位置については再検討が必要。 

分 布 の 概 要 ： 八重山諸島の固有種で、石垣島と西表島に生息する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 本種はフィリピンに分布する Enteroplax に分類されていたが、分類学的位置に

ついては再検討が必要。 
生 態 的 特 徴 ： やや標高の高い林内の落葉下やオオタニワタリの内部等に生息する。海岸林からの報告もあるが、

主要な生息地ではないと思われる。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 定量的なデータがないので不明であるが、個体数は時期や場所によるバラつきが大きい。至適な生

息環境が減少しているので、個体数も減少していると思われる。 
現在の生息状況 ： 多数の個体が採集されることもあるが、生息地は散在し、稀産種といえる。 
学術的意義・評価 ： クチミゾガイ科としては琉球列島に生息する唯一の種であり、生物地理学的に重要。 
生存に対する脅威 ： 開発に伴う森林の伐採および林床の乾燥化。 
特 記 事 項 ： 特になし。 
原  記  載 ： 波部忠重・知念盛俊, 1974. 八重山群島石垣・西表両島の陸産貝類相とその生物地理学的意義. 国

立科学博物館専報, (7): 121–128, pls 15–17. (pp. 122, 124, pl. 17, figs 3–4, as Enteroplax 
yaeyamensis. Type loc.; “Sonai, Iriomote Island, Yaeyama Group”) 

参 考 文 献 ： 湊 宏, 1982. 日本のクチミゾガイ類. ちりぼたん, 13(2): 30–31. 
知念盛俊, 1990. 西表島の陸産貝類. “平成元年度西表島崎山半島地域調査報告書”, 環境庁自然
保護局 (編), 環境庁自然保護局, 東京, 267–275. 

 
執 筆 者 名 ： 上島 励 

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ニシキキセルモドキ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 直輸尿管類 キセルモドキ上科 キセルモ

ドキ科 
学    名 ： Luchuena eucharistus (Pilsbry, 1901) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) 
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形    態 ： 貝殻はこの属としては非常に大型 (殻長約29 mm) で、殻径はやや太い (約 14 mm) 塔状。殻質はや

や厚く、殻口は反転肥厚する。殻表は平滑、やや光沢を持ち、淡紫褐色の地に黄白色の火炎彩を持
つ。 

近似種との区別 ： 西表島で同所的に棲息するリュウキュウキセルモドキは遙かに小型で細い。 
分 布 の 概 要 ： 西表島山間部。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： リュウキュウキセルモドキは与那国島を含む八重山諸島に、ウスチャイロキセル

モドキ種群が沖縄島、沖永良部島等に棲息している。 
生 態 的 特 徴 ： 冬場の乾燥期では比較的低い樹上に見られるが、雨期には非常に高いところに登ることがある。好

む樹種は不明だが、直径10 cm～50 cm程度の中型樹木に付着していることが多い。 
生息地の条件  ： 本種は殆ど枝分かれの少ない垂直な樹木のみに見られ、これらは鳥などが捕食しにくい形状の樹木

であると推測される。また、樹幹表面に生えるカビ類を餌としている可能性があり、好適な照度や
湿度の安定した環境が不可欠であると考えられる。 

個体数の動向  ： 西表島カンピラ、マリュドウの滝周辺では1990年代は比較的多産し、観察個体数も幼貝を入れると
10 個体以上に上ったが、2010 年以降の調査では、毎回、2～3個体が確認される程度まで減少して
いた。 

現在の生息状況 ： 西表島の山間部に広く棲息していると考えられるが、近年、多く来襲している大型台風により森が
荒れており、総じて生息数の減少が推測される。 

学術的意義・評価 ： 台湾との類縁関係が指摘されている八重山諸島の陸産貝類にあって、本種は類縁種が台湾に知られ
ておらず、湿潤で自然度の高い西表島のジャングルのみで生きながらえている特筆すべき固有種で
ある。今後の分子系統解析などの結果によっては固有希少種であるだけで無く、新たな生物地理学、
進化生物学的等の学術的価値が見いだされる可能性がある。 

生存に対する脅威 ： 日本産キセルモドキ類中、最も美麗な種で、収集目的などで乱獲されやすいほか、森林環境の不安
定化による個体数減少や個体群消失が危惧される。 

原  記  載 ： Pilsbry, H.A., 1901. Notices of new Japanese land snails. The Nautilus, 14: 127–129. (pp. 128–129, as 
Buliminus eucharistus. Type loc.: “Loo Choo Is.”) 

参 考 文 献 ： 東 正雄, 1995. 原色日本陸産貝類図鑑 増補改訂版. 保育社, 大阪, xvi+343 pp., 80 pls. 
知念盛俊, 1976. 陸産貝類. “生態写真集 沖縄の生物”, 沖縄生物教育研究会 (編), 新星図書, 
那覇, 212–243. 

知念盛俊, 1990. 西表島の陸産貝類. “平成元年度西表島崎山半島地域調査報告書”, 環境庁自然
保護局 (編), 環境庁自然保護局, 東京, 267–275.  

波部忠重, 1956. 日本産陸産貝類の解剖学的研究. キセルモドキ科の種群. 動物学雑誌, 65(7): 
262–266. 

黒田徳米, 1945. キセルモドキ属に就いて. 貝類学雑誌, 14(1–4): 43–62, pl. 3. 
黒住耐二, 2005. ニシキキセルモドキ. “改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)
－レッドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護
課, 330–331. 

湊 宏, 2014. ニシキキセルガイモドキ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある
野生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 
110. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： リュウキュウキセルモドキ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 直輸尿管類 キセルモドキ上科 キセルモ

ドキ科 
学    名 ： Luchuena luchuana (Pilsbry, 1901) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT)（リュウキュウキセ

ルガイモドキ） 
 
形    態 ： 殻長18～26 mm、殻径6～8 mm、やや太い紡錘形で縫合はほとんどくびれない。狐色の地に、淡黄色

の火炎彩ないしは縞状の模様をもつ。殻表の光沢はやや弱く、螺状脈も比較的弱く不鮮明。殻口縁
は白く、よく反転して肥厚する。 

近似種との区別 ： ニシキキセルモドキと比べ、本種はより小型であることで区別される。また、殻表に明瞭な火炎彩
や縞状の模様を生じ、螺状脈は非常に弱いことで琉球列島産の他種とは識別できる。 

分 布 の 概 要 ： 宮古諸島、石垣島・西表島、与那国島、台湾に分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 西表島にニシキキセルモドキ、台湾にタイワンキセルモドキが分布する。本種は

一見分布が広いが、少なくとも島嶼グループごとに別種である可能性が高く、個々の種の分布域は
他種と同等であると考えられる。 

生 態 的 特 徴 ： 自然度の高い森林の樹木を棲息場所とする樹上棲種である。飼育下ではマット状に生えるカビを好
んで摂食する様子が観察されており、野外でも菌類を餌としている可能性がある。 

生息地の条件  ： 同上。樹上棲で乾燥には比較的強いが、強く乾燥する場所には棲息できない。 
個体数の動向  ： 与那国島では 2000 年代中頃まで多産していたが、現在は激減し、2015 年の調査では数個体確認で

きたのみであった。石垣島では 1990 年代まで東部石灰岩地や於茂登岳山麓に多産していたが、現
在、著しく減少した。西表島ではもともと密度はさほど高くない。宮古諸島では最近伊良部島で死
殻が 1個報告されているのみで、現状不明。 
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現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 本種は具体的なタイプ産地が不明な上に隠蔽種を含む可能性が高く、分類学的再検討が必要である。 
生存に対する脅威 ： 本種は基本的に森林棲かつ樹上棲であり、開発等による森林の減少・分断は直接的な脅威となる。

しかし、一見人の手が入っていない森林においても確認数は減少しており、温暖化やそれに伴う乾
燥化、降水パターンの変化、強い台風の増加といった環境変化も棲息に影響を及ぼしている可能性
が高い。 

原  記  載 ： Pilsbry, H. A., 1901. Notices of new Japanese land snails. The Nautilus, 14: 127-129. (p.129, as Buliminus 
luchuanus. Type loc.: “Loo Choo Is.”). 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 準備中. 陸産貝類. “宮古島市史 自然編”, 宮古島市教育委員会, 宮古島. 
湊 宏, 1999. 日本のキセルガイモドキ科貝類の概説. ちりぼたん, 30: 49-58. 
湊 宏, 2006. 八重山諸島産キセルガイモドキ科貝類の2種. 南紀生物, 48: 50-54. 
湊 宏, 2007. 伊良部島 (宮古諸島) から記録されたリュウキュウキセルガイモドキ. ちりぼたん, 
38: 12-14. 

 
執 筆 者 名 ： 亀田勇一 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： クメジマキセルモドキ (新称) 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 直輸尿管類 キセルモドキ上科 キセルモ

ドキ科 
学    名 ： Luchuena sp. 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 45. 標本：久米島町真謝. 生体：久米島町宇江城. 撮影：亀田勇一 (標本), 福田 宏 (生体). 
形    態 ： 殻は殻長21 mm、殻径8.2 mmでやや薄質、やや太い紡錘形で螺層の膨らみは弱い。臍孔は狭く浅い。

殻表には火炎彩をもち、殻皮は淡い黄褐色。殻表にはほぼ全面に不規則な螺状脈をもつ。殻口は反
転し、肥厚する。 

近似種との区別 ： 本種は殻表全面に明瞭な螺状脈を持つ点がウスチャイロキセルモドキと共通するが、より大型で太
く、殻表に火炎彩を持つことで相違する。オオシマキセルモドキはより小型で細く、リュウキュウ
キセルモドキは殻表の螺状脈が弱く不明瞭になることで区別される。 

分 布 の 概 要 ： 久米島でのみ確認されており、固有種の可能性が高い。東ほか (1992) にあるリュウキュウキセル
モドキは本種であると思われる。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ウスチャイロキセルモドキおよび沖縄島の類似種群を含む単系統群として、中琉
球 (沖永良部島〜久米島) に分布すると考えられる。同属のオオシマキセルモドキ種群は沖永良部
島以北、キカイキセルモドキは喜界島〜沖縄島、リュウキュウキセルモドキは先島諸島に分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 自然度の高い森林の樹木を棲息場所とする樹上棲種である。飼育下ではマット状に生えるカビを好
んで摂食する様子が観察されており、野外でも菌類を食している可能性がある。 

生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 稀産種であり、近年の調査では自然林2地点でしか確認されていない。同属の種は琉球列島全体で

強い減少傾向が見られており、本種も同様である可能性が高い。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： リュウキュウキセルモドキ属は琉球列島内で大きな遺伝的分化を生じており、諸島あるいは島嶼ご

とに固有な系統が多く存在する。本種はウスチャイロキセルモドキ種群の中では殻形態が特異で分
布も他とは隔たっており、分類・生物地理・進化生態学の各面からの研究が必要である。 

生存に対する脅威 ： 基本的に森林棲かつ樹上棲と考えられるため、開発等による森林の減少・分断は直接的な脅威とな
る。比較的湿潤な自然林で確認されており、温暖化やそれに伴う乾燥化などが進めば、近い将来姿
を消す可能性がある。 

参 考 文 献 ： 東 正雄・東 良雄・平田義浩, 1992. 久米島の陸産貝類相. Venus, 50: 264-269. 
湊 宏, 1999. 日本のキセルガイモドキ科貝類の概説. ちりぼたん, 30: 49-58. 
 

執 筆 者 名 ： 亀田勇一 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ニシキコギセル 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 キセルガイ上科 キセルガイ

科 
学    名 ： Proreinia elegans (Habe, 1962) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧I類 (CR+EN) 
  
図 の 解 説 ： p. 45. 西表島. 標本：黒住耐二 (千葉県立中央博物館 CBZM), 撮影：久保弘文 (生体). 
形    態 ： 貝殻は中型 (殻長約17.5 mm) で、殻径はやや太く (約 4.5 mm)、短い紡錘形で、薄質。殻は縫合下

に淡黄色の帯状部を持ち、他は濃紫褐色で、成長に沿った火炎彩がある。殻表の成長肋は弱く、や
や光沢がある。殻口縁は薄く、特に内唇付着部で弱く、殻口はやや四角形。殻口内の上板・下板と
も弱く、下軸板はない。主襞・上腔襞・下腔襞とも短い。 

近似種との区別 ： 本種は、大型であること、殻が淡黄色と濃紫褐色に染め分けられることで同属の他種と区別できる。 
分 布 の 概 要 ： 西表島にのみ分布する。 
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近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 同属の種は、奄美諸島・トカラ列島から本州南岸・伊豆諸島に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 樹幹で見られる樹上性種である。卵胎生。 
生息地の条件  ： 人為的影響の極めて少ない自然度の高い湿性の森林。 
個体数の動向  ： 記載時から低密度での生息が知られていたが、近年でも確認例は稀である。 
現在の生息状況 ： 現在も低密度であり、確認記録も極めて少ない。 
学術的意義・評価 ： 西表島の固有種であり、本属の中では最大種。 
生存に対する脅威 ： 森林伐採などによる林内の乾燥化。 
原  記  載 ： 波部忠重, 1962. 沖縄八重山群島西表島産キセルガイ科の2種: ニシキコギセル (新種新称) とイ

リオモテコギセル. Venus, 22(2): 113−117. (pp. 113–115, 116–117, figs 1, 4, as Reinia 
(Proreinia) elegans. Type loc.: “八重山群島西表島ゴザ岳尾根筋”) 

参 考 文 献 ： 知念盛俊, 1976. 陸産貝類. “生態写真集沖縄の生物”, 沖縄生物教育研究会 (編), 新星図書, 那
覇, 212–243. 

波部忠重・知念盛俊, 1974. 八重山群島石垣・西表両島の陸産貝類相とその生物地理学的意義. 国
立科学博物館専報, (7): 121–128, pls 15–17. 

湊 宏, 1984. 日本産陸棲貝類の生殖器の研究－XXII. キセルガイ科 (8): イーストレーキコギセ
ル属とヒロクチコギセル属. Venus, 43(2): 172–181. 

冨山清升, 1985. ニシキコギセル Proreinia elegans (Habe) とイーストレーキコギセル 
Proreinia eastlakeana vaga (Pilsbry) の生殖器. ちりぼたん, 16(2): 49–51. 

 
執 筆 者 名 ： 黒住耐二 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： イトヒキツムガタノミギセル 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 キセルガイ上科 キセルガイ

科 
学    名 ： Pulchraptyx longiplicata (Pilsbry, 1908) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) 
 
図 の 解 説 ： p. 46. 阿嘉島. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 貝殻は小型 (殻長約 10 mm) で、細長いが、ノミギセル類としては太く、やや堅固。殻は褐色で、

殻表は平滑で光沢がある。殻口縁は厚く、殻口内の上板は明瞭だが、下板は殻口からは見えず、下
軸板は殻口縁に出現する。体層内部腔襞では、主襞・上腔襞とも極めて長く、殻口近くに達する。
月状襞は側面から腹面にかけて位置し、上腔襞から分離する。 

近似種との区別 ： 本種は、単一種で一属を形成し、他のノミギセル類とは、螺塔が太短いことや主襞・上腔襞とも極
めて長く、殻口からも端部が見え、月状襞に連続しないことで区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 慶良間諸島 (阿嘉島、渡嘉敷島) にのみ生息する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 慶良間諸島の固有属で、近縁な種は不明。 
生 態 的 特 徴 ： やや自然度の高い森林の落葉下等に生息する地上性種である。 
生息地の条件  ： 湿度の高い落葉下や倒木下に生息する。 
個体数の動向  ： 定量的なデータがなく不明。 
現在の生息状況 ： 慶良間諸島では産地が限定され、いずれの産地でも個体数は少ない。 
学術的意義・評価 ： 慶良間諸島の固有属 (固有種) で生物地理学的に興味深い。 
生存に対する脅威 ： 開発による森林の伐採、林床の乾燥化。 
原  記  載 ： Pilsbry, H.A., 1908 (for 1907). New Clausiliidae of the Japanese Empire—XI. Proceedings of the Academy of 

Natural Sciences of Philadelphia, 59: 499–513, pls 32–34. (p. 506, pl. 33, figs 25–29, as Clausilia 
(Heterozaptyx) longiplicata. Type loc.: “Kerama-jima, Ryukyu”) 

参 考 文 献 ： 知念盛俊・治井正一・儀間一恵, 1996. 陸・淡水産貝類. “沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物
－レッドデータおきなわ－”, 沖縄県環境保健部自然保護課 (編), 沖縄県環境保健部自然保護
課, 那覇, 447–456. 

湊 宏, 1981. 日本産陸棲貝類の生殖器の研究—XVII. キセルガイ科 (4): 琉球列島産の5種. Venus, 
39 (4): 236–242. 

湊 宏, 1994. 日本産キセルガイ科貝類の分類と分布に関する研究. Venus, suppl., 2: 1–212, 
tables 1–6, pls 1–74. 

 
執 筆 者  名： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： 沖縄島のサカヅキノミギセル 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 キセルガイ上科 キセルガイ

科 
学    名 ： Selenoptyx cf. inversiluna (Pilsbry, 1908) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類（VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)（サカヅキノ

ミギセル） 
 
図 の 解 説 ： p. 46. 標本：恩納村. 生体：大宜味村. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 殻長 8.8～11.2 mm、殻径2.4～2.8 mm。殻の形態はミカヅキノミギセルに似る。主襞はやや長く、

体層の 2/3から 3/4周ほど。上腔襞と月状襞は連結し、角の丸い「厂」形。上腔襞は上に凸の緩い
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弧状で、始端付近で月状襞に接続するが、完全に一続きの 1本の曲線になることは少ない。月状襞
は下に凸の曲線を描いて上板の上端付近で滑層に達し、上板の始端付近まで延びる。生殖器では陰
茎後端部に長さ0.7～1.5 mmほどの明瞭な陰茎付属肢を有する。 

近似種との区別 ： 産地によって多少の変異があるが、ミカヅキノミギセルとサカヅキノミギセルの中間的な形態を示
す。殻形態の大部分は前者によく似ているが、腔襞がより奥に位置する点は後者に類似する。陰茎
付属肢の長さは地域間で変異が大きく、単一種でない可能性もある。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島の自然度の高い森林で確認されている。地上棲。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 同属のミカヅキノミギセルは伊平屋島に、サカヅキノミギセルは慶良間諸島と久

米島に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 比較的湿度の高い自然林で確認されることが多い。同所的に棲息するノミギセルが枯れ木も利用し、

這い上る性質があるのに対し、本種は枯れ木ではなく、石灰岩路頭表面や落葉下で主に確認される。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 比較的稀産で、どの地点でも少数個体が確認される程度である。1 ヶ所で数個体が固まって見出さ

れ、その周囲では見つからないという場合も多く、パッチ状に点在して棲息する可能性が高い。 
現在の生息状況 ： 同上。近年の記録の大半は恩納村以北であり、それより南側での現状は不明。 
学術的意義・評価 ： 同属2種の地理的分布の間を埋める存在であり、分類学的・系統地理学的に重要である。 
生存に対する脅威 ： 本種は基本的に森林棲であり、開発等による森林の減少・分断は直接的な脅威となる。しかし、人

の手も入っておらず、一見環境の変化も少なそうな森林においても確認数は減少しており、温暖化
やそれに伴う乾燥化、降水パターンの変化、強い台風の増加といった環境変化が影響を及ぼしてい
る可能性が高い。 

原  記  載 ： サカヅキノミギセルの項を参照。 
参 考 文 献 ： 福田 宏・多々良有紀, 2009. 久米島のサカヅキノミギセル (有肺目: キセルガイ科). Molluscan 

Diversity, 1: 1-5. 
久保弘文, 2014. 恩納村の貝類. “恩納村誌 第1巻 自然編”, 恩納村誌編さん委員会 (編), 恩納
村役場, 恩納, 245-340. 

湊 宏, 2009. 沖縄本島ネクマチヂ山のミカヅキノミギセル. ちりぼたん, 40: 8-14. 
 

執 筆 者 名 ： 亀田勇一 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ミカヅキノミギセル 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 キセルガイ上科 キセルガイ

科 
学    名 ： Selenoptyx noviluna (Pilsbry, 1908) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 殻は殻長9.5 mm前後、殻径2.5 mm弱の紡錘形。殻表は赤褐色で縫合下は白色、細かい成長肋を持

つ。殻口縁はよく肥厚するが、体層からは遊離しない。上板と下軸板は明瞭で唇縁に達するが、下
板は見えない。主襞はやや長く、体層の 1/2〜3/4 周ほどになる。上腔襞と月状襞はほぼ連続し、
角の丸い「厂」形。はじめ主襞とほぼ平行に奥へ伸び、体層径の1/4付近で強く曲がり、軸唇上端
付近で滑層下に達する。上腔襞から月状襞への移行部では上腔襞が僅かに奥側へ突出し、角が出来
る場合もある。生殖器では陰茎後端部に長さ1 mmほどの明瞭な陰茎付属肢を有する。 

近似種との区別 ： 腔襞の位置と陰茎付属肢の大きさによりサカヅキノミギセルと区別できる。沖縄島の本属個体群と
殻の形態はよく似るが、後者は陰茎付属肢が比較的短い。 

分 布 の 概 要 ： 伊平屋島固有種。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 沖縄島から久米島にかけて、同属の種や個体群が分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 比較的自然度の高い森林に棲息する。林縁部に比較的多く棲息し、倒木下などでは時に群棲する。

地上棲。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 21世紀初頭までは記録も比較的多く、腰岳林道脇のガレ場に多産したが、最近では目にする数は減

少傾向にある。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： キセルガイ類としては数少ない沖縄諸島固有のグループであり、詳細な分類・生態・系統地理学的

研究によって実態の把握に努める必要がある。 
生存に対する脅威 ： 自然林より、むしろ林縁部に多く棲息する傾向があるため、道路拡張などの局所的な改変が大きな

影響を与えかねない。更に林縁付近は温暖化等の気候変化の影響を直に受けるため、存続基盤は比
較的脆弱といえる。 

原  記  載 ： Pilsbry, H. A., 1908 (for 1907). New Clausiliidae of the Japanese Empire—XI. Proceedings of the Academy 
of Natural Sciences of Philadelphia, 59: 499–513, pls.32-34. (p.510, pl.34, figs.34-39, as Clausilia 
(Selenoptyx) noviluna. Type loc.: “Iheya-jima, Ryukyu”) 

参 考 文 献 ： 知念盛俊，1976. 陸産貝類. “生態写真集 沖縄の生物”, 沖縄生物教育研究会 (編), 新星図書, 
那覇, 212-243 

Chinen, M., 1977. Land shells of Okinawa-jima and adjacent islands (exclusive of Truncatellidae, 
Assimineidae and Ellobiidae). Ecological Studies of Nature Conservation of the Ryukyu Islands, 3: 
127-149. 

知念盛俊・治井正一, 1976. 伊平屋島・伊是名島の陸・淡水貝類 (予報). 沖縄生物教育研究会誌, 
(9): 37-43. 
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川名美佐男, 2003. 伊平屋島の陸産貝類の近況. かいなかま, 37(1): 20-24. 
湊 宏, 2009. 沖縄本島ネクマチヂ山のミカヅキノミギセル. ちりぼたん, 40: 8-14. 
魚住賢司・山本愛三・品川和久・反田栄一, 1980. サカヅキノミギセル Zaptyx (Selenoptyx) 
inversiluna とミカヅキノミギセル Z. (S.) noviluna の比較的研究. 九州の貝, (15): 5-12. 

 
執 筆 者 名 ： 亀田勇一 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： オキナワギセル 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 キセルガイ上科 キセルガイ

科 
学    名 ： Stereophaedusa valida (Pfeiffer, 1850) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 46. 1a, 1b, 2：オキナワギセル 南城市玉城 (1a, 1b), 今帰仁村今泊 (2). 3 (参考)：スジイリ

オキナワギセル 国頭村辺戸. 撮影：亀田勇一. 
形    態 ： 殻は細長い塔型であるが、成貝では幼層が欠失し、殻頂部の折れた形状となる。中型 (殻頂欠損で

の殻長27.9～34.2 mm程) で、殻径はやや太い (約 7.3～8.1 mm程)。色彩は、中南部の個体群が淡
黄褐色で本部半島の個体群が茶褐色となる。殻表の成長肋はやや粗く明瞭であり、光沢はなく曇る。
殻口縁は薄いが広く拡がり、殻口内の上板・下板・下軸板は明瞭である。腔襞は、主襞がやや短い
ほか、月状襞を欠き、短く同程度の長さの上腔襞と下腔襞を持つ。 

近似種との区別 ： ミヤコオキナワギセルは、より小型で黒褐色の殻の特徴のほか、宮古島の固有種であり分布が異な
る。沖縄島北部の森林に生息するスジイリオキナワギセルは、幅広い黒褐色の色帯と火炎彩の特徴
により、単色の殻色の本種と区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島北部の一部 (本部半島)・中南部のみに生息する種である。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ミヤコオキナワギセルは宮古島のみに分布する。スジイリオキナワギセルは沖縄

島北部の良好な森林環境のみに分布する。本種は沖縄島の本部半島と中南部地域に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 樹幹に付着して生息する樹上性の種である。稚貝を産出する卵胎生種である。 
生息地の条件  ： 人の手が多く加わらない自然林の環境に生息する。 
個体数の動向  ： 減少傾向が進行していると思われる。 
現在の生息状況 ： 沖縄島南部では特に生息地の減少が進んでいる。 
学術的意義・評価 ： スジイリオキナワギセルやミヤコオキナワギセルなどの種分化を考える上で、重要な種である。 
生存に対する脅威 ： 沖縄島の南部および本部半島ともに近年の開発が著しく、特に南部の開発の速度が凄まじく、宅地

造成の他、墓地建設による伐採も著しい。本種の生息する自然林が急速に消滅している。 
特 記 事 項 ： ここでは本部半島に生息する殻の色彩が茶褐色の型を同種と見なした。茶褐色型の特徴は他地域の

個体に推移することなく、本部半島固有の特徴であり、別個体群とすべきかもしれない。今後の分
子系統解析が必要である。なお湊 (1994) など多くの文献は本種の記載者・年を「Küster, 1847」と
してきたが、Nordsieck (1997) が指摘した通り、Küster による本種の記載は図版が1857年、文章が
1860年に刊行された (Smith & England, 1937; Johnson, 1968; Coan & Kabat, 2015) ため、Pfeiffer (1850) 
が記載した同綴の学名に先取され、記載者・年は Pfeiffer, 1850 とするのが適切である。 

原  記  載 ： Küster, H.C., 1844–1862. Die Schliessschnecken und die verwandten Gattungen Clausilia, Balea, Cylindrella 
und Megaspira. Systematisches Conchylien-Cabinet von Martini and Chemnitz, 1(14): 1–355, pls 1–38. (p. 
209, no. 206 (1860), pl. 23, figs 1–3 (1857), as Clausilia valida Pfeiffer, Type loc.: “Liew-Kiew”) 

Pfeiffer, L., 1850 (for 1849). Nachträge zu L. Pfeiffer Monographia Heliceorum. Zeitschrift für 
Malakozoologie, 6(7): 106–112. (p. 106, no. 23b, as Clausilia vallida, Type loc.: “Liew Kiew”) 

参 考 文 献 ： Chinen, M., 1977. Land shells of Okinawa-jima and adjacent islands (exclusive of Truncatellidae, 
Assimineidae and Ellobiidae). Ecological Studies of Nature Conservation of the Ryukyu Islands, 3: 
127–149. 

Coan, E.V. & Kabat, A.R., 2015. Annex 2: Collation of the Systematisches Conchylien-Cabinet (1837–1920). 
2,400 Years of Malacology (13th Edition). The American Malacological Society, 65 pp. 
http://www.malacological.org/downloads/epubs/2400-years/2400collations(Kuster).pdf (2016年
12月30日閲覧) 

Johnson, R.I., 1968. Martini and Chemnitz (Kuester’s edition) Systematisches Conchylien-Cabinet, 
1837–1920, a complete collation. Journal of the Society for the Bibliography of Natural History, 4(7): 
363–367. 

久保弘文・黒住耐二, 1995. 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263 pp. 
湊 宏, 1994. 日本産キセルガイ科貝類の分類と分布に関する研究, Venus, suppl., 2: 1–212, 
tables 1–6, pls 1–74. 

Nordsieck, H., 1997. Nomenclatural critique of Minato’s (1988, 1994) papers. Venus, 56(1): 62–65. 
Smith, E.A. & England, H.W., 1937. Martini and Chemnitz (Kuester’s edition) Systematisches 

Conchylien-Cabinet, 1837–1918. Journal of the Society for the Bibliography of Natural History, 1(4): 
89–99. 

 
執 筆 者 名 ： 早瀬善正・福田 宏・久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ヨナグニダワラ 
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分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 ネジレガイ上科 タワラガイ
科 

学    名 ： Sinoennea yonakunijimana (Pilsbry & Hirase, 1909) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) 
  
形    態 ： 貝殻は微小 (殻長約4 mm)、円筒型 (殻径約2 mm) で、螺塔は高い。最終3層はほぼ円筒型である

が、殻頂側は円錐型でやや尖る。殻は白色で、殻表には強い縦肋が密に分布する。殻口は広がって
厚くなり、殻口内には3つの強い歯があり殻口は狭まる。 

近似種との区別 ： 本種は、殻サイズが中型で、殻頂部が円錐型になることによって、琉球列島の同属他種と区別でき
る。また、分布は与那国島に限定される。 

分 布 の 概 要 ： 与那国島にのみ分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 沖縄島にはコメツブダワラが、宮古島にはミヤコダワラが分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 自然林の落葉下に生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 森林の乾燥化により減少している。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 与那国島の固有種で、生物地理学的にも重要。 
生存に対する脅威 ： 開発による森林の伐採および林床の乾燥化。 
原  記  載 ： Pilsbry, H.A. & Hirase, Y., 1909 (for 1908). New land Mollusca of the Japanese Empire. Proceedings of the 

Academy of Natural Sciences of Philadelphia, 60: 586–599. (p. 594, as Ennea iwakawa yonakunijimana. 
Type loc.: “Yonakunijima, Loochoo”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文・福田 宏・早瀬善正・亀田勇一・黒住耐二・上島 励・小澤宏之, 2017. 沖縄県レッド
データブック ーレッドデータおきなわー 第2回改訂に伴う稀少貝類棲息実態調査報告ー1. 与那
国島. Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

湊 宏, 1976. 与那国島の陸産貝類相. Venus, 35(4): 163–184. 
湊 宏, 2014. ヨナグニダワラガイ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生
生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 
148. 

 
執 筆 者 名 ： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： マサキベッコウ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 ベッコウマイマイ上科 ベッ

コウマイマイ科 
学    名 ： Bekkochlamys masakii (Kuroda, 1960) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
図 の 解 説 ： p. 46. 撮影：上島励. 
形    態 ： 貝殻はこの科としては大型 (殻径約15 mm) で、螺塔は低い (殻長約7 mm)。螺層はやや細かく巻き、

縫合はほとんど凹まず、体層周縁は丸い。殻は薄く、茶褐色の半透明で、殻表はほぼ平滑で、強い
光沢がある。殻口縁は薄く、反曲肥厚しない。臍孔は小さい。 

近似種との区別 ： 本種は、ベッコウマイマイよりも螺層の巻きが細かく、最終層は急激に広くならない点で異なる。
オキナワテラマチベッコウとは生殖器の形態が異なり、分布域も異なる。ヤエヤマヒラベッコウと
は殻が著しく大きいことで区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 西表島・尖閣諸島から知られている。石垣島、与那国島からの記録は誤りと思われる。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 同属別種としては、ベッコウマイマイが奄美から久米島に、ヤエヤマヒラベッコ

ウは八重山諸島に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 自然林の落葉下、倒木下に生息する。 
生息地の条件  ： 西表島では標高の高い自然林にのみ生息する。 
個体数の動向  ： 尖閣諸島では現地調査が長らく行われていないが、野生化したヤギによる自然植生の破壊が進行し

ており、個体数は減少していると思われる。西表島でも至適な生息環境は減少している。 
現在の生息状況 ： 西表島では標高の高い自然林に生息するが、少ない。尖閣諸島では上記理由により、現在の生息状

況は不明であるが、野生化したヤギの食害による生息環境悪化の進行が懸念される。 
学術的意義・評価 ： 尖閣と八重山にまたがって分布し、生物地理学的に重要。 
生存に対する脅威 ： 尖閣諸島では、野生化したヤギの食害による自然植生の破壊、林床の乾燥化、土壌流出による生息

地の消失。西表島では、開発による森林の伐採および林床の乾燥化。 
特 記 事 項 ： 尖閣諸島と西表島の個体群が同種であるか、分類学的再検討が必要。 
原  記  載 ： 黒田徳米, 1960. 沖縄群島産貝類目録 (頭足類を除く). 琉球大学教務部普及課, 那覇, iv+104 pp. 

(pp. 79–80, pl. 1, fig. 4; pl. 2, fig. 27, as Pseudhelicarion masakii. Type loc.: “尖
閣魚釣島”) 

参 考 文 献 ： 知念盛俊, 1979. 尖閣列島の陸産貝類. 沖縄生物学会誌, (17): 19–27. 
波部忠重・知念盛俊, 1974. 八重山群島石垣・西表両島の陸産貝類相とその生物地理学的意義. 国
立科学博物館専報, (7): 121–128, pls 15–17. 

上島 励, 2014. マサキベッコウ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生
物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 348. 
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執 筆 者 名 ： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： オキナワテラマチベッコウ (新称) 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 ベッコウマイマイ上科 ベッ

コウマイマイ科 
学    名 ： Bekkochlamys sp. 1 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)     環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 46. 大宜味村ネクマヂチ山. 撮影：早瀬善正. 
形    態 ： 貝殻はこの科としては大型 (殻径約18 mm) で、螺塔は低く (殻長約7 mm)、上面はやや扁平、螺層

はやや細かく巻き、縫合はほとんど凹まず、体層周縁は丸い。殻は薄く、褐色の半透明で、殻表は
平滑で、強い光沢がある。殻口縁は薄く、反曲肥厚しない。臍孔は小さい。 

近似種との区別 ： 同所的に生息するベッコウマイマイに似るが、螺管の巻きがより細かく、特に体層が急激に広がら
ない。螺塔も低く、上面はより扁平で、殻口はより小さい。生殖器の形態も異なる。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島北部に固有。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： テラマチベッコウは鹿児島県に分布し、未記載種が台湾に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 自然林の湿った落葉下や倒木下に生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 生息環境の悪化により減少している。 
現在の生息状況 ： 生息地は少なく、いずれの産地でも個体数は少ない。 
学術的意義・評価 ： 近縁種が鹿児島県と台湾に分布し、生物地理学的に重要。 
生存に対する脅威 ： 開発による森林の伐採および林床の乾燥化。 
特 記 事 項 ： 未記載種。 
参 考 文 献 ： 早瀬善正, 2017. 沖縄県大宜味村のオキナワテラマチベッコウ (ベッコウマイマイ科) の繁殖と成

長. Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 
 
執 筆 者 名 ： 上島 励 
………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………................................. 
 

和    名 ： ヤエヤマヒラベッコウ (新称) 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 ベッコウマイマイ上科 ベッ

コウマイマイ科 
学    名 ： Bekkochlamys sp. 2 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 46. 撮影：上島励. 
形    態 ： 貝殻は本属としては小型 (殻径約9 mm) で、螺塔は低く、上面はやや扁平、螺層はやや細かく巻き、

縫合はほとんど凹まず、体層周縁は丸い。殻は薄く、褐色の半透明で、殻表は平滑で、強い光沢が
ある。殻口縁は薄く、反曲肥厚しない。臍孔は小さい。 

近似種との区別 ： 西表島に生息するマサキベッコウや沖縄島周辺に分布するベッコウマイマイとは、殻が著しく小型
であることで容易に区別できる。生殖器の形態も異なる。 

分 布 の 概 要 ： 西表、石垣島にのみ生息する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 本種と同属別種の類縁関係は明らかでないが、マサキベッコウが八重山諸島、尖

閣諸島に、ベッコウマイマイが久米島、沖縄島、奄美、徳之島に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 自然林の落葉下や倒木下に生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 過去のデータがないが、個体数がきわめて少なく、至適な生息環境が減少しているので、個体数も

減少していると思われる。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 八重山諸島の固有種で生物地理学的に重要。 
生存に対する脅威 ： 開発による森林の伐採および林床の乾燥化。 
特 記 事 項 ： 未記載種。 
 
執 筆 者 名 ： 上島 励 
………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………… 
 

和    名 ： ウラウズタカキビ (新称) 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 ベッコウマイマイ上科 ベッ

コウマイマイ科 
学    名 ： Coneuplecta sp. 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 46. A：恩納村（早瀬善正採集）. B：宮崎県（西 邦雄氏採集）. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 殻は微小で、殻長約3 mmの高円錐型で、螺層は多く、周縁は弱く角張る。殻は薄質で淡褐色の半透
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明。殻底には細かい螺状彫刻がある。 
近似種との区別 ： タカキビに似るが、より小型であることと、殻底には細かい螺状彫刻があることで区別できる。 
分 布 の 概 要 ： 本土から琉球列島にかけて広く分布するが、生息地は少ない。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 近縁と思われるタカキビが本土に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 広い葉の裏や、落葉下に生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 過去の記録がないため、不明。 
現在の生息状況 ： 沖縄島北部の1地点で1個体が得られたのみであるが、生息地および個体数ともに少ないと思われ

る。 
学術的意義・評価 ： 本州から琉球列島にまたがって分布する数少ない陸貝で、生物地理学的に興味深い。生息地は少な

く、保全すべき種である。 
生存に対する脅威 ： 開発による森林の伐採および林床の乾燥化。 
特 記 事 項 ： 未記載種。データが少ないため過小評価されているが、きわめて少ないベッコウマイマイ類と思わ

れる。 
  
執 筆 者 名 ： 上島 励・久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： キヌツヤベッコウ属の一種 (6) 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 ベッコウマイマイ上科 ベッ

コウマイマイ科 
学    名 ： Nipponochlamys sp. 6 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 46. 撮影：上島励. 
形    態 ： 貝殻は小さく (殻径約 4.5 mm)、螺塔は低い。螺層はやや密に巻き、体層周縁は丸い。殻口は三日

月型で、殻口縁は薄く、反曲肥厚しない。殻は褐色で、殻表には細かい成長線が密にあり、曇った
外観を呈する。臍孔はほぼ閉じる。 

近似種との区別 ： ヨナグニベッコウよりも著しく小型であることで異なる。琉球列島産のキヌツヤベッコウ属の他種
とは生殖器の形態で区別できるが、外見での識別は極めて困難である。 

分 布 の 概 要 ： 石垣島からのみ知られる。西表島にも生息する可能性がある。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： クメジマベッコウは久米島、ヨナグニベッコウは与那国島、N. sp. 1と N. sp. 2

が沖縄島、N. spp. 3–5は伊平屋島に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 自然林の湿った落葉下に生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 過去の記録はないが、本種に至適な生息環境は減少、悪化しているため、個体数も減少していると

思われる。 
現在の生息状況 ： 個体数はきわめて少ない。 
学術的意義・評価 ： キヌツヤベッコウ属は琉球列島で多数の種に分化しており、生物地理学的に重要なグループである。

いずれの種も狭い地域の固有種であり、保全の重要性は高い。 
生存に対する脅威 ： 開発による森林の伐採および林床の乾燥化。 
特 記 事 項 ： 未記載種。 
  
執 筆 者 名 ： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ヨナグニベッコウ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 ベッコウマイマイ上科 ベッ

コウマイマイ科 
学    名 ： Nipponochlamys sp. 7 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
図 の 解 説 ： p. 46. 与那国島アヤミハビル館裏の林. 撮影：早瀬善正.  
形    態 ： 貝殻は小さく (殻径約 6 mm)、螺塔は低い。螺層はやや密に巻き、体層周縁は丸い。殻口は三日月

型で、殻口縁は薄く、反曲肥厚しない。殻は赤褐色で、殻表には細かい成長線が密にあり、曇った
外観を呈する。臍孔はほぼ閉じる。 

近似種との区別 ： 琉球列島産のキヌツヤベッコウ属は長らくトクノシマベッコウ1種とされていたが、多数の隠蔽種
が存在することが判明した。本種を含むこれらの近似種はいずれも生殖器の形態で区別できるが、
外見での区別は一部の種の組み合わせを除いて極めて困難である。石垣島産の N. sp. 6とは貝殻が
大きいことで区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 与那国島にのみ分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： クメジマベッコウは久米島、N. spp. 1–2が沖縄島、N. spp. 3–5は伊平屋島、N. sp. 

6 が石垣島に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 自然林の湿った落葉下に生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
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個体数の動向  ： かつては多産したが、森林の乾燥化により減少した。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： キヌツヤベッコウ属は琉球列島で多数の種に分化しており、生物地理学的に重要なグループである。

いずれの種も狭い地域の固有種であり、保全の重要性は高い。 
生存に対する脅威 ： 森林の伐採および林床の乾燥化。 
特 記 事 項 ： 湊 (1976) で Luchuconulus sp.として報告されたが、Nipponochlamys 属の未記載種である。 
参 考 文 献 ： 久保弘文・福田 宏・早瀬善正・亀田勇一・黒住耐二・上島 励・小澤宏之, 2017. 沖縄県レッド

データブック ーレッドデータおきなわー 第2回改訂に伴う稀少貝類棲息実態調査報告ー1. 与那
国島. Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

湊 宏, 1976. 与那国島の陸産貝類相. Venus, 35(4): 163–184. 
上島 励, 2014. ヨナグニベッコウ (新称). “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのあ
る野生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東
京, 351. 

 
執 筆 者 名 ： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： オーステンキビ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 ベッコウマイマイ上科 ベッ

コウマイマイ科 
学    名 ： Parakaliella austeniana (Pilsbry, 1901) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) 
 
図 の 解 説 ： p. 46. 撮影：上島励. 
形    態 ： 貝殻は微小 (殻径約3 mm) で、殻長はやや長く (約 3 mm)、低い円錐形で、螺層は細かく巻く。螺

管はやや膨らみ、周縁は丸い。臍孔は狭い。殻色は淡褐色で殻表に細かい成長脈がある。殻口は肥
厚・反転しない。 

近似種との区別 ： 本種は琉球列島に分布するキビ類とは、やや大型で螺塔が高く、殻表に微細な成長脈があることで
区別できる。また、分布域は八重山に限定される。 

分 布 の 概 要 ： 西表島、石垣島にのみ生息する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 殻形態が類似するキビ類とは必ずしも近縁でないため、現時点では比較は困難

である。 
生 態 的 特 徴 ： 石灰岩地の湿った自然林の落葉下に生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 本種は標高の低い石灰岩地の湿った森林に生息するため、生息環境が開発により悪化している。生

息地、個体数ともに減少している。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 八重山の固有種であり、減少しているため、保全の重要性は高い。 
生存に対する脅威 ： 開発による自然林の消失、林床の乾燥化。 
特 記 事 項 ： 過去の採集記録には誤同定が少なからず含まれており、八重山以外からの報告は誤りだと思われる。 
原  記  載 ： Pilsbry, H.A., 1901. New land shells from the Loo Choo Islands and Japan. The Nautilus, 15: 18–24. (pp. 

20–21, as Kaliella Austeniana. Type loc.: “Yaeyama Island”) 
参 考 文 献 ： 波部忠重・知念盛俊, 1974. 八重山群島石垣・西表両島の陸産貝類相とその生物地理学的意義. 国

立科学博物館専報, (7): 121–128, pls 15–17. 
平瀬與一郎, 1908. 日本陸産貝類図説 (十三). 介類雑誌, 2(7): 221–226, pl. 18. 
上島 励, 2014. オオステンキビ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生
物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 161. 

 
執 筆 者 名 ： 上島 励 

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： エイコベッコウ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 ベッコウマイマイ上科 ベッ

コウマイマイ科 
学    名 ： Takemasaia eikoae (Azuma, 1983) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
  
形    態 ： 中型のベッコウマイマイ類で、殻径約7 mm。螺塔はやや低く、螺管は膨らみ、周縁は丸い。殻色は

黄褐色で、殻表には微細な成長脈が密にあり、曇った外観を呈する。 
近似種との区別 ： 沖縄島北部に生息するグードベッコウよりも小型で光沢がないことで区別できる。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島北部にのみ生息する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 類似種との類縁関係が明らかではないので、現時点では比較が困難。 
生 態 的 特 徴 ： 樹上性で、標高の高い広葉樹林の樹幹、葉の裏に生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 過去のデータがないが、沖縄島北部の生息環境が減少、悪化しているので、本種も減少していると

思われる。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 沖縄島北部の固有種で、保全の重要性は高い。 
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生存に対する脅威 ： 開発による森林の伐採および林床の乾燥化。 
原  記  載 ： 東 正雄, 1983. 沖縄県産陸貝 (ベッコウマイマイ科) 一新種. 兵庫生物, 8(4): 197–198. (pp. 

197–198, fig. a–c, as Luchuconulus eikoae. Type loc.: “沖縄本島国頭郡辺野喜西銘岳”) 
参 考 文 献 ： 東 正雄・平田義浩, 1996. 沖縄産エイコベッコウ “Luchuconulus” eikoae の再発見と生殖器に

ついて. ちりぼたん, 27: 12–13. 
 
執 筆 者 名 ： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： タネガシマヒメベッコウ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 ベッコウマイマイ上科 ベッ

コウマイマイ科 
学    名 ： Yamatochlamys tanegashimae (Pilsbry, 1901) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 47. 名護市. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 貝殻は微小で、殻径約4 mm、螺塔は低い。螺層はやや細かく巻き、体層周縁は丸い。縫合はほとん

ど刻まれない。殻色は半透明の茶褐色、殻表は滑らかで、光沢が強く、きわめて微細な螺状彫刻が
縫合付近や殻底にあるが、ほぼ平滑。臍孔は狭い。 

近似種との区別 ： 琉球列島に生息する同サイズのベッコウマイマイ類とは、殻表の光沢が強く、彫刻がほとんどない
こと、螺層が密に巻くことで区別できるが、貝殻のみによる識別は困難である。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島以北の琉球列島に分布する。九州からの記録は再検討する必要がある。沖縄県では沖縄島北
部と久米島から知られる。他の離島にも生息する可能性がある。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 近似種との類縁関係が明らかではないので、現時点では比較が困難。 
生 態 的 特 徴 ： 自然林の湿った落葉下や倒木の下に生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 過去のデータがないが、沖縄島北部では至適な生息環境が減少、悪化しているので、本種も減少し

ていると思われる。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 沖縄県では沖縄島北部と久米島に生息し、生息環境が悪化しているため保全すべき種である。 
生存に対する脅威 ： 開発による森林の伐採および林床の乾燥化。 
特 記 事 項 ： 本種についての過去の採集記録には誤同定が多く、正確な分布域については再検討が必要。 
原  記  載 ： Pilsbry, H.A., 1901. Notices of new land snails from the Japanese Empire. Proceedings of the Academy of 

Natural Sciences of Philadelphia, 53: 496–502. (pp. 498–499, as Macrochlamys tanegashimae. Type loc.: 
“Tane-ga-shima”). 

 
執 筆 者 名 ： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： コシダカハチジョウヒメベッコウ (新称) 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 ベッコウマイマイ上科 ベッ

コウマイマイ科 
学    名 ： Yamatochlamys sp. 1 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 47. 撮影：上島励. 
形    態 ： 貝殻は微小で殻径約2.5 mm、螺塔はやや高い。螺層は細かく巻き、体層周縁は丸い。殻色は赤褐色

で、胎殻には微細な点刻が螺旋状に並び、殻底には弱く細かい螺状彫刻がある。臍孔は狭い。 
近似種との区別 ： ハチジョウヒメベッコウに彫刻が酷似するが、螺塔が高く、生殖器の形態も異なる。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄県では沖縄島北部にのみ生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 過去のデータがないが、個体数は非常に少なく、沖縄島北部では生息環境が悪化しているため減少

していると思われる。 
学術的意義・評価 ： 近縁種であるハチジョウヒメベッコウは本土周辺で不連続な分布をしており、本種が琉球列島に生

息することは生物地理学的に興味深い。本種が生息する沖縄島北部では生息環境が少なくなってお
り、保全の必要性は高い。 

特 記 事 項 ： 未記載種。 
  
執 筆 者 名 ： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ヨナグニシロベッコウ (新称) 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 ベッコウマイマイ上科 ベッ

コウマイマイ科 
学    名 ： Helicarionidae gen. & sp. 
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カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 47. 与那国島. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 貝殻は小さく (殻径約 4.5 mm) 、螺塔はきわめて低く、上面はほぼ平ら、螺層はやや細かく巻き、

縫合はほとんど凹まず、体層周縁は丸い。殻は薄く、白色の半透明で、殻表は平滑で、光沢がある。
殻口縁は薄く、反曲しないが、軸唇内部はわずかに肥厚する。臍孔は狭い。 

近似種との区別 ： 琉球列島に生息する他のベッコウマイマイ類とは、殻が小型、白色、扁平であることで容易に区別
できる。 

分 布 の 概 要 ： 与那国島にのみ分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 近縁と思われる種は琉球列島および台湾から知られていない。 
生 態 的 特 徴 ： 自然林内の深く埋もれた石灰岩の裏や、石灰岩の礫が深く堆積した場所に生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 採集が困難であるため過去のデータがなく、不明。 
現在の生息状況 ： 上記のような特殊な環境に生息し、生貝を見つけることは困難だが、死殻は点在するので、与那国

島の石灰岩地には広く生息する可能性がある。 
学術的意義・評価 ： 与那国島の固有種で、近縁種が不明で分類学的に重要。 
生存に対する脅威 ： 開発による森林の伐採および林床の乾燥化。 
特 記 事 項 ： 未記載種。 
参 考 文 献 ： 久保弘文・福田 宏・早瀬善正・亀田勇一・黒住耐二・上島 励・小澤宏之, 2017. 沖縄県レッド

データブック ーレッドデータおきなわー 第 2 回改訂に伴う稀少貝類棲息実態調査報告ー1. 与
那国島. Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

 
執 筆 者 名 ： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ヨナグニナメクジ (新称) 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 オオコウラナメクジ上科 ナ

メクジ科 
学    名 ： Meghimatium sp. 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 47. 撮影：上島励. 
形    態 ： 体長4 cm前後の中型のナメクジで、外套膜は背面と一体化し、貝殻はない。体色は灰色から褐色で、

背面には対になった黒い縦帯がある。 
近似種との区別 ： 外見上はナメクジに酷似するが、生殖器の形態が異なる。 
分 布 の 概 要 ： 日本では与那国島のみに生息する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 最も近縁なナメクジ類は台湾に生息し、その分類学的な関係については詳細な検

討が必要。 
生 態 的 特 徴 ： 森林の落葉下、倒木下などに生息し、しばしば林縁など開放的な環境にも生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： かつては多産したが、森林の乾燥化により激減した。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 日本では与那国島にのみ生息し、台湾との関連など生物地理学的にも重要。与那国島の他の固有種

よりも開けた環境に強いので、脆弱性は低い可能性がある。 
生存に対する脅威 ： 森林の伐採、林床の乾燥化。 
参 考 文 献 ： 久保弘文・福田 宏・早瀬善正・亀田勇一・黒住耐二・上島 励・小澤宏之, 2017. 沖縄県レッド

データブック ーレッドデータおきなわー 第 2 回改訂に伴う稀少貝類棲息実態調査報告ー1. 与
那国島. Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

 
執 筆 者 名 ： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ウロコケマイマイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 マイマイ上科 ナンバンマイ

マイ科 
学    名 ： Aegista lepidophora (Gude, 1900) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) 
 
形    態 ： 殻径約6～10 mm、ソロバン玉状で、螺塔は低く、やや薄質。体層周縁の角は明瞭。殻皮は明茶褐色

で、剥がれやすい粗い鱗片状突起を持つ。殻口はやや弱く肥厚し、反転する。臍孔は広く開き、そ
の縁は角立たない。 

近似種との区別 ： 本種は、小型であること、殻表の三角状突起が明瞭で粗いこと、周辺に角を持つことで、琉球列島
の他種と識別できる。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島や久米島・慶良間諸島等の沖縄諸島に分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 奄美諸島にはマルテンスオオベソマイマイとその亜種トクノシマオオベソマイマ
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イやオオシマフリーデルマイマイ、マメヒロベソマイマイが分布する。また沖縄島北部のみに局所
分布するヘリトリケマイマイの他、沖縄諸島にはイトマンマイマイ、トウガタホソマイマイが分布
する。この他台湾にも近縁種が分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 林床の倒木・石下、落葉中に生息する地上棲種である。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 生息地は点在するが個体数が多く見られる場所は少ない。また死殻のみが見られる地点も多い。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 本種を含めた近縁種群は互いに表現型の差が著しく、近縁種間の表現型多様化を研究する上で良い

モデルである。加えて本種を含めた近縁種群は一部の台湾の種と単系統となるが、八重山諸島には
近縁種は見られない (Hirano et al., 準備中)。このように中琉球の系統は遺存的であると考えられ、
また本種は沖縄諸島のみで見つかる事から、進化生物学的に保全すべき価値が高い。 

生存に対する脅威 ： 生息地の一部には、捕食者としてニューギニアヤリガタリクウズムシをはじめとした陸生プラナリ
ア類が確認されているが、影響については不明。 

特 記 事 項 ： カドマルウロコケマイマイとは遺伝的・形態的にほとんど差がみられないため、本種に統一する。
一方で沖縄島の中では体サイズにバリエーションが見られる。 

原  記  載 ： Gude, G.K., 1900. Further notes on helicoid land shells from Japan, the Loo-Choo, and Bonin Islands, with 
descriptions of seven new species. Proceedings of the Malacological Society of London, 4: 70–80, pl. 8. (p. 
76, pl. 8, figs 3–5, as Eulota (Plectotropis) lepidophora. Type loc.: “Loo-Choo Islands”.) 

参 考 文 献 ： 知念盛俊, 1965. 沖縄産陸産貝の採集と標本の作り方 (I). 沖縄生物学会誌, 2: 77–88. 
Chinen, M., 1977. Land shells of Okinawa-jima and adjacent islands (exclusive of Truncatellidae, 

Assimineidae and Ellobiidae). Ecological Studies of Nature Conservation of the Ryukyu Islands, 3: 
127–149. 

知念盛俊, 1989. 佐敷町産陸棲貝類. “佐敷町史三 自然”, 佐敷町史編集委員会 (編), 佐敷町役
場, 佐敷, 324–334. 

福田 宏・青柳 克・亀田勇一,  2017. 沖縄県渡名喜島の非海産貝類相. Molluscan Diversity, 5: 
印刷中. 

Hirano, T., Kameda, Y., Kimura, K. & Chiba S., 2014. Substantial incongruence among the morphology, 
taxonomy, and molecular phylogeny of the land snails Aegista, Landouria, Trishoplita, and 
Pseudobuliminus (Pulmonata: Bradybaenidae) occurring in East Asia. Molecular Phylogenetics and 
Evolution, 70: 171–181. 

加藤次雄, 1959. 沖縄の陸棲貝. 三重生物, (9): 73–75. 
久保弘文, 2014. 恩納村の貝類. “恩納村誌 第1巻 自然編”, 恩納村誌編さん委員会 (編), 恩納
村役場, 恩納, 245–340. 

 
執 筆 者 名 ： 平野尚浩・黒住耐二＊     ＊前回改訂版 (2005) における黒住による記載内容を一部引用した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： トウガタホソマイマイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 マイマイ上科 ナンバンマイ

マイ科 
学    名 ： Aegista turrita (Gude, 1900) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) 
 
形    態 ： 殻径約6.5 mm、殻長約11 mmで、螺塔の高い円錐形、螺層は僅かに膨らみ、やや薄質。体層周縁の

角は明瞭で強く尖る。殻は淡黄褐色で、殻表に明瞭な殻皮の突起や毛を持たず、ほぼ平滑。殻口は
弱く肥厚し、反転する。臍孔は反転した軸唇に被われて狭い。生殖器には矢嚢およびその付属器官
がある。 

近似種との区別 ： 本種は、周縁角が明瞭で強く尖ることにより、ナガシリマルホソマイマイやタカラホソマイマイと
容易に識別できる。 

分 布 の 概 要 ： 沖永良部島と沖縄島を含む沖縄諸島に分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 琉球列島では遺存的な系統の一員で、奄美諸島にマルテンスオオベソマイマイ・

オオシマフリーデルマイマイ・マメヒロベソマイマイ、沖縄諸島に本種とヘリトリケマイマイ・ウ
ロコケマイマイ・イトマンマイマイが分布する。先島諸島に近縁種はおらず、台湾に近縁種が棲息
する。 

生 態 的 特 徴 ： 時に個体数が増加することがあるものの、継続して高密度を保っていない。沖縄島中部では森林内
の草本に付着していた。久米島では道端のススキの根元に見られた (福田宏、私信)。 

生息地の条件  ： 撹乱の大きくない林縁環境の存在。草本類の繁茂が共通の条件である。 
個体数の動向  ： 確認地点が減少しているようであり、個体数は減少傾向にあると考えられる。 
現在の生息状況 ： 時にまとまって確認されることもあるが、確実な生息地を示すのは困難。 
学術的意義・評価 ： 中琉球の固有種であり、生物地理学的に重要。また、本種を含むオオベソマイマイ類は種間でも殻

形態の変異が著しく、近縁種間の表現型多様化を研究する上で良いモデル系である。 
生存に対する脅威 ： 農地拡大や施設造成などによる林縁部の改変。特に草本類など植物の伐採、刈り取りは生息環境を

撹乱する可能性がある。 
原  記  載 ： Gude, G.K., 1900. Further notes on helicoid land shells from Japan, the Loo-Choo, and Bonin Islands, with 

descriptions of seven new species. Proceedings of the Malacological Society of London, 4: 70–80. (pp. 
75–76, pl. 8, figs 1–2, as Ganesella turrita. Type loc.: “Loo-Choo Islands”) 

参 考 文 献： 東 正雄・東 良雄・平田義浩, 1992. 久米島の陸産貝類相. Venus, 50(4): 264–269. 
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知念盛俊, 1965. 沖縄産陸産貝の採集と標本の作り方 (I). 沖縄生物学会誌, 2(4): 77–88. 
Chinen, M., 1977. Land shells of Okinawa-jima and adjacent islands (exclusive of Truncatellidae, 

Assimineidae and Ellobiidae). Ecological Studies of Nature Conservation of the Ryukyu Islands, 3: 
127–149. 

知念盛俊, 1989. 佐敷町産陸棲貝類. “佐敷町史 三 自然”, 佐敷町史編集委員会 (編), 佐敷町役
場, 佐敷, 324–334. 

知念盛俊, 1992. 中城城跡と周辺の陸産貝類. “中城村史 第二巻資料編 1”, 中城村史編集委員
会 (編), 中城村役場, 中城, 238–243. 

早瀬善正・波部忠重, 1998. ホソマイマイ属2種の生殖器形態についての知見. ちりぼたん, 28: 
59–62. 

Hirano, T., Kameda, Y., Kimura, K. & Chiba, S., 2014. Substantial incongruence among the morphology, 
taxonomy, and molecular phylogeny of the land snails Aegista, Landouria, Trishoplita, and 
Pseudobuliminus (Pulmonata: Bradybaenidae) occurring in East Asia. Molecular Phylogenetics and 
Evolution, 70: 171–181. 

 
執 筆 者 名： 黒住耐二・平野尚浩 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： イッシキマイマイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 マイマイ上科 ナンバンマイ

マイ科 
学    名 ： Satsuma caliginosa caliginosa (Adams & Reeve, 1850) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
形    態 ： 殻は西表島では殻径約35 mm前後だが、石垣島では大型化し、殻径46 mmに達する。螺塔はやや低

く、体層周縁は丸い。成貝の殻口は横長の楕円形、底唇部はやや直線的で、殻口の反転する手前で
内側に張り出して突起を形成する。臍孔は狭いが明瞭。地色は飴色〜茶褐色で、周縁と臍孔部に色
帯をもつ。 

近似種との区別 ： 殻口が変形し、明瞭な突起を形成することで他種とは区別される。 
分 布 の 概 要 ： 石垣島と西表島の固有亜種。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 与那国島に亜種ヨナグニマイマイ、台湾北部にタンスイマイマイが分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 石垣島と西表島の自然度の高い森林の林床に生息する。地上棲傾向が強いが、樹幹等の高さ1 m程

度までは活動範囲に含まれる。捕食者であるイワサキセダカヘビへの対抗策として、殻口の突起・
強い筋肉・自切などの防衛手段を発達させている。 

生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 20世紀終わり頃までは山中で大型の個体を比較的容易に目にすることが出来ていたが、近年では確

認が困難になっている。石灰岩地では密度は高くなる傾向があるが、まとまった数の確認は容易で
はない。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 日本で唯一、狭義の Coniglobus (ドングリマイマイ類) の系統に属する種として、生物地理学的に

も重要である。 
生存に対する脅威 ： 本種の主な棲息地は自然林であり、開発による森林面積の減少・分断が個体数の減少に繋がってい

る。近年の温暖化や乾燥の進行も林内の湿度を下げ、棲息環境を狭めている可能性が高い。 
原  記  載 ： Adams, A. & Reeve, L. A., 1850. Mollusca. “The Zoology of the Voyage of H.M.S. Samarang; under the 

Command of Captain Sir Edward Belcher, C.B., F.R.A.S., F.G.S., during the Years 1843-1846”, Adams, A. 
(ed.), Reeve & Benham, London, i-x, 1-87, pls.1-24. (p.62, pl.16, fig.6, as Helix caliginosa. Type loc.: 
“Island of Mindanao, Philippines” [error]) 

参 考 文 献 ： 知念盛俊, 1970. 八重山の陸産貝類. 沖縄生物教育研究誌, (4): 26-30. 
知念盛俊, 1990. 西表島の陸産貝類. “南西諸島における野生生物の種の保存に不可欠な諸条件に
関する研究 平成元年度西表島崎山半島地域調査報告書”, 環境庁自然保護局 (編), 環境庁自然
保護局, 東京, 267-275. 

波部忠重・知念盛俊, 1974. 八重山群島石垣・西表両島の陸産貝類相とその生物地理学的意義. 国
立科学博物館専報, (7): 121-128, pls.15-17. 

Hoso, M. & Hori, M., 2008. Divergent shell-shape as an anti-predator adaptation in tropical land snails. The 
American Naturalist, 172(5): 726-732. 

 
執 筆 者 名 ： 亀田勇一・黒住耐二＊    ＊前回改訂版 (2005) における黒住による記載内容を一部引用した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ヤンバルヤマタカマイマイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 マイマイ上科 ナンバンマイ

マイ科 
学    名 ： Satsuma eucosmia ssp. 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)（オキナワヤマタカマ

イマイ※） 
       ※本改訂(沖縄県)はオキナワヤマタカマイマイのうち沖縄島北部の本種個体群は形態的分化が見られるため、分けて扱った。 
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図 の 解 説 ： p. 47. A, D：国頭村伊地. B：国頭村辺野喜. C：国頭村与那. E：大宜味村津波. F：名護市源河. 撮
影：亀田勇一. 

形    態 ： 貝殻は殻径約 22 mm、螺塔の高い円錐形で薄質。体層周縁は丸いか、ごく弱い角を持つ。殻皮は光
沢を持ち、色彩や色帯には著しい変異がある。臍孔は狭く開く。殻口は白色で、弱く肥厚し、反転
する。 

近似種との区別 ： 沖縄島中南部に棲息するオキナワヤマタカマイマイに比べ、殻は小型で螺塔が高く、周縁角は弱い。
生殖器では陰茎がより短く、陰茎付属肢が大型であることで区別される。分布の重なるシラユキヤ
マタカマイマイは、生殖器の陰茎が長く、陰茎付属肢と膣後端の肥厚が弱いことで識別できる。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島の恩納村以北 (通称ヤンバル) でのみ確認されている。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 沖縄島南部に名義タイプ亜種オキナワヤマタカマイマイ、沖永良部島に亜種オキ

ノエラブヤマタカマイマイが分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 樹上棲で、樹冠が発達して照度や乾燥が抑えられた森林内の樹木を主な棲息場所とする。石灰岩地

や沢沿い、蔓植物やクワ科の大木が多い場所では密度が高くなる傾向がある。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 2000年代前半までは一度の調査で多数の個体を確認できる場所が多かったが、2010年以降の調査で

は一様に棲息密度が低下している。また、林道工事などにより森林の縮小・分断が進んでいるほか、
集落の山手などでは道路沿いの樹木の伐採等により、少しずつ棲息地が失われている場所もある。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 琉球列島で多様化を遂げた固有の系統の一員であり、琉球列島の生物相の独自性を特徴づけるもの

としてきわめて重要である。 
生存に対する脅威 ： 本種は樹上棲であり、棲息に適した森林の消失や急激な変化は大きな脅威となる。遊歩道の建設、

林縁の枝打ち、被覆する蔓植物・下草の過剰な除去も林内の風通しをよくし、林内の乾燥化をもた
らす要因となる。また、台風による地面への落下や、樹木の倒壊に伴う林内の照度の増加は捕食圧
の上昇に繋がるため、こうした自然災害の頻度や規模の増加も大きな脅威である。 

特 記 事 項 ： 過去にクマドリヤマタカマイマイとして沖縄島から報告されたものは、本種またはシラユキヤマタ
カマイマイの誤同定である。 

参 考 文 献 ： Kameda, Y. & Kato, M., 2008. Systematic revision of the subgenus Luchuhadra (Pulmonata: Camaenidae: 
Satsuma) occurring in the central Ryukyu Archipelago. Venus, 66: 127-145. 

久保弘文, 2014. 恩納村の貝類. “恩納村誌 第1巻 自然編”, 恩納村誌編さん委員会 (編), 恩納
村役場, 恩納, 245-340. 

久保弘文, 2017. 第4節 陸産貝類. “名護市史「自然と人」”, 名護市教育委員会 市史編纂室 (編), 
名護市教育委員会, 名護, 印刷中.  

竹内将俊・小峰幸夫・野村昌史, 2001. 琉球列島に固有なオキナワヤマタカマイマイ類の地理的分
布と生息環境. 野生生物保護, 6: 91-107. 

Takeuchi, M. & Takeda, Y., 2016. Dependence of the endangered arboreal snail Satsuma (Luchuhadra) 
eucosmia eucosmia (Camaenidae) on Ficus (Moraceae) trees as its main habitat. Molluscan Research, 36: 
231-238. 

 
執 筆 者 名 ： 亀田勇一 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： シラユキヤマタカマイマイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 マイマイ上科 ナンバンマイ

マイ科 
学    名 ： Satsuma largillierti (Pfeiffer, 1849) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
  
図 の 解 説 ： p. 47. A：うるま市勝連平安名. B：名護市源河. C：名護市名護. D：平安座島. E：国頭村与那. F：

北中城村渡口. 撮影：亀田勇一. 
形    態 ： 貝殻は殻径 17～29 mm、螺塔のやや高い円錐形で、殻頂は鈍い。体層周縁には弱い〜明瞭な角を持

つ。多くは淡黄白色の地色で、無帯または周縁に1本の色帯を持つ。臍孔は狭く開く。殻口は白色
で、弱く肥厚し、反転する。 

近似種との区別 ： 分布域の重なるオキナワヤマタカマイマイよりも殻は低平になる傾向があるが、確実には区別でき
ない。生殖器では陰茎が長く、陰茎付属肢と膣後端の肥厚が弱いことで識別できる。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島の浦添市以北と周辺の小島嶼、沖永良部島で確認されている。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 琉球列島中部で多様化している樹上棲の系統の一員で、沖縄島と周辺の小島嶼に

は本種とアマノヤマタカマイマイ・オキナワヤマタカマイマイ（ヤンバルヤマタカマイマイを含む）
の3種が分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 樹上棲で、樹冠が発達して照度や乾燥が抑えられた森林の樹木を主な棲息場所とするが、やや風通
しのよい林縁部を好む傾向にある。石灰岩地や沢沿い、蔓植物・クワ科植物の多い場所では密度が
高くなる傾向がある。 

生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 2000年代前半までは一度の調査で多数の個体を確認できる場所が多かったが、2010年以降の調査で

は一様に棲息密度が低下している。また、林道工事などにより森林の縮小・分断が進んでいるほか、
林縁部の開発や枝打ちによる個体群の縮小も確認されている。 

現在の生息状況 ： 同上。 
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学術的意義・評価 ： 琉球列島で多様化を遂げた固有の系統の一員であり、琉球列島の生物相の独自性を特徴づけるもの
としてきわめて重要である。 

生存に対する脅威 ： 本種は樹上棲であり、棲息に適した森林の消失や急激な変化は大きな脅威となる。林縁部を好む傾
向があるため、林縁の枝打ち、被覆する蔓植物・下草の除去は個体群や棲息場所の消失に直結する。
また、台風による地面への落下や、樹木の倒壊に伴う林内の照度の増加は捕食圧の上昇に繋がるた
め、自然災害の頻度や規模の増加も大きな脅威である。 

特 記 事 項 ： 過去にクマドリヤマタカマイマイとして沖縄島から報告されたものは、本種またはヤンバルヤマタ
カマイマイの誤同定である。 

原  記  載 ： Pfeiffer, L., 1849. Monographia Heliceorum. Zeitschrift für Malakozoologie, 6: 66-79, 81-95, 106-112. 
(pp.78-79, no.847a, as Helix Largillierti Philippi. Type loc.: “Liew-Kiew”) 

参 考 文 献 ： Kameda, Y. & Kato, M., 2008. Systematic revision of the subgenus Luchuhadra (Pulmonata: Camaenidae: 
Satsuma) occurring in the central Ryukyu Archipelago. Venus, 66: 127-145. 

久保弘文, 2014. 恩納村の貝類. “恩納村誌 第1巻 自然編”, 恩納村誌編さん委員会 (編), 恩納
村役場, 恩納, 245-340. 

久保弘文, 2017. 第4節 陸産貝類. “名護市史「自然と人」”, 名護市教育委員会 市史編纂室 (編), 
名護市教育委員会, 名護, 印刷中.  

竹内将俊・小峰幸夫・野村昌史, 2001. 琉球列島に固有なオキナワヤマタカマイマイ類の地理的分
布と生息環境. 野生生物保護, 6: 91-107. 

 
執 筆 者 名 ： 亀田勇一 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： オモロヤマタカマイマイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 マイマイ上科 ナンバンマイ

マイ科 
学    名 ： Satsuma omoro Minato, 1982 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
  
形    態 ： 貝殻は中型 (殻径約25 mm)、螺塔の高い円錐形で、殻頂はやや鈍い。比較的厚質で、体層周縁には

鈍いが明瞭な角を持つ。地色は黄白色で、周縁に 0〜2 本の色帯をめぐらし、臍孔部に色帯をもつ
こともある。臍孔は狭く開く。殻口縁は白色で、やや強く肥厚し、反転する。生殖器では陰茎内壁
の形態が独特で、同属の種の多くが縦襞状の彫刻を持つのに対し、本種ではヘリンボーン状の横襞
となる。 

近似種との区別 ： 琉球列島産の同属の樹上棲種と比べ、やや厚質で螺塔の膨らみが弱く、周縁角も明瞭なことで区別
できる。生殖器では陰茎の途中に陰茎付属肢をもち、後半部が幅広くなることで明確に識別される。 

分 布 の 概 要 ： 久米島固有種。島内の広い範囲に棲息する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 琉球列島中部で多様化している樹上棲の系統の一員で、姉妹種であるウラキヤマ

タカマイマイが宮古諸島に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 森林内の樹木等を棲息場所とする樹上棲種で、産卵は樹幹や石灰岩塊の窪みに行う。樹冠が発達し

て照度や乾燥が抑えられた森林の樹木を主な棲息場所とするが、風通しのよい林縁部や集落内の植
栽にも棲息し、蔓植物が絡み合う薮などにも多産することがある。 

生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 2000年代前半までは一度の調査で複数の個体を確認できる場所が多かったが、近年では棲息密度が

低下している。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 琉球列島で多様化を遂げた固有の系統の一員であり、琉球列島の生物相の独自性を特徴づけるもの

としてきわめて重要である。 
生存に対する脅威 ： 本種は樹上棲であり、棲息に適した森林の消失や急激な変化は大きな脅威となる。林縁部を好む傾

向があるため、林縁の枝打ち、被覆する蔓植物・下草の除去は個体群や棲息場所の消失に直結する。
また、台風による地面への落下や、樹木の倒壊に伴う林内の照度の増加は捕食圧の上昇に繋がるた
め、自然災害の頻度や規模の増加も大きな脅威である。 

原  記  載 ： 湊 宏, 1982. 沖永良部島・久米島のオキナワヤマタカマイマイ種群. Venus, 40(4): 187-194. 
(pp.188-190, 191-192, figs.1-4, pl.2, figs.1-4, as Satsuma omoro. Type loc.: “久米島 具
志川村具志川〜北原間 (石灰岩地の潅木林)”) 

参 考 文 献 ： 東 正雄・東 良雄・平田義浩, 1992. 久米島の陸産貝類相. Venus, 50: 264-269. 
Chinen, M., 1977. Land shells of Okinawa-jima and adjacent islands (exclusive of Truncatellidae, 

Assimineidae and Ellobiidae). Ecological Studies of Nature Conservation of the Ryukyu Islands, 3: 
127-149. 

Kameda, Y. & Kato, M, 2008. Systematic revision of the subgenus Luchuhadra (Pulmonata: Camaenidae: 
Satsuma) occurring in the central Ryukyu Archipelago. Venus, 66: 127-145. 

湊 宏, 1982. 沖永良部島・久米島のオキナワヤマタカマイマイ種群. Venus, 40(4): 187-194.  
品川和久, 1978. 沖縄県久米島における陸貝採集記録. かいなかま, 12(2): 4-14. 
竹内将俊・小峰幸夫・野村昌史, 2001. 琉球列島に固有なオキナワヤマタカマイマイ類の地理的分
布と生息環境. 野生生物保護, 6: 91-107. 

 
執 筆 者 名 ： 亀田勇一 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
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和    名 ： リュウキュウヒダリマキマイマイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 マイマイ上科 ナンバンマイ

マイ科 
学    名 ： Satsuma perversa (Pilsbry, 1931) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー：絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
  
形    態 ： 殻は左巻きで殻径27 mm内外、螺塔はやや低く、体層周縁は丸い。蜂蜜色の地に細い周縁色帯をめ

ぐらす。臍孔は明瞭に開く。生殖器では陰茎付属肢は比較的長いが、鞭状器と陰茎本体はほぼ同長
で、近縁種に比べ極端に短い。 

近似種との区別 ： 琉球列島の同属他種とは、左巻きで厚質、螺塔がやや高く、体層周辺に細い色帯のみを持つことに
よって識別できる。 

分 布 の 概 要 ： 久米島固有種。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 琉球列島中部で多様化している地上棲 Satsuma の一員であり、久米島には本種

とクメジママイマイ、シュリマイマイ、ミヤコマイマイが棲息している。姉妹種と考えられるトナ
キマイマイが渡名喜島と慶良間列島に分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 地上棲種で、自然林や二次林林床の倒木下や落葉下、石灰岩礫の間などに棲息する。クメジママイ
マイやミヤコマイマイなどと同所的にも棲息する。 

生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 棲息範囲は比較的広いが、まとまった個体数が確認できる場所は少ない。近年では森林面積の減少

や温暖化・異常乾燥による林床の荒廃で棲息可能な環境が限られてきており、個体群の縮小が進ん
でいると考えられる。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 琉球列島で多様化を遂げた系統の一員であり、琉球列島の生物相の独自性を特徴づけるものである。

特に本種は沖縄諸島のシュリマイマイ種群の中で唯一種分化とともに巻きの逆転を生じており、生
物地理学的・進化生物学的に重要である。 

生存に対する脅威 ： ドリーネや低標高の林のような人里に近い環境にも棲息するため、集落周辺の開発に伴う林の縮
小・消失など、人間の活動による棲息環境の破壊が最大の脅威となる。また、久米島特産であるた
め、マニアの採集圧も無視できない。分布の重なるミヤコマイマイは国内外来種の疑いもあり、近
年久米島でも増加傾向にあると考えられるため、生態的な競合が懸念される。 

原  記  載 ： Pilsbry, H. A., 1931. Japanese land mollusks. Nautilus, 45: 29-30. (p.30, as Euhadra mercatoria perversa. 
Type loc.: “Loochoo”) 

参 考 文 献 ： 東 正雄・東 良雄・平田義浩, 1992. 久米島の陸産貝類相. Venus, 50: 264-269. 
湊 宏, 2001. シュリマイマイ種群とオオシママイマイ種群の種類とその分布. ちりぼたん, 32: 
24-31. 

品川和久, 1978. 沖縄県久米島における陸貝採集記録. かいなかま, 12(2): 4-14. 
 

執 筆 者 名 ： 亀田勇一 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： トナキマイマイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 マイマイ上科 ナンバンマイ

マイ科 
学    名 ： Satsuma sp. 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 47. 渡名喜島. 撮影：青柳 克. 
形    態 ： 殻は殻径30 mm弱、螺塔はやや低く、周縁は丸い。臍孔は狭いが明瞭に開く。蜂蜜色の地に細い周

縁色帯をめぐらす。シュリマイマイがもつ螺層上面と殻底の幅広い色帯を持たないか、持っても色
が淡いため、明るい色の個体が大半である。生殖器は陰茎本体と鞭状器がともに短く、ほぼ同長と
なる点がリュウキュウヒダリマキマイマイと共通する。 

近似種との区別 ： 殻・生殖器ともリュウキュウヒダリマキマイマイに似るが、本種は右巻きである。シュリマイマイ
よりも殻は周縁が丸く、螺塔がより高く、色も明るいことで、生殖器は陰茎本体と鞭状器がほぼ同
長かつ短いことで区別される。 

分 布 の 概 要 ： 慶良間諸島と渡名喜島の固有種。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 沖縄島にはシュリマイマイとミヤコマイマイ、久米島にはそれに加えてリュウキ

ュウヒダリマキマイマイも棲息するが、間に位置する渡名喜島や慶良間諸島では本種以外ほとんど
確認されていない。 

生 態 的 特 徴 ： 林床の倒木下や落葉下に棲息する地上棲種である。草地にも死殻がよく見られ、棲息場所として利
用している可能性が高い。 

生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 過去の記録が乏しく、動向の把握は困難。近年では台風などの影響で森林の荒廃が目立つこともあ

り、増加しているとは考えにくい。 
現在の生息状況 ： 渡名喜島では産地が極めて限定的であり、明治期の山焼きで大打撃を受けて以来、未だに回復でき

てないと推定される。慶良間諸島では死殻は各所で確認できるが、その数と比べて生貝は少なく、
密度は高くない。 
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学術的意義・評価 ： 未記載種。系統的にシュリマイマイとリュウキュウヒダリマキマイマイの間に位置する種であり、
進化的にも重要。 

生存に対する脅威 ： 渡名喜島の現状が示す通り、人間活動による棲息環境の破壊が最大の脅威となっている。座間味島
では草刈り後の地面にウロコケマイマイやヒラセアツブタガイなどとともに本種の殻が散在してい
たことがあり、森林伐採だけでなく、草地の開発や縮小も本種の棲息域を狭める可能性が高い。 

特 記 事 項 ： 渡嘉敷島ではミヤコマイマイまたはシュリマイマイの記録もあり、移入または混棲している可能性
がある。 

参 考 文 献 ： 知念盛俊, 1978. 阿嘉・慶留間・屋嘉比島の陸・淡水貝類. “沖縄県天然記念物調査シリーズ第12
集 ケラマジカ実態調査報告 III”, 沖縄県教育委員会 (編), 沖縄県教育委員会, 那覇, 
163-170. 

福田 宏・青柳 克・亀田勇一,  2017. 沖縄県渡名喜島の非海産貝類相. Molluscan Diversity, 5: 
印刷中. 

亀田勇一, 2017. シュリマイマイ類 (腹足綱: ナンバンマイマイ科) の分布と国内移入状況. 
Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

黒住耐二, 1981. 慶良間列島座間味村の陸産貝類相. 沖縄生物学会誌, 19: 47-51. 
 

執 筆 者 名 ： 亀田勇一 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： イボイボナメクジ属の一種 (1) 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 収眼亜目 アシヒダナメクジ上科 ホソアシヒダナメ

クジ科 
学    名 ： Granulilimax sp. 1 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
  
形    態 ： 小型のナメクジで、体長は約約2 cmで、体は細い。背面には細かい顆粒状の突起が密生し、表面は

粘液で覆われない。背面は茶褐色で、正中線に沿って不明瞭な黒い縦帯があり、正中線上にも弱い
縦帯が出現することもある。頭触角は短く、小触角は白くて先端が僅かに二叉する。 

近似種との区別 ： 近似種とは生殖器の形態で区別されるが、外見上での識別は極めて困難。与那国島に分布域が限定
される。 

分 布 の 概 要 ： 与那国島にのみ生息する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 宮古島に G. sp. 3、西表島に G. sp. 2が分布し、台湾にも未記載種が生息する。 
生 態 的 特 徴 ： 広葉樹林の湿った落葉下や石の下に生息する。肉食性で他の陸産貝類を捕食する。 
生息地の条件  ： 林床の湿度が保たれていることが必須。 
個体数の動向  ： かつて与那国島では多産したが、森林の乾燥化により激減した。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 本科は琉球列島で多くの固有種に分化しており、生物地理学的に重要である。 
生存に対する脅威 ： 開発による森林の伐採および林床の乾燥化、餌となる陸産貝類の減少。 
特 記 事 項 ： 未記載種。 
  
執 筆 者 名： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： イボイボナメクジ属の一種 (3) 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 収眼亜目 アシヒダナメクジ上科 ホソアシヒダナメ

クジ科 
学    名 ： Granulilimax sp. 3 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 47. 撮影：上島励. 
形    態 ： 小型のナメクジで、体長は約2 cmで、細い。背面には細かい顆粒状の突起が密生し、表面は粘液で

覆われない。背面は茶褐色で、正中線に沿って不明瞭な黒い縦帯がある。頭触角は短く、小触角は
白くて先端が僅かに二叉する。 

近似種との区別 ： 近似種とは生殖器の形態で区別されるが、外見上での識別は極めて困難。宮古島に分布域が限定さ
れる。 

分 布 の 概 要 ： 宮古島にのみ生息する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 与那国島に G. sp. 1、西表島に G. sp. 2が分布し、台湾にも未記載種が生息する。 
生 態 的 特 徴 ： 広葉樹林の湿った落葉下や石の下に生息する。肉食性で他の陸産貝類を捕食する。 
生息地の条件  ： 林床の湿度が保たれていることが必須。 
個体数の動向  ： 過去の記録がないので、不明。 
現在の生息状況 ： 個体数は少ない。 
学術的意義・評価 ： 本科は琉球列島で多くの固有種に分化しており、生物地理学的に重要である。 
生存に対する脅威 ： 開発による森林の伐採および林床の乾燥化、餌となる陸産貝類の減少。 
  
執 筆 者 名： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
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和    名 ： ホソアシヒダナメクジ科の一種 (3) 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 収眼亜目 アシヒダナメクジ上科 ホソアシヒダナメ

クジ科 
学    名 ： Rathouisiidae gen. & sp. 3 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 47. 撮影：上島励. 
形    態 ： 中型のナメクジで、体長は4 cm前後で、本科としてはやや大きく、太い。背面には細かい顆粒状の

突起が密生し、表面は粘液で覆われない。背面は紫がかった灰色で、細かく不規則な茶色い斑点が
多数ある。頭触角は短く、小触角は白くて先端が僅かに二叉する。 

近似種との区別 ： 宮古島から西表島に分布するホソアシヒダナメクジ科の一種 (2) に酷似するが、生殖器の形態が異
なる。 

分 布 の 概 要 ： 与那国島にのみ分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ホソアシヒダナメクジ科の一種 (1) が奄美大島から久米島に、ホソアシヒダナ

メクジ科の一種 (2) が宮古島から西表島に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 自然林の湿った落葉下や石の下に生息する。肉食性で他の陸産貝類を捕食する。 
生息地の条件  ： 林床の湿度が高いことが必須。 
個体数の動向  ： かつては多くみられたが、森林の乾燥化により激減した。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 本科は琉球列島で多くの固有種に分化しており、生物地理学的に重要である。 
生存に対する脅威 ： 開発による森林の伐採および林床の乾燥化、餌となる陸産貝類の減少。 
特 記 事 項 ： 未記載種。 
 
執 筆 者 名 ： 上島 励 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………… 
 
和    名 ： ホソアシヒダナメクジ科の一種 (4) 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 収眼亜目 アシヒダナメクジ上科 ホソアシヒダナメ

クジ科 
学    名 ： Rathouisiidae gen. & sp. 4 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 47. 撮影：上島励. 
形    態 ： 小型のナメクジで、体長は3 cm前後で、本科としてはやや太い。背面には細かい顆粒状の突起が密

生し、表面は粘液で覆われない。背面は淡褐色で、細かい斑点が多数ある。頭触角は短く、小触角
は白くて先端が僅かに二叉する。 

近似種との区別 ： 外見はホソアシヒダナメクジ科の一種 (1) に似るが、生殖器の構造が異なる。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島の固有種。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ホソアシヒダナメクジ科の一種 (6) は沖縄島北部、ホソアシヒダナメクジ科の

一種 (5) は八重山諸島に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 自然林の湿った落葉下や石の下に生息する。肉食性で他の陸産貝類を捕食する。 
生息地の条件  ： 林床の湿度が高いことが必須。 
個体数の動向  ： 過去のデータがないので不明であるが、至適な生息環境が減少しているため、個体数も減少してい

ると思われる。 
現在の生息状況 ： 分布範囲は狭く、個体数も少ない。 
学術的意義・評価 ： 本科は琉球列島で多くの固有種に分化しており、生物地理学的に重要である。 
生存に対する脅威 ： 開発による森林の伐採および林床の乾燥化、餌となる陸産貝類の減少。 
特 記 事 項 ： 未記載種。 
 
執 筆 者 名 ： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ホソアシヒダナメクジ科の一種 (6) 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 収眼亜目 アシヒダナメクジ上科 ホソアシヒダナメ

クジ科 
学    名 ： Rathouisiidae gen. & sp. 6 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 48. 撮影：上島励. 
形    態 ： 小型のナメクジで、体長は2.5 cm前後で、本科としては細い。背面には細かい顆粒状の突起が密生

し、表面は粘液で覆われない。背面は黒色で、斑点や帯はなく、腹面は白色。頭触角は短く、小触
角は白くて先端が僅かに二叉する。 

近似種との区別 ： ホソアシヒダナメクジ科の一種 (4) とは体が細く、背面が黒いことで区別できる。ホソアシヒダナ
メクジ科の一種 (5) は外見が酷似するが、生殖器の形態が異なる。 
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分 布 の 概 要 ： 沖縄島北部にのみ生息する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ホソアシヒダナメクジ科の一種 (5) は八重山諸島に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 自然林の湿った落葉下や石の下に生息する。肉食性で他の陸産貝類を捕食する。 
生息地の条件  ： 林床の湿度が高いことが必須。 
個体数の動向  ： 過去のデータがないので不明であるが、至適な生息環境が減少しているため、個体数も減少してい

ると思われる。 
現在の生息状況 ： 分布域が狭く、個体数はきわめて少ない。 
学術的意義・評価 ： 本科は琉球列島で多くの固有種に分化しており、生物地理学的に重要である。 
生存に対する脅威 ： 開発による森林の伐採および林床の乾燥化、餌となる陸産貝類の減少。 
特 記 事 項 ： 未記載種。 
 
執 筆 者 名 ： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ナラビオカミミガイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 オカミミガイ上科 オカミミガイ科 
学    名 ： Auriculastra duplicata (Pfeiffer, 1855) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 殻長5 mm、殻径3 mm。殻は卵形で厚く不透明、鈍い光沢を帯びた淡黄色で色帯を欠く。縫合下に微

細顆粒列がある。殻口外唇内側は僅かに肥厚する。内唇前方に1 個の強いパリエタル歯を持ち、軸
唇の褶は前後に 2つ並ぶ。沖縄島産個体は本州〜九州産よりやや小型、淡色で、輪郭はより楕円形
に近く、軸唇の襞もより小さいため、遺伝的に異なる系統の可能性がある。 

近似種との区別 ： ナガオカミミガイとナズミガイは殻の色と質感が似るが、殻形で容易に区別される。 
分 布 の 概 要 ： 三河湾〜九州、沖縄島 (塩屋湾、羽地内海、今帰仁村大井川河口)、中国大陸。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 沖縄県では塩屋湾、羽地内海、大井川河口に限定され、他のオカミミガイ科の種

より格段に分布域が狭い。 
生 態 的 特 徴 ： 泥上の有機物等を摂食すると思われる。恐らく浮游幼生期を経る。 
生息地の条件  ： 河口汽水域マングローブの泥底または砂泥底における転石、朽木、落葉等の下に、デンジハマシイ

ノミ、ウルシヌリハマシイノミ、ナズミガイ等と共に見られる。 
個体数の動向  ： 塩屋湾・羽地内海・大井川河口のいずれも、近年のマングローブや転石地の消失に伴い、年々棲息

範囲が狭められている。 
現在の生息状況 ： 場所によっては今も個体数は少なくないが、そもそも産地が2つの湾と1河口にしか存在しないの

で、環境変化が生じると容易に絶滅しかねない。 
学術的意義・評価 ： 本州〜九州のナラビオカミミガイと同種か別種かいまだに決着がついておらず、軟体の解剖学的比

較や分子系統解析が必要である。別種ならば沖縄島北部固有種の可能性が浮上し、稀少性は飛躍的
に高まる。 

生存に対する脅威 ： 海岸や河口の埋立・護岸・道路や橋梁設置等の開発、マングローブ湿地の破壊、瀕海陸地の森林伐
採、水質・土壌汚染。 

特 記 事 項 ： 愛知・三重・愛媛・高知各県と九州全県のレッドデータブック掲載種。 
原  記  載 ： Pfeiffer, L., 1855. Descriptions of seven species of Cyclostomacea and Auriculacea, from Mr. Cuming's 

collection. Proceedings of the Zoological Society of London, for 1854: 150–152. (p. 151, as Melampus 
duplicatus. Type loc.: "—?") 

久保 (2005) の挙げた「原記載」は本種とは無関係である。 
参 考 文 献 ： 福田 宏, 1996. 腹足綱；沖縄本島 羽地内海 (名護市屋我地島南岸／名護市羽地〜国頭郡今帰仁村

我部井). “日本における干潟海岸とそこに生息する底生生物の現状”, 花輪伸一・佐久間浩子 
(編), WWF Japan Science Report, 3: 11–63, 114. 

福田 宏・久保弘文・木村昭一, 2012. ナラビオカミミガイ沖縄型. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海
岸ベントスのレッドデータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 92. 

木村昭一, 2014. ナラビオカミミガイ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野
生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 
311. 

久保弘文, 2005. ナラビオカミミガイ沖縄型. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物
編) —レッドデータおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保
護課, 那覇, 364–365. 

増田 修・内山りゅう, 2004. 日本産淡水貝類図鑑②汽水域を含む全国の淡水貝類. ピーシーズ, 
横浜, 240 pp. 

名和 純, 2009. 琉球列島の干潟貝類相 (2) 沖縄および宮古・八重山諸島. 西宮市貝類館研究報告, 
(6): 1–81, figs 1–33, pls 1–20, tables 1–3. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏・久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： サカマキオカミミガイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 オカミミガイ上科 オカミミガイ科 
学    名 ： Blauneria leonardi Crosse, 1872 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
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形    態 ： 殻長5 mm、殻径1.7 mm。殻は左巻、前後に長い紡錘形、殻表は成長脈以外は平滑、光沢が強く、無

色半透明。殻頂は鈍く尖り、胎殻は異旋する。殻口外唇は肥厚せず、内唇のパリエタル歯は 1個で、
軸唇に低い褶を 1個持つ。 

近似種との区別 ： 日本産オカミミガイ科中、唯一の左旋種で、近似する種はない。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島、宮古島、石垣島、西表島、グアム、パラオ、フィリピン、ニューカレドニア。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 同属の他種はカリブ海に B. heteroclita (Montagu, 1808) が知られるのみ。 
生 態 的 特 徴 ： 湿潤な環境の朽木や泥上の、有機物等を摂食すると考えられる。胎殻の形態から恐らく浮游幼生期

を経る。 
生息地の条件  ： 河口マングローブ林周辺の塩性湿地において、中潮帯の湿った砂泥底に棲息し、転石等遮蔽物が豊

富な環境に限られる。崩れかけた朽木や転石下に潜み、多くの場合カドカドガイ属と同所的に見ら
れる。 

個体数の動向  ： 1990年代前半まで沖縄島の羽地内海や佐敷湿地では少なくなかったが、その後両産地とも護岸造成
や乾燥化等で急減または消滅した。宮古島の島尻や久松でもマングローブ公園造成や乾燥等のため
大半が壊滅した。石垣島・西表島でも局所的で、個体数は少ない。 

現在の生息状況 ： 国内の現存産地は合計10箇所以下で、そのすべてが狭く小規模である。 
学術的意義・評価 ： 沖縄県は本種の世界的北限分布域であり、他国でも記録例は少ない。 
生存に対する脅威 ： 海岸や河口の埋立・護岸、道路や橋梁設置等の開発、マングローブ湿地の破壊、水質・土壌汚染。

特に、塩性湿地の朽木や廃棄されたビニール袋等の漂着物が撤去・焼却されると、個体群に致命的
打撃を与えることがある。温暖化に伴う湿地の乾燥化も懸念される。さらに、国内産個体は稀少価
値が高く、標本蒐集家や販売業者が乱獲する恐れがある。 

特 記 事 項 ： 本種の学名は B. quadrasi Moellendorff in Quadras & Moellendorff, 1895 とされることが多いが、これ
は B. leonardi の異名と考えられる。 

原  記  載 ： Crosse, H., 1872. Diagnoses molluscorum Novae Caledoniae incolarum. Journal de Conchyliologie, 20: 
69–75. (p. 71, as Blauneria Leonardi. Type loc.: “in vicinio civitatis Noumea dictae, Novae Caledoniae”) 

Quadras, J.F. & Moellendorff, O.F. von, 1895. Diagnoses specierum novarum ex insulis Philippinis. 
Nachrichtsblatt der Deutschen Malakozoologischen Gesellschaft, 27: 73–88. (p. 76, as Blauneria quadrasi. 
Type loc.: “in insula Masbate”) 

参 考 文 献 ： Crosse, H., 1872. Description d'espèces inédites provenant de la Nouvelle-Calédonie. Journal de 
Conchyliologie, 20: 349–359, pl. 16. 

Franc, A., 1956. Mollusques terrestres et fluviatiles de l'archipel Néo-Calédonien. Mémoirs du Muséum 
National d'Histoire Naturelle, Nouvelle Série, Série A Zoologie, 13: 1–197, pls 1–9. 

福田 宏, 1996. 腹足綱；沖縄本島 羽地内海 (名護市屋我地島南岸／名護市羽地〜国頭郡今帰仁村
我部井)；宮古島 平良市久松漁港 (久貝)〜久松松原. “日本における干潟海岸とそこに生息する
底生生物の現状”, 花輪伸一・佐久間浩子 (編), WWF Japan Science Report, 3: 11–63, 114–115. 

木村昭一, 2000. 宮古島のオカミミガイ科貝類相. ちりぼたん, 31: 69–81. 
久保弘文, 2005. サカマキオカミミガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) 
—レッドデータおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 
那覇, 431. 

久保弘文, 2012. サカマキオカミミガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータ
ブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 92. 

久保弘文, 2014. サカマキオカミミガイ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある
野生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 
312. 

増田 修・内山りゅう, 2004. 日本産淡水貝類図鑑②汽水域を含む全国の淡水貝類. ピーシーズ, 
横浜, 240 pp. 

名和 純, 2009. 琉球列島の干潟貝類相 (2) 沖縄および宮古・八重山諸島. 西宮市貝類館研究報告, 
(6): 1–81, figs 1–33, pls 1–20, tables 1–3. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏・久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： 大東諸島のスジケシガイ類似種 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 オカミミガイ上科 オカミミガイ科 
学    名 ： Carychium sp. 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 48. 北大東島. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 殻長1.7–2.1 mm、殻径0.9 mm、螺塔は高い円錐形で縫合はよくくびれる。殻は白色、ほぼ不透明で

光沢は弱く、殻表にはやや粗い成長肋を生じるが、個体群によっては平滑。殻口はやや歪な楕円形、
全縁でよく肥厚する。外唇は反転し、殻口の肥厚部をこえて外側へ広がりヒレ状となる。殻口内で
は内唇と外唇中ほどに歯状突起をもつ。軸唇はややねじれ、内方へやや盛り上がる。 

近似種との区別 ： 日本本土に分布するスジケシガイは本種よりも大型で、より細長くなることで区別される。琉球列
島に広く分布するナガケシガイは、より細長い円筒形で光沢が強く、殻口の肥厚と外唇歯が弱いこ
とで識別できる。 

分 布 の 概 要 ： 南北大東島のみで確認されている。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 同属の種は日本本土にケシガイ、スジケシガイ、エゾケシガイ、ニホンケシガイ

が、琉球列島周辺にナガケシガイが分布する。 
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生 態 的 特 徴 ： 自然林内の腐植質やオオタニワタリの葉の間など、水気のある場所に群生する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 2015〜2016年の調査では、北大東島の長幕でのみ生貝が確認された。南大東島でもドリーネ内部や

幕の石灰岩礫の奥から死殻が見つかっており、最近まで棲息していたと考えられる。個体群がパッ
チ状に点在するために発見は容易ではないが、近年は島全体が過剰に乾燥することが多く、林床の
乾燥とともに棲息できる環境も減少している可能性が高い。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 大東諸島固有種の可能性があり、分類学的・生物地理学的に重要である。 
生存に対する脅威 ： 森林伐採や開墾による棲息地減少に加え、近年では温暖化や過剰乾燥により棲息環境が悪化してい

ると考えられる。また、ニューギニアヤリガタリクウズムシやツヤオオズアリなどの外来種による
捕食の影響が懸念される。 

特 記 事 項 ： 東・東 (1994) の記録したケシガイ・スジケシガイは本種であると考えられる。 
参 考 文 献 ： 東 良雄・東 正雄, 1994. 大東島の陸産貝類相. Venus, 53: 161-173. 
 
執 筆 者 名 ： 亀田勇一 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： デンジハマシイノミ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 オカミミガイ上科 オカミミガイ科 
学    名 ： Melampus (Detracia) ovuloides Baird, 1873 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 殻長6 mm、殻径3.5 mm。殻は卵形でやや厚質、殻頂は尖り、胎殻は乳頭状に突出する。殻表は鈍い

光沢と顕著な稲妻模様を持ち、紫褐色から黄褐色の個体まで色彩変異が激しい。螺層上部や体層肩
部に方形の小孔列を螺状に巡らす。外唇内側に7–9個の歯状突起を持ち、内唇のパリエタル歯は1–2
個で、軸唇は強くくびれ、その前方にある褶が強い牙状に突出する。頭部-腹足は灰白色で、頭触角
の先端は黒い。 

近似種との区別 ： 南西諸島に産する Detracia 亜属の種は他にコメツブハマシイノミが知られるが、後種はより小形で、
前後に長い紡錘形の殻を持つため識別は容易である。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島北部 (塩屋湾、羽地内海)、サモア、オーストラリア北・西部。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： コメツブハマシイノミは奄美大島、沖縄島、久米島、宮古島、石垣島、竹富島、

西表島、与那国島、台湾蘭嶼、フィリピンまでの広範囲から知られるが、本種は国内では沖縄島北
部以外で全く産出例がない。 

生 態 的 特 徴 ： 泥上の有機物等を摂食すると思われる。胎殻の形態から恐らく浮游幼生期を経る。 
生息地の条件  ： 河口マングローブ辺縁高潮帯の軟泥底・砂泥底に半ば埋もれた転石下にナラビオカミミガイ、ナズ

ミガイ、ウルシヌリハマシイノミ等と共に見られる。コメツブハマシイノミが内湾だけでなく外洋
に面した海岸にも産するのに対し、本種は大規模な内湾奥のマングローブ湿地に限定される。 

個体数の動向  ： 国内では沖縄島北部西岸の大きな内湾からしか知られていない。1990年代までは場所によっては多
産したが、もともと各個体群の規模は小さく、棲息範囲も狭かった。 

現在の生息状況 ： 現存産地は合計5箇所以下で、いずれも小規模であり、環境変化が生じると容易に失われかねない。
特には羽地内海では最近15年間で激減し、特に1990年代に多産していた我部祖河川河口では水質
悪化により壊滅状態となり、危機的状況に陥っている。 

学術的意義・評価 ： 沖縄島は本種の世界的北限分布地であるだけでなく、他地域から大きく隔離されており、遺伝的な
差異がみられる可能性もある。 

生存に対する脅威 ： 海岸や河口の埋立・護岸・道路や橋梁設置等の開発、マングローブ湿地の破壊、瀕海陸地の森林伐
採、水質・土壌汚染。 

原  記  載 ： Baird, W., 1873. Shells. “Jottings during the Cruise of H.M.S. Curaçoa among the South Sea Islands in 1865”, 
Brenchley, J.L. (ed.), Longmas, Green & Co., London, 431–454, pls 37–42. (p. 442, pl. 39, figs 9, 10, as 
Melampus (Tifata) ovuloides. Type loc.: “Tutuila, Samoan Group”) 

参 考 文 献 ： 福田 宏, 1996. 腹足綱；沖縄本島 国頭郡大宜味村塩屋 大保大川河口 (塩屋湾奥)・沖縄本島 羽
地内海 (名護市屋我地島南岸／名護市羽地〜国頭郡今帰仁村我部井). “日本における干潟海岸
とそこに生息する底生生物の現状”, 花輪伸一・佐久間浩子 (編), WWF Japan Science Report, 
3: 11–63, 113–114. 

福田 宏, 2014. デンジハマシイノミ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野
生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 
314. 

福田 宏・木村昭一, 2012. デンジハマシイノミ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッ
ドデータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 98. 

久保弘文, 2005. デンジハマシイノミガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物
編) —レッドデータおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保
護課, 那覇, 364. 

増田 修・内山りゅう, 2004. 日本産淡水貝類図鑑②汽水域を含む全国の淡水貝類. ピーシーズ, 
横浜, 240 pp. 

名和 純, 2009. 琉球列島の干潟貝類相 (2) 沖縄および宮古・八重山諸島. 西宮市貝類館研究報告, 
(6): 1–81, figs 1–33, pls 1–20, tables 1–3. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏・久保弘文 
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……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： アツクチハマシイノミ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 オカミミガイ上科 オカミミガイ科 
学    名 ： Melampus cristatus Pfeiffer, 1854 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) 
 
形    態 ： 殻は本科の中では中型、卵形に近い紡錘形、殻表はやや光沢のある赤褐色、微細な螺条脈を多数有

する。殻頂は乳頭状に突出し、殻底に臍帯をもつ。殻口内部は白く、外唇内側が極端に肥厚し、内
唇軸に強く明瞭な1つの襞と弱い襞が数個並び、外唇内側には細かい歯が多数並ぶ。殻長7～12 mm。 

近似種との区別 ： ハマシイノミ類は近似種が多いが、本種は殻頂が乳頭状に突出し、殻口外唇内側が著しく肥厚する
ことから区別される。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島、先島諸島。 
生 態 的 特 徴 ： ハマシイノミ類中、最も隠蔽的生態を有し、表面的な観察では外部から容易に確認できない。 
生息地の条件  ： マングローブからサンゴ礁性岩礁域まで広く分布するが、自然海岸が残存し、豊かな海岸植相に覆

われ、かつ土壌微粒子による目詰まりの無い岩礫集積地のみに棲息する。生息場所の殆どが局所的
である。 

個体数の動向  ： 沖縄島では1990年代前半に糸満市などサンゴ礁海岸でごく稀に確認されたが、現在、自然海岸が大
きく消失し、殆ど確認されない。宮古島島尻マングロープ林に隣接する生息地は埋め立てにより消
滅した。石垣島、西表島では極めて狭い範囲にごく稀に見いだされる。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 熱帯域の潮間帯中上部に著しく適応放散した海棲有肺類の一員であり、進化生態学的に重要である

他、海陸の狭間における極めて脆弱な環境の指標種として保全生物学的価値が極めて大きい。 
生存に対する脅威 ： 自然海岸の消失、陸域からの土壌微粒子の大量流入と沈積による岩礫間隙の閉塞。 
原  記  載 ： Pfeiffer, L., 1854. Descriptions of six new species of Auriculacea, from the collection of H. Cuming, Esq. 

Proceedings of the Zoological Society of London, for 1854: 121–122. (p. 122, no. 5, as Melampus cristatus. 
Type loc.: “Philippine Islands”) 

参 考 文 献 ： 木村昭一, 2000. 宮古島のオカミミガイ科貝類相. ちりぼたん, 31(3): 69–81. 
木村昭一, 2014. アツクチハマシイノミガイ. “レッドデータブック2014, －日本の絶滅のおそれ
のある野生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 
東京, 94. 

久保弘文, 2005. アツクチハマシイノミガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動
物編)－レッドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然
保護課, 那覇, 477–478. 

増田 修・内山りゅう, 2004. 日本産淡水貝類図鑑②汽水域を含む全国の淡水貝類. ピーシーズ, 
横浜, 240 pp. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ウルシヌリハマシイノミ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 オカミミガイ上科 オカミミガイ科 
学    名 ： Melampus nucleolus Martens, 1865 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 殻長11 mm、殻径7 mm。殻はやや角張った卵形で厚く、殻表は鈍い光沢を帯び、濃紫褐色〜赤褐色。

殻口外唇内側が顕著に肥厚し、その上に約10個の歯状突起が並んで畝状となり殻口を著しく狭める。
内唇に2～3個のパリエタル歯を持ち、軸唇の褶は低いが明瞭。 

近似種との区別 ： 類似するハマシイノミよりは小型、チビハマシイノミよりは大型で、どちらと比べても螺塔がやや
低く、殻口外唇内側の肥厚が甚大なことと、体層殻底に弱い螺溝を数本巡らすことで識別される。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島北部 (塩屋湾、羽地内海、大浦湾)、宮古島、石垣島、西表島、タイ、アンボン島、セラム島。
福田・木村 (2012) と福田 (2014) が挙げた「久米島」は誤記で、同島での確実な記録はまだない。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 南西諸島産河口棲ハマシイノミ属の中では、ホソハマシイノミ、チビハマシイノ
ミ、ヌノメハマシイノミ等と比べて格段に産地数・個体数が少なく、局所的に産する。 

生 態 的 特 徴 ： 泥上の有機物等を摂食すると思われる。胎殻の形態から恐らく浮游幼生期を経る。 
生息地の条件  ： 河口マングローブ辺縁高潮帯の軟泥底・砂泥底へ半ば埋もれた転石下に、ナズミガイ、ナラビオカ

ミミガイ、デンジハマシイノミ、オウトウハマシイノミ、ニワタズミハマシイノミ等と共に見られ
る。 

個体数の動向  ： かつて比較的高密度で棲息していた沖縄島大保大川 (塩屋湾奥) と大浦川の河口では、近年マング
ローブ及び転石地の一部がそれぞれ消失し、本種の棲息範囲も著しく縮小した。宮古島島尻の産地
も1998年から始まったマングローブ遊歩道整備事業に伴う開発により失われた。 

現在の生息状況 ： 現存産地は合計15箇所以下で、その大半が小規模であり、環境変化が生じると容易に失われかねな
い。 

学術的意義・評価 ： 沖縄県は本種の分布の世界的北限である。 
生存に対する脅威 ： 海岸や河口の埋立・護岸・道路や橋梁設置等の開発、マングローブ湿地の破壊、瀕海陸地の森林伐

採、水質・土壌汚染。 
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特 記 事 項 ： 従来国内の文献では本種の種小名を nucleus と綴っていたが、正しくは nucleolus である。 
原  記  載 ： Martens, E. von, 1865. Über neue Landschnecken aus Ost-indien und über zwei Seesterne von Costa-Rica. 

Monatsberichte der Königlichen Preussischen Akademie der Wissenschaften zu Berlin, 1865: 51–59. (p. 55, 
as Melampus nucleolus. Type loc.: “Amboina und Ceram”) 

久保 (2005) の挙げた「原記載」は本種とは無関係である。 
参 考 文 献 ： 福田 宏, 1996. 腹足綱；沖縄本島 国頭郡大宜味村塩屋 大保大川河口 (塩屋湾奥)；沖縄本島東北

岸 国頭郡東村慶佐次 (慶佐次川河口)〜名護市大浦 (大浦川河口)〜金武町 (億首川河口)； 宮
古島 平良市久松漁港 (久貝)〜久松松原. “日本における干潟海岸とそこに生息する底生生物の
現状”, 花輪伸一・佐久間浩子 (編), WWF Japan Science Report, 3: 11–63, 113–115. 

福田 宏, 2014. ウルシヌリハマシイノミ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのあ
る野生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東
京, 314. 

福田 宏・木村昭一, 2012. ウルシヌリハマシイノミ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスの
レッドデータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 99. 

木村昭一, 2000. 宮古島のオカミミガイ科貝類相. ちりぼたん, 31(3): 69–81. 
久保弘文, 2005. ウルシヌリハマシイノミガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動
物編) —レッドデータおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然
保護課, 那覇, 363–364. 

増田 修・内山りゅう, 2004. 日本産淡水貝類図鑑②汽水域を含む全国の淡水貝類. ピーシーズ, 
横浜, 240 pp. 

名和 純, 2009. 琉球列島の干潟貝類相 (2) 沖縄および宮古・八重山諸島. 西宮市貝類館研究報告, 
(6): 1–81, figs 1–33, pls 1–20, tables 1–3. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏・久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ニワタズミハマシイノミ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 オカミミガイ上科 オカミミガイ科 
学    名 ： Melampus sculptus Pfeiffer, 1859 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 殻長 12 mm、殻径6 mm。殻は砲弾形で殻頂は尖り、硬質堅固、殻皮は鈍い光沢を持ち、レモン色か

らチョコレート色、殻頂から体層の中程まで顕著な縦肋を刻む。殻口外唇は多少肥厚するものの概
して薄く、内側に4～9個の歯を持ち、内唇に小さなパリエタル歯を3個、軸唇に1個の低い褶を持
つ。 

近似種との区別 ： 砲弾形の殻形と強い縦肋は日本産ハマシイノミ属の中でも比類のない特徴で、他種との区別は容易。
ホソハマシイノミは殻形が似るが縦肋を欠き、幅広い色帯を巡らす個体が多い。スジハマシイノミ
は殻頂附近に縦肋を持つが体層になく、殻形が卵形で、殻色は薄紫色の個体が多い。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島、久米島、宮古島、伊良部島、石垣島、西表島、東南アジア、ハワイ、ニューカレドニア。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 南西諸島産河口棲ハマシイノミ属の中では、ホソハマシイノミ、チビハマシイノ

ミ、ヌノメハマシイノミ等と比べて格段に産地数・個体数が少なく、局所的に産する。キヌメハマ
シイノミよりさらに少ない。 

生 態 的 特 徴 ： 泥上の有機物等を摂食すると思われる。胎殻の形態から推測して、恐らく浮游幼生期を経る。 
生息地の条件  ： 河口マングローブ辺縁高潮帯の軟泥底・砂泥底に半ば埋もれた岩石や朽木・落葉等の下に棲息し、

ナズミガイ、ウルシヌリハマシイノミ、オウトウハマシイノミ等と共に見られる。 
個体数の動向  ： ウルシヌリハマシイノミと同様、国内の産地数・個体数ともに少ない種で、近年は特に沖縄島でマ

ングローブの縮小に伴い減少傾向が強い。 
現在の生息状況 ： 宮古島、石垣島、西表島では現在も健在産地が認められるが、小規模な河口に形成された個体群が

多く棲息範囲も狭い。久米島では稀産である。 
学術的意義・評価 ： 沖縄県は本種の分布の世界的北限である。 
生存に対する脅威 ： 海岸や河口の埋立・護岸・道路や橋梁設置等の開発、マングローブ湿地の破壊、瀕海陸地の森林伐

採、水質・土壌汚染。 
特 記 事 項 ： 学名の記載年を1850、1855とした文献が多いが、1859が正しい。また和名は「ニハタヅミ～」「ニ

ハタズミ～」と記されることがあるが現代仮名遣いではニワタズミが正しい。 
原  記  載 ： Pfeiffer, L., 1859. Descriptions of two new species of Melampus, from Mr. Cuming's Collection. Proceedings 

of the Zoological Society of London, for 1859: 29–30. (pp. 29–30, as Melampus sculptus. Type loc.: 
“Admiralty Islands”) 

久保 (2005) の挙げた「原記載」は本種とは無関係である。 
参 考 文 献 ： 福田 宏, 1996. 腹足綱；沖縄本島東北岸 国頭郡東村慶佐次 (慶佐次川河口)〜名護市大浦 (大浦

川河口)〜金武町 (億首川河口)；宮古島 平良市久松漁港 (久貝)〜久松松原；石垣島 宮良川 (石
垣市宮良)・磯辺川河口 (石垣市磯辺). “日本における干潟海岸とそこに生息する底生生物の現
状”, 花輪伸一・佐久間浩子 (編), WWF Japan Science Report, 3: 11–63, 114–115. 

福田 宏, 2014. ニワタズミハマシイノミ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのあ
る野生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東
京, 315. 

福田 宏・久保弘文・木村昭一, 2012. ニワタズミハマシイノミ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸
ベントスのレッドデータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 99. 

木村昭一, 2000. 宮古島のオカミミガイ科貝類相. ちりぼたん, 31(3): 69–81. 
久保弘文, 2005. ニハタズミハマシイノミガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動
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物編) —レッドデータおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然
保護課, 那覇, 362. 

増田 修・内山りゅう, 2004. 日本産淡水貝類図鑑②汽水域を含む全国の淡水貝類. ピーシーズ, 
横浜, 240 pp. 

名和 純, 2009. 琉球列島の干潟貝類相 (2) 沖縄および宮古・八重山諸島. 西宮市貝類館研究報告, 
(6): 1–81, figs 1–33, pls 1–20, tables 1–3. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏・久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： キヌメハマシイノミ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 オカミミガイ上科 オカミミガイ科 
学    名 ： Melampus sulculosus Martens, 1865 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 殻長12 mm、殻径7 mm。殻は卵形でやや薄く、淡黄色〜茶褐色で、2～5本の螺状色帯をもつ個体は

トリコハマシイノミと呼ばれていたが色彩変異 (つまり異名) に過ぎない。殻表は縫合下で毛状突
起となる殻皮で覆われ、光沢を欠き、多数の細い螺溝を巡らす。殻口外唇は薄く、内側に弱い歯状
突起が 5～8個並ぶ。内唇に 3～4個のパリエタル歯を持つがこれらも貧弱である一方、軸唇の褶は
強い。 

近似種との区別 ： ヌノメハマシイノミは殻表で顕著な螺溝と成長脈が交わって格子目状彫刻を成す。オウトウハマシ
イノミは殻表に光沢があり、体層の中央部に螺溝を欠く。本州〜九州に産するキヌカツギハマシイ
ノミはより小形で、殻長に対する殻径の割合が大きい。 

分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島、久米島、宮古島、石垣島、西表島、アンボン島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 南西諸島産河口棲ハマシイノミ属の中では、ウルシヌリハマシイノミ、ニワタズ

ミハマシイノミ、オウトウハマシイノミと比べると産地数がやや多いが、ホソハマシイノミ、チビ
ハマシイノミ、ヌノメハマシイノミ等よりは格段に少ない。 

生 態 的 特 徴 ： 泥上の有機物等を摂食すると思われる。胎殻の形態から推測して恐らく浮游幼生期を経る。 
生息地の条件  ： 河口マングローブ辺縁高潮帯の軟泥底・砂泥底において、転石や崩れかけた朽木の下等に見られる。 
個体数の動向  ： 1990年代には稀産と言われていたが、近年南西諸島各地から個体群が見出されている。しかし人為

的攪乱の少ないマングローブ湿地にのみ見られ、どの産地でも棲息密度が低いため、依然として普
通種とは言いがたい。 

現在の生息状況 ： 現存産地は合計20箇所以下で、その大半が小規模であり、環境変化が生じると容易に失われかねな
い。 

学術的意義・評価 ： 沖縄県をはじめ、奄美諸島を含む南西諸島は本種の世界的な北限分布域である。 
生存に対する脅威 ： 海岸や河口の埋立・護岸・道路や橋梁設置等の開発、マングローブ湿地の破壊、瀕海陸地の森林伐

採、水質・土壌汚染。 
特 記 事 項 ： 鹿児島県レッドリストに絶滅危惧 I類として掲載されている。IUCNカテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Martens, E. von, 1865. Über neue Landschnecken aus Ost-indien und über zwei Seesterne von Costa-Rica. 

Monatsberichte der Königlichen Preussischen Akademie der Wissenschaften zu Berlin, 1865: 51–59. (p. 55, 
as Melampus sulculosus. Type loc.: “Amboina, an der Mündung des Weynitu-Flüsschens mit der vorigen [= 
in the mouth of the Weynitu Rivulet with the previous (M. nucleolus)]”) 

久保 (2005) の挙げた「原記載」は本種とは無関係である。 
参 考 文 献 ： 福田 宏, 1996. 腹足綱；沖縄本島東北岸 国頭郡東村慶佐次 (慶佐次川河口)〜名護市大浦 (大浦

川河口)〜金武町 (億首川河口). “日本における干潟海岸とそこに生息する底生生物の現状”, 
花輪伸一・佐久間浩子 (編), WWF Japan Science Report, 3: 11–63, 114. 

福田 宏・久保弘文, 2012. キヌメハマシイノミ (トリコハマシイノミ). “干潟の絶滅危惧動物図
鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 
100. 

木村昭一, 2000. 宮古島のオカミミガイ科貝類相. ちりぼたん, 31(3): 69–81. 
久保弘文, 2005. キヌメハマシイノミガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物
編) —レッドデータおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保
護課, 那覇, 430. 

久保弘文, 2014. 恩納村の貝類. “恩納村誌 第1巻 自然編”, 恩納村誌編さん委員会 (編), 恩納
村役場, 恩納, 245–340. 

増田 修・内山りゅう, 2004. 日本産淡水貝類図鑑②汽水域を含む全国の淡水貝類. ピーシーズ, 
横浜, 240 pp. 

名和 純, 2009. 琉球列島の干潟貝類相 (2) 沖縄および宮古・八重山諸島. 西宮市貝類館研究報告, 
(6): 1–81, figs 1–33, pls 1–20, tables 1–3. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏・久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： オウトウハマシイノミ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 オカミミガイ上科 オカミミガイ科 
学    名 ： Melampus sp. 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
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形    態 ： 殻長8.5 mm、殻径4.8 mm。殻は卵形でヌノメハマシイノミに似るが、体層の中程は弱い成長脈を除

き平滑で、螺肋は縫合下と殻底に限られる。螺層上部と体層の縫合下では螺肋と縦肋が交わって格
子目状をなす。殻頂は乳頭状に突出する。殻表は鈍い光沢があり、淡桃色または淡茶褐色で、時に
不明瞭な茶褐色の色帯を巡らす。外唇は薄く、内側に4～11個の歯を具え、内唇に4個の細かいパ
リエタル歯、軸唇に1個の低い褶を持つ。 

近似種との区別 ： キヌメハマシイノミは殻表全体に細かい螺肋を巡らし、光沢を欠く。ヌノメハマシイノミは殻表全
体で顕著な螺溝と成長脈が交わって格子目状彫刻を成す。チビハマシイノミや本州〜九州に産する
キヌカツギハマシイノミはより小形で、殻長に対する殻径の割合が大きく、殻表に螺肋を持たない。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島、宮古島、伊良部島、石垣島、西表島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 南西諸島産河口棲ハマシイノミ属の中では、ホソハマシイノミ、チビハマシイノ

ミ、ヌノメハマシイノミ等と比べて格段に産地数・個体数が少なく、局所的に産する。キヌメハマ
シイノミよりさらに少ない。 

生 態 的 特 徴 ： 泥上の有機物等を摂食すると思われる。胎殻の形態から恐らく浮游幼生期を経る。 
生息地の条件  ： 河口マングローブ辺縁高潮帯の砂泥底へ半ば埋もれた転石下に、サカマキオカミミガイ、ヒメシイ

ノミミミガイ、ニワタズミハマシイノミ、キヌメハマシイノミ等と共に見られる。 
個体数の動向  ： 沖縄島と伊良部島では少なく、宮古島、石垣島、西表島が国内最大の産地であるが、ニワタズミハ

マシイノミ同様大半の個体群が小規模な河口に形成され、棲息範囲も狭い。 
現在の生息状況 ： 沖縄島豊見城市与根の産地は1997年に埋立てられて消失し、同様に河口や海岸の改変によって壊滅

した個体群は多数に上ると思われる。 
学術的意義・評価 ： 東南アジアから既に記載されている可能性もあるが現時点で適切な学名を見出すに至っていない。 
生存に対する脅威 ： 海岸や河口の埋立・護岸・道路や橋梁設置等の開発、マングローブ湿地の破壊、瀕海陸地の森林伐

採、水質・土壌汚染。 
参 考 文 献 ： 福田 宏, 1996. 腹足綱；宮古島 平良市久松漁港 (久貝)〜久松松原；石垣島 宮良川 (石垣市宮

良)・磯辺川河口 (石垣市磯辺). “日本における干潟海岸とそこに生息する底生生物の現状”, 
花輪伸一・佐久間浩子 (編), WWF Japan Science Report, 3: 11–63, 114–115. 

福田 宏, 2012. オウトウハマシイノミ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータ
ブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 100. 

福田 宏, 2014. オウトウハマシイノミ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある
野生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 
316. 

木村昭一, 2000. 宮古島のオカミミガイ科貝類相. ちりぼたん, 31(3): 69–81. 
久保弘文, 2005. オウトウハマシイノミガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物
編) —レッドデータおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保
護課, 那覇, 363. 

久保弘文, 2014. 恩納村の貝類. “恩納村誌 第1巻 自然編”, 恩納村誌編さん委員会 (編), 恩納
村役場, 恩納, 245–340. 

増田 修・内山りゅう, 2004. 日本産淡水貝類図鑑②汽水域を含む全国の淡水貝類. ピーシーズ, 
横浜, 240 pp. 

名和 純, 2009. 琉球列島の干潟貝類相 (2) 沖縄および宮古・八重山諸島. 西宮市貝類館研究報告, 
(6): 1–81, figs 1–33, pls 1–20, tables 1–3. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏・久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： コデマリナギサノシタタリ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 オカミミガイ上科 オカミミガイ科 
学    名 ： Microtralia sp. 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
図 の 解 説 ： p. 48. 標本：石垣島. 生体：宮古島久松. 撮影：木村昭一氏 (標本), 福田 宏 (生体). 
形    態 ： 殻長5 mm、殻径3 mm。殻は卵形、薄く半透明で光沢が強く、桃色、黄褐色または白色。殻頂は尖る。

幼貝では明瞭な螺溝を殻表全面に巡らすが、成貝では殻底のみ顕著となる。殻口外唇は薄く単純、
内唇に 2 個のパリエタル歯、軸唇に強い褶を 1 個持つ。胎殻は異旋し、乳頭状に突出する。頭部-
腹足は無色半透明、頭触角は太短く扁平で、先端が篦状に広がり、内側基部にごく小さな黒い眼が
ある。蹠面は前足と後足に溝で分たれる。 

近似種との区別 ： ナギサノシタタリは殻がより前後に細長くて螺塔が高く、殻色は常に白く、桃色や黄褐色の個体は
現れない。また後種の頭触角は細く、先端の尖る針状を呈す。 

分 布 の 概 要 ： 宮古島、石垣島、西表島、与那国島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 本種は先島諸島のみで確認されているのに対し、ナギサノシタタリは北海道〜沖

縄県 (沖縄島、久米島など) に産するだけでなく、ニューカレドニアのM. alba (Gassies, 1865)、ニ
ュージーランドの M. insularis (Powell, 1933)、北米大西洋岸の M. ovulum (Pfeiffer, 1840) とも区別が
困難で、南北両半球の太平洋のみならず大西洋まで、極端に広く分布する可能性がある。 

生 態 的 特 徴 ： 胎殻の形態から推測して、恐らく浮游幼生期を経る。 
生息地の条件  ： 内湾のマングローブ湿地辺縁や、外洋に面した海岸石灰岩岩礁 (特に海蝕洞内) において、飛沫帯

の水分を多く含む砂泥・軟泥に埋もれた転石の下に見られる。カドカドガイ属やサカマキオカミミ
ガイ等と随伴することが多い。 
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個体数の動向  ： 産地はいまだ数箇所しか知られておらず、分布は著しく局所的で、個体数も少ない。 
現在の生息状況 ： どの産地も狭く小規模で、宮古島等では最近の埋立で消滅した産地もある。 
学術的意義・評価 ： 国外からの報告は見当たらず、未記載種にして先島諸島固有種の可能性が濃厚。ナギサノシタタリ

は極端に分布が広い可能性があるのと好対照である。 
生存に対する脅威 ： 海岸や河口の埋立・護岸・道路や橋梁設置等の開発、マングローブ湿地の破壊、水質・土壌汚染。 
参 考 文 献 ： 福田 宏・青柳 克, 2017. 沖縄県渡名喜島の非海産貝類相. Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

早瀬善正・増田 修, 1997. 石垣島産ナギサノシタタリガイの近似種. かいなかま, 31(1): 1–2. 
木村昭一, 2000. 宮古島のオカミミガイ科貝類相. ちりぼたん, 31(3): 69–81. 
木村昭一・福田 宏, 2012. コデマリナギサノシタタリ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントス
のレッドデータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 100. 

増田 修・内山りゅう, 2004. 日本産淡水貝類図鑑②汽水域を含む全国の淡水貝類. ピーシーズ, 
横浜, 240 pp. 

名和 純, 2009. 琉球列島の干潟貝類相 (2) 沖縄および宮古・八重山諸島. 西宮市貝類館研究報告, 
(6): 1–81, figs 1–33, pls 1–20, tables 1–3. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ヒメヒラシイノミ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 オカミミガイ上科 オカミミガイ科 
学    名 ： Pythia nana Bavay, 1908 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 殻長 15 mm、殻径9 mm。殻はやや薄く、背腹に扁圧された雫形で、殻頂は尖る。茶褐色の地に濃色

の不規則な雲状模様を散らす。殻口外唇内側に3個前後の低い歯状突起を並べ、内唇に2個の牙状
のパリエタル歯、軸唇に強い褶を持つ。 

近似種との区別 ： 日本産ヒラシイノミ属中、最も小さく細長い殻を持つ。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島、北大東島、南大東島、多良間島、西表島、与那国島、台湾。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 日本のこの属の種はどれも分布が不連続である。大東諸島と与那国島では本種の

み知られる。 
生 態 的 特 徴 ： 生活史は未詳だが、直達発生の可能性がある。 
生息地の条件  ： 内湾のマングローブ湿地辺縁や、外洋に面した海岸石灰岩岩礁において、飛沫帯上部〜瀕海陸地の

植物根元、朽木・転石下に見られる。 
個体数の動向  ： 局所的に産し、奄美大島、大東諸島、多良間島、与那国島では海岸飛沫帯、西表島ではマングロー

ブに限られる。沖縄島では両方の環境に産する。 
現在の生息状況 ： どの産地も狭く小規模で、特に西表島では危機的である。大東諸島では死殻しか確認できない産地

も存在する。 
学術的意義・評価 ： 島ごとに別種の可能性もあり、詳細な検討が必要。 
生存に対する脅威 ： 海岸や河口の埋立・護岸・道路や橋梁設置等の開発、マングローブ湿地の破壊、瀕海陸地の森林伐

採、水質・土壌汚染。 
特 記 事 項 ： 鹿児島県レッドリストに絶滅危惧I類として掲載。 
原  記  載 ： Bavay, A., 1908. Une nouvelle espèce de Pythia trouvée aux Liu-Kiu (Loochoo). The Conchological 

Magazine (Kyoto), 2: 1–2. (pp. 1–2, textfig., as Pythia nana. Type loc.: “Loochoo Insulas”) 
参 考 文 献 ： 福田 宏, 1996. 腹足綱. “日本における干潟海岸とそこに生息する底生生物の現状”, 花輪伸

一・佐久間浩子 (編), WWF Japan Science Report, 3: 11–63. 
木村昭一, 2012. ヒメヒラシイノミ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブッ
ク”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 101. 

久保弘文・黒住耐二, 1995. 生態／検索図鑑 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 那覇, 264 pp. 
久保弘文・福田 宏・早瀬善正・亀田勇一・黒住耐二・上島 励, 2017. 沖縄県レッドデータブッ
ク ーレッドデータおきなわー 第2回改訂に伴う稀少貝類棲息実態調査報告ー3. 北大東島・南大
東島. Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

黒住耐二, 1992. 北大東島の陸産貝類. “ダイトウオオコウモリ－保護対策緊急調査報告書. 沖縄
県天然記念物調査シリーズ第31集”, 沖縄県教育委員会 (編), 沖縄県教育委員会, 那覇, 
73–90. 

増田 修・内山りゅう, 2004. 日本産淡水貝類図鑑②汽水域を含む全国の淡水貝類. ピーシーズ, 
横浜, 240 pp. 

名和 純, 2009. 琉球列島の干潟貝類相 (2) 沖縄および宮古・八重山諸島. 西宮市貝類館研究報告, 
(6): 1–81, figs 1–33, pls 1–20, tables 1–3. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： コンゴウイシマテ 
分    類 ： 二枚貝綱 翼型亜綱 イガイ目 イガイ上科 イガイ科 
学    名 ： Lithophaga canalifera (Hanley, 1844) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
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図 の 解 説 ： p. 48. 糸満市. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 殻は本科では中型、細長い砲弾型で、最後部はやや尖る。殻表は前部に光沢がある褐色の殻皮があ

るが、後部から背部は厚く石灰化し、それが放射状かつ矢羽状の彫刻となる。 
近似種との区別 ： 背部に見られる石灰質沈着の彫刻が特有で、他種と明瞭に区別される。 
分 布 の 概 要 ： 和歌山県以南、県内では沖縄島南部 (既知産地は糸満市のみ)。中国南部、オーストラリア。 
生 態 的 特 徴 ： 岩盤に穿孔し、ろ過食性と考えられる。 
生息地の条件  ： 非常に潮通しが良く、かつ陸水の影響を少なからず受ける潮間帯中部の硬化した泥岩に穿孔する。 
個体数の動向  ： 1990 年代～2005 年頃までは個体数は少ないが確認されてきた。しかし、2016 年 7月に実施した調

査では同箇所からは全く確認出来なかった。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 極めて記録の少ない稀少なイシマテ類であり、分類学的にも、生物多様性の観点からも非常に重要

である。 
生存に対する脅威 ： 既往産地においては富栄養によるアナアオサの被覆、腐敗などで岩盤表面への悪影響が懸念され、

周辺海域では埋立て等海岸改変も著しく、潮流の変化や停滞などの影響も減少要因として否定でき
ない。 

特 記 事 項 ： 希少種であることや、穿孔性で確認しにくいことなどから他所での記録が全くない。 
原  記  載 ： Hanley, S., 1844. Descriptions of new species of Mytilacea, &c . Proceedings of the Zoological Society of 

London, for 1844: 14–18. (pp. 16–17, as Lithodomus canaliferus. Type loc.: “Found in rocks, isle of Zebu”) 
参 考 文 献 ： Huber, M., 2010, Compendium of bivalves 1. A Full-Color Guide to 3'300 of the World's Marine Bivalves: A 

Status on Bivalvia after 250 Years of Research, ConcBooks, Hackenheim, 901 pp. 
Okutani, T. & Matsukuma, A., 2004. A supplement to a Catalogue of Molluscs of Wakayama Prefecture, the 

province of Kii — 1. Bivalvia, Scaphopoda and Cephalopoda. Publications of the Seto Marine Biological 
laboratory, Special Publication Series, 7: 1–51. 

王禎瑞, 1997. 中国動物志 軟体動物門 双殻綱 貽貝目.科学出版社,北京, 268 pp., 16 pls. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ヌバタママクラ 
分    類 ： 二枚貝綱 翼型亜綱 イガイ目 イガイ上科 イガイ科 
学    名 ： Modiolus aratus (Dunker, 1857) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
  
形    態 ： 最大殻長約 60 mm。横長箱形の二枚貝類で、黒色の殻皮を纏う。貝殻後端の肩部が明瞭に角張る。

ヌバタマ (射干玉) とは植物 (ヒオウギ) の黒い種のこと。殻は薄く、殻内は銀白色。 
近似種との区別 ： 類似種ホソスジヒバリ、サザナミマクラは後端の形態が異なるほか、貝殻中央に淡色の帯があり、

染分け状になることから区別される。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島羽地内海、石垣島名蔵湾、西表島、インド・太平洋。 
生 態 的 特 徴 ： 足糸で礫に固着し、他のイガイ類と同様、主に植物プランクトンを鰓でろ過して摂食すると推測さ

れる。 
生息地の条件  ： 内湾の中潮線のコアマモ等アマモ類が繁茂する砂礫～泥礫底で、潜砂深度は非常に浅く、表在的に

棲息する。 
個体数の動向  ： 沖縄島では羽地内海に稀に生息していたが、2008年に少数個体が確認されているが、それ以降の調

査では未見である。先島諸島では個体数は少ないながら、1999 年～2008 年頃まで台風後の打上げ
等で確認されてきた。 

現在の生息状況 ： 本種は元々垂直分布の幅が狭く、本来の生息密度が低いが、沖縄島羽地内海では 2005年以降まった
く見つかっておらず、2010年以降、石垣島でも報告例がない。 

学術的意義・評価 ： 南西諸島が分布の北限で、奄美から八重山まで広く分布するが記録が少なく、散在的で、生物地理
学的に興味深い分布パターンを有している。 

生存に対する脅威 ： 埋立てや海岸改変によるアマモ場の消失、陸域からの過剰栄養負荷による水質汚濁や底質悪化。 
原  記  載 ： Dunker, G., 1857. Mytilacea nova collectionis Cumingianae. Proceedings of the Zoological Society of London, 

for 1856: 358–366. (p. 361, no. 10, as Volsella arata. Type loc.: “In Novae Hollandiae litore septentrionali”) 
参 考 文 献 ： 久保弘文, 2012. ヌバタマママクラ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブッ

ク”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 107. 
久保弘文, 2014. ヌバタママクラ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生
物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 383. 

名和  純, 2001. 琉球列島における内湾干潟の貝類相. WWF Japan Science Report, 4: 1–44.  
名和 純, 2005. ヌバタママクラ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッ
ドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那
覇. 336–337. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文・亀田勇一 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： サザナミマクラ 
分    類 ： 二枚貝綱 翼型亜綱 イガイ目 イガイ上科 イガイ科 
学    名 ： Modiolus flavidus (Dunker, 1856) 
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カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 殻長 3～6 cm。前後に長く伸びた形状。殻は薄く、後縁部は丸みを帯びる。殻頂から後縁にかけ薄

い筋が入る。 
近似種との区別 ： 同属のホソスジヒバリガイ、ヌバタママクラとは殻の背側が突出せず丸みを帯びること、リュウキ

ュウヒバリガイとは殻皮毛を欠くことにより容易に区別できる。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄全域 (海草藻場)。 
生 態 的 特 徴 ： 内湾の潮間帯以深に発達する海草藻場に生息する。 
生息地の条件  ： 清浄な海草藻場の細砂泥底。同所的に近縁種のホソスジヒバリガイも見られるが、本種の密度は極

めて低い。 
現在の生息状況 ： 沿岸域の改変による海草藻場の消滅や縮小により、個体数は減少傾向にあると考えられる。 
学術的意義・評価 ： 恩納村屋嘉田海域では大型化する本種の変異型か、あるいは非常に近縁の別種が確認されており、

分類等の検討に資する情報収集が待たれる。 
生存に対する脅威 ： 埋立等の沿岸域の改変による生息地の消滅や環境悪化。 
原  記  載 ： Dunker, G., 1856. Mytilacea nova collectionis Cumingianae.. Proceedings of the Zoological Society of 

London, for 1856: 358-366. (pp.364-365, no. 21, as Volsella flavida. Type loc.: “In sinu ad Manilam”) 
参 考 文 献 ： 久保弘文, 2005. サザナミマクラ. “改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)—レッ

ドデータおきなわ”—, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那
覇, 445. 

久保弘文, 2012. サザナミマクラ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブッ
ク”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 107. 

 
執 筆 者 名 ： 小澤宏之 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ホソスジヒバリガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 翼型亜綱 イガイ目 イガイ上科 イガイ科 
学    名 ： Modiolus philippinarum (Hanley, 1843) 
方  言  名 ： スベンガル (屋我地島) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 殻長10 cm。前後に長く伸びた形状。殻は薄く、後縁部に殻皮毛を有する個体もいる。 
近似種との区別 ： 同属のサザナミマクラが同様の環境に生息するが、本種はより大型で、前背縁がより突出する。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島、久米島、先島諸島（波照間島や与那国島等、大規模藻場の発達しない小島を除く）。 
生 態 的 特 徴 ： 低潮線から水深5 m前後の海草藻場に半埋在し生息する。足糸を用いて海草類の地下茎やサンゴ礫

などに固着する。成貝の殻皮毛には、しばしば幼若個体が付着しているのが観察される。食用種の
ため、潮間帯では採取圧が高い。 

生息地の条件  ： リュウキュウスガモなどの大型海草類が優占する海草藻場。潮下帯の海草藻場では、同所的にリュ
ウキュウサルボウが見られることが多い。 

個体数の動向  ： 金武湾の採取圧の無い水深3 m前後の海草藻場では、老成個体が 32個体/m2の高密度で生息してい
た (2003年)。現状は不明。 

現在の生息状況 ： 沿岸域の改変による海草藻場の消滅や縮小により、特に個体数は減少傾向にある。 
学術的意義・評価 ： 潮間帯付近では、乱獲による影響を受けていると考えられる。資源管理の取り組みが必要。 
生存に対する脅威 ： 埋立等の沿岸域の改変による生息地の消滅や環境悪化。 
原  記  載 ： Hanley, S., 1842-1856. An Illustrated and Descriptive Catalogue of Recent Bivalve Shells. Williams and 

Norgate, London, xviii+392pp., pls.26. (p.235, pl.24, fig.26, as Modiola Philippinarum. Type loc.: 
“Philippines”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2012. ホソスジヒバリ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブッ
ク”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 108. 

名和 純, 2005. ホソスジヒバリガイ. “改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) —
レッドデータおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 
那覇, 444. 

 
執 筆 者 名 ： 小澤宏之 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： スエヒロガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 翼型亜綱 カキ目 ハボウキ上科 ハボウキ科 
学    名 ： Pinna atropurpurea Sowerby I, 1825 
方  言  名 ： キラブイ、トゥイミナー、タバクイナー 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 最大殻長40 cmに達する大型の鋭角亜三角形の二枚貝類。幼貝期の貝殻は非常に薄く、透明感のあ

る灰褐色～紫褐色だが、老成すると厚く、緑褐色～紫褐色で、内面に鈍い真珠層が発達する。殻頂
部の貝殻表面は剥離しやすく、時に真珠層が露出する。背縁は蝶番が全域に及ぶ。腹縁下部より足
糸を伸ばし、砂泥中の地物や小石を付着させる。生時は干潟に半ば埋在した形で直立している。 
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近似種との区別 ： 日本本土温帯域の内湾に分布するハボウキガイと非常に類似しているが、ハボウキガイは鳥羽状に
薄く伸びて、殻全体のプロポーションが細く長いことから区別される。 

分 布 の 概 要 ： 奄美大島・沖縄島・フィリピン、インド・太平洋 (宮古・八重山には分布しない)、東アフリカ 
生 態 的 特 徴 ： ろ過食性と考えられるが、繁殖や生理などの情報はほとんど無い。 
生息地の条件  ： 潮間帯中部～低潮線直下を中心として、潮通しのよい大規模干潟のアマモ場とそれに隣接する砂泥

～砂礫底に生息する。 
個体数の動向  ： 大きく目立つことから、食用種として地元で潮干狩りの獲物となっており、とりわけ中城湾、羽地

内海では乱獲され、大型個体が著しく減少した。 
現在の生息状況 ： 羽地内海では現在も、乱獲が継続しており、林立していた大型個体は、確認すら困難な状況にまで

減少している。沖縄市泡瀬では埋立て後の干潟攪乱で減少したが、羽地内海ほどの壊滅的状況では
無いため、これらを早急に保護あるいは資源管理する必要があろう。 

学術的意義・評価 ： 北琉球の島嶼で隔離分布し、遺伝的分化が生じている可能性があり、生物地理学的に重要な個体群
であると考えられる。2016年の奄美大島海峡での調査でも、本種は著しく減少しており、広範囲に
棲息する沖縄島個体群の保全は一層重要となっている。なお、東アフリカから広く分布する本種が、
なぜ先島諸島のみで欠落するかについては、大型種で、干潟に直立する生態を鑑み、過去3000年に
約150～400年周期で5回も襲来したとされる先島諸島での大津波の影響も考えられる。 

生存に対する脅威 ： 食用目的での乱獲、埋立てや海岸改変による干潟の消失。 
原  記  載 ： Sowerby, G.B. I., 1825. A Catalogue of the Shells Contained in the Collection of the late Earl of Tankerville, 

Arranged According to the Lamarckian Conchological System; Together with an Appendix, Containing 
Descriptions of Many New Species. E.J. Stirling, London, vii+92+xxxiv pp., 8 pls. (p. v (in Appendix), no. 
531a, as Pinna atro-purpurea. Type loc. not designated) 

参 考 文 献 ： Araoka, D., Yokoyama, Y., Suzuki, A., Goto, K., Miyagi, K., Miyazawa, K., Matsuzaki, H., & Kawahata, H., 
2013. Tsunami recurrence revealed by Porites coral boulders in the southern Ryukyu Islands, Japan. 
Geology, 41: 919–922. 

羽地内海の自然を守り育む会, 2008. 羽地内海うむしるむん図鑑 羽地内海の多様な生きものと
人々の暮らし. 羽地内海の自然を守り育む会, 名護, 43 pp. 

久保弘文, 2014. スエヒロガイ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物
－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 387. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： サンゴガキ 
分    類 ： 二枚貝綱 翼型亜綱 カキ目 イタボガキ上科 イタボガキ科 
学    名 ： Anomiostrea coralliophila Habe, 1975 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
  
形    態 ： 殻は本科中では小型で最大殻長約 30 mm。左右の殻は形態が異なり、右殻は平たく、左殻はお碗型

で、両殻共に殻表には多数の放射肋を刻む。閉殻筋痕は楕円形で大きく、右殻では右側に偏在する。
貝殻内面は白色で、周縁は刻まれる。 

近似種との区別 ： 類似した生息環境に見られるチャワンガキとは、殻表の放射肋によって区別できる。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島 (名護市辺野古・羽地内海・大宜味村、糸満市)、フィリピン、インドネシア、中国 (海南島)。 
生 態 的 特 徴 ： 埋れ石下に棲むスナモグリ類 Neocallichirus jousseaumei との共生関係が指摘されている。 
生息地の条件  ： 中～低潮線のアマモ場に隣接する砂泥～砂礫域の埋もれた岩下に生息する。しかし岩の下部に硫化

水素が発生するような還元した環境では死滅していることが多く、生息できないと考えられる。 
個体数の動向  ： 羽地内海では泥質化した埋れ石下に生息場所が局所的に形成され、2014年調査では、生貝が数個体

確認されている。 
現在の生息状況 ： 現在、沖縄島周辺では、都市下水や畜産排水等の富栄養化により、埋もれ岩下の環境は還元化して

おり、生存が脅かされている。埋立てによっても、沖縄島中南部を中心に生息地が多く消失してい
る。 

学術的意義・評価 ： スナモグリの一種との共生関係や、埋れ石下環境への適応等特異な生態から学術的に重要な貝類で
あるが、分類学的にも正確な所属が未だ不詳である。 

生存に対する脅威 ： 生息場所である埋れ石下環境の都市・畜産排水など富栄養化や赤土沈積による悪化。埋立てによる
生息場所の消失。 

特 記 事 項 ： 分類学的位置を不確定とする見解 (稲葉・鳥越, 2004) もあるが、本稿ではHuber (2010) に従った。 
原  記  載 ： Adams, A. & Reeve, L.A., 1850. Mollusca. “The Zoology of the Voyage of H.M.S. Samarang; under the 

Command of Captain Sir Edward Belcher, C.B., F.R.A.S., F.G.S., during the Years 1843–1846”, Adams, A. 
(ed.), Reeve & Benham, London, i–x, 1–87, pls 1–24. (p. 72, pl. 21, fig. 19, as Ostrea pyxidata. Type loc.: 
“Philippine Islands”) 

Habe, T., 1975. New name for Anomiostrea pyxidata (Adams & Reeve) (Ostreidae). Venus, 33(4): 184. (p. 
184, as Anomiostrea coralliophila (a replacement name for Ostrea pyxidata Adams & Reeve, 1850, not of 
Born, 1780)) 

参 考 文 献 ： Goto, R., Ohsuga, K., & Kato, M., 2014. Mode of life of Anomiostrea coralliophila Habe, 1975 (Ostreidae): a 
symbiotic oyster living in ghost-shrimp burrows. Journal of Molluscan Studies, 80: 201–205. 

Huber, M., 2010. Compendium of Bivalves. A Full-color Guide to 3,300 of the World's Marine Bivalves, 
ConchBooks, Hackenheim, 901 pp. 

稲葉明彦・鳥越兼治, 2004. 世界のカキ (2) 各論. 西宮市貝類館研究報告, (3): 1–63, pls 1–13. 
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久保弘文 2012. サンゴガキ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 
日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 111. 

久保弘文, 2014. サンゴガキ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物－6 
貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 385. 

名和 純, 2005. サンゴガキ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッドデ
ータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
319. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ミナミマガキ 
分    類 ： 二枚貝綱 翼型亜綱 カキ目 イタボガキ上科 イタボガキ科 
学    名 ： Crassostrea bilineata (Röding, 1798) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 殻高9 cm前後。殻は長卵形で、筋痕は濃黒紫色、周縁は丸みを帯び、黄金色や濃紫色で縁取られる。

左殻 (固着面) は極めて厚くなる。殻表はタイヤなどに固着するものは鰭状輪肋が発達する個体が
多く、岩盤では平滑な個体が多いが、形態変異は非常に大きい。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島 (塩屋湾、羽地内海、大浦湾、豊見城市瀬長島)。 
生 態 的 特 徴 ： 内湾域に発達する干潟の中潮帯から低潮帯の岩礫地や干潟上の人工構造物などに固着。 
生息地の条件  ： 干潟の大型の転石や、破棄された人工物 (タイヤやコンクリート塊) などに固着する。生息面積は

狭いが、生息環境では高密度で分布する。生息地では殻高10 cmを超える大型の死殻が見られるが
そのサイズの生貝は見られない。 

個体数の動向  ： 沖縄島の羽地内海、塩屋湾では、内湾干潟の転石帯や廃棄されたコンクリート塊 (橋脚) などに高
密度で固着している。 

現在の生息状況 ： 沖縄島の金武湾、漫湖、西表島では現在は見られない (山下, 2012)。生息地は減少傾向にある。 
生存に対する脅威 ： 埋立等の沿岸域の改変による生息地の消滅や環境悪化。 
原  記  載 ： Chemnitz, J. H., 1785. Neues systematisches Conchylien-Cabinet. 8 Bd. Bey Gabriel Nikolaus Raspe, Nürnberg, 

372pp., 102pls. (p.19, pl.71, fig.660, as Ostrea parasitica … [not binominal]. Loc: “Indiae orientalis” ) 
Röding, P. F., 1798. Museum Boltenianum sive Catalogus cimeliorum e tribus regnis naturae quae olim 

collegerat Joa. Fried. Bolten. Pars Secunda continens Conchylia sive Testacea univalvia, bivalvia & multivalvia. 
Typis Johan. Christi. Trappii, Hamburgi., viii+199pp. (p.170, no.166, as Ostrea bilineata. Type loc. not 
designated; described for Chemnitz, 1785: 19, pl.71, fig.660)  

参 考 文 献 ： 稲葉明彦・鳥越兼冶, 2004. 世界のカキ (2) 各論. 西宮市貝類館研究報告, (3): 1-63, pls.1-13. 
山下博由, 2012. ミナミマガキ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 
日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 112. 

山下博由, 2014. ミナミマガキ. “レッドデータブック2014 －日本の絶滅のおそれのある野生生物
－ 6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 386. 

 
執 筆 者 名 ： 小澤宏之 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ウチワガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 翼型亜綱 フネガイ目 フネガイ上科 ベンケイガイ科 
学    名 ： Tucetona auriflua (Reeve, 1843) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
  
形    態 ： 殻長約4 cm、やや縦長の亜円形の二枚貝類。殻質は厚く、殻表に白と褐色の雲状彩あるいは斑状彩

と放射肋がある。内面は褐彩され、周縁は刻まれる。 
近似種との区別 ： 近似種ソメワケグリは放射肋が弱く、ほぼ平滑であり、明確に区別される。 
分 布 の 概 要 ： 奄美諸島、沖縄島および周辺離島、先島諸島、フィリピン、インドネシア。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 同所的に見られるソメワケグリは個体数も多く、単調で、やや攪乱された底質環

境にも出現する。 
生 態 的 特 徴 ： 確認個体の多くが成貝で若貝が殆ど見られないことから、成長が遅いか、再生産能力が乏しい種と

推測される。その他、詳細な生態は不明。 
生息地の条件  ： やや外洋に面した潮通しのよいアマモ場周辺やその沖合の細砂底～水深20 m付近までの礫砂～細砂

礫底に確認される。 
個体数の動向  ： 1990年頃まで沖縄周辺ではサンゴ砂由来の極めて清浄な砂浜が少なからず存在し、本種はそのよう

な場所が生息場所であったが、その後、海浜改変による砂浜そのものの消失、陸土流出等による底
質の泥質化により、現在は生息確認が困難となった。さらに沖合域の細砂底では海砂採取等による
底質の撹乱があり、本種の生息数は大きく減少している。 

現在の生息状況 ： 本種は南西諸島に広く分布するが、浅海域面積の広い先島諸島では個体数密度は非常に低い。本種
の主な生息域である潮下帯直下の清浄な粗砂底は泥質化や砂利採取により、著しく攪乱され、確実
に棲息確認が可能な場所はほとんど無い。 

学術的意義・評価 ： 本種のような沖縄全域に広く分布し、垂直分布範囲も比較的大きい種であっても、加入後に健全に
生育可能な場の悪化や消失が進行し、明らかに減少している種については、環境適応力が非常に小
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さい可能性があり、生理、成長、繁殖等生物学的情報の集積・解明が重要であると考えられる。 
生存に対する脅威 ： 埋立て、陸土流出等による底質の泥質化、沖合域での海砂採取等による底質の撹乱。 
原  記  載 ： Reeve, L.A., 1843. Monograph of the genus Pectunculus. Conchologia Iconica, or, Illustrations of the Shells of 

Molluscous Animals, 1: pls 1–9. (sp. 17, pl. 4, fig. 17a–b, as Pectunculus aurifluus. Type loc.: “Island of Capul, 
Philippines (found in coral sand upon the reefs)”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2012. ウチワガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 
日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 111. 

久保弘文, 2014. ウチワガイ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物－6 
貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 385. 

松隈明彦, 2000. タマキガイ科．“日本近海産貝類図鑑”, 奥谷喬司 (編), 東海大学出版会, 東京, 
858–861． 

水間八重・山下博由, 2002. 泡瀬干潟における機械による大規模な海草移植実験の現状について－
主に海草場に生息する貝類に注目して－. 九州の貝, (59): 42–62. 

名和 純, 2005. ウチワガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッドデ
ータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
335–336. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ウミギク 
分    類 ： 二枚貝綱 翼型亜綱 イタヤガイ目 イタヤガイ上科 ウミギク科 
学    名 ： Spondylus barbatus (Reeve, 1856) 
方  言  名 ： ブッタラフー、ピシミナー 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 殻長 10 cmに達し、和名は海の菊という意味で、殻表に鈍い棘を放射状に多数突出させる。基本的

には膨らみのある扇形だが、右殻で岩や岩礫に固着し、固着した岩の表面形状に合わせて、変形す
る。 

近似種との区別 ： シロトゲウミギクは殻の地色が赤褐色で、棘のみが白色となり、ヤブスマウミギクは全体が茶褐色
を帯び、棘が短い。ミヒカリメンガイは棘が尖って短く、殻頂部に黒紫色の班紋を有する。メンガ
イはミヒカリメンガイと似るが、棘の発達が悪い。 

分 布 の 概 要 ： 房総半島以南 奄美大島 (大島海峡)、沖縄島 (羽地内海・塩屋湾・金武湾、中城湾)、中国大陸南
部、フィリピン。 

生 態 的 特 徴 ： 海水毎、植物プランクトン等を吸い込んで、鰓でろ過して摂食する。稚貝期に足糸で付着した後、
石灰化を行い、固着する。 

生息地の条件  ： 栄養が豊富でかつ潮通しの良い内湾の潮間帯中部～水深20メートル付近までの岩礫に固着。 
個体数の動向  ： 羽地内海は本種の最も高密分布する生息域で、1990年代には市場で流通する程、多産し、運天水路

では低潮線の全ての岩礫下に本種が固着していたと言っても過言では無い。しかし、2000 年以降、
乱獲によって個体数減少が進んでいる。 

現在の生息状況 ： 羽地内海では食用による乱獲により、著しく減少している。泡瀬では埋立てで生息場所が大きく減
少し、金武湾では泥質化が進行し、減少傾向にある。しかし、上部浅海帯まで生息域が拡がってお
り、刺網の混獲物などでも確認される。 

学術的意義・評価 ： ウミギク類は形が不定型で、特にサンゴ礁域では種数が多く、分類学的課題が多い。ウミギクは温
帯に広く分布し、沖縄個体群の生物地理的起源の解明が必要である。 

生存に対する脅威 ： 食用による過剰な乱獲と埋立てによる直接的な生息場所消失が最大の脅威であるが、亜潮間帯にお
ける海底の泥質化も、付着基質である岩礫や貝殻が泥に埋没し、生息数が減少すると考えられる。 

特 記 事 項 ： 分類学的にウミギク科には不詳種が多く、日本本土のウミギクと同種かどうか検討を要する。 
原  記  載 ： Reeve, L.A., 1856. Monograph of the genus Spondylus. Conchologia Iconica, or, Illustrations of the Shells of 

Molluscous Animals, 9: pls 1–18. (sp. 16, pl. 4, fig. 16, as Spondylus barbatus. Type loc.: “Philippine 
Islands”) 

参 考 文 献 ： 羽地内海の自然を守り育む会, 2008. 羽地内海うむしるむん図鑑 羽地内海の多様な生きものと
人々の暮らし. 羽地内海の自然を守り育む会, 名護, 43 pp. 

名和 純, 2005. ウミギク. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッドデー
タおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
446. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： オキナガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 異靱帯上目 スエモノガイ上科 オキナガイ科 
学    名 ： Laternula anatina (Linnaeus, 1758) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 殻長約3 cm、後端の細まった横長の楕円形。殻は非常に薄く、殻表は細顆粒を付着させる。貝殻後

端は上部に反りかえり、裁断状で開口する。内面は弱い真珠光沢がある。 
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近似種との区別 ： ソトオリガイは後端がやや狭まる点で類似するが、後端が反り返らず、殻高が低く、殻の膨らみも
弱い。 

分 布 の 概 要 ： 本州～九州の内湾域および中国大陸沿岸、石垣島、西表島。 
生 態 的 特 徴 ： 近縁グループのソトオリガイ類はプランクトンのみならず陸起源の有機物を消化できる酵素を持っ

ているとされるが、本種は生息場所がより開放的なアマモ場砂泥域にあるため、プランクトン食で
ある可能性もある。 

生息地の条件  ： 潮通しの良いアマモ場周辺のリーフ水路や窪地の砂泥底。 
個体数の動向  ： 石垣島、西表島で確認されているが、名蔵湾等確認箇所が限定される上、個体数も非常に少ない。

最新の記録でも2006年にさかのぼり、新川川から観音崎にかけての約4 kmの海岸線でのみ確認さ
れている。本海岸は、1990 年代から 2015 年に至るまで、富栄養のため、アナアオサが大量に堆積
し、底質悪化が継続している。 

学術的意義・評価 ： 沖縄島および周辺離島から記録がない。 
生存に対する脅威 ： アマモ場の人為的攪乱、陸土の大量流入や都市排水などの水質汚濁による清浄環境の消失が生育阻

害をもたらしている。 
原  記  載 ： Linnaeus, C. von, 1758. Systema naturae per regne tria naturae, secundum clasees, ordines, genera, species, 

cumcharacteribus, differentiis, synonymis, locis. Editio decima reformata. Tome 1, Animalia. Impensis 
Direct. Laurentii Salvii, Holmiae, 823 pp. (p. 673, as Solen anatinus. Type loc.: “O. Asiatici”) 

参 考 文 献 ： 名和 純, 2005. オキナガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッドデ
ータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
400. 

奥谷喬司, 2000. オキナガイ科. “日本近海産貝類図鑑”, 奥谷喬司 (編), 東海大学出版会, 東京, 
1036–1037. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文・福田 宏 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ウラキツキガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ツキガイ目 ツキガイ上科 ツキガイ科 
学    名 ： Codakia paytenorum (Iredale, 1937) 
方  言  名 ： アカウツジナ (宮古島久貝・松原) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 殻長6 cm程度に達する満月型の白い二枚貝類。貝殻は厚みがあり、全面に均等な細い放射溝を有し、

貝殻内面は周縁が鮮やかな紅色で、中央は黄色を呈する。 
近似種との区別 ： クチベニツキガイも同様に周縁が紅色を呈するが、より大型で膨らみが弱く、放射肋が太いことで

区別される。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島、久米島、宮古島、石垣島、西表島、与那国島、熱帯太平洋。 
生 態 的 特 徴 ： ツキガイ類は化学合成細菌との共生関係により異化的に栄養摂取することが知られている。 
生息地の条件  ： やや外洋に面した潮通しのよいアマモ場周辺の細砂～細砂礫質干潟に生息するが、通常は垂直分布

が狭く、低潮線以深では生息密度が低い。宮古島等の生息状況からみると、地下浸透水や河川水の
伏流等が存在する場所に生息場所が形成され、海底湧水が存在する環境では水深数mの潮下帯に生
息場所が局所的もしくは帯状に形成されることがある。 

個体数の動向  ： 1970～80年代まで、宮古島沿岸の重要な水産物であったが、1990年代に沿岸域の大規模改変による
干潟環境の悪化に伴って激減した。沖縄島でも個体数密度は低く、生息数が大幅に減少している。 

現在の生息状況 ： 沖縄島では恩納村屋嘉田、沖縄市泡瀬等で小規模な個体群が生存している程度で、宮古島では依然
壊滅的な状況が続いている。石垣島、西表島等火山性島嶼では元々個体数が少ない。 

学術的意義・評価 ： 水産上有用種であるほか、生息場所の特徴から海底湧水などの冷泉を利用している可能性が高く、
生態学的に重要な研究対象と考えられる。 

生存に対する脅威 ： 海底湧水の水質悪化、堰き止め、赤土など微粒子の清浄砂底域への沈積による底質悪化。 
原  記  載 ： Iredale, T., 1937. Mollusca. The Middleton and Elisabeth Reefs, South Pacific Ocean. Australian Zoologist, 

8(4): 232–261. (pp. 240–241, pl. 16, figs 2–3, as Lentillaria paytenorum. Type loc.: "Lord Howe Island") 
参 考 文 献 ： 久保弘文, 2012. ウラキツキガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブッ

ク”,日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 117. 
久保弘文, 2014. ウラキツキガイ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生
物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 390. 

名和 純, 2005. ウラキツキガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッ
ドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那
覇, 448–449. 

Taylor, J. & Glover, E.A., 2006. Lucinidae (Bivalvia) - the most diverse group of chemosymbiotic molluscs. 
Zoological Journal of the Linnean Society, 148(3): 421–438. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： クチベニツキガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ツキガイ目 ツキガイ上科 ツキガイ科 
学    名 ： Codakia punctata (Linnaeus, 1758) 
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カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 殻長 10 cm程度に達する満月形の白い二枚貝類。貝殻は厚みがあり、全面に均等な浅く広い放射肋

を有し、貝殻内面は周縁が鮮やかな紅色を呈する。 
近似種との区別 ： ウラキツキガイも同様に周縁が紅色を呈するが、より小型で膨らみが強く、放射肋が細いことで区

別される。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島、久米島、宮古島、石垣島、西表島、与那国島、ミクロネシア、フィリピン、イ

ンド・太平洋。 
生 態 的 特 徴 ： ツキガイ類は化学合成細菌との共生関係により異化的に栄養摂取することが知られている。 
生息地の条件  ： リーフ内の水深1～20m付近までの潮通しの良い砂礫～細砂底に棲息し、与那国島比川、恩納村瀬良

垣等では海底湧水が存在する場所で多産した事例がある。 
個体数の動向  ： 1970年頃のオールドコレクションには頻出するが、1990年代前半には恩納村、沖縄市泡瀬、本部町

瀬底島、名護湾、宮古島などで散見される程度で、2000年以降、古い死殻は見つかるが、新鮮な合
弁個体は全く確認されなくなり、現在、極めて稀な二枚貝となってしまった。 

学術的意義・評価 ： 生息場所の特徴から海底湧水などの冷泉を利用している可能性が高く、生態学的に重要な研究対象
と考えられる。 

生存に対する脅威 ： 海底湧水の水質悪化、堰き止め、赤土など微粒子の清浄砂底域への沈積による底質悪化。 
原  記  載 ： Linnaeus, C. von, 1758. Systema naturae per regne tria naturae, secundum clasees, ordines, genera, species, 

cumcharacteribus, differentiis, synonymis, locis. Editio decima reformata. Tome 1, Animalia. Impensis 
Direct. Laurentii Salvii, Holmiae, 823 pp. (p. 688, as Venus punctata. Type loc.: “O. indico”) 

参 考 文 献 ： 名和 純, 2005. クチベニツキガイ. “沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッドデ
ータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
448. 

Taylor, J. & Glover, E.A., 2006. Lucinidae (Bivalvia) - the most diverse group of chemosymbiotic molluscs. 
Zoological Journal of the Linnean Society, 148(3): 421–438. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： カゴガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ツキガイ目 ツキガイ上科 ツキガイ科 
学    名 ： Fimbria soverbii (Reeve, 1841) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
  
形    態 ： 殻長 90 mmに達する厚質大型の二枚貝類で、亜球形。成長輪肋が規則正しく刻まれ、細い放射肋と

交差して籠状となる。 
近似種との区別 ： 国内において近似種は無いが、より南方系のチヂミカゴガイは成長輪肋が縮れることから区別でき

る。 
分 布 の 概 要 ： 高知県土佐沖ノ島以南、南西諸島、インド・太平洋。 
生 態 的 特 徴 ： ツキガイ類は鰓葉等にバクテリアを共生させる種もあるが、本種は表在性で、ろ過食であると推測

される。 
生息地の条件  ： 潮通しのよいアマモ場やその周辺～沖合の水深60 m付近までの清浄な細砂～砂底に浅く埋在する。 
個体数の動向  ： 中城湾では沖縄市泡瀬のアマモ場や砂質干潟に、少なからず生体が観察された。しかし、その後、

当地区では大規模な埋立てがあり、一時期、多くの新鮮な死殻が認められ、その後、2011年の調査
では生貝はごく希にしか認められなくなった。元来、奄美・沖縄周辺ではサンゴ砂由来の極めて清
浄な砂底域が多く存在していたが、近年、海浜改変による砂浜そのものの消失や赤土流入等による
底質の泥質化が進行している。さらに沖合域水深 40～60 m 付近までの細砂底でも海砂採取等によ
る底質の撹乱があり、本種の生息環境は著しく悪化し、個体数が激減していると考えられる。 

現在の生息状況 ： 沖縄島 (中城湾) では沖縄市泡瀬のアマモ場では 2014～2015 年の調査時点では大規模攪乱による
劣悪な状態は継続していた。 

学術的意義・評価 ： ツキガイ類は化学合成細菌との共生や形態の特殊化など進化生物学的に近年、注目されており、本
種についてもツキガイ類との共通の派生形質を持つことから、研究対象として注目される。 

生存に対する脅威 ： 埋立て、海砂利採取などの大規模な海浜改変や海底攪乱、土壌微粒子の大量流入による底質の泥質
化の進行が更なる個体数の現象をもたらす。 

特 記 事 項 ： 近年の研究では概ねカゴガイ科はツキガイ科に併合されている。 
原  記  載 ： Reeve, L.A., 1841. Conchologia systematica, or Complete System of Conchology: in which the Lepades and 

conchiferous Mollusca are described and classified according to their natural organization and habits. Vol. 1. 
Longman, Brown, Green and Longmans, London, vi+195 pp., 129 pls, 1 table. (p. 81, pl. 58, figs 4–6, as 
Corbis Soverbii. Type loc. not designated) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2012. カゴガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 日
本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 117. 

久保弘文, 2014. カゴガイ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物－6 
貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 391. 

名和 純, 2005. カゴガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッドデー
タおきなわ－” , 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
386–387. 

 



<貝類> 

550 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： アケボノガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ウロコガイ上科 ウロコガイ科 
学    名 ： Barrimysia cumingii (A. Adams, 1856) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 殻は本科中、大型でやや厚く、幅広く膨らみのある扇形、殻表は殻頂部では平滑で光沢があるが、

周縁部は緑褐色の殻皮をまとう。殻色は淡灰褐色～灰桃色。最大殻長約25 mm。 
近似種との区別 ： 明瞭に大型な本種との近似種はない。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島および周辺離島、宮古島諸島、八重山諸島。 
生 態 的 特 徴 ： アナエビ類との共生関係があるが、プランクトン等をろ過して摂食すると考えられる。軟体部が鮮

紅色を呈することからヘモグロビンを保有していると考えられる。 
生息地の条件  ： 潮通しの良いサンゴ礁域に連続する自然度の保たれたアマモ場の深く埋まった岩盤下 (埋れ石下)

に生息し、殆ど移動しない。通常、アナエビ類が同居する。 
個体数の動向  ： 1990年代には羽地外海や糸満市南部、2005年頃までは石垣島底地湾、名蔵湾北岸の一部などに健全

な生息状態が確認された。 
現在の生息状況 ： 埋れ石下の貝類の中で、潮通しが良く、かつ栄養に富んだ干潟やアマモ場に棲息し、現在、そうい

った場所の多くが、都市化や農業 (肥料)、畜産排水等による富栄養、陸土微粒子の沈積によって
無酸素化や目詰まりをおこし、場そのものが死の空間と化している。こうした状況は沖縄島中南部
のみならず、人口密度の低い多良間島に至るまで、県下全域の広範囲に進行している。 

学術的意義・評価 ： ウロコガイ類は熱帯・亜熱帯に様々な無脊椎動物との共生関係を成立させ、多岐にわたる種が分化
しており、本種の場合も埋れ石下環境のアナエビ巣穴を利用する共生関係も含め、進化生態学的に
重要な研究対象である。 

生存に対する脅威 ： 埋立てによる生息場所消失、富栄養や陸土過剰流入による海底空隙の環境悪化や閉塞が最大の脅威
である。 

原  記  載 ： Adams, A., 1856. Descriptions of thirty-four new species of bivalve Mollusca (Leda, Nucula, and Pythina) 
from the Cumingian Collection. Proceedings of the Zoological Society of London, for 1856: 47–53. (p. 47, 
as Pythina Cumingii. Type loc.: “Gindulman, Isle of Bohol, sandy mud, 8 fathoms; Himmamailan, Isle of 
Negros, sandy mud, 3 fathoms”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2005. アケボノガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッド
データおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
446–447. 

久保弘文, 2012. アケボノガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 
日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 155. 

久保弘文, 2014. アケボノガイ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物
－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 408. 

久保弘文・黒住耐二, 1995. 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263 pp. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

和    名 ： ヨコヅナケボリ (新称) 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ウロコガイ上科 ウロコガイ科 
学    名 ： Borniopsis sp． 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 48. 石垣島川平湾. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 本科中、大型で殻長 17 mm、殻高 10 mm に達する。横長の亜三角型で、膨らみはやや弱い。殻頂は

ほぼ中央から、僅かに前よりに位置する。殻表には細かな成長脈と明瞭な毛彫り状放射肋を刻み、
淡褐色の殻皮を纏う。 

近似種との区別 ： セワケガイより横長でナタマメケボリより殻高が高い、いわば中間的な形態を有するが、非常に大
型化することで区別できる。外観的にはヨーロッパ産の Pseudopythina macandrewi (P. Fischer, 1867) 
に酷似する。 

分 布 の 概 要 ： 既知産地は石垣島川平湾のみ。 
生 態 的 特 徴 ： 何らかの共生関係が推測されるが、不明。 
生息地の条件  ： 湾奥干潟の潮間帯下部の砂泥～砂礫底に生息する。 
個体数の動向  ： 川平湾奥の干潟から見いだされた未記載種と考えられる希少種である。2010年以降の5年にわたる

モニタリングでは死殻は毎年確認されているが、生体は2年間の計3個体が確認されたに過ぎない。
川平湾はかつて貝類の宝庫として知られていたが、現在は様々な人的要因と考えられる底質悪化で、
危機的状況にあり、本種のその中でも重要な保全対象種と考える。 

現在の生息状況 ： 現在、棲息が確認されている面積は広く見積もっても約10haに過ぎない。 
学術的意義・評価 ： ウロコガイ類は他の無脊椎動物と共生関係を成立させ、熱帯・亜熱帯に多岐にわたる種が分化して

おり、進化生態学的に重要。 
生存に対する脅威 ： 埋立て。陸域からの土壌微粒子の過剰流入や過剰な栄養負荷による底質悪化。 
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特 記 事 項 ： 本種生息場所は沖縄県漁業調整規則で指定された保護水面にあたる。共生生態が不明で、希少種で
あり、棲息面積が著しく狭いため、保全の予防原則から絶滅危惧Ⅱ類 (VU) とした。 

参 考 文 献 ： Huber, M., 2015. Compendium of Bivalves, 2. A Full-color Guide to the Remaining Seven Families. 
ConchBooks, Hackenheim, 907 pp. 

Morton, B.S. & Scott, P.H., 1989. The Hong Kong Galeommatacea (Mollusca: Bivalvia) and their hosts, with 
descriptions of new species. Asian Marine Biology, 6: 129–160. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： セワケガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ウロコガイ上科 ウロコガイ科 
学    名 ： Byssobornia adamsi (Yokoyama, 1924) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 殻は本科中、中型でやや薄く、やや角張った扁平な扇形、殻表は錆色の殻皮をまとい、殻表は中央

から左右に分かれる微顆粒を伴う放射肋を多数刻む。殻皮をはがした場合の殻色は白色。最大殻長
10 mm程度。 

近似種との区別 ： 錆色の殻皮をもつ点でナタマメケボリと類似するが、より殻高が高く、角張った殻形であることか
ら区別される。 

分 布 の 概 要 ： 日本本土温帯域 (太平洋側の内湾域)、奄美大島、沖縄島、石垣島、西表島。 
生 態 的 特 徴 ： 泥岩や泥質干潟の石下にすむが、ユムシ類と同居し、共生生態を有する。 
生息地の条件  ： 岩礁が多い内湾で、かつ潮通しのよい低潮線付近の岩礫～泥磯底に確認されている。 
個体数の動向  ： 1990年代には金武湾、羽地内海、大浦湾、2005年頃には名蔵湾などで健全な個体群が確認されてい

る。 
現在の生息状況 ： 2012年以降、沖縄島羽地内海での調査では生貝の棲息が全く記録されず、金武湾でも確認事例が無

い。沖縄島中南部では埋立てによる生息場所の消失も大きい。 
学術的意義・評価 ： ウロコガイ類は熱帯・亜熱帯に様々な無脊椎動物との共生関係を成立させ、多岐にわたる種が分化

しており、本種の場合も埋れ石下環境のユムシ類巣穴を利用する共生関係も含め、進化生態学的に
重要な研究対象である。 

生存に対する脅威 ： 埋立てによる生息場所消失、富栄養や陸土過剰流入による海底空隙の環境悪化や閉塞が最大の脅威
である。 

原  記  載 ： Yokoyama, M., 1924. Mollusca from the Coral=Bed of Awa. The Journal of the College of Science, Imperial 
University of Tōkyō, 45(1): 1–62, i–iii, pls 1–54. (pp. 47–48, no. 86, pl. 4, figs 3–4, as Galeomma adamsi. 
Type loc.: “Numa”) 

参 考 文 献 ： Goto, R., Kawakita, A., Ishikawa, H., Hamamura, Y. & Kato, M., 2012. Molecular phylogeny of the bivalve 
superfamily Galeommatoidea (Heterodonta, Veneroida) reveals dynamic evolution of symbiotic lifestyle 
and interphylum host switching. BMC Evolutionary Biology, 12: 172. 

久保弘文, 2005. セワケガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッドデ
ータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
447.  

久保弘文, 2012. セワケガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 
日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 156. 

久保弘文, 2014. セワケガイ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物－6 
貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 410. 

久保弘文・黒住耐二, 1995. 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263 pp. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： オオツヤウロコガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ウロコガイ上科 ウロコガイ科 
学    名 ： Ephippodonta gigas Kubo, 1996 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
  
形    態 ： 殻は本科中、大型で薄く、扁平な幅広い扇形、殻表は平滑で光沢があり、純白色。最大殻長 20 mm

程度。 
近似種との区別 ： ミナミウロコガイと類似するが、本種は大型で彫刻がなく、区別される 。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島、石垣島、タイ国 (プーケット島)。 
生 態 的 特 徴 ： 泥岩や泥質干潟の埋れ石下にすむが、アナジャコ類等の巣穴で見られることが多く、他動物の巣穴

を利用し、片利共生すると考えられる。食性はろ過食者であり、珪藻や渦鞭毛藻類を摂食すると考
えられる。 

生息地の条件  ： 内湾域の潮間帯中～下部に棲息し、節足動物 (アナジャコ等) によって、造られた海底地中の空隙
に棲息する。 

個体数の動向  ： 本種のタイプ産地 (豊見城市与根干潟等) は 1997 年に埋立てにより消滅し、個体群は絶滅した。
2000年代に入って、糸満市の一部と羽地内海、石垣島名蔵湾で新産地が見つかった。しかし、いず
れの産地も生息密度は非常に低く、陸土流入の沈積による石下の目詰まりや富栄養化によるアナア



<貝類> 

552 
 

オサの腐敗などにより、底質環境が悪化し、個体数は減少している。 
学術的意義・評価 ： 泥岩の空隙 (巣穴) などにおいて二枚の貝殻を180度広げて、匍匐するという二枚貝類としては著

しく特殊化した生態を有し、共生関係も含め、進化生態学的に重要な研究対象である。 
生存に対する脅威 ： 埋立てによる生息場所消失、陸土過剰流入による海底空隙の閉塞が最大の脅威である。 
原  記  載 ： Kubo, H., 1996. Ephippodonta gigas n.sp. (Bivalvia: Galeommatoidea) from Okinawa Island, southwestern 

Japan. Venus, 55(1): 1–5. (pp. 1–4, figs 1–6, as Ephippodonta (Ephippodonta) gigas. Type loc.: “Yone, 
Tomigusuku Village, southwestern coast of Okinawa Island, 26˚08’ N 127˚40’ E, under boulder on intertidal 
zone at muddy rock shore”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2005. オオツヤウロコガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－
レッドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 
那覇, 385–386. 

久保弘文, 2012. オオツヤウロコガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブ
ック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 157. 

久保弘文, 2014. オオツヤウロコガイ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野
生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 
411. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ダンダラマテガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 無面目 マテガイ上科 マテガイ科 
学    名 ： Solen kurodai Habe, 1964      
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
  
形    態 ： 最大殻長50 mm程のマテガイ類である。直線的なフォルムで、細長い。淡灰紅色と淡紅桃色の段だ

ら模様 (幅のある横縞) を有し、殻表には透明感のある褐色の殻皮を纏って、光沢がある。生時、
新鮮な個体の貝殻はピンク色を帯びるが、死後は時間と共に退色する。 

近似種との区別 ： マテガイに似るが、より小型で、段だら模様が明瞭であるため、区別される。 
分 布 の 概 要 ： 日本本土温帯域 (千葉県以南)、沖縄島金武湾、中城湾、羽地外海、中国に分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 沖縄ではマテガイとの分布上の重複はない。 
生 態 的 特 徴 ： 強力な斧足を用いて、細砂～砂に垂直に潜掘し、他のマテガイ類と同様、刺激を与えると水管を自

切し、防御反応の一種と考えられる。 
生息地の条件  ： 潮通しの良い低潮線～水深5 m付近までの外浜干潟やウミヒルモとそれに隣接する細砂～砂底に生

息する。 
個体数の動向  ： 沖縄島は南限分布地である。1990年代前半まで沖縄島東海岸の大浦湾、与那原湾、中城湾に多産し

たが、2000年以降に、与那原湾では埋立て、佐敷干潟は底質悪化によって消滅した。中城湾北部で
は泡瀬干潟の東端付近の細砂底で確認されるが、個体数は少ない。1990年代後半に金武湾照間沖水
深 2～5 m に局所的な生息場所が確認されたが、その後の生息実態は不明である。名護市大浦湾で
は近年まで健全な個体群が見られたが、2007年頃より個体数が激減した。羽地外海ではきわめて稀
である。 

現在の生息状況： 同上。 
学術的意義・評価 ： 沖縄島は南限かつ隔離分布地であり、遺伝的に固有集団を形成している可能性が高く、生物地理学

的に極めて重要である。 
生存に対する脅威 ： 埋立て、アマモ場の人為的攪乱、陸土の大量流入や都市排水などの水質汚濁による清浄環境の消失。 
特 記 事 項 ： 愛知県レッドデータブックで絶滅危惧ⅠA 類、千葉県レッドデータブックで重要保護動物 (環境省

や他の自治体の絶滅危惧ⅠB類に相当) に位置づけられている。 
原  記  載 ： Habe, T., 1964. Razor shells in Japan and its adjacent areas. Bulletin of the National Science Museum, Tokyo, 

7(1): 7–16, pl. 1. (p. 10, pl. 1, fig. 13, as Solen kurodai. Type loc.: “Tanabe Bay”) 
参 考 文 献 ： 愛知県環境部, 2015. 第3次レッドリスト レッドリストあいち2015. 愛知県環境部, 名古屋, 48 

pp. 
黒住耐二, 2011. ダンダラマテ. “千葉県の保護上重要な野生生物－千葉県レッドデータブック－
動物編 2011年改訂版”, 千葉県レッドデータブック編集委員会 (編), 千葉県環境生活部自然保
護課, 千葉, 472. 

名和 純, 2005. ダンダラマテガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レ
ッドデータおきなわ－, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那
覇, 324–325. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： マテガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 無面目 マテガイ上科 マテガイ科 
学    名 ： Solen strictus Gould, 1861 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅のおそれのある地域個体群 (LP) 
 
形    態 ： 殻長8 cm。殻は細長い筒型。殻表は光沢のある殻皮に覆われている。軟体部の外套膜は黒色に縁取



<貝類> 

553 
 

られ、若い個体では顕著である。 
近似種との区別 ： 沖縄県では、同所的にはジャングサマテガイやホソバラフマテガイが見られる場合があるが、これ

らの種と比べマテガイはより大型で直線的な形状を有すること、また外套膜の先端部が黒いバンド
になることから容易に区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 北海道南部〜九州、朝鮮半島、中国 (黄海・渤海)、沖縄島の羽地内海および塩屋湾。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 本州周辺の砂質干潟に多産する。県内においては、沖縄島羽地内海および塩屋湾

のみに分布している。 
生 態 的 特 徴 ： 干潟低潮帯の砂底～砂泥底にやや深く潜って生息する。以前は産地で若い個体が多く、老成個体が

稀であったが、近年は老成個体が多産する傾向にある。 
生息地の条件  ： 砂質干潟の潮間帯下部に生息する。ウミジグサ類やウミヒルモなどの小型海草類が優占する海草藻

場でも生息が確認されている。 
個体数の動向  ： 羽地内海では、成貝が 32 個体/m2の密度で生息している (2015 年時点)。塩屋湾では、羽地内海に

比べ密度は低く、老成個体も僅かに見られる程度である。 
現在の生息状況 ： 羽地内海では、1990年代と比較し増加傾向にあると考えられる。塩屋湾は、密度が低い状況は変わ

らない。 
学術的意義・評価 ： 県内では、沖縄島の2海域にのみ生息する種であり、浮遊幼生期を持つが生息地が極めて限定的で

あるのは興味深い。 
生存に対する脅威 ： 埋立等の沿岸域の改変による生息地の消滅や環境悪化。加えて、近年羽地内海では塩を用いた採取

が見られるようになり、急激に採取圧が高まっていることから、乱獲による個体群の縮小が危惧さ
れる。 

原  記  載 ： Gould, A. A., 1861. Descriptions of shells collected in by the North Pacific Exploring Expedition. Proceedings 
of the Boston Society of Natural History, 8: 14-40. (p.26, as Solen strictus. Type loc.: “Hakodadi Bay”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2012. マテガイ (沖縄島). “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブ
ック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 171. 

久保弘文, 2014. 沖縄島北部のマテガイ. “レッドデータブック2014 －日本の絶滅のおそれのある
野生生物－ 6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 
438. 

名和 純, 2001. 琉球列島における内湾干潟の貝類相. WWF Japan Science Report, 4: 1-44. 
名和 純, 2005. マテガイ. “改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) —レッドデー
タおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
342-343. 

 
執 筆 者 名 ： 小澤宏之 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ハートガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ザルガイ目 ザルガイ上科 ザルガイ科 
学    名 ： Lunulicardia hemicardium (Linnaeus, 1758) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) 
  
形    態 ： 最大殻長30 mm程度の菱形をした堅固な二枚貝類。殻表に細かな鱗片をもった放射肋がある。老成

した個体以外は薄い褐色の殻皮を纏う。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島、久米島、伊平屋島、宮古島、フィリピン、オーストラリア北部等。 
生 態 的 特 徴 ： 外套膜に渦鞭毛藻類を共生させ、光合成生産物を栄養源の一部としている。よって、常に貝殻腹縁

を上にして、砂上に横臥する。 
生息地の条件  ： 潮通しのよいウミヒルモやマツバウミジグサ等短葉のアマモ場とそれに隣接する細砂底の中潮線～

水深15 m付近までに浅く埋在する。 
個体数の動向  ： 1990年代前半までうるま市海中道路や沖縄市泡瀬のアマモ場では比較的多産したが、現在、海中道

路ではほぼ絶滅、泡瀬では大規模な海浜改変以降、生息数が激減した。現在、沖縄島東海岸の大浦
湾や金武湾など水深7～15 m付近の潮通しの良い細砂底で小型個体が観察されるが、かつてうるま
市や沖縄市の潮間帯でみられたような大型個体は稀で、個体数密度も低い。 

現在の生息状況 ： 分布範囲が奄美から沖縄島周辺のみと考えられてきたが、2016年 1月に宮古島東南海域で棲息が確
認された。2010年以降の沖縄島周辺での回復傾向は認められない。 

学術的意義・評価 ： 主に沖縄島東海岸の湾域に生息し、沖縄島西海岸にも点々と分布するが、個体数は少ない。宮古島
南部の亜潮間帯アマモ場でわずかに1個体のみ記録されたが、八重山諸島からは未記録であり、沖
縄島を中心として個体群が維持されていると考えられる。よって沖縄島のハートガイは遺伝的に孤
立した個体群の可能性があり、生物地理学的に非常に貴重である。 

生存に対する脅威 ： 埋立てのために、本種の個体群の多くは生息地ごと消失し、清浄な環境でのみ見つかるため、陸域
からの過剰栄養負荷の増大で、本種の絶滅リスクはさらに高まる。 

原  記  載 ： Linnaeus, C. von, 1758. Systema naturae per regne tria naturae, secundum clasees, ordines, genera, species, 
cumcharacteribus, differentiis, synonymis, locis. Editio decima reformata. Tome 1, Animalia. Impensis 
Direct. Laurentii Salvii, Holmiae, 823 pp. (p. 678, as Cardium hemicardium. Type loc.: “O. Asiatico”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2012. ハートガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 
日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 119. 

久保弘文, 2014. ハートガイ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物－6 
貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 222. 

水間八重・山下博由, 2002．泡瀬干潟における機械による大規模な海草移植実験の現状について－
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主に海草場に生息する貝類に注目して－. 九州の貝, (59): 42–62． 
名和 純, 2005. ハートガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッドデ
ータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
337–338. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： イレズミザルガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ザルガイ目 ザルガイ上科 ザルガイ科 
学    名 ： Vasticardium compunctum Kira, 1959 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 殻長 50～60 mmのよく膨らむ卵型の二枚貝類で、殻表に放射肋が多くあり、貝殻後部の放射肋がや

や棘立ち、入れ墨のように黒く染まる。 
近似種との区別 ： リュウキュウザルガイは、より貝殻の幅が拡がり、大型化する。コナガザルガイやフジイロザルガ

イは貝殻後部が黒く染まらない。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島、南太平洋。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： インド洋から東南アジア、中国南部、海南島に分布するハナヤカザルガイの亜種

と考えられ、先島諸島では記録されていない。なお、ミクロネシアからは標本記録がある。 
生 態 的 特 徴 ： やや礫の多い粗砂底を好み、潜砂深度は浅く、植物プランクトン等を鰓でろ過して摂食する。水管

は短い。 
生息地の条件  ： 潮通しのよい低潮線～水深数mのアマモ場に隣接したサンゴ磯質の砂礫地に浅く埋在する。 
個体数の動向  ： 沖縄島中南部では1990年代に既に個体数が激減し、北部においても2000年以降は減少傾向にある。 
現在の生息状況 ： 2010年以降の名護湾や羽地外海での潜水調査では、死殻すら確認困難であった。台風後の打上げで

は本部半島や恩納村で稀に見いだされる。 
学術的意義・評価 ： ザルガイ類はサンゴ礁域において、多種が分化している大型二枚貝類の代表種群である。特に本種

は先島諸島で記録が無いため、生物地理学的意義やその進化についての研究対象として意義が大き
い。 

生存に対する脅威 ： 埋立てによる生息地消失、加えて陸域からの過剰栄養負荷や土壌微粒子の大量流入による底質悪化。 
特 記 事 項 ： コナガザルガイも奄美大島～沖縄島の固有種である可能性が高いが、知見が非常に少ないため、今

後、情報収集に努める必要がある。 
原  記  載 ： 吉良哲明, 1959. 原色日本貝類図鑑 増補改訂版. 保育社, 大阪, 7+vii+2+240 pp., 1+71 pls. (p. 

139, no. 9, pl. 55, no. 9, as Vasticardium compunctum Kuroda. Type loc. not designated) 
参 考 文 献 ： 徐風山・張素萍, 2008. 中国海産双殻類図志. 科学出版社, 北京, 336 pp. 

久保弘文, 2012. イレズミザルガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブッ
ク”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 119. 

久保弘文, 2014. イレズミザルガイ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生
生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 
392. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ゴイシザラ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ザルガイ目 ニッコウガイ上科 ニッコウガイ

科 
学    名 ： Arcopaginula inflata (Gmelin, 1791) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 最大殻長約 5 cm、満月のような丸みを帯びた楕円形で、後端前縁は直線的となり、やや突出する。

殻表はやや光沢があり、平滑に見えるが、実際は極めて繊細な絹目状となる。淡褐色の薄い殻皮を
纏うが、死殻では概ね剥がれている。 

近似種との区別 ： 近似種リュウキュウサラガイはより大型で膨らみが弱く、横長で、殻内面が黄色くなる。 
分 布 の 概 要 ： 和歌山県以南、奄美大島、沖縄島、先島諸島、中国南部、インド・太平洋。 
生 態 的 特 徴 ： 水管で海底面の有機物 (デトライタス) を吸い取って摂食すると考えられる。 
生息地の条件  ： 急深なサンゴ礁水路部の泥砂～細砂底、水深2～20m付近に生息する。 
個体数の動向  ： 本種は1990年代まで名護湾、金武湾、中城湾、羽地外海、糸満市、大浦湾、名蔵湾等で少なからず

確認されてきたが、2005年頃から名護湾、金武湾、中城湾、糸満市、羽地外海では確認が容易では
ない状況である。 

学術的意義・評価 ： ニッコウガイ類は熱帯浅海域に多数種が適応放散し、進化生物学的に意義深い研究対象となる他、
一次消費者として生態系の中で果たす役割も大きい。 

生存に対する脅威 ： 埋立て、航路浚渫等による湾内環境の攪乱、陸域からの土壌微粒子の過剰流入や過剰な栄養負荷に
よる底質悪化や泥質化。 

特 記 事 項 ： 同所的に棲息するズングリアゲマキやカミブスマ等と比べると遙かに個体数が少ない上、ニッコウ
ガイ類特有の海底の珪藻等を摂食する生態から、微粒子沈積に弱いと考えられる。 
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原  記  載 ： Gmelin, J.F., 1791. Caroli a Linné. Systema naturae per regna tria naturae, secundum classes, ordines, genera, 
species, cum characteribus, differentiis, synonymis, locis. Ed. 13, aucta, reformata. Impensis Georg. Emanuel. 
Beer, Lipsiae, Tome 1, Pars 6, 3021–3910. (p. 3230, as Tellina inflata. Type loc.: “- - -“) 

参 考 文 献 ： 名和 純, 2005. ゴイシザラ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッドデ
ータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
456. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ホシヤマナミノコザラ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ザルガイ目 ニッコウガイ上科 ニッコウガイ

科 
学    名 ： Cadella hosiyamai (Kuroda, 1960) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)        環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
  
図 の 解 説 ： p. 48. 1a：ホシヤマナミノコザラ 名護市. 1b：糸満市. 2 (参考)：ナミノコザラ 名護市. 撮影：

久保弘文. 
形    態 ： 殻長 10 mm程度の亜三角形の小型二枚貝類。成貝はやや膨らむが、幼期～亜成貝期は扁平で、殻質

は小型のニッコウガイ科としては、やや厚質。繊細な成長肋を均等に刻む。 
近似種との区別 ： 類似種ナミノコザラは、より横長で小型、殻頂部に白い矢絣状の模様を有する。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島、徳之島、沖縄島および西表島、中国海南島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： サンゴ礁性海岸の汀線～水深10 mには、ナミノコザラが棲息する。 
生 態 的 特 徴 ： 定在性の強い大型ニッコウガイ科と比べて、リーフの未発達な外浜干潟の汀線～潮間帯に棲息する。

不安定な底質環境へ適応し、摂餌形態も単純な堆積物食者ではない可能性がある。 
生息地の条件  ： 非石灰岩性の細砂底 (サンゴ礁由来の白砂ではなく、より比重が重い河川性の細砂) に生息する。 
個体数の動向  ： 沖縄島では1990年代までうるま市海中道路や照間海岸周辺に多産したが、埋立て式道路の拡張後に

生息密度が著しく減少した。また羽地外海にも比較的健全な個体群があったが、2000年前半から減
少傾向にある。 

現在の生息状況 ： 名護市稲嶺付近の羽地外海、うるま市海中道路北側等沖縄島中北部では壊滅的な状況が継続してい
る。西表島月が浜では狭い範囲に生息地が残っていたが、2015年末の調査では確認できず。糸満市
北名城では僅かに残存した狭い砂浜に生息地が残されていたが、2014年の調査では全く見つからな
かった。 

学術的意義・評価 ： 本種は非石灰岩質の砂浜環境という南西諸島では限定される分布様式を有し、生態学的、また生物
地理学的意義が大きい。加えて、本科貝類は熱帯浅海域に多数種が適応放散し、進化生物学的に意
義深い研究対象となる他、一次消費者として生態系の中で果たす役割も大きい。 

生存に対する脅威 ： 埋立てや海岸改変による干潟の消失、陸域からの土壌微粒子の過剰流入による底質悪化や泥質化。 
特 記 事 項 ： 本種の学名種小名は「hoshiyamai」とされることが多いが、正しい綴りは hosiyamai である。 
原  記  載 ： 黒田徳米, 1960. 沖縄群島産貝類目録 (頭足類を除く). 琉球大学教務部普及課, 那覇, iv+104 pp. 

(p. 83, as Arcopagia (Cadella) hosiyamai. Type loc.: “沖縄島”) 
参 考 文 献 ： 徐風山・張素萍, 2008. 中国海産双殻類図志. 科学出版社, 北京, 336 pp. 

久保弘文, 2012. ホシヤマナミノコザラ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータ
ブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 120. 

久保弘文, 2014. ホシヤマナミノコザラ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある
野生生物－6 貝類” 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 
394. 

名和 純, 2005. ホシヤマナミノコザラ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)
－レッドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護
課, 那覇, 390. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： リュウキュウクサビザラ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ザルガイ目 ニッコウガイ上科 ニッコウガイ

科 
学    名 ： Cadella smithi (Lynge, 1909) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
図 の 解 説 ： p. 48. A：うるま市海中道路. B：名護市. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 最大殻長約7 mmの本科中小型の二枚貝類。亜三角形で腹縁は丸く、殻頂はやや前に傾く。殻の膨ら

みは成長すると大きくなり、明瞭な成長肋を刻む。殻色は白色～淡黄色で、ピンクや赤みを帯びる
個体もある。 

近似種との区別 ： クサビザラとはより殻高が高く、成長輪肋が強いことで区別される。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島、西表島 (月が浜)、中国南部 (海南島)。 
生 態 的 特 徴 ： 本科他種の食性から類推して、均質な細砂からなる外浜干潟上で、やや長く伸びる水管を用い、海

底面の珪藻等を吸い取って摂食すると推測されるが、詳細は不明である。 
生息地の条件  ： 非石灰岩性の細砂底 (サンゴ礁由来の白砂ではなく、より比重が重い河川性の砂) の渚線～低潮線
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直下に生息する。 
個体数の動向  ： 沖縄島では1990年代までうるま市海中道路周辺では多産したが、現在は生息密度が著しく減少した。

また羽地外海に比較的健全な個体群があったが、2000年代前半から大幅に減少している。糸満市北
名城の大規模な埋立てが行われた前面に残存した砂浜で狭い範囲に生息が残されていたが、現在、
全く確認出来ない。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 本種は既知の国内分布域が沖縄島と西表島のみであり、生物地理学的に非常に重要な個体群である

他、熱帯浅海域に多数種が適応放散するニッコウガイ科の一員であり、進化生物学的にも非常に重
要である。 

生存に対する脅威 ： 埋立て、陸域からの土壌微粒子の過剰流入や過剰な栄養負荷による底質悪化や泥質化。 
原  記  載 ： Lynge, H., 1909. Marine Lamellibranchiata. The Danish Expedition to Siam, 1899–1900. IV. Marine 

Lamellibranchiata. Memoires de l'Academie Royale des Sciences et des Lettres de Danemark, Copenhague, 
ser. 7, Section des Sciences, 5(3): 97–299, pls 1–5. (pp. 194–195, pl. 3, figs 38–39, as Tellina (Arcopagia ?) 
Smithi. Type loc.: “West of Koh Kut, 30 fathoms, sand, mud”,  

参 考 文 献 ： 徐鳳山・張素萍, 2008. 中国海産双殻類図誌. 科学出版社, 北京, 336 pp. 
久保弘文, 2012. リュウキュウクサビザラ (和名新称). “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントス
のレッドデータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 120. 

久保弘文, 2014. リュウキュウクサビザラ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのあ
る野生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東
京, 395. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ヒラセザクラ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ザルガイ目 ニッコウガイ上科 ニッコウガイ

科 
学    名 ： Clathrotellina carnicolor (Hanley, 1846) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)        環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
形    態 ： 殻は本科中、小型で、殻はやや薄質、よく膨らみ、殻表は放射肋と成長輪肋が交差して布目状とな

る。殻色は淡黄白色で、貝殻後端がやや突出する。殻長2～3 cm内外。 
近似種との区別 ： リーフエッジやドロップオフのサンゴ礁砂溜りには類似の別種が存在するが、本種より遙かに小さ

く、殻頂部に不明瞭で不定形の白斑を散在させる。 
分 布 の 概 要 ： 紀伊半島以南、南西諸島、中国南部、インド・太平洋。 
生 態 的 特 徴 ： 砂礫質の底質とアマモ類の地下茎等がマトリックス状になった場所に埋在し、長い水管を伸ばして、

海底表面の有機質を吸い取って摂食すると考えられる。 
生息地の条件  ： 内湾の潮通しのよいホソバナミノハナやリュウキュウスガモの生えるアマモ場とその周辺の潮間帯

細砂底に棲息する。 
個体数の動向  ： 2000年頃までは羽地内・外海や沖縄市泡瀬等のアマモ場で多産したが、現在、埋立てによる生息場

所の消滅、アマモ類の枯死と底質の悪化で、個体数が激減している。 
現在の生息状況 ： 泡瀬では2014年調査でも回復の兆しは無く、羽地内海ではアマモ場自体が荒廃し、個体群の著しい

減少状態が継続している。 
学術的意義・評価 ： ニッコウガイ類は熱帯浅海域に多数種が適応放散し、進化生物学的に意義深い研究対象となる他、

一次消費者として生態系の中で果たす役割も大きい。 
生存に対する脅威 ： 埋立てや海岸改変によるアマモ場の消失、陸域からの土壌微粒子の過剰流入による底質悪化や泥質

化。 
特 記 事 項 ： 久保 (2012) で指摘した干潟の大型種とリーフ外の小型種とは別種で、後者はC. tessellata (Deshayes, 

1855) とされた (Huber, 2015) ため、干潟種のみで評価した。 
原  記  載 ： Hanley, S., 1846. A monograph of the genus Tellina. Thesaurus conchyliorum, or, Monographs of Genera of 

Shells, vol. 1, Sowerby, G.B. II (ed.), 221–336, pls 56–66. (p. 263, no. 75, pl. 56, fig. 15, as Tellina 
carnicolor. Type loc.: “San Nicolas, Zebu”) 

参 考 文 献 ： Huber, M., 2015. Compendium of Bivalves 2. A Full-color Guide to the Remaining Seven Families. 
ConchBooks, Hackenheim, 907 pp. 

久保弘文, 2012. ヒラセザクラ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 
日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 120. 

名和 純, 2005. ヒラセザクラ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッド
データおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
393. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： モチヅキザラ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ザルガイ目 ニッコウガイ上科 ニッコウガイ

科 
学    名 ： Cyclotellina remies (Linnaeus, 1758) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
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形    態 ： 本科中、最大級で殻長8 cmに達し、重厚、満月状の二枚貝類。やや膨らみ、殻表には同心円の明瞭

な成長輪肋を刻み、淡褐色の殻皮を纏う。 
近似種との区別 ： 類似種ツキザラガイは奄美大島で記録されているが、沖縄県では未確認である。殻はさらに大型化

し11 cmに達し、殻頂部を中心に殻表に光沢がある他、外套線湾入がより浅い。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島、先島諸島、インド–太平洋。 
生 態 的 特 徴 ： リーフ掘削後の浚渫現場などでしばしば確認されていることから、人力では容易に掘り出せないよ

うなサンゴ礁の隙間や岩礁に隣接するアマモ場の岩礫間や干潟周辺の岩盤割れ目の砂泥に埋在し
ていると考えられる。 

個体数の動向  ： 沖縄島では1990年代前半まで、石垣島では2000年代前半まで、大型台風後にリーフ内や河口域で
打上げられた生貝がしばしば発見されてきた。沖縄島周辺の内湾域では岩礫質の干潟に死殻が多数
存在するが、著しく風化したものが多く、これらが皆、人為的影響により斃死したものかどうかは
不明である。 

現在の生息状況 ： 現在、生貝は元より、現生個体生存の証拠となる殻皮付きの合弁死殻も全く確認出来ない状況であ
る。おそらく殆どの個体群は岩盤の隙間にクチャや赤土が目詰まりをおこして、還元化し、その中
で埋没したまま斃死したと考えられる。 

学術的意義・評価 ： ニッコウガイ類は熱帯浅海域に多数種が適応放散し、進化生物学的に意義深い研究対象となる他、
一次消費者として生態系の中で果たす役割も大きい。 

生存に対する脅威 ： 陸域からの土壌微粒子の過剰流入や過剰な栄養負荷による底質悪化や泥質化。 
原  記  載 ： Linnaeus, C. von, 1758. Systema naturae per regne tria naturae, secundum clasees, ordines, genera, species, 

cumcharacteribus, differentiis, synonymis, locis. Editio decima reformata. Tome 1, Animalia. Impensis 
Direct. Laurentii Salvii, Holmiae, 823 pp. (p. 676, no. 48, as Tellina remies. Type loc.: “O. Europaeo & 
Indico”)  

参 考 文 献  ： 久保弘文, 2012. モチヅキザラ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 
日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 121. 

久保弘文, 2014. モチヅキザラ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物
－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 395. 

松隈明彦, 1990. ニッコウガイ科二枚貝の再検討 (1) ツキザラガイ属. ちりぼたん, 20(4): 
77–82. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： チリメンジュロウジン 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ザルガイ目 ニッコウガイ上科 ニッコウガイ

科 
学    名 ： Heminetis plicata (Valenciennes in Bruguière, 1827)  
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 殻は本科中、大型で薄質、膨らみは弱く、後方に弱く湾曲し、殻表は明瞭な成長輪肋が刻まれ、殻

色は白色で、薄い淡灰色の殻皮をまとう。殻長70mmに達する。 
近似種との区別 ： 類似種リュウキュウシラトリとは殻は白色で湾曲した扁平な形態が似ているが、本種より殻が厚く、

成長輪肋が縮れることで区別される。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島、先島諸島、インド・太平洋。 
生 態 的 特 徴 ： 本科貝類は水管で海底面の有機物 (デトライタス) を吸い取って食べる。 
生息地の条件  ： 1990年代までの名護湾や羽地外海等にごく稀に見られ、清浄な細砂礫～礫砂の内湾域が生息条件と

考えられる。 
個体数の動向  ： 羽地外海、名護湾では2007年以降、具体的な確認情報は無い。大浦湾では2010年以降にも新鮮な

合弁個体が確認されており、数少ない生息場所として重要である。石垣島川平湾では 1999 年に風
化死殻を1個体確認以降、全く確認事例がない。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： ニッコウガイ類は熱帯浅海域に多数種が適応放散し、進化生物学的に意義深い研究対象となる他、

一次消費者として生態系の中で果たす役割も大きい。 
生存に対する脅威 ： 埋立てや海岸改変による干潟の消失、陸域からの土壌微粒子の過剰流入による底質悪化や泥質化が

棲息阻害となる。 
特 記 事 項 ： 希少種は絶対的に個体数が少ないため、生息密度など具体的な情報が得がたく、ランクづけが難し

い。なお本種の学名の記載年を「1846」としている文献が多いが、正しくは1827である。 
原  記  載 ： Bruguière, J.G., 1827. Tableau encyclopédique et méthodique des trois règnes de la nature: Vers, coquilles, 

mollusques et polypiers, Tomes 1–3. Chez Mme. veuve Agasse, Imprimeur-Libraire, rue des Poitevins, no. 6, Paris, 
180 pp., 488 pls. (p. 154, pl. 287, fig. 3a–b, as Tellina plicata Val. Type loc. not designated) 

参 考 文 献 ： 波部忠重, 1961. 続原色日本貝類図鑑. 保育社, 大阪, 4+ix+3+182pp., 46 app., 66 pls. 
名和 純, 2008. 琉球列島の干潟貝類相 (1) 奄美諸島. 西宮市貝類館研究報告, (5): 1–42, maps 
1–19, pls 1–16, tables 1–6. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文・福田 宏 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
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和    名 ： リュウキュウサラガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ザルガイ目 ニッコウガイ上科 ニッコウガイ

科 
学    名 ： Laciolina chloroleuca (Lamarck, 1818) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 殻は本科中、大型で、殻はやや厚質、やや膨らむ。殻表は平滑で光沢があり、殻色はレモン色を帯

びた乳白色で、内面が黄色味を帯びる。貝殻後端が嘴状に突出する。最大殻長70 mm程度。 
近似種との区別 ： 類似種ゴイシザラは、より小型で膨らみが強く、丸みを帯びて、殻内面が黄色くならない。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島、先島諸島、中国南部、インド・太平洋。 
生 態 的 特 徴 ： 水管で海底面の有機物 (デトライタス) を吸い取って摂食すると考えられる。 
生息地の条件  ： 名護湾や大浦湾等の外洋に大きく開口した湾域や潮通しのよいサンゴ礁のラグーンなどの清浄なサ

ンゴ礁性の細砂底、水深1～20 m付近までに生息する。 
個体数の動向  ： 本種は1990年代まで、沖縄市泡瀬や名護湾、羽地外海、恩納村屋嘉田口、本部町瀬底水路等で少な

からず確認されてきた。これら海域には比較的清浄な細砂底が残存していたが、そういった環境は、
かつての沖縄周辺の至る所に存在していたと考えられる。しかし、2010年以降の沖縄周辺には宮古
島や伊江島等一部の海域を残して多くは泥質化が進行し、本種の確認個体数も同時に激減した。 

学術的意義・評価 ： ニッコウガイ類は熱帯浅海域に多数種が適応放散し、進化生物学的に意義深い研究対象となる他、
一次消費者として生態系の中で果たす役割も大きい。 

生存に対する脅威 ： 陸域からの土壌微粒子の過剰流入や過剰な栄養負荷による底質悪化や泥質化。 
原  記  載 ： Lamarck, J.B.P.A. de M. 1818. Histoire naturelle des animaux sans vertèbres, présentant les caractères généraux 

et particuliers de ces animaux, leur distribution, leurs classes, leurs familles, leurs genres, et la citation des 
principales espèces qui s'y rapportent; précédée d'une introduction offrant la détermination des caractères essentiels 
de l'animal, sa distinction du végétal et des autres corps naturels, enfin, l'exposition des principes fondomentaux de 
la zoologie. Tome 5, Verdière, Paris, 612 pp. (p. 524, no. 15, as Tellina chloroleuca. Type loc.: “….”) 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： モモイロサギガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ザルガイ目 ニッコウガイ上科 ニッコウガイ

科 
学    名 ： Macoma nobilis (Hanley, 1845) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) 
  
形    態 ： 殻は薄く、卵形。殻頂はほぼ中央に位置し、殻色は薄いピンク色でやや光沢がある。套線湾入は深

く左右の殻で同形。後端はやや丸みを帯びた裁断状。殻長20 mm内外。 
近似種との区別 ： 沖縄において、同所的に見られる種、トガリユウシオガイやリュウキュウサクラガイに色調で類似

するが、殻が扁平で、卵形になることで区別される。 
分 布 の 概 要 ： 日本では奄美大島と沖縄島、西表島に分布する。海南島、トンキン湾、ルソン島 (マニラ湾) など

の南中国海沿岸に地理分布を持つ。 
生 態 的 特 徴 ： 長く伸展する水管を用いて、泥上のデトライタスや微細な珪藻等を摂食すると考えられる。 
生息地の条件  ： マングロープ林や河口域に隣接する湾筋の中潮線～下部の軟泥底に生息するが、潮汐による海水の

浸入と陸水が影響し合うような一定規模以上の河口に限って記録されている。 
個体数の動向  ： 生息地が非常に少ない上に、規模の大きな河川に限られており、そうした河川の多くは大規模な河

川改修が行われていて、個体群が減少している。例えば、漫湖 (国場川水系) ではさまざまな河川
改修が頻繁に行われており、1990年代以降、生きた個体の採取事例が無く、現在は死殻がわずかに
認められるのみとなっている。比較的まとまった個体群の存在する今帰仁村大井川では、赤土によ
る河口域の底質汚染が著しく、生息範囲は非常に狭まっている。西表島では環境改変は少なく、比
較的安定した生息環境と考えられるが、情報が不足している。 

現在の生息状況 ： 2005年以降に今帰仁村大井川河口で生貝が確認されているほか、2015年12月に西表島浦内川河口
の軟泥底で新鮮な死殻が見つかっている。 

学術的意義・評価 ： ニッコウガイ類は熱帯浅海域に多数種が適応放散し、進化生物学的に意義深い研究対象となる他、
一次消費者として生態系の中で果たす役割も大きい。 

生存に対する脅威 ： 分布域が河口域の狭い範囲に限られるため、河川改修が、直接的影響を及ぼすと考えられる。また、
本種は安定した底泥表面で有機質の餌を摂食するため、陸土の大量流入による底質環境悪化も生存
に悪影響を及ぼす。 

特 記 事 項 ： 分布が比較的広いことや、軟泥底は調査が困難であることから、絶滅危惧 I類 (CR＋EN) にするに
は根拠データが少なすぎるが、かといって情報不足 (DD) とするには、予防原則的にも無理がある。 

原  記  載 ： Hanley, S., 1845. On the new species in the genus Tellina. Proceedings Zoological Society of London, for 
1844: 164–166. (p. 165, as Tellina nobilis. Type loc.: “Orion, province of Bataan, isle of Luzon; fine black 
sand, at low water”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2012. モモイロサギガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブッ
ク”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 122. 

久保弘文, 2014. モモイロサギガイ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生
生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 
228. 
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名和 純, 2000. 沖縄県における干潟と低湿地の貝類の現状. “特殊鳥類等生息環境調査XI (改訂 
版) －沖縄県内の水辺環境に生息する生物種の概況－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖
縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 103–129. 

名和 純, 2001. 琉球列島における内湾干潟の貝類相. WWF Japan Science Report, 4: 1–44. 
名和 純, 2005. モモイロサギガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レ
ッドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 那覇, 321–322. 

斯下拉脱, O.A., 1965. 中国海双殻類軟体動物的桜蛤惣科. 海洋科学集刊, (8): 27–114, pls 1–13. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： コノハザクラ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ザルガイ目 ニッコウガイ上科 ニッコウガイ

科 
学    名 ： Phylloda foliacea (Linnaeus, 1758) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 殻は本科中、大型でやや厚質、膨らみは非常に弱く扁平で、横長の角張った楕円形、後方の右殻側

に弱く湾曲し、殻表は弱い成長輪肋が刻まれ、後背縁の端にはやや粗い棘が並ぶ。殻色は鮮橙色で、
薄い淡褐色の殻皮をまとう。殻長80 mmに達する。 

近似種との区別 ： 日本近海に近似種はない。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島、先島諸島。 
生 態 的 特 徴 ： 本科貝類は水管で海底面の有機物 (デトライタス) を吸い取って食べる。 
生息地の条件  ： 水深約3～15 mの内湾の泥砂～砂泥底。ウミヒルモ類が生えていることが多い。 
個体数の動向  ： 1990年代に金武湾、中城湾、糸満、名護湾で確認されてきたが、2000年以降、全く記録が無い。川

平湾では 2005 年頃に風化した死殻が見いだされた。元々個体数の多い種ではなく、潜水調査が困
難な透明度の悪く、かつ流れの速い水路部等を生息圏とするため、情報が不足しているが、産出情
報が大きく途絶えており、明確に減少傾向が示唆される。 

現在の生息状況 ： 沖縄島を中心として、内湾の水路部、泥砂域は浚渫、埋立て、陸域からの土壌微粒子の沈積等で大
きく攪乱が進行しており、そうした場所に生息圏を持つ本種は著しく生息状況が悪化していると考
えられる。大浦湾では2010年以降にも新鮮な合弁個体が確認されており、数少ない生息場所として
重要である。 

学術的意義・評価 ： ニッコウガイ類は熱帯浅海域に多数種が適応放散し、進化生物学的に意義深い研究対象となる他、
一次消費者として生態系の中で果たす役割も大きい。 

生存に対する脅威 ： 潮通しの良い細砂泥～泥砂の内湾域が生息条件と考えられ、埋立てや陸域からの土壌微粒子過剰流
入によるヘドロ化、水路浚渫による攪乱が阻害要因となる。 

原  記  載 ： Linnaeus, C. von, 1758. Systema naturae per regne tria naturae, secundum clasees, ordines, genera, species, 
cumcharacteribus, differentiis, synonymis, locis. Editio decima reformata. Tome 1, Animalia. Impensis 
Direct. Laurentii Salvii, Holmiae, 823 pp. (p. 675, no. 39, as Tellina foliacea. Type loc.: “O. Indico”)  

参 考 文 献 ： ダイビングチームすなっくスナフキン, 2015. 琉球弧沖縄島 大浦湾の貝. すなっくスナフキン出
版会, 名護, 61 pp. 

久保弘文・黒住耐二, 1995. 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263 pp. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ウラキヒメザラ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ザルガイ目 ニッコウガイ上科 ニッコウガイ

科 
学    名 ： Pinguitellina robusta (Hanley, 1844) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 殻は本科中、小型で、殻はやや厚質、よく膨らみ、殻表は平滑で光沢があり、殻色は乳白色だが、

内面が黄色味を帯びる。貝殻後端が嘴状に突出する。最大殻長約14 mm。 
近似種との区別 ： 類似種ミガキヒメザラは殻の膨らみが本種より弱く、小型で薄質、殻内面が黄色くならない。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島、先島諸島、中国南部、インド・太平洋。典型的な個体は石垣島川平、鳩間島等

の先島諸島で確認される。 
生 態 的 特 徴 ： 水管で海底面の有機物 (デトライタス) を吸い取って摂食すると考えられる。 
生息地の条件  ： サンゴ礁に隣接する水路や外浜干潟等潮通しのよい清浄な白質の細砂底、水深1～15 m付近までに

生息する。 
個体数の動向  ： 2015 年 3月に西表島・鳩間島間の砂底水深 15 m で新産地が見つかり、比較的深いところまで分布

していることが判明した。本海域は、潮通しが極めて良く、パウダーサンドと呼ばれる極めて清浄
な細砂底である。そういった環境は、1970 年代以前の沖縄周辺には多数存在したと考えられるが、
現在、本県全域を見渡しても非常に少なくなってしまった。川平湾では、川平湾口部の狭い範囲に
パウダーサンドからなる細砂底に本種が確認されてしていたが、2007年以降、泥質化の進行に伴っ
て、全く確認されていない。 
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学術的意義・評価 ： ニッコウガイ類は熱帯浅海域に多数種が適応放散し、進化生物学的に意義深い研究対象となる他、
一次消費者として生態系の中で果たす役割も大きい。 

生存に対する脅威 ： 埋立て、陸域からの土壌微粒子の過剰流入や過剰な栄養負荷による底質悪化や泥質化。 
特 記 事 項 ： ヒメザラ類は分類的に不詳であり、本書では、典型的な個体では、大型化し、後端が突出する種を

対象としているが、単に内面が黄色いという定義だけでは複数種が混在すると考えられる。 
原  記  載 ： Hanley, S., 1844. Descriptions of new species of the genus Tellina, chiefly collected by H. Cuming, Esq. in the 

Philippine Islands and central America. Proceedings of the Zoological Society of London, for 1844: 59–64. 
(p. 63, as Tellina robusta. Type loc.: “Isle of Annaa, South Seas, and isle of Burias, Philippines; sandy mud, 
low water”) 

参 考 文 献 ： 波部忠重, 1961. 続原色日本貝類図鑑. 保育社, 大阪, 4+ix+3+182pp., 46 app., 66 pls. 
久保弘文, 2012. ウラキヒメザラ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブッ
ク”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 128. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： アオサギ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ザルガイ目 ニッコウガイ上科 ニッコウガイ

科 
学    名 ： Psammotreta praerupta (Salisbury, 1934) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 殻は本科中、やや大型で薄質、膨らみはやや強く、丸みのある横長の亜三角形、後背縁に弱い稜角

をもち、殻表は殆ど平滑だが、きわめて微細な成長輪脈を有する。殻色は灰白色で、青みがかった
淡灰色の薄い殻皮をまとう。最大殻長65 mmに達する。 

近似種との区別 ： 泥底に生息する近似種がいくつかあるが、そのうち、アワジチガイはより小型で、ゴイシザラはよ
り丸みが強く、タイワンシラトリはより扁平であることから区別される。 

分 布 の 概 要 ： 日本本土温帯域の内湾、奄美大島、沖縄島、久米島 (白瀬川河口) および石垣島、西表島の内湾泥
底。 

生 態 的 特 徴 ： 水管で海底面の珪藻や有機物 (デトライタス) を吸い取って摂食する。 
生息地の条件  ： 内湾の水深5～20 mの軟泥底～泥底。 
個体数の動向  ： 1990年代まで金武湾、羽地内海、名護湾、大浦湾等の内湾軟泥底において生存の証拠となる殻皮付

き合弁個体が確認されてきた。しかし、同所的に棲息するズングリアゲマキやカミブスマ等と比べ
ると遙かに個体数が少ない上、ニッコウガイ類特有の海底の珪藻等を摂食する生態から、微粒子沈
積に弱いと考えられ、2010年以降、確認個体数が激減している。 

現在の生息状況 ： 2005年に石垣島川平湾、2010年に金武湾の浚渫泥中より殻皮付個体が確認されているが、羽地内海
や名護湾からの記録は途絶えている。 

学術的意義・評価 ： ニッコウガイ類は熱帯浅海域に多数種が適応放散し、進化生物学的に意義深い研究対象となる他、
一次消費者として生態系の中で果たす役割も大きい。 

生存に対する脅威 ： 潮通しの良い軟泥底の内湾域が生息条件と考えられ、陸域からの土壌微粒子過剰流入によるヘドロ
化、航路浚渫による内湾海底の大規模攪乱が生育阻害となる。 

特 記 事 項 ： 愛知県レッドデータブックでは絶滅危惧ⅠA類にランクされている。 
原  記  載 ： Philippi, R.A., 1843. Abbildungen und Beschreibungen neuer oder wenig gekannter Conchylien, unter mithülfe 

mehrer deutscher Conchyliologen, Band 1, Theodor Fischer, Cassel, 21–76, Tellina pls 1–2. (pp. 71–72, Tellina pl. 
1, fig. 2, as Tellina truncata Jonas (not of Linnaeus, 1767). Type loc.: “in mare chinensi”)  

Salisbury, A.E., 1934. On the nomenclature of Tellinidae, with descriptions of new species and some remarks 
on distribution. Proceedings of Malacological Society of London, 21: 74–91, pls 9–14. (p. 90, as Tellina 
praerupta, a replacement name for Tellina truncata Jonas in Philippi, 1843, not of Linnaeus, 1767) 

参 考 文 献 ： 加藤 真・福田 宏, 1996. 二枚貝綱. “日本における干潟海岸とそこに生息する底生生物の現状”, 
花輪伸一・佐久間浩子 (編), WWF Japan Science Report, 3: 65–73. 

木村昭一, 2009. アオサギガイ. “愛知県の絶滅のおそれのある野生生物 レッドデータブックあい
ち－動物編－”, 愛知県環境調査センター (編), 愛知県環境部自然環境課, 名古屋, 501. 

久保弘文・黒住耐二, 1995. 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263 pp. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： オオトゲウネガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ザルガイ目 ニッコウガイ上科 ニッコウガイ

科 
学    名 ： Quadrans gargadia (Linnaeus, 1758) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)         環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 最大殻長約 4 cm。偏平な正三角形に近い形の真白の二枚貝類で、貝殻の背縁に多数の小棘が並ぶ。

殻表はやや光沢がある。 
近似種との区別 ： トゲウネガイは最大殻長1 cm程度で遙かに小型で、より膨らむ。 
分 布 の 概 要 ： 先島諸島 (宮古島、石垣島、西表島)。フィリピン、タイ、オーストラリア。 
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生 態 的 特 徴 ： 水管で海底面の有機物 (デトライタス) を吸い取って摂食すると考えられる。 
生息地の条件  ： 内湾～やや外洋の潮通しの良いアマモ場とその周辺の砂浜域に生息する。比較的清浄な細砂底～砂

底を好み、また垂直分布幅も、主に潮間帯下部に確認され、かなり狭い。 
個体数の動向  ： 宮古島与那覇湾では1995年年頃まで、石垣島川平湾では2000年頃までは少なからず生息していた

が、現在、個体数が非常に減少している。 
現在の生息状況 ： 川平湾では2010年以降、継続したモニタリングを実施中であるが、生貝が確認困難な状況である。 
学術的意義・評価 ： ニッコウガイ類は熱帯浅海域に多数種が適応放散し、進化生物学的に意義深い研究対象となる他、

一次消費者として生態系の中で果たす役割も大きい。また本種は先島諸島が分布北限にあたり、生
物地理学的にも重要な個体群である。 

生存に対する脅威 ： 陸域からの土壌微粒子の過剰流入や過剰な栄養負荷による底質悪化や泥質化。 
原  記  載 ： Linnaeus, C. von, 1758. Systema naturae per regne tria naturae, secundum clasees, ordines, genera, species, 

cumcharacteribus, differentiis, synonymis, locis. Editio decima reformata. Tome 1, Animalia. Impensis 
Direct. Laurentii Salvii, Holmiae, 823 pp. (p. 674, no. 33, as Tellina gargadia. Type loc.: “O. Asiatico”)  

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2012. オオトゲウネガイ. “干潟の絶滅危慎動物図鑑海岸ベントスのレッドデータブッ
ク”,日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 128. 

久保弘文, 2014. オオトゲウネガイ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生
生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 
398. 

名和 純, 2005. オオトゲウネガイ. “改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レ
ッドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 455. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ウネイチョウシラトリ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ザルガイ目 ニッコウガイ上科 ニッコウガイ

科 
学    名 ： Serratina monomera (Habe, 1961) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)        環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 殻は本科中、やや小型で薄質、膨らみは弱く、亜三角形で殻頂がやや尖る、後背縁に強い稜角をも

ち、殻表は細かいが明瞭な成長輪脈を多数刻む。殻色は純白色で、灰白色の薄い殻皮をまとう。殻
長25 mm内外。 

近似種との区別 ： 近似種ヒワズウネイチョウはより殻高が高く、扁平で、後縁の隆起が細く弱いことから区別される。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島、宮古島。 
生 態 的 特 徴 ： 水管で海底面の有機物 (デトライタス) を吸い取って摂食すると考えられる。 
生息地の条件  ： 水深2～10 mの清浄な砂～細砂の内湾域が生息条件と考えられる。 
個体数の動向  ： 1990年代までの名護湾や中城湾にごく稀に見られたが、2014年の名護湾での潜水調査では著しく生

息環境が悪化しており、全く確認できなかった。大浦湾では 2010 年に採取記録があるが、現在、
大規模基地建設のための入域禁止区域となっている。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： ニッコウガイ類は熱帯浅海域に多数種が適応放散し、進化生物学的に意義深い研究対象となる他、

一次消費者として生態系の中で果たす役割も大きい。 
生存に対する脅威 ： 陸域からの土壌微粒子の過剰流入や過剰な栄養負荷による底質悪化や泥質化。 
特 記 事 項 ： タイプ産地は宮古島。 
原  記  載 ： 波部忠重, 1961. 日本産貝類15新種. Venus, 21(4): 416–431. (pp. 420, 422, 430–431, as Merisca 

monomera. Type loc.: “沖縄宮古島”)  
参 考 文 献 ： Huber, M., 2015. Compendium of Bivalves 2. A Full-color Guide to the Remaining Seven Families. 

ConchBooks, Hackenheim, 907 pp. 
久保弘文, 2012. ヒワズウネイチョウ (和名新称). “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレ
ッドデータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 124. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ヒワズウネイチョウ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ザルガイ目 ニッコウガイ上科 ニッコウガイ

科 
学    名 ： Serratina perplexa (Hanley, 1844) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 殻は本科中、やや小型で薄質、膨らみは弱く、扁平。亜三角形で殻高が高く、殻頂が尖る。後背縁

に細いが明瞭な稜角をもち、殻表は細かい成長輪脈を多数刻む。殻色は淡白色で、灰白色の薄い殻
皮をまとう。殻長30 mm内外。 

近似種との区別 ： 近似種ウネイチョウシラトリはより殻高が低く、やや膨らみ、後縁の隆起が太く強いことから区別
される。 
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分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島、先島諸島、インド・太平洋。 
生 態 的 特 徴 ： 水管で海底面の珪藻や有機物 (デトライタス) を吸い取って摂食すると考えられる。 
生息地の条件  ： ウミヒルモ等のアマモ場や細砂泥～泥砂の低潮線～10 mの内湾域に生息する。 
個体数の動向  ： 1990年代まで羽地内海、中城湾、金武湾、糸満市等において少なからず確認されたが、2005年以降、

採取記録が非常に少なく、2015年の羽地内海や中城湾での調査では全く確認できなかった。名蔵湾
では2006年に確認されているが、その後、記録は無く、元々個体数が非常に少ないと考えられる。 

学術的意義・評価 ： ニッコウガイ類は熱帯浅海域に多数種が適応放散し、進化生物学的に意義深い研究対象となる他、
一次消費者として生態系の中で果たす役割も大きい。 

生存に対する脅威 ： 陸域からの土壌微粒子の過剰流入や過剰な栄養負荷による底質悪化や泥質化。 
特 記 事 項 ： 名和 (2005) の「ウネイチョウシラトリ」は本種を指している。 
原  記  載 ： Hanley, S., 1844. On new species of the genus Tellina, chiefly collected by Hugh Cuming, Esq. in the 

Philippine Islands and central America. Proceedings of the Zoological Society of London, for 1844: 
140–144, 146–149. (p. 149, as Tellina perplexa. Type loc.: “Bay of Manila; sandy mud, six fathoms”) 

参 考 文 献 ： Huber, M., 2015. Compendium of Bivalves 2. A Full-color Guide to the Remaining Seven Families. 
ConchBooks, Hackenheim, 907 pp. 

久保弘文, 2012. ヒワズウネイチョウ (和名新称). “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレ
ッドデータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 124. 

名和 純, 2005. ウネイチョウシラトリ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)
－レッドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護
課, 那覇, 487–488. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ヒノデガイの一種 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ザルガイ目 ニッコウガイ上科 ニッコウガイ

科 
学    名 ： Tellinella crucigera (Lamarck, 1818) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
形    態 ： 殻長約4 cm、長楕円形。後端は、吻状に伸びてねじれる。殻形はダイミョウガイに似るが、殻表は

細い輪脈に覆われ、鈍い光沢がある。褐色の放射彩がある。 
近似種との区別 ： ヒノデガイと呼ばれてきた貝類には2種あり、もう一種はやや沖合の細砂底に棲む大型種で、放射

彩が明瞭で、厚質の T. rastellum (Hanley, 1844) である。奄美・沖縄両貝類目録を著した黒田徳米博
士の標本に準拠すれば、本種がヒノデガイであるが、和名出典の図 (平瀬・瀧, 1951) を根拠とす
れば、沖合の大型種にあたり、和名の混乱がある。さらに、サラサヒノデガイという和名を本種に
使う例もあるが、この和名も原典 (鹿間, 1964) では沖合の種にあたり、本種の和名はさらに検討
を要する。 

分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島、先島諸島、インド・太平洋。 
生 態 的 特 徴 ： 貝殻の右殻を上にして、横向きに潜っている。水管を後端から伸ばすが、比較的底質の不安定な粗

砂底に棲息しており、他の大型ニッコウガイ類と同様の有機堆積物食者かどうかは不詳である。 
生息地の条件  ： 潮通しの非常によい内湾～やや外洋の粗砂底に生息する。 
個体数の動向  ： かつては沖縄島中南部にも少なくなかったが、現在ほとんど認められず、北部でも水質の良い海域

にのみ生息する。先島諸島でも減少傾向にある。 
現在の生息状況 ： 恩納村では狭い範囲に個体群が確認されているが、その他では2005年以降、産出記録がほとんど無

い。2016年宮古島、2015年久米島でのドレッジ調査でも確認されていない。 
学術的意義・評価 ： ニッコウガイ類は熱帯浅海域に多数種が適応放散し、進化生物学的に意義深い研究対象となる他、

一次消費者として生態系の中で果たす役割も大きい。 
生存に対する脅威 ： 埋立てや海岸改変による干潟の消失、陸域からの土壌微粒子の堆積による底質悪化。 
原  記  載 ： Lamarck, J.B.P.A. de M. 1818. Histoire naturelle des animaux sans vertèbres, présentant les caractères généraux 

et particuliers de ces animaux, leur distribution, leurs classes, leurs familles, leurs genres, et la citation des 
principales espèces qui s'y rapportent; précédée d'une introduction offrant la détermination des caractères essentiels 
de l'animal, sa distinction du végétal et des autres corps naturels, enfin, l'exposition des principes fondomentaux de 
la zoologie. Tome 5, Verdière, Paris, 612 pp. (p. 522, no. 7, as Tellina crucigera. Type loc.: “….”) 

参 考 文 献 ： 平瀬信太郎・瀧 庸, 1951. 天然色写真版 日本貝類図譜. 松邑三松堂, 東京, xvii+3+46 pp., 134 
pls. 

久保弘文, 2012. ヒノデガイの一種. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブッ
ク”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 129. 

名和 純, 2005. ヒノデガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッドデ
ータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
391. 

鹿間時夫, 1964. 原色図鑑 続世界の貝. 北隆館, 東京. 12+212 pp, 70 pls. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ニッコウガイ 



<貝類> 

563 
 

分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ザルガイ目 ニッコウガイ上科 ニッコウガイ
科 

学    名 ： Tellinella virgata (Linnaeus, 1758) 
方  言  名 ： アカイナ (名護市) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) 
  
形    態 ： 最大殻長70 mmに達するニッコウガイ科の代表種である。朝日のような澄～赤色の放射状色彩をも

つ。後端はやや突出し、右殻側に僅かに傾く。前縁は丸くなり、殻頂はほぼ中央に位置する。生時
は薄い褐色の殻皮を纏う。 

近似種との区別 ： 最も類似するのはヒメニッコウガイで、名の通り、より小型で横長、殻皮が薄く不明瞭で、殻表の
光沢が強いことから区別される。 

分 布 の 概 要 ： 南西諸島 (大東諸島等外洋小島嶼を除く)、インド・西太平洋。 
生 態 的 特 徴 ： 砂中には右殻側を上にして、横向きに潜っており、後端がやや右殻側に傾いているのは、水管をそ

こから上部に伸ばすための適応形態と考えられる。海底面の微細藻や有機堆積物を吸引し、摂食す
る。 

生息地の条件  ： 内湾～やや外洋の潮通しの良いアマモ場や周辺の砂底域に生息する。比較的清浄な細砂底を好み、
また主な生息場所の垂直分布幅も狭く、潮間帯に多い。 

個体数の動向  ： 本種は1980年代以前の沖縄島をはじめとした南西諸島の干潟に、遍く多産した。かつて沖縄の本土
復帰後の急激な陸域開発は、海域への甚だしい土壌流入をもたらしたが、おそらく、その頃に本種
は最大のダメージを受けたと推測される。1980年代に沖縄では、台風後にニッコウガイの貝殻が大
量に打ち上がった事例が報告されているが、近年はそのような打ち上げ貝は稀にしか見られない。
それでも 1990 年代までは泡瀬や羽地内海、川平湾等ではかなり個体群が存在していたが、2000 年
以降、これら残された個体群も大きく減少した。 

現在の生息状況 ： 2014 および 2015 年の川平湾奥調査では共に少数個体が確認され、非常に低密度でも棲息が確認さ
れている。羽地内海では2013年に湾中央の潮通しの良い細砂底で生貝が確認されている。一部産地
に生貝確認が可能となっていること、分布域が広いことを鑑み、前版よりランクをひとつ下げた。
一方、名護湾や泡瀬干潟等既往産地での産出は依然殆ど確認できない状況である。 

学術的意義・評価 ： かつての沖縄県各島沿岸における大型二枚貝類の優占種であり、物質循環や食物連鎖上重要な役割
を果たしていたと考えられ、生態学的に学術的意義は非常に大きく、水産学的にも存在意義は大き
いと考えられる。 

生存に対する脅威 ： 埋立てや海岸改変によるアマモ場の消失、陸域からの過剰栄養負荷による水質汚濁や底質悪化。 
原  記  載 ： Linnaeus, C. von, 1758. Systema naturae per regne tria naturae, secundum clasees, ordines, genera, species, 

cumcharacteribus, differentiis, synonymis, locis. Editio decima reformata. Tome 1, Animalia. Impensis 
Direct. Laurentii Salvii, Holmiae, 823 pp. (p. 674, no. 35, as Tellina gargadia. Type loc.: “O. Indico”)  

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2012. ニッコウガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブッ
ク”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 129. 

久保弘文, 2014. ニッコウガイ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物
－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 231. 

仲嶺俊子・波部忠重, 1983. タマガイ類に穴をあけられたニッコウガイ. ちりぼたん, 14(2): 26. 
名和 純, 2005. ニッコウガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッド
データおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
340–341. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： キュウシュウナミノコ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ザルガイ目 ニッコウガイ上科 フジノハナガ

イ科 
学    名 ： Donax (Tentidonax) kiusiuensis Pilsbry, 1901 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 日本産本科中、最も小型種。殻長は8 mm。白色で光沢があり、後方に延びる。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島 (大浦湾、金武湾)。 
生 態 的 特 徴 ： 潮間帯下部以深の細砂底に生息する。ホシヤマナミノコザラやリュウキュウクサビザラなどに混じ

り稀に見つかる。水深3 m前後の砂底域にも分布する。 
生息地の条件  ： 清浄な細砂底。 
個体数の動向  ： 大浦湾では、1個体/ m2未満である (2015年当時)。 
現在の生息状況 ： 元来密度の低い種であるが、近年は各産地で減少傾向にある。 
生存に対する脅威 ： 赤土の流入や埋立等の沿岸域の改変による底質環境の悪化。 
原  記  載 ： Pilsbry, H. A., 1901. New Mollusca from Japan, the Loo Choo Islands, Formosa and the Philippines. 

Proceedings of the Academy of Natural Sciences of Philadelphia, 53: 193-210. (pp.207-208, as Donax 
kiusiuensis. Type loc.: “Hirado, Hizen”) 

参 考 文 献 ： 福田 宏・久保弘文, 2012. キュウシュウナミノコ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレ
ッドデータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 131. 

久保弘文, 2005. キュウシュウナミノコガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物
編)—レッドデータおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護
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課, 那覇, 389. 
 

執 筆 者 名 ： 小澤宏之 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ウスムラサキアシガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ザルガイ目 ニッコウガイ上科 シオサザナミ

科 
学    名 ： Gari lessoni (Blainville, 1826) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
  
形    態 ： 最大殻長4 cm程度の長方形の二枚貝類。殻は薄く、殻表の前縁から後部の3分の1程度の範囲に斜

め方向の繊細な彫刻を飾る。淡褐色の殻皮は薄く剥がれやすいが、腹縁には残存する個体が多い。 
近似種との区別 ： ウスベニマスホは同様に薄質の長方形で類似するが、淡橙色の放射彩を有し、区別される。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島以南、沖縄島、石垣島、西表島、熱帯インド・太平洋に広く分布。 
生 態 的 特 徴 ： プランクトンを鰓でろ過摂食すると思われるが、詳細は不明。 
生息地の条件  ： 河口域に隣接する澪筋や、低潮線～水深8 mの泥砂底～泥礫底に生息する。 
個体数の動向  ： 羽地内海、塩屋湾等沖縄島北部の内湾域では潮通しの良い細砂泥底に少なからず生息していたが、

1990年代後半に、富栄養にともなうアナアオサが大発生して底質を被覆し、底質が還元して、大量
に死滅している状況を確認した。沖縄島中城湾奥では 1990 年頃に水深 8 m のアマモ場からドレッ
ジによって本種が得られているが、2000年以降は確認できていない。 

現在の生息状況 ： 羽地内海、名蔵湾などかつて産出のあった干潟海域では2005年以降も著しく個体数の少ない状態は
継続している。川平湾奥での2010年以降のモニタリングでは死殻すら確認されていない。 

学術的意義・評価 ： シオサザナミ科は汽水域の潮間帯から外洋の下部浅海帯砂底域まで多様な種が分化しているが、自
然度の豊かな環境に依存する種が多く、希少種も少なくない。よって生態のみならず分類学的課題
も多い。 

生存に対する脅威 ： 富栄養化に伴い大発生したアナアオサの底質被覆および底質還元、陸域からの赤土など土壌微粒子
の大量流入と堆積による底質悪化。 

特 記 事 項 ： 前版におけるGari sp. は本種を示す。垂直分布が潮間帯から水深10 m以深までと幅広いため、過去

にも健全な個体群が観察されている中城湾や金武湾の亜潮間帯域等での生息状況調査が必要。 
原  記  載 ： Blainville, H.M.D. de, 1826. Psammobie, Psammobia. Dictionnaire des sciences naturelles, dans lequel on traite 

méthodiquement des différens êtres de la nature, considérés soit en eux-mêmes, d'après l'état actuel de nos 
connoissances, soit relativement à l'utilité qu'en peuvent retirer la médecine, l'agriculture, le commerce et les artes. 
Suivi d'une biographie des plus célèbres naturalists, Pars 2 Règne organisé, Tome 43. Cuvier, F. (ed.), F.G. 
Levrault, Paris, 476–482. (pp. 480–481, as Psammobia Lessoni. Type loc.: “Des côtes de Bourou, l’une des 
Moluques”) 

参 考 文 献 ： Huber, M., 2015. Compendium of Bivalves 2. A Full-color Guide to the Remaining Seven Families. 
ConchBooks, Hackenheim, 907 pp. 

久保弘文, 2012. ウスムラサキアシガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータ
ブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 132. 

久保弘文, 2014. ウスムラサキアシガイ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある
野生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 
392. 

名和 純, 2001. 琉球列島における内湾干潟の貝類相. WWF Japan Science Report, 4: 1–44. 
名和 純, 2005. Gari sp. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッドデータ
おきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
393–394. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ミナトマスホガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ザルガイ目 ニッコウガイ上科 シオサザナミ

科 
学    名 ： Psammotaena inflata (Bertin, 1880) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 殻長 5 cm。殻は卵形、白色から薄紫色。薄い殻皮に覆われるが、剥げ落ちている個体も多い。殻

の内面は紫色。 
近似種との区別： マスホガイに比べ全体的に丸みを帯びる。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島、石垣島、西表島。 
生 態 的 特 徴 ： マングローブ林内の澪筋や河口域の砂礫泥底で、深さ20～30 cmに埋在する。 
生息地の条件  ： 内湾域でマングローブ林の発達する河口域が産地となる。産地によってはマスホガイと同所的に見

られる。 
個体数の動向  ： 沖縄島北部の産地では減少傾向にあり、羽地内海の産地では、生貝が確認されていない (2015年時

点)。金武町億首川や読谷村長浜川河口では大規模ダム建設後に個体数が大幅に減少した。 
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現在の生息状況 ： 沖縄島では各産地で減少傾向にある。底質環境の悪化が要因と考えられるが詳細は不明。 
学術的意義・評価 ： 各産地で生息範囲は非常に狭い。そのため生息条件を明らかにし、減少要因を究明する必要がある。 
生存に対する脅威 ： 底質環境の悪化。 
原  記  載 ： Bertin, M. V., 1880. Revision des garidées du Muséum d'Histoire Naturelle. Nouvelles Archives du Muséum 

d'Histoire Naturelle, Deuxième série, 3: 57-129, pls.4-5. (pp.93-94, no.28, pl.4, fig.1a-b, as Hiatula inflata. 
Type loc. not designated) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2012. ミナトマスオ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 
日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 133. 

 
執 筆 者 名 ： 小澤宏之 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ナノハナガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ザルガイ目 ニッコウガイ上科 アサジガイ科 
学    名 ： Leptomya adunca (Gould, 1861) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) 
  
形    態 ： 殻長約30 mmの小型二枚貝類。殻は偏平な卵円型で、後端が細く伸び、先端がやや尖る。殻表は微

細な成長脈があり、薄い灰褐色の殻皮を纏う。殻頂部内面に弾帯受を有する。 
近似種との区別 ： シロナノハナガイは殻がやや堅く、殻皮が薄く、貝殻後端の突出が弱い。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島、久米島、石垣島に分布。 
生 態 的 特 徴 ： ニッコウガイ類に類似した微細藻等の堆積有機物食と考えられるが、詳細は不明。 
生息地の条件  ： 潮通しが良く、水質が清浄なアマモ場の砂泥底にやや深く埋在して生息している。特に自然度が高

く、種多様性が豊かな干潟にのみ生息する。 
個体数の動向  ： 沖縄島泡瀬干潟では1990年代前半まで極めて健全性の高い干潟が形成されていて、少ないながら生

体が観察されたが、その後、底質の悪化が進行し、全く確認できない。石垣島川平湾や、名護市大
浦湾、羽地内海でも、風化した死殻は多数存在し、かつては多産していたと思われるが、現在、生
体の発見は著しく困難で、ほほ絶滅状態と考えられる。小浜島や久米島等の水質、底質共に清浄な
アマモ場において、ごく稀に新鮮な合弁死殻が確認されるので、各地に局所的に残された健全なア
マモ場にわずかに生残している可能性がある。 

現在の生息状況 ： 2015 年 12 月に久米島南西岸のアマモ場で比較的健全な個体群が見つかった。本海域は久米島漁協
のナマコ保護区予定海域のため、改変されにくいと考えられる。その他の海域では死殻が多いが生
体は皆無で、回復の兆候は全くない。 

学術的意義・評価 ： 本種は多くのアマモ場で大量の死殻が確認されながら、生体の発見例が極めて乏しいが、その死滅
原因が不明である。よって死殻の年代測定等を行い、絶滅要因を探ることで、保全上重要な新知見
がもたらされる可能性がある。 

生存に対する脅威 ： 埋立てや海岸改変によるアマモ場の消失、陸域からの過剰栄養負荷による水質汚濁や底質悪化。 
原  記  載 ： Gould, A.A., 1861. Descriptions of shells collected in the North Pacific Exploring Expedition. Proceedings of 

the Boston Society of Natural History, 8: 14–40. (p. 24, as Neaera adunca. Type loc.: “Kagosima Bay, 
sandy mud, 12–15 fathoms”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2012. ナノハナガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 
日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 135. 

久保弘文, 2014. ナノハナガイ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物
－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 224. 

名和 純, 2005. ナノハナガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッド
データおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
323. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： コバコガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ザルガイ目 ニッコウガイ上科 アサジガイ科 
学    名 ： Montrouzieria clathrata Souverbie in Souverbie & Montrouzier, 1863 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 殻は本科中、非常に小型で、横長のやや丸みを帯びた箱形、殻はやや膨らみ、殻表は多数の明瞭な

放射肋があり、成長輪肋と交差して、籠目状となる。色彩は淡白色で、薄い淡褐色の殻皮を纏う。
殻長約10 mm以下。 

近似種との区別 ： 奄美大島から知られる別属のカケラガイは、やや類似するが、より三角形状で、彫刻が密である。 
分 布 の 概 要 ： 国内では沖縄島東海岸のみ。台湾、海南島、ニューカレドニア。 
生 態 的 特 徴 ： ろ過食性と考えられるが、その他、繁殖等の詳しい生態は不明。 
生息地の条件  ： 内湾の低潮線直下～水深20 mの岩礫間隙に半穿孔状態で埋在して生息する。 
個体数の動向  ： 沖縄島東海岸の湾域のみで記録され、金武湾、中城湾では過剰な土壌流入や港湾・埋立地造成によ

る沿岸域の開発が著しく、個体数の減少が著しい。 
現在の生息状況 ： 沖縄市泡瀬北岸で2013年の調査では岩盤の隙間に、泥の詰まった多くの死殻が確認されたが、生貝

は皆無であった。岩盤の隙間にクチャや赤土が蓄積し、目詰まりをおこして、還元化して、コバコ
ガイは斃死していると考えられる。 

学術的意義・評価 ： 世界的に見ても記録のほとんど無い希少種である。国内では沖縄島の内湾域のみで生物地理学的に
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非常に重要である。 
生存に対する脅威 ： 埋立てや航路浚渫など大規模攪乱や、シルト・泥分の大量流入・蓄積による、岩礫間隙の閉塞。 
特 記 事 項 ： 本種は Montrouzieria Souverbie in Souverbie & Montrouzier, 1863 のタイプ種 (単型) であるが、属の

記載 (pp. 282–284) においては「Montrouziera」と異なる綴りで表記されている。その直後の本種の
記載では「Montrouzieria」と記されており、また文法的にも語尾を –ia とするのが正しい。したが
ってMontrouzieraは誤植と考えられ、国際動物命名規約第4版の条32.5に定める「訂正しなければ
ならない綴り (不正な原綴り)」に相当するため、Montrouzieriaを用いるのが適切である。なお、タ
イプ標本の図を見る限り、殻表彫刻は、よく一致すれど、殻全体の形が異なっており、検討が必要
である。 

原  記  載 ： Souverbie, M. & Montrouzier, R.P., 1863. Descriptions d'espèces nouvelles de l'Archipel calédonien. Journal 
de Conchyliologie, 11: 276–287, pl. 12. (pp. 283–284, pl. 12, fig. 5, as Montrouzieria clathrata Souverbie. 
Type loc.: “Noumea (Nov. Caledonia), in coralliis” ). 

参 考 文 献 ： 波部忠重, 1976. 日本産二枚貝類8新種, Venus, 35(2): 37–46. 
徐鳳山・張素萍, 2008. 中国海産双殻類図誌. 科学出版社, 北京, 8+336 pp． 
Huber, M., 2015. Compendium of Bivalves 2. A Full-color Guide to the Remaining Seven Families. 
ConchBooks, Hackenheim, 907 pp. 

久保弘文, 2012. コバコガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 
日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 136. 

久保弘文, 2014. コバコガイ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物－6 
貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 394. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文・福田 宏 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： オキナワドブシジミ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ドブシジミ上科 ドブシジミ科 
学    名 ： Sphaerium okinawaense Mori, 1937 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 丸みを帯びた卵形で殻長8 mm程度。殻は薄く、生時は桃色を帯びた灰色で光沢があるが、死後は退

色し、乾燥すると脆い。 
近似種との区別 ： 本属は沖縄県では本種１種とされているが、本土産ドブシジミとの外見上の区別は困難。今後、比

較解剖や分子系統解析が必要である。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島、渡名喜島、久米島、伊平屋島、石垣島、西表島、与那国島。 
生 態 的 特 徴 ： 卵胎生で稚貝を産む。ろ過食性。 
生息地の条件  ： 湧水起源の安定した湿地の泥底を好み、田芋畑や水田等で流れの緩やかな安定した水路等に生息す

る。 
個体数の動向  ： 沖縄島中南部において、1960年まで棲息記録があり、水田の消失と共に大きく減少した淡水性二枚

貝である。近年は沖縄島周辺の田芋や水田等が残っている地域や離島、石垣島東部の溜め池、西表
島、与那国島の水田で記録があるに過ぎず、更なるサトウキビ等への畑作化や様々な農地転用など
によって、生息場所は著しく減少していると考えられる。 

学術的意義・評価 ： 島嶼間での遺伝的交流については不明で、ヒラマキガイ類のように広域分布種であるかも知れない
が、一方で固有の遺伝的集団の可能性もあり、早急な分子系統解析等の研究が必要と考えられる。 

生存に対する脅威 ： 溜め池や水田等陸水環境の消失、移入種による食害、競合。 
原  記  載 ： Mori, S., 1937. On the classification of the Japanese Sphaerium (4). Venus, 7(4): 170–172. (pp. 170–172, as 

Sphaerium japonicum okinawaense. Type loc.: “Ryûtan (Syuri, Okinawa)”) 
参 考 文 献 ： 福田 宏・青柳 克・亀田勇一,  2017. 沖縄県渡名喜島の非海産貝類相. Molluscan Diversity, 5: 

印刷中. 
名和 純, 2005. オキナワドブシジミ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－
レッドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 
那覇, 458. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： オフクマスオ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 オオノガイ目 オオノガイ上科 オオノガイ科 
学    名 ： Distugonia decurtata (A. Adams, 1851) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
  
形    態 ： 本科中、中型、殻長4 cmに達し、薄質でよく膨らむ。後端は突出し、先端は裁断状。薄く褐色の殻

皮を纏い、左殻貝殻内面の殻頂下に横長の弾帯受がある。 
近似種との区別 ： 近縁種クシケマスオは1 cm程度で、本種と比べ遙かに小さく、かつ貝殻後端の突出部の形状も異な

る。 
分 布 の 概 要 ： 紀伊半島以南、南西諸島 (内湾域)、インド・太平洋、中国南部沿岸。 
生 態 的 特 徴 ： 詳しい生態は不明だが、近縁の仲間にはスナモグリの巣穴を活用する種も知られており、何らかの

無脊椎動物との共生関係が疑われる。しかし、基本的にはプランクトン食性であろう。 
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生息地の条件  ： 自然度が豊かで、種多様度が高い河口域に確認されることが多いが、上部浅海帯水深10 m付近の細
砂～泥砂底でも記録がある。 

個体数の動向  ： 干潟域において確認されてきた事例は断片的で、既往産地においては、自然度の低下と共に、確認
困難となっているが、大部分の個体群減少を裏付ける根拠は乏しい。よって前回改定時の絶滅危惧
ⅠA類 (CR) よりランクを引き下げた。 

現在の生息状況 ： 沖縄島および石垣島の内湾域 (羽地内海・塩屋湾および名蔵湾) では底質の悪化が進行し、現在、
生体の確認が困難となっている。しかし、西表島の水深10 m内外の河口水路から殻皮付き合弁死殻
が数百個体単位で採集された例もあり、亜潮間帯に生息場所が形成されている可能性がある。2011
年には沖縄島大浦湾の河口域低潮線付近で少数の生貝が採集されたが、泥質化が進行し、生息範囲
はきわめて局所的であった。 

学術的意義・評価 ： 近縁種にスナモグリの一種との共生関係が知られており、特異な生態が不詳な部分の多い学術的に
重要な貝類である。 

生存に対する脅威 ： 本種の生息場所である砂泥域は、都市下水や畜産排水などの富栄養化と赤土沈積で、著しく底質が
悪化し、埋立て等による間接的悪影響も脅威となる。 

特 記 事 項 ： 1990年代より、干潟域においては出現個体数が著しく少ないため、予防原則を適応して絶滅危惧Ⅱ
類 (VU) としたが、亜潮間帯域における生息実態の把握が必要である。なお本種の学名種小名を
「decurvata」とするのは誤綴。 

原  記  載 ： Adams, A., 1851. Monograph of Sphaenia, a genus of lamellibranchiate Mollusca. Proceedings of the 
Zoological Society of London, for 1850: 86–89, pl. 10. (pp. 88–89, as Sphaenia decurtata. Type loc.: “in 
insulis Philippinis”, “Catanuan, province of Tayabas, island of Luzon, in sand at low water”) 

参 考 文 献 ： 加藤 真・福田 宏, 1996. 二枚貝綱. “日本における干潟海岸とそこに生息する底生生物の現状”, 
花輪伸一・佐久間浩子 (編), WWF Japan Science Report, 3: 65–73. 

久保弘文, 2012. オフクマスオガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブッ
ク”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 167. 

久保弘文, 2014. オフクマスオ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物
－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 413. 

久保弘文・西垣孝治・小澤宏之, 2017. 沖縄県レッドデータブック ーレッドデータおきなわー 第2
回改訂に伴う稀少貝類棲息実態調査報告ー2. 西表島. Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

名和 純, 2005. オフクマスオ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッド
データおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
326. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文・福田 宏 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： リュウキュウアリソガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 バカガイ上科 バカガイ科 
学    名 ： Mactra grandis (Gmelin, 1791) 
方  言  名 ： タンパラミナー (名護市) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
  
形    態 ： 殻長10 cmに達する大型の二枚貝類。横長の亜三角形でやや膨らみ、殻表は紫褐色で平滑であるが、

その上に褐色の殻皮を纏う。 
近似種との区別 ： リュウキュウバカガイは殻表が淡黄褐色であり、容易に区別される。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島、石垣島、西表島、台湾、海南島、中国南部、インド・太平洋。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： リュウキュウバカガイは奄美大島や宮古島に分布するが、本種はそれらの島々で

は確認されていない。 
生 態 的 特 徴 ： 潜砂位置が浅く、干潟表面にひょうたん型の穴が確認される場合がある。刺激を与えると水管から

潮を吹くので、羽地内海では棒で海底をたたいて、これを目安に潮干狩りをしていた。潜砂深度は
浅く、植物プランクトン等を鰓でろ過して摂食する。水管はやや短い。 

生息地の条件  ： 内湾奥部の中～低潮線の泥砂底～細砂泥底に浅く埋在する。 
個体数の動向  ： 潮干狩りの獲物として採取されやすく、羽地内海や塩屋湾では乱獲傾向にある。また、羽地内海や

沖縄島中南部の内湾奥では富栄養化により緑藻 (アナアオサ) が異常繁殖し、初夏の大潮干潮時に、
干潟が覆われて腐敗し、酸欠状態となって、本種の大量斃死が確認されている。沖縄島中南部では、
埋立てによる干潟消失で多くの個体群が減少した。 

学術的意義・評価 ： 沖縄県は本種の分布北限域にあたり、生物地理学的に重要。大型で可食部が大きいことから水産上
も有用であり、羽地内海などではかつては高い密度で棲息していたため、食物連鎖上も生態的意義
が大きい。 

生存に対する脅威 ： 埋立てや海岸改変による干潟の消失、陸域からの過剰栄養負荷による水質汚濁やアナアオサ被覆な
どによる底質悪化。 

原  記  載 ： Gmelin, J.F., 1791. Caroli a Linné. Systema naturae per regna tria naturae, secundum classes, ordines, genera, 
species, cum characteribus, differentiis, synonymis, locis. Ed. 13, aucta, reformata. Impensis Georg. Emanuel. 
Beer, Lipsiae, Tome 1, Pars 6, 3021–3910. (p. 3259, no. 12, as Mactra grandis. Type loc.: “- - -“) 

参 考 文 献 ： 羽地内海の自然を守り育む会, 2008. 羽地内海うむしるむん図鑑 羽地内海の多様な生きものと
人々の暮らし. 羽地内海の自然を守り育む会, 名護, 43 pp. 

徐鳳山・張素萍, 2008. 中国海産双殻類図誌. 科学出版社, 北京, 8+336 pp. 
久保弘文, 2012. リュウキュウアリソガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデー
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タブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 140. 
久保弘文, 2014. リュウキュウアリソガイ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのあ
る野生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東
京, 403. 

名和 純, 2005. リュウキュウアリソガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物
編)－レッドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保
護課, 那覇, 387–388. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： トウカイタママキ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 バカガイ上科 バカガイ科 
学    名 ： Mactra aff. pulchella Philippi, 1846 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
  
図 の 解 説 ： p. 48. 大浦湾. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 殻長約15 mm内外の、横長の二等辺三角形を呈する小型二枚貝類。殻表は平滑で光沢が有り、うっ

すらと灰褐色の殻皮を纏い、太い褐色放射彩を飾る。殻頂はやや前方に寄る。 
近似種との区別 ： 近縁種のナガタママキは、殻長2 cm程度とより大型で、放射彩が細くて数が多い他、殻頂がほぼ中

央に位置する。 
分 布 の 概 要 ： 種子島、奄美大島、徳之島、沖縄島北部、西表島 (トゥドゥマリ浜：別名月が浜)、台湾、中国南部 

(海南島)。 
生 態 的 特 徴 ： 砂中に浅く埋在して、海水ごと植物プランクトン等を吸い込んで、鰓でろ過摂食する。 
生息地の条件  ： 非石灰岩性の外浜干潟や内湾の細砂質底、中潮線～水深5 m付近に生息する。 
個体数の動向  ： 羽地外海では 2007 年以降、佐敷干潟での確認事例は 2005 年以降、全くない。大浦湾では水深 2 m

付近の細砂底に非常に少ないながら確認されている。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： バカガイ類は地理的分化が著しいグループで、分子系統解析によって、亜種や遺伝的に異なる地域

個体群となる可能性が高く、今後の研究が期待される。本種はサンゴ砂の卓越する沖縄県において、
むしろ非石灰質の外浜干潟に適応し、生態学的にも興味深い二枚貝類である。 

生存に対する脅威 ： 埋立て、陸土の大量流入や都市排水などの水質汚濁が最大の減少要因と考えられる。 
原  記  載 ： Philippi, R.A., 1846. Abbildungen und beschreibungen neuer oder wenig gekannter Conchylien, unter 

Mithülfe mehrer deutscher Conchyliologen, Band 2. Theodor Fischer, Cassel, Mactra, Tab. II, 71–74. (pp. 
71–72, Mactra pl. 2, fig. 3, as Mactra pulchella. Type loc.: “China”) 

参 考 文 献 ： Huber, M., 2010. Compendium of Bivalves. A Full-color Guide to 3,300 of the World’s Marine Bivalves. A 
Status on Bivalvia after 250 Years of Research. ConchBooks, Hackenheim, 901 pp. 

久保弘文, 2014. トウカイタママキ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生
生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 
404. 

久保弘文・山下博由, 2012. トウカイタママキ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッド
データブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 141. 

名和 純, 2009. 琉球列島の干潟貝類相 (2) 沖縄および宮古・八重山諸島. 西宮市貝類館研究報告, 
(6): 1–81, figs 1–33, pls 1–20, tables 1–3. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： オトメタママキ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 バカガイ上科 バカガイ科 
学    名 ： Mactra sp. 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) 
 
図 の 解 説 ： p. 48. 大浦湾. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 殻長約10 mmの丸みを帯びた三角形の小型二枚貝類。殻表は光沢が強く、薄いピンク色で、殻頂が

紅彩される他、後背縁も淡い赤紫色に染まる。水管は先端付近が赤褐色を帯び、水管幹部中央に白
い斑紋が破線状に3本透けて見える。 

近似種との区別 ： タママキガイ Mactra cuneata Gmelin, 1791 に似るが、遥かに小型で、殻表の光沢が強く、殻の膨ら
みが強いことで、区別される。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島東海岸の金武湾、大浦湾と鹿児島県徳之島。 
生 態 的 特 徴 ： 砂中に浅く埋在して、海水ごと植物プランクトン等を吸い込んで、鰓でろ過して摂食すると考えら

れる。 
生息地の条件  ： リーフの発達が弱い河口域に隣接する内湾の細砂底に生息し、特に底質は造礁サンゴ由来ではなく、

陸地起源の砂質を好む。 
個体数の動向  ： 1990年代後半まで金武湾の水深2～5 m付近の細砂底に生息していたが、2000年以降、確認されて

いない。徳之島では 1997 年、打上げによる死殻の報告以外は記録が無い。大浦湾では、2007 年頃
までは潮間帯に健全な個体群が見られたが、その後、大浦川河川床浚渫後に泥質化が進行し、個体
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数が激減した。大浦湾では低潮線から水深5 m付近までの細砂底にも生息環境があるが、底質環境
は総じて泥質化が進行しており、その範囲も縮小傾向にある。 

現在の生息状況 ： 金武湾では2010年以降も確認されていないが、大浦湾では清浄な細砂底を中心に生息が確認されて
いる。しかし、世界的に見ても、既知の分布域が非常に狭い希少種である。 

学術的意義・評価 ： 現在、確実に生息が確認出来る場所は大浦湾のみであり、未記載種の可能性もあり、生物地理学、
及び進化生態学的にも極めて貴重な貝類である。 

生存に対する脅威 ： 湾内の泥質化、大規模な海洋環境攪乱。本種は大浦湾に少なからず個体群が残存するため絶滅危惧
II 類 (VU) としたが、分布域が非常に狭く、かつ分断されており、少しでも個体群維持に問題が生
じれば絶滅危惧 I 類 (CR+EN) に、即、昇格させるべきと考える。今後、当該生息域の環境攪乱等
に対して、継続的なモニタリングが極めて重要である。 

特 記 事 項 ： 生息海域が限られ、他海域から分断された湾域であることから、対象湾域の全体的な生態系保全が
必要と考えられる。 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2012. オトメタママキ (和名新称). “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッド
データブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 141. 

久保弘文, 2014. オトメタママキ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生
物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 233. 

土田英治・黒住耐二, 1997. 奄美諸島徳之島, 山の海岸の貝類－特に外洋性砂浜群集について－. 
ちりぼたん, 27(3–4): 75–79. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： オオシマホクロガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 バカガイ上科 バカガイ科 
学    名 ： Oxyperas aspersa (Sowerby I, 1825) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 殻は本科中、中型で、横長の亜三角形、殻表は薄い殻皮が覆い、弱い成長輪脈が多数刻まれる。殻

色は灰白色地にほくろの様な黒褐色斑を散在させ、その多少は個体変異がある。最大殻長 5cm に達
する。 

近似種との区別 ： 日本本土の内湾に生息するホクロガイは輪肋がより粗く、殻色が灰褐色であることで区別できる。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島、久米島、先島諸島、フィリピン～インド洋。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ホクロガイは瀬戸内海等温帯域に分布するが、沖縄には生息しない。 
生 態 的 特 徴 ： 埋在ろ過食性であるが、その他、繁殖等の詳しい生態は不明。 
生息地の条件  ： 潮通しの良いサンゴ礁水路や湾域の低潮線直下～水深10 mの砂礫～礫底。 
個体数の動向  ： 潜水調査では 1990 年代はサンゴ礁の粗砂底などで散見された種であるが、1995 年頃から出現頻度

が減り、2015年以降では恩納村万座毛に注ぐ河川水路や、名護湾で殻皮付き合弁死殻が確認された
が、それ以外は皆無な状況である。本部町南部から恩納村北部に至る名護湾岸では台風後に合弁死
殻がしばしば打上げられる。先島諸島では産出は非常に少ない。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： バカガイ科の中では特異な形態をしており、日本本土内湾域のホクロガイとの関係も含め、系統分

類学的に独特の種群と考えられる。 
生存に対する脅威 ： 生息地の条件にも記したとおり、清浄なサンゴ礁性礫底を好む。これはかつての沖縄県では普通に

存在した環境だが、赤土など土壌微粒子の堆積や礫間の目詰まり、富栄養に伴う底質の還元化等が
本種の生育阻害要因であろう。 

原  記  載 ： Sowerby, G.B. I., 1825. A Catalogue of the Shells Contained in the Collection of the late Earl of Tankerville, 
Arranged According to the Lamarckian Conchological System; Together with an Appendix, Containing 
Descriptions of Many New Species. E.J. Stirling, London, vii+92+xxxiv pp., 8 pls. (p. ii (in Appendix), no. 
117, as Mactra aspersa. Type loc. not designated)  

参 考 文 献 ： 久保弘文・黒住耐二, 1995. 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263 pp. 
 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： チトセノハナガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 バカガイ上科 チトセノハナガイ科 
学    名 ： Anatinella nicobarica (Gmelin, 1791) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 殻長約3 cm、殻は薄い。殻表は、細かい布目状となり、後端部がやや尖る。歯には、よく発達した

靭帯受けが見られる。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島、石垣島、西表島。 
生 態 的 特 徴 ： 内湾低潮帯～潮下帯の粗砂泥底 (ウミジグサ、ウミヒルモ海草藻場) に低い密度で生息している。 
生息地の条件  ： 海草藻場とその周辺の潮間帯から水深5 m付近に分布する。 
個体数の動向  ： 稀な種で、密度に関する情報は無い。 
現在の生息状況 ： 現状は不明。ただし、過去に沖縄島名護市東岸で台風襲来後に海草類に混じり数十個体の生貝の打
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ち上げが複数回確認されたこともあり、沿岸の海草藻場に分布の中心があると考えられる。 
学術的意義・評価 ： 1科1属 1種の二枚貝類であり、進化生態学的にも貴重な種である。 
生存に対する脅威 ： 埋立等の沿岸域の改変による生息地の消滅や環境悪化。海草藻場の環境保全が重要である。 
原  記  載 ： Gmelin, J. F., 1791. Caroli a Linné. Systema naturae per regna tria naturae, secundum classes, ordines, genera, 

species, cum characteribus, differentiis, synonymis, locis. Ed. 13, aucta, reformata. Impensis Georg. Emanuel. 
Beer, Lipsiae, Tome 1, Pars 6, 3021-3910. (p.3221, no.12, as Mya nicobarica. Type loc.: “ad insulas 
Nicobaricas”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2012. チトセノハナガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブッ
ク”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 144. 

久保弘文, 2014. チトセノハナガイ. “レッドデータブック2014 －日本の絶滅のおそれのある野生
生物－ 6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 
402. 

名和 純 2005. チトセノハナガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) —レッ
ドデータおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
321. 

 
執 筆 者 名 ： 小澤宏之 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ハナグモリ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 マルスダレガイ目 シジミ上科 ハナグモリ科 
学    名 ： Glauconome chinensis Gray, 1828 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
  
形    態 ： 殻長2 cm程度の横長の二枚貝類。殻は薄いが、厚い灰褐色の殻皮を纏い、後端にかけて檜皮葺状と

なる。沖縄の個体は殻皮が畝状に発達するものがあり、マツカゼハナグモリと呼ばれていた。 
近似種との区別 ： 沖縄県内に近似種は生息していない。 
分 布 の 概 要 ： 東京湾以西の内湾域、沖縄島、西表島、東南アジア、インド。 
生 態 的 特 徴 ： 潮間帯上～中部の泥干潟上縁部に比較的浅く潜っており、珪藻等植物プランクトンを主としたろ過

食性貝類である。 
生息地の条件  ： 安定した内湾奥の潮間帯上部～中部に形成されるやや堅い泥質地に汀線帯 (リップルマーク) に沿

って個体群を形成する。 
個体数の動向  ： 沖縄島では1990年代まで糸満市から豊見城市に至る塩性湿地帯、佐敷周辺や中城湾北部のマングロ

ーブ縁辺部等に多産したが、それら個体群の多くは海浜埋立てにより、生息地ごと消失した。羽地
内海では富栄養によるアナアオサの大発生に伴う底質被覆や還元化で、酸欠状態となり、しばしば
二枚貝類の大量斃死が確認されているが、本種も同様に激減している可能性がある。 

現在の生息状況 ： 沖縄島では2010年以降でも羽地内海などで殻皮付きの死殻が打ち上がっているので、生存している
と思われる。泡瀬では最湾奥のやや堅くしまった中潮線付近の泥底に見られるが、その生息範囲は
大きく見積もって0.33km2程度と極めて狭い。 

学術的意義・評価 ： 先島諸島にまで分布を広げているが、生息地が分断されており、遺伝的交流が乏しい可能性も高く、
集団遺伝学的解析が求められている。 

生存に対する脅威 ： 陸域との接点にあたる潮間帯上部に生息するため、埋立てが最大の脅威であるが、羽地内海では富
栄養に伴う海藻マット被覆による酸欠や腐敗が生息環境を悪化させている。 

原  記  載 ： Gray, J.E., 1828. Spicilegia Zoologica; or Original Figures and Short Systematic Descriptions of New and 
Unfigured Animals,. Part 1. Treüttel, Würtz and Co., London, 12 pp, 11 pls. (pp. 6–7, pl. 3, fig. 13, 13a, as 
Glauconome Chinensis. Type loc.: “China”) 

参 考 文 献 ： 名和 純, 2005. ハナグモリ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッドデ
ータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
343–344. 

Wang, S., Jin, B., Qin, H., Sheng, Q. & Wu, J., 2015. Trophic dynamics of filter feeding bivalves in the 
Yangtze estuarine intertidal marsh: stable isotope and fatty acid analyses. PLoS One, 10(8): e0135604. 

山下博由, 2012. ハナグモリ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 
日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 139. 

山下博由, 2014. ハナグモリ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物－6 
貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 402. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： マダライオウハマグリ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 マルスダレガイ目 マルスダレガイ上科 マル

スダレガイ科 
学    名 ： Pitar limatulus (Sowerby II, 1851) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) 
  
形    態 ： 殻長約30 mmの丸みを帯びた亜三角型の二枚貝類。生時は殻表に砂を付着させ、貝殻後部の殻表に

ジグザグ状の細かい彫刻をもつ。殻色は全体的には淡黄白色だが、蝶番周辺が黒く染まる。 
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近似種との区別 ： イオウハマグリはより丸みがあり、蝶番付近が黒く染まらないことで区別されるが、そもそも生息
環境が重複しない。 

分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島東海岸 (大浦湾・金武湾・中城湾)、沖縄島西海岸 (糸満市西崎・瀬長島・屋嘉田
潟原・羽地外海等)、インドネシア、オーストラリア (クイーンズランド州北部)。 

生 態 的 特 徴 ： 砂中に浅く埋在して、海水ごと、植物プランクトン等を吸い込んで、鰓でろ過して摂食する。水管
はやや短く、潜砂行動は不活発で、アマモの隙間や礫砂間に収まるように潜っている。よって、一
旦、掘り起こされるとすぐ元に戻れない。 

生息地の条件  ： 潮通しのよい中潮線～水深2 m付近までのアマモ場とそれに隣接する細砂底に浅く埋在する。 
個体数の動向  ： 1980年代後半まで羽地外海や沖縄市泡瀬では多産したが、現在、羽地外海では水質悪化やシルト堆

積でほぼ消滅、泡瀬では埋立て後によりアマモ場が荒廃し、激減した。埋立て後に二次的に形成さ
れた細砂域での確認事例も1例のみあるが、現在、すべての分布域で個体数が著しく減少している。 

現在の生息状況 ： 泡瀬では埋立て事業後、著しく減少したが、2014年の調査では沖縄市泡瀬北岸で、台風後に数十個
単位の殻皮付き合弁死殻が確認された。したがって、潜在的な個体群維持能力は未だに有している
可能性があるが、同地以外では、生息事例が非常に乏しい。 

学術的意義・評価 ： 本種は先島諸島から記録が無く、生物地理学的に非常に重要であるほか、内湾性アマモ場に特徴的
に見られ、生態学的にも興味深い二枚貝類である。 

生存に対する脅威 ： 本種は垂直分布の幅が狭く、すでに埋立てや海岸改変のために、多くのアマモ場が消失し、本種の
個体群の多くは生息地ごと消失している。また、清浄な環境でのみ見つかるため、都市排水などの
陸域からの過剰栄養負荷の増加が、生息阻害要因となる。 

特 記 事 項 ： 属の所属については、殻表にジグザク彫刻を有することから、アジロボリハマグリ属 Hyphantosoma 
に属すとする文献 (Huber, 2010) もあるが、アジロボリハマグリ H. intricatum (Dautzenberg, 1907) は
洞窟性の著しく堅固な大型種で、本種と同属とは考えにくく、今後、属のタイプ種を含め、再検討
が必要。 

原  記  載 ： Sowerby, G.B. II, 1851. A monograph of the genus Cytheraea. Thesaurus conchyliorum, or, Monographs of 
Genera of Shells, vol. 2, Sowerby, G.B. II (ed.), 611–648, pls 127–136. (p. 640, no. 98, pl. 136, figs 200–201, 
as Cytheraea limatulum. Type loc.: “unknown”) 

参 考 文 献 ： Huber, M., 2010. Compendium of Bivalves. A Full-color Guide to 3,300 of the World’s Marine Bivalves. A 
Status on Bivalvia after 250 Years of Research. ConchBooks, Hackenheim, 901 pp. 

久保弘文, 2012. マダライオウハマグリ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータ
ブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 151. 

久保弘文, 2014. マダライオウハマグリ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある
野生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 
241. 

名和 純, 2005. マダライオウハマグリ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)
－レッドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 561pp. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： リュウキュウアサリ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 マルスダレガイ目 マルスダレガイ上科 マル

スダレガイ科 
学    名 ： Tapes literatus (Linnaeus, 1758) 
方  言  名 ： ヤジーナー (名護市) 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
  
形    態 ： 最大殻長約10 cmに達する横長楕円形の平たい二枚貝類。 
近似種との区別 ： リュウキュウアサリ類には類似種が多く、ヒメリュウキュウアサリ、スリガハマ等が知られている。

いずれも本種より小型である。また本種の幼貝期とは成長肋が粗いこと、殻に膨らみがあることで
区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島及び周辺離島、先島諸島、フィリピン、オーストラリア。 
生 態 的 特 徴 ： サンゴ礫の多い粗砂底を好み、礫間にはまり込むようにして生息する。刺激を与えると水管から潮

を吹くので、かつては羽地や泡瀬地区などでは棒で海底をたたいて、これを目安に潮干狩りをして
いた。潜砂深度は浅く、植物プランクトン等を鰓でろ過して摂食する。水管はやや短い。 

生息地の条件  ： 潮通しのよいアマモ場とそれに隣接する砂礫～礫底の中潮線～水深2 m付近までに浅く埋在する。 
個体数の動向  ： 垂直分布が浅場に限定され、礫底を中心にいわゆるガレ場を好む大型種であり、沖縄島・石垣島周

辺では陸域からの赤土堆積による目詰まりで生息環境が著しく悪化した。特に沖縄島では中南部地
区の埋立て事業が本格化する1980年代後半から激減した。先島諸島でも、全体に減少傾向にある。
元々、魚市場で山積みされて売られていたほどの普通種であったが、沖縄島周辺、特に糸満・豊見
城沿岸、中城湾等では埋立てや航路浚渫により、多くの生息地が消失し、市場からも姿を消した。 

現在の生息状況 ： 泡瀬では埋立て事業後、著しく減少したが、2014年の調査では沖縄市泡瀬北岸で、台風後に複数の
合弁死殻が確認されている。また、名護湾、大浦湾でも合弁個体の打上げは見つかっているので、
壊滅的な状況には達していないと考えられる。 

学術的意義・評価 ： かつての沖縄沿岸における大型二枚貝類の優占種であり、物質循環や食物連鎖上重要な役割を果た
していたと考えられ、生態学的意義は非常に大きく、水産学的にも存在意義は大きいと考えられる。 

生存に対する脅威 ： 埋立てによる生息地消失、加えて陸域からの過剰栄養負荷や土壌微粒子の大量流入によるサンゴ礫
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間の目詰まりで、本種の生息条件は著しく悪化する。 
特 記 事 項 ： 大型で殻が比較的薄く、肉が大きく美味であることから、サンゴ礁周辺干潟の優良な水産資源のひ

とつである。 
原  記  載 ： Linnaeus, C. von, 1758. Systema naturae per regne tria naturae, secundum clasees, ordines, genera, species, 

cumcharacteribus, differentiis, synonymis, locis. Editio decima reformata. Tome 1, Animalia. Impensis 
Direct. Laurentii Salvii, Holmiae, 823 pp. (p. 689, no. 124, as Venus literata. Type loc.: “Europa australi & 
India”) 

参 考 文 献 ： 羽地内海の自然を守り育む会, 2008. 羽地内海うむしるむん図鑑 羽地内海の多様な生きものと
人々の暮らし. 羽地内海の自然を守り育む会, 名護, 43 pp. 

久保弘文, 2012. リュウキュウアサリ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブ
ック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 152.  

久保弘文, 2014. リュウキュウアサリ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野
生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 
408. 

名和 純, 2005. リュウキュウアサリ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－
レッドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 
那覇, 345–346. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

 4 ) 準絶滅危惧(NT) 

 
 
和    名 ： ヤジリスカシガイ 
分    類 ： 腹足綱 古腹足亜綱 スカシガイ上科 スカシガイ科 
学    名 ： Macroschisma cuspidatum (A. Adams, 1851) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
形    態 ： 殻は細長い笠型で前端が狭まる。貝殻の頂部が開口し、殻質は薄く、淡白色の地に黒色斑を散在さ

せる。殻長10 mm内外。 
近似種との区別 ： 殻が細長く、前端が狭まる種は他になく、区別は明瞭。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島、規模の大きなアマモ場を保有する先島諸島。 
生 態 的 特 徴 ： 生時は緑色の軟体部に砂をうっすらと被ってアマモの隙間に隠れているため、ほとんど生貝の観察

事例がない。藻食性と考えられるが、詳しい食性は不明である。 
生息地の条件  ： 潮通しの良い干潟のアマモ場やその周辺の細砂底に生息し、清浄な海域を好む。 
個体数の動向  ： 沖縄島ではうるま市海中道路付近や沖縄市泡瀬干潟に比較的多かったが、いずれも埋立てや海岸改

変の影響で生息場所が大きく消失し、個体数が減少した。沖縄島南部でも糸満市、豊見城市では、
埋立てにより、著しく生息地が縮小したが、埋立地前縁に残存する小規模なアマモ場に狭い範囲な
がら、僅かな個体群の生残が確認された。先島諸島では、現在も、小浜島細崎や石垣島名蔵湾西北
岸、崎枝湾等の底質が清浄で潮通しの良いアマモ場には、広く生息している。 

学術的意義・評価 ： 捕食者の多い亜熱帯海域において隠れ込みや擬態に適応し、貝殻を著しく細長い形に特殊化させて
おり、生態学的意義は大きい。 

生存に対する脅威 ： 埋立て等浅海砂底域の消失、底質の泥質化や富栄養等の悪化。 
原  記  載 ： Adams, A., 1851. A monograph of Macrochisma [sic], a genus of gasteropodous Mollusca belonging to the 

family Fissurellidae. Proceedings of the Zoological Society of London, for 1850: 202–203. (p. 202, as 
Macrochisma cuspidata [sic]. Type loc.: “Cagayan, in insulis Philippinis”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2005. ヤジリスカシガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レ
ッドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 
那覇, 401. 

久保弘文, 2012. ヤジリスカシガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブッ
ク”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 16. 

久保弘文・黒住耐二, 1995. 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263 pp. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： クマノコ 
分    類 ： 腹足綱 古腹足亜綱 ニシキウズ上科 クボガイ科 
学    名 ： Chlorostoma xanthostigma A. Adams, 1853 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
  
図 の 解 説 ： p. 48. 名護市喜瀬. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 殻は中型でやや厚く、円錐形、殻表は濃緑灰色でやや光沢があり、臍域は鮮緑色に染まる。最大殻

径約40 mm。 
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近似種との区別 ： 沖縄に産するクボガイ科は本種のみ。他の大型のニシキウズ上科貝類は模様があるが、本種はこれ
を欠くので明瞭に区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 福島県／能登半島～奄美大島、県内では沖縄島北部のみ。台湾。 
生 態 的 特 徴 ： 藻食性、雌雄異体、体外受精。 
生息地の条件  ： 陸水の影響を受ける外洋に面した巨石の混じる転石帯。潮間帯に限定され、垂直分布域が狭い。 
個体数の動向  ： 1990 年代に多産した名護市喜瀬や今帰仁村大井川河口などでは 2000 年以降、著しく減少した。そ

の他の生息地でも海岸線道路の改修などで転石海岸の改変により、一部で縮小している。 
学術的意義・評価 ： 本邦では沖縄島を南限とする生物地理学的に極めて貴重な個体群で、また沖縄海域における唯一の

クボガイ科貝類であり、種多様性上も重要である。 
生存に対する脅威 ： 河口改修や大量の陸土流入による岩礁表面への被覆。 
特 記 事 項 ： 沖縄島北西岸の転石地帯には本種をはじめ、エナメルアマガイやクロタマキビモドキ等地理的に特

異分布をする種が多いが、先述の通り、具体的な減少等に関する情報が不足している。学術的に重
要であるので、今後、ランクづけに必要な情報の整備が望まれる。 

原  記  載 ： Adams, A., 1853. Contributions towards a monograph of the Trochidae, a family of gasteropodous Mollusca. 
Proceedings of the Zoological Society of London, for 1851: 150–192. (p. 183, no. 32, as Chlorostoma 
xanthostigma. Type loc.: “—?”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2005. クマノコ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッドデー
タおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
465. 

久保弘文・黒住耐二, 1995. 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263 pp. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： オオベソスガイ 
分    類 ： 腹足綱 古腹足亜綱 ニシキウズ上科 リュウテン科 
学    名 ： Lunella cinerea (Born, 1778) 
方  言  名 ： チンボーラー (広義) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
  
図 の 解 説 ： p. 49. 石垣島. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 殻は厚く、背の低い球形で殻表は殆ど平滑でくすんだ緑灰色。臍孔は明瞭に開く。殻径30～50 mm。

石灰質の厚い蓋を持つ。 
近似種との区別 ： カンギクとは殻表が平滑で大型化する事により区別は明瞭。 
分 布 の 概 要 ： 八重山諸島、台湾。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 小笠原諸島に分布するオガサワラスガイは別種であり、インド・太平洋広域にわ

たる種間・個体群間の分子系統解析など分類学的再検討が必要と考えられる。 
生 態 的 特 徴 ： 藻食性で夜間ならびに満潮時に活動する。休止時には岩礫基部の砂中に隠れ込むことがある。 
生息地の条件  ： 外洋に面した非石灰岩性の玉石帯や岩礫地で、陸域からの淡水伏流 (浸み出し) がある場所を好む。 
個体数の動向  ： 石垣島北部や西表島東部等、場所によって個体数が大きく減少し、個体サイズの小型化が見られる。 
現在の生息状況 ： 人為的改変の少ない西表島西部等では豊かな個体群が認められる場所があるが、概ね減少傾向にあ

る。 
学術的意義・評価 ： 宮古諸島、沖縄島周辺に分布せず、八重山諸島が世界的に見ても分布北限で、生物地理学的に重要

であり、生息場所も限定されることから生態的に興味深い研究材料となる。 
生存に対する脅威 ： 潮間帯の藻食性小型巻貝類はチンボーラーとして、潮干狩りの対象となり、本種もその中に包含さ

れるが、場所によっては乱獲され、個体群の縮小やサイズの小型化が認められる。 
原  記  載 ： Born, I.E. von, 1778. Index rerum naturalium Musei Caesarei Vindobonensis. Verzeichniss der Natürlichen 

Seltenheiten des K.K. Naturalien Kabinets zu Wien. Erster Theil, Schalthiere. Pars 1, Testacea. ex Officina 
Krausiana, Vindobonae, 38+458+82 pp. (pp. 356–357, as Turbo cinereus. Type loc. not designated) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2005. オオベソスガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッ
ドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那
覇, 401–402. 

久保弘文・黒住耐二, 1995. 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263pp. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： タオヤメユキスズメ (ヌノメミヤコドリ) 
分    類 ： 腹足綱 アマオブネ型亜綱 Cycloneritimorpha目 アマオブネ上科 ユキスズメ科 
学    名 ： Phenacolepas tenuisculpta Thiele, 1909 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT)  
 
形    態 ： 殻は本科中では小型、やや長い楕円の笠形で、殻頂は前端に位置し、胎殻は平滑で大きい。殻表は

褐色の殻皮を被り、細かい格子状彫刻を有する。軟体は赤橙色。最大殻径5 mm程度。 
近似種との区別 ： 近似種ミヤコドリはより大型で、よく膨れ、丸みが強い。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島、久米島、先島諸島、フィリピン、南太平洋。 
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生 態 的 特 徴 ： 埋没した岩盤下 (埋れ石) で殆ど移動しない可能性がある。軟体部が赤く、貧酸素に対応し、ヘモ
グロビンを持っていると考えられる。その他、詳しい生態は不明。 

生息地の条件  ： 潮間帯の、赤く酸化的環境にある埋れ石の下面 (黒く還元的な環境には少ない)。 
個体数の動向  ： 1990年以降に埋立てにより、沖縄島中南部では豊見城市、糸満市、与那原町等で生息地の大きな消

失が生じた。内湾的な干潟周辺の岩盤下に潜む習性から、都市部や離島を問わず、農産地域等の富
栄養化傾向にある海域において、底質の悪化による生息場所の制限を総じて受けている。 

現在の生息状況 ： 現在も環境悪化が継続している。 
学術的意義・評価 ： 埋れ石下環境への適応等、特異な生態から学術的に重要な貝類である。 
生存に対する脅威 ： 都市下水や畜産排水等の富栄養化と赤土沈積による、埋れ石下環境の悪化。埋立てによる生息場所

の消失。 
原  記  載 ： Thiele, J., 1909. Cocculinoidea und die Gattungen Phenacolepas und Titiscania. Systematisches 

Conchylien-Cabinet von Martini und Chemnitz, Bd. 2, Abt. 11a, (539): 1–48, pls 1–6. (p. 37, pl. 6, figs 
10–11, as Phenacolepas tenuisculpta (Garrett in MS). Type loc.: “Pazifischer Ozean bei den 
Fidschi-Inseln”) 

参 考 文 献 ： 福田 宏, 1996. 腹足綱. “日本における干潟海岸とそこに生息する底生生物の現状”, 花輪伸
一・佐久間浩子 (編), WWF Japan Science Report, 3: 11–63. 

福田 宏, 2012. タオヤメユキスズメ (ヌノメミヤコドリ). “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベン
トスのレッドデータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 26. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： レモンカノコ 
分    類 ： 腹足綱 アマオブネ型亜綱 Cycloneritimorpha目 アマオブネ上科 アマオブネ科 
学    名 ： Clithon pauluccianum (Gassies, 1870) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
形    態 ： 殻は小型で、亜球形、殻表は平滑で光沢があり、変異に富んだ鮮やかな色彩の模様を有する。蓋は

レモン色。殻径約10 mm以下。 
近似種との区別 ： 近似種ハナガスミカノコ、ヒメカノコは、蓋が濁灰色であることから区別できる。 
分 布 の 概 要 ： 汀線に安定した陸水伏流のある沖縄県全域の島嶼。 
生 態 的 特 徴 ： 同種の貝殻上や小石等にドーム状の卵嚢を産み付け、孵化してベリジャー幼生となる。藻食性。 
生息地の条件  ： 汀線付近の伏流環境に生息する。 
個体数の動向  ： 宮古・石垣両島では伏流水の富栄養化と還元化によって、硫化物による底質悪化などが見られ、生

息に適さなくなっている他、沖縄島は埋め立てや人工護岸化等のために自然海岸自体が消失し、生
息場所が大きく減少している。 

学術的意義・評価 ： 汽水性アマオブネ類は両側回遊性で、生態学的研究の解明に重要な研究材料である。本種は河川の
遡上こそしないが、伏流環境に選択的に着底して、生息場所を形成する。 

生存に対する脅威 ： 伏流水の富栄養化による底質悪化。埋立てによる生息場所消失。地下水や陸水利活用のために生じ
る伏流水の枯渇。 

特 記 事 項 ： 広域に分布する両側回遊性種で、分布域が広いと考えられることなどから、個体群の維持は海流の
状況の変動による幼生供給の多寡にも影響される可能性がある。また、自然海岸の消失が著しく、
総じて生息環境が悪化の一途を辿っているため、各個体群は今後の存続が懸念される。なお、本種
の学名は従来「Clithon souverbiana (Montrouzier, 1863)」とされることが多かったが、これはキンラン
カノコに相当し、両種の学名は長年に渡って取り違えられてきた (福田他, 2014)。 

原  記  載 ： Gassies, J.B., 1870. Diagnoses d’espèces inédites provenant de la Nouvelle-Calédonie. Journal de 
Conchyliologie, 18: 140–150. (pp. 149–150, no. 22, as Neritina Paulucciana. Type loc.: “Lifu, insularum 
Loyalty”) 

参 考 文 献 ： 福田 宏, 1996. 腹足綱. “日本における干潟海岸とそこに生息する底生生物の現状”, 花輪伸
一・佐久間浩子 (編), WWF Japan Science Report, 3: 11–63. 

福田 宏・藤野睦子・江田伸司, 2014. 岡山県倉敷市高洲で生貝が見出されたウミヒメカノコ (腹
足綱：アマオブネ科)，ならびに同種とキンランカノコ・レモンカノコを巡る同定の混乱．倉敷市
立自然史博物館研究報告, (29): 29–38. 

Komatsu, S., 1986. Taxonomic revision of the neritid gastropods. Special Publication of the 
Mukaishima Marine Biological Station, for 1986: 1–69. 

久保弘文, 2012. レモンカノコ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 
日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 18. 

久保弘文・黒住耐二, 1995. 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263 pp. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文・福田 宏 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ヒラマキアマオブネ 
分    類 ： 腹足綱 アマオブネ型亜綱 Cycloneritimorpha目 アマオブネ上科 アマオブネ科 
学    名 ： Nerita planospira Anton, 1838 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
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形    態 ： 殻は大型で厚く、角張った半球形、螺層上部が偏圧し、平巻き状となる。殻表は螺条を多数めぐら
し、内唇には皺がある。蓋は黒灰色で微顆粒を有する。殻径約30 mm以下。 

近似種との区別 ： 近似種アマオブネはより小型で平巻きにならず、輪廓は半球状をなす。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島、宮古島、八重山諸島、台湾、中国南部沿岸、インド・太平洋。 
生 態 的 特 徴 ： マングローブ林内に生息し、藻食性で、下げ潮時直後に活動することが多い。 
生 息地 の条 件： マングローブ林の幹の根元や気根上 (中潮線) のみに付着する。垂直分布の幅が狭く、マングロー

ブ林があればどこにでもいるというわけではなく、乾燥の進んだ環境では見られない。 
個体数の動向  ： 今のところ、西表島では個体数は少なくない上、同島の生息環境は自然公園法で保護されているが、

沖縄島金武町億首川流域・羽地内海、石垣島川平湾・宮良湾等で減少傾向にある。 
学術的意義・評価 ： マングローブ生態系特有の種として生態学的価値が高い。 
生存に対する脅威 ： マングローブ環境の攪乱や鑑賞・標本用または飼育用採取による乱獲。 
原  記  載 ： Anton, H.E., 1838 (for 1839). Verzeichniss der Conchylien welche sich in der Sammlung von Herrmann Eduard 

Anton befinden. Herausgegeben von dem Besitzer. Eduard Anton, Halle. xvi+110 pp. (p. 30, no. 1153, as Nerita 
planospira. Type loc. not designated) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2012. ヒラマキアマオブネ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブ
ック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 21. 

久保弘文・黒住耐二, 1995. 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263 pp. 
久保弘文・西垣孝治・小澤宏之, 2017. 沖縄県レッドデータブック ーレッドデータおきなわー 第2
回改訂に伴う稀少貝類棲息実態調査報告ー2. 西表島. Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： アラハダカノコ 
分    類 ： 腹足綱 アマオブネ型亜綱 Cycloneritimorpha目 アマオブネ上科 アマオブネ科 
学    名 ： Neritina asperulata Récluz in Sowerby, 1849 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
形    態 ： 殻は中型で、へしゃげた半球形、殻表はざらざらした殻皮が被覆し、荒肌状となる。殻口内唇は橙

黄色。殻径10～20 mm程度。蓋は黒褐色で平滑。 
近似種との区別 ： 他の陸水アマオブネ類と比べ、貝殻が薄く弱い。近似種キジビキカノコはより小型で内面滑層は灰

白色である。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島、石垣島、西表島。 
生 態 的 特 徴 ： 岩盤や貝殻上にドーム上の卵嚢を産み付け、卵嚢からベリジャー幼生が浮出し、海へ下って、成長

し、再び河川を遡上すると考えられている。 
生息地の条件  ： 河口閉塞がなく、淀みの少ない河川の中流域に生息する。夜行性で、やや隠蔽された岩の隙間など

に棲む。 
個体数の動向  ： 沖縄島では北部3河川、中部1河川で記録されている。八重山ではアマオブネ類の多様性が高い限

られた河川のみに生息する。しかし、すべての河川で個体数が少ない。沖縄島中部の1河川では大
規模な河川改修があり、現在は生息が認められなくなった。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 両側回遊性で生態学的研究の解明に重要な材料である。移動性に乏しく、長期的な河川環境の安定

性を鑑みる指標としても重要である。 
生存に対する脅威 ： 自然度の高い河川に出現する傾向があるため、都市排水や様々な水質悪化、人為的要因による流れ

の停滞や渇水が懸念される。 
特 記 事 項 ： 本種の学名記載年を「1853」または「1855」としている文献があるが、正しくは 1849である。 
原  記  載 ： Récluz, M.C., 1849. Monograph of the genus Neritina. Thesaurus conchyliorum, or, Monographs of Genera of 

Shells, vol. 2, Sowerby, G.B. II (ed.), 507–546, pls 59–66. (p. 512, no. 20, pl. 114, figs 160–161, as Neritina 
asperulata. Type loc.: “On small stones in a rivulet, Island of Luzon”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2002. 沖縄県産陸水性アマオブネガイ類の日本新記録2種. ちりぼたん, 33(1–4): 
33–39. 

久保弘文, 2005. アラハダカノコ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッ
ドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那
覇, 348. 

久保弘文, 2012. アラハダカノコ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブッ
ク”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 21. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文・福田 宏 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： クロズミアカグチカノコ 
分    類 ： 腹足綱 アマオブネ型亜綱 Cycloneritimorpha目 アマオブネ上科 アマオブネ科 
学    名 ： Neritina sp.  
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
形    態 ： 殻は本科中、中型で、半卵形、殻表は黒褐色の殻皮が被覆し、殻口内面滑層は濃褐色。殻径 20 mm

以下。蓋は漆黒色。 



<貝類> 

576 
 

近似種との区別 ： 近似種カバクチカノコ、クリグチカノコ等はより丸みが強く、蓋に放射彩を有する。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島北部、石垣島、西表島、与那国島。 
生 態 的 特 徴 ： 岩盤や貝殻上にドーム上の卵嚢を産み付け、卵嚢からベリジャー幼生が浮出し、海へ下って、成長

し、再び河川を遡上すると考えられている。 
生息地の条件  ： 自然環境が保全された河川の上流域の滝等に生息し、他の多くの陸水性アマオブネ類は偶存的に堰

等の人工的な環境にも認められることがあるが、本種はそれがほとんど無い。おそらく本種はその
形状から、岩表面の凹凸のある地形への棲み場要求があると推測される。 

個体数の動向  ： 石垣島の一部生息場所では2014年の渇水で全滅した。西表島では比較的健全な生息場所が残ってい
る。沖縄島北部では個体数が非常に少なく、偶存的な可能性が高い。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 両側回遊性で生態学的上、重要な研究材料である。移動性に乏しく、成熟個体群の維持された場所

では長期的な河川環境の安定性を鑑みる指標としても重要である。 
生存に対する脅威 ： 狭い範囲に生息することから収集家によって乱獲されやすい。 
参 考 文 献 ： 福田 宏, 1996, 腹足綱. “日本における干潟海岸とそこに生息する底生生物の現状”, 花輪伸

一・佐久間浩子 (編), WWF Japan Science Report, 3: 11–63. 
久保弘文, 2005. クロズミアカグチカノコ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物
編)－レッドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保
護課, 那覇, 404–405. 

久保弘文, 2012. クロズミアカグチカノコ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデー
タブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 22. 

増田 修・内山りゅう, 2004. 日本産淡水貝類図鑑②汽水域を含む全国の淡水貝類. ピーシーズ, 
横浜, 240 pp. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ヤエヤマヤマタニシ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 原始紐舌類 ヤマタニシ上科 ヤマタニシ科 
学    名 ： Cyclophorus radians Kuroda, 1960 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
形    態 ： 貝殻は中型 (殻径 25～30 mm) で、螺塔はやや高く、臍孔は狭い。殻はやや厚い。螺層は膨らみ、

縫合は深く窪み、体層周縁の弱く角張る。殻色は淡橙色で、体層周縁に暗褐色の色帯を持つことが
多く、底面に細くて弱い色帯を複数持つことがあり、上面には多数の斑点を持つ。殻表は平滑。殻
口は全縁で丸く、殻口縁は少し広がり肥厚する。 

近似種との区別 ： 琉球列島のヤマタニシ類は形態が酷似した種が多数存在する一方で、種内変異が激しく、形態に基
づく識別は極めて困難である。本種は、八重山諸島に分布する唯一のヤマタニシであり、他の種と
は識別できる。  

分 布 の 概 要 ： 八重山諸島の石垣島と西表島にのみ分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 沖縄島から宮古島にかけてリュウキュウヤマタニシ、伊平屋島にイヘヤヤマタニ

シとヒメオキナワヤマタニシ、沖縄島にクニガミヤマタニシ、イトマンヤマタニシ、オキナワヤマ
タニシが、台湾には C. friesianus Moellendorff, 1883 他数種が分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 自然林の湿った落葉下に生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 定量的なデータはないが、本種の生息に適した森林環境は減少、悪化しているため、個体数も減少

していると思われる。 
現在の生息状況 ： 西表、石垣島に生息するが、他のヤマタニシ類よりも自然林への依存性が高く、個体数も少ない。 
学術的意義・評価 ： ヤマタニシ属は琉球列島で多数の種に分化しており、生物地理学的に重要。 
生存に対する脅威 ： 開発による森林の伐採および林床の乾燥化。 
原  記  載 ： 黒田徳米, 1960. 沖縄群島産貝類目録 (頭足類を除く). 琉球大学教務部普及課, 那覇, iv+104 pp. 

(p. 71, as Cyclophorus turgidus radians (Pilsbry & Hirase, MS.). Type loc.: “八重山西
表島”) 

参 考 文 献 ： 東 正雄, 1995. 原色日本陸産貝類図鑑 増補改訂版. 保育社, 大阪, xvi+343 pp., 80 pls. 
波部忠重・知念盛俊, 1974. 八重山群島石垣・西表両島の陸産貝類相とその生物地理学的意義. 国
立科学博物館専報, (7): 121–128, pls 15–17. 

 
執 筆 者 名 ： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： リュウキュウヤマタニシ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 原始紐舌類 ヤマタニシ上科 ヤマタニシ科 
学    名 ： Cyclophorus turgidus Pfeiffer, 1851 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)※  

                  ※ミヤコヤマタニシ 準絶滅危惧（NT）。本改訂(沖縄県)はミヤコヤマタニシをリュ

ウキュウヤマタニシの地域集団として扱った。 
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形    態 ： ヤマタニシとしては小型から大型 (殻径17～35 mm) で、螺塔はやや高く、臍孔は開く。殻は厚い。
螺層は膨らみ、縫合は深く窪む。体層周縁は一般に角張るが、その程度は強い竜骨になるものから、
ほぼ丸いものまで変異する。殻色は白色から褐色で、体層周縁に暗褐色の色帯を持つことが多く、
底面に細くて弱い色帯を複数持つことがあり、上面には多数の斑点を持つ。殻表は平滑。殻口は全
縁で丸く、殻口縁は少し広がり肥厚する。貝殻の大きさ、形、色、周辺角の強さ、臍孔の広さにお
いて、地理的変異が極めて著しく、同じ種とは思えないほどの変異性を示す。 

近似種との区別 ： 琉球列島のヤマタニシ類は形態が酷似した種が多数存在する一方で、種内変異が激しく、形態に基
づく識別は極めて困難である。特に本種は地理的変異が激しく、形態による識別は一部の地域集団
を除くと不可能である。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島と周辺の島、慶良間諸島、久米島、宮古島にかけて広く分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 沖縄島には本種の他にクニガミヤマタニシ、イトマンヤマタニシ、オキナワヤマ

タニシが生息し、伊平屋島にはイヘヤヤマタニシ、ヒメオキナワヤマタニシ、八重山諸島にはヤエ
ヤマヤマタニシ、台湾には C. friesianus Moellendorff, 1883 他数種が分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 自然林の落葉下に生息することが多いが、林縁などの開けた環境にも生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 一部の地域集団では分布域が縮小した証拠があるが、他の集団の動向は不明。 
現在の生息状況 ： 地域集団によって生態的特性が異なり、撹乱された環境でも多産する集団がある一方で、湿った自

然林を好む一部の地域集団では分布域が減少している。 
学術的意義・評価 ： ヤマタニシ属は琉球列島で多数の種に分化しており、生物地理学的に重要。 
生存に対する脅威 ： 開発による森林の伐採および林床の乾燥化、近縁種との交雑。 
特 記 事 項 ： ミヤコヤマタニシ C. miyakoensis Pilsbry & Hirase, 1905 は独立種とされてきたが、本種の地域集団に

過ぎない。本種は形態や生態に地理的変異が激しく、場所によっては減少していることが明らかな
ので、保全は地域集団単位で行う必要がある。宮古島の地域集団は、ミヤコヤマタニシとして宮古
島市自然環境保全条例保全種（2005年）に指定されている。 

原  記  載 ： Pfeiffer, L., 1851. Conspectus emendatus generum et specierum Cyclostomaceorum. Zeitschrift für 
Malakozoologie, 8: 129–144. (pp. 139–140, no. 88, as Cyclophorus turgidus. Type loc.: “Liew Kiew”) 

Pilsbry, H.A. & Hirase, Y., 1905. New land mollusks of the Japanese Empire. Proceedings of the Academy of 
Natural Sciences of Philadelphia, 57: 705–719. (p. 705, as Cyclophorus turgidus miyakoensis. Type loc.: 
“Miyako, in the Southwestern group of the Ryukyu Islands”) 

参 考 文 献 ： 東 正雄, 1995. 原色日本陸産貝類図鑑 増補改訂版. 保育社, 大阪, xvi+343 pp., 80 pls. 
 
執 筆 者 名 ： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： イヘヤヤマタニシ (新称) 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 原始紐舌類 ヤマタニシ上科 ヤマタニシ科 
学    名 ： Cyclophorus sp. 1 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 49. 撮影：上島励. 
形    態 ： 貝殻は中型 (殻径 25mm前後) で、螺塔はやや高く、臍孔は狭い。殻はやや厚い。螺層は膨らみ、縫

合は深く窪み、体層周縁は角張る。殻色は白色から褐色で、体層周縁に暗褐色の太い色帯を持つこ
とが多く、底面にも細くて弱い色帯を複数持つことがあり、上面には多数の斑点を持つ。殻表は平
滑。殻口は全縁で丸く、殻口縁は少し広がり肥厚する。 

近似種との区別 ： 琉球列島のヤマタニシ類は形態が酷似した種が多数存在する一方で、種内変異が激しく、形態に基
づく識別は極めて困難である。本種は、伊平屋島の固有種で、伊平屋島の南部に生息するヒメオキ
ナワヤマタニシとは分布域を異にする。 

分 布 の 概 要 ： 伊平屋島の固有種で、伊平屋島の南部を除くほぼ全域に分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 伊平屋島には本種の他にヒメオキナワヤマタニシが生息し、沖縄島から宮古島に

かけてリュウキュウヤマタニシ、沖縄島にクニガミヤマタニシ、イトマンヤマタニシ、オキナワヤ
マタニシ、八重山諸島にはヤエヤマヤマタニシ、台湾にはマキヒダヤマタニシ C. friesianus 
Moellendorff, 1883 他数種が分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 主として自然林の落葉下に生息するが、林縁や道路脇などの開けた環境にも生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 過去のデータはないが、個体数は多い。 
現在の生息状況 ： 自然林に多いが、人為的な環境にも生息し、個体数は多い。 
学術的意義・評価 ： ヤマタニシ属は琉球列島で多数の種に分化しており、生物地理学的に重要。 
生存に対する脅威 ： 開発による森林の伐採および林床の乾燥化、近縁種との交雑。 
特 記 事 項 ： 未記載種。 
  
執 筆 者 名： 上島 励 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： クニガミヤマタニシ (新称) 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 原始紐舌類 ヤマタニシ上科 ヤマタニシ科 
学    名 ： Cyclophorus sp. 3 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
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図 の 解 説 ： p. 49. 撮影：上島励. 
形    態 ： 貝殻はヤマタニシとしては中型 (殻径 20～30 mm) で、螺塔はやや高く、臍孔は狭い。殻は厚い。

螺層は膨らみ、縫合は深く窪み、体層周縁は角張る。殻色は淡橙色で、体層周縁に暗褐色の色帯を
持つことが多く、底面に細くて弱い色帯を複数持つことがあり、上面には多数の斑点を持つ。殻表
は平滑。殻口は全縁で丸く、殻口縁は少し広がり肥厚する。 

近似種との区別 ： 琉球列島のヤマタニシ類は形態が酷似した種が多数存在する一方で、種内変異が激しく、形態に基
づく識別は極めて困難である。本種は、沖縄島北部にのみ生息し、他の種と分布域を異にする。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島北部にのみ生息する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 沖縄島から宮古島にかけてリュウキュウヤマタニシ、伊平屋島にイヘヤヤマタニ

シとヒメオキナワヤマタニシ、沖縄島には本種の他にイトマンヤマタニシ、オキナワヤマタニシ、
八重山諸島にはヤエヤマヤマタニシが、台湾にはマキヒダヤマタニシ C. friesianus Moellendorff, 
1883 他数種が分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 主として自然林の湿った落葉下に生息するが、林縁などの開けた環境にも生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 過去のデータがないので、不明。 
現在の生息状況 ： 多くの場所では多産するが、産地によっては少ない。 
学術的意義・評価 ： ヤマタニシ属は琉球列島で多数の種に分化しており、生物地理学的に重要。 
生存に対する脅威 ： 開発による森林の伐採および林床の乾燥化、近縁種との交雑。 
特 記 事 項 ： 未記載種。 
  
執 筆 者 名 ： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： イトマンヤマタニシ (新称) 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 原始紐舌類 ヤマタニシ上科 ヤマタニシ科 
学    名 ： Cyclophorus sp. 4 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 49. 撮影：上島励. 
形    態 ： 貝殻はヤマタニシとしては小型から中型 (殻径 20～25 mm) で、螺塔はやや高く、臍孔は狭い。殻

は厚い。螺層は膨らみ、縫合は深く窪み、体層周縁は弱く角張る。殻色は淡橙色で、体層周縁に暗
褐色の色帯を持つことが多く、底面に細くて弱い色帯を複数持つことがあり、上面には多数の斑点
を持つ。殻表は平滑。殻口は全縁で丸く、殻口縁は少し広がり肥厚する。 

近似種との区別 ： 琉球列島のヤマタニシ類は形態が酷似した種が多数存在する一方で、種内変異が激しく、形態に基
づく識別は極めて困難である。本種は、沖縄島南部にのみ生息し、他の種と分布域を異にする。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島南部にのみ生息する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 沖縄島から宮古島にかけてリュウキュウヤマタニシ、伊平屋島にイヘヤヤマタニ

シとヒメオキナワヤマタニシ、沖縄島には本種の他にクニガミヤマタニシ、オキナワヤマタニシ、
八重山諸島にはヤエヤマヤマタニシが、台湾にはマキヒダヤマタニシ C. friesianus Moellendorff, 
1883 他数種が分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 落葉下に生息するが、自然林のみならず、道路脇や人家近くなどの開けた環境にも多産する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 動向は不明であるが、個体数は多い。 
現在の生息状況 ： 個体数は多く、道路脇や人家近くなどの開けた環境にも多産するため、乾燥や環境の変化に強い種。
学術的意義・評価 ： ヤマタニシ属は琉球列島で多数の種に分化しており、生物地理学的に重要。 
生存に対する脅威 ： 近縁種との交雑。 
特 記 事 項 ： 未記載種。個体数は多く、環境変化にも強いと思われるが、分布域が狭く、近縁種との交雑が起き

ているため注意が必要。 
  
執 筆 者 名 ： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ヤエヤマアツブタガイ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 原始紐舌類 ヤマタニシ上科 ヤマタニシ科 
学    名 ： Cyclotus taivanus peraffinis Pilsbry & Hirase, 1905 
方  言  名 ： フタグワチンナン (総称) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
形    態 ： 殻径約14～15 mmの光沢の強い淡赤褐色の平巻状の殻と、石灰質の厚い蓋を持つ。 
近似種との区別 ： 石垣・西表両島には本属は本種のみ産し、同じく厚い蓋を持つヤエヤマヒラセアツブタガイは殻に

光沢を持たない点で容易に区別できる。 
分 布 の 概 要 ： 石垣・西表両島の山間部に分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 台湾にはタイワンアツブタガイなど複数種が分布しているが、それらと同種群と

考えられる。 
生 態 的 特 徴 ： 落葉と礫の堆積した場所に生息する。 



<貝類> 

579 
 

生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 西表島では少なくない。石垣島では南部の石灰岩地帯を中心に確認されるが個体数は多くない。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 沖縄諸島・宮古諸島では確認されておらず、石垣・西表両島と台湾のみに分布する種群で、生物地

理学的に重要である。 
生存に対する脅威 ： 西表島では安定した生息環境が拡がっているが、石垣島では南部を中心に森林伐採による林床の乾

燥、宅地や墓地造成等の開発による生息場所自体の消失が進んでいる。 
原  記  載 ： Pilsbry, H.A. & Hirase, Y., 1905. New land mollusks of the Japanese Empire. Proceedings of the Academy of 

Natural Sciences of Philadelphia, 57: 705–719. (pp. 705–706, as Cyclotus taivanus peraffinis. Type loc.: 
“Yaeyama, Ryukyu Islands”) 

参 考 文 献 ： 知念盛俊, 1976. 陸産貝類. “生態写真集 沖縄の生物”, 沖縄生物教育研究会 (編), 新星図書, 
那覇, 212–243. 

波部忠重・知念盛俊, 1974. 八重山群島石垣・西表両島の陸産貝類相とその生物地理学的意義. 国
立科学博物館専報, (7): 121–128, pls 15–17. 

池辺進一, 1973. 西表島の陸貝. かいなかま, 6(4): 9–12. 
黒住耐二, 2005. ヤエヤマアツブタガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) 
－レッドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護
課, 411. 

李彦錚・陳文徳, 2003. 自然観察図鑑3 蝸牛. 親親文化事業有限公司, 台北, 287 pp. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： アオミオカタニシ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 原始紐舌類 ヤマタニシ上科 ヤマタニシ科 
学    名 ： Leptopoma taivanum Moellendorff, 1883 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 殻は小さく (殻径約1.5 cm)、螺塔はやや高く (殻長約1.5 cm)、円錐型。螺管はよく膨らみ、体層

周縁は丸く、縫合は深い。殻口は円形で、殻口縁は広がる。殻は白色から半透明で、薄く、外套膜
および上層の軟体部の表面は鮮やかな緑色で、生時にはその色が殻を透けて見える。臍孔は狭い。
蓋は褐色で、円形。 

近似種との区別 ： 樹上性で、半透明の殻を持ち、緑色の軟体部が殻から透けて見えることで、他のヤマタニシ類とは
容易に区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 台湾から奄美にかけて広く分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： Leptopoma属はアジアを中心に分布し、同種および近縁種 L. tigris Lee & Wu, 2001 

が台湾に生息する。 
生 態 的 特 徴 ： 樹上性で、主として葉の裏に生息する。自然林のみならず、人家近くの林や林縁にも生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 比較的個体数は多いが、人家近くでは生息環境が失われることがあり、全体的には減少していると

思われる。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 南アジア系の陸産貝類で、日本はこの属の北限にあたる。 
生存に対する脅威 ： 開発による森林の伐採および林床の乾燥化、乱獲。 
特 記 事 項 ： 学名は再検討が必要。 
原  記  載 ： Moellendorff, O.F. v., 1883. Materialien zur Fauna von China. Jahrbücher der Deutschen Malakozoologischen 

Gesellschaft, 10: 272–288, pl. 10. (pp. 287–288, pl. 10, fig. 4, as Leptopoma taivanum. Type loc.: “ad 
Sakuli prope Takao insulae Formosa”) 

参 考 文 献 ： 東 正雄, 1995. 原色日本陸産貝類図鑑 増補改訂版. 保育社, 大阪, xvi+343 pp., 80 pls. 
 
執 筆 者 名 ： 上島 励 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………… 
 
和    名 ： ヤエヤマヒラセアツブタガイ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 原始紐舌類 ヤマタニシ上科 ヤマタニシ科 
学    名 ： Platyrhaphe hirasei yaeyamensis Kuroda, 1960 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
形    態 ： 最大殻径11 mmに達する。平巻状の白い殻と石灰質の厚い蓋を持つ。生時には殻に泥を付着させて

擬態化する。 
近似種との区別 ： 与那国島を除く八重山諸島には本属は本種のみ産し、ヤエヤマアツブタガイとは光沢のある殻を持

たない点で容易に区別できる。 
分 布 の 概 要 ： 石垣島、西表島、波照間島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 同属の種は沖縄県各島嶼に分布しているが、それぞれ形態的に非常に類似し、ヨ

ナグニアツブタガイとも外見上の区別は困難である。台湾の文献では、台湾産の同属の種を沖縄島
のヒラセアツブタガイと同種としているが、再検討が必要。 
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生 態 的 特 徴 ： 降雨時には石灰岩上で、殻を立てて匍匐する。繁殖等詳しい生態は不明。 
生息地の条件  ： 主に石灰岩地に見られ、落葉や土壌の堆積する石灰岩の窪み等に棲息する。 
個体数の動向  ： 西表島南部、波照間島では少なくないが、石垣島では東・南部の石灰岩地帯を中心に 2013年の干ば

つの影響で著しく個体数が減少した。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： ヒラセアツブタガイ類は奄美群島では記録が無いにも関わらず、沖縄島～台湾に分布し、中琉球か

ら台湾という特異な地理的分布をもち、生物地理学的に重要で、各島嶼間の種分化や類縁関係等に
おいても未解明な部分が多く、進化生物学的意義も大きい。 

生存に対する脅威 ： 火山性土壌が多い石垣島、西表島においては石灰岩地が限定されており、農地開拓等による森林伐
採等生息場所の破壊が最も悪影響を及ぼすと考えられる。 

特 記 事 項 ： 石垣・西表と波照間島の個体群にはサイズなどに若干の形態的差異が見られる。 
原  記  載 ： 黒田徳米, 1960. 沖縄群島産貝類目録 (頭足類を除く). 琉球大学教務部普及課, 那覇, iv+104 pp. 

(p. 72, as Platyrhaphe hirasei yaeyamensis. Type loc.: “八重山石垣島,西表島”) 
参 考 文 献 ： 知念盛俊, 1990. 西表島の陸産貝類. “平成元年度西表島崎山半島地域調査報告書”, 環境庁自然

保護局 (編), 環境庁自然保護局, 東京, 267–275. 
波部忠重・知念盛俊, 1974. 八重山群島石垣・西表両島の陸産貝類相とその生物地理学的意義. 国
立科学博物館専報, (7): 121–128, pls 15–17. 

黒住耐二, 2005. ヤエヤマヒラセアツブタガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動
物編)－レッドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然
保護課, 412–413. 

李彦錚・陳文徳, 2003. 自然観察図鑑3 蝸牛. 親親文化事業有限公司, 台北, 287 pp. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ミヤコゴマガイ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 原始紐舌類 ヤマタニシ上科 ゴマガイ科 
学    名 ： Diplommatina (Sinica) immersidens Pilsbry & Hirase, 1904 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
  
図 の 解 説 ： p. 49. A：ミヤコゴマガイ型. B：ワキシメゴマガイ型. すべて宮古島産. 撮影：亀田勇一. 
形    態 ： 殻長3.5～4 mm、殻径1.7～2 mm、太い紡錘形で縫合はやや浅い。螺塔はやや丸みのある円錐形。淡

黄褐色で規則的な成長肋を持つ。殻口は円形で軸歯は弱く、腔壁はやや長い。緊線から約1層成長
して殻口を形成するとミヤコゴマガイ、さらに 1/4〜3/4 層余分に成長して殻口を形成するとワキ
シメゴマガイやコシボソゴマガイと名付けられた形態になる。 

近似種との区別 ： クメジマゴマガイやヤエヤマゴマガイとは、殻表の成長肋が粗く、縫合のくびれが浅く、太い紡錘
形となることで区別される。 

分 布 の 概 要 ： 池間島、下地島を除く、宮古諸島固有種。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 八重山諸島にヤエヤマゴマガイ、久米島にクメジマゴマガイが分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 林床の落葉下に棲息し、林縁部にも多産する傾向がある。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 棲息地では比較的多産するが、産地は減少傾向にある。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 琉球列島では中型のゴマガイ類は島ごとに種分化して固有種となっており、進化的・生物地理学的

に重要である。 
生存に対する脅威 ： 林内だけでなく林縁にも棲息するため、道路拡張などの局所的な森林の改変が個体群に打撃を与え

る可能性がある。また、ニューギニアヤリガタリクウズムシやツヤオオズアリなど外来の捕食者の
影響も懸念される。 

特 記 事 項 ： ワキシメゴマガイ・コシボソゴマガイは本種の種内変異として扱った。宮古島市自然環境保全条例
保全種(ミヤコゴマガイ・コシボソゴマガイ・ワキシメゴマガイ)（2005年）。 

原  記  載 ： Pilsbry, H. A. & Hirase, Y., 1904. Descriptions of new land snails of the Japanese Empire. Proceedings of the 
Academy of Natural Sciences of Philadelphia, 56: 616-638. (pp.623-624, as Diplommatina (Sinica) 
immersidens. Type loc.: “Miyakojima, Riukiu”) 

参 考 文 献 ： Chinen, M., 1976. Land shells of Miyako-jima and adjacent Islands. Ecological Studies of Nature 
Conservation of the Ryukyu Islands, 2: 89-94. 

Ikehara, S., Abe, T., Omine, T., Chinen, M. & Shimojana, M., 1977. Preliminary study on the forest floor 
macrofauna in the Ryukyu Islands. Ecological Studies of Nature Conservation of the Ryukyu Islands, 3: 
55-74. 

久保弘文, 準備中. 陸産貝類. “宮古島市史 自然編”, 宮古島市教育委員会 (編), 宮古島市教育
委員会, 宮古島. 

湊 宏, 1980. 宮古群島の陸産貝類相. Venus, 39(2): 83-99. 
湊 宏, 1985. 再びワキシメゴマガイとコシボソゴマガイ. ちりぼたん, 16(1): 17-19. 
大原健司, 1994. 宮古諸島の陸産貝類相. かいなかま, 28(3): 1-7. 
 

執 筆 者 名 ： 亀田勇一 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
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和    名 ： クメジマゴマガイ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 原始紐舌類 ヤマタニシ上科 ゴマガイ科 
学    名 ： Diplommatina (Sinica) kumejimana Pilsbry & Hirase, 1904 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
  
形    態 ： 殻は日本産ゴマガイ類としては中型で、殻長3.0 mm、殻径1.4 mm。螺塔は高い円錐形で、体層と次

体層はほぼ同幅。淡黄褐色で螺層には細かい成長肋を持つ。殻口は円形で肥厚反転し、軸唇下部は
やや尖る。腔襞はやや長い。 

近似種との区別 ： 本種は螺塔が高い円錐形になる点でヨナグニゴマガイ (ウオズミゴマガイ) に類似するが、成長肋
が細かく、腔襞がやや長く、かつ殻口も比較的大きいことで区別される。 

分 布 の 概 要 ： 久米島の固有種で、島内には石灰岩の有無にかかわらず比較的広く分布している。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ミヤコゴマガイが宮古諸島に、ヤエヤマゴマガイが石垣島・西表島に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 比較的自然度の高い森林の林床落葉下に生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 湿度の高い自然林で棲息が確認されるが、まとまった個体数が見出される場所は減少傾向にある。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 琉球列島では中型〜大型のゴマガイ類は島ごとに種分化して固有種となっており、進化的・生物地

理学的に重要である。 
生存に対する脅威 ： 林内だけでなく林縁にも棲息するため、道路拡張などの局所的な森林の改変が個体群に打撃を与え

る可能性がある。また、温暖化や乾燥化が進んで林床の環境が変われば、速やかに減少する可能性
もある。 

原  記  載 ： Pilsbry, H. A. & Hirase, Y., 1904. Descriptions of new land snails of the Japanese Empire. Proceedings of the 
Academy of Natural Sciences of Philadelphia, 56: 616-638. (p.623, as Diplommatina (Sinica) kumejimana. 
Type loc.: “Kumejima, Riukiu”). 

参 考 文 献 ： 東 正雄・東 良雄・平田義浩, 1992. 久米島の陸産貝類相. Venus, 50: 264-269. 
知念盛俊, 1976. 陸産貝類. “生態写真集 沖縄の生物”, 沖縄生物教育研究会 (編), 新星図書, 
那覇, 212-243. 

Chinen, M., 1976. Land shells of Miyako-jima and adjacent Islands. Ecological Studies of 
Nature Conservation of the Ryukyu Islands, 2: 89-94. 

増田 修, 2014. クメジマゴマガイ. “レッドデータブック2014 －日本の絶滅のおそれのある野生
生物－ 6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 271. 

品川和久, 1978. 沖縄県久米島における陸貝採集記録. かいなかま, 12(2): 4–14. 
 

執 筆 者 名 ： 亀田勇一・黒住耐二＊  ＊前回改訂版 (2005) における黒住による記載内容を一部引用した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
 
和    名 ： クニガミゴマガイ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 原始紐舌類 ヤマタニシ上科 ゴマガイ科 
学    名 ： Diplommatina (Sinica) lyrata lyrata (Gould, 1859) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 殻長3 mm、殻径1.5 mm、螺塔は高い円錐形で縫合のくびれはやや弱い。淡い赤褐色で規則的な成長

肋を持つ。殻口は丸い六角形状で、軸唇下部は嘴状にやや突出する。腔襞はやや長く、体層の 1/3
程度。 

近似種との区別 ： トクノシマゴマガイとは、軸唇下部の突出がより明瞭で、次体層背面の肋が粗いことで区別される。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島と伊平屋島の山地に分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 亜種のトクノシマゴマガイは奄美諸島に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 比較的自然度の高い森林に棲息する。地上棲。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 沖縄島産のゴマガイ類としては比較的個体数は多い方であるが、棲息できる環境はある程度限られ

ており、確認数は減少傾向にある。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 琉球列島では中型のゴマガイ類は島ごとに種分化して固有種となっており、進化的・生物地理学的

に重要である。 
生存に対する脅威 ： 自然度の高い湿潤な環境を好むため、伐採だけでなく林道建設・拡張などの局所的な森林の改変で

も棲息に悪影響を及ぼしかねない。また、温暖化や乾燥化が進んで林床の環境が変われば、分布域
全体で急速に減少する可能性もある。 

原  記  載 ： Gould, A. A., 1859. Descriptions of new species of shells brought home by the North Pacific Exploring 
Expedition. Proceedings of the Boston Society of Natural History, 7: 138-142. (p.138, as Paxillus lyratus. 
Type loc.: “Loo Choo Islands”) 

参 考 文 献 ： 知念盛俊, 1965. 沖縄産陸産貝の採集と標本の作り方 (I)．沖縄生物学会誌, 2(4): 77-88． 
知念盛俊, 1976. 陸産貝類. “生態写真集沖縄の生物”, 新星図書, 沖縄, 212-243． 
Chinen, M., 1977. Land shells of Okinawa-jima and adjacent islands (exclusive of 
Truncatellidae, Assimineidae and Ellobiidae). Ecological Studies of Nature Conservation 
of the Ryukyu Islands, 3: 127-149. 

知念盛俊・治井正一・儀間一恵, 1995. 大宜味村の陸・淡水棲貝類. “大宜味村の自然，大宜味村
動植物調査報告書，大宜味村文化財調査報告書 (4)”, 大宜味村教育委員会 (編), 大宜味村教育
委員会, 大宜味,. 295-327. 
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久保弘文, 2014. 恩納村の貝類. “恩納村誌 第1巻 自然編”, 恩納村誌編さん委員会 (編), 恩納
村役場, 恩納, 245-340. 

増田 修. 2014. クニガミゴマガイ. “レッドデータブック2014 －日本の絶滅のおそれのある野生
生物－ 6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 272. 

 
執 筆 者 名 ： 亀田勇一・黒住耐二＊  ＊前回改訂版 (2005) における黒住による記載内容を一部引用した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ヨナグニゴマガイ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 原始紐舌類 ヤマタニシ上科 ゴマガイ科 
学    名 ： Diplommatina (Sinica) yonakunijimana Pilsbry & Hirase, 1909 

カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
  
図 の 解 説 ： p. 49. A, B：ヨナグニゴマガイ型. C：ウオズミゴマガイ型 (Holotype of D. uozumii Minato, 1976; 

NSMT-Mo 49716). 撮影：亀田勇一. 
形    態 ： 殻長3.2～4 mm、殻径1.7～2 mm。螺塔は高い円錐形。淡黄褐色で規則的な成長肋を持つが、緊線よ

り前方では平滑となることもある。殻口は円形で軸歯は弱く、腔壁はやや短い。緊線から約1層成
長して殻口を形成するとウオズミゴマガイ、さらに 1/4〜3/4 層余分に成長して殻口を形成すると
ヨナグニゴマガイと名付けられた形態になる。 

近似種との区別 ： 体層や自体層が著しくくびれる個体が出現する点はミヤコゴマガイに類似するが、本種は螺塔の輪
郭が直線的で、腔襞も短いことで識別される。 

分 布 の 概 要 ： 与那国島固有種。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 日本産で近縁な種は今のところ不明。形態変異の傾向が似るミヤコゴマガイは宮

古諸島に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 比較的自然度の高い森林の湿った落葉下に生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 湿度の高い自然林で棲息が確認されるが、まとまった個体数が見出される場所は減少傾向にある。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 琉球列島では中型のゴマガイ類は島ごとに種分化して固有種となっており、進化的・生物地理学的

に重要である。 
生存に対する脅威 ： 林内だけでなく林縁にも棲息するため、道路拡張などの局所的な森林の改変が個体群に打撃を与え

る可能性がある。近年の過剰乾燥も棲息地が減少している要因と考えられる。 
特 記 事 項 ： ウオズミゴマガイは本種の種内変異として扱った。 
原  記  載 ： Pilsbry, H. A. & Hirase, Y., 1909 (for 1908). New land Mollusca of the Japanese Empire. Proceedings of the 

Academy of Natural Sciences of Philadelphia, 60: 586-599. (pp.588-589, as Diplommatina yonakunijimana. 
Type loc.: “Yonakunijima, Osumi”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文・福田 宏・早瀬善正・亀田勇一・黒住耐二・上島 励・小澤宏之, 2017. 沖縄県レッド
データブック ーレッドデータおきなわー 第2回改訂に伴う稀少貝類棲息実態調査報告ー1. 与那
国島. Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

前田和俊・太田 秀・鹿野康裕・上島 励, 1987. 横須賀市自然博物館所蔵平瀬貝類標本目録 (II) 
陸産貝類 (2) 前鰓亜綱, 有肺亜綱 (オナジマイマイ科を除く). 横須賀市博物館資料集, (11): 
1-71. 

湊 宏, 1976. 与那国島の陸産貝類相. Venus, 35: 163-183. 
 

執 筆 者 名 ： 亀田勇一 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ヤエヤマヘナタリ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 オニノツノガイ上科 キバウミニナ科 
学    名 ： Pirenella asiatica Ozawa & Reid in Reid & Ozawa, 2016 

カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 49. 西表島由布島. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 殻長 13.2～16.9 mm。殻はヘナタリに酷似するがより細く、螺層の 3 本の螺肋のうち縫合下のもの

が最も太く、そのすぐ下の螺肋の2倍の幅を持つ。殻口外唇の肥厚はヘナタリより弱い。 
近似種との区別 ： 上記参照。 
分 布 の 概 要 ： 八重山諸島 (石垣島、西表島)、中国南部、台湾、ベトナム、シンガポール。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 沖縄県ではカワアイがほぼ全域、ヘナタリが沖縄島のみに産するのに対し、本種

は石垣・西表両島でしか確認されていない。 
生 態 的 特 徴 ： 干潟表層の菌類や藻類を摂食する。本種も恐らくヘナタリ同様、浮游幼生期を経る。 
生息地の条件  ： ヘナタリとほぼ同様であるが、本種は流水に洗われるより清浄な粗砂底を好む傾向がある。 
個体数の動向  ： 本県では石垣・西表両島に限られ、川平湾、仲良川、古見、船浦等に産するが、生息場所は局在的

である。 
現在の生息状況 ： 個体数は少なくないが、今後の環境改変によって減少する可能性もある。 
学術的意義・評価 ： 八重山諸島は本種の世界的北限かつ日本唯一の産地である。西表島船浦は本種のタイプ産地である。 
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生存に対する脅威 ： 海岸や河口の埋立等の開発、マングローブ破壊、水質・土壌汚染。 
特 記 事 項 ： これまでもっぱらヘナタリと混同されてきたが、形態及び分子系統解析によって別種とみなされた。 
原  記  載 ： Reid, D.G. & Ozawa, T., 2016. The genus Pirenella Gray, 1847 (= Cerithideopsilla Thiele, 1929) 

(Gastropoda: Potamididae) in the Indo-West Pacific region and Mediterranean Sea. Zootaxa, 4076: 1–91. 
(pp. 53–56, figs 1, 2T, 3A, 4C, D, 15B, 18, as Pirenella asiatica. Type loc.: “Funaura Bay, Iriomote Is., 
Okinawa Pref., Japan”) 

参 考 文 献 ： 福田 宏・木村昭一, 2012. ヘナタリ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブ
ック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 29. 

Kamimura, S., Itoh, H., Ozeki, S. & Kojima, S., 2010. Molecular diversity of Cerithidea gastropods inhabiting 
Suncheon Bay, and the Japanese and Ryukyu Islands. Plankton & Benthos Research, 5 (Supplement): 
250–254. 

Kojima, S., Kamimura, S., Iijima, A., Kimura, T., Kurozumi, T. & Furota, T., 2006. Molecular phylogeny and 
population structure of tideland snails in the genus Cerithidea around Japan. Marine Biology, 149: 525–535. 

久保弘文・黒住耐二, 1995. 生態／検索図鑑 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 那覇, 264 pp. 
名和 純, 2001. 琉球列島における内湾干潟の貝類相. WWF Japan Science Report, 4: 1–44. 
名和 純, 2005. ヘナタリ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)—レッドデータ
おきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 418. 

名和 純, 2009. 琉球列島の干潟貝類相 (2) 沖縄および宮古・八重山諸島. 西宮市貝類館研究報告, 
(6): 1–81, figs 1–33, pls 1–20, tables 1–3. 

小澤智生, 2017. 最近なされたフトヘナタリ科 (新生腹足亜綱: オニノツノガイ上科) の分類学的
改定—特に日本近海産の構成種の改定に関連して. ちりぼたん, 印刷中. 

Ozawa, T., Yin, W., Fu, C., Claremont, M., Smith, L. & Reid, D.G., 2015. Allopatry and overlap in a clade of 
snails from mangroves and mud flats in the Indo-West Pacific and Mediterranean (Gastropoda: 
Potamididae: Cerithideopsilla). Biological Journal of the Linnean Society, 114: 212–228. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏・久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ヘナタリ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 オニノツノガイ上科 キバウミニナ科 
学    名 ： Pirenella nipponica Ozawa & Reid in Reid & Ozawa, 2016 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 殻長 16.6～32.6 mm。殻は細長い塔形、殻頂は尖り、厚質堅固。各螺層に黄褐色の螺肋を 3 本巡ら

し、縫合下の1本は他の2本より幅広い。体層の腹面左側に太い縦張肋を持つ。殻口外唇は著しく
肥厚反転し、前端は前管溝を超えて篦状に突出する。蓋は円く多旋型、革質で濃茶褐色。 

近似種との区別 ： カワアイは赤茶褐色で、螺肋は成長脈で切られて顆粒状となり、殻口前端の突出が弱い。ヤエヤマ
ヘナタリ、スエヒロヘナタリの項も参照。 

分 布 の 概 要 ： 東京湾・能登半島～沖縄島、韓国、中国東岸、台湾。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： カワアイは宮城県〜先島諸島、韓国、中国、台湾、ベトナムまで分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 干潟表層の菌類や藻類を摂食する。夏季に産卵し、12～20日の浮游幼生期を経て、成熟まで 2年を

要する。 
生息地の条件  ： 河口汽水域中〜低潮帯の砂泥底表層。 
個体数の動向  ： 本県では沖縄島に限られ、塩屋湾、羽地内海、大浦湾、泡瀬、佐敷等に産する。 
現在の生息状況 ： 個体数は少なくないが、今後の環境改変によって減少する可能性もある。 
学術的意義・評価 ： 沖縄島は国内の分布最南限であり、世界的にも台湾に次いで南の産地である。 
生存に対する脅威 ： 海岸や河口の埋立等の開発、マングローブ破壊、水質・土壌汚染。 

特 記 事 項 ： 従来の学名 Cerithideopsilla cingulata (Gmelin, 1791) は別種で、日本には分布しない。 
原  記  載 ： Reid, D.G. & Ozawa, T., 2016. The genus Pirenella Gray, 1847 (= Cerithideopsilla Thiele, 1929) 

(Gastropoda: Potamididae) in the Indo-West Pacific region and Mediterranean Sea. Zootaxa, 4076: 1–91. 
(pp. 56–59, figs 1, 3C–E, 4E, F, 15C, 19, as Pirenella nipponica. Type loc.: “Kushida R., Matsunase, 
Matsusaka, Mie Pref., Japan”) 

参 考 文 献 ： 福田 宏・木村昭一, 2012. ヘナタリ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブ
ック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 29. 

Kamimura, S. & Tsuchiya, M., 2004. The effect of the feeding behaviour of the gastropods Batillaria zonalis 
and Cerithideopsilla cingulata on their ambient environment. Marine Biology, 144: 705–712. 

Kojima, S., Kamimura, S., Iijima, A., Kimura, T., Kurozumi, T. & Furota, T., 2006. Molecular phylogeny and 
population structure of tideland snails in the genus Cerithidea around Japan. Marine Biology, 149: 525–535. 

Meziane, T. & Tsuchiya, M., 2000. Fatty acids as tracers of organic matter in the sediments and food web of a 
mangrove/intertidal flat ecosystem, Okinawa, Japan. Marine Ecology Progress Series, 200: 49–57. 

名和 純, 2001. 琉球列島における内湾干潟の貝類相. WWF Japan Science Report, 4: 1–44. 
名和 純, 2005. ヘナタリ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) —レッドデー
タおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 418. 

名和 純, 2009. 琉球列島の干潟貝類相 (2) 沖縄および宮古・八重山諸島. 西宮市貝類館研究報告, 
(6): 1–81, figs 1–33, pls 1–20, tables 1–3. 

小澤智生, 2017. 最近なされたフトヘナタリ科 (新生腹足亜綱: オニノツノガイ上科) の分類学的
改定—特に日本近海産の構成種の改定に関連して. ちりぼたん, 印刷中. 

Ozawa, T., Yin, W., Fu, C., Claremont, M., Smith, L. & Reid, D.G., 2015. Allopatry and overlap in a clade of 
snails from mangroves and mud flats in the Indo-West Pacific and Mediterranean (Gastropoda: 
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Potamididae: Cerithideopsilla). Biological Journal of the Linnean Society, 114: 212–228. 
 

執 筆 者 名 ： 福田 宏・久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： イボウミニナ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 オニノツノガイ上科 ウミニナ科 
学    名 ： Batillaria zonalis (Bruguière, 1792) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 殻長40 mm。ウミニナ科としては大型。殻全体は細長く、殻口外唇の上部が深く湾入する。 
近似種との区別 ： 殻口外唇の上部が深く湾入する点で近縁種と明確に判別できる。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島 (主に東岸の内湾干潟)、西表島。 
生 態 的 特 徴 ： 高密度で見られることがある。干潟上のデトリタスを摂食する。 
生息地の条件  ： 内湾干潟の礫を含む砂泥底に見られる。中潮線から低潮線にかけて分布。 
個体数の動向  ： 沖縄島の生息地では、大きな変化はない。 
学術的意義・評価 ： 本州周辺の個体群では減少傾向にあるのに対し、沖縄県の個体群は比較的健全な状況にある。 
生存に対する脅威 ： 埋立等の沿岸域の改変による生息地の消滅や環境悪化。 
原  記  載 ： Bruguière, J. G., 1792. Encyclopédie méthodique, ou par ordre des matières. Histoire naturelle des vers, Tome 

1. Chez Panckoucke, Paris, 757pp. (pp.497-498, no.39, as Cerithium zonale. Type loc. not designated) 
参 考 文 献 ： 木村昭一, 2014. イボウミニナ. “レッドデータブック2014 －日本の絶滅のおそれのある野生生物

－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 276. 
木村昭一・福田 宏, 2012. イボウミニナ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデー
タブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 31. 

名和 純, 2005. イボウミニナ. “改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) —レッド
データおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
419. 

 
執 筆 者 名 ： 小澤宏之 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： サナギモツボ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 オニノツノガイ上科 スナモチツボ科 
学    名 ： Finella pupoides A. Adams, 1860 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU)  
 
図 の 解 説 ： p. 49. A：石垣島名蔵湾. B：名護湾. C：羽地内海. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 殻長4 mm、殻径1.5 mm。殻は細長い蛹形で、螺層の膨らみと縫合のくびれは強い。殻表に細い螺肋

を等間隔に巡らし、成長脈と交わって格子目状となる。殻表は淡黄褐色で、縫合下・周縁・殻底に
茶褐色の色帯を巡らす。殻口は小さく亜円形。蓋は円く赤褐色、革質半透明で多旋型。頭部-腹足は
ベージュ色で、頭部と口吻の側面は黒く縁取られる。短い外套触角を持つ。足は狭く細長い。沖縄
県産個体には殻の太さや縦肋の強さに大きな変異があり、複数種が混在している可能性もあるため
再検討が必要である。 

近似種との区別 ： シマモツボは各螺層に2〜5本の強い螺肋がある。ツヤモツボは光沢が強く、螺肋が低く幅広い。 
分 布 の 概 要 ： 三陸海岸・佐渡島～南西諸島、熱帯インド–太平洋。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： シマモツボは沖縄県でも那覇市、南城市佐敷から産出記録がある (Hasegawa, 

1998)。一方、ツヤモツボは主として温帯域に見られ、沖縄県では明確な記録がない。 
生 態 的 特 徴 ： 未詳。 
生息地の条件  ： 内湾奥〜湾口部の低潮帯～潮下帯の海底表層を匍匐する。軟泥底にも砂底にも見られるが、湾奥の

砂泥底に最も多く、特にアマモ場を好む。 
個体数の動向  ： かつては東北以南の広い範囲で普通種であったが、九州以北では近年激減した。一方、奄美大島と

沖縄県には現在も健在産地が複数ある。 
現在の生息状況 ： 潮間帯下部〜潮下帯上部に産する微小種のため見つけにくく、沖縄県ではいまだ調査不足であるが、

未知の産地が多く存在する可能性がある。 
生存に対する脅威 ： 埋立や海底浚渫などの海岸開発、水質汚濁。 
特 記 事 項 ： 愛知・熊本・鹿児島各県レッドデータブック掲載種。 
原  記  載 ： Adams, A., 1860. On some new genera and species of Mollusca from Japan. Annals and Magazine of Natural 

History, Ser. 3, 6: 331–337. (p. 336, as Finella pupoides. Type loc.: “Tsu-Sima; 26 fathoms. Korea Strait; 
46 fathoms”) 

参 考 文 献 ： 愛知県環境調査センター (編), 2009. 愛知県の絶滅の恐れのある野生生物－レッドデータブック
あいち－2009動物編. 愛知県環境部自然環境課, 名古屋, 651 pp. 

福田 宏, 2012. サナギモツボ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 
日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 28. 

福田 宏, 2014. サナギモツボ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物
－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 278. 

Hasegawa, K., 1998. A review of Recent Japanese species previously assigned to Eufenella and 
Crathrofenella [sic] (Mollusca: Gastropoda: Cerithioidea). Memoirs of the National Science Museum, 
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Tokyo, (31): 165–186. 
 

執 筆 者 名 ： 福田 宏 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ミジンゴマツボ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 クビキレガイ上科 ワカウラツボ

科 
学    名 ： Liroceratia sulcata (Boettger, 1893) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 殻長2 mm、殻径0.9 mm。殻は円筒形で厚く、殻色は本来白色であるが多くの場合硫化化合物を沈着

させて濃赤褐色を呈する。殻表はレール状の強い螺肋を体層で約 8本、次体層で約5本、等間隔に
巡らす。殻頂は平坦で胎殻は中央が凹む。殻口外唇は肥厚する。蓋は革質で黄褐色半透明、少旋型。
頭部-腹足は無色半透明で目立った彩色がない。 

近似種との区別 ： ジーコンボツボの項を参照。 
分 布 の 概 要 ： 紀伊半島 (田辺湾)、奄美大島、石垣島、フィリピン、パプアニューギニア。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ジーコンボツボの項を参照。 
生 態 的 特 徴 ： 未詳だが、胎殻の形態から恐らく浮游幼生期を経る。 
生息地の条件  ： 内湾湾口部やマングローブ辺縁において礫混じりの砂泥干潟に半ば埋もれた石の下に見られ、亜熱

帯の埋もれ石下還元環境に特徴的な貝類群集の一員である。 
個体数の動向  ： ミヤコドリやニセゴマツボ等と同所的に産するが、それらの種より産地・個体数ともに少なく、沖

縄県でも既知産地は数箇所にとどまる。 
現在の生息状況 ： 微小種のため見つけにくく、沖縄県ではいまだ調査不足であるが、未知の産地が多く存在する可能

性もある。 
生存に対する脅威 ： 護岸・埋立・海底浚渫等海岸環境の改変、水質汚濁。 
特 記 事 項 ： Pellamora minatura Laseron, 1956は異名。 
原  記  載 ： Boettger, O., 1893. Die marinen Mollusken der Philippinen, nach den Sammlungen des Herrn José Florencio 

Quadras in Manila. Nachrichtsblatt der Deutschen Malakozoologischen Gesellschaft, 25: 97–115. (p. 99, as 
Cingula sulcata. Type loc.: “Cebu”) 

Laseron, C.F., 1956. The families Rissoinidae and Rissoidae (Mollusca) from the Solanderian and Dampierian 
zoogeographical provinces. Australian Journal of Marine and Freshwater Research, 7: 384–484. (pp. 
424–425, 477, fig. 99, as Pellamora minatura. Type loc.: “Port Moresby, New Guinea”) 

参 考 文 献 ： 江川和文, 1993. 奄美大島産リソツボ科 Rissoidae 貝類の図説. 九州の貝, (40/41): 75–117. 
福田 宏, 2012. ミジンゴマツボ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブッ
ク”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 40. 

福田 宏, 2014. ミジンゴマツボ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生
物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 292. 

長谷川和範, 2000. カワグチツボ科. “日本近海産貝類図鑑”, 奥谷喬司 (編), 東海大学出版会, 
東京, 162–165.  

Lozouet, P. & Plaziat, J.-C., 2008. Mangrove Environments and Molluscs. Abatan River, Bohol and Panglao 
Islands, Central Philippines. ConchBooks, Hackenheim, 160 pp. 

三長孝輔・三長秀男, 2006. 和歌山県田辺湾奥部干潟に生息する貝類. かきつばた, (32): 7–14.  
三長孝輔・三長秀男, 2015. 和歌山県田辺湾奥部干潟に生息する貝類 II. かきつばた, (40): 2–16. 
Ponder, W.F., 1984. A review of the genera of the Iravadiidae (Gastropoda: Rissoacea) with an assessment of 

the relationships of the family. Malacologia, 25: 21–71. 
 

執 筆 者 名 ： 福田 宏 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ニセゴマツボ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 クビキレガイ上科 ワカウラツボ

科 
学    名 ： Pellamora reflecta Laseron, 1956 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
図 の 解 説 ： p. 49. 殻 (左)：石垣島名蔵. 殻 (右)：南城市安座真. 生体：石垣島崎枝. 撮影：久保弘文 (殻, 左),

福田 宏 (それ以外). 
形    態 ： 殻長2.7 mm、殻径1.4 mm。殻は円筒形で厚く、殻色は本来白色であるが多くの場合硫化化合物を沈

着させて橙色〜褐色を呈する。殻表は縦肋と螺肋が交わって格子目状を成し、螺肋間に微細な螺脈
を巡らす。殻頂は平坦。殻口外唇は肥厚する。蓋は革質で黄褐色、辺縁の核を中心に成長脈が同心
円状を成す。頭部-腹足は無色半透明、白色斑を散在する。 

近似種との区別 ： ウチノミツボに酷似するが、後種は微細な螺脈を欠く。ジーコンボツボの項も参照。 
分 布 の 概 要 ： 紀伊半島 (田辺湾)、奄美大島、沖縄島、石垣島、オーストラリア北部。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ジーコンボツボの項を参照。 
生 態 的 特 徴 ： 胎殻の形態から恐らく浮游幼生期を経る。 
生息地の条件  ： 内湾湾口部の礫混じりの砂泥干潟に半ば埋もれた石下に産し、タオヤメユキスズメ等と共に亜熱帯
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の埋もれ石下還元環境に特徴的な貝類群集の一員である。 
個体数の動向  ： 沖縄県ではジーコンボツボやミジンゴマツボより産地は多いが、既知産地は数箇所のみ。 
現在の生息状況 ： 個体群はいずれも小規模で、狭い範囲に限定される。 
生存に対する脅威 ： 護岸・埋立・海底浚渫等海岸環境の改変、水質や底質の汚濁。特に埋もれ石下の棲息環境は、陸土

微粒子の大量流入により目詰まりを生じやすい。 
特 記 事 項 ： 属の所属はGolding (2014) を参考にして、原記載での見解に戻した。 
原  記  載 ： Laseron, C.F., 1956. The families Rissoinidae and Rissoidae (Mollusca) from the Solanderian and Dampierian 

zoogeographical provinces. Australian Journal of Marine and Freshwater Research, 7: 384–484. (pp. 
423–424, 477, fig. 94, as Pellamora reflecta. Type loc.: “Darwin”) 

参 考 文 献 ： 江川和文, 1993. 奄美大島産リソツボ科 Rissoidae 貝類の図説. 九州の貝, (40/41): 75–117. 
福田 宏・久保弘文, 2012. ニセゴマツボ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデー
タブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 38. 

Golding, R.E., 2014. Molecular phylogeny and systematics of Australian ‘Iravadiidae’ (Caenogastropoda: 
Truncatelloidea). Molluscan Research, 34: 222–257. 

長谷川和範, 2000. カワグチツボ科. “日本近海産貝類図鑑”, 奥谷喬司 (編), 東海大学出版会, 
東京, 162–165. 

三長孝輔・三長秀男, 2006. 和歌山県田辺湾奥部干潟に生息する貝類. かきつばた, (32): 7–14. 
三長孝輔・三長秀男, 2015. 和歌山県田辺湾奥部干潟に生息する貝類 Ⅱ. かきつばた, (40): 2–16. 
Ponder, W.F., 1984. A review of the genera of the Iravadiidae (Gastropoda: Rissoacea) with an assessment of 

the relationships of the family. Malacologia, 25: 21–71. 
 

執 筆 者 名 ： 福田 宏・久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： エドガワミズゴマツボ (ウミゴマツボ) 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 クビキレガイ上科 ミズゴマツボ

科 
学    名 ： Stenothyra edogawensis (Yokoyama, 1927) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
図 の 解 説 ： p. 49. 豊見城市漫湖. 撮影：福田 宏. 
形    態 ： 殻長2.5 mm、殻径1.5 mm。殻は背腹に扁圧された卵円錐形、やや薄く半透明、光沢あるオリーブ色、

体層背面に不明瞭な褐色斑をもつ。体層が殻長の 3/4 を占め、殻口は極端に小さく円形。殻表に微
細な螺状点刻列を多数巡らす。蓋は円形、革質で少旋型、内面に一対の低い突起を持つ。 

近似種との区別 ： オキナワミズゴマツボはより大形で、点刻列は不明瞭または欠き、褐色斑もない。 
分 布 の 概 要 ： 宮城県万石浦・若狭湾〜九州、沖縄島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 沖縄県の各島には他に淡水棲のオキナワミズゴマツボが産する。 
生 態 的 特 徴 ： 藻類等を摂食する。10〜20個が一列に連なる卵を夏季に固い基質上に産み、2日後に浮游幼生とな

り、短期間で定着後、成熟する。 
生息地の条件  ： 内湾奥の河口汽水域下流部、干潟中〜低潮帯の砂泥・軟泥底表層や藻類上。 
個体数の動向  ： 沖縄島では羽地内海、中城湾、漫湖で記録され、場所によっては多産する。 
現在の生息状況 ： 個体数は少なくないが、今後の環境改変によって減少する可能性もある。 
学術的意義・評価 ： 沖縄島は本種の分布最南限である。 
生存に対する脅威 ： 海岸や河口の埋立等の開発、マングローブ破壊、水質・土壌汚染。 
特 記 事 項 ： 沖縄島の個体群は本州〜九州産と形態的に識別困難であるが、大隅諸島〜与論島に産出例がなく、

産地が飛び離れているため遺伝的な差異を検討する必要がある。 
原  記  載 ： Yokoyama, M., 1927. Mollusca from the Upper Musashino of western Shimosa and southern Musashi. 

Journal of the Faculty of Science of the Imperial University of Tokyo, Ser. 2, 1: 439–457, pls 51–52. (p. 452, 
pl. 51, fig. 13, as Rissoa (Amphithalamus) edogowensis [sic]. Type loc.: “Ichikawa”) 

参 考 文 献 ： Fukuda, H., 1994. Estuarine mollusks of the Edogawa Drain, central Honshu, Japan. Science Report of the 
Takao Museum of Natural History, (16): 1–14. 

福田 宏, 2012. エドガワミズゴマツボ (ウミゴマツボ，ミヤジウミゴマツボ，ミジンウミゴマツ
ボ，ミヤジマウミゴマツボ). “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 
日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 44. 

増田 修・内山りゅう, 2004. 日本産淡水貝類図鑑②汽水域を含む全国の淡水貝類. ピーシーズ, 
横浜, 240 pp. 

名和 純, 2001．琉球列島における内湾干潟の貝類相. WWF Japan Science Report, 4: 1–44. 
名和 純, 2005. ウミゴマツボの一種. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) —
レッドデータおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 
那覇, 417–418. 

名和 純, 2009. 琉球列島の干潟貝類相 (2) 沖縄および宮古・八重山諸島. 西宮市貝類館研究報告, 
(6): 1–81, figs 1–33, pls 1–20, tables 1–3. 

Tatara, Y., 2015. Life history of Stenothyra edogawensis (Gastropoda: Stenothyridae) in the innermost part of 
Tokyo Bay, Japan. Venus, 73: 71–74. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏・久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
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和    名 ： オイランカワザンショウ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 クビキレガイ上科 カワザンショ

ウ科 
学    名 ： Assimineidae gen. C & sp. 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
図 の 解 説 ： p. 50. 標本：宮古島平良荷川取成川 クーラ水辺公園. 生体：石垣島白保 轟川. 撮影：福田 宏. 
形    態 ： 殻長3.5 mm、殻径2 mm。殻は高円錐形で光沢が強く、茶褐色、殻底に明瞭な白帯を巡らし、殻口軸

唇は鮮やかな紅色。縫合下の螺溝は明瞭。臍孔は狭く開き、その周囲に螺状陵角を巡らす。蓋は革
質で半透明、少旋型。 

近似種との区別 ： ヨシダカワザンショウとホンジュサンカワザンショウに似るが、両種よりも螺層の膨らみと縫合の
縊れが弱く、殻底の白色帯と軸唇の紅色がより鮮明。 

分 布 の 概 要 ： 種子島、屋久島、奄美大島、沖縄島、久米島、宮古島、石垣島、西表島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ヨシダカワザンショウは北海道南部〜九州、ホンジュサンカワザンショウは韓国

南部に限られる。 
生 態 的 特 徴 ： 未詳。 
生息地の条件  ： 河口マングローブ内や辺縁の砂泥底の転石、落葉、朽木等の下に見られ、時に汽水域上流や淡水域

にも産する。多くの場合サツマクリイロカワザンショウ、アシヒダツボが随伴する。 
個体数の動向  ： 南西諸島の河口棲カワザンショウ科の中では普通種であるが、マングローブ縮小に伴い、棲息可能

範囲は徐々に減少傾向にある。 
現在の生息状況 ： 沖縄島と久米島では多産するが、先島諸島では少ない。 
学術的意義・評価 ： 未記載種。沖縄県は分布の最南限。本種とヨシダカワザンショウ、ホンジュサンカワザンショウに

対して新属の創設が必要。 
生存に対する脅威 ： マングローブ伐採、河口や海岸の護岸・埋立、水質や底質の悪化。 
参 考 文 献 ： 福田 宏, 1996. 腹足綱；沖縄本島 国頭郡大宜味村塩屋 大保大川河口 (塩屋湾奥). “日本におけ

る干潟海岸とそこに生息する底生生物の現状”, 花輪伸一・佐久間浩子 (編), WWF Japan Science 
Report, 3: 11–63, 113–114. 

福田 宏, 2012. オイランカワザンショウ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデー
タブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 47. 

増田 修・内山りゅう, 2004. 日本産淡水貝類図鑑②汽水域を含む全国の淡水貝類. ピーシーズ, 
横浜, 240 pp. 

名和 純, 2009. 琉球列島の干潟貝類相 (2) 沖縄および宮古・八重山諸島. 西宮市貝類館研究報告, 
(6): 1–81, figs 1–33, pls 1–20, tables 1–3. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………… 
 
和    名 ： マルシロネズミ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 シロネズミ上科 シロネズミ科 
学    名 ： Vanikoro helicoidea (Le Guillou, 1842) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
  
形    態 ： 殻は本科中では大型、亜球形、臍孔は明らかに開く。殻表は多数の微細螺条をめぐらし、灰白色。

殻径20 mm程度。蓋は革質で薄く、殻口に比べて、小さく退化的。 
近似種との区別 ： 類似種カゴメシロネズミは殻表に縮れた縦肋があることで区別される。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島及び周辺離島、宮古島、石垣島、西表島他、インド・太平洋。 
生 態 的 特 徴 ： 岩盤の下で殆ど移動せず、定在的生活を行い、雄性先熟で雄雌が同所的に生息し、成熟と共に緑が

かる丸みを帯びた楕円形の卵嚢を、自らが生息する岩下面の狭い空間に産み付ける。 
生息地の条件  ： 潮間帯下部～水深 2 m 付近までのアマモ場における埋れ石下に生息する (黒く還元的な環境には見

られない)。 
個体数の動向  ： 沖縄島中南部では1990年以降の埋立てにより、生息地が大きく消失した。都市部や農畜産地域に隣

接する内湾的なアマモ場では富栄養により、埋れ石下の環境が還元化し、生息確認が困難な状況で
ある。 

現在の生息状況 ： 沖縄島中南部を中心に、アマモ場環境の悪化は継続、拡大している。 
学術的意義・評価 ： 埋れ石下環境への適応等特異な生態から、学術的に重要な貝類である。 
生存に対する脅威 ： 富栄養化と赤土沈積による埋れ石下環境の悪化。埋立てによる生息場所の消失。 
特 記 事 項 ： 非常に類似した2種がアマモ場とリーフ上にそれぞれ存在し、分類学的課題が残っている。 
原  記  載 ： Le Guillou, M.E., 1842. Description de quelques espèces nouvelles des genres Natice, Sigaret et Ampullaire. 

Revue Zoologique par la Société Cuvierienne, for 1842: 104–105. (p. 105, no. 5, as Sigaretus helicoïdeus. 
Type loc.: “Amboine”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2005. マルシロネズミ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) —レッ
ドデータおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
415–416. 

久保弘文・黒住耐二, 1995. 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263 pp. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
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和    名 ： フタツアナスカシカシパンヤドリニナ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 シロネズミ上科 ハナゴウナ科 
学    名 ： Hypermastus ryukyuensis Matsuda, Uyeno & Nagasawa, 2010 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 50. 大浦湾. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 殻は本科中、中型で、非常に細長い円錐形、殻表は平滑で光沢が強く、体層及び次体層は白く陶器

質であるが、螺層上部は半透明で濁灰色の中腸腺の色が透けて見える。殻長 10 mm。蓋は非常に薄
く、革質で木の葉型。 

近似種との区別 ： カシパンヤドリニナに比べて、大型で、より長い紡錘形であること、殻色が体層で、より白く陶器
質であることなどから区別される。 

分 布 の 概 要 ： 既往産地は沖縄島大浦湾のみ。 
生 態 的 特 徴 ： フタツアナスカシカシパンの下面に外部寄生し、通常、大小 2 個体が並んで付着しており、それら

は雌雄と考えられる。 
生息地の条件  ： フタツアナスカシカシパンが生息可能な、栄養が多くかつ清浄な砂泥底。 
個体数の動向  ： 大浦湾における、基地建設に伴う一部環境アセスメント関連の報告書 (例えば沖縄防衛局・いであ

株式会社, 2015: 714) では数年に渡る出現記録がある。 
現在の生息状況 ： 2005 年以降大浦湾の水路付近ではフタツアナスカシカシパン自体の個体数変動が著しく、本種は、

それに依存しているため、長期的観察が必要である。 
学術的意義・評価 ： 本種を含むハナゴウナ類は棘皮動物に外部寄生する種が多く、進化生態学的に興味深い分類群であ

る。 
生存に対する脅威 ： 本種は既存産地が大浦湾の内湾砂泥底のみであり、埋立て等の大規模な環境攪乱がもたらされれば、

絶滅リスクの著しい増大は回避できない。 
特 記 事 項 ： 本種の主要生息域は現在、辺野古基地建設に伴う入域制限区域に該当し、個体数動向等の把握には

調査許可を必要とする。 
原  記  載 ： Matsuda, H., Uyeno, D. & Nagasawa, K., 2010. A new species of Hypermastus (Prosobranchia: Eulimidae) 

associated with Echinodiscus tenuissimus (Echinoidea: Astriclypeidae) from off Okinawa, Japan., Venus, 
69: 17–23. (pp. 18–22, figs 1, 2A–C, E, as Hypermastus ryukyuensis. Type loc.: “Oura Bay off Sedake, Nago, 
Okinawa-jima Island, North West-Pacific, Japan”) 

参 考 文 献 ： 沖縄防衛局・いであ株式会社, 2015. 「シュワブ (H25) 水域生物等調査」調査報告書 第4章. 沖
縄防衛局・いであ株式会社, 那覇, 部分引用. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ネジマガキ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 スイショウガイ上科 スイショウ

ガイ科 
学    名 ： Strombus gibbosus (Röding, 1798) 
方  言  名 ： ティラジャー(マガキガイを含む総称) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
形    態 ： 殻は本科中、やや小型で、歪んだ紡錘形、殻表は平滑で褐色彩を飾る。殻の巻きが歪んで、殻軸が

捻れ、ねじれた螺管となる。殻長60 mmに達する。蓋は赤褐色で細い爪形。 
近似種との区別 ： 近似種マガキガイは螺塔が低く、殻口内が鮮やかな橙色であることから、区別される。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄全域でみられるが、沖縄島では散在的。宮古諸島、八重山諸島。 
生 態 的 特 徴 ： マツバウミジグサ類やコアマモ等の比較的陸地に近いアマモ場干潟の中潮帯に見られ、垂直分布の

幅が狭い。石垣島川平湾では4～5月に紐状の卵嚢を砂上やアマモに産み付ける。藻食性。 
生息地の条件  ： やや外洋に面し、規模の大きな干潟の、潮通しがよい清浄なアマモ場やその周辺の砂底に限定され

る。 
個体数の動向  ： 沖縄島の分布は限定的で個体群規模も小さい。沖縄島西岸の恩納村瀨良垣のラグーンに形成されて

いた個体群は2008年に漁港造成事業によって埋立てられ消滅した。石垣島川平湾でも 2010年以降
の調査では確認個体数が減少している。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 本種を含むスイショウガイ類は多産種が多く、熱帯浅海域の生態系において、特定海域に集中して

生息する。大型藻食性種であり、肉食性種の餌資源としても重要な位置を占めている。 
生存に対する脅威 ： 埋立てによる生息場所の消失、底質の悪化、貝細工用貝殻採取による乱獲。 
原  記  載 ： Röding, P.F., 1798. Museum Boltenianum sive Catalogus cimeliorum e tribus regnis naturae quae olim 

collegerat Joa. Fried. Bolten. Pars Secunda continens Conchylia sive Testacea univalvia, bivalvia & multivalvia. 
Typis Johan. Christi. Trappii, Hamburgi, viii+199 pp. (p. 62, no. 786, as Lambis gibbosa. Type loc. not 
designated)  

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2005. ネジマガキ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッドデ
ータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
420. 

久保弘文, 2012. ネジマガキ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 
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日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 55. 
久保弘文・黒住耐二, 1995. 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263 pp. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ヒダトリガイ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 スイショウガイ上科 スイショウ

ガイ科 
学    名 ： Strombus labiatus (Röding, 1798) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
形    態 ： 殻は本科中、小型で、殻長40 mm内外。やや角張った紡錘形、殻表は体層内側に強く波打った縦肋

が多数刻まれ、背面は肩部に隆起が発達するのみで平滑。殻口外唇内壁は鮮橙色の地に一部が黒褐
色に染まり、そこに多数の襞を刻む。殻色は灰緑色と灰白色の斑状で、背面は帯状になる。 

近似種との区別 ： 近似種ムカシタモトとは螺塔が低く、より小型で、殻口内が紫褐色に染まらないことから、オハグ
ロガイとは殻表の彫刻が単調なことから、それぞれ区別される。 

分 布 の 概 要 ： 和歌山県以南、奄美大島、沖縄島、先島諸島、インド・太平洋。 
生 態 的 特 徴 ： 海藻の間に紐状の卵嚢を産み付ける。藻食性。 
生息地の条件  ： 外洋水の影響があり、かつ、小規模な陸水の伏流や小河川が隣接する海草干潟や、その周辺の砂礫

底に生息する。コアマモ帯や、マクリやイバラノリ等の紅藻類がマット上に広がった群落の隙間に
も生息する。 

個体数の動向  ： 沖縄島中南部では埋立てや港湾造成等で、生息場所が減少し、それに伴い一部の個体群も消失した。
先島諸島では宮古島、西表島を中心に未だ産地は少なくない。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 本種を含むスイショウガイ類は、熱帯浅海域の生態系において、多数の種が適応放散し、進化生態

学的に重要な研究対象である。 
生存に対する脅威 ： 埋立てによる生息場所の消失、底質の悪化、貝細工用貝殻採取による乱獲。 
原  記  載 ： Röding, P.F., 1798. Museum Boltenianum sive Catalogus cimeliorum e tribus regnis naturae quae olim 

collegerat Joa. Fried. Bolten. Pars Secunda continens Conchylia sive Testacea univalvia, bivalvia & multivalvia. 
Typis Johan. Christi. Trappii, Hamburgi, viii+199 pp. (p. 63, no. 806, as Lambis labiata. Type loc. not 
designated) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2012. ヒダトリガイ (フトスジムカシタモト). “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベント
スのレッドデータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 55. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ヒロクチリスガイ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 タマガイ上科 タマガイ科 
学    名 ： Mammilla melanostomoides (Quoy & Gaimard, 1832) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT)  
 
形    態 ： 殻は本科中、中型で、洋梨形、殻表は平滑だが、成長休止で生じた縦脈が多少認められる。生時は

薄い淡黄色の殻皮に覆われるが、死殻では剥がれやすい。殻の地色は白く、不明瞭な黒斑列が2列
ある。最大殻長30 mmに達する。蓋は革質で薄く、半月型。最大殻長30 mmに達する。 

近似種との区別 ： 近似種ヌノメリスガイは殻が厚質で殻表に布目彫刻があり、ユキネズミガイは殻がより丸みを帯び
て膨らみ、軸唇が直線的で強いことで区別される。 

分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島、先島諸島、インド・太平洋。 
生 態 的 特 徴 ： 貝食性、主に夜行性で、砂底を匍匐し、砂粒を付けた卵塊 (通称砂茶碗) を産む。 
生息地の条件  ： 陸水の流入 (小河川や伏流) があり、潮通しのよい礫砂質の開放性干潟が隣接する場所に多く、垂

直的には汀線直下に見られることが多い。タマガイ類の中ではリスガイと共に最も陸地側に生息圏
を有する種である。 

個体数の動向  ： 元来、少産種であるが、1990年代後半から沖縄島北部西岸域や南部西岸で、人工護岸化による汀線
付近の砂流失や人工ビーチ造成による自然海岸消失により、多くの個体群生息場所が生息場所個体
群ごと消失した。先島諸島でも赤土流入が著しい場所では、清浄な砂礫底の泥質化が進行し、生息
環境が悪化した。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 熱帯砂底域に適応放散した貝食性貝類の一つで、進化や生態学的研究において重要である。 
生存に対する脅威 ： 人工護岸化に伴う自然海岸の消失、埋立て、底質悪化。 
原  記  載 ： Quoy, J.R.C. & Gaimard, P., 1832–1833. Voyage de Decouvertes de l'Astrolabe, exécuté par ordre du Roi, 

pendant les années 1826–1827–1828–1829, sous le commandement de M. J. Dumont d'Urville. Zoologie, 
Tome 2: Mollusques. J. Tastu, Paris, 686 pp., 26 pls. (pp. 229–230, pl. 66, figs 4–8, as Natica 
melanostomoïde [sic]. Type loc.: “Nouvelle-Guineé et la Nouvelle-Irlande”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2012. ヒロクチリスガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブッ
ク”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 58. 
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久保弘文・黒住耐二, 1995. 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263 pp. 
 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： アラゴマフダマ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 タマガイ上科 タマガイ科 
学    名 ： Naticarius onca (Röding, 1798) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
  
形    態 ： 殻は本科中、中型で、亜球形、殻表は平滑で、薄い褐色の殻皮に覆われる。殻の色彩は白地で、体

層において黒褐色の斑が 5列に並ぶ。殻長約 20 mm。蓋は石灰質で半月型、表面に多数の溝を有す
る。 

近似種との区別 ： 近似種モザイクタマガイはより小型で、蓋に多数の溝を持たないことから、区別される。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄全域 (大東島海域等強外洋域を除く)。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 本種の所属するタマガイ類は亜熱帯域に広く分布する種が多く、本種もその中に

包含される。 
生 態 的 特 徴 ： 貝食性。主に夜行性で、砂上を匍匐し、砂粒を付けた卵塊 (通称砂茶碗) を産む。 
生息地の条件  ： 潮通しのよい中潮線～水深20 m付近までのアマモ場とそれに隣接する細砂～粗砂底に生息する。 
個体数の動向  ： 1990年代前半まで沖縄島南部やうるま市海中道路周辺で普通に確認されたが、埋立てを主とした海

岸改変により、アマモ場環境が消失また荒廃し、個体数が大幅に減少した。沖縄市泡瀬では 2000
年代前半まで少なからず確認されたが、埋立て後、生息確認が困難な状況である。なお、恩納村や
大浦湾には亜潮間帯から上部浅海帯に、生息域が拡がっている。 

現在の生息状況 ： 2016 年での大浦湾における夜間調査では、水深 3～7 m 付近の砂底で一度に十数個体が確認され、
健全な個体群の残存が確認された。 

学術的意義・評価 ： 熱帯砂底域に適応放散した貝食性貝類の一つで、進化生態学的研究において重要である。 
生存に対する脅威 ： 埋立てや底質の悪化、ネットオークション等、販売目的での収集。 
特 記 事 項 ： 環境省レッドデータブックでは干潟における広範な生息環境悪化のため、絶滅危惧 II類 (VU) とし

た。 
原  記  載 ： Röding, P.F., 1798. Museum Boltenianum sive Catalogus cimeliorum e tribus regnis naturae quae olim 

collegerat Joa. Fried. Bolten. Pars Secunda continens Conchylia sive Testacea univalvia, bivalvia & multivalvia. 
Typis Johan. Christi. Trappii, Hamburgi, viii+199 pp. (p. 147, no. 1844, as Cochlis onca. Type loc. not 
designated) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2005. アラゴマフダマ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッ
ドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那
覇, 420–421. 

久保弘文, 2012. アラゴマフダマ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブッ
ク”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 59. 

久保弘文, 2014. アラゴマフダマ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生
物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 280. 

久保弘文・黒住耐二, 1995. 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263 pp. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： イガムシロ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 新腹足亜目 エゾバイ上科 オリイレヨフバイ科 
学    名 ： Hebra horrida (Dunker, 1847) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
形    態 ： 殻は本科中、小型、亜球形、殻表は粗い縦肋と細かい螺条が交差し、暗褐色帯をめぐらす。殻口外

唇内側に多数の襞を刻む。殻長10mm程度。 
近似種との区別 ： 近似種トゲムシロ (ウニムシロ) は殻表に光沢を有することで、区別される。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島、先島諸島、台湾 (墾丁)、インド・太平洋。 
生 態 的 特 徴 ： ムシロガイ類は腐肉食性が殆どであるが、本属は雑食性とされる。アマモ上に這い上がり、葉上の

珪藻等を摂餌していると推測される。 
生息地の条件  ： 潮通しのよい中潮線のアマモ場に生息し、活動時はアマモ上に這い上がる。垂直分布の幅は狭く、

河口周辺や伏流水の存在する場所に多い。 
個体数の動向  ： 沖縄島では恩納村沿岸・大浦湾、宮古島では狩俣海岸、石垣島では底地湾・浦底湾・川平湾等に生

息し、個体数は多くはないが、狭い範囲に密集する傾向がある。いずれの生息場所も自然度の高い
アマモ場に限られており、環境悪化や埋立て等の影響で減少傾向にある。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： ムシロガイ類は熱帯浅海域に多数種が適応放散し、進化生物学的に意義深い研究対象となる。 
生存に対する脅威 ： 垂直分布の幅が狭いことから、埋立てによる生息地破壊やアマモ場の環境攪乱が脅威となる。 
原  記  載 ： Dunker, G., 1846, 1847. Diagnoses Buccinorum quorundam novorum. Zeitschrift für Malakozoologie, 3: 

170–172 (1846; p. 171, no. 5, as Buccinum scabrum (not of Anton, 1838). Type loc.: “ignota”); 4: 59–64 
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(1847; p. 49, footnote, as Buccinum horridum (a replacement name for B. scabrum Dunker, 1846)). 
参 考 文 献 ： Cernohorsky, W.O., 1984. Systematics of the family Nassariidae (Mollusca: Gastropoda). Bulletin of the 

Auckland Institute and Museum, (14): 1–356. 
久保弘文・黒住耐二, 1995. 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263 pp. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ヒメオリイレムシロ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 新腹足亜目 エゾバイ上科 オリイレヨフバイ科 
学    名 ： Niotha stoliczkana (G. & H. Nevill, 1874) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
形    態 ： 殻長約 15 mm。殻表には太くて明瞭な縦肋がある。内湾の泥の多い環境では殻色が暗灰色で、潮通

しのよい清浄な砂底では淡黄白色となる個体が多くなるが、個体変異に過ぎない。 
近似種との区別 ： オキナワハナムシロと類似するが、遙かに小型である。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島、加計呂間島、沖縄島、宮古島、石垣島、西表島。インド–西太平洋域に分布域を形成し、

その分布北限にあたる。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ムシロガイ類は亜熱帯域に広く分布する種が多く、本種もその中に包含される普

通種である。 
生 態 的 特 徴 ： やや内湾的なアマモ場や砂底干潟に生息し、索餌や潮汐等条件によって活発に砂底を匍匐する。腐

肉食性とされるが、比較的新鮮な餌のみを好み、弱った貝類なども集団で襲うことがある。 
生息地の条件  ： 比較的富栄養で泥分の多い環境にも出現することから、有機汚染には比較的強い可能性があるが、

潮通しの良い場所を好み、止水条件下では生息できないと推測される。 
個体数の動向  ： 沖縄島を中心に埋立て等による大規模な生息場所消失があり、個体数の減少は明らかである。 
現在の生息状況 ： 先島諸島では場所によっては比較的多産し、沖縄島でも少ないながら各所に確認されるが、沖縄島

中南部・宮古島南部・石垣島南部では港湾開発・埋立て等で一部の生息場所が消失している。石垣・
西表両島海域では自然公園法や保護水面で開発行為や採取が制限されている場所がある。 

学術的意義・評価 ： ムシロガイ類は熱帯浅海域に多数種が適応放散し、進化生物学的に意義深い研究対象となる。 
生存に対する脅威 ： 内湾潮間帯に分布の中心をもち、埋立てによる生息場所消失が最大の減少要因となる。 
特 記 事 項 ： 本種の学名をN. nodifer (Powys, 1835) のシノニムとする見解があるが、この学名はオキナワハナム

シロに相当し、全くの別種である。 
原  記  載 ： Nevill, G. & Nevill, H., 1874. Descriptions of new marine Mollusca from the Indian Ocean. Journal of the 

Asiatic Society of Bengal, 43(2): 21–30, pl. 1. (pp. 24–25, pl. 1, fig. 8, as Nassa (Telasco) Stoliczkana. Type 
loc.: “Calicut”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2012. ヒメオリイレムシロ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブ
ック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 69. 

名和 純, 2001. 琉球列島における内湾干潟の貝類相. WWF Japan Science Report, Vol. 4. 
名和 純, 2005. ヒメオリイレムシロ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－
レッドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 
那覇, 359. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： マタヨフバイ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 高腹足目 新腹足亜目 エゾバイ上科 オリイレヨフバイ科 
学    名 ： Telasco lurida (Gould, 1850) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 殻は本科中、やや大型、体層肩部が角張った卵球形、殻表は平滑で不明瞭な雲状斑を有し、殻底に

数条の螺溝をめぐらす。殻口内は紫褐色に染まり、殻口外唇内側に多数の襞を刻む。最大殻長約25mm。 
近似種との区別 ： 近似種ヨフバイモドキはより小型、肩部が丸いことから、区別できる。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島北部、石垣島、西表島。 
生 態 的 特 徴 ： 腐肉食性で、魚やカニ等の死体に集合して摂食する。 
生息地の条件  ： 河口域に近く、かつ潮通しのよいアマモ場とそれに隣接する泥砂底で、垂直分布の幅は非常に狭く、

潮間帯中部にのみ見られる。 
個体数の動向  ： 先島諸島 (石垣・西表両島) では場所により個体数は少なくないが、沖縄島周辺では分布範囲が非

常に狭く、個体群規模は極めて小さい。 
現在の生息状況 ： 2010年頃まで確認されていた大浦湾奥の個体群は、2015年の調査では未確認。 
学術的意義・評価 ： ムシロガイ類は熱帯浅海域に多数種が適応放散し、進化生物学的に意義深い研究対象となる。 
生存に対する脅威 ： 埋立てによる生息場所の消失、底質の悪化。 
原  記  載 ： Gould, A.A., 1850. Descriptions of the shells brought home by the U.S. Exploring Expedition. Proceedings of 

the Boston Society of Natural History, 3: 151–156. (p. 153, as Nassa lurida. Type loc.: “Samoa Islands, 
Tutuilla”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2005. マタヨフバイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッド
データおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
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473–474. 
久保弘文, 2012. マタヨフバイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 
日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 70. 

大須賀 健, 2000. 奄美・沖縄におけるオリイレヨフバイ科数種の産出記録 (2). 九州の貝, (54): 
35–39. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： クリイロムシロ (クリイロヨフバイ) 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 新腹足亜目 エゾバイ上科 オリイレヨフバイ科 
学    名 ： Zeuxis olivaceus (Bruguière, 1789) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 最大殻長約5 cmに達する本科最大の一種。螺塔に縦肋及び殻底に螺条をめぐらし、体層の殻表は概

ね平滑。殻色は褐色を帯びた黒灰色で，体層中央に不明瞭な淡色帯を有する場合もある。 
近似種との区別 ： 本種に匹敵するこの科の内湾性大型種は知られていない。 
分 布 の 概 要 ： インド－西太平洋域に地理分布を形成し、その北限にあたる南西諸島においては、奄美大島と沖縄

島、西表島浦内川河口(八木洋史私信)で確認されている。 
生 態 的 特 徴 ： 索餌や潮汐等条件によって活発に砂底を匍匐する。腐肉食性とされるが、比較的新鮮な餌のみを好

む。 
生息地の条件  ： 隣接する河口水路の水深1～10 m付近に生息し、マングローブ域が隣接する環境に多いが、全く無関

係な場合もある。 
個体数の動向  ： 沖縄島中北部の産地では生息範囲が狭く、中には航路浚渫の影響により泥底が削られ、生息確認が

困難な状況な事例もある。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： ムシロガイ類は熱帯浅海域に多数種が適応放散し、進化生物学的に意義深い研究対象となる。 
生存に対する脅威 ： 浚渫や海岸改変等による、安定した河口域の泥砂底の攪乱。 
原  記  載 ： Bruguière, J.G., 1789–1792. Encyclopédie méthodique, ou par ordre des matières. Histoire naturelle des vers, 

Tome 1. Chez Panckoucke, Paris, 757 pp., 95 pls. (p. 272, no. 38, as Buccinum olivaceum. Type loc.: 
“l’ocèan Amèricain … les cotes de la Guadeloupe” [error]) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2012. クリイロムシロ (クリイロヨフバイ). “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントス
のレッドデータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 71. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ヨウラクレイシダマシ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 新腹足亜目 アッキガイ上科 アッキガイ科 
学    名 ： Muricodrupa aff. fiscella (Gmelin, 1791) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
  
形    態 ： 殻は小型、太短く、角張った紡錘形、殻表は粗い格子状彫刻と縦張肋を有する。殻口は紫で外唇内

側に歯が並ぶ。殻長20 mm内外。 
近似種との区別 ： ヨウラクレイシダマシには2種が混在し、内湾の潮間帯の岩礫地に生息する種と外洋に面したサン

ゴ礁の岩礫下に生息する種 M. fiscellaがあるが、当掲載種は内湾の種である。外洋の種は国内では
稀であり、ヨウラクレイシダマシという和名は前者に相当すると推定される。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島中北部 (中城湾、金武湾、大浦湾、羽地内海、塩屋湾等)、石垣島 (名蔵湾)、西表島。 
生 態 的 特 徴 ： 肉食性。 
生息地の条件  ： 潮間帯中部の泥と微細な海藻に被われた岩盤上。 
個体数の動向  ： 沖縄島中南部、特に中城湾では埋立ての影響で生息場所が大きく減少した。 
現在の生息状況 ： 埋立てによる生息場所消失以外にも、羽地内海では、岩盤上への泥の過剰堆積や海藻の腐敗で黒紫

色に還元化している場合も多く、そのような場所での生息は難しい。 
学術的意義・評価 ： 類似種が多く、分類学的に課題がある他、肉食性貝類として内湾潮間帯の岩盤における食物連鎖上

の役割も重要。 
生存に対する脅威 ： 干潟埋立てによる生息場所の消失、陸土微粒子の大量流入と泥質化、富栄養化等による岩礫下の貧

酸素化と硫化物汚染。 
特 記 事 項 ： インドネシアやフィリピンに分布するマドモチレイシダマシ M. funiculus (Wood, 1828) にも類似し

ており、この種を本種の異名とする見解もあるため、検討を要する。 
原  記  載 ： Gmelin, J.F., 1791. Caroli a Linné. Systema naturae per regna tria naturae, secundum classes, ordines, genera, 

species, cum characteribus, differentiis, synonymis, locis. Ed. 13, aucta, reformata. Impensis Georg. Emanuel. 
Beer, Lipsiae, Tome 1, Pars 6, 3021–3910. (p. 3552, no. 160, as Murex fiscellum. Type loc.: “ad insulam 
Pulo Condore, prope Sinam“) 

参 考 文 献 ： Houart, R., 1995 (for 1994). The Ergalataxinae (Gastropoda, Muricidae) from the New Caledonia region with 
some comments on the subfamily and the description of thirteen new species from the Indo-West Pacific. 
Bulletin du Muséum National d'Histoire Naturelle, Paris, Sér. 4, 16(Section A, 2–4): 245–297. 

久保弘文・黒住耐二, 1995, 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263 pp. 
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執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： カノコミノムシ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 新腹足亜目 アッキガイ上科 ミノムシガイ科 
学    名 ： Vexillum sanguisuga (Linnaeus, 1758) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 殻は本科中、やや大型で、長い紡錘形、殻は布目状で鮮紅色斑を帯状にめぐらし、等間隔に縦肋を

有する。軸唇に強い襞と殻口外唇内側に弱い襞をもつ。殻表には薄い淡褐色の殻皮を被覆する。最
大殻長約50 mm。 

近似種との区別 ： ベニシボリミノムシと赤色の斑が有することで類似するが、本種は点列が2列で数が少ないことで
区別される。 

分 布 の 概 要 ： 先島諸島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 大型ミノムシガイ類の多くは、北は沖縄島まで分布するが、本種は宮古島が北限

である。 
生 態 的 特 徴 ： 砂中の多毛類等の虫型の動物を捕食すると推測される。 
生息地の条件  ： 潮通しのよいアマモ場周辺の低潮線～水深5 m付近までの細砂底に生息し、特にパウダーサンドと

呼ばれる白質で泥分の少ない清浄な底質を好む。 
個体数の動向  ： 石垣島と宮古島南部地先では埋立事業で一部の生息場所が消失した。また八重山諸島では赤土の流

入が著しく、底質が泥質化し、特に川平湾では2010年以降、確認記録が無い。 
現在の生息状況： 先島諸島においても赤土流入や富栄養化に伴って造礁サンゴ由来の細かな白砂からなる海底は激減

しているため、本種の個体数も大きく減少していると考えられる。 
学術的意義・評価 ： ミノムシガイ類は熱帯浅海域に多数種が適応放散し、進化生物学的に意義深い研究対象となる。 
生存に対する脅威 ： 陸土微粒子の大量流入や富栄養化に伴う白砂底の底質悪化や埋立てによる生息場所消失。 
特 記 事 項 ： 別名カノコシボリミノムシ（黒田）は、より古い和名であるが、ベニシボリミノムシとの混乱を避

け、カノコミノムシを用いる。 
原  記  載 ： Linnaeus, C. von, 1758. Systema naturae per regne tria naturae, secundum clasees, ordines, genera, species, 

cumcharacteribus, differentiis, synonymis, locis. Editio decima reformata. Tome 1, Animalia. Impensis 
Direct. Laurentii Salvii, Holmiae, 823 pp. (p. 732, no. 364, as Voluta sanguisuga. Type loc.: “M. 
Meditteraneo” [error]) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2005. カノコミノムシ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッ
ドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那
覇, 475. 

久保弘文, 2012. カノコミノムシ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブッ
ク”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 74. 

久保弘文・黒住耐二, 1995. 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263 pp. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： コトツブ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 新腹足亜目 イモガイ上科 マンジ科 
学    名 ： Eucithara marginelloides (Reeve, 1846) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
形    態 ： 殻長 10 mm以下、紡錘形で螺層はやや低く、肩が張り、多数の太く強い縦肋を発達させ、体層にお

いては約 9 本を数える。太い縦肋間には細く均一な螺条を多数めぐらす。殻色は縦肋が灰白色で、
縦肋間は青みがかった灰色に染まり、加えて 5～6 本の鮮橙褐色の色帯を巡らす。和名は、このよ
うな繊細な彫刻と色彩から、多数の弦を張った美麗な琴を連想したのであろう。 

分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島、先島諸島、インド・太平洋。 
生 態 的 特 徴 ： 肉食性と考えられるが、詳しい生態は不明。 
生息地の条件  ： 潮通しがよく、清浄な細砂質干潟のウミヒルモ帯やその周辺の潮間帯細砂底に生息する。 
個体数の動向  ： 沖縄島では大浦湾や恩納村屋嘉田等の自然度の保たれた干潟に生残しているが、開発の著しい中南

部地域では殆ど見いだされない。先島諸島では比較的広範囲に生息しており、沖縄島ほど産地が限
られていないが、川平湾内の調査では2010年以降、著しく減少傾向にある。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： コトツブ類は亜熱帯のサンゴ礁域において様々な種が分化し、種多様性が非常に高く、分類学的未

詳種を多く含み、課題が多い。本種はその中の代表的な種であり、最も浅い場所に生息するため、
自然度の高い海草干潟の指標種として重要である。 

生存に対する脅威 ： 埋立て等による生息場所の消失、陸土微粒子の大量流入や富栄養化に伴う底質悪化。 
原  記  載 ： Reeve, L.A., 1846. Monograph of the genus Mangelia. Conchologia Iconica, or, Illustrations of the Shells of 

Molluscous Animals, 3: pls 1–8. (sp. 6, pl. 1, fig. 6a–b, as Mangelia marginelloides. Type loc.: “island of 
Burias, Philippines (found in sandy mud at the depth of seven fathoms”)  

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2012. コトツブ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”,日
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本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 76. 
 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： クダボラ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 新腹足亜目 イモガイ上科 クダボラ科 
学    名 ： Turris crispa (Lamarck, 1816) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
形    態 ： 殻は本科中、やや大型で、細長い紡錘形、殻表は細い螺糸を多数めぐらし、白色の地に小褐色斑を

散在させる。水管は長く延びる。殻長約40～60 mm。蓋は革質で木葉型。 
近似種との区別 ： 本土に生息するミノボラはクダボラの一型とされるが、色彩がより鮮明で殻質が厚く、大成するこ

とにより区別され、生息水深も異なることから、別種と考えられる。沖縄全域の浅海砂泥域に生息
する同属のトラフクダマキは、より螺肋の稜角が強く、圧縮された紡錘形であることから識別され
る。 

分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島、先島諸島、台湾。 
生 態 的 特 徴 ： 多毛類を捕食すると考えられるが、詳細は不明。 
生息地の条件  ： 大規模なアマモ場や隣接するリーフ内の砂礫底に限定される。 
個体数の動向  ： 元来、多産種ではないものの、1990 年代半ばまで、沖縄島では名護市屋我地島東岸や沖縄市泡瀬、

恩納村屋嘉田等のアマモ場では普通種であった。しかし、現在、確認事例はほとんど無い。 
現在の生息状況 ： 沖縄島での生息環境は埋立てで大きく狭められている。一方、先島諸島では個体数は少ないものの、

確認できる場所が残っている。しかし、元々沖縄島に見られた生息状況と比べれば、貧弱である。 
学術的意義・評価 ： 熱帯浅海域で適応放散した肉食性貝類の一つで進化生態学的に重要である。 
生存に対する脅威 ： 埋立てや航路浚渫等による生息場所消失やアマモ場環境の荒廃。 
原  記  載 ： Lamarck, J.B.P.A. de M., 1816. Tableau encyclopédique et méthodique des trois règnes de la nature. Mollusques 

testacés. Chez Henri Aggase, Paris, 16 pp., pls 391–488. (p. 8, pl. 439, fig. 4, as Pleurotoma crispa. Type loc. 
not designated) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2005. クダボラ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッドデー
タおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
426. 

久保弘文, 2012. クダボラ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 日
本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 77. 

久保弘文・黒住耐二, 1995. 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263 pp. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

和    名 ： スジイモ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 新腹足亜目 イモガイ上科 イモガイ科 
学    名 ： Conus figulinus Linnaeus, 1758 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
図 の 解 説 ： p. 50. 1a, 1b (参考)：コゲスジイモ 大浦湾. 2：スジイモ 大浦湾. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 殻は、太短く、倒立円錐形で、殻頂はやや尖る。殻表は平滑で光沢があり、青灰色の地に紫褐色の

線状彩を多数めぐらす。殻皮はやや厚い。 
近似種との区別 ： 近縁種コゲスジイモは殻頂が尖らず、平巻状で、殻皮が毛羽立つ。 
分 布 の 概 要 ： 和歌山県以南、奄美大島、沖縄島および周辺離島、宮古諸島、八重山諸島、フィリピン～東アフリ

カ。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： コゲスジイモはより泥質地に出現する傾向がある。 
生 態 的 特 徴 ： 矢舌に毒嚢より貯留した毒を餌 (多毛類) に注射して麻痺させ捕食する。 
生息地の条件  ： 河川水や伏流水の影響を受ける河口干潟周辺とその延長にあたる水路部の細砂底、潮間帯～水深5 m

付近に生息。 
個体数の動向  ： 1980 年代後半まで沖縄島や八重山の河口干潟に普通に生息していたが、 現在、沖縄島を中心に環

境が改変されて、個体数が激減したと考えられる。 
現在の生息状況 ： 現在も西表島浦内川河口などの亜潮間帯に生息している可能性があるが、2015 年 12 月のおける低

潮線直下での夜間調査 (2日間) では死殻すら見つからなかった。宮古島では2016年 1月与那覇前
浜-2 mでのドレッジ10分曳きで幼貝が1個体確認された。 

学術的意義・評価 ： イモガイ類は熱帯サンゴ礁域に適応放散した肉食性貝類の代表的な分類群で、進化生態学的に重要
であり、その中でも本種は攪乱を受けやすい河口周辺に生息するため、準絶滅危惧種 (NT) として
登載した。 

生存に対する脅威 ： 内湾や河口付近における埋立てや浚渫等の攪乱、底質悪化。 
特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 
原  記  載 ： Linnaeus, C. von, 1758. Systema naturae per regne tria naturae, secundum clasees, ordines, genera, species, 

cumcharacteribus, differentiis, synonymis, locis. Editio decima reformata. Tome 1, Animalia. Impensis 
Direct. Laurentii Salvii, Holmiae, 823 pp. (p. 715, no. 267, as Conus figulinus. Type loc.: “. .”) 
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参 考 文 献 ： 久保弘文, 2005. スジイモ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッドデー
タおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
427. 

久保弘文, 2012. スジイモガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 
日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 75. 

久保弘文・黒住耐二, 1995. 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263 pp. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： コゲスジイモ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 新腹足亜目 イモガイ上科 イモガイ科 
学    名 ： Conus loroisii Kiener, 1846 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
図 の 解 説 ： p. 50. 1a, 1b：コゲスジイモ 大浦湾. 2 (参考)：スジイモ 大浦湾. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 殻は、太短く、倒立円錐形。殻皮は厚く、毛羽立つ。殻表は平滑で光沢があり、青灰色の地に紫褐

色の線状彩を多数めぐらす。 
近似種との区別 ： 近縁種スジイモは殻頂が尖り、円錐状に高まり、殻皮が毛羽立たない。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島、石垣島、西表島、フィリピン～東アフリカ。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： スジイモは、より清浄な砂質地を好み、分布範囲が広い。 
生 態 的 特 徴 ： 矢舌で毒を餌 (多毛類) に注射して麻痺させ捕食する。冬季から春季にかけ河口域低潮線付近に狭

い範囲に集まり産卵する。 
生息地の条件  ： 河川水や伏流水の影響を受ける河口域周辺と、その延長にあたる水路部の、泥砂底の潮間帯～水深

2 m付近に生息場が形成される。 
個体数の動向  ： 1990年代後半まで沖縄島や八重山諸島の河口干潟に少ないながら確認されてきたが、 2010年以降、

全く確認されず、個体数が大きく減少していると考えられる。 
現在の生息状況 ： 2014年以降の大浦川や浦内川河口等での夜間調査では全く確認されず、宮古島ではこれまで記録が

無い。 
学術的意義・評価 ： イモガイ類は熱帯サンゴ礁域に適応放散した肉食性貝類の代表的な分類群で、進化生態学的研究に

おいて重要であり、その中でも本種は攪乱を受けやすい河口周辺に生息するため、準絶滅危惧 (NT) 
として登載した。 

生存に対する脅威 ： 内湾河口付近の埋立てや浚渫による攪乱。 
特 記 事 項 ： IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。なお、久保 (2012) が沖縄県産個体に対して使用した亜種

名 C. loroisi [sic] insignis Dautzenberg, 1937 は、C. insignis Sowerby I, 1833 の新参同名であるため無効
である。 

原  記  載 ： Kiener, L.C., 1844–1850. Genre Cone (Conus, Lin.). “Spécies Général et Iconographie des Coquilles Vivantes, 
Comprenant la Collection du Muséum d'Histoire naturelle de Paris, la Collection Lamarck, celle du Prince 
Masséna (appartenant maintenant a M. B. Delessert) et les Découvertes Récentes des Voyageurs”, Vol. 2, 
Kiener, L.-C. (ed.), J.-B. Baillière et Fils, Paris, 1–379, pls 1–111 [1–48 (1846); 49–160 (1847); 161–192 
(1848); 193–240 (1849); 241–[379](assumed to be 1850); pls 4,6 (1844); 2–3, 5, 7–32, 34–36, 38, 40–50 (1845); 
33, 37, 39, 51–52, 54–56, 57–68, 74-77 (1846); 1, 69–73, 78–103 (1847); 104–106 (1848); 107 (1849); 108–111 
(1850)]. (pp. 91–92, no. 75, pl. 65 fig. 1, as Conus Loroisii. Type loc.: “”la mer de l’Inde) 

Dautzenberg, P., 1937. Gastéropodes marins. 3 - Famille Conidae. Résultats Scientifiques du Voyage aux Indes 
Orientales Néerlandaises de LL. AA. RR. Le Prince et la Princesse Lé Belgique. Mémoires du Musée royale 
d'histoire naturelle de Belgique, Ser. 2, 18: 1–284, pls 1–3 [not seen]. (p. 108, pl. 1, fig. 6. Type loc.: 
“Amboina”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2012. コゲスジイモ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 
日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 75. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文・福田 宏 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

和    名 ： ヤナギシボリタケ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 新腹足亜目 イモガイ上科 タケノコガイ科 
学    名 ： Acuminia penicillata (Hinds, 1844) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
  
形    態 ： 殻は本科中、やや小型で、細く高い螺塔を有し、殻表は光沢があり、乳白色で、縦の黒い縞模様 (柳

絞り模様) を装う。殻長約40 mmに達する。 
近似種との区別 ： 近似種シマタケはより大成し、縞模様が直線的である。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄全域 (大東島海域を除く)。 
生 態 的 特 徴 ： 埋在性のホシムシ等虫型の動物を捕食する。 
生息地の条件  ： 外洋に面したリー フ内汀線直下の細砂底や、潮通しの良いアマモ場に隣接した細砂底。 
個体数の動向  ： 元々、稀少な種であったが、2010年以降、全く確認されていない。沖縄島、宮古島、石垣島等都市

部や大規模耕作地等陸域開発の著しい海域では、かつて至る所に存在していたサンゴ礁性の清浄な
水質と底質の白い砂浜が、人為的要因によって大きく消失した。本種をはじめとするタケノコガイ
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類やマクラガイ類は清浄な白砂の砂底において高い多様性を示し、1990年頃までは辛うじて、生息
場所が各島に点在する形で維持されてきたが、現在、陸地・海域とも一定の保全措置がなされた恩
納村や先島諸島の一部海域、人口密度の低い離島部等で局所的に生息が認められるに過ぎない。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： タケノコガイ類は熱帯浅海域に多数種が適応放散し、進化生物学的に意義深い研究対象となる。 
生存に対する脅威 ： 陸土微粒子の大量流入や富栄養化に伴う白砂底の底質悪化や、埋立てによる生息場所消失。 
原  記  載 ： Hinds, R.B, 1844. Descriptions of new shells, collected during the voyage of the Sulphur, and in Mr. 

Cuming’s late visit to the Philippines. Proceedings of the Zoological Society of London, for 1843: 149–168. 
(pp. 157, 165, as Terebra penicillata. Type loc.: “Seychelles”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文・黒住耐二, 1995. 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263 pp. 
土田英治, 2000. タケノコガイ科. “日本近海産貝類図鑑”, 奥谷喬司 (編)，東海大学出版会, 東
京, 668–685. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： カエンタケ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 新腹足亜目 イモガイ上科 タケノコガイ科 
学    名 ： Terebra chlorata Lamarck, 1822 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
  
形    態 ： 殻は本科中、やや大型で、高い螺塔を有し、殻表はやや光沢に乏しく、白色の地に、縦の紫褐色の

火炎模様を散在させる。殻長50～90 mm。 
近似種との区別 ： 近似種ゾウゲタケは黒褐色の点列をもち、リュウキュウタケは地色が淡黄褐色であり、区別される。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄全域 (大東島海域を除く)。 
生 態 的 特 徴 ： 埋在性のホシムシ等虫型の動物を捕食する。 
生息地の条件  ： 外洋に面したリーフ内の汀線直下の砂底や、潮通しの良いリーフ内の細砂底。 
個体数の動向  ： 恩納村や先島諸島の一部など健全な砂底域の存在する場所では少ないながら見られるが、名護湾等

底質悪化が進行している海域では確認が困難であり、著しく減少している。かつて至る所に存在し
ていたサンゴ礁性の清浄な水質と底質の白い砂浜が、人為的要因によって大きく消失し、一定の保
全措置がなされた恩納村や先島諸島の一部海域、人口密度の低い離島部等で生息が認められるに過
ぎない。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： タケノコガイ類は熱帯浅海域に多数種が適応放散し、進化生物学的に意義深い研究対象となる。 
生存に対する脅威 ： 陸土微粒子の大量流入や富栄養化に伴う白砂底の底質悪化。 
原  記  載 ： Lamarck, J.B.P.A. de M. de, 1822. Histoire naturelle des animaux sans vertèbres, présentant les caractères 

généraux et particuliers de ces animaux, leur distribution, leurs classes, leurs familles, leurs genres, et la citation des 
principales espèces qui s'y rapportent; précédée d'une Introduction offrant la détermination des caractères essentiels 
de l'Animal, sa distinction du végétal et des autres corps naturels, enfin, l'exposition des Principes fondamentaux de 
la Zoologie, Tome 7. Verdière, Paris, 711 pp. (p. 288, no. 14, as Terebra chlorata. Type loc.: “….”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文・黒住耐二, 1995. 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263 pp. 
土田英治, 2000. タケノコガイ科. “日本近海産貝類図鑑”, 奥谷喬司 (編), 東海大学出版会, 東

京, 668–685. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： カヤノミガイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 原始的異鰓類 オオシイノミガイ上科 オオシイノミガイ科 
学    名 ： Pupa sulcata (Gmelin, 1791) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 殻は本科中、やや大型で、卵形、灰白色の地に絣状の黒褐色彩を有し、殻表は多数の細かい螺溝を

めぐらし、薄い殻皮で覆われる。殻長約10～20 mm。 
近似種との区別 ： 近似の普通種コシイノミガイはより小型で細く、黒色の方形斑を有することで区別は容易である。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島名護湾、屋嘉田潟原、大浦湾、中城湾、先島諸島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 熱帯性の代表的なカヤノミガイ類には、本種の他、ベニフカヤノミガイやタイワ

ンカヤノミガイが同様に清浄な細砂底を好む。 
生 態 的 特 徴 ： 食性、繁殖など詳細な生態はほとんど知られていない。 
生息地の条件  ： 潮通しのよいアマモ場とその周辺の中潮線～水深2 mの細砂底に生息場所が形成される。 
個体数の動向  ： 沖縄島では恩納村や名護市大浦湾等から記録があるが、他では記録が少ない。先島諸島では、2005

年頃まで川平湾等では普通に確認されてきたが、同湾での 2010 年以降のモニタリングでは全く確
認されていない。 

現在の生息状況 ： 潮間帯付近の個体群は減少している。一方、個体数としては非常に少なく、低密度だが、亜潮間帯
から上部浅海帯に分布域が拡がっている海域もある。 

学術的意義・評価 ： 砂底域に適応した種群であり、進化生態学的に興味深いグループであるが、食性や繁殖等の生態的
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な情報は殆ど判っていない。 
生存に対する脅威 ： 埋立てによる生息場所の消失、底質の悪化。 
原  記  載 ： Gmelin, J.F., 1791. Caroli a Linné. Systema naturae per regna tria naturae, secundum classes, ordines, genera, 

species, cum characteribus, differentiis, synonymis, locis. Ed. 13, aucta, reformata. Impensis Georg. Emanuel. 
Beer, Lipsiae, Tome 1, Pars 6, 3021–3910. (p. 3436, no. 3, as Voluta sulcata. Type loc.: “- - -”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2005. カヤノミガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッド
データおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
429. 

久保弘文, 2012. カヤノミガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 
日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 80. 

久保弘文・黒住耐二, 1995. 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263 pp. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： コヤスツララ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 真後鰓下綱 頭楯目 ナツメガイ上科 オオコメツブガイ科 
学    名 ： Acteocina koyasensis (Yokoyama, 1927) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
図 の 解 説 ： p. 50. 佐敷干潟. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 殻長3.5 mm、殻径2 mm。殻は円筒形、黄色〜赤茶褐色、鈍い光沢を持ち、殻表全体に微細な螺溝を

巡らす。肩部は角張り、縫合は溝状。殻口は前方が広くて後方は狭まり、外唇は薄く鋭い。軟体は
白色で頭楯は幅広い。 

近似種との区別 ： 沖縄県の汽水域では本種に似た種は他に知られていない。コメツブツララは本種に酷似するが、螺
溝が縫合下と殻底に限られ、殻色も淡い。 

分 布 の 概 要 ： 陸奥湾〜九州、沖縄島、石垣島、西表島、中国南部、台湾、フィリピン。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： コメツブツララは本州〜九州、種子島の数箇所から知られる。 
生 態 的 特 徴 ： 恐らく肉食で、浮游幼生期を経る。 
生息地の条件  ： 大規模な内湾奥に注ぐ河口汽水域下流部の干潟中・低潮帯において砂泥底または軟泥底の表層を匍

匐し，干潮時にも乾燥せず水が残る場所を好む。 
個体数の動向  ： 近年生貝が確認された産地は全国でも10箇所以下しかない。干潟の環境悪化に伴って減少傾向にあ

る。 
現在の生息状況 ： 沖縄県の3島では2015〜2016年にも棲息が確認され、他県に比べると健在であるが、どの産地でも

棲息範囲は狭い。 
学術的意義・評価 ： 日本の内湾棲頭楯類全種の中で、最も汽水域寄りに産する特異な種として貴重。 
生存に対する脅威 ： 海岸や河口の埋立等の開発、マングローブ破壊、水質・土壌汚染。 
特 記 事 項 ： コメツブツララは同種の変異かも知れず、詳細な比較検討が必要。 
原  記  載 ： Yokoyama, M., 1927. Mollusca from the Upper Musashino of western Shimôsa and southern Musashi. 

Journal of the Faculty of Science, Imperial University of Tokyo, Ser. 2, 1: 439–457, pls 51–52. (p. 448, pl. 
51, fig. 1, as Tornatina koyasensis. Type loc.: “Koyasu”) 

参 考 文 献 ： 福田 宏, 1996. 腹足綱. “日本における干潟海岸とそこに生息する底生生物の現状”, 花輪伸
一・佐久間浩子 (編), WWF Japan Science Report, 3: 11–63. 

福田 宏・久保弘文, 2012. コヤスツララ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデー
タブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 81. 

名和 純, 2009. 琉球列島の干潟貝類相 (2) 沖縄および宮古・八重山諸島. 西宮市貝類館研究報告, 
(6): 1–81, figs 1–33, pls 1–20, tables 1–3. 

Oyama, K., 1973. Revision of Matajiro Yokoyama's type Mollusca from the Tertiary and Quaternary of the 
Kanto Area. Palaeontological Society of Japan, Special Papers, (17): 1–148, pls 1–57. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏・久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： アンパルクチキレ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 トウガタガイ上科 トウガタガイ科 
学    名 ： Colsyrnola hanzawai (Nomura, 1939) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
形    態 ： 殻長約9～12 mm。非常に長い塔形で、螺塔が非常に高く、10～12層を数える。殻表は平滑で白く、

薄い殻皮を纏う。殻口軸唇はねじれ、中央部に襞をもつ。 
近似種との区別 ： ククリクチキレは大きさや形状が類似するが、殻色が煉瓦色であることから区別される。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島 (大島海峡)、沖縄島、八重山諸島。 
生 態 的 特 徴 ： 生息場所が広範で、特定のホスト上にみられないことから、日和見的寄生者と考えられる。 
生息地の条件  ： 淡水影響の強い干潟の中潮線、泥砂底に生息。 
個体数の動向  ： 和名になっている石垣島名蔵アンパル以外に、奄美大島、沖縄島周辺の東西の河口干潟 (読谷村～

大浦湾や金武湾) 等と広範で、かつては沖縄島全域に広く分布していたと考えられる。しかし、1990
年代後半～2000年前半にかけて、中南部では埋立てにより干潟が大規模に消失し、生息場所が大き
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く減少した。八重山諸島では石垣島名蔵アンパルで、生息密度が 255 個体／m2と推定されており、
多産する上、ラムサール条約で開発行為が制限されている。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 本種のタイプ産地は沖縄島。既往産地は奄美大島～八重山諸島であり、生物地理学的に重要である

が、小型種のため、十分な調査がなされているとは言えず、課題がある。 

生存に対する脅威 ： 港湾開発、埋立て等による生息場所の消失。 
原  記  載 ： Nomura, S. 1939. Summary of the fossil and Recent Japanese Pyramidellidae, with the description of several 

new species. “Jubilee Publication in the Commemoration of Professor H. Yabe M.I.A. Sixtieth Birthday, vol. 
1”, Yabe Kyoju Kanreki Kinen Kai (ed.), Tōhoku Imperial University, Sendai,, 119–156, pl. 9. (pp. 132–133, 
pl. 9, fig. 28, as Syrnola (s.s.) hanzawai. Type loc.: “Okinawa-zima, Okinawa-ken (Recent)” 

参 考 文 献 ： 小菅丈治・堀 成夫, 2005. トウガタガイ科の一種 Colsyrnola hanzawai (Nomura), n.comb. アン
パルクチキレ (新称) の再発見と石垣島名蔵アンパル干潟からの記録. 南紀生物, 51(1): 
37–39. 

久保弘文, 2012. アンパルクチキレ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブッ
ク”，日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 85. 

三浦知之・三浦 要, 2015. 加計呂麻島の海岸湿地に生息する甲殻類と貝類の記録. Nature of 
Kagoshima, 41: 209–222. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ニライカナイゴウナ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 トウガタガイ上科 トウガタガイ科 
学    名 ： Leucotina sp. 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 殻は本科中、小型で、丸みを帯びた細長い紡錘形、殻表は褐色の薄い殻皮で覆われ、殻は灰白色～

黒灰色で、多数の螺状刻点列をめぐらす。殻長約5～10 mm。蓋は革質で三日月形。 
近似種との区別 ： 同科の小型種シロヒメゴウナとは殻色や光沢のある殻表などから区別は容易である。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島中北部、石垣島、オーストラリア。 
生 態 的 特 徴 ： ソメワケグリ、リュウキュウザルガイ、リュウキュウバカガイなどの二枚貝類に外部寄生する。 
生息地の条件  ： 潮通しのよい海草藻場周辺の低潮帯～水深 40 m付近までの砂底・細砂底に生息する。 
個体数の動向  ： 1980年代後半まで沖縄市泡瀬周辺ではホストとなる二枚貝類が豊かに生息し、本種もそれに伴って

普通に確認されたが、現在，泡瀬では埋立て後に、アマモ場環境が荒廃し、生息面積が減少した。
金武湾北部 (水深30 m)、名護湾 (5～20 m)、大浦湾 (6～15 m)、石垣島 (21 m) 等でも確認され、
上部浅海域に生息圏が広がっている可能性が高いが、総じて、そこでも底質悪化等によりホスト自
体が減少しており、本種も同様に減少傾向にあると考えられる。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 本種を含むマキモノガイ類・イソチドリ類は二枚貝類に外部寄生する種が多く、生態学的に興味深

い分類群である。 
生存に対する脅威 ： 埋立てによる生息場所の消失、底質の悪化。 
特 記 事 項 ： オーストラリア産個体との分類上の関係については検討を要する。 
参 考 文 献 ： 久保弘文, 2005. ニライカナイゴウナ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－

レッドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 
那覇, 476. 

久保弘文・山下博由, 2012. ニライカナイゴウナ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッ
ドデータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 87. 

小菅丈治, 2007 石垣島米原沖で採集されたニライカナイゴウナ(軟体動物門, 腹足綱, イソチドリ
科) 沖縄生物学会誌 45: 39-42. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………..... 
 
和    名 ： オオシイノミクチキレ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 トウガタガイ上科 トウガタガイ科 
学    名 ： Milda ventricosa (Guérin-Méneville, 1831) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 殻は本科中、大型で、太短い滴形。殻表は成長脈を除き平滑で、白灰青色の地に灰黒色の火炎彩及

び斑紋を有する他、薄い殻皮で覆われる。最大殻長約30 mm。 
近似種との区別 ： シイノミクチキレ類は近縁種が多いが、本種はとりわけ大型で殻表が平滑であり、他種と区別でき

る。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島、先島諸島、台湾、フィリピン、ベトナム等。 
生 態 的 特 徴 ： 本科貝類は歯舌をもたず、寄生性とされるが、本種の宿主は不明。 
生息地の条件  ： 潮通しのよい中潮線～水深 2 m付近までのアマモ場とその周辺の細砂泥底。 
個体数の動向  ： 1990年代前半までうるま市海中道路付近や名護市屋我地島東岸では普通であったが、2000年以降は
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個体数が激減し、現在も同様である。沖縄市泡瀬では2000年代前半まで少なからず確認されたが、
埋立て後にアマモ場が荒廃し、生息数が激減した。宮古島では与那覇湾での記録があるが、2016年
1 月の与那覇前浜のアマモ場調査では全く確認されなかった。八重山では小浜島細崎や西表島を中
心に少ないながら、現在も散見される。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 本種を含むトウガタガイ類は特定の宿主に寄生する種が多く、生態学的に興味深い分類群である。

本種はとりわけ大型でありながら、生態的不詳な点が多い。 
生存に対する脅威 ： 埋立てによる生息場所消失、底質悪化。 
原  記  載 ： Guérin-Méneville, F.É., 1831. Magasin de zoologie, Première Année, Première Partie, Classe V; Mollusques. 

Chez Lequien fils, Paris, 40 pp., 40 pls. (p. 2, pl. 2, figs 1–2, as Pyramidella ventricosa. Type loc.: “l’île de 
Vanikoro”)  

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2005. オオシイノミクチキレ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)
－レッドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護
課, 那覇, 429. 

久保弘文, 2012. オオシイノミクチキレ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータ
ブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 87. 

久保弘文・黒住耐二, 1995. 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263 pp. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： リュウキュウヒラマキモドキ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 水棲目 ヒラマキガイ上科 ヒラマキガイ科 
学    名 ： Polypylis usta (Gould, 1859) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
図 の 解 説 ： p. 50. 恩納村. 撮影：齊藤 匠. 
形    態 ： 殻径 5 mm、殻長 2 mm 前後。殻は逆台形型の円盤状である。殻頂上側の面は極めて平坦で、殻頂は

狭く深く窪む。また、体層内部の殻頂側には襞状の構造物が3～4個認められる。付着物に覆われて
いない場合、殻色は赤みがかった深い飴色で、表面にはニスの様な艶がある。 

近似種との区別 ： 形態的には本州以北に分布するヒラマキモドキに酷似する。本種の方がやや殻長が大きい傾向にあ
ると思われるが、決定的な識別点となるかは不明である。 

分 布 の 概 要 ： 山口県、九州〜南西諸島、朝鮮半島、台湾。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ヒラマキモドキが北海道〜本州に分布する。ミャンマーやベトナムなどの東南ア

ジア、中国東部、ロシア極東地域などにも同属の近縁種が分布すると考えられるが、本種との関係
は不明である。 

生 態 的 特 徴 ： 詳細は不明であるが直達発生と思われる。 
生息地の条件  ： 還元的な陸水域を中心に、水田、ため池、ハス田、川などに広く生息する。 
現在の生息状況 ： 産地においては多産することも多い。 
学術的意義・評価 ： 東アジア一帯に分布する広域分布種であり生物地理学的な研究の材料として好適である。 
生存に対する脅威 ： 湿地や河川などの陸水域は埋め立て、護岸などによる環境改変の影響を受けやすい。 
特 記 事 項 ： 本州以北に分布するヒラマキモドキとは遺伝的に区別される。また、学名に問題がある可能性があ

り、再検討が必要である。 
原  記  載 ： Gould, A. A., 1859. Description of shells, collected by the North Pacific exploring expedition. Proceedings of 

the Boston Society of Natural History, 7: 40-45. (p.41, as Segmentina usta. Type loc.: “Loo Choo Islands”) 
参 考 文 献 ： 増田 修・内山りゅう, 2004. 日本産淡水貝類図鑑②汽水域を含む全国の淡水貝類. ピーシーズ, 

横浜, 240pp. 
Mori, S., 1938. Classification of the Japanese Planorbidae. Memoirs of the College of Science, Kyoto Imperial 

University, Ser. B, 14(2): 279-300, pls.1-7. 
 

執 筆 者 名 ： 齊藤 匠 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

和    名 ： リュウキュウノミガイ属の一種 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 直輸尿管類 ハワイマイマイ上科 ハワイ

マイマイ科 
学    名 ： Pacificella sp. 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 45. 1 (参考)：リュウキュウノミガイ. 2：リュウキュウノミガイ属の一種. 3 (参考)：イオウ

ジマノミガイ. 4 (参考)：ノミガイ. すべて南大東島. 撮影：亀田勇一 (標本), 和田慎一郎 (1b, 2b), 
福田 宏 (3b). 

形    態 ： 殻長約3.2 mm、殻径約1.6 mm、やや塔型に近く、極めて薄質。螺塔は高く尖り、体層はやや大きい。
殻は淡褐色で光沢があり、平滑。殻口は卵形で、肥厚・反転はしない。殻口内唇に強い一歯を持つ。
臍孔はない。 

近似種との区別 ： リュウキュウノミガイとは、体層の膨らみが弱く螺塔が高いこと、また内唇の歯状突起がやや大き
いことで区別できる。火山列島に分布する同属のハタイノミガイとは区別が極めて困難で、判断に
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は遺伝的な解析を要する。同所的に棲息するノミガイとは、臍孔の有無によって明確に区別できる。 
分 布 の 概 要 ： 大東諸島と八重山諸島で確認されている。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 近縁種であるリュウキュウノミガイとは、同所的には確認されていないが分布域

が重複する。火山列島には同属のハタイノミガイが分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 主に林床の落葉や草本などを棲息場所として利用し、付着する菌類などの有機物を摂食する。卵胎

生。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： ごく最近認識された隠蔽種であり、上記2地域に分布する以外のことは分かっていない。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 同属の近縁種が火山列島からマリアナ諸島にかけて分布しており、受動的分散によって海を越えて

移動する陸産貝類の代表的な例として生物地理学的に極めて重要なグループである。 
生存に対する脅威 ： 農地開拓等による棲息地の縮小が影響を及ぼしている。また近年ニューギニアヤリガタリクウズム

シやツヤオオズアリといった外来の捕食者による壊滅的な被害も懸念される。 
特 記 事 項 ： リュウキュウノミガイ同様正確な棲息情報はごく限られているが、分布はより局限される可能性が

高いため、準絶滅危惧 (NT) として扱う。 
参 考 文 献 ： 久保弘文・福田 宏・早瀬善正・亀田勇一・黒住耐二・上島 励, 2017. 沖縄県レッドデータブッ

ク ーレッドデータおきなわー 第2回改訂に伴う稀少貝類棲息実態調査報告ー3. 北大東島・南大
東島. Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

Wada, S., Kameda, Y. & Chiba, S., 2014. Different evolutionary patterns among the micro land snail grouped 
in the Ogasawara Islands. “Island Biology 2014 Program Abstracts”, Organizing Committee of Island 
Biology 2014, the International Conference on Island Evolution, Ecology, and Conservation (ed.), University of 
Hawaii at Manoa, Honolulu, 57-58. 
https://docs.google.com/viewer?a=v&pid=sites&srcid=aGF3YWlpLmVkdXxpc2xhbmRiaW9sb2d5MjAx
NHxneDo0NzQwYjlkZWQyNjk1NmE1 

 
執 筆 者 名 ： 和田慎一郎・亀田勇一 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： キバサナギガイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 直輸尿管類 “サナギガイ上科” キバサ

ナギガイ科 
学    名 ： Vertigo hirasei Pilsbry, 1901 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) 
 
形    態 ： 貝殻は微小で、殻長約1.5 mm、太短い円筒形または蛹型 (殻径約1 mm) で、殻頂は丸い。殻は薄く、

半透明の茶褐色で、殻表は滑らか。殻口は弱く広がり、殻口内には 1本のパリエタル歯、2本のパ
ラタル歯、1本の軸唇歯があり、歯の発達具合には変異がある。 

近似種との区別 ： シモチキバサナギよりも殻が太短く、ミジンサナギガイよりも大型であることで区別できる。 
分 布 の 概 要 ： 北海道から八重山諸島にかけての広域から知られる。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 同属のヤマトキバサナギとナタネキバサナギが九州以北に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 海岸近くの落葉下に生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 定量的なデータはないが、生息環境は海岸近くの開発によって減少しており、個体数も減少してい

ると思われる。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 琉球列島では最近でも生息が確認されているが、本土では産地が減少しており、保全対象となって

いる。 
生存に対する脅威 ： 開発による生息環境の消失。 
特 記 事 項 ： 分類学的再検討が必要。 
原  記  載 ： Pilsbry, H.A., 1901. Notices of new Japanese land snails. The Nautilus, 14: 127–129. (p. 128, as Vertigo 

Hirasei. Type loc.: “Yanagawa, prov. Chikugo, Kiusiu Id.”) 
参 考 文 献 ： Pilsbry, H.A. & Cooke, C.M., 1918–1920. Pupillidae (Gastrocoptinae, Vertigininae). Manual of Conchology, 

Second Series: Pulmonata, 25: i–ix, 1–401, pls 1–34.. 
上島 励, 2014. キバサナギガイ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生
物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編),, ぎょうせい, 東京, 104. 

 
執 筆 者 名 ： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： スターンズギセル 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 キセルガイ上科 キセルガイ

科 
学    名 ： Euphaedusa stearnsii stearnsii (Pilsbry, 1894) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
形    態 ： 日本最大のコギセル属の種であり、殻長31 mm達する。貝殻は細長く、灰色がかった栗色で、やや

光沢がある。プリカは月状壁を欠く。 
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近似種との区別 ： 石垣島と竹富島の固有亜種で、同所的にみられるキセルガイ類はすべて本亜種より小型で、容易に
区別される。 

分 布 の 概 要 ： 石垣島では主に南部～北東部に点在して生息し、西部 (川平・崎枝) および北端部 (平久保) での
状況は不詳である。竹富島では集落内で採集例がある。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 西表島に生息するイリオモテコギセルと姉妹亜種関係にあり、尖閣諸島のセンカ
クコギセルも同種群に包含される。宮古、沖縄両島には近縁種は知られていない。 

生 態 的 特 徴 ： 冬期の低温で乾燥した気候下では樹木のうろや、石灰岩の窪み、落葉下にて休眠するが、その他の
季節は概ね樹上や石灰岩などの垂直面に付着し、降雨・高湿時には匍匐する。卵胎生。 

生息地の条件  ： 比較的自然度の高い環境下に生息するが、森林と隣接したコンクリート壁など人工環境下でも見ら
れることがある。 

個体数の動向  ： リゾート建設や宅地等造成により、自然林が減少している石垣島南部では生息場所自体が縮小して
おり、1990年代には夥しい個体数が確認されていた西部の石灰岩地でも減少傾向にある。竹富島で
は1970年代には既に、ごく狭い範囲に限定されていた。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： コギセル属は中国大陸南部に近縁種が多いとされるが、琉球列島では石垣・西表両島と尖閣諸島に

限定され、生物地理学的に重要である。 
生存に対する脅威 ： 比較的自然度の高い森林の樹上に見られ、人為的な森林消失、伐採や台風による森林荒廃による、

林内照度上昇の結果として生じる鳥害や乾燥が脅威となる。 
原  記  載 ： Pilsbry, H.A., 1894. Notices of new Japanese mollusks. The Nautilus, 8: 47–48. (pp. 47–48, as Clausilia 

(Stereophaedusa) Stearnsii. Type loc.: “Yaeyama (Okinawa), Loo Choo Is.”) 
参 考 文 献 ： 知念盛俊, 1976. 陸産貝類. “生態写真集 沖縄の生物”, 沖縄生物教育研究会 (編), 新星図書, 

那覇, 212–243. 
波部忠重・知念盛俊, 1974. 八重山群島石垣・西表両島の陸産貝類相とその生物地理学的意義. 国
立科学博物館専報, (7): 121–128, pls 15–17. 

湊 宏, 1994. 日本産キセルガイ科貝類の分類と分布に関する研究, Venus, suppl., 2: 1–212, 
tables 1–6, pls 1–74. 

黒住耐二, 2005. スターンズギセル. “改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) －
レッドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 
434. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文・福田 宏 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： イリオモテコギセル 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 キセルガイ上科 キセルガイ

科 
学    名 ： Euphaedusa stearnsii iriomotensis Kuroda, 1960 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
形    態 ： 日本産コギセル属中大型の部類に属し、殻長21 mmに達する。貝殻は細長く、栗色かがった灰褐色

で、やや光沢が有る。プリカは月状壁を欠く。 
近似種との区別 ： 西表島固有亜種で、同所的にみられるキセルガイ類は、すべて本亜種より小型のため容易に区別さ

れる。 
分 布 の 概 要 ： 西表島のほぼ全域に点在して生息し、南部の石灰岩地帯では比較的個体数は多い。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 石垣島・竹富島に生息するスターンズギセルの亜種で、尖閣諸島のセンカクコギ

セルも同種群に包含される。宮古、沖縄両諸島には近縁種は知られていない。 
生 態 的 特 徴 ： 冬期の低温で乾燥した気候下では樹木のうろや、石灰岩の窪み、落葉下にて休眠するが、その他の

季節は概ね樹上や石灰岩などの垂直面に付着し、降雨・高湿時には匍匐する。卵胎生。 
生息地の条件  ： 比較的自然度の高い環境下に生息するが、森林と隣接したコンクリート壁など人工環境下でも見ら

れることがある。 
個体数の動向  ： 農地や牧場等造成により、自然林が減少している西表島南部及び東部では生息場所自体が縮小して

おり、1990年代に多産した仲間川下流海岸林においても減少傾向にある。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： コギセル属は中国大陸南部に近縁種が多いとされるが、琉球列島では石垣・西表両島と尖閣諸島に

限定され、生物地理学的に重要である。 
生存に対する脅威 ： 比較的自然度の高い森林の樹上に見られ、人為的な森林消失、伐採や台風による森林荒廃、林内照

度上昇の結果として生じる鳥害や乾燥が脅威となる。 
原  記  載 ： 黒田徳米, 1960. 沖縄群島産貝類目録 (頭足類を除く). 琉球大学教務部普及課, 那覇, iv+104 pp. 

(p. 79, pl. 2, figs 22–24, as Euphaedusa stearnsii iriomotensis. Type loc.: “八重山西
表島”) 

参 考 文 献 ： 知念盛俊, 1976. 陸産貝類. “生態写真集 沖縄の生物”. 沖縄生物教育研究会 (編), 新星図書, 
那覇, 212–243. 

知念盛俊, 1990. 西表島の陸産貝類. “平成元年度西表島崎山半島地域調査報告書”, 環境庁自然
保護局 (編), 環境庁自然保護局, 東京, 267–275. 

黒住耐二, 2005. イリオモテコギセル. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) －
レッドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 
那覇, 434–435. 
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執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ニセノミギセル 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 キセルガイ上科 キセルガイ

科 
学    名 ： Parazaptyx thaumatopoma (Pilsbry, 1905) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 殻長 11.1 mm、殻径2.6 mm、螺塔は高い円錐形。殻は褐色でやや薄質、殻表には明瞭で細かい成長

肋をもち、体層では殻口に向けて次第に強く粗くなる。殻口は体層からわずかに離れて突出し、弱
く肥厚する。上板と下軸板は明瞭で唇縁に達するが、下板はほぼ見えない。主襞は体層の1/3〜1/2
ほど。上腔襞は短く、前方へ傾く。月状襞は下に凸の弧状で、上腔襞終端と軸唇上端付近を結ぶ線
上に位置するが、いずれにも接しない。縫合襞はない。 

近似種との区別 ： 上腔襞と月状襞が離れること、および閉弁に板状突起を持つことで他のノミギセル類とは区別され
る。 

分 布 の 概 要 ： 伊平屋島から久米島にかけての小島嶼 (慶良間諸島、渡名喜島など) に分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ミカヅキノミギセル属も類似の分布域を持つが、本種は沖縄島では記録されてい

ない。 
生 態 的 特 徴 ： 主に自然林に生息し、特に林縁部で密度が高い。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 少数の個体が採集される場合が多く、まとまった個体数が見出される機会は少なくなっている。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 沖縄諸島固有種であり、系統地理学的に重要。 
生存に対する脅威 ： 本種が多く棲息する林縁部は、道路拡張などの局所的な改変の影響を強く受けるほか、温暖化等の

気候変化の影響も受けやすく、存続基盤は比較的脆弱といえる。 
原  記  載 ： Pilsbry, H. A., 1905. New Clausiliidae of the Japanese Empire. —X. Proceedings of the Academy of Natural 

Sciences of Philadelphia, 56: 809-838, pls.52-57. (pp.834-835, pl.57, figs.100-104, as Clausilia 
(Parazaptyx) thaumatopoma. Type loc.: “Kumejima, Ryukyu”) 

参 考 文 献 ： Chinen, M., 1977. Land shells of Okinawa-jima and adjacent islands (exclusive of Truncatellidae, 
Assimineidae and Ellobiidae). Ecological Studies of Nature Conservation of the Ryukyu Islands, 3: 
127-149. 

知念盛俊, 1978. 阿嘉・慶留間・屋嘉比島の陸・淡水貝類. “沖縄県天然記念物調査シリーズ第12
集 ケラマジカ実態調査報告 III”, 沖縄県教育委員会 (編), 沖縄県教育委員会, 那覇, 
163-170. 

黒住耐二, 1981. 慶良間列島座間味村の陸産貝類相. 沖縄生物学会誌, (19): 47-51. 
湊 宏, 1981. 日本産陸棲貝類の生殖器の研究 XVII: キセルガイ科 (4): 琉球列島産の5種. Venus, 
39: 236-242. 

湊 宏, 1995. 古宇利島の陸産貝類. ちりぼたん, 26: 44-48. 
 

執 筆 者 名 ： 亀田勇一・黒住耐二＊    ＊前回改訂版 (2005) における黒住による記載内容を一部引用した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： スジイリオキナワギセル 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 キセルガイ上科 キセルガイ

科 
学    名 ： Stereophaedusa fasciata (Sykes, 1893) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 46. 1a, 1b, 2 (参考)：オキナワギセル 南城市玉城 (1a, 1b), 今帰仁村今泊 (2). 3：スジイ

リオキナワギセル 国頭村辺戸. 撮影：亀田勇一. 
形    態 ： 成貝は幼層が欠失し、中型 (殻頂欠損での殻長24.9–28.9 mm程、殻径約7.1–7.5 mm程)。色彩は縫

合と殻底付近が淡黄色で、中央部は幅広い黒褐色 (暗い栗色) の帯となる。色帯上には成長線に沿
う細く弱い黄白色の火炎彩が認められる。 

近似種との区別： 本種の殻は明瞭な色帯を有し、分布も沖縄島北部に限定。単色のミヤコオキナワギセル、オキナワ
ギセルとは、色彩や分布域で区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島北部山地の良好な森林環境のみに分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ミヤコオキナワギセルは宮古島のみ。オキナワギセルは沖縄島中南部や本部半島

の森林に限定される。 
生 態 的 特 徴 ： 樹幹に付着する樹上性の種。稚貝を産出する卵胎生。 
生息地の条件  ： 大径木の樹幹に生息するので、やんばるの森林環境維持が必要。 
個体数の動向  ： 開発行為や採集圧により徐々に減少傾向にある。 
現在の生息状況： 沖縄島北部の良好な自然林内では、比較的安定的な個体群が維持されている。 
学術的意義・評価： オキナワギセル種群の分化を検討する上において、重要な種。 
生存に対する脅威： 沖縄島北部の森林は比較的保護されているが、道路工事などによる荒廃も散見される。他に、採集
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圧も少なからずあると考える。 
特 記 事 項： フイリオキナワギセル S. perfasciata (Pilsbry, 1901) は、本種の異名である。 
原  記  載 ： Sykes, E.R., 1893. Clausilia (Stereophaedusa) valida, Pfr. var. nov. fasciata. The Conchologist, 2: 118. (p. 

118, as Clausilia (Stereophaedusa) valida var. fasciata. Type loc.: “Lieu-Chieu”) 
Pilsbry, H.A., 1901. The land mollusks of the Loo Choo Islands: Clausiliidae. Proceedings of the Academy of 

Natural Sciences of Philadelphia, 53: 409–424, pls 22–23. (p. 411, as Clausilia (Stereophaedusa) valida var. 
perfasciata. Type loc.: “the province of Kunchan, Okinawa Island”) 

参 考 文 献： Chinen, M., 1977. Land shells of Okinawa-jima and adjacent islands (exclusive of Truncatellidae, 
Assimineidae and Ellobiidae). Ecological Studies of Nature Conservation of the Ryukyu Islands, 3: 
127–149. 

久保弘文・黒住耐二, 1995. 生態／検索図鑑 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263 pp. 
 

執 筆 者 名： 早瀬善正 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： サキシマノミギセル 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 キセルガイ上科 キセルガイ

科 
学    名 ： Tyrannozaptyx adulta Kaüfel, 1930 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
図 の 解 説 ： p. 39. 1 (参考)：タカラノミギセル 尖閣諸島. 2：サキシマノミギセル 石垣島. 3 (参考)：ヨワ

ノミギセル 石垣島. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 殻は小型 (殻長約10 mm) で、細く (殻径約2 mm)、細長い塔型で、殻頂は尖る。殻はノミギセル類

としては厚く、暗褐色で、殻表は滑らか。殻口は、外唇側が少し凹んで歪み、殻口縁は厚く肥厚す
る。殻口内の上板は発達し、下軸板は殻口縁に出現する。下板は発達せず、殻口からはほとんど見
えない。プリカは側面に位置し、主襞は長く、月状襞は強く発達し、短い上腔襞と融合する。 

近似種との区別 ： ヨワノミギセルよりもプリカが側面にあること、ツヤノミギセル近似種よりもプリカが腹側近くに
位置することで区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 石垣島と西表島の固有種。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ツヤノミギセル近似種が西表島、ヨワノミギセルが石垣島に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 広葉樹林の落葉下、倒木下に生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 定量的なデータはないが、本種は林縁にも生息し、至適な生息環境は道路や畑の拡張で減少してい

るため、個体数も減少していると思われる。 
現在の生息状況 ： 西表島では広く分布するが、石垣島では生息地が少ない。 
学術的意義・評価 ： Tyrannozaptyxは八重山諸島で複数の種に分化しており生物地理学的に重要である。本種は石垣島で

生息地が限定されるため、地域個体群としての保全も必要である。 
生存に対する脅威 ： 開発による森林の伐採および林床の乾燥化。 
原  記  載 ： Kaüfel, F., 1930. Beitrag zur Kenntnis der zaptychoiden Phaedusinen. Archiv für Mollukenkunde, 62: 51–55, 

pl. 2. (p. 52, no. 2, pl. 2, fig. 4a–d, as Tyrannozaptyx adulta. Type loc.: “Sachieda: Yaeyama”) 
参 考 文 献 ： 波部忠重・知念盛俊, 1974. 八重山群島石垣・西表両島の陸産貝類相とその生物地理学的意義. 国

立科学博物館専報, (7): 121–128, pls 15–17． 
湊 宏, 2014. サキシマノミギセル. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生
生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 
423. 

 
執 筆 者 名 ： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ヨワノミギセル 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 キセルガイ上科 キセルガイ

科 
学    名 ： Tyrannozaptyx deminuta Kaüfel, 1930 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
図 の 解 説 ： p. 39. 1 (参考)：タカラノミギセル 尖閣諸島. 2 (参考)：サキシマノミギセル 石垣島. 3：ヨワ

ノミギセル 石垣島. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 殻は小型 (殻長約10 mm) で、細く (殻径約2 mm)、細長い塔型で、先端は尖る。殻は褐色で、殻表

は滑らかで光沢がある。殻口は、外唇側が少し凹んで歪み、殻口縁は肥厚する。殻口内の上板は発
達し、下軸板は殻口縁に出現する。下板は発達せず、殻口からはほとんど見えない。プリカは腹面
に位置し、主襞は長く、月状襞は強く発達する。短い上腔襞があり、殻口側の末端で月状襞と融合
する。 

近似種との区別 ： サキシマノミギセル、ツヤノミギセル近似種に似るが、プリカが腹面に位置することで区別できる。 
分 布 の 概 要 ： 本種は西表島からも記録があるが誤同定と思われ、石垣島の固有種と考えられる。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ツヤノミギセル近似種が西表島、サキシマノミギセルが西表島、石垣島に分布す
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る。 
生 態 的 特 徴 ： 広葉樹林の落葉下、倒木下に生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 本種は自然林のみならず、林縁や開放的な環境にも生息する。このような場所では至適な生息環境

が消失、悪化しているため、個体数は減少していると思われる。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： Tyrannozaptyxは八重山諸島で複数の種に分化しており生物地理学的に重要である。 
生存に対する脅威 ： 開発による森林の伐採および林床の乾燥化。 
原  記  載 ： Kaüfel, F., 1930. Beitrag zur Kenntnis der zaptychoiden Phaedusinen. Archiv für Mollukenkunde, 62: 51–55, 

pl. 2. (p. 53, no. 3, pl. 2, fig. 5a–d, as Tyrannozaptyx deminuta. Type loc.: “Sachieda und Nangura: 
Yaeyama”) 

参 考 文 献 ： 波部忠重・知念盛俊, 1974. 八重山群島石垣・西表両島の陸産貝類相とその生物地理学的意義. 国
立科学博物館専報, (7): 121–128, pls 15–17. 

湊 宏, 2014. ヨワノミギセル. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物
－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 423. 

 
執 筆 者 名 ： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ツヤノミギセル 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 キセルガイ上科 キセルガイ

科 
学    名 ： Tyrannozaptyx polita (Kaüfel, 1930) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)        環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
形    態 ： 殻は小型 (殻長約10 mm) で、細く (殻径約2 mm)、細長い塔型で、先端は尖る。殻は黄褐色で、殻

表は滑らかで光沢がある。殻口は、洋梨型で、殻口縁は少し肥厚する。殻口内の上板は発達し、下
軸板は殻口縁に出現する。下板は発達せず、殻口からはほとんど見えない。プリカは側面に位置し、
主襞は長く、月状襞は強く発達する。短い上腔襞があり、その中心付近で月状襞と融合し、T 字型
を呈する。 

近似種との区別 ： サキシマノミギセル、ヨワノミギセルとはプリカが側面にあり、上腔襞と月状襞がT字型を呈する
ことで区別され、分布域も異なる。ツヤノミギセル近似種とはプリカが背面に達しないことで区別
される。 

分 布 の 概 要 ： タイプ産地は「石垣島名蔵」とされ、また西表島からの記録もあるが、これらは誤りであり、与那
国島の固有種である。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： サキシマノミギセルが西表島と石垣島、ツヤノミギセル近似種が西表島、ヨワノ
ミギセルが石垣島に分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 自然林の落葉下や倒木下に生息するが、林縁の開けた環境にも生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 森林の乾燥化により近年減少した。 
現在の生息状況 ： 森林の乾燥化により近年減少したが、他の固有種よりも乾燥に強いと思われる。 
学術的意義・評価 ： Tyrannozaptyxは八重山諸島で複数の種に分化しており生物地理学的に重要である。 
生存に対する脅威 ： 開発による森林の伐採および林床の乾燥化。 
原  記  載 ： Kaüfel, F., 1930. Beitrag zur Kenntnis der zaptychoiden Phaedusinen. Archiv für Mollukenkunde, 62: 51–55, 

pl. 2. (pp. 51–52, no. 1, pl. 2, fig. 3a–c, as Hemizaptyx polita. Type loc.: “Nangura: Yaeyama”) 
参 考 文 献 ： 波部忠重・知念盛俊, 1974. 八重山群島石垣・西表両島の陸産貝類相とその生物地理学的意義. 国

立科学博物館専報, (7): 121–128, pls 15–17. 
久保弘文・福田 宏・早瀬善正・亀田勇一・黒住耐二・上島 励・小澤宏之, 2017. 沖縄県レッド
データブック ーレッドデータおきなわー 第2回改訂に伴う稀少貝類棲息実態調査報告ー1. 与那
国島. Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

湊 宏, 2014. ツヤノミギセル. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物
－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 422. 

 
執 筆 者 名 ： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ツヤノミギセル近似種 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 キセルガイ上科 キセルガイ

科 
学    名 ： Tyrannozaptyx sp. 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 50. 西表島浦内川上流. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 殻は小型 (殻長約10 mm) で、細く (殻径約2 mm)、細長い塔型で、先端は尖る。殻は暗褐色で、殻

表は滑らか。殻口は、外唇側が少し凹んで歪み、殻口縁は肥厚する。殻口内の上板は発達し、下軸
板は殻口縁に出現する。下板は発達せず、殻口からはほとんど見えない。プリカは側面から背面に
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かけて位置し、主襞は長く、月状襞は強く発達し、短い上腔襞と融合する。 
近似種との区別 ： ツヤノミギセルと混同されていたが、本種はツヤノミギセルよりもプリカが背面に位置し、分布域

も異なる。サキシマノミギセルにも酷似するが、プリカがより背面に位置することで区別できる。 
分 布 の 概 要 ： 西表島にのみ生息する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ツヤノミギセルが与那国島、ヨワノミギセルが石垣島、サキシマノミギセルが西

表島、石垣島に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 西表島の標高の高い自然林の落葉下、倒木下に生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 不明。 
現在の生息状況 ： 採集例は少ない。 
学術的意義・評価 ： Tyrannozaptyxは八重山諸島で複数の種に分化しており生物地理学的に重要である。 
生存に対する脅威 ： 開発による森林の伐採および林床の乾燥化。 
特 記 事 項 ： 未記載種。 
参 考 文 献 ： 波部忠重・知念盛俊, 1974. 八重山群島石垣・西表両島の陸産貝類相とその生物地理学的意義. 国

立科学博物館専報, (7): 121–128, pls 15–17. 
 
執 筆 者 名 ： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ツヤカサマイマイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 “コハクガイ上科” カサマ

イマイ科 
学    名 ： Videnoida cathcartae (Reeve, 1854) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 貝殻は中型で殻径 17 mm 前後、螺塔は著しく低く (殻長約 6 mm)、扁平な円盤型。螺層は細かく巻

き、体層周辺は鋭く角張る。殻底はやや膨らみ、臍孔は広く開き、臍孔周辺は角張らない。殻はや
や薄くて赤褐色、底面は光沢がある。殻口は薄く、反曲肥厚しない。 

近似種との区別 ： 沖縄島周辺に生息するオオカサマイマイとは、殻が小さく、臍孔周辺は角張らないことで区別され
る。分布域も異なる。 

分 布 の 概 要 ： 八重山諸島 (石垣島、西表島、与那国島) に生息する。タイプ産地は宮古島とされているが、誤り
と思われる。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 沖縄島から奄美大島にかけてオオカサマイマイが、奄美大島から大隅諸島にかけ
てタカカサマイマイが分布し、台湾にはマルカサマイマイ等が分布する。 

生 態 的 特 徴 ： 広葉樹林内の倒木や、立ち枯れの木の樹幹に生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 定量的なデータはないが、至適な生息環境が減少しているため、個体数も減少していると思われる。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： カサマイマイ類は琉球列島に広く分布するが、地域ごとに別種が分布し、生物地理学的に重要。 
生存に対する脅威 ： 開発による森林の伐採および林床の乾燥化。 
特 記 事 項 ： 地域集団間の遺伝的分化が大きいため、分類学的な再検討が必要。保全は地域集団単位で検討する

必要がある。なお本種の学名種小名は多くの文献で「carthcartae」とされてきたが、正しくは cathcartae
である。本科の所属する上科は前提的な見解であり、今後変更される可能性がある。 

原  記  載 ： Reeve, L.A., 1854. Monograph of the genus Helix. Conchologia Iconica, or, Illustrations of the Shells of 
Molluscous Animals, 7: pls 1–210. (sp. 1427, pl. 203, fig. 1427, as Helix Cathcartae. Type loc.: “island of 
Typinsan, Meiacoshimas”) 

参 考 文 献 ： 東 正雄, 1995. 原色日本陸産貝類図鑑 増補改訂版. 保育社, 大阪, xvi+343 pp., 80 pls. 
平瀬與一郎, 1908. 日本陸産貝類図説 (十). 介類雑誌, 2(3): 80–86, pl. 15. 
上島 励, 2014. ツヤカサマイマイ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生
生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 
423. 

 
執 筆 者 名 ： 上島 励 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………… 
 
和    名 ： ヒメカサキビ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 “コハクガイ上科” シタラ

科 
学    名 ： Trochochlamys subcrenulata (Pilsbry, 1901) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 殻は小型（殻長約1.6 mm、殻径約2.5 mm）で薄い。周縁は鋭いキールとなる。螺塔部は細かな成長

肋が明瞭で、殻底は弱い螺溝の彫刻となる。 
近似種との区別： 本種の殻は濃褐色、そろばん玉形。沖縄県下の種ではナハキビに似るが、ナハキビは淡黄褐色、低

円錐形であり区別できる。 
分 布 の 概 要 ： 本州 (関東以南)、四国、九州、奄美大島、沖縄島に分布。 
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近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 九州以北の個体群と奄美大島や沖縄島の個体群との間には、殻形態に差異は認め
られない。 

生 態 的 特 徴 ： 生態的な知見が殆ど知られていない。広域分布する種であるが、発見される個体数はいずれの場所
でも少数である。 

生息地の条件  ： 本州では山麓部や海岸林などの比較的乾燥した常緑樹林の落葉下に見られる。沖縄島では山林の比
較的良好な自然林の落葉下に見られる。 

個体数の動向  ： 元々少数個体が確認される程度であるので、大幅な増減の傾向は認められない。 
現在の生息状況 ： 沖縄島の良好な森林環境に生息する。生息地域では少数個体が確認される程度である。 
学術的意義・評価 ： 沖縄島の個体群は、本種の南限分布個体群と考えられるので、生物地理学的にも貴重な個体群であ

る。 
生存に対する脅威 ： 沖縄島では生息地が限られており、近年の急速な開発の影響が懸念される。 
特 記 事 項 ： 本種の亜種とされる場合のあるサツマヒメカサキビは、平瀬與一郎標本では本種と殻形態が異なる

ので別種と考える。なお、Hausdorf (1998) や Bouchet & Rocroi (2005)、Burke (2013) では、シタラ
科  (キビガイ科) Euconulidae をコハクガイ上科  Gastrodontoidea に、ベッコウマイマイ科
Helicarionidae をベッコウマイマイ上科 Helicarionoidea に位置付け、両科を異なるグループに分類
している。日本国内に生息するキビガイ類・シタラ類・小型のベッコウマイマイ類においても、シ
タラ科に位置付ける見解は既に多く見られる (e.g. Schileyko, 2002)。この沖縄県レッドデータブック
で、本種がシタラ科とされているのは、本種の執筆担当者がこの分類見解に従ったことによる。こ
の他にも既に日本国内においては、以前ベッコウマイマイ科とされていた多くの種がシタラ科に位
置付けられているのも実情である (茨城県生活環境部環境政策課, 2016 など)。ただし、この場合
においても、大きな外套葉で殻を覆う特徴を持つ種に関しては、ベッコウマイマイ科に位置付けて
いる場合が多い。一方、この沖縄県レッドデータブックでは、ベッコウマイマイなど Bekkochlamys
属の種、宮古島固有の未記載種、オキナワベッコウなど現時点でもベッコウマイマイ科に属すと見
なされている種に加えて、いわゆるキビガイ類・シタラ類などのシタラ科に該当すると考えられる
種 (本種を除く) がベッコウマイマイ上科のベッコウマイマイ科に位置付けられているのは、それ
らの種の執筆担当者である上島励博士の「ベッコウマイマイ類やその近縁グループの上位タクサと
の関係上、シタラ科はベッコウマイマイ科に含めるべき」とする見解によるものである。このよう
に、シタラ科およびベッコウマイマイ科の分類は、いまだ確定的でない。シタラ科とベッコウマイ
マイ科が真に科や上科レベルで相違するグループなのかという点に関しては、今後の分子系統解析
などの研究の成果が待たれる状況である。 

原  記  載 ： Pilsbry, H.A., 1901. New Japanese marine, land and fresh-water Mollusca. Proceedings of the Academy of 
Natural Sciences of Philadelphia, 53: 385–408, pls 19–21. (p. 404, as Kaliella subcrenulata. Type loc.: 
“Kochi, Tosa, Shikoku Island”) 

参 考 文 献 ： Bouchet, P. & Rocroi, J-P., 2005. Classification and nomenclator of gastropod families. Malacologia, 47(1–2): 
1–397. 

Burke, T.E., 2013. Land Snails and Slugs of the Pacific Northwest. Oregon State University Press, Corvallis, 
344 pp. 

Hausdorf, B., 1998. Phylogeny of the Limacoidea sensu lato (Gastropoda: Stylommatophora). Journal of 
Molluscan Studies, 64: 35–66.  

茨城県生活環境部環境政策課 (編), 2016, 茨城における絶滅のおそれのある野生生物 動物編 
2016年改訂版 (茨城県版レッドデータブック). 茨城県生活環境部環境政策課, 水戸, 4+327 pp. 

久保弘文, 2014a. 恩納村の貝類. “恩納村誌 第1巻 自然編”, 恩納村誌編さん委員会 (編), 恩納
村役場, 恩納, 245–340.  

久保弘文, 2014b. 陸産貝類. “平成25年度地域生物多様性保全計画 (大宜味村地域連携保全活動計
画) 策定事業報告書”, 環境省・大宜味村 (編), 環境省・大宜味村, 大宜味, 136–157. 

Schileyko, A.A., 2002. Treatise on Recent terrestrial pulmonate molluscs, Parts 8, 9. 
Ruthenica, Supplement 2: 1035–1166, 1167–1307. 

  
執 筆 者 名： 早瀬善正 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

和    名 ： ベッコウマイマイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 ベッコウマイマイ上科 ベッ

コウマイマイ科 
学    名 ： Bekkochlamys perfragilis (Pilsbry, 1901) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 情報不足 (DD) 
  
図 の 解 説 ： p. 50. 国頭村辺野喜. 撮影：早瀬善正. 
形    態 ： 日本産ベッコウマイマイ類では最大級で、殻径18 mmに達する。生時は外套膜が淡い鼈甲色の貝殻

を大きく被覆し、そのため貝殻は平滑で光沢が強い。 
近似種との区別 ： 沖縄島北部に生息するオキナワテラマチベッコウと類似しているが、螺管が体層で急激に大きくな

ること、軟体部が灰褐色のマダラ模様で、広く貝殻を覆うことから区別できる。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島及びその属島と奄美大島・徳之島に分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： オキナワテラマチベッコウは沖縄島北部の固有種であるが、本種は奄美大島・沖

縄島に広く分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 冬季～初春に成熟して産卵後は斃死し、寿命は1年と考えられる。 
生息地の条件  ： 自然度が高く、湿潤な森林に棲息し、乾燥時は倒木下、樹木のうろ等で過ごすが、高湿時には落葉
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上や樹幹を活発に匍匐する。 
個体数の動向  ： 現在でも沖縄島北部 (国頭) 山間部では個体数は少なくない。しかし、1990年代に多産した、本部

半島、特に嘉津宇岳や八重岳では個体数が激減しており、2016年 1月での調査では全く見つからな
かった。また、中南部では確認事例が著しく少なく、都市化に伴う森林環境の減少で、生息地その
ものが未調査のまま消失した可能性が高い。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 沖縄島・奄美大島共通の代表的な固有陸産貝類であり、分布域の成立過程等、生物地理学的意義は

大きいと考えられる。 
生存に対する脅威 ： 人為的な森林消失、伐採や台風による森林荒廃や乾燥化は本種の生息阻害要因となる。また、外来

種アジアベッコウやヒラコウラベッコウとの競合も危惧される。 
原  記  載 ： Pilsbry, H.A., 1901. New land Mollusca from Japan and the Loo Choo Islands. Proceedings of the Academy 

of Natural Sciences of Philadelphia, 53: 344–353. (p. 345, as Macrochlamys perfragilis. Type loc.: 
“Kunchan, Okinawa”) 

参 考 文 献 ： 木村一貴, 2015. 沖縄に移入した外来カタツムリ Macrochlamys sp. が在来種に与える負の効果. 
宮城教育大学環境教育研究紀要, 17: 59–61. 

久保弘文, 2012. 陸生貝類調査. “平成23年度地域生物多様性保全計画 (大宜味村地域連携保全活
動計画) 策定調査業務報告書”, 環境省・大宜味村 (編), 環境省・大宜味村, 大宜味, 56–64． 

久保弘文, 2014. 恩納村の貝類. “恩納村誌 第1巻 自然編”, 恩納村誌編さん委員会 (編), 恩納
村役場, 恩納, 245–340． 

久保弘文, 2017. 第4節 陸産貝類. “名護市史「自然と人」”, 名護市教育委員会 市史編纂室 (編), 
名護市教育委員会, 名護, 印刷中.  

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ボニンキビ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 ベッコウマイマイ上科 ベッ

コウマイマイ科 
学    名 ： Liardetia boninensis (Pilsbry & Hirase in Hirase, 1908) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
図 の 解 説 ： p. 50. A：ボニンキビ 恩納村 (早瀬善正採集). B (参考)：コスジキビ 名護市. C (参考)：ナハキ

ビ 名護市. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 殻は微小で、殻径約2 mm、螺塔はやや低く、低円錐型。螺層は細かく巻き、体層周縁は弱く角張る。

殻は薄く、暗褐色、殻表には細かい成長脈が密にあり、微細な螺状彫刻を持つ。臍孔は狭い。殻口
縁は薄く、反曲肥厚しない。 

近似種との区別 ： コスジキビ (fig. YYY. B) よりも成長脈が細かく、螺塔が低いことで区別できる。ナハキビ (fig. 
YYY. C) は周縁が強く角張り、成長脈は更に弱い。 

分 布 の 概 要 ： 小笠原諸島、沖縄島、大東諸島から知られる。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： コスジキビは八重山諸島、大東諸島に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 森林の落葉下に生息し、開放的な環境にも見られる。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 沖縄島では個体数は少ない。大東諸島では激減した。 
現在の生息状況 ： 同上。 
生存に対する脅威 ： 不明。 
特 記 事 項 ： 分類学的再検討が必要。IUCN カテゴリー：Vulnerable (VU)。 
原  記  載 ： 平瀬與一郎, 1908. 日本陸産貝類図説追加 (一). 介類雑誌, 2(12): 403–409, pl. 22 (pp. 405–406, 

pl. 22, figs 31–33, as Kaliella (?) boninensis Pilsbry & Hirase オガサハラキビ. Type loc.: 
“小笠原兄島”) 

参 考 文 献 ： 東 良雄・東 正雄, 1994. 大東島の陸産貝類相. Venus, 53(3): 161–173. 
上島 励, 2014. ボニンキビ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物－6 

貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 423. 
 

執 筆 者 名 ： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： キヌツヤベッコウ属の一種 (1) 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 ベッコウマイマイ上科 ベッ

コウマイマイ科 
学    名 ： Nipponochlamys sp. 1 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 50. 撮影：上島励. 
形    態 ： 貝殻は小さく (殻径約 4.5 mm)、螺塔は低い。螺層はやや密に巻き、体層周縁は丸い。殻口は三日

月形で、殻口縁は薄く、反曲肥厚しない。殻は褐色で、殻表には細かい成長線が密にあり、曇った
外観を呈する。臍孔はほぼ閉じる。 

近似種との区別 ： 琉球列島産の Nipponochlamys キヌツヤベッコウ属は長らくトクノシマベッコウ 1 種とされていた



<貝類> 

608 
 

が、多数の隠蔽種が存在することが判明した。本種を含むこれらの近似種はいずれも生殖器の形態
で区別できるが、外見での区別は一部の種の組み合わせを除いて極めて困難である。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島に広く分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： クメジマベッコウは久米島、ヨナグニベッコウは与那国島、N. sp. 2が沖縄島北

部、N. spp. 3–5は伊平屋島、N. sp. 6が石垣島に分布する。また、本種に酷似した個体群が奄美大島
にも生息する。 

生 態 的 特 徴 ： 自然林の湿った落葉下、倒木や石の裏に生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 過去の記録はないが、本種の至適な生息環境は減少、悪化しているため、個体数も減少していると

思われる。 
現在の生息状況 ： 沖縄島に広く分布するが、南部では環境の悪化が著しく生息地が減少している。 
学術的意義・評価 ： キヌツヤベッコウ属は琉球列島で多数の種に分化しており、生物地理学的に重要なグループである。

いずれの種も狭い地域の固有種であり、保全の重要性は高い。 
生存に対する脅威 ： 森林の伐採および林床の乾燥化。 
特 記 事 項 ： 未記載種である。本種に酷似した特徴を持つ奄美大島の集団については分類学的検討が必要。 
  
執 筆 者 名 ： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： グードベッコウ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 ベッコウマイマイ上科 ベッ

コウマイマイ科 
学    名 ： Takemasaia gudei (Pilsbry, 1901) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
形    態 ： 貝殻は中型 (殻径約9 mm) で、殻長はやや長く (約 6 mm)、やや高い円錐形で、螺管は細かく巻き、

体層周縁は弱く角張る。底面は膨らみ、臍孔は狭い。殻は濃褐色で、殻表はほぼ平滑、光沢がある。 
近似種との区別 ： リュウキュウカドベッコウに殻は似るが、生殖器の形態が異なる。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島・徳之島・沖縄島北部に分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 他のベッコウマイマイ類との類縁関係は不明であるが、近縁種と思われるものが

尖閣諸島に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 自然林の湿った落葉下に生息する。石灰岩地に多い。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 一部の産地では個体数が減少している。 
現在の生息状況 ： 沖縄島北部に生息するが、産地は少ない。石灰岩地では個体数は多いが、非石灰岩地では稀である。 
学術的意義・評価 ： 奄美群島と沖縄島の関連を示す種であり、生物地理学的に重要。 
生存に対する脅威 ： 開発による森林の伐採および林床の乾燥化。 
特 記 事 項 ： 奄美諸島の個体群を含めて分類学的な再検討が必要。 
原  記  載 ： Pilsbry, H.A., 1901. New land Mollusca from Japan and the Loo Choo Islands. Proceedings of the Academy 

of Natural Sciences of Philadelphia, 53: 344–353. (pp. 345–346, as Macrochlamys Gudei. Type loc.: 
“Kunchan, Okinawa”) 

参 考 文 献 ： 東 正雄, 1995. 原色日本陸産貝類図鑑 増補改訂版. 保育社, 大阪, xvi+343 pp., 80 pls. 
東 正雄・湊 宏, 1976. 奄美群島産グウドベッコウの生殖器と歯舌について. Venus, 35 (1): 1–4. 
上島 励, 2014. グゥドベッコウ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生
物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 424. 

 
執 筆 者 名 ： 上島 励 

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ホソスジベッコウ (新称) 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 ベッコウマイマイ上科 ベッ

コウマイマイ科 
学    名 ： Yamatochlamys sp. 2 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 50. 撮影：上島励. 
形    態 ： 貝殻は微小で、殻径約3 mm、螺塔は低く、螺層はやや細かく巻き、体層周縁は丸い。縫合はほとん

ど刻まれない。殻色は半透明の茶褐色、殻表は滑らかで、光沢が強く、弱い螺状彫刻を多数持つ。
臍孔は狭い。 

近似種との区別 ： タネガシマヒメベッコウに酷似するが、殻表に弱い螺状彫刻を巡らすことで区別される。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄県では八重山諸島にのみ生息する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 近縁種は不明であるため、現時点では比較できない。 
生 態 的 特 徴 ： 標高の高い自然林の湿った落葉下や倒木下に生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 過去のデータがないが、個体数は少ない。 
現在の生息状況 ： 同上。 
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学術的意義・評価 ： 本種はトカラ列島にも生息し、琉球列島内で不連続な分布をするため、生物地理学的に興味深い。 
生存に対する脅威 ： 開発による森林の伐採および林床の乾燥化。 
特 記 事 項 ： 未記載種。 
 
執 筆 者 名 ： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ベッコウマイマイ科の一種 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 ベッコウマイマイ上科 ベッ

コウマイマイ科 
学    名 ： Helicarionidae gen. & sp. 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 51. 宮古島. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 貝殻は小さく、殻径約5 mm、螺塔は低く、上面はほぼ平らで、螺層はやや細かく巻き、体層周縁は

丸い。縫合はほとんど刻まれない。殻色は半透明の褐色、殻表は滑らかで、光沢が強く、ほぼ平滑。
臍孔は狭い。 

近似種との区別 ： 貝殻はタネガシマヒメベッコウ、ヤエヤマヒラベッコウに似るが、タネガシマヒメベッコウとはよ
り大型で分布が宮古島に限定されていること、ヤエヤマヒラベッコウとはサイズが小さく分布域が
異なることで区別できる。生殖器の形態も異なる。 

分 布 の 概 要 ： 宮古島、伊良部島にのみ分布する固有種。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ベッコウマイマイ類では外見の似た種が必ずしも近縁ではなく、本種と近似種と

の類縁関係が明らかではないので、現時点では比較が困難。 
生 態 的 特 徴 ： 自然林の落葉下に生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 過去のデータがないが、宮古島ではやや広い範囲に生息し、個体数も少なくはない。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 宮古諸島の固有種で生物地理学的に重要。 
生存に対する脅威 ： 開発による森林の伐採および林床の乾燥化。 
特 記 事 項 ： 湊 (1980) ではトクノシマベッコウに誤同定されたが、未記載種である。 

参 考 文 献 ： 湊 宏, 1980. 宮古群島の陸産貝類相. Venus, 39(2): 83–99. 
 
執 筆 者 名 ： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： シュリケマイマイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 マイマイ上科 ナンバンマイ

マイ科 
学    名 ： Aegista elegantissima (Pfeiffer, 1849) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 殻径 20 mm内外、円盤形。半透明で殻皮は黄白色。体層周縁には強い角を持ち、この部分に長い毛

を密生させる。それ以外の殻表面には明瞭な鱗片状突起はない。やや粗い成長肋を持つ。殻口は白
色で、肥厚し弱く反転する。臍孔の縁は弱く角立つ。 

近似種との区別 ： 周縁角が強く、殻表面に顕著な鱗片状殻皮を欠くこと、殻皮色が半透明の黄白色であることで、琉
球列島の同属他種と識別できる。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島と周辺の小島嶼にのみ生息する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 本部半島周辺の大型個体群は、クンチャンケマイマイとして区別されることもあ

るが、ここでは同一のものとして取り扱った。 
生 態 的 特 徴 ： 湿度が高く自然度豊かな森林内の琉球石灰岩に付着することが多い。 
生息地の条件  ： 同上。凹凸の多い石灰岩露頭に依存する。 
個体数の動向  ： かつては石灰岩の表面に多数の個体が見られる場所も多かったが、生息密度は減少傾向にある。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 沖縄諸島固有の系統である。 
生存に対する脅威 ： 石灰岩地の開削や、伐採による乾燥化などで容易に死滅する可能性がある。また、生息地の一部に

は捕食者として陸生プラナリア類が確認されているが、影響については不明。 
特 記 事 項 ： 本部半島のクンチャンケマイマイとその他の地域の個体群との遺伝的な差は大きくなく、体サイズ

以外の形態差が見られないため同種として扱う。 
原  記  載 ： Pfeiffer, L., 1849. Monographia Heliceorum. Zeitschrift für Malakozoologie, 6: 66–79, 81–95, 106–112. (p. 

83, no. 1032a, as Helix elegantissima. Type loc.: “Liewkiew”) 
参 考 文 献 ： 知念盛俊, 1976. 陸産貝類. “生態写真集 沖縄の生物”, 沖縄生物教育研究会 (編), 新星図書, 

那覇, 212–243. 
Chinen, M., 1977. Land shells of Okinawa-jima and adjacent islands (exclusive of Truncatellidae, 

Assimineidae and Ellobiidae). Ecological Studies of Nature Conservation of the Ryukyu Islands, 3: 
127–149. 
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波部忠重, 1955. 日本産陸産貝類の解剖学的研究 (3). Venus, 18: 221–234. 
Hirano, T., Kameda, Y., Kimura, K. & Chiba, S., 2014. Substantial incongruence among the morphology, 

taxonomy, and molecular phylogeny of the land snails Aegista, Landouria, Trishoplita, and 
Pseudobuliminus (Pulmonata: Bradybaenidae) occurring in East Asia. Molecular Phylogenetics and 
Evolution, 70: 171–181. 

久保弘文, 2014. 恩納村の貝類. “恩納村誌”, 恩納村誌編さん委員会 (編), 恩納村役場, 恩納, 
245–340. 

湊 宏, 1995. 古宇利島の陸産貝類. ちりぼたん, 26: 44–48. 
 

執 筆 者 名 ： 平野尚浩・黒住耐二＊    ＊前回改訂版 (2005) における黒住による記載内容を一部引用した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： クロイワオオケマイマイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 マイマイ上科 ナンバンマイ

マイ科 
学    名 ： Aegista mackensii (Adams & Reeve, 1850) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 殻径約 25～40 mm、円盤形で、螺塔はやや高まる。殻は厚質で殻皮は薄茶色〜濃茶褐色。体層周縁

には強い角を持ち、この部分に比較的長い毛を密生させる。他の殻表面には鱗片状突起があり、や
や粗い成長肋を持つ。殻口は肥厚し弱く反転する。臍孔は広く開き、その縁は弱く角立つ。 

近似種との区別 ： 周縁角が強く殻表面に顕著な鱗片状殻皮を持つこと、殻皮色が茶色であること、比較的大型である
ことから琉球列島の同属他種と識別できる。 

分 布 の 概 要 ： 石垣島と西表島の他、台湾北部にも分布する。タイプ産地と考えられる宮古島では未確認。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 台湾産の個体と比較すると体サイズが異なるが、遺伝的にはほとんど差が見られ

ない。 
生 態 的 特 徴 ： 林床の倒木・石下、落葉中に生息する地上棲種である。比較的開けた林縁や農地周辺の薮にも生息

する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 高密度で見られることもあるが、生息地は島内で点在している。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 海峡で隔てられた台湾に同種がおり生物地理的に興味深い。 
生存に対する脅威 ： 道路拡張、森林伐採、草地の刈り取りなどが減少させる要因として考えられる。 
原  記  載 ： Adams, A. & Reeve, L.A., 1850. Mollusca. “The Zoology of the Voyage of H.M.S. Samarang; under the 

Command of Captain Sir Edward Belcher, C.B., F.R.A.S., F.G.S., during the Years 1843–1846”, Adams, A. 
(ed.), Reeve & Benham, London, i–x, 1–87, pls 1–24. (p. 60, no. 9, pl. 15, fig. 6a–b, as Helix Mackensii. 
Type loc.: “Island of Ty-pin-san, Meiacoshimas”) 

参 考 文 献 ： Hirano, T., Kameda, Y., Kimura, K. & Chiba, S., 2014. Substantial incongruence among the morphology, 
taxonomy, and molecular phylogeny of the land snails Aegista, Landouria, Trishoplita, and 
Pseudobuliminus (Pulmonata: Bradybaenidae) occurring in East Asia. Molecular Phylogenetics and 
Evolution, 70: 171–181. 

 
執 筆 者 名 ： 平野尚浩・黒住耐二＊    ＊前回改訂版 (2005) における黒住による記載内容を一部引用した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ナガシリマルホソマイマイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 マイマイ上科 ナンバンマイ

マイ科 
学    名 ： Aegista meiacoshimensis (Adams & Reeve, 1850) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 殻径約4 mm、螺塔は細長い塔型。殻皮は薄い茶色。殻は全体に薄く、殻口外唇は弱く反転する。生

殖器には矢嚢およびその付属器官を欠く。 
近似種との区別 ： トウガタホソマイマイは体層に顕著な周縁角を持ち、殻径が大きく、殻長がより鋭い点で本種とは

異なる。シリマルホソマイマイとは塩基配列で識別が可能だが、今後の詳細な種間関係の検討が必
要。 

分 布 の 概 要 ： これまでの調査で波照間島、石垣島、西表島で確認されている。タイプ産地とされる宮古島では未
確認。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 尖閣諸島にタカラホソマイマイ、台湾にシリマルホソマイマイが分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 海岸林などの林縁の倒木や琉球石灰岩に付着する。クワズイモなどの草本上で観察されることも多

い。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 生息場所では高密度で見られることもあるが、生息が確認できない場所のほうが多い。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 海峡で隔てられた台湾に近縁種がおり生物地理的に興味深い。 
生存に対する脅威 ： 道路拡張、森林伐採、草地の刈り取りなどが減少させる要因として考えられる。 
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特 記 事 項 ： Hirano et al. (2014) の分子系統学的研究によって、台湾〜琉球列島に産するホソマイマイ属の種はオ
オベソマイマイ属に所属させるのが妥当であることが示された。本種とタカラホソマイマイとの関
係性については未検討。 

原  記  載 ： Adams, A. & Reeve, L.A., 1850. Mollusca. “The Zoology of the Voyage of H.M.S. Samarang; under the 
Command of Captain Sir Edward Belcher, C.B., F.R.A.S., F.G.S., during the Years 1843–1846”, Adams, A. 
(ed.), Reeve & Benham, London, i–x, 1–87, pls 1–24. (p. 58, no. 2, pl. 14, fig. 5, as Bulimus 
Meiacoshimensis. Type loc.: “Islands Ty-pin-san and Koo-Kien-san, Meiacoshima group, Yellow Sea”) 

参 考 文 献 ： 早瀬善正・波部忠重, 1998. ホソマイマイ属2種の生殖器形態についての知見. ちりぼたん, 28: 59–62. 
Hirano, T., Kameda, Y., Kimura, K. & Chiba, S., 2014. Substantial incongruence among the morphology, 

taxonomy, and molecular phylogeny of the land snails Aegista, Landouria, Trishoplita, and 
Pseudobuliminus (Pulmonata: Bradybaenidae) occurring in East Asia. Molecular Phylogenetics and 
Evolution, 70: 171–181. 

 
執 筆 者 名 ： 平野尚浩・黒住耐二＊     ＊前回改訂版 (2005) における黒住による記載内容を一部引用した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： オオベソマイマイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 マイマイ上科 ナンバンマイ

マイ科 
学    名 ： Aegista vermis (Reeve, 1852) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)   環境省カテゴリー： 準絶滅危惧(NT) (ミズイロオオベソマイマイとして) 
 
形    態 ： 殻径 24 mm内外、円盤形で螺塔は低い。殻皮色はやや青みがかった灰色または赤褐色。体層周縁に

は非常に弱い角を持ち、この部分は細い白帯を形成する場合がある。殻口はやや弱く肥厚し、反転
する。臍孔は広く開く。 

近似種との区別 ： アカマイマイやオマオオベソマイマイは本種に比べて小型。 
分 布 の 概 要 ： 石垣島と西表島に生息。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 台湾にはタイワンオオベソマイマイやそれに近縁な別種が生息する。一方宮古

島・伊良部島にはアカマイマイが、多良間島にはオマオオベソマイマイが分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 林床の倒木・石下、落葉中に生息し、林縁や農地周辺の薮にも見られることがある。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 高密度で見られることもあるが生息地は島内で点在しており限定的である。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 海峡で隔てられた台湾に近縁種がおり生物地理的に興味深いが、分布範囲が狭いため保全が必要。 
生存に対する脅威 ： 道路拡張、森林伐採、草地の刈り取りなどが減少させる要因として考えられる。 
特 記 事 項 ： ミズイロオオベソマイマイとは遺伝的な差がほとんどなく、2 種を区別する殻色や輪郭など殻形態

の違いも連続的なため、これらを種内変異の範囲として考え、本種に統一した。波照間島産のオオ
ベソマイマイ属個体群 (オマオオベソマイマイとされる場合がある) との関係性は未検討。また、
タイプ産地は「Meiacoshima Group」(おそらく現在の宮古諸島) となっているため、宮古諸島に生息
するアカマイマイなどを含めた分類学的再検討が必要。 

原  記  載 ： Reeve, L.A., 1851–1854. Monograph of the genus Helix. Conchologia Iconica, or, Illustrations of the Shells of 
Molluscous Animals, 7: pls 1–210. (sp. 424, pl. 80, fig. 424, as Helix vermis. Type loc.: “Meiacoshima 
Group”) 

参 考 文 献 ： Hirano, T., Kameda, Y., Kimura, K. & Chiba, S., 2014. Substantial incongruence among the morphology, 
taxonomy, and molecular phylogeny of the land snails Aegista, Landouria, Trishoplita, and 
Pseudobuliminus (Pulmonata: Bradybaenidae) occurring in East Asia. Molecular Phylogenetics and 
Evolution, 70: 171–181. 

Huang, C., Lee, Y., Lin, S. & Wu, W., 2014. Taxonomic revision of Aegista subchinensis (Möllendorff, 1884) 
(Stylommatophora, Bradybaenidae) and a description of a new species of Aegista from eastern Taiwan 
based on multilocus phylogeny and comparative morphology. ZooKeys, 445: 31–55. 

 
執 筆 者 名 ： 平野尚浩・黒住耐二＊    ＊前回改訂版 (2005) における黒住による記載内容を一部引用した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： パンダナマイマイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 マイマイ上科 ナンバンマイ

マイ科 
学    名 ： Bradybaena circulus (Pfeiffer, 1846) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
  
形    態 ： 殻は中型 (殻径約25 mm) で、殻長は短く (約 15 mm)、分厚い円盤形。螺塔は平巻から低円錐形、

周縁角は極めて強いものからほとんど目立たないものまで変異が大きい。殻色も黄白色から濃褐色
まで様々で、周縁に色帯を持つものが多いが、無帯の個体もある。殻表は平滑で、殻の厚さにも変
異が大きい。 

近似種との区別 ： 本種は、同属の外来種であるオナジマイマイとは、殻が大型・厚質であること、弱くとも周縁角の
存在する場合がほとんどであることで区別できる。タメトモマイマイとも周縁角の存在と生殖器の
副嚢の発達が弱いことで識別される。 
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分 布 の 概 要 ： 本来は奄美諸島南部から沖縄諸島に分布するが、宮古・八重山諸島、あるいは本州でも移入の記録
がある。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： オナジマイマイは県下では都市部を中心に見られ、タメトモマイマイは奄美諸島
に分布し、イヘヤタメトモマイマイは伊平屋島・伊是名島においてパンダナマイマイと同所的に分
布する。 

生 態 的 特 徴 ： 標高・植生などに大きく依存せず、地上から樹上まで生息に利用できる種である。 
生息地の条件  ： 撹乱の程度の大きな海岸地域から都市公園、さらには湿度の高い森林まで幅広い。 
個体数の動向  ： かなりの地域で減少しており、特に都市部や林縁環境で顕著である。 
現在の生息状況 ： 減少傾向にあるが、まだ完全に見られなくなった地域はないようである。 
生存に対する脅威 ： 薬剤散布。都市部などでは同属の外来種オナジマイマイとの競争による減少も想定される。 
特 記 事 項 ： いわゆる普通種で、他地域へ国内外来種としても持ち込まれている。減少傾向は明瞭であるが、ま

だ個体数の多い地点も存在し、沖縄県の在来個体群としては高い絶滅の危機にはないと判断される。 
原  記  載 ： Pfeiffer, L., 1846. Symbolae ad historiam Heliceorum, Sectio 3. Sumptibus & Typis Th. Fischeri, Cassellis, 100 

pp. (p. 76, no. 336, as Helix circulus. Type loc.: “?”) 
参 考 文 献 ： Chinen, M., 1977. Land shells of Okinawa-jima and adjacent islands (exclusive of Truncatellidae, 

Assimineidae and Ellobiidae). Ecological Studies of Nature Conservation of the Ryukyu Islands, 3: 
127–149. 

久保弘文, 2000. 宜野湾市の貝類. “宜野湾市史 9巻 資料編 8 自然”, 宜野湾市教育委員会文化
課 (編), 宜野湾市教育委員会文化課, 宜野湾, 659–743. 

 
執 筆 者 名 ： 黒住耐二 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： イヘヤタメトモマイマイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 マイマイ上科 ナンバンマイ

マイ科 
学    名 ： Bradybaena iheyaensis (Pilsbry & Hirase, 1905) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 殻は殻径20 mm内外、低い円盤形で厚く、周縁は丸い。有帯型・無帯型があるが、殻皮は主に薄黄

色、殻表には粗い成長脈を持つ。殻口は白色で肥厚し、反転する。臍孔はやや狭いが明瞭に開く。 
近似種との区別 ： 姉妹種パンダナマイマイと比べ本種は殻表面の肋が粗く、より厚い殻を持つことで異なる。 
分 布 の 概 要 ： 伊平屋島・伊是名島に分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： タメトモマイマイは伊豆諸島、九州本土南部〜徳之島まで分布する。姉妹種パン

ダナマイマイは奄美大島〜久米島まで分布し (Hirano et al., 準備中)、本種と同所的に見られる箇所
もある。 

生 態 的 特 徴 ： 森林〜平地部まで広く分布する。生息地では草、落葉や石の下に潜んでいる。殻口が反転し外唇が
比較的発達した個体でも性成熟を十分にしていない場合がある。 

生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 2014〜2016年の継続調査で、減少箇所が主に平地部で確認されている。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 近縁種との種分化、地理的分化といった進化生物学的研究の有用な材料で、分布域も狭いため保全

が必要である。 
生存に対する脅威 ： 道路拡張、森林伐採、草地の刈り取りなどが減少させる要因として考えられる。 
特 記 事 項 ： パンダナマイマイとの交雑・遺伝子浸透が確認されている (Hirano et al., 準備中)。 
原  記  載 ： Pilsbry, H.A. & Hirase, Y., 1905. New land mollusks of the Japanese Empire. Proceedings of the Academy of 

Natural Sciences of Philadelphia, 57: 705–719. (p. 708, as Eulota connivens iheyaensis. Type loc.: 
“Iheya-jima, Ryukyu”) 

参 考 文 献 ： Chinen, M., 1977. Land shells of Okinawa-jima and adjacent islands (exclusive of Truncatellidae, 
Assimineidae and Ellobiidae). Ecological Studies of Nature Conservation of the Ryukyu Islands, 3: 
127–149. 

知念盛俊・治井正一, 1976. 伊平屋島・伊是名島の陸・淡水貝類 (予報). 沖縄生物教育研究会誌, 
(9): 37–43. 

川名美佐男, 2003. 伊平屋島の陸産貝類の近況. かいなかま, 37(1): 20–24. 
 

執 筆 者 名 ： 平野尚浩・黒住耐二＊    ＊前回改訂版 (2005) における黒住による記載内容を一部引用した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ハンミガキマイマイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 マイマイ上科 ナンバンマイ

マイ科 
学    名 ： Satsuma ammiralis (Pfeiffer, 1857) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
形    態 ： 殻径 30 mm内外、螺塔はやや低い。上面にのみ規則的で強い皺状彫刻を持ち、殻底は平滑。周縁は

丸い。狐色の地に1本の色帯をめぐらす。臍孔は狭いが明瞭に開く。 
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近似種との区別 ： シュリマイマイやミヤコマイマイとは、螺層上面のみに規則的で強い皺状彫刻を持つことによって
区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 伊平屋島・伊是名島固有種。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 琉球列島で多様化している地上性の系統の一員で、近縁なリュウキュウヒダリマ

キマイマイは久米島に、シュリマイマイとミヤコマイマイは沖永良部島から久米島にかけて分布す
る。 

生 態 的 特 徴 ： 自然林の倒木下や落葉下に生息する地上棲種である。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 自然林では比較的多くの個体が確認されるが、10年ほど前と比べると減少傾向にある。夏季には林

道の側溝などに干からびて死んだ個体が多数見られることもある。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 琉球列島で多様化を遂げた系統の一員であり、琉球列島の生物相の独自性を特徴づけるものとして

生物地理学的に重要である。 
生存に対する脅威 ： 湿度の保たれた森林環境が必要であり、森林の開削や温暖化等で林内の乾燥が進めば個体群の縮小

に繋がる。また、ごく一部ではあるが外来の近縁種ミヤコマイマイが棲息地に侵入しており、影響
が懸念される。 

原  記  載 ： Pfeiffer, L., 1857. Descriptions of fifty-eight new species of Helicea from the collection of H. Cuming, Esq. 
Proceedings of the Zoological Society of London, for 1856: 324-336. (pp.328-329, no.23, as Helix 
ammiralis. Type loc.: “China”) 

参 考 文 献 ： Chinen, M., 1977. Land shells of Okinawa-jima and adjacent islands (exclusive of Truncatellidae, 
Assimineidae and Ellobiidae). Ecological Studies of Nature Conservation of the Ryukyu Islands, 3: 
127-149. 

知念盛俊・治井正一, 1976. 伊平屋島・伊是名島の陸・淡水貝類 (予報). 沖縄生物教育研究会誌, 
(9): 37-43. 

亀田勇一, 2007. 与論島・伊平屋島におけるシュリマイマイの記録. ちりぼたん, 37: 183-185. 
川名美佐男, 2003. 伊平屋島の陸産貝類の近況. かいなかま, 37(1): 20-24. 
湊 宏, 2001. シュリマイマイ種群とオオシママイマイ種群の種類とその分布. ちりぼたん, 32: 
24-31. 

 
執 筆 者 名 ： 亀田勇一・黒住耐二＊    ＊前回改訂版 (2005) における黒住による記載内容を一部引用した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： クロイワヒダリマキマイマイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 マイマイ上科 ナンバンマイ

マイ科 
学    名 ： Satsuma yaeyamensis (Pilsbry, 1894) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
形    態 ： 貝殻は左巻きで殻径27 mm内外、螺塔は低く、やや薄質。体層周縁は丸い。淡褐色の地に1本の周

縁色帯をもち、色帯の上下は明色となる。臍孔は広く開く。 
近似種との区別 ： 琉球列島産の他の左巻きの同属種とは、殻が低平で臍が広いことで識別できる。タイワンマイマイ

とは、螺塔が低く、殻底の膨らみが強いことで区別される。 
分 布 の 概 要 ： 石垣島と西表島の自然度の高い森林の主に林縁附近に棲息する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 姉妹種タイワンマイマイが台湾に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 自然林や二次林の林床、およびそれに隣接する草地などに棲息する地上棲種である。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： イッシキマイマイと同所的にも棲息し、かつては多産する場所も散見されたが、近年では減少傾向

にある。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 琉球列島で多様化を遂げた系統の一員であり、琉球列島の生物相の独自性を特徴づけるものである。

特に本種はシュリマイマイ類の中でも最も古くに分岐した種のひとつであり、生物地理学的・進化
生物学的にきわめて重要である。 

生存に対する脅威 ： 本種の主な棲息地は自然林周辺であり、開発による森林面積の減少・分断が個体数の減少に繋がっ
ている。近年の温暖化や乾燥の進行も林内の湿度を下げ、棲息環境を狭めている可能性が高い。 

原  記  載 ： Pilsbry, H. A., 1894. Notices of new Japanese mollusks, II. The Nautilus, 8: 9-10. (p.10, as Helix (Euhadra) 
yaeyamensis. Type loc.: “Yaeyama (Okinawa) Island, Loo Choo group”) 

参 考 文 献 ： 知念盛俊, 1970. 八重山の陸産貝類 (II). 沖縄生物教育研究会誌, (4): 26-30. 
知念盛俊, 1990. 西表島の陸産貝類. “南西諸島における野生生物の種の保存に不可欠な諸条件に
関する研究 平成元年度西表島崎山半島地域調査報告書”, 環境庁自然保護局 (編), 環境庁自然
保護局, 東京, 267-275. 

波部忠重・知念盛俊, 1974. 八重山群島石垣・西表両島の陸産貝類相とその生物地理学的意義. 国
立科学博物館専報, (7): 121-128, pls.15-17. 

 
執 筆 者 名 ： 亀田勇一・黒住耐二＊    ＊前回改訂版 (2005) における黒住による記載内容を一部引用した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ドロアワモチ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 収眼亜目 ドロアワモチ上科 ドロアワモチ科 
学    名 ： Onchidium sp. 
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カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： アワモチ類としては中型で、体長約3.5 cm前後、やや細く、肉厚。貝殻はなく、ナメクジ状。腹足

は広く、足の幅は体幅とほぼ同じ。背面は灰色から褐色で、不規則な黒斑があり、大小のイボ状突
起が多数あり、大きな突起は生時には長く突出して棘状になる。腹足は鮮やかなオレンジ色または
明褐色。 

近似種との区別 ： 他の日本産アワモチ類とは、足の幅が広く、明るい茶褐色またはオレンジ色であること、生時には
背面の突起が著しく長く伸長して棘状になることで区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 本州中部から八重山諸島まで知られるが、分類学的な検討が進めば東南アジアに生息する種と同種
になる可能性もある。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 日本産アワモチ類の類縁関係や分布状況はデータが少なく、現時点では比較が困
難である。 

生 態 的 特 徴 ： 内湾の泥干潟やマングローブに生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 泡瀬干潟では埋め立てにより減少した。他の場所でも至適な環境は減少、悪化しており、個体数は

減少していると思われる。 
現在の生息状況 ： 沖縄島周辺では個体数はやや多く、場所によって多産するが、本土や九州では生息地が減少してい

る。 
学術的意義・評価 ： 本土では生息地が減少しており、保全すべき種である。 
生存に対する脅威 ： 干潟の埋め立て、環境悪化。 
特 記 事 項 ： これまで本種の種名としては O. daemelii Semper, 1885や O. hongkongense Britton, 1984 が当てられ

てきたが、学名は未確定である。愛媛県レッドデータブックで絶滅危惧Ⅰ類、熊本県レッドデータ
ブックで絶滅危惧ⅠA類にランクづけされている。 

参 考 文 献 ： 福田 宏, 2012. ドロアワモチ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”,
日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会,秦野, 90. 

福田 宏, 2014. ドロアワモチ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物
－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 316. 

 
執 筆 者 名 ： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： キボシアワモチ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 収眼亜目 ドロアワモチ上科 ドロアワモチ科 
学    名 ： Paraonchidium cf. fungiforme (Stantschinsky, 1907) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類(VU) 
 
形    態 ： アワモチ類としては中型で、体長約4 cm前後、やや細く、肉厚。貝殻はなく、ナメクジ状。腹足は

広く、足の幅は体幅とほぼ同じ。背面は灰色から褐色で、不規則な黒色または茶褐色の小斑があり、
個体によっては縦帯状になる。背面には黄色のイボ状突起が多数あり、生時には短い棘状になる。
腹足は灰色。 

近似種との区別 ： ヒメキボシアワモチに酷似するが、生殖器の形態が異なる。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島周辺に生息するが、他の海域にも生息する可能性がある。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 日本産アワモチ類の類縁関係や分布状況はデータが少なく、現時点では比較が困

難である。 
生 態 的 特 徴 ： 内湾の泥干潟に生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 泡瀬干潟では埋め立てにより減少した。他の場所でも至適な環境は減少、悪化しており、個体数は

減少していると思われる。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 内湾の泥干潟に生息し、減少しているため保全すべき種である。 
生存に対する脅威 ： 干潟の埋め立て、環境悪化。 
特 記 事 項 ： アワモチ類は学名の整理がされていないため、学名は暫定的なものである。分類学的な検討が進め

ば東南アジアの種と同種になる可能性もある。 
原  記  載 ： Stantschinsky, W., 1907. Zur Anatomie und Systematik der Gattung Oncidium. Zoologische Jahrbücher, 

Systematik, Geographie und Biologie der Tiere, 25: 353–402, pl. 12. (pp. 374–380, no. 2, pl. 12, figs 4–6, as 
Oncidium fungiforme, Type loc.: “Queensland”) 

参 考 文 献 ： 上島 励, 2014. キボシアワモチ (新称). “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある
野生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 
317. 

 
執 筆 者 名 ： 上島 励 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ヒメキボシアワモチ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 収眼亜目 ドロアワモチ上科 ドロアワモチ科 
学    名 ： Paraonchidium cf. keiense (Hoffmann, 1926) 
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カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： アワモチ類としては中型で、体長約3.5 cm前後、やや細く、肉厚。貝殻はなく、ナメクジ状。腹足

は広く、足の幅は体幅とほぼ同じ。背面は灰色から褐色で、不規則な黒色または茶褐色の小斑があ
る。背面には黄色のイボ状突起が多数あり、生時には短い棘状になる。腹足は灰色。 

近似種との区別 ： キボシアワモチに酷似するが、生殖器の形態が異なる。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島周辺に生息するが、他の海域にも生息する可能性がある。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 日本産アワモチ類の類縁関係や分布状況はデータが少なく、現時点では比較が困

難である。 
生 態 的 特 徴 ： 内湾の泥干潟に生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 泡瀬干潟では埋め立てにより減少した。他の場所でも至適な環境は減少、悪化しており、個体数は

減少していると思われる。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 内湾の泥干潟に生息し、減少しているため保全すべき種である。 
生存に対する脅威 ： 干潟の埋め立て、環境悪化。 
特 記 事 項 ： アワモチ類は学名の整理がされていないため、学名は暫定的なものである。分類学的な検討が進め

ば東南アジアの種と同種になる可能性もある。 
原  記  載 ： Hoffmann, K., 1926. Die Nacktschnecken der Dänischen Expedition nach den Keie Inseln. Videnskabelige 

Meddelelser Dansk Naturhistorisk Forening, 81: 15–36. (pp. 18–24, figs 1–5, as Oncidium keiense. Type 
loc.: “Toeal (Kei-Inseln)”) 

参 考 文 献 ： 上島 励, 2014. ヒメキボシアワモチ (新称). “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれの
ある野生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 
東京, 317. 

 
執 筆 者 名 ： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ゴマセンベイアワモチ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 収眼亜目 ドロアワモチ上科 ドロアワモチ科 
学    名 ： Platevindex sp. 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
図 の 解 説 ： p. 51. 佐敷干潟. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： アワモチ類としては中型から小型で、体長約3 cm前後、著しく扁平で小判型。貝殻はなく、ナメク

ジ状。腹足は狭く、足の幅は体幅の約 1/3 程度。背面は灰色から褐色で、大小のイボ状突起が多数
ある。腹面は黒灰色から淡黄色。 

近似種との区別 ： 琉球列島に生息するアワモチ類とは、扁平な体を持ち、腹足が狭いことで識別できる。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島から八重山諸島まで分布するが、東南アジアに生息する種と同種になる可能性もある。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 同属のセンベイアワモチは本州西部〜九州に生息する。 
生 態 的 特 徴 ： 汽水域マングローブの泥底、および転石や木の下等に生息する。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： マングローブ自体が減少しているため、個体数も減少している。 
現在の生息状況 ： 沖縄島周辺では比較的多い。 
学術的意義・評価 ： マングローブに依存しており、減少しているため保全すべき種である。 
生存に対する脅威 ： 河川改修や護岸の埋め立てによる生息環境の消失、悪化。 
特 記 事 項 ： 複数の種を含む可能性があり、分類学的な検討が必要。分類学的な検討が進めば東南アジアの種と

同種になる可能性もある。 
参 考 文 献 ： 福田 宏, 2012. ゴマセンベイアワモチ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータ

ブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 91. 
福田 宏, 2014. ゴマセンベイアワモチ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある
野生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 
421. 

 
執 筆 者 名 ： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ホソアシヒダナメクジ科の一種 (1) 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 収眼亜目 アシヒダナメクジ上科 ホソアシヒダナメ

クジ科 
学    名 ： Rathouisiidae gen. & sp. 1 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 51. 撮影：上島励. 
形    態 ： 小型のナメクジで、体長は3.5 cm前後で、本科としてはやや太い。背面には細かい顆粒状の突起が

密生し、表面は粘液で覆われない。背面は灰色から黒褐色で、細かい黒斑が多数あり、個体によっ
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ては正中線に沿った縦帯のように見えることもある。頭触角は短く、小触角は白くて先端が僅かに
二叉する。 

近似種との区別 ： 模様と外観はホソアシヒダナメクジ科の一種 (4) に似るが、生殖器の形態が異なる。 
分 布 の 概 要 ： 奄美諸島から沖縄島にかけて分布し、久米島にも生息する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ホソアシヒダナメクジ科の一種 (2) が宮古島から西表島、ホソアシヒダナメク

ジ科の一種 (3) が与那国島に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 自然林の湿った落葉下や石の下に生息するが、林縁に生息することもある。肉食性で他の陸産貝類

を捕食する。 
生息地の条件  ： 林床の湿度が低いことが必須。 
個体数の動向  ： 不明。 
現在の生息状況 ： 琉球列島産ホソアシヒダナメクジ科における分布としては比較的広く、また開放的な環境にも生息

するが、いずれの産地でも個体数は少ない。 
学術的意義・評価 ： 本科は琉球列島で多くの固有種に分化しており、生物地理学的に重要である。 
生存に対する脅威 ： 開発による森林の伐採および林床の乾燥化、餌となる陸産貝類の減少。 
特 記 事 項 ： 未記載種。 
 
執 筆 者 名 ： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ホソアシヒダナメクジ科の一種 (2) 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 収眼亜目 アシヒダナメクジ上科 ホソアシヒダナメ

クジ科 
学    名 ： Rathouisiidae gen. & sp. 2 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 51. 撮影：上島励. 
形    態 ： 中型のナメクジで、体長は4 cm前後で、本科としてはやや大きく、太い。背面には細かい顆粒状の

突起が密生し、表面は粘液で覆われない。背面は紫がかった灰色で、細かく不規則な茶色い斑点が
多数ある。頭触角は短く、小触角は白くて先端が僅かに二叉する。 

近似種との区別 ： 与那国島のホソアシヒダナメクジ科の一種 (3) に酷似するが、生殖器の形態が異なる。 
分 布 の 概 要 ： 宮古島、石垣島、西表島に分布。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ホソアシヒダナメクジ科の一種 (1) が奄美大島から久米島に、ホソアシヒダナ

メクジ科の一種 (3) が与那国島に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 自然林の湿った落葉下や石の下に生息する。肉食性で他の陸産貝類を捕食する。 
生息地の条件  ： 林床の湿度が高いことが必須。 
個体数の動向  ： 過去のデータがないので不明であるが、至適な生息環境が減少しているため、個体数も減少してい

ると思われる。 
現在の生息状況 ： 個体数は少ない。 
学術的意義・評価 ： 本科は琉球列島で多くの固有種に分化しており、生物地理学的に重要である。 
生存に対する脅威 ： 開発による森林の伐採および林床の乾燥化、餌となる陸産貝類の減少。 
特 記 事 項 ： 未記載種。 
 
執 筆 者 名： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ホソアシヒダナメクジ科の一種 (5) 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 収眼亜目 アシヒダナメクジ上科 ホソアシヒダナメ

クジ科 
学    名 ： Rathouisiidae gen. & sp. 5 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 51. 撮影：上島励. 
形    態 ： 小型のナメクジで、体長は2.5 cm前後で、本科としては細い。背面には細かい顆粒状の突起が密生

し、表面は粘液で覆われない。背面は黒色で、斑点や帯はなく、腹面は白色。頭触角は短く、小触
角は白くて先端が僅かに二叉する。 

近似種との区別 ： ホソアシヒダナメクジ科の一種 (4) とは体が細く、背面が黒いことで区別できる。ホソアシヒダナ
メクジ科の一種 (6) は外見が酷似するが、生殖器の形態が異なる。 

分 布 の 概 要 ： 西表島と石垣島にのみ分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ホソアシヒダナメクジ科の一種 (4)、(6) は沖縄島に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 自然林の湿った落葉下や石の下に生息する。肉食性で他の陸産貝類を捕食する。 
生 息地 の条 件： 林床の湿度が高いことが必須。 
個体数の動向  ： 過去のデータがないので不明であるが、至適な生息環境が減少しているため、個体数も減少してい

ると思われる。 
現在の生息状況 ： 個体数は少ない。 
学術的意義・評価 ： 本科は琉球列島で多くの固有種に分化しており、生物地理学的に重要である。 
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生存に対する脅威 ： 開発による森林の伐採および林床の乾燥化、餌となる陸産貝類の減少。 
特 記 事 項 ： 未記載種。 
 
執 筆 者 名： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ホソアシヒダナメクジ科の一種 (7) 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 収眼亜目 アシヒダナメクジ上科 ホソアシヒダナメ

クジ科 
学    名 ： Rathouisiidae gen. & sp. 7 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 51. 撮影：上島励. 
形    態 ： 小型のナメクジで、体長は2 cm前後で、本科としては細い。背面には細かい顆粒状の突起が密生し、

表面は粘液で覆われない。背面は茶色で、斑点や帯はなく、腹面は白色。頭触角は短く、小触角は
白くて先端が僅かに二叉する。 

近似種との区別 ： 本種は小さく、背面が茶色で斑点がないことで、琉球列島産ホソアシヒダナメクジ類とは区別でき
る。 

分 布 の 概 要 ： トカラ列島から沖縄島にかけて分布するが、生息地は少ない。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 近縁な種は不明。 
生 態 的 特 徴 ： 自然林の湿った落葉下や石の下に生息する。肉食性で他の陸産貝類を捕食する。 
生息地の条件  ： 林床の湿度が高いことが必須。 
個体数の動向  ： 過去のデータがないので不明であるが、至適な生息環境が減少しているため、個体数も減少してい

ると思われる。 
現在の生息状況 ： 生息地が少なく、個体数も非常に少ない。 
学術的意義・評価 ： 本科は琉球列島で多くの固有種に分化しており、生物地理学的に重要である。 
生存に対する脅威 ： 開発による森林の伐採および林床の乾燥化、餌となる陸産貝類の減少。 
特 記 事 項 ： 未記載種。 
 
執 筆 者 名： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： カタシイノミミミガイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 オカミミガイ上科 オカミミガイ科 
学    名 ： Cassidula crassiuscula Mousson, 1869 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 殻長 15 mm、殻径9 mm。殻は縦長の卵形、厚質、濃紫褐色から黄褐色、殻皮は螺層上部で剛毛とな

る。殻口外唇は厚く肥厚して内側に強い突起を生じ、内唇にはパリエタル歯 2個 (後方は貧弱、前
方は明瞭) があり、軸唇の褶は低い。殻底の繃帯は強い。 

近似種との区別 ： ウラシマミミガイは肩部が角張る。コウモリミミガイは殻頂が細まって尖る。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島中〜北部、石垣島、西表島、フィリピン、サモア、フィジー。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 南西諸島のこの属の大半は不連続に分布し、本種も沖縄県では 3島に限られる。 
生 態 的 特 徴 ： 泥上の有機物等を摂食すると思われる。胎殻の形態から恐らく浮游幼生期を経る。 
生息地の条件  ： マングローブ林辺縁の高潮帯。砂泥底の転石・朽木下や岩盤の間隙等。 
個体数の動向  ： 沖縄島と石垣島では個体数は比較的多いが、棲息地は狭い。西表島では局限される。 
現在の生息状況 ： 沖縄島の一部では森林伐採に伴う河川流量の増大でマングローブ林床が攪乱され、減少した。 
学術的意義・評価 ： 沖縄県を含む南西諸島は本種の分布の世界的北限である。 
生存に対する脅威 ： 海岸や河口の埋立・護岸・道路や橋梁設置等の開発、マングローブ湿地の破壊、瀕海陸地の森林伐

採、水質・土壌汚染。 
特 記 事 項 ： IUCN と鹿児島県のレッドリストにそれぞれ Least Concern (LC)、絶滅危惧 I類として掲載。なお、

本種の学名はウラシマミミガイ、コウモリミミガイとの間で激しく混乱しており、再検討が必要で
ある。 

原  記  載 ： Mousson, A., 1869. Faune malacologique terrestre et fluviatile des îles Samoa, publiée d'après les envois de M. 
le Dr. E. Graeffe. Journal de Conchyliologie, 17: 323–390, pls 14–15. (pp. 343–344, pl. 15, fig. 1, as 
Cassidula crassiuscula. Type loc.: “Upolu”) 

参 考 文 献 ： 福田 宏, 1996. 腹足綱；沖縄本島東北岸 国頭郡東村慶佐次 (慶佐次川河口)〜名護市大浦 (大浦
川河口)〜金武町 (億首川河口). “日本における干潟海岸とそこに生息する底生生物の現状”, 
花輪伸一・佐久間浩子 (編), WWF Japan Science Report, 3: 11–63, 114. 

木村昭一, 2012. カタシイノミミミガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータ
ブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 93. 

久保弘文・黒住耐二, 1995. 生態／検索図鑑 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 那覇, 264 pp. 
名和 純, 2009. 琉球列島の干潟貝類相 (2) 沖縄および宮古・八重山諸島. 西宮市貝類館研究報告, 
(6): 1–81, figs 1–33, pls 1–20, tables 1–3. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏 
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……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ウラシマミミガイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 オカミミガイ上科 オカミミガイ科 
学    名 ： Cassidula mustelina (Deshayes, 1830) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT)  
 
形    態 ： 最大殻長32 mmに達する個体が確認されているが、多くは20 mm内外。丸みを帯びた箱形で、殻口

が大きく、縦長で、成熟すると外唇が著しく肥厚し、耳たぶのような形となる。殻表は繊細な螺条
を多数めぐらし、やや光沢がある。殻色は灰色や栗色で、淡色の色帯をもつ型もある。 

近似種との区別 ： 近縁種カタシイノミミガイはやや小型で、より丸みが強く、体層肩部が撫で肩となる他、殻皮が残
存している場合は毛羽立っており区別は容易である。 

分 布 の 概 要 ： 国内では沖縄島のみ。フィリピン、東南アジアに広く分布。 
生 態 的 特 徴 ： マングローブの樹幹や林内倒木上に付着し、下げ潮の直後や、高湿、降雨時などに活発に匍匐する。 
生息地の条件  ： 内湾のマングローブ林の潮間帯中部。 
個体数の動向  ： 沖縄島中南部では1990年後半から2000年前半にかけて、埋立てを中心とする様々な海岸開発で、

生息場所ごと個体群が消失した。北部の羽地内海や塩屋湾、東海岸のマングローブでは個体数は少
なくないが、一部で陸化や河川改修による河口改変で、生息場所の縮小が認められる。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 太平洋北西海域における隔離分布域として生物地理学的にきわめて重要であり、マングローブ生態

系特有の種としても生態的価値が高い。 
生存に対する脅威 ： マングローブ環境の攪乱や、鑑賞・標本用または愛玩用採取による乱獲。 

特 記 事 項  ： IUCN カテゴリー：Data Deficient (DD)。 

原  記  載 ： Deshayes, G.P., 1830–1832. Encyclopédie méthodique, ou par ordre des matières. Histoire naturelle des vers, 
Tome 2. Chez Mme. Veuve Agasse, Paris, 594 pp., pls 96–314. (p. 92, no. 14, as Auricula mustelina. Type loc. 
not designated) 

参 考 文 献 ： 木村昭一, 2012. ウラシマミミガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブッ
ク”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 93. 

増田 修・内山りゅう, 2004. 日本産淡水貝類図鑑②汽水域を含む全国の淡水貝類. ピーシーズ, 
横浜, 240 pp. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ヘゴノメミミガイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 オカミミガイ上科 オカミミガイ科 
学    名 ： Cassidula schmackeriana Möllendorff, 1885 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) 
  
形    態 ： 殻は本科中、中型で、やや角張った卵球形、殻表は先端が分岐する毛状の殻皮と波状の螺溝を多数

有し、殻色は黒褐色～淡黄褐色で帯状の色彩をもつものもある。殻口は広く、内唇に2歯、軸唇に
1歯の牙状突起をもち、外唇内側には3～4個の歯が連続したような突起をもつ。殻長約8–10 mm。 

近似種との区別 ： シイノミミミガイやカタシイノミミミガイに似るが、本種はより幅が広く、螺溝が粗く明瞭である。 
分 布 の 概 要 ： 国内は石垣島、西表島のみ。国外ではフィリピン、香港等。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 本種の所属するオカミミガイ類は亜熱帯域に広く分布する種が多く、本種もその

中に包含されるが、国外では具体的な産地記録は非常に乏しい。 
生 態 的 特 徴 ： 休止時は泥上の倒木等の隙間に潜りこんでいるが、活動時には表在的になり、倒木や泥の表面の有

機物等を摂食する。 
生息地の条件  ： マングローブ林周辺の塩性湿地の中潮線に生息し、活動期にはマングローブ樹上に這い上がる。 
個体数の動向  ： 石垣島の一部の場所では出現頻度が高く、2014年の調査では増加傾向が見受けられた。海産無脊椎

動物の保護区となっている川平湾奥では陸地化が進行し、2014 年、2015 年ともに目視定性調査で
は、生息未確認であった。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 八重山諸島を北限とする希少種で、生物地理学的に重要であり、マングローブ林内に特有なため生

態学的にも重要。 
生存に対する脅威 ： 先島諸島では陸土の大量流入や河川水量の減少により、一部のマングローブ林では陸地化が進行し

ている。貝類収集家の採集圧も懸念される。 
原  記  載 ： Möllendorff, O.F. von, 1885. Materialien zur Fauna von China. Jahrbücher der Deutschen 

Malakozoologischen Gesellschaft, 12: 349–398, pls 9–11. (pp. 354–355, as Cassidula Schmackeriana. Type 
loc.: “in insula Hongkong ad vicum Shankiwan”) 

参 考 文 献 ： 木村昭一, 2012. ヘゴノメミミガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブッ
ク”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 94. 

木村昭一, 2014. ヘゴノメミミガイ. “レッドデータブック2014, －日本の絶滅のおそれのある野
生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 
90. 
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木村昭一・久保弘文・木村妙子・増田 修, 2006. 石垣島に生息するヘゴノメミミガイ. ちりぼた
ん, 37: 57–61. 

久保弘文, 2005. ヘゴノメミミガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レ
ッドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 
那覇, 361–362. 

増田 修・内山りゅう, 2004. 日本産淡水貝類図鑑②汽水域を含む全国の淡水貝類. ピーシーズ, 
横浜, 240 pp. 

齊藤 匠・平野尚浩・内田翔太・山崎大志,  2017. 西表島で確認されたヘゴノメミミガイ (真有肺
目: オカミミガイ科). Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： クロヒラシイノミ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 オカミミガイ上科 オカミミガイ科 
学    名 ： Pythia pachyodon Pilsbry & Hirase, 1908 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
形    態 ： 最大殻長約 30 mm。殻頂は尖り、殻形は背腹に扁圧された紡錘形で、殻口は大きく、内側に牙状突

起を発達させ、外唇は斜め下方向へ伸展する。殻表は光沢が乏しく、殻色は濃い栗色の単色型と淡
灰褐色の地に不明瞭な灰黒色の班を散在させる型がある。 

近似種との区別 ： マダラヒラシイノミは縫合に明瞭な皺がある他、内唇中央の歯状突起が棒状だが、クロヒラシイノ
ミは中央の歯がやや板状に拡がる。ヒメヒラシイノミは殻長15 mm程度で本種より、はるかに小さ
い。 

分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島、石垣島、西表島、台湾。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 石垣島、西表島では近縁のマダラヒラシイノミが共に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： ヒラシイノミ類は浮遊幼生期を経るとされるが、本種は直達発生の可能性がある。 
生息地の条件  ： マングローブ縁辺や海岸植生を伴った河口域、塩性湿地の最上部。 
個体数の動向  ： 1980年代では沖縄島全域において、各所で多産していたが、1990年代に入り、糸満市西部や豊見城

市、南城市佐敷等の南部個体群が埋立てにより大幅に減少した。沖縄市比屋根地区や羽地内海我部
祖河等では2000年以降に埋立てや河川改修等で個体数が激減した。 

現在の生息状況 ： 現在、沖縄島北部、八重山諸島において、少なからず個体群は残存しているが、沖縄島南部等では
生息環境自体が消失しており、個体群の再生は全く見られない。 

学術的意義・評価 ： 熱帯域の潮間帯上部に著しく適応放散した海棲有肺類の一員であり、進化生態学的に重要である。 
生存に対する脅威 ： 埋立てや護岸造成等による塩性湿地の消失。 
原  記  載 ： Pilsbry H.A. & Hirase, Y., 1908. New land and fresh-water Mollusca of the Japanese Empire. Proceedings of 

the Academy of Natural Sciences of Philadelphia, 60: 31–36. (p. 35, as Pythia pachyodon. Type loc.: 
“Loochoo (Okinawa) and Oshima, in the Ryukyu Islands”) 

参 考 文 献 ： 福田 宏, 1996. 腹足綱. “日本における干潟海岸とそこに生息する底生生物の現状”, 花輪伸
一・佐久間浩子 (編), WWF Japan Science Report, 3: 11–63. 

木村昭一, 2012. クロヒラシイノミ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブッ
ク”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 102. 

名和 純, 2009. 琉球列島の干潟貝類相 (2) 沖縄および宮古・八重山諸島. 西宮市貝類館研究報告, 
(6): 1–81, figs 1–33, pls 1–20, tables 1–3. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： マダラヒラシイノミ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 オカミミガイ上科 オカミミガイ科 
学    名 ： Pythia pantherina (A. Adams, 1851) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 殻長25 mm、殻径18 mm。殻は厚く、背腹に扁圧された紡錘形で、柿の種子に似た外観を呈する。淡

い藁色の地に薄茶色の不規則な雲状模様を散らす個体が多い。殻口外唇内側に 5個前後の鋭い歯状
突起を並べ、内唇に2個のパリエタル歯、軸唇に強い褶を持つ。 

近似種との区別 ： クロヒラシイノミに似るが、本種は殻頂がより尖り、縫合下に皺状彫刻を刻み、パリエタル歯の発
達が弱い。 

分 布 の 概 要 ： 小笠原諸島父島、沖縄島、石垣島、西表島、台湾、フィリピン。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： クロヒラシイノミは奄美大島にも産する。オキヒラシイノミは沖縄県での文献記

録があるが誤同定で、この種は南西諸島に分布しない。 
生 態 的 特 徴 ： 生活史や産卵、発生様式は未詳だが、直達発生の可能性がある。 
生息地の条件  ： 内湾奥〜湾口部のマングローブ湿地辺縁、飛沫帯の隆起珊瑚間、瀕海陸地の林床の遮蔽物の下など

に棲む。 
個体数の動向  ： 沖縄島では宜野湾市に残存していた最後の個体群が近年失われ、同島では絶滅した。 
現在の生息状況 ： 石垣島と西表島では今も個体数は少なくないが、各個体群の規模や棲息地面積は小さい。 
生存に対する脅威 ： 海岸や河口の埋立・護岸・道路や橋梁設置等の開発、マングローブ湿地の破壊、瀕海陸地の森林伐



<貝類> 

620 
 

採、水質・土壌汚染。 
特 記 事 項 ： 東京都・鹿児島県レッドリストにそれぞれ絶滅・情報不足として掲載。 
原  記  載 ： Adams, A., 1851. A monograph of Scarabus, a genus of air-breathing Gasteropodous Mollusca; from 

specimens in the Cumingian Collection. Proceedings of the Zoological Society of London, for 1850: 
147–152. (p. 152, as Scarabus pantherinus. Type loc.: “Siquejor; Philippines, woods, under stone”) 

参 考 文 献 ： 福田 宏, 1996. 腹足綱. “日本における干潟海岸とそこに生息する底生生物の現状”, 花輪伸
一・佐久間浩子 (編), WWF Japan Science Report, 3: 11–63. 

木村昭一, 2012. マダラヒラシイノミ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブ
ック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 102. 

久保弘文・黒住耐二, 1995. 生態／検索図鑑 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 那覇, 264 pp. 
増田 修・内山りゅう, 2004. 日本産淡水貝類図鑑②汽水域を含む全国の淡水貝類. ピーシーズ, 
横浜, 240 pp. 

名和 純, 2009. 琉球列島の干潟貝類相 (2) 沖縄および宮古・八重山諸島. 西宮市貝類館研究報告, 
(6): 1–81, figs 1–33, pls 1–20, tables 1–3. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： イシワリマクラ 
分    類 ： 二枚貝綱 翼型亜綱 イガイ目 イガイ上科 イガイ科 
学    名 ： Arenifodiens vagina (Lamarck, 1819) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 殻長10 cm。前後に長く伸びた形状。殻は薄く、褐色の薄い殻皮を有する。 
近似種との区別 ： 同所的に見られる大型のイガイ科の種にはホソスジヒバリガイがあるが、本種は埋在性であるのに

対し、ホソスジヒバリガイは半埋在性である。形態に関しては、本種は全体的に丸みを帯びるのに
対し、ホソスジヒバリガイでは背側が伸びる。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島 (羽地内海や中城湾などの内湾域)。 
生 態 的 特 徴 ： 主に内湾干潟の粗砂底に深く潜る。干潮時には、淡黄色の水管を干潟表面に僅かに出ていることが

ある。水管孔は、ひょうたん形で特徴的である。名護湾や中城湾 (水深 5 m) の砂底でも見られる
他、恩納村では水深20 m付近からも見つかっている。 

生息地の条件  ： 内湾干潟の潮間帯下部から潮下帯の細砂～粗砂底に生息する。干潟では、ウミジグサ類やウミヒル
モなどの小型海草類からなる海草藻場で見られる。 

個体数の動向  ： 沖縄県内の産地では、密度は低下傾向にある。潮間帯の個体群に関しては、収集家による乱獲が懸
念される。 

現在の生息状況 ： 潮下帯にも生息するが、広域に渡る詳細は不明。 
学術的意義・評価 ： 干潟に巣穴を作るなど特殊な生態を持つが、繁殖等の基礎生態に関しては知見が無い。情報収集に

務める必要がある。 
生存に対する脅威 ： 埋立等の沿岸域の改変による生息地の消滅や環境悪化。 
原  記  載 ： Lamarck, J.B.P.A. de M. de, 1819. Histoire naturelle des animaux sans vertèbres, présentant les caractères généraux 

et particuliers de ces animaux, leur distribution, leurs classes, leurs familles, leurs genres, et la citation des 
principales espèces qui s'y rapportent; précédée d'une introduction offrant la détermination des caractères essentiels 
de l'animal, sa distinction du végétal et des autres corps naturels, enfin, l'exposition des principes fondomentaux de 
la zoologie, Tome 6. Verdière, Paris, 232pp. (p.112, no.7, as Modiola vagina. Type loc.: “l’Océan indien”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2012. イシワリマクラ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブッ
ク”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 107. 

名和 純, 2005. イシワリマクラ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッ
ドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那
覇, 383. 

 
執 筆 者 名 ： 小澤宏之 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： クログチ 
分    類 ： 二枚貝綱 翼型亜綱 イガイ目 イガイ上科 イガイ科 
学    名 ： Xenostrobus atratus (Lischke, 1871) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 最大殻長約1 cmの横長卵形の二枚貝類で、後端は末拡がりとなる。殻縁は黒みを帯び、茶褐色の殻

皮を纏う。殻はやや厚く、殻内は銀白色。 
近似種との区別 ： 類似種スキゲヒバリはより大型で横長となり、貝殻表面に多数の放射状を有することから区別され

る。 
分 布 の 概 要 ： 日本本土温帯域 (千葉県以南)、南西諸島では沖縄島が南限だが、中国大陸南部には広く分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 海水ごと植物プランクトン等を吸い込んで、鰓でろ過して摂食する。 
生息地の条件  ： 沖縄島中北部の内湾に生息し、金武・中城両湾では漁港のコンクリート壁にも確認されるが、潮間

帯上部の一定ラインに出現する傾向がある。 
個体数の動向  ： 沖縄島の内湾環境に多産するが、先島での記録が無い。直接的な個体数の減少傾向は不明だが、沖
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縄島では内湾域の潮間帯上部の攪乱が著しく進行しているため、生息場所の減少はあると考察した。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 日本本土ではごく普通種でありながら、先島諸島に生息が認められない点で、生物地理的に興味深

く、分子系統解析等を用いて大陸遺存的な集団かどうかを解明する必要がある。 
生存に対する脅威 ： 潮間帯上部は埋立てによる生息地消失を最も被りやすいと考えられる。 
特 記 事 項 ： 岩礁性種であり、同属にはコウロエンカワヒバリ等侵襲的移入種も含まれる。本種は漁港等人工環

境下にも生息し、対象外とすることも考慮したが、非侵襲的な種とされる見解があり、対象とした。 
原  記  載 ： Lischke, C.E., 1871. Diagnosen neuer Meeres-Conchylien von Japan. Malakozoologische Blätter, 18: 39–45, 

147–150. (pp. 44–45, as Mytilus atratus. Type loc.: “der Bucht von Nagasaki”) 
参 考 文 献 ： Colgan, D.J. & da Costa, P., 2013. Invasive and non-invasive lineages in Xenostrobus (Bivalvia: Mytilidae). 

Molluscan Research, 33(4): 272–280. 
名和 純, 2005. クログチ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッドデー
タおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
445. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ワシノハガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 翼型亜綱 フネガイ目 フネガイ上科 フネガイ科 
学    名 ： Arca navicularis Bruguière, 1789 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 殻長約 3～4 cm、長方形で良く膨らむ二枚貝類。蝶番は多数の鉸歯が並び、殻表には多数の放射肋

を有し、成長脈と交差して、やや格子状となる。殻色は灰白色で、大きな矢絣状の褐色斑を散らす
個体が多い。 

近似種との区別 ： 沖縄には類似種はいない。 
分 布 の 概 要 ： 日本本土温帯域を主な分布域とし、南西諸島では沖縄島がその南限で、先島諸島では記録が無い。

しかし、国外では台湾、フィリピン、中国大陸南部をはじめ、東アフリカまで広く分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 足糸でサンゴ礫や貝殻に付着する。 
生息地の条件  ： 沖縄島では中城湾、金武湾、羽地内海等、内湾の潮間帯下部～水深10 m付近のアマモ場や砂礫～礫

底。 
個体数の動向  ： 泡瀬では埋立て事業後、金武湾では海中道路拡張に伴う大規模改変後にいずれも、かつての出現状

況とは比較にならないほど減少している。しかし、水深 10 m 付近まで生息圏が拡がっており、タ
イワンガザミ漁 (刺し網) などで海底から採取される岩礫にはしばしば発見される。羽地内海でも
運天水路等の港湾工事に伴う海底構造物の引き上げ時に少ないながら生貝が確認されている。 

現在の生息状況 ： 2005年以降、泡瀬干潟では激減している。金武湾の潮通しの良い亜潮間帯の砂礫底では少なからず
生息している。 

学術的意義・評価 ： 南西諸島では沖縄島を南限とし、遺存的な個体群の可能性がある。 
生存に対する脅威 ： 埋立てによる直接的な生息場所消失が最大の脅威。亜潮間帯における海底の泥質化によるサンゴ礫

や貝殻等付着基質の埋没。 
原  記  載 ： Bruguière, J.G., 1789–1792. Encyclopédie méthodique, ou par ordre des matières. Histoire naturelle des vers, 

Tome 1. Chez Panckoucke, Paris, 757 pp., 95 pls. (p. 99, no. 4, as Arca navicularis. Type loc.: “de 
Saint-Domingue”) 

参 考 文 献 ： 名和 純, 2005. ワシノハガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッド
データおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
444. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： サンゴナデシコ 
分    類 ： 二枚貝綱 翼型亜綱 イタヤガイ目 イタヤガイ上科 イタヤガイ科 
学    名 ： Coralichlamys madreporarum (Sowerby II, 1842) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 殻は本科中、小型でやや薄く、縦に長い扇形、殻表に鱗片を伴う太さが不均一な60本以上の細かい

放射肋をもち、殻色は灰白色の地に灰色と黒褐色の絣模様をもつ。前耳は後耳より遙かに大きい。
殻長20～30 mm。 

近似種との区別 ： 近似種ヤガスリヒヨクは本種より肋数が少なく鱗片も少ない。シロスジナデシコは殻の色彩が類似
するが、より縦長で大型となり、肋の大きさが均等で数が少ないことで、区別される。 

分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島、先島諸島、フィリピン。 
生 態 的 特 徴 ： 生きた造礁サンゴ類 (ミドリイシ科) 上に選択的に生息する。 
生息地の条件  ： サンゴ礁域のミドリイシ類が生息するリーフエッジ～礁水路部の低潮線～水深 3ｍ付近まで。 
個体数の動向  ： 外洋のミドリイシ科のサンゴ類にも付着するが、小型で生息密度は低い。一方、内湾域の個体群は

大成し、生息密度も高く、特に羽地内海の運天水路では 1990 年代まで健全な個体群が確認されて
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きたが、2005 年以降観察されていない。1998 のサンゴ白化により、沖縄島、先島諸島のミドリイ
シ群集は大きく被度を低下させた経緯がある。 

現在の生息状況 ： 2013年、2016年と高水温に伴うミドリイシ類の白化による死滅現象は高頻度化してきており、予断
を許さない状況であるが、人工的なサンゴ礁復元技術も同時に進行しているため、準絶滅危惧ラン
クに留めた。 

学術的意義・評価 ： 幼生着底時の、生きたサンゴによる捕食からの回避機構については不明だが、生態学的に興味深い
研究対象となる。 

生存に対する脅威 ： 陸域からの様々な人為的負荷や、オニヒトデや白化による造礁サンゴ類の大規模な死滅。 
特 記 事 項 ： 地球温暖化により世界的にサンゴ礁が壊滅的打撃を受ける状況が進んでおり、これに随伴する動物

の減少に対して、検討する必要があろう。 
原  記  載 ： Sowerby, G.B. II, 1842. Monograph of the genus Pecten. Thesaurus conchyliorum, or, Monographs of Genera 

of Shells, vol. 1. Sowerby, G.B. II (ed.), Sowerby, London, 45–78, 81–82, pls 12–20. (p. 68, no. 70, pl. 14, 
fig. 68, as Pecten madreporarum. Type loc.: “the Red Sea”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2005. サンゴナデシコ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッ
ドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那
覇, 445–446. 

久保弘文・黒住耐二, 1995. 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263 pp. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………….................. 
 
和    名 ： ヒナノヒオウギの一種 
分    類 ： 二枚貝綱 翼型亜綱 イタヤガイ目 イタヤガイ上科 イタヤガイ科 
学    名 ： Mimachlamys cf. asperulata (Adams & Reeve, 1850) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 殻は本科では中型でやや薄く、縦に長い扇形、殻表に23本内外の放射肋をもつ。殻色は赤褐色の地

に雲状斑を散在させ、放射状彩を飾る個体もある。前耳は後耳より遙かに大きい。最大殻長約50 mm。 
近似種との区別 ： 瀬戸内海や伊勢湾などに生息するヒナノヒオウギに比べて大型化し、放射肋が23本内外 (ヒナノヒ

オウギは18本) と多い等異なる個体が多いが、変異が大きく、分類学的再検討を要する。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島 (羽地内海、金武湾、中城湾)、台湾、東南アジア。低潮線～水深20 m付近まで。 
生 態 的 特 徴 ： 岩礫に足糸で付着して生息し、プランクトンを摂食すると考えられる。 
生息地の条件  ： 内湾の泥礫底～砂礫底に生息し、岩礫や貝殻に付着する。 
個体数の動向  ： 羽地内海では 2005 年以降、減少傾向にあり、2013 年の調査では大潮干潮時に広範囲に探索したに

も関わらず、数個体が確認されたに過ぎない。一方、金武湾奥の水深5～15 m内外の上部浅海域で
は個体数は少なくない。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 本種は先島諸島から記録が無く、生物地理的に大陸遺存の可能性もあり重要である。 
生存に対する脅威 ： 埋立て、陸土の大量流入や都市排水などの水質汚濁。 
原  記  載 ： Adams, A. & Reeve, L.A., 1850. Mollusca. “The Zoology of the Voyage of H.M.S. Samarang; under the 

Command of Captain Sir Edward Belcher, C.B., F.R.A.S., F.G.S., during the Years 1843–1846”, Adams, A. 
(ed.), Reeve & Benham, London, i–x, 1–87, pls 1–24. (p. 74, no. 4, pl. 21, fig. 13, as Pecten asperulatus. 
Type loc.: “Corean Archipelago”) 

参 考 文 献 ： 速水 格, 2000. イタヤガイ科. “日本近海産貝類図鑑”, 奥谷喬司 (編), 東海大学出版会, 東京, 
896–911. 

久保弘文, 2005. ヒナノヒオウギの一種. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)
－レッドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護
課, 那覇, 384. 

久保弘文, 2012. ヒナノヒオウギの一種. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータ
ブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 115. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

和    名 ： ソトオリガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 異靱帯上目 スエモノガイ上科 オキナガイ科 
学    名 ： Laternula marilina (Reeve, 1860) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
  
図 の 解 説 ： p. 51. 羽地内海. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 殻はやや透明感があり、薄質で、横長の卵形で前後端は開く。後端はやや伸展し、狭まるが、端部

は裁断状である。殻表は微細顆粒が散在し、貝殻縁辺及び水管部は薄い褐色の殻皮を被る。 
近似種との区別 ： ヒロクチソトオリガイは後端が裁断状となる点で類似するが、より大型化し、後端が緩やかに拡が

る。 
分 布 の 概 要 ： 日本本土から中国大陸沿岸の内湾に分布し、奄美大島と沖縄島北部のみ隔離分布個体群がある。 
生 態 的 特 徴 ： ソトオリガイ類はプランクトンのみならず陸地起源の有機物を消化可能な酵素を持っており、内湾

干潟における食物連鎖に関する安定同位体による解析でも、陸地起源の維管束植物などの遺骸等を
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摂餌することが証明された。 
生息地の条件  ： 沖縄島羽地内海と塩屋湾の湾奥部、泥礫底のみに生息。 
個体数の動向  ： 羽地内海ではマングローブに隣接する潮間帯中部の狭い範囲に見られ、局所的には少なくない。塩

屋湾では2002年頃から大保大川河口が攪乱されている。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 県内産の本種は沖縄島北部の内湾奥のみに分布する遺存的な個体群であり、生物地理学的意義が極

めて大きい。 
生存に対する脅威 ： 埋立てや護岸工事による生息環境の消失が最大の脅威となる。 
原  記  載 ： Reeve, L.A., 1860, 1863. Monograph of the genus Anatina. Conchologia Iconica, or, Illustrations of the Shells 

of Molluscous Animals, 14: pl. 2 (1860); pls 1, 3, 4 (1863). (sp. 10, pl. 2, fig. 10, as Anatina marilina. Type 
loc.: “Australia”) 

参 考 文 献 ： Kanaya, G., Takagi, S. & Kikuchi, E., 2008. Spatial dietary variations in Laternula marilina (Bivalva) and 
Hediste spp. (Polychaeta) along environmental gradients in two brackish lagoons. Marine Ecology Progress 
Series, 359: 133–144. 

加藤 真・福田 宏, 1996. 二枚貝綱. “日本における干潟海岸とそこに生息する底生生物の現状”, 
花輪伸一・佐久間浩子 (編), WWF Japan Science Report, 3: 65–73. 

名和 純, 2005. ソトオリガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッド
データおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
347–348. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ヒロクチソトオリガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 異靱帯上目 スエモノガイ上科 オキナガイ科 
学    名 ： Laternula truncata (Lamarck, 1818) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 最大殻長約7 cm。殻は非常に薄く、長楕円形、後端は裁断状となり広く開く。 
近似種との区別 ： ソトオリガイは後端がやや狭まる点で区別される。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島、八重山諸島、中国南部沿岸、インド・太平洋。 
生 態 的 特 徴 ： ソトオリガイ類はプランクトンのみならず陸地起源の有機物を消化できる酵素を持っているとされ、

本種も類似した摂餌生態を有すると考えられる。 
生息地の条件  ： マングローブ林や河口域に隣接する澪筋の、中潮線～下部の粗砂底～礫泥底に生息する。 
個体数の動向  ： 垂直分布の幅が狭く、沖縄島中部の内湾奥部では、埋立てによる撹乱で一部の生息場所と個体群が

消失した。2000～2005年頃の西表島や石垣島 (名蔵湾・川平湾) での調査では個体数は少なからず
確認された。 

現在の生息状況 ： 2010年以降は石垣島川平湾での毎年調査で一度も確認出来ない状況であり、著しく減少していると
考えられる。西表島では2015年 12月浦内川河口の軟泥底で確認された。なお、底質が著しく還元
化している礫砂底でも生息が認められることから、硫化物にはある程度の耐性があると考えられる
が、赤土堆積等により底質の固着化した場所では認められない。 

学術的意義・評価 ： 沖縄県を北限とするソトオリガイ類であり、栄養生態学的にも陸域起源の維管束植物遺骸を栄養源
とするグループに属し、今後の研究が期待される。 

生存に対する脅威 ： 赤土等陸域からの土壌微粒子大量流入による底質悪化。 
原  記  載 ： Lamarck, J.B.P.A. de M. de, 1818. Histoire naturelle des animaux sans vertèbres, présentant les caractères généraux 

et particuliers de ces animaux, leur distribution, leurs classes, leurs familles, leurs genres, et la citation des 
principales espèces qui s'y rapportent; précédée d'une introduction offrant la détermination des caractères essentiels 
de l'animal, sa distinction du végétal et des autres corps naturels, enfin, l'exposition des principes fondomentaux de 
la zoologie, Tome 5. Chez Deterville et Verdière, Paris, 612 pp. (p. 463, no. 2, as Anatina truncata. Type loc.: 
“dans la Manche, près de Vannes”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2012. ヒロクチソトオリガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータ
ブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 168. 

名和 純, 2005. ヒロクチソトオリガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)
－レッドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護
課, 那覇, 399–400. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： カブラツキガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ツキガイ目 ツキガイ上科 ツキガイ科 
学    名 ： Anodontia edentula (Linnaeus, 1758) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 殻長約4cm、殻は円形で膨らみが強く、白色で、殻質は薄い。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島、伊良部島、宮古島、多良間島、石垣島、西表島、東南アジアに分布。 
生 態 的 特 徴 ： 干潟の砂礫底や海草藻場に深く埋在して生息する。近年の密度についての情報はないが、台風時の
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打ち上げの状況などから判断すると、海草藻場に生息する埋在性二枚貝類の優占種と考えられる。 
生息地の条件  ： 健全な海草藻場が分布の中心と考えられる。赤土堆積の影響を受けやすく、赤土の影響が著しい海

域では、死殻のみで生貝は見られない。 
個体数の動向  ： 屋嘉田潟原ではかつて約10個体/ m2が記録されているが、2016年時には1～2個体/ m2に減少して

いた。他の産地での動向は不明。 
現在の生息状況 ： 生息環境の中心となる海草藻場の消滅や縮小に伴い個体群は縮小傾向にある。 
学術的意義・評価 ： 健全な海草藻場が本種の生息域と考えられ、健全な海草藻場の指標種と位置づけられる。 
生存に対する脅威 ： 埋立等の沿岸域の改変による生息地の消滅や環境悪化。 
原  記  載 ： Linnaeus, C. von, 1758. Systema naturae per regne tria naturae, secundum clasees, ordines, genera, species, 

cumcharacteribus, differentiis, synonymis, locis. Editio decima reformata. Tome 1, Animalia. Impensis 
Direct. Laurentii Salvii, Holmiae, 823pp. (p.689, no.122, as Venus edentula. Type loc.: “in Indiis”) 

参 考 文 献 ： 名和 純, 2005. カブラツキガイ. “改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) —レ
ッドデータおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 
那覇, 386. 

 
執 筆 者 名 ： 小澤宏之 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ショウゴインツキガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ツキガイ目 ツキガイ上科 ツキガイ科 
学    名 ： Anodontia philippiana (Reeve, 1850) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
図 の 解 説 ： p. 51. 西表島. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 殻長8 cm。殻は白色で膨らみが強く、薄い褐色の殻皮が発達する。殻表には、不均一で弱い輪脈が

見られる。 
近似種との区別 ： 同所的にシワツキガイが生息するが、シワツキガイはより小型で輪脈が発達する。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島、八重山諸島。 
生 態 的 特 徴 ： 西表島の産地では、マングローブ樹種の支柱根の深い部分に生息する。過去には、豪雨時に澪沿い

のマングローブが倒された後、底質中から洗い出された大型個体 (生貝) が干潟上で大量に採取さ
れたことがある。 

生息地の条件  ： マングローブ林内の底質深く (50 cm 以深) に埋在する。西表島では同所的にシワツキガイやウラ
ジロマスオが見られるが、それらの種よりも更に深く埋在する。 

個体数の動向  ： 詳細は不明であるが、沖縄島では死殻は確認されるものの、生貝の確認は僅かで減少傾向が著しい。 
現在の生息状況 ： 沖縄島の個体群は絶滅寸前と考えられる。西表島の個体群は健全である。 
学術的意義・評価 ： 鰓に化学合成共生生物である硫黄酸化細菌を持つ。 
生存に対する脅威 ： 埋立等の沿岸域の改変による生息地の消滅や環境悪化。特に底質環境の変化が大きな要因と考えら

れる。 
特 記 事 項 ： 前版 (名和, 2005) の「イセシラガイ」は本種のことである。 
原  記  載 ： Reeve, L. A., 1850. Monograph of the genus Lucina. Conchologia Iconica, or, Illustrations of the Shells of 

Molluscous Animals, 6: pls.1-11. (sp.23, pl.5, fig.23, as Lucina Philippiana. Type loc.: “—?”) 
参 考 文 献 ： 久保弘文・山下博由, 2012. ショウゴインツキガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレ

ッドデータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 116. 
久保弘文・西垣孝治・小澤宏之, 2017. 沖縄県レッドデータブック ーレッドデータおきなわー 第2

回改訂に伴う稀少貝類棲息実態調査報告ー2. 西表島. Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 
名和 純, 2005. イセシラガイ. “改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) —レッド
データおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇
¸484. 

 
執 筆 者 名 ： 小澤宏之 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

和    名 ： シワツキガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ツキガイ目 ツキガイ上科 ツキガイ科 
学    名 ： Austriella corrugata (Deshayes, 1843) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 最大殻長7 cm程度。殻は、緩やかに肩の張った丸い形で、膨らみがある。殻質は幼若個体ではやや

薄いが、老成すると厚くなる。殻表に多数の明瞭な皺状の成長肋をもち、薄い淡黄褐色の殻皮を被
る。 

近似種との区別 ： 同所に生息するショウゴインツキガイはやや殻が薄く、より大型化し、鉸歯が弱い他、皺状の肋が
不明瞭で弱い。 

分 布 の 概 要 ： 国内では石垣島・西表島のみ。熱帯インド・太平洋に広く分布。 
生 態 的 特 徴 ： 鰓に化学合成桿菌を共生 (bacterial symbionts) させる特殊栄養生態が知られている。 
生息地の条件  ： 主にマングローブ林内の中潮線泥砂底に生息。 
個体数の動向  ： 石垣・西表両島共に自然公園法やラムサール条約等で保護され、生息環境は安定している。ただ、
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一部のマングローブ林では道路工事等に伴う伐採や遊覧船等の往来による波浪浸食があり、本種へ
の悪影響が懸念される。石垣島アンパルでは西表島と比べ個体密度が非常に低い。 

現在の生息状況 ： 西表島船浦でのモニタリングでは 2010 年は 0.33 個体／分で大型個体も確認されたが、2015 年は
0.05／分で、小型個体が優占した。 

学術的意義・評価 ： 国内では石垣・西表両島のマングローブに特有で、本種の分布の世界的北限であり、生物地理学、
生物多様性保全等の観点において重要。 

生存に対する脅威 ： 人為的なマングローブ環境の攪乱。 
原  記  載 ： Deshayes, G.P., 1843. G. Lucine. Lucina. Lamarck. Magasin de zoologie, d'anatomie comparée et de 

palaeontologie, Deuxièmé Série, Cinquième Année, Mollusques, Guérin-Méneville, F.É. (ed.), Arthus Bertrand, 
Paris, 1–2, pl. 82. (pp. 1–2, pl. 82, unnumbered figs, as Lucina corrugata. Type loc.: “la mer de Californie” 
[error]) 

参 考 文 献 ： Glover, E.A., Taylor, J.D. & Williams, S.T., 2008. Mangrove-associated lucinid bivalves of the central 
Indo-West Pacific: Review of the “Austriella” group with a new genus and species (Mollusca: Bivalvia: 
Lucinidae). The Raffles Bulletin of Zoology, Supplement, (18): 25–40. 

徐鳳山・張素萍, 2008. 中国海産双殻類図誌. 科学出版社, 北京, 8+336 pp. 
久保弘文, 2012. シワツキガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 
日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 117. 

名和 純, 2005. シワツキガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッド
データおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
449. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

和    名 ： チヂミウメ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ツキガイ目 ツキガイ上科 ツキガイ科 
学    名 ： Chavania striata (Tokunaga, 1906) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 殻長15 mm。殻は白色でやや膨らみ、成長脈が発達する。 
近似種との区別 ： 同所的にカブラツキガイが見られるが、同サイズのカブラツキガイの幼貝よりは殻が厚く、またカ

ブラツキガイでは軟体部が透けて見えるが、本種は見えない。 
分 布 の 概 要 ： 本州東北地方以南、沖縄島、宮古島、石垣島、西表島。 
生 態 的 特 徴 ： 海草藻場の底質から10～20 cmの深さに埋在し生息する。潮間帯下部から潮下帯にかけて分布。金

武湾の水深3 m前後の海草藻場では、埋在性の二枚貝類では優占種となる。 
生息地の条件  ： 海草藻場の粗砂底。還元的な環境に適応した種と考えられる。 
個体数の動向  ： 金武湾の海草藻場 (水深3 m) では、約80個体/m2の高密度で生息していた (2000年当時)。現状は

不明。 
現在の生息状況 ： 潮間帯の個体群は、沿岸域の改変に伴う海草藻場の縮小などの影響を受け、縮小傾向にあると考え

られる。潮下帯に関しては現状不明。 
生存に対する脅威 ： 埋立等の沿岸域の改変による生息地の消滅や環境悪化。 
原  記  載 ： Tokunaga, S., 1906. Fossils from the environs of Tokyo. Journal of the College of Science, Imperial 

University of Tokyo, 21, art.2: 1-96, pls.1-6. (pp.53-54, no.135, pl.3, fig.14a-b, as Lasaea striata. Type loc.: 
“Shinagawa (abundant), Oji and Tabata (rare)”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文・西垣孝治・小澤宏之, 2017. 沖縄県レッドデータブック ーレッドデータおきなわー 第2
回改訂に伴う稀少貝類棲息実態調査報告ー2. 西表島. Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

名和 純 2005. チヂミウメノハナ. “改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) —レ
ッドデータおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那
覇, 449. 

 
執 筆 者 名 ： 小澤宏之 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ツキガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ツキガイ目 ツキガイ上科 ツキガイ科 
学    名 ： Codakia tigerina (Linnaeus, 1758) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 最大殻長13 cm程度に達する満月型の白い二枚貝類。貝殻は厚みがあり、殻表全面に均等な放射肋

と成長肋を有し、互いに交差して布目状となる。貝殻内面は黄白色を呈する。 
近似種との区別 ： クチベニツキガイは貝殻内面の周縁部が紅色を呈し、より小型で膨らみが弱く、放射肋が明瞭なこ

とで区別される。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島、久米島、宮古島、石垣島、西表島、与那国島、ミクロネシア、フィリピン、イ

ンド・太平洋。 
生 態 的 特 徴 ： ツキガイ類は化学合成細菌との共生関係により異化的に栄養摂取することが知られ、本種も海底湧

水等特殊環境と関連した栄養生態を持つと考えられる。 
生息地の条件  ： リーフ内外の潮間帯～30 m付近までの潮通しの良い岩礁に隣接した粗砂～砂礫底に生息する。 
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個体数の動向  ： 1990年代には恩納村山田や糸満市摩文仁、具志頭村、玉城村奥武島等サンゴ礁の間の砂礫底にしば
しば確認されてきたが、2005 年以降は殆ど見られなくなった。2015 年以降では恩納村谷茶口の水
深 30 m 付近でも確認されており、恩納村沿岸では海底湧水が各所に存在していることとの関連が
示唆される。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 栄養生態学的に重要な研究対象と考えられる。 

生存に対する脅威 ： 海底湧水の水質悪化、堰き止め、赤土など微粒子の清浄砂底域への沈積による底質悪化。 
原  記  載 ： Linnaeus, C. von, 1758. Systema naturae per regne tria naturae, secundum clasees, ordines, genera, species, 

cumcharacteribus, differentiis, synonymis, locis. Editio decima reformata. Tome 1, Animalia. Impensis 
Direct. Laurentii Salvii, Holmiae, 823 pp. (p. 688, no. 112, as Venus tigerina. Type loc.: “in O. Indico”) 

参 考 文 献 ： Glover, E.A. & Taylor, J.D., 2007. Diversity of chemosymbiotic bivalves on coral reefs: Lucinidae (Mollusca, 
Bivalvia) of New Caledonia and Lifou. Zoosystema, 29(1): 109–181.  

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： コヅツガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ツクエガイ上科 ツクエガイ科 
学    名 ： Eufistulana grandis (Deshayes, 1855) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 最大殻長4 cm程度。細長い長方形で先端が屈曲した鍬状の薄い殻を有する。最大約13 cmに達する

円錐筒状の棲管を自ら形成し、内在する。棲管は生息場所によって材質が異なり、泥砂底では細か
い砂粒を、泥礫底ではやや粗めの砂利や貝殻を纏う。かつては前者をコヅツガイ、後者をイシモチ
コヅツガイと呼んでいた。 

近似種との区別 ： 邦産既知種は1属 1種。 
分 布 の 概 要 ： 房総半島以南、熱帯西太平洋域に分布。 
生 態 的 特 徴 ： 棲管先端の開口部のみを露出させて、ほぼ垂直に埋在し、摂餌及び呼吸する。 
生息地の条件  ： 潮通しの良い内湾の干潟～水深20 m付近までの砂礫～泥礫底。 
個体数の動向  ： 潮間帯に生息する個体群は羽地内海のみで確認されており、1990年代は本部半島側と屋我地島側両

方の貝殻混じりの砂礫泥底に広く分布していたが、2005年以降は本部半島側の我部祖河川河口や湧
川東の河口域等の個体群が激減した。金武湾口や中城湾口には水深 10 m 以深の泥砂底に生息する
が、現状は不明。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 本種は先島諸島から記録が無く、沖縄島の内湾域に分布が限定され、温帯域からも地理的に大きく

隔たっていて、遺存的な隔離集団の可能性が高く、極めて重要である。 
生存に対する脅威 ： 羽地内海等の潮間帯の個体群は赤土や富栄養など、様々な陸域からの人為的負荷や、埋立てが脅威

となる。 
原  記  載 ： Deshayes, M.G.P., 1855. Descriptions of new shells from the collection of Hugh Cuming, Esq. Proceedings of 

Zoological Society of London, for 1854: 317–371. (p. 330, no. 58, as Chaena grandis. Type loc.: “Philippines, 
Zebu”) 

参 考 文 献 ： 木村昭一・久保弘文, 2012. コヅツガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータ
ブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 153. 

名和 純, 2001. 琉球列島における内湾干潟の貝類相. WWF Japan Science Report, 4: 1–44. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ヒノマルズキン 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ウロコガイ上科 ウロコガイ科 
学    名 ： Anisodevonia ohshimai (Kawahara, 1942) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 本科中、小型。殻は退化的で薄質、やや膨らみのある亜三角形、殻表は光沢に乏しく、殻頂付近が

うっすらと赤みがかる。軟体部は殻を覆い、斧足が蠕虫状に延び、一見して貝類には見えない。最
大殻長4 mm。 

近似種との区別 ： 同様に無足ナマコ類に共生する類似種ヒナノズキンは、沖縄県に分布せず、殻頂付近が赤くならな
いことで区別される。 

分 布 の 概 要 ： 奄美大島、石垣島、西表島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ヒナノズキンは瀬戸内海、有明海等の温帯域に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 無足ナマコの一種であるヒモイカリナマコ Patinapta ooplax (von Marenzeller, 1881) 上に強く吸着し、

他のケボリガイ類等のウロコガイ科貝類よりホストへの依存が高いと考えられる。 
生息地の条件  ： 内湾域の潮通しのよい中潮線～低潮線付近の砂泥～泥礫底に生息する。 
個体数の動向  ： 個体数は、産地によっては少なくないが、水平・垂直ともに分布が限定されることから、生息地の

改変や環境悪化に曝されれば生存が危惧される。 
現在の生息状況 ： 川平湾奥における2010年以降の調査では未確認で、絶滅が危惧されるが、名蔵湾では不詳。 
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学術的意義・評価 ： 著しく特殊化した共生二枚貝類であり、生態学および進化生物学的意義は大きい。 
生存に対する脅威 ： 川平湾奥では総じて二枚貝類が減少しているが、赤土など土壌微粒子のみならず、富栄養化による

底質の還元化も悪影響を及ぼしている可能性がある。 
特 記 事 項 ： 現存生息地はラムサール条約 (名蔵湾)、自然公園法 (西表・石垣両島)、沖縄県漁業調整規則 (川

平保護水面、名蔵保護水面) 等の法律により、一定程度保護されている。 
原  記  載 ： 河原辰夫, 1942. 無足海鼠に寄寓する二枚貝の1新種ヒノマルヅキン (Devonia ohshimai sp. nov.). 

Venus, 11(4): 153–164, pl. 3. (pp. 153–163, textfigs 1–2, pl. 3, figs 1–7, as Devonia 
ohshimai. Type loc.: “石垣島の名蔵川々口”, “東経124˚9’20”, 北緯 24˚23’50””) 

参 考 文 献 ： Kato, M., 1999. Morphological and ecological adaptations in montacutid bivalves endo- and ecto-symbiotic 
with holothurians. Canadian Journal of Zoology, 76(8): 1403–1410. 

小菅丈治, 2001. ヒノマルズキンの石垣島における生息状況. 沖縄生物学会誌, 39: 5–10. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ホシムシアケボノガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ウロコガイ上科 ウロコガイ科 
学    名 ： Barrimysia siphonosomae Morton & Scott, 1989 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
図 の 解 説 ： p. 51. 石垣島名蔵湾. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 本科中、中型で殻高6 mm程度。殻は丸みを帯びた亜三角形、膨らみはやや弱い。殻頂はやや前方に

偏り、殻表には細かな成長脈を刻み、灰褐色の殻皮を纏う。 
近似種との区別 ： アマミスジホシムシモドキと共生するアマミスジホシムシモドキヤドリガイはより横長で、殻が薄

く、光沢がある 
分 布 の 概 要 ： 石垣島、西表島、香港。 
生 態 的 特 徴 ： スジホシムシモドキ類の巣穴に共生する。 
生息地の条件  ： マングローブ林に隣接する河口干潟の潮間帯中部、砂泥～砂礫底に生息する。 
個体数の動向  ： 2010年8月の石垣島名蔵湾での調査では生息地は数ｍの非常に狭い範囲に留まり、同所的に生息す

るユンタクシジミと比べ、個体数は10分の1にも満たなかった。 
現在の生息状況 ： 2015年の西表島浦内川河口における調査では未確認であった。 
学術的意義・評価 ： ウロコガイ類は他の無脊椎動物と共生し、熱帯・亜熱帯に多岐にわたる種が分化しており、進化生

態学的に重要。 
生存に対する脅威 ： 埋立て。陸域からの土壌微粒子の過剰な流入や栄養負荷による底質悪化。ホスト (スジホシムシモ

ドキ類) の釣り餌用の大量採取。 
特 記 事 項 ： ホストの正確な分類、特にスジホシムシモドキとアマミスジホシムシモドキの検討が必要。 
原  記  載 ： Morton, B. & Scott, P.H., 1989. The Hong Kong Galeommatacea (Mollusca: Bivalvia) and their hosts, with 

descriptions of new species. Asian Marine Biology, 6: 129–160. (pp. 145–146, pl. 1, fig. k, text-figs 15–16, 
as Barrimysia siphonosomae. Type loc.: “Hong Kong, Hong Kong Island, Tai Tam Bay; 21˚15’ N, 114˚11’ 
E; intertidal sandy mud flats in the burrows of Siphonosoma cumanense”) 

参 考 文 献 ： Kosuge, T., 2009. Occurrence of the montacutid bivalve Barrimysia siphonosomae in Nagura Bay, Ishigaki 
Island, the Ryukyu Islands, as a new record from Japan. Venus, 68(1/2): 67–70.  

久保弘文, 2014. ホシムシアケボノガイ. “レッドデータブック2014, －日本の絶滅のおそれのあ
る野生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東
京, 409. 

久保弘文・山下博由, 2012. ホシムシアケボノガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレ
ッドデータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 155. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ユウレイウロコガイ (新称) 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ウロコガイ上科 ウロコガイ科 
学    名 ： Ephippodontomorpha hirsuta Middelfart, 2005 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
  
図 の 解 説 ： p. 51. 糸満市. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 殻は本科中、やや大型で非常に薄く、幅広く扁平な扇形、殻表は平滑だが、光沢は弱く、白色半透

明。外套膜縁には多数の毛状で非常に長い触手が生え、貝殻は外套膜に包まれる。外套膜の背面は
微細な疣状の小隆起が多数ある。その他、外套膜上には、前縁の入水孔側に２本、後端の出水孔側
に１本の細長い外套触手を発達させる。最大殻長14 mm。 

近似種との区別 ： オオツヤウロコガイは大型で、殻がやや厚く、光沢があり、外套膜縁の触手は短い。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島、オーストラリア。 
生 態 的 特 徴 ： トラフシャコの巣穴壁面に、同化するようにへばりつく。平常時は毛状の白い触手をたなびかせ、

上から見るとヒドロ虫類の様に見えるが、刺激を与えると、毛状触手は即座に収縮し、視界から消
えて、巣穴の壁と同化する。このような様を形容して幽霊鱗貝と命名する。貝殻を180度開いた状
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態で斧足を使って、活発に匍匐する。 
生息地の条件  ： 潮通しのよい中潮線～低潮線付近のアマモ場とそれに隣接する細砂底に生息するトラフシャコの巣

穴に生息。 
個体数の動向  ： 2000年頃までは名護市や糸満市、沖縄市泡瀬等では大型のトラフシャコの巣穴が散見され、本種も

少ないながら確認されたが、現在、何れの産地でも、トラフシャコの巣穴自体が減少あるいは小型
化する傾向が見受けられる。本種は大型の巣穴に見いだされることが多く、2010年以降は名護や泡
瀬では全く確認できていない。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： ウロコガイ類は他の無脊椎動物と共生し、熱帯・亜熱帯に多岐にわたる種が分化しており、進化生

態学的に重要。 
生存に対する脅威 ： 埋立て。ホスト (トラフシャコ) の採取。 
特 記 事 項 ： 原記載での種小名は hirsutusであるが、Bouchet (2015) はEphippodontomorphaの性を女性とみなし、

種小名を hirsutaとしている。ここでは後者に倣った。 
原  記  載 ： Middelfart, P., 2005. Review of Ephippodonta sensu lato (Galeommatidae: Bivalvia), with descriptions of 

new related genera and species from Australia. Molluscan Research, 25(3): 129–144. (pp. 138–140, figs 
6A–F, 7A–B, 8, as Ephippodontomorpha hirsutus [sic]. Type loc.: “Rowes Bay, Townsville, Queensland”) 

参 考 文 献 ： Bouchet, P., 2015. Ephippodontomorpha Middelfart, 2005. MolluscaBase, accessed through World Register of 
Marine Species at http://www.marinespecies.org/aphia.php?p=taxdetails&id=391113 (2017年 1月 4日閲覧) 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文・福田 宏 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ミナミウロコガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ウロコガイ上科 ウロコガイ科 
学    名 ： Lepirodes layardi (Deshayes, 1856) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 殻長 10 mm程度の半月形の非常に薄い殻をもち、殻表に多数の打痕状彫刻を有する。外套膜は半透

明白色で貝殻全面を被い、多数の疣状突起をもつ。 
近似種との区別 ： 日本本土中南部以南に分布するウロコガイは殻表が顆粒状となる。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島、先島諸島、フィリピン、タイ (プーケット)、香港。 
生 態 的 特 徴 ： 珪藻や渦鞭毛藻類をろ過摂食すると考えられる。 
生息地の条件  ： 主に内湾潮間帯 (アマモ場、砂礫地) の埋没した岩礫 (埋れ石) 下に生息する。 
個体数の動向  ： 垂直分布が狭く、埋立ての影響を被りやすい。沖縄島南部の与根干潟や中城湾南部 (与那原地先) で

は大規模な埋立てで生息場所がほぼ消失した。しかし、2005年以降も沖縄島羽地内海、先島諸島の
内湾域では少ないながら確認されている。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 埋れ石下において二枚の貝殻を大きく開口させ、貝殻全面を外套膜によって覆い、二枚貝類として

は特殊化した生態を有し、進化生態学的に重要な研究対象である。 
生存に対する脅威 ： 埋立てによる生息場所消失。陸土過剰流入による埋れ石下空隙の閉塞。 
特 記 事 項 ： 2005年版沖縄県レッドデータブックではウロコガイとして登載されている。 
原  記  載 ： Deshayes, G.P., 1856. Sur le genre Galeomma, Turton. Proceedings of the Zoological Society of London, for 

1855: 167–171. (p. 169, no. 4, as Galeomma Layardi. Type loc.: “Insula Ceylonica”) 
参 考 文 献 ： 徐鳳山・張素萍, 2008. 中国海産双殻類図誌. 科学出版社, 北京, 8+336 pp. 

久保弘文, 2005. ウロコガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッドデ
ータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
447–448. 

久保弘文, 2012. ミナミウロコガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブッ
ク”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 159. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

和    名 ： コハクマメアゲマキ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ウロコガイ上科 ウロコガイ科 
学    名 ： Lepirodes porulosus (Deshayes, 1856) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
形    態 ： 殻長 18 mmに達し、本科中やや大型で、横長の楕円形。本属としてはやや厚質。殻表は分岐状彫刻

を欠き、微細な瘢痕が散在し、光沢もある。殻色は淡黄白色。外套膜は乳白色で、殻頂の狭い範囲
を残して貝殻全面を被い、多数の短い外套触手をもつ。 

近似種との区別 ： ニッポンマメアゲマキに類似するが、本種より大成し、殻がより厚い。 
分 布 の 概 要 ： 羽地内海、沖縄島 (金武湾・中城湾等)、石垣島、フィリピン、タイ、オーストラリア等。 
生 態 的 特 徴 ： 外套膜により殻頂の一部以外の貝殻が被われ、腹縁を下にして、岩盤下に生息。ろ過食。 
生息地の条件  ： 潮通しのよいリーフ内のアマモ場や砂礫地のやや底質に埋没した岩礫下に生息。垂直分布はほぼ潮

間帯のみで狭いが、水平的には開放的な藻場に隣接するサンゴ礁域にも生息し、比較的広い。 
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個体数の動向  ： 沖縄島中南部、石垣島南部では埋立てにより、生息場所が大きく消失した。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 二枚貝類としては貝殻全面を外套膜によって覆い、匍匐能力を具えるなど特殊化した生態を有し、

進化生態学的に重要。 
生存に対する脅威 ： 埋立て、陸土の大量流入や富栄養化による岩礫下の閉塞、酸欠。 
特 記 事 項 ： 環境省第4次レッドリストでは本種の学名を Lepirodes ambiguus (Deshayes, 1856) としたが、再検討

の結果、L. porulosus とする。 
原  記  載 ： Deshayes, G.P., 1856. Sur le genre Scintilla. Proceedings of the Zoological Society of London, for 1855: 

171–181. (p. 180, no. 33, as Scintilla porulosa. Type loc.: “Insula Boholensis Philippinarum”) 
参 考 文 献 ： Huber, M., 2015, Compendium of Bivalves 2. A Full-color Guide to the Remaining Seven Families. 

ConchBooks, Hackenheim, 907 pp.  
 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ユンタクシジミ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ウロコガイ上科 ウロコガイ科 
学    名 ： Litigiella pacifica Lützen & Kosuge, 2006 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
形    態 ： 本科中、中型で殻高6 mm程度。満月状の丸い二枚貝類で膨らみは弱い。殻頂はやや前方に偏り、殻

表には細かな成長脈を刻み、灰褐色の殻皮を纏う。多くの個体は殻皮が殻頂から正中線上で剥離す
る。 

近似種との区別 ： 同じくスジホシムシと共生するフィリピンハナビラガイはより大きく、膨らみが強く、光沢がある。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島、八重山諸島。 
生 態 的 特 徴 ： スジホシムシの体表や巣穴に共生する。 
生息地の条件  ： アマモ場周辺の砂泥質干潟の潮間帯から、サンゴ礁域に隣接する小規模な砂礫域に至る、比較的広

い範囲に生息する。 
個体数の動向  ： 2002年に石垣島よりスジホシムシの体表から不明の二枚貝類として報告され、その後、奄美大島・

沖縄島からも記録された。沖縄島泡瀬干潟では、埋立てによる撹乱で生息範囲が大きく減少した。
比較的自然環境の安定した沖縄島のアマモ場 (恩納村) や八重山諸島 (名蔵湾・浦内川河口) では、
現在も少なからず生息している。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： タイプ産地は石垣島名蔵湾である。ウロコガイ類は他の無脊椎動物と共生し、熱帯・亜熱帯に多岐

にわたる種が分化しており、進化生態学的に重要。 
生存に対する脅威 ： 埋立て。陸域からの過剰な土壌微粒子の流入や栄養負荷による底質悪化。ホスト (スジホシムシ) の

釣り餌用の大量採取。 
原  記  載 ： Lützen, J. & Kosuge, T., 2006. Description of the bivalve Litigiella pacifica n.sp. (Heterodonta: 

Galeommatoidea: Lasaeidae), commensal with the sipunculan Sipunculus nudus from the Ryukyu Islands, 
Japan. Venus, 65(3): 193–202. (pp. 194–200, 202, figs 1–5, as Litigiella pacifica. Type loc.: “Nagura Bay, 
Ishigaki island, Ryukyu Islands”) 

参 考 文 献 ： 小菅丈治, 2009. 奄美大島におけるユンタクシジミの記録とナタマメケボリガイの生息状況. ちり
ぼたん, 39(3/4): 166–169. 

久保弘文・山下博由, 2012. ユンタクシジミ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデ
ータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 160. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

和    名 ： ツバサマメアゲマキ (新称) 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ウロコガイ上科 ウロコガイ科 
学    名 ： Phlyctaenachlamys lysiosquillina Popham, 1939 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
  
図 の 解 説 ： p. 52. 糸満市. A：殻. B：鉸歯. C：生体. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 貝殻は非常に薄く、退化的で小さい。後端が三角形の翼状に張り出す。殻は外套膜下に完全に内在

する。軟体部はウミウシ状で体表に無数のイボ状突起があり、前後端周辺に長短２種類の橙褐色の
触手をもつ。 

近似種との区別 ： 同じくシャコ類巣穴共生のヨーヨーシジミ類は貝殻が外在し、丸い。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島、石垣島、オーストラリア (グレートバリアリーフ)。 
生 態 的 特 徴 ： トラフシャコの巣穴壁面に、細く長く特殊化した斧足後部で垂下し、時に活発に匍匐する。 
生息地の条件  ： 潮通しのよい中潮線～水深2 m付近までのアマモ場と、それに隣接する細砂底に生息するトラフシ

ャコの巣穴に棲みつく。 
個体数の動向  ： 2000年頃までは名護市や糸満市、沖縄市泡瀬、石垣市川平等では大型のトラフシャコの巣穴が散見

され、本種も多産したが、現在、何れの産地でも、トラフシャコの巣穴自体が減少あるいは小型化
する傾向が見受けられる。本種は大型の巣穴に見いだされることが多く、2010年以降は名護や泡瀬
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では全く確認できていない。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： ウロコガイ類は他の無脊椎動物と共生関係を成立させ、熱帯・亜熱帯に多岐にわたる種が分化して

おり、進化生態学的に重要。 
生存に対する脅威 ： 埋立て。ホスト (トラフシャコ) の採取や生態的制約 (餌資源の減少) による減少や小型化。 
原  記  載 ： Popham, M.L., 1939. On Phlyctaenachlamys lysiosquillina gen. and sp. nov., a lamellibranch commensal in 

the burrows of Lysiosquilla maculata. British Museum (Natural History), Great Barrier Reef Expedition 
1928–29, Scientific Reports, 6(2): 61–84. (pp. 62–83, figs 1–21, as Phlyctaenachlamys lysiosquillina. Type 
loc.: “The tubes of Lysiosquilla maculata, … in the deep sand of the Sand Flat between the Sand Cay and the 
Thalamita Flat”) 

参 考 文 献 ： Mikkelsen P.M. & Bieler R., 1989. Biology and comparative anatomy of Divariscintilla yoyo and D. 
troglodytes, two new species of Galeommatidae (Bivalvia) from stomatopod burrows in eastern Florida. 
Malacologia, 31: 175–195. 

Yamashita, H., Haga T. & Lützen, J.,2011. The bivalve Divariscintilla toyohiwakensis n.sp. (Heterodonta: 
Galeommatidae) from Japan, a commensal with a mantis shrimp. Venus, 69(3–4): 123–133. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： セワケハチミツガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ウロコガイ上科 ウロコガイ科 
学    名 ： Pythina deshayesiana Hinds, 1845 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
形    態 ： 最大殻長約 10 mm。貝殻は白く、亜三角形で膨らみが強く、やや厚質。殻頂部から明瞭なハの字の

放射肋2本が前後端に強く刻まれ、殻表には微細顆粒が多数存在する。靱帯は内在する。 
近似種との区別 ： ハチミツガイはハの字型放射肋を欠く。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島 (大和村ヒエン浜)、沖縄島、先島諸島、台湾 (恒春)、フィリピン、インドネシア (Great 

Sangir 島)。 
生 態 的 特 徴 ： 未詳。 
生息地の条件  ： リーフに遮蔽され、やや外洋に面した汀線付近の粗砂底にある埋れ石下環境に生息する。垂直分布

が非常に狭く、生息場所には地下浸透水や河川水の伏流を伴うことが多い。 
個体数の動向  ： 1990 年前半まで比較的多産していた沖縄島北西岸では、防潮堤や埋立ての影響で伏流水が途絶え、

生息地がかなり消失した。沖縄島北部や石垣島北西部では比較的外洋に面した場所に狭いながら生
息場所が残されていたが、現在、減少傾向にある。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： ウロコガイ類は熱帯・亜熱帯に多岐にわたる共生種が分化しており、進化生態学的に重要。 
生存に対する脅威 ： 埋立てによる生息場所消失、富栄養や陸土過剰流入による埋れ石下環境の悪化や閉塞。 
原  記  載 ： Hinds, R.B., 1844–1845. The Zoology of the Voyage of H. M. S. Sulphur, under the Command of Captain Sir 

Edward Belcher, R.N., C.B., F.R.G.S., etc., during the Years 1836–42, Vol. II, Mollusca. Smith, Elder and Co., 
London, 2+72 pp., 21 pls. (p. 71, no. 297, pl. 19, figs 8–9 (1845), as Pythina Deshayesiana. Type loc.: “New 
Ireland”) 

Habe, T., 1960. New species of molluscs from the Amakusa Marine Biological Laboratory, Reihoku-cho, Amakusa, 
Kumamoto Pref., Japan. Publications of the Seto Marine Biological Laboratory, 8(2): 289–298. (pp. 291, 294, figs 
4–5, as Melliteryx puncticulata flexuosa. Type loc.: “Obama Bay, Fukui Pref.”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2012. セワケハチミツガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブ
ック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 163. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： フィリピンハナビラガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ウロコガイ上科 ウロコガイ科 
学    名 ： Salpocola tellinoides (Hanley, 1857) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 本科中、大型で殻高10 mm程度。満月状の丸い二枚貝類で膨らみは強く、後端はやや突出して嘴状。

殻頂はほぼ中央で、殻表はやや光沢があり、腹縁や貝殻縁辺に淡褐色の殻皮を纏う。 
近似種との区別 ： 同じくスジホシムシと共生するユンタクシジミはより小さく、膨らみが弱く、光沢がない。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島、八重山諸島。 
生 態 的 特 徴 ： スジホシムシの後部先端に強く付着し、片利共生関係があると考えられる。 
生息地の条件  ： アマモ場周辺の砂泥質干潟から亜潮間帯まで比較的広い範囲に生息する。 
個体数の動向  ： 沖縄における本種の分布は北限にあたり、個体密度が低い。1990年頃より沖縄島周辺では赤土など

の陸土流入の沈積や富栄養化による底質悪化により、 ホストと共に個体数は減少傾向にあり、加
えて中南部では埋立てにより生息地も大きく消失している。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： ウロコガイ類は他の無脊椎動物と共生関係を成立させ、熱帯・亜熱帯に多岐にわたる種が分化して
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おり、進化生態学的に重要。 
生存に対する脅威 ： 埋立て。陸域からの土壌微粒子の過剰流入や、過剰な栄養負荷による底質悪化。ホスト (スジホシ

ムシ) の釣り餌用の大量採取。 
特 記 事 項 ： Fronsella philippinensis Habe & Kanazawa, 1981 は異名。 
原  記  載 ： Hanley, S., 1857. Descriptions of four new species of Kelliadae in the collection of Hugh Cuming, Esq. 

Proceedings of the Zoological Society of London, for 1856: 340–341. (p. 340, no. 2, as Kellia tellinoides. 
Type loc.: “Baclayon, Isle of Bohol, Philippines, under stones”) 

波部忠重・金沢寿雄, 1981. フィリピン産共棲二枚貝の新種 (ブンブクヤドリガイ科). Venus, 40: 
123–125. (pp. 123–125, figs 1–7, as Fronsella philippinensis. Type loc.: “フィリピン群
島セブ島に近いマクタン島の潮間帯砂泥底”) 

参 考 文 献 ： Huber, M., 2015, Compendium of Bivalves 2. A Full-color Guide to the Remaining Seven Families. 
ConchBooks, Hackenheim, 907 pp. 

久保弘文, 2012. フィリピンハナビラガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデー
タブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 164. 

Lützen, J., Kosuge, T. & Jespersen, Å., 2008. Morphology of the bivalve Salpocola philippinensis (Habe & 
Kanazawa, 1981) n.gen. (Galeommatoidea: Lasaeidae), a commensal with the sipunculan Sipunculus nudus 
from Cebu Island, the Philippines. Venus, 66(3–4), 147–159. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ベッコウマメアゲマキ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ウロコガイ上科 ウロコガイ科 
学    名 ： Scintilla philippinensis Deshayes, 1856 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
形    態 ： 貝殻は卵円型で、薄く膨らみは弱い。殻色は乳白色で平滑、透明感がある。外套膜は淡灰褐色で黒

褐色の小突起を多数散在させる他、同色の太く長い指状の外套触手を前後に3本ずつ、計6本有し、
これらを刺激により活発に動揺させる。 

近似種との区別 ： 貝殻は特徴に乏しいため、他種との識別は困難。外套膜の特徴は特異で近似種は知られていない。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島 (金武湾、中城湾、屋嘉田潟原、糸満市北名城、羽地内海等)、宮古島、石垣島、小浜島、西

表島、フィリピン、タイ (プーケット)。 
生 態 的 特 徴 ： 貝殻は外套膜により殻頂の一部以外が被われ、腹縁を下にして、匍匐する。ろ過食と推定される。 
生息地の条件  ： 潮通しのよいリーフ内、潮間帯～水深2 mのアマモ場や砂礫地の岩礫下に生息する。 
個体数の動向  ： 生息場所である岩礫下が、陸土の大量流入や富栄養化により泥質化した場所では生息が認められな

い。沖縄島中南部では埋立て等により多くの生息場所が消失した。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 貝殻のほぼ全面を外套膜によって覆い、指状外套触手の伸展等、二枚貝類としては特殊化した生態

を有し、進化生態学的に重要。 
生存に対する脅威 ： 埋立て、陸土の大量流入や富栄養化による岩礫下の閉塞、酸欠。 
原  記  載 ： Deshayes, G.P., 1856. Sur le genre Scintilla. Proceedings of the Zoological Society of London, for 1855: 

171–181. (p. 176, no. 14, as Scintilla philippinensis. Type loc.: “Insula Zebuensis Philippinarum”) 
参 考 文 献 ： Lützen, J. & Nielsen, C., 2005. Galeommatid bivalves from Phuket, Thailand. Zoological Journal of the 

Linnean Society, 144(3): 261–308. 
 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： バライロマメアゲマキ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ウロコガイ上科 ウロコガイ科 
学    名 ： Scintilla rosea Deshayes, 1856 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
形    態 ： 殻は本科中、やや大型で横長、半透明で非常に薄く、やや膨らみのある卵型、殻表は多数の微細な

顆粒を伴い、殻色は薄いバラ色またはレモン色。生時は濁灰黄色の外套膜が伸展して、殻全体を覆
い、殻は見えない。最大殻長16 mm。 

近似種との区別 ： 近似種ニッポンマメアゲマキは、生時に殻の一部が外套膜から露出すること、貝殻腹縁が大きく開
口することで区別される。なお、本種群にはこれ以外にも希少な類似種が多く存在するが、その殆
どが分類学的に不詳である。 

分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島、宮古島、フィリピン。 
生 態 的 特 徴 ： アマモ場周辺のやや埋れた石の下にすむが、多毛類やホシムシ類が同居する場合が多く、何らかの

共生生態をもつ可能性がある。 
生 息地 の条 件： 主に内湾の潮間帯 (アマモ場、砂礫地) ～水深約5 mまでの岩礫下に生息する。 
個体数の動向  ： 沖縄島南部や中城湾では埋立てで生息場所が大きく消失した。沖縄島羽地内海、大浦湾では 2011

年以降の調査でも少なくない。 
現在の生息状況 ： 同上。 



<貝類> 

632 
 

学術的意義・評価 ： 貝殻全面を外套膜によって覆うといった二枚貝類としては特殊化した生態を有し、進化生態学的に
重要な研究対象である。 

生存に対する脅威 ： 埋立てによる生息場所消失。陸土過剰流入による海底空隙の閉塞。 
原  記  載 ： Deshayes, G.P., 1856. Sur le genre Scintilla. Proceedings of the Zoological Society of London, for 1855: 

171–181. (p. 178, no. 25, as Scintilla rosea. Type loc.: “Zambalis, in insula Luzonica Philippinarum”) 
参 考 文 献 ： 久保弘文, 2012. バライロマメアゲマキ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータ

ブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 158. 
久保弘文・黒住耐二, 1995. 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263 pp. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ツマベニマメアゲマキ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ウロコガイ上科 ウロコガイ科 
学    名 ： Varotoga anomala (Deshayes, 1856) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
形    態 ： 殻長8 mm程度。貝殻は非常に薄く、乳白色半透明で、膨らみが弱い楕円形、殻頂はほぼ中央に位置

し、前背縁より後背縁が若干盛り上がる。外套後部の触手先端が赤く染まり、貝殻の前後背縁に微
細な刻み目を有し、縁辺は微細な鋸歯状を呈する。 

近似種との区別 ： 貝殻前後背縁の刻み目の特徴は他に例を見ない。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島、久米島、先島諸島、フィリピン、タイ。 
生 態 的 特 徴 ： 通常埋れ石下の空隙で定在するが、岩盤への吸着のために先端が発達した斧足を有し、活発に匍匐

する。ろ過食性。 
生息地の条件  ： 自然度の高い潮通しの良いリーフ内の死サンゴ下に生息する。 
個体数の動向  ： 岩礫下が陸土の大量流入や富栄養化により泥質化した場所では、生息が認められない。沖縄島中南

部では海岸改変により多くの生息場所が消失した。垂直分布の幅が狭いが、分布域は比較的広い。 
現在の生息状況 ： 2000年以前には沖縄島中南部の名城、奥武島等でも確認されていたが、現在は富栄養化や泥質化が

進行し、確認が困難な状況となっている。 
学術的意義・評価 ： マメアゲマキ類は熱帯・亜熱帯に多くの種が分化し、外套膜が伸展して貝殻を被い、多数の触手を

発達・特殊化させる他、斧足を腹足のように使って匍匐する等、進化生態学的に興味深い。 
生存に対する脅威 ： 埋立て、陸土の大量流入や富栄養化による岩礫下の閉塞、酸欠。 
原  記  載 ： Deshayes, G.P., 1856. Sur le genre Scintilla. Proceedings of the Zoological Society of London, for 1855: 

171–181. (p. 181, no. 37, as Scintilla anomala. Type loc.: “Insula Samar Philippinarum”) 
参 考 文 献 ： Huber, M., 2015. Compendium of Bivalves 2. A Full-color Guide to the Remaining Seven Families. 

ConchBooks, Hackenheim, 907 pp. 
Lützen, J. & Nielsen, C., 2005. Galeommatid bivalves from Phuket, Thailand. Zoological Journal of the 

Linnean Society, 144(3): 261–308. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： リュウキュウマテガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 無面目 マテガイ上科 マテガイ科 
学    名 ： Solen sloanii Gray in Hanley, 1843 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 最大殻長7 cm、偏圧した筒形の二枚貝類。殻は直線的で殻の前後端が開く。殻色は白色の地に赤褐

色斑を散らす。殻表には灰褐色の殻皮を纏い、殻頂部付近で剥離する個体が多い。 
近似種との区別 ： 類似種マテガイは殻皮の光沢が強く、より細く、模様はない。 
分 布 の 概 要 ： 紀伊半島潮岬周辺、高知県土佐沖ノ島以南、奄美大島、沖縄島、中国南部、インド・太平洋。 
生 態 的 特 徴 ： 強力な斧足を用いて、砂～砂礫に垂直に潜孔する。他のマテガイ類と同様、刺激を与えると水管を

自切し、これは防御反応の一種と考えられる。 
生息地の条件  ： 潮通しのよいアマモ場の細砂底～水深20 m付近までの細砂底～砂礫底に生息。 
個体数の動向  ： 1970年代まで沖縄島周辺ではサンゴ砂由来の極めて清浄なアマモ場砂底域が多く存在し、本種はそ

うした海域を生息場所としていた。しかし、1972 年の本土復帰以降、埋立て等による砂浜の消失、
赤土の大量流入等による底質の泥質化により、生息場所が大幅に減少した。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 砂底での潜掘能力に長けたグループで生態学的に興味深い。本種は未だ先島諸島から記録が無く、

生物地理的に重要。 
生存に対する脅威 ： 埋立て、アマモ場の人為的攪乱、陸土の大量流入、富栄養化による底質悪化。 
特 記 事 項 ： 垂直分布の幅が広く、埋立て後に二次的に形成された細砂域 (ただし清浄な底質の場所に限られる) 

での確認事例もある。一部の局所的な場所をのぞいて、マテガイ科の種としては個体数が少ない。 
原  記  載 ： Hanley, S., 1843. [An illustrated, enlarged, and English edition of Lamarck's Species of Shells: comprising the whole 

of the recent additions in Deshayes' last French edition, with numerous species not noticed by that naturalist, 
accompanied by accurate delineations of almost all the shells described, and forming the third edition of the Index 
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testaceologicus, with illustrations by W. Wood]. W. Wood, London, 224+8+8 pp., 3 pls. (p. 12, “suppl. pl. 11, 
fig. 18”, as Solen Sloanii Gray. Type loc. not designated) 

参 考 文 献 ： 徐鳳山・張素萍, 2008. 中国海産双殻類図誌. 科学出版社, 北京, 8+336 pp. 
久保弘文, 2012. リュウキュウマテガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータ
ブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 170. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

和    名 ： ホソバラフマテガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 無面目 マテガイ上科 マテガイ科 
学    名 ： Solen sp. 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 殻長 40 mmの細長い二枚貝類。殻は細長く若干反り、茶色のまだら模様が入る。薄く光沢のある殻

皮を有する。 
近似種との区別 ： 近似種と比較して、小型である。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島、西表島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： バラフマテガイに似るが、本種はより小型で細長いことで区別できる。また海草

藻場に生息するジャングサマテガイとは、より小型で細長く、殻に光沢があることで区別できる。 
生 態 的 特 徴 ： 低潮線から潮下帯の細砂底に生息する。マツバウミジグサやウミヒルモなどの小型の海草類からな

る海草藻場でも見られる。金武湾 (与那城) では、潮下帯の低被度の海草藻場やその周辺の細砂底
で見られるが、密度は低い。 

生息地の条件  ： 健全な低潮線から潮下帯の細砂底。 
個体数の動向  ： 中城湾の一部では、埋立により生息場所の多くが消滅した。大浦湾では、健全な個体群が維持され

ている。 
現在の生息状況 ： 沖縄島の大浦湾では 24 個体/m2で生息する (2012 年当時)。西表島のトゥドゥマリ浜ではかつて死

殻が見られたが、現状は不明。 
学術的意義・評価 ： 沖縄県及び奄美大島でのみ分布が確認されている。国外の分布は不明。 
生存に対する脅威 ： 埋立等の沿岸域の改変による生息地の消滅や環境悪化。 
参 考 文 献 ： 久保弘文, 2012. ホソバラフマテガイ (和名新称). “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレ

ッドデータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 171. 
久保弘文, 2014. ホソバラフマテガイ. “レッドデータブック2014, －日本の絶滅のおそれのある
野生生物－ 6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 
416. 

名和 純, 2005. マテガイの一種. “改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) —レッ
ドデータおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
343. 

 
執 筆 者 名 ： 小澤宏之 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： カワラガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ザルガイ目 ザルガイ上科 ザルガイ科 
学    名 ： Fragum unedo (Linnaeus, 1758) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧(NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧(NT) 
  
形    態 ： 丸みを帯びた箱形の二枚貝類で、殻長7 cmに達する。放射肋上に赤褐色の鱗片状突起を等間隔で飾

り、瓦屋根を髣髴させることが和名の由来である。 
近似種との区別 ： オオヒシガイは同じく箱形のザルガイ類であるが、より小型で瓦状の鱗片を欠く。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島及び周辺離島、先島諸島、インド・太平洋。 
生 態 的 特 徴 ： 南西諸島のアマモ場干潟を代表する二枚貝類で、ろ過食以外に外套膜内へ渦鞭毛藻類を共生させて

光合成産物を活用する特殊な栄養生態を持ち、垂直分布の幅が狭い。 
生息地の条件  ： 潮通しのよい中潮線～低潮線のアマモ場と隣接する砂・砂礫干潟に浅く埋在する。 
個体数の動向  ： 沖縄島では近年の海浜改変による干潟の消失で多くの個体群が減少した。 
現在の生息状況 ： 2010年以降の石垣島川平湾でのモニタリングではやや減少傾向であるが、2014年沖縄市泡瀬北岸や

恩納村等での調査では少なからぬ個体数を確認した。 
学術的意義・評価 ： 渦鞭毛藻類との共生関係は植物プランクトンの少ないサンゴ礁生態系特有の栄養摂取戦略であり、

進化、生態両面で興味深い。 
生存に対する脅威 ： 埋立てによる生息地の消失、水質汚濁による透明度の低下、地球温暖化に伴う高水温・高照度化に

よる渦鞭毛藻類との共生関係の破綻。 
特 記 事 項 ： 外套腔内にカワラピンノという寄主特異性のあるカニの一種が棲んでいることがある。 
原  記  載 ： Linnaeus, C. von, 1758. Systema naturae per regne tria naturae, secundum clasees, ordines, genera, species, 

cumcharacteribus, differentiis, synonymis, locis. Editio decima reformata. Tome 1, Animalia. Impensis 
Direct. Laurentii Salvii, Holmiae, 823 pp. (p. 680, no. 68, as Cardium unedo. Type loc.: “. .”)  

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2012. カワラガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 
日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 118. 
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名和 純, 2005. カワラガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッドデ
ータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
387. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ハツヒザクラ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ザルガイ目 ニッコウガイ上科 ニッコウガイ

科 
学    名 ： Arcopella isseli (H. Adams, 1871) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 殻は本科中、小型で薄質、膨らみはやや強く、丸みを帯び、後背縁は弱い稜ができる。殻表は微弱

な成長輪肋が刻まれ、殻色は白色の地に不鮮明な橙～黄色の放射状彩を有する。殻長10 mm程度。 
近似種との区別 ： 類似種ミガキヒメザラ、サツマヒメザラは、放射状色彩を欠く。 
分 布 の 概 要 ： 日本本土温帯域、奄美大島、沖縄島中北部内湾域、宮古島、中国南部～紅海。 
生 態 的 特 徴 ： 水管で海底面の有機物 (デトライタス) を吸い取って摂食すると考えられる。 
生息地の条件  ： 内湾～やや外洋の潮通しのよいウミヒルモ類を中心としたアマモ場の細砂底～砂泥底に生息する。

垂直分布は水深2～10 m付近まで広がる。 
個体数の動向  ： 1990 年代には中城湾奥に位置する浜漁港沖水路や中城湾北部勝連半島南部の水路部等でドレッジ

により確認されている。しかし、何れの場所も埋立てや航路浚渫により、生息場所自体が消失して
いる。2010年以降では名護湾や大浦湾水路部のウミヒルモ帯や羽地外海稲嶺沖水深3 m付近で確認
されている。2015年に宮古島与那覇前浜沖のウミヒルモ帯水深7 mで確認されたが、他所での産出
記録はない。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： ニッコウガイ類は熱帯浅海域に多数の種が適応放散し、進化生物学的に意義深い研究対象となる。 
生存に対する脅威 ： 埋立て、陸域からの過剰な土壌微粒子流入や栄養負荷による底質悪化、泥質化。 
原  記  載 ： Adams, H., 1871. Descriptions of twenty-six new species of shells collected by Robert M’Andrew, Esq., in the 

Red sea. Proceedings of the Zoological Society of London, for 1870: 788–793, pl. 48. (p. 790, pl. 48, fig. 10, 
as Tellina (Arcopagia) isseli. Type loc.: “Red Sea”) 

参 考 文 献 ： 徐鳳山・張素萍, 2008. 中国海産双殻類図誌, 科学出版社, 北京, 8+336 pp. 
Huber, M., 2015. Compendium of bivalves 2. A Full-color Guide to the Remaining Seven Families. 
ConchBooks, Hackenheim, 907 pp. 

久保弘文・黒住耐二, 1995. 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263 pp. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

和    名 ： ハスメザクラ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ザルガイ目 ニッコウガイ上科 ニッコウガイ

科 
学    名 ： Jactellina transcalpta (Sowerby III, 1915) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 最大殻長約 23 mm、楕円形の二枚貝類で殻表はやや光沢があり、全面に細かい成長脈と、後端から

腹縁にかけて斜めの線条を多数刻む。殻色は淡い橙黄色～赤桃色で、死殻は時間と共に色褪せる。
後端は右殻方向へやや歪む。 

近似種との区別 ： 類似種ミクニシボリザクラはやや横長で、殻頂から放射状に紅彩を飾る個体が多いが、ハスメザク
ラにはこうした色帯は無い。 

分 布 の 概 要 ： 紀伊半島以西の西日本太平洋岸、奄美大島、沖縄島、先島諸島、中国南部、インド・太平洋。 
生 態 的 特 徴 ： 水管で海底面の有機物 (デトライタス) を吸い取って摂食すると考えられる。 
生息地の条件  ： 内湾～やや外洋の潮通しのよいアマモ場の細砂底に生息する。垂直分布は潮間帯～水深5 m付近ま

で広がるが、アマモ類のある場所に限られる。 
個体数の動向  ： 沖縄市泡瀬では2000年頃まで多産したが、埋立地周辺のアマモ場では個体数が激減した。また沖縄

島南部では埋立てによりアマモ場が消失し、生息面積が大きく減少した。宮古島与那覇湾沖や石垣
島川平湾、西表島等のアマモ場でも減少傾向にある。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： ニッコウガイ類は熱帯浅海域に多数の種が適応放散し、進化生物学的に意義深い研究対象となる他、

一次消費者として生態系の中で果たす役割も大きい。 
生存に対する脅威 ： 埋立て、陸域からの土壌微粒子の過剰流入や、過剰な栄養負荷による底質悪化や泥質化。 
原  記  載 ： Sowerby, G.B. III. 1915. Descriptions of new species of Mollusca from various localities. Annals and 

Magazine of Natural History, Ser. 8, 16: 164–170, pl. 10. (p. 169, pl. 10, fig. 11, as Macoma transcalpta. 
Type loc.: “Oshima, Japan”) 

参 考 文 献 ： 波部忠重, 1961. 続原色日本貝類図鑑. 保育社, 大阪, 4+ix+3+182pp., 46 app., 66 pls. 
久保弘文, 2012. ハスメザクラ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 
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日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 121. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： トガリユウシオガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ザルガイ目 ニッコウガイ上科 ニッコウガイ

科 
学    名 ： Jitlada culter (Hanley, 1844) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
形    態 ： 殻長 10 mm程度の亜三角形の二枚貝類。殻色は橙黄色で、薄い半透明の殻皮を纏う。後端はやや突

出し、右殻側に僅かに傾く。前縁は丸くなり、殻頂はほぼ中央に位置する。 
近似種との区別 ： 同系色で、同所的に見られることがあるリュウキュウザクラは、殻がより縦長で、丸みを帯びるこ

とから区別される。 
分 布 の 概 要 ： 西日本太平洋岸・東シナ海沿岸の内湾域、奄美大島、沖縄島、先島諸島、台湾、海南島。 
生 態 的 特 徴 ： 右殻を上にして、斜めに潜っており、海底表面に長く伸ばした水管でデトライタスを吸引摂食する。

河口の最奥部に生息することから、珪藻以外にも植物遺骸等も栄養源としている可能性がある。 
生息地の条件  ： 潮間帯中部の内湾、河口域の潮間帯中部の軟泥底に生息する。 
個体数の動向  ： 沖縄島中南部を中心に、内湾奥部の干潟が埋立てにより大きく消失しており、個体数の減少は否め

ない。 
現在の生息状況 ： 沖縄島中南部の干潟では依然減少傾向にある。西表島浦内川等の軟泥底では、短時間調査でも確認

されているので個体数は少なくないと思われる。近年、日本本土まで広く分布することが判ってき
た。 

学術的意義・評価 ： ニッコウガイ類は熱帯浅海域に多数の種が適応放散し、進化生物学的に意義深い研究対象となる他、
一次消費者として生態系の中で果たす役割も大きい。 

生存に対する脅威 ： 河川改修、陸土の大量流入による底質環境悪化。 
特 記 事 項 ： 最近の研究で、属の所属が従来のMoerellaから新たな属 Jitlada へ変更された。 
原  記  載 ： Hanley, S., 1844. New Tellinae. Proceedings of Zoological Society of London, for 1844: 68–72. (pp. 69–70, 

as Tellina culter. Type loc.: “Cagayan, province of Misamis, Mindanao; twenty-five fathoms, sandy mud”) 
参 考 文 献 ： Huber, M., 2015. Compendium of Bivalves 2. A Full-color Guide to the Remaining Seven Families. 

ConchBooks, Hackenheim, 907 pp. 
木村昭一・山下博由, 2012. トガリユウシオガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッ
ドデータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 124. 

名和 純, 2001. 琉球列島における内湾干潟の貝類相. WWF Japan Science Report, 4: 1–44. 
名和 純, 2005. トガリユウシオガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－
レッドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 
那覇, 339–340. 

名和 純, 2009. 琉球列島の干潟貝類相 (2) 沖縄および宮古・八重山諸島. 西宮市貝類館研究報告, 
(6): 1–81, pls 1–2. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： リュウキュウザクラ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ザルガイ目 ニッコウガイ上科 ニッコウガイ

科 
学    名 ： Jitlada philippinarum (Hanley, 1844) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
形    態 ： 本科では中型で、殻長2～2.5 cmのやや丸みを帯びた亜三角形。殻はやや膨らみ、老成貝ではやや

厚みを増す。殻色は橙色を帯びた桃色。殻表は平滑で薄い殻皮を纏う。 
近似種との区別 ： 同じく河口域に出現するトガリユウシオガイはやや小さく、後端が尖り、殻色が濃い桃色で、膨ら

みもやや強い。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島 (住用川河口)、南西諸島 (内湾域)、中国南部沿岸、インド・太平洋。 
生 態 的 特 徴 ： 水管で海底面の有機物 (デトライタス) を吸い取って摂食すると考えられる。 
生息地の条件  ： やや泥分の少ないマングローブ林周辺及び河口域の低潮線の細砂泥底～細砂底に生息する。 
個体数の動向  ： 1965年に佐敷町馬天での記録があるが、現在、沖縄島南部では確認が困難な状況である。かつては

沖縄全域に生息していた可能性があるが、現在の主な産地は、沖縄島では北部に限られ、生息範囲
が狭い。石垣・西表両島ではマングローブに隣接する河口域には多産地もある。 

現在の生息状況 ： 陸土の大量流入等河口域攪乱の著しい沖縄島北部では生息数が減少している。特に2000年頃まで多
産した名護市東海岸の河口域でも泥質化が進行し、個体数が減少傾向にある。西表島では依然多産
する。 

学術的意義・評価 ： ニッコウガイ類は熱帯浅海域に多数の種が適応放散し、進化生物学的に意義深い。一次消費者とし
て生態系の中で果たす役割も大きい。 

生存に対する脅威 ： 陸域からの土壌微粒子の過剰流入や、過剰な栄養負荷による底質悪化。 
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特 記 事 項 ： 日本の多くの文献が本種の学名種小名を philippinensis としてきたが、正しくは philippinarum であ
る。 

原  記  載 ： Hanley, S., 1844. New Tellinae. Proceedings of Zoological Society of London, for 1844: 68–72. (p. 69, as 
Tellina Philippinarum. Type loc.: “St. Nicholas, isle of Zebu, and Jimmamailan, isle of Negros”) 

参 考 文 献 ： Huber, M., 2015. Compendium of Bivalves 2. A Full-color Guide to the Remaining Seven Families. 
ConchBooks, Hackenheim, 907 pp. 

久保弘文, 2012. リュウキュウザクラ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブ
ック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 125. 

久保弘文・西垣孝治・小澤宏之, 2017. 沖縄県レッドデータブック ーレッドデータおきなわー 第2
回改訂に伴う稀少貝類棲息実態調査報告ー2. 西表島. Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

坂田宏志, 1999. 日本産貝類 —菊池コレクション— 目録. 兵庫県立人と自然の博物館収蔵資料目録、
(3): i–viii, 1–63, index 1–37. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

和    名 ： ミクニシボリザクラ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ザルガイ目 ニッコウガイ上科 ニッコウガイ

科 
学    名 ： Loxoglypta compta (Gould, 1850) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
形    態 ： 殻長 20 mm程度のピンクや黄色みを帯びた薄質・長卵形の小型二枚貝類。殻頂から放射状の色彩を

飾り、後端背縁はやや尖る。殻表は多数の斜めの線条で刻まれる。 
近似種との区別 ： 類似種ハスメザクラはやや殻高が高く、放射状紅彩を欠く。 
分 布 の 概 要 ： 紀伊半島・宇和海以南、奄美大島、沖縄島、先島諸島、インド・太平洋。 
生 態 的 特 徴 ： 水管で海底面の有機物 (デトライタス) を吸い取って摂食すると考えられる。 
生息地の条件  ： 内湾～やや外洋の潮通しのよいアマモ場やその周辺の細砂底に生息する。垂直的には潮間帯下部か

ら水深10 m付近まで。 
個体数の動向  ： 奄美大島・沖縄島周辺では埋立て、底質の悪化等で生息地が減少した。宮古諸島伊良部島渡久地の

浜沖や八重山諸島小浜島細崎等、健全なアマモ場や細砂底が残存している場所では少なくない。 
現在の生息状況 ： 2005 年頃まで石垣島川平湾では多産したが、2010 年以降のモニタリングでは著しく減少し、2015

年には生貝を未確認。2015年名護湾でのハンドドレッジ調査でも未確認であった。 
学術的意義・評価 ： ニッコウガイ類は熱帯浅海域に多数の種が適応放散し、進化生物学的に意義深い。一次消費者とし

て生態系の中で果たす役割も大きい。 
生存に対する脅威 ： 陸域からの土壌微粒子の過剰流入や、過剰な栄養負荷による底質悪化。 
特 記 事 項 ： 小型のニッコウガイ類は種類が非常に多く、それらを逐一指定することは現実的に困難であるが、

総じて生息場所や個体数が減少しており、何らかの包括的な評価も必要と考える。 
原  記  載 ： Gould, A.A., 1850. Shells from the Exploring Expedition. Proceedings of the Boston Society of Natural 

History, 3: 252–256. (p. 253, as Tellina compta. Type loc. not designated) 
参 考 文 献 ： 石川 裕, 2009. ミクニシボリザクラについて. まいご, (16): 7–9. 

久保弘文, 2012. ミクニシボリザクラ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブ
ック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 121. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文  
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： アマサギガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ザルガイ目 ニッコウガイ上科 ニッコウガイ

科 
学    名 ： Macalia bruguieri (Hanley, 1844) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
  
形    態 ： 殻長約4 cmの卵円形のやや膨らみのある二枚貝類。殻はやや厚質で白色、灰色の薄い殻皮を纏う。 
近似種との区別 ： 同所的に生息するリュウキュウシラトリは殻表が縮緬状で、貝殻がより扁圧されることから区別は

容易である。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島、西表島 (死殻)、中国南部、シンガポール、タイ等に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 長く伸びる水管を後端から伸ばして、海底の微細藻や有機堆積物を吸引し、摂食すると考えられる。 
生息地の条件  ： 内湾奥の中潮線～低潮線直下の礫泥底に生息場所が形成され、主な生息水深は潮間帯下部と考えら

れる。 
個体数の動向  ： 沖縄島中南部の内湾泥礫底は広範囲に埋立てられ、生息場所自体が著しく減少した。また湾内の航

路浚渫の場に、本種の生息場所の多くが重なっている可能性があり、生息場所の攪乱は潮下帯へも
及ぶと考えられる。 

現在の生息状況 ： 2015年3月に西表島で合弁死殻が確認されたが、これまでに生貝の報告事例はない。内湾奥の泥礫
底に生息し、調査が困難なこともあり、確認事例は多くないが、実際は沖縄島の潮下帯の泥礫底に
は広範囲に生息している可能性がある。 
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学術的意義・評価 ： 先島諸島における調査では依然、生貝確認事例は皆無であり、沖縄島個体群は隔離された個体群の
可能性が高く、生物地理学的な重要性は高い。 

生存に対する脅威 ： 埋立て、湾内の航路浚渫による生息場所の攪乱。 
原  記  載 ： Hanley, S., 1844. On new species of the genus Tellina, chiefly collected by Hugh Cuming, Esq. in the 

Philippine Islands and central America. Proceedings of the Zoological Society of London, for 1844: 
140–144, 146–149. (p. 142, as Tellina Bruguieri. Type loc.: “Ilo-Ilo, isle of Panhay; hard sand”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2012. アマサギガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 
日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 122. 

名和 純, 2001. 琉球列島における内湾干潟の貝類相. WWF Japan Science Report, 4: 1–44. 
名和 純, 2005. アマサギガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッド
データおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
391–392. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： ダイミョウガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ザルガイ目 ニッコウガイ上科 ニッコウガイ

科 
学    名 ： Pharaonella perna (Spengler, 1798) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
形    態 ： ニッコウガイと並んで、ニッコウガイ科の南西諸島における代表的な大型種である。最大殻長8 cm

に達する。横長のやや膨らんだ木の葉形で、幼貝期は薄質半透明であるが、老成すると不透明でや
や厚くなる。後端は突出して、右殻側に傾く。殻色は桃色～淡黄色。 

近似種との区別 ： トンガリベニガイと似るが、本種はより膨らみ、寸胴で、後端の突出が鈍い。 
分 布 の 概 要 ： 駿河湾以西の西日本、奄美大島、沖縄島、先島諸島、中国南部、インド・太平洋。 
生 態 的 特 徴 ： 貝殻の右殻を上にして、横向きに潜掘し、長く伸びる水管を後端から伸ばして、海底の微細藻や有

機堆積物を吸引し、摂食する。 
生息地の条件  ： 内湾～やや外洋の潮通しのよいアマモ場とその周辺の細砂底～砂底に生息する。潮間帯～水深10 m

付近まで生息し、比較的垂直分布の幅が広い。 
個体数の動向  ： 1990 年代以前には沖縄島中南部でも普通に見られたが、多くの生息場所が埋立てにより消失した。

先島諸島や沖縄島北部では現在も少なからず生息している。 
現在の生息状況 ： 2013年の羽地内海、2014年泡瀬での調査では低潮線付近の細砂泥底に生貝が少なからず確認された。

2015年の石垣島川平湾調査では湾奥部での生息を確認した。 
学術的意義・評価 ： かつての沖縄県沿岸における大型二枚貝類の優占種の一つであり、物質循環や食物連鎖上重要な役

割を果たしていたと考えられ、生態学的意義は大きい。 
生存に対する脅威 ： 埋立てによる干潟の消失、陸域からの過剰栄養負荷によって繁茂したアナアオサの海底被覆や、土

壌微粒子による底質悪化。 
原  記  載 ： Spengler, L., 1798. Over det toskallede Slaegt Tellinerne. Skrifter af Naturhistorie-Selskabet. 4(2): 67–121, pl. 

12. (pp. 79–80, no. 8, as Tellina perna. Type loc.: “Fra Ostindien”) 
参 考 文 献 ： 久保弘文, 2012. ダイミョウガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブッ

ク”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 127. 
熊本県希少野生動植物検討委員会, 2014. 熊本県の保護上重要な野生動植物—レッドリストくまも
と2014—．熊本県環境生活部環境局自然保護課, 熊本, 135 pp． 

名和 純, 2005. ダイミョウガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッ
ドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那
覇, 390–391. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： トンガリベニガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ザルガイ目 ニッコウガイ上科 ニッコウガイ

科 
学    名 ： Pharaonella rostrata (Linnaeus, 1758) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
  
形    態 ： 最大殻長約5 cm程度で、細く横長の平たい木の葉状で、幼貝期は非常に薄質であるが、老成すると

不透明でやや厚くなる。後端は突出して、右殻側に傾く。殻色は紅・桃色～淡黄色等のバリエーシ
ョンが多いが、放射彩は無い。 

近似種との区別 ： ダイミョウガイと似るが、本種はより平たく横長で、後端の突出がより鋭角となる。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄諸島、先島諸島、中国南部沿岸、オーストラリア、インド・太平洋。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 近似種ダイミョウガイと比べると垂直分布域が広いが、均質な細砂底を好み、底

質環境は限定的である。 
生 態 的 特 徴 ： 貝殻の右殻を上にして、横向きに潜っており、長く伸びる水管を後端から伸ばして、海底の微細藻

や有機堆積物を吸引し、摂食する。 
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生息地の条件  ： 内湾の低潮線～水深15 mの細砂～細砂泥底に生息する。 
個体数の動向  ： 1980年代後半～1990年代前半までは、金武湾奥や中城湾奥における0.5 m間口の小型ドレッジを用

いての極めて狭い範囲の調査でも、生貝が複数回入網した。しかし、近年、泥質化や航路浚渫等で
上部浅海域の環境が悪化して、個体数・個体群数の減少が著しい。中城湾、糸満市沿岸等では埋立
てにより、一部の生息場所が消失した。 

現在の生息状況 ： 2014年の名護湾での潜水調査では著しく生息環境が悪化しており、全く確認できなかった。大浦湾
では 2013 年に健全な個体群が確認されたが、2014 年 7月以降、入域禁止区域となっていて、現状
は不明。 

学術的意義・評価 ： ニッコウガイ類は熱帯浅海域に多数の種が適応放散し、進化生物学的に意義深い研究対象となる他、
一次消費者として生態系の中で果たす役割も大きい。 

生存に対する脅威 ： 埋立てや海岸改変による干潟の消失、陸域からの土壌微粒子の過剰流入による底質悪化や泥質化。 
原  記  載 ： Linnaeus, C. von, 1758. Systema naturae per regne tria naturae, secundum clasees, ordines, genera, species, 

cumcharacteribus, differentiis, synonymis, locis. Editio decima reformata. Tome 1, Animalia. Impensis 
Direct. Laurentii Salvii, Holmiae, 823 pp. (p. 675, no. 43, as Tellina rostrata. Type loc.: “in O. Europaeo & 
Indico”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2012. トンガリベニガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブッ
ク”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 127. 

久保弘文, 2014. トンガリベニガイ. “レッドデータブック2014, －日本の絶滅のおそれのある野
生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 
398. 

名和 純, 2005. トンガリベニガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レ
ッドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 
那覇, 389–390. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

和    名 ： チガイザクラ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ザルガイ目 ニッコウガイ上科 ニッコウガイ

科 
学    名 ： Scissulina dispar (Conrad, 1837) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 殻長 25 mm程度のピンクや黄色味を帯びた薄質、長卵形の小型二枚貝類。新鮮な個体の多くは殻頂

からハの字形の放射状色帯を有する。殻は平坦で膨らみは弱く、後端背縁はやや角張る。殻表の彫
刻が左右で異なり、右殻は多数の線条が斜めに刻まれるが、左殻は平滑で、和名はその相違を表現
している。 

近似種との区別 ： 類似種ミクニシボリザクラはやや横長で、両殻ともに彫刻を有する。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島以南、沖縄島、先島諸島、東アフリカ、インド・太平洋。 
生 態 的 特 徴 ： 水管で海底面の有機物 (デトライタス) を吸い取り、摂食する。 
生息地の条件  ： サンゴ礁性の清浄な細砂底。 
個体数の動向  ： 石垣島川平湾奥では 2000 年頃までは少なからず生息していたが、2011 年以降、個体数が大きく減

少した。宮古島南部、石垣島南部では埋立てにより、生息面積が大きく減少した。 
現在の生息状況 ： 2015年、伊良部島渡久地浜沖水深約5 m、西表島と鳩間島間水深約10～15 mの非常に清浄な細砂底

で比較的多産することが確認されたが、沖縄島、石垣島周辺ではそうした海域自体がほぼ消失しつ
つある。 

学術的意義・評価 ： ニッコウガイ類は熱帯浅海域に多数の種が適応放散し、進化生物学的に意義深い研究対象となる他、
一次消費者として生態系の中で果たす役割も大きい。 

生存に対する脅威 ： 埋立てや海岸改変による干潟の消失、陸域からの土壌微粒子の過剰流入。 
原  記  載 ： Conrad, T.A., 1837. Descriptions of new marine shells, from Upper California, collected by Thomas Nuttall, 

Esq. Journal of the Academy of Natural Sciences of Philadelphia, Ser. 1, 7: 227–268, pls 17–20. (p. 259, no. 
4, as Tellina dispar. Type loc.: “the Sandwich Islands”) 

参 考 文 献 ： Huber, M., 2015. Compendium of Bivalves 2. A Full-color Guide to the Remaining Seven Families. 
ConchBooks, Hackenheim, 907 pp. 

久保弘文, 2014. チガイザクラ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物
－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 396. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ネコジタザラ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ザルガイ目 ニッコウガイ上科 ニッコウガイ

科 
学    名 ： Scutarcopagia linguafelis (Linnaeus, 1758) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 最大殻長約6 cm、丸みを帯びた木の葉形で良く膨らむ。殻表全面に多数の微細な鱗片を飾り、和名
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は猫の舌のようにザラザラした形状を表している。殻色は白色で、多くの個体は殻頂部から放射状
の紅彩で彩られるが、純白の変異型も稀に出現する。後端は右殻側に僅かに歪む。 

近似種との区別 ： サメザラガイは満月状で丸く、より大成し、鱗片が大きく粗いので区別は容易である。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島、先島諸島、中国南部、南太平洋～マダガスカル。 
生 態 的 特 徴 ： 水管で海底面の有機物 (デトライタス) を吸い取り、摂食すると考えられる。 
生息地の条件  ： 羽地内海や川平湾、大浦湾等の湾内ガレ場や、急深なサンゴ礁水路部の礫泥～礫砂底の水深1～10 m

付近に生息する。 
個体数の動向  ： 本種は1990年代まで、羽地内海、糸満市、沖縄市泡瀬や名護湾、大浦湾、川平湾等で少なからず確

認されてきたが、2000年以降では大浦湾、川平湾を除いて、確認個体数が大きく減少している。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： ニッコウガイ類は熱帯浅海域に多数の種が適応放散し、進化生物学的に意義深い研究対象となる他、

一次消費者として生態系の中で果たす役割も大きい。 
生存に対する脅威 ： 埋立て、陸域からの土壌微粒子の過剰流入や、過剰な栄養負荷による底質悪化。 
原  記  載 ： Linnaeus, C. von, 1758. Systema naturae per regne tria naturae, secundum clasees, ordines, genera, species, 

cumcharacteribus, differentiis, synonymis, locis. Editio decima reformata. Tome 1, Animalia. Impensis 
Direct. Laurentii Salvii, Holmiae, 823 pp. (p. 674, no. 34, as Tellina linguafelis. Type loc.: “in O. Asiatico”)  

参 考 文 献 ： Huber, M., 2015. Compendium of Bivalves 2. A Full-color Guide to the Remaining Seven Families. 
ConchBooks, Hackenheim, 907 pp. 

名和 純, 2005. ネコジタザラ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッド
データおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
456. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ヒラザクラ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ザルガイ目 ニッコウガイ上科 ニッコウガイ

科 
学    名 ： Tellinides ovalis Sowerby I, 1825 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
形    態 ： 殻長約30 mm程度の平坦で薄い殻を持つ小判形の二枚貝類。殻色は桃色を帯びた淡橙色で、放射状色

帯を伴う。 
近似種との区別 ： ヘラサギガイは同様に横長卵形の形状を有するが、白色で、模様を欠く。 
分 布 の 概 要 ： 房総半島以南の太平洋岸、能登半島以西の日本海、南西諸島、中国南部、インド・太平洋、紅海。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 本土産と南西諸島産との間では殻色や生息生態等が若干異なり、特に南西諸島の

個体はオレンジ色が強く、ヒカンザクラと呼ばれるが、種内変異と考えられる。 
生 態 的 特 徴 ： 長く伸びる水管を後端から伸ばして、海底の有機物を摂食する。 
生息地の条件  ： 内湾～やや外洋の潮通しのよいアマモ場とその周辺の潮間帯～水深35 m付近の細砂底に生息する。 
個体数の動向  ： 沖縄島周辺では埋立てによる砂浜の消失、陸土流入等による底質の悪化で、潮間帯を中心に生息地

が激減した。上部浅海帯においても泥質化や航路浚渫等で生息環境が悪化しており、中城湾、糸満
市沿岸等では海浜改変により、一部の生息場所が消失した。 

現在の生息状況 ： 2014年の名護湾での潜水調査では著しく生息環境が悪化し、未確認。大浦湾では健全な個体群があ
る。羽地内海では2013年、ダイミョウガイと共に生貝が確認されている。 

学術的意義・評価 ： ニッコウガイ類は熱帯浅海域に多数の種が適応放散し、進化生物学的に意義深い研究対象となる。 
生存に対する脅威 ： 埋立てや海岸改変による干潟の消失、陸域からの土壌微粒子の過剰流入による底質悪化や泥質化。 
原  記  載 ： Sowerby, G.B. I., 1825. A Catalogue of the Shells Contained in the Collection of the late Earl of Tankerville, 

Arranged According to the Lamarckian Conchological System; Together with an Appendix, Containing 
Descriptions of Many New Species. E.J. Stirling, London, vii+92+xxxiv pp., 8 pls. (p. iii (in Appendix), no. 
198, as Tellinides ovalis. Type loc. not designated)  

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2012. ヒラザクラ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 
日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 130. 

名和 純, 2005. ヒラザクラ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッドデ
ータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
392–393. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ヘラサギガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ザルガイ目 ニッコウガイ上科 ニッコウガイ

科 
学    名 ： Tellinides timorensis Lamarck, 1818 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
  
形    態 ： 最大殻長約50 mmの横長卵形の扁平な二枚貝類で、薄い殻皮を被り、淡白色で、繊細な成長輪脈を

刻む他はほぼ平滑で、光沢がある。靱帯は外在し、黒褐色で大きい。後端は緩やかに傾斜し、やや
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括れる。 
近似種との区別 ： ヒラザクラは同じく長卵形であるが、色彩が橙色から桃色で、放射彩を持つことで区別される。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島、西表島およびフィリピン、東南アジア。 
生 態 的 特 徴 ： 長く伸びる水管を後端から伸ばして、海底の有機堆積物を吸引し、摂食する。生息場所がマングロ

ーブ河口直下や澪筋に形成されることが多いため、陸地起源の植物遺骸等も栄養源としている可能
性がある。 

生息地の条件  ： マングローブ林や河口域に隣接する澪筋等の細砂底～泥砂底に生息する。垂直分布の中心が中潮線
付近にあり、ニッコウガイ科の中で最も陸域に近い生息域をもつ種の一つである。 

個体数の動向  ： 生息場所が陸域に近く、底質上のデトライタスを吸い取って摂食するため、無機質の赤土微粒子の
大量堆積で、生存に対する悪影響を大きく被りやすい。沖縄島では 1990 年代前半まで豊産した場
所もあったが、現在は中城湾等中南部を中心に大きく減少した。 

現在の生息状況 ： 2010～2011年の調査では、沖縄島羽地内海や西表島等、大規模な干潟奥部には局在的であるが多産
地が確認された。 

学術的意義・評価 ： 石垣島における調査では、本種の確認事例は皆無である。よって、沖縄島及び西表島個体群は、遺
存的な個体群である可能性が高く、生物地理学的重要性が高い。 

生存に対する脅威 ： 埋立て、湾内の航路浚渫による生息場所の攪乱。 
原  記  載 ： Lamarck, J.B.P.A. de M. de, 1818. Histoire naturelle des animaux sans vertèbres, présentant les caractères généraux 

et particuliers de ces animaux, leur distribution, leurs classes, leurs familles, leurs genres, et la citation des 
principales espèces qui s'y rapportent; précédée d'une introduction offrant la détermination des caractères essentiels 
de l'animal, sa distinction du végétal et des autres corps naturels, enfin, l'exposition des principes fondomentaux de 
la zoologie, Tome 5. Chez Deterville et Verdière, Paris, 612 pp. (p. 536, no. 1, as Tellinides Timorensis. Type 
loc.: “l'Océan des grandes Indes ou austral, près de Timor”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2012. ヘラサギガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 
日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 130. 

久保弘文, 2014. ヘラサギガイ. “レッドデータブック2014, －日本の絶滅のおそれのある野生生
物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 399. 

名和 純, 2001. 琉球列島における内湾干潟の貝類相, WWF Japan Science Report, 4: 1–44. 
名和 純, 2005. ヘラサギガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッド
データおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
392. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ハスメヨシガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ザルガイ目 ニッコウガイ上科 シオサザナミ

科 
学    名 ： Gari squamosa (Lamarck, 1818) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 最大殻長約4 cm、横長の舟形で膨らみは弱い。殻表に弱い斜めの線条を多数刻み、線条は殻頂方向

から後端に向けて、強くなり、放射状に広がって、後端付近では平行に走る。 
近似種との区別 ： 類似種サカライマスオは大型でより厚く、彫刻が明瞭であり、生息水深もやや深い。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島、先島諸島、インド・太平洋。 
生 態 的 特 徴 ： 植物プランクトン等を鰓でろ過して摂食すると考えられるが、詳しい生態は不明。 
生息地の条件  ： 内湾～やや外洋の潮通しのよいアマモ場の細砂～砂礫底に生息する。垂直分布は潮間帯～水5 m付

近まで広がる。 
個体数の動向  ： 沖縄市泡瀬では1998年頃まで、名護湾では2000年前半まで、川平湾や名蔵湾では2005年頃まで少

なからず確認されたが、現在、確認頻度は激減している。2010年以降の調査では、羽地外海 (今帰
仁村古宇利島周辺)、宮古島池間島、小浜島細崎等では少ないながら認められる。分布域が広いが、
清浄なアマモ場周辺の砂礫底に依存しており、減少傾向は明らかである。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 自然度の高い亜熱帯域のアマモ場生態系には多種多様な二枚貝類が共存していて、本種群もその多

様性を支える一員であり、生態学的、進化学的意義は大きい。 
生存に対する脅威 ： 埋立て、陸域からの土壌微粒子の過剰流入や、過剰な栄養負荷による底質悪化や泥質化。 
原  記  載 ： Lamarck, J.B.P.A. de M. de, 1818. Histoire naturelle des animaux sans vertèbres, présentant les caractères généraux 

et particuliers de ces animaux, leur distribution, leurs classes, leurs familles, leurs genres, et la citation des 
principales espèces qui s'y rapportent; précédée d'une introduction offrant la détermination des caractères essentiels 
de l'animal, sa distinction du végétal et des autres corps naturels, enfin, l'exposition des principes fondomentaux de 
la zoologie, Tome 5. Chez Deterville et Verdière, Paris, 612 pp. (p. 514, no. 9, as Psammobia squamosa. Type 
loc.: “…..”) 

参 考 文 献 ： Willan, R.C., 1993. Taxonomic revision of the family Psammobiidae (Bivalvia: Tellinoidea) in the Australian 
and New Zealand region. Records of the Australian Museum, Supplement, 18: 1–132. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ウラジロマスホ 
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分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ザルガイ目 ニッコウガイ上科 シオサザナミ
科 

学    名 ： Gari togata (Deshayes, 1855) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 最大殻長6 cm程度の横長楕円形の二枚貝類。殻はやや厚く、殻頂はやや前寄りに位置し、靱帯は大

きく外在する。殻表は黒褐色の厚い殻皮を纏い、やや光沢がある。内面は白い。 
近似種との区別 ： ミナトマスホは本種と比べ小型で薄く、内面が淡紫色で、白くならない。マスホガイも内面は紫色

で、更に横長で大成する。両種はマングローブ林内よりも、その周辺や河口干潟に生息する。 
分 布 の 概 要 ： 石垣島、西表島、中国南部沿岸 (海南島等)、フィリピン。 
生 態 的 特 徴 ： プランクトンや有機物などを鰓で濾して摂食する。 
生息地の条件  ： マングローブ林内の中潮線付近の細砂～泥砂底に生息する。 
個体数の動向  ： 国内では八重山諸島 (石垣島アンパル、西表島) からのみ記録され、垂直分布幅も潮間帯中部に限

定され狭い。一部のマングローブ林では道路工事等に伴う伐採や遊覧船の往来による波浪浸食があ
り、本種の生息に悪影響が懸念される。 

現在の生息状況 ： 西表島船浦でのモニタリングでは2010年は 0.5個体／分、2015年は0.12／分であった。2015年は
埋在したまま死亡している個体が少なからず見られた。 

学術的意義・評価 ： 国内では石垣・西表両島のマングローブに特有の種で、両島は本種の分布の北限であり、生物地理
学的、生物多様性評価等において重要。 

生存に対する脅威 ： 遊覧船等の過度の往来や人為的改変等によるマングローブ環境の攪乱、陸土微粒子の沈積。なお、
両島水域ともに自然公園法やラムサール条約等で保護されており、生息環境は安定している。 

原  記  載 ： Deshayes, M.G.P., 1855. Descriptions of new shells from the collection of Hugh Cuming, Esq. Proceedings of 
Zoological Society of London, for 1854: 317–371. (p. 318, no. 5, as Psammobia togata. Type loc.: “Philippine 
Islands”) 

参 考 文 献 ： Huber, M., 2010. Compendium of Bivalves. A Full-color Guide to 3,300 of the World’s Marine Bivalves. A 
Status on Bivalvia after 250 Years of Research. ConchBooks, Hackenheim, 901 pp. 

久保弘文, 2012. ウラジロマスオ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブッ
ク”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 134. 

久保弘文・西垣孝治・小澤宏之, 2017. 沖縄県レッドデータブック ーレッドデータおきなわー 第2
回改訂に伴う稀少貝類棲息実態調査報告ー2. 西表島. Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

Willan, R.C., 1993. Taxonomic revision of the family Psammobiidae (Bivalvia: Tellinoidea) in the Australian 
and New Zealand region. Records of the Australian Museum, Supplement 18: 1–132. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： シロナノハナガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ザルガイ目 ニッコウガイ上科 アサジガイ科 
学    名 ： Leptomya trigonalis (Adams & Reeve, 1850) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
形    態 ： 最大殻長約 25 mm。白い亜三角形の貝殻で、殻表には明瞭な細かい成長肋をもち、さらに肋間は細

かく刻まれ、一見絹目状となる。靱帯は内在し、蝶番内側の靱帯受に収まっている。 
近似種との区別 ： ナノハナガイはより殻が薄く、後端が嘴状に突出する。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島全域、先島諸島、中国南岸 (海南島)。 
生 態 的 特 徴 ： サンゴ礁の割れ目などに溜まった礫間に埋在し、殆ど移動しないと考えられる。ろ過食性。 
生息地の条件  ： 潮通しのよい低潮線～水深30 mのサンゴ礫～岩盤の割れ目等の砂泥地に埋在するが、掘り出しが困

難で生体の確認は難しい。 
個体数の動向  ： 垂直分布が広く、外洋域まで分布が広がっている。しかし、礫～岩盤帯の隙間に蓄積した細砂～シ

ルト砂中に生息するため、赤土流入や富栄養化により、底質の悪化・還元化が進行すると、埋在し
たまま死滅する個体も多いと考えられる。 

現在の生息状況 ： 現在、比較的陸域からの影響が少ない恩納村や沖縄周辺離島のサンゴ礁域で少ないながら確認され
る。 

学術的意義・評価 ： 通常、砂や泥等の軟質底に多い種だが、沖縄のサンゴ礁域では複雑なサンゴの隙間やクレビス等の
物理構造にモチヅキザラやコバコガイ、ウチトミガイ等多数の種が適応放散している。本種はその
一員であり、進化生態学的に重要である。 

生存に対する脅威 ： 埋立て、シルト・泥分の大量流入・蓄積による岩礫間隙の閉塞。 
原  記  載 ： Adams, A. & Reeve, L.A., 1850. Mollusca. “The Zoology of the Voyage of H.M.S. Samarang; under the 

Command of Captain Sir Edward Belcher, C.B., F.R.A.S., F.G.S., during the Years 1843–1846”, Adams, A. 
(ed.), Reeve & Benham, London, i–x, 1–87, pls 1–24. (p. 83, no. 2, pl. 24, fig. 8, as Thracia trigonalis. Type 
loc.: “Sooloo Archipelago”)  

参 考 文 献 ： Huber, M., 2010. Compendium of Bivalves. A Full-color Guide to 3,300 of the World’s Marine Bivalves. A 
Status on Bivalvia after 250 Years of Research. ConchBooks, Hackenheim, 901 pp. 

久保弘文, 2012. シロナノハナガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブッ
ク”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 137. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
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……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ザンノナミダ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ザルガイ目 ニッコウガイ上科 アサジガイ科 
学    名 ： Semelangulus lacrimadugongi Kato & Ohsuga, 2007 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT)  
  
形    態 ： 最大殻長9 mm程度。腹縁が丸みを帯びる亜三角形の非常に扁平な殻を持つ。後端は右殻側に僅かに

傾き、やや突出する。 
近似種との区別 ： 極端に扁平な形態はアサジガイ科の他種に例を見ない。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島、久米島、宮古島、多良間島、石垣島、西表島、小浜島。 
生 態 的 特 徴 ： 海底に浅く潜掘し、ろ過食性と考えられる。 
生息地の条件  ： 潮通しのよいウミヒルモ帯等のアマモ場の潮間帯～水深10 mに浅く埋在する。 
個体数の動向  ： ウミヒルモ帯等浅海アマモ場は中城湾泡瀬地区をはじめ大規模な埋立てにより、生息面積自体が狭

められており、生息数も減少していると考えられる。しかし、糸満市西崎や潮崎など埋立地の外側
に二次的に形成された干潟でも生息が認められるため、周辺海域からの幼生加入があれば、新規生
息環境へ棲み込める可能性がある。 

現在の生息状況 ： 川平湾で毎年実施しているモニタリングでは 2013 年以降、確認されていない。2009 年久米島での
ドレッジ調査や2015年恩納村での潜水調査では水深10～20 m付近の砂底からも確認され、垂直分
布の幅が広く、レッドデータ対象外とすべきか検討の必要もあるが、今回は予防原則的に準絶滅危
惧 (NT) に留めた。 

学術的意義・評価 ： 著しく扁平な貝殻は二枚貝類中でも、際立って特殊化した形態と考えられる。 
生存に対する脅威 ： 埋立て、アマモ場の人為的攪乱、陸土の大量流入。 
原  記  載 ： Kato, M. & Ohsuga, K., 2007. A new tellinoidean bivalve in seagrass beds in the Ryukyu Archipelago. Venus, 

65(4): 291–297. (pp. 293–297, figs 2–4, as Semelangulus lacrimadugongi. Type loc.: “Awase tidal flat, 
Okinawa-shi, Okinawa Island, Japan, 26˚18'48" N, 127˚50’50" E”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2012. ザンノナミダ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 
日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 136. 

久保弘文, 2014. 恩納村の貝類. “恩納村誌 第1巻 自然編”, 恩納村誌編さん委員会 (編), 恩納
村役場, 恩納, 245–340. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ミナミキヌタアゲマキ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ザルガイ目 ニッコウガイ上科 キヌタアゲマ

キ科 
学    名 ： Solecurtus philippinarum (Dunker, 1862) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
形    態 ： 殻長約 4cm。本科としてはやや小さく、横長長方形。殻質は薄く、灰褐色の殻皮を薄く纏う。靱帯

は外在して大きい。殻表に斜めの波状彫刻を弱く刻み、殻色は淡い桃紫色の地に殻頂から2本の白
色の放射帯を飾る。 

近似種との区別 ： 他のキヌタアゲマキ類はより厚く、大成する。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島 (名護湾、大浦湾)、先島諸島、インド・太平洋。 
生 態 的 特 徴 ： 発達した斧足で活発に泥砂中を潜る。ろ過食性種。 
生息地の条件  ： 内湾の潮通しのよいアマモ場に隣接する泥砂底～細砂底。低潮線～水深10 m付近。 
個体数の動向  ： 海底の水管孔を確認した上で掘り出し採集を試みても、埋在深度が深い上、潜砂能力に長けており、

見失う場合が多い。産出記録は少なく、沖縄島は北限分布域であり、かつ産地が多様性の高い自然
度の高い内湾域に限定的で、個体数密度も低い。名護湾では底質悪化が著しく、2005年以降、全く
確認されていない。大浦湾では河口水路の延長線上の深みに生息場所が知られている。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 分布北限にあたり、生物地理学的意義が大きい。潜砂能力に富んだ形態へ特殊化し、水管自切も行

えるなど、動物行動学的にも特筆すべき種である。 
生存に対する脅威 ： 陸土の大量流入、富栄養による底質悪化、大規模な内湾環境改変。 
特 記 事 項 ： 日本の文献では従来、本種の学名種小名を「philippinensis」としてきたが、正しくは philippinarum

である。記載年も1861でなく1862が正しい。 
原  記  載 ： Dunker, G., 1862. Solenacea nova collectionis Cumingianae descripta. Proceedings of the Zoological Society 

of London, for 1861: 418–427. (p. 424, no. 26, as Macha philippinarum. Type loc.: “Ad Philippinarum 
insulas”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2012. ミナミキヌタアゲマキ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブ
ック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 138. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文・福田 宏 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
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和    名 ： カモジガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 バカガイ上科 バカガイ科 
学    名 ： Lutraria arcuata Reeve, 1854 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
形    態 ： 最大殻長約13 cmに達し、細長い舟形で、厚質。貝殻両端は大きく開口する。灰褐色の殻皮を纏う

が殻頂周辺は剥離しやすい。 
近似種との区別 ： ヒラカモジガイはより小型で薄く、形もカモジガイより緩やかな弓なりに反り上がっている。 
分 布 の 概 要 ： 房総半島以南の太平洋岸、能登半島以西の日本海、南西諸島、中国南部、インド・太平洋。 
生 態 的 特 徴 ： 上げ潮時には水管を大きく開いて、プランクトンなどを鰓で濾して摂食する。 
生息地の条件  ： 内湾～やや外洋の潮通しのよいアマモ場とその周辺の細砂礫底～礫砂底に生息する。潮間帯～水深

10 m付近まで生息し、サンゴ塊や礫間の隙間に填まるように生息することが多い。 
個体数の動向  ： 沖縄島羽地内海では1990年代には多産したが、2005年以降、殆ど確認できない。石垣島では2005

年頃までは浦底湾や底地湾等で亜潮間帯個体群がしばしば確認され、生息深度が比較的深いので、
生息環境は安定していた。川平湾では 2007 年湾奥部に個体群を確認したが、2010 年以降のモニタ
リングでは全く確認されていない。 

現在の生息状況 ： 2012～2014年羽地内海での調査でも生貝が全く記録されず、復活の兆しはなく、沖縄島の個体群は
危機的状況にある。 

学術的意義・評価 ： 著しく大型化し、生息水深が浅いことなどを考慮すると、日本本土のカモジガイや南オーストラリ
アに分布するミナミカモジガイL. rhynchaena Jonas, 1844との類縁関係を再度、検討する必要がある。 

生存に対する脅威 ： 羽地内海の潮間帯では富栄養化によるアナアオサの大発生に伴う底質被覆や還元化で、酸欠状態と
なり、しばしば二枚貝類の大量斃死が確認されてきた。こうした現象の繰り返しが、現在の壊滅的
な個体群消滅をもたらした可能性がある。 

特 記 事 項 ： 日本本土の個体群と比べ、生息水深が浅く、別種あるいは地方型の検討も含め、集団遺伝学的な分
子系統解析が必要である。本種をミナミカモジガイの異名とする見解もある。 

原  記  載 ： Reeve, L.A., 1854. Monograph of the genus Lutraria. Conchologia Iconica, or, Illustrations of the Shells of 
Molluscous Animals, 8: pls 1–5. (sp. 6, pl. 2, fig. 6, as Lutraria arcuata. Type loc.: “Philippine Islands”) 

参 考 文 献 ： Huber, M., 2015. Lutraria arcuata Reeve, 1854. MolluscaBase, accessed through World Register of Marine 
Species. http://www.marinespecies.org/aphia.php?p=taxdetails&id=540474 (2017年1月4日閲覧) 

久保弘文, 2012. カモジガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 
日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 140. 

名和 純, 2005. カモジガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッドデ
ータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
388. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ユウヤケバカガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 バカガイ上科 バカガイ科 
学    名 ： Mactra cf. artensis Montrouzier in Fischer, 1859 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
  
図 の 解 説 ： p. 52. 標本：名護湾. 生体：石垣島. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 殻は本科中、小型で、やや横長の亜三角形、殻表は薄い淡褐色の殻皮に覆われ、きわめて弱い成長

輪脈が刻まれる。殻色は淡い橙色を帯びた灰白色地に、淡橙褐色の細い放射状彩色をもち、殻頂部
と背面には紫褐色彩を有する。最大殻長約30 mm。 

近似種との区別 ： 近似種ベニハマグリは殻がより薄く、鮮橙赤色に白点を散在させる。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島 (金武湾、名護湾および那覇沖)、石垣島、西表島。 
生 態 的 特 徴 ： 埋在ろ過食性であるが、その他、繁殖等の詳しい生態は不明。 
生息地の条件  ： 潮通しのよい内湾～リーフ水路の水深20 m付近までの清浄で均質な砂底に生息。 
個体数の動向  ： 本種は、かつて沖縄島周辺に広く存在した清浄な細砂底を生息場所としていた。しかし、現在、人

為的影響による底質悪化で、生息場所が大幅に減少した。名護湾では 1995～2000 年頃まで確認し
ていたが、その後、姿を消した。ドレッジ調査により2010年に石垣島では水深20 m付近で採取さ
れている。2015年の宮古島でのドレッジ調査では未確認。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： バカガイ類は地理的分化が著しいグループで、分類学的、進化学的に重要である。 
生存に対する脅威 ： 陸土の大量流入や、富栄養による底質悪化。 
特 記 事 項 ： Mactra artensis は南太平洋 (オーストラリアからニューカレドニア) から知られる種で、沖縄県に

産するものとは分布域が離れ、かつ分断されており、別種の可能性もある。 
原  記  載 ： Fischer, P., 1859. Notes pour server à la Faune malacologique de l’Archipel Calédonien. Journal de 

Conchyliologie, 7: 329–342. (pp. 334–335, as Mactra Artensis Montrouzier. Type loc.: “L’île Art”) 
参 考 文 献 ： Huber, M., 2010. Compendium of Bivalves. A Full-color Guide to 3,300 of the World’s Marine Bivalves. A 

Status on Bivalvia after 250 Years of Research. ConchBooks, Hackenheim, 901 pp. 
黒田徳米, 1960. 沖縄群島産貝類目録 (頭足類を除く). 琉球大学教務部普及課, 那覇, iv+104 pp. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
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……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ユキガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 バカガイ上科 バカガイ科 
学    名 ： Meropesta nicobarica (Gmelin, 1791) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 殻長 4～5 cm。殻は白色で、褐色の薄い殻皮を持つ。殻の後端部は開口する。殻表には放射細肋が

発達する。 
分 布 の 概 要 ： 房総半島以南、沖縄島、石垣島、西表島、インド・太平洋。 
生 態 的 特 徴 ： 藻場干潟の粗砂底で10～20 cmの場所に埋在する。ウミジグサ類やウミヒルモなどの小型海草類が

優占する海草藻場で密度が高く、同所的にダイミョウガイなどニッコウガイ科二枚貝類が見られる。 
生息地の条件  ： 小型の海草類が優占する海草藻場の潮間帯下部。 
個体数の動向  ： 沖縄島羽地内海では、1～2個体/m2未満 (2015年調査) であり、減少傾向にある。 
現在の生息状況 ： 沿岸域に発達する海草藻場の消滅や縮小に伴い、個体群は縮小傾向にあると考えられる。 
学術的意義・評価 ： 内湾干潟の小型海草類が優占する限定的な環境に生息することから、そのような環境の指標性を有

する。 
生存に対する脅威 ： 埋立等の沿岸域の改変による生息地の消滅や環境悪化。 
原  記  載 ： Gmelin, J. F., 1791. Caroli a Linné. Systema naturae per regna tria naturae, secundum classes, ordines, genera, 

species, cum characteribus, differentiis, synonymis, locis. Ed. 13, aucta, reformata. Impensis Georg. Emanuel. 
Beer, Lipsiae, Tome 1, Pars 6, 3021-3910. (p.3261, no.24, as Mactra nicobarica. Type loc.: “ad insulas 
Nicobaricas“)  

参 考 文 献 ： 木村昭一・山下博由, 2012. ユキガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブ
ック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 142. 

名和 純, 2005. ユキガイ. “改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) —レッドデー
タおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
451-452. 

 
執 筆 者 名 ： 小澤宏之 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： クチバガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 バカガイ上科 チドリマスオ科 
学    名 ： Coecella chinensis (Deshayes, 1855) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 殻長3 cm。殻は白色で楕円形、黄褐色の薄い殻皮を有する。 
分 布 の 概 要 ： 北海道南部・ロシア沿海州以南、沖縄島、久米島、石垣島、朝鮮半島、中国大陸沿岸、フィリピン。 
生 態 的 特 徴 ： 干潟の転石の混じる砂礫底に埋在し、透明の足糸で堆積物に付着する。 
生息地の条件  ： 内湾奥の河口付近に発達する干潟の転石の混じる砂礫底。生息地は低塩分で淡水の影響下にある。 
個体数の動向  ： 沖縄島の産地では、大きな変化はない。 
現在の生息状況 ： 沖縄島では羽地内海や大浦湾に生息しており、両産地とも密度は約10個体/ m2以上の密度で生息し

ている (2015年当時)。 
学術的意義・評価 ： 多産地の河口干潟では、優占種である。 
生存に対する脅威 ： 護岸工事などによる底質の変化。河川等からの赤土流入。 
原  記  載 ： Deshayes, M.G.P., 1855. Descriptions of new shells from the collection of Hugh Cuming, Esq. Proceedings of 

Zoological Society of London, for 1854: 317-371. (p.334, no.79, as Caecella [sic] chinensis. Type loc.: 
“Chinese Seas”) 

参 考 文 献 ： 名和 純, 2005. クチバガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) —レッドデ
ータおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
452-453. 

 
執 筆 者 名 ： 小澤宏之 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： オイノカガミ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 マルスダレガイ目 マルスダレガイ上科 マル

スダレガイ科 
学    名 ： Bonartemis histrio (Gmelin, 1791) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 殻長30–40 mm、丸い形状で、やや膨らみ、僅かに光沢がある。殻表には明瞭で密な成長輪肋がある。

島嶼間で貝殻の色調に変異差が認められ、先島諸島の型では赤褐色のジグザク模様を持つが、沖縄
島型は模様が不明瞭で、薄紫がかった灰桃色の色調となる。 

近似種との区別 ： サザメガイは、本種の先島諸島型と類似し、ジグザグ模様を持つが、より模様が不鮮明で少なく、
成長輪肋も弱い。 
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分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島、先島諸島、中国南部、インド・太平洋。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 同属のワカカガミは宮崎県～奄美大島に分布。 
生 態 的 特 徴 ： 砂中に浅く埋在し、植物プランクトン等を鰓でろ過摂食する。 
生息地の条件  ： 潮通しのよい干潟やリーフ内の砂～砂礫底に浅く埋在する。垂直分布が中潮線～水深 3ｍ付近と浅

場に限定される。 
個体数の動向  ： 1990年代まで、沖縄島南部ではかなり多産したが、海浜改変による生息場所の消失、陸域からの人

為的影響による泥質化や富栄養化で、干潟環境が悪化し、大幅に個体数が減少している。先島諸島
でも特に石垣島南部や川平湾では減少傾向にある。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 先島諸島型は奄美大島、中国南部やフィリピン産と同様であり、広範囲に産する型と考えられるが、

沖縄島型は他地域では知られていない。よって、沖縄型は遺伝的特異集団の可能性があり、生物地
理学的意義が大きい。 

生存に対する脅威 ： 海浜改変等による生息場所の消失、赤土流入等による泥質化や富栄養化。 
特 記 事 項 ： 本属を Dosinia属の中に亜属として包含させる見解もある。 
原  記  載 ： Gmelin, J.F., 1791. Caroli a Linné. Systema naturae per regna tria naturae, secundum classes, ordines, genera, 

species, cum characteribus, differentiis, synonymis, locis. Ed. 13, aucta, reformata. Impensis Georg. Emanuel. 
Beer, Lipsiae, Tome 1, Pars 6, 3021–3910. (p. 3287, no. 85, as Venus histrio. Type loc.: “in India“) 

参 考 文 献 ： Huber, M., 2010. Compendium of Bivalves. A Full-color Guide to 3,300 of the World’s Marine Bivalves. A 
Status on Bivalvia after 250 Years of Research. ConchBooks, Hackenheim, 901 pp. 

久保弘文, 2012. オイノカガミ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 
日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 148. 

名和  純, 2001. 琉球列島における内湾干潟の貝類相. WWF Japan Science Report, 4: 1–44. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： フジイロハマグリ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 マルスダレガイ目 マルスダレガイ上科 マル

スダレガイ科 
学    名 ： Callista erycina (Linnaeus, 1758) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 最大殻長約7 cm、横長の卵円形。靱帯は外在し、月面は明瞭で光沢がある。殻表には均質で太い成

長輪肋を等間隔に刻み、薄い淡褐色半透明の殻皮を纏う。殻色は淡橙褐色の地に藤色の放射彩を飾
る。 

近似種との区別 ： 類似種ハナヤカワスレは最大でも殻長3 cm程度にしかならない。同大のヌリツヤハマグリは輪肋を
欠く。 

分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島、石垣島川平湾、中国南部、海南島、インド・西太平洋。 
生 態 的 特 徴 ： 砂中に浅く埋在し、植物プランクトン等を鰓でろ過して摂食する。 
生息地の条件  ： 沖縄島全域の、大規模なアマモ場が形成される潮通しの良い内湾および湾口部に生息する。低潮線

から水深30 m付近までの細砂～砂泥底に生息している。 
個体数の動向  ： 1990年代後半まで沖縄市泡瀬干潟では少ないながら確認された。現在、海浜開発の著しい沖縄島中

南部では潮間帯付近に健全な個体群は全く認められない。 
現在の生息状況 ： 沖縄島北部では東海岸の湾域を中心に、亜潮間帯において、健全な個体群が点在しているが、潮間

帯ではほとんど確認できない状況が続いている。 
学術的意義・評価 ： 熱帯浅海域に多数の種が適応放散したマルスダレガイ科の一員であり、進化生物学的に重要である。 
生存に対する脅威 ： 中城湾等では埋立てによる生息地の消失が最大の脅威となる。 
原  記  載 ： Linnaeus, C. von, 1758. Systema naturae per regne tria naturae, secundum clasees, ordines, genera, species, 

cumcharacteribus, differentiis, synonymis, locis. Editio decima reformata. Tome 1, Animalia. Impensis 
Direct. Laurentii Salvii, Holmiae, 823 pp. (p. 686, no. 98, as Venus erycina. Type loc.: “in Europa”)  

参 考 文 献 ： 徐鳳山・張素萍, 2008. 中国海産双殻類図誌. 科学出版社, 北京, 8+336 pp. 
名和 純, 2005. フジイロハマグリ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レ
ッドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 
那覇, 396. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： カミブスマ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 マルスダレガイ目 マルスダレガイ上科 マル

スダレガイ科 
学    名 ： Clementia papyracea (Gmelin, 1791) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 殻は膨らみが強い丸みを帯びた亜三角形で、薄く脆い。後背縁はやや直線的で弱い稜角がある。殻

表には同心円状に波状の皺を装う。生時は殻表に微細な砂を付着させる。 
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近似種との区別 ： 沖縄県内に本属の他種は知られていない。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島、先島諸島、インド・太平洋。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 日本本土温帯域に分布する近似種フスマガイClementia vatheliti Mabille, 1901は腹

縁がより湾曲して丸みが強く前背縁のくびれが大きい。なお、両種の分布域重複は知られていない。 
生 態 的 特 徴 ： 泥底～細砂底に約20～30 cm深く埋在して、長い水管を海底に開口させる。プランクトン等をろ過

して摂食すると考えられる。 
生息地の条件  ： 内湾や河口域に隣接する澪筋の、低潮線～水深20 mの均質な砂泥～細砂底に生息する。 
個体数の動向  ： 個体数は多くはないが、垂直分布が広く、分布域も広範囲で南西諸島全域に渡る。航路などで二次

的に造成された水路の泥底等にも認められる。しかし、羽地内海では 1990 年代後半から潮間帯の
個体群が激減した。なお、水管の開口部は内側がコーティングされた明瞭な貝穴として確認できる
ため、個体数の激減はこの貝穴が減ることにより推測できる。 

学術的意義・評価 ： フスマガイと形態的に酷似するが、これは日本本土の比較的深い場所に生息し、両種の分化に関し
ては進化生態学的に研究の余地が残っている。 

生存に対する脅威 ： 羽地内海では富栄養化で大発生したアナアオサによる底質被覆と呼吸水交換阻害 (酸欠) が観察さ
れており、富栄養化等による底質悪化が脅威となる。 

原  記  載 ： Gmelin, J.F., 1791. Caroli a Linné. Systema naturae per regna tria naturae, secundum classes, ordines, genera, 
species, cum characteribus, differentiis, synonymis, locis. Ed. 13, aucta, reformata. Impensis Georg. Emanuel. 
Beer, Lipsiae, Tome 1, Pars 6, 3021–3910. (p. 3257, no. 3, as Mactra papyracea. Type loc.: “ad insulas 
Nicobaricas“) 

参 考 文 献 ： 徐鳳山・張素萍, 2008. 中国海産双殻類図誌. 科学出版社, 北京, 8+336 pp. 
久保弘文, 2012. カミブスマ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 
日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 147. 

名和 純, 2005. カミブスマ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッドデ
ータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
396–397. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ダテオキシジミ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 マルスダレガイ目 マルスダレガイ上科 マル

スダレガイ科 
学    名 ： Cyclina sinensis (Gmelin, 1791) 
方  言  名 ： クスイナー 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 絶滅のおそれのある地域個体群 (LP) 
  
図 の 解 説 ： p. 52. 泡瀬干潟. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 殻高約5 cm、やや縦長の円形の二枚貝類。殻質は厚く、後端に放射肋と全面に細い成長肋を均等に

刻み、光沢のある殻皮を被る。 
近似種との区別 ： 沖縄県産個体は本土産個体と比べて殻が厚く、また沖縄県産は放射肋が後縁部のみ明瞭で、殻中央

および前縁部は微弱となり、布目状にならない。殻の内面は周辺部に刻み目があるが、その間隔は
本土産より沖縄産個体の方が広く、より強い。両者は識別可能であり、沖縄県産をダテオキシジミ、
本土産をオキシジミと呼ぶことにする。 

分 布 の 概 要 ： 国内では沖縄島のみで、遺伝的に近い集団は中国大陸に分布する。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： オキシジミは日本本土に分布し、ダテオキシジミとは分布が重複しない。 
生 態 的 特 徴 ： 潮間帯中部の泥干潟上縁部に比較的深く潜っているが、渦鞭毛藻類や有機懸濁物を鰓でろ過して摂

食する。 
生息地の条件  ： 内湾最奥部の泥底にやや深く潜っており、地中が還元化している場合が多い。 
個体数の動向  ： 沖縄島中南部では1990年代に埋立てにより大幅に生息地が縮小し、特に与那原湾奥、糸満市真栄里、

うるま市川田等では消滅した。 
現在の生息状況 ： 羽地内海、沖縄市泡瀬湾奥等では小規模ながら個体群が生残しており、個体数も少なくない。しか

し、生息面積は羽地内海0.42㎢、塩屋湾0.25㎢、熱田干潟0.33㎢、泡瀬湾奥南0.23㎢、泡瀬湾
奥北0.1㎢、漫湖0.1㎢、瀬長島周辺0.34㎢、中城湾南部冨祖崎0.81㎢等で計2.58㎢であり、
その他小規模な生息地を併せても10㎢に満たないと考えられる。 

学術的意義・評価 ： 沖縄島個体群は大陸遺存の可能性が示唆されていて、生物地理学的に極めて重要である。 
生存に対する脅威 ： 還元環境に生息することから底質の悪化に対しては比較的強いと考えられるが、最湾奥を生活圏と

するため、埋立て等による生息場所の消失が最大の脅威となる。 
特 記 事 項 ： 古典的には沖縄県産オキシジミをダテオキシジミとして、区別して扱っており、本項でもその用法

を踏襲した。 Cyclina sinensis のタイプ産地は中国であるため、この学名はダテオキシジミに相当し、
オキシジミではないと考えられる。 

原  記  載 ： Gmelin, J.F., 1791. Caroli a Linné. Systema naturae per regna tria naturae, secundum classes, ordines, genera, 
species, cum characteribus, differentiis, synonymis, locis. Ed. 13, aucta, reformata. Impensis Georg. Emanuel. 
Beer, Lipsiae, Tome 1, Pars 6, 3021–3910. (p. 3285, no. 91, as Venus sinensis. Type loc.: “in mari Sinam“) 

参 考 文 献 ： Ni, G., Li, Q., Kong, L. & Zheng, X., 2012. Phylogeography of bivalve Cyclina sinensis: testing the historical 
glaciations and changjiang river outflow hypotheses in northwestern Pacific. PLoS One, 7(11): e49487. 

濱口昌巳・久保弘文・山下博由, 投稿予定. オキシジミ類の集団遺伝学的研究. Fauna Ryukyuana. 
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羽地内海の自然を守り育む会, 2008. 羽地内海うむしるむん図鑑 羽地内海の多様な生きものと
人々の暮らし. 羽地内海の自然を守り育む会, 名護, 43 pp. 

黒田徳米, 1960. 沖縄群島産貝類目録 (頭足類を除く). 琉球大学教務部普及課, 那覇, iv+104 pp. 
名和 純, 2005. オキシジミ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッドデ
ータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
347. 

山下博由, 2012. オキシジミ (沖縄島). “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータ
ブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 147. 

山下博由, 2014. 沖縄島のオキシジミ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野
生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 
437. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： スダレハマグリ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 マルスダレガイ目 マルスダレガイ上科 マル

スダレガイ科 
学    名 ： Marcia japonica (Gmelin, 1791) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
形    態 ： ハマグリ型の二枚貝類で最大殻長約 55 mm。殻表はやや光沢があり、色彩は内湾奥部泥底の型は黄

土色、礫質砂底型は灰褐色に褐色斑や放射条をもつ。また泥底型は後端が突出し、前後に長いが、
砂礫底型は後端があまり突出せず、前後に短い。両型は形態的に線引きが困難であるが、詳しくは
分子遺伝学的手法による研究を待ちたい。 

近似種との区別 ： 先島諸島に分布するヤエヤマスダレは形態的に類似し、別亜種か同種の可能性もあるが、沖縄島内
湾奥泥地の黄土色型が出現しない。沖縄島と先島諸島の間には、様々な種で遺伝的分化が生じてい
るため、ヤエヤマスダレの沖縄島産と先島諸島の両型も、遺伝的に異なる可能性がある。 

分 布 の 概 要 ： 和歌山県那智勝浦町以南、奄美大島、沖縄島、中国南部、ニューカレドニア、インド。 
生 態 的 特 徴 ： プランクトン等のろ過食性。 
生息地の条件  ： 潮間帯上部～中部の干潟に生息し、垂直分布幅は狭い。 
個体数の動向  ： 1980年代は那覇市公設市場でリュウキュウアサリ等と共に笊に盛られて大量に販売されていた。し

かし1990年代に始まった沖縄島中南部の埋立てと共に、その光景は消え、多くの個体群が生息場所
ごと消失した。現在、内湾域の各所で点々と生息し、個体数は少なくないが、生息地の消失、個体
数減少は続いている。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 内湾潮間帯の優占種で、物質循環や水質浄化に大役を果たしていたと考えられる生態学的意義の大

きい種である。 

生存に対する脅威 ： 垂直分布の幅が狭いため、最大の脅威は埋立て。その他、都市排水等、極端な過剰栄養負荷の増加。 
原  記  載 ： Gmelin, J.F., 1791. Caroli a Linné. Systema naturae per regna tria naturae, secundum classes, ordines, genera, 

species, cum characteribus, differentiis, synonymis, locis. Ed. 13, aucta, reformata. Impensis Georg. Emanuel. 
Beer, Lipsiae, Tome 1, Pars 6, 3021–3910. (p. 3279, no. 48, as Venus japonica. Type loc.: “- - - “) 

参 考 文 献 ： Chen, J., Li, Q., Kong, L. & Zheng, X., 2011. Molecular phylogeny of venus clams (Mollusca, Bivalvia, 
Veneridae) with emphasis on the systematic position of taxa along the coast of mainland China. Zoologica 
Scripta, 40: 260–271. 

木村昭一, 2012. スダレハマグリ. “干潟の絶滅危倶動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブッ
ク”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 149. 

名和 純, 2005. スダレハマグリ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッ
ドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那
覇, 460–461. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ウスカガミ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 マルスダレガイ目 マルスダレガイ上科 マル

スダレガイ科 
学    名 ： Pardosinia amphidesmoides (Reeve, 1850) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
  
形    態 ： 殻長 30 mm以下、やや角張った満月形の二枚貝類。殻はカガミガイ類としては薄く、白色で、褐色

の放射彩や小班がある。殻頂は紫桃色を帯びる。 
近似種との区別 ： 沖縄に本種と見間違える種は他に無い。 
分 布 の 概 要 ： 紀伊半島～奄美大島、沖縄島、先島諸島、インド・太平洋 (ニューカレドニア～ケニア)。 
生 態 的 特 徴 ： プランクトンを鰓でろ過摂食する。その他繁殖・初期生活史等、詳細は不明。 
生息地の条件  ： 潮通しのよい内湾～やや外洋に面した潮間帯～水深5 mのアマモ場と、その周辺の細砂～礫砂底に

生息する。 
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個体数の動向  ： かつては沖縄島中南部にも少なくなかったが、現在ほとんど認められず、北部でも水質の良い海域
にのみ生息する。先島諸島では非常に稀。 

現在の生息状況 ： 2000年頃まで、名護湾や恩納村屋嘉田水路の潮間帯から水深5 m付近までの細砂底で死殻が散見さ
れ、沖縄市泡瀬では2014年台風後に合弁死殻を確認した。その他では2005年以降、産出記録がほ
とんど無い。2015年久米島、2016年宮古島での調査でも確認されていないが、元々、希少種である
ため、沖縄島以外での減少傾向は不明。 

学術的意義・評価 ： カガミガイ類は地理的分化が著しいグループで、生物地理学的に重要である。 
生存に対する脅威 ： 陸土の大量流入、富栄養化による底質悪化。 
特 記 事 項 ： 不詳種でクチベニカガミ Dosinia radiata (Reeve, 1850) が本県から記録されているが、本種よりもむ

しろサザメガイに近い種と考えられる。 
原  記  載 ： Reeve, L.A., 1850. Monograph of the genus Artemis. Conchologia Iconica, or, Illustrations of the Shells of 

Molluscous Animals, 6: pls 1–10. (sp. 48, pl. 8, fig. 48a–b, as Artemis amphidesmoides. Type loc.: “Island of 
Burias, Philippines (in coarse sand at the depth of six fathoms)”) 

参 考 文 献 ： 平瀬信太郎, 1934. 天然色写真 日本貝類図譜. 松邑三松堂, 東京, 217 pp., 129 pls. 
Lamprell, K. & Whitehead, T., 1992. Bivalves of Australia, Vol. 1. Crawford House Press, Bathurst,.xiii+182 

pp. 
名和 純, 2005. ウスカガミ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッドデ
ータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
397. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ユウカゲハマグリ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 マルスダレガイ目 マルスダレガイ上科 マル

スダレガイ科 
学    名 ： Pitar citrinus (Lamarck, 1818) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 最大殻長約50 mmの丸みを帯びた膨らみの強い二枚貝類。貝殻前部は黄白色に、後部淡赤褐色に染

分けられる個体が多く、放射彩を飾る個体もある。 
近似種との区別 ： オミナエシよりも貝殻の丸みが強く、生息場所も隣接するが重複しない。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島、先島諸島、台湾、フィリピン、インドネシア、オーストラリア。 
生 態 的 特 徴 ： プランクトン等をろ過して摂食する。 
生息地の条件  ： 中潮線のホソバナミノハナ等のアマモ場とそれに隣接する砂泥～砂礫底に浅く埋在する。 
個体数の動向  ： 沖縄島では中南部地区の埋立てが本格化する1980年代後半から激減した。オミナエシ属で最も浅い

場所に生息するため、陸域からの影響を最も被りやすく、沖縄島南部や羽地内海等、かつての多産
地でも、大きく減少している。 

現在の生息状況 ： 石垣島では2010年以降、中城湾北部では2014年以降も少なからず見られる。しかしながら、1990
年前半まで多産した沖縄島南部の糸満市、中城湾南部、羽地内海では、依然、生存個体数が非常に
少ない状況が継続している。 

学術的意義・評価 ： 本種はかつての沖縄県沿岸海域の健全な干潟上部において、高密度に生息していた二枚貝類の一つ
で、アマモ場や内湾における物質循環や水質浄化に大きな役割を担っていた生態学的重要種である。 

生存に対する脅威 ： 垂直分布の幅が狭いため、最大の脅威は埋立て。極端な都市排水等、過剰栄養負荷の増加。 
原  記  載 ： Lamarck, J.B.P.A. de M. de, 1818. Histoire naturelle des animaux sans vertèbres, présentant les caractères généraux 

et particuliers de ces animaux, leur distribution, leurs classes, leurs familles, leurs genres, et la citation des 
principales espèces qui s'y rapportent; précédée d'une introduction offrant la détermination des caractères essentiels 
de l'animal, sa distinction du végétal et des autres corps naturels, enfin, l'exposition des principes fondomentaux de 
la zoologie, Tome 5. Chez Deterville et Verdière, Paris, 612 pp. (p. 567, no. 24, as Cytherea citrina. Type loc.: 
“les mers de la Nouvelle-Hollande”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2012. ユウカゲハマグリ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブッ
ク”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 150. 

久保弘文, 2014. ユウカゲハマグリ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生
生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 
407. 

名和 純, 2005. ユウカゲハマグリ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レ
ッドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 
那覇, 460. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： イオウハマグリ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 マルスダレガイ目 マルスダレガイ上科 マル

スダレガイ科 
学    名 ： Pitar sulfureus Pilsbry, 1904 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
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形    態 ： 殻長3 cm。膨らみが強く、黄白色。生時は殻表に砂粒や泥を付着させている。殻の内面は薄い橙色。 
分 布 の 概 要 ： 房総・男鹿半島以南、奄美大島、沖縄島、西表島、インド・太平洋。 
生 態 的 特 徴 ： 内湾干潟の砂泥底の表面付近に生息する。泥分が多い環境で見つかるが、密度は高くない。 
生息地の条件  ： 内湾干潟の砂泥底。主に潮間帯中部に分布。 
個体数の動向  ： 沖縄島の産地では、周辺環境の悪化により減少傾向にある。 
現在の生息状況 ： 沖縄島の産地では、密度は低い。西表島に関しては現況不明。干潟の浅い場所に生息し、河川から

の赤土の流入などの影響を受けやすい種である。 
生存に対する脅威 ： 埋立等の沿岸域の改変による生息地の消滅や環境悪化。 
原  記  載 ： Pilsbry, H.A., 1904. New Japanese marine Mollusca: Pelecypoda. Proceedings of the Academy of Natural 

Sciences of Philadelphia, 56: 550-561, pls.39-41. (pp.553-554, pl.39, figs.7-9, as Pitar sulfurea. Type loc.: 
“Fukura, Awaji”)  

参 考 文 献 ： 木村昭一, 2012. イオウハマグリ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブッ
ク”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 152. 

木村昭一, 2014. イオウハマグリ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生
物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 407. 

名和 純, 2005. イオウハマグリ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) —レッ
ドデータおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
460. 

 
執 筆 者 名 ： 小澤宏之 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： トモシラオガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 マルスダレガイ目 マルスダレガイ上科 マル

スダレガイ科 
学    名 ： Redicirce sulcata (Gray, 1838) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 殻は本科中、小型で膨らみがあり、薄質、丸みを帯びた亜三角形、殻表は明瞭な成長輪肋を多数刻

み、殻色は白地に黒褐色～褐色の模様を散らす。殻長20 mm内外。 
近似種との区別 ： シラオガイおよびアツシラオガイは遙かに大型化することで区別され、同サイズの幼貝では殻が扁

平であることで区別される。 
分 布 の 概 要 ： 駿河湾以南、奄美大島、沖縄島および周辺離島、先島諸島、インド・太平洋～紅海まで。 
生 態 的 特 徴 ： 砂底に浅く埋在するろ過食性種であるが、その他、繁殖等の詳しい生態は不明。 
生息地の条件  ： やや外洋に面した水深1～10 m付近の潮通しの良い細砂底～砂底に生息する。 
個体数の動向  ： 1990 年代前半までは金武湾口 (うるま市平安座地先) や中城湾 (浜比嘉島や泡瀬沖) 等で場所に

よっては多産したが、現在、泥質化や航路浚渫による底質攪乱で減少した。 
現在の生息状況 ： 2015年、宮古島与那覇前浜～来間島周辺のウミヒルモ帯水深7 m付近にて少ないながら見つかって

おり、その他、石垣島北部水深10 m付近からも確認された。沖縄島の個体群は大きく減少している
ことは明らかであり、先島諸島も含め、今後、モニタリングが必要。 

学術的意義・評価 ： 沖縄島の健全な環境が維持された亜潮間帯の砂浜域は、本種をはじめとするろ過食性小型二枚貝類
の多様性が高く、自然度の評価に役立つなど生態学的意義が大きい。 

生存に対する脅威 ： 泥質化や富栄養化などによる底質悪化。浚渫等による内湾潮下帯の底質攪乱。 
特 記 事 項 ： 紅海からスエズ運河を経由して、地中海へ分布を拡大した移入種の一つとされた。 
原  記  載 ： Gray, J.E., 1838. Catalogue of the species of the genus Cytherea, of Lamarck, with the description of some 

new genera and species. The Analyst; a Quarterly Journal of Science, Literature, Natural History, and the Fine 
Arts, 8(24): 302–309. (pp. 307–308, as Circe sulcata. Type loc. not designated) 

参 考 文 献： Huber, M., 2010. Compendium of Bivalves. A Full-color Guide to 3,300 of the World’s Marine Bivalves. A 
Status on Bivalvia after 250 Years of Research. ConchBooks, Hackenheim, 901 pp. 

久保弘文・黒住耐二, 1995. 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263 pp. 
Mienis, H., 2004. New data concerning the presence of Lessepsian and other Indo-Pacific migrants among the 

molluscs in the Mediterranean Sea with emphasize on the situation in Israel. Turkish Journal of Aquatic Life, 
2(2): 117–131. 

 
執 筆 者 名： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： オウギカノコアサリ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 マルスダレガイ目 マルスダレガイ上科 マル

スダレガイ科 
学    名 ： Veremolpa levicostata (Kuroda, 1960) 
カ テ ゴ リ ー ： 準絶滅危惧 (NT)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 殻は本科中、小型で、横長のやや角張った楕円形、殻表は多数の明瞭な放射肋があり、成長輪肋と

交差して、弱い甍状となる。殻色は淡黄白色の地に細かな灰褐色斑を散在させ、その濃淡などは個
体変異で様々である。殻長16 mm以下。 
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近似種との区別 ： 本種と同様、砂底に分布するカノコアサリは後背縁に鱗片状突起を有すること、チリメンカノコア
サリはより膨らみが強く、丸みを帯びた殻形と、より放射肋が弱く、格子状の彫刻を呈することで
区別される。 

分 布 の 概 要 ： 房総半島以南の外浜及び潮通しの良い内湾の砂浜域、奄美大島、沖縄島、インドネシア。 
生 態 的 特 徴 ： 砂底に浅く埋在するろ過食性種であるが、その他、繁殖等の詳しい生態は不明。 
生息地の条件  ： 内湾～外浜の低潮線～水深10 m付近の細砂～細砂泥底に生息する。 
個体数の動向  ： 1980年代後半～1990年代前半までは名護湾や羽地外海、金武湾でチリメンカノコアサリと同所的に

比較的多くの個体が見受けられたが、1990年以降、泥質化や航路浚渫等で上部浅海域の環境が悪化
して、個体数が大きく減少した。 

現在の生息状況 ： 2014年の名護湾での潜水調査では著しく生息環境が悪化しており、全く確認できなかった。大浦湾
には健全な個体群がある。 

学術的意義・評価 ： 沖縄島の健全な環境が維持された湾域は潮通しの良い細砂～粗砂域が拡がっていて、本種をはじめ
とするろ過食性小型二枚貝類の多様性が高く、生態学的意義が大きい。 

生存に対する脅威 ： 清浄な砂底域における泥質化や富栄養化などによる底質悪化が脅威となる。 
特 記 事 項 ： 沖縄をタイプ産地とし、国外での産出記録がほとんど無い。なお種小名を「laevicostata」とするの

は誤綴。 
原  記  載 ： 黒田徳米, 1960. 沖縄群島産貝類目録 (頭足類を除く). 琉球大学教務部普及課, 那覇, iv+104 pp. 

(pp. 82–83, as Timoclea levicostata. Type loc.: “奄美大島”) 
参 考 文 献 ： 久保弘文・黒住耐二, 1995. 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263 pp. 

倉持卓司. 2009. 三浦半島より採集されたオウギカノコアサリ (二枚貝綱: マルスダレガイ科). 
神奈川自然誌資料, (30): 49–50. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

 5 ) 絶滅のおそれのある地域個体群(LP) 

 

 
和    名 ： 沖縄島のゴマオカタニシ 
分    類 ： 腹足綱 アマオブネ型亜綱 Cycloneritimorpha目 ゴマオカタニシ上科 ゴマオカタニシ科 
学    名 ： Georissa japonica Pilsbry, 1900 
カ テ ゴ リ ー ： 絶滅のおそれのある地域個体群（沖縄島） (LP)      環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
図 の 解 説 ： p. 52. A：糸満市摩文仁 (標本：早瀬善正). B：恩納村. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 殻は微小 (殻長 1.7～2.2 mm、殻径 1.3～1.7 mm 程度) で淡赤色。タニシ形で縫合は深く、明瞭な

螺肋を有す。蓋は石灰質で、薄く硬い半月型。 
近似種との区別 ： フクダゴマオカタニシの殻表の彫刻は繊細な螺条となる。リュウキュウゴマオカタニシは、より円

みを帯びた形状と繊細な螺条により本種と区別できる。 
分 布 の 概 要 ： 本州 (関東以南)、四国、九州 (各島嶼を含む)、奄美諸島、沖縄県下の各島嶼に分布。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 沖縄島ではフクダゴマオカタニシ、八重山ではリュウキュウゴマオカタニシが同

所に生息。 
生 態 的 特 徴 ： 石灰岩地の石灰岩壁や礫に付着するほか、林床の落葉下にも生息する。 
生息地の条件 ： 沖縄県下では、石灰岩地の自然林環境が不可欠である。 
個体数の動向 ： 沖縄島では元々稀産である。与那国島、波照間島などの八重山列島には多い。 
現在の生息状況 ： 乾燥化の著しい与那国島でも多数確認される。ただし、沖縄島では、稀少である。 
学術的意義・評価  ： 本土個体群と遺伝的に異なる可能性がある。特に沖縄島個体群は稀少で、保護の必要がある。 
生存に対する脅威 ： 本土個体群は多数個体が生息する場合が殆どであるが、沖縄島では生息数がきわめて少なく、開発

の影響が懸念される。 
特 記 事 項 ： 分類の再検討がされ、沖縄県の本種は、九州以北産とは別種の可能性がある (狩野・福森, 2016)。

八重山諸島などではさほど危機的状況になく、このランク (LP) は、沖縄島個体群に該当する。な
お、本個体群は準絶滅危惧 (NT) に相当する。 

原  記  載 ： Pilsbry, H.A., 1900. Notices of new Japanese land snails. Proceedings of the Academy of Natural Sciences of 
Philadelphia, 52: 381–384. (p. 384. as Georissa japonica, Type loc.: “Kashima, Harima”) 

参 考 文 献 ： 狩野泰則・福森啓晶, 2016. ゴマオカタニシ類の進化と邦産種の多様性. 日本貝類学会平成28年度
大会 (習志野) 研究発表要旨集, 日本貝類学会, 東京, 39. 

久保弘文, 2014. 恩納村の貝類. “恩納村誌 第1巻自然編”, 恩納村誌編さん委員会 (編), 恩納村
役場, 恩納, 245–340. 

 
執 筆 者 名 ： 早瀬善正 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

 6 ) 情報不足(DD) 
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和    名 ： ヒメケハダヒザラガイ 
分    類 ： 多板綱 新ヒザラガイ亜綱 ヒザラガイ目 ケハダヒザラガイ亜目 ケハダヒザラガイ上科 ケハ

ダヒザラガイ科 
学    名 ： Acanthochitona achates (Gould, 1859) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 該当なし 
  
形    態 ： 平たい 8 枚の殻を持つヒザラガイ類で、9 対の棘の束が体の左右に並んで、毛が生えたように見え

る。体長2 cm程度。 
分 布 の 概 要 ： 北海道南部から温帯域に広く分布し、沖縄県が南限とされるが、調査事例が少なく、詳細は不明。 
生 態 的 特 徴 ： 内湾の岩盤や転石に付着し、表面の藻類を摂食する。 
生息地の条件  ： 内湾～リーフの発達の悪い転石海岸まで幅広く見られる。  
個体数の動向  ： 調査事例が少なく、現状不明。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 日本本土の普通種であるが、遺存的な個体群の可能性がある。しかし、ランク選定に必要な遺伝的

及び生態的情報が不足しており、情報不足 (DD) とした。 
生存に対する脅威 ： 内湾潮間帯の個体群は、埋立てによる生息場所消失が最大の減少要因。 
原  記  載 ： Gould, A.A., 1859. Descriptions of shells, collected by the North Pacific Exploring Expedition. Proceedings of 

the Boston Society of Natural History, 7: 161–166. (p. 165, as Chiton (Acanthocaetes) achates. Type loc.: 
“Kikaia and Hakodadi Bay”) 

参 考 文 献 ： 名和 純, 2005. ヒメケハダヒザラガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)
－レッドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護
課, 那覇, 400–401. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ウニヒザラガイ 
分    類 ： 多板綱 新ヒザラガイ亜綱 ヒザラガイ目 クサズリガイ亜目 クサズリガイ上科 クサズリガイ科 
学    名 ： Acanthopleura spinosa (Bruguière, 1792) 
方  言  名 ： クジマ (ヒザラガイ類の総称) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 該当なし 
  
形    態 ： 殻は漆黒色で光沢があり、肉帯上に多数の顕著な棘状剛毛が発達する。体長100 mmに達する。 
近似種との区別 ： 漆黒色の光沢のある殻と顕著な棘状剛毛により、他種とは明瞭に区別できる。 
分 布 の 概 要 ： 宮古島、伊良部島、与那国島、魚釣島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： オニヒザラガイ・リュウキュウヒザラガイは沖縄県全域の岩礁域全般に分布する

が、本種は宮古島、伊良部島、与那国島、魚釣島等の海蝕崖の発達する限られた場所に生息する。 
生 態 的 特 徴 ： 鉄分を高密に含有する強い歯舌を持ち、岩盤上の藻類を摂餌する。 
生息地の条件  ： 外洋に面した波当たりの強い岩礁潮間帯で、海蝕崖の割れ目や洞窟に生息する。夜行性で、深夜に

表層へ這い出し、夜明け方に岩盤の窪みの奥へ巧妙に潜り、日中に姿を見せることは少ない。 
個体数の動向  ： 宮古島の一部の海蝕洞では大型個体が全く見られなくなったが、海蝕洞以外にも生息場所は周辺に

拡がっている。 
現在の生息状況 ： 宮古島では市街地付近の一部の海岸でも比較的普通に観察される。 
学術的意義・評価 ： 沖縄島や石垣島、西表島等の主要な島で分布が欠落しており、生物地理学的に重要。 
生存に対する脅威 ： 大型で棘が発達する形態から収集目的での乱獲が危惧される。 
特 記 事 項 ： 準絶滅危惧 (NT) の要件に対して、具体的な情報が乏しく、現状は情報不足 (DD) とする。 
原  記  載 ： Bruguière, J.G., 1792. Description de deux coquilles, des genres de l’Oscabrion et de la Pourpre. Journal d'histoire 

naturelle, 1: 20–33, pl. 2. (pp. 25–28, pl. 2, figs 1–2, as Chiton spinosus. Type loc.: “inconnue”) 
参 考 文 献 ： 藤岡義三・黒住耐二, 1980. 尖閣列島の海産貝類. 沖縄生物学会誌, (18): 51–58. 

久保弘文, 2005. ウニヒザラガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッ
ドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那
覇, 463–464. 

齋藤 寛, 2000. 多板綱. “日本近海産貝類図鑑”, 奥谷喬司 (編), 東海大学出版会, 東京, 
4–23. 

Sasaki, M., Hamaguchi, M. & Nishihama, S., 2006. Distribution of Acanthopleura spinosa (Polyplacophora: 
Chitonidae) on Miyako and Irabu islands, Okinawa. Venus, 65: 165–168. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文・福田 宏 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ウロコイシマキ 
分    類 ： 腹足綱 アマオブネ型亜綱 Cycloneritimorpha目 アマオブネ上科 アマオブネ科 
学    名 ： Clithon squarrosum (Récluz, 1844) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
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形    態 ： 殻は中型で、亜球形、殻色は濃褐色の地に緑灰色の横帯をめぐらす。殻表は細かい凹凸が多数あり、
殻皮が厚く被覆する。殻径約10～20 mm。蓋は灰色で裏側の中央が黒ずむ。 

近似種との区別 ： 近似種イガカノコ、イシマキガイとは殻表にある多数の凹凸の特徴により区別される。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島、石垣島、西表島、フィリピン。 
生 態 的 特 徴 ： 岩盤や貝殻上にドーム上の卵嚢を産み付け、卵嚢からベリジャー幼生が浮出し、海へ下って、成長

し、再び河川を遡上すると考えられている。 
生息地の条件  ： 岩礫が点在し、流れがある河川の中流。 
個体数の動向  ： 汽水性アマオブネガイ類の中で産出状況が最も少ない種であるが、両側回遊性で、海流伝播により、

広範に分散しており、時に都市部の河川でも出現することがある。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 両側回遊性で生態学的研究の解明に重要な研究材料である。 
生存に対する脅威 ： ダム取水や河口閉塞など渇水や遡上阻止などの要因となる人為的環境改変。 
特 記 事 項 ： 個体数が少ない希少種であるが、近年沖縄島北部でも確認され、分布拡大の様相を示唆する一方、

消長も激しいため、情報不足 (DD) とした。なお本種の学名種小名は従来「squarrosus」とされる
ことが多かったが、属名Clithonの性は中性であるので、種小名の語尾は –um とすべきである。ま
た記載年は1843でなく1844が正しい。 

原  記  載 ： Récluz, M.C.A., 1844. Descriptions of new species of Nerites, collected by Mr. Cuming in the Philippine 
Islands. Proceedings of the Zoological Society of London, for 1843: 168–176. (p. 174, no. 16, as Nerita 
squarrosa. Type loc.: “Jimamailan, isle of Negros: on stones in a mountain-stream”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2002. 沖縄県産陸水性アマオブネガイ類の日本新記録2種. ちりぼたん, 33(1–4):  
33–39. 

 久保弘文, 2005. ウロコイシマキ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レッ
ドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那
覇, 465. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文・福田 宏 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： シリコケゴマガイ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 原始紐舌類 ヤマタニシ上科 ゴマガイ科 
学    名 ： Diplommatina (Sinica) ventriosa Pilsbry & Hirase, 1904 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 該当なし 
  
形    態 ： 殻は日本産ゴマガイ類としては中型で、殻長2.8 mm、殻径1.6 mm。膨れた紡錐形で縫合は深く、体

層は次体層よりかなり小さい。くすんだ赤褐色。螺層には不明瞭な細かい成長肋を持つ。殻口は円
形、肥厚し反転する。緊線は外唇上端付近にあり、腔襞は長く、体層径の1/3ほどになる。 

近似種との区別 ： 同じく久米島から記録のあるリュウキュウゴマガイは小型であることで、クメジマゴマガイは螺塔
が高く、殻口が大きいことで区別される。 

分 布 の 概 要 ： 久米島産として20世紀初頭に記録 (原記載) があるのみである。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 久米島からは本種のほか、リュウキュウゴマガイとクメジマゴマガイが記録され

ている。 
生 態 的 特 徴 ： 不明。 
生息地の条件  ： 不明。 
個体数の動向  ： 不明。 
現在の生息状況 ： 不明。 
学術的意義・評価 ： 久米島産として記載されたが、原記載とタイプ標本以外一切の記録がなく、正体不明。まずは再発

見と実態の把握が必要である。 
生存に対する脅威 ： 不明。他のゴマガイ類の生態から考えれば、森林の減少や乾燥化が脅威として挙げられる。 
原  記  載 ： Pilsbry, H. A. & Hirase, Y., 1904. Descriptions of new land snails of the Japanese Empire. Proceedings of the 

Academy of Natural Sciences of Philadelphia, 56: 616-638. (pp.622-623, as Diplommatina (Sinica) 
ventriosa. Type loc.: “Kumejima, Riukiu”) 

参 考 文 献 ： 安藤保二, 1972. ゴマガイ銘々伝 (第6回). 貝なかま, 5(4): 1-5． 
Chinen, M., 1977. Land shells of Okinawa-jima and adjacent islands (exclusive of Truncatellidae, 

Assimineidae and Ellobidae). Ecological Studies of Nature Conservation of the Ryukyu Islands, 3: 127-149. 
黒田徳米, 1963. 日本非海産貝類目録. 日本貝類学会, 東京, vi+71pp． 
品川和久, 1978. 沖縄県久米島における陸貝採集記録. かいなかま, 12(2): 4-14． 
 

執 筆 者 名 ： 亀田勇一・黒住耐二＊    ＊前回改訂版 (2005) における黒住による記載内容を一部引用した。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： スエヒロヘナタリ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 オニノツノガイ上科 キバウミニナ科 
学    名 ： Pirenella microptera (Kiener, 1841) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 殻長 24.9～53.8 mm。殻はヘナタリに似るがより細く、螺層の 3 本の螺肋のうち縫合のすぐ上のも
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のが最も太い。縦肋は強い。殻口外唇の後端が翼状に著しく突出する。 
近似種との区別 ： 上記参照。また彫刻はカワアイやヌノメヘナタリに似るが、それらの種は本種ほど殻口後端が突出

しない。 
分 布 の 概 要 ： 西表島、中国南部、ベトナム、フィリピン、タイ、マレーシア、シンガポール、インドネシア。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ヘナタリ、ヤエヤマヘナタリの項も参照。ヌノメヘナタリは伊勢湾、羊角湾、韓

国 (順天湾)、中国に分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 未詳。 
生息地の条件  ： マングローブ周辺の砂泥底・軟泥底表層。国外でも、同属の他種と比べて少ない。 
個体数の動向  ： 近年の確実な記録は西表島で一例あるのみ (Sälgeback & Savazzi, 2006: fig. 11N–P)。その個体も化石

である可能性が否定できない。 
現在の生息状況 ： 未詳。現生個体は存在しない可能性もあり、調査が必要。 
学術的意義・評価 ： 西表島産が現生個体とすれば、本種の現在の世界的北限かつ日本唯一の産地である。 
生存に対する脅威 ： 海岸や河口の埋立等の開発、マングローブ破壊、水質・土壌汚染。 
特 記 事 項 ： 波部・小菅 (1966) は本種をヘナタリの「型」としたが、別種である。 
原  記  載 ： Kiener, L.-C., 1841–1842. Genre Cérite (Cerithium, Adanson). “Spécies Général et Iconographie des 

Coquilles Vivantes, Comprenant la Collection du Muséum d'Histoire naturelle de Paris, la Collection 
Lamarck, celle du Prince Masséna (appartenant maintenant a M. B. Delessert) et les Découvertes Récentes 
des Voyageurs”, Vol. 5, Kiener, L.-C. (ed.), J.-B. Baillière et Fils, Paris, 1–104. (pp. 93–94, pl. 30, fig. 3, as 
Cerithium microptera. Type loc.: “l'océan Indien”) 

参 考 文 献 ： 波部忠重・小菅貞男, 1966. 原色世界貝類図鑑 (Ⅱ)《熱帯太平洋編》. 保育社, 大阪, viii+194 pp., 
68 pls. 

小澤智生, 2017. 最近なされたフトヘナタリ科 (新生腹足亜綱: オニノツノガイ上科) の分類学的
改定—特に日本近海産の構成種の改定に関連して. ちりぼたん, 印刷中. 

Ozawa, T., Yin, W., Fu, C., Claremont, M., Smith, L. & Reid, D.G., 2015. Allopatry and overlap in a clade of 
snails from mangroves and mud flats in the Indo-West Pacific and Mediterranean (Gastropoda: 
Potamididae: Cerithideopsilla). Biological Journal of the Linnean Society, 114: 212–228. 

Reid, D.G. & Ozawa, T., 2016. The genus Pirenella Gray, 1847 (= Cerithideopsilla Thiele, 1929) 
(Gastropoda: Potamididae) in the Indo-West Pacific region and Mediterranean Sea. Zootaxa, 4076: 1–91. 

Sälgeback, J. & Savazzi, E., 2006. Constructional morphology of cerithiform gastropods. Paleontological 
Research, 10: 233–259. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏・久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ウズツボ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 クビキレガイ上科 フロリダツボ

科 
学    名 ： Dolicrossea sp. 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)        環境省カテゴリー： 情報不足 (DD) 
 
図 の 解 説 ： p. 52. 宮古島狩俣. 撮影：福田 宏. 
形    態 ： 殻長1.8 mm、殻径1.5 mm。殻は独楽形で薄く半透明、殻表に微細だが明瞭な螺肋を多数巡らす。顕

著な縦肋はなく、不明瞭な成長脈を刻むのみ。殻口外唇は肥厚しない。臍孔は広く開き、臍域は強
い螺状陵角で囲まれ、その内側にもう1本の太い肋が走る。蓋は革質、少旋型。頭触角は太く棍棒
状。外套触角は明瞭。足の後端中央が大きく彎入し、その背面から長い後足触角が生じて、先端は
銀杏の葉に似た形に広がる。それらの触角すべてが顕著な剛毛を持つ。 

近似種との区別 ： ウズツボ属 Dolicrossea Iredale, 1924はほとんど研究例がなく、近縁種も未詳。下記の各産地の個体
には複数種が混在する可能性もあるが、比較が不十分のためここでは暫定的に同種とみなす。 

分 布 の 概 要 ： 伊豆下田、八丈島、能登増穂ヶ浦、瀬戸内海 (香川、広島、山口各県)、五島列島 (宇久島)、小笠
原諸島 (父島)、宮古島。 

近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 未詳。 
生 態 的 特 徴 ： 未詳。 
生息地の条件  ： 内湾湾口の平坦な岩礫地中・低潮帯において、転石下の還元的環境にナギツボ・サザナミツボ等と

共に見られる。砂浜で打上死殻が得られ、潮下帯にも産する可能性が高い。 
個体数の動向  ： 沖縄県では宮古島狩俣で死殻1個が確認されたのみ。 
現在の生息状況 ： 上記死殻が得られた場所の附近や、他島の類似した環境に個体群が現存する可能性がある。 
学術的意義・評価 ： この属は独特の形態を示し、系統的位置の詳細な検討が必要。軟体の内部形態の把握や分子系統解

析は、いまだなされたことがない。 
生存に対する脅威 ： 護岸・埋立・海底浚渫等海岸環境の改変、水質汚濁。 
特 記 事 項 ： 従来本種はCrossea bellula A. Adams, 1865 に同定されてきたが、C. bellula のシンタイプ (パリ自然

史博物館所蔵) を見ると本種とは異なると考えられるため、本種に対してその学名を用いるのは誤
同定である。C. bellula は本種と殻の形態が酷似するものの、系統的に全く異なる一群に属す。古腹
足亜綱の一員で上科の所属が未詳の Crosseolidae Hickman, 2013がそれで、この科はワタゾコシタダ
ミ属 Conradia A. Adams, 1860, ツキヨシタダミ属 Crossea A. Adams, 1865, Crosseola Iredale, 1924 な
どの属を含む (Hickman, 2013)。ウズツボ属とCrosseolidae は亜綱の所属すら異なるにもかかわらず、
殻の形態が驚くほど似ているが、辛うじて以下の 2 点が異なる：1) ウズツボ属の殻は薄く半透明
の硝子質であるが、Crosseolidae では比較的厚く、不透明で乳白色を呈する；2) ウズツボ属の殻表
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の彫刻は螺肋だけが目立ち、顕著な縦肋を欠き、殻口外唇も肥厚は生じないが、Crosseolidae では螺
肋に加えて明瞭な縦肋を持つ種が多く、特に、殻口外唇が縦張肋状に著しく肥厚する。沖縄県では、
Crosseolidae に属すと考えられる未詳種の死殻 1 個体が恩納村前兼久沖リーフスロープ (水深 7 m) 
で採集されている (久保, 未発表)。その個体は殻長1.2 mm、殻径0.9 mmで、殻表は螺肋と縦肋が
交わって格子状となり、殻口外唇外側は太い縦張肋状に肥厚し、螺肋はその上に載る。胎殻表面に
は顆粒状の彫刻がある。これに対し、ウズツボの胎殻の表面は平滑である (Fukuda, 1993: 72, pl. 8, fig. 
94)。 

参 考 文 献 ： Fukuda, H., 1993. Marine Gastropoda (Mollusca) of the Ogasawara (Bonin) Islands. Part 1: 
Archaeogastropoda and Neotaenioglossa. Ogasawara Research, (19): 1–86. 

福田 宏, 2001. 内湾の貝類「最後の楽園」周防灘—そして私たちがなすべきこと. 日本ベントス学
会誌, 56: 33–41. 

福田 宏, 2012. ウズツボ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック”, 日
本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 41. 

Hickman, C.S., 2013. Crosseolidae, a new family of skeneiform microgastropods and progress toward 
definition of monophyletic Skeneidae. American Malacological Bulletin, 31: 1–16. 

Muséum National d'Histoire Naturelle, Paris (France), 2016. Collection: Molluscs (IM). Set of 2 specimens 
MNHN-IM-2000-31037. https://science.mnhn.fr/institution/mnhn/collection/im/item/2000-31037 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏・久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： イワカワトキワガイ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 タマキビ型亜目 ヤツシロガイ上科 ヤツシロガイ

科 
学    名 ： Malea pomum (Linnaeus, 1758) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 該当なし 
  
形    態 ： 殻は本科中、中型で、卵球形、殻表は光沢が強く、多数の螺溝を刻み、淡褐色の地に白色の斑を散

在させる。殻口はやや広く、外唇内側に強い襞を有す。殻長約50～80 mm。蓋はない。 
近似種との区別 ： 沖縄県産の本科中、殻口内唇に襞をもつ種は本種のみ。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄県全域 (大東諸島を除く)。 
生 態 的 特 徴 ： 昼間は砂中に埋在し、夜行性で、ナマコ類を専食する。 
生息地の条件  ： 潮通しの良い清浄な砂底域を好むが、単なる砂地ではなく、栄養の多い豊かなアマモ場等と隣接す

る環境を生息条件とし、波打ち際にも出現する。 
個体数の動向  ： 個体数の減少は埋立て等大規模な生息場所消失から明らかであるが、非常に浮遊期間が長く分散能

力が高い種であり、評価が難しい。 
現在の生息状況 ： 沖縄島 (恩納村) や周辺離島など、比較的清浄な砂浜環境では少ないながら確認されるが、底質悪

化の進行している沖縄島中南部､ 北部東海岸の一部では確認困難な状況にある。 
学術的意義・評価 ： 浮遊幼生 (ベリジャー) が殻長5 mm程度まで大成し、長期浮遊能力を保有すると推測されるが、実

際の幼生生態や着底条件などは全く判っていない。 
生存に対する脅威 ： 埋立て、底質悪化。 
特 記 事 項 ： 本種は遠隔水域からの新規加入が十分期待でき、種として絶滅リスクは非常に低いが、健全な加入・

育成に必要な生育環境の悪化や消失が進行している現況がある。これらをいかに評価するか検討を
要する。 

原  記  載 ： Linnaeus, C. von, 1758. Systema naturae per regne tria naturae, secundum clasees, ordines, genera, species, 
cumcharacteribus, differentiis, synonymis, locis. Editio decima reformata. Tome 1, Animalia. Impensis 
Direct. Laurentii Salvii, Holmiae, 823 pp. (p. 735, no. 379, as Buccinum pomum. Type loc.: “. .”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2005. イワカワトキワガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－
レッドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 
那覇, 422–423. 

久保弘文・黒住耐二, 1995. 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263 pp. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： オリイレヨフバイ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 新腹足亜目 エゾバイ上科 オリイレヨフバイ科 
学    名 ： Nassarius arcularia (Linnaeus, 1758) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 殻は本科中、やや大型、角張った卵球形で、縫合は深く溝状となる (和名「折り入れ」の語源)。肩

部に強い縦肋を刻み、殻口内唇滑層が広く張り出して肥厚する。殻色は乳白色で縦肋間が暗色に染
まる。殻長約25 mm。 

近似種との区別 ： 近似種イボヨフバイはより縦長で、縫合下が等間隔に褐色に染まり、縦肋が弱い。 
分 布 の 概 要 ： 国内では他に奄美大島、県内では石垣島のみ、インド・太平洋。 
生 態 的 特 徴 ： 索餌や潮汐等条件によって活発に砂底を匍匐する。腐肉食性であるが、比較的新鮮な餌を好む。 
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生息地の条件  ： 潮通しのよい中～低潮線のアマモ場に隣接する細砂底に浅く潜る。垂直分布の幅が狭く、潮間帯中
下部にのみ見られる。 

個体数の動向  ： 石垣島では 2007 年～2012 年まで名蔵湾・川平湾等の狭い範囲に生息が確認されてきた。この間名
蔵湾では幼貝が少なくとも3年連続して確認された。 

現在の生息状況 ： 川平湾では2013年以降、出現していない。名蔵湾では2014年の調査で単一個体が確認されたが、
その後、確認できていない。 

学術的意義・評価 ： ムシロガイ類は熱帯浅海域に多数の種が適応放散し、進化生物学的に意義深い。 
生存に対する脅威 ： 埋立て。 
特 記 事 項 ： 沖縄島では近年全く確認されていない一方で、奄美大島で小規模な個体群の記録がある等、分布様

式が特異で、海流伝播の可能性もあるため、長期的調査が必要である。 
原  記  載 ： Linnaeus, C. von, 1758. Systema naturae per regne tria naturae, secundum clasees, ordines, genera, species, 

cumcharacteribus, differentiis, synonymis, locis. Editio decima reformata. Tome 1, Animalia. Impensis 
Direct. Laurentii Salvii, Holmiae, 823 pp. (p. 737, no. 395, as Buccinum arcularia. Type loc.: “. .”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2005. オリイレヨフバイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レ
ッドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 
那覇, 473. 

久保弘文, 2012. オリイレヨフバイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブッ
ク”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 68. 

久保弘文, 2014. オリイレヨフバイ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生
生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 
302. 

久保弘文・黒住耐二, 1995. 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263 pp. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： キツネノムシロ 
分    類 ： 腹足綱 新生腹足亜綱 吸腔上目 高腹足目 新腹足亜目 エゾバイ上科 オリイレヨフバイ科 
学    名 ： Niotha venusta (Dunker, 1847) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
形    態 ： 本科中やや大型 (約 2 cm)、殻は丸みを帯びた紡錘形で、殻長はやや尖る。殻表には多数の螺溝と

縦肋をもち、縫合部ではやや波打つ。殻口は滑層が発達し、外唇内側に瘤が 5～9 あり、うち 1 つ
はやや強い。内唇上部にも瘤が1つある。殻色は灰褐色で不明瞭な白帯を1本巡らす。 

近似種との区別 ： カニノテムシロは一回り小さく、殻表の彫刻も異なる。 
分 布 の 概 要 ： 先島諸島、台湾、フィリピン、インドネシア、アンダマン諸島、バヌアツ。 
生 態 的 特 徴 ： 肉食性で、弱った動物や死後間もない腐肉を摂食する。 
生息地の条件  ： 河口が隣接する開放性干潟の、汀線付近の砂泥底に生息するが、個体数は少ない。 
個体数の動向  ： 南方系種で、2002～2007年の 6年間、石垣島宮良川河口で観察した結果、少数ながら新規加入個体

が毎年、継続して観察されたが、2010年以降のモニタリングでは全く確認されていない。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 先島諸島は本種の分布北限にあたり、生物地理学的意義がある。 
生存に対する脅威 ： 垂直分布の幅が狭く、最も陸域に近い生息場所であり、海岸改変、埋立て等の影響を被りやすい。 
特 記 事 項 ： 宮良川河口域において、とりわけ大きな環境攪乱が見受けらない状況下で、近年、出現が途絶えて

おり、南方からの不安定な幼生到達による消長の可能性も否定できず、情報不足 (DD) に留めた。 
原  記  載 ： Dunker, G., 1847. Diagnoses Buccinorum quorundam novorum. Zeitschrift für Malakozoologie, 4: 59–64. (p. 

59, no. 1, as Buccinum venustum. Type loc.: “ignota”) 
参 考 文 献 ： 久保弘文, 2012. キツネノムシロ. “干潟の絶滅危慣動物図鑑海岸ベントスのレッドデータブッ

ク”， 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 69. 
 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ヒメヒラマキミズマイマイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 水棲目 ヒラマキガイ上科 ヒラマキガイ科 
学    名 ： Gyraulus sp. 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)      環境省カテゴリー： 情報不足 (DD) 
 
図 の 解 説 ： p. 52. 西表島古見. 撮影：齊藤 匠. 
形    態 ： 殻径2 mm前後。殻は薄い円盤状で、殻頂はわずかに窪む。螺管は殻口部で広がらず、端正に巻く。

殻質は極めて薄く、透明感のある乳白色であるが、しばしばサビ状の付着物に覆われる。 
近似種との区別 ： 形態が類似するヒラマキミズマイマイとは、より小型で殻径に対して殻長が小さいこと、螺管の巻

きが密なことで識別できる。 
分 布 の 概 要 ： 青森県以南の本州、四国、九州、伊豆諸島八丈島、小笠原諸島父島、宮古島 (死殻)、石垣島、西表

島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 近縁の別種と思われる個体が北海道から得られている。 
生 態 的 特 徴 ： 詳細は不明であるが直達発生と思われる。 



<貝類> 

656 
 

生息地の条件  ： 湧水のある湿地、渓流の淀みや、山間のわずかに流れのある水路などに生息する。生息には還元的
でない陸水環境が必要であると考えられる。 

個体数の動向  ： 沖縄県では近年になってはじめて見出された種である。ヒラマキミズマイマイとの区別がやや難し
いため従来の調査では見落とされてきた可能性が高い。 

現在の生息状況 ： 本州の一部生息地では多産することもあるが、沖縄県下の産地ではヒラマキミズマイマイやカワコ
ザラと同所的に見られ、密度は極めて低い。 

学術的意義・評価 ： 島嶼部を含め散在的に分布するため、生物の分散過程を研究する良い材料である。 
生存に対する脅威 ： ヒラマキガイ科貝類の中でも特に脆弱な陸水環境に生息する種であり、水域そのものの開発のみな

らず、生息域周辺の開発による水質汚濁や湧水の枯渇などが脅威となりうる。 
特 記 事 項 ： 学名に関しては再検討中であり、Gyraulus sp. とした。IUCN カテゴリー：Data Deficient (DD) (as 

Gyraulus pulcher)。 
参 考 文 献 ： 福田 宏, 2010. ヒメヒラマキミズマイマイ. “岡山県版レッドデータブック2009動物編”, 岡山

県野生動植物調査検討会 (編), 岡山県生活環境部自然環境課, 岡山, 328. 
Mori, S., 1938. Classification of the Japanese Planorbidae. Memoirs of the College of Science, Kyoto Imperial 

University, Ser. B, 14(2): 279-300, pls.1-7. 
齊藤 匠・平野尚浩・内田翔太・山崎大志,  2017. 石垣島および西表島におけるヒメヒラマキミズ
マイマイ (腹足綱: ヒラマキガイ科) の発見. Molluscan Diversity, 5: 印刷中. 

 
執 筆 者 名 ： 齊藤 匠・福田 宏 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： レンズヒラマキ (クルマヒラマキ) 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 水棲目 ヒラマキガイ上科 ヒラマキガイ科 
学    名 ： Helicorbis cf. cantori (Benson, 1850) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 殻径 8 mm、殻長 2 mm 前後。殻はそろばんの玉のような円盤状で周縁は明瞭に角張る。殻頂側の面

は平坦で、殻底側の面は緩やかなマウンド状である。また、殻頂は広く窪む。付着物に覆われてい
ない場合、殻色は飴色で表面には艶がある。 

分 布 の 概 要 ： 東海地方〜南西諸島、朝鮮半島、台湾、中国東部、インド？ 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 同属の近縁種は日本列島には存在しないと考えられる。また、モンゴル、シベリ

ア南東部などに近縁種が複数存在する。一方、中国大陸やインドに存在する類似種との関係は不明
であり、本種の学名は再検討する必要がある。 

生 態 的 特 徴 ： 詳細は不明であるが直達発生と思われる。 
生息地の条件  ： やや還元的な陸水域を好み、湿地、ハス田、河川のワンドや岸辺の植物帯、用水路などに多い。 
個体数の動向  ： 過去の調査と比べ沖縄島では産地が増加している。 
現在の生息状況 ： 生息地点においては多産し、優先種となっている場合も多い。本州での産地は散在的である。 
学術的意義・評価 ： 東アジア一帯に分布する広域分布種であり生物地理学的な研究の材料として好適である。 
生存に対する脅威 ： 湿地や河川などの陸水域は埋め立て、護岸などによる環境改変の影響を受けやすい。 
特 記 事 項 ： 産地の不自然な急増が認められ、国内・国外からの移入が疑われる個体群が存在する。遺伝的特徴

の解析など慎重な検討が必要である。もし、移入が発生していた場合、在来の個体群は危機的状況
におかれている可能性が高い。IUCN カテゴリー：Least Concern (LC)。 

原  記  載 ： Benson, W. H., 1850. Characters of nine new or imperfectly described species of Planorbis inhabiting India 
and China. The Annals and Magazine of Natural History; Zoology, Botany, and Geology, Ser. 2, 5: 348-352. 
(pp.349-350, as Planorbis cantori. Type Loc.: “in stagnis Bengalensibus prope castra Barrackpore”) 

参 考 文 献 ： Davis, G. & Yamaguchi, S., 1969. The freshwater Gastropoda of Okinawa. Venus, 28: 137-152. 
増田 修・内山りゅう, 2004. 日本産淡水貝類図鑑②汽水域を含む全国の淡水貝類. ピーシーズ, 
横浜, 240pp. 

 
執 筆 者 名 ： 齊藤 匠 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： リュウキュウノミガイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 直輸尿管類 ハワイマイマイ上科 ハワイ

マイマイ科 
学    名 ： Pacificella rucuana (Pilsbry & Hirase, 1905) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
図 の 解 説 ： p. 45. 1：リュウキュウノミガイ. 2 (参考)：リュウキュウノミガイ属の一種. 3 (参考)：イオウ

ジマノミガイ. 4 (参考)：ノミガイ. すべて南大東島. 撮影：亀田勇一 (標本), 和田慎一郎 (1b, 
2b), 福田 宏 (3b). 

形    態 ： 殻長約2.7 mm、殻径約1.8 mm、卵円錐形、極めて薄質。螺塔はやや小さく、やや尖り、体層は大き
い。殻は淡褐色で光沢があり、平滑。殻口は卵形で、肥厚・反転はしない。殻口内唇に弱い一歯を
持つ。臍孔はない。 

近似種との区別 ： 日本産の同属の種とは、体層の膨らみが強く、また内唇の歯状突起が極めて小さいことで区別がで
きる。同所的に生息するノミガイとは、臍孔の有無によって明確に区別できる。 
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分 布 の 概 要 ： 南西諸島の島々に点在する。タイプ産地は慶良間島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： リュウキュウノミガイ属の一種とは、同所的には確認されていないが分布が重複

する。火山列島には同属のハタイノミガイが分布する。 
生 態 的 特 徴 ： 主に林床の落葉や草本などを棲息場所として利用し、付着する菌類などの有機物を摂食する。卵胎

生。 
生息地の条件  ： 同上。 
個体数の動向  ： 人里に近い林にも棲息しており、開発等により棲息地や個体数は減少傾向にある。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 同属の近縁種が火山列島からマリアナ諸島にかけて分布しており、受動的分散によって海を越えて

移動する陸産貝類の代表的な例として生物地理学的に極めて重要なグループである。 
生存に対する脅威 ： 農地開拓等による棲息地の縮小が影響を及ぼしている。また近年ニューギニアヤリガタリクウズム

シやツヤオオズアリといった外来の捕食者による壊滅的な被害も懸念される。 
特 記 事 項 ： 従来の記録にはリュウキュウノミガイ属の一種が含まれている可能性が高く、過去の情報から動向

を把握しようとするのは危険である。現地調査によって分布の実態を明らかにする必要があるため、
情報不足 (DD) として扱った。 

原  記  載 ： Pilsbry, H. A. & Hirase, Y., 1905. New land mollusks of the Japanese Empire. Proceedings of the Academy of 
Natural Sciences of Philadelphia, 57: 705-719. (p.718, as Tornatellina rucuana. Type loc.: “Kerama-jima, 
Ryukyu”) 

参 考 文 献 ： Wada, S., Kameda, Y. & Chiba, S., 2014. Different evolutionary patterns among the micro land snail grouped 
in the Ogasawara Islands. “Island Biology 2014 Program Abstracts”, Organizing Committee of Island 
Biology 2014, the International Conference on Island Evolution, Ecology, and Conservation (ed.), University of 
Hawaii at Manoa, Honolulu, 57-58. 
https://docs.google.com/viewer?a=v&pid=sites&srcid=aGF3YWlpLmVkdXxpc2xhbmRiaW9sb2d5MjAx
NHxneDo0NzQwYjlkZWQyNjk1NmE1 

 
執 筆 者 名 ： 和田慎一郎・亀田勇一 
…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： リュウキュウカドベッコウ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 ベッコウマイマイ上科 ベッ

コウマイマイ科 
学    名 ： Luchuconulus okinawanus Pilsbry, 1928 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 貝殻は小型 (殻径約8 mm) で、螺塔はやや高く (殻長約6.5 mm)、やや高い円錐形。螺層は細かく

巻き、やや膨らみ、体層周縁は弱く角張る。殻は薄く、黄褐色、殻表は平滑で光沢がある。臍孔は
狭い。殻口縁は薄く、反曲肥厚しない。 

近似種との区別 ： グードベッコウに似るが、生殖器の陰茎付属肢が小さく、鞭状器を持たないとされる。 
分 布 の 概 要 ： 名護岳から記載された。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 近似種との類縁関係、種としての位置づけが不明で、現時点では比較できない。 
生 態 的 特 徴 ： 不明。 
生息地の条件  ： 不明。 
個体数の動向  ： 原記載以降、信頼できる採集記録がない。 
現在の生息状況 ： 不明。 
学術的意義・評価 ： Luchuconulus 属のタイプ種であり、分類学的に重要。 
生存に対する脅威 ： 不明。 
特 記 事 項 ： 本種の採集記録は複数の文献に散見されるが、筆者の知る限り原記載に特徴が完全に合致する標本

は再発見されていない。類似種との関係など再検討が必要。 
原  記  載 ： Pilsbry, H.A., 1928. Notes on some Japanese Zonitidae. Proceedings of the Academy of Natural Sciences of 

Philadelphia, 80: 207–210. (p. 208, figs 3–7, as Luchuconulus okinawanus. Type loc.: “Nagodake, Okinawa, 
Riukyu Ids.”) 

参 考 文 献 ： Chinen, M., 1977. Land shells of Okinawa-jima and adjacent islands (exclusive of Truncatellidae, 
Assimineidae and Ellobiidae). Ecological Studies of Nature Conservation of the Ryukyu Islands, 3: 
127–149. 

 
執 筆 者 名 ： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： マルキビ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 柄眼亜目 曲輸尿管類 ベッコウマイマイ上科 ベッ

コウマイマイ科 
学    名 ： Parakaliella bimaris (Pilsbry & Hirase, 1904) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 情報不足 (DD) 
 
形    態 ： 殻は微小で、殻径約2 mm、螺塔はやや高く、低円錐型。螺層は細かく巻き、体層周縁は丸い。螺管

は膨らみ、縫合はくびれる。殻は薄く、暗褐色、殻表には細かい成長脈が密にある。臍孔は狭い。
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殻口縁は薄く、反曲肥厚しない。 
近似種との区別 ： 本種は琉球列島に生息する Parakaliella sp. よりも小型で螺管は膨らむことで異なる。ヒゼンキビに

酷似するが、殻口内の滑層の発達が異なる。 
分 布 の 概 要 ： 那覇から記載された。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 近縁種は不明で、現時点では比較できない。 
生 態 的 特 徴 ： 不明。 
生息地の条件  ： 不明。 
個体数の動向  ： 本種の採集記録は複数の文献に散見されるが、筆者の知る限り特徴が完全に合致する標本は再発見

されていない。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 分類学的実体が不明。 
生存に対する脅威 ： 不明。 
特 記 事 項 ： 分類学的再検討が必要。 
原  記  載 ： Pilsbry, H.A. & Hirase, Y., 1904. Descriptions of new land snails of the Japanese Empire. Proceedings of the 

Academy of Natural Sciences of Philadelphia, 56: 616–638. (pp. 633–634, as Kaliella bimaris. Type loc.: 
“Naha, Okinawa Island, Riukiu”) 

参 考 文 献 ： 平瀬與一郎, 1908. 日本陸産貝類図説 (十三). 介類雑誌, 2(7): 221–226, pl. 18. 
上島 励, 2014. マルキビ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野生生物－6 
貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 430. 

 
執 筆 者 名 ： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： イボイボナメクジ属の一種 (2) 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 収眼亜目 アシヒダナメクジ上科 ホソアシヒダナメ

クジ科 
学    名 ： Granulilimax sp. 2 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 該当なし 
  
形    態 ： 小型のナメクジで、体は細い。背面には細かい顆粒状の突起が密生し、表面は粘液で覆われない。

背面は暗灰色で、正中線に沿って不明瞭な黒い縦帯がある。頭触角は短く、小触角は白くて先端が
僅かに二叉する。 

近似種との区別 ： 生殖器形態が近似種と異なると思われるが、幼体が2個体採集されたのみであり、再検討が必要。 
分 布 の 概 要 ： 西表島からのみ知られる。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 宮古島に G. sp. 3、与那国島に G. sp. 1が分布し、台湾にも未記載種が生息する。 
生 態 的 特 徴 ： 自然林の落葉下に生息する。肉食性で他の陸産貝類を捕食する。 
生息地の条件  ： 不明。 
個体数の動向  ： 不明。 
現在の生息状況 ： 幼体が2個体採集されたのみで、個体数はきわめて少ないと思われる。 
学術的意義・評価 ： 本科は琉球列島で多くの固有種に分化しており、生物地理学的に重要である。 
生存に対する脅威 ： 開発による森林の伐採および林床の乾燥化、餌となる陸産貝類の減少。 
  
執 筆 者 名 ： 上島 励 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： コウモリミミガイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 オカミミガイ上科 オカミミガイ科 
学    名 ： Cassidula vespertilionis (Lesson, 1830) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 殻は本科中、中型で、卵球形、殻表は等間隔に生じる殻毛と薄い皮膜状の殻皮を纏う他、明瞭な螺

溝を多数めぐらす。殻口は広く、内唇に 2 歯、軸唇に 1 歯、外唇中央に強い 1 歯の突起を具える。
殻長12～17 mm。 

近似種との区別 ： 近似種ウラシマミミガイおよびカタシイノミミミガイは、螺溝がより細かいこと、螺塔が低く、よ
り大型化することで区別できる。 

分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島、先島諸島のマングローブ林周辺の塩性湿地。 
生 態 的 特 徴 ： 活動期にはマングローブ樹上に這い上がり、活発に匍匐する。 
生息地の条件  ： マングローブ林周辺塩性湿地の中～高潮線に生息。 
個体数の動向  ： 石垣島の一部の場所では出現頻度が高く、1995～2015 年の 20 年に渡って常に生息が認められ、近

年はやや増加傾向にある。沖縄島では 2000 年前半まで豊見城市の一部で小さな個体群が確認され
ていたが、現在は埋立てにより、生息域ごと消失した。恩納村では2013年に生息が確認された。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： マングローブに特有の、生態学的にも興味深い貝類であるが、分散や繁殖などは不詳である。 
生存に対する脅威 ： 先島諸島では陸土の大量流入や河川水量の減少により、マングローブ林の陸地化が進行している。

本種は生息場所が限られている上、樹上性で見つかりやすく、貝類収集家の採集圧による個体数減
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少も考えられる。 
特 記 事 項 ： 石垣島の一部河川では近年、増加傾向が見受けられ、レッドリスト対象外とする考えもあったが、

予防的に情報不足 (DD) として含め、長期的なモニタリング継続を期待したい。 
原  記  載 ： Lesson, M., 1830. Voyage autour du monde : exécuté par ordre du roi, sur la corvette de Sa Majesté, la Coquille, 

pendant les années 1822, 1823, 1824, et 1825, Tome Second, Partie 1, Zoologie, Arthus Bertrand, Paris, 471 pp., 
7+38+16 pls. (p. 340, no. 84, as Auricula vespertilionis. Type loc.: “les alentours du port Praslin, à la 
Nouvelle-Irlande, dans les lieux bas et submergés”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2005. コウモリミミガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レ
ッドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 
那覇, 476–477. 

久保弘文, 2014. 恩納村の貝類. “恩納村誌 第1巻 自然編”, 恩納村誌編さん委員会 (編), 恩納
村役場, 恩納, 245–340． 

久保弘文・福田 宏, 2012. コウモリミミガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッド
データブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 95. 

久保弘文・黒住耐二, 1995. 沖縄の海の貝・陸の貝. 沖縄出版, 浦添, 263 pp. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

和    名 ： カドバリコミミガイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 オカミミガイ上科 オカミミガイ科 
学    名 ： Laemodonta bella (H. & A. Adams, 1855) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN) 
  
形    態 ： 殻長 5 mm 以下の小型巻貝類。殻は太い紡錘形で、螺層肩部が角張って階段状となり、殻表は規則

的で明瞭な螺肋をめぐらす。殻底は強い繃帯を発達させ、明瞭な偽臍孔を形成する。殻口は大きく、
内唇に2つ，軸唇に1つ、外唇内側に2つの強い歯状突起がある。殻色は黄色味の強い藁色。 

近似種との区別 ： ヘソアキコミミガイとやや似るが、本種は著しく螺層肩部が角張るので区別できる。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島、石垣島、タイ、フィリピン、ニューカレドニア～マダガスカルまで広く分布す

る。 
生 態 的 特 徴 ： コミミガイ類中、最も隠蔽的生態を有し、表面的な観察では外部から容易に確認できない。 
生息地の条件  ： サンゴ礁性岩礁域に広く分布するが、目詰まり等底質攪乱の無い岩礫集積地のみに生息し、殆どの

生息場所が局所的である。 
個体数の動向  ： 非常に稀少で発見の困難な種であるため、個体数の具体的な増減が不明である。しかしながら内湾

域においては陸域からの土壌流入や富栄養化など様々な負荷が岩礁域まで及んでおり、本種のよう
な岩礫の狭く奥深い環境に棲む貝類が危機的状況に曝されていることは想像に難くない。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 熱帯域の潮間帯中上部に著しく適応放散した海棲有肺類の一員であり、進化生態学的に重要である

他、海陸の狭間における極めて脆弱な環境の指標種として保全生物学的価値が極めて大きい。 
生存に対する脅威 ： 自然海岸の消失、陸域からの土壌微粒子沈積による岩礫間隙の閉塞。 
特 記 事 項 ： 本種は小型種である上に、生息範囲が非常に広く、外洋域の岩礁にまで及んでおり、生息範囲の全

体に占める相対的な攪乱程度が不明で、客観的な評価が難しい。IUCN カテゴリー：Least Concern 
(LC)。 

原  記  載 ： Adams, H. & Adams, A., 1855. Contributions towards the natural history of the Auriculidae, a family of 
pulmoniferous Mollusca; with descriptions of many new species from the Cumingian collection. 
Proceedings of the Zoological Society of London, for 1854: 30–37. (p. 37, no. 1, as Plecotrema bella. Type 
loc.: ”Philippines”) 

参 考 文 献 ： 木村昭一, 2014. カドバリコミミガイ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれのある野
生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎょうせい, 東京, 
93. 

増田 修・内山りゅう, 2004. 日本産淡水貝類図鑑②汽水域を含む全国の淡水貝類. ピーシーズ, 
横浜, 240 pp. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： イササコミミガイ 
分    類 ： 腹足綱 異鰓亜綱 汎有肺下綱 真有肺目 オカミミガイ上科 オカミミガイ科 
学    名 ： Laemodonta octanfracta (Jonas, 1845) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 情報不足 (DD) 
 
形    態 ： 殻長3 mm、殻径2 mm。殻は雫形、淡黄褐色、厚質堅固。螺層は膨らみ、縫合のくびれは弱い。殻表

は剛毛を具えた強いレール状の螺肋を多数巡らす。外唇内側に強い歯を 2個持ち、内唇の2個のパ
リエタル歯と軸唇の褶も強い。殻底に螺状稜角はない。 

近似種との区別 ： マキスジコミミガイに似るが遥かに小さい。 
分 布 の 概 要 ： 宮古島、石垣島、西表島、台湾、フィリピン、タイ、熱帯インド–西太平洋。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： 日本産コミミガイ属中、カドバリコミミガイ同様産出例が少なく、先島諸島から

稀に見出されるのみ。 



<貝類> 

660 
 

生 態 的 特 徴 ： 転石下の有機物等を摂食すると思われる。胎殻の形態から恐らく浮游幼生期を経る。 
生息地の条件  ： 内湾と外洋に跨がって産し、マングローブ辺縁の砂泥底転石地や、海岸岩礁地高潮帯の底泥に埋も

れた石の下に見られる。 
個体数の動向  ： 熱帯域では普通種であるが、国内では少数が確認されたのみである。 
現在の生息状況 ： 国内では生貝が同時に複数見られた例すら少なく、個体群が維持されていない可能性がある。 
学術的意義・評価 ： 沖縄県は本種の分布の世界的北限である。 
生存に対する脅威 ： 海岸や河口の埋立・護岸・道路や橋梁設置等の開発、マングローブ湿地の破壊、瀕海陸地の森林伐

採、水質・土壌汚染。 
特 記 事 項 ： 種小名を octanflactaとした文献が多いが、正しくは octanfracta である。 
原  記  載 ： Jonas, J.H., 1845. Neue conchylien. Zeitschrift für Malakozoologie, 2: 168–173. (pp. 169–171, as Pedipes 

octanfracta. Type loc.: “ad Insulas Sandwicenses?”) 
参 考 文 献 ： 福田 宏, 1996. 腹足綱；宮古島 平良市久松漁港 (久貝)〜久松松原. “日本における干潟海岸と

そこに生息する底生生物の現状”, 花輪伸一・佐久間浩子 (編), WWF Japan Science Report, 3: 
11–63, 114–115. 

福田 宏・久保弘文, 2012. イササコミミガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッド
データブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 97. 

Hubendick, B., 1956. A conchological survey of the genus Plecotrema (Gastropoda, Ellobiidae). 
Proceedings of the Malacological Society of London, 32: 110–126, pl.23. 

久保弘文, 2005. イササコミミガイ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) —レ
ッドデータおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那
覇, 478. 

増田 修・内山りゅう, 2004. 日本産淡水貝類図鑑②汽水域を含む全国の淡水貝類. ピーシーズ, 
横浜, 240 pp. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏・久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： ヤマホトトギス 
分    類 ： 二枚貝綱 翼型亜綱 イガイ目 イガイ上科 イガイ科 
学    名 ： Musculus japonica (Dunker, 1857) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 殻長 20 mm前後。イガイ科としては小型で、殻は細長く、光沢が強い。薄い殻皮をまとい、ホトト

ギスガイ同様のジグザク模様を有する。 
近似種との区別 ： 細長い形状とジクザク模様により区別される。 
分 布 の 概 要 ： 房総・能登半島以南、沖縄島 (羽地内海、名護湾、金武湾、中城湾)、朝鮮半島。 
生 態 的 特 徴 ： 内湾域の小型海草類の優占する海草藻場の潮間帯以深に分布。 
生息地の条件  ： 内湾域の潮間帯以深の砂底の海草藻場に分布する。潮下帯では、海草類の坪刈り調査などで稀に見

つかるが、密度は極めて低い。 
個体数の動向  ： 各産地で稀なため、密度は不明。 
現在の生息状況 ： 沖縄県内では、稀な種のため現状不明。 
学術的意義・評価 ： 産出が稀なため、基礎生態の解明は進んでいない。 
生存に対する脅威 ： 埋立等の沿岸域の改変による生息地の消滅や環境悪化。 
特 記 事 項 ： 千葉・愛知・岡山・熊本各県レッドデータブック掲載種。なお本種の記載年は1856とされることが

多いが、実際は1857である。 
原  記  載 ： Dunker, G., 1857. Mytilacea nova collectionis Cumingianae. Proceedings of the Zoological Society of London, 

for 1856: 358-366. (p.363, no.16, as Volsella Japonica. Type loc.: “In litore maris Japonici”) 
参 考 文 献 ： 久保弘文, 2005. ヤマホトトギス. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) —レッ

ドデータブックおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護
課, 那覇, 480-481. 

山下博由・木村昭一, 2012. ヤマホトトギス. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデ
ータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 106. 

 
執 筆 者 名 ： 小澤宏之 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： オボロヅキ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ツキガイ目 ツキガイ上科 ツキガイ科 
学    名 ： Monitilora simplex (Reeve, 1850) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
図 の 解 説 ： p. 52. 宮古島荷川取沖. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 殻長3 cm。殻は白色で厚く、同心円状の繊細な輪脈が発達する。後端肩部はやや裁断状。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄県内では、沖縄島、宮古島、伊良部島で死殻の採集例がある。新鮮な死殻は、沖縄島泡瀬と宮

古島久松の2箇所のみである。生貝の採集例は無い。 
生 態 的 特 徴 ： 潮下帯の砂底域に生息すると考えられるが詳細は不明である。 
生息地の条件  ： 泡瀬干潟では、台風後の打ち上げで海草藻場の二枚貝類に混じり新鮮な合弁の死殻が採集されたこ

とがあり、おそらくは海草藻場周辺に生息する可能性が高い。 
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個体数の動向  ： 詳細は不明。 
現在の生息状況 ： 生貝の確認はなく、詳細は不明。 
学術的意義・評価 ： 詳細は不明。 
生存に対する脅威 ： 埋立等の沿岸域の改変による生息地の消滅や環境悪化。 
原  記  載 ： Reeve, L. A., 1850. Monograph of the genus Lucina. Conchologia Iconica, or, Illustrations of the Shells of 

Molluscous Animals, 6: pls.1-11. (sp.11, pl.3, fig.11, as Lucina simplex. Type loc.: “North Australia”) 
参 考 文 献 ： 名和 純, 2005. オボロヅキ. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) —レッドデ

ータおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 那覇, 
485. 

 
執 筆 者 名 ： 小澤宏之 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ガタヅキ (コハギガイ) 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ウロコガイ上科 ウロコガイ科 
学    名 ： Arthritica cf. reikoae (Suzuki & Kosuge, 2010) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 情報不足 (DD) 
 
図 の 解 説 ： p. 52. 西表島浦内川. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 殻長・殻高とも 1.5 mm。殻は亜三角形、無色、前部が長く、殻頂は後方に寄る。内靱帯は細長い。

明瞭な主歯、前側歯と、靱帯後方に側歯を持つ。A. reikoae の原記載に図示されたタイプ標本の走査
型電子顕微鏡写真では、殻表は成長脈を除いて平滑であるが、沖縄県産個体は明瞭な顆粒をそなえ
る。 

近似種との区別 ： ガンヅキは亜卵形で、後部が本種より長い。また、下記の各産地の個体には複数種が混在する可能
性もあるが、形態の検討がいまだ不十分のため、ここでは暫定的に同種とみなす。 

分 布 の 概 要 ： 陸奥湾、長面浦、東京湾、伊勢湾、紀伊水道沿岸、瀬戸内海、種子島、宮古島、西表島。 
近縁な種及び群との分布状況の比較 ： ガンヅキは瀬戸内海 (山口、愛媛、福岡各県) のみで知られ、メナシピンノの頭

胸甲側縁や胸脚の節上に足糸で付着する。この属は他にオーストラリア南部やニュージーランドか
ら数種が知られる。 

生 態 的 特 徴 ： 卵胎生で胎貝を殻内で保育する。この属は多毛類や十脚類と共生する種が知られるが、本種につい
ては未詳。 

生息地の条件  ： 内湾奥砂泥干潟中〜低潮帯の底泥に浅く埋在する。 
個体数の動向  ： 沖縄県では宮古島東平安名崎と西表島浦内川河口で確認されたのみ。 
現在の生息状況 ： 生貝は浦内川だけで知られ、そこでの棲息範囲も狭く、密度は低い。 
学術的意義・評価 ： 他県産個体共々、種レベルの詳細な検討が必要。 
生存に対する脅威 ： 護岸・埋立・海底浚渫等海岸環境の改変、水質汚濁。また本種はその微小さのため、大雑把な貝類

相調査では見落とされる恐れがある。 
特 記 事 項 ： 愛知県レッドリスト掲載種。 
原  記  載 ： Suzuki, T. & Kosuge, S., 2010. Description of a new species of Lasaea reikoae Suzuki & Kosuge, n.sp. from 

estuary area of Edogawa River, Tokyo Bay (Bivalvia, Erycinidae). Bulletin of the Institute of Malacology 
Tokyo, 3: 147–148, pls 46–47. (p. 47, pl. 46, figs 1–7, as Lasaea reikoae. Type loc.: “Estuary area of 
Edogawa River, Edogawaku, Tokyo, Japan”) 

参 考 文 献 ： 福田 宏, 2012. ガタヅキ (コハギガイ). “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデー
タブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 154. 

岡本正豊, 2012. 微小二枚貝コハギガイの千葉県4河口における棲息状況. 著者自刊, 柏, 44 pp. 
佐藤慎一・多留聖典・福田 宏・多々良有紀, 2010. 2009年度軟体動物多様性学会夏季例会 (南三
陸) 報告. Molluscan Diversity, 1: 54–60. 

 
執 筆 者 名 ： 福田 宏 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： ナタマメケボリガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ウロコガイ上科 ウロコガイ科 
学    名 ： Borniopsis ochetostomae (Morton & Scott, 1989) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
 
形    態 ： 殻は本科中、中型でやや硬質、膨らみのある長方形、殻表は厚い赤褐色の殻皮を纏い、微細な分岐

状の彫刻を有する。最大殻長約10 mm。靱帯は内在。 
近似種との区別 ： 同属セワケガイはより丸く、横長にならない。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島、沖縄島、八重山諸島、香港、タイ。 
生 態 的 特 徴 ： タテジマユムシ及びスジユムシの生息する穴に同居し、何らかの共生関係にあると考えられ、共生

率の高い海域では 77%に及ぶ。軟体部は白く、貝殻腹縁から短い外套触手を多数露出するが、貝殻
を被うことは無い。殻表にヒドロ虫の一種を共生させることがある。 

学術的意義・評価 ： 砂泥～泥礫干潟の中潮線～低潮線付近に生息する。 
個体数の動向  ： 生息地自体の消失はあるが、本県で過去5年ほど継続している調査では、川平湾では減少傾向が全く
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なく、むしろ多産し、増加傾向すら感じられる。羽地内海でも同様の傾向がある。絶滅の危険性は
ないと考えられるが、あえて対象外とはせず、今回はこのような傾向を記録する意味で情報不足 
(DD) として記録に留める。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： ユムシとの共生二枚貝類であり、生態学的意義は大きい。 
生存に対する脅威 ： 埋立てによる生息地の消失。 
特 記 事 項 ： 現存生息地の一部 (石垣島、西表島) はラムサール条約・自然公園法・沖縄県漁業調整規則 (保護

水面) により、一定程度保護されている。 
原  記  載 ： Morton, B. & Scott, P.H., 1989. The Hong Kong Galeommatacea (Mollusca: Bivalvia) and their hosts, with 

descriptions of new species. Asian Marine Biology, 6: 129–160. (pp. 135–136, pl. 1, fig. d, text-figs 5c, 6, as 
Pseudopythina (Borniopsis) ochetostomae. Type loc.: “Hong Kong, New Territories, Tolo Harbour, Ting Kok; 
22°28'15" N, 114°12'45" E; intertidal sandy mud flats in the burrows of Ochetostoma erythrogrammon 
(Echiura) ”) 

参 考 文 献 ： 小菅丈治, 2009. 奄美大島におけるユンタクシジミの記録とナタマメケボリガイの生息状況. ちり
ぼたん, 39(3/4): 166–169. 

小菅丈治・久保弘文・西川輝昭, 2003. ユムシ類の巣孔に棲む二枚貝ナタマメケボリガイの琉球列
島における分布と生態. 沖縄生物学会誌, (41): 7–13. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： アマミスジホシムシモドキヤドリガイ (新称) 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ウロコガイ上科 ウロコガイ科 
学    名 ： Nipponomysella aff. subtruncata (Yokoyama, 1927) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 該当なし 
  
図 の 解 説 ： p. 52. 読谷村長浜. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 貝殻はやや小型、最大殻長約7 mm。丸みを帯びた横長のくさび状三角形で、殻頂は中央から前縁寄

りの約4分 1付近に位置する。側歯は不明瞭で、靱帯は大きく外在する。原殻は約900 μm。 
近似種との区別 ： 日本本土に分布するスジホシムシモドキヤドリガイはより小型である他、原殻が300μm程度で小さ

く、殻頂部が前縁に寄ること、前後側歯が発達すること等で区別される。 
分 布 の 概 要 ： 奄美諸島、沖縄諸島、宮古諸島、八重山諸島。 
生 態 的 特 徴 ： アマミスジホシムシモドキ Siphonosoma funafuti (Shipley, 1898) の体表に付着。 
生息地の条件  ： 沖縄県においては、サンゴ礁岩盤のクレビス等に溜まった砂礫中やアマモ場等に生息するアマミス

ジホシムシモドキに付着している。 
個体数の動向  ： 内湾干潟よりむしろ外洋に面したリーフ上に生息することから、生息場所の消失は少ないが、サン

ゴ礁域の荒廃により、岩盤凹部やクレビスへの微粒子堆積で、礫間の固着化や還元化による底質悪
化が著しく進行している場合は本種の生息を認めない。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： ウロコガイ類は他の無脊椎動物と共生関係を成立させ、熱帯・亜熱帯に多岐にわたる種が分化して

おり、進化生態学的に重要。 
生存に対する脅威 ： サンゴ礁域の人為的攪乱、底質悪化。 
特 記 事 項 ： これまでスジホシムシモドキヤドリガイと混同されていた。 
参 考 文 献 ： 西川輝昭, 1992. 星口動物門. “原色検索日本海岸動物図鑑 I”, 西村三郎 (編), 保育社, 大阪, 

299–303. 
 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： オサガニヤドリガイ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 ウロコガイ上科 ウロコガイ科 
学    名 ： Pseudopythina macrophthalmensis Morton & Scott, 1989 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 準絶滅危惧 (NT) 
  
形    態 ： 殻は本科中、小型でやや硬質、膨らみのある亜三角形、殻表はやや光沢があり、紫褐色～淡褐色。

最大殻長3 mm。 
近似種との区別 ： 類似種チリハギガイは、殻形がより角張った亜方形で光沢がより弱いことにより区別される。 
分 布 の 概 要 ： 神奈川県以南、沖縄島、八重山諸島、香港、タイ。 
生 態 的 特 徴 ： 砂泥～泥干潟のオサガニ類の脚等に付着しているが、砂泥域のドレッジサンプルによっても複数個

体が得られる場合がある。 
生息地の条件  ： マングローブ林や河口域、内湾の泥質干潟～水深10 m内外の泥礫底等に生息する。 
個体数の動向  ： 生息数が季節によって大きく変動する上に、分布域も広く、場所によっては多産する。石垣島・西

表島ではマングローブ林周辺の多くが、自然公園法やラムサール条約、沖縄県漁業調整規則で一定
の保護がなされており、安定した生息地となっている。ただし沖縄島中城湾では埋立て等による撹
乱で一部の生息地が消失した。 

現在の生息状況 ： 同上。 
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学術的意義・評価 ： オサガニ類との共生または巣穴利用をする二枚貝類であり、生態学的意義は大きい。 
生存に対する脅威 ： 埋立てによる生息地の消失。 
特 記 事 項 ： 分布が広く、むしろ拡大傾向の疑いもあり、絶滅の危険性はないと考えられるが、今回はこのよう

な傾向を記録する意味で情報不足 (DD) として記録に留める。 
原  記  載 ： Morton, B. & Scott, P.H., 1989. The Hong Kong Galeommatacea (Mollusca: Bivalvia) and their hosts, with 

descriptions of new species. Asian Marine Biology, 6: 129–160. (pp. 138–140, pl. 1, fig. f, text-figs 8B, 
9–10, as Pseudopythina macrophthalmensis. Type loc.: “Hong Kong, New Territories, Tolo Harbour, Hoi Sing 
Wan; approximately 22°26' N, 114°15' E; intertidal on sandy mud; attached to the decapod Macrophthalmus 
latreille [sic]”) 

参 考 文 献 ： 早瀬善正･上野信平・松永育之, 2009. 駿河湾久連地先におけるオサガニヤドリガイの分布記録. ち
りぼたん, 40(1), 15–19. 

小菅丈治, 2005. 石垣島におけるミナミメナガオサガニに着生するオサガニヤドリガイの個体数と
殻長組成の季節変化. 沖縄生物学会誌, (43): 21–25. 

小菅丈治・伊谷 玄, 1994. オサガニ類に着生する二枚貝オサガニヤドリガイ (新称) の西表島か
らの記録. Venus, 53(3): 241–244. 

久保弘文・木村昭一, 2012. オサガニヤドリガイ. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッ
ドデータブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 163. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： チドリマスオ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 バカガイ上科 チドリマスオ科 
学    名 ： Donacilla picta Dunker, 1877 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 該当なし 
 
形    態 ： 殻は本科中、やや小型で、比較的薄質、後方に延びた亜三角形、殻表はやや光沢があり、淡黄緑褐

色の地に緑褐色の放射状色彩を有する。殻長約10 mm以下。 
近似種との区別 ： 同科に近似種はないが、外見が似ているリュウキュウナミノコガイは同所的に見られる場合があり、

特に幼貝は査定上混乱する可能性がある。しかし、リュウキュウナミノコガイは輪肋が明瞭で、殻
質もより厚質であることで区別される。 

分 布 の 概 要 ： 房総・能登半島以南、沖縄島、石垣島、フィリピン、アンダマン海。 
生 態 的 特 徴 ： ろ過食性で、潮汐周期と関連した移動生態をもつと考えられる。 
生息地の条件  ： 潮間帯直下の汀線砂底。 
個体数の動向  ： 個体群出現の消長が大きく、減少としての判断が難しく、情報不足とする。しかし、自然度の高い

砂浜域に生息するため、護岸造成や埋立て等海岸改変の影響を少なからず受けていると考えられ、
定期的かつ長期的なモニタリングが必要である。 

現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 非常に垂直分布幅の狭い二枚貝類であり、生息生態的に興味深い戦略を有している。 
生存に対する脅威 ： 埋立てや護岸造成等による自然海浜の消失。 
原  記  載 ： Dunker, G., 1877. Mollusca nonnulla nova maris Japonici. Malakozoologische Blätter, 24: 67–75. (p. 68, as 

Donacilla picta. Type loc.: “maris Japonici”) 
参 考 文 献 ： 加藤 真・福田 宏, 1996. 二枚貝綱. “日本における干潟海岸とそこに生息する底生生物の現状”, 

花輪伸一・佐久間浩子 (編), WWF Japan Science Report, 3: 65–73. 
Takada, Y., Kosuge, T., Nishihama, S. & Katoh, M., 2002. Vertical distributions of Atactodea striata and 

Latona faba (Bivalvia) on a subtropical sandy beach in Ishigaki Island, Japan. Venus, 61(3/4): 203–213. 
 

執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 
和    名 ： なし 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 フタバシラガイ上科 フタバシラガイ科 
学    名 ： Diplodonta sp. A 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 情報不足 (DD) 
 
図 の 解 説 ： p. 52. 石垣島名蔵湾. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 本科中、やや小型、殻は亜球形で、よく膨らみ、丸みを帯びるが、肩部はやや直線状で、前後は、

やかに角張る。鉸歯は明瞭な主歯が2本あり、前部は二叉する。側歯は欠く。殻表には薄い淡黄白
色の殻皮を纏い、殻色は乳白色。靱帯は大きく外在する。最大殻長20 mm。 

近似種との区別 ： Diplodonta sp. Bは肩部が角張らず、なで肩で、前後端の殻皮が錆状の沈着が認められる他、本種ほ
ど大成しない。 

分 布 の 概 要 ： 沖縄島久志地先、うるま市屋慶名、石垣島名蔵湾。 
生 態 的 特 徴 ： 海草藻場に生息する。 
生息地の条件  ： 産出例が乏しく詳細は不明。 
個体数の動向  ： 近年の産出例は乏しく、現状は不明だが、生息海域での打上げ貝の観察事例は減少している。 
現在の生息状況 ： 同上。 
学術的意義・評価 ： 生息情報の集積と分類学的検討が必要。 
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生存に対する脅威 ： 埋立等の沿岸域の改変による生息地の消滅や環境悪化。 
参 考 文 献 ： 名和 純, 2005. Diplodonta sp. A. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編) —レ

ッドデータおきなわ—”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 
那覇, 485. 

 
執 筆 者 名 ： 小澤宏之 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 
 

和    名 ： なし 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 フタバシラガイ上科 フタバシラガイ科 
学    名 ： Diplodonta sp. B (D. cf. obliqua (Gould, 1861)) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 情報不足 (DD) 
 
図 の 解 説 ： p. 53. 石垣島川平湾. 撮影：久保弘文. 
形    態 ： 最大殻長1 cm程度。やや歪んだ丸い形で膨らみのある殻をもつ。殻質は薄く、殻表にはごく微細な

成長脈をもち、薄い淡黄褐色の殻皮を被る。殻頂はやや赤褐色を帯びるが、全体は淡い灰白色で、
幼若個体はやや透明感がある。 

近似種との区別 ： Diplodonta sp. Aは一回り大きく、殻頂が赤みを帯びない。 
分 布 の 概 要 ： 沖縄島、石垣島、西表島。D. obliqua は沖縄をタイプ産地とし、熱帯インド・太平洋に広く分布す

る。 
生 態 的 特 徴 ： スナモグリ類との共生関係が疑われるが、プランクトン食者と推測される。 
生息地の条件  ： 河口域に隣接する澪筋の中潮線の粗砂底～礫泥底に生息し、同所的にスナモグリ類の一種

Callianassidae gen. & sp.が確認されることが多い。 
個体数の動向  ： 底質が還元化している礫砂底や、赤土堆積の著しい場所でも見つかることがある。しかし、垂直分

布の幅が狭く、内湾奥では埋立てにより生息地の消失が危惧される。 
現在の生息状況 ： 2010年以降の川平湾調査では毎年観察され、内湾奥の多様性の低い海域においても認められること

がある。 
学術的意義・評価 ： 共生生態を示唆する生息実態から、生態学的に重要な研究対象と考えられる。 
生存に対する脅威 ： 埋立てによる生息場所の消失。 
特 記 事 項 ： スナモグリ類の増加については、キサゴ類をはじめとする砂浜の貝類多様性を低下させ、底質環境

劣化とする報告もあり、そうしたスナモグリ類との共生関係が明確となればむしろ環境悪化の指標
となる可能性もあるため、今後、個体群増減の動向をモニタリングし、ランク付けを検討した方が
よい。 

原  記  載 ： Gould, A.A., 1861. Descriptions of shells collected by the North Pacific Exploring Expedition. Proceedings of 
the Boston Society of Natural History, 8: 14–40. (p. 33, as Mysia obliqua. Type loc.: “Loo Choo”) 

参 考 文 献 ： 久保弘文, 2012. フタバシラガイの一種. “干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータ
ブック”, 日本ベントス学会 (編), 東海大学出版会, 秦野, 145. 

名和 純, 2005. Diplodonta sp. B. “改訂 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (動物編)－レ
ッドデータおきなわ－”, 沖縄県文化環境部自然保護課 (編), 沖縄県文化環境部自然保護課, 
那覇, 449–450. 

 
執 筆 者 名 ： 久保弘文 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………. 

 
和    名 ： リュウキュウヒルギシジミ 
分    類 ： 二枚貝綱 異歯亜綱 真異歯下綱 不完全歯上目 マルスダレガイ目 シジミ上科 シジミ科 
学    名 ： Geloina expansa (Mousson, 1849) 
カ テ ゴ リ ー ： 情報不足 (DD)       環境省カテゴリー： 絶滅危惧Ⅱ類 (VU) 
 
形    態 ： 最大殻長13 cmに達する大型のシジミ類。貝殻はやや厚く、亜三角形でやや殻高が低く、殻幅が広

い。靱帯は外在し、やや短く、殻表は淡黄褐色の殻皮に被われる。内面は白色。 
近似種との区別： ヤエヤマヒルギシジミは殻高が高く、丸みが強いうえ、貝殻がより重厚化し、殻皮が更に厚く、濃

褐色。 
分 布 の 概 要 ： 奄美大島以南、沖縄島 (稀産)、八重山諸島、フィリピン、アンダマン諸島。 
生 息地 の条 件： マングローブ林内の中潮線の泥砂底に生息する。 
個 体数 の動 向： ヤエヤマヒルギシジミが奄美大島・沖縄島に多産するのと比べ、本種は主に八重山諸島 (石垣アン

パル、西表島) に生息し、ヤエヤマヒルギシジミより遙かに個体数が少ない。特に沖縄島では採集
事例が非常に少ない。 

現在の生息状況： ヤエヤマヒルギシジミと比べ、稀少なため、増減傾向が不明である。2011年に今帰仁村大井川河口
で死殻 1個体、2015 年 12 月に西表島浦内川河口で生貝 1個体が、十数個体のヤエヤマヒルギシジ
ミに混じって確認された。 

学術的意義・評価： マングローブ生態系では最大の二枚貝類であり、生態学的意義が大きいが、分散や個体群の集団遺
伝的特性など不詳な点が多く、今後の研究が期待される。 

生存に対する脅威： マングローブ林の伐採や埋立てなどの攪乱。 
原  記  載 ： Mousson, A., 1849. Die Land- und Süsswasser-Mollusken von Java. Nach den Sendungen des Herrn 

Seminardirektors Zollinger. Friedrich Schulthess, Zürich, iv+126 pp., 22 pls. (pp. 89–90, no. 6, pl. 14, 
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unnumbered figs, as Cyrena expansa. Type loc.: “Oestliches Java”) 
参 考 文 献： 久保弘文・中井克樹, 2014. リュウキュウヒルギシジミ. “レッドデータブック2014－日本の絶滅

のおそれのある野生生物－6 貝類”, 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 (編), ぎ
ょうせい, 東京, 400. 

 
執 筆 者 名： 久保弘文 
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(４)  専門用語集 

用語集 読み 英訳および説明

胎殻 たいかく
Protoconch。最初期に形成される貝殻。ベリジャー期の殻や、直達発生の種では孵化時に持っている殻
がこれに相当する。

殻頂 かくちょう Apex。貝殻の頂点にあたる成長の開始点。多くの種では初期の殻がそこに存在する。

螺塔 らとう
Spire。巻貝類の貝殻が螺旋状に上下方向に成長した結果、高まりとなった部分。種や個体変異によって

高低差がある。

螺層 らそう Whorl。巻貝類の貝殻が成長にともなって螺旋状に伸びた部分。管状に伸びる場合は螺管と呼ぶ。

体層 たいそう Body (またはlast) whorl。貝殻の最終層、すなわち殻口から1周分の螺層を指す。

次体層 じたいそう Penultimate whorl。体層の次の螺層。体層は殻口の形成等により次体層と彫刻が異なる場合がある。

縫合 ほうごう
Suture。巻貝類の貝殻が螺旋状に成長した部分を螺層または螺管と呼び、それらが互いに接したつなぎ

目。

殻表 かくひょう Shell surface。貝殻の表面のこと。種によってキチン質でできた殻皮がある。

殻皮 かくひ
Periostracum。殻表を覆うキチン質でできた皮で、種によっては、これを欠く。膜状や毛状、ビロード状等

様々な形態がある。

体層周縁 たいそうしゅうえん Periphery。体層の最外縁を取り巻く部分。稜角や棘等が発達する場合がある。

虫様管 ちゅうようかん 縫合管 sutural tube。ムシオイガイ類の殻口背部に、縫合に沿って形成される呼吸用の管。

螺状陵角 らじょうりょうかく Spiral ridge。→繃帯

繃帯 ほうたい
Fasciole。巻貝類の殻底に形成される、巻き方向と平行な（つまり螺状の）陵角または隆起。この内側を臍

域と呼ぶことが多い。「縫帯」は誤字。

臍孔 さいこう／へそあな Umbilicus。巻貝類の螺旋の中心に形成され、殻底（前方）に開口する凹み。

偽臍孔 ぎさいこう
Pseud(o)umbilicus。巻貝類の臍孔と同様、殻底に形成された陥没であるが、殻底から殻頂まで達しないも
の。

殻口 からぐち／かくこう Aperture。軟体部が出入りする巻貝類やツノガイ類の貝殻口部のこと。

滑層 かっそう Callus。軸唇からその上の貝殻口部（内唇）に上塗りする様に形成される、やや厚く光沢があり平滑な層。

軸唇 じくしん Columella。殻口のうち、巻貝類の螺旋の軸となる部分(殻軸)にあたる箇所。

軸歯 じくし
Columellar tooth。貝殻の口部内側（軸唇）に形成される歯状突起。この突起が殻の奥まで板状に続く場
合、殻軸板columellar lamellaともされる。

鋸歯 きょし
Serration。貝殻の縁辺や口部に形成されたノコギリ歯状の彫刻のこと。

　例：ヨロイノソデ等の外唇。

内唇歯 ないしんし Parietal lamella/tooth。殻口の内唇部に形成される歯状突起。

外唇歯 がいしんし
Palatal tooth。キバサナギガイ類などの貝殻の口部外側（外唇）に形成される歯状突起。この突起が殻の

奥まで板状に続く場合、外唇板 palatal lamella とされる。

上板 じょうばん Superior lamella。キセルガイ類の貝殻の口部の上方に形成され、鉛直方向に突出する板状の隆起。

下板 かばん Inferior lamella。キセルガイ類の貝殻の内唇下部に形成される板状の隆起。

下軸板 かじくばん Subcolumellar lamella。キセルガイ類の貝殻の軸唇下端に形成される板状の隆起。

鉸歯 こうし Hinge tooth。二枚貝類が貝殻を開閉させる支点（蝶番）に形成される「かみ合せ」部分の凹凸の隆起。

閉殻筋痕 へいかくきんこん
Adductor scar。二枚貝類が貝殻を開閉するために発達させた筋肉（貝柱）が貝殻に付着する部位にできた

痕跡。

螺条 らじょう Spiral striae。巻貝類において、螺旋状にできた貝殻表面の筋状彫刻。

螺肋 らろく Spiral rib。螺条と同様、巻貝類の螺旋状の彫刻であるが、特に太くて顕著なもの。

螺状点刻列 らじょうてんこくれつ
Spiral line of dots。巻貝類の螺条彫刻のうち、連続せず、破線状の点の並びとして生じたもの。
　例：エドガワミズゴマツボ等。

螺溝 らこう
Spiral groove。巻貝類において、凹んだ溝が螺旋状（巻き方向と同様）に刻まれたもの。

　例：マドモチウミニナやカリントウカワニナ等。

成長脈 せいちょうみゃく
Growth line。貝殻の成長速度の差によって生じる微細な彫刻。巻貝類では縦方向、二枚貝類では輪状に
生じる。粗さによって線 (thread/line)→脈 (riblet)→肋 (rib)と呼び名が変わる。

縦肋 じゅうろく Longitudinal (axial) rib。巻貝類において、螺層上に現れる前後(殻頂–殻底)方向の隆起。

縦張肋 じゅうちょうろく
Longitudinal (axial) varix。縦脹肋。巻貝類において、螺層上の離れた位置に、一定間隔または不規則に
現れる太い縦肋。

放射肋 ほうしゃろく Radial rib。二枚貝類やツノガイ類に見られる殻頂から放射状に形成される隆起線。

プリカ ぷりか
腔襞 plica。ゴマガイ類、キバサナギガイ類、キセルガイ類の貝殻の内部（口部近くの体層）に形成される隆
起線。主襞、月状襞、上腔襞、下腔襞などがある。

　（殻の部位）

　（殻表面の彫刻）

　（腔襞）
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主襞 しゅへき
Principal plica。キセルガイ類の貝殻内の口部付近に形成される線状の隆起（プリカ）。最も上部に位置す

る最も長いものを指す。ノミギセル類では、その上に短い縫合襞 sutural plicaがある場合もある。

月状襞 げつじょうへき
Lunella。キセルガイ類の貝殻内の口部付近に形成される線状の隆起（プリカ）。「ノ」の字状の形状のもの
を指す。

上腔襞 じょうこうへき
Upper palatal plica。キセルガイ類の貝殻内の口部付近に形成される線状の隆起（プリカ）。主襞の直下の

より短いものを指す。

下腔襞 かこうへき
Lower palatal plica。キセルガイ類の貝殻の口部付近に見られる線状の隆起（プリカ）。最も下方に見られる
短いものを指す。

少旋型 しょうせんけい Paucispiral。巻き数が少ない蓋で、多くの場合、核が辺縁にある。

多旋型 たせんけい Multispiral。巻き数が多い蓋で、核が中央にある。

ペグ ぺぐ
Peg。種類によって蓋の内側に形成される突出部。
　例：アマオブネガイ科やウラウチコダマカワザンショウ等の蓋。

頭部-腹足 とうぶ-ふくそく
Head-foot。巻貝類の軟体のうち、匍匐時に外套腔の外部に露出する部分。頭触角・眼・口吻などからなる

頭部と、接地する蹠面や、蓋を載せる蓋葉などを含む。

頭触角 とうしょっかく
Cephalic tentacle。巻貝類の頭部にある1対の触角で、その内部に脳神経節から生じた触角神経が先端
まで走っているもののみをいう。→眼胞

小触角 しょうしょっかく 第二触角 secondary tentacle。有肺類が持つ2対の触角のうち、下側に位置するもの。

眼胞 がんぽう
Bulge (または eye stalk)。巻貝類の触角の根元にある眼の周囲の膨らみで、脳神経節から生じた眼神経
が眼まで達する。新生腹足類などでは頭触角とは別に生じるが、柄眼類では頭触角と癒合している。→頭

触角

口吻 こうふん
Snout。巻貝類の頭部において、口の周囲の筋肉が前方へ伸長して吻状となったもの。この中に口球と歯
舌がある。

雑搬溝 ざっぱんこう

Omniphoric groove。イツマデガイ科・カワザンショウ科・クビキレガイ科に特有で、頭部-腹足の前方両側

面に、外套腔内部から足の接地面まで斜めに走る繊毛を具えた溝。右の溝は糞や卵を体外へ排出し、左

の溝は逆に、体外の新鮮な水を外套腔内へ運び込む。陸上進出に伴う適応の一環と考えられている。

上足褶 じょうそくしゅう
Suprapedal fold。イツマデガイ科の大半、クビキレガイ科の全種、カワザンショウ科の一部に特有で、頭部-
腹足の両側面の、雑搬溝の後方から蓋葉にかけて横向きに生じる褶。

蓋葉 がいよう Opercular lobe。巻貝類のうち、蓋をもつ種において、蓋を支える筋肉塊で、腹足の後方背面にみられる。

後足触角 こうそくしょっかく
Metapodial tentacle。巻貝類の一部の種において、腹足後端に生じる触角で、繊毛を具え、水流を能動的
に形成し、匍匐時のバランス確保等にも使用される。

蹠面 せきめん Sole。巻貝類の足の裏で、接地する部分。

外套膜 がいとうまく Mantle。軟体部を覆う膜状の組織で、貝殻をもつ種では、それを形成するための腺が存在する。

外套腔 がいとうこう

Pallial (またはmantle) cavity。軟体の一部（多くは前方）に生じる外套膜に包まれた空洞状の部分で、鰓・
心臓・腎臓開口部・直腸・輸卵管など重要な器官群を具え、外部から水や空気が出入りする。体の外部と

内部の間の緩衝帯として機能し、いわば港のような存在。全ての貝類の共有派生形質で、軟体動物門の
重要な定義のひとつであり他の門にはない。

外套触角 がいとうしょっかく
Pallial tentacle。巻貝類の一部の種において、外套腔辺縁に生じる触角で、繊毛を具え、水流を能動的に
形成する。

斧足 おのあし／ふそく
Foot (of bivalves)。二枚貝類が移動や底質への潜行のために発達させた筋肉。固着性や移動性に乏しい

種は未発達な場合が多い。

歯舌 しぜつ

Radula。軟体動物に特有の摂餌・咀嚼器官で、口球の中にある。キチン質の基板上に微細な歯がおろし金

状に複数並び、餌を削り取ったり、食道へベルトコンベアのように運ぶ。分類形質としても重要。イモガイ類
は毒矢のように特殊化し、寄生種では退化することがある。

鞭状器

（マイマイ上科）
べんじょうき Flagellum。生殖器の陰茎本体後端部に位置する盲管状の器官。交尾時に精包の尾部を形成する。

矢嚢
（マイマイ上科）

しのう／やのう Dart sac。交尾時に使用する恋矢 (dart) を収納する袋状の器官。

陰茎付属肢

（マイマイ上科）
いんけいふぞくし Penial appendix (またはcaecum)。生殖器の陰茎から派生する盲管状の器官。

内臓塊 ないぞうかい Visceral mass。外套膜が内蔵を包んだ袋状となった部分。主に中腸腺や生殖腺からなる。

ベリジャー幼生 べりじゃーようせい
Veliger (larva)。軟体動物特有の螺旋状あるいはD字型の殻を保有した初期発生形態で、トロコフォア幼生
から変態し、多くの場合プランクトンとなって水中を浮游したのちに着底して稚貝となる。

直達発生 ちょくたつはっせい
Direct development。直接発生。ベリジャー（浮游）幼生期を経ず、卵から直接幼貝が孵化する発生様式。

水中を漂う時期を経ないので、分布範囲が狭くなる傾向がある。

瀕海陸地 ひんかいりくち
Coastal area。海岸に面した陸地の棲息環境。飛沫帯より上部で、満潮時も水没しないため完全な陸地で
あるが、海岸からさほど距離がない場所。

　（その他）

　（蓋）

　（軟体部外部形態）

　（軟体部内部形態）
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(５)  本書で採用した貝類の分類体系 

 

本書に掲載された種の「分類」の項は、貝類以外の分類群においては、原則的に目と科のみが記されている。

これに対し貝類では、綱・亜綱・下綱・上目・目・亜目・下目・上科・科のすべてを、全掲載種に対して記入した。

これは貝類分類学独特の事情による。 

動物のあらゆる分類群を見渡しても、貝類 (特に腹足綱と二枚貝綱) ほど、最近30年間で上位分類が激しく変動

した群はない。1980年代ごろまでは「伝統的」分類体系が重用され、さほど大きな変動はなかったが、それ以降は

頻繁に見直しや変更がなされてきた。1980・1990・2000・2010年代それぞれに刊行された貝類の主要な図鑑や目録

を並べてみると、亜綱・上目・目といった群すらも一致せず、各年代で異なる体系が提唱されてきたことがわかる

はずである。しかも今なお安定には程遠い過渡期であり、今後しばらくはこの状態が続くことは疑いない。このよ

うな大幅な変動が生じた理由は多数あるが、主要なものとしては、1）以前は少数の限定的な分類形質 (鰓の位置、

神経の捩れの有無、雌雄異体か同体か、歯舌、殻、蓋など) のみを偏重して分類体系が編まれていたが、近年は軟

体部のあらゆる器官を、機能も考慮しつつ相同性を重視して綜合的に見直すようになったこと、2）分岐学的手法

の導入、特に形質進化 (祖先的か派生的か) と類縁の関係の重視、3）従来知られていなかった重要な新分類群の

相次ぐ発見、4）分子系統解析の飛躍的な進歩と普及、などが挙げられる。 

昨今は、比較解剖や分子解析の結果得られる系統樹に基づいて、上位分類群が改めて認識し直されるようにな

った。ところが、腹足綱や二枚貝綱は、比較的少数の種から成る分岐の深い分類群が極めて多いため、それらの大

半は亜綱・目などといった既存のリンネ式ヒエラルキーでは対応しきれない。系統樹上の各単系統群 (クレード) 

にバランス良く上位分類群名を割り当てるのは困難極まる課題であり、いまだ適切な名称がないままのクレードも

存在する。この結果、亜綱または上目の所属ははっきりしているものの、目の名前を持たない上科や科などが続出

することとなった。 

例えば腹足綱の古腹足類 (サザエ、アワビなどを含む群) は亜綱 (または上目) に相当するとされているが，そ

の下に目がなく、亜綱のすぐ下にいくつもの上科が並んでいる。古腹足類という群全体を無理に目のランクに落と

すと、それ以降に出現したとされる新生腹足類や異鰓類も目とせねば統一性とバランスを失うことになるが、それ

らの群は目と呼ぶにはあまりにも巨大で多様に過ぎる。かといって古腹足類の内部は、目レベルで細分できるほど

多様化しているわけでもない。このため、亜綱 (または上目) と上科のみに留めて目を設置せずにおくほかないの

である。また、オニノツノガイ上科は、カワニナ、ウミニナ、ヘナタリ類といったレッドリスト定番グループを多

く含み、貝類の保全の議論の上で欠かせない分類群であるが、この上科もやはり適切な目の名称が存在せず、大き

な目録を作成する時に常に扱いに困ることになる。実際は、オニノツノガイ上科＋エンマノツノガイ上科で構成さ

れるクレードがそのまま目に相当するのであるが、狭義の貝人 (＝貝類研究者＋同好者) の間ではその2上科の名

前を言えば話が通じてしまうので、誰も目グループタクソンを敢えて提唱しようとしないままである。このため、

これらの上科においては、上科名が目としての機能も兼ねているため極めて重要な意味を持っている。 

このように、分類群ごとに、亜綱や上目で表現される群、目で名指されることが多い群、上科の名前しかない

群とさまざまであるため、貝類全体の目録を作成する時にはそれぞれの群に特有の事情を知悉していなければなら

ない。こういう特殊事情も貝人の間だけなら大した問題にならないが、多くの人々は「なぜカワニナは亜綱の下が

すぐ上科なのか。どうして目がないのか」と戸惑うにちがいなく、実際に私たちは近年、幾度となく同様の質問を

貝人以外の人々 (例えばアセスメント調査員、地方自治体、自然保護団体、生態学・発生学・考古学研究者、農林

水産業従事者、報道関係者など) から受けてきた。レッドリストまたはレッドデータブックは狭義の貝人だけのも

のではなく、それ以外の人々に宛てて刊行されるべきことは、誰しも異論はないはずである。だからこそここでは、

多少とも貝類の上位分類における分かりにくさを緩和し、貝人とそれ以外の人々との意識のギャップを可能な限り

埋めるべく、それぞれの種に対する適切な上位分類群のすべてを、掲載全種に対して記すこととした。また、本書

に登載された種が属すそれぞれの科が、どのような亜綱〜上科に属すのかが一目でわかるように、表1にすべての

対応を明記したので参照されたい。 

より具体的な留意事項を次に挙げる： 

1）先述の通り、腹足綱と二枚貝綱の分類は今なお大きな変動のさなかにある。このため、本書が刊行された直

後にも、さらに大幅に変更された新体系が示される可能性がある。このような状況下で合理性を担保するた

めには、単純に、最新の体系を採用すること以外に方法はない。したがって今回は、インターネット上で現

在広く利用されている MolluscaBase (2016) (海産種は WoRMS editorial board (2017) にもデータが共有され

ている) での体系を踏まえた。そこでの体系は、腹足綱は Bouchet & Rocroi (2005)、二枚貝綱は Bieler et al. 

(2014) に概ね基づいているため、それらの原著も併せて参照した。 
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2）ただし、唯一の例外はいわゆる後鰓類と有肺類であり、それらについては Jörger et al. (2010) を参照し、真

後鰓類と汎有肺類を下綱として使用した。また、汎有肺類のうち柄眼類においては、Wade et al. (2006) に基

づき、直輸尿管類と曲輸尿管類を単系統群として認めなかった。曲輸尿管類は Bouchet & Rocroi (2005) も非

公式群 (下記3を参照) としている。 

3）腹足綱のうち、原始紐舌類、翼舌類、原始的異鰓類、直輸尿管類、曲輸尿管類は単系統群でなく、便宜的な

非公式群 informal group である。これらの群はいまだ系統関係の把握が十分でなく、共通の祖先から派生し

たすべての子孫を包含できていない側系統群 (偽系統群) か、または祖先を異にする複数の群が混在してい

る多系統群の可能性があるため、将来的に分解され、異なる名称が与えられるかもしれない。この5つの群

は表1の中では括弧をつけて示し、本文ではランクを明記せず「〜類」と記した。 

4）腹足綱は、日本で刊行された図鑑の中では現時点で最新の体系を使用している『干潟の絶滅危惧動物図鑑』

(日本ベントス学会編, 2012) と比べて大きな枠組みの変更はない。ただ同書では、古腹足類、アマオブネ型

類、新生腹足類、異鰓類はたんに「クレード」としてランクを明示しなかったが、MolluscaBase (2016)、WoRMS 

editorial board (2017) はそれら4群を明確に亜綱としており、この点が最大の変更点である。 

5）二枚貝綱は、『干潟の〜』では Carter et al. (2011) の体系を踏まえていたが、その後の Bieler et al. (2014) で

さらに大きな変更がなされたため、今回は『干潟の〜』での体系とは大幅に異なっていることに留意された

い。特に、腹足類同様に目がない上位分類群 (ツクエガイ上科、ウロコガイ上科、ドブシジミ科、バカガイ

上科、フタバシラガイ上科) が多数生じていることや、長年に渡って使用されなかった無面目がマテガイ上

科を含む目として復活している。さらに、Imparidentia は Bieler et al. (2014) で初めて提唱されたため、和名

はこれまで存在しなかった。Impari- は「不完全な」、dentia は「歯の」の意であるから、今ここでその和名

を不完全歯類と新称する。 

6）下綱と上目はほぼ同義のランクであり、多くの貝類研究者も日頃意識して差異を明確化していないが、今回

は実際の用法の傾向から判断して上下関係をつけた。 

7）サナギガイ上科のキバサナギガイ科とクチミゾガイ科、及びコハクガイ上科／ベッコウマイマイ上科のカサ

マイマイ科、シタラ科、ベッコウマイマイ科やそれぞれの近縁分類群の分類は研究者間で異論があり、今回

の貝類分科会委員の間でも最後まで意見の合意をみなかった。上記の Bouchet & Rocroi (2005)、MolluscaBase 

(2016) などでは、キバサナギガイ科とクチミゾガイ科両者をサナギガイ上科としているので今回もこれに倣

ったが、Bouchet & Rocroi (2005: 282, note 248) は「側系統群または多系統群かもしれない」とも注釈してお

り、委員からも同様の意見が出たため、そのことを喚起する意味でこの上科を表1では括弧でくくり、本文

ではコーテーションをつけて表記した。また、カサマイマイ科とシタラ科はともにコハクガイ上科、ベッコ

ウマイマイ科はベッコウマイマイ上科に属すとされてきたが、これらも委員間で生じた議論を踏まえ、カサ

マイマイ科とシタラ科の種には上記サナギガイ上科と同様、本文で上科名にコーテーションをつけて表記し

た。シタラ科とベッコウマイマイ科については、日本産の種をどちらに所属させるかという点でも結論は得

られていない。そのため、この2科に属す種については各執筆者個別の判断を尊重した。この結果、既存文

献に従うならばシタラ科の一員とすべき種の一部も、本書ではベッコウマイマイ科として扱っている部分が

ある。これについてはヒメカサキビの特記事項を参照されたい。 

 

最後に、貝類の分類体系のあまりの複雑さに戸惑われる人が多いため、その困惑と混乱を多少とも軽減すべく、

ひとつ指針を提言したい。 

亜綱、下綱、上目、目、亜目、下目、科の分類はいまだ著しく流動的で、研究者によって異論も多い。しかし、

唯一、比較的安定しているランクがある。それは上科である。上科の分類は、先述の柄眼類の一部など今なお扱い

が決着していない分類群もなくはなく、また近年もリソツボ上科とクビキレガイ上科が分離されるなど、多少の不

安定さや変動はあるものの、それらはむしろ少数で例外的であり、腹足綱・二枚貝綱とも、全体としては実に安定

している。数ある上位分類群の階級の中では、綱に次いで変化が少ないとさえ言えるであろう。極論すれば、上位

分類群を少数だけ選択して記す場合、安定性を最も重視するのならば科すらも触れるのをやめて、綱と上科だけに

してもよいくらいである。ならば、現行の上科を一律1ランク下げて科として扱うという手も考えられなくもない

が、これは結果的に極端な粗分類になるし、他の文献との整合性も確保できないので現実には難しい。ただ、ウロ

コガイ (上) 科はこの措置が実際に採用されている。この上科に含まれるとされてきたチリハギ科、ブンブクヤド

リガイ科、コハクノツユ科などは人によって扱いが異なり、それぞれの科の定義すらも定かでないが、その一方で

ウロコガイ上科の単系統性は揺らがないので、暫定的に上科＝科としているのである。本書もこれに倣い、ウロコ

ガイ上科＝ウロコガイ科とした。 
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したがって、これから貝類の分類と系統関係を勉強したい初心者は、まず上科とその関係を一通り理解するの

が早道であろうと思われる。現行の目や科は複雑過ぎて、相互の関係を把握するまでどうしても時間がかかる。こ

の意味もあり、本書の貝類の「分類」の項には、すべての種に対して上科の所属を明示することが何より重要と考

えた。ただこの場合、「上科を書いているのに、なぜ目はないのか」とまたしても問われかねないので、ならばい

っそすべてのランクを明記した方が誤解を招かずにすむだろうと判断したまでである。 
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表1(1) 本書で扱った貝類の科の上位分類一覧（その１） 

綱
Class

亜綱
Subclass

下綱
Infraclass

上目
Superorder

目
Order

亜目
Suborder

下目
Infraorder

上科
Superfamily

科
Family

ケハダヒザラガイ
Achantochitonina

なし
ケムシヒザラガイ
Cryptoplacoidea

ケハダヒザラガイ
Acanthochitonidae

クサズリガイ
Chitonina

なし
クサズリガイ
Chitonoidea

クサズリガイ
Chitonidae

スカシガイ
Fissurelloidea

スカシガイ
Fissurellidae
クボガイ
Tegulidae
リュウテン
Turbinidae
ニシキウズ
Trochidae

ホウシュエビス
Seguenzioidea

サンショウガイモドキ
Chilodontidae

ゴマオカタニシ
Hydrocenoidea

ゴマオカタニシ
Hydrocenidae

ヤマキサゴ
Helicinoidea

コハクカノコ
Neritiliidae
ユキスズメ
Phenacolepadidae
アマオブネ
Neritidae

タニシ
Viviparoidea

タニシ
Viviparidae
ヤマタニシ
Cyclophoridae
ゴマガイ
Diplommatinidae
キバウミニナ
Potamididae
ウミニナ
Batillariidae
トゲカワニナ
Thiaridae
スナモチツボ
Scalioidae

タマキビ
Littorinoidea

タマキビ
Littorinidae
リソツボ
Rissoidae
ホソスジチョウジガイ
Rissoinidae
フロリダツボ
Elachisinidae
カチドキシタダミ
Clenchiellidae
ワカウラツボ
Iravadiidae
イソコハクガイ
Tornidae
ミズゴマツボ
Stenothyridae
カワザンショウ
Assimineidae
イツマデガイ
Pomatiopsidae
クビキレガイ
Truncatellidae
シロネズミ
Vanikoridae
ハナゴウナ
Eulimidae

スイショウガイ
Stromboidea

スイショウガイ
Strombidae

タカラガイ
Cypraeoidea

タカラガイ
Cypraeidae

タマガイ
Naticoidea

タマガイ
Naticidae

ヤツシロガイ
Tonnoidea

ヤツシロガイ
Tonnidae

（翼舌類
Ptenoglossa）

なし
イトカケガイ
Epitonioidea

イトカケガイ
Epitoniidae

エゾバイ
Buccinoidea

オリイレヨフバイ
Nassariidae
アッキガイ
Muricidae
バイ
Babyloniidae
トリノコガイ
Marginellidae
ミノムシガイ
Costellariidae
フデガイ
Mitridae
マンジ
Mangeliidae
クダボラ
Turridae
イモガイ
Conidae
タケノコガイ
Terebridae

腹足
Gastropoda

多板
Polyplacophora

新腹足
Neogastropoda

なし

アッキガイ
Muricoidea

イモガイ
Conoidea

吸腔
Sorbeoconcha

高腹足
Hypsogastropoda

なし
オニノツノガイ
Cerithioidea

タマキビ型
Littorinimorpha

なし

リソツボ
Rissooidea

クビキレガイ
Truncatelloidea

シロネズミ
Vanikoroidea

なし なし

なし
（原始紐舌類
Architaenioglossa）

なし なし
ヤマタニシ
Cyclophoroidea

なし なし
ニシキウズ
Trochoidea

なし Cycloneritimorpha なし なし

アマオブネ
Neritoidea

なし なし
ヒザラガイ
Chitonida

なし なしなし

なし

なし

新ヒザラガイ
Neoloricata

古腹足
Vetigastropoda

アマオブネ型
Neritimorpha

新生腹足
Caenogastropoda
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表1(2) 本書で扱った貝類の科の上位分類一覧（その２） 

綱
Class

亜綱
Subclass

下綱
Infraclass

上目
Superorder

目
Order

亜目
Suborder

下目
Infraorder

上科
Superfamily

科
Family

ミズシタダミ
Valvatoidea

カクメイ
Cornirostridae

オオシイノミガイ
Acteonoidea

オオシイノミガイ
Acteonidae

ナツメガイ
Bulloidea

オオコメツブガイ
Acteocinidae

ブドウガイ
Haminoeoidea

ブドウガイ
Haminoeidae

なし なし なし
トウガタガイ
Pyramidelloidea

トウガタガイ
Pyramidellidae

水棲
Hygrophila

なし なし
ヒラマキガイ
Planorboidea

ヒラマキガイ
Planorbidae

スナウミウシ
Acochlidiacea

なし なし Parhedyloidea
ヒミツナメクジ
Aitengidae

板顎
Elasmognatha

オカモノアラガイ
Succineoidea

オカモノアラガイ
Succineidae

ハワイマイマイ
Achatinelloidea

ハワイマイマイ
Achatinellidae
キバサナギガイ
Vertiginidae
クチミゾガイ
Strobilopsidae

キセルモドキ
Enoidea

キセルモドキ
Enidae

キセルガイ
Clausilioidea

キセルガイ
Clausiliidae

ネジレガイ
Streptaxoidea

タワラガイ
Diapheridae

イトカケマイマイ
Plectopyloidea

イトカケマイマイ
Plectopylidae
カサマイマイ
Trochomorphidae
シタラ
Euconulidae

ベッコウマイマイ
Helicarionoidea

ベッコウマイマイ
Helicarionidae

オオコウラナメクジ
Arionoidea

ナメクジ
Philomycidae

マイマイ
Helicoidea

ナンバンマイマイ
Camaenidae

ドロアワモチ
Onchidioidea

ドロアワモチ
Onchidiidae

アシヒダナメクジ
Veronicelloidea

ホソアシヒダナメクジ
Rathouisiidae

なし なし
オカミミガイ
Ellobioidea

オカミミガイ
Ellobiidae

イガイ
Mytilida

なし なし
イガイ
Mytiloidea

イガイ
Mytilidae

ハボウキ
Pinnoidea

ハボウキ
Pinnidae

イタボガキ
Ostreoidea

ベッコウガキ
Gryphaeidae
フネガイ
Arcidae
ベンケイガイ
Glycymerididae
イタヤガイ
Pectinidae
ウミギク
Spondylidae

異靱帯
Anomalodesmata

なし なし なし
スエモノガイ
Thracioidea

オキナガイ
Laternulidae

ツキガイ
Lucinida

なし なし
ツキガイ
Lucinoidea

ツキガイ
Lucinidae

なし なし なし
ツクエガイ
Gastrochaenoidea

ツクエガイ
Gastrochaenidae

なし なし なし
ウロコガイ
Galeommatoidea

ウロコガイ
Galeommatidae

無面
Adapedonta

なし なし
マテガイ
Solenoidea

マテガイ
Solenidae

ザルガイ
Cardioidea

ザルガイ
Cardiidae
ニッコウガイ
Tellinidae
フジノハナガイ
Donacidae
シオサザナミ
Psammobiidae
アサジガイ
Semelidae
キヌタアゲマキ
Solecurtidae

なし なし なし
ドブシジミ
Sphaerioidea

ドブシジミ
Sphaeriidae

オオノガイ
Myida

なし なし
オオノガイ
Myoidea

オオノガイ
Myidae
バカガイ
Mactridae
チトセノハナガイ
Anatinellidae
チドリマスオ
Mesodesmatidae

なし なし なし
フタバシラガイ
Ungulinoidea

フタバシラガイ
Ungulinidae
シジミ
Cyrenidae
ハナグモリ
Glauconomidae

マルスダレガイ
Veneroidea

マルスダレガイ
Veneridae

腹足
Gastropoda

二枚貝
Bivalvia

(コハクガイ
Gastrodontoidea)

マルスダレガイ
Venerida

なし なし なし
バカガイ
Mactroidea

なし なし

シジミ
Cyrenoidea

ザルガイ
Cardiida なし

ニッコウガイ
Tellinoidea

不完全歯
Imparidentia

(サナギガイ
Pupilloidea)

なし

なし

なし

なし

なし

なし
フネガイ
Arcoidea

なし
イタヤガイ
Pectinoidea

なし

カキ
Ostreida

フネガイ
Arcida

イタヤガイ
Pectinida

なし

なし
頭楯
Cephalaspidea

なし なし

なし

真有肺
Eupulmonata

柄眼
Stylommatophora

収眼
Systellommatophora

(直輸尿管類
Orthurethra)

（曲輸尿管類
Sigmurethra）

なし なし なし なし

翼型
Pteriomorphia

異歯
Heterodonta

（原始的異鰓類
Lower
Heterobranchia）

真後鰓
Euopisthobranchia

汎有肺
Panpulmonata

真異歯
Euheterodonta

なし

異鰓
Heterobranchia

 
レッドリスト選定時の候補種が属す科をすべて挙げた。このため、検討の結果リスト対象外となり、本書には掲載されなかった科

も含めている。括弧で囲まれた分類群は単系統でないと考えられる非公式群。 
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４．初版－改訂第３版・カテゴリー対照表 
 

初版－改訂第3版・カテゴリー対照表は、本書のカテゴリー及び沖縄県初版からのカテゴリーとの比較をおこ

なっています。また、参考として、環境省レッドリストのカテゴリーを付記しました。 

初版以降に追加あるいは削除されている種がありますが、これはその後の見直しによる情報の整理や新たな知

見が得られたことによります。これらの情報の整理や新たな知見には、対象とする地域等の拡大、新種の発見、分

類の変更及び沖縄県における未定着の判明等が含まれており、必ずしもカテゴリーへの新掲載や削除等がその種あ

るいは個体群の状況の悪化及び好転を表しているものではありません。 

 

＜カテゴリー対照表のみかた＞ 

※1 沖縄県改訂第2版、第3版の絶滅のおそれのある地域個体群のカテゴリーは地域個体群に略して示しています。 

※2 環境省とは、「環境省レッドリスト 2015の公表について（2015年 9月 15日報道発表資料、環境省）」を指し

ます。なお、絶滅のおそれのある地域個体群のカテゴリーは地域個体群に略して示しています。 

※3 備考については、以下の略で示しています。 

   国天・・・国指定天然記念物、特天・・・国指定特別天然記念物、県天・・・沖縄県指定天然記念物 

   市/町/村天・・・市町村指定天然記念物 

   国内・・・国内希少野生動植物種 

   宮古・・・宮古島市自然環境保全条例における保全種（2005年） 

   石垣・・・石垣市自然環境保全条例における保全種（2015年） 

   東ﾉｸﾞﾁｹﾞﾗ・・・東村ノグチゲラ保護条例（2010年） 

   宮古ﾔｼｶﾞﾆ・・・宮古島市ヤシガニ保護条例（2012年） 

   多良間ﾔｼｶﾞﾆ・・・多良間村マクガン（ヤシガニ）保護条例（2010年） 

   石垣ﾔｼｶﾞﾆ・・・石垣市ヤシガニ保護条例（2014年） 
 
    

IUCN（国際自然保護連合）レッドリストについては、以下の略で示しています。 

   IUCN レッドリストは基本的に種を単位としてカテゴリーを評価し、すべての亜種が同じ評価となります。本

県改訂では、このうち特定の亜種の現状を指して選定した種が多く含まれており留意が必要です。 

   Date Assessed:2016-10-01を最新の評価とする。カテゴリー基準は2001 Categories & Criteria (version 3.1) 

に準じる（一部種を除く）。一部、1994 Categories & Criteria (version 2.3)によるLower Risk/near threatened

およびLower Risk/least concernの各カテゴリーによる種は、それぞれNT、LCに置き換えて示したものを含

む。 
 
   IUCN(EX)・・・絶滅、IUCN(EW)・・・野生絶滅、IUCN(CR)・・・絶滅危惧ⅠA類、IUCN(EN)・・・絶滅危惧 

ⅠB類、IUCN(VU)・・・絶滅危惧Ⅱ類、IUCN(NT)・・・準絶滅危惧、IUCN(LC)・・・軽度懸念、IUCN(DD)・・・ 

情報不足 

※4 ― は該当しないことを示します。 

 

 

(1) 哺乳類 

和    名 

沖  縄  県※1 

環 境 省※2 備    考※3 改訂第3版 
2017 

改訂第2版
2005 

初 版 
1996 

オキナワオオコウモリ 絶 滅 絶 滅 絶 滅 種 絶 滅 IUCN(DD) 

ミヤココキクガシラコウモリ 絶 滅 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧種 絶 滅 宮古、IUCN(LC) 

セ ン カ ク モ グ ラ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧ⅠＡ類 未決定種 絶滅危惧ⅠＡ類 IUCN(VU) 

ダイトウオオコウモリ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧種 絶滅危惧ⅠＡ類 国天(一部生息地)、国内、IUCN(NT) 

ヤンバルホオヒゲコウモリ  絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧ⅠＡ類 － 絶滅危惧ⅠＡ類 IUCN(CR) 

オ キ ナ ワト ゲ ネズミ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧種 絶滅危惧ⅠＡ類 国天、国内、IUCN(CR) 

セ ス ジ ネ ズ ミ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧ⅠＡ類 未決定種 絶滅危惧ⅠＡ類 IUCN(LC) 

ケ ナ ガ ネ ズ ミ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧種 絶滅危惧ⅠＢ類 国天、国内、IUCN(EN) 

イ リ オ モテ ヤ マネコ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧種 絶滅危惧ⅠＡ類 特天、国内、IUCN(CR) 

ジ ュ ゴ ン 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧ⅠＡ類 － 絶滅危惧ⅠＡ類 国天、IUCN(VU) 

オキナワコキクガシラコウモリ 絶滅危惧ⅠＢ類 絶滅危惧ⅠＢ類 危 急 種 絶滅危惧ⅠＢ類 名護市天、IUCN(LC) 

ヤエヤマコキクガシラコウモリ 絶滅危惧ⅠＢ類 絶滅危惧Ⅱ類 危 急 種 絶滅危惧Ⅱ類
ｲﾘｵﾓﾃｺｷｸｶﾞｼﾗｺｳﾓﾘ(第 2版)を包含、ﾔｴﾔﾏｺｷｸｶﾞｼ
ﾗｺｳﾓﾘ(ｲﾘｵﾓﾃｺｷｸｶﾞｼﾗｺｳﾓﾘ)(初版)、IUCN(LC) 

カ グ ラ コ ウ モ リ 絶滅危惧ⅠＢ類 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧種
地域個体群
（与那国島、波照間島）

IUCN(NT) 

リュウキュウテングコウモリ 絶滅危惧ⅠＢ類 絶滅危惧ⅠＢ類 － 絶滅危惧ⅠＢ類 IUCN(EN) 
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(1) 哺乳類 (続き) 

和    名 

沖  縄  県※1 

環 境 省※2 備    考※3 改訂第3版 
2017 

改訂第2版
2005 

初 版 
1996 

リュウキュウユビナガコウモリ（コユビナガコウモリ） 絶滅危惧ⅠＢ類 絶滅危惧ⅠＢ類 危 急 種 絶滅危惧ⅠＢ類 ﾘｭｳｷｭｳﾕﾋﾞﾅｶﾞｺｳﾓﾘ(初版・環境省)、IUCN(EN) 

イエコウモリ（アブラコウモリ） 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 未決定種 － IUCN(LC) 

リュウキュウイノシシ 絶滅危惧Ⅱ類 情報不足 未決定種
地域個体群
（徳之島）

IUCN(LC) 

ワ タ セ ジ ネ ズ ミ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 希 少 種 準絶滅危惧 IUCN(LC) 

オ リ イ オオ コ ウモリ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 未決定種 － IUCN(NT) 

ヤエヤマオオコウモリ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 希 少 種 － IUCN(NT) 

ジ ャ コ ウ ネ ズ ミ 情報不足 情報不足 未決定種 － 宮古、IUCN(LC) 

オキナワハツカネズミ 情報不足 情報不足 希 少 種 － IUCN(LC) 

ヤマコウモリ（ニホンヤマコウモリ）  － － 未決定種 絶滅危惧Ⅱ類 ﾔﾏｺｳﾓﾘ(環境省) 

 

(2) 鳥類 

和    名 

沖  縄  県※1 

環 境 省※2 備    考※3 改訂第3版 
2017 

改訂第2版
2005 

初 版 
1996 

リュウキュウカラスバト 絶 滅 絶 滅 絶 滅 種 絶 滅 IUCN(EX) 

ダ イ ト ウ ノ ス リ 絶 滅 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧種 絶 滅 IUCN(LC) 

ミ ヤ コ シ ョ ウ ビ ン 絶 滅 絶 滅 絶 滅 種 絶 滅  

ダ イ ト ウ ヤ マ ガ ラ 絶 滅 絶 滅 絶 滅 種 絶 滅 IUCN(LC) 

ダ イ ト ウミ ソ サザイ 絶 滅 絶 滅 絶 滅 種 絶 滅 IUCN(LC) 

ヨ ナ グ ニカ ラ スバト 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧ⅠＢ類 絶滅危惧種 絶滅危惧ⅠＢ類
ﾖﾅｸﾆｶﾗｽﾊﾞﾄ(初版・第2版・環境省)、国天、国

内、IUCN(NT) 

コ ウ ノ ト リ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧種 絶滅危惧ⅠＡ類 特天、国内、IUCN(EN) 

オ オ ヨ シ ゴ イ 絶滅危惧ⅠＡ類 － － 絶滅危惧ⅠＡ類 宮古、IUCN(LC) 

ヤ ン バ ル ク イ ナ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧ⅠＢ類 絶滅危惧種 絶滅危惧ⅠＡ類 国天、国内、IUCN(EN) 

ヘ ラ シ ギ 絶滅危惧ⅠＡ類 － － 絶滅危惧ⅠＡ類 IUCN(CR) 

カ ン ム リ ワ シ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧種 絶滅危惧ⅠＡ類 特天、国内、IUCN(LC) 

ダ イ ト ウコ ノ ハズク 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧種 絶滅危惧Ⅱ類 IUCN(NT) 

ノ グ チ ゲ ラ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧種 絶滅危惧ⅠＡ類 特天、国内、東ﾉｸﾞﾁｹﾞﾗ、IUCN(CR) 

オ シ ド リ 絶滅危惧ⅠB 類 絶滅危惧ⅠＢ類 危 急 種 情報不足 IUCN(LC) 

アカオネッタイチョウ 絶滅危惧ⅠB 類 絶滅危惧ⅠＢ類 希 少 種 絶滅危惧ⅠＢ類 IUCN(LC) 

キ ン バ ト 絶滅危惧ⅠB 類 絶滅危惧ⅠＢ類 絶滅危惧種 絶滅危惧ⅠＢ類 国天、国内、宮古、IUCN(LC) 

ア カ ア シカ ツ オドリ 絶滅危惧ⅠB 類 絶滅危惧ⅠＢ類 希 少 種 絶滅危惧ⅠＢ類 IUCN(LC) 

サ ン カ ノ ゴ イ 絶滅危惧ⅠB 類 絶滅危惧ⅠＢ類 希 少 種 絶滅危惧ⅠＢ類 宮古、IUCN(LC) 

ク ロ ツ ラ ヘ ラ サ ギ 絶滅危惧ⅠB 類 絶滅危惧ⅠＡ類 希 少 種 絶滅危惧ⅠＢ類 宮古、IUCN(EN) 

オ オ ク イ ナ 絶滅危惧ⅠB 類 絶滅危惧Ⅱ類 危 急 種 絶滅危惧ⅠＢ類 宮古、IUCN(LC) 

ア マ ミ ヤ マ シ ギ 絶滅危惧ⅠB 類 絶滅危惧ⅠＢ類 絶滅危惧種 絶滅危惧Ⅱ類 県天、国内、IUCN(VU) 

コ シ ャ ク シ ギ 絶滅危惧ⅠB 類 － － 絶滅危惧ⅠＢ類 宮古、IUCN(LC) 

リ ュ ウ キ ュ ウ ツ ミ 絶滅危惧ⅠB 類 準絶滅危惧 希 少 種 絶滅危惧ⅠＢ類 IUCN(LC) 

オ リ イ コ ゲ ラ 絶滅危惧ⅠB 類 絶滅危惧ⅠＢ類 － － IUCN(LC) 

ホ ン ト ウ ア カ ヒ ゲ 絶滅危惧ⅠB 類 絶滅危惧ⅠＢ類 危 急 種 絶滅危惧ⅠＢ類 国天、国内、IUCN(NT) 

リュウキュウキビタキ 絶滅危惧ⅠB 類 絶滅危惧Ⅱ類 危 急 種 － IUCN(LC) 

ヒ シ ク イ 絶滅危惧Ⅱ類 － － 絶滅危惧Ⅱ類 国天、宮古、IUCN(LC) 

ツ ク シ ガ モ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠＢ類 危 急 種 絶滅危惧Ⅱ類 宮古、IUCN(LC) 

シラオネッタイチョウ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 希 少 種 － IUCN(LC) 

カ ラ ス バ ト 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 危 急 種 準絶滅危惧 国天、宮古、IUCN(NT) 

ア ホ ウ ド リ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧種 絶滅危惧Ⅱ類 特天、国内、IUCN(VU) 

オ オ ミ ズ ナ ギ ド リ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 希 少 種 － IUCN(NT) 

ミ ゾ ゴ イ 絶滅危惧Ⅱ類 － － 絶滅危惧Ⅱ類 宮古、IUCN(EN) 

ズ グ ロ ミ ゾ ゴ イ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 危 急 種 絶滅危惧Ⅱ類 宮古、IUCN(LC) 

ム ラ サ キ サ ギ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 危 急 種 － IUCN(LC) 

シ ロ チ ド リ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 希 少 種 絶滅危惧Ⅱ類 IUCN(LC) 

セ イ タ カ シ ギ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 希 少 種 絶滅危惧Ⅱ類 宮古、IUCN(LC) 

オ オ ソ リ ハ シ シ ギ 絶滅危惧Ⅱ類 － － 絶滅危惧Ⅱ類 IUCN(NT) 

ホ ウ ロ ク シ ギ 絶滅危惧Ⅱ類 － － 絶滅危惧Ⅱ類 宮古、IUCN(EN) 

ツ ル シ ギ 絶滅危惧Ⅱ類 － － 絶滅危惧Ⅱ類 IUCN(LC) 

ア カ ア シ シ ギ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 希 少 種 絶滅危惧Ⅱ類 宮古、IUCN(LC) 
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(2) 鳥類 (続き) 

和    名 

沖  縄  県※1 

環 境 省※2 備    考※3 改訂第3版 
2017 

改訂第2版
2005 

初 版 
1996 

タ カ ブ シ ギ 絶滅危惧Ⅱ類 － － 絶滅危惧Ⅱ類 IUCN(LC) 

タ マ シ ギ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 危 急 種 絶滅危惧Ⅱ類 IUCN(LC) 

ミ フ ウ ズ ラ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 希 少 種 － IUCN(LC) 

ツ バ メ チ ド リ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 危 急 種 絶滅危惧Ⅱ類 宮古、IUCN(LC) 

ズ グ ロ カ モ メ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 希 少 種 絶滅危惧Ⅱ類 IUCN(VU) 

オ オ ア ジ サ シ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 希 少 種 絶滅危惧Ⅱ類 宮古、IUCN(LC) 

コ ア ジ サ シ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 希 少 種 絶滅危惧Ⅱ類 宮古、IUCN(LC) 

ベ ニ ア ジ サ シ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 希 少 種 絶滅危惧Ⅱ類 宮古、IUCN(LC) 

エ リ グ ロ ア ジ サ シ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 希 少 種 絶滅危惧Ⅱ類 宮古、IUCN(LC) 

サ シ バ 絶滅危惧Ⅱ類 － － 絶滅危惧Ⅱ類 宮古、IUCN(LC) 

リュウキュウオオコノハズク 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 危 急 種 絶滅危惧Ⅱ類 IUCN(LC) 

ハ ヤ ブ サ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 危 急 種 絶滅危惧Ⅱ類 国内、宮古、IUCN(LC) 

サ ン シ ョ ウ ク イ 絶滅危惧Ⅱ類 － － 絶滅危惧Ⅱ類 IUCN(LC) 

オ リ イ ヤ マ ガ ラ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 希 少 種 準絶滅危惧 IUCN(LC) 

ア カ ヒ ゲ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 希 少 種 絶滅危惧Ⅱ類 国天、国内、宮古、IUCN(NT) 

オ オ ヒ シ ク イ 準絶滅危惧 － － 準絶滅危惧 国天、IUCN(LC) 

マ ガ ン 準絶滅危惧 準絶滅危惧 希 少 種 準絶滅危惧 国天、宮古、IUCN(LC) 

カ イ ツ ブ リ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 希 少 種 － IUCN(LC) 

ダ イ ト ウカ イ ツブリ 準絶滅危惧 
地域個体群
（大東諸島）

－ － IUCN(LC) 

ア ナ ド リ 準絶滅危惧 － － － IUCN(LC) 

ア オ ツ ラカ ツ オドリ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 希 少 種 － IUCN(LC) 

カ ツ オ ド リ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 希 少 種 － IUCN(LC) 

ヨ シ ゴ イ 準絶滅危惧 － － 準絶滅危惧 IUCN(LC) 

リュウキュウヨシゴイ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 希 少 種 － IUCN(LC) 

チ ュ ウ サ ギ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 希 少 種 準絶滅危惧 宮古、IUCN(LC) 

カ ラ シ ラ サ ギ 準絶滅危惧 － － 準絶滅危惧 IUCN(VU) 

リュウキュウヒクイナ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 希 少 種 － IUCN(LC) 

ツ ル ク イ ナ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 希 少 種 － IUCN(LC) 

ヒ メ ア マ ツ バ メ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 希 少 種 － IUCN(LC) 

オ オ ジ シ ギ 準絶滅危惧 － － 準絶滅危惧 宮古、IUCN(LC) 

ハ マ シ ギ 準絶滅危惧 － － 準絶滅危惧 IUCN(LC) 

リュウキュウクロアジサシ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 希 少 種 － ｸﾛｱｼﾞｻｼ(初版・第2版)、IUCN(LC) 

マ ミ ジ ロ ア ジ サ シ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 危 急 種 － 宮古、IUCN(LC) 

セ グ ロ ア ジ サ シ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 希 少 種 － IUCN(LC) 

ミ サ ゴ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 危 急 種 準絶滅危惧 宮古、IUCN(LC) 

リュウキュウコノハズク 準絶滅危惧 準絶滅危惧 希 少 種 － IUCN(NT) 

リュウキュウアオバズク 準絶滅危惧 準絶滅危惧 未決定種 － IUCN(LC) 

カ ワ セ ミ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 希 少 種 － IUCN(LC) 

リ ュ ウ キュ ウ コゲラ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － － IUCN(LC) 

ア マ ミ ヤ マ ガ ラ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 希 少 種 － IUCN(LC) 

イシガキシジュウカラ 準絶滅危惧 
地域個体群
（石垣島、西表島）

希 少 種 － IUCN(LC) 

シ ロ ガ シ ラ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 希 少 種 － ﾔｴﾔﾏｼﾛｶﾞｼﾗ(初版・第2版)、IUCN(LC) 

ダ イ ト ウ ヒ ヨ ド リ 準絶滅危惧 
地域個体群
（大東諸島）

－ － IUCN(LC) 

ダ イ ト ウ メ ジ ロ 準絶滅危惧 
地域個体群
（大東諸島）

希 少 種 － IUCN(LC) 

リ ュ ウ キ ュ ウ ガ モ 情報不足 情報不足 未決定種 － IUCN(LC) 

ヘ ラ サ ギ 情報不足 － － 情報不足 IUCN(LC) 

ツ ミ 情報不足 － － － 宮古(指定名ﾘｭｳｷｭｳﾂﾐ) 、IUCN(LC) 

コ ト ラ ツ グ ミ 情報不足 情報不足 未決定種 情報不足 IUCN(LC) 

ウ ス ア カ ヒ ゲ 情報不足 － － 情報不足 国天、国内 

ダ イ ト ウ ウ グ イ ス － 絶 滅 絶 滅 種 絶 滅 ﾀﾞｲﾄｳﾊｼﾅｶﾞｳｸﾞｲｽ(初版) 

オ オ バ ン － 準絶滅危惧 希 少 種 －  

ヤ ツ ガ シ ラ － 準絶滅危惧 希 少 種 －  

リュウキュウアカショウビン － 準絶滅危惧 未決定種 － 宮古 

リュウキュウサンショウクイ － 準絶滅危惧 希 少 種 －  

リュウキュウサンコウチョウ － 情報不足 未決定種 － 宮古 
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(3) 爬虫類 

和    名 

沖  縄  県※1 

環 境 省※2 備    考※3 改訂第3版 
2017 

改訂第2版
2005 

初 版 
1996 

イ ヘ ヤ トカ ゲ モドキ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧ⅠＡ類 危 急 種 絶滅危惧ⅠＡ類 県天、国内、IUCN(EN) 

キ ク ザ ト サ ワ ヘ ビ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧種 絶滅危惧ⅠＡ類 県天、国内、IUCN(CR) 

タ イ マ イ 絶滅危惧ⅠＢ類 絶滅危惧ⅠＢ類 危 急 種 絶滅危惧ⅠＢ類 IUCN(CR) 

リュウキュウヤマガメ 絶滅危惧ⅠＢ類 絶滅危惧ⅠＢ類 危 急 種 絶滅危惧Ⅱ類 国天、IUCN(EN) 

マ ダ ラ トカ ゲ モドキ 絶滅危惧ⅠＢ類 絶滅危惧ⅠＢ類 希 少 種 絶滅危惧ⅠＢ類 県天、国内、IUCN(EN) 

ク メ ト カ ゲ モ ド キ 絶滅危惧ⅠＢ類 絶滅危惧ⅠＢ類 危 急 種 絶滅危惧ⅠＡ類 県天、国内、IUCN(EN) 

ミ ヤ コ カ ナ ヘ ビ 絶滅危惧ⅠＢ類 準絶滅危惧 － 絶滅危惧ⅠＡ類 国内、宮古、IUCN(EN) 

ミ ヤ コ ヒ メ ヘ ビ 絶滅危惧ⅠＢ類 絶滅危惧ⅠＢ類 未決定種 絶滅危惧ⅠＢ類 ﾋﾒﾍﾋﾞ(初版)、宮古、IUCN(DD) 

ア カ ウ ミ ガ メ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 希 少 種 絶滅危惧ⅠＢ類 IUCN(LC) 

ヤエヤマセマルハコガメ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 希 少 種 絶滅危惧Ⅱ類 ｾﾏﾙﾊｺｶﾞﾒ(初版)、国天、石垣、IUCN(EN) 

クロイワトカゲモドキ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 希 少 種 絶滅危惧Ⅱ類 県天、国内、IUCN(EN) 

オキナワキノボリトカゲ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧Ⅱ類  

バ ー バ ー ト カ ゲ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 希 少 種 絶滅危惧Ⅱ類  

オ キ ナ ワ ト カ ゲ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧
地域個体群
（座間味島）

絶滅危惧Ⅱ類  

ミ ヤ コ ト カ ゲ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 希 少 種 絶滅危惧Ⅱ類 宮古 

ヨ ナ グ ニ シ ュ ウ ダ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧ⅠＢ類  

ミ ヤ コ ヒ バ ァ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 未決定種 絶滅危惧ⅠＢ類 宮古 

ミ ヤ ラ ヒ メ ヘ ビ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 希 少 種 絶滅危惧Ⅱ類 IUCN(LC) 

ア オ ウ ミ ガ メ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 希 少 種 絶滅危惧Ⅱ類 IUCN(EN) 

ヤ エ ヤ マ イ シ ガ メ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － － 石垣、IUCN(EN) 

サキシマキノボリトカゲ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

ヨナグニキノボリトカゲ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 絶滅危惧Ⅱ類  

キ シ ノ ウ エ ト カ ゲ 準絶滅危惧 準絶滅危惧
地域個体群
（波照間島、伊良部島）

絶滅危惧Ⅱ類 国天、宮古、石垣、IUCN(NT) 

イ ワ サ キセ ダ カヘビ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 希 少 種 準絶滅危惧 IUCN(DD) 

ア マ ミ タカ チ ホヘビ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 未決定種 準絶滅危惧 IUCN(VU) 

ヤエヤマタカチホヘビ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 希 少 種 絶滅危惧Ⅱ類 石垣、IUCN(LC) 

サ キ シ マ ア オ ヘ ビ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧 宮古、IUCN(LR/NT) 

サ キ シ マ バ イ カ ダ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 未決定種 準絶滅危惧 宮古、IUCN(LC) 

ハ イ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧 ｸﾒｼﾞﾏﾊｲ(第 2版・環境省)を包含、IUCN(NT) 

イワサキワモンベニヘビ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 希 少 種 絶滅危惧Ⅱ類 石垣 

エ ラ ブ ウ ミ ヘ ビ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 未決定種 絶滅危惧Ⅱ類 IUCN(NT) 

ヒ ロ オ ウ ミ ヘ ビ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 未決定種 絶滅危惧Ⅱ類 IUCN(LC) 

大東諸島のオガサワラヤモリ 
地域個体群 
（大東諸島） 

－ － 
地域個体群
（大東諸島）

 

小浜島・黒島のサキシマカナヘビ 
地域個体群 
（小浜島、黒島） 

－ － 絶滅危惧Ⅱ類 ｻｷｼﾏｶﾅﾍﾋﾞ(環境省) 

タ シ ロ ヤ モ リ 情報不足 情報不足 未決定種 絶滅危惧Ⅱ類  

ア オ ス ジ ト カ ゲ 情報不足 － － 絶滅危惧ⅠＢ類  

シ ュ ウ ダ 情報不足 － － 絶滅危惧ⅠＢ類  

ア オ マ ダラ ウ ミヘビ － － 未決定種 －  

 

(4) 両生類 

和    名 

沖  縄  県※1 

環 境 省※2 備    考※3 改訂第3版 
2017 

改訂第2版
2005 

初 版 
1996 

オキナワイシカワガエル 絶滅危惧ⅠＢ類 絶滅危惧ⅠＢ類 危 急 種 絶滅危惧ⅠＢ類 ｲｼｶﾜｶﾞｴﾙ(初版・第2版)、県天、国内、IUCN(EN)

コガタハナサキガエル 絶滅危惧ⅠＢ類 絶滅危惧ⅠＢ類 危 急 種 絶滅危惧ⅠＢ類 石垣、IUCN(EN) 

ハ ナ サ キ ガ エ ル 絶滅危惧ⅠＢ類 絶滅危惧ⅠＢ類 希 少 種 絶滅危惧Ⅱ類 IUCN(EN) 

ホ ル ス ト ガ エ ル 絶滅危惧ⅠＢ類 絶滅危惧ⅠＢ類 危 急 種 絶滅危惧ⅠＢ類 県天、国内、IUCN(EN) 

ナ ミ エ ガ エ ル 絶滅危惧ⅠＢ類 絶滅危惧ⅠＢ類 危 急 種 絶滅危惧ⅠＢ類 県天、国内、IUCN(EN) 

イ ボ イ モ リ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 希 少 種 絶滅危惧Ⅱ類 県天、国内、IUCN(EN) 

リュウキュウアカガエル 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧
地域個体群
（久米島）

準絶滅危惧 IUCN(EN) 

シ リ ケ ン イ モ リ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧 IUCN(EN) 

ハロウエルアマガエル 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － － IUCN(LC) 

オ オ ハ ナサ キ ガエル 準絶滅危惧 準絶滅危惧 希 少 種 準絶滅危惧 IUCN(EN) 
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(5) 魚類 

和    名 

沖  縄  県※1 

環 境 省※2 備    考※3 改訂第3版 
2017 

改訂第2版
2005 

初 版 
1996 

リ ュ ウ キ ュ ウ ア ユ 絶 滅 絶 滅 絶滅危惧種 絶滅危惧ⅠＡ類 IUCN(EN) 

コ ゲ ウ ツ ボ 絶滅危惧ⅠＡ類 － － 絶滅危惧ⅠＡ類  

ナ ミ ダ カ ワ ウ ツ ボ 絶滅危惧ⅠＡ類 － － 絶滅危惧ⅠＡ類  

ゼ ブ ラ ア ナ ゴ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧ⅠＡ類 － －  

ド ロ ク イ 絶滅危惧ⅠＡ類 準絶滅危惧 － 絶滅危惧ⅠＢ類  

フ ナ 属 の 1 種 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧ⅠＡ類 ﾌﾅ(第 2版)、ﾌﾅ属の一種(琉球列島)(環境省) 

ド ジ ョ ウ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧ⅠＢ類 未決定種 情報不足 IUCN(LC) 

タ ウ ナ ギ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧ⅠＢ類 危 急 種 絶滅危惧ⅠＡ類  

チ ン ヨ ウ ジ ウ オ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧ⅠＡ類 － － IUCN(LC) 

ホ シ イ ッセ ン ヨウジ 絶滅危惧ⅠＡ類 － － 絶滅危惧ⅠＡ類  

タ ニ ヨ ウ ジ 絶滅危惧ⅠＡ類 － － 絶滅危惧ⅠＡ類 IUCN(LC) 

ヒ メ テ ン グ ヨ ウ ジ 絶滅危惧ⅠＡ類 － － 絶滅危惧ⅠＡ類 IUCN(DD) 

カ ワ ボ ラ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧ⅠＡ類 － 絶滅危惧ⅠＡ類 ｶﾜﾎﾞﾗ(仮称)(第 2版)、IUCN(DD) 

ナ ガ レ フウ ラ イボラ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧Ⅱ類 未決定種 絶滅危惧ⅠＢ類 IUCN(LC) 

ミ ナ ミ メ ダ カ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧ⅠＡ類 危 急 種 絶滅危惧Ⅱ類 ﾒﾀﾞｶ(初版・第2版)、IUCN(LC) 

ヒ ゲ ソ リ オ コ ゼ 絶滅危惧ⅠＡ類 － 未決定種 絶滅危惧ⅠＡ類 IUCN(LC) 

ア ゴ ヒ ゲ オ コ ゼ 絶滅危惧ⅠＡ類 － － 絶滅危惧ⅠＡ類 IUCN(LC) 

タ マ カ イ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧Ⅱ類 － － IUCN(VU) 

オ オ ア オ ノ メ ア ラ 絶滅危惧ⅠＡ類 － － － IUCN(VU) 

カ ガ ミ テン ジ クダイ 絶滅危惧ⅠＡ類 － － 絶滅危惧ⅠＡ類 IUCN(LC) 

ウ ラ ウ チ フ エ ダ イ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧ⅠＡ類 － 絶滅危惧ⅠＡ類  

テ ッ ポ ウ ウ オ 絶滅危惧ⅠＡ類 情報不足 － 絶滅危惧ⅠＡ類 IUCN(LC) 

ヨ コ シ マ イ サ キ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧ⅠＡ類 － 絶滅危惧ⅠＡ類 IUCN(LC) 

ニ セ シ マ イ サ キ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧ⅠＡ類 － 絶滅危惧ⅠＡ類 IUCN(LC) 

シ ミ ズ シ マ イ サ キ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧ⅠＡ類 未決定種 絶滅危惧ⅠＡ類 ﾐｽｼﾞｼﾏｲｻｷ(初版) 

ト ゲ ナ ガ ユ ゴ イ 絶滅危惧ⅠＡ類 － － 絶滅危惧ⅠＢ類 IUCN(DD) 

カ ン ム リ ブ ダ イ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧Ⅱ類 － － IUCN(VU) 

ウ ラ ウ チヘ ビ ギンポ 絶滅危惧ⅠＡ類 － － 絶滅危惧ⅠＡ類 IUCN(LC) 

カ ワ ギ ン ポ 絶滅危惧ⅠＡ類 － 未決定種 絶滅危惧ⅠＡ類 IUCN(LC) 

ヒ ル ギ ギ ン ポ 絶滅危惧ⅠＡ類 － － 絶滅危惧ⅠＡ類 IUCN(DD) 

ク シ ヒ ゲ ヌ メ リ 絶滅危惧ⅠＡ類 － － －  

ツ バ サ ハ ゼ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧ⅠＡ類 希 少 種 絶滅危惧ⅠＡ類 IUCN(DD) 

ト カ ゲ ハ ゼ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧種 絶滅危惧ⅠＡ類  

チワラスボ属の 1 種 1 絶滅危惧ⅠＡ類 － － －  

チワラスボ属の 1 種 2 絶滅危惧ⅠＡ類 － － －  

ハ ヤ セ ボ ウ ズ ハ ゼ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧ⅠＡ類 未決定種 絶滅危惧ⅠＡ類 ﾊﾔｾﾎﾞｳｽﾞ(初版)、IUCN(VU) 

コ ン テ リボ ウ ズハゼ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧ⅠＢ類 － 絶滅危惧ⅠＡ類  

ヒ ス イ ボ ウ ズ ハ ゼ 絶滅危惧ⅠＡ類 － － －  

シ マ サ ル ハ ゼ 絶滅危惧ⅠＡ類 － － 絶滅危惧ⅠＡ類  

ア オ バ ラヨ シ ノボリ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧ⅠＢ類 危 急 種 絶滅危惧ⅠＡ類  

ヒ メ ト サ カ ハ ゼ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧ⅠＡ類 希 少 種 絶滅危惧ⅠＡ類  

ク ロ ト サ カ ハ ゼ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧ⅠＡ類 － 絶滅危惧ⅠＡ類  

ア ゴ ヒ ゲ ハ ゼ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧ⅠＡ類 － 絶滅危惧ⅠＡ類 IUCN(LC) 

コ ン ジ キ ハ ゼ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧ⅠＡ類 － 絶滅危惧ⅠＡ類 IUCN(LC) 

ウ ラ ウ チ イ ソ ハ ゼ 絶滅危惧ⅠＡ類 － － 絶滅危惧ⅠＡ類  

シ マ エ ソ ハ ゼ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧ⅠＢ類 未決定種 絶滅危惧ⅠＢ類  

エ ソ ハ ゼ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧ⅠＢ類 未決定種 絶滅危惧ⅠＢ類  

コ マ チ ハ ゼ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧ⅠＡ類 － 絶滅危惧ⅠＡ類 IUCN(LC) 

ヒ メ サ ツ キ ハ ゼ 絶滅危惧ⅠＡ類 － 未決定種 絶滅危惧ⅠＡ類  

タ イ ワ ン キ ン ギ ョ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧ⅠＡ類 危 急 種 絶滅危惧ⅠＡ類 IUCN(LC) 

ニ ホ ン ウ ナ ギ 絶滅危惧ⅠＢ類 － － 絶滅危惧ⅠＢ類 IUCN(EN) 

ア ミ メ カ ワ ヨ ウ ジ 絶滅危惧ⅠＢ類 － － 絶滅危惧ⅠＢ類 IUCN(LC) 

オ キ ナ ワ キ チ ヌ 絶滅危惧ⅠＢ類 準絶滅危惧 － － IUCN(NT) 

ア ト ク ギ ス 絶滅危惧ⅠＢ類 － － 絶滅危惧ⅠＢ類  

メ ガ ネ モ チ ノ ウ オ 絶滅危惧ⅠＢ類 絶滅危惧Ⅱ類 － － IUCN(EN) 

ゴ シ キ タメ ト モハゼ 絶滅危惧ⅠＢ類 情報不足 － 絶滅危惧ⅠＢ類 ﾀﾒﾄﾓﾊｾﾞ近縁種(第 2版) 

オ ウ ギ ハ ゼ 絶滅危惧ⅠＢ類 情報不足 － 準絶滅危惧 ｶﾜｱﾅｺﾞ科の 1種(第 2版、環境省)、IUCN(LC) 
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(5) 魚類 (続き) 

和    名 

沖  縄  県※1 

環 境 省※2 備    考※3 改訂第3版 
2017 

改訂第2版
2005 

初 版 
1996 

ト ビ ハ ゼ 絶滅危惧ⅠＢ類 絶滅危惧ⅠＢ類 希 少 種 準絶滅危惧  

ア サ ガ ラ ハ ゼ 絶滅危惧ⅠＢ類 － 未決定種 絶滅危惧Ⅱ類 IUCN(LC) 

チワラスボ属の 1 種 3 絶滅危惧ⅠＢ類 － － －  

カ エ ル ハ ゼ 絶滅危惧ⅠＢ類 絶滅危惧ⅠＡ類 未決定種 絶滅危惧ⅠＡ類 IUCN(DD) 

ミ ナ ミ アシ シ ロハゼ 絶滅危惧ⅠＢ類 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧Ⅱ類  

マ サ ゴ ハ ゼ 絶滅危惧ⅠＢ類 絶滅危惧ⅠＢ類 － 絶滅危惧Ⅱ類  

ホ ホ グ ロ ハ ゼ 絶滅危惧ⅠＢ類 － 未決定種 絶滅危惧ⅠＢ類 IUCN(LC) 

キ バ ラ ヨ シ ノ ボ リ 絶滅危惧ⅠＢ類 絶滅危惧ⅠＢ類 危 急 種 絶滅危惧ⅠＢ類  

ミ ス ジ ハ ゼ 絶滅危惧ⅠＢ類 絶滅危惧ⅠＡ類 － 絶滅危惧ⅠＡ類  

ニ セ シ ラ ヌ イ ハ ゼ 絶滅危惧ⅠＢ類 － － 準絶滅危惧  

キ ラ ラ ハ ゼ 絶滅危惧ⅠＢ類 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧Ⅱ類  

コ ビ ト ハ ゼ 絶滅危惧ⅠＢ類 － 未決定種 絶滅危惧ⅠＢ類 IUCN(LC) 

ク サ フ グ 絶滅危惧ⅠＢ類 
地域個体群
（沖縄島）

－ 地域個体群 沖縄島のｸｻﾌｸﾞ(第 2版・環境省)、IUCN(LC) 

タ ナ ゴ モ ド キ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠＢ類 危 急 種 絶滅危惧ⅠＢ類 IUCN(DD) 

タ メ ト モ ハ ゼ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠＢ類 未決定種 絶滅危惧ⅠＢ類  

ヤエヤマノコギリハゼ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠＢ類 未決定種 絶滅危惧ⅠＡ類 IUCN(LC) 

ヒ ゲ ワ ラ ス ボ 絶滅危惧Ⅱ類 － － 絶滅危惧Ⅱ類 IUCN(LC) 

ヨ ロ イ ボ ウ ズ ハ ゼ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠＡ類 未決定種 絶滅危惧ⅠＡ類 ﾖﾛｲﾎﾞｳｽﾞ(初版) 

ア カ ボ ウ ズ ハ ゼ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠＡ類 未決定種 絶滅危惧ⅠＡ類 ｱｶﾎﾞｳｽﾞ(初版)、IUCN(LC) 

ミナミヒメミミズハゼ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 － 絶滅危惧Ⅱ類 ﾐﾐｽﾞﾊｾﾞ(第 2版) 

カ ブ キ ハ ゼ 絶滅危惧Ⅱ類 － － 準絶滅危惧 IUCN(LC) 

マングローブゴマハゼ 絶滅危惧Ⅱ類 － － 絶滅危惧Ⅱ類  

ギ ン ポ ハ ゼ 絶滅危惧Ⅱ類 － － 絶滅危惧Ⅱ類  

ト サ カ ハ ゼ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠＢ類 未決定種 絶滅危惧ⅠＢ類  

ワ カ ケ サ ラ サ ハ ゼ 絶滅危惧Ⅱ類 － － 準絶滅危惧  

カ ワ ク モ ハ ゼ 絶滅危惧Ⅱ類 － － 絶滅危惧ⅠＡ類  

ボ ル ネ オ ハ ゼ 絶滅危惧Ⅱ類 － 未決定種 絶滅危惧Ⅱ類 IUCN(LC) 

オ オ メ ジ ロ ザ メ 準絶滅危惧 － － － IUCN(NT) 

コ モ チ サ ヨ リ 準絶滅危惧 － 未決定種 準絶滅危惧  

ナ ン ヨ ウ チ ヌ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 絶滅危惧Ⅱ類 IUCN(LC) 

ジ ャ ノ メ ハ ゼ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧ⅠＢ類 IUCN(LC) 

ホ シ マ ダ ラ ハ ゼ 準絶滅危惧 － － 絶滅危惧Ⅱ類 IUCN(LC) 

ミ ナ ミ ハ ゼ 準絶滅危惧 － 未決定種 － IUCN(LC) 

ヒ ラ ヨ シ ノ ボ リ 準絶滅危惧 － 未決定種 －  

ニ セ ツ ム ギ ハ ゼ 準絶滅危惧 － － 準絶滅危惧 IUCN(LC) 

ホ ホ グ ロ ス ジ ハ ゼ 準絶滅危惧 － － 準絶滅危惧  

フ タ ス ジノ ボ リハゼ 準絶滅危惧 － － －  

ニ ュ ー ギニ ア ウナギ 情報不足 － － 情報不足 IUCN(NT) 

ハ ク テ ン ウ ミ ヘ ビ 情報不足 － － －  

ア ン ピ ン ボ ラ 情報不足 － － 情報不足 IUCN(LC) 

モ ン ナ シ ボ ラ 情報不足 － － 情報不足  

ネ ッ タ イイ ソ イワシ 情報不足 － － 情報不足 IUCN(LC) 

ミナミギンイソイワシ 情報不足 － － 情報不足 IUCN(LC) 

ナンヨウタカサゴイシモチ  情報不足 － － 情報不足 IUCN(LC) 

ハナダカタカサゴイシモチ  情報不足 － － 情報不足 IUCN(DD) 

ワ キ イ シ モ チ 情報不足 － － 情報不足  

ヒルギヌメリテンジクダイ  情報不足 － － 情報不足  

ダイダイコショウダイ 情報不足 － － 情報不足  

ゴ マ ク モ ギ ン ポ 情報不足 － － 情報不足 IUCN(LC) 

ナリタイトヒキヌメリ 情報不足 － － 情報不足  

エ リ ト ゲ ハ ゼ 情報不足 情報不足 － 情報不足 IUCN(DD) 

ヒノコロモボウズハゼ 情報不足 － － 情報不足 IUCN(VU) 

ト ラ フ ボ ウ ズ ハ ゼ 情報不足 － － －  

ニライカナイボウズハゼ 情報不足 － － －  

ド ウ ケ ハ ゼ 情報不足 － － 情報不足 IUCN(LC) 

ヒ モ ハ ゼ 属 の 1 種 情報不足 － － 準絶滅危惧 ﾋﾓﾊｾﾞ(環境省) 
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(5) 魚類 (続き) 

和    名 

沖  縄  県※1 

環 境 省※2 備    考※3 改訂第3版 
2017 

改訂第2版
2005 

初 版 
1996 

コ ク チ ス ナ ゴ ハ ゼ 情報不足 － － 情報不足  

ム ジ ナ ハ ゼ 情報不足 － － 絶滅危惧Ⅱ類 IUCN(LC) 

フ タ ホ シ ハ ゼ 情報不足 － － 情報不足  

タ ス キ ヒ ナ ハ ゼ 情報不足 絶滅危惧ⅠＡ類 － 情報不足 IUCN(LC) 

ス ダ レ ウ ロ ハ ゼ 情報不足 － － 準絶滅危惧  

フ タ ゴ ハ ゼ 情報不足 － － 情報不足  

ホ ク ロ ハ ゼ 情報不足 絶滅危惧Ⅱ類 － 準絶滅危惧 IUCN(LC) 

ク マ ノ コ ハ ゼ 情報不足 － － －  

ナ ミ ノ コ ハ ゼ 情報不足 － － 準絶滅危惧 IUCN(LC) 

ト ン ガ ス ナ ハ ゼ 情報不足 － － 情報不足 IUCN(LC) 

マ イ コ ハ ゼ 情報不足 絶滅危惧ⅠＡ類 － 情報不足 IUCN(DD) 

ル リ ボ ウ ズ ハ ゼ － 絶滅危惧ⅠＢ類 未決定種 絶滅危惧Ⅱ類 ﾙﾘﾎﾞｳｽﾞ(初版) 

イ ド ミ ミ ズ ハ ゼ － － 未決定種 準絶滅危惧  

ハ ス ジ マ ハ ゼ － － 未決定種 －  

イ ワ ハ ゼ － － 未決定種 －  

ス ズ メ ハ ゼ － － 未決定種 －  

 

(6) 甲殻類 

和    名 

沖  縄  県※1 

環 境 省※2 備    考※3 改訂第3版 
2017 

改訂第2版
2005 

初 版 
1996 

ダイトウコオイエビ（新称） 絶滅危惧ⅠＡ類 － － －  

カ ク レ サ ワ ガ ニ 絶滅危惧ⅠＡ類 － － 絶滅危惧Ⅰ類 国内、IUCN(DD) 

トカシキオオサワガニ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧種 絶滅危惧Ⅰ類 ｵｵｻﾜｶﾞﾆ(初版・第2版)、国内、IUCN(EN) 

ミ ヤ コ サ ワ ガ ニ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧ⅠＡ類 － 絶滅危惧Ⅰ類 県天、国内、IUCN(VU) 

セ ン カ ク サ ワ ガ ニ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧ⅠＡ類 － 絶滅危惧Ⅰ類 IUCN(LC) 

ヒ メ ユ リ サ ワ ガ ニ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧種 絶滅危惧Ⅰ類 国内、IUCN(NT) 

シ オ マ ネ キ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧種 絶滅危惧Ⅱ類  

イ シ ガ キ ヌ マ エ ビ 絶滅危惧ⅠＢ類 絶滅危惧ⅠＢ類 危 急 種 絶滅危惧Ⅱ類 IUCN(LC) 

ウ リ ガ ーテ ナ ガエビ 絶滅危惧ⅠＢ類 － － 絶滅危惧Ⅱ類 IUCN(DD) 

イ ボ テ カ ニ ダ マ シ 絶滅危惧ⅠＢ類 絶滅危惧ⅠＢ類 － － ｲﾎﾞﾃｶﾆﾀﾞﾏｼ(新称)(第 2版) 

ウ チ ノ ミカ ニ ダマシ 絶滅危惧ⅠＢ類 － － －  

トカシキミナミサワガニ 絶滅危惧ⅠＢ類 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧Ⅱ類 ｵｷﾅﾜﾐﾅﾐｻﾜｶﾞﾆ(第 2版) 

ケ ラ マ サ ワ ガ ニ 絶滅危惧ⅠＢ類 準絶滅危惧 危 急 種 絶滅危惧Ⅱ類 ｱﾗﾓﾄｻﾜｶﾞﾆ(初版・第2版) 

オキナワオオサワガニ 絶滅危惧ⅠＢ類 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧種 絶滅危惧Ⅱ類 ｵｵｻﾜｶﾞﾆ(初版・第2版)、IUCN(LC) 

イ ヘ ヤ オオ サ ワガニ 絶滅危惧ⅠＢ類 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧種 絶滅危惧Ⅱ類 ｵｵｻﾜｶﾞﾆ(初版・第2版)、IUCN(LC) 

クメジマオオサワガニ 絶滅危惧ⅠＢ類 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧種 絶滅危惧Ⅱ類 ｵｵｻﾜｶﾞﾆ(初版・第2版)、IUCN(LC) 

ヤ エ ヤ マ ヤ マ ガ ニ 絶滅危惧ⅠＢ類 絶滅危惧ⅠＢ類 希 少 種 準絶滅危惧 IUCN(LC) 

ドウクツベンケイガニ 絶滅危惧ⅠＢ類 情報不足 － 情報不足 ﾄﾞｳｸﾂﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ(新称)(第 2版) 

カ ス リ ベン ケ イガニ 絶滅危惧ⅠＢ類 － － 情報不足  

ド ウ ク ツモ ク ズガニ 絶滅危惧ⅠＢ類 － － 情報不足  

イリオモテヨコナガピンノ  絶滅危惧ⅠＢ類 － － 情報不足  

ド ウ ク ツ ヌ マ エ ビ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠＢ類 危 急 種 絶滅危惧Ⅱ類  

チ カ ヌ マ エ ビ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠＢ類 希 少 種 準絶滅危惧  

イ リ オ モテ ヌ マエビ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠＢ類 － 準絶滅危惧 ｲﾘｵﾓﾃﾇﾏｴﾋﾞ(新称)(第 2版)、IUCN(LC) 

ヒ ラ ア シテ ナ ガエビ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 希 少 種 準絶滅危惧 IUCN(LC) 

マ ガ タ マテ ナ ガエビ 絶滅危惧Ⅱ類 － － － IUCN(LC) 

カ ス リ テ ナ ガ エ ビ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 － －  

シ ョ キ タテ ナ ガエビ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 危 急 種 準絶滅危惧 IUCN(LC) 

ヒ ト ハ カ ニ ダ マ シ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 － －  

ヤ シ ガ ニ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 希 少 種 絶滅危惧Ⅱ類 宮古ﾔｼｶﾞﾆ、多良間ﾔｼｶﾞﾆ、石垣ﾔｼｶﾞﾆ、IUCN(DD)

サキシマオカヤドカリ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠＢ類 危 急 種 絶滅危惧Ⅱ類 国天、宮古 

キ カ イ ホン ヤ ドカリ 絶滅危惧Ⅱ類 － － －  

イリオモテマメコブシガニ  絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 希 少 種 情報不足  

クメジマミナミサワガニ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 危 急 種 絶滅危惧Ⅱ類 IUCN(LC) 

オキナワミナミサワガニ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 希 少 種 準絶滅危惧 IUCN(LC) 
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(6) 甲殻類 (続き) 

和    名 

沖  縄  県※1 

環 境 省※2 備    考※3 改訂第3版 
2017 

改訂第2版
2005 

初 版 
1996 

ム ラ サ キ サ ワ ガ ニ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠＢ類 希 少 種 準絶滅危惧 ﾐﾔｻﾞｷｻﾜｶﾞﾆ(初版)、IUCN(LC) 

カ ッ シ ョク サ ワガニ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠＢ類 希 少 種 準絶滅危惧 ﾐﾔｻﾞｷｻﾜｶﾞﾆ(初版)、IUCN(LC) 

ミ ネ イ サ ワ ガ ニ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 希 少 種 準絶滅危惧 ﾀｲﾜﾝｻﾜｶﾞﾆ(初版)、IUCN(LC) 

リュウキュウアカテガニ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 － 絶滅危惧Ⅱ類 ｱｶﾃｶﾞﾆ(第 2版) 

マ ル ベ ン ケ イ ガ ニ 絶滅危惧Ⅱ類 － － －  

シロツメアシハラガニモドキ 絶滅危惧Ⅱ類 － － －  

ギ ザ テ アシ ハ ラガニ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 － －  

ア ダ ン ベン ケ イガニ 絶滅危惧Ⅱ類 － － －  

シロテアシハラガニモドキ  絶滅危惧Ⅱ類 情報不足 － －  

ロ ッ カ ク イ ソ ガ ニ 絶滅危惧Ⅱ類 － － －  

ダ ル マ ガ ニ 絶滅危惧Ⅱ類 － － －  

ア リ ア ケ モ ド キ 絶滅危惧Ⅱ類 － 希 少 種 －  

チ ゴ ガ ニ 絶滅危惧Ⅱ類 － － －  

タイワンヒメオサガニ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 希 少 種 －  

ナ カ グ スク オ サガニ 絶滅危惧Ⅱ類 － － －  

シ オ カ ワ ヨ コ エ ビ 準絶滅危惧 絶滅危惧ⅠＢ類 危 急 種 準絶滅危惧  

ミ ナ ミ オニ ヌ マエビ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 希 少 種 準絶滅危惧 IUCN(LC) 

ナ ガ ツ ノ ヌ マ エ ビ 準絶滅危惧 － 希 少 種 － IUCN(LC) 

サ キ シ マ ヌ マ エ ビ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 希 少 種 準絶滅危惧 宮古、IUCN(LC) 

マングローブヌマエビ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 希 少 種 準絶滅危惧 IUCN(LC) 

ア シ ナ ガ ヌ マ エ ビ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 希 少 種 準絶滅危惧 宮古、IUCN(LC) 

ス ベ ス ベテ ナ ガエビ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － － IUCN(LC) 

ツ ブ テ ナ ガ エ ビ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 希 少 種 準絶滅危惧 IUCN(LC) 

テ ッ ポ ウ エ ビ 準絶滅危惧 － － －  

オハグロテッポウエビ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 危 急 種 準絶滅危惧  

キ ノ ボ リ エ ビ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 － －  

オ ト ヒ メス ナ モグリ 準絶滅危惧 － － －  

ト ゲ オ ス ナ モ グ リ 準絶滅危惧 － － －  

イリオモテアナジャコ（新称） 準絶滅危惧 － － －  

ミヤケアナジャコ（新称）  準絶滅危惧 － － －  

ナンヨウトゲアナジャコ 準絶滅危惧 － － －  

トゲユビアナジャコ（新称） 準絶滅危惧 － － －  

ド ロ イ ワカ ニ ダマシ 準絶滅危惧 － － －  

シ ロ サ ンゴ ヤ ドカリ 準絶滅危惧 － － －  

ヒルギノボリヨコバサミ 準絶滅危惧 － － －  

ワ カ ク サヨ コ バサミ 準絶滅危惧 － － －  

マ ー グ イヨ コ バサミ 準絶滅危惧 － － －  

マ ル テ ツノ ヤ ドカリ 準絶滅危惧 － － －  

リュウキュウカクエンコウガニ 準絶滅危惧 － － －  

マンガルマメコブシガニ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － －  

アマミマメコブシガニ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 希 少 種 情報不足  

ヤ エ ヤ マヤ ワ ラガニ 準絶滅危惧 情報不足 － 準絶滅危惧 ﾔｴﾔﾏﾔﾜﾗｶﾞﾆ(新称)(第 2版) 

ツ ノ ナ シイ ボ ガザミ 準絶滅危惧 － － 情報不足  

アカテノコギリガザミ 準絶滅危惧 － － －  

ア ラ モ ト サ ワ ガ ニ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 危 急 種 絶滅危惧Ⅱ類 IUCN(LC) 

サ カ モ ト サ ワ ガ ニ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 希 少 種 準絶滅危惧  

ヘ リ ト リ オ カ ガ ニ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 希 少 種 準絶滅危惧  

ヒ メ オ カ ガ ニ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

ム ラ サ キ オ カ ガ ニ 準絶滅危惧 絶滅危惧ⅠＢ類 希 少 種 準絶滅危惧  

ア カ カ クレ イ ワガニ 準絶滅危惧 － － －  

マルガオベンケイガニ 準絶滅危惧 － － －  

ハ マ ベ ン ケ イ ガ ニ 準絶滅危惧 － － －  

イワトビベンケイガニ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － －  

オオアシハラガニモドキ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 － －  

ヒ ナ ア シハ ラ モドキ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － －  

ヨコスジベンケイガニ 準絶滅危惧 － － －  

ツメナガベンケイガニ 準絶滅危惧 － － －  
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(6) 甲殻類 (続き) 

和    名 

沖  縄  県※1 

環 境 省※2 備    考※3 改訂第3版 
2017 

改訂第2版
2005 

初 版 
1996 

ミズギワベンケイガニ 準絶滅危惧 － － －  

ミ ゾ テ アシ ハ ラガニ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 希 少 種 －  

アシナガベンケイガニ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － －  

タイワンベンケイガニ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 － －  

スマトライワベンケイガニ  準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 － －  

アシナガアカイソガニ 準絶滅危惧 － － －  

マ メ イ ソ ガ ニ 準絶滅危惧 － － 情報不足  

ケ フ サ アシ ハ ラガニ 準絶滅危惧 － － －  

ナダケフサアシハラガニ 準絶滅危惧 － － －  

ア ゴ ヒ ロ カ ワ ガ ニ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 希 少 種 －  

ハチジョウヒライソモドキ  準絶滅危惧 － － －  

コウビロヒライソモドキ（新称） 準絶滅危惧 － － －  

ヨツハヒライソモドキ 準絶滅危惧 － － 準絶滅危惧  

トリウミアカイソモドキ 準絶滅危惧 － － －  

レ ン ゲ ガニ （ 新称） 準絶滅危惧 － － －  

ニ セ モ ク ズ ガ ニ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 希 少 種 －  

カ ワ ス ナ ガ ニ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 希 少 種 準絶滅危惧  

コウナガカワスナガニ 準絶滅危惧 － － 準絶滅危惧  

ハ サ ミ カ ク レ ガ ニ 準絶滅危惧 － － －  

ヨウナシカワスナガニ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 － 準絶滅危惧 ｺｳﾅｶﾞｶﾜｽﾅｶﾞﾆ(第 2版) 

ミナミムツハアリアケガニ  準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 希 少 種 － ﾐﾅﾐﾑﾂﾊﾞｱﾘｱｹｶﾞﾆ(初版・第2版) 

ホルトハウスオサガニ 準絶滅危惧 － － －  

メ ナ ガ オ サ ガ ニ 準絶滅危惧 － － －  

リュウキュウシオマネキ 準絶滅危惧 － － －  

シ モ フ リシ オ マネキ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 希 少 種 －  

カ ワ ラ ピ ン ノ 準絶滅危惧 － － －  

メナガオサガニハサミエボシ 情報不足 － － －  

オオバヌマエビ（新称） 情報不足 － － － IUCN(DD) 

ガマヌマエビ（新称） 情報不足 － － － IUCN(DD) 

クラヤミヌマエビ（仮称）  情報不足 － － －  

ミヤコヌマエビ（仮称） 情報不足 － － －  

チュラテナガエビ（仮称）  情報不足 情報不足 － －  

ハシボソテッポウエビ 情報不足 － － －  

リュウキュウユムシテッポウエビ（新称） 情報不足 － － －  

アナモリノコギリテッポウエビ（新称） 情報不足 － － －  

イバラアナジャコ（新称）  情報不足 － － －  

サ ン ゴ カ ニ ダ マ シ 情報不足 － － －  

ヤ ド リ ムツ ア シガニ 情報不足 － － －  

イルンティムツアシガニ 情報不足 － － －  

オオウラムツアシガニ 情報不足 － － －  

ヘ コ ミ ベン ケ イガニ 情報不足 － － －  

ニンジャベンケイガニ 情報不足 － － －  

ヒ メ ア カイ ソ モドキ 情報不足 － － －  

タイワンオオヒライソガニ  情報不足 準絶滅危惧 － 情報不足  

ヨ ミ ノ オ サ ガ ニ 情報不足 － － －  

オキナワアカシマホンヤドカリ － 絶滅危惧ⅠＢ類 － －  

コ ツ ノ ヌ マ エ ビ － 絶滅危惧Ⅱ類 希 少 種 －  

オ キ ナ ワヤ ワ ラガニ － 絶滅危惧Ⅱ類 希 少 種 －  

トゲアシヒライソガニモドキ － 絶滅危惧Ⅱ類 希 少 種 －  

コムラサキオカヤドカリ － 準絶滅危惧 希 少 種 準絶滅危惧 国天 

ルリマダラシオマネキ － 準絶滅危惧 希 少 種 － 宮古 

ヤエヤマヒメオカガニ（仲宗根新称）  － 準絶滅危惧 － －  

チ ゴ イ ワ ガ ニ － 準絶滅危惧 希 少 種 －  

ヒメアシハラガニモドキ － 準絶滅危惧 － －  

コウナガイワガニモドキ － 準絶滅危惧 希 少 種 －  

ヒ ラ モ ク ズ ガ ニ － 準絶滅危惧 希 少 種 －  

オ オ テ ナ ガ エ ビ － 準絶滅危惧 － －  
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(6) 甲殻類 (続き) 

和    名 

沖  縄  県※1 

環 境 省※2 備    考※3 改訂第3版 
2017 

改訂第2版
2005 

初 版 
1996 

コ ツ ノ テ ナ ガ エ ビ － 準絶滅危惧 － －  

ネ ッ タ イテ ナ ガエビ － 準絶滅危惧 希 少 種 絶滅危惧Ⅱ類  

オオヒロバカニダマシ（新称） － 準絶滅危惧 － －  

オオナキオカヤドカリ － 準絶滅危惧 希 少 種 準絶滅危惧 国天、宮古 

ヨ ロ ン エ ビ － － 希 少 種 －  

マングローブテッポウエビ  － － 希 少 種 －  

ヒ ラ ツ ノ ヌ マ エ ビ － － 希 少 種 －  

ハ サ ミ シ ャ コ エ ビ － － 希 少 種 －  

リュウキュウヤワラガニ － － 希 少 種 －  

カ ノ コ セ ビ ロ ガ ニ － － 希 少 種 －  

オキナワヒライソガニ － － 希 少 種 準絶滅危惧  

ミ ナ ミ モ ク ズ ガ ニ － － 希 少 種 －  

ア シ ハ ラガ ニ モドキ － － 希 少 種 －  

ミ ナ ミ コメ ツ キガニ － － 
地域個体群
（沖縄島）

－  

 

(7) 昆虫類 

和    名 

沖  縄  県※1 

環 境 省※2 備    考※3 改訂第3版 
2017 

改訂第2版
2005 

初 版 
1996 

イ シ ガ キ ニ イ ニ イ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧種 絶滅危惧ⅠＡ類 国内、石垣 

タ イ コ ウ チ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧種 －  

タ イ ワ ンコ オ イムシ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧Ⅰ類 危 急 種 絶滅危惧ⅠＡ類  

タ ガ メ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧Ⅰ類 危 急 種 絶滅危惧Ⅱ類  

タ イ ワ ン タ ガ メ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧Ⅰ類 希 少 種 絶滅危惧ⅠＡ類  

ツ ブ ゲ ン ゴ ロ ウ 絶滅危惧ⅠＡ類 － － －  

マ ダ ラ ゲ ン ゴ ロ ウ 絶滅危惧ⅠＡ類 － － 絶滅危惧ⅠＡ類  

フ チ ト リゲ ン ゴロウ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧Ⅰ類 危 急 種 絶滅危惧ⅠＡ類 国内 

ガ ム シ 絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧Ⅰ類 危 急 種 準絶滅危惧  

ヨナグニマルバネクワガタ  絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧Ⅰ類 希 少 種 絶滅危惧ⅠＡ類 国内 

ヒ サ マ ツサ イ カブト 絶滅危惧ⅠＡ類 － － －  

ダイトウスジヒメカタゾウムシ 絶滅危惧ⅠＡ類 情報不足 希 少 種 絶滅危惧ⅠＡ類  

タイワンツバメシジミ名義タイプ亜種  絶滅危惧ⅠＡ類 絶滅危惧Ⅱ類 希 少 種 絶滅危惧ⅠＡ類
ﾀｲﾜﾝﾂﾊﾞﾒｼｼﾞﾐ(初版・第2版)、ﾀｲﾜﾝﾂﾊﾞﾒｼｼﾞﾐ南
西諸島亜種(環境省) 

ア オ ナ ガイ ト トンボ 絶滅危惧ⅠＢ類 絶滅危惧Ⅰ類 － 絶滅危惧Ⅱ類 IUCN(LC) 

ト ビ イ ロ ヤ ン マ 絶滅危惧ⅠＢ類 － － 絶滅危惧ⅠＢ類 IUCN(LC) 

タ イ ワ ンタ イ コウチ 絶滅危惧ⅠＢ類 準絶滅危惧 希 少 種 －  

エ サ キ タ イ コ ウ チ 絶滅危惧ⅠＢ類 絶滅危惧Ⅱ類 未決定種 準絶滅危惧  

コ ブ イ ト ア メ ン ボ 絶滅危惧ⅠＢ類 － － －  

リュウキュウヒメミズスマシ 絶滅危惧ⅠＢ類 － － 絶滅危惧ⅠＡ類  

ヤ マ ト ホ ソ ガ ム シ 絶滅危惧ⅠＢ類 － － 準絶滅危惧  

マ ル ヒ ラ タ ガ ム シ 絶滅危惧ⅠＢ類 － － 準絶滅危惧  

ヤンバルテナガコガネ 絶滅危惧ⅠＢ類 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧種 絶滅危惧ⅠＢ類 国天、国内、IUCN(EN) 

イ リ オ モ テ ボ タ ル 絶滅危惧ⅠＢ類 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧種 絶滅危惧ⅠＢ類 石垣 

カラスヤンマ慶良間亜種（アサトカラスヤンマ） 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 希 少 種 絶滅危惧Ⅱ類 ｱｻﾄｶﾗｽﾔﾝﾏ(初版･第 2版･環境省)、IUCN(CR) 

コ フ キ ト ン ボ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 希 少 種 － IUCN(LC) 

シ オ カ ラ ト ン ボ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 － － IUCN(LC) 

ハマコオロギ（リュウキュウハマコオロギ） 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅰ類 － 情報不足 ﾊﾏｺｵﾛｷﾞ(ﾘｭｳｷｭｳﾊﾏｺｵﾛｷﾞ､ｵｷﾅﾜｲｿｽｽﾞ)(第 2 版)、ﾘｭｳｷｭｳﾊﾏｺｵﾛｷﾞ(環境省)

ホラアナゴキブリ先島諸島亜種（ミヤコホラアナゴキブリ）  絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 未決定種 絶滅危惧Ⅱ類 ﾐﾔｺﾎﾗｱﾅｺﾞｷﾌﾞﾘ(初版･第 2版･環境省) 

カマドウマ粟国島亜種 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 － －  

タ ラ マ ハ ヤ シ ウ マ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 － － ﾀﾗﾏﾊﾔｼｳﾏ(ﾀﾗﾏｵｵﾊﾔｼｳﾏ)(第 2版) 

アケボノアメイロウマ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 － －  

ウスイロキマダラウマ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 － － ｳｽｲﾛｷﾏﾀﾞﾗｳﾏ(ﾐﾔｺｶﾏﾄﾞｳﾏ)(第 2版) 

オ キ ナ ワキ リ ギリス 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 希 少 種 準絶滅危惧 ｵｷﾅﾜｷﾘｷﾞﾘｽ(ﾘｭｳｷｭｳｷﾘｷﾞﾘｽ)(第 2版) 

ツ ダ ナ ナ フ シ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 希 少 種 情報不足 ﾔｴﾔﾏﾂﾀﾞﾅﾅﾌｼ(第 2版・環境省) 

ダイトウヒメハルゼミ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅰ類 希 少 種 絶滅危惧Ⅱ類  

マダラアシミズカマキリ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 希 少 種 準絶滅危惧  
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(7) 昆虫類 (続き) 

和    名 

沖  縄  県※1 

環 境 省※2 備    考※3 改訂第3版 
2017 

改訂第2版
2005 

初 版 
1996 

ツ ヤ セ スジ ア メンボ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

ト ゲ ア シ ア メ ン ボ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 未決定種 絶滅危惧Ⅱ類  

ヒメフチトリゲンゴロウ 絶滅危惧Ⅱ類 情報不足 希 少 種 絶滅危惧Ⅱ類  

オキナワスジゲンゴロウ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類
地域個体群
（沖縄島）

絶滅危惧Ⅱ類  

ニセコケシゲンゴロウ 絶滅危惧Ⅱ類 － － 情報不足  

コウベツブゲンゴロウ 絶滅危惧Ⅱ類 － － 準絶滅危惧  

ナカジマツブゲンゴロウ 絶滅危惧Ⅱ類 － － 絶滅危惧Ⅱ類  

ツマキレオオミズスマシ 絶滅危惧Ⅱ類 － － 準絶滅危惧  

タイワンオオミズスマシ 絶滅危惧Ⅱ類 － － 準絶滅危惧  

サ ト ミ ヒラ タ ガムシ 絶滅危惧Ⅱ類 － － －  

コ ガ タ ガ ム シ 絶滅危惧Ⅱ類 － 希 少 種 絶滅危惧Ⅱ類  

オキナワマルチビガムシ 絶滅危惧Ⅱ類 － － 情報不足  

ダイトウヒラタクワガタ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 希 少 種 絶滅危惧Ⅱ類  

オキナワマルバネクワガタ  絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 希 少 種 絶滅危惧Ⅱ類 国内 

ク メ ジ マカ ブ トムシ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 希 少 種 －  

ク メ ジ マ ボ タ ル 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 危 急 種 絶滅危惧ⅠＡ類 県天、国内 

サ キ シ マヤ マ トンボ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 希 少 種 絶滅危惧Ⅱ類 石垣、IUCN(LC) 

ウ ス バ カ マ キ リ 準絶滅危惧 － － 情報不足 IUCN(LC) 

コ バ ネ サ サ キ リ 準絶滅危惧 情報不足 － －  

ウ ス モ ンナ ギ サスズ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － － ｳｽﾓﾝｳﾐｺｵﾛｷﾞ(ﾀｶﾗｳﾐｺｵﾛｷﾞ､ｱｸｾｷｳﾐｺｵﾛｷﾞ)(第 2 版)

ヨ ナ グ ニヒ シ バッタ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 未決定種 －  

ク ロ イ ワ ゼ ミ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 危 急 種 絶滅危惧Ⅱ類  

ヒ メ ミ ズ カ マ キ リ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 希 少 種 －  

タ イ ワ ンマ ツ モムシ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － －  

オ キ ナ ワマ ツ モムシ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 希 少 種 準絶滅危惧  

サ ン ゴ ア メ ン ボ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 未決定種 準絶滅危惧  

サンゴミズギワカメムシ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 未決定種 －  

メダカダルマカメムシ 準絶滅危惧 情報不足 － －  

タ カ ラ サ シ ガ メ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 未決定種 準絶滅危惧  

ミ ヤ モ ト サ シ ガ メ 準絶滅危惧 情報不足 未決定種 －  

イワサキヘリカメムシ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － －  

フチベニヘリカメムシ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － －  

ホソツマジロカメムシ 準絶滅危惧 情報不足 － －  

ア マ ミ ヘ ビ ト ン ボ 準絶滅危惧 － － －  

コウトウコガシラミズムシ  準絶滅危惧 － － 準絶滅危惧  

ト ビ イ ロゲ ン ゴロウ 準絶滅危惧 情報不足 希 少 種 －  

オオマルケシゲンゴロウ 準絶滅危惧 － － 準絶滅危惧  

シャープツブゲンゴロウ 準絶滅危惧 － － 準絶滅危惧  

ヤエヤママルバネクワガタ  準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類
地域個体群
（石垣島）

準絶滅危惧 石垣 

オ キ ナ ワカ ブ トムシ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 希 少 種 情報不足  

ノブオオオアオコメツキ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 未決定種 準絶滅危惧  

ノ ブ オ フト カ ミキリ 準絶滅危惧 － － 絶滅危惧ⅠＢ類  

タイワンハナダカバチ 準絶滅危惧 － － 準絶滅危惧  

ヨ ナ グ ニ サ ン 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 希 少 種 準絶滅危惧 県天 

リュウキュウルリモントンボ 
地域個体群 
（伊平屋島、慶良間諸島）  

地域個体群
（伊平屋島、渡嘉敷島）

希 少 種 － IUCN(EN) 

チビサナエ沖縄諸島亜種（オキナワオジロサナエ）  
地域個体群 
（慶良間諸島） 

準絶滅危惧 希 少 種 － ｵｷﾅﾜｵｼﾞﾛｻﾅｴ(初版･第 2版)、IUCN(EN) 

タイワンオジロサナエ八重山亜種（ワタナベオジロサナエ）  
地域個体群 
（石垣島） 

準絶滅危惧 希 少 種 － ﾜﾀﾅﾍﾞｵｼﾞﾛｻﾅｴ(初版･第 2版)、IUCN(EN) 

ホソミシオカラトンボ 
地域個体群 
（宮古島） 

－ － － IUCN(LC) 

コ フ キ オオ メ トンボ 
地域個体群 
（南・北大東島） 

地域個体群
（南・北大東島）

希 少 種 －  

マ ダ ラ ゴ キ ブ リ 
地域個体群 
（座間味島、阿嘉島）  

準絶滅危惧 希 少 種 －  

セ グ ロ イ ナ ゴ 
地域個体群 
（沖縄島） 

地域個体群
（沖縄島）

－ － ｾｸﾞﾛｲﾅｺﾞ(ｾｸﾞﾛﾊﾞｯﾀ)(第 2版) 
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(7) 昆虫類 (続き) 

和    名 

沖  縄  県※1 

環 境 省※2 備    考※3 改訂第3版 
2017 

改訂第2版
2005 

初 版 
1996 

ツ マ グ ロ ゼ ミ 
地域個体群 
（宮古島） 

地域個体群
（宮古島）

地域個体群
（宮古島）

地域個体群
（宮古島）

宮古島市天、宮古 

アシブトカタビロアメンボ  
地域個体群 
（宮古島） 

－ － －  

シロヘリハンミョウ琉球亜種（オキナワシロヘリハンミョウ）  
地域個体群 
（沖縄島） 

－ － 準絶滅危惧  

ダルマガムシ属の一種 
地域個体群 
（渡名喜島・座間味島） 

－ － －  

タ マ ガ ム シ 
地域個体群 
（沖縄諸島） 

－ － －  

コ ガ ム シ 
地域個体群 
（八重山諸島） 

－ － 情報不足  

ウ ス バ カ ミ キ リ 
地域個体群 
（沖縄島） 

情報不足 － －  

ベ ニ ボ シ カ ミ キ リ 
地域個体群 
（石垣島） 

準絶滅危惧 希 少 種 － 石垣 

ミ ヤ コ モリ ゴ キブリ 情報不足 情報不足 未決定種 情報不足  

ヤ サ ガ タコ カ マキリ 情報不足 － － －  

モザイクコマダラウマ 情報不足 情報不足 － －  

ニ ト ベ ノ ミ バ ッ タ 情報不足 情報不足 － －  

エゾカタビロオサムシ 情報不足 － 未決定種 －  

チャイロホソハナムグリ 情報不足 － － －  

オ オ ヨ ツ バ コ ガ ネ 情報不足 － － －  

オ オ テ ン ト ウ 情報不足 － 未決定種 －  

ヤエヤマクロスジホソハナカミキリ  情報不足 － － 情報不足  

オキナワクビジロカミキリ  情報不足 － － －  

オキナワセンノキカミキリ  情報不足 － － －  

オキナワサビカミキリ 情報不足 － － 絶滅危惧Ⅱ類  

シロスジトゲバカミキリ 情報不足 － － 情報不足  

ダ イ ト ウサ ル ハムシ 情報不足 情報不足 未決定種 －  

ゴマダラオオヒゲナガゾウムシ 情報不足 － － －  

ヨナクニウォレスブユ 情報不足 － － 絶滅危惧ⅠＢ類  

オキナワミナミヤンマ － 絶滅危惧Ⅱ類 危 急 種 絶滅危惧Ⅱ類  

アサヒナキマダラセセリ － 絶滅危惧Ⅱ類 危 急 種 絶滅危惧Ⅱ類 県天 

チ ビ カ ワ ト ン ボ － 準絶滅危惧 希 少 種 －  

ク ロ イ ワカ ワ トンボ － 準絶滅危惧 希 少 種 －  

ヤエヤマハナダカトンボ － 準絶滅危惧 希 少 種 －  

オキナワトゲオトンボ － 準絶滅危惧 希 少 種 － 
ﾘｭｳｷｭｳﾄｹﾞｵﾄﾝﾎﾞ(初版)、ｵｷﾅﾜﾄｹﾞｵﾄﾝﾎﾞ(ﾘｭｳｷｭｳﾄ
ｹﾞｵﾄﾝﾎﾞ)(第 2版) 

マサキルリモントンボ － 準絶滅危惧 希 少 種 －  

オ キ ナ ワ サ ナ エ － 準絶滅危惧 希 少 種 準絶滅危惧  

ヤ エ ヤ マ サ ナ エ － 準絶滅危惧 希 少 種 準絶滅危惧  

オ ニ ヤ ン マ － 準絶滅危惧 希 少 種 －  

カ ラ ス ヤ ン マ － 準絶滅危惧 希 少 種 －  

イリオモテミナミヤンマ － 準絶滅危惧 希 少 種 準絶滅危惧  

イ シ ガ キ ヤ ン マ － 準絶滅危惧 希 少 種 準絶滅危惧  

サ キ シ マ ヤ ン マ － 準絶滅危惧 希 少 種 －  

オキナワサラサヤンマ － 準絶滅危惧 危 急 種 準絶滅危惧  

ミ ナ ミ ト ン ボ － 準絶滅危惧 希 少 種 絶滅危惧Ⅱ類  

リ ュ ウ キュ ウ トンボ － 準絶滅危惧 希 少 種 －  

タイワンコヤマトンボ － 準絶滅危惧 希 少 種 －  

オキナワコヤマトンボ － 準絶滅危惧 希 少 種 準絶滅危惧  

ヒ ナ ヤ マ ト ン ボ － 準絶滅危惧 希 少 種 準絶滅危惧  

ホ ソ ア カ ト ン ボ － 準絶滅危惧 希 少 種 －  

キイロハラビロトンボ － 準絶滅危惧 希 少 種 －  

オキナワオオモリゴキブリ（オオモリゴキブリ沖縄亜種） － 準絶滅危惧 － －  

リュウキュウクチキゴキブリ － 準絶滅危惧 希 少 種 －  

ヤ エ ヤ マク ロ ギリス － 準絶滅危惧 － －  

ヤ ン バ ルク ロ ギリス － 準絶滅危惧 未決定種 －  

ム モ ン アメ イ ロウマ － 準絶滅危惧 － －  

ヨナグニアメイロウマ － 準絶滅危惧 未決定種 － ﾖﾅｸﾞﾆｶﾏﾄﾞｳﾏ(初版)、ﾖﾅｸﾞﾆｱﾒｲﾛｳﾏ(ﾖﾅｸﾞﾆｶﾏﾄﾞｳﾏ)(第 2版)
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(7) 昆虫類 (続き) 

和    名 

沖  縄  県※1 

環 境 省※2 備    考※3 改訂第3版 
2017 

改訂第2版
2005 

初 版 
1996 

ダイトウウミコオロギ － 準絶滅危惧 － －  

タイワンハウチワウンカ － 準絶滅危惧 － －  

ベ ニ ツ チ カ メ ム シ － 準絶滅危惧 希 少 種 －  

リュウキュウオオイチモンジシマゲンゴロウ － 準絶滅危惧
地域個体群
（沖縄島）

準絶滅危惧  

リュウキュウコクワガタ － 準絶滅危惧 未決定種 － 亜種ｵｷﾅﾜｺｸﾜｶﾞﾀと亜種ﾔｴﾔﾏｺｸﾜｶﾞﾀを含む。 

チャイロマルバネクワガタ  － 準絶滅危惧 未決定種 －  

ヤエヤマノコギリクワガタ  － 準絶滅危惧 希 少 種 －  

リュウキュウオオハナムグリ － 準絶滅危惧 希 少 種 －  

ミ ヤ コ マ ド ボ タ ル － 準絶滅危惧 希 少 種 準絶滅危惧 宮古 

オキナワトゲウスバカミキリ － 準絶滅危惧 希 少 種 －  

イ シ ガ キ シ リ ア ゲ － 準絶滅危惧 希 少 種 情報不足  

オキナワホシシマトビケラ  － 準絶滅危惧 希 少 種 準絶滅危惧 ｵｷﾅﾜﾎｼｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ(初版)､ｵｷﾅﾜﾎｼｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ(ｵｷﾅﾜｵｵｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ)(第 2 版･環境省)

リュウキュウウラボシシジミ － 準絶滅危惧 希 少 種 準絶滅危惧  

ハ マ ヤ マ ト シ ジ ミ － 準絶滅危惧 － 絶滅危惧Ⅱ類  

ス ミ ナ ガ シ － 準絶滅危惧 希 少 種 －  

コ ノ ハ チ ョ ウ － 準絶滅危惧 希 少 種 準絶滅危惧 県天 

フ タ オ チ ョ ウ － 準絶滅危惧 希 少 種 準絶滅危惧 県天 

ヤエヤマウラナミジャノメ  － 準絶滅危惧 希 少 種 準絶滅危惧  

ヤ マ マ ユ ガ － 準絶滅危惧 希 少 種 －  

ハ グ ル マ ヤ マ マ ユ － 準絶滅危惧 希 少 種 準絶滅危惧  

クロシマカラスヨトウ － 準絶滅危惧 希 少 種 準絶滅危惧  

ト ゲ オ ト ン ボ － 準絶滅危惧 希 少 種 －  

ヒ メ ホ ソ サ ナ エ － 準絶滅危惧 希 少 種 －  

ヨナグニハヤシウマ（ヨナグニオオハヤシウマ） － 準絶滅危惧 － －  

コ ナ カ ハグ ロ トンボ － 
地域個体群
（石垣島）

希 少 種 －  

イ シ ガ キ ヒ グ ラ シ － 
地域個体群
（石垣島）

未決定種 準絶滅危惧  

サキシマベニスジマルウンカ － 
地域個体群
（西表島）

－ －  

イシガキトゲウスバカミキリ － 
地域個体群
（石垣島）

地域個体群
（石垣島）

－  

ミ カ ド ア ゲ ハ － 
地域個体群
（沖縄島）

希 少 種 －  

ヒ メ イ ト ト ン ボ － 情報不足 － 準絶滅危惧  

モ リ ゴ キブ リ モドキ － 情報不足 未決定種 －  

ヤエヤマツチゴキブリ － 情報不足 未決定種 －  

カ ノ モ リ ゴ キ ブ リ － 情報不足 未決定種 －  

マ ル バ ネ ゴ キ ブ リ － 情報不足 － －  

ス ズ キ ゴ キ ブ リ － 情報不足 未決定種 －  

ホ ラ ア ナ ゴ キ ブ リ － 情報不足 未決定種 －  

マ ル ゴ キ ブ リ － 情報不足 － －  

ル リ ゴ キ ブ リ 類 － 情報不足 未決定種 － ﾙﾘｺﾞｷﾌﾞﾘ(初版･第 2版) 

ヒ ノ マ ル コ ロ ギ ス － 情報不足 未決定種 －  

ズ ン グ リ ウ マ － 情報不足 未決定種 － ｽﾞﾝｸﾞﾘｳﾏ(ﾀｲﾜﾝﾐﾅﾐｳﾏ､ﾀｲﾜﾝｶﾏﾄﾞｳﾏ､ﾔﾝﾊﾞﾙﾐﾅﾐｳﾏ)(初版)

リュウキュウトゲササキリモドキ － 情報不足 未決定種 － 
ﾏﾝｸﾞﾛｰﾌﾞｳﾏｵｲ(初版)､ﾘｭｳｷｭｳﾄｹﾞｻｻｷﾘﾓﾄﾞｷ(ﾏﾝｸﾞ
ﾛｰﾌﾞｳﾏｵｲ､ﾄｹﾞｱｼｳﾏｵｲ)(第 2版) 

オ チ バ コ オ ロ ギ － 情報不足 － 情報不足  

ウ ミ コ オ ロ ギ － 情報不足 未決定種 － ｳﾐｺｳﾛｷﾞ(初版)、ｳﾐｺｵﾛｷﾞ(ﾅｷﾞｻｽｽﾞ)(第 2版) 

イ シ ガ キモ リ バッタ － 情報不足 未決定種 －  

ミ ミ ズ ク － 情報不足 － －  

チ ャ イ ロウ シ ウンカ － 情報不足 － －  

ミ ズ カ マ キ リ － 情報不足 絶滅危惧種 －  

タ イ ワ ンコ ミ ズムシ － 情報不足 － －  

ヤ エ ヤ マヘ ビ トンボ － 情報不足 未決定種 －  

ヤ ン バ ルヘ ビ トンボ － 情報不足 未決定種 －  

シロスジメダカハンミョウ  － 情報不足 未決定種 －  

ア マ ミ シカ ク ワガタ － 情報不足 未決定種 －  

ヨナグニミナミボタル － 情報不足 未決定種 －  
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(7) 昆虫類 (続き) 

和    名 

沖  縄  県※1 

環 境 省※2 備    考※3 改訂第3版 
2017 

改訂第2版
2005 

初 版 
1996 

オモトウスアヤカミキリ － 情報不足 希 少 種 －  

オオシマミドリカミキリ － 情報不足 未決定種 －  

アオヒメコバネカミキリ － 情報不足 未決定種 －  

リュウキュウモウセンハナカミキリ  － 情報不足 未決定種 －  

オキナワジャノメカミキリ  － 情報不足 未決定種 －  

ニッポンムネヒダミヤマカミキリ － 情報不足 未決定種 －  

アマミクスベニカミキリ － 情報不足 未決定種 －  

ムモンチャイロホソバネカミキリ － 情報不足 未決定種 －  

オ キ ナ ワ ス カ シ バ － 情報不足 未決定種 －  

コ ガ タ ノゲ ン ゴロウ － － 希 少 種 絶滅危惧Ⅱ類 宮古 

イ ワ カ ワ シ ジ ミ － － 希 少 種 準絶滅危惧  

マサキウラナミジャノメ － － 希 少 種 準絶滅危惧  

リュウキュウウラナミジャノメ － － 希 少 種 準絶滅危惧  

リュウキュウハグロトンボ  － － 希 少 種 －  

リュウキュウマツムシ － － 希 少 種 －  

ク ロ イ ワ ボ タ ル － － 希 少 種 －  

ケシノコギリハリアリ － － 希 少 種 準絶滅危惧  

ホ ソ ハ ナ ナ ガ ア リ － － 希 少 種 準絶滅危惧  

ハ ナ ナ ガ ア リ － － 希 少 種 情報不足  

ナ ガ オ オ ズ ア リ － － 希 少 種 －  

オキナワウスベリケンモン  － － 希 少 種 －  

ク ニ ガ ミ キ ヨ ト ウ － － 希 少 種 －  

タ イ ワ ン ヒ グ ラ シ － － 
地域個体群
（石垣島）

－  

タ テ ス ジハ ン ミョウ － － 
地域個体群
（沖縄島）

－  

サキシマアオカナブン － － 未決定種 －  

ノコギリヒメコバネカミキリ － － 未決定種 －  

ヤエヤマキスジゴキブリ － － 未決定種 －  

ク メ カ マ ド ウ マ － － 未決定種 －  

イヘヤオオカマドウマ － － 未決定種 －  

ヤエヤマオオカマドウマ － － 未決定種 －  

マ ン グ ロ ー ブ ス ズ － － 未決定種 －  

イ ソ ス ズ － － 未決定種 －  

ヤエヤママツムシモドキ － － 未決定種 －  

コ バ ネ マ ツ ム シ － － 未決定種 －  

ク マ ス ズ ム シ － － 未決定種 －  

ヒ ル ギ カ ネ タ タ キ － － 未決定種 －  

ダイトウアリヅカコウロギ － － 未決定種 －  

ヨナグニアリヅカコウロギ － － 未決定種 －  

オ オ ツ ユ ム シ － － 未決定種 －  

アカアシチビツユムシ － － 未決定種 －  

オキナワヒメツユムシ － － 未決定種 －  

ク サ キ リ モ ド キ － － 未決定種 －  

タ ラ ノ キフ キ バッタ － － 未決定種 －  

オ キ ナ ワフ キ バッタ － － 未決定種 －  

ヤエヤマモモアオフキバッタ － － 未決定種 －  

イリオモテモリバッタ － － 未決定種 －  

オ キ ナ ワモ リ バッタ － － 未決定種 －  

ヨ ナ グ ニモ リ バッタ － － 未決定種 －  

リュウキュウトビナナフシ  － － 未決定種 －  

オ オ シ マ ゼ ミ － － 未決定種 －  

ミ ヤ コ ニ イ ニ イ － － 未決定種 －  

ケ シ ウ ミ ア メ ン ボ － － 未決定種 －  

タイワンシマアメンボ － － 未決定種 －  

ヒ メ ヘ ビ ト ン ボ － － 未決定種 －  

ク メ セ ン ブ リ － － 未決定種 －  

ウ ス バ カ ゲ ロ ウ － － 未決定種 －  
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(7) 昆虫類 (続き) 

和    名 

沖  縄  県※1 

環 境 省※2 備    考※3 改訂第3版 
2017 

改訂第2版
2005 

初 版 
1996 

ヤエヤマウスバカゲロウ － － 未決定種 －  

ヤエヤマクビナガハンミョウ － － 未決定種 －  

ヤクメダカハンミョウ － － 未決定種 －  

オキナワオオミズスマシ － － 未決定種 －  

ネパールモンシデムシ － － 未決定種 －  

オオヒゲブトハナムグリ － － 未決定種 －  

チ ャ イ ロホ ソ コガネ － － 未決定種 －  

オキナワマルヒラタドロムシ － － 未決定種 －  

オキナワナガボソタマムシ  － － 未決定種 －  

オキナワクシヒゲボタル － － 未決定種 －  

タテオビフサヒゲボタル － － 未決定種 －  

キ イ ロ ス ジ ボ タ ル － － 未決定種 －  

オキナワアオジョウカイ － － 未決定種 －  

オ キ ナ ワキ ゲ ンセイ － － 未決定種 －  

イシガキエグリゴミムシダマシ － － 未決定種 －  

イリオモテエグリゴミムシダマシ － － 未決定種 －  

タカラヒメツノゴミムシダマシ － － 未決定種 －  

コミツノゴミムシダマシ － － 未決定種 －  

アマミニセクワガタカミキリ － － 未決定種 －  

コゲチャトゲフチオオウスバカミキリ  － － 未決定種 －  

アマミモンキカミキリ － － 未決定種 －  

センカクキラホシカミキリ  － － 未決定種 －  

キ イ ロ ネク イ ハムシ － － 未決定種 絶 滅  

ヨ ナ グ ニト ゲ ハムシ － － 未決定種 －  

クロヘリオオヒゲナガゾウムシ － － 未決定種 －  

フ タ ホ シ ア リ バ チ － － 未決定種 －  

ト ゲ オ オ ハ リ ア リ － － 未決定種 －  

ア ギ ト ア リ － － 未決定種 －  

サ キ シ マハ キ リバチ － － 未決定種 －  

メスキベニホシシャク － － 未決定種 －  

ベ ニ イ カ リ モ ン ガ － － 未決定種 －  

ト ラ ガ モ ド キ － － 未決定種 準絶滅危惧  

コ ウ ラ ギン キ ヨトウ － － 未決定種 －  

オキナワシラクモヨトウ － － 未決定種 －  

コ マ ル バ ヨ ト ウ － － 未決定種 －  

ハ ジ マ ヨ ト ウ － － 未決定種 －  

モ モ ブ トア オ リンガ － － 未決定種 －  

カ バ フ キ リ ガ － － 未決定種 －  

ミ ド リ モ ン コ ノ ハ － － 未決定種 －  

 

(8) クモ形類 

和    名 

沖  縄  県※1 

環 境 省※2 備    考※3 改訂第3版 
2017 

改訂第2版
2005 

初 版 
1996 

オキナワホラアナヤチグモ 絶滅危惧ⅠＡ類 － － －  

ヤ マ ト ウ シ オ グ モ 絶滅危惧ⅠＡ類 － － 情報不足  

ア ワ セ イソ タ ナグモ 絶滅危惧ⅠＡ類 － － －  

ダ イ ト ウヤ イ トムシ 絶滅危惧ⅠＡ類 準絶滅危惧 希 少 種 － ﾀﾞｲﾄｳｻﾜﾀﾞﾑｼ(初版・第2版) 

ミヤコジマトタテグモ 絶滅危惧ⅠＢ類 － － －  

ダイトウマルガタワカバグモ 絶滅危惧ⅠＢ類 － － －  

クンジャンキムラグモ 絶滅危惧Ⅱ類 － － 絶滅危惧Ⅱ類 ｷﾑﾗｸﾞﾓ(広義)(環境省) 

ヤ ン バ ルキ ム ラグモ 絶滅危惧Ⅱ類 － － 絶滅危惧Ⅱ類 ｷﾑﾗｸﾞﾓ(広義)(環境省) 

イ ヘ ヤ キ ム ラ グ モ 絶滅危惧Ⅱ類 － － 絶滅危惧Ⅱ類 ｵｷﾅﾜｷﾑﾗｸﾞﾓ(広義)(環境省) 

イ シ ガ キキ ム ラグモ 絶滅危惧Ⅱ類 － － 絶滅危惧Ⅱ類 ｵｷﾅﾜｷﾑﾗｸﾞﾓ(広義)(環境省) 

オ キ ナ ワキ ム ラグモ 絶滅危惧Ⅱ類 － － 絶滅危惧Ⅱ類 ｵｷﾅﾜｷﾑﾗｸﾞﾓ(広義)(環境省) 

ク メ ジ マキ ム ラグモ 絶滅危惧Ⅱ類 － － 絶滅危惧Ⅱ類 ｵｷﾅﾜｷﾑﾗｸﾞﾓ(広義)(環境省) 
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(8) クモ形類 (続き) 

和    名 

沖  縄  県※1 

環 境 省※2 備    考※3 改訂第3版 
2017 

改訂第2版
2005 

初 版 
1996 

ヤ エ ヤ マト タ テグモ 絶滅危惧Ⅱ類 － － －  

シ マ ト タ テ グ モ 絶滅危惧Ⅱ類 － － －  

オ キ ナ ワト タ テグモ 絶滅危惧Ⅱ類 － － －  

クメジマイボブトグモ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 － －  

クメコシビロザトウムシ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 希 少 種 絶滅危惧Ⅱ類  

オオクロケブカジョウゴグモ 準絶滅危惧 － － －  

キ ノ ボ リト タ テグモ 準絶滅危惧 － － 準絶滅危惧  

リュウキュウカヤシマグモ  準絶滅危惧 － － －  

オ キ ナ ワマ シ ラグモ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 希 少 種 －  

ウ デ ナ ガマ シ ラグモ 準絶滅危惧 － － －  

オキナワホラヒメグモ 準絶滅危惧 － － －  

オヒキコシビロザトウムシ  準絶滅危惧 準絶滅危惧 希 少 種 －  

ア マ ミ サソ リ モドキ 
地域個体群 
（久米島、沖縄島、伊是名島） 

地域個体群
（伊是名島）

地域個体群
（伊是名島）

－  

ヤンバルユウレイグモ 情報不足 － － －  

コ ケ オ ニ グ モ 情報不足 － － －  

オキナワナガイボグモ 情報不足 － － －  

ヤエヤマナガイボグモ 情報不足 － － －  

オ オ ハ シ リ グ モ 情報不足 － － －  

イシガキアオグロハシリグモ 情報不足 － － －  

サ サ キ ハ シ リ グ モ 情報不足 － － －  

カ ノ ウ ハ エ ト リ 情報不足 － － －  

 

(9) 多足類 

和    名 

沖  縄  県※1 

環 境 省※2 備    考※3 改訂第3版 
2017 

改訂第2版
2005 

初 版 
1996 

ヨナグニアマビコヤスデ 準絶滅危惧 情報不足 － － ｱﾏﾋﾞｺﾔｽﾃﾞ属の一種(第 2版) 

コ バ ア マビ コ ヤスデ 準絶滅危惧 情報不足 未決定種 －  

ポコックヤエタケヤスデ 準絶滅危惧 情報不足 － － ﾔｴﾀｹﾔｽﾃﾞ(第 2版)を包含 

ミ イ ツ ヤ ス デ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 未決定種 －  

ホ ラ オ ビ ヤ ス デ 準絶滅危惧 情報不足 － －  

ヤ エ ヤ ママ ル ヤスデ 
地域個体群 
（石垣島・小浜島） 

情報不足 － 絶滅危惧Ⅱ類  

カツレンフトケヤスデ（新称） 情報不足 － － －  

タ メ ト モ ヤ ス デ 情報不足 情報不足
地域個体群
（沖縄島）

－  

ミ ド リ ハツ エ ムカデ － 
地域個体群
（西表島、石垣島）

地域個体群
（西表島）

－  

ツ ク イ ム カ デ － 
地域個体群
（沖縄島）

希 少 種 －  

ス ジ ア オ ム カ デ － 
地域個体群
（西表島、石垣島）

未決定種 －  

オ オ ム カ デ － 
地域個体群
（沖縄島）

－ －  

オ ン リ シ ダ ム カ デ － 
地域個体群
（西表島、石垣島）

地域個体群
（西表島）

－  

ヤ ナ ギ リシ ダ ムカデ － 
地域個体群
（西表島、石垣島）

地域個体群
（西表島）

－  

ヒ ラ タ ヒゲ ジ ムカデ － 
地域個体群
（沖縄島）

希 少 種 －  

オキナワナガズジムカデ － 
地域個体群
（沖縄島）

希 少 種 －  

ヤマシナナガズジムカデ － 
地域個体群
（沖縄島）

希 少 種 －  

リュウキュウフサヤスデ － 情報不足 － －  

ギボウシヤスデ目の一種 － 情報不足 － －  

ヤマシナヒラタヤスデ － 情報不足 － －  

ヒ モ ヤ ス デ － 情報不足 － －  

ク メ ジ マヒ モ ヤスデ － 情報不足 － －  

リュウキュウヤハズヤスデ － 情報不足 － －  
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(9) 多足類 (続き) 

和    名 

沖  縄  県※1 

環 境 省※2 備    考※3 改訂第3版 
2017 

改訂第2版
2005 

初 版 
1996 

リュウキュウアマビコヤスデ － 情報不足 － －  

マ サ キ ヤ ケ ヤ ス デ － 情報不足 未決定種 －  

リュウキュウヤケヤスデ － 情報不足 未決定種 －  

イシガキミイツヤスデ － 情報不足 － －  

リュウキュウチビヤスデ － 情報不足 － －  

ツ ブ ゲ ジ － 情報不足 未決定種 －  

ヤ マ シ ナ オ オ ゲ ジ － 情報不足 － －  

イ ズ ミ イ シ ム カ デ － 情報不足 － －  

ク ロ メ ナ シ ム カ デ － 情報不足 未決定種 －  

ナガトゲアシアカムカデ － 情報不足 未決定種 －  

ミ ジ カ ア カ ム カ デ － 情報不足 － －  

ヤ マ ト ア カ ヤ ス デ － － 希 少 種 －  

パ ラ オ ギボ シ ヤスデ － － 希 少 種 －  

ヤットコアマビコヤスデ － － 未決定種 －  

ポッコクアマビコヤスデ － － 未決定種 －  

 

(10) 貝類 

和    名 

沖  縄  県※1 

環 境 省※2 備    考※3 改訂第3版 
2017 

改訂第2版
2005 

初 版 
1996 

リュウキュウカワザンショウ 絶 滅 － － 絶 滅  

トクノシマケハダシワクチマイマイ  絶 滅 絶 滅 － 絶滅危惧Ⅰ類  

キ ル ン 絶 滅 － － －  

タ イ ワ ン キ サ ゴ 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧ⅠＢ類 － 準絶滅危惧  

ハスノハユキスズメ (新称) 絶滅危惧Ⅰ類 － － －  

マ ル タ ニ シ 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧種 絶滅危惧Ⅱ類  

オ キ ナ ワ ム シ オ イ 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧ⅠＡ類 － － ｵｷﾅﾜﾑｼｵｲ類似種(第 2版) 

ヒ ラ セ アツ ブ タガイ 絶滅危惧Ⅰ類 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

ゴ マ ガ イ 属 の 一 種 絶滅危惧Ⅰ類 準絶滅危惧 － －  

ア マ ミ カ ワ ニ ナ 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧ⅠＡ類 － 絶滅危惧Ⅰ類  

ムチカワニナ (タケノコカワニナ) 絶滅危惧Ⅰ類 情報不足 － 絶滅危惧Ⅰ類 ﾑﾁｶﾜﾆﾅ(第 2版) 

カ リ ン トウ カ ワニナ 絶滅危惧Ⅰ類 － － 絶滅危惧Ⅰ類  

カトゥラプシキシタダミ 絶滅危惧Ⅰ類 － － 絶滅危惧Ⅰ類  

ガ タ チ ン ナ ン 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧Ⅱ類 ｲｿﾏｲﾏｲの一種(第 2版) 

ナ ガ ヤ マ ヤ マ ツ ボ 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧ⅠＡ類 希 少 種 絶滅危惧Ⅰ類  

ヘドクリイロカワザンショウ (新称)  絶滅危惧Ⅰ類 － － －  

ティンダハナタクリイロカワザンショウ 絶滅危惧Ⅰ類 － － －  

ウフアガリクリイロカワザンショウ  絶滅危惧Ⅰ類 － － －  

ウフアガリゴマオカチグサ  絶滅危惧Ⅰ類 
絶滅危惧ⅠＡ類
/準絶滅危惧

－ 絶滅危惧Ⅰ類
ｷﾋﾞｵｶﾁｸﾞｻ類似種、ﾎﾗｱﾅｺﾞﾏｺﾞﾏｵｶﾁｸﾞｻ(第 2版 

前者CR、後者NT)、ﾎﾗｱﾅｺﾞﾏｵｶﾁｸﾞｻ(環境省) 

ド ー ム カ ド カ ド 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧Ⅰ類  

ダイトウオカチグサ (ダイトウヘソカド)  絶滅危惧Ⅰ類 準絶滅危惧 － － ﾀﾞｲﾄｳﾍｿｶﾄﾞｶﾞｲ(第 2版) 

ミ ヤ コ オ カ チ グ サ 絶滅危惧Ⅰ類 絶 滅 － － 宮古 

タマグスクオカチグサ (新称)  絶滅危惧Ⅰ類 － － －  

ド ナ ン オ カ チ グ サ 絶滅危惧Ⅰ類 － － －  

ヨナグニカタヤマガイ 絶滅危惧Ⅰ類 情報不足 － 絶滅危惧Ⅱ類 ﾖﾅｸﾆｶﾀﾔﾏｶﾞｲ(第 2版) 

オ カ ク ビ キ レ 絶滅危惧Ⅰ類 準絶滅危惧 － － ｵｶｸﾋﾞｷﾚｶﾞｲ(第 2版) 

ア ソ ブ イト ク ビキレ 絶滅危惧Ⅰ類 － － －  

カ ガ ヨ イ ク ビ キ レ 絶滅危惧Ⅰ類 － － 情報不足 ｶｶﾞﾖｲｸﾋﾞｷﾚｶﾞｲ(環境省) 

キ ザ ハ シ ク ビ キ レ 絶滅危惧Ⅰ類 － － 情報不足 ｷｻﾞﾊｼｸﾋﾞｷﾚｶﾞｲ(環境省) 

ロ ウ タ キ ク ビ キ レ 絶滅危惧Ⅰ類 － － －  

ア ラ ム シ ロ 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅱ類 － 地域個体群  

ヤ シ マ イシ ン 近似種 絶滅危惧Ⅰ類 － － 絶滅危惧Ⅰ類 ﾔｼﾏｲｼﾝ(環境省) 

オキナワヌカルミクチキレ 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧ⅠＡ類 － 絶滅危惧Ⅰ類 ﾇｶﾙﾐｸﾁｷﾚの一種(第 2版) 

カ ワ コ ザ ラ 絶滅危惧Ⅰ類 準絶滅危惧 － － ｶﾜｺｻﾞﾗの一種(第 2版) 

エ リ マ キ ガ イ 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧Ⅱ類 IUCN(VU) 
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(10) 貝類 (続き) 

和    名 

沖  縄  県※1 

環 境 省※2 備    考※3 改訂第3版 
2017 

改訂第2版
2005 

初 版 
1996 

キ カ イ キセ ル モドキ 絶滅危惧Ⅰ類 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧 ｷｶｲｷｾﾙｶﾞｲﾓﾄﾞｷ(環境省) 

沖縄島のウスチャイロキセルモドキ類似種群 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧Ⅱ類 ｳｽﾁｬｲﾛｷｾﾙﾓﾄﾞｷ(第 2版・環境省) 

セ ン カ ク コ ギ セ ル 絶滅危惧Ⅰ類 準絶滅危惧 希 少 種 絶滅危惧Ⅱ類  

タ カ ラ ノ ミ ギ セ ル 絶滅危惧Ⅰ類 準絶滅危惧 希 少 種 絶滅危惧Ⅱ類  

キ ン チ ャ ク ギ セ ル 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧Ⅱ類  

リ ュ ウ キュ ウ ギセル 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅱ類 希 少 種 絶滅危惧Ⅰ類  

サ カ ヅ キノ ミ ギセル 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅱ類 希 少 種 絶滅危惧Ⅰ類 ｻｶﾂﾞｷﾉﾐｷﾞｾﾙ(環境省) 

ミヤコオキナワギセル 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧Ⅱ類 宮古 

ダ イ ト ウノ ミ ギセル 絶滅危惧Ⅰ類 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

カ ズ マ キノ ミ ギセル 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅱ類 希 少 種 絶滅危惧Ⅰ類  

コ メ ツ ブ ダ ワ ラ 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅱ類 希 少 種 絶滅危惧Ⅱ類 ｺﾒﾂﾌﾞﾀﾞﾜﾗｶﾞｲ(環境省) 

ミ ヤ コ ダ ワ ラ 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧Ⅱ類 ﾐﾔｺﾀﾞﾜﾗｶﾞｲ(環境省)、宮古 

タ ワ ラ ガイ 属 の一種 絶滅危惧Ⅰ類 － － －  

イ ト カ ケ マ イ マ イ 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅱ類 希 少 種 絶滅危惧Ⅰ類 宮古 

リュウキュウウラジロヒメベッコウ (新称)  絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧ⅠＡ類 － － ﾍﾞｯｺｳﾏｲﾏｲ科の一種(第 2版) 

ク メ ジ マ ベ ッ コ ウ 絶滅危惧Ⅰ類 準絶滅危惧 － 絶滅危惧Ⅰ類 ﾄｸｼﾏﾍﾞｯｺｳ (第 2版) 

キヌツヤベッコウ属の一種 (2)  絶滅危惧Ⅰ類 準絶滅危惧 － － ﾄｸｼﾏﾍﾞｯｺｳ (第 2版) 

キヌツヤベッコウ属の一種 (3)  絶滅危惧Ⅰ類 準絶滅危惧 － － ﾄｸｼﾏﾍﾞｯｺｳ (第 2版) 

キヌツヤベッコウ属の一種 (4)  絶滅危惧Ⅰ類 準絶滅危惧 － － ﾄｸｼﾏﾍﾞｯｺｳ (第 2版) 

キヌツヤベッコウ属の一種 (5)  絶滅危惧Ⅰ類 準絶滅危惧 － － ﾄｸｼﾏﾍﾞｯｺｳ (第 2版) 

カ サ シ タ ラ 絶滅危惧Ⅰ類 － － －  

オ オ カ サ ネ シ タ ラ 絶滅危惧Ⅰ類 情報不足 － 絶滅危惧Ⅰ類 ｶｻﾈｼﾀﾗｶﾞｲ(第 2版) 

グードベッコウ近似種 絶滅危惧Ⅰ類 － － －  

ヘ リ ト リケ マ イマイ 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧ⅠＢ類 危 急 種 絶滅危惧Ⅰ類  

イ ト マ ン マ イ マ イ 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧Ⅱ類 ｲﾄﾏﾝｹﾏｲﾏｲ(環境省) 

タ カ ラ ホソ マ イマイ 絶滅危惧Ⅰ類 準絶滅危惧 － 絶滅危惧Ⅱ類  

ヘソアキアツマイマイ 絶滅危惧Ⅰ類 準絶滅危惧 希 少 種 準絶滅危惧  

オオアガリマイマイ (サメハダヘソアキアツマイマイ)  絶滅危惧Ⅰ類 準絶滅危惧 － 絶滅危惧Ⅱ類  

ア ツ マ イ マ イ 絶滅危惧Ⅰ類 準絶滅危惧 希 少 種 絶滅危惧Ⅱ類  

アマノヤマタカマイマイ 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅱ類 危 急 種 絶滅危惧Ⅰ類 国内 

ヨ ナ グ ニ マ イ マ イ 絶滅危惧Ⅰ類 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧 ﾖﾅｸﾆﾏｲﾏｲ(環境省) 

オキナワヤマタカマイマイ  絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧Ⅱ類  

ウラキヤマタカマイマイ 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅱ類 危 急 種 絶滅危惧Ⅰ類 国内、宮古 

イヘヤヤマタカマイマイ 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧ⅠＢ類 希 少 種 絶滅危惧Ⅰ類 国内 

ク メ ジ マ マ イ マ イ 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧ⅠＢ類 － 絶滅危惧Ⅰ類  

サキシマヒシマイマイ 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧ⅠＡ類 危 急 種 絶滅危惧Ⅰ類 宮古 

タ ダ マ イ マ イ 絶滅危惧Ⅰ類 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

ヒメシイノミミミガイ 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧Ⅰ類  

ナ ズ ミ ガ イ 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧ⅠＡ類 － 絶滅危惧Ⅰ類 IUCN(LC) 

コ ハ ク オカ ミ ミガイ 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧ⅠＢ類 － 絶滅危惧Ⅰ類  

コベソコミミガイ (マルコミミガイ)  絶滅危惧Ⅰ類 － － 絶滅危惧Ⅱ類  

イ ソ ス ジ サ ル ボ ウ 絶滅危惧Ⅰ類 情報不足 － －  

ヒ ナ キ ン チ ャ ク 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧ⅠＡ類 － 絶滅危惧Ⅰ類 ﾋﾅｷﾞﾝﾁｬｸ(環境省) 

コ オ キ ナ ガ イ 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧ⅠＡ類 － 絶滅危惧Ⅰ類  

ジ ャ ン グサ マ テガイ 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧ⅠＢ類 － 絶滅危惧Ⅰ類  

ヒ レ ナ シ ジ ャ コ 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧ⅠＢ類 － － IUCN(VU) 

オ ガ タ ザ ク ラ 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧ⅠＡ類 － 絶滅危惧Ⅰ類  

ナ ミ ノ コ 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧ⅠＢ類 － 準絶滅危惧 ﾅﾐﾉｺｶﾞｲ(第 2版) 

オオズングリアゲマキ 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧ⅠＡ類 － 絶滅危惧Ⅰ類  

ナ ガ タ マ マ キ 絶滅危惧Ⅰ類 － － 絶滅危惧Ⅰ類  

タ イ ワ ンシ ラ オガイ 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧ⅠＢ類 － 絶滅危惧Ⅰ類 ｼﾗｵｶﾞｲ(第 2版) 

トゥドゥマリハマグリ 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧ⅠＡ類 － 絶滅危惧Ⅰ類  

ツ キ カ ガ ミ 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧Ⅱ類  

ユ キ ス ズ メ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 － 絶滅危惧Ⅱ類  

オ カ イ シ マ キ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧Ⅱ類  

ウ ミ ヒ メ カ ノ コ 絶滅危惧Ⅱ類 － － 絶滅危惧Ⅱ類  

イリオモテムシオイ (新称) 絶滅危惧Ⅱ類 － － －  
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(10) 貝類 (続き) 

和    名 

沖  縄  県※1 

環 境 省※2 備    考※3 改訂第3版 
2017 

改訂第2版
2005 

初 版 
1996 

ヒメオキナワヤマタニシ (新称) 絶滅危惧Ⅱ類 － － －  

オキノエラブヤマトガイ 絶滅危惧Ⅱ類 － － 絶滅危惧Ⅱ類  

ヨナグニヤマトガイ (新称) 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 － － ｼﾏﾔﾏﾄｶﾞｲ類似種(第 2版) 

ヤエヤマヤマトガイ (新称) 絶滅危惧Ⅱ類 － － －  

ケハダヤマトガイ種群 絶滅危惧Ⅱ類 － － 準絶滅危惧 ｹﾊﾀﾞﾔﾏﾄｶﾞｲ(環境省) 

ヤ エ ヤ マ ゴ マ ガ イ 絶滅危惧Ⅱ類 － － －  

ヤ ン バ ル ゴ マ ガ イ 絶滅危惧Ⅱ類 － － －  

マ ド モ チ ウ ミ ニ ナ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 － 絶滅危惧Ⅱ類  

ヨ シ カ ワ ニ ナ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧Ⅰ類 ｼｬｼﾞｸｶﾜﾆﾅ､ﾖﾚｶﾜﾆﾅ(第 2 版 共に DD)は分類的課題がある  

ス グ カ ワ ニ ナ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠＢ類 － 絶滅危惧Ⅰ類 IUCN(DD) 

タ マ キ ビ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 － 地域個体群  

ヤイマカチドキシタダミ 絶滅危惧Ⅱ類 － － 絶滅危惧Ⅱ類  

ジ ー コ ン ボ ツ ボ 絶滅危惧Ⅱ類 － － 準絶滅危惧  

ゴマツボモドキ (シリオレミジンニナ) 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 － 絶滅危惧Ⅱ類  

サ ザ ナ ミ ツ ボ 絶滅危惧Ⅱ類 － － 準絶滅危惧  

ヒメシラギク (ミジンシラギク) 絶滅危惧Ⅱ類 － － 絶滅危惧Ⅱ類  

ツブカワザンショウ (ヒメカワザンショウ) 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 － 準絶滅危惧 ﾋﾒｶﾜｻﾞﾝｼｮｳ(第 2版)、IUCN(DD) 

ホラアナゴマオカチグサ種群 絶滅危惧Ⅱ類 － － 絶滅危惧Ⅰ類 ﾎﾗｱﾅｺﾞﾏｵｶﾁｸﾞｻ(第 2版・環境省) 

ミ ニ カ ド カ ド 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠＢ類 － 絶滅危惧Ⅱ類  

デ リ ケ ート カ ドカド 絶滅危惧Ⅱ類 情報不足 － 絶滅危惧Ⅱ類  

エ レ ガ ント カ ドカド 絶滅危惧Ⅱ類 情報不足 － 絶滅危惧Ⅱ類  

ウラウチコダマカワザンショウ 絶滅危惧Ⅱ類 － － 絶滅危惧Ⅱ類  

ア シ ヒ ダ ツ ボ 絶滅危惧Ⅱ類 － － 準絶滅危惧  

コーヒーイロカワザンショウ 絶滅危惧Ⅱ類 － － 絶滅危惧Ⅱ類  

沖縄島のホラアナゴマオカチグサ類似種群 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 － 絶滅危惧Ⅰ類 ﾎﾗｱﾅｺﾞﾏｵｶﾁｸﾞｻ(第 2版・環境省) 

ア マ ミ ク ビ キ レ 絶滅危惧Ⅱ類 － － －  

カイグンボウクビキレ 絶滅危惧Ⅱ類 － － －  

ヨ ロ イ ノ ソ デ 絶滅危惧Ⅱ類 － － －  

オ ハ グ ロ ガ イ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

リ ュ ウ キュ ウ ダカラ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 － －  

ネ コ ガ イ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 － 準絶滅危惧  

ヒ メ ツ メ タ ガ イ 絶滅危惧Ⅱ類 情報不足 － － ﾋﾒﾂﾒﾀｶﾞｲ(第 2版) 

テ ン セ イ タ マ ガ イ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 － 準絶滅危惧 ﾃﾝｾｲﾀﾞﾏｶﾞｲ(第 2版) 

ロ ウ イ ロ ト ミ ガ イ 絶滅危惧Ⅱ類 － － 絶滅危惧Ⅱ類  

ハ ブ タ エ セ キ モ リ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

ナ マ リ レイ シ ダマシ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 － －  

ウ ス イ ロ バ イ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧Ⅱ類  

オカトリノコガイ (新称) 絶滅危惧Ⅱ類 － － －  

ミ ノ ム シ ガ イ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧Ⅱ類  

ハ イ イ ロ ミ ノ ム シ 絶滅危惧Ⅱ類 情報不足 － 準絶滅危惧  

チビツクシ (ムラクモツクシ)  絶滅危惧Ⅱ類 － － 絶滅危惧Ⅱ類  

ヤ タ テ ガ イ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 － －  

ツ ヤ イ モ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 － 絶滅危惧Ⅱ類 ﾂﾔｲﾓｶﾞｲ(環境省)、IUCN(LC) 

ク ク リ ク チ キ レ 絶滅危惧Ⅱ類 － － 準絶滅危惧  

ヒ ミ ツ ナ メ ク ジ 絶滅危惧Ⅱ類 － － 絶滅危惧Ⅱ類  

ダイトウオカモノアラガイ 絶滅危惧Ⅱ類 － － －  

イ オ ウ ジマ ノ ミガイ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧Ⅱ類 IUCN(VU) 

ダイトウジマスナガイ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

ラ ッ パ ガ イ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠＢ類 － 絶滅危惧Ⅰ類  

ミ ジ ン サ ナ ギ ガ イ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 － 準絶滅危惧  

ヤエヤマクチミゾガイ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 希 少 種 絶滅危惧Ⅱ類  

ニ シ キ キセ ル モドキ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠＢ類 － 絶滅危惧Ⅰ類 ﾆｼｷｷｾﾙｶﾞｲﾓﾄﾞｷ(環境省) 

リュウキュウキセルモドキ  絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧 ﾘｭｳｷｭｳｷｾﾙｶﾞｲﾓﾄﾞｷ(環境省) 

クメジマキセルモドキ (新称)  絶滅危惧Ⅱ類 － － －  

ニ シ キ コ ギ セ ル 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠＢ類 危 急 種 絶滅危惧Ⅰ類  

イトヒキツムガタノミギセル 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 希 少 種 絶滅危惧Ⅰ類  

沖縄島のサカヅキノミギセル 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧Ⅰ類 ｻｶﾂﾞｷﾉﾐｷﾞｾﾙ(第 2版・環境省) 
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和    名 

沖  縄  県※1 

環 境 省※2 備    考※3 改訂第3版 
2017 

改訂第2版
2005 

初 版 
1996 

ミ カ ヅ キノ ミ ギセル 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 － 絶滅危惧Ⅱ類  

オ キ ナ ワ ギ セ ル 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 － －  

ヨ ナ グ ニ ダ ワ ラ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠＢ類 － 絶滅危惧Ⅰ類 ﾖﾅｸﾆﾀﾞﾜﾗｶﾞｲ(環境省) 

マ サ キ ベ ッ コ ウ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧Ⅱ類  

オキナワテラマチベッコウ (新称) 絶滅危惧Ⅱ類 － － －  

ヤエヤマヒラベッコウ (新称)  絶滅危惧Ⅱ類 － － －  

ウラウズタカキビ (新称) 絶滅危惧Ⅱ類 － － －  

キヌツヤベッコウ属の一種 (6)  絶滅危惧Ⅱ類 － － －  

ヨ ナ グ ニ ベ ッ コ ウ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 － 絶滅危惧Ⅱ類  

オ ー ス テ ン キ ビ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧Ⅰ類 ｵｵｽﾃﾝｷﾋﾞ(環境省) 

エ イ コ ベ ッ コ ウ 絶滅危惧Ⅱ類 情報不足 － 絶滅危惧Ⅱ類  

タネガシマヒメベッコウ 絶滅危惧Ⅱ類 － － －  

コシダカハチジョウヒメベッコウ (新称)  絶滅危惧Ⅱ類 － － －  

ヨナグニシロベッコウ (新称)  絶滅危惧Ⅱ類 － － －  

ヨナグニナメクジ (新称) 絶滅危惧Ⅱ類 － － －  

ウ ロ コ ケ マ イ マ イ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠＢ類 － 絶滅危惧Ⅰ類 ｶﾄﾞﾏﾙｳﾛｺｹﾏｲﾏｲ(第 2版 VU)を包含 

トウガタホソマイマイ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠＢ類 － 絶滅危惧Ⅰ類  

イ ッ シ キ マ イ マ イ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

ヤンバルヤマタカマイマイ  絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧Ⅱ類 ｵｷﾅﾜﾔﾏﾀｶﾏｲﾏｲ(第 2版・環境省) 

シラユキヤマタカマイマイ  絶滅危惧Ⅱ類 － － －  

オモロヤマタカマイマイ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧Ⅱ類  

リュウキュウヒダリマキマイマイ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧Ⅱ類  

ト ナ キ マ イ マ イ 絶滅危惧Ⅱ類 － － －  

イボイボナメクジ属の一種 (1)  絶滅危惧Ⅱ類 － － －  

イボイボナメクジ属の一種 (3)  絶滅危惧Ⅱ類 － － －  

ホソアシヒダナメクジ科の一種 (3)  絶滅危惧Ⅱ類 － － －  

ホソアシヒダナメクジ科の一種 (4)  絶滅危惧Ⅱ類 － － －  

ホソアシヒダナメクジ科の一種 (6)  絶滅危惧Ⅱ類 － － －  

ナ ラ ビ オカ ミ ミガイ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧Ⅱ類  

サカマキオカミミガイ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 － 絶滅危惧Ⅱ類  

大東諸島のスジケシガイ類似種 絶滅危惧Ⅱ類 － － －  

デ ン ジ ハマ シ イノミ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧Ⅱ類 ﾃﾞﾝｼﾞﾊﾏｼｲﾉﾐｶﾞｲ(第 2版) 

アツクチハマシイノミ 絶滅危惧Ⅱ類 情報不足 － 絶滅危惧Ⅰ類 ｱﾂｸﾁﾊﾏｼｲｲﾉﾐｶﾞｲ(第 2版・環境省) 

ウルシヌリハマシイノミ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧Ⅱ類 ｳﾙｼﾇﾘﾊﾏｼｲﾉﾐｶﾞｲ(第 2版) 

ニワタズミハマシイノミ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧Ⅱ類 ﾆﾊﾀｽﾞﾐﾊﾏｼｲﾉﾐｶﾞｲ(第 2版) 

キ ヌ メ ハマ シ イノミ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧 ｷﾇﾒﾊﾏｼｲﾉﾐｶﾞｲ(第 2版)、IUCN(LC) 

オウトウハマシイノミ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧Ⅱ類 ｵｳﾄｳﾊﾏｼｲﾉﾐｶﾞｲ(第 2版) 

コデマリナギサノシタタリ  絶滅危惧Ⅱ類 － － 準絶滅危惧  

ヒ メ ヒ ラ シ イ ノ ミ 絶滅危惧Ⅱ類 － － 準絶滅危惧 ﾋﾒﾋﾗｼｲﾉﾐｶﾞｲ(環境省) 

コ ン ゴ ウ イ シ マ テ 絶滅危惧Ⅱ類 情報不足 － －  

ヌ バ タ マ マ ク ラ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠＢ類 － 絶滅危惧Ⅱ類  

サ ザ ナ ミ マ ク ラ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

ホ ソ ス ジヒ バ リガイ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧 ﾎｿｽｼﾞﾋﾊﾞﾘ(環境省) 

ス エ ヒ ロ ガ イ 絶滅危惧Ⅱ類 － － 絶滅危惧Ⅱ類  

サ ン ゴ ガ キ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠＡ類 － 絶滅危惧Ⅱ類  

ミ ナ ミ マ ガ キ 絶滅危惧Ⅱ類 － － 絶滅危惧Ⅱ類  

ウ チ ワ ガ イ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠＢ類 － 絶滅危惧Ⅱ類  

ウ ミ ギ ク 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 － －  

オ キ ナ ガ イ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 － －  

ウ ラ キ ツ キ ガ イ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 － 絶滅危惧Ⅱ類  

ク チ ベ ニ ツ キ ガ イ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 － －  

カ ゴ ガ イ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧Ⅱ類  

ア ケ ボ ノ ガ イ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 － 絶滅危惧Ⅱ類  

ヨコヅナケボリ (新称) 絶滅危惧Ⅱ類 － － －  

セ ワ ケ ガ イ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 － 絶滅危惧Ⅱ類  

オ オ ツ ヤウ ロ コガイ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧Ⅱ類  

ダ ン ダ ラ マ テ ガ イ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠＡ類 － －  
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(10) 貝類 (続き) 

和    名 

沖  縄  県※1 

環 境 省※2 備    考※3 改訂第3版 
2017 

改訂第2版
2005 

初 版 
1996 

マ テ ガ イ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠＢ類 － 地域個体群  

ハ ー ト ガ イ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠＢ類 － 絶滅危惧Ⅰ類  

イ レ ズ ミ ザ ル ガ イ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 － 絶滅危惧Ⅱ類  

ゴ イ シ ザ ラ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 － －  

ホシヤマナミノコザラ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧Ⅱ類  

リュウキュウクサビザラ 絶滅危惧Ⅱ類 － － 絶滅危惧Ⅱ類  

ヒ ラ セ ザ ク ラ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 － 準絶滅危惧  

モ チ ヅ キ ザ ラ 絶滅危惧Ⅱ類 情報不足 － 絶滅危惧Ⅱ類  

チリメンジュロウジン 絶滅危惧Ⅱ類 情報不足 － －  

リュウキュウサラガイ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 － －  

モ モ イ ロ サ ギ ガ イ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠＡ類 － 絶滅危惧Ⅰ類  

コ ノ ハ ザ ク ラ 絶滅危惧Ⅱ類 情報不足 － －  

ウ ラ キ ヒ メ ザ ラ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

ア オ サ ギ 絶滅危惧Ⅱ類 情報不足 － －  

オ オ ト ゲ ウ ネ ガ イ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 － 絶滅危惧Ⅱ類  

ウネイチョウシラトリ 絶滅危惧Ⅱ類 情報不足 － －  

ヒ ワ ズ ウネ イ チョウ 絶滅危惧Ⅱ類 － － 絶滅危惧Ⅱ類  

ヒ ノ デ ガ イ の 一 種 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 － 準絶滅危惧 ﾋﾉﾃﾞｶﾞｲ(第 2版) 

ニ ッ コ ウ ガ イ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠＢ類 － 絶滅危惧Ⅰ類  

キュウシュウナミノコ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 － 準絶滅危惧 ｷｭｳｼｭｳﾅﾐﾉｺｶﾞｲ(第 2版) 

ウスムラサキアシガイ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧Ⅱ類 Gari sp.(第 2版) 

ミ ナ ト マ ス ホ ガ イ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠＢ類 － 絶滅危惧Ⅱ類 Psammotaea inflata(第 2版) 

ナ ノ ハ ナ ガ イ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠＡ類 － 絶滅危惧Ⅰ類  

コ バ コ ガ イ 絶滅危惧Ⅱ類 情報不足 － 絶滅危惧Ⅱ類  

オ キ ナ ワド ブ シジミ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 － －  

オ フ ク マ ス オ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠＡ類 － 絶滅危惧Ⅱ類  

リュウキュウアリソガイ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧Ⅱ類  

ト ウ カ イ タ マ マ キ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠＢ類 － 絶滅危惧Ⅱ類  

オ ト メ タ マ マ キ 絶滅危惧Ⅱ類 － － 絶滅危惧Ⅰ類  

オ オ シ マホ ク ロガイ 絶滅危惧Ⅱ類 情報不足 － －  

チ ト セ ノ ハ ナ ガ イ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠＡ類 － 絶滅危惧Ⅱ類  

ハ ナ グ モ リ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠＢ類 － 絶滅危惧Ⅱ類  

マダライオウハマグリ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠＢ類 － 絶滅危惧Ⅰ類  

リ ュ ウ キュ ウ アサリ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠＢ類 － 絶滅危惧Ⅱ類  

ヤ ジ リ ス カ シ ガ イ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

ク マ ノ コ 準絶滅危惧 情報不足 － －  

オ オ ベ ソ ス ガ イ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － －  

タオヤメユキスズメ (ヌノメミヤコドリ)  準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

レ モ ン カ ノ コ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

ヒ ラ マ キア マ オブネ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

ア ラ ハ ダ カ ノ コ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 － 準絶滅危惧  

クロズミアカグチカノコ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

ヤ エ ヤ マヤ マ タニシ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

リュウキュウヤマタニシ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 絶滅危惧Ⅱ類 ﾐﾔｺﾔﾏﾀﾆｼ(環境省・宮古)を包含 

イヘヤヤマタニシ (新称) 準絶滅危惧 － － －  

クニガミヤマタニシ (新称) 準絶滅危惧 － － －  

イトマンヤマタニシ (新称) 準絶滅危惧 － － －  

ヤエヤマアツブタガイ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

ア オ ミ オ カ タ ニ シ 準絶滅危惧 － － 準絶滅危惧  

ヤエヤマヒラセアツブタガイ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

ミ ヤ コ ゴ マ ガ イ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 絶滅危惧Ⅱ類 ﾜｷｼﾒｺﾞﾏｶﾞｲ(初版希少､第 2 版 CR､環境省 CR+EN､宮古)を包含、宮古  

ク メ ジ マ ゴ マ ガ イ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧Ⅱ類  

ク ニ ガ ミ ゴ マ ガ イ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧Ⅱ類  

ヨ ナ グ ニ ゴ マ ガ イ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

ヤ エ ヤ マ ヘ ナ タ リ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － － ﾍﾅﾀﾘ(第 2版) 

ヘ ナ タ リ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

イ ボ ウ ミ ニ ナ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 絶滅危惧Ⅱ類  
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(10) 貝類 (続き) 

和    名 

沖  縄  県※1 

環 境 省※2 備    考※3 改訂第3版 
2017 

改訂第2版
2005 

初 版 
1996 

サ ナ ギ モ ツ ボ 準絶滅危惧 － － 絶滅危惧Ⅱ類  

ミ ジ ン ゴ マ ツ ボ 準絶滅危惧 － － 絶滅危惧Ⅱ類  

ニ セ ゴ マ ツ ボ 準絶滅危惧 － － 準絶滅危惧  

エドガワミズゴマツボ (ウミゴマツボ) 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧 ｳﾐｺﾞﾏﾂﾎﾞの一種(第 2版) 

オイランカワザンショウ 準絶滅危惧 － － 準絶滅危惧  

マ ル シ ロ ネ ズ ミ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － －  

フタツアナスカシカシパンヤドリニナ  準絶滅危惧 － － －  

ネ ジ マ ガ キ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

ヒ ダ ト リ ガ イ 準絶滅危惧 － － 準絶滅危惧  

ヒ ロ ク チ リ ス ガ イ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

ア ラ ゴ マ フ ダ マ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 絶滅危惧Ⅱ類  

イ ガ ム シ ロ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

ヒ メ オ リイ レ ムシロ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 － 準絶滅危惧  

マ タ ヨ フ バ イ 準絶滅危惧 情報不足 － 準絶滅危惧  

クリイロムシロ (クリイロヨフバイ)  準絶滅危惧 情報不足 － 準絶滅危惧  

ヨウラクレイシダマシ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － － ﾖｳﾗｸﾚｲｼｶﾞｲﾀﾞﾏｼ(第 2版) 

カ ノ コ ミ ノ ム シ 準絶滅危惧 情報不足 － 準絶滅危惧  

コ ト ツ ブ 準絶滅危惧 － － 準絶滅危惧  

ク ダ ボ ラ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

ス ジ イ モ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧 ｽｼﾞｲﾓｶﾞｲ(環境省)、IUCN(LC) 

コ ゲ ス ジ イ モ 準絶滅危惧 － － 準絶滅危惧 ｺｹﾞｽｼﾞｲﾓｶﾞｲ(環境省)、IUCN(LC) 

ヤ ナ ギ シ ボ リ タ ケ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － －  

カ エ ン タ ケ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － －  

カ ヤ ノ ミ ガ イ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

コ ヤ ス ツ ラ ラ 準絶滅危惧 － － 準絶滅危惧  

ア ン パ ル ク チ キ レ 準絶滅危惧 － － 準絶滅危惧  

ニ ラ イ カナ イ ゴウナ 準絶滅危惧 情報不足 － 準絶滅危惧  

オオシイノミクチキレ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

リュウキュウヒラマキモドキ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧 ﾋﾗﾏｷﾓﾄﾞｷ(第2版)、ﾘｭｳｷｭｳﾋﾗﾏｷｶﾞｲﾓﾄﾞｷ(環境省)

リュウキュウノミガイ属の一種 準絶滅危惧 － － －  

キ バ サ ナ ギ ガ イ 準絶滅危惧 情報不足 － 絶滅危惧Ⅰ類  

ス タ ー ン ズ ギ セ ル 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧 ｽﾀｱﾝｽﾞｷﾞｾﾙ(環境省) 

イ リ オ モテ コ ギセル 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

ニ セ ノ ミ ギ セ ル 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

スジイリオキナワギセル 準絶滅危惧 － － －  

サ キ シ マノ ミ ギセル 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

ヨ ワ ノ ミ ギ セ ル 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

ツ ヤ ノ ミ ギ セ ル 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

ツヤノミギセル近似種 準絶滅危惧 － － －  

ツ ヤ カ サ マ イ マ イ 準絶滅危惧 － － 準絶滅危惧  

ヒ メ カ サ キ ビ 準絶滅危惧 － － 準絶滅危惧  

ベ ッ コ ウ マ イ マ イ 準絶滅危惧 － － 情報不足  

ボ ニ ン キ ビ 準絶滅危惧 － － 準絶滅危惧 IUCN(VU) 

キヌツヤベッコウ属の一種 (1) 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － － ﾄｸﾉｼﾏﾍﾞｯｺｳ (第 2版) 

グ ー ド ベ ッ コ ウ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧 ｸﾞｰﾄﾞﾍﾞｯｺｳ(ｸﾞｩﾄﾞﾍﾞｯｺｳ)(第 2版)､ｸﾞｩﾄﾞﾍﾞｯｺｳ(環境省)  

ホソスジベッコウ (新称) 準絶滅危惧 － － －  

ベッコウマイマイ科の一種  準絶滅危惧 準絶滅危惧 － － ﾄｸﾉｼﾏﾍﾞｯｺｳ類似種 (第 2版) 

シ ュ リ ケ マ イ マ イ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

クロイワオオケマイマイ 準絶滅危惧 － － －  

ナガシリマルホソマイマイ  準絶滅危惧 － － 準絶滅危惧  

オ オ ベ ソ マ イ マ イ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧 ﾐｽﾞｲﾛｵｵﾍﾞｿﾏｲﾏｲ(第 2版・環境省)を包含 

パ ン ダ ナ マ イ マ イ 準絶滅危惧 － － －  

イヘヤタメトモマイマイ 準絶滅危惧 － － 準絶滅危惧  

ハ ン ミ ガキ マ イマイ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 － 準絶滅危惧  

クロイワヒダリマキマイマイ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

ド ロ ア ワ モ チ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 絶滅危惧Ⅱ類  

キ ボ シ ア ワ モ チ 準絶滅危惧 － － 絶滅危惧Ⅱ類  
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(10) 貝類 (続き) 

和    名 

沖  縄  県※1 

環 境 省※2 備    考※3 改訂第3版 
2017 

改訂第2版
2005 

初 版 
1996 

ヒ メ キ ボシ ア ワモチ 準絶滅危惧 － － 絶滅危惧Ⅱ類  

ゴマセンベイアワモチ 準絶滅危惧 － － 準絶滅危惧  

ホソアシヒダナメクジ科の一種 (1)  準絶滅危惧 － － －  

ホソアシヒダナメクジ科の一種 (2)  準絶滅危惧 － － －  

ホソアシヒダナメクジ科の一種 (5)  準絶滅危惧 － － －  

ホソアシヒダナメクジ科の一種 (7)  準絶滅危惧 － － －  

カタシイノミミミガイ 準絶滅危惧 － － 準絶滅危惧 IUCN(LC) 

ウ ラ シ マ ミ ミ ガ イ 準絶滅危惧 － － 準絶滅危惧 IUCN(DD) 

ヘ ゴ ノ メ ミ ミ ガ イ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧Ⅰ類  

ク ロ ヒ ラ シ イ ノ ミ 準絶滅危惧 － － 準絶滅危惧 ｸﾛﾋﾗｼｲﾉﾐｶﾞｲ(環境省) 

マ ダ ラ ヒラ シ イノミ 準絶滅危惧 － － 準絶滅危惧 ﾏﾀﾞﾗﾋﾗｼｲﾉﾐｶﾞｲ(環境省) 

イ シ ワ リ マ ク ラ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 － 準絶滅危惧  

ク ロ グ チ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － －  

ワ シ ノ ハ ガ イ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － －  

サ ン ゴ ナ デ シ コ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － －  

ヒナノヒオウギの一種 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 － 準絶滅危惧  

ソ ト オ リ ガ イ 準絶滅危惧 絶滅危惧ⅠＢ類 － －  

ヒロクチソトオリガイ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 － 準絶滅危惧  

カ ブ ラ ツ キ ガ イ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 － －  

ショウゴインツキガイ 準絶滅危惧 情報不足 － 準絶滅危惧 ｲｾｼﾗｶﾞｲ(第 2版) 

シ ワ ツ キ ガ イ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

チ ヂ ミ ウ メ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － － ﾁﾁﾞﾐｳﾒﾉﾊﾅ(第 2版) 

ツ キ ガ イ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － －  

コ ヅ ツ ガ イ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 － 準絶滅危惧  

ヒ ノ マ ル ズ キ ン 準絶滅危惧 情報不足 － 準絶滅危惧  

ホシムシアケボノガイ 準絶滅危惧 － － 絶滅危惧Ⅱ類  

ユウレイウロコガイ (新称) 準絶滅危惧 － － －  

ミ ナ ミ ウ ロ コ ガ イ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧 ｳﾛｺｶﾞｲ(第 2版) 

コ ハ ク マメ ア ゲマキ 準絶滅危惧 － － 準絶滅危惧  

ユ ン タ ク シ ジ ミ 準絶滅危惧 － － 準絶滅危惧  

ツバサマメアゲマキ (新称) 準絶滅危惧 － － －  

セ ワ ケ ハチ ミ ツガイ 準絶滅危惧 － － 準絶滅危惧  

フィリピンハナビラガイ 準絶滅危惧 情報不足 － 絶滅危惧Ⅱ類  

ベッコウマメアゲマキ 準絶滅危惧 － － 準絶滅危惧  

バライロマメアゲマキ 準絶滅危惧 情報不足 － 準絶滅危惧  

ツマベニマメアゲマキ 準絶滅危惧 － － 準絶滅危惧  

リュウキュウマテガイ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 － 準絶滅危惧  

ホ ソ バ ラフ マ テガイ 準絶滅危惧 絶滅危惧ⅠＢ類 － 絶滅危惧Ⅱ類 ﾏﾃｶﾞｲの一種(第 2版) 

カ ワ ラ ガ イ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 － 準絶滅危惧  

ハ ツ ヒ ザ ク ラ 準絶滅危惧 情報不足 － －  

ハ ス メ ザ ク ラ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

ト ガ リ ユウ シ オガイ 準絶滅危惧 絶滅危惧ⅠＢ類 － 準絶滅危惧  

リ ュ ウ キュ ウ ザクラ 準絶滅危惧 
地域個体群
（沖縄島）

－ 準絶滅危惧  

ミ ク ニ シボ リ ザクラ 準絶滅危惧 － － 準絶滅危惧  

ア マ サ ギ ガ イ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧Ⅱ類  

ダ イ ミ ョ ウ ガ イ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 － 準絶滅危惧  

ト ン ガ リ ベ ニ ガ イ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧Ⅱ類  

チ ガ イ ザ ク ラ 準絶滅危惧 － － 絶滅危惧Ⅱ類  

ネ コ ジ タ ザ ラ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － －  

ヒ ラ ザ ク ラ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 － 準絶滅危惧  

ヘ ラ サ ギ ガ イ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧Ⅱ類  

ハ ス メ ヨ シ ガ イ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

ウ ラ ジ ロ マ ス ホ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧 ｳﾗｼﾞﾛﾏｽｵ(第 2版)、ｳﾗｼﾞﾛﾏｽﾎｶﾞｲ(環境省) 

シ ロ ナ ノ ハ ナ ガ イ 準絶滅危惧 － － 準絶滅危惧  

ザ ン ノ ナ ミ ダ 準絶滅危惧 － － 準絶滅危惧  

ミナミキヌタアゲマキ 準絶滅危惧 － － 準絶滅危惧  



<初版－改訂第 3版・カテゴリー対照表> 

697 
 

(10) 貝類 (続き) 

和    名 

沖  縄  県※1 

環 境 省※2 備    考※3 改訂第3版 
2017 

改訂第2版
2005 

初 版 
1996 

カ モ ジ ガ イ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 － 準絶滅危惧  

ユ ウ ヤ ケ バ カ ガ イ 準絶滅危惧 情報不足 － －  

ユ キ ガ イ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

ク チ バ ガ イ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

オ イ ノ カ ガ ミ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 － 準絶滅危惧 ｵｲﾉｶｶﾞﾐｶﾞｲ(環境省) 

フ ジ イ ロ ハ マ グ リ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 － 準絶滅危惧  

カ ミ ブ ス マ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 － 準絶滅危惧  

ダ テ オ キ シ ジ ミ 準絶滅危惧 絶滅危惧ⅠＢ類 － 地域個体群 ｵｷｼｼﾞﾐ(第 2版)、沖縄島のｵｷｼｼﾞﾐ(環境省) 

ス ダ レ ハ マ グ リ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

ウ ス カ ガ ミ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 － －  

ユ ウ カ ゲ ハ マ グ リ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 絶滅危惧Ⅱ類  

イ オ ウ ハ マ グ リ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 － 絶滅危惧Ⅱ類  

ト モ シ ラ オ ガ イ 準絶滅危惧 情報不足 － －  

オ ウ ギ カノ コ アサリ 準絶滅危惧 情報不足 － －  

沖縄島のゴマオカタニシ 
地域個体群 
（沖縄島） 

－ － 準絶滅危惧  

ヒメケハダヒザラガイ 情報不足 準絶滅危惧 － －  

ウ ニ ヒ ザ ラ ガ イ 情報不足 情報不足 － －  

ウ ロ コ イ シ マ キ 情報不足 情報不足 － 準絶滅危惧  

シ リ コ ケ ゴ マ ガ イ 情報不足 情報不足 － －  

ス エ ヒ ロ ヘ ナ タ リ 情報不足 － － －  

ウ ズ ツ ボ 情報不足 － － 情報不足  

イ ワ カ ワト キ ワガイ 情報不足 準絶滅危惧 － －  

オ リ イ レ ヨ フ バ イ 情報不足 情報不足 － 絶滅危惧Ⅱ類  

キ ツ ネ ノ ム シ ロ 情報不足 － － 準絶滅危惧  

ヒメヒラマキミズマイマイ  情報不足 － － 情報不足 IUCN(DD) 

レンズヒラマキ (クルマヒラマキ) 情報不足 － － 絶滅危惧Ⅱ類 IUCN(LC) 

リュウキュウノミガイ 情報不足 情報不足 － 準絶滅危惧  

リュウキュウカドベッコウ  情報不足 絶滅危惧Ⅱ類 － －  

マ ル キ ビ 情報不足 － － 情報不足  

イボイボナメクジ属の一種 (2)  情報不足 － － －  

コ ウ モ リ ミ ミ ガ イ 情報不足 情報不足 － 準絶滅危惧  

カ ド バ リコ ミ ミガイ 情報不足 － － 絶滅危惧Ⅰ類 IUCN(LC) 

イ サ サ コ ミ ミ ガ イ 情報不足 情報不足 － 情報不足  

ヤ マ ホ ト ト ギ ス 情報不足 情報不足 － 準絶滅危惧  

オ ボ ロ ヅ キ 情報不足 情報不足 － －  

ガタヅキ (コハギガイ) 情報不足 － － 情報不足  

ナ タ マ メケ ボ リガイ 情報不足 情報不足 － 準絶滅危惧  

アマミスジホシムシモドキヤドリガイ (新称)  情報不足 － － －  

オ サ ガ ニヤ ド リガイ 情報不足 情報不足 － 準絶滅危惧  

チ ド リ マ ス オ 情報不足 準絶滅危惧 － －  

な し 
Diplodonta sp. A 

情報不足 情報不足 － 情報不足 ﾌﾀﾊﾞｼﾗｶﾞｲの一種(環境省) 

な し 
Diplodonta sp. B 

情報不足 準絶滅危惧 － 情報不足 ﾌﾀﾊﾞｼﾗｶﾞｲの一種(環境省) 

リュウキュウヒルギシジミ  情報不足 準絶滅危惧 － 絶滅危惧Ⅱ類 ｼﾚﾅｼｼﾞﾐ(第 2版) 

ア ダ ン ソン タ ママキ － 絶滅危惧ⅠＡ類 － －  

ツ バ サ カ ノ コ － 絶滅危惧Ⅱ類 － 準絶滅危惧  

ア カ グ チ カ ノ コ － 絶滅危惧Ⅱ類 － 準絶滅危惧  

カミングフネアマガイ － 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧Ⅱ類  

リュウキュウゴマガイ － 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧Ⅱ類  

トウキョウヒラマキガイ － 絶滅危惧Ⅱ類 － 情報不足 ﾄｳｷｮｳﾋﾗﾏｷ(第 2版) 

マ メ シ ジミ 属 の一種 － 絶滅危惧Ⅱ類 － －  

ス リ ガ ハ マ － 絶滅危惧Ⅱ類 － －  

リュウキュウカドベッコウ類似種 － 絶滅危惧Ⅱ類 － －  

ク ン チ ャン マ イマイ － 絶滅危惧Ⅱ類 － 絶滅危惧Ⅱ類  

ハ ボ ウ キ ガ イ － 絶滅危惧Ⅱ類 － －  

ユキミノガイ (オオユキミノ) － 絶滅危惧Ⅱ類 － －  



<初版－改訂第 3版・カテゴリー対照表> 

698 
 

(10) 貝類 (続き) 

和    名 

沖  縄  県※1 

環 境 省※2 備    考※3 改訂第3版 
2017 

改訂第2版
2005 

初 版 
1996 

ホソズングリアゲマキ － 絶滅危惧Ⅱ類 － －  

オ ト コ エシ ハ マグリ － 絶滅危惧Ⅱ類 － －  

サ ラ サ ダ マ － 準絶滅危惧 － －  

オ オ ア シ ヤ ガ イ － 準絶滅危惧 － －  

コ ハ ク カ ノ コ － 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧 ｺﾊｸｶﾉｺｶﾞｲ(第 2版) 

カ バ グ チ カ ノ コ － 準絶滅危惧 － －  

キ ジ ビ キ カ ノ コ － 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

ク リ グ チ カ ノ コ － 準絶滅危惧 － －  

ク サ イ ロ カ ノ コ － 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

ツ ツ ミ ガ イ － 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

リ ュ ウ キュ ウ ムシロ － 準絶滅危惧 － －  

コ ガ ン ゼ キ － 準絶滅危惧 － －  

ヒラマキミズマイマイ － 準絶滅危惧 － 情報不足  

ナ ガ ケ シ ガ イ － 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

オ キ ナ ワ ヒ シ ガ イ － 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

ハ ザ ク ラ － 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

ヒメリュウキュウアサリ － 準絶滅危惧 － －  

シ マ カ ノ コ － 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

ム ラ ク モ カ ノ コ － 準絶滅危惧 － －  

フクダゴマオカタニシ － 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

ハ ダ カ アツ ブ タガイ － 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧 宮古 

コ ゲ ツ ノ ブ エ － 準絶滅危惧 － 絶滅危惧Ⅱ類 ｺｹﾞﾂﾉﾌﾞｴｶﾞｲ(環境省) 

カ ヤ ノ ミ カ ニ モ リ － 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

ミ ツ カ ド カ ニ モ リ － 準絶滅危惧 － －  

イ ロ タ マ キ ビ － 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

マ ン ガ ル ツ ボ － 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

カ ワ ア イ － 準絶滅危惧 － 絶滅危惧Ⅱ類  

ホ ラ ガ イ － 準絶滅危惧 － －  

カ ニ ノ テ ム シ ロ － 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

リュウキュウサルボウ － 準絶滅危惧 － －  

ソ メ ワ ケ グ リ － 準絶滅危惧 － －  

エ マ イ ボ タ ン － 準絶滅危惧 － －  

リ ュ ウ キュ ウ アオイ － 準絶滅危惧 － －  

リュウキュウアオイガイモドキ － 準絶滅危惧 － －  

イ ン ド ア オ イ － 準絶滅危惧 － －  

ナ ミ ノ コ マ ス オ － 準絶滅危惧 － －  

コ ニ ッ コ ウ ガ イ － 準絶滅危惧 － －  

ミ ガ キ ヒ メ ザ ラ － 準絶滅危惧 － －  

イ チ ョ ウ シ ラ ト リ － 準絶滅危惧 － 絶滅危惧Ⅰ類  

ト ゲ ウ ネ ガ イ － 準絶滅危惧 － －  

ヒ メ ニ ッ コ ウ ガ イ － 準絶滅危惧 － －  

マ ス オ ガ イ － 準絶滅危惧 － －  

オ オ ヌ ノ メ ガ イ － 準絶滅危惧 － －  

オ ミ ナ エシ ハ マグリ － 準絶滅危惧 － 準絶滅危惧  

ケ シ ョ ウオ ミ ナエシ － 準絶滅危惧 － －  

ヤ エ ヤ マ ス ダ レ － 準絶滅危惧 － －  

ク シ ケ マ ス オ － 準絶滅危惧 － －  

セ ム シ ツ ノ ブ エ － 
地域個体群
（沖縄島）

－ －  

コ ブ ム シ ロ － 
地域個体群
（沖縄島）

－ 準絶滅危惧  

サ ン ゴ ウ ラ ウ ズ － 情報不足 － －  

オ キ ナ ワ チ グ サ － 情報不足 － －  

ベッコウフネアマガイ － 情報不足 － 準絶滅危惧  

オ オ ア マ ガ イ － 情報不足 － －  

ベ ニ ツ ケ ア マ ガ イ － 情報不足 － －  

カ タ ツ ノ ブ エ － 情報不足 － －  

ヒ メ カ ニ モ リ － 情報不足 － －  
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(10) 貝類 (続き) 

和    名 

沖  縄  県※1 

環 境 省※2 備    考※3 改訂第3版 
2017 

改訂第2版
2005 

初 版 
1996 

クチムラサキカニモリ － 情報不足 － －  

ユ キ ネ ズ ミ ガ イ － 情報不足 － －  

ヘ シ ャ ゲ フ ト コ ロ － 情報不足 － －  

オ キ ナ ワハ ナ ムシロ － 情報不足 － －  

ヒ ロ ク チ イ モ － 情報不足 － －  

ケ ヅ メ ガ イ － 情報不足 － －  

コ ハ ゼ ガ イ － 情報不足 － －  

ホ ラ ア ナマ メ シジミ － 情報不足 － － 宮古 

チリメンカノコアサリ － 情報不足 － －  

フ キ ア ゲ ア サ リ － 情報不足 － －  
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５． 本書の作成に協力いただいた方々 
 

本書を作成するにあたり、生息や生育情報の収集や調査の実施、また掲載写真の収集にあたり多くの方々のご

協力をいただきました。この場を借りてお礼申し上げます。ご協力頂いた方々は以下に示すとおりです。 

（敬称略、50音順） 

 

◆ 生息･生育情報の提供・調査の実施 
 

＜哺 乳 類＞ 

河内 紀浩 久高 将和 小林 峻 中西 希  

 

＜鳥 類＞ 

伊澤 雅子 私市  一康 久高 将和 呉地 正行 小林 雅弘 

庄山 守 関  伸一 渡久地 豊 仲地 邦博 仲間 章郎 

長嶺 隆 中本 純市 西海 功 山崎 剛史 山城 正邦 

山本 以智人     

 

＜爬虫類・両生類＞ 

小原 祐二 熊井 健 佐藤 文保 高橋 洋生 福山 欣司 

前之園 唯史 丸山 勝彦    

 

＜魚 類＞ 

林田 宜之     

 

＜甲 殻 類＞ 

青木 美鈴 上野 大輔 太田 悠造 佐々木 哲朗 下村 通誉 

 

＜昆 虫 類＞ 

青木 一宰 新田 敦子 石川 忠 市川 顕彦 内田 晃士 

梅田 孝 岡  徹 奥山 風太郎 長田 勝 沖山 茂 

河野 裕美 小松 貴 崎原 健 佐藤 文保 島村 賢正 

杉本 まゆみ 砂川 博秋 田村 常雄 刀禰 浩一 名嘉 猛留 

比嘉 実野 東  和明 水谷 晃 村松 稔 村山 望 

山田 量崇 渡辺 賢一    

 

＜クモ形類・多足類＞ 

入野 祐史 川副 裕一郎 下謝名 松栄 田邊 力 永澤  拓也 

比嘉  祏成 渡辺 登    

 

＜貝 類＞ 

秋山 佳央 安倍 肯治 伊芸 元 Winston F. Ponder 上野 大輔 

内田 翔太 大谷 ウイリアム 小澤 智生 狩野 泰則 河辺 訓受 

木村 昭一 金城 浩之 竹内 将俊 多田 昭 千葉 聡 

中瀬 悠太 中薗 信之 中原 ゆうじ 西  邦雄 西垣 孝治 

西原 千尋 西平 信 芳賀 拓真 比嘉 高明 藤井 琢磨 

細  将貴 前之園唯史 水元 巳喜夫 村田 尚史 八木 洋史 

柳澤 涼子 山崎 大志 渡部 哲也 渡辺 正夫 ㈱東海アクアノーツ

南大東村役場     

 

◆ 掲載写真の提供  *分科会委員を含む 
 

＜哺 乳 類＞ 

内田 詮三 小松 知普 田村 常雄 琉球大学哺乳類生態研究室 沖縄県八重山土木事務所河川都市港湾班  

 

＜鳥 類＞ 

私市 一康 砂川 栄喜 嵩原 建二 渡嘉敷 真司 細川 太郎 
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㈱沖縄環境保全研究所     

 

＜爬虫類・両生類＞ 

米須 邦雄 千木良 芳範 当山 昌直 戸田 守 富永 篤 

外間 一樹 (一財)沖縄美ら島財団    

 

＜魚 類＞ 

立原 一憲 前田 健    

 

＜甲 殻 類＞ 

大澤 正幸 駒井 智幸 佐伯 智史 成瀬 貫 藤田 喜久 

前之園 唯史 吉田 隆太 沖縄県八重山土木事務所河川都市港湾班   

 

＜昆 虫 類＞ 

青柳 克 梅田 孝 北野 忠 木村 正明 小濱 継雄 

佐々木 健志 杉本 雅志 西山 桂一 野林 千枝 比嘉 正一 

松村 雅史 村松 稔 焼田 理一郎 沖縄県八重山土木事務所河川都市港湾班 沖縄県南部土木事務所ダム管理担当

 

＜クモ形類・多足類＞ 

唐沢 重考 佐々木 健志 谷川 明男 千木良 芳範 戸部 海童 

名嘉 猛留 中村 泰之 西山 桂一 比嘉 高明  

 

＜貝 類＞ (図版作成、文献の提供を含む) 

青柳 克 池口 明子 池辺 進一 石川 裕 伊敷 あや子 

上島 励 小澤 宏之 亀田 勇一 木村 昭一 久保 弘文 

黒住 耐二 小菅 丈治 齊藤 匠 J. Studdert 名和 純 

早瀬 善正 平野 尚浩 福田 宏 増田 修 和田 慎一郎 

恩納村博物館 名護市教育委員会 西宮市貝類館 宮古島市教育委員会 与那原町教育委員会

沖縄県文化財課資料編集班     

 

＜こ の ほ か＞ 
(表紙) ク メ ト カ ゲ モ ド キ 戸田 守 

ヤ ン バ ル ク イ ナ 外間 一樹 ト カ ゲ ハ ゼ 西垣 孝治 

(とびら) ヤンバルテナガコガネ 佐々木 健志 

ヒ ス イ ボ ウ ズ ハ ゼ 前田 健 ヤ マ ト ウ シ オ グ モ 佐々木 健志 

(裏表紙) アマノヤマタカマイマイ 亀田 勇一 

イリオモテヤマネコ 琉球大学哺乳類生態研究室 キ ン バ ト 嵩原 建二 

ノ グ チ ゲ ラ 嵩原 建二 ミ ヤ コ ト カ ゲ 当山 昌直 

イワサキワモンベニヘビ 千木良 芳範 ミ ヤ コ サ ワ ガ ニ 藤田 喜久 

オキナワイシカワガエル 西山 桂一 ラ ッ パ ガ イ 亀田 勇一 

アオバラヨシノボリ 前田 健 ダイトウオオコウモリ 琉球大学哺乳類生態研究室 

アダンベンケイガニ 前之園 唯史 ダイトウコオイエビ(新称) 藤田 喜久 

ヤンバルテナガコガネ 佐々木 健志 ヒサマツサイカブト 佐々木 健志 

オキナワホラアナヤチグモ 佐々木 健志 オオアガリマイマイ(サメハダヘソアキアツマイマイ) 亀田 勇一 

ヨナグニアマビコヤスデ 中村 泰之 ウフビシ沖縄島本部沖のサンゴ礁 吉本 昌弘 

ジャングサマテガイ 久保 弘文 (p3,4) 

(発刊にあたって) 河川･沢(沖縄島北部)、湿地(南大東島)、湧水(沖縄島)、地下水

沖縄島北部やんばるの亜熱帯照葉樹林  西山 桂一 (南大東島)、干潟(沖縄島)、マングローブ(西表島)、藻場(沖縄島)、

(p1,2) サンゴ礁(沖縄島) 以上、㈱沖縄環境保全研究所 

イリオモテヤマネコ 琉球大学哺乳類生態研究室 沖縄北部の山地森林、湿潤な森林の着生植物（オキナワセッコク

カ ン ム リ ワ シ 嵩原 建二 沖縄島北部） 西山 桂一 

ツ バ サ ハ ゼ 西垣 孝治 八重山諸島の山地森林(西表島)、石灰岩地の森林(石垣島) 、西

トゥドゥマリハマグリ 久保 弘文 表島浦内川のマングローブ 沖縄県八重山土木事務所河川都市

ノ グ チ ゲ ラ 嵩原 建二 港湾班 
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６．掲載種索引  
 

＜哺 乳 類＞   

  オリイヤマガラ 156

イエコウモリ（アブラコウモリ） 104  カイツブリ 159

イリオモテヤマネコ 97  カツオドリ 161

オキナワオオコウモリ 91  カラシラサギ 164

オキナワコキクガシラコウモリ 99  カラスバト 137

オキナワトゲネズミ 94  カワセミ 172

オキナワハツカネズミ 108  カンムリワシ 120

オリイオオコウモリ 106  キンバト 126

カグラコウモリ 101  クロツラヘラサギ 128

ケナガネズミ 96  コアジサシ 150

ジャコウネズミ 107  コウノトリ 116

ジュゴン 98  コシャクシギ 131

セスジネズミ 95  コトラツグミ 177

センカクモグラ 92  サシバ 153

ダイトウオオコウモリ 92  サンカノゴイ 127

ミヤココキクガシラコウモリ 91  サンショウクイ 155

ヤエヤマオオコウモリ 106  シラオネッタイチョウ 136

ヤエヤマコキクガシラコウモリ 100  シロガシラ 174

ヤンバルホオヒゲコウモリ 94  シロチドリ 141

リュウキュウイノシシ 104  ズグロカモメ 148

リュウキュウテングコウモリ 102  ズグロミゾゴイ 140

リュウキュウユビナガコウモリ（コユビナガコウモリ） 103  セイタカシギ 142

ワタセジネズミ 105  セグロアジサシ 169

  ダイトウカイツブリ 159

＜鳥    類＞  ダイトウコノハズク 121

  ダイトウノスリ 112

アオツラカツオドリ  160  ダイトウヒヨドリ 175

アカアシカツオドリ 127  ダイトウミソサザイ 115

アカアシシギ 144  ダイトウメジロ 175

アカオネッタイチョウ 125  ダイトウヤマガラ 114

アカヒゲ 156  タカブシギ 145

アナドリ 160  タマシギ 146

アホウドリ 138  チュウサギ 163

アマミヤマガラ 173  ツクシガモ 136

アマミヤマシギ  130  ツバメチドリ 147

イシガキシジュウカラ 174  ツミ 177

ウスアカヒゲ 178  ツルクイナ 165

エリグロアジサシ 152  ツルシギ 144

オオアジサシ 149  ノグチゲラ 123

オオクイナ 129  ハマシギ 167

オオジシギ  166  ハヤブサ 155

オオソリハシシギ 143  ヒシクイ 135

オオヒシクイ 157  ヒメアマツバメ 166

オオミズナギドリ 138  ベニアジサシ 151

オオヨシゴイ 117  ヘラサギ 176

オシドリ 125  ヘラシギ 120

オリイコゲラ 132  ホウロクシギ 143
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ホントウアカヒゲ 133  ミヤコカナヘビ 186

マガン 158  ミヤコトカゲ 196

マミジロアジサシ 168  ミヤコヒバァ 197

ミサゴ 170  ミヤコヒメヘビ 187

ミゾゴイ 139  ミヤラヒメヘビ 198

ミフウズラ 147  ヤエヤマイシガメ 202

ミヤコショウビン 113  ヤエヤマセマルハコガメ 190

ムラサキサギ 141  ヤエヤマタカチホヘビ 208

ヤンバルクイナ 118  ヨナグニキノボリトカゲ 204

ヨシゴイ 162  ヨナグニシュウダ 197

ヨナグニカラスバト 115  リュウキュウヤマガメ 183

リュウキュウアオバズク 172   

リュウキュウオオコノハズク 153  ＜両 生 類＞ 

リュウキュウガモ 176   

リュウキュウカラスバト 112  イボイモリ 224

リュウキュウキビタキ 134  オオハナサキガエル 229

リュウキュウクロアジサシ 167  オキナワイシカワガエル 219

リュウキュウコゲラ 173  コガタハナサキガエル 220

リュウキュウコノハズク 171  シリケンイモリ 227

リュウキュウツミ 131  ナミエガエル 223

リュウキュウヒクイナ 165  ハナサキガエル 221

リュウキュウヨシゴイ 163  ハロウエルアマガエル 228

  ホルストガエル 222

＜爬 虫 類＞  リュウキュウアカガエル 226

   

アオウミガメ 199  ＜魚 類＞ 

アオスジトカゲ 216   

アカウミガメ 188  アオバラヨシノボリ 254

アマミタカチホヘビ 207  アカボウズハゼ 278

イヘヤトカゲモドキ 180  アゴヒゲオコゼ 240

イワサキセダカヘビ 206  アゴヒゲハゼ 256

イワサキワモンベニヘビ 211  アサガラハゼ 266

エラブウミヘビ 212  アトクギス 263

オキナワキノボリトカゲ 193  アミメカワヨウジ 262

オキナワトカゲ 195  アンピンボラ 288

キクザトサワヘビ 180  ウラウチイソハゼ 257

キシノウエトカゲ 205  ウラウチフエダイ 242

クメトカゲモドキ 185  ウラウチヘビギンポ  246

クロイワトカゲモドキ 191  エソハゼ 259

小浜島・黒島のサキシマカナヘビ 215  エリトゲハゼ 291

サキシマアオヘビ 208  オウギハゼ 265

サキシマキノボリトカゲ 203  オオアオノメアラ 241

サキシマバイカダ 209  オオメジロザメ 284

シュウダ 217  オキナワキチヌ 262

大東諸島のオガサワラヤモリ 214  カエルハゼ 268

タイマイ 182  カガミテンジクダイ 242

タシロヤモリ 216  カブキハゼ 280

バーバートカゲ 194  カワギンポ 246

ハイ 210  カワクモハゼ 283

ヒロオウミヘビ 213  カワボラ 238

マダラトカゲモドキ 184  カンムリブダイ 245
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キバラヨシノボリ 271  ニセシマイサキ 244

キララハゼ 273  ニセシラヌイハゼ 272

ギンポハゼ 282  ニセツムギハゼ 287

クサフグ 274  ニホンウナギ 262

クシヒゲヌメリ 247  ニューギニアウナギ 288

クマノコハゼ 295  ニライカナイボウズハゼ 292

クロトサカハゼ 256  ネッタイイソイワシ 289

コクチスナゴハゼ 293  ハクテンウミヘビ 288

コゲウツボ 232  ハナダカタカサゴイシモチ 290

ゴシキタメトモハゼ 264  ハヤセボウズハゼ 251

コビトハゼ 274  ヒゲソリオコゼ 240

ゴマクモギンポ 291  ヒゲワラスボ 277

コマチハゼ 259  ヒスイボウズハゼ 253

コモチサヨリ 285  ヒノコロモボウズハゼ 292

コンジキハゼ 257  ヒメサツキハゼ 260

コンテリボウズハゼ 252  ヒメテングヨウジ 237

シマエソハゼ 258  ヒメトサカハゼ 255

シマサルハゼ 253  ヒモハゼ属の1種 293

シミズシマイサキ 244  ヒラヨシノボリ 287

ジャノメハゼ 286  ヒルギギンポ 247

スダレウロハゼ 294  ヒルギヌメリテンジクダイ 290

ゼブラアナゴ 233  フタゴハゼ 294

ダイダイコショウダイ 290  フタスジノボリハゼ 287

タイワンキンギョ 261  フタホシハゼ 294

タウナギ 235  フナ属の1種 234

タスキヒナハゼ 294  ホクロハゼ 295

タナゴモドキ 275  ホシイッセンヨウジ 236

タニヨウジ 237  ホシマダラハゼ 286

タマカイ 241  ホホグロスジハゼ 287

タメトモハゼ 276  ホホグロハゼ 270

チワラスボ属の1種 1 249  ボルネオハゼ 284

チワラスボ属の1種 2 250  マイコハゼ 296

チワラスボ属の1種 3 267  マサゴハゼ 269

チンヨウジウオ 236  マングローブゴマハゼ 281

ツバサハゼ 248  ミスジハゼ 272

テッポウウオ 243  ミナミアシシロハゼ 268

ドウケハゼ 293  ミナミギンイソイワシ 289

トカゲハゼ 248  ミナミハゼ 286

トゲナガユゴイ 245  ミナミヒメミミズハゼ 279

トサカハゼ 282  ミナミメダカ 239

ドジョウ 234  ムジナハゼ 293

トビハゼ 265  メガネモチノウオ 263

トラフボウズハゼ 292  モンナシボラ 289

ドロクイ 233  ヤエヤマノコギリハゼ 277

トンガスナハゼ 296  ヨコシマイサキ 243

ナガレフウライボラ 239  ヨロイボウズハゼ 278

ナミダカワウツボ 232  リュウキュウアユ 231

ナミノコハゼ 295  ワカケサラサハゼ 283

ナリタイトヒキヌメリ 291  ワキイシモチ 290

ナンヨウタカサゴイシモチ 289   

ナンヨウチヌ 285  ＜甲 殻 類＞ 
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アカカクレイワガニ 336  シオカワヨコエビ 325

アカテノコギリガザミ 334  シオマネキ 301

アゴヒロカワガニ 342  シモフリシオマネキ 346

アシナガアカイソガニ 340  ショキタテナガエビ 314

アシナガヌマエビ 327  シロサンゴヤドカリ 331

アシナガベンケイガニ 339  シロツメアシハラガニモドキ 320

アダンベンケイガニ 321  シロテアシハラガニモドキ 322

アナモリノコギリテッポウエビ（新称） 349  スベスベテナガエビ 327

アマミマメコブシガニ 333  スマトライワベンケイガニ 340

アラモトサワガニ 335  センカクサワガニ 300

アリアケモドキ 323  ダイトウコオイエビ（新称）  298

イシガキヌマエビ 302  タイワンオオヒライソガニ 352

イバラアナジャコ（新称） 349  タイワンヒメオサガニ 324

イヘヤオオサワガニ 307  タイワンベンケイガニ 340

イボテカニダマシ 304  ダルマガニ 323

イリオモテアナジャコ（新称） 330  チカヌマエビ 311

イリオモテヌマエビ 312  チゴガニ 324

イリオモテマメコブシガニ 317  チュラテナガエビ（仮称） 348

イリオモテヨコナガピンノ 310  ツノナシイボガザミ 334

イルンティムツアシガニ 350  ツブテナガエビ 328

イワトビベンケイガニ 337  ツメナガベンケイガニ 338

ウチノミカニダマシ 304  テッポウエビ 328

ウリガーテナガエビ 303  ドウクツヌマエビ 310

オオアシハラガニモドキ 337  ドウクツベンケイガニ 308

オオウラムツアシガニ 351  ドウクツモクズガニ 309

オオバヌマエビ（新称） 347  トカシキオオサワガニ 299

オキナワオオサワガニ 306  トカシキミナミサワガニ 305

オキナワミナミサワガニ 318  トゲオスナモグリ 329

オトヒメスナモグリ 329  トゲユビアナジャコ（新称） 331

オハグロテッポウエビ 328  トリウミアカイソモドキ 343

カクレサワガニ  298  ドロイワカニダマシ 331

カスリテナガエビ 313  ナカグスクオサガニ 325

カスリベンケイガニ 309  ナガツノヌマエビ 326

カッショクサワガニ 319  ナダケフサアシハラガニ 341

ガマヌマエビ（新称） 348  ナンヨウトゲアナジャコ 330

カワスナガニ 344  ニセモクズガニ 343

カワラピンノ 347  ニンジャベンケイガニ 351

キカイホンヤドカリ 316  ハサミカクレガニ 344

ギザテアシハラガニ 321  ハシボソテッポウエビ 349

キノボリエビ 329  ハチジョウヒライソモドキ 342

クメジマオオサワガニ 307  ハマベンケイガニ 337

クメジマミナミサワガニ 317  ヒトハカニダマシ 314

クラヤミヌマエビ（仮称） 348  ヒナアシハラモドキ 338

ケフサアシハラガニ 341  ヒメアカイソモドキ 352

ケラマサワガニ 305  ヒメオカガニ 336

コウナガカワスナガニ 344  ヒメユリサワガニ 301

コウビロヒライソモドキ（新称） 342  ヒラアシテナガエビ 312

サカモトサワガニ 335  ヒルギノボリヨコバサミ 332

サキシマオカヤドカリ 316  ヘコミベンケイガニ 351

サキシマヌマエビ 326  ヘリトリオカガニ 335

サンゴカニダマシ 350  ホルトハウスオサガニ 345
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マーグイヨコバサミ 332  オオテントウ 398

マガタマテナガエビ 313  オオマルケシゲンゴロウ 388

マメイソガニ 341  オオヨツバコガネ 398

マルガオベンケイガニ 337  オキナワカブトムシ 389

マルテツノヤドカリ 332  オキナワキリギリス 371

マルベンケイガニ 320  オキナワクビジロカミキリ 398

マンガルマメコブシガニ 333  オキナワサビカミキリ 399

マングローブヌマエビ 327  オキナワスジゲンゴロウ 375

ミズギワベンケイガニ 339  オキナワセンノキカミキリ 399

ミゾテアシハラガニ 339  オキナワマツモムシ 385

ミナミオニヌマエビ 326  オキナワマルチビガムシ 379

ミナミムツハアリアケガニ 345  オキナワマルバネクワガタ 381

ミネイサワガニ 319  カマドウマ粟国島亜種 370

ミヤケアナジャコ（新称） 330  ガムシ 358

ミヤコサワガニ 299  カラスヤンマ慶良間亜種（アサトカラスヤンマ） 367

ミヤコヌマエビ（仮称） 348  クメジマカブトムシ 381

ムラサキオカガニ 336  クメジマボタル 382

ムラサキサワガニ 318  クロイワゼミ 384

メナガオサガニ 346  コウトウコガシラミズムシ 388

メナガオサガニハサミエボシ 347  コウベツブゲンゴロウ 376

ヤエヤマヤマガニ 308  コガタガムシ 379

ヤエヤマヤワラガニ 334  コガムシ 395

ヤシガニ 315  コバネササキリ 383

ヤドリムツアシガニ 350  コブイトアメンボ 364

ヨウナシカワスナガニ 345  コフキオオメトンボ 392

ヨコスジベンケイガニ 338  コフキトンボ 368

ヨツハヒライソモドキ 342  ゴマダラオオヒゲナガゾウムシ 399

ヨミノオサガニ 352  サキシマヤマトンボ 382

リュウキュウアカテガニ 319  サトミヒラタガムシ 378

リュウキュウカクエンコウガニ 333  サンゴアメンボ 385

リュウキュウシオマネキ 346  サンゴミズギワカメムシ 385

リュウキュウユムシテッポウエビ（新称） 349  シオカラトンボ 368

レンゲガニ（新称） 343  シャープツブゲンゴロウ 388

ロッカクイソガニ 322  シロスジトゲバカミキリ 399

ワカクサヨコバサミ 332  シロヘリハンミョウ琉球亜種（オキナワシロヘリハンミョウ） 394

  セグロイナゴ 393

＜昆 虫 類＞  タイコウチ 354

  ダイトウサルハムシ 399

アオナガイトトンボ 362  ダイトウスジヒメカタゾウムシ 360

アケボノアメイロウマ 371  ダイトウヒメハルゼミ 372

アシブトカタビロアメンボ 394  ダイトウヒラタクワガタ 380

アマミヘビトンボ 387  タイワンオオミズスマシ 378

イシガキニイニイ 354  タイワンオジロサナエ八重山亜種（ワタナベオジロサナエ） 392

イリオモテボタル 366  タイワンコオイムシ 355

イワサキヘリカメムシ 386  タイワンタイコウチ 363

ウスイロキマダラウマ 371  タイワンタガメ 356

ウスバカマキリ 383  タイワンツバメシジミ名義タイプ亜種 361

ウスバカミキリ 395  タイワンハナダカバチ 390

ウスモンナギサスズ 383  タイワンマツモムシ 385

エサキタイコウチ 363  タガメ 355

エゾカタビロオサムシ 397  タカラサシガメ 386
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タマガムシ 395  アワセイソタナグモ 403

タラマハヤシウマ 370  イシガキアオグロハシリグモ 415

ダルマガムシ属の一種 394  イシガキキムラグモ 406

チビサナエ沖縄諸島亜種（オキナワオジロサナエ） 391  イヘヤキムラグモ 406

チャイロホソハナムグリ 397  ウデナガマシラグモ 411

ツダナナフシ 372  オオクロケブカジョウゴグモ 409

ツブゲンゴロウ 357  オオハシリグモ 415

ツマキレオオミズスマシ 377  オキナワキムラグモ属（イヘヤキムラグモ、イシガキキム 406

ツマグロゼミ 393  ラグモ、オキナワキムラグモ、クメジマキムラグモ）  

ツヤセスジアメンボ 374  オキナワトタテグモ 408

トゲアシアメンボ 374  オキナワナガイボグモ 414

トビイロゲンゴロウ 388  オキナワホラアナヤチグモ 402

トビイロヤンマ 362  オキナワホラヒメグモ 411

ナカジマツブゲンゴロウ 377  オキナワマシラグモ 410

ニセコケシゲンゴロウ 376  オヒキコシビロザトウムシ 412

ニトベノミバッタ 397  カノウハエトリ 416

ノブオオオアオコメツキ 390  キノボリトタテグモ 409

ノブオフトカミキリ 390  クメコシビロザトウムシ 408

ハマコオロギ（リュウキュウハマコオロギ） 369  クメジマイボブトグモ 408

ヒサマツサイカブト 360  クメジマキムラグモ 406

ヒメフチトリゲンゴロウ 375  クンジャンキムラグモ 406

ヒメミズカマキリ 384  コケオニグモ 413

フチトリゲンゴロウ 358  ササキハシリグモ 415

フチベニヘリカメムシ 387  シマトタテグモ 407

ベニボシカミキリ 396  ダイトウマルガタワカバグモ 405

ホソツマジロカメムシ 387  ダイトウヤイトムシ 404

ホソミシオカラトンボ 392  ミヤコジマトタテグモ 405

ホラアナゴキブリ先島諸島亜種（ミヤコホラアナゴキブリ） 369  ヤエヤマトタテグモ 407

マダラアシミズカマキリ 373  ヤエヤマナガイボグモ 414

マダラゲンゴロウ 357  ヤマトウシオグモ 402

マダラゴキブリ 393  ヤンバルキムラグモ 406

マルヒラタガムシ 365  ヤンバルユウレイグモ 413

ミヤコモリゴキブリ 396  リュウキュウカヤシマグモ 410

ミヤモトサシガメ 386   

メダカダルマカメムシ 386  ＜多 足 類＞ 

モザイクコマダラウマ 397   

ヤエヤマクロスジホソハナカミキリ 398  カツレンフトケヤスデ（新称） 420

ヤエヤママルバネクワガタ 389  コバアマビコヤスデ 418

ヤサガタコカマキリ 396  タメトモヤスデ 420

ヤマトホソガムシ 365  ポコックヤエタケヤスデ 418

ヤンバルテナガコガネ 366  ホラオビヤスデ 419

ヨナクニウォレスブユ 400  ミイツヤスデ 419

ヨナグニサン 390  ヤエヤママルヤスデ 419

ヨナグニヒシバッタ 384  ヨナグニアマビコヤスデ 418

ヨナグニマルバネクワガタ 359    

リュウキュウヒメミズスマシ 364  ＜貝 類＞  

リュウキュウルリモントンボ 391    

   アオサギ 560

＜ク モ 形 類＞   アオミオカタニシ 579

アマミサソリモドキ 412  アケボノガイ 550
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アシヒダツボ 499  ウラシマミミガイ 618

アソブイトクビキレ 442  ウラジロマスホ 640

アツクチハマシイノミ  538  ウルシヌリハマシイノミ 538

アツマイマイ 466  ウロコイシマキ 651

アマサギガイ 636  ウロコケマイマイ 527

アマノヤマタカマイマイ 466  エイコベッコウ 525

アマミカワニナ 430  エドガワミズゴマツボ（ウミゴマツボ） 586

アマミクビキレ 501  エリマキガイ 447

アマミスジホシムシモドキヤドリガイ（新称） 662  エレガントカドカド 498

アラゴマフダマ 590  オイノカガミ 644

アラハダカノコ 575  オイランカワザンショウ 587

アラムシロ 445  オウギカノコアサリ 649

アンパルクチキレ 597  オウトウハマシイノミ 540

イオウジマノミガイ 513
オオアガリマイマイ
（サメハダヘソアキアツマイマイ） 465

イオウハマグリ 648  オオカサネシタラ 461

イガムシロ 590  オオシイノミクチキレ 598

イササコミミガイ 659  オオシマホクロガイ 569

イシワリマクラ 620  オーステンキビ 525

イソスジサルボウ 475  オオズングリアゲマキ 480

イッシキマイマイ 529  オオツヤウロコガイ 551

イトカケマイマイ 457  オオトゲウネガイ 560

イトヒキツムガタノミギセル 519  オオベソスガイ 573

イトマンマイマイ 463  オオベソマイマイ  611

イトマンヤマタニシ（新称） 578  オカイシマキ 484

イヘヤタメトモマイマイ 612  オカクビキレ 441

イヘヤヤマタカマイマイ 469  オガタザクラ 478

イヘヤヤマタニシ（新称） 577  オカトリノコガイ（新称） 508

イボイボナメクジ属の一種 (1) 533  オキナガイ 547

イボイボナメクジ属の一種 (2) 658  オキナワギセル 521

イボイボナメクジ属の一種 (3) 533  沖縄島のウスチャイロキセルモドキ類似種群 449

イボウミニナ 584  沖縄島のゴマオカタニシ 650

イリオモテコギセル 601  沖縄島のサカヅキノミギセル 519

イリオモテムシオイ（新称） 485  沖縄島のホラアナゴマオカチグサ類似種群 500

イレズミザルガイ 554  オキナワテラマチベッコウ（新称） 523

イワカワトキワガイ 654  オキナワドブシジミ 566

ウスイロバイ 507  オキナワヌカルミクチキレ 446

ウスカガミ 647  オキナワムシオイ 428

ウズツボ 653  オキナワヤマタカマイマイ 468

ウスムラサキアシガイ 564  オキノエラブヤマトガイ 486

ウチワガイ 546  オサガニヤドリガイ 662

ウニヒザラガイ 651  オトメタママキ 568

ウネイチョウシラトリ 561  オハグロガイ 503

ウフアガリクリイロカワザンショウ 435  オフクマスオ 566

ウフアガリゴマオカチグサ 436  オボロヅキ 660

ウミギク 547  オモロヤマタカマイマイ 531

ウミヒメカノコ 484  オリイレヨフバイ 654

ウラウズタカキビ（新称） 523  カイグンボウクビキレ 502

ウラウチコダマカワザンショウ 499  カエンタケ 596

ウラキツキガイ 548  カガヨイクビキレ 443

ウラキヒメザラ 559  カゴガイ 549

ウラキヤマタカマイマイ 469  カサシタラ 461
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カズマキノミギセル 454  コオキナガイ 477

カタシイノミミミガイ 617  コーヒーイロカワザンショウ 500

ガタチンナン 433  コゲスジイモ 595

ガタヅキ（コハギガイ） 661  コシダカハチジョウヒメベッコウ（新称） 526

カトゥラプシキシタダミ 432  コヅツガイ 626

カドバリコミミガイ 659  コデマリナギサノシタタリ 541

カノコミノムシ 593  コトツブ 593

カブラツキガイ 623  コノハザクラ 559

カミブスマ 645  コハクオカミミガイ 474

カモジガイ 643  コハクマメアゲマキ 628

カヤノミガイ 596  コバコガイ 565

カリントウカワニナ 431  コベソコミミガイ（マルコミミガイ） 475

カワコザラ 447  ゴマガイ属の一種 429

カワラガイ 633  ゴマセンベイアワモチ 615

キカイキセルモドキ 448  ゴマツボモドキ（シリオレミジンニナ） 493

キザハシクビキレ 443  コメツブダワラ 455

キツネノムシロ 655  コヤスツララ 597

キヌツヤベッコウ属の一種 (1) 607  コンゴウイシマテ 542

キヌツヤベッコウ属の一種 (2) 459  サカヅキノミギセル 452

キヌツヤベッコウ属の一種 (3) 459  サカマキオカミミガイ 535

キヌツヤベッコウ属の一種 (4) 460  サキシマノミギセル 603

キヌツヤベッコウ属の一種 (5) 460  サキシマヒシマイマイ 471

キヌツヤベッコウ属の一種 (6) 524  サザナミツボ 494

キヌメハマシイノミ 540  サザナミマクラ 543

キバサナギガイ 600  サナギモツボ 584

キボシアワモチ 614  サンゴガキ 545

キュウシュウナミノコ 563  サンゴナデシコ 621

キルン 425  ザンノナミダ 642

キンチャクギセル 450  ジーコンボツボ 492

グードベッコウ 608  ジャングサマテガイ 477

グードベッコウ近似種 462  シュリケマイマイ 609

ククリクチキレ 511  ショウゴインツキガイ 624

クダボラ 594  シラユキヤマタカマイマイ 530

クチバガイ 644  シリコケゴマガイ 652

クチベニツキガイ 548  シロナノハナガイ 641

クニガミゴマガイ 581  シワツキガイ 624

クニガミヤマタニシ（新称） 577  スエヒロガイ 544

クマノコ 572  スエヒロヘナタリ 652

クメジマキセルモドキ（新称） 518  スグカワニナ 490

クメジマゴマガイ 581  スジイモ 594

クメジマベッコウ 458  スジイリオキナワギセル 602

クメジママイマイ 470  スターンズギセル 600

クリイロムシロ（クリイロヨフバイ） 592  スダレハマグリ 647

クロイワオオケマイマイ 610  セワケガイ 551

クロイワヒダリマキマイマイ 613  セワケハチミツガイ 630

クログチ 620  センカクコギセル 449

クロズミアカグチカノコ 575  ソトオリガイ 622

クロヒラシイノミ 619  ダイトウオカチグサ（ダイトウヘソカド） 438

ケハダヤマトガイ種群 487  ダイトウオカモノアラガイ 513

ゴイシザラ 554  ダイトウジマスナガイ 514

コウモリミミガイ 658  大東諸島のスジケシガイ類似種 536
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ダイトウノミギセル 454  ナノハナガイ 565

ダイミョウガイ 637  ナマリレイシダマシ 507

タイワンキサゴ 426  ナミノコ 479

タイワンシラオガイ 481  ナラビオカミミガイ 535

タオヤメユキスズメ（ヌノメミヤコドリ） 573  ニシキキセルモドキ 516

タカラノミギセル 450  ニシキコギセル 518

タカラホソマイマイ 463  ニセゴマツボ 585

タダマイマイ 472  ニセノミギセル 602

ダテオキシジミ 646  ニッコウガイ 562

タネガシマヒメベッコウ 526  ニライカナイゴウナ 598

タマキビ 491  ニワタズミハマシイノミ 539

タマグスクオカチグサ（新称） 439  ヌバタママクラ 543

タワラガイ属の一種 457  ネコガイ 504

ダンダラマテガイ 552  ネコジタザラ 638

チガイザクラ 638  ネジマガキ 588

チヂミウメ 625  ハートガイ 553

チトセノハナガイ 569  ハイイロミノムシ 509

チドリマスオ 663  ハスノハユキスズメ（新称） 426

チビツクシ（ムラクモツクシ） 510  ハスメザクラ 634

チリメンジュロウジン 557  ハスメヨシガイ 640

ツキガイ 625  ハツヒザクラ 634

ツキカガミ 482  ハナグモリ 570

ツバサマメアゲマキ（新称） 629  ハブタエセキモリ 506

ツブカワザンショウ（ヒメカワザンショウ） 495  バライロマメアゲマキ 631

ツマベニマメアゲマキ 632  パンダナマイマイ 611

ツヤイモ 511  ハンミガキマイマイ 612

ツヤカサマイマイ 605  ヒダトリガイ 589

ツヤノミギセル 604  ヒナキンチャク 476

ツヤノミギセル近似種 604  ヒナノヒオウギの一種 622

ティンダハナタクリイロカワザンショウ 435  ヒノデガイの一種 562

デリケートカドカド 497  ヒノマルズキン 626

デンジハマシイノミ 537  ヒミツナメクジ 512

テンセイタマガイ 505  ヒメオキナワヤマタニシ（新称） 485

トウカイタママキ 568  ヒメオリイレムシロ 591

トウガタホソマイマイ 528  ヒメカサキビ 605

トゥドゥマリハマグリ 482  ヒメキボシアワモチ 614

ドームカドカド 437  ヒメケハダヒザラガイ 651

トガリユウシオガイ 635  ヒメシイノミミミガイ 472

トクノシマケハダシワクチマイマイ 424  ヒメシラギク（ミジンシラギク） 494

トナキマイマイ 532  ヒメツメタガイ 505

ドナンオカチグサ 440  ヒメヒラシイノミ 542

トモシラオガイ 649  ヒメヒラマキミズマイマイ 655

ドロアワモチ 613  ヒラザクラ 639

トンガリベニガイ 637  ヒラセアツブタガイ  429

ナガシリマルホソマイマイ 610  ヒラセザクラ 556

ナガタママキ 480  ヒラマキアマオブネ 574

ナガヤマヤマツボ 433  ヒレナシジャコ 478

なし （Diplodonta sp. A） 663  ヒロクチソトオリガイ 623

なし （Diplodonta sp. B） 664  ヒロクチリスガイ 589

ナズミガイ 473  ヒワズウネイチョウ 561

ナタマメケボリガイ 661  フィリピンハナビラガイ 630
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フジイロハマグリ 645  ヤイマカチドキシタダミ 491

フタツアナスカシカシパンヤドリニナ 588  ヤエヤマアツブタガイ 578

ヘゴノメミミガイ 618  ヤエヤマクチミゾガイ 516

ヘソアキアツマイマイ 464  ヤエヤマゴマガイ 488

ベッコウマイマイ 606  ヤエヤマヒラセアツブタガイ 579

ベッコウマイマイ科の一種 609  ヤエヤマヒラベッコウ（新称） 523

ベッコウマメアゲマキ 631  ヤエヤマヘナタリ 582

ヘドクリイロカワザンショウ（新称） 434  ヤエヤマヤマタニシ 576

ヘナタリ 583  ヤエヤマヤマトガイ（新称） 487

ヘラサギガイ 639  ヤシマイシン近似種 445

ヘリトリケマイマイ 462  ヤジリスカシガイ 572

ホシムシアケボノガイ 627  ヤタテガイ 510

ホシヤマナミノコザラ 555  ヤナギシボリタケ 595

ホソアシヒダナメクジ科の一種 (1) 615  ヤマホトトギス 660

ホソアシヒダナメクジ科の一種 (2) 616  ヤンバルゴマガイ 488

ホソアシヒダナメクジ科の一種 (3) 534  ヤンバルヤマタカマイマイ 529

ホソアシヒダナメクジ科の一種 (4) 534  ユウカゲハマグリ 648

ホソアシヒダナメクジ科の一種 (5) 616  ユウヤケバカガイ 643

ホソアシヒダナメクジ科の一種 (6) 534  ユウレイウロコガイ（新称） 627

ホソアシヒダナメクジ科の一種 (7) 617  ユキガイ 644

ホソスジヒバリガイ 544  ユキスズメ 483

ホソスジベッコウ（新称） 608  ユンタクシジミ 629

ホソバラフマテガイ 633  ヨウラクレイシダマシ 592

ボニンキビ 607  ヨコヅナケボリ（新称） 550

ホラアナゴマオカチグサ種群 496  ヨシカワニナ 490

マサキベッコウ 522  ヨナグニカタヤマガイ 440

マタヨフバイ 591  ヨナグニゴマガイ 582

マダライオウハマグリ 570  ヨナグニシロベッコウ（新称） 526

マダラヒラシイノミ 619  ヨナグニダワラ 521

マテガイ 552  ヨナグニナメクジ（新称） 527

マドモチウミニナ 489  ヨナグニベッコウ 524

マルキビ 657  ヨナグニマイマイ 467

マルシロネズミ 587  ヨナグニヤマトガイ（新称） 487

マルタニシ 427  ヨロイノソデ 503

ミカヅキノミギセル 520  ヨワノミギセル 603

ミクニシボリザクラ 636  ラッパガイ 515

ミジンゴマツボ 585  リュウキュウアサリ 571

ミジンサナギガイ 515  リュウキュウアリソガイ 567

ミナトマスホガイ 564  リュウキュウウラジロヒメベッコウ（新称） 458

ミナミウロコガイ 628  リュウキュウカドベッコウ 657

ミナミキヌタアゲマキ 642  リュウキュウカワザンショウ 424

ミナミマガキ 546  リュウキュウギセル 451

ミニカドカド 496  リュウキュウキセルモドキ 517

ミノムシガイ 509  リュウキュウクサビザラ 555

ミヤコオカチグサ 438  リュウキュウザクラ 635

ミヤコオキナワギセル 453  リュウキュウサラガイ 558

ミヤコゴマガイ 580  リュウキュウダカラ 504

ミヤコダワラ 456  リュウキュウノミガイ 656

ムチカワニナ（タケノコカワニナ） 430  リュウキュウノミガイ属の一種 599

モチヅキザラ 556  リュウキュウヒダリマキマイマイ 532

モモイロサギガイ 558  リュウキュウヒラマキモドキ 599
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リュウキュウヒルギシジミ 664   

リュウキュウマテガイ 632   

リュウキュウヤマタニシ 576    

レモンカノコ 574    

レンズヒラマキ（クルマヒラマキ） 656    

ロウイロトミガイ 506    

ロウタキクビキレ 444    

ワシノハガイ 621    
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